
上
　

巻

民信遺 白
仰

俗生跡然
活

編編編編





e

ｓ

9

ｅ

神 子柴遺跡出土の先土器時 代の石器

上段　引固　ポイント（尖頭器）

下段　頑固　石斧（左　固固半磨製，右　劉固打製）





木曽駒ヶ岳山地群と経ヶ岳山地群



傑
層

層
　

中

期
テ
フ
ラ
層

ラ
期
フ

新
テ

新期テフラ層と中期テフラ層

(新期テフラ層のＰｍ一引よ露出せず)

神子柴－II 段丘傑層（大芝付近）

（テフう層と瞳剔）

Ｐｍ－４
一 不Ｉ
Ｐｍ－３

Ｐｍ－２

Ｐｍ－２

Ｐｍ－１

ヴ 不整合

Ｐｍ―恥
整合

傑層



大泉川大泉橋西南新期土石流と新期テフラ層

御岳火山第１浮石層の一つの大きさ



βf

大泉川砂防ダム

南箕輪のワサビ畑



ザゼンソウ



ウスバアゲハの食草ケマンの群落

ゲンジスミレ

キ　 テ　 ン（加藤利雄捕獲所蔵）



縄文中期　土器（左 香炉型土器，右 深鉢型土器）北高根遺跡出土

弥生時代　磨製石斧（左端有孔磨製石斧）宮ノ上遺跡出土

1
1
1
1



古墳時代　五鈴鏡 宮ノ上遺跡出土 初期土師器　高台付壷　宮ノ上遺跡出土

須恵器大壷　 天ｲ白遺跡出土



新四国霊場の一部（霊場碑と第一番釈迦ｸﾛ来）

大和泉神社本殿の彫刻（立川流の宮大エ　ノハロ直四則乍）

子 供 御 輿



鹿　祭　り

かんぴょう

鯉 の ぼ り



発
刊

の
こ

と
ば

ヅ
訃
大
勣

作
　
三
　

洋
　
　
　

準

南
箕

輪
村
村
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

、
村
誌
編
纂
の
仕
事

に
着
手
し
ま
し
た
の
が
昭
和
五
十
一
年
八
月
の
こ
と

で

あ
り
ま
す

。
「
南
箕
輪
村
誌
編
纂
委
員
会
サ

か
刊
行
委
員
四
十
有

余
名
、
専
門
委
員
四
十
数
名
の
方

々
に
ご
委
嘱

を
申
し
あ
げ
、

当

初
五

か
年
計
画

の
発
刊
予
定
で
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

目
的
と
す

る
と
こ
ろ
の
南
箕
輪
村
の
立
地
な
ら
び
に
そ

の
歴
史
的
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
村
民

の
郷
土

に
対
す

る
理
解
を
深
め
、

文
化

遺
産

を
長
く
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
将
来
の
南
箕

輪
村
の
発
展

に
寄
与
す
る
た

め
の
村
誌
を
編
纂
す
る
と
な

る
と
、
ま
さ

に
こ

れ
は
一
大
事
業
で
あ
り
ま
し
て
、
計
画

し
て

か
ら
八
年

の
歳
月
を
経
て
漸
く
土
巻
（
自
然
編
・
遺
跡
編
・
信
仰
生
活
編
・
民
俗
編
）

を
昭
和
五
十
九
年
末
に
、
続
い
て
下

巻
（
歴
史
編
）
を
六
十
年
度
中

に
刊
行
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
長

い
年
月

に
わ
た
り
昼
夜
の

別

な
く
資
料
の
収
集
・
原
稿
の
執
筆
等
に
努
力

さ
れ
、
文
字

ど
お
り
心
血
を
注
ぎ
辛
酸
を
重
ね
て

し
た
だ
い

た
専
門
委

員

の

皆

さ

ん
、
そ

れ
に
貴
重
な
資
料
や
門
外
不
出
の
秘
蔵
の
史
料
等
を
快
く
ご
提
供
い

た
だ
い
た
所
蔵
者
な
ら
び
に
関

係
各
位

の
ご
協
力
に
対

し
、
村
民

と
と
も

に
厚
く

お
礼
を
中
し
あ
げ
ま
す
。

村
誌
編
纂
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
村
の
伝
統
と
歴
史
を
正

確
に
解
明
し
て
こ
れ
を
記

録
に
と
ど
め
、
先
人

の
英
知
を
理
解
し

な
が
ら
伝
統

の
上

に
立

っ
て
、
来
た
る
べ
き
ニ

ー
世
紀
を
創
造
す
る
文
字
ど

お
り
「
温

故
知
新
」

の
た
め
の
権
威
あ

る
座
右
の
史
書

た
ら
し
む

べ
く
、
写
真
図
表
等
を
多
く
取
り
い
れ
、
わ
か
り
口
勿
く
親
し
み
易
く
読
み
易
い
こ
と
に
意
を
汪

ぎ
ま
し

た
。
縄
文
の
昔
以

来

の
多

く
の
遺
跡
、
そ

の
時
代

々
々
の
貴
重
な
文
化
的
遺
産
を
全
村
民
共
有

の
財
産
と
し
て
大
切
に
保
存
し
、
こ

れ
を
永
く
後
世
に

伝
え
て
行

く
た
め
南
箕
輪
村

に
か
か
お
る
膨
大
な
資
料
を
整
理
収
録
し
、
多
く
の
人

に
常
に
愛
読
さ
れ
る
よ
う
な
村
誌

を
刊
行
し
て

そ
の
責
務
を
果
た

ぜ
ま
す
こ
と

は
、
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
村
誌
を
一
人
で
も
多
く
の
方

々
が
活
用
さ
れ
て
、
我
が
郷
土
へ
の
理
解

と
認
識

を
深

め
ら
れ
、
本
村
の
将
来

あ
る
べ
き
姿
を

探
る
よ
す

が
と
な
る
こ
と

を
希
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
今
後
再
び
こ
の
よ
う
な
史
書

の
出
版
は
至
難
の
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
、
南



箕
輪
村
の
方
々
は
い
う
に
及
ば
ず
、
広
く
一
般
地
方
史
を
研
究
す
る
人
々
に
も
こ
の
期
を
逃
が
す
こ
と
な
く
ぜ
ひ
と
も
ご
購
読
く
だ

さ
い
ま
す
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

わ
が
ふ
る
さ
と
南
箕
輪
村
を
知
る
貴
重
な
村
誌
上
巻
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
編
集
執
筆
に
あ
た
ら
れ
た
関
係
の
皆
さ
ん
方
に
重
ね

て
深
甚
な
る
感
謝
を
捧
げ
な
が
ら
発
刊
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
九
月
十
日



凡

例

一
、
「
南
箕
輪
村
誌
」
は
、
上
下
二

巻
と
し
、

上
巻

に
は
自
然
・
遺
跡
・
信
仰
生
活
・
民

俗
の
四
編

を
、

下

巻
は
歴
史
編
（
原
始
・

古
代
・
中
世
・
近
世
・
現
代
）
の
一

編
を
も
っ
て
編
集
し
た
。

二
、
「
遺
跡
編
」
を
上
巻
と
し
た
の
は
、

主
と
し
て

ペ
ー
ジ
数
の
関
係
で
あ
る
が
、

こ
こ
で

は
遺
跡
０
報
告
書
に
よ
る
実
態
の
記
述

だ
け

に
と
ど

め
、
そ
の
歴
史
的
叙
述
は
歴
史
編

に
お
い
て
す
る
こ
と
と
し
た
。

三
、
二

信
仰
生
活
編
」
を
上
巻
と
し
た
の
も
、

主
と
し
て
同
し
理
由
で
あ
る
が
、
古

く
か
ら
現
在
ま
で
村
人
の
ふ
だ
ん
の
生
活

の
中

に
深
く
く
い
こ
ん
で
き
て
い
る
信
仰
的

生
活
を
遺
跡
編
の
次
に
入
れ
て
み

た
。

四
、
自
然
編
・
遺
跡
編
・
信
仰
生
活
編
・
民
俗
編
と
並
べ
て
み
る
と
、
こ
こ

に
太
古

か
ら
今
日
に
い
た
る
村
人
の
、
基
底
的

な
生
活

の
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
下

巻
を
歴
史
編
と
し
て
原

始
か
ら
古
代
・
中
世
・
近
世
・
現
代
と
中
断
す
る
こ
と
な
く
一
貫

し
て
記
述
で
き
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

五
、
だ
れ
に
で
も
読
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
義
務
教
育
終
了
程
度
を
目
途
と
し
て
、
記
述

は
で
き
る
だ
け
平

易
に
努
め
、

次
の
諸
項
目

に
留
意
し
た
。

田
　

写
真
や
図
表
を
多
く
し
て
、

親
し
み
や
す
く
し
た
。

○
　

目
次
を
な
る
べ
く
詳
細
に
し
て
、
索
引
を
兼
ね
る
よ
う
に
し
た
。

㈲
　

本
文
は
、
常
川

漢
字
・
現
代
仮
名
づ

か
い
及
び
送
り
仮
名
を
原
則
と
し

た
。
固
有
名
詞
・
専
門
用

語
等
や
む
を
え

な
い
も
の

に
は
振
り
仮
名
を
つ
げ
た
り
、
（
　

）
で
説
明
を
加
え
た
り
し
た
。

倒
　
引
用

文
は
、
ほ
ぼ
原
文

の
ま
ま
使
用
し

た
が
、

白
文
を
読
み
下

し
文

に
改

め
、

ま
た
「

（

Ｊ
卜
）
、
ｊ
（

ヨ
リ
）
、
与
（
卜
）
、

而
巳
（
ノ
こ

な
ど
は
読
み
や
す
く
改

め
た
。

㈲
　

度
量
衡
に
つ
い
て
は
、
当

時
実

際
に
使
用
し
て
い

た
単
位
を
川

い
、

い
ち
い
ち
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
す
る
こ
と

を

省

略

し

た
。
な
お
、
換
算
表
を

シ
オ
リ
に
印
刷

し
た
。

㈲
　

年
号
は
、
和
暦
を
用

い
、
江
戸

時
代

ま
で

の
も
の

に
は
西
暦
を

力

″
コ
で
付

記
し

た
。

㈲
　

数
字
は
原
則
と
し
て
略
記

法
と
す
る
が
、
万
・
億
は
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。
た
と
え
ば
二
万
三
千
四
百
五

十
円

を
「
二
万
三

四
五
〇
円
」
と
記
述
し
た
。



㈲
　

度

量

・

比

率

・

温

度

等

の
単

位

は
、
≒

（

キ
ロ
グ
ラ

ム
）
・

ｔ

（

ト
ソ
）
・

ｍ

（

ノ
ー
ト
ル
）
・

ｈ

（

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
・

℃
（
摂
氏
温
度
）

な
ど
の
略
記
号
を
用
い
た
。

六
、
写
真
・
図
表

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
し
た
。

田
　

執
筆
者
・
編
集
関
係
者
で
な
い
も

の
だ
け

に
、
撮
影
者
名
、
提
供
者

名
な
ど
を
記
し

た
。

㈲
　

必
要
と
思

わ
れ
る
も

の
に
は
撮
影
年
月
日

を
記
し

た
。

七
、
人
名
の
敬
称

は
す

べ
て
省
略

さ
せ
て
い

た
だ
い

た
。

八
、
部
落
と
い

う
用
語

は
民
家

の
一
群

・
村

の
一
部
と
し
て

地
縁
地
域
の
意
味

だ
け
に
使
用

し
た
。

九
、
参

考
文
献
と

か
参

考
図
書

を
巻
末

に
記
載

す
る
こ

と
は
す
べ
て
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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域第１節　境

第
一
章
　

村
の
自
然
概
観

第
一
節
　
境

域

一

村
の
相
対
的
位
置
と
境
域

ダ

ー

Ｘ
ｙ

Ｉ
Ｉ

り
／

ｙ

ｌ

ｊ

影

ﾌﾞ

ﾉ し

ﾌﾀ　　

ｙ

O　t｀へか ヽ.へ

１

１

１　 「
ゝ ６ ４

７ Ｓ ／

ヾ

１
Ｊ

○

か

1ゝ .|

本
村
は
、
「
長
野
県
上
伊
那
郡

南
箕
輪
村
」

で
あ
る
。
ま
ず
、
長
野
県

は
、
日

本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
長
野
県
は
通
称
北
信
・
東
信
・
中

信
・

南
信
の
四
つ

に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
上
伊
那
郡
は
そ
の
南
信

に
あ
り
、
（
図
１
－

１
）
南
箕
輪
村

は
そ
の
上
伊
那
の
中
央
や
や
北
に
位
置
し
て
い
る
。

り

南箕輪村の位置
１図 １

南

ア

ル
プ

ス
と

中

央

ア

ル

プ

ス
に

は

さ

ま

れ

た

伊
那

盆

地

の
中

央

を

、

天

竜

川

が

南

流

し

て

い

る

。

こ

の

伊
那

盆

地

の

北
寄

り
で

比

較

的

広

い

平

地

の

う

ち

天

竜

川

右

岸

に

ひ

ら

け

て

い

る

の

が

私

た
ち

の

村

で

あ

る
。

な

お

、

伊
那

市

西
箕

輪

地
区

を

へ

だ

て

た
山

地

丸

村

に
属

し

て

、

飛

び

地

に

な

っ
て

い

る

。

県

歌

「

信

濃

国

」

は

村

民

に

親

し

く

歌

わ

れ

て

き

た

が
、

そ

の

冒

頭

の

「

十

州

に
境

つ

ら

ぬ
る

国
≒

が

信

濃

の

国

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

長

野

県

は

、

古

く

は

Ｉ
〇

州

に

境

を

つ

ら

ね

て

い

た

が

、

今

は

八

県

に

な

っ
て

い

る

。

そ

の

境

の

国

々

は

図
１
－

３

の

よ

う

で

あ

る

。

新

潟

県
（
越
後
）
、

群

馬

県

呈

野
）
、

埼

玉

県
（
武

蔵
）
、

山

梨

県
（
甲
斐
）
、

静

岡

県
（
駿
河

・

遠

江
）
、
愛

知

県
（
三
河
）
、

岐

阜

県
（
美
濃
・
飛
騨
）
、

富

山

県
（
越

中

）
で

、

そ

れ

ら

の

国

と

の

境

の

大

部

分

が

大

山

脈

で

、

長

野

県

は

山

に

囲

ま

れ

た
海

の

無

い

県

で

あ

る

。

伊

那

郡

は

古

く

か

ら

あ

っ
た

が

そ

れ

が

上
下

に

分

か

れ

て
、

上

伊

那

郡

が

誕

生

し

た
の

は

明

治

に
な

っ
て

か

ら

で

あ

る

。

南

箕

輪

村

は

本

村

と

飛

び

地

と

か

ら

成

り

た

っ
て

い

る

点

て

特



第１章　村 の自然概観

図１－ ２　 南箕輪村の関係位置

色
か
お
る
。
隣
接
す
る
地
域
は
、
図
１
１
２
の
よ
う
に
一
市
二
町
一
村
に
境
し
て

い
る
。
東
面
は
天
竜
川
を
隔
て
て
、
伊
那
市
・
箕
輪
町
と
境
し
、
西
面

は
経

ヶ

岳
・
黒
沢
山
を
境
と
し
て
木
曽
郡
楢
川
村
・
辰
野
町
と
接
し
て
い
る
。
南
面
は
伊

那
市
、
北
面
は
箕
輪
町
と
境
し
て
い
る
。
平
地
部
と
飛
び
地
で
伊
那
市
西
箕
輪
地

区
を
か
こ
ん
で
い
る
。

図 １－ ３　 長野県の関係位置

二
　

各

区

の

区

境

明
治
八
年

に
旧
六
か
村

が
合
併
し
て
、
南
箕
輪
村
が
誕
生
し
て

か
ら
、
そ
の
後

い
く
ど
か
の
町
村

合
併

の
動
き

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
南
箕
輪
村
と
し
て
一
貫
し
て

一

つ
の
行

政
区
分
で
通
し
て
き

た
。

当
初

か
ら
あ

ま
り
強
力
な
合
併
指
導
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
そ
の
と
き
ど

き

に
適
正
規

模
で
あ

っ
た
こ
と

に
よ

る
。
現
在
も
人
口
は
増
加
傾
向
で
一
万
人

に

な
る
の
も
ま
ぢ

か
く
な

っ
て
い
て
、
町
制
施
行
の
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。

現
在
、
村
は

二
一
部
落
（
区
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
村
境
は
、

は
っ
き
り
し
て

い

る
が
、
こ
の
区
境
は
全
然
必
要
を
感
じ
な
い
の
か
、
正
式

に
は

ぱ
っ
き

り
し
て

い

な
い

。
図
１
－

５

は
、
西
天

竜
の
耕
地
整
理
以

前
の
地
図
や
、

圃
場
整
備
以
前

の

地
図
を
参
考
に
し
て
、
各
区

の
有
識
者
の
意
見

を
も
と
に
し
て
作

っ
た
も
の
で

あ

４



第 ２節　位置・面積

る
。
そ
れ
で
も
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
関
係
隣
接
区
と
話
し
あ
っ
て
お
よ

そ
の
見
当
で
線
を
ひ
い
た
。

な
お
、
神
子
柴
区
と
沢
尻
区
の
区
境
で
上
伊
那
農
業
高
校
付
近
は
双
方
の
意
見

が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
両
区
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
節
　
位
置
・
面
積

一
　

水
平

的

位

置

（
緯
度
・
経
度
）

‥｛
い

村

の

位

置

地
球
上

の
位
置

を
示

す
と
き
に
は
、
万
国
共
通

の
緯
度

・
経
度
で
表

す
。
私

た

ち
の
村

の
役
場
の
位
置

は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

南
箕
輪

の
緯
度

・
経
度
（
役
場
）

・

北
緯
　
　

三
五

度
五
二
分
○

九
秒

―
東
経
　
一
三

七
度
五

八
分
四
二
秒

こ
れ
に
よ
っ
て
、
村
の
地
球
上

の
位
置
が
は
っ
き
り
す
る
が
、

北
緯
三
五
度
五

二

分
余
と
い
う
こ
と
は
、
地
球
上

北
半
球
に
あ
っ
て
赤

道
か
ら
こ
の
角
度
分

の
距

離
（
約
三
九
八
〇
ｈ
）
だ
け
北
に
位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
東
経
一
三

七
度

五
八
分
余
と
い
う
こ
と
は
、
英
国
の

グ
リ

ニ

丿
千
天

文
台
を
通
る
子
午
線
か
ら
、

こ

の
角
度
分

の
距
離
だ
け
東

に
位
置
す

る
と
い
う
こ
ヽ
と
て
あ
る

。
こ
の
緯
線
と
経

線
の
交
点

が
、
村

の
役
場

の
位
置
で
あ

る
。

北
緯
三

六
・
〇
度
と
、
東
経
一
三
八
・
〇

度
の
交
点
が
辰

野
町
大
城
山
頂
付
近

で
、
こ

の
よ
う
に
端
数

の
な
い
緯
線
、
経
線
の
交
叉
す

る
と
こ
ろ
は
、
日
本
本
土

上

に
は
数
が
少

な
い

。
し

か
も
、
こ

○
交
点
が
日
本
本
土
の
中
心
点
で
あ
る
。

南
箕
輪

は
こ

の
珍
重
な
地
点

か
ら
み
て
、
緯
度
で
や
や
南
、
経
度
で
わ
ず
か
西

に
位
置
す

る
だ
け

な
の
で
、
地
球
上
ほ
ぼ
こ
の
交
叉
点
に
位
置
す
る
と
み
る
こ
と

が
で
き

る
。
し
た
が

っ
て
、
こ

の
地
点

に
つ
い
て
、
地
球
上
の
位
置
を
考
え
て
み

ま
ず
、

北
緯
三

六
度

の
緯

線
を
東

に
た
ど
る
と
、
諏
訪
湖

の
南
岸

か
ら
諏
訪
市

と
茅
野
市

の
間

を
通

り
、
秩

父
市

か
ら
霞
が
浦

の
ま
ん
た

か
を
通

っ
て
太
平
洋

に

ぬ
け
て
い
る
。
西
へ
た
ど
る
と
、
御
岳

山
と
乗
鞍
岳

の
中
間

を
通

っ
て
、
ほ

ぼ
福

井
市
か
ら
日
本
海
に
ぬ
け
て
い
る
。
世
界

の
中
で
、
私

た
ち
の
村
と

ほ
ぼ
同
緯
度

に
あ
る
地
点
を
求
め
て
み
る
と
、

太
平

洋
を
こ
え

た
ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
サ
ン
フ

ラ
ン

シ
ス
コ
と

ロ
ス
ア
ソ

ゼ
ル
ス
の
間

申
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
近
く
で
あ
り
、

ヨ
ー

ロ
で
（

で
は
地
中
海
の
ま
ん
中

を
通
る
線
で

あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
全
ヨ
ー
ロ

″

パ
は
私
た
ち
の
村
よ
り
北
に
位
置
し
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
は
北
緯
五
〇
度

よ
り
北
に

位
置
す
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、

地
球
の
反

対
側
は
ど
こ
に
あ
た
る
か
と
調
べ
て
み
る
と
、

南

緯

三

六
・
〇

度
、
西
経
四
二

・
〇

度
の
地
で
あ
る
の
で
、
図
１
１

４

の
×

印

の

よ

う

に
、
南
米
の
リ

オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ

ロ
（
ビ
フ
ジ
ル
）
の
約
一
五
〇

㎞
南
、

ブ

Ｉ
ノ
ス
ア

図 １－ ４　南箕輪村の地球上の反対側の位置

５
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第１章　村の自然概観

イ

レ
ス
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
の
約
一
五
〇
1
1東
の
大
西
洋

上
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
北
半
球
に
対

し
て
南
半

球
で
、
南
縁
三

六
・

〇

度
の
線
を
た
ど
る
と
、
前
記

の
南

ア
メ
リ
カ
の
南
端

に
近
い
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
中

ほ
ど
を
通

り
、

オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
も
ほ
と
ん
ど
南
端

を
か
す
め
る
ほ
ど
で

メ
ル

ボ
ル
ン
の
近

傍
を
通

っ
て

い
る
。
さ
ら
に
ア
フ
リ

カ
大

陸
で
は
お
ど
ろ
く
こ
と

に
大
陸

を
か
す

め
な
い
で
喜
望

峰

の
仲

合
を
通

っ
て

い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
南
半
球

で
村
と
同
緯
度

の
地

は
ほ
と

ん
ど
が
海
で
陸
地
は
ご
く

わ
ず
か
し
が
な
い
の
で
あ

る
。

な
お
、
経
度

に
つ
い
て
は
時
差
が
日
常
的

に
い
わ
れ

る
よ
う

に
な
っ
た
。
経
度
一
五
度
が
一
時
間
に
相
当
す

る
の
で
、
東
経
一
三

八
度
と
は
イ

ギ
リ

ス
と
九
時
間
余

の
差
か
お
り
、
そ
れ
だ
け
早
く
夜
が
明
け
る
と
い
う
こ

と
で
あ

る
。

⇔
　

村
の
平
地
部

平
地
部
の
極
点
を
求

め
る
と
次
の
よ

う

に

な

る
。

（
図
１
－

６
）

二
瑕
北
の
地
点
　

北
原
区

と
箕
輪
町

の
境
界

線
と
中
央

道
交
点

北
緯
三
五

度
五
三
分
四

六
秒
　

東
経
一
三
七
度
五

七
分
三

九
秒

・
最
南
の
地
点
　
沢
尻
箕

輪
線
の
延

長
と
権
兵
衛
街

道

の
交
点

図 １－ ６　南箕輪村の 位置（緯度・経度）

８



第２節　位置・面積

北

緯

三
五

度
五

〇

分
四

九

秒
　
　

東

経

一
三

七

度
五

七

分
○

一
秒

二

取
東

の

地

点
　

天

竜
川

東

岸

の
箕

輪

町

卯

ノ

木

境

北

緯
三

五

度
五

二

分
四

七

秒
　
　

東

経

一
三

七

度
五

九

分
四

九

秒

二

取
西

の

地

点
　

西
原

与

地

境

と

権

兵
衛

街

道

と

の

交

点
付

近

北
緯

三

五

度
五

一
分

二

二

秒
　
　

東

経

一
三

七

度
五

四

分

三

二

秒

注
　
平
地
部
の
経
緯
度
は
国
土
地
理
院
発
行
の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の
一
の
地
図
「
伊
那
」
よ
り
、
飛

び
地
の
分
は
国
土
地
理
院
長
承
認
の
二
万
五
〇
〇
〇
分
の
一
南
箕
輪
都
市
計
画
図
の
、
原
点
北
緯

三
六
度
○
分
東
経
一
三
八
度
三
〇
分
○
秒
よ
り
算
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

表１－ １　南箕輪村の緯度・経度の差

卜 本　村 飛　び　地 全　村

最北点

最南点

35 ° 5y 46 ″

35 ゜　50′ 49~}
ご　57~

35 °5 シ22 ″

35 ゜　5]ﾌﾞ　33~}
ご　53~ 言言ﾄ ロ

最東 点

最西点

137 ° 59/ 49 ″ /　　//

1370　54 ′ 32~15　17

137 ゜ 5ジ31 ″

137 ゜　50′54~|
ご　37~

137 °　5y　49″

137 °50 ′54~|
ご　55~

ｍ
　

飛
　

び
　
地

二

取
北

の
地
点
　

黒
沢
山
北
方

の
尾
根

の
三
分
岐
点

北
緯
　
三
五

度
五
五
分
二
二
秒
　
　

東
経

コ
ニ

七
度
五
三
分
二
四
秒

―
最

南
の
地

点
　
御
射
山

の
南
方
北
沢

の
尾
根

の
麓

北
緯
　

三
五
度
五
一
分
三
三
秒
　
　

東
経
一
三

七
度
五
三
分
三
四
秒

・
最
東

の
地
点
　

大
泉
所
山
の
東
方
三
角
点
よ
り
東

方

の
三
分
岐
点

北
緯
　

三
五
度
五
四
分
一
三

秒
　
　

東
経
一
三

七
度
五
五
分
三

一
秒

口
最
西

の
地
点
　

経

ヶ
岳
南
方
三

角
点
よ
り
約
五
〇

〇
ｍ
南
方
の
凸
部

北
緯
　

三
五
度
五
三
分
二
六
秒
　
　

東
経
一
三

七
度
五
〇
分
五
四
秒

地

球
か
ら
み

た
場
合
一
度
は
約
一
一
一
1
1に
も
あ

た
る
の
で
、
一
分
の
差
は
約
二
1
1に
な

る
。
南
箕
輪

村

の
最
北
端
と
最
南
端
で
四
分
余
、
最
東
点
と
最
西

点
と
で
約
九
分

の
差
が
あ
る
の
で

あ
る
。
（
表

―－

１
）

二
　

垂
直

的

位

置

（
標
高
）

Ｈ
　

平
　

地
　

部

ま
ず
村
の
役
場
の
標
高
か
ら
し
る
す
。

六
九
五
・
〇
ｍ
　

村
役
場
の
標
高

村
の
西
側
の
標
高
点
を
ひ
ろ
っ
て

み
る
。
（
北
か
ら
南
へ
）

七
七
〇

・
二
ｍ
　
　

北
原

の
標

高
点

八
二
四

・
九
ｍ
　
　

大
芝
原

の
西
箕
輪

の
通
学

路
端

七

九
二

・
三
ｍ
　
　

信
大

農
学
部
西

八
四

一
・
四
ｍ
　
　

西
原

の
西
部

村
の
東
側
の
国

道
一
五
三
号

線
の
標
高
点

を
み

る
。
（
北
か
ら
南
へ
）

六
六
五

・
三
ｍ
　
　

久
保
の
バ
イ
パ
ス
中
程

北殿問屋入口にある水準点(5347番)(標高682.1m)７図 １

六
六
五
・
五
ｍ
　
　

塩

ノ
井
と
北

殿
の

境

六
八
二

∴

ｍ
　
　

北
殿
間
屋
入

口
の
水
準
点

六
八
三
・
一
ｍ
　
　

北
殿
駅
へ
下

る
入

口
附
近

六
八
三
・
〇
ｍ
　
　

南
殿
旧
役
場

前

六
七

六
・
九
ｍ
　
　

田
畑
角
川
の

角
の
水
準
点

六
六
七
・
三
ｍ
　
　

神
子
柴

バ
イ

パ
ス
の
交
叉
点
　

夕



第１章　村の自然概観

表１－２　南箕輪村の東西比高

＼ 西の標高点 東の標高点 比　　 高 傾斜度

北部
北　　 原　770.2m

久　 保　665.3m
(バイパス)

104.9m 2.5 °

中部
大　　芝　824.9m 北　 殿　683.1m

(駅入 口)
141.8m 2.0 °

南部
西　　 原　841.4m 神 子 柴　667.3m

(バイパス)
174.1m 2.0 °

こ
れ

に
よ
っ
て
み
る
と
、
村
の
東
側
を
通
る

国
道
一
五
三
号
線
は
、
北
の
久
保
か
ら
だ
ん
だ

ん
高
く
な
り
南
殿
で
最
高
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

ま
た
高
度
を
減
じ
な
が
ら
伊
那
市

へ
向
か
っ
て

い
る
。

そ
の
最
大
比
高
は
一
七
・
八
ｍ
（
水
平

距
離
四
・
一
1
1）
で
あ
る
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
東
西
の
比
高
（
飛
び
地
を
除

く
）
は
平
均
一
四
〇
ｍ

も
あ
り
、

角
度
に
し
て

平
均
約
二
度
の
傾
斜
が
あ
る
。
大

泉
所

山
入

口

の
左
匹
扇
頂
を
も
つ
扇

状
地
が
な
だ
ら
か
に
西

か
ら
東
へ
下

っ
て
い
る
。
傾
斜
の
だ
い
た
い
は

表
１
－

２
の
よ
う
で
あ
る
。

⇔
　

飛
　

び
　
地

辰

野
に
境
す
る
黒
沢
山
、
木

曽
郡
楢
川
村

に

境
す
る
経
ケ
岳
、

木
曽
へ
通

ず
る
上
伊
那
で
唯

一
つ
と
い
っ
て
も
よ
い
権
兵
衛
峠

が
、
そ

れ
で

れ
村
の
西
側
の
境
を
な
し
て
い
る
。

黒

沢

山
　
二

二
一
六
・
八
ｍ

経

ヶ

岳
　
二
二
九
六
∴
二
ｍ

権
兵
衛
峠
　
一
五
三
七
・
四
ｍ

こ
の
山
の
東
側
は
お
よ
そ
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
が
扇
状
地
と
の
境
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
飛
び
地
は
最
高
の
経
ヶ
岳
二
二
九
六
ｍ
か
ら
１
０
０
０
ｍ
ま
で
、
比
高
一

二
九
六
ｍ
で
あ
る
。
水
平
距
離
約
四
・
五
ｍ
で
あ
る
か
ら
こ
の
傾
斜
度
は
お
よ
そ

コ
（
度
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
、
山
の
う
ね
り
や
渓
谷
も
あ
る
の
で
高
い
山
深

い
谷
の
と
こ
ろ
は
二
二
度
ぐ
ら
い
も
あ
る
。

表１－ ３　県内 の標高

卜 標　　　 高 本村 との差

本村の役場 695m Om

西箕輪支所

伊那市役所

手 良 支 所

箕輪町役場

830m

628m

750m

711m

＋　135m

－　　67m

＋　　55m

＋　　16m

飯　田　市

諏　訪　湖

松　本　市

長　野　市

上　田　市

435m

759m

585m

363m

446m

－　260m

＋　64m

－　110m

－　332m

－　249m

主

峰

経

ヶ

岳

か

ら

大

き

な

沢

が

二

筋

で

て

お

り

、

北

側

が

大

泉

川

、

南

側

が

北

沢
川

（
小
沢
川
）
と

な

っ
て

、
天

竜

川

に

汪

し

で

卜
る

。

句
　

他

地

域

と

の

関

係

私

た

ち

の

村

が

ど

の

よ

う

な

高

さ

に

あ

る

か

を

、

他

地

域

と

の

関

係

で

調

べ

て

み

る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。
諏
訪
湖
水
面
が
七
五
九
ｍ
で
本
村
地
域
の
天
竜
川
が
六
五

〇
ｍ
で
あ
る
の
で
約
一
〇
〇
ｍ
の
落
差
か
お
り
、
西
天
竜
水
路
が
七
四
〇
ｍ
で
あ

る
か
ら
こ
ち
ら
は
約
二
〇
ｍ
の
落
差
で
あ
る
。
ま
た
県
内
主
要
都
市
と
比
較
す
る

と
諏
訪
市
を
除
い
て
ど
の
地
域
も
本
村
よ
り
、
は
る
か
に
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
表
Ｉ－

３
）

つ
い
で
に
村
の
標
高
を
、
全
国
的
に
比
較
し
て
み
る
と
、
あ
の
関
八
州
の
筑
波

山
が
八
七
六
ｍ
、
京
都
の
比
叡
山
が
八
四
八
ｍ
で
あ
る
か
ら
、
本
村
で
は
西
原
の

西
部
と
こ
れ
ら
の
山
頂
と
が
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
　

水
平
的
関
係
位
置
（
距
離
）

ま
ず
、
村
の
関
係
位
置
と
し
て
海
か
ら
の
距

離
を
み
る
。
本

州
で

は
最

も
幅

の

広
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
私
た
ち
の
村
で
あ
る
。
図
１
－

８

の
よ
う
に
、
直

線
的

に
日
本
海
か
ら
も
太
平

洋
か
ら
も
等
距

離
の
直
線
距

離
的
等
隔
海

線
の
少
し
南

に

あ
り
、
中
央
分
水
界
線
か
ら
も
同

じ
く
少
し
南
に
あ
る
。
こ

の
こ
と

は
、
南
箕
輪

村
が
、
太
平

洋
斜
面

に
は
あ
る
が
、
太
平

洋
岸
か
ら
七
日
本
海

岸
か
ら
も
遠
く
へ

だ
た

っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

却



第２節　位置・面積

表 １－ ４　南箕輪村役場（ 鉄道は北殿駅からその都市名の駅まで）からの距離

都　　 市　　 名 直 線距離 道路距離 鉄道距離
鉄道所要
時　　 間

備　　　　　　　　 考

伊 那 市(市役所)

駒ヶ根市(市役所)

飯 田 市( 市役所)

km
3,7

16.3

37.0

km
4.6

17.6

50.6

km
5.2

17.5

53.9

時間 分

9

40

2 11

・道路距離 は中央 自動車道ではない

・直線 距離 は,南箕輪村 役場から伊那市,駒
ヶ根市，飯田市の市役所 まで

辰　野　町(役場)

松　　 本　　 市

長　　 野　　 市

東　　　　　　 京

名　　 古　　 屋

大　　　　　　 阪

豊　　　　　　 橋

直　　 江　　 津

12.3

46.3

94.5

168.5

120.4

222.2

135.2

145.1

13.0

45.6

109.6

269.6

202.6

412.6

205.6

174.6

12.5

44.0

107.4

232.6

205.3

395.7

183.5

182.4

30

1 29

2 48

4　39

4 11

5 30

5　14

4 33

・辰野町は地図上で他の都市 （そ の他の気
象台又は測候所のあ るところ は，そ の位
置）は経・緯度により算出した もの（地
球 の半径を6366.7km として）

・道路距離の算出は「 昭文 社」 発行の全
国道路地図に よる。

南箕 輪村役場 から上伊那地区内各地（地名のみのところはバス停）までの道 路距離表１－ ５

ノ
小 郵

便
野 局

川 郵
便

島 局

箕 役
輪
町 場

沢

渡

宮

田

飯 役
島
町 場

七
久
保

伊 島

那 役
大 場

手業 ＿農

良　伊協
事所那゛

西事＿農
箕業伊協
輪所那゜

美

賠

高

遠

三 派
出

義 所

藤 郵
便

沢 局

長 役
谷
村 場

中 郵

便
沢 局

中 役
川
村 場

距 離
(km)

21.0 19.3 5.7 9.2 13.9 25.8 30.5 38.5 5.0 6.0 9.4 13.2 24.0 25.5 20.6 23 ﾊﾟL 34.6

所要時
間(分)

42 39 12 20 28 52 61 77 10 12 19 27 48 51 41 47 70

注　・道 路距離は伊那バス路線が適当 と思われるところは｢ 伊那 パス路線図｣ の距離に よる。そ の他は地図上( ５万分の１) から算定

・所要時間は30km ／ｈとして算定

本
村
と
主
要
都
市

と
の
距

離
と
そ

こ
に
至

る
時
間
と
が
、
生
活
的

に
は
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
表
示

し
だ
の
が
、

表

―－

４
で

あ
る
。
上
伊
那

の

中央 分水界線と等隔海線
８

図 １

中
心
地
伊
那
へ
は
約

一
〇
分
で
い
け

る

が
、
県
の
中
心
へ
は

約
三
時
間
も
か
か
る

遠
距
離
に
あ
る
。
東

京
都
へ
は
五
時
間
弱

で
い
け
る
距
離
に
あ

る
。次

に
、
役
場
か
ら

上
伊
那
地
区
内
の
各

地
へ
の
道
路
距
離
は

表
１
１

５

の
よ
う
で
あ
る

四
　

面

積

南
箕
輪
村
は
が
村
と
飛

び
地
と

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に
そ
の
面

積

は
ほ
ぼ
等
し
い

。

本

村
　

二
〇

∴

六

飛

び
地
　

二
〇

・
四
〇
言 言
～　 一

合
計
四
〇
・
五

六
Ｕ

上

伊

那

郡

市

の

面

積

は

お

よ

そ

一

三

五

〇

扁

で

、

長

野

県

の

面

積

一

万

三

五

八

五

這

の

Ｉ
〇

が

で

あ

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

南

箕

輪

村

の

面

積

を

み

る

と

、

上

伊

那

郡

の

三

％

で

あ

り

、

長

野

県

の

〇

・

三

％

で

あ

る

わ

げ

で

あ

る

。

注
　

面
積

は
直
接
測
量
で
な
く
地
図
上
で
算
定
し
た
間
接
測
量
で
あ

る
の
で
、
読
定
誤
差

は
免
れ
が

た
い
。

ま
た
、
地
図
上

の
面
積

は
水
平
面
積
と

い
っ
て

も
、
モ

の
土
地

の
平
均
標
高

の
水
平
面
積

カ



第１章　村の自然概観

表1 －6　 隣接地の土地の広さ

総 面 積 耕地面積 耕 地 率

南 箕 輪 村
旨

40.56
扇

11.79

％

29.1
(58.5)

伊　　　　 那

西　 箕　 輪

手　　　　 良

美　　　　 他

富　　　　 県

東　 春　 近

西　 春　 近

57.63

24.25

25.26

13.96

33.52

16.29

37.84

14.01

7.07

3.75

6.18

4.78

7.83

6.98

24.3

29.2

14.8

44.3

14.2

48.1

20.9

箕　 輪　 町 85.57 ’ 24.46 28.5

で
な
く
、
海
面
ま
で
下
げ
た

水
平
面
積
（
基
準
面
投
影
面

積
）
で
あ
る
の
で
、
実
地
測

量
よ
り
は
小
と

な

っ
て

い

る
。
し
か
し
、
土
地
の
面
積

を
表
わ
す
の
は
こ
の
基
準
面

投
影
面
積
と
定
め
ら
れ
て
い

隣

接

町

村

の
面

積
と

比

較

す

る
と

表

―
－

６

の

よ
う

で

あ

る

。

土

地

利

用

の

面

か

ら

み

て

耕

地

率

は

上

位

に

あ

る

。
な

お
、

表

中

五

八

・
五

％

は
飛

び
地

を
除

い
た
耕
地

率
で
、
こ

れ
も
注
目

す
べ
き
率
で

あ
る
。

第
三
節

自

然

概

要

天
竜
川
が
諏
訪
湖

に
発
し
て
川
岸
地
籍

の
渓
谷

を
離

れ
る
と
ま
も
な
く
、
盆

地

と

い
う
名

の
通
り
開

げ
て
く

る
平
坦
な
地
域
が
、
伊
那
盆
地
と

い
わ
れ
る
う
ち
の

北
部
盆
地
で
あ

る
。
（
伊
那
地
域
を
伊
那
谷
と
し
て
取
扱
う
の
は
、

科
学
的
に
も
学
問
的

に
も
誤
り
で
あ
る
）

こ
の
伊
那
盆
地
の
う
ち
の
北
部
の
広
い
平

坦
な
地

域
に
本
村

は
位

置

し

て

い

る
。
地
形
的
に
は
西
に
木
曽
山
脈
（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
の
中

の
経

ケ
岳
山
地
群
に
属

す
る
経
ヶ
岳

・
黒

沢
山
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
山
地
の
麓

を
扇
頂

と
す
る
扇

状
地
が

開

け
、
こ
の
扇

状
地
が
変
遷

す
る
過
程

や
断
層

に
よ
っ
て
段
丘

崖
が
つ
く

ら
れ
、

そ

れ
よ
り
東

は
氾

濫
原
と

な
る
。
氾

濫
原

に
続

い
て
天
竜
川
、
そ
し
て
、
村
外

に

な
る
が
三
峰
川
扇

状
地
段
丘
崖
及

び
三
峰
川
扇

状
地
帯
（
六
道
原
地
域
と
呼
ば
れ
る
）

経

ヶ

岳

天

竜

川
5
2６

０

大

泉

所

山
3
0

１

2296,3

南箕輪村断面模式図－ ９図 １

と
伊
那
山
脈
（
伊
那
山
地
群
若
し
く
は
赤

石
山
脈
の
前
山
と
も
い
う
）
と
な
り
、

遠

望
す
れ
ば
赤
石
山
脈
（
南
ア
ル
プ
ス
）
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

村
の
地
形

は
、
大
き
く
分

け
て
三

段

に
な
っ
て

い
る
。
図
１
－

９

の
よ
う
に

氾

濫
原
（
沖
積
平
地
）
と
扇
状
地
と
山
岳

地
と
て
あ

る
。
天
竜
川
や
大
泉
川
の
川

沿
い

に
で
き
て
い
る
沖
積
平

地
は
古
く

か
ら
水
田

化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
平

地

よ
り
一

段
高
い
洪

積
台
地

は
大

泉
川
等

の
扇
状
地
で
、
古
く

は
山
林
や
原
野
で

あ

っ
た
が
、
後

に
は
し
だ
い
に
畑
地
と

な

っ
た

。
昭
和
に
な
っ
て
標
高
七
四

○

ｍ

付
近
に
西
天

竜
が
ひ
か
れ
、
上
伊
那

屈

指
の
穀

倉
地
帯
と
な
っ
て

い
る
。
西

天
竜

よ
り
高
い
地
帯

は
戦
後

の
開
拓

に

よ
り
畑
地
化
し
て
き

た
が
、
こ

の
広
大

な
地
帯
は
、
西
部
開
発
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
扇

状
地
は
大

泉
川

を
中

心
と
し
、
一

部
帯

無
川

・
小
沢
川

等

の
扇

状
地
で
、
図
１
１

９

の
よ
う
に

標
高
七
〇
〇
ｍ

か
ら
九
〇
〇
ｍ

に
及

ぶ

広
大
な
地
域
で
、
東
へ
約
二
度
の
傾
斜

を
し
て
い

る
。

j2



第３節　自然 概要

山
地

は
、

ほ
と

ん
ど
飛

び
地
の
部
分
で
、
古
く

か
ら
用

水
の
水
源
地
と
し
て
、

ま

た
、
薪
炭
、
用
材
、
肥
料
等
の
給
源
地
と
し
て
村
に
は
重
要
な
地
で
あ
っ
た
。

図1 －10　 南箕輪地域の扇状地

南
箕
輪
村

の
地
質
は
、
山
地
よ
り
運
搬
さ
れ
た
牒
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
傑
層

が
大
部
分
で
あ
り
、
一
部
天
竜
川

の
上
流
よ
り
運
搬
さ
れ
た
慄
及
び
傑
層
も
観
察

で
き

る
。

こ

れ
等

の
傑
層

は
い
く

つ
か
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
上

を
、
一
般
的
に

赤
土

・
味
噌
土
と
呼
ば
れ
て
い

る
テ
フ

ラ
（
火
山
噴
出
物
）
に
よ

っ
て
覆
わ
れ
て
い

る
。
山
地

の
地
質

は
、
古
生
代

の
岩
石
を
原
岩
と
す
る
変
成
岩
に
よ

っ
て
構
成
さ

れ
て

い
る
。
こ

の
山
地

の
麓
と
扇
状
地

の
末
端

に
近
い
と
こ
ろ
に
断
層
が
発
達
し

て

い
る
の
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
扇

状
地
末
端
の
断
層
は
枝
わ
か
れ
し
て
い
る

の
で

ぱ
な
い

か
と
思

わ
れ

る
地
域
も
あ
る
。
山
麓
に
発
達
す
る
断
層
は
伊
那

断
層

と
、
別
封
地
形
地
質
図

に
示
し
た
扇

状
地
末
端
地
域
断
層
で
、
本
村
住
居

地
域
内

に
発
達
し
て
い

る
断
層
い

わ
ゆ

る
南
箕
輪
村
断
層
（
こ
の
地
域
に
多
く
断
層
が
発
達
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
露
頭
が
観
察
で
き
る
の
で
断
層
群
か
も
し
れ
な
い
の
で
こ

の

よ

う

に
命
名
）
で
あ

る
。

南
箕
輪
村
断
層

の
一
部
は
小
黒
川
断
層

二

九
七

二

小
林
国
夫
・
清
水
英
樹
）
に

連
続
す

る
と
こ

ろ
も
あ

る
。
こ

の
断
層

に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
大
い
に
期
待

し

た
い
。

本
村

は
、
水

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
自
然
的
水
系
と
し
て
、
河
川
で
は
大

泉
川

・
大
清
水
川

・
鳥
谷
川

が
あ
り
、
扇
状
地
末
端

に
扇

状
地
特
有
の
湧

水
か

お

り
、

な
お
、
扇
状
地
形
成
時

に
末
端
湧
水

に
よ

っ
て
浸
食
さ
れ
た
湧
水
沢
が

Ｉ
〇

か
所
あ
り
、
小
河
川
と
呼
ば
れ
て
い

る
川
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
湧
水
は
西

天
水
田
地
域

の
か
ん
水
時
期

に
お
い
て

は
水
量
が
増
加
し
水
質
に
も
影
響
を
受
け

る
。
ま
た
、
扇
状
地
末
端
湧
水
以
外

の
湧
水
と
し
て
断
層
線

に
そ
う
湧
水
が
山
麓

地
域
及

び
住
居
地
地
域

に
存
在
す

る
断
層
線
（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）
す
な
わ
ち

南

箕
輪
村

断
層

線
と
小
黒
川
断
層

線
に
つ
な
が

る
一
部

の
と
こ

ろ
に
数

か
所

の
湧
水

が
確
認
で

き
る
。
な
お
、
自

然
的
水
系
と
し
て

の
湖
沼

は
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

Ｈ
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図1 －11　 西天竜水系（昭和初年 ）

水
系
が
あ
る
。
西
天

竜
水
系
（
図
１
１
Ｈ
）
は
西
天
竜

二
一
〇
〇
ｈ

の
開
田

を
完
成

し
、
黄
金
の
瑞
穂
の
輝
く
大
き
な
恵
み
を
こ
の
地
域
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
本
村

召
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も
こ

の
恵
み

に
負

う
と
こ

ろ
大
で
あ

る
。
伊
那
西
部
農
業
開
発
事
業
水
系
は
畑
地

か
ん
が

い
を
中

心
と
し

た
、
約
三
三
〇
〇
ｈ
（
図
１
－
1
2）
の
西
部
開
発
計
画
の
一

つ
で

あ
る
が
、
こ

の
西
部
開
発
計
画
が
当
初

の
計
画
の
よ
う

に
達
成

し

う

る

の

か
、
社
会

経
済
の
変
貌
、
西
部
地
域

の
工
業
用
地
へ
の
変
容
、
農
民
の
意
識
の
変

革
等

あ
わ
せ

考
え

さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
事
業
の
達
成
す

る
こ
と
も
、

達

成
す
る
過
程

に
も
多
く

の
問
題
が
残

っ
て
い

る
こ
と
を
調
査
中

に
強
く
感
じ
さ

中央制御室

よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二吐出水槽

よ
ダ こ述] 回しｰご。_世ととt世七＿ 。 上段北幹綿　　　　 へ

匹 ‾ド 心耳可ぐ‾
邑 謬

ブ ‾ ‾`-７こ( に6 ）
①≒

／　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　々
－ ミ ニ

水
⑤ ・　

几 千 言
饒

(500KWX3台)
鏃 言

。 ，

聯jと南幹椋Ｔ 二つﾌ円 心
ブ

／ ／

／／

広域営農回峠 道

六 西天用水

国道!58 号徐

´　　差｡_･ズ ル

せ
ら
れ
た
。

湖
沼

に
は
、
山
麓

の
砂
防
ダ

ム
湖
、
最
近
完
成

を
み

た
大
芝
池
等
が
あ

る
。
自

然
的
水
系
毛
人
工

的
水
系
も
末
端
湧

水
・
地
下

水
・
小
河
川

に
多
大
の
影
響
が
あ

る
の
は
確
実
で
あ
る
の
で
十
二
分

に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

南
箕
輪
村
を
気
象
学
的
に
概
観
す
る
と
、
亜
寒
帯
多
雨
で
夏

は
温
度
が
高
い
気

候
で
あ
り
、
山
岳
地
域
は
亜
寒
帯
多
雨
で
冷
涼
気
候
で

あ
る
が
、
平

地
は
最
寒
月

第１機場(2C00KWX4 刳 集中自丿帥II御

Q ＝3.186mｿS

ｙｍty777
つ　

．集水路 －

図1 －12　 伊那西部開発事業水系模式図

が
平
均

マ
イ
ナ
ス
三

℃
以
上
で

あ
る
か
ら
温
帯
多
雨
夏
高
温
気

候

と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
本
村

は
標
高

六
五
〇
～
八

四
〇
ｍ

で
全
体
と
し
て
準
高
冷
地
で

あ
る
の
で
、
年
平
均
気
温

か

や
や
低
い
、
夏
季

は
日
中

高
温

夜
間
冷
涼
、
冬
季

は
寒

さ
が

厳
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
年

較
差
が
大
き

く
、

ま
た
日
較
差
毛

大

き
い
こ
と
に
な
る
。
強
風

は
少

な
い
方
で

あ
る
が
、
南
北

に

吹
く
風

が
多

い
、
霜

道
も
あ
り
、
気
温

の
逆

転
現

象
も
み
う
け

ら
れ
る
。
な
お
、
中

央
自
動
車

道
の
開
通
後

に
は
微
気
象
的
変

化
が
起
き
て
き
て
そ
れ
が
し
だ
い
に
大

き
く
な
っ

て

き

て

い

る
。
長

期
観
測
態

勢
を
く

か
必
要

を
痛
感
す

る
。

土
壌
は
、

土
壌
学
的

な
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

…
…
層
と
し
て

の
詳
細

は
後
述

す
る
と
し
て
、
地
質

学
的
分
野

か
ら
の
分
離
と
い
う
立

場
か
ら
農
耕
地
と
し
て
み

る
な
ら
ば
、
腐
植
質
、
腐
植
質
移
土

壌
、
黒

土
、

砂
土
、
テ

フ
ラ
層

の
混
合
土
壌
と
み

る
べ
き
で
は

な
い
か
と
思

わ
れ
る
点
が
多

い
。
ま
た
埋
没
土
壌
（
地
形
地
質
参

照
）
が
み
ら
れ
る
し
、

黒

土
と
い
わ
れ
る
土
壌

の
中

に
火
山

ガ

ラ
ス
を
含
ま
な
い
土
地
が
あ
る
こ
と
は
土

壌
学
的

に
も
お
も
し

ろ
い
事
実
と
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
学
問
的

に
興
味
深

い
も

の
が
感
じ
ら
れ
る
。
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生
物
の
う
ち
で
、
動
物
で
は
哺
乳
類
の
ネ
ズ
ミ
類
が
多
く
、
キ
ッ
ネ
、
テ
ソ
も

見
ら
れ
る
。
経
ケ
岳
で
は
カ
モ
シ
カ
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
鳥
類
も
多
く
み
う
け

ら
れ
る
が
、
従
来
の
本
村
先
住
の
鳥
類
と
ち
か
っ
か
異
種
の
鳥
類
も
多
く
な
り
、

留
鳥
・
漂
鳥
・
夏
鳥
・
冬
鳥
な
ど
の
異
な
っ
た
住
み
わ
け
が
み
ら
れ
る
し
、
特
別

な
生
活
圏
を
守
っ
て
も
い
る
。
ま
た
、
植
物
も
、
平
地
林
・
山
地
草
原
・
針
葉
樹

林
・
山
地
広
葉
樹
林
・
湿
地
性
植
物
・
乾
地
性
植
物
等
の
植
生

に
つ
い
て
、
本

村
、
古
来
の
植
生
の
も
の
と
、
そ
れ
以
後
、
諸
々
の
地
形
の
変
化
、
湧
水

の
変

化
、
減
少
、
乱
開
発
等
に
よ
り
非
常
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
湧
水
の
減
少
、
湧
水
の
含
有
成
分
の
異
常
変
化
と
移
動
、
扇
頂
部
分
の

土
地
の
乱
開
発
に
よ
る
森
林
の
伐
採
、
地
下
水
の
く
み
あ
げ
、
人
工
湖
沼
の
設
置

に
よ
る
地
下
水
位
の
変
動
、
浸
透
に
よ
る
地
下
水
・
湧
水
へ
の
汚
染
、
病
虫
害
対

策
・
雑
草
植
物
の
対
策
等
に
よ
る
薬
剤
の
使
用
等
、
陸
上
、
地
上
を
間
わ
ず
生
物

界
の
サ
イ
ク
ル
の
法
則
に
異
常
な
変
化
が
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
の
う
ち

に
物
理
的
に
も
化
学
的
に
も
そ
の
対
策
を
た
て
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
対
策
を
怠
れ
ば
南
箕
輪
村
の
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
は
し
た
い
か

と
憂
え
る
も
の
で
あ
る
。

拓
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第
二
章
　

地

形

地

質

第
一
節
　
長
野
県
の
地
形
地
質

一
　

地
形
の
概
要

長
野
県
は
日
本
列
島
の
中
央
部
に
位
置
し
、
海
技
高
度
が
高
く
、
日
本
の
屋
根

と
も
い
か
れ
、
地
形
は
変
化
に
富
み
海
こ
そ
な
い
が
、
学
術
的
に
も
貴
重
で
、
研

究
課
題
が
多
い
。

本
県
に
は
、
県
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
聳
ゆ
る
山
は
い
や

高
く
…

：
こ

標
高
三
〇
〇
〇
ｍ
を
超
す
山
が
そ
び
え
、
日
本
の
代
表
的
な
山
岳
地
形
の
景

図２－ １　 飛 騨 山 脈

左 手前は非対称山稜地形，遠望のおわんのような凹地 はカ

ール地形でい くっかみえる。

観

を

呈

し
、

飛

騨

山

脈

（
北

ア
ル
プ
ス
）
、

木

曽

山

脈

（
中

央
ア
ル
プ
ス
）
、

赤

石

山

脈

（

南
ア
ル
プ
ス
）
を
形

成

し

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

山

脈

の

地

形

、

四

季

の

変

化

は
多

く

の

登

山

者

に

し

た

し

ま

れ

て

い

る

。

山

岳

地

域

の

主

な

高
峰

と

し

て

は

飛

騨

山

脈

の

奥

穂

高

岳

（
三
一
九
〇
ｍ

）
、

槍

ヶ

岳
（
三
一
八
〇

巴

、

立

山
（
大

汝
山
三
〇

一
五
ｍ

）
、

剱

岳
（
三

図２－ ２　赤石山 脈の連山

奥深い山並みが続く，西 斜面でなだら力

図 ２－ ３　木 曽川よりみた木曽山脈の連山

木曽谷側の斜面（西 側）はなだらか。伊那 盆地 側の斜面（東側）は急になってい る。

俘
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図２－ ４　飛 騨山 脈涸沢のカール地形

手前の地形がモレーン，後方の山が槍ヶ岳

図２一 ５　木 曽山 脈千畳敷カ ール地形

山は宝 剣岳，凹地の後方地形の壁がカール壁，凹地がカ ー

ル底湖。

○
○

三

ｍ

）
、

白

馬

岳

（
二
九
三

二
ｍ
）
。

木

曽

山

脈

の

宝

剣

岳

（
二

九

三
三
ｍ

）
、

駒

ヶ
岳

（
木

曽
駒
二
九
五
六

巴

。

赤

石

山

脈

の

北

岳

（
三

一

九
二
ｍ

）
、

荒
川

岳

（
東

岳
三
一
四
一

巴

、

赤
石

岳

全
二

二
〇
ｍ
）
、

仙

丈

岳

（
三
〇

三
三

巴

、

駒

ヶ

岳
（
甲
斐

駒
二
九
六

六
ｍ

）
等

で

あ

る

。
（
図

２
－

１
～
３
）

こ

れ

ら

の
山

脈

に

は
、

氷

河

地

形

の
存

在

が

、

飛

騨

山

脈

に
四

四

か
所

、

木

曽

山

脈

に
七

か
所

、

赤

石

山

脈

に
一

三

か
所

確

認

で

き

る

。
穂

高

連

峰

の

涸

沢

カ

ー

ル
（
図
２
－

４
）
、

宝

剣

岳

の

千

畳

敷

カ

ー

ル

（
図
２
１

５
）
、

三

ノ

沢

岳

（
二
八
四

六
ｍ
）
カ

ー

ル
（

図

２
１

６
）
、

荒

川

岳
（
東
岳
）

カ
ー
ル
、
仙
丈

ケ
岳

の
藪
沢

カ
ー
ル
は
氷
河
遺
跡
と
し
て
保
存
も
よ
い
。

図２－ ６　木曽山 脈の三ノ沢岳カール地形

手前に みえるおわんの底のような凹地及びそのまわり壁等

の全体を言 う。凹地の先の盛りあ がったところがモレーン

（堆石）である。

図２－ ７　赤 石山 脈荒川岳の氷河の削痕

細いいくつかの筋が氷河 が移動（流れる）するさいに基盤

にかぎ傷をつけた物 ，これが削痕である。

こ

れ

ら

の

山

脈

に

は

前

述

の
よ

う

に
氷

河

の
流

れ

に
よ

っ
て

形

成

さ

れ

た
氷

河

地

形

が

多

く

存

在

す

る
。

氷

河

の

流

氷

で

基

盤

を

削

り
と

っ

た
証

拠

は
荒

川

岳

の

カ

ー

ル
地

形

に
削

痰

と

し

て

確

認

す

る
こ

と

が

で

き

る

。
（
図
２
－

７
・

８
）氷

河

地

形

が

分

布

す

る

標

高

付

近

及

び
そ

の
下

部

の
方

に
も

周

氷

河

現

象

や

周

氷

河

地

形

が

み

ら

れ

る

。
こ

れ

は
氷

河

と

は
直

接

関

係

は

な

い

が

寒

冷

な

気

候

の

も

と

で

、

凍

結

、

融
解

、

流

出

の

く

り

か
え

し

が

行

わ
れ

る
こ

と

に
ょ

っ
て

つ
く

り

だ

さ

れ

る
地

形

で

、

亀

甲

砂

傑

層

（
図
２
－

９
）
、

条

線

砂
諦

層

（
図
2
1
1
0
）
、

階

段

状

砂

傑

層
（

図
２
－
1
1
）
等

が

あ

る
、

こ

れ

を

構
造

土

と

ち

ょ

ん
で

い
る
。
そ
の
他
に
、
二

重
山
稜
、
非
対

称
山
稜
（
図
２
－

１
）
、

ソ

リ
フ
ラ
ク
シ
Ｅ

招
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ソ
（
図
２
－
1
2
）
な

ど
か

お

る

。

図２－ ８　赤石山脈荒川岳の氷河の削痕 の拓本

拓 本が とれるくらいにかき傷のつい てい る証 拠
図２－ ９　亀甲砂篠層

傾斜20度未満の位置にできる氷河周辺地 形，亀の甲羅の形

に似てい るところから出た名称

本
県

は
山

に
囲
ま
れ
て
い

る

た
め
た
く
さ

ん
の
峠
が
あ

る
。

峠

は
盆
地
と
盆
地
を
結

び
県
内

外
の
交
通
路
と
し
て
生
活
の
重

要

な
道
で
、
現
在
で
も
重
要
な

道
と
な

っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多

い
、
本
県
の
峠
は
五
〇
〇
を
超

す
と
い

わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の

主

た
る
も
の
を
あ

げ

る

な

ら

ば
、
ま
ず
県
外
と
の
交
流
の
峠

は
、
瀬
川
峠
・
平
丸
峠
・
草
津

峠
・
鳥
居
峠
・
地
蔵
峠
・
碓
氷

峠
・
内
山
峠
・
余
地
峠
・

十
石
峠
・
新
三
国
峠
・
信

州

峠

・
北

沢

峠
・
青

崩

峠
・
新
野
峠
・
真
弓
峠
・

鞍
掛
峠
・
長
峰
峠
・
藤
沢

峠
・
笠
取
峠

こ
評
峠
・
大
門
峠
・
治
部
坂
峠
・
赤
坂
峠
・
大
平
峠
・
飯
田
峠
・
善

図2 －10　 条 線砂磯層

傾斜20度～25度位の位置にできる氷河 周辺地形，畑に畦を

たて筋をなした ように石が並ぶ地形

峠
・
野
麦
峠
・
安
房
峠
・

針
ノ
木
峠
等
が
あ
る
。
県

内
で
の
交
流
の
峠
は
、
鳥

居
峠
・
塩
尻
峠
・
権
兵
衛

峠
・
馬
寵
峠
・
杖
突
峠
・

和
田
峠
・
武
石
峠

∴
二
才

山
峠
・
青

木
峠
・
地

蔵

図2 －11　 階段状砂磯層

傾斜25度以上の位置にできる氷河周辺地形 ，草地と無草地

が上・下の階を 通ずるような段状の地形

知
鳥
峠
等
が
あ

る
。
最
近

は
峠

の
部
分
を

ト
ン
ネ

ル

に
し
た

和

田

峠
・
鳥

居

峠

・
三
才
山

峠

等

が

あ

る
。
ま
た
、
善
知
鳥
峠

・

鳥
居
峠

・
塩
尻
峠
は
日
本

海
と
太
平
洋
の
分
水
嶺
で

あ

る
。

県
歌

に
歌

わ
れ
て
い

る

「
松
本
・
伊
那
・
佐
久
・

善
光
寺
、
四

つ
の
平

は
・：

：
こ

の
よ
う
に
盆

地
の
発

達

が
み
ら
れ
る
。
盆

地
は

構
造

線
や
大
き

な
河
川

に

沿

っ
て
発
達
し
て

い
る
。

千

曲
川

・
信
濃
川
沿

い
に

は
、
佐

久
・
上

田

・

長

野

・
飯
山
盆

地
が
あ
り
、

天
竜
川
沿

い
に
は
、
伊
那

盆
地
か
お

り
、
木
曽
川
沿

い
に
は
木

曽
谷
か
お

る
。

糸
魚
川
－

静

岡

構

造

線

（
後
述
）
沿

い

に

は
、

諏

訪

・
松

本

・
仁

科

三

湖

四
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図2 －12　 テフラ層のソリフラクション

流水の作用でなく，水の凍 結・融解の繰返しから表土 のテ

フラ層が移動して，古い年代のテフラ，新しい年 代のテフ

ラが混合層とな っている 周氷河現象

（

木

崎
・
中

綱
・
青

木

湖

）
・

白

馬

盆

地

か

お

る

。

盆

地

の

周

囲

に

は

、

山

地

か

ら

流

れ

出

し

た

と

こ

ろ

の

河

川

の

堆

積

物

な

ど

に

よ

っ

て

扇

状

地

、

崖

錐

堆

積

、

河

岸

段

丘

が

形

成

さ

れ

て

い

る

。

（

図

２
－
1
3

）

本

県

の

河

川

は

、

県

歌

に

歌

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

「

流

る

る

川

は

い

冲
遠

し

」

の
と

お
り

、

太

平

洋

に
注

ぐ

天

竜

川

・
木

曽

川

、

日

本

海

に
注

ぐ

信

濃

川

は
長

大

で

あ

る

。
本

県

の
河

川

は
一

般

に
急

流

で

、

谷

頭

浸

食

や

側

方

浸

食

が

激

し

く

、

災

害

を

お
こ

し

や

す

い

。
ま

た
、

流

水

量

の
変

化

も

激

し

く

水

害

や

水

不

足

に
悩

ま

さ

れ

て

い

る

。
河

川

の
流

域

に
は

河

岸

段

丘

∴
扇
状

地

・

沖

積

地

の

発

達

が

よ

く

生

活

地

と

な

っ
て

い

る

。

な

お
、

河

川

の
上

流

部

に

は
滝

や
遷

移

点

（
河

床
の
縦
断

勾
配

が
急

激
に
変
化

す
る
地
点
）
が

多

く

、

支

流

の
出

口

に

は

懸
谷

（

本

流

に
支

流
が
合
流
す
る
場

合
、
支
谷

の
谷
床

が
本

流
の
床

よ
り
高
く
、
谷
床

に
食

い
違
い
の

あ

る
地
形
）
の
み

ら

れ

る
と

こ

ろ
が

多

い

。

本

県

の
湖

沼

は
天

然

の
湖

沼

と

人

工

の
湖

沼

と

に
分

け

ら

れ

る
、

天

然

の
湖

沼

に

は
、

造

湖

盆

地

運

動

に
よ

る
も

の
、

氷

河

作

用

に

よ

る
も

の
、

地

震

に

よ

る
も

の

、

火

山

に

よ

る

も

の

と

が

あ

る

。

造
湖
盆
地
運
動
に
よ
る
も
の
…
…
諏
訪
湖
（
図
２
－
1
5
）
、
木
崎

湖
、

中

綱

湖
、

青

木

湖
。

|. 松本盆地

2. 仁科三湖盆地

圧 湖…木崎湖，中綱湖，青木湖）

3. 白馬盆地

4. 伊那盆地

5. 諏訪盆地

6. 佐久盆地

7. 上田盆地

Ｎ

諏訪湖 Ｊ` 暖`　　　　7･ 上ｌ盆地
U

．。､

じ

’礼 ここ: ご:;

で　　　 Ｊ`　　’` ≒゚O, 木曽谷

図2 －13　 長野県 の盆地

氷
河

作
用
に
よ
る
も
の
…
…
…
…

…
…
宝

剣
岳
千
畳
敷

カ

ー
ル
の
池
、
濃

ケ
池

カ
ー
ル
の

池

。
い
ず
れ

も
木

曽
山
脈

に
あ

る
。

火
山

活
動
と
そ
の
後
に
よ
る
も
の
…
…
火
山

の
流
出
物

に
よ
っ
て
せ
き
と

め
ら

れ
た
大
正

池
、
野
尻
湖
、
松
原
湖
。
火

口
に
水
が

た
ま

っ
て

で
き

た
、
乗
鞍
岳
（
図
2
1
1
7
）
、
御
岳
山

に
み
ら

れ

る
池

。

加
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信濃川367k ｍ い二 大 。ムニニj
Ｏ印

圖印

か 印

河川が通過するおもな都市

河川の幹線流路(最大流量をもつ流路)

左岸5km の線にそう地形断面図

ｿ　

川 … ……　　T20T

諏訪il

　　　　　
肖　

天竜川250kｍ

図2 －14　 河川最大流量と地形断面

特に 天竜川について注意しておくべき図

馬の背

＼

務
士 ⑤

27

図2 －16　木曽山脈木曽駒ヶ岳馬の背

濃ヶ池カール地形

図2 －15 諏 訪 湖

造湖盆地運動の結果できた 湖・天竜川の源

地
震
活
動
に
よ
る
も
の
…
…
…

・：
柳

久
保
池

、
涌
池

。

人
工
の
湖
沼
…
ダ

ム
建
設
に
ょ

っ
て
多
く

つ
く
ら
れ
て

い

る
。
人
造
湖

は
砂
防
、
農

業
用
朧
漑
水
、
飲
用
水
等

の
多
目
的
に
建
設
さ
れ
て

い
る
。
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図2 －17　 乗鞍岳の亀ヶ 池

乗鞍岳山荘よりみるとよくわかる

図2 －18　 御岳山の噴火

有史以来の噴火の写真　 昭和58年10月28日

県
内

に
は
多
く

の
火
山
が
み

ら
れ

る
。
乗
鞍
火
山
系

の
も

の

に
は
御
岳

・
乗
鞍
岳

・
焼
岳
か

お
り
、
こ
れ
ら

の
火
山
は
隆
起

し
た
基
盤
岩
を
貫
い
て
噴
出
し

て
い
る

。
フ

ォ
ッ
サ

ー
マ
グ
ナ

地
域
の
火
山
と
し

て

は

八

ヶ

岳
・
霧

ケ
峰
・
飯
縄
山
・
浅
間

山
・
白
根
山
等
が
あ
る
。
御
岳

山
・
浅
間
山
・
白
根
山
は
い
ま

も
な
お
活
動
し

て

い

る
。

特

に
、
昭
和
五
四

年
一
〇
月

二
八

日
の
御
岳
山
の
噴
火
は
有
史
以

来
で
驚

か
さ

れ

た
。
（
図
２
－

1
8）
ま

た
、
大
正
四
年

の

焼

岳

の
噴
火

の
さ
い
に
流
れ
出
し

た

泥
流

に
よ

っ
て
せ
き
と

め
ら
れ

て
大
正

池
（
上
高
地
）
が
形

成
さ

れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
火
山
活

動
に
よ

っ
て
噴
出
さ
れ
た
火
山

噴
出
物
は
広
い
地
域
に
厚
く
堆

積
し
て

い
る
。
こ
の
堆
積
物

に

よ
っ
て

広
大

な
火

山
高
原

も
つ

く
ら
れ
、

こ
の
地

域

は
、

運

動
、

観
光
、

登
山
地
と
し
て
多

く
の
人

に
よ
る
賑
い
を
み
せ
て

い
る
。

二
　

地

質

の

概

要

長

野

県

の
地

質

構

造

や

地

史

の
複

雑

な

こ

と

は
、

複

雑

な

地

形

か
ら

も

判

断

で

き

る

。
本

県

に

は
日

本

列

島

を

三

大

区

分

す

る
糸

魚

川
－

静

岡

構

造

線
（
後
述
）
と

中

央
構

造

線
（

後
述
）
が

通

っ
て

い

る

。
糸

魚

川
－

静

岡

構

造

線

は

東

北

日

本

（
地

形

学
的

に
は
東
日
本
区
）
と

西

南

日

本
（
地
形
学
的
に

は
西
日
本
区
）
と

フ

ォ

″
サ

ー
マ

グ

ナ
地

域
（
後
述
）
に
分

け

て

い

る

。
糸

魚

川

―
静

岡

構

造

線

と

中

央

構

造

線

は

諏

訪

湖

付

近

で

交

わ

っ
て

い

る

。
糸

魚

川
－

静

岡

構

造

線

は

フ

ォ

″
サ

ー
マ

グ

ナ
の

西
縁

に
あ

た

る

。
西

南

日

本

は

中

央

構

造

線

に

よ

っ
て
内

帯

と
外

帯

に
分

け

ら

れ

る

。
地

形

学

的

区

分

も

同

様

で

あ

る

が

、

敦

賀

湾
－

伊

勢

湾

線

に

よ

っ

て
、

内

帯

に
中

央

日

本

区

を

も

う

け

て

い

る

。

フ

オ

″
サ

ー
マ

グ

ナ
の

西

縁

は

糸

魚
川

１

静

岡

構

造

線

で

、

東

縁

は

関

東

山

地

の

南

縁

か

ら

西

縁

を

通

り
千

曲
川

に
沿

う

地
帯

で

あ

る
と

さ

れ

て

い

る
。
（
図
２
－
1
9
）

内

帯
（

日
本
海
側
）
に

は

、

飛

騨

山

脈
（

飛
騨
山
地
）
・
木

曽
山

脈
（
木

曽
山

地
）
が

含

ま

れ
、

主

と

し

て

古

生
層

及

び
中

生
層

で

、

こ

れ

を
貫

く

も

の

が

花
崩

岩

や

濃

飛

流

紋

岩

や

玲

岩

な

ど

の
火

成

岩

類

、

古

生

層

か
ら

領

家

変

成

岩

類

で

あ

る

。
ま

た
、

御

岳

山

や
乗

鞍

岳

・
焼

岳

の
安

山

岩

類

や

火

山

噴

出

物

が

こ

れ

ら

を

お

お

っ

て

い

る

。
（

図
２
－
2
0
）

外

帯
（
太
平
洋
側
）
に

は
赤

石

山

脈
（
赤
石
山
地
）
が

含

ま

れ

、

古

生

層

、

中

生

層

と

古

生

層

か
ら

変

成

し

た

三

波

川

変

成

帯

に

よ

っ

て
形

成

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

ら

は

断

層

に
よ

っ
て

境

さ

れ

帯

状

構

造

を

し

て

い

る

。
（

図
２
－
2
1
）
こ

の

構

造

は
外

帯

の

大

き

な

特

徴

で

あ

る

。

な

お

、

佐

久
－

関

東

山

地

に

も

帯

状

構

造

が

み

ら

れ

る

が

、

こ

れ

は

赤

石

山

地

と

連

続

で

あ

っ

た

も

の

が

フ

ォ

″
サ

ー
マ

グ

ナ

に

よ

っ
て

断

ち

ぎ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。
（

図
２
－
2
1
）

フ

ォ
ッ

サ

ー
マ

グ

ナ
地

域

は

糸

魚
川

―

静

岡

構

造

線

の

東

側

の

地
域

で

、

主
と

22



第１節　長野県の地形地質

し
て
第
三
紀
層
以
降

の
堆
積
岩
や
第
四
紀
層
の
火
山
岩
類
・
火
山
臍
出
物

に
よ

っ

て
形
成

さ
れ
て
い

る
（
図
２
－
2
0）
。
古
生
層
は
海

に
堆
積
し
て
で
き
た
粘
板
岩
・

硬

砂
岩

・
チ
ャ

ー
ト
・
石
灰
岩
・
輝
緑
凝
灰
岩
な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。
古

生
層
の
岩
石
は
、
飛
騨
山
脈
・
木
曽
山
脈
・
赤
石
山
脈
の
高
所
に
観

察

で

き

る

ダ
レ

東

日

本

区

が
、
か
つ
て
は
海
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
り
後
で
隆
起
し
て
現

在
の
高
所

に
み

ら

れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中

央
構
造
線
の
両

側
に
帯

の
よ
う
に
領
家
変
成
帯

∴
二

波
川

変
成
帯
が
あ
る
が
、

こ
の
変
成
帯

は
古

生
層

の
岩
石
類
が
高
熱
や
圧
力

に
よ

っ
て
新
し
い
鉱
物
を
生
じ
帯
状
構
造
が
発
達
し

た
も
の
で
あ

る
。
領
家
変
成
帯
は

高
温
低
圧
型
、
三

波
川
変

｜－ ２　糸魚川一 静岡構 造線

３－ ４　中央 構造 線

５－ ６　盛岡一白 河線

７－ ８ 石 狩線

９バ0 敦 賀湾一伊 勢湾線

ぴ

一 一

図2 －19　 糸魚川一 静岡構造線，中央 構造線，フ ォッサ・マゲナによる区分と地 形学的区 分

成
帯
は
低
温

高
圧
型
と
い

わ
れ
て
い
る
。
変
成
帯
は

造
山
運
動
に
関
連
し
て
で

き
た
も
の
で
、
領

家
変
成

帯
（
図
２
－
2
1
）
∴
二
波
川

変
成
帯
（
図
2
1
2
1）
の
で

き
た

″
造
山
運
動
″

を
本

州
造
山
運
動

と
よ
ん
で

い

る
。中

生
代

の
地
層

は
広
い

分

布
を
示

さ
な
い

が
（
図

２
－
2
0）
、
比

較

的

広

い

分

布
を
示

す

の

が

赤

石

山
脈
で
、
赤
石
山
脈

の
山

稜
は
中
生
代

の
岩
石
か
ら

で
き
て
い
る
。
赤
石
山
脈

の
赤
石
岳
は

中

生

代

の

赤
石
チ
ャ

ー

ト

か

ら

名

づ
け
ら
れ
た

も

の

で

あ

る
。
形
成
し
て
い
る
岩
石

昂



口

口

口
口
口
口

囲
口
皿
皿
口

第四紀層

安山 岩類･ 火山噴 吐｣物

玲岩

石英閃緑岩

第三紀層

濃飛流紋岩類

花尚岩類

領家変成岩類

三波川変成岩類

中生層

古生層

岐

阜

県

図2 －20　長野県地質図
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ぱ
諜
岩
・

砂
岩
・
泥
岩
・
チ

ャ
ー
ト
・
石
灰
岩
・
輝
緑
凝
灰
岩
で
あ

る
。
砂
岩
の

中

か
ら
三
角
貝
、
泥
岩

か
ら
し

だ
植
物
や
裸
子
植
物

の
化
石
が
産
出
す

る
。
中
生

代

の
終
り
こ

ろ
に
は
日
本
列
島

に
分
布
を
し

め
す
花
圈
岩
類

の
大
規
模
な
貫
入
が

あ

っ
た
。
飛
騨
山
脈

・
木
曽
山
脈

に
み
ら
れ

る
花
尚
岩
や
赤
石
山
脈

の
甲
斐
駒
ヶ

岳
等
、
佐
久
山
地
の
金
峰
山

の
花
尚

岩
は
こ

の
時
代

の
貫
入
で
あ

る
（
図
２
－
2
0）
。

現

在
高
い
山
頂
に
花
尚

岩
が
露
出
し
て
観
察
で
き
る
わ
け
は
、
隆
起
に
よ

っ
て
上

を
お
お

っ
て
し
た
堆
積
岩
類
が
、
風
化
作
用

や
浸
食
作
用

に
よ
っ
て
削
り
取

ら
れ

運
搬
さ
れ
た
結
果
で

あ
る
。

新

生
代

の
第
三
紀
層

は
海
で
堆

積
し
た
も
の
が
多
く
、
第
三
紀
層

の
分

布
は
フ

。
ツ
サ

ー
マ
グ
ナ
地
域

に
広
く
、
佐

久
の
一
部
、
下
伊
那
郡
阿
智
村
付
近

の
一
部

（
図
２
－
2
0）
に
あ

る
。
そ

の
形
成
は
主
と
し
て

泥

岩

・
頁

岩

・
砂
岩

・
傑
岩

・

砂
質
泥
岩

・
凝
灰
岩
で
あ

る
。
フ

オ
″
サ

ー
マ
グ
ナ
地
域

の
第
三
紀
層
は
二
五
〇

〇
万
年
前

に
日
本
海
方
面

か
ら
は
い
り
こ
ん
で
き
て
堆
積
し
て
で
き
た
岩
石
で
、

下
部
か
ら
守
屋
層
・
内
村
層
・
別
所
層
・
青
木
層
・
小
川

層
・

柵

層
・
猿
丸
層

Ｎ

第１節　長野県の地形地質

日本海

鴉
訃
つ

嗜

竹

マ

、グ

ナ

／

／

／

９　， 栴m

図2 －21　帯状構造の略図

に
分
け
て
い

る
。
こ
の
地
層
の
時
代
は
日
本
全
体
が
海
底
火
山
活
動
の
も
の
で
あ

り
、

火
山
噴
出
物
は
緑
色
化
し
、

グ
リ

ー
ン
タ
フ
（
緑
色
凝
灰
岩
）
と

よ
ん

で

い

る
。
こ
の
岩
石

は
、
守
屋

山
付

近
（
諏
訪
）
、
松

本
市
北
方
か
ら
小
県
郡

、
上
田
市

北
方
に
分
布
（
図
２
－
2
0
）
し
て
い
る
。

守
屋
層
　
中
新

世
下
部

の
地
層
で
、
傑

岩
瘤
・
砂
岩
瘤
・
砂

岩
・
砂

質

泥

岩

瘤
・
緑

色
凝
灰
岩

瘤
等

よ
り
で
き
て
お
り
、
領

家
変
成
帯
の
上

に
不
整
合
に
重
な

る
。
守
屋

山
を
中
心
と
し
て
分
布
し
、
一
部
は
鉢
使
山
・
高

ポ

丿
千
山
付
近

等
に

分
布
す

る
。
化
石
は
軟
体
動
物
、
有
孔
虫
、
植
物
等
が
産
出
す

る
。

内
村
層
　

中
新
世
下
部
の
地
層
で
、
緑
色
凝
灰
岩
が
大
部
分
で
あ

る
、
緑
色
凝

灰

岩
は
武
石
相
と
ち
ょ
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
指
交
す
る
の
は
礦
岩
・
砂
岩
・
砂
質

泥
岩
等
か
ら
な
る
堆
積
岩
で
本
郷
相
と
も
よ
ん
で
い
る
。
分
布
は
、
松

本
市
北
東

方
（
本
郷
相
）
、

上
田
市
北
方
（
武
石
相
）
、

小
県
郡
内
村
地
方
等
で
あ
る

。

化

石

は
、
軟
体
動
物
、
有
孔
虫
、

ク
モ
ヒ
ト
デ
等
が
産
出
す
る
。

別
所
層
　

中
新
世
中
部
の
地
層

で
、
黒
色
又

は
灰

色
の
泥

岩
が
ま
で
、
一

部
に

海

緑
石

砂
岩
、

レ
ン
ズ
状
に
石
灰

岩
、
上

部
は
砂
質
泥

岩
・
砂
岩
が
爽
在
す
る
。

松

本
市

北
方

か
ら
小
県
郡

青
木
村
、
上
田
市

に
か
け
て
帯
状

に
分

布
す
る
。
軟
体

動
物
、

ク
ジ
ラ

ー
イ
ル
カ
（
哺
乳
類
）
、
有
孔
虫
、
植
物
、
魚
の

ウ
ロ
コ
等
化
石
が

産
出

す
る
。

青
木
層
　

中
新
世
中
部

の
上
部

の
地
層
で
、
砂
岩
、
砂
質
泥
岩
と

の
互
瘤
が
大

部
分
で
、
下

部

に
傑
岩
、
塊
状
砂
岩
等
が
み

ら
れ
る
。
東
筑
摩
郡
四
賀
村
・
明
科

町

・
生

坂
村
・
本
城
村
・

坂
北
村
・
麻
績
村
等

に
分
布
す
る
。

軟
体

動

物

、

ウ

ユ
、

ク
ジ
ラ

ー
セ
イ

ウ
チ

ー
ト

ド
（
哺
乳
類
）
等
の
化
石
が
産
出
す
る
。

小
川
層
　

中
新
世
上
部
の
下

位
の
地
層
で
、
小
川

瘤
と
麻
績
瘤
に
分

け
ら
れ
、

前
者
は
砂
岩
、
砂
質
泥
岩
等
を
主
と
し
裾
花
凝
灰

岩
（
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
）
を
爽
在

す

る
。
後
者
は
塊
状
砂
岩
、
僅
岩
等
を
主
と
し
、
炭
質
泥

岩
・
亜

炭
・
裾
花
凝
灰
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岩
（
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
）
等
を
爽
在
す
る
。
小
川
層

は
上

水
内
郡

鬼
無
里
村

・
小
川

村
、

裾
花
川

・
土
尻
川

・
犀
川

流
域
（
信
州
新
町
）
に
分

布
し
て
い

る
。

麻

績

層

は
、

東
筑
摩
郡

坂
北
村

・
麻

績
村

・
生
坂
村

・
本
城
村
等

に
あ
る
。
化
石

は
、
小

川
層

で
は
、

シ
カ

ー
ク
ジ
ラ
（
哺
乳
動
物
）
、
有
孔
虫
が
、
麻
績
層

で
は
、

軟

体
動

物
、
植
物
等
が
産
出
す
る
。
軟
体
動
物
は
寒
冷
性
の
も
の
で
あ
る
。

柵
　

層
　

中
新
世
の
上
部
の
上
位
と
鮮
新
世
の
下

部
の
地
層
で
、
塊
状
砂
岩
・

砂
岩
傑
岩
互
層
・
泥
岩
・
砂
質
泥
岩
等
を
主
と
し
、
亜
炭
・
火
山
砂
岩
・
凝
灰

岩

等
が
爽
在
す

る
。
上
部

に
は
安
山
岩
質
の
凝
灰

角
傑
岩
、
火
山
円
篠
岩
等
が
多
く

な
り
、
岩
相
変
化
か
著
し
い

。
上
水
内
郡
信
州
新
町
・
中
条
村
・
小
川
村
・
戸
隠

村
・
鬼
無
里
村
、
長
野
市
西
部
等

に
分
布
す

る
。
化
石
は
軟
体
動
物
で
は

ホ
タ
テ

ガ
イ
類
が
多
く
産
出
し
、

ウ
ユ
、

ク

ジ
ラ
（
哺
乳
類
）
、
有
孔

虫
類
等
が
産

出

す

る
。
一

般
に
寒
冷

性
、
浅
海

性
で
あ

る
。

猿
丸
層
　

鮮
新
世

の
下
部

の
上
位

か
ら
の
地
層
で
、
塊
状

の
砂
岩
、
砂
岩
と
疎

岩
の
互
層
、
石

英
安
山
岩
質

凝
灰

岩
、
亜
炭

の
う
す
い
層

が
爽
在
し
て

い
る
。
海

退
時
層
で
あ

る
。
分

布
す
る
地
は
上

水
内
郡
、

鬼
無
里
村

・
小

川

村
・
信

州

新

町
、
長

野
市

北
部
等
で

あ
る
。
化
石

に
は
軟
体
動
物
、

ス
テ

ゴ
ド
ン
（
哺
乳
類
）
、

有
孔

虫
、

メ
タ

セ
コ
イ
ヤ
（
植
物
）
等
で
あ
る
。

新

生
代

の
第
四

紀
の
時
代

は
、
人

類
の
時
代
と
も
い
か
れ
て
い
る
が
、
鮮
新
世

か
ら
洪
積
世
初
期
に
か
け
て
は
、
非
火
山
性
盆
地
形

成
、
火
山
性
盆
地
形

成
、
湖

成
層

、
火
山
砕
屑

物
、
噴
出
物
等
の
堆
積
及
び
火
山
の
噴
出
の
盛
ん
な
時
代

で
あ

る
。非

火
山
性
の
盆
地
（
山
間
盆
地
）
は
、
構
造
線
に
関
連
し
て
形

成
さ

れ

た

も

の

で
、
そ
の
主
な
も
の
は
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
に
沿

っ
て
で
き
た
、
白
馬
、
仁
科

三
湖
、
松
本
、
諏
訪
の
諸
盆
地
、
伊
那
、
佐
久
、
上
田
、
長
野
の
各
盆
地
と
木
曽

谷
で
あ

る
。
盆
地

に
は
、
湖
成
層
や
扇
状
地
層
が
堆
積
し
、
一
部
に
は
湖
沼
が
残

り
、
造
盆
地
運
動
は
今
日
で
も
な
お
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
盆
地
は
現
在
最
も
重

要
な
生
活
地
域
に
な
っ
て
い
る
。（
図
2
1
1
3）

火
山
性
盆
地
形
成
　
第
三
紀
末
に
な
っ
て
大
部
分
が
陸
化
し
、
各
地
に
火
山
性

陥
没
盆
地
を
形
成
し
、
そ
こ
に
湖
成
層
や
火
山
砕
屑
物
が
堆
積
し
、
ま
た
、
新
し

い
火
山
が
で
き
て
い
る
。
八
ヶ
岳
、
霧
ヶ
峰
、
浅
間
山
、
飯
綱
山
等
は
こ
の
よ
う

東経138j 妙高
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図2 －22　信州テフラ（火山噴出物）の降下分布
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第２節 塵 那盆地北部の地形地質

な
火
山
体
で
、
み
ご
と
な
火
山
形
態
を
残
し
て
い
る
。
長
野
県
の
火
山
は
、
県
の

中
央
か
ら
北
に
分
布
し
て
い
る
、
第
四
紀
に
活
動
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、

な
か
に
は
浅
間
山
、
焼
岳
、
白
根
山
の
よ
う
な
火
山
と
突
如
と
し
て
活
動
を
は
し

め
た
御
岳
山
の
よ
う
な
火
山
も
あ
り
、
現
在
も
な
お
活
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
多
く
の
火
山
は
ほ
ぼ
長
野
県
全
体
に
火
山
噴
出
物
を
降
ら
せ
堆
積
し
て

い
る
。（
図
2
1
2
2）こ
の
堆
積
物
を
信
州
テ
フ
ラ
層
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
第
四
紀
の
時
代
は
氷
河
時
代
と
も
い
か
れ
、
判
明
し
て
い
る
寒
冷
な
気

候
、
す
な
わ
ち
氷
期
が
こ
の
地
球
上
に
五
回
お
と
ず
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

氷
期
の
時
期
を
古
い
方
か
ら
ド
ナ
ウ
氷
期
、
ギ
ュ
ン
ツ
氷
期
、
ミ
ン
デ
ル
氷
期
、

リ
ス
氷
期
、
ヴ
ュ
ル
ム
氷
期
と
よ
ぶ
。
こ
の
氷
期
と
氷
期
の
間
は
暖

か
い
時
期

で
、
間
氷
期
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
間
氷
期
は
古
い
方
か
ら
ド
ナ
ウ
ー
ギ
ュ
ソ
ツ

間
氷
期
、
ギ
ュ
ソ
ッ
ー
ミ
ソ
デ
ル
間
氷
期
、
ミ
ン
デ
ル
ー
リ
ス
間
氷
期
、
リ
ス
ー

ヴ
ュ
ル
ム
間
氷
期
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

図2 －23　 第 ４浮 石 （Ｐｍ－ ４）

Ｐｍ はＰｕｍｉｃｅの略　 浮 石 の年 代　27,500 年 国500 年

現
在
は
間
氷
期
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
、
や
が
て
い
つ
の
日
に
か
氷
期

の
来
襲
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
法
則

か
ら
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ヴ
ュ
ル

ム
氷
期
は
最
も
大
き
か
っ
た
氷
期

で
、
日
本
の
山
岳
に
残
っ
て
い
る
山

岳
氷
河
遺
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ヴ
ュ

ル
ム
氷
期
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
氷

河
遺
跡
と
は
、
氷
河
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
カ
ー
ル
地
形
、
Ｕ
字
型
谷
、

モ
レ
ー
ン
（
堆
石
）
、
湖
、
沼
、
池

（
カ
ー
ル
底
湖
・
池
）等
を
さ
す
。

日

本
に
お
け
る

ヴ
ュ
ル

ム
氷
期

の
時
代
決
定

の
有
名
な
も
の
は
、
木
曽
山
脈
熊

沢
岳

カ
ー
ル
地
形

の
モ
レ

ー
ン
上

か
ら
採
取
し

た
テ
フ
ラ
の
中
よ
り
御
岳
火
山
の

第
四

浮
石
層

兄
白
―
代

ｙ

ｌ
・・
）
の
発
見
で
あ

る
。
こ
の
浮

石

の
年
代
は
二
万

七
五
〇
〇
年

上
五
〇
〇
年
で
あ

る
。（
図
２
－
2
3
）
ま

た
、
木
曽
山
脈
の
宝
剣
岳
東

面

に
広
が
る
カ

ー
ル
地
形

す
な
わ
ち
千
畳
敷

カ
ー
ル
の

モ
レ
ー
ン
上

に
も
テ
フ
ラ

層

が
観
察
で
き

る
。
な
お
、
テ

フ
ラ
層
中

に
は
先
史
時
代
の
住
居
跡
や
遺
物
等
が

多

く
発
掘

さ
れ
、
先

史
時
代

の
決
定
は
テ
フ
ラ
層
の
時
代
決
定
と
と
も
に
興
味
深

い
も
の
か
お

る
。

第
二
節
　
伊
那
盆
地
北
部
の
地
形
地
質

一
　

地
形

の

概
要

伊
那
盆

地
北
部

は
天
竜
川

を
は
さ
ん
で
、
東
側

に
は
赤
石
山
脈
が
三
〇
〇
〇
ｍ

級
の
高
峰

を
も
っ
て
連

な
り
、
そ
の
前
山
と
し
て
伊
那
山
脈

の
コ
（

○
Ｏ
ｍ

級
の

山
な
み

が
連

な
り
、
こ

の
両
山
脈

の
間
を
中
央
構
造
線
（
大
断
層
地
帯
）
が
通
っ
て

い
る
。
西
側
に
は
西
駒

ヶ
岳
（
二
九
五
六
ｍ
）
山
地
群
を
主
峰
と
す

る
木
曽
山
脈
か

お

る
。
こ
の
山
脈

は
権
兵
衛
峠

二

五
二
二
ｍ
）
を

境
と
し
て
、
経
ヶ
岳
山
地
群
と

西
駒
ヶ
岳

山
地
群

と
に
地
形

学
的

に
も
地
質
学
的

に
も
分
け

る
こ
と
が
で
き

る
。

赤
石

・
木

曽
・
伊
那

山
脈

は
と
も
に
南
北

に
山

な
み
が
連

な
り
、
共

に
並
走
し

て
い
る
。
木

曽
山
脈

と
伊
那

山
脈

の
間

を
諏
訪
湖

を
源
と
す

る
天
竜
川
が
い
く
つ

か
の
支
流
を
合
わ
せ
て
南
流
し
て

い
る
。
し

か
し
、
支
流

の
ほ
と

ん
ど
が
盆
地

に

向
か

っ
て
流
れ
、
木
曽
山
脈
側
の
支
流

は
東

に
向

か
っ
て
流

れ
、
伊
那
山
脈
側
の

支
流
は
西
に
向
か
っ
て
流
れ
、
共
に
天
竜
川

に
汪

い
で

い
る
。
た
だ
し
、
三
峰
川

は
初

め
は
南

に
向
か

っ
て
流
れ
、
後
中

央
構
造

線
（
後
述
）
に
沿

っ
て
北

に
向

か
っ

て
流

れ
、

さ
ら

に
ま
た
転
じ
て
西
に
向
か
っ
て
流
れ
て

い
る
。
こ
の
三
峰
川

の
流

2Z
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れ
方
は
地
形
学
的

に
も
地
質
学
的
に
も
興
味
深

い
も
の
か
お

る
。
天
竜
川
や
支
流

の
両
側

に
は
、
扇

状
地
や
河
岸
段
丘
が
発
達
し
て
い
る
。
特

に
木

曽
山
脈
側

に
発

達
し
、
ま
た
、
伊
那
山
地
側
の
三
峰
川

の
扇

状
地
や
河

岸
段
丘

の
発
達

も
す
ば

ら

し
い
。
な
お
、
こ
の
扇

状
地
や
河

岸
段
丘

は
、

低
位
段
丘
、
氾

濫
原

を
の
で
い
て

テ
フ
ラ
が
お
お
っ
て
い
る
。

赤
石

・
木

曽
の
両

山
脈
に
は
氷
河

の
遺
跡

が
多
く

残
っ
て

い
て
、
木
曽
山
脈

の

氷
河
遺
跡

は
平
地
（
駒
ヶ
根
市
付
近
）
か
ら

カ
ー
ル
地
形

、

モ

レ

ー

ン
（
堆
石
）
、

カ

ー
ル
壁
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き

る
。
駒
ヶ
根
市
付
近

の
地
形
と
氷
河
遺
跡
の

関
係

は
興
味
深
い
。

な

お
、

氷
河
遺
跡
の
周
辺
等

に
は
周
辺
地
形

（
図
２
－

９
・

1
0・
1
1）
や
ソ

リ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
図
２
－
1
2
）
な
ど
が
観
察
で
き

る
。
ま
た
、
氷

河
遺
跡
、
扇
状
地
、
河
岸
段
丘
を
お
お
う
テ
フ
ラ
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
代
決
定
、

テ

フ
ラ
の
追
跡

に
よ

っ
て
内
陸
盆
地
と
海
岸
地
域
と
の
対
比
を
可

能

に

し

て

い

る

。

二
　

地
質
の
概
要

伊
那
盆
地
北
部
は
、
地
質
構
造
的
に
天
竜
川
東
の
赤
石
山
脈
地
域
、
伊
那
山
脈

地
域
、
天
竜
川
西
の
木
曽
山
脈
地
域
、
天
竜
川
沿
い
地
域
及
び
そ
の
支
流
地
域
、

中
央
構
造
線
、
フ
。
″
サ

ー
マ
グ
ナ
、
糸
魚
川
１
静
岡
構
造
線
と
に
分
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

赤
石
山
脈
地
域
は
地
質
構
造
上
西
南
日
本
外
帯
に
位
置
し
、
中
央
構
造
線
を
境

に
し
て
伊
那
山
脈
と
接
し
て
い
る
。
中
央
構
造
線
は
西
南
日
本
を
内
帯
と
外
帯
と

に
分
け
る
断
層
地
帯
で
い
ま
で
も
活
動
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
赤
石
山
脈
の
西

縁
を
通
る
。
中
央
構
造
線
の
東
側
は
三
波
川
変
成
帯
、
御
荷
鉾
帯
な
ど
の
変
成
帯

で
あ
る
。
三
波
川
変
成
帯
は
緑
泥
片
岩
、
石
墨
片
岩
、
絹
雲
母
片
岩
等
で
結
晶
片

岩
地
域
で
あ
る
。
結
晶
片
岩
中
に
は
石
灰
岩
や
蛇
紋
岩
か
お
る
。
こ
れ
ら
の
地
域

は
地
す
べ
り
や
崩
壊
を
お
こ
し
や
す
い
。
御
荷
鉾
帯
謁
二
波
川
変
成
帯
の
上
部
に

位
置
す
る
輝
岩
層
で
あ
る
。
こ
の
東
側
に
あ
る
の
が
古
生
層
で
粘
板
岩
、
チ
ャ
ー

ト
、
石
灰
岩
、
輝
緑
凝
灰
岩
、
硬
砂
岩
か
ら
た
っ
て
い
る
。
御
荷
鉾
帯
は
一
般
に

は
低
変
成
度
の
塩
基
性
岩
類
で
あ
る
。

伊
那
山
脈
地
域
は
地
質
構
造
上
の
内
帯
の
外
縁
に
あ
り
、
中
央
構
造
線
を
へ
だ

て
て
外
帯
に
接
し
て
い
る
。
岩
石
は
花
白
岩
、
黒
雲
母
片
岩
、
雲
母
片
岩
、
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル
ス
な
ど
で
あ
る
。
中
央
構
造
線
に
沿
っ
て
ば
鹿
塩
片
麻
岩
と
か
眼
球
片

麻
岩
が
帯
状
に
な
っ
て
い
る
。

木
曽
山
脈
地
域
は
地
質
構
造
上
で
は
内
帯
に
属
し
、
花
白
岩
及
び
古
生
層
が
変

成
作
用
を
う
け
て
変
成
さ
れ
た
黒
雲
母
粘
板
岩
帯
で
代
表
さ
れ
る
、
弱
変
成
岩
の

雲
母
片
岩
、
縞
状
片
麻
岩
か
ら
な
る
変
成
岩
帯
で
あ
る
。
花
白
岩
は
木
曽
駒
ヶ
岳

を
中
心
に
そ
れ
よ
り
以
南
に
分
布
し
、
そ
の
周
囲
の
岩
石
は
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、

黒
雲
母
片
岩
な
ど
か
ら
で
き
て
い
る
。
変
成
岩
帯
は
経
ケ
岳
以
北
に
分
布
し
て
い

る
。
こ
の
変
成
岩
帯
の
原
岩
は
、
粘
板
岩
、
硬
砂
岩
、
チ
ャ
ー
ト
で
、
石
灰
岩
、

輝
緑
凝
灰
岩
、
傑
岩
が
爽
在
し
て
し
る
。
ま
た
、
木
曽
山
脈
の
北
方
旧
川
島
村
の

横
川
川
の
上
流
に
は
、

″
蛇
石
々
と
よ
ば
れ
る
天
然
記
念
物
が
あ
る
。
こ
の
成
因

は
粘
板
岩
に
閃
緑
岩
が
貫
人
し
て
岩
床
と
な
り
、
そ
れ
を
横
切
っ
て
石
英
が
貫
入

し
て
で
き
た
も
の
で
、
白
い
部
分
は
石
英
脈
で
あ
る
。
現
在
こ
の
天
然
記
念
物
の

上
流
に
ダ
ム
建
設
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
大
切
な
自
然
現
象
の
遺
跡
が
破
壊
さ

れ
る
こ
と
な
く
残
る
こ
と
を
強
く
ね
が
う
も
の
で
あ
る
。

天
竜
川
沿
い
地
域
及
び
そ
の
支
流
を
含
む
地
域
、
支
流
地
域
の
地
質
は
赤
石
・

木
曽
・
伊
那
山
脈
か
ら
流
れ
出
す
天
竜
川
の
支
流
の
河
川
に
よ
っ
て
運
搬
堆
積
さ

れ
た
大
・
小
の
砂
傑
層
で
あ
り
、
時
に
は
土
埃
及
び
粘
土
層
こ
ア
フ
ラ
を
爽
在
す

る
こ
と
も
あ
る
。
天
竜
川
沿
い
は
主
と
し
て
上
流
の
基
盤
や
岩
石
を
浸
蝕
し
運
搬

さ
れ
た
砂
傑
層
と
支
流
の
上
流
の
基
盤
や
岩
石
を
浸
蝕
し
運
搬
さ
れ
た
砂
僕
層
と

認
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か

ら
な

る

。
こ

れ

等

の
砂

機

層

は
多

く

の

河

岸

段

丘

や

扇

状

地

を

形

成

し

て

い

る

。

ま

た
、

こ

れ
等

の
扇

状

地

・
河

岸

段

丘

に

は
一

部

を

除

き

テ

フ

ラ
層

が

覆

っ

た

り
爽

在

し

て

い

る

。
こ

の
テ

フ

ラ
層

と

堆

積

物

と

の

関

係

か

ら

地
形

等

を
区

分

す

る

テ

フ

ロ
ク

ロ
ノ

ロ
ジ

ー
｛
Ｈ
召
に
〇
斤

目
－
〇
｝〇
回

）
が

あ

る
。

こ

れ

に

よ

っ
て
区

分

す

る
と

数

種

の
地

形

・
地

質

の
区

分

が

可

能

で

あ

る
。
（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）

こ

の
地

域

に
分

布

す

る
テ

フ

ラ
層

は
新

期

・
中

期

・
古

期

テ

フ
ラ

層

に
区

分

で

き

る
。
（
図
２
－
2
4
・
2
5）
　
ま

た

、

図2 －24　 新期・中期テフラ層

礦 層は南箕輪村段丘喋層相等層，Ｐｍ－ ５とＰｍ－1 肘 みえない。巻頭のカラー写真参照

河

岸

段

丘

及

び
扇

状

地

を

横

切

る
断

層

い

わ

ゆ

る

活

断

層

（
図

２
－
2
6
）

の

発

達

が

観

察

さ

れ

る
。
（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）
な

お

、

活

断

層

そ

い

に

は

湧

水

が

み

ら

れ

る

が
、

扇

状

地
末

端

湧

水

と

の

見

分

け

は
難

か
し

い

が

断

層

方

向
、

湧

水

の

涸
渇

、

温

度

の

観
察

か

ら

決
定

で
き

る

。

こ

れ

ら

の
現

象
及

び
堆

積

物

は

地

質
年

代

の
第

四

紀

に
属

す

る

も

の

で

あ

る

。

中

央

構

造

線

は

西
南

日

本

列

島

を
縦

断

す

る
構

造

線

で

あ

り
、

ま

た
、

西
南

日

本

を

内

帯

と
外

帯

と

に
分

け

て

い

る

。

（
図
２
－
1
9
）

こ

の

構
造

線

は
諏

訪
湖

付

近

に

端

を
発

し
、

こ

れ

か
ら
南
南
東
に
杖
突
峠
を
経
て
、
赤
石
山
脈
の
西
側
を
藤
沢
川
に
そ
っ
て
南
に
進

み
高
遠
町
板
山
を
通
り
三
峰
川
に
出
て
、
長
谷
村
溝
口
部
落
の
三
峰
川

岸

を
通

り
、
長
谷
村
中
尾
で
三
峰
川
の
左
岸
に
渡
り
、
分
杭
峠
を
経
て
小
渋
川
上
流
の
鹿

塩
川
に
沿
い
さ
ら
に
南
進
し
て
地
蔵
峠
を
経
て
上
村
川
・
遠
山
川
沿
い
に
青
崩
峠

を
経
て
水
窪
を
通
り
、
こ
こ
で
西
に
ま
が
り
伊
勢
湾
を
こ
え
、
紀
伊

半
島

の
宮

川
、
和
歌
山
、
四
国
の
徳
島
、
松
山
を
へ
て
大
分
県
の
佐
賀
の
関
半
島
の
北
側
を

通
り
、
熊
本
県
の
八
代
付
近
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
造
線
の
位
置
に
つ

い
て
の
一
般
的
な
理
解
と
し
て
は
、
中
央
構
造
線
の
北
西
側
に
発
達
し
て
い
る
領

家
帯
の
変
成
作
用
と
花
崩
岩
の
貫
入
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
も

な
お
中
央
構
造
線
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
が
多
く
の
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

る
。（
図
2
1
1
9）

フ
オ
″
サ
ー
マ
グ
ナ
は
神
奈
川
県
西
部
、
静
岡
県
東
部
か
ら
山
梨
県
、
長
野
県

Pｍ－02≒

Pｍ－03う

Pｍ－04⇒

図2 －25　 古期テフラ層

この露頭は 現在はない。この中の粘土層が田畑の丸山の露

頭の粘土 層相等層である。

29
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図2 －26　 日本中央部の活断 層

を
経
て
新
潟
県
西
部
に
達
す
る
、
本
州
の
中
央
部
を
南
北
に
横
断
す
る
幅
の
広
さ

を
持
つ
特
異
な
大
陥
落
地
帯
で
日
本
の
重
要
な
大
構
造
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
構

造
の
東
縁
は
火
山
噴
出
物
に
お
お
わ
れ
て
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
も
関
東
山
地
の

南
縁
か
ら
西
縁
を
通
り
長
野
県
の
千
曲
川
に
沿
う
地
帯
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
西

縁
は
糸
魚
川
１
静
岡
構
造
線
で
あ
る
。
な
お
、
フ
ォ
″
サ
ー
マ
グ
ナ
の
形
成
時
期

は
赤
石
山
脈
と
関
東
山
地
に
み
ら
れ
る
西
南
日
本
外
帯
の
基
盤
岩
類
に
み
ら
れ
る

運
動
と
グ
リ
ー
ン
タ
フ
活
動
と
に
分
け
ら
れ
る
。（
図
２－
2
0）

糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
は
日
本
の
中
央
部
を
ほ
ぼ
南
北
に
横
切
る
と
こ
ろ
の
犬

断
層
で
、

フ
ォ

″
サ

ー
マ
グ
ナ
の
西
縁

に
あ
た
り
、
本
州
を
東
北
日
本
と
西

南
日

本

に
分
け
て
い

る
。
こ
の
断
層
線
は
伊
豆
七
島
か
ら
マ
リ
ア

ナ
諸
島
へ
と
続
く
フ

オ
″
サ

ー
マ
グ
ナ
の
陥
没

を
ひ
き

お
こ
し
た
中
新
世
初

め
の
大
規
模
な
断
層

運
動

に
よ
る
も
の
で
陥
没
地
域
の
西
縁

に
あ
た
る
断
層
線
で
あ
る
。
こ
の
断
層

線
は
新

潟
県

糸
魚
川

か
ら
姫
川

に
沿
い
、
長
野
県
大
町
市
青
木
湖

・
中
綱
湖

・
木

崎
湖

を

経
て
、
松
本
平

に
出
て

塩
尻

に
い

た
り
、
こ
こ

か
ら
方
向
を
東
南
に
転
じ
て
諏

訪

湖
、
富
士
見
付
近

か
ら
山
梨
県

に
入
り
、
山
梨
県
韮
崎
で
方
向
を
南
に
転
じ
て

富

士
川
西
方

に
沿

っ
て
静
岡

に
い
た
る
断
層
線
で
あ
る
。
（
図
２
－
1
9）

こ
の
断
層

線

を
境
に
し
て
西
側

は
古
生
層
、
中
生
層
、
変
成
岩
が
主
で
あ
り
、
東
側
は
新

第
三

紀
層
、
第
四
紀
火
山

か
ら
で
き
て

お
り
、
地
形

的
に
も
西

側
は
二
五
〇
〇
～
三
〇

〇
〇
ｍ

の
高
山
で
あ
り
、
東
側

ぱ
火
山
を
除
け
ば
一
五
〇
〇
ｍ
以
上

の
山
地
は
ご

く

わ
ず
か
で
あ

る
。

第
三
節
　
南
箕
輪
の
地
形
地
質

一
　

地
　
　
　

形

Ｈ
　

山
　
　
　

地

本

村

の
西

に
連

な

る
山

々

は
、

木

曽

山

脈

（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
と

い

わ

れ

て

い

る

。木

曽

山

脈

は
南

北

に
連

な

る

長

さ

約

九
〇

≒

幅

数

一
〇
1
1
の

細

長

い

山

脈

で

、

木

曽

川
（
木
曽
谷
）
と

天

竜

川
（
伊
那
盆
地
）
と

の

間

に

あ

る

地

塁

上
（
正
断
層

で
か

ぎ
ら
れ

た
、
幅

に
比
し
て
延
長
の
長
い
、
両
側
に
対
し
て
相
対
的
に
隆
起
し
た
地
塊
）
の
山

脈

で

あ

る

。
特

に
海

技

七

〇

〇
ｍ

～

八
〇

〇

ｍ

程

度

か

ら

、

ひ

と

い

き

に
二

〇

〇

〇

ｍ

以

上

の
高

さ

に

に
な

る
こ

と

と

、

伊

那
盆

地

側

は

風

化

が

は

げ

し

く
、

し

か

も

前

山

を
も

た
な

い

こ

と

が

特

徴

的

で

あ

る
。

ま

た

、

こ

の
木

曽

山

脈

は

南

南

西

釦
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黒 沢山

（2,126.8m ）

↓

経 ヶ 岳

（2,296 m ）

↓

権兵衛 峠

(1,522 m )

↓

木 曽駝ヶ岳

(2,956 m )

↓

空木岳

(2,864 m )

↓

図2 －27　冬の経ヶ岳山地群と木曽駒ヶ岳山地群

に
の

び
る
木
曽
駒
ヶ

岳
（
二

九

五
六
ｍ
）
山
地
群
と
北
北

東

に

連
な

る
権

兵

衛

峠
（
一
五
二
二

ｍ
）
よ
り
北
の
経

ケ
岳
（
三

元

六
ｍ
）
山
地
群
と
大
平
峠
（

二
一

五
八

巴

以
南
の
山
地
群

の

三

つ

の
ブ

ロ

″
ク
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
村
は
、
こ
の
木
曽
山
脈
の

中
の
一
つ
の
ブ

ロ

″
ク
で
あ
る

経

ケ
岳
山
地
群
が
西
に
あ
り
、

そ
れ
は
本
村
の

飛

び

地
（
別
封

地
形
地
質
図
参
照
）
と
な

っ
て
い

る
。
特
に
本
村
は
経

ケ
岳
山
地

群
の
影
響
が
大
き
い
。（
図
2
1

2
7）

⇔
　

平
　
　
　

地

１
　

扇
　

状
　

地

扇

状
地
は
主
と
し
て
篠
と
砂

で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
テ
フ
ラ

を
爽
在
し
て
い
る

こ

と

も

あ

る
。
谷
口
を
扇
頂
と
し
て
平
地

に
粉
か

っ
て
扇
形
に
発
達
す
る

半
円
錐
状
の
河
川
の
堆
積
地
形

で
あ
り
、
沖
位
扇
状
地
と
も
い

う
。
山
麓
で

は
河
床
勾
配
が
急
減
し
、
河
流
は
運
搬
力
を
減
じ
て
谷
口
に
砂
煙

を

黒沢山

↓

経ヶ岳

↓

中央の白い部分図2 －28　 大泉川 の扇頂（冬）

堆
積
す
る
。
堆
積
に
よ
っ
て

高
ま
る
河
道
は
洪
水
ご
と
に

低
い
方
に
移
動
す
る
。
谷
口

を
中
心
と
し
て
左
右
に
変
遷

し
扇
状
地
を
形
成
す
る
。

扇
状
地
面
の
傾
斜
は
、
モ

れ
を
形
成
し
た
平
衡
曲
線
に

一
致
す
る
。
砂
理
の
大
き
い

ほ
ど
、
ま
た
、
流
水
量
の
少

な
い
ほ
ど
急
に
な
る
。
扇
状

地
状
の
河
流
は
洪
水
時
匹
扇

頂
か
ら
放
射
状
に
分
流
し
、

図2 －29　扇状地末端湧水による山葵畑

各
分
流
は
網
状
流
路
を
あ

ら
わ

す
。
洪
水
時
以
外
に
は
水
路
は
減

水
が
は
な
は
だ
し
い
か
、
涸
れ
て

お
り
、
水
流
が
あ
っ
て
も
そ
の
大

部
分
は
扇
頂
付
近
か
ら
伏
流
し
、

扇
端
部
で
湧
水
と
な
る
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。（
図
2
1
2
9）

本
村
の
平
坦
地
は
木
曽
山
脈
の

経
ヶ
岳
と
大
泉
所
山
と
黒
沢
山
か

ら
流
れ
出
し
た
と
こ
ろ
の
犬
泉
川

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
天
竜
川
の
影

幻



濫
原
に
は
人
工
的
に
河
岸
段

崖
に
は
多
く
の
湧
水
場
所
が

み
ら
れ
る
。（
図
2
1
3
0・
3
1）

扇

状
地
の
末
端
部
分
、
特

に
天

竜
川
に
近
い
支

流
の
氾

丘
が
形
成
さ
れ
た
り
、
道
路
が
つ
く
ら
ね
だ
り
し
て
河
川
の
自
然
の
美
し
さ
を
破

第2 章　地 形地 質

活断層の通るところ図2 －30　 田畑 部落段丘崖
図2 －31　 南殿部落から北 殿部落にかけ ての段丘 崖

露 出する磯 層から みると伏在断層の可能性があ る。後 方か

ら経ヶ岳 ，黒沢山→段丘崖→氾濫原となる。
響
を
う
け
た
と
こ
ろ
は
扇

状
地
の

扇

端
部
分
に
若
干

観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
そ

の
末
端
に

は
倒
扇
、

側
扇
頂

地
形

が
田
畑
、

南
殿
、

塩
ノ
井
部

落
付
近

に
観
察

で

き
る
。
こ
れ
ら
平

坦
地

を
形
成

す
る
流
出

は
、
少

な
く
と

も
五

回

は
あ
っ
た
。
地
形
形
成
流
出

の
ほ

と

ん
ど
が
洪

水
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ

れ
ら
の
流
出

に
つ
い
て

の

判
断

は
疎

種
、
粒
径
、
粒
度

並
び

に
傑
層
を

お
お
う
と
こ

ろ
の
テ

フ

ラ
層
と
そ
の
爽
在

に
よ

っ
て

判
定
し
た
。
し
た
が

っ
て
。

そ
の
流
出
の
時
期
は
地
質
学

的
に
は
第
四
紀
か
ら
現
代
ま

で
で
あ
り
、
異
な
っ
た
様
相

及
び
複
雑
な
地
形
を
し
て
い

る
。
複
雑
な
地
形
、
様
相
の

形
成
は
流
出
洪
水
が
何
回
か

お
り
、
そ
の
度
ご
と
に
流
路

が
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
く
り

か
え
し
、
扇
状
地
を
拡
大
さ

せ
段
丘
化
し
た
の
で
あ
る
。

本
村
は
、
ほ
ん
の
一

部
を
の
ぞ
き
二

つ
の
河
川

に
よ
る
複

介
扇
状
地
形
成

は
ほ
と

図2 －32　 造成さ れている人工 段丘図2 －33　 人工 段丘の完成

後方の段丘崖は大 泉川 の段丘崖。完成後にパチンコ店， ラ

ーメン屋が建築された。 ん
ど
観
察
す
る
こ
と

が
で
き

な

い
。
ま
た
、
一
部
に
は
断
層
（
活

断
層
）
に
よ
る
影
響
が
ら
す
ば

ら

し
い
段
丘
崖
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
田
畑
部
落
で
観
察
で
き
る
。

（
図
２
－
3
0・
3
1）

な
お
、
天
竜
川
に
注
ぐ
末
端
部

分
に
は
機
種
か
ら
判
断
し
て
天
竜

川
と
の
複
合
扇
状
地
末
端
の
一
部

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
一
部
観
察
の
機
種
の
し
め
す

複
合
俎
状
地
が
側
方
浸
食
と
判
定

す
る
こ
と
の
露
頭
を
観
察
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
前
述

の
伏
在
断
層
の
影
響
で
は
な

い
か
と
お
も
ね
れ
る
。
み
ご

と
な
段
丘

崖
が
田
畑
・
南

殿
・
北
殿
部
落
へ
と
連
続
的

に
観
察
で
き
る
。
こ
の
段
丘

む
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壊

し
て

い

る

。
人

工

段
丘

の

構
成

物

は

種

々
雑

多

で

あ

る

。
（

図
２
－
3
2
・
3
3）

２
　

沖
　

積
　

地

沖

積

地

は
現

在

の

水

系

に
沿

う
河

川

の
作

用

で

堆

積

し

た
泥

、

砂
、

疎
、

泥

炭

等

、
河

床

、

氾

濫
原

、

低
湿

地

、
扇

状

地
、

河

口

等

の
堆

積
物

を

含

む

が
、

純

然

た

る

海

底

、
湖

底

の

堆

積

物

は

含

ま

な

い

。
過

去

の

地

質

時
代

の

も

の

を
古

沖

積

層

と

い

う

こ

と

が

あ

る

。

ま

た

、

沖

積
扇

状

地
、

沖

積

錐
、

沖

積

せ

き

止

め
湖

、

沖

積

平

野

、

沖

積

ダ

イ

ヤ
モ

ン

ド

な

ど

の
用

語

が

あ

る

。

沖

積

地

に

つ

い

て
少

し

く

わ

し

く

の

べ

て

み

る

な

ら

ば

、

沖

積

地

は
河

川

が

運

ん
で

き

た
傑

、

砂
、

シ
ル

ト
（
微

砂
、
泌

泥
、
沈

泥
、
遊
泥
と
も
い
う
が
砂
と
粘
土
の
中
間
の

二
（

分

の

Ｉ
～

二
五
六

分

の

Ｉ
ｍ

の
砕
屑

物
）
、

粘

土

（
堆
積

物
を
構

成
す
る
五
μ
以
下

の
粒

子
で
母
岩

が
風
化
分

解

し
ら

、
心

な
ど
の
水
溶

性
成
分

が
失

わ
れ
、
残

っ
た
斗

詞

が
水

と
結

合
し
て
、
一

群
の

粘
土
鉱
物
が
作
ら
れ
る
）

が

堆

積

さ

れ

て

生

じ

た

土

地

會

言
う

。

本

村

地

域

の

ほ

と

ん
ど

の

土

壌

は

沖

積

土

と

テ

フ

ラ

の

混

合

し

た

土

壌

で

あ

る

。

土

壌

に

つ

い
て

は

一

括

し

て

論

ず

る

に

は

非

常

に

難

し

い
形

成

期

を

経

て

い

る

。
山

地

を

流

れ
出

し

た

河

川

は

平

坦

地

に

出

る

と

運

ん

で

き

た

砂

や

諜

は

山

地

を

は

な

れ

た

と

こ

ろ

に

堆

積

且

扇
状

地

を
形

成

す

る

。
扇

状

地

は

主

と

し

て

砂

、

礦

で

構

成

さ

れ

て

い

る

が

、

砂

課

を

堆

積

し

た

河

川

は

シ
ル

ト

や

砂

、

粘

土

を

さ

ら

に
下

流

部

に

堆

積

し

、

自

然

堤

防

帯

を
形

成

す

る

。

こ

こ

で

主

と

し

て

砂

を
堆

積

し
、

さ

ら

に
粒

度

の

小

さ

い

シ
ル

ト
や

粘

土

を
下

流

部

に

運

ん

で
三

角

州

を
形

成

す

る

。

こ

う

し
て

河

川

の

堆

積

作
用
（
沖
積
作
用
と
も
い
う
）
に

よ

っ
て

生

じ

た
扇

状

地

、

自

然
堤

防
、

三

角

州

等

は

い

ず

れ

も

沖

積

地

で

あ

る

。

ま

た

、

沖

積

地

が
形

成

さ

れ

る

地

域

の

地

形

や

そ

の

地

域

に
土

砂

を

運

び

こ

む

河

川

の

大

き

さ

や

、

運

び

こ

む

土

砂

の

量

の

多

少

に
よ

っ
て

形

成

さ

れ

る
沖

積

地

の

状

況

は
多

種

多

様

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

こ

こ

に
お

い

て

の

べ
る

こ

と

は

、

本

村

の

氾

濫

原

に

か

ぎ

っ
て

の

べ

る

こ

と

に

す

る

。

氾

濫

原

と

は

、

河

川

の

水

路

に

接

す

る

地

域
で

洪

水

時

に
自

然
堤

防
（
河

水
が
流

路

か
ら
あ
ふ
れ
出

る
時
、
そ
の
流
速
は
流
路
の
縁
の
と
こ
ろ
で
弱
ま
り
、
こ
こ
に
多
量
の
粗

粒
物
質
が
堆
積
さ

れ
て
河
岸
に
そ

っ
て
自
然
に
長
く
の
び
る
土
手
が
で
き
る
。
こ
の
土
手
を

い
う
）
を

越

え

て

水

が

広

が

り

、

多

少

と

も

そ

こ

に

淮

積

物

を

残

し

た

平

地

が

氾

濫
原

で

あ

る

。
自

然

堤

防

は
大

泉

橋

の
西

方

に
観

察

で

き

る

が

、

現

在

は

げ

ず

り

と

ら

れ
一

部

分

が

露

出

し

て

い

る
。

け

ず

り

と

ら

れ

た

部

分

は

モ

ロ

コ

シ
畑

や

ゴ

二 水
一 一 ～

新期テフラ層　 ＼

Pm－4 から上位が露出

図2 －34　大泉橋西方の自然堤防

ミ
捨
て
場
に
な

っ
て
い
る
。（
図
２

－
3
4
・
3
5・
3
6）

本
村

に
お
け
る
、
氾
濫
原

は
天

竜
川

に
そ

っ
て
、
天

竜
川

の
人
工

堤
防
（
土
木
工
事
的
に
自
然
堤
防

と

呼
ん
で
い
る
と
き
も
あ
る
が
こ

れ

は

自
然
科
学
的
で
は
な
い
）

か
ら
段
丘

崖
ま
で
の
平

坦
な
部
分
を
言
う
こ

と
が
で
き

る
。
そ
の
広
が
り
は
田

畑
・
南
殿
・
塩
の
井
・
久
保
部
落

の
天

竜
川

ぞ
い
に
み
ら
れ
る
も
の

で
、
こ
の
地
に
は
、
国
鉄
の
飯
田

線
が
通

っ
て
お
り
、
工
場
、
民
家

が
建
築
さ
れ
、
こ
の
数
も
非
常
に

増
し
、
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て

い

る
。
本
村
地
籍
の
氾
濫
原

の
形

成
は
、
河
川

の
洪
水
、
蛇
行
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
。

河
川

の
洪
水
、
蛇
行
は
主
と
し
て

お
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図2 －35　自然堤防が削りとられたモロコシ畑　後この西

方にはゴミが捨ててあった。

図2 －36　 自然堤防が削りとられてゴ ミ捨て場となっていた。

天

竜

川

及

び
大

泉

川

の
扇

状

地

形

成

時

の
蛇

行

、

洪

水

に
よ

っ

て

谷

壁
や

扇

状

地

が

浸

食

さ

れ

扇

状

地

が

後

退

し

た

も

の

で

あ

る

。

本

地

籍

の
天

竜

川

ぞ

い

は

扇

状

地

の

末

端

が

浸

食

さ

れ
扇

状

地

が

後

退

し

生

じ

た

も

の

が

多

い

が
、

末

端

の

見

事

な

段
丘

崖

は
地

殻

変

動

が

考
え

ら

れ
浸

食

だ

け
で

か

た
づ

け

ら

れ

な

い

。
（

図
2
1
3
7
）

氾

濫

原

（
別
封
地
形
地
質
図
参

照
）

は
洪

水

時

に
は

、

水

が

河

川

の

流

路

か

ら

流

れ

出

し

て

表

面

を

お

お

う

よ

う

な

可

能

性

を

含

ん

だ

地

籍

で

、

地

質

学

的

に

は
河

川

堆

積

物

に

よ

っ

て

構

成

さ

れ

て

い

る

。

本

村

の
天

竜

川

ぞ

い

の

地

域

（
天
竜
川

の
河
川

よ
り
段

丘
崖
ま

で
）

と

大

泉

川

ぞ

い

の
一

部
（
河
川

か
ら

段

丘
崖

ま
で
）
の
地

域

は
洪

水

時

に

は
河

川

の
氾

濫

の

お
そ

れ

の
あ

る

地

域

で

あ

る

。
し

か
し

、

現

在

で

は

人

工

堤

防

が

ほ
ぼ

完

全

に
近

い

ほ
ど

に
造
成
さ
れ
て
お

る
の
で
そ
の
お
そ
れ
は
な
い
が
皆
無
と
い
う
こ
と
は
で
き

図2 －37　 氾　 濫　 原

久保部落の東方、南箕輪村の氾 濫原で一番広い部分

な
い
。
そ

れ
は
、
人
工
堤
防

の

構

造
物

の
相
違
、
道

路
整
備

に

よ
る
流

量
、
流

速
等
が
自
然
現

象

の
中
で

は
予
想
が
つ

か
な
い

こ
と
で
あ

る
。
な

お
、
そ
れ

に

お
い
う

ち
を

か
け

る
か
の
よ
う

に
開
発
が
進
み
、
浸
透
す
べ
き

雨
水
が
道
路
整
備
に
と
も
た
っ

て
小

河
川

に
流
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
工
堤

防
等
が
裏
面

か

ら
破
壊
を
う
け
る
可
能

性
が
十

二

分
に
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、

人
工
堤
防
が
小
河
川
の
流
入
の
せ
き
と
め
の
役
目
と
な
り
天
竜
川
の
水
位
よ
り
高

く
な
る
か
同
水
位
に
な
り
冠
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
結
果
に
な
る
。
そ
の
例
と

し
て
、
本
村
で
は
な
い
が
、
最
近
し
ば
し
ば
伊
那
市
伊
那
北
駅
付
近
に
お
け
る
冠

水
さ
わ
ぎ
が
そ
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
う
。
ま
た
、
北
信
の
松
代
に
お
け
る
冠
水
さ

わ
ぎ
も
そ
の
例
の
一
つ
で
あ
る
。

３
　
河
　
　
　
川

日
本
○
河
川
の
特
徴
の
大
き
な
こ
と
は
急
流
性
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

地
質
時
代
の
第
三
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
環
太
平
洋
地
域
を
舞
台
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

た
、
ぱ
げ
し
い
造
山
運
動
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
急
峻
な
地
形
の
た
め
で
あ
る
。

河
川
は
、
地
表
面
上
の
ほ
ぼ
一
定
し
た
流
路
を
通
っ
て
下
方
へ
流
れ
、
つ
い
に

は
他
の
河
川
や
湖
・
海
に
注
ぐ
水
体
の
総
称
を
さ
す
の
で
あ
る
。
河
川

の
水
流

は
、
降
水
及
び
地
下
水
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
の
で
湿
潤
気
候
地
域
で
は
大
き
な

川
は
年
間
を
通
し
て
も
涸
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
乾
燥
地
域
で
は
大
き
い
川
で
も

討
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水
無
川
と
な
る
可

能
性

が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
同
一
河
川

で
は
上

流
か
ら

下

流
へ
い
く
に
し
た
が
い
水
量
が
増
大
し
、
洪
水
時
と
渇
水
時
と
で
は
流
量
に
か

な
り
の
変
化
と
差
が
生
ず
る
。
ま
た
、
河
川

に
は
浸
食
作
用

、
運
搬
作
用

、
堆
積

作
用
の
三
作
用
が
差
こ
そ
あ
れ
営
み
が
行
わ
れ
河
床
を
改
変
す
る
。
洪
水
時
に
は

そ
の
改
変
が
大
き
い

。

本
村
の
大
泉
川
、
大
清
水
川
、
鳥
谷
川
は
後
背
山
地
及
び
小
さ
な
流
域
を
水
系

と
す

る
川
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
河
川
は
豪
雨
、
梅
雨
時
、
台
風
時
に
流
量
が
非
常

に
多
く
な
り
、
堤
防
の
破
壊
等
の
洪
水
災
害

に
つ
な
が
る
危
険
性
を

も

っ

て

い

る
。
特

に
現
今
の
よ
う
な
流
域
降
水
雨
量
の
予
測
な
し
の
水
路
の
構
築
、
道
路
の

舗
装
、

水
系
流
域

の
乱
開
発
は
そ
の
危
険
性
を
大
き
く
し
て
し
る
の
で
下

流
の
水

量
の
増
大

す
る
地
域

は
常

に
警
戒
、
予
防
の
処
置
を
し
て

お
く
必
要
か
お
る
。
大

泉
川
、
大
清

水
川
（
伊
那
市
と
の
境
）
は
東
流
し
て
天
竜
川
に
注
ぐ
。
こ
れ
ら
の
河

川

は
木

曽
山
地

か
ら
発

す
る
時

は
急
傾
斜
で
あ
り
平
坦
地

に
出
る
と
ゆ
る
や
か
に

川泉大図2 －38

な
る
。
扇
状
地
形
成
時
の
勾
配
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
や
や
急
か

部
分
も
存
在
す
る
。
流
路
距
離
も

短
く
、
季
節
に
よ
る
流
量
、
流
速

の
変
化
も
は
げ
し
い
。
と
く
に
水

田
の
稲
作
期
に
は
こ
と
の
ほ
か
増

量
し
、
台
風
、
豪
雨
の
季
節
と
あ

あ
さ
っ
て
水
害
の
危
険
性
が
前
述

の
要
因
と
併
せ
て
内
在
し
て

い

る
。

″
災
害
は
か
す
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
〃
こ
の
言
葉
を
も
う

一
度
か
み
し
め
た
お
し
て
お
く
べ

き
と
こ
ろ
に
き
て
お
り
は
し
た
い
か
と

″
憂
え
る
々
も
の
で
あ
る
。
こ
の

″
憂
え

る
〃
諸
要
因
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
る
と
、
流
域
の
都
市
化
、
工
場
、
宅
地
の

造
成
、
扇
頂
部
の
開
発
、
道
路
舗
装
の
完
備
、
雨
量
、
浸
透
量
の
計
算
、
予
備
知

識
な
き
水
溝
の
整
備
等
は
ど
れ
を
と
っ
て
も
水
量
の
一
時
保
留
の
能
力
が
な
く
な

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
流
出
率
が
極
度
に
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
大
泉
川
、
大
清
水
川
に
は
危
険
が
集
中
し
て
き
て
い
る
。
特
に
鳥
谷
川
に
つ
い

て
は
危
険
が
顕
著
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
証
す
る
過
去
の
事
象
を
追
跡
す
る
露
頭
が

不
完
全
で
あ
っ
た
の
で
記
述
の
正
確
を
期
す
る
た
め
遠
慮
し
た
。
今
後
の
研
究
に

期
待
し
た
い
。
大
泉
川
の
河
川
及
び
流
域
に
つ
い
て
の
流
速
、
流
量
等
の
観
測
・

調
査
の
資
料
を
記
述
で
き
な
い
の
が
誠
に
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
近
い
機
会
に

そ
の
資
料
を
、
そ
ろ
え
る
こ
と
の
必
要
さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
に

よ
る
一
時
的
な
観
察
と
予
察
の
段
階
で
は
、
両
河
川
と
も
季
節
的
・
気
象
的
変
化

で
流
量
・
流
速
の
増
大
が
極
端
で
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。

本
村
は
扇
状
地
特
有
の
流
水
に
よ
っ
て
多
く
の
沢
自
体
の
水
量
も
増
し
、
そ
の

流
量
、
流
速
、
こ
の
さ
い
の
浸
食
作
用
、
水
溝
の
堰
止
、
ゴ
ミ
の
流
出
等
、
段
丘

崖
か
ら
氾
濫
原
に
出
る
諸
々
の
川
の
増
水
量
は
危
険
度
に
対
し
て
憂
う
べ
き
も
の

か
お
る
。（
図
２－
3
8）

二
　

地

質

い
｝り
　
概
　
　
　

説

本
村
は
、
古
生
代
の
二
畳
紀
か
ら
中
生
代
の
三

畳
紀
に
形

成
さ
れ

た

木

曽

山

地
、
こ

の
木
曽
山
地

の
一
部
の
経
ヶ
岳
山
地
群

か
ら
流
出
し
た
と
こ
ろ
の
藻
層
、

天
竜
川
西

岸
の
段
丘
崖

に
一
部
天
竜
川

に
よ

っ
て
運
搬
さ
れ
た
の
か
、

塩
嶺
火
山

に
よ
っ
て
流

出
し
た
一

種
の
泥
流
（
凝
灰
角
諜
岩
層
）
と
傑
層
（
傑
層
の
な
か
に
は
円

傑
と
た
っ
た
安
山
岩
が
含
ま
れ
て
い
る
）
ま
た
、
こ

れ
ら

の
傑
層
と
爽
在
し
た
り
、
被

弱
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図2 －40　 地籍の断層の鏡肌

鏡肌 …断 層運動にともなり摩擦 のため岩盤上に生じた光沢

のあ る面

図2 －39　神子柴・田畑部落の境丸山地籍

の基盤岩

覆

し

た

り
し

て

御

岳

火

山

に

起

源

を
も

つ
テ

フ

ラ
層

が

存

在

し

て

い

る

。
な

お
、

神

子

柴

、

田

畑

部

落

丸

山

地

籍

（
以
後
丸
山
地
籍
と
呼

ぶ
）
に

は

経

ケ
岳

山

地

群

と

同

一

の
岩

相

を

持

つ

基

盤

が

露

出

し

て

い

る

。
（
図
２
－
3
9
）

テ

フ

ラ
層

と

傑

層

の
地

質

年

代

は
新

生

代

の
第

四

紀

の

時

代

に
あ

た

る
。

本

村

の
地

籍

に

は
山

麓

に
大

き

な

断

層

が
南
北
に
あ
り
、
平
坦
地
に
も
南
北
に
大
き
な
断
層
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
断
層

は
活
断
層
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
こ
の
断
層
が
完
全
に
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
火
山
地
籍
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
鏡
肌
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
（
図

２
－
4
0）
こ
の
断
層
を
南
に
追
跡
し
て
み
る
と
筆
者
が
命
名
し
た
小
黒
川
断
層
に

墓

ま

図2 －41　異 常 堆 積

一
部
が
つ
な
が
る
も
の

で
あ
り
北
に
追
跡
す
る

と
伏
在
断
層
と
し
て
相

当
の
地
域
ま
で
確
認
で

き
る
し
、
こ
の
地
域
等

に
は
断
層
（
東
西
、
段
丘

差
に
よ
る
倅
層
と
粘
土
層

の
関
係
か
ら
断
層
と
考
え

る
べ
き
露
頭
）
が
多
く
み

ら
れ
、
断
層
群

か
も
し

れ
な
い
の
で
、
こ

の
辺

の
地
域

の
断
層
群
を
南

箕
輪
村
断
層
と
し
て
一

括
し
て
今
後
な
お
研
究

を
進

め
た
い
。
伏
在
断

層
等
の
確
認
方
法
は
湧

水
と
テ
フ
ラ
層
の
被
覆

に
よ
る
。
ま
た
、
本
村

に
分

布
す
る
火
山
噴
出
物
＝

テ

フ
ラ
＝

い
わ
ゆ
る
赤
土
・
味
噌
土
等
は
御
岳
火
山

に
起
源

を
も
つ
も
の
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
か
ら
上
層
部
の
一

部
に

乗
鞍
岳
火
山
噴
出
物
と
同
様
な
鉱
物
組
成
を
も
つ
テ
フ
ラ
層
が
発
見
さ
れ
た
し
、

な

お
、
鳥
取
県
と
岡
山
県

に
ま
た
が

る
更
新
世
の
二

重
式
火
山
で
あ
る
大
山

二

七

言

冨

）
の
火
山
噴
出
物
、
鹿
児
島
湾
の
北
端
に
位
置
す
る
姶
良

カ
ル
デ
ラ
火
山

の
噴
出
物
ら
し
い
も
の
が
み
つ

か
っ
か
が
今
後
徹
底
し
た
究
明
を
し
た
い
。
そ

の

他
氷
河
時
代
の

ヴ
ュ
ル

ム
氷
期
の
終
り
の
こ
ろ
の
異
常
堆
積
（
ソ
リ
フ
ラ
ク
シ
。
ソ

届
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か
）
と
思
わ
れ

る
傑
層
の
堆
積
が
大
泉
橋
西

方
に
露
出
し
て
い
石
、

そ

の
上

は
墓

場

に
な

っ
て
い

る
。
（
図
２
－
3
4
・
4
1）

⇔
　

磯
　
　
　

層

本
村
地
域
の
磯
層

は
堆

積
時
代

に
よ
っ
て
五

つ
の
層

に
分

類
で

き
る
の

で

磯

層

の

堆

積

期

は
五

回

あ

っ
た

こ

と

に

な

る

。

こ

の
五

つ

の
磯

層

を
傑

種

に

よ

っ
て

分

類

す

る

事

は

不
可

能

に

近

い

。

そ

れ

は

、

こ

の

磯

層

を

運

搬

流

出

し

た

後

背

山

地

は

た

だ

一

つ

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

た

だ

し
磯

の

円

磨

度

、

く

さ

り

度

合

、

磯

の

大
小

等

に

よ

っ
て

の
区

分

で

き

る

が

科

学

的

根

拠

が

頗

る
乏

し

い

も

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

テ

フ

ロ
ク

ロ
ノ

ス

シ

ー

（
円
心
に
〇
訃
「
呂
〇
」〇
回

…
…
火
山
の
噴

出
物
の
爽
在
や
被
覆

に
よ

っ
て
調

査

す

る

方
法
）

に
よ

っ
て

分

類

し

た

。

本

村

別

封

地

形

地

質

図

も

山

地

を

除

号

平

坦

地

は
こ

の
方

法

に
よ

り

作

図

し

た
も

の

で

あ

る
。

１
　

磯
　
　
　

種

後

背

山

地

す

な

わ

ち
経

ケ
岳

山

地

群
（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）
の

岩

石

は

チ

ャ

ー

ト
、

砂

岩

、

粘

板

岩

、

石

灰

岩

、

石

英
岩

、

磯

岩

、

輝

緑

凝

灰

岩

、

雲

母

岩

等

で

全

て

が

変

成

作

用

を

う

け

て

い

る
。

天

竜

川

沿

い

の

段

丘

崖

の
一

部

に

は
天

竜

川

の
上

流

の
岩

石

が

確

認

で

き

る
し

、

最

も

低

い

段
丘

は
ほ
と

ん
ど

の
岩
石
が
天
竜
川
上
流
の
岩
石
に
よ
る
側
種
で
あ
る
。
段
丘
崖

に
み

ら
れ
る
特
徴
的
な
も

の
は
塩
嶺
火
山

に
起
源
を
も
つ
凝
灰
角
煙
岩
層
の
一
部

（
泥
流
）
の
安
山
岩
が
あ
り
、
玉
ね
ぎ
状

に
風
化
し
円
味
を
お
び
て
い
る
。
こ
の
標

種
す
な
わ
ち
泥
流

は
上
伊
那
郡
辰
野
町
東
南

の
荒
神
山
、
伊
那
市
西
方
美
篤
の
天

神
山

に
そ

の
露
出
が
確
認
で
き

る
。
ま

た
、
そ

の
一
部
で
あ

る
泥
流
が
本
村
の
南

殿

部
落
と
北
殿

部
落
の
中
間

の
飯
田
線
沿

い
の
段
丘
崖

に
安
山
岩

の
風
化
し
た
岩

石

と
な
っ
て
確
認
で

き
る
。

こ
の
泥

流
は
伊
那
市
御
園
（
段
丘
が
削
り
取
ら
れ
て
今
は
な
し
）
等

に
痕
跡
を
残
し

て
流
れ
く
だ
り
飯
田
地
域
に
ま
で
及
び
天
竜
川
の
東
岸
に
帯
状
に
露
出
し

″
帯

岩
々
と
か
湿
気
を
お
び
る
と
味
噌
の
よ
う
な
べ
夕
つ
き
を
み
せ
る
と
こ
ろ

か
ら

ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｂ

図2 －42　 天 神 山 付 近 の安 山 岩

安 山 岩 類 の 顕 微 鏡 写 真 （ 平 行 二コ ル）

ａ　 含 微視 石 複 輝石 安 山 岩 （ 天 神 山 頂 上）

Ｏ ：楸 服石 （黒 い 縁 は 変 質 鉱 物）

Ｐ ：普 通 輝 石

Ｈ ： 紫 蘇 輝石 （黒 い 大 点 は 磁 鉄 鉱 ）

Ｆ ： 斜長 石

ｂ　 含 角 閃 石 安 山 岩 （ 南割 公 民 館 横 ）

Ｐ ： 普 通 輝石

Ｈ ： 紫 蘇 輝 石

Ｆ ： 斜長 石 （ ガ ラ スを 含 ん で 階 状 構 造を 示 す ）

″
ミ
ソ

ベ
タ
〃

と
よ
ば
れ
て
い

る
。
こ

の
泥
流
の
研
究
調
査
が
進
言
な
い
時
代
に

は
学
者
が

″
天

神
山

の
安
山
岩

を
み
て
天
神
山

ト
ロ
イ

デ
火
山
々

と
し
、
飯
田
地

域
で
は

″
天

竜
川

の
東
に
安
山

岩
が
露

出
す

る
こ
と

か
ら
竜
東
火
山
説
〃

と
な
り

一

時
代
を
画

し
た
が
、

こ
の
説
は
今
は
な
い
。
し

か
し
、
伊
那
盆
地
、
天

竜
川
の

形

成
時
代
を
知
る
た
め
に
こ
の
泥

流
の
発
見

は
重
要

な
役
目

を
果

た

し

た
。
（
図

２
－
4
2）

２
　

陳
　
　
　

層

低
位
段
丘
傑
層
（
Ｄ
ｔ
）
　
こ
の
疆
層
は
低
位
段
丘
面

を
形

成
し
て

い

る

傑

層

訂
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南殿車沢飯田線踏切り束北方50m

運動場増成のため露出した崖の柱状図･

黒土 ～腐植±

20～25cm

砂層10 ～15c ｍ

黒土か腐植土

低位段丘の一般的断面スケッチ図
二 言 ☆

上 部は砂 質性 の棟層

で, 下 部に い くに し

た がって 礦層 となる0

150cm 士
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Ｏ

図2 －43　低位段丘陳層のスケッチと柱状図

で
、
天
竜
川
沿
い
及
び
支
川
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
も
の
で
、
非
常
に
新
鮮
な
課

で
現
在
の
河
床
傑
と
な
ん
ら
変
化
を
み
と
め
な
い
が
、
し
か
し
天
竜
川
沿
い
の
傑

種
は
、
天
竜
川
の
南
箕
輪
村
地
籍
よ
り
上
流
の
河
川
並
び
に
後
背
山
地
か
ら
流
出

し
た
傑
と
の
混
合
で
あ
る
。
岩
相
は
混
合
傑
種
の
岩
相
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の

練
層

の
上
部

は
腐
植
工

若
し
く
は
黒
土

か
砂
層
で
あ
る
。
ま
た
、
黒
土
の
中

に
は

火
山
噴
出
物
の
漸
移
し
た
も
の
で
な
い
も
の
も
観
察
で
き
た
。
こ
の
区
分

は
火
山

ガ
ラ
ス
の
有
無

に
よ

っ
て
区

分
し
た
。
表
層

に
つ
い
て
は
人
工
的

影
響
が

は
な
は

だ
し
く
透
水
性
は
す
こ
ぶ
る
よ
い
。
（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）

新
期
土
石
流
・
南
殿
段
丘
陳
層
（
Ｍ
Ｄ
）
　
こ
の
傑
層

は
、
新
期
土
石
流
南
殿
段

丘
面

を
形

成
し
て
い
る
練
層
で
南
殿
、
田
畑
、
神
子
柴
部
落
の
い

わ
ゆ

る
国
道
一

五
三

号
線
の
通

る
段
丘

に
主
と
し
て
分
布
し
て
い

る
練
層
で
あ

る
が
、
ま
た
大
泉

川

の
河
川
沿
い

に
国
道
一
五
三
号
線
の
通

る
段
丘
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
か
の
よ
う

に
分

布
し
段
丘

を
形
成
し
て
い

る
練
層
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
よ
り
高
位

の
位
置

に
位
置
す
る
古
い
時
代
の
段
丘
と
同

じ
河
川
沿

い
に
分

布
す
る
。
こ

れ
は

現
往

言
わ
れ
て
い
る
内
陸
盆
地
形

成
に
お
け
る
段
丘

交
叉

説
の
一

つ
で
あ

る
。
傑

層
は
一
見
し
て
み
て
新
鮮
に
見
え

る
部
分

と
そ

う
で

な
い
部
分
と
が
あ

る
。
す
な

わ
ち
円

磨
度
、
風

化
が
進
み
、
前
者

の
練
層

よ
り
円
傑
化
か
進

ん
で
い

る
。
時
に

よ
っ
て
人

頭
大

の
練

が
観
察
で
き

る
。
ま

た
、
前
述
の
凝
灰
角
傑
岩

層

の

一

部

図2 －44　 玉ねぎ状 風化の安山岩

か
、
若

し
く

は
玉

ね
ぎ
状

に
風
化
し
た
塩
嶺
火
山
の
安
山
岩
が
こ
の
篠
層

の
下
部

に
み

ら
れ
る
が
こ

れ
は
時
代

は
古
い
。
（
図
２
－
4
4
）

銘
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ま
た
、
こ
の
傑
層
の
上
に
は
ｏ

皿
～
一
五
〇
ｍ

位
の
テ
フ
ラ
が
堆

積
し
て

い
る

か
、
ま
た
は
こ
の
傑
層
の
一
部
が
テ
フ
ラ
層

を
削
り
取

っ
て
い
る
。
腐

植
土
、
黒

土
の
堆
積
が
傑
層
に
対
し
て

シ
ャ

ー
プ
で
時
間
的
間
隙
が
あ
る
と
は
思
え

な
い
。

な

お
、
こ
の
律
層
の
一
部
は
、
人
工
的
に
あ
る
い
は
工

事
等
に
よ
り
破
壊
さ
れ
露

頭
が
な
く
な

っ
て
い
く
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。
こ
の
律
層

の
低
位
段
丘
傑
層

と
の
区
別
は
較
差
が
大
き
い
の
で
高
さ
に
よ
っ
て
も
区
別

す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
図
2
1
4
5・
4
6）

神
子
柴
ｎ

段
丘
喋
層
（
Ｍ
Ｋ
－

Ｈ
）
　
こ
の
律
層
の
露
頭
は
破
壊
が
多

く
発
見

は

困
難
で
あ

る
の
で
こ
の
律
層
の
上
部
に
堆
積
し
て
い
る
テ
フ
ラ
に
よ
っ
て
分

類
し

た
律
層
で
、
律
層
中
に
テ
フ
ラ
が
爽
在
し
こ
の
地
域
に
分
布
す
る
テ
フ
ラ
層

の
第

四
浮
石
層
（
本
地
域
で
は
味
噌
土
・
赤
味
噌
土
・
赤
玉
・
赤
玉
の
よ
う
な
味
噌
土
と
呼

ば

図2 －45　新期土石流の断面

れ
て

い
る
も

の
で
あ

る
。
学
名

ス

コ

リ

ヤ

＝

回
Ｏ
ふ

（

岩
滓
）

あ
る
い
は
軽
石
で

あ

る

が
、

テ
フ
ラ
層
序

か
ら
命
名

し
た
も
の
が
水
成
（
疎

層
中

に
と
い
う
こ
と
）
若

し

く

は

一

部
分

が

図2 －46　 南殿段丘陳層

風化してい るのは安山岩

風
成
の
状
態
で
被
覆

し
て
い
る
傑
層
で
あ

る
。
律
層
中

の
律
が
傑
種

に
よ

っ
て

は

前
者
の
律
層

よ
り
く
き
り
具
合

が
進
み

全
体
的

に
み
て
大
き
い

。
露
出
面

か
ら
の

追
跡
に
よ
る
と
こ

の
分

布
は
非
常

に
少
な
い
よ
う

に
思
え

る
が
、
段
丘
面
差

か
ら

見

る
と
広
い
分

布
を
示

す
も

の
で
前
者

の
段
丘
傑
層
面
と
の
交
叉

に
顕
著
な
も
の

か
お
る
。
（
別
封
地
形
地
質
図
及
び
図
２
－
4
7・
4
8）

神
子
柴
Ｉ

段
丘

磯
層
（
Ｍ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
）
　
こ

の
傑
層

は
前
者

の
傑
層
と
区
別
す

る
場

合
段
丘
面

に
お
い
て

は
容
易
で
あ

る
。
そ

れ
は
神
子
柴

―
皿
段
丘
律
層
の
方
は
傾

斜
か
お

る
が
、

神
子
柴
Ｉ

Ｉ

段
丘
傑
層

の
方

は
傾
斜
が
少
な
く
平
坦

に
近
い
方
で

あ
る
。
こ

の
露
頭
の
確
認
は
村
営
水
道
の
雲
雀
畑
の
ボ

ー
リ
ン

グ
の
資
料
、
本
村
地

域
で
は
大
芝
地
籍
の
近

く
の
山

ぎ
わ
の
ゴ
ミ
捨
て
場

の
よ
う
な
場
所

。
こ
の
傑
層

は
こ
の
二

つ
の
確
認
に
し
た
が
い
、
特

に
雲

雀
畑

の
ボ
ー
リ

ン
グ
資
料
を
中
心

に

地
形

地
質
図

を
ま
と
め
た
。
こ
の
律
層
の
特
徴
は
テ
フ
ラ
層

の
第
四

浮
石
層
『
』
１

４
）
よ
り
上

部
が
風
成
（
水
の
影
響
を
う
け
て
い
な
い
）
で
堆
積
し
、
そ

れ

よ

り

下

部
の
テ
フ
ラ
層

と
浮
石
層

が
律
層
中

に
爽
在
し
一
つ

の
大
き
な
岩
相
を
形
成
し
て

い
る
。
確
認
で

き
た
露
頭

に
よ
る
岩
種

は
変
成
作
用
を
う
け

た
経

ケ
岳
山
地
群
と

図2 －47　神子柴－Ｈ段丘傑層

図2 －48　 神子柴一 Ⅱ段丘磯層

磯 層中にテフラが層をな さずに とりこまれている。

訪
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同
様

の
岩
石
で
あ

る
。（
図
２
－
4
9
）

南
箕
輪
段
丘
傑
層
（
Ｍ
Ｍ
）
　
こ
の
傑
層
は
、

本
村
の
段
丘
僕
層

の

中

で

は

Ｉ

図2 －49　 神子柴－ Ｉ段丘磯層

傭層，テフラ層，傭 肱 テフラ層とい うように互層している。

白 い部分ペ

ラ層

土層

番
古
い
と
思
わ
れ
る
傑
層
で
あ
る
。
風

化
が
進
み
く
さ
っ
て

い
る
部
分
が
あ

る
。

爽
在
物
は
粘
土
化
か
進
ん
で
い
る
。
こ
の
露
頭
は
丸

山
地
籍
に
観

察

で

き

る
。

（
図
２
－
5
0
）

な
お
、
こ
れ
以

外

○
露
頭
と
し
て
は
テ
フ
ラ
の
被
覆

状
態

か
ら
み
て
こ

の
テ

フ

ラ
の
下

部
に
上
述
の
露
頭
と
同

様
の
傑
層

が
存
在
す
る
の
で

は
な
い
か
と
類

推
で

き
る
露
頭
が
大
泉
川

の
南
殿
地
籍
の
越
場
橋
の
南
東
五
〇
ｍ

の
道
端

の
崖
で
あ

っ

た
。
こ
の
露
頭
に
は
新

期
・
中
期

テ
フ
ラ
層

が
風
成
で
堆
積

の
状
況
が
観
察
で
き

た
が
現
在

は
イ
チ

イ
の
木
が
植
樹
さ
れ
て
い
る
。

本
村
で

一
番
古
い
と
思
わ
れ
る
傑
層
（
丸
山
傑
層
）

図2 －50　 南箕 輪段丘磯層

粘土層

図2 －51　 丸山條層

この礦層の形成した段丘は調査中に発見できず。 粘土 層が不透水層となり水田に

水がかかると，この上位から湧水しているＯ

こ

の

傑
層

に

よ

る
段

丘

形

成

と

し

て

は
本

村

に

お

い
て

は
確

認

で

き

な

い

が

、

傑

層

と

し

て

確

認

で

き

る

の

は
、

丸

山

地

籍

の
露

頭

の

粘

土

層

（
古
期
テ

フ
ラ
層

か
も

し

九

な
い
が
採
取
が
不
可

能

で
あ

っ
て
分
析
で
き

ず
）

か

ら
下

部

の
磯

層

で

、

赤

茶

け

茫
半

腐

り

く

ら

い

の
磯

層

と

南

殿

部

落

山

葵

畑

の
水

の
取

口

の

と

こ

ろ

に
確

認

で

き

る

二

つ

の
露

頭

の
磯

層

で

あ

る

。
こ

の
二

つ

の
露

頭

の
傑

層

と

同

様

の
傑

層
で
伊
那
層
相
当
層
と
言
わ
れ
て
い
る
伊
那
市
御
園
旧
営
林
署
東
南
前
方
道
路
の

東
側
の
民
家
の
裏
の
崖
の
赤
茶
け
た
傑
層
と
頗
る
類
似
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
礦
層
は
本
村
で
一
番
古
い
伊
那
層
相
当
層
と
思
わ
れ
、
丸
山
疎
層
と
命
名
す

る
。（
図
２－
5
1）

以
上
本
村
に
分
布
す
る
傑
層
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
一
般
的
に
は
こ
れ
ら
の
傑

層
は
伊
那
層
相
当
層
を
除
い
て
透
水
性
が
よ
く
、
ま
た
、
テ
フ
ラ
層
が
不
透
水
層

の
役
目
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傑
層
は
扇
状
地
形
成
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

邦



も
の
で
あ
る
の
で
、
こ

の

メ
カ
ユ
ズ

ム
と
透
水
性
、
不
透
水
層
と
の
対
策
を
考
慮

に
入
れ
て
、
山
麓
地
域

の
開
発

を
考
え

な
い
と
将
来

に
お
い
て
非
常
な
禍
根
を
残

し
は
し
た
い
か
と
懸

念
す
る
も

の
で
あ

る
。
な

お
一
番
古
い
と
思

わ
れ
る
伊
那
層

相
当
層

の
確
認
で
き

る
露
頭

の
場
所

の
較
差
の
大
き
い
こ
と
は
今
後
の
研
究
の
推

進
並
び
に
伊
那
盆
地

の
構

造
運
動

に
興
味
深
い
も
の
を
感
じ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

傑
層

や
基

盤
の
深

さ
に
つ
い
て
は
役
場
で
大
泉
川
の
地
震
探
索
を
実
施
し
た
の
で

そ

の
資
料

を
十
二
分

に
生

か
し
て
開
発
等
の
施
策
を
進

め
る
こ
と
を
念
願
す
る
も

の
で
あ

る
。

句
　

テ

フ

ラ

層
（
火
山
噴
出
物
層
）

火
山
噴
出
物

は
従
来
一
括
し
て
、
例
え
ば
関
東

ロ
ー
ム
層
と
か
信
州

ロ
ー
ム
層

と
呼

ん
で

卜
た
が
降
下
物
の
場
合
で
も
灰
ば

か
り
で
な
く
そ
れ
以
外
の
物
質
が
多
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表2 －1　 御岳火山活動史

時　 代

御岳火

山活

動 史

各期噴出物の岩質 各期の活動の特徴

浮　　石

軽　　石

スコリヤ

第

四

紀

沖
積
世

●角閃石かんらん含

有複輝石安山岩

●複輝石安山岩

多くの小規模な熔岩

流と少量のスコリヤ

質集塊岩の噴出

Ｐｍ－Ｖ

スコリヤ(S2)

混
二

ぎ

朋皿

??

匹

ヤ

千

洪

積

世

ｏ角閃石含有複輝石

安山岩

～

●かんらん石複輝石

安山岩

桁陛の低い多数の熔

岩流の間にはさまれ

る多数・スコリヤ質

火砕流・多数のスコ

リヤ降下物の活動

Pm －TV

スコリヤ(S1)

・角閃石複輝石安山岩

～

●角閃石紫蘇輝石安

山岩

Pm －1 の噴出　　－

厚い三枚の熔岩と軽

石流

浮石(軽石)降下物の

活動

や第二期山体中央部凹

地形成

Ｐｍ－３

Ｐｍ－２

Ｐｍ－２

Ｐｍ－１

●角閃石複輝石安山

岩

～

ゅかんらん石玄武岩

様々な岩質の熔岩流

の大規模な活動とそ

の下部に多量に爽在

するスコリヤ質凝灰

角砂岩噴出の活動o

この中には二

回の浮石（軽

石）の噴出が

みとめられる

第三紀聡世 地蔵嶺火山砕屑岩類

先 第

三紀

白亜紀 濃飛流紋岩類および花肖岩類

二畳紀 古　生　層

量

に

含

ま

れ

て

い

る

の
で

、

現

在

は
一

般
的

に
テ

フ

ラ
層

と

し

て

溶

岩

を

除

く

火

山

噴
出

に

よ

る
降

下

物

を
呼

び
名

し

て

卜

る

。
（

関
東

ロ
ー
ム
層
に
つ
い
て

は
今
ま
で

命
名
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
そ
の
ま

ま
呼

び
名
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
）
　
ロ

ー

ム
層

と

い

う
言

葉

は
現

在

の
と

こ

ろ
多

く

の
研

究

者

は
使

用

し

な

く

な

っ
て

き

て

い

る
。

し

た

が

っ

て
、

こ

れ

か

ら
述

べ

る
火

山

噴

出

物

に
つ

い

て

テ

フ

ラ
層

と

述

べ
る

。

本

地

域

に
分

布
す

る
テ

フ

ラ
層

は
南

信

州

型

テ

フ

ラ
層

（
信
州
テ
フ
ラ
層

の
中
を

北
信

・
東
信
と
中
南
信

に
分
け
て
考
え

る
方
が
述
べ
や
す
い

た
め
）
の

中

の

伊
那

盆

地

信

州

テ

フ

ラ
層

で

信

州

テ

フ

ラ
層

の
中

で

代

表

的

な

テ

フ

ラ

層

で

あ

る

。
ま

た
、
本

村

地

籍

に
分

布
す

る
テ

フ

ラ
層

に

は
、

伊

那

盆

地

信

州

テ

フ

ラ

層

の

ほ

か

に

一

部

分

に
南

九

州

の
姶

良

カ

ル

デ

ラ
起

源

の
テ

フ
ラ

と

鳥
取

県

と

岡

山

県

に

ま

た

が

る
更

新

世

の
二

重

式

火

山

の
大

山

に
よ

っ
て

も

た

ら

せ

ら

れ

た

テ

フ

ラ

が
内

在

し

て

い

る

。

ま

た
、

最

上

部

層

の
上

位

に

は
御

岳

火

山

に

起

源

を
持

つ

も

の

ぽ

か

り

で

な

く

乗

鞍

火

山

に
よ

っ
て

も

た

ら

せ

ら

れ

た

テ

フ
ラ

が

岩

相

上

か

ら

観
察

で

き

る

、

し

か
し

分

布

が
連

続

的

で

な

い

テ

フ
ラ

な

の

で

今

後

の
研

究
調

査

に

ま

ち

た

い

。

な

お
、

大

山

テ

フ

ラ

・
姶

良

カ

ル

デ

ラ
テ

フ

ラ

に
つ

い

て

も

興

味

深

い

こ

と

が

多

い

の
で

今

後

研

究

調

査

を
し

た

い

。

し

た

が

っ
て

、

前

述

の

テ

フ

ラ

を

除

く

と

本

村

地

籍

に
分

布

す

る
と

こ

ろ

の

テ

フ

ラ

層

の

大

部

分

が

御
岳

火

山

に

起
源

を

も

つ

も

の

で

あ

る

。

こ

の
御

岳

火

山

活

動

史

に

よ

っ
て

伊

那
盆

地

に

分

布

す

る

テ

フ

ラ
層

の

位
置

を

知

り
、

火

山

活

動

史

と

分

布

す

る

テ

フ

ラ
層

を

従

来

の
伊

那

盆

地

で

の
分

類

に
し

た
が

い

説
明

す

る

。

本

村

に
分

布

す

る
テ

フ

ラ
層

は
、

伊

那

盆

地

全

体

に

分

布

す

る

テ

フ

ラ
層

と
同

様

で
、

古

期

・
中

期

・
新

期

テ

フ

ラ
層

に
分

け

た

。

１
　

新

期

テ

フ

ラ
層

本

村

地

籍

に

お
い

て

は

ほ
と

ん
ど

の

地

域

で

観
察

す

る

こ

と

の

で
き

る
軟

質
若

む
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図2 －52 埋 没 土 壌

新しい堆 積物（飛砂、火山噴物、は んらん、土砂、山くずれ・地

す べり堆積物、斜面堆積物、氷河堆 積物、熔岩流など）に埋没し

た土壌 で、土壌の層位を 完全または不 完全に保存するもの。古土

壌とは かぎらないので埋没土 とし て一括している場合もあ る。

し

く

は

や

や

硬
質

の

い

わ

ゆ

る
赤

土

と

言

わ

れ
て

い

る
層

で

あ

る

。
こ

の
中

に

は

赤

い

味

噌

土

と
呼

ば

れ

て

い

る

も

の
も

多

少

含

ま

れ
て

い

る

。

岩

相
　

新

鮮

な

赤

褐

色

で

水

の

参

透

も

よ
く

軟

質
で

下

部

に

い
く

に
し

た
が

っ

て

硬

質

と

な

る

。

ま

た

、

植
物

根
及

び

植
物

の

遺
物

も

介

在

し

て

い

る

。
新

期

テ

フ

ラ

層

と
下

部

の
中

期

テ

フ

ラ
層

の

境

界

は
不

整

合

（
浸
食
面
上

に
新
期

の
地
層

が

堆
積
し
た
と
き
、
両
層

の
関
係

を
言

う
）
が

明

瞭

で

あ

り
、

古

土

壌

、

ク

ラ

″
ク
（
地
層

内
の
不
整

合
の
部
分

の
ひ
び
と
か
割

几
目

を
言

う
）
及

び

ク

ラ

″
ク
帯
（

ク
ラ
ｙ

ク
の
細
長

い
集
合
部
分
）
が

観
察

で

き

る

。
古

土

壌

は
存

在

す

る
が

、

そ

の
顕

著

な

も

の

は
、

本

村

地

域

の

調
査

範

囲

で

は
丸

山
地

籍

の

一
部

に
し

か
観

察

で

き

な

か

っ
た

。

し

か

し

観

察

に

は

困

難

で

あ

っ

て

も
分

析

す

れ

ば
そ

の
結

果

か

ら
位

置

の
確

認

は
容

易

で

あ

る

が

、

調

査

研

究

不

足

で

全

地

域

で

確
認

の
調

査

が

で

き

な

か

っ
た

こ

と

は

ま

こ

と

に

残

念

で

あ

る

。

な

お
、

古

土

壌
（
地
質
時
代
に
て
き

た
土
壌
）
は
埋

没

上

壌
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
新

期
テ
フ
ラ
層

と
中
期
テ

フ
ラ
層

の
境
界
付
近
に
は
多
く
の
植
物
の
遺

物
が
確
認
で
き
た
が
分
析

す
る
時
間
が
な
く
気
候
的
判
断
、
植
物
種
の
決
定
が
で

き
な
か

っ
た
。

新
期
テ
フ
ラ
層

に
は
下
位

よ
り
第
四

浄
石
層
『
』
－

四
、
Ｅ
－
ｙ

、
軽
石
＝
浄
石
＝

ス
コ
リ
ヤ
＝
パ
ミ
ス
）
と
第
五

浄
石
層

『
』
－

５
ヽ
Ｅ
－

Ｖ
）
の
二
つ
の

浮

石

層

が

確
認
で

き
る
。
学
問
上
で

は
Ｅ
１

４

若

し

く

は
Ⅳ
、
』
１

５
若
し
く
は
Ｖ

と
あ

る
い
は
8
1、
8
2と
命

名
者

の
命
名

の
よ
う

に
呼

ん
で
い
る
。

第
四

浮
石
層

の
年
代

は
二
万
七
五
〇
〇
年

土
五
〇
〇
年
（
地
質
年
代
）
で
0
1
2
に
よ

る
年
代
測

定
で

あ
る
。
特
有

な
赤
褐
色
で
粒

の
大
き
さ
は
平
均
す
る

と

小

指

頭

大
～
親
指
頭
大

の
大

き
さ
の
も

の
が
大
部
分
で
あ

る
。

第
五

浮
石
層

は
青
味
が

か
っ
た
も

の
、
赤
褐
色

の
物
、
白
色
の
物
等
御
岳
火
山

噴
出
起
源

の
ス
コ
リ
ヤ
（
叩
ｏ
訃
）
、
と
き

に
は
安
山
岩
等
の
小
指
頭
大
の
も

の

が

入

っ
て

お
り
、
五
目
飯

の
よ
う

に
い
り
ま
じ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
五
目
ス
コ
リ

ヤ
（
五
目
岩
滓
）
と

も
呼

ん
で

い
る
。
こ

の
浮
石
層
は
下

位
の
第
四
浮
石
層
と
は
色

調
で

簡
単
に
区
別
で
き

る
。
こ

れ
ら

の
こ
と

に
つ
い
て
は
大
泉
川
の
南
殿
か
ら
田

畑

に
渡

る
越
場
橋

の
南
東
五
〇
ｍ
く

ら
い

の
と
こ
ろ
の
段
丘
崖
及
び

越

場

橋

よ

り
上
流
一
〇
〇
ｍ
～
二
〇
〇
ｍ
位

の
付
近

に
観
察
で
き
た
が
残
念
な
が
ら
現
在
詳

か
に
確
認
で
き

な
い
。
特

に
越
場
橋
南
東

の
段
丘
崖
の
露
頭
は
イ
チ
イ
の
木
が
植

樹

さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ

の
テ

フ
ラ
層

の
上
層
部
の
一
部
に
つ
い
て
は
工
事
中

の
大
芝
池
付
近
で
観
察
で
き

た
。
な

お
、
越
場
橋
の
南
西
一
五
〇
ｍ

付
近
に
は
、

第
四

浮
石
層

を
採
取
し
て
い

る
の
か
、
テ
フ

ラ
を
採
取

し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で

は
な
い
が
第
四
浮
石
層

の
集
積

の
山
が
で
き
て
お
り
、
付
近
の
テ
フ
ラ
層

も
削
り

と

ら
れ
て

い
た
。
昭
和
五
九
年
三
月

の
調
査
の
時
は
跡
か
た
も
な
く
畑
地
に
な

っ

42
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て

お
り
第
四
浮
石
層
は
消
失
し
て
い
た
。
（
図
２
－
5
3
・
5
4）

前
述
の
状
態
の
典
型
的
な
標
準
露
頭
は
、
伊
那
市
伊
那
東
部
中
学
校
の
校
庭
の

図2 －53　 新期 テフラ層中第 ４浮石層（Ｐｍ－ ４）の集積

プ

ー
ル
の
北
側
の
崖
に
観
察
で
き
る
。
こ
の
露
頭
も
口
絵
の
よ
う
に
現
在
美
し
く

な
く
破
壊
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
標
準
露
頭

は
、
信
州
テ
フ
ラ
層
、
南
信
州
型
テ
フ
ラ
層
、
伊
那
盆
地
テ
フ
ラ
層
の
標
準
露
頭

で
あ
り
多
く
の
研
究
者
の
研
究
の
対
象
に
も
な

っ
て
い
る
。
（
口
絵
図
、
図
２
－
2
4
）

２
　

中
期
テ
フ
ラ
層

本
村
地
籍

に
お
い
て
は
、
風
成

の
テ
フ
ラ
は

か
ぎ
ら
れ
た
地
域
面
す
な
わ
ち
南

箕
輪
段
丘
地
形
面

に
し

か
確
認
で
き
な
い
が
、
存
在
が
類
推
で
き

る
地
形
面
は
天

竜
川

に
向

か
っ
て
先
が
あ
が

っ
た
よ
う
な
感
じ
を
あ
た
え

る
平

坦

面

で
、
残

丘

状

に
存
在
す

る
の
が
特
徴
的
で
あ

る
。
本
村
で
、
観
察
や
確
認

の
で
き
た
と
こ
ろ

は
、
大
泉
川

の
越
場
橋
付
近

の
段
丘
面
上

の
一
帯
、
神
子
柴
遺
跡
地

の
高

い
部
分

図2 －54　 テフ ラの採取地

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
テ
フ
ラ
層

の
厚

さ
、
岩
相
と
合

わ
せ
て
、
神
子
柴

の
薬

師
堂

の
下

の
テ
フ
ラ
層

か
ら
確
認
（
昭
和
三
八
年
）
で

き
た
。
し

か
し

薬
師
堂

の
下

は
ツ

ツ
ジ
園
に
な
っ
て
い
て
現

在
観
察
で

き
な
い
が
、
こ

れ
と
同
様

の
堆
積

の
方
法
で

の
露
頭
が
丸
山
地
籍
の
段
丘

崖
上

に
観
察
で

き
る
。
薬
師
堂

の
下
段
丘

崖
の
テ

フ

ラ
層

は
現

在
地
を
削
り
取

っ
て
見

れ
ば
白
色
の
第
一

浮
石
層
『
』
－

１
）
と
褐
色
と

青
色

っ
ぽ
い
粘
土
層
が
観
察
で
き
る
は
ず
で
あ
る
し
、
こ
れ
と
同
様

の
地
層

も
丸

山
地
籍
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
両
者
の
露
頭

の
第
一

浮
石
層

と
粘
土
層
と

の
高

さ

の
ち
が
い
に
は
興
味
深

い
も
の
を
感
ず
る
。
今
後

の
研
究

に
待

ち
た
い
が
、
断
層

の
可

能
性
を
秘
め
て
卜
る
。

中

期
テ
フ
ラ
層

は
新

期
テ
フ
ラ
層

に
比

し
て
色
調

は
灰
褐

色
で

粘
土
化
か

進
ん

で

い
る
。
ま
た
、
こ

の
テ
フ
ラ
層

の
な
か
に
は
浮
石
＝

軽
石
（
夕
白
回
）
が
帯
状

に

五
層

観
察

す
る
こ
と

が
で
き

る
。
こ

の
よ
う
に
浮
石
＝

軽
石
が
多

い
た
め
に
全
体

的

に
軽
石
質
＝

浮
石
質
で
あ

る
。
こ

の
浮
石

は
下
位

よ
り
第
一
浮
石
層
（
Ｅ

－

１
・

ド
）ヽ

第

一

浮

石

層
（
Ｅ
１
１
・
Ｉ
）ヽ

第
二

浮
石
層
『
』
１
２
・
Ｈ
）
、
第
三
浮
石
層

『
』
－

３
・
Ⅲ
）
と
命
名
し
て
い
る
。

第
一
・
Ｉ

浮
石
層
の
色
調
（
岩
相
）
は
ピ
ン
ク
色
言

絵
図
参
照
）
で
湿

る
と
ピ
ン
ク

色
が

な
お
あ

ざ
や

か
で
あ

る
が
、
本
村
で
の
調
査
の
中
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で

き

な
か
っ
た
。

第
一

・
Ｉ
浮
石
層

の
色
調
（
岩
相
）
は
、
確
認
で
き
た
も
の
は
白
色
で
あ

っ
た
が

黄

色
の
場
合
も
あ

る
。
白
色

の
場
合
は
白
色
土
又
は
酸
性
白
土
と
か

ベ
ン
ト
ナ
イ

ト
と

も
呼

ば
れ
、
紙

の
製
造
等

に
媒
色
体
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
伊
那
市
六

道
原
地
籍

に
は
多
く
産
出
す
る
。
黄
色
は
駒
ヶ
根
市
付
近
を
中
心
と
し
て
そ
れ
よ

り
以
南

に
多
く
分
布
す
る
。
白
色
（
口
絵
図
参
照
）
の
も
の
は
水
成
と
言
わ
れ
、
黄

色

の
も

の
は
風
成
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
伊
那
盆
地
形
成
期
の
時
代
的
な
変
遷

を
考
え

る
の
に
興
味
深
い
も

の
が
あ

る
。

お
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Ｓ

10 ｍ

１　　　　　　　 ノ

Ｉ　　　　 判

１　　　　 ダ

駒ヶ 根

１
対

Pｍ-V（Sc-2 ）1

1

Pm －Ⅳ（Sc-1 ）1

－

１

１

野辰

１
‐
１

Ｎ

図2 －55　 伊那盆地浮石（Ｐｕｍｉｃｅ）の分布

第
二
・
皿

浮
石
層
の
色
調
（
岩
相
）
は
黄
褐
色
又

は
オ
レ
ン
ジ
色
で
あ

る
。
薄
層

の
と
こ

ろ
が
多
い
が
、
本
村
は
も
ち
ろ

ん
伊
那
盆
地
全
体

に
分
布

し

て

い

る
。

（

口
絵
図
参
照
）

第
二

・
Ｈ

浮
石

層
の
色
調
（
岩
相
）
は
黄
褐
色
の
濃
い

オ
レ
ン

ジ
色

を

し

て

い

る

。
第

一

浮

石

層

に

つ
ぐ

厚

い

層

で

、

本

村

は
も

ち

ろ

ん
伊

那

盆

地

全

体

に

分

布

し

て

い

る

。
（

口
絵
図
参
照
）

第

三

・

Ⅲ

浮

石

層

の

色

調
（

岩
相
）
は

黄

褐

色

又

は

赤

味

が

か

っ

た

黄

褐

色

で

あ

る

。
（

口
絵
図
参
照
）

以

上

述

べ

た

浮
石

層

に

つ

い

て

も

多

く

の

地

質
年

代

が

わ

か

っ
て

き

て

第

四

紀

の

地

質

年
代

の

決

定

に

光

を

あ

て

て

い

る

。

特

に
第

一

浮
石

層

は

遠

く

関

東
地

方

に

ま

で

噴

火

の

さ

い
風

に
乗

っ
て

飛

ん
で

い
き

降
下

し

、

関

東

テ

フ

ラ
層

の
下

末

吉

テ

フ

ラ
層

と

爽

在
し

、

関

東

地

方

の
地

形

面

及

び
テ

フ

ラ
層

と

の
対

比

を
可

能

に
し

て

、

内

陸

盆

地

形

成

と

海

岸

地

域

の
盆

地

・
地

形

面

の
形

成

と

の
関

係

を

解

明

す

る

た

め

の
有

効

な

鍵

層
（
任
意

の
地
域
内
で
比
較
的
短
期
間
に
堆
積
し
、
相
対
的
に

大
き

な
広

が
り
を
も

ち
、
他

の
層
と
く
ら
べ
て
特
徴

の
あ

る
岩
相
を
示
す
地
層
）
と

な

っ
て

い

る

。
（

図
２
－
2
2
・
5
5）

３
　

古

期

テ

フ

ラ

層

本

村

地

籍

で

は
、

現

在

の

と

こ

ろ

丸

山

の

段

丘

崖

の

牒

層

と

側

層

に

爽

在

す

る

粘

土

層

は
第

一

浮

石

層
（
白
色
）
の

位

置
（
図
２
－
5
0
参
照
）
、

上

部

の

徨
層

及

び
下

部

の

徨

層

の

く

き

り

具

合

か

ら

み

て

古

期

テ

フ

ラ
層

（

図
２
－
5
0
）
で

あ

る

。

ま

た

、

神

子

柴

の

白

山

八

幡

神

社

に
行

く

道

の

段

丘

崖

（
現
在
は
ツ
ツ
ジ
園
）

を
削

り

と

っ
て

観

察

す

れ

ば

、

白

色

の

第

一

浮
石

層

の
下

部

に

あ

る

粘

土
層

の

一
部

分

が

古

期

テ

フ

ラ
層

で

あ

る

か

も

し

れ

な

い

。

そ

れ

は
上

部

の

白
色

の
第

一

浮
石

層

と

不

整

合

関

係

に

あ

る

よ

う

に

も

観
察

で

き

る

。
し

か
し

、

昭

和

四

〇

年

に
分

析

し

た

結

果

で

は

、

こ

の

粘

土
層

は

鉱
物

組
成

、

風

化

の
度

合

い

か

ら
み

て

古

期

テ

フ

ラ
層

と

は

言

い

難

く

、

ま

た
、

下

部

の

疎
層

の
風

化

の
度

合

い

か

ら
も

言

い
難

い

等

い

く

つ

か

の

諸

条

件

を
総

合
し

て

み

て

古

期

テ

フ

ラ
と

は
言

い
難

い
こ

と

が

多

い

が
、

こ

の

よ

う

な

テ

フ

ラ

は
中

期

テ

フ

ラ
で

ぱ

な

い
こ

と

は
確

か
で

あ

る

。

し

た
が

っ
て

、

本

村

地

籍

の
古

期

テ

フ

ラ
層

の
発

見

は
極

少

す

ぎ

る

の
で

古

期

封
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テ
フ
ラ
層
の
典
型
的
標
準
露
頭
と
さ
れ
て
い
る
辰
野
町
荒
神
山
の
露
頭
を
の
せ
る

が
、
現
在
は
削
り
と
ら
れ
、
公
園
に
な
っ
た
り
、
体
育
館
に
な
っ
た
り
、
運
動
場

表２－ ２　 新期・中 期テフ ラ層中の浮 石の重 鉱物組成

磁鉄鉱 紫蘇輝石 角閃石 普通輝石 ジルコン 黒雲母 火山ガラス

Ｐｍ－１６土3cm 巴㎜

㎜

皿

題皿 四圖翻

呵皿 爾

l四

皿

㎜

㎜

皿

皿

皿 圖題

皿

皿皿1

ｉ

圖

鴫

置

皿

皿 ㎜

皿

皿

㎜

皿

皿

藍皿

箇

四躍慾

皿1

㎜

㎜

㎜ 細

菌

冒

ｌ

・

耳

１

圃

㎜匿

皿

ｌ

皿

ｌ

ｉ

●

｜

嘩

I皿

「

間

１

１

・

叫
ｌ

ｌ

ｌ

置

ｉ

十

十

十

十

十

十

一

十

一

十

一

十

十

十

十

十

十

十

十

斗

十

十

十

十

十

十

？

－

50士3cm

100土3cm

120 ～130cm

Ｐｍ－ＨＯ～５ｃｍ

15～20Cm

Pm － 11'O ～フcm

50～55cm

↓00～105cm

Pm －IH

Pm －IV

赤土

黒土

砂土

ガラスが観察できなかったのは土 壌学的に今後に課題を 残す興味あ る事柄である。黒土に火山

に
な
っ
た
り
、
住
宅
に
な

っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
信
州
テ

フ
ラ
層
及

び
南
信
州
型
テ
フ
ラ
層
・

伊
那
盆
地
テ
フ
ラ
層
の
代

表
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

自
然
に
対
す
る
愛
な
き
破

壊
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ

り
、
学
問
上

か
ら
も
尊

い
自
然
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。（
図
２
－
2
5）

匈
　
黒
雲
母
粘
板
岩

帯
（
Ｓ
ｂ
）

こ
の
岩
帯
は
、
本
村
地

籍
の
権
兵
衛
峠
付
近
か
ら

経
ケ
岳
と
そ
れ
よ
り
北
に

分
布
す
る
岩
帯
で
あ
り
、

本
村
の
基
盤
を
形
成
し
て

い

る
岩
石
も
こ
れ
と
同
様
で
そ
の
一

部
が
丸
山
地
籍
に
も
そ
の
露
出
を
見
る
。
ま

た
、
地
形
基
盤
を
形
成
し
て
台
地
は
古
生
代
の
岩
石

が
変
成
作
用

を
う
け
た
も
の

で
、
原
岩

の
特
質
を
も

っ
て
い

る
。
扇

状
地
形
成
の
傑
層
の
傑
種
の
ほ
と
ん
ど
が

こ

の
岩
帯

に
属
す

る
も

の
で
あ

る
。（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）

こ

の
岩
帯

の
特
徴

は
、

肉
眼
的
な
観
察
で
は
粘
板
岩
で
あ

っ
て
変
成
作
用

を
う

け
て
い
て
、
割
れ
方
が
は
げ
る
よ
う
に
割
れ
る
。
非
常
に
細
か
い
黒

雲
母

の
集

合

体
が
点
紋
状

に
み
と

め
ら
れ
る
粘
板
岩
を
原
岩
と
す
る
変
成
岩
で
あ
る
。
本
村
の

山
地
及

び
山
麓
の
地
質
は
こ
の
岩
帯
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
若
干

他
の
岩
石

も
入
っ

て
き
て
い

る
。

叫
　

活
　

断
　

層

活
断
層
と
は
最
近
運
動
し
た
こ
と
の
あ
る
断
層
と
定
義
さ
れ
て
お
る
。
こ
の
場

合
の
最
近
と
い
う
年
代

に
つ
い
て
は
明
瞭
に
限
定
さ
れ
て
い
た
い
が
、
場
合
に
よ

っ
て
は
第
四
紀
（
地
質
年
代
）
に
動
い
た
こ
と
の
あ
る
断
層

を
す
べ
て
包
括
す
る
こ

と
も
あ

る
し
、
包
括
し
な
い
学
者
も
あ
る
し
、
明

治
以

後
に
運
動
し
た
も
の
で
目

撃
し
た
も
の
に
か
ぎ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
活
断
層

を
除
い
た
以

外
の
断
層
を
休
断
層
と
も
い
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
以
外

地
震
を
伴
わ
ず
に
徐

々
に
動
く
場
合
が
あ
る
、
こ
れ
を
断
層
の

ク
リ

ー
プ
と
い
う
。
活
断
層

の
定
義
に

し
た
が
う
な
ら
ば
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
日
本
で
は
伊
那
盆

地
の
東
方

で
南

北
に
走
る
中
央
構
造
線
及
び
こ
れ
に
沿

う
も
の
で
最
近
で
も
運
動
を
し
て
い
る
。

◇ノノ

上

０　　　　　 ５０ｋｍ

１　１　１　１　１　ｊ

図2 －56　中央構線，フォッサ・マゲナ，糸魚川一

静岡構造線による地質区分

45
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伊
那

盆
地
に
み
ら
れ
る
断
層
は
ほ
と
ん
ど
が
活
断
層

で
あ
る
。
（
図
2
1
2
6・
5
6）

本
村

地
籍
で
直
接

関
係

の
あ

る
活
断
層

は
、
経

ケ
岳
山
麓

に
あ

る
、
伊
那
断
層

と
小
黒
川
断
層

の
延
長
と

お
も

ね
れ
る
断
層
（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）
で
あ

る
。
特

に
小
黒
川

断
層

は
小
黒
川

を
中

心
に
し
て
Ｎ
Ｅ

の
方
向

に
○
び
て

い
る
断
層
で
、

そ

の
延
び
は
本
村
地
籍
で

は
居

住
者

の
多

い
地
籍

を
Ｎ
Ｅ
若
し
く

は
Ｎ
Ｗ
と
変
位

し
て

の
び
て

い
る
。
こ

の
延
長

に
つ
い
て
調
査

結
果

を
本
村

に
つ
い
て

ま
と

め
て

み

る
と

神
子
柴

・
田
畑

・
沖
積
地

・
南
殿

・
塩
ノ
井

・
久
保
部
落

の
方
向

へ
と
Ｎ

Ｗ

、
Ｎ
Ｅ

の
方
向

に
の
び
て

い
る
。
丸
山
地
籍

の
露
頭

に
見
ら
れ

る
断
層
時

に
お

き

だ
運
動

の
認

め
ら
れ
る
地
形

は
テ

フ
ラ
層

か
ら
判
断
す

る
と
多
く
あ

る
が
、
確

証

は
な
い
。
今
後

の
研
究
と
調
査

に
期
待
し

た
い
。
で
き

う
れ
ば
近

い
将
来
南
箕

輪
村

の
活
断
層

並
び
に
断
層

予
察
調
査
図

を
完
成
し

た
い
。

小
黒
川
断
層

の
延
長
と
類
推
で
き

る
断
層
面

の
露

出
（
小
黒
川
断
層
と
會
名
し
た

露
頭
よ
り
活
動
は
早
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
）
し
て

い
る
の
は
、
火
山
地
籍

の
住
宅
地

開
発

の
行

わ
れ
て

い
る
と
こ

ろ
に
あ

る
。
そ

れ
は
経

ケ
岳
山
地
と
同

様

の

岩

石

で
、
基

盤
が
断
層
面
と

な
っ
て

露
出
し
（
図
2
1
5
7）
、
上
部

の
南
箕
輪
村
傑
層
と

は
不
整

合
で
そ

の
上

位
の
テ
フ
ラ
層

へ
と

つ
な
が

っ
て

い
る
。
こ

の
断
層

の
年
代

は
基

盤
で
み

る
か
ぎ
り
、
木
曽
山
脈
経

ケ
岳
山
地
群

の
山
麓

に
あ

る
伊
那
断
層
と

同
時
代

の
も

の
か
、
そ

の
活
動

に
そ

っ
て
長

い
活
動

を
続
け
て
き

た
の
で

は
な

い

か
と

考
え

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
小
黒
川
断
層

の
命
名
地

に
向
け
て
こ

の
断
層

を
追

跡
し
て
み

る
と
、
前
述

の
新
期
テ

フ
ラ
層

の
中
第
四
浮
石
層
（
二
万
七
五
〇
〇
土
五

〇
〇
年
）
が
動

い
て
切

れ
て

い
る
。

そ

れ
は
、

伊
那
市
伊
那

弥
生

ケ
丘
高
校
西
南

方

の
段
丘

崖
に
観
察

す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と

か
ら
最
近

の
断
層
と
言
う
こ
と
も

で

き
る
。
し

か
し
、
基

盤
の
断
層
が
あ
り
、
何

回
か
の
少
し

の
動
き
が
操
り
返
さ

れ
て

お
り
、
新
し

い
地
層
が
徐

々
に
動

い
た
と
考
え
ら

れ
る
と
こ

ろ
も
あ

る
が
、

丸
山
地
籍
で
観
察
す

る
か
ぎ
り
、
急
激
な
変
動
は
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
現
象
は

図2 －57　丸山地籍の断層面とその基盤

一
ヶ
所
あ
る
が
他
に
は
み
あ
た
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
断
層
と
山
麓
に

あ
る
伊
那
断
層
と
の
落
差
が
三
〇

〇
ｍ
を
越
し
、
こ
の
基
盤
の
上
位

か
ら
天
竜
川
の
河
床
と
の
落
差
が

五
〇
ｍ
余
を
考
え
る
と
、
こ
の
基

盤
時
代
の
断
層
は
相
当
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
今
後
の
研
究
を
期
待
し

た

い
。
な
お
、
こ
の
断
層
の
基
盤
の

上
位
に
あ
る
赤
茶
気
だ
傑
層
は
、

南
殿
部
落
段
丘
崖
の
山
葵
畑
の
横

穴
に
観
察

で
き
る
、

こ
の
落
差
も
な
か
な
か
興
味
深

い
も

の
が
あ

る
。
ま
た
断
層

線
に
沿

っ
て
追
跡
し
て
み
る
と
多
く
の
湧

水
が
み
と
め
ら
れ
る
。

本
地
域
に
お
け
る
活
断
層

の
有

無
、

発
生
の
月

、

場
所

、

被
害
、

状
況
等
、

長
野
県
に
影
響
の
あ
っ
た
主
な
も
の
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
考
察

し

て

み

る

と
、
前
述
の
活
断
層
及

び
分

布
図
、
中

央
構
造

線
と
並
走

す
る
山

脈
、

伊

那

盆

地
、
天

竜
川
（
天
竜
川
断
層
で
ぱ
な
い
か
？
）
、
そ
し
て
天
竜
川

に
注
ぐ

い
く
つ

か
の

河
川

こ
れ
も
断
層

か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
露
出
も
み

ら
れ
る
の
で
、
注
意

は
常

に

自
然
の
変
化
と
破
壊
公

害
に
目
を
か
け
て

お
く

必
要

を
感
ず
る
。

本
村
は
、
地
震
等
災
害
指
定
地
域
か
ら
は
ず
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
堆

積
物
の
深

度
、
堆

積
の
方

法
、
山
脈

と
の
関
係
、
活
断
層

の
発
達

か
ら
み
て
も
、

伊
那
市

と
ほ
と
ん
ど
変
化
し
た
と
こ

ろ
が
み
う
け

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
し

か

も
、
本
村
で
は
活
断
層

の
通

る
と
こ

ろ
は
多
く

の
村
民

の
生
活
居

住
地
域
で
あ

る

こ

と
を
考
え

る
と
き
、

諸
々
の
災
害
に
つ
い
て

の
対

策
を
考
え
て

お
く

べ
き
で
あ

祁
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る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。
″
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
を
実
行
し

な
い
こ
と
は
恐
し
い
こ
と
で
あ
る
″
。

㈹
　
地
　
　
　
震

日
本
列
島
は
環
太
平
洋
地
震
帯
に
属
し
て
い
て
、
太
平
洋
側
に
外
側
地
震
帯
、

日
本
海
側
に
内
側
地
震
帯
が
考
え
ら
れ
て
き

た
。（
図
２
－
5
8・
5
9）
こ

の
考
え

方
は
震
源
分
布
か
ら
の
考
え
方
で
あ
る
が
、
最
近
は
地
球
内
部
の
構
造
研
究
が
進

み
、
地
震
の
発
生
機
構
に
つ
い
て
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ユ
ク
ス
や
前
述
の
活
断
層
等

か
ら
地
震
の
考
究
が
な
さ
れ
、
地
震
予
知
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
プ
レ
ー
ト
テ

ク
ト
ニ
ク
ス
と
は
、
地
球
の
内
部
の
マ
ン
ト
ル
部
分
が
対
流
を
起
こ
し
て
お
り
、

図2 －58　 世界の地震帯分布

環太平洋地震帯… ニュージラソド、ニューギュア、フ ィリッピソ、日本列 島、 アリ

ユーシ ャン列島を 経て南北 アメリカ大陸の太平洋に連なる環状地

帯

地中 海ヒマラヤ地震帯…地中海から小アジア、ヒマラヤを 経て二 つに分れ、一方は

中国地方に 、一方は マレ ー半島、スマト ラ、 ジャワにいた

る地帯

日本は全体が環太平洋地震帯に 入る ので全国的に地震が起こっている。

そ

の
上

に
載

っ
て

い
る
地
殻
す
な

わ
ち
プ
レ
ー
ト
（
板
）
が
水
平
方
向

に
移
動
す

る

と

考
え

た
。
最
近

プ
レ
ー
ト
は
地
殻
と

マ
ン
ト
ル
の
最
上
部

の
厚
さ
を
含

め
て
約

一
〇
〇
1
1の
厚

さ
で
、
大
陸

の
方

の
厚
さ
は
そ
れ
以
上

に
厚
い
と
考
え
た
も

の
で

あ

る
。

マ
ン
ト
ル
部
分

の
対
流

の
考
え
を

マ
ン
ト
ル
対
流
説
と
い
う

。こ

の
説
は
、
太
平

洋

の
中
央
海
嶺

か
ら
大
陸

に
向

か
っ
て
、

プ
レ
ー
ト
が
一
年

に
数

皿
く
ら
い
の
速

さ
で

移
動
し
、
海
洋
が
拡
大
し

た
り
、
大
陸
が
移
動
す
る
と
し
う
の
で
あ

る
。
こ

の
移
動

に
ょ

っ
て

プ
レ
ー
ト
が
大
陸

に
達
し
た
と
き
に
、
プ

レ
ー
ト
は
下

に
潜
り

込
み
、
造
山
運
動
や
火
山
活
動
や
地
震
現
象
が
起
き
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
際
で

き

た
の
が
日
本
海
溝
と

か
フ

″
リ

″
ピ
ソ
海
溝
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

が

プ
レ
ー
ト
テ

ク
ト
ユ
ク
ス
（
仮
説
）
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
大
部
分
は
、
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
が
、

ユ
ー
ラ

シ
ア
プ

レ
ー
ト
に
ぶ
つ
か

っ
て
、
下

に
潜
り
込
み
、
そ
の

さ
い
塑
性

変

形
（
力
を
加
え
た
変
形
か
ら
と
に
も
ど
ら
な
い
永
久
変
形
の
部
分
）
が
起
こ

／

／

図2 －59　 日 本の外側地震帯と内側地震帯

大 規模な地震の起こっているところは外側地震帯

蔀
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り

、

こ

の

さ

い

生

じ

た

エ
ネ

ル

ギ

ー
が

蓄

積

さ

れ
、

そ

の

蓄

積

さ

れ

た

エ
ネ

ル

ギ

ー
が

地

震

エ
ネ

ル

ギ

ー
に

な

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。地

球

の

内

部

は

、

核

、

マ
ン

ト

ル

、

地

殻

か

ら

で

き

て

い

る

、

地

震

は
地

球

の

表

層

部

の

岩

石

圏
（
リ
ソ
ス
フ
ェ
ア
）

の

剪

断

的

破

壊

（
ず

れ
に
伴
い
岩
石
圏
の
横
断
面
に
、
互
い
に
平

行
で
向
き
が
逆
に
生

ず
る
応
力

に
よ

る
破
壊
）
が

原

因

で

、

断

層

の

周

辺

に

蓄

積

さ

れ

穴

弾

性

的

歪

み

の
解

放

に
よ

っ
て

起

こ

る
と

さ

れ

て

い

る

。

し

た

が

っ
て

、

岩

石

の
歪

の
進

行

状

態

、

そ

れ

に

と

も

な

っ
て

生

じ

る

現

象

を
観

測

す

れ

ば

、

地

震

の
発

生

の
予

知

が

で

き

る
。

し

か
し

、

場

所

、

大

き

さ

は
予

想

が

で

き

て

も

、

時

期

を

し

ぼ

る

の

は
至

難

と

思

う

。

最

近

地

震

に

つ

い
て

は
解

放

区

と

未

解

放

区

と

い

う

事

が

い

か

れ

る
が

、

前

者

は

Ｉ
〇

〇

年

以

内

に
地

震

が

あ

っ
て

地

震

エ

ネ

ル

ギ

ー

を
放

出

し

九
地

域

、

後

者

は

Ｉ
〇

〇

年

以

上

も

地

震

の
な

い

139138137136

地
域

が
考
え

ら
れ
て

い
る
。
地
震
予
知
連

絡
会
で

は
全
国

の
面
積

の
二
五
％

に
、

二

か
所

の
観
測
強
化

地
域
と
八
か
所

の
特
定
観
測
地
域

を
指
定
し
て

い
る
。
本
県

に
関
係
の
あ
る
も
の
は
新

潟
県
南
西

部
長
野
北
部
と
、
長
野
西

部
岐
阜
東
部
の
二

特
定
観
測

地
域
で

あ
る
。
日

本
海
沿

岸
に
Ｍ
（
ｙ

グ
ユ
チ
ュ
ー
ド
）
七

級
の
大

地
震

の
発

生
が
み
ら
れ
る
。
長
野
県
の
よ
う
な
内

陸
地
域
に
は
地
震
の
危

険
性
が
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
過
去

に
お
い
て
、
長

野
に
Ｍ
七

級
の
大
地
震
、
Ｍ

六
級
の
中

地
震
が
飯
田
、
伊
那
、
大
町
、
木
曽
に
起
き
て
お
り
、
Ｍ
五
級
の
小
地
震
は
多
く
起

き
て
お
り
地
震
の
危
険
性
は
十
二

分
に
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
活

断
層
と
浅
発
地
震
と
は
分
布
か
ら
み
て
も
深

い
関
係
に
あ
り
、
活
断
層
の
活
動
が

地
震
の
発
生
に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
。
長
野
盆
地
、
松
本
盆
地
、
伊
那
盆
地
、

Ｂ

Ａ

Ｄ
Ｃ

図2 －60　長野県およびその周辺の地震の震央分布

(1920～60年におこった主要地震)

木
曽
谷
の
造
盆
地
運
動
に
関
係
し
た
断
層
の
う
ち
に
は
時
代
的
に
新
し
い
活
断
層

が
み
ら
れ
る
。（
図
２
－
2
6・
5
7）

長
野
県
に
被
害
の
あ
っ
た
、
主
に
明
治
以
降
の
大
地
震
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う

で
あ
る
。

一
九
四
五
・
　
一
・
一
三
（
昭
和
二
〇
）
　
三
河
地
震

一
九
七
八
・
　
一
・
一
四
（
昭
和
五
三
）
　
伊
豆
大
島
近
海
地
震

一
五
八
五
・
　
一
・
一
八
（
天
正
一
三
）
　
天
正
地
震
（
伊
勢
湾
）

一
九
六
八
・
　
一
丁
ニ
ー
　（昭
和
四
三
）
　
え
び
の
地
震

一
九
三
三
・
　
三
・
　
三
（
昭
和
　
八
）
　
三
陸
地
震
・
津
波

一
九
五
二
・
　
三
・
　
四
（
昭
和
二
七
）
　
十
勝
沖
地
震

一
九
二
七
・
　
三
・
　
七
（
昭
和
　
二
）
　
北
丹
後
地
震

詔
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一
八
四
七
・
　
五
・
　
八
（
弘
化
　
四
）
　
善
光
寺
地
震

一
九
七
四
・
　
五
・
　
九
（
昭
和
四
九
）
　
伊
豆
半
島
沖
地
震

一
九
六
八
・
　
五
・
コ
（

（
昭
和
四
三
）
　
十
勝
沖
地
震

一
九
二
五
・
　
五
・
二
三
（
大
正
一
四
）
　
北
但
馬
地
震

一
九
六
〇
・
　
五
・
二
三
（
昭
和
三
五
）
　
チ
リ
地
震
・
津
波

一
九
七
八
・
　
六
・
コ

ー（
昭
和
五
三
）
　
宮
城
県
沖
地
震

一
八
九
六
・
　
六
・
一
五
（
明
治
二
九
）
　
三
陸
地
震

一
九
六
四
・
　
六

∴

六
（
昭
和
三
九
）
　
新
潟
地
震

一
九
七
三
・
　
六
・
一
七
（
昭
和
四
八
）
　
根
室
半
島
沖
地
震

一
九
四
八
・
　
六
・
二
八
（
昭
和
二
三
）
　
福
井
地
震

一
九
六
五
・
　
八
・
　
三
（
昭
和
四
〇
）
　
松
代
群
発
地
震

一
九
二
三
・
　
九
・
　
一
　（
大
正
コ

ー）
　
関
東
大
地
震

一
九
四
三
・
　
九
・
一
〇
（
昭
和
一
八
）
　
鳥
取
地
震

一
九
八
四
・
　
九
・
一
四
（
昭
和
五
九
）
　
長
野
県
西
部
地
震

一
八
五
四
・
一
〇
・
一
一
　（
安
政
　
一
）
　
伊
勢
地
震

一
七
〇
七
・
一
〇
・
二
八
（
宝
永
　
四
）
　
宝
永
地
震
（
東
海
道
、
近
畿
七
道
）

一
八
九
一
・
一
〇
・
二
八
（
明
治
二
四
）
　
濃
尾
地
震

一
九
一
八
・
一
一
・
一
一
　（
大
正
　
七
）
　
大
町
地
震

一
九
三
〇
・
一
一
・
二
六
（
昭
和
　
五
）
　
北
伊
豆
地
震

一
九
四
四
・
コ

∵
　

七
（
昭
和
一
九
）
　
東
海
南
地
震

一
〇
九
六

∴

二
・
一
七
（
嘉
保
　
三
）
　
畿
内
・
東
海
道
地
震

一
九
四
六
・

二

丁

ニ

ー
　（
昭
和
二

乙
　

南
海
地
震

一
八
五
四
・
コ

∵

二
三
（
安
政
　

乙
　

安
政
東
海
地
震

一
八
五
四

∴

二
・
二
四
（
安
政
　

こ
　

南
海
道
地
震

一
九
四
九
・
コ

∵

二
六
（
昭
和
二
四
）
　
今
市
地
震

一
七
〇
三
・
コ

∵

三
一
　（
元
禄
一
六
）
　
元
禄
地
震

地
震
も
こ
う
し
て
な
ら
べ
て
み
る
と
月
に
よ
っ
て
か
た
よ
り
か
お
る
よ
う
に
み

ら
れ
る
。

㈹
　
ソ

リ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ｓ
ｏ
∃
ｒ
亀
目
）
か
異
質
構
造
か

こ
れ
は
、
周
氷
河
現
象
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
流
土
と
も
い
っ
て

い
る
。
こ
の
現
象
は
、
流
水
の
作
用
に
よ
ら
ず
、
土
中
の
水
の
凍
結
、
融
解
の
繰

返
し
に
よ
り
表
土
が
斜
面
を
移
動
し
地
層
の
堆
積
の
法
則
に
そ
わ
な
い
堆
積
結
果

を
み
る
運
動
で
あ
る
。
表
土
の
下
層
が
凍
結
し
、
表
層
が
水
に
飽
和
し
た
状
態
で

緩
慢
な
流
動
か
お
こ
り
や
す
い
。
大
規
模
な
も
の
は
岩
塊
流
、
岩
石
氷
河
と
な
っ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
現
象
と
し
て
と
ら
え
て
、
ソ
リ
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ

べ
き
か
、
異
質
構
造
と
呼
ぶ
べ
き
か
。
伏
在
断
層
が
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
地

←Pm －1 と４の混合層

Ｐｍ－ １⇒

Pｍ－2 ≒

←粘土層

)･

)･

)

づ

う
バ

Pｍ

Pｍ

Pｍ

／テフラ層のソリフ ラクショ図2 －61

形
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
の
で
こ
の

伏
在
断
層
あ
っ
て
の
結
果
か
、
氷

河
期
に
お
け
る
氷
河
の
お
し
だ
し

て
あ
る
の
か
類
推
に
苦
し

む
露

頭
、
す
な
わ
ち
、
大
泉
川
の
北
岸

一
帯
の
岩
石
流
い
わ
ゆ
る
傑
層
の

堆
積
と
大
泉
川
の
南
岸
の
大
泉
橋

西
方
の
露
頭
の
新
期
テ
フ
ラ
層
と

綴
層
と
の
関
係
、
岩
石
流
と
の
関

係
、
こ
れ
等
を
露
出
面
で
考
察
し

て
み
る
と
、
こ
れ
だ
け
の
多
量
の

綴
層
が
、
地
質
年
代
的
に
い
か
な

る
時
代
に
堆
積
し
た
か
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
堆
積
の
方
法
が
、

大
洪
水
な
の
か
、
さ
も
な
く
ば
異

質
構
造
（
図
２－
4
1）
な

の
か
、

だ
と
す
れ
ば
大
き
い
構
造
運
動
を

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
ソ

四
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リ
フ
ラ

ク
シ
ョ
ソ
な
の
か
露

出
面

に
つ
い
て
類
推
す
る
か
ぎ
り
苦
し
む
が
、

し
か

し
構
造
運
動
と
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
今
後
の
研

究
課
題

と
し
て
伊
那
盆

地
形

成

時
の
興
味
深

き
も
の
が
内
在
す
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ら

の
露
頭
も
大
部
分
け
ず
り
と
ら
れ
た
り
、
大
泉
川

の
潜
水
部
分
が
通
さ
れ
た
り
し

て
、
い
ま
は
み
る
か
げ
も
な
い
平

坦
地
と
人
工
造
成
地
に
な
っ
て
、
学
問
上

大
切

な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
若
干

な
り
と
も
残
っ
て
い
る
露

出

面

と

写

真
、
ス

ケ

″
チ
と
併
せ
念
入
り
に
考
察
し
、
岩
塊
流
か
構
造
運
動
に
よ
る
異
質
構

造
か
、
ソ
リ
フ
ラ

ク
シ
ョ
ン
か
、
大
洪
水
な
の
か
、
洪
水
と
す
る
と
有
史
時
代

の

事
象
な
の
か
、
ふ
く
ま
れ
て
い
た
埋
没
木
片
が
あ
り
今
後
も
研

究
を
続
け
、
し
っ

か
り
し
た
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
図
２
－
3
4
・
3
5・
3
6・
4
1）

収
　

地
　

形
　

面

南
箕
輪
村
の
地
形
面
は
前
述
の
六
つ
の
、
低
位
段
丘
・
新
期
生
石

流
・
南
殿
段

丘
・
神
子
柴
１
皿

・
Ｉ

段
丘
・
南
箕
輪
段
丘
地
形
面

一
三
五
で
あ
る
。
本
村
で
一

番
古
い
と
思
わ
れ

る
の
は
丸
山
段
丘
律
層
の
堆
積
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
面

で
あ

る
が
、
丸
山
傑
層
の
堆
積
面
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
等
の
地
形
面

の
区
分

は
、
前
述
の
テ

フ
ラ
層
の
堆
積

に
よ

る
岩
相

に
よ

っ
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
等
地
形
面
の
地
史
は
、
新
し
い
方

か
ら
、
低
位
段
丘
面
、
新
期
土
石
流
・
南
殿

段
丘
面
、
神
子
柴
－

Ｈ

段
丘
面
、
神
子
柴
－

Ｉ

段
丘
面
、
南
箕
輪
段
丘
面
、
丸
山

段
丘
面
（
確
認
で
き
ず
傑
層
の
み
確
認
）
の
順
序
と
な

る
。

低
位
段
丘
面
（
Ｄ
ｔ
）
　
低
位
段
丘
傑
層
の
堆
積

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
地
形
面

で
、
ほ
と
ん
ど
テ

フ
ラ
が
み
あ
た
ら
な
い
面
で
、
上
位

に
は
黒
土
も
し
く
は
腐
植

土
か
お

る
。
こ
の
段
丘
面
を
低
位
段
丘
面
と

よ

ぶ
。
（
別
封
地
形
地
質
図
一
図
2
1

4
3参
照
）

新
期
土
石
流
・
南
殿
段
丘
面
（
Ｍ
Ｄ
）
　
新
期
土
石
流
・
南
殿
段
丘
傑
層
の
堆
積

に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
面

で
、
そ
の
上

部
を
テ
フ
ラ
層

が
Ｏ

ｍ
～
一
五
〇
ｍ

く
ら

い
堆
積
し
、
黒
土
・
腐
植
土
石
堆

積
し
て
い
る
地
形
面
で
新
期
土
石
流

・
南
殿
段

丘
面
と
よ
ぶ
。
（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）

神
子
柴
Ｈ

段
丘
面
（
Ｍ
Ｋ
－

Ｈ
）
　
神
子
柴
－

皿

傑
層

の
堆

積
に
よ
っ
て
形

成
さ

れ
、
テ
フ
ラ
層
が
傑
層
中
に
爽
在
し
、
テ
フ
ラ
層
中

の
』

―
四

・
五

・
Ⅳ

・
Ｖ
で

赤
味
噌
土
と
よ
ば
れ
て
い
る
、
ス
コ
リ
ヤ
（
岩
滓
）
が
風
成
（
降
下
）
若

七
く
は
一
部

が
水
成
「
水
中
堆
積
…
…
ｙ
Ｘ
ｙ
」
で
は
篠
層
堆
積
時
）
で
堆
積
し
て
い
る

面

で
、

神

子

柴
－

皿

段
丘
面

と
よ
ぶ
。
（
別
封
地
形
地
質
図
一
図
２
－
4
7
・
4
8参
照
）

神
子
柴
Ｉ

段
丘
面
（
Ｍ
Ｋ
－

１
）
　
神
子
柴
－

Ｉ

律
層

の
堆

積
に
よ
っ
て
形

成
さ

れ
、
テ
フ
ラ
層
の
う
ち
中
期
テ
フ
ラ
層

が
傑
層

と

互

層
（
図
２
－
4
9参
照
）
し

た

り
、
爽
在
し
た
り
し
て
堆
積
し
て
い
る
面

で
、
神
子
柴
－

Ｉ

段
丘

面

と

呼

ぶ
。

（
別
封
地
形
地
質
図
参
照
）

南
箕
輪
段
丘
面
（
Ｍ
Ｍ
）
　
南
箕
輪
段
丘
傑
層
の
堆
積
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
、
新

期
テ

フ
ラ
層
、
中
期
テ

フ
ラ
層
が
風
成
で
堆
積
し
た
平
坦
面
で
あ
る
が
、
中

期
テ

フ
ラ
層
中

の
最
下

部
が
水
成
堆
積
（
図
２
－
5
0
）
の
場
合
も
あ
る
。
南
箕
輪
段
丘
面

と
よ

ぶ
。

丸
山
段
丘
面
（
Ｍ
Ｙ
）
　
丸
山
傑
層

の
堆
積

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
面

で
あ

る
が
、
確
認

の
範
囲
で

は
、
こ

の
丸
山
律
層

の
上
位

に
は
、
南
箕
輪
段
丘
律
層
が

堆
積
し
て

い
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
す

べ
て
を
削
り
と

っ
て
新
期
土
石
流
が
堆
積
し

て

い
る
場
合
も
あ
り
、
地
形
面
と
し
て

は
確
認
で
き
ず

。
（
図
２
－
5
1
）

以
上
、
長
野
県

・
伊
那
盆
地
北
部

・
南
箕
輪
村

の
地
形
地
質

に
つ
い
て
の
べ
た

が
、
本
村

の
地
形
地
質
、
活
断
層
、
傑
層
、
地
震
と
活
断
層
、
異
質
構
造

か
ソ
リ

フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
、

テ
フ
ラ
層
等

の
調
査
研
究

は
清
水
英
樹
一
人
で
あ
り
、
新
し

い
こ
と

の
発
見
も
あ
り
、
今
後

の
課
題
と
し
て
残
し

た
も

の
も
あ

る
。
な

お
、
論

述

は
、
清

水
英
樹
が
昭
和
二
五
年
以
来

の
調
査
研
究

に
そ

の
後

の
研
究
を
つ
け
く

わ
え

さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
名
称
に
つ
い
て

も
昭
和
二
五
年
以
来

の
研
究
で
、

印



第３節　南箕輪 の地形地質

伊
那
盆
地
全
体
と
し
て
、
ま
た
、
学
会
の
中
に
定
着
し
て
い
る
名
称
は
そ
の
ま
ま

使
用
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、
そ
の
名
称
が
そ
く
そ
の
場
所
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ

う
で
な
い
場
合
、
な
く
な

っ
て
い

る
場
合
も
あ

る
。

※

出
典
・
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
頂
い
た
。

肩



壌第３章　土

第
三
章
　

土

第
一
節
　
総

壌
説

土
壌
は
、
地
球
の
表
面
の
う
ち
で
陸
地
の
部
分
の
森
林
が
茂
っ
た
り
、
草
が
生

え
た
り
、
作
物
を
栽
培
し
た
り
す
る
土
を
意
味
す
る
。
土
壌
は
地
殻
を
構
成
す
る

岩
石
が
多
年
に
わ
た
り
分
解
し
て
で
き
た
粒
子
を
も
と
と
し
、
こ
れ
に
樹
木
の
落

葉
や
雑
草
な
ど
の
分
解
に
よ
っ
て
生
じ
た
腐
植
質
を
含
か
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

上
伊
那
の
一
帯
で
は
テ
フ
ラ
の
堆
積
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
所
も
多
く
て
、
本
村
で

も
や
は
り
こ
の
堆
積
物
が
長
い
年
月
の
間
、
種
々
の
変
化
を
受
け
て
多
種
多
様
な

土
壌
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た
土
壌
は
人
間
が
利
用
す
る
し
か
た
に
よ
っ
て
も
ち
が
い
が
で
き
る
。
傾
斜

の
急
か
山
や
段
丘
面
は
森
林
と
し
て
用
材
林
・
薪
炭
林
に
利
用
し
、
農
耕
に
適
さ

な
い
傾
斜
地
冲
平
地
は
草
地
と
し
て
家
畜
の
飼
料
や
堆
肥
材
料
を
作
る
の
に
利
用

し
て
い
る
し
、
ま
た
昔
か
ら
水
に
恵
ま
れ
た
平
地
は
い
た
る
と
こ
ろ
水
田
に
な
っ

て
お
り
、
水
田
に
不
適
当
な
平
地
は
主
と
し
て
畑
地
と
し
て
雑
穀
・
疏
菜
等
を
作

っ
た
り
、
果
樹
園
・
桑
園
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
利
用
の
ち
が
い
が
永
年
の

間
に
は
土
壌
に
も
ち
が
い
を
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
人
為
的
に
土
埃
を
改
良
す
る
た
め
に
各
地
に
土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。
昔
か
ら
部
分
的
に
は
排
水
や
客
土
を
行
っ
て
作
物
の
増
収
を
は
か
っ
て

き
た
が
現
在
で
は
こ
う
し
た
小
規
模
な
改
良
に
あ
き
た
ら
ず
大
規
模
に
区
画
を
整

理
し
、
渥
排
水
を
合
理
化
し
農
業
を
高
度
化
す
る
方
向
へ
と
進
ん
で
き
た
。
西
天

竜

耕
地
整
理

な
ど
は
最

も
よ
い
例
で

あ
る
。

第
二
節
　
土
壌
の
生
成
と
分
布

本
村

の
土
壌

に
つ
い
て

は
お
お
む
ね
水
田
・
畑
作
地
帯
と
し
て
み

る
こ
と
が
で

き
、
そ

の
生
成
と
分
布
を
概
観
す

る
と
経

ケ
岳
を
構
成
す

る
古
生
層
の
岩
石
の
風

化
堆
積
し

た
も

の
と
、
テ

フ
ラ
が
大
部
分
を
覆

っ
て

し
る
。

天

竜
川
及
び
こ
れ
に
汪
ぐ
い
く
つ
か
の
川

に
よ
り
堆
積
さ
れ
、
あ
る
い
は
開
析

さ
れ

た
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
工

壌
が
中
心
で
あ
り
伊
那
盆
地
の
何
回
か
の
変
動
を
経

て
み

ご
と
な
河
岸
段
丘
を
残
し
て
い

る
。そ

の
た
め
、
こ
れ
に
注
ぐ
大
泉
川
・
大
清

水
川
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
扇

状
地
は
発
達
し
て
複
雑
な
地
形

と
な
っ
て
い
る
。

経

ケ
岳
山
麓
の
扇
状
地
も
、
樅
木
川
・
大
泉
川
・
大
清
水
川

二
戸
谷
川

の
各
扇

状
地
が
折
り
重
な

っ
て
複
合

扇
状
地
を
形

成
し
て
い
る
。
天

竜
川
沿

い
の
沖
積
低

地
は
古
く
か
ら
ほ
と
ん
ど
水
田
化
さ
れ
て
い
た
が
、
天

竜
川
西

側
の
段
丘
上

は
昔

は
比
較
的
水
に
恵
ま
れ
ず
森
林
と
し
て
残
し
た
り
、
畑
作
地
帯
と
し

て

利

用

さ

れ
、
表
土
は
腐
植
に
よ
り
黒
色
（
黒
ボ
ク
土
）
で
そ

の
下
部

に
は
テ

フ
ラ
の
厚

い
層

が
あ
り
、
地
質
学
上
か
ら
は
洪
積
層

に
属

し
て
い
る
が
、
西
天
竜

の
開

通
で
朧
朧

用

水

に
も
恵
ま
れ
て
水
田
化
さ
れ
た
り
、
太
平
洋
戦
争
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
食

糧
増
産
や
入
植
者
等

に
よ

っ
て
一
部
森
林
を
開
拓
さ
れ
た
と
こ
ろ

も

あ

る
。
（
中

の
原
・
大
芝
原
・
北
原
）

本
村
地
区

は
天
竜
川

西
側
で

は
上
伊
那
で
も
最
も
幅
の
広
い
地
帯
で
、
天

竜
川

52
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沿
い
の
沖
積
地
と
段
丘
上
の
広
い
洪
積
台
地
か
ら
成
る
地
域
で
あ
る
。
台
地
上
の

大
部
分
は
厚
い
テ
フ
ラ
に
覆
わ
れ
地
下
水
が
低
く
大
芝
原
の
よ
う
に
山
林
・
原
野

と
し
て
残
っ
て
い
る
所
か
お
る
。
テ
フ
ラ
地
帯
で
あ
る
の
で
酸
度
が
強
く
一
般
に

土
壌
は
軽
く
、
肥
沃
度
も
低
い
。
表
土
は
腐
植
に
よ
り
黒
ボ
ク
土
で
あ
る
が
、
水

田
化
さ
れ
た
西
天
竜
水
田
土
壌
は
多
湿
黒
ボ
ク
土
と
た
っ
て
い
る
。

第
三
節
　
土

壌

分

類

一
　

地
質
系
統
及
び
母
岩
の
種
類
に
よ
る
分
類

土
壌
の
性
費
は
、
地
質
系
統
や
母
材
の
種
類
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
古
い
地
層
か
ら
成
る
古
生
層
は
、
秩
父
系
に
属
し
経
ケ
岳
を
中
心
に
木
曽
山

脈
の
北
部
を
占
め
、
南
は
小
黒
川
流
域
か
ら
北
は
辰
野
町
に
及
ん
で
い
る
。

本
村
は
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
い
し
、
経
ケ
岳
山
地
群
よ
り
流
れ
出
る
大
泉
川
は

じ
め
諸
川
の
作
用
に
よ
る
扇
状
地
の
堆
積
物
は
こ
の
古
生
層
の
風
化
し
た
土
砂
傑

で
あ
る
。
次
に
広
く
分
布
す
る
第
四
紀
の
洪
積
層
は
天
竜
川
西
岸
の
台
地
上
に
広

く
分
布
し
、
天
竜
川
ぞ
い
の
沖
積
地
と
共
に
主
要
な
耕
地
と
な
っ
て
い
る
。
水
に

恵
ま
れ
た
所
は
水
田
と
し
、
そ
の
他
は
畑
地
ま
た
は
森
林
・
原
野
と

な
っ
て
い

る
。
一
般
に
こ
の
地
層
は
厚
い
テ
フ
ラ
に
覆
わ
れ
、
土
地
の
肥
沃
度
は
高
く
な
い

の
が
通
例
で
あ
る
。

二
　

理
化
学
性
か
ら
み
た
耕
地
土
壌
の
分
類

本
村
の
耕
地
土
壌
は
図
３
１
１
の
よ
う
に
三
種
類
の
土
壌
群
に
分
類
さ
れ
る
。

耕
地
土
壌
の
分
類
　
土
壌
群
と
は
、
断
面
形
態
の
主
な
特
徴
及
び
母
材
、
分
布

す
る
地
形
な
ど
に
よ
っ
て
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
一
連
の
土
壌
統
を
ま
と
め
て
土

壌
群
と
す
る
。

土
壌
統
群
と
は
、
土
壌
群
の
う
ち
腐
植
層
、
グ
ラ
イ
層
、
諜
層
な
ど
厚
さ
と
位

置
及
び
土
性
そ
の
他
の
差
異
に
基
づ
い
て
、
土
壌
群
と
土
壌
統
の
中
間
分
類
単
位

灰

色

低

地

土

大

竜
川

湿
黒

ボ
ク
土

西

天

竜
水

路

層
を
も
つ
土
壌
で
あ

る
。

平面図

図３－ １　土壌群 の分布図

表 ３－ １　 南箕輪村耕地土壌分類

土　壌　群 土　壌　統　群 母　　　 材
土地利用
状　　 況

黒 ボ ク 土

多 湿黒ボ ク土

灰 色 低 地 土

厚層腐植質黒ボ ク土

表 層腐植質黒ボ ク土

表 層腐植質黒 ボク土

中粗粒灰色低地土

非固 結火山岩

々

非 固結火山岩

非 固結堆積岩

畑 地 帯

水 田地帯

水田地帯

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

厚
層
腐
植
質
土
壌
と
は
、
腐
植
含
量

五
～
一
〇
％
で
厚
さ
五
〇
皿
以
上
の
表

表
層
腐
植
質
土
壌
と
は
、
腐
植
含
量
五
～
一
〇
％
で
厚
さ
五
〇
ｍ
以
内
の
表
層

を
も
つ
土
壌
で
あ
る
。

耕
地
土
壌
の
土
壌
分
類
単
位
は
「
土
壌
群
―
土
壌
統
群
―
土
壌
統
―
土
壌
区
」

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
当
村
の
耕
地
土
壌
の
分
類
は
高
次
の
単
位
を
示
し

卵



壌第３章　上

灰色低地土

中粗粒灰色低地上

多 湿黒 ボク土黒ボク土

灰 褐色

砂壌土

灰褐色

砂壌土

灰褐色

砂壌上

磯層

三
碧

言
言

俯(n)

100

表層腐植質黒ボク土　　　　　　　　　　表層腐植質黒ボク上
司　　　　　

里褐色　　　　　　　O(Cl)　　　　 黒褐色

jl
い
微砂質埴壌土　　　　　　　　　　　　 埴壌土

訂 臨

土　　　

該 感 服

昔褐色　　　　　　　　　　　　　　　　　赤褐色

面 土　　　　　　　　　　　 埴壌土

〕0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

色

土
　

色

上

土
　

褐

壌
　

褐

壌
　
　

層

ク
　

里
匹
埴
　

黒

埴
　
　

礦

ボ黒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口

蝶
　
　
　
　
　
　
　

】口

副
　
　
　
　
　
　
　

。

厚層

O(川

100

酸化沈殿物

○ ○　 点状，結核状

嫉

口　　 角磯， 半角楽10％以上

×　　　 制 札 膜状･ 雲状×　　　
（斑鉄多Ｕ

円磯○5~10％

‥
回

目

回2 大
図３－ ２　土壌の断面柱状図

た
黒

ボ
ク

土
　

テ

フ

ラ
起

源

の
母

材

が

風

化

作

用

や

土

壌

生

成

作

用

を

受

け

て

発

達

し

、

そ

の
結

果

珪

酸

や

塩

基

類

が

溶

脱

さ

れ

る
と

共

に
ア

ロ

フ

ェ

ン
（

主
と
し
て

汐
夕
、
と
万

友

び
哨
ぶ
Ｏ
・
の
加
水
物
が
弱

く
結

合
し
た
二
次
鉱
物
）
が

集

積

し

、

一

方

、

チ

ガ

ヤ
及

び

ス

ス

キ
モ

の

他

の

根

が

よ

く

ま

ん

延

す

る

イ

ネ

科

草

本

植

物

が

旺

盛

に
繁

茂

し

て

有

機

物

が

豊

富

に

供

給

さ

れ

た

結

果

と

し

て

、
現

在

あ

る

よ

う

な
有

鉄

物

に

富

む

黒

色

や

黒

褐

色

を
示

し

て

い

る

黒

ボ

ク
土

が

生

成

さ

れ

た
も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

黒

ボ

ク

土

に

は

表
層

の
腐

植

含

量

や
厚

さ

の
違

う

幾

つ

か

の
種

類

が

あ

る

。

黒

ポ

ク

土

の
特

徴

は

、

表
層

、

と
き

に

は
下

層

ま
で

黒

色

～

黒

褐

色

を
呈

し

、

一

般

に
腐

植

含

量

が
極

め
て

高

く

、

炭

素

率

も

高

く

団

粒

構

造

も

比

較

的

に
よ

く

発

達

し

て

い

る

。

珪

ば

ん
比
（
固
Ｏこ

と

晏

）
が

低

く

、

強

酸

性

反

応

を

示

し

活

性

の

遊

離

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム
が

多

い

た

め

に
有

効

態

燐

酸

が

少

な

く

ま

た
燐

酸

吸

収

係

数

が

高

い

。

固

相

率

は
低

く

、

気

相

率

・
液

相

率

共

に
高

く

、

全

孔

隙

量

も

多

卜
。

ま

た
現

地

容

積

重

・
仮

比

重

共

に
低

く

、

陽

イ

オ

ン
交

換

容

量

が

多

い

こ

と

な

ど

で

あ

る

。
そ

の

よ

う

な

土

壌

で

あ

る

の

で

施

肥

を

適
切

に

行

い

合

理
的

な
管

理

を

す

れ

ば
土

壌

の

生

産

性

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

注
　
土
壌
の
化
学
的
性
質
を
表
わ
す
の
に
次
の
よ
う
な
語
句
が
用
い
ら
れ
る
。

珪

ば

ん

比
:
Ｓ
ｉＯ
Ｘ
＆
A
l
X
O
Sの
百
分
率
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
子
量
で
割
っ
た
値
の
比
で
あ

る
。
こ
の
比
が
低
い
ほ
ど
活
性
の
遊
離
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
燐
酸
と
結
合
し
。

難
溶
性
と
な
る
た
め
有
効
態
燐
酸
が
少
な
く
な
り
ま
た
燐
酸
吸

収
力

が

強

く
、
施
肥
燐
酸
は
難
溶
性
に
た
り
や
す
い
。

交陽
四

討

心

‥
交
換
性
陽
イ

オ
ン
の
保
持
量
で
あ
る
。

皿
醐
ご
皿
報

‥
土

壌
の
単
位
容
積
（
↑呂
ヨ
ご

中
に
含
ま
れ
る
固
体
（
有

機
物
・
包
機

物

等

）
、
液
体
（

土
壌
水
分
）
及
び

気
体
（

空
気
・
二
酸
化
炭
素

・
水
蒸
気
等
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
容
積
百
分
率
で
あ

る
。

討
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土
壌
の
物
理
的
性
質
を
表
わ
す
の
に
次
の
よ
う
な
語
句
が
用
い
ら
れ
る
。

現
地
容
積
重

‥
現
地
の
土
壌
の
単
位
容
積
（
吝
９
反
）
中
に
含
ま
れ
る
乾
燥
重
量
（
ｇ
）
で

あ
る
。

仮

比

重

‥
土
壌
の
単
位
容
積

言

ミ

）
中
に
含
ま
れ
る
乾
燥
重
量
（
ｇ
）
で
あ
る
。

多

湿

黒

ボ

ク

土
　

生

成

は

黒

ボ

ク

土

と

ほ

と

ん

ど
同

様

で
特

徴

も

黒

ボ

ク
土

と

類

似

し

て

い

る

点

が

非

常

に

多

い

。

し

か

し
畑

土

壌

の

黒

ボ

ク
土

と

相

違

す

る
大

き

な

点

は

、

朧

朧

水

の

影

響

（
西
天

竜
水
路
開
通
に
よ
る
水
ｍ

化

の
影

響
）

を
強

く
受

け

土

壌

の

酸

化

や

還

元

状

態

な

ど

の

影

響

が

土

壌
断

面

の
形

態

に

明
瞭

に
表

わ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

土

壌
断

面

中

に

酸

化

沈
澱

物

の
斑

紋

が

存

在

す

る

こ

と

で

あ

る

。

斑

紋

は

、

主

と

し

て

酸

化

鉄

の

集

積

し

た

も

の

で

種

々

の
形

状

の

赤

～

赤

褐

色

な

い

し

黄

褐

色

を

呈

し

、

明

ら

か

に

基

質

の

土

壌

と

は

識
別

で

き

る

。黒

ボ

ク
土

と

同

様

に

腐

植

含

量

や
厚

さ

の

違

う

幾

つ

か

の

種

類

が

あ

る

。

灰

色

低

地

土
　

砂

傑

層

の

上

部

に

、

河

川

の

作
用

に

よ

っ
て

上

流

地

域

か

ら

運

搬

さ

れ

て

き

た

粗

い

、

あ

る

い

は

細

か

い

砂

質

や

粘

土

質

の

土

壌

が

堆

積

さ

れ

生

成

し

た

土

壌

で

あ

る
。

灰

色

低

地

上

の

特

徴

は

、

全

層

あ

る

し

は

ほ

ぼ

全

層

が

灰

色

な

い

し
灰

褐

色

を

呈

し

て

い

る
こ

と

で

あ

る

。

場

所

に

よ

っ
て

は

、

そ

の

土

層

の
下

に

黒

ボ

ク

土

が

出

現

す

る
こ

と

も

あ

る
。

灰

色

～

灰

褐

色

は

地
下

水

や

朧

朧

水

の

影

響

に

よ

っ
て

元

の
材

料

か

ら

変

成

し

た

も

の

で

、

す

な

わ

ち

土

壌

の

酸

化

や

還

元

状

態

の

繰

返

し

に
よ

り

生

じ

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

土

壌

の
灰

色

化

は

同

時

に
土

壌

養

分

の
溶

脱

を

意

味

し

、

砂

質

や

砂

煙

質

あ

る

い

は
砂

煙

層

を

も

つ
粗

粒

質

土

壌

て

は

溶

脱

は

著

し

く

、

比

較

的

速

や

か

に
老

朽

化

し

や

す

く

、

老

朽

化

水

田

に
な

り

や

す

い
。

灰

色

低

地

上

は

水

田

土

壌

の
代

表

的

な

土

壌

群

の

一

つ
で

あ

る

。

第
四
節
　
土

地

改

良

わ
れ
わ
れ
の
住
む
こ
の
地
域
の
耕
地
も
、
古
く
か
ら
鍬
を
ふ
る
っ
て

き
た
先
人

の
労
苦
の
累
積

に
よ

っ
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
を
土
地
改
良
の
立
場
か
ら
み
る

時
、
開
墾
、
開
田
、
排
水
な
ど
の
作
業
は
、
規
模
の
大
小

の
差
は
あ
る
が
、
昔
も

今
も

か
お

っ
て
い
な
い

。
畜
力
利
用

の
農
法
か
ら
機
械
力
の
利
用

に
推
移
す
る
に

つ
れ
て
、
耕
地

の
区
画
を
よ
り
大
き
く
、
方
形

化
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
。

こ

の
意
味
で
現
在
「
土
地
改
良
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
「

耕
地

整

理
」

と
称
し
て
き

た
０
で
あ

る
。

従
来
、
土
地
改
良
と
い
え

ば
、
水
田

に
関
す

る
事
業
、
つ
ま
り
朧
漑
、
排
水
、

客
土
、
床

締
め
、
温

水
溜
池

な
ど

の
工
事
が
、
そ
の
す

べ
て
で
あ

る
か
の
よ
う
で

あ

っ
た
が
、
最
近

は
畑
地

に
関
す

る
土
地
改
良
が
当
面
の
問
題
と
な

っ
て
き
た

。

こ

の
意
味
で
本
村

に
お
い
て
も
、

ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
の
設
置
な
ど
、
西
部
地
帯
の

畑
地

の
土
地
改
良

が
問
題

に
な
っ
て
き
て

い
る
。

こ
こ
で

は
そ

の
う
ち
、
西
天
竜
開
田
事
業
と
伊
那
土
地
改
良
区
、
西
部
開
発

の

代

表
的
な
も
の
だ
げ
に
つ
い
て
記

す
。

一
　

西
天
竜
土
地
改
良
事
業

本
村
の
土
地
改
良
で
第
一
番
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
西
天

竜
で
あ

る
。
現
在
西
天
竜
地
帯
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
は
、
由
来
渥
漑
用
水
に
め
ぐ
ま
れ

ず
、
平
坦
な
広
大
な
土
地
で
あ
り
な
が
ら
山
林
・
原
野
が
多
く
、
耕
地
と
し
て
は

畑
が
所
々
に
点
在
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
天
然
の
大
温
水
溜
池
と
も
い
う
べ
き
諏
訪
湖
の
水
を
、
天
竜
川
の
上
流

か
ら
導
入
し
よ
う
と
す
る
計
画
は
、
こ
こ
の
地
域
一
帯
の
農
民
の
夢
で
あ
っ
た
。

55
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そ
の
夢
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
う
け
つ
が
れ
て
、
西
天
竜
開
発
の
胎
動
は
つ
づ

き
、
つ
い
に
昭
和
三
年
幹
線
水
路
が
完
成
し
、
昭
和
一
四
年
開
田
予
定
工
事
は
完

成
し
た
。

西
天
竜
地
帯
は
一
般
に
磯
質
壌
土
・
腐
植
土
が
多
く
、
ま
た
傑
層
が
厚
く
、
時

に
Ｉ
〇
～
二
〇
ｍ
の
下
部
に
及
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
保
水
性
を
た
か
め
る
た
め
、

開
田
の
際
は
床
締
め
を
規
定
ど
お
り
十
分
に
さ
せ
た
。
ま
た
穂
坂
式
分
水
タ
ン
ク

を
創
設
し
て
、
配
水
の
適
正
を
は
か
っ
か
。

そ
の
結
果
、
西
天
竜
は
五
・
五
六
㎡
／
Ｓ
の
用
水
に
よ
っ
て
二
一
〇
〇
ｈ
の
水

田
が
み
ご
と
に
で
き
あ
が
っ
た
。
本
村
で
も
五
八
〇
ｈ
と
い
う
水
田
が

う
ま
れ

た
。こ

の
開
田
に
よ
っ
て
五
〇
余
年
が
た
つ
な
か
で
、
が
っ
て
の
「
黒
ぼ
く
土
」
地

帯
は
「
多
湿
黒
ぼ
く
土
」
地
帯
と
変
お
っ
て
き
た
。

二
　

伊
那
土
地
改
良
区
事
業

伊
那
土
地
改
良
区
は
、
伊
那
市
・
南
箕
輪
村
・
箕
輪
町
の
市
町
村
に
わ
た
り
、

天
竜
川
左
右
沿
岸
二
〇
部
落
、
東
西
五
≒

南
北
コ
（
ｈ
に
及
ぶ
、
広
大
な
土
地

改
良
事
業
で
あ
る
。

こ
の
地
域
一
帯
は
、
天
竜
沿
岸
に
湿
田
地
帯
が
多
く
、
こ
れ
に
西
天
竜
の
開
発

に
伴
う
流
出
水
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
湿
田
が
増
加
し
た
。

ま
た
地
域
内
に
二
〇
余
か
所
の
天
竜
川
か
ら
の
取
り
入
れ
に
は
、
洪
水
に
よ
る

揚
水
施
設
の
破
損
に
連
年
悩
ま
さ
れ
て
き
た
地
帯
で
も
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
問
題
を
解
決
し
、
新
し
い
農
法
、
経
営
の
合
理
化
な
ど
、
時
代
の

要
請
に
応
え
て
発
足
し
た
も
の
で
、
総
工
費
五
・
五
億
円
、
関
係
面
積
二
〇
〇
〇

≒

の
大
事
業
で
あ
る
。
特
に
暗
渠
総
数
八
四
六
か
所
、
排
水
路
延
長
四
〇
≒

三
日
町
地
籍
の
統
一
頭
首
工
な
ど
が
こ
の
事
業
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
三
一
年
建
立
さ
れ
た
「
利
天
地
」
の
記
念
碑
の
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
の
湿

田
は
乾
田
と
な
り
、
天
地
を
利
し
た
成
果
は
実
に
み
ご
と
で
あ
っ
た
。

本
村
関
係
で
過
湿
田
が
一
三
二
≒

浸
水
田
が
四
一
≒
　
湛

水
田

が
一
九
六

≒

総
計
三
七
〇
ｈ
余
が
こ
の
利
に
浴
し
、
圃
場
の
区
画
整
理
と
共
に
湿
田
が
乾

田
化
し
た
。

三
　

伊

那

西

部

農

業

水
利

事

業

伊
那

西
部
農
業

水
利
事
業

は
一

般
に
「
西
部
開
発
」
と
い

わ
れ
て

い
る
。
西
天

竜

よ
り
上

段
の
水
の
な
い
地
帯
、

す
な
わ
ち
標

高
七
五
〇
～
九
五
〇
ｍ
（
東
西
約
三

ｈ
）
で
、

南
北
二
〇
1
1に
わ
た
る
広
大

な
水
の
な
い
地
帯

に
、

天
竜
川
右

岸
地
帯

の
余
水
（
湧
・
排
水
）
を
揚
水
し
て

う
る
お
そ

う
と
い
う
事
業
で

あ

る
。
は

じ

め

は
、

オ
ー
ル
開
田
計
画
で
あ

っ
た
の
で
住
民

の
熱
意
が
も
り
あ
が

っ
た
が
、
米

の

過
剰

に
よ
る
政
策

の
変
換
で
畑
地
朧

朧
だ
け

に
な
っ
た
の
で
、
意
欲

を
失

っ
た
む

き

が
多

い
。
こ

れ
に
よ
る
受
益
面

積
は
本
村

は
四
五
八
ｈ
で
あ

る
が
全
域

は
約
三

三
〇
〇
ｈ
で
、
西
天
地
域

の
三
倍
と
い

う
広
域

に
及

ぶ
も

の
で
あ

る
。
年
間
降
水

量
一
四
〇
〇
ｍ

も
あ
る
こ

の
地
域
で

の
畑
地
朧

朧
へ
の
と
り
く
み

に
は
、
住
民

の

と
ま
ど
い
や
不

安
は
む
り
が
ら
ぬ
と
こ

ろ
が
あ

る
。
い

つ
の
日

か
紫
外

線
の
強
い

太
陽
が
さ
ん
さ
ん
と
ふ
り
そ
そ

ぎ
、

ほ
ど
よ
い
気
温

の
較
差

の
こ

の
地
域

に
、
畑

作

朧
朧
の
成
果

は
お
と
ず
れ
る
で
あ

ろ
う
か
。
完

成
の
暁

に
は
こ

の
畑

地
言
漑

を

継
続
し
た
場
合
土
壌
の
性
も
変

る
で
あ
ろ
う
。

屁



第
四
章
　
陸

水

陸
水
と
は
地
球
上
に
分
布
す
る
水
の
う
ち
海
水
を
除
い
た
も

の
の
総
称
で
あ
る
。
地
表
水
と
地
下
水
と
に
大
別

さ
れ
、
湖

沼
・
河
川
・
地
下
水
・
湧
水
・
一
時
的
水
た
ま
り
（
人
エ

ダ
ム

湖
・
溜
池
）・
人
工
用
水
路
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

一
　

水
　
　
　

系
（
河
川
）

南
箕
輪
村
の
水
系
は
図
４
－

１
の
よ
う
で
あ
り
次
の
四
つ
に

分
け
ら
れ
る
。

・
木
曽
山
脈
を
源
流
と
す
る
水
系

・
段
丘
崖
を
源
と
す
る
水
系

―
西
天
竜
水
系

―
伊
那
西
部
農
業
開
発
事
業
水
系

い［
　
木
曽
山
脈
を
源
流
と
す
る
水
系

こ
の
水
系
の
特
徴
は
源
流
付
近
の
山
の
こ
う
配
が
急
で
あ
る

上
に
地
質
及
び
地
質
構
造
等
に
起
因
す
る
脆
弱
な
部
分
が
あ
っ

水
　
て
破
砕
化
し
て
い
る
た
め
、
大
雨
特
に
集
中
豪
雨
な
ど
に
見
舞

わ
れ
る
と
急
激
に
流
量
・
流
速
が
増
大
し
て
多
量
の
土
砂
流
出

陸第4 章

を
起
こ
し
、
そ
の
う
え
川
幅
が
狭
い
の
で
氾
濫
し
、
田
平
畑
を

埋
め
潰
す
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
と
、
常
時
は
昔
か
ら
中
流
・

下

流
付
近
で

は
朧
漑
用

水
平

生
活
用

水
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

の
二

つ
で

あ
る
。

図 ４一 １　南箕輪村水系図
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図４－ ２　 鳥谷川の氾濫により流さ れた田，畑

(昭 和58.10　 台風10号)

小

沢

川
　

源

を

経

ヶ

岳

や

権

兵

衛

峠

に

発

し

天

竜

川

に

注

ぐ

全

長

約

二

一
ｈ

の

川

で

あ

る

が

、

本

村

を

流

れ

る

の

は
経

ヶ

岳

南
方

一

・
四
1
1
の

水
源

か

ら

北
沢

と

神

名
沢

の
合

流
点

ま
で

の

約
五

ｈ

の
飛

び

趙

の
部

分

で

あ

る

。
浸

食
作

用

の

激

し

い
上

流

部

分

で

荒

廃

し

た

山

渓

を

流

れ

て

い

る

。

鳥

谷

川
（
戸
谷
川
又

は
戸

矢
川

）

源

を

伊

那

市

の

御

射

山

に

発

し
西
箕
輪
の
上
戸
区
を
通
り
本
村
の
沢
尻
区
に
入
り
、
伊
那
技
術
専
門
学
校
の
東

付
近
で
水

は
地
下

に
染
み
こ

ん
で
水
無
川
と
な

る
が
、
恩
徳
寺
西
方
付
近
で
、
横

井
戸

の
水
な
ど
が
入

っ
て
、

ま
た
流
れ
を
な
し
て
再
び
伊
那
市
に
入
り
天
竜
川
に

注
ぐ
全
長
約
八
１１
０
川
で
、
沢
尻
区
を
流
れ

る
長
さ
は
、
伊
那
技
術
専
門
学
校
の

南

か
ら
伊
那
市
営
火
葬
場

の
南

ま
で

の
約
二
・
三
ｈ

で
あ
る
。
水
源
付
近

は
急
峻
の

と
こ
ろ
が
多
く
大
雨

が
降

る
と

急
激
に
多
量

の
水
が
出

る
。
普
段

は
余
り
水
が
流

れ
ず
、

土
砂
な
ど
が
た
ま
り
、
川
幅
も

狭
く

な
っ
て

い
る
の
で
、
容
易

に
付
近

に

氾
濫
す
る
。
昭

和
五

八
年
一
〇
月

の
台
風
一
〇

号
の
大
雨
で
田
平
畑
が
流

さ
れ
た

り
、
ま
た
床
下

浸
水
の
被
害
を
受

け
た
家
も
あ
っ
た
。

大
清
水
川
　

源

を
蔵
鹿
山
に
発
し
、
西
箕
輪
の
羽

広
区

を
通

り
伊
那

養
護

学
校

の
南
を
抜
け
て
伏
流
し
大
萱
区
の
住
宅
街
で
雑
廃
水
を
集
め
て
再
び
流
れ
を
な
し

て
中
央
自
動
車
道
・
西
天
竜
幹
線
水
路
の
下

を
潜
り
抜
け
て
、
西
天

竜
開
田

地
帯

を
西
東
に
横
断
し
て
神
子
柴
区
と
御
園
区
の
境
を
流
れ
天

竜
川

に
汪

ぐ
全
長
約
九

大清水川の大萱地区 のコンクリート護岸図 ４－ ３図 ４－ ４　 大水による 欠壊（大清水川）

ｈ

の
川

で
二

級
河
川
の
範
囲
は
六
・

九
ｈ
）
、
本
村
内

で
は

西

天

竜

幹

線
水
路
よ
り
東
の
約
三

こ

Ｉ
ｈ
で

あ
る
。
神
子

柴
の
白
山
八
幡
神
社

の
東
の
小
黒
川

断
層
崖
か
ら
湧

出

す

る
水
と
合
し
て
、
水
田
の
用

水

や
区
民
の
雑
用

水
と

し

て

使

わ

れ
、
下

流
に
な
る
と
小

中
井
沢
川

と
合
流
し
て
天

竜
川
に
汪
い
で
い

る
。
水
源
地
付
近
は
地
形

的
に
は

鳥
谷
川

と
同
様
に
急
峻
で
大
雨
に

よ
る
急

激
な
多
量

の
出
水
が
、
大

萱
区
内

に
入

る
と
両
側
を

コ
ソ
ク

リ

ー
ト
モ

の
他
で
護
岸
さ

れ
て

い

る
た
め
流
れ
や
す
く

な
り
、
土

砂

の
混

じ
っ
た
比
重

の
大
き

い
率
が

加

速
さ
れ
て
、

于
不
ル
ギ
ー
が
増

大
し
て
、
思

わ
ぬ
被

害

を

与

え

る
。昭

和
五

八
年

一
〇
月

の
台
風

一

〇

号
の
時
は
、
西
天

竜
水
路
の
コ

ン

ク
リ

ー
ト
壁
に
直
角
に
多
量
の

土
砂
流
が
当
た
り
こ
れ
を
押
し
倒

し
た
等
の
被
害
を
出
し
た
。

大
泉
川
　

源

を
本
村
飛

び
地
の
経
ヶ
岳
の
東
、
大
泉
所
山

か
ら
発
し
、
荒
廃
し
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た
山
渓
を
下

り
、
堤

高
三
一
ｍ

の
砂
防
ダ

ム
湖

に
水
を
満
し
て
東

に
下

り
、
伊
那

市

の
吹
上
区

・
大

泉
新
田
区

の
南

を
通

っ
て
再

び
本
村
の
大
泉
区

に
入
り
、
中
央

自
動
車

道
・
西
天
竜
幹

線
水
路
を
横
切

っ
て
大
泉
区

の
南
側
を
流

れ
て
、
西
天
竜

の
開
田
地
帯
を
南
北
に
大
き
く
分
げ
な
が
ら
、
下

流
は
田
畑
区

と
南
殿
区

の
境
を

流
れ
て
天

竜
川

に
注
ぐ
全
長

約
一
一

㎞
で

あ
る
。
二

級
河
川
の
長
さ
六
六
四
九
巴

本
村
を
西
東

に
流
れ

る
川
と
し
て
は
最
大
で
あ
る
。
大
泉
区
に
入
る
地
点
付

近
か

ら
水
は
地
下

に
染
み
て
激
減
す
る
が
南
殿
区

の
地
籍
に
入
っ
て
湧

出
し
て
卜
る
。

上

流
付
近
は
荒
廃
し
た
急
峻
な
地
形

で
あ
り
地
質
的
に
は
、
領

家
変
成
作
用

を
受

け
た
粘
板
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
等
で
剥

離
性
に
富
ん
で
お
り
、
地
質
構
造
的
に
は

大

泉
川

を
ほ
ぼ
直
角
に
通
る
伊
那

断
層
（
活
断
層
）
の
影
響
で
脆
弱

部
分
が
あ
り
、

そ
れ
が
破
砕
化
し
て
崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
大

雨
が
降
る
と
急
激
に

多
量
の
土
砂
を
流
出

し
て
過
去

に
多
く

の
災

害
を
出
し

た
。
昭
和
三
八
年

に
は
堤

高
一
三
ｍ
、
昭

和
四
二
年

に
は
堤

高
一
〇
ｍ

の
砂
防

ダ
ム
を
完
成
し

た
が
相
継
ぐ

異
常
出

水
に
よ
り
数
年

に
し
て
満

砂
し
、
上
流
の
崩
壊
も
拡
大
し
た
の
で
、
昭
和

四

八
年
に
堤

高
三
一
ｍ

の
砂
防
ダ

ム
を
つ
く

っ
て
一
応
下

流
民

の
不

安
を
取

り
除

い
た
。
西
天

竜
水
路
開
通
以

前
は
、
大

泉
川

の
水
は
大
泉
区
民

の
飲
用

水
の
源
で

あ
り
、
上

手
田

の
潅
漑
用

水
で
、
上

流

の
吹
上
区

・
大
泉
新
田
区
と
の
水
争
い
が

絶
え
な

か
っ
た

。
今
で

は
飲
用
水
は
大
泉
・
大
泉
新
田
・
吹
上
の
三
区
と
中
曽
根

区
で
大
泉
川
の
水
を
水
源
と
し

た
滝
洗
上
水
道
組
合
を
つ
く
り
、
こ
れ

に
よ

っ
て

い
る
。
ま
た
言
漑
用

と
し
て
も
上

手
田

約
二
〇
ｈ

に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
下

流
Ｏ

水
　

南
殿
地
籍
に
入
る
と
扇
端
部

か
ら
湧
出
し

穴
水
を
集

め
て
水
量
が
多
く
な
り
、
昔

か
ら
そ
の

水
の
一
部
を
言
朧
用
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
南
殿
区

謁

二
か
所

か
ら

陸第4 章

揚
水
し
て
約
一
五

ｈ
の
田

圃
に
、
田
畑
区

は
二

か
所

か
ら
揚

水
し
て
約
一
〇
ｈ
の

田
圃

に
そ
れ

ぞ
れ
使
わ
れ
て
い
る
。

⇔
　

段
丘
崖
を
源
流
と
す

る
水
系

こ

の

水
系

の
特

徴

は
、

ほ
と

ん
ど

ワ

サ

ビ
栽

培

を

し

て

い

る

こ

と

、

水

温

は

一

四

度

～

コ
（

度

で

あ

る

こ
と

、

飲

用

水
と

し

て

利

用

さ

れ

て

い

た

こ

と

、

西

天

竜

水

路

の

水

が

来

な

く

な

る

と

水

量

が

減

じ

る

こ
と

で

あ

る

。

半

沢

川
　

水

源

は
半

沢

言

扇
状

地

の
扇

端

部

か

ら
至

る
所

に
湧

き

出

て

い
て

、

そ

こ

か

ら

田

畑

神

社

の

東

の
小

中

井

沢
川

ま
で

の
長

さ

八
〇

〇

ｍ

ば

か

り

の
川

で

あ

る
が

水

量

は

豊

富

で

水
温

コ
（

度

の

き

れ

い

な

水
で

あ

る

。
田

畑

神
社

の

す
ぐ

下

の
断

層
下

か

ら

南

に

半

沢

川

か

ら

大
中

井

沢
川

が
分

か

れ
て

い

る

。

こ

の
川

は

田

畑

神

社
下

か

ら

神

子

柴
区

に

通

ず

る

道

路

に
沿

っ
て

流

れ
、

周

囲

の

水
田

に
利

用

さ

れ

、

大

清

水

川

か

ら

揚

水

さ

れ

た
川

水

を

南

部

保
育

園

入

口
付

近

で

合

流
し

て

国

道

を

横

切

っ
て

東

進

し

小

中

井

沢

川

に

汪

ぐ

全

長

約

六
五

〇

ｍ

の

川

で

あ

る

。半

沢

川

は
田

畑

の
神

社
下

か

ら

小

中

井

沢

川

と

な

っ
て

い

る

。
（

役
場
で
は
半
沢

川
も
含

め
て
小
中
井
沢
川
と
い

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
地
元
の
人
の
言
に
従

っ
た
）
　
田

図４－ ５　半沢 川支 流の「使い場」

畑
区
の
南
端
の
旧
道
と
国
道
一
五

三
号
線
と
の
交
点
よ
り
約
一
五
〇

ｍ
北
の
地
点
で
国
道
を
横
切
り
、

神
子
柴
の
東
部
の
水
田
地
帯
を
ほ

ぼ
国
道
に
沿
っ
て
南
下
し
、
段
丘

を
横
切
り
黒
川
・
大
清
水
川
と
合

流
し
て
天
竜
川
に
注
ぐ
一
二
二
ｈ

の
川
で
あ
る
。
田
畑
の
神
社
下
か

ら
八
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で
は
専
ら

田
用
水
で
、
あ
と
ぱ
排
水
溝
の
役

目
を
し
て
い
る
。
大
部
分
は
石
垣

の
護
岸
で
神
子
柴
区
の
中
は
ど
の
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二
〇
〇
ｍ

ば
か
り
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護

岸
に
な
り
、
現
在
改
修
中
で
あ

る
。
水
温

は
春
～
秋
で

コ
（

度
前
後
で
あ

る
。

半
沢
川
が
小
中
井
沢
川
と
な

る
所
で
流
れ
が
分
か
れ
て
田
畑
区

の
住
宅
街

に
入

っ
て

い
る
（
人
に
よ
っ
て
は
こ
の
流
（

を
半
沢
川
と
も
言
っ
て
い
る
）
も
の
は
、
昔
は
飲

み
水

・
手
洗
い
・
洗
濯
等
の
用
水
と
し
て
、
ま
た
朧
朧
用

水
と
し
て

も
大

事
な
も

の
で
あ

っ
た
が
、
現
在
で
も
飲
用

水
以
外

に
は
よ
く
使
か
ね
て

い
て
、
川
端

に
は

「
使
い
場
」
の
設
置
さ
れ
た
所

を
よ
く
み
る
。
流
末
は
黒
川

へ
入
っ
て

卜
る
。

車
沢
川
　

水
源
は
南
箕
輪
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
東
の
横
井
戸
で

水
温
一
七

度
、
水
量
は
豊
富
で
、
村
民
体
育
館
の
北
側
を
流
れ
、
小

学
校

の
校
庭

の
東

を
南

進
し
、
そ
の
間

に
余
水
な
ど
を
集

め
て
国

道
一
五
三

号
線
を
潜

っ
て
、

農
協

生
活

セ
ン

タ
ー
の
東
を
流
れ
、

飯
田

線
に
沿

っ
て

約
三
〇
〇
ｍ
下
り
そ

れ
よ
り
東

に
向

き

を
変
え

水
勢
よ
く
天
竜
川

に
注
ぐ

Ｉ
・
七
1
1の
川
で
あ

る
。
西
天
竜

水
路

の
水

が
止
ま
る
と
約
二

週
間

ぐ
ら
い
で

水
量

は
著
し
く
減
少
す

る
。
上
流
付
近

は
一
部

濯

漑
用

と
し
て
使

わ
れ
て

い
る
が
、
段
丘

崖
下
で

は
付
近

の
湧
水
と
合
流
し
て
養

鱒

に
使

わ
れ
て

い
る
。
ま
た
飯
田

線
よ
り
東

は
排
水
溝
と
な

っ
て
い

る
。
川

の
護

岸
は
コ
ン

ク
リ

ー
ト
壁
、
石

垣
壁
と

な
っ
て

い
る
。

中
井

沢
川
　

北
殿
の
出
頭
湧

水
を
水
源

と
し
、

い
く
す
じ

に
も
分

か
れ
て
北
殿

区
内

の
用

水
と
な
っ
て

い
る
。
本

流
は
国

道
一
五
三
号

線
よ
り
北
殿
駅

に
通
ず

る

道
路
の
南
側
を
下

り
鉄
道
を
横
切

っ
て
黒
川

に
注
ぐ

全
長
約
六
〇
〇
ｍ

の
川
で
あ

る
。
多

く
は
生
活
用

水
、
一
部

朧
朧
用

水
と
し
て
使
用

さ
れ
て

い
る
。
通
年
一
定

量
の
清

澄
な
水
温
一
四
度
～

コ
（

度

ぐ
ら
い
の
水
が
出

る
こ
と

か
ら

簡
易
上
水
道

の
水
源

に
も
使
用

さ
れ
て

い
る
。

大
門
川
　

北
殿

の
松

林
寺
下

の
湧

水
を
水
源
と
し
て
、

塩
ノ
井

バ
ス
停
付
近
で

国
道
一
五
三

号
線
を
横
切

り
、
北
殿
区
と

塩
ノ
井
区

の
境
を
抜
け
、
南

に
流

れ
大

明
化

学
の
北

を
流
れ
て
黒
川

に
汪
ぐ
全
長
約
四
〇
〇
ｍ

の
川
で
あ

る
。
一
部
生
活

用
水
・
濯
漑
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

入
沢
川
　
塩
ノ
井
区
の
天
伯
遺
跡
の
下
の
湧
水
を
水
源
と
し
、
国
道
一
五
三
号

線
の
東
付
近
で
大
門
川
に
合
流
す
る
全
長
三
〇
〇
ｍ
ば
か
り
の
川
で
一
部
で
ワ
サ

ビ
を
栽
培
し
て
い
る
。

栃
ノ
洞
沢
川
　
中
込
区
の
南
側
の
栃
ノ
洞
沢
の
湧
水
が
水
源
で
、
塩
ノ
井
の
大

坂
の
北
で
、
旧
県
道
を
横
切
り
、
約
二
五
〇
ｍ
南
東
に
流
れ
て
黒
川
に
注
ぐ
全
長

約
八
〇
〇
ｍ
の
川
で
あ
る
。
水
源
地
は
両
側
の
崖
か
ら
至
る
と
こ
ろ
に
水
が
出
て

い
て
水
量
が
豊
富
で
あ
る
の
で
旧
県
道
ま
で
ワ
サ
ビ
畑
が
一
面
に
続
い
て
い
る
。

渓
谷
の
両
側
に
は
径
三
〇
四
ぐ
ら
い
の
杉
が
繁
っ
て
い
る
。

滝
ノ
沢
川
　
中
込
区
の
北
側
の
滝
ノ
沢
が
水
源
地
で
、
久
保
区
と
塩
ノ
井
区
の

境
付
近
で
旧
県
道
を
横
切
り
、
塩
ノ
井
区
の
方
へ
約
二
〇
〇
ｍ
南
下
し
て
黒
川
に

旧県道道端の水神様図4 －6

入

る

全

長

約

七
〇

〇

ｍ

の
川

で

あ

る

。
（
人

に
よ
っ
て

は
黒
川

の
上
流
と

し
て

い
る
）
水
源

地

付

近

は

雑

木

林

で

、

す

こ

し
下

る

と

水

が

豊
富

に

な

り

、

ワ

サ

ビ

が
栽

培

さ

れ

て

お

り

、

飲

料

水

に

も
使

わ

れ

て

い

る

。南

沢
川
　

久

保
区

の

神
明

宮

の

南

の

南
沢

を

水
源

地

と

し

、

久
保

区

の

ほ

ぼ
中

央

部

で
旧

県

道

を
横

切

り
、

約

一
〇

〇

ｍ

東

進
し

て

黒

川

に

入

る

全
長

約

八
〇

〇

ｍ

の
川

で
あ
る
。
水
源

地
付
近

に
は
径
三
〇

皿
ぐ

ら
い
の
杉
が

立
ち
な
ら
ん
で
い

る
が
す

こ
し
下

る
と
ワ
サ
ビ
を
栽
培

し
て

い
る
。
し

か
し
谷
が
深
く
、
村
部

に

入

る

と

印



地
下

を
潜

っ
て
い

る
。

北
沢
川
　

水
源
は
箕
輪
町
の
油

ケ
沢
の
湧
水
で
、
久
保
区

の
北
端
を
西
東
に
流

れ
て
旧
県
道
・
国
道
一
五
三

号
線
を
横
切
っ
て
排
水
路
（
旧
黒
川
）
に
入
る
約
九
〇

〇
ｍ

の
川

で
あ
る
。
水
源

地
付

近
は
径
三
〇

皿
ぐ
ら
い
の
杉
が
立
ち

並

ん

で

い

る
。
豊
富
な
水
を
利
用

し
て

昔
か
ら
ワ
サ
ビ
を
栽
培

し
、

生
活
用

水
・
変
漑
用

水

に
使
わ
れ
て
お
り
、
現

在
で
は
養
鱒

に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
。

句
　

西
天
竜
水

系

西
天
竜

の
幹
線
水
路
は
大
正
一
一
年
一
一
月
着
工
し
、
昭

和
三
年
一
〇
月

完
成

し
た
。
岡
谷
市
川

岸
の
取
入

口
か
ら
伊
那
市
小
沢
川

に
至

る
全
長
二

六

こ
1
1
1の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
で
当
時

は
珍
し
く
、
規

模
に
お
い
て
七
日
本
一
で

あ
っ
た
。

村

内
で
は
北
原
区

の
公

民
館
の
東
か
ら
北
原
区

の
東
部
に
入

っ
て
南

進
し
て
大
泉

区

に
入

り
春
日
街

道
（
県
道
箕
輪
沢
尻
線
）
西
に
約
四
〇
〇
ｍ

の
間
隔
で

並
行
し
て

南
下

し
大

泉
川

の
下

を
潜

り
大
芝
区

の
東

縁
を
通
り
伊
那
市
大
萱
区
と

の
境
を
抜

け
、

沢
尻
区

の
西
部
を
複
雑

に
横
切

り
な
が
ら
南
原
区

の
東
端

の

″
上

の
原
橋

″

の
東
に
達
す
る
長
さ
約
六
・
七
ｈ
で

あ
る
。
変
漑
面

積
は
本
村
で

は
昭
和
五
七
年

現

在
で
三

九
一

ｈ
（
西
天
竜
土
地
改
良
事
務
所
よ
り
）
で
、

本
村
の
産
業

に
大

き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一

方
で
は
西
天

竜
の
開
田

に
よ
り
地
下
浸

透
水

が
多
く
な
っ
て
、
沢
尻
区

・
大
泉
区

の
横
井
戸

や
、
神
子
柴
区
～

久
保
区

の
段
丘

崖
の
湧

水
が
多
く
な
り
、
稲
作
や
ワ
サ
ビ
栽
培

に
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
天
竜
川

右
岸
の
い
わ
ゆ
る
下

の
段
の
水
田
は
多
量
の
湧
水
が
入
っ
て
湿
田

が
ふ
え

そ
の
被

水
　

害
を
こ
う
む
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
伊
那

土
地
改
良
区

が
排
水
事
業

を
行

っ
た
。

陸
　
　
　

匈
　

伊
那
西
部
開
発
事
業
水
系

パ
　
　

黒
　

川
　

黒
川
と
い
う
川
は
以
前
は
箕
輪
町
か
ら
飯
田
線
の
西
を
併
行
し
て
南

第
　

下

し
北
殿
の
大
明
化
学
の
東
で
飯
田
線
を
横
切
っ
て
東
に
出
て
ま
た
南
下

し
、
興

亜
電
工
南
殿
工

場
の
北
で
天
竜
川

に
入

る
川

を
言

っ
て
い

た
が
、
今

は
排
水
溝
と

な

っ
て
い
て
黒
川

と
い
う
も
の
は
な
い
と
言

う
人
や
、
南
沢
川

の
下
流

か
ら
前
述

黒川より集水路に入る水門図 ４－ ７

の
排

水
溝

を
黒
川

だ

と

言

う

人

や
、
あ

る
い
は
滝

ノ
沢
川

の
水
源

か
ら
天
竜
川

ま
で
（
滝
ノ
沢
川
と
い

う
川
は
な
い
）
を
黒
川
だ
と
言
う
人

や
、

ま
た
田
畑
区

の
段
兵

訃
で
飯

田

線
西

を
南
流
す

る
川
を
黒
川
と

い
う
人
や
、

さ
ま
ざ

ま

で

あ

る

が
、
共
通
す

る
と
こ

ろ
は
排
水
を

集

め
て
天
竜
川

に
注
ぐ
川
で
あ

る

と

い
う
こ
と
で
あ

る
。
し

か
し
伊

那
西
部
長
業
開
発
事
業
が
完
成
す

る
と
、
こ

の
黒
川

の
水
は
再

び
畑

地
濯
朧
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

伊
那
西
部
農
業
開
発
事
業
水
系
　
こ
の
事
業
は
昭
和
四
七
年
度
に
着
工
し
現
在

進
行
中
で
あ
る
。

北
殿
区
の
東
部
の
黒
川
が
天
竜
川
に
注
ぐ
と
こ
ろ
よ
り
約
一
〇
〇
ｍ
上
流
地
点

と
そ
こ
か
ら
車
沢
川
が
天
竜
川
に
注
ぐ
と
こ
ろ
よ
り
約
一
〇
〇
ｍ
上
流
地
点
に
取

り
入
れ
水
門
か
お
り
、
そ
こ
か
ら
暗
渠
で
大
泉
川
の
下
を
潜
り
二
〇
〇
ｍ
南
方
の

田
畑
地
区
の
第
一
機
場
の
貯
水
槽
に
注
が
れ
る
。

こ
の
間
を
集
水
路
と
い
い
全
長
四
・
四
五
ｈ
で
あ
る
。

第
一
機
場
で
は
二
〇
〇
〇
』
の
ポ
ン
プ
四
台
で
貯
水
槽
か
ら
毎
秒
三
・
一
八
六

㎡
の
水
を
直
径
一

∴
二
五
ｍ
の
鋼
管
と
直
径
一
・
五
〇
ｍ
の
鋼
管
を
直
列
に
継
い

で
、
そ
こ
よ
り
一
八
二
ｍ
高
い
伊
那
養
護
学
校
の
西
の
第
一
吐
出
水
槽
に
送
水
さ

肩
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図 ４－ ８　第１機場の貯水檜図４－ ９　 第１機場 の揚水ポンプ の１部

１基2,000kW の揚水ポンプが４基据えつけられてい る。

れ
る
。
こ

の
間

を
第
一
送

水
路

と

い
い
全
長
五
・
〇
四

六
1
1で
、

国

鉄
飯
田
線

・
国
道
一
五
三
号

線
・
西
天
竜
用

水
・
中
央
自
動

車
道
・
広
域
営
農
団
地
長
道
の

下

を
潜

っ
て
い
る
。
第
一
吐
出

水
槽
の
西
接
の
第
二

機
場
で
は

五
〇
〇
ｋ

の

ポ
ン
プ
三

台
で
、

第

一
吐
出

水
槽
か
ら
毎
秒
一
・

二

八

二
ｍ
の
水
を
直
径
九
〇
ｍ

の
鋼
管
で
、
そ

こ
よ
り
八
五
ｍ

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
第
二

吐
出

水
槽
に
送
水
す
る
。
こ
の
間

を

第
二

送
水
路
と
い
い
全
長
一

・

二
二

六
ｈ

で
あ
る
。

第
一

吐
出
水
槽
か
ら
南

北
に

送
水
管
が
通

じ
て

い
る
。
南
方

の
送
水
管

を
下

段
南

幹
線
と

い

い
、

毎
秒
一

二
一
七
一
犬
ｍ
の
水

を
直
径
一

・
〇
ｍ
～
四
五

皿
の

ヒ
ュ
ー

ム
管

・
鋼
管

・
鋳

鉄
管

な
ど
で
送

水
し
て
末
端

は
伊
那

市
西
春
近

の
表
木

に
達
す

る
全

延
長
一
一

・
八

六
三
1
1の
も

の

で

あ
る
。
ま
た
北
方

の
送

水
管

を
下
段
北
幹

線
と
い
い
毎
秒
〇
・
六
三

二
ｍ
Ｏ
水

図4 －10　第１吐出水檜
図4 －1 1　第２吐出水槽

を
直
径
七
〇
ｍ

～
四
五

皿
の

ヒ
ュ

ー
ム
管
・
鋼
管
・
鋳
鉄
管
な
ど
で

送
水
し
末
端
は
辰

野
町
の
南
端
に

達
す
る
全
延
長
七
・
四
八
九
1
1の

も
の
で
あ
る
。
下

段
の
南
北
両

幹

線
水
路
は
広
域
営
農
団
地
農
道
に

沿

っ
て
で
き
て
い
る
。

第
二

吐
出
水
槽
か
ら
も
南
北
に

送
水
管
が
あ
り
、

南
方

を
上

段
南

幹
線
と
い
い
、
第
二

吐
出

水
槽

か

ら
毎
秒
〇

・
六
四

八
。ｍ
の
水
を
直

径
七
〇

皿
～
五
〇

皿
の
ヒ
ュ
ー
ム

管

・
鋼
管

・
鋳
鉄
管
で
伊
那
市
横

山

に
達

す
る
全
延
長
三

・
九
一
1
1

の
も

の
で
あ
り
、
北
方

を
上
段
北

幹
線
と

い
い
第
二
吐
出
水
槽

か
ら

毎
秒
〇

・
六
三
二
ｊ

の
水
を
直
径

七
〇

皿
～
四
五

皿
の

ヒ

ュ

ー

ム

管

・
鋼
管
・
鋳
鉄
管
で
箕
輪
町
上

古
田

に
達
す
る
全
延
長
七
・
四

八

九
1
1の
も
の
で
あ
る
。

受
益
面

積
は
辰

野
町

の
北
大
出

か
ら
箕
輪
町

・
南
箕

輪
村
・
伊
那

市
西
春
近

表
木

ま
で

の
普
通
畑
一

七
二
九
ｈ
・
果
樹
園
二

コ

ー
ｈ
・
桑
園
七
二

九
ｈ
Ｏ
計
二

六
七
〇

ｈ
の
畑

地
言

漑

G2
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及

び
田
用

水
の
不
足
分

補
給

と
し
て

の
六
一
七
ｈ
で
計
三
二
八
七
ｈ

に
右

な
る
。

ﾉ 一

こ 二ごク ー、

図4 －12　畑地潅漑の図

(想像図)

本
村
の
受
益
地
は
西
天
竜
水
路
よ
り
西
の
地
区

で
北
は
箕
輪
町
境
か
ら
雍
は
伊
那
市
小
沢
地
区
境

ま
で
の
普
通
畑
三
一
五
ｈ
・
果
樹
園
二
二
臨
・
桑

園
六
八
ｈ
の
計
四
〇
五
ｈ
の
畑
地
朧
朧
と
、
田
圃

一
七
ｈ
の
計
四
二
二
ｈ
で
全
体
の
一
三
％
弱
で
あ

る
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
本
村
の
産
業

に
多
大
の
影
響
を
与
え

る
。

二
　

湧

水

本
村
の
湧
水
は
山
麓
や
段
丘
崖
・
断
層
崖
な
ど
あ
る
い
は
人
工
の
各
所
の
横
井

戸
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
河
川
の
項
で
述
べ
た
川
及
び
そ
の
水
源
を
除
い
た

ち
Ｏ
に
つ
卜
て
述
べ
る
。
沢
尻
区
の
横
井
戸
或
は
久
保
区
～
田
畑
区
の
段
丘
上
の

横
井
戸
、
段
丘
崖
の
湧
水
は
、
西
天
竜
の
通
水
期
と
止
水
期
に
よ
っ
て
そ
の
量
は

激
し
く
変
化
す
る
。
段
丘
崖
の
湧
水
は
ワ
サ
ビ
畑
に
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
、
わ
ず

か
に
養
魚
に
も
使
か
ね
て
い
る
。

段
丘
崖
の
湧
水
の
温
度
は
昭
和
五
七
年
一
月
コ

ー日
～
二
四
日
の
調
査
で
湧
水

箇
所
で
は
一
四

∴
一
度
～
一
五
度
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
五
〇
～
六
〇
ｍ
流
下
す
る

と
コ

ー度
ぐ
ら
い
に
下
ろ
。
夏
季
は
二
度
内
外
の
上
昇
が
あ
る
。
付
近
は
通
年
雑

草
が
繁
茂
し
て
い
る
。
以
下
各
区
の
湧
水
に
つ
い
て
述
べ
る
。

久
保
地
区
　
久
保
地
区
の
湧
水
は
熊
堂
に
二
つ
あ
っ
て
共
唾
扇
端

部
の
段
丘
下
で
あ
る
。
二
つ
の
う
ち
水
量
の
多
い
北
の
方
の
湧
水
は

図4 －13　 村内の湧水・横井戸・井戸・上水道分布図

明
治
初
年
に
村
（
久
保
区
）
の
飲
用

水
に
す
る
た
め
に
村
人
足
で
掘

っ

図4 －14　 久保熊堂湧水（ 南）

た
横
井
戸
で
、
村
営

の

上

水
道
が
で
き

る
ま
で

は
区
民

の
大
事
な
水
で

あ

っ
た
。
現
在
で
も
管

理
組
合
が

出

来

て

い

て
、
一
部
飲
用
水
平
浦

神
地
区
べ
字
名
）
の
田
用

水
と
し
て
用

い
ら
れ
て

い
る
。
南

方

の

湧

水

は
、
や

は
り
横
井
戸
で

そ

の
湧

水
口
に
明
治
円

○
年
九
月
吉
日
完
成

の

Ｏ
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水
神
の
碑
が
建

て
て
あ
っ
て
そ
の
碑
陰
に
五
人
（
矢
沢
計
十
郎
・
堀
保
太
郎
・
矢
沢
留

次
郎
・
山
口
喜
十
・
織
部
源
治
郎
）
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
当

時
は
飲
用

水
・
雑
用

水
・
田
用

水
に
用

い
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
現

在
は
そ
の
東
の
浦
神
地
区

の
田
用

水

と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
水
は
清
澄
で
豊
富
で
あ
る
。

塩
ノ
井
地
区
　

滝
ノ
沢
か
ら
天

伯
遺
跡
の
間
の
段
丘
崖
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら
湧

き
出
て

卜
る
。
な
か
に
は
中
込
区

の
東
の
段
丘
崖
の
自
分
の
土
地
か
ら
の
湧

水
を

引

い
て
個
人
の
上

水
道
と
し
て
使
用

し
て
い
る
家
も
あ
る
。

北
殿
地
区
　

国
道
西
の
大
泉
川
扇

状
地
の
扇

端
部
に
あ
た
る
松
林
寺
付

近
か
ら

南
箕
輪
中
学
校
の
体
育
館
付

近
ま
で
は
昔
か
ら
清
澄
な
湧

水
が
多
く
長
い
問
区

民

の
飲
用

水
等
の
生
活
用

水
に
使
わ
れ
て
来
た
が
現

在
で
は
四

つ
の
簡
易
上

水
道
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
組
織
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
簡
易
上

水
道
の
特

北
９‐
北
部
上
水
道

場
所
　
　

松
林
寺

の
東

図4 －15　北殿北部上水道

徴
は
西
天
竜
水
系
の
田
に
水
が
掛

か
る
よ
う
に
な
る
と
水
量
は
多
く

な
り
、
止
ま
る
と
水
量
が
激
減
す

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
一
番
水

の
欲
し
い
夏
場
に
清
冷
た
水
が
豊

富
な
の
で
「
西
瓜
」
等
を
冷
や
し

た
り
、
打
ち
水
な
ど
す
る
に
は
ま

こ
と
に
都
合
よ
く
、
ま
た
冬
は
少

量
で
あ
る
け
れ
ど
も
水
温
が
高
く

凍
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

簡
易
上
水
道
組
合
は
左
の
と
お

り
で
あ
る
。

図4 －16　 北殿出頭上水道

竣
工
　
　

大
正
一
三
年

組
合
員
数
　
　

一
七

蓼
団
地
東
の
上
水
道
（
名
前
な
し
）

場
所
　
　

蓼
団
地
東
方

竣
工
　
　

昭
和
三
〇
年
（
頃
）

組
合
員
数
　
　

四
〇
（
位
）

出
頭
上
水
道

場
所
　
　

中
井
沢
川
水
源
地
付
近

竣
工
　
　

昭
和
三
三
年

組
合
員
数
　
　

七

第
四
上
水
道

場
所
　
　

中
井
沢
川
水
源
地
付
近

竣
工
　
　

昭

和
三
四
年

組
合
員
数
　
　

二
五

そ
の
ほ
か
、
河
川
の
項
で
述
べ
た
水
源
以
外
は
、
横
井
戸
と
し
て
掘
っ
た
も
の

で
、
村
民
体
育
館
の
東
か
ら
出
て
、
貯
水
池
に
流
れ
込
む
一
つ
が
あ
る
。
ま
た
国

道
の
東
で
は
段
丘
崖
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら
湧
出
し
て
い
る
が
、
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
簡
易
水
道
と
し
て
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

九
組
上
水
道

場
所
　
　
公
民
館
東
約
一
五
〇
ｍ
付
近
の
道
路
南

竣
工
　
　
大
正
一
〇
年

組
合
員
数
　
　
一
六

黒
川
上
水
道

場
所
　
　
九
組
上
水
道
の
西

竣
工
　
　
昭
和
三
三
年

組
合
員
数
　
　
一
七

そ
の
ほ
か
湧
水
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、
大
明
化
学
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て

銘



の
製
糸
工
場
が
用
水
と
し
て
使
用
し
た
貯
水
池
の
跡
も
あ
っ
た
。
簡
易
水
道
組
合

員
も
村
営
水
道
に
は
加
入
し
て
お
り
、
併
用
し
て
い
る
。

図4 －17　南殿北水路の碑

南
殿
地
区
　

車
沢
下

流
の
ワ
サ
ビ

畑
～
大

泉
川

の
間

の
段
丘

崖
は
至

る

と
こ

ろ
か
ら
水
が
湧
出
し
て

い
て
、

そ

の
多

く
を
ワ
サ
ビ
栽
培

に
利
用
し

て

い
る
。
国

道
よ
り
旧
伊
那
街

道
を

下

り
き
る
と
ほ
ぼ
直
角
に
南

に
向
き

を
変
え

る
が
、
そ

の
曲
が
り
角
の
道

の
下

に
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
こ
れ

が
伝
説
の
死

ん
ず
ら
清
水
で
あ
る
。

段
丘
上
の
扇

状
地
の
扇

端
部
で
は

役
場
の
東
の
横
井
戸
か
ら
出
る
南
殿

北
水
路
（
仮
名
）
と
八
幡
宮
南
西
の
字

清
水

か
ら
出

る
湧
水
の
二
つ
で
あ
る
。
南
殿
北
水
路
は
役
場
で
水
質
検
査
を
し
て

そ
の
結
果
は
別
表
の
通
り
で
あ
っ
て
昔
か
ら
飲
用

水
・
日
用

水
・
田
用

水
に
使
わ

れ
て
い

る
。

字
清
水

か
ら
出

る
水
は
、
昔
は
南
殿
区
の
上
水
道
の
水
源
で
あ

っ
た
が
今
は
一

部
日
用

水
・
田
用

水
と
し
て
使

わ
れ
て
い

る
。

田
畑
地
区
　

飯
田

線
の
線
路
ぞ
い
の
段
丘

崖
の
田
畑
駅

か
ら
北
六
〇
〇
ｍ

ま
で

水
　

の
間

に
至
る
と
こ

ろ
に
湧

き
出
て

い
る
が
、
現
在
使

か
ね
て
い

る
の
は
段
丘
上
の

田
畑

神
社
の
北
の
半

沢
上

流
の
湧

水
と
、
大

泉
川

の
南
約
二
〇
〇
ｍ
で
田
畑
区

の

陸第4 章

北
西
部
の
新
田
の
横
井
戸
で
あ
る
。
半
沢
上
流
に
横
井
戸
を
掘
り
湧
水
を
集
め
昭

和
二
七
年
に
田
畑
区
の
有
志
二
（
四
名
で
簡
易
上
水
道
組
合
を
作
り
、
湧
水
を
水

源
と
し
て
利
用
し
て
来
た
が
昭
和
四
二
年
に
村
営
上
水
道
に
統
合
さ
れ
た
。
組
合

員
二
（
四
名
は
水
権
者
と
し
て
五
月
～
一
一
月
の
水
使
用
料
を
免
除
さ

れ
て
い

(旧 田畑上 水道)図4 －18　半沢上流の村営水道
図4 －19　神子柴上水道

る
。新

田
の
横
井
戸
は
、
古
く
か
ら

田
畑
区
の
飲
用
水
・
雑
用
水
の
水

源
で
明
治
以
来
た
び
た

び
浚

っ

て
、
涸
渇
し
な
い
よ
う
に
大
切
に

管
理
さ
れ
て
来
た
が
、
現
在
で
は

田
用
水
に
大
部
分
が
使
わ
れ
て
い

て
日
用
水
に
使
わ
れ
る
の
は
一
部

で
あ
る
。

半
沢
川
の
す
ぐ
北
側
を
東
西
に

通
ず
る
道
路
が
あ
る
が
、
そ
の
道

路
と
春
日
街
道
の
交
点
の
南
東
の

隅
に
吉
原
の
横
井
戸
が
あ
る
。
昔

は
多
く
の
田
を
涸
す
ほ
ど
の
水
が

出
た
ら
し
い
が
現
在
は
水
口
か
ら

わ
ず
か
な
水
が
出
て
、
西
天
竜
幹

線
か
ら
来
る
水
と
合

流
し
て
い

る
。神

子
柴
地
区
　
宇
大
清
水
の
湧

水
が
最
も
水
量
が
多
く
通
年
変
化

も
少
い
の
で
神
子
柴
区
の
上
水
道

の
水
源
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
付

近
の
湧
水
は
ワ
サ
ビ
栽
培
に
使
わ

れ
て
い
る
。
少
し
東
に
下
っ
て
白

砧



水陸第4 章

山
神
社
の
東
の
断
層
崖
に
も
湧
水
か
お
る
が
大
清
水
川
の
揚
水
と
合
流
し
て
雑
用

水
今
田
用
水
と
し
て
使
か
ね
て
い
る
。
ま
た
、
飯
ｍ

線
の
線
路
ぞ
い
の
段
丘
崖
の

田
畑
駅
～
大
清
水
川
の
間
は
至
る
と
こ
ろ
に
湧
水
が
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る

の
は
田
畑
駅
よ
り
南
の
二
～
三
で
あ
っ
て
日
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

沢
尻
地
区
　
日
光
社
月
光
社
合
殿
か
ら
西
方
一
七
〇
ｍ
ば
か
り
の
道
路
傍
に
横

井
戸
が
あ
る
。
大
正
一
〇
年
ご
ろ
に
掘
っ
た
も
の
で
当
時
は
沢
尻
区
の
上
水
道
の

水
源
と
し
て
使
用
し
た
が
、
現
在
で
は
伊
那
市
営
の
上
水
道
と
幾
ら
か
の
村
営
の

上
水
道
で
全
戸
の
飲
料
水
・
雑
用
水
を
賄
っ
て
い
る
の
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い

た
卜
。
西
天
竜
開
通
以
前
は
年
中
豊
富
な
本
が
出
て
卜
た
が
、
西
天
竜
が
開
通
し

て
か
ら
地
下
の
水
道
が
変
わ
っ
た
か
、
西
天
竜
の
貢
漑
が
始
ま
る
と
水
が
増
え
、

終
わ
る
と
減
っ
て
き
て
二
一
月
～
五
月
で
は
ほ
と
ん
ど
涸
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
外

に
和
手
垣
外
に
横
荘
戸
が
あ
っ
た
が
今
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
。

大
泉
地
区
　
大
泉
区
に
は
現
在
三
個
の
横
井
戸
が
あ
る
。
ど
の
横
井
戸
も
す
べ

て
地
下

を
大
泉
川

に
向
げ
て
掘

っ
て

い
っ
て
、

水
道
を
見

つ
け
て

い
る
こ
と
が
共

通
し
て

卜
る
。

伊
那

バ
ス
停
留
所
「

老
人

ホ
ー

ム
入

口
」

の
南
東

に
南
部
横
井
戸
が
あ

る
。
明

治
二
七
年

に
掘

っ
た
も

の
で

水
量
が
豊
富
で
現
在
で
も
約
一
ｈ

は
濯
漑
可
能
で
あ

る
。
一
一
月
～
四
月

ご
ろ
は
水
量

は
減
少
す

る
。

南
部
横
井
戸
の
北
方
約
四
〇
〇
ｍ

の
道
路
傍

に
北
部
横
井
戸
が
あ
る
。
明
治
三

二
年
上

二
四
年

に
掘

っ
た
も
の
で
、
最
盛
期

に
仕

丁

四
ｈ
を
朧
朧
し
た
が
現
在

は

Ｉ
ｈ
余
り
で
あ
る
。

西
部
保
育
所
の
西
方

コ
（

Ｏ
ｍ

ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
横
荘

戸
か
お

り
大
正

八
年

に
掘
っ
た
も
の
だ
が
現

在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

三
　

井

一
戸

井
戸
は
、
上
水
道
の
完
備
で
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
が
、
場
所
が
悪
い
と

か
あ

る
い
は
種

々
の
理
由
で
上
水
道
の
敷
け
な
い
と
こ
ろ
、

豊
富
な
お
い
し

い
水
が
掘

れ
ば
容
易
に
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
等
は
井
戸

を
掘
っ
て
電
動

ポ
ン
プ
で

タ
ン
ク
に
揚

水
し
、
そ
こ
か
ら
管
で
家
の
中
に
導
き
使
用

し
て

い
る
。
ま
た
以
前

に
使
用
し
て

い
た
井
戸
を
上
水
道
と
併
用

し
た
り
、
雑
用

水
以
外

に
使
用

す
る
目
的
等
で
電
動

ポ
ン
プ
で
揚
水
し
使
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
右
あ
る
。

塩
ノ
井
区
　

国
道
一
五
三

号
線
の
塩
ノ
井

バ
ス
停
付
近
で
井
戸
水

を
使
用
し
て

い
る
家
が
五
軒
あ
る
。
い
ず
れ
も
電
動
ポ
ン
プ
で

揚
水
し
て
飲
用
水

・
雑
用
水
と

し
て
い
る
。
深

さ
は
二
〇
ｍ

ぐ
ら
い
で
四
季

を
通
じ
て

水
量
は
変

わ
ら
な
い

。
水

質
検
査
は
し
て
い
な
い
が
細
菌
検
査
は
し
て
あ
る
よ
う
で

あ
る
。

北
殿
区
　

北
殿
の
原
の
、
あ
る
家
で
は
井
戸

水
を
機

械
の
冷

却
水
と
し
て
使

っ

て
い
る
。
こ
れ
は
昔
は
飲
用

水
と
し
て
使
っ
て

い
た
も
の
を
村
営

の
上
水

道
が
で

き
た
の
で
不
要
に
た
り
、
工

業
用

水
と
し
た
も

の
で
深

さ
は
六
間
半
（
約
コ

ーｍ
）

と
い
う
。
そ
の
ほ
か
に
北
殿
の
段
丘
上

に
一

つ
の
井
戸
が
あ

る
。
水
温

は
コ
（

度

で
深

さ
謁

二
〇
ｍ

で
あ
る
。
段
丘
上

の
井
戸
Ｏ
水
質
検
査
の
結
果
は
次
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

溺
値

硝

酸
性

窒
素
及

び
亜
硝

酸
性
窒
素

塩
素
イ

オ
ン

有
機
物
等

（
過

マ
ン
ガ
ン
酸

カ
リ

ウ
ム
消
費
量
）

カ
ル
シ
ウ
ム

ー
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム

（
注
）
水
質
基
準

（
水
道
法
に
よ

る
）

硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝

酸
性
窒
素

塩
素

イ

オ
ン

六
・
八

二
・
七

呵
／
£

一
一
・
九

昭
／
£

〇

・
八

呵
／
皿

六
四

呵
／
１

一
〇

昭
／
で
以
下

二
〇
〇

昭
／
£
以
下

邱



有
機
物
等
（
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量
）
　
　
　
　一
〇

呵
／
１
以
下

カ
ル
シ
ウ
ム
ー
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇

昭
／
１
以
下

雨
値
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
・
六
以
下

南
殿
地
区
　
五

軒
の
家
が
井
戸
を
使
用

し
て
い
る
。
字
清
水
に
あ
る
一

軒
は
深

さ
三
ｍ

で
電
動

ポ
ン
プ
で
揚
水
し
飲
用

水
を
は
じ

め
生
活
用

水
と
し
て
使
っ
て
お

り
、
水
量
も
豊
富
で
清
澄
な
水
で
あ

る
。
国
道
一
五
三

号
線
の
西
側
で
大
泉
川

の

北
一
〇
〇
ｍ

ば

か
り
の
低
地

に
三
軒
井
戸
を
使

っ
て
い

る
が
、
井
戸
の
深
さ
が
五

ｍ

ま
で
し
か
掘
れ
な
い
（
底
に
岩
盤
な
ど
が
あ
る
？
）
家
で

は
赤
味

を
お
び
た
水

し

か

出
な
い
の
で
飲
用
で
き
ず
池
の
水

に
使
用

し
て
い
る
が
、
五

・
五
ｍ

掘
れ
た
人
は

綺
麗
な
水
が
出
て
飲
用
水
と
し
て
い

る
。

ま
た
国

道
東

に
一
軒
あ
り
、
深

さ
五
・
五
ｍ

、
清
澄
な
水
で
飲
用

そ
の
他

に
使

わ
れ
て

お
り
保
健
所
の
検
査
も
受
け
て

し
る
。

田
畑
区
　

井
戸

を
使
用
し
て
い

る
家

は
三
軒
で
大
泉
川
の
南
の
段
丘
下

で
国
道

一
五
三
号

線
の
東

に
二
軒
、
そ

の
南
の
段
丘
上

に
一
軒
あ

る
。
段
丘
下

の
二
軒
の

井
戸

は
深

さ
五

・
五
ｍ
で
電
動

ポ
ン
プ
で
揚
水
し
飲
用
水
等

に
使
か
ね
て
い

る
。

段
丘
上

の
一
軒

の
井
戸

は
深

さ
二
〇
ｍ
で
、
水
温

二
一
度

の
豊
富
な
水
が
年
中
変

か
ら
な
し
の
で
電
動

ポ
ン
プ
で

揚
水
し
て

商
売
の
豆
腐

を
造

っ
て
い

る
。
保
健
所

の
検
査

に
も
合
格

し
て
い
る
。

沢
尻
区
　

井
戸

は
昔
は
大

部
分

の
家
に
あ

っ
た
が
現

在
は
公
民
館

の
南
付
近

の

一
〇

軒
ぐ
ら
い
で

、
井
戸

水
専
用

の
家
、
上

水
道
と
併
用

し
て

い
る
家

な
ど
が
あ

水
　

る
。
深

さ
は
低
地
で
五
～

九
ｍ
、
恩

徳
寺
付
近

の
段
丘
上
で

コ

ーｍ
ぐ

ら
い
で
あ

る
。
大
部
分

は
電
動

ポ
ン
プ
で
揚
水
し
て
い

る
。

陸
　
　

南
原
区
　

ボ

ー
リ
ン

グ
し
て
地
下

回
一
五
ｍ

の
地
下

水
を
電
動
ポ
ン
プ
で
揚
げ

バ
　

て

タ
ン

ク
に
貯
水
し
、
南
原
区

全
戸
の
上

水
道
の
水
源

と
し
て
い
る
。

第
　
　

水
質
検
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。
（
五
八
・
九
・
九
～
九
・
一
九
、
南
信
公

害
検

査

セ
ン
タ
ー
）

硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素

塩
素
イ

オ
ン

有
機
物
等

（
過

マ
ン
ガ
ン
酸

カ
リ
ウ

ム
消
費
量
）

一
般
細
菌

大
腸
菌

シ
ア
ン
イ
オ
ン

三
・
六

昭
／

１

六
・
五

昭
／
ｊ

〇

・
一

昭
／

ぷ

○
個
／
ｊ

不
検
出

○
・
○
一

昭
／

ぶ
以
下
（
不
検
出
）

水
銀

有
機
燐

鉄 銅マ
ン

ガ
ン

亜

鉛
鉛六

価

ク
ロ

ム

カ
ド
ミ
ウ

ム

ヒ
素

ス

ゾ

レ

ヤ
（
笑

）

フ

″
素

蒸

発
残
留
物

フ
ェ
ノ

ー
ル
類

陰
イ
オ
ン
界
面

活
性
剤

雨
値

臭
気

味色
度

濁
度

ア

ン
モ

ニ
ア
性
窒
素

○
・
Ｏ
Ｏ
Ｏ

五

昭
／

ぷ
以
下
（
不
検
出
）

○

・
○
一

昭
／

ぷ
以
下
（
不
検
出
）

○

・
○
一

昭
／

ぷ
以
下

○

・
○
一

昭
／

ぷ
以
下

○

・
○
一

昭
／

ぶ
以
下

○

・
○
一

昭
／

ｊ

Ｏ

・
○
一

昭
／

ぶ
以
下

○

・
○
一

昭
／

ぶ
以
下

○

・
○
一

昭
／

ぷ
以
下

○

・
○

一

昭
／

ｊ
以
下

三
五
・
五

昭
／
ｊ

Ｏ

・
○

一

昭
／

ぶ
以
下

九
七

昭
／

ぷ

○

・
○
○

一

昭
／

ぶ
以
下

○

・
○

一

昭
／

ぶ
以
下

七

こ

Ｉ

異
常
な
し

異
常
な
し

一
度
以
下

一
度
以
下

○
・
○
一

昭
／

ぶ
以
下

6Z
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注
　

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
三
年
八
月
三
十
一
日
厚
生
省
令
第
五
十
六
号
）

硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素

熾
素
イ
オ
ン

有
機
物
等
（
過

マ
ン

ガ
ン
酸
カ
リ
ウ

ム
消
費
量
）

一
般
細
菌

大
腸
菌
群

シ
ア
ン
イ
オ
ン

マ 鉄 銅 有 水
ソ　　　 機 銀

ガ　　　　　　
リ

ソ　　　　　　ソ

亜
鉛

鉛六
価

ク
フ
ム

カ
ド
ミ
ウ
ム

ヒ
素

フ
ッ
素

片

舅

い
ず
（
娑

）

蒸
発
残
留
物

フ
ェ
ノ
ー
ル
類

陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤

岬
値

臭
気

味色
度

濁
度

一
〇

昭
／
ぷ
以
下
で
あ
る
こ
と

二
〇
〇

昭
／
ぷ
以
下
で
あ
る
こ
と

一
〇

昭
／
ぶ
以
下
で
あ
る
こ
と

⊇

の
検
水
で
形
成
さ
れ
る
集
落
数
犬

○

○
以
下
で
あ
る
こ
と

検
出
さ
れ
な
い
こ
と

検
出
さ
れ
な
い
こ
と

検
出
さ
れ
な
い
こ
と

検
出
さ
れ
な
い
こ
と

∇

○

昭
／
ぷ
以
下
で
あ
る
こ
と

〇
・
三

昭
／
ぶ
以
下
で
あ
る
こ
と

○

△
二
昭
／
ぷ
以
下
で
あ
る
こ
と

一

・
〇

昭
／

り
以
下
で

あ
る
こ
と

○

△

昭
／

お
以
下
で

あ
る
こ
と

○

・
○
五

昭
／

ぷ
以
下
で

あ
る
こ

と

○

・
○
一

昭
／

ぷ
以
下
で
あ

る
こ
と

○
・
○
五

昭
／

ｊ
以
下
で
あ

る
こ
と

〇
・
八

呵
／

ぷ
以
下

で
あ

る
こ
と

三
〇
〇

昭
／

ぷ
以
下
で
あ

る
こ
と

五
〇
〇

呵
／

ぷ
以
下
で
あ

る
こ
と

フ

ェ
ノ
ー
ル
と
し
て
○
・
○
○
五

呵
／

ぷ
以
下
で

あ
る
こ
と

○
・
○
五

呵
／

ぷ
以
下
で
あ

る
こ
と

五
・
八
以

上
八

よ
（

以
下
で
あ

る
こ
と

異
常
で
な
い
こ
と

異
常
で
な
い
こ
と

五
度
以
下

で
あ

る
こ
と

二
度
以
下

で
あ

る
こ
と

大
泉
区
　
大
泉
区
は
大
泉
川
の
扇
央
に
位
置
す
る
た
め
、
昔
は
大
変
水
の
少
な

い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
家
に
井
戸
が
あ
り
深
さ
も
扇
状
地
だ
か

ら
九
～
一
五
ｍ
あ
っ
た
。
し
か
し
上
水
道
が
全
戸
に
普
及
し
て
か
ら
そ
の
必
要
性

図4 －20　 井戸水使用の錦鯉飼育

が
な
く
な
っ
た
の
で
大
部
分
の
家
は

埋
め
た
り
、
排
水
に
使
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
な
か
に
は
今
ま
で
の
井
戸
水

の
良
さ
を
生
か
し
て
常
時
使
用
し
て

い
る
家
が
六
軒
あ
り
、
上
水
道
と
併

用
、
牛
乳
冷
却
用
・
雑
用
水
・
錦
鯉

飼
育
用
・
水
洗
ト
イ
レ
用
・
庭
園
の

泉
水
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

と
き
ど
き
使
用
し
て
い
る
家
が
三
軒

あ
り
、
上
水
道
断
水
時
の
日
用
水
平

庭
園
の
池
水
に
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
い
つ
か
使
用
す
る
時

が
来
た
ら
、
す
ぐ
使
え

る
よ
う
に
、
つ
る
べ
井
戸
の
ま
ま
残
し
た
り
、
蓋
を
か
ぶ

せ
た
り
し
て
あ

る
家
が

Ｉ
〇

軒
ぐ
ら
い
あ
る
。

北
原
区
　

西
天
竜
水
路
よ
り
三
〇
〇
ｍ

ば
か
り
西
に
一
軒
井
戸
（
つ
る
べ
）
と
村

営
の
上
水
道
と
を
併
用

し
て
い
る
家
か
お
る
。
昭
和
二

十
年
ご
ろ
掘
っ
た
も
の
で

深
さ
一
五
ｍ

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

四
　

砂
防
ダ
ム
湖
・
た
め
池

大
泉
川
は
水
源
地
付
近
は
急
峻
な
山
渓
が
多
く
、
上
流
域
は
地
質
及
び
地
質
構

造
上
、
土
砂
流
出
の
極
め
て
多
い
河
川
で
あ
り
、
下
流
住
民
は
常
に
そ
の
危
険
に

曝
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
五
年
か
ら
三
年
か
か
っ
て
堤
高
三
一
ｍ
の
大
泉
川
砂

防
ダ
ム
が
完
成
し
、
一
応
そ
の
心
配
は
解
消
し
た
。
現
在
こ
の
ダ
ム
は
大
泉
川
上

流
の
水
を
溜
め
、
ダ
ム
湖
と
し
て
温
水
溜
池
の
役
目
も
果
た
し
て
下
流
の
田
の
水

口
の
冷
え
を
軽
減
し
米
の
収
量
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
。

銘
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大
芝
公
園

に
は
大
泉
川

の
水

を
導

い
て
二
つ

の
人
造
池
か
お

る
。
昭
和
五
五
～

五

八
年

に
完
成
し

た
。

図4 －21　大泉川砂防ダム

表
４
１
１
　

昭

和
四
五
年
農
業
用
水
水
質
調
査
結
果

図4 －22　 大芝池の図

大
池
　
面
積
六
五
四
七
・
五
丿
　
内
洲
浜
面
積
二
三
六
二
・
五
㎡

小
池
　
面
積
一
八
七
五
・
〇
ｊ
　
内
洲
浜
面
積
　
九
五
八
こ
号
ｍ

田
畑
区
の
字
「
つ
つ
み
」
地
区
に
言
漑
用
の
た
め
池
が
あ
っ
た
が
現
在
は
全
然

使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
面
に
マ
コ
モ
が
生
え
水
深
が
約
一
〇
〇
・
五
皿
で
沈
泥

が
多
く
、
昔
の
面
影
は
な
い
。

な
お
、
資
料
と
し
て
陸
水
の
う
ち
、
主
要
な
農
業
用
水
の
水
質
調
査
の
結
果
を

掲
げ
れ
ば
表
４
－

１
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
村
内
主
要
河
川
の
水
質
検
査
結
果
は
表
４
－

２
の
倒
㈲
の

よ
う
で
あ

る
。

西　
天　 大　 西

天　 竜　 泉　 天

竜　 川　 川　 竜

用

水
名

南　 田　 田　 神
子

原　 畑　 畑　 柴

場採

所水

六　　　　 七

゛　ｸ　 こ　ﾉﾍ

‾　　　　　二　　二四　　　 三　 二

採

水
月日

三　 一　 一　 二Ｏ　 Ｏ　 Ｏ　 五

○　 Ｏ　 Ｏ　 Ｏ ａ

面 水該
積腹当

漑用

々　　〃　　〃　　晴
天日採
候の取

六　 六　 六　 六

●　　　●　　　●　　　●
七　 〇　 八　 八

一　 〇　 一　 一

●　　　●　　　●　　　●一　 九　 〇　 一

○　 ○　 ○　 ○

一　 一　 〇　 一

●　　　●　　　●　　　●
四　 二　 四　 四

七　 六　 二　 七

一　　　　　 一

三　 六　 七　 三

●　　　●　　　●　　　●九　 七　 九　 〇

六　 八　 八　 九

一　 一　 一　 一

六　 二　 四　 四

●　　　●　　　●　　　●○　 七　 六　 六

八　 七　 二　 二

ｐＨ

ＥＣ

Ｔ- Ｎ

ＣＯＤ

Ｃ１

定

量

分

析

成

績

ら
Ｐ
Ｐ
Ｍ
Ｗ

－　 一　 一　 一

一　　 －　 －　 －

＋　　 －　　 －　 一

一　 －　 一　 一

一　 一　 －　 －

十　 一　　 －　 十

一　　 －　　 －　 一

一　 一　　 －　 －

Ni

Gr

Fe

Hg

AI

CI

SO

Mn

定

性

分

析

結

果

（
上
伊
那
農
業
改
良
事
務
所
）

卯
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＆
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海
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茸
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普

鼎

三

黄

落

渉

洪

聊

柵
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三

分
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濁
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湘
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浪
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第５章　気象 と気候

第
五
章
　

気
象

と
気
候

第
一
節

概

説

昭
和
五
六
年
か
ら
日
本
は
三
年
続
き
の
凶
作
で
、
そ
れ
ま
で
過
剰
で
あ
っ
た
米

も
在
率
か
し
だ
い
に
底
を
つ
い
て
き
て
、
食
糧
の
不
足
さ
え
心
配
す
る
声
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
凶
作
も
そ
の
原
因
の
大
半
が
不
順
な
天
候
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
近
年
は
世
界
的
規
模
で
の
異
常
気
象
が
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ

て
お
り
、
気
象
や
気
候
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
問
題
で
な
く
て
も
、
そ
の
日
そ
の
日
の
暑

さ
寒
さ
、
晴

雨
、
風
雪
な
ど
日
常
生
活
に
深
い
か
か
お
り
を
持
ち
、
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
の
天
気

予
報
も
、
単
な
る
天
気
の
予
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
気
を
と
り
ま
く
自
然
現
象
の

解
説
が
多
く
な
り
、
気
象
や
気
候
に
対
す
る
知
識
の
集
積
が
た
い
へ
ん
進
ん
だ
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。

暑
さ
寒
さ
、
晴
雨
、
風
な
ど
大
気
中
に
生
じ
、
時
々
刻
々
変
化
す
る
自
然
現
象

を
気
象
と
い
い
、
気
候
は
一
定
の
地
域
に
お
け
る
長
期
間
を
平
均
し
て

み
た
気

温
、
降
水
量
な
ど
大
気
の
現
象
を
総
合
し
た
天
気
の
状
態
で
、
緯
度
や

海
技
高

度
、
水
陸
分
布
、
地
形
、
海
流
な
ど
の
因
子
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
以
下
当
地
の
気
象
・
気
候
に
つ
い
て
、
気
候
を
中
心
と
し
て
概
要

を
述
べ

る
。

一
　

世

界

的

気
候

区

分

か

ら
み

た
南

箕

輪

の
気

候

気
候

は
緯
度
、

水
陸
分

布
と
地
形
、
海
技
高
度
等

に
よ

っ
て
大
き

く

左

右

さ

れ
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ

る
気
候
が
生

ま
れ
て
い

る
が
、
そ
の
共
通
特
性
や
類
似
点

に
よ
っ
て

い
く

つ
か
の
群

に
類
型
化
す

る
気
候
区
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。
気
候
区

Cla 温帯多雨夏高温気候　Dfc 亜寒帯多雨冷滋

Cib温帯多雨夏冷涼気候　ET 山岳ツン|う 気候

Dla亜寒帯多雨夏高温気候

ひ

(ﾌ

日本におけるケッペンの気候区図5 －1

分
は
多
く
の
人

に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
が
、

最
も
多
く
用

い

ら
れ
て
い
る
も

の
に

ケ

″
ペ
ソ

の
気
候
区
分
が

あ
る
。
そ
の
区

分
に
よ
っ
て
日

本
の
気
候
区
を

描
い
た
も
の
が

図
５
１
１

で
あ

る
。ケ

ッ
ペ
ン
の

気
候
区
分
は
、

気
候
を
最
も
よ
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く

反

映

し

て

卜

る
と

考

え

ら

れ

る
植

物

分

布

を

も

と

に

し

て

、

各

地

の

気

候

を

記

号

化

し

て

気

候

区

を

決

定

し

た

。

そ

の

分

類

記

号

は

次

の

よ

う

で

あ

る

。

Ａ
・：
最
寒
月

の
平
均
気
温
が
一
八

℃
以
上
（
熱
帯
）

Ｂ
…
砂
漠
気
候

Ｃ
・：
最
寒
月
の
平

均
気
温
が
一
八
℃
以
下

マ
イ

ナ
ス
三
℃
以
上
（
温
帯
）

Ｄ
・：
最
寒
月
の
平

均
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
三
℃
以
下

で
最

暖
月
の
平

均
が

Ｉ
〇

℃
以
上
（
亜

寒
帯
）

Ｅ
…
鏝
暖
月
の
平

均
気
温
が

Ｉ
〇

℃
以
下

（
寒
帯
）

ｆ
：
∴

年
中
降
雨
か
お
り
著
し
い
乾
季
が
な
い

ｗ
・：
雨

は
夏
に
多
く
冬
に
乾
季
が
あ
ら
わ
れ
る

ｓ
・・・
冬
に
多
雨
で
夏

に
乾
季
が
あ
ら
わ
れ
る

こ

の

う

ち
Ａ

・
Ｃ

・
Ｄ

は
樹

木

の

生

長

す

る

地

域

で
Ｂ

・
Ｅ

は

無
樹

木

地

域

で

あ

る

。

こ

の

う

ち
Ｃ

・
Ｄ

は

さ

ら

に

気
温

に

よ

っ

て

ａ

・
ｂ

・
ｃ

・
ｄ

に

細
分

さ

れ

て

い

る

。

ａ
…
鏝

暖
月
の
平

均
気
温
が
二
〇

℃
以

上

ｂ
…
最

暖
月
の
平

均
気
温
が
二
〇

℃
以
下

で
月
平
均

気
温
一
〇

℃
以
上

の
月

が
五
か
月
以

上

ｃ
…

月
平
均

気
温
一
〇

℃
以

上
の
月

が

Ｉ
～
四

か
月

ｄ
…
最
寒
月

の
平
均

気
温

が
マ
イ
ナ
ス
三
八

℃
以
下

こ

の

気
候

区

分

に

よ

っ

て

、

日

本

は

の
｛

Ｑ
（
温
帯
多
雨
夏
高
温
気
候
）

と

、

｝）「

ｙ
－

ご
（
亜
寒
帯
多
雨
夏

高
温
－

亜
寒
帯
多
雨
夏
冷
涼
気
候
）

の
三

気

候

区

に
大

部

説
　

分

か

入

り
、

高

い
山

岳

地

帯

の
一

部

が
｛
｝｛

・
（
亜
寒
帯
多
雨
冷
涼
気
候
）
に

な

っ
て

お

り
、

図

の

上

で

は
本

村

は

全
部
｛
｝｛

・

に
含

ま

れ
て

い

る

。

し

か
し

こ

れ

は
作

概第１節

図
上

の
都
合

か
ら
で
実

際
は
最
寒
月

の
平
均
気
温
は

マ
イ

ナ
ス
三

℃
以
上
で
あ

る

か
ら
り
｛

Ｑ
で
あ

る
。

日
本

は
北
緯
二
五
度

の
亜
熱
帯

か
ら
同
四
六
度
の
亜
寒
帯
ま
で
南
北
に
長
く
の

び
て
い
る
が
、
大
部
分
は
温
帯
に
属
し
て
い
る
。
周
囲
は
す
べ
て
海
で
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
大
陸
の
東
岸
に
接
し
て
い
る
た
め
ユ
士
フ
シ
ア
大
陸
と
太
平
洋
と
の
水

陸
分
布
の
影
響
を
強
く
受
け
東
岸
気
候
と
し
て
の
特
徴
が
強
く
、
冬
は
シ
ベ
リ
ア

か
ら
の
寒
気
が
吹
き
出
し
て
寒
く
、
夏
季
は
太
平
洋
高
気
圧
か
ら
大
陸
に
向
か
っ

て
吹
き
込
む
季
節
風
の
影
響
を
受
け
て
暑
く
、
年
間
の
寒
暑
の
差
が
大
き
い
。
か

つ
、
八
〇
〇
～
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｍ
と
、
場
所
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
は
あ
る
が
年
中
雨

量
の
多
い
地
域
倒
に
属
し
て
い
る
。

中
部
山
岳
地
帯
は
緯
度
○
上
か
ら
は
温
帯
Ｏ
気
候
に
た
り
そ
う
で
あ
る
が
、
海

技
が
高
い
た
め
冬
季
の
温
度
が
特
に
低
く
な
り
、
東
北
地
方
の
大
部
分
や
北
海
道

と
共
に
亜
寒
帯
似
気
候
に
属
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
西
に
ユ
土
フ
シ
ア
大
陸
、
東
に
太
平
洋
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
等
の
水
陸

配
置
に
よ
っ
て
、
生
ず
る
主
要
な
気
圧
配
置
の
発
生
、
消
長
、
移
動
に
よ
っ
て
春

夏
秋
冬
の
四
季
と
共
に
梅
雨
、
酷
暑
、
秋
霖
等
の
季
節
的
変
化
が
明
瞭
で
あ
り
、

天
気
変
化
の
周
期
が
短
か
い
の
も
こ
の
地
帯
の
気
候
の
特
色
で
あ
る
。

二
　

日
本
の
気
候
区
分
と
本
村
の
特
徴

日
本
は
南
北
に
長
く
展
開
し
、
中
央
に
背
骨
と
な
る
山
脈
を
持
ち
地
形
が
複
雑

で
あ
る
か
ら
、
気
候
の
変
化
に
富
ん
で
い
て
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
専
門
家
が
日
本
の
気
候
区
分
図
を
作
成
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
関
口
武
の
気
候
区
分
を
図
５
１

２

に
掲

げ

た
。こ

の
気
候
区
分
は
気
温
及
び
降
水
量
を
も
と
に
し
て
、
１
、
裏
日
本
型
・
２
、

九
州
型
・
３
、
南
海
型
・
４
、
瀬
戸
内
型
・
５
、
東
日
本
型
の
五
区
に
分
け
、
裏

刊
本
型
と
東
日
本
型
は
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
数
区
に
細
分
し
て
い
る
。
裏
日
本
型
と

南
海
型
、
九
州
型
は
海
洋
の
影
響
が
強
く
温
度
の
較
差
が
小
さ
く
、
季
節
風
の
影
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Ｃ

幻

5) 東Eﾖ本型

a)東部北海道型

b)三陸･ 常磐型

c)東海･関東型

d冲 央高原型

が

図5 －2　 日本の気候区分図（ 関口武の気候区分に よる）

響

至

説
日
本
型

は
冬

に
、
南
海
型

は
夏

に
雨
量
が
多
い

。
東
日
本
型

は
海
洋
の
影

響
が
比

較
的
小

さ
く
、
季

節
風

に
よ
る
雨
量
も
少

な
い

。

特

に
本
村

は
東
日
本
型

の
う
ち
５
ｄ
（
中
央
高
原
型
）
に
属
し
、
国
内
で
は
最
も

内
陸

に
な
っ
て

い
て
海
洋

の
影
響
が
少

な
く
、
年
間
の
雨
量
が
塑

戸
内
区

に
つ
い

で
少

な
い
。
ま
た
、
高
原
で
あ

る
た
め
、
平
均
気
温
は
や
や
低
い
が
、
夏
季
は
高

温
と

な
り
冬

は
寒
く
年
較
差
が
大
き
く
な
り
、
日
較
差
毛
大
き
い

。

三
　

本

村

を

と
り

ま
く

地

形

の
概

要

と
気

候

本
村

ぱ
ほ

ぼ
日
本
の
中
央

に
あ
り
海

か
ら
は
遠
く
一
三
〇
1
1ほ
ど

離

れ

て

お

り

。
最
も
内
陸

に
属
し

た
地
域
で
あ

る
。
ま
た
、
居
住
地
域
は
標
高
六
五
〇
ｍ

か

ら
八
四
〇
ｍ
で

全
体
と
し
て
準
高
冷
地
で
あ

る
。

東
方
に
は
三
〇
〇
〇
ｍ
級
の
峰
を
連
ね
た
赤
石
山
脈
が
南
北
に
走
り
、
そ
の
前

に
は
伊
那
山
脈
が
並
ん
で
い
る
。
西
方
に
は
、
二
〇
〇
〇
圭
二
〇
〇
〇
ｍ
の
木
曽

山
脈
が
南
北
に
連
な
っ
て
お
り
、
木
曽
山
脈
と
伊
那
山
脈
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
伊

那
盆
地
の
中
央
を
天
竜
川
が
北
か
ら
南
に
貫
流
し
て
い
る
。

本
村
は
伊
那
盆
地
の
北
部
、
天
竜
川
の
右
岸
に
位
置
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る

が
Ｊ
こ
の
地
形
、
特
に
東
西
の
両
山
脈
に
よ
っ
て
受
け
る
気
象
上
の
影
響
は
大
き

い
。
本
村
の
気
候
は
先
に
述
べ
て
き
た
気
候
区
分
に
基
づ
く
特
徴
を
持

ち
な
が

ら
、
本
村
を
と
り
ま
く
地
形
の
影
響
を
受
け
て
、
気
候
区
の
特
徴
を
一
層
鮮
明
に

し
、
あ
る
い
は
変
容
し
て
、
そ
の
特
色
を
成
立
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
総
合
し
て
本
村
の
気
象
気
候
の
特
色
を
列
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

―
内
陸
に
位
置
し
準
高
冷
地
と
し
て
、
年
平
均
気
温
は
や
や
低
い
が
夏
季
日
中

ぱ
相
当
高
温
と
な
り
、
冬
季
の
寒
さ
は
厳
し
く
年
較
差
、
日
較
差
と
も
大
き

い
。

―
冬
の
季
節
風
に
よ
る
降
雨
は
木
曽
山
脈
の
た
め
、
夏
の
季
節
風
に
よ
る
降
雨

は
赤
石
山
脈
の
た
め
少
な
く
な
り
、
年
間
の
雨
量
も
比
較
的
少
な
い
。

―
晴
天
が
多
く
、
空
気
が
清
澄
で
日
照
時
間
、
日
射
量
共
に
多
い
方
で
あ
る
。

・
風
は
両
山
脈
に
さ
え
ぎ
ら
れ
強
風
は
比
較
的
少
な
く
、
風
向
は
南
北
に
吹
く

風
が
圧
倒
的
に
多
い
。

・
地
形
の
関
係
上
日
の
出
は
早
く
、
日
の
入
り
も
早
い
。

な
お
、
本
村
の
気
象
要
素
を
全
国
の
数
値
と
比
較
表
示
す
る
と
表
５
１
１
の
よ

う
で
あ
る
。

さ
ら
に
雨
温
図
（
（
イ
サ
グ
ラ
フ
）
を
あ
げ
る
と
図
５
－

４
の
よ
う
に
な
る
。
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第 １節　概　　　 説

ソ

？

夕
　
凡
ｙ

丿

図 ５－ ３　 南箕輪村の位置と地形の概 要

表５－ １　本村 気象要素の全国 との比 較

0
0
0
M
収
　

凱

訃

斗

…
;
ｙ
'
.
　標

古同

二言琵~
全国の範囲 本村の数値

二心~~
全国 の範囲 本村の数値

年 平 均 気 温 2～　24cC 10.8～11.60C 無　 霜　 期　 間 119～365 日 154～170 日

気 温 年 較 差 12.5～　30cC 24.5～25.3 ℃ 相　 対　 湿　 度 70～　80 ％ 72％

気 温 日 較 差 5～　12 ℃ 10.2～11.6 ℃ 年　 降　 水　 量 839 －4118mm 1430～1614mm

熱 帯 夜 日 数 O～100 日 Ｏ日 日降水量
1mm 以上日数

100～200 日 103～127 日

真 夏 日　々 O～　60 日 17～　27 日
々10 皿1　 々 30～　90 日 48～　52 日

夏　　 日　 〃 O～120 日 77～　85 日
々　30mm　　 々 5～　35 日 13～　15 日

冬　　 日　々 O～240 日 109～133 口
雷　　　日　　 数 5～　30 日 27.8 日

真 冬 日　 々 O～120 日 5～　　6日

暴風（10m/S2C 以
上） 日数 O～340 日 11.2 日

(飯 田)日　照　時　間 1593～2335 h 2221 h

(本村の数値の範囲は 信大農学部， 南みのわ中学校，久保(堀宅) の三 地点の観測値の範囲で単一の場合は信大農学部観測値に よる)

Z7



０

で
3
0

12

－- 一 那覇
鹿児島

ノ

/ ダノ
ノ ／

ノ

８

叩
付
馳

ぐ

＼
＼

南箕輪( 南箕輪中学校)

一一一一-一手公本

χ－ ‥－χ飯田

・　　　 １東京

一 一一 高田

卜
ヘ

ヘ
へ

丁　　 ㎜　　 －　　　 －　　　 皿　　 －
ノ

２　　　　　　　　　　　　　　 １

300 400

？`12

ｍ ｍ

20

信大農学部

南箕輪中学校

一一一 一久保区( 堀宅)

12
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８ ８

村
内
の
信
大
農
学
部
、
南
箕
輪
中
学
校
、
久
保
（
堀
宅
）
の
三
か
所
と
、
比
較

の
た
め
松
本
、
諏
訪
、
飯
田
、
東
京
等
の
各
測
候
所
の
月
別
平
均
気
温
を
示
し
た

も
の
が
表
５
－

２
及
び
図
５
－

５
で
あ
る
。

一

平

均

気

温

第
二
節

気

温

Z8
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温第２節　 気

表５－ ２　 月別平均 気温（ 最高最低の平均） （℃）

'~-　　　　　 月よ く
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年平 均 備　　　　　　 考

南

箕

輪

信 大 農 学 部

南箕輪中学校

久　保(堀宅)

－1.5

－1.1

－0.7

－0.4

－0.1

0.4

３．２

４ｊＬ

４．２

10.0

10.4

9.9

14.3

15.6

15.6

18.1

19.8

20.4

22.3

23.3

23.8

23.0

24.2

23.8

18.9

19.5

19.4

12.8

13.3

13.1

6.6

7.7

7.3

1.5

2.2

2.2

10.8

11.6

11.6

昭28～52(1953 ～77)

昭48～57(1973 ～82)

昭51～57(1976 ～82)

松　　　　　 本 －1.0 －0.4 3.2 10.2 15.3 19.1 23.2 23.9 19.2 12.5 6.8 1.8 11.1 昭26～55(1951 ～80)

諏　　　　　 訪 －２．２ －1.7 2.4 9.1 14.1 18.1 22.2 23.0 18.6 12,0 6.3 1.2 10.3 昭16～45(1941 ～70)

飯　　　　　 田 ０．６ 1.6 5.1 11.5 16.0 19.7 23.6 24.3 20.2 13.8 8.0 3.0 12.3 昭26～55(1951 ～80)

東　　　　　 京 ４．７ 5,4 8.4 13.9 18.4 21.5 25.2 26.7 22.9 17.3 12.3 7.4 15.3 々

南
箕
輪
中
学
校
及
び
久
保
で
の

観
測
の
統
計
資
料
は
Ｉ
〇
年
、
七

年
と
や
や
短
く
、
充
分
な
資
料
と

は
い
い
難
い
が
、
村
内
の
気
象
気

候
を
知
る
有
力
な
手
掛
り
と
な
り

得
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

資
料
も
使
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ

と
に
す
る
。

な
お
、
平
均
気
温
は
最
高
気
温

と
最
低
気
温
の
平
均
と
し
た
。

本
村
の
年
平
均
気
温
は
Ｉ
〇
・

八
～
一
一
・
六
℃
で
全
国
的
に
み

れ
ば
低
卜
方
で
あ
っ
て
、
諏
訪
の

一
〇
・
三
℃
飯
田
の
コ

丁

三
℃

表 ５－ ３　 同緯度地点の平均 気温

北　緯 標　　高 年平均気温

甲　　　 府

東　　　 京

銚　　　 子

南　箕　 輪

福　　　 井

熊　　　 谷

35°4(y

35゜4び

35°4y

35050′

36°Oy

3600y

m
272.8

5.3

27.4

680～772

9.1

29.7

13.7 ℃

15.3

15.5

10.8～11.6

13.9

14.1

の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。

気
温
は
一
般
に
緯
度
に
応
じ
、
低
緯
度
地
方
は
高
く
高
緯
度
ほ
ど

低
く
な

る

が
、
海
技
高
度
・
地
形
・
海
流
等
の
関
係
で
大
き
く
変
化
す
る
。
い
ま
国
内
に
お

け
る
本
村
と
ほ
ぼ
同
緯
度
の
観
測
地
点
の
年
平
均
気
温
を
示
す
と
表
５
－

３
に
な

る
。
緯
度
三
五
度
四
〇
分
～
三
六
度
一
〇
分
の
範
囲
の
標
高
の
低
い
地
点
の
年
平

均
気
温
は
一
四
～
一
五
℃
に
な
っ
て
お
り
、
高
度
一
〇
〇
ｍ
増
す
ご
と
に
気
温
は

〇
・
五
～
〇
・
六
℃
逓
減
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
割
合
で
本
村
の
平
均
気

温
を
海
面
温
度
に
更
正
し
て
み
る
と
一
五
℃
内
外
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
村

の
平
均
気
温
が
低
い
の
は
海
技
高
度
が
六
八
〇
～
七
七
二
ｍ
と
い
う
垂
直
的
位
置

に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図 ５－ ６　年平均気温等温線図

Zﾘ



第 ５章　気象 と気候

表５－ ４　 各地の気温年較差

40

場　　　 所
最 高 月

平 均気温
最 低 月
平均気 温

気　　 温
年 較 差

旭　　　　 川 20.4 ℃ －8.5 ℃ 28.9 ℃

諏　　　　 訪 23.0 －2.2 25.2

松　　　　 本 23.9 －1.0 24.9

。　 （信）
南箕輪 （中）

23.0

24.2

－1.5

－1.1

24.5

25.3

飯　　　　 田 24.3 0.6 23.7

東　　　　 京 26.7 4.7 22.0

那　　　　 覇 28.1 16.0 12.1

図 ５－ ７　気温年較差等値線図（ 伊那市史 自然編 より）

な
お
、
国
内

に
お
け
る
年

平
均
気
温

の
等
温

線
図
を
示

す
と
図
５
１

６

の
よ
う
で

あ

っ
て
、
本
村

の

平

均

気

温

は
、
東
北
地
方
中
部

の
平
坦

部
と
ほ

ぼ
同
じ
程
度

（
山

形

一
一
・
二
℃
仙
台
一
一
・
九

℃

宮
古
一
〇
・
五
℃
）
で
あ

る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。

月

別
平
均

気
温

の
年
変
化

の
状
態

は
、
緯

度
が
高
く
な

る
ほ
ど
変
化
が
激
し
く
、
緯
度
の
低
い
所
ほ
ど
小
さ
い
。
ま
た
、
海
辺
に
近
い
所

で
は
海
洋
の
影
響
を
強
く
受
け
て
小

さ
く
、
内

陸
ほ
ど
変
化
が
大

き
い
。
各
地
の

最
高
月

の
平
均

気
温

と
最

低
月

の
平
均

気
温
及

び
そ

の
差
（
こ
れ
を
気
温
の
年
較
差

と
い
う
）
を
示

す
と
表
５
－

４

の
と
お
り
で

あ
る
。

沖
縄
の
那

覇
で
は
年
較
差

二

丁

一

℃
と
小

さ
く
、

北
海

道
旭
川
で

は
二
八

・

九

℃
と
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

シ
ベ
リ
ア
の
ベ
ル

ホ
ヤ
ン
ス
ク
で

は
年

較
差
が
六

〇

℃
を
越
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
村
の
年
較
差
は
約
二
五

℃
で
あ
る
。
国
内

の
年

較
差
の
等
値

線
図

は
図
５
１

７

の
よ
う
で
あ
り
、
本
村
は
東
北
地
方

と
ほ
ぼ
同
じ
較

差
を
示
し
国
内
で

は
大
き

い
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
内

陸
性
を
示

す
も
の
で
、
冬

は
厳
し
い
寒

さ
と

な
り
、
夏

は
か
な
り
の
暑
さ
と
な
る
年

変
化

の
大
き

い
地
域
で
あ

る
こ
と

を
示
し
て
い

る
。

本
村
内

の
温

度
差
は
、

信
大

農
学
部

の
標
高
七
七
二
・
七
ｍ

、
南
箕
輪
中
学
校

六
九
五
ｍ
で

、
約
八
〇
ｍ

近
い
標

高
差
が
あ
り
、
年
平
均
気
温
も

Ｉ
〇
・
八

℃
と

一
一

・
六
℃
と
た

っ
て

お
り
〇

・
八
で

の
差
が
観
測

さ
れ
て
い

る
。
統
計
年
度
や

年
数

の
差

に
よ
る
偏
差

も
あ

る
と

考
え

ら
れ
る
が
、
〇

・
五
～
〇

・
六
で
の
差
は

あ

る
も

の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
居
住
区
域
全
体
で
み

る
と
標
高

に
お
よ
そ
二
〇
〇

ｍ

の
羞
か
お
り
、
気
温

の
高
い
と
こ

ろ
と
低
い
と
こ

ろ
で
は

Ｉ
・
〇

～
一
・
二

℃

程
度
の
差
か
お

る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

二
　

最
高
気
温
と
最
低
気
温

毎
日
の
最
高
気
温
と
最
低
気
温
を
月
別
に
平
均
し
て
表
示
し
た
も
の
が
表
５
１

５
～
６
で
、
こ
れ
を
図
示
し
た
も
の
が
図
５
１
８
で
あ
る
。

最
高
気
温
に
つ
い
て
み
る
と
、
夏
の
八
月
に
最
高
の
頂
点
が
あ
り
、
東
京
が
三

〇
・
八
℃
、
本
村
が
二
八
・
四
～
二
八
・
九
℃
で
そ
の
差
は
わ
ず
か
に
二
℃
ほ
ど

で
あ
り
、
五
～
七
月
は
飯
田
の
最
高
温
度
が
東
京
を
わ
ず
か
な
が
ら
越
え

て
い

て
、
内
陸
地
帯
が
夏
期
に
高
温
と
な
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
冬
期
に
な

即
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表5 －5　 月別平均最高気温 （℃）

立 入 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年 平均 備　　　　　　 考

南

箕

輪

信 大 農 学 部

南箕輪中学 校

久　保(堀宅)

4.0

4.2

4.0

5.5

5.4

5.5

9.4

9.8

9.9

16.6

16.4

15.8

20.9

2L8

21.9

23.4

24.6

25.6

27.1

28.0

28.6

28.4

28.9

28.3

24.1

24.1

23.4

18.2

18.5

17.9

12.8

12.9

12.1

7.1

7.1

7.1

16.6

16.9

16.7

昭28～52(1953 ～77)

々48～57(1973 ～82)

々51～57(1976 ～82)

松　　　　　　 本 4.5 5.6 9.9 17.3 22.4 24,9 28.8 30.2 24.9 18.7 13.3 7.6 17.3 昭26～55(1951 ～80)

諏　　　　　　 訪 2.9 3.8 8.0 15.3 20.1 23.0 27.2 28.6 23.6 17.3 12,0 6.2 15.7 〃16～45(1941 ～70j

飯　　　　　　 田 6.4 8.0 12.1 18.5 22.8 25.4 29.1 30.3 25.9 20.2 14.9 9.3 18.6 々26～55(1951 ～80)

東　　　　　　 京 9.5 10.0 13.0 18.4 22.7 25.3 28.9 30.8 26.7 21.2 16.6 12.1 19.6 〃

表5 －6　 月別平均最低気温 （℃）

二 ∧ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
年平

均
備　　　　　 考

南

箕

輪

信 大 農 学 部

南箕輪中学校

久　保(堀宅)

－7.0

－6.5

－5.4

－6.3

－5.6

一4.7

－3.0

－1.6

－1.5

3.3

4.3

3.9

7.7

9.4

9.2

12.7

15.1

15.2

17.5

18.7

18.9

17.6

19.4

19.3

13.7

1工9

15.3

6.4

8.0

8.3

0.2

2.4

2.4

－4.1

一2.8

－2.7

5.0

6.3

6.5

昭28～52(1953 ～77)

々48～57(1973 ～82)

々51～57(1976 ～82)

松　　　　　 本 －6.1 －5.7 －2.5 3.9 8.9 14.3 18.9 19.3 15.0 7.7 1.3 －3.3 6.0 々26～55(1951 ～80)

諏　　　　　 訪 －7.2 －6.8 －2.5 3.7 8,8 14.1 18.6 19.0 14.9 7.7 1.5 －3.2 5.7 〃16～45(1941 ～70)

飯　　　　　 田 －4.5 －3.5 －0.8 5.5 10.0 15.2 19.6 20.0 16.1 9.1 2.6 －2.2 7.2 々26～55(1951 ～80)

東　　　　　 京 0.5 1.2 4.2 9.8 14.5 18,4 22.2 23.6 19.9 13.9 8.4 3.3 11.7 〃

る
と
東
京
と
本
村
と
の
差
は
一
月
で
五
℃
で
夏
期
の
差
の
二
・
五
倍
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。

最
低
気
温
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
で
み
る
と
、
最
高
気
温
よ
り
各
地
の
グ
ラ
フ
の

間
隔
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
八
月
の
東
京
と
本
村
の
最
低
気
温
の
差
は
約
四

℃
で
、
冬
期
一
月
の
温
度
差
は
七
・
〇
～
七
・
五
℃
と
た
っ
て
お
り
最
高
気
温

の
温
度
差
の
ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
て
お
り
、
各
地
域
の
温
度
差
は
最
低
気
温
に
大

南箕輪(信大

/り 中学-

年

平

勺

京

田

ｉ

土

一
ヨ
＼
一
叉

－- 一 束 京

一一一一一飯 田

一 一一一 諏 訪

サド
彦 ﾍ ｼ゙，゙

Ｃ

㈲

東

飯

南

６

６

９

Ｉ
　

Ｉ
　

丿

９

８

６
20

16.ぬ( 信大)

15.7諏訪

東

飯

で

七

目

７

へ6.3南呻)
パ. 順 訪

＼5･O南(信割

束京一 ゛

飯田．゛

10　11　12９

15

５

月

図 ５－ ８　 最高気温・最低気 温の年変化
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第５章　気 象と気候

表 ５－ ７　 月別最高気温の極値 （ ℃）

①二 、１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年 極値 備　　　　　　　 考

南

箕

輪

信 大 農 学 部

南箕輪小学校

17.5

17.5

19.3

18.5

23.1

22.2

28.3

30.0

30.4

30.7

30.4

32.0

33.4

36.5

34.4

38.0

32.7

33.8

28.1

32.0

22.1

23.0

18.6

20.0

34.4

38.0

昭28～52(1953 ～77)

々12～32(1937 ～57)

々48～57(1973 ～82)

松　　　　　 本 38.5 明31～昭56(1898 ～1981)

諏　　　　　 訪 16.9 16.6 22.9 29.2 30.0 31.5 34,3 35.3 32.8 28.7 22.9 15.7 35.3 昭20～々45(1945～70)

飯　　　　　 田 19.7 21.1 26.2 31.4 33.2 33.7 37.1 37.7 34.9 30.6 26 ﾊﾟL20.9 37.7 明31～昭45(1898～1970)

東　　　　　 京 22.6 24.9 25.2 27.2 31.4 35.7 37.5 38.4 36.4 32.3 27,3 22.7 38.4 明9 ～ 昭45(1876～1970)

表5 －8　 月別最低気温の極値 （ ℃）

○二 、１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年 極値 備　　　　　 考

南

箕

輪

信 大 農 学 部

南箕輪小学 校

－18.8

－19.0

－19.3

－20.4

－14.8

－10.8

－9.4

－9.3

一3.0

－3.0

1.5

2.5

8.6

9.0

8.2

6.0

0.5

1.0

－3.6

－3.0

－8.8

－7.5

－14.7

－17.1

－19.3

－20.4

年度は表５－ ７

に同じ

松　　　　　 本 －20.7 〃

諏　　　　　 訪 －18.8 －23.1 －13.1 －7.0－0.7 4.110.3 9.7 2.7 －2.3 －7.0 －15.6 一23.1 々

飯　　　　　 田 －16.5 －15.2 －11.9 －5.1－0.9 ３．９10.1 10.9 4.6 －2.0 －7.5 －13.7 －16.5 汐

ﾚ東　　　　　 京 －9.2 － ７．９－5.6 －3.1 ２．２ ８．５13.0 15.4 10.5 －0.5 －3.1 －6.8 －9.2 々

か
な
差
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

諏
訪
は
最
高
気
温
で
は
本
村
よ
り
低
い
が
、
最
低
気
温
で
は
本
村
の
信
大
農

学
部
観
測
値
よ
り
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
気
温
の
日
較
差
が
小
さ
い
こ

と
を
意
味
し
、
こ
れ
は
諏
訪
湖
に
よ
る
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
月
別
の
最
高
気
温
の
極
値
、
最
低
気
温
の
極
値
は
表
５
－

７
～
８
の

と
お
り
で
あ
る
。

年
最
高
気
温
の
極
値
は
各
地
共
八
月
に
あ
ら
わ
れ
、
最
低
気
温
の
極
値
は
Ｉ

～
二
月
に
あ
ら
か
ね
て
卜
る
。

三
　

夏

日

・

真
夏

日

、

冬

日

・

真

冬
日

暑
さ
寒

さ
を
表
現

す
る
指
標

と
し
て

、
夏

日
（
最
高
気
温
が
二
五
℃
以
上
の
日
）・

真
夏
日
（
最
高
気
温
が
三
〇
℃
以
上
の
日
ブ

冬
日
（
最
低
気
温
が
○
℃
以
下
の
日
）
・

真
冬
日
（
最
高
気
温
が
○
℃
以
下
の
日
）
の
日
数
を
月
別

に
表

示
す

る
と

表
５
１

９
～
1
0及

び
図
５
１

９

の
よ
う
で
あ

る
。

夏
日

に
つ
い
て
み

る
と
四
月

か
ら

Ｉ
〇
月
に
わ
た

っ
て

卜
る
が
、
年
間

の
日

数
は
東
京
が

Ｉ
〇
八
日
で
、
飯
田
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
本
村
は
七
七

～
八
五

日
で

か
な
り
少
な
く
、
真
夏
日
は
東
京
の
四

七
日

に
対

し
一
七

～
二
七
日

と
非

常
に
少
な
く
、
凌
ぎ
や
す
い
夏

と
い
う
こ
と
が
で
き
、
特
に
九
月

の
真
夏
日

が

少
な
く
秋
が
早
く
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。

冬
日
は
本
村
で
は

Ｉ
〇
月

か
ら
五
月

に
至
る
八
か
月
間

に
わ
た
り
、
年
間

の

日

数
は

Ｉ
〇

九
日

～
一
三
三
日
で
、
東

京
の
四
三
日

に
対
し
二

・
五
圭

二
倍

に

達

し
て

い
る
。
真
冬
日

は
東
京

が
一
日

も
無

い
の
に
対
し
、
本
村
で

は
数
日
あ

り
厳
し

い
寒

さ
の
冬
で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。
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第２節　気 温

表 ５－ ９　 月別夏日・真夏日日数 （ 日）

①卜 之 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年計 備　　　　　　 考

夏霞

高の
気日
温
白
一でy

Hし

南

箕
輪

信 大 農 学 部

南箕輪中学校

O｡6

0.3

3.3

6.2

9.6

14.7

23.3

24.2

27.3

25 ﾊﾟL

12.8

14.1

0.5

0.6

77.3

85.2

昭28～52(1953 ～77)

昭48～57(1973 ～82)

松　　　　　 本 99.0 昭26～55(1951 ～80)

諏　　　　　 訪 0.4 2,8 9,3 22.1 27,9 11.4 0.3 74.3 昭20～45(1945 ～70)

飯　　　　　 田 0.1 ２ﾊﾟL9.6 18.1 27.1 29.5 20.3 2.2 109.0 昭16～45(1941 ～70)

東　　　　　 京 0.9 7.6 17.3 26.9y9.8 21.7 3.8 108.0 々

真八

高の
紗

祀

一
○
℃

Hし

南呂l
信 大 農 学 部

南箕輪中学校 0.1

0

0.3

6.4

11.4

9.7

13.6

0.4

1.1

16.6

26.5

同　　　　 上

松　　　　　 本 37.0

諏　　　　　 訪 0.3 7.7 11.1 0.5 19.6

飯　　　　　 田 0.1 0.3 1.8 14.9 21.9 5.1 0.1 44.3

東　　　　　 京 0.5 3.1 15.0 22.0 6.5 47.1

表5 －10　月別冬日・真冬日日数 （日）

①レ ～◇ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年計 備　　　　　 考

冬谷

谷口
気
萌言

以

Hし

南
箕
輪

信 大 農 学 部

南箕 輪中学校

29.6

28.5

26.0

24.7

23.6

17.3

8.1

5.0

0.8

0,1

3.0

0.6

15.2

9.6

26.6

23.4

133.0

109.2

昭28～52(1953 ～77)

昭48～57(1973 ～82)

松　　　　　 本 124.0 昭26～55(1951 ～80)

諏　　　　　 訪 29.8 26.2 23.0 6.6 0.2 0.6 11.7 25.7 123.8 昭20～45(1945 ～70)

飯　　　　　 田 28.3 24.3 19.2 3.5 8.4 23.6 107.3 昭16～45(1941 ～70)

東　　　　　 京 17.7 13.9 3.9 0.4 7.2 43.2 々

真翁

高日

気
温

冬が
○

℃以

Ｈし

南
箕

輪

信 大 農 学 部

南箕輪中学校

3.6

2.5

1.9

1.8

O｡2

0.2

0.6

0.5

6.3

5.0

同　　　　 上

松　　　　　 本 5.0

諏　　　　　 訪 5.2 4.5 0.7 0.8 11.0

飯　　　　　 田 0.7 0.5 0.1 1.4

東　　　　　 京 ０ ０ ０

邱



第 ５章　気象 と気候

( 夏 日・真夏 日)口 夏日

圖 真夏日

四
　

気
温
の
日
変
化
・
日
較
差

(冬日･真冬㈲
こ に 日

闇 真冬日

図５－ ９　夏 日・真夏日4゙ 冬日・真冬日 の日数

春分・秋分

日射快晴

12

10

』気
温

６

４

冬　　 期

図5 －10　 日射と地 球放 射の平行と最高

最低気温の起時( 福井英一 郎)

6　　　　　12　　　　　18

図5 －11　 気温日変化と天気（東京）

（冬）（ 福井英一郎）

０

一
日
の
気
温

の
変
化

は
、
太
陽
か
ら
受
け
る
日

射
と
、
地
球
か
ら
放
射
す

る
熱
量
の
大
小
に
よ
っ
て

変
化
し
、
日
射
が
地
球
放

射
よ
り
大
き
い
と
き
は
気

温
は
し
だ
い
に
上
昇
し
、

逆
の
場
合
は
下
降
す
る
。

こ
う
し
て
気
温
は
日
変
化

を
行
う
が
、
そ
の
主
因
は
太
陽
高

度
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ

を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
が
図
5

1
1
0で
あ
る
。

最
低
気
温
は
普
通
日
の
出
前
三

〇
分
ご
ろ
で
、
最
高
気
温
は
午
後

二
時
ご
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
は
日

射
と
地
球
放
射
と
が
等
し
い
と
き

で
あ
る
。

気
温
の
日
変
化
は
天
候
に
よ
っ

て
非
常
に
差
が
生
ま
れ
る
。
図
5
1
1
1は
気
温
の
日
変
化
と
天
候
と
の
関
係
を
東

京
に
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
み
て
も
、
雨
天
や
曇
天
の
日

は
日
変
化
が
少
な
く
、
晴
天
の
日
は
大
き
く
な
る
。
そ
れ
は
、
晴
天
の
日
は
日
射

が
多
く
日
中
の
気
温
が
上
昇
し
、
夜
間
は
熱
放
射
を
妨
げ
る
雲
な
ど
が
な
い
た
め

討



地
球
放
射
量
が
増
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
信
大
農
学
部
に
お
い
て
観
測
し
た
月
別
の
三
時
間
ご
と
の
気
温
の
状
況

は
表
５
１
Ｈ
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
日
の
最
高
気
温
と
最
低
気
温
の
差
を
日
較
差
と
い
い
、
一
日
の
気
温
の
幅
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
個
々
の
一
日
で
な
く
、
平
均
し
た
較
差
が
用
い

ら
れ
る
。
表
５
－
1
2
は
月
別
の
平
均
日
較
差
で
あ
る
。

第２節　気　　　 温

表5 －11　月平均時刻気温( 信大農学部　昭36～52('61～'77))

ノ 3　　　6　　　9　　　12　　　15　　　18　　　21　　　24 最高　最低

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

－5.1　－5.9　 －2.4　　1.8　　2.3　 －1,0　－2.6　 －4.1

－4.2　－5.1　 －1,1　　3.1　　4.1　　0.7　 －1.4　 －3,0

－1.4　 －2.1　　2.8　　7.1　　8.0　　4.4　　1.9　　0.1

5.3　　5.0　　10,2　　14.4　　15.4　　12.1　　8.9　　6.7

9.3　　9.7　　15.3　　19.2　　19.9　　17.0　　13.4　　11.0

14.1　　14.5　　18.9　　21.8　　22.2　　19.9　　17.1　　15.5

18.6　　18.7　　22.6　　25.7　　25.9　　23.7　　21.0　　19.5

18.8　　18.7　　23丿　　27.2　　27.5　　24.4　　21.3　　19.7

14.8　　14.3　　19.2　　22.7　　22.8　　19.4　　16.8　　15.5

7.9　　7.3　　12,5　　16.6　　16,9　　12.6　　10.2　　8.7

2.4　　1.8　　6.5　　10,8　　11.2　　6.7　　4.6　　3,1

－2.3　 －2.9　　0.7　　4.9　　5.3　　1.5　 －0,2　 －1.5

4.0　－7.0

5.5　－6,3

9.4　－3.0

16.6　　　3.3

20．９　　７．７

23.4　　12.7

27.1　　17.5

28.4　　17.6

24.1　　13.7

18.2　　　6.4

12.8　　　0.2

7.1　－4.1

日
較
差
は
緯
度
、
海

技
高
度
・
地
形
・
水
陸

配
置
等
に
よ
っ
て
異
な

る
。
一
般
に
緯
度
に
つ

い
て
は
先
に
み
た
よ
う

に
年
較
差
は
緯
度
と
共

に
増
加
し
た
が
、
日
較

差
は
逆
に
緯
度
の
低
い

熱
帯
地
方
で
大
き
く
、

ま
た
乾
燥
地
帯
で
大
き

い
の
で
砂
漠
地
帯
で
は

日
較
差
が
四
〇
℃
を
超

え
る
こ
と
が
ま
れ
で
は

な
く
、
温
帯
地
方
で
は

小
さ
い
。
水
陸
配
置
で

は
海
辺
に
近
い
と
こ
ろ

で
は
海
洋
の
影
響
で
小

さ
く
、
内
陸
ほ
ど
大
き

べ

○

し

表5 －12　気温の月別平均日較差 （℃）

寸ノ＞ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年平 均 備　　　　　　 考

南

箕

輪

信 大 農 学 部

南箕 輪中学校

久　保(堀宅)

11.0

10.6

9.4

11.8

11.0

10.2

12.4

11.3

11.4

13.3

12.1

L1.9

13.2

12.4

12.7

10.7

9.4

10.4

9.6

9.3

9.7

10.8

9.4

9.0

10.4

9.2

8.1

11.8

10.4

9.6

12.6

10.5

9.7

11.2

9.9

9.8

11.6

10.5

10.2

昭28～52(1953 ～77)

昭48～57(1973 ～82)

昭51～57(1976～82)

松　　　　　　 本 10.6 11.3 12.4 13.4 13.5 10.6 9.9 10.9 9.9 11.0 12.0 10.9 11.3 昭26～55(1951～80)

諏　　　　　　 訪 10 ﾊﾟL10.6 10.5 11.6 11.3 8.9 8.6 9.6 8.7 9.6 10.5 9.4 10.0 昭20～45(1945 ～70)

飯　　　　　　 田 11.0 11.8 12.6 13.4 12.9 10.4 9.8 10.7 10.0 11.3 12.4 11.1 11.5 昭16～45(1941 ～70)

東　　　　　　 京 9.8 9.5 9.3 9.3 8.6 7.3 7.1 7.5 7.3 7,6 8.7 9.5 8.5 μ

静　　　　　　 岡 10.3 10.2 9.8 8.8 8.7 7.1 6.5 7,2 7.3 8.3 7.7 9.5 7.7 昭26～55(1951 ～80)

本
村
の
日
較
差
の
年
平
均

は
Ｉ
〇
・
二
～
一
一
・
六
℃

で
内
陸
で
あ
る
た
め
東
京
や

静
岡
な
ど
に
比
べ
大
き
い
。

年
変
化
の
状
態
を
み
る
と
四

～
五
月
の
時
期
が
最
も
大
き

く
一
二
～
一
三
℃
で
、
六
～

七
月
の
梅
雨
の
時
期
は
曇
雨

天
が
多
く
最
小
と
な
り
、
秋

一
〇
～
一
一
月
ご
ろ
か
ら
再

び
大
き
く
な
っ
て
く
る
。

こ
の
気
温
較
差
の
大
き
い

こ
と
が
、
夏
の
日
中
高
温
に

な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱

帯
夜
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
夜

間
の
温
度
低
下
に
よ
っ
て
作

物
の
呼
吸
作
用

が
抑
え

ら

れ
、
秋
作
物
の
実
り
を
よ
く

す
る
な
ど
人
間
生
活
に
も
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
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第５章　気象と気候

第
三
節
　
降

水

一
　

年
別

・

月

別

降

水

量

降
水
量
と
は
、
空
か
ら
地
上

に
降
っ
た
雨
・
雪
・
あ
ら
れ
・
電
な

ど

の

総

量

（
雪
・
あ
ら
れ
・
電
な
ど
は
溶
か
し
て
測
る
）
で
あ
る
。
日
本
は
海

に
囲
ま
れ
た
島
国

で
あ
る
た
め
年
降
水
量
が
八
〇
〇

～
四
〇
〇

〇

ｍ
（
世
界
の
平
均
降
水
量
は
八
〇
〇

ｍ
）
で
多

い
方
で
あ
る
。
ま
た
、
季

節
風
帯
に
属

し
て
卜
る
た
め
、
季

節
風

の

影

響
を
受

け
て
地
域
に
よ
っ
て
降
水
量
の
年

変
化

の
状
態

は
著

し
く
異

な

っ

て

い

る
。国

内

の
降

水
量
の
分

布
の
状
態

を
一
月

・
七
月

・
全
年

に
分
け
て
掲
げ

る
と
図

5
1
1
2の
と
お
り
で
あ

る
。
図

に
よ
っ
て

わ
か
る
よ
う
に
冬
季

は
北

西
の
季
節
風

が
日
本
海
上

を
通

る
と
き
多
量

の
水
蒸
気

を
含
む

よ
う
に
な
り
、
そ

れ
が
日
本
に

吹
き

つ
け
て
山
脈

に
あ

た
っ
て
上
昇
し
日
本
海
沿
岸
地
方

に
多
量

の
雪
や
雨
を
降

ら
せ
る
。
夏
季

は
南

か
ら
季
節
風
が
吹
き
太
平
洋
沿
岸
地
方
特
に
西
日
本

の
太
平

洋
沿
岸
（
南
海
地
方
）
に
多
量

の
降
雨
を
も

た
ら
す

の
で
あ

る
。
し
か
し
、
顔

戸
内

地
方
今
東
口
本

の
内
陸
地
方
は
そ

の
い
ず
れ
の
雨
も
少
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
降

水
量

の
少
な
い
地
域
と
な

っ
て
い

る
。

表
５
－
1
3
は
本
村
内
三

か
所
と
、
そ
れ
と
比
較
の
た

め
数
か
所

の
地
点

を
選

ん

で
月
別
の
降
水
量
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

グ
ラ
フ
化
し
た

も

の

が

図

5
1
1
3で
あ
る
。

雨
量
は
気
温

よ
り
年

度
に
よ
る
変
動

が
大
き
く
二
五
～
三
〇
年

の
長
期
間

の
平

均

が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
て

お
り
、

南
箕
輪
中

学
校
や

久
保
の
観
測

資
料

は
充
分

で

は
な
い
が
、
他

に
適
当

な
資
料
が

な
い
の
で
、
こ

れ
を
資
料
と
し
て
利
用
し
て

ゆ
き

た
い

。

ρ

図5 －12　 日 本 の 降 水 量 分 布

∂
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水第 ３節　降

表5 －13　 月別平均降水量（ｍｍ）

ﾉ 、１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 Ｈ 12 年計 備　　考

南

箕

輪

信　　 大
農 学 部

南 箕 輪
中 学 校

久　　 保
(堀　宅)

61.9

42.8

37.9

80.5

61.5

64.4

121.4

97.1

114.4

155.5

154.3

127.8

155.8

119.2

119.2

241.8

226.4

183.0

207.8

177.3

142.4

139.8

159.7

169.6

188.4

179.5

192.7

121.3

126.2

144.6

81.5

84.6

88.8

58.2

35.3

45.4

1,613.5

1,463.8

1,430.2

昭28～52

(1953～77)

昭48～57

(1973～82)

昭51～57

(1976 ～82)

松　　　 本 36.0 46.0 66.0 95.0 96.0 161.0 140.0 104.0 145.0 98.0 51.0 31.0 1,067.0
昭26～55

(1951 ～80)

諏　　 訪 51.0 54.0 87.0 108.0 120.0 221.0 204.0 137.0 175.0 116.0 64.0 46.0 1,388.0
昭17～45

(1942 ～70)

飯　　　 田 62.0 75.0 121.0 159.0 154.0 240.0 236.0 177.0 192.0 126.0 79.0 60.0 1,681.0
昭26～55

(1951 ～80)

東　　　 京 54.0 63.0 102.0 128.0 148.0 181.0 125.0 137.0 193.0 181.0 93.0 56.0

ﾚ

460.0 々

高　　　 田 443.0 286.0 203.0 103.0 99.0 144.0 216.0 199.0 23L O 220.0 323.0 481.0

1

2,948.0 々

静　　　 岡 80.0 101.0 190.0 260.0 241.0 312.0 277.0 277.0 256,0 171.0 116.0 80.0 2,316.0 μ

本
村
の
年
降
雨
量
は
一
四
三
〇
～
コ
（

Ｉ
三
ｍ
で
平
均
一
五
〇
〇
ｍ
内
外
で
あ

る
。
典
型
的
な
内
陸
地
点
で
あ
る
松
本
や
諏
訪
よ
り
は
や
や
多
い
が
、
全
国
的
に

み
れ
ば
少
な
い
方
で
あ
る
。

降
水
量
の
年
変
化
を
み
る
と
、
図
５
－
1
3
～
1
4に
示
し
た
よ
う
に
、
二
一
～
二

月
の
冬
季
開
か
最
も
少
な
く
、
冬
季
間
の
季
節
風
に
よ
る
雨
が
非
常
に
少
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。

降
水
量
の
多
い
の
は
六
・
七
・
九
月
で
、
特
に
梅
雨
期
の
六
月
下
旬
～
七
月
上

旬
が
最
も
多
く
、
次
い
で
台
風
と
秋
霖
の
九
月
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
地
の

雨
は
梅
雨
の
雨
と
台
風
及
び
秋
霖
の
雨
が
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
る
と
い
え
よ

／

高田

静岡

－w ・･ ●-

ｅ- 一一- り

南箕輪(信大農学絹
,Ｊ｡(南箕輪q'学)

＼

４　 ５　６　 ７　 と

図5 －13　月別平均降水量

３２１

ｍｍ

300

200

夏
季
で
降
水
量
の
少
な
い
時

期
は
五
月
晴
と
い
わ
れ
る
晴
天

の
多
い
五
月
と
、
太
平
洋
高
気

圧
に
お
お
か
ね
て
晴
天
の
続
く

七
月
下
旬
～
八
月
中
旬

で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
し

ば
し
ば
雷
雨
が
あ
る
。

な
お
、
月
間
の
最
大
・
最
小

の
降
水
量
を
示
す
と
表
５
－
1
4

の
よ
う
で
あ
る
。

年
に
よ
っ
て
月
間
の
降
水
量

に
大
き
な
差
が
あ
り
、
最
大
値

で
は
飯
ｍ
で
六
月
に
五
二
四
ｍ

を
記
録
し
、
村
内
で
も
四
七
一

ｍ
と
四
五
五
ｍ
の
記

録
が
あ

訂
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表5 －14　 最大 ・（最小）月降水量（ｍｍ）

二 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
最　大

(小)値
備　　 考

南

箕

輪

信　　大

農 学 部

南 箕 輪
中 学 校

南　　 中
最 小 値

141

97

4

183

151

9

202

186

58

259

267

42

211

224

43

471

412

128

419

318

48

340

455

26

313

367

114

218

176

38

171

174

20

109

68

9

471

455

4

昭43～52
(1968 ～77)

昭48～57

(1973 ～82)

〃

諏　　　 訪 101 126 134 210 168 316 334 316 187 329 171 93 334
昭43～52

(1968 ～77)

飯　　　 田 124 174 234 325 212 524 426 356 250 224 157 135 524 々

り
、
こ
の
よ
う
な

降

雨

時

に

は
、

梅
雨
時
の
連
日
の
降
雨
に

よ
る
冷
害
や
、

豪
雨
に
よ
る
水

害
が
か
く
さ
れ
て
い
よ
う
。
反

面
降
雨

の
少

な
い
と
き

に
は
月

に

Ｉ
〇
ｍ

以
下

と
い

う
場
合
が

あ
り
、
特

に
夏
季
自
然
蒸
発
量

図5 －14　南箕輪（中学校）の旬別降水量

の
多
い
と
き

わ
ず

か
二
〇

～
五
〇
ｍ

と
い
う
少
量
の
降
水
し
か
な
か
っ
た

年
礼
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
年
は
明
ら

か
に
干

害
が
現

わ
れ
て
お
り
、
雨
量

の
多
少

ぱ
わ
れ
わ
れ
の
生
活

に
重
大
な
関
係
を
持

っ
て
い
る
。

二
　

降

水
日

数

・
日

降

水
量

一
日
当

た
り
の
降

水
量
の
階
層
別
日
数

は
、
表
５
－
1
5
の
と

お
り
で
あ

る
。本

村
で

Ｉ
ｍ

以
上

の
降
水
の
あ
っ
た
日
数

ぱ
年
間
一
〇
三
～

二
一
七
日

で
、
信
大
農
学
部
で
の
観
測
値
の
方

が
二
〇
日

余
日
数
が
多
く
た

っ
て
い

る
か
、
こ
れ
は
木
曽
山
脈
の
山
麓
に
近

い
位
置
に
あ
る
た
め
と
考
え

ら
れ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
三
～
三

・
五
日

に
一

回
の
割
合
で
降

水

の
あ
る
日
が
あ
り
、
う
ち
ほ
ぼ
半
数
が

Ｉ
～
一
〇
ｍ

の
降
水
量
の
日
で

あ

る
。
一
〇
ｍ

以
上
の
降
水
の
あ
る
日
は
七
～

七
・
五

日
に
一
日

の
割
合
で

あ
り
、
三
〇
ｍ

以
上
の
降
水
の
あ
る
日
は
特
に
六
～

七
月
に
多
く
年
間
一

四
～
一
五
日
で
あ
る
。

短
時
日
の
間
に
多
量
の
降
水
が
あ
る
と
洪
水
等
の
災
害
が
起
き
る
可

能

性
が
強
い

。
過
去

に
一
日
当
た
り
の
最
大
降
水
量
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た

か
を
示
し
た
も
の
が
表
５
－
1
6
で
あ
る
。

南
箕
輪
中
学
校
の
観
測
値
は
統
計
年
数
が
短
く
、
一
日
最
大
降
水
量
が
全
般
的

に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
、
八
月
に
一
日
一
七
〇
ｍ
の
降
雨
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
昭
和
五
七
年
八
月
一
日
の
台
風
一
〇
号
の
と
き
の
記
録
で
、
前
日
の

三
一
日
に
四
〇
ｍ
、
翌
日
の
二
日
に
七
六
ｍ
の
降
雨
か
お
り
、
三
日
間
で
二
八
六

ｍ
の
降
雨
が
あ
っ
た
。

飯
田
の
最
高
三
二
五
ｍ
は
、
昭
和
三
六
年
六
月
末
の
伊
那
盆
地
に
大
災
害
が
起

き
た
集
中
豪
雨
の
記
録
で
、
三
五
〇
年
に
一
度
の
大
豪
雨
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

銘
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表5 －15　1 日降水量階級別日数（日）（ １ｍｍ以上の日数のみ）

づ｡ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年 計 備　　 考

南

箕

輪

信

大

農

学

部

１ｍｍ

以上

10mm

以上

30mm

以 上

7.5

2.0

0.4

7.6

2.6

0.5

10.4

4.2

1.0

11.0

5.4

1.6

12.1

5.2

1.6

15.1

6.9

2.7

13.9

6.3

2.1

11.3

4.3

1.4

12.6

5.7

1.9

9.7

4.4

0.9

8.0

2.6

0.7

7.4

1.9

0.3

126.6

51,5

15,1

昭28 ～52

(1953 ～77)

南
箕

輪
中

学
校

１ｍｍ

以 上

10m

以 上

30mm
以 上

4.4

2.6

0.1

5.5

2.2

0.3

7.2

3.4

1.0

10.9

5.4

1.3

9.4

3.8

0.8

12.9

6.8

2.6

12.8

6.5

1.5

10.5

4.2

1.5

9.9

5.8

1.5

8.5

4.0

1.5

6.3

2.5

1.2

4.3

1.4

0

102.6

47.6

13.3

昭48 ～57

(1973 ～82)

諏

訪

１ｍｍ

以上

10mm
以上

30mm
以 上

6.3

1.7

0.3

6.3

2.1

0.1

8.3

3.1

0.6

9.6

4.2

0,8

10.9

4.3

0,6

13.7

6.6

1.9

13.1

6.8

2.6

11.1

4.1

1.4

11.5

5.7

2.0

9.4

3.6

0.6

6.3

2.6

0.2

5.4

1.3

0.1

111.7

46.1

10.9

昭20 ～45

(1945 ～70)

飯

田

１ｍｍ

以 上

10mm
以 上

30mm
以 上

7,7

2.3

0.3

7.1

2.8

0.3

9.6

5.0

1.0

10.9

5.6

1.3

1L4

5.6

1.4

13.8

6.4

2.5

13.3

7.0

2.6

10.5

4.5

2.1

12.1

5.6

1.7

8.7

4,2

0.9

7.8

3.0

0.5

6.2

2.0

0.4

118.8

53.7

14.7

昭16 ～45

(1941 ～70)

東

京

１ｍ

以 上

10mm

以 上

30mm

以 上

5.1

1.9

0.3

6.2

2.3

0.3

9.4

3.7

0.9

10.0

4.6

0.8

10.9

5.6

1.2

12.1

5.7

2.2

9.9

3.6

0.8

8.6

3.8

1.3

11.3

4.7

1.9

10.5

5.6

1.8

7.4

2.8

0.7

4.8

2.1

0,6

105.9

46.1

12.9

〃

表5 －16　 月別１日最大降水 量（ ｍｍ）

臨∧ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年 最大 備　　考

南

箕

輪

信　　 大
農 学 部

南 箕 輪
中 学 校

49.0

38.3

71,0

47,0

133.0

48.0

73.0

86.2

143.0

82.3

145.0

98.0

166.0

97.1

91.0

170.0

120.0

106,5

64.0

61.5

99.9

47.0

40.0

28,5

166.0

170.0

昭28～52
(1953～77)

昭48～57
(1973 ～82)

諏　　　 訪 45.5 53.8 49.1 92.0 70.9 111.4 123.0 107.3 134.7 142.0 61.8 43.0 142.0
昭20～52
(1945 ～77)

飯　　　 田 63.0 77.1 103.9 117.5 84.1 325.3 138.9 149.9 160.9 158.6 87.0 57.5 325.3
昭16～52
(1941 ～77)

東　　　 京 47.8 58.5 64.9 72.9 118.0 225.5 151.3 154.5 392.5 161.9 80.5 85.4 392.5 々

釣
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表5 －17　 月別１時 間最大降水量（ ｍｍ）

二 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年最大 備　　 考

南

箕

輪

信　　大

農 学 部

南 箕 輸
中 学 校

LL.0 8.0 7.5 14.0 16.0 19.0 36.0 22.0 23.0 11.0 10.0 6.0 36.0
昭43～52
(1968 ～77)

諏　　　 訪 - - - 13.5 20.8 42.7 68.5 36.5 32.7 19.5 14.8 - 68.5
㈹3 ～45
(1948 ～70)

飯　　　 田 11.4 11.8 16.0 15.0 15.0 42.3 43,2 79.7 35.0 26.2 27.5 11.5 79.7
昭4 ～45
(1929 ～70)

東　　　 京 22.0 15.1 30.9 36.2 35.5 53.0 88.7 71.5 78.1 70.5 40.9 37.0 88.7 鮒9～昭45
㈲ド 煎）

い

る
。
東
京
で

は
三
九
一
丁

五

ｍ

の
豪
雨
が
記

録

さ

れ

て

お

り
、
雨
量

は
年

に
よ
る
変
動
が

著
し
く
予
想

を
絶
す

る
豪
雨
が

あ

る
こ
と
を
知

っ
て

お
か
ね
ば

な
ら
な
い

。
三
　

時
間
最
大
降

水
量

月
別
の
一
時
間
の
最
大
降
水

量
を
示
し
だ
の
が
表
５
－
1
7
で

あ
る
。

本
村
内
の
記
録
は
統
計
年
数

が
短
か
い
た
め
、
他
地
点
の
数

値
よ
り
全
般
的
に
小
さ
く
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
が
長
期
間
に

及
べ
ば
大
差
の
な
い
数
字
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
の
地
点
で
は
一
時
間
に
七

〇
～
九
〇
ｍ
ほ
ど
の
豪
雨
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
長
時

間
に
及
べ
ば
大
水
害
と
な
る
。

た
と
え
短
時
間
で
も
近
年
の
よ

う
に
開
発
が
進
み
、
道
路
の
舗

装
、
水
路
の
改
修
、
マ
ル
チ
農

法
等
の
普
及
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
増
し

た
こ
と

に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

四
　

梅
雨
と
秋
霖

梅
　
雨
　
梅
雨
と
い
う
現
象
は
、
ア
ジ
ア
東
部
の
季
節
風
の
発
達
す
る
地
域
に

特
有
な
現
象
で
、
春
か
ら
夏
に
気
候
が
変
わ
る
五
月
中
旬
か
ら
七
月
下
旬
に
か
け

て
現
れ
る
雨
期
の
こ
と
で
あ
る
。
梅
の
実
が
熟
す
る
こ
ろ
の
雨
期
な
の
で
中
国
で

は
梅
雨
と
い
い
、
日
本
で
は
梅
雨
と
よ
ん
で
い
る
。

日
本
列
島
は
南
北
に
長
い
の
で
南
の
方
か
ら
梅
雨
に
入
り
、
順
次
北
に
進
む
が

北
海
道
に
は
梅
雨
期
が
な
い
。

日

数

≒　10 15 20 25 30 ≒10 15 20 25 30 呪

４
　

７
　

９
　

６
　

７
　

９
　

４
　

１
　

７
　

５
　

３
　

７
　

３
　

０
　

９
　

９

３
　

２
　

３
　

５
　

３
　

２
　

４
　

４
　

４
　

３
　

２
　

４
　

４
　

３
　

４
　

３

－

－
1
1
1
1
1

(点線は平年値)

図5 －15　梅雨の時期と期間

一

卯

３
　

４
　

５
　

６
　

７
　

８
　

９
　

０
　

１
　

２
　

３
　

４
　

５
　

６
　

７
　

勺

４
　

４
　

４
　

４
　

４
　

４
　

４
　

５
　

５
　

５
　

５
　

５
　

５
　

５
　

５
　

よ

召
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

当
地
方
で
は
本
格
的
な
梅
雨
に
入
る
の
は
お
お
む
ね
六
月
中
旬
で
暦
に
は
六
月

一
日
ご
ろ
入
梅
と
い
う
日
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
太
陽
が
黄
経
八
〇
度
に
達
し
た
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と
き
で

必
ず
し
も
梅
雨

に
入

る
日
で

は
な
い

。
毎
年
、
気
象
庁

は
気
圧
配
置
や
前

線

の
位
置

な
ど
の
状
況

を
み
て
地
域

ご
と

に
梅
雨
入
り
、
梅
雨
明
け
の
宣

言
を
し

て
い

る
。
最
近
一
五
年
間
の
長
野
県
の
梅
雨
の
始
期
・
終
期
を
示
す
と
図
5
1
1
5

の
よ
う
で
あ

る
。

平
年

の
梅
雨
入
り

は
六
月
九
日
、
梅
雨
明
け

は
七
月
一
八
日
で
、
梅
雨
の
期
間

は
三
九
日

に
な
っ
て

い
る
が
、
年

に
よ
り
変
動
が
多
く
特

に
梅
雨
明
け
の
時
期
は

一

か
月
近

く
の
開
き
か
お

る
こ
と

は
図

の
と

お
り
で
あ

る
。
梅
雨
期
間

は
曇
雨
天

が
多

く
て
気
温

が
上

ら
ず
、
長
期

に
わ
た
る
と
作
物
特

に
稲

の
成
育
が
遅

れ
冷
害

の
原
因

と
な
る
。

梅
雨
期
間

の
雨
は
水
の
不
足
が

ち
な
地
方
で

は
大
切

な
水
資
源
と

な
り
、
空
梅

雨
で

は
水
田

の
仕
付

け
に
差
し
支
え

た
り
、
飲
料

水
さ
え
不
足

を
招
く
こ
と
が
あ

る
が
、
反
面
で

、
多

す
ぎ
る
と
水
害
を
ひ
き
起
こ

す
。
特

に
梅
雨
末
期

に
は
低
気

圧

の
通
過

に
よ
っ
て

梅
雨
前

線
を
刺

激
し
、

豪
雨

を
降

ら
せ

る
こ
と
が
多
い

。

秋
　

霖
　

八
月

も
中
旬

を
過

ぎ
る
と
猛
暑
が
去
る
。
太
平
洋
高
気
圧
（
小
笠
原
高

気
圧
）
が
衰
え
て
南
東

へ
退
き
、
北
方

の
気
温

の
低

い
大
陸
育

ち
の
シ
ベ
リ

ア

高

気
圧

が
張

り
出

し
て

く
る
。
こ

の
季

節
に
梅
雨

に
似

た
長

州
が
続
く

。
こ

れ
は
、

両

高
気
圧

の
間

に
で

き
る
秋
雨
前

線
が
停
滞

す
る
か
ら
で
、
こ

の
長
雨

を
秋
霖
と

呼

ん
で

い
る
。
秋
霖

期
は
梅
雨

期
ほ
ど
雨

量
は
多
く

は
な
い
が
、
こ

の
時
期

は
台

風

の
季

節
で
あ
っ
て
、
台
風

と
重
な
る
と
大
雨

を
降

ら
せ

る
こ

と
が
あ

る
。
秋
霖

は
一

般
に
後
半

よ
り
前
半

の
方
が
雨

量
が
多

い
。

五
　

雷
　
　
　

雨

雷
は
昔
か
ら
人

々
に
恐
れ
ら
れ
た
自
然
の
す
さ
ま
じ
い
音
と
光
と
雨

を
伴

っ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
発
生
原
因

は
電
気
を
帯
び
た
雲

と
雲

の
間
、

あ
る
い
は
雲

と

地
上
と
の
間
に
起
こ
る
放
電
現

象
で
こ
れ
に
三

種
類
が
あ
る
。

表5 －18　 月平均発雷日数（雷光・雷 鳴を含む）（ 日）

二 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年計 備　　考

伊　　　 那

ペ ー~ぺW-
‾~心 匹~~ ‾Ｗ-------~

八~~
－~~~~_

飯　　　 田 ０ ０ 0.6 0.9 1.7 3,7 8,3 7.9 3.3 0.5 0.5 0.2 27.8
㈹1 ～54
('56 ～'79)

諏　　　 訪 ０ ０ 0.1 0.4 1.7 4.0 6.5 6.7 2.1 0.5 0.2 0.1 22.5 々

表5 －19　 雷雨率（雷雨日数／ 雷日数）（ ％）

①∧ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年均
平 備　　 考

飯　　　 田 ０ ０ 100 67 65 67 77 71 61 33 100 100 72
昭43～54
('68 ～'79)

諏　　　 訪 100 - ０ 57 83 71 59 68 63 100 75 - 68 〃

熱

雷

は

強

い

上
昇

気

流

が

積

乱

雲
（
雷
雲
）
を

作

る

と

こ

ろ

に

発

生

し

、

界

雷

は

不

連

続

線

の

通

過

す

る

時

に

発

生

す

る

も

の

で

冬

も

発

生

す

る

。

ま
た

、

渦

雷

（
寒
気
入

り
）

は
、

上

空

に
寒

気

が

入

っ
て

天

候

が

不

安
定

の

と

き

、

寒

気

に

向

か

っ
て

上

昇

気

流

が
起

き

積

乱

雲

を
作

っ

て

雷

を
発

生

す

る

場

合

で

あ

る

。

発

雷

は
内

陸

性

気
候

地

域

の

大

き

な

特

徴

で

、

当

地

は

発

雷

の

多

い

地

方

回
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(昭54. 久保)表5 －20　南箕輪村の発雷の状況

月

雷

発

生

日

発 雷 の

原　　 因

時

刻

降

水

量

mm

状 熱雷＝熱い気温の時の雷

解　　　　 （夏に 多い）

説

|

界雷＝不連続線の通過する時

寒気入＝上空に寒気が入った時

雷 日 数

南
ミ
ノ
ワ
村

昭

54年

諏

訪

ら平
年

心

飯

田

心平
年

心

熱

雷

●

界

雷

○

寒

気

入

｜ 況　　　　

六 二
｜

六12h

｜
-20 °゚

1

118h

1

310口

24

40

１月 - - - -

２月 - - - -

３月 30日 ○ 16h ～23h
mm

2C
南風突風
ビニールハウス破れる い

べｙ･W １ - -
´//// ノ ／／ ／／ ／ﾙ ／ ／〃 ／ ｙ ｍ

４月 - - - １

５月
26 ○ ｌ 15～18 １ 全国的電落雷

死者( 東北,神戸)

ｌ 秦
27 ○ ｜ 9，14 ８ ml 匈Ｕ 車匹

６月

2

3

23 ○

１

８

10 ～16

14 ～15

18 ～20

3

1

14

才

全国的雷落雷

西 日本雷雨大雨

Ｚコ

］

７ ７１

VX｡Λ.卜

呻

「

９ ．

３ ２ ２

心
匹

７月

1

6

13

15

24

25

26

27

●

●

●

●

●

○

○

○

ｌ

ｌ

17

16

16

13

22

13，17

16～20

18～20

１

－

１

６

－

０

２２

１

く（雷光）西山

大雷雨

３

３

コ 乖

県

コ

忿

喩 ．

嗜･

吼

rｖ皿Sﾍﾉ

乖

喩

８ ４ ４

〃 ／／／ ／

ル

３

皿 皿 皿

８月

6

7

11

12

22

23

24

25

●

●

●

●

○

○

○

Ｏ

ｌ

ｌ

18

7～9，20

15～21

17,20 ～22

12～15

12～14

H

10～12

6

52

10

40

20

3

8

8

Ｔ　　 （西山 ）
（雷鳴）

大雷雨

瓦 ゛雨一

落雷り亭電

大雨

コ

荼

４ｐ

８ ５． ５

匹

/ 刀// 匹 立 匹 匹

啼 ’

訃八j

ク Ｘ ／Ｚ Ｉ

匹 匹

rＷ 皿匹 匹

づ 匹 づ m
立

哨 八

嗜ﾉ

噂

匹 乙 Ｘ ● Wｙ ダ4

立
匹 匹 匹

こコ

m 771

Zコ

悟
／／ ／／ ／／

９月 26 ○ 13 ５ Ｔ 雷鳴２つ ／a， １ １ ２´/ 匹 ／

10 月 - - - -

11 月 ５ ○ 18，21 ５ Ｔ 喝 政／ １ - -//////

12 月 - - - -

計 24 ９ 13 ７ 24 13 15

で
あ
る
。
表
5
1
1
8、
表
５
－
1
9
は
飯
田
・
諏
訪
の
月
別
平
均
発
雷
日
数
及
び
雷

雨
率
で
あ
り
、
表
５
－
2
0
は
昭
和
五
四
年
に
久
保
に
お
い
て
観
測
し
た
雷
の
記
録

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
年
間
の
発
雷
日
数
は
二
十
数
回
で
、
全
国
最
多
地
の
発

宵
白
二
〇
回
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
当
地
は
多
い
方
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
熱
雷
は
夏

の
七
～
八
月
に
集
中
し
、
界
雷
は
各
季
節
に
広
が
っ
て
い
る
。

夕2



雷
に
は
降
雨
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
そ
の
比
率
は
ほ
ぼ
七
〇
％

で

時
に
は
短
時

間

に
数
十
ｍ

の
降
雨
の
あ
る
こ
と
が
あ
る
。

＿ ｉ ．

ノ ペ

雪

当
地
方

の
降
雪

は
そ

の
原
因

か
ら
三

種
に
分
け

る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
第
一

は
、
季
節
風

に
よ
る
雪
で
あ

る
。
当
地
方

は
冬
期
間
厳
し
い
寒

さ
が
続

し
て
も
降

雪
日
数
と
降
雪
量
が
少
な
い

。
そ

れ
は
、
冬
季
間
日
本
付
近

は
西
高
東
低
の

し
わ

ゆ

る
冬
型

の
気
圧
配
置

に
な

っ
て
、

シ
ベ
リ

ア
高
気
圧

か
ら
吹
き
出
す
風
が
季
節

風
と
な

っ
て
裏
日
本
へ
大
雪

を
降

ら
せ

る
が
、
山
脈
を
越
え

る
こ

ろ
は
乾
い
た
空

気
と
な
り
、
い
わ
ゆ

る
「
空

っ
風
」
と
た

っ
て
吹
き
下

ろ
す
よ
う

に
な

る
。
当
地

方
は
内
陸
で
季
節
風
の
強
い
と
き
は
北
西
～
南
西
の
風

が
吹
き
、
荒

模

様

と

か

り
、
時
と
し
て
價

が
舞
う
が
大
雪
と
な

る
こ
と
は

め
っ
た

に
な
い
。

第
二

は
、
寒
冷
前
線
型
の
雪
で
あ

る
。
こ
れ
は
寒
冷
前
線
が
通
過

す
る
と
き
の

雪
で
急

に
空
か
曇

っ
て
き
て
ひ
ど
い
吹
雪
と
な
り
、
と
き
に
は
五
〇

～
六
〇
ｍ

の

先
が
見
え
な
い
ほ
ど
降

る
こ
と
も
あ

る
が
短
時
間
で
や
み
積
雪
は
わ

ず

か

で

あ

る
。第

三

は
、
低
気
圧
型
の
降
雪
で
当
地
で
の
本
格

的
な
降
雪
に
な
る

場

合

が

多

く
、
例
年
二

～
三

月

に
よ
く
降

る
。
真
冬
寒
気
の
厳
し
い
時
は
太
平

洋
側
の
低
気

圧
は

シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
高
気
圧
の
た

め
に
日
本
に
近
づ
け
な
い
が
、
二
～
三
月

ご

ろ
に
な
る
と
低
気
圧
は
日
本
の
近
く
を
通
る
よ
う
に
な
り
、
し
ば
し
ば
降
雪
を
も

水
　

た
ら
す

。
低
気
圧
が
近
く
強
い
と
き
に
は
大
雪
に
な
る
。

し

か
し
、
こ
れ
等
の
降
雪
の
条
件
も
大
気
の
温

度
が
低
い
場
合
で
、
当
地
で
は

降
　

冬
季
間
で
も
雪

に
な
ら
ず
雨

に
な

る
場
合
が
少
な
く
な
い
・

冬
季
の
降
水
日
数
の

３ １
　

う
ち
で
雪
と
な

る
日
数

の
割
合
は
、
最
近
一
〇

年
間
の
集
計
で
一
一
月

二
一
％

、

第
　

二

一
月
四
四
％

、
一
月
七
二
％

、
二
月
五
九
％

、
三

月
三
五
％

、
四
月
三
％

で
あ

表5 －21　 月別降 雪日数（ みぞれを含む）

ノ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年計 備　　 考

信大農学部 7.3 6.0 4.3 0.4 - - - - - - 1.3 5.1 24.4 S43 ～52年

久 保(堀宅) 9.6 7.2 3.4 0.6 - - - - - - 0.8 2.6 24.0 S53 ～57年

表5 －22　 月別 平均降 雪量（cm ）

二 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年 計 備　　考

信大農学部

南　箕　 輪
中　学　校

久保(堀宅)

17.3

15.3

19.8

23.3

17.8

21.6

14.3

(1.0)

5.6

0.6

0.5

1.3

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

1,8

－

－

5.9

3.9

6.7

63.2

38.5

55.2

㈹2 ～52
(1957 ～77)

昭48～57
(1973 ～82)

昭51～57
(1976 ～82)

つ
た
。

当
地
に
お
げ
る

降
雪
日
数
・
降
雪

量
は
表
５
－
2
1
～

2
2
0よ
う
で
あ

る
。年

間
の
降
雪
日

数
は
み
ぞ
れ
の
日

を
含
め
二
四
～
二

五
日
で
、
積
雪
量

は
村
内
で
も
場
所

に
よ
っ
て
異
な
り

四
〇
～
七
〇
四
ほ

ど
で
あ
る
。

初
雪
の
時
期
は

一
一
月
中
下

旬

で
、
初
雪
の
降
雪

型
は
多
く
季
節
風

型
の
雪
で
荒
模
様

の
と
き
が
多
い
。

終
雪
は
多
く
は
低

気
圧
型
の
降
雪
で

年
に
よ
っ
て
変
動

が
大
き
く
、
三
月

上
旬
か
ら
四
月
下

伺
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旬

に
わ
た
っ
て

お
り
、
年

に
よ
っ
て

は
桜

の
花

が
雪
で
覆

わ
れ
る
こ

と
も
あ

る

七

ひ

よ

う

電

電
は
積
乱
雲
（
雷
雲
）
か
ら
降

る
直
径
五
ｍ

以
上

の
氷
の
粒
で
、
強

い
雷
雨
と
一

緒
に
降
る
こ
と
が
多
い
。

雷
雲
中

に
生
じ
た
氷
晶
が
成
長
し
雪
と
な
り
、
そ
れ
が
過

冷
却

水

滴
（
Ｏ
℃
以

下
の
水
滴
）
の
雲
の
中
を
落
下

す
る
と
そ
の
水
滴
が
氷
結
し
て
大
き
く
な
る
。
そ

れ

が
上
昇

気
流
が
強
い
と
水
滴
雲
か
ら
再
び
過

冷
却
水
滴
雲

に
押
し
上

げ
ら
れ
て
結

晶
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
現

象
が
繰

り
返
さ
れ
る
回
数
が
多

い
ほ
ど
大
き

な
結
晶
と
な
っ
て
降
る
。
大
き
な
も
の
は
径
六
～

七
ｍ

に
達
す
る
。

長
野
県
は
全
国
一
の
電
の
多
い
地
帯
で
あ
っ
て
、
う
ち
東
北
信
が
最
も
多
く
、

諏
訪
・
伊
那
も
そ
れ

に
続
い
て
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
五

～
八
月

に
か
け
て
降

電
す

る
場
合
が
多
く
、
平

均
年
一
回
ぐ
ら
い
発
生
し
、
時
に
農
作
物
に
大
き
な
被

害

を
与
え

る
こ
と
が
あ

る
。

第
四
節
　
　

風

一
　

風

向

・
卓

越
風

・

風

速

風

は
海
洋
や
海
岸
で
強
く
、
内
陸

に
な

る
ほ
ど
地
上
の
障
害
物

の
た
め
に
弱
く

な
る
。
東
と
西

に
三
〇
〇
〇
ｍ

級
の
山
脈

が
並
立
し
、
そ

の
間

に
あ
る
伊
那
盆
地

は
、
両
山
脈

が
自
然

の
障
壁
と

な
っ
て
あ

ま
り
強
い
風

は
吹

か
な
い
。
ま
た
、
谷

の
方

向
が
南
北

に
通

っ
て

い
る
の
で
風

の
方
向
も
圧
倒
的

に
南
北

の

方

向

が

多

へ

○

ｔ

ま
ず
、
年
間

の
風
向

に
つ

い
て
み
ょ

う
。
表
５
－
2
3
は
南
箕

輪
中

学
で
観
測

し

た

Ｉ
〇
年
間

の
平
均
風

向
別

回
数
で
あ
り
、
図
５
－
1
6
は
そ

の
風
配
図
で
あ

る
。

表5－23　月別，風向回数（回）南箕輪中学校観測

ノ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年　計 備　　考

Ｎ

ＮＥ

Ｅ

ＳＥ

Ｓ

ＳＷ

Ｗ

ＮＷ

無 風

3.5

0.7

0.6

0.7

4.2

0.8

LO

0.9

18.1

4.4

0.9

0.2

0.5

3.5

0.7

0.9

0.4

16.5

6.8

2.3

0.7

1.1

3.4

1.3

0.7

0.9

12.3

5.9

2.3

0.9

1.2

5.1

1.1

1.1

0.8

11,1

4.6

2.4

1.2

0.9

7.3

0.6

0.4

1.2

11.9

3.4

1.6

1.4

2.2

7.1

1.5

1.1

0.5

11.1

2.9

1.7

0.7

1.8

8.4

0.6

1.2

0.6

12.8

3.8

1.6

0.8

1,0

8.6

1.4

094

0.4

12.6

5.8

2.8

0.3

1.0

3.6

1.2

0.8

0,7

13.5

6.4

2.6

0.9

0.5

2.5

0.7

0.8

0.9

15.6

5.4

1.2

0.8

0.6

2.9

1.4

0.8

1.2

15.5

4.5

0.6

0.5

0.8

3.3

0.8

0.7

0.5

18.1

57.4

20.7

9.0

12.3

59.9

12.1

9.9

9.0

169.1

昭和48～57

年 （1973～

82）平 均

同
時
に
信
大
農
学
部
観
測
結
果
に

よ
る
風
配
図
も
並
べ
て
掲
げ
た
。

（
図
5
1
1
7）

図
5
1
1
8は
久
保

に
お
い
て
観
測
し
た
風
向
グ
ラ
フ

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
中
学

校
の
所
と
木
曽
山
脈
の
山
麓
に
近

い
信
大
農
学
部
の
所
で
は
風
配
図

に
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
る
。
信

大
農
学
部
の
所
で
は
木
曽
山
脈
か

ら
吹
き
下
ろ
す
西
北
・
西
・
西
南

方
向
か
ら
の
回
数
が
か
な
り
多
い

が
、
天
竜
川
に
近
い
中
学
校
の
所

で
は
東
西
方
向
の
風
は
非
常
に
少

な
く
な
り
、
年
間
を
通
し
て
南
北

方
向
の
細
長
い
風
配
図
に
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
南
北
の
風
が
最
も
多
く
、
一
〇

月
か
ら
三
月
ご
ろ
ま
で
は
北
風
が

多
く
、
五
月
か
ら
九
月
ご
ろ
ま
で

は
南
風
が
卓
越
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
転

換
点
が
四
月
の
上
旬
と
九
月
の
上

旬
こ
ろ
と
で
あ
る
。
そ

の
こ
と

㈲
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／
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＼
　
　
　
　
　
　
　

／

／
　
　
　
Ｅ
　
　
　

＼

／
　
　
　
　
　

＼

／
　
　
　

＼

／
　

＼

十
リ
　
　

＼
＼

＼

Ｗ

／
／

／
／

８

＼　　　　　　 ／
＼Ｘ　　　 ／／

＼

／／　　 Ｘ
＼

／　　　　　　 ＼

図5 －16　 月別 風配図（風向頻度割合）と年間風配図（南箕輪中学校）

６４１ 月

Ｅ

12 月

☆
10７

図5 －17　 月別風配図（風向頻度割合）（信 大農学部）

は
、
久
保
の
風
向
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
、
こ
の

時
期
が
季
節
の
転
換
点
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

信
大
農
学
部
の
所
で
は
、
冬
季
北
西
及
び
北
風
が
多

く
、
こ
れ
は
北
西
季
節
風
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
が
肌

に
し
み

る
西

お
ろ
し
で
あ

る
。
そ
れ
が
天

竜

川
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
障
害
物
が
少
な
く
な
り
し
だ
い

に
谷
の
方
向
で
あ
る
北
風
に
変
る
も
の
と

考
え

ら
れ

る
。風

速
に
つ
い
て
は
、
信
大
農
学
部
観
測
の
資
料
に
よ

っ
て
み
て
ゆ
く
と
、
月
別
・
時
刻
別
の
平
均
風
速
は
表

5
1
2
4の
よ
う
で
あ
る
。

南風

＼･ 、ノ
／
／　　　　

‾ ‾` ゝ
＼　　北風　　

／
／
ノ　　　　

‘Ｘゝ
χI
＼
ゝ一一へ　　　　 ｀ 一一一一一一　　　　　 ヽ、

Ｘゝ　　　

西おろし（南西 風）　　　　　　　　　　　　　　 ．゙

＼

へ　　　　　　　　 ／

20

10

/ ”

へ

ゝゝ

８７６

図5 －18　 南みのわの風向（久保）（ 昭53～57年　 ５か年平均）

月

夕5



第 ５ 章　 気 象 と 気 候

表5 －24　 月平均時刻別 風速（ｍ／ｓｅｃ）昭33～41（信大農学部）

へ　 時刻レ ブ フ 3　　6　　9　12　15　18　21　24 日平 均

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

2.0　1.9　2.3　3.4　3.6　3.1　2.7　2.2

2.1　2.2　2.5　3.4　4.0　3.3　3.0　2.4

2.0　2.0　2.8　4.2　4.7　3,8　3.0　2.4

1.9　1.9　3.1　4.4　5.1　4.3　3.2　2.3

1.6　1.6　2.7　3.8　4.4　3.9　2.5　1.6

1j 3　1. 2　2.2　3.3　4.3　4.0　2.5　1.7

1.1　1.1　2.2　3.5　3.7　3.0　1.7　1.3

1.0　0.8　2.0　2.8　3.3　2.4　1.5　1.0

1.1　1.2　1.8　2.7　3.1　2.1　1.5　1.3

1.3　1.3　2.0　3.0　3.0　2.1　1.7　1.4

1.5　1.4　1.9　2.9　3.1　2.4　2.0　1.6

1.6　1.5　1.7　3.1　3.4　2.4　2.0　1.9

2.6

2.8

3.0

3.1

2.7

2.5

2.1

1.7

1.7

1.8

2.0

2.0

地
上
で
の
風
速
の
日
変
化
を
見
る
と
、
最
大
風
速
は
日
中

に
現
わ
れ
、
夜
間
は
風
が
少
な
卜
。
一
年
を
通
し
て
八
月
の

夜
半
か
ら
朝
方
ま
で
が
風
の
弱
い
時
間
帯
で
、
三
～
四
月
の

午
後
三
時
ご
ろ
が
最
も
風
速
が
強
い
。
年
間
の
平
均
風
速
は

二
～
三
ｍ
で
あ
っ
て
Ｉ
〇
ｍ
以
上
の
強
風
の
吹
く
日
数
は
飯

田
で
表
5
1
2
5の
よ
う
で
あ
る
。
当
地
で
も
こ
れ
と
大
差
の

な
い
数
値
と
考
え
ら
れ
、
全
国
的
に
は
風
が
弱
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

な
お
、
年
間
の
無
風
日
数
は
一
七
〇
日
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

表5 －25　 暴風日数（１０ｍ／ Ｓ以上 の日数）（ 日）

ﾆﾉ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年計 備　　考

飯　　 田 0.8 0.9 1.3 2.2 2.0 0.6 0.1 0.3 0.6 1.2 0.9 0.3 11.2
昭36～45

('61～マO)

二
　

暴
　
　
　

風
（
台
風
）

台
　
風
　
台
風
と
は
、
南
洋
や
南
シ
ナ
海
な
ど
で
発
生
し
て
日
本
・
フ
ィ
リ
″

ピ
ソ
・
中
国
な
ど
を
襲
う
猛
烈
な
暴
風
雨
の
こ
と
で
、
熱
帯
生
れ
の
低
気
圧
（
熱

帯
低
気
圧
）
で
圏
内
の
最
大
風
速
が
毎
秒
一
七
ｍ
以
上
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

熱
帯
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
の
う
ち
、
メ
キ
シ
コ
湾
・
カ
リ
ブ
海
等
に
発
生
す
る
も

の
は
（

リ
ケ
ー
ン
、
イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル
湾
な
ど
に
発
生
す
る
も
の
は
サ
イ
ク
ロ

ン
と
呼
ん
で
お
り
、
多
く
大
陸
の
東
岸
地
方
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。

日
本
を
襲
う
台
風
の
進
路
は
そ
の
時
々
で
違
う
が
、
六
月
ご
ろ
は
台
湾
あ
た
り

を
通
っ
て
中
国
に
上
陸
す
る
こ
と
が
多
く
、
七
月
に
は
日
本
本
土
の
外
回
り
を
通

り
朝
鮮
半
島
か
ら
シ
ベ
リ
ア
沿
岸
を
北
東
進
し
、
八
月
は
日
本
海
を
、
九
月
に
は

本
土
を
通
り
、
一
〇
月
に
は
日
本
の
南
方
海
上
を
北
東
進
し
、
一
一
月
に
は
さ
ら

に
小
回
り
を
し
て
南
方
海
上
を
通
る
傾
向
が
強
い
。（
図
５－
1
9）

ノし
／口

⊃レ≫
⊃（ビノ

ブじへ
・妙

O°　　

卜　lU

図5 －19　 台風 の進路

台
風
の
発
生
数
と
日
本
へ
の
上
陸
数
を
示

す
と
表
５
－
2
6
の
よ
う
で
あ

る
。
台

風
の
発
生
数
は
年
間
二

七
～
二

八
個
で
、
そ
の
う
ち
日

本
に
上

陸
す
る
も
の
は
三

％



個
ほ
ど
で
あ

る
。

長
野
県
は
内
陸

に
位
置
し

て

い
る
の
で
、
台
風

に
よ

る

被
害
は
海
上

か
ら
ま
と
も

に

や

っ
て

く
る
西
日
本
や

太
平

洋
岸
に
比
べ
れ
ば
小

さ
い
。

こ
れ
は
台
風
が
当

地
に
や
っ

て
く
る
間
に
陸
上

を
通
る
の

で
弱
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

う
え
、
ま
わ
り
は
二
〇
〇
〇

第 ４ 節　　 風

表5 －26　 月別平均台 風発生数，日本への上陸数 （昭28～54年）

ノ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年計

発生
回数

上 陸
回数

0.6 0.3 0.5 0.8

0

1.0

0

1.7

0.1

4.1

0.5

5.6

1.3

5.1

1.0

3,9

0.2

2.5 1.0 27 ﾊﾞL

3.1

表5 －27　 台 風の観測記録

地　　 点

昭和34年７号台風（昭34.8.14 ） 伊勢湾台風（昭34よ26 ） 第２室戸 台風（昭36.9.16 ）

最 大 風 速
ｍ／ｓ

最大瞬間風
速 ｍ／ｓ 総雨量 最 大 風 速

ｍ／ｓ
最 大瞬間風
速 ｍ／ｓ

総雨量 最 大 風 速
ｍ／ｓ

最大瞬 間風
速ｍ／ｓ 総 雨量

長　　 野 ＮＮＥ１８．４ ＮＮＥ２６．４ 84 ＳＷ　註 ０ S　　　19.4 45 S S VV18. 0 S S VV26. 6 55

松　　 本 S　　14.4 S　　　19.4 134 S　　　24.7 S　　　35.3 103 S　　　21.0 S　　　33.6 70

飯　　 田 S　　12.2 S　　　20.4 149 S　　　20.5 S　　37.0 138 S W　18. 3 ＳべV　29.5 111

諏　　 訪 S S VV14. 7 Ｓ ＳＷ１９．１ 146 S　　　22.3 E S　33.8 126 Ｓ ＳＥ１６．５ S E　29.1 67

軽 井 沢 NE　24.4 NE　36.3 287 E　　13.9 E　　　19.8 150 SW　15.0 Ｗ ＳべV21.0 20

上　　 田 S E　25.1 - 9〔) E　　　20.8 - 89 S E　16.1 - 57

（ 信 州 の 天 気 よ り）

～
三
〇
〇
〇
ｍ

の
大
き
な
山
荷

が
あ

っ
て
台
風

の
勢
力

は
さ
ら
に
弱

め
ら
れ

る
か

ら
で
あ

る
。

し

か
し
、
大
き
な
気
流
の
方
向
と
谷

の
方

向
が
一
致

す
れ
ば
思

わ
ざ
る
強
風
が

吹
き
、
ま

た
、
豪
雨
の
被
害
が
発
生
す

る
こ
と
が
多

い
。
県
内

の
大
き
な
被
害

の

図5 －20　 台 風10号の進路と上陸前の天気図（ 昭和57）

出
た
台
風
の
観
測
記
録
を
あ

げ
る
と
表
5
1
2
7の
よ
う
に

た
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
県
内
で

も
最
大
風
速
で
秒

速
二

五

ｍ
、
瞬
間
最
大
風
速
が
三
七

ｍ
に
達
し
た
こ
と
が
あ
る
。

台
風
に
伴
う
雨
量
は
一
五
〇

ｍ
程
度
に
達
す
る
こ
と
は
め

ず
ら
し
く
な
く
、
時
に
は
三

〇
〇
ｍ
に
近
し
降
水
量
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

台
風
は
進
行
方
向
に
対
し

て
風
は
右
側
が
強
く
左
側
は

弱
く
な
る
。
ま
た
、
台
風
の

進
路
が
太
平
洋
岸
を
通
る
と

き
雨
量
が
多
い
傾
向
を
持
っ

て
し
る
。
し
た
が
っ
て
、
台

風
が
当
地
の
西
側
を
通
り
日

本
海
に
抜
け
る
よ
う
な
進
路

を
と
る
と
き
、
南
寄
り
の
風

町
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図5 －21　 台 風18号進路と上陸前の天気図（昭和57）

が
強
く
吹
き
、
雨
量

は
比
較
的
少
な
く
風

台
風

と
な
り
、
台
風

が
南
の
方
を
東
北
進

す
る
場
合
風

は
余
り

強
く
な

卜
が
雨
が
多

い
雨
台
風

に
な
る
傾

向
を
持

っ
て
い
る
。

参
考
の
た
め
昭

和
五

七
年
の
台
風
一
〇

号

及

び
一

八
号
の
台
風

の
経
路
と
、
そ

の
と

き

の
天
気
図

を
掲

げ

て

お
く

。

三
　

そ
　

の
　
他

図5 －22　春一番の吹いた天気図

春

一
番
　

春

に
な

っ
て
初

め
て

吹
く
南
寄
り

の
強
風
を
春
一
番
と

い
う

。
日
本
海
を
発
達
し
た
低
気

圧
が
通

る
と
き
に
吹
く
も
の
で
あ

る
。
（
図
５
－
2
2）
こ
れ
は
余
り

長

く
は
続
か
な
い
。
半
日
ぐ
ら
い
で

ま
た
寒
い
冬
の
天

気
に
も
ど
る
。

関
東
で
は
例
年
二
月
二
〇

日
ご

ろ
で
、
天

気
予
報
で
は
っ
き
り
春

一
番
が
吹
い
た
と
言
う
。
長

野
県

は
関
東
地
方
の
沿
岸
部
に
比
べ
る
と
風
は
弱
い
の
で
、
は
っ
き
り
現
れ
な
い
年
が

多
い
。

春
一
番
に
続
い
て
春
二
番
、
三
番
と
吹
き
荒
れ
、
続
卜
て
春
の
嵐
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
暖
か
し
風
が
山
脈
を
越
え
て
吹
き
下
ろ
す
と
断
熱
現
象
で
気
温
が

上
昇
し
、
一
〇
〇
〇
ｍ
高
度
で
山
の
風
上
と
風
下
と
で
は
風
下
の
方
が
五
で
も
高

く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
〇
ｍ
の
山
を
越
え
る
風
は
Ｉ
〇
で
も
高
温
と
な

る
。
春
一
番
と
か
二
番
と
い
う
よ
う
な
暖
風
が
山
脈
を
越
え
る
と
、
そ
の
風
下
は

大
変
な
高
温
に
な
る
。
日
本
海
側
か
三
〇
℃
以
上
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る

の
は
こ
の
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
フ
ェ
ー
ン
現
象
と
い

う
。
当
地
で
も
弱
い
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

黄
砂
現
象
　
春
に
は
黄
砂
と
い
う
現
象
が
あ
る
。
黄
砂
と
は
中
国
大
陸
の
黄
河

流
域
の
黄
土
地
帯
が
干
ば
つ
に
な
る
と
、
乾
い
た
砂
じ
ん
が
寒
冷
前
線
や
低
気
圧

に
よ
る
強
い
風
で
上
空
に
舞
い
上
が
り
、
上
空
の
ジ
ェ
″
卜
気
流
に
流
さ
れ
て
日

％



第５節　その他の気象

本
上
空
へ
運
ば
れ
て
く
る
も
の
で
二
月
か
ら
五
月
ご
ろ
に
現
わ
れ
る
。

表
5
1
2
8の
ご
と
く
、
長
野
県
で
黄
砂
を
観
測
し
た
回
数
は
昭
和
四
三
年
か
ら

表5 －28　 長野県内の黄砂日数

し て２　　　３　　　４　　５ 年　 間

昭和43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

一　 －　 －　 一

一　 －6(4) －

－　 －　 －　 一

一　 － ドO) 一

一　 一　 －　 一

一　　　－　　　－　2(2)

1(1)　3(O)　1(O)2(O)

－　　2(O)　1(1)　一

一　　　－　　2(O)　－

3(1)8(3) 一 一

－

6(4)

一

衣O)

－

2(2)

7(1)

3(1)

2(O)

11(4)

計 4(2)13(3)11(5)4(2) 33(12)

注： カッコ内は県下全般に 黄砂を 観測した 日数。

(長野県農業気象月報 より集計)

五
二
年
ま
で
の

Ｉ
〇

年
間

に
三
三
回
で
、

う
ち
一
二
回
は
全
県

下

に
わ

た

っ

て

い

る
。黄

砂
は
年
に
よ
っ

て
来
な
い
年
も
あ
る

が
黄
砂
の
多
い
時
に

は
、
東
山
や
仙
丈
ヶ

岳
な
ど
が
霞
ん
で
み

え

る
ほ
ど

に
な

る
。

山
谷
風
　

天
気
が
安
定
し
て
い

る
夏
の
季
節

に
よ
く
み
ら
れ

る
現
象
で
、
日
中

に
谷

の
方

か
ら
山
頂

に
向

か
っ
て
吹
き
の
ぼ

る
風
を
谷
風
と
い
い
、
夜
は
逆

に
山

頂

か
ら
谷

に
風
が
吹
き
下

ろ
す

。
こ
れ
が
山
風
で
あ

る
。
こ
れ
を
あ
わ
せ
て
山
谷

風
と
い
う
。

伊
那
谷
（
盆
地
）
で

も
こ
の
風

が
み

ら
れ
る
。
日
本
晴

れ
の
よ
う
な
天
気
の
よ
い

静
か
な
と
き
、
夕
方
天
竜
川
の
上
流

か
ら
下

流
の
方
へ
静
か
で
は
あ
る
が
風

が
吹

く
。
こ
れ
が
山
風
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
方
下

流
の
方
か
ら
上
流
の
方
へ
弱

い
風

が

吹
く
。
こ
れ
が
谷
風

で
あ
る
。
朝
夕
の
ひ
と
時
こ
の
風

が
お
さ
ま
る

と

き

が

あ

り
、
こ
れ
を
朝
な
ぎ
夕
な
ぎ
と
い
う
。
こ
の
山
谷
風

は
ひ
と
夏

に
数
日
ぐ
ら
い
し

か
わ
か
ら
な
い
。

第
五
節
　

そ
の
他
の
気
象

一
　

日

射

と

日

照

日
　

射
　

太
陽

放
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
大

気
中

に
発

生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
諸
現

象
の
主
要

な
原
動
力
で
あ

っ
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ

れ
が

地

球
表
面

に
達

す
る
ま
で

に
は
厚

い
大
気
層

を
通
過
し
力
が
弱

め
ら
れ
て
く

る
。

こ

の
地

球
表
面

に
達

す
る
太
陽
放
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
量

を
日
射
量
と
呼

ん
で

い
る
。

日
射

量
は
、
緯
度
・
季
節
・
標
高
・
大
気

の
透
明
度
等

に
よ
っ
て
異
な

る
。
緯
度
は

高
く

な
る
ほ
ど
太
陽
高
度
が
低
く
な
り
、
冬
は
夏

よ
り
太
陽
高
度
が
低
く
な
り
、

と

も
に
日
射
量

は
小

さ
く
な

る
。
ま
た
、
一
日
の
う
ち
で
は
朝
夕
は
日
射
量
が
小

さ
く
正

午
に
最
大
と

な
る
。
大
気
の
透
明
度
は
天

候
に
最
も
大
き
く
左
右

さ
れ
、
雲

輪笠

二

累

田

古
1
1 東

古
同

一

一

Oal
一 一 一 －

年 平均

324

－゙ 一一309

266

300

３　 ４　 ５　 ６　 ７　 ８　９　１０　Ｈ　 １２
２

１

図5 －23　 月別平均 日射量

や
霧
が
日
射
を
妨
げ
、

ス
モ

″
グ
等
も
日
射
量

に
大
き
く
影
響
す

る
。

こ

の
よ
う

に

日

射

量

に
影
響
す

る
諸
要
素
は

多

い
が
、

南
箕
輪

（
信

大
農
学
部
）
、
東
京
、
高

田

の
三
地
点

の
日
射
量

は
表
５
－
2
9
及
び
図
5

1
2
3
の
よ
う
で
あ

る
。

太
陽
高
度

の
点

か
ら

は
六
月
が
最
高

の
日
射

量
で
一
二
月
が
最
低

に

卯



第５章　気 象と気 候

表5 －29　 月別平均日射量（ｃａｌ／。j／ 日）

①∧ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
年平
均

備　　　　　　 考

南　 箕　 輪
(信大農学部)

東　　　　 京

高　　　　 田

237

202

169

309

248

243

364

292

326

409

320

392

446

355

455

380

313

397

398

297

396

349

318

423

317

246

313

263

214

253

217

191

191

201

175

149

324

266

309

昭55～56(1980 ～81)

昭36～45(1961 ～70)

〃

な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
は
晴
天
の
多
い
五
月
が

最
高
の
日
射
量
を
示
し
、
梅
雨
期
の
六
～
七
月
は
や

や
落
ち
込
ん
だ
形
に
な
っ
て
お
り
、
二
一
月
は
太
陽

高
度
に
応
じ
て
最
低
で
あ
る
。
高
田
は
冬
季
間
降
雪

の
日
が
多
く
日
射
偕
が
少
な
く
、
東
京
が
年
間
を
通

じ
て
全
般
に
日
射
量
が
少
な
い
の
は
大
都
市
に
共
通

な
ス
モ
″
グ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
火
山
の
大
噴
火
等
が
あ
っ
た
場
合
、
世
界
的

な
規
模
で
日
射
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ

う
。
三
地
点
の
う
ち
で
は
本
村
の
日
射
量
は
最
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

日
照
時
間
・
日
照
率
　
各
地
の
緯
度
と
季
節
に
応

じ
把
地
平
線
よ
り
の
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
の

時
間
を
可
照
時
間
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
周

囲
の
山
や
建
物
な
ど
の
た
め
日
の
出
る
時
間
が
遅

れ
、
あ
る
い
は
日
の
入
り
が
早
く
ま
た
雲
に
さ
え
ぎ

ら
れ
て
日
光
の
あ
た
る
時
間
は
可
照
時
間
よ
り
は
、

か
な
り
短
く
な
る
。
実
際
に
日
射
の
あ
る
時
間
を
日

照
時
間
と
い
う
。
各
地
点
の
日
照
時
間
を
示
す
と
表

5
1
3
0で
あ
り
、
そ
れ
を
図
化
し
た
も
の
が
図
５
－

2
4で
あ
る
。

月
別
の
日
照
時
間
の
長
い
の
は
各
地
点
と
も
晴
天

の
多
い
五
月
と
八
月
で
、
冬
季
間
の
日
照
時
間
の
少

な
い
の
は
可
照
時
間
の
減
少
が
主
な
原
因

で
、
六

月
・
九
月
は
曇
雨
天
が
多
い
た
め
に
日
照
時
開
か
短

表5 －30　 月別 平均 日照時 間（時 間）

①∧ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年 計 備　　　　　　考

南　 箕　 輪

(信大農学部)

松　　　　 本

諏　　　　 訪

飯　　　　 田

東　　　　 京

高　　　　 田

161

185

184

176

186

78

161

182

183

178

167

92

210

214

209

200

176

141

198

213

208

202

178

194

227

238

217

209

186

218

185

185

171

166

137

168

206

200

187

189

164

180

232

224

220

221

194

230

167

161

156

156

131

149

167

169

158

157

135

143

142

174

166

155

147

121

142

178

173

163

171

85

2,221

2,322

2,231

2,171

1,972

1,800

昭46～53(1971 ～78)

昭26～55(1951 ～80)

昭20～45(1945 ～70)

昭16～45(1941 ～70)

々

々

表5 －31　 月別平均日照率（％）

言∧ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
年平
均

備　　　　　　 考

南　 箕　 輪
(信大農学部)

諏　　　　 訪

飯　　　　 田

東　　　　 京

高　　　　 田

52

60

57

60

26

54

60

58

55

30

57

57

54

48

38

51

53

52

46

49

49

50

48

43

50

42

39

38

32

38

46

42

43

37

40

56

53

53

46

55

44

42

42

35

40

46

45

45

39

41

45

54

50

48

40

46

57

54

57

28

49

50

49

44

41

昭46～53(1971 ～78)

昭20～45(1945 ～70)

昭16～45(1941 ～70)

〃

々

7 叩



第 ５節　その他の気 象

く
な
っ
て
い
る
。
高
田
の
冬
季
間
の
日
照
時
間
が
非
常
に
少
な
い
の
は
、
日
本
海

側
に
共
通
の
気
候
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

飯田

南箕輪

200

150

｀ヽ 高 田一 南箕輪

－･一松本

－` 二飯田

一 東京

- 一一高田

／ ／

３　 ４　 ５　 ６　７　 ８　 ９　１０　１１　１２２
１

月 日照

図5 －24　月別平均日照時間

月

南
箕
輪
の
日
照
時
間
は
年

間
二
二
〇
〇
時
間
を
超
え
、

松
本
の
二
三
〇
〇
時
間
余
に

は
及
ば
な
い
が
国
内
で
は
多

い
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
点
て

有
利
な
場
合
が
多
い
。

可
照
時
間
に
対
す
る
日
照

時
間
の
割
合
を
日
照
率
と
呼

ぶ
。
各
地
点
の
日
照
率
を
示

す
と
表
5
1
3
1の
よ
う
で
あ

る
。
日
照
率
は
本
村
で
は
Ｉ

～
四
月
と
八
月
が
高
く
、
六

月
と
九
月
が
低
い
が
年
平
均

四
九
％
で
、
東
京
や
高
田
よ
り
は
か
な
り
高
い
。

二
　

湿
　
　
　
　度

相
対
湿
度
　
大
気
中
の
水
蒸
気
の
量
を
表
現
す
る
に
は
、
一
般
に
相
対
湿
度
が

用
い
ら
れ
る
。
相
対
湿
度
は
、
現
在
大
気
中
に
含
ま
れ
て
い
る
水
蒸
気
量
と
、
モ

の
大
気
の
温
度
に
お
い
て
含
む
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
水
蒸
気
量
（
飽
和
水
蒸
気

量
）
と
の
割
合
（
％
）
で
示
す
。
気
温
と
含
み
得
る
水
蒸
気
量
と
の
間
に
は
表
5
1

3
2の
よ
う
な
関
係
か
お
る
。

気
温
三
〇
℃
の
と
き
は
几
ｍ
中
に
三
〇
ｇ
Ｏ
水
蒸
気
を
含
み
得
る
わ
け
で
あ
る

が
、
実
際
の
水
蒸
気
量
が
一
五
ｇ
で
あ
れ
ば
相
対
湿
度
は
五
〇
％
と
な
る
。
こ
の

表5 －32　1 立方メートルの空気中に 含み得る最大 水蒸気量（ 飽和水蒸気量）

温　 度（ ℃） 30　25　20　15　10　5　0　 － 5　 －10　 －15　－20　 －25　 －30

水蒸気量（ｇ） 30　23　17　13　　9　7　　5　　3.4　2.4　　1.6　　1.1　　0.7　0.5

相
対
湿
度
が

わ
れ
わ
れ
の

体

感
と
合
っ
て

卜
る
の
で

一

般
に
こ
れ
を
湿

度
と
呼

ん
で
い
る
。

相
対
湿
度
の
年
変
化

表5 －33　 月別平均 相対 湿度（％）

言ノ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
年 平
均

備　　　　　　 考

南

箕

輪

信 大 農 学 部

南箕輪中学校

69 68 68 70 72 80 83 81 82 81 75 73 75
昭36～41(1961 ～66)
〃48～52(1973 ～77)

松　　　　　 本 68 67 64 62 64 73 75 74 77 77 72 70 70 昭26～55(1951 ～80)

諏　　　　　 訪 75 74 71 70 71 77 80 79 81 81 78 74 76 昭20～45(1945～70)

飯　　　　　 田 67 64 62 64 68 75 78 76 79 78 74 70 71 昭26～55(1951～80)

東　　　　　 京 53 55 58 65 68 75 77 75 75 70 64 57 66 〃

高　　　　　　田 78 77 73 69 71 79 81 78 79 78 77 78 77 〃

静　　　　　 岡 57 58 61 69 72 79 80 78 77 72 67 62 69 々

珀7
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表5 －34　 最小 相対 湿度（％）

二 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 年極
小

備　　　　　　 考

南　 箕　 輪
（ 信大農学部）

飯　　　　 田

諏　　　　 訪

東　　　　 京

高　　　 ［H

18

13

18

6

26

6

6

14

13

19

14

8

13

12

17

10

5

10

11

12

10

11

13

14

16

19

16

18

21

25

37

24

25

33

37

29

26

27

30

34

24

21

21

26

31

19

15

20

17

18

17

14

20

17

24

16

7

14

13

26

6

5

10

6

12

昭54.8～56

(1979.8 ～81)

昭25～45(1950 ～70)

〃

〃

〃

各
地
の
月
別
の
平
均
相
対
湿
度
を
あ
げ
る
と

表
5
1
3
3の
よ
う
で
あ
る
。

湿
度
は
温
度
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
は
な

い
。
そ
れ
は
、
空
気
中
の
水
蒸
気
の
絶
対
量

が
気
温
に
似
た
よ
う
な
変
化
を
示
す
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
に
湿
度

は
夏
に
高
く
冬
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
夏
の

湿
度
が
高
い
と
生
活
に
と
っ
て
不
快
な
状
態

と
な
り
、
冬
季
間
の
多
湿
も
好
ま
し
い
も
の

で
は
な
い
。

人
間
の
生
活
に
適
し
た
湿
度
は
六
五
～
七

〇
％
と
い
わ
れ
、
湿
度
が
少
な
過
ぎ
て
も
い

ろ
い
ろ
な
障
害
が
発
生
す
る
。
最
も
乾
燥
し

た
状
態
を
表
わ
す
最
小
湿
度
を
示
す
と
表
５

－
3
4
の
よ
う
で
あ
る
。

最
小
相
対
湿
度
は
、
平
均
湿
度
が
七
〇
％

く
ら
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
著
し
く
低
く
二

〇
％
以
下
の
場
合
が
か
な
り
多
い
。
特
に
冬

季
か
ら
春
先
に
か
け
て
低
く
、
呼
吸
器
系
統

の
障
害
が
発
生
し
易
く
、
火
災
の
発
生
も
こ

の
時
期
に
多
い
。

相
対
湿
度
の
日
変
化
　
信
大
農
学
部
に
お

い
て
観
測
し
九
月
平
均
時
刻
別
相
対
湿
度
を

示
す
と
表
５
－
3
5
、
図
5
1
2
5の
よ
う
で
あ

る
。

表5 －35　 月平均時刻別相対湿度（％）

昭36～41，48～52（ ’61～’66／73 ～ツ7） 信大農学部

図5 －25　年平均湿度日変化

湿

度
は
一

般
に
夜
間

高
く
日

中

低
く
な
っ
て

お
り
、
一
年

を

通
じ
て
最

も
湿
度

が
高
い
の
は

六
～
九
月

の
午
前
三
時
～

六
時

ご
ろ
で
、
最
も
低
い

の
は

Ｉ
～

四
月

の
午
後
三
時

ご
ろ
に
な

っ

て
い

る
。

ノ 3　　　6　　　9　　　12　　　15　　　18　　21　　　24日平均

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

82　　　84　　　75　　　53　　　50　　　61　　　72　　78

81　　　84　　　72　　　51　　　50　　　60　　　70　　　77

82　　　85　　　68　　　52　　　49　　　58　　　70　　　79

87　　88　　66　　53　　50　　59　　72　　82

90　　90　　67　　53　　52　　62　　76　　86

94　　94　　75　　63　　63　　73　　86　　91

95　　95　　79　　67　　67　　 ｎ　　９0　　94

95　　　95　　　75　　　61　　　62　　　77　　　89　　　94

95　　95　　77　　63　　63　　81　　91　　94

94　　96　　79　　59　　59　　79　　89　　93

89　　90　　75　　55　　52　　71　　82　　87

84　　　86　　　76　　　55　　　53　　　69　　　77　　82

69

68

68

70

72

80

83

81

82

81

75

73

三
　

霜
大

気

中

の

水

蒸

気

が

夜

間

な

ど

に

冷

え

て

気

温

が
○

℃
以

上

の

と

き

は

露

に

、
○

℃
以

下

の

と
き

は

凍

っ

て
霜

と

な

る

。
気

温

は
普

通
一

ニ

ー～

一
　・
五

ｍ

の
高

さ
で

観

測

す

る

の
で

地

面

よ

り

温

度

が

高

い

場

合

が

あ

り

、

気

温

が

二

～

三

℃
で

も

地

表

面

は
○

℃
以

下

に

な

り

霜

や

霜

柱

が

で

き

る
こ

と

が

あ

る
。

霜

は

高

気
圧

が
覆

狸2



第 ５節　そ の他の気象

表5 －36　初霜日・終霜日

⊃卜
初　　　　　　　　　　 霜 終　　　　　　　　　　 霜

備　　　　 考

平年初霜日 最早 初霜 日 平年終霜 目 最晩終霜日

南箕 輪(信大農学部)

伊　　　　　　　 那

松　　　　　　　 本

飯　　　　　　　 田

月　日

10.14

10.16

10.16

10.28

月　 日

10.3
(1964)

10 ，5
(1954)

10.　3
(1964)

9.24
(1963)

月　日

5.12

5.10

5.11

4.28

月　日

5.27
(1954，64)

5.23
(1947)

5.29
(1921)

5.23
(1898)

昭29～52
(1954～77)

昭22～35
(1947～60)

昭25～55
(1950～80)

々

( 松本，飯田の最早最晩霜日は統計開始年以来のものである)

つ
て

い

た

り
、

大

陸

か

ら
寒

気

団

が
上

空

に

入

り
（

図
５
－
2
6
）
、
雲

が

な

く

よ

く

晴

れ

わ

た

り
、

し

か

も

風

の

無

い

朝

方

に

結

ぶ

。

こ

れ

は

地
面

の

熱

が

放

散

さ

れ

る

、

い

わ

ゆ

る

放

射

冷

却

が
行

わ

れ

、

地

上

の

温

度

が

冷

え

る

た

め

で

あ

る

。

初

霜

と

終

霜
　

初

霜

は

秋

、

し

だ

い

に

気

温

が
下

が

り

初

め

て

お

り

る

霜

で

、

晩

霜

は

春

だ

け

な

わ

に

な

り

、

草

木

が

若

葉

す

る

こ

ろ

お

り

る

霜

で

最

後

の

霜

を

終

霜

と

い

い

、

初

霜

・
終

霜

の

時

期

は

農

業

関

係

者

に
と

っ
て

は
重

大

な

関

心

の
あ

る
こ

と

で

あ

る

。
当

地

方

図5 －26　 降霜のあ った天気図

昭 和48年 ５月12日，大陸 より寒気団が入り込 み最低

気 温一1.0℃まで下がりかな りの降霜 があった。

を
中
心
と
し
て
初
霜
・
終
霜
の
時
期
を
表
示

す

る
と
表
5
1
3
6
の
よ
う

で
あ

る
。

当
地

に
お
け

る
平

年
の
初
霜
日
は

Ｉ
〇

月
一
五

日
ご
ろ
で
あ
る
が
、

年
度

に
よ
り

か
な
り
の
相
違
が
あ
り
、
時

に
は

Ｉ
〇

月
の
初
句
に
降
霜

を
見

る
こ
と
が
あ
り
農
作
物

に
被
害

を
与
え

る
場
合
が
あ

る
。
平

年
の

終
霜

の
期
日

は
五
月
一
〇
～

コ

ー日
こ
ろ
で
あ
り
、
年
に
よ

っ
て
は
五

月
の
下

旬
ま
で
霜
が

お
り

る
こ
と
が
あ
る
。
農
作
物
の
霜

害
は
こ
の
晩

霜

に
よ
る
も
の
が
多
く
充
分

な
注
意

が
必
要
で
あ

る
。
（
霜
害
に
つ
い
て

は
気
象
と
く
ら
し
の
項
参
照
）

無
霜

期
間
　

平
年

の
終
霜
日

の
翌
日

か
ら
平
年

の
初
霜
日
の
前
日
ま

で

の
間

を
無
霜
期
間
と
い

う
。
無
霜
期
間

の
長
い
地
域

は
二
毛
作
、
三

毛
作
と
年

220 日

240

図5 －27　 無霜期間図（和達晴 夫「日本の気候」に よる）
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第５章　気象と気候

西天龍水路 （高几8m ）

① 被割卜常に大

② 被害大

③ 被害中づ 、

④ 被害軽微

図5 －28　 西天竜水路による霜穴の形成

間
長
期
に
わ
た
っ
て
作
物
を
栽
培
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
無
霜
期
間
の
短
い

所
は
Ｉ
毛
作
し
か
で
き
な
い
な
ど
、
農

業
を
営
打
者
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味

を
持
つ
。

無
霜
期
間
は
図
５
－
2
7
の
ご
と
く
高

緯
度
地
方
や
標
高
の
高
い
所

で

は
短

く
、
緯
度
の
低
い
地
方
、
海
洋
に
近
レ

所
は
長
い
。
国
内
に
お
い
て
も
太
平
洋

沿
岸
の
南
海
地
方
は
無
霜
地
帯
で
あ
る

が
、
伊
那
は
内
陸
で
標
高
が
高
く
、
夜

間
の
冷
え
込
み
が
強
い
の
で
、
無
霜
期

間
は
一
五
〇
～
一
六
〇
日
程
度
で
、
国

内
で
は
短
い
方
で
あ
る
。

霜
道
・
霜
穴
　
地
形
や
周
囲
の
状
況

な
ど
に
よ
っ
て
特
に
霜
害
を
受
け
や
す

い
所
が
あ
る
。
夜
間
地
表
の
放
射
冷
却

に
よ
っ
て
生
じ
た
寒
冷
な
気
流
は
重
く

な
っ
て
低
い
方
へ
流
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
寒
冷
気
流
が
流
れ
通
る
と
こ
ろ
は
霜

害
を

受

け
易

く
霜

道
と
呼

ん
で

い
る
。
ま
た
、
地
形

が
凹
地

に
な
っ
て

い
て
寒
冷
気
流

が
周
囲
か
ら
流
れ
込
ん
で
滞
留

す
る
と
、
そ

こ
は
霜

害
を
受

け
易

い
。
そ

の
よ
う

な
場
所

を
霜

穴
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
霜

道
や
霜

穴
は
自
然
の
地
形

だ
け
で

な
く
人

工

の
構
造
物

に
よ
っ
て

も
作

ら
れ
る
。

昭

和
三

九
年
五
月
二
七
日

の
大
晩
霜

害
の
と
き

の
、
西
天
竜

水
路
付
近

の
霜
害

被
害
図
（
図
５
－
2
8）
を
見

る
と
霜

道
・
霜

穴
が
人
工

構
造
物

に
よ
っ
て
新

た
に
作

ら
れ
た
様
子
が
理
解
で
き

る
。

第

1.（
節
　
本
村
の
年
間

の
気
象
の
姿

本
村

の
年
間
の
時

々
刻

々
に
変
化
す

る
具
体
的
な
気
象
を
知
る
た
め
、
比
較
的

豊
作
年
で
あ

っ
た
昭
和
五
四
年
と
、
不
作
年
で
あ
っ
た
五

七
年
の
年
間
の
久
保
に

お
け

る
気
象
朧
測
表
を
掲
げ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
年
間
の
気
象
の
移
り
変
わ
り
を

追

っ
て
み
よ
う
。

気
象
観
測
表
の
見
方
　

気
象
・
気
候
な
ど
の
自
然
現

象
に
は
連

続
性
を
持

っ
た

面

と
不
連
続
で
あ
る
面

と
が
あ
る
。
七
月
一
五
日

こ
ろ
を
境
と
し
て

梅
雨
か
ら
急

に
真
夏
に
変
わ
る
な
ど
そ
の
例
で
、
そ
の
よ
う
な
不
連

続
性
の
面

か
ら
定

め
た
時

期
を
季
節
と
い
う
。
本
村
の
年
間
の
気
象
・
気
候

を
見

る
参
考
と
し
て
、
表
5
1

3
7の
季
節
表
を
掲
げ
て
お
く
。

五
四

年
一
～
四

月
（
図
５
－
2
9～
3
6）
　
昭

和
五
四

年
の
冬
は
暖

か
い
冬
で

あ

っ

た
。
一
月

は
晴
天

が
続
き
八
・
九
日

に
は
最

高
気
温

が

二

一
～
一
三

℃
と

し
う
四

月

の
陽
気
で
、
全
国
的
に
六
〇

年
ぶ
り
の
異
常

高
温

と
い
わ
れ
た
。
中
旬

に
は
降

雪
日

が
三
日

あ
り
、
や
や
気
温

が
下

が
っ
た
が
、
下
旬

の
二

六
～
二
七
日

に
は
フ

ェ
ー
ン
現
象

も
あ
っ
て
三
月
中
旬

並
み

の
気
温

に
な
っ
た
。

二
月

に
な
っ
て

も
南
風

の
吹
く

晴
天

の
日

が
多
く
、
二
〇
日

ご
ろ
か
ら
は
温
暖

な
四
月
上
旬

並
み

の
気
温
で
、
二
月

の
最

高
気
温
、
最
低
気
温

と
も
平
年

の
そ

れ

よ
り
三
～
四

℃
高
く
、
一
月
二
月

を
通
じ
て
真
冬
日

は
一
日

も
な
か
っ
た
。
雨
量

は
一
日

に
四

八
ｍ

、
二
三
日

に
三
五
ｍ

の
大

雨
が
あ
り
、
降
雪

も
四

回
ほ
ど
あ
り

二
月

と
し
て
一
四
〇
ｍ

と

い
う
多

い
降

水
量

に
な
っ
た
。
二
七
日

か
ら
は
冬
型

の

陽
気

に
な
り
西

お
ろ
し

の
寒
風
が
吹
き

急
に
寒
く
な

っ
た
。
そ
の

た
め
二
八
日

に

は
雪
が

舞
い
、
三
月
一

・
二
日

に
は
マ
イ
ナ
ス
七

℃
と
真
冬

な
み
の
最
低
気
温
で

j ㈲



第 ６ 節　 本 村 の年 間 の気 象 の 姿

天気の記号（ 図5 －29以下 の各月気象推移表に用いた記号）

○

①

②

終日快晴

晴

う す曇

○ ｌ

気　温

降水量

◎

⑧

０４
①

０
.①

雨

雪

夜のＯ時から正午まで贈

で正午から０時まで`雨

午前中快晴

午後曇

⑧

⑧

⑤

午前中雪

白j と曇

夜中から８時まで曇８時から午後３

時まで快晴午後３時から夜中まで晴

夜中から10時まで晴

その後快晴

最高気温，最低気温を折線グラフで示す。

皿 降水量を棒グラフの高さで示す。単位ｍｍ

｣阿＼ 降雪量を棒グラフで示す。単位ｃｍ　斜線部は積雪が消滅までを表わす。

風向・風力　V7 が南風 且 が北風▽ 西おろし　高さは風力，幅は吹いていた時間を表わす。例54 年１月

10日の夜中から北風が吹きだし翌11日の昼ごろ最も強くなり，夜になってやや衰えたが12日の昼

ごろまた強くなり，13日昼ごろ北風がやんで午後には南西の西おろしに変った。

（図5 －29 参照）　　　　 一ヽ

雑　象　　　おりおりに気のついた具体的気象を記録してある。その記号は次のようである。

口　…霜

Ｃ…寒い

口 … 結氷　　 り …霜 柱

ＶＣ …寒 さが` 強い　　 ＶＶＣ …非 常に寒 い　Ｌ …低 気圧

Ｈ…暖かい　　ＶＨ･‥ごTく暖かい

TlO…台風10号　 Ｊ…雷鳴･電光等

ＶＶＨ …暑 い

表5 －37　 日本の季 節（高橋浩一郎）

季節及び特異 日 日　　付 天　　　　 気　　　　 の　　　　 特　　　　 徴

春

梅
雨サ

制

公則
口

秋

丿

丿

春 のはじめ

春 の 荒 れ

寒 の 戻 り

聯 雨 入 り

鴉 雨 の大雨

梅 雨 明 け

大　　　 暑

夏 の 終 り

台 風 来 る

･秋 霖 終 る

秋　晴　 れ

し`　ぐ　れ

年 末の悪 天

大　　　 実

冬のおわり

２月15 日頃

４月 ４日頃

４月24 日頃

６月10 日頃

６月29 日頃

７月15 日頃

８月 ８日頃

９月10 日頃

９月16 日頃

10月10 日頃

11月 ３日頃

11月24 日頃

12月28 日頃

１月27 日頃

２月15 日頃

南風が吹き，気 温が上昇する。これより高・低気圧が周期的に通 るようにな る。

低 気圧が通過， 風雨 とな り，あと寒冷前線 が通過， 気温がさがる。

気温がさがり，晩 霜を みることがある。あと高気圧帯が出来， 天気が安定す る。

梅雨型 の気圧 配置が現わ れやすくな り，雨天がつづく ようになる。

前線による大雨を みることが多い。

気温が急昇し， 天気がよくな り，夏型の気圧配置がつづくように なる。

気温が高く， 天気がよい。

大陸の気団の影響が日本に及ぶ ようになり，気温が急にさがり雨 が多 くなる。台

風が来ることもある。

この頃から９月25F丿頃まで強い台 風が くる傾向かおる。

これからは移動性高気圧が通 りやす くなり，天気が よくなる。

移動 欧高気圧におおわれ，天気 のよいことが多い。

冬の季節風が強くなって初霜や初雪をみることが多い。これからぱ西高東低 の気

圧配置となりやすい。

低気圧が日本付近を 通り，表 日本にも降水かおる。気温は比較的 高い。

寒冷前線が通り，表日本でも雪が ふるo 気温がひくい。

冬型の気圧配置がくずれや すくな る。

祁5



第 ５章　気象 と気候

賠

１月 気　 温

‾40 °

20 °

O°

－10 °

40 －20°
ﾐﾘ

20ﾐﾘ

Oﾐﾘｍ ８
北十

最高　　　　　　　　　ぺ
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立 入
-

最低

降 水量
積雪深（cm）　　　　雪ヽ 伺 ﾐ ｎ
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●’゛
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ヽ　　　　 雨~
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風
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氷 柱

雑　 象

朝（

叫
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宜　ｇ －く　　　　　　ｔ　ｇ ．くａ　　　ｇ　ｓ　　　　　　－く　コ コ
M－　/Q ゝ

肯　　　　　　　　 川盆

冬　　　　　　　　　　　４月 な
型　　　　　　　　　　　　陽　だ

気　れ
予
報

－　60 年ぶりの
小　　異常高温(仝
寒－

頁　 廿 豆
ぅ　　　磐

剔　　満月　　　　　　　
赳

ｏ　　　　 ド

強_　　　　　 フ
ま　　　弱　　　　工三
る　　い　　　　１月

ン中一
旬
陽

⌒　　　　　　　　　ﾒ1
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第 ６節　本村の年 間の気象の姿
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第 ５章　気 象と気 候
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第６節　本村 の年間の気象の姿
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第 ５章　気 象と気候

図5 －37　 強い南風の吹き込んだ 天気図
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第６節　本村 の年間の気象の姿

寒
の
戻
り
で
霜
予
報
が
出
さ
れ
、
実
際
に
は
霜
は
こ
な
か
っ
た
が
寒
く
、
二
七
日

に
も
寒
の
戻
り
が
あ
っ
た
。
反
面
二
四
日
・
二
八
日
に
は
最
高
気
温
は
二
九
℃
ぐ

ら
い
に
な
る
な
ど
寒
暖
の
差
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
上
中
下
旬
と
も
数
日
晴

れ
九
日
が
続
い
て
い
る
。
五
月
は
一
般
に
晴
天
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
梅
雨
前

の
晴
れ
九
日
を
「
五
月
晴
れ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
元
来
は
梅
雨
の
合
い
間
の
晴
天

を
さ
し
て
い
た
が
、
今
で
は
八
十
八
夜
の
別
れ
霜
と
い
わ
れ
る
五
月
の
始
め
こ
ろ

か
ら
、
六
月
の
梅
雨
入
り
前
の
晴
天
を
五
月
晴
れ
と
い
う
よ
う
に
た
っ
た
。
こ
れ

は
中
国
大
陸
南
部
か
ら
来
た
移
動
性
高
気
圧
が
本
邦
を
す
っ
ぽ
り
覆
う
と
き
の
晴

天
で
あ
る
。
五
四
年
は
暖
か
い
五
月
晴
れ
が
続
い
た
が
、
大
陸
の
冷
た
い
高
気
圧

か
ら
北
風
が
吹
き
込
ん
で
、
寒
い
五
月
晴
れ
と
な
る
年
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
梅
雨
前
の
好
天
は
行
楽
に
、
運
動
に
、
農
作
業
に
良
い
と
き
で
あ

る
。
ま

た
、
五
月
前
半
こ
ろ
の
寒
の
戻
り
を
「
若
葉
冷
え
」
と
い
う
。

六
月
は
七
日
に
梅
雨
入
り
の
宣
言
が
あ
っ
た
が
、
空
梅
雨
ぎ
み
で
陰
湿
な
状
態

で
は
な
く
、
気
温
は
平
年
よ
旦
二
～
四
℃
高
い
暖
か
い
日
が
続
い
た
。
六
月
も
末

図5 －47　帯状高気圧におおわれた五月晴れの天気図

の
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線
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七
月
二
日
ま
で
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週
間
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〇

〇
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の
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。
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ゆ
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天
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日
梅
雨
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。
平
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明
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で
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く
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八
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水
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∴
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ご
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の
降
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ヶ
月
三
〇
〇
ｍ

を
超
え

る
雨

の
多

い
八

月

と
な
っ
た
。
特
に
二
〇
口

か
ら
は
連
日

の
降
雨
が
あ
り
、
稲
作

の
大
切

な
登
熟

期
に
当

た
っ
て
お
り
心
配

さ
れ
た
。
こ
の
雨
は
秋
の
長

雨
の
走

り
と
い
わ
れ
た
。

五

七
年
五
～

八
月
（
図
５
－
3
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4
5）
　
五

七
年
の
五
月

は
平

年

よ

り
三
～
四

℃

高
い
暖

か
い
五

月
で
あ
っ
た
。
五
～

六
日

・
一
五

・
二
二
～
二
三
日

と
や
や
寒
い

日
石
あ

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う

に
暖

か
い
南
風

が
吹
き
、
一
一
～
一
三

日

は
夏
型

の
気
圧
配
置
の
も
と
で
関
東

か
ら
九
州
に
か
け
て
は
真
夏
日

に
な
る
ほ

ど
の
陽
気
で
、
雨
も
上
旬
に
集
中
し
中
下
旬

に
は
五
月

晴
れ
の
日

が
い
く
日

も
あ

っ
た
。

六
月

は
ほ
ぼ
平
年

の
気
温

に
も
ど
り
、
一
四
日

に
梅
雨
に
入
り
、
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の
日

気
温

か
下

り
翌
日
佐

久
地
方

に
降
宵

が
あ

っ
た
。
し

か
し
、
空
梅
雨
状
態
で
雨
量
は
少

な
く
気
温

の
落

ち
込
み

は
な

か
っ
た
。
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七
日
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連
日
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よ
う
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降

っ
た
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な
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連
日

の
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天
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昇
せ
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っ
と
う
し
い
梅
雨
空
は
八
月
三

日
ま
で
約
一

か
月
続
き
、
稲
の
生
育
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延
等

の
冷
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症
状
が
現
れ
て
き
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。
梅
雨
期
間
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六
月

一
四
日

か
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八
月
三
日

ま
で
と
平
年
よ
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日
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、
梅
雨
明
け
は
一
五

日
遅
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た
。

八
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台
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台
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線
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一
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。
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、
大
雨
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竜
川
は
危
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を
感
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る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
特
に
上
伊
那

東
部
地
区

に
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市
か
お

り
、

高
遠
町
荊

口
で
山
室
川

が
多
量
の
土
砂
を
押
し
出
し
住
宅
な
ど
三
戸

が
流
失
し
た
。
そ
の
ほ
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第 ６節　本村の年間の気象の姿
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第 ６節　本村の年間の気象の姿
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第 ５章　気 象と気 候

か
田
畑

の
流
失
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
道
路
の
欠
壊
等
激
甚
な
被
害

を
受

け
た
。
そ

の
後

八
月
中
旬

ま
で

梅
雨
期

の
よ
う
に
降
水
日
数
が
多
く
、
快
晴

の
日

は
四
日

と

六
日

の
二
日

だ
け
と
い
う
不
順

な
天
候

の
八
月
で

あ
っ
た
。

な
お
、
五
月
三
日

に
は
「
西
日
本

に
明
日

黄
砂
が
降

ろ
」

と
予
報
が
あ

り
、
四

日

に
は
長
野
県
も

全
域

に
黄
砂
現
象
が
見
ら
れ
、
本
村

は
五
日
も
同
じ
状
態
が
続

き
、
東
山
や
仙
丈
ヶ
岳
が

お
ぼ
ろ
に
か
す

ん
で
い

た
。

五
四
年
九
～
一
二
月
（
図
５
－
4
8～
5
5）
　
九
月

の
上
中
旬

は
台
風

も
接

近

せ

ず

比
較
的
晴
天

に
恵

ま
れ
、
気
温

は
平
年
よ
り
二

℃
く
ら
い
高
く
推
移
し
稲
の
実
り

を
良
く
し
た
よ
う

に
考
え
ら
れ

る
。
一
九
日

に
は
富
士
山

に
初
雪
が
あ

っ
た
が
平

年
よ
り
一
一
日
礼
遅
い
と
い

わ
れ
、
九
月
が
温
暖
で
あ

っ
た
こ
と
を

示

し

て

い

る
。
二
二

日
は
秋
霖
に
入
り

Ｉ
〇

月
一
日
ま
で
連
続
一
〇

日
間
降
雨
が
続
い
た
。

特
に
二

六
日
に
は
一
日
五
六
ｍ

の
大
雨
で
あ

っ
た
。

図5 －56　台風20号天気図

一
〇
月
は
台
風
の
当
り
月
で

あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
日
に
台
風

二
（
号
が
名
古
屋
付
近
か
ら
長

野
県
を
北
上
し
、
夜
半
す
ご
い

南
風
が
吹
き
あ
れ
た
。
雨
は
少

な
か
っ
た
が
強
い
風
の
た
め
収

穫
ま
ぎ
わ
の
り
ん
ご
等
の
落
果

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
六

～
七
日
に
は
台
風
一
八
号
が
接

近
し
て
Ｉ
〇
〇
ｍ
の
雨
を
降
ら

せ
、
一
九
日
に
は
台
風
二
〇
号

が
長
野
県
西
部
か
ら
北
東
部
へ
か
け
て
通
過
し
た
。
こ
の
時
の
雨
は
本
村
で
は
五

五
ｍ
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
各
地
で
河
川
の
堤
防
が
欠
壊
し
道
路
が
通
行
止
め
に
な

５日の夜から木枯しが吹いた。（54年11月）図5 －57

る
な
ど
被
害
が
多
く
出
た
。
風

も
強
く
、
本
村
で
も
ト
タ
ン
屋

根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
り
、
樹

木
が
倒
れ
る
被
害
が
出
た
。

し
か
し
、
台
風
が
通
過
し
た

後
は
秋
晴
れ
の
日
が
続
い
て
い

る
。
台
風
一
過
後
の
晴
天
や
、

移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ
れ
る
と

本
邦
は
快
晴
と
な
る
。
空
気
が

乾
燥
し
て
い
る
う
え
に
風
が
静

か
で
ほ
こ
り
も
た
た
な
い
の
で

空
気
が
澄
む
。
こ
の
時
期
は
山
は
紅
葉
、
田
ん
ぼ
は
黄
金
色
に
な
り
、
ス
ス
キ
も

そ
の
稗
が
さ
わ
や
か
な
風
に
そ
よ
ぎ
、
体
感
的
に
も
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
、
一
年

中
で
一
番
す
が
す
が
し
い
時
で
農
作
業
も
は
か
ど
り
、
行
楽
に
運
動
に
最
適
な
と

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
秋
晴
れ
が
夜
ま
で
続
き
夜
間
の
放
射
冷
却
が
盛
ん
に
な
る

と
、
朝
夕
は
は
だ
寒
く
こ
た
つ
や
ス
ト
と
フ
が
恋
し
く
な
る
。
二
三
日
に
は
初
霜

が
降
り
た
。

一
一
月
に
な
る
と
気
温
の
変
化
が
激
し
く
な
り
、
五
日
に
は
雨
の
あ
と
冬
型
の

気
圧
配
置
に
な
っ
て
、
西
お
ろ
し
が
吹
い
た
。
秋
雨
の
あ
と
一
時
的
に
大
陸
の
高

気
圧
が
強
ま
っ
て
冬
型
の
気
圧
配
置
に
た
り
（
図
5
1
5
7）冷
た
い
西
お
ろ
し
や
北

風
が
吹
い
て
急
に
冬
ら
し
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
風

を
「
木
枯
し
」
と

い

う
。
木
枯
し
は
半
日
か
一
日
く
ら
い
で
何
日
も
続
く
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
大

陸
の
寒
気
団
の
南
下
期
に
大
陸
の
高
気
圧
が
一
時
的
に
強
ま
っ
て
木
枯
し
を
吹
か

せ
る
こ
と
が
何
回
か
続
き
、
木
の
葉
を
散
ら
せ
て
し
だ
い
に
本
格
的
な
真
冬
に
な

る
。

7加



第 ６節　本村の年間の気象の姿

一
一
月
一
四
日
に
は
初
雪
（
あ
ら
れ
）
が
舞
い
初
氷
が
は
っ
た
。
雨
は
一
一
月

と
し
て
は
珍
し
く
、
日
数
、
降
水
量
と
も
に
多
か
っ
た
。

コ

ー月
ぱ
五
、
六
日
に
珍
し
い
高
温
の
日
か
お
り
、
一
八
日
ま
で
穏
や
か
な
晴

天
が
続
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
日
か
ら
一
週
間
連
続
し
て
降
水
が
あ
る
と
い
う
一

二
月
と
し
て
は
珍
し
い
天
候
に
な
り
、
二
四
日
に
は
初
積
雪
が
あ
っ
た
が
降
水
量

は
多
く
は
な
か
っ
た
。

五
七
年
九
～
一
二
月
（
図
5
1
4
8～
5
5）
　九
月
の
気
温
は
平
年
な
み
で
あ
っ
た

が
上
旬
、
下
旬
と
も
雨
の
日
が
多
く
、
ぐ
ず
つ
い
た
天
候
が
続
き
、
九
月
中
で
快

晴
の
日
は
五
日
と
一
三
日
の
僅
か
に
二
日
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
気
温
の
日

較
差
が
小
さ
く
、
稲
の
実
り
の
た
め
に
は
か
ん
ば
し
く
な
い
天
候
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
九
日
か
ら
月
末
ま
で
秋
雨
前
線
が
本
州
南
岸
に
停
滞
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

こ
の
間
に
台
風
が
二
度
接
近
し
た
。
一
二
日
に
台
風
一
八
号
が
静
岡
県
御
前
崎
付

近
に
上
陸
し
、
関
東
地
方
北
部
を
経
て
東
北
地
方
を
縦
断
す
る
コ
ー
ス
を
と
り
、

本
村
に
も
Ｉ
〇
〇
ｍ
を
超
す
大
雨
を
降
ら
せ
、
八
月
の
台
風
一
〇
号
に
次
ぐ
被
害

が
各
地
に
出
た
。
二
四
日
に
は
台
風
一
九
号
が
宮
崎
県
に
上
陸
し
北
進
し
た
が
、

幸
い
に
し
て
当
地
は
雨
量
も
少
な
く
被
害
は
な
か
っ
た
。

一
〇
月
に
な
る
と
雨
の
日
は
僅
か
六
日
で
雨
量
も
極
め
て
少
な
く
、
穏
や
か
な

目
が
続
き
農
作
業
は
順
調
に
進
ん
だ
。
下
旬
の
二
四
日
に
は
冬
型
の
気
圧
配
置
と

な
り
気
温
が
下
が
り
、
二
五
日
に
初
霜
か
お
り
二
六
日
に
は
初
氷
が
は
っ
た
。

一
一
月
に
は
Ｉ
・
二
日
に
木
枯
し
が
吹
い
た
が
、
そ
の
後
比
較
的
暖
か
い
日
々

を
経
過
し
た
。
下
旬
の
二
三
日
か
ら
本
格
的
な
冬
型
に
た
り
二
四
日
に
は
初
雪
が

舞
っ
た
が
、
そ
の
間
幾
日
か
の
「
小
春
日
和
」
の
目
が
あ
っ
た
。
一
〇
月
下
旬
か

ら
一
一
月
に
か
け
て
霜
が
降
り
、
氷
が
は
っ
て
朝
晩
寒
さ
を
覚
え
る
よ
う
に
た
っ

た
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
北
風
が
ほ
と
ん
ど
吹
く
こ
と
も
な
く
静
か
な
暖
か
い
晴
天

が
お
と
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
い
う
日
を
小
春
日
和
と
い
う
。
小
春
と
い
う

の
は
も
と
も
と
陰
暦
一
〇
月
の
別
称
で
陽
暦
で
は
一
一
月
か
ら
コ

ー月
上
旬
に
当

た
る
。
こ
の
こ
ろ
の
大
陸
の
高
気
圧
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
の
で
く
ず

れ
や
す

く
、
移
動
性
高
気
圧
と
な
っ
て
日
本
へ
移
動
し
て
来
る
。
日
本
の
上
申
近
く
の
南

側
を
通
る
と
き
お
だ
や
か
な
快
晴
の
天
気
と
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
小
春
日
和
と
な

る
の
で
あ
る
。
厳
し
い
冬
を
前
に
し
て
現
れ
る
温
和
な
天
気
は
、
何
か
拾
い
も
の

を
し
た
よ
う
な
体
に
も
心
に
も
暖
か
さ
を
覚
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

コ

ー月
も
比
較
的
穏
や
か
な
天
候
で
気
温
も
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
た
が
、
冬

型
の
気
圧
配
置
が
次
第
に
多
く
な
り
、
西
お
ろ
し
の
日
も
だ
ん
だ
ん
多
く

た

っ

て
、
二
六
日
に
は
初
雪
が
降
り
Ｉ
〇
皿
ほ
ど
積
っ
た
。
し
か
し
、
降
水
量
は
月
間

三
八
ｍ
と
少
な
か
っ
た
。

五
四
年
と
五
七
年
の
気
象
の
比
較
　
五
四
年
と
五
七
年
と
の
気
象
の
状
態
を
、

稲
作
の
豊
凶
を
視
点
に
お
い
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
稲
の
中
期
成
育
期
で
あ
る
梅
雨
期
に
つ
し
て
み
る
と
、
五
四
年
は
、
六

月
七
日
に
梅
雨
入
り
、
平
年
よ
り
Ｉ
〇
日
遅
い
七
月
二
五
日
の
梅
雨
あ
け
で
、
梅

雨
期
間
は
平
年
よ
り
長
か
っ
た
が
全
般
に
空
梅
雨
ぎ
み
で
降
雨
日
数
は
一
九
日
と

少
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
気
温
も
比
較
的
高
く
、
平
年
よ
り
三
～
四
℃
高
い
日
が

多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
稲
の
生
育
遅
延
は
な
く
順
調
に
成
育
し
た
。

こ
れ
に
対
し
五
七
年
は
、
六
月
一
三
日
梅
雨
入
り
で
平
年
よ
り
数
日
遅
く
、
梅

雨
明
け
は
八
月
二
日
で
梅
雨
期
間
は
五
四
年
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
長
さ
で
あ
る
が
、

梅
雨
あ
け
の
時
期
は
平
年
よ
り
一
五
日
遅
か
っ
た
。
こ
の
間
、
六
月
は
五
四
年
同

様
空
梅
雨
ぎ
み
で
あ
っ
た
が
、
七
月
初
句
か
ら
連
日
の
雨
天
や
曇
天
で
、
梅
雨
あ

け
後
の
八
月
三
日
ま
で
約
一
か
月
間
、
冷
涼
湿
潤
な
状
態
が
続
い
た
。
こ
の

た

め
、
積
算
温
度
の
不
足
に
基
づ
く
稲
の
生
育
遅
延
等
の
冷
害
症
状
が
現
わ
れ
心
配

さ
れ
た
。

八
月
の
出
穂
期
。
五
四
年
は
八
月
と
し
て
は
珍
し
く
雨
量
の
多
い
年
で
三
〇
〇
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ｍ
を
超
す
降
雨
か
お
り
、
下
旬
に
は
秋
の
長
雨
の
走
り
と
し
て
、
五
日
間
連
続
降

雨
日
が
続
い
て
、
あ
ま
り
好
ま
し
い
状
態
で
は
な
か
っ
た
が
、
雨
は
比
較
的
集
中

し
て
お
り
晴
天
日
数
も
一
一
日
あ
り
、
影
響
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
五
七
年
の
八
月
は
、
一
日
に
台
風
一
〇
号
が
中
部
地
方
を
通
過
し

豪
雨
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
後
の
雨
量
は
少
な
く
梅
雨
の
よ
う
な
曇
雨
天
が
続

き
、
八
月
中
の
晴
天
の
日
が
わ
ず
か
二
日
し
が
な
い
と
い
う
好
ま
し
く
な
い
状
態

が
続
い
た
。

稲
の
成
熟
期
で
あ
る
九
月
の
気
象
に
つ
い
て
み
る
と
、
五
四
年
は
上
中
旬
は
晴

天
の
日
が
多
く
、
気
温
は
平
年
よ
り
二
℃
高
く
推
移
し
て
稲
の
結
実
を
良
好
に
し

た
よ
う
で
あ
る
。
一
一
日
に
は
富
士
山
に
初
雪
が
あ
っ
た
が
平
年
よ
り
一
一
日
遅

く
九
月
が
比
較
的
気
温
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
台
風
も
九
月
中

は
接
近
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
五
七
年
の
九
月
は
気
温
が
平
年
並
み
で
あ
っ
た
が
、
曇
雨
天
の
日

が
多
く
、
快
晴
の
日
は
五
日
と
一
三
日
の
二
日
だ
げ
で
稲
の
実
入
り
の
た
め
に
は

好
ま
し
く
な
く
、
特
に
、
気
温
の
日
較
差
が
平
年
に
比
べ
て
か
な
り
小
さ
い
日
が

続
い
た
。
こ
れ
が
、
こ
の
年
の
稲
の
結
実
を
予
想
外
に
悪
く
さ
せ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

五
四
年
は
Ｉ
〇
月
に
入
り
台
風
二
（
号
、
一
八
号
、
二
〇
号
と
上
陸
し
た
が
既

に
結
実
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
一
部
に
倒
伏
等
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、
収
量
に

大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
。

五
七
年
の
Ｉ
〇
月
は
台
風
の
襲
来
は
な
く
、
降
雨
日
数
は
少
な
く
、
比
較
的
穏

や
か
な
月
で
あ
っ
た
が
、
既
に
時
期
が
お
そ
く
、
か
つ
気
温
が
低
目
で
稔
実
不
良

を
ば
ん
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
七
節
　
天
気
と
く
ら
し

「

今
日
は
、
よ
い
お
天

気
で
！
」
　「

お
寒
う
ご
ざ
ん
す
」

と
い
う
よ
う
に
農
村

の
人
た
ち
は
日
常
の
あ
い
さ
つ
に
天

気
具
合
を
織
り
込

ん
だ
言
葉

を
多
く
使

っ
て

い
る
。
天

候
の
状
態
が
作
物

の
出
来
具
合
を
左
右

し
、

ま
た
、
作
業

の
段
取
り
や

能
率
に
影
響
す
る
た
め
、
農
家
の
人

々
の
喜
び
や
憂

い
が
そ

の
ま
ま
表
現

さ
れ
て

い

る
よ
う
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
だ
け
を
見

て
も
農
家
の
人

だ
も
の
生
活
と
気
候
や
気

象
と
の
深
い

つ

な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
農
家
の
人

々
ば
か
り
で

は
な
く
、

他
の
産
業

に
従
事
し
て
い
る
人

々
に
と
っ
て
も
同

様
で
あ
る
。
新

聞
が
毎
日
天
気

欄
を
設
け
、
テ

レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
が
一
日
何
回
と
な
く
天

気
予
報
を
放

送
し
て

い
る

こ
と
は
、
国
民
の
大
部
分
が
天

気
に
つ
い
て
深

い
か
か
お
り
を
も
っ
て
い
る
こ

と

を
示
し
て
い
る
と
い

っ
て
ま
い
。
特
に
台
風

等
が
接
近
し
た
場
合
な
ど
は
非

常
に

強
い
関
心
を
持
つ
の
は
、
台
風

が
人
間
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
ら
で

あ

る
。

人
間

は
自
然
現
象
で
あ
る
日
射
や
降
雨
の
恵
み
を
受
け
、
か
つ
そ
れ
を
有

効
に

利
用
し
、
時
に
は
過

度
の
日
照
り
で
あ
る
干

害
・
暴
風

雨
・
寒
暑
な
ど
と
戦
い
な

が
ら
の
生
活
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人

間
生
活
は
気
候

・
気

象
と
切

っ
て
も
切
れ
な
い
深

い
つ
な
が
り
を
も

っ
て
い
る
。
次
に
示

す
表
は
、
温

度
・
降
水
量
・
風

な
ど
の
気
象
要
素
が
人
間
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
基
準
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
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天気とくらし第7 節

表5 －38　気象要素の影響基準

①　温度の影響基準（気温は高 さ1.5m 百葉箱 内の温度）

基　 準　 温　 度 影　　　　　　　　　　　　　響

地面温度　45 °C以上

気　　 温　36 °C以上

気　　 温　32 °C以上

気　　 温　4 ～16で

日最低気温　 ８～９ °Ｃ以下

日平均気温　15 °C以上

日最低気温　 ３℃以下

気　　 温　1 °C以下

気　　 温　O °C以下

気　　 温　－ ３℃以下

気　　 温　－5 °C以下

気　　 温　－7 °C以下

裸足 では熱い。農作物熱害

農作 物高温害

作業 能率低下

防寒 着必要

カェ デ紅葉，枯草多 くなる

衛生 昆虫が多 くな る

降霜，麦 の生長 とまる。雨が雪となることもあ る。

電線 着雪

結氷霜柱

水道凍結

作業能率低下， コン クリートエ事に不適

植物が寒害を受け るものが多 くなる。

②　雨量 の影響基準

１時間降水量 影　　　　　　　　　　　　　響

0.0～0.2mm

0.2～0.3

1　～　5

5 ～10

10 ～20

20　以上

傘，雨着不用

傘必要，耕地内はあまり湿 らない。

地面がすっか り湿 り，降り続くと水溜ができる。屋外農作業不適

雨音が よく聞こえ，すぐ水溜ができる。

地面一面に水溜ができ，下 水氾濫， 降り続 くと洪水

下 水がたちまちあふれ，低い畑は浸水することもある。

一
　

気
候
と
人
体

Ｏ
　
人
間
生
活
の
最
適
気
候
と
南
箕
輪
の
気
候

人
間
の
生
活
に
最
適
な
気
候
は
、
能
率
が
最
高
に
あ
げ
ら
れ
、
間
違
い
の
発
生

が
少
な
く
、
災
害
が
最
小
で
不
平
が
少
な
く
、
代
謝
量
が
少
な
く
て
す
む
快
感
の

持
て
る
気
候
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
年
齢
や
作
業
内
容
、
被
服
の
状

態
な
ど
に
よ
っ
て
若
干
の
差
が
あ
り
、
ま
た
、
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る

③　風速の影響基準

日最大風速 影　　　　　　　　　　　　　響

17m/SeC 以上

15～16　 以上

７～８　以上

６　以上

台 風の場合には農作物の被害が急 に大きくなる。

多 くの屋外作業は不適

軽い表土が飛 ぶo 播種，施肥，農薬散布に不適

農薬空中散布に不適

（ ①②②　 大後美保「 新編農業気象学通論」 より）

④　気温 と作業

作　業　の　種　類 最適気温( ℃) 実効温度( ℃) 研　 究　 者

知的作業t 万 丿

ﾌﾟ

で

乍

で

軽 作 業( 煙草包装)

筋 肉労働t
宍定二転ｽﾞ廻万

16～20°

15～25 °

19.5゜

15.0 °

18～30゜

14

16

19

14

19～26

P -exter

桐 原労研

沢　野

石　川

verman pedferd

注　実効温度とは人間の感じる実感の程度は気温だけでなく湿度や風速放射など に 関 係す

る。これらを総合して考え出された体感にあう指数

が
、
気
温

に
つ
い
て
一
例
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

日
本
人
の
快
感
帯
は
実
効
温
度
で
、
夏
一
九
・
四
～
二

二
・

八

℃
（
二

万

一

℃
）
、
冬
で

コ
（

・
七
～
二
〇

℃
二

八
・
三
℃
）
で
あ

る
と
い
か
れ
、
一
般

に
女
姓

は
男

姓
よ
り
実
効
温
度

が
〇

・
五

℃
高
く
、
老
人

は
壮
年

よ
り
〇
・
五

℃
高
い
と

い
わ
れ
る
。
ま
た
、
ア

メ
リ

カ
合
衆
国

の
（

ン
チ
ン
ト
ン
は
、

肉
体
労
働

の
最
適

温

度
を
一
五
～

一
八

℃
、
精
神
労
働
の
そ

れ
を
四
～
一
〇

℃
と
し
、
普
通

の
生
活

は
そ
の
両

者
が
必
要

な
の
で
人
間
生
活
の
最
適
温
度

を

Ｉ
〇

℃
内
外

と
考
え
て

い

jお
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る
。
さ
ら
に
、
最

適
気
候
地
域
と
し
て

は
、
気
温

は
四
〇

℃
と
一
八
で
の
間
で
変

化
し
、
相
対
湿
度

は
七
〇
％
以
下

、
一
年
間
の
低
気
圧
の
通
過
回
数
が
二
〇

回
前

後
を
刺
激
的
な
最
適
気
候
と
結
論
し
て
い
る
。

こ
の
最
適
気
候
に
対

し
南
箕

輪
の
気
候

は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
、
ま
ず
気
温

に
つ

い
て
み

る
と
（
第
二
節
気
温
参
照
）
年
平
均

気
温

が

Ｉ
〇

・
八
～
一
一

・
六
℃
で

ほ

ぼ
理
想
状
態
に
近

く
、

快
適
な
温
度

と
い
え

る
。
し

か
し
な
が
ら
内
陸
的
気
候

の

た
め
気
温

の
年

較
差
は
二
五

℃
と
大
き
く
、
冬
季

二
一
犬

二
月

は
寒
冷
と
な
り
、

夏
季

の
七
、
八
月

は
暑
過

ぎ
る
と
い
え

る
。
し

か
し
、
当
地
方
の
真
夏
日
は
二
五

日
以
内
真
冬
日

は
数
日
以
内
で
凌

ぎ
難
い
状
態
で
は
な
い

。
ま
た
、
夜
の
寝
苦
し

さ

を
感
ず

る
熱
帯
夜
（
二
五
℃
以
上
の
夜
）
は
、
温
度
の
日
較
差
が
大
き
い
た

め
年

に

Ｉ
、
二
夜
し

か
な
い
の
で
暮
ら
し
よ
い
。

気
候
の
良
し
悪
し
は
気
温
の
み
で
な
く
、
空
気
中
の
湿

度
冲
風

な
ど
を
考
慮
に

入
れ
て
判
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
湿
度
が
小
さ
く
風

速
が
大
き
い
と
汗

の
蒸

発

を
盛
ん
に
し
、
身
体
よ
り
蒸
発
熱
を
奮
う
た
め
気
温

が
高
く
て
も
割
合
に
涼
し

く
感
ず
る
。
夏
の
汗
は
体
熱
を
発
散
さ
せ
て
身
体
の
過

熱
を
防
ぎ
、
冬
の
乾
燥

は

熱
の
絶
縁
を
良
く
し
て
体
温

の
保
温

を
良
く
す
る
。

当
地
の
雨
量
は
一
五
〇
〇
ｍ

内
外
（
第
三
節
降
水
参
照
）
で
、

六
、
七
月

の
梅
雨

期
と
九
月

の
秋
霖
の
時
期
は
降
水
量
が
か
な
り
多

い
。

空
気
中
の
相
対
湿

度
に
つ
い
て
は
村
内
で

は
木

曽
山
脈

の
山
麓

に
近

い
信
大

農

学
部
で
測
定
し
た
資
料
し
か
な
い
の
で
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
年
平
均
相
対
湿
度

は

七
五
％

と
か
な
り
高
く
、
日

本
国
内
で

は
中

位
で
あ

り
、
内
陸
地
と
し
て

は
高
い

方
で

あ
る
。
こ
れ
を
時
期
別

に
見

る
と
、
春
が
七
〇
、
夏
八
一
、
秋
七
九
、
冬
七

〇

と
な
り
六
、
七
月

の
梅
雨
期

を
含

む
夏
と
、
秋
霖

の
秋

に
高
く
、
七
〇
以
下

を

良

し
と
す
る
条
件

か
ら
は
過
湿
で
あ

る
と
い
え

よ
う
。
し

か
し
、
冬
と
春

は
七
〇

で
好

適
な
湿
度
で
あ

る
。
反
面
で
相
対
湿
度
が
三
〇
％

以
下

と
い
う
過
乾
燥

の
と

表5 －39　 平年 不快日数

1964～1978 平均

＼ ６　月 ７ ８ ９

75以上 80以上 85以上 75　々 80　〃 85　々 75　々 80 〃 85　々 75 〃 80　〃 85 々

松本

飯田

東京

3.8

6.2

8.3

0.1

0.1

0.5

21.3

23.3

23.7

8.9

9.3

12.7 0.1

26.4

27.3

28.8

11.9

12.2

20.3 0,7

8.4

10.9

13.3

0.8

0.9

3.8 0.1

き
も
、
と
き
ど
き
現

れ
る
。

気
候

と
人
間

生
活

の
快
、
不
快

の
関
係

を
示
す

指
数

に
近
年
温
度
と
湿
度

を
総
合
し

た
不
快
指
数

が
用

い
ら
れ
て
い

る
。
日
本
人
の
体

感

に

よ

る

と
、
不
快
指
数
七
五
以
上

に
な

る

と
「

や

や

暑

い
」
と
感
じ
、
八
〇
以
上

に
な
る
と
「
暑
く
て
汗

が
出
る
」
よ
う
に
な
り
、
八
五
以

上

に

な

る

と

「
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
郷

土
に
お
け
る
不
快
日
数
は
表
５
－
3
9
の
よ
う
で
あ

る
。快

適
な
気
候

は
こ
の
指
数

が
六
〇
～
七
五

の
と

き
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
当

地
で

は
七
、

八
月

に
不

快
指
数
七
五
以
上

の
日
数
が
増
加
し
、

大
半

の
日

が
そ

れ
に
相
当
す

る
が
、
八
〇
以
上
の

目
は
三
日

に
一
日
位
、
八
五
以

上
の
日

は
一
日
も

な
く
東
京
や
名
古
屋
な
ど
に
比
べ
る
と

ぱ
る
か
に

暮

ら
し
よ
い
気
候
で
あ

る
。

Ｏ
　

気
候
病
・
季
節
病
・
気
象
病

１
　

気
候
病
・
季
節
病

マ
ラ
リ
ア
・
黄
熱
病
な
ど
は
熱
帯
地
方
に
分

布

す

る
気
候
病
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
熱
帯

に
こ
れ
ら
の
病
気
が
分

布
す
る
の
は
こ
れ
を
媒
介

す
る
昆
虫
の
活
動
温

度
が
熱

帯
に
限
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
マ
ラ
リ
ア
に
つ
い
て

は
第
二
次
大
戦
直

後
南
方
戦
線
か
ら
帰

っ
た
将
兵

に
よ
っ
て
国
内

に

j 麗



天気 とくらし第7 節

持

ち
込
ま
れ
、
国
内
で
も
夏
季
高
温
時
に
生
息
す
る

シ
マ
（

マ
ダ
ラ

カ
に
よ
っ
て

媒
介
、
発
病
を
見
た

。
そ
の
後
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
撲
滅
さ
れ
た
が
、
最
近
東
南
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
等
へ
の
旅
行
者
が
多
く
再
び

マ
ラ
リ
ア
病
原
体
が
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
が
多
く
、
国
内
で
は
夏
季
は
高
温
多
湿
で
熱
帯
気
候
に
近
く
、
季
節
病
と

し
て
発
病
す
る
可
能
性
が
あ
り
注
意
を
要
す
る
。
そ
の
他
、
夏
に
多

卜
季
節
病
と

し
て
は
細
菌
性
赤
痢
、

ア

メ
ー
バ
ー
赤
痢
、

腸

チ
フ

ス
、

パ
ラ
チ
フ

ス
、

コ
レ

ラ
、
脳
膜
炎
等
が
あ
り
、
日
本
の
夏
季
の
気
候
は
熱
帯
に
近
く
蒸
し
暑
い
の
で
こ

れ
ら
の
病
気
が
発
生
し
や
す
い
。
ま
た
、
夏
季
高
温
多
湿
の
と
き
は
食
中
毒
が
起

こ
り
や
す
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

最
近
季
節
病
と
し
て
、
ツ
ツ

ガ
虫
炳
（
病
原
リ
ケ
ヴ
チ
ア
）
が
ま
た
発
病
を
見
る

よ
う

に
な

っ
た
。
新
潟
、
山
形
、
秋
田
県
の
下

流
域
に
発
病
が
多
か
っ
た
も
の
で

あ

る
が
、
県
内
で
も
発
病
が
見
ら
れ

る
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
寒
冷
で
乾
燥
す
る
気
候
の
と
き
は
風

邪
、
急
性
気
管
支

炎
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、

狸

紅
熱
等
が
発
病
し
や
す
い

。
こ

の
地
方

は
内
陸
性

気

候

で
冬
季
の
気
温
が
下

り
乾
燥
し
や
す
い
の
で
発
病
が
多
く
、
注
意
が

必

要

で

あ

る
。２

　

気
　

象
　

病

気
象
の
変
化
が
病
状
を
悪
化
こ
う
進
を
さ
せ
る
場
合
か
お
る
、
こ
の
よ
う
な
病

気
を
気
象
病
と
呼
ん
で
い
る
。

前
線
の
通
過
の
と
き
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
、
気
管
支
喘
息
、
湿
疹
等
は
病
状
が
悪

化
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
降
り
気
を
病
む
と
い
っ
て
低
気
圧
の
通
過
す
る
と
き

頭
痛
を
病
む
人
も
多
い
。

ま
た
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
と
き
頭
通
を
病
打
人
が
多
く
、
急
か
寒
冷
な
と
き
高

血
圧
の
人
は
そ
の
症
状
が
こ
う
進
す
る
の
で
要
注
意
で
あ
り
、
春
先
の
花
粉
な
ど

に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
も
一
種
の
気
象
病
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一

一

気
候
と
生
活

Ｏ
　
気
候
と
住
居
様
式

天
伯
遺
跡
に
は
十
数
戸
の
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
竪
穴
住
居
の
入
口
は
一
様
に
南
又
は
東
南
の
日
当
た
り
の
良
い
方

向
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
住
居
が
地
上
式
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
の
地
方
で
は
住
居
は
南
北
の
方
向
に
棟
を
通
し
て
建
て
、
入
口

は
東
又
は
西
側
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
南
北
の
道
路
に
沿
っ
た
所

で
は
道
路
に
平
行
し
て
家
を
建
て
、
道
路
に
面
し
た
東
又
は
西
側
に
入

口
を
つ

け
、
東
西
の
道
路
に
沿
っ
た
所
で
は
道
路
に
直
角
の
方
向
に
棟
を
通
し
入
口
は
や

は
り
東
又
は
西
側
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
地
方
の
卓
越
風
が
南
北
方
向
の
風
で
あ
り
、
住
居
が
地
上
式
と

な
り
、
風
当
た
り
が
強
く
な
っ
た
こ
と
に
原
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
原
始

社
会
の
半
地
下
式
の
竪
穴
住
居
で
円
錐
形
の
屋
根
が
地
面
に
接
し
て
い
る
よ
う
な

建
築
様
式
で
は
風
当
た
り
は
少
な
く
、
寒
い
北
風
を
避
け
て
日
当
た
り
の
よ
い
南

側
に
入
口
を
設
け
る
こ
と
が
理
に
合
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
地
上
式
に
し
て

戸
障
子
を
多
く
つ
け
る
よ
う
に
な
る
と
風
当
た
り
の
強
い
方
へ
入
口
を
設
け
る
こ

と
は
具
合
が
悪
い
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
昔
よ
り
は
住
居
に
対
し
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、

Ｎ

Ｗ　　　　　　　　　　　　 Ｅ

図
　
家

を

建

て

替

え

る
こ

と

向図5 －58　南箕輪風

は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。
そ
こ
で
雨
に
当
た

る
と
湿
気
と
熱
で
木
材

が
腐
朽
し
や
す
い
南
側
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第 ５章　気象と気候

図5 －59　卓越風を防ぐ防風生垣

は
雨
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
被
覆
す

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。そ

こ
で
、
古
い
建
築
様
式
の
家
を

見
る
と
湿
気
と
熱
で
腐
朽
し
や
す
い

南
側
は
馬
屋
と
か
納
屋
等
に
し
て
窓

や
戸
障
子
は
つ
け

ず
、
さ
ら
に
物

殼
小
屋
等
を
つ
げ
て
ひ
さ
し
を

か

け
、
壁
の
あ
い
て
い
る
部
分
け
し
ぶ

き
よ
け
の
板
壁
に
す
る
な
ど
、
風
雨

に
対
す
る
防
備
を
完
全
に
し
て
い

る
。

ま
た
、
家
の
南
側
や
北
側
に
は
青
木
類
を
植
え
て
防
風
の
た
め
の
高
い
生
垣
を

作
っ
て
い
る
家
を
所
々
で
見
か
け
る
の
が
、
南
北
の
風
が
卓
越
し
て
い
る
当
地
方

の
特
色
で
あ
り
、
西
お
ろ
し
の
強
い
地
形
の
と
こ
ろ
で
は
西
側
に
防
風
生
垣
を
作

っ
て
い
る
家
も
あ
る
。

近
年
は
住
居
の
入
口
は
東
側
や
西
側
に
す
る
と
い
う
一
定
の
傾
向
は
な
く
、
道

路
や
宅
地
の
状
況
、
部
屋
の
配
置
等
で
都
合
の
良
い
方
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
部
屋
の
配
置
で
は
特
に
南
側
の
日
当
た
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
常
時
生
活

す
る
よ
う
な
部
屋
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
南
側
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
窓
や
戸
障

子
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
気
候
条
件
が
変
お
っ
た
の
で

は
な

く
、
壁
材
、
サ
″
シ
等
の
建
築
材
料
や
建
築
方
法
の
進
歩
、
生
活
様
式
の
変
化
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
南
側
が
傷
み
や
す
い
こ
と
は
今
で
も
変

わ
り
は
な
い
。

台
風
常
習
地
帯
で
は
防
風
石
垣
と
か
瓦
屋
根
に
お
け
る
漆
喰
塗
り
な
ど
特
殊
な

努
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
当
地
方
に
は
両
側
に
大
き
な
山
脈
を
ひ
か
え
て
い

る
た
め
、
台
風
も
割
合
に
や
わ
ら
げ
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
屋
根
の
構
造
等
に
も

特
殊
な
構
造
は
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
積
雪
に
対
す
る
特
別
な
考
慮
も
な
い
。

当
地
で
は
、
冬
季
の
低
温
が
か
な
り
厳
し
く
、
建
物
の
凍
み
上
が
り
が
問
題
に

な
る
。
基
礎
工
事
が
不
完
全
で
あ
る
と
厳
寒
時
に
凍
み
上
か
り
に
よ
っ
て
戸
障
子

が
動
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
冬
の
寒
い
地
方
と
し
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

Ｏ
　
四
季
の
変
化
と
人
間
生
活

１
　
節
　
　
　
季

温
帯
地
方
は
春
夏
秋
冬
の
変
化
が
明
瞭
で
あ
っ
て
、
植
物
は
そ
の
四
季
の
変
化

に
応
じ
て
発
芽
、
生
長
、
開
花
、
結
実
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
繰
返
し
て
い
る
。

動
物
の
生
活
も
こ
の
植
物
の
生
長
に
応
じ
て
活
動
し
、
人
間
も
ま
た
こ
の
四
季
の

変
化
に
応
じ
化
生
活
を
繰
返
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
四
季
の
変
化
に
適
応
し
た

生
活
の
便
に
す
る
た
め
各
種
の
暦
が
作
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
使
用
さ
れ
た
旧
暦
は
太
陰
太
陽
暦
に
属
し
て
い
る
。
太
陰
暦
で
は
一
年

の
長
さ
が
三
五
四
～
三
五
五
日
で
太
陽
の
一
回
帰
年
三
六
五
日
余
と
は
一
一
日
余

の
差
が
あ
る
。
そ
こ
で
八
年
に
三
回
と
か
、
一
九
年
に
七
回
の
閏
月
を
入

れ
て

季
節
と
合
う
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
が
太
陰
太
陽
暦
で
あ
る
が
、
太
陽
暦
と
は
一
ヶ

月
も
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
旧
暦
の
月
日
は
太
陽
に
よ
っ
て
生
ず
る
季
節

を
正
確
に
示
さ
な
い
。
そ
こ
で
中
国
で
は
農
業
上
便
利
な
よ
う
に
、
太
陽
の
位
置

に
季
節
を
表
わ
す
名
を
つ
け
た
。
こ
れ
を
二
十
四
節
気
と
呼
ん
で
い
る
。
太
陽
暦

と
の
関
係
は
表
5
1
4
0の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
節
気
は
江
戸
時
代
の
生
活
、
特
に
農
業
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
重

要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
次
の
よ
う
な
雑
節
が
付
け
加
え
ら

れ
て
い
る
。

○
節
分
…
太
陽
暦
で
二
月
四
日
ご
ろ
、
立
春
の
前
日
で
旧
暦
の
大
み
そ

か
で
あ

j 屈



る
。

○
彼
岸
…
春
分
・
秋
分
の
日
を
ぱ
さ
ん
で
前
後
三
日
ず
つ
の
七
日
間
で
、
太
陽
暦

の
三
月
一
八
日
と
九
月
二
〇
日
ご
ろ
が
彼
岸
入
り
に
な
る
。

○
八
十
八
夜
…
立
春
か
ら
数
え
て
八
八
日
目
、
太
陽
暦
の
五
月
二
～
三
日
ご
ろ
。

○
入
梅
…
太
陽
暦
の
六
月
一
〇
日
ご
ろ
。

○
半
夏
生
…
夏
至
か
ら
一
一
日
目
で
太
陽
暦
の
七
月
二
日
ご
ろ
。

○
二
百
十
日
・
二
百
二
十
日
…
立
春
か
ら
数
え
て
ニ

ー
○
日
、
二
二
〇
日
目
今
百

い
、
太
陽
暦
で
九
月
一
日
、
九
月
一
一
日
ご
ろ
で
、
台
風
が
こ
の
時
期
ご
ろ

日
本
を
襲
う
の
で
暦
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
土
用
…
陰
暦
の
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
各
一
八
日
間
で
年
四
回
の
上

用
が
あ
る
が
、
夏
の
土
用
が
重
要
。

こ
の
二
十
四
節
と
雑
節
は
、
旧
暦
を
使
用
し
て
い
た
時
代
に
は
、
播
種
期
、
植

付
期
、
あ
る
い
は
入
会
地
の
山
の
口
明
げ
な
ど
農
作
業
の
日
取
り
決
定
の
重
要
な

第７節　天 気とくらし

表5 －40　二十四節気表

よ

り

ど

こ

ろ

と

な

り

、

ま

た

生

活

上

の
年

中

行

事

等

と
深

い

か

か

お

り

を

も

っ
て

い

た

。

節

気

・
雑

節

と

農

業

と

の

関

係

を

史

料

か

ら

例
示

す

る

と

次

の

よ

う

で
あ

る

。

○
八
十
八
夜
の
別
れ
霜

、
関
東
以
西
で

は
こ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
降
霜

が
な
く
な
る
と

伝
え
ら
れ
、
当
地
方
で
も
畑
作
物
の
播
種
を
始
め
る
目
安
と
さ
れ
た
。

○
五
月
節
（
芒
種
）

に
入

る
二
日
前
山
の
口
明
け
申
し
候
。
（
御
射
山
）

五
月
節
前
日
よ
り
山
の

口
明
け
。
（
北
沢
山
）

○
田

植
日
定

め
申
し
候
積
り
五
月
中
（
夏
至
）
よ
り
六
～
八
日
前
早
生
植
え
を
定
め
て

よ
し
。

○
苗
代
播
種

は
五
月
中
よ
り
五
〇
日
前
籾
蒔
き
よ
く
御
座
侯
。

○
粟

、
五
月
中
前
一
〇
～
一
五
日

に
よ
く
、
山
元
に
て
も
中
前
四
～

五
日
を
旬
と
す
。

○

豆
五
月
中

よ
り
前
二
二
～
二
三
日

か
げ
て
吉
　

二
〇
日
前
上
吉
。

○
荏

は
春

彼
岸
に
入
る
日

に
蒔
き
て

よ
し
。

○
秋
苅
干
草

は
秋

彼
岸
に
入
り
侯
日

よ
り
苅
始

め
。

○
葛
葉
山
の
口
明
け
彼
岸
に
入
る
日
よ
り
一
四

日
目
明
け
取

始
め
申

四　　 季 節

気
名

気
・ 節

太陽

黄径
太陽暦 の日付

気 候東洋 西洋

冬

春

冬

立春

雨水

啓塾

春分

清明

穀雨

立夏

小満

芒種

夏至

小暑

大暑

立秋

処暑

白露

秋分

寒露

霜降

立冬

小雪

大雪

冬至

小寒

大寒

正月節

正月中

２月節

２月中

３月節

３月中

４月節

４月中

５月節

５月中

６月節

６月中

７月節

７月中

８月節

８月中

９月節

９月中

10月節

10中月

11月節

11月中

12月節

12月中

315

330

345

0

15

30

45

60

75

90

105

120

135

150

165

180

195

210

225

240

255

270

285

300

２月 ４日ころ

２月19 日ころ

３月 ６日ころ

３月21 日ころ

４月 ５日ころ

４月20 日ころ

５月 ６日ころ

５月21 日ころ

６月 ６口ころ

６月21 日ころ

７月 ７日こ 右

７月23 日ころ

８月 ８日ころ

８月23 日ころ

９月 ８日ころ

９月23 日ころ

10月 ８日ころ

10月23 日ころ

11月 ７日ころ

11月22 目ころ

12月 ７日ころ

12月22 日ころ

１月 ５日ころ

１月20 日ごろ

春

春

夏

夏

夏

秋

秋

秋

冬

冬
冬

（ 農 学 大事 典 よ り）

し
候
。

○
萱
苅

り
秋
土
用

に
入

り
候
日

よ
り
三
〇
日
目
に
苅
始

め
申
し
侯
。

（
以
上
各
村
明
細
帳
な
ど
よ
り
）

ま

た
、

生

活

行

事

と

節

気

、

雑

節

と

の
密

接

な

関

係

に

つ

い

て

は
、

民

俗

篇

年

中

行

事

の
項

を
参

照

さ

れ

た

い

。

２
　

生

物

季

節

春

に

な

る

と

い

ろ

い

ろ

な
花

が

開

き

、

春

ら

ん
ま

ん

の
季

節

と

な

る

が
、

開

花

の
時

期

は
年

に

よ

り

か

な

り

の
差

が

あ

る

。

こ

れ

は
明

ら

か

に
年

に

よ

っ
て

気

象

状
態

に

差
が

あ

る

か

ら
で

あ

る

。

ま

た
、

緯

度

や
海

技

高
度

、

地

形

な

ど

に

よ

っ
て

も

異

な

っ

て

お

り

、

そ

れ

ぞ

れ

気

候

の

差

に

よ

る

も

の
で

あ

る

。

し

刀Z



第５章　気象と気候

表5 －41　長野県内の植物開花月日（『長野県気象月報』1980年４月号より）

種　　　　 目

長　　　　　 野 松　　　　　 本 飯　　　　　 田

平 年 S.54 S 。55 平 年 S.54 S.55 平 年 S ，54 S.55

た ん ぽ ぽ

す　 み　 れ

す い せ ん

や ま つ つ じ

そめい よしの

4.6

4.7

4.10

5.3

4.14

3.20

4.3

4.3

4,11

4.8

4,1

4.3

4.8

4.29

4.18

4.5

4.6

4.11

5.13

4.13

3.31

4.6

4.7

5.15

4.6

4.19

3.21

4.8

5.18

4.14

3.21

3.24

3.22

4.21

4.7

3.7

3.26

3.26

4.25

4.1

3.27

3.25

3.27

4,28

4.8

た
が

っ
て

、

植

物

の
開

花

期

を

知

る
こ

と

は

そ

の
年

の
気

象

状

態

を

知

り

、

そ

の

土

地

の

気

候

の

状

態

を

知

る
目

安

と

な

り

、

人

間

生

活

に
と

っ
て

重

要

な

意

味

を

も

っ
て

い

る
。

ま

た
、

こ

の

よ

う

な

こ

と

は

植

物

の

み

で

な

く

鳥

や

昆

虫

な

ど

動

物

の

渡

来

や

出

現

の

時

期

に
つ

い

て

も

い

え

る
こ

と

で

あ

っ
て

、

こ

れ

ら

は
生

物

季

節

と

し

て

重
要

視

さ

れ

て

い

る
。県

内

に

お
け

る
主

な

指

標

植

物

の

開

花

時

期

は
表
5
1
4
1

の

よ

う

で

あ

る
。

こ

れ

は

県

内

三

か

所

の

植

物

の

開

花

期

（
開
花
日
と
は
花
の
数
輪
開
い

た
日
の
こ
と
）

を

調

べ
た

も

の

で

あ

る
。

平

年

の

開

花

日

は

飯

田

が
早

く
、

長
野

と

松

本

は

大

体
同

じ

こ

ろ

咲

き

始

ま

っ

て

い

る
。

し

か

し

、

ヤ

マ
ツ

ツ

ジ
等

は

長

野

と
松

本

の

間

に

Ｉ
〇

～
三

〇

日

程

の

開

き

が

あ

っ

て

長

野

の

方

が

早

く

咲

い

て

お

り

、

植
物

の

種

類

に

よ

り

気

象

の

影

響

の

受

け

方

に

差

が

あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
通
常

タ
ン
ポ
ポ
、
ス

ミ
レ
、
ス
イ

セ
ン
、
ソ

メ
イ

ヨ

シ
ノ
の
順

に
開
花
す

る
が
、
年

に
よ

っ
て
そ
の
順
序
が
狂
う
こ
と
が
あ
る
。
春
の

陽
気
が
年

に
よ

っ
て
異
な

っ
て

お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
開
花

に
及
ぼ
す
影
響
に
差
が

あ

る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
い
え

る
。

春
の
天
候
は
変
わ
り
や
す
い
。
春
一

番
、
春
の
あ
ら
し
、
寒
の
戻
り
な
ど
と
い

表5 －42　ソメイヨシノの開花日と満開日

地　　　　 点

開　　　　 花　　　　 日　　｜ 満　　　　 開　　　　 日

最早月 日 平均月日 皿ルハ最早月 日 平均月 日 最晩月 日

飯　　　　 田

高　　　　 遠

諏　　　　 訪

松　　　　 本

上　　　　 田

三　　　　 岳

長　　　　 野

飯　　　　 山

静　　　　 岡

甲　　　　 府

岐　　　　 阜

前　　　　 橋

高　　　　 田

富　　　　 山

新　　　　 潟

3.27

4.14

4.9

4.5

4.3

4.14

4.5

3.19

3.24

3,22

3.24

4.3

3,31

4，5

4.7

4.18

4.17

4.13

4.12

4,20

4.14

3.28

4.1

4.1

4.2

4.10

4.9

4.13

4.16

4.23

5.1

4,25

4.22

4.28

4.24

4.2

4，9

4.9

4.11

4.21

4.17

4.20

3.31

4.14

4.10

4.8

4.12

4.15

3.29

3.30

4.1

4.4

4.8

4.6

4.12

4.12

4.22

4.19

4.19

4.20

4.26

4.5

4.5

4.8

4,10

4,15

4.14

4.18

4.22

5.4

5.1

5.1

5.3

5.15

4.10

4.12

4.16

4,17

4.26

4.22

4.24

注：１ ，統計期間　 高遠＝昭43～49 年，上田＝昭32～49年，三 岳＝昭43～50年，

飯山＝昭18～41年，その他は昭28～50 年。

２，開花日は花 が初め２～数輪以上咲い た場合 ，満開日は80％以上咲いた場

合をい う。（信州の天気より）

わ
れ
る
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
暖
か
い
南
風
が
吹
き
込
ん
で
急
に
暖
か
く
な
っ
た

か
と
思
え
ば
、
底
冷
え
の
す
る
寒
さ
が
ち
ど
り
、
時
な
ら
ぬ
雪
が
降
ろ
こ
と
さ
え

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
寒
暖
の
陽
気
が
入
り
混
じ
っ
て
、
植
物
の
開
花
へ
の
準
備
も

必
ず
し
も
順
調
で
は
な
く
急
速
に
進
ん
だ
り
停
滞
を
し
た
り
す
る
。
し
た
が
っ
て

開
花
の
予
想
も
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
が
、
現
在
で
は
桜
の
開
花
は
Ｉ
～
二
日
の

誤
差
で
予
想
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
年
の
気
象
の
状
態
を
判
断
す
る
資
料
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第７節　天気とくらし

月20

11

ソメイヨシノ開花日線
(｢生物季節観翔 旨針｣日本気象協会　昭江1)

勺 月25

図 ５－６０　３，４月の平均気 温と桜の開花日

と
し
て
重
要
で
あ

る
。

桜
の
開
花
時
期
は
そ
の
年
の
気
象
状
態
、
そ
の
土
地
の
地
形

等
に
よ

っ
て

か
な
り
差
異
が
生
れ
る
が
、
緯
度
と
海
技
高
度
に
よ
っ
て
大
き
く

左
右
さ
れ
、
南
か
ら
北
へ
、
低
地
か
ら
高
地
へ
と
順
次
に
開
花
地
域
が

進

ん
で
ゆ
き
、
一
般
に
緯
度
一
度
で
四
・
一
日
、
高
さ

Ｉ
〇
〇
ｍ

で
三

～
四
日
の
差
が
生
ず
る
と
い
わ
れ
る
。
桜

○
開
花
日
線
（
桜
前
線
）
と
、

三
～
四
月
の
平
均
気
温
等
温
線
図
を
示

す
と
次
の
図
５
－
6
0
の
と
お
り

で
あ
る
。
ま
た
、
ソ

メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
開
花
目
と
満
開
日
を
告

示
す
る
と

表
5
1
4
2
の
よ
う
で
あ
る
。

ソ

メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
開
花
目
と
満
開
口

は
表
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の

期
日
は
早
い
年
と
遅
い
年
と
で
約
二
〇

日
の
差
が
あ
る
。

桜

の

開

花

は
、
開
花
日
前
約
一

か
月

間
の
気
温

と
密
接
な
関
係
か
お

る

と

い

か

れ
、
こ
の
こ
と
は
三
～
四
月

の
平
均

気
温

等
温

線
図

と
、
開
花
日

線
図

と
が
よ
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
気
温
と

密
接

な

関
係
が
あ
る
。

昔
は
、
山
桜

の
開

花
目
に
水
稲
苗
代

の
播

種
期

を
定

め
る
習
慣
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
そ

の
年

の
気

象
状
態

を
表
現

す
る
も

の
と

し
て
山
桜

の
開

花
日

を
目

安
に
し
た
こ
と

は
合
理
的
な
こ
と
で
あ

っ
た

と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
地
方
で
西
駒
ヶ
岳
東
北
面

に

現

れ

る

「

稗
蒔
爺
」

の
姿

の
雪
形

を
見
て
、
稗

を
播
く
時
期
を
知

っ
た
と
い

わ

れ
て

お
り
、
こ

れ
も
、
そ

の
年

の
気
象
状
態

を
知

る
方
法
で
あ

っ
た
と

考
え

ら
れ
る
。

ツ
バ
メ
の
渡
来
期
日
も

生
物
季
節

の
指
標
と
し
て
よ
く
使

わ
れ
て
い

る
。
県
内

に
お
け

る
気
温
と

ツ
バ
メ
の
渡
来
日
、
渡
去
日
と
の
関
係
を

示
し

た
も

の
が
図
5
1
6
1
で
あ

る
。
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第５章　気象と気候

表5 －43　イロハカエデとイチョウの紅葉日と落葉日（1953～1975）

地　　 点 種　　　 類

紅　　 葉　　 日 落　　 葉　　 日

最　早 平　均 最　晩 最　早 平　均 最　晩

長　　 野
イIコハ カェ デ

イ　チ　 ョ　ウ

月　日
10.25

10.26

月　日

11.3

11.4

月　目
11.19

11.16

月　 日
11.14

11.10

月　 日
11.20

11.17

月　 日

11.29

11.24

松　　 本

イ ロ ハ カェ デ

イ　チ　 ョ　ウ

10.7

10.14

10.23

10.29

10.31

11.11

10.26

11.6

11.6

11,13

11.20

11.25

飯　　 田

イ ロ ハ カェ デ

イ　チ　 ョ　ウ

10.10

10,26

10.23

n.2

n,10

1L 10

ｎ ．１

１１．９

11.15

11.18

11.23

11.27

よ り）(｢ 信州の天気｣

ツ
バ

メ
が
長

野
県
内

に
飛
来

す
る
の
は
四
月

に
入
っ
て
か
ら

で
南
の
方
か
ら

北
へ
順
次
広
が

っ
て
ゆ
く
が
、

そ
の
時
期

は
半

旬
別

の
最
高
気

．●

温
か
一
五
人
　
　

詰
　

心
　
・
心

六
℃
こ

ろ
で
あ

る
。
秋

の

渡

去
の
時

期
は
全
県

ほ
と

ん
ど
同

時
期
で
、
九
月
中

旬
ご
ろ
旬
別
の
最
低
気
温

が

コ
（

～
一

八
で

の
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ツ
バ

メ
の
渡
来
、
渡
去
の

時
期
と
気
温
と
は
密
接
な

関
係
が
あ
る
。

秋
の
紅
葉
も
生
物
季
節
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
目
を
ひ
く
こ
と
で
あ
る
。
秋
、
冷

気
が
増
す
に
つ
れ
て
落
葉
樹
の
葉
が
赤
冲
黄
色
に
紅
葉
す
る
。
紅
葉
す
る
条
件
は

気
温
が
下
る
こ
と
で
、
普
通
朝
方
の
最
低
気
温
が
八
～
九
℃
以
下
に
下
る
日
が
何

日
か
続
く
よ
う
に
な
る
と
紅
葉
を
始
め
、
寒
冷
な
地
方
ほ
ど
紅
葉
が
美
し
い
。
紫

外
線
の
多
い
長
野
県
の
紅
葉
は
美
し
く
、
紅
葉
狩
り
は
春
の
お
花
見
と
共
に
昔
か

ら
人
々
に
楽
し
ま
れ
て
い
る
。

25
1卜21　27 ～31　6 ～10　16

3 月12日　22～26　　4.1～5　　11 ～15

14

12

10

8

6

4

N
　
　

Ｏ

N
　
　

Ｎ

18

16

14

12UI ‘　　I　　I　　I　　 ’　
＝　　 ’　I　 ・

8 ～12　　18 ～22　　28 ～　3 ～7　　1

9 月３ 日～7　13 ～17　　23 ～27 10.2　　8 ～12

ツバメの渡来 渡去 日(｢信州 の天気｣ より)
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紅
葉
を
始
め
る
時
期
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
長
野
県
内
の
紅
葉
が
始
ま
る

時
期
は
表
5
1
4
3の
と
お
り
で
あ
る
。
高
地
ほ
ど
紅
葉
の
始
ま
る
の
が
早
く
、
山

地
か
ら
里
へ
紅
葉
は
お
り
て
く
る
が
谷
間
は
冷
気
が
留
り
や
す
い
の
で
海
技
の
割

に
早
く
紅
葉
す
る
こ
と
が
あ
る
。
紅
葉
の
美
し
さ
は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、
秋
雨

の
長
く
続
い
た
よ
う
な
と
き
ぱ
余
り
美
し
く
な
く
、
秋
冷
が
強
く
晴
天
の
続
く
年

が
き
れ
い
で
あ
る
。

三
　

気
象
と
災
害

気
象
の
異
常
な
状
態
か
ら
受
け
る
被
害
を
気
象
災
害
と
い
う
が
、
日
本
は
気
象

の
変
動
が
大
き
く
、
ま
た
台
風
の
地
帯
で
あ
る
た
め
気
象
災
害
は
年
々
大
き
な
額

に
な
っ
て
い
る
。

〔［
一
　
風
　
　
　
害

強
風
に
よ
る
農
作
物
や
樹
木
、
建
造
物
等
の
被
害
で
そ
れ
は
台
風
に
よ
る
も
の

が
最
も
多
く
そ
の
外
で
は
低
気
圧
や
前
線
に
伴
っ
て
発
生
す
る
強
風
や
、
冬
の
強

し
季
節
風
、
高
温
で
乾
燥
し
た
風
で
あ
る
フ
ェ
ー
ン
、
き
わ
め
て
局
地
的
な
強
風
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と
な
る
竜
巻
や
旋
風
等
の
害
も
あ
る
。

強
風
は
建
造
物
や
樹
木
、
農
作
物
に
機
械
的
損
傷
を
与
え
る
が
、
農
作
物
に
つ

い
て
み
る
と
、
風
に
よ
っ
て
吹
き
倒
さ
れ
稲
科
作
物
な
ど
は
折
損
し
て
致
命
的
な

打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
吹
き
倒
さ
れ
な
く
て
も
枝
が
折
れ
た
り
、
葉
が
裂

傷
を
受
け
、
葉
が
相
互
に
す
れ
あ
っ
て
損
傷
を
受
け
る
。
葉
が
損
傷
を
受
げ
る
と

光
合
成
作
用
が
減
少
し
て
収
量
に
ひ
び
く
ば
か
り
で
な
く
、
傷
口
か
ら
病
原
菌
等

が
侵
入
し
や
す
く
、
病
害
の
発
生
が
多
く
な
る
。

日
本
に
台
風
が
襲
来
す
る
時
期
は
水
稲
の
開
花
結
実
期
が
多
く
、
開
花
期
に
強

風
に
遭
う
と
花
器
が
損
傷
し
て
不
結
実
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
結
実
期
に
な
っ
て

台
風
に
あ
う
と
風
雨
に
よ
っ
て
倒
伏
し
、
そ
の
時
期
が
早
い
と
大
減
収
と
な
る
。

稲
が
倒
伏
す
る
と
茎
葉
に
損
傷
を
受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
葉
が
日
光
を
受
け
に

く
く
た
っ
て
光
合
成
作
用
が
極
度
に
減
少
し
、
穂
は
湿
潤
な
地
面
に
接
し
て
成
熟

は
不
良
と
な
り
、
既
に
成
熟
し
た
穀
粒
は
穂
発
芽
等
を
起
こ
す
ぽ
か
り
で
な
く
、

著
し
く
品
質
を
損
ね
る
。

果
樹
類
も
風
に
よ
る
被
害
を
受
け
や
す
く
、
強
風
に
よ
っ
て

葉
の
脱
落
・
裂

傷
・
枝
の
折
損
等
の
被
害
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
主
幹
の
裂
傷
・
挫
折
、
時
に

は
樹
体
が
吹
き
倒
さ
れ
根
返
り
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
台
風
の
季
節
は
多
く
の
果

樹
の
成
熟
期
で
あ
っ
て
、
努
力
の
成
果
が
一
回
の
台
風
で
吹
き
落
と
さ
れ
て
無
惨

な
姿
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
の
よ
う
な
台
風
地
域
で
は
こ
Ｏ
よ
う
な
惨
害
を

防
ぐ
た
め
日
本
梨
や
ぶ
ど
う
等
で
は
独
特
な
水
平
式
棚
仕
立
て
を
行

っ
て

い
る

が
、
そ
れ
で
も
被
害
が
皆
無
で
は
な
い
。

南
箕
輪
村
は
内
陸
の
盆
地
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
台
風
は
か
な
り
弱
め
ら
れ

て
く
る
（
第
四
節
風
参
照
）
が
油
断
は
で
き
な
い
。

風
に
よ
る
害
は
、
単
に
機
械
的
損
傷
ば
か
り
で
な
く
、
生
理
的
障
害
も
あ
る
。

植
物
は
強
風
を
受
け
る
と
光
合
成
作
用
が
減
退
す
る
。
光
合
成
生
産
物
の
量
は
風

速
五
ｍ
で
無
風
の
と
き
の
二
分
の
一
、
風
速
一
〇
ｍ
で
三
分
の
一
に
な
る
と
い
う

報
告
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
が
稲
の
開
花
授
精
期
に
起
こ
る
と
過
度

の
乾
燥
の
た
め
穂
が
枯
死
し
、
自
穂
の
現
象
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
と
き
や
、
春
の
乾
燥
時
の
強
風
○
と
き
な
ど
、
火
災
が

発
生
す
る
と
思
わ
ぬ
大
火
災
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
、
気
象
災
害
の
一
種
と
考

え
ら
れ
る
。

竜
巻
や
旋
風
は
国
内
で
は
大
規
模
な
も
の
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
局
部
的
な
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
凰
根
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
り
、
時
に
は
建
物
が
倒
壊
す

る
大
被
害
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

⇔
　

水
　
　
　
害

日
本
に
お
げ
る
水
害
は
梅
雨
期
と
台
風
の
季
節
に
よ
く
発
生
す
る
。
昔
は
天
竜

川
や
大
泉
川
が
た
え
ず
氾
濫
し
て
農
地
の
流
失
や
冠
水
等
が
お
き
て
し
た
が
、
近

年
は
洪
水
の
調
節
の
施
設
や
護
岸
水
防
施
設
が
進
歩
し
、
少
し
の
出
水
で
は
ほ
と

ん
ど
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
梅
雨
期
に
お
卜
て
は
、
梅
雨
前
線
付
近
を
低
気
圧
が
通
過
す
る
と
き

前
線
が
刺
激
を
う
げ
て
異
常
な
降
雨
を
み
る
こ
と
が
あ
り
、
時
に
は
そ
れ
が
集
中

豪
雨
と
な
っ
て
思
わ
ぬ
災
害
を
被
る
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
三
六
年
に
お
け
る
上
伊

那
東
南
部
へ
の
集
中
豪
雨
は
そ
の
例
で
あ
り
、
非
常
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
は
い
つ
ど
の
地
点
に
降
る
か
は
予
測
は
困
難
で
あ

る
か

ら
、
充
分
な
備
え
を
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
梅
雨
時
等
は
長
雨
の

た
め
土
地
は
飽
水
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
地
盤
は
軟
弱
化
し
て
い
る
た
め
、
土
砂

崩
れ
や
鉄
砲
水
等
の
災
害
が
起
き
や
す
い
。

台
風
は
進
行
方
向
の
右
側
に
風
雨
が
強
く
な
り
、
ま
た
秋
雨
前
線
が
あ
る
と
そ

れ
を
刺
激
し
て
非
常
に
大
量
の
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
強
風
と
相
ま
っ
て

大
災
害
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
充
分
な
警
戒
と
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

j肩



第 ５章　気象 と気候

表5 －44　 郷土における近 年の主 な風水害

年　 度 月　　　　日 台 風 名，他 被害の多か った地域 県　下　 の　被　害

昭和　23

25

34

36

39

40

43

45

47

50

51

54

57

９月15～17 日

９月 ３口

８月13～14日

９月26～27日

６月24～28日

９月24～25日

９月16～17 日

８月26～29 日

６月14～16 日

７月9 ～13 日

７月3 ～13 日

９月8 ～14 目

10月14～20 日

８月１～ ２日

アイオン台風

ジェ ーン台風

台風７号

伊勢湾台風

梅雨前線 豪雨

台風20号

台 風24号

台 風29号

大　雨

47年 ７月豪雨

梅雨前線豪雨

台風17号

台風20号

台風10号

甲 信東北特に岩手

近畿中部

甲信
長野県ぱ全県下

全国的特に愛知県
長野県全県下

下伊那
上伊那特に南部東部

伊那各地

南信地方

下伊那地方

堤防決壊28か所　道路橋23か所

被害額１億2690 万円

被害額４億円

戦前戦後最大 の被害　死者62

不明11人　被害 額225 億円

死者不明12　家屋 浸水2000戸
被害 額60億円

(上伊那　被害　死者24人不明 ６人傷者40人

羅災世帯1749 戸　被害額71億7323 万

被害 額　38億7000 万

々　30 億

々　70 億

上伊那東部に大被害あ り

図5 －62　 洪水に よる大泉川護岸崩壊の大被害
53年９月５日秋雨前線を台風15号が刺

激し，125mm の豪雨となった

図5 －63

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
道
路
や
水
路
の
改
良
、
地

域
開
発
の
進
展
に
よ
っ
て
雨
水

の
流
出
率
が
急
速
に
高
ま
り
、

さ
ら
に
急
速
か
つ
一
時
的
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
の

予
想
を
超
え
る
急
速
か
つ
大
量

の
出
水
が
み
ら
れ
始
め
、
大
き

な
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
潜

ん
で
し
る
。

な
お
、
郷
土
に
お
け
る
近
年

の
主
な
風
水
害
の
事
例

は
表

5
1
4
4の
よ
う
で
あ
る
。

尚｛
　
凍
　
霜
　
害

霜
は
大
陸
か
ら
東
進
し
て
き

た
移
動
性
高
気
圧

に
お

お
わ

れ
、
風
が
無
く
天
気
の
良
い
と

き
に
降
り
や

す
い
。（
図
5
j

6
4）ま
た
、
北
高
型
気
圧
配
置

で
寒
む
ざ
む
と
し
た
日
が
続
い

た
後
、
夜
半
に
晴
れ
て
冷
え
込

み
が
強
ま
っ
た
時
な
ど
も
結
霜

す
る
。

夜
間
は
地
温
の
放
射
の
た
め
地
面
か
ら
冷
却
す
る
の
で
、
地
面
に
近
づ
く
ほ
ど

気
温
が
低
く
な
り
、
や
や
高
い
所
が
温
度
が
高
く
な
る
と
い
う
気
温
の
逆
転
現
象

Ｂ2
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が
生
ま
れ

る
。
こ
の
地
表
部
の
冷
気
が
滞
留
し
て
植
物
体
が
冷
や
さ
れ
て
霜
害
を

受
け
る
わ
け
で
あ

っ
て
、
地
温

の
放
射
の
少
な
い
曇
雨
天
冲
、
風

に
よ

っ
て
空
気

が
攬
乱
さ
れ
冷
気
の
滞
留
の
少
な
い
場
合
は
霜
害
は
ほ
と
ん
ど
起
き
な
い
。

「
八
十
八
夜
の
別
れ
霜
」
と
昔

か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
八

十
八
夜
（
五
月
二
日
ご
ろ
）
以
後
も
し
ば
し
ば
降
霜
か
お

る
。
こ
の
こ

ろ
に
な

る
と

平
地
の
最
高
気
温
は
二
〇

℃
く
ら
い
に
達
し
、
新
緑
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
る

が
、
果
樹
や
稲
苗
、
桑
、
野
菜
等
が
最
も
霜
害
を
受
け
や
す
い
段
階

に
生
長
し
て

い

る
の
で
霜
が
降
り

る
と
被
害
が
大
き
い

。
五
月
中
ば
こ

ろ
ま
で
年

に
よ

っ
て
は

下
旬

ま
で
霜
が
降
り

る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
晩
霜
の
害
と
称
し
霜
害
の
大
部
分

は
こ

れ
で

あ
る
。

一
方
、
初
秋

に
寒
さ
が
早

く
来

る
と
作
物

の
成
熟
が
終

わ
ら
な
い

う
ち
に
霜
が

降
り
て
、
大
き
な
減
収
と

な
る
こ
と
が
あ

る
。
こ

の
よ

う
な
秋

の
霜

の
害
を
初
霜

の
害
と
呼
ん
で
い
る
が
被
害
の
例

は
少
な
い

。
し

か
し
、
村
内

の
記

録
に
よ
れ
ば

天
明
三
年

二

七
八
三
）
は
八
月
二
四
日
（
旧
暦
）
に
降
宵

が
あ
っ
て
大
凶
作
で
あ
っ

①

晴

○

曇

●
ｍ

Ｑ

雷
ｅ

煙
霧

斤

風

向
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力
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助･　　0

,120°　　　1

た

と

記

し

て

お

り

、

異

常

低

温

に

よ

る

凍

霜

害

が

あ

っ

た

と

想

像

さ

れ
、

外

に
札

早

霜

に
よ

っ
て

減

収

に

な

っ
た

例

が

記

録

さ

れ

て

い

る

。

霜

害

は
霜

そ

の
も

の
の

害

で

は

な

く

、

寒

さ

や

凍

結

の

害

で

、

細

胞

間

隙
内

の

汁

液

が

凍

結

す

る

と

同

時

若

し

く

は

そ

れ
以

後

に

原

形

質

が

凍

結

し

、

こ

の

凍

結

に
よ

る
原

形

質

の
変

質

は

も

と

に

も

ど

る

こ

と

な

く

凍

死

す

る

。

こ

れ

が

霜

害

の

細

胞

生

理

で

あ

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。

ま

た

、
霜

害

は
霜

の

か

か

っ

た

植
物

体

が

朝

日

に

あ

た

っ

て

急

に

融

け

る
と

起

こ

る
と

い

わ

れ
、

凍

結

し

た
も

の
が

徐

々

に

融

け

れ

ば

霜

害

は

発

生

せ

ず

、

急

激

な

融

解

に

よ

る

ひ

ず

み

に

よ

っ
て

機

械
的

に

破

壊

さ

れ

霜

害

に
な

る
と

い

う

説

も

あ

る

。

ま

た

、

凍

害

は

霜

が

降

り

な

く

て

も

発

生

す

る
こ

と

が

あ

る

。
霜

が

降

り

る
た

め

に
は

百

葉

箱

内

の

最

低

気

温

が

三

℃

以

下

に
下

が

る
こ

と

が

条

件

に
な

る
が

、

気

温

が

零

度
以

下

に

な

っ

て

も

空

気

中

の

水

蒸
気

量
が

非

常

に
少

な

い
と

き

は
霜

を
結

ば

な

い

。
し

か
し

、

こ

の
場

合

札

農

作
物

は
、

凍

害

を
受

け

る

の
で

あ

る

。

作

物

が

受

け

る

霜

害

の

程

度

は

そ

の

時

期

と

気

温

の

低
下

度

に

よ

っ

て

里（

な

り
、

生

育

の
程

度

が

進

み

温

暖

な

気

候

に
馴

れ

た

作

物

は

低
温

に
対

パ
　
　

す

る
抵

抗

力

が

弱

く

な

り
、

同

じ

温

度

で

も

被

害

の

程

度

は

大

き

く

わ

た

覆

り
　

な

る

。

に

降

（

勣
　
　

霜

害

は

ま

た

地
形

に

よ

り
、

場

所

に
よ

っ
て

そ

の
程

度

が

異

な

四

四

大
　

り
、

毎
年

ほ

と

ん

ど
霜

害

に

か

か

ら

な

い
場

所

も

あ

る

。
そ

の

よ
う

6
4皿
（
　

な

無
霜

地
帯

は
次

の

よ

う

な

条

件

の
所

で

あ

る

。

一

日

温

ｍ

． ３

太
　
　
　

○
水
辺
、
水

は
土
壌

よ
り
比
熱
が
大
き
い
。
し

た
が

っ
て
、
地
温
に
比
べ

い

い
　
　
　
　

水
温

の
変
化

は
少

な
く
、
水
辺

は
水
蒸
気
張
力
が
大
で
霧

が
よ
く
発
生

い

い
　
　
　
　

し
、
こ

の
霧

の
た
め
附
近

の
地
面
の
放
熱

を
妨
げ
、
ま

た
、
水
面

上
の

5
4日
　
　
　
　

空

気
と
地
面

上
の
空

気
と

の
間

に
温
度
差
が
あ

る
た
め
に
そ

の
交
流
が

行

わ
れ
る
の
で
、

水
辺
一
帯

に
無
霜
地
帯

が
見
ら
れ

る
。

j 詔



第５章　気象と気 候

表5 －45　 中央自動車道の盛土の西側と東側の気温（ 午前６時 の月別平均気温）

○
林
辺
、
林
の
中
は
外
よ
り
気
温
が
高
く
、
林
の
内
と
外
で
空

気
の
交

流
が
起
こ

り
、
林

に
沿

っ
て
樹
高
に
相
当
す
る
範
囲
で
は
霜

害
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

○
傾
斜
地
に
お
け
る
中
位
以

上
の
所
。
霜

害
時

に
お
い
て
気
温

の
逆
転
現
象

に
よ
っ
て
、

や
や
高
い
所
の
方
が
気
温
が
高
く
な
り
、

ま
た
、
冷

気
は
重
く

な
っ
て
低

い
方
へ
流
れ

る
の
で
傾
斜

地
の
中

ほ
ど
以
上

の
所

が
気
温

が
高
く

な
り
、
さ
ら

に
高

い
場
所
の
方
が

※
観測地点 月 観測日数

平 均 気 温

天　　　　　　　 気
西　側 東　側

A3
(北 原 西 方)

々

A4
(大泉西南方)

々

10

11

11

12

26

22

6

27

9.3 ℃

0.7°C

1.5 ℃

－3,5 ℃

9.5 °C

1.2 ℃

1.9 ℃

－2.310

晴①11　　 ○小雨 ２

曇○ ６　　●のち○ ２

雨●5

017　　 ● のも○ ２

○３

①４　　 ○２

①１４　　● １　雪 ⑧４

○２　雪 ⑧２　　 ①のち○ ４

( 観測地点はA1～A4 の内のA3 とA4 であ る)

植
物
の
生
育
が
一
般
に
遅
れ

て
い

る
こ
と
が
手
伝

っ
て
霜

害
が
な
い
の
で
あ

る
。

○
南
面

し

た
傾
斜
面

、
南
に
面

し
て
傾
斜

し

た
地
面

は
日
中

の
太
陽
熱
を
多
く
吸

収
し
て

お
り
、
夜

間
放

射
し
て
も
他

の
地
域

よ
り
は
温
度

が
高
く

霜

害
が
少

な
い
。

こ

れ

に
反

し

て

霜

害

を

受

け

易

い

場

所

は
、

次

の

よ

う

な

条

件

の

と

こ

ろ

で

あ

る
。

○
霜
穴
、
局
部
的
に
く
ぼ

ん
だ

土
地
や
森
林
に
囲
ま

れ
た
空

地
等
は
、
空

気
の
流
通
が
少

な
く
、
冷
え
た
空

気
が
滞
留

し
や
す
く
霜

害
が
多
い
。
こ

の
よ
う
な
場
所
を
霜
穴

と
い

○
霜

道
、
冷
え
た
空

気
は
重

く

な
り
低

い
所

へ

流

れ

て

ゆ

く
。
こ

の
冷

気
の
通
り
道
を

霜
道
と

い
い
、
霜
害

を
受
け

℃

10

５

－５

ＰＭ

Ｏ
PM　　　　　　　　　　　AM

O

自 動 車 道 西 側 と 東 側 の 気 温 の 日 変化

PM

O

中 央

23456 78910m2034508 9 1011

AM
o

図5 －65

AM

や
す
い
。

○
冷
気
の
滞
留

地
、
傾
斜

地
の

内

で
低
位

の
所
は
冷
気
が
流

れ
て
く
る
が
、
そ
こ

に
冷
気

の
は
げ
口
が
な
い
と
滞
留

し

や
す
く
霜

害
が
多

い
。

中

央

自

動

車

道

の
数

ｍ

の
高

さ

に
及

ぶ
盛

土

は
、

そ

の

西

側

と

東

側

で

気

温

に
変

化

が

み

ら

れ

る
よ

う

に

な

り

、

昭

和

五

一

年

ご

ろ

か

ら

中

央

道

西

側

の

農

地

に

霜

害

が

多

く

な

っ

た

こ

と

が

問

題

と

な

り

、

そ

の

た

め

の

気

象
調

査

が
行

わ

れ

た

。

そ

の

結
果

が

『
伊

那

市

史

』

自

然

扁

に
報

告

さ

れ

て

い

る

。
そ

れ

に

よ

る
と

午

前

六
時

の
月

別

平

均

気

温

は
表
5
1
4
5

の
よ

う

で

あ

っ

た

。

午

前

六
時

の
月

別

平

均

気

温

の
温

度

差

は

〇

・

二

～

一

・
二

℃
と

そ

の

時

の
天

候

の

状

態

に

よ

っ
て

差

か

お

る

が

、

明

ら

か

に

西

側

の

気
温

の

方

が

低

く

、

夜

間

の

冷

気

が

西

側

に

滞

留

す

j 討



第７節　天気とくらし

表5 －46　 翌朝最低気温予知表（鈴木清太郎　農業気象学）

雨 曇 晴 薄曇 高曇 快晴 備　　　　　　 考

４　月

５　月

１

１

－１

２

５

５

５

５

３

３

８

７

表中数字を前 日17～18時の

湿 球温度から差引けば翌朝

の最低気温 となる。

る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
さ
れ
、

さ
ら
に
、
一
日

の
気
温

変
化
を
み

る
と
晴
天

の
日

の
夜
間

の
温
度

差
が

大
き
く
、
霜

害
を
受

け
や
す
い
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示

し
て
い
る
。

次

に
、
翌
朝
の
霜

予
想
を
す
る
こ
と
は
霜

害
防
止
上

大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
前

夜

一
七
～
一
八
時
の
湿

球
温

度
と
翌
朝
の
温

度
と
の
関
係

は
表
5
1
4
6
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

な

お
、
気
温
と
植
物
葉
温

と
の
間
に
は
差
が
あ
り
、

夜
間
は
気
温
よ
り
葉
温
の
方
が
い
つ
も
二

～

三

度

低

い

。（
図
５
－
6
6
）
こ
れ
は
呼
吸
作
用

に
よ
っ
て
水
の
蒸

散
作
用

が
行
わ
れ
、
そ
の
潜
熱
が
奪
わ
れ
る
か
ら
で
あ

っ
て
、
霜
害
予
知
に
あ
た

っ
て
は
こ
の
点
を
考
慮
し
て

お
く
必
要
が
あ

る
。

な

お
、
三
沢
勝
衛
は
、

カ

Ｉ
ル
は
苗
代
田
等
に
集
ま

Ｊ

６

５

４

３

２

１

０

１

２

３

＼ /` lＸ
ヽ

y

//Ｘ
八 //厄
X＼//

１

Ｘ
・

ｙ へ
１
１
１

引

１

・

１

１

●
＼/Ｎ

ゝ
Ｘ

∫
Ｘ

｜１

１

１
１＼／ヽ

j

八
Ｘ 1
｀､j

１
１
１／

Ｉ　Ｘ
Ｘ
１ ﾉﾍ

ｙ Ｘ

Ｘ
Ｘ

゛ ≒へ

Ｘ
ｙ４ ，

ミ
１０　　 つ∩　　 つつ　　りj　　　つ　　ｊ 八

温

度

一

一

6 ヽ､時18　20　22　24　　2　4
1
点　桑葉y 剌吉

図5 －66　 桑葉温と気温の日変化 （12月末）

気温　 ……葉温　 水張4.46mm3.90mm

（安藤）

つ
て
夕
方
か
ら
鳴
き
始
め
る
習

性
が
あ

る
が
、

カ
エ
ル
の
鳴
い
て
い

る
時
間

に
よ

っ
て
降
霜
の
有

無
が
判
断
で

き
る
と
い
い
、
前
夜
早
く

カ

Ｉ
ル
が
鳴
き
止

ん
で
し

ま
う
よ
う
か
と
降
霜
か
お

り
、
夜
半

ま
で

鳴
く
よ
う
だ
と
降
霜

は
な
い
と
い

う
。

簡
単
な
予
知
法
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
こ
と
で

あ
る
。

匈
　

冷
　
　
　

害

冷
温

に
あ
う
と
稲
を
は
じ
め
果
樹
・
野
菜
等
多

く
の
作
物

の
作
柄
が
悪
く

な
る

が
、
中
で
も
大
き
な
被
害
の
あ
る
の
が
稲
で
あ
る
。

当
地
方
に
冷
夏

を
も
た
ら
す
気
圧
配
置

は
二

つ
あ
り
、
一

つ
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
高

気
圧
が
強
い
場
合
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
型
）
で
、

も
う
一

つ
は
北
口
本

に
北

極

か
ら
寒
気
が
入
り
や
す
い
型
（
北
冷
西
暑
型
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

他
に
火
山
の
大
爆
発
等
に
よ
る
冷
温

も
あ
る
。
天
明
三
年

の
浅
間
山

の
大
噴
火

は
天
明
の
冷
害
の
大
き
な
原
因
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

オ
ホ
ー
ツ

ク
高
気
圧
が
強
い
場
合
（
図
５
－
6
7）
こ
の
高
気
圧

か
ら
冷
気
が
北

東

の
風
と
な

っ
て
北
海
道
や
東
北
地
方
太
平

洋
岸
に
吹
き
込
み
「
や
ま
せ
ご
」
れ
が
大

き
な
冷
害
を
も
た
ら
す
。
こ
の
伊
那
盆
地
に
ま
で
は
直
接
の
影
響
は
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
と
き
は
梅
雨
前
線
の
北
上
が
遅
れ
全
体
に
気
温

が
冷
涼
に
な
る
。
北

冷

西
暑
型
の
と
き
は
、
当
地
方
は
冷
夏

に
な
る
場
合
と
そ
う
で

な
い
場
合

が
あ
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
冷
夏
を
起
こ
す
天

候
に
な
る
か
ど
う
か

ぱ
北
半

球
の
空
気

の
流

れ

に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
太
陽
黒
点
極
小

期
に
冷
夏

が
頻
発

し
て

い
る
よ
う
で

あ

る
。
（
信
州
の
天
気
）

冷
害
は
単
に
低
温
の
み
の
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
寡
照
、

梅
雨
、
霖
雨
等

の

長
雨
と
重
な
っ
て
害
を
及
ぼ
す
場
合
が
多
く
、
被
害
の
様
相
は
複
雑
で

あ
る
が
、

冷
害
を
大
き
く
分
け
て
長
期
低
温

に
よ
る
遅
延
型
冷
害
と
、
短

期
強
度

の
低
温

に

よ

る
障
害
型
冷
害
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
期
低
温

に
よ
る
遅
延
型
冷
害
は
い

わ
ゆ
る
積
算
温
度
の
不
足
に
よ
る
も
の
で
、
分
藁
が
遅
く
な
っ
て
最
高
茎

数
に
な

Ｂ5



第５章　気象と気候

図5 －67　 冷害を引起す天気図

56年 ８月７，９日の天気図でこの年はオホーツ ク

高気圧が強く東北地方はひどい冷害となった。

る
時
期
が
遅
く
な
り
、
分
藁
数
は
多
く
な
る
が
有
効
分
藁
が
少
な
く
な
る
。
草
丈

の
伸
長
は
阻
害
さ
れ
茎
の
成
長
も
抑
制
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
出
穂
は
遅
延
し
て
過

晩
性
化
の
状
態
と
な
り
結
実
期
に
は
低
温
と
な
っ
て
い
る
た
め
稔
実
不
良
、
い
わ

ゆ
る
青
立
状
態
に
な
る
冷
害
で
あ
る
。
遅
延
型
冷
害
の
発
生
す
る
よ
う
な
と
き
は

長
雨
寡
照
が
随
伴
す
る
傾
向
が
あ
り
苗
腐
敗
炳
、
稲
熱
病
、
泥
負
虫
、
（

ム
グ
リ

年　度 主な冷温期間 被害の多か った地方 作　 況　 指　 数　 等 被　　　 害　　　 額

昭和20

28

39

46

51

55

７～ ９月

８～ ９月

4 ～10月

７月中下旬
８月中旬～10 月

６月下 句～９月

７～９月

中部以北

全　国　的
特に東 日本

北　日　本

北　日　本
東　日　本

北海道　東　北
北　陸　甲　 信

全　国

1北海道　豺
青　森　47
岩　手　68

岐　阜　67

1長　野　62 （反 収1.58 石）
山　梨　60
福　島　68

群　馬　70

長野（94）

長野県被害
77億円

全国　〃
580億

全国　〃
1,333億円

全国　 々　　 長野県

4,093億円　　100 億円

全国
6,913億円

バ
エ
等
の
発
生
が
多
く
、

特
に
稲
熱
病
に
よ
る
大
減

収
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
二
八
年
の
冷
害
は
穂

首
イ
モ
チ
病
の
大
発
生
を

伴
っ
た
冷
害
で
あ
っ
た
。

戦
後
に
お
げ
る
主
な
冷

害
年
を
あ
げ
る
と
上
表
の

よ
う
で
あ
る
。

短
期
強
度
の
低
温
に
よ

る
障
害
型
冷
害
は
、
気
温

一
八
℃
以
下
の
低
温
に
あ

う
と
障
害
が
現

わ
れ
る

が
、
稲
の
低
温
に
あ
う
時

期
と
温
度
及
び
そ
の
長
さ

に
よ
っ
て
障
害
の
程
度
に

差
が
出
て
く
る
の
は
当
然

で
あ
っ
て
、
低
温
に
あ
う

時
期
と
稲
の
減
収
率
の
関

係
は
近
藤
頼
己
に
よ
る
と

図
5
1
6
8の
通

り
で
あ

る
。障

害
の
大
き
い
時
期
が

二
回
あ
り
、
第
一
の
山
は

出
穂
前
一
〇
～
一
五
日
の
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天気 とくらし第７節

時
期
で
、
こ
の
時
期
は
穂
孕
前
期
で
花
粉
細
胞
の
形
成
期
に
当
た
り
、
正
常
な
花

粉
の
形
成
を
阻
害
し
、
第
二
の
山
は
出
穂
の
前
後
五
日
間
位
で
花
粉
の
発
芽
障
害

登

執

丿
似
ぺ

期

下

登
秋
中
期
リ
ト
1
0～
2
5

登
熟
初
期

明
上
５
～
1
0

開
花
期

出
穂

み
後
期

穂
迂
ら

み
前
期

穂
ば
ら

成
初
期

幼
穂
形

後
期

分

け
つ

最
盛
期

分
け
つ

分初

け期

つ

？
0
0
0
0
0
0
0

8
7
6
5
4
3
2

－

減

収

率

Ｏ

～

５

Ｒ
）
～
0

1
5
～
1
0

位温襲　６月 フ月 ７月 ７月

来時期 上一下　 上　中 中一下

30

S
………　　　25

●　　　 、　　　 ｊ　 Ｓ　　 。、　　 ／

出 穂 期 前剛　　 出 穂 期 後剛
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を
起
こ
し
、
い
ず

れ
も
不

稔
粒
を
増

加

さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
障
害

型
冷
害
は
遅
延
型

冷
害
と
併
発

す
る

こ
と
が
多

い
が
、

単
独
で
発

生
す
る

こ
と
も
あ
る
。

馬

鈴
薯
の
よ
う

な
低
温

を
好

打
作

物

に
と

っ
て

は
、

稲
作
が
冷
害

を
受

げ
る
よ
う
な
低
温
も
生
育
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
の
み
か
、
む
し
ろ
高
温
に
よ
る
同

化
物
質
の
消
費
が
少
な
く
て
好
結
果
が
得
ら
れ
る
。
最
近
問
題
に
な
り
始
め
た
ぶ

ど
う
の
ね
む
り
炳
は
、
冬
の
降
水
量
が
少
な
く
、
冬
季
間
特
に
二
月
以
降
の
零
下

一
〇
℃
以
下
の
日
数
が
Ｉ
〇
日
以
上
に
達
す
る
と
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
低
温
に
よ
る
障
害
の
一
種
で
あ
ろ
う
。

匈
　
そ
の
他
の
気
象
災
害

寒
　
害
　
雪
が
少
な
く
冬
季
温
度
の
低
い
地
方
、
高
冷
地
等
で
被
害
を
受
け
や
す

い
。
ま
た
比
較
的
暖
か
く
耐
寒
性
が
弱
い
と
こ
ろ
へ
急
な
寒
波
が
来
た
と
き
な

ど
に
発
生
し
や
す
い
。

凍
結
害
　
霜
柱
・
土
壌
凍
結
・
凍
み
上
が
り
等
で
、
霜
柱
は
土
壌
水
分
含
量
が
五

○
～
七
〇
％

ぐ
ら
い
で
最
低
気
温
が
○

℃
以
下

の
と
き
発
生
し
、
作
物
根
を
浮

き
上

が
ら
せ
枯
死
さ
せ

る
。

土
壌
凍
結
は
最
低
気
温
が
零
下
三

℃
以
下

の
と
き
凍
結
す
る
。

暖
　

害
　

暖
冬
害
、
暖
冬
の
た

め
冬
作
物
で
あ
る
麦
類
の
生
長
が
進
み
過

ぎ
、
分

け
つ
不
足
、
不
時
出
穂
、
病
虫
害
の
発
生
等
大
減
収
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
一
般

に
暖
冬
は
越
冬
害
虫
の
生
存
率
が
高
く
な
り
害
虫
の
大
発
生
と
な
る
こ

と
が
あ

る
。

湿
潤
害
　

空
気
が
湿
潤
な
場
合
光
合
成
作
用

が
低
下

し
、
作
物
は
徒

長

黄

変

す

る
。
開
花
期

に
お
い
て
は
受
精
を
妨
げ
、
稲
の
場
合
黒
変
籾
や
茶
米
が
多

く
な

る
。
麦
の
場
合
し
ば
し
ば
穂
発
芽
の
害
を
被
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
湿

潤
状

態
は
病
原
菌
や
害
虫
の
繁
殖
に
奸
条
件
と
な
る
場
合
が
多
く
、
作
物

の
軟
弱

徒

長
に
よ
る
抵
抗
性
の
低
下

と
相
ま
っ
て
病
虫
害
の
発
生
が
増
大
す
る
。

干
　

害
　

当
地
は
一

ヶ
月
以

上
降
水
の
無
い
こ
と
は
ま
れ
で
、
二
〇
日
以
上
降

水

が
無
げ
れ
ば
干

魅
状
態
と
み
て
よ
く
、
こ
の
よ
う
な
干

魅
は
太
平

洋
高
気
圧

が

異
常
に
発
達
し
て
い
る
と
き
の
よ
う
な
、
持

続
性
の
あ
る
異
常
な
気
圧
配
置

に

よ

っ
て
お
こ
る
。

干

害
は

Ｉ
〇

年
に
一
回
位
の
割
合
で
発
生
し
、
稲
の
場
合
は
生
長
を
抑
制
し
、

幼
穂
形
成
期
以

後
の
干

害
は
籾
の
充
実
不
充
分
又

は
不

稔
と
な
り
、
稔
っ
て
も

縦
溝
深
く
糠
層
が
厚
く
な
り
精
米
が
困
難
と
な
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
食
味

が

不
良
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
朧
朧
水
が
不

足
し
た
場
合
で

朧
朧
水
が
足

り

れ
ば
か
え

っ
て
増
収
と
な
る
場
合
が
多
い
。
果
樹
類
で
は
落
葉
を
招
き
、
果
実

の
肥
大
が
少
な
く
果
皮
が
厚
く
な
り
、
果
汁

少
な
く
糖
分
、
酸
共

に

減

少

す

る
。

雪
　

害
　

一
年
の
う
ち
四
～
七
月
の
午
後
に
多
く
、
関
東
地
方
か
ら
中

部
地
方

に

多
い
。
ま
た
地
形

的
に
は
河
川

に
沿

う
谷
地
や
、

雷
宵
が
山
脈

に
つ
き
あ

た
る
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第 ５章　気象と気候

よ
う
な
山
麓
、
湖
沼

に
近

い
所

な
ど
に
降
電
が
多
く
、
降
電
が
あ

る
と
作
物
は

壊
滅
的

な
打
撃

を
受
け

る
こ
と
が
あ

る
。

雪
　

害
　
深
雪
地
帯

に
於
て

ぱ
積
雪
は
鉄
道
や
道
路
等
に
対
し
交
通
上

の
障
害
と

な
り
、
住
居
其
他
の
建
造
物
に
も
大
き
な
被
害
を
引

起
こ
す
。
ま
た
、
果

樹
類

に
も
思
わ

ぬ
損
傷
を
与

え
る
こ
と
が
あ
る
。
当

地
方
は
積
雪
量
が
比

較
的
少

な

い
た

め
大
き
な
雪
害
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
農
作
物

に
対

し
て
は
か
な
り
の

生
理
的
障
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
積
雪
下

は
比
較
的
温
暖
で

あ

る
（
○
℃

前
後
）
た

め
呼
吸
作
用

は
行
わ
れ
る
が
、
光
合
成
作
用

は
ほ
と
ん
ど
行

わ

れ

な

い

た
め
積
雪
が
長
期

に
わ
た
る
と
作
物
は
衰
弱

し
、
麦

類
等
は
雪
腐
菌

核
病
が

蔓
延
し
て
全
滅
す
る
こ
と
が
あ
り
、
桑
な
ど
は
胴

枯
病
に
か
か
り

や

す

く

な

る
。

四
　

気
象
・
気
候
と
農
業

Ｈ
　
気
温
と
農
業

１
　
気
温
と
作
物
の
栽
培
限
界
と
栽
培
適
地

作
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
条
件
の
制
約
を
受
け
て
栽
培
可
能
地
域
が
限
定

さ

れ
、
ま
た
栽
培
適
地
が
定
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
環
境
条
件
の
中
に
は
土
壌
条
件
や

社
会
的
条
件
な
ど
も
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
影
響
を
受
げ
る
の
が
気
象
条
件
で
あ

る
。気

象
条
件
の
う
ち
最
大
の
要
因
と
な
る
の
が
気
温
と
降
水
量
で
あ
る
が
、
ま
ず

気
温
に
つ
い
て
栽
培
可
能
地
、
栽
培
適
地
と
の
関
係
を
当
地
の
気
温
に
照
ら
し
て

考
え
て
見
よ
う
。

当
地
の
気
温
及
び
そ
の
年
変
化
の
状
態
に
よ
っ
て
定
ま
る
植
物
期
間
・
生
物
期

間
等
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

植
物
期
間
（
日
平
均
気
温
五
℃
以
上
の
日
数
）

二
四
一
　（
信
大
農
学
部
）
～
二
五
六
日
（
南
箕
輪
中
学
校
）

生
物
期
間
（
日
最
低
気
温
五
℃
以
上
の
日
数
）

一
七
六
（
　
　

″
　

）
～
一
九
六
日
（
　
　

″
　
　

）

霜
日
期
間
（
日
最
低
気
温
○
℃
以
下
の
日
数
）

一
三

一
（
　
　

″
　

）
～

一

二
一
日
（
　
　

〃
　
　

）

夏

日
期
間
（
日
最
高
気
温
二
五
℃
以
上
日
数
）

七
七
（
　
　

″
　

）
～
　

八
五

日
（
　
　

″
　
　

）

稲
は
熱
帯
性
作
物
で
あ
っ
て
か
な
り
高
温

を
必
要

と
す
る
が
、
品

種
改
良
に
よ

り
冷
涼
な
気
候
に
強
い
耐
冷
性
品
種
が
作
り
出
さ
れ
、
ま
た
、

育
苗
法
の
改

良
発

達
に
よ

っ
て
栽
培
可
能
地
域
は
か
な
り
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
温

度
条
件

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

八
月

の
平
均
最
高
気
温
が
二
五
・
四

℃
以

上
で
あ
る
こ
と
。

一
〇

℃
以
上
の
期
間
の
積
算
温
度
が
二
三
〇
〇

℃
以
上

で
あ
る
こ
と
。

本
村
の
八
月
の
平
均
最
高
気
温
は
三
〇

・
二
℃
、
平
均

気
温

一
〇

℃
以
上

の
期

間
の
積
算
温
度
が
三
〇
七
七

℃
で
あ
り
、
か
な
り
の
余
裕
が
あ
る
。
そ

れ
で

も
冷

夏

に
あ
う
と
冷
害
を
う
け

る
こ
と
が
あ

る
。

大
麦
は
耐
寒
性
の
強
い
作
物
で
当
地
は
そ
の
栽
培
適
地
と
考
え
ら

れ

て

い

る

が
、
小
麦
は
成
熟
期
の
平
均
気
温
が
一
八
～
一
九
℃
以
下

に
な
ら
ず
、

雨
量
の
少

な
い
こ
と
が
適
地
の
条
件
と
な

っ
て
い
る
。
当
地
の
成
熟
期
間
（
五
～
六
月
）
の
平

均
気
温
は
一
五
～
一
七
・
五

℃
で
温

度
が
や
や
不
足
で
あ
り
、

し
か
も
雨
量
が
多

過
ぎ
て
適
地
で
は
な
い

。

柿

の
栽
培
北
限
は
生
物
期
間
一
七
〇
日
が
必
要
で
、
経
済
的
に
は
一
八
五

日
以

上
が
必
要
と
い
わ
れ
る
が
、
南
箕
輪
は
生
物
期
間
は
一
七
六
日
ほ
ど
で
経
済
的
栽

培
は
困
難
で
あ
り
、
ま
し
て
、
生
物
期
間
二
〇
〇
日
以
上
、
経
済
的
に
は
二
五
〇

日
以
上

が
必
要
で
あ

る
甘
柿

の
栽
培
は
不
可
能
で
あ

る
。
在
来
の
甘
柿
が
当
地
で
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第７節　天気とくらし

も
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
在
来
種
で
さ
え
温
度
不
足
で
年
に
よ
っ
て
は
脱
渋

が
よ
く
で
き
な
い
。

り
ん
ご
は
比
較
的
低
温
を
好
む
果
樹
で
、
年
平
均
気
温
が
七
～
コ

ー
℃
、
四
～

一
〇
月
の
平
均
気
温
が
一
三
～
一
九
℃
が
適
温
で
、
夏
期
の
雨
量
一
〇
〇
〇
～
一

四
〇
〇
ｍ
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
気
温
が
高
い
と
枝
が
徒
長
し
て
花
芽
の
形
成

が
悪
く
、
果
実
の
着
色
と
品
質
が
劣
り
二
六
～
二
七
℃
以
上
で
は
栽
培
が
困
難
で

あ
る
。
本
村
は
年
平
均
気
温
が
一
一
・
一
℃
、
四
～
一
〇
月
の
平
均
気
温

が
一

七
・
四
℃
で
好
適
な
気
温
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
雨
量
が
や
や
多
く
病
害
防
除

に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

馬
鈴
薯
は
霜
に
は
非
常
に
弱
い
が
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
育
に
は
二
〇
℃
く

ら
い
の
温
度
が
適
温
で
、
当
地
に
お
い
て
も
盛
夏
の
高
温
、
特
に
夜
間
の
高
温
は

同
化
物
質
の
消
耗
が
大
き
く
い
も
の
肥
大
が
悪
く
、
冷
夏
の
方
が
好
結
果
が
得
ら

れ
る
。

以
上
、
当
地
に
関
係
の
深
い
二
～
三
の
作
物
に
つ
い
て
気
温
と
の
関
係
を
み
た

が
、
他
の
作
物
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
あ
り
、
作
物
や
品
種
の
選
択
、
栽
培

時
期
の
決
定
等
気
温
と
の
関
係
に
充
分
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
　
気
温
の
変
化（
較
差
）と
農
業

－

呼

吸

量

（

相

対

値

）

温度(剛
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気
温
の
日
較
差
は
農
業
上
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
気

温
の
日
較
差
が
小
さ
く
夜
間
も

高
温
だ
と
呼
吸
作
用
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
植
物
体
の
消
耗
が
多

く
な
る
。
光
合
成
作
用
は
同
一

光
量
の
も
と
で
は
三
七
℃
く
ら

い
ま
で
ほ
ぼ
温
度
の
上
昇
に
比

例
し
て
増
加
し
、
で

ん
粉
の
蓄
積
は
積
算
温
度

に
比
例
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

他
方
呼
吸
作
用
も
温
度

の
上
昇

に
し

た
が

っ
て
増
加

（
三
七
℃
く
ら
い
ま
で
）
し
、

最

適
温

度
以
内
で

は

Ｉ
〇

℃
温
度
が
上
が

れ
ば
呼
吸
量
は
二
～
四
倍

に

増

加

す

る
。
（
図
５
－
6
9）
　
日
較
差
が
大
き
い

ほ
ど
同
化
物
質
の
蓄
積

に
有
利
で

穀

粒

の

生
産
を
目
的

と
す
る
作
物
で

は
穀
粒

の
充
実
が
良
く

な
り
、

収
量
の
増

加

に

な

る
。長

野
県

の
稲
作
の
反

収
が
全
国

の
上

位
に
あ

る
一

つ
の
要
因
が
内
陸

の
た
め
日

較
羞
が
大
き
い
こ
と
に
あ
る
。
本
村

も
こ
の
点
有
利

な
地
点

に
あ

る
と
い

っ
て

よ

い
。
り
ん
ご
等
の
同

化
物
質

の
蓄
積
は
果
実
内

の
糖
分
含
量
を
増
し
て
着

色
を
良

好
に
し
、
ト

マ
ト
の
栽
培
で
は
昼
間
の
温

度
が
二

六
・
五

℃
で

夜
間

コ
（

～
一
七

℃
の
と
き
成
長
量
が
最
大
で
着
色
も
良
好
と
な
る
。
加
工
用

ト
マ
ト
は
果

の
着
色

の
良
否
が
製
品
の
色
沢
を
左
右
す
る
の
で
、
こ
の
温
度
条
件
は
重
要
に
な
る
。

さ
ら
に
、
日
較
差

の
大
き
い
と
こ

ろ
は
種
子
が
良
く
充
実
す
る
の
で
穀
類
は
も

と
よ
り
、
野

菜
、

花
等
の
採
種
栽
培

に
も
よ
い

。

⇔
　

湿
気
（
降
水
量
）
と
農
業

日
本
に
お
い
て
季
節
風

地
帯
と
し
て

の
雨
、

梅
雨

の
雨

は
稲
作

に
と

っ
て
大
切

な
水
資
源

で
、
空
梅
雨
に
終
る
と
水
不
足

に
な
り
、
と
き

に
飲
用
水
牛
発
電
用
水

に
不
足
す

る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
梅
雨
が
長
過

ぎ
降

水
が
多

い
と
日
照
不
足

や
冷
害
と
な
り
、
台
風
な
ど
の
雨
と
共

に
し
ば
し
ば
災
害
を
発

生
す
る
こ

と
は
既

に
見

た
と

お
り
で
あ

る
。

雨
が
作
物

に
及

ぼ
す
影
響

は
い

ろ
い

ろ
あ

る
が
、
雨
が
少
な
過

ぎ
る
と
作
物
の

成
育
は
抑
え

ら
れ
、

ひ
ど
い
場
合

に
は
干
害

に
な

る
。
雨
量
が
多
い
場
合
は
日
照

量
の
不
足
を
伴
い
、
空

気
中

の
湿

度
が
高
く

な
る
ば

か
り
で
な
く
、
光
合
成
作
用

が
少
な
く
な
り
作
物
体
は
軟
弱

と
な
っ
て

い
ろ
い
ろ
の
炳
害
虫
が
発
生
す

る
。

て
定
期
間
中
の
降
水
量
（

皿
）
と
そ
の
期
間

の
月
平
均
気
温

の
積

算
温
度
（

℃
）
で
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除
し

た
数

を
雨
量
係
数
と
い
い
、
稲

の
多
収
穫
０
地
方

は
こ
の
係
数
が
四
ぐ
ら
い

の
所
が
多
い
と
い

わ
れ
、
当
地
方
の
雨
量
係
数
は
八
を
超
え
、
や
や

雨

量

が

多

い

。
雨
量
の
少
な
い
年
が
豊
年
の
条
件
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

小
麦
は
成
熟
期
に
乾
燥

す
る
大
陸
的
気
候
の
所

が
良
く
、
日
本
は
成
熟
期
が
梅

雨
期
に
な
り
雨
量
が
多
く
、
と
き
に
は
穂
発

芽
を
起
こ
し
て
品
質

を
悪
く
し
、
硝

子
質
（
グ
ル
テ
ン
含
量
が
多
い
）
の
良
質
小
麦

の
生

産
は
困
難
で
、

ほ
と

ん
ど
粉
状
質

の
う
ど
ん
用
小
麦
と

な
る
。

ブ
ド
ウ
の
品
種

に
は
ア
メ
リ

カ
系
、
欧
州
系
の
品
種

か
お

る
が
、
良
質
の
欧
州

系
品
種
は
雨
量
の
少
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、
当

地
の
よ
う
に
雨
量
の
多
い

と
こ
ろ
で
の
露
地
栽
培
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
二
〇
世

紀
梨

の
大
敵

は
黒
斑

病

で

あ
る
が
、
雨
量
の
増
加

と
共

に
発

病
が
増
加
し
、
五
～
七
月

の
雨
量
の
多
い
所

で

は
経
済
的
栽
培

は
困
難
で
あ

る
と

い
わ
れ
て
い

る
。

降
水
量
や
降
水
日
数

の
多
少

は
農
作
業

に
も
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す

。
収
穫
や

乾
燥
作
業
、
薬
剤
散
布
等
は
少
量
の
雨
で
も
不
適
当
で
あ
り
、
ま
た
、
土
壌
水
分

の
多
少
は
作
業
能
率

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
さ
ら
に
、
降
水
量
が
多
い
と
肥

料
成
分
の
流
出
が
多
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
下

浸
透
す
る
水
分
量
が
多

い
ほ

ど
ア
ル
カ
リ
塩
類
等
を
沈
降
さ
せ
、
土
壌
を
酸
性
に
す
る
の
で
た
え

ず
酸
性
化

す

る
土
壌
に
対

す
る
注
意
が
必
要

に
な
る
。

句
　

温

度
・
湿

度
と
病
虫
害
の
発

生

作
物

の
病
害
虫
の
発
生
は
気
温
と
湿
度
（
降
水
量
）
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
葉

イ

モ
チ
病
は
気
温
が
比
較
的
低
く
降
水
量
の
多
い
梅
雨
期
に
発
生
し
や
す
く
、
穂

首
イ
モ
チ
病
は
穂
孕
後
期
か
ら
開
花
期
の
日
平
均

気
温

が
二
〇
～
二
四

℃
で

雨
量

の
多
い
と
き
発

病
が
多

い
が
縞
葉
枯

病
や
、
萎

縮
病
、

黄
萎

病
等

は
病
原
菌

の
発

育

適
温

が
高
く
気
温

の
高

い
と
き

に
発

病
が
多
い

。
稲

の
紋
枯
病

は
七
月
下

旬
～

八
月
上
旬

の
高
温
乾
燥
時

に
発
病
が
多
い

。
二
化

メ
イ
虫
は
七
月
の
気
温
が
二
四

Ａ

一
六
℃
、
七
月

の
降
水
量
が

Ｉ
〇
〇
～
二
五
〇
ｍ

の
と
き
発
生
が
多
い
と
い
か

れ
、
滉
負
虫

は
年
平
均
気
温
が
六

℃
以

上
で
七
月
の
気
温

が
一
八
～
二
二
て
と
比

較
的
冷
涼
な
と
き
発
生
し
や
す
い
が
、
稲

カ
メ
虫

は
出

穂
、
穂

揃
期
に
高
温
乾
燥

状
態
の
と
き
発
生
し
や
す
い
。

馬
鈴
薯
・
ト

マ
ト
の
疫
病
菌

は

コ
（

～
一
九

℃
が
発
育
適
温
で
比
較
的
冷
涼
で

雨
量
の
多

い
と
き
発
生
す

る
。
梅
雨
や
秋
霖
の
と
き
疫
病
が
大
発
生
す
る
こ
と
は

よ
く
知

る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
真
夏
の
高
温
時

に
は
発
生
せ
ず
、
代

っ
て
比
較
的
高

温
を
好
七
輪
紋
病
な
ど
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
雨
の
多
し
と
き
あ
ぶ
ら
な
科
作
物

の
腐
敗
病
な
ど
が
大
発
生
す
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
し
る
こ
と
で
あ
る
。
作
物

の
大
害
虫
で
あ
る
ア
ブ
ラ
虫
は
乾
燥

時
に
発
生
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
作
物

病
害
虫

は
、
そ

れ
ぞ
れ
気

象
条
件
特

に
温
度
や
湿
気
と
密
接

な
関
係
を
持

っ
て

い
る
の
で
、
気

象
状
態

に
留
意
し
て
適
切
な
防
除
対
策
が
必
要

で

あ
ろ
う
。

匈
　

日
長
・

日
照

と
農
業

光
線
は
植
物
の
光
合
成
作
用

に
不
可
欠

な
要

素
で
、

光
の
無
い
所
で

は
作
物

は

生
長
し
か
し
。
光
合
成
作
用

は
弱

い
光
で
も
そ

の

予
不
ル
ギ
ー
を
有

効

に

利

用

し
、
光
が
強
く
な
る
と
そ

れ
に
比
例
し
て
光
乙
口
成
も
増
加
す

る
が
、
そ
の
増
加
率

は
し

だ
い

に
小

さ
く
な
り
、
夏
期
日
中
晴
天
の
光
量
の
二
～
四
分
の
一
ほ
ど
で
飽

和
点

に
達

す
る
と

し
お

れ
て
い

る
。

し

か
し
、
実
際
の
圃
場
に
あ

っ
て
は
作
物
の
葉
は
重
な
り
合
っ
て
い
て
、
下
葉

ま
で
光
合
成
作
用

を
充
分
に
高
め
る
た
め
に
は
飽
和
点
以
上

の
光
量
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

日
射
量
は
、
そ

の
土

地
の
日
長

と

日

昭
作
率
（
日
照
時
間
の
可
照
時
間
に
対
す
る
割

合

に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
。

自
然

の
日
長

は
緯
度
と
季
節
に
よ

っ
て
異
な
り
、

ま
た
、
周

囲
の
地
形

に
よ
っ
て
差
が

生
ま
れ
る
。

7 釦



第７節　天気とくらし

伊
那
盆
地
は
東
に
南
ア
ル
プ
ス
、
西

に
中

央
ア
ル
プ
ス
か

お
り
同
緯

度
の
平

野

の
地
方
よ
り
自
然
日
長
が
短
く
な
る
。
し
か
し
、
本
村
は
伊
那
盆

地
の
う
ち
で
も

東
西
の
幅
の
最
も
広
い
場
所

に
位
置

し
て
お
り
、
伊
那
盆

地
内

の
町
村

の
う
ち
で

は
自
然
日
長
は
長
い
方
で
あ
る
。

自
然
日
長
（
可
照
時
間
）
は
以

上
の
よ
う
で
あ

る
が
、
実
際

に
は
曇
雨
天

が
あ

っ

て
日
照
時
間
は
ず

っ
と
短
く
な
る
。
実
際
の
本
村
の
日
照
時
間
は
年
間
二
二
二
〇

時
間
ぐ
ら
い
で
、
五
～
一
〇

月
の
作
物
生
育
の
主
要
期
間
六
か
月
間
の
日
照
時
間

は
一
一
八
〇
時
間
余
と
な
り
、
国
内
で
は
最
高
の
部

に
属
し
て
い

る
。
し
た
が

っ

て
、
日
照
面
で

は
本
村

は
有
利
な
条
件

に
な
っ
て

い
る
と
い
え

よ
う
。

日

射
量
は
農
作
物

の
開

花
期

に
は
大
き

な
影

響
は
な
い
が
、
開
花
期

に
お
け

る

日

射
の
強
弱

は
開

花
に
影
響
し
、

稲
で

は
日

光
を
さ
え

ぎ
る
と
開
花
が
自
然
状
態

の
七
〇
％

に
減
少

し
、
開

花
も
約
一
時
間

遅
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
日

射
量
は
果

実

の
着
色
状
態
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
日

射
が
弱

い
と
糖
分

含
量
が
少

な
く
な

り
着
色
が
不
充
分

に
な
る
。
リ
ソ
ゴ
は
果
実

に
当

た
る
光
線
量
が
二
〇
％

減
る
と

着
色
は
半
分

く
ら
い
に
な
る
と
い
う
。

太
陽
光
線
に
は
各
種
の
波
長
の
光
が
含
ま
れ
て
お
り
、
作
物
が

于
不
ル
ギ

ー
と

し
て
利
用

し
や
す
い
の
は
波
長
の
長
い
赤
色
光
線
で
次
い
で
黄
色
光
線
で
あ
る
。

波
長
の
短
い
紫
外
線
は
生
長
や
色
素
の
蓄
積
に
大

き
く
影
響
す
る
。

紫

外

線

で

も
波
長
の
や
や
長
い
方
は
生
長
に
刺
激
的
に
作
用

す
る
が
、
波
長
の
短

い
方
は
抑

制
的
に
働
き
、
葉
面

を
縮
小
さ
せ
徒
長
を
防
止
す
る
ほ
か
、
根
の
発
達
を
促
し
、

貯
蔵
物
質
の
量
を
増
し
、
茎
葉

に
花
青
素
や
葉
緑
素
を
増
加
さ
せ

る
と
い
わ
れ
て

い

る
。
ま

た
、
成
熟
期
の
果
実

に
対
し
含
糖
量
を
増
し
て
着
色
を
良
好

に
し
、
花

類

に
対
し
て

は
花
色

を
鮮
や

か
に
す

る
と
い

わ
れ
、
日
照
も
ま
た
そ
の
長
短
や
強

弱
、
光

線
の
種
類
が
農
業

に
重
大
で
複
雑
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
必

要

が
あ
ろ
う
。
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第6 章　植　　　 物

第
六
章
　

植

第
一
節
　
総

物
説

こ
こ
で
は
お
も
に
羊
歯
植
物
以
上

の
高
等
植
物

の
垂
直
分

布
に
つ
い
て
記

す
。

①
　
「
西
山
の
植
物
」
経
ヶ
岳
の
針
葉
樹
林
帯
か
ら
低
山
夏

緑
高
木

林
と
そ

の

二
次
林

②
　

「
里
山
の
植
物
」
二

次
林
の
下

辺
を
多
少
含
め
て
二

次
林
の
開

墾
に
よ
る

耕
地
で
、
ほ
ぼ
西
天

竜
幹
線
水
路
ま
で
、
西

山
か
ら
天
竜
川

に
流
入
し
て
造

ら
れ

た
扇

状
地
の
植
物

②
　
「

西
天

竜
水
田

地
帯
の
植
物
」

主
と
し
て
西
天
竜

の
洪
積

台
地

の
植
物

④
　
「
天

竜
川

の
古
い
氾

濫
原

の
植
物
」
天
竜
川
沖
積
地
帯

の
植
物

⑤
　
「
川
原

の
不

安
定
地
帯

の
植
物
」
現
在
氾

濫
原
で
川

の
増
水

に
よ
っ
て
生

存
が
不
安
定
な
環

境
に
あ
る
植
物

こ
れ
ら
五

つ
の
地
域
は
四
季

の
気
温

か
ら
み

る
と
、
冬
季

の
平
均

気

温

は

０

℃
、
夏

季
の
気
温

は
2
5℃
位
で
、
多
分

に
内
陸
的
な

性
質

を
現

わ
し
て
い

る
が
、

一

般
的
に
は
温

帯
に
属

す
る
地
域
で

あ
る
。

第
二
節
　
生
態
と
分
布

一
　

西

山

の

植

物

垂
直
分

布
上
、

広
葉
樹
林
帯

か
ら
針
葉
樹
林
帯

に
生
育
す

る
植
物
で
、
そ
の
代

表
的
植
物
相
は
、
人
工

の
加

お
っ
た
こ
と

の
少
な

い
地
帯
、
そ
れ

は
低
山
夏
緑
高

木
林
と
そ
れ
に
つ
づ
く
針
葉
樹

林
（
亜
高
山
帯
）
で
、
ほ

ぼ
本
村

の
飛

び
地

の
黒
沢

山
（
二

二
一
六
こ

か
ら
経

ケ
岳
（
二
二
九
六
ｍ
）
そ

の
南
東
一
帯

の
蔵
鹿
山
並
び
に
矢

の
南
入
山

か
ら
権
兵
衛
街
道

に
わ
た
る
地
域

は
（
一
五
二
〇
～
一
九
一
七
ｍ
）
現
在
個

人

名
義
と
し
、
生
産
森
林
組
合
が
管
理
し
て
い

る
も
の
の
、
な
お
自
然
林
に
近
い

植
物
相

を
現

わ
し
て
い

る
。

中
央
ア

ル
プ
ス
駒
ヶ
岳
と

そ
の
北
の
茶
臼
山
（
二
六

五
三

巴

、
経

ケ
岳

・
坊

主
山

二

九
六
〇
ｍ
）
を
連
ね
る
稜
線
が
奈
良
井
川

水
系
と

天
竜
川
水
系

の
分
水
嶺
に
な

っ
て
い

る
。

黒
沢
谷

の
上
流
は
横
川
川
の
水
源
で
あ
る
。
黒
沢
山
の
頂
上
周
辺
は
主
と
し
て

針
葉
樹
林
で
あ
る
。
こ
の
付
近
で
見
ら
れ
る
種
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
表
中
の

は
北
方
要
素
、

⑩
は
南
方
要
素
を
示
す
。

キ　　ミ　　セ　オ　ダ　　ア　　－ シ　ト
ツ　　ヤ　　リ　オ ケ　　サ　　シラ　ウ

リ　　マ　　バ　ミ　カ　　ノ　　ラビ ヒ

フ　 ネ　 オ ゾ ン　 ノゝ 　　ベソ
ネ　 コ　 ウ ホ バ　 カ　 し

ノ　 レ オ　　　ェ

メ　 ソ ズ　　 デ
キ

つ　 ゆ　 き ご か　 か　　　 ま

よ　 き　 んj も ば　 、

ね　 の　 ぽ は の　
兄　　

々　つ
そ　　し　　う　ぐ　　 で

う　 た　 げ さ き

科　 々　 々 〃 科　 科　　　　 科

種

名

な

ど

花 草花 湿ニ ミ 樹 直 広 が と若 樹

の　
ｙ) 地回 ゾ 皮 線葉 低へい 皮

色
湿形　 三 水 帯 に樹 いこ枝 暗

黄 地が　 出 オ 褐
開の　 むに 赤

｀　 猫　 複 ズ 色 く上　 感淡 褐

全　 の　
葉 牛 か　 限　 じ褐 色

草　 瞳　 セ よ 灰　 に　 で色 で
軟　 孔　 リ　り 褐　 分　 強の 不
弱　 に　 の 大 色　 布　 風短 規

｀　
似　 葉　｀ で　　｀　　のい 則

下　 て　 状 下 純　 果　 た毛 に
草　 い　　｀ 草 白　 実　 め ｀ わ
｀　 る　 下 で で　 ほ　 かつ れ
湿　 ゜　草 湿 な　 ぼ　 樹ま る
地　 下　　｀ 地 い　 一　 高か

特

徴

モ

の

他

召2



第２節　生態と分布

ギ
ン
リ

ョ
ウ
ソ
ウ

（
ユ
ウ

レ
イ

タ
ケ
）

（

ナ
イ
カ
ダ

サ
ソ
カ

ヨ
ウ
②

フ

シ
グ
ロ
セ
ソ

ノ
ウ

セ
ソ

ジ
ュ

カ
ソ

ピ

ク
ジ
ャ

ク
シ
ダ

イ

ヌ
ガ
ソ
ソ

ク

ク
サ
ソ
テ

ツ

言

ゴ
こ

ジ
ュ
ウ

モ
ソ

ジ
シ
ダ

ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ

ゴ
ゼ
ソ

タ
チ
バ

ナ
②

イ
チ

ョ
ウ
ラ
ン

らみめなし　　　 し

ん

ず
　

き

ぎ

で
　

し
　

こ

々
だ

”
だ

類類

さ
く
ら
モ

う

み
　
ず
　
き

ら
　
　
　ん

科 科 科　 科科　 科 科

白

色
透
明

、
腐

生
植
物
、
や
や
乾

い
た

所
、
下
草

葉

の
ほ
ぼ
中
央
に
花

を
つ
け
る

花

の
つ
き
方
が
変

わ

っ
て
い
る

花
赤
褐

色
、
美
、
大
体
下
草

花
白
色
、
美
、
下
草

孔

雀
の
尾
羽
を
開
い
た
感
じ
、
乾
地

大
形

で
形

が
美
し
い

若
葉
は
食
用
、
発
芽
が
淡
緑
色

・
葉
身
が
十
字
の
槍
に
似
て
い
る
、
乾
地

高
七
～
二
〇

皿
、
地
下

茎

高
五
～
一
五

皿
、
地
下

茎
、
四
枚
の
白

色
総
芭
片

葉
一
枚
、
高
三
～
六
ｍ

、
花
一
、
花
高

一
〇
～
二
〇

皿
先

に
一
個

花

弁

淡

緑

図6 －1　 イヌガンソク

マ

タ
タ

ビ

コ

メ
ツ

ガ

ナ

ナ
カ

マ

ド

ま

た

た

び

科

ま
　
　
　
つ

ば
　
　

ら

科科

コ

ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
　

つ
　

っ
　

じ
　

科

ウ
ス
ユ

キ
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ

シ
グ
レ

ッ
ル
ッ
ゲ

図6 －2　 イワカガミ

きすも

く

い

か

ず

ら

ち
　
の
　
き

科 科 科

色
、
唇
弁

は
上
半
帯
紫

色
、
中
裂
片
白

色
紫
斑

落
葉
性
蔓
雌
雄
異
株

か

多

性
、

花

白

色
、
葉

は
桜

の
葉

に
似
て
い
る
。
白
色

に
変

る
所
あ

り
。
こ

の
葉

を

猫

が

好

に
変

る
所
あ

り
。

む

。
漿
果

は
食
用

一
年
生
枝

は
微
細

な
褐
色
毛
、
葉
ッ

ガ

よ
り
小

七
回
か
ま
ど
に
入
れ
て
も
炭

に
な
ら

な

い
の
意

花
冠
少
し
ゆ

が
み
、
長
五
～
七
ｍ

、
花

柱

曲
が
る
。
葉

の
両
面
肋
上

に
粗
毛
、

原

木

下
面

綿
毛

高
二

五
～

五
五

皿

花

紅
色
、
果

実
赤
色

、
小
濯
木

葉

二
～
四

四
広
披
針
形

鈍
鋸
歯

、
同
上

図6 －3　 ダイモンジソウ

j お



物植第6 章

黒
沢
山
頂
上
一
帯
は
開
空
地
で
あ
る
。
前
記

の
外

に
目
に
つ
く
も
の

高
五
～
一
五

四
、
茎
単
一
軟
弱

織
機

の
簑

の
よ
う
な
葉

身
、
本
州
中
部

以
北
、
温
帯
上
部

に
分
布
す

る
、
日
本

特
産
種

小
葉

の
隅
角

が
尖

っ
て

い
る
、
大
形

コ
バ

ノ

イ

チ

ヤ

ク
ソ
　

い

ち
ゃ

く

そ

う

科

ウユ
キ
ザ
サ
②

ゆ

り

黒
沢
山
頂
下
横
手

を
通

る
水
辺

科

ヒ
ロ
（

ノ
コ
ソ
ロ
ソ
　
あ

ぶ

ら

な

科

（
タ
デ
ノ
ウ
ミ
コ
ソ
ロ
ン
ソ
ウ
）

ク
ル
マ
ユ
リ
　
　
　
　
ゆ
　
　

り
　
　

科

オ
ガ
ラ
バ
ナ
　
　
　
　
か
　

え
　

で
　

科

（
ホ
ザ
キ
カ
Ｉ
デ
）

ヒ
ロ
（

ツ
リ
バ
ナ
⑩
　
に

し

き

ぎ

科

ｉ
大
滝
沢
水
源
頭

ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ

ッ
ル
ネ
コ
ノ

メ

（

リ
ブ
キ

ゆ

き

の

し

た

科

う
　

こ
　

ぎ
　

科

白茎 一 だ半 奨又茎 牙高
寄

生
、
草
本
、
葉
皆
根
出
、
卵
形
、

円
縁
細
鋸
歯
、
花
一
〇
個
位
総
状
茎

○

皿
、
花
白
色

二
〇
～

六
〇

四
上
部
斜
上
、
花
被
帯

色
、
円
錘
花
序
、
漿
果
球
形
赤
熟

オ
ラ

ン
ダ
ガ
ラ

シ
に
似
て
い

る

葉
が
輪
生
状
に
つ
く
、
赤
被
嶮
赤
色

温
帯
上
部
、
葉
縁
鋸
歯
粗
大
不
正

、
下

面

毛

北

方
要
素
、
中
部
以
北

に
分
布

葉
掌
状
複
葉
で
矢
車

を
思

わ
せ
る

蔓
状
で

ぱ
う

本枝
州葉
に
針
が
多
い
、
一
ｍ
内
外
小
資
木

以
北

マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
　
　
き
　
　

く
　
　

科

エ
ン

レ
イ

ソ

ウ

ゆ

り

科

キ
バ
ナ
ノ
コ
マ
ノ
ツ
　
す
　

み
　

れ
　

科

メ
②

モ
ミ
ジ
カ
ラ
マ
ツ
②
　
き

ん

ぽ

う

げ

科

ツ
ル
ッ
ゲ

ミ
ネ
ザ

ク
ラ
②

（

タ
カ
ネ
ザ

ク
ラ
）

も

ち
　
の
　
き

ば
　
　

ら

科 科

鮮茎 形茎 三で茎
黄高 三高 ○基高
色一 枚二 ｃｍ部四

〇 輪○　 太 ○

一高

掌六
裂Ｏ

～

コ

ー○

皿
、
根
出
葉
長
柄

く
茎

を
抱
く
、
葉
身
腎
円
形

～
五
〇

四
、
頂

に
広

い
倒
牙

生
○
～
一
五

皿
、
葉
上
面
毛
、
花

～
七
〇
ｍ

、
葉
腎
臓
形
五
～
一

、
花
白
色

葉
卵
状
長

だ
円
形
鈍
鋸
歯

葉

の
密
腺

は
葉
柄

の
上
部
、
通
常
無
毛

（
湿
地
性
の
も
の
が
多

く
尾
根

に
登

る
と

ト
ウ

ヒ

ー
シ
ラ
ビ
ソ
の
林
と
な

る
し

針
葉
樹
林
帯

の
下
方

か
ら
夏
緑
高
木
林
の
上
方

ネ
ズ
ミ
サ

シ
⑩

（
ネ
ズ

ー
ム
こ

カ
ヤ
⑩

ひ
　
　

の
　

き
　

科

い
　
　
ち
　
　

い
　

科

る種 布鼠

図６－ ４　ニシキウツギ

よ
け

の
意
味
、
本
州
中
部
以
南
に
分

す

る

子

は
薬
用
に
、
材
は
碁
盤
に
使
わ
れ

。
宮
城
県
か
ら
屋
久
島
ま
で
分
布

j 封



と分布生態第2 節

（

イ
イ

ヌ
ガ
ヤ
⑩

ク夕

ヌ
ギ
徘

ム
シ
バ
⑩

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
⑩

イ
ヌ
ザ

ク
ラ
⑩

ウ

ワ

ミ

ズ

ザ

ク
ラ

⑩

ネ

ム

ノ

キ
⑩

ｔ

ぬ
　
がな

も

く

れ

ばま

”　 らめ　　 々

ん

科　　 科 科

を が花 主 今別迄主 伏力
ヤ
の
よ
う
に
高
木

に
な
ら

す

る
濯

木
性
で
北
海
道

か

と
し
て
日
本
海
側
を
南
下

分
布
、
枝
葉

の
み
で

は
力

不
明
、
外
種
皮
赤
紫
色

に

に
臭

い
が
、
甘
く
て
美
味

と
し
て
薪
炭
材
、
山
形
県

白
色
葉

よ
り
先

に
開
く
、

あ

る
。
皮
付

の
細

い
ま

っ

茶
室

な
ど

の
垂
木

に
使

う
熟ヤしらな
しとて本い
少の四州で
し区国の横

す枝 以
ぐに 南

な
芳

幹香

変
異

が
多

い
、
花

は
散
房
状

花
序
基
部

に
葉

が
な
い
、
花

が
粗

に
っ

く花

序
基

部

に

葉

が

あ

る

、

く

花

が
密

に
つ

朧
賞
用

な
ど
に
も
栽

植
さ
れ
、
夜
間

は

閉

葉
し
睡

眠
す
る

いのにま
るこ西で

分

布

す

る

。

この施
が
ね
む
の
花芭 ｀

本
州
以
南

ア
ジ
ア

２ 蕉

花
が
東
北
地
方

と
を
示
し
て
い
る ま の の

で゚ 句 っ

象
潟

や
雨

は
南
方
系

分

布
し
て

黒
沢
山
北
西
側
頂
上
辺
は
年

に
よ

っ
て
七
月
一
〇
日
ご
ろ
ま
で
残
雪
を
見
る
。

そ

れ
よ
り
稜

線
沿

い
に
南

へ
三
〇
〇
〇
ｍ
強

進
む
と
経

ケ
岳
頂
上
へ
到
達
す

る
。

そ

の
道
に
咲
く
群

生
の
ヤ
ナ
ギ
ラ
ソ

ー
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
②
・
（

リ

ブ
キ

ー
ナ
ナ
カ
マ

ド
、
温
帯

の
指
標

植
物

と
い
わ
れ
る
葉
身
一
ｍ

に
も
達
す

る
シ
ラ
ネ
フ
ラ
ビ
な
ど

も
あ
る
。

経
ケ
岳
頂
上
一
帯

は
針
葉
樹

林
帯

に
あ

る
が
強
烈

な
風
と
積
雪

の
た
め
開
塞
地

と
な
り
、

草
原
や

笹
や
ぶ
と
資
木
で

お
お
わ
れ
て

い
る
。
し

た
が

っ
て
一
見
高
山

濯
木
帯
に
達
し
た
観
が
あ
る
が
、
真
正

の
高
山
嶺
木
帯
で

は
な
い
。

経
ケ
岳

頂
上

に
芝
生
の
よ
う
な
ヒ

メ
ス
ゲ
（
か
や
つ
り
ぐ
さ
科
）
が
頂
上

の
や
や

平

ら
な
所

を
埋
め
、

ト
ウ
ヒ

ー
シ
ラ
ビ
ソ

が
濯
木

状
に
伸

び
、
そ

の
樹
下

に
葉
身

の
大
き
い
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
、
温
帯

の
代
表
的

シ
ダ
の
オ
オ
バ
シ
ョ
リ

マ
が
群

生
し
オ
サ
バ
グ
サ
（
前
掲
、
フ
。
″
サ

ー
マ
グ
ナ
地
帯
特
産
と
も
い
う
）
も
見
ら
れ

る
。

地
形

か
ら
（

イ
マ
ツ
を
探
し

た
が
見
当

た
ら
な
い

。

蔵
鹿
山

二

五
二
〇
ｍ
）
も
同
様
な
植
物
相
で
あ

る

マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
②

ゆ
　
　
　

り

オ
オ
バ
セ
ソ
キ
ュ
ウ
　
せ

②

り

科　 科

出高 想高
八
～
一
五

０１
、

全
草
鶴
の
舞
う
姿
連

八
〇
～
一

五
〇
ｍ

、
葉
一
～
二
回
三

羽
状
複
生

次

に
本
州
中
部

な
い
し
温
帯

に
だ
け
分
布
す

る
も
の
は
、

セ
リ
バ

シ
オ

ガ
マ

オ
オ

シ
シ
ウ
ド

（

ヨ
ロ
イ
グ
サ
）

ホ
ソ
バ
ノ
ト
リ
カ
ブ

ご
ま
の

は

ぐ

さ

科

せ
　
　
　
り
　
　

科

き

ん

ぽ

う

げ

科

ヒ
ロ
（

ノ
コ
ソ

ロ
ン
　

あ

ぶ

ら

な

科

ソ
ウ

（

タ
デ

ノ
ウ
ミ
コ
ソ

ロ
ソ
ソ
ウ
）

オ
サ
バ

グ
サ
　
　
　
　

け
　
　

し
　
　

科

茎
高
三
〇
ｍ

内
外
、
葉
羽
状

全
裂
、
花

緑
白
色

薬
草
、
大
形
一
～
二
ｍ

根
猛

毒
、
茎

高
五
〇
～

一

五

〇

ｍ

、

葉
、
掌
状
五
深
裂

前
掲

前

掲

、

分

布
上
有

名

図 ６－ ５　 オサバグサ

月5
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図６－ ６　大泉川 砂防ダ ム上方の森林模式図

以

上
経

ケ
岳
、
大
泉
所
山
、
北
沢
山
な
ど
の
う
ち
ヒ
ノ
キ

ー
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
を

植
林
し
た
と
こ
ろ
で
、
中
層
以
下

の
朧
木
は
ト
ウ
ゴ

ク
ミ
ツ
バ
ッ

ツ
ジ
（
俗
に
イ
ワ

ヤ
ヾ
ツ
ツ
ジ
）
・
ヤ

マ
ウ
ル

シ

ー
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ

ー
ウ
ツ
ギ

ー
コ
ナ
ラ
な
ど
で
下
草

は

ス
ス
キ

ー
ノ

ガ
リ
ヤ
ス
く
ら
い
な
も
の
で
、
鮮
苔
類
も
ほ
と
ん
ど
な
く
カ
ラ
マ
ツ

又

は
ヒ
ノ
キ
の
落
葉

が
数
ｍ

の
表
層

を
な
し
菌
茸
類

か
ら
土

壌
生
物
も

貧
困

ら
し

い
。
そ

れ
は
森
林
経
営

な
い
し
開
墾

に
関
係
が
深

い
と

考
え

ら
れ
、

か
つ
て
言

わ

れ
た
赤
松

亡
国

論
を
思

わ
ざ
る
を
得
な
い

。
そ

れ
で
も
植
林

の
行

わ
れ
な

か
っ
た

経
ケ
岳
頂
上

の
外

は
、
極
く

わ
ず

か
、

コ
ブ
シ

ー
ホ
オ
ノ
キ

ー
ミ

ズ
キ
（
俗
に
モ
チ

ノ
キ
）
、

シ
ラ
カ
バ
な
ど
の
夏
緑

高
木

が
見

ら
れ
、
こ

れ
ら
は
下

草
も
よ

く

生

育

し
、
貯
水
力

も
強
く
土

壌
の
崩
壊
流
土
を
防
ぎ
、
土
壌
生
物
の
繁
殖
も
豊
か
で
あ

る
。大

泉
川

砂
防
ダ
ム
を
少
し

登
っ
た
海
技

コ

ー
○
Ｏ
ｍ

く
ら
い
の
林
道
は
森
林
模

式
図

に
見

る
よ
う
に
単
純
林

の
中
層
下

層
の
植
生

に
乏
し
く
、
そ
の
周
縁
部
を
林

の
奥
の
方

か
ら
マ
ン
ト
群
落
・
ソ

デ
群
落
と
呼
ん
で
森
林
周
縁
を
守
る
重
要

な
群

落
と
し
て
い

る
。（
宮
脇
　
昭
博
士
）

図６－ ７　大泉川砂防ダ ム南のアカマツ

林とそのソデ群落

た
し
か
に
こ
れ

ら
の
群
落
を
頻
繁

に
除
草
や
伐
採
な

ど
を
す
る
と
、
モ

の
近
く
の
樹
林
が

露
出
し
て
相
互
依

存
に
よ
る
生
活
関

係
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
や
が
て
森

j 邦
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図６－ ８　 アカマツ林中のコナラ(大泉川砂防 ダム南)

林
破
壊
を
招
来
す

る
。
ま
た
林
中
で
も
下

草
刈
り
の
方
法

か
、
あ

る
い
は
何
ら

か

の
原
因
で
一

か
所

に
裸
地
が
で
き

る
と
、
陽
樹
と

陰
樹
の
林

に
よ

っ
て
裸
地
の
で

き
方
が
異

な
っ
て
く

る
。
無

論
土

壌
土
質

に
も
関
係
す

る
。

そ
こ
で

こ
れ
ら
の
裸
地
化
、

ま
た
は
崩

壊
が
始
ま
っ
た
時
、

修
復

を
考
え

る
場

合
は
、

で
き
得
る
限
り
自
然
状
況

を
尊
重
し
て
そ

の
方
法

を
講
じ

な
い
と
好

結
果

は
望
め
な
い
。

同

じ
大
泉
川
砂
防
ダ

ム
の
上

で
ア

カ
マ
ツ

ー
カ
ラ
マ
ツ

ー
ヒ
ノ
キ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
単
純
林
と
広
葉
樹
林
の
四

者
に
つ
い
て
、
そ
の
下

草
を
調
べ
て
み
る
と
、
下

草

の
最
も
発
達
し
て
い
る
の
は
広
葉
樹
林
（
雑
木
林
）
で
あ
り
以
下

ア

カ
マ
ツ

ー
カ
ラ

マ
ツ

ー
ヒ
ノ
キ
の
単
純
林
の
順
で
あ
る
。

二
　

里
山
の
植
物

里
山
と
は
前
述
の
よ
う
に
夏
緑
高
木
林
、
つ
ま
り
主
と
し
て
広
葉
樹
林
の
多
い

山
ろ
く
地
帯
か
ら
西
天
竜
幹
線
水
路
ま
で
、
西
山
か
ら
天
竜
川
に
流
入
し
て
造
ら

れ
た
扇
状
地
の
植
物
に
つ
い
て
記
す
。

ﾉゝ 　カ サ ネ　 ミ　　 ノゝ
イ ェ ワ コ　 ズ　　 ソ
イ デ グ ヤ　 キ　　 ノ
ヌ 類 ル ナ　　　　 キ
ガ　　 ミ ギ　　　　 類
ヤ

い か く や　 み　　 か

ぬ ぇ る な　 ず　　 ば

が　　　　　　　　 の

や で み ぎ　 き　　 き

科 科 科 科　 科　　 科

種

名

な

ど

前 こ 落 河 な落 具科 落

掲 の 葉 畔 ど葉　｀と
葉

属 高 に に高 印同高
は 木 多 使木 材様木

約　｀ い う　` な肥か
一 建　｀　

葉 ど料低
○ 築 落　 柄 に木木
○ 器 葉　 若 使 ｀｀
種 具 低　 枝 っ砂根
｀ 材 木　 帯 だ防 瘤
紅　｀ 雑　 紅　　 を`
葉 子 種　 色　 建生
美 葉 多　 ｀　 築じ

食　　　　器　　
｀マ

用　　　 具　 器メ

特

微

そ

の

他

下

草
と
し
て

ヤ
ブ
ソ
テ
ツ

シ
シ
ガ
シ
ラ

ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ

ア

ゼ

ガ

ヤ

ッ

リ

お
　

し
　

だ

し

し

か

し

ら

科 科

か
や
つ

り

ぐ

さ

科

常
緑

性
、
胞
子
嚢

散
在
包
膜
円
形

中
黒

常
緑
性
、
営
養
葉
、
色
形

美
、
胞
子

葉

褐程 ユ乾 別
色 細 イい

た
林
下

、
葉
身
細
長
、
俗
に
カ
ミ

グ
サ

く
硬
い
、
二
〇
～
四
〇
ｍ

、
花
紫

な
ど
で
雨
水
を
地
下
に
導
き
、
水
源
涵
養
林
と
な
っ
て
天
竜
川
沿
い
に
発
達
す

る
段
丘
崖
に
湧
出
さ
せ
る
。

中
央
自
動
車
道
の
西
、
大
型
農
道
沿
い
に
総
面
積
九
四
・
三
三
ｈ
の
大
芝
村
有

林
か
お
る
。
わ
ず
か
に
東
に
傾
斜
し
た
平
坦
地
に
ヒ
ノ
キ
の
四
〇
年
生
以
下
、
ア

カ
マ
ツ
は
二
〇
年
生
以
下
が
多
く
、
中
に
五
〇
年
生
の
も
の
も
多
少
ま
じ
っ
て
い

る
。
ヒ
ノ
キ
の
陰
樹
と
ア
カ
マ
ツ
の
陽
樹
が
混
交
し
て
い
る
。
湿
潤
で
地
中
微
生

召Z
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図６－ ９　ヒ ノキの純林( 大芝 原)

物
心
豊

か
で
あ

る
。
ス
ギ
ゴ
ケ
と
ミ

ズ
ゴ
ケ
が
地
面

を
覆

っ
て
い
る

。
シ
シ
ガ
シ

ラ
、
ツ
ル
リ
ソ
ド
ウ
、

サ
ル

マ
メ
、
ア
ス
ヒ

カ
ズ
ラ
（
ヒ
ノ
キ
の
葉
の
よ
う
な
蔓
性
、

ひ
か
げ
の
か
ず
ら
科
）
な
ど
も
地
面

を

ぱ
っ
て

い
る
。
か
つ
て
長
野
県

か
ら
も
表
彰

さ
れ
た
模
範
林
で
あ

る
。
ま
た
約
三
ｈ
北
方
の
北
原
の
山
林

は
ヒ
ノ
キ
の
五
〇
年

生
か
お

る
。

扇
状
地
の
周
辺
も
今
日
で
は
、
ほ
と
ん
ど
樹
木
ら
し
い
も
の
は
伐
採
し
て
し
ま

っ
た
た
め
、

植
生
が
極
め
て

貧
困
に
な
っ
て

い
る
が
、
半
沢
は
本
村
と
し
て
は
植

生
が
豊
富
で
あ

る
。
昭
和
五
七
年
七
月
七
日

の
野
帳
に
よ
っ
て
記

す
。

ツ サ セ サ
リ　ワ　　フ

フ ギ リ　グ
ネ　ク　　ル

ソ　　　　ミ
ウ

っ き せ く
り

ふ　　　 る

ね く り

そ　　　 み

う

科 科 科 科

種

名

な

ど

る観 茎 普 前
賞` 高 通

大用 三 食 掲
形の 五 用

ホ Ｓ と
ウ 一 な

セ 一 る
ソ ○
力cm
に　｀

よ
茎

く 葉
似 軟

て 毛
い

特

微

そ

の

他

ソ

ヨ
ゴ

ミ
ゾ
ソ
バ

チ
ダ
ヶ
サ

シ

ノ

ア

ザ

ミ

オ

オ

ミ
ゾ

ソ

バ

ユ

ク

ノ

キ

ヤ
マ
ア
ザ
ミ

ヨ
　
　シ

ナ
ワ

シ
ロ
イ
チ

ゴ

カ
サ
ス
ゲ

ヒ
ヨ
ド
リ
バ

ナ

ヤ
ブ

タ
バ
コ

コ
ブ

シ

イ
ケ
マ

ゴ
マ
キ

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク
ラ

ダ
ソ

コ
ウ
バ
イ

サ
ワ

オ
グ
ル
マ

ミ
ズ
キ

ツ
ノ
（

シ
バ

ミ

サ
ワ

フ
ク
ギ

ツ

ル

ニ

ン

ジ

ソ

ヒ

メ

シ
ダ

（

ソ
ノ
キ

（

ソ
ゴ
ソ
ソ
ウ

た も

ち

で の

ゆ

き

の

ば い き　 ま　 た　 き

しら ね く　 め　 で　 く

た　　 き

科　 科　 科 科 科

俗

に
サ
カ
キ
と
誤
称

花
紅
色
葉
卵
形
又

は
ほ
こ
形

毛 茎 回茎
高` 羽直

総 五 状立
高
三
〇
～
八
〇

四
、
葉
二
～
三

、
花
淡
紅
色

芭 ○

短 Ｓ

針 一

粘 ○

着 ○

｀ ｃｍ

、
葉
上
下
面

に

花
赤
紫

色

ミ
ゾ
ソ
バ
よ
り
大
形

葉
に
濃
緑
の
八
字

状
斑

紋
あ
り

科
　

墓

笑
粉
白

、
小
葉
側
脈
著

し
く
な
い
、

一

冬
芽

赤
褐

色
毛

、
さ
や
に
翼

な
し

科 科 科

か
や
っ

り

ぐ

さ

科

き
　
　
　
く
　
　
　
科

も

く

れ

ん

科

が
　
が
　
い
　
も

す

い

か

ず

ら

ば
　
　
　
ら

み　 き　 く

ず　　　 す

く　 の

き　　　　　　 き

は か

い ば

の の

き　き

科科 科 科　 科　 科 科･

き

き

ょ

う

科

お
　
し
　
だ
　
科

か

ば

き

く の

き

科 科

茎

高
一
・
五
～
二
ｍ
、
太

い
、
鋭

い
刺

極

め
て
普
通

に
あ

る

苗
代

の
こ

ろ
熟
す
、
食
べ
ら
れ
る
、
全

白
毛

笠
や

ご
ざ
を
つ
く

っ
た
、
大
形

高
一
～

二
ｍ

、
葉

両
面

に
ち
ぢ
れ
毛

頭

花
下

向
き
に
葉
脈

に
一
個

ず
つ

花

び
ら
倒
卵
形
基

部
少

し
紅
色

、
花
白

色
、

モ
ク
レ
ン
よ
り
小

さ
い
、
果
実
こ

ぶ
し
状

多
年
生
蔓
草
、
茎
帯
紫
色
、
花
白
色

生
葉
を
も

め
ば

ゴ
マ
の
よ
う
な
香
り
が

す

る
、
若
枝
星
状
毛
、
花
白
色

花
序
イ
ヌ
ザ

ク
ラ
よ
り
密
に
花
が
つ
く

葉
大
形

、
卵
形

全
縁
ま
た
は
三
浅
裂
花

小
形

多
数

、
黄
色
、
春
早

く
咲
く

茎
太
軟

、
高
五
〇
～

六
〇

皿
分
枝

ぜ
ず

全
体
少

し
毛

、
花

黄
色

前
掲
　

葉

の
下
面
白
、
側
脈
五
～
八

果
皮

が
角

の
よ
う

に
な
る
、
落
葉
高
木

低
木
、
枝

に
毛
、
果
実
藍
色
（
ル
リ
ミ

ノ
ウ

シ
コ
ロ
シ
と
も
言
う
）

つ
る
性
多
年
草
、
花
内
面
紫
褐

色
の
斑

点胞
子
嚢

の
つ
く
葉
と
つ
か
な
い
葉

、
小

形前
　

掲

色 状 茎

全` 直

深 裂 立

山 ｀高

に舌一
生 状 Ｓ

二
ｍ
、
葉
一
～
二
対
羽

花

五
～
七
、
色

黄

白

え

る

7 召
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マ
ル
バ
ダ

ケ
ブ

ギ

ク
　
ズ

ア

オ
（

ダ

ホ
ツ
ツ
ジ

ミ

ズ

タ

マ
ソ

ウ

ミ

ズ

ギ

ボ

ウ

シ

コ
ア
ジ
サ
イ

イ
ヌ

ガ
ソ
ソ
ク

ナ
ソ

タ
イ

シ
ダ

ユ
バ
ノ
ト
ネ
リ
コ

（
ア

オ
ダ
モ
）

イ

ボ

タ

サ ム

ラ

サ
キ

マ

ム

シ
グ

つ も ま き

つ も
のめ く

じ き

科科 科 科

図6 －10　ツノハシバミ

深

山
に
生
え
る

俗
名
が
多
い
、
く
ず
粉
は
こ
の
根
か
ら

葉
は
卵
形

広
卵
形

毛
を
散
生

花
序
円
錐
状
多
数
の
花
、
芭

は
針
状
線

形

ゆ　 あ

か

り　　 ば

な

科　 科

一 葉 幅 茎

○ は 三 高

Ｓ Ｂ　 Ｓ二

三 本 四 〇

四 の ｍ（

ｃｍギ　 ｀六

ボ 溝 ○

ウ　が ｃｍ

シ あ ｀

中 り 果

｀ か 実

ゆ
き
の
し

た
科

お
　
し
　
だ
　
科

も

く

せ

もさ

く
　

せ

と

。
い

は
倒
卵
形

ぎ
状
の
毛

最

狭
、
高

花
青
紫
色
多
数
集

ま
っ
て
咲
く
、

木葉
身

の
先
端
急

に
小
形

に
尖

る

小
腹

葉
身

か
た
い
草
質
、
胞
子
嚢
群
、
葉
脈

に
頂

生

い

科
一

ﾗ そ
芽

ヶの鱗
ッ他無

卜二
毛

材 Ｓ ｀

も い

科 科

花
序
下
、
小
葉

二
～
一
、

四
対
位
、
樹
皮
灰
白
色
、

小
濯
木
、

い
ぼ
た
ろ
う
工
業

、
薬
用

七仏
Ｓ焔
一芭
一長

一
三
～
一

七
ｍ

、
付
属
体
幅

ｍ

オ
ト
ユ
ヨ
ウ
ゾ

メ

（

ソ
ノ
キ

タ
ソ
ナ
サ
ワ
フ

タ
ギ

オ

シ
ダ

ザ

ゼ
ン

ソ

ウ

ウ
バ

ユ

リ

す

い

か

ず

ら

科

ゆ
　
　
　

り

花
数
少
、
葉
小
下

面
脈
上
長
毛
果
赤
熟

い 葉 ぱ つｃｍけ

か が な く

ら枯 く　` 葉 年

ウれ な 花 は を

,て る を 中 経ﾉ ﾍﾟ　　．._._
い つ`部る

とる花けに 左

いのがる集茎

以
上

は
こ
の
地
域

の
特

徴
的

な
も
の
を
記

し
た
が
、
普
通

に
あ

る
も

の
に
つ
い

て
、
そ
の
種
だ
げ
挙
げ
る
。

ト
ウ
バ

ナ

ノ
ダ
ケ

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ソ

（

ヘ
ド

ク
ソ

ウ

ヨ
モ
ギ

ズ
ミ
　（
コ
ナ
シ
）

チ

ヂ
ミ
ザ
サ

ヤ
マ
フ
ジ

ゲ
ン
ノ

シ
ョ
ウ
コ

（
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
）

キ
イ
チ
ゴ

ア

ケ
ビ

オ
オ
ダ
イ
コ
ソ
ソ
ウ

サ
ソ

シ
ョ
ウ

ヤ
マ
ザ

ク
ラ

図6 －1 1　セ ン ノ キ

j 四
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ナ
ッ

ズ
タ

セ
ソ

ノ
キ

ヤ
マ
ブ

キ

ヤ
マ
ウ
ル

シ

コ
バ
ノ

ガ
マ
ズ
ミ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

コ

ナ
ラ

サ
ル

マ
メ

コ
マ
ユ
ミ

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

イ

ヌ
ザ
ソ

シ
ョ
ウ

三
　

西
天
竜
水
田
地
帯
の
植
物

ニ
シ
キ
ギ

キ
ソ
ミ
ズ
ヒ
キ

ヌ
ル
デ

ノ
。フ
ド
ウ

ッ
ル
ウ

メ
モ
ド
キ

前
述
し

た
よ
う
に
洪
積
地
帯

は
開
墾
以
前
は
二
次
林

か
原
野
で
、

ナ
ラ

ー
ク
ヌ

ギ

ー
サ
ワ
ラ
な
ど
を
主
と
し
た
広
葉
夏
緑
高
木
林
の
自
然
状
態
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た

。
こ
の
夏
緑
高
木
林
は
降
水
を
保
有
す
る
力
も
強
く
、
土
壌
中
の
微
生
物
か

ら
高
等
植
物
の
種
も
多
く
、
し
た
が
っ
て
水
源
涵

養
林
と
し
て
も
、
ま
た
哺
乳
動

物

か
ら
下

等
動

物
に
至

る
、
あ
ら
ゆ
る
生
物

も
豊
富
で
あ
っ
た
。

本
村

役
場
に
残

る
記

録
に
よ
る
と
明

治
の
初
年

こ
ろ
か
ら
ワ
サ
ビ
栽

培
が
行

わ

れ
、

ま
た
飲
料
水
、
朧
漑

水
と
し
て
村

を
う
る
お
し

た
様
子
で
あ

る
が
、
そ

れ
は

段
丘

崖
の
湧
水

を
利
用
し

た
も

の
で
あ

ろ
う

。

明
治
一
七
年
、
「

ダ
イ

＝
ソ
　

ー
○
町
歩
、
　

ナ
タ
ネ
　
ハ
反

五
畝
、
　

ア
ブ

ラ

Ｉ
、
　

ア

ズ
キ
」

な
ど
が
作
ら
れ
、

同
一

九
年

に
「
畑
四

六
三
町
一
反
五

畝
一

九
歩
、

水
田
一
五
七
町
一
反
一
畝
二

二
歩
」
と

な
っ
て

い
る
。

昭
和
初
年
「
ア
　

ワ
　
　
　
　ヒ　
　エ
　
　

ダ
イ
ス
　
　

ソ
　

バ
　
　

ア
イ
葉

ジ
ャ

ガ
イ
モ
　
　

葉

輿
「

コ
　
　

オ
オ
ム
ギ
　
　

コ
ム
ギ
　
　

ク
　
ワ
」
な
ど
が

多
く
作
ら
れ
て
い

た
。

こ
れ
ら
を
考
え

る
と
、
現

在
の
山
地
二

次
林
以
下
西
天
竜

水
田

は
昭
和
一
四
年

ま
で
に
開

墾
さ
れ
、
そ
の
結
果
こ
の
段
丘
の
湧

水
量
は
、
西
天

水
田

に
朧
朧
を
始

め
る
と
、
漸
次
増
加

し
、
毎
年
七
月

ピ
ー
ク
に
な
る
。
朧

朧
を
や
め
る
の
が

九
月

上
旬
で
Ｉ
〇
～
こ
一
月
と
も
な
れ
ば
、
り
ょ
う
り
ょ
う
と
し
防
火
用
す
ら
危
惧
を

感
じ
、
消
防
団
の
手
に
よ
っ
て
渇
水
期
の
防
火
用
水
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
の
が

段
丘
周
辺
の
実
情
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
西
天
竜
の
水
に
よ
っ
て
微
地
域
で
は
あ

る
が
夏
季
は
島
し
ょ
的
湿
潤
と
い
う
か
、
温
和
な
地
域
に
な
る
が
、
冬
季
は
大
陸

的
砂
漠
的
な
地
域
と
な
る
。
西
天
竜
地
帯
の
水
田
の
あ
ぜ
に
生
育
す
る
植
物

シ
　

バ

ア

ゼ

ス

ゲ

（

コ

ペ

タ
デ

類

ス

ス

キ

ノ

ミ

ノ

フ

ス

マ

（
な
で

し
こ

科

）

メ
ヒ

シ
バ

オ

オ

バ

コ

ギ

シ

ギ

シ

ヒ

メ
ス

イ
バ
　
（
帰

化

）

チ

ガ

ヤ

イ

グ

サ

ヤ

ブ

タ

ビ

ラ

コ

（
き

く

科

）

オ

ヒ

シ
バ

図6 －12　 オキナグサ

チ
カ
ラ

シ
バ

コ
ナ
ス
ビ

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

カ
ゼ
ク
サ

カ
タ
バ

ミ

カ

ニ
ツ
リ
グ
サ

－
オ

な オ
で ヤ
しマ
こフ
科 ス
ロ マ

ス
ズ

メ
ノ
テ

ッ
ポ
ウ

カ
モ
ガ
ヤ
（
牧
草
）

ク
サ
イ

タ
ソ

ポ
ポ
類

Ｉ
ゾ

ノ
ギ

シ
ギ

シ

コ
オ

ユ
タ
ビ
ラ
コ

（
き
く
科
）

カ
モ
ジ
グ
サ

ス
ズ

メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

ト
ボ
シ
ガ
ラ

西

天

竜

地

帯

で

最

近

少

な

く

な

っ

た
種

オ
キ
ナ
グ
サ
　（
俗

に
チ
ョ

と
（

ナ
）

セ
ン
ブ
リ
　（
ト
ウ
ヤ
ク
）

巧θ



生態と分布第2 節

ウ

メ
バ
チ
ソ

ウ
（
ゆ
き
の
し

た
科
）

高
一
〇

皿
内
外
梅

の
花

に
似
て
多
く

は

一
個
白
い
花

を
つ
け

る

モ
ジ

ズ
リ
（
ら
ん
科
）

高
数

四
コ

ー～
三
年
前

ま
で

は
あ

っ
た

オ
ユ
ツ
ツ
ジ
　（
レ
ン
グ
ツ
ツ
ジ
）

タ
ケ
ニ
グ
サ
（

げ
し
科
）

雄
大

な
毒
草

オ

ト
ギ
リ
ソ
ウ
（

お
と
ぎ
り
そ
う
科
）

キ
ジ
カ
ク
シ
（
ゆ
り
科
）

高
さ
五
〇
～
一
〇
〇
ｍ

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

そ

っ
く
り

ク
ラ
ラ
（
ウ
シ

コ
ロ

シ
、

ゴ
ウ
ジ
コ
ロ
シ
）
　

ミ
ヤ
コ
グ
サ
（
ま
め
科
）

オ
ミ
ナ
エ
シ

ア
ゼ
ム

シ
ロ
　（
き
き

ょ
う
科
）

花

の
進
化

を
物
語

る

ス
ィ

バ
　（
た
で
科
）

（
ス
ィ

言

マ
ツ
ム

シ
ソ
ウ
（
ま
つ
む
し
そ

う
科
）

紫

の
頭
状
花

希
に
し
か
な
い

黄
色

の
光

た
く

の
あ

る
花

ス
ズ
ラ
ン

メ
ガ
ル
カ
ヤ
（

い
ぬ
科
）

四
　

天

竜

川

の
古

い
氾

濫
原

の

植
物

天

竜
川

沖
積
地
帯

の
植
物
、

つ
ま
り
河
原

の
植
物

に
つ
い
て
み

る
と
、
天
竜
川

の
氾
濫
原

と
の
境
の
段
丘

か
ら
天
竜
川

ま
で

の
現
状

は
、

水
田
・
畑
地
・
住
宅
な

ど
で
、
こ
こ
に
あ
る
植
物
の
お
も
な
も
の
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

通 多 か

ヨ
　
　シ

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
　
帰
化
植
物

カ
サ
ス
ゲ
（
前
掲
）

ス
ズ
メ
ノ
テ

ッ
ポ
ウ

いり
軟

か
く
て

ウ

意 が ナ

ギ
ヅ
カ
ミ
（
た
で
科
）
で
茎

に
逆
刺

あ

っ
て

ウ
ナ
ギ
を
ツ
カ

ム
に
よ
い
の

カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
　
落

葉
高
木

セ
七
い
い

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
（
き
く
科
）
帰

卜

近 ゲ

ジ

シ
ャ
　（
き
く
科
）

こ
の
辺
で
は
最

猛
烈
に
多
く
な

っ
た
。

こ

の
地
帯

が
集
落

も
含

ん
で
い

る
関
係
上
特

に
近
年
多
く
目

に
つ
く
種
な
ど
に

つ
い
て
記

す
。

カ
モ
ガ
ヤ

帰
化
、

ス
）

牡

図6 －13　ドジョウツナギ

ね
科
）

（

オ
ー
チ
ャ

ー

ド

グ

ラ

元
ソ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

帰
化
、

ギ
シ
ギ
シ
よ
り

を
な

め
る
と

ザ
ラ

ザ
ラ

ノ
ボ
ロ
ギ
ク
（
き
く
科
）

（

た
で
科
）

シ
よ
り
葉
幅
大
、
葉
裏

帰
化
、
俗
に
チ

ョ
ウ

セ
ソ

ギ
ク

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
（
ま

め
科
）
帰
化

ネ

ズ
ミ
ム
ギ
（
い
ぬ
科
）

帰
化
、
牧
草

（
イ

タ
リ

ア
ソ

ラ
イ

グ
ラ

ス
）

セ
イ

ヨ
ウ

タ
ン
ポ
ポ

帰
化

、
総
芭
反
転
、
年
中
開
化

図6 －14　 トゲジシヤ

（

コ
ベ
類

（
な
で
し
こ

科
）

ト
ゲ
ジ

シ
ヤ
　（
前
掲
）
帰
化

セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
（
前
掲
）
帰
化

ヒ

メ
ス
イ
バ
　（
前
掲
）
帰
化

イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
類
（
ご
ま
の
は
ぐ

さ
科
）

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
、
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
以

外
帰
化

か
や
つ
り
ぐ
さ
科

あ

か
ね
科

五
　

川

原

の

不

安

定

地

帯

の

植

物

川
原

の
不
安
定

地
帯
は
沖
積
地
帯

の
低
地
帯
で
標
高
六
五
三
ｍ
位

の
現
在
の
氾

巧j
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濫
原
（
河
川
敷
）
を
言
う

。
そ
の
流
水
間
近

か
の
植
生

に
つ
い
て
記
す

。

昭
和
五
七
年
六
月
、
新
し

じ
氾
濫
原
の
植
生
が
発
達
し
て
い
る
場
所
と
し
て
、

田
畑
明
神
橋
下

約
七
〇
ｍ

、
流
水
か
ら
約
三
〇
ｍ

高
い
流
水
に
よ
る
河

成
段
丘
の

草
原

に
つ
い
て
調
べ
た
。
そ
こ
に
は
、
し
ね
科
の

カ

モ

ガ
ヤ

ナ

ガ
（

グ
サ

ネ

ズ

ミ

ム
ギ

（
イ

タ
リ

ア

ン

ラ

イ

グ
ラ

ス
）

カ

ニ
ツ

リ

グ

サ

ク
サ

ヨ

シ

ス
ズ

メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ

な
ど
が
、
ほ
と
ん
ど
全
面

的
に
地

表
を
お
お
っ
て

い
る
。
堤
防
近
く

の
乾
燥

し
た

所

は
、

こ
れ
ら
の
植
物
の
上

を
ま
め
科
の
ク
サ
フ
ジ
と
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
が

は

び
こ
っ
て

い
る
。
い
ね
科
の
仲
間

に
並
ん
で

白
い
花

の
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
同
じ
帰

化
植
物
で
俗

に
テ

ツ
ド
ウ
グ
サ
と
言

わ
れ
た
ヒ
メ
ム
カ
シ
ョ
モ
ギ
が
あ

る
。
ウ
ド

ソ

＝
病

に
お
か
さ
れ
た
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
も
背
丈
を
競

っ
て
い

る
。
砂
防

に
使

わ
れ

る
落
葉
低
木
で
花
が
黒
紫
色
で
あ

る
イ
タ
チ
（

ギ（

ク
ニ
（

ナ
エ
ソ
ジ
言

。
砂
牒
の

乾
燥

に
耐
え
て

ワ
ス
ル
ナ
グ
サ
と
、

シ
バ
の
中

に
半
寄
生
の

カ
ナ
ビ
キ
ソ

ウ
が
ひ

っ
そ
り
と
生
き
て
い

る
。

七
月
五
日
天
竜
橋
下

で
流
水

か
ら
約
一
〇
ｍ

離
れ
た
と
こ
ろ
を

二
ｍ
の
区
画

調

査
を
し
た
。
（
図
６
－
1
5
）

さ
ら
に
流
水
か
ら

Ｉ
〇
ｍ

離
れ
、
水
位
よ
り
約
五
〇
ｍ
上

が
っ
た
河

成
段
丘

的

な
所
で
同

じ
く
区

画
調
査
を
し
た
。
そ
れ
は
ス
ス
キ
と

ク
サ

ヨ
シ
の
群
落
で

ぎ
っ

し
り
と
固

ま
っ
た
中

に
サ
ワ

グ
ル
ミ
が
一

本
約
八
〇

皿
位
に
伸

び
、

ゴ
キ
ヅ
ル
が

四
本
、

ナ

ガ
（

グ
サ
が
六
本
あ
る
だ
け
の
ス
ス
キ
と
ク
サ
ヨ
シ
の
群
落
で
こ

の
よ

う
な
群
落

は
、
現
在

の
水
位

よ
り
数
十

皿
以
上

の
増

水
が

な
け

れ
ば
、
植
生

に
変

化

は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
天
竜
橋

の
上
約
四
〇
ｍ

の
所
で

水
際

か
ら
二
〇
ｍ
間

の

測

定

を

し

た
。（
図
６
－
1
6）
根

の
様
子

も
調

べ
る
時
間

を
と

ら
な
か
っ
た
が
水

に
遠
い
も

の

は
、
根
が
長
レ
種
、

ヒ
ゲ
根

の
発
達
し

た
種
、
体
内

に
保
水
組
織
の
発
達
し

た
種

百 分比

1.2

1.2

56,1

0,6

0.6

2,4

3,C

1,2

0,6

1.2

1.9

0,6

0.6

1,2

7,4

3.C

0.6

0.6

2,4

0.6

6.2

6.8

数
　

２

２

91
－
1
4
5
2
1
2
3
1

±
2
2
5
1
1
4
1

１

種名 とその略 号

ノテッポ ウ

メグサ

ミズタデ

ラシ

ナギ

ンナギ(群落)

ノ

、
／

．
、ヽ

一
一
．
－「
ノ

ン

メ

ツ

ノ

ガ

ヤ

ゴ

ギ

ズ

ロ

ゾ

ヌ

チ

千

壬

リ

ス

シ

エ

イ

ミ

イ

ヨ

セ

③
昌

平

曾
図

三
ノ

ル
⑤
⑤

⑤

１ｍ

⑤

⑤う 旦之

＼

･ニ ノミハ スマ
シ ンケイ科SP

丿 ソ バ

カ モジグサ

エ ノキグサ

マス クサ

ヒエSP

ヨ　 シ

ミッバ

タネッケ バナ

アメ リカ センダングサ

シ　 バ

留

子
白
白
七

曾

三
白

図

丁

宍

①

ノ

ノ
ノ
ー
①

① 千
＼

⑤(j

⑤ 図

図 ⑤

②[]⑤　 イ

⑤
レ

②
⑤
　
　

⑤

⑤
　
゜

⑤ｙ

⑤
　
　
　

匡
（

◇

三

千

如
千

⑤
⑤ ⑤⑤

10

11

拓3
計

⑤[] 回)

言 ど)
⑤⑤

⑤

コ ノ∧ 寸 図 二

バ ソ
≫

心こ
，＿ ＿ゐ ＿∠片 図

①

②

⑩ ⑩⑤ ｍ( 匹)
③　 ⑤

図6 －15　 天竜橋下の植物
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｢ ０ｍ･

ア
カ

ツ
メ
ク
サ

メ
ド
ハ
ギ

ヒ

メ

ジ

ョ

オ

ン

ク
サ
フ
ジ
群
落

ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ

イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

ヨ
モ
ギ

ア

キ

ノ

ノ

ゲ

シ

カ

ワ

ヤ

ナ

ギ

J 二ナメ

ズム（　　　 ）’

カ

モ

ジ

グ

サ

ク

サ
ヨ

シ

オ

オ

ミ

ゾ
ソ

バ

エ
ゾ

ノ

ミ

ズ

タ

デ

ス

ペ
リ

モ

ギ

カ

シ
ョ

ナここで地盤約60cm上昇

水

ｊ

図6 －16　 天竜橋上の植物

が
多
か
っ
た
。

以
上

の
調

査
後
降

雨
の
少

な
い
本

年
（
五

七
年
）
で
は
氾
濫
原

の
生
態
が
よ
く
分

か

ら

な
い
の
で
同
年
七
月

二
（

日

も
天
竜
橋
下
約

五
〇
ｍ

の
地

点
で
、

例
年

な
ら
梅
雨
後
期

の

増

水
で
、
当

然
流

水
域

と
な
っ
て

い
る
と
考

え

ら
れ
る
所

を
区
画
調
査

し
た
。
こ
こ

は
流

水
縁
で

約
七
〇
％

は
浸

水
し
、
そ

の
中

に
長

径
三
〇
～
三
五

皿
の
石
三

個
の
外
そ

れ
に
次

ぐ
小
石
が
全
面

に
ご
ろ

ご
ろ
し
て
い

る
。
そ

れ
に
流
水
で
運
ば

れ
た
土
砂
と
有
機
物
が

か

ら
み
つ
い
て
、
一
番
速
い
と
思

わ
れ

る
所
で

秒
速
約
五
〇

～
六
〇

皿
く
ら
い
で
、
む
し
ろ

水

た
ま
り
と
い
う
感
じ
の
所
を
図
６
－
1
7
、

ま

た
例
年
な
ら
当
然
河
川

敷
（
流
求
域
）
と
な

る
と
考
え
ら
れ

る
所
を
図
６
－
1
8
と
し
て
調

査
し
た

。

同
五

七
年
七
月
二
五

日
、
前

調

査

の

図

6
1
1
5・
図
6
1
1
7
・
図
6
1
1
8
の
区
画

は

水
中
に
没

し
、
岸
に
近
い
図
6
1
1
5
区
画

の

タ
デ
類
は
流
速
に
耐
え
て
お
り
、
ミ
ゾ
ソ
バ

は
水
上
に
頭
を
出
し
、
濁
流
に
従
っ
て
動

い

て
い
た
が
、
外
の
植
物
は
何
も
見

え
な
い
。

同

日
、
同
天

竜
橋
下

で
流
水
際
か
ら
約
三
〇

ｍ

遠
ざ
か
っ
た
所

、
ま
た
水
面

か
ら
五
〇
ｍ

Ｄ

図6 －17　 植物 分布区画調査図
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百分比

25

17
8
8
7
9
8
8

１

数

３

２

工
1
2
1
1

－

種名とその略号

①　ヤナギタデ

ご ノノミズタデ

ご ノノギシギシ

ミゾソバ

ヒエＳＰ

禾本ＳＰ

イヌビエ

アメリカ

センダングサ

⑤
①

言

言

①

四

言

･12
計

図6 －18　 植物分布区画調査図

く
ら
い
上

っ
た
低
位
段
丘
で

カ
ワ
ラ

ヨ
モ
ギ

ー
ヤ
ク

シ
ソ
ウ

ー
カ
ワ
ラ
ユ

ガ
ナ
の

根
を
掘

っ
て
そ
の
長
さ
を
調
べ
る
と
個
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
ほ
ぼ

地

上

部

の

二

・
五
～
三
・
五
倍
に
砂
れ
き
の
中
を
伸
び
て
い
る
。
い
ね
科
・
す
げ
科
の
も
の

は

ヒ
ゲ
根
が
お
び
た
だ
し
く
発
達
し
て
い
る
。
オ
オ
ブ

タ
ク
サ
も
強
い
根

を
伸
し

て
い
る

。

本
年
の
六
月
一
四
日
か
ら
七
月
二
五

日
ま
で
の
調
査
で
、
川
原

の
不

安
定
地
帯

の
植
生
は
河
川

の
大
小
で
大
分
異
な
る
。
何
十

年
何
百
年

に
一

度
し
か
起
こ

ら
な

い
天

災
、
地
変
以

外
毎
年
周
期
的
に
ご
く
普
通
の
自

然
現

象
を
繰
り
返
し
て

い
る

状
態
を
仮
り
に
「

自
然
」
と
解
す
れ
ば
、
諏

訪
湖
の
疵
口
水
門

・
コ
ン
ク
リ

ー
ト

の
護
岸
壁
ダ

ム
な
ど
で
水
の
制
御
を
し
た
り
、
本
村

の
各
集
落

の
小
河
川

を
川
底

ま
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
し
た
結
果

が
、

生
物

の
繁
殖
に
影
響

を
与
え
て
い

る
。
こ

れ
ら
は
自
然
を
守
る
の
で
な
く
、
破
壊
し
て

い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
水
を
守

る

最
も
よ
い
方
法
は
水
源

の
涵

養
で
あ
る
。
そ

の
点
微
地
域
で

は
あ

る
が
前
述
し

た

田

畑
の
半
沢
は
植
生
が
豊
富
で
あ
る
、
大
切

に
し
た
い
。

以

上
、
西

山
か
ら
天
竜
川
原

の
氾

濫
原

に
至

る
各
地
帯

の
植
生
の
変
化
が
見
ら

れ
、
ま
た
そ
れ
に
関
係
し
た
諸
現

象
も
出
て

い
る
。
そ

の
諸
現
象

を
挙
げ

る
と
、

湧

水
の
減
少

、
洪

水
回
数
の
増
加
、
地
下

水
位

の
低
下

と
移
動
、
微
地
域
の
気
象

の
不
安
定
、
動

植
物

の
異
常
発

生
ま
た
は
移
動

な
ど
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
現
象

が
ど
の
よ
う
な
原
因
で

起
こ
っ
た
か
、
そ

れ
は

ア
　
開
発

に
伴
う
森

林
の
伐

採
と
森
林

の
管
理

イ
　

宅
地

０
造
成
と
道
路
の
整
備
、
河
川

水
路
の
改
修

ダ
ム
の
造
成

ウ
　

農
地

の
開
発

、
農
耕
方
法
の
変
化
、
栽
培
方
法
の
多
様
化
、
農
薬
・
肥
料
。

大

農
機
具
使
用

等

工
　
天

災
地

変
　
異

常
気
象

オ
　
人
間

生
活

の
多
様
化

と
自
然
か
ら
の
遊
離
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第 ３節　農耕地 の雑草

な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
然
の
サ
イ
ク
ル
を
破
壊
し
た
り
、
自

浄
作
用

を
低
下

し

た
た

め
前
述
の
よ
う
な
現

象
を
招
来
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
三
節
　
農
耕
地
の
雑
草

雑
草
は
畑
地
と
水
田
を
問
わ
ず
昔
か
ら
そ
の
除
去
に
苦
心
し
て
い
る
。

「
春
草
」

は
寒
気
・
風
雪
・
乾
燥

に
耐
え

る
た

め
に
根
を
太
く
長
く
し
、
ひ
げ

根
・
地
下

茎
な
ど
を
発
達
さ
せ
て
い

る
。
ナ
ズ
ナ

ー
ク
ソ

ポ
ポ
類
・
（

コ
ペ

ー
ノ

ミ
ノ
フ
ス
マ

ー
ス
ギ
ナ

ー
チ

ガ
ヤ

ー
ヂ
シ
バ
リ

ー
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

ー
ス

ズ
メ
ノ

カ
タ
ビ
ラ
な
ど
か
お

る
。

春 草の花色

花　　色 種数 全調査数対比

黄　　 色

白　　 色

緑　　 色

紫　　 色

褐　　 色

訣 紫 色

淡 青 色

淡赤紫色

淡 赤 色

淡青紫色

淡 褐 色

黄 緑 色

23

14

13

11

5

4

4

2

1

1

1

1

百分比

28.8

17.5

16.3

13.8

6.3

5.0

5.0

2.5

1.2

1.2

1.2

1.2

春

の
摘
草
・
春
の
七

草

な
ど
と

親
し

ま
れ
て

い
る
春
草

の
花

の
色

を

調

べ
る
た
め
昭
和
五
七

年
四
月

二
一
日

を
中

心

に
前
後
約
二

週
間
久
保

神
明
宮
北
の
畑
地

で
、

あ
ぜ
を
含

め
て
、
開
花

の
色
を
調
べ
た
。
結
果
は
、
右
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
種
名
は
省
略
し
た
。

夏
草
は
高
温
・
乾
燥
・
多
湿
な
ど
、
そ
の
環
境
に
耐
え
る
構
造
に
な

っ
て
い

る
。
ス
ペ
リ
ヒ
ュ

ー
イ
ヌ
ビ
ュ

ー
タ
デ
類
・
ニ
シ
キ
ソ
ウ
類
・
ト
オ
ダ
イ

グ
サ

類
・
ツ
ユ
ク
サ
な
ど
は
、
二
〇
日
間
も
降
雨
の
な
い
干
天
つ
づ
き
で
も
、
体
内
に

た
く
わ
え
た
水
分
に
よ
っ
て
生
活
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
陰
地
、
日
照
不
足
に

は
弱
く
土
中
に
埋
め
る
と
死
滅
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
根
又

は
地
下

茎
・
塊

茎
・
球
根
な
ど
に
よ
っ
て
、
乾
燥
に
耐
え
て
ゆ
く
も
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
水
分
の
多
い
梅
雨
期
や
秋
雨
の
時
季
に
雑
草
が
は
び
こ
る
。

畑
地
も
、
時
代
と
と
も
に
帰
化
植
物
が
見
受

け
ら
れ
る
。
最
近

Ｉ
ゾ
ノ
ギ

シ
ギ

シ

ー
ヒ
メ
ス
イ
バ

ー
ト

ゲ
ジ
シ
ャ

ー
ア

レ
チ
ウ
リ
そ
の
ほ
か
が
は
い
っ
て

き
て

い

る
。水

田

の
雑
草
で
昔

か
ら
嫌

わ
れ
た
も
の
に

ヒ
ル

ム
シ
ロ（
俗
に
ビ
リ
モ
と
い
う
）
が

あ

る
。
こ

れ
は
言

う
ま
で
も
な
く
そ
の
葉
が
水
面

に
並
ん
で
日
光
を
遮
っ
て
稲
の

生
育
を
妨
げ

る
。
こ

の
外

ウ
リ

カ
ワ

ー
オ
モ
ダ
カ
な
ど
と
同
様
地
下

茎

に
よ

っ
て

繁
殖
す
る
の
で
、

除
草

が
困
難
で
き

ら
わ
れ
る
。

畑
地

も
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
水
田

な
ど
雑
草
一
本
一
本

を
間
近

に
み

る
と
、
雑

草
の
種
類
が
時
代

に
つ
れ
変

わ
り
つ
つ
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
水
田

の
雑
草

の
コ
ナ
ギ
の
青
紫

色
の
花

の
美
し
さ
、
ア
ミ
ミ
ド
ロ
の
幾
何
図
形
的

な
形
態

の
面

白
さ
、

タ
ヌ
キ
モ
の
捕
虫
葉
、
そ
の
ほ
か
ト
チ
カ

ガ
ミ

ー
シ

十
ジ
ク
モ
な
ど
、
モ

の
形
態
が
興
味
深
い

。

土
壌
の
性
質
や
成
分
、
施
肥
の
種
類
と
方
法
、
農
薬
の
使
い
方
な
ど
で
、
そ
こ

に
生
ず

る
雑
草
の
種
類
が
異
な

る
。
（

コ

ベ
と

ス
ギ

ナ
の
増
え
方
で
酸
性
度
が
わ

か
る
。

ま
た
耕

う
ん
の
深
耕

に
よ

る
チ

ガ
ヤ
や

ヒ
ル
ガ
オ
の
退
治
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
。

除
草
剤

に
は
接

触
型
・
吸
収
型
・
発
芽
抑
止
型

な
ど
か
お

る
。
ま

た
限

ら
れ

た

範
囲
の
植
物

に
効
力

の
あ
る
選

択
性
の
も
の
と
、
あ

ら
ゆ
る
植
物

を
枯

ら
す
非
選

択
性
の
も
の
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
そ

の
使
用

は
慎
重

を
期

さ
な
い
と
種

々
の
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

種
名
を
知
り
除
草
の
参
考
の
た
め
に
次
の
表
を
か
か
げ
た
。
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第6 章　植

種　　　　 名 俗名,地方名,花期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　　ど 備　　　　 考

チ　　ガ　　ヤ

ス ズ メ ノ テ ッ

ポ ウ

コ　ウ　 ボ　ウ

カ ニ ツ リ グ サ

ト ボ シ ガ ラ

ナ ル コ ビ ァ

カ モ ジ ク サ

ナ ガ ハ グ サ

ク サ ョ シ

ヌ　 カ　 ボ

ス ズ メノ チ ヤ

ヒ キ

ヒ ロ ハ ノ ウ シ

ノ ケ グ サ

コ ヌ カ グ サ

ア ワ ガ こ り

こ ノ コ μ グサ

つば な， す か ん
ぽ， ４月

ピイ ピイぐさ，ふ
え ふき， ４

ま んじ ゅ う ぐ さ
４， ５

５

５

５， ６

５， ６

５， ６

６

５， ６

６

５～７

５， ６

５， ６

ねこじ やらし
，け

むしぐさ　８～Ｈ

穂の総が絹白色で多数，軟らか

穂が円柱形，穂をぬいて吹 くとヒイヒイとな
る

穂に 香気かおる

芒 曲，褐色，カ ニなどひっかかり易い 感じ

穂 のえいがトボ シガラの様である

茎高30～60Cm ，穂の形「 鳴子」の様，そ う生

この属は大体茎 高20～50Cmで，穂 の小花が ５
～ ８でこれが日本髪 の「か もじ」を 連想する

茎高15～50Cm， 葉幅2 ～4 mm ， 長5 ～40Cm
（茎細長）

ョシに似た草のョ シの意でョ シより小形

茎高40～80Cm ，糠 の彷の意

30～80Cm，葉一毛，１年生

そう生， 高50～120Cm ，節が牛の膝の よ う，
全体剛硬，牧草

そう生，40～90Cm ，開花すると米ぬかのよう

１年生，栽培の アワとエノコロ グサの雑種

１年生，穂円柱形，同属に 何種かあ る

深耕除去

深耕

物

一

畑
地
の
雑
草

種　　　　 名 俗名，地方名， 花期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　 ど 備　　　　　 考

ト　ダ　シ　バ

アブラススキ

ニ ワ ホ コ リ

オ　ヒ　シ　バ

メ　ヒ　シ　ノく

チ ヂ ミ ザ サ

コ ブ ナ グ サ

ネ ズ ミ ガ ヤ

ヌ　カ　キ　ビ

チ カ ラ シ バ

カ　ゼ　ク　サ

メ ガ ル カ ヤ

オ ガ ル カ ヤ

ア ゼ ス ゲ

シ バ ス ゲ

ク　　サ　　イ

カ ヤツリグサ

イ ヌ ナ ズ ナ

8 ～10

9～10

8～10

8～10

ちょ うなぐさ7 ～11

8 ～10

9

生態 から の種名と思
う　　　　　　　8～10

〃　　7 ～10

8 ～11

8 ～10

9～10

8～11

5，6

4，5

6，7

こどもの遊びから の
名　　　　　　8～10

食べるに 耐え ない の
意味　　　　 ４， ５

6 ～13Ccm ，毛・硬，小穂白緑色→帯紫 色

１種の臭気ある，90～120cm

1 年生，程はデリ ケート茎 部斜上，淡紫紅色，7
～25Cm

1 年生，そ う生，30～60Cm， メヒシバ より硬い。
全体緑白色を 帯びる

１年生，30～90Cm

稗細，多 節， 立ち上り10～30Cm ，芒ちじむ

１年生， 葉が コブナ形，チ ジミザサよりやＸ大

秤細，下 部は 地上をはい分枝，立ち上り15～25Cm

1年生， 曲りながら立つ，穂キビのからとい う感

密そう生，30～60Cm ，穂芒多長，毛 虫のよう

路 ばたに多い，多年生

多年，そ う生，70～100Cm ，穂風情あ り

60～100Cm ，多年生

そ う生，高20～70Cm

10～25Cm

30～60Cm ，そ う生

１年生，２～３本，そ う生

15～30Cm ，花黄色
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第３節　農 耕地 の雑草

種　　　　 名 俗名，地方名，花期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　 ど 備　　　　　 考

マ メ グ ソバ イ

ナ ズ ナ

タ ネ ツ ケバ ナ

ノゝ 　タ ザ オ

ヤ マ ハ タ ザ オ

イ ヌ ガ ラ シ

ス カ シ タ ゴ ボ

ウ

ジ ャ ニソ ジ ソ

カラ ス ビ シ ャ

ク

ム ラサ キ ケマ
ソ

ク サ ノ オ ウ

キ　ケ　マ　 ソ

ヤ マｔ ソ ゴサ

ク

ア オ ツズ ラフ

ジ

セ ソ ボ ソ ヤ リ

カ ソ ト ウ ク ソ

ポ ポ

セ イ ョ ウ タ ン

ポ ポ

コ ウ ゾ リ ナ

ノ ボ ロ ギ ク

コ オ ニ タ ビ ラ

コ

ヤ ブ タ ビ ラ コ

オ ニタ ビ ラ コ

ニ　　ガ　　ナ

ノ ニ ガ ナ

タ カ サ ゴ ソ ウ

ジ　 シ　バ　リ

ノ　　ゲ　　シ

Ｏ ルヽ ノ ゲ シ）

チ チ コ グ サ

ノゝ ﾉゝ コ グ サ

ヒ レ ア ザ ミ
汁 ハ ズ ア ザ

ミ）

ノ　ア　ザ　 ミ

キ ツ ネ アザ ミ

タ カ サ ブ ロ ウ

タ　ウ　 コ　ギ

５， ６

３～ ５

種名は形 態に よる
５， ６

６， ７

４～ ６

５，６

４，５

へぼそ　　　 ５～ ８

４～ ６

５～ ７

４， ５

４， ５

カ ミエビ　　 ７， ８

ムラサキタンポポ

がんぼじ(葉食用)
くじな　　　　 早春

ほとんど　　　 ｽﾞi享

おとこたんぽぽ
５～７

ち ょうせんぎく
早春一夏，四季

ほとけのざ
春の七草の一 ３⌒`゙ ６

春

５～１０

５～ ７

４， ５

５， ６

にがな　　　 ４～ ６

４～ ７

５～１０

ホウコグ焉　 ゴギョ
ウ，春 の七草 の一

４～ ６

５～ ７

５～ ８

５， ６

７～ ９

８～１０

20～50Cm ，花白色，果 実小さい軍配 うちわ状

10～30Cm ，やせたオラソダガラシの形態，花 白色

越年生，緑白色，上部垂毛，70 ～100Cm，花 白色

越年生，全毛，葉縁波状， 全形前者に似 る， 白色

30～55Cm ，果実長い ，0.77mm， 花黄色

35～50Cm ，果実は梢長 目の球形，花黄色

20～60Cm，小葉7 －19 ， 中深裂，花白色

１～ ２枚 の葉が地下茎からでる，花緑紫色，花仏
焙芭

１ｍ以上，葉 ２～ ３回 出，羽状，粉白色，有花毒
紫色

30～80Cm， 粉白色，切 ると黄色汁，花毒，黄色

40～60Cm，毛 なく全体に粉 白色，花黄色，毒

10～20Cm，2 ～3 回３出複生，花淡紅紫色

茎は蔓，毛 ，花黄白色

10～16Cm ，全白い くも毛， タンポポに似て小形，
秋形はもっと大きい， 花表白，裏紫 色

総芭外片に小角凸起かおる

総芭外片が反転する， 無毛

全体褐色か赤褐色の剛毛 ，高30～80Cm

茎軟か，高20～40Cm ，総芭筒鐘形，先 黒

高10～25Cm ，根 出葉は ロゼット状，羽状， 水田に
多い，無毛

高10～25Cm ，全 体有毛，畑，あぜに多い

高20～100Cm，全体 細毛

高20～60Cm，全 体無毛，硬

高15～40Cm ，全 体太軟，葉基部い ちじるしい やじ

り形，茎抱 く

高20～40Cm ，葉基部やじ り形にならない で細く集

まる， 花淡紫 色

地面を はう，茎 根の一部で繁殖

高50～100Cm，軟，太，中空，折れ 口から白汁

高8 ～25Cm， 全密綿毛，総芭暗褐赤色

高15～40Cm， 全密綿毛，総芭淡黄色

高100Cm 内外，茎 葉に翼，花床に剛毛，花紅紫色

高50～100Cm ，春の山野に普通，総芭 粘着，花紅

紫 色

高60～70Cm ，葉軟、下面白綿毛，花紅紫 色

高10～60Cm ，短剛毛 両面ざらつく，披針形,花 白色

高20～150Cm ，無毛 ，葉３～５裂， 花黄色

深耕茎除去

深耕茎除去

深耕

キ ッ ネ アザ ミ

タ カ サ ブ ロ ウ

タ　ウ　 コ　ギ
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第６章　植 物

種　　　　 名 俗名，地方名， 花期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　 ど 備　　　　　 考

ヤ マ ノヽ ノヘコ

カ ワ ラ ハ ハ コ

カ ワ ラ ニ ソ ジ

ソ

カ フ ラョ モギ

オ ト コョ モギ

イ ヌ ョ モ ギ

ノ コ ソ ギ ク

ュ ウ ガ ギ ク

リ ュ ウ ノ ウギ

ク

ヒ メ シ オ ン

セ ソ ダ ソ グサ

ア メ リカ セ ソ
ダ ソ グサ

オ ナ モ ミ

メ　ナ　 モ　 ミ

ヒ ョ ド リ バ ナ

ヒ メ ムカ シ ョ

モ ギ

ア キ ノ キ リ ソ

ソウ

ヤ ブ タ バ コ

セ イ タ カ ア ワ

ダ チ ソ ウ

ス イ カ ズ ラ

ヘ クソ カ ズ ラ

クノレマ ム グ ラ

カ ワ ラマ ツバ

ア　　カ　　ネ

ョ ツバ ム グラ

ヤ ーrム グ ラ

イ ノ コ ズ チ

ハこ ド ク ソ ウ

オ オイ ヌ ノフ

グ リ

イ ヌ ノフ グリ

タチ イ ヌノ フ

グ リ

タチ コゴ メ グ

サ

８， ９

６～ ８

８， ９

８～１０

８， ９

８～１０

しゃぼ んぐさ，あち
ぐさ　　　　　8～11

々　　　　7～10

のぎく　　　10 ，11

8 ～10

9 ，10

9 ，10

8 ～10

9，10

8 ～10

てっ ど うぐさ
9～11

8～10

9，11

セ
イタカアキノキリ

ン ソウ　　　　10，11

にんど う　　　夏 秋

ヤイトバナ　８， ９

夏

７， ８

根が赤い一昔染料
８～１０

５， ６

５， ６

８，９

根が ハエに毒 とい う
が不 明　　　 ７，８

ｊ １～ ６

三 種とも種

ｊ
甘 認 ≒　- ，

い る
５～７

８～１０

高30～70clp，葉質やや厚く３脈，灰 白淡褐色の綿
毛

高30～50cm ，前者 より葉も細く小型，縁は裏に巻
く

高40～150Cm ，葉は２回羽 状深裂，無毛

高30～100Cm ，葉は前者より細裂

高40～10(〕Cm，全ほとんど無毛葉 ５～ ９羽状 に 切
れこ石

高30～80cm， 葉先３つに切 れこむ

高50～100cm， 花淡紫 色，長い冠毛

高40～150cm， 花白冠毛 極短1/3mm

高40～80cm 葉栽培 種とよく似る，上面 細毛 ，下面
灰白色密毛

高30～100cm， 葉長5 ～12cm ，頭花茎７～９皿

高30～90cm，1 年生，葉１～２回羽状複葉，毛多
し

高1 ～1.5m ，1 年生， 無 毛 紫 褐 色，１～２回
羽， 褐色

高20～100Cm ，1 年生， 葉はふぞろい の鋭 牙歯，
短剛毛

高60～120Cm ，総花 ５，葉長7.5 ～19Cm， 幅6.5 ～
18Cm

高１～２ ｍ，葉長10～18Cm ，幅3 ～8 Cm， 頭花織
房状にまばらにつく

高50～150Cm ，葉長7 ～10Cm， 幅0.5～1.5Cm

高35～85Cm

高50～100Cm ， 上部枝を うって開出， 花は葉液に
１個ずつ下向に

高50～150Cm ， 帰化植物， 土手や荒地に群落を作
る( 黄色)

木本蔓性，花よい 香， 花白色一黄 色

左まきつる草，悪臭，果 実は凍 傷に効 く，花紅紫
色

茎は平滑， 分果長いか ぎ状逆刺，ぉ しば黒変

茎直立して硬い， 高30～80Cm ，花白色，よい 香

葉有板， 幅1 ～3 Cm， 長さ ３～ ７ Ｃｍ，４輪花自色

茎方形直 立，30～50Cm ，4 輪，花冠黄緑色， 葉ふ
ち，下 面毛
茎方形 逆刺， 葉６～ ８輪，果 実かき刺黒変

高30～70Cm，葉 うす く無毛

高30～70Cm ，葉脈上逆刺，花帯紅色か白色

茎 の
下 部は地上 を ぱ い 長10～35Cm， 総 べ て 大

形，花 冠茎約8 mm ，4 裂るり色

形 は前 者と同 じだが茎長5 ～20Cm で総べて小形，
花淡紅紫 色

種名 のとぉ り茎が直立10～30Cm， さく果 偏平，花
青紫 色直立

半寄生 の1 ご年生，茎高20～40Cm，前者ににている
が地面に近い葉がない

深 耕

〃

々

〃

〃

々

巧8



第３節　農耕地の雑草

種　　　　 名 俗名，地方名，花期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　　ど 備　　　　　 考

ミゾホ オズキ

サ ギ ゴ ヶ
( ムラサ キ サ
ギ ゴヶ)

ト キ ワ ハ ゼ

キ ウ リ グ サ

ハ ナ イ バ ナ

オカト ラノオ

ヌマト ラノオ

ナギナタコウ
ジュ

イ　ヌ　ゴ マ

ト　ウ　バ　ナ

ク ル マ ノくナ

カ キ ド オ シ

ヒ　メ　ジ　ソ

シ　 ｐ　 ネ

コ シ ロ ネ
(イ ヌシロネ)

メ　ノヘ　ジ　キ

オドリコソウ

ホ ト ケ ノ ザ

ウ ツ ボ グ サ

キ ラ ソ ソ ウ
(ジゴ クノカ

マノフタ)

ジ ュウ ニヒト

ヒ メ ス イ バ

ギ シ ギ シ

こ ゾノギシギ
シ

アレチギシギ
シ

ミ　ズ　ヒ　キ

ミ チ ヤ ナ ギ

イ シ ミ カ ワ

ママ コノシリ
ヌグイ

タ　ニ　ソ　バ

イ　ヌ　タ　デ

６～ ８

４， ５

４～１０

３～ ５

３～１２

６， ７

７， ８

９～１１

７， ８

５～ ８

８， ９

かんとりそ う４， ５

９，１０

８～１０

８， ９

７～９

４～６

４～６

４～６

かっこ名は形態に よ
るか？　　　 ３～５

花 序の形態からの種
名か？　　　 ４～６

５～８

６～ ８

７～１０

６～ ７

この名は花序の形に
よる　　　　8 ～10

5～10

8～10

5～10

8，9

6 ～10

茎高10～30Cm，全軟，無毛，方形

茎高5 ～15Cm，基部 から走 出枝，花は紫，花の色
々 葉の形で亜 種かお る

茎高5 ～15Cm，走 出枝を出さない，花が前者より
小さい

茎高10～30Cm，下部で分枝，花 序先ぜんまい 状に
巻く うす青

茎高10～30Cm， 花が 葉の内側につ く，花序巻かな
い

茎高50～100Cm ，花自色

茎高40～70Cm ，基部帯 紅色，葉無毛，腺点，花白色

茎高30～60Cm ，香気 ，花 序の形 なぎなた状花，紅
紫 色

茎高40～70Cm ，茎逆刺ざらつ く，花淡紅紫

茎 高10～30Cm ，花序塔４重 位， 花淡紫 白色

茎 高20～80Cm ，花紫 色

茎高始め直立5 ～25Cm ，後倒れてつ る，が く筒状
15脈，花淡紫色

茎 高20～60Cm ，葉有柄，花淡紫 色

茎 高１ ｍ以上，葉ほとんど無柄，花自色

茎 高20～80Cm ，葉同上，花自色

茎 高50～150Cm ，全自短毛，花淡紫 色

茎 高30～50Cm ，花の形で踊子を 想像， 花白密

茎 高10～30Cm ，花紅色

茎 高10～30Cm ，花序が矢を入れる うつぼ に似てい
る， 花紫 色

地にぱう， 全細毛 のちぢれ，花紫色

全縮毛，斜上又は直立，高10～25Cm ，花淡紫

酸味，茎 高20～50Cm ，葉長柄ほこ形，花紫褐色

り胆　　 葉細柔

⑤

ﾀﾞ

’
斗

葉裏硬くごそごそしている。

｛ ／　ぢ

巾

茎紅 色

yX

茎高50～80Cm ，葉倒卵状長 だ円，長7 ～15Cm

茎下から分枝斜上高10～40Cm，葉 はヤナギ葉

花 序が穂状，たくよ う丸 大，花被緑 白色

花 序穂状でない， たくよう前者より小，花被紅色

陰地，茎高10～35Cm ，葉柄は翼茎を だく

茎高20～50Cm ，葉柄極短， 葉鞘筒状で長さ ７～ ８
皿等長の緑毛，花紅色

深耕

159



第6 章　植 物

種　　　　 名 俗名，地方名，花期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　　ど 備　　　　　 考

オオイ ヌタデ

ヤ ナ ギ タ デ

サ ナ ニ タ デ

ノゝ 　ナ　タ　デ

ハ　ル　タ　デ

－ゾノミズタ

デ　　 水中形

エゾノミズタ
デ　　陸上形

カラマ ツソウ

アキカラマ ツ

ウマノア シガ
タ
(キ ンポウゲ)

キ ツネノ ボタ
ソ

ク　ガ　ラ　シ

ボ タ ソ ズ ル

ス ズ サ イ コ

ガ ガ イ モ

ノミノフスマ

オオヤマフス
マ

ノミノツズリ

ミ ミ ナ グ サ

イ　ヌ　ビ ュ

ア オ ビ ュ

(ホナ ガイ フ
ビュ)

ﾉゝ 　リ　ビ　こ

ミ　　　　　ズ

ア　オ　ミ　ズ

ク　ワ　ク　サ

ノ　ジ　シ　ヤ

カ ラ ス ウ リ

キカラスウリ

６～１０

６～１０

５～１０

９～１０

５～１０

〉

７， ８

７～１０

４～ ６

４～ ７

８，９

８， ９

７， ８

こがみ　　　　　 ８

３～ ８

６～８

５， ６

５

７～１１

７～１１

８～１０

９，１０

７～１０

９，１０

５， ６

８， ９

８，９

茎 高120cm，葉鞘筒状で下部に赤い 太い 脈が 目 立
ち縁毛は ないか，短い。花被帯紅白色

茎直立無毛，葉縁中肋に短毛一 柳の葉の感じ

肩4笏状縁毛無節ふくれるｏ　　　　　　ｘ　　　゙ 　．

葉尾状長鈍端　　　　　　　　　 ｜
ノ

オ

葉表面に黒班　　　

゛ 万

鞘筒|

う1ﾑ
ｽﾞｼﾔﾏ

に毛

ピ

泥中をはい節から発根　　　　　　り　葉長汀円鈍頭　花
黄緑色　　ﾔ|

大 附

］

直立　　　　　　　　　　　　　　　　　緑色　　　　ク

小葉　　　◇　 花序ﾀ（゙
半う

を　　　
´

Ｊ葉 ◇ 花序

千

集果小球,そう平

か

帽 叩 形長2~2加

H 大ぃ 才.

づ
付 に 爽

集剰 たヽて長球 そう果
診 ｽ ﾂ゙ﾞ?ymm

細い蔓性， ３出 複葉，長柄でまきつく，し ゅうさ
ん花序，白 色

茎高40～100cm ， 葉長披針形一線形長6 ～13cm ，
幅4 ～15m ，花黄褐， 有板 まばらに花

つる草，葉を きると白汁，長 さ5 ～10cm ，幅3 ～
6 cm， 総状花序， 密毛，淡紫 色

そう生， 高10～30cm ，無毛緑 白色，花弁 はがく片
より少し長い， まく質でや わらか

茎 高10～20cm ，余 り分枝せず直立， 全体に毛

下部からひ どく分枝する，葉小，全草短毛，花弁
が く片 より短い

そ う生，全草密毛,花筒状に見え長い（ ４～ ５ｍ）

茎高30Cm ，葉菱形状卵形，先 が目立 って凹入

茎高50～90Cm ，葉菱 形卵形， 鈍頭 または徴凸

茎高40～80Cm， 稜かおる， 葉先，葉肢に1 Cm ， 芭
先に刺

茎高20～40Cm， 分枝多い，淡褐色を帯びる

茎高30～50Cm ， 水分多 く淡緑色

茎高30～80Cm ，葉 クワに酷似，１年生

茎高10～30Cm で叉状に分枝葉へら状，花淡青，サ
ラダにできる

つる性多 年草， 葉はきゅうりの葉に似る，果実朱
赤 色，球～万円5 ～7Cm

々　　　　　　　　　々　　　　　　　　果 実卵円形10cm， 黄色

グ ラ モ キ ソ ン

レ グ μ ッ クス

7印

丿-1



第 ３節　農耕地の雑草

種　　　　 名 俗名，地方名，花期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　　ど 備　　　　　 考

ス ズ メ ウ リ

ゴ　キ　ズ　ル

アマチ ヤズル

８， ９

こじきのおわん， よ
めのわん　　 ８～１１

８，９

ごく細い つる草， 葉は小，長 め，果実球形13～20

m ，緑白色

水辺に多い，茎細く，まきひげ葉長5 ～10Cm ，幅

2.5～7 Cm ， 果実卵形下 半分に突 起，上半はじ ゅ
くすと離れる，種子２ｲ固，黒色

山野の冲ぶな どにあるつる草，葉５小 葉 か ら な
る，花 序黄緑色，花冠 ５深裂，裂 片長 ２ ｍ 細 長

い，葉上面ざらざらする

ハ イノで－ エ ツ クス

グ ラモ キ ソソ

〃

種　　　　 名 俗名，地 方名，花期 特　　　　 徴　　　　　な　　　　　ど 備　　　　 考

ヒ ル ム シr コ

ェ　　ビ　　モ

サ ジ オモ ダカ

ヘ ラ オ モ ダカ

ア ギ ナ シ

オ　モ　 ダ　カ

ウ　リ　カ　ワ

コ　　ナ　　ギ

ケ イ ヌ ビ ェ

ヒ　メ　 ク　グ

ヒ ソジ ガヤ ツ

リ

マ　ツ　バ　イ

ノゝ 　　リ　　イ

ア ゼ テ ソ ツキ

コ ア ゼ テ ソ ツ

キ

ヒ　デ　リ　 コ

ホ　タ　ル　イ

ホ　 シ　ク　サ

ク　　サ　　イ

ヌカ ボ シ ソウ

ア　　ゼ　　ナ

ス ズ メノ ト ウ

ガ ラ シ

ぎ 牡　　　 ５～１０

６～ ９

８， ９

８， ９

ぉ もだか　　7 ～10

ぉ もだか　　8 ～10

7 ～9

9 ，10

ひえ

7 ～10

8 ～10

いぬ のけ　　 ６～ ９

６～１０

８～１０

８～１０

７～１０

７～１０

８，９

６，７

４， ５

８～１０

８～１０

多年 草，地下茎泥中，浮葉は小さい ， サ サ 葉 長
4 ～7cm

多 年草，地下茎，葉長3.5～5.5cm ，幅６～７ｍ ，

波状，鋸歯

j;年草，葉柄を含め 長さ15~回cm　　　/ 万万] 宍戸

多年 葉/

幅16~B2mm　　　　　　‘‾‾‾

多年草，葉肢に多 くの小球茎ぁ り，葉 の形 オモダ
カに同じであるが， それより細長い

多年草，秋走出枝を 出し，その先に 小球茎をっけ
る，葉形 アギ ナシより広い

多年 草，茎の下部から多くの根を 出す，走 出葉の
先に新芽，葉は根生，葉は名のとぉ り瓜 の皮を む
い た様，長10～18Cm

1年生， 根出葉長10～20Cm ，茎葉3 ～7 Cm ， 花青
紫 色，全体的に ミズアオイの小形のもの

稗高5 ～20Cm ，葉長5 ～8 Cm ， 幅 ２～ ３ｍ

水田ぁ ぜ，湿 地， 金白緑 色，高5 ～20Cm ，花序が
３ｲ固で品字状になる

１年生， 細い走 出枝， 高さ3 ～7 Cm ， 泥のも り上
がった高い所に芝生 のように なる

地下茎のない 。１年生でそ う生，高さ6 ～20Cm

小穂に剛毛のよ う，柱基に毛　　　　　　
い

１年生そ う生高7 ～15Cm　

≪

柱基無毛　

塵

１年生そ う生稗偏平高10～　

甘

40Cm

1 年生そ う生，株， 細い 円柱高13～4(〕Cm

1年生， 根ひげ状白毛，花茎高5 ～15Cm

多年生，そ う生， 高30～60Cm ，細，濃緑色，花序
凹集散 状，淡緑 色

多年 生，そう生，高さ12～25Cm ，全長白， 花序散
形

茎高10～20Cm ，葉は全縁花 冠唇形，淡紫色

茎高8 ～20Cm ，葉はきょ歯，同　　　　 上

瓦7

一

一

水
田
の
雑
草



第 ６章　植 物

種　　　　 名 俗名，地方名，花 期 特　　　　 徴　　　　 な　　　　 ど 備　　　　　 考

ア　ブ　ノ　メ

ミ ゾ カ ク シ
(アゼムシ Ｏ 

サ ワギキョウ

ウ　キ　ク　サ

アオウキ クサ

アカウキ クサ

サ ソショウモ

ヒ ソ ジ モ

ア オ ミ　ド ロ

ア ミ ミ　ド ロ

8～10

この花冠は
ききょう科　 ８’ ９

とかく科 の
中間形をし

|て進化 過程　 ８’９

を表し てい
る

８， ９

１

あぉ んどろ

一年生，茎軟，太く直 立， 高10～30cm ，葉長1 ～
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葉状体長さ3~5m 幅2~4 mm　

ゲ

泗 状　ﾋﾉｷ の葉に似る紅緑色(jW

ｻﾝｼｮｳ の葉状黄緑色　

尹
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緑色で細い髪の毛状　　　　　　　　　　　7j
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接合藻類
ｯ《
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袋状になる。
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第４節　社そ うと巨木

第
四
節
　
社
そ
う
と
巨
木

殿

村
八
幡
宮
の

社
そ
う
　
旧
伊
那
街

道
の
西
、
村

役
場
前
に
面

積
約
三
ｈ

余
の

社

そ
う
が
あ
る
。
そ
の
ほ
ぼ

勾
　
中

央
を
南
北
に
走

全

局
さ
五

ぐ木
　
～

六
ｍ

の
段
丘
上

に
社
殿
が

四
　

あ
る
。
参
道
の
北
側
に
わ
ず

９１
　

か
に
湧

水
が
あ
っ
て
、
参
道

い
　

を
横
切
っ
て
南
へ
流
れ
て
い

い

る
。

一
心
　
　

社
そ
う
を
構
成
す
る
大
木

宮幡
　
は
、
拝
殿
の
左
に
し

め
な
わ

帆斟
　
を
つ
け
た
ス
ギ
目
通
り
周
囲

‐
1
9
　
四

二
一
六
ｍ
、
高
さ
約
四
○

ｍ
　

ｍ
、
推
定
年
齢
四
〇
〇
年
。

こ

の
外

ス
ギ
目
通
り
周
囲
二

ｍ
内
外
の
も
の
三
〇
本
余
、
ア
カ
マ
ツ
目
通
り
周
囲
二
ｍ
内
外
の
も
の
同
じ
く
三

〇
本
余
、
こ
れ
ら
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
は
参
道
の
両
側
と
本
殿
の
ま
わ
り

に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
も
の
Ｉ
〇
〇
本
余
を
ふ
く
む
社
そ
う
が
本
村
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
以
上
の
大
き
な
も
の
に
次
ぐ
も
の
か
ら
二

〇
年
～
数
十
年
生
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
陰
樹
が
ぎ
っ
し
り
茂
っ
て
い
て
下
草

に
シ
ダ
類
や
畔
苔
類
が
多
く
、
そ
の
中
に
ウ
バ
ユ
リ
か
お
る
。

こ
こ
に
集
ま
る
動
物
は
ノ
ウ
サ
ギ
、
イ
タ
チ
、
ネ
ズ
ミ
類
、
モ
グ
ラ
、
昆
虫
類

の
数
種
、
鳥
類
は
フ
ク
ロ
ウ
、
ガ
ラ
ス
、
ム
ク
ド
リ
な
ど
の
ほ
か
、
近
ご
ろ
ゴ
イ

サ
ギ
、

コ
サ
ギ
、

オ
ナ

ガ
、

キ
ジ
な
ど
が
見

ら
れ
る
。

北
殿
庚
申
塚
の
エ

ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
　

本
村
小
学
校
校

庭
の
北
旧
伊
那
街
道
沿

図6 －20　 エドヒガ ンザ クラ（北殿庚申塚）

い

に
あ

る
、
高

さ
約
一
五
ｍ

、
目

通

り
周
囲

六
・
五
ｍ

、
枝
張

り
南

北
東
西
と

も
約
二
〇
ｍ
、

推
定
樹

齢
三
五
〇
年

の
古
木
で
あ

る
。

エ
ド
ヒ

ガ
ン
は
一
名

ア
ズ
マ
ヒ

ガ
ン
と

い
う
、

サ
ク
ラ
属
。
分
布

は
本
州
四
国
九
州
、
葉

の
側
脈
一

〇
～
一
四
対
花
柱
有
毛
、

ヒ

ガ
ン

ザ
ク
ラ
系

の
も
の
で
花
期

は
旱

い

方
で
、
色

は
白
っ
ぽ
い
。

ヒ

ガ
ン

ザ
ク
ラ
は
樹

幹
の
皮

が
古
く

な
る

と
縦
に
お
れ
て
く

る
。
樹

齢
は
長

い
。
根
毛

と
に
七
基

の
庚
申

塔
が
あ

る
。
そ

の
中

の
「
元
文
五

庚
中

二

七
四
○
」

に
建

て
た
庚
申
塚
を
記

念
し
て
植
え

ら
れ
た
も
の
」

と
い
わ
れ
て

い
る
。
樹

幹
の

地
面

近
く
に
ノ
キ

シ
ノ
ブ
が
つ
き
、
ま
た
、
上

部
の
枝
に
は
ヤ
ド
リ
ギ
の
寄

生
か

見

え
る
。

久
保
神
明
宮
の
社
そ
う
　

石
段
を
登
り
つ
め
た
左
手
に
目
通
り
周
囲
二

・
二
〇

ｍ
、
樹
高
約
三
二
ｍ

推
定
樹
齢
約
三

五
〇

年
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が
あ
る
。
こ
の
種
は

日
本
特
産
の
一
科
一
属
一
種
で
世
界
的
に
優
良
な
造
園
木

で
あ
る
。
木

曽
の
五
本

の
一
つ
、
福
島
県
以
南
四
国
九
州
（
宮
崎
県
南
部
）
に
分
布
す
る
。
し
た
が
っ
て
神

宮
造
営

に
何
等

か
の

か
か
お
り
を
も
つ
も
の
と
思
う
。
こ
の
ほ
か
ア
カ
マ
ツ
は
古

い
も

の（
推
定
樹
齢
二
〇
〇
年
）
か
ら
枯
損
木
と
し
て
伐
採
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い

る
。
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物植第６章

ほ
か
の
高
木

は

サ
ワ
ラ

ヤ
マ

ザ
ク
ラ

ツ
ノ
（

シ
バ
ミ

濯

木

は

ソ

ヨ
ゴ

キ
イ
チ
ゴ

エ
ゴ
ノ
キ

草
木

そ
の
他

ス
ス
キ

ク
ズ

コ
ヌ
カ
グ
サ

ク
マ
ワ
ラ

ビ

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

（

リ
ギ
リ

ク
リ

コ

ナ
ラ

タ
ラ
ノ
キ
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

ア
ク

シ
バ
（
つ
つ
じ

科
五
〇

四
内

外
低

木
）

ア
ケ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
サ
キ

シ
バ

ヤ
マ
フ
ジ

ヤ
マ
ヌ
カ
ボ

チ

ゴ
ユ
リ

カ
ゼ
ク
サ

ノ
イ
バ

ラ

イ

ヌ
ガ
ソ
ソ

ク

マ
ム
シ
グ
サ

図6 －21　大和泉神社境内のケヤキ( 左)本殿北の木(右)境内東

南隅のもの

ク
ヌ

ギ

ヤ
マ
ウ
ル

シ

ナ
ツ
（

ゼ

ダ
ソ
コ
ウ
バ
イ

タ
ソ
ナ
サ
ワ

フ
タ
ギ

カ
モ
ジ
ク
サ

ヤ
マ
カ
モ
ジ
ク
サ

Ｉ
ゾ
ス

ズ
ラ
ソ

鳥
獣
類
も
社
そ
う
が
段

丘
末
端
に
あ
る
た
め
生
活

拠
点
と
し
て
い
る
。

大
和
泉
神
社
の
ケ
ヤ
キ

大
泉
の
お
宮
の
鳥
居
を

入
っ
て
左
北
側
に
あ
る
ヶ

ヤ
キ
の
高
さ
約
二
〇
ｍ
、

目
通
り
周
囲
約
五
ｍ
、
枝

張
り
二
〇
ｍ
、
根
張
り
が

畳
二
〇
数
畳
は
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
古
く
あ
っ
た
ヶ

ヤ
キ
が
落
雷
の
た
め
に
傷

ん
で
再
生
し
た
も
の
か
と

思
わ
れ
る
。
古
い
ヶ
ヤ
キ
か
ら
の
樹
齢
を
推
定
す
れ
ば
少
な
く
も
数
百
年
は
経
過

し
て
い
る
と
思
う
。

鳥
居
を
は
い
っ
て
す
ぐ
右
に
目
通
り
周
囲
四
・
二
〇
ｍ
、
枝
張
り
約
二
五
ｍ
、

高
さ
二
五
ｍ
く
ら
い
の
ケ
ヤ
キ
も
あ
る
。

ケ
ヤ
キ
の
最
大
と
思
わ
れ
る
の
は
、
境
内
の
南
東
の
隅
に
古
株
か
ら
の
芽
生
え

か
目
通
り
周
囲
七
ｍ
弱
、
樹
高
約
三
〇
ｍ
、
枝
張
り
約
一
七
ｍ
の
も
の
か
お
り
、

別
に
天
神
様
前
に
巨
木
跡
が
あ
る
。
昭
和
二
八
年
に
破
損
木
を
売
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
由
、
ま
た
拝
殿
の
中
に
あ
る
文
書
に
は
、
神
社
境
内
の
樹
本
に
つ
い
て
の
管

理
ら
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
殿
の
左
に
ス
ギ
目
通
り
周
囲
二
・
二
〇
ｍ
、
樹
高
約
三
〇
ｍ
が
一
本
あ
る
。

ス
ギ
も
材
と
し
て
は
ケ
ヤ
キ
と
共
に
優
れ
、
樹
齢
も
長
い
。
ケ
ヤ
キ
は
古
く
は
ツ

キ
と
言
い
槻
と
書
い
た
。

ス
ギ
は
樹
幹
が
、
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
の
で
「
ス
」
「
ギ
」
と
い
う
。
産
地
に
よ

っ
て
「
何
何
杉
」
と
い
う
。
日
本
原
産
種
で
あ
る
。
神
社
が
街
道
に
そ
っ
て
い
る

た
め
か
、
巨
木
が
多
く
下
草
は
ほ
と
ん
ど
発
達
し
て
い
な
い
。

田
畑
神
社
の
社
そ
う
　
こ
の
神
社
の
位
置
も
久
保
神
明
宮
と
同
じ
よ
う
に
段
丘

上
洪
積
台
地
で
起
伏
が
あ
り
、
境
内
の
面
積
約
一
・
六
五
ｈ
、
針
葉
樹
を
主
体
に

し
た
混
交
林
で
中
層
と
下
層
の
種
も
豊
富
で
あ
る
。

ア
カ
マ
ツ

ヤ
マ
ツ
ツ

ジ

キ
イ
チ

ゴ

ノ
ブ

キ

コ
ア

カ
ソ

チ

ゴ
ユ
リ

タ
ガ
ネ
ソ
ウ

ゼ
ソ
マ
イ

ス
ギ

ヤ
マ
ウ

コ
ギ

ソ

ヨ
コ

ア

ゼ
ス

ケ

言
ソ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

オ
ラ
ソ

ダ
ガ
ラ

シ

ミ
ズ
ギ
ホ
ウ

シ

ノ
ア
ザ
ミ

ヒ
ノ
キ

ツ
リ
バ

ナ

ッ

ル
マ
サ
キ

タ
チ
ッ
ボ
ス
ミ

レ

イ

ヌ
ワ
ラ

ビ

イ
チ
リ
ソ
ソ
ウ

ア

キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ

フ
ク
ワ

ウ
ソ

ウ

カ
ラ
マ
ツ

ウ
リ

カ
Ｉ
デ

ヤ
マ
ウ

ル
シ

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

ヨ
モ
ギ

ヒ
カ
ゲ
ス
ミ

レ

ホ
ト
ト
ギ
ス

オ
ク
マ
ワ
ラ

ビ
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第４節　社そうと巨木

図6 －22　田畑神社境内のウリハダカエデ

ウ
ド

ア
マ
ド
コ

ロ

サ
ル
マ

メ

フ
キ

ザ
ゼ
ソ
ソ
ウ

カ
タ
ク
リ

ウ
ス
バ
サ
イ

シ
ン

イ
カ
リ
ソ
ウ

ウ
リ
（

ダ
カ
已
ア

な
ど
が
あ
る
。
ア

カ
マ
ツ
の

約
二
〇
〇
年
位
の
樹
齢
で
、
目

通
り
周
囲
一
・
八
〇
ｍ
、
高
さ

約
二
五
ｍ
（
平
均
）
が
Ｉ
〇
数

本
、
そ
れ
に
同
じ
く
ら
い
の
樹
齢
か
と
思
わ
れ
る
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
が
各
数
本
の
外

は
だ
い
た
い
Ｉ
〇
年
生
の
ス
ギ
が
一
番
多
い
。

こ
こ
は
北
側
に
個
人
所
有
の
わ
さ
び
畑
が
あ
っ
て
、
少
し
湧
水
か
お
る
、
半
沢

に
続
く
と
こ
ろ
で
植
物
相
が
豊
か
で
あ
る
。

白
山
八
幡
社
合
殿
の
モ
ミ
ジ
　
こ
の
お
宮
も
田
畑
八
幡
宮
と
同
じ
よ
う
に
段
丘

の
末
端
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
社
そ
う
の
植
物
相
も
久
保
神
明
宮
と
だ
い
た
い
同

じ
で
あ
る
。

神
社
の
右
に
目
通
り
周
囲
二
ｍ
、
樹
高
約
一
五
ｍ
の
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
が
あ
る
。
こ

の
種
の
特
徴
は
葉
が
七
裂
し
、
中
央
列
片
が
長
く
な
り
重
鋸
歯
縁
で
あ
る
。
自
然

生
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ケ
ヤ
キ
と
コ
メ
ツ
ガ
の
や
や
大
き
な
も
の
か
お
る
。

神
子
柴
御
射
山
社
の
カ
ラ
マ
ツ
　
春
日
街
道
沿
い
西
側
、
伊
那
農
協
広
域
集
出

荷
場
南
に
、
目
通
り
周
囲
二
・
二
〇
ｍ
、
樹
高
三
〇
ｍ
、
推
定
樹
齢
百
数
十
年
の

カ
ラ
マ
ツ
が
二
本
南
北
に
並
ん
で
門
の
よ
う
に
伸
び
て
い
る
。
こ
の
二
本
の
カ
ラ

図6 －23　御射山社のカラマツ

マ
ツ
の
傍
ら
に
、
高
さ
九
五
匹
の
硬
砂
岩
質
粘
板
岩
に
「
御
射
山
社
」
と
刻
ん
だ

彿
か
お
り
、
こ
れ
を
東
方
に
離
れ
て
正
面
か
ら
西
方
を
見
る
と
羽
広
御
射
山
社
あ

と
を
巡
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ほ
か
に
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
七
～
八
〇
年
生
が
数
本
、
ほ
ぼ
平
た
ん
な
五
ａ
く
ら

い
の
場
所
に
植
え
て
あ
る
。

沢
尻
恩
徳
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
　
樹
高
約
二
〇
ｍ
、
目
通
り
周
囲
三
・
二
五
ｍ
、
推

定
樹
齢
三
五
〇
年
の
イ
チ
ョ
ウ
の
雌
樹
か
お
る
。
こ
れ
は
約
四
〇
〇
年
前
伐
採
し

図6－24　恩徳寺のイチョウ
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物植第6 章

た
親
木

の
芽

生
え

だ
と
い
う
。

イ
チ

ョ
ウ
は
雌
雄
異
株
で
受
精
の
時
精
子

を
生
ず
る
こ
と
で
、
羊
歯
植
物
と
裸

子

植
物
の
関
連
が
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
小
石
川

植
物
園

の
イ
チ
ョ
ウ
で
平

瀬
作
五

郎
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
こ
と
は
有

名
で
あ
る
。

な
お
四
〇
年
生
位

の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
が
一
本
植
え

ら
れ
て
い

る
。

ボ
ダ
イ

ジ
ュ
は
し
な
の
き
科
の
落
葉
高
木
で
、
そ
の
芭
は
花
の
進
化
を
現
し
て

い
る
。
釈
迦
が
こ
の
木
の
下

で
悟
り
を
開
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

イ
チ
ョ
ウ
は
火
に
強
く
火
災
に
あ
っ
て
も
枯
死
し
な
い
性
質
が
あ
る
の
で
、
寺

院
、
神
社
の
境
内
に
巨
木
と
な
っ
て
残
っ
て
し
る
。
種
子
は
ギ
ン
ナ
ン
と
し
て
食

用

に
な
り
、
葉
は
薬
用
に
も
な

る
。
材
は
碁
や
将
棋
盤
な
ど
に
適
し
て
い
る
。

ボ

ダ
イ
ジ
ュ
も
イ
チ
ョ
ウ
も
中
国
原
産
で
宗
教
に
関
係
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。

酒
屋
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
　
こ
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
樹
高
約
三
三
ｍ
、
目
通
り
周
囲
約

五
ｍ
あ
り
、
地
上
約
一
・
六
〇
ｍ
で
南
側
か
ら
西
側
に
直
径
約
八
〇
こ
と
長
径
二

Ｉ
○
皿
の
、
こ
ぶ
を
持
っ
た
巨
樹
で
、
根
張
り
も
畳
八
枚
く
ら
い
は
あ
る
。
樹
勢

枝
ぶ
り
か
ら
み
て
、
久
保
神
明
宮
の
同
じ
コ
ウ
ヤ
マ
キ
よ
り
樹
齢
が
古
い
か
と
思

図6 －25　 南殿酒屋のコウヤマキ

わ
ね
、
数
百
年
以
上

を
経
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
家
人
の
伝
え
に
よ
れ
ば
数

代
前
に
こ
の
コ
ウ
ヤ

マ
キ
の
六
〇
〇

年
祭
を
し
た
と
い
う
。

コ

」
ぶ
」

は
ま
つ
・

か
ば
の
き
・
ぶ
な
科
な
ど
の
植
物

に
多

く
、
瘤

疫
菌

に
よ
っ
て
起
き

る
病
気
で

コ

ウ
ヤ
マ
キ
が
ま
つ
科

に
極
近

い
の
で
発

生
し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。
俗

に

こ

ぶ

を

「

乳
」
と
い
う

が
、
イ
チ

ョ
ウ
の
こ
ぶ

は
瘤
疫
菌

に
よ

っ
て
起
き

る
場
合
も
あ
ろ

う
が
、
気
根
が

フ

」
ぶ
」
の
様

に
な

っ
た
場
合
が
多
い
。

久
保
西
念
寺
の
イ
チ

ョ
ウ
　

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
雄
樹

で
、
樹

高
約
三
四
ｍ

、
目

通

り
周
囲
二

・
八
〇
ｍ
、
枝
張
り

各
方
位
約

六
ｍ

、
樹

齢
は
二
〇
〇
年

前
後

か
。

も

う
故
人

に
な
っ
た
Λ

が
雌
枝

を
接
木
し
て
、
毎
年

ギ
ン
ナ
ン
が
な
っ
て

い
る
。

田
畑
門
屋
墓
の
イ
チ

ョ
ウ
雌
雄
樹
　

墓

の
東

に
雌
雄

の
イ
チ
ョ
ウ
か
お

る
。
両

株
と
も
高

さ
約
二
八
ｍ
、
目
通
り
周
囲
二
ｍ

、
枝
張
り
各
九
ｍ
く
ら
い
で
あ

る
が

他
の
種

々
な
樹
が
あ

っ
て
目
立
た
な
い
。
親
戚
の
人
た
ち
は
二
〇
〇

年
く
ら
い
は

図6 －26　 松沢氏墓のイチョウ（雌株）

た
っ
て
しい
る
か
も
し
れ
な
い
と
言

っ
て

い
る
。

高
岡
の
カ

ヤ
　
神
子
柴

の
こ

の

カ
ヤ
は
昭
和
三
四
年

伊

勢

湾

台

風

で
北
側
の
枝
と
そ
れ
に
続
く
幹

が
約
三
分
の
一
裂
け
た
。
そ
の
裂

け
た
部
分

で
碁
盤
が
取

れ
た
と
卜

う
。
そ
の
根
元

の
一

部
を
玄
関

に

植
木
鉢

な
ど
の
せ

る
台

に
使

っ
て

い
る
。
現
在
残

っ
て
い

る
の
が
目

通
り
周
囲
三
・
六
〇
ｍ

で
あ

る
か

ら
裂
け

る
以
前
は
四
ｍ
以

上
あ

っ

j 邱
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図6 －27　神子柴高岡のカヤ

た
と
思
う
。
樹
高
は
現
在
ニ

ー
ｍ
あ
る
か
ら
当
時
は
三
〇
ｍ
余
の
高
さ
は
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
枝
は
そ
の
時
以
来
ず
い
ぶ
ん
切
っ
て
縮
め
て
あ
る
。
幹
の

裂
け
目
の
あ
ち
こ
ち
に
ウ
ド
が
何
本
か
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。

神
子
柴
一
六
組
の
ア
カ
マ
ツ
　
神
子
柴
コ
（
組
の
ア
カ
マ
ツ
は
樹
形
の
美
し
さ

に
驚
く
。
樹
高
は
一
五
ｍ
位
で
高
く
ぱ
な
い
が
一
部
枯
枝
が
あ
っ
て
、
目
通
り
か

ら
二
本
に
枝
分
か
れ
し
各
周
囲
二
・
四
五
ｍ
、
枝
振
り
が
す
ば
ら
し
く
西
側
の
張

り
出
し
約
コ

ーｍ
、
東
の
枝
張
り
約
一
〇
ｍ
、
樹
齢
は
何
百
年
経
て
い
る
の
か
不

明
で
あ
る
。
後
に
記
す
「
中
の
原
の
ア
カ
マ
ツ
と
そ
の
並
木
」
と
関
係
か
お
る
か

否
か
も
不
明
で
あ
る
。
近
所
の
古
老
の
話
で
は
「
高
遠
藩
で
他
と
の
境
界
の
た
め

に
植
え
た
も
の
だ
」
と
い
う
。

大
東
の
カ
ヤ
　
久
保
の
大
東
の
カ
ヤ
は
家
の
前
の
水
田
の
く
ろ
に
、
目
通
り
周

囲
約
三
・
二
ｍ
、
樹
高
約
二
〇
ｍ
、
枝
ば
り
ぱ
数
ｍ
、
推
定
樹
齢
四
〇
〇

年
内

外
で
、
根
元
か
ら
幹
に
イ
ワ
ウ
メ
ズ
ル
が
、
か
ら
み
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
根
方

図6 －28　神子柴16組にあるアカマツ

に
小

さ
な
祠
か
お

る
。

古
屋
の
ス

ギ
　

久
保

の
古
屋

の
裏

に
高
さ
現
在
約
二
四
ｍ

の
ス
ギ
は
、
昭
和
五

九
年
四
月
先

端
を
約

コ

ー～
一
三
ｍ
伐

採
し
た
。
従

っ
て

も
と
の
樹

高

は

約

三

六
圭

二
七
ｍ

あ
っ
た
。
推
定

樹
齢

悠
二
〇
〇
年
内
外

で
あ
ろ
う
。

以
上

の
外

に
久
保
の
家
号
「

草
場
」

の
ア

カ
マ
ツ
は
庭
木

と
し
て
は
古

い
も
の

で
あ
る
。第

五
節
　
帰

化

植

物

帰
化
植
物
と
は
、
自
然
の
力
に
よ
ら
ず
、
人
為
的
な
力

に
よ
っ
て
意
識
的
ま
た

は
無
意
識
的

に
移
入
さ
れ
た
外
来
植
物
が
、
野
生

の
状
態
で
見
い
だ

さ
れ
る
も

の
、

と
い
う
の
が
最
近
広
く
認

め
ら
れ
て
い

る
帰
化
植
物
の
定
義
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ

の
意
味

を
少
し
考
え

る
と
、
帰
化
植
物
と
呼
ば
れ

る
た

め
に
は
、
三

つ
の
条
件

が

備

わ
っ
て
い

な
け

れ
ば

な
ら
な
い

。
そ

の
第
一

は
人
間
か
よ
七

か
ら
持
ち
込
ん
だ

植
物
で
あ

る
と

い
う
こ
と

。
つ
ま
り
そ

れ
が
意
識
的

に
古
い
時
代

に
あ

る
種
の
植

物

を
移
入

し
た
も
の
が
、
後

に
逸
出

し
、
野

生
化
し
て
広
が

っ
た
も

の
と
、
移
入

し
た
種
子

に
付
着

し
て

い
た
り
、
外

の
荷
物

な
ど
に
付
着
し
て
入

っ
た
も

の
。
第

二

は
野
生
の
状
態
で
見

い
だ
さ
れ
る
こ
と
。
野

生
で
な
い
場
合

は
帰
化

植
物

と
言

わ
な
い
。
第
三

は
外

来
植
物
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
さ
さ
か
異

論
が
あ

っ
て
、
も
と
も
と
国
境
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
人
間
が
勝
手
に
決
め
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
馴
化
植
物
と
い
う
語
を
提
案
し
た
の
は
、
牧

野
富
太
郎
博

士

で

あ

っ

た
が
、
そ

れ
は
普
及
し
な
い
ま
ま
終
お

っ
た
。
か
り
に
北
海
道
の
植

物

が

本

州

へ
、

宦
た
奥
羽
地
方

の
植
物
が
九
州

へ
広
が

っ
た
場
合

な
ど
も
、
本
質
的

に
は
帰

化

植
物

と
変
り
が
な
い
わ
け
で
あ

る
が
、
普
通
帰
化
植
物
と
言

わ
な
い

。
そ
こ
で

拓7
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欧
州
諸
国

の
よ
う
な
国
境
が
陸

続
き
で
、
し

か
も
昔

か
ら
人
間

の
交
流

の
は
げ
し

か
っ
た
と
こ

ろ
で

は
、

″
外
来
植
物
心
と

か

″
帰
化
植
物
″
と
い

っ
て
も
日
本
に

お
け

る
ほ
ど

の
意
味
を
も

た
な
い

。
日
本
ほ
ど

″
帰
化
植
物
心
と
い
う
言
葉
が
は

っ
き
り
使
え

る
国

は
め
っ
た
に
な
い
。

次
に
帰
化
し
た
時
代
に
つ
い
て
大
よ
そ
次
の
三

つ
に
分

け
る
。

Ｏ
　

史
前
帰
化
植
物
（
有
史
以
前
帰
化
植
物
）
　
弥
生
時
代

つ
ま
り
、
紀
元
前
二
～

三

世
紀
の
こ
ろ
か
ら
、
イ
ネ
科
の
随
伴
植
物

と
し
て
入

っ
て
来

た
と
考
え

ら
れ
る

植
物

群
で
あ
る
。

口
　

旧
帰
化
植
物
　
０

に
つ
い
て
農
業

に
伴

う
帰
化
植
物

の
侵
入
は
江
戸
時
代

ま
で
続
い
た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ど
の
植
物
が

い
つ
ご
ろ
入

っ
た
か
、
な
ど

は
今

と
な
っ
て

は
わ
か
ら
な
い
が
、

い
ろ
い
ろ
な
事
実

か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
入

っ
た
も

の
を
、
旧
帰
化
植
物
と
言

っ
て
い
る
。

㈲
　

新
帰
化
植
物
　

江
戸
時
代

の
末
期

か
ら
現
代
に
か
け
て
入

っ
て
来
た
も
の

を
、
新
帰
化
植
物
と
す

る
。
上
の
Ｏ
Ｏ

が
推
定
に
よ
る
外
来
植
物
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
れ
は
記
録
に
よ

っ
て
外
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
確
か
め
ら
れ
る
。
新

帰
化
植
物
は
欧
米
の
草
原

を
本
拠
と
す
る
も
の
が
多

い
。
元
来
山
林

の
国
で
あ

っ

図6 －29　 オオブ タクサ

九
日
本
に
草
原
め
い
た
環
境
を
作
り
出
し
だ
の
は
、
人
で
あ
る
。
外
来
の
草
原
の

植
物
は
、
草
原
を
ね
ら
っ
て
入
り
込
む
。
戦
後
の
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ

て
、

｝
次
帰
化
し
、
続
い
て
裸
地
を
み
っ
け
て
、
二
次
三
次
と
帰
化
を
行
う
場
所

も
増
し
続
け
た
。

ま
た
近
代
の
都
市
化
し
た
地
域
で
は
、
土
壌
が
ア
ル
カ
リ
性
に
傾
き
つ
つ
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
が
酸
性
土
壌
に
適
応
し
た
も
の
の
多
い
日
本
の
植
物

を
拒

み
、
外
来
植
物
の
繁
茂
を
助
長
す
る
Ｉ
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
事
実
の
よ
う

で
あ
る
。南

箕
輪
村
の
帰
化
植
物
（
順
序
不
同
）

エ－イ ア サア ウア
ソ クタ　レ　　カ　　オ

ジ
μチ チ　 ツ　 ゲ

ュバ ハ　ウ　　メ　　イ

し ナギ リ　　ク　　ト

和

名

ま　う　　ま　　ひ

め り　 め　 ゆ

科

名

北 北　 欧　 北

米 米　 州　 米

原

産

地

大
昭　 明　 明

正 和　 治　 治

初 二　 末　 末
＿ 七

本 年
村 ＿

は
本

昭 村

和 は
初 最

期 近－ －

帰
化

の
時
期

八日

本
口
お
よ

び
本
村
備
考

図6 －30　 アレチウリ

加8
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＿ ラ イ
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ク
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シ
キ
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ユ

ノ
ゲ

シ

ミ
ナ
グ
サ

カ

モ

ガ

ヤ

（

オ
ー
チ
ャ

ー

ド

グ

ラ

ス
）

し

ね

一
欧

ご
ま

の
は
ぐ

さ

μ々

したｔきしきたさ とき

ねでね

州

東

ア

ジ

ア

西

ア

ジ

ア

欧
亜
大
陸
～

ア

フ
リ
カ

南
　
　
　

米

欧

亜

大

く

一
北

”

ね

ー
欧

くで

う
だ
い
ぐく

と
う
だ
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ぐ

さき
　
　
　

く

な

た

ね

な

で

し

こ

ｔ

ね

”々々

中北欧

”””

米州国

明
治
初
年

た本
め当
記の
す帰

化

一

と
は
い
え
な
い
、
比
較
の

八
八
七
（
明
治
二
〇

）

一
八
八
三
（
明
治
一

明
治
初
年
　

穂
体
長

二
個
の
小
花
（
一
見

一 一

小二　 六
判 Ｓ　　し

形三
Ｊｃｍ

六Ｓ

一

九

二

一
年

（
明
治
末
）
　（
本
村
昭
和

○
年
こ

ろ
）

明
治
初
　

絹
糸
草
－

幼
草
最
近

明
治
中
期
　

花
期
七
～
八
月

一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
花
期
晩
秋

明
治
中
期

明
治
中
期
（
本
村
昭
和
二
五
～
二
六
年

？

）
江
戸
時
代

一
九
〇
五
年

（
明
治
三
八
）
　（
本
村
大

正
年
間
？

）

米
　

一
九
五
三
年

（
本
村

は
最
近
）
花
粉
病

を
起
す

」
八
九
五
年

（
明
治
二
八
）
　（
本
村
大

正

初
期
？

）

州

欧
～
西
亜

一
八
九
二
年

（
明
治
二
五
）
　（
本
村
大

正
年
間
）

一
八
七
〇
～
一
八
七
一
年

（
明
治
三
～

四
）

一

九
〇

九
～

（
明
治
末
～
）
　（
本
村
大

正
年
間
？

）
花

が
蜜

に
っ
く

一
ハ

ニ
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一
八
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三

年

（
文

久

年
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熱
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欧
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岸

熱
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米

幕
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一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇

）

一
九

二

一
～

一
九
二

六
（
大

正

年

間

９
に・
）

江
戸

時
代
末
（
本
村
は
大
正

年
間
？
）

江
戸
時
代
よ
り
古
い
か
？

近
年
減
少

か

一
八
九
二
年
（
明
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近
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江
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近
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こ
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近
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昭
和
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本
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〇
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四
〇
）

明
治
初
年

大
正
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代

明
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年
　

ニ
セ
ア

カ
シ
ヤ
と
も
い
う
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〇
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明
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初
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～
昭
和

初
年

花
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病
を
お

大
正
年
代
？

明

治
中
期
　

本
村

に
は
極
最
近

一
八
五

六
年

（
嘉
永
年
間
）
本
州
中
部

以
南

維
新
直
前

明
治
初
年

明
治
後
期
　

大
変
多
型
で
ア

ン
チ

マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ

グ
サ
の
中
間

型
も
こ
れ

に
入
れ

る

明
治
中
期

江
戸
時
代
　

薬
用
・
食
用

治全
体
赤
味
を
帯
び
る
。
葉
幅
細
い
。
明

初
年
本
村
は
大
正

こ
ろ
か

州
　

一
九
五
二
年

（
昭

和
二

七
）
徴

地
域

移

レ

（
節
　
薬
用
植
物
と
有
毒
植
物

現
代
医
学
の
発
達
に
よ
っ
て
薬
と
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
化
学
薬
品
と
考
え
ら

れ
る
現
今
で
は
あ
る
が
、
薬
品
に
は
効
能
と
同
時
に
副
作
用
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
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第 ６節　薬用植物と有毒植物

比
較
的
副
作
用
の
少
な
い
草
根
木
皮
を
主
と
す
る
漢
法
医
療
や
、
古
来
民
聞
で
使

わ
れ
て
き
た
薬
草
が
見
直
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
畜
産
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
今
、

家
畜
の
健
康
牛
乳
量
、
乳
質
に
深
い
か
か
お
り
の
あ
る
毒
草
に
つ
い
て
も
、
改
め

て
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
村
内
に
あ
る
主
と
し
て
野
生
植
物
の
う
ち
、
薬
用
植
物
と
有
毒
植
物
な
ど
を

記
す
。

一

南
箕
輪
の
薬
用
植
物

ィ ィ ィ ィ ィ ア ア フ ア ア ア ア ア ア ゥア ゥ ア ア ア　 ア ア
チ　　　　　、　　　　　　　　マ　　　　　　　　　キ　　キ　　キ　　　　　　ォ
ヤ　　 タ ソ カ　　　 マ チ　　 シ サ　　 ノ　 ノ　 ノ　　　　 ツ

チ　　 ミ　リ ソ ロ　ド　　 セ －　　 ケ　　　 タ　 キ カ カ　 ヅ ォ
ブ　 ト ぃ　　 づ　 プ ｀　 ル　 ズ;　じ　　 ス

ゥ ィ リ ヮ ゥ ズ こ ロ ル ビ し ォ ビ シ　 ソ　 ソ ネ ザ　 ジ キ

和

名

鹿 水 虎 柾 淫 杏 ァ 茎 甘 馬 蘆 牽 木 山　 鼠　 一 茜 黎　 木 桃

膀　 枝 板 羊　 ｐ　 茶 酔　 牛　 薦　 尾　
叉

草　　 防jS

草 松 草 帰 偕 仁 工 芸 蔓 水 根 子 通 言　 草　 花 根 葉　 巳 瑚

漢

薬

名
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使
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部
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傷 屎 尿 尿 壮 が 傷 撲 が 害 肉 ゅ 尿 熱　 性　 尿 血 虫 秘尿 傷
の　　　 病　 い そ し ソ 虫 中 ん －　　 腸　 ＿　 の か－
収 通 通　 強　 の よ　 駆 毒 下 頭 は　 力　 じ 鎮 傷 どむ 腹
紅 経 経 屎 精 鎮 外 う 強 除　 剤 痛 れ　 夕　 ん 痛　 ゛ く 痛
ん　　　 毒　　 痛　　　 壮　　 吐　　　 も　 ル　　ゼ　　虫　 み

り し　　　　 強　　　 き 利 せ の　　　 う 解 歯　 ・ は
毒　 ん ょ　　　　 壮　　　 気 屎 ん　　 止　 ・ 熱 の　 り れ
虫　 病 う　　　　　　　　 止　 き　　 血　 ぼ　 痛　 ん 物
の　　　　　　　　 強　　　 め り な　　　　　 う　　み　 病
こ　　　 げ　　　　 精　　　　 ウ ど　　　　　 こ　　　　　　　・
う　　　 り　　　　　　　　 尿 マ し　　　　　 う　　　　 神
し　　　　　　　　　　　 毒 チ　　　　　 Ｊ　　　 経
よ　　　　切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 痛
う　　　 傷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

用

途

イ
　

ヌ
　

ガ
　

ラ
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イ
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ソ
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ョ

ウ
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カ
　

ラ
　

ス
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エ

ン
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（
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カ
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ラ

（

ナ
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カ
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ッ
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ラ
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カ
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ス
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リ

銀 馬 崖 犬

芥

杏 蓼 檄 草

君

子

仙

夏
　

枯
　

草

土

当

連 薙 敗 車 蒼 延 要 朴

銭　 漿 前 自 令　 樹

実 種葉茎 実全

皮 子　葉 葉 草

全

草

草 摩草 草 求 草翼 皮　帰

全種 根 全 根 根 葉 皮　根

草 子　 草

大王 柩

巣 瓜

菜 仁 実

種 種果

子 子 実
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発
汗
　

は
れ
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消

え
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せ
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き
　
打
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虫
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除
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キ

ワ
　
　

ト
　
　

コ

ニ

ワ

ヤ

ナ

ギ

Ｔ
ヽ
チ

ヤ

ナ

ギ

）

ニ
　
　

ソ
　
　

ニ
　
　
ク

ヌ

ル

デ

の

虫

え

い

ネ

ナ

シ

カ

ズ

ラ

（
　

（

キ

グ

サ

ノ ゝ　 ノ ゝノゝ　 ノゝ

コ
　
　
　

ベ

シ

リ

ド

コ

μ

ト

ッ

ム

カ　 ギ

ヒ

カ

ゲ

ノ

カ

ズ

ラ

ヒ
　

キ
　

オ
　

コ
　

シ

ヒ
　

キ
　

ョ
　

モ
　

ギ

沙 土 十 水　天 鴨 漆血 剪 蒲 慾 地

南 石 詰 止 刀ま 根

参 参 薬 賊　星 草 草草 股 根皮 檄

根地 全 全　球 全 全生 全 根 根 根
下
茎 草 草　根 草 草 葉 草　 皮

接苦

骨

地 菟 五 蒜　篇

膚 糸 倍

荒 繁

蓄　 木 木

果
　

実

全　 花 樹 果 地
茎　　　 下

草　 葉 皮 実 茎

子 子 子

葉 果 虫 鱗
え

実 実 い 茎

偕 紐

草根全

全 草

漏 延 石 薄 鳩

命 松

濾 草 子 荷麦

種
　

子

薄
荷
油

根 全 胞

草 子

庁

お
よ
び
諸
き

ず

胃

か
い
よ
う
　

胃
が

ん
初
期
　

糖
尿
病

便
秘
性
消
化
不
良
　

解
熱
　

催
乳

健
胃
　

耳
だ
れ

切

き
ず
の
止
血

漆
か
ぶ
れ
（
服
用
　

洗
浄
）

毒
虫
　

毒
蛇

の
毒
消

（
も
み
汁
）

け

い
れ
ん
を
鎮
め
る
（
専
門
家

の
指
示

に
よ
る
が
よ
い
）

止

俘
　

止
血
　

せ
ん
気

利
尿

（
性

病
　
下
剤

）
　
は
れ
物
　

じ

健
胃
　

解
熱
　

発
汗

た
ん
を
ざ
る
（
慢
性

気
管
支

カ
タ
ル

結
核
）

解
熱
　

強
壮
　

緩
下
剤

滋
養
強
壮
　

痛
風
　

解
熱

強
壮
　

解
熱
　

百
日
せ
き

健
胃
　

駆
虫

発
汗
（
花
）
　

筋
骨
ざ
傷
　

打
身
（
茎

葉
せ
ん
汁

）

利
尿
　

止
淳

（
腹
痛
下
痢
）

健
胃

止
血

強
壮

ユ吐鎮 止 膀7利

駆
虫
　

強
壮
　

鎬
静

止
痢
　

解
毒
　

口
内
炎

収
れ
ん
（
陰
い
遺
精
）

回

虫

き
ゅ
う

灸

な
ど

尿

（
水
し
ゅ
　

り
ん
し
つ
）
陰

い

胱

熱
血
　
催
乳
　

子
宮
諸

病
　
胃
腸

ウ　咳

マ便
鎮
静
　

た
ん
せ
き
　

胃
痛

秘
　

神
経
諸
病
　

神
経
痛

チ

利
尿
　

強
壮

興
奮
剤
　

健
胃
　

駆
虫
　

リ
ウ

マ
チ

か
っ
け
　

体

の
た
だ
れ
　

刺
激
緩
和

健
胃
　

苦
味
　

腹
痛

鎮
痛
　

止
血
　

排
朧
促
進

リ嘔

172



第６節　薬用植物と有毒植物

ヒフラ
⌒ ⌒

へ

し サ ヤ ク

ホ

ウ

メ　 ミ　マ　 マ　 ホ

ル
　

ガ
　

オ

レ　 オイ ソ
ト トソ

ソ

タ　 オ

ク　 ノ

カ

欺 施

冬

花 花

牛

皮

凍

、

青

ギ ソ ツ ビ キ ウ

小 陳 赤 木 和 装

搾 稜

メ

グ

ス

リ

ノ

キ

Ａ

ｃ
ｅ
ｒ
 
ｎ

ｉ
ｋ

ｏ
ｅ
ｎ

ｓ
iｓ

Ｍ

ａ
ｘ
i
ｍ

女

一
花果

葉実

目

薬

の

木 藁 皮松 蓼 朴 草

葉 枝 皮葉 果 樹 全

葉　　　実皮 草

メ
　
　

ド

メ

ノ ゝ

ジ　 ノゝ

キ ギ

ー －

盆 鉄

母 掃

草 帯

ヤ

ブ

タ

バ
　
コ

ネ ヤ ヤ

ソ マ
、　 マジ ノ

ユ

キ

ゴ

ボ

ウ

イ

モ
　
（

ジ

ョ

ウ

）

ノ
　

シ
　

タ

レ　リ　リ　　ョ

ソ　ソ　 ヨ

ゲ　　　　 モ

ソ　ド　ウ

ウ　ウ　ブ　　ギ

カ　 ウ　 ワ

レ

モ

コ

ウメキ

ゴ
　
　

ボ
　
　

ウ

サ
　

フ
　

ラ
　

ソ

天
　

名
　

精

商
　

陸
　

根

や

ま

い

も

虎
　
耳
　

草

茎果
葉実

根 根生

葉

地 紫 竜 令　医

雲

楡 英 胆 法　草

根 全 全 若　全

草 草芽　 草

梅
肉

エ
キ
ス

柿牛
　
　
　

薇

蕃
　

紅
　

花

果

実

果
実
へ

た
葉

種
　

根

雌
し

べ

利
尿
　

興
奮
　
切

き
ず

た
ん
を
ざ
る
（
ぜ
ん
そ
く
　

気
管
支
カ

タ
ル
）

凍

傷
（
果

実
）

毒
虫

に
刺
さ
ね

だ
り
か

ま
れ
た
時
（
花
葉
の
汁
）

強
壮
　

便
秘
　

催

乳

健
胃
　

腹
痛
　
漆

か
ぶ
れ
　
利
尿

腰
腹
の
筋
の
痛
む
病
　

痛
風
　

利
尿

強
壮
剤

健
胃

洗
眼
薬

洗
眼
薬
　

学
名

は
ミ
ッ
デ
カ

言
ア
と
の

混
同
せ
ぬ

た
め

眼
病
　
利
尿
　
解
熱
　
じ
ん
臓

子
宮
病
　
利
尿
　
せ

ん
気
（
腰

腹

の

筋
）

果
実
－

駆
虫
　
茎
葉
－

は
れ
物

毒
虫

打
撲

利
尿

滋

養
強
壮

精

せ
ん
気
（
腰
腹

の
筋
）

遺

諸
傷
　
凍

傷
　

解
熱
　
疫
痢
　

漆

か
ぶ

れ
　

虫
類
の
毒

止
血
（
吐

血
　
内

腔
の
出
血
）
　
感
冒

腹
痛
　

ぎ
ょ
う
虫
駆
除

回
虫
　

ぎ

太
う
虫
駆
除

苦
味
健
胃

疹
せ
ん
　

諸
傷
　
利

尿
　

解
熱

止
血
収
れ
ん
（
内
科
的
）
　

打
撲

疫
痢
　

急
性
胃
腸

カ
タ
ル
な
ど

酒
酔
　

か
っ
け
　

シ
ャ

″
ク
リ
止
　

強

精
（
葉
の
天

ぷ
ら
）

は
れ
も

の
の

口
あ
け
　

済
せ

ん
・
し
っ

し

ん
（
根
の
煮
汁
）

鎮
け

い
　
通
経
　

婦
人
病
　

利
尿

二
　

南
箕
輪
の
有
毒
植
物

毒
と
薬
と
は
量
の
問
題
で
紙
一
重
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
医
療
的
効
用
を

期
待
し
得
べ
き
量
、
す
な
わ
ち
薬
用
量
で
既
に
中
毒
作
用
（
副
作
用
）
を
現
わ
す

も
の
、
あ
る
い
は
薬
用
量
と
中
毒
量
が
非
常
に
接
近
す
る
も
の
は
薬
用
と
し
て
は

専
門
家
の
指
示
に
従
っ
て
用
い
な
け
れ
ば
危
険
で
あ
る
。

本
村
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
を
記
す
。

ト　 ガチ　 タ　　タ　　タ　タ　 セ　 シ　　 ク キ キ リキ ェ ゥ

オ
ョ　　　　　　　 カ　 ソ　　　　　　 、 ツ　 ツ

ゥ　　　　ゥ　　　　　ケ　 ガ ト　 ニ　　　　　 サ ソ ネ　 ネ ゴ

セ　　バ　　ニ　　　　　　　　．　　キ　　　ノ　ポ　ノ　　ノ　　　ル
づ　 ブ　　 グ　　

心
ヽ

ブ　
才

寸 レ

マ　　 サ　 コ　 サ　 シ ィ　 ゥ　 ミ　　 ゥ ゲ ソ　 ソ キ シ

和

名

唐　　 顛　 煙　 博　 石 大　 大　 棺　　 白 毛 回　 鉄 斉 漆

胡　　　　　　 落　 竜　　　　　　　 屈　 回　 巴 撒

麻　　 茄　 草　 廻　 内 戟　 蓼　　　　 菜 莫 蒜　 箭 果 樹

漢

名

種　　 葉　 全　 全　 全 根　 葉 実全　　 根 茎 茎　 鱗 果 液
株

子　　　　 草　 草　 草　　　　 果　　　 葉 葉　 茎 実

部

分

異悪 ひか眼 吸め 心酒 用か 有 用皮 １お ＿－ 有 か か 用中 の か
常心 ｜わに 異ま 臓よ ゛ ぶ 毒 ゛膚 ゼう い胃毒 ぶ ぶ ゛ 枢 ど ぶ

死き入 常い まい　 れ　　　 発　 と ぼが　 れ れ　 神 刺 れ
お　 おる　　　 ひ状　　 下　 ぽ　　 取 ん　 － －　 経 激 ＿
う　 うと　 お　 態　 発 痢　 う　 噴 訪　　 間 間　 ま　　塗
吐　 吐視　 う　　　　 ぽ ＿　 －　 泡 万　胃　 け け　 ひ　　 装

狂覚　 吐　 眠　 う 利　 へ　　 切か　 つ つ　 ＿　　に
よ　 状を　　　 る　 － 尿　 ん　 け 傷い　 熱 熱　 催　 利
だ　　 失　 よ　　　 間 に　 と　 い に よ　 に に　 吐　 用
れ　 呼 う　 だ　 吐　 け 利　 う　 れ 利 う　 利 利　　　　 ゛

吸　　 れ　 し　 つ 用　 せ　 ん 用　　 用 用　 諸

兪　
心yj　 心　ﾔ

） 熱 ゛　 ん　
ヂ

ﾂﾞﾂ　ロ ロ　　霞

呼　 臓と　 臓　 呼　 に　　　　に　　ア　　ん　　　　　　　に

吸　 ま 口　　呼　 吸　 利　　　 利　　ノ　　゙ 　　　　　　利

摘

要

瓦J
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ド

ク

ウ

ッ

ギ

ド
　

ク
　

ゼ
　

リ

ト
　

リ
　

カ
　

ブ
　

ト

ナ
ッ

ズ

イ

セ

ン

ナ
ッ

ト

ウ

ダ

イ

（

シ

リ

ド

コ

μ

ヒ
ョ
ウ

タ
ソ

ボ
ク

ヒ

ヨ

ド
リ

ジ

ョ
ウ

ゴフ

ジ

ウ

ッ

ギ

ボ

タ

ン

ヅ

ル

毒
　
空
　
木

毒
　
　
　
芹

烏
頭
　
附
子

鹿
　
　
　
葱

果
実
全

株根
全
株

根全
鱗
茎

女 酔　 蜀 金 莫 甘

魚　 羊 銀 菅

萎 木　 泉 木 根 遂

全 全 果全 果 根 根
実特

に 実

第
七
節
　

植
物
と
生
活

神

経
筋

肉
け

い
れ

ん

猛
毒
－

誤

っ
て
食
べ

る
と
死

ぬ

猛
毒
（
庁

は

Ｉ

神
経
諸
病

お
う
吐
　
下

礼
物
外
用
　

鎮
痛
チ
ン

キ

に
利
用
）

お
う
吐
　
下

痢
　

け
い
れ

ん
　
虚
脱

呼
吸
ま
ひ
Ｉ
死

お
う
吐
　

け
い
れ
ん

ひ
と
み
散
大
　

け
い
れ
ん

お
う
吐
　

下
痢
　

こ
ん
睡
　

け
い
れ
ん

お
う
吐
　

下
痢
　

呼
吸

ま
ひ

猛

毒
　
け

い
れ

ん

激
毒

人
間
生
活
と
植
物
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
の
生
態
と
分
布
か
ら

第
六
節
薬
用
植
物
と
有
毒
植
物
に
至
る
ま
で
、
直
接
と
間
接
と
を
問
わ
ず
、
広
い

意
味
で
関
係
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
こ
こ
で
、
幾
つ
か
を
挙
げ
て
、
考

察
す
る
。一

　

信
仰
の
対
象
と
し
て
の
植
物

昔
か
ら
の
生
活
を
考
え
る
と
、
森
・
林
・
く
さ
む
ら
・
大
木
・
常
緑
の
も
の
・

新
鮮
な
植
物
そ
し
て
そ
れ
ら
と
共
に
あ
る
地
形
・
水
・
石
な
ど
を
神

霊
そ
の
も

の
、
あ
る
い
は
よ
り
し
ろ
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
し
、
そ
こ
に
神
仏
を
ま
つ
る
な

ど
の
こ
と
を
し
た
。
そ
れ
ら
の
植
物
に
つ
い
て
記
す
。

サ
カ
キ
（

こ
の
辺
で
　
　

マ
　

ツ
　
　
　

ス
　

ギ

は
ソ
ヨ
ゴ
を
使

う
）

コ

ウ

ヤ

マ

キ

イ
ネ
の
ワ
ラ

マ
コ
モ

サ
ト
イ
モ

ミ
カ
ソ

マ
サ
キ

な
ど

。
一

一

ス
ス
キ

ヤ
ナ
ギ

ウ
　

リ

ク
ロ
マ
メ

最
近
の
植
生
の
変
化

ヨ
モ
ギ

春
秋
の
七
草

字
　

ビ

カ
　
キ

シ
ョ
ウ
ブ

Ｉ
ダ

マ
メ

ナ
　

ス

ク
　

リ

私
た
ち
の
村
が
発
展
し
て
来
た
中
で
、
西
山
と
そ
れ
に
続
く
山
ろ
く
と
原
野
、

西
山
か
ら
の
川
と
そ
れ
の
造
る
小
扇
状
地
、
そ
し
て
天
竜
川

の
氾
濫
原
と
河

床
、
こ
れ
に
生
活
し
て
き
た
動
植
物
と
気
候
、
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
。

山
菜
と
し
て
の
フ
キ
、
ウ
ド
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
キ
ノ
コ
な
ど
の
採
集
も
今
日
で

は
恐
ら
く
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
程
度
に
行
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
し
。

建
築
用
材
は
国
内
需
要
の
六
〇
～
七
〇
％
前
後
を
占
め
る
輸
入
外
材
に
押
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
外
材
す
ら
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
。
農
畜
産
資
材
飼
料
に
つ
卜
て
も
、

今
日
で
は
山
野
か
ら
採
取
す
る
場
合
は
極
め
て
少
な
い
。

本
村
の
山
地
は
頂
上
の
極
く
わ
ず
か
に
自
然
林
を
残
す
だ
け
で
ア
カ
マ
ツ
、
カ

ラ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
単
純
の
人
工
造
林
で
、
か
つ
て
県
や
国
か
ら
模
範
林
と

し
て
、
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
針
葉
樹
の
単
純
林
で
は
、

朧
木
や
下
草
が
発
達
し
な
い
の
で
、
哺
乳
類
な
ど
の
草
食
動
物
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ら
の
天
敵
と
な
る
動
物
類
も
少
な
く
な
っ
た
。

単
純
林
で
は
土
中
の
微
生
物
も
自
ら
限
定
さ
れ
て
保
水
力
が
乏
し
く
な
っ
た
結

果
は
水
源
涵
養
林
と
し
て
も
、
そ
の
作
用
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。

次
に
山
ろ
く
か
ら
天
竜
川
川
床
に
至
る
間
の
実
態
を
み
る
。
山
ろ
く
か
ら
現
在

俘4



第７節　植物と生 活

の
耕
地
と
集
落
と
た
っ
て
い
る
所
は
、
昔
は
広
葉
樹
と
針
葉
樹
の
混
交
林
で
、
モ

の
中
層
と
下
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
動
植
物
の
、
ほ
ぼ
完
全
な
サ
イ
ク
ル
を
保

っ
た
生
態
系
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
水
を
求
め
て
江
戸
時
代
か
ら
、
森
林
原
野
の
開
墾
を
計
画
し
て
匹
戸

末
期
か
ら
Ｉ
〇
〇
有
余
年
を
経
過
し
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
西
天
竜
の
成

功
を
み
て
、
こ
の
地
域
の
風
土
は
変
化
し
た
。
特
に
夏
季
よ
り
も
冬
季
は
気
温
、

風
、
湿
度
な
ど
の
日
較
差
の
激
し
い
こ
と
、
湧
水
の
枯
渇
、
広
葉
樹
ナ
ラ
、
ク
ヌ

ギ
な
ど
の
減
少
、
資
本
の
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ソ
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ア
キ
グ

ミ
な
ど
が
漸
減
し
て
、
草
原
、
裸
地
を
現
出
し
て
サ
バ
ン
ナ
化
し
（
乾
燥
し
た
草

原
）
、
広
葉
樹
林
乃
至
針
広
混
交
林
が
減
っ
た
た
め
、

こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
い

る
動
物
心
年
々
減
少
し
、
あ
る
い
は
、
こ
の
地
帯
で
は
見
ら
れ
な
い
移
動
と
か
迷

動
が
見
ら
れ
た
り
す
る
。
一
方
で
ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
な
ど
が
殖
え
た
り
、
コ

ナ

ガ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
新
し
い
病
虫
害
の
多
発
し
て
い
る
。
そ
れ
に

河
川
の
改
修
、
農
耕
方
法
、
農
薬
、
肥
料
な
ど
の
使
い
方
に
よ
っ
て
耕
地
、
河
川

の
様
相
も
変
化
し
た
。
オ
キ
ナ
グ
サ
、

モ
ジ
ズ
リ
、

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、

ス
ズ
ラ

ン
、
セ
ン
ブ
リ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
絶
滅
に
近
い
ほ
ど
に
激
減
し
た
。
そ
れ
に
代
お

っ
た
も
の
は
、

い
ね
科
、

ま
め
科
の
牧
草
類
、

エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、

ト
ゲ
ジ
シ

ヤ
、
　ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
な
ど
で
あ
る
。

水
田
も
か
つ
て
は
イ
ナ
ゴ
や
ウ
ソ
カ
の
大
発
生
な
ど
で
減
収
し
た
な
ど
の
こ
と

が
近
世
の
記
録
に
も
見
ら
れ
る
。
河
川
や
水
田
の
植
物
と
水
生
昆
虫
の
少
な
く
な

っ
た
事
実
、
な
ど
は
畑
地
も
同
様
、
新
陳
代
謝
の
サ
イ
ク
ル
が
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
に

な
っ
て
来
た
証
査
と
も
言
え
る
。

本
村
の
西
天
竜
か
ら
山
地
に
か
け
て
、
全
く
人
工
の
加
わ
ら
な
い
以
前
は
針
葉

樹
と
広
葉
樹
の
混
交
林
又
は
、
資
木
を
伴
っ
た
草
原
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
地
域

は
気
候
が
温
和
で
雨
水
を
蓄
え
る
力
も
強
い
た
め
、
風
水
害
を
起
こ
す
こ
と
が
少

な
い
。
落
葉
と
腐
植
質
が
多
い
た
め
に
土
中
の
貯
水
力
も
強
く
、
地
中
の
生
物
が

豊
か
で
あ
っ
て
森
林
も
中
層
の
朧
木
冲
下
草
毛
発
達
し
、
こ
の
森
林
原

野
の
食

草
、
茎
葉
、
果
実
に
よ
っ
て
、
小
型
か
ら
大
型
の
動
物
の
種
々
な
な
か
ま
が
生
活

し
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
次
消
費
者
、
第
二
次
消
費
者
と
し
て
、
生
活
圏
又
は
、
生
態

系
、
フ
ロ
ラ
な
ど
と
言
わ
れ
る
生
物
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
う
ち
土
台
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
広
葉
樹
で
あ
る
。
そ
こ
で
森
林
の
経
営

管
理
は
自
然
状
態
を
十
分
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

現
在
耕
地
と
な
っ
て
い
る
西
天
幹
線
水
路
西
か
ら
集
落
を
含
め
て
天
竜
川
の
沖

積
地
帯
に
至
る
地
帯
に
つ
い
て
、
夏
季
は
西
天
も
水
が
通
っ
て
他
も
含
め
て
緑
に

囲
ま
れ
、
気
候
も
よ
い
。
し
か
し
冬
季
と
な
れ
ば
西
天
地
帯
は
特
に
大
陸
的
砂
漠

的
気
候
と
な
る
。
西
天
幹
線
水
路
上
の
耕
地
か
ら
全
地
帯
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年

来
の
こ
と
を
考
え
て
も
。

水
田
で
少
な
く
な
っ
た
も
０
、
エ
ビ
モ
類
、
シ
ャ
ジ
ク
モ
、
タ
ヌ
キ
モ
、
ト
チ

カ
ガ
ミ
、
ア
ゼ
ム
シ
ロ

水
田
で
多
く
た
っ
た
も
の
、
ウ
リ
カ
ワ
、
オ
モ
ダ
カ
類

そ
の
ほ
か
新
し
い
病
虫
害
と
連
作
障
害
、
小
河
川
の
氾
濫
と
そ
の
被
害
。
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
る
。

私
た
ち
の
祖
先
が
水
を
求
め
て
庶
物
を
豊
か
に
し
て
く
れ
た
。
そ
の
余
慶
は
測

り
難
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
既
述
の
と
お
り
山
林
原
野
河
川
ほ
場
の

実
状
を
直
視
し
、
そ
の
変
化
に
対
し
て
も
、
こ
れ
を
素
直
に
受
け
と
め
て
自
然
に

対
処
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
を
有
機
的
総
合
的
結
合
生
態
系
（
フ

ご
言

と
し
て
み
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
っ
て
、
自
然
に
何
を
ど
の
よ
う
に
求

め
る

か
、
性
急
に
功
利
的
に
だ
け
利
用
し
よ
う
と
し
て
、
自
然
の
本
質
を
見
落
と
し
、

そ
の
た
め
自
然
か
ら
離
れ
る
結
果
に
な
っ
て
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
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三
　

資
源
と
し
て
の
植
物

Ｈ
　

食
用
と
な
る
植
物
（
嗜
好
植
物
も
含
む
）

本
村
に
あ
る
山
野
草
で
昔
か
ら
食
用
に
さ
れ
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
太
平

洋
戦
争
中
ず
い
ぶ
ん
多
く
利
用
さ
れ
食
用
に
供
せ
ら
れ
た
。
救
荒
植
物
な
ど
と
言

わ
れ
た
も
の
な
ど
を
記
す
。

南
箕
輪
村
の
食
用
と
な
る
植
物

翼 子 ハﾝ ﾄﾞ 千 琵　 ｽﾞ ｻﾞｻ

ｽﾞJ　　クド　　ッ　　　ヤ　　デ　　ｙ

植

物

名

コサ　シ　　　ヨ　ヤ　ド　コ　　　コ　　タ　　　　　　　ミ　　ヤ　　　　　　 カ

ッル　こ　　　ウ　マ　ソ　ゴ　　　ジ　　イ　　　　　　　ズ　　マ　　　　　　　ワ

カ ナ ウ　　 ズ ュ グ ミ　　 キ　 ワ　　　　　 ナ　 ウ　　　　　 ラ

シ　ネ　　　ミ　リ　リ　　　　　ス　　 ン　　　　　　　　　　ド　　　　　　　グ

ソ　　　　　　　　　　　　 ッ　　ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

ポ　　　　　　　　　　　　 パ　　リ

地

方

名

○ ○　 ○　 ○　 ○　 ○ ○ ○　 ○　 ○ ○ ○　　　 ○

○　　　　　 ○　 ○　　 ○
○　　　　　　　　　　　　 ○

○　 ○ ○　 ○　 ○　　　　　　　　　　　　　 ○ ○

葉

茎

根

果
実

利

用

部

分

秋 春 叉{秋 秋 秋 春ﾂp 春　 春 春 春 秋 春　 春 春 春 秋 秋 春 季
節

生 島 煮 生 煮 ぶ 浸 生 生　 浸 煮 浸 煮 浸 酢生 浸 生 生 生 浸

食 之 食 食 物
粉

し 貪 食　 し 貪 し 食 し の食 し 貪 貪 食 し
物　　　　

才
物　　　 物　 物　 物 も　 物　　　　 物

調　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のあ　　 漬
味　　　　　 煮　　　　 あ　　 煮　　　　 え　　 物　　　 あ

料　　　　　 物　　　　 え　　 貪　　　　 物　　　　　　　 え
物　　　　　　　　　　　　　　　 物

使

い

方

ス
イ
バ

ス
ギ
ナ

ズ
ミ

セ
リ

ゼ
ン
マ
イ

タ
ラ

ノ
キ

タ
ソ

ポ
ポ

チ

ガ
ヤ

ツ
ノ
（

シ
バ
ミ

ツ
リ

ガ
ネ
ユ
ソ
ジ

ソト
チ
ノ
キ

ナ
ズ
ナ

ナ
ワ

シ
ロ
イ
チ

ゴ

ノ
カ
ソ
ゾ
ウ

ノ
ビ
ル

（

コ
ペ

（

ナ
イ

カ
ダ

（
（

コ
グ
サ

フ
キ

マ
ツ
ブ
サ

マ
ユ
ミ

ミ
ツ
バ

ミ
ヤ
コ
ザ
サ

ミ
ヤ
マ

ガ
マ
ズ
ミ

モ
リ
ア
ザ
ミ

ヤ
ブ
カ
ソ
ゾ
ウ

ヤ
マ
ブ
ド
ウ

ヨ
モ
ギ

リ

ョ
ウ
ブ

ワ

ラ
ビ

ガ
ガ
イ

モ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

ス
イ

コ

ツ

ク

シ

コ

ナ

シ

ヤ
マ
グ
ル
ミ

ミ
ツ
バ

カ
ソ
ジ

ネ
ソ

ブ
ロ

ス
ズ

タ
ケ

ヨ
ウ
ヅ
ミ

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

カ
ソ
ジ

モ
チ
グ
サ

ビ
ョ
ウ
ブ

コ
ガ
ミ

ジ
ネ
ソ
ジ
ョ
ウ

○

○○

○

○

○　 ○ ○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○○ ○ ○

○　 ○ ○

○ ○

○ ○

○○

○

ＯＯ

○

Ｏ

春 春 春 秋 春 春

Ｏ

秋春 春
春
秋

○　　　　　　　　　　 ○　　 ○

春 春 秋 春 春 岑 岑 春 春 春 春 秋

○ ○○

○　　 ○

○

春
秋春 春 秋 春 秋 秋

春
秋

秋秋

生
食
　
漬

物

煮
食

生
食
　
漬

物

浸
し
物

浸
し
物

煮

食
あ
え
物

浸
し
物

生
食

生
食
　

調
味
料

浸
し
物
　

煮
食

浸 浸 生 浸 餅

し し 食 し
物 物　 物

浸
し
物

浸
し
物

浸
し
物
　

餅

煮
物

生
食
　

酒
漬

浸

し
物
　

煮
物

浸

し
物

笏

を
煮
食

生
食

生
食
　

漬
物

浸

し
物
　

味
噌
あ
え

生
食

餅煮
物

煮
物
　

澱
粉

生
食

と

ろ
ろ
　
煮
物
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第７節　植物 と生活

⇔
　

用

材
・
薪

炭
植
物

用

材
と
い
え

ば
建

築
、

土
木
工

事
、
家

具
、
調
度

な
ど
に
使

か
ね
て

い
た
。

ヒ
ノ

キ

ッ
　

ガ

ク

ル

ミ

ク
　
　
リ

ア

カ

マ
ツ

ト

ウ

ヒ

サ
ク
ラ

ホ
オ
ノ
キ

ス
　

ギ

シ
ラ

ベ

（

シ

ラ

ビ

ソ
）

ブ
　
　
ナ

エ
ソ

ジ

ュ

モ
　
　

こ
ヘ

イ

チ

イ

ナ
　

ラ

そ
の
他

サ
ワ
ラ

ヶ
ヤ
キ

カ
エ
デ
類

本
村
の
北
原
村
有
林
に
は
五
〇
年
生
の
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
。
大
芝
村
有
林
に
は
ヒ

ノ
キ
の
四
〇
年
生
以
下
の
も
の
が
多
く
ア
カ
マ
ツ
は
伐
採
適
期
の
も
の
も
あ

る

が
、
風
致
又
は
観
光
の
点
か
ら
も
考
え
、
森
林
生
態
を
十
分
考
慮
し
管
理
し
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
経
ケ
岳
の
東
の
北
沢
山
、
大
泉
所
山
の
飛
び
地
で
は
カ

ラ
マ
ツ
と
ヒ
ノ
キ
が
植
林
に
よ
る
も
の
で
、
用
材
と
し
て
使
え
る
面
も
あ
る
。
黒

沢
山
か
ら
経
ケ
岳
、
権
兵
衛
峠
へ
の
稜
線
に
は
用
材
な
い
し
薪
炭
材
と
し
て
使
用

で
き
る
も
の
も
あ
る
。

大
芝
村
有
林
の
管
理
は
無
論
、
飛
び
地
の
森
林
も
水
源
涵
養
林
と
し
て
、
ま
た

風
致
、
観
光
上
な
と
が
ら
考
え
て
、
植
物
、
岩
石
そ
の
他
の
採
取
を
絶
対
禁
止
す

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
山
林
経
営
に
つ
い
て
、
用
材
・
薪
炭
材
の
対
象
外
に
お
く
べ

き
で
あ
る
。

本
村
の
生
産
森
林
組
合
は
蔵
鹿
山
・
御
射
山
・
矢
ノ
南
入
で
南
箕
輪
村
の
各
個

人
が
、
こ
れ
ら
の
山
林
を
経
営
し
て
い
る
。
こ
の
山
に
は
、
二
二
～
二
三
年
生
以

下
の
カ
ラ
マ
ツ
が
大
部
分
で
、
ア
カ
マ
ツ
は
僅
か
し
か
な
い
。
カ
ラ
マ
ツ
は
か
つ

て
明
治
初
年
佐
久
地
方
か
ら
苗
が
日
本
全
土
に
拡
が
っ
た
が
、
今
日
で
は
用
材
と

し
て
不
向
き
で
あ
り
、
そ
の
上
そ
れ
が
造
る
森
林
の
生
態
系
が
不
完
全
で
思
わ
し

く
な
し
。

薪
炭
材
と
し
て
ナ
ラ
類
　
　
ク
ヌ
ギ
　
　
ヤ
マ
（

ン
ノ
キ
　
　
ク
　
リ

ビ
フ
カ
バ
　
　

リ

ョ
ウ
ブ
　
　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
　
　

ア

カ
マ
ツ
　

な
ど
木
炭
の

材

料
と

な
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
木
材

な
ど
炭
が

ま
を
つ
し
て
製
炭
す

る
と
い

う
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
バ
ラ

ズ
ミ
（

ボ
ヤ
ズ
ミ
）
な
ど
を
造

っ
て
、
暖
房

の
補
助

に
し

た
程
度
で
あ

っ
た
。

句
　

飼

料

植

物

本
村

は
従
来

農
耕
用

の
馬
、

一
部

に
牛
か
飼
わ
れ
た
。
そ
の
当
時

の
飼
料
と

い

っ
て
も
、
農
耕
地

の
あ
ぜ
草

申
山
野
草

を
刈

っ
て

ほ
し
草

と
し
て

二
才
に
し
、

冬

季
の
飼
料
に
貯
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
ぎ
が
乳
用

と
し
て

飼
わ
れ
、
乳
牛

が
盛

ん
に
な
り
、
育
成
牛
・
肉
牛
な
ど
も
飼
わ
れ
る
に
つ
れ
、
そ

の
飼
料
は
乳
質

・
肉

質

に
関
係
が
深

い
た
め
、
濃
厚
飼
料
を
主
に
米
国
か
ら
輸
入
し
、
そ
れ
に
飼
料
用

モ

ロ
コ

シ
、
青
刈

飼
料
、
牧

草
な
ど
を
与

え
る
よ
う
に
た
っ
た
。
こ
の
辺
で
多
く

作
ら
れ
て
い

る
家
畜
用
牧

草
や
飼
料
作
物
は
、

青
刈
り
ト
ウ
モ

ロ
コ

シ
　
　

ク
乙
（

Ｉ
類
　
　

オ

ー
チ
ャ

ー
ド

グ
ラ
ス

（

カ
モ
ガ
ヤ
）

イ

タ
リ
ア
ン
ラ
イ

グ
ラ
ス
　
　
チ

モ
シ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ト

ー
カ
ブ
類

（

ネ
ズ
ミ

ム
ギ
）
　
　
　
　
　
　
（

オ
オ
ス
ズ

メ
ノ
テ

″
ポ
ウ
）

家
畜
用
米
　

な
ど
が
作
ら
れ
て
し

る
が
、
こ
れ
ら
の
幾
つ
か
が
逸
出
し
野
生
化

し

て

卜
る
場
合
も
多
い

。

鶏
・
小
鳥
の
他
、
愛
が
ん
用
小

勣
物
の
飼
料
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門

的
に
造
ら
れ
て

い

る
と
思
う
が
、
雑
穀
類
と
（

コ

ベ

ー
ア

カ
ザ

ー
オ
ラ
ソ
ダ

ガ
ラ

シ
モ

の
他
が
青

物
と
し
て
使
わ
れ
た

。

匈
　

防
風
・
防
砂
・
生
垣
用
の
植
物

本
村

は
そ
の
地
形

か
ら
南
北

の
風
が
多
く
、
特

に
南
風
が
強
い

。
そ
し
て
西
天

竜
洪
積
台
地
で
は
西

お
ろ
し
と
東
寄
り
の
風
（
辰

巳
風
）

も
受

け
易
し
。
し
た
が

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
又
は
苗
圃
な
ど
の
位
置

と
周
囲

の
地
形

・
建
物

・
樹
木

な

ど
の
関
係
で
一

概
に
は
言
い
難
い
が
、

し
ぶ
き
よ
け

・
風

よ
げ
・
日

よ
け
が
造

ら
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れ
る
の

は
大
体
、
南
側
が
一
番
多
く
、
北
側
、
西
側
又
は
東
側
に
も
造
ら
れ
る
。

こ
の
た

め
に
植
え
ら
れ

る
も
の
は
、

カ
　
キ
　
　

イ
チ
イ
　
　

サ
ワ
ラ
　
　
　
　
ス
　

ギ
　
　

ヒ
ノ
キ
　
　

カ
ラ
マ
ッ

モ
　

ミ
　
　

ト
ウ
ヒ
　
　

シ
ラ
ビ
ソ
　
　

マ
サ
キ
な
ど
、

そ
れ
に
観

賞
を
兼

ね

て

エ
ニ
シ
ダ
　
　

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
　
　

レ
ソ
ギ
ョ
ウ
モ

の
他
が
あ
る
。

中
央
自
動
車
道
そ
の
他
の
開

通
に
と
も
な
っ
て

イ
タ
チ
（

ギ
（

ク

ミ
（

ナ
エ
ソ

ジ

言

シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ

ガ
ヤ
が
砂
防

に
つ
か
わ
れ
て
、
最
近
目

に
つ
く

。

四
　

植
物

と
行

事

等

南
箕
輪
村
で
行

わ
れ
て
き
た
年
中
行
事

に
使
わ
れ
た
植
物
又
は
、
加
工

品
、
そ

の
他

に
つ
い
て
記
す

。

七

夕

祭

端

午

の節

句

花

祭

ひ

な

祭

節

分

小

正

月

七

草

加

ゆ

一
ﾌ巳
且

の行

事

行

事

七 夕

の チ
他　｀

の ウ
や り
さ　｀

い ス
イ

カ

ベ

ナ
ス

ヨ
モ

ギ

シ

ヨ
ウ

ブ

ツ
ツ
ジ

ヤ

マ
ブ

キ
そ

の
他

の花

モ
モ

の
花

ダ
イ
ズ

ヒ
イ
ラ
ギ

ラ

ツ
カ

セ
イ

ヤ

ナ
ギ

ス

ズ

ク
ヶ

イ

ネ
ワ
－フ

コ セ

オ リ
ニ　 ゝ

タ ナ

ビ ズ

ラ　ナ

ごバ
ゝ ノゝ

カ　ノゝ

ブ コ
｀ グ

ダ サ
イ　 ｀

コ　ノヘ

ソ　コ

ベ

イ ソ 辺 マ
｀　` で ツ

ヤ ュ は　｀
ナ ズ ソ イ
ギ　｀ ョ ネ

ク　ゴ　ワ

ロ を ラマ 使　｀

メ　
ぅ 夕

｀ロ ケ

カ　　 ｀

キ
フ サ

｀
サ カ

ぅ 戈 キ

ツ
カ １ 三

セ カ の

植

物

名

色
紙

ダ チ

フ　マ湯 キ

シ
柏

ョ 餅
ウ

ブ シ酒　ョ

甘
茶

甘
酒

白
酒

米

の
粉

お

か
ゆ

泗 水
引

鏡

餅 木
炭

中

折
紙

加
工
品

そ

の他

冬

至

え

び

す

講

飛

府

夜や

十

一一一

夜

菊

の

節

句

十

五

夜

お

心
秋 は
口

ぎ

翼万

盆 土

用

m

カ

ボ
チ
ャ

カ
キ

ダ
イ
コ

く

キ
ク

モ
チ
米

ス
ス
キ

サ
ト
イ
モ

エ
ダ
マ

メ

同

右

モ
チ
米

ウ

ノレ

チ
米

ア
ズ

キ

ゴ
マ

ケ　ウ　コ　ノゝ 　マ
ゝ　ゝ 　ゝ ギ コ

バ づ 二

ゲ ハ ナ ズ
俗

レ レ ヅ

ギ　　 ｀　　ク
ニ じ 二 具 こ回

二 言 づこ

ネ
穴 ロ ワ

キ
レ ニ ゾ

レ ヤ 言 ぺ

ウ

の
字

の
つ
く
や
さ
い

お

は
ぎ

や
米

き の
粉

か
で

き つ

も　く
ち　っ

た
お

才

力

ラ

ス

ツ

ツ

ツ

コ

モ

な
え
餅

才

力
－
フ
コ

キ
ナ

ベ

エ
ゴ
マ

ノく　シ
し　ラ

カ
花 バ
火 の

皮

らカ
ン

薬 ウ
草 ナ
採 ギ
集　｀

の ウ
日 シ

ウ

五
　

植
物

と
方

言

人
間

生
活

の
中
で
何

ら
か
の
関
係

を
も

っ
た
植
物
名

に
つ
い
て
、
本
村
あ
る
い

は
近

郷
で

従
来
（
ほ
ぼ
明
治
年
代
こ
ろ
）
か
ら
言

わ
れ
て

い
る
俗
名
（
地
方
名
、
方
言
）

に
つ
い
て
記

す
。

ア　　　ア　ア

カ

ツ
メ　　　カ　オ

ク

サ　 ザ キ

和

名

う　　あ あ

ま
か
ぞ ぉ

ご　　　　`

や あ　き
か

し　　ざ ば

俗

名

へ地

方
名口

ウ に 不 葉
マ か 明 か
ゴ か ＿ 年
ヤ ら 葉 中
シ な　｀ 濃
は い 食 緑
ま と 用 青

め
言 ゛ 色

科 わ 茎 で

の れ を
光

別 だ 杖 沢
種　 に が
で　 す あ
形　　 る る

が　　 と か
似　 中 ら
て　　風

方
言

の
由
来
と
思

わ
れ

る
こ
と
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ア

キ

ヵ

ラ

マ

ツ

ア
　

キ
　

グ
　

ミ

ア
　

マ
　

ド
　

コ
　

μ

ア
ブ

ラ

チ

ャ

ソ

イ
　

ケ
　

マ

カ

ガ

イ

モ

も

く

し

ゅ

く

た
か
と
う
ぐ
さ

い かか
し わわ

っ らら

な ずぐ

ぎ みみ

Ｓ　　　 ／

の

実

こ

イ

タ

チ

サ

サ

イ
　

タ

イ

チ

ゲ
ー
ま

め

ド
　

リ

が し

い

た

ん

イ

ー
み

イ
ヌ

ガ

ヤ

の

実

イ
　

ヌ
　

タ
　
デ

「

イ
」

や

「

ホ

タ

ル

イ
」

な

ど

の

総

称ウ

グ
イ

ス

カ

グ
ラ

ウ

コ

べ

ね

やみ

つ
　

ぱ

ど

りゼぼ

あ
か
の

ま

ん
ま

あ

か

ま

ん

ま

と

う

し

ん

ぐ

さ

な
あ

し

ろ

ぐ

み

ギ
ｰ
おお

ウ

ッ

ボ

グ

サ

ア

カ

ツ

メ

ク

サ

オ
ド

リ

コ

ソ

ウ

エ
ノ

コ

ロ

グ

サ

オ
　

オ

や
／ ゝ

コ

オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ

シ

サ オ

オ

マ

ツ

ヨ
イ

グ

ｊ Ｗ
１　 １

ぎげ

み
　

つ
　
ば
　
な

け

む

し

ぐ

さ

ね
こ

じ

ゃ

ら

し

げ

え

ろ

っ

ぱ

お
　

ん
　
ば
　

こ

こ

お

れ

ん

ば

こ
　

お
　

れ
　

ん

つ

き

み

そ

う

い
る
の
で
間
違
え
た
も
の
。

高
遠
方
面
に
多
く
産
す
る
、

よ
く
効
く
の
で
こ
の
よ
う
に
呼暑y

ん気l
あ
た
り
に

だ

川
原

に
ょ
く
あ

る
、
食
べ
ら
れ

る
。

石
を
割

っ

て
出

た
汁

つ
な
ぐ
こ

とでた
がつ割

れ
ロ

ヘ
根
茎
を
す
り
つ
ぶ
し

な
ぐ
と
、
よ
ぼ
と
し

っ
か
り

で
き

る
。

不
明

花

後
朔
果

を
結

び
白

い
長

針
さ
し
に
入
れ
た
。
未
熟

のい
実種

毛

を
集

め
て

を
か
む

葉
が
フ

タ
バ
（

ギ
よ
り
大
き
く
大
豆
に
似

る

生
食
、
塩
漬
な
ど
に
し
た
。

木
材
を
笏
に
使
っ
た
た
め

不
明

で な イる

ヌ
タ
デ

ー
ウ

ナ
ギ
ズ
カ

ミ

ー
ミ
ゾ
ソ
バ
バ

ど
の
種
子
が
淡
紅
色
で
美
し
い
花
の
よ
う

あ

る
が
実

は
種
子
で
、
赤
飯
を
連
想
さ
せ

イ
の
別
名

を
ト
ウ

シ
ン
グ
サ
と

い
う

の
で
、

そ
れ
に
似

た
も
の
を
総
称
し
て

い
う
。
外
皮

を
取

っ
た
髄

を
灯
芯

に
使

っ
た
こ
と

か
ら

春
早

く
昔
の
苗
代

の
こ

ろ
花

が
咲

く
か
ら

不
明

筒
状

の
花
を
抜

い
て
吸
う
と
蜜
が
甘
い

花
穂

が
毛
虫

の
よ
う

に
見
え

る

茎

を
も
っ
て
穂

を
動

か
す
と
猫
が
じ
ゃ
れ
る

蛙

の
死

ん
だ
の
を
こ

の
葉

に
包

ん
で

お
く
と

生
き

か
え
る
と

い
う

不
明

、
葉
柄
が
食
用

に
な
る

夕
方
花
が
咲
く
の
で

い

っ
た
も
の
か
、
本
当

オ
　
キ

ナ

グ

よ

い

ま

ち

ぐ

さ

サ

ー

ち

ょ

ん

ば

な

ち

お

ん

ば

な

ち

ご

ば

な

オ

ト

コ

ア

シ

ー

こ

オ
　

・・
ヘ
　

ナ
　

エ

カ

キ

ド

オ

カ
　

タ
　

バ

シソ
・

｀

べ

ガ
　
　
マ
　

ズ
　

ミ

カ

ラ

ス

ビ

シ
ャ

ク

カ
　

ラ
　

タ
　

チ

カ

ヤ

ツ

リ

グ

サ

カ
ワ
ラ
ヶ
ツ
メ
イ

ギ
　

シ
　

ギ

ノ

キ
ッ
ネ

ノ
カ
ミ
ソ

リナ
ッ

ズ

イ

セ

ソ

キ
ッ
ネ
ノ
ボ

タ
ソ

ウ
マ
ノ
ア

シ
ガ
タ

ギ
ン
リ

ョ
ウ
ソ
ウ

ク

サ

ソ

テ

ツ

め
　

ば
　

な

あ
　

わ
　

ば
　

な

か
ん

と

り

そ

う

す
ず

め

と
の
さ

こ と

じ ん
へ よ す すお

ず ずお

らまか
や

めさ きぽ さめのま　・ ，ま の
はず ずず ずす

ばい　９い いい
きこ ぱ こ　ここ

め
の
は
か
ま

う
　

ず
　

み

ぼ
　
　

モ

つ
　
き
　

ち

つ

り

ぐ

す

こま
う

ぼめ

ち　 く
う

ち

さ さや や

､　 一

う へ

ま び

ず ず

いt ヽ

こ こ

わ
す

れ

ぐ

さ

み

ち

わ
す

れ

て

は

れ
ぐ

さ

や
け
つ
り
ぐ
さ

こ
ん
ぺ
と
ば
な

の
ツ

キ
ミ
ソ
ウ
と
ま
ち
が
え
て
名
づ
け
た
も

の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
は
わ
か
る
。

花
の
後
め
し
べ
の
花
柱
が
ふ
さ
の
様
に
な
っ

て
稚
児

の
頭
の
よ
う
に
見
え
る
か
ら
ち
ご
ば

な
と

い
っ
た
の
が
色

々
に
変
お

っ
た
。
ま
た

花
柱

が
成
長
し
て
お
き

な
の
銀
髪
の
よ
う
に

な
る
と
こ

ろ
か
ら
つ
け

ら
れ

た
名
ま
え

花

の
色
や
形

が
米

の
様

な
感
じ

か
ら

花

の
色
や
形

が
粟

の
様

な
感
じ

か
ら

小
児

の
瘤
を
と
る
薬
草

に
使

わ
れ
た

葉

は
酸
味
が
あ

っ
て
子

供
が
か
む
の
で
「
す

い
こ
」
と
区
別
し

た
。
「
は
か
ま
」
　「

は
ば

き
」

は
夜
間
葉
を

た
た
ん
だ
形

に
つ
け

た
。

不
明

由

来
は
不
明

だ
が
南
信
で

は
一
般
的
で
あ

る

不
明

茎

を
さ
い
て
蚊
帳
枡

な
ど
の
形

に
し
て
遊
ぶ

全
葉
煎
用
す
れ
ば
薬
に
な
る

食
べ
ら
れ
な
い
す
い
こ
と
い
う
よ
う
な
意
味

忘花 か
れと

る

そた葉
れ花が

同
時

に
出
な
い
か
ら
葉
（
花

（
葉
）
だ
と

い
う
意
味
、
有
毒

に
さ
わ

る
と
道
を
忘
れ

る
と

いでし
うあを

こ

の
汁
液

を
つ
け

る
と
炎
症
を
起
こ
す

か
ら

ゆ

う
ロ

ー

"

１

ソれ

クい

ばそ

な う

ｰ

り霊全

W や
ら

み

緑
液

が
な
く
透
明

な
こ

と
か
ら
幽

し
た
。
ま
た
ロ
ー
ソ
ク
に
そ

っ
く

開
葉
前
の
形

が
人
が
こ
ご
ん
で
い
る
よ
う
に
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ク
　

サ

ク　 クク

コ
へ

ゝ

ゝ

ボ

ケズ

ヌ
　
　
　

ギ

ナ
　
　

ラ

ズ
　

ナ
　

ラ

－
フ

－
フ

ク

リ

ソ
　

ソ

ウ

ク
　
　

μ
　
　

マ
　
　
ツ

ケ
　

マ
　

ソ
　

ソ
　

ウ

ゲ

ソ

ノ

シ

ョ

ウ

コ

ヶ
　

ソ
　

ポ
　

ナ

じ
な
し
、
す
な
し

ふ
じ
、
ぶ
し

す
る

と
　

ん
　
ぐ
　

り

し
　
　

だ
　
　

み

し
だ
み
ど
ん
ぐ

り

ご
う

じ

こ

う

じ

こ

ろろ

しし

しし じ
ルゴ

レ ニ

つい な

も
よ
う

ち
ん
ば

な

ち
ょ
う

ち
ん
ぶ
ら

ぎ み り

ｼ
ｰ
ちち

ゴ　 コ

キ　 ウ

ズ　 ボ

ル　 ウ

コ

ブ

サ
　

ル
　

ナ

八

シ
サソス

ラ

ク
チ

ズ

シシ

ノレ

ロ

ル
　

マ
　

メ

ソ
　

ウ

イ

卜
ぐ

ノ ゝ

ス

ズ

メ
ノ

テ

ッ

ポ

ウ

び

ょ

う

ぐ

こ

し

ぐ

んん
ん
　
ぴ

ばささろ ぴ

ま
ん
じ
ゅ
う
ぐ
さ

よ

め

の

わ

ん

見

え
る

果
実

が
梨

に
似
て

い
る
。
酢

い
梨

の
意

山
草
刈

の
時
、
草

を
結
束

し
た

球
形
で
栗
色
と

つ
や
な
ど
で
あ

る
が
食
べ
ら

れ
な
い
「

ど
ん
栗
」
と

い
い
、

ナ
ラ
は
細
長

い
そ
れ

ら
を
「
し

だ
み
」
と

か
「
し

だ
み
ど

ん
ぐ

り
」
と
言

っ
た
と
思

わ
れ

る

毒
草
で
乾
燥
し
て
便

つ
ぼ

へ
入

れ
て

ご
う
じ

（
う
じ
）

を
殺
し

た

山
地

の
じ
く
じ
く
し

た
所

に
育
つ

か
ら

若
芽

が
白

い
か
ら

き

ん
ち
ゃ
く
ば
な
　

い
ず
れ
も
花
の
形
か
ら

果 疫現
実痢の

のに
証

形 効拠
の

い
み
で
り
び

ょ
う
ぐ
さ

は
下

痢

が
あ
り
、
み
こ
し
ぐ
さ
は
熟
し
た

が
祭
の
み
こ
し
を
連
想
し
た
も
の

種
子
を
陳
皮
と
い

て
鈴
の
よ
う
な
音

り

ん
と
う
の
よ
う

の
甘
味
か
お
る

べ

Ｘ

に をし

お
手
玉
な
ど
に
人
九

し
ん
だ
。
果
柄

が
か

肥
大
し
、
か
む
と
一

種

穂
の
香
り
が
よ
い

穂
子
示
落

ち
た
後
の
果

皮
の
形

が
ち
ょ
う

ど

わ
ん
形

を
し
て

い
る

種
子

の
形

か
ら

ふ　しこ

き　ら

あ　く

げ ちか

中 のい 夕　不
に中し ソ　明
廻央五 ポ
転にっ ポ
すおに・
るきさ ム
の 几 ギヽ
を下て ワ
楽かサ ラ
しらルな
む吹マど
い メの
ての花
果果茎

すす せ

い
え

き

こい

ん

ぼこ

卜
　

ψ

し

く

さ

を
四
な

実
を
そ

実
が
空

茎
を
「

ず
い
き
」

と
い
う
こ
と

か
ら
考

え
た

ス
イ
バ
の
酸
味

が
こ

の
よ
う
な
呼

び
方

を
し

た
も
の
で
あ
ろ
う

穂

を
抜

い
て

吹
く
と
ヒ

イ
ヒ

イ
と

な
る

スス

ベ
　

リ々

へ

ヒ
　

ユレ

セ
　
　
ソ
　

ブ
　

リ

ツ　 チ　 タ

ウ
　
　
コ
　

ギ

ク　 ガ

す
べ
り
ひ
よ
う

す
も
と
り
ば
な

と
　

う
　

や
　
く

く

ん

シ　ヤ

つ つ

く

ツ
　

ユ
　

ク
　

サ

ツ

リ

ガ

ネ

ユ

ソ

ジ

ンツ

ル

マ

ナ

ズ

サ

キナ

ナ
　

ッ
　

グ
　

ミ

ナ
　
　

ツ

ヌ

カ セ イ ス

ビ

ト
ノゝ

ゼ

／ ゝ

ノ

コ

ズ

略
牛

ヌ
ル

デ

の

果

ネ

ジ

実 ササチギ

し

ょ

う

ば
　
　

な

し

ん

ぼ

とみ　 イ ほと

ソ たん

とつ　 キ るぽ

ぐ ぐぐ

ぎば　 さ ささ

と
　

こ

ぺ
ん

ぺ

し し

わ
　

か

ん

ぐ

さ

やや

ごが

みみ

こ
ん
ま
ら
は
じ
き

ま
ら

っ

ぱ

じ

き

すし　　 ば

キ

ー

あ

ネ

ズ

ミ

サ

シ

ノゝ　 ノ

ムネ
。フ
　

ド

コ

お
　

の
の

か
　

ん

か
み み

Ｗ

ｋ

ペ ウ ロズ

ひ う

よ　ま

こ ぶ

ぐ　ど

さ　う

音
便
か

を合て 曲こ
しいこが の

だ ｀のっな
先距てか

にを
花 ま

切か冠は
れらを距1

たま
吊を

方せ っも

が
てて っ

負反いて
け 対るい

て
花
柄

が
、

、
し

た
が
っ

方
向

に
引
き

と

い
う
勝
負

当
薬

は
よ
く
病
に
き
く
意
味
。
千
度
ふ
り
出

し
て
も
苦
味
が
あ

る
と

い
う
意

頭
状
花
が
果
実

に
な
る
と
胸
へ
よ
く
つ
く

幼
穂

を
摘

ん
で

口
に
す

る

地
下

か
ら
花
穂
の
出

る
様
子
の
愛
称
か

を ま青
もた藍
むそ色
とのの
イ澄花

の
形

を
ト
ソ

ポ
に
見

た
て
た
、

ん
だ
色
に
蛍
を
連
想
、
花
び
ら

ソ
キ
の
よ
う
な
汁

が
出
る

も れ 若

食 を い

用 蜜 芽

｀と や

根 み 茎

も た を

生 て つ

食 た む

で も と

き の 白

る か い

を
つ
む
と
白
い
汁

が
出
る
。
モ

た
て
た
も
の
か
。
若
い
芽

葉
と

「

常
若
」
常

緑
の
意
か

実
の
形

が
三
味
線

の
ば
ち
に
似
て

い
る
か
ら

不
明

高
さ
四
〇
～

七
〇

皿
の
濯
木
で
、
歩
く
と

ち

ょ
う
ど
小
馬

の
畢
丸

の
あ

た
り

に
あ

た
る
と

の
意
味

ど種
に 子
ふに

れか

る
ぎ

とや
付粘
着膜
すが

あ

り
、
衣
服
や
犬
な

る

実
が
熟
す
と
白
い
粉
が
で
き
、
こ
九
を
な
め

る
と
酸
味
と
塩
気
と
を
感
ず
る

春
の
新

梢
の
葉
柄
や
茎
が
赤
く
美
し
い
か
ら

ネ
ズ
ミ
の
通
り
道
へ
お
い
て
ネ
ズ
ミ
よ
け
に

し
た

人
に
は
食

べ
ら
れ
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
意

葉
や
茎
を
鳥
が
好

ん
で
食

べ
る

j 祁
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ノゝ　 ノゝ

シ

リ　 シ

や

ノ ヘ

こ

へ

ド
　

コ
　

ロ

ヒ
　

カ
　

ゲ
　

ス
　

ゲ

ヒ

メ

ム

カ

シ

ョ

モ

ギヒ
　

ル
　

ム
　

シ
　

ロ

フ

タ

バ
　

（

ギ

（

ナ

ン

テ

ン
（

ギ

）

ホ

タ

ル

ブ

ク

ロ

ママ

コ
　
　
　

モ

ツ
　

バ
　
　

イ

マ

ム

シ

グ

サ

ミ　 マミ

ツ

メ

ソ
　

サ
　

ク

ズ
　
　
　

キ

バ

ッ

ツ

ジ

ヒ
　

シ
　

バ

モ

リ

ア

ザ

ヤ

マ

ボ

ク

゛
ヘ

チ

ヤ
グ

ル

マ

ソ

ウ

ヤ
　

ド
　

リ
　

ギ

ヤ

ナ

ギ
類
（

春

先

）

ヤ

ブ

カ

ン

ゾ

ウ

ユ

ウ

ガ

ギ

ク

ノ

コ

ン

ギ

ク

ユ

キ

ノ

シ

タ

リ

ヨ

ウ

ブ

か
　
し
　

ば
　

み

お

め

き

ぐ

さ

か
み

ゆ

い

ぐ

さ

て

つ

ど

う

ぐ

さ

び
り
も
、
び
る
も

あ

ず

き

っ

ぱ

あ

め

っ

ぷ

り

ち

ょ
う
ち

ん
ば
な

こ ヘヘ い つ

ま び び

みち も し

わよ

く
　
　

も

ぬ
　

の
　
け

の

ま

く

ら

の
か
ん
ざ
し

の

ち

ん

ぼ

や ず

ぶ
　

さ

ま
つ
つ
じ

う

な

ぐ

ゆ
　

う

な さ

や

ま

ご

ぼ

う

五ほ

牛 葉

え
　

ん
　

の
　

こ

と
　

て
　

こ
　

っ
　

こ

か

ん

ぞ

、

か

ん

じ

し

ゃ

ぼ

ん

ぐ

さ

あ
　

わ
　

ぐ
　

さ

い
　

ど
　
ぐ
　

さ

お

か

た

ぐ

さ

び
　

ょ
　

う
　

ぶ

不
明

薬
用

に
使

わ
れ

る
が
有

毒
で
「

わ
め
き
草
」

と

い
う
意

女
の
子

が
い
ろ
い
ろ
な
髪
形

を
作

っ
て
遊
ぶ

帰
化

植
物
で

鉄
道
に
そ
っ
て

分
布

し
た
の
意

不
明

葉
が
ア
ズ
キ
に
似
て

い
て
食
べ
ら
れ
る

梅
雨
の
雨
の
多
い
時
に
咲
く
、

花

が

提
灯

の
よ
う
に
咲
く

不
明

形
態

か
ら
考
え

た
と
思

わ
れ

る

葉
柄

の
斑
点

が
マ
ム

シ
な
ど
に
似
て

い
る

葉

柄
の
形

が
似
て

い
る
か
ら

春

ま
っ
先

に
咲
く
か
ら
と
豊
作

を
念
じ
て

不
明

岩
の
あ
る
よ
う
な
山
に
生
育
す
る
の
意

節
の
曲
が
り

う
だ

か
ら
。

長
す

る
か
ら

方
が
ち
ょ
う
な
（
手
斧
）
の
よ

暦
の
上
の
中
の
こ
ろ
盛
ん
に
仲

モ
リ

ア
ザ
ミ
は
「
や
ま

ご
ぼ
う
」
と
し
て
栽

培
し
て

い
る
。

ヤ
マ
ボ
ク
チ

は
葉

が
ゴ
ボ
ウ

そ
っ
く
り
で
あ

る

矢
車

の
よ
う
な
小
葉

が
五
枚
輪
生

し
て

い
る

万

葉
集
に
「

ほ
よ
」

と
出

て
い
る
か
ら
そ
れ

が
変
化

し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

花
を
犬
の
子
に
見
た
て
た

花
が
鶏
の
と
さ
か
に
似
て
い
る

「

か
ん
ぞ
」

は
若
芽
が
甘
い
た
め

葉
を
心
打
と
石
け

ん
の
よ
う
な
泡
が
で
る

昔

の
つ
る
べ
井
戸

の
石
垣

な
ど

に
生
え

た

リ
ョ
ウ
ブ
を
言

い
ち
が
え

た
の
か
。
木

は
だ

レ

ン

グ

ツ

ツ

ジ

（

オ

ユ

ツ

ツ

ジ

）

ワ
　

レ
　

モ
　

コ
　

ウ

さ

る

す

べ

り

か
　
じ
　

ば
　

な

ぼ

う

ず

ば

な

す

い

か
ぐ

さ

み
ん
み
ん
ぐ
さ

l 之

／ Ｘ

植
物
の
今
昔

が
滑
ら
か
で
滑
り
や
す
い
た
め
に
い
っ
た

取 有花
っ毒の
て成色

もなみ花
むに きの
とお っ形

いてか　く分か
がにら　るを炎

独
得

こ
こ
で

い
う
「
今

昔
」
と
い

う
意
味

を
少
し

は
っ
き
り

さ
せ
て

お
く

。
「
今
」

と
い
う
の
は
、

ほ
ぼ
昭
和
五
八
年
現
在

か
ら
約
一
五
年
ほ
ど
前
ま

で

を

言

う
。

「

昔
」

と
い
う
の
は
五

八
年
現

在
で
七
〇
歳
以
上
八
〇
歳
以
下
ぐ

ら
卜
の
人
で
、

六
〇

～
七
〇

年
前
の
記

憶
が
ほ
ぼ
は
っ
き
り
し
て

い
る
方

々
か
ら
お
聞
き

し
た
も

の
を
、
総
合
考
察
し
て
記

し
た
も
の
と
、
明

確
な
資
料
に
よ
っ
た
も
の
な
ど
で
あ

る
。本

村

に
お
け

る
農
業

の
進
歩
と
最
近
の
交
通
の
発
達
、
河
川
の
改

修

そ

の

他

は
、
自

然
環

境
に
相
当

な
影
響

を
お
よ

ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
て
、
こ
の
項
を

設
け
た
。

‥｛
い
　
昔
の
懐
か
し
い
植
物

霊
松
一
本
木
　
現

在
の
南
箕

輪
小

学
校
の
裏
の
村

道
（

か
つ
て
は
伊
那
街
道
）
に

沿

っ
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
推
定
樹
齢
数
百

年
以
上

、
高
さ
約

二

八

ｍ

、

目
通
り
周
囲
五
ｍ

と
言

わ
れ
た
ア

カ
マ
ツ
が
あ

っ
た
が
、
昭
和
九
年

二

九
三
四
）

の
室
戸

台
風
で
倒

れ
て
し

ま
っ
た
。
（
伝
説
の
項
）

カ

ジ
ノ
キ
の
巨
木
　

田
畑

の
松
屋

の
庭

に
目
通
り
二
抱
え
半
も
あ

る
カ

ジ
ノ
キ

が

あ
っ
て

庭
師
が
手
入

れ
す
る
時

は
、
四
聞
梯
子
で
よ

う
や
く
で
き

た

と

の

こ

と
、
従
っ
て

樹
齢
悠

二
〇
〇
年
以
上

も
過

ぎ
た
も

の
か
も
知

れ
な
い

。
太
平
洋
朧

紹7
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争
中
、
船
材
に
す
る
と
い
う
の
で
伐

採
し
て
し

ま
っ
た
由
、

ぶ
な
科
で
種
名

は
不

明
で
あ
る
。

南
殿
の

カ
ヤ
　
国

道
一
五
三

号
線
の
東
側
で
丁
度
酒
屋

の
玄
関
の
正
面

に
当
た

る
位
置

に
カ
ヤ
の
大
木
が
あ

っ
た
。
目
通
り
周
囲
約
六
・
三
ｍ

、
樹

高

約

三

三

ｍ
、
推
定
樹
齢
数
百
年
、
昭
和
の
初

め
、
道
路
拡
幅
の

た
め
採
伐
さ
れ

た
。

こ
の

カ
ヤ
の
木
が
街
道

に
あ

っ
た
の
で
、
雨
や
ど
り
を
し
た
り
、
盆
ち
ど
り
に

集

っ
た
り
す

る
場
所

に
な

っ
て
い
た
様
で
あ
る
。

ナ
ン
ジ

ャ
モ
ン
ジ

ャ
の
木
　

北
殿
の
車
屋

の
庭
に
昭
和
三
五
～
三

六
年

ご
ろ
、

当
時
目
通
り
周
囲
約
六
三

皿
、
樹
高
約
八
ｍ

の
ギ
ョ
リ
ュ
ウ
が
あ
っ
た
。
車
屋

の

人

を
け
じ
め
誰
も
「

ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
十
の
本
」
だ
と
言
っ
て
し
た
。
調
べ
る
と
、

一
科
一
属
、
漢

字
で
「
榴
柳
」
と
書

い
て

ギ
ョ
リ

ュ
ウ
と

し
い
、
旧
大
陸

に
八
〇

種
あ
り
、
落
葉
高
本

の
庭
園
樹
で
、
葉

は
細
分
し
、
花
は

ピ
ン
ク
の
小
花
で
種
名

が

わ
か
ら
な
い
当
時

は
俗

に
、
こ
の
よ
う
な
呼
び
方
を
し

だ
ら
し

卜
。
現

在
は
伐

採
し
て
し
ま

っ
て
な
い

。

モ
ク
ロ
ン

ジ
　
久
保
の
家
号
下

道
の
裏
庭
で
黒
い
モ

ク
ロ
ソ

ジ
を
拾
し
、

ニ
ワ

ト
リ
の
羽
を
使

っ
て
「
お
い
ば
ね
」

を
こ
し
ら
え

て
遊
ん
だ
。
モ
ク

ロ
ソ
ジ
の
木

は
割
合
に
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
、

高
さ
は
二
五
ｍ
く

ら
い
も
あ

っ
た
高
い
木
で
、
下

道
の
先
代

の
お
じ

い
さ
ん
で
も

植
え

た
も

の
か
も
し

れ
な
い

。
木
の
下

で
実
を
見

つ
け
て
皮
を
か
く
時

ギ
ン
ナ
ン
と
同
じ
よ
う
で
、
変
な
匂
い
が
し
た
。
（
久
保
の
沢

凰
の
矢
沢
は
な
ゑ
さ
ん
、
七
五
歳
の
話
）
モ

ク
ロ
ソ

ジ
は

ム
ク

ス
シ
で
、
む
く
ろ
じ
科

の
熱
帯
か
ら
暖
帯
の
落
葉
高
木
、
葉
は
通
常
一
〇

～

コ
（

小

葉
の
羽

状
複

生
、

花

は
円

錘
花
序
、
淡
緑
色
の
小

花
、
花
後
し
ば
ら
く
し
て

球
状
の
乾
果

を
結
び
、
中

に
一

個
の
黒
卜
硬
い
種
子

が
は
い
っ
て

い
る
。
下
道

の
庭

は
北
風

の
当

た
ら
な
い

日
当

た
り
の
よ
卜
と
こ

ろ
で
あ

る
。
い
ま

ぱ
な
く
な

っ
た
。

中
ノ
原
の
ア
カ

マ
ツ

と
そ
の

並
木
　

大
正
七
～
八
年
こ
ろ
「
上
伊
那
聯
合
運
動

会
」
が
中
ノ
原
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
会
場
は
今
の
伊
那
市
御
園
国
道
一
五
三

号
か
ら
中
央
道
へ
の
道
を
西
進
し
、
沢
尻
箕
輪
線
と
の
交
差
点
か
ら
、
ほ
ぼ
現
在

の
道
の
北
側
の
付
近
が
会
場
で
、
そ
の
辺
か
ら
西
天
竜
水
路
ま
で

に
、
当
時

推

定
、
百
数
十
年
生
の
ア
カ
マ
ツ
が
、
シ
バ
原
と
三
～
四
年
生
く
ら
い
の
小
松
の
原

に
抜
け
出
て
生
え
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
本
は
特
に
高
く
、
ど
こ
か
ら
も
そ
の

美
し
い
枝
ぶ
り
が
見
え
た
。

ま
た
そ
の
こ
ろ
「
ス
ミ
ス
」
と
い
う
飛
行
士
が
、
同
じ
こ
の
中
ノ
原
の
松
並
木

の
場
所
で
飛
行
す
る
と
こ
ろ
を
見
せ
る
と
い
う
の
で
、
見
物
に
行
く
に
も
、
こ
の

特
別
高
い
一
本
の
松
が
目
標
で
あ
っ
た
。
今
は
こ
の
辺
一
面
水
田
と
な
っ
て
跡
形

も
な
い
。

ク
マ
ヤ
ナ
ギ
と
ア
キ
グ
ミ
　
西
天
竜
水
田
一
帯
は
以
前
大
部
分
原
野
で
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
小
資
木
が
つ
く
る
「
く
さ
む
ら
」
が
あ
り
、
な
だ
ら
か
な
起
伏
を
な

し
て
い
た
。
そ
う
し
た
低
い
薮
を
つ
く
る
蔓
性
の
ク
マ
ヤ
ナ
ギ
に
幾
種
類
か
の
コ

ガ
ネ
ム
シ
が
、
多
く
集
ま
っ
て
い
た
。
ク
マ
ヤ
ナ
ギ
は
赤
紫
色
か
ら
黒
熟
す
る
実

で
渋
味
の
強
い
甘
味
で
旨
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
今
は
原
野
そ
の
も
の
が
な
く

な
り
、
く
ろ
う
め
も
ど
き
科
の
ク
マ
ヤ
ナ
ギ
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

ア
キ
グ
ミ
は
秋
に
熟
す
、
俗
に
カ
ワ
ラ
グ
ミ
と
い
う
。
個
体
数
が
少
な
く
な
っ

た
が
大
芝
公
園
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
赤
い
球
形
の
直
径
数
ｍ
の
果
実
と
、
幼

枝
、
葉
に
銀
色
の
小
斑
点
が
全
面
に
あ
る
。
こ
れ
を
検
鏡
す
る
と
放
射
状
で
透
明

な
修
酸
石
灰
の
結
晶
が
み
ら
れ
る
。
鮮
紅
色
に
熟
し
た
果
実
は
、
郷
愁
を
そ
そ

る
味
が
す
る
。

⇔
　

草
木
で
少
な
く
な
っ
た
も
の

オ
キ
ナ
グ
サ
　
西
天
の
開
田
以
前
の
野
原
に
生
え
て
し
た
オ
キ
ナ
グ
サ
は
、
全

草
じ
ゅ
う
毛
に
お
お
か
ね
て
軟
か
く
、
花
は
赤
紫
色
で
美
し
い
、
オ
キ
ナ
グ
サ
の

種
子
が
老
人
の
頭
髪
の
よ
う
に
銀
白
色
で
長
い
、
き
ん
ぽ
う
げ
科
オ
キ
ナ
グ
サ
属

紹2
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の
も
の
、
俗
に
チ
ョ
ン
バ

ナ
と
い
う
。

リ
ン

ド
ウ
と
そ
の
な
か
ま

こ
の
七
～

八
年

の
う
ち
に
、

リ
ン
ド
ウ
、
（

ル
リ
ン
ド
ウ
、

フ
デ
リ

ン
ド
ウ
と

セ
ン
ブ
リ
俗
に
ト
ウ

ヤ
ク
は
ご
く
少
な
く
な
っ
た
。

ネ

ジ
バ
ナ
と
ス
ズ
ラ
ン
　

ネ

ジ
バ

ナ
（
一
名
モ
ジ
ズ
リ
）
は
ら
ん
科
で
花
序
が
、

ね
じ

っ
た
よ
う

に
一
列
に
下

か
ら
咲
い
た
。
花
は
淡
紅
色
至

局
さ

Ｉ
〇

皿
内
外
、

こ
こ
数
年
前
ま
で
は
、
西
天

水
田
の
あ
ぜ
の

シ
バ
の
中

に
見
え

た
。

ス
ズ
ラ

ン
は
ゆ
り
科
で
花

ぽ
っ
ぽ
状
白
色
で
香
気
を
持

つ
、
か
れ
ん
な
花
を
咲

か
せ

る
が
、
乱
獲

の
た
め
か
個
体
が
少
な
く
な

っ
た
。

キ
キ
ョ
ウ
の

な
か
ま

キ
キ
ョ
ウ
は
秋
の
七
草
で

は
「
あ
さ
が

お
」
で
あ
る
が

サ
ワ
ギ
キ

ョ
ウ
、
ア

ゼ

ム
シ

ロ
（
前
出
）
、

ホ
タ
ル
ブ
ク

ペ
　
ッ
リ

ガ
ネ

ユ
ソ

ジ
ソ
、

シ
デ

シ
ャ

ジ
ソ
な
ど

と
、
い
ず
れ
も
少

な
く
な
っ
た
。
環

境
の
変
化
が
生
態

に
影
響
し

た
の

か
も
知
れ

な
い
。

マ
ツ

ム
シ
ソ

ウ
　

ま
つ
む
し
そ

う
科
の
こ
の
花
は
淡
紫
青
色

の
頭
状
花
で
、
細

裂
し
た
葉
と
と
も
に
い
か
に
も
日

本
的
な
感
じ
の
花
で

あ
る
。
こ

れ
も
大
変
少

な

く
な
っ
た
。

そ
の
他
　

秋
の
七
草
の

オ
ミ

ナ
エ
シ
、
フ

ジ
バ

カ
マ
そ
し
て
ワ
レ
モ
コ

ウ
（
俗

に
ボ
ウ
ズ
バ
ナ
）
、
淡
紫
白
色
の
タ
カ
サ
ゴ
ソ

ウ
、

カ
ラ
ス
ノ
ゴ
マ
な
ど

も
め
っ
た

に
見
え
な
く
な

っ
た
。

水
田
で
も

ト
チ

カ
ガ
ミ
、

エ
ビ
モ
、

シ
ャ

ジ
ュ
ク
モ
な
ど
の
少
な
く
な
っ
た
こ

と

は
前
述
し

た
。

句
　

こ
の
ご

ろ
多
く
目
に
つ

く
も
の

最
近

個
体
数
が
増
加
し
て
来

た
も

の
は
、
何
と
い

っ
て
も
帰
化
植
物
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
で

も
、

い
ね
科
、

ま
め
科
、
き
く
科
、

ご
ま
の
は
ぐ
さ
科
、
そ
れ

に
従

来
か
ら
の
、
な
で
し
こ
科
な
ど
、
そ

れ
は
牧
草
、

砂
防
な
ど
で
輸
入

さ

れ

た

も

の
、
あ
る

卜
は
種

々
な
輸
入
品

に
と
も
た
っ
て
入

っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

そ
し
て
我
が
国
の
土
埃
な
い
し
、
そ

の
成
分
と
、

な
ん
ら
か
の
関
係

を
も
つ
も

の
か
も
知

れ
な
い

。

七
　

植

物

と

子

供

の
遊

び

現
代

の
子
供

は
自
然
の
物

を
利
用
す
る
こ
と
が
昔
よ
り
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に

思

う
。
明
治

の
終
り
こ
ろ
か
ら
今
日
ま
で
に
遊

び
に
使

わ
れ
た
植
物
な
ど
に
つ
い

て
記
す
。

勝
負
ご
と

フ　　　　　　マ　　　メ　タ　　　　オ　ス
ジ　　　　　　ツ　　　　ク　ソ　　　オ　ミ
ッ　　　　　　の　　　サ　ポ　　　バ　レ
チ　　　 小　　 の ポ　　 コ の
ョ　　　 枝　　 頭 ・　　 の 花

の　 状 ゲ　 花
先　　　花　ソ　　　茎

ゲ
シ

Tコ
ツ

種

名

と

使

用

箇

所

た ら え 軸 く フ 倒 逆 小 け は 頭 だ 花 ス
方 う て で 軸 ジ し に 枝　 ゜ 同 状 方 茎 ミ
が　 ゜ 入 囲 だ の た 立 の　　 じ 花 が を レ
勝 こ れ ま け 小 方 て 先　　 く を 負 ひ の
ち れ る れ を 葉 が　 ｀ を　　 頭 逆 け っ 花
゜ を　 ゜ だ 決 を 負 床 一　 状 に　 ゜ か を

交 そ 多 め 取 け を ○　 花 下　　 け か
互 の 角 た っ　 ゜ 握cm　　 で げ　　 合 ら
に 入 形 数 て　　 り 位　　 な て　　 っ ま
や れ の だ 軸　　 こ に　　 ぐ 持　　 て せ
っ た 中 け 。　　 ぶ 折　　 つ つ　　 お て
て 本 へ 散 主　　 し っ　　 て て　　 互 勝
｀　数　自　ら　脈　　　で　て　　　花　い　　　い　負
軸　だ　分　し　゛　　　 た　各　　　の　る　　　に　す
の　け　の　 ｀　だ　　　た　自　　　落　の　　　引　る
数　相　軸　モ　け　　　い　一　　　ち　を　　　き
が　手　を　こ　に　　　て　本　　　た　 ｀　　　合
多 方 元 に し　　 ｀ ず　　 ゛ 相　　 い
く か を で　 ｀　　 先 っ　　 ﾌ才゚ 手　　 ｀

な ら そ き 同　　 に 床　 が 方　 切
っ も ろ る じ　　 転 へ　　 負 で　　 れ

作

り

方

遊

び

方

な

ど

銘J
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サ
サ
舟

ス
ス
キ

’
チ

ガ
ヤ
な
ど
い
ね

科
植
物
の
飛
行
機

花
　

輪

サ

サ

ー
ス
ス
キ

ー
ヤ
ブ

カ
ン
ゾ
ウ

ー
チ

ガ
ヤ
な
ど
の
葉

で
舟
を
作
り
、
小

川
や
池
で
競
走
す
る
。

ス

ス
キ

ー
チ

ガ
ヤ
な
ど
を

Ｉ
〇

～
一
五

皿

の

長

さ

に

し
、
そ
の
末
端
を
主
脈
だ
け
残
し
て
二

皿
内
外

を
水
平

尾
翼
と
し
て
て
鋏
を
入
れ
る
。
左
手
の
人
さ
し
指
と
中

指
の
上
へ
、
で
き
た
ヒ
コ
ウ
キ
の
基
部
を

前

方

に

向

け
、
主
脈
以
外

の
葉
身

を
、
同

じ
人
さ
し
指

と
中

指
の

間
を
下

方
へ
通
し
て
、
右
手
で
下
方
へ

強
く
引

く
、
ヒ

コ
ー
キ
の
飛

ん
だ
長

さ
で
競
争

す
る
。

イ　 ツ　 シ
チ　 ツ　 ロ

ョ　ジ　 ツ

ウ　・　 メ

の　 カ　 ク

葉 キ サ
な　 ・

ど　 ゲ
の　 ン

花 ゲ

ゝ　●

種

名

と

使

用

箇

所

腕 の あ ツ シ
輪 紅 る ジ ロ

な 葉 い　 ｀ ッ
ど　し　は　カ　メ

に た
糸 キ ク

し 葉 に の サ
て を 通 花　 ｀
遊 糸 し 冠 ゲ
ぶ　な　｀　を　ン
゜　ど　ま　ナ　ゲ

に　た　ガ　の
通 イ ノゝ 　花
し　チ　ダ　な
て　ョ　サ　ど
｀ ウ の を
ネ ・ 花 編
ッ モ 穂 ん
ク ミ 軸 だ
レ ジ や り

ス な
葉　 ｀

や ど　｀ ツ

作

り

方

遊

び

方

な

ど

笛の
茎 の ム

種　｀ 花 ギ
｀ ア 茎 ・
そ　ソ　｀ ス

の ズ ウ ズ
他　・　ツ　メ

ク　ギ　ノ
ヌ　・　テ

ギ　タ　
ッ

な　ケ　ポ
ど　の　ウ

種

名

と

使

用

箇

所

⌒
中 部 メ キ の ム

子 ｏ ｏ
ダ ゃ さ ギ

言 千 硬 ヶ と ゃ 笛

を
葉 い の ィ　 ゝ　ゝ

を 部 茎 ラ ス ヤ出 出 分
で ギ ズ ブ

ト
じ 作 の メ カ

た　て　
の　る　若　ノ　ソ

笛 作 両 笛 葉 テ ゾ

る
面　 ｀ な　ッ ウ

笛 を ア ど ポ の
゜ 石 ソ に ウ 葉

ク で ズ よ の　 ｀
ヌ す の る 茎 カ
ギ っ 心 草 な ラ

の
て 。 笛 ど ス

種 穴 果　 ｀ の ノ

子 を 肉 ウ 他 ェ
の 明 の ツ　｀ ン
中 け 中 ギ マ　ド

身　｀ 心 や サ ウ

作

り

方

遊

び

方

な

ど

細
工
な
ど

ギ　　　　　　　　 小　　 ｐ　ヤ　　　　 ヤ　　　　　　 コ　ギ　タ
ス　　　　　 麦　 し マ　　　 マ　　　　 ギ ・ ケ
か　　　　　　　　 の　　　　　ラ　　　　　ブ　　　　　　 ・　ク　類
ご　　　　　　　　 と　　　　　ッ　　　　 キ　　　　　　　ゴ　ワ　｀

り　　　　 キ　　　　 や　　　　　　 ボ　・　ド
も　　　　　ョ　　　　 ウ　　　　　　 ウ　ウ　ン

ち　　　　　ウ　　　　　コ　　　　　　　　・ ツ　グ

⌒　　　
ギ　　　　 サ ギ リ

ネ　　　　 の　　　　　　 ワ　・　・

ン　　　　 髄　　　　　　 ラ　タ　ヤ
ブ　　　　　　　　　　　　　　 ウ　ナ

種

名

と

使

用

箇

所

ず
る ソ る で コ ら の ヤ 軽 の ヤ い て 刀 ヤ 砲 メ

オ　 ゜ 以　 ｀ い ム な 長 マ い 髄 マ っ 遊　 ｀ ナ　 ｀ ダ

ム　　
外 そ る ギ い さ ラ 髄 の ブ て ぶ タ ギ 竹 ケ

ギ　　 の の と を よ に ッ を 部 キ サ　 ｀ ウ　｀ と の
の　　 も 途 だ 粒 う 折 キ 抜 分 や ワ 竹 コ　メ　ん 紙
か　　 の 中 ん の に る　ョ い ヘ ウ ラ 馬 ギ ダ ぼ 鉄
ら　　 を 何 だ ま　｀ と ウ て 竹 コ の 作 や ケ　｀ 砲
を　 取 回 ん ま 鎖 き の　｀ ば ギ 枝 りｺ　 ヘ　ド　｀
編　　 り も 粘　 ｀ 状 表 ゃ こ し の 分 は ボ ウ ソ ハ

ん　 去 水 気 一 に 皮 わ れ な 茎 か タ ウ ツ グ チ
で　　 る 洗 こ に 長 を ら を ど を れ ケ の ギ リ　ク

秋　　 と い 夕 ぎ く 残 か 種 を 適 し の 果 な の や

の　　 つ し
士 り 作 し な 々 押 当 た 外 実 ど こ

マ
虫　　 と て Ｔ 口 っ て 花 な し な 部

７ の の ま ダ
を　　 り フ　　 に て　｀ 軸 遊 込 長 分 サ 勲 弓 と ケ

飼　　 も ス
よ

入 遊 そ を び し さ を ン 章 矢 ゃ で
う　　 ち ７

白 れ ぶ の 五 に で に 使 ゲ　｀　｀ じ 作
゜　　゜　と　　　て　 ゜ 表　Ｓ　使　｀ 切　う　１　投　ク　ろ

が グ 筥　 ｀　　 皮 一 つ 白 り　 ゜ チ げ ワ ベ 亘
で ル が か　 を ○ だ 色　｀　 二 合 棒 え 兄
き テ 出 ん　　 切 ｍ　 ° の そ　　 と　つ の　｀ 鉄

作

り

方

遊

び

方

な

ど

女
の
子
に
多
い
遊
び

ヤ　ホ　　　ヒ
の　ウ　　　カ
葉 ズ　 ゲ

キ　　　ス
の　　　ゲ
果

実

ミ

宍

種

名

と

使

用

箇

所

肉 な 赤 を ‾‾1
を　ど　く　こ　か
出 出 熟 し み
し し し ら ゆ
て て た え ゾ

７ ７
果 る く

ほ ほ 実　 ゜ｊ

う　う　を
ず ず 人　 嘸
き　き　形　　　ど
乙 二 。　 立

－に に 頭　　 口
す す に　　 ９
パ ト　 ご

７　
た　　　

ろ
丿　

い
☆ 宍

も 種　　 髪
葉 子　 形

作

り

方

遊

び

方

な

ど

j 討
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ケ

ン

ポ

ナ

シ

の
種

子

イ

ヌ

ク

デ

：

ヽ
ソ

ソ

バ

ー
ウ

ナ

ギ

ヅ

カ
ｑ
Ｘ
 ｉ
サ

ル

マ

メ

’

イ

チ

イ

な

ど

の
果

実

、

カ

キ

ー
イ

チ

ョ
ウ

の

葉

食

べ
も
の

お
手
玉

に
入

れ
て
そ

の
澄

ん
だ
音

を
楽
し
右
。

タ
デ
の
な
か
ま
は
そ

の
果
実

は
美
し
い
色
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
果
実

を「
あ

か
の
ま
ん
ま
」
と
い
い
、
イ
チ
イ
、

サ
ル

マ
メ
な
ど
の
果
実

な
ど

と
、

と
も

に
カ
キ
の
葉
を

手

塩
に
し
て
盛
り
つ
け
て
遊

ぶ
。

ミ　ナ　 ア　 ヌ　ノゝ 　ス　 チ　　　 ス　キ　 ワ　 コ　 ム

シ　 ツ　 ケ　ル　 シ　 ノ　ガ　　　 イ　 ュ　レ　 ウ　ギ

●　ﾉX　ビ　 デ　 バ　 キ　 ヤ　　　 バ　 ウ　 モ　 ボ　 の

コ ゼ ・ の ミ や　　　 と リ コ ウ 黒

ナ ・ ク 果 の カ　　　 イ グ ウ の 穂

シ ェ フ 実 毬 ホク　　　 ク サ の 穂

な　 ビ　 ゛　　 果 ムバ　　　　 ド　　 葉
ど　 ズ　キ　　　　　 ミ　　　　　　リ

の ル イ　　　 の

果
チ　　　　　XI-

。゙ ゴ　　　　
某

実　 コ　　．

種

名

と

使

用

箇

所

こ　里　 こ　 ス　 ノゝ 　葉 幼 ベ ィ 根 葉 コ ム

の の れ ノ シ を 穂 だ 夕 元 の ウ ギ
外 子 ら キ バ か を り　 ド を 汁 ボ の

に 供 の と ミ ん か　 ｀ リ も の ウ ク
も を 果 か　 ｀ で か 塩 は ん 香 の 口

山 よ 実 ス ツ 酸　 ゜ 漬 表 で り か ホ

野 ろ は ノ　 ノ　味　　 け 皮 キ を ん を

lこ　こ　　` 　ミ　ノゝ 　を　　　 に　 を　 ュ　ス　 ば　 な
は ば そ と シ 味　　 す は ウ ィ　 し め

た せ れ い バ う　　 る い リ カ い る
く た ぞ っ ミ　 ○　　　　○　で の に 香　 ゜

さ　 ゜ れ て の　　　　　 ｀ 風 み を

ん　 独 表 種　　　　 ス 味 た か

の　　 特 面 子　　　　 ィ を て ぐ

幸　 の を は　　　　 バ 感 る　 ゜

が　 味 な こ　　　　 は ず　 ゜

あ　 が め う　　　　 そ る

っ　　 あ る ば　　　　　 の　 ゜

だ　　　 っ　 ゜　し　　　　　　　 ま

゜　　　て　　　 い　　　　　　　 ま

山　　　　 ゜　　　　　　　食

作

り

方

遊

び

方

な

ど

そ
の
他

ウ　　　ヤ　カ
チ　　　ブ　ラ

ワ　　　カ　タ
ド　　　ソ　チ
コ　　　　ゾ　の
ロ　　 ウ 果

の　　 の 実
果　　 花
実　　 冠

種

名

と

使

用

箇

所

果 鶏 花 そ
実 の 冠 の

を ま を ま
鼻 ね 花･ ま
の を 梗? ボ
上 す か １

に る　
ら ル

つ　 ゜ 取 に
け　　 っ　し
て　　　て　て

‾1　　ひ 遊て　　
た ぶ

でを　 い　　ｏ
ご　 ゃ

だ　　 鼻

と　　 の
言　　 上
っ　　　に
て　　　の
遊　　 せ
ぶ　　 て

作

り

方

遊

び

方

な

ど

メ
ヒ

シ
バ
の
穂

チ

カ
ラ

シ
バ

穂
と
柄
と
を
使

っ
て
洋
傘

な
ど

を
作

っ
て
遊

ぶ
。

道
に
茂

っ
た
チ
カ
ラ

犬
（

の
葉

を
こ

っ
そ

り
小
み
ち

の

両

側
か
ら
寄

せ
合

っ
て
結

び
「
ひ

っ
こ
く

り
」

だ
と
言

っ
て
友
だ
も
の
転
が
っ
た
り
驚

く
の
を
見
て
遊

ぶ
。

第
八
節
　
南
箕
輪
植
物
目
録

し
だ
植
物
以
上
の
高
等
植
物

に
つ
い
て
、
本
村
内
に
、
自
然
状
態
で
生
育
す
る

種

に
つ
い
て
記
載
す

る
。

分
布

は
生
育
場
所

に
よ
っ
て
次

の
よ
う
に
区
分
す

る
。

「
山
」

は
山
地

の
略
で
山

ろ
く
帯
二
次
林

か
ら
亜
高
山
帯
ま
で

「
原
」

は
原
野

の
略
で
開

墾
さ
れ
た
二
次
林
又

は
そ

れ
以
下

の
主
と
し
て
洪
積

地

の
上

部
か
ら
天

竜
川

段
丘

崖
ま
で

「
川
」

は
川
原

の
略
で
沖
積
地
（
河
川

敷
）

「

特
」

は
集
落
を
中
心
と
し
て
生
育
分

布
し
た
地
域
で

、
他
の
三

つ
の
地
域

と

分
布
上
錯
そ
う
混
交
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

な
お
、
標
本
は
別
に
収
納
し
、
本
村
に
分
布
す
る
種
は
そ
の
旨
を
記

し
た
。

本
目
録

は
昭
和
五
九
年
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
整
備
と
目
録
の
充
実
を

期

待
す
る
。

マ　　 イ ス
ソ ひ　 ヌ ギ と
ネ か　 ド ナ く

壬

ソ げ　 ク　　さ　 困
ス の サ　 科 植
ギ か　　　　 物

ず
ら
科

和

名

○　　 Ｏ Ｏ
Ｏ Ｏ

Ｏ
Ｏ

鱈
‰

ナ フ　　 ホ ア ヒ
ツ ュ は　 ソ ス カ
ノ ノ な　 バ ヒ ゲ

ノゝ ノベわ　 ノ カ ノ
ナ ナ ら　ト ズ カ
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名
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炉‰

紹5



第6 章　植 物

ホ　ノミ　ノゝ ヒ オ ミ ナ ヤ イ フ　　 コ　　 オ ク ク イ　　 ヤ　　 シ　　 ク イ ワ イ オ　　 ヤ ゼ　　 ヒ　　 ナ
ソ デヤ リ メ オ ゾ ソ ブ ワ ク い　 ウ こ　 シ マ サ ヌ お　 マ き　 ノ し　 ジ ワ ラ ヌ ウ わ　 マ ソ ぜ　 口 は　 ガ
バ し マ ガ シ バ シ タ ソ デ ロ わ　 ヤ う　 ダ ワ ソ ガ し　 ソ じ　ブ の　 ヤ ガ ビ シ レ ら　 ド マ ん　
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Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　 Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ
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Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ　　　 Ｏ Ｏ Ｏ
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ソ　　　　　　　 モ　　 ガ　 や　　　 科 物 門　　 ウ ウ よ　キ ブ し　 シ シ ん　 ラ　　し　 シ ビ ダ ゴ
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和

名
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Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ　　　　　　　　　　　 Ｏ　　　 Ｏ　　 Ｏ　　　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ
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炉‰

ミ　ク セ ヤ　　　 ウ　 ア　 オ　 ヘ　 サ　　 ホ　　 ヤ ェ　 ヒ　　 ガ　　　 被　 ネ サ ク ヒ　　 ス
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ツ コ ヤ ノ ニ ヤ ュ オ コ ヤ ヤ シ ウ バ シ ノ　　 コ タ ア ハ イ イ ク ヤ ス ヌ　　　　　コ　　　イ　ツ　　　 イ
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和
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リ　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　 ネ　　　　　 ウ　　　 ケウ　　　　　　　　　　　　　　　 リ

ソ　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　マへ

ウ　　　　　 ウ　　　　　　　　　 イニ
ズ ツ

ノレコ
ソウ

和

名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ
Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ
Ｏ Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ
Ｏ Ｏ　　　　　　　 Ｏ　　　 Ｏ　　　　　 Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ

炉‰

ベ コ タ ｐド ヤ　　 フ ヒ　　 ド ハ　　　　　　　 こ シ セ ジ オ ノ　ミ　　 ノ ア　　 ヒ　キ ロウ オ タ ヤ
ツ ゴ チ ・ロ マ や　 タ ト せ　 ク ソ ど 離　　　 ゾ ュ ィ ガ オ ビ ズ ら　 ハ ヤ あ　 メ　 ク し チ ニ チ マ や
コ　メ　ヤ ワヤ ナ な　 リ リ ん　 ダ ゲ く　 弁

双　
ス ソ タ バ バ ネ ト ん　 ナ メ やｊド バ　 ワ ド ド ノ ま

ャ ャ ナ タナ ラ ぎ　 シ シ リ　 ミ シ だ 花 サ
モ　

ズ ラ カ チ ノ チ ソ 科　 シ　 め　 コ　ド　 ド コ コ ィ の

か ナ ギ ノギ シ 科 ズ ズ よ　　 ョ み 亜 某　 ラ ソ Ｚ ソ ト ド ポ　　 ョ　 科　 ロ　 コ　 コ ｐ ｐ モ い
ギ ギ　　 キ　 。　　 カ カ う　　 ウ 科 綱 植　 ソ　 ズ ウ ソ リ　　　 ウ　　　　　 ｐ　　μ　　　　　　も

つﾉ
ゝ　　　　　　科　　　　　　 物　 デ　 ふ　 ポ　　　　 ブ　　　　　 ⌒　 ⌒　　　　 科
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　 ソ　　　　　　　　　　　　　　　モ　　コ

ロ　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　 ソ　　 ウ　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　ウ
ノ　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そ　　 ウ　　　　　　　　　　　　　　　　 ジ　 ４

キ ギ　　　　　　　　　　　　　　
ご　　　　　　　　　　　　　　　 ド　 リ

． －　　　　　　　　　　　　 フ　　　　　　　　　　　　　 コ　 ド

ド　　　　　　　　　　　　　　 ご　　　　　　　　　　　　　 μ　　コ
Ｊ

和

名

几 ｏ ８ ８　 ８８　
０･ 

○○○○○ｏｏ　 Ｅｊ○　　○　○　○　○叩

８０　　　　　　　　　　　　　０ 鱈‰

ｆ ブ　　　 ヒ ハ ヤ ヤ ケ ミ ブミ ヤ ズヨ オ シ ネ ウ ツ ァ サ イ ク ァ イ　　 オ サ　　 セ コ ネ カ イ オ シ

ス
ナ ぶ　　 メ　ソ ハ マ ヤ ヤ シヤ シ サグ ノ ラ コ ダ ノ サ ワ ヌ マ カ ヌ は　 ニ ワ く　 イ ウ コ ワ ヌ ノ バ

ズ　　な　　 ヤ ノ ズ ハ マ マ し マ 十 ご ソ オ カ シ イ ハ ダ シ シ シ シ シ ん　 グ グ る　 ヨ テ ヤ ヤ コ ェ ヤ

ト　　
科　　 シ キ ハ ソ ノゝ ﾉゝ　　ヤ ブ　 ミ レ ソ デ カ シ　 バ デ デ デ デ の　 ル ル み　 ウ ソ ナ ナ リ ヤ ナ

ャ　　 ソ ノ ソ ソ　 シ シ　 ネ カ バ　　 ソ バ　　　　　　　　 き　 ミ　ミ 科 ハ ヤ ギ ギ ヤ ナ ギ
ブ　　 ノ キ ノ ノ　 ャ　　 バ ソ　　　 バ ミ　　　　　　　　 科　　　　　 コ ナ　　　 ナ ギ

シ　　 キ　 キ キ　 ブ　　 リ ノく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤ ギ　　　 ギ
シ　　　 ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

⌒　　　　Ｑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギケ　　　 ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ
ヤ　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貰
シ　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ

ャ　　　 ァ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 乙

和

名

⊃ ○　　 。○ ○ ○ ○ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ
湿　 ○ ○ ○ Ｏ　　　　　　　　 Ｏ　　 Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ　　　 Ｏ　 Ｏ　 Ｏ

原　 ○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ　　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○　　　 ○ ○

山分
示

特布

j認
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第６章 植 物

ミ　オ タ マ ケ シ グ マ　　 オ ミ　ツ ム ゴ ヤ タ ク　　 ア ク ダ　　 マ チ コ ク ホ　　 ア コ　　 サ イ ル メ

ズ オ ネ ル ジ ャ ソ メ あ　 サ ヤ ル ラ サマ ケ サ け　 ブ ロ ン く　 ツ　ョ ブ ム ウ も　 オ ウ つ　 ソ カ イ ギ

タ
バ ツ バ 十 ニ バ グ ぶ　 バ マ キ サ クェ ニ ノ　し ラヽ モ コ す　 ブ ウ シ シ ノ く　 ツ モ づ　 カ リ・ヨ

ガ タ ケ
ノ ニ ソ イ ソ ら　 グ キ ケ キ し ソ グ オ 科 チ ジ ウ の サ セ　 バ キ れ ズ リ ら　 ョ ソ ウ

ラ ネ バ コ ソ ジ ナ バ な　 サ ケ マ ケ　 ゴ サ ウ　　 ャ　 バ き　　 ソ　　　　 ん　 ラ カ ふ　 ウ ウ ボ
シ ツ ナ ソ ジ ソ ズ イ 科　　 マ ン マ　 サ　　　　 ソ　 イ 科　　 ゴ　　　　 科 フ ズ じ　　　 夕

ケ　　 ロ ソ　　 ナ ナ　　　　 ソ　　 ソ　 ク　　　　　　　　　　　　 ミ　　　　　　 ジ ラ 科　　　 ソ
バ　　 ソ　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　

⌒　　　　　　　　　　　　　　　 シ
ナ　　 ソ　　　　　 ナ　　　　　　　　　　 サ

ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　 サ
バ

ソ

和

名

○ ○ ○ ○ ○　　　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　　 ○ ○ ○　　 ○ ○ ○ ○ ○　　 ○ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ
Ｏ　 Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ　　　　　　 Ｏ

Ｏ　 Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　 Ｏ　　　 Ｏ

山分
原
川

特布
-

タ ノ　ツ ギ イ ウ コ ズ ツ ヨ イ ュ ダ ク チ ア ヤ　　 ヒ オ キ ホ ミ　　 モ　　 ハ ヤ イ ナ ス イ オ コ ウヒ
マ リ ル ソ ワ メ チ ク ル ゴ ワ キ イ ロ ダ カ グ ゆ　 メ　ノ　リ　ソ ツ ペ　 ウ も　 タ マ ヌ ズ カ ヌ ラ ソ ミロ
ア ウ ア バ ガ バ ヤ ヤ ネ レ ネ ノ モ ク ケ シ ル き　 レ マ ソ バ バ ん　 セ う　 ザ ハ ナ ナ シ ガ ソ ロ コノゝ

ジ ツ ジ イ ラ チ ル ク コ ネ コ シ ソ モ サ ョ マ の　 ソ ソ ソ ノ ベ け　 ソ せ　 オ タ ズ　 タ ラ ダ ソ ソコ

サ ギ サ
ソ　ミ　ソ メ シ ノ コ ノ タ ジ ソ シ ウ ソ し　 ゲ ネ ウ キ ソ い　 ゴ ん　　 ザ ナ　　ゴ シ ガ ソ ロソ

イ　　 イ　ウ　　 ウ ル ュ メ ノ メ　　ソ ウ　　マ ウ た　　 ソ　　 リ ケ そ　 ケ ご　　 オ　　　 ボ　　 ラ ウ ソロ

⌒　　　　　 ソ　　　　 メ　ソ　　 ウ　　　　　　 科　　 グ　　 ソ イ　う　　 け　　　　　　　 ウ　　シ　　 ソソ

ゴ　　　　　 ウ　　　　　 ウ　　　　　　　　　　　　　 サ　　 ソ　ソ 科　　 科　　　　　　　　　　 ⌒　　 ウソ
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　し ウ
ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　 ⌒
ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　タ
ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ソ　　　 デ
Ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　 ノ

和

名

⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　　　　　 Ｏ Ｏ
⊃　　　　　 Ｏ　　　　　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　 Ｏ Ｏ　 Ｏ　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ　　　　　　　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

山 分
原
川
特布

チ テ モ ノ キ ワ シ チェ ナ シ モ ク ニ オ ダ カ ミ キ ヒ オ ヘ ヤ ヤ シ コ　　 マ　　 ス ザ ヤ ヤ ウ バ コ ヤ

ョ リ リ イ ソ レ モ ゴビ ワ ナ ミ マ ガ オ イ ワ ツ ジ メ ヘ ビ マ マ モ ゴ ば　 ソ ま　 グ リ ブ こ ツ イ ア マ
ウ ハ イ バ ミ モ ツ Ｊ ガ シ ノ ジ イ イ ダ コ ラ モ ム ヘ ビ イ ブ ブ ツ メ ら　 サ ん　 リ ゴ サ ウ ギ カ ジ ア
ジ ノ バ ラ ズ コ ヶ　 ラ ロ キ イ チ チ イ ン サ ト シ ビ イ チ キ キ ヶ ウ 科　 ク さ　　 ミ ソ ツ　　 ウ サ ジ

ザ イ ラ　　 ヒ ウ ソ　 イ イ イ チ ゴ ゴ コ ソ イ ソr=l イ チ ゴ　 シ　 ツ　　　 く　　　 ザ ギ　 ツ イ サ
ク バ　　　 キ　　 ウ　 チ チ チ ゴ　　　 ソ ウ コ ウ　 チ ゴ　　　 ョ　 ギ　　　 科　　　 シ　　　 ギ　 イ
ラ ラ　　　　　　　　 ゴ ゴ ゴ　　　　 ソ　　　　　　 ゴ　　　　 ウ

⌒　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　マ
ウ
ラ
ジ

rごz
イ

和

名

○　 ○ ○ ○　 ○ ○　　 ○
Ｏ Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ
Ｏ Ｏ Ｏ　　　 Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ
Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ　　　　　 Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ　 Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ

炉‰

ソヤ ヌ フ マ ヤ ネ ハ メ マ イ マ ヤ キ ユ フ イ ク カ サ ネ　　 ア ナ ナ ウ タ カ ザ ウ オ ズ ク ウ イ ミ カ
ドハ ス ジ ル ハ コ イ　ド キ ヌ ル マ ハ ク ジ ヌ ラ ワ イ ム ま　 ズ ソ ナ ラ カ マ イ ラ オ ミ サ ワ ヌ ヤ ス
ウズ ビ カ バ ズ ハ メ ハ ェ ハ バ ハ ギ ノ キ ェ ラ ラ カ ノ め キ キ カ ジ ネ ツ フ ジ ウ　 ボ ミ ザ マ ミ

し`ェ　ト ソ ヤ ソ ギ ド ギ ハ ギ ハ ギ　 キ　　 ソ　 ケ チ キ 科　 ナ ン マ ロ ナ カ リ ロ ラ　　 ケ ズ ク ザ ザ

ソ　ノゝ 　ゾ ハ ウ　 ノゝ 　　ギ　 ギ　　　　　 ジ　 ツ　　　　 シ ナ ド ナ ナ　 ボ ノ ジ　　　 ザ ラ ク ク

ド　ギ　ウ　ズ　　　　ギ　　　　　　　　　　　　　　　ュ　　　メ　　　　　　⌒ ナ　 ナ カ　 ク キ ロ　　　 ク　 ラ ラ
ウ　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　ハ　カ　　　カ　マ　　　　　　ノ　　　　　ラ

⌒　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　マ　　 マ　ド　　　　　　キ
カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　ド　　　ド
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ’
ｍ

和

名

○　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ

Ｏ　 Ｏ　　　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ
Ｏ

鱈‰
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第6 章　植 物

フ　ト ウ メ タ　　 フ ア　　 オ ア チ ア イ ヤ ミ タ ミ ウ　　 ウ　　 ミ キ　　 ナ ア　　 キ　　 ア ツ イ ニ タ
ュ チ ド ダ ラ う　 サ リ あ　 オ レ ョ カ ワ ナ ヤ ニ ズ シ あ　 り う　 ソ カ み　 ツ キ ぐ　 ブ き　 ギ ボ ブ ホ チ

ズ バ　 ラ ノ こ　 モ ノ リ　 マ チ ウ バ ア ギ マ タ タ タ か　 ノ り　 ハ シ そ　 グ グ み　 シ ぶ　 ス ス キ イ ツ
タ ニ　　　 キ ぎ　　 卜 の　 ツ マ ジ ナ カ ラ タ デ マ キ ば　 キ の　 ギ グ は　 ミ　ミ 科　　 し　 ミ　ミ ス タ ボ

⌒ ソ　　　　
科　　 ウ と　 ヨ ツ タ　 バ ソ ニ　 ソ ソ な　　 き　　 サ ぎ　　　　　　 科　レ レ ミ チ ス

キ ジ　　　　　　　 グ う　 イ ョ デ　 ナ　　 タ　　 ウ ウ 科　　 科　　　 科　　　　　　　　　　　 レ ツ ミ
ズ ソ　　　　　　 サ ぐ　 グ イ　　　　　 デ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ボ レ

タ　　　　　　　　　 さ サ グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ス
こ　　　　　　　　　 科　　 サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ

レ

和

名

○ ○ ○ ○ ○　　　　　　 ○ ○　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　　 ○　　　　　　　 ○　　 ○　　 ○ ○ ○ ○ ○
○　　　　　 ○　　 ○ ○ ○　　　　　 Ｏ　　　　　　　　　　　　 Ｏ　　 Ｏ　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ　　　 Ｏ　　　　　　 Ｏ　　 Ｏ
Ｏ　　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ　　　　　　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ

炉‰

イ　　　　　 ゴ ヤ ア ク ミ　　 ヤ シ オ シ ノ セ ム ド イ セ ダ ミ ヤ ヤ ウ ホ オ ノ　　 ノゝ ﾉゝ タ コ ウ ケ ヤ
ワ い　 合　 ゼ マ オ マ ズ み マ シ オ ラ ダ リ カ ク ブ リ ケ ツ ブ ブ マ タ オ チ せ　 リ リ カ シ コ ヤ マ

力 わ　 弁　　 ソ ボ キ ノ キ ず ゼ ウ バ ネ ケ モ ゴ ゼ キ　 ゼ バ ジ ニ ノ ル チ ド り　 ブ ギ ノ ア ギ マ ウ

ガ
う　 花　 タ ウ　　 ミ　　き　 リ　ド セ セ　　ド ニ リ ボ　　 リ　　 ラ ソ ミ サ ド メ 科 キ リ ツ ブ 。 ウ コ

ミ め　 亜　 チ シ　 ズ　 科　　　 ソ ン　 キ ソ　 ウ　　　　 ミ ジ ツ イ メ　　　　　　　　　メ　ラ ヒ コ ギ
科　 綱　 バ　　　 キ　　　　　　 キ キ　　　 ジ　 フ　　　　　 ソ バ コ　　　　　　　　　　 メ ギ

ナ　　　　　　　　　　 ウ ュ　　　 ソ　　 ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウ ⌒
ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ　オ

ギ ニ
し ウ

ギ

和

名

⊃　　　　 ○ ○　 ○ ○　　 ○ ○ ○ ○ ○ Ｏ Ｏ　 Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ

Ｏ　　　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　　　 Ｏ Ｏ

Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ
Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ　　　　　　　 Ｏ

炉‰

ハ ェ　　 サ タ　　 リ　　 サ ク イ オ ヌ コ ッ　　 ア ナ ス ネ ア レ ト ミ ヤ バ ド ホ　　 ギ ウ イ ペ マ
ク　ゴ え　 ワ ソ は　 ョ リ　 ク リ ヌ カ マ ナ マ さ　 ク ッ ノ ジ セ ソ ウ ッ マ イ ウ ッ つ　 ソ メ チ ニ ル い
ウ ノ ご　 フ ナ い　 ウ よ　ラ ソ ヌ ト　ト ス ト く　 シ ハ キ キ ビ ゲ ゴ バ ッ カ ダ ッ つ　 リ ガ ヤ バ バ ち
ソ キ の　 タ サ の　 ブ う　 ソ ソ マ ラ ラ ビ リ ら バ ゼ　　　　 ッ ク ッ ッ ッ ソ ジ じ　 ョ サ ク ナ ノ や

ボ　　
き　 ギ ワ き　　 ぶ　 ウ ウ ト ノ ノ　　 ソ そ　　　　　　　 ッ ミ ッ ジ ッ ッ　　科　 ウ ソ ソ イ イ く

ク　　 科　　 フ 科　　 科　　　 ラ オ オ　　 ウ う　　　　　　　 リ ッ ジ　　 ジ ッ　　　 ソ ウ ウ チ チ そ

タ　　　　　　　　 ノ　　　　　 科　　　　　　　　 バ　　　　 ジ　　　 ウ　　　 ヤ ヤ う
ギ　　　　　　　　 オ　　　　　　　　　　　　　　　　 ッ　　　　　　　　　　　　　 ク ク 科

ッ　　　　　　　　　　　　　　　 ソ　ソ

ジ　　　　　　　　　　　　　　　 ウ　ウ

和

名

○ ○　　 ○ ○　　 ○　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　　 ○ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ
Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ　　 Ｏ

Ｏ Ｏ
Ｏ Ｏ　　　　 Ｏ　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ　 Ｏ

ド
‰

コ　　 ワ キ タ ホ ハ　　 ネ ガヒ ヒ コ　　 ス ィ ガ　　 テ　　 セ リ ノゝ フ ツ コ　　 フ ア　　 ホ コ ィ　　 オ

ム
く　 ス ュ チ タ ナ む　 ナ オメ ル ヒ ひ　 ズ ケ ガ が　ィ き　 ソ ソ ル デ ル ケ リ　ジ ィ ふ　 ソ バ ボ も　 オ

ラ ま　 レ ウ カ ル ィ ら　 シ し ヒ ガ ル る　 サ マ ィ が　 力 よ　ブ ド リ リ リ リ ん　 ウ ナ じ バ ノ タ く　 バ

サ
つ ナ リ メ カ バ さ　 カ　 ル オ ガ が ィ　　 モ い　 力 う　 リ ウ ソ ソ ソ ソ ど　 ツ エ う　 ア ト ノ せ　 ア

キ づ　 グ グ バ ズ ナ き　 ズ　 ガ　 オ お　 コ　　　 も　 ズ ち　　　 ド ド ド ド う　ギ　 つ オ ネ キ い サ

シ ら サ サ ソ ラ　 科　 ラ　 オ　　　 科　　　　 科　 ラ く　　　 ウ ウ ウ ウ 科　　　 き　 ダ リ　 科　 ガ

キ 科　　　 ウ　　　　　　 ⌒　　　　　　　　　　　 と　　　　　　　　　　　　 科 モ コ　　　 ラ

ブ　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　う
言　　　　　　　　　　　　　　 ィ　　　　　　　　　　　　　 科

午　　　　 Ｅ

乙　　　　　　　　　　　　　ﾉﾚ

和

名

○　　　　 ○ ○　　　 ○　　　　　　 ○ ○ Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ　　　 Ｏ　　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ

Ｏ　 Ｏ Ｏ　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ　　　 Ｏ　　　　 Ｏ
Ｏ Ｏ　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ　　　　 Ｏ

Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　　　　　　 Ｏ　　　　　　　　　　 Ｏ
炉‰
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バ
ノ

ホ
ロ
シ
）

Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　　　 ０ ０ ０ ０ ０　　 Ｏ　　　 Ｏ
Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　 ０ ０ ０ ０　 Ｏ Ｏ　 ０ ０ ０ ０ ０　 Ｏ　 Ｏ　　　　　 Ｏ　 Ｏ-

Ｏ　 Ｏ　　 Ｏ Ｏ　　 ０ ０ ０ ０ ０　 Ｏ　 ０ ０ ０ ０　　 Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ　　　　　　 Ｏ
Ｏ Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　　　 Ｏ　 Ｏ

ヒ
ヨ
ド
リ
シ

ョ
ウ
ロ

（

シ
リ
ド
コ

ロ

シ
乙
（

ナ
チ

ョ
ウ
セ
ソ
ア

サ
ガ
オ

ご
ま
の
は
ぐ
さ
科

ミ
ソ

ホ
ウ
ズ
キ

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ

ト
キ
ワ
（

ゼ

ア
ブ
ノ
メ

ア
ゼ
ト
ウ
ガ
ラ

シ

ア
ゼ
ナ

ク

ガ
イ
ソ
ウ

ム
シ
ク
サ

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ

グ
リ

オ

オ
イ

ヌ
ノ

フ
グ
リ

イ

ヌ
ノ
フ

グ
リ

ヒ
キ
ョ

モ
ギ

マ
マ
コ

ナ

ミ
ヤ
マ
マ
マ

＝
ナ

タ
チ
コ
ゴ
メ
グ
サ

コ

シ
オ
ガ
マ

シ
オ

ガ
マ
ギ
ク

ビ
ロ
ウ
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ
（

ニ
ワ

タ

バ
コ
）

た
ぬ
き
も
科

タ
ヌ
キ
モ

は
え
ど
く
そ
う
科

（

エ
ド
ク
ソ

ウ

お
お
ぼ
こ
科

オ
オ
バ
コ

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ

あ
か
ね
科

ヘ
ク
ソ

カ
ズ
ラ

オ
オ
キ
ヌ
タ
ソ
ウ

ア

カ
ネ

カ
ワ
ラ
マ
ツ
バ

ク
ル
マ

ム
グ
ラ

ヤ

エ
ム
グ
ラ

ホ
ソ
バ
ノ

ヨ
ツ
バ

ム
グ
ラ

○
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
○ ○ ○ ○ ○

○
○
○

余○

巴Ｏ

○
Ｏ
Ｏ

○
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

０
０
０

０

○
Ｏ
Ｏ

０
０

０
０

０
０
０
０

Ｏ
Ｏ

オ
オ
バ

ノ
ヤ
エ
ム
グ
ラ

ヨ
ツ
バ

ム
グ
ラ

オ
オ
バ

ノ
ヨ
ツ
バ

ム
グ
ラ

キ
ヌ
タ
ソ

ウ

ク
ル
マ
バ
ソ

ウ

す
い

か
ず
ら
科

ニ
ワ
ト
コ

ソ

ク
ズ

カ
ソ
ボ
ク

ヤ
ブ
デ
マ
リ

ガ
マ
ズ
ミ

コ
バ
ノ

ガ
マ
ズ
ミ

ニ
シ
キ
ウ
ッ
ギ

ス
イ

カ
ズ
ラ

キ
ソ

ギ
ソ

ボ
ク

コ
ウ
グ
イ

ス
カ
グ
ラ

ヤ
マ
ウ
グ
イ

ス
カ
グ
ラ

ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ

れ
ん
ぷ
く

そ
う
科

レ
ソ
プ
ク
ソ

ウ

お
み
な
え
し
科

オ
ト
コ

Ｉ
シ

オ
ミ
ナ

Ｉ
シ

ノ
ジ

シ
ャ

ま
つ

む
し
そ
う
科

マ
ツ

ム
シ
ソ

ウ

ナ
ペ

ナ

う
り
科

キ
カ
ラ

ス
ウ
リ

ス
ズ
メ
ウ
リ

ゴ
キ
ズ
ル

ア
マ
チ
ャ
ズ
ル

ア
レ
チ
ウ
リ

き

き
ょ
う
科

ツ
リ

ガ
ネ
ユ
ソ
ジ
ソ

ソ

バ
ナ

ヤ

マ
ホ
タ
ル
ブ

ク
ロ

シ
デ

シ
ャ
ジ
ソ

○ ○ ○　 ○
○
○

○
０
０
０

０
０

００
０

００
０

０
○　　 ○ ○ ○ ○ ○

Ｏ Ｏ
Ｏ
Ｏ

○
○

Ｏ
ＯＯ

Ｏ

○
○

Ｏ
Ｏ

○ ○

０
０

０
０
０

○
０
０

００

０Ｏ
Ｏ

ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン

キ
キ
ョ
ウ

サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ

ミ
ゾ
カ
ク
シ

き
く
科

（
（

＝
グ
サ

ア
キ
ノ
（
（

コ
グ
サ

チ
チ
コ
グ
サ

ヤ
マ
（
（

コ

カ
ワ
ラ
（
（

コ

カ
セ
ソ
ソ
ウ

オ
グ
ル
マ

ヤ
ブ
タ
バ
コ

ガ
ソ
ク
ビ
ソ
ウ

コ
ヤ
ブ
タ
バ
コ

セ
ソ
ボ
ソ
ヤ
リ

カ
シ
ワ
バ
（

グ
マ

オ
ナ
モ
ミ

ョ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ

サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ

ヒ
ョ
ド
リ
バ
ナ

ア
キ
ノ
キ
リ
ソ
ソ
ウ

ユ
ウ
ガ
ギ
ク

ノ
コ
ソ
ギ
ク

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ソ

（

ル
ジ
ョ
オ
ソ

ヒ
メ
ム
カ
シ
ョ
モ
ギ

ヘ
ラ
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ソ

シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク

フ
キ

ダ
ソ
ド
ボ
μ
ギ
ク

オ
タ
カ
ラ
コ
ウ

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

ノ
ボ
ロ
ギ
ク

キ
オ
ソ

キ
ク
イ
モ

（

ソ
ゴ
ソ
ソ
ウ

ヤ
エ
ザ
キ
オ
オ
（

ソ
ゴ
ソ
ソ
ウ

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　　　　 ○
○ ○　　　　 ○　　　　　　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｏ　　　　　 Ｏ　　　　　　 Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ

Ｏ

○
○
○

０
０
０
０

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

０
０

０
０
０
０

０
０
０

０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０

０
０

０
０
０
０

○　　○
○ ○○

○
○

193
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ヒ オ セ タ コ セ ア メ ノ ョ イ オ オ カ タ リ　ト ヤ ヤ ヤ ウ モ カ サ コ サ
レ ケ イ ウ バ ソ メ ナ ブ モ ヌ オ ト ワ カ ュ キ マ ブ マ ス ミ ニ ワ ウ ワ
ア ラ タ コ ノ ダ リ モ キ ギ ョ ョ コ ラ サ ウ ン ノ レ ダ ゲ ジ コ オ リ ギ

ザ　 カ ギ セ ソ カ ミ　　　 モ モ ョ ョ ブ ノ ソ コ ガ イ タ ガ ウ グ ソ ク
ミ　　 タ　　 ソ グ セ　　　　 ギ ギ モ モ ロ ウ ウ ギ サ ミ マ サ モ ル カ

ウ　 ダ サ ソ　　　　　　 ギ ギ ウ ギ　 リ　　ソ ブ　 リ マ
コ　　 ソ　　 ダ　　　　　　　　　　　　 ク　　 ソ　　ガ キ

ギ　　 グ　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　サ
サ　　 グ

サ

和

名

○　　　　　　 ○ ○ ○ ○ ○　　　　 ○　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　　 ○ ○ ○　 ○

○　 ○ ○ ○
Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ　　　　 Ｏ Ｏ　 Ｏ　　　　　　　 Ｏ

Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ　　　　　 Ｏ　 Ｏ　 Ｏ
炉‰

オ ヤ オ オ ノ ヤ ア タ ノ ニ ヂヂ フ ト ヤ セ カ コ コ ヤ ヤ タ キ モ ノ ノ
オ ク ニ ニ ゲ マ キ カ ニ ガ シシ ク ゲ ナ イ ソ ウ オ ブ マ ム ツ リ ノゝ ア
ブ シ タ ノ シ ニ ノ サ ガ ナ ババ オ ジ ギ ヨ ト ゾ ニ タ ボ ラ ネ ア ラ ザ

タ ソ ビ ゲ　 ガ ノ ゴ ナ　　 リリ ウ シ タ ウ ウ リ ク ビ ク ソ ア ザ ア ミ

ク ウ ラ シ　 ナ ゲ ソ　　　
し

⌒
ソ ヤ ソ タ タ ナ ビ ラ チ ウ ザ ミ ザ

サ　　 コ　　　　　　　シ　ウ　　　　　　イ　ウ　　ポ　ソ　ソ　　 ラ　コ　　　　　ミ　⌒　ミ
ワ　　　 ポ ポ ポI　 コ　　　　　　 ゴ
ニ　　　　 ポ ポ　　　　　　　　 ボ
ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

ザ

/ゝ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

和

名

Ｏ　　 Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ
Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ
Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　 Ｏ Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ　　　　　 Ｏ Ｏ　　 Ｏ　 Ｏ Ｏ　 Ｏ Ｏ　　 Ｏ Ｏ

山分

原
川
特布

第

九
節

茸
　（
キ
ノ
ニ

一
　

菌

類

の

な

か

の

キ

ノ

コ

キ
ノ

Ｊ
類

が
菌
類
中
で

占
め
る
位
置

は
、
植
物
界

全
体

の
中
で

の
顕
花
植
物

に

相
当
し
、
菌
類
（

カ
ビ
や
キ
ノ
言

の
う
ち
で

は
高
等

な
も

の
と

さ
れ

て

い

る

の

で
、

キ
ノ
コ
を
高
等
菌
類
と
も

し
う
。

つぼ の破片

キ ノコの体制図6 －32

の
で
き

る
大
切
な
千
実
体
の
ひ
だ
を
、

て
い
る

。

菌

類

の

本

体

は
、

ご

く

細

い

糸

状

の

菌

糸

と

い

う

も

の

か

ら

で

き

て

い

る

。

こ

の

菌

糸

は

普

通

の

植

物

で

い

え

ば

根

、

茎

、

葉

に

相
当

し

、

種

子

を

作

る

花

に
当

た

る

も

の

が

菌

類

で

は

繁

殖

の

た

め

の

胞

子

（

種
子

に
相
当

す
る
も
の
）
を
作

る

も

の
で

子

実

体

と
呼

ば

れ

る

。

こ

の
子

実

体

が

肉
眼

的

に
大

き

な

も

の

を

一
般

的

に

キ

ノ

コ
と

呼

び
、

そ

う
で

な

い
小

さ

キ ノコ子実体の断面図図6 －33

い
も
の
を

カ
ビ
と
呼

ん
で

い

る
。

こ
の
よ
う
に
、

」
般
に

菌

類
に
は
栄
養
器
官

と
し

て

の
菌
糸
と
、
繁

殖
器
官

と
し
て

の
子

実

体

が

あ

る
。
キ
ノ
コ
類

の
子
実
体

の
構
造

は
図
の
よ
う
で
あ

る
。幼

菌
の
と
き
は
、
胞
子

つ
ぼ
と
つ
ば
と
で
二

重
に
ま
い
て
保
護
し

二
　

村

内
、

県

内

の

キ

ノ

コ

キ
ノ
コ
は
村
内

で
も
し
ろ
い
る
に
利
用

さ
れ
て

い
る
。

行

楽
や
味

覚
を
モ
モ

る
も
の
は
キ
ノ
コ
狩
り
で
あ

る
が
、

何
と
い

っ
て
も
、
秋

の

反
面
で
年

犬

秋

に
な

j 対



茸第9 節

表 ６－ １　 村内及び県内のキノコ種類数

ｺ~ 犬
村
内

県
内

食毒 別 時　　　　 期

食 毒 春 夏 秋 冬

１　子の う菌類
(チャ ワンタ ケ目等) ７ 10 ６ 1(3) １ ７ 10 ０

２　担子菌類　異担子亜綱

( キクラゲ目等) ６ ６ ４ O(2) ４ ６ ６ ４

３　担子菌類　同担子亜綱

①　ビタナシタ ケ目

②　ﾉゝ　ラ タ ヶ 目

③　朧　　菌　　 目

27 33 17 1㈲ ７ 13 29 ６

94 99 84 11(4) ６ 30 86 ３

13 13 ８ O㈲ １ 10 10 ０

合　　　　　　　　　計 137 151 n9 23㈲ 19 681 141 13

る
と
中
毒
患
者
が
報
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
キ
ノ
コ
に
つ

い
て
の
一
般
の
研
究
と
注
意

が
足
り
な
い
こ
と
に
起
因
す

る
。
し
か
し
、
温
度
と
湿
度

の
関
係
で
生
育
す
る
期
間
が

極
め
て
短
い
こ
と
と
、
標
本

の
整
理
方
法
が
や
や
こ

し

く
、
色
の
保
存
が
で
き
な
い

等
で
、
学
者
の
間
で
も
研
究

が
一
番
お
く
れ
て
い
る
。
ま

し
て
、
一
般
人
に
は
研
究
も

む
ず
か
し
い
し
、
そ
の
研
究

の
徹
底
も
困
難
で
あ
る
た
め

で
あ
ろ
う
。

村
内
及
び
県
内
で
採
取

で
き
る
キ
ノ
コ
を
、
分

類
し
て

み
る
と
表

６
１

１
の
よ

う

に
多
種
類

に
の
ぼ

っ
て
い

る
。

村
内
で
確
認
し

た
も

の
が

全
ニ

ー
七
種
中
一
三
七
種
で
六
三
％

、
県
内
で
は
一

五

一
種
の
七
〇
％
で
あ

る
。
キ
ノ

＝
と

い
え
ば
秋
と
思

わ
れ
る
よ
う
に
、
秋

は
県

内

一
五

一
種
中

一
四

一
種
で

九
三
％

が
採
集

さ
れ
た
の
は
当

然
と
し
て
、
春
一
九

種
で
一
三
％

、
冬
で
も
一
三

種
で
九
％

も
あ
る
。
（
県
内
は
主
と
し
て
須
坂
で
確
認
し

か
も
の
で
あ
る
）

三
　

キ

ノ

コ
の

分

類

キ
ノ
コ
を
中

心
と
し
て
菌
類
の
分
類
を
以
下

に
表
示
す
る

。

注　 ○の欄は伊那 保健所主催キ ノコ展示会（56年10月３日）に 出

品された茸73種（会場伊那 農協中央店）

類 （ 菌 類）分

期

そ　の　他
冬秋夏

時一

春

採 集 地

毒食県
内

―村
内

―
○

名

通

し

滝

名科

藻菌類（綱）…………………子実体 （キ ノコ） は作らない。す べて カビの類

四

一

一

○

―

○

○

○

○
　
　
　

○

―○

○

○

○

０

０

０

０

○
　

○

○

○

○

―

②

ツチ クラゲ

キ ンチ ャワソタ ケ

ヒイ ロチ ャワソタ ケ

オオチ ャワソタ ケ

アミガサタケ

シャ グマアミガサタ ケ

アシボソノボリリュウ

ヒ グマア ミガサクケ

１

子のう菌類 （綱）

1） 不整 子のう菌 目

2） チ ャワンタケ目

（1） チ ャワンタ ケ科

Ｉ

Ｈ

2

3

4

5

6

7

（2） ノボリリ ュウ科

○

○

○

○

○

ビ ョ ウタ ケ

ヘ ラ タ ヶ

８

９

3）　ビョウタケ目

（1） ビョウタケ科

（2） テン グノメシガ
イ科

4）　ヒ ポクレア 目

抒5



（1） バッカ クキン科

5）　タマカビ目

（1） クロサイ ワイ タ
ケ科

Ⅲ　担子菌類 （綱）

１　半 担子菌亜綱

２　異 担子菌亜綱

1） キクラゲ目

（1） キ クラゲ科

2）　シロキ クラゲ目

（1） シロキ クラゲ科

3） アカキ クラゲ目

（1） アカキ クラゲ科

３　同担子菌亜 綱

1）　ヒダナシタケ目

（1） ホウキタケ科

（2） コウヤクタ ケ科

（3） アソズタ ケ科

（4） イボタヶ科

⑤　ハリタケ科

(6)

(7)

カソゾウタヶ科

シワタヶ科

㈲　イ ドタヶ科

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

セミタケ

サナギタヶ

マ メザ ヤ タ ケ

チ ャ コブ タ ケ

アラゲキクラゲ

キクラゲ

シロキ クラゲ

ハナビラニカ フタ ケ

ニカワハリタ ケ

アカキ クラゲ

ツノマタタ ケ

ニカ ワホ ウキタケ

ホウキタ ケ

ハナホウキタケ

スリコギタケ

ムラサキナギナタタ ケ

キホウキタケ

コガネホウキタ ケ

ハナビラタケ

ハナウμコタケ

アンズタケ

ウスタ ケ

クロラッパタ ケ

トキイ ロラッパタケ

クロカ ワ

コウタ ケ

ケロ ウジ

ブナハリタ ケ

ヤマブ シタ ケ

カノシタ

シロカノシタ

マッバハリタケ

カソゾウタケ

シワタ ケ

ナ ミダ タ ヶ

③

Ｏ

○
○

1０
０

０
０

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ
　

０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

④
⑤
　
　

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑩

⑩

○

○

Ｏ
Ｏ
Ｏ

○

○

○

⑩
　
　
⑩

？

？

○
○

○

○

○

○

○
○

０

０

０

０

０

０

？

・
　
　

？

Ｏ
　

Ｏ

Ｏ

○

○

０

０

０

０

０

０

０

○

嫡

嫡

● ● 丿 ● ● ●

第6 章　植

一

一

一

一

一

一

物

セミの踊 （さ
なぎ）に寄生

珍味

美味

材の白くざれ
を おこす

建物の木材を
くさらせる

j％



第 ９節　　 茸

㈲　サ ルノ コシカ ケ
科

㈲　キコブタケ科

2） ハ ラ タ ケ 目

（1）　スノ リ ガサ 科

（2） キ シメジ科

四7

５
　

６
　

７

８

４
　

４
　

４

４

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

ニンギ ョウタ ケ

ヒトクチタ ケ

カイ メソタ ケ

マンネソタケ

マゴジャクシ

マスタケ

マイタケ

ツガサルノコシカケ

ア シグT=2夕ヶ

オツネソタヶモドキ

ツリガネタヶ

コフキサルノコシカケ

ウチ ワタ ケ

ニッケイタ ケ

ヒイ ロタ ケ

アラゲカ ワラタ ケ

カワラタケ

カイ ガラタヶ

キカイ ガラタ ヶ

アミスギタヶ

ハチノスタケ

キコブタケ

アズマタケ

ワヒダタケ

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○⑩

○ ○

○
　
　

○

○
　
　

○

○

○

○

○
―

⑩

⑤

普通の茸 はほ とんどこの（ 目

オト メノカサ

ハ ダイロガサ

サ クラ シメジ

ブナ ヌメリガサ

シモフリ ヌメリガサ

キ ヌメリガサタ ケ

マ ツタ ケ

ユセマ ツタ ケ

バ カマ ツタ ケ

マ ツタケモドキ

キ シメジ

ホンシメジ （シメジ）

シャカシメジ（センボ
ンシメジ）

キッネクケ

シロシメジ

ウラ ムラサキ

マツオウジ

モ ミタ ケ

スギヒラタケ

サマ ツモドキ

スギェダタ ケ

ヒ メカバイロタヶ

⑩

⑩

○

○

Ｏ

Ｏ
（

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ル

○

○

○

Ｏ

Ｏ

○
○
○
０
０
０

０

０
０
０
　

０
０
０

０

０
０
０
　
　

Ｏ
Ｏ

Ｏ

酋
⑩
　
　

図

皆
⑩

○

○
○
○
○
○
○
　

○
○

○
○
０
０
０
０
０
０

Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
　

Ｏ
Ｏ

⑤

-

-

-

-

･ ･  ． ｜

-

一

一

-



（3） テ ン グタ ケ 科･

（4） ハラタケ科
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図6 －35　マ イ タ ケ（食用）（信州きのこ百科より）

図6 －37　 ホコリタケ（ キツネノチ ャブ ク○ （ 食用）
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図6 －34　 コガネホウキタケ（毒）（『原色きのこ』より）

図6 －36　 ス ッポンタケ（ 食用）
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3） 腹菌 目

（1） クチ ベニタ ケ科

（2） スッポンタケ科

（3） アカカゴタケ科

（4） ホコリタケ科

㈲　コフキ クロツチ
ガキ科
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四
　

食

用

キ

ノ

コ

山
野

に
自
生
し
、

わ
れ
わ
れ
の
食
卓

を
豊

か
に
し
て
く
れ

る
秋
の
味
覚
と
し
て

の
キ
ノ
コ
は
、

欠
か
す
こ
と
が
で
き
た
い
く
ら
い
重
宝
が
ら
れ
て
い
る

。
キ
ノ
コ

の
味
と
香
り

は
格
別
で
あ

る
が
、
有
毒

か
無
毒

か
の
判
別
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

Ｘ

Ｏ

ｔ

前
表
の
よ
う

に
た
く
さ
ん
あ
る

キ
ノ
コ
の
う
ち
で
、
本
村
で
ご
く
普
通
に
採
れ

て
だ
れ
も
手

に
す

る
こ
と
の
で
き

る
キ
ノ
コ
を

Ｉ
〇

種
ほ
ど
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う

で
あ

る
。

ク
リ

タ
ケ
・

ナ
ラ

ク
ケ

ー（

ツ

ク
ケ

ー
ヌ

メ
リ
イ

グ
チ

ー
キ

ク
ラ

ゲ

ー
ヒ
ラ

ク

ケ

ー
ホ
テ
イ

シ
メ
ジ

ー
カ
ラ

カ
サ
タ
ケ

ー
Ｉ
ノ
キ

タ
ケ

ー
オ
ト

メ
ノ
カ
サ

以
下

、
こ
の

キ
ノ
コ
に
つ
い
て
若
干

の
解
説
を
す
る
。

ク
リ
タ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ

エ
ギ

タ
ケ
科

秋
季
広
葉
樹
（

主
と
し
て
）
の
切

り
株
、

倒
木
、
枯
幹
あ

る
い
は
そ

の
周
囲

に
群

生
す
る
。
傘

の
色

が
栗
色
で
、
出
始

め
は
淡
黄
色
鮮

や
か
で
美
し
い

。
群
生
す

る

の
で
見

事
で

あ
る
。
一

か
所
で

び
く
一
杯
採

れ
る
こ
と
も
あ

る
。
大
き
な

の
ぱ
傘

の
直

径
一
五
ｍ

も
あ

り
、
茎

の
長

さ
三
～
一
五
ｍ

、
ひ

だ
ぱ
密
で

ぱ
じ

め
は
黄
白

色
、

の
ち
に
淡
紫
褐
色
と

な
る
。
胞
子

の
色
、
胞
子
紋

は
紫
褐
色

。
味
は

ご
く
上

位
で

あ
る
。

似

た
キ
ノ
コ
に
毒
菌

の
ニ

ガ
ク
リ

タ
ケ
が
あ
り
、
色
・
形
な
ど
よ
く
似
て

卜
る

が
、

ニ

ガ
ク
リ

タ
ケ
は
色
が
黄
色
～
硫
黄
色
、
味
が
苦
い
の
で
か

め
ば
す
ぐ
わ
か

る
。
か
ん
で
苦

さ
を
見
て
も
あ
と

は
つ
ば
と
共

に
吐
き
捨
て
れ
ば
よ
し

。
か
ん
で

苦

さ
を
見
た
程
度
で
毒
に
当
た

る
こ
と
は
決
し
て
な
い

。

ナ
ラ
タ
ケ
（
地
方
名
モ
ト
ア
シ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
シ
メ
ジ
科

春
か
ら
秋

に
か
け
て
広
葉
樹
や
針
葉
樹
の
切
り
株
、
倒
木
、
埋
れ
木
上

に
群
生

す
る

。
隣
家
の
竹
や
ぶ
横
の
庭
に
群
生
、
余
り
大
き
い
の
で
驚
い
た
が
ナ
ラ

タ
ケ

で
あ

っ
た
。
道

ば
た
の
草

の
中

に
も
あ

る
し
、
町
中
の
せ
ぎ
の
杭
に

も

出

て

い

た
。
味

は
良
い

。
傘

は
径
三
～
一
一
ｍ

く
ら
い

。
は
じ

め
は
半
球
形
の
ち
に
丸
山

（ 原 色 き の こ よ り）図6 －38　 ナ ラ タ ケ（ 食用）

形

か
ら
開
く
と
偏
平

と
な

る
。
淡
褐
色
な
い
し
淡
黄

褐
色
で
中

央
部
に
濃
色
の

細
か
い
さ
さ
く
れ
を
密
生

し
、

周
辺
に
は
放
射
状
の

条
線
を
あ
ら
わ
す
。
肉
は

白
色
～
帯

黄
色
、

に
お
し

は
弱

く
ほ
と
ん
ど
無
味

。

ひ

だ
は
や
や
密
で

け
じ

め

白
色
、

の
ち
淡
褐
色

の
し

み

を
生
じ
茎

に
直
生
又
は

垂
生
す

る
。
茎
は
四
～
一

○
『

径
五
～
一
一
皿
ぐ
ら
い
で
、
上
下
同
大
又
は
下
方
が
や
や
太
ま
り
、
上
部

は
白
色
で
っ
ば
を
生
じ
、
下
方
は
黒
味
を
帯
び
つ
ぼ
は
な
い
。
胞
子
紋
は
ク
リ
ー

ム
色
。
味
は
歯
切
れ
よ
く
、
口
あ
た
り
も
よ
い
食
菌
で
あ
る
。
よ
く
似
て
い
る
も

の
に
ナ
ラ
ク
ケ
モ
ド
キ
（
食
菌
）
が
あ
る
が
、
こ
の
方
は
つ
は
か
な
い
。

ハ
ツ
タ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ニ
タ
ケ
科

九
月
ご
ろ
ア
カ
マ
ツ
林
の
地
上
に
点
々
と
、
ま
た
群
が
っ
て
生
え
る
。
傘
は
五

～
一
〇
『

中
央
が
く
ぼ
ん
で
じ
ょ
う
ご
形
に
た
り
、
赤
褐
色
で
濃
色
の
同
心
紋

か
お
る
。
ひ
だ
ぱ
茎
に
垂
生
し
て
密
、
傘
と
同
色
で
あ
る
。
茎
は
短
足
形
で
長
さ

三
～
五
ｍ
、
径
一
～
二
皿
。
傷
つ
け
る
と
紅
色
の
乳
液
が
青
く
変
わ
る
。
胞
子
紋

は
淡
黄
色
、
傘
も
茎
も
も
ろ
く
す
ぐ
こ
わ
れ
る
。

ヌ
メ
リ
イ
ゲ
チ
（
ジ
コ
ボ
ウ
ー
リ
コ
ボ
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　イ
グ
チ
科

即2
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ま
れ
に
五
月
、
普
通
は
夏
か
ら
秋
に
、
ア
カ
マ
ツ
や
マ
ツ
が
混
じ
る
雑
木
林
に

点
々
と
発
生
、
ま
た
は
群
生
す
る
。
傘
は
径
三
～
一
四
皿
く
ら
い
、
丸
山
形
か
ら

開
い
て
平
ら
に
な
る
。
表
面
は
暗
赤
褐
色
で
強
い
粘
性
が
あ
る
。
下
面
は
幼
時
は

被
膜
で
お
お
わ
れ
る
が
傘
が
開
く
と
破
れ
る
。
管
孔
は
茎
に
直
生
し
、
淡
黄
色
の

ち
に
黄
褐
色
と
な
る
。
茎
は
長
さ
四
～
一
〇
？

径
約
一
～
一
・
五
ｍ
く
ら
い
、

白
黄
色
で
細
か
い
粒
点
が
あ
り
、
内
部
は
充
実
、
上
部
に
つ
ば
か
お
る
。
胞
子
紋

は
さ
び
褐
色
。
昔
か
ら
よ
く
採
っ
た
親
し
み
の
あ
る
食
用
キ
ノ
コ
で
あ
る
。

キ
ク
ラ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ク
ラ
ゲ
科図6 －39　 キ ク ラ ゲ（食用）

（原色きのこより）

春
か
ら
秋
に
か
げ
て
各
種
広
葉
樹
の
枯
れ
幹
、
倒
木
、
切
り
株
、
枯
れ
枝
に
群

生
す
る
。
ゼ
ラ
チ
ン
質
で
乾
く
と
収
縮
し
て
硬
く
な
る
。
耳
状
、
波
形

に
屈

曲

し
、
皿
か
か
ち
ん
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
の
キ
ノ
コ
、
上
面
は
暗
褐
色
～
黒
褐
色
、

下
面
は
上
面
よ
り
淡
い
色
。
中
華
料
理
に
必
ず
入
っ
て
い
る
。
桑
の
枯
木
に
よ
く

で
き
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
リ
の
枯
木
や
幹
に
も
で
き
る
。
採
っ
て
も
ま
た
出

て
く
る
。
道
を
通
る
と
き
は
枯
木
を
見
て
通
る
の
が
楽
し
い
。

ヒ
ラ
タ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
メ
ジ
科

春
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
、
と
き
に
は
一
二
月
ま
で
発
生
す
る
。
各
種
広
葉
樹
の

図6 －40　 ヒ ラ タ ケ（食用）

（信州きのこ百 科より）

枯

れ
木

、

切

り

株

な

ど

に

重

な

り

あ

っ

て

群

生

す

る

。

傘

は

径

五

～

一

五

０１
、

半

円

形

か

扇

形

で

あ

り

、

表

面

は

灰

白

色

で

ひ

だ

は
や

や

疎

で

茎
に
垂
生
、
白
色
～
ク
リ
ー
ム
色
で
あ
る
。
茎
は
中
心
を
は
ず
れ
て
側

方
に
つ

き
、
長
さ
Ｉ
～
四
皿
、
径
一
～
二
皿
で
白
色
で
根
元
に
白
色
の
毛
か
お
る
。
田
舎

道
を
歩
く
時
ク
ル
ミ
の
木
の
枯
枝
、
枯
本
が
あ
っ
た
ら
見
る
こ
と
、
大
き
な
キ
ノ

コ
で
あ
り
遠
く
か
ら
で
屯
見
え
る
の
で
見
付
け
易
い
。
久
保
・
塩
ノ
井
・
西
天
竜

図6 －41　 ホテイシメジ（ 食用）（信州きのこ百科 より）

の
道
を
通

る
時

は
よ
く
発
見
し

た
。

人
工

栽
培
さ
れ
「

信
州

シ
メ
ジ
」
と

し
て
市

販
さ
れ
て

い
る
の
は
こ

の
ヒ

ラ

タ
ケ
で
あ
る
。

ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
　
　
　

シ
メ
ジ
科

九
～
一
〇
月
中
旬

に
雑
木

林
、

カ

ラ
マ
ツ
林
の
地
上

に
散
生
又
は
群
生

す
る
。
傘
は
径
三
～

七

皿
く
ら
い
。

丸
山
形

か
ら
平

ら
に
開
き
、
中
央
部

が
く
ぼ
む
。
表
面

は
帯
黄
灰
褐
色
な

い
し
灰
黒
色
で
平
滑
、
ひ
だ
は
や
や

疎
で
茎

に
垂

生
し
白
色
～
帯
黄
色
で
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あ

る
。
茎

は
長

さ
三
～
六
ｍ

、
径
〇
・

六
～
一

皿
く

ら
い
で
、
傘
と

ほ
ぼ
同
色
、

下

部
は
太
く
な

る
。
こ
の
点
が
ほ
て
い
様

に
似
て
い

る
の
で

ホ
テ
イ

シ
メ
ジ
と
い

う
名
が
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。
茎
の
内

部
は
充
実
し
て
い
る
。
胞
子
紋
は
白
い
。
酒

と
一

緒
に
食

べ
る
と
悪
酔

い
す
る
か
ら
注
意

し
た
い
。

カ
ラ
カ
サ

タ
ケ
（
地
方
名
－

カ
ラ
カ
サ
・
ニ
ギ
リ
タ
ケ
）
　
（

ラ

タ
ケ
科

九
月
上
旬
～
一
〇
月
下

旬

に
針
葉
樹
林
、
広
葉
樹
林
内

申
草
原

の
地
上

に
群
生

図6 －42　 カ ラカサダヶ（食用）（ 信州きのこ百科より）

す

る
。
傘
の
径
三
〇

０１
に
も
な

る
大

き
な

キ
ノ
コ
、
卵
形

か

ら

丸

山

形

で
、
開
く
と
中
高
の
偏
平
に
な
る
。

表
面

は
褐
色
～
栗

褐
色
で
、
け
じ
め

は
平
滑

で
あ
る
が
開

く
に
従
っ
て
き

裂

が
で

き
、
鱗

片
と
な
る
。
ひ

だ
ぱ

密
で
白
色
、
茎

は

Ｉ
〇
～
四
〇
ｍ

、

径
一
～
三
ｍ

程
度
で
動
き
や
す
い
つ

ば
が
あ

る
。
内
部
は
中
空

。
胞
子
紋

は
白
色
、
名
は
傘

に
似
て
い

る
か
ら

だ
ろ
う
し
、
地
方
名
の

ニ
ギ
リ

タ
ケ

は
こ
の
キ
ノ
コ
を
手
で
握
っ
て
も
離

す
と
ま
た
も
と
の
キ
ノ
コ
の
形
に
も
ど
る
か
ら
で
あ
る
。
肉
ぱ
や
わ
ら
か
く
歯
切

れ
も
よ
く
お
い
し
い
。
村
内
各
所
で
発
生
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
久
保

の
お
宮

（
神
明
宮
）
の
林
内
の
草
地
で
時
々
採
っ
て
食
し
た
。

エ
ノ
キ
タ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
メ
ジ
科

年
中
出
る
が
主
と
し
て
秋
か
ら
冬
春
に
、
広
葉
樹
の
枯
れ
株
、
枯
れ
幹
に
群
生

す
る
。
傘
は
径
二
～
八
ｍ
ぐ
ら
い
、
半
球
形
か
ら
開
く
と
偏
平
に
な
る
。
表
面
は

黄
褐
色
～
く
り
褐
色
で
、
湿
め
っ
て
い
る
と
強
い
粘
性
が
あ
る
。
ひ
だ
は
や
や
疎

で
、
白
又
は
淡
黄
色
で
茎
に
上
生
か
湾
生
す
る
。
茎
は
長
さ
二
～
一
〇
ｍ
、
太
さ

二
～
八
ｍ
、
強
じ
ん
な
肉
質
で
下
方
は
暗
褐
色
、
細
毛
か
お
る
。
胞
子

紋

は
白

い
。
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
エ
ノ
キ
タ
ケ
は
細
く
白
黄
色
だ
が
、
天
然
の
も
の
は

黄
褐
色
で
、
い
か
に
も
キ
ノ
コ
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
冬
で
も
村
中
の
道
を
歩
く

時
枯
木
に
時
々
東
生
し
て
い
る
こ
の
キ
ノ
コ
を
発
見
す
る
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

オ
ト
メ
ノ
カ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
カ
ヤ
マ
タ
ケ
科

九
～
一
〇
月
こ
ろ
カ
ラ
マ
ツ
林
な
ど
の
地
上
に
群
生
す
る
。
白
色
で
小
さ
い
の

で
コ
ソ
キ
タ
ケ
と
地
方
で
い
っ
て
い
る
が
、
味
は
良
い
。
傘
は
径
二
～
五
皿
く
ら

い
、
丸
山
形
か
ら
中
高
の
偏
平
で
あ
る
。
表
面
は
白
色
、
ひ
だ
は
疎
で
茎
に
垂
生

し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
茎
は
長
さ
三
～
七
『

径
六
～
二

臨

ぐ
ら
い
で

中
空
、
傘
と
同
色
で
あ
る
。
胞
子
紋
は
白
色
。
ど
こ
で
歩
い
て
も
カ
ラ
マ
ツ
林
が

あ
る
と
見
る
こ
と
。
さ
わ
や
か
な
歯
切
れ
は
格
別
だ
。
何
の
料
理
に
も
あ
う
。

五
　

毒

キ

ノ

コ

キ
ノ
コ
は
植
物
と
同
様
に
種
類
が
非
常
に
多
い
が
、
毒
キ
ノ
コ
は
少
な
い
。
二

〇
種
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
こ
の
毒
に
当
た
る
と
生
命
に
か
か
お
る
場
合
が
あ
る
。

キ
ノ
コ
の
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
余
り
に
数
の
多
い
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
＝
を

覚
え
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
数
の
少
な
い
毒
キ
ノ
コ
を
覚
え
る
の
が

よ
い
。い｛

い
　毒
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
の
迷
信
と
そ
の
解
明

Ｉ
　
茎
が
縦
に
裂
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
。

毒
キ
ノ
コ
は
ほ
と
ん
ど
縦
に
さ
け
な
い
。
食
菌
で
縦
に
さ
け
な
い
キ
ノ
コ
は
い

く
ら
で
も
あ
る
。
ベ
ニ
タ
ケ
科
の
ほ
と
ん
ど
の
キ
ノ
コ
は
縦
に
さ
け
な
い
。
例
え

ば
（

ツ
タ
ケ
、
チ
チ
タ
ケ
な
ど
。

２
　
毒
キ
ノ
コ
は
色
が
美
し
い
。
毒
々
し
い
色
を
し
て
い
る
。
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ほ
と
ん
ど
の
毒
キ
ノ
コ
は
毒
々
し
い
色
で
は
な
い
。
美
し
い
毒
キ
ノ
コ
は
ベ
ニ

テ
ン
グ
タ
ケ
だ
げ
で
あ
る
。

３
　
ナ
ス
と
煮
る
と
中
毒
し
な
い
。

ナ
ス
に
こ
の
よ
う
な
毒
を
消
す
効
果
は
な
い
。
キ
ノ
コ
の
毒
成
分
は
化
学
的
に

多
種
で
あ
っ
て
、
ナ
ス
の
成
分
で
中
和
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

４
　
塩
漬
け
に
す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
軽
毒
の
カ
キ
シ
メ
ジ
、
サ
マ
ツ
モ
ド
キ
だ
け
で
、
強
毒
の
毒
キ
ノ
コ
は

塩
漬
け
に
し
て
も
、
乾
燥
し
て
も
毒
は
消
え
な
い
。

５
　
ナ
メ
ク
ジ
や
虫
が
食
べ
て
い
る
キ
ノ
コ
は
食
べ
ら
れ
る
。

人
間
は
ナ
メ
ク
ジ
で
は
な
い
。
猛
毒
キ
ノ
コ
の
ツ
キ
ョ
タ
ケ
、
テ
ン
グ
タ
ケ
の

な
か
ま
の
キ
ノ
コ
で
も
虫
、
ナ
メ
ク
ジ
が
食
っ
て
い
る
。

６
　
油
で
い
た
め
る
（
高
熱
処
理
）
こ
と
に
よ
っ
て
無
毒
と
な
る
キ
ノ
コ
は
な

い
。以

上
の
よ
う
に
、
毒
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方
冲
食
べ
方
の
俗
信
は
ほ
と
ん
ど
信
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
や
は
り
毒
キ
ノ
コ
を
し
っ
か
り
覚
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。⇔

　

毒
キ
ノ
コ
の
種
類

毒
キ
ノ
コ
乞
朋
記
分
類
表
か
ら
抽
出
し
て
、
そ
の
毒
性
や
症
状
を
表
示

す
る

と
、
表
６
１
２
の
よ
う
に
な
る
。

表 ６－ ２　 毒キノコの毒性（○猛毒　 ○毒　 △低毒）

NO。 種　　　　　 類 所　属　科　名 毒
性

柚 内
採 集

体調に現われる症状 備　　　　　　　　　 考

5

23

88

94

115

117

118

119

120

121

122

137

143

162

163

191

シ ヤグマアミガサクケ

ハナホウキタケ

サツマモドキ

ツキョタ ケ

マツ シメジ（カキシメ
ジ）

タマ ゴテソ グダ ケ

シロタマ ゴテソグダケ

ド クツルタ ケ

テングタヶ

ペニテソグタ ケ

オオワライ タヶ

ワライタヶ

ニガ クリタケ

イ ツポソシメジ

クサウラペニタケ

ニセ クl=2ハツ

ノ ボ リ リ ュ ウ科

ホ ウキ タ ヶ科

キ シｙ ジ科

〃

〃

テ ン グタ ケ科

〃

〃

々

々

μ

〃

モ エ ギタ ケ科

イ ッ ポ ン シ メ ジ科

々

ベ ニ タ ケ科

○

△

△

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○
○
○

○

○

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
Ｏ

嘔吐・下 痢・ 黄 だ ん 症
状・血 便

嘔吐・下 痢

下 痢

嘔吐・下 痢・腹痛

嘔吐・下 痢・腹痛

中枢神経障害,けい れん，
意識不明，半数以上死亡

同　上

嘔吐・下痢・脱水症状

嘔吐・下痢・視力障害・
うわごと

同　上　　 死亡 は稀

神経系統がおかされ笑い
出す

神経系統がおかされて大
いにわらい出す

死に至る場合死者の全身
に紫斑を生ず

嘔吐・腹痛・下痢

〃

嘔吐 ・下 痢・言語意識不
明，死亡する場合多し

毒性強く死に 至る

ブナ・イタヤカエデの枯木
に群生，ヒダに発光性あり

広葉樹林に多く，ヒダに 茶
色 のシミができる

広葉樹林に孤生

松 林に生じ，傘の表面と茎

の根毛とに白いいぼがある

カンパ林に生じる

翌 日は回復する

朽ちだからや堆肥に生ずる

味はに かい

雑木林に孤生 また群生

々

シィ の林に孤生， 肉は空気
に触れると赤 味を帯 びる

2 邸



物第６章　植

匂
　

毒
の
成
分
と
解
毒
の
方
法

キ

ノ
コ
の
毒
成
分
と
そ
の
解
毒
の
方
法
は
、

現

在
の
状
況

は
次
表
の
よ
う
で
あ
る
。表 ６－ ３　キ ノコ毒成分と解毒法

ま
だ
ほ
と

ん
ど
明
ら

か
で
な
い

。

種　　　　　　　　 名 毒　 の　成　分 解　毒　方　 法

ド ク ツ ル タ ケ

シ ロ タ マ ゴテ ン グタ ケ

タ マ ゴ テ ン グタ ケ
卜ﾆﾆ ﾌﾞ な　 し

ニ セ ク ロハ ツ な　 し

コ レ ラタ ケ

（ ド ク ロア ジ ロ ガ サ タ ヶ）
な　 し

テ ン グタ ケ

ベ ニテ ン グ タ ケ 三十
ド クササ コ

( ヤ ブ シ メ ジ火 傷 菌)
な　 し

ツキ ヨタ ケ な　 し

ニ ガ クリ タ ケ

イ ッポ ソ シ メ ジ

クサ ウラ ペ ニ タ ケ
な　 し

カ キ シ メ ジ

マ ツシ メ ジ ≠
ア セ タ ケ ムス カ リ ン

ワ ライ タヶ 神経を一時的に犯す
成分がある

シ ビ レタ ケ

( ワ ライ タ ケモ ド キ)

オ オ ワ ライ タ ヶ 神経を犯す成分

ﾊﾅﾎｳｷﾀｹ

仁 二 乱j な　 し

シ ヤ グマ ア ミガ サ タ ケ
ﾍﾟﾉﾚ ﾍﾟﾉﾚ 酸

(熱 に 弱 い)
１ ～ ２ 回 ゆで こ ぼ す

サ ツマ モ ドキ ゆで こ ぼ し て 塩 漬

匈
　

キ
ノ
コ
中
毒
の
型

左
表
の
毒

キ
ノ
コ
の
中
毒
症
状
は
毒
成
分
の
種
類
、
含
有
量
、
調
理
の
仕
方

に

よ

っ
て
異
な

る
が
大
別
す
る
と
、
次
の
よ
う

に
三
類
型
六
種
類

に
な

る
。

胃

腸

型

型

タ シ ツ

ケ　メ　キ
・　ジ　ョ

カ　・　夕

キ　ク　ケ

シ サ ・

メ　ウ　イ

ジ ラ　 ッ

ぐ　
○

⌒
ヘ ポ

カ　ニ　ソ

毒

キ

ノ

コ

な ゴ 嘔

りl=2 吐

①

口

∩

ポ

症
水 み

①

中

毒

症

状

神

経
型

(A)

コ

ビ

フ
型

ア

セ

タ

ケ
の

中
間

ﾉゝ　タ テ ソ コ
ツ　ケ　ソ　グ　レ

ゴ ・　グ タ ラ

μ　ニ　タ　ケ　タ

ウ　セ　ケ　・　ケ
タ　ク　・　シ　・

ケ ロ　ド μ 夕

ノゝ 　ク　タ　マ
ツ　ツ　マ　ゴ

・ ル ゴ テ

キ

タ
ヶ

マ

ツ

シ

メ

ジ
Ｗ

迷
走

神
経

が
刺
激

さ
れ

汗

っ
ば

気
管
支

中 ア さ 出 胃
枢 ノ ら だ 腸
障 １ に り 型

害 ゼ ひ 虚 よ

が が ど 脱 り
起 出 く　｀ 激
こ て な 昏 し
る　｀ る 呵 い
゜尿 と う 症

猛 毒 黄 わ 状

毒
症 だ ご を

で 状 ん と 起

死 け　｀ を こ
亡 い 血 言 し
率 れ 藁 っ ｀
が ん 糸 だ 血
高 冲 戻 り 使
い 脳 チ　｀ が

じ の 毒

よ 悪 キ

う い ノ
な せ コ

症 ん で

状 い な

が の く

起 あ て

こ る も

る キ 腐

ノ　つ

コ だ
を も

食 の

べ や

る　 ｀

と 消

同 化

2 邸
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(I))｜　　(C)1　　　　　　　 ㈲｜

メ　ヒ

ジ　ト

ヨ
ダ

ケ

ホ
テ

イ

シ

ド

ク
サ
サ
コ

ゾ ヶ イ ワ

メ　・　タ　ラ

シ　シ　ケ　イ

バ　ビ　・　夕

フ レ ペ ケ

タ　タ　ニ　・

ケ ケ テ オ

・　ソ オ

ア　グ　ワ

イ　タ　ラ

酒

を
飲

ん
だ
時

の
よ
う

な
症

状
と
な
る

む け 手
っ 足

く の
よ 先
う 端

に が
熱 は
く れ

な た
っ り
た ｀
り 赤

し く
て た

激 っ
し た

く　り
痛 焼

も 瞳 酔 な る な 中
あ　・　い る　゜ っ 枢
る 狂 状 が 最 だ 神

騒 態 翌 も り 経

状 か 日
軽　｀ が

態 ら は い と 刺
に 昏 回 も き 激
な 睡 復 の に さ

り 状 す
で は れ

筋 態 る は
幻 て

硬 に　゜笑 覚 異

直 な 重 い を 常

を る い
上 生 な

起　゜も 戸 じ 興

こ ま の の　。奮す た で よ た 状
こ　丿 よ う り 態

と 散 酒 に す に

を
膜

起 の
こ 分
す 泌

が
高

ま
り
縮
瞳

徐
脈

腸
蜻で
完
進

図6 －43　 シロタマゴ テングタケ（猛毒）

（ 信州きのこ百科より）

以

上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

毒

キ
ノ
コ
に
よ
る
中
毒
に
は
さ

ま
ざ
ま
の
症
状
が
あ
る
が
、
新

鮮
な

夕
て

ビ
ア
ン

グ
タ
ケ
は
一

本
の
中

に
人
間
の
致
死
量
相
当

の
毒
か
お

る
と
い

わ

れ

て

い

る
。

六
　

キ

ノ

コ
の

効

用

】
い
　
ガ
ン
（
癌
）
に
効
く
牟
ノ
コ

次

の
よ
う
な
キ
ノ
コ
が
抗
腫
瘍
性
か
お

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

図6 －44　 マンネンタケ（ 薬用）（ 原色きのこより）

ヒ
ダ

ナ
シ
タ
ケ
目

コ
ウ
ヤ

ク
タ
ケ
科
・：

オ
オ
ウ

ロ
コ

タ
ケ

サ
ル
ノ
コ
シ
カ

ケ
科
…

コ
フ
キ
サ

ル
ノ
コ
シ
カ

ケ
、

オ
オ
シ
ロ
サ

ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
、

カ

ワ

ラ

タ

ケ
、
ア

ラ
ゲ
サ
ル

ノ

コ

シ

カ

ケ
、

ヤ
ユ
タ
ケ
、

オ
オ
チ
リ

メ

ソ
タ
ケ
、

カ
イ
ガ
ラ
タ
ケ
、
チ

ャ
カ
イ
ガ
ラ
タ
ケ
、

ベ
ッ
コ
ウ

タ
ケ
、
ツ
リ
ガ
ネ
タ
ケ
、

ヒ
イ

ロ
タ
ケ
、

エ
ゾ
サ
ル
ノ
コ

シ
カ

ケ
、

シ
マ
サ
ル
ノ
コ

シ
カ
ケ

キ
コ
ブ
タ
ケ
科
…

Ｉ
ゾ
ヒ
ズ

メ
タ

ケ
、

キ
コ
ブ

タ
ケ
、
ダ
イ
ダ
イ

タ
ケ
、

メ
シ
マ
コ
ブ

（

ラ

タ
ケ
目

キ
シ
メ
ジ
科
・：

シ
イ

タ
ケ
、
ヒ
ラ

タ
ケ
、
マ
ツ

タ
ケ
、

シ
ロ

タ
モ
ギ
タ

ケ
、

エ
ノ
キ
タ

フ
ウ

セ
ソ

タ
ヶ
科
：
シ

ョ
ウ
ゲ
ソ
ジ

イ

グ
チ
科
…

ク
リ
イ

ロ
イ

グ
チ
、
チ
チ
ア
ワ

タ
ヶ

⇔
　

菌

類

の

は

た

ら

き

菌

類
（

キ
ノ

ミ

カ

ビ
、
酵
母
な
ど
）
が

な

く

て

は

植

物

も

動

物

も

生

き

て

い

け

な

い

。

三

者
（
菌
類
、
植
物
、
動
物
）
は
共

存

し

て

い

る
。

ど

れ

か

一

つ

な

く

て

も

他

の

加Z
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図6 －45　 菌類の働き

二
つ
は
生
き
て

い
け
な

い
。
菌
類
に
は
物
を
腐
ら

せ
る
大
き
な
力
が
あ
り
、

あ
る
面
で
は
人
間
生
活
に

有
害
で
あ
る
が
、
他
面
で

地
球
上
の
不
要
な
有
機
物

を
腐
敗
分
解
し
て
無
機
物

に
し
て
地
球
を
清
掃
す
る

役
割
を
果
た
し
そ
の
無
機

物
を
一
般
植
物
の
養
分
と

す
る
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
図
の
よ

う
に
無
機
物
と
有

機
物
の
大
き
な
円

を
え
が
い
て
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2 ㈲



第
七
章
　

勁

第
一
節
　
総

物説

村
内

に
生
息
す

る
動
物

た
ち
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
こ
こ
に
生
活
す
る

よ
う

に
な

っ
た
か
。

日
本
列
島
を
動
物
の
地
理
的
分
布

か
ら
み

る
と
、
一
般

に
旧
北
区
満
洲
亜
区
に

入

る
と
さ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
大
陸
と
深
い
関
係
が
あ

る
と
予
想
さ
れ

る
。
村
内

に
生
息
す

る
動
物

た
ち
に
近
い
な

か
ま
が
、
大
陸
の
ど
こ

に
現
在
生
息
し
て
い

る

か
を
み

る
と
、
大
陸
を

①
シ
ベ
リ

ア
、
沿
海
州
方
面
、
②
中
国
大
陸
北
東
部
、
朝

鮮
半
島
方
面
、

③
中
国
大
陸
南
西
部
、
東
南

ア
ジ
ア
方
面
の
三
つ

に

区

別

で

き

る
。
ま
ず
①
に
は
ノ
ウ
サ
ギ

ー
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ

ー
オ
コ
ジ
ョ

ー
キ
セ
キ
レ
イ
な
ど
、

②
に
は
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ

ー
ム
サ
サ
ビ

ー
ア
カ
ネ
ズ
ミ

ー
ツ
キ
ノ

ワ

グ

マ

ー
ク

ヌ

キ

ー
ア
ナ
グ
マ

ー
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

ー
マ
ヒ
ワ
な
ど
が
、

③
に
は
カ
ワ
ネ
ズ
ミ

ー
ニ

ホ
ソ
ザ
ル

ー
イ
ノ
シ
シ

ー
カ
モ
シ
カ

ー
マ
ヒ
ワ

ー
キ
ジ
な
ど
が
い
る
。

こ
の
こ
と
は
だ
か

い
地
質
時
代

に
日

本
列

島
が
誕
生
す
る
過
程
で

①
に
属

し
て

い
る
動
物
た
ち
は
、
北
方
か
ら
北
海
道
を
経
由
し
て
何
回
に
も
わ
た
っ
て
日
本
列

説
　

島
に
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
・

ま
た
②
に
つ
い
て
は
朝
鮮
半

島
を
経
て
本

州
に
入
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
②
に
属
し
て
い
る
も
の
は
、
も
っ
と
南
の
方
か

総
　

ら
日
本
列
島
に
分
布
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
゜

１９
　
　

北
方
や
南
方
か
ら
分
布
を
拡
大
し
て
き
た
動
物
た
ち
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
定

第
　

着
｀
競
争
｀
消
長
を
く
り
か
え
し
、
そ
の
地
域
の
動
物
相
を
つ
く
り

あ

げ

て

き

た
。

一
　

自

然

環

境

と

動

物

Ｈ
　

地
形
と
動
物

南
箕
輪
村
は
木
曽
山
脈
の
南
沢
山
と
北
沢
山
、
経
ヶ
岳
（
二
二
九
六
ｍ
）
並
び
に

黒
沢
山
（
二
コ

ニ（
ｍ
）
の
稜
線
に
囲
ま
れ
、
南
沢
山
、
北
沢
山
、
経

ケ
岳

、
御
射

山
な
ど
を
源
と
し
伊
那
市
と
の
境
を
権
兵
衛
街
道
と
ほ
ぼ
平

行
し
て
天

竜
川

に
注

ぐ
小
沢
川
、
蔵
麓
山
（
一
五
二
〇
ｍ
）
を
主
な
源

と
す
る
大
清
水
川

、
黒
沢
山
、
大

泉
所
山
を
水
源
と
す

る
大
泉
川
ほ

か

Ｉ
〇

余
の
小
河
川

が
木
曽
山
系
か
ら
、
扇

状

ツキノワグマ(安 藤二人蔵)図7 －1

地
を
通

っ
て
天
竜
川

に
注
い
で
い

る
。西

山

に
は
数

は
少

な
い
ら
し
い

が
、
ツ

キ
ノ
ワ

グ

マ

ー
イ

ノ

シ

る　 シ

○　　 ●

－－

ホ
ソ

カ

モ

シ

カ

な

ど
が

い

扇

状
地
は
テ

フ
ラ
層

に
お
お
わ

れ
、
多
少
の
起
伏
を
も
っ
か
、
一

面

の
草
原

に
混
交
林
が
点
在
し
て

い
た
の
が
、
西
天

開
田
以

前
の
状

況
で
あ
っ
た
。
ノ
ウ

サ
ギ

ー
ネ
ズ

ミ
類
・
キ
ッ
ネ

ー
イ

タ
チ

ー
ヘ
ビ

2 卯
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類
、
鳥
類
は
ホ
オ
ジ
ロ
ー
ヒ
バ
リ
な
ど
が
生
息
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
初
期

の
西
天
竜
の
開
田
に
ょ
っ
て
キ
ッ
ネ
ー
イ
タ
チ
・
ヘ
ビ
類
が
減
少
し
、

ノ
ウ

サ

ギ

ー
カ
ラ
ス
ー
ム
ク
ド
リ
や
昆
虫
類
な
ど
が
ふ
え
た
。

段
丘
崖
下
の
沖
積
地
帯
は
、
川
原
や
集
落
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
沼
が
底
深
く

水
を
た
た
え
、
フ
ナ
ー
メ
ダ
カ
ー
ゲ
ソ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
が
卜
た
り
、
セ
グ
ロ
セ
半
レ

イ

ー
ヨ
シ
キ
リ
な
ど
が
生
息
し
て
い
た
。
土
地
改
良
事
業
な
ど
で
環
境
が
変
化
す

る
と
と
も
に
、
メ
ダ
カ
ー
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
ー
ア
カ
ザ
な
ど
は
、
見
ら
れ
な
く
な
り
、

現
在
魚
獲
の
対
象
は
、
養
殖
魚
が
大
部
分
と
な
っ
て
卜
る
。
鳥
類
で
は
コ
サ
ギ
と

カ
モ
類
が
目
に
つ
く
。
水
生
昆
虫
も
少
な
く
、
ザ
ザ
ム
シ
と
り
も
、
ま
れ
に
し
か

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

⇔
　

気
候
と
動
物

伊
那
盆
地
を
流
れ
る
天
竜
川
、
そ
し
て
低
い
伊
那
山
地
を
越
え
た
向
こ
う
は
赤

石
山
脈
。
西
に
木
曽
山
脈
の
二
〇
〇
〇
ｍ
級
の
山
に
囲
ま
れ
た
本
村
の
気
候
は
内

陸
的
で
あ
る
。

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
冬
季
で
も
採
食
・
休
息
と
、
一
日
中
山
地
で
生
活
す
る
。

本
来
広
葉
樹
の
葉
芽

よ
月
草
を
主
食
に
す
る
。
し
か
し
針
葉
樹
の
単
純
林
で
は
冬

季
雪
の
多
い
時
は
、
こ
と
さ
ら
食
糧
が
乏
し
し
た
め
、
針
葉
樹
の
芽
を
食
い
あ
ら

す
。
ノ
ウ
サ
ギ
も
同
様
に
ヒ
ノ
キ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
幼
苗
を
食
う
。

移
動
性
高
気
圧
の
通
過
す
る
春
秋
は
、
晴
れ
の
日
が
多
く
、
気
温
も
お
だ
や
か

で
動
物
の
繁
殖
も
こ
の
時
期
が
多
い
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
本
村
で
は
、
秋
に
冬
眠

の
準
備
の
た
め
、
十
分
な
食
物
が
得
ら
れ
な
い
と
、
雪
が
降
っ
て
も
行
勤
し
、
耕

地
ま
で
出
て
作
物
を
荒
ら
す
、
本
来
は
広
葉
樹
の
果
実
が
常
食
で
あ
る
。

本
村
で
雪
の
多
い
の
は
経
ケ
岳
と
黒
沢
山
の
頂
上
近
く
で
、
こ
の
辺
の
多
く
の

動
物
は
、
雪
と
寒
さ
を
さ
け
て
い
く
つ
か
の
種
は
山
を
下
ろ
。
夏
集
落
周
辺
の
気

温
が
上
昇
し
て
暑
い
こ
ろ
に
な
る
と
、
鳥
獣
は
涼
し
し
山
に
登
る
。
こ
の
た
め
亜

高
山
帯
か
ら
高
山
帯
ま
で
移
動
す
る
。
タ
ヌ
キ

ー
キ
ッ
ネ

ー（

タ
ネ
ズ
ミ
の
哺
乳

動
物
、
そ
れ
に
キ
セ
キ
レ
イ

ー
ミ
ソ
サ
ザ
イ
モ
の
他
の
鳥
類
が
こ
の
例
で
、
生
活

範
囲
が
広
い
。

異
常
気
象

に
よ

っ
て

お
こ

る
、
冷
霜
害
・
旱
ば

つ
・
長

雨

な

ど

は
、

山

野

の

植
物
の
発
芽
・
開

花
・
結
実

な
ど
に
も
影
響
を
与
え
、
山

の
幸
が
凶
作
と

な
る
。

こ
の
よ
う
な
年

は
動
物

は
食
物

を
求

め
て
人
里

に
下
り

農
作
物

に
被

害

を

与

え

る
。

二
　

植
生
と
動
物

本
村
は
径
ヶ
岳
か
ら
黒
沢
山
を
結
ぶ
稜
線
か
ら
下
で
本
村
の
飛
び
地
の
西
箕
輪

と
の
境
界
線
ま
で
が
亜
高
山
帯
に
入
る
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
稜
線
に
ト
ウ

ヒ
、

シ
ラ

ビ
ソ
の
針
葉
樹
ア

サ
ノ
（

カ
Ｉ
デ

ー
ダ

ケ
カ
ソ
バ

ー
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
そ

の

外
が
あ

っ
て
自
然
林
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
稜
線
を
少

し
下

る
と
、
造
林
地
万

力

ラ
マ
ツ

ー
ア
カ
マ
ツ

ー
ヒ
ノ
キ
の
部
分
的
単
純
林
で
あ
る
。
こ
の
自
然
林
に
は
カ

モ
シ
カ
ー
ム
サ
サ
ビ

ー
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ

ー
メ
ボ
ソ
モ
の
外
が
多
い
が
造
林
地
帯
は
食

草
な
ど
が
少
な
い
た
め
動
物
心
た
だ
通
路
と
し
て
生
息
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
下
の
山
地
帯
は
ほ
ぼ
蔵
麓
山
、
御
射
山
の
山
麓
ま
で
で
、
こ
こ
も
ほ
と
ん

ど
造
林
地
で
ア
カ
マ
ツ

ー
カ
ラ
マ
ツ

ー
ヒ
ノ
キ
で
下
草
も
貧
弱
で
あ
る
。
山
ろ
く

の
耕
地
近
く
に
極
わ
ず
か
広
葉
樹
か
お
る
だ
け
で
あ
る
。
単
純
林
に
は
下
草
も
発

達
せ
ず
、
動
物
相
も
貧
弱
に
な
り
、
ネ
ズ
ミ
類
、
リ
ス
な
ど
が
少
し
定
住
し
そ
の

天
敵
の
キ
ッ
ネ
や
イ
タ
チ
が
ま
れ
に
い
る
程
度
で
あ
る
。
鳥
類
で
は
ア
カ
ゲ
ラ

ー

カ
″
コ
ウ

ー
ツ
ツ
ド
リ

ー
フ
ク
ロ
ウ

ー
ク
ロ
ツ
グ
ミ
な
ど
、
昆
虫
類
は
乾
燥
し
た

と
こ
ろ
に
マ
ム
シ
ー
ヤ
マ
カ
ガ
シ
・
ト
カ
ゲ
な
ど
が
生
息
す
る
。

人
里
の
勣
物
た
ち
は
山
ろ
く
か
ら
人
家
近
辺
に
生
息
す
る
。
こ
こ
は
準
市
街
地

で
、
集
落
、
耕
地
、
樹
木
な
ど
が
混
在
し
、
中
、
大
型
哺
乳
類
は
す
み
つ
く
こ
と
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が
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
は
広
い
水
域
の
水
田
と
開
発

さ
れ
た
畑

地
か

お
る

の
で
両
生
類
の

カ

Ｉ
ル
類
と
昆
虫
類
で
は

シ
マ

ヘ
ビ

ー
ヤ
マ
カ

ガ
シ

ー
ア

オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ

ー
カ
ナ
ヘ
ビ
な
ど
が
い
る
。

哺
乳
類
で
は
人
間
の
生
活

に
へ
ば
り
つ
い

た
よ
う
な

ド
ブ
ネ

ズ
ミ

ー
ク
フ
不
ズ

ミ

ー（

ツ

カ
ネ

ズ
ミ

ー（

タ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
住
宅
と
耕
地
を
あ
ら
し
、
神
社
や
寺

の
樹
洞
な
ど

に
コ
ウ
モ
リ
、
大
芝
や
北
原

の
村
有
林

に
は

キ
ッ

ネ

ー
ク
ヌ
キ
モ

し

て
人
家
付
近

に
ア
ナ
グ
マ
や

イ
タ
チ
も
い

る
。

鳥
類

は
ヒ
バ
リ
が
西
天

の
転
作
田

な
ど
に
よ
く
見

ら
れ
、

ゴ
ル
フ
場

は
人
手
が

入
り
過

ぎ
て

ム
ク
ド
リ

ー
キ
ジ
バ
ト
く

ら
い
、
村
有
林

に
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

ー
ヒ
ョ

ド
リ
な
ど
が

い
て
、
冬

は
マ
ヒ
ワ
、

カ
ケ
ス
な
ど
が
住
竹
。
樹

林
の
ほ
と

ん
ど
な

い
集
落
に
は
こ
こ
に
限
っ
て

住
打
と
い
う
鳥
は
い
な
い
が
ス
ズ

メ

ー
ツ
バ

メ

ー
ド

バ
ト
な
ど
は
普
通
に
み

る
こ
と
が
で

き
、
神
社
や
学
校
の
緑
の
多

い
所

に
は
キ
ジ

バ
ト

ー
ヒ

ヨ
ド
リ

ー
モ
ズ
な
ど
が
巣
を
か
け
る
。
冬
に
な
る
と
山
か
ら
下

っ
て
く

る
鳥
や
冬
鳥
が
渡
っ
て
く
る
の
で
、
集
落
で
も
い
ろ
い
ろ
な
鳥
が
み
ら
れ
る
。

シ

ジ
ュ
ウ

カ
ラ

ー
ウ

グ
イ
ス

ー
ミ
ソ

サ
ザ
イ

ー（

ク
セ
キ

レ
イ

ー
シ
メ
な
ど
が
庭
の

植
え

込
み
な
ど
に
姿
を
見

せ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
わ
り
に
水
田
や
リ
ソ

ゴ
園
の
あ

る
大
泉
あ

た
り
で
は
モ

ズ

ー
ム
ク
ド
リ

ー
オ
ナ
ガ
な
ど
が
い

る
。

天

竜
川
原

と
多
く
の
小

河
川

原
に
は
ネ
ズ
ミ
類
モ

グ
ラ

ー
シ

マ

ヘ

ビ

ー
イ

モ

リ

ー
カ
Ｉ
ル
類
な
ど
、
鳥
類
は
コ

サ
ギ

ー
チ

ド
リ

ー
カ
モ
類

ヨ
シ
キ
リ

ー
セ
キ
レ

イ
な
ど
が
い
る
。

説
　
　

天

竜
川

に
流
入
す

る
川

に
、
イ
ワ

ナ
、
ア

マ
ゴ
な
ど
が
い

る
。
ワ

カ
サ
ギ
は
諏

訪
湖

か
ら
流
下

し
て
西
天
竜
水
田

の
小
水

路
に
も
い

る
。
ウ
グ
イ

は
小
水
路
以

外

総
　

全
域

に
生
息
し
ヽ

年
中
と

る
こ
と
が
で
き

る
。
ア
カ
ザ
は

ご
く
ま
れ

に
し

か
い
な

１９
　

い
が

ナ
マ
ズ
は
案
外
多
い

。
メ
ダ
カ
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
カ
ジ
カ

第
　

は
ほ
と

ん
ど
全
域

に
い

た
が
、
今
は
大
泉
川
の
上
流

に
生
息
す
る
だ
け
か
と
思
わ

図 ７－ ２　 ウ　グ　 イ（ アカウオ）

（長野県 魚貝図鑑 より）

れ
る
。

貝
類
は
シ
ジ
ミ
が
天
竜
川
と
、

そ
れ
に
入
る
河
川
に
ま
で
い

た

が
、
こ
れ
も
ず
っ
と
減
少
し
た
。

タ
ユ
シ
も
少
な
く
な
っ
て
、
モ
ノ

ア
ラ
ガ
イ
が
ふ
え
て
き
た
。
カ
ワ

ニ
ナ
も
き
れ
い
な
湧
水
に
少
し
ず

つ
見
ら
れ
る
。

三
　

開
発
と
動
物

本
村
の
飛
び
地
は
亜
高

山
帯

で
、
現
在
は
造
林
地
が
大
部
分
で

あ

る
が
、
造
林
以
前
の
自
然
林
の
方
が
植
生
が
豊
か
で
あ
り
、
従
っ
て
動
物
の
種

と
そ
の
個
体
数
も
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
竜
川

○
河
岸
段
丘
崖

か
ら
西
山
の
山
ろ
く

に
か
け
て
の
扇
状
地
は
、
昔
は

カ

バ
ノ
キ
の
な
か
ま
・

ヤ
ナ
ギ
類
・

ク
ヌ
ギ

ー
ナ
ラ
な
ど
高
木
広
葉
樹
・
ダ
ソ
コ
ウ

バ
イ

ー
メ
ギ

ー
ア
キ
グ
ミ

ー
ザ
リ

ゴ
ミ
な
ど
の
低
木
が
茂
り
下

草
も
豊

か
で
、
気

候

も
穏
や

か
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し

た
が

っ
て
水
源
林
と
し
て
も
理
想

に
近

く
、
そ
こ

を
流

れ
て
天
竜
川

に
注
ぐ
小
河
川

は
年
間
水
量
が
平
均
し
て
い

た
も
の

と
考
え

ら
れ
る
。
こ

う
し

た
環

境
に
は
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ

ー
イ
ノ
シ
シ
ー
ム
サ
サ
ビ

ー

ニ
ホ
ソ

ジ
カ
な
ど
が

い
て
、
樹
木

の
間

に
広
が

る
草
原

に
は
ノ
ウ
サ
ギ
ー
ネ
ズ
ミ

ー

キ
ッ

ネ
・

ヘ
ビ
類
が
、
ま
た
渓
流

に
は
ヨ
ナ

ー
カ
ジ
カ

ー
ウ
グ
イ
な
ど
、

鳥
類
で

は
（

ト

ー
カ
ッ
コ
ウ

ー
ツ
ツ
ド
リ

ー
ヨ
タ
カ

ー
ク

ロ
ツ
グ
ミ

ー
メ
ジ

ロ
な
ど
が

生

息
し
て
い

た
。
そ
の
外
の
昆
虫
類
以
下

も
そ
の
種
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現

在
の
西
山

は
単
純
林

の
造
成
で
植
生
が
貧
弱
で
あ
り
、
扇

状
地
は
開
墾
に
よ
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物

つ
て

森
の
消
滅
を
来

し
段
丘

崖
の
湧

水
が
ぐ

っ
と

減
少
し

た
。
そ

の
た
め
哺
乳
動

物
か
ら
下
等
動
物
ま
で
食
物
を
失
っ
て
、
種
の
数
は
ず
っ
と
少
な
く
な
り
つ
っ
あ

動
　
る
。

章第 ７

天

竜
川
両
岸
の
土
地
改
良
事
業
は
、
米
の
増
産
や
耕
作
労
務
の
軽
減
な
ど
は
非

常
に
有
効
で
あ
っ
た
反
面

、
湿
原
や
沼
沢
地
を
失
っ
て
水
鳥
の
な
か
ま
、
チ
ド
リ
ー

セ
キ

レ
イ

ー
ヨ
シ
キ
リ
な
ど
と

幾
つ
か
の
魚
類
と

水
生
昆
虫

等
が
少

な
く

な
っ
た
。

最
近
の
農
耕
方
法
が
大
型
機
械
に
な
っ
た
こ
と
と
、
次

々
に
開
発

さ

れ

る

農

薬
、
化
学
肥
料
な
ど
に
よ
っ
て
土
壌
微
生
物
が
減
少
し
て
土
中
に
お
け
る
新
陳
代

謝
、
浄
化
作
用

が
不
十
分
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
作
物
の
耐
炳
性
か
弱

く
な
っ
た

り
、
災
害
に
対
し
て
も
弱

い
と
か
、
連
作
障
害
を
起
こ
し
易
い
な
ど
の
こ
と
が
あ

る
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
捕
獲
数
が
減
っ
て
き
た
の
は
ア
カ
マ
ツ

ー
カ
ラ
マ
ツ
の
単
純

林
が
ふ
え
て
広
葉
樹
林
が
減
っ
た
た
め
と
言
う
。

イ
ノ
シ
シ
は
今
、
中
南
信
だ
け
に
な
っ
た
が
毎
年
約
一
〇
〇
〇
頭
を
超
え
て
捕

獲
さ
れ
て
い
る
。
一
頭
が
一
回
に
五
～
六
頭
ず
つ
子
を
産
右
が
、
こ
れ
で
は
減
る

一
方
で
あ
る
。
カ
モ
シ
カ
は
特
別
天
然
記
念
物
指
定
後
は
、
わ
ず
か
ず
つ
増
加
し

て
き
た
が
、
今
食
害
問
題
が
起
き
始
め
て
い
る
。
カ
モ
シ
カ
は
広
葉
樹
の
葉
や
草

が
食
物
で
、
雪
に
お
お
か
ね
て
本
来
の
食
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
時
だ
け
コ

メ
ツ

ガ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
な
ど
の
針
葉
樹
を
食
う
。
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
単
純
林
だ
け
に
な

っ
て
外
の
草
や
葉
が
少
な
い
雪
の
多
い
時
だ
け
食
害
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。ニ

ホ
ン
ザ
ル
は
保
護
獣
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
個
体
数
も
生
息
範
囲
も
増

さ
て
南
箕
輪
村
で
開
発
に
よ
っ
て
減
少
し
た
魚
類
で
は
、
流
れ
の
緩
や
か
な
小
　
　
　
加
し
そ
う
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
個
体
数
、
範
囲
と
も
減
少
し
て
し
る
こ
と
が
図

川

、
水
田
、
池
沼

の

メ
ダ
カ

ー
ア
カ
ザ
（
サ
ソ
リ
）
・
ス
ナ
ヤ
ツ

メ
な
ど
で
川

の
改

修
で
近
ご
ろ
め
っ
た
に
見

な
い
。
コ
イ
は
以

前
か
ら
養
殖
が
多

く
、
ウ
ナ
ギ

ー
ア

ユ
な
ど
は
養
殖
以
外

の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
生
息

し
な
い
。
清
流

性
の
カ
ジ
カ
、
川

の
中
下

流
域
に
い
た
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
（
ヨ
ナ

ー
ズ
で

ト
ソ
Ｊ
（

ゼ
）

な
ど
も
河
川

の
工

事
や
汚
染

の
た
め
に
、

め
っ
た
に
い
な
い
。

貝
類
で

タ
ユ
シ

ー
シ
ジ
ミ

ー
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
も
極

め
て
少

な

く

カ
ワ
ニ
ナ
の
減
少
が

ホ
タ
ル
の
減
少

に
つ
な
が

っ
て
い

る
。

中
型
大
型
哺
乳
類

た
ち
に
つ
い
て
み

る
と
、
昭
和
四
五
年

に

ア
ナ
グ
マ
五
一
年

に
イ

タ
チ
の
雄
を
久
保
で
と

っ
て
以

後
、
そ

れ
ら
も
少
な
く
な

っ
た
ら
し
い

。
村
内
の
猟
師

た
ち
も
イ

タ
チ

や

ア
ナ
グ
マ
は
近
ご
ろ
は
取

れ
な
い
。
む
し
ろ

タ
ヌ
キ
の
方
が

取
れ

る
よ
う
で
ヽ

キ
ッ
ネ
な
ど
は
昔
よ
り

め
っ
き
り
少
な
い
と
　

鉢
伏
山

言

っ
て
し
る

。

７
－

３
で

わ
か
る
。
昭
和

初
期

に
は
ま
だ
山
地

に
は
馬

今
人
の
通

る
道
が
あ
い
て

い
た
だ
け
で
、
し

か
も
林

に
も
自
然

の
ま
ま
の
林
が
多
く
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

中

に
サ
ル
の
食

べ
物

に
な

る
ク
リ
ヤ

ド
ン
グ
リ
が
豊
富

に
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
五

（
ハ

ツ

ヶ

岳

）

（
ハ

ツ

ヶ

岳

）

編笠山

0　　5　　10km
乙 Ｉ
昭和54 年

◎

群
れ
の
分
布
す

る
地
域

Ｄ

ハ
ナ
レ
ザ
ル
の
出
る
地
域

図 ７－ ３　諏訪地方におけ るサルの群 れの分布
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第２節　生 態と分布

○
年
を
過
ぎ
た
現
在
で
は
、
自
動
車
の
道
が
山
深
く
ま
で
造
ら
れ
、
人
が
簡
単
に

山
に
は
い
り
、
機
械
力
で
伐
採
、
運
搬
が
さ
れ
、
別
荘
地
平
ゴ
ル
フ
場

等
の

た

め
、
広
葉
樹
林
は
少
な
く
な
り
生
息
場
所
と
食
物
が
減
っ
た
。
そ
の
た
め
サ
ル
の

群
は
そ
れ
ぞ
れ
孤
立
し
て
し
ま
い
、
遺
伝
的
に
も
力
の
弱
い
も
の
に
変
お
っ
て
ゆ

く
。
サ
ル
の
保
護
と
は
サ
ル
に
リ
ソ
ゴ
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
い

と
思
う
。第

二
節
　
生
態
と
分
布

一
　

哺
　

乳
　

類

ホ
ン

ド
ザ
ル
（
霊
長
目
　
お
な
が
ざ
る
科
）

昭
和

二
（

年
、
経
ヶ
岳
産
の
も
の
が
伊
那
中
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
北
限

の

サ
ル
と
し
て
有
名
、
日
本
特
産
、
落
葉
、
広
葉
樹
林
の
広
い
地
域
に
群
れ
を
作

っ
て
生
息
、
日
本
で
唯
一
の
野
生
霊
長
類
で
あ

る
。
成
体
の
体
重
、
雄
は

コ

ー
～

一
八
㎏
、
雌

は
六
～
九
≒
、
頭
胴
長
五
〇
～
七
〇
ｍ

、
尾
長
五
・
五
～
九
『

後

足
長
一
三
～
一

八

皿
、
毛

が
長
く
尾
が

短
い
の
が
特

徴
で
こ

れ
は
寒

さ
に
対
す

る

適

応
で
あ
る
。
群
は

Ｉ
〇
～
三
〇
頭

、
と
き
に

Ｉ
〇
〇
頭
以
上

に
も
な
る
。
群
れ

の
統
制
は

ボ
ス
が
す
る
。
雌
は
三

歳
で
、
雄
は
四

歳
で
お
と
な

と

な

る
。
雌

は

五

～
六
歳

か
ら
出
産
す

る
よ
う

に
な
り
、
五
～

六
月
一
頭
を
産
む
。

寿

命

は

二

五
～
三
〇

年
、
兄
や
姉
が
赤

ん
坊
の
子
守
り
を
し

た
り
、
温
泉

に
つ
か
り
、
リ
ソ

ゴ
を
洗

っ
て
食

べ
た
り
、
観
光
客

に
食
物

を
ね
だ

っ
た
り
す

る
の
も
こ

の
類
で
あ

る
。
個
体
数

は
減
少

し
て

い
る
ら
し
い
。

ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
（
偶
蹄
目
　
う
し
科
）

経
ヶ
岳

・
黒

沢
山

に
生
息
。
成
体

の
体
重
四
五
≒
前
後
、
頭
胴
長
一
〇
〇

０１
、

尾

長
六

皿
、

後
足
長
三
〇

皿
、
低

山
帯
上

部
か
ら
亜

高
山
帯

が
生
活

の
中

心
、
草

ニホンカモシカ図7 －4

や
落
葉
樹
の
葉
が
基
本
的
な
食

物
で
あ
る
。
糞
は
黒
褐
色
で
カ

プ
セ
ル
型
。
イ
ワ
シ
カ

ー
ク
ラ

ソ
ポ
ー
ツ
ノ

ー
オ
ヤ
ジ

ー
ニ
ク

な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
国

の
特
別
天
然
記
念
物
と
し
て
保

護
さ
れ
て
い
て
最
近
繁
殖
が
多

く
植
樹
の
若
芽
を
食
害
す
る
こ

と
で
森
林
経
営
上
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

ツ

キ
ノ
ワ

グ
マ
（
食
肉
目
　
く
ま
科
）
（
図
７
－

１
）

本
郡

の
山
地
一
〇
〇
〇

～
二
〇

〇
〇
ｍ
に
生
息
す
る
。
成
体
の
体
重
、
雄
で
最

大
二
二
〇
㎏

、
雌
で
一
七
〇
４…

頭
胴

長
一
四
〇
ｍ

、
尾
長
八
ｍ

、

後
足
長
（
爪

と
も
）
二
一

皿
く
ら

い
。

手
足

の
ひ
ら
を
つ
け
て
歩
く
。
ア
リ
や
（

チ
を
大

量

に

食
べ
る
。
フ

キ
ノ
ト
ウ

ー
ド
ン
グ
リ

ー
ナ
ラ

ー
ク
リ

ー
ア
ケ
ビ

ー
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な

ど

の
果
実

を
大
量

に
食

べ
、
秋

の
終

り
か
ら
皮
下
脂
肪
と

し
て
力

を
蓄
え
越

冬
す

る
。
死

ん
だ
ノ
ウ
サ
ギ
や

カ
モ
シ
カ
の
肉

を
食

べ
る
こ
と
も
あ
る
。
サ
ワ

ガ
ユ
や

魚
も
と
る
。
秋

に
十
分

な
食
物

が
得
ら
れ
な
い
と
雪
が
降

っ
て

も
行
動

し
、

ま
た

人

里
に
出
て
作
物
も
荒
ら
す
。
樹
洞

・
岩
穴
・
倒
木

の
下

な
ど
を
利
用

し
て
越
冬

す
る
。
越
冬
中
の
二
月

こ
ろ
二

頭
を
産
む
。
一
～
三
頭

の
こ
と
も
あ
る
。
子

グ
マ

は
一
年
間
は
母
親
と
一
緒
に
行
動
す

る
。
母
子
群
の
ほ
か
は
単
独
生
活
。
低
山
帯

か
ら
亜
高
山
帯

に
か
け
て
落
葉
広
葉
樹
林
が
生
活

の
場
で
あ

る
。
採
食
や

ナ
ワ
バ

リ
の
サ
イ
ン
と
し
て
、
樹

の
幹

に
爪
あ
と

を
つ
け

る
。
ス
ギ
な
ど

の
樹
皮

を
は
ぎ

と
る
こ
と
も
あ
る
。
（
ク
マ
（

ギ
）

作
物
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ー
モ
モ

ー
リ
ソ
ゴ

ー
ブ
ド
ウ

ー
イ
ネ
な
ど
）
の
被
害

も
出
て

い
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る
が
、
自
然
林
の
伐
採

に
よ
っ
て
絶
滅
心

心
配

さ
れ
て

い
る
。
昭
和
五
一
年

九
月

西
箕
輪
与
地
で
雌

グ
マ

ー
頭

を
捕
獲

し
た
。
そ
の
剥
製
は
久
保
の
「
辰

巳
凰
」

に

あ

る
。

ニ
ホ
ン
ア
ナ

グ
マ
（
食
肉
目
　
い
た
ち
科
）

穴
掘
り
が
上
手
で
手

の
爪
が
長
く
大
き

い
。
成
体

の
体
重
五
～
一
〇
≒
、
頭
胴

長
四
五
～

六
〇

皿
、
尾
長
一
二
～
一
五

四
、
後
足
長

六
～

九

皿
、

夜
行

性
、
雑
食

性

。
タ
ヌ
キ
と
混
同

さ
れ
や

す
い
。

ム
ジ
ナ

ー
サ
サ
グ
マ

ー
サ
ワ
グ
マ

ー
マ
ミ
な

ど
と
言

っ
て
い

る
。
昭
和
四
五
年
一
一
月
、
久
保
神
明
宮
南

の
西
天
竜
排

水
暗
き

ょ
で
捕
獲
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
（
偶
蹄
目
　
い
の
し
し
科
）

雑
食
性
で
多
産

。
里
近
い
山

に
す
む

た
め
昔

は
本
村

の
耕
地

の
作
物
心
被
害

を

う
け
た
の
で
、

シ
シ
オ
ド

シ
な
ど
防
除

に
っ
と

め
た
。

成
体
の
体
重
七
五
～
一
八
〇
≒

、
頭
胴
長

コ

ー
○
～
一
五
〇
ｍ

、
尾
長
二
〇
～

二

五

皿
、
後
足
長
（
蹄
と
も
）
二
四
～
二
八
ｍ

、
乳
頭

二
一
個
、
歯
式
三
二

・
四
・

三
／
三

・
一
・
四
・
三

＝
四
四
で
、
雄
の
犬
歯

は
よ
く
発
達
し
て
い
る

。
雄
の
体

格
は
雌
の

Ｉ
・
五
～
二
・
〇
倍
く
ら
い
あ

る
。

山
地
の
広
葉
樹
林
に
住
み
、
山
沿
い
の
畑
か
ら
二
〇

〇
〇
ｍ

近
い
高
地
ま
で
、

広
い
範
囲
を
夜
間
に
活
動
す
る
。
草
の
根
や
塊
茎
・
若
芽
・
ミ
ミ

ズ

ー
カ
ユ
、

夕

ニ
シ

ー
カ
エ
ル

ー
カ

Ｉ
ル
の
卵
・

オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ

ー
ヘ
ビ
や

ノ
ウ
サ
ギ
ま
で
、

な
ん
で
も
食
べ
る
。
耕
地
に
出
て
作
物
を
荒
ら
す
。
現
在
も
電
流
を
通
じ
た
柵
を

造
っ
て
被
害
を
防
い
で
い
る
地
方
も
多
く
、
広
く
防
御
方
法
が
研

究

さ

れ

て

い

る
。
食
物
を
さ
が
す
た
め
に
耕
地
を
一
面

に
掘
り
お
こ
す
い
わ
ゆ
る
イ
ノ

シ
シ
の

馬
耕
を
し
、
大
木
の
根
元
ヘ
キ
バ
や
体
を
こ
す
り
つ
け
る
。
湿
地
で
は
泥

の
中
を

こ
ろ
げ
ま
わ
る
「

ぬ
た
場
」
も
見
ら
れ
、
夏
に
は
ス
ス
キ
や

シ
ダ
を
積
み
重
ね
、

そ
の
中
へ
も
ぐ
り
こ
ん
で
休
む
。

殿
村

八
幡

宮
と
南
箕

輪
村
役
場
の
間
の
道
を
大
泉
方
向
へ
進
み
、
大
泉
川

段
丘

の
端
を
西

に
し
ば
ら
く

し
て
左
へ
降

り
て
行
く

と
、
越
場
橋
が
あ
る
。
そ
の
西

南

の
高
台

に
松

の
木
が
二
～
三
本
見
え
て
い

る
。
こ

の
段
丘

の
上

の
辺

よ
り
春
日
街

道
付
近
一
帯
が
「
猪
ノ
子
芝
」
と
呼
ば
れ
、
昔
こ
こ
に
猪
な
ど
が
群
棲
し
て
い
た

と
い
か
れ
、
そ
の
地
名
の
「
猪
ノ
子
芝
」
も
こ
れ
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
長
野
県
町
村
誌
』
に
は
「
往
時
猪
鹿
群
集
、
常
に
此
地
を
占
め
て
、
児
を
乳
養

し
、
甚
尤
民
害
を
な
せ
り
…
…
」
と
あ
る
。
そ
の
当
時
農
作
物
に
ど
ん
な
被
害
が

あ
っ
た
か
不
明
で
、
当
時
土
手
や
溝
を
造
っ
た
形
跡
も
、
こ
こ
で
は
見
当
た
ら
な

い
。
交
尾
期
は
一
月
こ
ろ
で
、
五
月
こ
ろ
五
～
コ

ー頭
を
産
む
。
妊
娠
期
間
一
四

〇
日
ぐ
ら
卜
。
幼
獣
は
キ
ッ
ネ
に
食
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
北
ア
ル
プ
ス
や
県
北

部
の
多
雪
地
帯
に
は
い
な
卜
。
県
内
部
で
は
毎
年
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
頭
く
ら
い

捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
最
近
ブ
タ
と
交
配
し
て
イ
ノ
ブ
タ
が
作
ら
れ
、
食
用
に
さ
れ

て
い
る
。
村
内
で
イ
ノ
シ
シ
を
飼
っ
て
い
る
家
も
あ
る
。

ホ ンドタヌキ（ 加藤利雄蔵）図7 －5

ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（
食
肉
目
　
い
ぬ

科
）

体
重
三
～
七

・
五
≒
、
頭
胴
長

五
〇
～

六
〇

皿
、
尾
長
一
三
～
二

〇

皿
、
後
足
長
一
〇

～

コ

ぶ

。

広
葉
樹
林

の
低
木
層

の
多
い
と
こ

ろ

の
岩

の
間
・
岩
穴
・
樹
洞
・
古

い
炭
焼
き
が
ま
・
ア

ナ
グ
マ
ーの
掘

っ
た
穴
な
ど
に
い
る
。
自
分
で
は

穴
は
掘
れ
な
い
と
い
う
。
糞
は
巣

穴
の
近
く
に
し
、
い
わ
ゆ
る
「
た

め
ぐ
そ
」

が
み
ら
れ
る

。夜
行

性
。
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表7 －1　 狩猟により捕獲された獣類　　U;JﾙJ 回診Ut

第 ２節　生態と分布

表7 －2　 本村で捕獲された蔦類 南箕輪村役場

ノノノ 54 55 56

旧伊 西 み 南み
那町 のわ のわ

旧伊 西み 南み

那町 のわ のわ

旧伊 西 み 南 み

那町 のわ のわ

イ ノ シ シ

オ ス シ カ

テ　　　 ソ

オスイタチ

リ　ス　類

ム サ サ ビ

ノ ウ サ ギ

ア ナ グ マ

タ　ヌ　キ

ク　　　 マ

12　 －

7　　2

29　　2

－　5

71　13

－　 －

374　147

－　 －

8　　5

－　 －

１　 －　 ７

１　　１

１４　 ４

－　 －

４　　３

－　 －

７０　　２６　　４０

２　　２

５　　３

１　　－　 ３

２　　２　　　４

３　 －　 ９

１７　 ５

－　 －

４　　２　　１０

－　 －

６１　　１７　１９２

２　　－

７　　２　　１

－　　２　　１

言丈 55年 56年

ゴ イ サ ギ

カ　　ラ　　ス

ム　ク　ド　 リ

ス　 ズ　 メ

ノゝ 　　　　　　卜

オ　　ナ　　ガ

ヤ　マ　 ド　リ

キ　　　　　 ジ

キ　ジ　 バ　ト

コ ジ ュ ケ イ

カ　　　　　モ

コ　　サ　 ギ

138

100

200

300

20

149

90

49

649

42

191

606　,

65

28

50

五
～

六
月

に
五
～
七
匹

を
産
む

。
ム
ジ
ナ

ー
マ
ミ
な
ど
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ

る

が

ア
ナ
グ
マ
の
こ
と
も
、
モ
Ｏ

よ
う
に
呼

び
両
者
が
混
同

さ
れ
て
い

る
こ
と
も
多

い
。
雑
食

性
で
容
易

に
仮
死
状
態

に
な
る
の
で
死

ん
だ
と
思

っ
て
い

る
と
繩

を
と

い
て

逃
げ
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
化

け
る
と

さ
れ
て
い

る
。
毛
皮

は
優
良

で

あ
り
、
上
毛

は
筆

と
し
て
利
用

さ
れ
る
。
背

部
前
方

に
八
字
形

の
白
毛
あ
り

。

ホ
ン
ド
ギ
ツ

ネ
（
食
肉
目
　
い
ぬ
科
）

民

話

に
登
場
す
る

キ
ッ

ネ
は
あ
ま
り
評
判
が
よ
く
な
い
が
、
ノ
ウ
サ
ギ
や
（

夕

ネ

ズ
ミ
の
捕
食
獣
と
し
て
、
人
に
と
っ
て
は
重
要

な
益
獣
と
し
て
の
役
割
を
も
っ

て
い
る
。
成
体
の
体
重
五
～

六
㎏
、
頭
胴

長
六
〇
～

七
〇
『

後
足
長

コ

ー～
一

六

皿
、
尾
長
四
○
～
五
〇
ｍ

。
毛
の
先
端
は
白
い
。
体
色
の
変
異
が
多
い
。
雑
食

性
で
あ

る
だ
け
殺
鼠
剤
や
交
通
事
故
で
子

ギ
ッ

ネ
の
死
亡
率
が
多
い

。
寿
命

は
一

四
年
と
い

わ
れ
毛
皮

は
優
秀
で
あ

る
。
昭
和
五
二
年

コ

ー
月
一
日
午
前
七
時
一
五

分
大
芝
村
有
林
で
筆
者

が
目
撃
し
て
い

る
。
キ
ッ

ネ
は
近
年
増
加
し
て
い

る
ら
し

く

ノ
ウ
サ
ギ

ー
ヤ
マ
ド
リ
が

お
そ

わ
れ
て
減
少
し
、
人
家
近
く
で

キ
ッ

ネ
を
見

る

こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

イ
　

タ
　

チ
（
食
肉
目
　
い
た
ち
科
）

野

ネ
ズ
ミ
を
よ
く
捕
食
す
る
の
で
農
林
業
上

で
は
益
獣
、
し
か
し
養
魚
家
に
と

っ
て
は
敵
で
あ
る
。
雄
は
体
重
四
〇
〇

～
六
〇
〇
ｇ

、
頭
胴

長
三
〇
～
三

七

皿
、

尾
長

コ

ー
～

コ
（

皿
、
後
尾
長
約
六

皿
。
雌
は
小
さ
く
雄
の
約
半
分
、
夏

毛
は
チ

ョ
コ

レ
ー
ト
色
で
冬
毛
は
明

る
い
黒
褐
色
。
主
と
し
て
夏
は
山
地
に
冬
は
里
近
く

に
住
む
。
昭
和
五
一
年
一
一
月
久
保
で
雄
を
捕
獲

。

ホ
ン

ド
テ
ン
（
食
肉
目
　
い
た
ち
科
）

イ
タ
チ
よ
り
ず

っ
と
大
き
い

。
警
戒
心
が
強
く
木

の
ぼ
り
も
巧

み
。
成
体

の
体
重

九
〇
〇
～
一
五
〇
〇
ｇ

、
頭
胴
長
四
五
～
五
〇

皿
、
尾
長
一
七
～
二
〇
『

後
足

長

八
・
五
～

九
・
五

皿
。
体

色
は
個
体
変
異

が
多
く

冬
毛

に
は
黄
色
と
灰
色
と
あ
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り
、

そ
れ
ぞ
れ
キ
テ
ソ

ー
ス
ス
テ

ソ
と
呼

ば
れ
る
。
美
し
い
毛

が
高

価
で
あ

る
。

ノ

ウ
サ

ギ
（
兎
目
　
う
さ
ぎ
科
）

村
内

い
た
る
と
こ

ろ
の
林
野

に

す
み
、
作
物

を
あ

ら
し
、
植
樹

を

傷

め
る
。
成
体

の
体
重

は
二
～
三

㎏
、
頭
胴
長
四
〇
～
五
二
ｍ

、
尾

長
三
～
六
ｍ

、
後
足
長
一
三
～
一

四

皿
。
足
裏
に
硬

い
毛
が
密
生
し

て
い
て
雪
の
上
を
走
る
に
都
合
が

よ
い
。
冬
白
く
な
る
も
の
と
褐
色

の
も
の
が
あ
る
。
積
雪
量
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

夜
行
性
で
単
独
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
。
き
ま
っ
た
ね
ぐ
ら
は
な
い
。
夏
は

緑
草
、
冬
は
若
木
の
樹
皮
今
枝
先
を
食
べ
る
。
冬
の
間
、
林
木
に
与
え
る
被
害
が

大
き
い
。
原
野
や
明
る
い
林
、
植
林
地
に
ノ
ウ
サ
ギ
の
数
が
多
い
。
森
林
が
伐
採

さ
れ
て
原
野
化
す
る
と
ふ
え
る
。
五
月
～
八
月
に
二
匹
を
産
む
。
子
ウ
サ
ギ
は
キ

ッ
ネ

ー
テ
ソ

ー
イ
タ
チ

ー
オ
コ
ジ
ヨ
ー
タ
カ
類
に
よ
く
食
べ
ら
れ
る
。
表
７
－

１

の
よ
う
に
本
村
、
伊
那
市
あ
る
い
は
上
伊
那
市
で
も
ノ
ウ
サ
ギ
の
捕
獲
数
は
獣
類

中
第
一
位
で
あ
る
。

リ
　
ス
（
鰯
歯
目
　
り
す
科
）

村
内
の
高
齢
の
樹
林
山
地
に
生
息
し
枝
か
ら
枝
へ
、
森
林
を
（

イ
ウ
ェ
ー
の
よ

う
に
使
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
成
体
の
体
重
二
二
〇
～
三
二
〇
ｇ
、
頭
胴
長

一

八
～
二
〇
ｍ
、
尾
長
一
三
～
コ
（
ｍ
、
後
足
長
五
・
〇
～
五
・
六
ｍ
。
冬
に
は
耳

の
先
端
に
長
い
毛
が
生
え
る
。
乳
頭
八
、
歯
数
二
二
。
日
中
活
動
す
る
。
敵
に
気

(馬場治久蔵)スリ
図7 －7

が
つ
く
と
、
ス
ル
″
と
幹
の
反
対

側
に
か
く
れ
る
。
カ
ラ
マ
ツ
ー
サ

ワ
ラ

ー
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
樹
上
に
小

枝
を
組
ん
で
そ
の
上
に
ス
ギ
ー
サ

ワ
ラ

ー
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
の
樹
皮

で
球
形
の
巣
を
作
る
。
四
～
六
月

に
二
～
六
匹
を
産
む
。
ク
リ

ー
ミ

ズ
ナ
ラ

ー
ク
ル
ミ

ー
マ
ツ
な
ど
の

種
実
、
昆
虫
冲
鳥
の
卵
、
キ
ノ
コ

な
ど
を
食
べ
る
。
食
物
の
多
い
時

は
樹
洞
な
ど
に
保
存
す
る
。

本
郡
市
で
は
リ
ス
類
の
捕
獲
数

は
ノ
ウ
サ
ギ
に
次
い
で
多
い
。（
表
７
－

１
）

ポ
ン
ド
オ
コ
ジ
ョ
（
食
肉
目
　
い
た
ち
科
）

本
村
で
は
経
ヶ
岳
南
側
の
岩
場
で
岩
穴
の
あ
る
と
こ
ろ
に
生
息
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
個
体
数
が
少
な
い
。
成
体
の
体
重
一
〇
〇
ｇ
、
頭
胴
長
一
四
～
二
〇

ｍ
、
尾
長
五
～
七
皿
、
後
足
長
二
・
六
～
三
・
五
ｍ
、
乳
頭
八
、
歯
数
三
四
。
岩

の
間
や
樹
洞
な
ど
に
住
み
山
小
屋
へ
大
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
昼
夜
と
も
行
動

し
、
ネ
ズ
ミ

ー
ノ
ウ
サ
ギ
・
鳥
の
卵
な
ど
を
食
べ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
頭
を
か
し

げ
て
じ
っ
と
人
の
方
を
見
て
い
る
か
と
思
う
と
、
ど
こ
か
へ
も
ぐ
り
こ
み
、
す
ぐ

に
別
の
と
こ
ろ
に
顔
を
出
し
て
ま
た
見
て
い
る
。
冬
は
標
高
八
〇
〇
ｍ
く
ら
い
の

山
ろ
く
ま
で
お
り
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
五
～
六
月
に
五
匹
く
ら
い
を
産
行
。
昭

和
五
〇
年
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
（
食
肉
目
　
じ
ゃ
こ
う
ね
こ
科
）

日
本
で
唯
一
の
じ
や
こ
う
ね
こ
科
の
動
物
で
帰
化
動
物
で
ぱ
な
い
か
と
思
わ
れ

2 拓



第 ２節　生態 と分布

ハクビシ ン（沢崎房雄蔵）図7 －8

る

。

成

体

の

体

重

二

・

四

～
三

≒

、

頭

胴

長

四

五

～

五

五
ｍ

、

尾

長

四

〇

～

四

五

四
、

後

足

七

・
五

～

八

・

五

ｍ

。

会

陰

腺

が

よ

く

発

達

し

体

臭

が

強

い

。

夜

行

性

で
木

の

ぼ

り

が

上

手

で

雑

食

性

、

リ

ソ

ゴ

ー
ナ

シ

ー
ミ

カ
ソ

ー
ビ
ワ

ー
モ

モ

な

ど

を
好

ん
で

食

べ

る

。

年

一

回

六

～

九

月

に
三

～

四

匹

を

産

む

。
子

は

人

間

に

よ

く

慣

れ

て

飼

育

し

や

す

い

。
本

村

に

剥

製

か

お

る

。

ド

ブ

ネ

ズ
ミ
（
鰯

歯
目
　

ね

ず
み
科
）

イ
エ
ネ
ズ
ミ
の
一
種
で
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
中
に
ひ
ろ
が
り
人
間
の
住
む
と

こ
ろ
な
ら
、
ご
み
捨
て
場
や
下
水
の
溝
に
も
す
み
、
標
高
が
高
く
て
も
寒
さ
に
強

く
繁
殖
す
る
。
成
体
の
体
重
悠
二
〇
〇
～
五
〇
〇
ｇ
、
頭
胴
長
二
二
～
二
六
皿
、

尾
長
コ
（
～
ニ

ー
皿
、
後
足
長
三
・
三
～
三
・
七
皿
。
性
質
が
は
げ
し
く
人
間
の

赤
ん
ぼ
う
を
か
み
殺
す
事
も
あ
っ
た
。
人
間
の
食
物
を
か
す
め
取
っ
て
生
活
し
、

ネ
ズ
ミ
中
最
多
産
で
一
回
八
～
一
五
匹
の
出
産
を
一
年
中
繰
返
す
。
養
魚
養
豚
場

に
も
多
く
、
ヒ
ナ
、
子
豚
を
食
う
こ
と
さ
え
あ
る
。
病
原
菌
な
ど
の
運
搬
者
で
も

あ
る
。
ラ
″

卜
又
は
ダ
イ
コ
ク
ネ
ズ
ミ
と
し
て
医
学
実
験
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の

は
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
白
化
型
を
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
。

ク
マ
ネ
ズ
ミ
（
鰯
歯
目
　
ね
ず
み
科
）

イ
エ
ネ
ズ
ミ
の
一
種
。
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
中
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
成
体
の
体

重
一
五
〇
～
二
〇
〇
ｇ
、
頭
胴
長
一
五
～
一
七
皿
、
尾
長
一
五
～
一
九
皿
、
後
足

長
二
・
八
～
三
・
三
皿
。
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
に
似
て
い
る
が
、
目
耳
が
大
き
く
尾
も
長

い

。
手

冲
足

の
背
面
（
甲
）
に
黒
い
毛
が
あ

っ
て
区
別
で
き

る
。

体
色

に
は
灰

褐

色

か
ら
黒
色

ま
で
変
異
が
多
い

。
天
井
裏

に
住
み
、
長
い
尾
を
使
い
電
線
な
ど
も

伝

っ
て
走
り
ま

わ
る
。
一
回

に

Ｉ
〇
匹
く
ら
い
産
む
。
ほ
と
ん
ど
一
年
中
繰
返
し

出
産
す

る
。
ベ
ス
ト
菌
を
七

つ
だ
ノ
ミ
を
ば
ら
ま
き
、
尿
に
よ
る
食
物
の
汚
染
か

ら
食
中
毒

を
発
生

さ
せ

る
こ
と
が
あ

る
。
穀
物
や
建
物
な
ど
へ
の
食
害
も
多
い
。

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
（
鰯
歯
目
　
ね
ず
み
科
）

イ

予
不
ズ
ミ
の
一
種

。
住
宅
倉
庫
耕
地
草
地

に
生
息
。
成
体
の
体
重
八
～

コ

ー

ｇ

、
頭
胴
長

六
～
七

皿
、
尾
長
五
～

六
０１
、
後
足
長
一
・
四
～
一
・
六

皿
、
あ
ぜ

土
手

な
ど

に
坑
道

を
掘

っ
て
生
活
し
て
い

る
。
穀
物
、
草
の
種
子
、
昆
虫
、

タ
ニ

シ
な
ど

を
食
べ

る
。
綿
、
紙
片
、
枯

れ
草
、

ワ
ラ
な
ど
を
集

め
て
巣
を
作
り
、
春

秋

に
四
～

六
匹

を
産
む

。
マ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
て
実
験
動
物

に
使

わ
れ

て

い

る

の

は
、
（

ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
白
化
型

を
飼
育
改
良
し

た
も
の
で
あ

る
。

ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
（
鰯
歯
目
　
ね
ず
み
科
）

日
本
固
有
の

ネ
ズ
ミ
で
小
形
で
愛
ら
し
い
。
成
体
の
体
重
一
七
～
二
二
ｇ

、
頭

胴
長
七
～
九

皿
、
尾
長
七
～
一
一
ｍ

、
後
足
長
一
・
七
～
二

皿
、
平

地
か
ら
高
山

帯
ま
で
、
森
林
に
は
ど
こ
に
で
も
い
る
が
亜
高
山
帯
に
多
い
。
五
～

八
月
に
三
～

六
匹
を
産
む
。
草
木
の
種
子
、
昆
虫
を
食
べ
る
。
天

敵
は
テ
ソ

ー
オ
コ
ジ
ョ
・

ヘ

ビ

ー
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
。

ア
カ
ネ
ズ
ミ
（
鰯
歯
目
　
ね
ず
み
科
）

中
形

の
美
し
い
ネ
ズ
ミ
で
ヒ

メ
ネ
ズ
ミ
よ
り
大
き
い
。
成
体
の
体
重
四
〇
～
四

八
ｇ

、
頭
胴
長
八
～
一
三
『

尾
長
七
～

こ
一
皿
、
後
足

長
二
～
二

・
四
ｍ

。
耕

地
周
辺
か
ら
低
山
帯
の
森
林
に
生
息
し
坑
道
を
掘
る
が
樹
上
や

ブ
ナ
や

ナ
ラ
の
葉

で
球
形

の
巣
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。
ジ
ャ
ソ
プ
カ

が
強
い
。
ド
ン
グ
リ

ー
ク
ル
ミ

の
種
子
や
昆
虫
を
食
べ
る
。
五
～

八
月

に
四
～
五
匹

を
産
む
。
天
敵

は
キ
ッ

ネ
・

テ
ソ

ー
ヘ
ビ

ー
フ

ク
ロ
ウ
な
ど
。
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ハ
タ
ネ
ズ
ミ
（
鰯
歯
目
　
ね
ず
み
科
）

草
原
や
植
林
地
、
耕
地
周

辺
に
高
密
度

に
生
息

し
て

い
る
。
植
林
や
作
物

に
被
害

を
あ
た
え

る
こ
と
が
多
い
。
本
村
で
は
春
秋
二
回
村
一
斉

に
ほ

か
の

ネ
ズ
ミ
も
兼

ね
て
野
鼠
駆
除
を
行

っ
て
い

る
。
成
体
の
体
重
三
五
～
四
五
ｇ

、
頭
胴
長
一
〇
～

回

ぶ

、
尾
長
三
・
五
～
四
・
五
『

後
足
長
二

四
、
目
耳
が
小
さ

く

尾

が

短

い
。
地
中
生
活

に
適
応

。
盲
腸
が
特

に
長
く
植
物
食
へ
の
適
応
が
進

ん
で
い

る
。

長
い
坑
道
に
は
食
物
の
貯
蔵
所
育
児
部
屋
便
所
な
ど
も
あ
る
。
五
～
八
月
に
二
～

七
匹
を
く
り
か
え
し
産
み
、
爆
発
的
に
ふ
え
る
。
寿
命
は
三

か
月

か
ら
一
年
半
。

草
の
根
茎
葉
、
幼
樹
の
根
や
樹
皮
を
食
べ
る
。
天
敵
は
キ

ッ

ネ

ー
イ

タ

チ

ー
ワ

シ
・
夕

力
類
・
フ

ク
ロ
ウ
・

ヘ
ビ
な
ど
で
あ
る
が
、
野
鼠
駆
除
の
毒
薬
を
使
う
と

天

敵
も
死

ぬ
。

ム
サ
サ

ビ
（
麗
歯
目
　
り
す
科
）

晩
鳥
と
も
呼
ば
れ
木
か
ら
木
へ
滑
空
す
る
。
空

と
ぶ
座
ぶ
と
ん
の

よ

う

な

感

じ
。
成
体
の
体
重
一
～
一

・
五

㎏
、
頭
胴

長
三
〇
～
三
七
『

尾
長
三
五

皿
、
後

足
長
六
・
五

皿
。
前
足
と
後
足
、
後
足
と
尾

の
根
毛

と
の
間

の
皮
膚
が
の
び
て
飛

膜
に
な
る
。
ス
ギ

ー
ヒ
ノ
キ

ー
ブ
ナ
な
ど
の
森
に
す
み

、
樹
洞

冲
社
寺

の
屋

生
畏

又

は
樹
上

に
リ
ス
に
似

た
巣
を
作
る
。
暗
く
な
る
と
活
動
を
始
め
る
。
大
木

の
こ

ず
え

ま
で
の
ぼ
り
つ
め
滑
空

し
て

次
々
と
移
動

す
る
。
眼

が
へ

″
ド
ラ
イ
ト
の
よ

う
に
光
る
。
ギ
ャ

ー
ギ
ャ

ー
又

は
グ
ル
グ
ル

″
と
鳴
く
。
若

芽
や
葉

、
花
や
実
、

カ
キ
も
食
べ
に
く
る
。

上

伊
那
郡
市

に
は
表
７
－

１

の
よ
う
に
生
息
す
る
。

同

じ
科
で
モ
モ

ン
ガ
は
昭
和
五
〇
年

県
の
天

然
記

念
物

に
指
定
さ
れ
た
。
個
体

数

が
少
な
い
ら
し
い
。

ム
サ
サ
ビ
よ
り
す
べ
て
小

さ
く
、

ム
サ
サ
ビ
と

ち
か

っ
て

後
足
と
尾
の
間

に
飛

膜
が
な
い
。

モ

ゲ
ラ
（
食
虫
目
　
も
ぐ
ら
科
）

本
村

の
経

ケ
岳

の
よ
う
な
高
い
所
は
小
型
で
体
重
四
〇
ｇ

く
ら
い
の
コ
モ
グ
ラ

と
呼
ば
れ
る
も
の
、
低
地
の
も
の
は
大
型
で

二
一
〇
ｇ

位
の
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
と
い

わ
れ
る
も
の
が
い
る
。
い
ず
れ
も
三
～
五
月

、
二
～
四

匹
の
子

を
産
む
。
ミ
ミ
ズ

が
主
食
で
畑
は
も
ち
ろ
ん
相
当
か
た
い
所
も
坑
道
を
掘
る
た
め
作
物
に
被
害
を
与

え
る
。
坑
道
は
本
道
と
側
道
か
お
る
。
坑
道
を
掘
る
時
そ
の
土
を
地
上

へ
出

す
た

め
の
道
を
直
道
と
い
う
。
直
道
を
掘
り
下

げ
て
行

け
ば
必
ず
本
道
に

出

会

う

の

で
、
そ
こ
ヘ
モ

グ
ラ
挟
み
を
し
か
け
る
と
捕
獲
で
き
る
。

モ

グ
ラ
も
い
く
つ
か
の
種
が
あ
る
。
ま
た
同

じ
も
ぐ
ら
科
で
日
本
特

産
の
ヒ
ミ

ズ
が
県
下
で

は
平

地
か
ら
亜

高
山
帯

に
分

布
し
て

い
る
が
本
村
で

ぱ
い
る
と

い
う

確
報
を
聞
か
な
い
。

カ
ワ

ネ
ズ
ミ
（
食
肉
目
　
と
が
り
ね
ず
み
科
）

渓
流
を
泳
ぎ
、
魚
類
や
水
生
昆
虫

を
食

べ
る
変

わ
っ
た
生
活

を
し
て

い
る
。
成

体

の
体
重
七
〇
～
八
〇
ｇ

、
頭
胴
長
一
〇

～
一
四

０１
、
尾
長
九
～
一
二

皿
、
後
足

長
二

・
五
～
二

・
九

皿
。
指

の
間

に
使

い
毛
が
多
く
、
水

か
き

の
役
目

を
す

る
。

水
中
で

は
体
毛

の
間

に
気
泡

を
つ
け
て
銀
色

の
矢

の
よ
う

に
す
ば
や
く
泳
ぐ
、
養

魚
池

に
入
り

コ
イ

ー
ニ
ジ
マ
ス
な
ど

を
食

べ
る
こ
と
も
あ

る
。
本
村
で
も
従
来
よ

く
見

か
け

た
が
河
川
改
修
、
護

岸
工
事
、
川

の
汚
染

の
た
め
、
そ

の
数
が
へ

っ
た

よ
う
で
あ

る
。

コ

ウ
モ

リ
（
翼
手
目
　
こ
う
も
り
の
類
）

本
村
で

は
昭
和
五
〇
年
秋
南
箕
輪
小
学
校
二
年
男
子
が
ア

ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
を
捕

獲
し

た
記
録
か
お

る
。
こ

の
種
は
人
家
周
辺

に
ふ
つ
う
生
息
、
市
街
地
で
も
夜
間

暗
や
み
を
飛

ん
で
い

る
の
を
見

か
け

る
。
イ

エ
コ
ウ
モ
リ
と
も
呼
ば
れ

る
。
成
体

の
頭
胴
長
四

・
二
～
五
・
二

０１
、
尾
長
三
・
一
～
三
・
九
ｍ

、
後
足
長
（
爪
と
も
）

六

・
五
～
八
・
二

皿
、
歯
数
三
四
。
人
家
の
屋
墾

畏
冲
板
壁
の
間
に
生
息
し
、
夕

方

か
ら
明
け
方
ま
で
活
動
す

る
。
飛

び
な
が
ら

カ
ソ
高
い
声
を
出
す

。
え
さ
は
小
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第 ２節　生態と分布

形

の
昆
虫
類

。
六
～
七
月

に

Ｉ
～
四
匹

を
産

右
。
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ

ウ
モ
リ
、
ウ

サ

ギ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
も
生
息

す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
最
近
見

か
け

た
と
い
う
確

か
な

報
告
が
な
い
。

二
　

鳥
　
　
　

類

‥】い
　
環
　
　
　

境

本
村
は
、
西
か
ら
三
〇
〇
〇
ｍ

級
の
西
駒
ヶ
岳
に
つ
づ
く
経
ヶ
岳
が
あ
り
、
そ

の
す
そ

に
は
、
清
流
の
流
れ
る
大
泉
川
を
中
心
に
、
広
大
な
山
林
原

野

が

広

が

り
、
更

に
、
平
地
林
と
し
て
は
数
少
な
い
大
芝
原
が
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
西
天
竜

の
水
田
地
帯

か
ら
集
落
地
帯
が
続
き
、
東
端
に
は
天

竜
川
か
お
る
。
そ
の
間
に
あ

表
７－

３
　
狩
猟
免
許
者
に
よ
る
上
伊
那
地
区
で
捕
獲
さ
れ
た
鳥
類

る
河
岸
段
丘
か
ら
は
、
至
る
と
こ
ろ
に
清
水
が
湧
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
水
と
、

緑
と
、
地
形
の
起
伏
と
は
、
鳥
類
の
生
息
に
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
中
部
に
位
置
し
て
海
が
な
い
た
め
に
、
海
鳥
こ
そ
見
ら
れ
な

い
が
、
渡
り
鳥
の
通
路
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
比
較
的
多
く
の
鳥
が
見

ら
れ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
近
年
開
発
が
進
み
、
河
川
の
改
修
や
農
薬
の
散
布
な
ど
に
よ

り
、
自
然
環
境
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
表
７
－

３
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
伊
那

地
区
で
捕
獲
さ
れ
た
鳥
類
の
数
は
、
こ
こ
数
年
で
約
四
万
三
〇
〇
〇
羽
か
ら
二
万

三
〇
〇
〇
羽
と
半
減
し
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
傾
向
は
Ｉ
層
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〃

五

六

々

昭
和

五
一
年
／

μ

五

六

々

昭
和

五一

年
／

一
一

夕

シ

ギ
七

一
一
一

ゴ

イ

サ

ギ

一一一

ヤ

マ

シ

ギ

一一

六
○

七

l.
べ

Ｏ

八
八

キ

ジ

ふべ

八
七七

一

一一
一

〇

一
一

一一
一

キ

ジ

バ

ト

七

五

一一一

一一

一

一一
一
一

ヤ

マ

ド

リ

一

ｔ
．

／へ
一

ガ ハ

ラ シ
ス ブ

ト

カ

－フ

ス

類

一
四 七

ウ

ズ

ラ

ガ ハ

ラ シ
ス ボ

ソ

一一

○
一
一八

一一

四

四

一

イ コ

ジ

ケ

ラ ミ

ス ヤ

マ

ガ
一一一

モ オ

ナ

ガ

カ

カ

モ

類

一

ｔ・
／ ゝ

一

一
一

一一
一
ｉ

．

ノヘ

小

計

一

五
一

コ

ガ

モ

九

四

八

一一一

ス

ズ

メ

ス

ズ

メ

類

一
一一八

八

マ

ガ

モ

一
一
九
○

イ ニ

ス ュ

ズ ウ

メ ナ
八
九

カ

ノレ

ガ

モ

九

七

七

一一一

一
八

八

七
四

小

計
四

ヒ
ド

リ

ガ

モ

一
一
一一

八

八

八

四

一一一

一
一一
一
一五

合

計

一
一
八

ス

ズ

ガ

モ

ｌ
．

／Ｘ

ｒ ．

ノ ヘ

一

一一

囚

九

一一一

小

計

⇔
留

鳥

鳥

。

村
内
に
多
く
見
ら
れ
る
鳥

一
年
中
ほ
ぼ
一
定
の
地
域
に
す
ん
で
、
季
節
に
よ
っ
て
移
動
し

な
い

漂

鳥
　
一
地
方

の
中
で
越
冬
地
と
繁
殖
地

を
異

に
し
、
季
節

に
よ
り
小
規
模
の

（
上
伊
那
地
方
事
務
所
調
）

移

動

を

す

る

鳥

。

渡

り

鳥
　

繁

殖

地

と

越

冬

地

を

異

に

し

、

毎

年

定

ま

っ

た

季

節

に

移
動

を
繰

り

返

す

。

こ

れ

に

は
、

夏

鳥

と

冬

鳥

か

お

る

。

夏

鳥

は
一

地

方

へ
春

か
ら

初

夏

に
渡

っ
て

き

て

営

巣

繁

殖

し

、

秋

再

び

温

暖

2四



第 ７章　動　　　 物

の
地
へ
渡

っ
て
行

く
。

冬

鳥
は
一
地
方

へ
秋

に
北
方

か
ら
渡

っ
て
き
て
春

に
去
り
、
夏
北
方
で
繁
殖

す
る
。

迷
鳥
　

そ
の
地
方
に
普
通
は
生
息
し
な
い
が
、
暴
風

雨
な
ど
、
偶
然
の
機
会
に

迷
い
込
ん
で
き
た
鳥
。

旅
鳥
　
一
地
方

の
中
で
、
北
方

に
繁

殖
地
、
南
方

に
越
冬
地

を
持

ち
、
春

と
秋

の
渡
り

の
途
中
そ

の
地
方

を
通
過
す

る
鳥
。
（
シ
ロ
（

ラ
、
ム
ギ

ヴ
タ
、
ノ
ゴ
ｙ
等
）

１
　

人
里
に

多
く
見

ら
れ
る
鳥

ス
ズ
メ
（
は
た
お
り
ど
り
科
）
　
留
鳥

体
の
上
面
は
全
体
的
に
褐
色
で
、
の
ど
と
目
の
前
後
と
頬
に
か
け
て
黒
色
斑
が

あ
る
。
人
家
集
落
に
一
年
中
生
息
し
繁
殖
す
る
が
、
近
年
開
発
に
と
も
な
い
生
息

地
の
標
高
が
高
ま
っ
て
し
る
。
秋
に
は
水
田
に
群
れ
、
稲
に
害
を
与
え
る
が
、
常

に
は
虫
や
雑
草
の
種
子
も
た
く
さ
ん
食
べ
る
。

(松村昭提供)
リ

図7 －9　 ム ク

ム
ク
ド
リ
（
む
く
ど
り
科
）
　
漂

鳥

く

ち
ば
し
は
長
く
、

オ
レ
ン
ジ

色

を
し
て
い

る
。
顔

に
は
灰

白
色

の
斑
が
あ
り
、
腰
の
白
色

は
飛
行

中
よ
く
目
立
つ

。
平
地
や
山
地
の

人
家
周
辺
に
住
み
、
木
の
ほ
ら
穴

や
屋

根
の
す
き
間

な
ど
に
集
団
で

営
巣
す
る
。
ギ
ャ

ー
ギ
ャ

ー
と
濁

っ
た
声
で
大

さ
わ
ぎ
す
る
。
秋

か

ら
冬

に
か
け
て
平
野
部

の
林

に
、

数
子
、
数
万
と
い
う
大
群
を
つ
く

図7 －10　 カワラヒワ（ 松村昭提供）

り
、
大
群
で
空
を
飛

び
、
集
団
で

ね
ぐ
ら
を
と

る
。

春
の
代
か
き
中
の
水
田
や
、
晩

秋
の
柿
の
木
に
食
物
を
求
め
て
群

れ
る
。

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
（
あ
と
り
科
）
　
漂

鳥
ス
ズ

メ
く
ら
い
の
大

き
さ
で
、

体

は
全
体
的

に
褐

色
味

の
あ

る
緑

色

を
し
て

い
る
。
つ
ば
さ
に
は
、

大
き
な
黄
色
斑
か
お
り
、
止
ま

っ

て
い

る
と
き
や
飛
行
時

に
も
よ
く

目
立
つ
。
尾
は
短
く
、
先
は
浅
い
ふ
た
ま
た
に
な
っ
て
い
る
。
止
ま
っ
て
い
る
と

き
の
姿
勢
は
直
立
に
近
い
。
澄
ん
だ
声
で
、
チ
ュ
イ
ー
ソ
　
チ
ュ
イ
ー
ソ
　
ビ
。

Ｉ
ソ
と
鳴
い
た
り
、
飛
び
な
が
ら
キ
リ
キ
リ
　
コ
リ
コ
リ
と
鳴
く
。
市
街
や
村
落

な
ど
の
樹
林
に
営
巣
す
る
。
河
原
や
農
耕
地
な
ど
に
大
群
で
生
活
す
る
。

ア
カ
モ
ズ
（
も
ず
科
）
　夏
鳥

夏
鳥
と
し
て
四
月
下
旬
ご
ろ
渡
来
し
、
平
地
か
ら
山
地
へ
か
け
て
の
雑
木
林
の

ま
わ
り
や
農
耕
地
で
繁
殖
し
、
九
月
下
旬
ご
ろ
渡
去
す
る
。
体
は
モ
ズ
に
似
て
い

る
が
、

背
面
の
赤
味
が
強
く
、
腹
部
の
白
、
眉
線
の
白
、
過
眼
線
の
黒
が
目
立

つ
。
メ
ス
は
眉
線
が
短
く
黄
色
、
胸
腹
部
両
側
の
横
じ
ま
が
目
立
つ
。
鳴
き
声
ぱ

モ
ズ
よ
り
濁
り
、
ギ
チ
　
ギ
チ
　
ギ
チ
　
ギ
ュ
ソ
　
ギ
ュ
ソ
と
鋭
い
。
な
わ
ば
り

意
識
が
強
い
。

ヒ
バ
リ
（
ひ
ば
り
科
）
　漂
鳥

ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
い
。
頭
に
は
小
さ
な
羽
冠
が
あ
り
、
後
脚
に
長
い
爪
が

2 加



第２節　生 態と分布

あ
る
。
麦
畑
、
河
原
、
草
原
な
ど
で
繁
殖
す
る
。
空
中
に
舞
い
上
が
っ
て
ピ
ー
チ

ュ
ク
　
ピ
ー
チ
ュ
ク
　
チ
ュ
ク
　
チ
ュ
ク
　
チ
ー
チ
ー
チ
ー
ビ
ー
ル
　
ビ
ー
ル
ル

な
ど
複
雑
で
長
く
、
高
声
で
さ
え
ず
る
。
地
鳴
き
は
ピ
ル
ル
　
ピ
ル
ル
。
漂
鳥
だ

が
一
部
留
鳥
。
巣
は
草
む
ら
の
地
上
に
枯
れ
草
や
枯
れ
茎
な
ど
で
つ
く
る
。
耕
地

や
河
原
、
草
原
な
ど
に
普
通
生
活
す
る
。

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
（
ひ
た
き
科
）
　夏
鳥

夏
鳥
で
ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
く
、
モ
ズ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
ウ
グ
イ
ス
類

の
中
で
は
最
も
大
き
い
が
、
主
色
が
淡
い
茶
色
で
目
立
た
な
い
。
名
の
よ
う
に
、

ヨ
シ
原
に
強
く
結
び
つ
い
て
生
活
し
、
湿
地
に
密
生
し
た
ヨ
シ
や
ぶ
に
多
い
が
、

竹
や
ぶ
や
マ
コ
モ
群
落
に
も
く
ら
し
、
標
高
コ

ー○
Ｏ
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で
分

布
す

る
。
巣
は
茎
の
上
に
作
り
、
虫
を
主
食
と
す
る
。
地
鳴
き
は
ギ
ョ
　
ギ
ョ
だ
が
、

さ
え
ず
り
は
ギ
ョ
ソ
　
ギ
ョ
ソ
　
ギ
ョ
　
ギ
ョ
ソ
　
ケ
ソ
ケ
ソ
カ
カ
カ
と
や
か
ま

し
く
、
夜
間
も
鳴
く
。
飛
行
は
直
線
的
、
歩
行
は
Ｉ
足
と
び
で
あ
る
。

( 松村昭提供)
ミ

ゲツ図7 －11

ツ

ゲ
ミ
（
ひ
た
き
科
）
　
冬
鳥

冬

鳥
と
し
て
秋

に
渡
来
、
大
き

さ
は

ム
ク
ド
リ
大

で

あ

る
。

オ

ス
、

メ
ス
同
色
、
頭

部

か

ら

背

面
、
翼
、
尾
羽

に
か
け
て
濃

い
茶

色
、

胸
や

腹
に
黒
茶
色

の
斑
点
が

散
在
す
る
の
が
目

立
つ
。
平
地

か

ら
亜

高
山
ま
で
広
く

生

息

す

る

が
、
平

地
の
農
耕
地
な
ど
に
も
か

な
り
見

ら
れ
る
。
地
上

で
交
互
歩

き
を
し
て
は
上
半
身
を
お
こ
し
て

立

ち
止
ま
り
、
食
物
を
あ
さ

っ
て

い
る
姿
が
特
徴
的
で
あ
る
。
飛
び
立
つ
時
に
は
、
ク
″
″
　
ク
ィ
″
と
鳴
い
て
一

直
線
に
上
昇
し
、
そ
れ
か
ら
、
や
や
電
光
形
に
飛
行
す
る
。

ツ
バ
メ
‘（
つ
ぼ
め
科
）
　
夏
鳥

夏
鳥
と
し
て
三
月
中
旬
か
ら
四
月
に
か
け
て
渡
来
し
、
一
〇
月
中
旬
に
は
渡
去

す
る
。
尾
羽
の
切
れ
込
み
が
深
く
、
の
ど
の
赤
褐
色
が
目
立
つ
。
主
に
木
造
の
家

屋
の
軒
下
と
か
天
井
の
ぱ
り
に
巣
を
作
り
、
ピ
チ
　
ピ
チ
　
チ
チ
チ
　
ジ
ュ
ー
イ

と
鳴
き
、
（

チ
、
（

Ｉ
、
ト
ソ
ボ
、
ウ
ソ
カ
な
ど
を
飛
び
な
が
ら
捕
食
す
る
。
六

月
末
か
ら
Ｉ
〇
月
上
旬
に
か
け
て
河
原
の
ヨ
シ
原
な
ど
を
ね
ぐ
ら
と
し
、
大
群
で

夜
を
す
ご
す
。
帰
巣
性
が
強
く
、
半
数
は
翌
年
も
ど
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
が
、

近
年
飛
来
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
、
見
か
け
る
こ
と
が
希
に
な
っ
た
。

ア
オ
バ
ズ
ク
（
ふ
く
ろ
う
科
）
　夏
鳥

ム
ク
ド
リ
よ
り
ず
っ
と
大
き
い
が
、
（

卜
よ
り
小
さ
い
。
背
面
は
黒
褐
色
で
特

に
頭
部
は
濃
い
。
朧
面
は
淡
色
で
、
黒
褐
色
の
縦
斑
が
幾
す
じ
も
並
ん
で
い
る
。

顔
は
黒
褐
色
の
ず
き
ん
を
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
り
、
目
と
く
ち
ば
し
を
出
し
た

よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
眼
は
鮮
黄
色
。
四
月
～
五
月
南
方
よ
り
渡
来
、
人
里
近
く

の
森
、
寺
や
神
社
の
大
き
な
木
立
、
山
地
の
森
林
な
ど
に
住
み
、
木
の
ほ
ら
穴
に

営
巣
す
る
。
夜
間
、
ホ
ウ
ボ
ウ
と
二
声
ず
つ
続
げ
て
鳴
く
。
活
動
は
主
に
夜
間
で

大
形
昆
虫
類
が
主
食
で
あ
る
。

ト
ビ
（
わ
し
た
か
科
）
　留
鳥

人
里
で
見
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
留
鳥
と
し
て
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。
翼
を

水
平
に
保
ち
、
滑
空
し
て
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
　
ヒ
ョ
ロ
と
鳴
き
な
が
ら
輪
を
か
い
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
全
体
暗
褐
色
を
し
て
い
る
が
、
翼
の
下
面
に
淡
い
部
分
が
見
え

る
。
ま
た
、
尾
が
叉
状
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
ネ

ズ

ミ
、
魚
な
ど
の
死
体
を
主
に
食
べ
、
時
に
は
人
間
の
捨
て
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の

ご
み
も
え
さ
に
す
る
。
県
内
で
は
、
主
に
ア
カ
マ
ツ
の
高
木
に
営
巣
し
、
二
～
三

22j



物第７章　動

個
産
卵

す
る
。
冬
季

に

は

赤

松

林
、
ス
ギ
林
な
ど
に
群
れ
で
ね
ぐ

ら
を
と
る
。

ｊ皿
　
　

カ
ッ
コ

ウ
（
ほ
と
と
ぎ
す
科
）

昭0
4
　
　
夏

鳥

ぐビ
　
　
（

卜
よ
り
や
や
大

き
く
、
飛

ん

で

い
る
姿
は
翼

の
先

が
と
が

っ
て

卜
　
お
り
ヽ
　一
見

夕
力
類

に

似

て

い

図7 －12

ヨ
シ
キ
リ
な
ど
に
托
卵
す
る
。
昆
虫
を
主
食
と
す
る
が
、
特
に
蛾
の
幼
虫
を
多
く

食
べ
る
。
雄
は
力
丿
コ
ウ
と
鳴
き
親
し
ま
れ
る
が
、
雌
は
早
口
に
ピ
ピ
ピ
ピ
…
と

鳴
く
こ
と
が
あ
る
。

ド
バ
ト
（
は
と
科
）
　留
鳥

灰
黒
色
が
普
通
で
あ
る
が
、
各
種
の
も
よ
う
や
色
変
わ
り
の
も
の
が
い
る
。
イ

エ
バ
ト
と
も
い
か
れ
、
神
社
や
寺
、
民
家
な
ど
に
も
す
み
つ
く
。
ド
バ
ト
の
原
種

る
。
背
面

は
か
ず
み
色

を
し
て
い

る
が
、
腹
面

に
は
黒
褐
色

の
細

卜

横
し

ま
か
お

る
。
夏
鳥
と
し
て
渡

来
し
、

ホ
オ
ジ
ロ
、

モ
ズ
、

才
才

は
、

カ
ワ
ラ

バ
ト
で
大
昔
、
人
間

に
飼
わ
れ
た
も
の
が
家
禽
化
し
て
、
そ
の
後
放

さ
れ
て
半
野
生
化
し

た
も
の
で
あ

る
。

２
　

人
里
か
ら
低
山
帯
に
多

く
見
ら
れ

る
鳥

ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
（
が
ら
す
科
）
　
留
鳥

全
身
が
ま

っ
黒
で
あ
る
。
頭
や
く
ち
ば
し
は
大
き
く
脚
も
太
い

。
特

に
額
と
く

ち
ば
し
に
は
っ
き
り
と
段
が
あ
る
。
飛

行
時
に
は
鳴
声
は
す

ん

で

お

り
、

カ

ア

ー
　
カ

″
１

と
な
く

。
山
地

冲
平
地

に
生
息
す
る
が
、
繁
殖
期
を
除
き
年
間
群
れ

図7 －13　 ハシボソガラス（ 松村昭提供）

で

生
活

し
、

毎
夕
地
域

ご
と

に
定

ま
っ
た
赤
松
林
や
竹
林

な
ど

に
、

集
団
で

ね
ぐ
ら

を
と

る
。

ハ

シ
ボ
ソ

ガ
ラ
ス
（
が
ら
す
科
）

留
鳥

全
体
が
紫
色
の
光

沢

あ

る

黒

色
、
（

シ
ブ
ト

ガ
ラ

ス
よ
り
や
や

小
形

、
全
体
的
に
き
り

っ
と
し
ま

り

ス
マ
ー
ト
で
あ
る
。
額
と
頭

は

は
っ
き
り
し
た
段
が

認

め

ら

れ

ず
、

く
ち
ば
し

は
先
端

に
向
け
て

細
ま
る
。
鴉
声
は
濁
り
、
ガ
ア
ー

ガ
ア
ー
と
聞
こ
え
る
。
繁
殖
期
に
は
農
耕
地
と
雑
木
林
を
含
め
て
な
わ
ば
り
を
つ

く
り
、
そ
の
生
息
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。

繁
殖
期
で
な
卜
と
き
は
群
れ
生
活
を
し
、
地
域
ご
と
に
赤
松
林
や
竹
林
な
ど
へ

ね
ぐ
ら
を
と
る
。
猟
鳥
。

カ
ケ
ス
（
が
ら
す
科
）
　留
鳥

（

卜
よ
り
や
や
小
形
で
、
頭
は
白
色
地
に
黒
の
斑
点
が
あ
り
、
個
体
に
よ
っ
て

そ
の
模
様
が
異
な
る
。

背
と
腹
背
は
褐
色
で
、
の
ど
と
腰
は
白
色
、
翼
は
白
と
黒
及
び
明
る
い
青
で
美

し
い
。
県
内
各
地
の
山
林
で
繁
殖
す
る
が
亜
高
山
帯
の
下
部
に
及
ぶ
も

の
も
あ

る
。
ジ
ュ
ー
イ
″
又
は
ギ
ャ
ー
と
鳴
く
。
他
の
鳥
の
鳴
き
声
を
ま
ね
る
こ
と
も
あ

る
。
用
心
深
く
行
動
し
な
か
な
か
姿
を
見
せ
な
し
。
木
の
枝
に
小
枝
な
ど
で
お
わ

ん
形
の
巣
を
作
る
。
雑
食
性
で
あ
る
が
、
秋
に
は
ド
ン
グ
リ
の
実
を
食
べ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
を
蓄
え
る
習
性
を
も
っ
て
い
る
。
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ヒ
ヨ
ド
リ
（
ひ
よ
ど
り
科
）
　留
鳥

ム
ク
ド
リ
よ
り
や
や
大
き
い
。
体
形
は
細
長
く
尾
が
長
い
。
全
身
暗
褐
色
で
翼

と
尾
が
暗
黒
褐
色
。
頭
部
の
灰
色
と
ほ
お
の
赤
紫
色
が
目
立
つ
。
ヒ
″
　
ヒ
″
と

鳴
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
波
状
に
と
ぶ
。
平
地
か
ら
山
地
ま
で
広
く
生
自
心
す
る

が
、
冬
季
は
市
街
地
か
ら
村
落
ま
で
多
く
姿
を
見
せ
、
庭
木
の
実
や
果
樹
園
の
取

り
残
さ
れ
た
果
実
な
ど
を
、
ピ
イ
ー
ヨ
　
ピ
イ
ー
ヨ
と
や
か
ま
し
く
鳴
さ
な
が
ら

数
羽
で
あ
さ
り
あ
る
く
姿
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

ホ
オ
ジ
ロ
（
ほ
お
じ
ろ
科
）
　留
鳥

図7 －14　ホ オ ジ ロ（松村昭提供）

雪のふぶく中で餌をあさっている。

ス
ズ

メ
よ
り
や
や
大

き
い
。

顔
は
黒
く
眉
斑
と
顎
線
の
白
色

部
分
が
目
立
つ

。尾

は
長
く
、
飛

び
立
つ
と
き
広
げ
る
と
外

側
の

白
色
羽

が
顕

著
で
あ
る
。
河
原

な
ど
平

地
か
ら
山
地
に
か
け
て

広
く
分

布
し
て
い
る
。
春
に
は

雄
は
、

自
分

の
な
わ
ば
り
の
こ

ず
え

の
高
い
所
で

チ

″
チ

ー

ピ

ー
ツ
ツ
　

チ
チ
　

ツ
ッ
ピ

ー

と
さ
か
ん
に
さ
え

ず
る
。
草
の

根
元
や
木

の
あ
ま
り
高
く
な
い

枝
に
、
か
ち
ん
形
の
巣
を
作
る
。
留
鳥
で
、
地
鳴
き
は
チ
チ
″
と
二
音
続
き
で
鳴

ヤ
マ
ガ
ラ
（
し
じ
ゅ
う
か
ら
科
）
　留
鳥

ス
ズ
メ
大
の
鳥
で
、
ほ
お
、
腹
面
は
ク
リ
ー
ム
色
、
の
ど
と
頭
頂
か
ら
目
の
と

こ
ろ
ま
で
は
黒
、
背
面
は
灰
色
、
上
背
と
横
腹
の
く
り
色
が
目
立
つ
。
雌
と
雄
が

同
色
で
あ
る
。
広
葉
樹
林
に
生
息
す
る
が
他
の
カ
ラ
類
よ
り
少
な
い
。
巣
は
木
の

穴
、
巣
箱
、
石
垣
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
作
る
。

メ
ジ
ロ
（
め
じ
ろ
科
）
　留
鳥

ス
ズ
メ
よ
り
小
さ
い
。
雌
、
雄
同
色
で
全
身
緑
色
、
目
の
局
り
が
白
い
の
で
こ

の
名
が
つ
い
た
。
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
以
下
の
常
緑
広
葉
樹
林
に
す
み
、
人
家
付
近

で
繁
殖
す
る
。
南
方
系
の
鳥
で
県
下
で
は
南
部
の
カ
シ
林
に
特
に
多
い
。
繁
殖
期

は
雌
雄
で
生
活
す
る
が
、
非
繁
殖
期
に
は
常
に
小
群
で
移
動
し
て
お
り
、
ツ
バ
キ

や
サ
ク
ラ
の
咲
く
こ
ろ
に
は
蜜
を
求
め
て
花
に
集
ま
る
。

ウ
ズ
ラ
（
き
じ
科
）
　漂
鳥

全
身
褐
色
で
、
体
は
ず
ん
ぐ
り
し
て
い
る
。
尾
は
短
く
、
夏
羽
で

は
顔

が
茶

色
、
淡
色
の
眉
斑
は
夏
冬
と
も
明
確
で
あ
る
。
草
や
ぶ
か
ら
急
に
飛
び
出
す
こ
と

が
多
く
、
野
外
で
歩
し
て
し
る
姿
を
見
る
機
会
は
少
な
い
。
急
に
飛

び
立
つ
こ

と
、
翼
牛
尾
が
短
く
、
す
ぐ
近
く
の
草
や
ぶ
に
飛
び
込
む
こ
と
が
特
徴
。
隣
接
の

小
黒
原
の
牧
草
地
が
繁
殖
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
繁
殖
期
に
は
ク
″
ク
ル
ク
ー

と
一
声
ず
つ
地
上
で
鳴
く
。
冬
は
温
暖
な
地
方
へ
移
動
す
る
。
猟
鳥
。

モ
　
ズ
（
も
ず
科
）
　漂
鳥

ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
い
。
雄
は
頭
、
胸
腹
部
の
赤
褐
色
が
鮮
や
か
で
、
過
眼

線
の
黒
、
翼
の
白
斑
が
目
立
つ
。
雌
は
全
身
う
す
茶
色
、
過
眼
線
は
う
す
赤
茶
で

胸
部
の
細
い
横
じ
ま
が
目
立
ち
翼
の
白
斑
は
な
い
。
小
動
物
を
主
と
し

た
肉
食

で
、
鋭
い
く
ち
ば
し
を
持
っ
て
い
る
。
秋
に
カ
エ
ル
、
イ
ナ
ゴ
な
ど
の
「
は
や
に

え
」
を
つ
く
る
。
平
地
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
農
村
、
低
木
林
、
草
原
な
ど
で
繁

殖
す
る
。
繁
殖
期
を
の
で
い
て
雄
、
雌
、
単
独
で
な
わ
ば
り
を
持
ち
、
秋
の
な
わ

ば
り
形
成
期
に
樹
頂
で
鋭
く
平
丿
Ｉ
　
キ
″
１
と
鳴
く
、
こ
れ
は
モ
ズ
の
高
鳴
き

と
呼
ば
れ
る
。

オ
オ
ル
リ
（
ひ
た
き
科
）
　夏
鳥
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ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
い
。
雄
の
頭
か
ら
背
面
、
尾
に
か
け
て
は
あ
ざ
や
か
な

ル
リ
色
を
し
て
い
る
。
こ
の
色
か
ら
名
が
つ
い
た
。
顔
、
胸
部
、
の
ど
は
黒
色
で

腹
部
は
白
色
、
雌
は
地
味
で
背
面
が
緑
褐
色
で
下
面
が
黄
褐
色
で
あ
る
。
樹
木
の

枝
先
に
止
ま
り
、
ピ
ー
ツ
ー
　
ツ
ィ
ツ
ィ
ピ
″
ツ
ピ
ル
ル
と
さ
え
ず
り
、
最
後
に

ギ
ジ
　
ギ
ジ
″
と
ぐ
ず
り
声
を
入
れ
る
。
地
鳴
き
ぱ
ク
″
ツ
　
ク
″
ツ
。
巣
は
が

け
や
斜
面
の
木
の
根
や
岩
か
げ
の
く
ぼ
み
に
作
る
。
人
里
か
ら
亜
高
山
帯
の
樹
林

に
広
く
分
布
す
る
が
、
渓
流
沿
い
や
急
斜
面
の
場
所
に
片
寄
っ
て
す
か
。

セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
（
ひ
た
き
科
）
　夏
鳥

ス
ズ
メ
大
の
鳥
で
雌
雄
同
色
、
体
の
上
面
は
灰
色
を
帯
び
た
緑
色
、
頭
上
に
や

や
不
明
確
な
淡
色
の
頭
央
線
か
お
り
、
過
眼
線
は
灰
白
色
で
あ
る
。
樹
上
で
チ
ョ

ー
　
チ
ョ
ー
　
チ
チ
ュ
ジ
ュ
イ
ー
と
さ
え
ず
り
、
こ
の
声
は
「
し
ょ
う
ち
ゅ
う
一

杯
グ
。
１
」
と
聞
こ
え
る
。
夏
鳥
で
、
傾
斜
地
の
く
ぼ
み
に
、
こ
け
や
樹
皮
を
使

い
巣
を
作
る
。
ツ
ツ
ド
リ
に
托
卵
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
低
い
本
に
い
る
虫
を
捕

食
す
る
。
人
里
か
ら
低
山
帯
の
広
葉
樹
林
や
混
合
林
に
生
息
す
る
。

ヨ
タ
カ
（
よ
た
か
科
）
　留
鳥

（

卜
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
、
雌
雄
同
色
、
灰
褐
色
の
地
に
黒
、
背
に
縦
斑
、
腹
に

横
し
ま
を
配
す
。
く
ち
ば
し
は
横
に
広
く
さ
け
て
い
る
。
夏
鳥
で
、
人
里
か
ら
亜

高
山
下
部
ま
で
の
空
間
を
持
つ
樹
林
に
住
む
。
夜
間
活
動
し
、
空
中
で
大
口
を
開

け
て
え
さ
を
と
る
。
鳴
き
声
は
、
キ
ョ
　
キ
ョ
　
キ
ョ
と
ま
な
板
の
上
で
ウ
リ
を

き
ざ
右
よ
う
に
鋭
い
。
飛
び
方
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
が
、
一
見
夕
力
の
よ
う
に
見

え
、
羽
音
を
た
て
な
卜
。
脚
は
短
く
弱
い
。
枝
に
平
行
に
止
ま
り
、
う
ず
く
ま
る

よ
う
に
胸
を
つ
け
て
休
む
。

ア
オ
ゲ
ラ
（
き
つ
つ
き
科
）
　漂
鳥

ム
ク
ド
リ
よ
り
や
や
大
形
。
雌
雄
類
似
。
下
面
は
灰
白
色
で
、
腹
下
に
は
褐
色

の
横
斑
が
分
布
、
上
面
が
緑
色
で
あ
る
。
雄
の
頭
上
部
は
鮮
紅
色
。
雌
は
後
頭
部

だ
け
赤
、
尾
羽
が
硬
く
、
体

を
垂
直

に
支
え

る
。
く

ち
ば
し
は
鋭
く
強
固
で
、
本

の
幹
に
穴

を
掘

る
の
に
適
す

。
鳴
き
声
は

ケ

″
　
ケ

″
で
ア

カ
ゲ
ラ
よ
り
濁
声
、

時

に
は
ピ
ョ
ー
　

ピ
ョ
ー
と
大
声
で
鳴
く

。
ま

た
、
樹
幹
を
た

だ
今
、
　コ

ロ
コ

ロ

と

音
を
出

す
。
漂

鳥
で
、
冬

は
里
山

に
お
り
て
柿
の
実
な
ど
を
た
べ
る
。

フ

ク
ロ
ウ
（
ふ
く
ろ
う
科
）
　
留
鳥

フ
ク
ロ
ウ
類

の
な

か
で

は
大
形
で
、
耳
の
よ
う
な
形
を
し
た
羽
角
は
な
い
。
平

地

か
ら
低
山
帯

に
広
く
分
布
し
て

お
り
、
木
の
穴
や

夕
力
類
の
古
巣

を

利

用

し

て
、
白
色

の
丸
味
を
帯

び
た
卵
を
二
～
三
個
産
む

。
夜
行
性
で
、
昼
間
は
木

の
穴

や
葉

か
げ
な
ど

に
隠
れ
て
い
る
が
、
夜
間
音
も
な
く
飛
び
か
い
ネ
ズ
ミ
類
、
小

鳥

類
、
昆
虫
な
ど
を
好
ん
で
食
べ
る
。
夜
間
、

ゴ
ロ
ス

ケ
ホ

″
ホ
と
低
い
さ
び
し
い

声
で
鳴
く
こ
と
が
多
い
が
、
時
に
は
、
ウ

ォ
ツ
　

ウ

ォ
ツ
と
鳴
い
た
り
、
ギ
ャ

ー

と
い
う
声
を
た
て
た
り
す
る
。

オ
ナ
ガ
（
が
ら
す
科
）
　
留

鳥

キ
ジ
バ
ト
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
や
や
細
身
で
あ
る
。
尾

は
長
く
先

が
く
さ
び

形

を
し
て
お
り
、
先
端
が
白
い
。
地
上

や
樹
上

で
ピ
ソ
と
上

げ
た
り
、

振
り
回
し

て
い
る
尾
が
目
立
つ
。
頭
は
黒
色
で
翼
と
尾
は
青
灰

色
で

あ
り
、

姿
、
形

が
美
し

い
。
鳴
き
声
は
、
ギ
ュ

ー
イ
　

ギ
ュ
イ
　

ギ
ュ
イ
　

ギ
ュ
イ
と
濁

っ

て

き

こ

え

る
。
山
地
か
ら
平

地
の
人

家
周

辺
に
す
む
が
、

繁
殖
地

を
除
き
群

れ

生

活

を

す

る
。
庭
先

の
ウ

メ
モ
ド
キ
な
ど
の
木

の
実

を
食
べ
る
。
最
近
特

に
多
く

な
っ
た
。

コ

ジ
ュ
ケ
イ
（
き
じ
科
）
　
留

鳥

キ
ジ
バ
ト
ぐ

ら
い
の
大
き

さ
で
、
体

は
丸
い

。
上
面

ぱ
く
り
褐
色
で
小
さ
い
斑

紋
か
お

る
。
眉
斑

は
青
灰
色
で
背
中

に
ま
で
続
い
て
い

る
。
の
ど
、
首
、
胸

に
か

け
て
赤
褐

色
、
下
面

は
暗
黄
色
で
脇

に
黒
色

の
三
日
月
形

の
斑
紋
が
あ

る
。
鳴
き

声

は
か
ん
高
く
、

チ
ョ

″
ト
コ
イ
　
チ

ョ

″
ト
コ
イ
と

か
、

ピ
イ

″
ピ

″
ピ
イ
と

聞
こ
え
何
度
も
繰
り
返
す

。
一
九
一
九
年
、
東
京
、
横
浜
で
放
鳥
さ
れ
た
も
の
が
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分

布
を
広
げ
た
。
留

鳥
で
、
平

地
や
山
地
の
下

草
の
繁
っ
た
雑
木

林
な
ど
に
生
息

し
、
地
上

に
営
巣
す
る
。
猟
鳥
。

ク
ロ
ツ

ゲ
ミ
（
ひ
た
き
科
）
　
夏
鳥

ム
ク
ド
リ
よ
り
や
や
小
形

。
雄
は
胸
以
下

が
白
色
の
地
に
黒
斑

が
散
在
す
る
ほ

か
は
、
全
身
が
黒
い
の
で

こ
の
名
が
あ
る
。
脚

の
オ
レ
ン
ジ
色

が
目

立
つ
。
雌

は

上
面

が
暗
茶
色
、
胸
以
下

の
斑

点
は
黒
茶
色
で
あ
る
。
人

里
か
ら
亜

高
山
帯

直
下

ま
で
各
種
樹
林
や
人

家
の
そ

ば
の
畑

な
ど
を
よ
く
歩

い
て

い
る
。
さ
え

ず
り
は
複

雑
多
様
で
あ
る
が
美
声
で
、
キ
ョ

ロ
ソ
　

キ
ョ

ロ
ソ
　

キ
ュ
ル
　

キ
ュ
ル
と
長
く

高
い
。
他
の
鳥
の
鳴
き
真
似
を
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
樹
頂
で
さ
え

ず
る
こ
と
が

多

い
。
地
鳴
き
は
キ
ョ

″
　
キ
ョ

″
と
聞
こ
え
、

警
戒

心
が
強
く

シ
ー
と
ま
い
立

つ
と
き
必
ず
鳴
く
。

牛
　

ジ
（
き
じ
科
）
　
留
鳥

ニ
ワ
ト
リ
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
。
雄
は
全
体
に
暗
緑
色
で
尾
羽
は
長
い
。

顔
は
赤
く
頭
に
は
小
さ
な
風

冠
か
お
る
。
雌
は
全
褐
色
の
縦
じ
ま
の

模

様

か

お

る
。
雄
に
く
ら
べ
て
小
形

で
地
味
で
あ
る
。
繁
殖
期
に
は
、
ド
ド

″
と
羽

を
ふ
る

わ
せ
て
、
ケ
ー
ン
　

ケ
ー
ン
と
よ
く
通

る
声
で
鳴
く

。留

鳥
で
狩
猟
鳥
で
も
あ
る
。

県
内
各
地
の
山
地
、
高
原

、
河
川

敷
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
。
草
む
ら
の
地
上

の
く
ぼ
み
に
営
巣
す
る
。
繁
殖
期
は
一
夫
多
妻
制
で
、
一
羽
の
雄
が
、
数
羽
の
雌

を
し
た
が
え
て
い
る
。
非
繁
殖
期
に
は
、
雄
同

士
、
雌
同

士
の
群
れ

生

活

に

入

る
。
我
が
国
の
国
鳥
で
あ
る
。

３
　

人
里
か
ら
亜
高
山
帯
に
多
く
見
ら
れ

る
鳥

ウ
　
ソ
（

あ
と
り
科
）
　
留
鳥

ス
ズ
メ
よ
力
や
や
大
き
く
、
丸
く
太

っ
て
見
え

る
。
雄
は
体
が

灰

色

で

頭
、

翼
、
尾
羽
は
黒
色
で
あ

る
。
ほ

お
と
の
ど
が
赤
色
だ
が
、
雌

に
は
こ

の

色

が

な

い

。
飛

ぶ
と
翼
の
一
本

の
白
線
と
腰

の
白
色
が
目
立
つ

。
鳴
き
声

は

口

笛

に

似

た
、
フ
ィ
ー
、
又
は
ヒ
ュ
ー
イ
と
い
う
声
で
遠
方
に
よ
く
届
く
。
夏
季
、
亜
高
山

帯
の
針
葉
樹
林
で
繁
殖
す
る
。
冬
季
は
低
山
帯
の
落
葉
樹
林
に
下
っ
て
く
る
漂
鳥

で
あ
る
。
春
先
に
は
小
群
で
桜
の
っ
ぽ
み
や
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
梅
の
つ
ぼ
み
を
た

べ
て
い
る
の
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
（
し
じ
ゅ
う
か
ら
科
）
　留
鳥

大
き
さ
は
ス
ズ
メ
大
。
背
面
灰
白
色
、
朧
面
白
色
、
頭
は
黒
く
顔
は
白
い
。
の

ど
か
ら
朧
に
か
け
て
黒
い
線
が
縦
に
ネ
ク
タ
イ
の
よ
う
に
通
っ
て
い
る
。
雌
雄
同

色
で
あ
る
。
人
家
付
近
か
ら
高
山
帯
直
下
ま
で
分
布
す
る
。
木
の
穴
、
郵
便
受
け

な
ど
、
ど
こ
へ
で
も
巣
を
作
る
。
さ
え
ず
り
は
、
シ
チ
ピ
ー
　
シ
チ
ピ
ー
と
聞
こ

え
る
。
繁
殖
期
以
外
は
他
の
カ
ラ
類
と
混
群
を
作
っ
て
、
村
内
を
に
ぎ
や
か
に
わ

た
り
あ
る
く
が
、
地
鳴
き
の
、
チ
″

ジ
ュ
ク
　
ジ
ュ
ク
が
他
の
カ
ラ
類
と
き
わ

だ
っ
て
違
う
の
で
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
と
す
ぐ
わ
か
る
。

図7 －15　 シジ ュウカラ（松村昭提供）

虫の卵をついばむ

ヒ
ガ
ラ
（
し
巳
。
う
か
ら
科
）
　漂
鳥

ス
ズ
メ
よ
り
小
さ
く
、
カ
ラ
類
中
で
は
最
小
で
あ
る
。
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
に
似
て

い
る
が
胸
の
黒
線
、
背
面
の
黄
緑
色
を
欠
き
、
頭
上
に
冠
毛
の
あ
る
と
こ
ろ
が
違

う
。
雌
雄
同
色
で
あ
る
。
亜
高
山
の
針
葉
樹
林
に
す
む
。
秋
に
は
、
食
物
を
た
く
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わ
え

る
習
性
が
あ
り
、
非
繁
殖
期
に
は
低
山
帯
に
移
動
す
る
漂
鳥
。
巣
は
木

の
穴

な
ど
を
利
用
し
、
細
く
ツ

″
ピ
ソ
　

ツ
ッ

ピ
ソ
と
美
声
で
鳴
く
。

ウ
グ
イ
ス
（
ひ
た
き
科
）
　
漂
鳥

大
き
さ
は

ス
ズ
メ
大
。
背
面
は
暗
緑
色
、
下
面

は
暗
灰

色
で
灰

白
色
の
尾
斑
が

あ

る
。
雌
雄
同
色
。
平
地
で
越
冬
し
、
春
に
草
原
や
山
地
に
移
動
す
る
漂
鳥
で
あ

る
。
平
地
か
ら
高
山
ま
で
生
息
し
、

サ
サ
の
密
生
す
る
明
か
る
い
低
木
林
、
疎
林

に
多
く
、
低
木
の
間
な
ど
を
く
ぐ
っ
て
絶
え
ず
活
発
に
動
き
回
わ
っ
て
い
る
。
冬

季
は
市
街
地
の
庭
木
、
生
垣
の
茂
み
の
中
で
、
チ

ヤ

″
　
チ
ャ
ッ
と
笹
鳴
き
し
て

活
発
に
動
き
回
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昆
虫
類
を
主
食
と
す
る
。

ジ
ュ
ウ
イ
チ
（
ほ
と
と
ぎ
す
科
）
　
夏
鳥

腹
面

に
横
斑

が
な
く
、
一
面
赤
褐
色
を
帯

び
て
尾
端
も
赤
褐
色
で
あ

る
。夏

鳥
と

し
て
渡
来
し
、
低
山
帯

か
ら
亜
高
山
帯
の
林
で

オ
オ
ル
リ
、
コ
ル
リ
な
ど
に
托
卵

す

る
。
ジ
ュ
ウ
イ
チ
　

ジ
ュ
ウ
イ
チ
と
し
だ
い
に
音
程

を
上

げ
な
が
ら
繰

り
返
し
鳴

く
。
別

名
、
「
慈
悲
心
鳥
」
は
こ
の
声
を
ジ
ヒ

シ
ン
と
聞
い
た
こ
と
に
由
来

す
る
。

キ
ジ
バ
ト
（
は
と
科
）
　
留

鳥

上
面
灰
褐
色
で
、
首

の
横
側

に
青
色

の
し

ま
模
様
が
あ

る
。
下
面

は
淡
い
赤
褐

色
、
翼

の
先

は
黒

っ
ぽ
く
肩

に
は
茶
色

の
う

ろ
こ
状

の
模
様
か
お

る
。
尾
羽

は
黒

色
で
、
先
端

に
は
灰

白
色

の
幅
広
い
帯
が
あ

る
。
デ
デ

″
ポ
ー
　

デ
デ

″
ポ

″
ポ

と
低
い
声
で
繰
り
返
し
鳴
く

。
雄
は
巣
場
所
へ
雌
を
呼

ぶ
と
き
は

グ

″
Ｉ
　

グ

″

１
と
鳴
く

。
人
家
の
立
木
や
森
林

に
生
息
し
、
県
内
広
く
分
布
す
る
。
繁
殖
期
は

三
月

か
ら
一
一
月

に
わ
た
り
、
同
じ
一
つ
が
い
で
数
回
繁
殖
す
る
。
冬
季
に
は
移

動
し
、
小
群
を
作

る
。
猟
鳥

。

ヤ
マ
ド
リ
（
き
じ
科
）
　
留
鳥

ニ
ワ
ト
リ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
キ

ジ
と
ほ
ぼ
同

じ
だ
が
、
全
体
が
銅
褐
色
を

し
て
い
る
。
雄
は
キ
ジ
よ
り
長

レ
尾

を
持
ち
、
赤
褐

色
で

美
し
い
。
雌

は
キ
ジ
の

雌
に
似
て
い
る
が
尾
羽
先
端
が
白
い
の
で
区
別
で
き
る
。
低
山
帯
の
樹

林
に
住

み
、
地
上
の
く
ぼ
み
に
枯
れ
枝
を
し
き
Ｉ
〇
個
内
外
の
卵
を
産
む
。
植
物

の
種

子
、
葉
な
ど
を
食
べ
、
昆
虫
や
ク
モ
な
ど
の
小
動
物
も
食
べ
る
。
ク
ッ
　
ク
″

ク
″
と
鳴
く
。
猟
烏
。

ツ
ツ
ド
リ
（
ほ
と
と
ぎ
す
科
）
　夏
鳥

力
丿
コ
ウ
に
よ
く
似
て
い
る
が
小
形
で
あ
る
。
上
面
は
力
丿
コ
ウ
よ
り
青
味
を

帯
び
た
暗
灰
色
で
あ
る
。
雌
雄
同
色
。
人
里
か
ら
高
山
ま
で
の
山
林
に
住
み
、
単

独
で
樹
上
生
活
を
す
る
。
鳴
き
声
は
ポ
″
ポ
ー
　
ポ
″
ポ
ー
と
筒
を
た
た
く
音
の

よ
う
に
聞
こ
え
る
。
メ
ジ
ロ
の
巣
な
ど
に
托
卵
す
る
。
力
丿
コ
ウ
よ
り
早
く
四
月

中
下
旬
に
は
渡
来
す
る
夏
鳥
で
あ
る
。

コ
マ
ド
リ
（
ひ
た
き
科
）
　夏
鳥

ス
ズ
メ
く
ら
い
の
大
き
さ
。
雄
は
頭
部
か
ら
背
面
が
濃
赤
茶
色
、
胸
腹
部
は
白

色
。
雌
の
主
色
は
暗
灰
茶
色
。
尾
部
を
ピ
ソ
と
上
に
し
、
脚
が
長
く
活
動
的
な
感

じ
で
あ
る
。
亜
高
山
帯
の
針
葉
樹
林
の
渓
流
畔
に
生
息
す
る
こ
と
が
多
い
。
昔
か

ら
ウ
グ
イ
ス
、
オ
オ
ル
リ
と
共
に
三
名
鳥
と
い
か
れ
、
美
声
の
持
主
だ
が
や
ぶ
鳥

で
、
な
か
な
か
姿
を
発
見
し
に
く
い
。
さ
え
ず
り
は
ツ
ソ
ツ
ソ
　
ヒ
ソ
　
カ
ラ
ラ

と
鈴
音
の
美
声
で
、
こ
の
鳴
き
声
が
駒
の
い
な
な
き
に
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら

「
駒
鳥
」
と
呼
ば
れ
る
。

ア
カ
ゲ
ラ
（
き
つ
つ
き
科
）
　
漂
鳥

大
き
さ
は
ム
ク
ド
リ
ぐ
ら
い
。
上
面
は
黒
と
白
、
下
面
は
褐
色
で
あ
る
。
雌
雄

類
似
、
雄
は
下
尾
筒
と
後
頭
が
赤
色
だ
が
、
雌
は
後
頭
に
赤
が
な
く

全
体
が
淡

い
。
く
ち
ば
し
は
ド
リ
ル
の
よ
う
に
鋭
く
、
尾
羽
は
極
端
に
硬
く
体
を
垂
直
に
支

え
る
。
人
里
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
分
布
す
る
。
木
の
幹
に
穴
を
掘
り
、
虫
を
食
べ

る
が
、
木
の
実
も
食
べ
る
。
鳴
き
声
は
ケ
″
　
ケ
″
と
す
き
と
お
る
声
。
時
に
木

の
幹
を
た
た
い
て
コ
ロ
ロ
ロ
…
…
と
音
を
出
す
。
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ホ
ト
ト
ギ
ス
（
ほ
と
と
ぎ
す
科
）
　夏
鳥

人
里
か
ら
亜
高
山
帯
の
約
二
〇
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
、
地
方
的
に
は

シ
ベ
リ
ア
南
東
部
、
中
国
北
部
、
我
が
国
な
ど
で
繁
殖
、
冬
に
は
中
国
南
部
、
イ

ン
ド
シ
ナ
半
島
、
マ
ラ
イ
諸
島
な
ど
に
渡
る
。
杜
鴎
恚
も
い
う
。
翼
長
一
五
ｍ
内

外
、
尾
長
一
三
ｍ
、
形
は
タ
カ
に
似
て
お
り
、
く
ち
ば
し
の
先
が
や
や
か
ぎ
状
に

曲
が
っ
て
い
る
。
背
面
は
青
味
を
帯
び
た
灰
色
で
尾
羽
に
白
斑
か
お
り
、
腹
面
に

は
黒
い
横
斑
が
一
面
に
あ
る
。
鳴
き
声
は
「
ホ
″
チ
ョ
カ
ケ
タ
カ
」
「
口
で
「

カ

″
タ
カ
」
　「
テ
で
ヘ
ソ
カ
ケ
タ
カ
」
な
ど
地
方
に
よ
っ
て
聞
き
な
ら
さ
れ
て
い

る
。
詩
歌
に
よ
れ
ば
夜
間
鳴
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
昼
間
鳴
く
方
が
多
い
。
こ

の
鳥
は
力
″
コ
ウ
と
同
様
自
分
の
巣
を
作
ら
ず
、
主
と
し
て
、
ウ
グ
イ
ス
の
巣
ヘ

ウ
グ
イ
ス
の
卵
と
同
じ
く
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
赤
色
で
や
や
大
き
め
の
卵
を
一
個
産
ん

で
ウ
グ
イ
ス
に
育
て
さ
せ
る
。
ウ
グ
イ
ス
の
卵
よ
り
早
く
孵
化
し
た
ひ
な
は
、
ウ

グ
イ
ス
の
卵
を
巣
外
に
は
じ
き
出
し
、
仮
親
を
独
占
す
る
。
こ
の
習
性
は
力
丿
コ

ウ
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
ウ
グ
イ
ス
よ
り
大
形
Ｏ
鳥
で
あ
る
か
ら
、
ま
も
な
く
ひ

な
は
仮
親
よ
り
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
仮
親
は
い
っ
こ
う
に
怪
し
ま
な
い
。

ウ
グ
イ
ス
の
巣
に
産
み
込
か
の
は
一
個
だ
け
で
あ
る
が
、
全
体
の
産
卵
数
は
数
個

で
、
そ
れ
ら
を
幾
つ
か
の
巣
に
分
散
し
て
託
す
る
。

蛾
類
の
幼
虫
な
ど
を
捕
食
す
る
益
鳥
で
は
あ
る
が
、
同
じ
く
益
鳥
の
ウ
グ
イ
ス

な
ど
の
卵
を
全
部
犠
牲
に
す
る
の
は
自
然
と
は
い
え
少
し
酷
の
よ
う
に
思
う
。
夏

鳥
。表

７－
４
　
ホ
ト
ト
ギ
ス
類
の
野
鳥
の
識
別

生

息

環

境

ソ

草
原

低
木
林

カ

ツ

コ

ウ

森
林

低
木
林

ツ

ツ

ド

リ

森
林

低
木
林

ホ

ト

ト

ギ

ス

森
林

低

木
林

ジ

.-

ウ

イ

チ

る卵
主を

な
委

種託
類す

繁

殖

地

夜

間

鳴

鳴

き

声

ホ
オモ

オオズ

ジ
ョ

μシ

キリ

はい 中
北

少が北海
な西部道

い日に ｀
本は本
に多 州

こが夜
とまは

がれ鳴
あに か

る鳴な
くい

力 カ

ツ ツ

コ コ

四

クセイソ

ダ
イ

ム
シ

な西い山本

い 日 地゚州
本北９,中
に海爾部

は道
にの

少 多`低

嗚

か
な
い

ポポ
ウ ウ

ポ
ウ

ミ
ウ

ソグ
サイ

ザス
イ

い本な部北
州い以海
以　外道
南　にで

に　 ぱは
多　少南

鳴夜
く間

も
盛

んに

タ
テ

カ ッ

ペ
ソ

カ
ケ

オルコ
オリル

ルビリ
リタ
キ

れ北 山本
海帯州
道に中
に多部

ぱい の
ま　低

夜

間
時

々
鳴
く

ジ
ュ

イ

チ

１

４
　
人
里
か
ら
高
山
帯
に
多
く
見
ら
れ
る
鳥

イ
ワ
ツ
バ
メ
（
つ
ぼ
め
科
）
　夏
鳥

夏
鳥
と
し
て
三
月
中
旬
に
渡
来
し
、
九
月
中
旬
に
渡
去
す
る
。
ツ
バ
メ
よ
り
小

形
。
の
ど
か
ら
首
に
か
け
て
白
く
、
腰
の
白
さ
が
目
立
つ
。
尾
の
切
れ
込
み
が
ツ

くりの土を運ぶイワツバメ（ 松村昭提供）巣づ図7 一16

バ

メ
よ
り
か
な
り
浅
く
短
か
い
の

で
、
割
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

る
。
平

地
か
ら
高
山
ま
で
広
く
生

息
し
、
近
代
建

築
の
増
加
と
と
も

に
市
街
地
に
急
激
に
増
加
し
た
。

集
団
で
岩
場
、
橋

の
下
側
、
建

築
物

の
壁
に
球
形

の
巣
を
作
る
。
モ
ル

タ
ル
、
コ
ン

ク
リ

ー
ト
の
建

築
物

に
営
巣
す
る
た

め
、
ダ

ユ
の
発

生

等
で
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

ア

マ
ツ
バ
メ
（
あ
ま
つ
ぼ
め
科
）

夏
鳥
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ム
ク
ド
リ
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
。
全
体
は
黒
色
だ
が
、
の
ど
と
腰

が
白
い
。
雌
雄

と
も
同

色
で

あ
る
。
人
里

か
ら
高
山

ま
で

の
上
空

を
群
飛

し
て

い
る
の
が
見

ら
れ

る
。
翼

は
か
な
り
長
く

わ
ん
曲
し
、
尾

の
切

れ
込
み
が
深

い
。
飛

び
な
が

ら
主
に

昆
虫

を
捕

食
す
る
。
鳴
き
声

は
、
チ

イ
ー
　
チ

イ
ー
　

ま
た
は
、
チ
リ
リ
リ

ー
と

鋭
い
声
で
飛

び
な
が

ら
鳴
く

。
歩
行

は
ほ
と

ん
ど
し

な
い
。

ビ
ン
ズ
イ
（
せ
き
れ
い
科
）
　
漂

鳥

ス
ズ
メ
く
ら

卜
の
大
き
さ

。
背
面
は
緑
褐
色
で
、
黒
褐
色

の
縦
斑
が
あ

る
。
胸

か
ら
朧

に
か
け
て
は
灰
白
色

に
黒
色
の
縦
斑
が
目
立
つ

。
脚
を
交
互

に
出
し
て
歩

き
、
セ
キ
レ
イ
と
同
様

に
よ
く
尾

を
振

る
。
夏
は
低
山
帯

か
ら
高
山
帯
で
生
活
し
、

木
の
頂

に
止
ま
っ
て
、

ピ
イ
　

ピ
イ
　
チ
チ
チ
チ

″
と

ヒ
バ
リ

に
似
た
美
し
い
声

で
さ
え
ず

る
。
冬
季
は
平
地
、
山
麓
の
林
や
畑
地
、
川

べ
り
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

ミ
ソ

サ
ザ
イ
（
み
そ
さ
ざ
い
科
）
　
漂
鳥

我
が
国
の
小

鳥
の
中
で
最
も
小

さ
い
。
雌
雄
同

色
で
、
全
身
が
濃
い
茶
色
で
、

黒
っ
ぽ
い
細
か
い
模
様
が
あ
る
。
尾
が
短

く
て
立
て
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
活
動

的
に
見
え

る
。
特
に
、
岩
の
多

い
渓
流
の
ほ
と
り
や
、
滝

に
多

く
暮

す

や

ぶ

鳥

で

、
林
の
下

の
低
木

の
や

ぶ
な
ど
に
も
ぐ
る
こ
と
が
多

い
。
冬

は
平
野
部

に
お
り

て
来
て
、

チ
ヤ

″
　
チ

ヤ

″
と

ウ
グ
イ
ス
に
似

た
地
鳴
き

を
す
る
。

さ

え

ず

り

は
、
チ
チ
ッ

ル
ッ

ル
ッ

ル
ス
ピ
ス
ピ
ス
ピ
・：
と
長
く

高
い
美
声
で
あ

る
。

ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
が
ら
す
科
）
　
留

鳥

（

卜
よ
り
少
し
小

さ
い

。
体
形

は

ガ
ラ
ス
に
似
て
い

る
が
、
全
身

は
チ

ョ

Ｊ
レ

ー
ト
色
で
、

白
い
斑
が
目
立
つ

。
巣

は
亜
高
山
の
針
葉
樹
林

に
つ
く

る
が
、
（

イ

マ
ツ
の
実
を
食

べ
に
高
山
帯

に
飛
来
す

る
。

ガ
ア
ー

″
　
ガ
ア
ー

″
と

ガ
ラ
ス
よ

り
濁

っ
た
声
で
鳴
く

。

５
　

水
辺
に
多
く
見
ら
れ
る
鳥

(松村昭提供)( 雄)図7 －17　ゴ イ サ ギ

ゴ
イ
サ
ギ
（
さ
ぎ
科
）

漂
鳥ガ

ラ
ス
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
で
、
雌
雄
と
も
同
色
で

主
色
は
青
で
あ
る
。
夏
は

頭
上
に
白
色
の
長
い
数
本

の
飾
り
羽
が
つ
き
、
幼
鳥

は
薄
茶
色
に
、
濃
し
茶
色

の
点
々
の
し
ま
模
様
が
あ

る
。
平
野
部
の
水
辺
に
主

と
し
て
生
活
す
る
が
、
昼

は
森
に
ね
ぐ
ら
を
と
り
、

夜
活
動
し
て
魚
や
カ
Ｉ
ル

を
つ
い
ば
む
。
夜
間
、
ク

ッ
ー
と
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に

鳴
い
て
飛
ぶ
の
で
夜
ガ
ラ

ス
の
別
名
が
あ
る
。

田
畑
神
社
酉
の
松
林
と
、
殿
村
八
幡
宮
の
森
に
ね
ぐ
ら
を
と
り
、
数
百
羽
が
す

み
つ
き
、
近
辺
の
魚
に
大
被
害
を
与
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
猟
鳥
。

コ
サ
ギ
（
さ
ぎ
科
）
　留
鳥

ガ
ラ
ス
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
純
白
の
サ
ギ
類
中
で
最
も
小
さ
い
。
夏
に
は
、

飾
り
羽
が
頭
部
に
二
大
二
本
と
、
背
中
に
長
く
つ
く
。
く
ち
ば
し
は
夏
が
黒
、
冬

は
基
半
部
が
黄
色
に
変
わ
り
、
脚
の
指
の
部
分
の
み
は
常
に
黄
色
で
あ
る
。
県
下

で
は
一
年
中
見
ら
れ
る
が
、
五
月
の
終
わ
り
か
ら
七
月
上
旬
ご
ろ
に
は
、
極
端
に

数
が
減
る
。
河
原
や
水
田
で
カ
Ｉ
ル
や
小
魚
を
つ
い
ば
む
。
夕
暮
れ
に
な
る
と
ヤ

2 詔
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図 ７一18　 早 瀬に小魚をあ さるコサギ（ 松村 昭提供）図7 －19　 キセキレイ（冬羽）（ 松村昭提供）

ナ
ギ
の
樹
上

申
水
辺

を
ね
ぐ
ら
と

し
て
、
群

れ
を
作

っ
て
夜

を
明

か

す
。ヒ

ク
イ
ナ
（
く
い
な
科
）
　
留

鳥

平
野

部
の
湖
沼
、
河
川
、

水
田

等
に
生
活

す
る
。
夏

鳥
で
、
（

卜

よ
り
や
や
小

さ
い
。
く
ち
ば
し
が

長
く
、
頭

と
下
面

が
赤

色
な
の
で

こ
の
名
が
つ
く
。
脚
七

赤
い
。
キ

ョ
　
キ

ョ
　
キ

ョ
と
金
属

性
の
声

で
だ
ん
だ
ん
早
口
に
鳴
く
。
湿

っ

た
草
む
ら
に
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と

が
多
く
、
目
に
止
ま
る
機
会
は
少

な
い
。
冬
鳥
と
し
て

渡

来

す

る

「

ク
イ

ナ
」

は
形

は

ヒ
ク
イ

ナ
と

似
て
い
る
が
、
時

々
ク
ッ
ク
ッ
と

鳴
号
、
脚
な
ど
赤
く
は
な
い
。

キ
セ
キ
レ
イ
（
せ
き
れ
い
科
）

漂
鳥

ス
ズ
メ
大
で
尾
が
長
く
、
背
面

暗
青
色
で
下
面

は
黄
色
、
雄
は
の

ど
か
黒
色
な
の
で
区

別
で
き
る
。

県
内
全
域
に
分
布
し
、
天

竜
川

か

ら
経

ケ
岳

を
越
え
二
六
〇
〇
ｍ

の

高
山
帯
に
も
生
息
す
る
。
村
落
、

渓
流
な
ど
で
繁
殖
す
る
。
屋
根
や
電
線
な
ど
に
止
ま
り
、
チ
チ
ー
チ
ョ
チ
ョ
チ
ョ

ツ
ィ
ツ
ィ
ツ
ィ
と
す
ん
だ
声
で
さ
え
ず
る
。
チ
チ
ソ
　
チ
チ
ソ
と
波
状
に
鳴
さ
な

が
ら
飛
ぶ
。
た
え
ず
尾
を
上
下
に
振
っ
て
歩
く
。
昆
虫
類
を
つ
い
ば
み
、
時
に
は

空
中
に
舞
い
上
っ
て
飛
ぶ
虫
を
捕
る
。
巣
は
石
垣
の
間
平
雨
ど
い
な
ど
に
枯
草
、

細
根
な
ど
で
作
る
。

バ
　
ン
（
く
い
な
科
）
　留
鳥

（

卜
と
同
じ
く
ら
卜
の
大
き
さ
で
、
中
形
の
ク
イ
ナ
で
あ
る
。
体
全
体
が
灰
黒

色
で
、
下
尾
筒
の
白
い
額
板
が
目
立
つ
。
脚
は
暗
緑
色
で
大
き
い
。
夏
鳥
と
し
て

渡
来
し
、
主
に
平
野
部
の
沼
沢
、
河
川
、
水
田
な
ど
の
草
む
ら
に
生
活
す
る
。
ク

イ
ナ
よ
り
水
辺
近
く
す
み
、
巧
み
に
泳
ぎ
よ
く
潜
水
す
る
。
昼
夜
活
動
し
、
昼
間

は
草
む
ら
の
中
で
ク
ル
″
と
鋭
い
声
で
鳴
き
、
夜
間
飛
行
中
は
キ
ヤ
″
キ
ヤ
″
と

鳴
く
。
巣
は
浅
い
水
位
の
所
に
ヨ
シ
の
葉
を
厚
く
積
み
重
ね
て
作
り
、
時
に
は
稲

の
数
株
を
折
り
曲
げ
て
作
る
。
食
物
は
、
水
生
昆
虫
や
草
の
種
子
で
、
冬
季
を
除

(松村昭提供)ＳＱセワカ図7 －20

い
て
諏
訪
湖
な
ど
で
は
普
通
に
み

ら
れ
る
。

カ
ワ
セ
ミ
（
か
わ
せ
み
科
）
　
漂

鳥
ス
ズ

メ
ぐ
ら
い
の

大

き

さ

だ

が
、
く
ち
ば
し
は
太

く

て

大

き

い
。
尾
は
短
く
、
脚
も
極
め
て
短

く
小
さ
い
。
雌
雄
同
色
で
、
上
面

は
金
属
的
な
つ
や
を
も
つ
濃
い
青

色
、
下

面
は
赤
く
り
色
で
あ
る
。

水

の
よ
ど

ん
だ
川
べ
り
や
、
池
な

ど

の
水
面

に
出

た
く
い
や
枝

に
静
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(松村昭提供)モ図7 －21　 マ

止
し
て
い
て
、
小

魚
が
浮
い
て
く

る
と
矢
の
よ
う
な
早
さ
で
落
下

し

て
捕
え
る
。
巣
は
水
ぎ
わ
の
が
け

に
横
穴
を
掘
っ
て
作
る
。
鳴
き
声

は
、

ツ
ィ

ー
と
金
属

的
な
鋭
い
声

で
、
飛

び
方

は
直
線
的
で
早

い
が

歩

く
の
は
よ
ち
よ
ち
歩

き
で
大

変

に
が
て
で
あ

る
。

マ
ガ
モ
（
が
ん
か
も
科
）
　
冬

鳥

大
形

の
カ
モ
で
、
雄

は
頭

か
ら

首

に
か
け
て
美
し

い
金

青
色
で

ア

オ
ク
ビ
と
も
呼
ば

れ
る
。
前

胸
部

は
赤
茶
色
、
く
ち
ば
し
は
黄
色
で
あ
る
。
雌
は
全
体
が
黄
褐
色
で
あ
る
。
大
部
分

は
冬
鳥
と
し
て
湖
沼
や
河
川
の
中
州
な
ど
に
飛
来
し
、
と
き
に
数
百
羽
の
大
群
を

み
る
こ
と
が
あ
る
。
グ
エ
″

グ
Ｉ
″
と
嗚
く
。
食
物
は
草
の
種
子
や
穀
物
で
あ

る
。
昼
間
は
安
全
な
水
面
や
中
州
で
休
み
、
夜
間
水
田
や
湿
地
に
出
て

採
食
す

る
。
ア
ヒ
ル
は
、
マ
ガ
モ
を
原
種
と
し
て
作
り
出
さ
れ
た
鳥
で
あ
る
。
猟
鳥
。

カ
ル
ガ
モ
（
が
ん
か
も
科
）
　冬
鳥

大
形
の
カ
モ
で
あ
る
が
、
マ
ガ
モ
よ
り
や
や
小
さ
い
。
雌
雄
同
色
で
、
全
体
に

黒
褐
色
で
地
味
で
あ
る
。
眉
斑
は
黄
白
色
、
過
眼
線
は
黒
褐
色
で
太
い
し
ま
模
様

に
な
っ
て
い
る
。
く
ち
ば
し
の
先
が
黄
色
い
。
平
地
か
ら
山
地
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る

水
辺
で
普
通
に
見
ら
れ
る
。
冬
季
は
冬
鳥
も
加
え
て
、
大
き
な
川
で
大
群
を
見
る

こ
と
が
あ
る
。
食
物
は
草
の
種
子
な
ど
で
あ
る
が
、
夏
は
虫
を
夜
間
に
水
田
や
湿

地
で
採
食
す
る
。
グ
エ
″
と
嗚
く
。
猟
鳥
。

コ
ガ
モ
（
が
ん
か
も
科
）
　冬
鳥

カ
モ
類
の
中
で
は
最
も
小
形
で
、
（

卜
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。
雄
の
顔
は

金
緑
色
と
く
り
色
と
が
、
と
も
え
形
の
模
様
を
な
し
て
い
る
。
雌
は
褐
色
で
目
立

た
な
い
。
大
部
分
は
冬
鳥
と
し
て
渡
来
し
、
河
川
や
湿
地
に
多
数
見
ら
れ
る
。
食

物
は
、
水
辺
の
草
の
種
子
や
穀
類
で
あ
る
。
雄
は
す
ん
だ
声
で
ピ
ッ
、
ピ
ッ
と
鳴

く
。
猟
鳥
。

ス
ズ
ガ
モ
（
が
ん
か
も
科
）
　冬
鳥

中
形
の
カ
モ
で
、
雄
は
頭
か
ら
胸
に
か
け
て
黒
く
、
背
は
灰
色
、
脇
と
朧
は
白

い
。
雌
雄
と
も
翼
に
白
帯
が
あ
る
。
雌
は
全
体
褐
色
で
く
ち
ば
し
の
つ
け
根
に
大

白
斑
が
あ
る
。
冬
鳥
と
し
て
渡
来
し
、
諏
訪
湖
に
多
く
来
る
。
猟
鳥
。

オ
ナ
ガ
ガ
モ
（
が
ん
か
も
科
）
　
冬
鳥

ア
ヒ
ル
大
の
大
き
さ
で
、
カ
モ
類
の
中
で
は
大
形
で
あ
る
。
雌
は
泳
い
で
い
る

図7 －22　 オナガガモ（松村昭提供）

左　 雄　　 右　 雌

と
き
も
細
長

い
尾

が
出
て

い
る

の
で
他
と
区
別
で
き

る
。
耳

の

下

か
ら
前
胸
部
に
か
け
て

の
白

帯

が
目

立
つ
。
雌

は
地
味

な
茶

色
で
尾

は
長
く

な
い
。
冬
鳥
と

し
て
渡
来
し
、
川

な
ど
に
す
む

が
数

は
多
く

な
い
。
雄

は
　
フ

リ

ー・
と

口
笛

の
よ
う
に
鳴
き
、

雌

は
、

ク

″
と
小
声
で
鳴
く

。

食
物

は
水
辺

の
草

の
種
子
な
ど

で
、

主
と
し
て
夜

間

採

食

す

る
。
猟
鳥

。

ヒ

ド
リ
ガ
モ
（
が
ん
か
も
科
）
　
冬
鳥

中
形

の
カ
モ
で
あ

る
。
雄
は
頭
が
く
り
色
で
頭
上

の
黄
白
色
が
目
立
つ

。
背

に
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し
も
ふ
り
状
の
斑
紋
が
あ
る
。
冬
鳥
と
し
て
諏
訪
湖
に
数
百
羽
の
大
群
で
飛
来
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
他
に
は
少
な
い
。
ピ
ュ
ー
　
ピ
ュ
ー
と
口
笛
の
よ
う

に
鳴

く
。
食
物
は
水
草
を
主
と
す
る
が
、
種
子
も
食
べ
る
。
夜
間
に
水
田
平
湿
地
に
出

て
捕
食
す
る
。
猟
鳥
。

ソ シ ギ（ 松村昭提供）イ図7 －23

イ
ソ
シ
ギ
（
し
ぎ
科
）
　漂
鳥

ム
ク
ド
リ
よ
り
小
形
で
あ
る
。

雌
雄
同
色
で
、
体
の
上
面
は
暗
緑

褐
色
、
下
面
は
白
色
で
あ
る
。
広

い
河
原
の
草
地
な
ど

に
繁

殖
す

る
。
ピ
イ
ー
ツ
　
ピ
イ
ー
ツ
　
ピ

ピ
ピ
　
ツ
ィ
ー
　
ツ
ィ
ー
と
澄
ん

だ
声
で
鳴
く
。
河
原
の
低
木
の
根

元
の
く
ぼ
み
に
枯
れ
草
や
枯
葉
で

巣
を
作
る
。
漂
鳥
で
、
平
野
部
か

ら
亜
高
山
ま
で
の
水
系

に
分
布

し
、
夜
間
に
移
動
す
る
。

カ
イ
ツ

ブ
リ
（
か
い
つ
ぶ
り
科
）
　
留
鳥

体
形

は
（

卜
よ
り
小

さ
い
。
夏

は
全
体
黒
褐
色
、
ほ

お
ば
赤
褐
色

に
な
り
、
目

先

に
白
斑
が
出
る
。
冬
は
褐

色
の
体

と
な
り
下
面

は
淡

い
。
お
も
に
水
上

生
活

を

し
、
盛
ん
に
潜
っ
て
魚
や
水
生
昆
虫

を
捕
食

す
る
。
キ
ュ
ル
ル
…
と

大

声

で

鳴

く
。
冬
の
天

竜
川

に
数
羽
～

数
十
羽

の
群
れ
が
見

ら
れ
る
。

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
（
せ
き
れ
い
科
）
　
留

鳥

ス

ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
く
尾
が
長
い
。
雌
雄
、
夏

冬
同

色
で
頭

部
か
ら
背
面
、

胸
は
黒
色
、
下

面
は
白
色
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
あ
る
。
眉
斑
の
白
色
が
目
立
つ
。

県
内
全
域
に
分
布
し
、
本
村
で
は
天

竜
川

原
か
ら
西
山
一
五
〇
〇
ｍ

く
ら
い
ま
で

に
生
息
す
る
。
繁
殖
は
河
原
や
集
落
で
す
る
。
春
早
く
か
ら
電
線
冲
石
の
上
な
ど

で
、
チ
ー
チ
ブ
デ
上
ア
ジ
ョ
イ
ジ
ョ
イ
と
複
雑
で
高
声
に
さ
え
ず
る
。
地
鳴
き
は

ジ
ジ
″
と
低
く
濁
る
。
波
状
に
飛
び
、
着
地
し
た
時
に
は
激
し
く
尾
を
上
下
に
振

る
。
巣
は
草
の
根
本
、
地
上
の
石
の
間
な
ど
に
枯
れ
草
や
細
根
、
獣
毛
を
集
め
て

作
る
。
主
に
昆
虫
類
を
食
べ
る
。
留
鳥
。

句
　
小
鳥
の
保
護

年
々
減
少
し
て
い
く
小
鳥
を
保
護
し
、
さ
ら
に
は
積
極
的
に
増
殖
す
る
た
め
、

国
に
お
い
て
、
ま
た
、
長
野
県
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
施
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
よ
く
承
知
し
、
諸
行
事
等
に
は
積
極
的
に
参
加

し
た
り
、
ま
た
、
各
家
庭
で
は
庭
に
実
の
な
る
木
を
植
え
た
り
、
冬
季
餌
場
を
作

っ
た
り
し
て
愛
鳥
精
神
を
高
め
、
四
季
折
々
に
美
し
い
小
鳥
が
飛
来
し
、
楽
し
い

さ
え
ず
り
の
聞
か
れ
る
村
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

１
　
愛

鳥

週

間

毎
年
、
全
国
的
に
五
月
一
〇
日
～
コ
（
口
が
受
鳥
週
間
と
定
め
ら
れ
、
愛
鳥
精

神
の
普
及
や
、
巣
箱
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
野
鳥
の
会
に
よ
り
、
羽
広

地
区
や
萱
野
高
原
で
探
鳥
介
が
行
わ
れ
る
が
、
塩
嶺
峠
の
小
鳥
バ
ス
は
全
国
的
に

も
有
名
で
あ
る
。

２
　
長
野
県
鳥
獣
保
護
区

鳥
獣
保
護
区
に
つ
い
て
、
本
村
関
係
の
分
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

区

分

大

芝

原

一

帯

銃

猟

禁

止

区

域

帯北

沢
山

権

兵
衛
峠
一

休

猟

区

経
ヶ
岳

｜
黒

沢
山
北
側

鳥

獣

保

護

区

３
　

狩
猟
に
つ
い
て

の
規
則

・
鳥
類
は
特
定

の
種
類
と
期
間

の
ほ
か
全
面
的

に
捕
獲

が
禁

止
さ
れ
て
い
る
。

2 幻
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―
一
年
の
中
で
、
期
間
に
よ
っ
て
狩
猟
の
で
き
る
も
の
は
表
７
－

５
の
と
お
り

で
あ

る
。

・
表
７
１

５
の
中
で
も
一

日
に
捕
獲
で
き
る
数
は
表
７
１

６

の
よ
う
に
制
限
さ

れ
て
い
る
。

表
７－

５
　
狩
猟
鳥
の
種
類
と
狩
猟
の
で
き
る
期
間

狩

猟鳥

の種

類

期

間

イ ギ キ モ ュ ゴ

ス を ン　 ｀ ケ イ

ズ 除 ク ヒ イ サ

メ　く　ロ　ド` 　` ギ

｀ ㈹ ハ リ オ　 ｀

ミ キ ジ ガ ナ キ

ヤ ジ ９ モ ガ ジ

マ バ　 ｀　｀ が　 ｀

ガ ト バ ハ モ コ

ラ　 ヽ ソ シ　 ｀ ウ

ス　ｙx　｀ ビ コ ラ

｀ シ タ　ロ ガ イ

ク ブ ジ ガ モ キ

ロ　ト キ モ　 ｀ ジ
ガ　ガ　 ゝ　ゝ　ョ　　`

モ ラ ヤ ホ シ ヤ

｀ ス マ シ ガ マ

ビ　 ｀ シ ハ モ　ド

ロ ス ギ ジ　 ｀ リ

ウ ズ ＿ ロ マ　 ｀

ド メ　ア　 ｀ ガ ウ

キ　 ｀ マ ス モ ズ

ソ ニ　ミ　ズ　 ｀ ラ

ク　ュ ヤ ガ カ　 ｀

ロ　ウ　マ　モ　ル　コ

ナ シ　 ｀ ガ ジ

毎
年

一
一

月
一

五
日
Ｓ

翌
年
一
一
月
一

五
日

まで

・

メ
ス
キ

ジ
、

メ
ス
ヤ
マ
ド
リ
は
全
国
一
円
禁
止

表
７
－

６
　

捕
獲
数
の
制
限

キ

ジ

バ

ト

夕

シ
ギ

ヤ

マ

シ

ギ

バ

ソ

マ
ゾ
－
フ
イ

チ

ヨ
ウ

ク モ オ

ロ　 ｀ ナ

ノゝ 　ヒ　ガ
ジ　ド ガ

ｐ　リ　モ

｀ が　｀

ス モ コ

ス　 ｀ ガ

ガ ハ モ

モ シ　 ｀

ビ ヨ

ロ　シ

ガ ガ
モ モ
ゝ　ゝ

ホ マ

シ ガ

ノゝ 　モ
ジ　 ヽ

べ カ

キ ル

ソ ガ

コ

ジ
－

ケ
イ

ウ

ズ

ラ

キ

ジ

ヤ

マ

ド
リ
ゝ

コ

ウ

－
フ
イ

キ
ジ

狩

猟

鳥

の

種

類

一

〇

羽

以

内

合

計

し

て

五

羽

以

内

一
一一羽

以

内

一
一
羽

以

内

合

計

し
て

五
羽

以

内

五

羽
以

内

五

羽
以

内

合

計

し

て
一
一
羽

一
日

の

制

限

羽

数

匈
　

長
野
県
に
普
通
に
見
ら
れ

る
鳥

県
内

に
普
通

に
み
ら
れ

る
野
鳥
を
告

小
す
る
と
表
７
１
７

の
よ
う
で
あ
る
。

○生　　 息　＠ 繁殖生活

（参繁殖生活　 ▲まれな繁 殖

冬生息せず（漂鳥）

表7 －7　 長 野県に 普通に見られる鳥

市街地の鳥
１

お よそ の

大　き　さ

所場息生

普通見
られる
鳥と比
べて

空水水

中上

カ ラ ス

辺

－

○

草
　
　

原

林

耕
　
　

地

庭

人
　
　

家

営巣場所

高
一
高

○ブ|Ｏ○

ノク

ツ グ ミ

”

ツ グ ミｙJ

ス ズ メ

ツ グ ミｄ

ス ズ メ

ス ズ メノト

々

ス ズ メ

○○
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

う

＠

＠

・

＠
　

○

＠

○
＠

○

ス ズ メう

＠

○

＠ぐ

○

○

○

○

○
○

○

○
　

○

○

○

＠

＠

＠

Ａ

Ｏ

・

Ｏ

う

Ｏ
　

Ｏ
　

Ｏぐ

＠

＠

＠

上
　
　
　
　

桐
　
　
上
　
　
上
　
　
　
　
　
上
　
づ

々

々

人家，樹

々

庭木， 樹

山

一

○

亜

高

山

一

ｔ ）

標

一
低

密渡狩

山

:j;回

山

一

＠

度

一

多

り

ー

留

名鳥

猟

○ｌ＠
ｃ

ｔ
ｃ

＠
Ｏ
Ｃ

(○)(O  )

(樹　　 上)う

ｃ
　

のぐ
う

○
　

○
　

Ｏ

Ｏ

＠ぐ

＠

＠
一

＠

＠

○
＠

Ｏ
　

Ｏ

Ｏ

Ｏ
ｔぐ

″

常

多

々

々
常

多

常
　

々
　
　々
　
少

″

″

漂

夏

留

冬

漂

冬
㈹

冬

漂

冬
勧

ぐ
　
　
　
　
　
　

ぐ

猟
　

″

禁

″

″

猟

禁

″
　

″
　

″

ハ シ ブ ト カ ラ
ス

ハ シ ボ ソ ガ ラ
ス

オ　　ナ　　ガ

ム　 ク　ド　 リ

コ ム ク ド リ

ス　　ズ　　メ

シ　　　　　 メ

コカ ハ ラ ヒ ワ

マ　　ヒ　　ワ

夕

々

コ

ソ

カ

ニ マ シ

ス

ウ
　

イ

ら す

々

む く ど り

々

き ん ぱ ら

あ　 と　 り

2む
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ス ズ メ

々

夕

汐

”

”

スズ メ小

々
　
　

夕
　

々
　

々
　

〃

モ　 ズ

μ
　

々

モ　ズ

々

ツグミ

スズメ

々
　

々

ス ズ メ大

ス ズ メ/」

”

ツ グ ミ

々

ス ズ メ

ス ズ メ

ス ズ メノ

ス ズ メこ

”

ツ グ ミ

ツ グ ミじ

々
　

々

スズメ

ツグミ

2 お

○

○

Ｏ

Ｏ

夜

戸･

聯,|

○

情=

○

Ｗ
ｊ`

9●・、「

き

●

●

＠

●

Ｏ
　
Ｏ
　

Ｏ
　

Ｏ
　

Ｏ
　

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ

Ｏ

Ｏ
　

Ｏ

Ｏ

七

〇
　

＠

○

＠

▲

○

○

○

○

＠

・

○

○

○

○

＠

○

▲
　

○
　

○

○

○

○

○

○

０

０

０

０

０

夜

○

○

○

○

○
　

＠

▲
　

▲

▲

●

＠

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
　

上

飢
　
　

洞

箱

上
　
上
　
上
　
　
　
　
　

上
　
　
　
　

家
　
　

上
　
　
　

上

上
　
　
　
　
　

上

家

壁

壁

上

家

洞
　
　

卵

特
　
　
　
　
　
巣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岩
　
　
　
　
　

大

Ｑ
　
　
４
　
　
４
　
　
４
　
演
　
　
　
謨
　
　

々
　
　
　
’
　
　
木
　
　
　
々
　
　
　
　
　
　
　
々
　
々
　
’
々
　
　
　
　
々
　
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　

々

上
家
　
　
洞
家
　
　
　

洞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
　
　
　
　
　
洞

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
人

樹

樹
人
　

樹

樹

樹

低

樹
　
　
　
　
　

樹
　
　
　
　

樹
　
　

樹
　
　
　

低

樹
　
　
　
　
　

地
　
人

人

岩
　
地

樹

樹
　
　

託
―

＠
　
　
　

○
　
　

○
　
　

○

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
　
　
　
　
　
　

○
　
　
　

○

Ｏ  

●

＠

Ｏ  

Ｏ  

t ）

Ｏ  

・

ｔ ）

Ｏ  

＠

＠

Ｏ  

ｔ ）

＠

t ）

t ）

＠

ﾊ 乃゚1

＠

・

＠

j卜

t ）

・1ち

・

＠

＠

＠
・

＠

Ｏ

＠

＠
・

○

＠

t ）

＠

ｔ ）

○

Ｏ  

Ｏ

Ｏ

ｔ
１ｃ

＠
ｔ

＠
＠
＠

ゝ 4β百 y

’にゝ y

⑤､|

常

々

多

常

々

夕

夕

多

ｔ

ｔ

ｔ

ｌ

＠
＠

＠
ｔ

ｔ

＠

○

春
母

●

常

″

々

″

″

常

々
　

夕
　

々
　
　

々

々

多

少

常

々
　

夕
　

々
　
　

々

漂
　

々
　
　

々

夏

留

漂

汐
　
　

汐

々
　

夕
　

々
　

μ
　
　

々

○

＠

－
少

多

－
冬

漂

夏

″

夏

″

漂

夏

漂

○

＠

○

○

＠

○

○

常

々

々

夏

冬

々

旅

漂

＠
　

＠
　

＠

・

＠

＠

＠

＠

＠

○

＠

少

常
　

〃
　
　
々

夏

々
　

々
　

々

漂

々

″

夏

禁
　

々
　
　

々

夕

夕

々
　
　

々
　
　

夕
　
　

々
　

々
　

々
　

々
　
　

々

＠

＠

○

少
　
　

少

―夏

々

冬

ｊ々
　

々
　
　

々

々
　

々

々
　
　

々
　

夕
　

々
　
　

々

夕

夕

々
　

々
　

々

夕

夕

々
　

々
　
　

々
　
　

々

々
　

々
　

々
　
　

々



２　野外の鳥

ら

きんぱら

あ と り

ひ ば り

せきれい

きばし り

ごじ ゅう
から

ひ た き

鳥 名

ホ シ ガ ラ ス

カ　　ケ　　ス

ユ ユ ウナ イ ス

ズ メ

イ　　 カ　　ル

オ オ マ シ コ

ア　　ト　　リ

ハ ギ マ シ コ

ホ　オ　ア　カ

カ シ ラ ダ カ

ク

ヒ

μ

ノ ヘ

ジ

リ

タ　ヒ バ　リ

ハクセキレイ

キ バ シ リ

ゴジ ュウカラ

サソコ ウチョ
ウ

”

夕

夕

々
　
　

々
　

々
　
　

々

夕

夕

姪1原

夕

夕

少

○

○

●

●

●

ｔ ）

●

＠

ｔ ）

○

●

・

＠

＠

＠

＠

＠

少

常

多

少

夏

留

々

夏

ｃ

○

ｃ

●

●
　
　
　

＠

⑩

＠

○

＠

○

＠

常

多

少

多

少

常

漂
　

″

夏

留

冬

留

猟
　
々

禁

″
　
々
　
猟

狩

猟

一

禁

々

渡

り

ー

凛

々

密

度

一

常

々

標

一
低

山

一

○

・

山

○

ｔ ）

亜

高

山

t ）

○

○
　

ｌ

の

ｃ

○

○

○

ｔ

ｔ

ｔ

○

○
　
　

ｃ

々
　
　
々
　

少

多

少

常

々
　
　
々
　

冬

冬

々
　

漂

猟
　

禁
　

４
　
４
　
４
　
　
４

ク

タ

ク

タ

”

夕

夕

々

冬

漂

漂

冬

”

留

漂

夏

多

常

夕

夕

少

常

夕

夕

○

○

Ｏ  

○

○

○

●

○

○

Ｏ 

○

t ）

●

Ｏ  

Ｏ  

・

ｔ ）

○

○

高
一
高

山

一

○

樹

々

々

々
　
茎

上

樹　　　 上

樹上， 庭木

樹　　　 上

人家，岩 棚

地

巣 場 所

才

○
夜

○
夜

○
夜

○
夜

○

Ｏ

Ｏ

夜

○
夜

＠

○

○

○
　

○

生

＠
　

＠
　

＠
　

＠

＠

＠
○

○

○
　
　

○
　

○
　

○

○

・

●
●

斗
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○
＠
つ

Ｏ

Ｏ

息

特

場

草
　
　

原

林

耕
　
　

地
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三
　

良
　
虫
　

類

ヤ
マ
カ
ガ
シ
（
ト
カ
ゲ
目
　
へ
び
科
）

本
州
で
は
マ
ム
シ
だ
け
が
毒
ヘ
ビ
と
さ
れ
て
い
る
が
ヤ
マ
カ
ガ
シ
に
も
毒
腺
が

あ
り
、
そ
の
液
が
目
に
入
る
と
失
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。
成
体

の
全
長

は
、
六

〇
～
一
〇
〇
ｍ
、
体
色
に
は
個
体
変
異
が
著
し
く
、
体
側
の
朱
色
斑
紋
の
な
い
も

の
や
、
と
き
に
は
完
全
な
黒
化
型
も
あ
る
。
田
の
あ
ぜ
、
畑
の
土
手
、
低
山
地
な

ど
そ
の
生
息
環
境
は
多
様
で
あ
る
。
カ
エ
ル

ー
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

ー
ネ
ズ
ミ

ー
バ

ッ
タ
ー
ミ
ミ
ズ

ー
ク
モ
な
ど
を
食
べ
る
。

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
（
ト
カ
ゲ
目
　
へ
び
科
）

本
州
で
は
最
も
大
型
の
ヘ
ビ
で
、
成
体
の
全
長
一
～
二
・
三
ｍ
。
シ
マ
ヘ
ビ
に

く
ら
べ
る
と
背
面
の
縦
線
が
不
明
確
で
あ
る
。
時
に
は
白
化
型
の
シ
ロ
ヘ
ビ
の
出

現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
山
地
の
ヤ
ブ
に
潜
み
ネ
ズ
ミ
・
昆
虫
を
捕
食
す
る
。
木
に

登
っ
て
小
鳥
を
と
っ
た
り
、
ヒ
ナ
や
卵
を
食
べ
る
。
お
と
な
し
く
、
め
っ
た
に
人

に
向
か
っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
無
毒
。
平
地
か
ら
二
〇
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い

の
高
地
に
も
見
ら
れ
る
。

シ
マ
ヘ
ビ
（
ト
カ
ゲ
目
　
へ
び
科
）

成
体
の
全
長
八
五
～
一
五
〇
皿
、
体
色
は
年
齢
や
個
体
に
よ
っ
て
か
な
り
ち
が

う
。
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
と
呼
ば
れ
る
黒
い
ヘ
ビ
は
、
シ
マ
ヘ
ビ
の
黒
化
型
で
あ
る
。
カ

エ
ル
・
ト
カ
ゲ

ー
カ
ナ
ヘ
ビ

ー
ネ
ズ
ミ
・
小
鳥
な
ど
を
食
べ
る
。
木

に
登

っ
た

り
、
水
の
中
も
よ
く
泳
ぐ
。
繁
殖
の
習
性
な
ど
は
、
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
無

毒
。ジ

ム
グ
リ
（
ト
カ
ゲ
目
　
へ
び
科
）

田
冲
畑
の
あ
ぜ
に
い
て
穴
に
も
ぐ
る
こ
と
か
ら
ジ
モ
グ
リ
と
呼
ば
れ
る
。
成
体

の
全
長
は
、
七
〇
～
九
〇
皿
、
腹
面
に
四
角
い
黒
い
斑
紋
か
お
る
。
蛇
は
一
般
に

幼
体
と
成
体
が
そ
の
色
・
斑
紋
を
異
に
し
一
見
別
種
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
カ
エ

ル

ー
ミ
ミ
ズ
ー（

タ
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
食
べ
る
。

マ
ム
シ
（
ト
カ
ゲ
目
　
く
さ
り
へ
び
科
）

毒
ヘ
ビ
で
、
成
体
の
全
長
四
五
～
六
〇
ｍ
、
雄
の
方
が
雌
よ
り
大
き
い
。
体
色

に
変
化
が
あ
り
赤
褐
色
を
帯
び
た
も
の
は
ア
カ
マ
ム
シ
と
呼
ば
れ
一
定
地
域
に
多

く
出
現
す
る
傾
向
か
お
る
。
平
地
か
ら
山
地
の
比
較
的
乾
燥
し
た
と
こ
ろ

に
多

い
。
卵
胎
生
で
夏
に
七
～
二
一
匹
ぐ
ら
い
の
子
を
産
む
。
（

タ
ネ
ズ
ミ
が
主
食
で

ほ
か
に
カ
Ｉ
ル

ー
ト
カ
ゲ
・
小
鳥
な
ど
も
食
べ
て
い
る
。
毒
液
は
唾
液
の
進
化
し

た
も
の
で
獲
物
を
消
化
す
る
役
割
を
す
る
蛋
白
毒
で
あ
る
。
も
し
マ
ム
シ
に
咬
ま

れ
た
ら
、
傷
口
か
ら
毒
液
を
吸
い
出
す
と
よ
い
。
マ
ム
シ
酒
の
ほ

か
に
、
里
丿
焼

き
・
乾
燥
粉
末
と
し
て
昔
か
ら
薬
用
に
珍
重
さ
れ
る
。

カ
ナ
ヘ
ビ
（
ト
カ
ゲ
目
　
か
な
へ
び
科
）

草
だ
け
の
あ
ま
り
な
い
草
地
を
好
み
、
畑
の
土
手
や
山
地
に
多
く
見
ら
れ
る
。

尾
は
切
れ
や
す
い
が
容
易
に
再
生
す
る
。
成
体
の
全
長
は
、
コ
（
～
二
二
『

尾

は
長
く
全
長
の
三
分
の
二
を
占
め
る
。
ミ
ミ
ズ
・
小
昆
虫
・
ク
モ
類
な
ど
を
食
べ

て
い
る
。
五
～
六
月
こ
ろ
に
直
径
一
五
ｍ
ぐ
ら
い
の
卵
を
土
の
中
に
産
む
。

ト
カ
ゲ
（
ト
カ
ゲ
目
　
と
か
げ
科
）

石
が
き
の
間
平
土
手
、
ガ
レ
場
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
。
尾
を
つ
か
む
と
切
れ

て
し
ま
う
。
し
か
し
二
～
三
週
間
の
う
ち
に
再
生
す
る
。
成
体

の
全
長

は
、
一

六
～
ニ

ー
皿
。
幼
体
は
胴
の
後
部
と
尾
が
緑
青
色
で
、
背
面
に
五
本
の
白
い
縦
線

か
お
る
。
ミ
ミ
ズ
・
小
昆
虫
・
ク
モ
類
な
ど
を
食
べ
る
。
五
～
六
月
ご
ろ
に
直
径

一
〇
ｍ
ぐ
ら
い
の
卵
を
産
む
。

イ
シ
ガ
メ
（
カ
メ
目
　
か
め
科
）

天
竜
川
・
小
沢
川
・
大
泉
川
等
に
は
数
は
少
な
い
が
生
息
す
る
。
甲
ら
の
全
長

は
成
体
で
一
三
～
一
八
ｍ
。
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
小
動
物
を
食
べ
て
い
る
。
石
の
上

昂Z
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に
あ
か

っ
て

じ
っ
と
し
て

し
る
こ
と
が
多
い

。
五
～
八
月
ご
ろ

に
五
～
一
〇

個
ぐ

ら
い
の
卵

を
土

の
中

に
産
む

。

四
　

両
　

生
　

類

ア
マ
ガ
エ
ル
（
カ
エ
ル
目
　
あ
ま
が
え
る
科
）

雨
が
降
り
出
す
こ
ろ
庭
の
植
え
込
み
や
草
地
の
中
で
盛
ん
に
鳴
き
ぱ
じ
め
る
。

い
た
る
と
こ
ろ
に
生
息
す
る
。
成
体
の
体
長
一
丁

五
皿
、
周
囲
と
同
じ
色
に
体
色

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
色
を
し
て
い
る
。
し
か
し
眼
の

う
し
ろ
に
は
、
必
ず
黒
帯
が
あ
る
の
で
、
ほ
か
の
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
と
区
別
で
き

る
。
四
肢
の
指
先
に
吸
盤
が
発
達
し
て
し
る
。
雄
の
の
ど
の
と
こ
ろ
に
は
大
き
い

声
嚢
が
あ
り
、
鳴
く
と
き
に
は
こ
の
袋
が
ふ
く
ら
ん
で
共
鳴
の
は
た
ら
き

を
す

る
。
産
卵
期
は
五
～
七
月
で
、
池
や
水
田
に
産
卵
す
る
。
卵
は
直
径
丁

五
ｍ
で

比
較
的
小
粒
で
あ
る
。
五
～
一
五
粒
ず
つ
イ
ネ
や
水
草
に
付
着
さ
せ
る
。
コ
代
に

約
三
〇
〇
粒
程
度
産
卵
す
る
。
繁
殖
期
に
は
水
に
入
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん

ど
水
に
入
ら
ず
、
低
い
本
の
上
平
草
の
中
で
昆
虫
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
を
捕
食
す

る
。
冬
眠
は
一
一
月
初
旬
か
ら
四
月
初
旬
ま
で
で
、
地
面
の
比
較
的
浅
い
と
こ
ろ

で
越
冬
す
る
。

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
（
カ
エ
ル
目
　
あ
ま
が
え
る
科
）

水
田
の
あ
る
と
こ
ろ
、
水
溜
り
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
生
息
し
、
繁
殖
期
に
大

き
な
声
で
鳴
き
、
人
目
に
付
き
や
す
い
の
で
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
し
る
。
日
本

の
代
表
的
な
カ
エ
ル
で
あ
る
。
成
体
の
体
長
は
六
～
九
皿
、
雄
と
雌
で
体
色
が
異

な
り
、
雌
は
全
体
に
黒
っ
ぽ
く
み
え
る
。
雄
に
は
一
対
の
声
嚢
示
あ
る
。
産
卵
期

は
四
月
中
旬
か
ら
六
月
下
旬
ご
ろ
で
、
雄
は
声
嚢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
鳴
さ
な
が
ら

雌
を
求
め
る
。
雄
に
抱
か
れ
る
と
そ
の
刺
激
で
雌
が
卵
を
体
外
に
産
み
、
雄
は
直

ち
に
射
精
す
る
。
カ
エ
ル
類
は
全
部
体
外
射
精
に
よ
る
。
卵
の
直
径
は
Ｉ
・
五
～

二
ｍ

ぐ

ら
い

。
成
体

に
な

る
ま
で

に
二

人

二
年
を
要
す
る
。

ク
モ
や
昆
虫
な
ど
を

食

べ
て

し
る
。
ド
ン
ビ
キ
と
も

ド
ソ

ビ
キ

シ
ョ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

ヒ
キ
ガ
エ
ル
（
カ
エ
ル
目
　
ひ
き
が
え
る
科
）

主

に
山
地
に
住
み
、
背
面

や
四

肢
に
は
多

数
の
い
ぼ
の
よ
う
な
ふ
く

ら
み
が
あ

る
。
耳
腺
が
後
頭

部
の
両

側
に
あ
り
、
押
え

る
と
乳
白
色

の
毒

液
が

分

泌

さ

れ

る
。
成
体

の
体
長

は
七
～
一
四

皿
、

産
卵

は
四
月
中
旬

か
ら
五
月
上
旬

に
行

わ
れ

る
。
雌
一

に
対
し
て
雄
三
～
八

の
割
合
の

た
め
激
し
い
雌
の
う
ば
い
合
い
が
行
わ

れ
る
。
声
嚢

が
な
い

た
め
低
い
声
で

ダ
ー
グ
ー
と
鳴
き
、
い
わ
ゆ
る
蛙
合
戦
を
展

開
す

る
。
卵
は
、
二
〇
〇
〇

～
八
〇
〇
〇

個
ぐ
ら
い
が
ヒ
モ
状
の
塊
に
な
っ
て
お

り
、
卵
の
直
径
は
二

人

二
ｍ

オ
ク
マ
ジ
ャ
ク

シ
は
、
三

ヵ
月

ぐ
ら
い
で
幼
体

に
な

る
。
幼
生
時
代

は
池

平
沼
で

す
ご
す
が
、
変
態

す
る
と
し

だ
い
に
水

辺

か

ら

上

り
、
森
の
中
平
石

の
下
、
木

の
根
毛
と

な
ど
に
も
ぐ

り
こ

ん
で
い

る
。
雨

の
日

ぱ

日
中
で
も
行
動
す

る
が
、
普
通

は
夜
間

に
食
物
を
求

め
、
ア
リ

ー
ハ

″
夕
な
ど
の

昆
虫
、

カ
タ
ツ

ム
リ

ー
ク
モ

ー
ミ
ミ
ズ
な
ど
の
ほ
か
に
小
さ
な

ヘ
ビ

ま

で

食

べ

る

。
タ
カ

ー
ク
ヌ
キ
な
ど
天

敵
も
多
い
。

ガ
マ

ガ
エ
ル

ー
ガ
マ

ー
ヒ
キ
タ
な
ど
と

も
呼
ば
れ
る
。

ヤ
マ
ア

カ
ガ
エ
ル
（
カ
エ
ル
目
　
あ
か
が
え
る
科
）

標
高
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ｍ

の
山
地

の
水
辺
や
湿
地

に
生
息
し
、
県
内
の

力

Ｉ
ル
の
中
で

は
最
も
寒

さ
に
強
い

。
成
体
の
体
長
は
四
・
五
～

七
・
五
ｍ

、

ニ
ホ

ン
ア
カ
ガ
エ
ル
と
よ
く
似
て

し
る
が
、
鼓
膜
の
ま
わ
り
の
長
三

角
形

の
黒
帯
が
は

っ
き
り
し
て
い

る
こ
と
、

口
先
が
丸
み
を
お
び
体
側
の
皮
膚
隆
起
（
線
）
が
鼓
膜

の

上

方
で
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
、
雄
に
は
一
対

の
声
嚢

が
あ

る
が
、

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ

エ
ル
に
は
な
し
こ
と
な
ど
で
区
別
で
き

る
。
冬
眠

か
ら
さ

め
る
の
は
三
月
中
旬
か

ら
下
旬
で
、
あ

た
り

の
雪
や
氷

の
解
け

る
こ
ろ
、
山
の
中
の
ん
き
水
、
池
な
ど
に

産
卵

す
る
。
三
〇
〇
～
五
〇
〇
個
の
卵
塊
で
、
卵
の
直
径
は
二
ｍ

ぐ
ら
い
。
産
卵

2銘



第 ２節　生態と分布

を
終
え
た
親
が
Ｉ
ル
は
、
五
月
中
旬
ま
で
春
眠
に
は
い
る
。
昆
虫
、
ミ
ミ
ズ
な
ど

を
捕
食
し
、
一
一
月
中
旬
に
冬
眠
に
は
い
る
。

ツ
チ
ガ
エ
ル
（
カ
エ
ル
目
　
あ
か
が
え
る
科
）

体
色
は
土
色
で
淡
暗
黄
褐
色
か
、
淡
暗
緑
色
で
背
中
に
ぱ
大
小
の
皮
膚
隆
起
が

イ
ボ
の
よ
う
に
あ
る
の
で
、
イ
ボ
ガ
エ
ル
と
も
い
か
れ
る
。
成
体
○
体
長
は
四
～

五
皿
、
冬
眠
か
ら
さ
め
る
の
が
遅
く
五
月
中
旬
で
あ
る
。
産
卵
期
は
六
月
上
旬
か

ら
七
月
下
旬
と
比
較
的
お
そ
い
。
水
草
に
二
〇
～
五
〇
個
ほ
ど
の
小
卵
塊
を
産
み

つ
け
る
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
変
態
せ
ず
、
水
の
中
で
越
冬
し
、
翌
年
の
夏
幼
体

と
な
る
。
流
れ
の
ゆ
る
や
か
な
川
、
わ
き
水
の
あ
る
池
や
川
あ
る
い
は
水
田
が
主

な
生
息
地
で
あ
る
。
鏝
近
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
（
カ
エ
ル
目
　
あ
か
が
え
る
科
）

小
沢
川
・
大
泉
川
等
天
竜
川
の
支
流
で
概
し
て
急
流
の
河
川
に
す
み
、
六
～
七

月
ご
ろ
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ペ
　
フ
″
フ
″
…
…
と
澄
ん
だ
音
色
で
鳴
く
。
全
国
各
地
に

図7 －24　 カジカガエル　 岩の上で鳴く雄

(長 野県動物図鑑 より)

鳴
き
声
の
名
所
が
あ
る
。
成
体

の
体
長
は
半
白
二
～
四
『

雌

は
五
～
七
皿
、
環
境
に
よ
り
体

の
色
は
異
な
る
。
水
か
き
、
吸

盤
は
と
も
に
よ
く
発
達
し
、
ま

た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
口
盤
が

大
き
く
岩
に
吸
い
つ
い
て
流
さ

れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き

る
。
卵
塊
は
不
規
則
で

Ｉ
〇

〇
～
一
五
〇
個
の
卵
を
含
む
。

卵
は
黒
褐
色
で
直

径
一
・
五

ｍ
、
昆
虫
な
ど
を
捕
食
す
る
。

イ

モ

リ
（
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
目
　

い
も
り
科
）

平
地
や
丘

の
水
溜
り
、
溝
と
そ
の
付
近

に
住
む
、
近
ご
ろ
耕
地
圃
場
の
整
理
、
農

♀

公

:IH 反応IV 従行

図7 －25　 イモ リの性行動（上伊那誌 自然篇より）

谷

Ｖ放出

薬
の
使
用
な
ど
に
よ
っ
て
そ

の
数
は
減
っ
て
い
る
。
成
体

の
全
長
は
八
～
コ

ー
皿
、
体

色
は
変
異
が
多
い
。
眼
の
後

方
に
有
毒
な
液
を
分
泌
す
る

耳
腺
か
お
る
。
五
～
六
月
の

繁
殖
期
に
な
る
と
雄
は
雌
の

前
で
尾
を
ふ
り
求
愛
す
る
。

雌
は
雄
の
体
を
押
す
。
す
る

と
雄
は
精
子
の
塊
を
放
出
す

る
。
こ
の
精
子
塊
は
粘
着
力

が
あ
り
、
雌
は
そ
れ
を
排
泄

腔
か
ら
取
り
入
れ
て
体
内
受

精
を
す
る
。
そ
し
て
一
曰
く

ら
い
で

産
卵

を
始
め
、
一

回
に
一
個

を
水
草
な
ど

に
す

る
。

ハ
コ
ネ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
目
　
さ
ん
し
ょ
う
う
お
科
）

西
駒
ヶ
岳
の
頂
上
付
近
で
採
集
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
黒
沢
山
・
大
泉
所
山
・

経
ヶ
岳

な
ど
の
渓
流

に
生
息
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
成
体
の
全
長
は
、
一
一
～

一
八

皿
。
幼
生
は
四

肢
に
強
力

な
爪
か
お

り
急
流
で
も
流

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い

。

成
体
も
繁
殖
期

に
は
爪
が
発
達
す
る
。
成
体
に
は
肺
が
な
く
、
皮
膚

呼

吸

を

す

る
。
幼
生

は
渓
流
で
水
生
昆
虫
な
ど
を
食
べ
て
成
長
し
、
成
体
に
な
る
と
、
水
辺

近
く
の
石
の
下

な
ど
に
潜
み
、
夜
間

ミ
ミ
ズ
、
昆
虫
な
ど
を
捕
食
す
る
。
三
月

末
ご

ろ
冬
眠
か
ら
さ

め
、
水
の
よ
ど
ん
だ
石

の
下

な
ど
に
産
卵

す
る
。
卵
嚢

は
円

筒
形

2 お



物第７章　動

で
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
よ
う
な
形
を
し
、
四
～
五
皿
、
岩
な
ど
に
付
着
し
中
に
五
～

七
個
の
卵
が
は
い
っ
て
い
る
。
水
温
が
一
八
℃
を
超
え
た
り
、
硫
黄
分
な
ど
を
含

む
と
生
息
し
な
い
。

五
　

魚
　
　
　

類

経

ケ
岳
の
西
斜
面
の
水
系

の
一
部
は
、
奈
良
井
川
上
流
で
日
本
海

に
注
ぐ
。
天

竜
川

は
そ

の
支
流

に
イ

ワ
ナ
、
ア

マ
ゴ
な
ど

の
生
息

に
好
適
な
冷
水
域
を
も
つ
著

名
な
河
川
の
一
つ
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
最
近
で
は

ダ
ム
エ
事
、
工
場
排
水
、
護
岸

工
事
、
農
薬
等

の
影
響
を
受
け
て
魚
相
が
変

わ
っ
て
来
て
い

る
。

ス
ナ
ヤ
ツ
メ
（
円
口
類
　
や
つ
め
う
な
ぎ
科
）

系
統
発
生
的

に
も
形
態
的

に
も
魚
綱

の
も

の
と

は
著
し
く
異
な

っ
て
い

る
。
河

川

の
改
修
や
汚
濁
で
現
在

は
生
息
域
が
狭
く
な

っ
た
。
眼

の
後
方

に
左
右
七
個

の

鯨
孔
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
名
称
が

つ
け
ら
れ

た
。
口
は
吸
盤

に
な

っ
て
、
両
あ

ご
が

な
く
、
背

び
れ
、
尾

び
れ
、
し
り

び
れ
が
連
続
し
て

い
る
。
背
部

は
淡
青
色

を
帯

び
、
腹
面

は
さ
ら
に
淡

い
。
四
～
五
月

ご
ろ
、
砂

れ
き
底

に
く

ぼ
み

を
作
り

産
卵

す
る
。
ふ
化
後

は
泥
中

の
有
機
物

を
食

ベ

ー
五
～
二
〇
ｍ

に
成
長
し
て
三
年

後

に
変
態
し
、
そ

の
後

は
全
く
え

さ
を
と

ら
ず
、
一
回

産
卵
が
終

わ
る
と
死

ぬ
。

地
方
名
と
し
て

ヤ
ツ

メ
ウ
ナ
ギ

ー
カ
ワ
ヤ
ツ
メ

ー
ギ
ナ
ギ
ナ
メ

ー
ギ
ナ
ソ
ボ
な
ど

が
あ

る
。

イ
ワ

ナ
（
硬
骨
魚
類
、
以
下
に
記
す
種
は
い
ず
れ
も
同
類
で
あ
る
か
ら
科
名
の
み
と
す

る
。
さ
け
科
）

ア

メ
マ
ス
の
陸
封
型
で
、
淡
水
魚

の
う

ち
最
も
上
流

に
す
み
、
冷
水
性

の
魚
で

あ

る
。
体

は
暗
褐
色
で
脂

び
れ
が
あ
り
、
背
部

か
ら
体
側

に
白
い
肘
点
が
多
数
あ

る
が
、
背

び
れ
に
は
な
い
。
体
側

に
は
不
明
確
な
小
判
形

の
紋
が
並

び
、
黄
色
又

は
朱
紅
色

の
斑
点
が
散
在
す

る
。
斑
点

の
色
彩

の
濃
淡
な
ど

は
分
布
す

る
地
方

に

ナ（長野県 魚貝図鑑 より）ワイ図7 －26

よ
っ
て
違
い
が

あ

る
。
夏
の
水

温
一
三
～
一
五

℃
以
下

の
冷
水

を
好
み
、
河
川

の
傾
斜
五
分
の

一
ま
で
の
急
斜

面
の
亜
高
山
帯

ま
で
入
り
こ

ん

で
い
る
。
ど
ん
欲
で
夏
の
え

さ

ぱ
六
〇
～
七
〇
％

が
水
面

に
落

ち
る
昆
虫
で
、
三

〇
～
四
〇
％

は
水
生
昆
虫
で
あ
る
。
小

魚
、

カ

エ
ル
な
ど
も
食

べ
る
。
産
卵
期
以

外

は
岩
陰
や
滝
つ
ぼ
に
い
て
姿
を
見

せ
な
い
。
一
年
で
体
長

二

一
～
一
五

皿
と

な

り
、
二
～
三

年
で
成
熟
す
る
。
一
〇
月
上

旬
か
ら
枝
沢

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
流

れ

の
緩
や
か
な
浅
瀬
の
地
下

水
の
わ
く
よ
う
な
砂
れ
き
底

に
産
卵

す
る
。
こ

の
こ

ろ

雄
は
あ
ご
の
形

が
曲
が
り
、
体
色
は
黒
褐

色
と
な
る
。
雌

雄
と
も
産
卵
期
中
も
少

し
は
え
さ
を
食
べ
、
産
卵
後

サ
ケ
の
よ
う
に
死

ぬ
こ
と
は
な
い
。
卵

は
二
〇
〇
～

四
〇
〇

粒
で
、
水
温

一
〇

℃
で
約
四
○
日

後
に
ふ
化

す
る
。
水
系
と
地
方

に
よ
っ

て
何

々
イ
ワ
ナ
と
呼
ん
で
も
い
る
。

ア

マ
ゴ
（
ア
メ
ノ
ウ
オ
）
（
さ
け
科
）

日
本
特
産
の
冷
水
魚
で
、
中
部
地
方

か
ら
西

の
本
州

太
平
洋

側
、
九
州
の
一
部
、

四

国
な
ど
の
渓
流
に
す
む
陸
封

型
の
マ
ス
の
一

種
で
あ

る
。
長
野
県

は
ア
マ
ゴ
の

北
限
で
、
太
平

洋
側
の
木

曽
川

と
天
竜
川

の
水
系
に
天

然
に
分

布
し
て
い

た
が
、

近
年
は
ヤ
マ

メ
の
放
流
で
日
木
海

側
河
川

に
す
む
ヤ
マ
メ
と
入
り
混

じ

っ

て

い

る
。
体
の
背
部
は
暗
褐
色
で
小

さ
な
黒
点
か
お

る
が
、
背

び
れ
尾

び
れ
に
こ

の
黒

点
は
な
い
。
体
側
に
は
朱
紅
色
の
美
し
い
小

点
を
ち
り
ば
め
、
小

判
形

の
斑
紋

が

2祁



第２節　生態と分布

あ

る
が
、
降
海
（
湖
）
型
の
魚
は
こ
の
斑
紋
が
消
え
て
背
び
れ
の
前
端
が
黒
色
に
な

図7 －2JI　了　 マ　ゴ（若い アマゴ）

（長野県魚貝図鑑より）

る
。
ア
マ
ゴ
は
一
生
を
渓
流
で

過
ご
す
の
が
普
通
で
、
イ
ワ
ナ

の
生
活
域
に
も
混

っ
て

す
む

が
、
一
般
に
イ
ワ
ナ
よ
り
高
い

水
温
を
好
み
、
イ
ワ
ナ
の
す
む

所
よ
り
下
流
に
分
布
す
る
。
水

生
昆
虫
や
陸
生
昆
虫
を
捕
食
す

る
。
水
温
一
〇
℃
前
後
の
九
月

下
旬
～
一
〇
月
上
旬
を
ピ
ー
ク

に
、
砂
れ
き
底
に
産
卵
す
る
。

天
然
ア
マ
ゴ
は
産
卵
後
毛
多
く

は
生
き
残
っ
て
翌
年
二
回
目
の

（長 野 県 魚 貝 図 鑑 よ り）メマヤ図7 －28

産
卵
を
終
え
て
死
ぬ
。
卵

数
は
二
〇

〇
～
三
〇
〇
粒
と
少
な
い
が
、
養
殖
魚

は
成
長
が
良
い
の
で
１
０
０
０
粒
を
超

え
る
。
一
〇
℃
で
約
四
〇
日
後
ふ
化
、

二
年
後
二
〇
ｍ
以
上
に
な
っ
て
成
熟
す

る
。
ア
マ
ゴ
は
地
方
名
が
多
く
、
諏
訪

湖
で
は
ア
メ
、
伊
那
盆
地
で
ア
メ
ノ
ウ

オ
又
は
ア
メ
ウ
オ
、
ア
メ
ノ
イ
、
木
曽

谷
で
は
ア
メ
ノ
ウ
オ
、
タ
ナ
ビ
ラ
な
ど

と
い
う
。
美
し
い
姿
と
味
の
よ
い
こ
と

で
養
殖
も
か
な
り
進
ん
で
い
る
。

ヤ
マ
メ
と
サ
ケ
（
さ
け
科
）

日
本
海

・
北
海

道
周
辺

の
海
て
体
長
四
〇

～
五
〇
ｍ

に
成
長
し
て
、
桜
の
開
花

こ

ろ
、
川

を
さ
か
上
り
始

め
る
。

こ
れ
を

サ
ク
ラ

マ
ス
と
い
う
。
二

般
に
は
ｙ
ス

と
呼
ぶ
）
こ
の

サ
ク
ラ

マ
ス
の
う
ち
、

一

生
を
渓
流
で
過

ご
す
陸
封
形

が
、

ヤ
マ

メ
で
降
海
型
の

ヤ
マ
メ
が
海
に
出
て
生
長
す
る
と

サ
ク
ラ
マ
ス
に
な
る
。
ヤ
マ
メ

の
天

然
分
布
は
日
本
海
側
と
千
葉
県
以

北
の
、
太
平

洋
側
の
冷
水
域
で
、
県
内
で

は
千
曲
川

水
系
の
上

流
や
支

流
、
又

は
姫
川

に
分

布
す
る
。

も

ち
ろ

ん
村
内
に
は
分
布
し
な
い
。

サ
ケ
は
県
内
で
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
千
曲
川

や
犀
川

な
ど
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
来

た
が
、
一
九
三
五
～
三

六
年
（
昭
一
〇
～
一

二

以

後
ダ

ム
の
構
築
に
よ
っ
て
、

少

な
く
な
っ
て
一

九
五
〇

年
（
昭
二
五
）
の
漁
獲

高
二

六
㎏

を
最
後

に
統
計

に
表

わ
れ

な
い
。
一

八
七
八
～

八
二
年
（
明
一
一
～
一
五
）
サ
ケ
の
養
殖

を
南
殿
中

心
に
段
丘

の
湧
水
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
が
、

成
功
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
一

九
七
五

年
（
昭
五
〇
）
か
ら
明
科
町
Ｏ
県

の
水

産
指
導
所
で
再

び
千
曲

図7 －29　 カ ワ マ ス（長野県魚貝図鑑より）

川
水
系
に
サ
ケ
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
懸
命

の
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

ニ
ジ
マ
ス
と
カ
ワ
マ
ス
（
さ
け
科
）

両
者
と
も
ア
メ
リ
カ
原
産
冷
水
域
の
養
殖
魚

で
、
ニ
ジ
マ
ス
は
穂
高
町
、
明
科
町
が
そ
の
メ

″
力
で
全
国
的
に
有
名
で
あ
り
、
カ
ワ
マ
ス
は

農
林
水
産
省
試
験
場
木
崎
分
場
、
仁
科
三
湖
明

神
池
に
移
殖
さ
れ
た
。
本
村
で
は
久
保
と
南
殿

の
養
殖
池
で
ニ
ジ
マ
ス
を
養
殖
し
て
し
る
。

ア
　
ユ
（
き
ゅ
う
り
う
お
科
）

天
竜
川
、
木
曽
川
、
千
曲
川
の
中
流
域
に
生

息
す
る
重
要
な
食
用
魚
で
、
そ
の
姿
の
美
し
い

麗7
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表７－８　伊那市，南箕輪の年間の漁獲高（天竜川漁業協同組合調）

種類･解禁日
子

ア　　っ

７月１日

ウ グ イ

周　　年

ヤ マ メ

２月16 日～

９月30 日

マ ス 族

ニジマス
２月16日～
９月30日

ヘ ラブナ

周　　 年

ウ ナ ギ

周　　年

コ　 イ

周　 年

カ ジ ヵ

周　 年

48

49

50

51

52

53

54

55

56

kg

45,400

30,000

36,000

40,000

45,000

65,000

75,000

51,000

50,000

kg

36j00

10,000

20,000

4,500

60,000

50,000

105,000

kg

3,844

9,700

18,000

15,000

16,000

kg
3,844

9,000

6,000

6,000
マス族
54,000

73,000

50,000

48,000

kg

1,000

7,500

8,000

7,500

17,000

...　　kg

14

80

1,100

18,000

10,000

5,000

kg

20,000

19,000

26,000

24,000

23,000

33,000

35,000

37,500

38,000

kg

20,000

9,000

10,500

10,000

5,000

計 437,400 285,600 62,544 249,844 41,000 34,194 255,500 54,500

こ
と
も
衆
知
の
と
お

り
で
あ
る
。
一
般
に

海
で
冬
を
過
ご
し
た

稚
ア
ユ
は
、
川
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
育
つ
の

で
昔
の
人
々
は
ア
ユ

が
川
を
さ
か
の
ぼ
る

の
を
待
っ
て
、
こ
れ

を
釣
る
の
を
こ
の
上

な
く
楽
し
ん
だ
の
で

あ
る
。
大
正
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
ダ
ム
が
多
く
造

ら
れ
、
魚
道
も
十
分

で
な
か
っ
た
の
で
、

天
然
ア
ユ
は
卜
な
く

な
り
琵
琶
湖
や
海
の

稚
ア
ユ
を
放
流
し
て

育
て

た
。
唇

が
厚

く
、
く
し
状
の
歯
で

石
に
付
着
し
た
ケ
イ

ソ
ウ
類
を
食
う
、
モ

の
生
活
圏

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「

な
わ
張

り
」

を
つ
く
る
。
産
卵

は
九
～
一
〇
月

で
成
育
場
所
よ
り
下

流
の
径
底

で
群
れ
な
が
ら
産
卵

し
、
終
わ
る
と
雌
雄
と
七
死

ぬ
。

ア

ユ
の
漁
法
に
は
、
友
釣
り
・
ご
ろ
引

き

こ
」
ろ
が
し
）
、
投
網
漁
が
あ

る
。
ア

ユ
の
漢
字
は
鮎
で
、
こ
れ
は
神
宮
皇
后
が
朝
鮮

征
伐

の
時
、

ア
ユ
を
釣

っ
て
勝
負

を
占

っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
年
魚

・
香
魚
と
も
書
く
、
ア

ユ

の
料
理

は
種
々
あ

る
が
そ

の
味

は
格
別
で
あ

る
。

ワ

カ
サ
ギ
（
き
ゅ
う
り
う
お
科
）

一

九
二

九
年
（
昭
四
）
に
霞
ヶ
浦

か
ら
諏
訪
湖
へ
移
殖

さ
れ
て
以
来
県
内
湖
沼
・

た
め
池

・
ダ
ム
湖
な
ど

に
広
く
放
流
さ
れ

る
水
産
上
重
要
な
魚
で
あ

る
。
体
は
円

筒
形
で
細
く
、
背
部

は
淡
褐
色
で
脂

び
れ
が
あ

る
。
体
側

か
ら
腹
部
は
銀
白
色
に

輝
き
、
清
子
で
美
し
い
姿
を
し
て
い

る
。
口
は
や
や
受
げ
口
で
眼
が
大
き
い
、
群

れ
を
つ
く

っ
て
回
遊
し
、
主

に
動
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
や

ユ
ス
リ

カ
を
食
べ
る
。
一

般

に
夏
の
水
温

が
二
五

℃
以
下

で
冬
の
水
温

が
高
い
ほ
ど
成
長

が
よ
く
、
満
一
年

で
六
～

一
〇

皿
に
成
長
し
、
ほ
と
ん
ど
の
魚
は
成
熟

す
る
。
一
～
三
月
湖

岸
又

は

湖

に
汪
ぐ
川

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
水
草
や
砂
れ
き
に
産
卵

し
て
雌

雄
と
も
に
死

ぬ

短

命
な
魚
で
あ
る
。
諏

訪
湖

の
ワ
カ
サ
ギ
増
殖

事
業

は
全
国
的

に
有
名
で
あ

る
。

村
内
に
見

ら
れ
る
も
の
は
諏

訪
湖

か
ら
逸
出
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

コ
　

イ
（
こ
い
科
）

コ
イ
の
特

徴
は
口
ひ
げ
が
あ
り
、
側

線
上
の

ウ
ロ

＝
が
三
六
枚
内
外
で
あ

る
こ

と
で
あ
る
。
底

生
生
物

を
好

打
雑
食

性
で
、
満
二
～
三
年

か
ら
成
熟
し
以
後
毎
年

産
卵

を
続
け

る
。

＝
イ

ぱ
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
前

に
中
央
ア

ジ
ア
か
ら
日
本
に
伝

わ
り
、
長
野
県

に
は
明
和
年
間
二

七
六
四
～
一
七
七

こ

淀
川
か
ら
松
代
に
、
寛
政

年
間
二

七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
に
佐
久

に
移
入
さ
れ
、
松
代
の
浅
黄
色
を
し
た
ア

サ

ギ
コ
イ
と
佐
久
鯉
の
従
来
の
も
の
と
交
配
し
た
も
の
を
飼
育
し
た
の
が
佐
久
鯉
の

始
り
で
、
今
日
で

は
た
く
さ

ん
の
品
種
が
造
り
出
さ
れ
、
錦
鯉
は
南
木
曽
・
飯
田

な
ど
が
有
名
で
あ

る
。
コ
イ
は
生
活
力
が
強
く
祝
の
儀
式

に
も
使
わ
れ
る
め
で
た

い
魚
で
あ

る
。
村
内

の
天
竜
川
そ

の
他

に
も
従
来

か
ら
の
も
の
あ

る
卜
は
逸
出
し

麗2
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図7 －30　ギ ン ブ ナ（長野県動物図鑑より）

た

も

の

が

生

息

す

る

。

フ
　

ナ
（

こ
い

科
）

元

来

中

国
原

産

の

移

殖

魚

で

あ

る

。

フ

ナ
に

は

キ

ソ

ブ

ナ

ー
ギ

ン

ブ

ナ（

マ
ブ
ナ
）
・

ナ

ガ
ブ

ナ
（

ア
カ

ブ

ナ
）
・

ゲ

ン

ゴ

ロ
ウ

ブ

ナ
　（

こ
フ

ブ

ナ

ー
カ
ワ
チ
ブ

ナ
）

な

ど

が

あ

っ

て

村

内

で

も

数

十

年

前

こ

ろ

は
二

〇

皿
内

外

の

大

き

な

も

の
も

多

く

い

た
が

、

水

路

の
改

修

・
農

薬

使

用

等

で

そ

の
数

も
極

め

て
少

な
く

な

っ

た

。

タ
ナ
ゴ
（
こ
い
科
）

こ
の
な
か
ま
も
婚
姻

色
の
美
し

い
バ
ラ
タ

ナ

ゴ
（
ニ
ッ
ポ
ン
づ
フ
タ
ナ
ゴ
・
タ
ナ

ゴ

ー
ニ
ガ
ブ
ナ

ー
ニ
ガ
ー
オ
カ
メ

ー
ヒ
メ
ダ
イ
）
と

い
わ
れ
る
種
と

タ
イ
リ
ク
バ
ラ

タ

ナ
ゴ
と
い
う
繁
殖
力

の
強

卜
種
か
お

り
、

ま
た
諏
訪
湖

と
天
竜
川

に
い
る
ゼ
ユ
タ

ナ
ゴ
な
ど
の
三

種
が
村
内

に
も
見

ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
が
タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ

は
急
速
に
減
少
し
た
。

ウ
ゲ
イ
（
こ
い
科
）

だ
れ
に
も
知
ら
れ
て
い
る
一
般
的
な
川

魚
で
、
近
年
河
川
環

境
の
改

変
に
よ
っ

て
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
村
内
天
竜
川

は
も
ち
ろ
ん
、
他

の
河
川
で

は
下
流

か
ら

上

流
Ｏ
イ
ワ

ナ
生
息
域
ま
で
広
く
分

布
す
る
。
体
側
中

央
に
暗

青
色
０
縦
条
と
金

色
に
反

射
す
る
縦
線
か
お
る
。
う
ろ
こ
の
外

縁
は
黒
色
で
網
目
状
に
見
え

る
。
こ

の
魚
に
は
独
特
の
つ
け
場
漁
法
が
行
わ
れ
て
来
た
が
近
年
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

こ

の
辺
で
は
ア

カ
ウ

オ
と
い
う
。

モ

ロ
コ
（
こ
い
科
）

こ
れ
は

ホ
ン
モ

ロ
コ
と

タ
モ

ロ
コ
と
が
あ
る
。

ホ
ン
モ

ロ
コ
は
諏

訪
湖

と
天
竜

川
の
上
流
域

に
す
み
、
諏
訪
湖
に
は
一
九
三

四
年
（
昭
九
）
愛
知
県
か
ら
ヤ
ナ
ギ
モ

ロ
コ
を
移
殖
し
た
の
で
、

ホ
ン
モ

ロ
コ
の
生
息
に
は
こ
れ
と
関
係
か

お
る
か
も
知

れ
な
い
。
体
は
淡
黄
色
で
背
部
は
や
や
褐
色
を
帯
び
、
体
側
に
は
不
明
確
な
淡
青

緑

色
に
光

る
縦
条
が
あ
り
、

口
ひ
げ
は
極

め
て
短
い
か
、
こ
ん
跡
程
度
で
あ
る
。

タ
モ
ロ
コ
に
比
べ

る
と
体
が
細
長
い
。
一
〇
～
一
三

皿
で
成
魚
と
な
る

ヤ
ナ
ギ
モ

ロ
コ

ー
ヤ
ナ
ギ
モ
ロ

ー
モ
ロ

″
コ

ー
モ

ロ

ー
イ

シ
モ

ロ
コ

ー
ム
ロ
な
ど
と
呼
ば
れ

る
。
タ
モ

ロ
コ
は
天
竜
川
本
流

の
ほ

か
小
さ
な
川

に
も
多
く
い
て
、
こ
ど
も
に
も

よ
く
取

れ
る
の
で

親
し
ま
れ
て

い
た
が
河
川

の
汚
染
が
ひ
ど
く
な

っ
て
、
そ
の
数

は
著
し
く
少
な
く
な
っ
た
。
背

部
は
淡

青
褐
色
で

腹
面

は
灰
白
色
で
あ

る
。
側

線

の
や
や
上
に
不
明
確
な
暗
色
の
縦
条
が
あ
り
、
そ

の
上

に
淡

黄
色

の

斑

紋

が

あ

る
。
眼
径

に
等
し
い
長
さ
の

口
ひ
げ
が
一
対

あ
る
。
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
藻
類

図7 －31　オ イ カ ワ（長野県魚貝図鑑より）

な
ど
を
食
べ
る
の
は

ホ
ン
モ

ロ
コ

も
同
じ
で
あ
る
。
モ

ロ
ッ
コ

ー
モ

ロ
コ

ー
ム
ロ

ー
モ

ロ

ー
ス
ワ
モ

ロ

コ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
と
オ
イ

カ
ワ
（
こ

い
科
）

や
や
冷
水

性
の
魚
で
あ

る
と
こ

ろ
か
ら
村
内
で

は
少
な
い
と
思

わ

れ
る
が
そ

の
俗
名
が
（

ヤ

ー
ア

ブ

ラ
ッ
パ
ヤ

ー
ア
ブ
ラ
ム
ロ

ー
シ
ョ

ソ
ペ
ソ
バ
ヤ

ー
ド
テ

と
へ
な
ど
で

味
も
わ
る
く
、
唐

揚
げ
以
外

奸
ま

2 お
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れ
な
い
。
オ
イ
カ
ワ
は
南
方
系
の
魚
で
背
部
ぱ
青
味
を
帯
び
た
淡
褐
色
体
側
と
、

腹
部
は
銀
白
色
で
体
側
の
や
や
下
方
に
赤
味
を
帯
び
た
七
～
一
〇
個
の
横
斑
が
並

ぶ
。
こ
の
斑
紋
の
色
は
雄
は
鮮
明
だ
が
雌
ぱ
ぱ
っ
き
り
し
な
い
。
口
ひ
げ

ぱ
な

く
、
雄
の
し
り
び
れ
は
大
き
い
。
な
お
口
の
近
く
に
五
～
六
ｍ
の
水
平
突
起
を
現

わ
す
も
の
も
あ
る
。
六
～
八
月
に
流
れ
の
緩
や
か
な
浅
い
平
瀬
の
砂
れ
き
底

に

卵
を
産
む
。
雌
雄
多
数
が
集
ま
る
が
産
卵
行
動
は
雌
雄
対
に
な
っ
て
昼
間
行
わ
れ

る
。
銀
白
色
に
紅
の
混
じ
っ
た
雄
は
一
五
～
コ
（

皿
か
ら
二
〇
ｍ
も
あ
っ
て
美
し

い
魚
で
あ
る
が
、
雌
雄
と
も
水
か
ら
上
が
る
と
す
ぐ
死
ん
で
し
ま
う
。
味
も
モ
ロ

″
コ
な
ど
に
比
べ

る
と
肉
が
し
ま
っ
て
い
な
い
感
じ
で
う
ま
く
な
し
。
こ
の
魚
心

河
川
改
修
と
汚
染
の
た
め
個
体
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

カ
ジ
カ
（
か
じ
か
科
）
と
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
（
は
ぜ
科
）

カ
ジ
カ
は
清
流
性
の
魚
で
イ
ワ
ナ
域
の
下
流
ま
で
生
息
し
て
い
る
が
、
現
在
は

河
川
の
工
事
や
汚
染
の
た
め
か
上
流
域
の
限
ら
れ
た
大
泉
川
、
小
沢
川
な
ど
の
上

流
に
生
息
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。
体
は
淡
褐
色
で
背
側
に
三
～
四
個
の
鞍
状
紋
か

お
り
、
朧
朧
は
淡
黄
色
だ
が
河
底
の
色
合
に
応
じ
て
変
色
す
る
。
一
～
三
月
ご
ろ

瀬
の
石
の
下
に
雄
が
穴
を
掘
っ
て
産
卵
床
を
作
る
と
雌
が
次
々
と
産
卵
に
や
っ
て

来
て
は
、
石
の
下
面
に
塊
状
に
卵
を
産
み
つ
け
て
去
っ
て
し
く
。
雄
は
産
卵
床
に

止
ま
り
、
穴
の
入
口
で
ひ
れ
を
動
か
し
水
を
産
卵
床
に
送
り
な
が
ら
卵
を
保
護
す

る
。
カ
ジ
カ
漁
は
「
石
お
こ
し
」
と
「
う
け
漁
」
で
う
け
漁
は
産
卵
床
を
求
め
て

や
っ
て
く
る
雌
の
道
筋
に
う
け
を
仕
掛
け
て
捕
え
る
漁
法
で
あ
る
。
カ
ジ
カ
は
魚

田
で
食
べ
る
の
が
最
高
だ
が
、
個
体
数
が
少
な
く
な
っ
て
め
っ
た
に
口
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
は
天
竜
川
で
亀
浅
く
て
美
し
い
僅
の
流
れ
や
、
河
川
も
同
じ
く
腺

の
中
下
流
な
ど
に
生
息
す
る
Ｉ
〇
ｍ
内
外
の
小
魚
で
あ
る
が
近
ご
ろ
は
天
竜
川
・

小
沢
川
・
大
泉
川
も
改
修
や
汚
染
の
た
め
か
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
。
カ
ジ
カ
と

異
な
る
の
は
体
側
に
円
形
に
近
い
七
個
の
黒
色
斑
点
が
あ
り
、
背
び
れ
が
二
つ
あ

っ
て
左
右
の
朧
び
れ
ぱ
合
あ
さ
っ
て
ひ
と
つ
の
吸
盤
に
な
っ
て
い
る
。
五
～
八
月

こ
ろ
石
の
下
に
産
卵
し
、
雄
は
卵
を
保
護
す
る
習
性
が
あ
る
。
ヨ
ナ
カ
ジ
カ
ー
ヒ

Ｅ
ウ
ナ
カ
ジ
カ
ー
チ
リ
ソ
コ

ー
ト
ソ
コ
（

ゼ
な
ど
と
呼
ん
で
食
用
に
す
る
。

カ
マ
ツ
カ
（
こ
い
科
）

天
竜
川
の
本
流
は
も
と
よ
り
、
小
沢
川
・
大
泉
川
に
も
生
息
す
る
。
個
体
数
は

少
な
い
。
体
の
背
部
は
淡
黄
褐
色
で
腹
部
は
淡
黄
色
で
、
側
線
に
沿
っ
て
暗
褐
色

の
斑
紋
約
一
〇
個
が
不
規
則
に
点
在
す
る
。
口
は
下
面
に
あ
っ
て
一
対
の
口
ひ
げ

は
長
い
。
グ
ビ
ア
ス
ク
で
問
抜
け
た
表
情
か
ら
バ
カ

ー
バ
カ
ツ
カ

ー
ズ
コ
ウ
ー
キ

ス
・
砂
底

に
潜

る
習

性
か
ら
ス
ナ
ム
グ
リ
な
ど
と
呼
ば
れ

る
。

ド
ジ
ョ
ウ
（
ど
じ
ょ
う
科
）

天
竜
川
は
も
と
よ
り
全
村
の
川
・
沼
・
た
め
池
な
ど
に
生
息
す
る
。
背
部
は
暗

拾
緑
色
・
腹
部
は
淡
黄
色
で
頭
部
と
背
部
に
は
黒
色
の
小
さ
な
斑
点
が
縦
に
十
数

列
並
ぶ
。
上
く
ち
び
る
に
三
対
下
く
ち
び
る
に
二
対
の
口
ひ
げ
が
あ
る
。
四
～
七

月
こ
ろ
雄
は
泥
底
で
雌
を
待
ち
、
一
尾
の
雌
の
体
に
数
尾
の
雄
が
巻
き
つ
い
て
締

め
っ
げ
る
よ
う
に
し
て
産
卵
放
精
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
産
卵
行
動
は
雨
上
が
り
の

早
朝
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
冬
に
な
る
と
泥
底
に
三
〇
～
五
〇
皿
も
潜
っ
て
冬
眠

す
る
。
ま
た
水
中
の
酸
素
が
欠
乏
す
る
と
、
水
面
に
口
を
出
し
て
空
気
を
吸
う
腸

呼
吸
を
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
大
変
美
味
で
ヌ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
ー
オ
オ
ド
ジ
ョ
ウ

な
ど
と
い
う
。

シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
も
も
ち
ろ
ん
ド
ジ
ョ
ウ
の
な
か
ま
で
主
と
し
て
澄
ん
だ
川
に
多

く
、
全
村
に
分
布
し
て
い
る
が
最
近
ぱ
水
の
汚
れ
で
そ
の
個
体
数
は
極
め
て
少
な

く
な
っ
た
。
体
は
淡
褐
色
で
、
体
側
中
央
に
八
～
コ
（
個
の
黒
褐
色
斑
紋
が
縦
に

並
び
、
こ
れ
を
連
ぬ
る
不
明
確
な
細
い
淡
褐
色
の
縦
条
が
あ
る
。
口
ひ
げ
は
六
本

あ
っ
て
優
し
い
表
情
で
あ
る
。
稚
魚
は
砂
泥
底
を
好
ん
で
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
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第２節　生態と分布

藻
類

を
食

べ
る
こ
と
は
ド
ジ
ョ
ウ
と
同
じ
で
あ

る
。
ス

ナ
ド
ジ
ョ
ウ

ー
ゴ
マ
ド
ジ

ョ
ウ
・
ヤ
ナ
ギ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
と
呼

ば
れ
ド
ジ
ョ
ウ
よ
り
小

さ
い
が
ド
ジ
ョ
ウ
と

同
じ
く
味

は
よ
い
。

ウ
ナ
ギ
（
う
な
ぎ
科
）

数
十
年
前

ま
で

は
川
幅

六
〇

皿
く

ら
い
も
あ

れ
ば
生
息
し
て

い
た
ち

０
で
、
夏

の
夕
方
川
幅
二
ｍ

く
ら
い
の
井
筋

ヘ
ド
ジ
ョ
ウ
を
餌

に
し

た
鉄
釣
針

を
ウ
ナ
ギ
の

潜

み
そ

う
な
穴
へ
仕

か
け
、

翌
朝
あ

げ
る
漁
法

と
天
竜
川

の
や

な
漁
で
多

量
の
ウ

ナ
ギ
を
と
っ
た
も
の
で

あ
る
。
今
は
ダ

ム
に
よ
っ
て
上

り
下

り
を
妨

げ
ら
れ
、
河

川

の
改

修
と
汚

染
に
よ
っ
て

ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く

な
っ
た
。
背

側
は
黒
青
色
、

腹
部

は
黄

白
色
で
背

び
れ
尾

び
れ
し

り
び
れ
と
連

続
し
て

い
る
。
腹
び
れ

ぱ
な
い
。

産
卵

場
所

は
沖
縄

と
台
湾

の
中
間
あ

た
り
と

推
定

さ
れ
て

い
る
。
ウ
ナ
ギ
は
九
～

一
〇
月

ご
ろ
に
か
げ
て
海

へ
下

っ
て
産
卵
す

る
。
ふ
化
し

た
子
魚

は
平

た
く
て
透

明

な
レ
プ
ト
ケ
フ
ァ
ル
ス
期
（
一
五
～
五
〇
ｍ
）
を
経
て

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
（
五
五
～
五

七
ｍ
）
と
な
り
、

再
び
日
本
の
海
岸
に
た
ど
り
つ
き
、

河
川

を
さ
か
の
ぼ
る
。
河

川
で
七
～

八
年

を
過

ご
し
て
成
魚
と

な
り
、
再

び
海

へ
下

る
。
県
内

の
各
河
川
又

は
養
殖
池
で

は
ア
ユ
と
同
様

に
放
流

に
よ
っ
て

資
源

が
維
持

さ
れ
て

い
る
。
ウ
ナ

ギ
は
夜
行

性
で
、
小

魚
、

エ
ビ

ー
カ
ユ
類
、
貝
類
や

水
生
昆
虫

な
ど
を
食

う
。
冬

は
石

積
み
の
中

に
入

っ
て
越
冬

す
る
。

ナ
マ
ズ
（
な
ま
ず
科
）
と
ア

カ
ザ
（
ぎ
ぎ
科
）

ナ
マ
ズ
は
割
合

に
温
暖

な
停
滞

水
域

を
好
み
、
天
竜
川
本
流
と
そ

の
近
く

に
生

息
す
る
。
背

部
は
黒

黄
褐

色
で

腹
部
は
黄
灰

色
で
頭
胴

部
は
大

き
く

偏

平

に

な

り
、
口
が
大
き
く
上
下

の
あ
ご
に
は
一
対

ず
つ
の
口
ひ
げ
が
あ
り
、
眼

は
体

の
割

合
に
小

さ
く
や
や
背
面

に
つ
い
て
い
る
。
無
鱗
で
平

滑
で

あ
る
。
主
に
夜
間

に
行

動
し
ど
ん
食
で

Ｉ
ビ
や
小

魚
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
食

っ
て

成
長

し
、
中

に
は

全
長
五
〇
～

六
〇

皿
体
重
三

池
近
く
の
も
の
も
あ
る
。
近
年

は
河
川

の
改

修
等
で

そ

の
数

は
減
少
し

た
。

ア

カ
ザ
は
六
〇
～
七
〇
年
以
前
天
竜
川
近
く
の

オ
イ

カ
ワ
域
に
い
て

ナ
マ
ズ
に

よ
く
似

た
赤
褐
色
無
鱗
の
成
魚
で
一
五

皿
内
外
の
魚
で
あ

る
が
、
も
と
も
と
個
体

数
が
少

な
く
背

び
れ
と
胸

び
れ
の
前
端

に
鋭
い
と
げ
が
一
本
あ

っ
て
、
こ
れ
に
触

れ
ら
れ
る
と

激
痛

を
覚
え

る
。
最
近

は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

サ
ス
リ

ー
サ
ソ

リ
と
呼

ん
で
い

る
。

メ

ダ
カ
（
め
だ
か
科
）

昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
は
小
溝
・
田
の
水
口
等
の
水
の
余
り
動
か
な
い
水
域
に
群

れ
て
い
た
が
、
今
は
河
川
の
改
修
と
農
薬
な
ど
の
た

め
か
ご
く
少
な
く
な
っ
た
。

「

メ
ダ
カ
」
と
い

っ
て
も
今
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
こ
ど
も
も
少
な
い
。
そ
の
上

オ

イ

カ
ワ
や
ウ

グ
イ
の
稚
魚
と
混
同
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
体
は
暗
褐
色
で
全
長

四

皿
以

上
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
眼
が
大
き
く
口
は
小

さ
く
上

向
き
、

頭

か
ら
背
び
れ
ま
で
の
線
は
平
ら
で
あ
り
、
背
び
れ
は
体
の
後
方
に

つ

い

て

い

る
。
雄
は
背

び
れ

に
切
れ
込
み
が
あ
り
、
し
り
び
れ
が
平
行
四
辺
形

で
大
き
い
の

で
雌
と
区
別
で
き

る
。
雑
食
だ
が
イ
ト
ミ
ミ

ズ
や

ボ
ウ
フ
ラ
を
好
み
、
普
通
寿
命

は
二
～
三
年
で
あ

る
。

ｔ ．

ノ ペ

貝

類

い｛
い

水

生

貝

類

タ
ニ
シ
（
た
に
し
科
）
と
カ
ワ
ニ
ナ
（
か
わ
に
な
科
）

タ
ニ
シ
は
本
村
の
天
竜
川
の
沖
積
地
帯
の
湿
地
に
生
息
す
る
。
こ
の
辺
に
生
息

す
る
タ
ニ
シ
は
マ
ル
タ
ニ
シ
と
ヒ
メ
タ
ユ
シ
か
と
思
わ
れ
る
。
農
薬
散
布
冲
水
田

用
水
路
が
Ｕ
字
溝
に
改
修
さ
れ
た
た
め
か
、
今
は
大
変
少
な
く
た
っ
た
。

ヒ
メ
タ
ニ
シ
は
も
と
諏
訪
湖
か
ら
下
っ
て
き
た
も
の
か
。
今
で
も
諏
訪
で
は
、

そ
の
肉
だ
け
抜
き
取
っ
た
「
む
き
身
」
を
売
っ
て
い
る
。
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物動第 ７章

カ
ワ

ニ
ナ
は
湧
水
に
よ
る
渓
流
や
普
通
の
川

岸
の
く
い
や
石

に
付

い
て
い
る
細

長
い
貝
で
、
殼
頂
が
欠
け
て
卜
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
貝

は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

の
幼
虫
の
え
さ
に
な
る
の
で
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
発

生
に
関
係

す
る
。
カ
ワ
ニ
ナ

は
肺
臓
ジ
ス
ト
マ
の
第
一
中
間

宿
主
で
あ

る
。

モ

ノ
ア

ラ
ガ
イ
（
も
の
あ
ら
が
い
科
）

川
や
沼

に
普
通

に
見

か
け

る
貝
で
水
生
植
物

の
茂
み
の
中

に
多
く
い

る
が
、
時

に
は
防
火
用
水
池

の
側

壁
に
い

っ
ぱ
い
付
着
し
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
殼
は
薄
く

や
や
黄
味
を

お
び
た
茶
色
で
右
巻
き
、
殼
高
二
五
ｍ

、
殼
径
二
〇
ｍ

ぐ
ら
い
で
あ

る
。
体
層
（
巻
貝
の
最
下
位
の
大
き
く
巻
い
た
部
分
）
が
大
き
く
ふ
く
ら

ん
で
い
て
、
こ

わ
れ
や
す
い
。
五
月

末
こ
ろ
か
ら
黄
味

を
お
び
た
つ
ぶ
っ
ぶ
の
卵

を

ゼ
ラ
チ
ン
状

の
も
の
に
包
ん
で
、
石
や

水
草

な
ど
に
産
み
つ
け

る
。
北
海

道
か
ら
九
州

ま
で
分

布
し
、
本
村

に
も
た
く

さ
ん
生
息

す
る
。
モ
ノ
ア
ラ

ガ
イ
類
と

ヒ
メ
タ
ユ
シ
は
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫

の
え

さ
に
な
る
の
で
、
こ
の
貝
も

ホ
タ
ル
の
発

生
源

と
な
る
。

湧
水

に
よ
る
渓
流
（
冬
季
も
枯
渇
し
な
い
）
に
は

ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
が
、
こ
こ

Ｉ
〇

～

一
五
年
以
前

か
ら
相
当
数
の
発
生
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
た

っ
た
。

シ
ジ
ミ
（
し
じ
み
科
）

昔
か
ら
食
用

に
さ
れ
た
貝
で
、
黄
胆
に
効
く
と
い
わ
れ
た
貝
で
、
こ
の
辺
で
は

五
〇

～
六
〇

年
前
ご
ろ
、
天

竜
川

の
水
が

ピ
タ

ピ
タ
と
つ
い
て
流
れ
て
い
る
石

垣

の
開
冲
河
川

の
砂
地
に
生
息
し
て
い
た
。
今
は
大

へ
ん
少
な
く
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、

カ
ラ
ス

ガ
イ
と
ド
ブ

ガ
イ
（
い
ず
れ
も
い
し
が
い
科
）
も
土
地

改

良

以
前
、
天
竜
川
沖
積
地
帯

の
沼
や
砂

の
中

に
生
息
し

た
が
、
今
、
生
息

は
確
認
さ

れ
な
い

。

⇔
　

陸

産

貝

類

貝
類
は
水
産
と
陸
産
と
を
問
わ
ず
こ
の
辺
に
お
け
る
分
布
と
生
態
は
、
不
明
な

部
分
が
多
く
随
分
興
味
を
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。
今
後
の
研

究
に
期
待
し
た
い
。

七
　

カ

ユ

ー
Ｉ
ビ

の

類

サ
ワ
ガ

ニ
（
さ
わ
が
に
科
）

村
内
い
た
る
と
こ
ろ
の
山
間
の
渓
流
や
沢
の
岩
石

あ
る
い
は
朽

ち
た
木
の
下
な

ど
に
見
ら
れ
る
が
海
に
は
下

ら
な
い
。
ま
た
沼
や
池

な
ど
に
は
生
息
し

な
い

。
甲

殻
は
淡
青
色
・
茶
色
・
赤
紫
色
・
朱
紅
色
な
ど
あ
っ
て

生
息
し
て
い

る
場
所

に
よ

っ
て
変

化
す
る
。
成
体

は
甲
長
二
〇
ｍ

、
甲
幅
二
五
ｍ

ぐ

ら
卜
の
も
の
が
多
い

。

雄
の
右

の
は
さ
み

は
雌

の
も

の
よ
り
大
き
く
、
ま

た
腹
部
の
幅

ぱ
雄
よ
り
雌
の
方

が
広
い
。
抱
卵
期

は
六
～
八
月
で
卵

は
大
き
く
、
雌
の
腹
部
で
ふ
化
し
た
子
は
、

そ

の
腹
部
で
生
長
し
、
著
し
い
変
態

は
し
な

卜
。

ア
メ
リ
カ

ザ
リ
ガ

ニ
（
ざ
り
が
に
科
）

原
産
地
は
ア

メ
リ

カ
の
ル
イ

ジ
ア

ナ
州
で
、
昭
和
五
年
に
食
用

が
Ｉ
ル
の
え
さ

と
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
関
東
地
方
に
急
速
に
繁
殖
し
、
県
内

で
愛
が
ん
用

と

し
て
市
販
さ
れ
た
も
の
が
逃
げ
出
し
て
広
ま
り
、
諏
訪
湖

か
ら
は
い
っ
て
き
た
も

の
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

サ
ワ

ガ
ユ
も
ア

メ
リ
カ
ザ
リ

ガ
ユ
も
肺
臓
ジ
ス
ト
マ
の
中
間

宿
主
で
あ

る
か
ら

生
食
は
避
け
た
方

が
よ
い
。

エ

ビ

類

主
に
河
川

・
池

・
湖
沼

・
た
め
池

に
分

布
す
る
、

ス
ジ
ェ
ビ
（
て
な
が
え
び
科
）

体
長

六
〇
ｍ

ぐ

ら
い
、
雌

は
雄

よ
り
大
型
で
あ

る
。
体

は
無
色
透
明
の
も
の
と
、

フ
カ
エ
ビ
（

ぬ
ま
え
び
科
）
雌
二
六
～
二
九
ｍ

、
雄
一
八
～
二
六
ｍ

の
よ
う
に
褐
色

ま
た

ぱ
緑
褐
色
で
環
境
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
も
あ
る
。
テ

ナ
ガ
エ
ビ（
て
な
が
え

び
科
）
体
長
九
〇
ｍ

内
外
で
あ
る
が
大
き
さ
は
環
境
に
よ

っ
て
随
分
こ

と

な

る
。

体
は
青
味
が
か
っ
た
黒
褐
色
で
夜
行
性
、
第
二
脚
が
非
常
に
大
き
い
。
本
村
で
は

こ
の
三

種
が
見
ら
れ
る
。
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第 ２節　生態と分布

ジ ェ ビ（長 野県 魚貝図鑑 より）ス図7 －32

ホ

ウ

ネ

ン

エ

ビ
（
ほ

う
ね

ん
え
び
科
）

田

植
え

後

の
西

天

の
温

か

い

水

田

（

水
温
一

七
二

二
四

℃
）
に

七
月

中

下

旬

ご

ろ

ま

で

に
現

れ

る

こ

と

が
あ

る

。

（
筆

者
は
昭
和
四

九
年

七
月
西
天

の

水

田

で

見

て
い
る
）
雌

雄

の

別
示

あ

っ

て

体

長

一

五

～

二

〇

ｍ

細

長

く

、
円

筒
形

で
殼

を

持

っ

て

い

な

い

、

体

は

淡

緑

色

か

淡

黄

色

あ

る

い

は

無

色

で

肢

な

ど

朱

紅

色

を

し

て

美

し

い

。

カ

ブ

ト

エ
ビ

と

同

じ

よ

う

に

水

田

の

土

の

中

に

産
卵

し

、

翌

年

水

田

の

水

入

れ

と

と

も

に

ふ

化

す

る

。

毎
年
見

か
け

る
も
の
で
は
な
い
。
七
月
高
温
で
豊
年
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
年

に
見

か
げ
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。

八
　

昆
　

虫
　

類

い［
い
　南
箕
輪
の
自
然
と
昆
虫

昆
虫
の
種
類
は
実
に
多
い
も
の
で
、
い
ま
ま
で
学
名
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
が
な

ん
と
六
〇
万
種
も
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
動
物

全
体
の
七
割
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。

現
在
地
球
上
に
も
っ
と
も
繁
栄
を
き
わ
め
て
い
る
も
の
は
昆
虫
類
で
あ
る
。
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
に
繁
栄
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
ま
ず
多
く
の
も
の
が
麹
を
も
っ
て
い
て
、
自
由
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

て

広
く

各
地

に
ひ

ろ
が

る
こ
と

が
で
き

る
こ
と

。
そ

れ
か
ら
、
体
が
一
般

に
小

さ

く
て
陸
に
も
水
中

に
も
地
中

に
も
生
活

し
、

い
ろ
い
ろ
変

わ
っ
た
食
物

を
と

る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

昆
虫
は
こ
の
よ
う
に
種
類
が
多
い
ぽ
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
人
間
と
直
接
間

接
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
て
、
有
益
な
も
の
や
有
害
の
も
の
が
実
に
多
い
の
で
あ

る
。南

箕
輪
村
に
も
多
く
の
昆
虫
が
自
然
と
調
和
を
保
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
ど
Ｏ

よ
う
な
場
所
に
、
ど
の
よ
う
な
昆
虫
が
み
ら
れ
る
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、

ま
ず
村
の
自
然
を
地
形
と
植
生
と
が
ら
と
ら
え
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
昆
虫
が
生

息
し
て
い
る
か
を
述
べ
て
み
た
い
。

南
箕
輪
村
の
自
然
は
、
そ
の
地
形
と
植
生
か
ら
次
の
よ
う
に
大
き
く
四
つ
に
区

分
し
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

１
木
曽
山
脈
地
域
（
経
ヶ
岳
、
権
兵
衛
峠
を
中
心
と
し
た
亜
高
山
地
域
）

図7 －33　 経ケ岳頂上付近の植生

シラビソ・ダケカソバ の森林帯の下に クマザサ・ナナカマド・オガ ラ

バナなどが生育してい る。遠く望むのは御嶽山

２

大

芝

原

地

域

（
南
原
、
沢
尻
、
北

原
な
ど
を
含

む
）

３

西
天

竜

水

田

地

域４

段

丘

崖

下

地

域

１
　

木

曽

山

脈

地

域
（
経
ヶ
岳
、
権

兵
衛
峠

を

中

心

と
し

た

亜

高

山

山
岳
地
域
）

木

曽

山

脈

は

俗

に

中

央

ア

ル

プ

ス
と

呼

ば

れ
、

南

箕

輪

村

か

麗Z
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図7 －34　 大 泉川上 流の景観

大泉川上流、経ヶ岳と大泉所山を望む。昆 虫とくに 蝶の主

要な生息地であ る。

ら

は
美

し

く

望

む
こ

と

が

で

き

る

。

南

は
権

兵

衛

峠

二

五
二
二
ｍ
）

の
北

に

経

ケ

岳

（
三

一
九
六
ｍ
）
、

黒

沢

山
（
二

コ

ゴ（
ｍ

ブ
か

お

る
。

経

ケ
岳

は
頂

上

付

近

で

シ

ラ

ビ
ソ

、

オ

オ

シ
ラ

ビ
ソ

、

ト

ウ

ヒ
、

コ

メ
ツ

ガ
、

ダ

ケ

カ
ン

バ

な

ど

の

森

林

帯

を

造

り

、

そ

の
下

に

は

、

オ

オ

カ

メ

ノ

キ
、

ナ

ナ

カ

マ
ド

、

オ

ガ
ラ

バ

ナ
、

コ

ミ
ネ

カ

已

ア

な

ど
が

生

育

し

、
下

草

図7 －35　 大泉川ダム周辺

大泉川砂防ダ ムの 竣 工によってこの大泉所の植生は 著 し

く変化した。 ダムには雪 どけの水がたたえられ昆虫類の生

息によい 環境をつくっているＯ

と

し

て

力
一

一

コ

ウ

モ

リマ

サ
ラ

シ
ナ

シ
ョ
ウ

（

リ
ブ
キ
、

ツ
バ

メ
オ
モ
ト
、

メ

タ
カ
ラ

コ
ウ
、

マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ

キ
な
ど
が

生

え

て

い

る
。山

麓
地
帯
で
は
、

ナ

ラ
、

ク
リ
、

カ
エ
デ
類

が
多
く
繁
っ
て
い
て
温

帯
性
落
葉
広
葉
樹
林
と

な
っ
て

い
て
ツ

ガ
、

モ

ミ
、
シ
ラ
（

バ
ナ
な
ど
も
混
交
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
植
生
が
権
兵
衛
峠
ま
で
続

い
て
い
る
。

こ
の
経
ケ
岳
に
源
を
発
す
る
北
沢
川
と
大
泉
川
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
に
流
れ
、
モ

の
河
岸
に
は
ヒ
ロ
（

カ
ツ
ラ
、
オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ
、
オ
ガ
ラ
バ
ナ
な
ど
の
高
木
も
各

所
に
見
ら
れ
る
。

経
ケ
岳
山
麓
に
広
が
る
本
村
は
冬
季
降
雪
が
少
な
く
、
春
秋
に
雨
量
の
多
い
表

日
本
型
の
気
候
を
示
し
、
経
ケ
岳
山
頂
の
シ
ラ
ビ
ソ
帯
か
ら
（

イ
マ
ツ
帯
に
か
け

て
は
夏
は
雨
量
が
多
く
、
冬
期
に
は
降
雪
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
気
候
帯
は
、
フ
ビ
フ
や
植
生
の
成
立
、
昆
虫
類
の
分
布
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
。

２
　
大
芝
原
に
代
表
さ
れ
る
平
地
林
と
畑
作
地
域

図7 －36　 扇状地に残った平地 林と畑作地域

南原の平地林と畑作地帯－ ヒ ノキ と赤松の林，そ の手前に クヌギの薪

炭林が広かってい る。

木
曽
山
脈
と
天
竜

川
と
に
は
さ
ま
れ
た

竜
西
地
域
は
、
経
ヶ

岳
か
ら
発
す
る
北
沢

川
、
大
泉
川
が
形
成

し
た
扇
状
地
性
堆
積

物
に
覆
わ
れ
て
天
竜

川
に
向
か
っ
て
緩
傾

斜
し
た
幅
広
い
平
坦

面
を
作
っ
て
い
る
。

こ
の
平
坦
面
は
天
竜

川
及
び
北
沢
川
の
下

流
小
沢
川
に
対
し
て

著

し
い
段
丘

崖
を
な

2 超



第２節　生態と分布

し
て
い
る
。

標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
の
山
足
や
扇
状
地
は
、
か
つ
て
は
広
大
な
原
野
が
広
が
っ
て

い
た
所
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
は
開
拓
さ
れ
て
畑
に
な
っ
て
い
る
。
が
っ
て
の
ク
ヌ

ギ
、
コ
ナ
ラ
林
が
わ
ず
か
に
残
り
、
こ
の
本
村
の
広
い
面
積
を
占
め
る
こ
の
地
帯

は
、
自
然
林
が
破
壊
さ
れ
て
皆
無
に
等
し
い
状
態
で
あ
る
。

な
お
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
と
ヒ
ノ
キ
の
平
地
林
と
し
て
著
名
な
大
芝
原
は
そ
の
観

光
地
化
か
進
み
、
全
体
の
八
〇
％
が
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ゴ
ル
フ
場
に
な

り
芝
生
と
な
っ
て
い
る
。

３
　
西
天
竜
水
田
地
域

西
天
竜
濯
漑
用
水
に
よ
っ
て
水
田
が
開
け
、
伊
那
第
一
の
穀
倉
地
帯
と
な
っ
て

い
る
。

図7 －37　 西天竜水田地域

段丘面に広 がる西 天竜 水田（平坦部Ａ地域北原部落より東を望む）

段
丘

崖
は
、

ヒ

ノ

キ
、

ス

ギ
、

ケ
ヤ
キ
、

コ
ナ
ラ
な
ど
が

多
く
、
林

床
の
植
物

も
豊
富
で

あ

る
。
ま
た
、
段
丘

崖
に
は
水

が
豊
富
に
湧

水
し
、

ワ
サ
ビ
が

栽

培
さ
れ
て

い
る
。
そ

の
周

り

に
は
小
面
積
で
あ

る
が
湿

生
植

物

群
落
が
存

在
し
て

い
る
。

４
　

段
丘

崖
下
の
地
域

段
丘
崖
下

に
広
が
る
地
域

は

水
田

地
帯
で
あ
っ
た
が
、
天

竜

川

の
護
岸
工

事
、
耕
地
整
理
な

ど
に
よ
っ
て
、
が
っ
て
の
草
原

や
湿
原

は
見

ら
れ

な

く

な

っ

た
。本

村
の
フ
ビ
フ
や
植
生
、
地
形
は
こ
の
よ
う
に
た
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
昆
虫

類
の
生
息
と
分
布
に
大
き
く
関
係
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

本
村
の
フ
ビ
フ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
本
村
は
ク
リ
帯
か
ら
シ
ラ
ビ
ソ
帯
の
植

生
帯
に
所
属
し
、
ク
リ
帯
か
ら
ブ
ナ
帯
に
か
け
て
は
表
日
本
型
、
シ
ラ
ビ
ソ
帯
で

は
中
部
高
原
型
入
畏
日
本
型
が
併
存
し
て
い
る
。

⇔
　

南
箕
輪
の
昆
虫
の
分
類

昆
虫
は
動
物
分
類
学
上
、
節
足
動
物
門
の
う
ち
昆
虫
綱
に
属
し
て
い
る
。
昆
虫

綱
は
さ
ら
に
無
麹
亜
綱
、
有
題
亜
綱
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
に
属
す
る
も
の
は
ご

く
下
等
な
昆
虫
の
仲
間
で
も
と
も
と
麹
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
後
者
に
属
す

る
も
の
は
高
等
な
も
の
が
多
く
、
麹
を
持
っ
て
い
る
が
、
退
化
し
て
な
く
な
っ
た

も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
亜
綱
は
さ
ら
に
二
三
目
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
お
の
お
の
の
多
く
は

科
、
属
、
種
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
南
箕
輪
に
生
息
す
る
昆
虫
を
生
態
を
中
心
に
分
類
し
て
み
る
。

１
　
無

知

亜

綱

山
　
総
尾
目
（
シ
ミ
の
類
）

ご
く
下
等
な
昆
虫
で
廸
が
な
く
て
、
口
は
咀
し
ゃ
く
に
適
し
て
い
る
。
触
角
は

細
長
く
て
、
多
く
の
節
か
ら
な
っ
て
い
る
。
複
眼
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
無
い
も

の
が
あ
る
。
腹
部
は
環
節
か
ら
た
っ
て
い
て
各
節
の
腹
面
の
両
側
に
側
片
か
お

る
。
腹
部
の
先
端
に
は
多
く
の
節
か
ら
な
る
一
対
の
尾
毛
か
お
り
、
そ
れ
ら
の
中

央
に
同
じ
形
の
突
起
か
お
る
も
の
と
無
い
も
の
か
お
る
。
ま
れ
に
鋏
子
を
も
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
変
態
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
森
林
の
蘇
苔
が
生
え
た
岩
石
の

上
に
才
才
イ
シ
ノ
ミ
が
い
る
。
ち
ょ
っ
と
エ
ビ
に
似
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。

2 四
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お

そ

ら

く

蘇

苔

類

を

食

べ

る

の
労

あ

ろ

う

。

シ
ミ

は

家

の
中

に

い

て

古

本

の

紙

を
食

べ
て

困

る

こ

と

が

あ

る

。

白

っ

ぽ

い

銀

色

の

光

沢

を

も

っ

か

虫

で

あ

る

。

し

め

っ

た

落

葉

の
下

に

は

ナ

ガ
ノ

ミ

や
（

サ

ミ

ト

ビ

ム

シ
な

ど

の

白

っ

ぽ

い
小

さ

い
虫

が
見

ら

れ

る

。

㈲
　

粘

管

目
（

ト
ビ

ム
シ
の
類
）

小

さ

い
虫

で

丸
味

を

お

び

た

も

の

や
、

や

や
長

い

も

の

も

あ

る

。

口

は
咀

し

ゃ
く

に
適

し
て

い

る

。

触

角

は

あ

ま

り
長

く

な
く

四

節

か

ら
で

き
て

い

る
が

、

ま

れ

に

は
五

～

六
節

か

ら

な

っ
て

い

る

も

の

も

あ

る

。
腹

部

は

六

環

節

か

ら

な

り
、

普
通

に
三

対

の
所

属

物

が

あ

っ
て

、

ピ

ソ

と

と

び

は

ね

る

。
変

態

し

な

い

。

キ

ボ

シ
マ

ル

ト

ビ

ム

シ
や

キ

マ

ル

ト

ビ

ム

シ
は
野

菜

の
若

葉

を
食

害

し

、

ヤ

ギ

ト

ビ

ム

シ
モ

ド

キ

は
小

麦

の
芽

を
食

害

す

る

。

２
　

有

麹

亜

綱

田
　

直
　

麹
　

目
（

バ

″
夕
や

Ｊ
オ
ロ
ギ
の
類
）

口

は
咀

し

ゃ
く

に
適

し

、

触

角

は
細

長

い

も

の
が

多

い

。
麹

に

は
脈

が
多

く

、

前

麹

は

多

少

硬

化

し

、

後

麹

は
広

い

。
腹

部

の
先

端

に

は
尾

毛

が

あ

る

。
変

態

は
不

完

全

で

あ

==………j
……Iしi

右 の 写 真 は

クルマバ ッタ

直 掴ﾉ 目　バ ック科

採 集場所　 大芝高原

採集月 日　1980.8.4

( 征矢哲雄標 本)

右の写真は

ショ ウリョ ウバ ッタ

直 掴 目　 バック科

採集場所　 大芝高原

採集月日　1980.8.4

(征矢哲雄標本)

図7 －38　 直 麹目の昆虫

右の写真は

ショウリョ ウバッタモドキ

直 題 目　 バック科

採集場所　大 泉所

採集月日　1980.8.5

(征矢哲雄標本)

千jｿJ==:ﾚ＼:I’右 の 写 真 は

ｻｹ……じ=… …=j………:……… ナ ナ フ シ

∧ 直 麹 目　 ナ ナ フ シ科

ｿy=し｣ｶヽ ら だは 緑 色 ，触 角 は

::万=万I長 く ない 。 ナ ラの 木 の

万=/1:林に 多 く生 息 し， そ の

:(………J葉 を 食 べ て生 活 す る 。

ﾌし゚体 長70 ～100mm

: ……:1979.8.3中 原 に て 採 集

＼:｡2　　( 征矢 哲 雄 標 本)
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バ カ マ キ リ

∧ﾝﾚ=jjyjy……Jlj.=:･=゜･J.･万
万:1
万直 掴 目　 カ マ キ リ 科

採集場所　 天竜川川原

採 集月日　1980.10.2

(征矢哲雄標本)

右の写真は

オオカマキリ

直 掴 目　 カマキリ科

採集場所　 西 天竜水田

採集月日　1980.10.1

(征矢哲雄標本)

ン 右 の 写 真 は

ﾉﾑ……　ト ノ サ マ バ ッ タ

∧…… （ ダ イ ミ ョ ウ バ ッ タ ）

∧ 直 剱 目　 バ ッ ク 科

ヶj=jlJ:万
万=

採 集 場 所　 大 芝 高 原

＞l 採 集 月 日　1980.8,4

ﾌﾞ:………=1　　　 （ 征 矢 哲 雄 標 本 ）

右 の写真は

ヒシバ ッタ

直 題 目　 ヒシバ ッタ
科

採集場所　 大芝高原

採集月日　1980.8.4

( 征矢哲雄 標本)
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第 ２節　生態と分布

る
。
ゴ
キ
ブ
リ
は
台
所
の
戸
棚
の
中
に
よ
く
い
て
食
糧
品
を
か
じ
る
。
カ
マ
キ
リ

は
他
の
昆
虫
を
つ
か
ま
え
て
食
べ
る
。
夏
の
草
原
に
い
る
ト
ノ
サ
マ
バ
″
夕
は
草

の
葉
を
食
う
。
イ
ナ
ゴ
は
稲
の
葉
を
食
害
す
る
。
キ
リ
ギ
リ
ス
、
ク
ビ
キ
リ
バ
″

夕
、
ク
サ
キ
リ
な
ど
は
麹
を
す
り
合
わ
せ
て
な
く
。
ケ
ラ
は
地
中
に
生
活
し
て
作

物
の
根
を
か
じ
っ
て
害
す
る
。
初
秋
の
こ
ろ
鳴
く
コ
オ
ロ
ギ
も
鳴
く

虫
で
あ

る

が
、
疏
菜
を
食
害
す
る
。
ス
ズ
ム
シ
ー
マ
ツ
ム
シ
ー
カ
ソ
タ
ソ
な
ど
鳴
く
虫
と
し

て
有
名
で
あ
る
。

㈲
　
革
　
麹
　
目
（
（

サ
ミ
ム
シ
の
類
）

ご
み
の
下
な
ど
に
よ
く
い
る
虫
で
細
長
く
し
て
尾
端
に
鋏
子
を
も
っ
て
い
る
。

口
は
咀
し
ゃ
く
に
適
し
、
触
角
は
細
長
い
。
前
麹
は
は
な
は
だ
短
く
て
硬
く
な
っ

て
い
て
、
後
麹
は
半
円
形
で
脈
は
放
射
状
に
配
列
し
て
い
る
。
変
態
は
不
完
全
で

あ
る
。
動
物
質
の
も
の
を
食
う
。

㈲
　
積
　
麹
　
目
（
カ
ワ
ゲ
ラ
類
）

図7 －39　 オオヤマカワゲラ

や
や
細
長
く
、
触
角
は
長
く
、

口
は
咀
し

ゃ
く

に
適
し
て
い

る
が

弱

い
。
麹
は
膜
質
で

、
畳

ん
だ
と
き

に
背
面

に
偏
平

に
重
な

る
。
後
廸

は
幅
が
広

い
。
腹
部

の
先
端

に
は

長

い
一
対

の
尾
毛
が
あ

る
。
変
態

は
不
完
全
で
あ

る
。
若
虫

は
長
く

て
偏
平
で
長

い
触
角
と
尾
毛

を
も

っ
て

い
る
。
腹
部

に
は
総
状

の
エ

ラ
を
も

っ
て

い
て
水
中

か
ら
酸
素

を
と

る
。
水
中

の
昆
虫

を
捕
食
す

る
が

い
っ
ぽ
う
こ

れ
ら
の
若
虫

は

淡
水
魚
の
餌
と
な
る
。
成
虫
は
夕
方
活
動
し
、
水
面
に
卵
を
か
た
め
産
み

お
と

す
。
カ
ワ
ゲ
ラ
が
も
っ
と
も
普
通
で
あ
る
。

㈲
　
等
　
麹
　
目
（
シ
ロ
ア
リ
の
類
）

社
会
生
活
を
し
、
有
麹
ま
た
は
無
題
の
雌
雄
の
ほ
か
に
無
麹
の
兵
虫
・
職
虫
か

お
る
。
口
は
咀
し
ゃ
く
に
適
し
、
触
角
は
あ
ま
り
長
く
な
い
。
前
麹
と
後
指
は
全

く
同
形
で
細
長
く
膜
質
で
た
た
む
と
き
は
背
面
は
偏
平
に
か
さ
ね
ら
れ
る
。
麹
は

容
易
に
基
部
か
ら
切
断
さ
れ
る
。
尾
毛
は
短
く
、
変
態
は
す
こ
し
ば
か
り
す
る
。

南
箕
輪
に
も
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
が
生
息
し
、
各
所
で
家
屋
材
が

食
害
さ
れ
て
い
る
。
シ
ロ
ア
リ
は
塔
を
つ
く
る
も
の
も
あ
り
、
雌
任
父
尾
後
だ
ん

だ
ん
腹
が
大
き
く
な
り
長
い
間
に
何
万
と
い
う
卵
を
産
む
と
い
わ
れ
て
い
る
。

㈲
　
紡
　
脚
　
目

言

ケ
シ
ロ
ア
リ
モ
ド
キ
の
類
）

シ
ロ
ア
リ
に
似
た
虫
で
雌
は
無
麹
で
あ
る
。
変
態
は
雄
で
は
不
完
全
で
、
雌
は

変
態
し
な
い
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
は
前
肢
の
附
節
の
一
節
が
ふ
く

ら
ん
で
い

て
、
こ
こ
か
ら
糸
を
だ
し
て
樹
○
皮
の
間
に
巣
を
つ
く
る
。
コ
ケ
シ
ロ
ア
リ
モ
ド

キ
は
鹿
児
島
や
沖
縄
に
分
布
し
南
箕
輪
で
は
見
ら
れ
な
い
。

㈲
　
噛
　
虫
　
目
（
チ
ャ
タ
テ
ム
シ
の
類
）

小
さ
い
昆
虫
で
、
有
麹
の
も
の
と
、
無
麹
の
も
の
が
あ
る
。
触
角
は
長
く
、
口

は
咀
し
ゃ
く
に
適
し
て
い
る
。
前
麹
は
後
麹
よ
り
大
き
く
、
大
き
な
縁
紋
を
有
し

て
い
る
。
尾
毛
は
ご
く
短
い
か
、
ま
た
退
化
す
る
。
変
態
は
不
完
全
又
は
な
い
。

樹
幹
上
に
生
息
し
、
菌
類
今
節
苔
類
を
食
す
。
コ
ナ
チ
ャ
タ
テ
は
家
の
中
に
い
る

も
の
で
麹
は
な
く
紙
や
粉
を
食
害
す
る
。
障
子
に
と
ま
っ
て
、
茶
を
立
て
る
よ
う

な
音
を
出
す
。

⑦
　
凰
　
　
　
目
（
シ
ラ
ミ
類
）

人
に
き
ら
わ
れ
る
虫
で
人
や
哺
乳
類
や
鳥
類
の
体
に
附
着
し
血
を
吸
う
。
偏
平

だ
円
形
で
、
口
は
吸
収
に
適
し
て
い
る
。
麹
は
退
化
し
て
全
然
な
い
。
変
態
は
し
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な
い
。
人

の
体

に
つ
い
て

血
を
吸
う
。
ア

タ
マ
ジ
ラ
ミ

ー
ケ
ジ
ラ
ミ
な
ど
戦
後
昭

物

和
二
五
～
二

六
年
こ

ろ
ま
で

は
本
村

に
も
見

ら
れ
た
が
現
在

は
そ
の
生
息
を
認

め

勁

る
こ
と
が
で
き

な
い

。
い

ろ
い

ろ
の
鳥

に
つ
く
（

ジ
ラ

ミ
も
こ

の
目

に
属

す
る
。

第 ７章

(8

婬
皆
目
（
カ
ゲ
ロ
ウ
の
類
）

体
は
柔
ら
か
で
薄
く
て
網
目
状
の
脈
を
も
っ
か
麹
を
も
っ
て
い
る
。
後
麹
は
小

さ
く
て
、
休
右
と
き
は
垂
直
に
支
え
腹
部
の
末
端
に
は
一
対
の
長
い
尾
毛

が
あ

り
、
中
央
に
も
そ
れ
に
似
た
も
の
を
一
本
も
つ
も
の
も
あ
る
。
触
角
は
短
く
、
口

は
咀
し
ゃ
く
式
で
あ
る
が
退
化
し
て
い
て
用
を
な
さ
な
い
。
変
態
は
不
完
全
で
あ

る
。
成
虫
は
生
殖
の
前
に
、
一
回
脱
皮
す
る
０
で
脱
皮
す
る
前
の
成
虫
を
亜
成
虫

と
呼
ん
で
い
る
。
若
虫
は
水
中
に
生
活
し
、
藻
類
な
ど
を
食
べ
て
し
る
が
、
こ
の

若
虫
は
淡
水
魚
の
餌
と
し
て
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
カ
ゲ
ロ
ウ
の
成
虫
は
命
の
短

い
も
の
に
例
え
ら
れ
る
よ
う
に
會
が
短
い
。
晩
春
の
こ
ろ
夕
方
、
水
辺
に
群
を
な

し
て
飛
ん
で
し
る
の
が
見
ら
れ
る
が
卵
は
塊
と
し
て
水
中
に
産
み
お
と
す
。

㈲
　

蜻

蛉
　

目

（

ト
ソ
ボ
類
）

ト
ソ
ボ
の
口
は
咀
し
ゃ
く
に
適
し
て
複
眼
は
大
き
く
触
角
は
短
く
て
糸
状
で
あ

る
。
二
対
の
麹
ぱ
ほ
ぼ
同
大
で
網
目
の
よ
う
な
脈
が
あ
る
。
朧
は
細
長
く
若
虫
は

水
中
に
生
活
し
て
他
の
昆
虫
を
食
べ
る
。
変
態
は
不
完
全
で
、
た
い
て
し
の
ト
ソ

ボ
は
水
中
、
ま
た
ぱ
水
中
の
植
物
の
組
織
内
に
産
む
。
南
箕
輪
村
に
も
多
く
の
ト

ソ
ボ
が
生
息
し
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
虫
を
食
べ
て
い
る
。

㈲
　
総
　
麹
　
目
（
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
類
）

ご
く
小
さ
い
昆
虫
で
口
は
吸
収
に
適
し
て
い
て
触
角
は
短
い
脚
の
先
に
は
瓜
が

な
い
。
麹
は
非
常
に
細
く
て
脈
は
少
な
く
長
い
緑
毛
が
あ
る
。
変
態
は
不
完
全
で

あ
る
。
ア
ザ
ミ
の
花
を
手
の
平
で
た
た
く
と
小
さ
い
細
い
虫
が
で
て
く
る
こ
と
が

あ
る
。

そ
れ
で
ア
ザ
ミ
ウ
マ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
類
に
は
作
物
を
害
す
る
も
の
が
か
な

り
い
て
ネ
ギ
を
食
害
す
る
も
の
を
ネ
ギ
ノ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
と
い
う
。
昭
和
五
五
年
に

は
多
く
の
発
生
を
見
た
。

㈲
　
半
　
屈
　
目
（
カ
ノ
ム
シ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
）

口
は
吻
状
で
吸
収
に
適
し
、
不
完
全
変
態
で
あ
る
。
こ
の
類
に
は
い
ろ
い
ろ
の

昆
虫
が
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
種
類
も
多
く
農
作
物
を
害
す
る
も
の
が
多
い
。
カ

メ
ム
シ
の
類
は
悪
臭
を
発
す
る
も
の
が
多
く
前
麹
が
硬
く
た
っ
て
し
て
体
は
や
や

価
平
に
な
り
、
万
円
形
の
も
の
が
多
い
。
マ
ル
カ
メ
ム
シ
は
ダ
イ
ス
や
豆
枡
植
物

の
汁
液
を
吸
っ
て
害
を
す
る
。
ア
カ
ス
ジ
カ
メ
ム
シ
は
人
参
を
食
害
し
、
ア
オ
ク

＼

］

罵
７９１

Ｊ
０ １

Ｔ

〈
會

憚

図7 －40　半蛙!目昆虫（カメムシ　サシガメ）

２　 オオヘ リカメムシ

(ヘリカメムシ科)

アカヘ リサシガメ
( サシガメ科)

ヒ メヒ ラタカ メムシ
( ヒラタカメムシ科)

( 征矢哲雄標本)

４

６

１　 ハサミツノカメムシ

( カメムシ科)

３　 オオトビサ シガメ
け シガメ科)

５　 アカスジカ メムシ

( カメムシ科)

７　 クロサシガメ( サシガメ科)

サ
カ
メ
ム
シ
は

大
豆
、
そ
の
他

の
豆
科
植
物
冲

麻
類

を
害
す

る
。
ナ
ガ
メ
は

菜
類
を
害
し
ク

ロ
カ
メ
ム
シ
は

稲
を
害
す
る
。

グ
シ
バ
イ
ム
シ

は
小
さ
い
虫
で

軍
配
形
を
し
た

お
も
し
ろ
い
形

の
虫
で
梨

の
葉

に
と

ま
っ
て
汁

液
を
吸

う
。

サ
シ

ガ
メ
類

は
他

の
虫

の
血
を
吸

っ
て
殺
す

の
で
益
虫

に
も
な

る
。
戦
争
中
外

地
（
中
国
）
な
ど
で
さ
さ
れ
た
南
京
虫
（

卜
＝
ジ
ラ
ミ
）
も
こ

の
仲
間
で
水
中
生
活
を
す

る
。
タ
ガ
メ

ー
タ
イ

コ
ウ
ヂ

ー
マ
ツ
モ

ム
シ
も
河

川

の
改
修
・
耕
地
整
理
・
除
草

剤
等

の
農
薬
散
布

に
よ

っ
て
モ

の
生
息
地

冲
生
息
量
が
と
み

に
少
な
く
な

っ
て
き
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第２節　生態と分布

て
い
る
。

セ
ミ
は
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
ー（

ル
ゼ
ミ
ー
ニ
イ
ユ
イ
ゼ
ミ
ー
ヒ
グ
ラ
シ
ー
ツ
ク
ツ
ク

ボ
ウ
シ
な
ど
が
こ
の
南
箕
輪
村
に
も
生
息
す
る
が
雄
は
や
か
ま
し
く
鳴
く
。
ア
ブ

ラ
ゼ
ミ
の
若
虫
は
地
中
に
い
て
梨
な
ど
の
根
か
ら
汁
液
を
吸
う
の
で
害

虫
で
あ

る
。ヨ

コ
バ
イ
や
ウ
ソ
カ
は
小
さ
い
虫
で
、
ひ
ど
い
害
虫
が
多
い
。
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ

バ
イ

ー
イ
ナ
ズ
マ
ヨ
コ
バ
イ

ー
セ
ジ
μ
ウ
ソ
カ

ー
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ソ
カ

ー
ヒ
メ
ト
ビ

ウ
ソ
カ
な
ど
稲
作
の
大
害
虫
で
あ
る
。

ア
ブ
ラ
虫
類
は
種
類
も
多
く
農
作
物
を
害
す
る
も
の
が
多
く
春
に
な
る
と
新
芽

に
群
生
す
る
。

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
ウ
リ
類
の
葉
に
つ
き
、
バ
ラ
ノ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は

バ
ラ
に
つ
く
。
リ
ン
ゴ
ワ
タ
ム
シ
は
リ
ソ
ゴ
の
大
害
虫
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
を
害
す

る
フ
ィ
ロ
キ
セ
ラ
も
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
仲
間
で
あ
る
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
生
活
は
す
こ

チ ャバネヒ ゲナガトビ ケラの幼虫

ぶ
る
お
も
し
ろ
い
も
の
で
春
か
ら
夏
に
か
け
て
若
虫
を
胎
生
す
る
。
秋
に
な
っ
て

は
じ
め
て
卵
を
産
む
、
麹
の
あ
る
も
の
や
、
な
い
も
の
も
あ
り
、
一
年
間
に
全
然

ち
が
っ
た
植
物
に
移
住
す
る
も
の
も
あ
る
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
小
さ
い
虫
で
種
類
も
多
く
害
虫
も
多
い
。
体
を
ロ
ウ
で
お
お

っ
て
貝
殻
の
よ
う
な
も
の
を
か
ぶ
っ
た
り
し
て
い
る
。
糸
の
よ
う
な
口
吻
を
植
物

の
組
織
の
中
に
さ
し
入
れ
て
汁
液
を
吸
う
。
雄
は
一
対
の
麹
を
も
っ
て
い
る
。

梨
や
リ
ソ
ゴ
、
そ
の
他
の
花
木
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。

㈲
　
脈
　
麹
　
目
（
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
類
）

体
は
軟
ら
か
で
長
く
、
触
角
も
長
く
麹
は
前
麹
も
後
麹
も
同
じ
大
き
さ
で
網
目

状
の
脈
を
も
っ
て
い
る
。
休
む
と
き
は
背
上
に
凰
根
形
に
た
た
む
。
口
は
咀
し
ゃ

く
に
適
し
て
い
て
完
全
変
態
で
あ
る
。
こ
の
類
で
代
表
的
な
も
の
は
ク
サ
カ
ゲ
ロ

ウ
で
緑
色
の
体
に
レ
ー
ス
の
よ
う
な
麹
を
七
つ
だ
可
愛
い
虫
で
あ
る
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
群
生
し
て
い
る
近
く
に
、
絹
糸
の
上
に
卵
を
つ
け
た
も
の
を
な

ら
べ
て
生
か
。
こ
の
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
大
き
な
顎
を
も
っ
て

い
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
く
わ
え
て
血
を
吸
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
に

ムラサキトビヶラ　 トビヶラ科

採集場所　 大泉所

採集月日　1981.8.6　 征矢哲雄 標本

図 ７一41　 トビケラ の幼虫・巣・成虫

益
虫
と
い
わ
れ
る
。

ウ
ス
、、
（

カ

ゲ
ロ
ウ
は
ト
ソ
ボ
に
似
た
虫
で
、
こ

の
幼
虫

は
縁
の
下

の
乾
い
た
土
に
穴
を
つ
く
る
。
こ
れ
を
俗
に
ア
リ
地

獄
と
い
っ
て

い

る
。
ア
リ
が
こ
の
穴
に
落
ち
る
と
砂
を
と
は

し
て

ア
リ
を
落

と
し
、

顎
で
く
わ
え
て
そ
の
血
を
吸

っ
て
し
ま
う
。

ツ

ノ
ト

ン
ボ
も
ト
ソ

ボ
に
似
て
い
る
が
触
角
が
長
く
て
先

端
が
ふ

く
れ
て
い
る
か
ら
区

別
で
き
る
。
初
夏

の
こ
ろ
、
枯
草
の
枝
に
沢
山

の
卵
を
産
む
、
そ
れ
が
か
え

っ
て
幼
虫
は
地
上
に
生
活
し
他
の
虫
を

つ

か
ま
え
て
血
を
吸
う
。

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
幼
虫
は
急
流

に
生
活
し
、
他
の
虫
を
食
う
。
「

マ

2 卵
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ゴ
タ
」
「

孫
太
郎

虫
」

と
呼

ぶ
天

竜
川

や
大

泉
川

に
生
息
す
る
昆
虫

は
こ

れ
で
あ

る
。

㈲
　

毛
　

麹
　

目
（
ト
ビ
ヶ
ラ
の
類
）

水
辺

に
よ
く
い

る
も
の
で

が
（
蛾
）
に
似
て
い

る
。
触
角

は
細
長
く
知

に
は
毛
が

多
く
休
む
と
き

は
屋
根
形

に
た
た
む

。
前
知

は
細
長
く
て
後
知

は
幅
が
広
い
完
全

変
態

を
す

る
。
幼
虫

は
水
中

に
生
活
し
、
小
石
や
草
の
枝
な
ど
を
つ
づ
り
あ

わ
せ

て
巣

を
つ
く
り
、
そ
の
中

に
い

る
。
水
中

に
卵
塊
を
産
み
お
と
し
、
そ
れ
か
ら
か

え

っ
た
幼
虫

は
水
中

に
生
活
し
、
水
草
を
食
べ
て
成
長
す

る
。
俗

に
カ
ワ

ム
シ
・

ア

オ
ム
シ
と
い

っ
て
い

る
の
は
チ

ヤ
バ
ネ

ヒ
ゲ
ナ
ガ
ト

ビ
ケ
ラ
の
こ
と
で
あ

る
。

㈲
　

長
　

知
　

目
（

シ
リ
ア
ゲ
ム
シ
類
）

こ
の
類
の
も
の
は
初
夏
の
こ
ろ
、
雑
木
林
な
ど
に
よ
く
い
る
も
の
で
体
は
細
長

く
、
触
角
は
長
く
頭

部
は
下

の
方

に
の
び
て
、
口
は
咀
し
ゃ
く
に
適
し
て
い
る
。

前
知
も
後
麹
も
同

大
で
や
や
長
い
。
雄
は
尾

端
に
鋏
子

を
も
っ
て
い
て
こ
れ
を
上

に
向
け
て

い
る
の
で
、

シ
リ
ア

ゲ
ム
シ
と
い
っ
て
い
る
。
成
虫
も
幼
虫
も
他
の
昆

虫
の
死

体
を
食

べ
る
。

㈲
　

鱗
　

知
　

目
（
チ

。
ウ

ー
ガ
の
類
）

こ

の
類
の
も
の
は
体

も
尨
毛
鱗

片
で

お
お
わ
れ
て

い
る
。
口
器

は
吸
収

に
適
し

て

い
る
。
完

全
変
態

を
す
る
。
チ

ョ
ウ
と

ガ
の
区
別

は
、
チ

ョ
ウ
の
触
角
は
先

の

ほ
う
が

ふ
く

ら
ん
で
い

る
が
、

ガ
の
触
角

は
糸
状
と

か
櫛
状
な

ど
が
多
い

。
休
む

と
き
に
は
チ
ョ
ウ
は
超
を
体
に
垂
直
に
立
て
て
合
わ
せ
て
い
る
が
、
が
で
は
屋
根

形
に
し
て
い
る
。
そ
の
他
専
門
的
に
は
麹
の
脈
な
ど
で
も
区
別
で
き
る
。
ま
た
チ

ョ
ウ
は
日
中
活
動
す
る
が
、
ガ
の
多
く
は
夜
間
活
動
す
る
。

チ
ョ
ウ
類

昆
虫
の
う
ち
で
最
も
美
し
い
も
の
が
多
い
。
ま
ず
シ
ロ
チ
ョ
ウ
類
で
も
っ
と
も

普
通
０
も
の
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
カ
ン
ラ
ン
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
疏
菜

の
大
害
虫
で
幼
虫
の
こ
と
を
青
虫
と
い

っ
て
い
る
。
こ
の
仲
間
に
は
モ
ン
キ
チ

ョ

ウ
、
ツ

マ
キ
チ

ョ
ウ
、

ス
ジ

グ
ロ
チ

ョ
ウ
、
キ
チ

ョ
ウ
な
ど
が
普
通
で

あ
る
。
高

山
に
い
く
と

ク
モ
マ
ツ
マ
キ
チ

ョ
ウ
（
経
ケ
岳
で
昭
三
二
・
七
・
一
五
採
集
）
の
よ
う

な
美
し
い
も
の
も
い
る
。

マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
類

は
美
し
い
も
の
が
多

い
が
、
南
箕

輪
村
で

は
北

沢
に
生
息

す
る
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
の
採
集
か
お

る
の
み
で
あ

る
。

ジ
ャ
ノ

メ
チ

ョ
ウ
の
類

は
あ

ま
り
美
し
い
も

の
は
な
い
が
、
高
山

に
い
る
ク
モ

マ
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
は
美

し
い
も

の
で
あ

る
が
、
本
村
で

は
採
集

の
記
録
が

な
い
。
夏

の
日
、
雑
木
林

に
よ
く
見

ら
れ
る
も
の
は
、

ジ
ャ
ノ
メ
チ

ョ
ウ

ー
ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ

ジ
ャ
ノ
メ

ー
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
ヒ
カ
ゲ
チ

ョ
ウ

ー
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ

ー
ヒ
メ

ジ
ャ
ノ
メ

ー
コ
ジ
ャ
ノ
メ
な
ど
で
あ

る
。

タ
テ
（

チ

ョ
ウ
類

は
美
し

い
も

の
が
多

い
。
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
は
我
が
国
の
国
蝶

と

い
わ
れ
る
も

の
で
美
し

い
の
で
有
名
で
あ

る
。
北
沢

に
生
息
し
て
い
る
が
近
年

と
み

に
そ

の
個
体
数
が
減
少
し
て
き
て
い

る
。
幼
虫
は

エ
ノ
キ
の
葉

を

食

す

る

が
、

エ
ノ
キ
な
ど

の
植
林
な
ど

に
よ

っ
て
何
ら
か
の
保
護
を
し
な
い
と
絶
滅
の
恐

れ
か
お

る
。
コ

ム
ラ
サ
キ
も
ま

た
美
し
い
も
の
で

オ
オ
ム
ラ

サ
キ
も
コ

ム
ラ
サ
キ

の
雄
亀
光
線

の
具
合
で
色
彩
が
変
化
す

る
。
コ
ム
ラ

サ
キ
の
幼
虫
は
柳
の
葉
を
食

べ

る
。
北
沢

に
は
多
数
生
息
し
、
体
色
の
黒
味
を
お
び
た

グ

リ
コ

ム
ラ
サ
キ
も
二

〇
％

く
ら
い
見
ら
れ

る
。

ゴ
マ
ダ
ラ
チ

ョ
ウ
は
普
通
の
種
で
や
は
り

エ
ノ
キ
の
葉

を
食
べ
る
。

ヒ
オ
ド

シ
チ

ョ
ウ
も
美
し
い
。
紡

虫
は

エ
ノ
キ
の
葉
を
食
べ
る
。
ル
リ

タ
テ
（

は
名
の
よ
う
に
、
る
り
色
を
し
た
チ

ョ
ウ
で
幼
虫
は
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
を
食

べ
、

ヒ
メ
ア
カ

タ
テ
（

の
幼
虫
は
ゴ
ボ
ウ
の
葉
を
食

害
し
、

ア
カ

タ
テ
（

の
幼
虫

は
、
カ
ラ

ム
シ
、
イ
ラ
ク
サ
な
ど
の
葉
を
食
害
す
る
。
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ

ー
キ
ベ

リ

タ
テ
（

は
高
山
チ
ョ
ウ
の
仲
間

で
美
し
い
チ
ョ
ウ
で

あ
る
。
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第２節　生 態と分布

①　1980 年 ８月１日（気温29°C）

午後12孵卵の変色がはじ まる。黄色→紫 色→黒色　 採卵は

1980年７月30日北殿梨畑 のカラタチの垣根，卵は黄 色で直

径1 ｍｍ

③　1980 年 ８月 ２日（気温28 ℃）

孵化がはじまってから ２分経過卵殻から幼虫ははい出そ う

とする

②　1980 年 ８月２日（気温28℃）

朝６時50分に 孵化する。 孵化 がはじまってから１分経過，

卵殻がだんだんに食いや ぶられてくる

④　1980 年 ８月 ２日（気温28 ℃）

孵化がはじまってか ら３分後には卵殻から幼虫は完全に外

にでる。 40分径過した ７時40分に幼虫は卵殻を 食 べ は じ

め，10分間で 殻の５分 の４を食べ ５分の１は残した。孵化

後の幼虫は長 さ2.７ｍｍ幅0.９ｍｍ。午後 ３時からカラタチ の

若葉を 食べはじ めた

図7 －42　アゲハチョウの孵化

こ
れ
ら
タ
テ
（

科
の
チ
ョ
ウ
類
は
北
沢
に
多
く

生
息
し
て
い
る
。
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
の
類
は
チ
ョ
ウ

の
う
ち
で
も
小
形
で
は
あ
る
が
な
か
な
か
美
し
い

も
の
が
多
い
。
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
路
傍
に
普
通
見

ら
れ
る
も
の
で
幼
虫
は
カ
タ
バ
ミ
の
葉

を
食
べ

る
。
ベ
ニ
シ
ジ
ミ
も
美
し
い
も
の
で
幼
虫
は
ス
カ

ン
ポ
の
葉
を
食
べ
る
。
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫

は
フ
ジ
マ
メ
の
さ
や
を
食
べ
る
。

ア
ゲ
（

チ
ョ
ウ
の
類
は
チ
ョ
ウ
の
う
ち
で
大
き

い
ほ
う
で
、
ア
ゲ
（

は
も
っ
と
も
普
通
の
も
の
で

カ
ラ
タ
チ
の
生
垣
の
付
近
で
飛
ん
で
い
る
。
幼
虫

は
カ
ラ
タ
チ
の
葉
を
食
べ
る
。
キ
ア
ゲ
（

の
幼
虫

は
人
参
や
、
ミ
ツ
バ
、
パ
セ
リ
な
ど
の
葉
を
食
害

す
る
。
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
（

は
一
名
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ
ロ

ウ
と
も
言
わ
れ
、
幼
虫
は
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
の
葉

を
食
べ
る
。
こ
の
蝸
は
か
わ
っ
た
形
を
し
て
い
る

が
、
俗
に
オ
キ
ク
ム
シ
と
い
い
伝
説
に
富
ん
だ
虫

で
あ
る
。

ク
ロ
ア
ゲ
（

Ｉ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
（

な
ど
は
普
通
の

も
の
で
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
（

も
久
保
や
田
畑
に
お

い
て
採
集
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
生
息

し
て
い
な
い
。
熱
帯
性
の
モ
ン
キ
ア
ゲ
（

は
ま
っ

た
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

北
沢
・
大
泉
所
の
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
や
キ
ケ
マ

ン
こ
の
群
落
に
は
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
五
月
か
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大泉川 ダムサイト下のケマソ群落

この辺一 帯がウスバアゲハの生息地になってい る

ら
六
月
に
か
け
て
多
く
発
生
す
る
。
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
も
昭
和
三
二
年
に
権
兵
衛

峠
に
お
い
て
二
匹
捕
集
し
た
。

北
沢
川
の
上
流
地
域
、
大
泉
川
の
上
流
地
域
に
は
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
（

が
多

く
分
布
し
、
群
生
し
て
夏
吸
水
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。
ま
た
、
マ
ダ
ラ
チ
ョ

ウ
科
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

ー
タ
テ
（

チ
ョ
ウ
科
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

ー
コ
ム
ラ
サ
キ

ー

ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ

ー
ス
ミ
ナ
ガ
シ
な
ど
も
南
沢
・
北
沢
に
多
く
生
息
し
て
い
る
。

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
の
類
に
ぱ
、
あ
ま
り
美
し
い
も
の
は
い
な
い
。
他
の
チ
ョ
ウ
と

は
形
が
少
し
違
っ
て
い
る
し
、
と
び
方
も
ち
ょ
っ
と
違
う
。
イ
チ
モ
ソ
ヂ
セ
セ
リ

は
稲
の
大
害
虫
で
幼
虫
の
こ
と
を
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
と
い
い
幼
虫
は
稲
の
葉
を
集
め

て
つ
づ
り
、
そ
の
中
に
い
て
夜
間
に
ぱ
い
出
て
葉
を
食
害
す
る
。

が
（
蛾
）
の
類

こ
れ
は
種
類
が
は
な
は
だ
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
農
作
物
を
食
害
す
る
も
の
が

す
こ
ぶ
る
多
し
。
ヒ
ト
リ
ガ
の
類
は
白
っ
ぽ
レ
ガ
で
、
夜
灯
火
に
と
ん
で
く
る
こ

ウスバアゲハ（ ウスバシロチョウ）　 アゲハチ ョウ科

ウスバアゲハは掴紋の変異が多く見られ雌は交尾が終ると帯

がつ くられ他の雄と交尾す るこ とがない。

北沢 南沢で採集した（1972.4.20 ） もの左 より１列その右３

列は大泉所で採集した もの（1981.4 ～1983.5 まで）

征矢哲雄標本

図7 －43　 ウスバアゲハとその食草のケマン

と
が
あ

る
の
で

ヒ
ト
リ

ガ
と

い
う
の

で
あ

ろ
う

。

現

在
、
米
国
か
ら
は
い

っ
て
き
て

各
地
で
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
る
ア

メ

リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
と
い
う
の
も
こ
の

仲
間
で
あ
る
。

ヒ
ト
リ

ガ
と
い
う
の
は
普
通
の

が

で
、

そ
の
幼
虫
は
毛

が
多
く
て

い
ろ

い
ろ
な
疏
菜

を
食

害
す
る
。
ク
ワ
ゴ

マ
ダ
ラ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫

は
桑
の
葉

を

食
害

す
る
。

ヤ

ガ
（
夜
蛾
）
の
類

は
種
類
が
多

い

ぽ
か
り
で
な
く
、
農
作
物
の
害
虫
も
多
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
ヨ
ト
ウ
ガ
で

あ
る
。
黒
褐
色
の
が
で
体
長
二
〇
ｍ
旭
の
開
張
四
五
ｍ
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
幼

虫
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ソ
バ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
食
い
荒
し
て
困
る
害

虫
で
あ
る
。

タ
マ
ナ
ヤ
ガ
や
カ
ブ
ラ
オ
オ
ヤ
ガ
の
幼
虫
は
俗
に
根
切
虫
と
い
わ
れ
、
ナ
ス
の

苗
を
根
元
か
ら
か
じ
っ
て
倒
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

ド
ク
ガ
の
類
は
名
の
ご
と
く
毛
や
鱗
片
に
毒
液
を
分
泌
す
る
も
の
が
あ
っ
て
そ

れ
に
ふ
れ
る
と
皮
膚
が
赤
く
な
っ
て
か
ゆ
く
な
る
。
ド
ク
ガ
は
も
っ
と
も
普
通
の

も
の
で
初
夏
の
こ
ろ
、
柿
・
リ
ソ
ゴ
・
梨
・
梅
・
コ
ナ
ラ
な
ど
の
葉
上
に
幼
虫
、

す
な
わ
ち
毛
虫
を
見
る
。
マ
イ
マ
イ
ガ
は
有
名
な
害
虫
で
幼
虫
の
こ
と
を
ブ
ラ
ン

コ
ケ
ム
シ
と
い
い
、
柿
・
リ
ソ
ゴ
・
梨
・
梅
・
栗
な
ど
の
葉
を
食
い
荒
す
。
南
箕

輪
村
に
も
こ
こ
数
年
来
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
と
と
も
に
増
加
し
被
害
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

2 邱



第２節　生態と分布

ス
ズ
メ
ガ
の
類
は
体
が
紡
錘
形
を
し
て
い
て
飛
行
速
度
は
昆
虫
の
う
ち
で
も
ぱ

や
い
ほ
う
で
あ
る
。

夏
夕
方
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
花
に
よ
く
と
ん
で
く
る
も
の
で
あ
る
。
里
芋
０
葉
上

に
は
尾
端
の
方
に
角
か
お
る
黒
っ
ぽ
い
イ
モ
ム
シ
が
い
る
。
こ
れ
は
セ
ス
ジ
ス
ズ

メ
の
幼
虫
で
あ
る
。
エ
ビ
ガ
ラ
ス
ズ
メ
の
幼
虫
は
サ
ッ
マ
イ
モ
の
葉
を
食
べ
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
二
〇
年
以
前
に
は
多
く
見
ら
れ
た
が
す
っ
か
り
そ
の
姿

を
本
村
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
最
近
、
サ
ッ
マ
イ
モ
な
ど
も
栽

培
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
ま
た
そ
の
発
生
を
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ブ
ド
ウ
の
葉
や

茎
を
食
害
す
る
の
は
ス
カ
シ
バ
の
幼
虫
で
あ
る
。

シ
ャ
チ
ホ
コ
ガ
の
類
は
幼
虫
が
か
か
っ
か
形
の
も
の
が
多
い
。
シ
ャ
チ
ホ
コ
ガ

の
幼
虫
は
胸
脚
が
長
く
尾
端
が
ヘ
ビ
の
頭
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
て
頭
と
尾
端
を

上
に
あ
げ
て
と
ま
っ
て
い
る
。
ク
ヌ
ギ
の
葉
な
ど
を
食
べ
る
。
秋
に
サ
ク
ラ
の
葉

を
ひ
ど
く
食
い
荒
す
毛
虫
は
モ
ソ
ク
ロ
シ
ャ
チ
ホ
コ
の
幼
虫
で
あ
る
。

クｇ ホウジ ャク♀　スズメガ科

６～ ９月に出現する　 日中山間のツリフ ネソウの花に多数

飛 来して吸蜜する。成虫で越冬す るので ４月頃採集できる

幼虫は ユズリハの葉を食する。採集場所　 南原　 採集月日

1980,4.30

征矢哲雄標本

シ
ャ
ク
ト
リ
ガ
の
類
も
種
類
が
多
く
幼
虫
は
体
を
ま
げ
て
歩
く
の
で
シ
ャ
ク
ト

リ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ク
ワ
Ｉ
ダ
シ
ャ
ク
ト
リ
の
幼
虫
は
桑
の
葉
を
食
う
の
で
あ

る
が
、
幼
虫
が
枝
に
と
ま
っ
て
い
る
と
ち
ょ
う
ど
小
枝
の
よ
う
に
見
え
る
。
カ
イ

コ
ガ
の
類
に
は
カ
イ
ロ
が
あ
り
、
こ
の
幼
虫
は
カ
イ
コ
で
絹
糸
を
出
す
有
益
な
が

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
く
似
て
野
外
の
桑
の
葉
を
食
す
る
も
の
に
ク
ワ
ゴ
と
い
う
の

が
あ
る
。
ミ
ノ
ガ
の
幼
虫
は
糸
で
ミ
ノ
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
そ
の
中
に
い
て

枝
や
葉
に
ぶ
ら
さ
か
っ
て
い
る
。
俗
に
ミ
ノ
ム
シ
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

成
虫
で
も
雌
の
方
は
煙
毛
脚
も
な
く
、
み
の
の
中
で
卵
を
産
ん
で
死
ん
で
し
ま

う
。
雄
だ
け
が
廸
を
も
っ
て
い
て
と
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ャ
ミ
ノ
ガ
の
幼
虫

は
、
柿
、
リ
ソ
ゴ
、
梨
な
ど
の
果
樹
の
葉
を
食
害
す
る
。
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
類
は
一

般
に
大
き
な
が
で
あ
っ
て
も
っ
と
も
普
通
の
も
の
は
ク
ス
サ
ン
で
、
そ
の
幼
虫
は

シ
ラ
ガ
ダ
イ
、
ま
た
は
シ
ラ
ガ
タ
ロ
ウ
と
い
い
、
白
い
毛
が
た
く
さ
ん
生
え
た
毛

虫
で
、
栗
、
ク
ル
ミ
な
ど
の
葉
を
食
う
。
年
に
よ
り
大
発
生
し
、
葉
を
全
滅
さ
せ

クスサン ♀　や ままゆが科

年１回発生、 幼虫 が５～ ６月頃出現し クリ・クフギ ・コナ

ラ・ ミズナラ・カシワ・ケヤキ・サ クラ・ウメ・モモ・イ

チ 、ウなどの葉を食 べる。 幼虫はシラガダイ・クリケムシ

と呼ばれ絹糸腺からテダス状の糸がとれる。採 集場所　 伊

那 フ ォルテ水銀灯　 採集月 日1980.9.5　 征矢哲雄 標本

クスサン６　やままゆが科

採集場所　伊那フォルテ水銀灯　採集月日1980.9.5

征矢哲雄標本

図7 －44　クロホウジャクとクスサン
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物動第7 章

る
こ
と
が
あ
る
。
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
マ
ユ
か
ら
は
山
繭
糸
が
と
れ
る
。

カ
レ
（

ガ
の
類
の
代
表
的
な
も
の
は
カ
レ
（

ガ
で
、
と
ま
っ
て
い
る
と
ち
ょ
う

ど
枯
葉
の
よ
う
に
見
え
る
。

オ
ビ
カ
レ
（

の
幼
虫
は
ウ
メ
ケ
ム
シ
、
又
は
テ
ソ
マ
ケ
ム
シ
と
呼
ば
れ
、
春
梅

の
枝
に
糸
を
出
し
て
巣
を
つ
く
っ
て
そ
の
中
に
た
く
さ
ん
の
幼
虫
が
は
い
っ
て
い

る
。
イ
ラ
ガ
の
類
は
幼
虫
の
体
に
刺
が
は
え
て
い
て
、
そ
れ
に
触
れ
る
と
皮
膚
が

は
れ
て
か
ゆ
く
な
る
。
イ
ラ
ガ
は
も
っ
と
も
普
通
の
も
の
で
幼
虫
は
、
柿
、
梨
、

リ
ソ
ゴ
の
葉
を
食
べ
る
。
マ
ユ
は
硬
く
だ
円
形
灰
白
色
で
黒
褐
色
の
紋
が
あ
っ
て

枝
に
く
っ
つ
い
て
い
る
。
マ
ダ
ラ
ガ
の
類
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
、
ウ
メ
ス
カ

シ
ク
ロ
バ
は
黒
っ
ぽ
い
が
で
そ
の
幼
虫
は
梅
冲
桃
の
葉
を
食
害
す
る
。
リ
ソ
ゴ
（

マ
キ
ク
ニ
（

は
梨
や
リ
ソ
ゴ
の
葉
を
ま
い
て
そ
の
中
に
い
て
葉
を
食
う
害
虫
で
あ

る
。ホ

タ
ル
ガ
の
幼
虫
は
マ
サ
キ
の
葉
を
食
う
。

ス
カ
シ
バ
の
類
は
ち
ょ
っ
と
（

チ
に
似
た
形
を
し
て
い
る
か
わ
っ

た
が
で
あ

る
。
コ
ス
カ
シ
バ
の
幼
虫
は
桃
や
桜
の
幹
の
内
部
を
食
い
、
ブ
ド
ウ
ス
カ
シ
バ
の

幼
虫
は
ブ
ド
ウ
の
枝
の
中
を
食
害
す
る
。

＝
ウ
モ
リ
ガ
の
類
は
種
類
は
少
な
く
、
幼
虫
が
キ
リ
の
幹
の
内
部
を
食
っ
て
害

す
る
も
の
は
コ
ウ
モ
リ
ガ
で
あ
る
。

メ
イ
ガ
の
類
は
比
較
的
小
さ
い
が
で
あ
る
が
、
種
類
が
多
い
ぽ
か
り
で
な
く
、

害
虫
も
す
こ
ぶ
る
多
い
。
な
か
で
も
ニ
カ
メ
イ
ガ
は
稲
作
の
大
害
虫
で
、
そ
の
幼

虫
は
俗
に
ズ
イ
ム
シ
と
い
か
れ
、
稲
の
茎
の
中
に
食
い
入
っ
て
穂
を
枯
ら
し
て
し

ま
う
。

桃
の
果
実
の
中
に
は
よ
く
虫
が
い
る
が
、
こ
れ
は
多
く
の
場
合
、
モ
モ
ゴ
マ
ダ

ラ
メ
イ
ガ
の
幼
虫
で
あ

る
。
こ
の

ガ
は
黄
色
で
黒
斑
か
お
る
。
ア
ワ

ノ
メ
イ

ガ
は

有
名
な
害
虫
で
、
そ
の
幼
虫
は
ア
ワ
、
キ
ビ
、
ト
ウ
モ
1
2コ
シ
な
ど
の
茎
の
中
に

食
い
入
っ
て
害
を
す
る
。

ガ
の
類
に
は
以
上
の
外
に
も
小
さ
い
ガ
が
た
く
さ
ん
い
て
、
こ
こ
で
は
述
べ
き

れ
な
い
。
た
だ
ナ
シ
ヒ
メ
ミ
ソ
ク
イ
は
幼
虫
が
梨
や
リ
ソ
ゴ
の
果
実
に
食
い
入
っ

て
ひ
ど
い
害
を
す
る
も
の
だ
し
、
柿
の
果
実
に
は
カ
キ
ミ
ガ
が
、
栗
の
実
に
は
ク

リ
ミ
ガ
が
そ
れ
ぞ
れ
食
い
入
っ
て
大
き
な
害
を
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
ガ
の
幼

虫
は
最
近
と
み
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。

㈲
　
鞘
　
辺
　
目
（
甲
虫
の
類
）

大
小
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
る
が
前
麹
は
変
化
し
て
硬
く
な
っ
て
い

る
が
、
口
は
咀
し
や
く
に
適
し
て
い
る
。
完
全
変
態
で
あ
る
。
こ
の
類
の
も
の
は

種
類
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
生
活
を
す
る
の
で
研
究
上
実
に
面
白
い
昆

虫
で
あ

る
。な

か
に
は
じ
つ
に
美
し
い
も
の
も
い
る
。
害
虫
も
い
る
が
益
虫
も
多
い
。

ま
ず
＝
ガ
ネ
ム
シ
の
類
か
ら
述
べ
る
。
ヒ
メ
コ
ガ
ネ
と
い
う
甲
虫
は
も
っ
と
も

普
通
の
も
の
で
体
長
一
五
ｍ
で
青
藍
色
に
光
っ
て
い
る
。
真
夏
の
夜
、
灯
火
に
と

ん
で
き
て
そ
の
ま
わ
り
を
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
び
ま
わ
る
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
甲
虫
は

ダ
イ
ス
の
葉
を
食
い
あ
ら
し
葉
を
網
の
目
の
よ
う
に
し
て
し
ま
う
。
夕
方
地
中
に

卵
を
産
み
、
そ
れ
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
地
中
に
い
て
草
の
根
を
か
じ
っ
て
生
活

し
な
が
ら
冬
を
越
し
て
初
夏
の
こ
ろ
と
な
る
と
地
中
で
土
の
室
を
つ
く
っ
て
蝸
化

し
、
次
に
成
虫
と
な
っ
て
外
に
出
る
。
数
年
前
大
芝
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
ゴ

ル
フ
場
に
大
発
生
し
て
、
ま
わ
り
の
農
作
物
に
被
害
を
与
え
た
の
も
こ
の
ヒ
メ
コ

ガ
ネ
で
あ
る
。

ド
ウ
ガ
ネ
ブ
イ
ブ
イ
は
ヒ
メ
コ
ガ
ネ
よ
り
少
し
大
き
い
も
の
で
ブ
ド
ウ
の
葉
を

好
ん
で
食
べ
る
。
マ
メ
コ
ガ
ネ
は
マ
メ
類
や
ヤ
マ
イ
モ
な
ど
の
葉
を
食
う
。
ア
シ

ナ
ガ
コ
ガ
ネ
や
（

ナ
ム
グ
リ
な
ど
は
花
に
集
ま
る
。
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
は
美
し
い
も

2 卵



第 ２節　生態と分布

の
で
黒

色
で
紫
色
の
光
沢
が
あ
る
。

フ
ァ

ー
ブ
ル
の
観
察
し
た
ス

カ
ラ
ブ
は
こ
の
類
に
属
し
て
い
る
も
の
で
家
畜

の

フ
ソ
を
球
の
よ
う
に
ま
る

め
て
地
中
に
う

め
て
幼
虫
の
餌
と
す
る
。

カ
ブ
ト

ム
シ

も
こ
の
仲
間
で
あ
る
。

図7 －45　 国際カントリーゴ ルフ 場　1982 年 ころ センチコ

ガネが大 発生し まわりの畑作物に 大きな被害をケえた。

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
類
は
雄
が

大
き
な
顎
を
も
っ
て
い
る
。
ノ

コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
の
顎
は
ま
る

で
の
こ
ぎ
り
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
類
の
幼
虫
は
朽
木
の
中

に
生
活
し
、
成
長
す
れ
ば
そ
こ

で
蝸
に
な
っ
て
つ
い
で
成
虫
に

な
る
。
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
ー
オ

オ
ク
ワ
ガ
タ
も
こ
の
仲
間
で
あ

る
。
キ
ク
イ
ム
シ
の
類
は
小
さ

い
だ
円
形
で
黒
っ
ぽ
い
も
の
が

多
い
。
マ
ツ
ノ
キ
ク
イ
ム
シ
は

松
の
大
害

虫
で
近

図7 －46　 カブ トムシの交尾　 雌は頭を

下げて尾端を上げ る。交尾時 間は約10分

間くらい。

年
、
し
き
り

に
松
が

枯
死
す

る
の
は
こ
の

害
虫

に
よ

る
も

の
が

多
い

。
ゾ
ウ
の
よ
う

に
口
吻
が
長
く
伸

び

て

い
る
。
ク
リ
シ
ギ

ゾ
ウ

ム
シ
は
細
長
い

口
吻

を

も

っ

て

い

て
、

そ
の
口
吻

を
ク
リ
の
果
実

に
さ
し
こ

ん
で
そ
の
孔

に
卵
を
産
み
そ
れ
か
ら
か

え

っ
た
幼
虫

は
実

を
食

べ
る
。

モ
モ
チ
ョ

″
キ
リ
は
体
長
七
～
一
〇
ｍ

位
で
赤
紫
色

に
光

っ
て
い

る
。
こ
れ
は

( コガネ ムアシナガコガネ

シ科）

平地では５月，山地では６月

に現われて花に集 まる。体色

は緑黄色～黄色個体変 異が見

られる。採集場所　 北沢　 採

集月日1980.8.7　 征矢哲雄

標本

コアオマイマイ カブ リ　　ミヤマクワガタ( クワ

(オサムシ科)　　　　　　ガタムシ科)

成虫幼虫ともに肉食性で　 北沢，大泉所山のクフ

カタツムリ(マイマイ)や　 ギ林に生息し，クヌギ

ミミズ類などを食べる。　 の樹液に集まり夜は灯

採集場所　大芝高原　　　 火にも飛来する。採集

採集月日　1981.8.7　征　 場所　北沢二軒家上

矢哲雄標本　　　　　　　 採集月日　1981.8.8

征矢哲雄標本

シI=･スジカ ミキリ（カミキ

リムシ科）

日本産の カミキ リムシ類の

中 では最大種 ５～ ８月，広

葉 樹林の樹幹に見かける。

幼虫は クヌギ･ クリ・シイ・

ヤナギ類 の材部 を 食 害 す

る。　 採集場所　 中込下の

雑木林　採集月日　1980.

6.30　 征矢哲雄 標本
図7 －47　 鞘 廻目（ 甲虫類）の昆虫
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図7 －48　 キボシカミキリの形態 と生態

キボシカミキリ ろ　キボシカミキリ♀

キボシカミキリは桑園の大害虫で 近年 そ の

被害は著しい。　トラフカミキリな どと 住 み

分けをしているがキボシカミキリの活 動 は

活発で成虫は桑株に 産卵する。

桃

０

果

梗

を

切

り

果

実

に

卵

を

産

み

幼

虫

は

果

実

の

内

部

を

食

べ

る

。

オ

ト

シ

。フ

ミ

レ
と
い

う

虫

は

ク

ヌ

ギ

や

栗

の

葉

を

ま

き

、

そ

の

中

に

卵

を

産

み

つ

け

、

そ

れ

か

ら

か
え
っ
た
幼
虫
は
ま
い
た
葉
を
食
べ
る
。

マ
メ
ゾ
ウ
ム
シ
の
類
は
マ
メ
類
の
害
虫
で
あ
る
。
ア
ズ
キ
ゾ
ウ
ム
シ
は
ア
ズ
キ

の
害
虫
で
ア
ズ
キ
の
表
面
に
卵
を
産
み
、
そ
れ
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
ア
ズ
キ
の

中
に
食
い
入
る
。
ソ
ラ
マ
メ
ゾ
ウ
ム
シ
は
ソ
ラ
マ
メ
を
、
エ
ン
ド
ウ
ゾ
ウ
ム
シ
は

エ
ン
ド
ウ
を
食
害
す
る
。

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
類
も
種
類
が
多
く
害
虫
も
多
い
。
シ
ロ
ス
ジ
カ
ミ
キ
リ
の
幼

虫
は
栗
や
ク
ヌ
ギ
の
幹
に
食
い
入
っ
て
害
を
す
る
。
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
ク
ワ
の
害

虫
で
あ
り
、
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
体
長
が
約
三
〇
ｍ
、
黒
色
で
白
い
紋
が
あ
り

イ
チ
ヂ
ク
の
幹
の
皮
の
下
に
卵
を
産
み
、
そ
れ
か
ら
か
え
っ
て
幼
虫
は
木
質
部
に

入
る
。

㈲
　
撚
　
知
　
目
（
ネ
ジ
ビ（
ネ
の
類
）

こ
の
類
の
昆
虫
は
種
類
が
少
な
く
小
さ
い
虫
な
の
で
専
門
家
で
な
け
れ
ば
な
か

な
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
他
の
昆
虫
に
寄
生
す
る
も
の
で
雄
だ
け
が
趨
を
も
っ
て

お
り
、
雌
は
知
も
脚
礼
な
卜
。
雄
の
前
知
は
退
化
し
て
棒
状
に
な
っ
て
い
て
後
知

は
大
き
く
て
薄
い
。
ウ
ソ
カ
の
成
虫
に
寄
生
し
て
い
る
Ｉ
ダ
ヒ
ゲ
ネ
ジ
レ
バ
ネ
を

本
村
で
採
集
し
た
。

㈲
　

双
　

期
　

目
（
（

Ｉ
の
類
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

θ

期

は
一
対

あ
っ
て
後
期

は
退
化

し
て

お
り
、
平
均
梶

と
な
っ
て

い
る
。
口
は
吻
　

２

状
で
吸
う
の
に
適

し
て

い
る
。
完

全
変
態

を
す
る
が
幼
虫

は
う
じ
形
で
あ

る
。
八

エ
０
類

は
種
類
が
じ

つ
に
多

い
ば

か
り
で

な
く
、

わ
れ
わ
れ
人
間
と
直
接
、
又

は

間
接

に
関
係
が
あ

る
。
ガ
ガ
ン

ボ
の
類

は
体
が
細
長
く
、
こ
と

に
聊
か
非
常

に
細

長

い
。
キ
リ

ウ
ジ

ガ
ガ
ン
ボ
は
よ
く
水
田

に
と

ん
で

い
て
、
そ

の
幼
虫

は
イ
ネ
の

苗
や
野
菜

の
根

を
食
害

す
る
。

力

の
類

は
人

の
血
を
吸

う
も

の
が
多

い
の
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
力
は
人

の

血
を
吸

う
ば

か
り
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
病
原
体
を
媒
介
す

る
。
ご
く
普
通

の
ア

カ
イ

エ
カ
も
住
血
糸
状
虫
を
媒
介
す

る
の
で
お
そ
ろ
し
い
。

ブ
ユ
の
類
は
小
さ
な
（

エ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
の
血
を
吸
う
も
の
が
多
い
。

ユ
ス
リ
カ
の
類
は
力
に
似
た
も
の
で
幼
虫
は
ブ

ユ
と
と
も
に
水
生
で
あ
る
。

タ
マ
バ
エ
の
類

は
ご
く
小

さ
い
昆
虫
で
、

こ
の
中

に
は
作
物
を
害
す
る
も
の
が

か
な
り
多

い
。
幼
虫

が
キ
ク
の
葉

に
こ

ぶ
を
つ
く

る
も
の
は
キ
ク
タ
マ
バ

Ｉ
で

あ

る
。
ま
た
ム
ギ
の
穂

に
つ
く

る
も

の
を

ム
ギ
ア

カ
タ
マ
バ

エ
、

ク
ヌ
ギ
の
葉

に
つ

く

る
も

の
を
ク
ヌ
ギ
タ
マ
バ
Ｉ
と
い

っ
て
本
村

に
相
当

の
被
害
が
で
て
い

る
。

ア
ブ
の
類
は
人
畜

の
血
を
吸
う
も
の
で
、
こ
と

に
家
畜

に
と

っ
て
大
害
虫
で
あ

る
。
卵
を
か
た

め
て
植
物
の
葉
の
上

に
産
む
が
幼
虫
は
湿
地
の
中
で
他

の
虫
を
食

べ
て
成
長
す
る
。

ツ
リ
ア
ブ
の
類

は
南
箕

輪
に
は
少

な
い
が
、

ビ

ロ
ウ
ド
ッ

リ
ア
ブ
は
春

の
日

す

ば
し
こ
く
と
び
ま
わ
っ
て
花

の
蜜
を
吸
う
。

ム
シ
ヒ

キ
ア

ブ
の
類

に
は
名

の
よ
う
に
他

の
昆
虫

を
捕
食

す
る
も

の
が
多

い
。

ミ
オ
ヤ
ア

ブ
は
夏

の
日
、
草
原
で

よ
く
見

ら
れ
る
が

ヒ

メ
コ
ガ
ネ
の
成
虫

を
つ
か

ま
え
て

血
を
吸

っ
て

い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ

る
。
そ

の
幼
虫

は
地
中

に
生
活
し

て
、

Ｊ
ガ
ネ

ム
シ
の
幼
虫

を
食

う
か
ら
益

虫
で
あ

る
。
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シ
ョ
ク
ガ
バ
エ
の
類
は
一

名
ヒ
ラ

タ
ア
ブ
と
い
か
れ
黄
色
に
黒
色
の
帯
の
あ
る

（

Ｉ
で
あ
る
。
（

ナ
ア
ブ
も
こ
の
仲
間
で
花
に
と
ん
で
く
る
幼
虫
は
、
肥
だ

め
に

い

る
長
い
尾
を
持

っ
た
り
し
て
あ

る
。

ミ
バ
エ
の
類
に
は
題
に
黒
色
の
斑
紋
が
あ
る
も
の
が
多
い
。
幼
虫
の
多
く
は
植

物
の
茎
や
果
実
の
内
部
を
食
害
す
る
も
の
で
本
村
で
も
昭
和
三
五
年
ご
ろ
シ
マ
瓜

や
南
瓜
が
こ
の
ミ
バ
エ
に
や
ら
れ
大
き
な
被
害
を
こ
う
か
っ
か
こ
と
が
あ
る
。

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
の
類
は
ご
く
小
さ
な
（

エ
で
果
物
の
腐
敗
し
た
所
に
集
ま

っ
て
来
る
。

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
類
は
小
さ
な
（

エ
で
幼
虫
が
い
ろ
い
ろ
の
植
物
の
葉
に
も
ぐ

る
。
イ
ネ
（

モ
グ
リ
バ
エ
の
幼
虫
は
イ
ネ
の
葉
に
も
ぐ
る
大
害
虫
で
本
村
で
も
被

害
を
う
け
て
い
る
。

ハ
ナ
バ
エ
の
類
は
（

モ
グ
リ
バ
エ
よ
り
少
し
大
き
い
（

エ
で
あ
る
が
、
幼
虫
は

や
は
り
葉
に
も
ぐ
る
も
の
が
多
い
。
ク
ネ
バ
Ｉ
は
こ
の
仲
間
で
あ
る
が
野
菜
の
大

害
虫
で
あ
る
。
幼
虫
は
地
中
に
生
活
し
、
発
芽
当
時
の
野
菜
の
根
を
か
じ
る
。

イ
エ
バ
エ
の
類
の
代
表
は
イ
エ
バ
エ
で
、
こ
れ
は
家
の
中
に
い
る
（

Ｉ
で
多
く

の
伝
染
病
を
伝
播
す
る
。

ヤ
ド
リ
バ
エ
の
類
は
イ
エ
バ
エ
よ
り
も
少
し
大
き
な
（

エ
で
幼
虫
は
毛
虫
や
そ

の
他
の
昆
虫
に
寄
生
す
る
。
ブ
ラ
ン
コ
ヤ
ド
リ
バ
エ
は
ブ
ラ
ン
コ
ケ
ム
シ
に
寄
生

す
る
。
カ
イ
コ
の
ウ
シ
バ
エ
は
一
名

饗
姐
と
い
か
れ
、
カ
イ
ロ
や
ガ
の
幼
虫

に

寄
生
す
る
。
こ
の
（

エ
は
桑
の
葉
上
に
卵
を
産
み
、
カ
イ
コ
は
そ
れ
を
葉
と
と
も

に
の
み
こ
ん
で
卵
は
体
内
で
か
え
る
の
で
あ
る
。
毛
虫
や
イ
モ
ム
シ
を
飼
っ
て
い

る
と
い
つ
の
間
に
か
死
ん
で
し
ま
う
も
の
が
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
そ
の
そ
ば
に

だ
円
形
の
蝸
が
こ
ろ
か
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
寄
生
し

て
い
た
幼
虫
が
す
っ
か
り
成
長
し
て
外
に
出
て
蝸
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
こ
れ
ら
の
（

Ｉ
は
有
益
な
も
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ミ
バ
エ

の
類

は
家
畜

の
血
を
吸
う

。
ウ
マ
シ
ラ
ミ
バ

エ
は
ウ

マ
、
ウ

シ
、

イ
ヌ
な
ど

の
血
を
吸
い
体
長
６
８

８
ｍ

で
黄
色

に
暗
褐
色
の
斑
紋
が
あ

る
。

㈲

隠

題

目
（
ノ
ミ
の
類
）

ノ
ミ
の
題

は
退
化

し
て

す
っ
か
り
な
く

な
っ
て
い

る
。
口
は
血
を
吸

う
の
に
適

し
、
脚

は
発
達

し
て
と
ぶ
の
に
適
し
て

い
る
完

全
変

態
で

あ
る
。
ノ
ミ
の
祖
先

は

題

が
あ
っ
て
、

お
そ
ら
く
（

エ
に
似
た
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ト
ノ

ミ
は
人
家
に
普
通
に
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
近
年
少

な
く
な
っ
て

き
て

い
る
。

人
以

外

に
も
い
ろ
い
ろ
な
動
物
か
ら
血
を
吸
う

ニ
ワ
ト
リ
フ
ト
ノ
ミ
、

ネ
コ
ノ
ミ

な
ど
も
見
ら
れ

る
。

句
　

南
箕
輪
の
蝶

１
　

は

じ

め

に

南
箕
輪

に
は
、
前
記
「
鱗
知
目
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う

に
、
多
く
の
蝶
が
生
息

分
布
し
て
い

る
。
醜

い
幼
虫

か
ら
優
雅

な
成
虫

の
姿

に
劇
的

に
転
生
す

る
蝶

は
、

ま
さ
に
自

然
の
生
ん
だ
傑
作

の
一

つ
で

は
な
い
か
。

南
箕

輪
の
蝶

に
つ
い
て
、
過

去
に
採
集
調
査

し
た
文

献
は
、
昭
和
九
年
二
月

に

発

行
の
南
箕

輪
小

学
校
郷
土
読
物
「
我

が
南
箕

輪
の
昆
虫
界
」
唐

沢
四
郎
著

だ
け

で
あ
る
。
そ
れ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
蝶

類

目

録
（
南
箕
輪
小
学
校
郷
土
室
、
昭
和
八

年
）
に
よ
る
と
次
の
七
三

種
で
あ
る
。

た
て
は
ち
ょ
う
科
　
二
六
種
　
　
し
じ
み
ち
ょ
う
科
　
　
一
四
種

あ
げ
は
ち
ょ
う
科
　
　
六
種
　
　
じ
ゃ
の
め
ち
ょ
う
科
　
　
九
種

せ
せ
り
ち
ょ
う
科
　
　
八
種
　
　
し
ろ
ち
ょ
う
科
　
　
　
　
九
種

て
ん
ぐ
ち
ょ
う
科
　
　
一
種

昭
和
二
〇
年
こ

ろ
か
ら
、
採
集
調
査
観
察
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
よ
り

も

は
る
か
に
多
く

の
蝶

を
採
集
同
定
し
、
生
息
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

た
。
モ

の
観
察
調
査

の
結
果

に
基

づ
い
て
以
下

に
生
息
地
、
発
生
消
長
、
蝶
相
、
生
活
生

2 肩
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態
等

に
つ
い
て
述
べ
、
蝶

の
生
息
地
を
次
の
六
地
域

に
分

け
て
記

す
。

２
　

南
箕
輪
の
蝶
の
生
息
地

ノ

（

図

７

’－
4
9

）

憚
心

皿

七

l‘

４

こ７ぷ

イ ｀ 、、

紡

跨

赫
(yI

Ｈ口

１

／
　

．
．

．．４

’Ｉ

Ｉ

Ｉ

.

.

.

.

.
｡
m
k

。
ｒ

ｒ

ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
　

Ｉ

Ｉ

Å

- へ

櫃海

器

-

ごTT了卜]T ｙ ずT,:ｙ こｙ 回 緊7 況ﾇ 念

図7 －49　南箕輪のチョウ(蝶)の生息地

劣2



第 ２節　生態と分布

肌
　

経

ヶ
岳
山
朧
、
権
兵
衛
峠
入

口
、
北
沢
山

亀
　

大
泉
所
山
、
大
泉
川

8
1
3
　
大
芝
高
原
、
北
原

８１
４
　
河

岸
段

丘
上

に
広

が
る
村
落
と
畑
地
域

SＴ5

天
竜
川
、
大
泉
川

の
沿

岸

亀
　
沢
尻
、
南
原
、
中
の
原

ＩＺ
（
ｓ
ｔａ
ｔｉｏ
ｎ
 ｌ
）
　
経
ヶ
岳
山
麓
、
権
兵
衛
峠
入
口
、
北
沢
山

経
ケ
岳
に
源
を
発
す
る
北
沢
川
が
渓
流
と
な
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
ク
ヌ
ギ
、

ナ
ラ
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
イ
ボ
タ
、
ト
リ
ネ
コ
、
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ア
ワ
ブ
キ
な
ど
の
樹
木
、
そ
し
て
、
そ
の
下
に
は
ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
あ
ぶ
ら
な

科
の
雑
草
、
ス
ミ
レ
類
、
カ
モ
メ
ズ
ル
、
シ
モ
ツ
ケ
な
ど
の
草
本
類
や
か
ん
木
類

が
豊
富
で
、
南
箕
輪
の
重
要
な
蝶
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
経

ヶ
岳
林
道
、
北
沢
川
の
各
所
に
造
ら
れ
た
砂
防
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
食
草
が
水
底
に

没
し
た
り
、
山
肌
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
か
、
近
年
と
み
に
蝶
の
数
が
減
少
し
て
い

る
。訂

　
大
泉
所
山
、
大
泉
川

大
泉
川
ダ
ム
が
で
き
て
昔
と
は
地
形
が
一
変
し
た
。
人
工
植
林
０
カ
ラ
マ
ツ
林

が
成
長
し
て
、
が
っ
て
の
大
泉
川
流
域
の
豊
か
な
食
草
は
姿
を
消
し
た
。
ど
う
し

た
わ
け
か
ダ
ム
サ
イ
ト
の
下
に
は
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
群
落
と
、
キ
ケ
マ
ン
群
落
が

成
立
し
て
い
る
た
め
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
南
箕
輪
に
お
け
る
重
要
な
生
息
地
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
の
仲
間
、
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ
、
ホ

シ
ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
、
サ
カ
（

チ
ョ
ウ
な
ど
も
多
く
見
か
け
る
。

町
　
大
芝
高
原
、
北
原

広
大
な
松
林
の
下
に
ス
ス
キ
が
し
ぼ
り
、
あ
ぶ
ら
な
科
、
ま
め
科
植
物
、
せ
り

科
の
植
物
な
ど
が
多
く
繁
茂
し
て
い
る
。
ひ
か
げ
ち
ょ
う
科
、
し
ろ
ち
ょ
う
科
、

し
じ
み
ち
ょ
う
科
、
あ
げ
は
ち
ょ
う
科
の
蝶
が
多
い
。
か
つ
て
薪
炭
林
と
し
て
の

ク
ヌ
ギ
林
が
点
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
伐
採
さ
れ
、
中
央

道
が
走

り
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
で
き
た
た
め
に
た
て
は
ち
ょ
う
科
の
蝶
が
著
し
く
減
少
し

た
。
も
っ
と
雑
木
林
を
村
内
各
地
に
育
成
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
南
箕
輪
の

自
然
を
考
え
て
い
く
上
に
大
切
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

釘
　
河
岸
段
丘
上
に
広
が
る
村
落
と
畑
地
域

段
丘
上
に
は
各
所
に
ク
ヌ
ギ
林
、
松
林
が
残
さ
れ
、
そ
の
下
に
は
あ

ぶ
ら
な

科
、
ば
ら
科
、
ま
め
科
、
い
ね
科
、
ゆ
り
科
の
多
く
の
植
物
が
繁
茂
し
、
昔
か
ら

の
南
箕
輪
の
自
然
を
残
し
て
い
る
場
所
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ

れ

る
。
そ
れ
だ
け
に
チ
ョ
ウ
相
も
豊
か
で
各
科
の
蝶
の
生
息
が
確
認
で
き
て
、
わ
た

し
た
ら
子
供
の
こ
ろ
を
ふ
と
想
い
出
し
な
ん
と
も
言
え
な
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
さ

そ
わ
れ
る
。

町
　
天
竜
川
、
大
泉
川
の
沿
岸

近
年
天
竜
川
に
沿
っ
て
信
英
通
信
、
ウ
。
Ｉ
ル
な
ど
が
進
出
し
、
護
岸
工
事
も

立
派
に
す
す
め
ら
れ
て
い
て
、
か
つ
て
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
や
、
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ

や
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
の
富
相
と
さ
れ
て
い
た
地
域
も
最
近
で
は
全
く
貧
相
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
や
キ
ア
ゲ
（

が
と
き
ど
き
風
に
乗
っ
て
と
ん

で
く
る
の
を
見
た
り
、
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
や
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ
が
土
手
を
は
う
よ
う

に
舞
っ
て
い
る
の
を
見
る
く
ら
い
で
あ
る
。

訂
　
沢
尻
、
南
原
、
中
の
原

か
つ
て
南
原
も
中
の
原
も
広
大
な
松
林
と
ス
ス
キ
群
落
の
広
が
る
草
原
で
、
各

所
に
豊
か
な
雑
木
林
や
エ
ノ
キ
が
見
ら
れ
北
沢
に
次
ぐ
南
箕
輪
の
蝶

の
重
要

な

生
息
地
で
あ
っ
た
。
特
に
た
て
は
ち
ょ
う
科
の
蝶
は
種
類
も
多
く
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ

ウ
や
カ
ブ
ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
が
好
ん
で
ク
ヌ
ギ
の
樹
液
を
吸
っ
て
い
る
の
を
見
た

も
の
だ
が
、
こ
こ
数
年
そ
０
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
松
林
も
す
っ

2銘



物動第7 章

が
り
畑
地

と
な
り
ク
ヌ
ギ
林

や

エ
ノ
キ
が
少

な
く

な
っ
た
こ
と

に
よ
る
の
だ
ろ
う

が
、

た
だ
信
大
農
学
部
の
校
地
内
と
沢
尻
の
集
落

に
当
時
の
植
生
の
姿
を
う

か
が

う
こ
と
が
で
き

る
。

し
じ
み
ち

ょ
う
科
、
た
て

は
ち
ょ
う
科

の
生
息
は
他

の
地
域

に
く

ら
べ
て
多

い
。

３
　

南
箕
輪
の
蝶
の
分
類
と
分
布

昭

和
二
〇

年
こ
ろ
か
ら
の
南
箕

輪
村
地
域
内
で
採
集
し
た
蝶
の
目
録
を
作
っ
て

み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
の
蝶
は
整
理
保
管
が
で
き
て
い
る
。

な
お
、

ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
昭
和
三
三
年
五
月
二
〇
日

権
兵
衛
峠
鞍

部
で

採
集

し
、

モ
ン
キ
ア
ゲ
（

は
昭
和
四
二
年

八
月
五
日

権
兵
衛

峠
頂
上
附
近
で

採
集

し
て

い
る
が
、

そ
の
後
の
生
息
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
目

録
に
は
記

載
し
な
か

っ
た
。

昭
和
五

六
年

六
月
五
日

に
、

ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
（

を
採

集
（
馬
場
利
光
）
し

て

い

る
。
そ
の
食
草
の

ウ
ス
バ
サ
イ
ミ
ソ
、

カ
ラ

タ
チ
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
、

ユ
ズ
な
ど
も

あ

る
の
で
、
生
息
が
不
可

能
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
が
、
や
は
り
そ
の
後
の
生
息

が
確
認
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
目
録
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
。
も
し
生
息
が
確
認
で

き
れ
ば
、
伊
那

谷
に
お
け
る
蝶
の
分

布
上

、
大
発
見

で
あ
る
。

蝶

は
暖
気
流
に
の
っ
て
、
非
常
に
広
範
囲
を
移
動

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
漂

蝶

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
種
類
は
合
計
八
科
一
〇

七
種
に
及

ん
だ
が
、
地
域
的

に
は
次
表

の
よ
う
に

山
地
に
多

種
類
の
蝶

が
発
見

さ
れ
た
。

・
北

沢
山

、
権

兵
衛
峠

地
域

・
大

泉
所
山

、
大
泉
川
沿
岸

地
域

・
大
芝

高
原

、
北
原
地
域

・
河

岸
段

丘
地
域

・
天
竜
川
、
大
泉
川
沿

岸
地
域

・
南
原
、
中

の
原
、
沢
尻
地
域

SＴISＴ3 ＳＴ2SＴ4SＴ6 SＴ5

九
六
種

七
四
種

七
一
種

五
五
種

三

六
種

六
七
種

／
ゝ

ゝ

八
科
一
〇
七
種

○
経
ヶ
岳
山
麓
　

北
沢
山
、
権
兵
衛
峠
、
御
射
山
、
経
ヶ
岳
林
道
地
域
（
作
）

あ

げ

は

ち

ょ

う

科
　
　

カ
ラ
ス
ア
ゲ
（

Ｉ
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア

ゲ
（

Ｉ
オ
ナ
ガ
ア

ゲ
（

Ｉ
ク
ロ
ア

ゲ

（

Ｉ
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
（

Ｉ
キ
ア
ゲ
（

Ｉ
ウ
ス
バ
ア

ゲ
（
　
（

ウ
ス
バ

シ
ロ
チ

ョ
ウ
）

し

ろ

ち

ょ

う

科
　
　
　
　

ヤ
マ
キ
チ

。
ウ

ー
ス

ジ
ボ
ソ

ヤ
マ
キ
チ

ョ
ウ

ー
ス
ジ
グ
ロ
チ

ョ
ウ

ー
Ｉ
ゾ

ス
ジ
グ
μ
チ

ョ
ウ

ー
ツ

マ
キ
チ

ョ
ウ

ー
ツ

マ
グ
μ
チ

ョ
ウ

ー
モ
ソ
キ
チ

ョ

ウ

ー
ヒ
メ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

ー
モ
ソ

シ
μ
チ

ョ
ウ

た
て

ぱ

ち

ょ
う

科
　
　
　

＝
ム
ラ

サ
キ

ー
オ
オ

ム
ラ
サ
キ

ー
ヒ
オ
ド

シ

ー
ゴ
マ
ダ
ラ
チ

。
ウ

ー
ル
リ

タ
テ
（

Ｉ
キ
ベ
リ

タ
テ
（

Ｉ
シ
ー
タ
テ
（

Ｉ
ス
ミ
ナ

ガ
シ
・
キ
タ
テ
（

・

エ
ル

タ
テ
（

Ｉ
ク
ジ
ャ

ク
チ
ョ
ウ

ー
ア
カ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
（

・

ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ク
モ

ガ
タ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
コ
ミ
ス
ジ

ー
オ
オ
ミ
ス

ジ
・
ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ

ー
オ
オ
イ
チ
モ
ソ
ジ

ー
フ
タ
ス
ジ
チ

ョ
ウ

ー
ウ
ラ
ギ

ソ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ウ
ラ
ギ
ソ
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
コ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ギ
ン

ボ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
サ
カ
（

チ
チ

ョ
ウ

ー
オ
オ
ウ
ラ

ギ
ソ

ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

し
じ

み

ち

ょ

う
科
　
　

ウ
ラ

ギ
ソ

シ
ジ
ミ

ー
ク
ロ
シ
ジ
ミ

ー
コ
ツ
バ

メ
・

ゴ
イ

シ
ジ
ミ
・
ヽ
ちベ
ド
リ

シ
ジ
ミ

ー
ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ

ー
カ
ラ

ス
シ
ジ
ミ

ー
キ
マ
ダ
ラ
ル
リ
ッ
バ

メ
・

ヒ
メ
シ
ジ
ミ

ー
ミ

ズ
イ
μ

オ
ナ

ガ
シ
ジ
ミ

ー
ア
イ
ノ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
・
ベ

ニ
シ
ジ
ミ

ー
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ

ー
ア

サ
マ
シ
ジ
ミ

ー
ウ
ラ
ナ
ミ

シ
ジ
ミ
一
々
Ｘ

ヤ

マ
シ
ジ
ミ

ー
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

ー
ル
リ

シ
ジ
ミ

ー
ウ
ス
イ
ロ
オ

ナ

ガ

シ

ジ

ミ

ー
（

ヤ

シ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ

ー
オ
ナ

ガ
シ
ジ
ミ

ー
ア
カ
ウ
ラ
ナ

シ
ジ
ミ
・

ゴ
イ

シ
ジ
ミ

ー
メ
ス
ア
カ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ

ー
ウ
ラ
キ
ン
シ
ジ
ミ

ー
ダ
イ
セ

ソ

シ
ジ
ミ

’
メ
ス
ア

カ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ

じ

や

の

め
ち

ょ
う

科
　

ウ
ラ
ジ
ャ
ノ

メ
・
コ
ジ
ャ
ノ
メ
・
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ

ー
オ
オ
ヒ
カ
ゲ

ー
ツ
マ
ジ

ロ
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ

メ

ー
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ

ゲ

‘
キ
マ
ダ
ラ
モ
ド
キ

ー
ヒ
メ
キ
マ

ダ
ラ
ヒ
カ

ゲ
・
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ

ー
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
ヒ
メ
ヒ
カ
ゲ

ー
ヒ

メ
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ

せ

せ

り

ち

ょ
う

科
　
　

ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ

ー
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ

ー
キ
バ
ネ
セ
セ
リ

ー
コ
チ

ャ
バ
ネ

セ
セ
リ

ー
ギ
ソ
イ
チ

モ
ン
ジ
セ
セ
リ

ー
チ

ャ
マ
ダ
ラ

セ
セ
リ

ー
ス
ジ
グ
ロ

チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

ー
キ
マ
ダ
ラ

セ
セ
リ

ー
ミ

ヤ
マ
チ

ャ
バ
ネ

セ
セ
リ

ー
ギ

ソ
イ
チ
モ
ソ

ジ
セ
セ
リ

ー
ホ
ソ
バ

セ
セ
リ

ー
オ
オ
チ

ャ
バ
ネ

セ
セ
リ

ま

だ

ら

ち

ょ

う

科
　
　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

て

ん

ぐ

ち

ょ
う

科
　
　

テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
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生態 と分布第2 節

○

大

泉

所

山
　

大

泉

川

沿

岸

地

域
（
8
1
2
）

あ
げ
は
ち

ょ
う
科

し
ろ
ち

ょ
う
科

た
て
は
ち

ょ
う
科

し
じ
み
ち

ょ
う
科

じ
ゃ
の
め
ち

ょ
う
科

せ
せ
り
ち

ょ
う
科

ま
だ
ら
ち

ょ
う
科

て
ん
ぐ
ち

ょ
う
科

七
種

九
種

二
六
種

二
七
種

一
二
種

一
二
種

一
種

一
種

計
　
　

八
科
　
　

九
五
種

あ

げ

は

ち

ょ
う

科
　
　

キ
ア

ゲ
（

Ｉ
ク
ロ
ア

ゲ
（

Ｉ
カ
ラ

ス
ア

ゲ
（

Ｉ
ジ
ヤ
＝
ウ
ア

ゲ
（

Ｉ
ミ
ヤ

マ
カ
ラ

ス
ア

ゲ
フ
・

オ
ナ

ガ
ア

ゲ
（

Ｉ
ウ
ス
バ
ア

ゲ
（
　
（

ウ
ス
バ

シ
ロ
チ

ョ
ウ
）

し

ろ
ち
ょ
う
科

ス

ジ
グ

ロ
チ

ョ
ウ

ー
エ
ゾ
ス

ジ
グ
ロ
チ

ョ
ウ

ー
ツ

マ
キ
チ

ョ
ウ

ー
ツ

マ
グ

μ
チ
ョ

ウ

ー
モ
ソ
キ
チ
ョ
ウ

ー
ヤ

マ
キ
チ
ョ
ウ

ー
ス
ジ

ボ
ソ
ヤ

マ
キ
チ
ョ

ウ

し

じ

み

ち

ょ
う

科
　
　
　

ミ
ズ
ィ

ロ
オ
ナ

ガ
シ
ジ
ミ

ー
ウ
ス
ィ

ロ
オ
ナ

ガ
シ
ジ
ミ

ー
ア

カ
シ
ジ
ミ
・

ウ
ラ
ナ
ミ
ア

カ
シ
ジ
ミ

ー
々
ベ
ド
リ

シ
ジ
ミ
・
（

ヤ

シ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ

ー
ア

イ
ノ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
・
コ
ツ
バ

メ
・
ト
ラ
フ

シ
ジ
ミ

ー
ム
ラ

サ

キ

シ

ジ

ミ

ー
ゴ
イ

シ
ジ
ミ

≒
ペ
ニ
シ
ジ
ミ

ー
ヒ

メ
シ
ジ
ミ
・
々
ベ
ヤ

マ
シ
ジ
ミ

ー
ゴ

マ
シ
ジ
ミ
・
ヤ

マ
ト

シ
ジ
ミ

ー
ウ
ラ
ナ
ミ

シ
ジ
ミ

ー
ク
μ

シ
ジ
ミ

ー
ウ
ラ

ギ
ソ

シ
ジ
ミ

た
て

ぱ

ち

ょ
う

科
　
　
　

コ

ム
ラ

サ
キ

ー
ア
サ
マ
イ
チ
モ
ソ
ジ
チ

。
ウ
・

で

ス

ジ

ー
オ

オ

ミ

ス

ジ

ー
ミ
ス

ジ
チ
ョ
ウ

ー
イ
チ
モ
ソ
ジ
チ
ョ
ウ

ー
ホ
シ
ミ

ス

ジ

ー
キ

タ

テ

（

Ｉ
フ

タ
ス

ジ
チ

ョ
ウ

ー
シ
イ

タ
テ
（

Ｉ
ア

カ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
メ
ア

カ
タ
テ

（

Ｉ
ヒ

オ
ド

シ
チ

ョ
ウ

ー
キ
ペ
リ

タ
テ
（

Ｉ
ク
ジ
ャ

ク
チ
ョ
ウ

ー
ル
リ
タ

テ
（

Ｉ
ウ
ラ
ギ
ソ

ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ギ
ソ

ボ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
オ
オ
ウ
ラ
ギ

ソ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ
・

ク
モ

ガ
タ
ヒ

ョ
ウ
モ
ソ

ー
メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

じ

ゃ

の

め

ち

ょ
う

科
　

ヒ

メ
ウ
ラ

ジ
ャ
ノ

メ

ー
コ
ジ
ャ
ノ

メ
・
ジ
ャ
ノ

メ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
カ

ゲ
チ
ョ

ウ

ー
ク

ロ
ヒ
カ

ゲ

ー
ク
ロ
ヒ
カ

ゲ
モ
ド
キ

ー
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ

ゲ

ー
オ
オ
ヒ

カ

ゲ

ー
ヒ

メ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ

ゲ

せ

せ

り

ち

ょ
う

科
　
　

チ

ャ
マ
ダ
ラ

セ
セ
リ

ー
ダ
イ
ミ

ョ
ウ
セ
セ
リ

ー
キ
バ
ネ

セ
セ
リ

ー
ギ
ソ
イ

チ

モ
ソ

ジ
セ
セ
リ

ー
ス
ジ
グ
μ
チ

ャ

バ
ネ
セ
セ
リ

ー
ヘ
リ
グ
ロ
イ
チ

モ
ソ

ジ
セ
セ
リ

ー
ホ
ソ

バ
セ
セ
リ

ー
チ

ャ

バ
ネ

セ
セ
リ

ー
ヤ
マ
チ

ャ
バ
ネ

セ
セ

リ

ー
イ
チ

モ
ソ

ジ
セ
セ
リ

て

ん
ぐ

ち

ょ

う
科
　
　

テ
ン

グ
チ

ョ
ウ

○

大

芝

高
原
　

北

原

地

域
（
8
1
3
）

あ
げ
は
ち
ょ
う
科

し
ろ
ち

ょ
う

科

た
て
は
ち

ょ
う
科

し
じ
み
も

よ
う
科

じ
ゃ
の
め
ち
ょ
う

科

せ
せ
り
ち
ょ
う
科

て
ん
ぐ
ち
ょ
う
科

計
　
　

七
科

七
種

七
種

二

一
種

一
九
種

九
種

一
〇
種

一
種

七
四
種

あ

げ

は

ち

ょ
う

科
　
　

キ
ア

ゲ
（

Ｉ
カ
ラ
ス
ア

ゲ
（

Ｉ
ナ
ミ
ア

ゲ
（

Ｉ
ク
ロ
ア

ゲ
（

Ｉ
オ
ナ

ガ
ア

ゲ
（

Ｉ
ミ

ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア

ゲ
（

し

ろ

ち

ょ
う

科
　
　
　
　

ス
ジ
グ

ロ
チ

ョ
ウ

ー
ツ

マ
キ
チ

ョ
ウ

ー
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ

ー
ス

ジ
ボ
ソ
ヤ

マ

キ
チ

ョ
ウ

ー
モ
ソ

シ
ロ
チ
ョ
ウ

ー
モ
ソ
キ
チ
ョ
ウ

ー
キ
チ

ョ
ウ

ー
ツ

マ
グ

ロ
キ
チ
ョ
ウ

た
て

は

ち

ょ
う

科
　
　
　

コ
ミ
ス
ジ

ー
オ
オ
ミ
ス
ジ

ー
ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ

ー
イ
チ
モ
ソ
ジ
チ
ョ
ウ

ー
ホ

シ
ミ
ス
ジ

ー
フ
タ
ス
ジ
チ
ョ
ウ

ー
シ
イ
タ
テ
（

Ｉ
ア
カ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
メ
ア

カ
タ
テ
（

Ｉ
ル
リ
タ
テ
（

Ｉ
キ
ベ
リ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
オ
ド

シ
チ
ョ
ウ

ー
ウ
ラ

ギ
ソ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ソ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ク
モ

ガ
タ
ヒ
ョ
ウ
モ

ソ

ー
ス
ミ
ナ

ガ
シ

ー
キ
タ
テ
（

し

じ

み

ち

ょ
う

科
　
　

ミ
ズ
イ

ロ
オ
ナ

ガ
シ
ジ
ミ

ー
ウ
ス
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ

ー
ア
カ
シ
ジ
ミ
・

ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
・

ベ
ド
リ
シ
ジ
ミ

ー
コ
ツ
バ
メ

ー
ト

ラ

フ

シ

ジ

ミ

ー
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ

ー
ベ
ニ
シ
ジ
ミ

ー
ヒ
メ
シ
ジ
ミ

ー
ア

サ

マ

シ

ジ

ミ

ー
ゴ
マ

シ
ジ
ミ

ー
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ー
ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

ー
　ル

リ

シ

ジ

ミ

ー
ク
ロ

シ
ジ
ミ

ー
ス
ギ
タ
ル

シ
ジ
ミ

じ

や
の

め
ち

ょ
う

科
　

ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
コ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ

ー
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ

ウ

ー
ク
μ
ヒ
カ
ゲ

ー
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
・

オ
オ
ヒ
カ
ゲ
・

ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ

ヒ
カ
ゲ

せ

せ

り

ち

ょ

う

科
　
　

チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

ー
ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ

ー
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ

ー
キ
づ
不

セ
セ
リ

ー
ギ
ソ
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

ー
ス
ジ
グ
ロ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

ー
ヘ

リ
グ
μ

イ
チ

モ
ソ
ジ
セ
セ
リ

ー
コ
マ
ダ
ラ

セ
セ
リ

ー
キ
マ
ダ
ラ

セ
セ
リ

ー

ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

ー
コ
チ

ャ
、、（

ネ
セ
セ
リ

ー
オ
オ
チ

ャ

バ

ネ

セ

セ

リ

’
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

ー
イ
チ
モ
ソ
ジ
セ
セ
リ
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物第 ７章　動

て

ん
ぐ

ち
ょ
う
科
　
　

テ
ン
グ
チ
ョ
ウ

○
河

岸
段
丘
上

に
広
が

る
村
落

と
畑
地
域

示

）

あ
げ
は
ち
ょ
う
科

し
ろ
ち
ょ
う

科

た
て
は
ち
ょ
う
科

し
じ
み
ち
ょ
う
科

じ
ゃ
の
め
ち

ょ
う
科

せ
せ
り
ち
ょ
う
科

て
ん
ぐ
ち
ょ
う
科

六

種

八

種

一

七

種

一

七

種

八

種

一

四

種

一

種

計
　
　

七
科
　
　
　

七
一
種

あ
げ

は

ち

ょ

う
科
　
　

キ
ア

ゲ
（

Ｉ
ナ
ミ
ア

ゲ
フ

ク
ロ
ア

ゲ

ぐ

オ
ナ

ガ
ア

ゲ
（

Ｉ
カ
ラ
ス
ア

ゲ
（

し

ろ

ち

ょ

う
科
　
　
　
　

ス

ジ
グ
μ
チ

ョ
ウ

ー
モ
ソ

シ
μ
チ

ョ
ウ

ー
モ
ソ
キ
チ

ョ
ウ

ー
ツ

マ
キ
チ

ョ

ウ

ー
キ
チ

ョ
ウ

ー
ス

ジ
ボ
ソ

ヤ
マ
キ
チ

ョ
ウ

た

て

ぱ
ち

ょ

う
科
　
　
　

ア
カ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
メ
ア

カ
タ
テ
マ

ル
リ

タ
テ
（

Ｉ
コ
ミ

ラ

ブ

ホ
シ
ミ

ス
ジ

ー
シ
ー
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
オ
ド
シ
チ

ョ
ウ

ー
Ｉ
ル

タ
テ
（

Ｉ
キ
ベ
リ
ク
テ

（

Ｉ
イ
チ

モ
ソ

ジ
チ

ョ
ウ

ー
ミ
ド
リ

ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ウ
ラ

ギ
ソ

ヒ
ョ
ウ
モ

ソ

ー
ス
ミ
ナ
ガ
シ

ー
ウ
ラ

ギ
ソ

ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ
モ
ド
キ

し

じ

み

ち

ょ

う

科
　
　
　

ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ

シ
ジ
ミ

ー
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
・
ツ
バ

メ
シ
ジ
ミ

ー
ゴ
マ
シ
ジ

ミ
・
ベ
ニ
シ
ジ
ミ

ー
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ー
ル
リ

シ
ジ
ミ

ー
ウ
ス
イ

ロ
オ
ナ

ガ

シ
ジ
ミ

ー
シ
ル
ビ
ア

シ
ジ
ミ

ー
ゴ
イ

シ
ジ
ミ

ー
ヒ
メ
シ
ジ
ミ

ー
ト
ラ
フ

シ

ジ
ミ

ー
ク
ロ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ

ー
ウ
ラ

ナ
ミ
シ
ジ
ミ

じ

ゃ

の

め

ち

ょ

う

科
　

ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ

ー
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ

ー
ジ
ャ
ノ
メ
チ

ョ
ウ

ー
オ
オ
ヒ
カ
ゲ

ー
ヒ

メ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
ヒ
メ
ウ
ラ

ジ
ャ
ノ
メ

ー
キ
マ
ダ
ラ

ヒ
カ
ゲ

せ

せ

り

ち

ょ

う

科
　
　

ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ

ー
ヒ
メ
キ
マ
ダ

ラ
セ
セ
リ

ー
イ
チ

モ
ソ

ジ
セ
セ
リ
・

ス
ジ
グ
ロ
チ

ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

ー
キ
マ

ダ
ラ
セ
セ
リ

ー
ア

カ
セ
セ
リ

ー
オ
オ

チ

ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

て

ん

ぐ

ち

ょ

り

科
　
　
　

テ
ン
グ
チ

ョ
ウ

あ
げ
は
ち
ょ
う
科

し
ろ
ち
ょ
う

科

た
て

は
ち
ょ
う
科

し
じ
み
ち
ょ
う
科

じ

ゃ
の
め
ち
ょ
う
科

せ
せ
り
ち
ょ
う
科

て
ん
ぐ

ち
ょ
う
科

計
　
　

七
科

五
種

六

種

一

五
種

一
四

種
七

種

七
種

一
種

五
五
種

○
天
竜
川
、
大
泉
川
沿
岸
地
域
示

）

あ
げ

は
ち
ょ
う
科

し

ろ
ち

ょ
う
科

た
て

は
ち

ょ
う
科

キ
ア

ゲ
（

Ｉ
ナ
ミ
ア

ゲ
（

Ｉ
ク
μ
ア
ゲ
（

Ｉ
オ
ナ
ガ
ア

ゲ
（

ス

ジ
グ
μ
チ
ョ
ウ

ー
モ
ソ

シ
ロ
チ
ョ
ウ

ー
モ
ソ
キ
チ

ョ
ウ

ー
キ
チ

ョ
ウ

キ

タ
テ
（

Ｉ
シ
ー
タ
テ
（

Ｉ
ア
カ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
メ
ア

カ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
チ
ョ
ウ

ー
コ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ウ
ラ
ギ
ソ
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ミ
ド
リ

ヒ

ョ
ウ
モ
ソ

ー
ギ
ソ
ボ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ル
リ
タ
テ
（

じ

ゃ
の
め
ち

ょ
う
科
　

ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ

ー
コ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
モ
ド

キ

せ
せ
り
ち
ょ
う
科
　
　
　
ホ
ソ
バ
セ
セ
リ

ー
ギ
ソ
イ
チ
モ
ソ
ジ
セ
セ
リ
・
コ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

ー
オ

オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ

ー
イ
チ

モ
ソ

ジ

セ
セ
リ

ー
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ウ

ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

し

じ

み

ち

ょ
う

科
　
　

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

ー
ペ
ニ
シ
ジ
ミ

ー
ト

ラ
フ

シ
ジ
ミ

ー
ヒ
メ
シ
ジ
ミ

ー
ツ
バ

メ
シ
ジ
ミ

ー
ル
リ
シ
ジ
ミ

○

南
原

、
中

の
原
、

沢
尻

地
域
示

）

あ
げ
は
ち
ょ
う
科

し
ろ
は
ち
ょ
う
科

た
て
は
ち
ょ
う
科

じ

ゃ
の
め
ち

ょ
う
科

せ
せ
り
ち
ょ
う
科

し
じ
み
ち
ょ
う

科

四

種

六

種

一
〇

種

四

種

七

種

六

種

計
　
　

五
科
　
　

三
七
種

あ
げ

ぱ
ち
ょ
う
科
　
　

キ
ア
ゲ
（

Ｉ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
（

Ｉ
ク
ロ
ア
ゲ
（

Ｉ
ナ
ミ
ア
ゲ
（

Ｉ
オ
ナ
ガ
ア

ゲ
（

し

ろ
ち
ょ
う
科
　
　
　
　
ス
ジ
グ
ロ
チ
ョ
ウ

ー
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ

ー
ス
ジ
ボ
ソ
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ

ー
ヤ
マ

キ
チ
ョ
ウ

ー
モ
ソ
シ
μ
チ
ョ
ウ

ー
モ
ソ
キ
チ
ョ
ウ

ー
キ
チ
ョ
ウ

ー
ツ
マ
グ

ロ
キ
チ
ョ
ウ

た
て
は
ち
ょ
う
科
　
　

キ
タ
テ

イ
タ
テ
ノ ゝ　 ノ ヘ

・

ク
ジ
ャ
ク
チ

ョ
ウ

ー
ア

カ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
メ
ア

カ
タ
テ
（

Ｉ
シ

ー
ル
リ
タ
テ
（

Ｉ
ヒ
オ
ド
シ
チ

ョ
ウ

ー
コ
ミ
ス

ジ

ー
イ
チ
モ
ソ

ジ
チ
ョ
ウ

ー
ギ
ソ
ポ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ
チ

ョ
ウ

ー
コ
ヒ
ョ
ウ

モ
ソ

ー
ホ
シ
ミ
ス
ジ

ー
ミ
ド
リ

ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ミ
ス

ジ
チ

ョ
ウ

ー
オ
オ
ウ

ラ
ギ
ソ
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ソ

ー
ヒ
オ
ド
シ
チ

ョ
ウ

ー
キ
ビ
リ

タ
テ
（

Ｉ
ス
ミ

ナ
ガ
シ

し

じ

み

ち

ょ

う

科
　
　

ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ

ー
ベ
ニ
シ
ジ
ミ

ー
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ

ー
ル
リ

シ
ジ
ミ

ー
ツ
バ

メ
シ
ジ
ミ

ー
コ
ツ
バ

メ

ー
ア

サ
マ
シ
ジ
ミ

ー
ヒ
メ
シ
ジ
ミ

ー
ヒ

メ
ア
カ
ミ

ド
リ

シ
ジ
ミ

ー
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
・
こヘ
ヤ

マ
シ
ジ
ミ

ー
シ
ル
ビ
ア

シ
ジ
ミ

’
オ

オ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ

ー
ア
イ

ノ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
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生態と分布第 ２節

じ
ゃ
の
め
ち
ょ
う
科

せ
せ

り
ち
ょ
う
科

て

ん
ぐ
ち
ょ
う
科

コ
ジ
ャ
ノ
メ

ー
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
・
ウ
ラ

ジ
ャ
ノ

メ

ー
ジ
ャ
ノ
メ
チ

ョ
ウ

ー
オ
オ
ヒ
カ
ゲ
・

ヒ

メ
ウ
ラ

ジ
ャ
ノ
メ

ー
ヒ
カ
ゲ
チ

ョ
ウ

ー
キ

マ

ダ
ラ

ヒ
カ
ゲ

ー
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ

ア

カ
セ
セ
リ

ー
コ
チ

ャ
バ
ネ

セ
セ
リ

ー
ヒ
メ

キ
マ
ダ
ラ

セ
セ
リ

ー
ス

ジ
グ
μ
チ

ャ
バ
ネ

セ

セ
リ

ー
オ

オ
チ

ャ
、、（

ネ

セ
セ
リ

ー
ダ
イ
ミ
ョ

ウ
セ
セ
リ

ー
イ
チ
モ
ソ

ジ
セ
セ
リ

ー
ギ
ソ
イ

チ
モ

ソ
ジ
セ
セ
リ

ー
キ
マ
ダ
ラ

セ
セ
リ

ー
ミ

ヤ
マ
セ
セ
リ

ー
ス
ジ
グ
ロ
チ

ャ
バ
ネ

セ
セ
リ

テ
ン
グ
チ

ョ
ウ

あ
げ
は
ち

ょ
う
科

し
ろ
ち
よ
う
科

た
て
は
ち

ょ
う
科

し
じ
み
ち

ょ
う
科

じ
ゃ
の
め
ち

ょ
う
科

せ
せ
り
ち

ょ
う
科

て
ん
ぐ
ち

ょ
う
科

計
　
　

七
科

４
　

南

箕

輪

の

蝶

の

季

節

的

発

生

消

長

五
種

八
種

一
jﾙ

一
四

種

万な

一

一

種

一

種

六

七
種

南
箕
輪
の
主
な
蝶
の
季
節
的
発
生
消
長
は
い
ま
ま
で
の

採
集
調
査
に
よ
っ
て
一
応
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
個
体
数
が
少
な
く
て
明
確
で
な
い
も
の
も
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
明
ら
か
な
も
の
に
し
て
い
き

た
い
。

５
　
南
箕
輪
の
蝶
の
フ
ァ
ウ
ナ
（
蝶
相
）

南
箕
輪
に
生
息
す
る
蝶
は
、
前
述
の
よ
う
に
八
科
一
〇

七
種
の
多
さ
を
も
っ
て
い
る
。
と
く
に
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
、
経
ヶ
岳
山
麓
、
北
沢
山
、
権
兵
衛
峠
の
蝶
相
が
極
め

科，属，種名
４
月

５
月

６

月
７
月

８
月

９
月

10
月

Ｈ
月

12
月

１
月

２
月

３
月

発生回数

オオイチモンジ １

アサマイチモンジ - 2～3

イチモンジチョウ - - ２

オオミスジ １

ミスジチョウ １

コミスジ １

スミナガシ ２

ホシミスジ ２

フタスジチョウ １

サカハチチョウ 2,1,3

キタテハ 4～5

シータテハ ２

エルタテハ - １

アカタテハ - 4～5

ヒメアカタテハ 4～5

ヒオドシチョウ - １

キベリタテハ １

クジヤクチョウ ２

ルリタテハ - 1～2

タテハモドキ 卜2

ヒョウモンチョウ １

コヒョウモン １

ヒョウモンモドキ １

ウラギンヒョウモン １

ウラギンスジヒョウモン １

ミドリヒョウモン - １

メスグロヒョウモン - １

ギンボシヒョウモン １

オオウラギンヒョウモン - １

ｵｵｳﾗ ｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ - １

マダラチョウ科 マダラチョウ １

アサギマダラ - 4～5

ﾃﾝ ｸﾞﾁｮｳ 科 テングチョウ １

科，属，種名
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１

月

２
月

３
月

発生回数

アゲハチョウ科 アゲハ 2~5(回)

ウスバシロチョウ - １

キアゲハ 2～4

クロアゲハ 4～5

ジャコウアゲハ - 3～4

オナガアゲハ ２

カラスアゲハ 2，3

ミヤマカラスアゲハ 2，1

シロチョウ科 ヤマキチョウ １

ミヤマシロチョウ １

スジボソヤマキチョウ １

キチョウ 5～6

ツマキチョウ 2～3

ツマグロキチョウ 2～3

モンキチョウ - 5～6

ミヤマモンキチョウ １

ヒメシロチョウ 3，2

スジグロシロチョウ 2～3

モンシロチョウ 2～3

ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ 科ﾋﾒ ｼﾞｬﾉﾒ - 卜2

ヒメウラジャノメ 2～3

ウラナミジャノメ １

コジャノメ 3～4

ヒメヒカゲ １

ジャノメチョウ １

ウラジャノメ １

クロヒカゲ 1～2

キマダラヒカゲ １

ヒカゲチョウ - ２

キマダラモドキ １

オオヒカゲ １

ﾀﾃﾊﾁｮｳ 科 オオムラサキ - １

コムラサキ - １

ゴマダラチョウ １

表7 －9　 蝶の成虫の出現期間と発生回数
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物動第7 章

て
豊
か
な
こ
と
で
あ
る
。
伊
那
谷

に
約
一
二
〇
種

の
蝶

が
生
息
し
て
い

る
こ
と

か

ら
み

て
、
そ

の
大
部
分

が
北

沢
渓
谷

に
生
息

し
て

い
る
わ
け
で
あ

る
。
ま
さ
に
蝶

の
豊
庫
で
あ

る
。
こ

こ
の
、
こ

の
自
然

を
大
切

に
保
護

す
る
こ
と

を
強
く
叫

び
だ

Ｘ

Ｏ

ｔ

オ
オ

ム
ラ
サ
キ

。
村
で
こ

の
蝶

の
た
だ
一

つ
の
発
生
地

は
、
北
沢
二
軒
家

の
上

の
ク
ヌ
ギ
林
で
あ

っ
た
。
近
く

に
食
草

の
エ
ノ
キ
も
あ

っ
た
が
、
近
年
そ

の
数
が

減
少
し
、
昨
年
、
本
年

な
ど
ほ
と

ん
ど
採
集
す

る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

ウ
ス
バ
ア

ゲ
ハ

。
か
つ
て
南
沢
川
と
北
沢
川

の
合
流
点
附
近
が
こ

の
蝶

の
重
要

な
生
息
地
で
あ

っ
た
が
、
ほ
と

ん
ど
そ

の
生
息
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
あ

の
ゆ
る
や

か
な
飛
翔
で
春
を
告
げ

た
ウ
ス
バ
ア

ゲ
（

は
ど
こ

へ
行

っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う

。

ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
。
北
沢
で
群
を
な
し
て
い
た
蝶
で
、
何
十
匹
と
群
が

っ

て
吸
水
し
た
り
し
て
い
た
も
の
だ

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
北
沢
渓
谷
一
帯
に
は
、
キ
チ

ョ
ウ
、
ツ

マ
グ
ロ
キ
チ

ョ
ウ
が
、
ち

ょ
う
ど
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
降

っ
て
く
る
よ
う
に
、
乱
舞
し
て
い
た
。
ま
た
、
ク
ジ

ヤ
ク
チ

ョ
ウ
、
ル
リ

タ
テ
（

、
サ
カ
（

チ
チ

ョ
ウ
、
キ
ペ
リ

タ
テ
（

、
コ

ム
ラ
サ

キ
、

ク
ロ
コ

ム
ラ
サ
キ
な
ど
の
個
体
数
が
多

く
、

ご
く
普
通
に
見

ら
れ
た
が
、
そ

れ
ら
の
蝶
の
数
も
年

々
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

タ
テ
ハ

チ
ョ
ウ
類
。
中

の
原

、
南
原
、
大
芝

高
原

に
は

タ
テ
（

チ
ョ
ウ
類
が
比

較
的
多
く
生
息
し
て
い
る
。
ま
だ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
薪
炭
材
と
し
て

の

雑

木

林

（

ク
ヌ
ギ
、
ク
リ
、
ニ
レ
、
Ｉ
ノ
キ
な
ど
）
が
残

さ
れ
て

い
る
し
、
イ
ラ
ク
サ
、

カ
ラ

（

ナ
ソ
ウ
、
ア
ザ
ミ
、
ス
ミ
レ
類
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど
の
食
草
が
豊

か
な
こ
と

が
、
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
。
大
泉
所
山
に
は
こ
の
蝶
が
多
い
。
食
草
の
ス
ミ
レ
群
落

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。

ウ
ス
バ
ア
ゲ
ハ
。
昨
年
五
月
大
泉
所
山
の
大
泉
ダ
ム
サ
イ
ト
の
す
ぐ
下
で
、
ウ

ス
バ
ア
ゲ
（

が
群
生
し
て
産
卵
し
て
い
る
の
を
目
げ
き
し
た
。
南
箕
輪
で
は
ま
ぼ

ろ
し
の
蝶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、
こ
れ
は
な
ん
と
も
い

え
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
、
キ
ケ
マ
ン
の
群
落
も
そ
の
近
く
て

み
ら
れ
た
。

ウ
ラ
ギ
ン
シ
ジ
ミ
。
一
九
七
七
年
七
月
六
日
御
射
山
と
経
ケ
岳
林
道
で
、
こ
の

蝶
と
メ
ス
ア
カ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
の
異
常
型
が
窪
田
勝
彦
氏
に
よ
っ
て
発

見
さ

れ

図7 －50　 南箕輪 のウラギンシジミおよび メスアカミドリシジミ

異状型

ウラギンシジミは伊那市周辺で採集記録があるのは，上伊那郡

長谷村・同郡辰野町であるが，今回南箕輪で２ ♀が採 集 さ れ た

（ 写真左）。 また ，同所でｊ ス アカ ミドリシジ ミの異常型 ♀（写真

右）を採集したので報告する。

ウラギンシジ ミ　採集地：南箕輪村御射山

採 集年月日:1977 ，7 ，6.　1977 ，7 ，17. いずれ も♀

採集者：窪田勝彦

メスアカミド リシジ ミ異常型　採 集地 ：南箕 輪村経 ヶ岳林道

採 集月 日:1977 ，7 ，7.

採集者：窪田勝彦

所見：後屈裏面 の白帯が外縁に向って幅広 く発達している。

た
。
ウ
ラ
ギ
ン

シ
ジ
ミ
は
長
谷

村
と
辰
野
町
に

お
い
て
は
生
息

が
確
認
さ
れ
て

い
た
が
、
南
箕

輪
で
採
集
さ
れ

生
息
が
確
認
さ

れ
た
の
は
は
じ

め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
伊
那
谷

蝶
の
分
布
上
貴

重
な
発
見
で
あ

つ
た

。

シ

ジ
ミ
蝶
類
。
御
射
山
に
は

メ
ス
ア
カ
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
、
ア
イ
ノ
ミ
ド
リ

シ
ジ

ミ
、

才
才
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
、
ダ
イ

セ
ソ

シ
ジ
ミ
、
ア
カ

シ
ジ
ミ
、
ク
μ
ミ
ド
リ
、

Ｉ
ゾ
ミ
ド
リ
、
ミ

ヤ
マ

ガ
ラ
ス
な
ど

ゼ
フ
ィ
ル
ス
類
（

シ
ジ
ミ
チ

。
ウ
類
）
の
生
息

が
多
い
。
御
射
山
一
帯
の
自
然
は
大
切
に
し
て
い
き
た
い
地
域
で
あ
る
。
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生態と分布節第2

標

高

差

に

よ

る

蝶

相

標

高

八

〇

〇

～

一

四

〇

〇

ｍ

の

、

標

高

差

六

〇

〇

ｍ

の

間

に

生

息

す

る

蝶

は

、

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

、

サ

カ
（

チ

チ

ョ

ウ

、

シ

ー

タ

テ
（

、

ク

ジ

ャ

ク

チ

ョ

ウ

、

ベ

ニ

シ

ジ

ミ

、

ヤ

マ

ト

シ

ジ

ミ

な

ど

で

あ

る

。

シ

ジ

ミ

チ

ョ

ウ

類

は

標

高

八

〇

〇

～

一

〇

〇

〇

ｍ

の

自

然

林

に

多

く

み

ら

れ

る

。

モ

ン

シ

ロ

チ

ョ

ウ

は

、

標

高

に

よ

る

住

み

分

げ

と

い

う

よ

り

、

人

家

と

の

関

係

が

見

ら

れ

、

食

草

の

あ

ぶ

ら

な

科

作

物

と

の

関

係

が

強

い

。

蝶

相

の

ま

と

め

印
　

標

高

六

〇

〇

～

八

〇

〇

ｍ

の

所

に

生

息

す

る

蝶

が

非

常

に

多

い

。

②
　

垂

直

分

布

の

広

い

蝶
　

ナ

ミ

ア

ゲ
（

、

キ

ア

ゲ
（

、

カ

ラ
ス

ア

ゲ
（

、

ク

ジ

ャ

ク

チ

ョ

ウ

、

ク

ロ

ア

ゲ
（

㈲
　

垂

直

分

布

の

狭

い

蝶
　

エ

ル

タ

テ
（

、

ギ

ソ

イ

チ

モ

ソ

ジ

セ

セ

リ

、

ウ

ラ

ナ

ミ

シ

ジ

ミ

、

ツ

マ

グ

ロ

シ

ジ

ミ

、

ツ

マ

グ

ロ

チ

ョ

ウ

、

ウ

ラ

ギ

ソ

シ

ジ

ミ

、

ム

モ

ソ

ア

カ

シ

ジ

ミ

㈲
　

蝶

の

発

生

季

節
　

七

～

八

月

、

気

温

二

五

℃

前

後

〒

蝶

の

日

周

活

動
　

九

～

二

一
時

、

気

温

二

〇

～

二

五

℃

６
　

蝶

の

生

活

生

態

蝶

の

生

活

生

態

に

つ

い

て

、

比

較

的

身

近

な

も

の

に

つ

い

て

、

個

々

に

記

す

。

ツ

マ

キ

チ

ョ

ウ
（

し

ろ

ち

ょ

う
科

）
　
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｏ
ｃ
ａ
ｒ
ｉｓ
 ｓ
ｃ
ｏ
ｌｙ
ｍ
ｕ
ｓ
 
Ｂ
Ｕ

Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

後

屈

裏

面

の

網

目

模

様

と

前

知

の

先

端

が

突

出

し

た

特

異

な

形

で

他

の

種

類

か

ら

は

容

易

に

見

分

け

ら

れ

る

。

前

知

の

表

面

は

雄

で

は

椎

色

に

色

ど

ら

れ

て

い

る

が

、

雌

は

白

色

で

あ

る

た

め

雌

雄

の

区

別

も

容

易

で

あ

る

。

年

一

回

春

先

だ

け

に

出

現

し

平

地

、

山

地

を

問

わ

ず

明

る

い

草

地

を

好

ん

で

飛

び

ま

わ

る

。

モ

ン

シ

ロ

チ

ョ

ウ

な

ど

し

ろ

ち

ょ

う

科

の

種

類

は

ジ

グ

ザ

グ

に

飛

ぶ

の

が

普

通

で

あ

る

が

、

ツ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

一

直

線

に

と

び

、

か

れ

ん

な

姿

に

似

合

わ

ず

飛

ぶ

速

度

も

か

な

図7 －51　ヨモギにとまるツマキチョウ

り
速
い

。

食
草

は
タ
ネ
ッ
ヶ
バ

ナ
な
ど

春
先

の
み

に
出
現
し
大
泉
所
、

１
　
北
沢
山

に
多
く
見
ら

れ
る
。

北沢山　 撮影　1982.6.

図7 －52　タンポポの花にとまるモンキチョウ

北沢山　撮影　1982.5.10

モ

ン

キ

チ

ョ

ウ

（

し

ろ

ち

ょ

う

科

）

（
２
０

１
１
ａ

ｓ
 
ｅ
ｒ
ａ

ｔ
ｅ
 
ｐ

ｏ

ｌ
ｉ

ｏ

ｇ
ｒ

ａ

‐

ｐ

ｈ

Ｕ

Ｓ
　

Ｎ

Ｉ
Ｏ

Ｔ

Ｓ

Ｃ

Ｈ

Ｕ

Ｌ

Ｓ

Ｋ

Ｙ

モ

ン

キ

チ

ョ

ウ

は

南

箕

輪

の

い

た

る

と

こ

ろ

に

い

る

種

類

で

モ

ソ

シ

ロ

チ

ョ

ウ

と

と

も

に

最

も

な

じ

み

深

い

チ

ョ

ウ

で

あ

る

。

秋

も

遅

く

ま

で

活

動

し

、

桜

の

っ

ぽ

み

が

ま

だ

小

さ

い

こ

ろ

か

ら

姿

を

現

わ

す

。

成

虫

で

年

を

越

す

と

考

え

ら

れ

た

た

め

越

年

蝶

と

も

呼

ば

れ

て

い

た

が

、

実

際

に

は

幼

虫

で

冬

を

越

す

こ

と

が

確

か

め

ら

れ

て

い

る

。

雄

は

黄

色

の

地

色

、

表

面

は

前

知

の

中

央

上

寄

り

に

黒

い

点

が

一

個

、

さ

ら

に

は

中

央

に

オ

レ

ン

ジ

色

の

点

が

一

つ

あ

る

。

雌

の

斑

紋

は

ほ

ぼ

雄

と

同

様

で

地

色

は

白

色

と

黄

色

の

二

2 卵



物動第7 章

形
が
あ
る
。
黒
色
の
雌
は
雄
と
区
別
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
が
、
表
面
の
黄
色
部

に
黒
い
鱗
粉
が
ま
じ
り
、
や
や
黒
ず
ん
で
見
え
る
。
日
本
の
蝶
の
中
で
は
最
も
環

境
に
対
す
る
適
応
力
が
強
い
種
で
、
西
駒
ヶ
岳
の
高
山
帯
で
ミ
ヤ
マ
モ
ソ
キ
チ
ョ

ウ
に
ま
じ
っ
て
（

イ
マ
ツ
の
間
を
ぬ
っ
て
飛
ん
で
い
る
一
方
で
は
沖
縄
の
海
岸
四

〇
℃
を
越
す
酷
暑
の
中
で
も
元
気
よ
く
と
び
回
っ
て
い
る
。
食
草
は
ウ
マ

ゴ
ヤ

シ
、
コ
マ
ッ
ナ
ギ
な
ど
の
ま
め
科
植
物
で
早
春
、
西
天
竜
の
土
手
に
多
く
発
生
が

見
ら
れ
る
。

ス

ジ
ゲ

ロ
チ

ョ
ウ
（
し

ろ
ち

ょ
う
科
）

P
ｉｅ
ｒ
ｉｓ
 ｍ

ｅ
ｌｅ
ｔｅ
 
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

モ

ン

シ

ロ
チ

ョ

ウ

と

同

じ

く

づ
　
　

南

箕

輪

の

ど

こ

に

も

見

ら

れ

る

ジ
一一（

５
　

普

通

種

で

あ

る

。

モ

ソ

シ

ロ

チ

匹
一
　

・
　

ヨ

ウ

が

キ

ャ

ベ

ツ

畑

や

菜

の

花

蜜

５

の

8
1
　
畑

の

よ

う

な

陽

当

た

り

の

よ

い

ぺ

１
　

１
　

所

に

い

る

の

に

対

し

て

こ

の

蝶

大

撮
　

ぱ

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

林

の

中

‘
　

泉

作

大
　

な

ど

に

多

い

よ

う

に

思

う

。

野

Ｊ

に
　

山

へ

の
（

イ

キ

ン

グ

に

出

か

げ

5
3

チ
　

た

折

り

に

よ

く

見

か

け

る

白

い

7 ‐
　
　

蝶

は

モ

ソ

シ

ロ

チ

Ｅ

ウ

で

な

図

く

、

こ

の

ス

ジ

グ

μ

チ

ョ

ウ

の

場
合
が
多
い
。
も

っ
と
も
よ
く
見
れ
ば
ス

ジ
グ
ロ
チ

ョ
ウ
は
そ
の
名
の
と
お
り
羽

に
黒
い
筋
が
あ
る
の
で
モ
ン

シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
の
区
別

ぽ
か
り
あ
い
簡
単
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
ス

ジ
グ
ロ
チ

ョ
ウ
と
ま
さ
に
う
り
二

つ
で
見

分
け
に
く
い
の
が

エ

ゾ
ス
ジ
グ
ロ
チ

ョ
ウ
で
住
ん
で
い
る
場
所
も
同

じ
な
の
で
し
ま
つ
に
困
る
こ
と
が

あ

る
。
雄
は
表
面

が
白
色
で
前
煙
の
中

央
部
の
や
や
外

寄
り
に
黒

色

の

紋

が

あ

り

、

知

端

は

黒

く

ぬ

ら

れ

て

い

る

。

雌

は

表

面

の

知

脈

に

そ

っ

て

黒

色

と

な

り

、

黒

い

紋

も

大

き

く

発

達

し

て

い

る

。

春

に

出

現

す

る

個

体

で

は

表

面

の

黒

色

部

が

少

な

い

。

夏

に

出

現

す

る

個

体

で

は

裏

面

の

知

脈

が

黒

く

な

る

点

に

注

意

す

れ

ば

区

別

は

簡

単

で

あ

る

。

エ

ゾ

ス

ジ

グ

ロ

チ

ョ

ウ

は

ス

ジ

グ

ロ

チ

ョ

ウ

に

似

て

い

る

が

、

黒

色

部

が

少

な

く

全

体

の

羽

が

丸

く

小

形

で

あ

る

こ

と

、

雄

の

前

知

の

表

面

の

中

央

近

く

の

黒

紋

が

丸

い

こ

と

な

ど

で

ス

ジ

グ

ロ

チ

ョ

ウ

と

区

別

で

き

る

。

食

草

は

野

生

の

あ

ぶ

ら

な

科

植

物

、

早

春

か

ら

九

月

ご

ろ

ま

で

発

生

す

る

。

サ

カ

ハ

チ

チ

ョ

ウ
（

た

て

は

ち

ょ

う

科

）
　
Ａ
ｒ
ａ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉａ
　
ｂ
ｕ
ｒ
ｅ
ｊａ
ｎ
ａ
　
Ｓ
ｔｒ
ｉｇ
ｏ
ｓ
ａ

Ｂ
Ｕ

Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

図 ７一54　 ヒヨドリの花の吸蜜をするサカハチチョウ(春型)

北沢山　 撮影　1981.5.20

新

緑
が
も
え
、

冬
の
痕

跡
が

ど
こ
を
捜

し
て

も
見
あ

た
ら
な

く

な
っ
た
五
月
、
北
沢
山
北
沢

川

に
そ

っ
て
歩
い
て
み
ょ
う

。

渓
流

の
せ
せ
ら
ぎ
が
気
持

ち

よ
く
、
ツ

マ
キ
チ

ョ
ウ
が
可
愛

い
姿

を
見
せ
、
花
を
い

っ
ぱ
い

に
つ
け

た
ミ
ツ

バ
ウ
ッ

ギ
に
は

サ
カ
（

チ
チ

ョ
ウ
が
群
が

っ
て

吸
蜜
し
て
い

る
の
を
見
つ
け

る

こ
と
が
で
き

る
。
夏

に
は
黒
色

の
地
色

に
イ
チ
モ

ン
ジ
チ

ョ
ウ

の
よ
う
な
白
帯
が
一
本
あ
り
、
そ
の
周
囲

に
う
す
い
赤
色
の
線
が
少
し
あ

る
。
写

真

は
春
型
で
夏
型
と
著
し
く
異
な
り
、
夏
型
の
白
色
の
帯
が
根
色
に
な
っ
て
細
く

な
り
、
周
囲

の
赤

い
線

は
太
く
な

っ
て
明
瞭
な
帯
と
な

る
。
裏
面

は
赤
褐
色
の
地

色
で
白
や
黒
色

の
細

か
な
模
作

が
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
あ

る
。
雌

は
雄
よ
り
題
形
が

2 加



第２節　生態と分布

丸

味

を

持

っ

て

い

る

。

食

草

は

ア

カ

リ

と

イ

ラ

ク

サ

な

ど

で

出

現

は

五

～

六

月

と

七

～

八

月

の

年

二

回

発

生

す

る

。

ル

リ

タ

テ

ハ
（

た
て

は

ち

ょ
う

科

）
　
Ｋ
ａ
ｎ
ｉｓ
ｋ
ａ
｛
りａ
ｎ
ａ
ｃ
ｅ
 ｎ
〇
二
名

〇
副
２

戸

べ

〇
コ

∽

｝｛

白

圃
○
｛
い
ウ

表

面

は

黒

地

に

ル

リ

色

の

帯

が

一

本

、

外

べ

り

に

そ

っ

て

走

っ

て

い

る

。

さ

ら

に

前

べ

り

の

中

央

あ

た

り

に

大

き

な

白

紋

が

あ

っ

て

羽

全

体

の

色

彩

を

調

和

さ

せ

図7 －55　 ホトトギスの葉 上に辺をやすめるルリタテ ハ

て
い
る
。
裏
面

は
暗
褐
色
で
細

か
な
模
様
が
あ
る
。
雌
雄
の
区

別
が
つ
け
に
く
い
の
は

ク
リ

ヤ

3
0
　ク
チ

ョ
ウ
な
ど
と

同

じ

で

平

北沢山　 撮影　1983.4.

地
、
山
地
と
も
に
生
息
す
る
。

夕
刻
に
山
間
の
明

る
い
道
路
上

で
雄
が
羽
を
開
い
て
と
ま
っ
て

い

る
の
を
見

る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
と
り
逃
が

す
と
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で

飛
び
去

っ
て
行
く
が
し
ば
ら
く

た
つ
と

ま
た
も
ど

っ
て
く

る
。

食

草

は

ホ

ト

ト

ギ

ス

で

発

生

は

夏

秋

の

二

回

。

成

虫

で

越

冬

す

る

。

ア

サ

マ

イ

チ

モ

ン

ジ
（

た
て

は

ち

ょ

う
科

）
　
｛
い
乱

ｏ
ｇ
ａ
 
ｇ
ｌｏ
ｒ
ｉｆ
ｉｃ
ａ
 
Ｆ
Ｒ
Ｕ

Ｈ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
‐

Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｒ

イ

チ

モ

ソ

ジ

チ

ョ

ウ

と

う

り

二

つ

で

あ

り

、

昔

は

同

じ

種

類

と

考

え

ら

れ

て

い

た

ほ

ど

で

あ

る

。

と

く

に

珍

し

い

と

い

う

こ

と

ぱ

な

い

が

、

な

か

な

か

採

集

に

行

っ

て

も

出

合

わ

な

い

。

南

箕

輪

で

数

は

少

な

く

北

沢

に

生

息

す

る

。

足

は

四

本

し

か

み

あ

た

ら

な

い

。

キ
タ
テ
（

、

シ
ー
タ
テ
（

、
ア

カ
タ
テ
（

、
な
ど
み
ん
な
四

本
足
で
あ
る
。
あ
げ

は
ち
ょ
う
科
、
し

ろ
ち
ょ
う
科

の
蝶

は
六
本
の
足
を

ち
ゃ
ん
と
使

っ
て
い

る
の

に

た
て

ぱ
ち
ょ
う
科

の
仲
間

は
前
足
が
退
化
し
て
歩
い

た
り
、
つ

か
ま

っ
た
り
す

る

こ
と
が
で

き
な
く

な
っ
て

い
る
。
そ

の
代

わ
り
退
化
し

た
前
足

は
味

を
区
別
す

る

味

覚
を
も
っ
て

い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て

お
り
、

た
て

は
ち
ょ
う
科

の
蝶
が
前
足
で

エ
サ
を
た
た
い
て
味

を
み

た
り
、
食
草

が
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
が
あ

る
。
イ

チ
モ
ソ
ジ
チ

Ｅ
ウ
と
の
区
別
点

は
表
裏

の
前
知
中

央
の
白
帯

が
イ
チ
モ
ソ
ジ
チ

Ｅ

ウ
で
は
真
中
辺
で

途
切

れ
て

い
る
が
、

ア
サ
マ
イ
チ

モ
ソ
ジ
で

は
た
め
ら
か
に
な

っ
て
い
る
点
と
前
知
表
面
中

央
の
白
帯

の
内
側

に
明
瞭

な
白
紋

が
一

個

あ

る

こ

図7 －56　 ヒメジオンの葉上に麹を休めるアサマイチモンジ

.10

と
、
後
坦
裏
面

の
中
央
白
帯

を

横
切

る
佃
脈

が
、

イ
チ

モ
ン
ジ

チ
ョ
ウ
で

は
白
色

な
の
に
ア
サ

マ
イ
チ
モ
ソ
ジ
チ

ョ
ウ
で

は
褐

９
　
色
で
あ

る
な
ど
の
点
で
あ

る
。

1
9
8
　
出
現

期
は
イ
チ
モ
ソ
ジ
よ
り
や

北沢山　 撮影

や
は
や
く
出
現
し
、
雑
木
林
の

脇
や
山
路
の
路
端
で
よ
く
見
ら

れ
、
雄
は
夕
刻
縄
張
り
を
も
っ

て
活
発
に
行
動
す
る
。
出
現
期

は
五
月
末
、
七
月
、
八
月
末
三

回
盛
期
が
あ
る
。
食
草
は
ス
ィ

カ

ズ
ラ

で

あ

る
。

イ

チ

モ

ン

ジ

チ

ョ

ウ
（

た
て
は
ち
ょ
う
科
）
　｛
い
乱
ｏ
回

「
いＱ
臼
三
Ｑ
　
」令
ｏ
ｌ
ａ

Ｍ

Ｅ
ツ
ＪＥ
Ｔ
Ｒ
ＩＥ
Ｓ

南

箕

輪

の

広

い

範

囲

に

分

布

し

、

し

か

も

数

が

多

い

蝶

の

普

通

種

と

呼

ん

で

い

271
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図7 －57　スイカズラの花に羽を休めるイチモンジチョウ

北沢山　撮影　1982.6.2

る
。
代
表
的
な
普
通
種
と
い
え

ば
モ

ン
シ
ロ
チ

ョ
ウ
と
ナ
ミ
ア

ゲ
（

で
あ
ろ
う
が
、
モ
ン

シ
ロ

チ

ョ
ウ
は
蝶

の
代

名
詞
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
し
、
ナ
ミ
ア
ゲ

（

は
か
な
り
派
手

な

蝶

で

あ

る
。
普
通

種
と
い

う

言

葉

に

″
平
凡

な
″
と

い
う
意
味
が
含

ま
れ
て

い
る
と
す

る
と
、

イ
チ

モ

ン
ジ
チ

ョ
ウ
、

コ
ミ
ス
ジ
の

方
が

ぴ
っ
た
り
す

る
。
日

の
あ

た

る
場
所
を
好
む
陽
性
の
蝶
で

あ

ま

り

羽

ば

た

か

ず

に

す

い

す

い

と

流

れ

る

よ

う

に

飛

ぶ

様

子

は

軽

快

で

感

じ

が

よ

い

。

真

黒

な

地

に

白

色

の

帯

が

一

本

と

お

り

す

っ

き

り

と

し

た

表

面

で

あ

る

が

、

裏

面

は

褐

色

の

地

に

ご

ち

ゃ

ご

ち

ゃ

し

た

紋

が

い

っ

ぱ

い

あ

る

。

雌

雄

は

ほ

と

ん

ど

同

じ

で

雌

の

方

が

や

や

大

き

く

い

く

ぶ

ん

佃

形

が

丸

い

が

、

羽

で

の

正

確

な

区

別

は

不

可

能

で

あ

る

。

オ

オ

ミ

ス

ジ
（

た
て

は

ち

ょ

う

科

）
　
Ｎ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉｓ
 ａ
ｌｗ

ｉｎ
ａ
 
Ｋ
ａ
ｅ
ｍ

ｐ
ｆｅ
ｒ
ｉ
 
Ｄ
Ｅ
 
」

Ｏ
Ｒ
Ｎ
ｙ

ミ

ス

ジ

チ

ョ

ウ

属

の

中

で

最

も

大

形

の

蝶

で

あ

る

。

前

麹

前

べ

り

に

そ

う

白

帯

は

分

割

さ

れ

て

は

い

な

い

が

、

切

れ

込

み

が

い

く

つ

か

あ

っ

て

な

め

ら

か

で

な

い

の

で

他

の

種

か

ら

区

別

で

き

る

。

こ

の

類

で

は

す

べ

て

雌

雄

の

区

別

は

羽

の

斑

紋

か

ら

判

然

と

せ

ず

、

雌

の

方

が

や

や

大

形

で

趨

形

が

丸

味

を

帯

び

る

こ

と

く

ら

い

し

か

区

別

点

は

な

い

。

北

沢

、

大

泉

所

、

北

原

、

南

原

に

生

息

分

布

し

て

い

る

が

、

数

は

少

な

い

。

か

ん

木

の

花

に

集

ま

っ

た

り

、

雌

が

食

物

で

あ

る

ウ

メ

の

木

つるフ ジの葉に羽を休めるオオミスジ図7 －58図7 －59　 シモツケの葉 にとま ったホシミスジ

の
周
辺
を
飛
び
回
っ
た
り
、
ま

た
そ
の
雌
を
捜
そ
う
と
雄
が
ウ

メ
の
周
囲
を
飛

び
ま
わ
る
の
が

2
8
　見

ら
れ
る
。
出
現

期
は
六
月
下

６
．
　旬

か
ら
七
月
中
旬

。
食
物

は
ウ

北原　 撮影　1982.

メ

、

ア

ソ

ズ

な

ど

で

あ

る

。

ホ

シ

ミ

ス

ジ

（

た

て

は

ち

ょ

う

科

）
　

Ｎ
ｅ
ｐ
ｔ
ｉｓ
 
ｐ
ｒ
ｙ
ｅ
ｒ
ｉ

Ｂ

Ｕ

Ｔ

」
Ｅ
Ｒ

前

麹

の

前

べ

り

に

そ

う

白

帯

は

表

面

で

は

五

つ

の

点

に

分

割

さ

れ

、

後

屈

裏

面

の

羽

の

付

け

根

付

近

に

黒

色

の

点

が

多

数

あ

る

こ

と

で

、

他

の

種

か

ら

は

容

易

に

区

別

で

き

る

。

食

草

で

あ

る

シ

モ

ツ

ケ

類

が

草

原

に

多

い

2
7
　た
め
に
明

る
い
草
地
で
多
く
見

７
　
ら
れ
る
。
こ

の
ホ

シ

ミ

ス

ジ

1
9
8
　
は
、

タ
テ
（

チ

ョ
ウ
の
中
で
も

北沢山　 撮影

飛

び
方

が

と

く

に
軽

や

か
で

羽

を

水

平

に
し

て

す

い
す

い

飛

ん

で

い

る
様

子

か

ら

女

学

生

の

セ

ー
ラ

ー
服

を

連

想

し

て

し

ま

い

Ｓａ
ｉｌａ
ｒ

と

し

た
ほ

う

が

も

っ
と

よ

い

よ

う

に

思

う

の

は

わ

た

し

272
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図7 －60　タンポポの花上で交尾するコミスジ

北沢山　撮影　1982.7.27

図7 －61　花にとまるヤマキチョウ

だ

け

だ

ろ

う

か

。
出

現

期

七

月

。

食

草

は

シ

モ

ツ

ケ

、

コ

ゴ

メ

バ

ナ

等

で

北

沢

に

多

く

発

生

を

見

る

。コ

ミ

ス

ジ
（

た

て

は

ち

ょ

う

科

）

Ｎ
ｅ
Ｐ
ｔ
ｉｓ
　

Ｓ
ａ
Ｐ
Ｐ
ｈ
ｏ
　

ｉｎ
ｔ
ｅ
ｒ
.

ｍ

ｅ
ｄ
ｉａ
 
Ｐ
Ｒ
Ｙ

Ｅ
Ｒ

ミ

ス

ジ

チ

ョ

ウ

属

に

属

す

る

タ

テ

（

チ

ョ

ウ

で

表

面

は

黒

色

の

地

に

白

い

帯

が

何

本

か

あ

っ

て

裏

面

は

地

色

が

褐

色

に

置

き

換

わ

っ

て

い

る

。

コ

ミ

ス

ジ

は

前

知

の

前

べ

り

に

そ

う

白

帯

が

途

中

で

分

割

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

他

の

ほ

と

ん

ど

の

種

か

ら

容

易

に

区

別

で

き

る

。

出

現

期

は

2
7
　長
く
五

～
一
〇

月
で
食
草
は
（

７
　
ギ
な
ど
の
ま
め
科
植
物
で

あ

9
8
2
　
る
゜

北沢山　 撮影

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ
（

し

ろ

ち

ょ

う

科

）
　
（
２
０
ｎ
ｅ
Ｐ
ｔｅ
ｒ
ｙ
Ｘ
 ｒ
ｈ
ａ
ｍ

‐

ｎ
ｉ
 ｍ

ａ
ｘ
ｉｍ

ａ
 
Ｂ

Ｕ

Ｔ

Ｉに
Ｅ
Ｒ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

と

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

大

へ

ん

に

長

生

き

で

あ

る

。

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

六

～

七

月

に

、

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

七

～

八

月

に

姿

を

現

し

、

そ

の

ま

ま

成

虫

で

冬

を

越

す

。

だ

か

ら

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

成

虫

に

な

っ

て

か

ら

実

に

八

～

九

か

月

も

生

き

続

げ

る

こ

と

に

な

る

。

モ

ン

シ

ロ

チ

ョ

ウ

の

寿

命

は

Ｉ
〇

日

前

後

で

あ

る

こ

と

を

考

え

る

と

い

か

に

長

寿

で

あ

る

か

わ

か

る

。

ま

た

冬

を

越

し

た

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

茶

色

の

し

み

だ

ら

げ

で

あ

る

が

、

不

思

議

な

こ

と

に

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

春

に

な

っ

て

か

ら

成

虫

に

な

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

疑

う

ほ

ど

新

鮮

で

あ

る

。

こ

れ

は

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

が

湿

っ

た

枯

葉

の

下

に

潜

り

込

む

た

め

に

羽

に

細

菌

が

繁

殖

し

て

汚

れ

る

の

に

対

し

て

、

本

種

で

は

乾

燥

し

た

場

所

で

冬

を

越

す

か

ら

だ

と

い

わ

れ

て

い

る

。

蝶

に

は

雌

雄

で

色

が

異

な

る

も

の

が

あ

る

。

し

ろ

ち

ょ

う

科

で

は

雄

が

黄

色

で

雌

が

白

い

も

の

が

多

い

。

モ

ン

キ

チ

ョ

ウ

、

ミ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

、

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

、

そ

し

て

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

が

そ

の

仲

間

で

あ

る

。

黄

色

の

雄

と

白

い

雌

が

ふ

ざ

け

合

う

よ

う

に

草

原

を

ひ

ら

ひ

ら

舞

っ

て

い

る

の

は

チ

ョ

ウ

チ

ョ

ウ

と

い

う

言

葉

に

ぴ

っ

た

り

の

愛

ら

し

さ

だ

。

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

に

は

、

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

の

よ

う

な

前

知

の

前

べ

り

に

そ

っ

て

桃

色

の

線

で

ふ

ち

ど

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

な

い

。

ま

た

後

知

裏

面

に

浮

き

で

た

知

脈

が

細

く

羽

全

体

が

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

よ

り

薄

く

感

じ

ら

れ

る

こ

と

で

区

別

で

き

る

。

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

木

の

多

い

場

所

を

好

む

の

に

対

し

て

、

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

は

明

る

い

草

原

を

好

む

。

そ

し

て

そ

の

特

異

な

形

か

ら

見

る

人

に

フ

ァ

ソ

タ

ジ

″

ク

な

印

象

を

与

え

妖

精

の

よ

う

に

飛

び

回

っ

て

山

の

雰

囲

気

を

盛

り

上

げ

て

く

れ

る

。

出

現

は

八

～

九

月

と

翌

年

五

月

で

、

食

樹

は

ク

ロ

ツ

バ

ラ

。

北

沢

、

権

兵

衛

峠

入

口

附

近

に

多

く

生

息

す

る

。

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ
（

し

ろ

ち

ょ

う
科

）
　
（
２
０
ｎ
ｅ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
Ｘ
 
ａ
ｓ
Ｆ
ａ
ｓ
ｉａ
 
Ｎ
ｉｐ
ｈ
ｏ
‐

ｎ
ｉｃ
ａ
 
Ｖ

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

蝶

の

羽

の

模

様

は

千

差

万

別

で

あ

る

が

、

外

縁

が

地

と

異

な

る

色

で

ふ

も

ど

ら
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図7 －62　花にとまるスジボソヤマキチョウ

北沢山　撮影　1982.8.5

図7 －63　 アザミの花の蜜を吸うウラギンヒョウモン

大泉所山　 撮影　1982.8.9

れ

て

い

る

の

が

普

通

で

、

そ

の

ほ

う

が

何

と

か

く

安

定

感

が

あ

る

。

と

こ

ろ

が

ス

ジ

ボ

ソ

ヤ

マ

キ

チ

ョ

ウ

の

羽

を

不

安

定

に

、

そ

し

て

薄

く

み

せ

て

い

る

の

が

、

ま

た

そ

こ

に

こ

の

蝶

独

特

の

簡

素

な

魅

力

が

生

み

だ

さ

れ

て

い

る

と

も

卜

え

る

だ

ろ

う

。

雄

は

黄

色

、

雌

は

白

色

で

前

麹

の

先

が

鋭

く

と

が

り

特

異

な

知

形

で

あ

る

。

前

後

知

共

に

、

羽

の

中

央

に

点

一

個

ず

っ

あ

り

、

そ

の

色

は

裏

面

で

ぱ

褐

色

、

表

面

で

は

鮮

や

か

な

檀

色

で

あ

る

。

吸

水

に

よ

く

訪

れ

、

時

に

は

数

十

匹

の

群

れ

を

つ

く

る

こ

と

も

あ

る

。

出

現

期

は

六

～

七

月

か

ら

秋

ま

で

見

ら

れ

、

越

冬

し

て

翌

春

現

れ

る

。

食

樹

は

ク

ロ

ウ

メ

モ

ド

キ

な

ど

で

あ

る

。

ウ

ラ

ギ

ン

ヒ

ョ

ウ

モ

ン

（

だ

て

は

ち

ょ

う

科

）
　

Ｆ
ａ
ｂ
ｒ
ｉｃ
ｉａ
‐

ｎ
ａ
 
ａ
ｄ
ｉＰ

Ｆ
ｅ
 ｐ
ａ
Ｈ
ｅ
ｓ
ｃ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｂ

Ｕ

Ｔ

」
Ｅ
Ｒ

ヒ

ョ

ウ

モ

ン

チ

ョ

ウ

類

の

表

面

は

、

ど

の

種

も

赤

褐

色

で

黒

い

斑

が

あ

っ

て

似

た

よ

う

な

も

の

だ

が

、

後

屈

裏

面

の

斑

紋

は

バ

ラ

エ

テ

″

に

富

ん

で

い

る

。

ウ

ラ

ギ

ソ

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ

で

は

褐

色

を

帯

び

た

緑

色

の

地

に

銀

色

の

斑

が

た

く

さ

ん

ば

ら

ま

か

れ

て

い

る

。

後

屈

裏

面

基

部

の

三

つ

の

銀

紋

が

ウ

ラ

ギ

ソ

ヒ

ョ

ウ

モ

ン

で

は

一

列

に

並

ん

で

い

る

の

に

対

し

、

ギ

ン

ボ

シ

ヒ

ョ

ウ

モ

ン

で

は

三

角

形

に

配

列

さ

れ

て

い

る

。

ウ

ラ

ギ

ソ

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ

に

よ

く

似

て

い

る

種

に

オ

オ

ウ

ラ

ギ

ソ

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ

が

あ

る

が

後

屈

の

外

べ

り

に

そ

う

銀

紋

が

Ｍ

字

形

の

輪

郭

を

持

っ

て

お

り

、

ウ

ラ

ギ

ン

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ

は

半

円

形

な

の

で

区

別

で

き

る

。

雌

は

雄

に

く

ら

べ

て

表

面

の

赤

味

が

少

な

く

全

体

に

黒

ず

ん

で

い

る

。

出

現

は

六

月

末

～

八

月

。

大

泉

所

山

に

多

く

発

生

を

み

る

。

食

草

は

ス

ミ

レ

類

で

あ

る

。

シ

ー

タ

テ

ハ
（

た

て

は

ち

ょ

う

科

）
　

１．１
）ｏ

｝
詣

ｏ

副

Ｑ
（
ｙ

ａ
ｌ
ｂ
ｕ
ｍ
 

ｈ
ａ

ｍ

ｉｇ
ｅ
ｒ
ａ
 
Ｂ

Ｕ

Ｔ
‐

Ｌ
Ｅ
Ｒ

キ

タ

テ

（

の

羽

が

破

れ

て

し

ま

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

見

え

る

ほ

ど

複

雑

な

切

図7 －64　花で吸蜜するシータテハ

大泉所山　撮影　1982.8.9

れ
込
み
の
入
っ
た
羽

を
し
て

い

る
が
、

こ
れ
は
生
れ
た
と
き
か

ら
の
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ

ん
な
に
羽

の
面
積
が
小

さ
く
て

は
速
く
飛

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い

か
と
心
配
に
な
る

が
、
ど
う
し
て
大
へ
ん
敏
速
で

強
い
飛
知
力
を
も
っ
て
い
る
。

オ
オ

ム
ラ
サ
キ
や
キ

タ
テ
（

と

一

緒
に
樹
液
を
吸
っ
て

い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、

ア
ザ
ミ
の
花

に

来
て

い
る
こ

と
も
あ

る
。
採
集
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第２節　生 態と分布

で
林

道
を
歩

い
て

し
る
と
足
音

に
驚

い
て

シ
ー
タ
テ
（

が
あ

わ
て
て
飛
び
立

ち
二

～
三
度
旋

回
し
て

ち

。
つ
と

ぱ
な

れ
た
路
上

に
と
ま

る
と
い
う
光
景

に
よ
く
出
合

う
。

シ
ー
ク
テ
（

と
い
う
の
は
文
字
ど

お
り
Ｃ

タ
テ
（

で
後
述

の
裏
面

に
中
央
の

銀
色
斑

が
Ｃ
字
型

を
し
て

い
る
と
こ

ろ
か
ら
き
て
い

る
。
同
じ
仲
間

の
チ

ョ
ウ
に

Ｉ
ル
（
Ｌ
）

タ
テ
（

と
い
う
蝶

も
し
る
。

表
面

裏
面

共
に
キ

ク
テ
（

に
よ
く
似
て

い
る
が
外

べ
り

の
切

れ
込
み

が

シ
ー
タ

テ
（

の
方
が
ず
っ
と
大
き
く
、
表
面

の
外

べ
り
に
そ

っ
て
黒

色
の
帯

が
あ
る
が
、

キ
タ
テ
（

は
不
明
瞭
で
あ

る
。
夏
型
と
秋
型
で

シ
ー
タ
テ
（

は
裏
面

の
地
色
が
異

な
り
夏
型
で
は
黄
褐
色
、
秋
型
で
は
黒
褐
色
で
緑
色
の
斑
が
入
っ
て
い
る
。
夏

秋

共

に
裏
面
の
濃
淡
は
雄
の
ほ
う
が
雌
よ
り
ず
っ
と
顕
著
で
あ
る
。
北
沢
山
で
よ
く

見

か
け

る
種
で

雄
は
夕
刻

に
樹
上
で
縄
張

り
を
も
っ
て
活
動
す
る
。
雌
は
花
に
よ

く
集

ま
る
。
雄
は
花

に
来

る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
出
現
は
七
～

九
月
で
秋
型

は
越
冬
す

る
。
食
樹

は
ニ
レ
類
。

図7 －65　アカタテハ　採集地　大芝高原

採集月日　1980.10.5　 征矢哲雄標本

ア

カ

タ

テ

ハ

（

た

て

は

ち

ょ

う

科

）
　

Ｖ

ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
ａ
 
ｉｎ

ｄ
ｉｃ

ａ

Ｈ

Ｅ

Ｒ
Ｂ

Ｓ
↓弓

英

名

を

レ

″

ド

ー
ア

ド

ミ

ラ

ル

（

赤

い

海

軍

大

将

）

と

い

う

。

ベ

イ

ソ

テ

″

ト

ー
レ

デ

ィ
　
（

お

め

か

し

を

し

た

貴

婦

人

）

と

呼

ば

れ

る

ヒ

メ

ア

カ

タ

テ

（

に

く

ら

べ

る

と

、

た

し

か

に

ア

カ

タ

テ

（

は

彼

で

あ

り

、

ヒ

メ

ア

カ

タ

テ

（

は

彼

女

と

呼

ぶ

に

ふ

さ

わ

し

い

。

こ

の

海

軍

大

将

は

ル

リ

タ
テ
（

、
キ
ク
テ
（

と
共
に
春
を
呼
ぶ
蝶
で
あ
る
。
成
虫
の
ま
ま
冬
を
越
す
か
ら

だ
が
、
冬
の
間
で
も
日
だ
ま
り
で
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
熟
柿
に
と
ま
っ
て
い
る
。

ア
カ
タ
テ
（

は
春
を
呼
ぶ
ば
か
り
で
な
く
、
秋
の
深
ま
り
も
知
ら
せ
て
く

れ

る
。
麹
の
裏
面
は
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
斑
点
が
あ
る
が
、
表
面
は
黒
褐
色
の
地
色

で
後
佃
外
べ
り
ぞ
い
と
、
前
知
の
中
央
に
赤
い
帯
状
の
斑
点
が
あ
る
ほ
か
は
前
知

端
近
く
に
白
点
が
い
く
つ
か
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
雌
雄
は
旭
の
斑
紋
か
ら
は
ま
っ

た
く
区
別
で
き
な
い
。
村
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
日
あ
た
り
の
よ
い
場
所
を

好
打
。
本
種
を
は
じ
め
た
て
は
ち
ょ
う
科
に
は
成
虫
で
越
冬
す
る
蝶
が
多
い
。
ア

カ
タ
テ
（

の
場
合
は
、
秋
遅
く
寒
い
日
が
続
く
こ
ろ
に
な
る
と
家
の
軒
さ
き
や
戸

袋
の
わ
き
な
ど
に
静
止
し
、
そ
の
ま
ま
冬
を
過
す
。
し
か
し
、
真
冬
で
も
暖
か
い

日
は
越
冬
場
所
か
ら
と
び
だ
す
こ
と
も
あ
り
、
元
気
に
出
動
で
き
る
よ
う
な
日
が

続
く
よ
う
に
な
る
と
、
も
う
春
な
の
で
あ
る
。
食
草
は
ヤ
ブ
マ
オ
、
イ
ラ
ク
サ
を

図7 －66　ヒメアカタテハ　採集地　大芝高原

採集月日　1980.10，5　 征矢哲雄標本

二

つ

折

り

に

し

た

袋

状

の

葉

を

捜

せ

ば

簡

単

に

幼

虫

が

手

に

入

る

。

出

現

期

は

冬

を

除

い

て

ほ

ぼ

通

年

で

あ

る

。

ヒ

メ

ア

カ

タ

テ

ハ
（

た

て

は

ち

ょ

う
科

）
　
べ
ｇ

認
Ｓ

（
２ａ
ｒ
ｄ
‐

Ｕ
ｉ
 Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｓ

表

面

の

斑

紋

は

独

特

で

判

別

に

苦

し

む

よ

う

な

近

似

種

は

な

い

。

裏

面

の

斑

紋

は

前

知

で

は

表

面

と

ほ

ぼ

同

様

だ

が

後

屈

で

は

表

面

と

ま

っ

た

く

異

な

り

複
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雑
な
縞

模
様
で

あ
る
。
雌

雄
の
斑
紋

の
差
異

は
ま
っ
た
く

な
い

。
ア

カ
タ
テ
（

と

同

様

村

内

ど

こ

で

も

見

る

こ

と

の

で

き

る

普

通

の

蝶

で

あ

る

。

秋

に

な

る

と

数

を

増

し

コ

ス

モ

ス

な

ど

の

花

を

訪

れ

て

い

る

の

を

見

て

秋

の

深

ま

り

を

感

じ

た

も

の

で

あ

る

が

、

最

近

そ

の

姿

を

あ

ま

り

見

か

け

な

く

な

っ

た

よ

う

な

気

が

す

る

。

食

草

は

ゴ

ボ

ウ

や

畑

の

荒

地

に

生

え

る
（

（

コ

グ

サ

で

あ

る

が

、

近

年

ゴ

ボ

ウ

を

あ

ま

り

作

ら

な

く

な

っ

た

こ

と

と

除

草

剤

の

多

用

な

ど

に

よ

る

の

だ

ろ

う

か

。

キ

ペ

リ

タ

テ

ハ
（

た
て

は

ち

ょ
う

科

）
　
Ｎ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ａ
ｌ
ｉｓ
 ａ
ｎ
ｔ
ｉｏ
ｐ
ａ
 
ａ
ｓ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
　
Ｆ
Ｒ
Ｕ

。

Ｈ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｒ

図7 －67　キベリタテハ　採集地　北沢山

採集月日　1978.8 ，17　征矢哲雄標本

黄
色
の
外
べ
り
の
内
側
に
ル

リ
色
の
点
列
が
あ
り
、
シ
″
ク

な
美
し
さ
を
も
つ
蝶
で
あ
る
。

こ
の
黄
色
は
越
冬
し
て
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
る
と
退
色
し
て
白
く
な

っ
て
し
ま
う
。
裏
面
は
黄
色
の

外
べ
り
以
外
は
い
ち
よ
う
な
黒

色
で
あ
る
。
ル
リ
タ
テ
（

や
ヒ

オ
ド
シ
チ
ョ
ウ
な
ど
も
同
様
だ

が
、
羽
を
と
じ
た
と
き
丸
い
腹

部
を
包
む
後
句
の
部
分
が
ぴ
っ

た
り
合
う
よ
う
に
え
ぐ
ら
れ
て

お
り
、
長

い
毛

も
た
く
さ
ん
生
え
て
い
て
精
悍

な
印
象

を
与
え

る
。
事
実
こ
れ
ら

の
種
で

は
飛

ぶ
力

も
非
常

に
強
く
飛
翔
中

を
採
集
す

る
の
は
よ
ほ
ど
の
運
動
神
経

を
も
ち
合
せ
て
い

な
い
と
だ

め
で
あ

る
。
し

か
し
、
崖
で
日
な

た
ぼ

っ
こ
を
し
て

い

る
時

な
ど
は
の
ん
び
り
し
て
い

る
た
め
簡
単

に
捕
え
ら
れ

る
。
食
樹
は
ダ
ヶ

カ

ン
パ
、

ド
1
1ノ
キ
な
ど
で
出
現
期

は
八
月
中
ご
ろ

か
ら
発
生
し
越
冬
す
る
。

図7 －68　 コウゾリナの花の吸蜜をするツマジロウラ

ジ ャノメ　北沢山　 撮影　1980.8.12

ツ

マ

ジ

ロ

ウ

ラ

ジ

ャ

ノ

メ

（

じ

ゃ

の

め

ち

ょ

う

科

）
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ｔ
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Ｒ

Ｕ

Ｈ

Ｓ
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７
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Ｅ

Ｒ

山

地

性

の

蝶

で

渓

谷

の

岩

肌

の

露

出

し

た

崖

に

最

も

多

い

。

飛

び

方

は

ゆ

る

や

か

で

あ

る

が

、

産

地

が

限

ら

れ

て

い

る

の

と

羽

の

色

が

岩

肌

に

似

て

い

る

の

と

で

一

般

の

人

に

は

見

過

ご

さ

れ

が

ち

な

蝶

で

あ

る

。

し

か

し

雌

は

花

に

集

ま

り

、

と

く

に

ア

ザ

ミ

や

ね

ぎ

科

の

植

物

を

好

打

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

南

箕

輪

村

で

は

北

沢

川

の

上

流

、

権

兵

衛

峠

人

口

よ

り

上

に

多

く

生

息

し

て

い

る

。

表

面

は

暗

褐

色

で

小

さ

な

目

玉

模

煥

が

前

知

に

一

個

、

後

知

に

二

個

あ

る

。

さ

ら

に

雌

の

前

知

に

は

細

長

い

白

色

の

紋

が

二

個

あ

り

、

雄

に

は

こ

れ

が

な

い

。

岩

壁

の

よ

う

な

岩

場

を

好

打

、

そ

の

飛

び

方

と

い

卜

色

彩

と

い

い

地

味

だ

が

実

に

エ

レ

ガ

ン

ト

で

あ

る

。

類

似

種

ウ

ラ

ジ

ャ

ノ

メ

は

地

色

が

茶

褐

色

で

表

裏

共

外

べ

り

に

そ

っ

て

目

玉

模

様

が

に

ぎ

や

か

に

並

ん

で

い

て

裏

面

に

は

本

種

の

よ

う

に

白

帯

が

あ

る

。

七

月

に

出

現

す

る

が

森

林

に

生

息

す

る

。

出

現

期

五

月

末

～

九

月

。

食

草

は

ヒ

メ

ノ

ガ

リ

ヤ

ス

で

あ

る

。

ジ

ャ

ノ

メ

チ

ョ

ウ
（
じ

ゃ

の

め

ち

ょ

う
科

）

Ｎ
ｌ
ｉｎ
ｏ
ｉｓ
　
ｄ
ｒ
ｙ
ａ
ｓ
　
ｂ
ｉｐ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔａ
ｔｕ
ｓ

ｙ
［
○
、ｒ
ｓ
ｃ

Ｈ
ｕ

Ｌ
ｓ
Ｋ
Ｙ

ジ

ャ

ノ

メ

（

蛇

の

目

）

に

似

九

丸

い

模

様

の

あ

る

衣

装

を

つ

け

て

い

る

た

め

に

こ

の

名

が

あ

る

。

残

念

な

こ

と

に

ジ

ャ

ノ

メ

チ

ョ

ウ

は

木

種

以

外

の

じ

や

の

め

ち
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第２節　生態と分布

よ
う
科
の
蝶
に
く
ら
べ
て
ジ
ャ
ノ
メ
模
様
が
鮮
や
か
で
は
な
い
。
ま
た
ジ
ャ
ノ
メ

チ
ョ
ウ
の
仲
間
は
別
名
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
日
の
当
た
ら
な
い
暗

い
場
所
を
好
打
も
の
が
多
い
が
、
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
は
陽
性
の
蝶
で
特
に
日
の
当

た
る
草
原
を
好
み
高
原
な
ど
ど
こ
に
も
い
る
普
通
種
で
草
を
分
け
て
適
当
に
歩
く

と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
ぽ
つ
、
ぽ
つ
と
わ
き
で
た
よ
う
に
と
び
だ
し
て

く

る
。
草
原
の
緑
に
黒
い
斑
点
を
つ
け
て
い
く
。
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
と
し
て

は
大
形
で
暗
い
と
こ
ろ
で
は
目
立
た
ぬ
。
黒
い
羽
毛
草
原
の
緑
に
は
き
わ
だ
っ
て

見
え
る
。
踊
る
よ
う
な
陽
気
な
と
び
方
で
（

イ
キ
ン
グ
な
ど
楽
し
い
も
の
に
し
て

く
れ
る
。
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
ス
ス
キ
な
ど
の
い
ね
科
の
雑
草
を
食
草
に

す
る
の
で
ス
ス
キ
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
。
体
の
表
面
は
黒
褐

色
で
前
知
に
二
個
、
後
屈
に
一
個
の
目
玉
模
様
が
あ
る
。
雄
は
雌
に
く
ら
べ
て
小

形
で
ず
っ
と
色
が
濃
く
、
後
知
裏
面
も
い
ち
よ
う
な
暗
褐
色
で
あ
る
。
じ
ゃ
の
め

ち
ょ
う
科
の
チ
ョ
ウ
は
一
般
に
色
彩
が
地
味
で
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
な
か
な
か

図7 －69　ジャノメチョウの交尾
９

味

わ
い
の
深

い
も
の
で
あ

る
。

黒
褐
色
の
地
色
は
渋
い
美
し
さ

を
も

っ
て

お
り
表
面

の
目
玉
模

様

の
中
の

ル
リ
色
な
ど
は
神
秘

’
さ
え
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
大
芝

大芝 高原　撮影　1980

高
原
、
北
原
、
南
原

に
広
く
生

息
分
布
す

る
。食

草
は
い
ね
科
、

す
げ
科

の
植
物
で

ス
ス
キ
、

ネ

コ
ジ
ャ
ラ
シ
な
ど
で
あ

る
。
室

内
で

飼
育

す
る
と
き
は
縦

に
線

の
入

っ
た
細
長

い
葉

な
ら
た
い

て

い
な
ん
で

も
食

べ
る
。

出

現

期

は

七

～

八

月

の

約

二

か

月

間

で

あ

る

。

ク

ジ

ャ

ク

チ

ョ

ウ
（

た

て

ぱ

ち

ょ

う

科

）
　

ｌ
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｕ
ｓ
 
ｉｏ
 
ｇ
ｅ
ｉｓ
ｈ
ａ
 
Ｓ
Ｔ

Ｉ（
い
）｛

｝｛
｛
い

表

面

の

斑

紋

は

独

特

の

も

の

で

他

種

と

の

区

別

に

困

る

こ

と

は

な

い

。

裏

面

は

黒

色

で

細

か

い

線

の

模

様

が

あ

る

。

学

名

の

種

名

ぶ
ｏ

″

は

ギ

リ

シ

ア

神

話

の

主

図7 －70　クジャクチョウ　採集地　北沢山

採集月日　1982.8.7　 征矢哲雄標本

役

ゼ

ウ

ス
の

恋

人

の

名

、

亜

種

名

の

％
ｅ
ｉｓ
ｈ
ａ
４
 
Ｍ

芸

者

の

名

の
方

が

ぴ

っ

た
り

し

て

い

る
よ

う

だ

。
よ

く

見

る
と

目

玉

模

様

の

ま

わ

り

に

は
紫

の
ア

イ

シ

ャ

ド

ー

ま
で

あ

る

。
北

沢

山

の
夏

の
終

わ

り
こ

ろ

に

多

く

見

ら

れ
、

晩

夏

の
気

分

を
い

っ
そ

う

盛

り
上

げ

て

く

れ

る

。
出

現

期

は

六
～

七

月

と

八
～

九

月

の
年

二

回
発

生

。
食

草

は

イ

ラ

ク

サ

類

、

カ

ラ
（

ナ

ソ

ウ

な
ど

で

あ

ヒ

オ

ド

シ

チ

ョ

ウ
（

た

て

は

ち

ょ
う

科

）
　
Ｎ
ｙ
ｍ

Ｐ
ｈ
ａ
ｌ
ｉｓ

 
Ｘ
ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｌａ

ｓ
 
Ｊａ
ｐ
ｏ
‐

ｎ
ｉｃ
ａ
　

Ｓ
一
い｛
｛
い
に

｝い｛
い

樟

赤

色

の

地

に

黒

い

へ

り

と

黒

点

の

模

様

、

こ

の

種

も

ま

た

他

に

似

た

種

が

な

い

の

で

固

定

す

る

の

に

迷

う

こ

と

は

な

い

。

裏

面

に

暗

褐

色

の

地

に

細

か

い

線

の

模

様

が

あ

る

。

た

て

ぱ

ち

ょ

う

科

は

雌

雄

に

よ

っ

て

斑

紋

の

差

異

が

な

い

が

ヒ

オ

ド

シ

チ

ョ

ウ

も

雌

雄

の

判

別

は

き

わ

め

て

む

ず

か

し

い

。

成

虫

で

越

冬

す

る

こ

と

も

た

て

は

ち

ょ

う

科

の

共

通

な

点

て

あ

る

。
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図7 －71　ヒオドシチョウ　採集地　南原

採集月日　1981.7.26　 征矢哲雄標本

図7 －72　アサギマダラ　採集地　北沢山権兵衛峠　登り口下

採集月日　1975.8 ，7　 征矢哲雄標本

南箕輪のチョウとしては貴重なものである

早

春

、

雌

が

ボ

ロ

ボ

ロ

に

な

っ

た

羽

で

元

気

よ

く

と

び

ま

わ

っ

て

い

る

姿

を

よ

く

見

か

け

る

が

、

こ

の

雌

は

や

が

て

エ

ノ

キ

の

新

芽

に

Ｉ
〇

〇

卵

あ

ま

り

を

塊

に

し

て

産

み

つ

け

た

後

、

天

寿

を

ま

っ

と

う

す

る

。

食

草

は

エ

ノ

キ

、

ニ

レ

、
ヤ

ナ

ギ

類

。

出

現

期

は

六

月

か

ら

翌

年

春

ま

で

生

存

す

る

。

ア

サ

ギ

マ

ダ

ラ
（

ま

だ

ら

ち

ょ

う

科

）
　

｝
）ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｉｃ
ａ
　

Ｓ
ｉｔ
ａ

ｎ

ｉＰ
ｈ
ｏ
ｎ
ｉｃ
ａ
 
Ｎ
Ｉ
Ｏ

Ｏ

Ｒ

Ｅ

羽

の

中

央

部

は

半

透

明

の

あ

さ

ぎ

色

で

鱗

粉

が

な

く

、

そ

の

周

囲

を

前

知

は

黒

、

後

知

は

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

色

で

色

ど

っ

て

い

る

。

雄

は

後

知

の

端

に

大

き

な

黒

紋

が

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

色

の

中

に

あ

り

、

雌

に

は

こ

れ

が

な

い

の

で

区

別

で

き

る

。

林

の

中

を

ふ

わ

り

ふ

わ

り

と

飛

ん

で

花

に

集

ま

る

。

優

雅

な

姿

で

蝶

が

好

き

に

な

っ

た

者

な

ら

誰

で

も

い

ち

ど

ぱ

夢

中

に

な

る

蝶

で

あ

る

。

姿

に

似

島

わ

ず

強

い

生

命

力

を

も

っ

て

お

り

、

い

く

ら

力

強

く

そ

の

胸

を

押

し

て

も

容

易

な

こ

と

で

は

死

な

な

い

。

ま

た

、

一

度

採

り

逃

が

す

と

高

く

高

く

舞

い

上

が

り

青

い

空

の

中

に

消

え

て

し

ま

う

こ

と

も

あ

る

。

そ

の

た

め

か

生

息

地

を

遠

く

は

な

れ

た

場

所

で

本

種

が

採

種

さ

れ

る

こ

と

も

よ

く

あ

る

。

南

箕

輪

で

は

北

沢

山

に

そ

の

生

息

地

を

確

認

し

た

が

、

こ

こ

数

年

そ

の

聚

が

見

ら

れ

な

く

な

っ

た

。

砂

防

ダ

ム

な

ど

に

よ

る

自

然

破

壊

の

た

め

か

ら

だ

ろ

う

か

。

出

現

期

は

春

か

ら

秋

で

、

食

草

は

キ

ジ

ゴ

フ

ソ

な

ど

で

あ

る

。

日

本

に

産

す

る

ま

だ

ら

も

上

う

科

の

蝶

は

こ

の

ア

サ

ギ

マ

ダ

ラ

た

だ

一

種

で

あ

る

。

ス

ミ

ナ

ガ

シ
（

た

て

は

ち

ょ

う

科

）

［

］
１ｃ
ｈ
ｏ
ｒ
ｒ
ａ
ｇ
ｌａ
 
ｎ
ｅ
ｓ
ｌｍ

ａ
ｃ
ｈ
ｕ
ｓ
 
ｎ
ｅ
ｓ
ｌｏ
ｔｅ
ｓ

Ｆ
Ｒ
Ｕ

Ｈ

Ｓ
Ｔ

Ｏ

Ｒ

Ｆ
Ｅ
Ｒ

表

面

は

ほ

ぼ

い

ち

よ

う

に

緑

色

味

を

帯

び

た

黒

色

に

見

え

る

が

前

麹

に

か

く

れ

た

後

述

の

部

分

け

青

色

味

の

強

い

黒

色

で

あ

る

。

裏

面

は

ほ

ぼ

表

面

と

同

様

で

あ

図7 －73　 スミナガシ　 採集地　 北沢山（北沢川べり）

採集月日　1980.8.3　 征矢 哲雄 標本

る
が
緑
色
味
は
な
く
、
濃
い
青

色
を
帯
び
た
黒
色
で
あ
る
。
表

面
の
白
色
斑
は
裏
面
に
も
同
じ

位
置
に
現
わ
れ
る
が
、
暗
い
る

り
色
を
帯
び
て
美
し
い
。
口
吻

が
赤
色
で
、
日
本
で
は
こ
の
蝶

だ
け
で
あ
る
が
、
死
ぬ
と
赤
は

目
立
だ
な
く
な
る
。
雌
は
雄
よ

り
丸
形
で
麹
形
が
丸
味
を
帯
び

て
い
る
。
北
沢
の
渓
流
に
そ
っ

て
見
ら
れ
る
。
時
に
は
葉
裏
に

も
止
ま
る
珍
し
い
習
性
が

あ
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第２節　生態 と分布

る

。

ま

た

樹

液

に

集

ま

っ

た

り

、

桃

な

ど

の

果

樹

園

で

見

か

け

る

こ

と

が

あ

る

が

花

を

訪

れ

る

こ

と

は

ま

ず

な

い

。

食

草

は

ア

ワ

ブ

キ

、

ヤ

マ

ビ

ワ

。

出

現

期

は

五

～

六

月

と

七

～

八

月

で

あ

る

。

近

年

北

沢

に

も

こ

の

蝶

が

少

な

く

な

っ

た

。

オ

オ

ム

ラ

サ

キ
（

た
て

は

ち

ょ

う
科

）
　
び
Ｑ
笥

だ
Ｑ
（
ｎ
ｈ
ａ
ｒ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
 
Ｈ
Ｅ
Ｘ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

雄

の

表

面

は

黒

褐

色

で

中

半

分

が

強

く

紫

色

に

輝

き

、

そ

の

中

に

白

色

と

黄

色

の

斑

紋

が

ば

ら

ま

か

れ

て

い

る

。

後

知

の

端

に

は

小

さ

な

赤

色

の

紋

が

あ

っ
て

色

ど

り

を

そ

え

て

い

る

。

雌

は

雄

よ

り

ひ

と

ま

わ

り

ほ

ど

大

形

で

表

面

の

紫

色

の

輝

き

は

な

い

。

裏

面

は

後

知

が

黄

色

、

前

知

は

中

半

分

が

黒

、

外

半

分

が

黄

色

で

前

知

に

対

応

す

る

斑

紋

が

う

す

く

浮

き

上

が

っ

て

い

る

。

雌

雄

共

に

樹

液

に

好

ん

で

集

ま

る

が

、

雄

は

夕

刻

樹

上

を

と

び

、

自

分

の

領

地

を

作

っ

て

シ

ジ

ミ

チ

ョ

ウ

の

よ

う

な

行

動

を

す

る

。

二

匹

の

雄

が

領

地

を

取

り

あ

っ

て

も

つ

れ

合

い

、

追

い

合

う

様

子

は

壮

烈

で

す

ら

あ

る

。

こ

の

オ

オ

ム

ラ

サ

キ

は

我

が

国

の

″
国

蝶

″

で

あ

る

こ

と

は

切

手

に

も

発

行

さ

れ

て

い

る

か

ら

ご

存

知

の

方

も

多

い

だ

ろ

う

。

木

々

の
梢
で
羽
を
開
い
て
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
が
、
ぱ
っ
と
飛

び
立
ち
、
し
ば
ら
く
大
空
を
旋
回
し
て
か
ら
食
事
の
た
め
樹
液
を
求
め
て
ク
ヌ
ギ

林

に
舞
い
お
り
て
く
る
と
、
ま
わ
り
の
木

々
が

Ｉ
瞬
ざ
っ
ざ
っ
ざ
っ
と
ざ
わ

め
く

よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
蝶
は
堂

々
と
大
き
く
た
く
ま
し
い
。
花
を
訪
れ

な
い
の
で
人
の
目

に
は
馴
染
み
が
う
す
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
に

一
度
で
も
会

っ
た
大
な
ら
ば
、
そ
の
美
し
さ
が
国
蝶
に
値
す
る
こ
と
に
は
ま
っ
た

く
異
存

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
こ
の
蝶
を
目
げ
さ

し

て

い

な

Ｘ

Ｏ

ｔ

こ

の

標

本

は

昭

和

五

二

年

に

北

沢

で

採

集

し

た

も

の

だ

が

、

ど

う

し

て

な

の

だ

ろ

う

か

。

食

草

の

エ

ノ

キ

が

伐

採

さ

れ

て

し

ま

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

出

現

期

は

六

月

末

～

七

月

で

あ

る

が

も

っ

と

北

沢

山

に

も

エ

ノ

キ

を

植

林

し

て

、

オ

オ

ム

ラ

サ

キ

の

生

息

を

甦

ら

せ

た

い

と

思

う

の

は

わ

た

し

一

人

だ

け

で

は

あ

る

ま

い

。

コ

ム

ラ

サ

キ
（

た
て

ぱ
ち

ょ
う

科

）
　
Ａ
Ｆ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
 
ｍ

ａ
 
Ｓ
ｕ
ｂ
ｓ
ｔ
ｉｔｕ
ｔａ
 
Ｂ
Ｕ

Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

オオ ムラサキ ♀

採集地　 北沢　 採集月日　1977.6.10　 征矢哲雄標本

南箕輪村としては北沢が唯一 のオオムラサキの生息地であ

ったが近年はその姿を 見れない 貴重な標本である。

図 ７一74　 オオムラサキ

芸
者

に
で

も
い
そ

う
な
イ
キ
な
名
前

の
こ
の
蝶

は
北
沢

に
は

群

生
し
て
い

る
。
雄
は
キ
ラ

キ
ラ
と
紫
色

に
光

る
す
ば
ら
し
い

羽

を
も
っ
て
い

る
。
コ
ム
ラ

サ
キ
の
雄

は
河
原

に
吸
水

に
お
り

た
り
樹

液
に
集

ま
っ
た
り
す

る
の
で
、
よ
く

わ
た
し
た

ち
の
目

に
ふ
れ
る
の
だ
が
、
ば

た
ば

た
と
羽

を
開
い

た
り
閉
じ

た
り
し

て
、

な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
と
美
し
い
羽

を
見
せ
て
く

れ
な
い

。

し

か
も
紫

の
羽

は
光

線
の
角
度
が

よ
く

な
い
と
発
色
し

な
い

。

コ

ム
ラ
サ
キ
は
樹
液
を
好

打
が
実

は
こ
の
蝶

は
腐

っ
た
も
の
や

獣
糞
に
も
好
ん
で
集
ま
る
。
イ
キ
な
名
前

に
そ
ぐ

わ
ず
あ
ま
り

感
じ
が
よ
く
な
い
。
雄
の
表
面

は
黒

色
の
帯
が
あ
り
光

線
の
ぐ

お
い
で
黒
色
の
部
分
が
強
く
紫
に
光
る
。
雌
は
雄
よ
り
大
形
で

紫
色

に
光

る
こ
と
は
な
い
。
裏
面

は
ほ
ぼ
い
ち
よ
う
な
椎
色
で

2乃



物動第7 章

表

面

と

同

様

な

形

の

斑

紋

が

白

っ

ぽ

く

浮

き

出

し

て

い

る

。

表

面

の

祖

色

の

帯

が

真

白

に

変

わ

り

全

体

に

表

面

の

椎

色

の

部

分

が

少

な

く

な

っ

た

ク

ロ

ム

ラ

サ

キ

と

呼

ば

れ

る

形

が

あ

り

こ

れ

は

い

っ

そ

う

美

し

い

。

コ

ム

ラ

サ

キ

と

ク

ロ

ム

ラ

サ

キ

は

遺

伝

的

に

二

つ

の

形

で

、

メ

ン

デ

ル

の

遺

伝

の

法

則

に

従

い

コ

ム

ラ

サ

キ

の

方

が

優

性

で

あ

る

。

そ

の

た

め

に

グ

リ

コ

ム

ラ

サ

キ

の

方

が

ず

っ

と

少

な

い

。

食

草

は

柳

類

で

出

現

期

は

五

～

六

月

と

七

～

八

月

年

二

回

発

生

す

る

。

ウ

ス

バ

シ

ロ

チ

ョ

ウ
（
あ

げ

は

ち

ょ
う

科

）
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｎ
ａ
ｓ
ｓ
ｉｕ
ｓ
 ｇ
ｌａ
ｃ
ｉａ
ｌ
ｉｓ
 
Ｂ
Ｕ

Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

図7 －75　ウスバアゲハ（ウスバシロチョウ）

採集地　大泉所山　採集月日　1983.4.30　 征矢哲雄標本

花
嫁
の
ベ

ー
ル
を
思

わ
せ
る

よ
う
な
清
楚
な
姿
で
あ
る
。
羽

は
半

透
明

で
手
で

つ
ま
ん
で

も

指
に
つ
く
よ
う
な

鱗

粉

は

な

い
。
雄
は
腹
部

に
白
色
の
毛

が

密
生
し
て

い
る
が
雌

に
は
こ

れ

が

な
い

。
交
尾
中

に
雄
が
特
殊

な
体
液

を
出
し
て
雌

の
腹
端

を

ぬ
り
固

め
貞
操
帯
を
作

っ
て
し

ま
う
の
は

ウ
ス
バ

シ
ロ
チ

ョ
ウ

の
仲
間
と

ギ
フ
チ

ョ
ウ
の
仲
間

の
特
徴
で
あ
る
。

五
月
初
め
ご
ろ
南
沢
川
と
北
沢
川
の
合
流
点
あ
た
り
の
日
当
た
り
の
よ
い
草
原

を
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
い
る
白
い
蝶
を
見
か
け
た
も
の
で
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
よ
り

ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
、
と
び
方
も
悠
長
で
、
羽
の
透
け
て
見
え
る
よ
う
な
感
の
蝶

が
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
だ
が
、
こ
こ
二
年
く
ら
い
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿
を
見
か
け
ず

に
さ
み
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
氷
河
時
代
の
遺
物
と
も

言
わ
れ
、
ア
ゲ
（

チ
ョ
ウ
の
仲
間
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
胸
の
側
面
と
後
佃
裏
面

の

付

け

根

付

近

に

黄

色

の

毛

が

密

生

し

て

い

る

。

草

原

を

低

く

と

び

、

吸

蜜

は

わ

り

あ

い

と

落

ち

つ

い

て

い

る

。

出

現

期

は

五

月

末

～

六

月

で

食

草

は

ム

ラ

サ

キ

ケ

マ

ン

や

、

Ｉ

ソ

ゴ

グ

サ

で

あ

る

。

昨

年

大

泉

所

山

、

大

泉

ダ

ム

サ

イ

ト

の

下

に

た

ま

た

ま

ム

ラ

サ

キ

ケ

マ

ン

の

群

落

を

発

見

し

、

ウ

ス

バ

シ

ロ

チ

ョ

ウ

が

生

息

し

て

い

る

の

を

目

げ

き

し

、

ほ

っ

と

す

る

よ

う

な

安

堵

感

を

味

わ

っ

て

い

る

。

キ

ア

ゲ

ハ
（

あ

げ

ぱ

ち

ょ

う

科

）
　

Ｐ
ａ
ｐ
ｉ
ｌ
ｉｏ
 
ｍ

ａ
ｃ
ｈ
ａ
ｏ
ｎ
 

ｈ
ｉｐ
ｐ
ｏ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ
（
２ｅ
ｔ
 
Ｒ
.

Ｆ
Ｅ

Ｌ
Ｄ

Ｅ

Ｒ

図7 －76　キ ア ゲ ハ　採集地　南原

採集月日　1982.8.3　 征矢哲雄標本

ア
ゲ
（

チ
ョ
ウ
特
有
の
華
麗

な
美
し
さ
の
中
に
野
性
の
力
強

さ
を
持
っ
た
大
型
の
蝶
で
名
前

の
よ
う
に
濃
い
黄
色
の
地
色
が

鮮
や
か
な
衣
装
を
つ
け

て
い

る
。
西
駒
ヶ
岳
な
ど
で
よ
く
見

か
け
る
チ
ョ
ウ
は
、
ナ
ミ
ア
ゲ

（

で
は
な
く
て
ほ
と
ん
ど
キ
ア

ゲ
（

で
あ
る
。
キ
ア
ゲ
（

は
北

方
系
の
蝶
な
の
で
寒
冷
地
に
も

多
い
。
キ
ア
ゲ
（

は
飛
翔
力
が

強
く
一
瞬
に
し
て
数
百
ｍ
も
の

高
度
に
飛
翔
し
た
の
を
見
か
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
黄
色
の
地
に
黒
の
縞
模
様
、
後

殖
に
は
青
色
の
点
列
が
並
び
端
に
は
朱
色
の
丸
紋
が
あ
る
。
裏
面
も
表
面
と
ほ
ぼ

同
様
の
斑
紋
か
お
る
。
雌
は
雄
に
く
ら
べ
て
表
面
の
地
色
が
淡
く
黒
色
部
が
広
く

な
る
。
特
に
夏
出
現
す
る
雌
は
全
体
が
黒
ず
ん
で
い
る
。
雄
は
ず
っ
と
鮮
や
か
な

黄
色
で
、
別
の
種
の
よ
う
に
見
え
る
。
日
本
で
は
ナ
ミ
ア
ゲ
（

の
方
が
数

が
多

2 卯



第２節　生態と分布

い
。

食

草

は

ニ

ン

ジ

ン
、
（

ナ

ウ

ド
、

パ

セ
リ

ー
な

ど

せ

り

科

の

植

物

で

出

現

期

間

は
春

か
ら

秋

ま
で

で

非

常

に
長

い
。

ナ
ミ

ア

ゲ
ハ

（
ア
ゲ
（

チ

ョ
ウ
）
（
あ
げ

は
ち
ょ
う
科
）
　
｝）ａ
ｐ
ｉｌｉｏ
　
Ｘ
ｕ
ｔ
ｈ
ｕ
ｓ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｅ
Ｕ
Ｓ

ク

リ

ー

ム
色

の

地

に
黒

の
縞

模

様
、

前

の

キ

ア

ゲ
（

に

一
見

似
て

い

る
が

、

本

種

で

は

黄

色

味

が

う

す

い

こ

と

、

キ

ア

ゲ
（

で

は
、

前
知

表

面

の
付

け
根

が

か

な

り

広

く

黒

色

で

あ

る
が

、

本

種

で

は

黄

色

と

黒

色

の

線

の

縞

模

様

に

な

っ
て

い

る

こ

と

な

ど

で

簡

単

に
区

別

で

き

る
。

雌

雄

は

春

出

現

す

る
春

型

で

は

ほ

と

ん

ど

差

が

な

い
が

、

一

般

に
雌

の
方

が

大

型

で

、

夏

型

で

は

雌

の
ほ

う

が

黒

色

部

が

ず

っ

と

多

い

。
村

内

ど
こ

に
で

も
見

ら
れ

る
蝶

で

ツ

ツ

ジ

の
花

に
吸

蜜

に
来

た
り

、

カ

ラ

タ

チ

の

垣
根

に
雌

が

産

卵

に
来

た

り
す

る

の
を

よ
く

見

か

け

る
。

し

か

し

山

地

に

は

き

わ

め

て
少

な

い

。
食

草

は

カ

ラ

タ

チ
、

サ

ン

シ

ョ

ウ
な

ど

で

出

現

期

は
春

か

ら
秋

ま

で

と
長

い

。
写

真

は
五

三

年

果

樹

園

の

カ

ラ

タ
チ

の

垣
根

か
ら

採

集

し

褐色の蝸から羽化した成体 ６（羽化 ８． ９）

た

幼

虫

を

飼

育

し

、

羽

化

さ

せ

た

も

の

だ

が

、

五

体

の

う

ち

一

体

は

奇

形

で

あ

っ

た

。

農

薬

が

自

然

を

破

壊

し

て

い

る

姿

を

見

せ

っ

け

ら

れ

た

思

い

で

あ

っ

た

。

ク

ロ

ア

ゲ

ハ

（

あ

げ

は

ち

ょ

う

科

）

Ｐ
ａ
ｐ
ｉ
ｌ
ｉｏ
 
Ｐ
ｒ
ｏ
ｔｅ
ｎ
ｏ
ｒ
 
ｄ
ｅ
ｍ

ｅ
ｔ
ｒ
ｉｕ

ｓ
 
Ｃ
Ｒ

Ａ
ｙ
［

Ｅ
Ｒ

後

述

の

裏

に

あ

る

赤

い

紋

を

除

い

て

は

ほ

と

ん

ど

黒

一

色

の

衣

装

を

つ

け

た

大

型

の

ア

ゲ

（

チ

ョ

ウ

で

、

ナ

ミ

ア

ゲ

（

と

同

様

村

内

ど

こ

で

も

よ

く

見

か

け

る

種

類

で

あ

る

。

お

お

ら

か

な

飛

び

方

と

吸

蜜

に

花

を

訪

れ

た

と

き

の

羽

は

た

き

を

や

め

な

い

落

ち

着

き

の

な

さ

か

お

る

せ

い

か

黒

い

衣

装

の

わ

り

に

明

る

い

雰

囲

気

を

も

っ

て

お

り

、

自

然

の

緑

に

対

し

て

も

黒

が

よ

く

映

え

て

、

ナ

ミ

ア

ゲ

（

よ

り

む

し

ろ

派

手

な

印

象

を

受

け

る

。

述

は

表

裏

共

に

黒

色

で

後

述

の

外

べ

り

に

そ

っ

て

赤

色

の

紋

が

並

ぶ

。

雄

は

後

述

表

面

の

前

べ

り

に

そ

っ

て

白

帯

か

お

り

雌

に

は

こ

の

帯

が

な

い

。

近

似

種

の

オ

ナ

ガ

ア

ゲ

（

は

前

後

麹

と

も

本

種

よ

り

ず

っ

と

細

く

ス

マ

ー

ト

な

蝶

で

雄

の

後

述

図7 －77　 ナミアゲハの成体と 蛸がら

緑色の畑から羽化した 成体 ♀（羽化８．８）

蝸の緑色化と褐色化は 幼虫の食べた食草の量と積算温度に

関 係し，食草量の多い とき，積算温度の高いときに緑色嫡

となることが飼育の結果わかった。蛸の色は保 護 色 で あ

る。

図7 －78　 クロアゲハ　 採集地　 大芝 高原　採集月日

1982.8.8　 征矢哲雄 標本

前

べ

り

が

白

色

な

こ

と

も

本

種

と

同

様

で

あ

る

。

食

草

は

カ

ラ

タ

チ

、

サ

ン

シ

ョ

ウ

な

ど

、

出

現

期

は

五

月

、

七

月

、

八

月

と

三

回

盛

期

か

お

る

。ミ

ヤ

マ

カ

ラ

ス

ア

ゲ

ハ

（

あ

げ

は

ち

ょ

う

科

）

｝
）ａ

Ｐ
ｍ

ｏ

ｍ

ａ
ａ
ｃ

ｋ

ｉ
ｉ
 
ｔ

ｕ

ｔ
ａ

ｎ

‐
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U
Ｓ
 Ｆ
Ｅ

ツ
Ｊ
Ｔ

〇
Ｚ

’

物

ミ

ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
（

と
は
深

い
山
に
い
る

ガ
ラ
ス
色
を
し
た
ア
ゲ
（

チ
ョ
ウ

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
実
際
は
そ
ん
な
に
深

い
山
に
行

か
な
く
て

も
見

る
こ
と

動第7 章

が

で

き

る

。

北

沢

山

に

は

Ｉ
〇

年

く

ら

卜

前

は

数

十

匹

も

集

ま

っ

て

水

場

で

水

を

飲

ん

で

い

る

こ

と

を

見

か

け

た

も

の

だ

が

、

こ

の

ご

ろ

で

は

そ

の

よ

う

な

と

こ

ろ

を

見

か

げ

る

こ

と

が

ま

れ

に

な

っ

た

。

水

を

飲

み

に

来

る

の

は

ほ

と

ん

ど

す

べ

て

が

雄

で

仲

間

が

水

を

飲

ん

で

い

る

と

そ

こ

を

通

り

か

か

っ

た

雄

が

、

そ

の

す

ぐ

隣

り

で

水

を

飲

み

は

じ

め

る

の

で

集

団

に

な

る

こ

と

が

多

い

。

ど

う

し

て

こ

の

よ

う

な

習

性

か

お

る

の

か

は

っ

き

り

し

て

い

な

い

。

蝶

は

わ

れ

わ

れ

人

間

と

は

違

っ

て

自

分

で

体

温

を

調

節

で

き

な

い

変

温

動

物

で

あ

り

、

夏

の

暑

い

盛

り

に

水

場

に

集

ま

る

こ

と

が

多

い

と

こ

ろ

か

ら

体

温

を

下

げ

る

た

め

だ

と

い

う

人

も

い

る

が

ほ

ん

と

う

の

こ

と

は

蝶

に

聞

い

て

み

な

い

と

わ

か

ら

な

い

。

体

の

表

面

は

青

緑

色

の

鱗

粉

を

う

す

く

ま

き

ち

ら

し

た

地

に

濃

い

青

緑

色

の

帯

が

外

べ

り

に

そ

っ

て

走

る

。

裏

面

は

黒

色

で

前

知

に

は

外

べ

り

に

そ

っ

て

広

い

白

帯

、

後

屈

に

は

外

べ

り

に

そ

っ

て

赤

色

の

紋

列

が

あ

り

、

そ

の

内

側

に

白

色

の

帯

が

弧

を

描

く

。

雄

は

前

知

表

面

の

下

半

分

に

ビ

ロ

ー

ド

状

の

弔

が

密

生

し

た

部

分

が

あ

り

、

雌

に

は

こ

れ

が

な

い

。

春

に

出

現

す

る

個

体

は

表

面

の

青

緑

色

の

帯

が

太

く

て

非

常

に

美

し

い

が

夏

に

出

現

す

る

個

体

は

大

形

だ

が

青

緑

色

の

帯

が

細

く

、

ま

れ

に

は

消

え

て

い

る

も

の

も

あ

る

。

食

草

は

キ
（

ダ

、

出

現

は

五

～

六

月

と

七

～

八

月

。

北

沢

山

に

多

く

生

息

し

て

い

る

。

テ

ン

グ

チ

ョ

ウ

（

て

ん
ぐ

ち

ょ

う

科
）

に

尽

訃

回

（
ｊｅ
ｌｔ
ｉｓ
 ａ
ｍ
ａ
ｍ

ｉａ
ｎ
ａ
 
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｉ

ｊＯ
Ｚ
Ｕ

テ

ン

グ

チ

ョ

ウ

と

い

う

名

前

は

鼻

が

高

し

た

め

に

つ

け

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

独

特

の

知

形

、

頭

部

の

先

端

か

ら

突

き

出

し

た

器

管

が

よ

ぐ

発

達

し

ユ

ー

モ

ラ

ス

図7 －79　路面にとまり羽を広げる　テングチョウ　北沢

８ ．４

な
印
象
を
与
え

る
蝶
で
あ

る
。

こ
の
蝶
の
仲
間
は
日
本
に
は

Ｉ

9
8
2

.
　種

類
し
か
住
ん
で
い
な
い
が
系

匹
　
統
的
に
は
大
変
古
い
も
○
と
さ

山（北沢川川べ りの路面）

れ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
の
第
三

紀
層

か
ら
て
ん
ぐ
ち
ょ
う
科
の

化
石

が
二

種
類
も
発
見

さ
れ
て

い
る
。
雌

雄
の
違
い

は
表
面

の

桃

色
紋

が
雌

の
方
が
少
し
大
き

い
程
度
で
ほ
と

ん

ど

差

は

な

い

。
北
沢
山
で
は
六
月
中
旬
こ

ろ
に
羽
化
し
山
間
の
路
上
や
崖

の
よ
う
な
場
所

に
好

ん
で
集
ま

る
が
、
ま
も
な
く
茂
み
の
中
な
ど
に
入

っ
て
活
動

し
な
く
な

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
夏
眠
と
よ
び
、

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ

ョ
ウ
の
仲
間

も
多
く
夏
眠
を
取

り
、
秋
に
な
る
と
ま
た
活
動

を
始
め
て

産
卵

を
行

う
が
、

テ
ン

グ
チ

ョ
ウ
は
夏
眠
の
ま
ま
秋
眠
か
ら
冬
眠

に
入

り

Ｉ
〇

か
月
近
く

ほ
と

ん
ど
眠

っ

て
く
ら
す
。
こ
れ
も
翌
春
の
産
卵

期
ま
で

土
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え
て

お
こ

う
と
す

る

自
然
の
知
恵
だ
ろ
う
か
。
春
、
越
冬
し

た
テ

ン
グ
チ

ョ
ウ
が
道

の
真
中
で
日
な

た

ぼ
っ
こ
し
て

し
た
り
、

六
月
こ

ろ
シ
ジ
ミ
チ

ョ
ウ
を
写
し

に
行
く
と
、
ば

っ
た
り

出

合
う
と
い
う
ぐ
あ

い
に
あ

ち
こ

ち
に
見

か
け
一

か
所
に
多
く
い

る
蝶
で
な
い
と

思

っ
て

い
た
が
、
と
き

に
は
食
草

の

Ｉ
ノ
キ
を
丸
裸

に
し
て
近
く
の
家
の
垣
根
や

軒

に
蛸

が
び
っ
し
り

つ
い
て

し
る（
飯
島
町
日
曽
利
で
目
撃
し
た
）
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。近

年
、
北
沢
山

か
ら
も
そ
の
姿
が
と
み
に
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
砂
防
ダ

ム
な

ど

の
新
設
で

Ｉ
ノ
キ
が
伐
採
さ
れ
た
た

め
だ
ろ
う
か
。

認2



第２節　生態と分布

ギ

ン

ボ

シ
ヒ

ョ

ウ

モ

ン

（

た
て
は
ち

。
う
科
）
Ｋ
ａ
ｏ
自
己
匹
ｙ

ｙ

旨

｝ｏ｛
に
｛
ｏ
マ

Ｅ

呂

｝ｙ
ｚ

∽
ｏ
ｚ

ウ

ラ

ギ

ソ

ヒ

ョ
ウ

モ

ソ

に

よ

く

似

て

い

る

が

後
廸

裏
面

基

部

の
三

個

の

銀

紋

が

三

角

形

を

つ

く

る

よ

う

に

配

列

さ

れ

て

い

る

。

ウ

ラ

ギ

ソ

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ
で

は
斑

紋

が

一

列

に
並

ん
で

い

る

の

で
区

別

で

き

る

。

雌

は
雄

に
比

べ
て

廸

形

が

丸

く

表

面

地

色

の

赤

味

が

な

く

て

黒

ず

ん

で

い

る

。

こ

れ

は
他

の

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ
類

の

ほ

と

ん
ど

の

種

類

に

共

通

し

て

い

る

。

ギ

ソ

ボ

シ

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ

は

大

泉
所

に
多

く
、

穏

や

か

な
夏

の
日

射

し

を
浴

び
て

花

に
群

が

る
姿

が

よ
く

見

ら

れ

る

。

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ
類

は

ツ

マ

グ

ロ
ヒ

ョ

ウ

モ

ソ
を

除

い

て

山

地

に

多

く

初

夏

に
出

現

し

て

秋

ま

で

生

き

の

び

、

雌

は
こ

け

や

枯

れ

葉

な

ど

に

卵

を

産

打

。
幼

虫

の
食

草

が

ス

ミ

レ
類

で

あ

る
こ

と

も

共

通

し

て

い

る

。

ウ
ラ

ギ
ン

ス

ジ
ヒ

ョ
ウ

モ

ン

後

題

中

央

に

銀

色

の

線

が

と

ぎ

れ

と

ぎ

れ

に
走

り
、

そ

の
内

側

が

黄

緑

色

、

外

図7 －80　 ギンボシヒョウモン ６　採集地　大泉所

（ 大泉ダム下）　 採集月日　1981.7.30

征矢哲雄標 本

側

か

暗

褐

色

で

あ

る
。

近

似

類

に

オ

オ

ウ
ラ

ギ

ソ

ス

ジ

ヒ

ョ
ウ

モ

ソ

が

あ

っ
て

雌

雄
共

に

本

種

と

比

べ
前

知

の
先

端

が

突

出

し

た
形

で

あ

る

の
で

区

別

で

き

る
。

さ

ら

に

後
屈

裏
面

が

ほ

ぼ

い

ち

よ

う

に
黄

褐

色

な
も

の

に

ク

モ

ガ

タ

ヒ

ョ

ウ

モ

ソ
が

あ

る

が

、

こ

の

種

は

ヒ

ョ
ウ

モ

ソ
類

の
中

で

い

ち

ば

ん
早

く

か

ら
出

現

し
、

五

月

こ

ろ

ウ

ス
バ

シ

ロ
チ

ョ
ウ

を

採

集

に

行

っ

た

と

き

に

よ
く

見

か

け

る

。

こ

の
三

種

の

雌

雄

の

違

い

は

雌

の

前

知

表
面

の
知

端

近

く

に
小

さ

な

白

点

が

あ

る

の
で

区

別

で

き

る

。

ダ
イ

ミ

ョ

ウ

セ

セ

リ

（
せ
せ

り
ち

太
う
科
）｛
｝
町
日
｛
Ｏ

常
訃
ｊ

Ｋ

閃
宮
吻
い［
'Ｒ
ＩＥ
Ｓ

表

面

は
地

色

が

黒

色

で

前

麹

に
は

白

色

の

紋

か

お

る
。

後

句

は

無

紋

で

あ

る

が

、

関

西

以

西

に
行

く

と

中

央

に
白

色

の

帯

が

走

っ
て

い

る

。

裏
面

は

表
面

と

ほ

ぼ
同

様

で

あ

る
。

雌

雄

は

斑

紋

か

ら

は

区

別

で

き

な

い

。

北

沢

や

大

泉

所

の

道

端

や

雑

木

林

の

傍

な

ど

で

普

通

に
見

ら

れ

る
。

葉

の

上

に
羽

を

べ

た

っ
と

開

い

た

ま

ま
止

ま

る

。

ミ

ヤ

マ

セ

セ
リ
も

ダ

イ

ミ

ョ

ウ

セ

セ

リ
と

同

じ

よ

う

に
羽

を

完

全

図7 －81　 大泉所大泉ダ ム下ヒョウモ ンチョウ類の群生

地 スミレ群落

図7 －82　ウラギンスジヒョウモンａ　採集地　大泉

所（大泉ダム下） 採集月日　1981.7.13

征矢哲雄標本

に
閉
じ
る
こ
と

は
な
い
。
雄
は

一
定
の
空
間
を

領
し
葉
上
に
と

ま
フ
で
見
張
っ

て
お
り
、
他
の

蝶
が
入
っ
て
来

る
と
領
地
外
へ

追
卜
出
そ
う
と

す
る
習
性
か
あ

り
、
こ
れ
は
他

の
セ
セ
リ
チ
ョ

2 銘



物第７章　 動

図7 －83　 ダイミョウセセリ ♀　採集地　 北沢山権兵衛峠

入口　採集月 日　1982.8.5　 征矢哲雄標本

図7 －84　 紫ランの葉上で交尾するヤマトシジミ

撮影　1982,8,10

ウ

に

も

あ

る

習

性

で

あ

る

。

ヤ

マ

ト

シ

ジ

ミ

（

し

じ

み

ち

ょ

う

科

）

Ｚ
ｉｚ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉａ
 
ｍ

ａ
ｈ
ａ
ａ
ｒ
‐

ｒ
　
　
ｘ
　
　
　

ｘ

ｇ
ｉａ
 
ＪＮ４
Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｔ

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

村

内

ど

こ

に

で

も

見

ら

れ

る

可

愛

ら

し

い

蝶

で

あ

る

。

庭

の

片

隅

や

道

端

に

ひ

っ

そ

り

咲

い

て

い

る

カ

タ

バ

ミ

の

小

さ

な

黄

色

花

、

そ

の

カ

タ

バ

ミ

が

生

え

て

卜

さ

え

す

れ

ば

こ

の

蝶

は

住

み

つ

い

て

い

る

。

雄

の

表

面

は

青

色

で

黒

し

ふ

ち

ど

り

か

お

る

。

雌

は

一

般

に

は

い

ち

よ

う

な

黒

色

だ

が

、

春

冲

秋

に

出

現

す

る

も

の

で

は

暗

青

色

の

紋

が

現

れ

る

。

ヤ

マ

ト

シ

ジ

ミ

に

よ

く

似

て

い

て

裏

面

の

地

色

が

純

白

色

な

も

の

に

ル

リ

シ

ジ

ミ

か

お

り

、

山

地

平

地

と

も

に

生

息

し

て

（

ギ

な

ど

の

花

に

集

ま

る

。

ヤ

マ

ト

シ

ジ

ミ

と

は

裏

面

の

地

色

の

ほ

か

、

雄

○

表

面

が

よ

り

明

る

い

色

で

黒

い

ふ

ち

ど

り

が

細

か

い

こ

と

な

の

で

簡

単

に

区

別

で

き

る

。

匈
　

南
箕
輪
の

セ
ミ

夏

に
な
る
と
、
村
の
あ

ち
こ

ち
で
盛

ん
に

セ
ミ
が
鳴
き
は
じ

め
る
。

セ
ミ
の
コ

上

フ
ス
を
聞
い
て
い

る
と
い
ろ
い
ろ
の
疑
問
が
お
い
て
く
る
。
か
つ
て
は
こ
の
よ

う
な
私

た
ち
の
村
で
あ

っ
た
が
、
近
ご
ろ

め
っ
き
り

セ
ミ
の
声
が
少
な
く
な
っ
て

き

た
。

南
箕
輪
村

に
は
ま
だ
何
種
類
の

セ
ミ
が
い
て
、
親

ゼ
ミ
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を

し
て

卜
る
の
だ
ろ
う
か
。

セ
ミ
の
生
態
や
生
理
に
つ
い
て
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

４ 月

● 　 ●

５ 月

● 　 ●

６ 月

● 　 丿

７ 月

● 　 ●

８ 月

● 　 ●

９ 月

● 　 ●

場　　　 所

ノＸ　ル　 ゼ　 ミ - 北沢山，大泉所 山

ニ イ ニ イゼ ミ 大 芝， 北原，南原

ア ブ ラ ゼ ミ - 村内 各地 の森林

ミ ン ミ ン ゼ ミ - 同　 上

エ　 ゾ　 ゼ　 ミ -
大泉所山， 南原

北沢山, 大芝原,北 原

ヒ　 グ　ラ　 シ - 同　 上

チ ッ チ ゼ ミ -
大芝 原， 北沢山

大泉所 山

図7 －85　 南箕輪村におけ るセミの羽化期

と
が
多
い
が
、
調

査
し
た
は

ん
い

で
、
以
下
簡
単
に

の
べ
る
こ
と
に
す

る
。１

　
南
箕
輪
に

生
息
す
る
セ

ミ
の
種
類

昭
和
五
五
～
五

七
年
現
在
で
、
村

内
各
地
で
調
査
し

た
結
果
、
七
種
類

の
セ
ミ
が
生
息
し

て
し
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
親
ゼ
ミ

０
現
れ
る
順
に
記

す
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

2 討



第２節　生態と分布

（

ル

ゼ

ミ

、

ニ

イ

ユ

イ

ゼ

ミ

、

ア

ブ

ラ

ゼ

ミ

、

ミ

ン

ミ

ン

ゼ

ミ

、

Ｉ
ゾ

ゼ

ミ

、

ヒ

グ

ラ

シ

、

チ

″
チ

ゼ

ミ

。

（

ル

ゼ

ミ

は

四

月

下

旬

か

ら

北

沢

山

や

大

泉

所

山

で

羽

化

が

始

ま

り

、

六

月

下

旬

ま

で

つ

づ

く

。

ニ

イ

ユ

イ

ゼ

ミ

は

七

月

上

旬

か

ら

八

月

下

旬

ま

で

大

芝

高

原

、

北

原

南

原

で

羽

化

す

る

が

、

数

は

少

な

い

。

ア

ブ

ラ

ゼ

ミ

と

ミ

ン

ミ

ン

ゼ

ミ

は

七

月

下

旬

か

ら

八

月

下

旬

ま

で

、

村

内

全

域

の

森

や

林

で

羽

化

し

、

エ

ゾ

ゼ

ミ

と

ヒ

グ

ラ

シ

は

、

そ

の

こ

ろ

、

北

沢

山

、

大

芝

原

、

大

泉

所

山

、

北

原

、

南

原

な

ど

で

羽

化

し

て

い

る

。
（
図

７
－
8
5
）

チ

″

チ

ゼ

ミ

は

、

も

っ

と

も

お

そ

く

八

月

下

旬

か

ら

九

月

下

旬

に

大

芝

高

原

、

北

沢

山

、

大

泉

所

山

な

ど

で

羽

化

し

、

羽

化

し

た

親

ゼ

ミ

は

Ｉ
〇

月

下

旬

ま

で

見

ら

れ

る

。

こ

れ

ら

の

セ

ミ

の

平

地

で

数

が

も

っ
と

も

多

い

の

が

、

ア

ブ

ラ

ゼ

ミ

と

ミ

ン

ミ

ン

ゼ

ミ

で

、

山

間

地

で

も

っ
と

も

多

い

の

が

、

（

ル

ゼ

ミ

で

あ

る

。

ニ

イ

ユ

イ

ゼ

ミ

と

チ

″
チ

ゼ

ミ

は

数

が

も

っ
と

も

少

な

い

。

２
　

南

箕

輪

に

生

息

す

る

セ

ミ

の

特

徴

ア

ブ

ラ

ゼ

ミ

Ｄ
ｒ
ａ
Ｐ
ｌｏ
ｐ
ｓ
ａ
ｌｔ
ｒ
ｉａ
 
Ｎ
ｉｇ
ｒ
ｏ
ｆｕ
ｓ
ｃ
ａ
ｔ
ａ
（
Ｋ
Ｏ
に

回

ご
尽

）

図7 －86　アブラゼミ　採集地　大芝高原

採集月日　1980.7.6　 征矢哲

雄標本

体
ぱ
ほ
ぼ
黒

色
で
、
胸
部
に

赤
褐
色
の
二
紋

か
お
り
、
前
後

麹
雌
雄
同
大
だ

が
雌
は
産
卵
管

を
そ
な
え
、
朧

弁
が
小
さ
い
。

夏
季
村
内
い
た

る
と
こ
ろ

に
現
れ
、
油
の
に
え
た
ぎ
る
よ
う
な
や
か
ま
し
い
声
で
鳴
く
。
枯
れ
た

幹
や
枝
、
電
柱
な
ど

に
二
～
三
個
ず
つ
産
み
こ
ま
れ
だ
卵

ぱ
そ
の
ま
ま
越
年

し
、

翌
年
七
～
八
月

に
第
一
齢
幼
虫
と
な
り
地
下

に
潜
入
し
樹
根
よ
り
吸
汁

し
て
成
長

し
、
毎
年
脱
皮
を
重
ね
て
第
五
齢
幼
虫
と
な
り
、
産
卵
か
ら
七
年
目
の
七
～

八
月

こ

ろ
地
上

に
あ

ら
わ
れ
、
最
後

の
脱
皮
を
し
て
成
虫
と
な

る
。
成
虫
の
寿
命
は
二

週
間
前
後
で
、

ナ
シ
、

リ
ソ
ゴ
な
ど
果
樹
園

に
飛
来
し
果
実

の
汁
液
を
吸
う
。
体

長
三

六
大

二
八
ｍ
、
知
端

ま
で

六
〇
ｍ

内
外

。
（
半
題
目
セ
ミ
科

９
・
乱
Ｆ
・
）

ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
　
Ｐ
ｌａ
ｌｙ
Ｐ
ｌｅ
ｕ
ｒ
ａ

ｋａ
ｅ
ｍ
ｐ
ｆｅ
ｒ
ｉ
（
回

ぞ
三
氏
）

体

は
や
や

偏
平
、

主
に
緑
褐
色
で
体
表

に
白
黄
色

の
微
毛

を
よ
そ

お
う

。
前
知

に
黒
褐
色
の
雲
状
紋
か
お

る
が
、
こ

の
斑
紋

は
か
な
り
個
体
変

異
に
富

む
。
南
箕

輪
村
で
は
梅
雨
明
け
の
こ
ろ
か
ら
あ
ら
わ
れ
、

九
月

初
句
ま
で
チ

四
千

″
と
連

続

し
た
声
で
鳴
く
。
体
長
二
〇
～
四
〇
ｍ
（
半
麹
目
せ
み
科
）

図7 －87　ニイニイゼミ　採集地　大芝

高原　採集月日　1980,7.10

征矢哲雄標本

ハ
ル
ゼ
ミ
　
一

。ｅｒｐ
ｏ
ｎ
ｏｓ
ｌａ
 Ｖ
ａ
ｃｕ
ａ
　（
○
）才ｙ

）

体
は
褐
色
で
黒
斑
が
あ
り
、
黄
白
色
の
微
毛
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
雄
は
体
が
著

し
く
暗
化
し
た
個
体
も
あ
る
。
羽
は
無
色
透
明
、
旭
脈
は
お
も
に
淡
褐
色
で
先
に

向
か
っ
て
黒
色
を
帯
び
る
。
雌
は
体
が
小
さ
く
産
卵
管
を
露
出
す
る
の
で
背
面
か

ら
区
別
で
き
る
。
出
現
期
は
四
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
と
、
セ
ミ
類
の
中
で
も
っ

2 砧



物第７章　動

図7 －88　ハルゼミ　採集地　北沢山

採集月日　1981.5.5　 征矢

哲雄標本

と
も
早
く
あ
ら
わ
れ
る
。
松
林
に
す
み
、
鳴
き
声
は

ム
ゼ
ー

ム
ゼ
ー

と

聞

こ

え

る
。
マ
ッ

ゼ
ミ
、
マ
ツ

ム
シ
な
ど
と
も
地
方
名
で
呼
ば
れ
る
。
体
長

雄
二

八
～
三

二
ｍ

、
雌
二
三
～
二
五
ｍ

、
佃

端
ま
で
雄
三
五

圭

二
七
ｍ

、
雌
三
〇
圭

二
五
ｍ

。

（
半
廸
目
せ
み
科
）

ヒ

グ
ラ
シ
　
Ｈ
呂

∃
Ｑ
ｙ

ｔ
ｏ
９

品
ｒ
｛
｝
耳

呂
｛

俗
に
カ
ナ
カ
ナ
と
い
う
。
褐

色
の
地

に
黒
斑
と
緑
斑

を
ま
じ
え

る
が
、

か
な
り

の
個
体
変
異

が
あ

る
。
両
題

は
ほ
ぼ
無
色
透
明
で
廸
脈

は
主
と
し
て
淡
褐
色
、
夏

図7 －89　ヒグラシ　採集地　大芝高原

採集月日　1980.8.10　征矢

哲雄標本

季

に

山

林

に

出

現

す

る

が

六

月

下

旬

～

八

月

に

多

い

。

一

部

は

九

月

に

な

っ

て

も

見

ら

れ

る

。
鳴

き

声

は

キ

″
キ

ｙ

：

に

近

い

金

属

音

を

連

続

さ

せ

哀

調

が

あ

る

。
和

名

は

好

ん

で

夕

刻

鳴

く

習

慣

に

基

づ

く

。
体

長

雄

二

九

大

二
八

ｍ

、
雌

ニ

ー
～

二

五

ｍ

、

低

山

帯

か

ら

山

地

に

す

み

、

普

通

平

地

で

は

見

ら

れ

な

い

。

牢

麹

目

せ

み

科

）

ミ

ン

ミ

ン

ゼ

ミ
　

Ｏ
ｎ
ｃ
ｏ
ｌｙ

ｍ

ｎ
ａ
ｎ
ａ
 
ｍ

ａ
ｃ
ｕ
ｌａ
ｌ
ｉｃ

ｏ
ｌ
ｌ
ｉｓ
｛
Ｋ
ｏ
回

丁

｝尽

）

雌

雄

ほ

と

ん

ど

同

形

同

大

で

、

背

面

か

ら

雌

雄

の

区

別

は

困

難

。

体

は

鮮

緑

色

の

地

に

黒

斑

を

よ

そ

お

い

、

黒

斑

に

か

な

り

著

し

い

個

体

変

異

が

あ

る

。

羽

は

無

色

透

明

で

横

脈

上

な

ど

に

褐

色

の

斑

紋

を

有

し

、

題

脈

は

お

も

に

黒

褐

色

で

あ

る

。

夏

に

出

現

し

、

ミ

ー

ソ

ミ

ー

ソ

ミ

ー

ソ

を

く

り

返

し

て

鳴

く

。

体

長

三

三

～

三

六

ｍ

、

麹

端

ま

で

六

二

ｍ

内

外

で

あ

る

。

図7 －90　ミンミンゼミ　採集　地大芝

高原　採集月日　1981，8.8

征矢哲雄標本

エ
ソ
ゼ
ミ
　（
いｒ
乱
ａ
 Ｊａ
Ｐｏｎ
ｉｃａ
 Ｋ
ａ
ｔｏ

体
は
お
も
に
黒
色
で
、
赤
褐
色
と
黄
緑
色
の
斑
紋
が
あ
る
。
雄
の
朧
弁
は
幅
よ

り
わ
ず
か
に
長
く
、
第
三
腹
板
に
達
し
、
末
端
は
丸
ま
る
。
夏
七
月
下
旬
か
ら
九

月
上
旬
に
か
け
て
山
地
で
見
ら
れ
、
好
ん
で
松
、
杉
な
ど
の
針
葉
樹
林
に
す
み
、

幹
に
下
向
き
に
と
ま
っ
て
、
ギ
ー
と
車
を
ま
わ
す
よ
う
な
連
続
し
た
声
で
鳴
く
。

生
息
地
の
標
高
は
六
〇
〇
ｍ
く
ら
い
で
、
本
村
で
は
御
射
山
や
経
ヶ
岳
林
道
に
生

息
し
て
い
る
。
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第 ２節　生態 と分布

ア

カ
エ
ゾ
ゼ
ミ
と
混
生
し
て
、
両
者
の
鳴
き
声
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
鳴
き
声

に
よ
る
区
別

は
む
ず
か
し

い
。
体
長
四
〇

～
四
三
ｍ

、
佃
端
ま
で
六
五
～
六
八
ｍ

で

あ
る
。
（
半
麹
目
せ
み
科
）

チ

ッ
チ
ゼ
ミ
　

ジ
ペ［ｅ
ｌａ
ｍ
ｐ
ｓ
ａ
ｌｔａ
 ｒ
ａ
ｄ
ｉａ
ｔｏ
ｒ
 Ｕ
ｈ
ｌｅ
ｒ

日
本
に
生
息
す
る

セ
ミ
の
中
で
最
小

の

セ
ミ
で
あ
る
。
背
弁
が
な
く
、
一
般
に

周
知
の

セ
ミ
類
と
は
所
属
の
属
科
を
異
に
し
、
七
月
下

旬
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
モ

1980年 ８月調査表7 －10　 セミの羽化時間

脚　る

をと

め

背　九

中　る
が
わ

頭

が
出
る

さ　に

か　 なさ　　る
ま

か　から　ま

に　る
つ

羽がる

がり
ひ始

ろめ

羽 がる

力鴇
ひ終

るわ

羽　す
化　 る

に　時
要　間

ニ イ ニイ ゼ ミ

ヒ　グ　ラ　 シ

ェ　 ゾ　ゼ　 ミ

ア ブ ラ ゼ ミ

87分

88分

62分05秒

65 分

７分40秒

４分15秒

３分10秒

10分30秒

20分40秒

18分30秒

27分30秒

13分

Ｈ 分

12分04秒

１分40秒

７分15秒

１分

３秒

27分50秒

９分40秒

７分10秒

12分56秒

１分20秒

８分15秒

47 分30秒

47 分48秒

60 分45秒

48分40秒

の
鳴
き
声
は
Ｉ
〇
月
下
句
ご
ろ
ま
で
聞
く
こ
と

が
で
き
る
。
山
地
の
針
葉
樹
林
に
多
く
、
鳴
き

声
は
チ
″
チ
″
チ
″
と
同
調
子
の
連
続
音
で
あ

る
。（
半
麹
目
せ
み
科
）

３
　
南
箕
輪
に
生
息
す
る
セ
ミ
の
生
態

田
　

セ
ミ
の
羽
化
に
か
か
る
時
間

一
九
八
〇
年
八
月
に
ニ
イ
ユ
イ
ゼ
ミ
、
ヒ
グ

ラ
シ
、
エ
ゾ
ゼ
ミ
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
に
つ
い
て
の

羽
化
の
様
子
を
朧
察
し
た
。
そ
の
結
果
は
上
表

の
よ
う
で
あ
る
が
、
ニ
イ
ユ
イ
ゼ
ミ
と
ヒ
グ
ラ

シ
は
足
を
と
め
て
か
ら
背
中
が
割
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
は
背
中
が
割
れ

て
か
ら
頭
が
出
る
ま
で
に
長
時
間
か
か
る
。
羽

化
が
始
ま
っ
て
か
ら
羽
が
ひ
ろ
が
り
終
わ
る
ま

で
に
も
っ
と
も
時
間
が
か
か
る
の
は
Ｉ
ゾ
ゼ
ミ

で
他
ぱ
だ
卜
た
い
同
じ
く
ら
卜
で
あ
る
。

表
7
1
1
0は
、
羽
化
に
か
か
っ
た
時
間
の
表

で
あ
る
。

②
　
雌
雄
の
羽
化
期
の
ち
が
い

南
殿
八
幡
宮
で
二
日
ご
と
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
羽
化
期
の
は
じ
め
に
は
雄
が
多

く
、
雌
は
終
わ
り
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
多
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ミ
ソ

・　 公

一 一 垂

５４３２
１

75

50

25

ｊ

羽

化

％ぐ

図7 －91　 ミンミンゼ ミの雌雄の羽化期のちがい　 （1982 年 の

調査）調査者　 征矢聡

ミ
ソ
ゼ
ミ
、
ア

ブ
ラ
ゼ
ミ
、
（

ル
ゼ
ミ
に
つ
い
て
同
じ
傾
向
か

み
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
ミ
ン

ミ
ン
ゼ
ミ
の
例
を
示
す
と
、
図

７
－
9
1
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
図
に
よ
っ
て
、
羽
化
期

の
中
間
に
お
い
て
、
雌
と
雄
が

ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
り
、
そ
の

前
と
後
で
雄
と
雌
と
が
交
差
し

て
、
雄
は
へ
り
、
雌
の
ふ
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
結
果
、

図
7
1
9
2の
よ
う
に
、
ミ
ソ
ミ

卜 → 羽化期り 月14日より一週間ごとの目盛）

図7 －92　 羽化期と羽化数の変化

↑

羽

化

数

匹ぐ
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ソ
ゼ
ミ
で
は
、
羽
化
期
間
が
約
六
週
間
で
あ
る
が
、
羽
化
数
は
第
四
週
目
と
第
五

週
目

に
集
中
し
て
多
く
な
り
、
急
激
に
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

㈲
　

セ
ミ
の
食
物

親

ゼ
ミ
は
生
活
す
る
た

め
に
、
樹
液
を
す
っ
て
、

エ
ネ
ル
ギ

ー
を
得
て

い
る
。

調
べ
た
結
果
に
よ
る
と
、
樹
液
を
吸
う
木
は
大
体
曽
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
例
犬
は
ミ
ン
ミ
ン

ゼ
ミ
で
は
一

七
二

例
中

の
約
半

数
五
〇

・
六
％

が
桜

の
木

で
、
次
が

ケ
ヤ
キ
の
一
五
％

、
そ
の
他
キ

サ
サ
ゲ
、
イ
チ
イ
、

Ｉ
ノ
キ
、

イ
チ

Ｅ

ウ
な
ど
の
三
％

内
外
の
順
で
あ
っ
た
。

㈲
　

セ
ミ
の
鳴
く
活
動
と
気
象

才

べ
が
ど
う
い
う
時
に
鳴
い
て
、
ど
う
い
う
時
に
鳴
号
冲
打
か
。
明

る
さ
と
気

温
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
た
。

ミ

ン
ミ
ン

ゼ
ミ
が
鳴
き
は
じ

め
る
の
は
、
気
温

が
一
九
～
二
〇

℃
で
、
明

る
さ

が

Ｉ
〇
〇
ル

ク
ス
以

上
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
て
い
る
と
き
は

鳴
号
、
ど

ち
ら

か
一

方
の
条
件
が
み
た
さ
れ
な
く
な
る
と
鳴
号
や
か
。

実

験

例
と

し
て

、

間碕

夏

の
夜

セ

ミ

を
電

灯

エ

ゾ
ゼ

ミ

・ミ
ン
ミ

ン

ゼ

ミ

ハ
ル

ゼ

ミ

ア

ブ
ラ
ゼ
ミ

ヒ
グ
ラ
シ

ニ
イ

ニ
イ

ゼ

ミ

セミの鳴き始める時刻 と鳴いてい る図7 －93

の
下
へ
も

っ
て
く

る

と
数
分

も
た
た
な
い

う
ち
に
鳴
き
だ
し
、

電
灯
を
消
す
と
鳴
き

や
ん
だ
。

セ
ミ
の
鳴
く
活
動

は
、
気
温

や
照
度
だ

け
で
な
く
、
湿
度
、

風

、
降
水
な
ど
と
と

ニ イ ニ イ ゼ ミ`

ヒ グ ラ シ

ア ブ ラ ゼ ミ

-ハルゼミ

ミンミンゼミ

エゾゼ ミ

10９う月　　　６月　　　７月　　　８月

図7 －94　 セ ミ の鳴 い て い る 期 間

も
に
、
他
の
生
物
の
要
因
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
は

当
然
で
あ
る
が
、
今
後
の
研
究
と
し
た
い
。

上
図
は
、
セ
ミ
が
鳴
き
ぱ
じ
め
る
時
刻
と
鳴
い
て

い
る
時
間
、
及
び
鳴
い
て
い
る
期
間
の
図
で
あ
る
。

チ
″
チ
ゼ
ミ
と
ア
カ
Ｉ
ゾ
ゼ
ミ
は
正
確
に
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

㈲
　
セ
ミ
の
産
卵

産
卵
の
方
法
は
、
枯
枝
に
つ
か
ま
り
産
卵
管
を
枯

枝
の
中
へ
さ
し
こ
み
、
卵
を
一
つ
ま
た

ぱ
二

つ
産

み
、
産
み
終
わ
る
と
少
し
移
動
し
て
次
の
産
卵
を
す

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
多
い
と
き
謁
二
〇
～
四
〇

個
の
穴
を
連
続
的
に
あ
け
て
、
一
時
間
以
上
も
か
か

つ
て
産
卵
す

る
。

産
卵
管
は
三

つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
先

端
が
き
り
、
両
側

が
の
こ

ぎ
り

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
き
り
の
役
目
の
部
分
は
上
下

に
動
き
、
の
こ
ぎ
り
の
部

分
は
右
と
左
を
互
い
ち
が
い
に
動
い
て
き
り
込
ん
で
い
く
。

産
卵
す

る
木
の
種
類
も
大
体
含
ま

っ
て
い
て
調
査
の
結
果
て

ぱ
ミ
ン
ミ
ン

ゼ
ミ

の
場
合
、
七
九
匹
中
二
七
％

が
桜
の
木
の
枯
枝
で
あ

っ
た
。
イ
チ
イ
と
キ

サ
サ
ゲ

が
一
八
％

、

ヒ
ノ
キ
が
六
％

、

ポ
プ
ラ
が
五
％

で
あ

っ
た
。
産
卵
は
枯
れ
た
樹
木

の
外

に
電
柱
や
梨
園

の
支
柱
な
ど

に
も
少
数
で
あ

る
が
行
わ
れ
た
。

㈲
　

南

箕
輪
の
ト
ン

ボ

ー
　
は

じ

め

に

南
箕

輪
村
及
び
上
伊
那

に
産

す
る
ト
ソ
ボ
の
関
係

の
文
献

は
一

つ
も
な
い

。
一

九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
）
理
学
博
士
朝
比
奈
正
二
郎

に
よ

っ
て
「

信
濃
蜻
蛉
誌
」
が

著
わ
さ
れ
、
そ

の
中

に
伊
那
谷

産
の
ト
ソ
ボ
に
つ
い
て

の
二
～
三

の
記
載
が
あ

る

2 銘
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第２節　生態と分布

の
み
で
ま
こ
と

に
さ
み
し

卜
限
り
で
あ

る
。
昭
和
三
七
年
発
行

の
『
上
伊
那
誌
』

に
上
伊
那
産

の
蜻
蛉
目
目
録
と
し
て
、
い
と
と

ん
ぼ
科
九
種
、
も

の
さ
し
と

ん
ぼ

科
一
種
、
あ

お
し
と
と

ん
ぼ
科
四
種
、

加
わ
と

ん
ぼ
科
四
種
、
か

か
し
と

ん
ぼ
科

一
種
、

む
か
し

や
ん
ま
科
一

種
、
さ
な
え

と
ん
ぼ
科
一
一
種
、

お
に
や
ん
ま
科
一

種
、
や
ん
ま
科
一
四

種
計
九
科
四

六
種
を
た
だ
あ
げ
て
あ

る
が
、
そ

の
生
息
地
毛

生
息
分

布
毛

生
活

生
態
に
つ
い
て

の
何

ら
の
研

究
も
記

載
さ
れ
て

い
な
い
。

一

九
七
九
年
か
ら
南
箕

輪
村
に
生
息
す
る
ト
ソ
ボ
に
つ
い
て
調

査
研

究
を
続
け

て
き
た

。

こ
れ
で
南
箕
輪
村
の
蜻
蛉
相
を
論
ず
る
の
は
性
急
で
あ
る
と
思

う
が
以
下

わ
か

っ
た
こ
と
を
記

す
。

２
　

南
箕
輪
の
ト
ン
ボ
の
生
息
地

本
村

に
は
大
き
な
池
沼
は
存
在
し
な
い
が
広
大
な
水
田
地
域
か

お
り
、
そ

の
水

田
へ
の
言
漑
用

水
路
が
縦
横
に
走

っ
て
い
る
。
ま
た
村
落
内

に
も
各
所

に
防
火
用

水
池
や
養
魚
池
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
ト
ソ

ボ
の
若
虫
（
ヤ
ゴ
）
は
生
息

し
て

い

る
が
、
河
川

の
護
岸
工

事
や
水
田

の
土
地
改
良
に
と
も
な
う
水
路
の
改

修
な
ど
に

よ
っ
て
だ
ん
だ
ん
に
ト
ソ

ボ
な
ど
水
生
昆
虫

○
生
息
が
で
き
に
く
い
環

境
が
つ
く

ら
れ
、
自
然
が
自
然
で
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
な
お
ま
た
、
そ

れ
に
加
え
近
年

は
水
田

へ
の
除
草
剤

や
殺
虫
剤

の
多

量
な
散
布
に
よ
っ
て
直
接

に

水
生
昆
虫

は
被
害

を
受
け
て

い
る
。

と
く

に
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ

ム
シ
の
発
生

を
み

た
昭
和
五
七
年
こ

ろ
か
ら
水
田

に
生

息
す
る
ト
ソ
ボ
類
の
若
虫

は
生
活
不
可
能

な
ま
で

に
農
薬

の
被
害

を
う
け
多
く
の

ト
ソ
ボ
の
若
虫

の
死
が

い
が
確
認

さ
れ
て
い

る
。
水
田
地
域

に
生
息
す

る
ト
ン
ボ

は
、
（

グ
ロ
ト
ン
ボ
、
ア

オ
（

ダ
ト
ン
ボ
、
ア

キ
ア

カ
ネ
、

ナ
ツ
ア

カ
ネ
な
ど
が

多
く
、
こ

ん
な
状
態
が
こ

れ
か
ら
続
く
と
そ
れ
ら

ト
ソ

ボ
の
飛
翔
が
見
ら
れ
な
く

な
る
の
で

は
な
し
か
と

心
配

に
な
る
の
で
あ

る
。

本

村

の

経

ヶ

岳

山

朧

に
は

、

水

量

豊

か

な

北

沢

川

、

大

泉

川

の

二

渓

流

が

流

れ

、

そ

の
水

域

に

は
湧

水

、

水

た

ま
り

、

森

林

、

湿

原

な

ど

の

多

く

が

見

ら

れ

、

や

ん

ま
科

、

さ

な

え

科

、

加
わ

と

ん
ぼ

科

の

主

要

な

生

息

地

に
な

っ
て

い

る
。

大

泉

砂

防

ダ

ム
を

は
じ

め
、

北

沢

砂

防

ダ

ム
な

ど

豊

か

な

水

を

終

年

貯

水

す

る

こ

と

に
よ

っ
て

ト

ソ

ボ

の
生

息

に

は
ま

こ

と

に

め
ぐ

ま

れ

た

環

境

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

。

３
　

南

箕

輪

に

生

息

す

る
ト

ン

ボ

の

種

類

一

九

七

九

年

か
ら

の
採

集

調

査

に
よ

っ
て

南

箕

輪

村

に

は
左

記

の

七

科

二

三

種

の

ト

ソ

ボ
が

生

息

し

て

い

る
こ

と

を

確

認

し

た
。

・

オ
ユ
ヤ
ン
マ
　（
お
に
や

ん
ま
科
）
　
　
　
　
　
・

ギ
ン
ヤ

ン
マ
　（
や

ん
ま
科
）

・

オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ソ
マ
　（
や

ん
ま
科
）
　
　
　
・

ヤ
ブ
ヤ
ソ
マ
　（
や

ん
ま
科
）

・
ア

オ
ヤ
ソ
マ
　（
や

ん
ま
科
）
　
　
　
　
　
　
　

・
カ

ト
リ

ヤ
ン
マ
　（
や

ん
ま
科
）

・
カ
ワ

ト
ン
ボ
（
か
わ
と

ん
ぼ
科
）
　
　
　
　
　
・
（

グ
ロ
ト
ン
ボ
（
か
わ
と

ん
ぼ
科
）

・
ア

オ
イ

ト
ト
ン
ボ（
あ

お
い
と
と

ん
ぼ
科
）
　
・
ア

オ
（

ダ
ト
ン
ボ
（
い
と
と

ん
ぼ
科
）

・

ホ
ソ

ミ
イ

ト
ト
ソ
ボ
（
い
と
と

ん
ぼ
科
）
　
　・

ル
リ
イ

ト
ト
ン
ボ

（
い
と
と
ん
ぼ
科
）

・

オ
グ
マ
サ
ナ
Ｉ
　（
さ
な
え
と

ん
ぼ
科
）
　
　
　
・

ヤ
マ
サ
ナ
エ
　（
さ
な
え
と

ん
ぼ
科
）

・

才
才
シ
オ
カ
ラ

ト
ン
ボ
（
と

ん
ぼ
科
）
　
　
　
・

シ
オ
カ
ラ
ト

ン
ボ
（
と
ん
ぼ
科
）

・

シ
オ
ヤ
ト
ソ

ボ
（
と

ん
ぼ
科
）
　
　
　
　
　
　
・

ナ
ツ
ア
カ
ネ

（
と

ん
ぼ
科
）

・
ア

キ
ア
カ
ネ

（
と

ん
ぼ
科
）
　
　
　
　
　
　
　

・

ヒ
メ
ア
カ
ネ

（
と

ん
ぼ
科
）

・

ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ

（
と
ん
ぼ
科
）
　
　
　
　
　
　
・

ノ
シ
メ
ト
ソ

ボ
（
と
ん
ぼ
科
）

ｔ
（

ラ

ビ
ロ
ト
ソ
ボ

（
と

ん
ぼ
科
）

お

に
や

ん
ま
科
…
…
…
…
一
種
　
　
　

さ
な
え
と

ん
ぼ
科
…
…
一
一
種

や
ん
ま
科
…
…
…
…
…
…
五
種
　
　
　

と

ん
ぼ
科
…
…
…
…
…
九
種

加
わ
と

ん
ぼ
科
…
…
…
…
一
」種
　
　
　

計
七
科
…
…
…
…
…
一
一
一一一
種

あ

お
い
と
と

ん
ぼ
科
…
…
一
種

い
と
と

ん
ぼ
科
…
…
…
…
一一一
種
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物動第7 章

４
　
南
箕
輪
の
ト
ン
ボ
の
成
虫
期
間
と
交
尾
期

南
箕
輪
村
に
生
息
す
る
お
も
な
ト
ソ
ボ
の
成
虫
の
生
息
期
間
は
次
表
の
と
お
り

で
あ
る
が
よ
く
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の

研
究
に
ま
ち
た
い
。

ヤ
ゴ
が
羽
化
し
て
成
虫
に
な
れ
ば
何
日
く
ら
い
で
交
尾
す
る
か
を
し
ら
べ
た
。

成
虫
の
活
動
範
囲
の
広
い
も
の
に
つ
い
て
は
不
可
能
な
た
め
、
活
動
範
囲
の
せ
ま

い
い
と
と
ん
ぼ
科
の
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
を
選
び
、
羽
化
し
た
と
き
翼
と
腹
部
に
油

性
マ
ジ
″
ク
で
印
を
つ
け
て
は
な
し
、
そ
れ
か
ら
毎
日
午
後
三
時
こ
ろ
に
観
察
を

続
け
た
結
果
、
速
い
も
の
で
Ｉ
〇
日
、
遅
い
も
の
で
一
五
日
で
交
尾
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
他
の
ト
ソ
ボ
は
ど
う
か
、
ト
ソ
ボ
の
産
卵
、
発
生
な
ど
の
生
殖
生
態

に
つ
し
て
の
研
究
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

５
　

南

箕
輪
に

生
息
す
る
ト

ン
ボ
の
特
徴

オ
ニ
ヤ
ン
マ
　
Ａ
ｎ
ｏ
ｔｏ
ｇ
ａ
ｓ
ｔｅ
ｒ
 Ｓ
ｉｅ
ｂ
ｏ
ｌｄ
１１
 Ｓｅ
ｌｙ
ｓ

大
形

で
他
の
ト
ソ
ボ
と
は
左
右

の
複

眼
が
一
点
で
接
し
て

い
る
こ
と

に
よ
り
区

別

さ
れ
る
。
山
地
か
ら
平
地

ま
で

あ
ら
ゆ
る
所

の
細
流

や
渓
流

に
発

生
す
る
。

成
虫

期
は
六
月
中
旬
～

一
〇
月
上
旬
で
七
月
中
旬
～

八
月
下
旬
が
多

い
。
木

立

の
縁
部
、
道
路
、
小

路
な
ど
に
沿

っ
て

直
線
状
に
飛

び
往
復

す
る
。
ス
ズ
メ
バ
チ

な
ど
の
大
形

昆
虫
も
捕
食
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
体
長

九
五
～
一
〇
〇
ｍ

内
外

。

北

沢
、
大

泉
所

に
多
い
。

お
に
や
ん
ま
科
は
大
形
で
題

は
透
明

ま
た
は
色
斑

を
も

ち
胴
体

は
黄
と
黒

の
縞

模
様

を
基
本

と
し
て
、
雌

の
産
卵
器

は
短
く
退
化
し
て
生
殖
弁
と
な

る
か
、
あ

る

い
は
長

大
な
棒
状
突

起
と
な
る
。

/
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

上中下上巾下上中下上中下上中下上中下上中下上十上中下上中下上中下上中 下

ギ ン ヤ ン マ

シオカラトンボ

シ オヤ トン ボ

オオッオカラトンボ

ア キ ア カ ネ

ナ ツ ア カ ネ

オ ニ ヤ ン マ

カ ワ ト ン ボ

ハ グロト ン ボ

カ ト リ ヤン マ

ヤ ブ ヤ ン マ

ルリボシヤンマ

アオイトトン ボ

ルリイトトン ボ

ア オ ヤ ン マ

ヤ マ サ ナ ェ

オ グマ サ ナェ

ハラビロトンボ

メ シ メト ン ボ

ミ ヤマ サ ナェ

一

一

-

--

一

一

-

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

-

-

-

-

幼
虫

は
流

れ
の
砂
底
中

に
も
ぐ

っ
て
生
活
す

る
。
二
亜
科
あ

り
、

お
に
や
ん
ま
亜
科

は
旧
北
区
、
東
洋
区
、
新
北
区

に
分
布

図7 －95　南箕輪におけるトンボの成虫の生息期間

図7 －96　 オニヤンマ♀　採集場所大泉所 （大泉ダ ム下）

採集月 日1981.8.7　 征矢哲雄 標本

す

る

。
　

（

ト

ソ

ボ

目

お

に

や

ん

ま

科

の
ｏ
乱

巴
ｅ
ｇ

‘

ａ
ｓ
l
eｒ
ｉｄ
ａ
ｅ
）
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第２節　生態 と分布

ギ

ン

ヤ
ン

マ
　

Ａ
ｎ
ａ
ｘ
 
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
 ｊｕ
ｌｉｕ
ｓ
（
回

呂
ａ

）

平

地

の
池

沼

に
発

生

し
、

ク

ロ

ス

ジ

ギ

ソ

ヤ

ソ

マ

に
比

べ
て

開

け

た
水

面

を

好

む

。
成

虫

は
南

箕

輪

で

は
四

月

下

旬

～

一

一
月

上

旬

に
発

生

し

、

五

月

下

旬

か
ら

九

月

下

旬

ま

で

の
間

に
多

く

見

ら

れ

る

。
体

長

七

〇

ｍ

内

外

。

（

ト
ソ
ボ

目

や

ん

ま
科

Ａ
ｅ
ｓｃ
ｈｎ
ｉｄａ
ｅ
）

オ

オ
ル

リ

ボ

シ

ヤ
ン

マ

Ａ
ｅ
ｓｃ
ｈ
ｎ
ａ
 ｎ
ｉｇ
ｒ
ｏ
ｎ
ａ
ｖ
ａ
 Ｎ
ｌａ
ｒ
ｔ
ｉｎ

ル
リ

ボ

シ

ヤ
ソ

マ
に

非

常

に
よ

く

似

て

い

る

が
、

胸

側

の
前

方

淡

色

条

は
上

端

で

ま

さ

か

り

型

に
後

方

に
突

出

し

、

雄

上

付

器

は

先

端

背

部

に

短

辣

列

が

あ

る

こ

と

、

雌

の

尾

毛

の

外

縁

は

外

側

に
ふ

く

ま

れ

ぬ
こ

と

で
区

別

さ

れ

る

。

北

沢

の
湿

原

か
ら

大

泉

所

の
池

沼

ま
で

発

生

域

は

広

い

。

成

虫

期

は

七

月
下

旬

～

一
〇

月

上

旬

で

、

八

月

中
下

旬

に
も

っ
と

も

多

い
。

体

長

八
〇

ｍ

内

外

。
（

ト
ソ

ボ
目
や

ん
ま

科

ｙ
ａ

Ｑ回

誕
ｓ

）

ヤ

ブ

ヤ

ン

マ
　

Ｐ
０
１ｙ
 
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ａ
ｇ
ｙ
ｎ
ａ
 ｍ

ｄ
ａ
ｎ
ｉｃ
ｔｅ
ｒ
ａ
 
Ｓｅ
ｌｙ
ｓ

図7 －97　 ギン ヤンマ ♀　採集場所　 北沢（第三砂防えん

堤上）　 採集月日　1981.8.6　 征矢哲雄標本

林
中

の
水
た
ま
り

に
発
生
し
、

図7 －98　オオルリボシヤンマ♀　採集場所　北沢（第一

砂防えん堤上） 採集月日　1980.8.7　征矢哲

雄標本

し
ば
し
ば
幼
虫
は
高
密
度
と
な
る
。

図7 －99　 ヤブ ヤンマ６　採集場所　 北 沢（三軒家上）

採集 月日　1980､8.10　 征矢哲雄標本

成
虫
期
は

五

月

下

旬

～

九

月

中

旬

、

多

い

の

は

七

～

八

月

で

樹

間

を

パ

ト

ロ

ー

ル

す

る

か

、

黄

昏

飛

翔

す

る

性

質

が

強

い

。

体

長

八

〇

ｍ

内

外

。

（

ト

ソ

ボ

目

や

ん

ま

科

Ａ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉｄ
ａ
ｅ
）

ア

オ

ヤ

ン

マ
　

ｙ

ａ

ふ

呂

ｔ
に

Ｉ

ｅ
ｂ
ｉａ
 
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉｓ
ｔ
ｉｇ
ｍ

ａ
 
Ｓ
ｅ
ｌｙ

ｓ

ア

シ

の

生

え

た

池

沼

に

普

通

に

発

生

す

る

種

で

あ

る

が

、

最

近

急

激

に

減

り

今

で

は

ま

れ

に

い

る

く

ら

い

。

成

虫

は

五

月

下

旬

～

八

月

上

旬

、

多

い

の

は

五

月

下

旬

～

七

月

下

旬

。

体

長

図7 －100　アオヤンマ♀　採集場所　北沢（第二砂防え

ん堤上） 採集月日　1980.8.10　征矢哲雄標

本

七

〇

ｍ

内

外

。

（

ト

ソ

ボ

目

や

ん

ま

科

Ａ

ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ

ｉ
ｄ
‐

ａ
ｅ

）
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物第 ７章　動

図7 －101　 クロスジギンヤンマ さ　 採集場所　 北沢（ 第

二砂防えん堤上） 採集月日　1980.8.6　 征矢

哲雄標本

図7 －102　カトリヤンマ♀　採集場所　北沢（第二 砂防

えん堤上）　採集月日　1980.8.7　征矢哲雄

ク

ロ

ス

ジ

ギ

ン

ヤ

ン

マ

ｙ

丿
ｐ
Ｍ

乱

回

ｏ

に

Ｓ
ｙ
｛

回

○
回

目

叫

ギ

ン

ヤ

ン

マ

に

似

て

い

る

が

、

額

に

Ｔ

字

型

黒

斑

と

胸

側

に

二

条

の

黒

条

が

あ

る

。

腹

部

の

淡

色

紋

が

前

後

に

分

離

す

る

。

森

林

で

か

こ

ま

れ

だ

池

沼

に

発

生

し

、

南

箕

輪

で

は

北

沢

と

大

泉

所

に

そ

の

発

生

を

見

る

。

成

虫

期

は

本

村

で

は

四

月

下

旬

～

六

月

中

旬

。

体

長

六

五

ｍ

内

外

。

数

は

少

な

い

が

六

月

下

旬

か

ら

一

〇

月

上

旬

に

発

生

す

る

も

の

も

あ

る

。
（

ト

ソ

ボ

目

と

ん

ぼ

科

Ａ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉｄ
ａ
ｅ
）

カ

ト

リ

ヤ

ン

マ
　

｛

｝ｙ
μ
？

日

沁

ｙ

Ｑ

ｙ

｛
｝ｏ
ｎ
ｉｃ

ａ
　

Ｂ
ａ
‐

ｒ
ｔｅ
ｎ
ｅ
ｆ

暗

い

林

中

の

落

ち

葉

の

つ

皿
　
　

亀

つ
だ
水
た
ま
り
や
水
田

、

緩

や
か
な
流

れ
な
ど
に
発
生

し
、
小
池

に
幼
虫
が
密
集
す

る
こ
と
が
あ

る
。
成
虫
期
は

図7 －103　 カワトンボ檀色型 ♀　採 集場所　 大泉所

（大泉ダ ムの下）　 採集月 日　1980.8.6

征矢哲雄標本

南
箕
輪
で

は
七
月
上
旬
～
一
〇

月

中
旬
で
、
八
～

九
月

に
も
っ

と
も
多
く
発

生

を

見

る
。

日

中
、
林
内

に
静
止
し
黄
昏
飛
翔

を

す

る

。

夜

室

内

に

ま

い

こ

む

。

体

長

六

五

ｍ

内

外

。

Ｔ

ソ

ボ

目

や

ん

ま

科

か

円
目

聡

善

カ

ワ

ト

ン

ボ
　

」くｒ
ａ
ｎ
ａ
ｉｓ
 
ｓ
ｔ
‐

ｒ
ｉｇ
ａ
ｔａ
 
Ｓ
ｅ
ｌｙ
ｓ

地

方

種

族

に

分

か

れ

る

性

質

が

強

く

、

そ

れ

ぞ

れ

が

多

く

の

型
を
し
め
し
、
か
つ
型
の
間
で
の
生
息
環
境
の
好
み
が
ち
が
う
傾
向
か
お
る
た
め

分
類
が
む
ず
か
し
く
、
現
在
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
は
ね
の
色
彩
斑
紋
に
つ
い
て

み
る
と
、
各
地
と
も
雌
は
す
べ
て
透
明
で
、
雄
は
次
の
よ
う
に
多
型
で
あ
る
。
透

明
型
も
あ
れ
ば
、
不
透
明
斑
の
大
き
い
椎
色
型
の
も
の
も
あ
る
。
山
地
か
ら
平

地
の
渓
流
に
発
生
す
る
。
但
色
知
の
雄
は
低
地
に
多
く
、
高
地
に
は
透
明
知
の
雄

が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
成
虫
発
生
期
は
五
～
七
月
、
北
沢
や
大
泉
所
で
は
八

月
に
は
い
っ
て
か
ら
見
ら
れ
る
。
白
粉
を
ふ
い
だ
成
熟
雄
は
な
わ
ば

り
を
つ
く

る
。
雌
は
単
独
で
水
中
や
ぬ
れ
た
朽
木
な
ど
に
産
卵
す
る
。
体
長
五
五
～
六
〇
ｍ

内
外
。「
ト
ソ
ボ
目
か
わ
と
ん
ぼ
科
の
」ｏ
ｔ
萍
詣
応
諾
）

カ
ワ
ト
ン
ボ
科
　
９
↑ｏ
旦
ａ
回
国
儲

は
大
形
で
は
ね
は
幅
広
く
、
小
指
脈
が

よ
く
発
達
す
る
。
体
に
は
金
属
光
沢
か
お
り
、
は
ね
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
斑
が
あ

っ
て
美
し
い
。
幼
虫
は
流
水
性
で
水
草
の
根
や
茎
、
水
中
の
ご
み
に
つ
か
ま
っ
て

生
活
し
、
体
、
足
、
ひ
ざ
と
も
に
細
長
い
も
の
が
多
い
。

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
　
Ｄａ
ｌｏ
Ｐｔｅ
ｒｙ
ｘ
 ａ
ｌｒａ
ｔａ
 Ｓｅ
ｌｙ
ｓ
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第２節　生態 と分布

雄
の
体
は
黒
く
腹
部
背
面

は
金
属
緑
色
、

ぱ
ね
の
前
縁
脈
は
黒
色

、
雌

の
体

は

黒

褐
色
、
は
ね
は
白
色
の
偽

縁
紋
を
も
か
な
卜
。
ど
ち
ら
も
は
ね
○
先
半

が
前
後

縁
に
平

行
し
、
細
長

い
こ
と
で
ア
オ
（

ダ
ト
ン
ボ
と
区
別
で

き
る
。
大
泉
所
、
北

沢
の
ゆ
る
い
流
れ
に
発

生
し
と
き
に
は
池
沼

に
も
見

ら
れ
る
。
幼
虫

は
水
草
中

に

す
右
。
成
虫
は
五
月

か
ら
盛
夏

ま
で
、
お
そ
い
も
の
で

九
～
一
〇
月

ま

で

見

ら

れ
、

七
～

八
月
に
も
っ
と
も
多
く
群
生
し
て
し
る
。

体
長
六
〇
ｍ

内
外

。
（
ト
ッ

ボ
目
か
わ
と
ん
ぼ
科

Ｐ
｛
ｏ
ｔ
ぼ

詣
応
罵
｝

ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
　
Ｌ
ｅ
ｓ
ｔｅ
ｓ
 Ｓ
Ｐｏ
ｎ
ｓ
ａ
 Ｈ
ａ
ｎ
ｓｅ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ

雌
と
未
熟
な
雄
で
は
佃
胸
前
面

中
央
の
背

隆

線
や
肩
縫
線
か
細
く

黄

色
、
雄

は
成
熟
す

る
と
金
属
緑
色
以

外
の
部
分
が
黒
く
な
り
、
さ
ら
に
白
粉
で
お
お
わ
れ

る
。
胸
側
の
金
属
緑
斑
の
上
端
は
後
方

に
の
び

る
が
第
二

側
縫
線
に
と
ど
か

ぬ
こ

と
が
多
い

。
雄
ｏ

下

付
器

は
長
く
て
上
付
器
０
．
内
歯
に
達
し
、
棒
状
で
先
端
平

た

く

ス
プ
ー
ン
状
だ
が
内
方

に
曲
が

る
こ
と
は
な
い
。
雌

○
産
卵
器
末
端

ぱ
ほ
ぼ
尾

アオイトトンボ ♀　採集場 所　北 沢（権兵衛峠

入口下） 採集月日　1980.8.5　 征矢哲雄標本

図7 －104

端
で
終
わ
る
。
全
村
の
池

か
ら

山
地
の
湿
原

ま
で
生
息
地
は
幅

広
い
。
木
立
の
な
い
開

け
た
止

水

に
多
い
。

秋
季
連
絡
し
て
池
沼
の
い
ろ

い
ろ
な
草
木
の
組
織
中
に
産
卵

す

る
集
団
が
見
ら
れ

る
。
卵
は

翌
春

ふ
化
す

る
。
南
箕
輪

の
場

合
、
七
～
一
〇
月
、
成
虫
は
八

～
一
〇
月
産
卵

。
五
月

ふ
化
し

五
～
七
月
幼
虫

。
体
長
円
Ｏ
ｍ

内

外

。
（
ト
ソ
ボ
目
あ
お
い
と
と

ん
ぼ

科

ｒ
Ｌ

Ｌ
ｇ

）

ル

リ

イ

ト

ト

ン

ボ
　

Ｅ
ｎ
ｏ
ｌ
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ｇ
ｍ

ａ
 
ｄ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
（
J
ｒ
ｃ
ｕ
ｌｕ
ｔｕ
ｌｎ
 
５
ｅ
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ｓ

雄

の

肩

黒

条

は

水

色

の

前

屈

条

よ

り

幅

せ

ま

く

腹

部

背

面

は

第

二

節

に

ス

ペ

ー

ド

状

斑

紋

を

も

ち

第

一

～

第

四

節

は

大

部

分

が

水

色

、

各

節

後

端

近

く

に

黒

色

部

か

お

り

、

五

、

六

節

と

黒

色

部

は

し

だ

い

に

ひ

ろ

が

り

、

第

七

節

は

ほ

と

ん

ど

黒

図7 －105　 ル リイトトンボ ろ　 採 集場所　 大泉所（大泉

ダムサ イト） 採集月 日　1980.8.6　 征矢哲雄

標 本

色
と
な
る
。
八
、
九
節
は
全

体
が
水
色
、
上
付
器
は
先
が

ま

る
い
が
下

付
器
は
全
体
が

鈎
形
で
後
背
方

に

突

出

す

る
。
雌
の
腹
部
背
面
は
大
半

黒
色
、
側
面
を
横
か
ら
見
る

と
背
板
の
下

縁

に
沿

っ
て
黒

条
か
お

る
。
雄

の
第
八
腹
部

腹
面
後
端

に
一
本
の
す
る
ど

い
と
げ
が
あ

る
。
体
長
三
五

ｍ

内
外
。
成
虫
は
六
～
八
月

に
発
生
す

る
。
（

ト
ン
ボ
目
い

と
と
ん
ぼ
科
卜
礼
呂
に
呂
）

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
　
ｙ
町
兵
工
ｏ
ｏ
ｙ
ｒ
ｏ
召
（
汐｛
ｊ
｝

体
は
細
長
く
前
知
の
縁
紋
は
後
知
の
よ
り
も
大
形
、
左
右
の
眼
後
紋
ば
っ
た
か

っ
て
太
い
横
条
と
な
っ
て
い
る
。
雄
の
第
八
、
九
腹
節
に
雌
の
九
節
後
半
、
一
〇

節
は
青
白
色
。
秋
に
羽
化
し
て
越
冬
す
る
も
の
は
地
色
が
淡
褐
色
、
黒
紋
の
発
達

は
わ
る
く
、
と
く
に
知
胸
前
面
正
中
線
は
細
い
褐
色
、
越
冬
後
こ
れ
が
地
色
淡
青

色
で
背
部
は
黒
色
に
変
わ
り
交
尾
産
卵
す
る
。
夏
に
は
小
形
で
黒
条
が
発
達
し
、

特
に
知
胸
前
面
中
央
の
黒
条
が
ひ
ろ
く
な
る
も
の
が
羽
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
越

2 伺
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図7 －106　ホソミイトトンボａ　採集場所　北沢（権兵

衛峠入口）　採集月日　1981.8.4　征矢哲雄

標本

図7 －107　ヤマサナエＳ　採集場所　北沢（北沢砂防ダ

ム下）　採集月日　1980.8,7　征矢哲雄標本

冬

場

所

は

水

か

ら

近

い

山

腹

の

南

斜

面

や

南

に

面

す

る

崖

下

。

体

長

三

三

皿

内

外

。

（
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目

い
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キ

イ

ロ

サ

ナ

エ

に

似

て

い

る

が

雄

の

交

尾

器

の

生

殖

後

俯

の

先

は

太

い

ま

ま

前

方

に

折

れ

曲

が

り

尾

付

器

は

上

下

長

さ

等

し

く

、

上

付

器

の

先

は

し

だ

い

に

細

く

な

る

。

雌

の

生

殖

弁

は

下

方

へ
突

出

し

な

い

。

北

沢

川

の

下

流

や

大

泉

ダ

ム

の

下

の

流

れ

に

発

生

す

る

。

成

虫

は

南

箕

輪

村

で

五

月

中

旬

～

八

月

上

旬

、

最

盛

期

は

六

月

中

旬

。

（
と

ん
ぼ

目
　

さ

な

え

と

ん

ぼ

科

｛
｝
Ｏ
日
谷
Ｅ
Ｓ

）

オ

ゲ

マ

サ

ナ

エ
　

Ｈ

ヤ

お
Ｏ
日
ｔ
ｙ
Ｓ

Ｏ
㈲
に
ヨ

回

図7 －108　オゲマサナエ♀　採集場所　北沢（第二 砂 防

えん堤の上）　採集月日　1981.8.8. 征矢

哲雄標本

（
ｙ
回
Ｅ
呂
）

胸

の
肩
黒
条
中
の
横
条
が

発
達
し
、
前
面
の
長
靴
型
の

紋
と
上
方
で
つ
な
が
る
傾
向

が
あ
る
。
第
一
側
縫
線
に
沿

う
。
黒
条
は
下
半
の
み
、
雄

の
上
付
器
背
面
に
は
小
突
起

が
あ
り
、
雌
の
生
殖
弁
は
第

九
節
後
端
に
か
ろ
う
じ
て
と

ど
き
深
い
裂
け
目
が
あ
る
。

全
村
の
細
流
に
発
生
し
、
成

虫
期
は
南
箕
輪
村
で
五
月
上

旬

～

六

月

下

旬

、

最

盛

期

は

五

月

中

旬

。

体

長

四

八

ｍ

。
（

ト
ソ

ボ
目

さ

な

え

と

ん

ぼ

科

（
り
ｏ
ヨ
唇

器
品

）

オ

オ

シ

オ

カ

ラ

ト

ン

ボ
　

Ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
 
ｔ
ｒ
ｉｕ
ｇ
ｕ
ｌａ
ｒ
ｅ
 ｍ

ｅ
ｌａ
ｎ
ｉａ

池

沼

や

湿

地

、

浅

い

水

た

ま

り

に

発

生

し

、

成

虫

期

は

五

～

九

月

。

雄

は

占

有

性

が

強

く

、

他

の

個

体

や

他

の

ト

ソ

ボ

を

追

い

は

ら

う

の

が

見

ら

れ

る

。

体

長

五

〇

～

五

七

ｍ

。

（

ト

ソ

ボ
目

と

ん
ぼ

科

に

Ｅ

ｒ

回

邑

シ

オ

カ

ラ

ト

ン

ボ
　

Ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
 
ａ
ｌ
ｂ
ｉｓ
ｔ
ｙ
ｌｕ
ｍ
 
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉｏ
ｓ
ｕ
ｍ

雄

は

は

じ

め

雌

と

同

様

の

ム

ギ

ワ

ラ

色

だ

が

、

成

熟

す

る

に

つ

れ

て

黒

化

し

白

粉

で

お

お

わ

れ

る

。

ま

れ

に

雌

で

も

そ

う

な

る

個

体

が

あ

る

。

北

沢

、

大

泉

所

、

大

芝

高

原

の

池

沼

、

湿

地

水

田

に

発

生

す

る

。

成

虫

期

四

～

一

〇

月

。

体

長

五

〇

～

五

五

ｍ

’。。

（

ト

ソ

ボ

目

と

ん

ぼ

科

に
Ｅ

Ｆ
冨

品
）

シ

オ

ヤ

ト

ン

ボ
　

Ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔｒ
ｕ
ｍ
 

Ｊ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
ｉｃ
ｕ
ｍ
 

ｊａ
ｐ
ｏ
ｎ
ｉｃ
ｕ
ｍ

兄

に
ａ

）

北

沢

大

泉

所

の

谷

間

の

湿

田

に

多

く

発

生

す

る

。

終

齢

幼

虫

期

間

が

長

く

一

一

2 伺



第２節　生態と分布

○
～
二
〇
〇
日

に
達
し
、
こ
れ
で
越
冬
、
翌
春
羽
化
す

る
。
成
虫
期
は
四
月
下

旬

～
八
月
上
旬

。
体
長
四
二
ｍ

内
外

。
（
ト
ソ
ボ
目
と
ん
ぼ
哲

ナ
ツ
ア
カ
ネ
　
Ｓ
ｙ
ｍ
Ｐｅ
ｔｒ
ｕ
ｍ
 
ｄａ
ｒ
ｗ
ｉｎ
ｉａ
ｎ
ｕ
ｍ
 
Ｓｅ
ｌｙ

ｓ

図7 －1 10　シオカラトンボ ♀　採集場所　 北 沢（三　　　 図7 －109　 オ オシオカラトンボ ♀　採集場 所　 北沢

（第一 砂防えん堤の上） 採集月日　1981.

8.7

軒家の上） 採集月日　1981.8.5

ナ

ツ

ア

カ

ネ

を

ふ
く

め

た

ア

カ

ト

ン

ボ
属

５
ｙ
ｍ
ｐ
ｅ
ｔｒ
ｕ
ｍ

は

縁

紋

の
外

縁

と
内

縁

が

平

行

し

、

最

後

の

結

節

前

横

脈

は

前

縁
室

の
み
を
横
切
り
亜

前
縁
室

に

な

く

、

前
題

結

節

前

横

脈

が

一
〇

本

よ

り

少

な

い

、

な

ど

の

点

て

似

た
ト

ソ

ボ
と
区

別

さ

れ

る

。
ア

キ

ア

カ

ネ

に
似

る
が

胸

側

第

一

条

は
前

屈
黒

条

と

平

行

し

、

先

端

は
直

角

に
切

断

さ

れ

る

（
ア
キ
ア
カ
ネ
で

は
前

肩

里
丿
条

と
上
方
で
開
き
先
端
が
な

な

め
に

切
断
）

こ

と

で

見

分

け

ら

れ

る

。
北

沢
、

大

泉

所

の
池

沼

及

び
西

天

竜

水

田

に
発

生

し

、

成

虫

期

は

六
月

下

旬

～

一

一
月

中

旬

。

ア

キ

ア

カ

ネ

の

よ

う

な

顕

著

な

移

動

を

し

な

い

。
体

長

三

八
ｍ

内

外

。
｛

ト
ソ
ボ
目

と
ん
ぼ

科

に
７
｝ｒ

回

呂
）

図7 －1 1 1　アキアカネ ♀　 採集場所　 西天竜水田　 採集

月日　1981.8.25. 征矢哲雄標 本
図7 －112　キバネツノトンボ　採集場所　大芝高原　採

集月日　1981.8.7　征矢哲雄標本

ア

キ

ア

カ

ネ
　

５
ｙ
ｍ

ｐ
ｅ
ｔｒ
ｕ
‐

m

ｔｒ
ｅ
ｇ
ｕ
ｅ
ｎ
ｓ

か

し
ん

下

唇

中

片

は

黒

色

、

胸

側

第

一

条

の

先

は

な

な

め

に

切

断

さ

れ

る

。

北

沢

川

、

大

泉

ダ

ム

な

ど

に

発

生

し

、

成

虫

期

は

六

月

中

旬

～

一

一

月

。

羽

化

直

後

長

距

離

を

移

動

し

て

山

中

に

は

い

り

、

稜

線

や

高

原

山

頂

な

ど

に

集

ま

り

夏

を

越

す

。

秋

期

低

地

に

移

動

し

て

交

尾

産

卵

す

る

。

こ

の

と

き

朝

は

雌

雄

連

結

移

勤

し

、

夕

刻

は

単

独

で

移

動

す

る

。

体

長

四

〇

ｍ

内

外

。

（

ト

ン

ボ

目

と

ん

ぼ

科

に

ヂ

叱
Ｆ

回

呂

）

キ

バ

ネ

ツ

ノ

ト

ン

ボ
　

Ａ

Ｓ
‐

ｃ
ａ
ｌａ

Ｐ
ｈ
ｕ

ｓ
 
ｒ
ａ
ｍ

ｂ
ｕ
ｒ
ｉ
 Ｍ

ｅ
ｃ
‐

Ｌ
ａ
ｃ
ｈ
ｌａ

ｎ

両

題

は

比

較

的

短

く

前

知

と

後

題

の

色

彩

は

全

く

異

な

る

。

成

虫

は

五

～

六

月

に

あ

ら

わ

れ

、

日

当

り

の

よ

い

草

原

な

ど

で

見

ら

れ

る

。

卵

は

ス

ス

キ

の

茎

な

ど

に

産

み

つ

け

ら

れ

幼

虫

2ﾘ5



物動第７章

は

草

む

ら

平

石

の

下

な

ど

に

ひ

そ

ん

で

他

の

昆

虫

を

捕

食

す

る

。

体

長

五

二

ｍ

内

外

。

（
脈

麹

目

つ

の
と

ん
ぼ

科

と
ｓ

び
孚

ぷ
目
）

ミ

ヤ

マ

ア

カ

ネ
　

Ｓ
ｙ
ｍ

ｐ
ｅ
ｔｒ
ｕ
ｍ
 
ｐ
ｅ
ｄ
〇
日

〇
ｎ
ｔａ
ｎ
ｕ
ｍ
 
ｅ
ｌａ
ｔｕ
ｍ

（
汐

司
る

北

沢

や

大

泉

所

の

湿

田

冲

湿

原

の

ゆ

る

い

流

れ

に

発

生

し

、

沖

積

平

野

に

は

進

出

し

な

い

。

成

虫

期

は

六

月

中

旬

～

一

一

月

。

体

長

三

四

ｍ

内

外

。
（

ト

ソ

ボ

目

と

ん
ぼ

科

に
７

子

回

目
）

ヒ

メ

ア

カ

ネ
　

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｅ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
 
ｐ
ａ
ｒ
ｕ
ｌｕ

ｍ

（
雷

ユ
ａ

ろ

眉

斑

が

な

く

、

雄

の

上

付

器

は

上

反

せ

ず

、

雌

の

産

卵

弁

は

長

く

て

尾

端

を

越

す

。

一

般

に

小

形

だ

が

と

き

に

マ

ユ

タ

テ

ア

カ

ネ

く

ら

い

の

大

き

さ

の

も

の

が

あ

る

。

北

沢

、

大

泉

所

の

湿

地

中

の

浅

い

水

た

ま

り

に

発

生

し

、

成

虫

期

は

七

～

一

〇

月

、

あ

ま

り

水

域

を

ぱ

な

れ

な

い

。

体

長

三

四

ｍ

内

外

。

｛

ト

ソ

ボ

目

と

ん

ぼ

科

じ
Ｆ

｝Ｆ
回
ｓ

）

図7 －1 13　ノシ メトンボ ａ　採集場所　 西天竜水田　 採

集月日　1981.8.7　 征矢哲雄 標本

６
　

ヤ
ゴ

ヘ
ト
ン
ボ
の
若
虫
）
の
生
活
生
態

ノ

シ
メ

ト

ン

ボ
　

Ｓ
ｙ
ｍ

Ｐ
ｅ
ｔ
‐

ｒ
ｕ
ｍ
 
ｉｎ
ｆｕ
ｓｃ
ａ
ｔｕ
ｍ

雌

雄

と

も

眉

斑
か

お

り

麹

端

は

黒

褐

色

、

大
形

で
辿

胸

側
面

の

第

一
黒

条

は
上

端

に
達

し
、

雄

の
上

付

器

は
直

線
上

で
先

端

は
黒

色

と

な

る

。
西

天

竜

水

田

や

池

沼

に
発

生

、

成

虫

期

七

～

一

〇

月

、

秋

期

雌

雄

連

結

し
て

河

の
泥

土

や

水

面

に

産

卵

す

る
。
体

長

四

五

ｍ

内

外

。（

ト
ソ

ボ
目
と
ん
ぼ
科

に
ｙ

子

回

呂
）

）

ヤ
ゴ
の
生
活

一
九
八
一
年
か
ら
の
三
年
間

の
観
察

資
料

を
も
と

に
ヤ
ゴ
の
生
活
を
、
い
と
と

ん
ぼ
科
、
お
に
や

ん
ま
科
、

さ
な
え
と

ん
ぼ
科
、
や

ん
ま
科

に
つ

し
て
整
理
し
て

見

る
と
生
活
場
所

は
ヨ
シ
、

マ
コ

モ
、

ス
ゲ
な
ど
の
よ
う
に
「

挺
水
性
植
物
」

が

生
育
す
る
場
所
を
好
打
よ
う
で
あ
る
。
池
や
川
底
は
砂
と
泥
示
一
対
一
か
、
そ
れ

と
も
三
対
二
位
の
割
合
を
好
打
よ
う
で
、
砂
だ
け
と
か
泥
だ
け
と
卜
う
場
所
は
生

活
に
適
さ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
生
活
の
型
は
お
よ
そ
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分

け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
　
池
や
沼
に
は
え
て
い
る
植
物
の
茎
を
登
っ
た
り
、
く
だ
っ
た
り
し
て
生
活

し
餌
を
求
め
て
い
る
も
の
。

Ｂ
　
池
平
沼
の
割
合
に
浅
い
と
こ
ろ
と
か
、
川
の
水
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
の
中

で
多
く
が
生
活
し
腹
ば
い
状
態
で
じ
っ
と
動
か
ず
に
し
る
も
の
、
割
に
足
の

長
い
ヤ
ゴ
が
多
い
。

Ｃ
　
泥
や
小
石
、
木
の
枝
、
草
の
か
げ
に
か
く
れ
て
生
活
し
、
頭
部
を
出
し
て

い
る
も
の
。

Ａ
型
に
属
す
る
も
の
　
い
と
と
ん
ぼ
科
、
や
ん
ま
科

Ｂ
型
に
属
す
る
も
の
　
い
と
と
ん
ぼ
科
（
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
）
、
や
ん
ま
科

Ｃ
型
に
属
す
る
も
の
　
お
に
や
ん
ま
科
、
さ
な
え
と
ん
ぼ
科

帥
　
ヤ
ゴ
の
食
物

ト
ソ
ボ
の
成
虫
は
動
物
性
の
食
物
で
あ
る
が
、
ヤ
ゴ
の
よ
う
に
水
中
で
の
生
活

期
に
は
何
を
餌
に
す
る
か
に
興
味
を
も
っ
て
、
「
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
」
の
観
察
を

し
た
が
な
か
な
か
結
果
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ア
オ
イ
ト
ト

ン
ボ
の
ヤ
ゴ
五
匹
を
水
槽
で
飼
育
し
て
み
た
。
飼
育
中
に
五
匹
の
ヤ
ゴ
が
三
匹
に

た
り
体
の
大
き
な
ヤ
ゴ
が
小
さ
な
ヤ
ゴ
を
く
わ
え
て
い
る
の
を
観
察
し
た
。
水
槽

中
に
ヤ
ン
マ
の
ヤ
ゴ
を
入
れ
る
と
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
ヤ
ゴ
を
食
べ
て

し
ま

っ

2 ％



第２節　生態と分布

た
。
こ

の
よ
う

に
ヤ
ゴ
の
食
性
は
動
物
性
で
水
中
の
積

題

目
（
カ
ワ
ゲ
ラ
）
毛

麹

目

Ｔ

ビ
ケ
ラ
）
浮
遊
目
（
カ
ゲ
ロ
ウ
）
昆
虫
の
幼
虫
を
食
べ
小
形

の
ヤ
ゴ
は

大

形

の
ヤ
ゴ
に
食
べ
ら
れ
る
と
し
う
食
物
連
鎖
系
に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

㈲
　
餌
の
求

め
方
（
捕
食
行
動
）

ヤ
ゴ
の
生
活
で
分
け
た
Ｂ

型
（
瞰
ば
い
状
態
で
生
活
す
る
も
の
）
や
Ｃ

型
（
頭
を
出

し
て
か
く
れ
る
も
の
）
の
ヤ

ゴ
は
自
分
よ
り
弱
い
動
物
が
近
く
に
来
な
い
限
り
、
そ

場
に
じ

っ
と
し
て
い
る
。
一
旦
弱

い
動
物
が
や
っ
て
く
る
と
の
が
さ
ず
に
捕
え

て

餌
に
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
捕
食
行
動
は
実
に
す
ば
や
い
。

や
ん
ま
科
、
さ
な
え
と
ん
ぼ
科
、
お
に
や

ん
ま
科
な
ど
の
ヤ
ゴ
は
腹
部
か
ら
水

を
排
出
し
、
そ
の
反

動
力
で
泳
ぎ
捕
食
す
る
。
い
と
と
ん
ぼ
科
の
よ
う
に
「
尾

Ｉ

ラ
」
を
も
つ
ヤ

ゴ
は
、
こ
の
尾

Ｉ
ラ
を
上
下

左
右

に
た
く
み
に
動

か
し
て

泳
ぎ
捕

食
す
る
。

㈲
　

ヤ

ゴ
の
呼
吸

や
ん
ま
科
、

さ
な
え
と

ん
ぼ
科
、

お
に
や

ん
ま
科

な
ど

の
大
形

の
ヤ
ゴ
は
体
内

に
水
を
吸
収
し
水
中

に
溶
存
す

る
酸
素

を
吸
収
し
て

い
る
。
い
と
と

ん
ぼ
科

の
よ

う
な
小
形

の
ヤ
ゴ
は
前
記

の
「
尾

エ
ラ
」
を
も

ち
、
尾

Ｉ
ラ
は
水
と
接
す
る
面

積

を
大

に
す

る
た
め
に
羽
毛
状
（
図
7
j
1
1
4
）
に
な
り
、
こ
こ
で
水
中

に
溶

存

す

る

図7 －114　 ヤゴの形態

ａ　 オグマサナエ　 シ ャーレに水を

入れて中に ヤゴを入れ，水面に 黒

インクを一滴落すと腹部からの排

水がよくわかる

ｂ　 アオイトトンボ　 腹部の三 枚の

羽状 のものが「尾エラ」を示す一

枚の尾こ ラを細勁べ 観察するとエ

ラの中心部に気管が通りそれが無

数 の気管支に分九ガス交換に 都合

のよい ようになっている。

酸
素

を
吸
収
し
て

卜
る
。
（
水
中
に
静
止
し
て
い
る
時
は
羽
毛
を
た
え
ず
動
か
し
て
呼
吸

し
て
い
る
の
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

し

た
が

っ
て
「
尾

Ｉ
ラ
」

を
も

つ
ヤ
ゴ
は
活
動
が

に
ぶ
く
行
動
範

囲

が

せ

ま

く
、
こ

の
こ
と
が
水
中
生
活
す

る
昆
虫

の
勢
力
範
囲
に
も
関
係
し
、
餌
の
求

め
方

に
も
関

係
し
て

い
る
。

㈲
　

ヤ
ゴ
の
成
長

陸
上
昆
虫
が
脱
皮
し
て
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
、

ヤ
ゴ
も
脱
皮
を
し
て

卜
る
の

で

は
な

い
か
、
と
い
う
考
え

の
も
と
に
ア

オ
イ
ト
ト

ン
ボ
の

ヤ
ゴ
に
つ
い
て
観
察

し
て
み
た

。
観
察
か
ら
わ
か

っ
た
こ
と
は
約
一
五
日

位
の
周
期
で
ヤ
ゴ
の
体
色
が

暗
褐
色
に
変
化
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
体
色

の
変

化
に
気
づ

卜
た
の
は
五
月

下

旬
か
ら
七
月
上

・
中

旬
、
羽

化
が
行

わ
れ
る
ま
で
認

め
る
こ
と

が
で
き

た
。
こ

の
変
色
現

象
を
脱
皮
と
考
え
る
と
陸
上
昆
虫

と
同

じ
よ
う
に
成
長
を

説

明

で

き

る
。
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
観
察
を
し

た
の
み
で
あ

る
が
、
他
の

ヤ
ゴ
も
こ
の
よ
う

に
体
色

の
変
化

を
お
こ
し
脱
皮
と

い
う
過
程
を
経
て
成
長
が
行
わ
れ
て

卜
く
の
で

あ

ろ
う

。
こ

の
変
色
現
象
（
脱
皮
）
が
何
回
お
こ
だ
わ
れ
る
か
に
つ

卜
て
は
今
後
の

研
究
で
明

ら
か
に
し
て
い
き

た
い

。

㈲
　

ヤ
ゴ
の
生
活
場
所

南
箕
輪
の
ト
ン
ボ
の
調
査
研

究
を
始

め
た
当
初

江
ヤ
ゴ
は
ト
ソ
ボ
と
同
じ

よ
う

に
ど
こ
で
も
採
集
で
き
る
と
思

っ
て

い
た
。
と
こ

ろ
が
三
年
間

の
研
究
で
採
集
で

き
る
場
所

と
で

き
な
い
場
所

が
あ

る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き

た
。
以
下

ヤ
ゴ
の
生
活

場
所

に
つ
い
て

わ
か
っ
た
こ
と
を
整
理
し
て
み
る
。

ア
　

流
水
に
生
活

す
る
も

の

ａ
　

谷
川

（
渓
流
）

の
中
流

か
ら
下
流

に
生
活
す

る
も

の

オ
ユ
ヤ
ン
マ
、
（

グ

ロ
ト
ン
ボ
、

カ
ワ
ト
ン
ボ
、

コ
オ
ユ
ヤ
ソ
マ

ｂ
　

谷
川
（
渓
流
）

の
下
流

に
生
活
す

る
も
の
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７章　動　　　 物

表7 －11　 ヤゴの羽化場所までの距離

ミ

ヤ
マ
カ
ワ
ト
ソ

ボ
、

カ
ワ
ト
ソ

ボ

イ
　

止
水
に
生
活
す
る
も
の

ａ
　

浅
い
水
た
ま
り

ホ
ソ

ミ
イ
ト
ト
ソ

ボ
、
ア

オ
（

ダ
ト
ン

ボ

ｂ
　

人
家
に
近
い
池

や
水
田

に
生
活
す
る
も
の

ャ ゴの種類 距　離 ャ ゴの種類 距　離

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

シオカラト ソボ

ギンヤソマ

アオイトト ソボ

シオヤト ンボ

ナツアカネ

オニヤソマ

ルリイトト ソボ

ホソミイトト ソボ

オグマサナこ

アオヤンマ

30Cm

40Cm

20Cm

30Cm

20Cm

60Cm

10Cm

10Cm

120Cm

100Cm

11

12

13

14

ホ ソ ミイ ト ト ン ボ

カ ト リ ヤ ン マ

ル リ ボ シ ヤ ン マ

ヤ マ サ ナコ=，

20Cm

50Cm

40Cm

70Cm

ア

キ
ア

カ
ネ
、

ナ
ツ
ア

カ
ネ
、

ギ
ン

ヤ
ン
マ
、

サ
ナ
エ
ト

ン
ボ

Ｃ
　
山
地
の
池
や
湿
原
に
生

活
す

る
も
の

ル
リ

ポ
シ
ヤ
ソ

マ
、

ヤ

ブ
ヤ
ソ
マ
、

カ
ト
リ

ヤ

ソ

マ

㈲
　

ヤ
ゴ
の
羽
化
場
所
ま
で
の

距
離

上
表
は
水
面

か
ら
羽
化
場
所

ま
で
の
距
離
を
示
し

た
も
の
で

あ

る
。
調
査
方
法
は

Ｉ
〇

匹
の

ヤ
ゴ
の

ム
ケ
ガ
ラ

に
つ
い
て
調

べ
平
均
し

た
も
の
で
あ

る
。

㈹
　
南
箕
輪
の
ハ
チ

ー
　
は
じ
め
に

南
箕
輪
村
に
は
多
く
の
（

チ
が
生
息
し
て
い
る
が
、
本
村
の
（

チ
の
分
類
や
分

布
、
生
態
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
文
献
は
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
昔
か
ら

多
く
の
人
た
ち
に
「
ス
ガ
レ
」
ま
た
は
「
ス
ガ
リ
」
と
言
っ
て
親
し
ま
れ
、
だ
れ

に
で
も
子
供
の
こ
ろ
（

チ
追
い
を
し
た
経
験
は
あ
る
と
考
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
が

「

ク
ロ
ス

ズ
メ
バ
チ
」
で
あ
る
こ
と
や
、

ク
マ
バ
チ
や
ク
マ

犬
、
（

チ
と
い
っ
て

い

る
（

チ
が
「

キ
イ

ロ
ス

ズ
メ
バ
チ
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
。

ま
た
、
養
蜂
家
か
ら
「
B
2
9」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
恐
れ
ら
れ
て
い
る
オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ

に
つ
い
て
の
生
態
観
察
は
ま
だ
断
片
的
で
は
あ
る
が
知
り
得
た
事
項

の
大

要
を
記
載
す

る
こ
と

に
す

る
。

生
態
観
察
は
主
に
す
ず

め
ば
ち
科
、

オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
と
ク

ロ
ス
ズ

メ
バ
チ
に

つ
い
て
観
察
調
査
し
た
。

（

チ
は
膜
麹
類
に
属
し
、
大
き
く
は
腰

太
亜
目
と
腰

細
亜
目
に
分
け
ら
れ
る
。

前
者
は
胸
と
腹
と
の
間
か
細
く
く
く
れ
て
い
な
い
。
キ
バ
チ
、
（

バ
チ
類
で
、
後

者
は
そ
こ
が
糸
の
よ
う
に
細
く
く
く
れ
て
い
る
。
ア

シ
ナ
グ
、
（

チ
、
ミ
ツ
バ
チ
、

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
大
形
の
社
会
生
活
を
す
る
（

チ
の
ほ
か
、
ア

ナ
バ
チ
、
　ヒ

メ

（

ナ
バ
チ
な
ど
単
独
生
活
の
（

チ
類
、
普
通
の
人
に
気
づ
か

ぬ
よ
う
な

Ｉ
ｍ

な
い

し
、
数
ｍ

の
微
小
な
寄
生
蜂
の
類
や
、
こ
こ
で
は
未
調
査
の
故
に
記
載
は
し
な
い

が
、

ア
リ
類
も
こ

の
腰
細
亜
目

に
入

る
の
で
あ

る
。

よ
く
、
ア
リ
と
（

チ
を
対
立
さ
せ
て
考
え

る
こ
と
が
あ
る
が
、
分
類
学
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
ま
っ
た
く

お
か
し
い
こ
と
で
あ

る
。

以
下
そ

の
代
表
的
な
も
の

に
つ
い
て
観
察
調
査
研
究
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
述

べ
る
。

２
　

ハ

バ

チ

類

こ

の
類

は
、
幼
虫
時
代

に
親

か
ら
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
一
匹
、
一
匹
が

独

立
し
て
生
活
し
て
い

る
。
一
見
イ
モ

ム
シ
に
似
た
様
子
を
し
、
植
物
の
葉
を
た

べ
て
成
長
す

る
。
し

か
し
チ

ョ
ウ
や

ガ
の
幼
虫
と
違
っ
て
、
頭
部
の
両
側
に
は
っ

き
り
し

た
単
眼
が
一
個
ず
つ
あ
り
、

か
つ
腹
脚
の
数
は
常
に

五

対

以

上
（
チ
ョ

ウ
、

ガ
の
幼
虫

は
四
対
以
下

）
で
あ

る
か
ら
、
少
し
注
意
す
れ
ば
容
易
に
区

別
で
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第２節　生 態と分布

ざ

る
。
休
止
し
て
い
る
と
き
は
普
通
、
体
を
ま
い
て
お
り
、
ふ
れ
る
と
口
々

体
か

ら
悪
臭
の
あ

る
液
を
出
す
。

も

っ
と
も
普
通
の
種
類
は
、
菜
や
大
根
の
葉
に
つ
く

カ
バ
ラ
バ
チ
類
で
、
体
長

二

一
ｍ

位
、
宣（
つ
黒
で
ふ
れ

る
と
黄
色
な
嫌
な
臭
い
の
す

る
液
を
出
し
、
す
ぐ
下

に
落

ち
る
。
こ
の
幼
虫

を
ポ

″
卜
に
植
え

た
菜
の
葉

に
つ
け
て
飼
育

し

て

お

く

と
、
や
が
て

ポ

″
卜
の
土

の
中

に
も
ぐ
り
、
泥

を
集

め
て
丈
夫

な
だ
円
状

の
ま
ゆ

を
つ
く
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
成
虫

に
な
っ
て
現

れ
て
く

る
。
一

般
に
（

バ
チ

の
類

は
こ
の
よ
う
な
生
活

を
送
る
の
で

あ
る
。
卵

は
特
別

の
の
こ

ぎ
り
状
の
剣
で
傷

を

つ
け
た
葉
の
組
織
の
中
に
生
み
こ
ま
れ
る
。
（

バ
チ
類
は
村
全
域
に
生
息
分
布
し

て
い
る
。

３
　

キ
バ
チ
類
、
寄
生
バ
チ
類

キ
バ
チ
類
の
卵
は
産
卵
管
に
よ
っ
て
樹
木
の
中
に
産
み
こ
ま
ね
、
幼
虫
は
腹
脚

を

か
き
、
樹
本
の
中
を
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
な
が
ら
食
い
歩
く
。
（

バ
チ
の
類
や

図7 －115　 アゲハチョウの天敵ヤドリバチ

1982.6.25.AM 10 :00　 アゲ・ヽ チ ョウの飼育踊 よりヤド

リバチが発生した。

キ
バ
チ
の
類
が
有
害
な
（

チ
で
あ

る
の

に
対
し
て
、

寄
生

バ
チ
類
は

わ
た
し
た

ち
の
生
活

に
有
益
な
も
の

が
多

い
、
体

の
構
造
上

の

特

徴
と

し
て

は
脚
の
転
節

が
二

個
あ
る

こ

と

で

あ

る
。大

形

の

ヒ
メ
バ
チ
類
は

主
と
し
て
チ

ョ
ウ
、

ガ
の

幼
虫

に
寄
生
す

る
。
母

バ

チ

は
産
卵
管

に
よ
っ
て
、

そ

の
卵

を
宿
主
昆
虫
（
チ

。
ウ
、
が
、
ま
れ
に
は
ク
モ
）
の
体
内

に
産
み
こ
ま
れ

る
の

が
普
通
で
あ

る
。
孵
化
し

た
幼
虫

は
宿
主
が
成
長
を

お
わ
ろ
う
と
す

る
こ
ろ
急

に

そ

の
体
内

を
食

っ
て
育

ち
、
そ
こ
で
蛸

に
な

る
。
と
き

に
は
、
体
外
へ
で
て
ま
ゆ

を
つ
く

る
。

コ
マ
ユ
バ
チ

の
類
も
同
様

の
生
活
を
す

る
が
、
一

般
に
小
形

の
も

の
が
多
く
、

宿
主
が
ア
オ

ム
シ
や
毛
虫

の
場
合

に
は
一
匹

に
対
し
て
数
十
匹
が
寄
生

す
る
。
大

根
や
菜
に
つ
く
ア

オ
ム
シ
（
モ
ソ
シ
ロ
チ

。
ウ
の
幼
虫
）
を
飼
育

し
て

み

る

と
、
と

く
に
秋
に
は
そ
の
半

数
以
上

が
蛸
に
な
る
前

に
た
お
れ
、
体
外

へ
た
く

さ
ん
の
ウ

ジ
ム
シ
が
現

れ
て
小
形

の
黄
色
ま
ゆ
を
つ
く
る
。

こ
れ
は
ア

オ
ム
シ
コ

マ
ユ
バ
チ
と
い
う
種
類
で
あ
る
。
大
根
や
菜
の
畑

で
注
意

し
て
も
、
こ
の
（

チ
の
ま
ゆ
の
つ
い
た
ア

オ
ム
シ
の
死

骸
が
容
易
に

発

見

で

き

る
。
こ
の
ほ

か
小
形
の
寄
生

バ
チ
の
中

に
は
、
ア

ブ
ラ

ム
シ
（
ア
リ
マ
キ
）
や

カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
の
よ
う
な
害
虫

の
体
内

に
卵
を
産

ん
で
こ
れ
を
た

お
す
類
や
、
他

の
昆

虫

の
卵

の
中

に
産
卵
す

る
も

の
も
あ

る
。
後
者

の
場
合

に
は
と
き
ど
き
益
虫

の
卵

を
だ
め
に
す
る
の
で
、

か
え

っ
て
有

害
に
な

る
こ
と
も
あ

る
。
ま

た
幼
虫

の
時
代

植
物

の
葉

の
中

に
す
み
、
そ
こ

に
こ

ぶ
（
虫
え
い
）
を
つ
く
る

タ
マ
バ
チ

類

も

あ

り
、
虫
え

い
の
中

に
は
多

量
の
タ
ン
ニ
ン
を
含
み
、

ヌ
ル
デ
の
ミ
ミ
フ
シ
や
（

ナ

フ

シ（
あ
ぶ
ら
む
し
科
の
綿
虫
類
の
っ
く
る
虫
え
い
）
と
と
も
に
タ
ン
ニ
ン
の
原

料
と
し

て
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

４
　

ア
ナ
バ
チ
類

単
独
性
の
（

チ
で
、
と
き
ど
き
集
団
状
に
多
く
の
（

チ
が
す
ん
で
い
る
こ
と
が

あ

る
が
、

お
互
い
の
聞
に
は
社
会
的
関
係
は
全
く
な
し
。
非
常
に
変
化
に
富
ん
だ

興
味
深

い
生
活
を
送

っ
て
い

る
も

の
が
多
い
。

ジ
ガ
バ
チ
　

地
中

に
浅

い
小
穴

を
つ
く
り
、
そ
こ
へ
あ
ら

か
じ

め
刺
し
て
麻
酔

さ
せ
た
ア

オ
ム
シ
や
、

シ
ャ
ク
ト
リ

ム
シ
を
運

び
、
そ

の
体
上

に
卵

を
う
み

つ
け
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て
入
口
を
と
ざ
す
。

物

ク
ロ
ア
ナ
バ
チ
　
地
中
に
穴
を
掘
る
が
、
そ
の
深
さ
些
二
〇
～
四
〇
ｍ
に
達
し

動
　
下
の
方
で
い
く
つ
か
に
分
枝
し
て
お
の
お
の
の
先
端
部
を
少
し
拡
げ
て
育
児
室
と

章
　
す
る
。
幼
虫
に
与
え
る
餌
は
ウ
マ
オ
イ
ム
シ
や
ク
サ
キ
リ
な
ど
の
キ
リ
ギ
リ
ス
枡

第
　
の
昆
虫
で
あ
る
。

牛
ゴ
シ
ジ
ガ
バ
チ
　
泥
で
細
長
い
つ
ぼ
を
つ
く
り
、
こ
の
中
に
多
数
の
ク
モ
を

入
れ
て
一
匹
の
幼
虫
を
育
て
る
。
つ
ぼ
は
い
く
つ
右
寄
せ
集
め
ら
れ
、
最
後
の
共

通
の
泥
の
覆
い
を
か
け
ら
れ
る
。

ギ
ン
グ
チ
バ
チ
　
枯
木
の
中
へ
穴
を
掘
り
、
枝
わ
か
れ
さ
せ
て
多
く
の
育
児
室

を
つ
く
り
、
主
と
し
て
（

Ｉ
の
類
を
幼
虫
の
餌
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
ナ
バ
チ
類
で
は
、
親
バ
チ
は
幼
虫
が
育
つ
た
め
に
必
要
な
食
糧

を
育
児
室
へ
た
く
わ
え
る
と
卵
が
孵
る
前
に
入
口
を
と
ざ
し
、
二
度
と
そ
こ
へ
帰

る
こ
と
は
な
卜
。
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
、
そ
ば
に
お
か
れ
た
食
物
を
食
卜
、

成
長
し
て
ま
ゆ
を
つ
く
り
踊
と
な
り
、
や
が
て
羽
化
す
る
○
で
あ
る
。

５
　
ミ
ツ
バ
チ
類

こ
の
類
は
体
一
面
に
毛
が
は
え
て
お
り
、
幼
虫
を
蜜
と
花
粉
と
で
育
て
る
。
種

類
に
よ
っ
て
は
、
毛
が
少
な
く
て
ア
ナ
バ
チ
類
と
紛
れ
や
す
い
が
、
拡
大
し
て
み

る
と
、
必
ず
枝
分
か
れ
し
て
卜
る
の
で
区
別
で
き
る
。
社
会
生
活
を
す
る
飼
養
ミ

ツ
バ
チ
や
マ
ル
（

ナ
バ
チ
類
の
ほ
か
、
多
く
の
単
独
生
活
を
す
る
種
坤
が
あ
る
。

キ
オ
ビ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
　
体
に
毛
の
少
な
い
単
独
性
の
ミ
ツ
バ
チ
で
、
捕
え
る

と
一
種
の
悪
臭
を
だ
す
。
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
や
ニ
ワ
ト
コ
な
ど
の
枯
れ
枝
に
細
長
い

穴
を
掘
っ
た
り
、
ワ
ラ
な
ど
の
髄
孔
を
利
用
し
た
り
し
て
中
に
多
く
の
育
児
室
を

つ
く
る
。
各
室
は
あ
な
が
ら
取
っ
た
屑
で
し
き
ら
れ
、
室
ご
と
に
花
粉
を
蜜
で
ね

つ
て
つ
く

っ
た
団
千
小
お
か
れ
、
こ
れ
に

Ｉ
卵
が
う
み
つ
け
ら
れ
る
。
孵
っ
た
幼

虫
は
団
子
を
た
べ
て
育
つ
。

ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
　

庭
や
小
路
に
や
や
深

い
枝
わ
か
れ
し
た
あ
な
を
ほ
り
、
各
枝

の
先
端
に
一
つ
の
育
児
室
を
つ
く
り
、
こ
こ

に
花
粉
団
子
を

お
い
て
子
を
育
て

る
。

（

キ
リ
バ
チ
の
類
は
草
や
木

の
葉
を
円

と
楕
円

と
に
切

り
取

り
、
こ

れ
を
穴
の
中

に
も
ち
こ

ん
で
組
み

合
わ
せ

た
く

さ
ん
の
っ

ぽ
を
つ
く

る
。
穴

は
自
然

に
あ

る
も

の
を
利
用

す
る
ほ
か
、
自
分

か
ら
枯
本
の
中
平
地
中

に
穿
つ
こ
と
も
あ

る
。
つ

ぼ

は
数
個
が
一
列

に
お
か
れ
各
つ

ぼ
に
花
粉
団
子
が
お
か
れ
、
一
卵
が
う
ま
れ
る
。

た
だ

才
才
（

キ
リ
バ
チ
は
葉
で
つ
ぼ
を
つ
く
ら
ず
、
樹
脂
を
集
め
て
し
き
り
壁
と

す

る
。

ク
マ
バ
チ
　

枯
れ
た
材
に
穴
を
ほ
り
こ
み
、
木
屑
で
し
き

っ
て
縦

に
な
ら
ん
だ

育
児
室

を
つ
く

る
の
で
大
エ

バ
チ
と
も

い
か
れ
る
。

ト
モ
ン
ハ
ナ

バ
チ
　

ョ

モ
ギ
の
葉
な
と

が
ら
綿
毛
を

か
き
と
り
、
あ
な
や
す
き

ま

に
も
ち
こ
ん
で
蜜

フ
ぼ
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
花
粉
団
子
を
お
し
て
一
卵
を
う
み

つ
け

る
。

こ
の
よ
う
に
単
独
生
活
の
ミ
ツ
バ
チ
類
は
育
児

室
に
蜜
で
ぬ
っ
と
花
粉
団
子

を

お
き
、
そ
れ
に
産
卵

す
る
と
、

卜
っ
さ
い
か
ま
わ
な
卜
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
社

会
性
の
ミ
ツ
バ
チ
類
は
卵

が
か
え

っ
た
後
毛
世

話
す
る
。

飼

養
ミ
ツ
バ
チ
の
生
態

に
つ
い
て

は
こ
こ
で

は
記
述
を
略
す

る
。

６
　

マ
ル
ハ

ナ
バ
チ
類

巣
は
越
年
し
た
女
王

バ
チ
に
よ

っ
て
は
じ

め
ら
れ
る
。
（

チ
は
地
中
の
モ

グ
ラ

あ
な
や
ネ

ズ
ミ
の
あ
な
を
利
用

し
て
、
そ

の
一

部
に
枯
れ
葉
を
集
め
、
そ

の
中

央

部
の
す
き
ま
に
腹
部
か
ら
分

泌
さ
れ
る

ロ
ウ
で

袋
を
つ
く
り
、
下

に
花
粉

の
床

を

し
き
、
そ

の
中

に
十
数
個

の
卵

を
う
か

。
別

に
同
様
の
蜜
つ

ぼ
を
つ
く
り
、
そ
こ

へ
集

め
た
蜜

を
た
め
る
。
幼
虫

は
孵

る
と
床
の
花
粉
を
食
う
が
、
ま
た
親

バ
チ
は

袋

に
小
あ
な

を
あ

げ
て

口
を
さ
し
こ
み
、
蜜
と
花
粉
の
特
別
の
お
り
も
の
を
た
べ

さ
せ
る
。
幼
虫

が
育
つ
に
つ
れ
て

袋
を
ひ
ろ
げ
、
ま

た
袋
の
表
面

に
蜜
と
花
粉
を

ぷ卯
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ぬ
り
つ
け
て
中

か
ら
幼
虫

に
た
べ
さ
せ
、
ま
ゆ
を
つ
く
る
ま
で
世
話
す
る
。
成
長

し

た
幼
虫
は
袋
の
中
で
互

に
よ
り

か
か
っ
た
独
立
の
ま
ゆ
を
つ
く

る
。
ま
ゆ
に
な

る
と
、
親

バ
チ

は
表
面
の
袋
を

か
き
落

と
し
、
こ
の
材
料
で
新
し
い

袋

を

つ

く

り
、
次
の
子

た
ち
を
育
て

ぱ
じ

め
る
。
や
が
て
ま
ゆ

か
ら
働
き

バ
犬
が
現
れ
、
産

卵
以
外

○
い

っ
さ
い
の
仕
事

を
す

る
よ
う

に
な

る
。

マ
ル
（

ナ
バ
チ
類
の
巣
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
い
く
つ

か
の
袋

○
寄
せ
集

め
で
あ

っ

て
、
六
角
形
の
規
則

た
だ
し
い
蜂
高
で

ぱ
な

卜
。
成
長
し

た
幼
虫

○
い

る
袋
は
ひ

ら

た
く
、
内
部
の
幼
虫
ご
と

に
丸
く
ふ
く
れ
て
い
て
、
濃
い
褐

色
で
あ

る
。
成
虫

の
脱
出
し

た
ま
ゆ
の
一
部
は
、
そ
の
ま
ま
蜜
つ

ぼ
、
花
粉
つ
ぼ
と
し
て
用
い
ら
れ

る

。
飼
養
蜜

バ
チ
で
は
冬
で
も
巣
内
を
高
温

に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
女
王

バ
チ

だ
け
が
越
年
し
て
新
し
い
巣
を
は
じ

め
る
と

し
う
こ
と

ぱ
な
く
、
し
た
が

っ

て
群
れ

は
非
常

に
大
き
く
な
り
、
新
し
い
巣
は
分
封

に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ

る
。
そ

の
習
性
、
行
動

に
つ
い
て
は
よ
く
研
究
さ
れ
、
最
近
で

は
、
新
し
い
蜜
源
の
所
在
地

を
、
な
か
ま
に
知
ら
せ
る
方
法
ま
で

あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
き
て

い
る
。

７
　

ス

ズ
メ
バ
チ
類

前
胸
が
両
側
で
、
前
知
の
つ
け
ね
ま
で
と
ど
し
て
し
る
類
を
大
き
く
ま
と

め
て

ス

ズ
メ
バ
チ
類
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
中
に
は
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス
ズ

メ
バ
チ
の

よ
う
な
、
社
会
生
活
を
す
る
（

チ
の
ほ
か
、
し
ろ
い
る
な
単
独
生
活
を
す
る
（

チ

も
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。

ツ

ヤ
ア
リ
バ
チ
　

知
の
な
い
、
ア
リ

に
よ
く
に
た
小
さ
な
（

チ
で
あ
る
が
、
（

ソ
ミ

Ｅ
ウ
の
幼
虫
を
刺
し
て
麻
疹
さ
せ
、
そ
れ
に
卵
を
産
ん
で
、
幼
虫
の
食
物
と

す

る
習
性

が
あ

る
。
（

ン
ミ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
庭

に
縦
坑
を
ほ
り
、
じ

ょ
う

ぶ
な
頭

を
人

口
に
だ
し
て
、
そ
ば
へ
く

る
昆
虫
を
捕
え

る
貪
食
な
虫
で
あ

る
。

ツ
チ
バ
チ
、

ベ
ッ
コ
ウ
バ
チ
　

ッ
チ
バ
チ
類
は
地
中
に
潜
入
し
て
コ

ガ
ネ

ム
シ

類
の
幼
虫
を
刺
し
、
そ
れ
に
産
卵
し
て
幼
虫
の
食
物
と
す
る
。
べ

″
コ
ウ
バ
チ
の

類
は
ク
モ
を
刺
し
て
麻
酔
さ
せ
、
地
中
に
あ
な
を
ほ
っ
て
そ
れ
を
入
れ
、
産
卵
し

た
あ
と
入
口
を
か
た
く
と
ざ
す
習
性
か
お
る
。

ヒ
メ
ペ
ッ
コ
ウ
バ
チ
　
泥
で
小
形
の
っ
ぽ
を
つ
く
り
、
そ
の
中
ヘ

ー
匹
の
ク
モ

を
入
れ
て
産
卵
し
、
泥
で
つ
ぼ
の
ふ
た
を
す
る
。

ド
ロ
バ
チ
、
ト
ッ
ク
リ
バ
チ
　
休
む
と
き
趨
を
縦
に
た
た
む
、
ど
ち
ら
も
ア
シ

ナ
ガ
バ
チ
に
よ
く
似
た
（

チ
で
あ
る
が
単
独
生
活
を
し
て
い
る
。
ド
乙
（

チ
類
は

あ
り
あ
わ
せ
の
円
筒
状
の
あ
な
を
利
用
し
て
巣
を
つ
く
る
。
垣
根
や
竹
の
き
れ
は

し
が
よ
く
用
卜
ら
れ
る
。
そ
れ
を
泥
で
つ
ぎ
っ
ぎ
に
し
き
っ
て
、
い
く
つ
か
の
一

列
の
室
と
し
、
各
室
に
一
卵
を
う
み
、
何
匹
か
の
ガ
の
幼
虫
を
入
れ
て
と
じ
る
。

卜
″
ク
リ
バ
チ
の
多
く
の
種
で
は
泥
で
優
雅
な
卜
″
ク
リ
状
の
っ
ぽ
を
つ
く
り
、

同
じ
ア
オ
ム
シ
を
数
匹
な
い
し
数
十
匹
を
入
れ
て
、
一
匹
の
子
を
そ

だ
て
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
食
物
と
さ
れ
る
ア
オ
ム
シ
は
、
あ
ら
か
じ
め
親
バ
チ
に
刺
さ
れ
て

麻
酔
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
、
ス
ズ
メ
バ
チ
　
巣
は
、
冬
を
こ
し
て
き
た
一
匹
の
女
王
バ
チ

に
よ
っ
て
つ
く
り
ぱ
じ
め
ら
れ
る
。
夏
の
間
、
多
数
の
働
き
バ
チ
が
生
ま
れ
て
栄

え
る
が
、
秋
の
終
り
こ
ろ
に
な
る
と
、
新
し
く
生
ま
れ
る
多
く
の
女
王
バ
チ
だ
け

が
受
精
の
あ
と
生
き
の
こ
り
、
そ
の
他
は
、
働
き
バ
チ
も
雄
バ
チ
も
死
滅
す
る
。

こ
の
類
に
つ
し
て
興
味
の
あ
る
こ
と
は
成
虫
と
幼
虫
と
の
間
に
、
食
物
の
交
換
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
親
バ
チ
は
野
外
で
捕
え
た
昆
虫
類
を
肉
だ
ん

ご
に
し
て
巣
へ
も
ち
帰
り
の
幼
虫
に
与
え
る
が
、
幼
虫
は
、
口
か
ら
親
バ
チ
の
こ

の
打
液
を
分
泌
し
て
こ
れ
を
与
え
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
早
く
か
ら
ア
リ
で
も
し

ら
れ
て
い
る
が
こ
の
液
が
ど
の
よ
う
な
物
質
で
あ
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
多
分
一
種
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
で
あ
り
、
こ
の
液
の
魅
力
が
、
成
虫
に
幼
虫
の

世
話
を
さ
せ
る
一
つ
の
重
要
な
原
因
で
あ
る
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ズ
メ
バ
チ
類

の
巾
の
単
独
生
活
を
す
る
も
の
の
大
部
分
と
、
前
述
の
ア
ナ
バ
チ
類
の
大
部
分
と

釦j
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ぱ
自
分
の
子
を
育
て
る
の
に
、
他
の
昆
虫
や
ク
モ
を
捕
え
て
そ
の
食
物
と
す
る
。

狩
人

に
似
た
習
性
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ま
と
め
て
、
狩
人
バ
チ
、
狩
猟
バ
チ
と

も
呼
ば
れ
て
卜
る
。
こ
れ
ら
の
（

チ
の
生
活
の
中
で
も
っ
と
も
驚
異
を
か
ん
ず
る

の
は
、
幼
虫
の
餌
に
な
る
昆
虫
や
ク
モ
を
親
バ
チ
が
処
理
す
る
、
そ
の
や
り
方
で

あ
る
。
餌
と
さ
れ
る
の
は
、
（

チ
の
種
類
ご
と
に
定
ま
っ
て
し
る
が
、
た
い
て
い

の
場
合
、
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
死
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
卵
が
孵
り
、
餌
を
食
う
ま
で
腐
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
何
匹
も
の
昆
虫

を
餌
と
す
る
類
に
は
非
常
に
好
都
合
な
状
態
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
習
性
が
狩

人
バ
チ
の
子
孫
を
残
す
こ
と
に
有
利
に
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な

く
、
自
然
の
驚
く
べ
き
調
和
を
示
す
好
例
と
い
え
よ
う
。

倒
　
村
内
に
生
息
す
る
ス
ズ
メ
バ
チ
と
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

す
ず
め
ば
ち
科
の
（

チ
は
、
膜
題
目
、
細
腰
亜
目
に
属
し
、
村
内
に
生
息
が
確

認
で
き
た
の
は
次
の
ス
ズ
メ
バ
チ
五
種
と
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
六
種
で
あ
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ

ー
　
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

２
　
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

３
　
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

４
　
モ
ソ
ス
ズ
メ
バ
チ

５
　
チ
ャ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

ー
～
４
に
つ
い
て
は
巣
、
雌
バ
チ
、
雄
バ
チ
、
働
き
バ
チ
を
確
認
、
５
は
、
早

春
に
女
王
バ
チ
を
確
認
し
た
が
巣
を
ま
だ
発
見
し
て
い
な
い
。
チ
ャ
イ
ロ
ス
ズ
メ

バ
チ
の
生
息
は
、
数
が
少
な
く
貴
重
な
（

チ
で
あ
る
。

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

６
　
ホ
ソ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

７
　
キ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

８
　

セ

グ

ロ
ア

シ

ナ

ガ

バ
チ

９
1011

フ

タ
モ
ソ
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ

キ
ボ
シ
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ

コ
ア

シ
ナ
ガ
バ
チ

６
～
８
は
、
家
の
軒
下
や
庭
本
の
枝
な
ど
に
（

ス
の
実
の
よ
う
な
巣
を
作
り
、

ご
く
普
通
に
人
家
近
く
で
巣
や
雌
、
雄
、
働
き
バ
チ
を
確
認
で
き
た
。
９
～
1
0は

山
地
に
生
息
し
雌
、
雄
、
働
き
バ
チ
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

㈲
　
村
内
に
生
息
す
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
特
徴

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
　
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
ス
ズ
メ
バ
チ
と
も
呼
ば
れ
、
日
本
産

図7 －116 （ 左）オオスズメバチ ♀ （右）キイロスズ メバチ ♀

採集場所　 南原　　　　　　 採 集場所　 久保

採集月 日　1982.10.25　　　 採集月 日　1982.10.20

征矢哲雄標本

（

チ
類
中
最
大
の
も
の
で

あ
る
。
頭
部
は
黄
色
で
黒

斑
が
な
く
、
後
頭
部
は
発

達
し
て
背
面
か
ら
見
て
ほ

ほ
は
後
方
に
広
が
る
。
側

方
か
ら
み
て
ほ
ほ
は
複
眼

の
二
倍
の
幅
か
お
る
。
胸

部
は
黒
色
で
前
胸
背
板
の

細
い
線
と
小
楯
板
の
二
紋

が
黄
色
、
腹
部
は
黄
色
で

各
節
に
一
黒
帯
が
あ
り
尾

端
は
黄
色
。
巣
は
樹
胴
や

地
中
な
ど
に
つ
く
る
。
体
長
雌
三
七
～
円
四
ｍ
、
雄
二
七
二

二
九
ｍ
、
働
き
バ
チ

ニ
七
圭
二
七
ｍ
、
村
内
全
地
域
に
生
息
分
布
す
る
。

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
　
黒
色
で
黄
色
の
斑
紋
が
多
い
。
頭
部
は
黄
色
で
単
眼
付

近
は
黒
色
。
小
楯
板
の
大
部
分
と
後
胸
背
板
は
黄
色
、
腹
部
の
斑
紋
は
変
化
が
多

卸2
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い
が
黄
色
部
は
他
の
ス
ズ
メ
バ
チ
に
比
べ
て
広
く
、
特
に
西
日
本
の
も
０
は
そ
れ

が
著
し
い
と
い
う
。

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
と
同
様
本
村
全
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。
体
長
雌
二
五
～
二

八
ｍ
、
雄
二
五
ｍ
内
外
、
働
き
バ
チ

ー
七
～
二
五
ｍ
。

モ
ン
ス
ズ
メ
バ
チ
　
頭
部
は
黄
色
で
頭
頂
単
眼
付
近
に
黒
斑
か
お
る
。
胸
部
と

腹
部
は
黒
色
、
前
胸
背
上
面
は
赤
褐
色
、
小
楯
板
に
斑
紋
が
な
い
。
第
一
腹
背
板

は
水
平
部
前
縁
付
近
が
赤
褐
色
で
後
縁
に
細
い
黄
色
体
が
あ
る
。
第
二
腹
背
板
中

図7 －1 17二.モンスズ メバチ

図7 －118　 チ ャイロ スズ メ

バチ ♀

図7 －1 19　クロスズメバチの女王蜂,来年 度の女王蜂,雄 蜂,慟蜂

自宅 飼育巣より1982.10.30 採集　 征矢哲雄標本

央
に
赤
褐
色
体
の
あ
る
個
体

も
あ
る
。
体
長
雌
二
九
ｍ
、

雄
二
七
ｍ
内
外
、
働
き
バ
チ

ニ

ー
～
二
八
ｍ
。

チ
ャ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

他
の
ス
ズ
メ
バ
チ
と
著
し
く

異
な
っ
た
色
彩
の
た
め
識
別

は
容
易
で
あ
る
。
頭
部
胸
部

は
赤
褐
色
で
中
胸
背
板
と
胸

部
側
下
面
は
黒
色
、
腹
部
は

光
沢
が
あ
り
、
普
通
第
一
体

節
後
縁
は
赤
褐
色
で
あ
る
。

体
長
雌
二
七
ｍ
内
外
、
雄
二

六
ｍ
、
働
き
バ
チ

ー
ハ
～
二

四
ｍ
、
四
月
北
沢
で
女
王
蜂

を
確
認
し
た
が
巣
は
採
集
し

て
い
な
い
。

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
　
黒
色

の
光
沢
は
弱
く
、
斑
紋
は
白
色
で
変
化
は
少
な
い
。
朧
背
板
後
縁
の
白
帯
は
波
状

に
な
ら
な
い

。
体
の
毛

は
淡
色
。
地
中
に
営
巣
し
、
ス

ガ
リ
又

は
地
蜂
と
呼

ば
れ
る
。

図7 －120　セゲロアシナガバ

チ

体
長
一
一
～
一

八
ｍ

。
山

地
の
水
田
近
く

の
土

手

に
営

巣
が
多
い

。
斑
紋
が
黄
色
で
腹
部
背
面

の
帯

紋

の
幅

広
い
前
縁
が
波
状
の
も
の
は

キ
オ
ビ
ク
ロ

ス
ズ

メ
バ
チ
と
呼

ば
れ
、
北
沢
、
大

泉
所

に
生
息
が

み

ら
れ
、

ベ
ボ
と
村

の
人

た
ち
は
呼

ん
で
い

る
。

セ
グ
ロ
ア

シ
ナ
ガ

バ
チ
　

中
型
の
ア

シ
ナ
ガ
バ

図7 －121　家の軒下に巣づくりしたセグロアシナガ バチ

（塩ノ井）1982.7.3 撮影

チ
で
黒
色
、
赤
褐
色
と
黄
色
の
斑

紋
か
お
り
、
前
伸
腹
節
の
二
縦
条

と
第
一
腹
節
背
板
後
縁
の
帯
紋
は

鮮
黄
色
で
目
立
つ
。
雌
の
頭
楯
は

黄
色
で
中
央
に
黒
色
の
横
帯
が
あ

る
。
体
長
コ
（
～
二
二
ｍ
、
南
箕

輪
村
全
地
域
に
見
ら
れ
る
。

㈲
　
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
経
過

習
性

女
王
蜂
の
生
態
　
オ
オ
ス
ズ
メ

バ
チ
は
、
我
が
国
に
産
す
る
ス
ズ

メ
バ
チ
科
の
最
大
種
で
、
本
州
・

四
国
・
九
州
・
北
海
道
・
中
国
・
韓
国
に
分
布
す
る
。
上
伊
那
地
方
で
は
四
月
に

野
外
で
見
受
け
ら
れ
る
。

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
と
同
様
に
最
初
の
こ
ろ
は
女
王
蜂
だ
け
が

単
独
で
生
活
し
、
働
き
蜂
や
雄
蜂
は
い
な
い
。
女
王
蜂
は
始
め
の
こ
ろ
は
花
を
訪

れ
、
五
月
に
な
っ
て
営
巣
を
始
め
る
と
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
林
に
現
わ
れ
、
樹
幹
の
傷

釦j
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口
か
ら
流
れ
出

る
樹
液
を
な

め
、
ま
た
、
幹
の
内
皮
を
か
じ
っ
て
持
ち
運
ぶ
。
女

王
蜂

は
同
じ
樹
幹

に
頻
繁

に
通
い
、
こ
の
た

め
樹
皮

に
は
か
な
り
大
き
い
傷
穴
が

で
き

る
。
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
の
原
料

は
こ
れ
ら
の
樹
皮
、が
主
な
も
の
で
は
な

い
か
と

考
え

ら
れ
る
。

池
上

房
男

の
観
察

に
よ
る
と
、
昭
和
五

六
年
五
月
二
二
日

に
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

の
女
王
蜂
が

ミ
ツ
バ
チ

の
巣
門

の
前

に
現

わ
れ
た
が
、

ミ
ツ

バ
チ
の
被
害

は
全
く

見

ら
れ
な
か
っ
た
。

六
月

に
な
る
と
働
き
蜂

が
現

わ
れ
し
だ
し
に
そ

の
数
が
ふ
え

る
が
、
女
王
蜂

は

そ

０
後
毛

ク
ヌ
ギ
林

に
現

わ
れ
同
様

の
作
業

を
続
け

る
。
私
か
野
外
で
採
集
し

た

越
年

女
王
蜂

の
最
終
月
日

は
七
月
二
五
日
（
昭
和
五
七
年
）
で
あ

っ
た
の
で
、
女
王

蜂
は
こ
の
こ

ろ
ま
で
野
外

に
出

か
け

る
こ

と
は
確
か
な
よ
う
で
あ

る
。

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
女
王
蜂

と
働
き
蜂

の
外
形
的

な
区
別
点

を
見
出
す

た
め
、

私
た
ち
は
野
外
で

採
集

し
た
蜂

に
つ
い
て
体
重

の
測
定

を

行

っ

た
。
（

表
７
－

1
2）そ

の
結
果
、

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
女
王
蜂

の
体
重

は
二
ｇ

以
上
、
働
き
蜂

は
二

ｇ

以
下
（
普
通
は
Ｉ
ｇ

内
外
）
と

考
え

ら
れ
る
。
一
方
、
雄
蜂

の
体
重

は
働
き
蜂
と

ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
以
上

は
野
外
で
捕
え

穴
蜂

の
体

重
測
定

の
結
果
で
あ

る
が
、

昭
和
五
七
年

の
晩

秋

二

一
月

二

百

）
南
原
地
区
で
捕
え

九
大
き

な
巣
の
中

か
ら

得
た
二
三
三
匹

の
羽
化

直
後

の
女
王
蜂
（
越
年
前
）
の
体
重

は
表
7
1
1
3
に
示

す
よ

う
に
、
野
外
で

採
集
し
た
も
の
よ
り
は
る
か
に
重
く
三
ｇ

以
上

の
も

の
が
多
数
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
女
王

蜂
を
解
剖
皿

の
水
の
中
で

解
剖
し
た
と
こ
ろ
、

油
が
水
面

に
い

っ
ぱ
い
に
浮
き
、
卵

巣
の
発
達

は
非
常

に
小

さ
か
っ
か
。

女
王
蜂

が
ク
ヌ
ギ
の
樹

幹
で
樹

皮
を
か
じ

る
動
作
や
、
人
が
近
寄

る
と

セ
ミ
の

よ
う
に
小

使
を
時

々
ひ

っ
か
け

る
こ
と
な
ど
働
き
蜂
と
ほ
と

ん
ど
区
別
が
つ

か
な

表7 －12　 オオスズ メバチ の体重（野外採集のもの）

体　　　重
（ｇ）

0.60
S

0.79

0.80
S

0.99

1.00
S

1.19

1.20
S

1.39

1.40
S

1.59

1.60
S

1.79

1.80
S

I.99

2.00
S

2.19

2.20
S

2.39

2.40
S

2.59

2.60
S

2.79

2.80
S

2.99
合計

メ　ス

（♀）

1982 ２ 24 41 32 18 ２ ,｜ １ １ ２ ０ １ 124

1983 ７ 34 94 59 38 15 ０ １ ０ １ １ １ 251

才　ス

(Ｏ

1982 ０ ３ ３ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８

1983 ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

表7 －13　 オオスズ メバチの体重（巣内のもの）

ブ
0.60 0.80 1.00 1.20 1.40 1.60 L 80

S　　　S　　　S　　　S　　　∫　　　S　　　S

0.79 0.99 1.19 1.39 1.59 1.79 L 99

2.00 2.20 2.40 2.60 2.80 3.00 3.20 3.40
S　　S　　S　　S　　S　　S　　S　　S

2.19 2.39 2.59 2.79 2.99 3.19 3.39 3.59
合計

ノ　ス(♀)

オ　ス( ろ)

5　　12　19　22　12　8　　0 0　　4　　3　　3　　27　　93　68　35 311

168

78

0　　　0　　14　　79　　49　　24　　2

２３３

０　　０　　０　　０　　０　　０　　０　　０

479

い

。
Λ

が
近
寄

る
と
腹
部

を
曲
げ
て

お
ど
す
こ
と
も
あ

る
。

次
代
の
新
し
い
女
王

は
秋
風
と
と
も

に
養
成
さ
れ

る
。
前
例
で

は
一

群
の
中

に

釦4



第２節　生 態と分布

新
女
王
蜂
が
二
三
三

匹
も
捕
獲
さ
れ
た
が
、
女
王
蜂
が
育
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ

る
大
形

更

房
が
別
記

の
通
旦

二
〇
〇

個
も
あ
っ
た
の
で

、
大
き
な
群
れ
で

は
こ
の

程
度
の
女
王

蜂
か
年
一
回
秋
に
羽

化
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
交
尾

は
一
一
月

ご

ろ
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
事
実

を
観
察

し
た
こ
と
が
な
卜
。
女
王
蜂

の
越
年
法

は

他
の
ス
ズ

メ
バ
チ
と
同
様

に
、

巣
外
で
単
独
越
冬
と

さ
れ
て
い

る
が
、

ど
の
よ
う

に
し
て
越
冬

す
る
か
明

確
な
観
察

は
し
て
い

な
卜
。
古

巣
は
翌
年

に
再

び
使
用
す

る
こ
と
は
し
な
い
。

働
き
蜂
　

六
月

に
な

る
と
働
き
蜂
、が
ク
ヌ
ギ
林

に
現
れ
、
女
王
蜂
と
同
じ
よ
う

に
樹

幹
の
傷

口
に
集

ま
り
樹

液
を
な

め
た
り
、
樹
皮

を
か
じ

っ
て
巣
へ
運

ぶ
。
働

き
蜂

は
夜
間

は
活
動
し

な
し
。

夏

は
朝
七
時

ご
ろ
か
ら
夕
方
薄
暗
く
な

る
ま
で
同
じ
作
業

を
続
け

る
。
大
雨
の

日

の
活
動

は
ほ
と

ん
ど
見

ら
れ
な
い
が
、
小
雨
の
日

に
は
少
数
な
が

ら

外

出

す

る
。
働
き
蜂

を
捕
え
て
飼
育
箱
の
中
で
飼

っ
て
み

る
と
採
集
直
後

に
蜜
を
与
え
な

い
と
短
時
間
で
死
亡
す

る
。
そ
の
時
蜜
を
与
え

る
と
非
常

に
よ
く
飲
み
箱
内
で
数

日
間
は
生
き
て

し
る
。
同
じ
飼
育
箱

に
別
の
働
き
蜂
を
入
れ

る
と
ゾ

ー
ン
ゾ

ー
ン

と
強

卜
羽
は

た
き
を
し
て
、
直
ち

に
口
を
合
わ
せ
、
先
入
者
が
新
入
者
に
蜜
を
口

渡
し
す

る
。

夜
間
は
飼
育
箱
の
天

井

に
ぶ
ら
さ
か
っ
て
過

ご
す
、
こ
の
様
子
は
巣
内
の
状
態

を
思
わ
せ
る
。
も
の
に
驚
く
と
小
使
を
ひ
っ
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
飼
育
箱
内
で

は
仲
間
け

ん
か
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
が
、
ま
れ
に
共
食

卜
を
し

た
も
の
も
あ

っ
た
。

ス
ズ

メ
バ
チ
の
卵

は
短
棒
状
形

、
半

透
明
、
幼
虫
は
乳
白
色
、
頭

部
は
褐

色
で

下

向
き
に
ぶ
ら
さ
か

っ
て
い
る
。
各
更

房
の
表
面

に
純
白
の
ま
ゆ
を
つ
く
る
。
こ

の
間
の
生
態
に
関
し
て
は
充

分
観
察
で
き
て
し
な
い
。

働
き
蜂
は
八
月
下
旬

か
ら
一
一
月

初
旬

に
か
け
て

ミ
ツ
バ
チ

を
襲

い
、
一
一
月

に
入

る
と
花

を
訪

れ
る
。
晩
秋

に
は
新
し
い
働
き
蜂

は
養
成

さ
れ
な
い
の
で
、
女

王
蜂
や
雄
蜂

が
羽
化
す

る
こ

ろ
に
は
働
き
蜂

は
し
だ
い

に
減
少
し
、
越
年
す
る
も

○
は
な
い
。

雄
　

蜂
　

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
雄
蜂

が
野
外

で
見

ら
れ
る
の
は
、
上

伊
那

で
は

一
〇

月
下

旬
か
ら
一
一
月
下

旬
で
、

サ
ル

ビ
ア
、

ビ
ク
ト
リ
ア
な
ど
の
花
に
集
ま

り
、
ま
た
雑
木
林
の
樹
幹
の
傷
口
で
樹
液
を
な
め
る
。
南
箕
輪
村
田
畑
で
採
集
し

た
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
中
に
は
新
し
い
雄
蜂
が
一
七
四

匹
で
あ
っ
た
が
、

す
で

に
成

虫
Ｏ
形

を
し
て
し
か
蜻
は
全
部
雄
蜂
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
時
巣
Ｏ
中

に
い
る
踊

（
ニ

ー
○
匹
）
も
幼
虫

二

八
六
匹
）
も
全
部
雄
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
数
を
加

え
る
と
巣
内
で
見

出
し
た
雄
蜂
の
合
計
は
五

九
〇

匹
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
す
で

に

巣
外
へ
飛
び
出
し
良
雄
蜂
も
若
干

あ
っ
た
と
す
る
と
一

群
の
中
で
育

て
ら
れ
る
雄

蜂
の
数
は
更

に
多

か
っ
か
訳
で
あ
る
。

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
　

オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
に
つ

い
て
、
観
察
調
査

に
よ

っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
報
告

す
る
。

営
巣
の
場
所

は
南
面

の
傾
斜
地

の
地
中
が
最
も
多
く
、

ま
た
、
大
木
の
根
元
の

ウ
ツ

ロ
に
も
見
受
け

ら
れ
る
。
地
中

に
営

巣
の
場
合

に
は
巣
の
周
り
の
土
を
外
へ

持

ち
出

す
の
で
入

口
が
高
く
た

っ
て
い

る
。

巣
の
形

は
、
営

巣
の
場
所

に
よ

っ
て
差
が
あ

る
が
、
基
本
形
は
偏
平
な
円
形
で

さ
ま
ざ
ま
な
形

の
も

の
か
お

る
。
晩
秋

に
採
集
の
巣
は
五
～
八
段
の

も

の

が

多

卜
。
巣
は
下

に
向

か
っ
て
増
築

さ
れ
、
各
段

は
棒
状
支
柱

に
よ

っ
て
連
な

っ
て
し

る
。
こ

の
支
柱

の
数

は
各
段

の
面
積

に
よ

っ
て
異
な
り
、
多
い
も
の
で
は
五
〇
本

も
観
察

さ
れ
た
。

昭
和
五
六
年
一
一
月

コ

ー日
南
箕
輪
村
田
畑
で
採
集
し
か

朋
記
の
大
き
な
巣
で

は
、
幅
（
直
径
）
五
一

皿
、
高
さ
三
九
ｍ

、
八
段
で
総
重
量
は
六

二

一
八
㎏
で
あ
っ

た
。
こ
の
巣

に
お
い
て
第
一
～
第
四
段
の
巣
房
は
小
さ
く
各
墓

房
は
長
径
一

ご
丁

五
ｍ

Ｘ
径

二

丁

五

皿
で
あ
っ
た
。
第
五
段
の
中
央
部
に
は
目
立
っ
て
大
形

な
巣

釦5
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房
が
約
三
〇
〇
個
あ
り
、
こ
れ
は
長
径
コ
（
・
一
ｍ
Ｘ
径
一
四
・
Ｏ
ｍ
で
大
き
さ

は
中
位
で
あ
る
。
わ
た
し
は
上
記
の
数
値
が
他
の
群
れ
の
巣
に
つ
い
て
も
適
合
す

る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
、
二
～
三
の
巣
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
巣
が
変
形
的

に
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
大
形
の
巣
房
は
巣
の
外
側
に
位
置
す
る
も
の
が
あ
っ

て
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
巣
の
中
に
貯
蔵
さ
れ
た
蜜
は
全
く
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
巣
に
よ
っ
て
は
幼
虫
や
蛸
の
死
亡
し
腐
敗
し
て
し
る
も
の
が
巣
内
の

所
々
に
見
受
け
ら
れ
た
。

㈲
　
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
経
過
習
性

最
近
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
生
息
が
南
箕
輪
村
に
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
よ
く
聞
く
こ
と
で
あ
る
。
畑
や
水
田
が
構
造
改
善
に
よ
っ
て

整
理
さ

れ
、
道
路
の
舗
装
、
宅
地
造
成
な
ど
に
よ
っ
て
生
息
で
き
に
く
い
環
境
が
つ
く
ら

れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
一
九
七
八
年
か
ら
ク
ロ
ス
ズ
メ

バ
チ
の
生
息
と
経
過
習
性
に
つ
い
て
南
箕
輪
村
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
筆
者
の
飼
育
巣

に
つ
い
て
調
査
、
観
察
し
て
き
た
。
以
下
要
約
し
て
経
過
習
性
に
つ
い
て
記
述
す

る
こ
と
に
す
る
。

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
生
息
場
所
　
一
九
七
八
～
八
一
年
ま
で
に
南
箕
輪
村
で
採

集
し
た
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

営
巣
場
所

い
山

の
傾
斜
地

の
や
ぶ

の
中

○
畑
平
田
の
土
手

Ｏ
山

の
傾
斜
地

の
草
む
ら

の
中

・
平
ら

の
所
で
草
む
ら

の
中

Ｉ
ポ
プ
ラ
の
く
さ

っ
た
幹

の
中

―
わ
ら
に
ご
の
下

一
五

一
〇三　 八一一

こ
の
表

か
ら
も

わ
か
る
よ
う

に

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣
場
所
は

山
の
南

に
面
し
た
傾
斜
地
の
や
ぶ

や
草
む
ら
の
中
、
畑
や
水
田
の
土

手
な
ど
の
排
水
の
よ

卜
乾
燥
し
た

場
所
で
、

レ
キ
の
多
い
土
地
や
岩

場
、
湿
地

に
ぱ
つ
く
ら
な
い
こ
と

が
わ

か
っ
た
。
な

お
巣
の
位
置
が

水
田
や
小
川
の
比
較
的
近
く
に
多
い
の
は
子
バ
チ
ヘ
の
給
水
を
考
え
て
の
こ
と
か

ら
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
前
記
の
位
置
に
営
巣
す
る
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
が
多
い
。

女
王
バ
チ
の
つ
く
る
巣
　
晩
秋
交
尾
を
す
ま
せ
、
樹
皮
や
屋
根
う
ら
や
わ
ら
の

中
で
越
冬
し
た
新
女
王
バ
チ
は
、
四
月
下
旬
こ
ろ
出
現
し
、
一
匹
で
幾
日
も
か
か

っ
て
営
巣
場
所
を
探
し
て
あ
る
く
。
ネ
ズ
ミ
、
モ
グ
ラ
な
ど
の
作
っ
た
古
い
穴
道

を
も
ぐ
っ
て
い
き
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル
内
に
営
巣
す
る
。
あ
な
は
一
つ
の
入
口
の
み

を
残
し
て
他
は
ふ
さ
ぐ
。

昭
和
五
三
～
五
四
年
に
採
集
し
た
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
と
出
入
口
の
あ
な
口

ま
で
の
距
離
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

あ な口より巣まで の距離

数巣 まで の距離

２
　

４
　

７
　

０
　

２
　

１

１

1０ｃｍ 以下

20cm まで

30cm まで

40cm まで

50cm まで

60cm まで

三
〇
～
四
〇
皿
ま
で
が
一
番

多

く
五
〇
ｍ
以
上
の
も
の
は
ま
れ
で
あ

る
。
女
王
バ
チ
は
営
巣
場
所
が
決
ま

る
と
巣
づ
く
り
を
は
じ
め
る
。
ま
ず

木
の
根
な
ど
に
巣
を
つ
る
す
三
角
板

を
と
り
つ
け
る
、
三
角
板
は
九
〇
度

左
に
ね
じ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
巣

盤
を
と
り
つ
け
て
い
く
、
巣
室
は
下

が
正

六
角
形

、
上
部
は
丸
形

で
巣
盤
は
上
か

ら
見
る
と
円
形

で
あ
る
。
外
包
は
五

重
～

六
重
で
外
側
は
全
面

が
連

結

し

て

い

る
、
内
部
は

ヨ
ロ
イ
戸
の
よ
う
に
下

方
が
開
い
て
い
て
通
気
を
よ
く
し
て
い
る
。

巣
盤
の
と
り
つ
け
に
三

角
板
を
使
っ
た
り
、
九
〇

度
の
ひ
ね
り
を
つ
く
る
な
ど
力

学
的
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
能
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
感
心
さ
せ

ら
れ

た
。
巣
の
材
料
は
枯
れ
て
く
さ
っ
た
本
の
幹
や
杉
、
ヒ
ノ
キ
の
樹

皮
の
ボ
ロ
ボ
ロ

の
も
の
を
か
み
く
だ
い
て
も
っ
て
い
く
、
つ
り
手
は
こ
ま
か
く
く

だ
い
て
、
い

ち

ば
ん
密
に
つ
く
っ
て
あ
旦

二
角
板
は
厚
さ
〇

・
二
ｍ

つ
り
手
は
厚

さ
〇

・
一
ｍ

で

あ

る
。
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図7 －122　クロスズメバチがかみくだい

たヒノキの枯木

ヒノキの枯木　クロスズメバチが盛んに

口器でかみくだいて紙状のセソイにして

運んでいく。これを固めて外包をつくっ

ていく。スギなどの樹皮はセソイが粗く

てよろい戸のような外包をつくるのに使

用される。枯木の表面をよく見るとサソ

ゴ状にかみくだいた跡が見える。

1981.7.10　大泉所撮影

働
バ
チ
の
つ
く
る
巣
　
巣
の
大
き
さ
は
採
集
日
の
違
い
や
巣
の
移
動
し
九
時
期

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
採
集
し
た
り
飼
育
し
た
三
〇
個
の
巣
の
中
で
殼
大
の

も
の
が
重
さ
Ｉ
・
二
五
㎏
、
巣
盤
数
一
五
、
直
径
二
四
皿
入
口
二
、
最
小
の
も
の

重
さ
五
〇
ｇ
、
巣
盤
数
三
、
直
径
七
『

入
ロ

ー
で
あ
っ
た
。（
前
者
は
飼
育
し
た

も
の
、
後
者
は
畑
の
石
の
多
い
土
手
で
採
集
）

巣
盤
を
つ
な
ぐ
支
柱
は
長
さ
六
ｍ
ぐ
ら
い
で
蜂
が
活
動
で
き
る
程
度
で
せ
ま
く

作
り
、
中
心
に
太
い
支
柱
が
あ
り
、
巣
盤
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
い
く
つ
も

作
ら

れ
、
そ
の
数
と
場
所
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
支
柱
の
材
料
は
巣
盤
の
蛸
化
時
の
ふ

た
の
白
膜
の
繊
維
と
同
じ
で
非
常
に
じ
ょ
う
ぶ
で
あ
る
。

巣
の
外
包
は
褐
色
と
白
色
の
波
模
様
で
女
王
蜂
○
作
る
巣
と
同
じ
よ
う
に
下
方

は
よ
ろ
い
戸
状
に
な
っ
て
い
る
。
湿
地
の
も
の
は
外
包
が
い
く
重
に
も
厚
く
、
乾

燥
地
の
も
の
は
う
す
い
。
巣
内
部
の
湿
度
、
温
度
の
調
整
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

巣
部
屋
の
大
き
さ
は
働
き
蜂
は
一
辺
が
二
・
三
ｍ
女
王
は
三
・
一
　ｍ
、

雄
蜂

二
・
六
ｍ
で
蛸
化
時
の
覆
膜
は
女
王
蜂
は
黄
味
を
も
っ
か
厚
レ
膜
、
ふ
た
の
直
径

二
人
二
ｍ
も
り
上
げ
て
つ
く
る
。
雄
蜂
は
全
体
が
平
で
覆
膜
は
全
体
か
う
す
い
。

働
き
蜂
は
真
中

が
い
く
分
厚

く
、
他

は
う
す
く
半
透
明
で
あ

る
。

ク
ロ
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
は
、
働

き
蜂

の
巣
盤
、
雄
蜂

の
巣
盤
、
女
王

の
巣
盤
と
上

部
か
ら
下

部
に
段
々
に
作

ら
れ
て

い
く

。
一
段

は
ど

の
巣

で
も
小
さ
い
女
王
蜂
の
つ
く
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

秋
に
つ
く

ら
れ

る
女
王

の
巣
盤
は
多
く
の
働
き
蜂

に
よ

っ
て
一
斉

に
作
ら
れ
る
の
で
全

面

に
産
卵

さ
れ
る
。

食
物
と
変
態
　

ク

ロ
ス
ズ

メ
バ
チ

の
食
物

は
生
き
て

い
る
幼

虫
（
ヨ

ト
ウ
ガ
、
シ
ャ
ク
ト
リ
、
ア
オ
ム
シ
）
、

死

ん
だ
も

の
（
ヘ
ビ
、
ミ
ミ
ズ
、
力

Ｉ
ル
、
ア
ブ
、
バ
″
ペ

コ
ウ
ロ
ギ
、
ト
ソ
ボ
、

セ
ミ
、

キ
リ
ギ
リ
ス
）
、
果

汁
、
（

ト
マ
ト
ミ

フ
ド
ゥ
）
、

砂
糖
水
な
ど
、

動
物
性
の
も
の
、

植
物
性
の
も
の

と

非
常

に
多
い

。

帰

巣
の
蜂
四
八
匹

を
調

べ
る
と
、
餌
を
持

っ
て
帰
巣
し
た
も
の
二
八
匹
で
、
一

番
多

い
も
の
が
チ

ョ
ウ
や

ガ
の
幼
虫
で
、
小
形
の
幼
虫

は
全
形
で
大
形
の
も
の
は

尾

端
部
を
ほ
と
ん
ど
原
形
で
持

っ
て
く

る
。
原
形
で
持

っ
て
く

る
も
の

に
エ
ダ
シ

ヤ
ク
、
ト
ウ
カ

ガ
が
あ
り
、

ヤ
マ
ト
ヒ
ラ

タ
ア
ブ
や

ミ
ヤ
マ
バ

エ
、

キ
ン
バ

エ
な

ど
は
麹
を
と

っ
て
持
っ
て
来
た
。
他
の
二
〇

匹
は
水
か
果
汁

を
す
っ
て
帰

巣
し
た

も
の
と
思

わ
れ

る
。

女
王

は
一
回

に
一
三
〇
〇

個
ぐ
ら
い
産
卵
す

る
。
幼
虫
は
頬
化
か
近
づ
く
と
自

分
で

巣
室

の
上

部
に
白
膜
を
ぱ
る
。
蜻
化

す
る
と
三
対
の
脚
と
単
眼
が
作
ら
れ
、

羽

化
は
自
力
で

白
膜
を
や

ぶ
っ
て
外

に
出
て
く

る
。

日
周
活
動
　
五

時
三
〇

分
こ
ろ
（

チ
の
姿
が
よ
く
見
え

な
い
こ
ろ
か
ら
活
動
が

始
ま
る
。
巣
温
二
五
～
二

八

℃
で
最
初
の
蜂
が
出
巣
し
て
七
分
後

に
は
じ

め
て
帰

巣
し
か
。
活
動
の
終
わ
り
は
一
八
時
五
〇

分
ご
ろ
で
最
後
に
出
巣
し
た
（

チ
は
一

七
時
五
四
分
で
あ

っ
た
。
（
昭
三
一
、
七
、
二
八
）

晴
天
、
曇
天

の
日

は
気
温
の
変
化
と

は
逆

に
、
湿
度
の
日
変
化
と
同
じ
よ
う
な
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傾

向
の
活
動

を
示
し
、
日

の
出
前
後
と
日
没
前
後
の
活
動
が
活
発

に
な
り
、

コ

ー

：
Ｏ
Ｏ
～
Ｐ
Ｍ
二
：
○
○

ご
ろ
は
活

勤
し

な
い
。
日
没
後
暗
く

な
る
と
活
動

は
急

速
に
減
少

す
る
。

雨
天

の
日

は
気
温
の
日
変
化
と
同
じ
よ
う

な
傾
向
の
活
動
を
し
、
温
度
の
上
昇

に
つ

れ
て
活
動

は
活
発

に
な

る
。
日
周
活
動

に
大
き
く
関
係
す

る
気
象
関
係
要
素

は
気
温
、
照
度
、
降
水
量
で
、
湿
度
冲
風
は
極
端
な
場
合
を
除
い
て
は
あ
ま
り
関

係
が
な

卜
と
考
え

る
。

刺
激
に
対
す
る
反
応
　

ク
ロ
ス
ズ

メ
バ
チ
は
色
彩
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
反

応

を
示

さ
な
し
。
臭

い
に
対

し
て
は
す
ば
や
く
反

応
し
、
刺
激
臭

か
ら
は
逃
げ
、
動

物
蛋
白
質
の
匂

い
に
は
鋭
敏
に
反

応
し
て
寄

っ
て
く
る
。
餌

場
を
仲
間

に
知

ら
せ

る
こ
と
は
な
い
。

動
き
や
形
状
の
変
化

を
す
早
く

感
じ
そ

れ
に
対
応
す

る
行
動

を
と

る
。

帰

巣
活
動
　

ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

は
定
位
飛
行
（
巣
の
周
り
を
飛
翔
す
る
）
を
し
て
、

巣
の
ま

わ
り
の
地
形
を
学
習
す

る
。
巣
の
ま

わ
り
の
地
形
を
変
化
さ
せ

る
と
し
ば

ら
く
迷

っ
て
帰
巣

に
時
間
が

か
か
る
。

帰
巣
の
飛
行
限
界
は
四

ｈ
ぐ
ら
い
で
、
活
動
範
囲
は
四

ｈ
を
半

径
と
し
た
平
面

と
考
え

ら
れ
る
。
帰

巣
時
間

は
、
日
、
時
間
、

巣
の
場
所

な
ど
に
よ

っ

て

違

う

が
、
見

晴
ら
し

の
よ
い
と
こ

ろ
で

は
早
く
、
見

晴
ら
し

の
悪

い
所
で

は
遅

卜
。

定
位
飛
行

を
終
え
て
い
な
い
蜂
で
も

巣
の
位
置
が

Ｉ
〇
ｍ
く

ら
し
の
移
動
で
あ

れ
ば
帰
巣
で
き

る
が
時
間
が
長
く

か
か
る
。
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
帰
巣
能
力

に
触

角
の
機
能
が
関
係
す
る
。
触
角
は
位
置
の
確
認
や
餌
の
あ
り
場
所
を
知

る
上
に
犬

切
な
働
き
を
し
て
い
る
。
触
角
を
切
除
す

る
と
位
置
の
確
認
や
餌
場
所
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
二
ｈ
以

上
離
れ
る
と
帰
巣
で
き
な
く
な
る
。

回
転
知
覚
は
触
角
第
二

節
目
に
あ
る
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
器

官
が
関
係

す

る

よ

う

で
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
器

官
は
弦
響
器
官
の
集

ま
り
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
回
転
を
知

覚
し
て
平
均
を
保
つ
補
正
運
動
が
で
き

る
。
定
位
飛
行
に
よ
っ
て
巣
の
位
置
や
餌

場
の
位
置
を
知
る
の
は
こ
の

ジ
ョ
ン
ス
ト

ン
器
官
で
あ
る
。

ク

ロ
ス
ズ

メ
バ
チ
の
触
角
は
、
女
王

蜂
と
働
き
蜂
は
一
一
環

節
、

雄
蜂
は

コ

ー

環

節
か
ら
で
き
て

い
て

触
角
が
長

い
。
働
き
蜂

は
ジ

Ｅ
ソ
ス
ト
ソ
器
官
が

よ
く
発

達

し
て

べ
ん
節
が
長

い
。
女
王
蜂
、

雄
蜂

は
は
る
か
に
触

角
は
長

卜
が

べ
ん
節

は

分
化

し
て

い
な
い
基
部

が
長

卜
。

女
王
蜂
消
失

後
の

巣
内
の
活
動
　

女
王
が
消
失
す

る
と
、
働
き
蜂
が
一
時
的

に

産
卵
能
力
を
持

ち
産
卵
す

る
。（
無
受
精
の
た
め
雄
蜂
の
み
）
巣
も
拡
張

さ
れ
産
卵
も

行
わ
れ

る
が
雄
虫
の
み
抱
卵
蜂
は
全
働
き
蜂
の
約
一
三
％
（
昭
三
一
、
一

二

二
〇

人
工
飼
育
巣
）

大
き
さ
の
変
化
　

ク

ロ
ス
ズ

メ
バ
チ
は
秋
が
深

ま
る
に
つ
れ
て
大
形
化
し
て

卜

く
こ
と
が
、
頭

幅
の
測
定
結
果

か
ら
わ
か
っ
た
。

表7 －14　 クロスズメバチの頭幅

頭 幅(mm) Ａ　　　 巣 Ｂ　　　 巣 Ｃ　　　 巣

3.20

3.25

3.30

3.35

3.40

3.45

3.50

3.55

3.60

3.65

3.70

3.75

3.80

3.85

3匹　0.3 ％

4　　0.5

21　　　2.6

44　　　5.5

82　　10.3

145　　18.3

154　　19.4

153　　19.3

103　　13.0

57　　　7.2

17　　　2.1

4　　0.5

7　　0.9

0　　0

1匹　0.4 ％

3　　13

0　　0

2　　0.9

1　　0.4

7　　3.0

12　　5.1

25　　10.6

41　17.4

57　24.2

50　21.2

25　　10.6

9　　3.8

3　　1.3

0　　0

0　　0

0　　0

0　　0

4　　20　 ％

1　　　0.5

7　　　3.5

23　　　11.5

42　　　21.0

30　　　15.0

37　　　18.5

43　　　21.5

9　　　4.5

4　　　2.0

計 794　　100 236　　100 200　100

平 均(mm) 3.560 3.635 3.658

クロスズメバチの働き蜂は，秋が深まるにつれて大 きくなるように

感じたので測定して見た 。各団体 の体長は測定しにくいし蜂の死んだ

ときの状態に よって誤 差が大きい ので ，最も固定された大きさを もつ

と思われる頭の幅を スクリェーマイタロ メータによって測定し か。

1981年 ９月29 日採集（Ａ巣）794 頭

1981年10月13 日採集（Ｂ巣）236 頭

1981年11月 ８日採集（Ｃ集）200 頭

釦8
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働
き
蜂
の
給
餌
活
動
　
巣
盤
に
振
動
を
与
え
る
と
幼
虫
は
一
斉
に
口
を
動
か
し

始
め
る
。
餌
を
や
る
と
吸
う
に
近
い
食
べ
方
で
盛
ん
に
食
べ
る
。

幼
虫
の
分
泌
液
を
働
き
蜂
は
盛
ん
に
吸
う
。
こ
の
液
の
成
分
は
わ

か
ら

な
い

が
、
こ
の
液
欲
し
さ
に
働
き
蜂
は
一
生
懸
命
餌
を
運
び
短
い
一
生
（
一
五
日
く
ら

い
）
を
終
わ
る
。

こ
の
液
の
成
分
を
分
析
し
て
こ
の
な
ぞ
の
解
明
を
試
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

九
　

蜘
　

蛛
　

類

‥｝い
　
は
じ
め
に

野
に
山
に
水
の
ほ
と
り
に
土
の
中
に
、
そ
し
て
我
々
の
住
む
家
の
中
ま
で
、
ク

モ
の
世
界
は
極
め
て
広
く
、
し
か
も
そ
の
数
の
多
い
こ
と
は
決
し
て
昆
虫
に
ひ
け

を
と
ら
な
い
。
し
か
し
昆
虫
に
興
味
を
も
つ
人
は
か
な
り
あ
っ
て
も
、
ク
モ
の
採

集
率
生
態
の
観
察
を
続
け
て
や
ろ
う
と
す
る
人
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
ク
モ
そ
の

も
の
の
姿
が
人
に
あ
ま
り
好
感
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
あ
る

が
、
観
察
研
究
の
参
考
文
献
が
極
め
て
少
な
く
、
な
か
な
か
研
究
の
于
が
か
り
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
を
な
し
て
卜
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ク
モ
の
研
究
は
、
明
治
初
期
の
ヨ
ー
ロ
で
（

の
学
者
に
よ
り
于
を
つ
け
ら
れ
て

以
来
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
た
ち
の
み
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
研
究
が
続
け
ら
れ
て
き

た
が
近
年
に
な
っ
て
何
と
か
ク
モ
を
深
く
調
べ
て
み
ょ
う
と
す
る
動
向
か
若
い
人

々
の
間
に
も
見
ら
れ
は
じ
め
、
ま
だ
十
分
に
開
拓
さ
れ
て
い
な
い
ク
モ
の
分
野
が

よ
う
や
く
か
え
り
み
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
近
年
、
農
業
、
林
業
方
面
に

お
い
て
は
害
虫
駆
除
の
薬
剤
の
研
究
と
平
行
し
て
天
敵
と
し
て
の
ク
モ
の
存
在
が

大
き
く
認
識
し
ぱ
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
の
郷
土
伊
那
谷
の
ク
モ
に
つ
い
て
も
今
ま
で
に
な
ん
ら
の
研
究
文

献
毛
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
数
年
米
調
査
研
究
し
た

こ
と
と
手
に
は
卜
る
内
外
の
文
献
を
参
照
し
て
「
南
箕
輪
の
蜘
蛛
」
を
ま
と
め
て

は
み
た
が
未
調
査
、
未
検
討
や
不
明
の
点
も
数
多
く
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後

大
い
に
研
究
の
歩
み
を
進
め
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
数
多
く

の
同
好
煮
が
出
て
こ
れ
ら
の
面
を
次
々
と
開
拓
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
っ
て
や
ま
な

へ

○

ｔ

⇔
　

ク
モ
類
の
体
の
構
造
（
図
７
－
1
2
3
～
1
2
5
）

ク
モ
類
の
体
は
頭
胸
部
と
、
腹
部
よ
り
な
り
、
つ
ね
に
雌
雄
異
体
で
あ
る
。
体

は
通
常
体
節
は
認
め
ら
れ
な
い
。
頭
胸
部
の
前
端
に
は
口
器
が
あ
り
、
前
上
面
に

数
対
の
単
眼
か
お
る
が
、
複
眼
は
な
い
。
単
眼
の
数
は
一
般
に
四
対
で
あ
る
が
、

ま
た
三
対
の
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
に
二
対
、
一
対
、
と
き
に
は
全
く
こ
れ
を
欠
く

も
の
も
あ
る
。

単
眼
に
は
昼
行
眼
と
夜
行
眼
と
が
あ
り
、
前
者
は
明
る
い
と
こ
ろ
で
働
く
も
の

と
考
え
ら
れ
、
一
般
に
黒
色
か
黒
褐
色
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
暗
い
所
で
働
く
と

言
わ
れ
、
眼
底
に
反
射
層
を
そ
な
え
一
般
に
真
珠
白
色
か
、
黄
白
色
を
お
び
て
い

る
。こ

れ
ら
の
単
眼
の
配
列
大
小
な
ど
は
種
類
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

頭
胸
部
に
は
四
対
の
脚
が
あ
り
、
各
脚
は
七
節
か
ら
で
き
て
い
る
。
別
に
口
器

に
附
着
す
る
脚
状
の
肥
肢（
触
肢
）
が
あ
り
こ
の
も
の
は
六
節
で
あ

る
。

口
器
の

が
く
　
　
　
　
　
　
　さ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ば

中

、

大

顎

工

顎
又

は
上
記
と

も
い
う
）
は

よ
く

発

達

し

て

そ

の

先

は

牙

と

な

り

、
モ

の
先

端
近

く

に
毒

腺

が

開

口
す

る

。
牙

は
常

に
基

部

の
溝

の
中

に

た

た
ま

れ

て

卜

る

。

成

雄

で

は
即

肢

の
先

は
大

き

く

な

っ
て

生

殖

球
（
容
精
球
）
と

な

る
。

そ

の
形

は

複

雑

で

種

に

よ

っ
て

変
化

し
、

分

類

上

の
重

要

な
手

が

か
り

と

な

っ
て

い

る

。

各

脚

の

先

端

に

は

普

通
三

個

の

爪

が

あ

り
、

上

方

の
二

個

は
対

を

な
し

て

い

る

。

頭

胸

部

に
は
題

を

欠

き

、

そ

の

背
面

に

は
四

対

の

放

射

状

の

溝

が

あ

り
、

前
方

の

一
対

は
顕

著

で

と

く

に
頚

溝

と

よ

ば

れ

、

こ

れ

に
よ

っ
て

前

方

を
頭

部

、
後

方

を

釦 夕
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上顎 ●--,---,--

--‥ 一下 顎

･- 一一胸板

下唇^ ‾`ｊ

歩脚ご'
イ

影p

書 肺--- 一一

一一づ 卜趙 器

---･気管気門

腹面

前牙堤歯

歩　 脚剌　　 毛

；　　　 ｌ

胸
部
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

腹
部
の
下
面
の
や
や
前
方
中
央
部
に
は
生
殖
器
の
開
口
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に

一
個
ず
つ
の
気
門
が
開
い
て
い
る
。
気
門
は
す
ぐ
内
部
の
呼
吸
器
に
つ
ら
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
呼
吸
器
は
気
管
が
密
接
し
た
棚
状
に
分
布
し
て
卜
る
も
の
で
肺
書

と
よ
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
気
管
は
昆
虫
類
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
体
内
の
い
た

る
所
に
網
状
に
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
腹
部
の
後
端
に
は
肛
門
が
あ
り
、

j 爪

末端毛 束

嘸　　y ”７`｀

歩脚毛束 附節

糸　 庄

走

Ｉ

Ｉ；

飾爪

開化

一一服 丘

前虎

中死

後佐

図7 －123　 クモの体制模式図

図7 －124　 績紡突 起

１　 前紡 績突起　 ２　 中紡績突起　 ３　 後紡

績突 起　 ４　肛門

図7 －125　脚 の 先 端

そ

の
前
方

に
三
対

の
紡
績
突

起
（
聡
熟
、
知
熟
と
も
呼
ば
れ
る
）
か
お

る
。

中

央
の
一
対

は
単
節
で
あ

る
が
、
他

の
二
対

は
原
則
と
し
て
二
節
よ
り
な

る
。

種
類

に
よ
り
後
対

竺

二
な
い
し
四
節
が
数
え
ら

れ
る
。

お り
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ｄＣ
ｂ

ａ

０００　０

ノ

Ｏ　　Ｏ工j
ａマネ キグ モ　 ｂ'ヤマシロ グモ科　 ｃマシラ グモ科　 ｄカ ニグモ科

ｆコガネグモ科　　ｇササグモ科　　ｈハエトリグモ科

図7 －126　 眼 の 配 列

ｅ ドク グモ 科

カ ユ グ モ科

ノヽ － ト リ グ モ科

ｄ

ｈ

ヤマシログモ科　　 Ｃ　マシラグモ科

コガネグモ科　　　 ｇ　 ササグモ科

ｂ

ｆ

マ ネキグモ

ド クグモ科

ａ

ｅ

尚
｝
　
南

箕

輪

の

ク

モ

の

種

類

「

日

本

に

は

何

種

の

ク

モ

が

い

る

か

」

と

聞

か

れ

て

も

簡

単

に

答

え

ら

れ

な

い

問

題

で

、

あ

る

人

は

１
０

０

０

種

く

ら

い

と

い

い

、

時

に

は

二

〇

〇

〇

種

く

ら

い

と

い

う

人

も

い

る

が

、

こ

れ

ら

は

い

ず

れ

も

推

定

の

域

を

脱

し

な

い

。

学

名

の

つ

い

て

い

る

ク

モ

は

、

Ｋ
ｏ
ｃ
ｈ
 
Ｋ
ａ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
 
Ｓ
ｉｍ

ｏ
ｎ
 
Ｂ
ｏ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｐ
ｅ
ｒ
ｇ
 
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
乱

の

記

録

し

た

も

の

が

約

四

〇

〇

種

、

そ

の

後

日

本

の

学

者

に

よ

っ

て

記

載

さ

れ

た

り

、

新

し

く

目

本

の

フ

ァ

ウ

ナ

に

は

い

っ

た

も

の

が

二

〇

〇

種

、

計

六

〇

〇

種

と

言

わ

れ

図7 －127　 クモの内部構造

表7 －15　 南箕輪に 生息するクモの種類と生息場所及び網の形態

網の形態 ク　モ　の　種　類 生 息 場 所 網の形態 ク　モ　の　種　類 生 息 場 所

１

２

縦

円

網

ナガコガネ グモ

ジョロウ グモ

ワキ グロサ ツマ ノミダマシ

ト ゲグモ

コガネグモ

ト ウキョ ウウズグモ

水田，生垣

木立，生垣

木立，生垣

木立

水田

木立

３

４

コ ケチ ャオ ニ グモ 水田

ゴ ミ グモ

ヤ マ ゴ ミ グモ

ョ ツデ ゴ ミ グモ

カ ラ ス ゴ ミ グモ

ギ ソ メ ツキ ゴ ミグ モ

ギ ソナ ガ ゴ ミ グモ

垣 根

低 木

々

μ

μ

々ヤマ シロオニグモ

オニグモ

キバナ オニグモ

ヘ リジ μオニグモ

ズグμオニグモ

ドョ ウオニグモ

イェ オニグモ

ヤマ オニグモ

ムツホシオニグモ

ナカムラオニグモ

ヒメオニグモ

イシサワオニグモ

ミツカドオニ グモ

ニワオニ グモ

軒， 木立

木立，軒

垣根

垣 根

軒， 庭

水田

軒

軒

水田

水田，草地

低木

高木

低木

水田

ハ ツリ グモ 木立

５
水

平

６

円

網

アシナガ グモ

ヤサガタアシナガ グモ

キヌアシナガ グモ

ハラビ ロアシナガ グモ

水田，生垣

庭，畑

水辺

水辺

キ ソョ ウ グモ

キ ラ ラ シ ロガ ネ グモ

チ ビ シI=2ガネ グモ

オ オ シ ロ ガ ネ グモ

ウ ズ グ モ

低 木， 草地

草地

生垣， 草地

垣 根

低 木

XＨ
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７

だ

な

網

クサ グモ（ノジタナグモ）

コ クサ グモ

イェ タナ グモ

シモフリイ オグモ

メガネイオグモ

ホラズミヤチグモ

コタナグモ

庭，畑

生垣，草地

屋内

垣，土台

土台

垣，土台

屋内

伺

15

網

を

作

16

ら

17

な

い

徘
徊
性
の　18

ク
こ

19

イオウイロハシリグモ

アオ グμハシリグモ

スジアカハシリグモ

物置

地面

地面， 石間

カ イ ゾ クコ モ リ グ モ

ハ サ クμ コ モ リ グ モ

モ リ コ モ リ グモ

ハ リ ゲ コ モ リ グモ

キ ク ズキ コモ リ グモ

カ ラ フ ト コモ リ グモ

ミ ズ タ コモ リ グモ

タ カ ネ コモ リ グモ

地面　 垣

石 原

石 原

石 原

地面

地面

地面

地面

皿　 ８
網

す
じ
網

ツリサラグモ

シロブチ サラグモ

マネキグモ

オナ ガグモ

草地

垣， 草地

高木

草地

不　 ９

規

則

網

オ オ ヒ メ グ モ

ヒ メ グ モ

カ グ ヤ ヒ メ グモ

ツ リ ガ ネヒ メ グモ

ギ ボ シ ヒ メ グモ

屋内外

垣 根

屋内外

石垣 間

草 地

ヤマジキ シダ グモ

キスジキシダ グモ

ト ラフ カ ニ グモ

ク ロボ シカ ニ グモ

ワカ バ グモ

ハ ナ グモ

ヤ ミイ ロ カ ニ グ モ

オ オ ヤ ミイ ロ カ ニ グ モ

生垣

生垣

草地

畑，庭

垣

垣

ュ ウレ イ グモ 屋内

10
円 盤 網

ヒ ラ タ グモ 屋内の壁

11
袋　　 網 ジ グモ 庭，土台

葉

を

ま

く

ス12

スタ
キヶ

カバキコマチ グモ

ヤマトコマチ グモ

草地

竹やぶ，草地 マ ミジ ロ ノヽエ ト リ グ モ

ウ デ ブ ト ハこ ト リ グ モ

デ ーニ ツツ ハこ ト リ グ モ

シ ラ ゲハこ ト リ グ モ

チ ヤイ ロ ア サ ヒ ハこ ト リ グモ

オ オ ハ こ ト リ グ モ

家の中

石原

庭

庭

草原

家の中

稲

木

の
葉

ハ マ キ フ クロ グモ

コフ ク ロ グモ

ネ コ ハ グモ

アリ グモ

水 田

水田

生垣

生垣

13
他の網に

い そ うろ
う

チ リ イ ソウ ロ ウ グ モ

ヤ リ グモ

生垣

生垣

マシラ グモ

ササ グモ

垣

草地

て
い
る
が
、
今
日
な
お
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
未
登

録
の
ミ
ク
ロ
の
も
の
を
加
え
る
と
Ｉ
、
〇
〇
〇
種
近

く
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
た
し
た
ち
の
村
南
箕
輪
に
も
多
く
の
ク
モ
が
生

息
し
て
い
る
。
わ
た
し
の
昭
和
五
六
・
五
七
年
に
採

集
調
査
し
て
研
究
し
た
も
の
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
ク

モ
は
後
述
の
八
九
種
以
上
で
あ
っ
て
、
北
方
系
の
も

の
に
南
方
系
統
の
も
の
が
混
生
し
て
い
る
。
ク
モ
の

フ
ァ
ウ
ナ
決
定
の
主
要
因
は
気
温
で
あ
る
が
、
夏
期

気
温
の
高
し
こ
と
が
南
方
系
統
の
も
の
も
生
息
で
き

る
環
境
と
な
り
、
ま
た
ク
モ
独
特
の
空
中
浮
遊
に
よ

る
分
布
法
と
食
性
に
選
択
性
の
な
い
こ
と
が
分
布
を

広
め
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
、
南
箕

輪
村
に
生
息
す
る
ク
モ
の
種
類
は
ミ
ク
ロ
の
も
の
ま

で
含
め
る
と
一
五
〇
種
内
外
と
推
定
さ
れ
る
。
（
表

７－
1
5・
1
6）

南
箕
輪
村
で
採
集
し
た
ク
モ
の
う
ち
、
網
を
作
る

表7 －16　 南箕輪村の クモ の種類

（1） 網を作る クモ

縦　円　網

水 平 円 網

た　な　網

皿網すじ網

不 規 則 網

円　盤　網

袋　　　 網

葉 を ま く

２８

９

７

４

６

１

１

６

（2） 網を作らない クモ

他の網に居候

網を作らず徘徊性

2

27

合　　　 計 91

討2



第２節　生態 と分布

ク
モ
は
六
二

種
で
、
網
を
作

ら
な
し
も
の
は
二

九
種
で

あ
る
。

匈
　

ク
モ

の
生
活
（
定
住
性
と
放
浪
性
）

体
形

が
割
合
に
単
調
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ク
モ
類

の
生
活

は
き

わ
め
て

多
様
で

あ
る
。
ク
モ
の
語
源

は
（
こ
も
る
）
か
ら
き
た
と
い
わ
れ
、

つ
ね
に
身

を
ひ

そ
め
、

と
き
に
あ
ら
か
ね
て

虫
な
ど
を
と
ら
え

る
習

性
に
よ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
隠
現

自
在
の
生
態
、
そ

の
奇
怪
な
形

状
か
ら
、

土
蜘
蛛
伝

説
、

前

兆

説

話
、
怪
談
民
話
が
い
く
つ
か
生
ま
れ
て
し
る
。
朝

グ
モ
は
福

グ
モ
、
夜

グ
モ
は
親

に
似
て
い
て
も
殺
せ
、
と
い
う
よ
う
な
俗
信
も
、
怪
談
か
ら
き
た
も

０

で

あ

ろ

う
。
ま
た
さ
が
り

グ
モ
を
み
て
恋
人

来
訪
の
前
兆
と
み
る
の

ぱ
、
『
日

本
書
紀
』

以

来
と
い
わ
れ
、

ク
モ
が
大
き
な
網
を
は
れ
ば
翌
日

は
、
無
風

の
日

本
晴
れ
と
い

う
、
い
ず
れ
も

ク
モ
の
生
態
か
ら
き
た
愛
す
べ
き
俗
信
で
あ
る
。

ク
モ
の
生
活
で
一
番
ふ
し
ぎ
な
の

ぱ
、
網
で
あ
る
。
こ
の
網
は
朧
面

に
あ
る
二

対
～

四
対
の
紡
績
突
起
か
ら
出
る
。
こ
れ
は
腹
部
の
付
属
肢
が
変
じ
て
糸
を
紡
ぐ

器
官

に
な

っ
た
も
の
で
、
そ
の
奥

に
あ

る
紡
績
腺

か
ら
分
泌
す
る
粘
液
は
、
紡
績

突
起
の
先
端

に
多
数
開

し
て

し
る
小
穴

か
ら
、
同
時

に
押
し
だ
さ
れ
る
。
粘
液
は

空
気

に
触
れ

る
と
す
ぐ
凝
縮
し
て
細
い
糸
と
な

る
。
こ
の
糸
の

直

径

は

六
・
八

μ

～

ご
丁

四
μ
（
１
μ
＝
二

心
皿
）
と

い
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
ク
モ
の
網
に
、
獲
物
の
小
動
物
は
ひ
っ
か
か
っ
て
自
由
を
失
う
が
、
網
を

ば
っ
た
ク
モ
自
身
は
、
自
由
に
敏
速
に
行
動
で
き
る
。
ま
た
、
ク
モ
は
そ
の
目
的

に
あ
っ
た
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
模
様
の
網
を
み
ご
と
に
は
る
。

ク
モ
類
は
分
布
が
広
く
、
個
体
数
の
多
い
点
て
動
物
界
で
は
昆
虫
類
と
共
に
双

璧
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
空
中
、
樹
上
、
草
間
、
地
上
は
も
と
よ
り
地
中
に
住

か
も
の
も
多
く
、
ま
れ
に
水
中
に
く
ら
す
も
の
さ
え
あ
る
。
こ
れ
を
生
活
形
式
の

上
か
ら
み
て
、
定
住
性
の
も
の
と
、
放
浪
性
の
も
の
と
に
お
け
る
こ
と
が

で
き

る
。１

　
定
住
性
の
ク
モ
類
の
生
活

定
住
性
の
も
の
は
獲
物
を
捕
え
る
た
め
に
特
殊
な
わ
な
を
つ
く
る
。
わ
な
の
発

達
し
た
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ク
モ
の
網
で
あ
る
が
、
網
を
つ
く
る
も
の
が
必
ず
し

も
定
住
す
る
性
質
の
卜
ち
じ
る
し
い
も
の
で
は
な
卜
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
も
の

に
と
っ
て
は
、
わ
な
が
住
居
の
主
要
部
を
な
し
て
そ
の
す
み
か
は
、
そ
の
｛

隅
に

つ
け
く
わ
え
て
設
け
ら
れ
た
単
な
る
か
く
れ
場
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
し
た

が
っ
て
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
た
や
す
く
場
所
を
変
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
定
住
す
る
性
質
の
強
卜
も
の
、
た
と
え
ば
、
穴
居
性
の
ク
モ
な

ど
で
は
、
住
居
は
巧
妙
に
つ
く
ら
れ
る
が
、
わ
な
は
粗
雑
に
糸
を
張
り
わ
た
し
た

も
の
で
単
に
獲
物
の
近
接
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
触
糸
の
役
を
す
る
に
す
ぎ
な
く

て
獲
物
の
捕
獲
は
、
も
っ
ぱ
ら
強
力
な
大
顎
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
両
者
の
中
間
に
は
い
ろ
卜
ろ
の
段
階
が
あ
る
。

･I･ －S-･ －・ －　　 ・　 ・ ・　 ・

S ・　　 ・　　 ・　　　 ・ぶ]! ¶-j: ＝j=……し……ﾀﾞﾝ… …卜 … …… …

図7 －128　 ア シダ カ ゲ モ　 ろ

ア シ ダ カ グ モ科　 Ｈｅtｅｒｏｐｏｄｉｄａｅ　 ア シ ダ カ グ モ 属　 Ｈｅt-

ｅｒｏｐｏｄａ Ｖｅｎａtｏｒia

徘 徊 性 の ク モ　 日本 最 大　 体 長 ♀20 ～30mm　 ろ　15 ～20mm
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２
　
放
浪
性
の
ク

モ
類
の
生
活

放
浪
性
の
ク
モ
は

原
則
と
し
て
一
定
の

巣
を
毛
穴
な
い
。
か

れ
ら
ぱ
種
類
に
よ
っ

て
昼
間
又
は
夜
間
う

ろ
つ
き
ま
わ
っ
て
獲

物
を
捕
え
る
。
昼
行

性
の
も
の
、
た
と
え

ば
（

エ
ト
リ
グ
モ
で

は
視
覚
が
よ
く
発
達

幻 ぷ



物動第７章

し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
獲
物
の
お
り
場
所
を
知
り
、
こ
れ
を
急
に
お
そ
っ
て

（
（

エ
ト
リ
グ
モ
で
は
と
び
は
ね
て
お
そ
う
）
大
顎
で
た
お
す
。

夜
行
性
の
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
な
ど
で
は
脚
の
触
角
が
よ
く
発
達
し
、
さ
が
し
ま
わ

る
場
合
は
こ
の
機
能
を
よ
く
発
達
さ
せ
獲
物
の
お
り
場
所
を
知
る
。

し
か
し
な
が
ら
放
浪
性
の
も
の
で
も
、
一
か
所
に
し
ば
ら
く
滞
在
す
る
と
き
に

は
糸
を
つ
む
い
で
か
く
れ
場
を
つ
く
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
く
に
越
冬
す
る
場

合
な
ど
は
、
か
な
り
上
等
の
巣
を
設
け
る
。
こ
れ
に
対
し
て
造
網
性
の
ク
モ
の
越

冬
は
樹
木
、
木
材
、
石
間
な
ど
の
空
隙
等
に
簡
単
な
か
く
れ
場
を
設
け
て
行
わ
れ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
一
方
定
住
性
の
も
の
も
、
フ
ク
ロ
グ
モ
な
ど
は
、
夜

間
あ
る
程
度
の
出
あ
る
き
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
よ
り
み
る
と
定
住
、
ま
た
は
放

浪
に
よ
っ
て
、
ク
モ
の
生
活
型
を
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
困
難
で
あ

る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

知
　
ク
モ
類
の
生
活
（
狩
猟
性
と
造
網
性
）

獲
物
を
捕
獲
す
る
手
段
の
も
が
し
か
ら
、
タ
モ
を
狩
猟
性
と
造
網
性
と
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
狩
猟
性
の
も
の
で
は
と
こ
に
住
ん
で
い
る
も
の
で
も
獲
物
は

図7 －129　 ハエトリグモ

物
の
頚
部
へ
毒
鈎

を

打

ち
こ
む
こ
と

に
成

功
す

る
。
壁
面
を
と

ん
で
も
落
下

し
な
い

の
は
、
常

に
後
に
し

お
り
糸
を
ひ
い
て

卜

る
か
ら
で
あ
る
。
歩
き
ま
お
っ
て
い
る
う
ち
に
後
に
糸
を
引
く
習
性
は
、
（

エ
ト

リ
グ
モ
に
か
ぎ
ら
ず
、
ク
モ
類
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ク
モ
の
眼

は
代
表
的
な
昼
行
眼
で
三
列
に
な
ら
び
、
前
列
の
も
の
は
大
形
で
あ
る
が
、
特
に

中
央
の
一
対
は
よ
く
発
達
し
て
い
る
、
中
列
の
も
の
は
発
達
が
わ
る
く
小
形
で
、

後
列
の
二
限
は
中
位
で
あ
る
。

Ｈ
・
ホ
ー
マ
ン
の
研
究
に
よ
る
と
、
前
列
の
側
眼
と
後
列
の
一
対
と
は
運
動
視

に
適
し
、
前
列
中
眼
で
は
眼
筋
を
そ
な
え
網
膜
は
あ
る
程
度
の
遠
近
を
調
節
す
る

機
能
を
も
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ク
モ
は
体
を
あ
ま
り
移
動
せ
ず
に
獲
物
を
か
な
り

大
顎
の
機
械
力

と
そ
の
毒
腺
の
分

泌
物

に
よ
っ
て
捕
え

る
。
こ

れ
に
対
し
て
造
網

性
の
も
の
で
は
、
粘
性
糸
に
か
ら
ま
せ
て
捕
え

る
。

１
　

狩
猟
を
す
る
ク
モ

こ
の
生
活
形

式
の
ク
モ
に
は
興
味

あ
る
習

性
を
示

す
も

の
が
多
い

。
次

に
そ
の

数

例
に
つ
い
て
述

べ
よ
う
。

ハ

エ
ト
リ

グ
モ
　

非
常

に
多
い
種
類

を
含
む
一
群
で
色
彩
的

に
も
興
味
の
深
い

も

の
が
多
い

。
枯

れ
た
木

立
、
古

し
電
柱
、

壁
間
、
板
塀

な
ど
の
日
当

た
り
の
よ

い
所

に
普
通

に
発
見
で
き

る
。

歩
き

ま
わ
っ
て
獲
物
（
そ
の
名
の
ご
と
く
主
と
し
て

（

Ｉ
）
を
見

つ
け

る
と
二
～
四

皿
く

ら
い
の
距
離
ま
で
近
づ
き
、

急

に
と

び
つ
い

て
そ
れ

を
捕
え

る
。
こ
の
と
き
ね
ら
い
は
か
な
り
正

確
で
た
い
て
い
は
一
撃
で
獲

図7 －130　 アリゲモ ♀とアリゲモ 合

は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て

中
列
の
眼
は
視
野
が
き
わ
め

て
狭
く
ほ
と
ん
ど
役
に
た
た

な
い
。
（

エ
ト
リ
グ
モ
が
飛

翔
す
る
昆
虫

を
眼
で

追
跡

す

る
際
の
体
の
動

か
し
方
、
跳

躍
し
て
獲

物
を
捕
え

る
こ

と

の
正

確
な
こ

と
な
ど
か
ら
こ

の
説
は
う
な
ず
か
れ
る
。

ア

リ
ゲ
モ
　

ア
リ
グ
モ
は

314
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（

エ

ト
リ

グ

モ
科

に
属

す

る

ク

モ
で

、

こ

れ

に
類

似

し

た
数

種

の

ク

モ

を
含

ん
で

い

る

。

そ

の
体

型

が

ア

リ

に
似

て

い

る

。
そ

の
上

に
そ

の
行

動

が

き

わ

め
て

あ

り

に
似

て

い

る

た

め

ア

リ
と

見

あ

や

ま

ら

れ
や

す

い

。
そ

れ

は
体

は
細

長

く

、

種

に
よ

っ

て

は

さ

ら

に
頭

胸
部

が

中

央

で

多

少

く

び

れ
て

い

る

。

ま

た
腹

部

前

端

の
胸

部

と

の
附

着
部

は

い
く

ぶ

ん
柄

状

に

な

っ
て

い

る

。

大

顎

は

よ

く
発

達

し

て
大

き

く

前

方

に
突

出

し

て

い

る

。
色

彩

は
普

通

の

ア
リ

グ

モ

で

は
頭

胸
部

が
赤

黄
色

で
あ

っ
て

ア

カ

ヤ

マ

ア

リ

に
似

て

い

る
が

、

他

の
多

く

の

種
類

は

黒

色

で
多

少

の

白

い
斑

紋

が

ま

じ

っ
て

い

る

。

こ

の

よ

う

に
体

形

な

ら

び

に

色

彩

だ

げ

で

も

き

わ

め

て

あ

り

に
近

い

の
で

あ

る
が

、

ク

モ

は
第

一

脚

を

つ

ね

に

前
上

方

に

も

ち
上

げ

て
、

こ

れ

を
静

か

に
動

か

し
て

い

る

の

で

こ

の
行

動

に

よ

っ

て

ク

モ

は
三

対

の

脚

と

一
対

の

触

角

を

も

つ

ア

リ
モ

の

ま

ま

の
体

形

と

み

ら

れ

る

。

そ

の
上

体

の
動

か

し
方

、

歩

の

進

み
方

な

ど
も

ア

リ

の
そ

れ

に

よ
く

似

て

い

る

。

以

上

の

よ

う

に
形

態
、

生

態
上

の

類

似

か

ら

ア

リ

グ

モ

は

い

わ

ゆ

る

擬
態

な

い

し

模

倣

の

好

い

例

と

さ

れ

、

こ

の

カ

ム
フ

ラ

ー

ジ

に

よ

っ

て

こ

の

ク

モ

は

ア

リ

の

中

に

ま

ぎ

れ

こ

み

、

群

を

離

れ

た

ア

リ

を
捕

食

し

、

あ

る

い

は

さ

ら

に

ア

リ

の

巣

の

中

に

侵

入

し

て

、

そ

の

幼

虫

、

ま

ゆ

な

ど

を

か

す

め
取

る

と

一

般

に

信

じ

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

ア

リ

グ
モ

は

巣
中

か

ら

棄

て

ら

れ

た

ア

リ

の
死

体

（
ア

リ

に
は
死
に

か
か
っ
た
仲
間
、
死

ん
で
ま
だ
乾
燥
し
て
な
い
程
度
の
も
の
を
巣
の
外
に
投
げ

だ
す
習
性
か
お

る
）
を

か
す

め
取

る
こ

と

も

あ

る

が

、

活

動

中

の

ア

リ

に

出

会

え

ば

、

つ
ね

に
そ

れ

を

さ

け

て

草

の

上

な

ど

に

逃

げ

る

の

で

あ

る

。

今

ま

で

に

た

し

か

め
ら

れ

た
と

こ

ろ

で

は
ア

リ

グ

モ
の

常

食

と

す

る

も

の

は

蚊

、

小

型

の
（

エ
な

ど

の

よ
う

な

草

間

、

樹

葉

下

面

な

ど

に
よ

く

ひ

そ

む

弱

い

昆

虫

類

で

あ

る

。

ま

た

ア

ブ

ラ

ム

シ
が

葉

面

上

に
落

と

す

甘

露

も

な

め

る
よ

う

に
思

わ
れ

る
。

ア
リ
グ
モ
は
放
浪

性
の
も

の
で
あ

る
が
、

し
ば
ら
く
の
間
止
ま

る
と
こ
ろ
（
石

の
凹
み
、
葉
の
下
側
な
言

に
は
絹

を
膜
状

に
張

っ
て

か
く
れ
場
を
つ
く
る
。

ヂ
ゲ
モ
　

こ
の
ク
モ
は
人
家

の
土
台
、
木
立
の
根
本
な
ど

に
よ
せ

か
け
て
細
長

い
袋
を
つ
く
る
。
袋
の
下
端

は
地
中

に
深
く
入

っ
て
い

る
。
ク
モ
は
通
常
こ
の
下

端
に
上

を
お
い
て
静

止
し
て

い
る
が
、
上
方
部

に
虫
な
ど
か

ぶ
れ

る
と
す
ば
や
く

上

っ
て
き
て
袋
越
し
に
大
顎
で
獲
物

を
捕
え
毒

液
を
モ
モ

い
で

た
お
し

た
後
、
袋

に
裂
目
を
つ
く
っ
て
中

に
と

り
入

れ
る
。

図7 －131　 ヂ ゲモ

Ａtｙｐｕs Ｋａｒsｃｈｉ ＤＯＥＮＩＴＥ ♀　 ヂ グ モ科

Ａtｙｐｉｄａｅ　 ヂ グモ 属　 Ａtｙｐｕs　 採 集　 大

芝 高 原　1981.7.10　 標 本　 征矢 哲 雄

こ
の

ク
モ
は
巣
を
織
る
と
き
、
小

さ
な
上

の
粒

を
そ

の
外
側
部

に
織

り
こ
む

の

で
袋
の
外
観

が
周
囲
の
も
の
と
見

か
け
に
く
く
な
る
。
こ

の
ク
モ
を
袋
か
ら
と
り

出
し
、
そ
の
腹
部
を
曲
げ
て
大
顎
に
お
し
つ
け
る
と
、

た
ち
ま
ち
自
己

の
朧

を
切

り
裂
く
こ
と
が
観
察
で
き

る
。
こ
の
習
性
の
た
め
、
（

ラ
キ
リ

グ
モ
、

サ
ム
ラ
イ

グ
モ
な
ど
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

２
　

網
を
つ

く
る
ク
モ
類

す
で

に
述

べ
た
ご
と
く

ク
モ
の
は

る
網
は
獲
物
を
捕
え
る
た
め
の
わ
な
で
あ
っ

て
直
接

に
は
そ
の
住
家
で
は
な
い
。

ク
モ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
日
中

、
夜
間

の
区

別

な
く
こ

の
網

に
い
て
特
別
の

か
く
れ
場
を
も
た
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
多

く
は

幻5



物第７章　動

オユグモ（コガネグモ科オユグモ属）

体長　 ♀30mm　 ろ20mm 前後　黒 色～黒褐

色　 人家から山地に到 るまで広範囲に生息

する　 ダイ ミョウグモとも 呼ばれる

採集　 田畑北割　198L 6.20　 標本　 征矢

哲雄

ヤマオユグモ（コガネグモ科オユグモ属）

体長　 ♀18～20mm　 背甲赤褐 色 他は黒色

オユグモに よく似てい るが山地に生息する

採集　 北沢　198L 7.15　 標本　 征矢 哲雄

図7 －132　 オニグモとヤマオニゲモ

り
は
げ
し
く
動
揺
す
る
の
を
防
ぐ
の
に
も
役
だ
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

コ

ガ
ネ

グ
モ
類
の
丸
網
に
は
通
常

ク
モ
が
位
置
す
る
附
近
に
白
色
で
強

い
布
状

の
糸
が
種
に
よ
っ
て
大
体
定
ま
っ
た
形

式
に
し
た
が
っ
て

つ
け
ら
れ
る
。
コ

ガ
ネ

グ
モ
で
は
、
網
の
中
心
を
は
さ
ん
で
Ｘ

状
に
は
ら
れ
、

各
帯
は
電

光
形

を
な
し
て

い
る
。

ク
モ
は
八
脚
を
二

本
ず
っ
そ
ろ
え

て
こ
の
上

に
お
く
。
ナ

ガ
コ

ガ
ネ
グ
モ

で
は
多
少
変
化
が
あ
る
が
多

く
は
中

心
部

に
平
行
電
光

線
状
で
方
形

を
な
し
て
い

る
。
ウ
ズ

グ
モ
は
小

さ
な
渦
巻
状
と
な
る
。
こ
の
白
帯
の
生
態

的
意

義
に
つ
い
て

は
、
単
に

ク
モ
の
足
場
を
補
強
す
る
の
に
役
だ
つ
と
い
う
説
と
、

ク
モ
が

白
帯

に

図7 －133　 コガ ネグモ

よ
っ
て
自
ら
の
体
を
お
お
い

か
く
す
と
い
う
説
が
あ

る

が
、
こ
の
よ
う
な
附
属
物
の

生
態
的
意
義
は
な
か
な
か
断

定
し
が
た
い
も
の
で
お
そ
ら

く
両
説
と
も
事
実
の
一
半
を

示
し
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い

と
思
わ
れ
る
。
白
帯
を
も
つ

J 祁

そ
の
わ
く
糸
の
導

く
一
隅

に
簡
単
な
か
く

れ
場

を
そ

な
え
て

い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、

一
般
に
用

い
ら
れ
る
ク
モ
の
巣
と

い
う
語

は
厳
密

に
言
え
ば
適
当
で
な
い

の
で
あ

る
。網

の
種
類
　

ク
モ
の
網

に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

る
が
、
つ
ぎ

に
そ
の
代

表
的

な
数

例
に
つ
い
て
述

べ
る
。

丸

網
　

オ
ユ
グ
モ
、

＝
ガ
ネ
グ
モ
の
類
が
空
中
に
は
る
車
輪
状
の
網
は
こ
の
好

例
で
あ

る
。

網

は
わ
く

糸
、
放
射
状
糸
（
た
て
糸
）
、
環
状
糸
（
横
糸
）
、
こ
し
き

か
ら
な
る
。

こ

の
う
ち
粘

性
糸
で
つ
く
ら

れ
る
も

の
は
環
状
糸
の
み
で
あ
る

。
こ
し
き
は
中
央

部

に
は
ら

れ
る
不
規
則
な
網
状
を
し
た
部
分
で
、
く
わ
し
く

ぱ
外
こ
し
き
、
内
こ

し
き

の
二
部

に
分
け

る
こ
と
が
で
き

る
。

ク
モ
は
網
に
入
る
と
き
常
に
こ
の
位
置

に
頭
部

を
下
方

に
む
け
て
静
止
す

る
。
例
え
ば

オ
ユ
グ
モ
の
網
に
つ

い

て

い

え

ば
、
一
般

に
放
射
状
線
・
環
状
線
と
も
下
方
に
多
く
は
ら
れ
る
。
ま
た
、
し
ば
し

ば
網

の
中
央

か
ら

ク
モ
の

か
く
れ
場
に
向
か

っ
て
独
立
の
線
が
は
ら
れ
る
こ
と
が

あ

る
。
こ

の
も

の
は
通
信
線
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
そ
の
用

途
は
単
に
獲
物
に
よ

っ

て

お
こ

る
網

の
振
動
を
伝
達
す
る
の
み
で
は
な
く
、
風

な
ど
に
よ

っ
て
網
が
あ
ま
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図7 －135

トウキョウ ウズゲモ

図7 －134　 ナガコガネゲモの丸網

白く太い糸がこしき

撮影　1981.8 ，3　西 天竜水田

巣
を
つ
く

る
ク
モ
の
中
で
、

ナ

ガ
コ

ガ
ネ
グ
モ
、

ウ
ズ
グ
モ
な

ど

は
侵
入
者
が
近

接
す
る
と
白

帯

の
と
こ

ろ
に
お
い
て

は
げ
し

く
網
を
ゆ
す
る
習

性
か
お

る
。

ジ
ョ

ロ
ウ
グ
モ
の
網
で
は
中
心
の
上

部
に
は
き
わ
め
て
少
量
の
網
が
あ
る
か
、

４７

あ
る
い
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
が
な
い
。

こ
れ
に
反
し
て
下
半
部
は
は
な
は
だ
広

1
9
8
　
大

に
つ
く
ら
れ
ヽ

そ
の
た

め
に
網
は
馬

ヨロウゲモの丸網　 撮影ジ図7 －136

蹄
形
に
な
っ
て
い
る
。
放
射
状
糸
は
き

わ
め
て
密
に
分
布
し
、
途
中
よ
り
さ
ら

に
分
岐
し
て
一
層
そ
の
数
を
増
す
。
環

状
糸
あ
ま
た
密
に
張
ら
れ
、
黄
色
を
し

て
い
る
。
な
お
こ
の
ク
モ
は
主
網
の
両

側
（
と
く
に
片
側
）
に
不
規
則
な
網
状

の
粗
雑
な
網
を
つ
く
り
全
体
を
三
重
構

造
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
両
側
の

も
の
は
大
形
昆
虫
な
ど
が
直
接
に
突
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
網
が
破
れ
る
の
を

防
ぐ

の
に
役
つ
だ
つ
も
の
で

あ
ろ
う
。

条
網（

す
じ
あ
み
）
　
家
の
天
井
の
隅
、
壁
間
な
ど
に
不
規
則
に
縦
線
、
斜
線
を

は

る
オ
オ
ヒ
メ
グ
モ
の
網
を
条
網
と
い
う
。
こ
れ
を
く
わ
し
く
み
れ
ば
、
こ
の
網

の
中
央
辺
で
は
糸
は
や
や
密
に

図7 －137

オオヒ メゲモ

は
ら
れ
、
多
少
か
ご
状
に
な

っ

て
い

る
。
こ
の
か
ご
状
構
造
は

成
長
し
た

ク
モ
で
は
一
層
顕
著

に
な
り
、
特

に
か
ご
網
と
い
わ

れ
る
。

皿
網
　
ク
サ
グ
モ
の
つ
く
る
網
で
十
分
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
、
上
方
に
あ

る
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
網
と
下
方
に
あ
る
皿
状
の
網
と
か
ら
な
る
。
し
か
し
下
方

の
℡
状
部
は
し
ば
し
ば
な
い
こ
と
が
あ
る
。
網
は
薄
膜
状
で
多
数
の
糸
に
よ
っ
て

上
方
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
山
地
の
濯
木
な
ど
に
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
ク

モ
は
上
方
の
網
の
内
列
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。

図7 －138　 ク サ グ モ

（ クサ グモ　 タナ グモ科　 クサグモ属）

採集　 塩ノ井 神社　1981.8.7

標本　 征矢哲雄

店
網
（

だ
な
お
み
）
　
タ
ナ
グ
モ
、
ク

サ
グ
モ
の
類
が
っ
く
る
三

角
状
の

膜

状

J 俘
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図7 －139　 クサグモ の店網

クサ グモのト ンネル状の住居と店 網

1982.7.5(イチイの葉に 作られた もの)

の
網
で
、

タ
ナ
グ
モ
は
家
屋
内

の
隅
な
ど
に
す
み
、
ク

サ
グ
モ

は
濯
木

や
草
の
間

な
ど
に
巣
を

か
ま
え

る
。
扇

状
部
の
か
な
め

の
部
分
で

網
は
集
束
し
て

筒
状

と
な
り
、

ク
モ
の
か
く
れ
場
所

を
つ
く
っ
て

い
る
。
こ
の
部
は

下
方

に
開

い
た
ま
ま
で

あ
り
、

危

急
の
場
合
、

ク
モ
は
こ
こ

か

ら
下
方

へ
脱
出

し
て

難
を
さ
け

る
。扇

網
　

放

射
状

糸
四
本
、
環

状

糸
一
〇
本
前
後

か
ら
な
る
三

網

角
形
扇
状

の
網
で
こ

れ
を
つ
く

る
も

の
ぱ
オ
ウ
ギ
グ
モ
と

よ
ば

扇図7 －140

れ
る
。
放

射
状

糸
は
基
部
で
集

合
し
て
一
本

の
基

線
と

な
り
、

ク
モ
は
網

の
方

に

頭

部

を

む

け
、
こ

の
部

に
静

止

し

て

い

る
。
常

に
糸
を
た
ぐ

っ
て
網

を

ひ
き
つ
け
手
心
と
に
基
線
の
一
部
を
た
る
ま
せ
て
お
く
。
網
に
獲
物
が

か

か
る

と
、
ク
モ
は
ひ
き
つ
け
て
お
い
た
糸
を
急
に
放
し
て
網
を
は
ず
ま
せ
、
さ
ら
に
ま

た
ひ
き
つ
け
て
放
す
。
こ
の
動
作
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
網
を
は
じ
か
れ
、

数
本
の
粘
糸
を
虫
体
に
ま
つ
わ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

丸
網
の
つ
く
り
方
　
オ
ユ
グ
モ
の
丸
網
の
製
作
順
序
を
の
べ
る
。
丸
網
の
製
作

に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
わ
く
糸
が
は
ら
れ
る
。
こ
れ
は
最
初
に
一
本
の
基
線
を
は

り
、
次
に
糸
を
ひ
き
な
が
ら
垂
下
又
は
移
動
、
登
は
ん
な
ど
に
よ
っ
て
順
次
わ
く

に
仕
上
げ
る
の
で
あ
る
。
基
線
を
は
る
に
は
、
一
定
点
か
ら
垂
下
し
て
空
気
中
に

静
止
し
、
数
本
の
細
い
糸
を
微
風
に
流
し
て
他
物
に
附
着
さ
せ
、
ク
モ
は
こ
れ
を

伝
わ
っ
て
数
回
往
復
し
、
糸
を
加
え
て
補
強
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ

て
、
よ
い
支
点
が
え
ら
れ
ぬ
と
き
に
は
ク
モ
は
糸
を
ひ
い
て
地
上
に
下
り
、
歩
行

登
は
ん
に
よ
っ
て
第
二
の
支
点
を
定
め
て
基
線
を
は
る
。

お
く
糸
の
完
成
に
つ
い
で
放
射
状
糸
を
は
る
か
、
こ
の
と
き
ま
ず
中
央
を
通
る

一
線
を
は
り
、
次
に
そ
の
中
点
か
ら
わ
く
糸
の
他
の
一
点
に
い
た
る
第
三
線
を
は

る
。
以
下
逐
次
、
放
射
状
に
糸
を
か
け
加
え
る
が
、
こ
の
と
き
興
味
深
い

こ
と

は
、
ク
モ
は
つ
ね
に
糸
の
張
力
の
つ
り
合
を
と
る
よ
う
に
行
動
、
一
方
に
一
な
い

し
二
線
を
は
れ
ば
、
つ
ぎ
に
は
必
ず
、
そ
の
反
対
側
に
糸
を
か
け
る
こ
と
で

あ

る
。
右
ま
わ
り
、
ま
た
左
ま
わ
り
に
逐
次
糸
が
は
ら
れ
る
こ
と
は
け

っ
し
て

な

い
。放

射
状
糸
が
完
成
す
れ
ば
、
つ
ぎ
に
ク
モ
は
、
こ
し
き
部
を
つ
く
る
。
次
に
こ

し
き
部
の
外
縁
の
一
端
か
ら
外
側
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
く
、
ら
せ
ん
状
の
糸
を
か

糸場足図7 －141

け

る
。

こ
の
糸
は
不
粘

性
糸
で
二

本
の
放

射
状
糸
に

か
ぎ
ら

れ
る
。
一
区

に
お

け
る
間
隔

は
通
常

の
環
状
糸
の
場
合

の
五
～

六
倍
で
あ

る
。
こ
の
糸
は
足

J Ｂ
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場
糸
と
呼
ば
れ
粘
性
環
状
糸
を
は

る
際
の
足
場
と
な

る
。
足
場
糸
が

完

成

す

れ

ば
、
次

に
は
外
側

か
ら
内
方

に
向

か
っ
て
は
じ

め
て
粘
性

の
環
状
糸

が

ぱ

ら

れ

る
。
こ
の
と
き
足
場
糸
は
、

ク
モ
が
次
の
放
射
状
糸
へ
わ
た

る
作
業
を
容
易
に
す

る
。
環
状
糸
を
は

る
際
、

ク
モ
は
網
の
側
方

に
お
い
て
し
ば
し
ば
反

転

逆

行

し

て
、
下
方

の
糸
を
上
方
よ
り
多
く
す

る
。
こ

の
折
返
し

の
部
は
完
成
し

た
網
で
容

易

に
認

め
ら
れ
る
。
環
状

糸
が
次

の
足
場

糸
を
順
次
取
り
去

る
た
め
、
完
成
し

た

オ
ユ
グ
モ
の
網
で

は
不
粘

性
の
足
場

糸
を
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
し

か
し

ジ
ョ

ロ
ウ
グ
モ
の
馬
蹄
形

の
網
で

は
足
場

糸
は
完
成
後
も
残

さ
れ
る
。
こ

れ
は
色
彩

の

相
異
、

粘
性
の
欠
除

に
よ
っ
て

容
易

に
識
別
で

き
る
。

オ
ユ
グ
モ
が
連
日
同
一

場
所

に
網
を
は
っ
て

卜
る
場
合
も
、
そ

の
網

は
毎
日
新

し
く
つ
く
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

ク
モ
は
前
日
の
わ
く
糸
を
そ
の

ま

ま

利

用

し
、

本
網
だ
け
を
新
し
く
つ
く
る
。
通
常
、
夕
暮
れ
に

か
く
れ
場
を
て
て
古
網
を

も
破
壊
し
て
ま
と

め
て
食
う
。
つ
い
で
放
射
状
糸

か
ら
順
次
造
網
す
る
。
と
き
に

は
夜
明
け
前

に
本
網
を
整
理
し
て
、
お
く
だ
け
を
残
し
夕
方

に
は
直

ち
に
造
網
に

か
か
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
け

っ
し
て

オ
ユ
グ
モ
の
通
性
で
は
な
し
。

紡
績
突
起
と
糸
の
種
類
　

造
網
性
の

ク
モ
の
糸
に
は
、
①
網
の
骨

格

を

つ

く

り
、
ま
た
日
常
移
動
の
際
、
つ
ね
に
背
後
に
ひ
き
歩
く
し
お
り
糸
を
つ
く
る
不
粘

性
の
糸
、
②
わ
く
糸
を
他
物
に
附

着
さ
せ
る
附
着
盤
の
糸
、
③
獲
物
捕
獲
の
鳥
も

ち
の
役
を
す
る
環
状
糸
の
粘
性
糸
、
④
網

に
か
か
っ
た
獲
物
を
急
速
に
ま
き
包
ん

で
運
動
力
を
奪
う
ま
き
糸
、

⑤
卵
の
う
を

つ
む
ぐ
特
殊

の
不
粘
性
糸
を
お
け

る
こ

と
が
で
き

る
。
一
方
、
紡
績
突
起

に
つ
い
て
見

る
と
、

ワ
ル
ブ
ル
ト
ソ
（
ＸＶ
Ａ
Ｒ
Ｂ
‐

Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
）
の
コ

ガ
ネ
グ
モ
に
関
す
る
研

究
に
よ
る
と
、
そ

の
突
起

の
前
、
中
、
後

の
三
対

に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
対
、
三
対
、
五
対

の
線
が
属
し
て

い
る
。
こ

れ
ら
の

う
ち
前
対

の
も

の
と
中
対

の
二
対
と

は
、
不
粘
性
の
糸
と
な
る
物
質
を
分
泌
し
、
中

対

の
残
り

の
二
対
と
後
対

の
二
対
と
は
、
卵

の
う

を
つ
む
ぐ

糸
（
褐
色
を
帯
び
る
）

を
出
し
、
後
対
の
残
り
三
対
は
粘
性
物
質
を
分
泌
す
る
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
る
と
網
の
主
体
を
な
す
不
粘
性
糸
は
前
中
突
起
か
ら
出
し
、
粘
性
糸

は
こ
れ
に
後
突
起
か
ら
分
泌
さ
れ
る
粘
液
が
附
着
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と

に
な

る
。
ま
た
附
着
盤
の
糸
は
前
突
起
か
ら
出
さ
れ
、
ま
き
糸
は
各
突
起
か
ら
出
さ
れ

る
糸
が
合
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
卵
の
う
の
糸
は
も

ち
ろ
ん
、
中
後
両
対
の
突
起
か
ら
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
外
見
上
三
対
の
突
起
は

計
九
対
の
腺
を
ふ
く
ん
で
い
て
、
そ
れ
が
単
一
に
、
あ
る
い
は
種
々
に
合
一
し
て

前
述
の
五
種
の
糸
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

㈹
　
ク
モ
の
生
殖

雄
の
求
婚
の
と
き
の
行
動
　
雄
が
雌
に
近
づ
く
際
、
興
味
深
い
行
動
を
と
る
。

雄
は
雌
の
前
に
立
ち
止
ま
り
、
体
を
上
下
し
た
り
、
各
肢
こ
も
ご
も
上
げ
た
り
、

回
転
し
た
り
す
る
。
色
斑
の
顕
著
な
種
は
そ
の
部
分
を
と
く
に
誇
示
す
る
よ
う
な

態
度
を
し
き
り
に
示
す
。
よ
く
見
ら
れ
る
態
度
は
上
体
を
上
げ
、
前
脚
を
高
く
上

げ
て
頭
上
に
環
状
に
く
み
認
肢
を
前
方
に
突
出
す
姿
勢
で
あ
る
。
雌
は
し
だ
い
に

雄
の
こ
う
し
た
ふ
る
ま
い
に
関
心
を
示
し
は
じ
め
、
雄
が
前
進
後
退
し
、
そ
の
ま

わ
り
を
ま
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
つ
ね
に
雄
の
方
向
に
眼
を
保
つ
よ
う
に
移
動

す
る
。
こ
の
よ
う
な
行
動
を
一
般
に
は
求
愛
ダ
ン
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
視
覚
の

発
達
し
た
（

エ
ト
リ

グ
モ
科
、

ド
ク
グ
モ
科
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
網
を

つ
く
ら
な
い

ク
モ

に
は
い
ろ
い
ろ
の
変
わ

っ
た
形
式
の
行
動
が
見
ら
れ
る
。
網
を

つ
く
る
ク
モ
類
で
も
類
似
な
行
動
が
見
ら
れ
る
が
昼
行
の
狩
猟
性
の
ク
モ
は
は
っ

き
り
し
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
行
動
に
誇
示
、
雌
に
対
す
る
恐
怖
の
表

現
、
雌
の
食
欲
を
鎮
圧
す
る
手
段
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
説
明
を
し
て
い
る
が
擬
人
的

な
解
訳
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
行
動
は
本
態
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
雌
の
繁
殖
欲
を
よ
び
お
こ
す
こ
と
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

お り
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生
殖
行
為
　
ク
モ
類
の
交
接
は
異
例
の
型
に
属
し
雄
は
雌
に
近
づ
き
諒
肢
の
生

殖
球
（
容
精
球
）
を
雌
の
生
殖
間
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
を
達
す
る
。

成
熟
し
た
雄
は
精
子
を
あ
ら
か
じ
め
生
殖
球
の
中
へ
移
入
し
て
お
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
殖
行
為
が
終
わ
る
と
雄
は
し
ば
し
ば
雌
の
た
め
に
捕
え
ら
れ
て
貪

食
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
雄
の
恐
怖
、
雌
の
食
欲
な
ど
が
雄
の
事
前
行
動
に
右
す

び
つ
げ
ら
れ
て
擬
人
的
な
説
明
が
し
ば
し
ば
さ
れ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

雄
は
目
的
を
達
成
す
る
と
急
速
に
雌
の
そ
ば
を
去
っ
て
い
く
。

産
　
卵
　
ク
モ
類
は
一
般
に
卵
塊
を
特
殊
の
卵
の
う
に
包
ん
で
保
護
す
る
。
卵

の
う
の
形
態
、
構
造
は
各
種
類
に
よ
っ
て
特
徴
か
お
る
。
コ
ガ
ネ
グ
モ
、
オ
ユ
グ

モ
な
ど
の
造
網
性
の
類
で
は
外
側
に
強
い
膜
を
そ
な
え
、
内
部
に
綿
状
の
繊
維
に

包
ま
れ
た
卵
塊
が
お
か
れ
る
。
そ
し
て
外
囲
の
膜
の
上
端
に
は
、
子
グ
モ
の
脱
出

孔
が
あ
り
、
こ
の
外
部
に
つ
づ
み
形
に
似
た
栓
が
お
か
れ
て
外
敵
の
侵
入
を
ふ
せ

い
で
い
る
。
こ
の
綿
状
構
造
は
ゆ
る
や
か
で
弾
力
か
お
り
、
卵
数
は
数
百
か
ら
千

図7 －142　 クサグモ の巣( 卵の うは白色、多面体、張 り子

のような感じ直径2.0～2.５ｃｍ、10～15ほ どの

角が四方八方に突出していてそれに 丈夫 な ひ

もがつい てい る。 ひもは産室の壁につ き、 モ

れで卵 のうをつるしている。 卵のうを開 い て

見るとシートの上に真綿で厚くくるまれ た 卵

塊( 卵数約70) がのっていて卵の うとの間にか

なり広い空間、すなわち保育室があ るク サ ダ

モの産卵は初秋におこなわれ２週 間で孵 化 す

る が子 グモはこの保育室で越冬する。

1982.1.20　 採 集　 ドウダソ

図7 －143　 ヤマシロオニゲモの産卵

個
で
綿
状
物

の
た
め
卵

の
う
ぱ
比

較

的
大

き
い
。
（

シ
リ
グ
モ
や

ド
ク
グ

モ
は
卵
塊

を
包
む
繊
維

構
造
が
少

な

く
卵

塊
は
外

囲
の
卵

の
う
に
ほ
と

ん

ど
密
接

し
て

い
る
。

そ

の
た
め
に
卵
塊

の
大
き

さ
の
割

に
卵

の
う
は
小

さ
い
卵
数

は
二
〇
〇

～
三
〇
〇

く
ら

い
で
あ

る
。
雌
は
産

卵

に
先
だ

っ
て
繊
維
を
つ
む
い
で
産

座
（
綿
状
構
造
物
）
を
つ
く
り
そ
の
上

に
規
則
正
し
く
層
状

に
産
卵
す
る
。

次
に
全
体
の
脚
を
つ

か
っ
て
回
転
し

な
が

ら
外
被
（
卵
の
う
）
を
つ
く
り
あ
げ
て

卜
く

。
簡
単
な
場
合
は
雌
は
特
別
な
球

状
の
卵
の
う
を
つ
く
る
こ
と
な
く
葉
の
う
ら
な
ど
に
少
量
の
繊
維
を
つ
む
ぎ
、
産

卵
し
、
そ
の
上
に
薄
膜
状
に
糸
を

ぱ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
草
葉
を
折
り
ま
げ
て

糸
で
つ
づ
り
、
そ
こ
に
産
卵

す
る
も
の
も
あ
る
。

卵
と
子
ゲ
モ

の
保
護

産
卵
後
、
造
網

性
の
雌

は
通
常
卵
の
う
の
上

に
位
置
し
て
、
そ
れ
を
保
護
す

る

よ
う

に
と
ど
ま
り
、
多
少
の
迫
害
に
あ

っ
て
も
そ
こ
を
立
ち
さ
ら
な
い
。
ま

た
、

い

っ
た
ん
去

っ
て
も
害
敵
が
去
れ
ば
、
ふ
た
た
び
も
と
の
位
置
に
か

え

っ

て

く

る
。
こ
の
保
護
は
子

グ
モ
の
卵
孵
化
後
ま
で
行
わ
れ
、
し
ば
し
ば
子

グ
モ
の
食
欲

の
前
に
自
体
を
犠
牲
と
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
狩
猟
性
の
ク
モ
は
、
卵
の
う
を
口

で
く
わ
え
た
り
、
紡
績
突
起
に
つ
け
て

は
こ

ぶ
こ
と
が
多
い

。
ド
ク
グ
モ
類
で
は

子

ダ
モ
が
あ
る
程

度
成
長

す
る
ま
で
背
上

に
負
い
歩
く
も

の
も
あ

る
。

子

ダ
モ
は
あ
る
程
度
成
長
す

る
ま
で

は
卵
の
う
附
近
の
葉
の
う

ら
、
母
体

の
上

屁 θ



第 ３節　生活 と動物

に
集
合
し
て
く
ら
す
が
一
定
の
時
期
に
分
散
す
る
。
分
散
は
静
穏
好
天
の
日
に
行

わ
れ
、
地
物
や
樹
木
の
頂
上
部
に
よ
じ
の
ぼ
り
数
条
の
糸
を
微
風
に
流
し
、
上
昇

気
流
に
よ
っ
て
糸
を
上
方
に
な
び
か
せ
、
し
ば
ら
く
し
て
ク
モ
は
支
え
の
脚
を
放

し
糸
に
つ
ら
れ
て
上
昇
漂
流
し
て
遠
く
の
場
所
ま
で
運
ば
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
か

ら
遊
糸
と
か
、
陽
炎
糸
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
以
前
は
ク
モ
の
生
涯
の

中
で
子
グ
モ
の
と
き
一
度
だ
け
行
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
幼
少

期
間
中
に
く
り
返
し
行
わ
れ
成
体
で
も
、
こ
れ
に
よ
く
似
た
方
法
で
小
距
離
を
滑

空
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

図7 －144　 大 形 の 卵 の う （ 大 豆 大） を 持

ち 運 ぶウ ズ キ ドク ゲ モ

（Ｌｙｃｏsａ Ｔ-insignit ａ ＢＯＥＳ）

（ド ク グモ 科 ド クグ モ 属）

1981.6.20 撮 影

㈹
　
ク
モ
の
天
敵

ク
モ
の
天
敵
に
は
捕
食
者
と
寄
生
者
と
狩
猟
者
と
が
あ
り
、
補
食
者
は
主
と
し

て
鳥
類
、
つ
い
で
蛙
類
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
モ
に
と
っ
て
む
し

ろ
偶

然
に
敵
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ヒ
メ
バ
チ
類
は
も
っ
ぱ
ら
ク
モ
に
寄
生

す
る
も
の
で
成
体
の
ク
モ
の
体
外
に
寄
生
し
て
や
が
て
成
体
を
朧
い
た
お
す
。
ク

モ
ヤ
ド
リ
バ
チ
の
幼
虫
時
代
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

狩
猟
者
は
べ
″
コ
ウ
バ
チ
類
で
別
名
ク
モ
バ
チ
と
呼
ば
れ
、
ク
モ
を
狩
り
捕
え

て
麻
疹
状
態
忙
お
と
し
入
れ
、
そ
れ
を
巣
に
運
ん
で
一
卵
を
産
卵
し
て
孵
化
す
る

幼
虫
の
食
餌
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
べ
″
コ
ウ
バ
チ
類
の
他
に
ジ
ガ
バ
チ
科
の

な
か
に
も
こ
の
狩
猟
バ
チ
は
多
く
、
ク
モ
の
た
お
さ
れ
る
数
も
莫
大
な
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。

第
三
節
　
生
活
と
動
物

「
東
、
仙
丈
、
西
や
駒
が
岳
、
間
を
流

る
る
天
竜
川
」
、
と
伊
那

節
で

歌

っ

て

い
る
よ
う
に
、
伊
那
の
人

々
は
昔

か
ら
天
竜
川
を
く
ら
し
の
拠
点
と
し
て
生
き
て

き

た
。
山
菜
、
狩
猟
、

薪
炭
、
木
材
、
薬
草

な
ど

は
山
地
で
、
ア

ワ
、

キ
ビ
、

マ

メ
類

は
草
原

を
開

い
た
畑
で
、
天
竜
川
原
で

は
イ
ネ
を
、
そ
し
て
天
竜
川

や
そ

の

支

流
で
は
小

魚
を
と
っ
て

生
活

を
し
て
き
た
。

一
　

獣
　
　
　

類

最
近
の
狩
猟
の
様
子
か
ら
動
物
の
分
布
の
状
況
を
み
る
と
、
シ
カ
は
、
明
治
中

期
こ
ろ
県
の
北
部
と
北
西
部
の
一
部
を
除
い
て
全
県
に
生
息
し
て
い
た
。
現
在
は

南
部
の
東
部
山
岳
地
帯
に
せ
ば
め
ら
れ
た
。
シ
カ
は
群
れ
に
な
っ
て
行
動
す
る
た

め
多
く
捕
獲
さ
れ
や
す
い
。

イ
ノ
シ
シ
は
中
南
信
に
だ
け
生
息
地
が
狭
め
ら
れ
て
き
た
。
「
ウ
リ
坊
」
と
呼

ば
れ
る
こ
ど
も
の
イ
ノ
シ
シ
は
、
飼
育
さ
れ
て
人
に
よ
く
な
れ
、
ブ
タ
と
交
配
し

て
イ
ノ
ブ
タ
と
な
っ
て
観
光
冲
肉
の
提
供
に
も
使
わ
れ
る
。

ク
マ
は
本
来
個
体
数
が
少
な
い
、
そ
れ
に
針
葉
樹
の
単
純
林
が
増
加
し
て
、
そ

の
食
糧
の
減
少
に
よ
っ
て
農
作
物
が
被
害
を
受
げ
る
結
果
と
な
り
、
つ
ま
り
は
ク

マ
が
捕
獲
さ
れ
て
そ
の
数
が
減
る
。

表
7
1
1
7に
よ
る
と
リ
ス
、
オ
ス
イ
タ
チ
、
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
は
数
年
以
前
の
三

分
の
一
程
度
に
減
少
し
て
い
る
。

屁7
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表7－17　上伊那郡市の狩猟により捕獲された獣類

上伊那地方事務所

レノ 50 51 52 53 54 55 56 計

オ ス シ カ

タ　 ヌ　キ

ア ナ グ マ

テ　　　 ソ

オスイタチ

リ　ス　類

ム サ サ ビ

ク　　　 マ

イ ノ シ シ

ノ ウ サ ギ

55

119

13

88

62

640

17

44

207

33

96

30

738

4

2

142

6,220

67

154

21

79

31

466

2

1

102

5,502

63

150

18

48

31

495

－

3

108

4,818

79

77

6

57

14

419

3

3

205

1,427

130

107

10

50

17

337

5

7

149

2,872

120

140

15

80

23

215

0

5

65

2,074

558

954

115

498

208

3,310

31

21

771

22,913

森
林
の
伐
採
、
単
純
林

の
増
加
、
農
地
・
宅
地
の

開
発
造
成
、
道
路
や
河
川

の
改
修
、
大
農
機
具
の
使

用
、
農
薬
の
散
布
等
に
よ

っ
て
野
生
の
獣
類
は
そ
の

す
み
か
が
狭
め
ら
れ
、
食

物
の
減
少
に
よ
っ
て
個
体

数
は
次
第
に
減

っ
て

き

た
。
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
県
獣
と
な
っ

た
ニ
ホ
ソ
カ
モ
シ
カ
の
み

は
増
加
し
て
卜
る
が
、
植

林
を
し
た
苗
木
等
に
対
す

る
食
害
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
扱
い
に
つ
い

て
ど
う
対
処
す
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。

次
に
、
人
間
に
飼
育
利

用
さ
れ
る
獣
類
に
つ
い
て
見
よ
う
。
馬
は
昔
か
ら
よ
く
利
用
さ
れ
、
こ
の
地
方
で

は
木
曽
馬
系
と
奥
州
馬
系
が
あ
っ
た
。
木
曽
馬
は
小
柄
で
山
坂
道
を
荷
を
つ
け
て

歩
く
こ
と
が
上
手
で
、
養
蚕
の
盛
ん
な
こ
ろ
桑
の
運
搬
、
水
田
の
耕
起
、
代
掻
、

稲
の
運
搬
等
農
家
の
大
切
な
労
力
源
で
あ
っ
た
。
奥
州
系
の
馬
は
体
が
大
き
く
、

主
と
し
て
伊
那
街
道
の
「
運
送
凰
」
と
い
わ
れ
た
運
送
業
者
に
利
用
さ
れ
た
軌
馬

で
あ
る
が
、
農
耕
用
に
も
次
第
に
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
昭

和
三
〇
年
代
か
ら
動
力
農
具
や
自
動
車
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
馬
は
次
第
に
減
少

し
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
当
地
に
は
い
な
く
な
っ
た
。

牛
は
、
朝
鮮
牛
が
小
経
営
農
家
に
よ
っ
て
役
用
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
役
馬

と
同
様
姿
を
消
し
、
代
っ
て
、
農
業
の
多
角
化
、
有
畜
化
の
た
め
に
乳
牛
が
経
営

に
採
り
入
れ
ら
れ
、
一
、
二
頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
飼
育
が
多
く
の
農
家
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
経
営
の
合
理
化
、
専
門
経
営
化
に
よ
っ
て
、

少
数
酪
農
家
の
多
頭
飼
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
、
二
頭
の
酪
農
は
ほ
と

ん
ど
姿
を
消
し
た
。
ま
た
近
年
は
肉
用
牛
も
特
定
農
家
の
多
頭
飼
育
の
方
向
に
向

っ
て
い
る
。

豚
石
戦
後
の
農
業
有
畜
化
の
指
導
に
よ
っ
て
Ｉ
～
数
頭
の
飼
育
が
多
く
の
農
家

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
現
在
は
特
定
養
豚
家
の
多
頭
飼
育
に
変
わ
っ
て
い
る
。

山
羊
は
戦
前
か
ら
手
軽
に
飼
育
で
き
、
そ
の
乳
質
は
脂
肪
が
多
く
栄
養
的
に
優

れ
て
い
る
も
の
と
し
て
本
村
に
も
広
く
普
及
し
、
緬
羊
は
、
戦
時
中
か
ら
戦
後
の

衣
料
の
不
足
し
た
時
代
多
く
の
農
家
に
二
、
三
頭
く
ら
卜
飼
わ
れ
た
が
、
衣
粁
か

出
回
る
と
共
に
姿
を
消
し
、
山
羊
も
昭
和
囚
○
年
代
急
速
に
減
少
し
た
。
兎
石
戦

時
中
盛
ん
に
飼
わ
れ
た
が
最
近
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
家
畜
と
し
て
の
獣
類
は
、
経
済
性
の
高
い
種
類
が
専
門
経
営
農

家
に
よ
る
多
頭
飼
育
の
方
向
に
な
り
、
経
済
性
の
低
い
家
畜
は
姿
を
消
し
、
一
般

農
家
か
ら
も
家
畜
が
姿
を
消
し
代
っ
て
、
番
犬
や
愛
が
ん
用
の
犬
か
ふ
え
、
ま
た

愛
が
ん
用
の
各
種
獣
類
が
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
　

鳥
　
　
　

類

鳥
類
に
つ
い
て
キ
ジ
ー
ヤ
マ
ド
リ
は
数
年
前
の
約
三
分
の
一
に
、
キ
ジ
バ
ト

ー

シ
ギ
類
は
約
二
分
の
一
に
減
少
、
ス
ズ
メ
は
昭
和
五
六
年
を
除
け
ば
少
し
ず
つ
多

く
と
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ガ
ラ
ス
は
ト
ビ
や
夕
力
の
「
わ
し
た
が
科
」
の
強

銘2



い
鳥
に
対
し
て
も
、
チ

ョ

″
カ
イ
を
し

た
り
、
人

に
も
飼
か
ね
て
話

題

に

な

る

が
、

警
戒

の
反
応

の
強
い
鳥
で
あ

る
た
め
か
、
表
７
－
1
8
の
よ

う
に
昭
和
五
三
年

以
外

は
ほ
と

ん
ど
変

ら
な
い

。

カ
モ
類

は
五
五
年

ま
で

は
漸
増
し
て
捕
獲

さ
れ
て
い

る
。
こ
の
仲
間

は
種
の
数

が
随
分
多
い

だ
け
で

な
く
、
中
大
形

で
あ
る
た
め
狩
猟
の
対

象
に
も
な
り
や
す
い
。

鳥
類

の
中
で
も

ム
ク
ド
リ

ー
オ
ナ
ガ

ー
キ
ジ

ー
カ
ラ

ス

ー（

卜
類
の
農
作
物
へ
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表7 －18　上伊那郡市の狩猟により捕獲された鳥類
上伊那地方事務所調

ノ 50 51 52 53 54 55 56 計

ゴ イ サ ギ

キ　　　 ジ

ヤ マ ド リ

ウ　ズ　ラ

コジュ ケイ

シ　ギ　類

キ ジ バ ト

ガ ラ ス 類

ス ズ メ 類

カ　モ　類

11

6,353

2,760

394

1,749

10

14,096

230

12,763

394

21

6,088

2,131

493

2,441

11

13,023

236

18,873

493

33

5,217

1,681

636

2,675

7

12,248

252

16,086

636

18

5,106

1,533

602

2,805

7

10,277

784

13,888

602

43

5,795

1,984

925

4,190

8

13,712

220

15,427

925

41

3,767

1,095

14

4,067

41

10,076

227

17,416

1,273

7

2,607

753

14

2,028

5

6,877

161

9,773

663

174

34,933

11,937

2,153

15,765

89

80,309

2,110

104,226

4,986

の
被
害
は
著
し
く
な

っ
た
。

シ
ギ
類
や

カ
モ
類
は
種
類
が

多
く
、
こ
の
辺
で
は
新
顔
と

思
わ
れ
る
も
の
を
見

う
げ
る

の
も
近
年
の
現

象
で
あ
る
。

本
村
の
殿
村
八
幡
宮
の
社
そ

う
に

ゴ
イ

サ
ギ
の
繁
殖
が
み

ら
れ
、
留

鳥
と
な
っ
た
の
は

珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

三
　

魚

類

Ｈ
　

や
　

な
　

漁

「
漁
業
組
合
」

の
で

き
九

大
正

一
三
年

よ

り

ず

っ

と

前
、
明

治
以

来
か
ら
「
や
な
」

と
い
う
漁
法
が
あ
っ
た
。
大

正
五
～

六
年
こ
ろ
出
資
制
で

一

口
が
三
～

六
円

く
ら
い
で

あ
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。
こ

の
「
や

な
」

は
川

の
中
へ
松

の
先

太
杭

を
多
数
打

ち
込

ん
で
脚

に
し
、
わ
く
を
組

み
、

割
竹

を
「

す
の
こ
」

に
張

っ
て
、
流
れ
と
共

に
下

っ
て
く

る
魚
を
す
べ
て
拾

い
上

げ
る
方
法
で
あ

る
。
大
正
一
〇
年
前
後
ま
で
は
田
畑
・
神
子
柴
・
旧
伊
那
町

の
上
牧
、
同
じ
く
野
底

の
人

た
ち
が

主
な
仲
間
で
造

っ
た
。
そ
の
位
置
は
、
今
の

国
鉄
飯
田
線
の
田
畑
駅
か
ら
南
で
、
旧
伊
那
電
気
鉄
道
の
神
子
柴
停
留

場
東
方

位
に
あ

た
る
へ

ん
で
あ

ろ
う
と
思

う
。「

や
な
」

の
見
張

り
当
番

は
天
竜
川

の

右

岸
の
堤
防

に
造

っ
た
小
屋
に
い
て
、
落
ち
た
魚
を
竹
箕
で
拾

っ
て
「
や
な
」
の
上
へ
備
見
付
け
九
大
き
な
箱
へ
入
れ
る
の

が
仕
事
で
あ

っ
た
。
大
雨
で
増
水
し
て
濁
流
が
「
や
な
」
の

す
の
こ
一
杯
に
落
ち
る
様
に
な
る
と
、
見

物

人

も

増

し
、

間口2.T2m

高さ2.12~2,42m

こ の数 はい ずれも

大よそであ る，

「
や

な
仲
間
」
は
総
出
、
ハ

タ
ハ

タ
落
ち
る
ウ

ナ
ギ

ー
コ
イ

ー

ア

ユ
モ

の
他
の

ザ
コ
を
竹
箕
で
拾
う
の
が
忙
し
い
。
そ
う
し

九
大
漁
の
後
は
、
出

資
者

に
大

量
の
現
物
配
当
が
行

わ
れ

た
。

し
　
　
し

か
し
水

か
さ
が
刻

々
増
す
情
勢
に
な
る
と
、
あ
ら
か
じ

め
準
備
さ
れ
た
学
校
な
ど
で
使
う
綱
引

き
の
繩
よ
り
太
い
わ

う
　
ら
繩
を
、
「
や
な
」
の
わ
く
の
要
所
の
左
右
二
か
所
へ
っ
げ

て
、
や
な
の
流
失
を
防
ぐ
様
、
工
夫
し
た
。
そ
れ
で
も
降
雨

が
続
き
洪
水
と
な
れ
ば
「
や
な
」
は
流
失
せ
ざ

る

を

得

な

い

。
時

に
は
資
金
の
回
収
も
で
き
ず
流
失
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
よ

う
で
あ

る
。

口
数

に
対
す
る
労
働
は
初
夏
「
う
し
」
の
材
料
を
切
り
出

し
、
「
う
し
」
を
組
み
、
「
う
し
」
を
約
一
〇

～
二
〇

入
れ

て
水
の
流
れ
を
調
整
し
、
多
数
の
杭
打
を
し
、
わ
く
を
組
ん

で
、
す
の
こ
を
張
り
「
ど
ど

め
き
板
」
を
入
れ
る
な
ど
で
あ

っ
た
。
ま

た
見
は
り
当
番
、
増
水
大
漁
の
楽
し
さ
、
「
や
な

記J
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が
落

ち
る
」
（
や
な
が
流
失
す
る
）
ス
リ
ル
な
ど
少

々
の
金
冲
労

力

を
越
え
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
し
か
し
一
方
、
先
頭

に
た
つ

す

人

々
の
巨

細
に
わ
た
る
心
労
は
、

容
易
で

は
な
か
っ
た
こ

と
と

思

う
。

や
　

昭
和

の
初
年
こ

ろ
「
や

な
」

の
造

ら
れ
た
場
所

は
伊
那
市

の

二

条
橋

の
上
、
今
の
中
央
病
院
付
近
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ

ろ
が

こ
の
近
辺
で
は
最
後
で
あ

っ
た
と
思
う

。

⇔
　

そ
の
他
の
主
な
漁
法

つ
け
場
漁
　

春
先

ウ
グ
ィ
の
産
卵
を
ね
ら

っ
て
川
瀬
に
洗

っ

す

た
牒
を
し
い
て
産
卵

場
を
つ
く
り
魚
を
寄
せ
て
、

投

網

で

と

１

川
　

干
　

洪
水
で
川
筋

が
幾
筋

に
も
な
っ
た
場
合
、
こ

の
方

法

が
と
ら
れ
た
。

う
　
け
　

う
げ
は
竹

簑
の
も

の
、

ガ
ラ
ス
び
ん
の
も

の
な
ど

け～フ

か
お

る
。

多
く
は
魚
が
川
を
上

る
春

か
ら
夏

に
「
上
り
う
け
」
と
し
て

使
う
。
し

か
し
秋
水
田
の
水
を
落
す
時
、
水
田
・
池
・
川
へ
使

う
「
下

り
う
け
」
の
場
合
も
あ
る
。
晩
春

か
ら
初
夏
の
こ
ろ

Ｉ

○
個
か
ら
二
〇

個
ぐ
ら
い
「
や
す
」
　（
わ
ら
で
び
ん
う
け
を
入

れ
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
）

に
入
れ
、
背
負
い
び
く
に
詰
め
て

「

び
ん
ぶ
せ
」

に
行
く
少
年
の
こ
ろ
の
楽
し
さ
は
、
今
で
は
分

か
ら
な
い
。

ご

ろ
曳
き
　

か
ら
な
あ
に
石

の
お
も
り
や
時

に
は
笹
な
ど
を

つ
け
て
、
川
底

に
沈

め
、
川
上

に
四
ッ
手
網

を
仕

か
け
て

お
き

川
下

か
ら
追

卜
上
げ
て
網

に
集

め
て
と

る
。

火

追
い
　

六
月
の
闇

に
松
明
を
も

っ
て
魚
を
集

め
て
と

る
。

か

ま
塚
漁
　

諏
訪
湖
の
外
、
天
竜
川
で
も
行
わ
れ
た
が
、
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な

か
っ
た
。

ザ
ザ
ム
シ
と
り
　

今

か
ら
三
〇
～
四
〇

年
前
ま
で
は

二
一
～
二
月

、
厳
寒
に
天

竜
川
の
浅
瀬

に
四
ツ
手
網
（
小
型
）

を
入
れ
、
両

足
で
石

を
起
こ
し
な
が
ら
ザ
ザ

ム
シ
を
と
る
大
を
見
た
が
、
現

在
は
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
が
で

き
な
い
。
久
保
で

五

五
～
五

六
年
も
魚
と
り
を
し
て
い
た
人

の
話
で

は
、

昔
ほ
ど
と
れ
な
し
し
、
本

当

○
ザ
ザ
ム
シ
で
な
い
青
虫
ば
か
り
で

孫
太
郎

も
い
な
く
な
っ
た
、
と
言

っ
て
い

る
。こ

の
青
虫

と
い
う
の
は
厳
寒

に
よ
く
取

れ
る
も

の
で
、

ヒ
ゲ
ナ

ガ
カ
ワ
ラ
ト

ビ

ケ
ラ
の
幼
虫

と
、

手
万
（

ネ
ヒ
ゲ
ナ

ガ
カ
ワ
ラ

ト
ビ
ケ
ラ
の
幼
虫
で
、
両
種
と
も

二

・
五
～
三

・
〇
ｍ

、
頭
部
は
黒
色
、
腹
部
は
濃
緑
色
、
全
体
Ｃ
字
状
、
胸
部
に
三

対

の
脚
を
も

っ
て
い

る
。
と

び
け
ら
科

に
属
す
る
も
の
。
本
当
の

ザ
ザ
ム
シ
は
厳

寒
よ
り
二
月
の
終

わ
り

か
ら
三
月
が
よ
く
取
れ

る
も
の
で
、

か
か
け
ら
科
の
幼
虫

で
、
大
き
さ
は
俗

に
い
う
青
虫
と
同
じ
位
で
あ
る
が
、
全
体
茶
褐
色
又
は
、
黄
褐

色
、
頭
部
胸
部
は
偏
平
で
硬
い
。
腹
部

ぱ
や
や
円

筒
形

、
頭
部
に
一
対

の
触
角
、

胸
部
に
三
対
の
脚
を
も
つ
。
孫
太
郎
虫
と
俗
に
い
う
の
は
、
へ
び
と
ん
ぼ
科
の

ヘ

ビ
ト
ン
ボ
の
幼
虫
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
俗
に
い
う
ザ
ザ

ム
シ
を
構
成
す
る
種
は

外

に
幾
つ
か
あ
る
が
こ
こ
で

は
省
略

す
る
。

夜
踏
み
　

六
月

の
闇

に
主
に
四

ツ
手
網

を
も

っ
て
雑
魚

の
い

る
場
所

を
知

っ
た

大
た
ち
は
、
一

回
り
約
二
時
間
も

か
け
て
取

っ
て
く

る
。
多
い
時

は
三
升

び
く

へ

半
分
も
取

っ
て
帰

る
。
天
気

の
様
子
で
取

れ
る
か
否

か
が
分

か
る
ら
し
い

。
取
り

に
回
る
コ
ー
ス
が
あ

る
ら
し
く
、
先

に
目
的
の

コ
ー
ス
を
他
人

に
回

ら

れ

る

と

「

今
夜
は
だ
め
だ
っ
た
」
と
い

っ
て
早

々
引

き
あ
げ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
夜
踏
み

に
取
れ

る
魚
は

コ
イ

ー
フ
ナ

ー
ウ
グ
イ

ー
オ
イ

カ
ワ

ー
ナ
マ
ズ

ー
モ

ロ
コ

ー
タ
ナ

認4
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表7 －19　 魚類 の放 流実績

天竜川漁協調

ﾙ ∧ 49 50 51 52 53 54 55 56

ア　ュ

コ　イ

フ　ナ

ウ グイ

オイカワ産卵場

カジカ産 卵場

ウナギ

ニジマ ス

アメノウオ

イ ワナ

1,100kg

1,200kg

1,000kg

250万尾

１か所

１か所

80kg

123尾

55,000kg

1,150

1,200

1,000

500

1 か所

１か所

100

200

60,000

産卵造成

1,180

1,400

1,400

600

1 か所

１か所

115

202

100,000

2 か所

1,250

1,500

1,500

700

1 か所

１か所

125

220

m,000

2 か所

1,180

5,500

1,500

700

1 か所

１か所

125

200

100,000

1 か所

1,754

5,600

1,100

920

1 か所

工か所

100

274

140,000

7,000kg

1バ96

1,800

1,300

800

20

32万粒

4万粒

1,815

2,000

2,000

950

1,705

7万尾
31万粒

2万粒

ゴ

ー
ド

ジ
ョ
ウ

ー
ア

カ
ザ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

千
本
突
き
　

春
夏
の
こ

ろ
四
ツ
手
網
（
小
型
）
と
竹

棒
の
太
さ
大
人
の
一
握
り

く
ら
い
で
長
さ
約
一
・
八

ｍ

の
を
二
本
持

っ
て
、
天

竜
川
又
は
四

ツ
手
網
が
入

る
ぐ
ら
い
の
川
幅
以

上
の

川
で
、
川
下

へ
四

ツ
手
網

を
入
れ
、
川
の
上

か
ら
適

当
な
距
離

か
ら
網
に
向
か

っ
て
両
手
に
竹
棒
を
一
本

ず
つ
、
持

っ
て

ゴ
ツ

ゴ
ツ

と
川
底
を
つ
つ
い
て
、
か

く
れ
て
い
る
魚
を
網
へ
追

い
込
ん
で
取

る
方
法
で
あ

る
。稲

田
養
鯉
　

本
村
で
下

田
ヘ
コ
イ

ゴ
を
放
し
だ
の

は
、
三
〇
〇
年
近
く
も
前

で
あ

っ
た
と

思

わ

れ

る

が
、
確

か
な
記
録
は
不
明

で
あ

る
。
と
も

か
く
そ
れ

か
ら
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
ま

で
は
、
漸
減
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
水
田
養
鯉
は
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
農
耕

方
法
の
変
化
、
経
済
の
動
き
な
ど
が
影
響
し
て
か
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
。

本
村
と
そ
の
近
郊
の
魚
類
に
関
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
る
。

戦
時
中
の
乱
獲
と
混
乱
に
よ
っ
て
、
天
竜
川
と
そ
の
支
流
に
生
息
し
た
魚
は
激

減
し
た
。
そ
の
た
め
稚
魚
の
放
流
を
考
え
て
今
日
の
「
天
竜
川
漁
業
協
同
組
合
」

の
前
身
で
あ
る
、
「
天
竜
川
漁
業
組
合
」
の
で
き
た
の
は
、
昭
和
二
四
年
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
「
天
竜
川
漁
業
協
同
組
合
」
で
は
現
在
の
漁
獲
量
を
挙
げ
る
た
め
、

表
７
－
1
9
に
見
る
よ
う
に
毎
年
数
千
万
円
を
費
し
て
放
流
を
続
け
て
、
今
日
の
漁

獲
量
を
得
て
い
る
。
（
表
7
1
2
0）

ア
ユ
は
昭
和
四
九
年
の
三
万
≒
と
減
っ
て
、
五
四
年
に
七
万
五
〇
〇
〇
拙
に
増

加
し
た
年
を
別
に
す
れ
ば
、
近
年
に
な
る
に
従
っ
て
多
く
捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
ウ

グ
イ
は
河
川
の
改
修
に
も
強
く
広
し
生
育
域
を
持
つ
こ
と
と
、
こ
の
魚
の
習
性
を

利
用
し
て
の
漁
法
に
よ
っ
て
四
季
を
通
し
て
と
れ
る
こ
と
が
表
７
－
2
0
で
も
う
か

が
え
る
。
マ
ス
の
な
か
ま
は
カ
ワ
マ
ス
と
イ
ワ
ナ
の
間
に
も
雑
種
を
つ
く
り
や
す

く
、
五
三
年
度
か
ら
飛
躍
的
に
多
く
と
れ
る
よ
う
に
表
わ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う

し
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

＝
イ
は
五
三
年
か
ら
多
く
と
れ
て
い
る
が
、
概
し
て
漸
増
と
い
う
と
こ
ろ
。
ウ

ナ
ギ
は
ほ
と
ん
ど
養
殖
の
も
の
が
食
用
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
育
て
る
漁
業
に
な
っ
て
い
て
、
魚
族
は
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
魚
道
を

断
た
れ
、
砂
利
採
取
、
河
川
改
修
、
森
林
の
伐
採
と
開
発
、
単
純
林
の
増
加
、
道

路
開
発
、
産
業
廃
棄
物
、
雑
排
水
等
に
よ
る
河
川
の
汚
染
、
面
概
水
平
河
川
の
水

量
の
激
変
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
然
の
ア
ユ

ー
ウ
ナ
ギ
な
ど
は
本
村
へ
は
訪
れ
ず
、

イ
ワ
ナ

ー
ア
マ
ゴ

ー
カ
ジ
カ
も
少
な
く
な
っ
た
。
ま
た
ア
カ
ザ
も
極
め
て
そ
の
数

を
減
じ
、
メ
ダ
カ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
絶
滅
し
た
も
の
か
、
ジ
ン
ミ

ー
カ
ワ
ニ
ナ
・

325
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表7 －20　天竜川水系で捕獲された魚類

天竜川漁協調

レ 年度プ

解禁日
48 49 50 51 52 53 54 55 56

ア　ュ
７月１日 45,400kg 30,000 36,000 40,000 45,000 65,000 75,000 51,000 50,000

ウグイ
周　年 36,000kg 10,000 20,000 4,500 60,000 50,000 105,000

ヤマ メ

２月16日～
９月30日

3,844kg 9,700 18,000 15,800 16,000

マ ス 族

ニジ マ ス

２月16日～
９月30日

3,844kg 9,000 6,000 6,000
マス族

54,000
73,000 50,000 48,000

ヘラブナ
周　年

1,000kg 7,500 8,000 7,500 17,000

ウナギ
周　年

14kg 80 1,100 18,000 10,000 5,000

コ　イ
周　年 20,000 19,000 26,000 24,000 23,000 33,000 35,000 37,500 38,000

カジヵ
周　年 20,000 9,000 10,500 10,000 5,000

表7 －21　栄養価の比較

100 g中ｍｇ

ノ カ ロ リ ー 水　分 蛋 白質 脂　肪 カノレシ ュ
－ ム

リ　ソ 鉄 ヴィタミンＡ
ヴィタ
ミンＣ

イ ナ ゴ

ハチノコ

鶏　　 卵

278

231

156

30.1％

42.6

75.0

64.2

20.3

12.7

2.4

7.9

11.2

78

82

65

630

210

230

1.5

1.1

2.6

101U

201U

8001U

201U

O

O

タ
ユ
シ
な
ど
も
減
少
し
た
。
カ
ワ
ニ
ナ
の
減
少
は
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
減
少
に
も
関
係
す
る
。

漁
業
は
養
殖
に
よ
っ
た
り
、
魚
期
を
制
限
し
て
魚

族
の
増
殖
を
は
か
っ
て
い
る
。

四
　

昆
　

虫
　

類

昆
虫
類
は
夏
季
そ
の
個
体
数
が
動
物
中

最
も
多

い
。
昆
虫
に
は
食
用
に
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
の

主
な
も
の
は
（

チ
類
、
イ
ナ
ゴ

ー
コ
ウ
ロ
ギ
ー
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ

ー
ザ
ザ
ム
シ
類
な
ど
で
、
ミ
ツ
バ
チ
は
別
格

と
し
て
も
、
表
７
－
2
1
に
見
る
よ
う
に
イ
ナ
ゴ
は
す

ぐ
れ
た
食
品
で
あ
る
。
し
か
し
昆
虫
に
は
異
常
気
象

や
天
災
に
よ
る
異
常
発
生
が
あ
っ
た
り
、
農
薬
な
ど

に
対
し
て
抵
抗
性
を
増
し
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
防

除
も
複
雑
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
従
来
か
ら
い
た
ア

ブ
ラ
ム
シ
ー
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
ー
ウ
ソ
カ
類
・
カ
メ
ム

シ
類
な
ど
が
穀
物
類
・
そ
菜
類
な
ど
の
品
質
を
低
下

さ
せ
る
。
昭
和
五
七
年
本
村
へ
入
っ
た
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ

ウ
ム
シ
な
ど
は
そ
の
生
活
史
も
不
明
な
点
も
あ
り
、

マ
ツ
を
枯
ら
す
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
マ
ツ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
中
間
宿
主
で
木
曽
郡
か
ら
五
九
年
に
は
北
信
に
も
被
害
が
出

初
め
た
。
そ
菜
の
害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
外
（

ダ
ユ
類
・
ス
リ
と
フ
ス
類
・
甲

虫
類
等
々
作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
害
虫
は
、
そ
れ
ぞ
れ
変
っ
た
種
が
害

を
与

え

る
。こ

れ
ら
の
防
除
は
、
害
虫
の
生
態
を
十
分
研
究
し
、
そ
の
対
策
は
無
理

の
な

むG
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い
、
つ
ま
り
自
然
の
利
用

に
よ

る
防
除
方
法
を
求

め
て
ゆ
く
べ
き
だ

と

思

わ

れ

る
。私

た
ち
の
祖
先
が
生
活
の
仲
間
と
し
て
牛
馬
羊
兎
犬
猫
鶏
類

か
ら
小
鳥
・
昆
虫

ま
で

を
含

め
て
、
こ

れ
ら
の
動
物
を
労
力
・
栄
養
・
愛
が
ん
な
ど

に

用

い

て

き

た
。い

ま
多
収
穫
・
耐
病
性
・
対
環

境
性
な
ど
を
求

め
て
、
生
命
工
学
に
よ
る
追
求

を
し
て
い

る
。
し

か
し
イ
モ
チ
病
一

つ
と

っ
て
み
て
も
、
環
境
の
変
化
に
つ
れ
て

種

々
な
症
状
を
表
し
て
、
イ

ネ
を
侵
し
て
い
る
。
根
絶
は
容
易
で
な
い
。
ま
た
防

除
剤
も
次

々
と
開
発
さ
れ

る
が
、
取

扱
い
な
ど
で
事
故
を
起
こ
す
な
ど
慣
れ
る
に

は
簡
単
で

な
い

。

結
局

は
生
物
界
・
自
然
界
の

サ
イ

ク
ル
を
十
分
取

り
入
れ
た
研

究
を
し
て
、
自

然
界

を
生

か
し
て
、
施
策
を
講
じ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

五
　

動
物
と
村
の
子
供
た
ち

Ｈ
　
鳥
と
村
の
子
供
た
ち

ニ
ワ
ト
リ
　
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
、
村
の
ど
こ
の
家
で
も
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ

て
い
た
。
飼
い
方
は
二
通
り
あ
っ
た
。
軒
先
な
ど
に
鳥
小
屋
を
作
り
、
平
地
で
飼

う
方
法
と
、
家
の
中
を
表
玄
関
か
ら
裏
の
勝
手
口
へ
横
断
す
る
土
間

の
天
井

高

く
、
木
製
の
舟
形
を
つ
る
し
、
そ
れ
に
と
ま
り
木
を
つ
げ
て
飼
う
方
法
で
、
外
敵

を
防
ぐ
た
め
に
ニ
ワ
ト
リ
は
、
夜
に
な
る
と
そ
の
高
い
巣
に
舞
い
上
が
っ
て
休
む

の
で
あ
る
。
高
い
天
井
を
見
上
げ
て
、
ニ
ワ
ト
リ
は
眠
っ
て
も
な
ぜ
木
か
ら
落
ち

な
い
だ
ろ
う
か
と
、
と
て
も
不
思
議
に
思
っ
た
。

ど
ち
ら
も
、
日
中
は
ほ
と
ん
ど
放
し
飼
い
で
す
の
で
、
二
～
三
羽
か
ら
Ｉ
〇
羽

ぐ
ら
い
が
群
れ
を
な
し
て
、
あ
ち
こ
ち
餌
を
さ
が
し
歩
い
て
い
た
。
時
に
は
、
こ

れ
が
思
わ
ぬ
い
た
ず
ら
も
し
た
。
畑
に
ま
い
た
大
切
な
野
菜
の
た
ね
を
足
で
か
ぎ

ち
ら
し
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
む
し
ろ
に
干
し
て
あ
る
米
・
麦
な
ど
を
つ
い
ば

ん
だ
り
し
た
。
い
つ
も
気
を
つ
け
て
い
て
「
シ
ー
、
シ
ー
」
と
追
う
の
は
子
供
の

大
き
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

殼
の
や
わ
ら
か
い
卵
を
産
む
と
、
貝
が
ら
を
つ
ぶ
し
て
や
っ
た
り
、
冬
に
は
時

々
青
い
菜
を
刻
ん
で
や
っ
た
り
し
て
、
栄
養
も
考
え
た
。
い
つ
も
飲
み
水
が
無
く

な
ら
な
い
よ
う
に
、
多
く
の
家
で
は
Ｉ
升
び
ん
に
水
を
入
れ
て
さ
か
さ
に
つ
る
し

て
あ
っ
た
。
び
ん
を
さ
か
さ
に
し
て
も
、
な
ぜ
水
が
み
ん
な
出
て
し
ま
わ
な
い
か

と
て
も
不
思
議
で
あ
っ
た
。
大
人
の
生
活
の
知
恵
に
つ
く
づ
く
感
心
し
た
。

ま
た
、
放
飼
い
に
し
て
お
く
と
、
知
ら
ぬ
間
に
あ
ち
こ
ち
に
卵
を
産
ん
で
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ワ
ラ
の
下
か
ら
卵
が
十
数
個
、
ご
ろ
ご
ろ
と
出
て
来

た
り
、
家
の
人
が
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
縁
の
下
で
卵
を
あ
た
た
め
、
あ
る
日

突
然
親
鳥
が
可
愛
い
い
ピ
ヨ
ピ
ヨ
と
鳴
く
ヒ
ヨ
コ
を
何
羽
毛
連
れ
て
出
て
き
て
、

び
っ
く
り
し
た
り
、
喜
ん
だ
り
し
た
と
し
う
話
も
よ
く
聞
い
た
。

多
く
の
家
で
は
、
ヒ
ヨ
コ
は
自
分
の
家
で
ふ
化
さ
せ
た
。
ふ
化
の
上
手

な
の

は
、
小
型
の
鳥
の
チ
ャ
ボ
だ
っ
た
。
ヒ
ヨ
コ
を
連
れ
て
い
る
親
鳥
に
う
っ
か
り
近

づ
く
と
、
あ
わ
て
て
ヒ
ヨ
コ
を
自
分
の
羽
の
下
へ
隠
し
、
「
ク
″
ク
″
」
と
の
ど

を
鳴
ら
し
て
外
敵
に
向
か
っ
て
く
る
親
鳥
の
姿
に
、
子
を
持
つ
親
の
愛
情
の
深
さ

を
感
じ
た
。

ニ
ワ
ト
リ
は
、
早
寝
早
起
き
だ
。
太
陽
が
沈
む
と
眠
り
、
朝
日
が
上
る
一
時
間

く
ら
い
前
に
は
起
き
て
「
ト
キ
」
を
つ
げ
る
。
一
番
先
に
鳴
く

の
を
「
一
番

ど

り
」
と
い
っ
た
。
一
番
ど
り
に
続
い
て
あ
ち
こ
ち
の
家
か
ら
、
元
気
の
良
い
「
コ

ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
い
う
鳴
き
声
が
聞
え
て
来
た
。
ま
だ
、
時
計
の
少

な
い
こ
ろ

は
、
農
家
に
と
っ
て
は
と
て
も
よ
い
「
目
覚
し
時
計
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

上
な
い
勇
気
づ
け
て
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
学
校
で
は
音
楽
の
時
間
に
は
、
必
ず
次
の
よ
う
な
歌
を
教
え
て
く
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物第７章　動

れ
た
。

も
ろ
羽
打
ち
振
る
鶏
は
　
の
ん
ど
の
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
。

今
日
の
生
命
の
だ
た
か
い
の

よ
そ
お
い
せ
よ
と
　
吽
ぶ
な
り

野
に
出
で
よ
　
野
に
出
で
よ

稲
の
穂
は
、
黄
に
み
の
り
た
り
　
　
　
（
藤
村
）

ニ
ワ
ト
リ
の
飼
育
は
、
農
家
に
と
っ
て
は
大
切
な
現
金
収
入
源
で

あ
り
、
ま

た
、
貴
重
な
動
物
蛋
白
源
で
も
あ
っ
た
。
家
々
で
は
毎
日
産
ま
れ
た
卵
を
「
モ
ミ

ガ
ラ
」
の
中
に
大
切
に
保
存
し
て
お
き
、
決
め
ら
れ
た
出
荷
日
に
な
る
と
、
一
つ

一
つ
丁
寧
に
布
き
れ
で
汚
れ
を
落
と
し
、
ま
っ
白
に
な
っ
た
卵
を
組
合
へ
持
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
運
搬
役
が
子
供
た
ち
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
荷
日
に
は
朝
学

校
に
行
く
と
き
に
、
カ
バ
ソ
と
一
緒
に
卵
の
入
っ
た
「
ビ
ク
」
を
大
切
に
背
負
っ

て
い
く
子
供
が
た
く
さ
ん
い
た
。
ニ
ワ
ト
リ
の
世
話
を
一
生
懸
命
し
て
、
卵
代
を

貯
金
し
、
修
学
旅
行
の
費
用
を
作
っ
た
と
い
う
感
心
な
子
供
も
い
た
。

ニ
ワ
ト
リ
の
卵
は
、
大
変
な
貴
重
品
で
病
人
が
出
た
と
き
、
見
舞
い
に
も
ら
う

の
に
、
誰
で
も
一
番
喜
ぶ
の
は
卵
だ
っ
た
。
ふ
だ
ん
は
め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
遠
足
の
と
き
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、

お
や
つ
に
ゆ
で
卵
を
も
ら
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
う
れ
し
く
て
、

あ
の
白
い
卵
が
手
あ
か
で
ま
っ
黒
に
な
る
ま
で
大
切
に
持
ち
ま
わ
し
て
、
惜
し
ん

で
食
べ
た
。

珍
し
い
お
客
さ
ん
が
来
た
と
き
や
、
年
に
一
度
の
お
祭
り
の
日
な
ど
に
、
家
で

特
別
上
等
な
ご
ち
そ
う
を
作
る
時
、
「
ふ
る
っ
ぱ
」
と
い
っ
て
も
う
卵
を
生
首
な

く
な
っ
た

鶏

が
料
理
さ
れ
た
。
モ
の
と
き
子
供
た
ち
は
、
あ
の
羽
を
抜
く
仕
事

を
い
い
つ
か
っ
か
。
そ
の
ま
ま
で
は
と
て
も
抜
け
な
い
羽
が
、
熱
湯
を
か
け
る
と

不
思
議
に
簡
単
に
抜
け
る
。
誰
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
あ
ん
な
う
ま
い
方

法

を
考
免
尤
し

た
の
だ
ろ
う
。
骨
も
粗
末
に
し
な
い
。
肉
を
と
っ
た
骨
は
、
金
づ

ち
な
ど
で
細

か
に
打
ち
砕
き
、
酒
を
つ
け
、
だ
ん
ご
を
作
り
、
煮
て
食
べ
た
。
し

か
し
、
こ
れ

は
大
変
時
間
が
か
か
り
、
飽
き
て
き
て
力
一
杯
だ
た
く
と
骨
が
飛
び

散

っ
て
し
ま
い
、
家
の
人

に
し
か
ら
れ
た
。
こ
の
骨
を
た
た
く
、
脂
の
し
み
込
ん

だ
黒
光
り
の
す

る
平
ら
な
石
（
木
も
あ
っ
た
）
は
、
ど
こ
の
家
で
も
一

個
は
保
存
さ

れ
て
い
た
。

抗
生
物
質
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
肺
結
核
は
昔
か
ら
ど
こ
の
国
で
も
不
治
の
難

病
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
死
亡
率
も
高
く
、
我
が
国
で
も
国
民

病
と
し
て

恐
れ
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
肺
病
に
よ
く
効
く
特
効
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
の
が
、
中
国

産

で
羽
が
真
白
く
骨
が
黒
い
「

烏
骨
鶏
」
と
い
う
鶏
の
骨

の
ス
ト
フ
で

あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
が
日
本
に
伝
お
っ
て
き
た
が
、
烏
骨

鶏
は
高
価
で

手
に
入

ら
な
い
の
で
、

普
通
の
鶏
の
骨
も
栄
養
価
の
高
い
も
の
と
し
て
、
大
切

に
扱

っ
て
き

た
の
か
も
知

れ
な
い
。

い
ろ
い

ろ
に
使

わ
れ
た
ニ
ワ
ト
リ
だ
が
、
そ

の
ふ

ん
も
自
家
製
の
肥
料
と
し
て

大
切

に
さ
れ
た
。
庭
先

に
た
く

さ
ん
広
げ
て
干
し
て
あ

る
家

を
よ
く
見

か
け

た
。

昭
和
三
〇
年
代
後
半

よ
り
一
万
羽
養
鶏

な
ど
と
い

わ
れ
、
ヶ
Ｉ

ジ
飼
育
が
行

わ

れ
、
餌

も
機
械
で
与
え
、
産

ま
れ
た
卵
も
機
械
で
集

め
る
よ
う

に
な
り
、
ま

た
、

秋

か
ら
冬

に
か
け
て
日
が
短
く

な
る
と
電
灯
を
つ
け
て
鶏
た
ち

に
日
が
長
く
な

っ

た
よ
う
に
錯
覚

さ
せ
て
、
ど

ん
ど

ん
産
卵
さ
せ
る
な
ど
養
鶏
が
企
業
化
さ
れ
て
来

る
と
、
私

た
ち
の
日

々
の
生
活
と
深
い

か
か
お
り
を
持

っ
て
来
た

ニ
ワ
ト
リ
も
、

庭
先

か
ら
姿
を
消
す
よ
う

に
な

っ
た
。

ツ
バ
メ
　

冬
の
間
遠
い
南
の
国
で
過
ご
し
た
ツ
バ

メ
が
帰
っ
て
く
る
と
、
私
た

ち
は
春
の
喜

び
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
、
お
か
ず

が
長
い
旅
か
ら
帰
っ
て
く
る
の
を

迎
え

る
よ
う
な
気
持
だ

っ
た
。

家

々
の
軒
下

と
か
、
土
間
の
天
井
な
ど
へ
土
と
ワ
ラ
く
ず
な
ど
で

巣

を

作

っ
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た
。
人
々
は
、
こ
の
ツ
バ
メ
は
「
秋
に
南
の
国
へ
渡
っ
て
行
き
、
春
に
な
る
と
必

ず
自
分
の
生
ま
れ
た
家
を
忘
れ
ず
に
帰
っ
て
く
る
」
と
言
っ
て
い
た
。

作
物
に
つ
く
害
虫
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
く
れ
る
益
鳥
と
し
て
、
み
ん
な
大
切
に

し
、
巣
が
落
ち
な
い
よ
う
に
支
え
の
板
を
打
ち
付
け
て
や
っ
た
り
、
家
の
中
に
巣

を
作
る
と
、
ひ
な
を
育
て
る
親
ツ
バ
メ
の
た
め
に
障
子
に
穴
を
あ
け
た
り
、
入
口

の
戸
を
一
日
中
少
し
あ
け
て
お
き
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
、
そ

れ

は
そ
れ
は
大
切
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
間
や
縁
先
に
ツ
バ
メ
の
ふ
ん
が
た
く
さ

ん
落
ち
て
く
る
が
、
そ
れ
を
少
し
も
い
や
が
ら
ず
に
掃
除
を
し
た
。

他
の
小
鳥
の
卵
を
と
っ
た
り
、
親
鳥
を
つ
か
ま
え
て
焼
鳥
に
し
て
食
べ
た
子
供

た
ち
も
、
こ
の
す
ぐ
手
の
届
く
所
に
い
る
ツ
バ
メ
だ
け
に
は
絶
対
に
手
を
出
さ
な

か
っ
た
。
人
々
と
ツ
バ
メ
と
の
間
に
は
温
か
い
心
の
触
れ
合
い
が
あ
っ
て
、
ツ
バ

メ
は
忘
れ
ず
に
毎
年
同
じ
家
に
帰
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。

農
薬
が
た
く
さ
ん
田
平
畑
に
ま
か
れ
、
餌
に
な
る
虫
が
い
な
く
な
っ
た
り
、
巣

を
か
け
に
く
い
よ
う
な
家
の
構
造
に
変
わ
っ
て
く
る
と
、
軒
先
に
作
ら
れ
た
巣
か

ら
一
斉
に
大
き
な
口
を
あ
げ
て
、
「
ピ
ー
チ
ク
、
ピ
ー
チ
ク
」
と
に
ぎ
や
か
に
鳴

く
、
ひ
な
の
声
も
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

青
々
と
し
た
田
の
面
を
す
れ
す
れ
に
軽
快
に
舞
い
、
時
に
は
鮮
や
か
な
「
ツ
バ

メ
返
し
」
を
見
せ
る
姿
や
、
電
線
に
ず
ら
り
と
並
ん
で
羽
を
休
め
て
い
る
姿
も
、

い
つ
か
、
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
い
、
こ
の
ご
ろ
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。

橋
げ
た
な
ど
に
巣
を
作
る
イ
ワ
ツ
バ
メ
は
以
前
よ
り
ふ
え
て
来
た
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
小
鳥
と
子
供
た
ち
　
子
供
た
ち
の
生
活
と
小
鳥
と
は
、

一
年
中
深
い
縁
が
あ
っ
た
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
子
供
た
ち
は
、
遊
び
の
中
で

鳥
の
巣
と
り
に
熱
中
し
た
。
学
校
帰
り
や
日
曜
日
に
は
、
二
～
三
人
の
友
だ
ち
が

あ
ち
こ
ち
の
森
や
や
ぶ
の
中
へ
、
小
鳥
の
巣
を
見
つ
け
に
行
き
、
卵

を
取

っ
た

り
、
ひ
な
を
見
つ
け
て
育
て
た
り
し
た
。
林
の
中
を
か
け
ま
わ
っ
て
巣
を
見
つ
げ

た
り
、
畑
の
土
手
な
ど
で
、
小
鳥
の
鳴
き
方
で
巣
の
あ
り
か
に
見
当
を
つ
け
て
探

す
の
は
、
と
て
も
ス
リ
ル
の
あ
る
遊
び
だ
っ
た
。

ひ
な
に
運
ぶ
餌
を
く
わ
え
て
用
心
深
く
、
あ
た
り
を
見
渡
し
て
い
る
親
鳥
を
、

草
む
ら
に
じ
っ
と
辛
抱
強
く
息
を
ひ
そ
め
て
観
察
を
し
て
い
た
。
手
の
届
く
よ
う

な
低
い
枝
に
よ
く
あ
っ
た
の
が
、
モ
ズ
の
巣
で
、
「
キ
チ
、
キ
チ
」
と
い
う
け
た

た
ま
し
い
鳴
き
声
や
、
き
び
し
い
目
、
鋭
い
く
ち
ば
し
、
激
し
卜
気
性
で
卵
を
温

め
て
い
る
と
き
な
ど
は
、
す
ぐ
そ
ば
ま
で
近
づ
い
て
も
、
じ
っ
と
こ
わ
い
目
で
に

ら
み
つ
け
て
い
て
、
な
か
な
か
逃
げ
ず
、
と
き
に
は
く
ち
ば
し
で
つ
つ
か
ね
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

同
じ
よ
う
に
や
ぶ
の
中
に
巣
を
作
る
の
は
ウ
グ
イ
ス
で
、
他
の
多
く
の
小
鳥
は

お
わ
ん
型
の
巣
を
作
る
が
、
ウ
グ
イ
ス
は
長
細
く
袋
状
の
巣
を
丁
寧
に
作

る
の

で
、
一
見
し
て
、
そ
れ
と
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
卵
も
ま
た
赤
色
の
美
し
い
も
の
で
、

誰
に
で
も
す
ぐ
見
分
け
が
で
き
た
。
数
が
少
な
い
の
で
見
付
け
た
人
は
大
喜
び
だ

っ
た
。
ウ
グ
イ
ス
を
飼
う
人
は
、
目
礼
お
か
ず
羽
も
生
え
な
い
真
赤
な
体
を
し
て

い
る
ふ
化
し
た
ば
か
り
の
ひ
な
を
と
ら
え
て
行
き
良
い
鳴
き
声
を
す
る
ウ
グ
イ
ス

の
そ
ば
で
育
て
る
と
、
鳴
き
方
の
上
手
な
ウ
グ
イ
ス
に
な
る
と
聞
い
た
。
こ
れ
を

ウ
グ
イ
ス
の
付
子
と
い
う
そ
う
だ
。
し
か
し
、
あ
の
ウ
グ
イ
ス
色
を
し
た
美
し
い

姿
で
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
い
う
声
を
聞
く
と
、
愛
ら
し
く
て
手
の
出
せ
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
。

大
き
な
木
の
幹
に
て
き
た
穴
に
は
、
よ
く
、
ム
ク
ド
リ
の
巣
が
あ
っ
た
。
苦
労

し
て
木
に
よ
じ
登
り
、
あ
ち
こ
ち
手
を
す
り
む
い
て
穴
の
中
に
手
を
つ

っ
こ

む

と
、
青
い
美
し
い
卵
が
こ
ろ
こ
ろ
と
指
先
に
触
れ
る
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
つ
か

む
こ
と
が
で
き
ず
、
大
変
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
よ
う
や
く

う
ま
く
卵
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
て
も
、
今
度
は
こ
ぶ
し
が
途
中
に
引
っ
か
か
っ
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て
出
て
こ
な
い
。
さ
ん
ざ
ん
苦
労
し
た
末
、
と
う
と
う
卵
を
あ
き
ら
め
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
本
能
的
に
安
全
な
場
所
を
知
っ
て
巣
を
か
け
る
の
だ
ろ
う
。
誰
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
で
も
な
か
っ
た
が
、
あ
の
こ
ろ
の
子
供
は
、
手
が
届
か
な
い
と
い

っ
て
、
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て
穴
を
大
き
く
す
る
よ
う
な
こ
と
は
誰
も
し

な
か

っ

た
。う

っ
か
り
穴
の
中
に
手
を
入
れ
て
、
時
に
は
、
飛
び
上
る
ほ
ど
び
っ
く
り
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
や
は
り
小
鳥
の
卵
を
ね
ら
っ
て
、
ヘ
ビ
が
穴
の
中
に

入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
わ
て
て
逃
げ
よ
う
に
も
、
高
い
木
か
ら
飛
び
降
り

る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
そ
れ
こ
そ
冷
汗
一
杯
で
こ
り
ご
り
し
た
。
ヘ
ビ
は
卵
を
丸

飲
み
に
し
て
か
ら
、
わ
ざ
と
地
面
に
落
ち
て
飲
み
込
ん
だ
卵
を
割
る
の
だ
と
教
え

ら
れ
、
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
に
舌
を
ま
い
た
。

化
学
肥
料
を
余
り
使
わ
な
い
こ
ろ
は
、
田
植
え
の
前
に
草
を
刈
っ
て
肥
料
と
し

て
田
ん
ぼ
に
入
れ
た
。
そ
の
草
を
専
門
に
育
て
る
「
草
場
」
と
い
う
所

が
あ
っ

た
。
身
の
た
け
ほ
ど
に
伸
び
て
い
る
草
場
は
小
鳥
の
楽
園
だ
っ
た
。
田
植
え
が
近

づ
き
、
こ
の
草
場
の
草
刈
り
は
子
供
に
と
っ
て
、
と
て
も
待
ち
遠
し
い
も
の
だ
っ

た
。
大
人
た
ち
が
草
を
刈
っ
て
い
く
と
ヨ
シ
キ
リ
や
ク
イ
ナ
の
巣
が
よ
く
あ
っ
た

か
ら
だ
。
ク
イ
ナ
は
他
の
小
鳥
よ
り
大
き
な
卵
で
、
数
も
七
～
八
個
か
ら
、
時
に

は
Ｉ
〇
個
も
あ
っ
た
。
一
つ
巣
を
見
つ
け
る
と
大
収
穫
た
っ
た
。

六
月
ご
ろ
ワ
ラ
ビ
採
り
に
山
へ
行
く
と
、
ス
ス
キ
の
株
の
中
な
ど
に
、
キ
ジ
の

巣
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
や
は
り
卵
も
大
き
く
、
数
も
七
～

八
個
あ

っ

た
。
キ
ジ
の
卵
は
食
べ
る
の
は
惜
し
い
の
で
、
チ
ャ
ボ
に
温
め
さ
せ
て
ふ
化

さ

せ
、
飼
っ
て
い
る
家
も
あ
っ
た
。

生
き
た
虫
な
ど
を
食
べ
る
小
鳥
の
ひ
な
は
、
と
っ
て
来
て
も
餌
づ
け
が
な
か
な

か
む
ず
か
し
く
、
う
ま
く
育
だ
な
い
が
、
キ
ジ
の
ひ
な
は
ニ
ワ
ト
リ
の
ひ
よ
こ
の

餌
で
簡
単
に
餌
づ
け
が
で
き
て
飼
い
や
す
い
も
の
だ
っ
た
。

巣
を
見
つ
け
る
の
に
大
変
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は
ヒ
バ
リ
で
あ
っ
た
。
空
高
く

舞
い
上
っ
て
高
い
声
で
さ
え
ず
る
ヒ
バ
リ
の
姿
は
、
遠
く
か
ら
で
も
す
ぐ
見
つ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
一
直
線
に
降
り
て
き
た
あ
た
り
へ
、
急
い
で
飛
ん
で
行
っ

て
も
、
巣
を
見
つ
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
出
来
な
い
。
さ
っ
と
身
を
隠
し
て
し
ま

う
、
ヒ
バ
リ
０
知
恵
に
よ
く
振
り
回
さ
れ
た
。

屋
根
の
瓦
の
間
な
ど
に
巣
を
作
る
の
は
ス
ズ
メ
で
あ
る
。
ス
ズ
メ
は
の
ん
気
な

の
か
瓦
の
間
か
ら
ワ
ラ
ぐ
ず
な
ど
が
は
み
出
し
て
卜
る
の
で
、
巣
は
た
や
す
く
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
屋
根
に
よ
じ
登
っ
て
巣
を
取
る
う
と
し
て
、
瓦
を
踏
み

割
っ
た
り
、
手
が
は
い
ら
な
い
の
で
瓦
を
は
が
し
て
家
の
人
か
ら
よ
く
し
が
ら
れ

た
。
ス
ズ
メ
は
木
の
枝
や
、
や
ぶ
の
中
に
は
め
っ
た
に
巣
を
作
ら
な
い
。

鳥
の
巣
と
り
を
し
て
遊
ん
で
い
る
中
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
小
鳥
に
あ
る
特
徴
的
な
生
活
の
姿
を
知
っ
た
。
ス
ズ
メ
は
家
の
中
平
教
室
の
中

へ
舞
い
込
ん
で
き
た
。
ほ
お
き
な
ど
を
持
っ
て
、
追
っ
か
け
て
つ
か
ま
え
た
が
、

二
～
三
日
飼
っ
て
い
る
と
い
つ
か
死
ん
で
し
ま
し
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
飼
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
家
の
近
く
に
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
天
に
も
よ
く
馴

れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
し
、
残
飯
な
ど
な
ん
で
も
食
べ
る
ス
ズ
メ
は
大
変
飼
い
や

す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ス
ズ
メ
を
何
羽
毛
飼
っ
て
卵
を
産
ま
せ
、
ひ
な
を
加

え
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。
生
物
の
生
活
に
は
、
ま
だ
ま
だ

人
間
に
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
少
年
時
代
に
生
命
現
象
の
不
可
思

議
さ
を
思
っ
た
こ
と
は
今
で
も
頭
を
離
れ
な
い
。

（

卜
は
、
他
の
鳥
よ
り
高
い
所
に
木
の
枝
な
ど
を
集
め
て
、
ご
く
粗
末
な
巣
を

作
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
卵
が
す
ぐ
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
巣
で
あ
る
。
（

卜
の
巣
を

見
つ
け
る
と
、
卵
を
全
部
と
っ
て
し
ま
わ
ず
に
必
ず
一
個
残
し
て
く
る
。
そ
う
す

る
と
翌
日
ち
ゃ
ん
と
も
う
Ｉ
個
産
ん
で
あ
る
。
ま
た
Ｉ
個
だ
げ
取
っ
て
く
る
と
次

の
日
ち
ゃ
ん
と
産
ん
で
あ
り
、
（

卜
と
根
気
く
ら
べ
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
（

J 釦
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卜
は
非
常

に
警
戒
心
の
強
い
鳥
で
、
巣
に
人
が
近
づ
い
た
こ
と
を
知
る
と
、
さ
っ

さ
と
そ
の
巣
を
捨
て
て
他
の
場
所
へ
移
っ
て
し
ま
う
の
で

、
（

卜
に
絶
対
見

つ
か

ら
な
い
よ
う

に
近
づ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

カ
ラ
マ
ツ
の
枝
に
作
ら
れ
た

（

卜
の
巣
を
見
上
げ
な
が
ら
、
年
上
の
友
達
か
ら
「
（

卜
に
い
た
ず

ら

す

る

な

よ
、
（

卜
に
反

哺
の
礼
あ
り
、
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
ひ
な
の
こ
ろ
に
、
親

バ
ト
か
ら
え
さ
を
運
ん
で
も
ら
っ
た
（

卜
は
や
が
て
親
バ
ト
が
お
年
寄
り
に
な
っ

て
、
え
さ
を
自
分
で
と
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
と
、
こ
ん
ど
は
成
長
し
た
子
バ

ト
が
、
小
さ
い
時
の
恩
返
し
に
せ
っ
せ
と
え
さ
を
運
ん
で
や
っ
て
親
孝
行

を
し

て
、
小
さ
い
時
の
恩
返
し
を
す
る
の
だ
よ
」
と
、
し
み
じ
み
と
聞
か
さ
れ
て
、
小

さ
な
胸
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
た
。

小
鳥
の
卵
を
と
っ
て
食
べ
る
時
に
は
、
水
に
ぬ
ら
し
た
新
聞
紙
で
卵
を
包
み
、

い
ろ
り
の
灰
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
ふ
っ
く
ら
と
焼
け
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
お
い

し
い
も
の
だ
っ
た
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
小
鳥
と
子
供
た
ち
　
秋
も
深
ま
り
野
山
に
木
の
実
が
少

な
く
な
る
ご
ろ
に
は
「
ワ
ナ
」
を
し
か
け
た
。
ワ
ナ
は
そ
の
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
の
農

家
で
農
耕
用
に
飼
っ
て
い
た
馬
の
尾
の
、
長
い
丈
夫
な
毛
を
使
っ
た
。
ワ
ラ
た
ば

に
そ
の
毛
を
結
び
つ
け
、
小
鳥
の
足
が
そ
れ
を
踏
む
と
、
す
っ
と
足
を
し
げ
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
作
っ
た
「
ひ
っ
こ
く
り
」
で
捕
っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
取
っ
て
お
い

た
、
真
赤
な
実
の
つ
い
て
い
る
ノ
イ
バ
ラ
や
、
拾
っ
て
お
い
た
稲
の
落
穂
を
餌
に

し
た
。

場
所
は
南
向
き
の
日
当
り
の
よ
い
土
手
で
、
や
ぶ
の
影
に
餌
を
お
き
、
ひ
っ
こ

く
り
を
仕
掛
け
て
お
く
と
ム
ク
ド
リ
や
ツ
グ
ミ
な
ど
が
か
か
り
、
大

喜
び
を
し

た
。秋

に
な
る
と
渡
っ
て
く
る
冬
鳥
を
ね
ら
っ
て
、
各
地
で
「
カ
ス
ミ
網
」
猟
が
行

わ
れ
た
。
今
は
、
カ
ス
ミ
網
は
全
面
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
一
〇
年
ご
ろ
ま

で
は
権
兵
衛
峠
は
、
こ
の
地
方
で
の
カ
ス
ミ
網
猟
の
名
所

だ
っ
た
。
峠

の
や

ぶ
の

中
に

カ
ス
ミ
網
を
張

っ
て
お
き
、
お
と
り
の
鳥
を
網
の
近

く
の
地
面

に
お
く
。
秋

に
な

っ
て
渡
り
鳥
の
大
群
が
や
っ
て
来
て
、
峠
を
越
え

よ
う
と
す
る
と
き
大

き
な

旗
を
振
る
と
、
そ
の
音
を
聞
い
た
渡
り
鳥
は
タ
カ
に
襲
わ
れ
た
と
思

い
、

お
と

り

の
方
へ
舞
い
降
り
て
き
て
網
に
か
か
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
山
の
峰
の
近
く
に
清

水
の
湧
く
と
こ
ろ
に
も
、

カ
ス
ミ
網
を
張

っ
た
。
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
流
れ
る
清
水

を
落
葉
で
隠
し
て
お
き
、
あ
る
一
部
分
だ
け
水
が
見

え
る
よ
う
に
し
て
、
そ

の
近

く
に
網
を
張

っ
て
お
く
。
夜
が
白

々
と
明
け
る
こ
ろ
渡
っ
て
来
た
小

鳥
は
、
そ
の

部
分
だ
け
朝
日
を
受
け
て
輝
く
水
を
求

め
て
舞
い
降
り
て
き
て
、
網
に
か
か
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

カ
ス
ミ
網
を
か
け
る
の
は
大
人
た
ち
で
、
子
供
は
し
な
か
っ

た
。モ

ズ
は
、
夏
の
間

に
バ

″
夕
、
イ

ナ
ゴ
な
ど
の
昆
虫
類
や

カ
エ
ル
を
捕

っ
て
木

の
枝

に
さ
し
て

お
き
、
冬
の
餌

に
す

る
と
い
う
。
こ
れ
を
「
モ

ズ
の
は
や
に
え
」

と

い
う
が
、
桑
畑
な
ど

に
よ
く
あ

っ
た
。
棒

の
先

に
「
も
ち
」
を
着

け

て

お

い

て
、

は
や

に
え

の
近
く

に
立
て
て

お
い
て
、
食

べ
に
く

る
モ

ズ
を
と

る
こ
と
も
よ

く
や

っ
た
。

秋

か
ら
冬

に
な
り
寒

さ
が
厳
し
く
な

る
と
、
小
鳥

は
家

の
近
く

に
集
ま

っ
て
く

る
。
モ

の
こ

ろ
に
な
る
と
、
Ｙ
字
形

の
木

の
枝

を
見
つ
け
て
来
て
そ
れ

に
丈
夫
な

ゴ

ム
ひ
も
を
つ
け
て

パ
チ

ン
コ
を
作
り
、
こ

れ
で
小
石

を
飛
ば
し
て
小
鳥

を
落
と

し
た
。
夕
方

ね
ぐ

ら
を
求

め
て
、

生
垣
や
「

に
お
」
（
ワ
ラ
を
積
ん
で
あ
る
所
）
へ
集

ま
っ
て
く

る
ス
ズ

メ
が
ね
ら
わ
れ
た
。
小

さ
な
于
供

が
と

ば
し
て
も

な
か
な
か
あ

た
ら
な
い
が
、
一
日
三
～
四
羽

と
っ
て
得
意
か

っ
て

い
る
人

を
う
ら
や

ま
し
く

な

が
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

野
山
が
一
面

に
雪
に
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
餌
を
求
め
て

ス
ズ

メ
が

た
く

さ
ん
軒
下

に
集
ま

っ
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
「
引

っ
伏
せ
」

を
盛
ん
に
や

っ
た
。
蚕

おj
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を
飼
う
と
き
使
う
寵
に
つ
っ
か
え
棒
を
し
て
、
そ
の
棒
の
根
元
に
な
わ
を
結
び
、

こ
の
な
わ
を
家
の
中
ま
で
延
ば
し
て
き
て
お
き
、
な
わ
を
引
っ
張
る
と
つ
か
え
棒

が
倒
れ
て
か
ご
が
伏
さ
り
、
か
ご
の
下
に
ま
い
て
お
い
た
米
な
ど
を
食
べ
に
来
た

ス
ズ
メ
が
、
か
ご
の
下
じ
き
に
な
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
さ
ら
さ
ら
と
粉
雪
が
降
る

朝
が
よ
か
っ
た
。
手
足
が
冷
た
く
な
っ
て
か
じ
か
ん
で
き
て
も
、
音
を
た
て
な
い

よ
う
に
し
て
じ
っ
と
が
ま
ん
を
し
、
障
子
の
穴
か
ら
目
を
こ
ら
し
て
待

っ
て
い

た
。
ス
ズ
メ
も
な
か
な
か
用
心
深
く
、
か
ご
の
周
り
を
チ
ュ
ソ
チ
ュ
ソ
と
ん
で
い

る
が
、
な
か
な
か
か
ご
の
下
へ
入
っ
て
く
れ
な
い
。
よ
く
見
る
と
ち
ゃ
ん
と
一
羽

見
張
役
が
い
て
、
み
ん
な
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
所
で
あ
た
り
を
見
回
し
て
、
チ

ュ
ソ
チ
ュ
ソ
鳴
い
て
警
戒
し
て
い
た
。
よ
う
や
く
ス
ズ
メ
が
か
ご
の
下
に
入
っ
て

「
し
め
た
」
と
ば
か
り
な
わ
を
引
く
と
、
さ
っ
と
、
す
早
く
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
引
っ
伏
せ
を
う
ま
く
作
る
の
は
一
見
簡
単
な
よ
う
で
、
な
か
な
か
む
ず
か
し

く
、
大
変
苦
労
し
た
。
か
ご
の
上
に
の
せ
る
お
も
し
か
軽
い
と
ふ
わ
り
と
落
ち
る

の
で
、
そ
の
間
に
み
ん
な
逃
げ
ら
れ
る
。
さ
り
と
て
余
り
重
す
ぎ
る
と
な
わ
を
引

卜
た
と
き
棒
が
ひ
っ
か
か
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
う
ま
く
倒
れ
な
い
。
こ
れ
も
ス
ズ

メ
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
何
度
も
何
度
も
テ
ス
ト
し
て
こ
れ
で
よ
し
と
仕

掛
け
が
で
き
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
工
夫
す
る
。
う
ま
く
か
ご
の
下
に
入
っ
て
も
、
モ

れ
を
取
り
出
す
の
が
ま
た
大
変
む
ず
か
し
い
。
か
ご
の
ど
こ
に
入
っ
て
い
る
の
か

外
か
ら
で
は
見
え
な
い
の
で
、
端
を
少
し
上
げ
て
手
を
そ
１
つ
と
入

れ
て
探

す

が
、
あ
わ
て
て
か
ご
を
あ
げ
て
、
せ
っ
か
く
は
い
っ
た
の
に
、
さ
っ
と
逃
げ
ら
れ

た
と
き
の
く
や
し
さ
は
た
い
へ
ん
な
も
の
だ
っ
た
。
ス
ズ
メ
と
子
供
だ
も
の
根
く

ら
べ
で
あ
り
、
知
恵
く
ら
べ
で
も
あ
っ
た
。

春
夏
秋
冬
、
一
年
中
子
供
た
ち
の
生
活
と
小
鳥
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
ほ
か
に
こ
れ
と
い
っ
た
遊
び
も
な
か
っ
た
し
、
身
近
に
た
く
さ
ん
の
小
鳥

が
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
干
供
た
ち
は
日
々
の
遊
び
の
中
か
ら
自
然
に
適
応
し
、
本
能
的
に

身
を
守
る
姿
や
、
時
に
は
、
自
分
自
身
を
危
険
に
さ
ら
し
て
も
必
死
に
な
っ
て
、

ひ
な
を
育
て
る
鳥
の
姿
に
親
の
大
き
な
愛
情
を
、
小
鳥
だ
ち
か
ら
学
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。⇔

　

蜂
　
追
　
い

近
年
「
「

チ
の
干
」
の
か
ん
詰
が
店
で
売
ら
れ
て
い
る
。
酒
の
肴
に
は
最
高
の

も
の
で
あ
る
が
、
ご
飯
に
炊
き
込
ん
だ
「
「

チ
の
子
飯
」
は
大
変
お
い
し
い
も
の

だ
が
、
手
軽
に
買
っ
て
来
て
い
つ
で
も
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
高

価
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
（

チ
の
子
は
、
伊
那
谷
で
は
「
ス
ガ
レ
」
と
か

フ
ビ「
チ
」
と
呼
ぶ
「
ク

ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
」
の
干
の
こ
と
で
あ
る
。
小
形
の
蜂
で
土
中
に
球
形

の
巣
を
作

り
、
秋
に
な
る
と
五
～
六
層
の
幼
虫
室
を
作
る
。
蜂
の
干
と
言
う
と
、
そ
の
幼
虫

を
さ
す
わ
け
だ
が
、
食
べ
る
時
は
そ
の
親
蜂
も
い
っ
し
ょ
に
「
「
チ
の
干
」
と
言

っ
て
い
る
。

開
発
が
進
ん
で
、
村
内
で
も
こ
の
ス
ガ
レ
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
が
、
昭

和
の
初
期
ま
で
は
多
く
の
家
で
こ
の
ス
ガ
レ
を
飼
っ
て
い
た
。

昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
だ
ん
だ
ん
減
少
し
て
い
く
こ
の
ス

ガ
レ
を
な
ん
と
か
人
工
養
殖
を
し
て
伊
那
谷
の
名
産
に
し
た
い
と
、
大
変
努
力
を

し
研
究
を
し
た
Ａ
が
多
か
っ
た
が
、
未
だ
に
そ
の
養
殖
は
成
功
し
て
い
な
い
。

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
ス
ガ
レ
が
巣
作
り
を
始
め
る
こ
ろ
「
ス

ガ
レ
追

い
」
を
し
た
。
ス
ガ
レ
は
巣
作
り
の
材
料
に
す
る
た
め
に
、
よ
く
カ
ラ
マ
ツ
の
木

の
皮
を
取
り
に
来
た
。
カ
ラ
マ
ツ
林
へ
行
っ
て
ス
ガ
レ
を
見
つ
け
、
赤
ガ
エ
ル
の

皮
を
む
い
た
も
の
を
棒
の
先
に
つ
げ
、
そ
れ
を
ス
ガ
レ
の
側
に
近
付
け
る
。
す
る

と
ス
ガ
レ
は
そ
れ
に
と
ま
る
。
ス
ガ
レ
が
と
ま
る
と
ま
ず
、
し
め
た
も
ん
だ
と
喜

ん
だ
も
の
だ
。
そ
の
棒
を
そ
っ
と
土
に
さ
し
こ
ん
で
立
て
る
。
魚
つ
り
に
似
て
い

お2
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る
の
で
「
ス
ガ
レ
を
つ
る
」
と
も
い
っ
た
。
ス
ガ
レ
は
カ
Ｉ
ル
の
肉
に
食
い
つ

き
、
小
さ
く
肉
を
ち
ぎ
り
始
め
る
。
ち
ぎ
り
終
わ
る
と
そ
れ
を
か
か
え
て
飛
び
去

る
。
一
回
目
は
自
由
に
巣
へ
運
ぶ
の
を
見
て
い
る
。
お
い
し
い
餌
を
見
つ
け
た
蜂

は
間
も
な
く
帰
っ
て
来
る
。
こ
の
蜂
に
あ
ら
か
じ
め
肉
を
小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
目
じ

る
し
に
な
る
綿
を
し
ば
り
つ
け
た
も
の
を
用
意
し
て
お
い
て
そ
れ
を
く
わ
え
さ
せ

て
、
巣
へ
運
ぶ
の
を
追
い
か
け
て
行
き
そ
０
巣
を
見
つ
け
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
蜂
も
賢
い
の
で
、
肉
切
れ

に
何
か
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
着
く
と
簡
単
に
運
ん
で
く
れ
な
い
。
綿
を
つ
け

た
糸
を
し
き
り
に
切
石
う
と
す
る
。
そ
う
い
う
時
は
、
そ
っ
と
自
分
の
指
先
に
蜂

を
と
め
て
、
せ
か
せ
か
と
口
を
動
か
し
て
綿
の
糸
を
切
ろ
う
と
す
る
蜂
の
動
き
を

じ
っ
と
見
つ
め
な
が
ら
、
気
づ
か
れ
な
卜
よ
う
に
綿
を
腹
の
方
へ
ま
わ
し
て
や

る
。
息
を
ひ
そ
め
、
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
、
そ
れ
こ
そ
蜂
と
人
間
と
の
根
気
く

ら

べ
、
腕
く
ら
べ
、
知
恵
く
ら
べ
で
あ
っ
た
。
綿
を
つ
け
た
餌
を
持
た
せ
る
の
に
余

り
手
間
ど
る
と
、
蜂
は
そ
れ
を
見
限
っ
て
カ
エ
ル
の
所
へ
い
っ
て
肉
片
を
ち
ぎ
っ

て
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
。

苦
心
惨
朧
の
末
、
よ
う
や
く
う
ま
く
餌
を
持
た
せ
た
と
思
っ
て
も
油
断
大
敵

で
、
指
か
ら
離
れ
た
蜂
は
す
ぐ
近
く
の
小
枝
な
ど
に
止
ま
っ
て
も
う

Ｉ
度
確

め

る
。
白
い
綿
を
み
つ
め
て
そ
れ
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か

と
び
立
だ
な
い
の
で
近
づ
い
て
見
る
と
残
念
無
念
、
蜂
は
綿
を
切
っ
て
肉
だ
け
持

っ
て
い
っ
た
後
で
、
し
て
や
ら
れ
た
と
悔
し
が
っ
た
も
の
だ
。

何
度
か
失
敗
の
末
、
う
ま
く
綿
の
つ
い
た
肉
を
持
っ
て
飛
び
立
つ
と
、

″
そ
れ

っ
″
と
ば
か
り
そ
の
蜂
を
追
い
か
け
出
す
。
こ
れ
が
ま
た
大
変
す
ざ
ま
し
い
も
の

で
、
足
も
と
な
ど
見
て
い
る
と
せ
っ
か
く
の
蜂
を
見
失
っ
て
し
ま
う
の
で
、
空
を

飛
ぶ
白
い
綿
だ
け
を
見
つ
め
て
一
目
散
に
走
る
の
だ
っ
た
。
や
ぶ
あ
り
、
木
の
根

あ
り
、
が
け
や
川
か
あ
っ
て
も
い
っ
さ
い
お
か
ま
い
な
し
で
、
木
の
根
に
つ
ま
ず

い
て
転
ん
だ
り
、
石

で
足
を
す
り
む
く
ぐ
ら
い
普
通
で

あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
そ

れ

は
男
性
的
な
遊
び
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
死

に
も
の
狂
い
で

追
っ
か
け

た
ス

ガ
レ
が
、
す

う
１
と
地
上

に
降

り
て
、
小

さ
な
穴
に
入
る
と
、
そ

れ
が
巣
で
あ

っ
た
。
巣
を
発
見
し

た
時

の
う
れ

し
さ
は
た
と
え

よ
う
も
な
か
っ
た
。

昼
間

は
蜂

が
活
動
し
て
あ

ぶ
な
い

の
で
、

巣
を
と

る
の
は
主
と
し

て

夜

た

っ

た
。
硝
石

と
硫
黄
を
買

っ
て
来
て
、
消

し
炭

を
粉

に
し

た
も

の
と
混

ぜ
て
、
紙
で

筒
状

に
包
ん
だ

つ
兄
ん
し

ゅ
う
」

を
自
分

か
ち
で
作

っ
た
。
こ

れ
に

火

を

つ

け

て
、
し

ゅ
つ
と
吹
き
出
す
と
す

か
さ
ず

巣
の
入

口
か
ら
さ
し
込
む

。
親
蜂
は
麻
璋

し
て

さ
め
る
ま
で

は
刺

さ
な
い

。
手
早
く
土
を
掘

っ
て
巣
を
取
り
出
し
た
。
す
べ

て
手
作
り

だ
っ
た
「
え

ん
し

ゅ
う
」

に
代

わ
っ
て
、
今
は
花
火
の
煙
の
出

る
の
を

買

っ
て
き
て
使

う
人
が
多
く
な

っ
た
。

こ

の
時
期

の
も
の
は
ま
だ
巣
も
小
さ

卜
の
で
、
家

に
持
ち
帰

っ
て
土
中
に
埋

め

る
か
、
籾
殻
を
混
ぜ

た
上
を
箱

に
入
れ
て
秋
ま
で
飼

っ
た

。
あ
く

る
朝
、
箱

に
作

っ
た
小
さ
な
穴

か
ら
蜂
が
通
い
出
す
と
し

め
た
も
の
だ
っ
た
。
あ
の
小
さ
な
体
で

小
さ
な
上
を

に
に
く

わ
え
て

ぜ
っ
せ
と
運
び
出
し
、
巣
作
り

に
毎
日

毎

日

励

ん

だ

。
通
う
蜂
が
多
く
な
る
と
巣
も
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

夏

に
な

っ
て
ス

ガ
レ
の
活
動
も
活
発
に
な
る
と
、
上
手
な
人
は
綿
を
使
わ
ず
に

「
す

か
し
」
と
い

っ
て
、
空
を
飛
ぶ
ス

ガ
レ
の
方
向
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
だ
ん
だ

ん
に
追
い
求

め
、
そ
の
巣
を
発
見
し
た
。
こ
の
方
法
は
太
陽
を
背
に
し
て
ス

ガ
レ

を
追
う
の
が

ポ
イ

ン
ト
だ

っ
た

。

秋

の
終

わ
り
が
近
づ
く
と
、
家

に
飼

っ
て
あ

っ
た
巣
や
、
自
然
に
あ
っ
た
も
の

を
掘
り
出
し
て
食

べ
た

。
蜂
の
予
一
匹
一
匹
を
巣

か
ら
と
り
出
す
の

ぱ
な
か
な
か

根
気
の
い

る
仕
事
だ

っ
た

。
ご
飯

に
炊
き
こ
ん
だ
「
「

チ
の
子

め
し
」
は
風
味
最

高
で
、
「
く
り

ご
飯
」
や
「
き
の
こ

め
し
」
と
と
も

に
、
秋
の
味
覚
の
王
者
で
あ
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つ
た
。

最
近
は
伊
那
谷
に
も
ス
ガ
レ
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
遠
く
新
潟
県

や
静
岡
県
な
ど
ま
で
取
り
に
行
く
人
も
い
る
よ
う
だ
。
大
人
た
ち
は
、
時
に
は
ス

ズ
メ
バ
チ
や
ク
マ
バ
チ
の
巣
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
蜂
も
大
き
く
巣

も
大
き
く
て
、
一
か
か
え
も
あ
る
大
き
な
も
の
も
あ
っ
た
。
親
蜂
は
固
く
て
食
べ

ら
れ
な
い
の
で
幼
虫
だ
け
を
食
べ
た
。
し
か
し
、
刺
さ
れ
て
死
ん
だ
人
も
あ
っ
た

ほ
ど
怖
い
も
の
だ
っ
た
。
い
た
ず
ら
を
し
て
棒
で
巣
を
つ
つ
く
と
、
怒
っ
た
蜂
が

棒
を
伝
っ
て
襲
っ
て
来
た
り
、
石
を
投
げ
る
と
、
石
の
飛
ん
で
来
た
方
向
へ
襲
っ

て
来
て
、
子
供
た
ち
を
ふ
る
え
上
が
ら
せ
た
。
家
の
軒
下
に
か
け
た
巣
が
あ
ぶ
な

い
の
で
火
攻
め
に
し
よ
う
と
し
た
ら
、
火
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
大
失
敗

も
あ
っ
た
。

ま
た
、
子
供
た
ち
は
木
の
枝
や
軒
下
に
作
ら
れ
た
「
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
」
の
巣
を

と
っ
た
。
幼
虫
を
魚
釣
の
餌
に
し
た
り
、
食
べ
た
り
し
た
。
炭
火
を
入
れ
る
鉄
製

の
十
能
に
ミ
ョ
ウ
ガ
の
葉
を
し
き
、
そ
の
上
に
蜂
の
子
を
の
せ
て
塩
を
振
り
か
け

て
火
で
あ
ぶ
る
。
ミ
ョ
ウ
ガ
の
香
り
が
つ
い
て
こ
ん
が
り
焼
け
た
蜂
の
子
は
香
ば

し
い
お
し
し
い
も
の
だ
っ
た
。
蜂
と
り
を
し
て
遊
ぶ
子
供
に
、
大
人
の
人
達
ぱ
刺

さ
れ
た
ら
「
さ
と
い
も
の
茎
を
つ
ぶ
し
て
塗
る
と
よ
い
」
と
か
、
「
小
使
を
か
げ

ろ
」
と
か
、
「
う
ん
と
沢
山
水
を
飲
め
」
あ
る
い
は
「
秋
の
蜂
は
毒
が
濃
く
な
る

の
で
刺
さ
れ
る
と
あ
ぶ
な
い
」
な
ど
教
え
て
く
れ
、
刺
さ
れ
た
と
き
は
肥
料
に
使

っ
て
い
た
ア
ン
モ
ニ
ア
を
水
に
溶
か
し
て
塗
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、
長
い
間
の
生

活
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
救
急
法
を
教
え
て
く
れ
た
。

句
　
イ
ナ
ゴ
と
り

秋
に
な
っ
て
、
「
イ
ナ
ゴ
と
り
」
は
実
益
と
趣
味
を
か
ね
た
楽
し
い
こ
と
だ
っ

た
。
忙
し
い
稲
刈
り
を
し
な
が
ら
も
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
腰
に

布
で
作
っ
た
袋
を
さ
げ
て
い
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
も
イ
ナ
ゴ
を
見
つ
げ
る
と
、

ひ
ょ
い
と
つ
か
ま
え
て

袋
に
入

れ
る
。
そ

う
し
て
夕
方

に
な

る
と
、
あ
し

た
の
弁

当

の
お
か
ず
に
な
る
く
ら
い
の
イ

ナ
ゴ
が
け
っ
こ

う
と
れ
た
。
と
き
に

は
、
仕

事

の
合
間
に
家
中
で
イ

ナ
ゴ
と
り
を
し
た
。
あ
ち
こ
ち
の
田

ん
ぼ
の
土
手
で

袋
を
手

に
し
て
、
腰

を
ま
げ
て
イ

ナ
ゴ
と
り
を
し
て
い
る
人
の
姿
が
た
く
さ

ん

見

ら

れ

た
。
イ

ナ
ゴ
は
大
に
追
わ
れ
る
と
、
ぱ
っ
と
と
ぶ
、
と
ん
だ
時
は
よ
く
目
に
つ
く

の
で
、
初

め
は
と
ん
で
い
る
イ

ナ
ゴ
ば
か
り
追
っ
か
け
る
。
そ
う
す
る
と
な
か
な

か
つ
か
ま
ら
な
い
。
上

手
な
大
は
ぱ
っ
と
と
ぶ
と
、
さ
っ
と
追
い
か
け
て
、
イ

ナ

ゴ
が
地
上
に
降
り
た
と
こ
ろ
を
ひ
ょ
い
と
つ
か
ま
え
た
。
こ
れ
が
イ

ナ
ゴ
と
り
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
一
緒
に
あ
る
い
て
い
て
も
上
手
な
大
は
沢
山
つ
か
ま
え
る
の

に
、
さ

っ
ぱ
り
だ

め
な
子
供
も
い
た
。
日
中
は
は
げ
し
く
飛
び
回
わ
っ
て
子
供
に

は
な

か
な
か
つ

か
ま
え
ら
れ
な
い

イ
ナ
ゴ
も
、
夕
方

に
な

る
と
イ

ネ
の
穂
先
や
草

の
葉
先

に
じ

っ
と
止
ま

っ
て
動
き
が

に
ぶ
く
な

る
。
こ
れ
を
「
と
ま
り
イ

ナ
ゴ
」

と
呼

ん
で
、
暗
く

な
り

ぎ
わ
の

わ
ず

か
の
時
間
が
、
誰
で
も
イ

ナ
ゴ
が
沢
山
と
れ

る
チ

ャ
ン
ス
で
あ

っ
た
。
お
ん
ぶ
イ

ナ
ゴ
が
い

る
と
一
度
に
二

匹
つ
か
ま
え
る
こ

と
が
で
き

る
の
で
、
し

め
た
、
と
思

っ
た
。
こ
う
し
た
た
か
で
、
自
然
に
イ

ナ
ゴ

の
生
活
や
、
雌

雄
の
見

か
け
方

を
お
ぼ
え

た
。

一
日
中
、
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
、
す

っ
か
り
疲
れ
た
夕
方
に
、
「
今
日
は
よ

く
働
い
て
、

は
か
が
い

っ
た
（
仕
事
の
能
率
が
上
っ
た
）
の
で
、
み
ん
な
で
と

ま

り

イ
ナ
ゴ
を
と
り

に
行
く

か
」
と
い

わ
れ
る
と
、
子
供

た
ち
は
仕
事

か
ら
解
放
さ
れ

た
喜

び
と
ス
リ
ル
で
飛

び
上

が
っ
て
喜

ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

「

イ
ナ
ゴ
と
り
」

と
い
っ
て

も
、

つ
か
ま
え

る
の
は
イ
ナ
ゴ
ば
か
り
で

は
な
か

っ
た
。
カ
マ
キ
リ
、
ギ
ス
、
ヤ
ブ
キ
リ
、
ウ
マ
オ
イ
、

ツ
ユ

ム
シ
、

サ
サ
キ
リ
、

シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ

タ
な
ど
、
目
に
と
ま
る
昆
虫

類
は
大
小

と
り
ま
ぜ
、
手
当

た

り
し
だ
い
に
み
ん
な
つ
か
ま
え
て
、
そ
れ
を
一

緒
に
煮
て
み

ん
な
食
べ
て

し
ま
っ

た
。

カ
マ
キ
リ
な
ど
、
た
べ
て
い
る
時
に
、
た
ま
た
ま
「
「

リ

ガ
ネ

ム
シ
」

な
ど

お4



第３節　生活 と動物

が
お
腹
か
ら
出
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

ん
な
こ
と
は
い
っ
こ

う
お
か
さ
い

な
し
で
ど
ん
ど
ん
食
べ
た
。

海

に
遠
く
、
魚
が
乏

し
か
っ
た
伊
那
谷
で

は
、

イ
ナ
ゴ
は
大
切

な
動
物

蛋
白
源

で

あ
っ
た
と
思

う
。
秋
は
白
い
ダ
イ
コ
ン
の
漬
物
と
、
赤
く

煮
つ
け

ら
れ
た
イ
ナ

ゴ
が
、
子

供
た
ち
が
学
校

へ
持

っ
て
行
く
弁
当

の
お
か
ず
の
主
役
だ
っ
た
。

昭
和
三

六
年
こ

ろ
か
ら
空
中
防
除
が
始

ま
り
、

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
空

か
ら
農

薬

を
ま
く

よ
う
に
な
る
と
、

イ
ナ
ゴ
も
ほ
と

ん
ど
い
な
く
な
り
、
昭
和
回

二
年
こ

ろ

か
ら
四
～
五
年

は
、
村
内
で

イ
ナ
ゴ
と
り
を
す

る
人
の
姿

は
全
く
見
ら
れ
な

か
っ

た
。
そ

の
こ

ろ
は
、

イ
ナ
ゴ
は
大
変
高
価
な
も
の
と
な

っ
た
。

最
近

イ
ナ
ゴ
も
ふ
え
、
イ

ナ
ゴ
と
り
も
よ
く
や

る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
以

前
と

ち
か

っ
て

カ
マ
キ
リ
な
ど
は
と
ら
ず
、
イ

ナ
ゴ
だ
け
を
と
る
「

イ

ナ
ゴ
と
り
」
に

な

っ
た
よ
う
だ

。

匈
　

魚
　

と
　

り

夏
に
な
る
と
子
供
た
ち
の
楽
し
み
は
、
魚
と
り
だ
っ
た
。
と
き
に
は
大
人

の
大

が
お
客
さ
ん
の
も
て
な
し
を
す
る
た
め
や
、
お
酒

の
肴
に
す
る
た
め
に
数
人
で

魚

と
り
を
し
た
。

川

が
改

修
さ
れ
る
前
は
、
家

の
前

を
流
れ
る
清
水
に
は
ア

メ
ノ
ウ
オ
や

カ
ジ
カ

が

、
ま
た
、
田

の
用

水
に
は
コ
イ
、

フ
ナ
、

ド
ジ
ョ
ウ
を

ぱ
じ

め
た
く

さ
ん
の
魚

が
い
て
、
魚

種
も

豊
か
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。。

田
　

鯉
　
田
植
え

の
終

お
っ
た
こ

ろ
下
伊
那

か
ら
鯉
仔
を

売
り

に
来

た
。
家

々

で

は
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
で

メ
ダ
カ
ぐ
ら
い
の
鯉
仔
を
、
一
そ
く

曾

匹
）
い
く
ら

か
で
買

っ
て
田

ん
ぼ
へ
放
し

た
。
て

ん
び
ん
棒
で

か
つ
い
で
来

た
桶

に
た
く
さ

ん

い

る
あ

の
小

さ
な
鯉
仔

を
、
小
さ
な
す
く
い
網
で
す
く

っ
て
、「

ヒ
ト

ヨ
ー
フ
タ
ヨ

ー
」
と
大
き
な
声
で
唱
え
な
が
ら
、
目

に
も
止

ま
ら

ぬ
早

わ
ざ
で
数
え
て
売

っ
て

く
れ

る
姿

は
全
く
驚
異
だ

っ
た

。
あ
の
こ
ろ
は
の
ど
か
で
あ

っ
た

。
田
に
放
さ
れ

た
鯉

は
自
然

に
水

口
へ
集
ま

っ
て
く
る
。
そ
れ
を
ざ
る
を
持
っ
た
子

供
た
ち
が
す

く
い

に
行

っ
た

。
勿

論
、
よ
そ
の
家
の
田
で
も
子
供
た
ち
は
お
か
ま
い
な
し
に
ど

ん
ど

ん
や

っ
た

。
ご
く
ま
れ
に
、
大
人
に
見

つ
か
っ
て
「

こ
ら
１
」

と
大
声
で
し

が
ら
れ

る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
「

が
き
ど
も
、
と
ち
わ
る
さ
を
し
て
、
し
ょ
う
が

ね
え
も

ん
だ
」
と
、
な

か
ば
あ
き
ら

め
、
ま
た
許
さ
れ
て
も
い
た
と
思
う
。
あ
る

い
は
、
大
人
も
「

自
分
も
小
さ
い
こ
ろ
は
、
あ
あ
や
っ
て
育
っ
て
き
た
も
○
だ
」

と
思

っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

川

に
い
る
魚
を
と
る
こ
と
を
、
村
の
人

々
は
魚
と
り
と
い
わ
ず
に
な
ぜ
か
「
せ

っ
し
ょ
う
（
殺
生
）」

と
い
っ
た
。
魚
を
と
る
方
法

に
は
倒
石
打

ち
、
㈲

う
ろ
づ

か

み
、

㈲
も
り
づ
き
、
田
川
干
し
、

㈲
つ
り
（
竿
づ
り
、
流
し
針
）
、

㈲
せ
せ
り

や

四

つ
千

鳥
み
、

ま
た
は
ざ
る
で
取

る
方
法
、

⑦
う
け
、

㈲
や
な
な
ど
が
あ

っ
た

。

石

打
ち
　
天
竜
川

の
浅

瀬
で

主
と
し
て

遊
び
と
し
て
行

わ
れ
た
。
魚

の
ひ
そ

ん

で

い
そ

う
な
石

へ
、
石

を
投
げ
つ
け

る
と
そ
の

シ
ョ

″
ク
で
石
の
下

に
い
た

カ
ジ

カ
や

モ

ロ
″
コ
な
ど
小
魚

が
浮
い
て
き

た
。
大
き
な
魚
は
と
れ
な
い
し
、
魚
が
た

く

さ
ん
と

れ
る
わ
け
で

は
な

か
っ
た
。
水

泳
に
あ
き

た
子
供

た
ち
が
よ
く
や

っ
て

い

た
。

う
ろ
づ
か
み
　

水
中

の
う

ろ
の
中

に
か
く
れ
て
い

る
魚
を
、
素
手
で
つ

か
ま
え

る
方
法
で
、
魚
の
姿
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
見
当
を
つ
け
て
や
た
ら
に
手
を

つ

っ
こ
む
の
だ
が
、
小
さ
な
魚

か
ら
フ

ナ
、
コ
イ
、

ガ
ゴ
な
ど
が
両
手
に
一
匹
ず

つ
、
一
度

に
二
匹
も
つ

か
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
う
ま
く
追
い
込
ん
で
も
、
つ
る

り
と
逃
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
い
う
と
き
逃
が
し
た
魚
は
す
ご
く
大
き
く

感
じ
た
。
年
長
の
人
は
天
竜
川
で
水
中
に
も
ぐ
っ
て
、
大
き
な
鯉
な
ど
捕
ま
え
て

き
た
。
川
に
入

っ
て
い
き
な
り
手
づ
か
み
に
す
る
の
だ
か
ら
、
当
時
の
人
は
魚
○

習
性
を
よ
く
知
っ
て
い
た
し
、
魚
も
い
た
る
と
こ
ろ
の
川

に
た
く
さ
ん
い
た
の
だ

っ
た
。

お5



物第7 章

護
岸
工
事

が
進
み
、
魚
の
数
も
少
な
く
な
っ
た
現
在
の
川
で
は
も
う
味
わ
え
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
楽
し
み
で
あ

る
。

も
り
づ
き
　

子
供
た
ち
は
針
金
の
先
を
と
が
ら
せ
て
、
自
分
の
作
っ
た
も
り
で

川
底

に
す
む

カ
ジ
カ
な
ど
を
つ
い
た
。
深
い
と
こ
ろ
に
す
む
大
き
な
魚
は
、
め
っ

た
に
う
ま
く
突
け
な

か
っ
た
。

川
干
し
　

川
を
せ
き
止

め
て
し
ま

っ
て
魚
を
と

っ
た
。
大
き
な
川
の
一
部
を
せ

き
止

め
、
水
の
流
れ
を
変
え

る
と
、
せ
き
止

め
た
所
の
下

流
は
だ
ん
だ
ん
水
が
涸

れ
、

わ
ず

か
に
残

っ
た
水
た
ま
り

に
い
ろ
い
ろ
な
魚
が
い

る
の
を
と
ら
え
た
。
と

れ

た
魚
を
肴

に
一
杯
や

る
の
だ
ろ
う
、
大
人
の
大
が
数
大
で
川
干
し
を
し
て
い
る

と
こ

ろ
を
よ
く
見

か
け
た

。
子
供
が
真
似
を
し
て
、
田

ん
ぼ

に
水
を

か
け
て
い
る

川
な
ど

を
止

め
て
し
ま

っ
て
、
大
人

に
し

が
ら
れ

た
こ
と
も
あ

っ
た
。
川
の
水
が

す

っ
か
り
止

ま
る
と
、

魚
と
と
も

に
カ
ワ

ニ
ナ
、

タ
ニ
シ
、

ザ
ザ
ム
シ
な
ど
も
と

れ
た
。

釣
　
り

∽
　

竿

釣
り
　

子
供

だ
も
の
釣
竿

は
、
多
く

は
家

に
あ

る
竹

を
切

っ
た
粗
末

な

も
の
で
、

店
で
買

っ
た
竿
を
持

っ
て
い

る
大

は
珍
し
い
方
だ

っ
た
。

本
職

の
大

は
ス
ゲ
笠
を
か
ぶ
り
、
黒
い
も
も
引

を
は
き
、

わ
ら
じ

を
は
い
て
、

ア
カ
ウ
オ
、

コ
イ
、

ア
ユ
な
ど

を
釣

っ
て
い

た
。
田
畑

の
小
中
井
沢
や
半
沢

な
ど

各

集
落
内

を
流
れ
る
川
で
、

ア
メ
ノ
ウ
オ
（
ア
マ
ゴ
）
を
釣

る
人

の
姿

も
よ
く
見

か

け
た
が
、
最
近
は
こ
う
し
た
大
を
ほ
と
ん
ど
見

う
け

な
く

な
っ
た
。

0
0
　流
し

針
　

ウ
ナ
ギ
を
釣

る
場
合
で
、
大
き

な
針

を
麻
で
作

っ
た
丈
夫

な

細
な
あ
に
つ
け
、

ミ
ミ
ズ
を
え

さ
と
し
て

夕
方
仕
掛
け
て

お
き
、

翌
朝
あ

げ
る
の

で
あ
る
。

お
も
に
大
人

の
大
が
や

っ
た
が
、

し
か
け
た
所

を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
、

水
泳
に

行

っ
た
子
供
が
見
つ
け
て
か
か
っ
て
い
る
ウ
ナ
ギ
を
釣
り
あ
げ
、
思

い

が

げ

な

い
穫
物

に
大
喜

び
を
す

る
こ
と
も
あ

っ
た
。
天
竜
川

に
多
く
の

ダ
ム
が
で
き
て

か

ら
、
流
し
針
で

ウ
ナ
ギ
を
釣

る
風
景

も
見

ら
れ
な
く

な
っ
た
。

せ
せ

り
　
一

般
に

っ
魚
ふ
み
」
と
い

っ
た
。
夏
の
間

は
毎
日
ど
こ

か
の
川
で
魚

ふ
み
を
し
て

し
る
子

供
の
姿
が
見

ら
れ
た
。

下

流
に
ざ
る
を
入
れ
て
上

流
に
は
い
り
、
足
で

水
を
ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
踏

ん
で

魚
を

ざ
る
に
追
い
込
む
。
幼
児
は
魚
の
入
れ
物
で
あ
る
バ
ケ
ツ
や

桶
な
ど
を
持

っ
て

つ

い
て
い
っ
た
。
小
学
校
高
学
年
に
な
っ
て
魚
ふ
み
が
上

手
に
な
る
と
家
○
人

が
竹

で
作
っ
た
せ
せ
り
や
網
を
買
っ
て
く
れ
た
。
横
に
青
赤
の
線
の
入
っ
た
美
し
い
小

さ
な
「

花
び
く
」
を
腰

に
さ
げ
て
魚
ふ
み
に
行
く
と
き
は
得
意
満
面

だ
っ
た
。
深

い
川
や
沼
で
は
人
が
入
れ
な
い
の
で
、
二

本
の
長
い
棒
で

水
中
を
ず
ぶ
ず
ぶ
と
つ

つ
い
て
魚
を
追
う
「

せ
ん
ぼ
ん
づ
き
」
と
い
う
や
り
方
も
し
た
。
こ
れ
は
二
人

組

で
し
た
。
ざ
る
や
せ
せ
り
を
あ
げ
る
時
、
水
が
ひ
け
て
ゆ
く
に
従
っ
て
コ
イ
や

フ

ナ
の
背

ビ
レ
が
み
え
て
き
た
り
、

フ
ト
キ
ュ
ウ
（
ど
じ

。
う
の
大
き
な
も
の
）
が

見

え
て
く

る
時

は
胸
が
お
く

わ
く
し
て
き
た
。

漁
業

に
た
ず
さ

わ
る
人
は
、
寒
中
で
も
こ
の
魚
ふ
み
を
し
た
。
小
形

の
モ

ロ

″

コ
、

フ
ナ
、
（

ヤ
な
ど
寒
中
の

ザ
コ（
雑
魚
）
は
身
も
し
ま
っ
て
い
て
、
味
は
格
別

だ

っ
た
。
ま

た
、
冬
の
間
天
竜
川
で
網
や
せ
せ
り
を
使
っ
て
、
ザ

ザ
ム
シ
と
り
が

行

わ
れ
た
。
今
も
盛

ん
に
行

わ
れ
て
、

ザ
ザ
ム
シ
は
伊
那
谷
の
名
物
と
な
り
、
冷

た
い
水

に
入

っ
て
の

ザ
ザ
ム
シ
と
り
は
、
寒
中
の
欠

か
せ
な
い
風
物
詩
と
も
た
っ

た
。ザ

ザ
ム
シ
と

は
、
ト

ビ
ケ
ラ
、

ヒ
ラ

タ
カ
ゲ
ロ
ー
、

ヘ
ビ
ト
ン

ボ
の
幼
虫
の
総

称
で
あ

っ
た
が
、
今

は
ほ
と

ん
ど

ト
ビ
ケ
ラ
の
幼

虫
だ
け
を
い
う
。
急
流
で
浅
瀬

が
あ

り
、

水
が

ざ
ざ
１
と
流

れ
る
と
こ

ろ
に
す
む
虫
類
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
「

ザ

ザ

ム
シ
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う

。

う
　
け
　

ガ
ラ
ス
製
と

竹
製

の
う
け
が
あ

っ
た
。
天
竜
川
で
漁
師
が
使
う
竹
う

お6



第３節　生活 と動物

け
は
、
直
径
三
〇
皿
、
長
さ
Ｉ
ｍ
く
ら
い
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
普
通
の

人
が
川
な
ど
で
使
う
う
け
は
直
径
一
〇
皿
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
川
を
せ
き

と
め
、
何
箇
所
か
水
の
通
路
を
あ
げ
て
そ
こ
へ
う
け
を
仕
掛
け
て
お
き
、
水
の
通

路
を
さ
か
の
ぼ
る
魚
を
と
る
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
深
い
と
こ
ろ
で
は
で
き
な
い
の

で
、
大
き
な
魚
は
ね
ら
え
な
か
っ
た
。

田
ん
ぼ
の
水
口
な
ど
へ
仕
掛
け
て
、
ド
ジ
ョ
ウ
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
ぬ

か
を
煎
っ
て
香
ば
し
い
だ
ん
ご
を
作
り
、
う
げ
の
中
へ
入
れ
て
夕
方
仕
掛
け
て
お

き
、
翌
朝
こ
れ
を
あ
げ
る
と
ド
ジ
ョ
ウ
が
う
け
の
中
で
び
し
ゃ
び
し
ゃ
と
は
ね
て

い
た
。

ガ
ラ
ス
の
う
け
を
仕
掛
け
て
待
っ
て
い
る
と
、
つ
ぎ
っ
ぎ
と
魚
が
う
け
に
入
っ

て
く
る
様
子
が
見
え
る
の
で
、
流
れ
る
汗
も
ふ
か
ず
に
じ
っ
と
静
か
に
見
つ
め
て

い
た
も
の
だ
っ
た
。

叫
　
そ
　
の
　
他

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
　
魚
ふ
み
に
行
っ
て
、
魚
と
一
緒
に
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
は
い
る
と
持

っ
て
来
て
食
べ
た
。
羽
は
固
い
し
腹
の
か
ら
も
固
く
て
食
べ
る
と
こ
ろ
は
わ
ず
か

の
内
臓
だ
げ
だ
っ
た
が
、
そ
の
味
を
楽
し
ん
だ
。

田
畑
の
北
西
部
の
段
丘
下
の
堤
で
は
、
子
供
た
ち
が
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
釣
り
を
よ
く

や
っ
た
。
学
校
帰
り
に
土
手
に
か
ば
ん
を
お
い
て
皮
を
お
い
た
カ
エ
ル
を
、
長
い

桑
棒
の
先
に
糸
で
つ
る
し
て
水
中
へ
し
ば
ら
く
入
れ
て
お
い
て
引
き
あ
げ
る
と
、

カ
Ｉ
ル
の
肉
に
真
黒
に
嗅
い
つ
い
た
ゲ
ソ
ゴ
ロ
ウ
が
つ
れ
た
。
家
で
煮
て
も
ら
っ

て
食
べ
た
が
、
ど
う
も
味
付
け
の
砂
糖
し
太
り
油
の
味
を
楽
し
ん
だ

よ
う
だ
っ

た
。月

夜
の
晩
に
空
を
飛
ん
で
き
た
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
、
月
光
に
光
る
ト
タ
ン
屋
根
を

水
面
と
間
違
え
て
、
ハ
タ
ハ
タ
と
落
ち
て
き
た
の
を
た
く
さ
ん
拾
っ
て
、
煮
て
食

べ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
た
。

ワ
カ
サ
ギ
　
偶
然
の
機
会
に
ワ
カ
サ
ギ
が
大
量
に
と
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
は

西
天
竜
だ
っ
た
。
秋
に
な
っ
て
急
に
寒
い
夜
が
あ
る
と
、
ワ
カ
サ
ギ
が
一
度
に
ど

っ
と
下
っ
た
。
一
番
よ
く
と
れ
た
の
は
、
小
沢
川
へ
合
流
す
る
所
の
西
天
竜
の
流

末
点
て
あ
っ
た
が
、
村
内
の
支
流
で
も
こ
の
と
き
は
た
く
さ
ん
と
れ
て
、
大
泉
の

人
な
ど
バ
ヶ
ツ
で
は
足
り
な
く
て
、
風
呂
桶
に
入
れ
て
お
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
昭
和
初
期
の
楽
し
か
っ
た
話
だ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
最
近
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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村 内出土の縄文中期 土器
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４

１　 木製 鋤（香 ）

L32. ５ｃｍＸ Ｗ１１,0cm

2　 鍬（垂 ）

L26.5cm

3　 鍬（寺 ）

L22.0cm

4　 田下 駄（十 ）

L47. ０ｃｍＸ Ｗ１９.5cm

5　 田　 舟（吉 ）

L110. ０ｃｍＸ Ｗ３６.0cm

6　 矢　 板（香 ）

L60. ０ｃｍＸ Ｗ２４.0cm

7　 矢　 板（十 ）

L55.0cmX20.0 ｃｍ

(箕輪町郷土博物館蔵)

箕輪遺跡 出土の木製 農具と矢板

２
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第１章　村 内遺跡 の概要

第
一
章
　
村
内
遺
跡
の
概
要

一

村
内
に
お
け
る
遺
跡
の
分
布

村
内
に
お
い
て
、
今
ま
で
に
遺
構
や
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
地
点
は

か
な
り
多

い
。
そ
の
う
ち
遺
跡
と
し
て
名
称
の
つ
け
ら
れ
た
場
所
は
五
〇
か
所
を
超
え
て
お

り
、
今
後
も
遺
跡
の
発
見
は
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
遺
跡
の
多
い
の
は
、
こ
の
地
域
が
背
後
に
広
大
な
扇
状
台
地
を
控

え
、
前
面
に
は
天
竜
川
が
流
れ
て
お
り
、
狩
猟
や
漁
労
の
対
象
と
な
る
食
糧
資
源

が
豊
富
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
、
台
地
の
突
端
部
に
は
豊
か
な
湧
水
か

お
り
、
高
燥
な
住
居
地
域
と
飲
用
水
が
得
ら
れ
易
い
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

村
内
に
お
け
る
遺
跡
の
分
布
図
を
示
す
と
図
１
－

１
の
と
お
り
で
あ
る
。
分
布

図
に
よ
っ
て
み
る
と
、
遺
跡
は
国
道
に
沿
っ
た
段
丘
の
突
端
付
近
の
湧
水
の
豊
富

な
地
帯
に
、
南
北
に
長
く
一
群
の
遺
跡
が
分
布
し
、
他
は
、
大
泉
川
・
大
清

水

川
・
鳥
谷
川
の
水
を
求
め
て
そ
の
両
岸
に
遺
跡
が
あ
り
、
扇
状
台
地
上
の
中
央
、

す
な
わ
ち
扇
央
付
近
の
水
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
遺
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。二

　

主
要
遺
跡
の
発
見
発
掘
の
経
過

村
内
の
遺
跡
の
う
ち
、
神
子
柴
遺
跡
は
上
伊
那
誌
編
纂
に
当
た
っ
て
発
見
さ
れ

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
当
地
方
最
初
の
先
土
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
発

表
さ

れ

た
、
全
国
的
に
も
有
名
な
遺
跡
で
あ
る
。
天
伯
遺
跡
は
土
地
改
良
の
た
め
の
緊
急

発
掘
調
査
で
あ
っ
た
が
、
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
わ
た
る
長
期
の
遺
跡
で
、

多
く
の
住
居
跡
と
遺
物
が
出
土
し
た
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。

箕
輪
遺
跡
は
大
部
分
が
箕
輪
町
地
籍
で
あ
る
が
、
本
村
地
籍
も
一
部
含
ま
れ
て

お
り
、
伊
那
土
地
改
良
区
の
土
地
改
良
工
事
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
一
部

学
術
的
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
沖
積
平
地
に
お
け
る
大
規
模
な
農
耕
遺
跡

で
、
多
量
の
木
製
農
耕
具
申
木
柵
列
が
発
見
さ
れ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ

る
。こ

の
ほ
か
に
、
中
央
道
及
び
大
型
農
道
の
開
設
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行

わ

れ
、
大
芝
東
・
大
芝
原
・
南
高
根
・
北
高
根
・
高
根
な
ど
重
要
な
遺
跡
が
発
見
さ

れ
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
学
術
的
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
遺
跡
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

そ
の
他
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
大
正
の
時
代
、
上
伊
那
教
育
会
に
お
い
て
鳥
居

龍
蔵
博
士
を
招
い
て
、
上
伊
那
全
域
に
わ
た
っ
て
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
は
「
先
史
及
び
原
始
時
代
の
上
伊
那
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
、
本
村
に
お
い
て
も
南
殿
の
宮

ノ
上

・
大
東
・
塩
ノ
井

の
天

伯
・
東
屋
屋

敷
・

久
保
の
石
経
・
天
王
原
・
丸
塚
等
か
ら
遺
物
が
採
取
さ
れ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
表
面
採
取
か
、
簡
単
な
試
掘
程
度
で
あ
っ
て
、
本

格
的
な
学
術
的
発
掘
調
査
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
二
～
三

の
個
人
的
な
遺
物
の
収
集
や
試
掘
に
よ
る
遺
跡
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
現
在
の
遺

跡
数
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
で
、
天
伯
遺
跡
は
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

3銘



第１章　村内遺跡 の概要

１ 箕　　翰遺跡

２ 丸　　山･･

３ 天 王 原 ´･

４ 石　　経/･

5 上 の 平･･

６ 南 垣 外 ，，

７ 垣　　タト･

８ 天　　伯･/

9 柴　 宮/･

10 山 の 神･/

11 束屋々敷･･

12 向 垣 外 ，，

13 上 人 塚 ´･

14 秋 葉 社/･

15 内　 城･･

16 束 垣ﾀﾄ･･

17 北 垣ﾀﾄ 遺跡

18 西 垣 外 ，，

19 大　 束/･

20 宮 の 上/･

21 羽　 場･･

22 田　 畑･･

23 道　 角･･

24 内　 城･･

25 神 子 柴･･

26 大 清 水 ，/

27 大　 泉･･

28 北 高 根･･

29 南 高 根･･

30 荻 河 原/･

31 白木屋北･/

32 権 現 堂/･

33 高　　根遺跡

34 大 芝 束･/

35 大 芝 原･･

36 大 芝 西･･

37 大 芝 南･･

38 冨 土 塚･･

39 二 里 沢･･

40 春日道上･･

41 三本木原･･

42 大　 畑/･

43 曽 利 目･･

44 南 原A ，，

45 南 原C ，，

46 狐　 窪･･

47 九尊洞B　/，

48 九尊洞Ａ　，，

図１－ １　 南箕 輪村内 遺跡分布図
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第１章　村内遺跡の概要

し
か
し
南
殿
宮

ノ
上
遺
跡

は
非
常

に
多
く

の
遺
物
が
収
集

さ
れ
て

い
る
が
、
い

ま

だ
に
学
術
的

な
発
掘
調
査

は
行

わ
れ
て

い
な
い
。
そ

れ
で
、
今

ま
で

に
採
集

保
管

さ
れ
て

い
る
貴

重
な
遺
物

に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
図
１
１

２

に
掲

げ
て

お
く
こ

と
に
す
る
。

図
１
－

２

の
Ｉ

は
縄
文
時
代

の
磨
製
石
斧
で
あ
り
、
２
と
３

は
弥

生
時
代

の
磨

製
石

斧
で

あ
る
が
、

い
ず
れ
も
黒
曜
石
製
で
整
形
が
見
事
で
あ
り
、
丹
念

に
磨

か

れ
た
優
品
で
２

は
有
孔
で
あ

る
。
５

は
黒
曜
石
製

の
釣
針
形

に
作

ら
れ
た
石
匙
で

珍
ら
し
い
も
○
で
あ

る
。
４

は
装
身

具
と
し
て

の
有
孔
小

珠
で
あ

る
。
６

は
高

台

付

の
壷
（
瓶
）
で
土
師
器
の
早

い
時
期

の
も

の
で
あ
り
、
７

は
五

鈴
鏡
で
青
銅
製

の

県
下
で

も
珍
ら
し
い
貴
重

な
も

の
で
、

土
師
器
と
共

に
古
墳
時
代

の
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

４ 有孔小珠　 １ 磨製石斧　 ２ 磨製石斧　 ３ 磨製石斧

５ 石匙

三
　

南
箕
輪
遺
跡
一
覧
表

村
内
主
要
遺
跡
の
発
見
調
査
の
概
要
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
新
た
な
遺
跡

の
探
究
と
発
掘
調
査
は
後
日
に
期
待
し
、
現
状
に
お
け
る
遺
跡
全
体
の
概
要
を
知

る
た
め
、
過
去
に
お
い
て
収
集
さ
れ
た
遺
物
を
も
と
に
、
そ
れ
を
「
南
箕
輪
村
内

遺
跡
概
要
」
と
し
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（
表
１－

１
）

以
下
学
術
的
な
発
掘
調
査
の
行
わ
れ
た
主
要
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
に
基

づ
い
て
で
き
る
だ
け
忠
実
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
本
村
の
遺
跡
を
知
る
資
料
と

し
、
そ
の
理
解
の
参
考
資
料
と
し
て
原
始
古
代
文
化
の
編
年
表
を
掲
げ
て
お
く
こ

と
と
す
る
。（
表
Ｉ－

２
）

６　高 台付壹　　　　　　　　 ７　 五鈴鏡

図 １－ ２　南殿宮 ノ遺跡出土遺物の一部

( 清水英樹蔵)
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表１－ １　 南箕輪村内遺跡概 要

第 １章　村内遺跡の概要

番号 遺 跡 名 所 在 地 立　地 遺　　　　 構　　 ・　　 遺　　　　 物 備　　　　 考

１ 箕 輪 遺 跡 久保下
及び箕 輪町

沖 積
平　地

・縄　文　晩 期土器

・弥　生　前中後期土器（水神平式･阿島式･百瀬式）

打石斧，磨石斧，敲 打石斧,石 包丁,打石鏃

・古・平　土師器，須恵 器，灰粕陶器

祭祀木製品（木串・人形 ・馬形），木製椀

田下駄，鋤，鏃，田舟等の木製 用具

木柵等の水田，水路等の遺構

箕輪町に属する

地域が大部であ

る

(§|輪町郷土館)

２ 丸 山 々 久保 段　丘 ・縄　文　中期土器，土偶

・弥　生　後期土器( 座光寺 原式)

・古　墳　円墳(壊 滅)，直 刀， 子持勾玉

(丸 塚と呼んでい る)

丸 山古墳は丸山

遺跡に包含され

る

(倉田友 雄蔵)

３ 天王原 々 〃 台　地 ・ 平　安　 土師器

４ いし　　ご
石 経 々 〃 〃 ・弥　生　後期土器，有孔 磨石 鏃 (城取武雄蔵)

５ 上 の平 々 々 〃 ・縄　文　 中期土器，石鏃

６ 南垣外 〃 〃 〃 ・ 繩　文　 中期土器，凹石

・弥　生　 後期土器

７ 垣 外 々 塩ﾉ 井 〃 ・ 繩　文　 中期土器 （勝坂式），土偶

８ 天 伯 〃 々 〃 ・繩　文　中期土器(初頭形式･勝坂式･加曽利Ｅ式)，

土偶，竪穴住居２，打・磨 石斧，石皿，石

錘，石剣

・弥　生　 後期土器，竪穴住居

・古・平　土師器，須恵器，竪穴住居,紡錘 車,鉄製品

(村教委・外)

S42 発掘

９ 柴 宮(古宮)
〃

〃 〃 ・繩　文　中期土器，打石斧

10 山の神 々 々 台　地 ・繩　文　中期土器（加曽利Ｅ式 ），土 偶

・弥　生　後期土器

11 東屋屋敷 々 々 々 ・繩　文　磨石斧，石 剣，石棒 東邑

12 向垣外 々 〃 〃 ・縄　文　前期土器，中期土 器（加曽利Ｅ式），石匙，

黒曜石片

・弥　生　後期土器（座光寺 原式）

・古　墳　土師器

・平　安　土師器，須恵器

(村 教委)

13 上 人塚 々 々 々 ・繩　文　中期土器，打石斧

・平　安　須恵 器

14 秋葉社 々 北殿 段丘上
平地

・縄　文　石剣

・ 弥　生　後期土器

15 内 城 々 々 々 ・ 繩　文　 磨石斧

・ 古　墳　子持勾玉

J 邦



第１章　村内遺跡 の概要

16 東垣外遺跡 北殿 段丘上
平地

・弥　生　後期土器

・古　墳　土師器

17 北垣外 々 々 台　地 ・ 繩　文　打石斧

・弥　生　後期土器(座光寺原式・中島式)， 磨石斧，

石包丁

北垣外，北垣外

上を含む

18 西垣外 〃 〃 平　地 ・ 繩　文　打・磨石斧，石剣

・弥　生　 後期土器

・平　安　土 師器，須恵器

19 大 東 〃 南殿 台　地 ・弥　生　 後期土器

・平　安　須恵器

20 宮の上 々 々 々 ・ 繩　文　中期土器（初頭・勝坂式・加曽利 式）， 土

偶・ 後期土器（堀之内式）

打石斧，磨石斧，有孔 磨 石 斧 ，石 匙，石

錘，石 剣，石棒

・ 古　墳　土 師器，五鈴鏡

・平　安　須恵器，灰粕陶器

・中　世　陶 器

(清 水英樹蔵)

21 羽 場 々 田畑 々 ・繩　文　中期土器 (松 沢文吉蔵)

22 田 畑 〃 々 〃 ・繩　文　中期土器（加曽利Ｅ式），打石斧

23 道 角 々 々 々 ・縄　文　中期土器

打磨石斧 ，敲打石斧，石錘，石鏃，棒状石

斧

24 内 城 々 神子柴 〃 ・繩　文　中期土器，磨石斧

25 神子柴 〃 〃 舌状台
地

・先土器　ナイフ形石器，彫器，尖頭器，神子柴型石

斧，掻器，石刃，石核， 台石，砥石，木炭

・縄　文　早期土器( 押型文・茅 山式)， 集傑遺構

前期土器(下島式･諸磯式Ｂ・Ｃ)，配傑遺構

傑器，石鏃， 石鏃， 石匙， 石錘， 棒状石

器，石錘，不定石器，後・晩 期土 器( 堀之

内式・氷Ｉ式)

・平　安　竪穴 住居跡，土演墓１，土師器，灰粕陶器

(上伊那郷 土 館

蔵)

26 大清水 々 〃 段　丘 ・繩　文　中期土器

27 大 泉 〃 大 泉 台　地 ・弥　生　後期土器

・古・平　土師器

28 北高根合々
々 段　丘 ・繩　文　早前 期土 器(茅 山式・木島式)，竪穴住居２

中期 土器(加曽利Ｅ式)，埋甕・釣手土器

竪穴住居３，土 偶，土墳，耳栓

後晩 期土器( 堀 ノ内式・氷式)，土製 円 板

傑器，ス クレ ーパ ー，打・磨石斧，石鏃，

石匙，乳棒状石 斧，凹石，石皿，台石

・弥　生　後期土器(中島式・欠山式)，竪 穴住居 ５，

鉄製紡錘車，銅 釧， やりか んな

・中　世　陶器，竪穴住居２，柱 穴 群 ４，鉄 鈴， 刀

子，古銭

北高根Ａ，Ｂを

含む

(県教委)

S 47. 発掘
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第１章　村内遺跡の概要

29 南高根遺跡 大泉 段　丘 ・ 繩　文　早 前期土 器（茅山式・木島式）

中期土器 （平 出ⅢＡ式，加曽利Ｅ式 ）

後・晩期土器（堀之内式，氷式）

土墳，土 偶，土製円板，耳栓

疎器, スクレーパ ー,打・磨石斧，石匙，石

鏃,石皿，磨石，凹石，敲打 器，石錘，石棒

・平　安　土師器，須恵器，灰粕陶器

竪穴住居１，土 舗１， 鉄鎌，砥石， 刀子

(県教委)

S 47. 発掘

30 荻河原 〃 々 々 ・繩　文　中期工器

31 白木屋北 々 々 台　地 ・ 縄　文　中期工器，打石斧

・ 古　墳　土師器

32 権現堂 々 〃 段　丘 ・ 繩　文　中期土 器，打石斧 浄 水場 付近遺跡
が隣接

33 高 根 々 〃 々 ・ 繩　文　中期土器（加曽利Ｅ式・藤内式），上演５

・ 中　世　 陶器， 内耳土器，竪穴跡３，古銭

(県 教委)

(村 教委)

S 47. 発掘

34 大芝東 々 大芝 〃 ・ 繩　文　早期土 器（茅山式）

中期土器（踊場式・梨久保式），中期 初 頭

住居跡 （埋甕炉）

後期土器（加曽利Ｂ式）

晩期土器（氷式）

ド リル，打・磨石斧，凹 石，石鏃， ス クレ

上墳17，溝状遺構多 数

・ 弥　生　後期土器

・ 平　安　土師器，須恵 器，灰 粕陶 器，竪穴住居１

鉄鎌， 鉄釘， 鉄刀子

(県 教委)

(村 教委)

S 47. 発掘

35 大芝原 々 々 〃 ・縄　文　中期土器（加曽利Ｅ式）

後期土器

土演，打製石斧，耳栓

・弥　生　後期土器，磨 製石鏃

(県教委)

S 47.　発掘

36 大芝西 々 々 々 ・ 繩　文　中期土器（初頭形式），打石斧

・ 平　安　土師器，須恵 器

37 大芝南 々 々 台　地 ・先 土器　石刃

・縄　 文　中期土 器，石鏃，打石斧

・弥　生　 後期土器，磨製石鏃

・中　世　 古銭

(小 口忠作蔵)

38 富士凛 々 田畑 平　地 ・ 近　世　上盛 墳丘， 古銭

39 二 里沢 々 夕 々 ・ 繩　文　中期土器

40 春日道上 々 沢尻 段　丘 ・弥　生　 後期土器

41 三 本木原々 々 々 ・縄　文　中期土器 （加曽利Ｅ式） 信大農学部遺跡

を含む

S 47.　発掘

42 大 畑 々 々 台　地 ・繩　文　中期土器（加曽利Ｅ 式）打石斧 沢尻・沢尻北を
含む

討8



第 １章　村内遺跡の概要

43 曽利 目遺跡 沢尻 段　丘 ・繩　文　中期土器 (県 教委)

S47. 発掘

44 南原Ａ 々 々 扇状地 ・繩　文　中期土器

晩期土器

打石斧， 横刃形石器，有孔垂飾

(県 教委)

伊那市月 見松遺

跡隣接

S 47. 発掘

45 南原Ｃ 〃 々 台　地 ・縄　文　前期土器

46 狐 窪 々 μ 段　丘 ・縄　文　中期土器（曽利式）

・古　墳　鉄鏃

47
くそんぼら九 尊 洞 Ｂ 〃 μ 〃 ・繩　文　中期土器

・平　安　灰粕陶器

48 九尊洞Ａ〃 〃 々 ・繩　文　中期土器，石鏃

討ﾘ



第１章　村 内遺跡の概要

(『長野県史』，上伊那誌『歴史篇』をもとに近年 発掘 調査に よっ
て明 らか となった遺跡名を加え，村誌編纂 室で試案 した。　)

年 備　　　　　　考

(上伊那郡内) (南箕輪村内)

神 子柴
御 園牧ヶ 原

神子柴・大芝南

向 山・舟 山

今泉

萱野・三 ツ木

浜弓場

宮 ノ原・ カゴ田 高 根・北高根Ａ・南高根
大芝東

(夏 島貝塚夏島式)

B.C.7491 土400年

中越Ｉ

中越Ｈ・中越 皿

羽場下 ・中村・小 出城

北 高根Ａ・南高根

南 原Ｃ・向垣外

月見松

北丘Ｂ ・御殿場・ 山満

樋 口内城・尾越・鳥尾天伯

堀

大芝東

高 根・天伯

北高 根Ａ・北高根Ｂ・大芝原・三 本木原

大草

百馬太刈・十二天

新野

南高根

北高根Ａ・大芝東

真米

野 口

荒神沢・如来寺

北高根Ａ・南高根・犬芝東

刈谷原

翁 θ



第１章　村内遺跡 の概要

表1 －2　 編 年 表

実年代 花 粉 帯 時　　 代 特　　　　　 色 編

一約30,000
年前

－20,000

－10,000

－9,000

－8,000

－6,000

－4,000

－3,000

－2,000

Ｌ 帯

コ メ ツ ガ

シ ラ ビ ソ

ト　 ウ　 ヒ

マ　　　　ツ

先

土
器

心
旧
石

器
四

時
代

ナイフ形石 器の発達

局部磨製石斧 の出現

尖 頭器の普及

絹石器の発達

（中　部）　　　　　　 （関　東）

中山谷Ｘ
石子原　　　　　　　　 西之台Ｘ

杉久保Ａ Ｉ
茶臼山
男女倉Ｂ　　　　　　　 茂　呂
小　坂　　　　　　　　 前 原ｙ 上

上 ゲ屋
神子柴　　　　　　　　 仙川 Ⅲ
矢出川　　　　　　　　 月 見野IV上ＲＩ帯

ト　　ウ　　ヒ
コ メ ツ ガ
ブナ・ナラ

縄

文

時

代

草創期

土器製作の開始

弓矢と石鏃の出現

石小屋　　　　　　 隆 起線文系土器群

曽　根　　　　　　 爪形文　　 々
石小凰　　　　　　 押圧縄文　 々
増野川子石　　　　 回転縄文　 々Ｒ Ｈ帯

サ ワ グノレ ミ

シ ナ ノ キ

一ﾆ　　　　　レ

ブ　　　 ナ

ナ　　　　ラ

早　期

貝塚の形成

漁労活動の活発化

尖 底土 器と押型文 の

盛行

小集落の形成

井　草

大　丸
夏　島

工　　　　　　　　 稲
荷台

立　野　　　　　　 大浦山

樋　沢　　　　　 平　坂

絹久保　　　　　　ﾈ ‰

塞の神　　　　　　 々 上 層
子母 口
野　島
鵜 ヶ島台
茅 山上・下 層

前　期

平 底土器への移 行

集落の拡大

石匙の使用

中　越　　　　　　 花 積下 層

神ノ木　　　　　　　関　山
有　尾　　　　　　 黒　浜
南大原　　　　　　 諸 磯Ａ

上　原　　　　　　
〃 Ｂ

下　島　　　　　　 々 Ｃ
篭　畑　　　　　　 十三菩 提

中　期

環状集落の出現

打石斧の多 用

九兵衛尾根　梨久保　　　 五領 ヶ台
藤内　　 新道　　　　　　 勝坂Ｉ　阿玉台Ｉ
井戸尻Ｉ・Ｈ　格沢　　　z･H　　･ｸ　 Ｈ

々　ＨＩ　　　　　　　　 々 ｍ　　〃　 ｍ

曽　利I　・TI　　　　　　　加曽利ＥＩ
々　ｍ　　　　　　　　　　々 　　　Ｈ
々　ｙ　　　　　　　　　　〃　　　ｍ

々　Ｖ　　　　　　　　　　々 　　　ｙ

Ｒ Ⅲａ帯

ブ　　　 ナ

ナ　　　 ラ

ニ　　　　レ

コオヤマキ

後　期

中部高地の集落激減

呪術的遺物の盛行

抜歯 の風習

十　　　　　　　　 称名寺
十　　　　　　　　 堀 ノ内　 Ｔ
十　　　　　　　　　 々　　 Ｈ
十　　　　　　　　　加曽利ＢＩ
十　　　　　　　　　 々　　 Ｈ
十　　　　　　　　 曽　谷
十　　　　　　　　 安　行　Ｉ
十　　　　　　　　　　〃　　II

晩　期

集落 の河畔低地への

遷 移

亀ヶ岡文化の伝播

大　洞Ｂ

々　ＢＣ
大洞CI　 ・佐野Ｉ

々
Ｃ２　　 ク　Ｈ

〃 Ａ　　 氷 Ｉ
〃　Ｕ

弥
前　期 水稲農

耕の開始

大陸文化の伝播

（南 信）　 （東北信）　（尾張 ）　（三 河）

林 里 貝殻 山　 （樫王）
丙ま 聊　 大袖平
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第１章　村 内遺跡 の概要

大城林

五反田・樋 口内城・北城・姫宮・鳥井田 北高根Ａ・大芝東・春 日道上・天伯

堂垣外

澄心寺下 大泉・狐久保 ・丸山・久保下

菖蒲沢 天伯

中道 天伯

中道・福島 南高根・大芝東・大芝原・天伯

寺平・南羽場・カンパ垣 外

北城
高根・北高根Ａ

富士 塚

J52



第１章　村内遺跡の概要

－1,000

－　600

－　　400

生

時

代

中　期

水稲農耕の波 及定着

磨製石器の盛行

方形周溝墓 の築造

庄 の畑　　　 新諏訪　　 朝　日　　続 水神平
阿　島　　　　 十　　　 貝田町　　瓜　 郷
北　原　　　 栗　林　　 外土居　　下長 山
恒　川　　　 百　瀬　　 長　床　　長　床

後　期 鉄器 の普及
座光寺 原　　吉　田　　 寄　道
中　 島　　　 箱清水　　 欠　山Ｒ ｍｂ帯

ア カ マ ツ

ス　　　 ギ

古

墳

時

代

前　期 古墳 の築造 十　　　　　　　 五　領

中　期 鉄製武 器の増加
須恵器の生産

十　　　　　　　 和　泉

後　期 カマドの普
及

群集墳の形成
十　　　　　　　 鬼　高

古

代

奈　良
郷里の編成
寺院の建立

十　　　　　　　 真　間

平　安 灰粕陶器の搬 入 十　　　　　　　　国　分

中

世

鎌　倉 中国陶磁器の輸 入

城館の増加

土 師
質土器

中世 陶磁器
内耳土器室　町

JI江　戸 民窯の増加 近世陶磁器

巧3



第２章　神子柴遺跡

第
二
章
　

神
子
柴
遺
跡

一
　

位

置

及

び

環

境

神

子

柴

遺

跡

は

、

本

村

七

八

八

八

番

地
（
神

子

柴

区

大

清

水

）
の

畑

地
（
現

在

は
水

田

一
　
　
　
　

に

な

っ
て

い

る

）
に

あ

り

、

西

天

竜

の

一

一

－
一
…

…

……
｛

ヰ

「

｛

｝

万

難

』 ・｛
一一
。゛ 一

｝ 一

』
一一

。
・
’

一－
一

…
…
… 一

一一一

難

牛

難

］。…
…・｀・『一
、゙、。・
』・ゝ・
　
　
　

』

靉
　

詮
　

な

す

東

端

部

標

高

七

一

四

ｍ

の

所

に

”゙

、`、
　
　
　

’
　
ふ
、
　
｀
か’
７`ａ
　
　
―

』

一一
…
…

…
一

一
一・・・一

一
　

‥

な

「

」

口

・

……・
……
　
　
　
　

……

膳

靉

朧
　

図
　

五

〇

〇

皿

を

距

て

て

天

竜

川

の

流

れ

立

雖

コ

☆

半

円

七

言

難

言

難

州

口

｛

図２－ ２　 神子柴遺跡地 図（ ×）

て
清
ら
か
な
水
が
流
れ
て
い
る
。
大
清
水
の
地
名
は
こ
こ
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
段
丘
の
突
端
と
の
距
離
約
六
〇
〇
ｍ
、
天
竜
河
床
と
の
比
高

約
五
〇
ｍ
で
あ
る
。

二
　

遺
跡
発
見
の
動
機
と
経
過

昭
和
三
三
年
八
月
上
伊
那
誌
調
査
委
員
会
原
始
古
代
班
が
資
料
収
集
の
た
め
に

総
合
調
査
を
行
っ
た
際
、
南
箕
輪
小
学
校
に
ポ
イ
ン
ト
状
の
石
器
が
あ
る
の
を
数

年
前
に
見
た
こ
と
が
あ
る
と
の
委
員
よ
り
の
報
告
が
あ
っ
た
。
総
合
調
査
終
了
後

354
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の
八
月
二
（
日
林
茂
樹
が
南
箕
輪
小
学
校
を
訪
れ
調
査
し
た
結
果
、
黒
曜
石
製
ポ

イ
ソ
ト
ニ
個
を
確
認
し
た
が
、
出
土
年
月
及
び
出
土
地
は
全
く
不
明
で
あ
っ
た
。

社
会
科
主
任
の
協
力
に
よ
り
九
月
中
旬
に
採
集
者
北
原
今
朝
男
を
つ
き
と
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
林
茂
樹
が
十
数
回
に
わ
た
っ
て
現
地
調
査
を
行

っ
た
結
果
ポ
イ
ン
ト
（
尖
頭
器
）
一
個
及
び
縄
文
式
早
期
土
器
、
前
期
土
器
破

片

二
五
点
を
表
面
採
集
し
、
ほ
ぼ
出
土
地
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
神
子
柴

遺
跡
の
発
見
と
な
っ
た
。

三
　

第
一
次
発
掘
調
査

○
　

発
掘

の
主
体
・
期
日
等

１
　

遺
跡
発
掘
主
体
、
上
伊
那
誌
調
査
専
門
委
員
会

２
　

発
掘
期
日
、
昭
和
三
三
年
一
一
月
八

・
九

・
一
五

・
二
ニ

ニ

ゴ
ニ

の
五
日
間

３
　

遺
跡

の
地
層

表
面
よ
り
、
腐
植
質
黒
土
層
二
〇

四
、
黒
褐
色

土
層
二
〇
～
二
五

皿
、
軟
質
黄

褐

色
土
層
四
〇

皿
、
硬
質

黄
褐

色
土
層
三
〇
〇

皿
以
上
で
あ

る
。
黄
褐
色

土
層

は

い
わ
ゆ
る
テ
フ
ラ
層
（
以
前
は
、
こ
の
テ
フ
ラ
圈
を
ロ
ー
ム
圈
と
呼
ん
で
い
た
）
と
い
わ

れ
て

い
る
。
（
図
２
－

３
）

神
子

柴
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
第
一
次
か
ら
第
三
次
に
わ
た

っ
て
行

わ

れ

て

お

･,` 黒 土 層ド ン

匹
漸 移 層……

ソフ! テヽフラ

(軟質黄褐色土限

χ

×

ハートテフラ

噴 褐色枯上層）

黄褐色桔土層

ｖ
ｖ
　

ｖ

ｖ

ｖ

ｖ
　
ｖ

ｖ

ｖ
ｖ
　

ｖ

ｖ

ｖ

ｖ
Ⅳ
ｖ

ｖ

一

ｖ

ｖ
ｍ
ｖ

ｖ

ｐ

ｖ

ｖ
　
ｖ

ｖ

ｖ

ｖ
　
ｖ

ｖ

ｖ
ｖ
　

ｖ
ｖ

灰 褐色枯土層

順 位）

Ｈ
　

ｍ
　
　
　
　
　

Ⅳ
　
　
　
　

ｖ
　
　
　
　

９
　
　
　
　
　
　

９
　
　
　

Ｒ
］

４

土

フ

上

ｔ

図２－ ３　神子柴遺 跡地層柱

状図（ 第三 次発掘

調査報告書より）

0　　　　　30 ｍ

図２－ ４　神子柴遺跡地形 実測 ，調査地点図

り
、

そ

の
遺

跡

の
地

形

実

測
図

及

び
調

査

地

点

図

は

図

２
－

４

の

よ

う

で

あ

る

。

Ｏ
　

出

土

遺

物

１
　

石
　
　
　

器

ブ

レ

イ

ド
（
石
刃

）（
図

２
－

５
の
６
・
７
）

総

計

一
〇

個

で

、

石

質

は
黒

曜

石

、

チ

ャ

ー

ト

（
黒

珪
岩
）
、

大

理

石

、
粘

板

岩
、
玉
髄
で
、
最
大

の
も
の
は

長

さ

二

五

『

幅
四

皿
、
厚

さ
一

皿
を
示

す
。
形

態
は
日

本

か
み
そ
り
に
似
て
い

て
、
両
側

の
刃

は
き

わ
め
て
鋭

い
。
石
核

に
打
撃
を
加
え

」
枚
ず
つ
剥
が
し
て
作

っ
た
縦
長

の
剥
片

に
第
二
次
調
整

を
表
面

に
の
み
加
え
裏
面

に
は
全
く
認

め
ら
れ

な
い
。
こ
の
種
は
北
海

道
に
多
く
、
青
森
以
南

に
は
出

土
し
て

い
な
い
。
単
純

な

線
の
美
し
さ
を
保

っ
て

い
る
。

ポ

イ

ン

ト
（
尖
頭
器
）（
図
２
－

５
の
３
・
４
・
５
）
　
計
一
七

個
、
石

質

は

黒

曜

石
、
チ
ャ

ー
ト
、

玉

髄
、

フ
リ
ン
ト
（
燧
石
）
な
ど
。
最
大
の
も
の
は

長

さ

二

五

皿
、
幅
五

皿
、
厚
さ
一

０１
を
示
す
。

形

は
月
桂
樹
葉
型
の
石
槍
形

で
あ
る
。
石
核
よ
り
剥
が
し
た
剥
片
の
両
面

に
第

二
次
で

全
体

の
形
を
整
え

た
の
ち
に
、
さ
ら

に
細

か
い
調
整
を
加
え

た
も

の
で
、

翁5
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豪
壮
優
美

な
石
器
で
あ

る
。
長
い
も
の
は
短
剣
と
し
て
の
用

途
を
も

っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ

る
。
ヨ
ー
ロ
で
（

の
ソ
リ
ュ

ー
ト

レ
文
化
の
石
槍
に
最
も
似
て
お
り
、

言
匠
願
讐

神子柴遺跡出土石器（一 部）図2 －5

日

本

出

土

の

ポ
イ

ン
ト

中

の

傑

作

で

あ

り

、

ま

さ

に

石

槍

日

本

号

で

あ

る

。

白

色

大

形

の

も

の

は

累

積

さ

れ

た

形

で

検

出

さ

れ

た

が

、

か

か

る

事

例

は

未

だ

例

の

な

い

こ

と

で

あ

る

。

ス

ク

レ

イ

パ

ー
（
掻
器
）（
図
２
－

５

の
８
）

計
五

個
、

チ

ャ

ー
ト
、

玉

髄
、

大

理
石

で
縦

型

が
多

く
、

剥

片

に
第

二

次

の

調

整

を
加

え

、

縁

辺

の

一
方

に
細

か

な
削

刃

を
作

り
出

し
て

い

る
、

殼

大

の
も

の

は
長

さ

Ｉ
〇

ｍ

、

幅

四

皿
、

厚

さ

Ｉ
ｍ

を

示

す

、

前

記

石

器

と

同

様

典

型

的

な

形

を

保
持

し

て

い

る

。
石

刃

と

兼

図 ２－ ６　小 形 石 斧( 大形石斧は前掲)

用

の
も

の
も
あ
り
、
骨
角

器
の
製

造
用

に
使
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

石
斧
型
石
器
（
図
２
－

５
の
Ｉ
・

２
と
図
２
－

６
）
　
一
一
個
で
、

輝

緑
岩
、
輝
石
安
山
岩
、
泥

岩
で
短

冊
型
の
大
形
石

器
で
あ

る
。
最

大

の
も

の
は
長

さ

二

二

ｍ

、

幅

七

・
五
ｍ

、
厚
さ
三

皿
で
、
大
形

石
核

か
ら
の
剥
片

を
ポ
イ

ン
ト
と

同
じ

よ
う

な
調
整

を
加
え
末
端
を

蛤

刃
型

に
形

を
と
と
の
え
て
、
薄

く
刃

を
つ
け
た
も
の
と
、

さ
ら
に
磨

い
て

鋭

利

に
し

た
も
の
と
の
二
種
類
か
お

る
。
形

態
も
、
前

記
石

器
類

と
共
伴
し

た
の
も

本
例
が
初
見
で
あ
る
。
縄
文
式
石

斧
と
は
や
や

異
な
っ
た
様
相

を
も

っ
て

い
る
。

小
形

の
石
斧
七
三
例
ほ
ど
出
土
し
た
。
（
図
２
－

６
）

ア

ウ
ー
ル
（
ド
リ
ル
）（
石
錐
）
　
一

個
出

土
、
玉

髄
製

の
長

さ
五

四
の

多

角

錐

で

先
端
が
尖

っ
て
い
る
。
黄
赤
色

の
透
明

な
石
質
が
美
し

い
。

コ
　

ア
（
石
核
）
（
図
２
－

７
）
　
計

六
個
、
黒
曜
石
製
が
多
く
チ

ャ
ー
ト
製
も
あ

る
。
最
大

の
も
の
は
一
五
ｍ

Ｘ
一
三
ｍ

Ｘ
三
ｍ

の
楕
円
形
を
し
て
い
る
。

ポ
イ
ン

(石核)アコ図２－ ７

卜
、
ブ
レ
イ
ド
等
の
原
石
で
あ

る
。
薄
片
を
剥
が
し
た
数
条
の

剥
離
痕
が
全
面
に
あ
り
、
一
方

の
打
撃
点
か
ら
同
一
方
向
に
ほ

ぼ
平
行
に
走
っ
て
い
る
。
裏
面

に
は
不
整
な
調
整
が
見
ら
れ
、

縁
辺
の
一
部
に
細
か
な
第
二
次

調
整
を
連
続
し
て
加
え
て
刃
部

を
形
成
し
て
い
る
の
で
、
石
器

と
し
て
の
用
途
が
考
え

ら
れ

る
。
一
見
ア
フ
リ
カ
の
（

ン
ド

ア
″
ク
ス
に
似
て
い
る
。

原
　

石
　

三
個
、
粗
雑
な
加
工
を
施
し
た
黒

曜
石

製
で
煉
瓦
状
の
形

を
し
て

い

て
、
最
大
の
も
の
は
二
〇
ｍ

Ｘ
一
二

皿
×
八

皿
の
長
方
形

を
し
て

い
る
。
縁
辺

が

大
き
く
打
ち
剥

が
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
打
撃
用
石

器
で

は
な
い

か
と
考
え

ら
れ
る
。
他
に
事
例
が
な
い
。

２
　

土
　
　
　

器

翁6
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ほ
と
ん
ど
が
細
か
な
破
片
で
二
九
片
が
検
出
さ
れ
た
。
縄
文
早
期
の
初
頭
及
び

前
期
初
頭
の
繊
維
土
器
で
あ
る
。
す
べ
て
黒
土
層
及
び
黒
褐
色
土
層
か
ら
検
出
さ

れ
、
テ
フ
ラ
層
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
石
器
と
は
時
期
が
異
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

㈲

出

土

状
況

Ａ
地
点
の
第
℡
層
（
ソ
フ
ト
テ
フ
こ

中
に
お
け
る
石
器
の
平
面
分

布
は
、
図

。
1
0
0
　
　
5
0
　
　
　
０

１

--------------- 一一--------- 一一------------------------------ 一一------- 一一----------- 一一----------- 一一一----一一一------------ 一一-------- 一一-----------------

図２－ ８　神子柴遺跡出土状況実測図

２
－

８

の

ご

と

く

南

北

約

五
ｍ

、

東

西
三

ｍ

の

長

楕
円

形

に
配

列

さ

れ

た

状
態

で

検

出

さ

れ

た

が

、

こ

の
平

面

分

布

を

さ

ら

に

詳

し

く

み

る

と
、

西

部

の

ト

レ

ソ
チ

ー

に

あ

た

る

部

分

の
石

斧

旅
1
8
・
1
9
・

３

・
６

・
4
6
・
1
7
を

主

と

す

る
第

一

群

が

北

か

ら

南

西

に

か

け

て

弧

状

に
配

列

さ

れ
、

こ

れ

に

接

し

て
尖

頭

器

汝
９

・
1
0
・

‥１１一一
・
1
2
・
1
4
・
1
5
・
1
6
を

主

と

す

る

第
二

群

が

北

西

か

ら
南

東

に

か

け

て
放

射

状

に

集

積

さ

れ

、

や

や

離

れ

て

臨
2
3
・
4
5
・
2
4
の
大

形

槍
先

型

尖

頭

器
、

石

斧

を
中

心

と

す

る

第
三

群

、

や

や

離

れ

て

東

南

部

に

臨
2
6～
4
4
の
尖

頭

器

、

及

び
刃

器

、

掻

器

等

の

中
形

石

器

を

集

積

し

た
第

四

群

が

続

い
て

い

る

。

ま

た
第

一

群

の

東

北

部

に

臨
8
8
・
8
9
・
9
0
・
5
4
の
大

形

石

核

を
中

心

と

し

た
第

五

群

が

弧

状

に
配

列

さ

れ
、

そ

の

西

南

部

に

臨
7
0
の
石

斧

を
中

心

に

翫
5
5
～
6
6
・
7
4
～
9
3
の
黒

曜

石

片

第

六
戸

が

検
出

さ

れ

た

。

各
群

は

Ｉ
ｍ

内

外

の
長

さ

に
配

列

あ

る
い

は
集

積

さ

れ

た

状
態

で
、

他

の
群

と

接

触

し

つ

つ

全

体

は

長

軸
（
南
北
）
五

ｍ

、

短

軸

三

ｍ

の
楕

円

状

を

描

い

て
配

列

さ

れ
、

そ

の
中

心
部

は
無

遺

物

帯

で

あ

っ

た
が

、

住

居

跡

と

思

わ

れ

る

よ

う

な

特

別

な

遺

構

は
何

も
無

か

っ

た

。

た

だ

ト

レ

ン
チ

Ⅲ

の
中

央

部

第

三

聊

に
微

量

の
炭

化

物

が

検

出

さ

れ

た

。

ま

た
、

第

六
群

の
石

片

二

〇

数

個

は
接

合

さ

れ

た

の
で

、

剥

片

、

削

片

は

極

め

て
微

量

に

と

ど

ま

っ

た

。

地

層

は
黒

色

土
層

三

〇

皿
、

黒

褐

色

土

層

一

〇

～

一

五

皿
、

軟

質

黄

褐

色

土

層

（

ソ
フ
ト
テ

フ
ラ
）
四

〇

皿
で

そ

の
下

は
硬

質

黄

褐

色

土

層

が

四
ｍ

以

上

続

い

て

、

そ

の
下

に
僅

層

が

あ

る

。
石

器

は
テ

フ

ラ
層
下

一

〇

～

一

五

皿
の

位

置

に

同

一

レ

ベ

ル

を

も

っ

て
検

出

さ

れ

た

。

第

１

層

、

第
ｎ

層

に

は

主
と

し

て

少

数

の
土

器

片

が

散

発

的

に
検

出

さ

れ

た

に

過

ぎ

ず
、

何

の
遺

構
も

認

め

ら
れ

な

か

っ

た

。

ト

レ

ン
チ

Ⅲ

の

東

部

の

第
１

層

か

ら

前

期

末
葉

、

第

Ｈ

層

か

ら
前

期

初
頭

の

土
器

片

が

そ

の
主

な

遺

物

で

あ

っ
た

。
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四
　

第
二
次
発
掘
調
査

Ｏ
　

調
査
期
日
、
昭
和
三
四
年
一
一
月
一
三

、
一
四
日

Ｏ

調

査

結

果

Ａ

地
点
　

Ａ
地
点
を
中
心
に
そ
の
西
方
・
南
側
斜
面

等
を
試
掘
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
無
遺
物
地
帯
で
第
一
次
調
査
石

器
出
土
地
点
の
東
部
と
西
部
に
そ
れ
ぞ
れ

Ｉ

個
の
胡
瓜
形

磨
石

を
検
出
し
た
の
み
、
包
含
層
は
第
Ⅲ
層

で
あ
り
石

器
配
置

遺

構
の
一
環
を
な
す
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

Ｄ

地
点
　

試
掘
の
結
果
第
Ｔ
上
層
が
二
ｍ

の
厚

さ
に
堆

積
し
、
そ

の
中
層

か
ら
諸

磯

Ｃ

式
土
器
が
多
量
に
包
含
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認

し
た
。

Ｅ

地
点
　

試
掘
の
結
果
土
師
器
を
伴
う
竪
穴
式

住
居
三

戸
の
存
在

を
確
認
し

た

五
　

第
一
次
、
第
二
次
発
掘
に
よ
る
神
子
柴
遺
跡
の
性
格
と
間

題
点

第
一
次
及
び
第
二
次
調
査
を
通
じ
て
本
遺
跡
の
性
格
が
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
結
果
い
く
つ
か
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

ま
ず
、
第
一
に
テ
フ
ラ
層
中
に
包
含
さ
れ
た
石
器
の
特
異
性
で
あ
る
。
特
に
大

形
の
断
面
三
角
形
を
呈
す
る
石
斧
は
い
わ
ゆ
る
神
子
柴
形
石
器
の
名
が
与
え
ら
れ

た
と
お
り
、
刃
部
が
丸
馨
形
に
近
い
片
刃
の
手
斧
形
を
な
し
、
円
筒
打
法
に
よ
る

圭
麗
な
剥
離
調
整
が
加
え
ら
れ
、
中
に
は
刃
部
を
研
磨
し
た
も
の
か
お
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
シ
ベ
リ
ヤ
の
イ
サ
コ
ー
ボ
期
の
石
斧
の
系
統
を
持
つ
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
、
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
青
森
県
長
者
久
保
、
長
野
県
菅
平
唐
沢
Ｂ
遺
跡
と

と
も
に
、
丸
壁
形
石
斧
と
し
て
、
石
器
組
成
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
さ

れ
た
。

第
二
の
所
属
時
期
で
あ
る
が
、
他
の
先
土
器
時
代
の
石
器
組
成
と
異
な
る
様
相

を
持
つ
こ
と

か
ら
、
先
土
器
時
代
の
終
末
に
位
置
付

け
ら
れ
た
が
、

旧
石

器
文
化

と
の
関
係
、
縄
文
草
創
期
の
有
舌
先
頭
器
文
化
と
の
関
係
は
明

確
に
指
摘
さ
れ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
近
い
関
係
を
持

つ
尖

頭
器
文
化
や

ナ
イ
フ
形
石

器
文
化
と

の
関

係
も
明
ら
か
で
な
い
。
神
子
柴
形
石

器
の
も
つ
確
実

な
石

器
組
合
せ

は
先
土
器
時

代
の
ど
の
文
化
に
も
所
属

せ
ず
、
ひ
と
つ
の
標
準
的

な
石

器
と

な
る
性
格

を
持

ち

な
が
ら
孤
独
な
位
置
を
保
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ

る
。

第
三

に
、
石

器
配
置

遺
構
の
性
格

に
つ
い
て
で
あ

る
が
、

デ
ポ
（
倉
庫
、
物
置
）

説
・
墓
地
説
が
提
唱

さ
れ
て
い

る
が
、
発
掘
上
の
所
見
で
は
、
こ
れ
ら
を
証
拠
だ

て

る
状
況

は
全
く
検
出

さ
れ
ず
、
む
し

ろ
第
ｍ

層

に
自
然
状
態
で
埋
存
し
て
い
る

こ

と
が

看
取

さ
れ
地
表
の
住
居
跡
的
様
相
が
重
要
な
も
の
と
思

わ

れ

た
。
な

ら

ば
、

住
居
跡
的
遺

構
は
、
こ
の
丘
陵
の
う
ち

に
存
在
す
る
可
能
性
が
存
す
る
わ
け

で
あ

る
。
と
り

わ
け
丘
陵
直
下

の
南
側
く
ぼ
地
は
縄
文
土
器
・
土
師
器
が
多
く
出

土
し
て

お
り
、
そ
の
下

層

に
神
子
柴
期
の
遺
構
の
存
在
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

る
。

以
上
が
、
そ
の
問
題
の
要
約
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
発
掘
に
よ
っ
て
解
明

す
る
こ

と
が
、
第
三
次
発
掘
調
査
の
課
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

六
　

第

三

次

緊

急
発

掘

調

査

Ｏ
　

遺
跡
調
査

主
体
及
び
期
日

神
子
柴

遺
跡
緊
急
発

掘
調
査
委
員
会
、
こ

の
緊
急
発
掘
調
査
委
員
会
の
も
と
、

日
本

考
古

学
協
会
、
県
考
古

学
協
会

の
会
員

の
方

々
に
よ

る
神
子
柴
遺
跡
緊
急
発

掘

学
術
調
査
団
（
団
長
、
八
幡
一
郎
）
が
編
成
さ
れ
て
調
査
が
行
わ
れ
、
昭
和
四
三

年
一
一
月
一
四
～
二
五
日

に
発
掘
さ
れ

た
。

Ｏ

遺
構

こ

退
物

発
掘
調
査
は
図
２
１

４
の
よ
う
に
Ａ

～
Ｇ

の
七
地
点
を
決
定
し
て
行

わ
れ
た
。

翁8



第 ２章　神子柴遺跡

そ
の
結
果
明
ら
か
に
た
っ
た
遺
構
・
遺
物

は
以
下

の
記
述

の
よ
う
で
あ

る
。

Ｉ
　

Ａ

地
点
に
お
け
る
遺
構
・
遺
物

田
　

先

土
器
時
代

ア
　

遺
　
　
　

構

Ａ

地
点
内
一

部
に
多
数
の
石

器
が
楕
円

状
に
分

布
し
て

い
る
の
が
検
出

さ
れ
、

こ
れ
を
遺
構
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

Ａ

地
点
内
H
1
5
グ
リ

″
ド
東
北
部
第
Ⅲ
層
下

部
に
包
含
さ
れ
た
台
石

は
、
そ

の

周
辺
の
同

層
位
に
黒
曜
石
剥

片
が
散
乱
し
た
状
態

で
出

土
し
た
こ
と
か
ら
、
石

器

調
整
台
用

台
石

と
認
定
し
た
。
剥

片
に
自
然
面

が
多
い
点
な
と
が
ら
石

器
調
製

の

工

作
場
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
G
1
7グ
リ

″
ド
の
第
Ⅳ
層
（

Ｉ
ド
テ
フ
ラ
層
内

に
掘
ら
れ
た
一

辺
五
〇

皿
、
深

さ
六
〇

皿
の
方
形

を
し
た
ピ

″
卜
（
穴
）
の
存
在
が
明

ら
か
に
さ
れ
、

内

部

に
は
ソ
フ
ト
テ
フ
ラ
が
お
ち
こ
み
、
底
部
か
ら
黒
曜
石
剥

片
二

片
が
出

土
し
、
若

干

の
木
炭
末
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
ピ

″
卜
は
、
わ
ず
か
に
一
人
の
人
間

が
う
ず

く
ま
れ
る
程
度
の
プ
ラ
ン
で
住
居
跡
と
は
認
め
難
く
、
石

器
工

作
場
に
伴
う
施
設

と
解
さ
れ
る
。

イ
　
石
　
　
　

器

Ａ

地
点
の
第
三

層
ソ
フ
ト
テ
フ
ラ
層
か
ら
は
土
器
は
全
く
発
見

さ
れ
ず
、
石

器

又
は
剥
片
の
み
が
出
土
し
た
。
第
Ｈ

層
漸
移
層
か
ら
出
土
し
た
剥

片
を
加
え
て
九

三
点
て
あ
る
が
、
第
Ⅲ
層
か
ら
四
七
点
、
第
Ⅳ

層
か
ら
一
四
点
で
あ
っ
た
。
し
た

が

っ
て
、
第
Ⅲ
層
の
ソ
フ
ト
テ
フ
ラ
層
が
主
要
包
含
層
と
な
る
。
石

質
は
黒
曜
石

八

五

点

て

大

部

分

を

占

め
、

チ

ャ

ー

ト
四

点

、

石

英

片

岩

、

斑

れ

い

岩

、

硬

砂

岩

、

緑

泥

片

岩

各

一

点

で

あ

っ
た

。

こ

れ

ら

の

石

器

及

び

剥

片

の

う

ち
半

数

近

い

四

〇

片

が

自

然

面

を

そ

の

一

部

に

残

し

て

い

る

。

包

含

範

囲

は

、

Ａ

地

点

の

稜

線

か

ら

南

側

斜
面

に

わ

た

る
Ｇ

］１１
～
J
1
1
1
1

一
区

か

ら

Ｇ
1
8～
J
1
8区

に
か
け
て
南
北
三
〇
ｍ
、
東
西
一
五
ｍ

の
範
囲
で
、
南
北
そ

れ
ぞ

れ
二

つ
の

グ
ル
ト

フ
に
分

け
ら
れ
る
。
南
グ
ル
ト
フ
は
、
南

側
斜
面

に
位
置

し
、

一
〇
ｍ

Ｘ
六
ｍ

の
楕
円

状
に
散
布
し
、
そ

の
中

心
部

に
は
前
述

の
石

器
加
工
用

の

台
石

が
出
土
し
た
。
北

グ
ル

ー
プ
は
稜
線
上

に
近
く
位
置

し
、

比
較
的
散
発

状
態

で
出
土
し
た
。
以
下
石

器
及
び
剥
片
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ナ
イ
フ
型
石

器
（
図
２
－

９
の
１
・
２
）
　
Ａ
－
1
0
区
及

び
A
1
1
2
区

か
ら
出

土
し

た

ナ
イ
フ
型
石

器
で
、
包
含
層
位
は
と
も
に
第
Ⅲ
層

の
ソ

フ
ト
テ
フ
ラ
の
上

部
で

あ

る
。
外

の
剥
片
等
は
全
く
伴
わ
ず
、

単
独
に
二
ｍ

を
隔
て
て

出

土

し

た
。
１

は
、
長
さ
三
・
〇

皿
、
幅
一

・
四

皿
、
厚

さ
〇

・
三

皿
の
小
形

の
ず
ん
ぐ
り
し
た

ナ
イ
フ
で
、
良
質
黒
曜
石

の
縦
長
な
剥

片
を
素
材
と
し
、
そ

○
プ
ラ

″
ト

ホ
ー
ム

の
部
分
を
斜

め
に
截
断
し
、
右
縁
辺
に
鋭
い
刃

部
が
作

り
出

さ
れ
て

卜
る
。
背
部

は
左
縁
辺
に
リ

タ

″
チ
（
再
加
工
）
に
よ
る
整
形

が
丹
念
に
行

わ
れ
て

い
る
。
正
面

は
中
軸

に
並
行
し
た
三

条
の
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ

の
う
ち
右

縁
辺
の
一

条
は

プ
ラ

″
ト

ホ
ー
ム
と
は
逆
方
向
か
ら
剥

離
さ
れ
て
し
る
。
基
部
近
く
に
は
自

然
面

が
残

っ
て

卜
る
。
背
面

は
第
一
次
剥
離
の
ま
ま
で
、
基
部
の
調
整
は
両
面

と

も

に
丹
念

に
行
わ
れ
て
い
る
。
剥
離
角
は
九
〇

度
に
近

卜
。

２
は
、
１

と
同

じ

サ
イ

ズ
で
あ
る
が
柳
葉
形

を
呈
し
、
幅
が
や
や
狭
い
。
良
質

の
白
色
チ
ャ

ー
ト
の
縦
長
剥
片
を
素
材
と
し
て
い
る
。
先
端
部
を
欠
失
し
て
い
る

が
、
右
縁
辺
の
鋭
い
刃

部
は
第
一
次
剥

離
に
よ
り
生
じ
た
自
然
の
縁
辺
が
そ

の
ま

ま
利
用
さ
れ
て
い

る
。
背
部
は
リ

タ

″
チ
に
よ
り
丹
念
に
調
整
さ
れ
、
正
面

は
中

軸

に
並
行
し

た
三

条
の
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
、
基
部
も
丹
念
に
調
整
し
て

あ
る
。

背
面

は
第
一
次
剥
離
の
ま
ま
で
あ
る
。
プ
ラ

″
ト

ホ
ー
ム
の
部
分

を
基
部
と
し
て

あ
り
、
そ
の
剥
離
角
は
九
〇

度
で
あ
る
。
長
さ
三

∴
二
皿
、
幅
一

・
二

四
、

厚
さ

〇

・
三

皿
で
あ

る
。

彫
　

器
（
図
２
－

９
の
３
）
　
第
三
層
ソ
フ
ト
テ
フ
ラ
層
下

層
部

か
ら
一
点

が

出

359
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第２章　神子柴遺跡

土
し
た
。
長
さ
六
・
三

皿
、
幅
三
・
五

皿
、
厚
さ
四
ｍ

の
黒
曜
石

製
で
正
面

の
中

軸
に
並
行
し
た
剥
離
痕
が
三

条
認
め
ら
れ
る
。

先
端
部
は
正
面

側
に
対

し
四
五

度
の
剥

離
朧
が
二

つ
六
〇

度
の
角
を
も
っ
て

交

わ
り
、
極
め
て
鋭
く
尖

っ
た
先

端
が
作

り
出

さ
れ
て
い
て
、
彫
刻
刀
面

を
形
成
し

て

い
る
が
、

よ
く
観
察

す
る
と
、

ネ

ガ
チ
ブ
バ
ル
ブ
（
打
瘤
痕
）
は
両
面
と
も
認

め

ら
れ
ず
、

左
刃

は
こ

の
主
体
部
が
剥
離

さ
れ
る
以
前

に
整
え

ら
れ
た
面
で
あ
り
、

右
刃

は
裏
面

に
剥

離
の
縁

辺
部
が
残

っ
て

い
る
こ
と

か
ら
、
や

は
り
第
一
次
剥
離

以
前

に
調
整

さ
れ
て
い

た
面
で
あ

る
。
ま

た
左
縁
辺
の
中
央
部
付
近

に
刃
つ

ぶ
し

調
整
が
加
え
ら

れ
て
い

る
ほ

か
、
縁
辺
の
調
整
は
認

め
ら
れ
ず
、

プ
ラ

″
ト

ホ
ー

ム
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
て
、
剥
離
角
は
九
〇

度
で
あ

る
。
背
面

は
第
一
次
剥

離
の
ま
ま
で
打
瘤
は
薄
く
極

め
て
優
れ
た
剥

離
技
術
で
あ
る
。
宣
］正

な
彫

刻
刀
面

は
も

っ
て
い
な
し
が
、
彫
刻
刀

と
し
て
機
能
を
充
分

に
発

揮
で

き
る
石

器
で
あ

る

の
で
明
記

し
て
お
く
。

不

定
石

器
（
図
２
－
1
0
の
Ｉ
・
２
）
　
大
形

の
白
色

の
石
英
片
岩

か
ら

Ｉ
撃
の
も
と

に
剥
離

さ
れ
た
分
厚

な
大
形
剥
片
を
利
用
し
て
作
ら

れ

た

石

器
（
１
）
で
、
正

面
丸
背
面
も
第
一
次
剥
離

の
ま
ま
で
、
正
面

に
ネ
ガ
犬
フ
バ
犬
フ
が

大

き

く

残

り
、
左
側
先
端

に
大
き

な
第
二
次
調
整
を
加
え
て
鋭
い
刃
部
が
作
出

さ

れ

て

い

る
。
ま
た
右
側

の
分
厚

し
縁
辺
も
調
整
を
加
え
て
あ
る
。
上
端
か
ら
左
縁
辺
に
か

け
て
磨
滅
し

た
自
然
面
が
残

っ
て

お
り
、
川
原
石
を
利
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
Ⅲ
層
下
部

か
ら
出

土
し

た
も

の
で
、
横
八
・
四

皿
、

縦

一

二

・
七

皿
、
厚

さ

一
　・
八

皿
の
石
器
で
、
切
り
削
り
の
機
能
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２

は
Ｉ
と
同
様

に
H
1
1区
第
Ⅲ
層
上
位

か
ら
出
土
し
た
大
形
不
定
形
の
石

器
で

あ

る
。
硬

砂
岩

の
川
石
を
調
整
し

た
も
の
で
全
面
自
然
面

が
そ
の
ま
ま
利
用

さ
れ

て
い

る
。
右
縁
辺
先
端

に
最
終
的
な
一
撃
を
加
え
て
鋭
い
刃
部
を
作
り
出
し
て
い

る
。
横

二

丁

八

皿
、
朧
九
・
二

皿
、
厚
さ
三
・
五

皿
で
焼
け
て
い
る
の
か
表
面

に
酸
化
が
認
め
ら
れ
る
。

剥

片
（
図
２
－

９
の
４
～
1
6）
　
剥
片

は
第
Ⅲ
層
ソ

フ
ト
テ

フ
ラ
層

か
ら
四
五
個
、

第
Ⅳ
層
（

Ｉ

ド
テ
フ
ラ
層

か
ら
一
五
個
計
六
〇
個
が
出
土
し
た
。
外

に
第
皿
層
下

部
か
ら
出

土
し
た
も
の
三
二
片

が
あ

る
。

確
実

に
テ
フ
ラ
層
内

に
包
含

さ
れ
た
六
〇
個
を
石
質

の
面
か
ら
み
れ
ば
、
黒
曜

石
が
五

六
個
で
大
部
分
を
占

め
、
外

に
珪
岩
（
チ
十
Ｉ
ト
ゴ
ニ
片
、
緑
泥
片
岩
一
片

で
あ

る
。
大
き
さ

は
長
径
五

皿
内
外
の
も
の
が
大
部
分
を
占

め
、
形
は
縦
長
若
し

く

は
そ

れ
に
近

い
（
図
２
－

９
の
４
・
５
・
1
1・
1
2・
1
4・
1
5・
1
6）
の
が
六
〇
％

を
占

め
、
横
長
若
し
く
は
そ
れ

に
近
い
も
の
（
図
２
－

９
の
９
・
1
0・
Ｂ
）
が
四
〇
％

の
比

率
で
あ

る
。

な
お
、
正

面
は
石
核
か
ら
剥

離
さ
れ
る
以

前
の
調
整
面

お
よ
び
自
然
面

を
残
し

て
い
る
も
の
が
大
部
分
で
、
調
整
の
打
面

の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
剥

離
角

は
九
〇

度
の
も
の
が
半

数
を
占

め
（
図
２
１
９
の
２
・
３
・
７
・
Ｈ
・
1
3・
1
6）
他
は

5cm
－

図2 －10　 神子柴遺跡Ａ 地点テフ ラ層内出土石器実測 図（第

Ⅲ層）
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九
五

度
か
ら

Ｉ
〇
〇

度
内
外
（
図
２
－

９
の
1
2・
1
5）
で
あ

る
。
ま
た
背
面

は
第
一
次

剥

離
の
ま
ま
の
も
の
が
す
べ
て
で

あ
る
。
以
上

の
特

徴
に
つ
い
て
第
Ⅲ
層
出
土

の

も
の
と
第
ｎ

層
出
土
の
も
の
を
比

較
し
て
観
察

す
る
と

き
、
そ

の
差
異

は
全
く
認

め
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
同
時
点

に
お
い
て
原
石

か
ら
石

核
調
整

を
行

う
際
生
じ

た
剥

片
と
認
め
ら
れ
る
。
石
質

も
黒
曜
石

の
み
比

較
す
る
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
品
質

で
、
同
一

の
原
石

か
ら
生
じ

た
疑
い
が
大
き

い
。

台
　

石
（
図
２
１
Ｈ
、
図
２
－
1
2）
　
Ｈ
一
五
区
第
m
1
1
1

層
ソ

フ
ト
テ
フ
ラ
層
下
部

か

図2 －1 1　石器加工用台石（長さ20cm）

ら
第
Ⅳ
層
（

Ｉ
ド
テ

フ
ラ
上
部
に
か
げ
て

包
含
さ
れ
て
い
た
。

長
さ
二
〇
四
、
幅
八

ｍ
、
厚
さ
八
皿
の
青

灰
色
を
呈
し
た
砂
岩

の
自
然
面
を
利
用
し

て
、
そ
の
両
端
の
一

部
を
打
ち
剥
が
し
て

直
角
の
稜
を
整
え
て

あ
る
。

し

た

が

っ

て
、
こ
の
部
分
の
断

面

は
正

方

形

に

近

い
。
底
面
を
下

に
し

て
（

Ｉ

ド
テ

フ
ラ
の

中

に
し

っ
か
り
朧
い

こ
ん
だ
状
態
で
出

土
し
、

こ
の
周

辺
に
黒
曜
石
剥

片
が
多
く

散
乱
し
て

卜
た
こ
と

か
ら
、
石

器
調
整
用

台
石

と
認
め
ら
れ
る
。

図2 －12　 台石（中央）と加工用具

直

角
に
整
え

ら
れ
た
対
向
す

る
二

つ
の
稜

は
細

か
く
観
察
す

る
と
、
稜

線
に
細
か
な
打
撃

に
よ
る
磨
滅

の
跡

が
認

め
ら
れ
、
こ

の
部
分

が
多
く
使

用

さ
れ
た
こ
と
を
証
明

し
て

い
る
。

㈲

縄

文

時

代

ア
　

遺
　
　

構
（
図
２
－
1
3
の

１
・
２
）

第
Ｔ
Ｉ
層
下

部
か
ら
第
皿

層
に
か
け

て
石

組
遺
構
が
多
く
出
土
し
た
。
位

置
は
Ｈ

・
Ｉ

・
Ｊ

の
９

グ
リ
ッ

ド
か

ら
同

じ
く
1
0グ
リ
ッ

ド
ま
で
の
間

、

南
北
一
五
ｍ
、
東
西
九
ｍ

の
範
囲
に

Ｉ
〇

群
が
不
規
則
に
配

列
さ
れ
た
状
態
で
あ

つ
た
。
こ
の
遺
構
は
、
二
種
に
分
か
れ
、
ひ
と
つ
は
浅
い

ピ

″
卜
の
中
に
集
傑
さ

れ
た
も
の
、
ひ
と
つ
ぱ
単
に
平
地
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
集
側
の
プ

ラ
ン
は
、
集
積
さ
れ
た
も
の
と
散
乱
し
た
状
態
の
も
の
と
が
あ
る
。
集
僅
に
利
用

し
た
石
質
は
、
硬
砂
岩
や
水
成
岩
等
の
川
原
石
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
拳

大
の
も
の
が
選
択
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
大
小
多
様
の
場
合
と
が
あ
り
、
特
に
加

工
が
加
え
ら
れ
た
石
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
１
号
石
組
は
Ｇ
９
グ
リ
″
卜
に
第
２
号
と
近
接
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
直

径
七
〇
皿
の
楕
円
状
に
大
小
七
〇
個
の
牒
を
集
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
第
２
号

石
組
は
、
直
径
一
ｍ
、
深
さ
〇
・
一
五
ｍ
の
浅
い
℡
状
ピ
″
卜
内
に
集
傑
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
第
３
号
石
組
は
長
径
一
・
七
ｍ
の
楕
円
状
に
傑
が
集
合
し
、
周
辺

に
も
散
乱
状
態
が
認
め
ら
れ
た
。
第
４
号
石
組
は
、
直
径
一
・
五
ｍ
の
範
囲
に
円

形
に
ま
ば
ら
に
配
牒
さ
れ
て
お
り
、
中
心
部
に
は
全
く
啼
か
な
く
、
押
型
文
土
器

屁2
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図2 －13　石組遺構の二例
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第２章　神子柴遺跡

片
と
茅
山
式
上

器
片

を
伴

っ
て

い
た
。
第
５
号

は
、
第
４
号
と
同
じ
状
態
で
諸
磯

式
上
器
片
を
伴

っ
て
い

た
。
第
６
号
は
、
径
約
一

・
五
ｍ

に
俸
が
散
乱
し

た
状
態

で
特

に
構
造
的
な
も

の
は
認

め
ら
れ
な

か
っ
た
。
第
７
号
石
組

は
、
長
径
二
〇
ｍ

ほ
ど
の
石
を
散
布
状
態
で

Ｉ
・
五
ｍ

の
範
囲

に
わ
た

っ
て
配
置
し
、
そ

の
中

心
部

に
は
俸
を
集
積
し
て
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
前
期
最
終
末
土
器
片
と
特
殊
磨
石
を

伴

っ
て
い
た
。
第
８

号
石
組
は
、
南
北
に
長
く
配
列
さ
れ
、
中
軸

の
長
さ
は
一
三

ｍ

を
測
る
ほ
ど

の
も

の
で
あ

っ
た

。
第
９
号
石
組
及

び
第
1
0号
石
組
は
４
号
跡
、

５

号
跡
と
同
じ
く
環
状
に
配
置
さ
れ
て
お
り
諸
磯
式
土
器
を
伴

っ
て
い

た
。

以

上
の
よ
う
に
、
丘
陵
の
突

端
部
稜
線
部
分

に
展
開
さ
れ

た
石
組
遺
構
一
〇
跡

は
、
集
俸
状
の
も
の
（
１
号
・
２
号
・
３
号
・
７
号
・
８
号
）
と
配
俸
状

の
も

の
（
４

号
・
５
号
・
９
号
・
1
0号
）
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、

集
俸
状
の
も

の
は
押
型
文
土
器

を
、
配
傑
状
の
も
の
は
諸
磯
Ｃ

式
土
器
を
伴

っ
て
い
た

。
し

か
し
、
こ

の
石
組
遺

構
の
性
格
を
直
接
的
に
解
明
し
得
る
遺
物
の
状
態
は
、
明
確

に
認

め
ら
れ
な

か
っ

た

。イ
　

土
　
　
　

器

押
型
文
土
器
（
図
２
－
1
4
の
Ｉ
～
Ｈ
）
　
Ａ
地
点

に
お
け

る
集
傑
群

に
伴
出
し
た
土

器
で
あ
る

。
山
形
文
、
格
子
目
文
が
認

め
ら
れ

る
。

山
形
文
の
器
形
は
、
大
体

に
口
縁
部
は
外
反

し
て
い

る
。
１
・
２

の
口
唇
部
の

上

に
は
一
列
の
山
形
文
が
施
文
さ
れ
、
４
８

６

の
土
器
は
一
個
体

の
も

の
で
あ

る

が
、
そ
の
山
形
文
の
様
相
は
前
者
の
も
の
と
大
い

に
異
な
り
、

か
な
り
開
の

び
し

て
お
り
、
い
く
ぶ
ん
綾
杉
状
を
な
す
も
の
に
近
い
。
ま
た
口
縁
部
付
近
の
文
様
は

か
な
り
様
相
の
違

っ
た
も
の
で
あ
る
。

格

子
目
文
。
７

～
一
1
1
1
1

一
は
み
な
胴

部
破
片
で
あ
る
が
全
体
的
に
そ

の
格
玉

目
が
つ

ま

っ
た
感
じ
の
も
の
で
、
た
て
長
の
菱
形

状
を
な
す
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
山
形
や
格

子
目
の
押
型
文

ぱ
そ

０
編
年

位
置
と
し
て

は
か
な
り
新

し

匹 ’々Ｓぐ ＸｔＳ９

５

ｊ

（

有

心

Ｉ

ｌ
ｆ
↓

無

啜

7ｎ
１
１４

Ｊ八
百

-

0　　　　　　　5crn

二

12

図2 －15　神子柴遺跡Ａ地点第１層出土土器実測図図2 －14　A 地 点第 Ｈ層出土土器拓影

い

時

期

に

属

す

る

も

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。条

痕

文

を

有

す

る

土

器
（
図
２
－
1
4
の
1
2

・
1
3）
　
出

土

し

た
土

器

は

ご
く

少

量

で

あ

る

。
こ

こ

に
示

し

た

も

の

は
表

裏

と

も

に

横

走

す

る
ア

ナ

ダ

ラ

属

の

貝

に

よ

る

条

痕

が

施

さ

れ

て

い

る

。

胴

部

に

は

き

ざ

み

目

も

有

し

て

い

る

。

こ

の

土

器

の

編

年

位

置

は

茅

山

上

層
式

土

器

に

並

行

す

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

晩

期

の

土

器

（
図

2
1
1
5）
　
1
2
f
グ
リ

″
ド

の

漸

移

層

上
面

に

図

２
－
1
5
の

精

製

土

器

と

、

赤

褐

色

の

口

縁

部

を

欠

損

し

た

深

鉢
形

土

器

が

出

土

錨j
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し
た
。
出

土
状
態
と
し
て

は
粗
製

土
器
を
上

に
か
ぶ
せ

た
形
で
そ

の
下

に
精
製
土

器
が
出

土
し

た
わ
け
で
あ

る
が
、
と
も

に
半
分
し

か
存
在
し
な

か
っ
た

。
ま
わ
り

に
は
何

の
遺
構
も
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
。

こ

の
精
製
土
器
は

広
口
の
壹
形
土
器
で
、

口
唇
部
に
き
ざ
み
目
を
持
つ
は
り
瘤

を
八
個
有
し
、
肩
部

に
浮
線
の
工
字
文
を
有
し
て
文
様
帯
の
つ
ぎ
目
に
瘤
が
付
さ

れ
て
い

る
。
焼
成
は
良
好
で
黒
色
磨
研
の
土
器
で
あ
る

。
型
式
時
期
と
し
て
は
氷

Ｉ

式
（
大
洞
Ａ
式
土
器
並
行
）
土
器
で
あ

る
夕

こ
れ
ら

の
外

に
Ａ
地
点

に
お
い
て
出
土
し
た
土
器
は
、
諸
磯
Ａ
式
土
器
か
ら
中

期
最
初
頭
期

に
い
た

る
ま
で
の
も
の
が
ご
く
少
量
ず
つ
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ウ
　
石
　
　
　

器

石
　

鏃
　
（
図
２
－
1
6
の
１
～
５
）
　
出
土
点
数
七
点
を
数
え
、
素
材
に
は
ほ
と
ん

ど
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
３
は
チ
ャ

ー
ト
製
で
あ
る
。
調
整
は
第
一
次

剥
離
面
を
残
さ
ず
入
念
に
行
わ
れ
て
い
る
。
１
は
現
長
二
・
二

皿
で
、
石
鏃
中
一

番
の
大
形
品
で
あ
り
、
４

は
現
長
〇

・
九

皿
の
小
形

で
あ
る
。
３
を
除
け
ば
扶
り

込
み
は
中
程
度
で
あ
る
。
３
・
４

は
完
形

品
で
あ
る
が
、
他
の
三

点
は
脚
部
の
一

方
あ
る
い
は
全
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
５

は
石

鏃
未
製
品
と
思
わ
れ
る
。

石
　

錐
（
図
２
－
1
6
の
６
）
　
一
点
の
み
の
出
土
で
あ
る
。
長
さ
ご
∵

八

皿
、
幅

〇

・
九

皿
、
厚
さ
〇

・
六

皿
あ
り
、
断
面

は
三

角
形

を
呈
し
て
い
る
。
黒
曜
石

を

用

い
調
整
は
あ
ま
り
入
念
で
は
な
い
が
、
両

側
面

に
細
か
な
加
工
が
認
め
ら
れ
、

ス

ク
レ
ー
パ
ー
状
の
刃

部
を
作
り
出
し
て
い
る
。
裏
面

は
第
一
次
剥

離
面
を
そ
の

ま
ま
残
し
て
い
る

。
調
製
か
ら
見
れ
ば
石

錐
と
呼
ぶ
よ
り
、
ス

ク
レ

ー
パ
ー
状
石

器
と
し
て
と
ら
え
た
方
が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
。
Ｄ

地
区
出
土
。

石
　

匙
（
図
2
1
1
6の
７
～
９
）
　
三

点
出
土
し
、
す
べ
て
黒
曜
石

製

で

あ

る
。

７
・
８

は
横
長
９
は
縦
長
の
形

を
呈
す
る
。
７

は
縄
文
前
期
に
多
く
見
ら
れ
る
三

角
型
で
あ
り
、
本
品
も
お
そ
ら
く
そ
の
時
期
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。
８

は
刃

部

左
端
を
欠
損
し
て

い
る
が
か
な
り
の
大
形
品
で
あ

る
。
９

は
右
側
辺

の
み
入
念

に

刃

部
が
作

ら
れ
て

お
り
、

サ
イ
ド
ス
ク
レ
ー
パ
ー
状
石
器
と
も

と
れ

る
。
７

・
８

は
Ｄ
地
区
、
９

は
Ｃ
地
区
出

土
。

磨
製
石

斧
（
図
２
－
1
6
の
1
2）
　
発
掘

に
お
い
て
は
一
点

の
出
土
も
見
な
い
が
、

表
面
採
集

の
時
、
断
片
が
採
集
さ
れ
た

。
乳
棒
状

の
磨
製
石
斧
で
現
長

コ

丁

四

皿
で
刃
部

を
欠
損
し
て

い
る
。
緑
泥
片
岩

を
素
材
と
し
た
乳
棒
状
石
斧

の
頭
部
で

あ

る
。

打

製
石

斧
（
図
２
－
1
6
の
1
3・
1
4）
　
総
点
数
三
点
で
、
う
ち
二
点
は
粘
板
岩
を
素

材
と
し
て

卜
る
。
調
製
は
三
点
と
も
あ
ま
り
念
入
り
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い

。
Ｂ

は
風
化

に
よ
り
剥
離
面

は
は

っ
き
り
し
て
い
な
い

。
1
4は
刃

部
の
一
部
分
が
研

磨

さ

れ
て

お
り
、
他

の
面

は
す
べ
て
打
撃
に
よ
り
調
製
さ
れ
、
局
部
磨

製
の
打
製
石

斧
と
し
て
注
意
さ
れ

る
。
Ｄ

地
点
出
土

。

凹
　

石
（
図
2
1
1
6の
1
6～
1
8）
　
六
点
が
検
出
さ
れ
、
硬
砂
岩
が
素
材
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い

る
。
凹
み
は
一
つ
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
1
6の
み
二
つ
の
凹
み
が

認

め
ら
れ

る
。
凹
み
が
表
裏
両
面

に
あ
る
の
は
1
7の
み
で
他
は
す
べ
て
一
面

の
み

に
あ

る
。
側
辺
が
研

磨
さ
れ
て
い
る
の
が
多
く
、
磨
石
と
し
て
使
用

さ
れ
て
し
た

と
も
考
え
ら
れ

る
。

石
　

皿
（
図
２
－
1
6
の
1
9）
　
一
点

の
み
の
出
土
で
あ
り
、
石

質
は
硬
砂
岩
質
の

や
や
使
い
石
材
を
用

卜
て
い
る

。
表
面

は
風
化
に
よ
り
全
面

ひ
び
割
れ
て
お
り
、

剥
落
寸
前

の
様
相
を
呈
し
て
い

る
。
長
さ
二
五
・
二
『

幅
一
八
・
三

皿
で
石
且

と
し
て

は
小
型
品

に
属
す

る
。
凹
み
は
中
程
度
で
あ

る
。
Ｄ

地
点
出
土

。

磨
　

石
（
図
２
－
1
6
の
2
0～
2
2）
　
四
点
出
土
し
て
い

る
。
硬
砂
岩
を

用

い

て

お

り
、
楕
円
形

に
整
形
さ

れ
て
い

る
。
2
1は
他

の
三
点
と
は
異
な
り
細
長
い
形

を
し

て

お
り
、
石

材
は
花
尚
岩

を
用

い
て

い
る
。
全
体

に
磨
い
て
あ

る
が
風
化
に
よ
り

顕

著
に
は
認

め
ら
れ
な
い
。
基
部
底
端

に
は
研
磨
痕
が
は

っ
き
り
認

め
ら
れ
、
や

胚5



第 ２章　神子柴 遺跡

な
紳
こ

⑩

挫

酢
匯
附
回
帰
こ

0　　　　　　　　　5c ｍ

Ａ

号

彭

にＡ

な

叛
一

図2 －16　A 地点第１層及び第II 層出土石器実測図

涯G



第２章　神子柴 遺跡

や

凹
み
を
呈

し
て

お
り
他

の
磨
石
と

は
違

っ
た
用

途
に
用

い
ら
れ
て

い
た

卜
わ
ゆ

る
特

殊
磨
石
で
あ

る
。
山
形
押
型
文

の
土
器
が
伴
出
し
て

卜
る
。

石
　

錘
（
図
２
－
1
6
の
2
3）
　
一
点

の
み
検
出
さ
れ

た
。
砂
岩
質

の
石
材
を
用

い

て

お
り
、
表
面

は
風
化

に
よ
り
や
や
磨
滅
し
て

卜
る
。
長
さ
五

∴
二
『

幅
一
∇

八

皿
あ
り
、
細
長

卜
楕
円
形
を
呈
し
て
お
り
、
石
錘
の
中
で
は
小
形

に
属
す
る

。

Ｄ
地
点
出
土

。

棒
状
石
器
（
図
２
－
1
6の
2
4）
　
Ａ
地
区
よ
り
出
土
し
か
一
点
の
み
で
あ
る
。
先

端
部
両
側
縁
に
打
瑕

が
認
め
ら
れ
る
。
石

材
は
硬
砂
岩
で
断
面

は
楕

円

形

を

呈

す

。
下

部
は
欠
損
し
て

卜
る
。
石
鏃
製
造
用

の
工

具
と
考
え
ら
れ
る
。

不
定
形
石
器
（
図
２
－
1
6
の
1
0・
Ｈ
）
　
一
定
し
た
形

態
を
持

た
ず

ブ
レ
イ

ク
の
一

端
を
加
工

し
、
ス

ク
レ
イ
パ

ー
状
の
刃

部
を
持

っ
て

卜
る
も
の
を
総
称
し
た
。
大

き
さ
は
三

心
内
外

で
あ
り
、
す
べ
て

黒
曜
石
製
で

あ
る
。
Ｄ
地
点

に
多

く
出
土
し

て
お
り
、
一
〇

数
点
を
数
え
る
。

そ
の
他
の
石
器
（
図
２
－
1
6
の
1
5）

縄
文
早
期
、
前
期
に
集
中

し
て
検
出
さ
れ
て

い

る
。
い
わ
ゆ
る
断
面

台
形

を
呈
す
。
特
殊
磨

石
（
穀
摺
石
）
一
点

、
石
弾
一
点
、
チ

ョ
で
（

Ｉ
状
石
器
一
点
か
お

る
。
1
5は
長
さ

コ

∵
三

皿
、
幅

九

―一

皿
で
あ
る
。

ほ

ぼ
楕
円
形

の
形
状
を
も
ち
、
中
央
部

に
第
一
次
剥
離
面

を
残
し
、
周
囲
は
打
製

石
斧
と
同
じ
方
法
で
調
整
さ
れ
刃
部
を
作
り
出
し
て
い

る
。
裏
面
は
自
然
面

を
そ

の
ま
ま
残
し
て

卜
る
。
お
そ
ら
く
掻
器
と
し
て
使
用
し
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

㈲
　
歴

史

時

代

ア
　
出
土
状
況
（
図
２
－
1
7）

グ
リ

ッ
ド
の
ソ

フ
ト
テ

フ
ラ
を
掘
り
進

め
る
う
ち
に
褐
色
の
落
ち
込
み
が
見
ら

九
、
北
東
部

か
ら
坏
形
灰
粕
陶
器
（

―
）
と
、
婉
形

灰
粕
陶
器
（
２
）
が
横
だ
お
し
に

出
土
し
、
こ
れ
を
中
心
に
褐
色
土
の
落
ち
込
み
を
広
げ
る
と
、
南
北
二

∴

ｍ
、

東
西
Ｏ
ｔ
九
五
ｍ
の
長
方
形
の
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
。
南
北
に
セ
ク
シ
ョ
ン
（
地
層

断
面
）
を
取

り
な
が
ら
、

西
側
の
テ
フ
ラ
層

に
切
り
込

ま
れ
た

壁
を
基
準
に

掘

り

下

げ
る
と
、
南
西
部
角

の
落

ち
込
み
面

か
ら
○

∴

四
ｍ
下

に
長
首
瓶
（
３
）
、か
横

転
し
て
出
土
し

た
。
ま
た
北
側

か
ら
高
台
付
婉
（
４
）
、
南
側
か
ら
（
５
）
が
ほ
ぼ
正

墳
の
底
部

に
近

い
と
こ

ろ
か
ら
出
土
し

た
。
南
北
方
向
の
切
開
面
の
土
層
の
観
察

の
後
、
東
側
も

壁
に
そ

っ
て
掘
り
進

め
る
。
落
ち
込
み
面
か
ら
〇

・
三
六
ｍ
下

に

土

師
器
坏
形
土
器
（
６
）
が

壁
に
そ

っ
て
、
ほ
ぼ
中
央
部
か
ら
出
土
し
た
。

土
演
内

の
正
を
全
部
箇

に
よ

っ
て
、
玉
類
そ
の
他
の
遺
物
の
検
出

を

図

っ

た

、か
、
何
も
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

イ
　

土
演
墓
（
図
２
－
1
7
）

南
北
上
部
端
で
二

二

五
ｍ

、
下

部
で

Ｉ
・
九
五
ｍ
、

東
西
中

央
部
上

端
部
で

〇

・
九
八
ｍ

、
下

部
で
○

―
七
〇
ｍ

の
長
方
形

の
プ
ラ
ン
で

あ
る
。
深

さ
は
テ
フ

ラ
層
上
面

か
ら
南
側
端
で
〇

・
二
〇
ｍ

、
中

央
部
で
〇

・
二

一
ｍ
、

北

端

部

で

ﾙ

＿ － 一

丿

0　　　　　　　50　　　　　100cm¶　　　　＿　　　j　　　　　‾i
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○

△

Ｏ

ｍ

で

あ

る

。

土

演

は
テ

フ

ラ
層

を

掘

り

、

長

方

形

の

プ

ラ

ン
を

作

り

、

埋

葬

を

行

っ

た
も

の
と

思

わ
れ

る
が

人

骨

の

出

土

は
な

か

っ

た

。

南

北

の

セ

ク

シ

ョ

ン

の

観

察

に
よ

る
と

、

褐

色

土

層
（
○

∴

五
ｍ
）
と

、

黒

色

土

層
（
０

．
１
　１
ｍ
）
の

二

層

に
分

か
れ

る
が

、

図

２

・
1
8
の
遺

物

中

Ｉ

～

３

が

褐

色

土

層

、

４

８

６

が

錨Z
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こ

４

!

ｒ ゛7

∇T昌ｲ
ロ ノ

ニ ノニ ノ

10c ｍ

９
「

黒
色
土
層

か
ら
の
出
土
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
４
８

６
は
副
葬
品
と
し
て
埋
葬
し
１

～
３
は
後
の
供
献
用
と
し
て
の
意
味
が
推
考
さ
れ

る
状
態
で
あ

っ
た

。

ウ
　
遺
　
　
　

物

灰
粕
陶
器
婉
（
図
2
1
1
8の
Ｉ
）
　
口
径
コ

丁

六
皿
、
器
高
一
∵
｛
（
ｍ

、

陶
土

は
や
や
黒
味
が
か
っ
た
灰
色
で
、
胎
土
は
や
や
粗
い
。
器
形
は
高
台
が
外
方
に
開

き
、
下
半
部
か
ら
底
部
に
か
げ
て
内
傾
し
、
断
面
台
形
状
を
呈
す
。
加
部
は
緩
か

な
膨
ら
み
を
も
っ
て
口
縁
部
に
の
び
口
縁
端
に
お
い
て
稜
を
な
す
、
高
台
付
加
形

の
灰
粕
陶
器
。
器
面
の
整
形
を
み
る
と
、
第
一
段
階
は
右
ま
わ
り

の
「
ま
き
あ

図2 －18　神子柴遺跡Ａ地点土穣墓出土土師器灰紬陶器実測図

げ
」

に
よ
る
も

の
と
思

わ
れ
、
外
側

に
あ
と
を
残
し
て
い

る
。
第
二

段
階

ぱ
右

ま
わ
り
の
ろ
く
ろ
に
よ
る
内
外
面

と
も
に
「

よ
こ

な
で
」

が
行

わ
れ
整
形

が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
底
部

は
糸
切
底
で
あ

る
が
高
台
を
つ
け
る
と
き
の
よ
こ
な
で

に
よ
っ
て

消
さ
れ
て

い
る
。

高
台
は
付

け
高
台
で

あ
っ
て
、

婉
部
と
の
接
合

部
は
、

へ
ら
状
工

具

に
よ
っ
て
整
形

さ
れ
、
沈

線
が
走

る
が

台
部

の
内
外
面

は
よ
こ

な
で

が
み
ら
れ
る
。

灰

粕
陶
器
輪
花
坊
（
図
２
－
1
8
の
２
）
　
口
径
一
五

・
四
ｍ
、
器

高

四

・
八

皿
、
陶
器
は
内

側
の
粕
は
灰

黄
色
と
茶
、
淡

い
青
色
の
ま
だ

ら
状
で
あ
る
。
外

側
は
白
灰

色
で
一

部
に
緑
色
の
粕
が
か
か
る
が
、

口
縁
部
の
み
に
か
か
っ
て
い
る
。
胎
土
は
灰

黄
色
で
あ

る
。

器
形

は
胴

部
が
丸
味
を
帯
び
、

口
縁
部
に
至

っ
て

立

上

り

気

味

で
、
端
部
に
至
っ
て
外
反

す
る
。
高
台
部
は
丸
味

を
帯

び
た
台
形

を

な
す
が
、
断
面

は
底
部
端
部
に
や
や
丸
味

を
持

た
せ

る
が
方
形

の
立

上

り
を
み
せ
て

し
る
。
成
形
は
ま
き
あ
げ
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
、

外
面

に

ま
き
あ
げ
の
跡
を
残
す
が
、
粕
の
た

め
方
向
は

不

明

で

あ

る
。
第
二

段
階
は
内
外

と
も
に
右
ま
わ
り
の
ろ
く
ろ
に
よ
る
「

よ
こ

な
で
」
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
底
部
は
糸
切
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高

台
は
付
け
高
台
で
、
胴
部
と
の
接
合
は
「
よ
こ
な
で
」
に
よ
っ
て
い
る
。
底
部
の

糸
切
り
は
こ
０
「
よ
こ
な
で
」
に
よ
っ
て
外
周
が
消
さ
れ
て
い
る
。
輪
花
は
ほ
ぼ

対
称
的
に
四
か
所
行
わ
れ
て
い
る
。

灰
粕
陶
器
長
首
瓶
（
図
2
1
1
8の
３
）
　
口
縁
部
が
欠
け
て
い
る
が
、
口
縁
部
は
開

き
気
味
で
広
口
瓶
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
大
径
は
肩
に
く
る
が
、
あ
ま
り

張
ら
ず
に
緩
い
カ
リ
フ
で
あ
る
。
器
高
二
四
・
〇
ｍ
、
底
部
径
九
・
五
ｍ
。
高
台

は
台
形
を
呈
し
、
断
面
謁
二
角
形
状
で
あ
る
。
成
形
は
「
ま
き
あ
げ
」
に
よ
る
も

錨8
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の
で
、
第
二
段
階
の
整
形
は

口
縁
部

か
ら
首
部

に
か
け
て
は
、
右

ま
わ
り
の

ら
く

ら
に
よ
る
「

よ
こ

な
で
」
と
思

わ
れ
る
。
ま
仁

局
部

は
ま
わ
り

の
「

よ
こ
な
で
」

で
整
形

さ
れ
、
胴
部

か
ら
底

部
に
か
げ
て

は
右

ま
わ
り

の
ろ
く

ろ
に
よ
る
「

へ
ら

け
ず
り
」

の
手
法

が
行

わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
底
部

は
糸
切
り

に
よ
る
が
、

高
台
を
付

け
る
と
き
に
消
さ
れ
て
中

央
部

に
の
み
残

っ
て

し
る
。
接
合
部

は
内
外

面

と
も
に
「

よ
こ
な
で
」

に
よ
っ
て

い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

首
部
と
胴

部
の
接
合
は
、
内
面

に
接

合
痕
が
残
り
、

ま
た
調

整
の
差
に
よ
っ
て

知

る
こ
と
が
で
き

る
。
肩
部

と
胴
部

に
七
外
面

の
観
察

に
よ
る
と
「

よ
こ

な
で
」

「

へ
ら
け
ず
り
」

と
整
形

の
差
、
接
合

部
と
思

わ
れ
る
と
こ

ろ
に
接

合
の
ず

れ
に

よ
る
凹
み
が
見

ら
れ
、
こ

の
部
分
で
接

合
し

た
も

の
と
思

わ
れ
る
。

灰
粕

陶
器

婉
Ａ
（
図
２
－
1
8
の
４
）
　
陶
土

は
や
や
黄
味
が

か
り
胎
土

に
雲
母
が

混
入

し
て

い
る
。
口
径

は

二

∵

五

皿
、
器

高
四

・
五

皿
で
あ

る
。

器
形

は
方
形

の
付

竺

局
台
で
、
腕

部
は
段
だ
ら
か
な

カ
リ

フ
で
外
反

す
る
。
成

形

は
右

ま
わ
り
の
ら
く
ら
に
よ
る
「

ま
き
あ
げ
」

と
思

わ
れ
、
内
面
底

部
に
小
突

起
が
残
っ
て

卜
る
。
右

ま
わ
り
の
ら
く
ら
に
よ
っ
て
内
外
面

と
も
に
整
形

さ
れ
て

い
る
。
底

部
は
糸
切

り
で
あ
る
が
高
台
を
付

け
る
と
き
に
消
さ
れ
わ
ず
か
に
見
え

る
。
腕
部
と
高
台
部
の
接
合
部
は
、
へ
ら
削
り
が
行
わ
れ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た

め
接
合
部
に
沈
線
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
高
台
部
底
部
端
に
も
へ
ら
削
り

が
行
わ
れ
て
い

る
。
粕
は

ク
リ

ー
ム
色
で
、
内
外
面

と
も
に
体
部
上
半
の
み
に
施

さ
れ
て
い

る
。

灰
粕
陶
器
坊
Ｂ
（
図
2
1
1
8の
５
）
　
陶
土
は
黄
灰
色
で
粕
は
草
色

気

味

で

あ

る
。
口
径
は
一
四
・
五
『

器
高
は
五
・
五

皿
で
あ

る
。
右

ま
わ
り
の

ら
く

ら
に

よ
る
「

ま
き
あ
げ
」
で
あ

る
。
婉
部
は
内
外
面
と
も
「

よ
こ

な
で
」
で
整
形

さ
れ

た
も

の
と
思

わ
れ
、

口
縁

に
向
か
っ
て

う
す
く
た

っ
て

い
く
が
、

水
び
き

に
よ
る

「

ひ
き

だ
し
」

に
よ
る
も

の
と
思

わ
れ
る
。
口
縁
端
部

は
い
く

ぶ
ん
ふ
く

ら
み
気

味
で
あ
る
。

高
台
部
は
や
や
丸
味
を
も
つ
台
形

で
あ
る
。
こ
こ
も
右
ま
わ
り

の

「

よ

こ

な

で
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
底
部
は
糸
切
り
で
、
外
周
は
「
よ
こ
な
で
」
に
よ
っ
て

消
さ
れ
て
い
る
。

土
師
器
（
図
２
－
1
8
の
６
・
７
）
　
６
は
口
径
一
一
・
〇
ｍ

、
器
高
三
・
五

皿
、
７

は
口
径
一
〇

・
五
『

器
高
四
・
○

皿
で
あ
る
。
と
も
に
土
師
器
で
あ
る
。

右
ま
わ
り
の
「
宮
号
あ
げ
」
で
成
形

さ
れ
、
右
ま
わ
り
の
ろ
く
ろ
に
よ
る
「
よ

こ
な
で
」
で
整
形

さ
れ
て
い
る
。
器
表
示

荒
れ
て
「
よ
こ
な
で
」

○
手
順

は
判
明

し
に
く
い
。
底

部
は
一
方
向
に
平
行

な
糸
切

り
が
な
さ
れ
、
ろ
く
ろ
の
回
転
を
止

め
て
糸
切
り
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

胎
土
は
細
砂
が
混
入
し
、
色
調
は
赤
色
が
か
っ
て
し
る
。

２
　
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

・
Ｆ

地
点
の
遺
構
及
び
遺
物

∽
　

Ｂ

地
点
の
縄
文
土
器

Ｂ

地
点
の
大
部
分

に
お
い
て
は
、
そ
の
平
坦
部
に
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ

な
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ

地
点
北
東
端
の
Ｃ

地
点
へ
い
く
ぶ
ん
傾
斜
し
始

め
る
と
こ
ろ

に
少
量
の
遺
物
が
ま
と
ま

っ
て
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
地
点
は

か
な
り

黒
色
土
層
が
深
く
あ
り
、
そ

の
下
部

に
遺
物
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。
型
式
的

に
は

完
全

に
一
型
式

の
も

の
で
あ

る
。
小
波
状
を
も
つ
黒
色
薄
手
で
は
あ

る
が
焼
き
が

悪

い
土
器
で
、
堀
之
内
皿
式
土
器
と
呼
ば
れ

る
も

の
に
並
行
す

る
も

の
で
あ

る
。

Ｏ
　

Ｃ
地
点

の
縄
文
土
器

Ｃ
地
点

は
傾
斜
面
及

び
浅

い
谷

の
部
分
で
、
遺
物
が
流

れ
落

ち
た
様
相

を
も

っ

て

い
て
、
土
器

は
い
く

ぶ
ん
磨
滅
し
小
破
片

の
み
し

か
検
出

さ
れ
な

か
っ
た
。
時

期
と
し
て

は
縄

文
時
代
前

期
の
諸
磯
式
土
器

を
中

心
と
し
て

い
る
。

㈲
　
Ｄ

地
点
の
縄

文
土
器
（
図
2
1
1
9）

Ｄ

地
点
の
遺
物

包
含
層

は
、
黒
色
の
自
然
堆

積
層
て

は
な
く
、
そ

の
上

に
流
出

涯ﾘ
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第 ２章　神子柴遺跡

ヰ
積
し
た
黒
色
土
層
中
で
あ
っ
て
、
な
ん
ら
の
遺
構
面

も
検
出

さ
れ
な
か
っ
た
。

出
土
し
た
縄
文
土
器

ぱ
、
図
2
1
1
9
の
１
・
２
・
３
・
８

に
見

ら
れ
る
よ
う
に

結
節
状
浮
線
文
を
有
す
る
も
の
、
７

・
８

の
よ
う
な
ボ

タ
ン
状
突
起
と

卜
う
縄
文

時
代
前
期
下

島
式
土
器
よ
り
の
伝
統
を
残
し
た
土
器
も
残
存
し
て

お

り
、

さ

ら

に
、
結
節
を
持
た
な
い
浮
線
文
の
４
～
６
・
９
の
土
器
も
あ
り
、
地
文
に
縄
文
平

細

か
な
半
切
竹
管
文
が
施
さ
れ
て

卜
る
。
1
0～
1
3は
、
し
く
ぶ
ん
幅
広
い
隆
帯
上

に
連
続
指
圧
文
が

ほ
ど
こ
さ
れ
、
1
0
.
7
4に
は
隆
帯

に
よ

る
格
子
目
状
の
文
様
が

口
縁
部

に
施
文

さ
れ
て

い
る
。
1
4～
1
6は
半
割
竹
管

に
よ

る
す

る
と

し
平
行
線
文

及

び
幾
何

学
的
文
が

描
か
れ
、
こ

れ
は
結
節
状

浮
線
文
様

の
消
失
と
と
も

に
出
現

す
る
文
様
で
あ

る
。
1
9の
土
器

を
見

る
と
、
平
行
沈

線
の
下

に
三

角
文

の
初
現
的

な
様
相
を
み
せ
、
９９一
～
2
4に
い
た
っ
て
、

口
縁
部
の
無
文
帯
部

に
す
る
ど
く
三

角

形

に
印

刻
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
2
7・
2
8－
3
0の
土
器

に
は
半

割
竹
管

に
よ
る
格

子

目
文
が
は
と
こ
さ
れ
て

卜
る
。
3
1～
3
3・
3
5～
3
8は
縄
文
の
み
の
も
の
で

あ
る

が
各
縄
文
も
皿
（
左
れ
り
ご

皿
（
右
撚
り
）
と
あ
り
、
原
体
自
体
心
細

卜
も
の
か
ら

太

卜
も
の
ま
で
各
種
あ

っ
て
一
様
で
な

卜
。
3
6～
3
8は
結
節
縄
文
が
は
と
こ
さ
れ

て
い

る
。
3
4は
無
文
の
土
器
で
あ

る
。
3
3の
底
部
の
破
片
は
か
な
り

め
ず
ら
し

卜

も
の
で
花
弁
状
を
な
し
、
東
海
地
方
な
ど

に
も

卜
く
ら
か
見
ら
れ

る
。

以

上
、
簡
単

に
説
明
し
た
Ｄ
地
点
の
土
器
群
の
編
年
的
位
置
を
ど
こ
に
置
く
か

と

い
う
こ
と
が
問
題
と
な

る
で
あ
ろ
う

。
層
位
的
な
関
係

に
お
い
て
明
確
な
把
握

は
て
な
な

卜
が
、
様
相
と
し
て
型
式
的

に
編
年
位
置
を
示
し
得

る
で
あ
ろ
う
。
今

ま
で

の
土
器
型
式
編
年

を
応
用
す

る
な

ら
ば
、

ほ
ぼ
三
型
式

か
ら
四
型
式

に
わ
た

る
も

の
で
あ

る
が
、
１
～
３

・
７

・
８

の
よ

う
な
型
式
的

に
は
下

島
式
土
器
と
呼

ば
れ
る
も

の
に
近

い
も

の
か
ら
、
2
8・
2
9の
よ
う
に
五
領

。
台
式
土
器

に
並
行
す

る
と
思
わ
れ
る
土
器
群

ま
で
見

ら
れ
る
が
、

主
体

を
な
す
も
の
は
、
縄
文

を
地
文

と
し
て
そ
の
上

に
そ
う
め
ん
の
よ
う
な
細
か
い
粘
土

ひ
も
で
装
飾
し
・だ
も

の
や
、

半
切
竹
管
に
よ
る
平

行
線
が
き
れ
卜
に
そ
ろ
え
ら
れ
て
器
面

を
め
ぐ

っ
て
帯
状

に

文
様
を
描
き
、
口
縁
部
無
文
帯
に
三

角
形

の
印
刻
を
ほ
ど
こ
す
も
の
が
主
体

を
占

め
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

土
伊
那
地
方

に
お
卜
て
、
神
子
柴
Ｄ
地
点

に
お
い
て
示
さ
れ
た
こ
の
一
群
の
土

器

は
現
在

の
と
こ

ろ
さ

ほ
ど
明

白
に
把
握
さ
れ
て
い
な

卜
。
昭
和
四
三
年
三
～
四

月

に
か
け
て
調
査
さ
れ

把
月
見
松
遺
跡
（
伊
那
市
下

小
沢
）

に
お

し
て
は
中
期
初

頭
数
群

に
わ
た
る
時
期
で
あ

る
が
、
明
確
で
な

か
っ
た
。

㈲
　
Ｆ
地
点

の
住
居
跡
及

び
出
土
遺
物
（
図
２
－
2
0）

灰
粕
陶
器

を
伴

う
竪

穴
住
居
跡
（
図
２
－
2
0）
　
神
子
柴
遺
跡
（
Ａ
地
点
）
の
所
在

す
る
台
地
南
西
側

ふ
も
と

の
、
低
地
平
坦
部
（
Ｆ
地
点
）
に
発
見
さ
れ
、
褐
色
土
層

中

に
構
築
さ
れ
た
住
居
跡
で

あ
る
。

本
住
居
跡
は
か
ま
ど
附
近

を
若
干
残
す

の
み
で
あ
り
、
住
居
跡
の
規

模
等

は
不

明
で
あ
る
。

住
居
跡
の
落
ち
込
み
状
態
は
、

極
め
て
不
明
瞭

の
も

の
で
あ

っ
た
が
、

竪
穴
式

で
東
北
部
の
壁

に
石
芯
粘
土
製
か
ま
ど
を
具
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
壁
高
は
、

か

ま
ど
附
近
で
約
二
〇

皿
を
算
し
、
床
面

は
褐
色
土
で
あ
っ
て
、
き

わ
め
て
良
好

な

も
の
で
あ

っ
た
。
か
ま
ど
は
か
な
り
崩
れ
て
し
た
が
、

そ
の
形

状
は
実
測
図
（
図

2
1
2
0）
に
示
す
ご
と
く
で
あ

る
。

本
住
居
跡
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
器
形

の
推
定
が
一

部
可

能
な
も
の
に
灰

粕
陶

器
二
点

と
土

師
器
三
点
が
あ
り
、
そ
の
他
土

師
器
・
須
恵
器
・
灰
粕
陶
器
の
小
破

片
が
若
干
出
土
し
て
レ

る
。
図
2
1
2
0
に
示
す
土
器
は
、
１
・
２
・
３
土
師
器
、

４

・
５
灰
粕
陶
器
で
あ

る
。

土
師
器
　

い
ず
れ
も
口
縁
部
の
み
で
あ

り
、
器
形
の
状
態

は
不
明
で
あ

る
が
、

器
壁
の
状
態
よ
り
一

般
的

な
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し

か
し
、

口
縁
部

の
形
状

よ

り
、
そ
の
立
上

り
状
態
に
素
直
な
製
作

に
か
か
る
も
の
と
、
若
干
内
側

に
内
反

す

算7
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る
二
種
が
認
め
ら
れ
る
。
器
壁
か
ら
の
観
察
に
よ
る
と
い
ず
れ
も
坏
形
の
土
器
と

推
定
さ
れ
る
が
、
高
台
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。

灰
粕
陶
器
　
二
点
共
底
部
の
み
で
あ
り
、
高
台
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
台

は
い
ず
れ
も
付
け
高
台
で
あ
り
、
高
台
中
央
部
で
わ
ず
か
な
稜
を
認
め
い
わ
ゆ
る

台
形
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

底
部
よ
り
器
壁
の
立
上
り
状
態
を
推
定
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
高
台
付
坏
と
考
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

図2 －20　 神子柴遺跡Ｆ 地点出土 遺構及び遺物実測図

こ
れ
ら
の
遺
物
の
様
相
よ
り
灰
粕
・
高
台
付
坏
に
み
る
底
部
の
状
態
、

そ
れ
に
伴
う
土
師
器
・
須
恵
器
の
遺
物
類
を
初
め
、
か
ま
ど
の
状
態
等
よ

り
み
て
お
よ
そ
一
一
世
紀
末
葉
に
年
代
を
求
め
る
こ
と
が
可

能
で

あ

る

ま
た
Ａ
地
点
に
発
見
さ
れ
た
土
演
墓
と
、
こ
の
よ
う
な
住
居
跡
の
関
係

に
も
注
目
す
べ
き
必
要
が
あ
ろ
う
。

㈲
　
Ｆ
地
点
の
縄
文
土
器

Ｆ
地
点
の
縄
文
土
器
は
、
そ
の
包
含
層
が
傑
ま
じ
り
の
黒
色
土
層
中
よ

り
若
干
出
土
し
た
が
、
す
べ
て
小
破
片
で
、
諸
磯
Ｂ
式
土
器
か
ら
諸
磯
Ｃ

式
土
器
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。

七
　

第
三

次

発

掘

調

査

の

ま

と

め

神
子
柴

型
石
器
群

に
直

接
関
係
す
る
遺

構
確
認

の
目
的

を
も

っ
て
、
大

清

水
丘
陵

の
ほ
ぼ
全
域
、
東
西
一
五
〇
ｍ

、
南
北

コ

ーＯ
ｍ

の
範
囲

に
わ

た
っ
て
五
地
点

の
発
掘

を
試
み

た
わ
け
で
あ

る
。
設
定
し
た
発
掘
区

グ
リ

″
卜
数
二
〇

六
区
、
総
発
掘
面
積

コ

ー
四
四
。ｍ
を
調
査
し
た
結
果
、
Ａ
・

Ｄ
・
Ｃ
・
Ｆ
の
四
地
点

に
お
い
て
先
土
器
・
縄
文
・
平
安
各
時
代
の
遺
構

及

び
遺
物
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た

。

特
に
丘
陵
舌
端
部
の
Ａ
地
点
、
こ
こ
は
第
一
次
、
第
二
次
調
査
を
通
じ
て
遺
物

が
出
上
し
た
場
所
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
最
も
集
中
的
に
出
土
し

た
の
で
、
こ
の
地
点
に
主
力
を
お
い
て
、
Ａ
地
点
の
ほ
と
ん
ど
全
域
に
わ
た
る
九

九
〇
ｊ
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お

り
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
、
発
掘
調
査
を
通
じ
て
看
取
さ
れ
た
二
、
三
の
問
題
点
を

述
べ
て
み
た
い
。

①
ま
ず
、
神
子
柴
型
石
器
群
に
直
接
関
係
し
た
遺
構
及
び
遺
物
の
存
在
は
、
Ａ

原2
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地
点

に
限
定
さ
れ

る
結
果

を
得
た
こ
と

に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
予
想
し
た
南
側
の

Ｆ
地
点
及

び
丘

の
北
側

ふ
も
と
Ｃ

地
点

に
は
全
く
遺
物

は
発
見
さ
れ
な

か
っ
た

。

特
に
南
側
の
Ｆ
地
点

は
発
掘

の
結
果

は
テ

フ
ラ
層

は
全
く

な
く
牒
層

の
み
で
、
疎

層
直
上

に
平

安
時
代

竪
穴
住
居
跡
一
戸

が
発
見

さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
、

神
子
柴

型
石
器

の
時
期
に
は
、
ま
だ
河

床
で
生
活
条
件
は
全
く
な
く
平

安
時
代

に
至

っ
て

よ
う
や
く
安
定
し
た
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
丘

陵
中
央
部
の

Ｂ

地
点
、
西
側
高
端
部
の
Ｅ

地
点
も
全
く
無
遺
物
地
帯
で
あ
っ
た
。

結

局

Ａ

地

点
、
そ
れ
は
東
側
舌
端
部
の
谷
に
臨
ん
だ
標
高
約
七
〇
〇
ｍ

の
一
局
部
が
、
神
子

柴
期
の
範
囲
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ

に
判
明
し
た
遺
構
は
テ
フ
ラ
層
中
に
包
含
さ
れ
た
石
器
加
工
用

台
石

と
そ

の
周
辺

に
散
乱
し
た
若
干
の
石
器
と
剥
片
群
、
そ
し
て
テ
フ
ラ
層
内
に
掘
ら
れ
た

ひ
と
つ
の
小

ピ

″
卜
で
あ

る
。
こ
の
外

に
何
の
施
設
も
な
い
こ
と
か
ら
野
外
の
石

器
製
造
所
で
あ
り
、
し

か
も
比
較
的
剥
片
の
少
な
い
こ
と

か
ら
、
あ

る
一
時
点

に

営
ま
れ

た
工
作
場
で
あ

っ
た
も
の
と
認

め
ら
れ

る
。

石
器

は
彫
刻
刀
石
器
一
点
と

ナ
イ

フ
形
石
器
二
点
て
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
テ
フ

ラ
層
内

に
包
含

さ
れ
て
い

た
。
彫
刻
刀
形
石
器

は
、
真
正
な
彫
刀
面

で

は

な

い

が
、
い

わ
ゆ
る
フ
ル
ー
ト
形

の
彫
刻
刃
が
形
成

さ
れ
て

お
り
、
彫
器
と
し
て
の
機

能

は
充
分

に
発
揮
で
き

る
。
剥
離
技
術

か
ら
見
て
も
神
子
柴
型
石
器
群
と
同
じ
技

術
が
認

め
ら
れ
、
こ

の
一
群

の

セ

″
卜
の
一
翼

を
に
な
う
も

の
で
あ

る
。
青
森
県

長
者
久
保
遺
跡
出

土
の
丸
星
形
石
斧

に
伴

う
彫
器

の
Ａ
類
と
同
形
態
で
あ

り
、
彫

刀
面

が
第
一

次
剥

離
前
に
整
え
ら
れ
て
い
る
特
異
性
は
茂
呂
（
埼
玉
県
）
形

ナ
イ
フ

文
化
圏

に
伴
う
彫
器
が
、
杉
久
保
（
野
尻
湖
）
形

ナ
イ
フ
文
化
圏

の
そ

れ
に
比

較
し

て
真
正

な
も
の
が
少
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
本
遺
跡
の
彫
器

も
彫
刻
刀

と
認

め
て
よ
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

ナ
イ

フ
形
石
器
二
点
は
、
一
つ
は
茂
呂
遺
跡
出
土
の
も
の
に
、
一

つ
は

手
長
丘
（
諏
訪
）
出
土

の
も
の

に
類
似
し
て
い

る
が
い
ず
れ
も
茂
呂
形

ナ
イ
フ

に
属

す
る
も
の
で

あ
る
。
出
土

位
置

は
、
第
一

次
調
査

の
石
器
群

に
三
ｍ

ほ
ど
で
極

め

て
近

接
し
、
出

土
状
態
も
第
℡
層
ソ

フ
ト
テ

フ
ラ
層
上
部

に
単
独
で
包

含
さ
れ
て

い
た
点
等
、
明
ら
か
に
神
子
柴

型
石
器

の

セ

″
卜
と
な
る
べ
き
要

素
を
多
分

に
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
神
子
柴
石

器
群

は
、
土
器

・
石

鏃

等
を
ま

っ
た
く
伴
わ
な
い
こ
と
が
三

回
に
わ
た
る
調
査
で
確
認
さ

れ
、

別

に

彫

器
・

ナ
イ
フ
が
加
わ

る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
形
石

器
は
月

桂
樹
葉
状
槍
先
形
尖
頭
器
・
石
刃
、
打
製
及

び
局
部
磨
製
の
断
面
三

角
形

を
呈
す

る
石
斧
、
特
殊
胡
瓜
形
磨
石
、
中
形
石
器
と
し
て
丸
馨
形
石
斧
、
彫
器
、
掻
器
、

小
形
石
器
と
し
て

ナ
イ
フ
、

ド
リ
ル
等
の
組
合
わ
せ
が
構
成
さ
れ

る

こ

と

に

な

る
。
そ
し
て
こ

の
組
合

わ
せ

は
生
活
用
と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ

る
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
を
形
成
す

る
の
で
あ

る
。

こ
０

神
子
柴
イ

ン
ダ
ス
ト
リ

ー
は
、
い

わ
ゆ
る
刃
器
文
化
（

ナ
イ
フ
形
石
器
）
の

次
に
継
起
す
る
尖
頭
器
文
化

の
最

盛
期

の
姿
相

を
顕
示
し
て

お
り
、
そ

の
所
属
時

期
は
尖
頭
器

文
化

の
中

に
位
置
づ
け

ら
れ
る
べ
き
伝
統
的

性
格

を
多
分

に
持

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、

神
子
柴
型
石
器

の
系
譜

を
、
他

地
域

の

新
た
な
る
発
掘
研

究
を
待
っ
て

追
求

し
て

い
く
必
要

が
あ

ろ
う
。

ま
ぺ

第
一

次
の
石

器
群

の
出
土
状
況

に
つ
い
て

は
、
墳

墓
説
、

デ
ボ
説
か
お

る
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
、
そ

の
下
層

に
は
何

等
の
遺
構
も
認

め
ら
れ
ず
、
第

一
次
調
査
の
結
果
が
正

し
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
掘
り
込
み
や
攬

乱
の
な
い
第
Ⅲ
層
ソ
フ
ト
テ
フ
ラ
中
に
包
含
さ
れ
た
石

器
集
積
の
範
囲
は
長
径
六

ｍ

ほ
ど
の
楕
円
状
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
野
外

の
仮
設
住
居

の
如
き
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
前
述
し
た
石

器
群

○
も
つ
生
活
的
要
素
の
濃

さ
や
、
近
く

に
石
器
工
作
場
を
持
つ
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
さ
ら
に
こ
の
推
定

が
可
能

に
な
る
の
で
あ

る
。

J 門
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①
縄
文
時
代

の
遺
構
に
つ
卜
て

は
、
Ａ

地
点
の
第
１
層

及
び
第
皿
聊

に
包
含
さ

れ
た
石

組
様
遺
構
一
〇

基
の
み
で

あ
っ
た
。
集
牒

遺
構
は
早

期
中
葉

の
押
型
文
土

器
に
所

属
し
、
配

傑
遺
構
は
前

期
終

末
の
諸

磯
式
土
器

に
所
属

す
る
可
能

性
が
強

Ｘ

Ｏ

し

」
れ
ら
の
遺
構
に
つ
い
て

は
、
既

に
県
内

に
も
諸

例
示

認

め
ら
れ
る
が
こ

れ

ぱ
住
居
跡
群
に
近
い
位
置
に
あ
る
も
の
で
、
本
例
と
は
立
地
を
異
に
す
る
。
集
傑

に
つ
い
て
は
、
対
岸
の
伊
那
市
三
つ
木
遺
跡
の
押
型
文
土
器
を
伴
う
集
諜
遺
構
群

が
把
握
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
調
理
用
炉
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
解
さ

れ
て
卜
る
。
本
例
は
若
干
粗
末
な
構
造
を
も
つ
が
同
様
な
も
の
と
解
し
か
卜
。
特

に
特
殊
磨
石
や
凹
み
石
を
多
く
伴
っ
て
卜
る
こ
と
も
汪
意
し
な
け
杵
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
配
傑
遺
構
に
つ
い
て
は
、
浅
い
ピ
″
卜
を
伴
う
も
の
と
平
地
に
配

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
性
格
に
つ
卜
て
は
積
極
的
な
証
拠
が
把
握
さ
れ

て
卜
な
い
。
墓
地
と
し
て
は
構
造
か
弱
卜
の
で
、
や
は
り
生
活
跡
的
な
も
の
と
解

し
た
卜
が
今
後
の
事
例
の
発
見
に
待
ち
た
い
。
卜
ず
れ
の
遺
構
も
恒
久
的
な
施
設

で
な
く
一
時
点
に
お
い
て
仮
設
的
に
応
急
に
施
さ
れ
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
南
側
丘
陵
の
中
腹
Ｄ
地
点
に
お
い
て
は
黒
土
層
が
厚
く
、
深
さ

一
ｍ
の
層
位
に
前
期
末
土
器
片
や
石
器
が
包
含
さ
れ
た
が
竪
穴
住
居
跡
は
全
く
認

め
ら
れ
ず
、
こ
こ
も
野
外
の
生
活
跡
で
一
時
的
な
も
の
と
思
わ
れ
た
。

ま
た
、
Ａ
地
点
に
小
形
の
晩
期
土
器
が
二
個
体
重
ね
ら
れ
て
単
独
に
出
土
し
た

が
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
埋
納
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
み
で
、
積
極
的
証

拠
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
に
お
い
て
も
こ
の
丘
陵
突
端
部
及
び
丘
頂
は
直
接

生
活
を
意
味
す
る
施
設
は
営
ま
れ
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
Ａ
地
点
が
湧

水
の
豊
か
な
渓
谷
に
臨
む
丘
陵
の
東
向
き
舌
端
部
で
、
背
後
の
広
大
な
洪
積
扇
状

地
は
全
く
湧
水
が
な
く
恐
ら
く
草
原
状
を
呈
し
て
卜
た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
に
生
息

す
る
動
物
群
は
水
を
求
め
て
Ａ
地
点
下
の
湧
水
に
集
合
し
て
く
る
た
め
、
絶
好
な

狩
猟
場
と
な
っ
て
卜
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
現
在
の
小
動
物
や
小
鳥
の
動
静
を

観
察
し
た
結
果
で
も
、
明
治
時
代
に
も
こ
こ
が

猪

の
狩
場
と
さ
れ
て
い
た
と
し

う
伝
承
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

②
Ａ
地
点
に
出
土
し
た
土
墳
墓
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
副
葬
さ
れ
た
灰
粕
陶
器

か
ら
折
戸
五
三
号
期
、
す
な
わ
ち
一
一
世
紀
後
半
か
ら
コ

ー世
紀
前
半
の
時
期
に

所
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
Ｆ
地
点
に
出
土
し
た
竪
穴
住
居
跡
と
直
接
関
係
あ
る

も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
Ｆ
地
点
西
方
の
舌
端
部
に
お
卜
て
、
第
二
次
調
査
の

と
き
に
数
個
の
方
形
竪
穴
住
居
跡
群
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
卜
る
。

こ
れ
は
数
年
前
の
改
田
工
事
で
消
滅
し
た
が
、
明
ら
か
に
灰
粕
の
腕
を
伴
っ
て

い
た
。
恐
ら
く
一
一
世
紀
終
末
ご
ろ
に
こ
の
大
清
水
小
丘
陵
の
南
側
の
ゆ
る
や
か

な
低
地
が
安
定
し
、
こ
の
湿
地
帯
を
利
川
し
て
水
稲
耕
作
を
営
ん
だ
人
々
の
生
活

跡
で
、
Ａ
地
点
の
丘
陵
舌
端
部
は
、
彼
等
の
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。ま

た
こ
の
丘
陵
を
横
切
る
道
は
、
延
喜
の
古
道
東
山
道
の
道
筋
と
考
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
道
に
関
係
し
た
遺
構
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
天
竜
川
を
隔

て
た
対
岸
の
段
丘
上
に
福
島
遺
跡
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
数
亘
戸
の
集
落
跡
の
存

在
が
単
認
さ
れ
、
延
喜
○
社
員
郷
に
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
折
戸
五
三

号
期
の
灰
粕
陶
器
が
お
び
た
だ
し
く
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
と
の
関
係
も

今
後
追
求
し
て
卜
き
た
卜
。

こ
の
時
期
の
土
鵠
墓
に
つ
い
て
は
、
最
近
県
内
各
地
に
類
例
が
増

加
し
て

お

り
、
中
野
市
安
源
寺
、
更
埴
市
城
の
内
Ｄ
地
点
、
小
県
郡
桜
畑
等
の
諸
遺
跡
が
報

告
さ
れ
て
し
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
群
集
し
て
い
る
が
本
例
は
た
だ
単
独
に
存

在
し
て
お
り
、
背
後
の
社
会
構
造
の
小
さ
さ
を
示
し
て
し
る
よ
う
で
あ
る
。
然
し

な
が
ら
副
葬
さ
れ
た
灰
粕
陶
器
群
は
比
較
的
豊
富
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
時
期
に
は
火
葬
墓
、
蔵
骨
器
等
に
よ
る
埋
葬
の
盛
行
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、

原j
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社

会

の

階

級

分

化

と

仏

教

文

化

の

浸

透

度

に

よ

る

差

異

を

感

せ

し

め

る

。

こ

こ

に

土

墳

墓

の

も

つ

重

要

な

意

味

が

存

す

る

の

で

あ

り

、

今

後

に

期

待

し

た

い

。

汪

神
子

柴
遺
跡

に
つ

卜
て
の
こ
の
記
載
は
次
の
資
料
に
よ
っ
た
。

第
一
、
二
次

調
査
に
つ
い
て
は
、
神
子

柴
遺
跡

発
掘
調
査

覚
書
（

伊
那
路
三
巻
三
月
号
林
茂
樹
稿
）
、

神
子

柴
遺
跡

発
掘
調
査
略
報
（

上
伊

那
教
育
昭
和
三

十
四
年
二

十
一
号
林
茂
樹
稿

）
、
上
伊
那

誌

歴

史
篇
。
第
三
次
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
神
子

柴
遺
跡
緊
急
調
査
報
告
書
－

第
三
次
発
掘
調
査
（

南
箕

輪
村
教
育
委
員
会
）
に
依
り
主
要

部
分
を
そ
の
ま
ま
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
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第
三
章
　
大
芝
東
遺
跡

一
　

位

置

及

び
環

境

遺
跡
は
南
箕
輪
村
二
三

八
六
番
地
の
三

七
八
～
三

九
二

か
ら
、
二
三

八
〇
番

地

の
四
六
二
（
大
芝
原
）
に
あ
る
。
大
泉
川

の
右
岸
、
河

岸
段
丘
の
南
向
き
斜
面

に
位

置
す
る
。
大
泉
川

の
現
河

床
か
ら
比
高
八
ｍ
、

標
高
七

六
〇
ｍ
～
七

六
七
ｍ
で
あ

る
。
南
は
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で

花
窪
沢

ま
で

続
き
（
約
二
〇
〇
ｍ
）
、

北

は
急
崖
を

な
し
て
大

泉
川

に
お
ち
こ
む
。
こ

の
間

は
大

泉
川

の
堆

積
段
丘
で
あ

り
、
テ

フ
ラ

層

は
現
河

床
に
露
頭
が
あ
り
、

急
崖
の
鏝
下
部

に
わ
ず
か
に
み

ら
れ
る
の
み
で
あ

る
。
西
は
大

泉
川

に
沿

っ
て
帯

状
に
経

ケ
岳
山
麓
近
く

ま
で

続
き
、
東

は
老
人

ホ

図 ３－ １　大芝東・大芝原遺跡遠景（西側から望む）

中央道付近左手が大芝東、右手が大芝原遺跡

Ｉ

ム
の
東
で
切

れ
て
、
急
な
が
け

を
な
し
て

お
ち
こ
む

。

遺
跡
は
現

在
山
林
及

び
畑

と
な
っ
て

お
り
、
中

央
道
は
こ
こ

を
南
北

に
横
断
し

て
い
る
。二

　

発

掘

の

主

体
・

期

日
・

グ

リ

″
ド

の

設

定

等

発
掘
調
査

の
主
体
…
長
野
県
教
育
委
員
会
↓

長
野
県
中
央
道
遺
跡
発
掘
調
査
団

（
団
長
大
沢
和
夫
）

発
掘
期
日
・：
昭
和
四
七
年
九
月
二
二
日
～
一
〇
月
一
八
日

グ
リ

″
ド
は
中
央
道

セ
ン
タ
ー
杭
五
七
六
六
〇

を
ご
と
し
、
０１

ま
で
四
〇

～
六

○

の
間

に
設
定
し
、
Ｂ
・
Ｃ

地
区

ぱ
ほ
ぼ
全
面

に
発
掘
し
た
。
地
層
は
、
表
土
は

わ
ず

か
に
二
〇
圭

二
〇

皿
で
、

そ
の
下

に
黒
色
土
（
二
〇
～
四
Ｏ
ｍ

）
、

疎
を
含
む

茶
褐
色
土
（
一
〇
上

回

ｍ
）
、

青
灰
色
砂
利
層
へ
と
続
き
、

青
灰

色
砂
利
層
の
堆

…　 …………--･ ．　　　　　･ つ､ ｙ Ｖ

図 ３－ ２　 大 芝 東 遺 跡 地 図 （ × ）

積
は
数
ｍ

に
及
び
、
含
ま
れ
る
傑
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
角
傑
と
い
え
る
。

三
　

遺

構

と

遺

物

Ｏ
　

住
　

居
　

跡
（
図
３
－

３
）

１
　

２

号
住
居
跡

遺
　

構
　

遺
跡
の
北
寄
り
中

央
自
動
車

道
用

地

の
東
端
近

く
に
検
出

さ
れ
た
。
三
・
八
ｍ

Ｘ

三

・
七
ｍ

の
円
形

プ
ラ
ン
で
あ

る
。
壁
ぽ
か
り

あ

い
に
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
壁
高

は
北
で
、

原 日
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大芝東遺跡第3 章

四
五

門

南
で
三
五
『

東
で
二
五
『

西
は
三
五

皿
で
あ
る
。
床
面

は
青
灰

色

砂
傑
層
で
あ
る
た
め
に
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
が
良
好
で

あ
る
。
炉
は
中

央
や
や
西

寄
り
に
あ
り
、
径
八
〇

皿
、
深

さ
三

五
ｍ

の
穴
を
掘
り
、
炉
０
西
壁
に
接
し
て
深

鉢
の
胴

部
が
立
て
て
あ
っ
た
。
柱
穴

ぱ
ほ
ぼ
等
間
隔
に
四

本
あ
る
。

遺
　

物
　
出

土
遺
物

は
少
な
く
、
ほ
ぼ
器
形

を
復

元
で

き
る
土
器

は
炉
内

に
直

立
し
て

い
た
も
の
だ
げ
で

あ
る
。
半

截
竹
管
に
よ
る
平
行

線
文
、
連

続
爪
形

文
を

施
し
た
も
の
や
、

結
束
縄

文
を
有

す
る
も
の
が
あ
る
。
縄
文
時
代
中

期
初
頭
の
土

器
で

あ
る
。
石
器

は
打
製
石

斧
二

点
が
出

土
し
た
の
み
で

あ
る
。

２
　

１

号
住
居
跡

遺
　

構
　

遺
跡
の
中

央
、

中
央
自
動
車
道
用

地
西
寄
り
に
検
出

さ
れ
た
。
四

・

九
五
ｍ

Ｘ
三

・
八
五
ｍ

の
東
西
に
長
い
長
方
形

プ
ラ
ン
で

あ
る
。
主
軸
の
方

向
は

Ｎ
７００
Ｅ

で
あ
る
。
壁
は
良
好
で
あ
る
。
暗
褐
色
土
か
ら
青
灰

色
の
砂
傑
層

ま
で
掘

り
込
ん
で

あ
る
。
壁
高
は
北
二
〇
ｍ
、

南
で

Ｉ
〇
ｍ
、

西
で
一

八
ｍ
、

東
は

Ｉ
〇

皿
で
あ
る
。
床
面

は
中

央
部
が
非
常
に
堅
固

で
良
好
で

あ
る
。
北
東
側
の
床
面

ぱ

や
や
高
く
な
っ
て

い
る
。
床
面
上

に
は
焼
土
と
炭
火

材
が
多

く
散
在

し

て

い

る

が
、
床
面
自
体
は
焼
け
て
い
な
い
。
か
ま
ど
は
西
壁
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
や
や

撹
乱
を
受
げ
て
い
る
が
石
組
み
で
あ
る
。
支
脚
と
思
わ
れ
る
長
方
形
の
牒
が
中
央

附

近
に
二

個
立
て
ら
れ
て
あ
っ
た
。
焼
土
の
堆
積
は
北
袖
で
二
五
～
三
〇
ｍ

、
中

央
部
で

Ｉ
〇
～
一
五
ｍ

で
あ
る
。
北
袖
の
袖
石

の
間
に
、
土
師
器
の
坏
形

土
器
が

口
縁
を
下

に
完
全
な
形

で
出
土
し
た
。
意
識
的
に
お
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

柱
穴
は
東
壁

に
そ

っ
て
二
本
検
出
さ
れ
た
が
、
あ
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

遺
　

物
　

か
ま
ど
内

お
よ

び
か
ま
ど
の
北
側
附
近

か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
。

土

師
器
と
灰
粕
陶
器
が
あ

る
。
土

師
器
の
坏
形
土
器
（
図
３
－

４
の
２
）
、

灰
粕
陶

器

の
坏
形
土
器
（
図
３
１
４
の
３
～
４
）
、
椀
形
土
器
（
図
３
１
４
の
５
～
６
）
が
出
土

し
て
い
る
。
３
に
は
墨
書
が
見

ら
れ
、

粕
薬
を
か
け
る
前

に
書

か
れ

た

も

の

で

「
白
」
と
読

め
よ
う
。
３
～
６
は
い
ず
れ
も
付

け
高
台
で
あ
る
。
１

は
か
ま
ど
の

北
袖

に
あ

っ
た
完
形
品
で
内
面
黒
色
で
暗
文
の
施
さ
れ
た
土
師
の
坏
形

土
器
で

あ

・
　ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め

る
。
７
～
９
は
土
師
器
で
内
外
面

に
は
け
目
の
施
さ
れ
た
甕
形

土
器

片
で
あ

る
。

1
0は
土
師
器
の
釜
形

土
器
片
で
あ
ろ
う
。

1
1は
鉄
製
０
釘
、
1
2は
北
壁
に
は
り
っ

い
た
よ
う
に
し
て
出
土
し
た
鉄
鎌
で

あ

る
。

Ｏ
　
土
　
　
　
墳
（
図
３
１
５
・
６
・
７
）

上
墳
は
遺
跡
の
全
域
に
分
散
し
て
検
出
さ
れ
た
が
、
中
央
よ
り
北
側
に
特
に
多

い
。
円
形
で
上
演
内
に
黒
色
上
が
つ
ま
っ
て
い
た
土
演
1
4以
外
の
も
の
は
、
す
べ

て
砂
利
マ
ウ
ン
ド
を
も
つ
上
演
、
す
な
わ
ち
大
門
原
タ
イ
プ
に
類
す
る
も
の
で
あ

る
。
掘
り
上
げ
た
青
灰
色
砂
傑
層
を
埋
め
も
ど
し
て
あ
る
。
土
演
Ｉ
～
３
の
よ
う

に
、
い
く
つ
か
の
上
演
内
よ
り
遺
物
が
出
土
し
て
し
る
。
し
か
し
、
土
演
の
構
築

さ
れ
た
時
期
の
も
の
か
、
構
築
の
時
に
近
く
に
あ
っ
た
も
の
が
混
入
し
た
の
か
明

表３－ １　大芝東遺 跡土噴一覧表

番号
規　　 模

(ｍ)
深　さ
(cm)

形　　 状 図 番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

4.00×2.80

3.80×2.10

3,80×2.80

2.45×1.95

3.60×2.50

5.70×2.70

3.90×2.60

3.25×2.90

3.45×3.00

2.80×2.35

3.25×2.50

2.85×2.55

3.10×2.50

1.40×1.40

2.65×2.60

5.35×4.10

3.20×1.35

90

90

50

90

50

60

70

85

90

80

80

90

80

30

65

100

30

楕　　 円

々

不整円形

方　　 形

楕　　 円

不整楕円

楕　　 円

円

〃

〃

不整楕円

円

楕　　 円

円

々

卵　　 形

長楕円？

３－ ５ 図

々

μ

々

々

々

３－ ６ 図

々

々

〃

〃

〃

３－ ７ 図

々

々

々

〃

J門
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聊
ｔ
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］
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な 欧二呉J い ドTT

、　　　　Ｊφ俳‐

…
…
…
１

゛
“

卜

…
…

Ｌ

…
……
川
Ｕ

“
　
　
　
　
　
　
　
　

０
　
　

。
　

こ

回

卜

’‘ ｙ

‰

…
…
…
９

…
…
…
１

…
…
ｉ

．。一
坏
に
　
　

｛
″
　
　
　

…

…

〇
　

”
　
　
　
　
　
　

…

…
噸

’`
い…
……一
川

‥いい
‥い
ｌ
ｔ

‘・‘‥‥
。̈’Ｉ

‥‥‥い
ｔ

よ
引

躇
　

≒
　
　
　
　
　
　
　
　

卜
ぶ
　
　
　
　
　

卜
口

刈
　
　
　
　

柚
　

Ｒ

¨
似

川

ら
か
で
な
い
。
遺
物
の
出
土
し
て
い
る
土
演
は
、
特
に
遺
物
の
多
か
っ
た
遺
跡
の

北
寄
り
の
も
の
で
、
遺
物
の
少
な
か
っ
た
遺
跡
の
中
央
に
あ
る
土
演
か
ら
は
全
く

遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
。

遺
物
は
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
片
及
び
石
器
で
あ
る
。

㈲
　
溝

状

遺

構
（
図
３－

８
）

中
央
道
用
地
の
ほ
ぼ
中
央
を
、
南
北
に
走
る
溝
―
・
２
・
３
・
４
と
、
遺
跡
の

南
端
を
走
る
溝
５
・
６
の
あ
わ
せ
て
六
本
の
溝
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
溝
１
と

４
は
大
泉
川
の
急
崖
上
に
は
じ
ま
り
、
南
へ
向
か
っ
て
約
七
〇
ｍ
、
わ
ず
か
に
蛇

行
し
な
が
ら
平
行
に
走
る
。
溝
１
と
４
の
切
れ
九
地
点
か
ら
溝
２
と
３
が
同
じ
よ

う
に
平
行
し
て
二
〇
ｍ
ほ
ど
続
い
て
切
れ
て
し
る
。
こ
の
地
点
か
ら
溝
が
西
へ
向

か
っ
て
、
お
よ
そ
四
ｍ
続
い
て
切
れ
、
新
た
に
溝
５
が
西
へ
の
び
て
中

央
自

動

車
道
用
地
外
へ
続
く
。
溝
１
～
４
・
６
は
、
幅
三
〇
～
七
〇
ｍ
、
深
さ
二
〇
～
四

〇
ｍ
で
あ
る
。
溝
１
の
北
側
三
分
の
二
は
底
が
二
段
に
な
っ
て
い
る
。
溝
５
は
、

幅
約
八
〇
皿
で
外
の
も
の
よ
り
広
い
。
溝
１
と
上
墳
５
・
７
・
９
・
1
5は
切
り
合

っ
て
い
る
。
溝
・
土
墳
の
覆
土
が
酷
似
し
て
い
る
上
に
、
調
査
時
の
観
察
が
不
充

分
で
あ
っ
た
た
め
、
両
者
の
切
り
合
い
関
係
も
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
上
演

９
・
1
5の
観
察
で
は
溝
を
土
礦
が
切
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

卜
－

曳
―
↑

～

Ｉ
ザ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芯

ｉ

._- 」－一一 一一

匹

図 ３－ ８　 大芝東遺跡溝状遺構配置図

聯
　
そ
の
他
の
遺
物

遺
跡
の
北
寄
り
か
ら
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
片
が
大
量
に
出
土
し
、
中
央

部
よ
り
、
縄
文
時
代
後
期
・
晩
期
及
び
平
安
時
代
の
灰
粕
陶
器
片
が
出
土

し
た

が
、
量
的
に
は
少
な
か
っ
た
。

図
３
－

９
の
１
～
５
は
、
縄
文
時
代
早
期
茅
山
式
に
比
定
さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
６
～
７
も
縄
文
時
代
早
期
あ
る
い
は
前
期
の
土
器
片
で
あ
る
。

図
３
－

９
の
8
8
1
8は
、
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
で
あ
る
。
半
截
竹
管
に

よ
る
平
行
沈
線
文
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
口
縁
部
端
、
あ
る
い
は
口
縁
部

に
も
連
続
爪
形
文
を
施
し
、
口
縁
部
全
体
に
平
行
沈
線
に
よ
っ
て
寵
目
を
構
成
し

て
い
る
も
の
か
お
る
。
口
縁
部
端
に
連
続
爪
形
文
に
か
わ
っ
て
、
斜
条
文
を
施
し

た
も
の
も
あ
る
。
胴
部
は
縄
文
を
地
文
と
し
横
帯
の
沈
線
文
か
ら
垂
下
す
る
平
行

沈
線
文
を
施
し
、
沈
線
の
接
す
る
と
こ
ろ
に
三
角
形
陰
刻
目
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

図
の
1
7・
1
8は
結
束
縄
文
で
あ
る
。

以
上
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
は
踊
場
式
あ
る
い
は
梨
久
保
式
に
比
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
３
１
９
の
1
9
8
2
2
は
、
縄
文
時
代
後
期
、
同
図
の
2
3・
2
4は
晩
期
の
土
器
で

あ
る
。
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図
３
１

９

の
2
5は
、
櫛
描
波
状
文
を
有
す

る
弥
生
式
土
器
片
で
あ
る
。

図
３
－

９

の
2
6は
土
師
器
片
で
あ

る
。

図
3
1
1
0
の
１
～
1
8は
灰
粕
陶
器
で
１
号
住
居
跡
周
辺
よ
り
出
土

。

図
3
1
1
0
の
1
9は
鉄
鏃
、
2
0は
刀
子
切
先
で
あ
ろ
う

。

図
3
1
1
1

図
3
1
1
2
は
、
縄
文
時
代
中
期
初
頭

の
土
器
片
と
と
も

に
出
土
し

た
石
器
で
あ

る
。
図
3
1
1
1
の
Ｉ
～
‥１１一
、
図
３
－
1
2
の
１
～
５

・
1
8は
打
製
石
斧

（
外
に
多
数
有
り
）
、

図
3
1
1
2
の
４
は
大
形

の
打
製
石
斧
で
あ

る
。

図
３
－
1
2
の

６

は
磨
製
石
斧
で
、
７

は
自
然
石

の
先
端

を
打

ち
欠
き
、
柄

の
部
分

に
え
ぐ
り

の

あ

る
石
器
で
あ

る
。
同
図
８

・
1
0は
磨
石
９

・
い１１一
は
凹
石
で
あ

る
。
1
2～
1
4は
石

鏃
、
1
5は
ド
リ
ル
、
1
6・
1
7は
ス
ク
レ
イ

パ
ー
で
あ

る
。

四
　

ま
　

と
　

め

縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
住
居
跡
は
、
規
模
も
小
さ
く
、
出
土
遺
物
も
少
な
く
、

一
般
的
な
家
屋
と
考
え
る
よ
り
は
、
何
か
特
殊
の
目
的
を
持
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
七
基
に
の
ぼ
る
土
族
は
、
土
演
1
4を
除
い
て
、
大
小
の
差
は
あ
っ
て
も
同
一

の
形
態
を
な
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
大
門
原
タ
イ
プ
の
土
族
で
あ
る
が
、
大
門
原

タ
イ
プ
の
テ
フ
ラ
マ
ウ
ソ
ド
が
、
基
盤
の
ち
が
い
か
ら
砂
利
マ
ウ
ン
ド
と
な
っ
て

い
る
。
い
く
つ
か
の
土
族
内
か
ら
、
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
片
・
石
器
が
出

土
し
て
い
る
が
時
期
不
明
で
あ
る
。
性
格
に
つ
い
て
も
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

今
後
の
研
究
に
ま
ち
た
い
。

溝
状
遺
構
は
六
本
あ
る
が
、
途
中
で
切
れ
て
い
る
し
、
溝
内
の
堆
積
状
態
か
ら

考
え
て
水
路
と
は
考
え
に
く
い
。

中
央
道
川
地
外
西
方
の
一
帯
か
ら
、
灰
粕
陶
器
の
破
片
や
縄
文
時
代
の
士
器
片

が
多
く
採
集
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
遺
跡
の
中
心
は
こ
の
一
帯
に
あ
る
も
の

と

思

わ

れ

る

。

注
　

本
遺
跡
に
っ
い
て
は
「
長
野
県
中
央
道

埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書
　

南
箕
輪
村
そ

の
１

・
２
」

に
ょ

り
主
要

部
分

を
転
載

さ
せ
て
い

た
だ
い

た
。

銘7
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第
四
章
　
南
高
根
遺
跡

一

位
置
及
び
環
境

遺
跡
は
、
南
箕

輪
村
二
二
四
二
～
二
二
五

四

番

地
（
高
根
）
に
あ

る
。（
図
４
－

１
）
大

泉
川

左
岸
の
低
位
段
丘
上

に
位
置

し
て
、
現
河
床

か
ら
の

比
高
約
二
ｍ

、

標
高
七
五
七
～
七
六
一
ｍ

に
あ
る
。
南
は
大
泉
川

に
、
北
は
一

段
高
い
段
丘

の
段

丘
崖

に
限
ら
れ
た
細
長
い
段
丘
で
あ
る
。
遺
跡
は
現
在
水
田
と
畑
地
に
な
っ
て
い

る
。こ

の
幅
一
二
〇
ｍ

ほ
ど
の
段
丘
は
、
ほ
ぼ
中
央
で
二

つ
の
段
丘
に
分
か
れ
、
北

の
段
丘
崖
に
近
い
部
分
か
わ
ず
か
で
あ
る
が
高
い
。
遺
物
は
こ
の
一

帯
か
ら
出
土

し
て
い
る
。

図4 －1　 南高根遺跡地図（ ×）

二
　

発
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の

主

体

・

期
日

・

グ

リ
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設

定

等

発

掘
調
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中
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団
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団
長
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沢
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発

掘
期
日
　
昭

和
四
七
年
一
〇
月
一
四
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～
二
八
日

グ
リ

″
ド
は
中

央
道
セ
ン
タ
ー
杭
五
七
、
八
二
〇
を
（
一
と
し
一
に
ま
で
三
八
～
五

九
の
間

に
設
定
し
、
如
以
北

を
調
査
し

た
。
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地
層
は
、
遺
物
の
多
く
出
土

し
た
Ｃ
地
区
で
は
、
水
田
耕
作

土
の
下
は
、
埋
土
の
黒
褐

色

土
、
黒
褐
土
・
青
灰
色
砂
層
と

続
い
て
い
る
。
西
側
と
北
端

は
、
水
田
開
田
の
と
き
に
黒
褐

色
土
が
削
ら
れ
て
、
耕
作
土
の

下
は
す
ぐ
青
灰
色

砂
土
で
あ

る
。
Ａ
・
Ｂ
地
区
は
、
耕
作
土

の
下
に
砂
層
と
傑
層
が
互
層
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
大
泉
川

の
一
番
新
し
い
堆
積
段
丘
で
あ

る
。

ぶ銘
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O¶　　　　lj

勿 口 つ 翔
１ 号住 居跡土 填１

１

３　土埴1

図４－ ３　南高根遺跡住居跡と土礦

三
　

遺

構

と

遺

物

遺
構
は
、
平

安
時
代

住
居
跡
一
軒

と
、
土

墳
一

基
が
確
認
さ
れ
、
遺
物

は
、
縄
文

時
代
中
期
土
器

片
を
中

心
に
相
当

量
出

土
し
た
。

Ｏ
　

住
　
居
　

跡
（
図
４
１
３
）

遺
　

構
　

遺
跡

の
北
端
、

段
丘

崖
下

に
検
出
さ

れ
た
。
四

・
七
五
ｍ

Ｘ
（
四
・
〇
五
）
ｍ

の
方
形

プ

ラ
ン
で
、

主
軸
の
方

向
は
Ｎ
四
七
度
Ｗ
で
あ

る
。

壁
は
開
田

の
と
き

に
削

ら
れ
て
北
側

は
明
確
で
な

い
。
壁
高
は
南
と
北
で
約
一
〇
『

雍

は
一
五
ｍ

で

あ
る
。
床
面

は
、

住
居
跡
中

央
部
と
西
側

は
良

好
で
あ

り
、

壁
に
近
づ
く

に
つ
れ
て

は
っ
き
り
し

な
く
な
る
。
柱
穴

は
四
柱
穴
と
思

わ
れ

る
が
、
は

っ
き

り
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
床
面
の
中
央
や
や

北
寄
り

に
、
円
形
の

ピ

″
卜
が
二
個
あ

る
。

か
ま

ど

は
東

壁
の
ほ

ぼ
中
央

に
あ
り
、
石
組
粘
上

が
ま

ど
で
、
煙
道
も

よ
く
残

っ
て
い

る
。

遺
　
物
　

か
ま
ど
周
辺
及

び
住
居
０
北
半
分
か

ら
多
く
出
土
し
た

。
図
４
１

４
は
、
住
居
跡
内

出

土
の
土
師
器
・
陶
器
で
あ

る
。
１
～
６
は
土
師
器

の
杯
で
、
１
は
内
面

黒
色
で
あ
る
。
７

は
須

恵
器

の
杯
で
あ

る
。
８
～
2
4は
灰

粕
陶

器

で

あ

り
、

８
・
９
は
杯
、
1
0～
1
5は
皿
で
あ
る
。
1
6～
2
4は

破
片
で
あ

る
が
杯
と
皿

が
あ
る
。
平

安
時
代

、

｝

銘ﾘ

ブ
ミ
ミ
け

く

よ
　
　
ミ

、
べ
　

ト
ト
ニ

ト
　
ヘ
ブ

にし心
卜

蕊
千ノ

昌

⑤

１黒褐色±

2 砂土と黒褐色土混り

３焼土混り黒褐色±

4青灰色砂層

2　1号住居跡かまど(1MO)

Ｊ
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南 高根遺跡第４章

一
世
紀
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
。

鉄
器
（
図
４
１
４
）
は
刀
子
一
　（
2
5）
、
鉄
鎌
一
（
2
6）
が
北
側

ピ

″
卜
の
周
辺
よ

り
出

土
し
て

い
る
。
こ

れ
に
関
連
し
て
床
面

か
ら
砥
石
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｏ
　

土
　
　
　

演
（
図
４
１
３
）

１

号
住
居
跡
内

の
南
東

よ
り
に
検
出

さ
れ
た
。
直
径

一
〇
〇
『

深
さ
六
〇
ｍ

で
、
青
色
を
し
た
砂
層

に
掘
り
込
ん
で
あ
る
。
上
面

に
は
こ
ぶ
し
大

の
割
石

を
配

し
、
土
演
内
に
も
僕
が
約
三
〇
〇

個
ほ
ど
つ
め
て
あ
る
。
土
演
内

全
体

に
炭

が
あ

り
、
北
東
の
壁
に
焼
土
が
あ

っ
た
。
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
。
上
演
の
上
面

を

１
号
住
居
跡
の
床
面
と
し
て
お
り
、
か
ま
ど
も
壊
さ
れ
て
い
た
い
こ
と
か
ら
、
１

号
住
居
跡
よ
り
も
古

し
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
　

そ

の
他
の
遺
物

遺
構
外
出
土

の
遺
物

は
、

Ｃ
地
区

に
集
中
し
て

い
た
。

縄
文

時
代
早

期

・

前

期

・
中
期

・
後
期

・
晩
期

・
平
安
時
代

の
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
が
、
縄
文
時
代

中
期

の
も

の
が
最
も
多

い
。

縄
文

時
代
早

期
か
ら
前
期
の
土
器
　
図
４
１
５

の
１

・
２

は
器
厚
一

皿
前
後

の

も
の
で
、
胎
土

に
雲
母
や
繊
維

を
含
み
、
暗
褐
色
～
赤
褐
色

の
色
調

を
呈
す

る
。

１

は
細
隆
帯
や
沈

線
で

幾
何
学
的

に
区
画
し
、
そ

の
中

を
沈

線
、

条
痕
な
ど
で

う

め
て

あ
る
。
２

は
条
痕
文

を
施

し
て

あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
い
ず
れ
も
内
面

に

条
痕
を
施
し
て

い
る
。
茅

山
式

土
器
に
比
定
さ
れ
る
。

土
器
３
は
器
厚

ご
千

四
ｍ

の
薄
手
で
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
器
面

に
粘
土
を
は
り

つ
け
、
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
条
痕
文
を
施
し
て
あ
る
。
４

は
、
薄
手
で
焼
き
は
よ
く

堅
く
ひ
き
し
ま

っ
て
い

る
。
器
面

は
無
文
あ

る
い
は
細
線
が
施
さ
れ
、
器
内
面

に

指
痕
か
お

る
。
３

・
４

は
木
島
式

に
比
定

さ
れ
る
と
思

う
。

５

・
６

は
胎
土
に
繊
維

を
多

量
に
含
み
、
前

期
初
頭

の
も
の
で
あ

ろ
う
。

７
・
８

は
厚
手
で
繊
維
を
多
量
に
含
み
、
斜
縄
文
あ
る
い
は
羽

状
縄
文

を
施
し

た
も
の
、
あ
る
い
は
無
文
の
も
の
で
あ
る
。
縄
文
時
代
前
半
の
も
の
と
思

わ
れ

る
。縄

文
時
代
中
期
の
土
器
　
図
４
－

５
の
９
・
1
0は
半
截
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線

文
を
主
体
と
す
る
も
の
で
、
中
期
初
頭
の
土
器
片
で
あ
る
。
1
1・
1
2は
、
半
截
竹

管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
を
主
体
と
す
る
点
で
は
前
者
と
同
じ
で
あ
る
が
、
文
様
・

手
法
・
胎
土
が
全
く
ち
が
う
。
い
わ
ゆ
る
平
出
Ⅲ
Ａ
式
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
3～
1
7は
縄
文
時
代
中
期
後
半
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
の
破
片
で
あ
る
。
本
遺
跡
で

最
も
出
土
量
が
多
か
っ
た
。

縄
文
時
代
後
期
の
土
器
　
中
期
に
つ
い
で
出
土
量
が
多
い
。
図
４
－

５
の
1
8・

1
9は
、
口
縁
部
が
外
反
し
か
深
鉢
で
、
口
縁
部
に
沈
線
や
細
い
隆
帯
を

め
ぐ
ら

し
、
連
続
の
刺
突
文
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
2
0～
2
2は
「
８
の
字
」
を
し
た
隆

帯
を
張
り
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
2
3～
2
5は
、
磨
消
縄
文
を
有
す
る
も

の
で
５
．

る
。
2
6・
2
7は
、
沈
線
に
よ
つ
て
弧
状
、
渦
巻
、
直
線
な
ど
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
2
8は
無
文
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
の
大
半
は
堀
之
内
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
無
文
の
土
器
の
中
に
は
次
の
晩
期
の
土
器
屯
含
ま
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
　
図
４
－

５
の
2
9・
3
0は
、
無
文
あ
る
い
は
幅
の
広
い

沈
線
文
を
め
ぐ
ら
す
も
の
で
あ
る
。
3
1は
工
字
文
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
3
2・

3
3は
、
櫛
状
工
具
に
よ
る
擦
痕
を
有
す
る
土
器
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
晩
期
土
器
片

は
、
氷
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
４
１
６
の
１
～
５
は
、
縄
文
時
代
後
期
あ
る
い
は
晩
期
の
底
部
破

片
で
あ

る
。図

４
１

６
の
６

は
土
師
器
の
甕
形

土
器

の
破
片
で

あ
る
。

図
４
－

６

の
７
８

９
は
灰

粕
陶
器
の
破
片
で
あ
る
。
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第 ４章　南高根遺跡

図
４
－

６
の
1
0～
1
4は
鉄
製
品
で
、
一
1
1
1
1

一
は
鉄
鏃
、
1
2は
刀
子

の
切
先
、
1
4は
釘

で
あ
ろ
う
。

図
４
１

６
の
1
5～
1
9は
土
製
品
で
あ
る
。
1
5・
1
6は
円

板
で

あ

り
、
1
7
は

耳

栓
、
1
8・
1
9は
土
偶
の
破
片
で
あ
る
。

石
器
（
図
４
－

７
）
は
、
黒
曜
石
製
の
小
形
の
石
器
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
石

鏃
（
図
４
－

７
の
Ｉ
～
５
）
、
ド
リ
ル
（
６
～
９
）
、
石

匙
（
1
0・
リ

、
磨
製
石

斧
（
2
3

～
2
6）
な
ど

の
外

に
、
1
2
～
1
6の
よ
う
な
黒
曜
石
製

○
ス

ク
レ
イ

パ
ー
類
が
多
く

出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
ら

ス
ク
レ
イ

パ
ー
は
縄
文
時
代
早
期
あ
る
い
は
前
期
の
土

器
と
伴
出
す

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。
図
中
1
7～
2
2は
打
製
石
斧
、
2
3～
2
6は
磨
製

石
斧
、
2
7・
2
8は
凹
石
、
2
9は
磨
石
、
3
0は
石
鍾
で
あ

る
。
3
2は
石
棒
の
一
部
で

あ

る
。
ま
た
、
3
1の
よ
う
な
円
石
も
数
個
出
土
し
て
い

る
。

四
　

ま
　

と
　

め

調
査

開

始

の

初

日

よ

り
、

縄

文

時
代

中

期

の
土

器

片

が
大

量

に
出

土

し
、

お

お

い

に

期

待

が

持

た

れ

た

。

し

か

し
、

こ

れ

ら

の

遺
物

の
大

部
分

は
、

水

田

耕
作

土

の
下

の

埋

め

土

の

中

か

ら

出

土

し

た

も

の

で

あ

る

。

開

田

の

時

に

運

ば

れ
て

き

た

も

の

で

、

お

そ

ら

く

遺

構

は

そ

の

時

に

破

壊

さ

れ

て

し

ま

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

大

泉
川

の

細

長

い

低

位

段
丘

面

の

微

高

地

で

は

お

お
く

の
遺

物

が

採

集

さ

れ

る

。

南

高

根

遺

跡

も

中

央

自

動

車

道
用

地
外

、

大

泉
川

上

流

に
延

び
て

い

る
も

の

と

思

わ

れ

る

。

当

遺

跡

出

土

の

縄

文

時
代

早

期

か

ら

前

期

に

か

け

て

の
遺

物

は
、

伊

那

谷

の
こ

の

時

期

の

研

究

に

一

つ

の

問
題

を

提

供

す

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

黒
曜

石

製

の

ス

ク

レ
イ

パ

ー
類

と

と

も

に

さ

ら

に

検

討

を

加

え

た

い

。

注
　
本
遺
跡
に
つ
い
て
は
「
長
野
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書
　
南
箕
輪
村
そ

の
１
・
２
」
に
よ
り
そ
の
主
要
部
分
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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第 ５章　北高根Ａ遺跡

第
五
章
　
北
高
根
Ａ
遺
跡

一
　

位

置

及

び
環

境

遺
跡
は
、
南
箕
輪
村
二
一
三

六
～
二
一

八
五
番

地
（
高
根
）
に
あ
る
。
大

泉
川

の

北
現
河

床
か
ら
の
比
高
約
七
ｍ

、
標
高
七

六
〇
～

七
六
四
ｍ

で
あ
る
。
遺
跡
は
現

在
水
田

に
な
っ
て
い
る
。

図 ５－ １　 北高根遺跡全景（西方 より写す）1983.11 （中央道

ガ ード下は大萱 線この北（左）一 帯が遺跡 である）

二
　

発

掘

の

主

体

・

期
日

・

グ

リ

″
ド

の

設

定
等

発

掘
調
査

の
主
体
：
良

野
県
教
育
委
員
会
↓

長
野
県
中
央
道

遺
跡
発
掘
調
査
団

（
団
長
大
沢
和
夫
）

発

掘
期
日
　

昭
和
四
七
年
一
〇
月
二

六
日
～
一
二
月

グ
リ

″
ド
は
中

央
道
セ
ン
タ
ー
、
杭
五
七
九
六
〇

を
ＡＡ 九
と
し
、
皿

ま
で
4
1～
5
7

図5 －2　 北高根Ａ遺跡地図(×)
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第５章　北 高根Ａ 遺跡

ズ
ル
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⑧
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ド
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１
　
　
　

０
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・
〇
土

｝
　
　

土

レ

ル
ニ

３
’

Ｏ

゛
‐３往

ｙ

ｄ

（

い
四

ぷ

＼

ホ

北高根Ａ 遺跡遺構配置図図5 －3

の
間
に
設
定
し
、
ほ
ぼ
全
面
発

掘
し

た
。地

層
は
、
Ａ
地
区
で
は
水
田
耕
作
土

の
下
は
す
ぐ
青
灰
色
砂
利
層
で
あ
る
。

北
へ
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
耕
作
土
の

下
の
黒
褐
色
土
・
茶
褐
色
土
の
堆
積
が

厚
く
な
り
、
青
灰
色
砂
利
層
と
な
る
。

大
泉
川
の
対
岸
、
大
芝
東
遺
跡
の
地
層

と
酷
似
し
て
い
る
。

三
　

遺

構

と

遺

物

今
回
の
調
査
で
、
縄
文
時
代

前
期
の

住
居
跡
二

軒
、
中
期
の
住
居
跡
三
軒
、

弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
五
軒
、
中
世

の
住
居
跡
二
軒
、
及
び
柱
穴
群
四

、
溝

状
遺
構
、
上
演
三
七
基
が

検

出

さ

れ

た
。
住
居
跡

は
遺
跡

の
南
側

に
多
く
検

出

さ
れ
た
。

Ｏ
　

住
　
居
　

跡

１
　

９

号
住
居
跡
（
図
５
－

４
と
５
）

遺
　

構
　

遺
跡
の
北
側

に

検

出

さ

れ
、
土
墳
８

・
3
6に
切
ら
れ
、
南
側
に

溝
１
が
あ
る
。
五
・
九
五
ｍ

Ｘ
五

こ

Ｉ

〇
ｍ

の
不
整
方
形

を
呈
し
、
西
壁
を
土

埃
８

に
切
ら
れ
て
い
る
。
壁
は
茶
褐
色

土

か

ら
掘

り
込

ん
で

あ

り
、

北

と

南

の
一

部

で

わ

か
り

に
く

い

と

こ

ろ

が

あ

っ

た

。

壁

高

は

北
で

一
七
『

南

で

二

三

ｍ

、

東

で

一

七

匹
で

あ

る

。
床

面

の
状

態

は

土

墳
3
6
の
附

近

及

び
そ

の

北

の
部

分

で

比

較

的

良

好

で

あ

っ

た

。
床

面

上

一

〇

皿
に

焼

土

の
堆

積

が
見

ら

れ

た

が
、

土

摘
８

に
伴

う
も

の
と

考

え

ら

れ

る

。
炉

は

な

い

。
柱

穴

は
五

個

北

に
寄

っ
て

検

出

さ

れ

た

。
遺

物

は
土

鎬
3
6
の
北

の
床

面

直

上

に

は

り

つ

く

よ

う

に

し

て

土
器

片

が
出

土

し
て

い

る

。

遺
　

物
　

土

器
（
図
５
－

５

の
Ｉ
～
９
）
は
床

面

上

か

ら
多

量

に
出

土

し

て

い

る

。

器

厚

は
四

～

六
ｍ

で

茶

褐

色

を

呈

し

、

胎

土

に
雲

母

を

含

む
土

器

で

あ

る

。
覆

土

に

は

無

文

の

も

の

（
１
～
４
）
、

細

い

粘

土

を

は

り

つ

け
、

そ

の
上

に
縦

に
櫛

状

工

具

で

施

文

し

か

も

の
（
１
）
が

出

土

し

て

い

る

。
床

面

か

ら

も
、

こ

の

種
土

器

片

が

多

く

出

土

し

た

（
５
～
７
）
。

５

・

６

は

口

縁

部

破

片

で
、

６

は

口
唇

部

に

も
同

様

に
施

文

し

て

あ

る

。

７

は

貝

殻

に

よ

る

条

朧

文

が

み

ら

れ

る

。
８

・
９

は

無
文

の

も

の

で

、

特

に

薄

手

と

な

り

、

裏

面

に

指

朧

が

み

ら

れ

る

の

が

特

徴

で

あ

る

。
木

島

式

に
比

定

さ

れ

る

。

こ

の

ほ

か

、

覆

土

に

は

繊

維

を

含

み

縄

文

を

施

文

し

た

縄

文

時

代

前

期

の

土

器

片

が

混

入

し

て

い

る
。

石

器
（

図
５
１

５

の
1
0～
2
1）
は
、

覆

土

か
ら

打

製

石

斧

（
1
4～
1
6）
、

側

器
（
1
7）
、

石

鏃
（
1
8）
、

ス

ク

レ

イ

パ

ー
（
1
9～
2
1）
な

ど

が

出

土

し

、

床

面

か

ら

は

ス

ク
レ

イ

パ

ー
（
1
1～
1
3）
、

側

器
（
1
0）
が

出

土

し

て

い

る

。

2
　
1
0
号

住

居

跡

（
図
５
１
４

と
６
）

遺
　

構
　

遺

跡

の

中

央

や

や

西

寄

り
、

８

号

住
居

跡

の

す
ぐ

北

に
接

し

て

検

出

さ

れ

た

。

七

・

八
ｍ

ｘ

六

・
〇

五

ｍ

の

楕
円

形

を

呈

し
て

い

る

。

壁

は
浅

く

て

あ

ま

り

は

っ
き

り

し

な

い

。

壁

高

は

北

で

一
五

皿
、

南
で

二

〇

ｍ

、

東

と

西

は
一

五

皿
で

あ

る
。

床

面

は

砂

利

層

の

た

め

、

硬

く

な

っ
て

い

る

が

あ

ま

り

は

っ
き

り
し

な

い

。
中

央

部

が

い

く

ら

か

凹

ん
で

、

そ

こ

に

こ

ぶ

し

大

の
傑

が
集

中

し
て

あ

っ

た

。
炉

跡

は
な

か

っ
た

。
柱

穴

と

お

ぼ

し

き

ピ

″
卜
が

西

に

一

か
所

あ

る

。

お7
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第５章　北高根Ａ遺跡

遺
　

物
　

土
器
（
図
５
１
６
の
Ｉ
～
1
6）
は
、

―
～
８
は
覆
土
中
で
あ

る
。
１
は

口

縁
部
破
片
で

口
唇

に
刻
目
が
あ
り
、

口
縁

に
擦
痕
が
み
ら
れ

る
。
２
は
無
文
で
胎

土
は
良
い

。
３
は
細
か
い
波
状

口
縁
を
な
し
、
直
下

に
隆
帯
が
つ
い
て
、
隆
帯
に

も
押
圧
さ
れ
て
い

る
。
４
は
櫛
状
工
具
に
よ
り
施
文
さ
れ
て
お
り
木
島
式
に
比
定

さ
れ
よ
う

。
５
は
裏
面

に
指
痕
が
見
ら
れ
る
無
文
の
も
の
。
６
は
貝
殻
に
よ
る
条

痕
文
が
見
ら
れ

る
。
７
は
繊
維
を
含
む
縄
文
土
器
片
。
８
は
細
か
い
縄
文
が
施
さ

れ
、
胎
生

に
雲
母
を
含
む
。
9
8
1
6
は
床
面

出
土
の
も
の
で
あ
る
。
９
・
1
0は
波

状

口
縁
の
一
部
で
、
細
い
粘
土
紐
を

ぱ
り
つ
け
た
上
に
刻
目
を
つ
け
た
も
の
（
９
）

と

、

櫛

状

工

具

で

施

文

し

た

も

の
（
1
0）
か

お

る

。

い１１一
は
天

神

山

系

の

口

縁

部

破

片

で

、

櫛

状

工

具

に

よ

り

波

文

を

え

が

い

て

い

る

。
1
2
・
1
3
は

繊

維

を

含

計

縄

文

土

器

で

あ

る

。
1
4
は

繊

維

を

若

干

含

ん

で

お

り

、

沈

線

文

が

み

ら

れ

る

。
1
5
・
1
6
は

無

文

で

裏

面

に

指

痕

が

認

め
ら

れ

る

。

石

器
（
図
５
－

６
の
1
7～
2
0）
は

、

ス

ク
レ

ー

パ

ー
（
1
7～
1
9）
及

び

凹

石
（
2
0）
が

出

土

し

て

い

る

。

３
　

６

号

住

居

（
図
５
－

７
の
１
、
図
５
－

８
）

遺
　

構
　
1
0
号

住

居

跡

の

南

約

六
ｍ

に

検

出

さ

れ

た

。
四

・

九
ｍ

ｘ

五

・

二

五

ｍ

の

楕
円

形

プ

ラ

ン

で

あ

る

。

壁

は

良

好

で

あ

る

。

壁

高

は

北

で
二

二

皿
、

南

で

三

八
ｍ

、

西

で
三

〇

皿
、

東

は
四

〇

四
で

あ

る

。

床
面

は

炉

の

周

辺

が

良
好

で

、

柱

穴

の
内

側

が

比

較

的
良

好

で

あ

る

。

床
面

上

に
炭

が
多

く
あ

っ

た

。

住
居

跡

の

北

と

南

に

は

り
出

し

て
、

一

・
二

五

ｍ
ｘ

一

・
三

ｍ

の

ほ

ぼ
円

形

の

は

り
出

し

状

の
上
演
か
お

る
。
住
居
跡

の
南
東

壁
に
近
く
、
上

に
平
石

を
の
せ

た
埋
甕
が

口
縁

を
上
に
し
て
埋
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
西
と
な
り
Ｉ
〇
皿
に
や
は
り
口
縁
を
上
に
し

た
埋
甕
が
あ
っ
た
。
口
縁
部
を
欠
く
が
底
部
は
あ
る
。
炉
の
北
西
に
い
わ
ゆ
る
伏

甕
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
胴
下
半
部
を
埋
め
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ

の
埋
甕
は
Ｉ
直
線
上
に
な
ら
ぶ
。
東
壁
に
接
し
て
釣
手
土
器
が
一
個
体
出
土

し

た
。
床
面

か
ら
石

皿
が
出
土
し
て

い
る
。

遺
　

物
　
土
器
（
図
５
－

８
の
Ｉ
～
1
0）
は
、
覆
土

か
ら
多
量

に
出
土
し
て
い

る
。

す
べ
て
加

曽
利
Ｅ
式
土
器
で
あ

る
。
完
形
土
器
で

は
床
面

か
ら
釣
手
土
器
が
一
個

体
出
土

し
た
（
図
５
１
８
の
８
）
。
内
面

に
は
す
す
が
附
着
し
黒

色

を

呈

し

て

い

る
。
釣
手
部

は
カ

Ｉ
ル
を
思

わ
せ

る
把
手
が
向

か
い
合
う
よ
う

に
つ
い
て
い

る
。

ふ
た
石

の
あ

っ
た
埋
甕
（
図
５
－

８
の
1
0）
は
、
縄
文
を
地
文
と
し
て
渦
巻
文
を
施

し
て
あ

り
、
上

か
ら
見

る
と
方
形
で
あ

る
。
底
部
は
一
部
か
お

る
の
み
で
あ

る
。

ふ
た
石

の
な
い
方

の
埋
甕
（
図
５
－

８
の
６
）
は
、

口
縁
部
を
欠
く
が
底
部
は
あ

っ

て
、

条
線
文

を
主
文
と
し
、
首
部

に
あ
ら
い
波
状
文
を
施
し
て
あ

る
。
図
５
１

８

の
９

は
伏
甕
で
、
深
鉢
形
土
器

の
胴
下

半
部
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。
底
部
に
は
穴

が

あ
け

ら
れ
て

い
る
。
条

線
文
が
み
ら
れ

る
。

石
器

は
、
覆
土

か
ら
打
製
石
斧
、
石
鏃
、
敲
打
器
、
石
皿
が
出
土
し
、
床
面

か

ら
は
、
乳
棒
状
石
斧
、
疎
器
、
凹
石
、
石
皿
、
台
石
若
し
く
は
工
作
台
が
出
土
し

て

い
る
。

４
　

８
号
住
居

跡
（
図
５
－

７
の
２
、
図
５
－

９
）

遺
　

構
　

遺
跡

の
ほ

ぼ
中
央
で
、
1
0号
住
居
跡
の
南
西
に
接
し
て

検

出

さ

れ

た
。
水
田
造
成

の
時

に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
破
壊
さ
れ
て
プ
ラ
ン
、
規
模
は
お
か

ら
な

卜
。
し

か
し
、
柱
穴
と
思
わ
れ
る

ピ

″
卜
が
４

個
明
確
で
あ
る
。
床
面

は
あ

ま
り
は

っ
き
り
し
た
し
か
、
床
面

と
思
わ
れ
る
レ
ベ
ル
に
炭

が
多

か
っ
た
。
炉
は

一

・
六
ｍ

Ｘ
〇

・
九
ｍ

の
楕
円
形

を
呈
す
る
。
掘
込
み
の
中

に
は
焼
土
が
多

く
、

壁
面

上
に
平

石
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
。
石

囲
炉
が
破
壊
さ
れ
た
状
態
で

あ
ろ
う
。

炉
内
に
は
焼
土
の
外

に
土
器
片
が
混

入
し
て

い
た
が
、

う
ち
｛

つ
は
、
深
鉢
形
土

器
の
胴
下
半

部
を
直
立
に
お
い
て

あ
っ
た
。
炉
の
北

に
長
方
形

の
上
演
が
二
基
あ

る
が
、
本
跡

に
伴

う
も
の
か
不
明
で
あ

る
。

遺
　

物
　
土
器
（
図
５
－

９
の
１
～
９
）
は
一
部

を
上
げ

た
が
出
土
量
は
多
い

。
す

4 卯
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第 ５章　北高根Ａ 遺跡

べ
て
縄
文
時
代
の
中
期
後
半
加
曽
利
Ｅ

式
土
器
で
あ
る
。
１

・
２

は
、
炉
内

出
土

の
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
深

鉢
形

土
器
０
破
片
で
あ
る
。
条
線
文
を
施
し
か
も

の
は
少
な
く
、
綾
杉
文
及

び
縄
文
を
地
文
と
し
た
も
の
が
多
い
。
網
代
底
が
出
土

し
て
い

る
（
７
）
。
石
器
は
極

め
て
少
な
く
、
傑
器
（
1
0）
、
石
鏃

宣

）
の

み

で

あ

る
。5

　
1
1号

住
居

跡
（
図
５
－

７
の
３
、
図
5
1
1
0）

遺
　

構
　

遺
跡

の
中

央
用
地
や
や
東
寄

り
に
位
置

し
、
1
0号
住
居
跡

の
東
約
一

三
ｍ

に
検
出
さ
れ
た
。
五
ｍ
ｘ

五

∴
二
ｍ

の
ほ
ぼ
円
形

を
呈
し
て
い
る
。
壁
は
良

好
で
あ
る
。
壁
高
は
北
で
二
〇
『

南
で
一
三
『

東
と
西
は
一
五

四
で
あ
る
。

床
面
は
柱
穴
の
内
側
の
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
炉
は
中
央
や
や
北
寄
り
で
〇

・
九

五
ｍ
ｘ

一
・
二
五
ｍ

の
長
方
形
の
石
囲
炉
で
あ

る
。
炉
内

に
は
一
個
体
の
深
鉢
形

土
器

の
胴
上
半
部

を
破
壊

し
て
炉
底

に
敷
き
つ

め
て
、
そ
の
胴
下

半
部

を
中
央

に

立
て

て
あ

る
。
敷
い
て
あ

る
土
器
片

に
は
、
こ

の
一
個
体

の
外
三
個
体
分
か
あ

っ

た
。
非
常

に
遺
物

の
多

い
住
居
跡
で
、
そ

の
大
半

は
炉
よ
り
南
半

の
床
面
上
一
〇

皿
あ
た
り
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
南
側
の
壁
を
切
っ
て
直
径
〇

・
八
五
ｍ

の
上

演

か
お
る
。

遺
　

物
　

土
器
（
図
５
－
1
0
）
は
、
覆
土
中
と
床
面

か
ら
多
く
出
土
し
、
完
形

土

器
が
多

か
っ
た
。
図
５
－
1
0
の
Ｉ
～
６
は
覆
土

か
ら
出
土
し

た
ほ

ぼ
完
形
の
土
器

で
あ

る
。
７

・
８

は
床
面
出
土

の
図
上
復
元

を
し

た
も
の
で
あ

る
。
炉
内

に
は
四

個
体
の
土
器
９
～
1
2が
あ
っ

た
。
1
3は
床
面

に
口
縁
を
接

し
て
出
土

し
た
深
鉢
形

土
器
で
、
口
径
些

二
七

皿
も
あ
る
大
形

土
器
で
あ
る
。
破
片
も
多
く
出
土
し
て
い

る
が
、
破
片
の
中
に
は
覆
土
中
か
ら
半
截
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
を
施
文
し
た

も
の
が
出
土
し
て
い

る
。
混
入
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
縄
文
時
代
中
期
後
半
加
曽

利
Ｅ
式
土
器
が

主
体
で
あ

る
。

土
製
品

と
し
て
、

土
偶
の
右

脚
部

が
床
面

よ
り
出
土

し
た
。

石
器
は
、
覆
土
か
ら
石
匙
二
個
、
石

鏃
三

個
、
ス

ク
レ

ー
パ
上

一
個

が

出

土

し
、
床
面

か
ら
は
打
製
石
斧
一
個
、
蝶
器
、
凹
石

、
石

鏃
各
一
個
、
ス
ク
レ

ー
パ

上

二
個
が
出
土
し
て
い

る
。
（
図
省
略
）

６
　

１
号
住
居

跡
（
図
5
1
1
1と
1
3）

遺
　

構
　
４

号
住
居

跡
の
す
ぐ
東

に
検
出

さ
れ
た
。
五
・
二
五
ｍ

Ｘ
四
・

六
ｍ

の
方
形

プ
ラ
ン
で
、

主
軸
は
Ｎ

５１０
Ｗ

を
な
し
、
砂
層

を
掘

り
込

ん
で
築
造

さ
れ
て

い
る
。
壁
は
比
較
的
良
好
で
壁
高
は
北

で
三
〇

皿
、
南

・
東

・
西

は
と
も
に
三
五

ｍ

で
高
い
。
床
面

は
平
坦
で
や
や
良
奸
で
あ
る
。
覆
土
に
は
炭
を
含
む
。
床
面

に

わ
ず

か
に
焼
土

か
み
ら

れ
た
が
炉
で
は
な
く
、
炉
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。

遺
　

物
　
出
土
量

は
少

な
く
、
土
器
片

の
み
で
あ
っ
て
、
石

器
は
出
土
し
て
い

な
い
。
図
5
1
1
3
の
２
～
５

は
甕
形

土
器

の
破

片
で
あ

る
。
６
～
８

は
、
焼
成
良

好
な
裏
面

に
刷
毛

目
の
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
９

は
小
形

土
器

の

底

部

で

あ

る
。
１
は
鉢
型
土
器
で
胎
土
は
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
東

海
地

方
の
土
器
で
あ

る
。

口
唇

か
ら
胴
部
へ
か
け
て
、
条
線
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代

後
期
の
土
器

で
あ

る
。

７
　

３
号
住
居
跡
（
図
５
１
‥１１‥一
と
Ｂ
）

遺
　

構
　

遺
跡
の
南
側
、

土
演
3
0の
西

に
検
出
さ

れ

た
。

四

・
九
ｍ

Ｘ
（

手

三
五
）
ｍ

の
方
形

プ
ラ
ン
で
、

主
軸
は
Ｎ

６４０

Ｗ
で
あ

る
。
開
田

の
と
き

に
壁
が
削

ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
東

壁
は
は
っ
き
り
せ
ず
、

壁
高
は
残

っ
て

い
る
と
こ

ろ
で

も
約
一
〇

皿
で
あ
る
。
床
面

は
茶
褐
色
土
で
、

部
分

的
に
青
灰
色

砂
土
が

會
ま
れ

て
い

る
。
ピ

″
卜
は
そ
の
砂
層
ま
で
掘
り
込
ん
で
あ

る
。
床
面

は
全
体
に
や
わ
ら

か
く

ほ
ぼ
平
坦
で
あ

る
。
炉

は
床
面

の
ほ
ぼ
中
央

に
あ

っ
て
、
円
形

に
一
五

皿
ほ

ど
掘
り
凹

め
、

焼
土
は
五
～
七

皿
の
厚

さ
に
あ
っ
た
。

遺
　

物
　
石

器
は
な
く
、
土
器
、
鉄
製
品

が
出

土
し
て

い
る
。
図
5
1
1
3
の
1
0

～
1
2は
櫛
状
工
具

に
よ
る
波
状
文
が
全
面

に
み
ら
れ
る
、
小
形

甕
型
土
器
の
破
片

祁5
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ﾍ
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２
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Ｆ
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第５章　北高根Ａ遺跡

で

あ
る
。
1
3・
1
9・
2
0は
甕
型
土
器
の
破
片
で
あ
る
。
1
1
1
1

一
に
は
丹
塗
り
が
み
ら
れ

る
。
1
8は
甕
形

土
器
の
台
部
で
、
全
体

に
櫛
目
文
が
み
ら
れ
る
。
下

端
を
内
側
へ

少
し
お
り
返
し
を
つ
く

っ
て
い

る
。
胎
土
は
も
ろ
く

ピ
ン
ク
色
の
も
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
欠
山
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

／ ／／ ／／
／ ／／ ／

／７ ′´
´ ´ ´´・ ・ 。 。

刊

匍

球

眸

寸

‥「

悦

田
ｙ

酉

刊

４１１

奥

田

ヱ
ニ

-

土催37-

蕊

回
　
　
ク
ペペ《

12 号住 居跡・土篠B7

2
1は
、
鉄
製
の
紡
錘
車
か
と
思

わ
れ
る
。

８
　

７

号
住
居
跡
（
図
５
－
1
1
と
1
4）

遺
　

構
　

２
号
住
居
跡

の
下

に
検
出
さ
れ
た
。
五

・
六
ｍ

Ｘ
五
・
五
五
ｍ

の
方

形

プ
ラ
ン
で
、
主
軸
は
Ｎ

４６０
Ｅ

で
あ

る
。
壁
高
は
北
で
三

四

皿
、
東
で
二
五
ｍ

、

ミ

ブ

ベ

ヘ蕊
彫
蕊

ﾏ ル ク万Ｔプ

ふ
斗

命

隋

卜

湘

部

曲
ｊ
ｊ

Ｕ

昆

函

刄

に［
　
　

Ｊ
斗

志

汐

卜

３
ｘ

４

ｔ

ｆ
　
　

６
Ｗ
Ｒ

ｔ

寺

参

湘

０　　　　　 １
Ｌ。 ＿ 。ｊ　　 ｌ

５号住居跡･ 柱穴群４

図5 －12　 北高根Ａ遺跡12・ 5号住居跡と柱穴群 ４
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北高根Ａ遺跡第 ５章

西
は
三
七
ｍ

で
壁
は
比
較
的
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
床
面

は
青
灰
色
の
砂
利

で
、

平
坦
で
堅
い
。
周
舜

が
幅

コ

ー
～
二
〇
ｍ

で
全
体
に
め
ぐ
ら
し
て
あ
る
。
炉
は
中

央
よ
り
北
に
あ
つ
て
、
弥
生
時
代

後
期
の
壹
が
埋
め
ら
れ
て

い
た
。
壹
は
口
縁
と

胴
下
半

部
を
欠
き
、

逆
位
に
う
ま
っ
て

い
た
。
わ
ず
か
に
焼
土
が
認

め
ら
れ
た
。

床
面

に
間
仕
切

り
か
と
思

わ
れ
る
円
形

の
小

さ
な
ピ

″
卜
が

い
く

つ
か
並
ん
で

い

る
。
南

壁
近
く

の
床
面

か
ら
鉄
製
品
が
出
土
し
て

い
る
。

遺
　

物
　
出
土
遺
物

は
少

な
い
。
土
器
と

鉄
製
品
が
出
土
し
て

い
る
。
図
５
－

1
4の
２

・
３

は
覆
土

か
ら
出
土

の
甕
形
土
器
片
、
４

は
壹
形
土
器

の
口
縁
部
破
片

で
あ

る
。
床
面

か
ら
は
壹
形
土
器
の
口
縁
部
破
片
（
５
）
と
、
甕
形
土
器
片
（
６
・

７
）
が
出
土
し
て
し
る
。

―
は
埋
甕
炉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
壷
形
土
器
で
、

重
弧
文
が
み
ら
れ
る
。
８
は
床
面
か
ら
出
土
し
た
鉄
製
品
で
、
お
そ
ら
く
や
り
が

ん
な
で
あ
ろ
う
。

9
　
1
2号
住
居
跡
（
図
5
1
1
2と
1
4）

遺
　

構
　

‥１１一
号
住
居
跡
の
南

約
四
ｍ

に
検
出

さ
れ
た
。
六
・
三
ｍ
ｘ

四

・
〇
五

ｍ

の
長

方
形

プ
ラ
ン
で
、
南
北

に
か
な
り
長

い
。
主
軸

は
Ｎ
５０

Ｅ
で
あ

る
。
壁
は

良
好
で
、

壁
高
は
北

で
二
五

０１
、
南
で
二
二

皿
、
東
で
二
〇

皿
、
西

は
二
四
ｍ
で

あ

る
。
北
西
隅
、
南
東
、
東

壁
の
そ

れ
ぞ
れ
に
張
出
し
部
分
か
お

る
。
床
面

は
良

好
で
、
中
央

に
小

さ
な
凹
み
が

い
く

つ
か
お
り
、
間
仕
切
り

か
と
考
え
ら
れ

る
。

北
東
隅

の
ピ

″
卜
の
底
近
く

に
、
約
｛

○

皿
の
厚
さ
で
褐
色

の
粘
土
か
つ
ま

っ
て

し
た
点
注
意
さ
れ

る
。
炉
は
住
居
跡
の
中
央
、
北
壁
の
近
く
に
あ
り
、
壷
形
土
器

の
口
縁
部
が
立
て
て
埋

め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
下

に
は
大
き
な
破
片
が

Ｉ
〇

数
点

し
い
て
あ

っ
て
、
壷
の
口
縁
に
は
、
同

じ
く
別

の
個
体
の
壷
の
口
縁
が
は
り
つ
い

て
い
た
。
床
面

南
壁
近
く
に
壷
形

土
器
が
完
全
な
形

で
横
転
し
て
い
た
。

遺
　

物
　

出
土
遺
物

は
少

な
い
。
図
５
－
1
4
の
1
0は
、

炉
に
使
用

さ
れ
て

い
た

壷
形

土
器
で
あ
る
。
口
縁
は
ほ
ぼ
直

立
し
首
部

は
比

較
的

に
幅
が

広

い
。

波

状

文

・
簾
状
文
が
施
し
て
あ
る
。
９
は
、
床
面
に
横
転
し
て
い
た
完
形
の
壷
形
土
器

で
あ

る
。
無
文
で
赤
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
い１１Ｊ
～
1
3は
壹
形

土
器

へ
　ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
き

の
破
片
で
あ
る
。
1
4は
内
面

に
わ
ず
か
に
は
け
目
が
み
ら
れ
る
高
坏

の
脚
部
片
で

あ

る
。

1
0
　
5号
住
居
跡
（
図
５
－
1
2
と
1
4）

遺
　

構
　
４

号
住
居
跡
の
西
北

に
検
出

さ
れ
た
。
四

・
五
五
ｍ
ｘ

三

・
八
ｍ

の

ほ
ぼ
方
形

で
、
主
軸
方

向
は
Ｎ

３２０

Ｅ
で

あ
る
。
壁
は
良
好
で
し

っ
か

り

し

て

い

る
。
壁
高
は
北

言

二
〇
『

南
で
二
〇
『

東
で
一
五
ｍ
、
西

は
三

〇

皿

で

あ

る
。
床
面

は
砂
利
層

の
た
め
に
小
石
が
露
出
し
て

い
る
が
比
較
的
良
好
で
あ

る
。

柱

穴
些

二
個
あ

る
が
、
北
側

の
二
個

は
本
跡

に
伴
う
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
南

の
一

個

は
柱
穴
群
４

の
も

の
か
も
知
れ
な

い
。
炉

は
な
い
。
床
面

か
ら
三
個
体
の
弥
生

時
代
終
末
期

の
土
器
が
出
土
し
た

。

遺
　

物
　

床
面
よ
り
三
個
の
土
器
（
図
５
－
1
4
の
1
6～
1
8）
が
出
土
し
た
。
1
6は

床
面

に
伏
さ

っ
た
状
態
で
出
土
し
た
も
の
で
、
甕
形

土
器
の
下
半

部
と
思

わ
れ
る

が
、
切
断
面

を
す

っ
て
使
用

し
た
痕
跡
が
あ
る
。
外
面

全
体

に
櫛

目
文

が
つ
け

ら

れ
て
い
る
。
1
7は
、
小
形

の
甕
形

土
器
四

周
が
は
り
、
複
合

口
縁
で
あ

る
。
胴
部

全
面

に
櫛

目
文

が
み
ら
れ
る
。
底
部

は
直

径
二

皿
で

ご
く
小

さ
い
。
1
8は
、

口
縁

が
Ｓ

字
状
を
な
し
や
や
外

に
開
く
鉢
形
土
器
で
あ

る
。
口
縁

か
ら
胴
部

ま
で
櫛
目

文

が
み
ら
れ
る
。
胎
土

は
灰
黄
褐
色
で
、
焼
成

は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
三
個
体
と

も
欠
山
期

の
も
の
に
比
定

さ
れ
よ
う
。

1
1
　
2号
住
居
跡
（
図
５－
1
5）

遺
　
構
　
七
号
住
居
跡
の
上
に
あ
る
。
三
・
一
五
ｍ
ｘ
二
・
八
ｍ
の
ほ
ぼ
方
形

で
あ
る
。
七
号
住
居
跡
を
埋
め
て
造
っ
て
あ
り
、
壁
は
ほ
と
ん
ど
な
い
く

ら
い

で
、
あ
っ
て
も
五
～
六
四
で
西
壁
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
黒
褐
色
土
層
か
ら
茶
褐

色
土
層
へ
掘
り
込
ん
で
あ
り
、
床
面
は
東
壁
近
く
は
硬
く
良
好
で
あ
る
。
竪
穴
内

4 却



第５章　北高根Ａ遺跡

に
は
何
の
施
設
も
な
く
、
壁
外

に
一

二
一
～
一

・
六
ｍ

の
間
隔
で
柱
穴
か

お
り
、

コ
ー
ナ
ー
及
び
壁
の
中
央
ご
と

に
一

本
ず
つ
計
八
本
あ
る
。
住
居
跡
か
ど
う
か
不

明
で
あ

る
が
、
中
世
の
建
造
物
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
　

物
　

覆
土

に
棒
状
の
鉄
製
品
が
出
土
し
た
。

1
2
　
4号
住
居
跡
（
図
５
－
1
5）

遺
　
構
　
５
号
住
居
跡
の
東
に
あ
る
竪
穴
遺
構
で
、
二
・
八
ｍ
Ｘ
二
・
七
ｍ
の

方
形
と
思
わ
れ
る
。
２
号
住
居
跡
と
同
様
に
茶
褐
色
土
層
に
あ
り
、
東
壁
は
耕
作

で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
床
面
は
西
側
の
部
分
が
硬
く
、
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た
。

竪
穴
内
に
は
何
の
施
設
も
な
く
、
壁
外
に
柱
穴
と
思
わ
れ
る
ピ
″
卜
が
４

個
あ

る
。
中
世
の
遺
構
と
思
わ
れ
る
。

出
土
遺
物
は
な
い
。

Ｏ
　
柱
穴
群
（
図
5
1
1
6と
1
2）

４茶褐 色土４

遺
　
構
　
柱
穴
群
は
遺
跡
の
南
側
に
１
～
４
ま
で
検
出
さ
れ
た
。
青
灰
色
の
砂

層
を
掘
り
込
ん
で
あ
る
。

柱
穴
群
１
（
図
5
1
1
6）は
、
１
号
住
居
跡
の
東
約
六
ｍ
に
あ
っ
て
、
六
個
の
ピ

ッ
ト
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
南
北
の
ピ
″
卜
の
間
は
Ｉ
・
九
ｍ
ず

つ
、

東
西

は

一
・
五
ｍ
で
二
本
ず
つ
南
北
に
三
列
あ
る
。

柱
穴
群
２
（
図
5
1
1
6）は
、
柱
穴
群
１
の
す
ぐ
南
西
に
あ
っ
て
、
ピ
″
卜
が
五

個
、
南
北
に
長
く
三
・
七
六
ｍ
を
測
り
、
東
西
の
長
さ
は
北
で
二
・
二
ｍ
、
南
で

二
・
七
ｍ
で
あ
る
。
柱
穴
群
２
の
東
側
、
柱
穴
群
１
の
南
側
に
四
個
の
ピ
″
卜
か

お
り
、
長
方
形
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
柱
穴
群
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
よ

柱
穴
群
３
（
図
5
1
1
6）は
、
３
号
住
居
跡
の
西
に
あ
り
、
ピ
″
卜
が
四
個
、
東

西
一
丁

二
ｍ
、
南
北
二

∴
二
ｍ
の
方
形
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

万

沁

上

士

卜

9
5
5
　
　

＼
・
　
い

２号住 居跡

Ｓｓ
ａ

＆

ｅ
醜39

／　 匹

０　　　 １

ｌ ．＿＿　　 ｜

４号住居跡

・４号住居跡２図5 －15

柱
穴
群
４
（
図
５
－
1
2）
は
、
５
号
住
居
跡
と
重

複

し
て
発
見

さ
れ
た
。
一
部
５
号
住
居
跡

の
中

に

あ
り
、
そ

れ
を
含

め
て
五

個
ピ

″
卜
が
あ

る
。
東

西
三

こ
二
ｍ
、
南
北
二
・
一
ｍ
で
南
北

に
長
く
、

西

側
に
三
本

並
ん
で

い
る
。

遺
　

物
　
柱

穴
群
１

か
ら
弥
生
時
代
後
期

の
壹

形

土
器

の
口
縁
部
破
片
、
及

び
重
弧
文

の
あ

る
首

部
破
片
、
波

状
文

を
施

し
た
甕
形
土
器

の
破
片

が

出

土
し
た
。
柱

穴
群
３

か
ら
は
打
製
石
斧
が
出
土

し
た
。
柱

穴
群
４

か
ら
や
は
り
、

弥
生
時
代
後
期

の
壷
形

土
器
の
破
片
が
一

点
出
土

し
、
簾
状
文
が

み
ら
れ
る
。

㈲
　

土

演

4Ｈ
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縦

蕊

心
　
　
　
　
　
　
　
　

砂

５章第

憚
‐
’
ｊ

Ｊ

ｊ゙
～
ｊ

’
４

-

@-
Ｏ
　

Ｃ

１

＠

しし

柱 １＼ド
１

～

＠一一 ＿

－　　　　-ﾌ笏 勿

のイ
- 一 一-

計

句

＠

＠
1
1
1
1

1

９

／

／

～

柱 ２
／

／

／

／

土
墳
は
遺
跡
全
体

に
分

散
し
て
検
出

さ
れ
て

お
り
、
三
七
基
確
認

さ

れ

て

い

る
。１

　

砂
利

マ
ウ
ン

ド
を
も
つ
土
墳

砂
利
層

を
掘
り
込

ん
で
上
礦
を
構
築
し
、
掘
り
あ
げ
た
砂
利
を
埋

め
戻
し
て
い

る
も

の
で
あ

る
。
い

わ
ゆ
る
大
門
原

タ
イ

プ
に
類
す

る
も
の
で
、
そ
の
数
二
二
基

を
数
え
、
表
５
１

１
の
と

お
り
で
あ
る
。

２
　

土
　

墳
　
3
1（
図
5
1
1
7）

遺
　

構
　

遺
跡
の
南
端
に
あ
っ
て
、
上
演
1
9を
切
り
、
土
演
１

に
切
ら
れ
て

い

る
。
土
演
の
東
と
西
の
上
部
に
は
配
石
か

お
り
、

そ
の
間

に
真
黒

な
土
が
つ
ま
っ

て
お
り
、
中
か
ら
縄
文
時
代

晩
期
の
土
器
片
が
集
中

し
て

出
土
し
た
。
こ
の
配
石

j

，

＠

Ｏ　　　 Ｉ
に~

-

北高根Ａ遺跡土礦17 ･ 柱穴群1･2

ﾉ 。悩

35
乖一 一

-

－

－

桂3

125

一 一 一 一咆)－

斤
0
1
1
1
1し -

診
０　　　 １

－

で ）

四 六六 万彦
北高根Ａ遺跡土墳４　桂穴群３

図5 －16　北高根Ａ遺跡柱穴群１・２・３の図

は
本
跡
に
と
も
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
、
人
頭
大
の
牒
が
か
た
ま

っ
て

い
た
。

三
・
八
ｍ
Ｘ
一
・
六
五
ｍ
の
長
楕
円
形
で
、
深
さ
四
〇
四
で
舟
底
形
を

し
て
い

る
。遺

　
物
　
土
器
は
ほ
と
ん
ど
条
疸
文
系
の
土
器
で
、
繊
維
束
状
工
具
に
よ
る
も

の
が
多
い
。
ほ
か
に
、
無
文
の
口
縁
部
破
片
、
焼
き
の
良
い
沈
線
文
を
施
し
た
も

の
、
工
字
文
を
施
し
九
口
縁
部
破
片
等
が
出
土
し
て
い
る
。
氷
式
に
比
定
さ
れ
よ

う
。
石
器
は
打
製
石
斧
・
牒
器
が
出
土
し
て
い
る
。

３
　
土
　
墳
　
1
7（
図
５
－
1
6）

柱
穴
群
１
・
２
の
南
に
検
出
さ
れ
た
。
三
・
七
五
ｍ
Ｘ
一
・
六
ｍ
の
長
楕
円
形

を
呈
す
る
。
士
墳
内
に
黒
色
士
の
入
っ
た
一
段
深
い
ピ
″
卜
が
あ
る
。
深
さ
は
浅

む2
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-

つ　　　　±1　　　　　て

土墳卜19

し
所
で

Ｉ
〇

皿
、
深

し
所
で
四
〇

皿
で
あ
る
。
上
面

に
青
灰

色
の
砂
利

か
若
干

と

人

頭
大
の
傑
が
め
っ
た
。
出
土
遺
物
は
な
い
。

４
　

土
　

塙
　
４
（
図
５
－
1
6）

柱
穴
群
３
の
す
ぐ
北
に
検
出
さ
れ
た
。
〇

・
九
八
ｍ

Ｘ
〇

・
六
八
ｍ

の
楕
円
形

で
、
深
さ

１
０

０１
余
り
で
、
わ
ず
か
に
く
ぼ
ん
で
い
る
。
上
面

に
人
頭
大
の
徨
が

置
い
て
あ

っ
た
。
傑
と
同
じ

レ
ベ
ル

に
甕
形

土
器
の
胴
下

半
部
が
直
立
し
て
あ
っ

た
。遺

物

は
甕
形
土
器
一
点
で
あ

る
。
薄
手
灰
黒
褐
色
で
あ

る
。
弥
生
式
土
器
で
は

な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

５
　

土
　

埴
　
2
9（
図
５
－
1
7）

９

号
住
居

跡
の
西

に
検
出

さ
れ
た
。
直

径
一

・
一
五
ｍ

の
円
形
で
、
深
さ
五
〇

１黒色±

2炭混じり黒色土＼

陽ナ ブ
土席29

~､
/

へ

＼

＼

＼

＼

／～~ － ＿

／

／

-

Ｉ

Ｉ

／

一
’

ｆ

Ｉ

／

／

／

／

／

／

／

N へ
｀ ～

｀～

／

笏 二 → ／
≒ ＿」　11

土塀B1

図5 －17　 北高根Ａ遺跡土礦1 ・ 19， 29 ・ 31

0１
で

あ
る
。
水
田

床
土

の
下

に
発
見

さ
れ
た
も
の
で
、
上
面

に
こ
ぶ
し
大
の
諜
が

つ
ま
っ
て

お
り
、

焼
土
が
若
干
認

め
ら
れ
た
。
小
諜

は
底
ま
で
つ
ま

っ
て
い

る
。

覆
土
は
炭
ま
じ
り
の
黒

色
土
で

あ
る
。

遺
物

は
小

徨
に
ま
じ
っ
て
石
器
が
出
土
し
て
い

る
。
混
入
し

た
も

の

で

あ

る

６
　

土
　

墳
　
１
（
図
５
－
1
7）

土
墳
1
9に
隣

り
合
わ
せ
、
3
1を
切

っ
て

い
る
二

・
四
五
ｍ

Ｘ
一
∵

二
ｍ

の
方
形

で
、
深

さ
一
五
～
二
〇

皿
で
底
は
平
坦
で

あ
る
。
茶
褐
色
土
層

か
ら
砂
層

ま
で
掘

り
込
ん
で
あ
る
。
壁

に
赤
褐
色
の
バ
ン
ド
か
お

り
、

底
に
も
酸
化

鉄
の
沈
殿
が
み

ら
れ
た
。
出
土
遺
物
は
な
く
、
時
期
は
不
明

で
あ
る
。

７
　

そ
の
他
の
土
墳

4Ｂ



第 ５章　北高根Ａ遺跡

表5 －1　 北高根Ａ遺跡砂利マウンドを持つ土礦一覧表

番号 規　模( ｍ) 深さ(cm) 形　　 状 図番号 出　土　遺　物

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

3.0 ×2.5

2.85×3.4

3.2　×1.9

4.45×3.42

5.0 ×3.0

4.02×3.1

1.55×1.41

3.52×3.3

3.95×2.4

3.15×2,67

5.18×4.13

5.3 ×3.8

3.27×3.05

3.1　×2.0

2.4 ×1.7

3.1　×3.05

2.85×2.1

2.8 ×2.1

3.2　×2.6

1.75×1.15

3.55×3.10

3.4 ×2.95

70

85

40

130

85

87

65

125

105

68

60

75

60

65

58

70

35

40

65

48

90

58

楕　　 円

円

長 楕 円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

円

楕　　 円

長 楕 円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

楕　　 円

不整円形

５－ ４

５－１７

石 鏃

縄文中期土器片少 々

傑器

石皿

表
５
－

２
の
と
お
り
で
あ
る
。

紳

溝

状

遺

構

１
　
溝
　
１
（
図
５－

４
）

９
号
住
居
跡
の
南
に
、
東
西
に
走
る
溝
で
あ
る
。
幅
は
西
で
三
〇
ｍ
、
東
へ
行

く
に
従
っ
て
広
く
な
り
四
〇
皿
で
あ
る
。
底
面
は
舟
底
形
で
深
さ
一
五

皿
で
あ

る
。
底
に
若
干
砂
利
か
あ
っ
た
。
西
か
ら
東
へ
流
れ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
茶
褐
色

土
層
を
掘
り
込
ん
で
あ
る
。
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
。

２
　
溝
　
２
（
図
５－

３
）

表５－ ２　そ の他の土襖

番号 規　模(ｍ) 深さ(cm) 形　状 図番号 出　土　遺　物

2

3

5

15

32

33

34

35

36

37

0.9 ×0.9

1.18×1.1

1.55×1.15

LOX0.8

1.4 ×0.85

1.85×1,8

0.6 ×0.6

1.33×O｡92

1.25×1.23

1.16×1.1

15

70

20

24

42

40

30

30

62

57

円

円

楕　円

楷　円

楕　円

円

円

楕　円

円

円

５～４

５－ ４

５一4

5 －12

石鏃，ス クレ ーパ ー

土
墳
1
6と
2
0の
北

に
東
西

に
走

る
。
幅

は

西

で

九

〇

ｍ

、
東
で

二
（

八
ｍ

で
、
多

少

曲
線

を
え
が
く
。
深
さ
は

西
で
二
〇
～
二
五

皿
東
へ
行

く
ほ
ど
深
く
な

っ
て
四
〇
ｍ

を
計
る
。
底
面
に
砂
利
か
お

り
、
水
が
流
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
出
工

遺
物
は
な

い
。３

　

溝
　
３
（
図
５
－

３
）

遺
跡
の
北
寄

り
、
上
演
2
1

と
2
2の
間

を
東
西

に
走

る
。

幅

は
四
五
～
七
〇
『

深
さ

は
一
五
～
一
八

皿
で
あ

る
。

茶
褐
色
土
を
掘
り
込
ん
で
あ

る
。
出
土

遺
物

は
な
い
。

４
　
溝
　
４
（
図
５－

３
）

遺
跡
の
北
端
に
位
置
し
、
土
演
2
8の
南
を
東
西
に
走
る
。
幅
一
・
一
五
ｍ
、
深

さ
二
〇
～
三
五
皿
で
底
は
平
坦
で
あ
る
。
底
面
に
小
磯
と
砂
利
か
お
り
、
流
水
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出
土
遺
物
な
し
。

㈲
　
そ
の
他
の
遺
物

北
高
根
Ａ
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
早
期
か
ら
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
・
弥

生
時
代
後
期
・
平
安
時
代
・
中
世
ま
で
各
時
代
に
わ
だ
っ
て
の
遺
物
が
出
土
し
て

む4



第 ５章　北高根Ａ遺跡

い
る
。

１
　

縄
文

時
代
早

期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の

土
器

遺
跡
の
ほ
ぼ
中

央
と
や
や
北
寄
り
の
と
こ
ろ
か
ら
多

く
出
土

し

て

い

る
。
図

5
1
1
8の
１
～
３

は
、
胎
土
に
繊
維
を
含
み
、
色
調
は
暗

褐
色
の
も
の
が
多

い
。

器
面

内
外
と
も
に
条
疸
文
が
あ
る
も
の
が
多
い
。
茅

山
式
に
相
当

す
る
も
の
で
あ

る
。
図
の
４
・
５

は
薄
手
で
、
貝
殻
条
痕
文
が
見
ら
れ
器
面

内
側
に
指
疸
が
認
め

ら
れ
る
。
繊
維
は
含
ま
な
い
。
６

・
７
は
天

神
山
式
に
比
定
さ
れ
る

一

群

で

あ

る
。
色
調
は
暗
褐
色
、
胎
土
に
繊
維
は
含
ま
な
い
。
櫛
状
工

具
に
よ
る
波
状
文
を

主
体
と
す
る
。
８

・
９

は
同

じ
く
薄
手
で
、
粘
土
紐
を
は
り
つ
け
、
そ
の
上

に
貝

殻
条
痕
文
あ
る
い
は
絹
線
文
を
施
し
、
器
面

内
側
に
指
疸
の
認
め
ら
れ
る
も
の
の

一
群
で
あ
る
。
1
0
∴
１１
は
薄
手
無
文
で
、
器
面

内
側
に
指
疸
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
前
者
と
と
も

に
木
島
式
に
比
定
さ
れ
よ
う
。
1
2～
1
4は
繊
維
を
多
く
含

み
厚
手
で
、
斜
縄
文
を
主
体
と
す
る
一
群
で
あ
る

。
量
的

に
は
少
な
い
が
羽
状
縄

文
、
撚
糸
文
の
施
さ
れ

る
も
の
、
無
文
の
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
ら
縄
文
を
主
体
と

す

る
も
の
は
前
期
初
頭
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
新
し
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
で

あ

ろ
う

。

２
　

縄
文
時
代
中
期
の
土
器

遺
跡
の
ほ

ぼ
中
央
６
・
８
・
1
1号
住
居
跡
の
周
辺
よ
り
多
く
出
土
し
て
い

る
。

図
5
1
1
8
の
1
5・
1
6は
半
截
竹
管

に
よ
る
平
行
沈
線
文
を
施
し

た
も
の
で
あ
り
、

1
7は
結
束
縄
文

を
施
し

た
も

の
で
あ

る
。
以
上
の
1
5～
1
7は
中
期
初
頭
の
も
の
で

あ

る
。
1
8は
平
出
Ⅲ
Ａ
式

に
類

す
る
も

の
で
あ

る
。
1
9～
2
6は
中
期
加
曽
利
Ｅ
式

土
器
の
破
片
で

あ
る
。
綾
形
文

・
条
線
文

・
縄
文

を
地
文

と
し
た
も
の
が
あ

る
。

３
　

縄
文
時
代
後
期
の

土
器

遺
跡
の
南
寄
り
で
多
く
出

土
し
た
が
量
は
少
な
い
。
図
５
－
1
8
の
2
7～
2
9の
磨

消
縄
文
を
主
文
と
す
る
も
の
は
、
堀

之
内
式

土
器
で
あ
る
。
3
0・
3
1の
無
文
あ
る

い
は
沈

線
文
を
め
ぐ
ら
し
た
一
群

の
土
器

は
、
後
期
あ

る
い
は
晩
期

の
も

の
と
思

わ
れ
る
。

４
　

縄
文
時
代
晩
期
の
土
器

図
5
1
1
8
の
3
2・
3
3は
櫛
状
工

具
に
よ
る
擦
痕
を
有

す
る
も
の
で
、
氷
式

に
比

定
さ
れ

る
も
の
で
あ
る

。
3
4は
台
付
土
器
の
破
片
で
あ
る
。
時
期
は
縄
文

後
期
あ

る
い
は
晩
期
で
あ
ろ
う

。

５
　

弥
生
式
土
器

図
５
－
1
9
の
１
～
５
は
弥
生
式
土
器
で
あ
り
、
５

は

口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
１

は
土
舗
3
1附
近
よ
り
出
土
し
た
全
面

に
櫛
目
文
の
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
形

の
土
器
で

あ
り
、
２
は
小
形
甕
形
土
器
で
あ

る
。

６
　

土
　

師
　

器

図
5
1
1
9
の
８

・
９

の
甕
形
土
器

の
破
片
が
出
土
し
て

い
る
。

７
　

灰

粕

陶

器

図
５
－
1
9
の
1
0・
い１１一
は
灰
粕

陶
器

の
坏
で
あ
り
、
1
2
8
1
3は
皿
で
1
5は
底
部
破

片
で
あ

る
。ヽ

８
　

中

・
近
世

の
陶
器

図
５
－
1
9
の
1
6
8
2
0は
中

世
の
陶
器
で

あ
っ
て
、
1
6～
1
8は
灯
明

皿
で
あ

り
、

1
9・
2
0は
甕

の
破
片
で

あ
ろ
う
。

９
　

金

属

製

品

銅
製
品
、
柱
穴
群
１

の
す
ぐ
東
か
ら
銅
釧

の
完
形
品
（
図
5
1
1
9の
６
）
が
出
土

し
た
。
薄

く
も
ら
い
も
の
で
あ
る
。

鉄
製
品
、
鉄
鏃
（
図
５
－
1
9
の
2
3）、

刀
于
（
図
5
1
1
9の
2
4）、

釘
（
図
５
－
1
9
の

2
6）
が
出
土
し
た
。
2
5は
平

釘
か
、
2
7
は
中
空
の
鉄
製
品
で
用

途
不
明

で
あ
る
。

2
9は
棒
状
、
3
0は
曲
線
を
え
が
く
薄
い
平
ら
な
鉄
板
で
と
も
に
用

途
不
明
、
3
1は

金
環
で
あ
り
、
3
2は
鉄
製
の
輪
で
あ
る

。
2
8は
鉄
鈴
か
と
思
わ
れ
る
。

む5
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北高根Ａ遺跡第 ５章

古
鉄

は
2
1が
開
元
通
宝
、
2
2が
寛
永
通
宝
で
あ

る
。

1
0
　
　石
　
　
　

器

石

器
の
出
土
量
は
多
い
。
そ

の
代

表
的
な
も
の
に
つ
い
て

み
る
と
、
図
5
1
2
0

の
１
・
２
は
打
製
石
斧
、
３

～
６

は
磨
製
石
斧
で
あ
る
が
、
５

・
６

は
小

型
で
あ

る
。
７
・
８

は
栂
指
状

ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
９
～
‥１１一一
は

ス
ク
レ
ー
パ

ー

で

あ

る
。

1
2～
1
8は
石
鏃
で
あ

る
が

い
ろ

い
ろ

の
形
態
の
も

の
が
出
土
し
て
い

る
。
1
9～
2
1

は
石
鏃
で
あ
り
、
2
2は
石
匙
で
あ

る
。
2
3は
横
刃

形
石
器
で
あ

る
。

2
4・
2
5は
凹
石
、
2
6・
2
7は
敲
打
器
、
2
8は
砥
石
で
あ
り
、
石
皿
も
出
土
し
て

い
る
。

1
1
　土
　

製
　
品

土
製
円

板
（
図
5
1
2
0の
2
9・
3
0）
、
耳
栓
（
3
1）
、

紡
総
車
（
3
2）
、

土

偶
右
脚
部

（
3
3）
が
出
土
し
て
い
る
。

四
　

ま
　

と
　

め

北
高
根
遺
跡
は
、
大
泉
川
左
岸
の
段
丘
上
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
東
西

に
長

く
、
中
央
道
は
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
横
断
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
縄
文
時
代
前
期
の
住
居
跡
二
軒
、
中
期
の
住
居
跡
三

軒
、
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
五
軒
、
中
世
住
居
跡
二
軒
、
柱
穴
群
四
基
、
土
舗

三
七
基
を
調
査
し
、
縄
文
時
代
の
各
時
期
、
弥
生
時
代
後
期
、
中
世
と
長
い
年
月

に
わ
だ
っ
て
の
遺
物
を
た
く
さ
ん
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
で

あ
る
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

縄
文
時
代
早
期
か
ら
前
期
の
土
器
片
が
、
お
り
あ
い
に
多
く
出
土
し

た
こ
と

は
、
駒
ヶ
根
市
舟
山
遺
跡
、
宮
田
村
中
越
遺
跡
、
同
村
元
宮
神
社
前
遺
跡
な
ど
の

調
査
に
よ
っ
て
、
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
伊
那
谷
の
こ
の
時
期
の
研
究
に
一
つ
の
鍵

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
黒
曜
石
製
の
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど
小
形
石
器
類
と
と
も

に
、

今

後

の
研

究

課

題

で

あ

る

。

縄
文

時
代

晩

期

終

末

期

の
氷

式

に
比

定

さ

れ

る
土

器

片

が

、

多

く

出

土

し

た

こ

と

も
、

こ

の

期

の
調

査

例

が

少

な

い

だ

け

に
大

き

な

成
果

で

あ

っ

た

。

弥

生

時
代

後

期

の

住
居

跡

五

軒
、

柱

穴
群

四

基

を
検

出

す

る

こ
と

が

で

き

た

が

、

同

じ

伊

那

谷

で

も
下

伊

那

地

方

と

は

ち

が

っ

た

様

相

が

い

く

つ

か

指

摘

さ

れ

る
。

な

か

で

も

、

土

器

器

形

、

文

様

手

法

、

石

器

類

が

ま

っ

た

く

出

土

し

て

い

な

い
こ

と

な

ど

は
注

目

さ

れ

る

。
柱

穴

群

の

東

よ

り

銅

釧

が

出

土

し

た

こ

と

も

特

筆

す

べ
き

で

あ

る

。
同

種

の
銅

釧

は
県

内

で

は
佐

久

市

離

山

遺

跡

、

小

県

郡

陣

の

岩

遺
跡

で
発

見

さ

れ
て

い

る

の

み

で

あ

る

。

二

二

基

の

砂
利

マ

ウ

ン

ド

を

も

つ
土

鎬
が

検

出

さ

れ

た
が

、

い

ろ

い

ろ
と

わ

か

ら

な

い

点

が

多

い

。

今

後

の
調

査

研

究

に

ま

ち

た

い

。

注
　
本
遺
跡
に
つ
い
て
は
「
長
野
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書
南
箕
輪
村
そ
の

Ｉ
・
２
」
よ
り
主
要
部
分
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

お り



第６章　高 根遺跡

第
六
章

高

根

遺

跡

一
　

位

置

及

び
環

境

高
根
遺
跡
は
、

南
箕
輪
村
大
泉
部
落
の
西
方
約
一
ｈ
、

字
高
根

に
あ

る
。
（
図

６
－

Ｉ
）
　

経
ヶ
岳
の
東
、
標
高
一
七
〇
〇
ｍ

の
大
泉
所
山

に
源
を
発
す
る

大

泉

川

の
左

岸
段
丘
上
、
標

高
七

八
八
・
一
五
ｍ

の
所

に
位
置

し
、

遺
跡
地
は
東
西

一

五
〇
ｍ
、
南
北
一
〇
〇
ｍ

の
地
域

に
広
が

っ
て

い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
現
在

は
畑

地
及

び
山
林

・
原
野
と
な

っ
て
い

る
が
、
一
部
Ａ
地
区
（
低
位
段
丘
地
区
）（
図
６
ｊ

３
）
は
水
田
化
し
た
時
代
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
。

大
泉
川

と
の
比
高
は
Ａ

地
区

で
六
ｍ

、
Ｂ

地
区

で
は
一
三
ｍ

あ
り
、
河

岸
段
丘

図6 －1　 高根遺跡地図（×）

図６－ ２　 高根遺跡全 景 （1983.11 ）（大型農道敷及びその

左一帯 の段丘上が遺 跡である）

と
し
て
は
低
い
方
で
あ
り
、
遺
跡

付
近
は
現
在
に
お
い
て
は
新
し
い

部
落
が
で
き
た
り
大
泉
川
か
ら
引

水
す
る
工
事
が
行
わ
れ
た
り
し

て
、
水
が
涸
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
こ
の
遺
跡
が
栄
え
て
い
た
時

代
は
、
水
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

遺
跡
地
の
地
層
は
、
上
部
鮮
新

世
の
所
産
で
あ
る
塩
嶺
傑
層
が
基

盤
と
な
り
、
そ
の
上
に
大
泉
篠
層

を
載
せ
、
そ
の
上
を
テ
フ
ラ
層
が

覆
っ
て
い
る
。
大
泉
川
に
は
点
々
と
縞
状
に
テ
フ
ラ
層
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
層

の
断
面
は
、
大
泉
部
落
の
南
、
春
日
街
道
の
通
過
地
点
の
大
泉
川
右
岸
に
工
事
用

に
切
り
取
ら
れ
た
所
に
露
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
上
部
に
黒
土

層
四
〇
皿
、
そ
の
下
に
律
層
三
・
五
ｍ
が
あ
り
、
そ
の
下
部
に
テ
フ
ラ
層
が
堆
積

し
て
い
る
。
そ
の
テ
フ
ラ
層
の
下
部
は
律
層
で
あ
る
。
Ｂ
地
区
の
テ
フ
ラ
層
は
多

分
に
砂
を
含
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
流
出
に
よ
る
堆
積
か
も
知

れ
な

い
。
Ａ
地
区
は
南
に
傾
斜
し
て
し
る
が
、
Ｂ
地
区
は
東
北
の
方
向
に
ゆ
る
や
か
に

傾
斜
を
し
て
い
る
。

4 加
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ｂ

高根遺跡全体図
３図 ６

卜

二
　

発
掘
の
主
体
と
期
日

発
掘
調
査
の
主
体
　
南
箕
輪
教
育
委
員
会
↓

高
根
遺
跡
学
術
調
査
団
（
団
長

友
野
良
乙

発
掘
期
日
　
昭
和
四
七
年
一
一
月
二
九
日
～
一
二
月
五
日

西
部
地
区
開
発
に
伴
う
大
規
模
農
道
が
遺
跡
の
一
部
を
通
る
こ
と
と
か

り
、
緊
急
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
　

遺

構

・

遺

物

Ｈ
　

竪
　

穴
　

跡

１
　

１

号
竪
穴
跡
（
図
６
１
４
）

Ｂ

地
区
（
高
位
段
丘
上
）
北
部
（

グ
リ
で
ド
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
5
4～
5
5）
に
発

見

さ

れ
た
も

の
で
あ
る
。
東
西
三
・
五
ｍ

、
南
北
一
・
六
ｍ

、
北
側
東
寄
り
に
七
五

皿
の
張
り
出
し
を
有
し
、
深
さ
は
地
表
よ
り
四
五
～
五
〇

皿
茶
褐
色
層
に
掘
り

込
み
、
内
側
は
二
重

に

Ｉ
〇

皿
の
比
高
を
も

っ
て
更

に
掘
り
く
ぼ
め
ら
れ
、
モ

の
内
側

の
く
ぼ
み

に

Ｉ
〇
～
二
〇

四
大

の
自
然
石
を
七
五
個
、
く
ぼ
み
の
高
さ

に
敷
詰

め
ら
れ
た
竪
穴
跡
で
あ

る
。
こ

の
敷
き
詰

め
ら
れ
た
石
を

除

去

す

る

と
、
床
面

は
平

ら
な
竪
穴
と

な
り
、
中
央

に
恥
径
一
五
×
一
八

皿
、
深
さ

二
（

皿
の
穴

を
発
見
し

た
。
ま

た
周
囲

に
柱
穴
と
考
え
ら
れ
る
図
の
Ｒ

～
馬
は
本
跡

に
関
係

が
あ
る
と
思

わ
れ
る
柱

穴
跡
で

あ

る
。
う

ち
、
Ｒ

・
Ｒ

・
Ｒ

・
Ｒ

と

巳

・
民

は
、
そ

の
中
間

に
あ

り
棟

を
渡

す
外
柱

と
考
え

ら
れ
る
柱

穴

跡

で

あ

る
。

ま
た
、
民

と
亀
は
瓦

・
民

と
の
聯
の
中
間

に
あ
る
柱

穴
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
Ｒ

と
Ｒ

の
中
間
馬

も
同

様
な
存
在
で

あ
る
。
切
妻
中

央
外
柱

の
掘

建
式
の
建
物
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
、
灰

粕
陶
器

が
出

土
し
、

一
一
世
紀
後
半

０
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

421



第6 章　高 根 遺 跡

２
　
２
号
竪
穴
跡
（
図
６－
４
）

本
跡
は
、
１
号
竪
穴
跡
の
西
北
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
二
つ
の
竪
穴
が
複
合

し
あ
っ
た
竪
穴
で
あ
る
。
東
側
は
東
西
一
・
四
五
ｍ
、
南
北
一
・
八
ｍ
の
不
正
方

形
を
な
し
、
深
さ
は
地
表
面
よ
り
四
五
皿
、
床
面
は
平
ら
に
し
た
竪
穴
で
あ
る
。

Ｃ

≫PI

も　　 ２号竪穴　｜

･

Ｐ ３

PI
号

つ

P22
Ｃ9

C刀

内
部
に
瓦
と
、
１
号
竪
穴
跡
の
Ｒ
が
あ
り
、
同
じ
く
瓦
が
壁
に
接
し
て
い
る
。

西
側
竪
穴
は
東
側
竪
穴
よ
り
お
く
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
東

西
一
・
六
五

ｍ
、
南
北
一
・
〇
二
ｍ
、
深
さ
は
地
表
よ
り
六
五
皿
、
東
の
竪
穴
よ
り
一
一
ｍ
深

く
掘
り
く
ぼ
め
ら
れ
て
い
る
。
床
面
は
平
ら
の
小
判
形
竪
穴
跡
で
あ
る
。
外
周
の

一一
‥

Ｏ

‐
2
6

P5

Ｇ8Ｐ ３⑨
円
ふ

P21
⑤

P20

ヘ

ー8

Ｐ
－
（

‐
1
5
）

‰

Ｐ

う-e ’Ｐ目
Ｇ

Ｗ

Ｅ

－

⑧
　

『
　

つ

Ｐ ７

○
P8

０

門
⑧

、

P10
⑨

E ’Ｅ

つ 丿
ニ ニ

ー ご
刀 ‾

図6－4　B地区ＨＩ～３号竪穴跡実測図
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第６章　高 根 遺跡

柱

穴
跡
は
、
Ｒ

・
巧
、
１
号
跡

の
瓦
と

は
直
列
で
間

隔

一

∴
二
〇

～
一
・
四

〇

ｍ

、
Ｒ

・
巳

・
１

号
跡
の
Ｒ

と
は
〇

・
七
〇
ｍ

の
等
間
隔

の
直
列

の

柱

穴

で

あ

る
。
巧

は
北
側
で
離
れ
て
い
る
が
、

推
定
上
屋
根

に
関

係
を
持

つ
柱

穴
と
考
え

ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

遺
物

は
、
東
西

竪
穴
の
中
間

よ
り
聖
宋
元

宝
（
古
銭
）
と
、
内
耳

土
器
が
発
見

さ

れ
た
。
時
期

は
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

３
　

３

号
竪
穴
跡
（
図
６
－

４
）

本
竪
穴
は
、
１

号
竪
穴
の
東
北
一
・
三
ｍ

に
接
し
て
発
見
さ
れ

た

も

の

で

あ

る
。
大
き
さ

は
東
西
一
・
六
ｍ

、
南
北
二

∴

五
ｍ

、
深
さ
地
表
面

よ
り
六
二

０１１

茶
褐
色
土
層

に
掘
り
く

ぼ
め
ら
れ
て
作

ら
れ

た
竪
穴
跡
で
あ

る
。
床
面

は
北
側
が

や
や
高
く
南

に
僅

か
に
傾
斜

を
な
し
て
堅
く
踏
み
固

め
ら
れ
て
あ

っ
た
。
中
央
や

や
南
よ
り
地
表
下

三
五

皿
に
レ
ン
ズ
状

の
焼
土
が
検
出

さ
れ

た
が
、
床
面

に
は
達

し
て

お
ら
ず
、
浮
い

た
も

の
で
あ

っ
た
。
ま

た
、
中
央
や
や
北
寄
り

に
西
壁

に
接

し
て
径
四
○
×
三
〇

皿
、
深

さ
二
〇

四
、
楕
円
形

の
穴
が
床
面

に
発
見
さ
れ

た
。

外
周

に
Ｒ

～
恥
の
柱
穴

を
検
出

。
１
号

竪
穴
1
7
6
と
巳

・
瓦

は
等
間
隔
二
ｍ

直
列
、

東
側
ｈ

・
Ｒ

・
巧

は

丁

六
〇

Ｅ
等
間
隔
直
列
穴
、
八

良

江
１
号
跡
と
同
様
中

間
穴
で
あ

る
。
こ

れ
等
の
柱
穴

を
結

ぶ
と
四
・
〇
ｍ

Ｘ
一
∵

五
ｍ

の
切
妻
建
築
を

考
え

さ
せ

る
も

の
で
あ

る
。

遺
物

ぱ
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
。

⇔
　

土
　

墳
　

群
（
図
６
－

５
）

１
　

１

号

土

墳

大

泉
川
左

岸
段
丘
上

に
あ
り
、
南
北
一
・
八
ｍ

、
東
西
一
・
〇
ｍ

の
三
日
月
形

を
な
し
、
西

壁
は
四
〇
度

の
傾
斜
、
底
部

は
五
〇

皿
幅
、
東

壁
は
垂
直
、
東
側

に

砂
疎
の
マ
ウ
ン
ド
か
お

る
。
深

さ
は
約
五
〇

皿
、
土
演
内

に
は
黒
褐
色
土
か
充
満

し
て

い
た
。
そ

の
形

は
二

つ
が
合

わ
さ
っ
た
よ
う

な
上
演
で
あ

る
。
遺
物
は
、
繩

う
暇
々
　
づ
田
澗

E 」

八 口

Å１号

Ｏ

Ｄ

ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ

Q/U 」

Ａ

⑤
言
リ
レ
犬ｙ

－
016

°
］　　 ゜

。 り
可

012　 －　　　4 万　　　　Ｃ
ご の ´

C ;”　 ‘゙　　　　　　　C’
一 一

χ`_，- χＪ ’

込

q/

咬
０　５０　１ ｍ

図６－ ５　Ｂ地区Ｉ土穣 １～ ５号実測図

ロコ
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第６章　高根 遺跡

文
中
期
末
葉
の
も
の
で
あ
る
。

２
　
２

号

土

埃

１
号
土
演
の
北
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
１
号
土
演
と
同
様
三
日
月
形

を
呈

し
、
東
西
一
・
二
ｍ
、
南
北
三
・
〇
ｍ
、
西
壁
は
東
に
五
〇
度
傾
斜
、
東
壁
は
ほ

ぼ
直
壁
で
、
東
側
は
砂
傑
の
マ
ウ
ン
ド
を
な
し
て
い
る
。
上
演
内
は
黒
褐
色
土
が

充
満
し
て
い
た
。
上
演
の
底
は
砂
傑
層
で
あ
る
。
遺
物
は
縄
文
中
期
末
葉
で
、
周

辺
か
ら
も
同
じ
時
期
の
土
器
が
出
土
し
た
。

３
　
３

号

土

壌

２
号
士
族
の
東
一
・
〇
ｍ
の
所
に
発
見
さ
れ
た
。
東
西
一
・
六
ｍ
、
南
北
一
・

五
ｍ
、
表
土
よ
り
四
〇
皿
茶
褐
色
土
層
を
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
内
部

に
は
一
五
～
三
〇
皿
内
外
の
自
然
石
が
一
五
個
投
げ
入
れ
た
よ
う
な
形
で
検
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
中
央
西
寄
り
に
焼
土
が
七
〇
×
六
五
皿
、
厚
六
ｍ
に
堆
積
さ
れ
て

い
た
。
浅
い
小
形
の
土
墳
で
あ
る
。
遺
物
は
、
土
器
片
が
一
片
検
出
さ
れ
た
が
時

期
は
不
明
で
あ
る
。

４
　
４

号

土
墳

本
土
墳
は
、
３
号
土
墳
の
東
北
一

二
二
ｍ
の
所
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

東
側
が
用
地
外
の
た
め
発
掘
を
断
念
し
た
。
大
き
さ
は
東
西
約
一
・
〇
ｍ
、
南
北

一
二
一
五
ｍ
、
深
さ
地
表
よ
り
四
〇
四
、
茶
褐
色
土
層
に
一
四
ｍ
内
外
掘
り
込
ん

で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土
演
内
に
径
二
三
～
二
五
皿
内
外
の
深
さ
Ｉ
〇
～
一

二
ｍ
の
穴
が
二
個
検
出
さ
れ
た
。
周
囲
に
も
円
形
の
穴
が
二
個
発
見
さ
れ
た
が
、

関
係
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

５
　
５

号

土

墳

１
号
上
演
の
東
側
に
接
し
て
発
見
さ
れ
た
。
地
表
下
四
五
ｍ
茶
褐
色
土
に
掘
り

込
ん
で
作
ら
れ
、
東
側
は
東
西
六
五
ｍ
、
南
北
六
〇
ｍ
、
深
さ
は
茶
褐
色
土
層
に

二
五
ｍ
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
長
方
形
、
そ
れ
に
続
い
て
西
側
に
、
東
西
一
〇
〇

ｍ
、
南
北
平
均
九
〇
ｍ
、
深
さ
地
上
か
ら
八
九
ｍ
、
床
面
は
平
ら
に
し
て
あ
る
が

東
に
Ｉ
〇
度
の
傾
斜
を
し
て
い
る
。
二
つ
の
土
演
が
一
つ
に
な
っ
た
形
の
上
墳
で

あ
る
。
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。

曰
　
縄

文

土
器
（
図
６－

６
）

図
６
－

６
の
１
は
僅
か
に
内
反
し
、
厚
さ
は
四
ｍ
ほ
ど
の
薄
手
式
土

器
で
あ

る
。
文
様
は
無
文
地
に
低
い
粘
土
紐
を
上
下
二
本
横
位
に
貼
り
付
け
、
そ
の
中
に

蛇
行
状

の
そ

れ
を
加
飾
し
て
あ

る
。
さ
ら

に
粘
土
紐
の
上

に
刻
目
状
の
爪
形
文
を

部
分
的

に
配
し
て
い

る
。
色
調

は
茶
褐
色
を
呈
し
、
胎
土

に
雲

母
・
長

石

を

含

み
、
焼
成

は
良
好
で
あ

る
。
東
海
地
方
の
天
神
山
式

に
類
似
す

る
の
で
あ
ろ
う

。

２

は
、

へ
ら
状
工
具

に
よ
る
沈
線

を
縦

に
配
し
、
そ
れ

に
区
画
さ
れ
た
中

に
無

数

の
沈
線

を
横
位

に
施
し
て
あ

る
。
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
し
、
胎
土
に
長
石
を
含

み
、
焼
成

は
中
位
で
あ

る
。
藤
内
式

に
類
似
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

３
・
６
は
、
無
文
地

に
爪
形
文
を
施
し
て
あ
る
。
色
調
は
黄
褐
色
（
３
）
、
赤
褐

色
（
６
）
を
呈
し
、
胎

土
に
雲
母

を
含
み
焼
成

は
３

は
良
好
、
６

は
不
良
で
あ
る
。

４
・
５
は
、
隆
帯
の
縁

に
爪
形
文
を
施
し
て
あ
り
、
特
に
５

で
は
、
破
片
上

部

に
単
節
の
斜
縄
文
を
付
加
し
て
、
文
様
効
果
を
増
し
て
い
る
。
色
調
は
黄
褐
色
を

呈
し
、
胎
土
に
雲
母
・
長
石
を
含
み
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

７
は
、
口
縁
上

部
の
内

側
が
ふ
く
れ
る
口
縁
部
破
片
で

あ
り
、
文
様

は
３

・
６

と
同

様
で
あ
る
。
色
調

は
赤
褐
色

を
呈

し
、
胎
土

に
雲
母

を
含
み
、
焼
成

は
良
好

で

あ
る
。

８

は
、
破

片
下

部
に
隆
帯

を
楷
円
形
状

に
張
り
付
け
、
そ

の
縁

に
沿

っ
て
同
様

に
爪
形
文

を
有

し
て

い
る
。
色
調

は
茶
褐
色

を
呈
し
、
胎
土

に
雲
母

を
含
み
、
焼

成

は
良
好
で
あ

る
。

９

は
、
外
面
が

わ
ず

か
に
肥
厚
す

る
口
縁
部
破
片
で
あ

る
。
文
様
帯
は
上
部
に

横
位

の
沈
線

を
二
本
配
し
、
下

部

に
は
櫛
状
工

具
に
よ
る
沈

線
文
を
縦
位
に
引

い

4麗
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高根遺跡出土 縄文土 器図6 －6

1
0は
、
沈
線
を
長
円
形
状

に
配
し
、
そ
の
中
に
沈
線
文

や
刺
突
文
を
施
し
て
あ
る
。

色
調
は
黄
褐
色
を
呈
し
、
胎

土
に
長
石
を
含
み
焼
成
は
良

好
で
あ
る
。

Ｈ
は
、
条
線
を
無
数
に
、

ま
た
不
規
則
に
施
し

て
あ

る
。
色
調
は
黄
褐
色

を
呈

し
、
胎
土
に
雲
母
を
含
み
焼

成
は
良
好
で
あ
る
。

1
2は
、
斜
繩
文
に
や
や
太

目
の
浅
い
懸
垂
文
を
配
し
て

あ
る
。
色
調
は
黒
褐
色
を
呈

し
、
胎
土
に
雲
母
を
含
み
焼

成
は
中
位
で
あ
る
。

1
3は
、
細
目
で
深
い
懸
垂

文
と
、
斜
目
沈
線
文
の
組
み

合
わ
せ
た
も
の
。
色
調
は
茶

褐
色
を
呈
し
胎
土
に
雲
母
を

含
み
、
焼
成
中
位
。

1
4は
、
沈
線
を
（

の
字
状

に
配
し
て
あ
る
。
色
調
は
茶

て
あ
る
。
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
し
、
胎
土
に
長
石
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で

あ
　
　
　
褐
色
を
呈
し
、
胎
土
に
雲
母
を
含
み
、
焼
成
は
中
位
で
あ
る
。

る

Ｏ

1
5・
1
7は
、

斜
縄
文
地

に
若
干

カ
ー
ブ
を
有
す

る
懸
垂
文

を
施
し
、
磨
消

縄
文
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の
手
法
が
み
ら
れ

る
。
1
5は
色
調
黒
褐
色
を
呈

し
、
胎
土
に
雲
母

を
含
み

焼
成

は

良
好

。
1
7は
黄
褐
色
を
呈
し
、
長
石

を
含
み
焼
成
は
不
良
で
あ
る
。

1
6は
、
無
文
地
に
沈

線
を
直
角
状
に
施

し
て
あ
る
。
色
調

は
黄

褐
色

を
呈
し
、

胎
生
に
雲
母
を
含
み
焼
成
は
中
位
で
あ
る
。

以
上

の
９
～
1
7は
加

曽
利
Ｅ
式

に
属

し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

1
8は
、
１
号

土
演

よ
り
出

土
し
た
土
器
で

あ
り
、
文
様

は
破

片
上

部

に

隆

帯

を
、
下

部
に
は
斜
縄
文
地
に
波
状
沈

線
を
施

し
、
全
体
的

に
意
匠
文
的
構
成

を
な

し
て
い
る
。
色
調

は
黄
褐
色
を
呈

し
、
胎

土
に
長
石

を
含
み

焼
成
は

不

良

で

あ

る
。1

9は
、
２
号
土
摘

よ
り
出
土

し
た
土
器
で
あ
り
、
文
様

は
全
体

に
荒
い
縄
文
が

施

さ
れ
て

い
る
。
色
調

は
茶
褐
色

を
呈
し
、
胎
土

に
雲
母

を
含
み
焼
成
は
不
良
で

あ

る
。

2
0は
、
２
号
竪
穴
よ
り
出
土
し
た
土
器
で
あ
る
。
中
世
（
鎌
倉
時
代
）
よ
り
栄
え

た
内
耳

土
器
の
一

派
で
あ

ろ
う
。
両
面

に
多
量
の
炭
化
物
が
付
着
し
て
い

る
。
色

調

は
黒

褐
色

を
呈
し
、
焼
成

は
含

め
こ

ま
か
く
し

ま
っ
て
良
好
で
あ

る
。

2
1は
、

２
号

竪
穴

よ
り
出
土
し

た
聖
宋
元
宝
（
古
銭
）
で
あ

る
。

鋳
造
年
代
は

一
一
〇
一
年
で
あ

っ
て
、
平
清
盛
の
日
宋
貿
易
の
際

に
輸
入
さ
れ
た

の

で

あ

ろ

う

。

匈
　

出

土

陶

器
（
表
６
－

Ｉ
、
図
６
－

７
）

Ｂ
地
区

よ
り
、
図
６
１

７

の
よ
う
な
陶
器
破
片
が
出
土
し
た

。
そ
の
生
産
地
、

器
形
、
時
期
等

を
表
示
し

だ
の
が
表
６
１

１
の
と

お
り
で
あ

る
。

第６章　高 根 遺 跡

表6 －1　 高根遺跡出土陶器片一覧

番号 生 産 地 器　　 形 時　　 期 そ の 他

2

3

6

7

8

10

11

15

16

20

1

4

9

12

13

17

18

19

21

22

23

24

25

5

14

美　　 濃

〃

々

〃

々

々

〃

々

々

〃

々

〃

〃

不　　 明

美　　 濃

〃

不　　 明

々

々

〃

々

〃

〃

常　　 滑

古 瀬 戸

灰 粕 皿

〃　 碗

々

〃

々

〃

〃　 碗

〃　　〃

〃　　〃

〃　　〃

〃　 杯

々　　々

々

不　　 明

灰　　 粕

々

不　　 明

々

々

々

〃

〃

〃

大　　 甕

天 目茶 碗

11世 紀後半

々

〃

〃

〃

々

〃

〃

々

々

々

〃

〃

不　　　 明

11世紀後半

11世紀後半

不　　　 明

11世紀後半

々

々

〃

〃

〃

鎌　　　 倉

南　北　期

竪穴２号

竪穴１号

上墳 １号

A －54
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高 根 遺 跡章第 ６

四
　

ま
　

と
　

め

遺
　

構
　
Ａ

地
区

は
大
泉
左
岸

の
南

に
面
し

た
緩

か
な
傾
斜
地
で
、
遺
跡
地
と

し
て

考
え

ら
れ
る
場
所
で
あ

る
が
、
こ

れ
と

い
う
遺
構

は
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
傾
斜
変

移
地
点

の
一

部
限
定

さ
れ
た
区

割
に
、
人
工

か
と
思

わ
れ
る
程

の
流
石

群
が
発
見

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
流
石

の
間

か
ら
縄
文
中
期

の
土
器

片
が

若
干

検
出
さ
れ
た
。

Ｂ
区

は
大
泉
川

の
左
岸
の
高
位
段
丘
に
あ
り
、
Ｂ
区

の
南
を
Ｉ
区

、
北

を
ｎ

区

と
し
た
。
Ｉ
区

か
ら
は
土
舗
五

個
が
発
見

さ
れ
た
。
１

号
土
譲
よ
り
常
滑

産
の
大

甕
破
片
（
鎌
倉
期
）
が
検
出
さ
れ
、
２
号
土
躾
か
ら
は
縄
文
中
期
の
土
器
が
検
出
さ

れ
た
。
皿
区

か
ら
は
竪
穴
三

個
が
発
見
さ
れ
た
。
１

号
竪
穴
は
実
測
図
の
と
お
り

長
方
形
柱
穴
を
伴
う
竪
穴
で
あ

る
。
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。
２

号
竪
穴
か
ら

は
内
耳
土
器
、
聖
宋
元
宝
が
検
出
さ
れ
、
時
期
は
鎌
倉
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
近

年
中
央
道
の
発
掘
で
飯
田
地
区

か
ら
、
一
五
三
号
線
バ
イ

パ
ス
エ

事
に
よ
る
発
掘

で
大
島
遺
跡
、
飯
島
本
郷
南
羽
場
遺
跡

か
ら
も
類
似
の
竪
穴
が
発
見

さ

れ

て

い

る
。
ま
た
本
遺
跡

の
東

の
北
高
根
遺
跡

か
ら
も
中
世
の
住
居
跡
二

と
柱
穴
群

が
発

見

さ
れ
て

い
る
が
、
こ

れ
ら
も
関
連
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

遺
　

物
　

縄
文
式
土
器
１

は
東
海
地
方
天
神
山
式
類
似
土
器
で
北
高
根
遺
跡
で

も
発
見

さ
れ
て
い

る
。
そ

の
外

は
、
藤
内
式
・
加
曽
利
Ｅ
式
・
内
耳

土

器

で

あ

る
。
本
遺
跡
遺
物
と
し
て
特

に
注
意
し

た
い
の
は
陶
器
で
あ

る
。
こ
の
陶
器
を
分

類
し
て
み

る
と
、
一
番
多
い

の
は
一
一
世
紀
後
半
の
美
濃
産
灰
軸
陶
器
で
、
全
体

の
八

六
％

を
占

め
て

い
る
。
本

遺
跡

の
栄
え

た
の
は
こ
の
こ

ろ
で

は

な

か

ろ

う

か
。
そ

の
ほ
か
常
滑
産

の
大
甕
等
鎌
倉
時
代
三
・
四
四
％

、
古
瀬
戸
産
の
天
目
茶

碗
等
南
北
朝
時
代

の
陶
器

片
が
出
土
し

た
。
新
し
い
遺
構
と
相

ま
っ
て
今
後
の
研

究
の
好

資
料
と
い
え

よ
う
。

遺

跡

の

す

ぐ

南

に

熊

野
三

社

跡
か

お

る

。
熊

野

三

社

権
現

を
祀

っ

た
社

跡

で

あ

る
。

信

濃

国

各

地

に

熊
野

権
現

を

祀

っ
た

の

は

、
平

安
末

期

～

鎌

倉
時

代

と

い

わ

れ

て

い

る
。

高

根

遺

跡

も

そ

の

こ

ろ
発

達

し

た

遺

跡

で

あ

る

と

こ

ろ

よ

り

、
熊

野

三

社

は
高

根

村

の
氏

神

で

あ

っ
た

か

も

知

れ

な

い

。
現

在

大

泉

部

落

の

所

有

で

あ

る
と

こ

ろ

よ
り

、

旧

大

泉

部

落

は
こ

の
神

社

を

中

心

と

し

て

あ

っ
た

も

の
と

考

え

ら

れ

は
し

な

い

か

。
高

根

遺

跡

を

と

り

ま
く

南

高

根

、

北

高

根

、

大

芝

東

遺

跡

は

一
連

の
遺

跡

で

あ

る
と

考

え

た

い

。

注
　
高
根
遺
跡
に
つ
い
て
は
「
高
根
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
」
に
ょ
り
そ
の
主
要
部
分
を
転
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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第
七
章
　
天

伯

遺

跡

一
　

位

置

及

び
環

境

天
伯
遺
跡
は
、
南
箕
輪
村
六
〇

一
番
地
か
ら
六
四
五
番

地
（
塩
ノ
井
）
に
及
ぶ
約

五

臨
の
広
が
り

を
持

ち
、

塩
ノ
井
部
落
の
北
側

に
接
し
た
畑
地
が
遺
跡
の
中
心
部

に
な
っ
て
い
る

。（
図
７
１
１
、
７
－

２
）

こ
こ
に
立
っ
て
四

方
を
眺

め
る
と
東
方
は
天

竜
川

の
広
い
沖
積
面

を
眼
下

に
望

み
、
そ
の
向
う
に
相
対

す
福

島
段
丘

崖
と
、
そ

の
背
後

に
伊
那
山
地
、
こ

れ
を
圧

し
て
天
空
に
そ
び
え
る
赤
石
山
脈
の
北
端
の
仙
丈
ケ
岳
・
東
駒
ヶ
岳
の
麗
峰
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
方
に
は
木
曽
山
脈
の
北
端
の
経
ケ
岳
が
そ
び
え
、
北
方

と
南
方
は
遠
く
ひ
ら
け
て
伊
那
盆
地
の
段
丘
と
、
天
竜
川
の
貫
流
す
る
様
子
が
手

に
取
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
眺
望
○
よ
い
天
伯
遺
跡
の
状
況
を
地
形
的

に
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

諏
訪
湖
を
源
流
と
す
る
天
竜
川
は
、
湖
口
か
ら
す
で
に
伊
那
山
地
の
北
端
山
塊

を
切
り
開
い
て
小
渓
谷
と
し
西
南
方
に
流
れ
出
し
て
い
る
が
、
辰
野
付
近
で
横
川

と
合
流
し
、
方
向
を
変
え
て
長
い
盆
地
の
中

央
部
を
南
流
す
る
。
こ

こ
辰

野
町

か
ら
伊
那
市

北
部
に
至

る
地
域

は
、
伊
那
盆
地

の
最
北
部

臨1 （X）　　　　　　　　　　　　　　　　　5G（）　心 ’一 叩　 Ｆ　　　　　　
Ｉ　　

ヤ Ｔ

図 ７－ １　天伯遺跡付近地図

天伯 遺跡中心部（西側 より）図7 －2

で
あ
っ
て
、
特
に
右
岸

は
経
ヶ
岳
か
ら
流
れ
出

す
小
河
川
に
よ
っ
て
大

小
の
扇
状
地
が
形
成
さ

れ
、
こ
の
扇
状
地
を
切

っ
て
流
れ
る
天
竜
川
の

浸
食
作
用
に
よ
っ
て
数

段
の
河
岸
段
丘
が
発
達

し
て
い
る
。
加
え
て
天

竜
川
は
箕
輪
町
付
近
で

か
な
り
ま
と
ま
っ
た
広

さ
の
沖
積
面
を
形
成
し
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第７章　天 伯 遺跡

臨
卜

2＝jO
六こ{･ｆＴ卜r 十立

て
い

る
。
天

伯
遺
跡
は
こ
の
箕
輪
沖
積
面

の
西
南
端
部
に
沿

っ
た
段
丘
上

の
突

端

部
（
標
高
七
｛

Ｏ
ｍ
｝
に
位
置
し
て
い

る
わ
け
で
、
天

竜
川

と
の
比
高
が
約
五
〇
ｍ

で
あ
り
、
背
後

に
経
ヶ
岳
と
そ

の
間

に
展
開
す

る
大
泉
扇
状
地

を
背
負

っ
て
い

る

自

然
条
件

の
良
い
土
地
で
あ

る
。
南
側
と
北
側

を
、
栃

ケ
洞
沢
と
下

の
沢

に
よ
っ

て
仕
切

ら
れ
て
い

る
の
で
、
東
向
き

の
小
台
地
状
地
形

と
な
り
、
扇

端
部

は
豊
富

な
湧

水
に
恵
ま
れ
て

い
る
。

こ

の
地
域

の
地
層

に
つ
い
て
み
る
と
、
経
ケ
岳
山
麓

に
発
達

し
た
大
泉
川

の
扇

状
地

は
、
天

竜
川

の
下

刻
作
用

に
よ
っ
て
数
段
の
河

岸
段
丘

を
形

成

し

て

い

る

数字はその番号）図７－ ３　 天伯遺跡発掘地点実測図（図内口口 はトレ ンチ，

が
、
上
位

か
ら
大
泉
・
神
子
柴

・
南
殿
・
木
下

の
各
段
丘

に
わ
か
れ
、

四
段

に
大
別
さ
れ
て
い
る

。
天

伯
遺
跡
は
、
南
殿
面

に
相
当

す
る
段
丘

面

の
突
端
部

に
位
置
し
、
遺
跡
の
西

端
は
、
神
子
柴

段
丘
崖
下

に
あ
る

こ
と

に
な

る
。
こ
の
南
殿
段
丘
を
構
成
す

る
地
層
は
、
下

部
に
伊
那

盆

地

の
主
要
堆
積
層
で
あ

る
荒
神
山
累
層
（
塩
嶺
累
層
）
が
あ
り
、
そ
の
上

に
、
御
岳
火
山

に
由
来
す

る
信
州
テ

フ
ラ
層
が
七
ｍ

余
も
堆
積
し
て
い

る
が
、
そ

の
上
部

は
厚

い
南
殿
傑
層
が
介
在
し
、
そ

の
上
部

に
氷
河
期

最

末
期
の
火

山
灰
降
下

を
示

す
新

期
テ

フ
ラ
層
（
第
四
第
五
浮
石
層
を
持

言

が
堆
積
し
て
い
る
。

地

表
は
現
在
黒

色
土
層

六
〇

皿
内
外

に
覆
わ

れ
て
い
て
、
疏
菜
園
、
果
樹
園
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

二
　

発

掘

の

主
体

と

期

日

発
掘
調
査
の
主
体
　

南
箕
輪
村
教
育
委
員
会
↓

発
掘
調
査
会
。

調
査
団
　

団
長
　

藤
沢
宗
平
　

補
佐
　

林
茂
樹
（
以
下
略
）

発
掘
調
査
期
日
　

昭
和
四
二
年
四
月
一
四
日
～
二
四
日

天
伯
遺
跡
の
発
掘
地
点
の
実
測
図
は
図
７
１

３
の
よ
う
で
あ

る
。

三
　

遺
構
・
遺
物

本
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
・
弥
生
時
代
後
期
・
奈
良
平
安
時
代
の
住
居
跡
が

発
掘
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
応
じ
た
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
特
に

土
師
器
の
時
代
は
こ
の
遺
跡
の
最
も
栄
え
九
時
代
と
考
え
ら
れ
、
貴
重
な
資
料
を

提
供
し
て
く
れ
た
。
以
下
項
目
を
分
げ
て
そ
の
状
態
を
記
載
す
る
。

‥】り
　
住
　
居
　
跡

１
　
第
１
ト
レ
ン
チ
ー
号
住
居
跡
（
図
７－

４
）

第
１
ト
レ
ン
チ
の
中
央
部
に
検
出
さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
は
東
西
五
・
四
ｍ
、
南
北

4卸



第７章　天 伯 遺 跡

五
・
六
ｍ
の
隅
丸
方
形
、
最
深
○

―
九
ｍ
の
竪
穴
住
居
で
床
面
は
よ
く
踏
み
固
め

ら
れ
、
わ
ず
か
に
南
に
傾
斜
ぎ
み
で
テ
フ
ラ
層
に
掘
り
込
ん
で
あ
る
。
柱
穴
玖
は

住
居
跡
内
西
南
隅
に
あ
り
、
直
径
三
〇
×
二
六
四
、
深
さ
三
九
四
で
あ
り
、
瓦
は

そ
の
北
二
・
六
ｍ
の
所
に
三
〇
×
二
五
皿
、
深
さ
二
五
皿
、
瓦
は
南
東
隅
に
五
二

×
六
〇
四
、
深
さ
三
一
ｍ
の
楕
円
形
。
瓦
は
南
西
隅
に
あ
っ
た
が
、
穴
の
径
が
他

に
比
べ
て
小
さ
く
二
〇
×
ニ

ー
皿
、
深
さ
三
〇
皿
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
瓦
と
巳

の
間
の
東
寄
り
に
民
が
検
出
さ
れ
た
。
巳
～
巳
は
ほ
ぼ
方
形
で
あ
る
。
瓦
の
外
側

五
〇
四
東
北
隅
壁
の
中
三
〇
皿
の
内
側
に
深
さ
九
四
、
幅
三
〇
ｍ
、
長
さ
約
二
ｍ

の
舜
が
検
出
さ
れ
た
。

Ｃ

図７－ ４　 第１トレンチ第１・第２住居跡実測図

遺
　
物
　
地

表
下
四
〇
皿
の

層
位
か
ら
土
師

器
、
須
恵
器
、

灰
粕
陶
器
破
片

が
出
け
じ
め
、

1
8区
表
土
下
四

○
皿
に
一
部
火

熱
を
う
け
た
楕

円
形
自
然
石
が

焼
土
と
共
に
発

見
さ
れ
、
さ
ら

に
そ
の
付
近
か

ら
口
縁
部
を
上

に
向
げ
た
甕
形

土
器
、
そ
れ
よ

り
南
寄
り

に
口
縁
部
を
下

に
向
け
た
甕
形
土
器
を
検
出
し
た
。
両

者
共
に
胴

部
よ

り
下

を
欠
い
た
も
の
で
あ
る
。
器
面

を
竹
管
具
で
縦
に
引

い
た
文
様
を
施

し
た
土

師
器
が
床
面

に
接
し
て
発
見
さ
れ
た
。

２
　

第
１

ト
レ
ン
チ
２

号
住
居
跡

２
号
住
居
跡
は
、
１

号
住
居
跡
の
南
壁
確
認
の
た
め
床
面

を
調
べ

て

い

る

と

き
、
床
面

よ
り

コ

ー
四
上

っ
た
面

に
い
ま
一

つ
の
異
な
っ
た
床
面

の
あ
る
こ

と
に

気
付
き
、
発
見

さ
れ
た
住
居

跡
で
あ
る
。
東
西

六
・
二
ｍ

、
南
北
五

・
八
ｍ

Ｏ
隅

丸
方
形

の
プ
ラ
ン
と
推
定
さ
れ
、
深

さ
〇

・
七
ｍ

の
竪
穴
住
居
跡
で

あ
る
。
柱

穴

玖
は
、
住
居
跡
内
西

南
に
二
五

×
三
〇
ｍ

、
深

さ
四
〇

皿
の
も
の
が
発
見

さ
れ
、

瓦

は
西

北
隅
１

号
住
居
跡
の
西

壁
に
近
く
、
大
き
さ
は
三
〇

×
三
二

皿
、
深

さ
四

五

皿
、
瓦

は
東
北
隅

に
三
〇

×
三
五

皿
、
深

さ
四
五
ｍ

、
巳

ぱ
東
南
隅

に
二
五

×

二

八
ｍ

、
深

さ
三
〇
ｍ

の
大
き

さ
の
も
の
が
検
出

さ
れ
た
。
Ｒ

～
瓦

の
配
置

ぱ
ほ

ぼ
正
方
形
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
中

央
付
近

に
瓦
が
二
五
×
四
〇

皿
、

深

さ

五

三

皿
、
民
が
三
〇
×
三
五
ｍ

、
深
さ
三
五

皿
、
玖
が
四
五
×
四
〇
ｍ

、
深

さ
四
〇
ｍ

の
も
の
が
南
北

に
並
ん
で
発
見

さ
れ

た
。

「

か
ま
ど
」

は
、
西

壁
中

央
に
接

し
て

九
個
の
長
方
形

の
自

然
石

を
二
列

に
並

べ
、
そ

の
前

に
楕
円
形
平

板
石

が
置

か
れ
、
二
列

に
並
ん
だ
石
組
み

の
間

は
赤
く

焼
け

た
姿
で
発
見

さ
れ
た
。
煙
道

の
一
部

は
ト
レ
ン
チ

に
よ
っ
て
破

壊

さ

れ

た

が
、
前
方
部

の
一

端
に
わ
ず
か
で
あ

る
が
煙
道

の
形

を
と
ど
め
て

い
た
。

追
　

物
　

か
ま
ど
付
近

に
多
く
発
見

さ
れ
、
遺
物

の
主
体

は
土

師
式

遺
物
で
あ

っ
た
。
ほ
か
に
、

縄
文
中
期
（
加
曽
利
Ｅ
式
）
、

弥
生
式
後
期

の
櫛
目
文

を
施
し

た

土
器
が

耕
土
中

か
ら
発
見

さ
れ

た
。

３
　

第
２
の
Ｉ

ト
レ
ン
チ
ー
号
住
居

跡
（
図
７
１
５
）

本

住
居
跡

は
、
第
２

の
Ｉ

ト
レ
ソ
チ
の
第
1
3～
1
4区

に
発
見

さ
れ
た
も

の
で
、

東
西
五

・
〇
ｍ

、
南
北
四

・
六
ｍ
、
深

さ
〇

・
六
ｍ

の
隅

丸
方
形

の
竪
穴
住
居
跡

おj
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図7 －5

で
あ

る
。
内
部
施
設
と

し
て
は
、
西
壁
の
ほ
ぼ

中
央
部

に
接
し
て
、
石

組

を
施
し
た
上
を
粘
土

で
覆
う
煙
道
式
の

か
ま

ど
が
発
見

さ

れ

て

い

る
。
上
部

に
当

た
る
部

分

は
地
表
下

三
〇
ｍ

ぐ

ら

い

ま
で

伸

び
て

い

た
が

、

ト

レ

ン
チ

調

査

中

取

り
除

か
ね

て

形

態

は
実

測

で

き

な

か

っ

た

。

柱

穴

ぱ
か

ま
ど

の
東

一

・
〇

ｍ

の
所

に
二

六
×

二

八
ｍ

、

深

さ

二

五

皿

の
ら

が

発

見

さ

れ

、
玖

の
東

一

・
五

ｍ

に
三

〇

×
三

二
『

深

さ
四

〇

ｍ

の
巳

、

巳

の
南

一

・

六
ｍ

の
位

置

に
二

七

×
二

六

皿
、

深

さ
二

五

皿
の
民

、

巳

よ

り
南

一

・
七

ｍ

に
二

六

×
二

二

皿
、

深

さ
二

五

皿
の
瓦

が

検

出

さ
れ

た

。
東

北

の
隅

の

壁
内

に
東

西

九
〇

ｍ

、

南

北

八
〇

０１
の

ほ

ぼ
円

形

で

深

さ
二

〇

皿
の

ピ

ッ

ト
と

、

住

居

中

央

部

に
東

西

一

・
四

ｍ

、

南

北

○

∴
二
ｍ

、

深

さ

六
ｍ

の
凹

部

が

認

め
ら

れ

た
が

別

に

焼

け
て

ぱ
い

な

か

っ

た

。

遺
　

物
　

か

ま

ど
付

近

か

ら

焼
土

と

土

師
器

が

多

量

に
発

見

さ
れ

た

。
黒

色

土

層

中

か

ら
勝

坂
式

土

器

片

（
隆
起
文

の
上

に
連
続
爪
形
、
又

は
綾
杉
文
を
施
文
し

た
も

の
）
、

土

師
器

の
破

片

言

縁
部

が「
く
」
の
字

に
強
く
外
反
し

た
も

の
と
、
緩
や

か
な
カ
ー

ブ
で
外
反
し

た
も
の
が
混
じ

っ
て
）
が

発

見

さ

れ

た

。
器

面

は
刷

毛

目

文

と

へ

ら

で

磨

い

た

も

の

な

ど
が

多

か

っ

た

。

４
　

第

２

の

２

ト

レ

ン

チ

ー

号

住

居

跡

（
図
７
－

６
）

第

２

の
２

ト

レ

ン
チ

中

央

や

や

南

寄

り

に

、

東

南

三

分

の

一

く

ら

い

が

３

号

住

居

跡

に
切

ら

れ

た

形

で

検

出

さ

れ

た

。
そ

の

た

め
プ

ラ

ン
は

東

西

が

不

明

で

あ

る

ン

「
一 一 一 一 一 一

W-- べｰ-

へ 心

（ ・

卜

ゝ

Ｘ

1
1
1
1
1

×

土

×

上

ｊ

マカ
／

１

×

ｻ ヤ ヤ レ

'.` ,. ノ ．'-'ぺ‥‥‥‥:･:･

ご

ご

ン

・

ン

‐

ｊ

l＼

X
Z

ｽ

ｔ

ゝ

X 、
ノ

卜
０　　　 １　　　 ２
１　 １　 １　　　 １

図7 －6　 第２の２トレン チ第 １・第 ３住居跡実測図
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が

南

北
（
六
・
四
ｍ

）
よ

り

や

や

長

い

も

の

と

推

定

さ

れ

る

楕
円

形

プ

ラ

ン
で

あ

る

。

床
面

の

平

均

の

深

さ
〇

・

八
ｍ

で

わ

ず

か

に

東

に

傾

斜

し

、

黄

色

テ

フ

ラ
層

に
掘

り

込

ま

れ

た

竪

穴

式

住

居

で

あ

る

。

炉

は

、

住

居

の

ほ

ぼ
中

央

に
発

見

さ

れ
円

形

に

自

然
石

で

囲

ん

だ

径
四

〇

×
三

五

皿
の

石

組

炉

で

、

炉

跡

は
床

面
下

に

設

け

ら

れ

た

も

の

で

は

な

く

、

床
面

上

に

並

べ

て

作

ら

れ

た

特

徴

の

あ

る

炉

で

あ

る

。

炉

跡

の

北

寄

り

に
瓦
（

径
五
〇

×
五
〇

皿
、
深
さ
五
〇
ｍ
）
、

そ

れ

に

西

に

隣

接

し

て

玖
（

径
六
〇

×
六
〇
ｍ

、
深
さ
五
〇
ｍ
）
、

瓦

よ

り
四

〇

皿
西

に
巳

（

径
三
五
×
三
五

皿
、
深
さ
三
〇

皿
）
、

瓦

よ

り

炉

跡

寄

り

六

〇

皿
の
所

に
瓦

、

こ

の

ピ

″
卜

は

径
四

〇

×
五

〇

ｍ

、
深

さ
五

〇

ｍ

で

あ

る

。

民

は

炉

跡

の

西

一

・
〇

ｍ

に

径

六
〇

×

六
〇

皿
、
深

さ
四

〇

ｍ

、

民

の

西

に

壁

に

接

し
て

民
（
径
四
○

×
五
〇
ｍ

、
深
さ
四

五

皿
）
か

お

る

。
巧

（
径
四
〇

×
四
〇

皿
、
深

さ
五

〇
ｍ

）
は
、
瓦

・
瓦

の
三

角

の
頂

点

に
当

た

る
所

に

あ

る

。
民

は

炉

跡

よ

り
南

一

・

八
ｍ

に

あ

り

、

径

一
〇

〇

×

六
〇

四
、
深

さ
五

〇

皿
の
長

方

形

の

ピ

″
卜
で

南

壁

に

接

し

て

い

る

。

そ

の
東

六
〇

皿
の

位
置

に
民
（

径
六
〇

×
六
〇
ｍ

、
深

さ
五
〇
ｍ

）

が

あ

り

、
≒

は
Ｒ

の
東

六
〇

皿
で

径
四

〇

×
五

〇

皿
、

深

さ
五

〇

ｍ

、

巳

は
≒

の

北

側

六
〇

ｍ

で

径
五

〇

×
四

二

皿
、
深

さ
四

〇

皿
、
≒

は
恥

の
東

七
〇

ｍ

、

そ

の

比

高

一

〇

皿
の
低

い
所

に
あ

り
、

土

師
式

住

居

跡

の

か

ま

ど

の
南

に
当

た

る
と

こ

ろ
で

、
そ

の
大

き

さ

は

径

六
五

×

七
五

皿
、

深

さ
四

〇

ｍ

、
円

形

ピ

″
卜
で

あ

る

が

、

か

ま

ど

等

の
施

設

か

ら

考
え

て

１

号

住
居

跡

の

ピ

″
卜

と

す

べ
き

で

あ

る

。

恥

の
北

一

・
〇

ｍ

に
陥
（
径
五
〇
×

六
〇
ｍ

、
深
さ

六
〇

皿
）
が

あ

る

。
％
（
径

五
五
×

四
二
ｍ

、

深

さ
三
八

四
）

は
％

の
北

六
五

皿
、

１

号

住

居

跡

を
３

号

住

居

跡

が

切

り

込

ん

だ

壁

の
中

間

に
発

見

さ

れ

た

。
％

は
１

号

住

居

炉

跡

と
土

師
期

の

か

ま
ど

の

中

間

に
あ

る

ピ

″
卜
で

径
三

〇

×
三

五

皿
、

深

さ
三

五

皿
で

あ

る

。
以

上

が

１

号

住

居

跡

に
発

見

さ

れ

た

ピ

″
卜
で

、

こ

れ

ら

の

ピ

″
卜

よ

り
し

て

本

住

居

跡

の
柱

穴

は

全

部
で

何

個

に

な

る

か
明

ら

か

に
し

得

な

い
が

、

お
そ

ら
く

円

形

に
近

い
配

置

を
し
て

じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

そ

の
ほ
か
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
、
実
測
図
で
み

る
よ
う

に
壁

に
接
し
て
設
け
ら

れ
て

い
る
周
溝
と
、
本
住
居
跡
の
柱
穴
と
考
え
ら
れ

る
サ
ー
ク
ル
上

に
巡
ら
さ
れ

て
い

る
周
溝
と
二
条

の
周
溝

の
あ

る
こ
と
で
あ

る
。
前
者
は
当
時
代
の
住
居
跡
に

見
受
け

ら
れ

る
と
こ

ろ
で
あ

る
が
、
柱
穴
間
を
綴

る
ご
と
く
巡
ら
さ
れ
て
い
る
例

は
あ

ま
り

ほ
か
に
聞

い
て

い
な
い
と
こ

ろ
よ
り
、
こ
れ
が

い
か
か

る
施
設
で
あ

っ

た
か
は
早

速
決

め
難

い
こ
と
で
あ
り
、
今
後

の
研
究
問
題
と
し
て
提
起
し
て

お
く

に
止

め
た
い
。

遺
　

物
　
黒
色
土
層
中

よ
り

縄
文
中
期

の
勝

坂
式
土
器

片
を
多
量

に

発

見

し

た
。
ま
た
、
木
炭

片
も
焼
土

に
ま
じ

っ
て
発
見

さ
れ
、
あ

る
い
は
火
災

に
あ

っ
た

住
居
跡
で

は
な
い
か
と
思

わ
れ

る
ほ
ど

の
多
量

の
木
炭
が
出
土
し
、
ト

レ
ン
チ
の

中

央
部
と
思

わ
れ
る
辺
で

は
地
表
下
八
〇

皿
あ

た
り

に
、
縄
文
式
中
期

の
勝
坂
式

土
器
が

か
た
ま
っ
て
発
見
さ

れ
た
。

３
号
住
居
跡

に
つ
い
て
、
３
号
住
居
跡

は
、

か
ま
ど
と
一
部
床
面

の
調
査

の
み

で
、
南
北

の
壁
ま
で
は
時
間
が
な
く
調
査
で
き
な

か
っ
た

。
そ
れ
は
、
石
組
粘
土

作
り

に
よ

る
土
師
式

か
ま
ど
で
あ
り
、

か
ま
ど
付
近

に
は
多
く
の
土
師
器
が
発
見

さ

れ
て
い

る
。

５
　

第
３
ト
レ
ン
チ
ー
号

住
居

跡
（
図
７
１
７
）

第
３

ト
レ
ン
チ
中
央
や
や
南
寄
り

に
検
出
さ
れ
た
住
居
跡
で
、
プ
ラ

ン
は
東
西

六
・
三
ｍ
、
南
北
六
・
二
ｍ
、
最
深
〇

・
八
二
ｍ

の
隅
丸
方
形

の
竪
穴
住
居
で
あ

る

。
柱
穴
巳
は
床
面
西
南
隅
に
径
五
〇

×
七
〇
ｍ

、
深
さ
六
六

皿
で

発

見

さ

れ

た

。
巳

よ
り
北
二
・
三
ｍ

の
所

に
瓦
（
四
八
×
四
〇
ｍ
、
浅
い
部
分
は
二
八
皿
深
い
部

分
は
四
〇
ｍ
）
が
あ
り
、
巳

の
東
二
・
四
ｍ

に
馬

が
あ
る
。
民

は
径
一
〇
〇

×
一
一

〇
ｍ

、
深
さ
三
五
ｍ

の

口
が
大
き
い
形
の
も
の
で
、
さ
ら
に
そ
の
南
巳

と
対
称
の

位
置

に
馬
（
五
〇
×
五
〇
ｍ
、
深
さ
二
四
ｍ
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
床
面

を
清
掃
し
て
み

4お
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トレンチ第１住居跡実測図第 ３図7 －7

る
と
南
東
の
隅

に
径
八
〇
×
九

〇
皿
、
深
さ
二

八
皿
の
ピ
ッ
ト

が
発
見

さ

れ

た
。
か
ま
ど
は

西
壁
の
中
央
付

近
に
壁
に
接
し

て
作
ら
れ
て
あ

り
、
石
組
を
基

礎
と
し
て
粘
土

で
覆
っ
た
式
の

か
ま
ど
で
あ
っ
た
。
周
溝
は
か
ま
ど
の
部
分

を
除
い
て
壁
面
内

に
壁
に
接

し
て
巡

ら
し
て
あ
り
、
幅
一
〇
～
一

八

皿
、
深

さ
七
～

九

皿
で

あ
っ
た
。

遺
　

物
　

住
居
跡
東
北
の
巳
付

近
に
広
口
大
甕

が
横
倒
し
の
形

で
床
面

に
発
見

さ
れ
、
こ
の
甕
が
本
住
居
跡
に
直
属
す
る
遺
物

と
考
え

ら
れ
る
。
黒

色
土
層
中

よ

り
は
勝
坂
式
土
器
、
弥
生
式
後
期
と
思

わ
れ
る
櫛

目
文

土
器
・
土
師
器
・
灰
粕
陶

器
等
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
瓦
の
柱
穴
の
南
壁
上
に
焼
石

及
び
木

炭
、
篠
の
集
積
と
勝
坂
式

土
器
片

多
数
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
勝
坂
式
を
主
体
と
す
る
遺
構
で

ぱ
な
い
か
と
考
え

ら

れ
る
も
、
一
部
の
発
掘
で
終
っ
た
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
。

６
　

第
８

ト
レ
ン
チ
ー
号
住
居
跡
（
図
７
１
８
）

本
住
居
跡
は
第
８
ト
レ
ン
チ
東
端
に
発
見
さ
れ
、
西
壁
と
北
壁
は
判
明
し
た
が

南
と
東
の
壁
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ラ

ン
は
東
西
約
七

こ
一
ｍ

、
南

北
六

∴
二
ｍ

、
深
さ
〇

・
六
ｍ

の
隅
丸
方
形

竪
穴
の
土
師
式
住
居
跡
で
あ
る
。
柱

／

／

１

１

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

Ｉ

Ｉ

Ｘ

１

０　　 １　　 ２

’　｜　　　　｜

１住居跡実測図第８トレンチ第図7 －8

穴
は
巳
・
瓦
・

玖
・
民
の
四
か

所
で
、
瓦
の
そ

ば
に
ピ
″
卜
Ｒ

が
あ
る
。
か
ま

ど
は
西
壁
中
央

手
前
に
検
出
さ

れ
た
。

遺
　
物
　
か

ま
ど
の
北
西
の

位
置
に
張
り
着

く
よ
う
に
土
器

片
が
集
結
し
て
あ
り
、
ま
た
、
南
西
の
方
向
に
立
石
が
発
見
さ
れ
た
。
立
石
に
は

縦
に
何
本
か
引
か
れ
た
痕
が
あ
っ
て
、
た
だ
単
な
る
自
然
石
が
立
っ
て
い
る
と
解

釈
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
土
器
は
か
ま
ど
を
中
心
と
し
て
東
北
よ
り
西
方

に

二
・
五
～
〇
・
八
ｍ
の
間
に
集
中
し
て
出
土
し
た
。
ま
た
、
か
ま
ど
の
東
五
〇
ｍ

に
積
み
重
な
る
よ
う
に
し
て
石
群
が
出
土
し
た
。
か
ま
ど
周
辺
の
土
器
は
北
側
に

二
群
の
土
器
、
南
西
に
三
群
、
南
二
・
四
ｍ
に
完
形
の
皿
、
東
二
ｍ
に
土
器
群
が

発
見
さ
れ
、
さ
な
が
ら
か
ま
ど
付
近
に
遺
物
が
集
結
し
た
感
じ
で
、
さ
ら
に
、
か

ま
ど
の
北
側
に
鉄
鏃
が
出
土
し
た
。
か
ま
ど
の
中
に
は
、
長
丸
形
で
長
さ
六
〇
ｍ

の
石
を
取
り
除
く
と
、
そ
の
下
は
焼
土
と
土
器
が
つ
ぶ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、

こ
の
焼
土
と
土
器
を
取
り
除
く
と
下
方
よ
り
南
側
石
組
み
と
、
立
石
の
東
四
〇
皿

に
長
さ
一
五
ｍ
、
幅
一
皿
の
焼
け
た
骨
片
を
発
見
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
人
骨
か

他
の
動
物
の
骨
か
の
判
別
は
つ
け
ら
れ
な
い
。

７
　
第
1
2ト
レ
ン
チ
ー
号
・
２
号
住
居
跡
（
図
７
１
９
）

お4
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木

遺
跡
下
方
段
丘

の
突

端
に
位
置
す

る
第
1
2ト
レ
ン
チ

の
中
央
や
や
東
寄
り

に

発
見

さ
れ
た
住
居

跡
で
、

プ
ラ
ン
は
東
西

六
・
五
ｍ
、
南
北

六

∴
二
ｍ

の
方
形
で

あ
る
が
、
東
壁
は
南
寄
り
で
か
な
り
張

り
出
し
て

い
る
。
地

表
よ
り
の
深

さ
は
平

均
一

∴
二
ｍ
（
傾
斜
地
の
た
め
土
が
流
れ
て
集
ま
り
深
く
な
っ
て
い
る
）
、
テ
フ
ラ
質
層

に
掘
り
込

ん
で
作
ら

れ
た
竪
穴
住
居
で
あ

る
。
こ
の
住
居
は
Ｒ

～
玖

の

四

主

柱

で
、
そ

の
う

ち
三
柱
穴

ま
で
が
深
さ
五
〇

皿
で
瓦
だ
け
が
五
九

皿
と
深
く
、
四
主

柱
間

の
間
隔

は
三

・
二
ｍ
前
後
と

か
な
り
正
確

に
位
置
し
て

い
た
。
他

に
ピ

″
卜

と
し
て

か
ま
ど
の
左

に
六
〇

×
七
〇

皿
、
深

さ
二
五

皿
の
も

の
が
あ
り
、
こ

の
中

に
は
壹
、
皿

、
坏
等
が
多
く
入

っ
て

い
た
。
か
ま
ど

は
西

壁
中

央
よ
り

わ
ず

か
に

北
寄
り
に
位
置

し
、
大
小
一
〇
数

個
の
自

然
石

を
粘

土
で
固

め
て
あ

り
、
煙

道
の

部
分

は
壁
よ
り
や
や
外

に
出
て

い
る
。

遺
　

物
　

か
ま
ど
の
右
に
屋

根
に
使
用
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
大
形

の
本

材
が
炭

化
さ
れ
、
か
ま
ど
と
平
行
す
る
よ
う
に
出
土
し
た
。
特
に
垂
木
と
思

わ
れ
る
炭
化

図7 －9　 第12トレ ンチ１・２住居跡実測図

材
に
菅
司
炭
化
さ
れ
た
も
の
が
束
の
ま
ま
で
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
床
面
に
近
い

層
に
は
炭
が
多
く
堆
積
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
実
に
よ
り
本
住
居
跡
は
火
災
に

あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

数
多
い
遺
物
は
西
壁
の
近
く
こ
れ
と
ほ
ぼ
平
行
す
る
よ
う
に
、
か
ま
ど
を
は
さ

ん
で
出
土
し
て
い
る
。（
図
7
1
1
0）
須
恵
の
自
然
粕
が
美
し
く
流
れ
た
大
甕
の
口

縁
部
、
℡
、
坏
等
が
数
枚
も
重
な
っ
て
出
土
、
そ
の
両
側
に
壹
、
甕
等
の
完
形
品

が
十
数
個
並
ぶ
よ
う
に
出
土
し
て
い
る
。
北
壁
の
作
業
中
須
恵
の
大
甕
が
発
見
さ

れ
た
。
表
面
に
は
自
然
袖
が
流
れ
、
約
一
ｍ
四
方
に
二
十
数
片
に
別
か
れ
て
は
い

た
が
、
か
な
り
の
大
き
さ
の
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
か
ま
ど
上
に
は
土
師
器
の
破

片
が
多
く
、
中
に
は
二
次
的
に
焼
か
れ
て
い
る
も
の
も
見
え
た
。
こ
ん
な
状
態
を

見
る
と
き
当
時
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
く
れ
る
感
が
あ
る
。

遺
　
物
　
出
土
量
は
多
く
、
種
類
は
壹
、
皿
、
坏
等
土
師
器
が
中
心
で
あ
り
、

中
に
須
恵
器
の
大
形
の
も
の
も
あ
り
、
特
に
完
形
品
の
多
い
の
に
お
ど
ろ
き
、

ま
た
、
土
製
紡
錘
車
も
二
個
出
土
し
て
い
る
。
特
に
火
災
に
あ
っ
て
い
る
た
め

当
時
の
生
活
用
品
が
セ
″
卜
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
点
は
本
遺
跡
に
お
い
て
注

目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図7 －10　 第12トレンチ第１佳居跡内か

まどをはさんで土器出土（南

より撮影）
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２
号
住
居
跡
　
１
号
住
居
跡
床
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
別
の
か
ま
ど
跡
が
検
出
さ
れ

た
。
石
組
み
を
粘
土
で
固
め
覆
う
か
ま
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
２
号
住
居
跡
と
す

る
。
し
か
し
、
床
面
、
ピ
″
卜
等
こ
の
か
ま
ど
に
直
結
す
る
も
の
が
検
出

さ
れ

ず
、
南
壁
の
調
査
に
何
か
見
出
せ
る
か
と
期
待
し
て
一
部
追
求
し
た
が
、
時
間
そ

の
他
の
関
係
で
調
査
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

８
　
第
2
2ト
レ
ン
チ
ー
号
住
居
跡
（
図
７
－

リ

第
2
2ト
レ
ン
チ
の
南
端
、
本
遺
跡
中
で
は
東
北
の
端
の
住
居
跡
で
、
プ
ラ
ン
は

東
西
五
・
一
五
ｍ
、
南
北
五
・
二
五
ｍ
の
ほ
ぼ
正
方
形
、
地
表
面
か
ら
床
面
ま
で

トレ ンチ１号住居跡第22図7 －11

の
深
さ
は
〇
・
六
〇
ｍ
の
竪

穴
住
居
で
あ
る
。
柱
穴
は
瓦

～
玖
の
四
箇
所
で
、
吝
の
角

か
ら
Ｉ
・
〇
～
一

二
二
ｍ
ぐ

ら
い
内
側
に
き
ま
り
よ
く
正

方
形
に
検
出
さ
れ
た
。
柱
穴

の
深
さ
は
二
〇
～
四
五
ｍ
で

あ
る
。
か
ま
ど
ぱ
西
壁
の
ほ

ぼ
中
央
に
完
形
に
近
い
形
で

残
っ
て
い
た
。
径
一
五
ｍ
、

長
さ
三
〇
ｍ
ぐ
ら
い
の
棒
状
の
石
を
両
方
に
五
本
と
三
本
、
八
の
掌
状
に
柵
の
よ

う
に
並
べ
、
焚
口
の
所
に
は
径
一
二
ｍ
ほ
ど
の
や
は
り
棒
状
の
石
が
、
煙
道
を
二

つ
に
仕
切
る
よ
う
な
形
で
床
面
に
つ
き
さ
さ
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
石
で
煮

焚
き
の
時
土
器
の
横
転
を
防
ぐ
な
ん
ら
か
の
細
工
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か

ま
ど
の
焚
口
の
石
組
み
の
内
幅
が
約
四
〇
ｍ
、
煙
道
の
突
端
部
が
約
一
八
皿
、
長

さ
約
九
〇
ｍ
で
扁
平
の
石
が
二
個
煙
道
の
上
に
の
っ
て
い
た
。

遺
　
物
　
地
表
下
四
〇
ｍ
ぐ
ら
い
か
ら
土
器
片
が
続
々
と
出
け
じ
め
、
か
ま
ど

付
近
か
ら
は
大
量
の
土
器
片
が
出
た
。
お
そ
ら
く
数
個
体
分
か
か
ま
ど
を
覆
う
よ

う
に
散
乱
し
、
住
居
の
ほ
ぼ
中
央
に
二
個
体
分
の
土
器
片
、
南
壁
よ
り
二

こ
Ｉｍ

内
側
に
高
さ
二
二
ｍ
、
口
径
二
二
皿
、
底
径
八
皿
、
上
か
ら
八
ｍ
の
所
に
径
三
ｍ

の
耳
の
つ
い
て
い
る
甑
が
つ
ぶ
れ
た
形
で
出
土
、
東
壁
一
・
一
ｍ
内
側
に
高
さ
九

ｍ
、
口
径
一
二
『

底
の
孔
二
・
五
皿
の
植
木
鉢
状
土
器
が
出
土
し

た
。
須
恵

器
・
灰
粕
陶
器

は
一
点
も

な
く
、
土

師
器
が
ほ

ぼ

Ｉ
セ

″
卜
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
出

土
し
、
さ
ら

に
鉄
器
が
一
個
出
土
し
た

。

９
　

第
2
8ト
レ
ン
チ
ー
号
住
居
跡

天

伯
遺
跡
の
西

南
部
第
2
8ト
レ
ン
チ
の
東
寄
り
に
発
見

さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
は
東

西

七
・
五
ｍ

、
南
北
現
二

・
七
ｍ
（
推
定
約
七
ｍ
）
が
計
測
さ
れ
、
テ
フ
ラ
層

に
約

二
五

皿
掘
り
す
す
め
た
竪
穴
住
居
で

あ
る
。
炉
跡
と
思

わ
れ
る
焼
土
、
埋
甕
（
波
状

流
水
文
土
器
）
が
発
見

さ
れ
た
。

遺
　

物
　

腐
植
土
層
（
地
表
か
ら
六
三
ｍ
）
か
ら
黒
褐
色
土
層
（
厚
さ
三
七
ｍ
）
に

か
け
て
、

縄
文
土
器
、
弥
生
土
器
、
土
師
器
、
石
錘

な
ど
が
出
土
し
た

。
口
径
推

定

コ

ーｍ

、

口
唇
部
が
外
反
し
首
部

か
ら
胴
上
部

に
か
け
て
三

本
の
波
状
文
を
有

し
、
胴
部
で
水
平

に
割

れ
た
も
の
、
そ
の
他
無
文
の
土
師
器
類
、
縄
文
土
器
片
、

打
製
石

斧
な
ど
で
あ
っ
た
。

1
0
　第
3
5ト
レ

ン
チ
ー
号
住
居
跡
（
図
７
－
1
2）

本
遺
跡
の
ほ
ぼ
中

央
南
寄

り
の
住
居
跡
で
、
こ
の
地
点
は
表
土
の
地
層
は
浅
く
、

地
表

よ
り
三
五

皿
で
達

す
る
テ

フ
ラ
層

を
一
五
ｍ

垂
直

に
掘
り
込

ん
で
あ
り
、
大

き

さ
は
南
北

六
・
四
ｍ
、
東
西
六
・
〇
ｍ
で
周

壁
は
北

に
面
し
た
所
が
一
部
不
確

実
で
あ

る
が
ほ
ぼ
円
形

に
近
い
。
主
柱
穴
は
そ

れ
ぞ
れ
北
壁
よ
り

Ｉ
・
四
ｍ

、
東

壁
よ
り

Ｉ
・
六
ｍ

、
深

さ
四
〇

皿
、
西
壁
よ
り

Ｉ
・
六
ｍ

、
北

壁

よ

り

一

二
二

ｍ

、
深

さ
六
〇
ｍ

、
東
壁
よ
り

Ｉ
・
二
ｍ

、
南
壁
よ
り

Ｉ
・
六
ｍ

、

深

さ

六

〇

皿
、
西

壁
よ
り

Ｉ
・
二
ｍ

、
南

壁
よ
り

Ｉ
・
六
ｍ
、
深

さ
五
〇

皿
の
と
こ

ろ
に
あ

4 屁
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つ
た
。

炉
跡
は
、
住
居
跡
の
中
央
に
直
径
七
〇
ｍ
、
深
さ
三
六
皿
の
す
り
鉢
状
と
な
っ

て
卜
て
、
組
み
石
は
全
く
な
く
、
付
近
一

二
一
ｍ
平
方
ぐ
ら
い
赤
色
の
焼
土
と
な

っ
て
い
た
。
炉
跡
よ
り
南
側
の
地
点
一
・
二
ｍ
～
〇
・
八
ｍ
、
深
さ
三
〇
四
の
ピ

ッ
ト
が
二
個
あ
る
。
他
の
住
居
跡
に
も
類
似
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
今
後
注
意

し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

遺
　
物
　
出
土
状
況
は
、
一
五
皿
の
黒
土
層
内
よ
り
縄
文
中
期
の
土
器
片
小
数

と
破
損
し
た
打
製
石
斧
二
個
出
土
、
次
の
褐
色
土
層
中
二
五
皿
辺
に
少
数
で
は
あ

る
が
縄
文
中
期
初
頭
と
思
わ
れ
る
土
器
片
が
出
土
し
た
。
床
面
上
の
遺
物
は
炉
跡

を
中
心
に
八
群
に
分
か
れ
て
お
り
、
土
器
及
び
少
数
の
石
器
で
あ
っ
た
。
復
元
で

き
る
土
器
類
は
五
個
、
完
形
品
は
一
個
で
あ
る
。
完
形
品
は
把
手
の
あ
る
高
さ
八

皿
の
皿
形
土
器
で
、
器
の
内
部
は
黒
色
の
炭
が
付
着
し
て
お
り
、
灯
火
用
器
と
し

て
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
復
元
で
き
得
る
も
の
は
高
さ
三
八
ｍ
の
円
形
筒

形
土
器
三
個
、
並
び
に
高
さ
三
〇
皿
の
甕
形
土
器
二
個
で
あ
っ
た
。
以
上
い
ず
れ

も
押
し
潰
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
土
器
類
と
土
器
片
は
厚
手
の

も
の
が
多

く
、
赤
褐
色
を
呈
し
て
お
り
、
焼
成
は
固
く
良
好
、
胎
土
に
石
英
の
粒
子
が
混
入

さ
れ
て
い
た
。
文
様
は
中
期
縄
文
の
勝
坂
式
に
類
似
し
て
い
る
も
の
が
多

か

っ

た
。
復
元
で
き
な
い
土
器
片
の
う
ち
に
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
黒
褐
色
を
呈
し

た
薄
手
で
箆
書
沈
線
文
が
つ
け
て
あ
り
、
中
期
初
頭
の
色
彩
の
強
い
も
の
が
あ
っ

た
。石

器
類
は
、
幼
稚
な
短
冊
形
打
製
石
斧
完
形
品
二
個
、
破
損
せ
る
小
形
の
も
の

数
個
、
炉
跡
の
北
側
よ
り
出
土
し
た
。
西
壁
と
炉
跡
の
中
間
に
径
一
〇
皿
く
ら
い

ｌ　ｌ　レ　 こｉ

トレンチ第１～ 第４住居 跡第35図7 －12

の
自
然
石
二
九
個
出
土
、
そ
の
う

ち
八
個
か
焼
け
て
い
た
。
使
用
目

的
不
明
で
今
後
の
研
究
に
待
ち
た

い
。1

1
　第
3
5ト
レ
ン
チ
２
号
住
居

跡
（
図
７
－
1
2）

１
号
住
居
跡
の
東
に
接
し
、
一

部
１
号
住
居
跡
を
切
り
込
ん
で
発

見
さ
れ
、
プ
ラ
ン
は
南
北
六
・
九

六
ｍ
、
東
西
一
一

∴
二
九
ｍ
の
長

方
形
で
、
床
面
ま
で
の
深
さ
は
東

側
で
地
表
よ
り
五
一
皿
、
西
側
四

五
皿
で
、
北
側
は
１
号
住
居
跡
の

床
面
を
一
五
ｍ
垂
直
に
掘
り
込
ん

お7



第７章　天 伯 遺跡

で
あ
っ
た
。
主
柱
穴
は
北
の
壁
よ
り
Ｉ
・
五
ｍ
、
東
壁
よ
り
一
二
一
ｍ
、
南
壁
よ

り
Ｉ
・
四
ｍ
と
西
壁
よ
り
Ｉ
・
三
ｍ
、
南
壁
よ
り
Ｉ
・
四
ｍ
の
四
個
を
発
見
し
、

そ
の
深
さ
は
い
ず
れ
も
五
〇
ｍ
内
外
で
あ
っ
た
。
南
側
の
一
個
は
他
の
住
居
跡
と

重
複
し
て
い
て
後
日
図
上
に
よ
り
発
見
し
た
。
住
居
跡
の
西
の
壁
の
所
に
四
〇
～

三
〇
ｍ
、
深
さ
三
七
ｍ
の
ピ
″
卜
三
個
発
見
す
る
も
、
他
の
住
居
跡
の
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

炉
跡
は
、
北
壁
西
側
一
・
五
ｍ
、
西
壁
よ
り
Ｉ
・
三
ｍ
の
地
点
に
鉢
形
土
器
、

高
さ
Ｉ
〇
ｍ
、
径
こ
一
皿
、
底
部
の
無
い
も
の
を
火
壹
に
し
た
埋
壹
式

で
あ

っ

た
。
そ
の
付
近
は
赤
く
焼
土
と
化
し
て
い
た
。

遺
　
物
　
黒
色
土
層
並
び
に
褐
色
土
層
は
地
表
よ
り
平
均
三
〇
皿
で
、
そ
の
層

中
よ
り
は
縄
文
中
期
の
土
器
片
少
数
と
土
師
器
片
少
数
が
出
土
し
た
。
埋
甕
に
使

用
し
た
土
器
は
黄
褐
色
を
呈
し
た
薄
手
の
も
の
で
、
焼
成
は
良
く
固
く
て
、
胴
よ

り
下
半
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。
床
面
上
の
他
の
遺
物
は
土
師
器
片
が
少
数
、
甕
や

鉢
類
と
思
わ
れ
る
も
の
の
口
縁
部
、
厚
手
と
薄
手
の
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、
赤

色
を
呈
し
た
も
の
が
多
く
、
焼
成
は
悪
く
も
ろ
い
感
じ
が
し
た
。

石
器
類
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
攬
乱
に
よ
っ
て
住
居
内
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
打

製
石
斧
の
破
片
三
個
、
北
壁
近
く
か
ら
出
土
し
た
。
中
央
か
ら
東
寄
り
の
所
に
一

〇
皿
ぐ
ら
い
の
自
然
石
が
二
六
個
、
放
置
し
て
あ
る
が
ご
と
く
出
土
し
た
。
こ
の

自
然
石
の
使
用
目
的
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
住
居
の
特
徴
は
炉
跡
が
埋
甕
で
あ
り
、
柱
穴
よ
り
割
り
出
し
て
み
る
と
そ

の
位
置
が
、
壁
近
く
に
片
寄
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
遺
物
が
少
な
い
の
と
、
相

当
に
攬
乱
さ
れ
て
い
る
の
で
確
た
る
判
断
は
で
き
な
い
が
、
弥
生
時
代
よ
り
土
師

の
時
代
へ
の
移
行
期
で
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
床
面
上
の
土
器
墜
間
記
の
如

く
明
ら
か
に
土
師
器
で
あ
っ
た
。
今
後
研
究
の
余
地
は
多
分
に
あ
る
と
思
う
。

1
2
　第
3
5ト
レ
ン
チ
３
号
住
居
跡
（
図
７－
1
2）

２

号
住
居
跡
の
東
で
、
２

号
住
居
跡
の
東
側

に
三
ｍ

ほ
ど
切

り
込

ん
で

お
り
、

か
つ
、
４

号
住
居

跡
を
中

心
よ
り
や
や
東
南
へ
包
含
し

た
複
合
体

に

な

っ

て

い

る
。
３

号
住
居

跡
の
プ
ラ
ン
は
周

壁
の
東
面

の
一
部
と
西
南
の
部
分
が
、
他
の
住

居

跡
と
重
な
っ
て

い
る
た
め
不
明
で
あ

る
が
、

推
測
す

る
と
南

北

が

約

六
・
〇

ｍ

、
東
西
六
・
四
ｍ

ほ
ど
の
方
形
で
あ

る
。
柱
穴
は
北
よ
り

Ｉ
ｍ

、
西
よ
り

Ｉ
・

二
ｍ

、
東
よ
り

Ｉ
・
三
ｍ

と
北
よ
り

Ｉ
こ
一
五
ｍ

、
東
よ
り

Ｉ
ｍ

、
西

よ
り

Ｉ
・

五
ｍ

、
南
よ
り
一

二
二
ｍ

あ
り
、
深

さ
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇

皿
ぐ

ら
い
で

あ
っ
た
。

か
ま
ど

ぱ
北
の
隅

よ
り
南
に
二

・
一
ｍ

、
西

壁
に
そ

っ
て

煙
道
が
あ

り
、
焚

口
は

内

径
四

六

皿
、

縦
（
奥
行
）
七

八
ｍ

の
も
の
で
高

さ
二
〇
ｍ

、
自

然
石
大
小
合

わ
せ

て

九
個
を
粘

土
で

よ
く
固

め
て
あ

っ
た
。
焚

口
付
近
と
煙
道

の
壁
と

は
焼
土
と
化

し
て
赤
色

に
な
っ
た
部
分
が
あ

っ
た
。
床
面
は
地
表
よ
り
平
均
四
五
ｍ
下

の
テ
フ

ラ
層

を

Ｉ
〇
ｍ

掘
り
込
ん
で

お
り
、
北
側
は
２
号
住
居
跡
の
床
面
を
二
〇
ｍ

掘
り

込
ん
で
固
く
た
た
い
て
あ
っ
た
。

遺
　

物
　

黒
土
層
中
よ
り
土
師
器
片
少
数
と
縄
文
中

期
の
土
器
片
が
ま
じ
っ
て

出
土
し
た
。
次
の
褐
色
土
層
中

に
は
土
師
器
の
大
形

破
片
が
多
数
出

土
し
た
が
復

元

は
不
可
能

な
も
の
で
あ
っ
た
。

床
面
上

の
遺
物

は
か
ま
ど
の
焚

口
よ
り
北
寄
り

に
、
高
さ
一
五
ｍ

、
底
部
径
一

三

皿
で
底
部

に
孔

の
あ
い

た
半
壊
し

た
甑

の
下

半
分
か
横
倒
し
の
状

能
Ｊ
で

出

土

し
、

ま
た
、
完
形
土
製
紡
錘
車
が
一
個
、
並

び
に
甕
類
の
破
片
が
多

数

出

土

し

た
。
焼
成
は
良
好
で
胎
土
は
よ
く
精
製
さ
れ
て
固
く
薄
手
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

し

か
し
な
が
ら
、
土
器
片
が
多
数
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
復
元
出
来

な
い
こ

と

は
、
数
回
に
わ
た
る
攬

乱
と
住
居

跡
の
重
複

に
よ
る
の
が
理

由
で
あ

ろ
う
。
住
居

跡
の
遺
構

・
遺
物

を
見
て
、
こ

の
住
居
跡

は
土

師
器
使
用
時
代

の
中
期
以
降

の
も

の
で
あ

る
と
思

わ
れ
る
。

1
3
　第
3
5ト
レ
ン
チ
４
号
住
居
跡
（
図
７
－
1
2
）
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本
住
居
跡
は
、
第
３

号
住
居
跡
内

に
内

包
さ
れ
た
住
居

跡
で

あ
っ
て

、
地

表
下

六
五
0
1
1
!

に
あ
る
テ
フ
ラ
層
を
二
五

皿
、
３
号
住
居
跡
の
床
面

を
一
五

皿
掘
り
込
ん

で
床
面

を
形
成

し
た
住
居
跡
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
は
方
形

で
そ

の
大
き

さ

は

南

北

四

・
三
五
ｍ

、
東
西
三

・
九
ｍ

の
小
形

の
も
の
で
、
周
壁
は
北
と
東
の
一

部
は
攬

乱
さ
れ
て
い
た
。
床
面

は
丹
念
に
固
く
た
た
い
て
仕
上

げ
て
あ
り
、
南
々
東

に
入

口
と
思
わ
れ
る
部
分
長
さ

Ｉ
・
四
ｍ

、
幅
〇

・
三
五
ｍ

が
一

段
低
く
張

り
出

し
て

あ
っ
た
。
こ
こ
は
お
そ
ら
く
し
ぶ
き
よ
け
の
差
し
掛
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

柱
穴
は
北
よ
り
Ｉ
・
〇
ｍ
、

西
よ
り
Ｉ
・
〇
ｍ
と
北
よ
り

一
・
〇
ｍ
、
東
よ
り
Ｉ
・
〇

ｍ
と
西
よ
り
Ｉ
・
〇
ｍ
、
東

よ
り
Ｉ
・
〇
ｍ
、

南
よ
り

一

∴
二
ｍ
と
等
間
隔
に
発
見

さ
れ
た
。
深
さ
は
い
ず
れ
も

三
〇
ｍ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

南
面
は
他
の
住
居
跡
と
重
複

す
る
と
思
わ
れ
、
不
明
な
る

穴
、
柱
穴
に
似
た
も
の
深
さ

二
五
皿
が
二
か
所
現
れ
た
。

か
ま
ど
は
西
の
壁
の
中
心

部
に
内
径
六
〇
？
　
縦
（
奥

行
）
一
〇
二
皿
の
相
当
大
き

い
も
の
で
、
自
然
石
の
二
五

皿
ぐ
ら
い
の
も
の
八
個
と
、

一
〇
ｍ
ぐ
ら
い
の
も
の
六
個

を
粘
土
で

し
っ
か
り
固

め
て
仕
上
げ
て
あ
り
、
付
近

は
赤
色
の
焼
土

に
な

っ
て
い

た
。遺

　

物
　
黒
色
土
層
（
二
〇
ｍ
）
中

に
は
土
師
器
片
が
少
数
出
土
し
、
次
の
褐
色

土
層
（
三
〇
皿
）
中

に
は
ご
く
少
数

の
弥

生
式
土
器
片
と
土
師
器
の
土
器
片

が
混
じ

っ
て
出
土

し
た
。
多
分
こ
の
層
位
ま
で
耕
作
に
よ
る
攬

乱
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

床
面
上

の
遺
物

は
、

か
ま
ど
の
南
側

に
土

師
器

の
甕
の
高
さ
一
五
ｍ

、
上
半
分

か

倒
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
。
ま
た
、
住
居
跡

の
中
央

に
六
〇

皿
円
形

に
焼
土
が

図7 －13　天伯遺跡縄文土器（第２類土器）

１・２・７- 第２の２トレンチ

3 ・ 5 ・ 8 ・11・13・14- 第35トレンチ第１住居跡

４・６・９- 第５トレンチ

10- 第２の２トレンチ第１住居跡

12‥　第２トレンチ

4 卯



第７章　天 伯 遺 跡

あ
り
、
付
近
よ
り
土
師
器
片
が
多
数
出
土
し
た
。
し
か
し
、
復
元
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
土
器
片
類
の
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
し
た
も
の
が
多
く
、
焼
成
は
良
く
薄
く

て
固
い
。
胎
土
は
よ
く
精
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
住
居
の
特
徴
は
、
か
ま
ど
が
あ
る
の
に
中
央
で
火
を
使
用
し
た
遺
構
が
あ

り
、
ま
た
、
か
ま
ど
が
住
居
跡
に
比
し
て
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
他
に
あ
ま
り
類

例
が
な
い
の
で
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

ハ

ノ

⑤
６
／
』

ｆ
　

も

Ｉ

．

－
／
　
　
　
　

／

八
半
ソ

∩
］
日

／

ノ

Λ／
　
　

～
　Ｘ

ｙ
’

ド
ー
―
ヅ
し
　
　
ソ

。

ゝ

二
　
　ｌｌ
　ＩＩ

◇
①
三

二
失
言
。
∩
　

つ

⇔
　

出

土

遺

物

縄

文

土

器

（
図
７
－
1
3
）

第

一
類
土
器
　

施
文

具
と
し
て
半

截
竹
管
、
刻
目
（
爪
形
）
、
縄
文
な
ど
が
主
体

と
な
っ
て

い
る
も
の
で
、
中
期

土
器
の
う
ち
そ

の
初
期
的

な
も
の
で
、
一
応
中
期

初
頭
形
式
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
二
〇
数
片
出
土
し
て
い

る
。（
図
略
）

第
二
類
土
器
　

本
類

に
含

ま
れ
る
も
の
は
、
勝

坂
式

と
総
称

さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
隆
線
（
連
続
爪
形
文
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
）
で
器
面

に
枠

を

作
り
、
そ

の
中

に
沈
線

・
三
角
文

・
交
互
刺
突
文

・
爪
形
文
な
ど

を
満

た
し

た
も

の
、
隆
線
（
刺
突
文
な
い
し
刻
目
文
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
）
で
絡

縄

風

の
枠

を
作

り
、
そ

の
中

に
上
述

の
も
の
を
満

た
す
も
の
、

縄
文

を
主
体
と
す
る

も
の
な
ど
が
含

ま
れ
る
。
代

表
的

な
土
器
片
を
掲

げ
る
と
図
7
1
1
3
の
よ
う
で
あ

る
。２

　

縄
文

時
代
そ
の
他
の
遺
物

田
　

石
　
　
　

器

図7 －14　 天伯遺跡縄 文 石 器

1 ・ 12－ 第５トレンチ第14区，2 ・ 15－ 第５トレンチ

第13区 ，３・ ８－ 第 ３トレ ンチ，４－ 第３トレンチ第

14区， ５－ 第 ６トレ ンチ第３区， ６－ 第７トレンチ第

７区， ７－ 第２の２トレンチ第１住居跡， ９－第 ２の

２トレ ンチ第22区，10－ 第３トレンチ第21－22 区，11

－ 第７トレンチ，13－ 第１ト レンチ第13区，14－ 第35

トレンチ，16－ 第２の２ト レンチ第 ２住居跡 バ7 － 第

２の２トレンチ

本

遺
跡
で

は
、
今
回

の
調
査
で

は
石
鏃

は
つ
い

に
目

に

ふ

れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た

。
お
そ
ら
く
こ
の
遺
跡
で
石
鏃

を
欠
く
こ
と

は
な
い

に
し
て
も
、
極

め
て
数
少
な
い
石

器

で
あ

る
こ
と
は
事
実
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
遺
跡
が
縄

文
遺
跡
と
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
の
一

つ
で

は
な
い
か
と

思

わ
れ
る
。

本

遺
跡
で
発
見

さ
れ
た
石
器

は
、
打
製
石
斧
、
敲
製
石

斧
、
石

錘
な
ど
を
主
た
る
も

の
と
し
て
い

る
。

打
製
石
斧
（
図
７
－
1
4
）
　
６

は
や
や
厚
手
で
、

形
態
も

£

ち

Ｉ

頭

部

に

比

し

刃

部

の

幅

が

や

や

広

く

、

と

い

っ

て

撥

形

と

い
う
ほ
ど
の
形
態
を
と
る
の
で
は
な
い
が
一
つ
の

タ
イ

プ

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
１
・
３
は
形
態
上
か
ら
は
６
に
似
て
い
る
が
、
周
縁
に
細

か
い
打
撃
を
加
え
て
そ
の
形
を
整
え
る
点
は
前
者
と
異
な
っ
て
い
る
。
２
は
そ
の

形
は
や
や
曲
が
っ
て
い
る
が
、
モ
０
周
縁
に
小
打
撃
を
加
え
て
い
る
点
１
・
３
に

似
て
い
る
。
１
～
４
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
用
途
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
２
・
４
は
掘
り
具
と
し
て
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
１
・
３
は
切

断
な
い
し
は
襖
な
ど
と
し
て
役
立
つ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
５
は
厚
手
で
あ
る
点

９
と
と
も
に
、
６
に
似
て
い
る
。
た
だ
製
作
上
は
、
大
小
の
別
の
外
に
相
似
点
を

持
っ
て
い
る
。

封 θ



第７章　天伯 遺跡

敲
製
石
斧
　
図
7
1
1
4の
７
は
、
断
面
楕
円
形
を
な
し
、
製
作
的
に
も
全
面
に

わ
た
っ
て

敲
い
て
形

を
整
え
て

い
る
。
お
そ

ら
く
刃

部
だ
げ
磨

い
た
局

部
磨
製
石

斧
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
1
4も
相
似
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

打

製
石
器
　

図
7
1
1
4
の
1
5は
、
三

角
の
一
辺

に
細
か
い
打
撃
を
加
え
て
形

を

整
え
る
と
と
も
に
、
刃

つ
ぶ
し
の
役
目
を
な
し
て

い
る
。

石
　

匙
　

図
７
－
1
4
の
1
0～
1
3は
、
そ
の
大
小

の
別

は
あ
っ
て
も
石
匙

と
し
て

数
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
1
2・
1
3が
横
形
で

あ
る
の
に
対

し
、
1
0
∴
1
1
1
1

］
は
縦
形

の
範
囲
に
入
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

石
　

錘
　

図
7
1
1
4
の
1
6・
1
7は
、
四

縁
に
打
撃
を
加
え

て
掛
り

と

し

て

い

る
。
類
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
郡
内

の
縄
文
遺
跡
と
し
て
は
数
少

な
い
方
で

は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
。

②
　

土
　

製
　

品

本

遺
跡
の
出
土
土
製
品
と
し
て
は
、
土
偶
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
「
上
伊

那
誌
」

に
よ
っ
て

も
塩
の
井
天

伯
出

土
と
は
っ
き
り
し
た
も
の
一

例
、

塩
の
井

と

の
み
知

ら
れ
た
も
の
二

例
が
上

っ
て

い
る
。
今

回
の
調
査
で

は
、

い
ず

れ
も
破
片

２

∩　　　　　　　　　 ５

図7 －15　天伯遺跡出土土偶

縄文土偶の頭部と足部

上一第２トレンチ

下一第35トレンチ

で
あ

る
が
、
三
例

を
得

た
。
図
７
１
!
5
の
１

は

縄
文
中
期
土
偶

の
頭

の

部
分
で
、
両
眼

は
半
截

竹
管

に
よ
る
二
本

の
沈

線
で
表

わ
さ
れ
、

鼻
は

縦

の
、

口
は
横

の
各
一

本

の
沈

線
で
表

わ
さ
れ

て

い
る
。
頭
部

も
半

截

竹
管

に
よ
る
二
本

の
沈

線
に
よ
っ
て
左
右
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
毛
髪
が
左
右
に
分
け
ら
れ
て

い
る
の
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
半
截
竹
管
が
よ

く
用
い
ら
れ
て
い
て
、
中
期
初
頭
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
２
は
土
偶

の
足
部
、
右
足
を
表
現
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
親
指
の
部
分
は
欠
失
し
て
い
る
。

五
本
の
指
を
極
め
て
具
象
的
に
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
第
５
ト
レ
ン
チ
黒

土
中
か
ら
も
小
片
が
出
土
し
て
い
る
。

３
　
弥

生

土
器

図
7
1
1
6右
側
の
１
は
口
縁
部
が
く
の
字
に
屈
折
し
、
首
部
が
強
く
収
約
し
て

胴
部
が
張
っ
て
い
る
。
文
様
は
櫛
様
施
文
具
に
よ
る
首
部
下
か
ら
胴
上
部
に
三
段

に
波
状
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
器
形
は
胴
部
の
張
り
が
素
直
で
座
光
寺
原
式
と
い

う
よ
り
は
中
島
式
に
似
て
い
る
。
同
図
２
は
、
口
径
コ

丁

六
０１
、
首
部
は
収
約

し
口
縁
部
が
直
立
す
る
甕
形
土
器
の
破
片
、
文
様
は
口
縁
部
に
櫛
様
施
文
具
に
よ

る
首
部
に
押
引
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
恒
川
式
に
近
似
す
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

図
7
1
1
6左
側
の
破
片
は
多
く
は
甕
形
土
器
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。
僅
か
に
1
0

な
ど
は
壷
形
土
器
の
破
片
で
あ
ろ
う
か
。
同
図
１
は
五
本
の
櫛
様
施
文
具
に
よ
る

直
線
文
が
口
縁
で
は
横
走
し
、
首
部
以
下
で
は
間
隔
を
お
い
て
縦
走
し
て
い
る
。

２
は
、
口
縁
部
を
無
文
帯
に
し
、
首
部
以
下
に
櫛
目
波
状
文
を
重
ね
て
い
る
。
３

は
、
や
や
薄
手
土
器
の
口
縁
部
破
片
で
五
本
の
櫛
様
施
文
具
に
よ
る
短
線
が
斜
め

に
施
さ
れ
て
い
る
。
４
は
、
同
じ
く
薄
手
土
器
の
破
片
で
櫛
目
波
状
文
が
二
段
な

い
し
そ
れ
以
上
が
間
隔
を
お
い
て
施
さ
れ
て
い
る
。
５
は
、
櫛
目
波
状
文
の
手
法

で
は
４
に
類
し
、
器
厚
は
４
よ
り
厚
い
。
６
は
、
口
縁
部
に
は
緩
や
か
な
櫛
目
波

状
文
、
首
部
に
は
波
動
の
多
い
波
状
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
７
は
、
他
の
破
片
と

は
や
や
趣
を
異
に
し
、
口
縁
部
は
細
線
の
櫛
目
波
状
文
が
乱
れ
た
形
で
、
首
部
に

は
押
引
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
８
、
厚
手
土
器
の
破
片
、
櫛
様
施
文
具
に
よ
る
直

封j
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弥
生

土

器

拓
影

１

・
３

・
５

７

～
‥‥‥］
―
第
2
3
ト
レ

ン

チ

弥生土 器(実測図)

１－ 第６トレンチ

２－ 第2訃 レンチ

図7 －16　天伯遺跡弥生式出土土器

線
文
・
波
状
文
・
四
分
一
同
心
円
文
な
ど
が
描
か
れ
、
か
な
り
複
雑
な
文
様
構
成

を
示
し
て
い
る
。
９
は
、
押
引
文
と
短
線
文
の
組
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
、
殊
に
短

線
を
文
は
３
の
よ
う
に
単
な
る
直
線
で

は
な
く
弧
線
を
な
し
て

い
る
。
1
0は
、
櫛

様
施
文
具
に
よ
る
波
動
の
大
き
な
波
状
文
が
加
え
ら
れ
、

い１１一
は
、
約
一
〇
本

の
櫛

用
施
文
具
に
よ
る
押
引
文
で
器
面
を
充
た
し
て
い
る
。

右
の
う
ち
７

Λ
1
1
1
1

一
は
中

島
式
に
も
み
ら
れ
る
が
、
恒
川
式

に
近
似

す
る
も
の
、

他
の
破
片
は
座
光
寺
原
式
と
い
う
よ
り
は
中
島
式

に
近

い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
側

の
２
及

び
左
側

の
７

な
ど
は
中
信

に
も
み

ら
れ
る
が
他

は
い
ず
れ
も
南
信
殊
に
下
伊

那
地
方
に
お
け
る
弥
生
土
器

の
影

響
を
強
く
受

け
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

４
　

土
　

師
　

器

遺
跡
全
体
に
わ
た
っ
て
設
定

さ
れ
た
各
ト
レ
ン
チ
か
ら
土

師
器
が
発
見

さ
れ
、

こ
の
遺
跡
出
土
遺
物
の
う
ち
で

は
最

も
多

い
。
そ

の

器

形

は
、
甕

・
壹
・
鉢

・

婉
・
皿
・
甑
な
ど
に
大
別
で
き
る
。
な
お
、
第
1
2ト
レ
ソ
チ
ー
号
住
居
跡
の
か
ま

ど
周
辺
に
出
土
し
た
土
師
器
は
伴
出
し
た
須
恵
器
と
と
も
に
一
括
遺
物
と
し
て
扱

い

た

い

。

以
下

、
こ
の
一
括

遺
物

を
中

心
に
み
て

い
く

こ
と

に
す
る
。

山

甕

形

土

器

甕
形

土
器
と
い
っ
て

も
、
器
形

・
大
小

な
ど
か
ら
さ
ら
に
細

別

さ

れ

る
。
図

7
1
1
7の
６

は
口
径
二
五

こ
二
皿
、
高
さ
三
五

皿
以
上

、
口
首
部

の
う
ち
首
部
だ

げ

が
独
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
幅
は
狭
く
、
口
縁
部
も
同
様

に
幅

が
狭
く
僅

か
に
外
反

し
て
い
る
。
胴
上

部
に
最
大

径
（
約
二
九
・
七
ｍ
）
が
あ

っ
て
底
部

に
向

か
い
、
し

だ
い
に
細
く

な
っ
て

い
る
。
胴
部

の
ふ
く

ら
み

の
強
い
点
、
１
な
ど
と
共

に
５
を

含
め
て
壹
形

と
も
い
い
う
る
器
形

を
な
し
て
い

る
。
３

・
４
も
そ

の
部
類

に
入

る

も
の
で

あ
ろ
う
。
文
様

は
な
い
が
胴
上
部

に
わ
ず

か
に
へ

ら
な
い
し
刷
毛
目
の
痕

を
残

し
て

い
る
。
胎
土

に
は
石
英
粉
末

な
い
し
雲
母
を

わ
ず

か
な
が
ら
含
み
、
色

調

は
赤
褐
色
で
あ

る
。
同
図
４

は
、

口
径
一
九

・
六
皿
、
高
さ
約
二
〇
ｍ

器
形

は

羽2
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天伯遺跡第12トレンチ１号住居跡出土土 器

＼ ノ ニ ン
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ニ ／ 二 つ

＼　　　　　　1　　　　　　 ／　　　　　　　　　　･IIrlllIIIII･I・l㈲mlp･･･　　4十 七j.'･ Ｊ
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図7 －19　 土師器坏形均形土 器・須 恵器坏形土 器（12～14）
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６
に
比
し
や
や
胴
部
の
ふ
く
ら
み
は
少
な
い
が
、
同
類
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
５
お
そ
ら
く
同
類
土
器
の
底
部
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
底
径
ぱ
い
ず
れ

も
九
～
一
〇
ｍ
で
あ
る
。
同
図
１
は
、
口
径
一
六
・
六
皿
、
現
高
約
二
四
皿
、
器

形
は
首
部
が
や
や
収
約
し
、
そ
の
ま
ま
心
持
ち
外
反
す
る
口
縁
部
と
首
部
の
区
別

の
な
い
も
の
で
、
首
部
の
収
約
の
弱
い
点
は
４
に
類
似
し
、
６
の
強
い
屈
折
に
対

し
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
。
胴
部
の
最
大
径
は
必
ず
し
も
、
胴
上
部
に

は
な
い
ら
し
い
。
器
の
内
外
面
は
へ
ら
に
よ
る
調
整
痕
を
残
し
て
い
る
。
同
図
３

は
口
径
一
七
・
八
皿
、
器
形
は
Ｉ
に
比
し
胴
部
の
ふ
く
ら
み
少
な
く
や
や
筒
形
を

な
す
。
そ
の
点
Ｉ
は
６
に
類
似
し
、
３
檀
４
に
近
い
。
口
縁
部
な
い
し
胴
上
部
に

外
面
に
刷
毛
目
、
内
面
に
は
布
な
ど
に
よ
る
調
整
痕
と
思
わ
れ
る
ろ
く
ろ
痕
と
間

違
え
る
よ
う
な
細
条
痕
を
残
し
て
い
る
。

図
7
1
1
8の
１
は
、
口
径
一
四
ｍ
・
現
高
約
ニ

ー
皿
、
上
述
の
諸
土
器
に
比
し

器
形
は
ぐ
っ
と
小
さ
い
。
器
形
は
首
部
が
収
約
し
緩
や
か
な
く
の
字
形

を
呈
す

る
。
口
縁
部
は
内
外
と
も
に
刷
毛
目
痕
を
残
し
、
殊
に
内
面
文
様
は
ろ
く
ろ
痕
に

似
た
細
条
線
を
残
す
。
上
述
の
諸
土
器
は
大
形
の
た
め
ろ
く
ろ
を
使
用
し
た
か
ど

う
か
疑
わ
し
い
が
、
こ
の
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
れ
ば
ろ
く
ろ
使
用
も
そ
れ
程
困

難
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
単
な
る
回
転
台
で
あ
れ
ば
大
形
な

も
の
で
も
使
用
で
き
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
胴
上
部
に
も
刷
毛
目
痕
を
残

す
。
胎
土
に
雲
母
を
含
み
色
調
は
赤
褐
色
を
呈
し
焼
成
は
良
い
。
同
図
２
は
、
口

径
一
三
・
一
皿
、
高
さ
一
九
・
六
ｍ
、
器
形
は
１
よ
り
や
や
丈
が
短
い
。
口
縁
部

内
外
の
趣
向
は
Ｉ
に
同
じ
く
胴
部
器
面
も
外
面
の
刷
毛
目
痕
に
加
え
て
内
面
に
は

へ
ら
調
整
痕
を
残
し
て
い
る
。
同
図
３
は
、
口
径
一
五
・
二
皿
、
現

高
約
一

九

ｍ
、
口
縁
部
内
面
に
ろ
く
ろ
痕
風
の
細
条
痕
を
残
し
、
胴
部
の
内
外
面
に
刷
毛
目

な
い
し
調
整
痕
を
残
し
て
い
る
。
同
図
４
は
、
口
径
一
五
皿
、
現
高
約
コ
（

こ
二

ｍ
、
３
同
様
に
口
縁
部
内
面
に
細
条
線
を
残
し
て
い
る
。
同
図
６

は
、
口
径
一

六
・
三

皿
、
現

高
約
一
七

四
、
口
縁
部
内
外
面

は
１

に
同

じ
く
胴
上

部
も
内
外
面

と

も

に
へ

ら
調
整
痰
を
残
し
て
い

る
。
同

図
８

は
、
口
径
一
三

・

九

ｍ

、
高

さ

一

八

・
六

皿
、

口
縁
部
内
面

の
細
条
線
は
４

に
類
し
、
胴

部
の
刷
毛

目
は
１

・
２

な

ど

に
類
し
て
い

る
。
同

図
５

は
さ
ら
に
小
形

化
す
る
。
口
径

二

∵

六

皿
、

高
さ

二

丁

九

皿
、
首
部
が
く
の
字
に
屈

折
し
内
外
面

は
へ
ら
で
調

整
さ
れ
て

い
る
。

赤
褐
色
を
呈

し
、
胎
土
は
他
の
土
器
同

様
に
石

英
粉
末

と
雲
母

を
含
ん
で

い
る
。

同

図
７
は
、
口
径

二
一
皿
、
高
さ
一
三

皿
、
５

に
比

し
や
や
小
形
で
あ

る
。
口
縁

部
の
内
面

に
上
述

生
器
で
み

た
よ
う
に
、

ろ
く

ろ
風

の
細
条
線

を
残
し
て
い

る
。

師

壷

形

土

器

図
7
1
1
9
の
須

恵
器

の
壷
の
よ
う
な
器
形

の
も

の
は
な
い

。
図
７
－
1
7
の
７
～

1
0、
特

に
７

・
８

な
ど
は
有
首

壷
形
土
器

の
下

体
部
で

は
な
い

か
と
思

わ
れ

る
。

も
っ
と

も
、
８

の
ご
と
く
一
種
の
高
台
を
持
つ
土
師
器
そ
の
も
の
が
珍
し
い
。
７

は
赤
褐
色

を
呈
し
、
器
面
へ
ら
調
整
痰
を
残
し
、
８
は
器
の
内
外
面

に
同

じ
く
調

整
痕
を
残
し
、
胎
土
は
石
英
粉
末
と
雲
母
を
含
ん
で
焼
成
は
良
い
。
９

の
底
部
は

二
例
し

か
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
他
の
底
部
と
趣
を
異
に
し
て
二

重
底
風

を
な

し
て
い
る
。
底
径
八
・
八
ｍ

で
同

図
1
0の
七
・
一

皿
よ
り
や
や
大
き
い
。
赤
褐
色

を
呈
し
、
器
面

は
へ
ら
に
よ
る
調
整
痰
を
残
し
て
い
る
。
な
お
胎

土
は
石

英
粉
末

と
雲
母

を
含
み
、
外
面

に
煤
煙
の
付

着
を
見

る
。
図
７
－
1
8
の
９

は
口
径
九

・
七

ｍ

、
高
さ
九
・
九
ｍ

、
丸
底
風

の
小
形

壷
形

土
器
で

あ
る
が
胴
部

は
上
下

に
圧

縮

さ
れ
た
よ
う
な
形

態
を
と
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
小
形

丸
底

土
器
と

は
そ

の
趣

向
を
異
に
し
て
い
る
。
胎
土
は
石

英
粉
末

と
雲
母

を
含
み
器
面

は
へ
ら
で
調
整

さ

れ
、
色
調
は
赤
褐
色
を
呈

す
る
。

㈲

鉢

形

土

器

図
7
1
1
8
の
1
0は
単
純

な
深
鉢
形

を
呈

す
る
。
色
調

は
赤
褐
色
で
内
外
面
と
も

に
口
縁
部
及
び
そ
の
付
近

に
煤

煙
が
つ
い
て

い
る
。
内
面

は
特

に
へ

ら
の
調
整
痰

召4
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図
7
1
1
9
の
４

は
、
口

径

一

八

・

六

皿
、

高
さ
五
・
六
ｍ

、
口
縁
部

か
ら
底
部

へ

を
残
し
て
い
る
。
胎
土
は
や
は
り
石

英
粉
末
や
雲
母

を
含
ん
で

い
る
が
焼
成

は
よ

0
0
端
形
土
器
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の
移
行

が
九
〇
度

の
カ
リ
フ
を
作

っ
て
極

め
て
安
定
し

た
器
形

を
な
し
て
い

る
。

同
図
３

は
、
口
径

二

∵

四
『

高
さ
五

・
八

皿
、
灰
褐
色
を
呈
し
胎
土

に
は
石
英

粉
末

を
含
む
。
器
面

は
へ
ら
の
調
整

痕
を
持

ち
、
内
面

は
黒
色
を
呈
し
て
い

る
。

㈲
　

高
坏
形

土
器

こ

の
器
形

は
第
1
2ト
レ
ン
チ

に
は
出
土

な
く
、
第
１

・
２

ト
レ
ン
チ

に
若
干
出

土
し
て

い
る
。

㈲
　

甑

形

土

器

図
７
１
・
1
8
0
 
7
1
M

、

口
径
一
五

・
五
ｍ

、
高
さ

Ｉ
〇

・
九

皿
、

口
縁
が
外
反

し

胴
下
部

か
ら
底
部

に
急
に
細

ま
る
甑
形
土
器
で
、
底
部

に
径
約
一
・
八

皿
の
小
孔

か
お

る
。
色
調

は
赤
褐
色

を
呈
し
胎
土

は
石
英
粉
末

・
雲
母
を
含
み

焼

成

は

よ

い
。
な
お
、
一
部

に
煤
煙
が

つ
い
て

い
る
。

㈲

坏

形

土

器

図
7
1
1
9
の
１

は
、

口
径
一
〇
ｍ

、
高
さ
四

皿
、
灰
色
を
呈
し
て
底
部

に
糸
切
り

の
痕
を
残

し
て

い
る
。
蓋
受
け

の
小
突
起
を
持
つ

。
同
図
２

は
、

口
径
一
三
・
二

皿
、
高

さ
三

・
八

皿
、
器
形

は
１
と
同
じ
く
蓋
受
け

の
小
突
起
を
持

ち
、
器
形

は

丸
底
で
、
内
面

は
剥

げ
て
再
調

整
を
し
て

い
る
。
同
図
６

は
、

口

径

一
　一

・
六

ｍ

、

高
さ
三

・
五
『

外
面
赤
褐
色

を
呈
し
て
内
面

は
黒
色
で

あ

る
。
同

図

７

は
、

口
径
一
五

・
七

皿
、
高

さ
四

・
二

皿
、
前
者

の
口
縁
部
が
や
や
丸
味
を
持

ち

つ
つ
底
部

に
移

る
の
に
対
し
、
本
例

は
内

に
反
り
つ

つ
底
部

に
移

る
。
器
面

に
へ

ら
の
調

整
痕
を
残

し
内
面

は
黒
色
で
あ

る
。
同
図
８

は
、

口
径
一
四

・
六

皿
、
高

さ
四

・
五

皿
、
器

壁
は
前
二
者
と
比

較
し
て
直
線
的

に
底
部

に
移

っ
て
い

る
。
器

面

は
赤
褐
色

を
呈

し
、

へ
ら
の
調
整
痕

を
残
し
内
面

は
黒
色
で

あ

る
。
同

図

９

は
、

口
径
一
四

・
五

０１
、
高
さ
三

・
四

皿
、
器
形

は
1
0に
類
似
す

る
。
外
面

は
赤
褐

色

を
呈

し
、

へ
ら
の
調
整

痕
を
残

し
内
面

は
黒
色
で
あ

る
。
同
図
1
0は
、

口
径
一

四

・
七
ｍ

、

高
さ
三

二
二
皿
、
外
面

は
へ
ら
で
調
整
が
行

な
わ
れ
て

い
る
が
、
器

面
は
荒
れ
内
面
は
黒
色
で
あ
る
。
同
図
1
1は
口
径
一
三
『

高
さ
三
・
七
皿
、
蓋

受
け
の
突
起
を
僅
か
に
痕
跡
的
に
残
し
て
い
る
。
器
面
ぱ
へ
ら
で
調
整
し
色
調
は

赤
褐
色
で
あ
る
。

第
1
2ト
レ
ソ
チ
ー
号
住
居
跡
以
外
の
住
居
跡
よ
り
出
土
し
た
土
器
は
、
図
７
－

2
1の
と
お
り
で
あ
る
。

５
　
須
　
恵
　
器

土
師
器
に
比
較
し
て
須
恵
器
の
出
土
は
少
な
い
。

申

壷
形

土

器

図
7
1
2
0の
１
は
、
口
径
ニ

ー
・
三
『

高
さ
四
六
『

胴
径
約
四
四
四
、２
は

口
径
ニ

ー
・
二
皿
、
高
さ
四
六
・
七
『

胴
径
四
八
・
六
『

前
者
は
か
ま
ど
の

西
南
隅
か
ら
出
土
し
、
床
面
か
ら
二
〇
ｍ
浮
い
て
い
た
。
全
体
の
約
二
分
の
一
に

足
り
な
い
破
片
が
そ
の
付
近
に
散
乱
し
て
い
た
。
首
部
か
ら
胴
上
部
に
か
け
て
緑

色
の
粕
が
出
て
い
る
が
自
然
Ｏ
も
の
で
あ
る
。
文
様
は
首
部
に
二
本
の
横
沈
線
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
結
ぶ
よ
う
に
細
い
縦
の
沈
線
か
お
る
が
、
胴
部
に
は
条
痕
風
の

た
た
き
文
と
横
走
す
る
細
沈
線
文
が
少
し
の
間
隔
を
お
い
て
数
条
ず
つ
加
え
ら
れ

て
い
る
。
後
者
は
、
同
じ
竪
穴
の
北
壁
に
あ
っ
て
や
は
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
破

片
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
て
全
形
復
元
で
き
た
。
前
者
同
様
口
縁
部
内
外
・
胴
部

の
最
も
張
っ
て
い
る
付
近
に
、
緑
色
の
自
然
軸
が
吹
出
て
い
る
。
ま
た
、
部
分
的

に
煤
煙
が
付
着
し
て
い
る
。
文
様
は
１
同
様
首
部
に
櫛
様
施
文
具
に
よ
る
波
状
文

が
施
さ
れ
て
い
る
外
、
胴
部
に
は
条
痕
風
の
た
た
き
文
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

㈲
　
小
形
壷
形
土
器

図
7
1
2
0の
４
は
、
口
径
九
・
八
皿
、
高
さ
一
二
・
八
皿
、
有
首
小
形
丸
底
の

土
器
で
、
胴
上
部
に
中
太
の
二
本
の
沈
線
、
口
縁
内
側
に
同
じ
く
一
本
の
沈
線
が

文
様
と
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。

㈲
　
高
坏
形
土
器

4 妬
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図
７
－
2
0
の
３

は
、
高
坏

の
脚

を
欠
い
て
坏
部
だ
け
で
あ

る
が
、
坏

の
口
径
一

九

・
六
皿
、
高

さ
八

・
四
0
1
1
!

、
首
部
付
近

に
二
本

の
微

隆
線
が
横

に
走

っ
て
、
殊

に
下

の
微

隆
線
の
場
合
そ

の
両
側

は
深

く
溝

を
な
し
て
太

い
二
本

の
沈

線
の
効
果

を
持

っ
て

い
る
。
二
本

の
微

隆
線
の
間

に
は
細
い
斜

線
が
引

か
ね
て
、

壷
形
土
器

の
１

と
同

じ
趣
向
で

あ
る
。
な
お
、
器
面

に
は
自

然
粕
が
部
分
的

に
吹

き
出

し
て

い
る
。

㈲

坏

形

土

器

図
7
1
1
9
の
1
2は
、
口
径
一
三
・
一

皿
、
高
さ
四
・
四
ｍ

、
１

に
比
し
底
面

は
丸

味
に
乏
し
い
。
蓋
受
げ
の
小
突

起
を
持
つ
。
同

図
1
3は
、
口
径
一
一

・
九

四
、
高

け

の
小
突
起
を
持
つ
が
、
器
形

は
最
も
整
っ
て
い
る
。
な
お
、
1
2
8
1
4は
と
も
に

底
部

に
糸
切
り

の
痕
跡
を
残
し
て
い

る
。

６
　

灰

粕

陶

器

第
２

ト
レ
ン
チ

の
第
２
住
居
跡

か
ら
灰
粕
陶
器

に
属
す

る
高
台
付
坏
の
破
片
が

出

土
し
て

い
る
。
本

遺
跡

か
ら
の
発
見

は
極

め
て
少
な
く
、
こ

の
遺
跡

に
お
け

る

土

師
器

・
須
恵
器

の
時
期

を
反
映

す
る
も

の
で
あ

ろ
う
。

７
　

鉄
　
製
　

品

鉄
製
品

と
し
て
数
え

ら
れ
る
も
の
は
、

鉄
鏃
（
三
個
）
、
鎌
（
二
個
）
、

刀
子

二

個
）
、
鉄
環
（
一
個
）
な
ど
九
個
出

土
し
た
。

図
7
1
2
2
の
１

は
、
現

長
約
一
五
ｍ

、
鏃

と
思

わ
れ
る
が
、
両
刃

ら
し
い
点

か

ら
言
え
ば
特
殊
な
小
鉾

様
の
鉄
製
品

と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
同
図
２
・

入

0　　　　　　　　　　5c ｍ

l　　　　　　　　　　　　l

トレンチ１号住居跡第 １図7 －23　 鉄製品（鋤先）

３
は
鉄
鏃
と
思
わ
れ
る
。
３
は
先
端
を
欠
く
が
有
柄
鏃
の
典
型

的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
長
九
・
三
皿
、
灰
粕
陶
片
と
と
も
に

第
６
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
。
２
は
鏃
の
尖
端
部
分
の
腐
食
著
し

く
そ
の
原
形
は
復
元
出
来
な
い
。
現
長
一
一
・
四
心
。
同
図
４

は
、
鎌
型
鉄
製
品
の
尖
端
部
分
で
基
部
に
当
る
部
分
を
欠
い
て

い
る
。
な
お
、
腐
食
屯
か
な
り
進
み
こ
の
た
め
に
基
部
は
欠
失

し
た
ら
し
い
。
５
も
鎌
形
鉄
製
品
で
あ
ろ
う
。
現

長
約
一
〇

皿
、
基
部
付
近
の
保
存
は
概
し
て
よ
く
、
付
着
物
は
少
し
も
残

っ
て
い
な
い
の
に
刃
部
と
思
わ
れ
る
部
分
は
腐
食
が
甚
し
い
。

第
６
ト
レ
ン
チ
出
土
品
で
あ
る
。
図
7
1
2
3の
獣
先
は
、
左
右

の
幅
約
一
五
皿
、
長
さ
約
九
・
二
皿
、
刃
の
部
分
の
幅
は
刃
先

部
で
二
・
五
～
三
『

耳
の
部
分
で
二
皿
、
刃
部
の
内
側
は
一

般
に
ふ
ろ
と
呼
ば
れ
て
い
て
木
質
部
を
は
め
こ
む
た
め
に
袋
状

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
断
面
は
Ｙ
字
状
の
溝
を
な
し
て
い
る
。

封7



第７章　天伯 遺跡

図7 －24　 土 製紡 錘車

１－ 第35トレンチ第４住 居跡

２・ ３－ 第12トレンチ第１住居跡

こ
の
他
に
鉄
製
品

と
し
て
、

外

径
六

～

六
・
六

皿
、
内

径

三

・
七
～
四

・
二

皿
の
環
が
第

４

ト
レ
ン
チ
地
表
下
三
五
ｍ

の

黒
土
層

か
ら
出
土
し
、
1
1ト
レ

ン
チ

か
ら
木
質

の
つ
い
た
鉄
製

品
が
出
土
し
て
い

る
。
ま
た
、

第
８
ト

レ
ン
チ
床
上
二
〇

０１
か

ら
環

状
（
内

径

五
∴
二
四
、
幅

〇
・
九
ｍ
）
の
青
銅
製
品

が
出

土

い
る
。

８
　

紡
　

錘
　
車

本
遺
跡
発
見
の
紡
錘
車
は
完
形
品
三
個
、
半
欠
品
一
個
、
計
四
個
を
数
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
形
態
を
異
に
し
、
図
７
－
2
4
の
１
は
、
上
辺
三
・
五
ｍ
、
下

辺
五
・

六
～
五
・
八
ｍ
、
高
さ
斜
辺
で
四

∴

こ
と
四
・
五
ｍ
で
や
や
い
び
つ
な
台
形
を

な
し
、
中
央
に
約
八
ｍ
の
孔
が
通
っ
て
い
る
。
２
は
、
台
形
を
な
し
て
い
る
が
上

辺
の
角
は
強
い
。
高
さ
竺

∵

五
皿
、
上
辺
の
径
約
三
ｍ
、
下
辺

の
径
約
四
・

八
～
四
・
九
皿
、
ほ
ぼ
中
央
に
七
ｍ
の
孔
が
通
っ
て
い
る
。
３
は
、
―
・
２
と
は

形
態
が
異
な
り
、
図
に
み
る
よ
う
に
わ
ん
曲
し
、
径
約
五
・
七
皿
、
厚
み
約
一
・

七
ｍ
の
貧
弱
な
供
餅
状
で
あ
る
。
手
づ
く
り
の
ま
ま
の
粗
製
で
表
面
の
で
こ
ぼ
こ

が
多
い
。
胎
土
は
雲
母
の
混
入
が
あ
る
。
色
調
は
黄
褐
色
を
呈
し
煤
煙
が
付
い
て

い
る
。

四
　

所
　
　
　

見

本
遺
跡
は
、
縄
文
文
化
か
ら
弥
生
文
化
を
経
て
土
師
式
文
化
に
及
ん
で
い
る
の

で
、
こ

の
三
時
期

に
つ
い
て
、
そ

の
所
見
を
述
べ
た
い
。

Ｏ
　

縄

文

文

化

塩
ノ
井
の
こ
の
台
地

に
人
間
が
住
み
始

め
た
の
は
、
縄
文
時
代

も
中
期
に
入
っ

た
最
初
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
第
６
ト

レ
ン
チ
の
東
端
か
ら
前
期
末
形
式

の
上

器
片
が
わ
ず
か
な
が
ら
出
土
し
、
竪
穴
住
居
の
床
面

ら
し
い
堅
い
面

も
出

土
し
て

い
る
が
そ
の
両

者
が
結
び
つ
く
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
し
、
そ

の
出

土
量
が
少

な
い
Ｏ
で
、

こ
こ
で

は
一
応
中
期

初
頭

か
ら
の
生
活

を
考
え

た
い

。
も

っ
と
も
前

期
末
形
式

の
土
器
片

が
、
仮

に
そ

の
出

土
量
が
少

な
く
て
も
、
本

遺
跡
に
発
見

さ

れ
た
こ
と

は
、
南
箕
輪

と
し
て

は
最
初

の
こ
と
で

は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
中
期

初
頭
形
式

の
土
器

は
、
そ

の
生
活

を
知

る
唯
一

の
資
料
で
あ

る
。
本
遺
跡
で
は
第

２
～
７

・
第
９

・
2
2・
3
5な
ど
各

ト
レ
ン
チ

か
ら
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
縄

文
時
代

の
住
居

ぱ
い
う
ま
で
も
な
く
竪
穴
住
居
で
あ
っ
た
が
、
中
期
初
頭
の
こ
ろ

の
住
居
跡
は
、
今
回
の
調
査
で
は
緊
急
調
査
の
た

め
時
間
が
な
く
、
発
見
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。
南
箕
輪
村
内
で
は
、
こ
の
塩
ノ
井

の
天

伯
、
南
殿

の
宮

ノ
上
か
ら
中
期
初
頭
形

式
の
縄
文
土
器
が
出
土
す
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て

い
た
が
、
今
回
の
調
査
で
さ
ら
に
若
干

の
資
料
を
追
加
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

縄
文
中
期
の
勝
坂
式
土
器
の
時
代

は
最

も
華
や
か
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

勝
坂
式
土
器
は
、
前
述

初
頭
形
式

土
器
出

土
ト
レ
ン
チ

の

外

に
、
第
1
0
・
2
8・

3
0・
3
1・
3
3な
ど
の
各
ト
レ
ン
チ
か
ら
発
見

さ
れ
、
台
地

の
ほ
ぼ
全
般

に
及

ん
で

い
た
と
思

わ
れ
る
。
勝

坂
式
土
器

を
伴

う
竪
穴
住
居
跡
は
、
第
3
5ト
レ
ソ
チ

ー
号

住
居
跡
、
第
２

の
２

ト
レ
ソ
チ

ー
号
住
居
跡
、
第
６
ト

レ
ン
チ
（
地
表
下
九
〇

皿
に

床
面
ら
し
か
も
の
、
柱
穴
、
勝
坂
式
土
器
片
）
な
ど
わ
ず
か
に
三

地
点
し
か
確
認
で
き

な
か
っ
た

。

次
の
加
曽
利
Ｅ

式
土
器
を
出

土
す
る
地
点
は
、
勝
坂
式
当

時
と
あ
ま
り
変
化

は

な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、

こ
の
遺
跡
で
は
土
器
の
出

土
量
は
ぐ

っ
と
少

な
い
。
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ま
た
完
形
に
近
い
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
を
反
映
し
て
か
竪
穴
住
居
跡
の

正
確
に
調
査
さ
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
第
３
ト
レ
ン
チ
で
地
表
下
九
〇

皿
に
床
面
ら
し
い
堅
い
面
が
発
見
さ
れ
、
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
片
が
出
土
し
た
と
い

う
の
が
唯
一
の
例
で
あ
る
。
調
査
の
範
囲
で
は
、
こ
の
遺
跡
は
勝
坂
式
土
器
の
こ

ろ
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
面
的
調
査
で
ぱ
な
い
の
で
そ

の
全
容
に
つ
い
て
知
る
す
べ
も
な
い
。
遺
跡
調
査
を
終
っ
て
注
意
さ
れ

る
こ

と

は
、
打
製
石
斧
の
出
土
が
多
い
の
に
石
鏃
の
発
見
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
石
錘

の
出
土
が
案
外
少
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
石
皿
、
敲
石
、
凹
石
な
ど
の
出
土
も
な

い
か
あ
る
い
は
少
な
い
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

Ｏ
　

弥

生

文

化

縄
文
土
器
の
う
ち
後
期
初
頭
ら
し
い
小
破
片
も
出
土
し
た
が
、
こ
の
地
点
に
お

け
る
縄
文
文
化
は
大
体
中
期
を
も
っ
て
終
っ
た
ら
し
い
。
弥
生
文
化
の
う
ち
、
こ

の
地
点
が
住
居
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
後
期
か
ら
ら
し
い
。
弥
生
土
器

は
、
第

１
～
３
、
第
５
・
６
・
1
2・
2
3・
2
4・
2
8・
3
5の
各
ト
レ
ン
チ
か
ら
、
多
少
の
相

異
は
あ
る
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
2
3・
4
2ト
レ
ン
チ
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
弥
生
土
器
破
片
の
う
ち
、
そ
の
極
く
｛

部
は
下
伊
那
地
方
の
恒
川
式
に
類
す

る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
後
期
末
に
わ
た
る
中
島
式
に
比

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
６
ト
レ
ン
チ
の
一
部
に
堅
し
床
面
ら
し
か
も
の
が
出

土
し
、
そ
の
地
点
か
ら
壷
形
土
器
が
口
縁
部
を
下
に
倒
立
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

後
期
弥
生
文
化
に
よ
く
み
ら
れ
る
埋
甕
で
、
か
た
か
ら
に
発
見
さ
れ
た
櫛
目
波
状

文
土
器
破
片
と
と
も
に
中
島
式
に
近
似
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
第
3
5ト
レ
ン
チ

２
号
住
居
跡
に
は
、
床
面
に
底
部
の
な
い
鉢
形
土
器
が
埋
甕
土
器
と
し
て
埋
め
ら

れ
、
そ
の
付
近
は
赤
く
焼
け
て
い
た
。
こ
の
住
居
跡
の
床
面
か
ら
発
見
さ
れ
た
も

の
は
土
師
器
で
は
あ
る
が
、
炉
跡
そ
の
も
の
は
後
期
弥
生
文
化
の
特
徴
と
し
て
の

埋
甕
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
土
師
式
住
居
の
最
初
の
こ
ろ
に
は
な
お
こ
の

風
習
が
残
っ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
後
期
の
弥
生
住
居
の
再
度
の
利

用
な
い
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
後
世
の
遺
物
が
混
入
し
た
と
解
す
べ
き
か
、
今
後

の
類
例
を
見
た
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
後
期
弥
生
文
化
の
時
期
に
こ
の
地
点
が

再
び
生
活
の
場
と
た
っ
た
こ
ろ
に
は
、
弥
生
文
化
特
有
の
水
田
稲
作
に
加
え
て
畑

作
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
地
点
が
生
活
の
場
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
3
5ト
レ
ン
チ
２
号
住
居
跡
の
存
在
は
、
後
期
弥
生
文
化

と
土
師
器
文
化
の
間
を
結
ぶ
結
節
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｏ
　
土
師
式
文
化

こ
の
遺
跡
の
最
も
繁
栄
を
み
た
の
は
、
こ
の
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時

の
住
居
跡
は
最
も
多
く
発
見
さ
れ
、
出
土
遺
物
の
量
０
多
い
こ
と
が
こ
れ
を
物
語

る
よ
う
で
あ
る
。

当
時
期
の
住
居
跡
は
一
四
箇
所
が
確
認
さ
れ
、
外
に
2
4・
2
5ト
レ
ン
チ
の
床
面

も
こ
の
時
期
の
竪
穴
住
居
跡
の
床
面
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
加
え
る
と
一
六
戸
分
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
住
居
が
台
地
の
周
縁
に
分
布
し
て
い
る
が
、
台
地
の
中
心
に
あ

た
る
部
分
が
桑
園
で
あ
っ
た
り
、
時
間
不
足
で
台
地
中
央
に
住
居
が
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

土
師
式
住
居
の
構
造
は
、
い
ず
れ
も
四
本
の
主
柱
を
持
つ
方
形
プ
ラ
ン
の
住
居

で
、
炉
な
い
し
か
ま
ど
を
付
属
と
し
て
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
遺
跡
で
は
、

か
ま
ど
は
す
べ
て
竪
穴
住
居
の
西
壁
側
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
の
自
然
環
境
、
殊

に
風
向
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
ｙ
火
災
に
遇
っ
た
住
居
が
二
、
三
箇
所

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
環
境
を
考
え
な
が
ら
、
し
か
も
免
れ
得
な
い
結

果
で
あ

っ

て
、
悲
惨
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
第
1
2ト
レ
ソ
チ
ー
号
住
居
跡
で
の

観
察
に
よ
れ
ば
、
建
築
材
料
に
は
ク
リ
ヤ
ナ
ラ
材
が
選
ば
れ
、
屋
根
を
ふ
く
に
は

カ
ヤ
を
用
い
た
も
の
ら
し
い
。

出
土
遺
物
か
ら
考
え
ら
れ
る
当
時
の
生
活
は
、
鎌
や
鍬
な
い
し
鋤
の
出
土
か
ら

封ﾘ
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農

耕

が

、

鏃

の

出

土

か

ら

狩

な

い

し

時

に

よ

っ

て

は

戦

闘

が

行

わ

れ

た

こ

と

を

知

る

。

さ

ら

に

刀

子

様

製

品

に

よ

っ

て

農

耕

、

狩

な

ど

の

食

料

獲

得

の

た

め

ぽ

か

り

で

な

く

、

一

般

の

利

器

ま

で

が

鉄

製

品

に

代

わ

っ

て

い

た

こ

と

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

。

砥

石

の

存

在

は

、

そ

れ

ら

の

利

器

が

繰

返

し

用

い

ら

れ

た

こ

と

を

物

語

る

と

と

も

に

、

輔

の

口

冲

鉄

滓

の

存

在

は

こ

の

地

点

で

鉄

製

品

の

製

作

示

現

実

に

行

わ

れ

た

こ

と

を

物

語

っ

て

い

る

。

住

居

の

炉

で

は

な

い

焚

火

跡

の

発

見

は

、

こ

れ

ら

の

作

業

が

時

に

よ

っ

て

は

野

天

作

業

で

ぱ

な

か

っ

た

か

と

推

測

さ

れ

る

。

あ

る

い

は

発

掘

時

に

発

見

さ

れ

た

粘

土

塊

の

存

在

の

示

す

よ

う

に

、

こ

の

地

点

で

土

器

作

り

が

行

わ

れ

て

焼

成

さ

れ

た

焚

火

跡

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

。

紡

錘

車

の

発

見

は

、

当

時

盛

ん

に

紡

織

の

行

わ

れ

た

こ

と

を

物

語

る

と

と

も

に

、

一

遺

跡

で

四

個

の

発

見

は

か

な

り

利

用

の

多

か

っ

た

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

ろ

う

。

卜

ず

れ

に

し

て

も

、

鉄

製

品

の

製

作

・

土

師

器

や

須

恵

器

の

製

作

、

糸

や

布

の

製

作

が

同

一

地

点

で

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

は

、

あ

る

技

術

の

す

ぐ

れ

た

製

品

は

物

恋

父
換

の

対

象

と

な

る

こ

と

も

あ

っ

た

か

も

知

れ

な

い

が

、

そ

の

多

く

の

場

合

は

、

一

つ

の

小

単

位

の

集

落

で

自

給

自

足

の

生

活

が

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

を

如

実

に

物

語

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

注
　

こ
の
記
述
は
『
昭
和
四

二
年

二
月

二
九
日
発

刊
』
「
天
伯
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
概
報
」
「

南
箕

輪

村
教
育
委
員
会
」

に
ょ

っ
た
。

4 卯
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縄文時代中期土器

弥生時代後期壷と甕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 弥生時かﾐ後期　深鉢型土器

天伯遺跡出土の縄文時 代中期 の土器 ・弥生時代後期の土器（南箕輪村郷土館蔵）



須恵器

大形壷

土師器

坏型 土器

( 坏 ，蓋坏)

土師器

甑 型土 器

土師器

←甕型土器

須恵器

右，短首壷

灰紬陶 器

天伯遺跡出土土師 器須恵器（南箕輪村郷土館蔵）

第７章　天 伯遺 跡

土師 器　 壹型土 器
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図８－ １箕 輪遺跡鳥瞰図　 昭58.11 （西方 台地 から箕 輪遺跡 のあ る水田地帯を 望む）

第
八
章
　
箕

輪

遺

跡

一

遺
跡
の
位
置
と

自
然
環
境

箕
輪

遺
跡

は
天
竜
川

の
右

岸
（
西
岸
）
、
天
竜
川
と
国
道

一
五
三

号
線
の
間

に
あ

る
沖

積
平
地
で
、
国

鉄
飯
田

線
木

下
駅
付
近

か
ら
北
殿
駅
付
近

に
至

る
水
田
地
帯

の
大
部
分

を
占

め
る
、
総
面
積
一
〇
〇

余
ｈ
に
及
ぶ
大

遺

跡

で

あ

る
。
（
図
８
－

１
と
２
）

現

在
は
、
伊
那

土
地
改
良

区

の
土
地
改
良

事

業

に

よ

り
、
乾
田
化
し
、
区
画

整
理

が
行
わ
れ
整
然
と
し
た
水
田

が
並
び
、
ま
た
、
一
部
は
団

地
造
成
や
、
工
業
地
域
と
し

て

の
指
定
も
行

わ
れ
、
近
代

的
な
地
域

に
発
展
し
て
い

る

が
、
こ

の
地
域
は

か
つ
て
は

多
く
が
湿
田
地
帯
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
地
域
が
大
部
分
天
竜
川
及
び
帯
無
川

の
自
然
堤
防
の
後
背
湿

地

で
あ

る
こ
と

。
ま
た
、
遺
跡
の
西
方
に
は
近
く
に
天

竜
川

の
作
っ
た
段
丘

崖
や
、

断
層
崖

が
南
北
方
向

に
長
く
の

び
て
お
り
、
そ
の
段
丘
上
は
広
い
扇

状
地
を
形

成

し
、
そ

の
西

に
経

ケ
岳
を
中
心
と
す

る
山
塊
が
南
北
に
連
ら
な

っ
て
い
る
。
こ
の

経

ケ
岳

を
中
心
と
す

る
山
塊

か
ら
流
れ
出
す
小
河
川
は
途
中
で
多
く
が
伏
流
水
と

な
っ
て
扇
端
付
近
で
湧
出
し
、
北

か
ら
泉
沢
（
木
下
区
）
、
北
沢
、
南
沢
、
滝

の
沢
、

栃

ケ
洞
沢
等
と
な

っ
て
遺
跡
地
帯

に
流
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
河
川
の
ほ
か

段
丘

崖
下
や
沖
積
平
地
内

に
屯
多
く
の
湧
水
が
あ
る
。
平
地
内
の
湧
水
の
あ
る
場

所

を
釜
壷
（
ど
ぶ
）
と
称
し
て

お
り
、

釜
壹
は
常
に
水
が
湧
き
出
し
て
水
田
に

な

ら
ず
、
始
末
が
悪

い
の
で
、
そ

の
湧
き
水
の
場
所
だ
け
あ
ぜ
を
作

っ

て

取

り

巻

き
、
水

の
湧
き
出
す

に
ま
か
せ
て

お
い

た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
沖
積
平
地
も
多
少

の
起
伏

が
あ
り
、
古
来

か
ら
の
凹
地
で
他

か
ら
湧
水
が
流
れ
込
ん
だ
り
、
湧
水
の

あ
る
と
こ

ろ
は
、
泥
深

い
沼
と

な
っ
て

卜
だ
。
現
在
は
少
な
い
が
、
明
治
の
初

め

こ
ろ
ま
で

は
幾
つ
も

の
沼
が
あ

っ
た
こ
と
が
古
図

の
上

か
ら
も
明
ら

か
で
あ

る
。

ま
た
、
こ
の
地
帯
一
帯
は
原

始
の
時
代

に
は
一
面

に
葦
や
ま
こ
も
等
が
密
生
し

て
い
た
ら
し
く
、

特
に
木
下
、

久
保
、

塩
ノ
井

に
近

い
沼
田

に
は
約
四
〇

皿
の
耕

土
の
下

に
二
〇
～

六
〇

皿
の
厚

み
に
葦
や

ま
こ

も
の
泥
炭
状

の
腐
植
層
が
広
が

っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

祁J
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リ; ，

｡巾

岑

／
下

一

一

！

！

Ｉ

～７ ヽ

遺
跡
の
発
見
と
発
掘
経
過

ヘ ヘ

回

… ……ﾉ

ｊ

1 1 X

●，

久

ｙ

-- へｰ

保

こ
の
地
域
の
大
半
は
沼
田
で
あ

っ
て
、
常
に
水
を
湛
え
、
耕
土
が
深
く
て
水
ｍ

作
業
は
著
し
く
不
便
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
曽
根
田
、
城
、
御
室
田
な
ど
の
や

や
小
高
い
所
は
上
田
で
あ
っ
た
が
木
下
、
久
保
、
塩
ノ
井
の
集
落
に
近
い
地
区
は

深
い
沼
田
で
田
打
ち
、
田
植
、
田
の
草
取
り
に
も
深
く
落
ち
込
ん
で
腰
を
あ
ま
り

曲
げ
な
い
で
済
む
と
い
わ
れ
た
く
ら
い
で
、
勿
論
牛
馬
は
入
れ
る
こ
と

が
で
き

ず
、
冷
水
が
か
り
の
た
め
濯
排
水
の
管
理
も
大
変
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
久
し
く
土
地
改
良
が
望
ま
れ
て
卜
た
わ
け
で
あ
る
が
、
昭
和
二
六
年

曽
ヘ ヘ

ｌ - 、

ヘ ヘ

‾
'‾
.
.
.
.
.

‾
.
.
.
.
.

‐
“
‘
ｙ
7
7
ｔ
ｙ
ｇ
ｔ
＆

Ｓ｛
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か
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寸

士

几

な

千

‘・Λ
．

ノ

レ

に

秒

針

レ

川

糊

乱

ド

ハ

レ

…
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
'
1
.
1
｡
'
:
"
:
'

２
'
"
２Ｑ

５
.
｢
‘
r
1
1
r
n
n
i
g
 
'

‐Ｑ

～

ヘ ヘ

ベ ヘ

Ｗ へ ー

心 ペベ

図 ８－ ２　箕 輪遺跡地図

……ｊ
濯
か
　
’ヤ
Ｏ
ｊ
謳
ダ

心

心

ヶ
一ヽ

丿
ぶ
循
Ｕ
彫
子
バ
ト

ン
。ヽ

’べ
　
　
　
　
　
　
　

‘

伊

那

土

地

改

良

組

合

（
中
箕
輪
、
南
箕
輪
、
箕
輪
、
伊
那
の
広
域
組
合
）

が

設

立

さ

れ

、

こ

の
遺

跡

の
地

域

も

改

良

地

区

の

一

つ

と

し

て

、

昭

和

二

七

年

か

ら

土

地
改

良

工

事

が

始

め

ら

れ

た

。

当

地

域

で

は

木
下

の

馬

場

・

苦

谷

、

三

日

町

の

城

安

寺
、

北

殿

の

各

地

か

ら
工

事

が

始

め
ら

れ

、

そ

の

馬

場

地

区

か

ら

縄

文

晩

期

か

ら

弥

生

期

の

多

量

の

土
器

と

炉

跡

が

発

見

さ

れ

、

苦

谷

か

ら

も

土

師

器

、

須

恵

器

の

出

土

を

見

た

。

こ

れ

に

よ

っ
て

、

さ

ら

に

南

側

の

広

大

な

水

田

地

域

が

全

地

域

遺

跡

で

あ

る

う

と

の

予

想

の

も

と

に

、

土

地

改

良

工

事

に

並

行

し

て

遺

跡

の

探

究

が

進

め

ら

れ
、

特

に

箕

輪

史

研

究

会

の

小

川

守

人

、

小

池

修

兵

に

よ

り

遺

物

の

採

集
調

査

活

動

が

熱

心

に
行

わ

弱 々
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れ
、
そ
れ
ら
の
成
果
が
、
箕
輪
史
資
料
集
に
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
き
た
。
か
く

て
木
遺
跡
は
次
第
に
考
古
学
者
の
関
心
を
集
め
、
内
陸
地
に
お
け
る
低
湿
地
の
大

規
模
な
農
耕
遺
跡
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
二
九
年
の
一

月
「
箕
輪
遺
跡
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
調
査
は
土
地
改
良
工
事
に
伴
う
出
土
遺
物
の
採
集
調
査

で
あ
っ
て
、
非
常
に
多
く
の
貴
重
な
遺
物
が
収
集
調
査
さ
れ
て
き
た
が
、
本
格
的

学
術
的
な
発
掘
調
査
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
よ
り
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
望
ま

れ
て
い
た
。

そ
の
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
は
、
昭
和
五
五
年
度
よ
り
国
道
バ
イ
パ
ス
予
定
地

の
発
掘
な
ど
の
形
で
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
五
年
九
月
よ
り
一
一
月

小
清
水
地
区
の
一
部
（
国
道
バ
イ
パ
ス
予
定
地
）

発
掘
主
体
　
箕
輪
町
教
育
委
員
会

大
清
水
地
区
の
一
部
（
都
市
下
水
路
計
画
路
線
）

昭
和
五
六
年
七
月
よ
り
八
月

穴
田
地
区
の
一
部
（
国
道
バ
イ
パ
ス
取
り
付
道
路
敷
）

発
掘
主
体
　
箕
輪
町
教
育
委
員
会

こ
れ
等
の
発
掘
調
査
は
箕
輪
遺
跡
の
ご
く
一
部
で
あ
る
が
そ
の
結
果
は
箕
輪
遺

跡
調
査
第
１
集
及
び
同
第
皿
集
と
し
て
、
既
出
遺
物
も
含
め
て
報
告

さ
れ
て
い

る
。箕

輪
遺
跡
の
大
半
の
地
籍
は
現
箕
輪
町
に
属
す
る
が
、
久
保
下
等
は
本
村
内
の

地
籍
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
遺
跡
の
時
代
は
町
村
の
境
が
あ
っ
た
か
け
て
な
く
、

こ
の
遺
跡
を
と
り
ま
く
、
三
日
町
・
木
下
・
久
保
・
塩
ノ
井
・
北
殿
地
域
に
住
ん

だ
原
始
・
古
代
の
住
人
た
ち
が
こ
れ
を
利
用
し
、
そ
の
生
産
活
動
の
場
と
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
村
古
代
人

と
極
め
て

か
か
お
り
の
深

い
遺

跡
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
前
記

の
資
料
に
基
づ
い
て
そ

の
概
要

を
以
下

に
記
述

す

る
こ
と

に
す

る
。

三
　

出

土

遺

構

と

遺

物

Ｏ
　

遺
　
　
　

構

木
　

柵
（
図
８
－

３
と
４
と
５
）
　
土
地
改
良
工
事
の
際

に
多
量
の
杭
が

土

中

深

く

か
ら
出
土
し
た
。
そ
れ
が
探
究
調
査

の
結
果
、
沼

地
に
お
け
る
水

路

牛

田

の

畔
あ
る
い
は
通
路
を
構
築
す
る
た
め
の
木
柵
の
杭
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
こ

れ
等
の
杭
は
一
列
あ
る
い
は
二
～
三

列
に
打
ち
込

ま
れ
、
木

柵
の
幅

は
普
通
五
〇

ｍ

～
七
〇

皿
で
あ
る
が
、
久
保
下

の
橋
詰
に
あ
っ
た
も
の
は

Ｉ
・
四
ｍ
幅

に
築
か

れ
て
い
た
。
ま
た
、
杭
の
間
隔
は
そ
の
場
所

の
状
態
今
目
的
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま

で
あ

っ
た
が
御
室
田
出
土
の
木
柵
で
は
一
七
ｍ

の
間

に

１
０
０
０

本

を
数
え

た
と

報
告
さ
れ
て
い

る
。

昭
和
二

九
年
土
地
改
良
事
業
完
了

時
に
調
査

し
た
結
果

に
よ
る
と
、
木

柵
の
分

布
は
図
８
１
３

の
よ
う
で

あ
り
、
そ

の
総
延
長
四
三
七
五
ｍ

に
わ
た
っ
て
構

築
さ

れ
、
そ
の
大
部
分

が
謬
漑
用

水
路
の
片

側
の
通

路
に
し
た
畔

の
下

に
あ

っ
た
も
の

で
、
そ
の
う
ち
九
四
五
ｍ
の
開
は
水
路
の
両
側
に
築
か
ね
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
昭
和
五
六
年
穴
田
地
区
に
お
げ
る
発
掘
調
査
に
お
い
て
発
見
さ
れ

た
木
柵
の
実
測
図
の
一
部
は
図
８
１
４
の
よ
う
で
あ
る
。

本
木
柵
は
二
列
に
杭
が
打
ち
込
ま
れ
、
そ
の
列
間
は
六
〇
～
七
〇
皿
で
か
な
り

蛇
行
し
て
幅
も
一
定
し
て
い
な
い
。
杭
の
間
隔
は
か
な
り
密
で
あ
る
が
、
途
中
で

脱
流
し
た
の
か
粗
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
柵
に
使
わ
れ
た
杭
の
数
は
、
総
延
長
四
三
七
五
ｍ
の
木
櫛
に
御
室

田
出
土
の
木
柵
の
例
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
二
万
五
七
〇
〇
本
に
な
り
、
こ
の
外

455
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馬場木ﾉ 下駅

９

水
漬
水

②

７

３

い
ｒ「
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町田橋

５

②

住居址

10

穴田

６

⑤
渋田

橋

明

貞

８
　

士

‘口
三三
口

12

に
ま
だ
未
発
見

の
木
柵
も
あ

る
で
あ

ろ
う
し
、
さ

ま
ざ
ま

な
形
で
流
失
し
去

っ
た

杭

も
多

い
の
で
、
こ

の
遺
跡

に
埋

蔵
さ
れ
て
い

た
杭
の
数
は
驚
く
べ
き
量
で
あ
ろ

う
と
報
告

さ
れ
て
い

る
。

13

口15

久

保

田

目

城

安
寺曽根田

18

16

石

原

田

14

Ｎ
　

城

ａ久

保

19

20

4E

?L

址

Tjj

N　　　　

2

ﾑ

21

島

崎

23

T/ ‾ｻﾆﾚ
ｿダ゙

御

室

田

28

⑤

27

⑤

25
24

26

勁 池沼

ぺ 水路半柵

大

坊

塩

の
井

図 ８－ ３　 箕輪遺跡木柵出土地帯図

木
柵

に
使

わ
れ
た
杭
は
、
材
質
は
ほ
と
ん
ど
が

サ
ワ
ラ
（
ご
く
少
数
が
ク
リ
）
で

そ

れ
は
原
木
の
大
き
な
丸
太
を
い
く
つ

に
も
割

っ
て
五

～
七

皿
の
角
材
に
し
て
か

ら
、
先
端

を
金
属
器
で
鋭
く
削
り
尖
ら
せ
て
い
る

。（
図
８
１
５
）
中
に
は

腐
食
を

j 届
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防
ぐ
た

め
か
、
表
面

を
焼
い
て

か
ら
使
用

し
た
と
思

わ
れ
る
も

の
も
あ

る
。
杭
の
長

さ
や
径

の
違
い
も
か
な
り
あ

る
が
、
こ
れ

は
使
用
し

た
場

所

の
状
態
の
差
に
よ
る
も
の
と

考
え

ら
れ
、
長

さ
は
平
均
四
〇
～
五
〇

ｍ

の
も
の
と
、

六
〇
～
七
〇

皿
の
二
群

に
分
け
ら
れ

る
。

杭
の
先

端
は
尖

ら
せ
て
あ

る
が
、
そ
の
削
り
方
を
子
細

に
み

る
と
、

一
本

の
杭

の
先
端

を
削

る
の

に
刃
物
を
使
用
し
た
回
数
は
、

二
一
～
三

回
な
い
し
三
〇

回
に
及

ん
で
い

る
。
サ
ワ
ラ
の
生
木
を
割
っ
た
も
の
で

あ

れ
ば
、
今
日
の
利
器
を
も

っ
て
す
れ
ば
精

々
数
回
の
使
用

で
事
足
り

る
の
で
あ

る
が
、
多
き
は
三
〇

回
も
削

っ
て
仕
上
げ
た
こ

と

を

み

れ

ば
、
極

め
て
鈍
い
切
味
の
刃

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
先
端
が
鋭

く
削
り
き
れ
な
い
も
の
を
み
る
と
、
原
木
を
横
に
切
る
の
に

鋸

を
使

用
せ
ず
「
ち
よ
う
な
」
様
の
も
の
で
切
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
杭

が
、
節
一
つ
な
い
柾
目
の
立
派
な
木
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
は
、
今
日

の
よ
う
な
利
器
の
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
簡
単
に
割
り
得
る
樹

種
を
選

ん
だ
こ
と
と
、

サ
ワ
ラ
の
原

木
が
豊
富
で

あ
っ
た
た
め
と

推

測

さ

れ

る
。な

お
、
木
柵
杭
と
ほ
ぼ
同

じ
目
的

に
使

わ
れ
た
と
思

わ
れ
る
も

の
に

矢
板
が
あ
り
、
本
遺
跡
の
橋
詰
地
区

か
ら
二
点
出
工

し
て
い

る
。
そ
の

矢

板
は
長

さ
お
よ
そ
五
二
『

幅
一
九

皿
、
厚

さ
三

０１
内
外
の
板
状
の
も

の
で
一
方

を
金
属
器

を
用

い
て
Ｖ
字
形

に
削

っ
て
あ

る
。
土

に
打

ち
込

ま
れ
て
、

簡
易

な
場
所

の
土
留

め
に
使

わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

さ
て
、
こ

れ
ら
の
木
柵
が
い
つ

ご
ろ
作
ら
れ
た

か
と
い
う
こ
と

に
つ

い
て

は
、
打
込
ま

れ
て
い

た
杭
の
先
端
を
尖
ら
せ

る
刃

痕
の
回
数
が
、

十
数
回
を
数
え

る
も
の
が
多
く
、
登
呂
遺
跡
出
土
の
杭
と
よ
く
似
て
い

る
こ
と
、
過
去

に
お
い
て
弥
生
時
代
中
期
の
土
器
・
石

器
が
出

土
し
て

邸7
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１４￥
り
川
四
目
肘
潜
悦
川
脚
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勿

一

い
る
こ
と
か
ら
も
、
検
出
さ
れ
た
木
柵
列
は
そ
の
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能

性
が
充
分
有
り
得
る
と
い
わ
れ
、
昭
和
五
六
年
発
掘
調
査
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た

木
柵
列
内
上
面
か
ら
出
土
し
た
土
器
片
は
弥
生
式
か
ら
土
師
器
、
灰
粕
陶
器
と
幅

が
広
く
、
こ
れ
ら
か
ら
弥
生
時
代
～
平
安
時
代
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
ぱ
い
う
ま
で
も
な
い
と
、
さ
れ
て
い
る
。
五
六
年
発
掘

の
Ｔ

-

図 ８－ ５　箕 輪遺跡出土木柵抗（出土の木柵杭実測図一部）

２
地
区
出
土
の
木
柵
は
ナ
ラ
材
の

丸
太
を
使
用
し
四
～
五
回
の
削
り

取
り
で
尖
ら
せ
て
お
り
、
鋭
利
な

刃
物
が
使
わ
れ
て
お
り
時
代
的
に

は
か
な
り
新
し
い
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

其
の
他
の
遺
構
　
昭
和
五
六
年

度
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
検
出
さ

れ
た
二
箇
所
の
木
柵
列
は
、
明
ら

か
に
水
田
区
画
の
畔
を
示
す
も
の

と
考
え
ら
れ
今
後
の
調
査
に
よ
っ

て
、
往
時
の
水
田
跡
の
区
画
が
復

元
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

昭
和
二
六
年
か
ら
の
土
地
改
良

工
事
中
、
御
室
田
、
曽
根
田
か
ら

は
住
居
跡
に
伴
う
炉
と
思
わ
れ
る

も
の
が
各
一
箇
所
発
見
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
外
、
焚
火
跡
と
思
わ
れ

る
も
の
が
御
室
田
か
ら
八
か
所
、

曽
根
田
か
ら
一
か
所
発
見
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
考
え
て
遺
跡
内
に
住
居
跡
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
地
域
は
い
ず
れ
も
周
囲
よ
り
小
高
い
地
帯
で
比
較
的
乾
く
場
所
で
あ
る

こ
と
、
耕
地
が
浅
く
砂
利
層
が
高
い
こ
と
の
条
件
が
共
通
し
て
い
る
。
今
後
、
こ

う
し
た
条
件
の
地
帯
の
調
査
が
進
め
ば
住
居
跡
の
確
認
も
予
想
さ
れ
る
と
、
報
告

さ
れ
て
い
る
。

弱8
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Ｏ

出

土

遺

物

１
　

土
器
・
陶
器
の
類

縄
文
土
器
（
図
８
－

６
）
　
こ
こ

に
掲
げ

た
上
器
片
は
土
地
改
良
の
際

に
収
集

さ

れ

た
も
の
で
、
１

～
３
は
穴
田
地
区

、
４

・
５

は
曽
根
田
地
区

、
６

は
馬
場
地
区

／

」
」

匹／
で巍蜀晰

ノ
見付

匹
駝辿鈴言征司R詐ユ･
言 回 申 咎

６

０　　　　　　　　　　　　　 １０ｃｍ

１　　　　　　　 １　　　･ 一一　」

ノ

２

図８－ ６　箕輪遺跡出土の縄文土器片

出
土
で
あ
る
。

１

・
２

・
４

は

縄
文
中
期
初
頭
の

梨
久

保

式

土

器

で
、
１

は
横
位
の

半

隆
起
線
文
、
斜

行

細
線
文
、
連

続

爪
形
文

で
文
様
が

構
成
さ
れ
、
２

は

斜
行

細
線
文
の
部

位
破
片
で
茶
褐
色

を
呈

し
、
共

に
焼

成
は
固

い
。
４

は

首
部
の
く
び
れ
部

に
帯
状
の
粘
土
ひ

も
を
は
り
付

け
、

粗
雑
に
四

角
～
三

角
形

状
の
剣
突

を

施
し
、
縄
文
を
地

文
と
し
、
そ
の
間

だ
　
　
け
ん

に

蛇

行

懸

垂

文

が

描
か
ね
て
い
る
。

５
は
平
出
３
Ａ
式
土
器
片
で
あ
り
縄
文
中
期
初
頭
～
中
葉
の
土
器
片
と
伴
出
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
６
は
連
続
爪
形
文
の
下
に
波
状
の
沈
線
を
横
に
描
き
地
文
に

縄
文
が
施
さ
れ
て
お
り
、
縄
文
中
期
初
頭
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
３
は
平
行
沈
線
文

が
施
さ
れ
て
い
る
縄
文
晩
期
末
葉
の
氷
Ｈ
式
に
類
似
し
、
縄
文
晩
期
に
位
置
付
け

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
外
に
縄
文
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
土
器
片
が
御
室
田
地

区
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
中
期
後
半
ご
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
土
偶

の
破
片
が
一
個
発
見
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
縄
文
時
代
の
遺
物
は
少
な
い
が
、
こ
の
箕
輪
遺
跡
に
縄
文
時
代
中
期
初

頭
か
ら
な
ん
ら
か
の
形
で
縄
文
人
が
か
か
お
り
を
持
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

縄
文
時
代
の
住
居
跡
は
一
般
に
水
が
近
く
に
求
め
ら
れ
る
高
燥
な
台
地
上
に
立
地

す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
低
湿
地
に
生
活
の
場
を
求
め
た
と
す
れ

ば
、
特
殊
な
例
と
な
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。縄

文
時
代

に
稲
作
農
耕

を
行

っ
た
と

は
考
え

ら
れ
ず
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と

は
漁

労
に
便
利
で
あ

っ
た
と
い

う
こ
と
で

は
な
か
ろ
う

か
。
漁
労
を

積
極
的

に
示

す
も
の
は
二
個

の
土

錘
が
出
土
し

た
の
み
で
こ

れ
も
そ

の
使

わ
れ
た

時
期

が
縄
文
時
代

の
も
の
で
あ

る
か
ど

う
か
判
明
し
か
い
が
、
天
竜
川
や
遺
跡
内

の
沼
地
で

の
漁

労
は
か
な
り
行

わ
れ
た
も
の
と

考
え

ら
れ
る
。

夜
間

た
い
ま
つ
を
利
用

し
て

魚
を
捕
獲

す
る
こ
と

は
最
近

ま
で
行

わ
れ
た
よ
う

で
、

こ
れ
を
火

追
い
と
云

っ
て

い
る
。
五
・
六
月

ご
ろ
魚
の
産
卵
期

に
は
多
く

の
魚

が
産
卵

の
た
め
浅
瀬

を
求

め
て
遡
上

す
る
の
で
、

た
い

ま
つ

に
火

を
灯

し
て
も
り

で
突

き
、
ま
た
は
手
で
っ

か
み

ど
り
を
し
た
。
ま
た
、
天
竜
川
が
出
水

の
夜

な
ど

は
魚
は
濁

ら
な
い
清

水
を
求

め
て
浅
瀬

に
遡
上

す
る
の
で
、
湧
水

を
水
源
と

す
る

こ
の
箕

輪
遺
跡
は
こ
０
火

追
い
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い

る
。
こ

の
よ

459
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図 ８－ ７　箕輪遺跡出土弥生式土 器片一部

う
な
こ
と
か
ら
縄
文

時
代
こ
の
遺
跡
内
の

沼
や
小
川
は
魚
類
が

豊
富
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
縄
文
人
た

ち
は
遺
跡
内
の
小
高

い
所
に
居
住
地
を
求

め
、
漁
労
を
中
心
と

し
た
生
活
が
行
わ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。弥

生
式
土
器
（
図

８
１
７
と
８
）
　
図

８
１
７
の
１
～
５
は

弥
生
中
期
後
半
～
後

期
初
頭
の
土
器
片
で

大
清
水
地
区
で
出
土

し
た
。

１
は
口
唇
鄙
に
縄

文
が
施
さ
れ
、
口
辺

鄙
に
か
す
か
に
縦
の

細
線
文
か
お
る
。
２

は
蛇
行
気
味
の
絹
線

文
に
三
角
の
押
引
き

が
二
条
細
線
文
の
周

妬∂
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10 ｃｍ

特 笏 戸

‘　０

一

弔場地区出土の弥生式土器実測図

３

４

－
＠　０

６

５

0　　　　　　　　　　　　　10 ｃｍ御室田地区出土の弥生式土器実測図

図８－ ８　箕 輪遺跡出土弥生式土器実測図

り
に
施
さ
れ
た
類
例

の
少

な
い
土
器
で

あ

る
。
３

は
波

状
文
及

び
縦

に
五
条

の
細
線

文
、
波
状
文

の
間

に

斜

め
の
絹
線
文
が
施

さ
れ
て

卜
る
。
４
は

口
縁
部
に
短
線
文
が

描
か
れ
た
甕
形

土
器

片
で
、
５

も
同

じ
く

甕
形

土
器
片
で
あ
る

が
口
縁
部

に
孔

が
あ

け
ら
れ
て
し
る
。
焼

成
が
固
く
よ
こ
な
で

調
整
琳
顕
著

で
あ

る
。６

は
穴
田
地
区
出

土
で
波
状
文
と
、
モ

の
間
に
横
位
気
味
の

斜
走
短
線
文
が
描
か

れ
て
お
り
、
弥
生
中

期
後
半
～
後
期
初
頭

の
も
の
で
あ
る
。

７
～
1
0は
曽
根
田

地
区
出
土
で
、
７
は

茜7
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一
　
　
　
一

口しL/千シ ルク
３

10

卜 匹 Ｓ!i‘ ’゙

二 ぷ/

８

４

９

２５

0　　　　　　　　　　　　10cm

図8 －10　 馬場地区出土の須恵・土師器実測図

綾
杉
状
の
短
線
文
が
描
か
れ
た
弥
生
中

期
後
半
の
土
器
片
、
８
は
波
状
文
を
描

い
た
壹
形
土
器
の
首
部
片
で
あ
る
。
９

は
見
事
な
籾
圧
痕
が
残
っ
た
。
五
条
の

波
状
文
が
二
段
に
描
か
れ
た
甕
形
土
器

片
で
、
1
0は
籾
圧
痕
の
拡
大
写
真
で
あ

る
。1

6～
2
7は
御
室
田
地
区
出
土
の
弥
生

式
土
器
片
で
、
1
6・
1
7は
共
に
磨
消
縄

文
を
施
し
た
器
肉
の
厚
い
土
器
で
あ
る

が
、
焼
成
は
固
く
、
弥
生
中
期
前
葉
の

土
器
片
で
あ
る
。
1
8～
2
3は
波
状
文
で

構
成
さ
れ
た
文
様
を
持
ち
、
褐
色
な
し

し
茶
色
で
焼
成
は
固
い
。
2
4～
2
7は
櫛

描
き
条
痕
文
様
の
土
器
片
で
褐
色
を
呈

し
、
焼
成
は
固
い
。

図
８
－

８
の
１
・
２
は
弥
生
時
代
後

半
の
中
島
式
に
比
定
さ
れ
る
土
器
で
、

１
の
甕
形
土
器
は
簾
状
文
を
有
し
、
２

の
壹
形
土
器
は
口
縁
部
に
段
を
有
し
横

な
で
が
顕
著
で
あ
り
、
段
部
の
貼
り
付

け
が
露
顕
し
て
い
る
。
３
～
６
は
御
室

田
出
土
の
弥
生
式
土
器
で
黒
褐
色
を
呈

し
、
固
く
焼
き
し
め
ら
れ
て
い
る
が
、

湿
気
の
多
い
土
中
で
の
長
年
の
風
化
が

著
し
い
。
３
・
４
に
は
へ
ら
描
き
に
よ

4０
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る
簡
単

な
綾

杉
文
や
×
状
文
様

が
胴
部

に
描

か
れ
て

い
る
の
み
で
あ

る
。
５

・
６

の
二

つ
の
穴

を
有
す

る
土
器

は
無
文
で
あ

る
。

土
師
器
・
須
恵
器
（
図
８
－

９
と
1
0）
　
図
８
－

９
の
１

・
２

の
小
形
甕

お
よ

び

台
付
甕
は
胴
上
部
に
最
大
径
が
有
り
、
短
首

言
眉
が
張

る
須
恵
器
甕
の
模
倣
を
し

た
土
師
器
で
、
３
と
共
に
弥
生
式
土
器
に
入
れ
る
べ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
５
の
素
縁
口
辺
を
呈
す
る
坏
は
孔
を
有
し
、
櫛
状
工
具
に
よ
り

文
様
を
粗
雑
に
描
い
て
あ
る
。
８
の
大
盤
は
器
高
二
・
二
皿
、
現
在
家
庭
で
使
用

さ
れ
て
い
る
皿
と
変
わ
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
９
～
1
4の
高
坏
は
脚
部
破
片
が
御

室
田
地
区
お
よ
び
曽
根
田
地
区
に
か
け
て
三
〇
点
ほ
ど
出
土
し
て
お
り
、
大
場
盤

雄
は
「
上
伊
那
郡
箕
輪
町
発
見
の
祭
祀
遺
物
」
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
1
5・
1
6

は
手
担
土
器
で
あ
る
。
７
は
須
恵
器
の
有
蓋
坏
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
器
群
は
古
墳
文
化
の
時
代
比
較
的
前
期
の
和
泉
期
後
葉
か
ら
鬼
高

期
前
葉
に
比
定
さ
れ
、
７
の
須
恵
器
も
鬼
高
期
の
土
器
と
伴
出
す
る
こ
と
が
多
い

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

図
８
－
1
0
は
馬
場
地
区
出
土
の
土
師
器
・
須
恵
器
の
実
測
図
で
、
土
師
器
は
焼

成
が
固
く
、
か
な
り
の
高
温
で
焼
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
、
本
遺
跡
東

側
の
段
丘
上
に
は
金
雲
母
を
多
量
に
含
ん
だ
良
質
の
粘
土
が
産
出
し
て
お
り
、
こ

の
粘
土
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
金
雲
母
が
キ
ラ
キ
ラ
光
り

な
め
ら
か
な
器
面
で
あ
る
。

３
の
甑
は
焼
成
後
に
径
二
皿
の
孔
を
あ
け
た
も
の
で
、
当
初
か
ら
甑
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
４
の
坏
と
全
く
同
一
器
形
で
あ
る
。
器
肉
が
厚
く
安
定

感
の
あ
る
坏
で
あ
る
。
２
の
長
首
壷
は
須
恵
器
で
あ
る
。

図
示
し
た
土
器
は
２
の
須
恵
器
を
除
い
て
他
は
、
一
〇
～
一
一

世
紀

平

安
時

代
）
の
国
分
期
後
葉
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
、
図
８
１
９
の
土
師
器
よ
り
ず
っ
と

時
代
が
下
っ
て
お
り
、
箕
輪
遺
跡
に
お
け
る
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
読
み
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
石

打
製
石
鍬工器

類
（
図
８
１
‥
1
1
1
1

一
と
1
2と
1
3）

図
８
－
1
1
の
３
・
７
～

輿

図
８
－
1
2
の
1
2～
1
4・
1
7～
2
0は

打
製
石
鏃
で
あ
る
。

３

は
、

表
全
面

に
自

然
面

を
残
し
、
両

側
面

及
び
下

端
部
を
わ
ず
か
に
調

整
し

て
あ
る
。

ホ
ル
ソ
ヘ
ル
ス
（
変
成
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
塊
状
で
緻
密
な
岩
石
）

を

£

ち

！

材

料

に

し

た

粗

雑

な

撥

形

打

製

石

鏃

で

あ

る

。

７

は
、
自

然
面

を
残

し
た
合
理
的

剥
離
を
施

し
た
強
健

な
打
製
石
鏃
で
あ

る
。

粘
板
岩

を
素
材
と

し
七

八
〇
ｇ

の
大
形
石
鏃

。

８

は
、
基
部
中
央

に
自
然
面

を
残
し

た
合
理
的
剥
離
で
、
側
刃

は
鋭
利
、
硬

砂

岩

を
素
材
と
し
て
い

る
。

９

は
、
両
側
縁

は
左
右
対
称

に
細

か
し
調
整

を
し
て
あ
り
、
刃

部
は
欠
損
し
て

い
る
が
形
態
が
整

っ
て

い
る
。
砂
岩
で
あ

る
。

1
0は
、
粘
板
岩
を
利
用
し

た
小
さ

し
撥
形

の
石
鏃

。

一
１１１
は
、
偏
平
で
非
常
に
薄
く
両
側
縁
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。
砂
岩
を
使
用

し
て

い

る
。

1
2は
、
粘
板
岩
を
使
用

し
、
撥
形

で
、
剥

離
調

整
は
合
理
的
意
図
的

に
計

算
さ

れ
て
お
り
、
自
然
面
を
残
し
な
が
ら
機
能
的
に
調

整
さ
れ
て

い
る
。

1
4は
、

傑
岩
を
素
材
と
し
た
撥
形
で
、
表
面

に
自
然
面

を
残
し
基
端
、
刃
縁
が

丸
く
、
側

縁
は
中

央
か
ら
刃
部

に
向

か
っ
て

ゆ
る
や

か
に
曲
線

を
え
が
き
、
形

態
的

に
整
っ
た
完
形
品
で
あ

る
。

1
7は
硬
砂
岩
、
1
8は
粘
板
岩

至
畏
面

に
自
然
面
を
残
し
、
1
9は
硬
砂
岩
、
2
0は

輝
緑
凝
灰
岩
質
で
短
冊
形
で
刃
部
は
う
す
く
剥
離
さ
れ
円
刃
で
あ

る
。

こ

れ
ら
の
打
製
石
鍬

に
つ
い
て
み

る
と
、
自
然
面
を
残
し
た
合
理
的
な
剥
離
に

よ
る
製
作
が
行

わ
れ
、
一
見
し
て
縄
文
時
代

の
打
製
石
斧
と
異
な
り
弥
生
時
代
以

後

の
も

の
と
考
え
ら
れ
、
土
師
器

に
伴
う
打
石
器
と
七
共
通
点
が
多
い
。
箕
輪
遺

跡

に
お
い
て
も
弥
生
土
器
、
土
師
器
が
混
在
し
て
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

邦4
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い
ず
れ
の
時
期
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
弥
生
期
に
盛
行
し
た
打
石
器

が
古
墳
時
代
ま
で
引
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
石
鍬
は
、
耕
起
具
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
よ
う
に
、
刃
先
が
欠

け
て
い
る
も
の
、
磨
滅
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
開
墾
用
と
し
て
使
用
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
強
じ
ん
な
打
製
石
鏃
も
多
い
。

-

３

七 言訃
２

二 三引
６

ハ
ノ

バ

‥一
一

・一
丿

｀
　
◎

Ｐ
ン

√
イ
；
い

-

匹

ら ４
Jｍ 巡 鵬～

-

-
-

磨
製
石
斧
　

図
８
１

い１１一
の
１
は
、
柱
状
扶
入
石

斧
で
四
面

が
磨
か
れ
鋭
い
刃

部

を
形

成
し
て
い

る
。
研

磨
が
表
面

の
み
で
浅
い
た

め
着
柄
の
部
分

け
敲
打
痕

が
残

っ
て

お
り
、
製
作
過
程
が
敲
打
～
研

磨
の
段
階
を
経
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
扶

り

の
部
分

は
着
柄

の
擦
り
朧
が
み
ら
れ

る
。
ホ
ル
ソ

ヘ
ル
ス
を
素
材
と
し
、
研

磨

さ
れ
た
刃
部

は
見
事

な
光
沢
で
鋭
い
刃
縁
と
共

に
最
優
品
で
あ

る
。

ﾙ ‥

一-

-

目

10c ｍ

四 回卜

０

d ◎ 沁10
四 ９

穴田地区出土の石器

図8 －11　 箕輪遺跡出土石器(1)
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-

-

-

13

成 蕊 加

判青水地区出土の石器
頑◎ 訃12

／
／
″
　
　
Ｑ
卜
い

1
6

-

ｙ

ジ

ャ

ー

ジ
勒

’％
.
　

１４
＠

Ｑ

ｊ
］ｙ
７
Ｒ
　

ｑ
ａ

-

◎
言15

馬場地区出土の石器

-

２
及
び
図
8
1
1
2の
1
5・
1
6は
乳
棒
状
磨
製
石
斧
で
、
２
は
輝
緑
岩
、
1
5は
花

尚
岩
、
1
6は
砂
岩
を
使
用
し
て
い
る
。
共
に
敲
打
痕
が
多
く
残
り
、
２
０
刃
部
は

一
部
欠
損
し
て
い
る
が
研
磨
さ
れ
て
丸
刃
の

蛤

刃
を
形
成
し
て
い
る
。

図
8
1
1
3の
2
4・
2
5・
2
7は
典
型
的
な
大
形
蛤
刃
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
刃
を

左
右
対
称
に
丸
く
研
ぎ
お
ろ
し
刃
縁
が
弧
を
描
く
。
刃
面
は
研
磨
瑕
が
顕
著
で
刃

縁
が
美
し
い
。
2
4と
2
5は
完
形
で
敲
打
痕
が
か
な
り
残
り
、
特
に
着
柄
部
分
は
研

回心14

ｉ一
－

戸

一
-

一
　
　
ｉ

厖 ◎j9
帽 診18

一
　ド

-

厖惣 勿匹

-
一 一-

mB

七 巡夕
橋詰･ 久保下出土の石器

21
10c ｍ

尽蕊 いO

図8 －12　 箕輪遺跡出土石器(2)

磨
が
粗
雑
で
、
2
4で
は
着
柄
部
分
に
か
ら

れ
た
痕
跡
と
で
こ
ぼ
こ
が
全
面

に
あ

る
。
い
ず
れ
も
素
材
は

ホ
ル
ソ
ヘ
ル
ス
で
あ
る
。

2
6は
、
乳
棒
状
石

斧
で
あ
る
が
全
面

に
敲
打
痕
が
顕
著
で
、
刃

部
裏
面

が
使
用

に
よ
り
擦
り
減

っ
て
い

る
。

2
8は
、
粘
板
岩
を
素
材
と
し
た
偏
平

片
刃
石

斧
で
、
着

柄
痕
が
顕
著

で
あ
る
。

磨
製
石

斧
の
う
ち
、
大
形

蛤
刃
石

斧
は
素
材
は

ホ
ル
ソ
ヘ
ル
ス
で
丈
夫

に
出
来

4 屁
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図8 －13　 箕輪遺跡出土石器(3)

て
お
り
、
こ
れ
に
着
柄
し
斧
と
し
て
使

用
し
た
も
の
で
、
木
柵
杭
に
使
用
し
た

サ
ワ
ラ
の
大
木
も
伐
採
が
可
能
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

石
包
丁
　
図
８
－

Ｈ
の
５
・
６
と
図

8
1
1
3の
2
9は
い
ず
れ
も
打
製
石
包
丁

で
あ
る
。
５
は
緑
泥
岩
製
、
紡
錘
形
で

刃
部
を
わ
ず
か
に
調
整
し
て
い
る
が
、

整
形
剥
離
の
段
階
で
鋭
い
刃
と
形
状
を

整
え
て
卜
る
。
６
は
、
同
じ
く
緑
泥
岩

を
使
用
し
直
線
刃
の
半
月
状
の
石
包
丁

で
あ
る
。
う
す
く
剥
離
し
鋭
い
刃
を
形

成
し
て
い
る
。

2
9は
、
泥
岩
を
素
材
と
し
、
偏
平
で

う
す
く
剥
ぎ
と
り
自
然
面
を
合
理
的
に

利
用
し
て
い
る
。
表
面
中
央
に
親
指
を

押
し
あ
て
る
格
奸
の
く
ぼ
み
が
有
り
、

使
用
に
よ
り
そ
の
部
分
が
変
色
し
て
い

る
。
広
大
な
水
田
を
持
つ
遺
跡
と
し
て

は
そ
の
出
土
数
が
少
な
い
が
、
い
ず
れ

も
、
稲
穂
の
穂
首
刈
り
の
用
具
と
し
て

使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
石
器
　
図
8
1
1
1
1
1

一
の
４

は
、
黒
曜
石
を
使
用
し
た
三
角
形
状
の

剥
片
石
器
で
あ
る
。

図
8
1
1
2の
2
1は
、
硬
砂
岩
を
利
用

涯7
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‘
　
　

‐
’

‐
　
　

｀

’

し

ぶ

ぷ

ぽ
　
　
　

’
＝

４

．
' ７

’ｎ

ｇ

‐

’

３

１

‾

７
　
　
　
　

。

一
-

０岬賜二 二丿 鄙

鋤

几
勺
ｊ

り
Ｆ
Ｆ
よ

頌
蕊
蕊
蕊
蕊
示
蕊
順
蕊
沙

し

た
三
角
形

を
呈
す

る
小
形
凹
石
で
あ

る
。
縁

を
持

ち
浅
い
く
ぼ
み
か
お

る
が
、

擦

ら
れ
た
様
相

は
な
く
敲
打

さ
れ

た
痕
か
お

る
と
こ
ろ

か
ら
、
か

に
か
を
敲
き
、

押
し
潰
し

た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。
側
縁
は
底
面

に
向
け
て
傾
斜
さ
せ
、
底
面

は

平

に
調

整
し
、
自
然
面

を
利
用
し

な
が

ら
手

を
あ
ま
り
加
え
な
い
合
理
的
な
加
工

田下駄実測図
･3

ド

レ
し
ド
レ
レ

冒

田舟実測図

木製 農耕用具実測図

４

図8 －14

を
し
て

あ
る
。

2
2は
、
唯
一

の
砥
石
で
あ

る
。
厚
さ

Ｉ
・
四
ｍ

の
平
板
状
で
、
表
面

は
よ
く
擦

ら
れ
て
溝
状
を
な
し
て
い

る
。
裏
面

は
あ
ま
り
擦
ら
れ
て
い
な
い
。

３
　

木
　

製
　

品

祁8



箕 輪 遺 跡第8 章

(1一

農

耕

用

具

鋤
　
　
図
8
1
1
4の
１
が
木
製
の
鋤
で
長
さ
三
二
皿
、
幅
一
二

皿
、
厚

さ

・
八
皿
の
長
楕
円
形
で
、
中
央
や
や
基
部
よ
り
に
柄
を
受
け
る
孔

が
あ

け
ら

れ
、
基
部
上
端
は
柄
を
着
け
る
た

め
の
扶
り
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
鋤
に
は
一

木
作
り

の
も
の
も
あ

る
が
、

こ
れ
は
柄
と
身

を
別

々
に
つ
く
る
着

柄
式

で
あ
る
。

鋤

は
渋
田
地
区

か
ら
の
出
土
で
木

柵
列

に
沿

っ
て
田
下
駄

と
共

に
出

土
し
た
。

鋤

は
現
在

の
ス
コ

と
フ
様

に
土
木
作
業
や

水
田

耕
起
等

に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
出

土
数

が
一
本

だ
け
で
少

な
く
、
田

の
耕
起

な
ど
に
は
石

鏃
が
多

く
使
わ

れ
た
と
思

わ
れ
る
。

木
　

鍬
　

図
８
－
1
4
の
２

は
穴
田

地
区
出

土
の
鏃
で
あ
る
。
磨

滅

し

て

い

る

が
、
長

さ
二
二
『

幅
約
六

心
で
あ
る
。
着

柄
の
孔

は
六
・
五

皿
×
三

皿
で
か
な

り
丈
夫
な
柄
が
着
け
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
孔

で
あ
る
。
材
質

は
、

サ
ワ
ラ
を
使

用

し
、
厚

さ
は
二

・
八

皿
で
あ
り
小
形

な
が
ら
丈
夫
な
つ
く
り
で
あ
る
。
幅
が
他

の
遺
跡
出
土
の
も
の
と
比
較
し
て
狭
く
、
狭
鏃
の
部
に
入
る
手
鏃
で
、
水
田
の
耕

作

に
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
外

に
二

点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。

田
下

駄
　

田
下

駄
は
十
数
点
出
土
し
て
い
る
。
図
８
－
1
4
の
３
は
箕
輪
町
郷
土

博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
長
さ
三

二

皿
、
幅
一
九

皿
、
厚

さ
二

皿
で

あ

る
。
緒
孔
は

Ｉ
・
二

０１
×
一
・
五

心
で
三

か
所

に
あ

る
。
裏
面

は
焼

か
ね
て
い

る
か
こ

れ
は
腐
食

を
防
ぐ

た
め
と
考
え

ら
れ
て
い

る
。
田
下

駄

に
は
こ

れ
よ
り
長

い
（
四
六
皿
）
も

の
と
二
種
類

の
も

の
が
出
土

し
、
前
後
側
面

は
金
属
用
具
で
面
取

り

を
し
、
四
隅

を
落

と
し
て
加
工
し
て
あ

る
が
、
多
く

は
サ
ワ
ラ
の
割
り
易

い
素

材

を
割
っ
て
板

状
に
し
た
だ
け
で
平
面

の
仕
上

げ
加
工

は
施

さ
れ
て

い
な
い
。

田
下
駄

は
湿
田

に
お
け

る
田
作

り
や
収
穫
作
業

等
の
時
、
足

に
は
い
て
使
用

さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
刈

敷
を
施
す
よ
う
に
た
っ
て
か
ら
は
刈

敷
踏

み
込
み
、

し
ろ
だ
ら
し
な
ど
に
も
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

田
　

舟
　

図
8
1
1
4
の
４
は
橋
詰
地
区

か
ら
出
土
し
た
田
舟
で
あ
る
。
全
長
一

コ

ー皿
、
幅
三
九
『

深
さ
一
五
皿
万
、
一
本
の
木
を
決
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

一
方
の
端
に
二
個
の
小
孔
が
あ
り
、
こ
こ
に
繩
を
通
し
て
沼
田
の
中
を
引
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
後
の
方
は
肥
料
牛
苗
、
収
穫
し
た
稲
穂
な
ど
出
し
入
れ
し
易
い

よ
う
に
縁
が
削
り
と
ら
れ
て
い
る
。

○
　
祭

祀

用

具
（
図
8
1
1
5）

人
形
と
馬
形
　
人
形
は
、
全
長
コ

ーｍ
、
幅
二
・
五
９

厚
さ
二
ｍ

ぐ
ら

し

で
、
頭
部
・
胴
部
・
脚
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
頭
部
は
ひ
し
形
あ
る
い
は
山
形
状

に
形
ど
ら
れ
、
首
上
層
部
は
な
言
層
あ
る
い
は
怒
旦
肩
状
を
呈
し
、
胴
下
部
か
ら

二
本
の
脚
の
表
現
も
合
理
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
に
は
眉
・
目
・
口
を
刻
み

目
を
入
れ
て
表
現
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
頭
部
を
山
形
状
に
形
ど
っ
た
だ
け
の

簡
単
な
形
の
も
の
も
あ
る
。

図
8
1
1
5の
右
端
は
馬
形
で
、
背
に
鞍
を
置
い
た
形
で
あ
る
と
い
か
ね
て

い

る

。木
　
串
　
図
８
－
1
5
左
側
が
木
串
で
あ
る
。
こ
こ
に
か
か
げ
た
木
串
は
折
る
前

の
原
形
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
長
さ
は
二

丁

六
止

二（
・
三
心
で
、
太
さ
は
五
ｍ

前
後
で
あ
る
。
祭
祀
に
使
用
す
る
際
二
つ
～
三
つ
に
折
ら
れ
た
よ
う
で
、
折
ら
れ

た
状
態
の
も
の
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
さ
一
五
～
一
七
皿
、
断
面
四

角
形
で
先
端
を
鋭
く
尖
ら
せ
た
木
串
も
出
土
し
て
い
る
。

人
形
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
昭
和
五
五
年
平
城
宮
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
木
簡
な
ど

と
共
に
二
〇
七
点
の
木
製
人
形
が
出
土
し
て
い
る
。
馬
形
や
串
も
同
様
に
祭
祀
川

具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
平
安
時
代
の
年
中
行
事
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
、
年
中
行
事
の
大
祓
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

木
製
椀
類
（
図
８－
1
6）
　図
8
1
1
6の
１
は
、
皿
型
と
も
い
う
べ
き
木

製
椀

で
、
口
径
九
『

器
高
二
・
二
皿
、
底
径
五
・
五
皿
の
小
形
の
も
の
で
あ
る
。
柾

目
に
そ
っ
て
加
工
し
た
横
木
ど
り
で
あ
り
、
粗
加
工
で
研
磨
は
行
わ
れ
て

い
な

4 卵
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い
・

氷
琵

や
を
巾

遺
跡
出
土
の
も
の
よ
り
小
形

モ
あ
る
が
よ

く
似
て
し
る
。
大
清
水
ま
す
池
よ
り
出
土
し
た
。

２
は
、
口
径
一
七
・
三

沢

器
高
五
『

底
径
一
〇

皿

で
、
器
肉
は
厚
い
。
内
面
は
黒
漆
が
塗
布
さ
れ
、
外
面
は
黒

の
下
地
が
塗
ら
れ
た
後
赤
漆
が
厚
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
底
面

は
黒
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
曽
根
田
地
区
の
排
水
路
よ
り
出

土
し
か
。

３
は
、
円
形
の
小
形
椀
で
口
径
コ

ー『

器
高
六
皿
、
底

径
五
ｍ
で
あ
る
。
ろ
く
ろ
挽
き
の
ろ
く
ろ
目
が
顕

著
で
あ

る
。
ろ
く
ろ
挽
き
し
た
後
に
漆
を
塗
布
し
た
だ
け
で
、
口
縁
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等

を

磨

い

た

様

相

は
み

ら

れ

な

い

。

内

外

面

共

に
下

地

の
黒

が

し

み

こ

ん
で

黒

色

を

呈

す

る
が

、

外

面

口
縁

部

に
赤

漆

の

残

り

が

認

め
ら

れ

る

。

２

と

同

じ

所

か

ら

出

土

し

た

。

こ

れ

ら

の
木

椀

の
時

代

的

位

置

付

け

は
、

Ｉ

が

弥

生

時

代

に
、

２

・

３

は

ろ

く

ろ
挽

き

の
痕

跡

や

漆

の
塗

布

な

ど

か
ら

平

安

末

期

こ

ろ

ま

で
下

る
も

の
と

さ

れ

て

い

る

。
平

安

時

代

よ

り

、

木

製

椀

や

℡
状

の
漆

器

が

食

器

と

し

て

普

及

し

て

し

る

。
本

遺

跡

出

土

の
椀

ぱ
や

や

粗

雑

さ

が

目

立

つ
が

、

一

般

庶

民

に

は
ま

だ

程

遠

い
も

の
で

あ

り

、

こ

れ

ら

の
使

用

は
限

ら
れ

た
階

級

の
も

の
で

あ

っ

た
と

考

え

ら

れ
て

い

る

。

４
　

そ

の
他

の
遺

物

食

物

残

澄
　

箕

輪

遺

跡

は
低

湿

地

で

あ

る

こ
と

か

ら
多

量

の
木

製

品

の
遺

物

が

出

土

し

た

が
、

他

の
有

機

性

遺
物

で

あ

る
食

物

残

浴

、

特

に
種

子

類

が

多

く

発

見

さ

れ

た

。
そ

の
種

類

は
次

の

よ

う
で

あ

る

。

炭
化
し

た
米
、

ト
チ
、

オ
ユ
グ
ル
ミ
、

ヒ

メ
グ
ル
ミ
、

ク
リ
、
桃
、
梅
、

ス
モ
モ
、
ア

ソ

ズ
、
カ
キ
、
ユ
ウ

ガ
オ
、
麻

の
実

、
ナ
ラ
、

ド
ン
グ
リ
、

そ
の
他
豆
類
と
思

わ

れ

る

も

の
。

こ

れ

ら

は

沼

地

の
葦

を
多

量

に

混

人

し

た
泥

炭

層

中

に
限

ら

れ
て

発

見

さ

れ

た

。古
　

銭
　

古

銭

は

全

地
区

に

ま

た

が

っ
て
多

く

出

土

し

た

。
最

も
多

か

っ

た

の

は

寛

永

通

宝

で

八

枚

出

土

し

て

い

る

が
、

鋳

造

一

時
中

止
（

二
（

五
六
年
）
以

前

の

「

古

寛

永

」

で

あ

る

。
外

に

中

世

の

銭

貨

と

し

て

、

煕

寧

元

宝

（
北
宋
銭
）
、

聖

宋

元

宝

（
北
宋
銭
）
、

開

元

通

宝

（
唐
銭
）
な

ど

が

出

土

し

た

。

鉄

製

品
　

低

湿

地

と

い
う

自

然

条

件

の
た

め
鉄

製

品

の
出

土

は
極

め

て

少

な

く

、

馬

場

地

区

か

ら

鉄
片

一

個

の
出

土

が

報

告

さ

れ
て

い

る

の
み

で

あ

る
が

、

多

量

な
木

柵

杭

の
先

端

を
尖

ら
せ

九
用

具

申
、

田
下

駄

・
鍬

・
鋤

な

ど

の
加

工

用

具

は
金

属

利

器

を

使

っ

た

と

考
え

ら

れ
て

い

る

。

ま

た
、

馬

場

地

区

か

ら

は
円

筒

形

の
粗
末
な
焼
き
で
あ
る
が
中
央
に
直
径
二
皿
ほ
ど
の
孔
が
あ
け
ら
れ
、
一
方
に
金

く
そ
で
固
ま
っ
て
卜
る
袖
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
土
器
二
個
が
出
土
し
て
い
る
点

か
ら
、
か
な
り
鉄
器
が
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
中
世
の
内
耳
土
器
・
古
塑
戸
天
目
茶
碗
・
近
世
高
台
付
陶
器
壹
・

中
世
近
世
の
陶
器
類
・
石
臼
・
キ
セ
ル
等
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。

四
　

箕
輪
遺
跡
の
特
徴
と
歴
史
的
環
境
と
の
関
係

Ｏ
　
箕
輪
遺
跡
の
特
徴

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
、
遺
跡
の
立
地
、
遺
構
、
遺
物
等
か
ら
、
ま
と
め
と

し
て
本
遺
跡
の
特
徴
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
点
て
あ
る
。

○
県
下
で
は
ま
れ
な
低
湿
地
の
大
規
模
農
耕
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
低
湿
地
遺
跡
は
、
海
岸
近
く
や
大
平
野
部
に
多
く
、
本
遺
跡
の
よ
う
な
内
陸

山
間
の
低
湿
地
遺
跡
は
少
な
く
、
山
間
地
に
お
け
る
農
耕
の
姿
を
知
る
大
切
な
遺

跡
で
あ
る
。

○
低
湿
地
遺
跡
で
あ
る
た
め
多
量
の
木
製
遺
物
が
出
土
し
、
特
に
大
規
模
な
木

柵
列
の
存
在
は
注
目
に
値
す
る
。
な
お
遺
構
と
し
て
の
水
田
面
や
そ
の
区
画
の
検

出
が
期
待
さ
れ
る
。

○
縄
文
中
期
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
、
数
時
代
に
わ
た
る
長
期
間
の
生
活
の
舞

台
と
た
っ
た
遺
跡
で
あ
っ
て
、
周
辺
の
遺
跡
と
の
関
係
を
も
含
め
、
当
地
の
歴
史

を
解
明
す
る
た
め
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
遺
跡
で
あ
る
。

○
高
坏
な
ど
の
一
般
的
な
祭
祀
用
具
の
ほ
か
に
、
人
形
・
馬
形
・
木
串
等
の
特

殊
祭
祀
用
具
が
出
土
し
、
一
部
に
祭
祀
遺
跡
と
し
て
の
性
格
も
存
在
す
る
。

○
縄
文
人
の
低
湿
地
で
の
生
活
の
解
明
に
手
懸
り
を
与
え
て
く
れ
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
。

Ｏ
　
箕
輪
遺
跡
と
歴
史
的
環
境
と
の
関
係

箕
輪
遺
跡
は
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
・
奈
良
・
平
安
時
代
、
さ
ら
に
中
世
か
ら
近

471
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世
初
頭
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
遺
跡
で
あ
り
、
こ
の
遺
跡
の
西

冲
東
の
段
丘
上

に

は
多

く
の
遺
跡
が
並
ん
で
い
て
、
そ
れ
と
深

い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

遺
跡
西

側
の
段
丘
上

に
は
北

の
方

か
ら
木

ノ
下

地
区

に

上

ノ

林

・
北

城

・
南

城

・
猿
楽
等

が
並
び
、

久
保

に
丸
山

・
丸
塚
（
丸
山
古
墳
）
、

塩
ノ
井

に
天

伯

・
向

垣
外
、
北
殿

に
北

垣
外

・
西

垣
外

・
東

垣
外
等

の
遺

跡
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡

は
縄
文
中
期
こ

ろ
か
ら
平
安
時
代
こ

ろ
ま
で

の
遺
物

の
出
土
が
多
く
、
箕
輪

遺
跡

と

の
つ
な
が
り

を
考
え

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
も

の
が
非
常

に
多
い

。

縄
文
時
代

に
あ

っ
て
は
、
こ

れ
ら
台
地
上
の
繩
文
人

た
ち
も
天
竜
川
や
箕
輪
遺

跡
内
の
小
河
川
に
お
い
て
漁
労
活
動
を
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
特
に
箕
輪
遺
跡
内

の
小
河

川
は
多
く
の
魚
が
集
ま
り
大
切
な
食
糧
資
源
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。
台
地

上

の
弥
生
時
代
は
多
く
は
そ
の
後
期
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
土
師
器
の

時
代

へ
か
け
て
遺
物
が
豊
か
に
な
る
。
そ
の
弥
生
人
や
古
墳
時
代
の
人
た
ち
は
、

こ
の
箕

輪
遺
跡
に
お
り
て
水
稲
耕
作
に
従
事
し
、
そ
の
生
活
を
支

え
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
そ

う
で
な
く
て

は
、

広
大
な
面

積
、
莫
大

な
規

模
を
持
つ
木

柵
等
の
農

耕
遺
跡
は
理

解
出
来

な
い
の
で

あ
っ
て
、
箕

輪
遺
跡
は
、

弥
生
時
代

か
ら
こ
の
地

域

の
経
済
活
動

の
中

心
の
位
置

を
占
め
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

古
墳
時
代

に
な
る
と
箕
輪
遺
跡
近
辺

の
松
島
北
部

に
、
上
伊
那
地
区
唯
一

の
前

方
後
円
墳
で
あ

る
王
墓
が
造

ら
れ
、
ま

た
、
久
保

に
は
丸
山
古
墳
が
造

ら
れ
た
。

丸
山
古
墳

は
曽
根
田
地
区

か
ら
真
西

に
向

か
う
古
い
道
路
が
あ
り
、
そ
の
道
路

に

面
し

か
位
置

に
造
ら
れ

た
も
の
で
あ

る
と
い
か
れ
、
地
籍
内
町
田

に
も
古
墳
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ

れ
ら
の
古
墳
は
、
こ
の
地
の
支
配
者
の
墓
で
あ

っ
て
、
そ

れ
ら
支
配

者
だ
も
の
経
済
力
の
基
盤
と
な
っ
た
の
が
、
箕
輪
遺
跡
の
生
産
力
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ

る
。

箕
輪

遺
跡

は
天
竜
川
と
帯
無
川
の
自
然
堤
防
の
作

っ
た
後
背
湿
地

に
生

れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
自
然
条
件

の
と
こ

ろ
は
帯
無
川

の

北

側

や
、
深

沢

川
、
大

泉
川

の
天
竜
川

に
汪
ぐ
付
近

の
両
側

に
も
多
少
な
り
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
、
そ
こ

に
も
古
代

の
水
田
が
存
在
し
允
可
能
性
が
大
き
い
が
、
そ
れ
ら
の
中
心

が
や
は
り
箕
輪
遺
跡
で
あ

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

中
世

に
な
り
、
建
武
年
間
藤
沢
行
親
が
建
武
の
武
功
に
よ
っ
て
箕
輪
六
郷
を
賜

お

っ
た
と
き
、
福
与
に
そ
の
城
を
構
え
た
の
も
、
そ
こ
が
要

害
堅
固

の
場
所

で
あ

る
ぽ
か
り
で
な
く
、
眼
下

に
豊
か
た
穀

倉
地
帯
を
持
つ
こ
と
が
、

戦
力

資
源

と
し

て
重
要

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
て

お
り
、
近
世

初
頭
、
藤

沢
頼

親
が

旧

地
堅
戻
っ
て
築
い
た
田
中
城

が
こ
の
箕

輪
遺
跡
地
内

の
小

高
い
場

所

で

あ

っ

た
。
現
在
「
田
中
城
址
」

の
石
碑

を
残

す
の
み
で
あ

る
が
、
近
世

の
城
が
政
治

・

経
済

・
社
会
的
支
配

の
中

心
と
し
て

の
性
格

を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、

こ

の
地

に
平
地
城
を
築
い

た
と

し
お

れ
、
い

か
に
こ

の
地
域

の
生
産
力
が
重
要
な

も

の
で
あ

っ
た
か
を
う

か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
城
の
北

に
謁

二
日
町

の
部
落
が
あ
り
、
今
で
も
そ
の
名
残
り
で
あ

る
町

田
・
城

安

寺

・
高

坂

田
・
古

町
・
杢

戸
口
等
の
字
名
が
そ
こ
に
残
っ
て
お
り
慶
長
一
七

年
（

コ
（

コ

ー）
天

竜
川

の
洪
水

に
よ
り
田
中
城
が
流
失
し
、
小
笠
原
氏
が
木
下
上

の
段
付
近
に
陣
屋

を
移

す
ま
で
、
陣
屋
が
置

か
ね
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
こ
の
地
が
箕

輪
の

政
治
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
箕

輪
遺
跡
は
箕

輪
地
域
の
歴

史
を
考
え
る
と
き
弥
生
時
代

か
ら
近
世

に
い
た
る
ま
で
、
常

に
最

も
重
要

な
役

割
を
果

た
し
て
き

た
と

い
え

る

の
で
あ
る
。

4７2
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概
要

一
　
呪

術

信

仰

村
内
の
遺
跡
か
ら
数
多
く
の
遺
物
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
遺
跡
編

で
述
べ
た
。
そ
の
中
に
実
際
生
活
で
役
立
つ
と
も
思
わ
れ
な
い
石
棒
や
、
女
性
を

形
ど
っ
た
土
偶
が
あ
る
。

大
泉
の
勝
光
寺
に
あ
る
石
棒
や
高
根
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
完
形
で
は
な

い
が
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
遺
跡
か
ら
も
小
さ
く
簡
単
に
持
ち

図１－ １　土　　　 偶（村郷土 館蔵） 縄文 時代 の

遺物として土製の人形。右の頭を のせる と

女性の人形とな りおなかがふくらんでい る。

運

び
の
で
き

る
も
の
も
出
土
し

た
。
こ
の
よ
う
な
男
根
の
石

棒
で
大
き
な
も
の
は

縄
文
時
代
中
期

に
、
部
落
の
中
ほ
ど

に
立
て
祭
祀
の
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う

と
い

わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
石

棒
を
地
に
立
て
て
祭
る
と
そ
れ
に
降
り
て
来

て
宿

る
精
霊

に
よ

っ
て
大
作

が
力
を
得
て
新
し
い
存
在
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
ら
れ

た
。
小
形

の
も

の
は
住
居

の
中

に
立
て
て
祭
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
村
出
土

の
土
偶

は
完
形

は
な
く
、
破
片

ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
か
ら
完

形

を
描
い
て
み

る
と
、
乳
房
と
腹
部
を

ゆ
た
か
に
盛
り
あ
げ
た
妊
娠
し
た
女

性
の

姿
が
浮

か
ぶ

。
妊
娠
は
女
性
の
一

生
の
生
理
的
危
機
で
医

術
の
発
達

し
て
い
な
か

っ
た
時
代
で
は
出
産
に
基
づ
く
死

亡
率
は
以
外

に
高
い
も

り
で

あ
っ
た
。
土
偶

ぱ

こ
う
し
た
危
険
の
身
代

わ
り
と
さ
れ
た
人
形
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と

い
う
説
も

図１－ ２　石　　　 棒（大泉勝光寺蔵）

（古代呪 術信仰の対象とたった もの）

あ
る
。
し

か
し
、
女

性
像
は
、
生
殖
豊
饒

を
つ
か
さ
ど

る
地
母
神

と
し
て

信
仰
し
祈
願

の
対
象
と

な
っ
た
も

の
で
あ

る
と
い
う
説
が

有
力
で

あ
る
。

縄
文
時
代

の
人

々
は
狩
猟

に
よ
っ
て
生
活

を
営

ん
で
い

た
。
モ

の
日
常

は
希
望

と
絶
望
、
生
と
死

の
谷
間

に
さ

ま
よ
う
荒

々
し
く

不
安

な
暮
し

の
連
続
で
あ

っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
う
し
た
生
活
で

は
神
や
神
霊
そ

の
他

の
超
自
然
的

な
存
在
が
持
つ
呪
術
的

な
力
を

借

り
て
人
間

の
望
む
さ
ま
ざ
ま

な
現
象
を
起
こ
そ
う
と
す

る
呪
術

的
行
為
（
ま
じ
な
い
）
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
対
象
と

な
っ
た
の
が
強

卜
精
霊

を
招
き
、

か
つ
、
宿
す
石
棒
で
あ

っ
た
り
、
生
殖
豊
饒
を

つ
か
さ
ざ
る
地
母
神
と
し
て
の
土
偶
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

祁5
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呪

術
が
当
時

の
人

々
の
生
活

の
す
み
ず
み
ま
で
支
配
し
て

い
た
。
民

族
信
仰

の

起
源

は
こ
の
呪

術
に

あ

っ

た
。
（
現
代
に
お
い
て
も
建
造
物
の
着
工
に
当
た
っ
て
な
さ

九
る
地
鎮
祭
は
古
代
人
の
呪
術
的
儀
礼
が
今
な
お
残
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
）

二
　

農

耕

儀

礼

・

神

々
の

誕

生

・

社

の

お

こ

り

農

耕

儀

礼
　

弥
生
時
代

に
な
り
農
耕
、
と
り
わ
け
水
田

耕
作

が
始
ま
る
と
、

呪

術
の
必
要

は
い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
た
。
農
耕
に
は
気
象

条
件
が
大

き
く
影

響

す
る
。
干

ば
つ
・
洪

水
・
大
風
等

の
自

然
の
暴
威
や
鳥
獣
の
被
害
の
前
に
は
個
人

の
力

で
は
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態

が
起
こ

っ
て
く

る
。
さ
ら
に

ま
た
開

墾
や
言
漑
な
ど
の
た
め
に
大
規
模
な
共
同

労
働
が
必
要

に
な
っ
て
く

る
。

水
・
太
陽

・
風

・
雨
等
農
耕
に
重
大

な
影

響
を
及

ぼ
す
自

然
現

象
に
対

す
る
信

仰

と
厳
粛
な
儀
式
－

農
耕
儀
礼
―
が
村
落
共
同

体
の
大
切

な
行

事
と

な

っ

て

き

た
。
諏
訪
神
の
御
射
山
の
神
事
や
湛
の
神
事
に
そ
の
原

初
形

態
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

本
村
神
子
柴
の
御
射
山
社
の
祀
り
は
毎
年
八
月
二

六
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
祭

典

に
先
立

っ
て
神
社
碑
に
木
の
枝
で
簡
単
な
骨
組
を
作
り
萱
で
屋

根
を
葺
い
て
覆

屋
を
作

る
。

こ
の
こ
と
は
諏
訪
神
社
の
御
射
山
御
狩
神
事
を
思
わ
せ

る
。
御
射
山
の
神
事
に

は
「

諏
訪
大
祝
が
神
長
官
以
下

の
神
官
氏
人
を
随
伴
し
て
、
率
先
こ
の
祭
儀

に
参

加
し
現
地

に
お
い
て
茅
萱
（
尾
花
、
す
す
き
）
で
葺
い

た
臨
時
の
仮
屋
－

穂
屋
と
も

い
う
Ｉ

に
二
日

な
い
し
五
日
間
龍

っ
て
祭
儀

を
営
む
：
こ
（
諏
訪
上
社
御
射
山

祭

に

つ
い
て
）
と
い

う
。

御
射
山

の
祭
神

に
つ
い
て

は
は
じ

め
は
特
定

の
神
名

を
あ
げ
ず

に
御
射
山

に
鎮

ま
り

ま
す
神
と
し
て
い

た
。
「
諏
訪
大
明
神
絵
詞
」

に
は

フ
・
榊

ヲ
捧
テ
山
宮

二

御射山社祭 祀－ ３図 １

詣
ス
」

と
あ
り
山
宮

と
あ
っ
て

、

神
名
は
あ
げ
て
な
い
。
や
が
て
山

宮
に
鎮
る
神
の
本
地
が
庫
刀Ｉ
蔵
菩

薩
と
さ
れ
、
そ
れ
が
大
元
尊
と
な

り
国
常
立
尊
と
信
ぜ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

虚
空
蔵
菩
薩
あ
る
い
は
国
常
立

尊
と
い
わ
れ
る
神
は
、
大
地
の
霊

で
あ
り
、
水
霊
で
あ
り
、
ま
た
虚

空
よ
り
と
ど
く
太
陽

の
光
で
あ

り
、
熱
で
あ
り
、
風
雨
の
霊
で
あ

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
大

自
然
の
運
行
を
司
石
神
が
御
射
山
の
山
宮
に
鎮
ま
る
山
霊
の
神
で
、
稲
を
は
じ

め

多
く
の
植
物
の
生
成
と
化
育
を

司

る
神
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
始
の
農
耕

生
産
の
根
源

を
司

る
偉
大
な
石
神
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

御
射
山

の
祭
り

は
厳
重

な
儀
式
を
通
じ
て
敬
虔

な
心

を
も

っ
て
大
自
然
を
司
る

神

々
に
狩
猟
豊
猟
と
農
耕
豊
穣

を
祈
願
す

る
祭
り
が
原
初
の
形
態
で
あ

っ
た

。

神
子
柴

の
御
射
山
祭
り
が
八
月
二
六
日

に
行

わ
れ
て
い

る
こ
と

は
故

な
き
こ
と

で

は
な
い
。
我
が
国

は
八
月
下
旬

か
ら
九
月

に
か
け
て
し
ば
し
ば
台
風

に
襲

わ
れ

て

ひ
ど
い
風

水
害

を
被

る
。
稲

を
は
じ

め
農
作
物

の
実
り

の
時
期

に
風
水
害

か
ら

免

れ
る
こ
と
を
神
霊

に
祈
願

す
る
の
で
あ

る
。
諏
訪

の
御
射
山

の
祭
り
が
荒

れ
易

い
山
神
の
霊

を
な
だ
め
豊
猟
と
台
風

の
災
害

の
な
い
よ
う
に
祈

る
祀
り
が
七
月
二

七
日
（
旧
暦
）
を
中

心
に
行

わ
れ
た
。
神
子
柴
で

も
八
月
二

六
日

に
祭
り
が
行

わ
れ

て
来

だ
の
に
あ
た
か
も
そ
れ
に
符
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
御
射
山
の
祭
り

は
収
穫
を
前

に
し
た
暴
風

雨
を
防
ぐ
祈
願

が
も
と
の
姿
で
、
祭
り
の
と
き
す
す
き

476
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の
穂
や
神
社
前
の
落
葉
松

の
皮
を
持

ち
帰

っ
て

お
守

り
に
し
た
の
は
神

の
よ
り
し

ろ
と
し
て
の
呪

物
で
あ
っ
た
。

塩

ノ
井

で
行
わ
れ
た
湛
の
神
事
と
神
子
柴

の
御

射
山
祭

と
は
と
も
に
古

い
時
代

の
信
仰
生
活
を
知
る
う
え
で
重
大
な
示

唆
を
与
え
る
祭
事
で
あ
る
。

本
村
の

塩
ノ
井
で
は
諏
訪
神
使
に
よ
る
湛
の
神
事
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
か

お

る
。

こ
の
神
事

は
諏
訪
神
社
の
大
祝

か
ら
玉
か
ず
ら
を
頭
に
か
け
ら
れ
、
神
長
か
ら

の
御
杖
柱

を
授

げ
ら
れ

る
こ
と

に
よ

っ
て
神
格
を
与
え
ら
れ
た
神
使
の
一

行
が
馬

に
乗

っ
て
御
杖

に
御
宝
（
鉄
鐸
六
個
）
を
つ
け
て
回
か
っ
て
来
て
行
う
神
事
で
あ
っ

た
。神

使
一
行

は
有
賀
峠

を
越
え
て
来
て
、
現
在
の
辰
野
町
の
平
出
・
箕
輪
町
の
小

河
内
、
本
村

の
久
保

塩
ノ
井
、
伊
那
市

の
御
園
・
伊

那

部
・
大

島
・
上

牧
・
福

島

・
野

口
・
中
坪
等

を
回
り
、
辰
野

の
沢
底

か
ら
有
賀
峠

を
越
え
て
諏
訪
へ
帰

っ

た
よ
う
で

あ
る
。

塩
ノ
井
で

の
湛

の
神
事
は
古
宮

の
地
で
行

わ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い

る
。
こ
の

神
事
に
は
榊

と
髪
の
毛

を
つ
け
た
御

杖
に
鉄
鐸

を
吊

る
し
そ

れ
を
鳴

ら
し
て
行

っ

た
。
こ
れ
は
耕
作

を
始
め
る
に
当

た
っ
て
、
土
地

に
ミ
シ
ャ
グ
ジ
神

を
降
し
、
悪

霊

を
和
ら
げ
、
封

じ
、
豊
作
を
祈
願

す
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
豊
作
を
祈
っ
た
代

わ
り
に
農
産
物

を
一
定

の
割
合
で
上
社

に
上

納
す
る

こ
と
を
宝
鈴
を
鳴
ら
し
て
約
束
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
約
束
を
守

ら
な
い
と
ミ
シ

ャ

ク
ジ
神
の
崇
か
お
る
と
信
じ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ミ

ジ
ャ

グ
ジ
神
は
本
来
土
地
の
精
霊
で
農
耕
神
で
あ
っ
た
。

呪
術
的
行
為
の
な
か
で
社
会
的
に
最
も
重
要
な
の
は
御
射
山
の
神
事
や
湛
の
神

事

に
見
ら
れ

る
よ
う

に
共
同
で
行
わ
れ

る
「

祭
り
」
で
あ

っ
た
。
春
の
農
耕
開
始

に
あ

た
り
収
穫
の
豊
饒
を
祈

る
予
祝
行
事
の
祈
年
祭
、
夏
の
風
災
を
免
れ
る
の
を

祈
る
風
神
祭
、
収
穫
を
感
謝
し
、
さ
ら
に
来
年
の
豊
作
を
祈
る
秋
の
新
嘗
祭
等
の

祭
り
に
農
耕
儀
礼
と
し
て
の
民
族
宗
教
の
機
能
が
明
白
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
儀
礼
は
太
古
以
来
ず
っ
と
続
い
て
現
在
に
い
た

っ
て
い
る
。

神
々
の
誕
生
　
古
代
人
は
動
植
物
を
は
じ
め
宇
宙
間
に
存
在
す
る
も
の
に
は
す

べ
て
に
精
霊
が
宿
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
人
で
も
鳥
獣
で
も
山
川
、
草
木
そ

の
ほ
か
な
ん
に
で
も
積
霊
が
宿
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
、
人
に
め
ぐ
み
を
与
え
害

を
な
し
、
畏
敬
の
対
象
と
な
る
も
の
は
す
べ
て
カ
ミ
と
呼
ば
れ
た
。
霊
山
と
呼
ば

れ
る
山
は
そ
れ
自
体
が
神
か
、
神
の
い
ま
す
神
聖
な
と
こ
ろ
と
信
じ
ら

れ
て

い

た
。
御
岳
山
は
御
嶽
大
神
で
あ
り
守
屋
山
が
諏
訪
神
そ
れ
自
体
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
他
滝
や
大
き
な
岩
、
大
木
な
ど
が
神
ま
た
は
神
の
い
ま
す
と
こ
ろ
と
信
じ
ら

れ
た
所
冲
物
が
多
い
。

御
射
山
も
、
御
岳
山
も
初
め
は
神
そ
の
も
の
で
あ
り
神
の
名
が
な
か
っ
た
よ
う

に
、
自
然
物
や
自
然
現
象
も
古
代
は
そ
れ
自
体
が
神
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
も
の

が
多
か
っ
た
。

太
陽
の
光
と
熱
に
よ
る
万
物
の
養
育
作
用
は
何
物
に
も
ま
し
て
神
秘
的
で
、
太

陽
は
畏
敬
の
対
象
と
な
り
神
格
化
さ
れ
て
太
陽
神
と
た
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
が
人

間
的
形
態
や
人
間
的
心
意
を
も
つ
人
格
的
存
在
と
な
っ
て
天
照
大
神
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
霊
妙
な
力
を
持
つ
自
然
物
や
自
然
現
象
が
神
と
し
て

崇
敬
さ
れ
る
も
の
に
、
月
神
が
月
読
命
、
風
神
は
志
那
都
比
古
命
、
山
神
は
大
山

紙
命
、
火
神
は
迦
具
土
命
、
地
神
は
大
己
貴
命
と
な
っ
た
よ
う
に
幾
多
の
自
然
神

が
誕
生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
八
百
万
神
々
が
誕
生
し
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
国
土
経
営
や
国
家
統
一
に
功
績
の
あ
っ
た
大
国
主
命
や
建
御
名

方
命
の
よ
う
な
人
格
神
も
誕
生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
名
の
あ
る
神
々
が
誕
生
し
た

の
は
大
和
朝
廷
の
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
こ
ろ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

石７
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る
。時

代
が
下

る
と

菅
原
道
真

が
天
満
天
神
と

な
っ
た
よ
う

に
文
化
神
屯
あ
る
。
土

地
開
拓

に
功
績

を
た
た
え

た
二
宮
尊
徳
や
加
集
杢
之
助

が
神
と
な

っ
た
り
、
最

近

で
は
戦
死
し

た
人

々
も
靖
国
神
社
に
祀
ら
れ
て
神
と
な

っ
た
人

格
神
も
あ
る
。

社
の
お
こ
り
　

古
代

に
お
い
て
は
、
人
で
も
鳥
獣
で
も
、
山
川

草
木
そ

の
ほ
か

天
然
現
象
で
も
す
べ
て
普
通
で
な
く
変
お

っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
畏
敬

の
対
象
七

な

る
も
の
は
す
べ
て
神
で
あ

っ
た
。

人
間
の
日

常
生
活

と
密
接
な
関
係
の
あ
る
自

然
物

、
ま
た
、
鏡
・
剣

・
鎌

・
玉

の
よ
う
な
人
工
物

ま
で

が
、
そ

れ
ぞ
れ
呪
力

と
関
係
が
あ

る
も
の
と
し
、
神
霊

を

媒

介
す
る
力

が
あ
る
と
見

ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
自
体

が
神
で
あ

る
と
も
考
え

ら
れ
た

。

祭
り
は
農
耕
の
順

調
な
進
行

を
祈
る
呪

術
行
為
で
あ

っ
た
か
ら
だ
し
じ

な
こ
と

は
儀
礼
そ
の
も
の
で

あ
っ
て
儀
礼

の
対
象
と
し
て
固
定
し

た
神
格

を
お
く
こ
と

は

必
要
で

な
く
、
神
社

は
そ

の
儀
礼

を
行

う
聖
地
で
あ

る
に
止

ま
り
祭
神

の
存
在
を

前
提
と
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

祭
祀

を
と
り
行

う
に
あ

た
っ
て

は
神

の
降

臨
を
請
い
祭
儀
が
終

る
と
昇
神
す
る

も
の
と
考
え
て

い
た
。
神

の
よ
り
代
が
あ

れ
ば
事
足
り

た
。

時
代
が
下

っ
て
諏
訪
神
が
湛

の
神
事
や
御
射
山

の
祭
事
を
営
む

に
当
た

っ
て
穂

凰

や
ひ
も

ろ
ぎ
（
周
囲
に
榊
の
枝
を
立
て
幣
を
垂
ら
し
て
臨
時
に
作
る
神
座
）
を
作

っ
て

祭
儀

を
行

い
、
そ

れ
を
「
や
し

ろ
」
「
み
や
」
「
ほ
こ
ら
」
な
ど
と
呼
ん
だ

。
祭

祀
が

た
び
た
び
行

わ
れ

る
聖
地

に
は
や
が
て
簡
単
な
家
屋
が
建
て
ら
れ
、
境
界
が

示

さ
れ
る
よ
う
に
た

っ
て
し
だ
い

に
神
社
と
し
て

の
建
築
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
だ

っ
た
の
で
あ

る
。

も
と
も
と
神
社
と

い
う
と
こ

ろ
は
固
有
名
詞
を
も

っ
か
人
格
神
を
祀
る
場
所
で

は
な
か
っ
た
。

神
社
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
そ
こ
に
神
宵
が
常
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
何
々
の
神
、
何
々
の
命
と
い
う
固
有
名
詞
を
も
っ
か
祭
神
を
祀

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

元
来
農
耕
儀
礼
と
し
て
農
耕
の
順
調
な
進
行
を
祈
る
呪
術
的
儀
礼
は
村
落
共
同

体
の
行
事
で
あ
っ
た
。
事
実
、
現
代
に
卜
た
る
ま
で
村
の
鎮
守
の
祭
り
は
一
村
挙

げ
て
の
集
団
的
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

神
社
が
建
ち
、
そ
こ
に
神
霊
が
常
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
た
っ
て
だ
ん

だ
ん
個
人
の
福
徳
や
除
災
を
神
社
に
祈
る
よ
う
に
た
っ
た
。

神
社
Ｏ
建
築
様
式
が
整
備
さ
れ
、
そ
こ
に
御
神
体
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
常
時
祀

ら
れ
る
よ
う
に
だ
っ
た
の
は
、
仏
教
伝
来
以
後
仏
殿
に
礼
拝
の
対
象
の
仏
像
の
お

か
れ
る
の
に
影
響
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

三
　

神

仏

融

合

仏
教
が
伝
来
し

た
こ
と

は
民
族
信
仰
の
上
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
事
件
で

あ

っ
た
。
信
仰
生
活
と
同
時

に
建
築
・
彫
刻
・
絵
画
の
上

に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し

心
ば
か
り
で
な
く
神
道

に
も
強
い
刺
激
を
与
え
た

。

継
体
天
皇

の
一
六
年
（
五
二
二
）
に
司
馬
達
等
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
仏
像
が
私

的

に
ま
つ
ら
れ
て

卜
た
と
い

わ
れ

る
が
、
欽
明
天

皇
の
一
三

年
（
五
三
八
）
に
百
済

の
聖
明
王
が
仏
像
・
経
論
・
仏
具
を
献
じ
た
の
が
、
公

的
か
つ
大
が
か
り
な
皇
室

へ

の
進
献
で
あ

っ
た

。

当
時
の
朝
廷
は

だ
か
政
治
的
事
務
を
執
る
政
庁
で

あ
る
の
み
で

な
く
古
来

の
神

を
ま
つ

る
司
祭
の
家
で
も
あ
っ
た
。
天

皇
家
の
祭
祀

に
も
携

わ
っ
て
き

た
中
臣
氏

や
物
部
氏
と
蘇
我
氏
と
の
間
に
仏
教
受

容
に
つ
い
て

の
争
い
が

あ
っ
た
が
、
蘇
我

氏

は
仏
像
を
賜

っ
て
こ
れ
を
礼
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
蘇

我
氏
も
昔
か
ら
自
分

の
家

に
氏
神

を
祀

っ
て

し
た
の

に
神
か
排
す
る
こ
と
か
く
同
一

の
家
の
内

に
神
も

伊8
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仏
も
祀
っ
た

。
こ
れ
は
日
本
人

が
神
仏
融
合
の
信
仰
生
活
を
営
む
端
緒
と
い
う
べ

き
こ
と
で
あ

っ
た
。

大
化
元
年
（
六
四
五
）
に
右
大
臣
蘇
我
石
川
麻
呂
は
「
犬

づ
以
て
神
祇
を
祭
ひ
鎮

め
、
然
る
後

に
応

に
政
事

を
議

る
べ
し
」
（
『
日
本
書
紀
』
）

と
奏
上
し

た
よ
う

に
祭

祀
は
朝
廷
の
大
事
な
行

事
で

あ
り
、
祭

事
は
政
治

に
優
先
す

る
行
事
で
あ

っ
た
。

蘇
我
氏
が
神
仏
か
併
せ
祀
っ
た
こ
と
は
長

い
時
代

に
わ
た
っ
て
支
配
し
て
き

た
古

来
の
神
の
信
仰
、
そ
の
精
神
的
伝
統
の
上

に
新
来
の
宗
教
が
根

を
お
ろ
し
、
神
仏

融
合
の
信
仰
生
活
を
す

る
端
緒
に
な
っ
た
が
そ
れ
に
は
、
民

族
宗
教
が
元
来

、
多

神
教
的
性
格

を
持

っ
て
お
り
呪
術
信
仰
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
伝
来
の
当

初

か
ら
日
本
人

は
解
脱

の
教
え
と
し
て
で
は
な
く
、
消
災
招
福
の
呪

術
と
し
て
こ

れ
を
受

け
入

れ
た
の
で
あ

る
。
病
気
の
平
癒
と

か
天

災
地
変
の
消
除
と
か
の
要
求

の
た
め
に
仏
殿

を
建

立
し
た
り
仏
像
か
彫
刻
し
て
祈
願
し

た
。
そ

の
祈
願
は
神
仏

へ
の
祈
願

と
卜
う
神
祇
信
仰

と
仏
教
信
仰

が
並
行
し
て

な
ん
ら
他

を
さ

ま
た
げ
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
現

世
の
禍
福
を
呪

術
の
力

を
も
っ
て

処
理
し

よ
う
と
望
む

呪

術
的
欲
求
が
共
通
の
主
体
と
な
っ
て

、

｝
方
で

は
神
社

へ
の
祈
願
と
同
時

に
他

方
で
仏
寺
へ
の
祈
願
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
典
が
民

族

宗
教
と
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
呪

術
的
儀
礼
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
し
た
の
で
あ

る
。仏

教
伝
来
以
後
、
神
仏
の
関
係
は
漸
次
接
近
調
和
の
過
程
を
た
ど
っ
た
。
奈
良

時
代
（
七
一
〇
～
七
八
三
）
に
な

る
と
神
仏
の
接
近
調
和
が
ま
す
ま
す
緊
密
に
な
っ

て

神
仏

を
一
連

の
結
合

に
お
い
て
み

る
思
想
が
生
ず

る
よ
う

に
な
り
、
神
が
仏
法

を
尊

び
喜

ぶ
と

い
う
こ
と
が
説

か
れ
、
こ
の
思
想

に
よ

っ
て
神
宮
寺

が

建

て

ら

れ
、
そ
こ

に
卜
て
神
社

に
奉
仕
す

る
僧

を
社
僧
と

か
別
当
と
称
し

た
。

既

に
文
武
天

皇
（
在
位
六
九
七
－

七
〇

こ

の
と
き

に
伊
勢
大
神
宮
寺

が
あ
っ
た
と

伝

え
ら
れ
、
天
平
時
代

か
ら
神
宮
寺

の
建
立

は
か
な
り
Ｏ
数

に
達
し
た
と
し
お
れ

る
。さ

ら
に
一

方
に
お
い
て

は
神
が
そ

の
喜

び
尊

ぶ
と

こ
ろ
の
仏
法

を
擁
護

す
る
力

を
持
っ
て
し
る
と
い
う
考
え
も
起
こ
っ
た
。
寺

院
に
そ
の
土
地
の
地
主
神
を
祀

る

鎮
守
社
を
建
て
る
こ
と
が
平
安
初
期
に
行
わ
れ
は
し

め
た
。

平
安
中
期
に
な
る
と
神
が
権
現

と
い
う
号
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
た
っ
て
、
権
現

は
菩
薩
や
仏
が
権
（

か
り
）
に
神
と
し
て
垂
迩
の
化
身
を
現
じ
た
も
の
で
あ

る
と

卜

う
よ

う
な
説
示

出
て
き

た
。
こ
う
な

る
と
菩
薩
と
神
、
仏
と
神
は
同
体
で
あ

る
と

い

う
こ
と

に
な

る
の
で
あ

る
。
神
仏
の
接
近
調
和

は
極
限

に
お
い
て
は
つ
い

に
神

仏
同
体
で
あ

る
と

い
う
と
こ

ろ
ま
で

に
至
り
、

つ
卜
に
し
わ
ゆ
る
本
地
垂
迩
説
示

現

わ
れ
た
。
こ
の
説
は
平

安
中
期
以
後
し

だ
い
に
発
達
し
鎌
倉
時
代

に
な
る
と
教

理
上

の
組
織

も
持

つ
よ
う
に
た

っ
た
。
八
幡
大
神
の
本
地

は
阿
弥
陀

如

来

で

あ

り
、
伊

勢
大
神
宮

の
本
地

は
大
日
如
来

、
諏
訪
上
社

は
普
賢

菩
薩

、
下
社

の
春
宮

は
薬
師
如
来
、
秋
宮
は
千

手
観
音
、
御

射
山
は
虚
空

蔵
菩
薩

等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
本

地
仏
が
規
定
さ
れ

る
よ
う

に
た

っ
た

。

こ
う
し
た
考
え
の
う
え
に
立
っ
て
教
理
上

の
組
織
を
亀

つ
だ
本
地
垂
迫
思

想
に

対
し
、
南
北
朝
こ

ろ
に
な

る
と
「

日
本
は
神
国
な
り
」
と
い
う
よ
う
な
神
皇
正

統

記
の
思
想
や
、
神
本
仏
座
的
な
思
想
も
あ
ら
わ
れ
た
が
、
室
町
時
代

に

い

た

る

と
、
神
仏

の
関
係

は
教
理
的

に
い

っ
そ
う
精
密

に
な
り
、

さ
ら
に
神
・
儒
・
仏
を

統
一
し

た
思
想
も
現

れ
た
。

圧

戸
時
代

に
な

る
と
徳
川
幕
府
が
儒
学

を
奨
励
し
、
こ
と

に
朱
子

学

が

興

隆

し

、
神
儒
習
合

の
神
道
や
、
あ

る
い
は
ま
た
こ

の
神
儒
習
合

か
ら
儒
教

を
除
い

た

復
古

神
道
も
現

れ
た
。

し
か
し
、
一

般
庶
民

の
信
仰

生
活

は
神
仏
習
合

の
強

い
中
で
明
治
維
新

の
神
仏

分

離
の
時
代

を
迎
え
た
の
で

あ
る
。
そ

の
後
政
府

の
宗
教
政
策

に
も

か
か
わ
ら
ず

科
学
の
発
達

し
た
今
日

な
お
神
仏
融
合

は
大

部
分

の
人

々
の
信
仰

生
活

の
中

に
生

479
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き
て
い
る
。
生
ま
れ
る
と
鎮
守
様
へ
の
初
宮
ま
い
り
、
死
ぬ
と
仏
葬
、
元
日
は
神

社
へ
初
も
う
で
、
盆
に
は
仏
を
迎
え
る
行
事
等
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ

る
。

四
　

神
社

と
寺

院

Ｏ
　

神
　
　
　

社

日
本

の
民

族
信
仰

に
は
睨
術
信
仰
や
農
耕
儀
礼
は
あ

っ
た
が
、
教
義
や
教
典
を

持

つ
た
い

わ
ゆ
る
神
道
と
称
す

る
も
の
は
な
か

っ
た

。
神
道
と
称
す

る
道
の
型
を

と

る
よ
う
に
だ

っ
た
の

は
時
代
が
下

っ
て
仏
教
が
伝
来
し
て
以
後
、
新
来
の
宗
教

に
対
し
、
大
化
改
新
こ

ろ
か
ら
伝
統
的
民
族
宗
教
の
祭
祀
を
神
道
と
呼
ぶ
こ
と
も

行

わ
れ

た
が

ぱ
っ
き
り
理
論
と
し
て
成
立
し
た
の
は
平
安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。

現
在
わ
た
く
し
た
ち
が
崇
敬
す
る
鎮
守
社
を

ぱ
じ
め
広
く
神
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
る
施
設
お
よ
び
祭
祀
儀
礼
を
包
括
し
た
信
仰
組
織
を
神
社
神
道
と
い
う
。
こ
れ

は
さ
ま
ざ
ま
な
神
道
を
区
別

す
る
た
め
に
、
明

治
以
後
分
類
上

い
か
れ
る
名
称
で

日

本
民

族
が
古
く
か
ら
信
奉

し
て

き
た
従
来

の
神
社
及

び
信
仰
組
織

を
い

う
の
で

あ
る
。

後

に
述

べ
る
よ
う
に
神
社
神
道

は
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
以

前
は
法
律
上
宗
教

の
外

に
お
か
れ
軍
国
主
義
鼓
吹
へ
有
力
な
役
割
を
演
じ
た
が
、
戦
後
は
一
般
宗
教

な
み
に
と
り
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た

。

神
社
神
道
で
信
仰
す
る
神
は
八
百
万

神
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
多

種
多
様
で

あ

る
が
大
和
時
代

に
群
神
を
分

け
て
天

神
と
国
神
に
分

け
た
。
天

神
は
大
和
朝

廷
に

深

い
関

係
の
あ
る
神
で

、
国
神

は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地

に
お
し
て
古
い
信
仰
を
持

ち
、

地
域

の
開
発

に
大
き
な
力

が
あ
り
広
く
庶
民

か
ら
信
仰
さ
れ
て

き
た
神
で

あ
る
。

奈

良
時
代

に
な
り
、
養
老
律
令

に
よ
っ
て
祭
祀

の
規
定

が
定

め
ら
れ
た
。
ま
ず

中
央
に
神
祇
官
を
設
け
、
国
家
の
祭
祀
と
神
社
行
政
と
に
従
事
さ
せ
制
度
上
祭
政

分
離
を
行
っ
た
゜

祈
年
祭
に
際
し
朝
廷
か
ら
幣
帛
を
奉
る
神
社
を
官
社
と
呼
ぶ
よ
　
窃

う
に
た
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
祭
神
に
位
階
を
奉
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

平
安
時
代
に
な
る
と
官
社
の
数
が
増
し
た
。
九
二
七
年
に
つ
く
ら
れ
た
『
延
喜

式
』
に
よ
っ
て
『
神
名
帳
』
に
記
載
さ
れ
た
神
社
を
延
喜
式
内
社
、
略
し
て
式
内

社
又
は
式
社
と
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
い
ら
な
い
神
社
を
式
外
社
と
い
っ
た
。

上
伊
那
に
は
式
内
社
は
一
社
も
な
か
っ
た
。
下
伊
那
に
は
二
社

あ
っ
た
。
ま

た
、
幣
帛
に
は
官
幣
と
国
幣
の
区
別
が
あ
っ
て
官
幣
は
神
祇
官
が
、
国
幣
は
国
司

が
奉
る
も
の
で
、
官
幣
社
・
国
幣
社
に
も
大
社
と
小
社
の
二
階
級
が
分
け
ら
れ
た
。

地
方
に
お
い
て
は
国
内
の
主
要
神
社
に
も
等
級
を
つ
け
る
風
習
が
発
生
し
、
最

上
位
を
一
の
宮
と
し
、
以
下
順
次
に
二
の
宮
・
三
の
宮
と
し
た
。
諏
訪
神
社
上
社

は
信
濃
一
の
宮
、
木
下
の
南
宮
神
社
は
箕
輪
郷
の
一
の
宮
で
あ
っ
た
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
幕
府
は
と
く
に
神
仏
の
崇
敬
に
意
を
汪
ぎ
幕
府
に
寺
社
奉

行
を
置
卜
て
一
般
寺
社
の
こ
と
を
司
ら
せ
た
。

南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
げ
て
は
戦
乱
の
た
め
社
寺
の
保
護
が
で
き
ず

社
殿
は
荒
廃
し
た
。

安
土
桃
山
時
代
に
な
り
豊
臣
秀
吉
は
太
閤
検
地
を
行
い
朱
印
状
に
よ
っ
て
社
寺

鎖
を
寄
進
す
る
こ
と
を
行
っ
た
が
、
一
般
神
社
の
窮
状
は
は
な
は
だ
し
か
っ
た
。

仄
戸
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
の
必
要
か
ら
寺
院
を
保
護
し
た
が
神
社
に
対
し

て
は
消
極
的
に
抑
制
吉
義
を
と
っ
だ
。
幕
府
は
朱
印
状
に
よ
っ
て
社
寺
の
所
領
を

確
保
す
る
こ
と
を
行
っ
た
が
こ
れ
と
て
も
一
部
に
留
ま
っ
て
、
全
国
の
社
寺
を
支

え
る
に
足
り
ず
、
諸
藩
は
黒
印
状
に
よ
っ
て
社
寺
領
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
が
な

お
十
分
で
な
く
わ
ず
か
に
庶
民
一
般
の
崇
敬
に
支
え
ら
れ
て
神
社
は
面
目
を
保
っ

た
。明

治
新
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
神
仏
分
離
政
策
に
よ
っ
て
神
社
神
道
は
後
に
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述
べ
る
よ
う
に
著
し
い
進
歩
を
遂
げ
る
の
で
あ
っ
た
。

神
社
神
道
は
以
上
の
よ
う
に
し
て
民
族
の
信
仰
生
活
を
支
え
て
き
た
が
、
幾
つ

か
の
神
道
説
が
現
れ
て
道
と
し
て
の
形
を
整
え
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
本

村
の
信
仰
に
関
係
す
る
も
の
を
次
に
述
べ
る
。

両
部
習
合
神
道
　
神
道
と
仏
教
を
調
和
し
よ
う
と
し
て
立
て
た
説
で
あ
る
。

南
殿
の
龍
麟
閣
は
こ
の
説
に
よ
っ
た
こ
と
は
現
在
残
る
石
の
鳥
居
に
刻
ま
れ
て

い
る
「
心
霊
本
覚
　
両
部
習
合
　
龍
麟
閣
御
宝
前
」
の
文
字
か
ら
も
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

両
部
習
合
神
道
に
は
百
言
系
と
天
台
系
が
あ
る
。

真
言
密
教
で
は
金
剛
界
、
胎
蔵
界
の
両
部
を
神
と
仏
の
両
部
に
な
ぞ
ら
え
て
神

道
を
説
い
た
。
大
日
本
は
諸
仏
ま
ず
諸
神
に
先
立
っ
て
開
い
た
仏
教
流
布
の
勝
地

で
あ
る
と
し
、
大
日
如
来
が
本
地
で
諸
仏
諸
菩
薩
は
そ
の
垂
迩
で
あ
る
と
し
、
大

日
の
遍
照
の
徳
は
天
照
大
神
に
顕
現
し
た
と
説
い
た
。

天
台
密
教
で
は
天
照
大
神
は
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
、
豊
受
大
神
は
金
剛
界
大
日

如
来
の
顕
現
で
あ
る
と
説
い
た
。

平
安
中
期
以
後
修
験
道
や
陰
陽
道
が
民
間
に
流
布
さ
れ
密
教
的
行
法
が
盛
大
に

図１－ ４　 龍麟閣 門柱

心霊本覚両部習合龍麟閣御宝前の文字が

刻 まれている。

な
る
と

つ
い

に
神
仏
調
和

の
根
本
原
理
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
本
地
垂
迩
説
が
生

じ
た
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
神
道
と

は
い

っ
て
も
仏
教

の
立
場

か
ら
の
説

で
あ
る
。

伊
勢
神
道
―

反
本
地
垂
座
説
－
　

平
安
時
代
に
は
比
叡
山
の
僧
等

に

よ

り

山
王
神
道
が
唱
え
ら
れ
た

。
こ
れ
も
神
仏
一
如
を
説
い
た
が
仏
主
神
従
の
教
理
で

あ

っ
た
。

鎌
倉
時
代

に
な
る
と
こ

れ
ら
と

は
反
対

に
神

々
が
本
で

イ
ン
ド
の
諸
仏

は
む
し

ろ
末
で
あ
る
と
す
る
伊

勢
神
道
＝

度
合
神
道
が
出
た
。
こ
の
反

本
地
垂
談
思

想
を

さ
ら
に
進
展
さ
せ
た
の
が
卜

部
神
道
＝

吉
田

神
道
で
あ
る
。
こ
の
思

想

に

よ

る

と
、
道
は
日
本

に
根
ざ
し
中
国
に
枝
葉
を
伸
ば
し
、
イ
ン
ド
に
花
開
き
実
は
落
ち

て
本
源

の
日
本

に
加
え

る
と
し
て
根
本
花
葉
果
実
説

を
唱
え

た
。

こ
の
吉
田
家

の
神

道
の
勢
力

は
明
治

に
い
た
る
ま
で
民
間
信
仰

に
も
根
強
く
浸

透
し
て
そ
の
勢
力

を
ふ
る
っ
て
い
た
。

そ
の
後
吉
川

神
道
・
儒

家
神
道
・
垂
加
神
道
・
復
古
神
道
等
諸

多
の
神
道
説
示
出

た
が
幕
末

の
国
の
政
治

冲
明
治
維
新

に
強
く
影
響
し
た
の
は
復
古
神
道
で
あ
る
。

復
古

神
道
　

江
戸
中
期
以

後
国
学
者
た

ち
に
よ

っ
て
古
典
研

究
の
立
場
か
ら
復

古

主
義

の
神

道
説
が
出
て
き

た
。

僧
契
沖
二

六
四
〇
～
一
七
〇

口

は
古
典
研
究

の
立
場

か
ら
古
道

を
唱
道
し
、
荷

田
春
満
二

六
六
九
～
一
七
三
六
）
は
契
沖

の
研
究

を
受
け
継
ぎ
古
典
研
究
の
う
え
、

さ
ら
に
有
職
故
実
等
の
研

究
か
ら
神
道
を
儒
仏
へ
の
習
合
を
排

し
、
復
古
神
道
を

唱
え
た
。
賀
茂
真
渕
二

六
九
七
～
一
七
九
九
）
は
天

地
自
然
の
道
を
立
て
本
居
宣
長

二

七
三
〇
～
一
八
〇

言

は
惟

神

道
を
説

い
た
。

平
田
篤
胤
二

七
七
六
～
一
八
回

二
）
は
こ
れ
ら
国
学
者
の
説
を
集
大
成
し
体
系
立

て
て
尊
王
復
古
を
主
張
す
る
神
道
説
を
説
い
た
。
そ
の
思
想
は
平

田
学
派
を
形

成

し
、
明
治
維
新
の
精
神
的
指
導
力
と
な
っ
た
。
本
村

に
も
こ
の
歿
後
の
門
人
が
あ

銘7
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り
そ
れ
ら
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
神
葬
に
復
礼
し
た
寓
が
多
く
出
た
こ
と
は
後
に
述

べ
る
。

教
派
神
道
　
江
戸
幕
府
は
既
成
宗
教
の
保
護
に
力
を
汪
い
だ
た
め
、
か
え
っ
て

宗
教
―
と
り
わ
げ
仏
教
―
の
形
式
化
を
招
来
し
寺
院
に
よ
る
仏
教
は
葬
式
仏
教
に

堕
落
し
た
。

い
っ
ぽ
う
太
平
の
う
ち
続
い
た
江
戸
中
期
以
降
は
年
中
行
事
、
俗
信
仰

の
流

行
、
お
か
け
参
り
、
霊
社
大
祠
の
巡
拝
が
盛
ん
に
な
り
、
庶
民
は
病
気
平
癒
・
災

厄
消
除
等
の
現
世
利
益
、
安
心
立
命
の
卑
近
な
信
仰
に
日
常
生
活
の
平
安
を
祈
願

し
た
。
こ
う
し
た
精
神
的
風
土
の
中
か
ら
庶
民
の
要
求
に
こ
た
え
る
諸
多
の
神
道

が
ひ
ろ
ま
っ
た
。

富
士
信
仰
は
そ
の
一
つ
で
本
村
に
も
田
畑
に
残
る
富
士
塚
な
ど
そ
の
面
影
を
残

す
も
の
で
、
富
士
塚
ぱ
こ
の
ほ
か
北
殿
そ
の
他
の
地
に
築
か
れ
た
し
、
近
隣
市
町

村
に
も
そ
の
面
影
を
伝
え
る
塚
、
地
名
等
数
多
い
。

図１－ ５　御 嶽 大 神（ 南殿）

ま
た
、
現
に
あ
る
御
嶽
教
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

幕
末
盛
行
し
た
神
道
諸
派
は
明
治
維
新
に
統
一
整
理
さ
れ
て
一
三

派
を

数
士

だ
。

神
社
建

築
も
社
殿

・
鳥
居
等
神
道

の
異
な

る
に
つ
れ
て
形
式
の
異

な
る
も

の
が

あ
る
。
本
村

の
社
殿

鳥
居

も
後

の
神
社
各
説
で
述

べ
る
よ
う
に
幾
種
類

か
の
形
式

を
持

っ
て

し
る
。

Ｏ
　

寺
　
　
　

院

仏
教
伝
来
後
間
も

な
く
日
本

に
は
寺
院
が
建
て
ら
れ

た
。
推
古
天

皇

一

五

年

宍

○
八
）
に
は
法
隆
寺
が
創
建
さ
れ
つ
い
で
天
王
寺
等
大
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
奈

良
時
代

に
な

る
と
総
国
分
寺
と
し
て
奈
良

に
東
大
寺
と
い
う
壮
大
な
伽
藍
が
建
立

さ
れ

る
と
と
も

に
諸
国

に
は
国
分
寺
が
建
て
ら
れ
た
。

諸
寺
建
立
と
と
も
に
も
ろ
も
ろ
の
仏
像

が
彫
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
寺

院
の
建
立
仏
像
の
彫
刻
は
日
本
の
建
築
や
彫
刻
の
う
え
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し

た
ば
か
り
で
な
く
同

時
に
絵
画
や
書
道
の
上
に
も
飛
躍
的
な
深

化
拡
充
を
も
た
ら

し
、
日
本
文
化
は
寺
院
創
建

に
よ
っ
て
多

様
化
し
深

化
し
た
の
で
あ
る
。

信
濃
国
分
寺

は
当
地

か
ら
遠
い
上
田

の
地

に
建

て
ら
れ
た
。
時
代

が
下

る
に
つ

れ
て
、
当
地
方

に
も
順
次
大
小

の
寺
院
が
建
立

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伊
那
地

方
で
最
も
古

し
と
い

わ
れ
る
の
は
辰
野

の
神
光
寺
で
白
鳳
期
（
六
四
五
～
七
一

乙
、

辰
野

の
七

蔵
寺

と
高
遠
の
香
福
寺

は
行
基
（
六
六
八
～
七
四
九
）
を
開
基
と

す
る
と

伝
承
さ
れ
て
い

る
。
こ

れ
ら
が
事
実
と

す
れ
ば
伊
那
地
方

の
寺
院

は
既

に
七
世
紀

か
ら
八
世
紀

に
創
建
が
始
ま

っ
て
い

る
と
推
定
さ
れ

る
が
、
仏
教
が
広
く
地
方
で

信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平

安
時
代

に
な
っ
て
天

台
・
真
言
の
両

宗
が
開

宗
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
村
の
寺
院
は
陽

戸
期
に
な
っ
て

か
ら
創
建

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸

期
に

は
薬
師
堂
や
観
音
堂
、
地
蔵
堂
等
が
あ
っ
た
が
、
た
い
が
い
は
廃
堂
に
な
っ
た
。

た
だ
大
泉
勝
光
寺

に
あ
る
観

音
様

は
平
安
前
期

の
慈

覚
大

師
（
七
九
四
～
八
六
巴

の
作

と
伝
え

ら
れ
て
い

る
こ
と
が
事
実

と
す
れ
ば
平

安
期

に
当
地
方

に
仏
教

が
す

で

に
流

布
さ
れ
て
い

た
と

考
え

ら
れ
る
。

超2
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本
村
民

の
多
く
が
菩
提
寺
と
し
て

卜
る
箕
輪
町
や
伊
那
市
の
寺
院
は
早
い
も
の

で
鎌
倉

期
の
創
立
で
建

築
な
ど
は
江
戸
期
以
後

の
も

の
で
あ

る
。

第
二

節
　

江
戸

時
代

ま
で
の
信
仰
生
活

一
　
神
仏
融
合
の
信
仰

私
た
ち
に
は
祖
先
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
信
仰
が
伝
承
さ
れ
て
卜
る
。
生
ま
れ
る
と

初
宮
参
り
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
生
涯
の
節
目
節
目
冲
年
中
行
事

に
当

た

っ

て
、
時
に
は
神
社
に
、
時
に
は
寺
院
へ
の
関
り
を
持
つ
信
心
を
な
し
家
に
神
棚
が

あ
り
、
仏
壇
が
あ
っ
て
神
の
加
護
を
祈
り
、
祖
先
の
冥
福
を
祈
る
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
神
仏
融
合
は
多
く
の
家
と
人
の
信
仰
生
活
の
根
底
に

あ
っ
た
。
神
仏
混
雑
の
複
雑
な
生
活
を
営
み
な
が
ら
意
識
と
行
動
の
上
で
は
時
と

場
合
に
よ
っ
て
神
と
仏
を
明
瞭
に
区
別
を
し
て
い
た
。

神
前
で
は
柏
手
を
う
ち
、
仏
前
で
は
合
掌
す
る
。
神
棚
と
仏
壇
は
場
所
を
別
に

し
て
祀
る
。
仏
式
葬
の
家
で
葬
式
の
行
わ
れ
る
場
合
は
死
の
け
が
れ
を
お
そ
れ
て

神
棚
を
閉
じ
た
り
、
白
紙
の
半
紙
を
は
っ
た
り
す
る
習
俗
が
あ
り
喪
に
服
す
る
者

は
、
神
社
に
参
っ
て
ば
な
ら
な
い
と
か
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
は
い
け
な
い
と
か
の

禁
忌
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
習
俗
は
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
卜
る
。

南
殿
の
龍
麟
閣
の
石
の
門
柱
に
は
左
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

心
霊
本
覚
　
両
部
習
合
　
龍
麟
閣
御
前

こ
れ
は
江
戸
時
代
に
で
き
て
今
も
本
村
に
残
っ
て
い
る
神
仏
習
合
の
遺
跡
で
あ

る
。
両
部
と
は
元
来
は
真
言
宗
に
し
お
れ
る
金
剛
界
と
胎
蔵
界
で
あ
る
が
、
神
道

に
仏
教
の
習
合
し
た
信
仰
を
両
部
と
も
い
う
よ
う
に
た
っ
た
。
明
和
年
間
に
は
役

優
婆
塞
を
祭
神
と
し
て
賑
わ
卜
を
呈
し
た
よ
う
で
あ
る
。

近
年
行
わ
れ
た
庚
申
塔
や
甲
子
塔
建
立
に
当
だ
っ
て
の
除
幕
式
開
眼

供
養
式

も
、
神
士

が
神
式
で
行
な
っ
た
部
落
と
、
僧
侶
が
導
師
と
な
っ
て

行

っ

た

部

落

と
、
御
嶽
教
の
教
師

が
行

っ
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
方
式
は
江

戸
時
代

庚
申
や
甲
子

信
仰
が
普
及
し
て
以

来
ず

っ
と
続
い
て
い

る
。
神
式
・
仏
式
・
習
合

し
ず
れ
の
方
式
で
行

っ
て

も
別

に
不
思

議
と
も
不
自
然
と
も
思

わ
ぬ
ほ
ど

に
庶
民

は
お
お
ら
か
な
信
仰
生
活

を
し
て

い
る
。

久
保
の
神
明
宮
や
大
泉
０
大
和
泉
神
社
に
合
祀
し
て

あ
る
熊
野
神
社
は
熊
野
権

現
で
あ
っ
た
し
、
沢
尻
の
日
光
社
・
月

光
社
は
日
光
権
現

、
月

光
権
現

と
呼
ば
れ

て
い
た
。
北
殿
明
和
坂
下

の
富
士
浅
間
神
社
の
石
碑
に
は
大
峯
山
大
権
現
・
金
毘

羅
大
権
現
・
月
山
大
権
現
・
湯
殿
山
大
権
現
・
羽
黒
山
大
権
現
と
併
刻
さ
れ
て
い

る
。八

幡
神
は
八
幡
大

菩
薩
と
呼

ぶ
と
き

も
あ

っ
た
。
殿
村

八
幡

宮
を
慶
長
二
〇
年

（

コ
（

Ｉ
五
）

に
修
造
し
た
と
き

の
棟
札

に
は
「
御
遷

宮
導

師
　

安
楽
寺

権
大
僧

都

口
弁
大
和
尚
…
…
」
そ
の
後
に
大
工

、
小
工

、
宮
奉
行

の
名
が
あ
っ

て

最

後

に

「
…
…
神
主
鳥
山
甚
之
丞
」
と
あ
る
。
こ
の
書
き
方
の
上

か
ら
も
神
社
の
上

棟
式

に
僧

が
神
主
よ
り
も
む
し
ろ
主
役
を
演
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
こ
と
が

推

察

で

き

る
。ま

た
、
御

射
山
神
社

に
関
す

る
記
録
の
う

ち
『
旧
村
誌
』

に
は
「

…
…
又
別
当

あ

り
、

養
麻

山
普
光
寺

と
称
し
十
二
坊

を
設
く

。
実

に
本
郡
の
大
社

た

り

し
・：

：
こ

と
あ
る
。
こ
こ
に
し
う
別
当
寺
と

は
御

射
山

神
社

の
別
当
寺
を
指
す

。
普

光

寺
は
後

に
仲
仙
寺
と
な
っ
た
。
一
神
社
に
こ
の
よ
う
に
多
く
の
坊
が
あ
り
僧
が
奉

仕
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

大
泉

に
「
奥
山
半
僧
坊
大
権
現
」
碑
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
二

九
年
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
神
仏
分
離
の
政
策
が
打

ち
出
さ
れ
て
三
〇
年
近
く
に
な

っ

て
も

な
お
、
庶
民

は
神
仏

融
合
の
信
仰
生
活
を
続
け
て
い
た
こ
と
の
一
例
を
こ
こ

に
見

る
こ
と
が
で

き
る
。

銘3
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二
　

道
標

に
見

る
信

仰

北
殿
の
庚
申
塚

に
は
天
保
二
年

二

八
三
一
）
に
建

て
た
道
標
が
あ
る
。
「
右

八

幡
道
」
　「

左
い
せ
道
」
と
美
し
い
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
伊
那

街
道
か
ら
殿
村

八
幡
宮
参
道
の
岐
れ
る
地
点
の
道
標
で

あ
る
。
江
戸

時
代

に
は
「
一

生
に
一
度

は

お
伊

勢
参
り
」
と

言
わ
れ
伊

勢
の
皇
大

神
宮
へ
の
信
仰
が
厚
く
参
詣
も

盛
ん
で
あ

っ
た
証
拠

に
も
な
る
道
標
で
あ

る
。
「

お
か
げ
ま
い
り
」
と

か
「
抜
け
参
り
」
と

い

っ
て
父
母
又

は
主
人
の
許
し
を
受
け
ず

に
家
を
抜
け
出
し
て
伊
勢
神
宮
へ
参
拝

に
行

っ
て
来
て
も
帰

っ
て

か
ら
罰
せ
ら
れ
な
い
習
わ
し
が
あ
っ
た
。

図１－ ６　 道　　　 標　 右ぜ んこ うじ道

左山みち（ 田畑）

塩

ノ
井
の
青
の
坂
が
伊
那
街
道

か
ら
岐
れ
る
と
こ
ろ
に
「

左

い

せ
　

寛

延

四

年
」
の
道
標
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「

寒
念
仏
供
養
、
三

月
日
　

講
中
」
と
あ
る
。

や

は
り
伊

勢
参
宮
者
へ
の
し
る
べ
と
し
て
念
仏
講
中

の
建

て
た
も
の
で
、
興

味
深

い
も
の
で
あ
る
。

田
畑

に
は
旧
街

道
に
「
右

ぜ
：
こ
　
「
左
：
こ

と
半

ば
以
上
欠
落
し

た
道
標
が
あ

り
、
ま
た
、
「
右
ぜ

ん
こ
う
じ
道
」
「
左
や
ま
道
」
と
北
殿

に
あ

る
道
標
と
筆
跡

も
彫
り
も
酷
似
し
た
道
標
か
お
る
。

な
り

尽

が

循

矢

１

万

合

禁

茫

と

除

叩

４

ね

祐

冨

号

Ｆ

で

叫
沓
旱

ら

高

累

父

作
で

£

竹

＆

４
~
Ｓ
ｔ
ｊ
ｙ
ｔ
 
７
’

雷
み
ｙ

Ｆ

Ｌ
咋
欠

び
秀

ム
訃

驚
よ

ぞ
司
。べ
云
卜
Ｆ

爪

大
（

い
こ
拭
謳

Ｌ
ビ

万

ｙ

州
Ｆ
ｔ
Ｍ
守
友
谷ｙ

こ

リ
ダ
喝

長

廿

丿

秀
回
誉

庁

、ヤ

’ｐ
卜にＥ
Ｊ
 ４
'
％４
Ｊ

＆

、
口
ふ
面

農

人

り

行

糾
y

％
￥

４４

Ｇ

番

丈

ぶ
し
は
浩
け
辰
べ
夕

畝
よ
ｙ

ヤ
竹
く
ト
イ
沁

ヽ

口

苓

良

公

人

乃

ジ

Ｒ

こ
昨

今

キ

丞

か

７

ｄ
／
拓
７
綸
而
ｙ

ふ

多
弓
Ｌ

言

．

応

今

〒

ド

ｊ

ｌ

沁

Ｖ
川
丿
が
ほ
を

そ

飛
ｙ

・
‘

Ｆ

‘？

在
卜

、
口

か

愉

八

ｄ
で

よ
Ｗ
墾

略

淀
孚

」Ｆ
４
・
蓉
岳

訃

に
秒

江
・ｊ
八
を
・
ぐ
し
’ｙ

グ
侈
ｒ

‘
リ

ふ

よ

喘

凭

矢

セ

公

巧

鋸

苑

葺

石

忖

。

ツ
‰

Ｖ

？
？

こ
ー

に

才

江

倣

負

叉

み

玉

に
荼
仙

汐
ｙ

沁
｛

Ｗ

ブ？

利
ｙ

乙・Ｉ
Ｌ
う
片肖

乃

秘

ル

レ

ヘ

ｊ

ｈ

加

勢

・
巻

す

や

多

久

ｒ
ｙ

い
う
へ
九
ふ
ｌ

ｊ
が
砂
炉
ｙ

濤

村費用中 から御師に遣 わしたことのわかる古文書－ ７図 １

こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
の
社
寺
へ
の
参
詣

の
流
行
を
物
語
る
も
の
で
さ
ら
に
各
地
に

「
廻
国
供
養
」
や
「
廻
国
巡
礼
」
「
摂
待

供
養
」
等
の
碑
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
み

て
、
鎮
守
社
や
檀
那
寺
へ
の
信
仰
の
ほ
か

に
民
衆
は
各
種
の
講
や
祝
殿
を
祀
る
と
と

も
に
他
国
の
神
社
仏
閣
へ
の
参
詣
や
神
札

を
戴
い
て
ま
つ
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

三
　

御
師
と
村
人
の
信
仰

御
師
と
称
す
る
神
官
や
社
僧
が
村
へ
回

わ
っ
て
来
た
。
そ
れ
ら
を
媒
介
と
し
て
伊

勢
神
宮
そ
の
他
の
社
寺
と
関
係
を
結
ぶ
信

仰
も
あ
っ
た
。

御
師
は
平
安
末
期
以
降
村
々
へ
回
っ
て

来
て
人
び
と
の
依
頼
に
応
じ

て
祈

禧
を

し
、
そ
の
代
償
と
し
て
米
銭

の
寄
進
を

得
、
祈
祷
札
、
神
札
を
授
け
た
り
、
社
寺

の
築
造
、
修
覆
等
の
勧
化
を
し
て

回

っ

た
。
伊
勢
神
宮
の
御
師
は
年
の
暮
れ
に
回

っ
て
来
て
、
翌
年
の
暦
や
お
札
を
配
っ
た

り
し
た
。
上
に
掲
げ
る
の
は
文
政
七
年
三

月
の
「
久
保
村
入
用
夫
銭
割
賦
帳
」
の
一

部
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
近
く

は
諏
訪
、
遠
く
は
津
島
、
伊
勢
等

か
ら

超4
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来
た
御
師
に
村
費
用
の
中
か
ら
年
々
奉
加
を
差
し
遣
わ
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か

る
。（

銭
）

一
同

弐
百

文

一
同
三
百
四

拾
八
文

一
同
三
百
文

一
同
二
百
文

一
同
三
百
四
拾
文

一
同
三
百
文

一
同
八
百
三
拾
六
文

一
同
弐
百
文

一
同
弐
百
文

是
（

上
諏
訪
花
岡
御
師

へ
勧
化

二
差

遣

シ
中

シ
候
分

二
御
座
限

是
（

三
州
鳳

来
寺

勧
化

へ
差

遣

シ
申

シ
限
分
井

弁
当

料
共

二
此

ノ
如

ク
に
御
座
限

是
（

甲
斐
国
御
嶽
御
師
へ
遣

シ
中

シ
候
分
例
年
此
ノ
如

ク
ニ
御

座
候

是
（

木
曽
御
嶽
山
御
師
へ
遣

シ
候
分
此

ノ
如

ク
ニ
御
座
候

是
（

諸
国
御
師

Ｉ
奉
加

二
差
遣

シ
中

シ
候
分
此

ノ
如

ク
ニ
御
座

侯是
（

津
嶋

御
師
上
下
泊

り
候
分
此

ノ
如

ク
ニ
御
座
候

是
（

諏
訪
御
師
七
ヶ
年

二
壱
度

ヅ
ヽ
御
祓
イ
請

ケ
候
分

二
差

シ

遣

シ
中

限
此
ノ
如

シ

是
（

勢
州
御
師
赤
坂
重
太
夫
江

遣

シ
中
候
分

二
御
座
限

（
燈
）

是
（

伊
勢
宮
川
神
宮
寺
常
夜
焼
勧
化

二
差

遣
シ
申

シ
候
分

二
御

座
候

一
同

壱
貫
六
百
四
拾
八
文
是

一
同
三
貫
九
百
六
拾
弐
文
是侯
ノ ゝ　 ノ ゝ

山
王
大

権
現
御
免

勧
化

二
差

遣

シ
中

シ
侯
分

二
御
座
侯

大
田

様
御
年
頭
惣
代

料

二
御

座
候
尤
利
足

共

二
此

ノ
如

ク

一
同
九
百
文

是
（

熊
野
山
三
社
祭
礼

之
節
社
人
上
下

五
人
フ
ル

マ
イ
料
御
酒

共

二
此

ノ
如

シ

（
久
保
大
東
文
書
）

四
　

寺
檀
制
度
に
よ
る
宗
教
統
制

徳
川
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
を
厳
し
く
す
る
政
策
の
一

つ
と
し
て

寺
檀
制
度

を
確
立
し
た
。
一

般
寺
院
に
は
そ
れ
ぞ
れ
檀
家
を
か
か
え
さ
せ
て
経
済
生
活
を
安

定

さ
せ

た
。
す
べ
て
の
家
は
い
ず
れ

か
の
寺
院
の
檀
家
と
し
、
寺
に
は
宗
門
人
別

帳

を
作
製

さ
せ
、
村
役
人

に
は
宗
門
人
別
改
帳
を
作
製
し
て
所
轄
の
役
所
に
提
出

図 １－ ８　宗　 門　 帳（久 保大東 蔵）

さ
せ
た
。
こ
れ

に
は
所

属

の
寺
院
名

・
財
産

・

戸

主
と
家

族
名

・
雇
人

名
と
、
そ

れ
ぞ
れ

戸
主

と
の
続
柄
、
年
齢
等
を

記
載
し
た
。
ま
た
、
結

婚
・
奉
公
・
旅
行
・
移

住

に
は
必
ず
檀
那
寺

の

「
寺
請
証
文
」
又

は
「
宗

た恍

門

送
り
」

が
必
要
で

あ

キ
リ

シ
タ
ン
信
者
で
な

い
こ
と
を
証
明
さ
せ
る

と
と
も

に
戸
籍
事
務

に

相
当
す

る
こ
と
を
寺

に

さ
せ

た
。
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図１－ ９　 宗 門 改 帳（大宗館蔵）

宗 門人別改帳 の表紙及び内容の一部

元
禄
三
年

信
州
伊
那
郡
箕
輪
領
南
殿
村
午
宗
旨
御
改
帳

午
六
月

外
馬
三
疋
　
内

壱
疋
栗
毛

弐
疋

か
す
毛

召
抱
四
入
内
　
混

以

一
常
円
寺
⑩
　

旦
那
　

高
拾
石
六
斗
八
升
四
合

所
百
姓

佐
　

市
⑩
年
三
拾

一
同
　

寺
⑩

／
弐
人
言

龍

一
常
円
寺
⑩
　

旦
那
　

高

女
房

婦
　

て
　

年
弐
拾

九

庄所壱
石

六
斗
四
合

づ
皿

⑩
　

年
六
拾
弐

一
同
　

寺

⑩
　
旦
那
　
　

女
房

津
　

る
　
　

年
五
拾

六

一
同
　

寺
⑩
　

旦
那
　
　

伜庄
右
衛
門
　
　

年
三
拾
八

一
同
　

寺
⑩
　

旦
那
　
　

女
房

里
　

ん
　
　

年

三
拾
八

宗
門
人
別

送
り
一
札
之
事

当
村
文
右
衛
門

伜

登
禰
吉
当
丑
三
十
四
此
度

其
御
村
吉
右
衛
門
方
へ
養
子

二
縁
付
遣

シ
中
候
。

宗
旨
の
朧
は
代

々
禅
洞
宗
法
雲
寺
旦
那

二

紛

れ
御

座
無
く
候
。
之

れ
に
依
り
襄
許
宗
門
御

改
帳
相

除

中
候
。
然

る
上

は
其
許
宗
門
御
改
帳

へ
御
書
載

成
さ

る
可
く
限
。
若
し
御
法
度
の
宗
門

の
由
訴
人
之
れ
有
り

候

は
ば
何
れ
迄
も
罷
り
出
で
急
度
申
し
披
く
可
く
侯

後
日
の
為

依
て
証

文
件
の
如

し

（
大

宗

館

蔵

）

超G
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れ
た
あ
か
孚
や
ト
レ

Ｕ

＠

ｙ

ｙ
｛

４

胆
釦
訃

‘宦
と
φ
八

ふ
凌
ｙ
λ
７
似
作
ど
ふ

ｔ
Ｌ

よ
い｝れ
ぐ穆

才
か
劈
乳
ま
れ

鮑
乍
万

俤
を

息
て

力

汗
乱

落

よ

兪’４
　
　
　
　
　

９
　
　

ｊ
　
　
ｘ

”
＿ｙ

４
７
　
ａ
　
　
　

ｌ
’
１

ど

申

ご

寿

げ

侈

大

山

卜

煙

彫

に
と

泌

ぺ

い
Ｌ

ｙ

ｙ

寸

―

ま

知

八

呵

ダ

乱

で

Ｉ

け

縁

岑

侈

烏

叩

公

辞

ｌ

ダ

子

犬
淮
参
隻
デ
咎

参

与

遂
町

嘉
永
二
葵
丑
年二

月
内
藤
駿
河

下

辰

野守
村領

分

名

主善
治
⑩

飯
嶋
御
預
所

南
殿
村

御
名

主

撞
治
右
衛
門
殿

ゾ

レ

図1 －10　 宗門 人別送り一札

（
南

殿

酒

屋

文

書

）

W

宇

々

吟

社

紫

會

工

誘

ま

舟

子

で

９
９
１
 
｡

％
ｙ

￥
Ｑ
ｙ

蓼
晰
4

ま

で

享
竿

疸

漱
誉
貳
置
礼

薯
で

汗

汐
χ

侈
ん
才
浙
矢
作

¥

矢
ｔ

イ
～

ふ

か
が

５

ま

づ
Ｚ

守

袋

ダ

麗

Ｔ
ｑ

考

元

付

首

ｊ

奏

よ
二
い五

千

’［
9
2
｡
７諺

ゑ
ぬ

士
會

饌
限

知

才
心
ヴ
レ（
（

にこ
い

／

宗
門
送
り
一
札

一
拙
寺
檀
那
中
当
村
文
右
衛
門
伜
登
禰
吉

当
丑
三
十
四
才

二
罷

り
成

り
候
。
然
ル
処
今
般

貴
寺
御
檀
中
南
殿
村
吉
右
衛
門
方

エ

養
子

二
縁
付
差
遣

シ
中

シ
侯

二
付
、
当
御
改

ヨ
リ

拙
寺
宗
門
相
除
き

侯
間
以
来
貴
寺

宗門人別送り一札（酒屋蔵）図1 －11
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御
宗
門

二
御
加
入
成
さ
る
べ
く
候
。
後
日
の
為

寺

送
り

Ｉ
札
価
て
件
の
如

し

嘉
永
六
丑
年

一
一

朧 月

法 野 口

雲 村

寺
昆

木
嶺下
頭宿

院

知
事
禅
師

ゴ

レ

斗

礼

回

砂

多

片

ド

ル

ダ

壮

い
祐

ブ
ル

マ

吟

鍛

佐

‘宍
⑤
分

泌
勿

牛

ザ

ま

七

万

嶮
伊

白

ミ

犬

ぶ
ズ

ヤ

ト

乱

］」谷

衣

礼

行

祐

謝

ｙ
閻

ぶ

侈

礼

乃

杵

刀

人

爪

士

ノ

バ
ソ

劣
ゆ
ソ

ゆ
形

よ

右
旦

之
ぞ

瓦

吊

ｙ

席

‥
イ

宍

で

火

回

心

ツ

衰

奏

な
八
よ

万

て

シ
ノ
ダ
ケ
ハ
寸
y

’ツ
ト
４

八

吠
八
（

旱

√
で
砂
石
七

戸
ト
ー

祐

縦

列
対
勣

甘
子
千

万

汗

爪
よ
半
秘

往
来
一
札

一
此

の
庄
兵
衛
と
宗
旨
は
代

々
禅
宗
当
寺

旦
那

二
紛
れ
御
座
無
く
侯
。
勿
論
切
支
丹
宗
門

図1 －12　 往 来 一 札（中宿蔵）

旅行する時必 要な旦那寺の往来手形

（
南
殿

酒

屋

蔵
）

旅
行
す
る
と

き
も
旦
那
寺
の

往
来
手
形

が
必

要

で
あ
っ
た
。

上
掲

の
も
の
は

そ

れ
で
あ

る
。

筋
目
の
者

二
百
は
之
れ
無
く
候
処
、
今
般

神
社
仏
閣
拝
礼
の
為
め
罷
り
出
渓
間
若
し

途
中
二
百
行
き
暮
れ
渓
（

バ
御
頼
み
申
し
上
げ
候
万
一

病
死
等
の
節
（

其
の
所
の
御
作
法
通
り

御
取
置
下
さ
れ
、
御
序
の
節
此
方
Ｉ
御
知
ら
せ

下
さ
れ
候
様
御
願
い
申
し
上
げ
候
。
よ
っ
て
件
の
如
し

尾
州
愛
知
郡
末
森
村

天
保
十
四
年
　
　
　
　
　
桃
巌
寺
⑩

卯
三
月

諸
国
宿
々
在
々

御
役
人
衆
中
様

（
大
泉
中
宿
蔵
）

こ
の
よ
う
に
人

別
帳
に
よ

っ
て
は
財
産
（
石
高
）、
戸

籍
、
宗
門

の

証

明

を

な

し
、
宗
門

送
り
、
寺

送
り
、
往
来
手
形
等

に
よ
っ
て
宗
門

証
明

を
な
す
権
限
を
寺

院
が
持

っ
て

い
た
。
し

か
も
葬
儀
法
要
等
す

べ
て
僧
侶

に
よ

っ
て
営
ま
れ

る
こ
と

が
長
く

続
い
た
こ
と

は
一
面

に
お
い
て
僧
侶
が
俗
事
に

か
ま
け
て
、
人

々
の
魂
の

救
済
と

い
う
本
質
的
使
命
を
忘
れ
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。

五
　

朱

印

状

に

よ

る
寺

社

の
保

護

江
戸
時
代
に
は
幕
府
は
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
の
た
め
も
あ
り
、
治
安
政
策
の
一

つ

と
し
て
宗
教
を
厳
し
く
統
制
す
る
と
同

時
に
神
社
や
寺

院
を
保
護

す
る
こ
と

も
し

た
。そ

の
政
策
の
一

つ
と
し
て

由
緒
あ

る
神
社
や
寺

院
に
は
朱
印
地

ま
た
は
除
地
と

し
て
貢

租
を
免

除
す
る
土
地
を
与
え

た
。

伊
那
地
方

の
寺
社

の
朱
印
地

は
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
朝
日
受
永

に
よ

っ
て

寄

進
さ
れ

た
も

の
を
後

に
将
軍
０
朱
印
状

に
よ

っ
て
安
堵
さ
れ
た
所
が
多
い
。
こ

れ
は
寺
社
の
経
済
面
に
恩
恵
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

指8



第 ２節　江戸 時代までの信仰生活

殿
村
八
幡
宮
に
、

九
通
の
朱
印

状
が
残
っ
て

い
る
。
左

に
掲

げ
る
の
は
徳
川
家

光
の
朱
印
状
で
あ
る
。

信
濃
国
伊
那
郡
殿
村
八
幡
宮
領

同
郡
の
内
四
石
三
日
町
村
の
内

六
石
松
嶋
村
の
内
五
斗
木
下
村
の
内

三
石
大
和
泉
村
の
内
五
斗
合
わ
せ
て
拾
四
石
の

事
、
先
規
に
任
か
せ
寄
附
し
胞
ん
ぬ
、
全
く
収
納
す
べ
く
、
井
び
に

社
中
の
竹
木
諸
役
等
免
除
有
り
来
の
如
く

永
く
相
違
有
る
可
が
ら
ざ
る
者
也

（
朱
印
）
慶
安
二
年
八
月
十
七
日
（
朱
印
は
家
光
と
あ
る
）

(慶安二年のもの)図1－13　八幡宮朱印状

朱

印

状

は
慶

応

四

年

（
一
八

六
八
）

に
新

政

府

へ
差

し

出

し

そ

の
写

し

だ

け
し

か

な

い

の
が

普

通

で

あ

る
が

こ

の

八

幡

宮

に

は
本

書

が

全
部

残

っ
て

い

る

。

珍

ら

し

い

こ

と

で
あ

る

。

慶
安
二
年
八
月
十
七
日
　

三
代
　

家
光

貞
享
二
年
六
月
十
一
日
　

五
代
　

綱

吉

享
保
四
年
七
月
十
一
日
　

八
代
　

吉
宗

延
享
四
年
八
月
十
一
日
　

九
代
　

家
重

宝
暦
十
二
年
八
月
十
一
日
　

十
代

家
治

天
明
八
年
九
月
十
一
口［
　
十
一
代
　

家
斉
　
　

安
政
二
年
九
月
十
一
日
　

十
三
代
　

家
定

天

保
十
年

九
月
十
一
日
　

十
二
代
　

家
慶
　
　

万

延
元
年
九
月
十
一
日
　

十
四
代
　

家
茂

朱
印

状

は

書
替

え
申

請

を

し

て

書
き

継
が

れ

た
が

申

請

し

な

い

と

そ

の

と

き

か

ら

朱

印

地

が

な

く

な

る

も

の

で

あ

っ

た

。

朱

印

地

は

朱
印

状
即

ち
前

掲

書

の

よ

う

に
将

軍

の
朱

印

を

押

し

た

文

書

に

よ

っ

て

所

有

権

を

認

め
ら

れ

た
土

地

で

、

検

地

の

と

き

に

は

縄

入

れ

が

行

わ

れ

な

い

。

ま

た

社

地

の

境

内

地

帯

等

も

除

地

と

し

て

検

地

を
受

け

な

い
で

朱

印

地

と
同

様

に

扱

わ
れ

た

。

八

幡

宮

の
朱

印

状

は

一

通

の

中

に

五

加

社

の

も

の

を

ま

と

め

て

書

か

れ

た

も

の

で

あ

る
が

当

初

の

も

の

は

各

社

別

々
の

も

の

で

あ

っ

た

が

徳

川

家

光

の
代

に

書

か

れ

た

も

の

か
ら

は
前

記

の

よ

う

に

ま

と

め
て

書

か

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。
次

の
資

料

に
よ

れ

ば

朝

日

受

永

が

徳

川

家

康

の

善

光

寺

代

参

に

こ

Ｘ
を

通

っ

た

お

り
寄

進

の
証

文

と

し

て

出

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

、

慶

安

二

年

に

改

め
て

書

き

与

え

ら

れ

た
も

の

を
将

軍

の
代

替

り

の
節

は
書

き

替

え

て

継

続

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。
村

役
場

の
文

書

の
中

に
、

殿

村

八
幡

宮

の
神

主
鳥

山

豊

後

守

が

飯

島

役

所

へ

出

し

た

「

朝
日

千

助

ノ
土

地

寄

進

ヲ
証

ス

ル
文

書

」

の
写

し

が

あ

る

。
大

要

を
印

す

と

次

の

よ

う

で

あ

る

。

Ｏ

古

文

書

の

写
　

壱

「
御
朱
印
を
頂
戴

し
た
訳
を
御
尋
ね
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
そ
の
訳

を
申
し
あ
げ

ま
す
。
慶

長

六
年
朝
口
受
永
殿
が
御
墨
付
の
御
判
を
下

さ
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
出
火

に
て

焼
失

し

ま
し

た
が
慶
安
二
年
大
猷
院
様
（
家
光
の
こ
と
）

の
御
代
御
改
め
の
節
御
吟
味
下

さ

っ
た

う
え

、
御

朱
印
下

さ
れ
、
頂
戴
し

た
こ
と

に
相
違

ご
ざ
い
ま
せ

ん
云

々

延
享
二
年
丑
三
月
」

Ｏ

古

文

書

の
写
　

弐

元

文

年

中

倉

田

新

五

兵

衛

の
手

記

し

た
家

伝

日

記

の

一

節

と

し

て

大

要

左

の

文

書

が

あ

る

。

「
御
朱
印
十
四

石
朝
口

受
永
公

が
御
付

け
取

り
極
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ

の
受
永

は
お
生

れ

は
下

伊
那
郡
下

川
路
村
。
家
康
公
へ
忠
臣

の
奉
公
を
な
さ
れ
、
俗

名
は
朝
日
新
介
、
後
に

受
永
と

い
っ
た
。
仏
道

に
入

っ
た
と
。

慶
長
六
年
四
月
伊

奈
郡

を
お
通

り
な
さ
れ

た
訳

は
、
美
濃
国
関
ヶ
原
御
追
討

の
た
め
、

朝
口
受
永
が
善
光

寺
御
代

参
を
仰

せ
つ
け

ら
れ

た
た
め
こ
こ

を
御
通

り
に
な
っ
た
の
で
あ
　

卵

る
。



説概第１章

こ
の
脛
当

国
道
筋

の
神
社

仏
閣
御
検
分

の
上
相
応

の
証
文

を
出
し
置

か
れ

た
も

の
で
あ

る
。
云

々
」

慶

安
二
丑
年

十
月
御
検
地

水
帳

の
う
ち
八

幡
領
御
朱
印
地
写

田
之
部

藤

ノ
木
八
幡
領

中
田
　

弐
畝
歩

同
所
　

々

下

田
　

弐
拾
八
歩

同
所
　

々

中
田
　

壱
畝
拾
歩

塩
ノ
井
村

彦
右
衛
門

同
人

同

人

同
所
　

々
　
　
　
　
　

塩
ノ
井

村

上
田

五
畝
拾
八
歩
　
　

善
次

同

所下
田

弐
拾
四

歩
　
　
　

同
人

同

所下
田

弐
拾
弐
歩

同

所下
田
壱
饌

弐
歩

同
人

同
人

弾
塚
助
之
進
花
押

小
川
右

工
門
七

″

慶

安
弐
年

丑
十
月
　
　

木
下
　

七
兵
衛

″

十
九
日
　

唐
沢
　

門
三
郎

″

畑
之

部

藤
ノ
木
八
幡
領

上

畑
　
壱
反

弐
拾
歩

同
中所
畑

同
下所
畑

五
畝
拾
歩

四
畝
弐

拾
三
歩

同
所
　

々

中
畑
　

五
畝
四
歩

向
垣
外

々

中
畑
三
畝
拾
三
歩

同
所

々

下
畑
四
畝
弐
拾
三
歩

同
所

々

上
畑
六
畝
拾
五
歩

町
屋
敷
裏

″

上
畑
五
畝
拾
弐
歩

上
畑
六
畝
弐
拾
八
歩

下

畑
弐
畝
弐
拾
歩

慶
安
二
年

丑
十
月

十

九
日

塩
彦ノ
右井
衛村
門

同
人

庄
兵
衛

同
人

善
次

同
人

同
人

伝
左
衛

門

同

人

同

人

弾
塚
助
之
進
花

小
川
右

Ｉ
門
七

木
下
　

七
兵
衛

唐
沢
　

門
三
郎

（
役
場
文
書
）

々々々押

右
の
「
古
文
書
の
弐
」
は
前
記
の
地
所
が
八
幡
領
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
土
地
か

ら
の
年
貢
分
を
神
主
が
収
納
し
た
証
明
の
届
で
あ
る
。
右
の
田
畑
か
ら
上
る
年
貢

が
お
よ
そ
四
石
に
当
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
収
入
の
使
途
は
次
の
調
書
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
四
年
八
月

の
届
け

書
で
あ

る
が
使

途
が
分

か
る
文
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
神
社
の
祭
典
料
、

神
供
物

料
や
神
社

の
修
復
料
及

び
神
主
の
生
活
費
の
一
部
に
な

っ
た
。

コ
局
拾
四
石
　
朱
印
　
　
信
濃
国
伊
那
郡
殿
村
八
幡
宮

此
現
米
七
石
七
斗

雑
税
無
御
座
候

高
四
石
　

此
現
米

弐
石
弐
斗

高
六
石
　

此
現
米
三
石
三
斗

同

所

同

国

同

三 郡

北
殿
村

日
町
村

内

同

国
同
郡

高
三
石
　

此
現
米
壱
石

六
斗
五
升
　
　

木
下
村

同

国
同
郡

高
五
斗
　

此
現
米
弐
斗
七
升
五
合
　
　

大
泉
村

同
国
同
郡

高
五
斗
　

此
現
米
弐
斗
七
升
五
合
　
　

松
島
村

合
米
　

七
石
七
斗

此
訳

現右
米村

々
御
物
成
之
内

ニ
テ

ュ
テ
神

主
収
納
仕
候

米
弐
石
　

正
月
十
四

日
十
五
日
両

日
　
祭
典

料

米
三
石
　

八
月
十
四

日
十
五
日
両

日
　
祭
典

料

米
弐
斗

米
八
斗

米
壱
石

七
斗

湯

立
木
伐
賄

料

正
月
始
月

々

神
供
料

三
日
町
住

神
主
鳥
山
掛
　

家
禄

但
右
五

ケ
村

ヨ
リ
米

ニ
テ
収
納
増
減
御
座
（

無

ク
候

前
ノ
通

り
神
主
取

り
賄

イ

申

シ
候

金
三
両
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
復

料

境
内
朱
印
地

一

林
反

別
不
知
　
　
　

但
雑
木
立

別
不
知
　
　
　

但
雑
木
立

但
社
内
現
今
地
景

ノ
外

4卯



第３節　明治維新以後の宗 教

に
木
数

宍

七
拾
本

丿
八
目
言

甘

‰

言

此
払
代
金
相
場
几
拾
五
両

雑
木
　

払
代
金
弐
拾
四
両

但
十
ハ

ケ
年
以
前
式
例

二
て
寅
年
中
遷
官
造
営

二
付

キ

遺
（

シ
払
イ
申

シ
候

同
　
　

払
代
金

拾
五
両
　
　

但
三

ヶ
年
以
前

巳
年
中

神
主
鳥
山
僣
社
用
継
目
御
届

ト

シ
テ
東
京
御
役
所

へ
罷
出
候
節
遺
イ
払

イ
中

シ
候

右
之
通
取
調
奉

書
上
映
　
以

上

明
治
四

年
辛
未
八
月
廿
二
日

北
百殿
姓村
代

組
頭

名
主

有
賀
市
郎
平

図

倉
田
　

久
平
⑩

倉
田
　

三

郎
⑩

当
社
神
主鳥

山
　
　

班

⑩

伊
那
県

御
役
所

⑥
　
現
米
は
玄
米
の
当
て
字

（
役
場
文
書
）

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
朱
印
状
に
よ
る
収
入
は
五

ヶ
村
そ
れ
ぞ
れ
の
貢

租
の
う

ち

か
ら
こ
の
分
だ
け
上
納
し
な
い
で
神
社
と
神
官
の
祭
典
等
の
費
用

に
当
て
、

か

つ
神
社
境
内
も
無
税
地
と
し
て
扱

わ
れ
た
の
で
あ
る

。

本
村

の
檀
家

の
関
係
あ

る
主
な
寺

院
の
朱
印

高
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

朱
印
高
　
五
石
五
斗
　
内
五
斗
（

大
出
村
大
永
寺
工
分
知
ス
　
木
下
村
　
　
養
泰
寺

々　 々　 〃

三
石

四
石

拾
三
石

内
壱
石
（

長
福
寺

工
分
知

ス

内
三
石
（

中
坪
清

水
寺
領

仝
　

村
　
　

嶺

頭

院

松

島

村
　
　

明

音

寺

三

日

町
村
　

澄

心

寺

（
伊

那

神

社

仏

閣

記

）

法
界
寺
と
常
円
寺
に
は
朱
印
地
が
な
か
っ
た
。

こ

れ
ら
朱
印
状
に
よ
る
特

権
は
明
治
四
年

て
一
月
一
〇
日
、
現

境
内

を
除
き

す

べ
て
上
知

さ
せ

ら
れ
て
官
有
地
と
な

っ
た
。

現

在
も
境
内

は
免
税
地
と

な
っ
て
い

る
。

第
三
節
　
明
治
維
新
以
後
の
宗
教

一

復
古
思
想
に
よ
る
神
道
の
進
出

明
治
維
新

に
お
い
て
新
政
府
は
初

め
平
田
派
国
学
者
の
主
張

を
い
れ
て
祭
政
一

致

の
政
策

を
打

ち
出
し

た
。
慶
応
四
年
三
月
（
九
月
に
明
治
と
啓
冗
）
太
政
官
布
告
に

よ
っ
て
「
・：
こ

の
た
び
王
政
復
古
、
神
武

創
業
の
始

に
基
づ
き
、
諸

事
御
一
新
、

祭
政
一

致
に
か
え

る
」

と
明
示

さ
れ
翌
日

は
文
武
百
官

を
ひ
き
い
て
神
前

に
「
五

ケ
条
の
誓
文
」
を
も
っ
て
天

神
地
祇
に
誓
約
さ
れ
た
。
四
月

の
官
制
改
革

に
当

た

っ
て
は
神
祇
官
を
復
活
し
、
翌
明
治
二
年
七
月
に
は
そ
れ
を
す
べ
て
の
官
の
最
上

位
と
し
て
祭
政
一
致
の
基
礎
を
固

め
た
。
三

年
一
月
に
は
天

神
地
祇
、
八
神
及
び

皇
霊

を
祀
り
、
ま

た
、
元
始
祭
を
行

っ
た
り
、
惟
神
（

か
ん
な
が
ら
）
の
大
道
を
宣

布
す
る
た
め
と
し
て
民
間
人

を
起
用

し
て

宣
教

師
を
任
命
し
、
各
地
方

に
派

遣
し

て
巡
回
講
演
を
さ
せ
た
り
し
て
神
道
の
布
教
に
力

を
注
い
だ
。

四
年
八
月

に
は
神
祇
官
を
神
祇
省
と
改

め
、
さ
ら
に
五
年
三
月

に
は
神
祇
省
を

廃

止
し
て
教
部

省
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
祭
祀
と
教
化
を
分
離
し
、
神
道
職

ば
か

り
で
な
く
儒
者
や
僧

侶
も
と

も
に
民

衆
の
教
化

に
当

た
る
担
当
者
と
し
て
教
導
職

な
る
も
の
を
各
社
寺
に
お
い
て
三

条
の
教
則

を
体

し
て

説
教
す
べ
き
こ
と

を
府
県

に
達
し
た
。
三
条
の
教
則
は
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
条
　
敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ペ
キ
コ
ト
。

第
二
条
　
天
地
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ペ
キ
コ
ト
。

第
三
条
　
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
ス
ペ
キ
コ
ト
。

ま

た
、
神
社
の
国
家
統
制
を
は

か
る
方
策
と
し
て
明
治
元
年

に
は
全
国

の
主
要

四7



神
社
の
社
格
を
定
め
、
神
祇
官
勅
祭
社
、
同
勅
支
配
社
、
同
准
勅
祭
社
の
三
等
に

説

区
分
し
た
が
四
年
五
月
に
は
神
社
は
す
べ
て
国
家
の
宗
祀
で
あ
る
と
の
通
達
を
出

概
　
し
、
あ
ら
た
め
て
社
格
を
定
め
た
。
太
政
官
布
告
に
よ
る
と
大
・
中
・
小
の
官
幣

章第 １

社

と
別
格
官
幣
社
、
大

・
中

・
小

の
国
幣
社
、
府

・
県
、
郷
、
村
社
及

び
無
格
社

に
分

げ
ら

れ
た
。

官
幣
社
は
主
と
し
て
皇
室
尊
崇
の
神
社
及
び
天
皇
・
皇
后
を
祀
る

神

社
（
別
格

官
幣
社
は
国
家
に
功
労
の
あ
っ
た
臣
を
祀
る
神
社
）

で
宮
内
省
か
ら
幣
帛
を
供
進
す
る

神

社
と
さ
れ
た
。

国
幣
社

は
主
と
し
て
国
土
経
営

に
功
績
の
あ

っ
た
神

を
祀

る
神
社
で
国
庫

か
ら

幣

帛
を
奉
る
こ
と
と
さ
れ
た

。

府
県
社
は
道
府
県
費
か
ら
神
饌
幣
帛
料
を
供
進
す
る
神
社
で
、
郷
社
は
府
県
社

と
村

社
の
中
間

に
あ

っ
て
、
府
県
又

は
市

か
ら
幣
帛

を
供

進
す
る
神
社
で
村

社
は

祈
年
祭

・
新
嘗
祭
・
例
祭
の
三
祭

に
村

か
ら
幣
帛
を
奉

る
神
社
と

さ
れ
た
。
郷
社

社

則
制

に
よ

っ
て
一
区
一
社
制
を
と
り
、
大
区
（
本
村
は
当
時
第
十
七
大
区
八
小
区
と

さ
れ
て
い
た
。）

の
神
社
中
最
高
の
も
の
を
郷
社
と
し
、
他
を
村
社
と
す
る
よ
う
に

定

め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
全
国
の
神
社
は
下

は
無
格
社
・
村
社
か
ら
上
は

官

幣
社
ま
で
の
社
格
が
決
ま
り
、
社
格

に
し
た
が
っ
て
政
府
の
保
護
を
受
け
る
と

同

時
に
ま
た
、

監
督
を
受
け

る
こ

と
と
な
っ
た
。

こ

れ
に
よ
っ
て
本
村

の
鎮
守
社

は
明
治
五
年

に
村
社

に
指
定
さ
れ
た
。

明
治
四
年
四
月

に
往
戸
籍
法
を
定

め
、
七
月

に
は
大
小
神
社
氏
子
取
調
規
則
を

定

め
、
一
〇
月

に
は
宗
門
人
別
帳
（
寺
請
制
度
）
を
廃
止
し
た

。
子
供
が
生
れ
る
と

鎮

守
社
に
ま
い
り
戸
長
の
証
明
の
も
と
に
氏
子
帳
に
記

載
さ
れ
守
札
（
氏
子
札
）
を

受

け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
氏
子

札
は
戸

籍
簿
登
録
券
の
よ
う
な
も

の

で

縦

九

『

横
六

皿
の
木
札
で
あ

っ
た
。
表

に
は
某
所
某

神
社

の
氏
子
、
出
生
地
、
父
名

と

続
柄
、
本
人

の
姓
名
と
生
年
月
日
、
裏

に
は
神

主
の
氏
名
捺
印
と
発
行
の
年
月

日

を
書
い
て
あ

っ
た
。

札子氏図1 －14

こ
の
こ
と
は
明
治
六
年
六
月
二

四
日
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
廃
止

さ
れ
た
。

一
方
宮
中
で
は
六
年
一
月
従
来

行
わ
れ
て
き
た
五
節
句
を
廃
し
て

元
始
祭
、
孝
明
天
皇
祭
、
神
武
天

皇
祭
、
神
嘗
祭
、
天
長
節
、
新
嘗

祭
、
ま
た
、
神
武
天
皇
即
位
の
日

を
紀
元
節
、
後
さ
ら
に
春
秋
の
皇

霊
祭
も
加
え
て
祝
祭
日
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
祝
祭
日
は
休
日

と

し
、
宮
中
で
は
天
皇
が
親
祭
し
て

祭
事
を
営
み
、
全
国
の
神
社
で
も
祭
祀
を
行
わ
せ
た
。
ま
た
、
官
庁
や
学
校
で
は

式
典
を
挙
げ
さ
せ
た
り
、
休
日
と
し
て
祝
意
を
表
わ
す
こ
と
と
な
り
、
国
民
は
そ

の
信
ず
る
宗
教
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の
国
家
的
神
道
に
参
加
す
る
義
務
を

負
わ
せ
ら
れ
た
。

明
治
一
三
年
に
は
神
社
明
細
帳
の
作
製
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
神
社

の
位
置
・
社
格
・
由
緒
・
社
殿
間
数
・
境
内
坪
数
、
な
ら
び
に
地
種
・
境
内
社
・

境
外
所
有
地
・
氏
子
数
・
財
産
・
管
轄
庁
ま
で
の
距
離
等
が
記
載
さ
れ
た
。

本
村
の
明
細
帳
に
載
っ
て
い
る
神
社
の
所
在
・
社
格
・
境
内
社
・
氏
子
・
信
徒

数
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

字 字 字

山 弘

神 上 幡

所

在

地

村

々　　々
社

社

格

貴御 神 八

ｍ尺船
計 明 幡

合
殿 宮 宮

神

社

名

神

明

社

境

内

社

氏 氏 氏
子 子 子
四 六 百

十 十 七

六 三 十
戸 戸 六

一戸

氏

子

信

徒

数

四2



明治維新以後の宗教第３節

字
　
神
　
明

字
　
駒
　
形

字

前

宮

原

字
　
田
　
代

字

日

光

平

字
半
ノ
木
原

字 字 字 字 字

高 琴 弁 駒 里

根平 天形 宮

””

村
　

社

無
格

社

μ　 〃　 々　 々　 〃

八白 皇

幡山 大

諏

訪

神

社

高 金 厳稲 里 高月日 諏
刀

根 比 島 荷宮 丘 光光 訪
羅

社 社 社 社 社 社 社社 社

山天 稲高

神満 荷丘

社宮 社社

看
守
稲
荷
社

氏
子
三
十
四
戸

々

七
十
互

戸

″

百
二
戸

″

百
十
四
戸

氏
子
１

信
徒
五
十

七
人

″

八
十

七
人

″

五
十

七
人

″

七
十

八
人

信
徒

七
十

八
人

々

百
入

（
役
場
文
書
）

以
上
が
神
社
明
細
帳

に
記
載
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
に
は
昭

和
一
八

年

ま
で

の
神
社

の
合
併
そ

の
他
社
名
変
吏
等
、
申
請
許
可

に
関
す
る
事
項
等
の
書

き
入

れ
が
あ

っ
て
、
神
社

の
由
緒
変
転
を
知

る
上

に
有
力

か
つ
信
頼
で
き
る
も
の

か
お

る
。

ち
な
み
に
八
幡

宮
は
昭
和
三
年

八
月
二

八
日
内
務
大
臣
望
月
圭
介
名

を
も

っ
て

「

郷
社

二
列

ス
」

の
記
載
か
お

る
。

ニ
　

キ
リ
ス
ト
教
の
解
放
と
圧
迫

明
治
の
新
政
府
は
元
年
三
月
諸
国
の
制
札
を
と
り
の
ぞ
き
改
め
て
切
支
丹
邪
宗

門
禁
止
の
制
札
を
掲
げ
た
が
、
四
月
四
日
に
は
外
国
人
の
抗
議
等
に
よ
っ
て
「
切

支
丹
邪
宗
門
」
の
邪
の
一
文
字
を
削
り
新
た
に
邪
宗
門
を
禁
ず
る
別
の
一
項
を
加

え
た
。
政
府
は
新
し
い
時
代
の
動
き
と
要
請
に
よ
っ
て
六
年
二
月
二
四
日
に
は
全

国
の
宗
門
禁
止
の
制
札
を
取
り
除
い
た
。

こ
う
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
禁
制
と
さ
れ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
は
公
然
と
日
本

Ａ

が
信
仰
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
外

国
か
ら
宣
教
師
が
は
い
り
、

各
地

に
教
会
が
建

ち
、

キ
リ

ス
ト
教
信
者
が
ふ
え
る
情
勢
と
な
っ
た
。

二
二
年
二
月
一
一
日
に
明
治
憲
法
が
発
布
に
な
っ
た
。
こ
の
憲
法
に
は
「
日

本

国
民
「

安
寧
秩
序

ヲ
妨

ゲ
ズ
国
民

タ
ル

ノ
義
務

二
背

カ
ザ
ル
限
リ
ュ
於
テ
信
教

ノ

自

由
ヲ
有

ス
」
と
あ

る
。
「
信
教

ノ
自
由

ヲ
有

ス
」
を
文
字
ど

お
り

に
受
け
と
れ

ば
自

由
は
あ

る
。
し
か
し
、
そ

の
自
由

は
「

安
寧
秩
序
」
と
「
臣
民

タ

ル

ノ

義

務
」

に
そ

む
か
な
い
と
い
う
制

限
の
も
と

の
自

由
で
あ

っ
た
。
多
年
圧
迫

さ
れ
て

き
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
こ
れ
が
発

布
に
な
っ
た
と
き

祝
賀
会

を
催

し
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
は
や
く
も
明
治
二
四

年
に
は
内

村
鑑
三
二

八
六
一
－

一
九
三
〇
）
の
不

敬
事

件
が
起
き
た
。
そ
れ
は
一
月

九
日
第

二
局
等
学
校
で

教
育
勅
語
の
奉
読
式

が
行

わ

れ
た
と
き
、
天

皇
の
署
名
の
あ
る
勅
語
に
礼
拝
す
る
こ
と
は
天

皇
を
神
と
す
る
こ

と
だ
と
し
て
最
敬
礼
を
し
な

か
っ
た
。
こ
の
た

め
内
村
は
非
国
民
と
呼
ば
れ
学
校

か
ら
追
放
さ
れ

る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
の
一
例
で
も
わ

か
る
よ
う
に
天

皇
崇

拝

は
臣
民
の
義
務
と

さ
れ

た
。
ま
た
神
社
参
拝
や
神
社
経
営
に
関
す
る
諸
経
費
の

負
担

は
い

か
な
る
宗
教
を
信
ず

る
者
も
、

た
と
え

キ
リ

ス
ト
教
徒
で
あ

っ
て
も
日

本
国
民
で
あ

る
以
上

は
負
担

の
義
務
が
あ

る
と
さ
れ

た
。

明

治
三
二
年

八
月

条
約
改
正

に
と
も
な
う
キ
リ
ス
ト
教

の
進
展

を
お
そ

れ
た
政

府
は
、
神
社
神
道
は
宗
教
に
あ
ら
ず
と
宗
教
の
外

に
お
き

学
校

の
宗
教
教
育

・
宗

教
儀
式
を
禁
止
し
、

学
制

に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校

に
圧
迫

を
加
え

た
。

三
　

神

仏

分

離

・
廃

仏

毀

釈

王
政
復
古
、

祭
政
一
致
を
基
本
方
針
と
し
た
新
政
府
は
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）

三
月
一
七
日

太
政
官
布
告

を
も
っ
て
、
次

の
布
告

を
全
国

の
神
社

に
通
達
し

た
。

僧
形

で
別
当

と
か
社
僧
と
い
っ
て

神
社
に
奉
仕

し
て

い
る
者

は
す

べ
て
復

飾

―
俗

人
に
か
え
る
１

す
る
こ

と
、

衣

服
は
浄
衣

―
白
の
布
で
仕
立
て
た
神
事
に
着
る
衣
服
―

4男
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で

勤

仕

す

る
こ

と

、

復

飾

で

き

な

い

も

の

は

申

し

出

る

こ

と

と

い

う

の

が

主

旨

で

あ

る

。

そ

れ

に

続

い

た

達

し

て

は

神

社

に

あ

る

仏

関

係

の

も

の

は

Ｉ
切

取

り

除

け

と

い

う

の

で

あ

る

。

「
今
般
王

政
復
古
、
旧
弊

御
一

洗
在
ラ

セ
ラ

レ
候

二
付

、
諸
国
大
小
ノ
神
社

二
於
テ
、
僧

形

ニ
テ
別
当

或
（

社
僧

ナ
ド
ト
相
唱
へ
候
輩
（

、
復

飾
仰

セ
出
サ
レ
候
。
若

シ
復
飾

ノ
儀
、

余
儀
無
ク
差

シ
支

７
.コ
レ
有

ル
分
（

申
出

ス
ペ
ク
候
。

ヨ
ツ
テ
此

段
相
心
得
候
事
。
但

シ

別
当
社
僧
ノ
輩
復
飾

ノ
上
（

、
是

マ
デ
ノ
僧

位
僧
官
返

上
勿
論

二
候
。官

位
ノ
儀
（

追
テ
御

沙
汰

ア
ラ
セ
ラ
レ
候
間
、
当
分

ノ
処
、
衣

服
（

浄
衣

ニ
テ
勤
仕
致

ス
ベ
ク
候
事
。
右
ノ
通

り
相

心
得
、
復
飾
面

々
「

、
当
局

へ
届

ケ
出

デ
中

ス
ベ
キ
者
也

。」
　
（
太
政
官
布
告
）

こ

の
達

し

に
引

き

続
き

同

月

二

七

日

に

は
次

の
布

告

が

出

た

。

コ
　

中
古
以
来
某
権
現
或
（

牛
頭
天

王

ノ
類
、
其

ノ
外
仏
号
ヲ
以
テ
神
号

二
相
称

Ｉ
候

神
社
少

ナ
カ
ラ
ズ
候
間
、
イ
ヅ

レ
モ
其
ノ
神
社
ノ
由
緒
委
細

二
書
キ
付

ケ
早

々
申

シ
出
ス

ベ
ク
候
事
。

但
勅
祭

ノ
神
社
、
御
宸

翰
、
勅
額
等
コ

レ
有
ル
向
（

、
是
又
伺

ヒ
出
ス
ベ

ク
候
。
其
ノ
上

二

テ
御
沙

汰
コ
レ
ア
ル
ベ
ク
候

。
其

ノ
余
ノ
社
（

裁
判

、
鎮
台
、
領

主
、
支
配

等
へ
中

シ
出

ス
ベ
ク
候
事
。

一
　

仏
像
ヲ
以

テ
神
体

卜
致

シ
候
神
社
（

已
来
相
改

メ
申
ス
ベ
ク
政
事
。

附
　

本
地

ナ
ド
ト
唱

へ
、
仏
像
ヲ
神
前

二
懸

ケ
、
或
（

鰐

口
梵

鐘
、
仏
具
等
ノ
類
差

シ
置

年
限
分
（

、
早

々
ト
リ
除
ク
ペ
ク
候
事
。

右

ノ
通

り
仰

セ
出

サ
レ
候

二
付

キ
諸
神
社

ノ
向
（

当
局

ヨ
リ
布
告

二
相

成
ル
（

ズ
ユ
候
得

ド
モ
、
先

ダ

ご
ア
執
奏
免

レ
候
後
、
国

々
二
触
頭
等
イ

マ
ダ
ト
リ
キ

メ
コ
レ
無

手
事
故
、

マ
ズ
各
鎮
台
、
裁
判
、
領

主
、
支
配
頭
等

ヨ
リ
洩

レ
ザ
ル
ヨ
ウ
達

ス
ペ
ク
政
事
。

三
月
　
　
　
　
　
　

神
祇
事
務
局
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
太
政
官
布
告
）

こ

の
二

布

告

を

合

わ

せ

て

神

仏

判

然

令

と

い

っ

て

い

る

。

新

政

府

の

宗

教

政

策

に

基

づ

い

て

行

わ

れ

た

こ

の

方

針

は

仏

教

に
対

す

る

抑

圧
で

あ

り
、

仏

教
排

斥

の

運

動

に

ま

で
発

展

し

た

。

墾
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
寺
院
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
幕
府
の
宗
教
統
制
の

機
関
と
し
て
支
配
機
構
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
か
ら
幕
藩
体
制
を
否
定
す
る
維
新

政
府
の
も
と
で
は
何
ら
か
の
変
革
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
勢
に
な
っ
て
き

た
。
そ
れ
に
仏
教
界
自
身
が
腐
敗
堕
落
し
、
儒
学
者
の
一
部
や
国
学
者
の
間
か
ら

す
で
に
批
判
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
平
田
派
国
学
者
の
彭
響
の
も
と
に
あ
っ
た
維
新

政
府
は
、
神
道
国
教
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
幕
藩
支
配
と
結
合
し
て
き
た
仏

教
に
打
撃
を
与
え
、
天
皇
の
政
治
的
地
位
を
神
道
に
結
び
つ
け
て
確
立
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
一
般
民
衆
の
信
仰
生
活
は
古
く
か
ら
神
道
と
仏

教
は
習
合
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
ま
ず
神
仏
分
離
を
必
要
と
し
た
。
そ
こ
で
神
仏

判
然
令
を
出
し
て
社
僧
・
別
当
の
復
飾
と
神
社
に
あ
る
仏
像
を
神
体

と
す

る
も

の
、
社
前
の
仏
像
、
仏
具
の
取
除
号
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
や
が
て
廃
仏

毀
釈
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
各
地
に
起
こ
っ
た
。

近
い
例
を
挙
げ
る
と
諏
訪
神
社
へ
は
神
祇
官
が
出
張
し
て
神
宮
寺
の
仏
堂
、
仏

具
を
撤
去
し
た
。
小
野
の
矢
彦
神
社
か
ら
は
一
切
の
仏
関
係
を
取
り
払
う
と
同
時

に
別
当
寺
で
あ
っ
た
神
光
寺
は
廃
寺
と
し
た
。
辰
野
の
荒
神
社
の
別
当
寺
香
蓮
寺

は
廃
寺
と
し
、
金
堂
は
真
金
寺
に
移
さ
れ
、
仏
具
は
部
落
の
堂
に
分
か
ち
、
鐘
楼

は
壊
し
釣
鐘
は
鋳
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
従
来
本
地
仏
と
し
て
祀
っ
て
き

た
三
面
六
劈
の
荒
神
像
及
び
寺
の
本
尊
大
日
如
来
は
以
来
神
宝
と
し
て
深
く
蔵
す

る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

神
光
寺
の
別
当
も
香
蓮
寺
の
別
当
も
復
飾
還
俗
し
て
そ
れ
ぞ
れ
神
主
に
な

っ

た
。本

村
に
は
神
宮
寺
も
別
当
寺
も
な
か
っ
た
の
で
右
の
よ
う
な
大
変
革
は
な
か
っ

た
が
、
熊
野
権
現
冲
日
光
・
月
光
権
現
は
み
な
、
神
社
と
な
り
、
八
幡
大
菩
薩
は

も
と
も
と
の
八
幡
大
神
で
菩
薩
号
を
も
っ
て
呼
ぶ
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
民
衆
の
ほ
と
ん
ど
は
一
挙
に
判
然
と
し
た
わ
け
で
ぱ
な
く
昭
和
の
初
め

四4
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宣
言

竺

尨
鉾
持

神
社

な
ど

は
権
現
様
と
呼

び
な
ら
わ
さ
れ
て
い

た
。
あ
の
神
社
の

「
鉾
持
大

権
現
」

の
額
は
今

な
お
と

り
去
ら
れ
ず
に
あ

る
。

四
　

神

葬

復

礼

神
道
は
日
本
固
有
の
信
仰
で
葬
儀
も
古
代
は
神
式
で
行
っ
て
来
た
が
奈
良
時
代

か
ら
仏
教
葬
儀
の
風
が
起
こ
り
、
仏
教
の
隆
盛
と
と
も
に
し
だ
い
に
拡
大
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
幕
府
が
キ
リ
ス
ト
教
対
策
と
し
て
国
民
の
す
べ
て
が
い
ず
れ

か
の
寺
院
の
檀
家
と
な
り
、
仏
式
に
よ
る
葬
儀
の
ほ
か
は
許
さ
れ
ず
例
外
と
し
て

神
官
及
び
そ
の
後
継
者
に
限
り
、
神
式
に
よ
る
葬
儀
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

明
治
維
新
に
際
し
て
政
府
は
祭
政
一
致
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
先
に
述

べ
た
。
こ
の
方
針
の
底
に
は
平
田
学
の
復
古
神
道
の
思
想
が
あ
っ
た
。
上
伊
那
郡

で
最
初
に
平
田
門
大
に
な
フ
だ
の
は
辰
野
町
小
野
の
倉
沢
義
髄
二

八
三
三
～
一
八

七
七
）
で
あ
る
。

こ
の
人
の
紹
介
で
本
村
で
は
ま
ず
清
水
政
雄
が
門
人
と
な
り
、
慶
応
二
年
か
ら

四
年
に
か
け
て
［
○
名
が
入
門
し
た
。
こ
れ
は
「
平
田
先
生
授
業
門
人
録
」
に
記

さ
れ
て
い
る
。

倉
沢
義
髄
は
平
田
学
の
思
想
の
上
か
ら
葬
祭
は
神
葬
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の

信
念
か
ら
神
葬
復
礼
を
主
張
し
明
治
元
年
五
月
漸
く
そ
の
許
可
を
得
た
。
こ
れ
は

一
般
人
民
で
神
葬
に
改
め
た
最
初
の
大
で
あ
る
。

倉
沢
義
髄
の
排
仏
は
徹
底
し
た
も
の
で
、
墓
地
の
祖
先
の
石
碑
に
仏
の
戒
名
の

刻
ま
れ
て
あ
っ
た
も
の
は
こ
と
ご
と
く
神
葬
様
式
に
改
め
て
建
て
直
し

た
と
い

う
。
倉
沢
の
神
葬
復
礼
運
動
は
幕
末
の
こ
と
で
こ
の
許
可
を
得
る
た
め
に
は
た
い

へ
ん
の
苦
労
を
し
た
。
し
か
し
明
治
維
新
に
な
り
神
仏
判
然
令
に
よ
り
神
仏
分
離

の
時
代
を
迎
え
る
と
一
般
人
も
願
い
に
よ
っ
て
神
葬
祭
へ
の
転
宗
が
許
可
に
な
る

よ
う
に
た
っ
た
。

神
道
へ
の
転
宗
は
寺
檀
関
係
を
絶
つ
こ
と
に
な
る
の
で
寺
院
側
に
と
っ
て
は
転

宗
者
が
多
数
に
及
ぶ
と
経
済
的
に
も
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
寺

院
側
か
ら
の
反
対
も
あ
っ
た
。
倉
沢
義
髄
が
祖
先
以
来
の
檀
那
寺
で
あ
っ
た
祭
林

寺
へ
宗
門
人
別
離
脱
を
通
告
し
た
と
こ
ろ
な
か
な
か
承
知
せ
ず
、
こ
れ
を
伝
え
聞

い
た
信
州
全
域
の
曹
洞
宗
四
〇
三
か
寺
は
糾
合
し
て
猛
烈
な
反
対
運
動
を
起
し
役

寺
の
芝
青
松
寺
と
謀
っ
て
「
地
下
人
の
神
葬
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
」
と
い
う
寺
社
奉

行
の
命
令
を
偽
造
し
て
通
告
す
る
よ
う
な
策
略
を
用
い
て
阻
止
を
は
か
っ
か
ほ
ど

で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
本
村
と
す
れ
ば
早
い
時
期
に
転
宗
し
た
人
だ
も
の
寺

院
に
よ
る
宗
門
帳
に
代
わ
る
「
神
葬
祭
人
別
改
帳
」
の
写
で
あ
る
。

「
明
治
三
庚
午
年

神
葬
祭
人
別
改
書
帳

信
濃
国
伊南

高
弐
拾
九
石

壱

中 清斗
七

略　⑩升

家
数
合
四
軒
　
　

本
百
姓

人
数
合
拾
八
人
内
　

パ

九九
人人

四
拾
七
歳

女
馬
弐
匹

右
は
今
般
自
葬
祭

請
け
奉

り
御
許
容

候

二
相

違
御
座
無
く
候
。

然
る
上
は
人
別
相
改
め
候
処
御
制
禁

の
邪
宗
門

は
勿
論
総
て
紛

ら
わ
し
き
儀

御

座

無

く

候
。
萬
一
怪
し
き
者
こ
れ
有
り
、
後
日
相
あ
ら
わ
れ
候
は
ｙ

名
主
組
頭

は
中
す
に
及
ば

ず

三
村
役
人
一
同
何
様
の
咎

め
仰
せ
付
け
ら
る
べ
く
候
こ
れ
に
ょ
り
村
役
人
奥
印
仕
り
差
上

げ
奉

り
候
。

よ
っ
て
件

の
ご
と
し
。

明
治
三
午
年

組
頭松

次
郎
⑩

四5
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図1 －15　神葬祭人別改書帳

百
姓
代嘉

右
衛
門
⑩

組
頭仲

　
　
　

蔵
⑩

名
主十

左

衛

門

⑩

詰 票

祭

L ＿

（
南
殿
井
田
園
文
書
）

明

治

四

年

四

月

四

日

戸

籍

法

が

定

め
ら

れ

、

つ

い

で

Ｉ
〇

月

三

日

に

は

宗

門

人

別

帳
（
寺
請
制
度
）
が

廃

止

と

な

っ

た

。

し

た

が

っ

て

こ

の

よ

う

な
人

別

帳

は

戸

籍

簿

に
移

行

す

る
こ

と

に
な

っ

た

。

平

田

門

人

の

い

た

南

殿

、

北

殿

、

大

泉

、

神

子

柴

な

ど

か

ら
順

次

神

葬

祭

に
転

宗

す

る
家

が

出

た

。

明

治

九

年

転

宗

願

い

の

文

書

が

残

っ
て

い

る
。

「
神
葬
祭
御
願

第
十
七
大
区
八
小
区

伊
那
郡
南
箕
輪
村

山
崎
　

清
七

山
崎
清
一
郎

山
崎
伝

三
郎

私
共
儀

神
葬
祭
の
儀
兼
ね
て
志
願
に
こ
れ
あ
り
候
処
葬
儀
の
儀

、
上
願

に
及
ば

ず
信
仰

は
適
宜

た

る

べ
き
旨
明
治
七
年
第
三
十
四
号
を
以
て
御
布
達

に
付
已
来
神
葬

の
心
得
に
こ
れ
あ
り
候

処
、
本
年
一
月
転
宗
改
式

の
節

は
承
認
書
中
受
御
届
け
申
し
上
ぐ
べ
き
旨
、
仰
せ
書
出
さ

れ
候
に
付

き
、
嶺
頭

院
住
職
大
平
乾
宗

へ
承
認

書
申
し
受

げ
の
儀
再
応

相
談

候
得

ど
も
。

侯

抑

制
更

に
承
引
こ

れ
無

く
遺
憾
の
至
り
に
存

じ
奉
口

間
、
何
と

ぞ
格

別
の
御

仁

恵

を

以

て

、
神
葬
御
許
可

な
し
下
し
置

か
れ

た
く
、
も

っ
と

も
葬
儀

の
儀

は
祠
掌
清

水
清

へ
依
頼

中
す

べ
き

に
付
き
、
此

の
段
偏
見

に
懇
願
し
奉
り
候
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

明
治
九
年
四
月
十
五
目
　
　
　
　

右
願
人

山
崎
清
七
外
十
二
名
連
署

略

筑
摩
県
参
事
高
木
惟
矩
殿

前
書
の
情
実
相
違
こ
れ
無
き
に
付
き
奥
印
仕
り
願
い
上
候
以
上

明
治
九
年
四
月
十
五
日

右
村
　
戸
　
長
　
高
木
省
三

副
戸
長
　
有
賀
光
彦

右
「

四
月
十
五
日
郵
便
二
て
取
立
候
也
依
テ
記
載
置
候
也
」

（
役
場
文
書
）

こ
の
文
書
に
よ

っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
神
葬
に
改
宗
す
る
こ
と
は
本
村
の
人
た

ち
に
と
っ
て
も
寺
檀

関
係
を
断

ち
切

る
た
め
の
抵
抗
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
。

神
葬

へ
の
転
宗

は
平
田
門
人
等
や
そ

の
思
想

に
共
鳴
す

る
人

た
ち
ば

か
り
で
な

く
、
従
来

の
保
護
政
策

に
甘

ん
じ
、
寺
請
制
度
の
特
権
を
持

ち
、
神
仏
習
合
思
想

4％
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． ‐
い

一

丿

脂 う

ｰ-
ゝゝ

に
よ
り
神
官
よ
り
も
祭
事

に
際
し
て
上
位
に
あ
る
等

々
の
こ
と
か
ら
仏
教
界
の

腐
敗
堕
落
に
嫌
悪
の
思
い

を
抱
い
て
い
た
人
々
、
ま

た
、
寺
院
維
持
の
負
担
を

重
圧
と
感
じ
て
し
か
人
た

ち
が
こ
れ
に
続
い
た
の
で

あ
る
。

五
　

神
社
神
道

国
教
化
の
進

行

明
治
二
四
年
に
は
内
務

省
訓
令

に
よ
っ
て
、
神

社
の
神
職
の
奉
務
規
則
が

制
定
さ
れ
、
神
職
は
国
家

の
祭
祀
に
従
事
し
、
国
家

の
礼
典
を
代
表
す
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
神
職
の
国

家
的
性
格
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
神
道
は

全
く
国
家
的
な
宗
教
の
性

格
を
帯
び
、
政
府
の
保
護

政

策

に

よ

っ
て

ま

す

ま

す

国
教

化

か

進

め

ら

れ

た

。

神

風

講

社
　

ま

た

、

地
方

に

お

い
て

も

積
極

的

に

神

道

国
教

化

に
参

加

す

る
組

織

も

で

き

た

。

明

治

初

年
松

本

に

神

宮

教
会

所

が

作

ら

れ
、

天

照

皇
大

神

を
尊

崇

し

、

愛

国

を

主

と

す

る

講

社

と

し

て

神

風

講

社

な

る

も

の

が

結

成

さ

れ

た

。

そ

の

趣

旨

に
「
…
…
天

照
大
神
（

我
国
家

ノ
祖
宗

ニ
シ
テ
尊

キ
コ
ト
ニ
無

ク
実

二
神
中

ノ
君

二
坐

シ

テ

国
号

ノ
因
テ
起

ル
処
ナ
レ
（

荷

モ
生
ヲ
此

国
二
保

チ
此
粟
ヲ
食

シ
此
帛
ヲ
衣

ル
者
誰

力

之

ヲ
尊
信
仰
戴

セ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ソ
、
茲
ヲ
以
テ
今
般
神
宮
教
会
所
ヲ
松
本
町
深
志
神
社

ノ
標
榜

二
設
立

シ
神
風
講

社
ヲ
結
収

シ
広

ク
同
志
ヲ
募

リ
、
偏

二
敬
神
明
倫

ノ
大
道
ヲ
演

布

シ
、
報
恩
謝
徳

ノ
大
義
ヲ
知
ラ

シ
メ
ソ
ト
欲
ス
…

…
」

（
役
場
文
書
）

と

あ

る

。

明

治

七

年

一
〇

月

松

島

の
明

音
寺

と

坂
下

の
常

円

寺

に

お

い
て

役
員

の
任

命

が

行

わ

れ

た

。

そ

の

と

き

田
畑

の
日

戸

勝

が

副

社
長

に

さ

れ
、

各
部

落

に
そ

れ

ぞ

れ

取

締

、

副
取

締

、

世

話

掛

、

副

世

話

掛

、

社
用

掛

等

の

役

員

七
〇

名

が

任

命

さ

れ

た

。
明

治

二
（

年

に

は
さ

ら

に
郡

長

名

を

も

っ
て

各

戸

長

役

場

に

入

社

を

勧

め
る

文

書

が

出

て

い

る

。

二
（

年

八

月

の

役

員

名

簿

を

み

る
と

本

村

分

、

七

九

名

が

名

を
連

ね

て

い

る

。
同

九

月

の

募

金

名

簿

を

み

る

と

村

内

は

ほ

と

ん

ど

全
戸

の

名

を

連

ね
本

村

分

合

計
四

八
円

四

三

銭

八
厘

と

な

っ
て

い

る

。

（
役

場

文

書

）

伊

勢

神

宮

初
穂

料

の

納
付
　

こ

の

よ

う

に
上

か

ら

と
下

か

ら

の

推

進
と

が

相

ま

っ

て

神

道

の

国

教

化
か

進

め

ら

れ

た

。
こ

の
過

程

で

伊

勢

神

宮

は
日

本

国

の
宗

廟

で

あ

る

故

を

も

っ
て

初

穂

料

は
行

政

官
庁

を
通

し

て

納

め
大

麻

も
行

政

庁

を
通

じ

て

配

布

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

「
庶
第
百
四
十
四
号

皇
大
神
宮
初
穂
料
之
儀
、
例
年
の
通
り
町

づ叩
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村
限
り
取
纏
め
早
々
に
当
役
所
へ
送
納
取
り
斗
う
可
く

此
段
相
達
候
事

但
シ
従
前
帳
簿
正
副
弐
本
ヅ
ツ
差
出
し
来
り
候

処
副
本
二
及
バ
ズ
催
条
此
ノ
旨
中
シ
添
工
候
也

十
三
年
二
月
三
日
　
上
伊
那
郡
役
所
胆

戸
長
役
場
」

（
役
場
文
書
）

地
域
外

の
社
寺
へ
は
講
員
の
う

ち
代
参
入
が
初
穂
料
を
納

め
、

お
礼
は
講
員
数

だ
け
戴
い
て
来
て
配

布
す
る
か
御
師
に
よ

っ
て
配

ら
れ
る
の
が
普
通
な
の
に
、
伊

勢
神
宮
は
前
記
の
よ
う
に
統
制
配

布
さ
れ
る
よ
う
に
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

神
社
神
道
国

教
確
立
　

明
治
三
三

年
に
は
社
寺
局

を
神
社
局
と
宗
教
局
に
分

け

神
社
神
道
だ
け
を
神
社
局
に
お
い
て
統
制
し
、
保
護
す
る
こ
と
に
し
た
。
三

一
年

に
は
勅
令
に
よ

っ
て
神
職
を
官
吏
と
し
て
取

り
扱

う
こ
と
に
な
り
地
方
自
治
体

の

保
護
監
會
の
も
と
に
お
く
こ
と
に
た
っ
た
。
三

九
年

に
は
指
定
さ
れ
た
神
社
の
維

持
経
費
は
法
律
に
よ
っ
て
国
庫

金
又

は
公
共
団
体

か
ら
支
出

す
る
こ
と
に
な
り
、

神
社
神
道
は
、
名
実
と
も
に
国
教
と
し
て

確
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

神
社
合
併
　
明

治
三

九
年

八
月

に
は
勅
令

に
よ
っ
て
神
社

合
併
、
財
産
整
理

な

ど
行

う

よ

う

指

令

さ

れ

た

。

こ

の
勅

令

の
趣

旨

を
受

け

て

四

〇

年

八

月

に

は
上

伊

那

町

村

長

会

に

お

し

て

「

神
社

整

理
等

に

つ
き

指

示

及

注

意

事

項

」

が

指

示

さ

れ

た

。

そ

の
要

旨

は

お

よ

そ

次

の

ご

と

き

も

の
で

あ

っ

た

。

○
　

無
格
社
等
は
規
模
が
小

さ
く
て
維
持
財
産

の
設
備

が
な
い
も
の
が
多

い
。
神
社
と
し

て
の
体
面

を
保
持
し
、
崇

敬
の
実

を
挙
げ

る
た
め
に
は
神
社

を
整

理
し
、
神
域

を
壮

厳
に
す
る
必
要
が
あ
る

○
　

一
町

村
｛

社
と
す

る
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
困
難
の
こ
と
だ

か
ら
一
大
字
も

し
く

ぱ
部
落
一
社
に
合
併
移
転
を
断
行
す
る
こ
と

○
　

無
格
社

は
存
続
す
べ
き
村
社
に
合
併
も
し
く
は
移
転
す
る

○
　

維
持
の
方
法
を
確
定
で
き
る
と
み
な
す
に

ぱ
左
記

の
収
入

が
あ

り
、
そ

の
う

ち
半
額

以
上

は
永
続
資
金
そ
の
他
不
動
産
よ
り
生
ず
る
収
入
で
あ
る
こ
と

一
　

郷
社
一
ヶ
年
弐
百
円
以
上

二
　

村
社
以
下

一
ヶ
年
百
円
以

上

以
上

の
規
準
に
よ
り
勧
奨
し
て
そ
の
状
況
を
来
る
末
日
限
り
報
告

す
る
こ
と

（
役
場
文

書
）

こ

れ

ら

の

示

達

に

基

づ

卜
て

本

村

で

も

四
〇

年

か

ら
四

一
年

に

か

け
て

合

併

や

村

社

境

内

へ

の

小

社

の

移

転

が

行

わ

れ

た

。

沢

尻

の

日

光

社

・
月

光

社

は

規

模

が
小

さ

い
と

の

理

由

か

ら
、

明

治

四

一

年

、

川

島

村
大

字

横
川

字

飯
沼

沢

の
無

格

社

諏

訪

社

に
合

併

す

る
こ

と

に
な

っ

た

。
し

か
し

こ

の
合

併

は
公

的

帳

簿
上

の
こ

と

だ
け

で

実

際

は
従

来

ど

お
り

に
祭

祀

崇

敬

に

は
変

わ
り

が

な

か

っ
た

。

招

魂

社

・
忠

魂

碑
の

建

設
　

日

清

・
日

露

両

戦

役

の
勝

利

は
神

威

に

よ

る
も

の

で

あ

り
、

日

本

は
神

国

で

あ

る
と

し

、

神

社

に
対

す

る
信

仰

を

宣
伝

し

、

戦

勝

奉

告

祭

も

盛

ん

に
行

わ
せ

た

。
こ

れ

は
国

家

神

道

を

確

立

す

る
よ

し

機

会

と

な

っ

た

。
国

民

皆

兵

制

琳

布

か
れ

、

入

営

し

た

り

、

出

征

す

る
場

合

は
ほ

と

ん
ど

鎮

守

社

に
参

拝

し

て

出

か
け

、

留

守

宗

族

は
武

運

長

久

を

祈

願

し

、

帰

郷

や

凱

旋

す

る

四8
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と
ま
ず
神
社
に
奉
告
す
る
よ
う
に
た
っ
た
。

明
治
三
九
年
に
は
上
伊
那
神
職
会
議
所
が
主
唱
し
て
全
郡
の
協
賛
を
得
上
伊
那

招
魂
社
を
伊
那
公
園
内
に
建
設
す
る
議
が
進
み
翌
四
〇
年
に
は
公
許
の
招
魂
社
と

な
り
、
殉
難
・
戦
死
者
を
ま
つ
り
慰
霊
を
行
っ
た
。
祭
祀
は
東
京
靖
国
神
社
の
祭

祀
と
相
ま
っ
て
、
戦
死
す
れ
ば
神
に
な
る
と
い
う
観
念
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
た

の
で
あ
る
。
塩
ノ
井
の
忠
魂
碑
は
日
露
戦
後
開
札
な
く
の
凱
旋
将
軍
乃
木
希
典
揮

毫
に
よ
っ
て
三
九
年
コ

ー月
に
建
立
さ
れ
た
。
村
の
忠
魂
碑
は
陸
軍
大
将
一
戸
兵

衛
書
で
小
学
校
庭
に
昭
和
三
年
建
立
、
一
一
月
九
日
除
幕
さ
れ
た
。

明
治
三
九
年
か
ら
は
県
社
に
は
県
費
、
郷
社
に
は
郡
市
費
、
村
社
に
は
町
村
費

で
神
饌
幣
帛
料
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
育
に
よ
る
天
皇
神
聖
視
化
　
明
治
二
三
年
一
〇
月
三
〇
日
「
教
育
に
関
す
る

勅
語
」
が
発
布
さ
れ
、
そ
の
謄
本
が
全
国
の
学
校
に
頒
布
さ
れ
た
。
翌
二
四
年
四

月
に
は
御
真
影
・
教
育
勅
語
奉
戴
に
関
す
る
達
し
が
出
、
六
月
に
は
祝
祭
日
に
関

図1 －17　 昭和 ３年11 月９日忠魂碑除幕式

す
る
儀
式
規
定
が
定
ま
り
天

皇
を
神
聖
視
し
、

さ
ら
に
は
神
格
化
す

る
方

向
へ
と

進
ん
だ
。
天

皇
崇
拝
は
人
民

の
義
務
と
さ
れ
、
日

本
人

は
日
本
臣
民
と
呼
ば

れ
る

よ
う

に
た

っ
た
。

明
治
三
四
年

、
小
学
校
令
改
訂
を
機
に
、
学
校
規
模
や
奉

安
殿
の
整

っ
た
所
で
は

順

次
天

皇
皇
后
両

陛
下

の
御
真
影
を
迎
え
て
式
日

に
は
職
員

生
徒

に
奉

拝
さ
せ
、

天
皇
現
人
神
の
観
念
を
年
少
の
こ
ろ
か
ら
養
う
よ
う
に
さ
せ
た
。
南
箕

輪
小

学
校

の
御
真
影
奉
迎
式
竺

二
四
年
一
一
月

三
〇

日
で
あ
っ
た
。
奉
安
殿
は
大
正
一
四
年

五
月

に
建
築
さ
れ
た
。

明
治
二
四
年
六
月

に
は
「
小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
規
程
≒

か
判
定
さ
れ
全
国

の
小
学
校

は
そ
の
規
程

に
よ

っ
て
挙
式
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

式
日

に
は
必
ず
「
君

が
代
」
が
二
度

続
け
て
う

た
わ
れ
る
。
そ
の
唱
歌
の
最
中

に
校
長

は
奉

安
殿

か
ら
遷

さ
れ
た
御
真

影
の
扉

を
開
く

。
「
君
が
代
」
が
終

る
と

一
同

そ
れ
に
対

し
て

最
敬
礼

を
す
る
。
続
い
て
礼
服

に
白
手

袋
姿

の
校
長

は
桐
の

図1 －18　 奉 安殿 と忠 魂碑

奉安殿小学校庭に大正14年 建てられた 天皇皇后のお写真と

３年11月 ９日建

箱
か
ら
恭
し
く
と
り
出
し

た
教
育
勅
語

を
重

々
し

い
口
調
で
奉
読

す
る
。
一
同
頭

を
垂
れ
て
謹

ん
で

拝
聴

す
る
。
や
が
て
校
長

は
ま

ず
皇
室
の
御
安
泰
か
ら
始
め
て
教
育
勅
語
の
趣

旨
の
あ
る
と
こ
ろ

を
訓
辞
す
る
。
つ
い
で
式
歌
を
う
た
う
。
「
一
月
一

日
」
　「

紀
元

節
」
　「
天
長
節
」
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
式
歌

に
は
天

皇
と
天

皇
の
祖

四9
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城
の
写

真
が
、

高
学
年

の
に
は
教
育
勅
語
が
載
せ
て
あ
り
、
こ
れ
は
必
ず
一
礼
し

て

か
ら
開
く

よ
う
に
し

つ
け
ら
れ
、
勅
語

は
暗
誦
さ
せ
ら
れ

た
。

学
校
生
徒
の
伊
勢

神
宮
参
拝
　

大
正
期
に
な
る
と
修
学
旅
行
の
計
画
も
大
き
く

な
り
、
学
童
の
伊
勢
へ
の
旅
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

本
村
の
学
校
の
修
学
旅
行

も
大
正

九
年

に
は
高
等
科
生
徒
が
関
西
方
面

に
行
く

よ
う
に
な
り
伊

勢
へ
行

っ
て

い
る
。
そ

の
計
画
書

に
「
伊
勢
大
廟
参
拝
」
の
文
字

が
見
え

る
。
学
童

に
も
皇
室
の
祖
神
で
あ
る
伊
勢
神
宮
参
拝
が
計
画
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

宗
教
の
国

策
遂
行
協
力
　
明
治
四
五
年
二
月

に
は
神

道
・
仏
教

・
キ
リ

ス
ト
教

の
三
教
代
表
者
合
同
会
議
が
東
京
で
開

か
れ
、
代
表
者
側
と
政
府
が
合
同
し
て
次

の
よ
う
な
決
議
を
し
た

。

一
　
吾
等
（

各
々
其
ノ
教
義
ヲ
発
揮
シ
、
皇
運
ヲ
扶
翼
シ
益
く
国
民
道
徳
ノ
振
興
ヲ
図
ラ

ソ
コ
ト
ヲ
期
ス

ニ
　
吾
等
（

当
局
者
が
宗
教
ヲ
尊
重

シ
、
政
治
宗
教
及
教
育
ノ
間
ヲ
融
和
シ
、
国
運
ノ
伸

張

二
資
セ
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
期
ス

一
方
、
四
月

に
は
官
国
幣
社
以
下

の
祭
神
、
神
社

名
、
社

格
、
明

細

帳
、
境

内
、
創
立
、
移
転
、
廃
合
な
ど
に
関
す
る
内
務
省
令
を
公

布
し
、
一
一
月

に
は
府

県

郷
村
社

に
対
し

神
饌
幣
帛
料
（
神
前
に
供
え
る
も
の
の
費
用
）
を
、

祈
年

・
新

嘗

・

例
祭

の
三
祭

に
そ
れ

ぞ
れ

の
公
費

の
う

ち
か
ら
供
進
す

る
こ
と

を
定

め
た

。

村
社
へ
は
村
長
が
衣
冠
を
正

し
、
幣
帛
料
を
も

っ
て
祭
り
に
参
列
し
て
祝
詞
を

捧
げ
た
。

例
祭
に
は
学
童
が
参
列
し
て

次
の
唱
歌
を
奉

唱
し

た
。

一
　
天
つ
神
　
国
つ
社
を
い
は
ひ
て
ぞ
　
わ
が
葦
原
の
国
は
治
る

二
　
君
が
代
を
　
い
は
う
心
の
誠
を
ば
　
い
つ
わ
り
な
し
と
神
ぱ
う
く
ら
ん

六
　

戦

時
統

制

下

の
宗

教

界

神
社
神
道
は
国
家
の
保
護
を
受
け
て
、
つ
い

に
国
家
神

道
に
ま
で
の
し
あ
が
り
、

は
て

ぱ
神
社
は
宗
教
に
あ
ら
す
と
の
口
実
ま
で
な
す
に
い
た
っ
た
。
一

般
の
宗
教

に
は
公

認
制
度
を
設
け
て
取

り
締
ま
り
、
国
家
神

道
の
ほ

か
は
義
務
教
育

か
ら
排

除
し

た
。

昭
和
一
四
年
に
は
宗
教
団
体
法
が
公
布
さ
れ
た
。
日
中
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に

非
常
時
体
制
が
強
化
さ
れ
国
内
の
い
っ
さ
い
が
統
制
下

に
お
か
れ
宗
教
も
例
外

で

な
く
こ
の
法
に
よ
っ
て
教
団
の
統
合
と
教
理

の
国
家

主
義
的

修
正
が

強

行

さ

れ

た
。
各
宗
教
は
い
や

お
う
な
く
総
力

戦
体
制

に
組
み
こ
ま
れ
、
宗
教
本
来
の
自
由

は
全
く
奪

わ
れ
た
。
国
民
の
国
家
意
識
を
た

か
め
、
戦
争
政
策
へ
の
裏
付
け
を

ぱ

が
る
た

め
神
国
思
想
が
鼓
吹
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
宗
教
と
国
家
、
宗
教
と
政
治
の
関
係
は
密
接
に
な
り
、
や

が

て
国
家
権
力

に
よ
る
宗
教
の
官
僚
統
制
が
厳
し
く
な
り
、
国

策
遂
行
上

の
必
要

に

よ
っ
て

は
神
道
以
外

の
宗
教
弾
圧
も
行

わ
れ
る
地
盤
が
で
き
て
い

っ
た
。

ま

た
政
府

は
地
方
自
治
体
の
組
織
を
強
化
す
る
一
手
段
と
し
て
神
社
に
重
点
を

お
い
た
教
化
政
策
も
と

っ
た
。
学
童
や
青
年
団
に
は
神
社
の
清
掃
奉
仕
を
勧
め
た

り
、
家
庭
や
個
人
が

卜
か
な
る
宗
教
を
信
じ
よ
う
と
も
、
町
や
村

の
主
催
す

る
祭

典
儀
式
に
は
参
加

さ
せ
、
村
社

の
祭

典
に
は
学
業

を
休

ん
で
学
童

を

参

列

さ

せ

た
。
一
町
村

に
は
村
社
が
数
社
あ

る
所
で
は
他
部
落
の
祭
日
は
学
校
を
休
業
と
し

て
祝
意
を
表

わ
さ
せ
た

。

神
社
神
道
は
こ
の
よ
う
に
し
て
国
家
主
義
思
潮

と
結
び
つ
い
て
国
策
遂
行

に
協

力
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

神
社
は
農
業
な
ど
の
生
産
と
の
結
び
つ
き

の
色
彩

を
う
す
く
し
諏

訪

明

神

は

「
日

本
第
一
大
軍
神
」
と
崇
敬

さ
れ

る
よ
う

に
国
の
政
策

に
結

び
つ
け
ら
れ
た
。
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第４節　戦後の宗 教界

国
民
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
神
社
に
戦
勝
祈
願
に
動
員
さ
れ
た
。
出
征
兵
士
は
故
郷

を
出
発
す
る
に
当
た
っ
て
は
鎮
守
社
に
ま
い
り
学
童
や
一
般
の
人
も
そ
の
武
運
長

久
祈
願
に
参
列
し
万
才
の
声
が
神
社
の
森
に
こ
だ
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
中
は
開
戦
の
日
に
因
ん
で
毎
月
八
日
を
大
詔
奉
戴
日
と
し
て
早
朝
学

童
及
び
一
般
村
民
も
神
社
に
集
ま
っ
て
宣
戦
の
詔
勅
を
奉
読
す
る
こ
と
も
行
わ
れ

た
。仏

教
界
七
言
だ
戦
争
へ
の
協
力
態
勢
を
整
え
た
。
戦
勝
祈
願
祈
禧
法
要

の
執

行
、
戦
死
病
没
者
慰
霊
祭
へ
の
協
力
、
出
征
遺
家
族
の
慰
問
、
梵
鐘
は
じ
め
仏
具

の
金
属
製
品
の
供
出
等
が
な
さ
れ
た
。

第
四
節
　
戦
後
の
宗
教
界

一
　

国

家

神

道

の

解

体

国
家
神
道
は
戦
争
政
策
と
結
合
し
て
お
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
「

神
風
が
吹

く
」
な
ど
と
し
て
い

た
た
め
、
敗
戦
で
大
打
撃
を
受
け

た
。
昭
和
二
〇
年
九
月

に

は
「
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
」

は
み
す

が
ら
そ

の
機
構

を
刷
新
し
て
「
日
本
宗
教

会
」

と
改
称

し
て
新

た
な
出
発

を
し
よ
う
と

し
た
。
し
か
し

Ｉ
〇
月
四
日

に
は
連

合
国
総
司
令

部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
政
治
的
・
民

事
的
・
宗
教
的
自
由
に
対

す
る
制
限

撤

廃
を
指
令
し
、
同
年

コ

ー月
一
五
日

に
は
「
国
家
神
道
、
神
社
神
道
に
対

す
る
政
府

の
保
証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
並

に
弘
布
の
廃
止
」

に
関
す

る
指
令
（
神
道
指
令
）

を
発

し
た
。

こ

れ
に
よ
っ
て
官
公
吏

の
公
的
資
格

に
よ
る
神
道

の
保
護
支
援

な
ど
多
く

の
事

項

が
禁

止
さ
れ
た
。

官
庁
や
学
校
の
神
棚
や
神
札
は
す
べ
て
撤
去
さ
れ
た
。
伊

勢
神
宮
け
じ
め
神
社

は
す
べ
て
私
的
宗
教
施
設
と
な
り
神
職
は
す
べ
て
官
公
吏
で
な
く
な
っ
た
。
神
饌

幣
帛
料
の
供
進
、
供
進
使
参
向
な
ど
も
停
止
と
な
っ
た
。

学
校
に
お
け
る
神
道
追
放
は
厳
し
く
、
英
霊
室
は
廃
止
、
学
童
を
連
れ
て
の
神

社
参
拝
、
村
祭
り
参
加
禁
止
等
国
家
神
道
体
制
を
支
え
て
来
た
す
べ
て
の
こ
と
が

禁
止
さ
れ
た
。
教
科
書
か
ら
は
神
話
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
た
日
本
建
国
等
の
叙
述

あ
る
も
の
は
す
べ
て
抹
消
さ
れ
た
。

南
箕
輪
小
学
校
で
は
昭
和
二
一
年
八
月
奉
安
殿
を
撤
去
し
、
校
庭
の
忠
魂
碑
も

と
り
去
っ
た
。

日
本
国
憲
法
は
信
教
の
自
由
を
保
障
し
国
に
よ
る
宗
教
活
動
を
禁
じ
た
。

二
　

宗

教

の
復

興

官
幣
大
社
諏

訪
神
社
は
戦
時
中
「
日

本
第
一
大
軍

神
」
と

し
て
崇
敬

さ
れ
、
公

的

に
は
政
府
・
長
野
県
・
諏
訪
郡

町
村
会
な
ど
の
厚
い
保
護
が
あ
っ
た
が
、
敗
戦

と
国
家
神
道
の
解
体
で
大
打
撃
を
受
け
た
。
石

柱

か
ら
「

官
幣
」

の
二

文
字
を
削

り
、
祭

神
は
農
業
開
拓
神

に
も
ど

っ
て
再
出
発

を
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

殿
村

八
幡
宮

も
「
郷
社
」

の
二
文
字

を
削

っ
た
。

国
家
神
道
解
体
後
、
神
社
は
宗
教
法
人

吉
な
り
、

神
社
本
庁

に
統
一

さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
神
社
庁
は
そ
れ
ぞ
れ
の
県
・
郡

市
に
そ
の
支

部
を
設
け
神
社
神
道

の
新
し
い
お
り
方
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

宗
教
法
人
と
し
て
の
神
社
は
代
表
役
員
（
宮
司
）
と
責
任
役
員
（
宮
司
と
氏
子
総
代

か
ら
選
任
）
で
運
営

さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
神
社
費
は
社
有
財
産
収
入
と
神
社
費

な
ど
の
名
目
で

徴
収
さ
れ
る
収
入

に
よ
っ
て

い
る
。
本
村

の
鎮
守
社

は
、
神
社
費

と
し
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
、
ま
た
財
産
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
も
の

も
あ

る
。

「
神
も
仏
も
あ

る
も

の
か
」
と
嘆

か
れ
た
敗
戦
後
の
虚
脱
状
態
か
ら
立
ち
な
お

印7
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り
、
二
四
年
に
は
宗
教
政
策
の
緩
和
も

あ
っ
て
、
神
道
は
生
活
習
俗
と
結
合
さ

れ
、
神
社
の
祭
典
は
復
活
し
、
さ
ら
に

は
商
業
政
策
、
観
光
活
動
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
た
っ
た
。
生
ま
れ
て
か

ら
の
お
宮
ま
い
り
、
七
五
三
の
祝
い
な

ど
の
通
過
儀
礼
冲
年
中
行
事
に
伴
う
神

社
参
拝
、
と
く
に
初
詣
な
ど
は
む
し
ろ

戦
前
に
も
増
し
た
賑
い
を
呈
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

戦
後
い
っ
た
ん
土
中
に
埋
め
ら
れ
た

招
魂
碑
や
忠
魂
碑
も
二
四
～
二
八
年
を

ピ
ー
ク
と
し
て
掘
り
出
さ
れ
て
再
建
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
村
で
は
忠
魂
碑
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
改
め
て
「
慰
霊
碑
」
を
村
公

民
館
の
敷
地
内
に
昭
和
四
四
年
四
月
建
立
し
た
。
日
清
日
露
戦
争
以

後
の
戦
没

者
、
義
勇
軍
並
び
に
開
拓
引
揚
物
故
者
、
公
務
殉
職
者
を
併
せ
ま
つ
っ
た
。

ま
た
建
築
や
土
木
工
事
を
開
始
す
る
と
き
は
地
鎮
祭
を
執
行
す
る
し
、
祝
詞
や

修
祓
が
神
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
公
共
事
業
の
と
き
は
、
業
者
主
催
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
当
事
者
の
玉
串
奉
貧
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寺
院
に
お
い
て
も
戦
前
の
宗
教
的
行
事
が
し
だ
い
に
復
活
し
た
。
荒
廃
し
て
卜

た
堂
凰
０
修
理
・
梵
鐘
の
鋳
造
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
沢
尻
の
恩
徳
寺
は

堂
屋
の
修
理
梵
鐘
の
鋳
造
の
み
な
ら
ず
新
講
堂
の
建
設
、
仁
王
の
寄
進
等
も
あ
っ

て
戦
前
に
も
増
し
て
寺
容
を
整
え
、
初
詣
、
節
分
会
な
ど
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

三
　

キ
リ
ス
ト
教

伊

那

キ

リ

ス

ト
教

会

の
教

会

堂

が

田

畑

に
新

築

さ

れ
献

堂

式

が

行

わ
れ

た

の

は

昭

和

五

六
年

五

月

の

こ
と

で

あ

る

。

伊

那

キ
リ

ス

ト
教

会

は
新

教

の
「

日

本

ホ

ー
リ

ネ

ス
教

団

」

に

属

す

る

。
本

村

の

よ

う

な

農

村

に
教

会

堂

が
建

ち

、

自

由

の

伝

導

が

で

き

、

キ

リ

ス
ト

の

福

音

が

だ

れ

に
妨

げ

ら

れ

る

こ

と

も

な

く
聞

け

る

よ

う

に

な

る

ま

で

に

は
長

い
長

い
苦

難

の

道

を

た

ど

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

キ
リ
ス
ト
教

が
日
本

に
は
い

っ
て
来

だ
の

は
コ
（

世
紀
の
半
ば
で
あ
る
。

ポ
ル

ト
ガ
ル

人
の
宣
教
師

フ
ラ
ソ

シ
ス

ー
ザ
ビ
Ｉ
ル
が
鹿
児
島
に
来
だ
の
は
天

文
一
八
年
二

五
四
九
）

で
彼

は
領
主
島
津
貴
久
に
迎
え
ら
れ
布
教
を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
ザ

ビ
エ
ル
の
布
教
が
効

果
を
あ
げ
て
信
者
の
数
が
増

え
る
に
つ
れ

、
仏
教

の
僧

だ
も
の
反
感

を
買

い
、
一
年

も
た

た
な
い
う
ち
に
布

教
を
禁

止
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
に
は
い
る
に
当
た
っ
て
は
仏

教
示
伝
来
し

た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
最
初
は
迫
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

そ

の

後

、
大

友
氏
や
織
田
信
長
の
保
護
を
受
け
て
漸
く
信
者
を
増
し
て
い

っ
た
。
と
く

に
信
長

は
当
時

の
仏
教
徒
を
憎
み
天
下

統
一
の
目
的
に
到
達
す
る
政
略
の
う
え
か
ら
も
キ
リ
ス
ト
教
を
保

護
し
、
京
都
や
安
土
に
教
会
堂
を
建

て
る
こ
と
の
便
宜
を
は
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
キ
リ

シ
ク
ッ
信
徒

は
急

に
増

え
て
い
っ
た
。
天
正
一
〇
年

（
一

五
八
二
）

に
は
遠
く
ロ
ー
マ
教

皇
の
も
と

に
使
節

を
派

遣
す

る
よ
う
な
大
挙
も
す

る
程

に
な
っ
た
。

し

か
し
信
長

の
後
を

つ
い
だ
豊
臣
秀
吉

は
は
じ

め
キ
リ

ス
ト
教

に
は
好
意
を
寄
せ
大
坂

城
下
に
教
会
堂
を
建
て
る
許
可
を
与

え
た
り
、
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
た
ち
も
厚

く

待

遇

し

た
。
け
れ
ど
も
天
正
一

五
年

（
一

五
八
七
）
島
津

氏
を
下
し
て

九
州

を
平

定
し
た
あ
と
、

突
如
と

し
て

キ
リ
ス
ト
教

を
禁
正
し
、
宣
教

師
た
ち
を
国
外

に
退
去
さ
せ

る
有

名
な
伴
天

迪
追
放
令

を
発
布

し
た
。
（
バ
テ
レ
ン
と
は
キ
リ

シ
タ
ン
神
父

の
こ
と
で
あ

っ
た
が
転
じ

て
邪
宗

の
意
）
こ
れ

に
よ

っ
て
大
名
や
侍

た
ち
は
公
儀
の
許
可
を
得
な
け
れ

ば
、
そ
の
信

仰
に

は
い

っ
て

は
な
ら
な
い
と
定

め
た
。
し

か
し
一
般
民
衆
に

は
制
約
が
加
え
ら
れ

な
か

っ
た
。
商
船

は
商

売
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
い
つ
ま
で
も
商
売
を

続

け

て

よ

邱2
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い
。
ま

た
仏
法

の
邪
魔

を
し
な
い
者
は
、
キ
リ

シ
タ
ン
国
と
往

来
す
る
こ
と
は
さ
し

つ
か

え

が
な
い
。
と

い
う
条
項

が
あ
っ
た
の
で
、
国
外

追
放
の
命

令
を
受
げ
た
宣
教
師
た
ち
は

そ

の
法
令

の
不
備

を
利
用
し
て
、
表
面
上

は
お
と

な
し
く
そ
れ
に
従
う
様
子
を
示
し
な
が

ら
、
各
地
に
潜
伏
し
て
そ

の
ま
ま
布
教

を
続
け
て

い
た
。
秀
吉

の
追
求
も
さ
ほ
ど
厳
し
く

は
な
か
っ
た
。
し

か
し
慶
長
元
年
（
一
五
九

六
）
、
土
佐

に
漂
着
し

た
ス
ペ
イ

ン
船

サ
ソ

ー

フ
ェ
リ

ペ
号

の
一
船
員

が
キ
リ

ス
ト
教

の
布
教
と
軍
事
的
野

心
が
一

体
で
あ
る
と
も
ら
し

た
。
こ

の
こ
と

を
聞

い
た
秀
吉

は
未

だ
布
教
を
行

っ
て

い
た
伴
天

連
と
信
者
の
二

六
名
を

疎
刑
と
い
う
極
刑
に
処
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
迫
害
を
加
え
ら
れ
た
が
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
の

火
は
消
え
な

か
っ
た
。

徳
川
家
康
は
圧

戸
に
幕
府
を
開
い

た
後
慶
長
一
七
年
（
一
六

コ

ー）
直
轄
領
の
禁
教
令

を
出
し
、
翌

々
一
九
年
に
は
大
が
か
り
な
キ
リ

シ
タ
ン
召
し
取
り
を
行

い
京
坂
地
帯

の
宣

教
師

た
ち

は
こ
と

ご
と
く
捕

え
ら
れ
て
長
崎

に
送
ら
れ

た
。
二
代
将
軍
秀
忠

は
さ
ら
に
禁

令
を
強
化
す
る
と
同
時
に
貿
易
制
限
を
行

っ
た
。
元
和
八
年
（

二
（

二
二
）

に
は
さ
ら

に

キ
リ

シ
タ
ン
五
五
人
を
火
あ
ぶ
り
や
打
ち
首
に
し

た
。
こ

の
キ
リ

シ
タ
ン
の
受
難
事
件

は

「
大
殉
教
」
と

い
わ
れ
て
い

る
。
三
代
将
軍
家
光

は
、

キ
リ

シ
タ
ン
の
潜

入
を
根

絶
す
る

た
め
に
つ
い
に
鎖

国
政
策

を
取

り
、
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制

を
一
層

厳
し
く
し
踏
絵

の
制
ま
で

設
け
て
信
者

の
摘
発

に
つ
と

め
る

な
ど

キ
リ
ス
ト
教

を
邪
宗
と

し
て
徹
底
的

に
と
り
し
ま

っ
た
。

寛
永
一
八
年

（

二
（

四
一
）

に
は
寺
請

制
度

を
始

め
宗
門
人

別
帳
に
ょ

っ
て
キ
リ

シ
タ

ン
宗
門

の
信
者

で
あ
る
か
な
い
か
を
改
め
る
こ
と
に
す

る
な
ど
し
て
日
本
全
土

か
ら
キ
リ

ス
ト
教
を
し
め
だ
そ
う
と
し
た
。

こ
の
宗

門
改
め
は
明
治
に
な

っ
て
戸

籍
法
の
で
き
る
ま
で
、
村
役
人
に
よ

っ
て
行

わ
れ

寺
院
に
ょ

っ
て
証

明
さ
れ

た
。

長
い
開
邪
宗
門
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い

た
キ
リ
ス

ト
教
が
解
禁
に

な
っ
た
の
は
明
治

六

年
二
月

の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
と
き

か
ら
海
外
の
宣
教
師
が
渡
来
し
、
早
く
も
同
年

の
う

ち

に
横
浜
に
日
本

メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
を
本
拠
と
し
て
活
発

な
伝
道
が

開
始
さ
れ

た
。
長
野
県

へ
は
明
治
一
〇
年

ご
ろ
ま
で
に
ま
ず
各
地

の
城
下
町
に

主
と
し
て

旧
士

族
を
対
象

に
し

た
伝
道
が
始
ま

り
、
初

め
は
プ

ビ
ア
ス

タ
ソ

ト
、
次
い
で

カ
ト
リ

″

ク
が

は
い
っ
て
き

た
。
伊
那
と
高
遠

ヘ
プ

ビ
ア
ス

ク
ソ
ト
教
派
に
属

す
る

メ
ソ
ジ
ス
ト
派

が

は
い
り
、
一
七
年
に

は
伊
那
美
以
教
会
が
設
立
さ
れ
洗
礼

を
受

け
る
者
が
出
た
。

明
治
二
三
年
一
月

に
は
日
本
基
督
教
会
伊
那
教
会
が
独
立
し
て

坂
下

講
義
所
が
設
立
さ

れ

た
。

し
か
し
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教

に
は
い
ろ
い
ろ
の
障
害
が
あ
り
、
信
者

ぱ
さ
ま
ざ
ま
な
迫

害

を
受

け
た
。

明

治
政
府

は
キ
リ
ス
ト
教
を
解
禁
し

た
と

は
い
え
、

キ
リ

ス
ト
教
敵
視
政
策
に

は
変

わ

り
が
な
か
っ
た
。
国
家
神
道
と
一
神
教

の
キ
リ
ス
ト
教
と

は
本
来
衝
突
の
運
命

に
あ
り
、

そ
の
一

例
と
し
て
内
村
鑑
三

に
い
わ
ゆ
る
不

敬
事
件

の
迫
害

の
あ

っ
た
こ
と

は
、
神
道
国

教
化

の
項
で
述

べ
た
。
明

治
憲
法

に
よ
る
信
教

の
自
由

は
、
国
家
神
道

を
宗
教

に
非

ず
と

し
て
諸
宗

教
の
上
に
置

い
た
う
え
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
日
本

国
民
で
あ
れ
ば
必

ず
神
社

の

氏
子
と
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

と
い
え
ど
も
そ
の
住
む
地
の
神
社
の
氏
子
で
あ

り
、
氏
子

と
し
て
の
つ
と
め
を
果
た
さ
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
仏
教
徒
側
か
ら
も
僧
侶
に
よ
る

ヤ
ソ
教
退

治
の
攻

撃
を
受
け

た
と

い
う
。

キ
リ
ス
ト
教
信
者
は
、
一
般
民

衆
か
ら
も
迫
害
を
受

け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

共
同
体
平

家
の
秩
序
と
衝
突
す
る
も
の
が
あ

っ
た
か
ら
で
、
と
き

に
は
牧

師
が
石

を
投
げ

つ
け

ら
れ

た
り
、
信
者
が
異
端
視
さ
れ
て
親
類
も
寄
り
つ

か
な
い
と
い
う
こ
と
さ
え
あ
り
、
入
信
に

は
非
常
な
覚
悟
が

い
る
と

い
う
状
態
で
あ

っ
た
。

上
伊
那

に
お
け

る
キ
リ
ス

ト
教
も
日
本
各
地
に
お
け
る
と
同
様
に
最

初
は
士

族
を
中
心

に
広

め
ら
れ
、

つ
い
で
商
人

の
間

に
浸
透
し
て

い
く
の
で
あ
る
が
農
村
部
に

ぱ
な
か
な
か

布
教

が
進

ま
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代

か
ら

の
意
識
で
キ
リ
ス
ト
教
を
邪
教
視
す
る
傾
向
か

容
易

に
抜
け

な
か
っ
た
。

大
正
八
年
南
箕
輪
小

学
校

に
笠
井
三
郎

が
首
席
訓
導
と
し
て
赴
任
し
て
き

た
。
笠
井

は

当
時

信
州
教
育
者

の
間

に
強

い
共
鳴
者

の
あ

っ
た
白
樺
派

の
人

だ
ち
と
交
流
を
も
ち
、

ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と

し
て

は
内
村
鑑
三

ら
と

も
親
交

が
あ

っ
た
。
と
こ

ろ
が
同
僚

の
中

の
あ
る

者
や
、
村
人

か
ら
、
そ
の
思
想
や
教
育
方
法

に
不
快

の
念

を
持
つ
者

に
ょ

っ
て
排
斥
運
動

が
起

り
、
と
う
と

う
翌
九
年
三
月

は
追

わ
れ
て
他
校

へ
転
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
校
長

あ
ま
た
責
任
者
と

し
て
追

わ
れ
た
。
笠
井

の
信
仰
し

た
キ
リ
ス

ト
教

は
、
こ
の
村
に
根
を

5 ㈲
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お
ろ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
迫
害
の
例
は
そ
の
こ
ろ
の
伊
那

に
も
あ

っ
た
。
伊
那

の
銀
行
員
で
あ

っ
た

某

は
熱
心
に
製

糸
工

女
ら
に
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
道

を
行

っ
た
ら
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ

る

と
い
う
理
由
の
も
と

に
職

を
追
わ
れ
る
と

い
う
事
件

も
あ

っ
た
。

さ
て

、
田
畑

の
伊
那

キ
リ
ス
ト
教
会

の
属
す

る
ホ
ー
リ

ネ
ス
教
会

の
歩
み

を
た
ど
る
と

概

略
次
の
よ
う
で
あ

る
。

明

治
三
四
年

に
中
田
重
治

が
当
時
来
朝
し

た
Ｃ
・
Ｅ

カ
ウ

マ
ソ
と
と
も
に
東
京
神
田
に

中
央
福

音
伝
道
館
と
聖
書
学
校

を
併
せ
て
開
設
し

た
。
三
八
年
に

は
「
東
洋
宣
教
会
」
と

称
す

る
組
織

を
作
り
、

は
じ

め
は
超
教
派
の
活
動
を
し
て
い
た
が
、
大
正

六
年
に
「

東
洋

宣
教
会
日
本

ホ
ー
リ
ネ

ス
教
会
」
を
創
立
し

た
。
初
代
監
督
に

は
中
田
重
治
が
な

っ
た
。

こ

の
こ

ろ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
反

省
や
教
会
の
批
判
が
撞
頭
し
た
時
期
だ

っ
た
が
教
会

が
各
地
に
で
き
、
キ
リ
ス

ト
教
は
順
調
に
教
勢
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

ホ
ー
リ
ネ
ス
派
の
教
会
が
大
正

の
中
期
に
上
諏
訪
に
で
き
た
。
辰
野

方
面

の
人
々
は
そ

こ

に
通

っ
て
導

か
れ

た
が
昭
和
二
年
に
そ
れ
ら
の
人
々
の
力

に
よ
っ
て
辰

野
町
に
教
会
が

建
て
ら
れ

た
。

昭
和
三
年
に
は
伊

那
の
教
会
の
人

々
の
一
部

が
分
離

し
て

バ
プ
テ

ス
ト
教
会

を
作

っ
た

が
従
来
の
信
仰
に
物
足

り
な
さ
を
感

じ
て

い
る
人

々
は
さ
ら
に
教
派

を
変

え
て
古
町

（
今

の
中
央
区
）

に

ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
を
設

立
し
た
。

こ
の
教
派
の
人

々
は
極
め
て

熱
心
に
伝
道
と
求
道

に
精
進
し
て

い
た
が
昭

和

一
　一

年

末

、
東

京
の
本
部
に
お
い
て
教
義
上
見
解

の
相
違

か
ら
分
裂

が
起
こ

っ
た
。
そ

の
結
果
両

派

の
い
ず
れ

に
つ
く
か
旗
色
を
鮮
明

に
し

な
い
地
方
教
会

に
は
牧
師

の
派

遣

が

な

く

な

り
、
伊
那

の
教
会

は
無
牧
師
と

な
り
、
信
者

は
分
散
し
戦
時
中
の
迫
害
時
代
と
な

っ
た
。

前
述

の
よ
う
に
明
治
以
来

キ
リ

ス
ト
教

は
種

々
の
障
害
を
超
え
な
が
ら
順
次
教
勢
を
拡

げ
て

い
っ
た
が
戦
争
時
代
に

は
い
る
と
い

っ
そ
う
迫
害
を
受
け
昭
和

二
（

年
に

は
国
策
に

よ
り
他

の
宗
教
団
体
と
同
じ
よ
う
に

キ
リ
ス
ト
教
も
合
同
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
日
本
基
督

教
団

に
統
一
さ
れ

た
。

昭
和
一
八
年
四
月
七
日
に

ホ
ー
リ
ネ
ス
系
の
諸
教
会
は
、
再
臨
思

想
の
ゆ
え
を
も

っ
て

官
憲

の
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
、
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
伝
道
者
た
ち
は
解
職
さ
れ
た
り

中
に
は
投
獄

さ
れ
る
者
も
あ
り
、
殉
教
す

る
者

さ
見
出

だ
。
し

か
し
当
地

の
信
者

た
ち
は

社
会
の
圧

迫
に
堪

え
て

信
仰

の
火

を
消
す
こ
と

な
く
終
戦

を
迎
え

た
。

昭
和

二
〇
年
一
〇
月
四
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
「
政
治
的
・
民
事
的
・
宗
教
的
自
由
に
対
す

る
制

限

撤
廃
の
覚
書
」

が
発
せ

ら
れ
戦
時
中

の
さ
ま
ざ

ま
の
制
約

か
ら
解
放
さ
れ

た
キ
リ

ス
ト

教
の
伝

道
、
信
仰

は
漸

く
自
由
と

な
っ
て
社
会

の
表
面

に
出
る
よ
う
に
な

っ
た
。
四
散
し

て

い
た
信
者

た
ち
は
教
会

に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
教
会
活
動

は
活
発
に
な
り
、
信
者
以

外

の
間

に
も
各
所
で
聖
書
研
究
会
が
開

か
れ
戦
前
戦
中
邪
教
視
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
典

が
普
及

さ
れ
理
解
さ
れ

る
よ
う

な
社
会
的
雰
囲
気
と
な
り
教
会
の
門
を
訪
れ
る
者
が
次
第

に
多

く
な
っ
た
。

伝
道
信
仰

の
営
み
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
、
外
部
の
強
制
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
日
本
基

會
教
団

は
諸
教
派
統
合
の
力
と
し
て
働
く
よ
り
む
し
ろ
制

約
の
面

が
強

く
な
っ
て

き
た
の

で
こ
れ

か
ら
脱
会
す
る
教
派
が
順

次
出
た
。
上
伊
那

で
は
戦
後
旧
教
三

教
会

、
新

教
九
教

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ホ
ー
リ
ネ
ス
派
は
昭

和
二
四
年

に
日

本
基
督

教
団

を
脱
会
し

六
月
五
日
日
本

ホ
ー
リ

ネ

ス
教
会
創
立
大
会
を
問

き
戦

後
の
歩
み
を
開
始

し
た
。
（
創
立
後
間

も
な
く
日
本

ホ
ー
リ

ネ

ス
教
団
と
改
称
）

こ
の
派
の
特
色
は
聖
書
信
仰

、
ウ
ェ
ス
レ
ー
・
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
、
四

重

の

福

音

（
新
生
・
聖
化

・
神
癒

・
再

臨
）

信
仰
で
あ

る
。

日

本
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
伊
那

キ
リ
ス
ト
教
会

は
昭
和
三
五
年
七
月
一
日
教
会
設
立
が
認

可

に
な
っ
て

Ｉ
〇
日
間

は
白
根
茂
師

を
中

心
と
し
て
天

幕
伝
道
集
会
に
よ

っ
て
伝
道
活
動

を
開
始

し
た
。
集
会
所

は
最

初
伊
那
市
東
町
そ

の
後
中
央
区
伊
那
公
園
下

、
中
央
区
旧
道

山
寺
区

水
神
町
と
所

を
移
し
て

い
た
が
五
四
年
田
畑

の
現
在
地

を
購
入
、
五

六
年
五
月
三

一
日

教
会
堂
新
築
喜

び
の
献
堂
式

が
行

わ
れ
、
登
内

稔
師

に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て

い
る
。
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二
章
　

神

第
一
節
　
概

社説

鎮

守

様

（
氏

神

様

、

産

土

様
）

は

村

人

を

そ

の

氏

子
（

産
子

）

と

し

、

村
（
区

）
単

位

で

ま

つ

っ

て

来

た

神

で

あ

る

。

鎮

守

神

ぱ

も

と

も

と

そ

の

土

地

の

精

霊

神

か

、

そ

の

工

地

開

拓

の

祖

神

ま

た

は

土

地

経

営

の

功

績

神

で

、

そ

の

土

地

に

生

ま

れ

た

者

が

産

子

で

あ

る

。

氏

神

は

Ｉ

氏

族

の

祖

神

で

、

そ

の

氏

の

同

族

を

氏

子

と

言

う

の

が

本

来

の

意

味

で

あ

る

。

産

土

神

と

村

人

と

の

関

係

は

地

縁

的

、

氏

神

と

村

人

と

は

血

縁

的

な

印

象

が

あ

る

。

村

が

発

展

す

る

過

程

で

村

人

が

同

一

の

信

仰

対

象

を

持

つ

こ

と

は

連

帯

感

を

強

め

、

同

郷

の

念

を

深

め

る

こ

と

に

役

立

つ

の

で

、

村

の

安

寧

、

繁

栄

、

発

展

を

祈

る

に

ふ

さ

わ

し

い

守

護

神

を

得

て

鎮

守

社

を

建

立

し

て

村

を

挙

げ

て

祭

祀

を

営

む

の

が

一

般

で

あ

る

。

本

村

の

鎮

守

社

の

う

ち

殿

村

八

幡

宮

は

源

満

仲

（

英

雄

）
が

勧

請

し

た

と

い

わ

れ

、

そ

れ

が

そ

の

ま

ま

鎮

守

社

と

な

っ

た

も

の

で

あ

る

。

そ

０

他

は

霊

験

顕

著

と

い

わ

れ

る

神

を

勧

請

し

た

も

の

で

村

人

は

本

来

の

意

味

で

の

氏

子

又

は

産

子

で

は

説
　

な

く

み

ん

な

信

徒

と

称

す

べ

き

も

の

で

あ

る
・
　
一

区

一

社

を

鎮

守

社

と

し
ヽ

区

民

を

氏

子

と

呼

ぶ

よ

う

に

な

っ

た

の

は

明

治

維

新

以

後

神

道

国

教

化

の

過

程

に

お

い

概
　

て

な

さ

れ

た

こ

と

で

あ

る

こ

と

は

さ

き

に

述

べ

た

と

お

り

で

あ

る

。

明

治

以

後

村

欠μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こと
ご
と

り
　

人

は

鎮

守

社

の

氏

子

で

あ

っ

て
ヽ

他

の

神

社

に

対

し

て

は

悉

く

信

徒

と

呼

ば

れ

第
　

る

べ

き

も

の

で

あ

る

と

さ

れ

た

゜

神
社
明

細
帳
に
は
各
区

の
鎮
守
社

に
は
み

な
氏
子
数
が
記
入

さ
れ
て
い

る
が
他

の
無
格

社
は
信
徒
数
が
記
入

さ
れ
て

い
る
。

明

治
一
七
年

の
神
社
明

細
帳
に
よ
る
本
村

神
社

の
氏
子
・
信
徒
数

は
左
表
の
と

お
り
で

あ
る
。

社
格
　
　

神
社

名

村

社
　
殿
村
八

幡
宮

々
　

神
明
宮

″

皿（
（

ご
合
殿

″
　

皇
大
神
社

々
　

七
馳
九
合
殿

″
　

諏
訪
神
社

々
　

諏
訪
社

”
　
　能

勢

呉

氏
子
　
　
社
格
　
　

神
社
名

一
七
六
　
無
格
社
　
里
宮
社

六
三
　
　

″

四

六
　
　

″

三
四
　
　

″

七
五
　
　

″

一
〇
二
　
　

″

一
　｛

四
ニ

ー

金
刀
比
羅
社

厳
島

社

高
丘
社

稲
荷
社

高
根
社

信
徒

八

七
　
北
殿

七
八
　

田
畑

七
八
　

々

五
七
　

神
子
柴

五
七
　
　
々

一
〇
〇
　

大
泉

各
鎮
守
社

の
例
祭
日

は
明
治
一
七
年
一
月
村
長

よ
り
郡
長
宛
の
届
書

に
よ

る
と

次
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

例
祭

日

社
名
　
　

部
落

名

七
月
一
〇

日
　

神
明
宮
　
　

久
保
　
　

明

台
四
〇
年
入
　
　

両
社

合
併

し
て

神
明
宮
と

な

九
月
二
三
日
　

熊
野
社

）
　
　
　
　
　
　
　日

？
　
　
　

ノ
月
　

る
Ｉ

九七
月
一
〇

日
　

御
尺
地
社
　

塩

月
二
三
日
　
貴

布
禰
社

）
よ

ノ
井

九
月
一
五
日
　

八
幡
宮
　
　

殿
村

九
月
一
八
日
　

諏

訪

社
　
　

田

九
月
一
七
日
　

皇
大
神
社

）

田
火

両
社

合
併

し
て

塩
ノ
井
神
社

と

な
る
。

北
殿

・
南
殿
両
区

の
神
社
で

あ

る
。

両

社
合
併

し
て
田
畑

神
社
と

な
る
。

印5
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八

月

一

五
日
　

八

幡
宮
　
　

申
　

ヒ
Ｘ

九
月

二

三

日
　

白

山

社

）
　
　

う
１
子

柴

万

百

即
言

）
　

琵

九
月
二
〇
日
　

諏
訪
社
　
　

大
泉
　
　
　（

づ
皿

四
〇

年
十
）
　
　ぬ
づ
竃
合
併
大
和
泉
神
社
と

（
役
場
文
書
）
｀

戦

後

は

仕

事

の

都

合

で

祭

日

を
休

日

に
当

て

る

た

め

に
年

々
動

く

場

合

が

多

Ｘ

Ｏ

ｔ

こ
の
よ
う
に
し
て
各
区
に
あ
る
鎮
守
社
の
維
持
管
理
祭
礼
は
氏
子
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
。
北
殿
の
北
殿
神
社
、
南
殿
の
三
峯
神
社
、
神
子
柴
の
御
射
山
社
も

鎮
守
社
同
様
、
区
民
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
沢
尻
の
伊
雑
皇
大
神
宮
も
こ

れ
に
準
じ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
鎮
守
社
の
境
内
に
は
た
く
さ
ん
の
小
宮
が
あ
る
し
、
家
屋
敷
の
一
隅

又
は
林
の
中
な
ど
に
祝
殿
が
あ
っ
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。

鎮
守
社
の
祭
事
は
概
ね
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。

一
月
一
日
早
朝
　
　
歳
旦
祭

二
月
節
分
の
日
　
　
節
分
祭

二
月

一

七

日

春

か
秋

六

月

三
〇

日

八

月

一

日
（

旧
暦

）

一

一
月

一

五
日

一

一
月

三

百

二

万

三

一
日

祈
年
祭

例
祭

風
祭
　

八
朔
祭
と

も
い
う
。

七
五
三

の
祭

新
嘗
祭

大

晦

大
祓

い

曹水・
無

．つ
き
　

は
ら

月

大

祓

い

は
総
代
ぱ
じ
め
区
の
代
表
が
集
ま
り
神
官
が
祭
典
を
執
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
昔

は
神
社
の
舞
台
で
今
は
公
民
館
な
ど
で
若
人
に
よ
っ
て
奉
納
芝
居
や
演
芸

を
催

し
、
各
家
庭
で
は
業
を
休
ん
で
親
戚
知
人
を
招
い
て
祝
っ
た
り
、
子
供
た
ち
は
御

輿
を
か
っ
ぎ
出
し
た
り
し
て
、
区
民
全
体
の
祭
典
を
し
て
い
る
。

第

二

節
　

鎮
　

守
　

社

一
　

神
　

明
　

宮
　

久
保

祭
神
　
天

照
皇
大
神
・
豊
受
大
神
・
伊
井

諾
尊
・
伊
井
再

尊

玉
男
命

こ
と
わ
け
お

事

解

男

會

・

速

由
緒
　

神
明
宮
と
熊
野
社
の
合
祀
社
で
あ
る
。
熊
野

社

ぱ
も
と
熊
野
権
現
社

と

い
っ
て
神
明
宮
の
南
方
一
〇
〇
ｍ

の
台
地
字
熊

ノ
堂

に
あ

っ
た
が
明
治
二
六
年
こ

こ
に
移
し
、
神
明

・
熊
野
両

社
殿

を
同

じ
覆
屋

内
に
並
べ
合
祀
し
明
治
四
〇
年
八

月

合
併
が
許
可

に
な
っ
た
。
神
明
宮

の
創
建

は
慶
安
二
年
こ

ろ
と
考
え

ら
れ
、
熊

野
権
現

社
の
創
建
は
未

詳
で
あ
る
。

明

治
五
年

村
社
、
昭
和
一

八
年

八
月
三
〇
日
、

神
饌
幣
帛
料
供
進
社

に
指
定

さ

右
の
う
ち
祈
年
祭
は
五
穀
豊
穣
、
商
工
繁
栄
祈
願
、
例
祭
は
、
氏
子
０
息
災
安

寧
豊
楽
祈
願
、
新
嘗
祭
は
収
穫
感
謝
の
心
を
こ
め
た
祭
り
で
こ
れ
を
鎮
守
社
に
お

け
る
三
大
祭
と
し
て
い
る
。
例
祭
は
春
か
秋
の
決
ま
っ
た
日
に
行
わ
れ
て
神
社
で

図2 －1　 神　明　宮（久保）
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れ
た
。

社
　

殿
　

拝
殿
は
向
拝
付
入
母
屋
唐
破
風
造
り
で
あ
る
。
勾
欄
付
木
階
三

段
、

正
面
角
柱
、
木
鼻
に
は
獅
子
、
象
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
間
口
七
・
八
ｍ
、
奥

行
八
・
六
八
ｍ
、
そ
の
う
ち
前
方
の
床
を
一
五
ｍ
低
く
し
て
拝
殿
と
し
、
後
方
右

に
神
明
宮
、
左
に
熊
野
社
の
本
殿
が
並
ん
で
い
る
。
拝
殿
と
本
殿
の
覆
屋
が
一
緒

に
な
っ
て
い
る
変
お
っ
た
形
式
で
あ
る
。
こ
の
覆
屋
は
元
来
草
葺
き
で
あ
っ
た
が

昭
和
五
〇
年
に
草
葺
き
の
ま
ま
の
形
を
保
ち
な
が
ら
上
に
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
で
覆
っ

て
現
在
の
屋
根
と
し
て
い
る
。

神
明
宮
の
本
殿
は
間
口
二
・
三
七
ｍ
、
奥
行
二
・
九
〇
ｍ
、
熊
野
社
の
本
殿
は

間
ロ

ー
・
九
〇
ｍ
、
奥
行
二
・
三
八
ｍ
で
屋
根
の
高
さ
は
神
明
宮
よ
り
約
五
・
九

皿
低
い
。
両
社
と
も
切
妻
の
流
れ
造
り
平
入
り
で
前
面
は
浜
縁
で
あ
る
。
屋
根
は

流
れ
造
り
で
両
殿
と
七
縁
を
め
ぐ
ら
し
脇
障
子
を
設
け
て
い
る
。
一
見
し
て
熊
野

社
の
方
が
彫
り
物
が
手
細
か
に
で
き
て
い
る
が
、
熊
野
社
の
彫
り
物
は
後
で
付
け

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

舞
台
は
前
庭
の
左
側
に
あ
り
奉
納
演
芸
な
ど
が
行
わ
れ
氏
子
を
も
楽
し
ま
せ
た

が
昭
和
二
七
年
に
取
り
払
わ
れ
た
。

水
　
屋
　
水
屋
は
間
口
一
丁

五
五
ｍ
、
奥
行
一

∴
二
ｍ
で
左
右
桧
の
丸
柱
は
掘

立
形
式
で
あ
る
。
御
手
洗
の
石
は
大
正
六
年
、
大
泉
所
か
ら
氏
子
総
出
で
錯
（
修

羅
）
に
乗

せ
て
引

き
出

し
た
。
撒
は
同

神
社

に
保
存

さ
れ
て

い
る
。

鳥
　

居
　
一

の
鳥
居

は
花

嵩
岩
の
円
柱

、
二

の
鳥
居

は
桧

の
丸
木

造
り
で

い
ず

れ
も
神
明

鳥
居

で
あ
る
。

灯
馥
等
　
石
灯

寵
一
対
「
明
和
七
年

寅
七
月
」

と
刻

ま
れ
て

い
る
。
狛
犬
一
対

の
台
石

に
「

国
威
宣
揚
」
「

八
紘
一

宇
」

と
「
海
軍
大
将

塩
沢

幸

一

題
」
と

あ

る
。
一

の
鳥
居
、
石

畳
、
狛

犬
は
い
ず
れ
も
当

久
保
出
身

の
丸
山
東
作

が
昭
和
一

七
年
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

石
灯
寵
の
文
字
、
筆
者
等
当
時
の
国
家
神
道
の
一
面
を
物
語
っ
て
い
る
。

境
内
社
　
境
内
社
に
は
秋
葉
神
社
・
稲
荷
社
・
浅
間
神
社
・
大
山
神
社
・
庖
折

神
そ
の
他
の
神
社
が
神
明
宮
覆
屋
南
面
壁
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
久
保
区
内
に
散
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

金
刀
比
羅
宮
・
天
満
宮
・
石
碑
の
蚕
玉
神
社
が
境
内
に
あ
る
。

神
　
木
　

ご
ウ
ヤ
マ
キ

石
段
を
上
り
き
っ
た
左
側
に
聳
え
、
目
通
り
一
丁

二
ｍ
の
大
木
で
あ
る
。
推
定

樹
齢
三
四
〇
年
。

二
　

塩

ノ
井

神

社
　

塩
ノ
井

祭
　

神
　
猿
田
彦
命
・
大
己
嗇
］
命
　
・
伊
豆
速
男
命
・
高
寵
神

由
　

緒
　

塩
井
神
社

は
御
尺
地
社
、
貴
船
社
の
合
殿
で
あ

る
。
両
社
が
合
殿
し

た
の
は
寛
保
三
年

二

七
四
三
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

塩
ノ
井
神
社
と
社
名
が
定

図２－ ２　塩 ノ井　 饗 尺諒神社（旧塩 ノ井神社）

ま
っ
た
の
は
昭
和
二

七
年
六
月
二

日

神
社
本
庁
の
承
認
に
な
っ
た
と

き
で
あ
る
。

御
尺

地
社
は
古
く
は
現

在
地
の

北
方
二
〇
〇
ｍ

ほ
ど
の
天

伯
地
籍

字
古
宮
の
地
に
あ
っ
た
。
祭

神
の

大

己
貴
命

は
大
国

主
命

の
別
称
で

あ
り
、
伊
豆

速
男
命

は
建
御
名
方

命

の
御
子
で
あ

る
。
出
雲

神
話
、

諏
訪

神
社
の
伝

承
に
連

な
る
神
々

を
祭

神
と
し
て

お
り
、

さ
ら
に
神

使

の
湛

神
事
が
古
宮

の
地
で
行

わ
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れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
諏
訪
の
勢
力
伸
張
の
過
程
で
一
拠
点
と
し
て

早
い
時
期
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
御
尺
地
信
仰
は
諏
訪
信
仰
の
原
型

と
さ

れ
、
一
般
的
に
は
土
地
の
神
、
開
拓
神
と
さ
れ
て
い
る
。

貴
船
社
は
京
都
府
鞍
馬
に
あ
る
貴
船
神
社
の
末
社
で
あ
り
、
祭
神
の
高
寵
神
は

雨
乞
い
や
止
水
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
と
さ
れ
て
い
る
。

最
近
の
古
部
族
研
究
会
の
研
究
に
よ
る
と
、
塩
ノ
井
の
御
尺
地
社
は
征
矢
氏
の

祝
殿
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
社
殿
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
金
幣
の
裏
面
に
は
「
寛

政
九
年
三
月
、
氏
子
中
、
征
矢
野
」
の
記
銘
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
る
べ

き
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
征
矢
野
は
征
矢
一
族
の
旧
姓
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

社
　
殿
　
入
母
屋
造
り
、
前
一
間
ひ
さ
し
千
鳥
破
風
の
向
拝
を
つ
け
た
角
総
律

造
り
で
あ
る
。
彫
刻
は
優
美
端
麗
で
、
昔
、
「
塩
ノ
井
に
過
ぎ
た
る
も
の
三
つ
あ

り
」
と
い
わ
れ
た
そ
の
一
つ
が
こ
の
社
殿
で
り
っ
ぱ
な
も
の
で
あ
る
。

明
治
五
年
村
社
に
指
定
さ
れ
た
。

境
内
社
　
三
峯
社
、
秋
葉
神
社
合
殿

御
嶽
神
社
　
碑
　
碑
諧
　
昭
和
三
三
年
一
〇
月
之
を
建
つ
と
し
寄
付
人
等
の
名

列
記

天
満
宮
　
祭
神
菅
原
道
真

舞
台
　
大
正
年
間
ま
で
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。

三
　

殿

村

八

幡

宮
　

北
殿
南
殿

祭
　

神
　
応

神
天

皇

由
　

緒
　
伝
え

に
よ
る
と
、
朱

雀
天

皇
（

九
三
〇
～
四
六
）
の
と
き
、
源
満
仲

が

勅
命

に
よ
っ
て
信
濃
国
水
内
郡

戸
隠

の
逆
徒
征
討

の
た
め
下

向
し

た
際
、

逆
徒

の

勢
い
が

は
な
は
だ
強
く
平
定

に
難
渋
し

た
。
そ
こ
で
石
清
水
八
幡
宮

に
祈
願
し
、

神
助

を
求

め
漸
く
に
し
て

逆
徒

を
平
定

す
る
こ
と
が
で
き
て
国
中

の
百
姓

は
は
じ

め
て
安
堵
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
満
仲
は
凱
旋
の
途
中
こ
の
地
の
景
勝
な
る
こ
と

を
よ
し
と
し
八
幡
宮
を
勧
請
し
、
弓
矢
を
奉
納
し
て
神
へ
の
御
礼
と
し
た
。
こ
の

年
は
承
平
二
年
（
九
三
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。

以
来
こ
の
神
社
は
殿
村
の
鎮
守
と
し
て
村
人
は
も
と
よ
り
、
伊
那
や
箕
輪
に
居

城
を
構
え
た
武
将
や
支
配
者
か
ら
も
篤
く
崇
敬
さ
れ
た
。

慶
安
年
中
殿
村
が
南
北
両
村
に
分
か
れ
た
後
も
引
き
続
き
両
村
の
鎮
守
社
と
な

り
、
現
在
も
北
殿
南
殿
両
区
の
鎮
守
社
で
あ
る
こ
と
に
変
り
が
な
い
。

源

満
仲
の
弟
の
後
裔
知
久
信
定

は
社
殿

の
修
造
を
し
た
。
鎌
倉
時
代

の
初
期

に

は
八
幡
神
は
源

氏
の
氏

神
と
し
て
特

に
為
政
者

の
尊
信
も
篤
く
諸
国

の
八
幡
宮
も

い
っ
そ
う
尊
崇
さ
れ
た
。

伊

那
に
居
城

し
た
信

濃
守
護
小
笠
原
長
時

の
子
長
経
、
孫
長
忠
と
も

に
田
園

を

寄

進
し
た
。
南
北
朝
時
代

の
信
濃

の
守
護
職
小
笠
原
貞
宗

は
特

に
神
域

を
広

め
祭

祀

を
盛
ん
に
し
た
。

箕

輪
六
郷

の
主
と
た

っ
た
藤
沢
行
親

の
子
孫

は
累
世
崇
敬
篤
く
武
器
を
奉
納
し

た
り
、
社
殿

の
修
理

も
行

っ
た
。

天
文

二
一
年

二

五
四
三
）
武
田
信
玄
は
伊
那
郡
を
略
取
し
得
た
戦
功

に
謝
し
、

七
貫
二
〇
〇
文

に
相
当

す
る
土
地

を
奉
納
し

た
。
天
正
一
一
年
二

五
八
三
）
八
月

木
曽
義
昌

は
伊
那
北
部

に
侵
入
し
一
時
箕
輪
の
地
を
領
有
し
た
際
、
そ
の
臣
山
村

七
郎
右
衛
門

を
し
て
五
貫
文

の
土
地
を
寄
進
さ
せ
た
。

江
戸
時
代

に
な
り
飯
田
領
主
菅
沼
大
膳
亮
定
利
の
臣
朝
日
受
永
は
そ
の
禄
高
の

う

ち
一
四
石
を
寄
進
し
て
次
の
各
神
社
に
分
け
た
。
殿
村
八
幡
宮
四
石

、
三

日
町

八
幡
宮
三
石
、
木
下

南
宮
神
社
三
石

、
三

日
町
御
射
山
神
社
三
石

、
松

嶋
稲
荷
大

明
神
五
斗
、
大
泉
諏
訪
大
明
神
五
斗

。
慶
安
二

年
（

二
（
四
九
）
将
軍

家
光
の
と
き

か
ら
朱
印
状
に
よ
っ
て
朱
印
地
は
安
堵
さ
れ
代
替
り
ご
と
に
改
め
て
朱

印
状
が
与

え
ら
れ
た
。
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第２節　鎮　守　社

慶
長
一
九
年
（

コ
（

Ｉ
四
）
小

笠
原

秀
政
神
殿

修
理

。
明
暦
二
年
（

二
（
五
六
）
脇

坂

安
吉
田
園
寄
進
、
拝
殿
造
営
。
元

禄
三

年
（
一
六
九
〇
）
板
倉
重

宣
、
同
頼
母
領
知

の
と
き
社
殿
修
理
、
陣
幕
一
張

奉
納
等
が
行
わ
れ
た
。

明
治
維
新

の
際
朱
印
高
上
知
。
社
地
は
除
地
と
し
て
今
日

に
及

ぶ
。

明
治
五

年
村
社
に
列
し
、
同

九
年

神
饌
幣

帛
料
供
進
指
定

神
社

と
な
り
昭
和
三

年
郷
社
と
な

る
。

明
治
二
二

年
、
火
災
に
よ
り
社
殿

悉
く
焼
失
、
同
二

六
年
現
在

の
社

殿
造
営
な

る
。社

　
殿
　
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
、
銅
板
葺
き
、
正
面
向
拝
は
唐
破
風
造
り
擬
宝

珠

つ

き

上

り

高

欄

の

つ

い

た

木

階

五

段

。

正

面

及

び

側

面

に

は

擬

宝

珠

つ

き

の

切

縁

を

め

ぐ

ら

し

脇

障

子

が

設

け

ら

れ

て

い

る

。

正

面

三

間

は

格

子

戸

、

側

面

は

横

板

張

り

。

虹

梁

様

頭

貫

、

木

鼻

は

単

純

な

雲

形

、

組

物

は

三

ッ

斗

の

変

わ

り

も

の

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
∩

り

本
殿

は
切
妻
流

れ
向
拝
造
り
、
棟

の

・〃

両
端
に
千
木
を
お
き
、
五
本
の
鰹
木
　

片

図２－ ３　殿 村八幡 宮社殿

を
載

せ

鬼
板

を

つ
け

て

い

る

。
正

面
　

ヅ

は
板

戸

で

三

方

は
横

板

張

り
、

軒

支
　

な

輪

の
三

段

は
優

美

で
、

組

は
三

手

先
　

Ｌ価
や

の
変

形
ヽ

向

拝

柱

は
左

右

へ
二

手

出
　

ぼ

る
組
方

を
し
て
い

る
。
墓
股

も
ま
た
　

説
拙

き
れ
い
に
で

き
て

い
る
・

虹
梁

は
っ
　
　
／
几

な
ぎ
虹
梁
で
あ

る
。

社

務
所
　
昭
和
五

七
年
改

築

鳥
　
居
　

鳥
居

は
控
え
柱

を
持

つ

両

部
鳥
居

で
「

八
幡
宮
」

の
額

を
掲

4

￥
蕗
便
拾
緊
す
良
衝
圈
£
ふ
ぞ

骨

孝

奏

作

啼
　

真
言

庵

山
ａ

惣
合

器

ル

高

も
ｔ

幹
枝
衣
・百
七
ま

伊
絡
坪

右
除
ｔ
蟹
逡
頻
之
ぐ
か
で

￥
４
４
'
４
４

‘￥
Ｊ
＆
･
４
(７

隋
汲
恣
ｔ

祭
器
や

£

紺

倫
洙
圖
泌
秘
脊
畝
れ
沖
ｔ

与

太

図 ２－ ４　八幡宮古絵図
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社神第2 章

げ
て
あ
る
。
ま
た
、
北
殿

か
ら
の
参

道
入

口
に
も
神
社
前

と
同
じ
形
式

の
鳥
居
が

立
ち
古

来
か
ら
北
殿
村

の
人

々
の
八
幡
宮

に
寄

せ
る
崇
敬

の
ほ
ど
が
思

わ
れ
る
。

水
屋
　

御
手
洗
　

水
屋

は
昭
和
五

六
年

造
営
で
、
そ
こ

の
御
手
洗

は
元
禄
三
年

（

二
（

九
〇
）
奉
納

の
も

の
で
あ

る
。
北
殿

か
ら

の
参
道
鳥
居

わ
き

の
御
手
洗
は
明

治
一
八
年
若
連

の
奉
納
で
あ

る
。
社
前
鳥
居

わ
き

の
御
手
洗

は
明
治
七
年
有
賀
光

彦
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

灯
　

寵
　

北
殿

か
ら

の
参
道
鳥
居
前

に
一
対
、
神
殿
前
広
庭

に
五
対

の
石
灯
寵

が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

図
２
１

４

の
絵
図
は
寛
政
三
年
当
時

の
八
幡
宮
境
内
で
あ

る
。

社
　

叢
　

八
幡
宮
の
樹
林
は
数
百

年
を
超
え
る
常
緑
樹
林
で
昭

和
五
四

年
に
南

箕
輪
村
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
特
に
境
内
参
道
に
は
目
通
り
の
太
さ
四

・

二
ｍ

の
杉
、
二

・
七
五
ｍ

の
桧
、
三
ｍ

の
松

等
の
大

樹
が
両

側
に
並
び
聳
え
森

厳

の
風

に
満
ち
、
こ
こ
に
歩

を
運
ぶ
者
の
身
心
を
し
て
お
の
ず
か
ら
引

き
緊
ま
る
の

を
覚
え

さ
せ
る
。
社
殿

南
の
大
杉
、
東
の
桧
は
古
来
神
木

と
さ
れ
、
樹
齢
は
五
〇

〇

年
を
超
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

神
楽
殿
　
明

治
三
七
年

に
取

り
壊
さ
れ
た
。
ま
た
境
内

に
射
的
場
も
あ
っ
た
。

（
図
２
－

４
）

境
内
社
　

神
明
宮
　

祭

神
天
照

皇
大

神
　

由
緒
不
明

四
　

田

畑

神

社
　
ｍ
畑

祭
　
神
　
建
御
名
方
命
、
天
照
皇
大
神

由
　
緒
　
昭
和
二
三
年
に
北
割
の
字
神
明
の
地
に
あ
っ
た
村
社
皇
大
神
社
を
南

割
の
前
宮
原
の
村
社
諏
訪
社
に
合
祀
し
て
社
名
を
田
畑
神
社
と
改
称
し
、
田
畑
区

全
体
の
鎮
守
社
に
な
っ
た
。
昭
和
一
八
年
七
月
二
六
日
神
饌
幣
帛
料
供
進
社
に
指

定
さ
れ
た
。

田 畑 神 社

図２－ ５　 田畑神社舞台（神楽殿）

ここで奉納演芸 が行われた（昭54.6 ）

諏
訪
社
は
以
前
は
前
宮
と
い

っ
て
御
射
山
大
山
田
神
社
が
穂
凰
の
神
事
を
執
行

す

る
と
き

の
遥
拝
所
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
神
領

が

五

反

歩

（
約
五
〇
ａ
）
あ
り
、
大
祭
の
時
の
神
饌
を
供
し
て
い
た
と
。
天
正

年
間
（
一
五
七
三

～
九

こ

の
兵
乱

に
よ
り
神
領
を
没
せ
ら
れ
以
後
そ
の
こ
と
は
廃
止
さ
れ

た

と
。

こ

の
大
山
田
神
社
と
御
射
山
神
社
等
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
多

く
な
お
研

究
の

必
要
か
お

る
。

皇
大
神
社
は
元

禄
三

年
（

二
（

九
〇
）
北
割
耕
地
の
鎮
守

社
と
し
て
字

神
明

の
地

に
造
営
が
始

め
ら
れ
、
翌
年
鎮
座
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
五

一
年

経

っ
た
享

保

二
一
年

二

七
六
三
）
社
殿
再
建

、
昭

和
二
三
年

ま
で
尊
崇
さ
れ
て
い
た
。

社
　

殿
　

本
殿
は
一
間
社
流
れ
造
り
。
覆
屋

の
中

に
あ
る
。
拝
殿

の

ほ

か

宝

蔵
・
神
楽
殿
・
社
務
所
・
水
屋
等
の
建

物
か

お
る
。
神
楽
殿

は

奉

納

演

劇

・
演

舞
・
地
芝
居
等
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
正
面

一
一
・
七
ｍ
、

奥
行
三

・
六
ｍ
で

神

社

の
舞
台
と
し
て
は
本
村
唯
一
の
遺
構
で
あ
る
。

鳥
　

居
　

控
柱
の
あ
る
両

部
鳥
居

5 加



第２節　鎮　守　社

石
灯
寵

御
手
洗

あ
る
。

三
対
。
安
政
二

年
・
嘉
永
六
年
・
宝
暦
一
二

年

に
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
。

明
治
一
八
年

献
納
の
も
の
で
、
前
面

に
「
前
宮
神
社
」
と
彫

ら
れ
て

境
内
社
　
天
満
宮
　

創
立
年
不
詳
、
万
延
二
年
二
月
二
四
日
　

子
供
連
再
建

田畑神社御手洗「前宮神社」と刻まれてい る。図2 －6

昭
和
二
三
年
神
明
社
域
の
天
満
宮
を
前

宮
原
天
満
宮
に
合
祀

弁
財
天
社
　
字
弁
天
ヶ
崎
よ
り
昭
和

二
三
年
遷
座

琴
平
社
　
　
字
金
刀
原
よ
り
昭
和
二

三
年
遷
座

厳
島
社
　
字
嶮
ヶ
上
よ
り
昭
和
二
三

年
遷
座

御
嶽
社
・
塩
釜
社
・
居
森
殿
・
秋
葉

社
・
御
鋤（
鍬
）社
。

蚕
霊
神
彿
二
基
、
明
治
一
一
年
と
同

一
四
年
建
立
の
も
の
。

田
畑
神
社
の
神
楽
　
田
畑
神

図２－ ７　 田畑神社の 神楽の花

この花の下で神楽を舞 う。

社
の
例
祭
四
月
二

六

日

に

は

「
神
楽

の
花
」

の
中
で
神
主

が

お
神
楽

を
舞

っ
て
奉
納
す

る
。

こ

の
神
楽

の
花

竺

二
箇

の
四
角

な
木
枠

に
そ

れ
ぞ
れ
第
一
層

に

玉

垣
・
灯
寵

・
鳥
居
、
第
二
層

に
は
敬
神
の
文
字
、
そ

の
両
側

に
宝
蔵
、
第
三
層

に
は
菊
花
紋

と
日
月

を
象
徴
的

に
表

わ
し
た
形

を
切
り
抜
い
た
紙
片
を

ぱ
っ
て
あ
る
。
そ
の
枠

の
中
央

に
は
、
麻

・
さ
ら
し
・
末
広
を
吊
し
、
第
一
層
木
枠
の
四
隅

に
は
五
色
の

紙
し
で

を
垂
れ
る
。
こ

の
神
楽

の
花

は
あ

た
か
も
天
蓋

の
ご
と
く
拝
殿
中
央
に
吊

る
さ
れ
、
そ
の
中

で
神
楽
を
舞
う
の
で

あ
る
。

吊

る
す
も

○
は
そ
れ
ぞ
れ
長

寿
・
健
康

・
発
展
等

を
意
味

す
る
と
い

う
。

神
楽
が
終
わ
る
と
「

神
楽
の
花
」

を
奪
い
合

う
。
そ

の
一
部
分

を
家

に
持

ち
帰

る
と
厄

除
け
に
な
り
、
幸
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「

神
楽
の
花
」
を
飾

っ
て
祭
り
を
現

在
な
お
行

っ
て
い
る
の
は
、

ほ
か
に
神
子

柴

の
神
社
と
伊
那
市

の
東
大
社
だ
け
で
あ

る
と
い
う
。

五
　

白

山

社

八

幡

社

合

殿
　

神
子
柴

祭
　

神
　
伊
非
諾
尊
、
誉
田
別
尊

由
　

緒
　

創
立
由
緒
等
未
詳

。
延
享
年
間
（
一
七
四
四
～
四
七
）
編
の
「

伊
那
神

社
仏
閣
記
」

に
は
、

神
子
柴
村
　

若
宮
八
幡
宮
、
駒
形
白
山
権
現
、
天

狗
宮
と
あ

る
。『

旧
村
誌
』

に
は
「
駒
形

社
村
社
ク
リ
東
西

弐
拾
間
、
南
北
拾
八
間
五
尺
七
寸

面

積
三
百

九
拾
坪
本
村
神
子
柴

耕
地
未
ノ
方

ニ
ア
リ
、
寛
文
十
一
年
祠

宇
再
建
、

天

保
十
三
寅
年
又
造
営
ス
、
伊
井

諾
尊
、
誉
田
別

尊
ヲ
祭
ル
…
…
」

と
あ
り
、
明

治
一
四
年
の
「

社
寺
明
細
取

調
原
簿
」
に
は
「

村
社
　

八
幡
社
白
山
社
合
殿
　

駒

形
社

卜
称

ス
」
と
あ
り
、
県
庁
の
「

神
社
明
細
帳
」
に
は
「

村
社
　

白
山
社
八
幡

社
合
殿
、
祭
神
　

伊
井
諾
尊
、
誉
田
別
尊
」
と
あ

る
。
な
お
由
緒
の
項

に
「
天

文

五
年
以
前
旧

神
子
柴
村
産
土
神

タ
リ
、
天
保
十
一
年
六
月
再
建
」
の
書
き
入
れ
が

あ
っ
て
欄
外

に
「
明
治
四
十
一
年
一
月
七
日

由
臍
訂
正
許
可
」
と
あ

る
。
こ

れ
ら

か
ら
考
え
る
と
現

在
の
社
名
と
な
っ
た
の
は
明
治
一
七
年

の
明
細
帳

に
記
載
さ
れ

た
と
き

か
ら
と
思

わ
れ

る
。

5Ｈ
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図 ２－ ８　 兌aHI 合殿と神馬

銘に「天文五年 丙中正月献ず」とある。

明
治
五
年
村
社
、
昭
和
一
八
年
七
月
二
六
日
神
饌
幣
帛
料
供
進
神
社
に
指
定
さ

れ
た
。

な
お
当
社
の
社
宝
に
木
製
の
駒
が
あ
り
「
天
文
五
丙
申
年
正
月

献

ズ
」
と
あ

る
。社

　
殿
　
拝
殿
は
三
間
三
戸
の
入
母
屋
造
り
で
大
正
七
年
改
築
。

本
殿
は
一
間
社
流
れ
造
り
、
正
面
唐
破
風
。
虹
梁

の
頭
貫
に
は
獅
子
と
象
の

木
鼻
が
付
い
て
い
る
。
え
び
虹
梁
は
み
ご
と
な
龍
の
彫
刻
が
施
さ
れ
荘
重
な
も
の

で
あ
る
。
ギ
ボ
シ
勾
欄
を
め
ぐ
ら
し
た
縁
の
は
て
に
は
脇
障
子
が
あ
り
、
右
は
雲

上
の
宝
剱
に
乗
る
仙
人
、
左
は
雲
上
の
鳥
に
乗
る
仙
人
が
彫
刻
さ
れ
て
い
て
何
れ

も
優
美
な
も
の
で
あ
る
。

本
殿
内
中
央
に
神
馬
が
奉
祀
さ
れ
、
右
に
は
金
刀
比
羅
等
五
社
、
左
に
天
狗
社

等
三
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

覆
屋
０
棟
木
に
は
「
奉
上
棟
天
郷
中
主
神
宮
営
永
久
吉
祥
　
大
正
元
年
十
二
月

十
五
日
吉
祥
」
と
書
し
て
あ
る
。

棟
札
が
二
枚
あ

る
。

そ
の
Ｉ

壱
切
日
皆
善
一
切
宿
皆
賢
諸
神
皆
威
徳

奉
新
殿
造
立
大
天

狗
宮
社
内
繁
栄
如

意
飲

羅
護
皆
行
満
以
斯
誠
実
言
願
我

成
吉
祥

裏
面維

時
明
和
三
丙

戌
初
穐
吉
曜
口

信
州
伊
那
郡
手
良
郷
中
坪
村

大
工
酒
井
九
右
衛
門
尉
　

重
英

そ
の
二

裏　　 表
奉
謹
請
大
天

宮
御
社

神
主
伊
藤
加
賀
守
源
光

雄
回

于
時
文
久
二
壬
戌
年
後
一
月
十
五
日
　
　
名
主
勘
兵
衛

両
札
と
も
天
狗
社
合
祀
の
際
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

合
祀
社

高
丘
社
　
祭
神
　
高
津
神
（『
旧
村
誌
』
に
は
天
狭
霧
命
と
あ
る
）

こ
の
社
の
創
立
年
不
詳
、
明
和
三
年
改
築
。
従
来
大
天
狗
社
と
称
し
て
い
た
が

維
新
の
際
改
称
、
明
治
四
一
年
一
月
七
日
字
半
ノ
木
原
か
ら
移
転
同
年
三
月
一
日

合
祀稲

荷
社
　
祭
神
　
倉
稲
魂
命
・
猿
田
彦
命
・
大
宮
女
命

こ
の
社
も
創
立
年
未
詳
、
安
政
八
年
再
建
、
明
治
四
一
年
一
月
七
日
字
駒
形
よ

り
遷
座
同
年
三
月
一
日
合
祀

鳥
　
居
　
控
柱
を
持
つ
両
部
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

境
　
内
　
役
行
者
石
像
一
基
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第2 節　鎮　守　社

六
　
日
光
社
月
光
社
合
殿
　
沢
尻

祭

神

由

緒

天

照
皇
犬
神
・
月

読
命

創
建
時

は
不
詳

な
る
も
次
の
棟
札

が
所

蔵
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
Ｉ

奉
建
立
日
光
大
権
現
社
　
神
主
　
伊
藤
伯
嗇
守

明
和
四
丁
亥
　
大
工
　
小
沢
小
林
喜
右
衛
門
　
沢
尻
村
産
子

そ
の
二

奉
謹
請
月
光
大
権
現
社

明
和
四
丁
亥
　
　
氏
子
中

「
伊
那
郡

神
社
仏
閣
記
」
（
一
七
四
○
）
に
は
、

沢
尻
村
分

に
は
日
光
権
現
社

だ

け

が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
月

光
権
現

社
が
勧
請
さ
れ
た
の
は
棟
札

に

あ
る
明
和
四

年

二

七
六
七
）
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

日光社 月光社合殿図2 －9

覆
屋
は
嘉
永
五
年
二

八
五
二
）

に
造
ら
れ
た
。

明
治
四
一
年
に
氏
子
の
少
な
い

神
社
は
合
祀
す
べ
し
と
の
県
知
事

の
訓
令
に
よ
り
、
川
島
村
飯
沼
沢

の
諏
訪
社
に
合
祀
す
る
こ
と
に
し

た
。
し
か
し
そ
れ
は
帳
簿
上
の
合

祀
で
実
際
は
社
殿
も
祭
典
も
従
来

ど
お
り
で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
一

一
月
村
社
、
昭
和
二
七
年
認
可
を

得
て
神
社
本
庁
に
所
属
す
る
神
社

に
な
っ
た
。

社
　

殿
　

覆
屋
は
か
や
ぶ
き
、
本
殿
は
一
間

社
流
れ
造
り
、
擬

宝
珠
勾
欄

の
縁

を

め
ぐ
ら
し
、
脇
障
子
が
付
い
て
い
る
。
屋

根
は

柿

葺
で
二
重
繁
植
木
で
あ

る
。

拝
殿
は
昭
和
五
一
年
に
建
立
さ
れ
た
。

合
祀
社
　

本
殿
内

に
は
一
五
社

が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の
は
次
の
も
の

で
あ

る
。

諏
訪
社
（
文
政
九
年
　
村
中
）
御
射
山
宮
（
嘉
永
五
年
二
月
二
八
日
　
村
中
）
式
部
明

神
（
明
治
二
年
三
月
一
九
日
　
村
中
）
稲

荷
社
（
文
政
九
年
　
村
中
）
寿
命
天
神
社
、
筒

男
三
社
、
伊

知
気
社
、
弁

財
社

境
内

社
　

秋
葉
社
　
木

造
祠

天

満
宮
　
石

祠

蚕
玉
神
　
石

碑

七
　
二

宮

神

社
　

南
原

図2 －10　 南原二宮 神社

祭
　
神
　
二
宮
尊
徳
・
天
満
天

神
・
秋
葉
神
・
大
山
祗
神
・
大
国
主

命
ほ
か

由
　
緒
　
南
原
の
開
拓
事
業
が
軌

道
に
乗
っ
た
昭
和
二
三
年
、
入
植
者

が
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
鎮
守

社
を
創
建
し
た
い
と
い
う
気
運
が
区

民
の
間
に
盛
り
上
り
、
祭
神
は
開
拓

地
に
ふ
さ
わ
し
い
二
宮
尊
徳
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
初
代
組

合
長
原
義
十
郎
の
斡
旋
に
よ
り
、
恩

徳
寺
の
住
職
川
上
宥
人
か
ら
の
話
も

5 招
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あ
っ
て
高
遠
町
香
福
寺
の
境
内
に
あ
る
神
社
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
神
社
は
天
満
天
神
・
愛
宕
大
権
現
・
金
毘
羅
大
権
現
・
秋
葉
夫
権
現
・
山
神

尊
宮
・
大
国
主
神
・
大
己
貴
神
等
が
合
祀
し
た
小
祀
で
あ
っ
た
。

南
原
の
鎮
守
社
に
す
る
に
は
も
っ
と
大
き
く
し
覆
屋
も
建
て
る
こ
と
に
な
り
、

木
材
は
唐
沢
光
男
が
寄
贈
、
大
工
は
池
上
七
郎
奉
仕
、
基
礎
工
事
、
雑
費
は
区
民

の
奉
仕
に
よ
っ
て
二
宮
神
社
と
し
て
造
営
し
た
。
そ
こ
で
初
め
に
あ
ば
た
祭
神
を

二
宮
神
社
に
合
祀
と
い
う
形
で
完
成
し
た
。

八
　

大

芝

神

社
　

大
芝

祭
　

神
　

天
照
皇
大
神
・
伊
井

再
命
・
大
山
祇
命
・
豊
受
大

神
・
建
御
名
方
富
命

図2 －11　大 芝 神 社

由
　

緒
　

昭
和
二

六
年
大
芝
開

拓

地
内

に
神
社
創
建

の
気
運

が
熟

し
一
二
月

の
総
会

で
創
立
す
る
こ

と
が
決

ま
っ
た
。
翌
年
一
月
、
社

名
決
定

。
二
七
年
村
有
林
内
二
〇

坪
を
借
り
て
建
立
、
三
三
年

に
五

ａ

を
村
当
局
の
了
承
を
得
て
現

在

地
に
移
築
、
四
三

年
二
月
正

式
に

こ
の
地
を
譲
り
受

け
四

九
年

に
新

社
殿
が
完
成
し

た
。

境
内
社
　

天
満
宮
（
石
祠
）
　
昭

和
二
八
年
二
月
二
二
日
建
立

九
　

大

和

泉

神

社
　

大
泉

祭
　

神
　

健
御
名
方
命
・
伊
非
再

尊
・
速
玉
男

命
・
事
解
男

命

図2 －12　 旧大 和泉 神社（昭和初年）

由
　

緒
　
明
治
四
○
年
一
一
月
二

一
日
字
ｍ

代

の
諏
訪
社

に
字
高
根

に

あ

っ
た
高
根
社

を
合
祀
し
て
大
和
泉

神
社
と
し

た
。

諏
訪
社
の
創
立
は
明
ら
か
で
な
い

が
御
朱
印
高
五
斗

の
社
領
を
持
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
江
戸
時
代

初
め
に
は

既

に
相
当

の
格

を
持

っ
て

い
た
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
戦

国
時
代
末
期

の
永
禄

年

中
（
一
五
五

八
～
六
九
）
に
は
鹿
祭
が
始
ま

っ
て
い

る
の
か
ら
み
て
、
当
時
こ

の
諏
訪
社
は
箕
輪
郷
の
総
社
南
宮
神
社

に
対
し
て
、
天

竜
川
西

を
代
表
す

る
神
社
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

棟
札

に
よ

る
と
明
和
六
年
二

七
六
九
）
に
建

替
え
、
文

政
九
年
二

八
二
六
）
に
焼

失
、
文
政

コ

ー
年

二

八
二
九
）
に
再
建

今
日

に
い
た
っ
て

い
る
。

高
根

社
の
創
立
年
月

は
不
詳
で
あ

る
が
神
社
明
細
帳

に
は
宝
永

三

年
（
一
七
〇

六
）
再
建

と
あ
り
、
祭
神
は
伊
非
再
尊
・
速
玉
男
命
・
事
解
男
命
と
あ
り
、
本
社

方
五
尺
、

境
内
坪
数
七
九
坪
、
官
有
地
（
⊇

一
八
六
番
）
信
徒
百
人
と
あ

る
。
こ
の

お
宮
が
大
泉

の
も
と

の
古
い
神
社
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

諏
訪
社
は
明
治
五
年
に
村
社
に
指
定
、
同
四
〇

年
九
月
二
〇

日
に
神
饌
幣
帛

供

進
社
の
指
定
を
受
け
た
。

社
　
殿
　

拝
殿
は
入
母
屋

造
り
の
瓦
葺

き
で
正
面
唐

破
風

造
り
。
正
面
三
間
三

戸

の
格
子
戸
、
側
面

は
板
張

り
で
あ

る
。
擬
宝
珠
付
き

の
勾
欄

を
め
ぐ
ら
せ
て
い

る
。
虹
梁
と
桁

の
間

に
竜

の
彫
り
物
か
お
り
、
木
鼻

に
は
象
や
獅
子
の
み
ご
と
な

彫

り
物
が
刻

ま
れ
て
い

る
。
正
面
冲
瓦

に
は
諏
訪
の
明
神
様
と
同
じ
梶
の
葉
の
紋

5 召



第2 節　鎮　守　社

が
付
い
て
い

る
。

本
殿
は
六
尺
一
間
社
流

れ
造
り
、
正
面
唐
破
風
、
正
面
及

び
両
側
面

に
縁

を
め

ぐ
ら
し
、
脇
障
子

を
設
け
て
い

る
。
向
拝

の
前
は
浜
縁

に
な

っ
て
い
て
五
段

の
木

階
、
擬
宝
珠
付

き
の
勾
欄

を
つ
け
て
い

る
。
背
面
は
横
板
張

り
、
両
側
面

に
七
賢

人

の
彫

り
物

が
あ

り
、
向
拝
柱

は
面

と
り
角
柱
で
頭
貫

は
虹
梁
様
、
木

鼻
は
象
で

立
川
流

の
特

徴
を
も
っ
た
み

ご
と

な
彫
物
で
あ

る
。
正
面
虹
梁
と
桁
と

の
間

に
は

鶴
に
仙
人

の
彫
物

を
お
き
、
破
風

の
下

の
軒
の
桁
も
虹
梁
様
彫
刻
が
あ
り
、
中

心
の

り
　
　
け

棟

と

の

間

に

も

彫

刻

か

お

る

。

卯

ノ

毛

ど

お

し

は

竜

で

母

屋

と

向

拝

は

竜

を

彫

刻

た
ば
さ
み

し

た

え

び

虹

梁

で

連

な

り

、

い

ず

れ

も

す

ぐ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

手

挟

も

ま

た

す

ば
ら
し
い
。

正
面
長
押
と
台
輪
の
上
に
彫
り
物
を
お
き
、
墓

股
が
あ
り
、
柱
の
上
の
組
物

は
手
の
こ
ん
だ
三
手
先
で
軒
支
輪
も
み
ご
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
彫
刻
は
村

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
文
政
一
一
年
二

八
二
八
）
七
月
諏
訪
高
本
村
の
立
川
流
の
宮
大
工
小
口図2 －13　 大 和泉神社彫刻

直
四
郎
（
棟
札
に
は
小
口
求
四
郎
）
が
請
負

い
の
一
札

を
入

れ
、
翌
一
二
年
九
月

に
建

て
替
え
た
も
の
。

高
根

社
の
本
殿
は
諏

訪
社
の
右

に
あ
る
。
一
間
社
流

れ
造
り
の
階
段

の
な

い
見

世

棚
造
り
。
柱

は
全
部
角
柱

で
貫

は
絵
様

く
り
が
た
で
妻

は
大
瓶
束
で
あ

る
。

御
手
洗
　

一

灯
　

寵
　

鳥
居
前
一
対
　

こ
れ
は
昭
和
八
年
高
遠
町
黒
河

内
仁
一

郎
寄
進

拝
殿
前
一
対
　

天

保
一

四
年

二

八
回

二
）
八
月
奉
納

鳥
　
居
　

控
柱

を
持
つ
両
部
鳥
居
、
銅
板
で

か
こ

っ
た
木
造
り
、
こ
れ
に
「

諏

訪
大
明
神
」

の
扁
額
が
掲
げ
て
あ

る
。
改
称
前
の
社
名
を
物
語

っ
て
い
る
。
続
い

て
石

の
鳥
居

が
立
っ
て

い
る
。
こ

れ
は
大
正
二
年
一
〇

月
建
立
さ
れ
た
明
神
鳥
居

で

あ
る
。

境
内

社
　
諧

守
稲
荷

社

祭
　

神
　

豊
宇
気
比
売
命

本
殿

は
覆
屋
内

に
お
さ
ま
っ
て

い
て
気

の
付

く
人

も
少

な
い
が
建
物

は
唐

破
風

と
千
鳥
破
風

を
持
つ
正

規
の
組
物
で
小
品

な
が
ら
手
の
こ
ん
だ
す
ば
ら
し
い
社
殿

で
あ
る
。

由
　

緒
　

も
と
は
春
日
道
の
西
側
（
二
〇
〇
四
の
口
番
地
）
に
あ
っ
た
。
明

治

コ

ー

年
三

月
こ
の
と
こ
ろ
へ
遷
宮
し
た
も
の
で
あ
る
。

伝
え

に
よ
る
と
天
明
年
中
（
一

七
八
一
～
八
八
）
に
飛
騨
国
（
岐
阜
県
）
の
儀
助
と
い
う
者
が
、
江
戸

在
谷
中
の
笠
森

稲
荷
の
神
主
方
に
奉
公
し
て
い
た
が
国
元

へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
土
産
と
し

て
こ
の
稲
荷
の
分
霊
を
頂
い
て
来
た
。
途
中
大
泉
ま
で
来
て
大
泉
の
番
太
郎
を
勤

め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
春
日
道

に
小
宮
を
建
て
て
祀

っ
た
の
が
最
初
の
稲

荷
で
笠
森
稲
荷
社
と
い

っ
た
。
二
度
目
の

お
宮
は
宮
殿

を
誰
が
建
て
た

か
不
明
で

あ

る
。
三
度
目

の
は
原
伝
次
郎
と
い

う
者

の
弟
直
八
で
あ

る
。

直
八

は
上
州
（
群
馬
県
）
で
石
工
の
仕
事

を
し
て
い

た
が
唐
毒

に
か
か
り
国
元
へ
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社第2 章　神

帰
り
こ
の
稲
荷
社
に
神
願
を
か
け
た
と
こ
ろ
幸
い
に
し
て
全
快
し
た
。
そ
の
と
き

直
八
の
建
て
た
の
が
現
在
０
社
で
あ
る
。
そ
の
後
現
位
置
に
引
宮
し
た
の
で

あ

る
。太

平
洋
戦
争
前
ま
で
は
近
隣
の
人
々
、
特
に
花
柳
界
の
人
々
の
参
詣
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。
現
在
で
も
相
当
の
参
詣
者
が
あ
る
。

天
満
宮
　
　
祭
神
菅
原
道
真

蚕
玉
社
　
小
さ
い
祠
の
中
に
優
美
な
石
像
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
作
者
は
大
泉

の
石
工
原
此
右
衛
門
で
あ
る
。
北
殿
の
お
四
国
様
も
こ
の
人
が
刻
ん
だ
。

な
お
、
市
場
に
あ
っ
た
蚕
玉
様
も
昭
和
五
〇
年
に
合
祀
し
た
。

太
子
様
　
聖
徳
太
子
像
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年
春
日
道
バ
イ
パ
ス
を
造
る
と
き

こ
こ
へ
遷
宮
し
た
。

一
〇
　

諏

訪

神

社

北
原

図2 －14　北 原 神 社

祭
　

神
　

八
坂
刀
売
神

由
　

緒
　

昭
和
四

〇

年

コ

ー

月
、
区

民
の
総
意

に
よ
り
諏
訪
大

社
下

社
よ
り
分
霊
を
迎
え
て
北
原

区

の
鎮
守
社
を
建
立
し
た
。

北
原
区

の
西
南
、
北
原
の
水
源

池

と
並
ん
で
い
る
。
小

さ
い
社
祠

だ
が
今
の
と
こ
ろ
区
民

が
少

な
い

の
で
こ
の
よ
う
に
小

じ
ん
ま
り
し

て

い
る
が
将
来
区

が
発

展
し
た
と

き
は
そ

れ
に
相
応

し
い
社

殿
に
し

た
い
と
し
う
の
が
区
民

の
願

い
で

あ

る

。

第
三

節
　

鎮

守
社
に
準

ず

る
神
社

一
　
北

殿

神

社
　
北
殿

図2 －15　 里 宮 本 殿（秋葉 神社本殿）

合
祀
社
　
里
宮
大
明

神
・
秋
葉
神

社
・
津
島
神
社
・
山

の
神
・
豊
川
稲

荷
・
居
森
殿
稲
荷
・
金
毘
羅
宮
・
御
鍬

社
・
雨
宮
社
・
風
宮
社
・
居
森

殿
庖

清
宮
・
子
安
社

由
　
緒
　
昭
和
四
〇
年
三
月
秋
葉
神

社
社
地
に
新
社
殿
を
建
立
し
、
北
殿
区

に
散
在
し
て
い
た
諸
社
の
う
ち
、
天
満

宮
と
祝
殿
を
除
く
外
の
主
な
神
社
を
集

め
て
祀
り
、
北
殿
神
社
と
称
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

秋

葉

神

社

の

創
建

は

伝

承

に

よ

る

と
江

戸

時

代

北

殿

村

に
大

火

が

あ

っ

た
際

、

火

災

・

盗

難

除

に
霊

験

あ

る
秋

葉

権

現

を

勧

請
し

た
も

の
と

さ

れ
て

い

る

。
創

建

時

は
寛

政

年

間

二

七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
で

あ

る

。
そ

の
こ

と

は
次

の
秋

葉

神

社

社

地

売
渡

し
文

書

に

よ

っ
て

推
定

で

き

る

。

売
渡
し
申
す
町
屋
敷
の
事

一
我
等
持
分
町
屋
敷
、
間

口
五
間
半
、
奥
行
九
間

の
と
こ

ろ
、
こ
の
度
村
方
秋
葉
様
社
地

に
売

り
渡
し
、
代
金
八
両

た
だ
今

た
し

か
に
受
け
取

り
申
す
と
こ
ろ
実
正

に
御

座
侯
。

右
境
の
儀
は
西
は
往
来
通
り
、
南

は
我

等
居

屋
敷
境
、
北
は
弥
右
衛
門
屋
敷
境
、
東

は

私
畑
境
、
こ
の
内
残
ら
ず
売
り
渡
し
申
し
候
。
然
る
上
は
御
伝
馬

屋
敷
に
御
座

候
間
四

半
匹
分

は
村
方
に
て
御
引

受
げ
、
御
勤
め
な
さ
る
べ
く
候
約
束

に
売
渡

し
申
し
候
間

永
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第３節　鎮守 社に準ずる神社

叉
ノ
ヂ
ニ
之
埓
叉
こ
え

み

乱
ｙ

卜

幄
多
ｙ

ｙ

゛
極

右
で

衆

知

鳶

有

事

嘸

行

啓
卜
兆

び
駝
’が
か

ね

よ

祭

、み

良

久

’」ヽ
公
分
哭
冷
にＪ

斗

ヽ
蚕

警

に
氷

亥

輿

丿
に
氷

石

化

ぐ

ヽ
沁

λ

４

乖

九
谷
乙

兼
言

言

妥

大

十

虜

高

彦
面

犯

床

に
藻
勾

吟

影

右

彦

安
入
使

よ

ル

エ

呼

察
今

奪
良

ｊ
ｙ

弦
ぢ

に
牟

礼
卜

い
布

心
ゾ
ミ

作

て
ぶ

仰

で

片

端
狛

作

七

４
.万

昔

？

‐

ズ
ー
え
と
ふ
侈
占
石

斤
希
成
作

ヽ
丿

‘夕
夕
凪

砕
片
ｊ

聊
で

ヤ

右
コ
ベ

ｆ

ｊ
。４

ト

ブ
ヘ

≒

で

叉

冊

才
気

ふ

及
付

心
て

よ

長
賢

ぷ
穴

ふ
ｙ

似

仁

人
訃
丿

片

。
　

十
ｔ
　
　
　

？

ル
監
ぐ
戸
・
言

・
低

皿

卜
舅

千

Ｌ

゛
’・
／
、、｀す

」
⑩

号

丿

碍

淮
八
了
士

り
伊ｙ
り
ん
叫
４

南殿三峯神社図2 －17

(北殿区有文書)図2 －16　売渡し申す町屋敷の事

々
四
半
匹

の
御
伝
馬
役
井

に
壱

畝
貳

拾
ぶ
分
御
年
貢

諸
役
共
御

勤

め
な
さ
る
べ
く
候
。
万

一
此

の
殼

に
付

き
本
人
何
様
の
朧
申

し
侯
共
加
判
引

き
取

り
き
っ
と

ら
ち
明
け
申
し
候
。
後
日
の
為

永
代
売
り
渡
し
証
文
よ
っ
て
件

の
ご
と
し
。

寛
政
七
年

卯
十
二
月

売
主
九
郎
右

衛
門
⑩

受
人
弥

右

衛

門

⑩

当

村
御
役
人
衆
中

村
方
衆
中

（
北
殿
区
有
文
書
）

二

祭
　

神

美

命

三

峯

神

社
　

南
殿

伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那

由
　
緒
　
明
治
初
年
南
殿
部
落
に

火
災
が
頻
発
し
た
。
部
落
の
人
々
は

火
災
盗
難
除
厄
に
霊
験
が
あ
ら
た
か

で
あ
る
と
い
う
三
峯
の
神
を
お
迎
え

し
て
祀
る
こ
と
に
し
た
。
神
主
と
し

て
は
神
道
実
行
教
伊
那
教
会
か
ら
下

伊
那
の
人
、
林
岩
志
を
招
い
て
教
会

を
開
き
祭
司
と
し
た
。
こ
の
人
は
神

下

し
、
占
い
な
ど
聚
行
っ
た
の
で
稲
作
の
豊
凶
、

養
蚕
、
失

せ
物
、

病
気
な
ど
で

占
い
を
求

め
る
人

々
が
遠
近
よ
り
た
く
さ
ん
訪
れ
た
と
い
う
。
近

年
に
な
っ
て

も

当
村
一
、
二

の
人

は
林
氏
の
弟
子
で
あ

っ
た
。

三
　

御

射

山

社
　

神
子
柴

祭
　

神
　
大
己
貴
命

・
国
常

立
尊

由
　

緒
　

御
射
山
社
に
つ
い
て

は
明

ら
か
で

な
い
点
が
多

い
。
こ
こ
の
「
御
射

山
社
」
碑
の
碑
陰
文
を
要

約
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
御
射
山
社
の
鳥
居
の
礎
が
こ
こ
に
あ
る
。
大
同
四

年
（
八
〇
九
）
に
坂
上

田
村

丸
（
麻
呂
）
が
勅
に
よ

っ
て
征
討
し
た
と
き
本
社
を
建
て
た
。
そ
の
後
四
五

一
年
た

っ
た
文
応
元
年
（

二

二（
〇
）
に
再

造
し
、
三
二

六
年
過

ぎ
た
天
正
一
三
年
二

五
八

五
）
一
一
月

大
地
震
の
た
め
破
壊

し
た
。

そ

れ
か
ら
二
四
三
年

た
っ
た
文
政
一
〇

年
（
一
八
二
七
）
に
も
造
営
す

る
こ
と
が
で
き
ず
旧
貫
（
神
領
）
は
す
で
に
埋
っ
て

し

ま
っ
て

無
い
。
い
わ
ん
や
後
年

に
な
れ
ば
基
礎
も
ま

た
知

る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
だ
ろ
う
か
ら
、
古

き
こ
と
を
記

し
て
彿

を
建
て

る
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
碑
文

だ
け
で

は
本
社

が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
鳥
居

図2 －18　御射山社碑
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だ

け

が

こ

こ

に
あ

っ

た

の

か
判

然

と

し

な

い

。

碑

陰

の
全

文

を

写

す

。

御
射
山
社
碑
陰

御

射
山
社
　
華

表
之

礎
　

在
焉
　

原
大
同
四
己

丑
之

寇
　

坂
上
田
村
丸
願
口

勅
征
而
建

本

社
　

後
経
四
百
五
十
一
年
　

文
応
元
年
庚
中
年
再
造
　

過
三
百
二
十

六
年
　
天

正
十
三
年

乙
酉
十
一
月
　

地
大
震
動
而
遂
破
壊
也
　

爾
来
物
換
星
移
今
茲
　

丁
亥
巳
度
二
百
四
十
三

年
而
造
営
不
亦
成
矣
　

家

々
空
嘆
而
已
　

旧
貫
既
已
浬
没
　

況
後
年
基
礎
亦
可
知
乎
　

因

為

記
其
旧
　
　

立
碑
云
再

于

時
文

政
十
年
寇
在
丁
亥
秋

七
月
　
　
　
　
　
　
　
　

神
子
柴
村
中

『
蕗

原

拾

葉

ひ

と

つ

は

な
し

』

に

は

「
諏
訪
御
射
山
に
明
神
の
遺
礼

に
し
て
年

々
大
礼
行

は
る
。
我

伊
那
郡
に
て
も
三
日
町
に

例
式
お
り
。
私
に
考
る
に
三
日
町
の
例
式
は
、

ぱ
し
め
西
山
に
あ
り
と
。
今
そ
の
地
を
御

射
山
平

と
い
う
。
御

子
柴

は
御
輿
の
出
し
地
に
て
御
輿
場
な
る
へ
し
。
御
子
柴

の
丙
に
古

鳥
居

の
立
ち
し
跡
あ

り
、
礎
存

せ
り
。
今
そ

の
地

を
鳥
居
原
と

い
ふ

ご

『
伊

那

志

略

』

に

は
、

⊇
一
目
町
御
射
山
明
神

往
古
西
山
に
在
り
、
神
領
の
地
、
祠
官
唐

沢
氏
こ
れ
を
管
す
。
中
城

は
其
所
居

な
り
。
後

木
曽
氏
の
為

に
唐

沢
氏
亡

ぶ
。
神
祠
も
亦
廃
す
、
或
い
は
小

沢
村

古
城
は
唐

沢
氏
所

住
な

り
と
。
或
は
是

か
。
神
子
柴
村

に
鳥
居

（
神
門
也
）

の
蹟
有

り
。
「
鳥
居

原
」
と

い
う
。

『
旧

村

誌

』

に

は
、

御
射
山
社

ノ
址
東
西
弐
百
聞
、
南
北
百
八
十
間
、
面
積
壱
町
弐
反

歩

ノ
原
野

サ

ビ
ア
本
村

ノ
内
神
子
柴
耕
地
の
正
面

ニ
ア
リ
、
今
前
原

卜
称
ス
。
祀
ル

ニ
建
御
名
方
命
、
八
坂
刀
売

命

ノ
ニ
神

ナ
リ
。
大
同
四
己
丑
年
坂
上
田
村
丸

勅
ヲ
奉

シ
テ
創
立

シ
、
後
屡

奉
幣

ア
リ
。

大
山
田
神
社
ぺ
内

卜
称

シ
穂

凰
ノ
大
祭

ヲ
執
行
ス
ト
゜

七
月
二
十
七
日
御
射
山
平
一一
御
仮

ｔ々

号

御
岑

言

。
好

評

壮

言

宍

又
別
当

ア
リ
養
麻
山
普
光
寺

卜
称

シ
拾

二

坊
ヲ
設

ク
、
実

二
本
郡

ノ
大
社

タ
リ

シ
ニ
偶
兵
長

二
罹

り
社
頭
徨

二
存
欝
大
心
四

六
四

４５

辰

喘

言

長
神
宇
漸

ク
造
営

ス
ト
雖

そ
亦
往
日

ノ
盛

ナ
ル
カ
如

ク
ナ
ラ

ス
。
天

正
十

三
乙
酉
年
大
地
震

二
会

シ
殿
宇
尽

ク
破
壊

シ
還

夕
成
ラ
ス
。
逐

二
各
所

二
祀
ル
。
惜

哉
旧

姿
此

二
浬
没
ス
。
鉢
皿
い
い
皿

七
ヰ
ル

唯
前
宮
ノ
址
ヲ
残

シ
所
在

二
鳥
居

ノ
残

礎
ヲ
存

シ

言

間
字
御
射
山
平

、
鳥
居
原
前
宮
原
等
ノ
原

野
ア
リ
。
又
字
三

本
木
原
（

老
松
三
樹
塊

ト

シ
テ
喬

夕
雲
表

二
秀

テ
周
囲
数
尋
い

づ
心

パ
ベ
つ
　

春
秋

ノ
ニ
祭
此
樹
下

二
神
輿
ヲ
休

フ
所
ト
ス
ト
」

蕗
原
拾
葉
、
に
よ
る
と
御
射
山
明
神
は
西
山
の
御
射
山
平
に
あ
り
、
鳥
居
原
に

は
鳥
居
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

伊
那
志
略
に
よ
る
と
三
日
町
の
御
射
山
明
神
は
昔
は
西
山
に
あ
り
、
そ
こ
の
神

領
の
地
は
祠
官
唐
沢
氏
が
管
理
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
木
曽
氏
に
よ
っ
て
唐
沢
氏

が
逐
わ
れ
て
亡
び
た
。
神
社
も
ま
た
廃
れ
た
。
神
子
柴
に
は
鳥
居
が
あ
っ
た
。
モ

こ
を
鳥
居
原
と
卜
う
と
。

旧
村
誌
に
よ
る
と
、
御
射
山
社
の
跡
は
御
子
柴
耕
地
の
正
面
前
原
と
称
す
る
と

こ
ろ
に
東
西
二
〇
〇
間
南
北
一
八
〇
間
の
原
野
に
あ
っ
て
大
同
四
年
に
、
創
立
し

て
穂
屋
の
大
祭
を
執
行
し
、
御
仮
屋
の
御
輿
を
御
射
山
平
へ
移
し
た
と
い
う
。

こ
の
三
資
料
と
も
信
頼
に
足
る
典
拠
で
あ
る
か
否
か
、
旧
村
誌
「
殿
宇
尽
夕
破

壊
シ
マ
タ
成
ラ
ズ
、
逐
二
各
所
二
祀
ル
、
…
…
本
村
ノ
内
里
宮
社
、
前
宮
、
鳥
居

原
社
等
ナ
リ
、
唯
前
宮
ノ
址

ヲ
残
シ
所
在
二
鳥
居
ノ
残
礎

ヲ
存

シ
（
方
三
間
ア

リ
）
字
御
射
山
平
、
鳥
居
原
前
宮
原
等
ノ
原
野
ア
リ
。
又
三
本
木
原
「

老
松
三
樹

…
…
…
春
秋
ノ
ニ
祭
此
樹
下
二
神
輿
ヲ
休
フ
所
ト
ス
」
こ
の
記
述
は
御
射
山
神
社

探
索
の
端
緒
に
な
り
そ
う
に
思
え
る
が
今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
。

神
社
碑
の
わ
ず
か
前
左
右
に
カ
ラ
マ
ツ
の
大
樹
が
あ
た
か
も
鳥
居
の
ご
と
く
に

立
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
神
木
と
し
て
祭
典
の
と
き
は
こ
の
二
本
に
注
連
縄

を
渡

す
。
神
子
柴
区
で
は
毎
年
八
月
二
六
日
に
社
碑
に
穂
屋
を
か
け
て
祭
典
を
執
行
し

て
い
る
。

戦
前
は
こ
の
祭
日
を
楽
し
ん
で
老
若
が
煮
し
め
の
重
箱
を
下
げ
て
行
き
随
分
賑
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第４節　古宮・神社の跡

わ
っ
た
と
い
う
。

村
人
は
す
す
き
の
穂
を
持

っ
て
行

っ
て
御

射
山

社
穂
屋

の
す
す
き
と
交
換

し
て

持
ち
帰
り
家
の
お
守
り
に
し
た
。
そ

の
と
き
赤
い
穂

を
持
っ
て
行

っ
た
人

は
白
い

穂
に
、
白
い
穂
の
人
は
赤
い
穂
と
換
え
た
と
。
ま
た
そ
こ
の
落
葉
松
の
皮
を
と
っ

て
帰
り

お
守

に
し
た
と
い

わ
れ

る
。
兄

術
信
仰
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
か
。

四
　

伊

雑

皇

大

神

宮
　

沢
尻

祭
　

神
　

天
照
皇
大
神
御
神
魂
　
　

伊
雑
宮
（
い
ざ
わ
の
み
や
）
と
い
う
。

由
　

緒
　

創
建
不
明

。
明
治
四
一
年
区
内
小
祠

を
合
祀
し

た
際
、
こ
の

お
宮
だ

け

は
合
祀

す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
村
人

は
こ

の
お
宮

を
「
い
そ
う
こ
う
さ

ま
」
又

は
「

お
こ

わ
さ
ま
」
と
呼

び

こ
一
月
二
〇

を
祭
日
と
し
て
祭
祀

を
怠

る
こ

と
か
く
続
け
て

い
る
。

五
　

諏
訪
大
明
神上

農
高
校
西

祭
　

神
　
健
御
名
方
命

図2 －19　伊雑皇大神宮

西
天
竜
開
田

に
当

た
っ
て
入
植
し
七
人

冷
か
奉
祀
し
た
。
碑
で
あ
る
。

第
四
節
　
古
宮
・
神
社
の
跡

一
　

久
　
　
　

保

山
の
神
神
社
跡
　
神
明
宮
の
南
側
の
道
、
大
泉
所
山
に
通
ず
る
道
路
が
西
天
竜

水
田
地
帯
の
中
途
で
大
泉
部
落
方
面
へ
分
岐
す
る
あ
た
り
の
地
を
「
山
の
神
」
と

い
っ
て
い
る
。
山
の
神
が
神
明
宮
境
内
に
遷
座
さ
れ
る
ま
で
こ
の
地
に
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

熊
野
神
社
跡
　
神
明
宮
南
方
約
一
〇
〇
ｍ
の
台
地
字
熊
野
堂
に
あ
っ
た
。
か
つ

て
は
こ
の
宮
を
熊
野
権
現
社
と
称
し
て
い
た
。

滝
権
現
・
日
光
権
現
跡
　
天
保
元
年
二

八
三
〇
）
の
村
明
細
書
上
帳
に
こ
の
社

と
山
の
神
二
社
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
位
置
、
由
緒
等
不
詳

二
　

塩
　

ノ
　

井

古
宮
跡
　

天
伯
遺
跡
の
西
南
端
、
遺
跡
を
見
下

ろ
す
段
丘
突
端
部
に
古
宮
跡
が

図2 －20　沢尻諏訪大明神

あ
る
。
現
在
は
直
径
五
ｍ
ほ
ど
の
小
墳
丘
を
な
し
墳
丘
上

に
は
樹
齢
五
〇
〇
年
以
上
と
い
わ
れ
る
椎
の
巨
株
と
小
さ

な
石
祠
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
古
宮
は
古
形
の
諏
訪
信
仰

で
あ
る
御
尺
地
神
の
祭
祀
場
と
考
え
ら
れ
、
中
世
諏
訪
神

社
の

湛

神
事
が
行
わ
れ
た
場
所
と
も
考
え
ら
れ
る
。

近
く
に
「
天
伯
神
社
」
碑
が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
神
社

の
由
緒
は
不
明
。
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三
　

北
　
　
　

殿

里
宮
神
社
跡
　
中

部
保
育
園

の
西

に
こ

の
跡

を
示

す
碑
が
立

っ
て

い
る
。
桧

の

れ
る
。

明
治
一
四
年

の
神
社
取
調

書
控
に
次

の
記

戴
が
あ

る
。

「
祭
神
　
建
御
名
方
會
・
八
坂
刀
売
命
・
豊
受
大
神

社
殿
　
間
口
三
間
半
　
奥
行
二
間
半

図2 －21　里宮神社旧社と跡碑

大
木
一
本
が
昔

を
語

っ
て
い

る
。
北
殿
里
宮

神
社
の
創
建
は

明
ら
か
で
な
い

が
「
神
社
明
細

帳
」
に
よ
る
と

元
禄
五
年
（
一

六
九
二
）
再
建

と
あ
り
、
元
禄

末
に
描
か
れ
た

と
推
定
さ
れ
る

北
殿
宿
絵
図
に

は
里
宮
大
明
神

と
明
記
さ
れ
て

い
る
か
ら
元
禄

以
前
の
創
建
で

あ
る
と
推
定
さ

鳥
居
　

高

サ

ー
丈
一
尺
　

開

キ
九
尺

境
内
　

三
拾
壱
坪

信
徒
　

八
拾
七
人
」

天

明

五

年

二

七
八
五
）
再
建

の

棟
札

が

北
殿

神

社

に

残

っ

て

い

る

。

一

般

に

は

里

宮

と

い

わ

れ

る

お

宮

は

奥

社

が

山

上

な

ど

に

あ

る

と

き

山
麓

の

里

へ

参

拝

者

の

た

め

に

設

け

る

。

さ

て
、

こ

の

里
宮

は

ど

こ

の

お
宮

の

里
宮

で

あ

っ

た

か
詳

か
で

な

い

が
、

西

山
方

に

あ

っ

た

と
伝

え

ら

れ

る
御

射

山

神

社

の
里

宮

で

あ

っ

た

で

あ

ろ

う

と

い

わ

れ
て

い

る

。
し

か
し

、

こ

の
こ

と

は

な

お
研

究

の
上

で

な

い

と
断

定

で

き

な

い

。

本

殿

は
昭

和

四

〇

年

北

殿

神

社

へ
遷

宮

さ

れ

た

。
境

内

地

に

は
桜

が

植

え

ら

れ
、

芝

生

の
あ

る
憩

い

の
場

所

で

あ

っ

た
が

、

現

在

は
中

部

保

育

園

が
建

ち

幼

児

の
歓

声

が

響

く

地

と

な

っ
て

い

る

。

駒

形

大

明

神

跡
　

天

保

九

年

二

八
三
八
）
の

「

村

差

出
明

細

書
上

」

に

次

の

よ

う

に
記

さ

れ

て

い

る

。

「

駒
形

大
明
神
　

社
松
森
山
　
壱

ケ
所

右
境
内
四
方
弐

拾
間
　
祭
礼
三
月
廿
三
日

二
御
座
侯
。
村
中
呑
用

水
出
ロ

ノ
所

二
御

座
候
」

こ

の

神
社

は
元

禄

末

こ

ろ
描

か

れ

た
北

殿

宿

絵

図

に
も

描

か
れ

て

い

る
が

由

緒

未

詳

。

若

宮

八

幡

宮

跡
　

享

保

六
年

の
北

殿

村

絵

図

に
描

か
れ

て

い

る

。

北

殿

村

の

北

端

、

伊

那

街

道

西

側

で

、

松

林

寺

の
東

に
当

る

地

に

あ

っ
た

。

そ

の

北

を

流

れ

る

小

川

に
若

宮

沢

と

記

さ

れ

て

い

る

。

由

緒

等

不

明

四
　

田
　
　
　

畑

皇
大
神
社
跡
　
田

畑
北
割
の
鎮
守
社
で
あ
っ
た
皇
大

神
社

は
昭
和
二
三
年
諏
訪
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第 ４節　古宮・神社の跡

｢皇大

図2 －22　 皇大 冲社址碑と旧社殿

旧田畑北割の鎮守社皇大 神社（神明社）社殿。昭和23年田畑神社 へ合 祀　跡地に

神社址」の石碑が建てられた。

神
社
と
合
祀
さ
れ
田
畑
神

社
と
な

っ
た
。
こ
の
お
宮

の
跡

に
は
「

皇
大
神
社
址
」

の
碑
が
昭
和
四
六
年
一
〇

月
建
立
さ

れ
、
跡
地

は
運

動
場

に
利
用

さ

れ

て

い

る
。弁

財
天
社

跡
　
字
弁
天

ヶ
崎

に
昭
和
二
三
年
田
畑

神
社
に
遷
座
さ
れ
る
ま
で

あ

っ
た
。
弁
天

道
と
称
す

る
道
路
も
あ
り
、
土
地
の

人

々
か
ら
弁
天

様
と
尊
崇

さ
れ
て
い
た
。

琴
平
社
跡
　

字
金
刀
原

に
あ

っ
た

。
昭
和
二
三
年

三
月
、
田
畑
神
社
へ
遷
宮

さ
れ
る
ま
で
現
在
公
民
館

の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
地
に
あ

っ
た
。

厳
島
社
跡
　

字
嶮
ヶ
上

に
あ
っ
た
。
昭
和
二
三
年
三
月
、
田
畑

神
社

へ
遷

産
さ

れ
る
ま
で
あ
っ
た
。

五
　

神
　

子
　

柴

高
丘
社
跡
　

字
半
ノ
木
原
に
あ
っ
た
。
明
治
四

一
年
一
月

白
山
社
八
幡
社
合
殿

へ
遷
座
し
か
。

祭
神
は
高
津

神
（
明
治
九
年
の
町
村
誌
に
は
こ
の
神
社
の
祭
神
は
天
狭

霧
命
）
と
あ
る
。

稲
荷
社
跡
　
字
駒
形
に
あ
り
祭
神
は
倉
稲
魂
命
・
猿
田
彦
命
・
大
宮
女
命
で
あ

っ
た
が
明
治
四
一
年
鎮
守
社
へ
併
祀
し
た
。

ｌ ．

／ ゝ

大

泉

熊
野
三

社
遺
跡
（
高
根
神
社
跡
）
　
字
高
根
の
雑
木
林
の
中

に
こ
の
写

真
の

彿

が

立
っ
て
い
る
。
「

神
社
明
細
帳
」

に
は
次

の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い

る
。

図2 －23　 高 根社とそ の跡

高根社は大泉神社に引宮し て合祀されている。
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社第２章　神

「
長
野
県
管
下
信
濃
国
上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
字
高
根

無
格
社
　
　
高
根
社

一
祭
神
　
伊
弊
再
尊
・
速
玉
雄
命
・
事
解
男
命

一
由
緒
　
創
立
年
月
不
詳
　
平
水
三
年
十
一
月
再
建

一
社
殿
間
数
並
地
種
　
本
社
　
方
五
尺

一
境
内
坪
数
並
地
種
　
七
拾
九
坪
　
　
官
有
地
第
一
種

一
信
徒
　
百
人

一
管
轄
庁
迄
ノ
距
離
弐
拾
八
里
弐
拾
町
」

こ
の
帳
の
欄
外
に
「
明
治
四
十
年
十
一
月
廿
一
日
　
同
村
字
田
代
諏
訪
社
へ
合

併
許
可
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
考
え
る
と
「
熊
野
三
社
遺
跡
」
と
あ
る
地
が
実
は
「
高
根

神
社
」
跡
で
あ
ろ
う
か
。

吹
上
線
傍
の
「
高
根
神
社
」
碑
と
の
関
係
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
建

立
者
の
出
所
を
調
べ
た
が
、
ど
こ
に
も
な
く
、
不
可
解
な
碑
と
し
て
、
な
お
調
査

の
余
地
が
あ
る
。

付
　
高
根
神
社
　
吹
上
線
路
傍
に
こ
の
神
社
碑
が
立
っ
て
い
る
。

由
緒
　
不
明
。
土
手
に
こ
ろ
か
っ
て
い
た
の
を
、
昭
和
五
二
年
に
一
応
、
現
在

地
に
立
て
た
。

第
五
節
　
神

祇

信

仰

１
　
諏

訪

信

仰

諏
訪
大
社
へ
の
信
仰
で
、
武
神
、
狩
猟
神
、
農
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
祭
神
は

建
御
名
方
命
・
八
坂
刀
売
命
で
あ
る
。
本
村
は
古
代
か
ら
こ
の
神
と
の
関
係
が
深

く
塩
ノ
井
で
は
諏
訪
大
社
の
神
使
に
よ
り
湛
神
事
が
古
宮
の
地
で
行
わ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
神
子
柴
の
御
射
山
社
の
穂
屋
を
作
っ
て
の
祭
礼
は
諏
訪
神
信
仰

の
古
い
形
○
名
残
り
を
伝
え
て
い
る
。

本
村
に
は
諏
訪
神
を
ま
つ
っ
た
神
社

が
多

い
。
北
殿

の
里
宮
、
田
畑
、
沢
尻
、

大
泉
の
鎮
守
社
に
は
こ
の
神
が
ま
つ
ら
れ
、
西
天
開

拓
者
、
北
原
区

も
こ

の
神

を

勧
請
し
て
い
る
。
ま
た
、

久
保
・
殿
村
・
田
畑
・
神
子
柴
等

の
ム
ラ
の
名
な

ど
い

ず
れ
も
も
と
は
諏
訪

神
と
の
ゆ
か
り

に
よ
っ
た
名
と
伝
え

ら
れ
て
い

る
。

２
　

伊

勢

信

仰

伊

勢
神
宮
へ

の
信
仰

。
皇
室

の
祖
神
と
し
て
内
宮

に
は
天
照
皇
大
神
、
外
宮

に

は
豊
受
大
神

を
祭

る
。
古
く

は
一

般
の
私
幣
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代

か
ら
伊

勢
御

師
を
介
し
て
幣
帛

を
捧
げ

る
者
や
参
宮
す
る
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な

り
、
南
北
朝
以
後
一

般
の
参
宮
す

る
者
が
多
く
な
り
、
地
方
に
講
が
結
ば
れ
、
近

世
以
降
「
一
生

に
一
度
は
必
ず
参
宮
し
な
け
れ
ば
」

と
い
う
信
仰
が
一
般
に
広
ま

り
、
今
日
ま
で
根
強
く
残

っ
て
い
る
。
北
殿
庚
申
塚
に
は
天

保
二
年
二

八
三
一
）

建
立
の
「

右
八
幡
道
、
左
い
せ
道
」

の
道
標
が
残
っ
て

し
て

、
八
幡
さ
ま
や
伊

勢

参
り
の
に
ぎ
わ
い
を
し
の
ば
せ
て
し
る
。
神
明

宮
ま
た
お
神
明
様

と
呼
ば
れ
る
神

社
は
伊

勢
の
皇
大

神
を
祭
っ
た
神
社
で
あ
る
。

明

治
以
降
、

神
道
か
国
教
化

す
る
過
程

に
、
伊

勢
神
宮
は
日
本
国
の
宗
廟
と
の

観
念
が
植
え

つ
け

ら
れ
、
そ

の
大
麻
（
神
宮
か
ら
授
与
す
る
神
符
）
は
ほ
と

ん
ど
の
家

が
求

め
て
家
庭

に
ま
つ
ら
れ

た
ば

か
り
で
な
く
、
学
校
や
官
庁

に
ま
で
ま
つ
る
こ

と
が
強
い
ら
れ

た
。

本
村

に
は
久
保
の
神
明
宮
、
殿
村
八
幡
宮

境
内
の
神
明
社
、
田
畑
神
社
、
日
光

月
光
社
、
伊
雑
皇
大
神
宮
、
大
芝
神
社
等
に
ま
つ
ら
れ
て

卜
る
。

村
内
の
伊
勢
講
の
中
に
は
、
現
在
な
お
代
参
を
立
て
る
諧
が
あ
る
。

３
　

八

幡

信

仰

八
幡
神
は
神
武
天

皇
の
第
三

皇
子

ナ
ギ

サ
タ
ケ
ウ

ガ
ヤ
フ
キ
ア

エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト

説
・
ヒ
コ

ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
説
な
ど
あ
る
が
一

般
に
は
応
神
天

皇
（

ホ
ソ
ダ
ワ
ケ

ノ
ミ
つ
卜
）
と
す
る
説
が
普
及

し
て

い
る
。
本
源

は
九
州

の
宇
佐
八
幡
と

さ
れ
、
平
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第５節　神祇 信仰

安
初
期
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
が
勧
請
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
祭
神
と
し
て
は
応

神
天
皇
、
神
宮
皇
后
説
が
公
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
仏
習
合
説
が
発

展
し
て
天
応
元
年
（
七
八
こ

菩
薩
号
を
奉
り
、
明
治
に
い
た
る
ま
で
八
幡
大
菩
薩

と
呼
ば
れ
、
本
地
仏
は
阿
弥
陀
仏
と
さ
れ
て
伊
勢
と
並
ん
で
皇
室
か
ら
も
崇
敬
さ

れ
た
。
ま
た
、
源
氏
の
氏
神
と
さ
れ
、
源
頼
朝
は
じ
め
諸
国
の
源
氏
が
崇
敬
し

た
。
一
般
に
も
武
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。
本
村
に
は
殿
村
八
幡
宮
、
神
子
柴
の

白
山
・
八
幡
合
殿
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

４
　
出

雲

信

仰

島
根
県
に
あ
る
出
雲
大
社
へ
の
信
仰
。
祭
神
は
大
国
主
命
。
こ
の
神
は
少
彦
名

命
と
と
も
に
国
造
り
を
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
医
薬
醸
造
な
ど
一
般
に
福
利
と
文

化
の
恩
恵
を
与
え
る
神
と
し
て
広
く
尊
敬
さ
れ
た
。
平
安
時
代
以
後
仏
教
と
習
合

し
て
薬
王
菩
薩
の
名
を
奉
っ
た
り
、
仏
教
の
大
黒
天
と
習
合
し
て
縁
結
び
の
神
、

福
の
神
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
農
耕
に
ち
な
む
家
の
守
護
神
と
し
て
、
え

－24　 恵毘寿大黒図2

び
す
と
共

に
各
家
庭
で
神
棚
の
外

に
大
黒
棚
を
ま
つ

る
家
が
多
い
。

一
一
月
一
日
の
神
送
り
、
二
〇
日

の
神
迎
え
と
し
て
各

家

庭

で

祝

５
　

え
び
す
信
仰

イ

ザ
ナ
ギ
ノ
ミ

＝
卜
の
第
三

子

蛭
子
を
い
う
と
か
、
事
代
主
命
で

あ

る
と
も
い
か
れ
て
い
る
が
元
来

は
そ
の
名
の
示

す
よ
う
に
外
来
神

で
あ
ろ
う
。
中
世
以

降
七
福
神
の

一

と
し
て
、
農
家
も
商
家
も
一
一

月
二
〇
日

を
え

び
す
講
と
し
て
祝

い
祀

る
。
大
黒
さ
ま
と
併
せ
祀
る
の
が
普
通
で

あ
る
。

６
　

熊

野

信

仰

紀
伊

の
熊
野
三
山
、

熊
野
那
智
神
社

・
熊
野
が
神
社
（
本
宮
大
社
ブ

能一
野
速
玉

神
社
を
本
拠
と
し
て

広
ま
っ
た
信
仰

。
平
安
時
代

に
は
い

わ
ゆ

る
熊
野
三
山
の
構

成
が

な
り
、
山
岳
修
行
者

の
一
中
心
地
と
な

っ
た
が
、
さ
ら

に
院
政
時
代
に
は
い

る
と
法

皇
・
上

皇
・
公
卿

を
は
じ

め
庶
民

の
熊
野
詣
が
蟻
の
行
列
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
熊
野
三
山

に
よ

る
修
験
・
御
師
・
先
達
が
現

わ
れ
て
霊
験

の
宣
伝

に
っ
と

め
た
。
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
の
伝
承
な
ど
も
あ

っ
て
、
熊
野
三
所

の
神
使

と
し
て
烏
を
図
案
化
し
た
牛
王
宝
印
が
熊
野
三
山
か
ら
出
さ
れ
、
民
間

の
誓
約
の

と
き
と

か
、
魔
よ
け
な
ど

に
用

い
ら
れ
た
。
久
保
の
神
明
宮
に
は
熊
野
権
現

社
を

合
祀
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
泉
に
は
高
根
社
に
熊
野
三

社
（
伊
詐
再
尊
・
速
玉
雄
命
・

事
解
男
命
）
が
祀
ら
れ
て

卜
た
が
今
は
大
和
泉
神
社
に
合
祀

さ
れ
、
三
社
あ

と
に
は

彿
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
泉
と
久
保
に
は
「
牛
王

神
」

の
旗

を
立
て
て

祭
る
祝
殿
が
あ
り
今
な
お
祭
祀
が
行

わ
れ
て

い
る
。

７
　
荒
神
信
仰

図2－25　牛　王　神
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社神第2 章

一
般
に
竺

二
宝
荒
神
、
す
な
あ
ち
か
ま
ど
の
神
と
解

さ
れ
て

い
る
。
修
験

道
の

方
で
か
ま
ど
神
の
信
仰
や
密
教
や
陰
陽
道
の
思

想
が
混
じ
て

生
じ

た

も

の

で

あ

る
。
飢
渇
、
食
欲
、
障
害
の
神
で
不
七

を
訃

み
、
清

浄
な
火

を
焚
く

か
ま
ど
に
住

石

神
と
信
じ
ら
れ
て
し
る
。
か
ま
ど
ヤ

い
ろ
り
で
不
浄

な
も

の
を
を
い

た
り
、
投

げ
入
れ
た
り
す
る
と
「
荒
神
様
が
怒
る
ぞ
」
と
古
老
は
よ
く
い
っ
た
も
の
で
あ

西原 天満宮と大芝 天満宮図2 －26

る

。
台

所

に
祀

る
風

習

が

あ

る

。
毎

年

正

月

幣

束

を

新

た

に

し

て

祀

る

。８
　

天

神

信

仰

天

神

様

と

い

え

ば

天

満

天

神

す

な

わ

ち
菅

原

道

真
（
八
四
五
－

九
〇

言

を

さ

す

。

本

来

は

、
天

神

と

は

地

祇
（
く
に
つ

か

み
）
に

対

す

る

天

つ

神

の

総

称

で

天

に

い

ま

す

神

を

指

し

た

が

、

平

安

時

代

以

後

は

菅

原

道

真

を

ま

つ

っ
て

、

天

満

大

自

在

天

又

は

大

威

徳
天

な

ど

と

尊

称

し

、

こ

の

神

を
天

神

様

と

い

う

よ

う

に
な

っ
た

。
天
満
と
は
そ
の
神
体
が
宇
宙
に
充
満
し
て
い
る
こ
と
、
犬
自
在
と

は
そ

の
働
き
が
自
由
自
在
な
こ
と
を
た
た
え
て
の
名
で
あ
る
と
い
う
。
本
村
で
ま

つ
る
お
宮
の
、
社
名
は
神
子
柴

の
は
天
満
大
自
在
天

で
あ

る
が
外
は
皆
天

満
宮
と

な
っ
て

い
る
。

は
じ
め
こ
の
神
を
ま
つ
り

信
仰
す
れ
ば
災
厄
を
免

か
れ

る
と
さ
れ
、
鎌
倉
時
代

以

降
は
し
だ
い
に
正

直
を
守

り
邪
悪

を
こ
ら
し

め
、
ま
た
、
無
実
の
罪
を
救
う
と

信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
江
戸
時
代

に
な

る
と
特

に
学
問
の
神
と
し

て

崇
め
ら
れ
、
寺
子
屋
で

は
必
ず
礼
拝
す

る
よ
う

に
な
り
、
全
国
各
地
に
ま
つ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
村

に
も
こ
れ
を
ま
つ

っ
た
神
社

が
各
部
落
に
あ
り
、
学

問
技

芸
上
達

を
祈

る
祭
り
が
児
童
を
中
心
と
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
応
援
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。

左
に
掲
げ

る
の

は
北
殿
神
社

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
棟
札
で
あ
る
。
磨
滅
が
は
な

は
だ
し
く
て

全
文

を
読
み
と

お
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
読
み
得
る
文
字
を
た
ど

っ
て
み

る
と
、
元
禄
五
年
（

二
（

九
二
）
に
天

満
宮
が
再
建

さ
れ
た
と
き
の
も
の
の

よ
う
で
あ

る
。

5 討

へ
　
　

口
丿
口
］
べ
口
追
治
国
ぺ
口
　
政
不
目

口

不
口
夏

ｒ
口
こ

不
口
Ｕ
蓋
ふ
叉

口
七
口
日
口
口

口
自

叙

咸
－

ｆ

八

日

］
£
口
ご

氏
派

良

口
乖

口
口

」

宗
師
夕
畷

神
え

ギ
閏
菅
免
す

ぶ
ｔ
尋
智
入
こ

曇
ぼ
口

社
よ
口
べ
疋

口
践
口

？
・
軸
左
払
ふ

倆
月
闇
ふ

盲
で

肩
太
草
草
畢
ｔ
侈
累

君
″
ミ
ロ
七
月
浮
明
而
壽
壮
近
ふ

久
口
口
牡
ろ

口
口

丈

会

尽

日

口

よ
野
一
夜
可

旱

ふ
九
回

昶

が
口

烏

口
日
】
大
ｔ
ｌ
ｌ
Ｈ

Ｉ
Ｈ
［
Ｈ
］

在
天
湧
ｘ
沸
口
‥
」
晶
受

野
鳴
り
４
哉
讐
雰
ふ

口
蛋

民
兄

ま

物
換
Ｉ
ザ
汽
］
歳
々
鴬
元
禁

中
ガ

ロ
百

口
冲
片

口
日
】
弓
口
口
口
口
目

口
口
一
口
日

口
口

神
製

満
足
貿
粟

首

を
呈

友

国
家
晋
一
白
涼
乏

属
Ａ
口
口
ｊ
ｔ
秀
一
堵

ｙ
　
　
　
　
λ
太
爪
代
大

口
目
口

尚
啓
太
　
　
　
　
　
告

元
禄
今

申
牟
宵
１

各
区
の
天

神
様
の
奉
祀
場
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

久
保
・

塩
ノ
井
・
田
畑
・
沢
尻
・
大
芝
・
大
泉
は
そ
れ
ぞ
れ
、
鎮
守
社
の
境
内

に
ま
つ

っ
て
い

る
。
北
殿
は
松
林
寺
南
の
林
中
、
南
殿
は
庚
申
塚
南
の
森
中
、

神



神祇 信仰５節第

子
柴
は
鎮
守
社
境
内
と
旧
半
ノ
木
道
の
西
に
、
南
原
は
二
宮
神
社
に
合
祀
さ
れ
た

の
と
西
原
公
民
館
の
境
内
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

９
　
山

神

信

仰

小
学
校
の
東
土
手
に
「
大
山
祇
神
」
の
碑
か
お
る
。
大
山
祇
神
は
山
を
領
す
る

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
神
と
は
別
に
民
間
に
信
仰
さ
れ
て
い

る
○
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
に
近
い
山
に
住
し
て
、
春
は
里
に
下
っ
て
田
の
神
と

な
り
、
秋
の
収
穫
が
終
わ
る
と
と
も
に
山
に
帰
る
も
の
と
い
わ
れ
る
神
の
場
合
が

多
い
。
ま
た
、
木
地
屋
、
炭
焼
な
ど
山
か
せ
ぎ
を
す
る
人
々
の
信
仰
す
る
の
は
田

の
神
と
は
関
係
な
く
、
山
の
口
に
社
祠
を
建
て
て
勧
請
し
た
り
、
山
中
の
老
木
を

選
ん
で
山
の
神
を
祀
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
神
名
も
、
祭
り
方
も
一
定
し

て
い
な

い
。
明
治
末
年
以
降
多
く
は
村
の
神
社
に
合
祀
し
た
り
境
内
に
移
し
だ
の
が
多
い

が
、
地
名
に
残
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。（
祭
り
方
は
民
俗
篇
参
照
）

久
保
は
神
明
宮
南
の
大
泉
所
山
に
通
じ
る
道
路
が
西
天
竜
水
田
地
帯
の
中
途
で

大
泉
区
方
面
へ
分
岐
す
る
あ
た
り
の
地
籍
を
山
の
神
と
称
し
て
い
る
。
今
は
神
明

宮
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
大
山
神
社
が
以
前
は
こ
の
地
に
あ
っ
た
と
し
お
れ
て

い

る
。北

殿
の
山
の
神
社
は
北
殿
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

南
殿
に
悠
二
峯
神
社
に
合
祀
し
て
い
る
。

田
畑
に
は
田
畑
神
社
南
約
五
〇
ｍ
の
林
中
と
、
け
い
じ
庚
申
塚
の
前
か
ら
上
の

段
に
通
じ
る
道
路
が
上
の
段
へ
上
り
は
じ
め
る
所
に
Ｉ
ａ
ほ
ど
の
区

有
地
が
あ

る
。
そ
こ
に
山
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

沢
尻
に
は
恩
徳
寺
西
方
約
一
〇
〇
ｍ
の
地
に
あ
る
。

大
泉
に
は
老
人
ホ
ー
ム
東
の
山
林
中
と
、
北
部
の
字
北
原
の
神
社
林
の
中
に
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

1
0
　水

神

信

仰

飲
料
水
・
濯
漑
用
水
、
と
き
に
は
海
水
を
も
支
配
す
る
神
と
し
て
水
神
が
あ
が

め
ら
れ
て
い
る
。
田
の
神
と
は
直
接
的
に
親
近
性
が
あ
り
、
水
神
は
穀
物
０
豊
穣

を
約
束
す
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
水
は
人
間
生
活
に
不
可
欠
の
も

の
を
産
み
出
す
根
源
の
力
を
持
つ
と
さ
れ
た
の
で
、
人
々
は
こ
の
神
に
子
ど
も
を

授
か
る
こ
と
や
安
産
を
祈
念
し
た
り
し
た
。
夏
の
祭
に
は
、
水
と
の
関
連
が
多
い

の
が
一
般
で
あ
る
。
祇
園
・
津
島
な
ど
の
御
霊
信
仰
に
も
水
神
信
仰
が
参
加
し
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
神
を
現
実
的
な
蛇
・
鰻
な
ど
の
姿
に
か
り
よ
う

と
し
た
思
想
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。

水
神
碑
の
建
立
は
思
い
の
外
近
年
で
あ
る
。
大
泉
に
明
治
五
年
建
立
の
も
の
が

あ
っ
て
こ
れ
が
最
も
早
い
年
代
の
も
の
で
他
ぱ
そ
れ
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ

田
畑
の
弁
財
天
社
右
水
を
司
る
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
こ
の
最
初
の
建

立
は
相
当
に
古
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

久
保
に
は
滝
ノ
沢
「
柳
屋
」
の
と
同
家
の
わ
さ
び
畑
の
水
源
及
び
土
の
段
「
江

戸
屋
」
の
東
に
あ
る
。

塩
ノ
井
に
は
「
大
阪
屋
」
庭
園
内
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
初
年
旧
道
西
の
湧

水
口
に
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
五
一
年
七
月
二
八
日
に
土
砂
崩
壊
に
よ
っ
て
埋
ま
っ

図2 －27　 水　 神 様

沢尻伊雑皇大 神のよこにある。
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社神第２章

た
の
で
、
こ
こ

に
再
建
し

た
も
の
で
あ

る
。

北
殿

に
は
松

林
寺

境
内

に
北
殿
北
部
水

道
組
合

に
よ

っ
て
建
て
ら

れ

た

も

の

と
、
中

学
校
西

い
せ

ん
あ

わ
ら
の
林
中

に
あ

る
。
こ
れ
は
こ
こ
の
横
井
起
業
人
の

倉
田

徳
三
郎
が
建

立
し

た
も
の
で
碑

陰
に
左
の
一

句
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

「

あ
ら
か
じ

め
足

り
て
嬉
し
や
こ
の
清
水

」

南
殿
は
村
役
場
東

の
林
中

に
横
井
記

念
碑
で

は
あ

る
が
題
字

に
「
御
井
神
」
と

あ
る
。

田

畑
に
は
区

の
西

北
字
新
田
西

の
山
中
と
川
原
明

神
橋

の
北
約
三
〇
〇
ｍ

の
地

及
び
半
沢
の
田

畑
上

水
道
水
源

地
に
あ
る
。
こ
れ
は
新
田

横
井
戸
組
合

に
よ

っ
て

「

泉
屋
」
前
に
建

て
ら
れ
て
い
た
も
の
を
新
た
に
田
畑
上

水
道
の
水
神
と
し

た
も

の
で
あ
る
。

神
子
柴
に
は
天

竜
川

堤
防
亘

戸
隠
山
大
神
と
併
刻
の
水
汲

能
売
神
の
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。

沢
尻

に
は
区
の
西
方
伊
雑
皇
大
神
の
傍
ら
に
あ
る
。

大
泉

に
は
西
天
竜
幹
線
水
路
と
中
央
道
の
中
間
地
点
横
井
出
口
と
、
大
和
泉
神

社
西
約
一
五
〇
ｍ

の
林
中

に
原
新
五
藤
吉
治
建
立
の
も
の
と
、
公
民
館
隣
り
丁

の

庭

に
［
奉
納
水
神
社
］
の
石
碑

に
「

大
願
成
就
丑
年
之
女
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

1
1
　富

士

信

仰

田
畑

に
富
士
塚
の
完
全
な
形
が
残

っ
て
い
る
。
北
殿

に
は
昭
和
四
〇
年
ま
で
残

っ
て

い
た
が

住
宅
団
地
造
成
の

た
め
惜
し
く
も
破
壊
さ
れ
、

わ
ず

か
に
「
富
士
塚

跡
」

の
碑
が
残

っ
て
い

る
の
み
で
あ

る
。
北
殿
の
旅
寝
塚

に
は
富
士
浅
間
大
神
と

他
の
山
岳

権
現

と
併
刻

の
碑
か
お

る
。
久
保

に
は
浅
間
神
社
が
神
明
宮
覆
凰
南

壁

に
ま
つ
ら
れ
て

い
る
。
塩
ノ
井

に
は
富
士
塚
と

い
う
地
名
が
郷
士
ヶ
窪

の
西
隣
古

道
脇
に
残
っ
て

い
る
。
恐
ら
く
此
所

に
富
士
塚
が
あ

っ
た
で
あ

ろ
う

。
沢
尻

の
明

治
初
年
の
絵
図
に
は
、
部
落
の
北
方
三

六
七
番

地
に
富
士
塚

が
描
か
れ
、
「
反
別

一
畝
五
歩
・
村
持
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
氷
村
に
も
富
士
信
仰
が
相
当

に
盛
ん
で
あ

っ
た
と
思

わ

れ
る
。
神
子
柴
の
高
木
鶴
翁

に
「
富
士
紀
行
」

の
著
か
お

る
。
文

政

五

年
（
一
八

二
二
）
友
人
二
人
（
田
畑
の
伝
四
郎
と
門
作
）
と
と
も
に
登
拝
し
た
と
き
の
も
の
で

あ

る
。
登
山
し
た
と
き
の
敬
虔
な
気
持
や
感
激
の
叙
述
を
み
る
と
現
代

の
登
山
と
は

異
な
り
全
く
宗
教
的
な
信
仰
心
に
よ
る
登
拝
で
あ
っ
た
。

富
士
信
仰
は
木
花
咲
夜
毘

売
命
を
祭
神
と
し
て
我
が
国
に
は
古
く

か

ら

あ

っ

た
。
そ
れ
が
山
嶽
信

仰
や
修
験
道
と
習
合
し
て
、
信
仰
に
よ
る
登
山
が
盛
ん
に
な

っ
た
の
は
江

戸
時
代

の
後
半

か
ら
で
あ

る
。

江
戸
時
代

の
初
期
、
長
崎

の
人
長
谷
川
角
行
二

五
四
一
～

二
（

四
六
）
は
富
士
山

の
神
は
日
月
星

の
根
元
で
あ

る
仙
元
大
菩

薩
（
浅
間
様
）
で
あ

る
と
し
て
布
教
を
始

め
富
士
講
の
開
祖
と
な
っ
た
。
こ
の
講
は
た
ち
ま
ち
商
人
・
職
人
・
農
民
の
間
に

広
が
っ
て
江
戸
だ
け
で
も
八
百
八
講
も
で
き
た
と
い
わ
れ
る
。
浅
間
様
を
信
仰
し

て
、
呪
術
や
祈
祷
な
ど
行
い
日
常
の
道
徳
も
説
い
た
も
の
で
、
さ
ら
に
は
庚
申
信

仰
と
も
習
合
し
て
し
だ
い
に
地
方
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
。

元
禄
以
後
は
日
増
し
に
盛
大
と
な
り
講
社
又
は
団
体
を
結
ん
で
登
拝
す
る
者
が

多
く
な
っ
た
。
先
達
は
富
士
行
者
と
称
し
て
修
験
者
の
よ
う
に
、
白
衣
を
着
、
鈴

を
振
り
、
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
登
山
し
、
講
中
一
切
の
世
話
を
し
た
。
ま
た
、
先

達
は
平
素
は
講
中
を
巡
回
し
て
、
教
え
を
説
き
、
孝
行
、
尊
王
等
の
日
常
道
徳
を

説
き
、
加
持
祈
禧
を
行
っ
た
り
、
一
身
上
の
進
退
や
縁
談
の
相
談
相
手
に
な
っ
た

り
、
生
活
指
導
ま
で
行
っ
た
。

富
士
山
信
仰
は
登
山
に
よ
っ
て
そ
の
秀
麗
の
気
を
う
け
、
浅
間
神
社
に
祈
請
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
登
拝
す
る
信
者
が
多
く
な
る
に
つ
れ
山
霊
を
ま
つ
る
浅
間
神

社
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
地
方
に
あ
っ
て
も
朝
夕
の
参
拝
祈
願
を

徹
底
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
模
造
の
富
士
を
築
い
て
、
登
山
崇
敬
の
気
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分
を
味
わ
お
う
と
す
る
要
望
が
起
き
た
。
こ
う
い
う
こ
と
で
築
か
れ
た
の
が
富
士

塚
で
あ
る
。
浅
間
神
社
を
勧
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
浅
間
塚
と
も
言
っ
た
が
北

殿
の
場
合
は
い
つ
の
ま
に
か
そ
れ
が
浅
間
塚
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

富
士
浅
問
の
祭
り
に
は
身
を
清
め
、
白
装
束
に
後
鉢
巻
姿
で
鈴
を
振
り
な
が
ら

実
際
に
富
士
登
拝
を
す
る
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
。
登
っ
て
「
南
無
浅
間
大
菩
薩
」

と
唱
え
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
お
鉢
回
り
を
し
た
。
な
お
、
庚
申
年
に
は
大
祭
を
行

い
、
そ
の
と
き
に
は
お
鉢
ざ
ら
い
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。
富
士
講
は
富
士
教
に
な

り
、
さ
ら
に
、
神
道
扶
桑
教
・
実
行
教
・
丸
山
教
と
分
派
し
、
そ
れ
ぞ
れ
教
義
を

立
て
て
活
動
し
て
い
た
が
、
幕
府
は
尊
王
呪
術
中
心
の
教
義
を
否
定
し
、
宿
七
講

を
全
面
的
に
禁
止
し
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
後
、
扶
桑
教
・
丸
山
教
・
富
士
講

と
し
て
復
活
し
た
。

田
畑
の
富
士
塚

西
天
竜
幹
線
と
中
央
自
動
車
道
と
の
中
間
、
旧
営
林
署
南
箕
輪
苗
圃
の
南
約
五

Ｏ
ｍ

の
地

点
に
あ

る
。

高

さ
約
三
・
四
四
ｍ

の
円
す
い
形

の

図2 －28　田畑富士塚（昭54.4.13撮影）

塚
で
あ

る
。
塚

の
裾

は
東
西
一
九
・

六

Ｏ
ｍ
、
南
北
一
八
・
六
〇
ｍ
、
さ
ら
に

こ
の
塚
を
め
ぐ
っ
て
高
さ
〇
・
三
ｍ
ぐ

ら
い
の
境
土
千
小
築
か
ね
て
い
る
。
東

と
北
側
は
開
墾
さ
れ
て
跡
か
た
は
な
い

が
南
と
西
に
は
土
手
が
残
り
ず
っ
と
う

つ
ぎ
が

植
え

ら
れ
て

い
る
。
塚

の
裾
か

ら
土

手
ま
で

の
距
離

は
狭
い
所
で
三
・

五
ｍ
、

広
い
所
で
四
ｍ

く

ら

い

で

あ

る
。
塚

の
頂
上

は
深

さ
〇
・
七
ｍ

く

ら

い
の
丸
い
穴
に
な
っ
て
い
て
、
穴
の
ま
わ
り
は
〇
・
七
ｍ
幅
で
人
が
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。（
次
図
）
頂
上
穴
の
東
西
は
六
・
二
ｍ
、
南
北
五
・
四
ｍ

で

あ

る
。
こ
の
塚
の
敷
地
は
東
西
約
三
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
塚
は
元
文
五
年
二

七
四
〇
）
に
田
畑
・
神
子
柴
・
大
泉
・
大
泉
新
田
・
大

萱
五
ヶ
村
の
人
々
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。

現
在
は
頂
上
穴
の
部
分
を
除
い
て
塚
全
体
に
二
〇
な
い
し
三
〇
年
生
の
雑
木
が

頂上穴

制ﾋ 内径　5 m40

東西　　　6 m20

深さ　　70cm

縁｢D　　70c ｍ

東西 裾　19 m 60

南 北･/　18m60

高 さ　　3m44

境 内地

東 西　　23m

南 北　　30m

縁 高さ　30cm

O つ ぎ植樹 ）

束

シ

一万

30 ｍ

図2 －29　 富士塚見取図
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社第2 章　神

図2 －30　 田畑旧金毘羅社（今はない）

立

っ
て
い

る
が
大
木
の
古
株
も

残

っ
て

卜
る
。

こ

の
塚

は
昭
和
五
五
年
八
月

に
村
文
化
財
一

言
万
に
指
定

さ

れ
た
。

1
2
　金
毘
羅
信
仰

久
保
神
明

宮
境
内

に
は
石

造

り
の
金
刀
比
羅

宮
が
あ

る
。
そ

の
他
の
部

落
に
も
金
毘
羅

宮
、

金
毘
羅
大

権
現

等
が
祀

ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

金
毘
羅
信
仰
は
、
香
川

県
琴

平
町
に
あ
る
金
刀
比
羅
宮
に
関
す
る
信
仰
で
あ
る
。
そ
の
祭
神
は
大
物
主
神
と
崇

神
天
皇
と
い
か
れ
、
一
説
に
は
素
蓋
嗚
尊
、
あ
る
い
は
大
三
輪
明
神
と
も
い
か
れ

る
。
元
来
は
松
尾
寺
の
地
主
神
と
し
て
薬
師
コ

ー神
将
の
一
で
あ
る
金
毘
羅
摩
爾

魚
夜
叉
大
将
を
勧
請
し
た
も
の
と
も
い
か
れ
、
あ
る
い
は
、
星
宿
二
八
宿
の
一
で

あ
る
威
音
王
を
祀
っ
た
と
も
い
か
れ
る
。
古
来
金
毘
羅
大
権
現
と
称
し
神
仏
習
合

し
た
も
の
と
し
て
密
教
と
と
も
に
栄
え
、
海
難
か
ら
守
る
神
と
し
て
漁
民
や
海
運

業
者
か
ら
尊
崇
さ
れ
た
。

こ
の
地
方
で
は
こ
の
神
を
祭
る
と
金
運
が
よ
い
と
い
か
れ
、
各
地
に
勧
請
さ
れ

た
り
講
を
作
っ
て
代
参
を
立
て
た
り
し
た
。
明
治
以
後
は
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

本
村
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
の
は
久
保
に
は
前
述
の
と
お
り
で
、
北
殿
に
は
北
殿

神
社
に
合
祀
さ
れ
た
の
と
、
旅
寝
塚
に
他
の
神
と
の
合
祀
碑
か
お
る
。
南
殿
に
は

明
治
二
五
年
一
〇
月
一
〇
日
に
秋
葉
神
社
と
合
祀
石
碑
、
田
畑
に
は
昭
和
二
三
年

三

月
字
金
刀

原
よ
り
遷
座
さ
れ
た
琴
平

社
が
田
畑

神
社

の
境
内

に
あ

る
。
大
泉

に

は
「

富
原
屋
」

宅
地
内

に
明
治
四
三
年

に
原

信
一

施
主
原

豊
一
発
起

の
金
毘
羅
大

権
現
が
あ
る
。

1
3
　蚕
玉
神
信
仰

養
蚕
が
盛
ん
に
な
る
に
従
い
生
活
費
を
こ
れ
に
依
存
す
る
度
合
い
が
多
く
な
る

と
、
そ
の
豊
凶
は
農
民
に
と
っ
て
大
問
題
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
豊
作
を
祈
願
し
、

ま
た
報
恩
の
た
め
蚕
玉
様
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。

祭
神
は
天
照
皇
太
神
、
保
食
神
、
天
熊
人
神
の
三
神
を
祭
る
が
よ
い
と
い
わ
れ

た
。
保
食
神
は
養
蚕
の
道
を
教
え
た
神
と
信
じ
ら
れ
た
。
ま
た
大
宜
都
比
売
神
、

稚
産
霊
神
等
を
祭
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
仏
教
系
の
観
音
が
養
蚕
神
と
さ
れ
る

場
合
も
あ
っ
た
。

村
内
に
は
各
区
に
石
碑
又
は
祠
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

久
保
に
は
「
蚕
玉
神
社
」
碑
、か
神
明
宮
境
内
に
あ
る
。

塩
ノ
井
に
は
国
道
一
五
三
号
線
バ
イ
パ
ス
と
旧
道
分
岐
点
西
の
小

高
い
所

に

「
蚕
影
山
蚕
玉
神
社
」
が
あ
り
、

塩
ノ
井
神
社
境
内
に
「
養
蚕
神
」
と
「
誼
玉

神
」
の
碑
が
あ
る
。

北
殿
に
は
「
蚕
玉
大
神
」
碑
が
松
林
寺
境
内
に
あ
る
。
ま
た
、
新
四
国
霊
場
内

に
「
蚕
養
嶺
神
社
」
碑
が
あ
る
。

南
殿
に
は
「
蚕
玉
大
明
神
」
碑
が
庚
申
塚
に
あ
り
、
安
政
七
年
二

八
六
〇
）
の

建
立
で
本
村
内
蚕
玉
神
の
建
立
で
は
最
も
早
い
も
０
で
あ
る
。

田
畑
に
は
「
蚕
霊
神
」
神
子
柴
に
は
「
薙
蚕
神
」
沢
尻
に
は
「
蚕
玉
神
」
の
碑

が
い
ず
れ
も
鎮
守
社
境
内
に
あ
る
。

大
和
泉
神
社
境
内
に
「
蚕
玉
神
」
が
祠
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
左
手
に
宝
珠
、

右
手
に
桑
枝
を
持
っ
た
優
美
な
女
神
石
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
地
原
此
右
衛
門
の

元
治
元
年
二

八
六
四
）
作
の
も
の
で
、
こ
の
祠
に
は
市
場
に
あ
っ
た
「
蚕
玉
神
」
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図2 －31　 蚕　 玉　 様（大和泉 神社境内）

原此右衛門作　右側は市場の蚕玉様

も
合
祠
さ
れ
て
い
る
。
大
泉
公
園
に
も
あ
る
。

な
お
大
泉
「
西
中
村
」
宅
地
内
に
は
「
諏
訪
神
」
と
併
刻
の
「
児
玉
神
」
碑
か

お
る
。

塩
ノ
井
の
蚕
玉
祭
に
つ
い
て
征
矢
定
雄
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

明
治
初
年
に
長
尾
重
吉
と
い
う
人
が
自
ら
神
官
の
資
格
を
取
り
、
三
州
か
ら
こ

の
址
に
神
霊
を
迎
え
て
建
て
た
。
現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
が
当
時

石
段
と
石
垣
は
自
然
石
で
、
境
内
は
竹
林
で
覆
わ
れ
、
清
ら
か
な
水
が
湧
き
森
厳

な
気
が
満
ち
て
い
た
。

お
祭
り
は
旧
暦
七
月
二
二
日
で
二
夜
様
祭
り
と
も
言
っ
て
い
た
。
短
い
参
道
だ

が
そ
の
両
側
に
は
川
柳
や
時
事
風
刺
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
角
灯
篭
を
つ
る
し
て

祭
り
気
分
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
あ
っ
た
。
子
供
達
は
昼
間
か
ら
太
鼓
を
た
た
い
て
楽

し

ん
だ

。
夜

に
な

る
と
、
飴
売
り
や
お
も
ち

や
売
り
の
屋
台
店
が

Ｉ
〇

軒
ぐ
ら

卜

力
し
バ
イ
ト
灯
を
と
も
し
県
道
わ
き
に
並
ん
で
、
子
供
た
ち
は
小
遣
い
銭
を
に
ぎ

っ
て
そ
こ
に
群
が
っ
た
。
近
郷
近
在
か
ら
も
参
詣
人
が
来
た
。
若
連
は
夏
の
名
残

り
と
ゆ
か
た
か
け
て
集
っ
て
来
、
県
道
い
っ
ぱ
い
に
踊
り
の
輪
を
つ
く
り
、
そ
れ

を
見
物
す
る
人
た
ち
も
群
れ
て
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
の
若
い
衆
の
間

に
は
唐
八
ヶ
ソ
が
は
や
り
、
手
拍
子
と
掛
声
お
も
し
ろ
お
か
し
く
し
て
夜
の
更
げ

る
の
も
忘

れ
る
ほ
ど
だ

っ
た
。

ま
た
、
当
時

は
重
い
病
気

に
か
か
る
と
二
夜
尊
に
お
立
待
の
願
掛
け
を
し
た
。

幸
レ
願
が

か
な
犬
は
近
隣
の
人
や
親
類
の
人
を
頼
ん
で
お
願
ば
た
し
と
い
っ
て
、

座

る
こ
と
な
く
立

つ
た
ま
ま
午
後
一
一
時
半
ご
ろ
ま
で
月
の
上
る
の
を
待
っ
て
、

上
が

っ
た
月
（
二
十
二
夜
様
）
を
拝

む
こ
と
が
行

わ
れ

た
。
ち
ょ
う
ど
蚕
玉
様

に
で

も

お
参
り
し
て
、

ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
時
を
過

ご
せ
ば
よ
い
と

卜
う
こ
と
で
集
ま
る
人

も
あ

っ
た
。

ま
た
、
若
い
男
女

○
恋
を
さ
さ
や
く
よ
い
機
会
で
も
あ

っ
た
。

「

お
立
待
し
て
好
い
妻
持
て
り
や
わ
し
も
立
ち
ま
す
二
十
二
夜
」
、
と
い

う

う

た
も
踊
り
の
輪

か
ら
聞
え
て
も
き
た
。

こ
の
よ
う
な

に
ぎ
や

か
な
お
祭
り
は
外
の
部
落
で
も
行
わ
れ
た
。
養
蚕
の
盛
ん

で
あ

っ
た
こ
と
と
、
外

に
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
、
昭
和
の
中
ご
ろ

か
ら
戦
争
が
烈
し
く
な
り
養
蚕
の
衰
退
と
と
も
に
全
く
廃
れ
た
。

1
4
　稲

荷

信

仰

各
地

に
祀
ら
れ
て
い
る
祝
殿
の
う
ち
「

稲
荷
神
」
を
祭
神
と
す
る
の
が
最
も
多

べ

○

ｔ

「

お
稲
荷
さ
ま
」
と
し
て
な
か
な
か
人
気
の
あ
る
の
は
農
業
の
神
、
一
家
繁

昌
の
神
、
商
売
繁
昌
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

京
都
伏
見
の
稲
荷
神
社
を
本
社
と
し
、
祭
神
は
素
蓋
嗚
命
の
子
宇
迦
之
御
魂
神

で
、
一
説
に
は
豊
受
大
神
と
同
体
と
も
い
か
れ
る
。
稲
荷
は
稲
生
で
、
も
と
は
田

の
神
で
、
す
べ
て
食
物
と
蚕
桑
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
農
業
の
守
護
神
と
考
え

ら
れ
た
が
、
近
世
以
降
商
人
は
家
業
の
守
り
神
と
し
て
、
邸
内
や
町
内
に
祀
る
こ

と
が
流
行
し
た
。
天
慶
五
年
（
九
四
玉

に
稲
荷
神
に
正
一
位
の
位
階
を
た
て
ま
つ

っ
た
。

仏
寺
で
は
荼
根
尼
天
を
本
尊
と
し
て
寺
の
境
内
に
祀
っ
て
寺
の
守
護
と
し
て
の
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稲
荷
神
と
し
て

い
る
。

い
ず
れ
も
赤
い
鳥
居
、

赤
い
の
ぼ
り
を
立
て
て

ま
つ
る
の
が
特
徴
的
で
あ

る
。

こ
の
神
使
が
狐
で
あ
る
と
考
え

る
と
こ

ろ
か
ら
、

油
揚
な
ど
が

供
え

ら
れ
る
。

久
保
に
は
神
明

宮
境
内

に
稲
荷
社
、
北
殿

に
は
北
殿
神
社
内

に
豊
川
稲
荷
、
居

森
殿
稲
荷
が
合
祀

さ
れ
て

い
る
。
神
子
柴

に
は
白
山
八
幡
合
殿

境
内

に
明
治
四
一

年
一
月
字
駒
形

よ
り
遷

座
さ
れ

た
稲

荷
社
が
あ

る
。

こ
の
祭
神
は
倉
稲
魂
命
（
う

か
の
み
た
ま
の
み
こ
と
）
で
猿
田
彦
命
と
大
宮
女
神
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

由
緒
は

未
詳
で
あ

る
が
安
政
年
間
（
一
八
五
四
～
五
九
）
に
再
建
さ
れ
た
記
録
か
お
る
。

大
泉
の
唐
守
稲
荷

に
つ
い
て
は
大
和
泉
神
社
の
項

に
述
べ
た
。

1
5
　山

岳

信

仰

山
岳

に
宗
教
的
意
味
を
与
え
崇
拝
し
た
り
種

々
の
儀
礼
を
行
い
、
山
が
御
神
体

で
あ

る
と
す

る
信
仰
で
あ
る
。

富
士
山
・
御
嶽
山
・
駒
ヶ
岳
・
月
山
・
湯
殿
山
・
羽
黒
山
・
立
山
・
大
峯
山
等

が
顕
著
で
あ

る
。

北
殿
の
碑

に
は
三
面

に
大
峯
山
・
立
山
・
月

山
・
湯
殿
山
・
羽
黒
山
が
そ
れ
ぞ

れ
大
権
現

と
刻
ま
れ
て

卜
る
。

中

で
も
本
村
に
は
御
嶽
・
大
峯

・
富
士
山
の
信
仰
が
多

か
っ
か
。

1
6
　御

嶽

信

仰

塩
ノ
井

神
社

境
内

に
は
「
御

嶽
神
社
」

碑
（
昭
和
三
三
年
一
〇
月
建
立
）
か
お

る
。

南

殿
に
「
大

嶽
大

神
」

碑
が
三

峯
神
社

の
隣

り
に
あ

る
。

田
畑
神
社

境
内

に
「
御
嶽
社
」
祠
が
あ

る
。
ま
た
、
公
民
館
東

に
「
御
嶽

座
王

大

権
現
」

碑
（
嘉
永
四
年
講
中
建
立
）
か
お

る
。

大
泉

に
は
「
御
嶽

神
社
」
が

杉
本
屋
の
南

に
、
区
の
北
西
部

に
「
御
嶽
神
社
」

碑
、
老
人

ホ
ー
ム
東

に
も
「
御
嶽
神
社
」
（
大
泉
村
建
立
）
碑
が
あ

る
。

大

泉
に
は
か
つ
て
三

伝
次

講
社
と
称
す

る
御
嶽

講
が
あ

っ
た
が
中
絶
し
て
い

た

図2 －32　田畑の御嶽座王大権現

も
の
を
江
戸
時
代
の
末
に
「
白
木

屋
」
の
唐
沢
兼
蔵
二

八
五
二
～
一

九
三
こ

が
復
活
し
先
達
と

な
っ

た
。御

嶽
信
仰
は
木
曽
御
嶽
山
そ
の

も
の
へ
の
信
仰
で
あ
る
と
こ
ろ
の

山
岳
信
仰
で
あ
る
。
三
伝
次
講
中

は
木
曽
郡
三
岳
村
に
あ
る
御
嶽
神

社
を
源
と
す
る
。
御
嶽
山
は
そ
の

山
容
が
堂
々
と
し
て
し
る
と
こ
ろ

か
ら
古
来
修
験
者
の
霊
場
と
し
て

崇
敬
さ
れ
行
場
と
な
っ
て
き
た
。

白
装
束
で
六
根
清
浄
を
唱
え
な
が
ら
先
達
に
導
か
れ
て
登
拝
す
る
者
が
今
に
至
る

も
後
を
絶
か
な
卜
。

こ
の
神
社
の
祭
神
は
国
常
立
尊
・
大
己
貴
命
・
少
彦
名
命
を
主
神
と
し
八
百
万

神
を
配
祀
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

講
員
は
毎
年
代
参
を
立
て
先
達
に
導
か
ね
て
登
拝
し
て
き
た
が
昭
和
三
八
年
以

降
中
止
さ
れ
た
。
唐
沢
兼
蔵
の
弟
子
に
清
水
豊
一
、
原
三
千
重
等
が
あ
り
、
加
持

祈
禧
、
地
祭
り
等
を
行
っ
て
い
た
。
現
在
は
兼
蔵
の
子
兼
次
が
神
導
木
曽
御
嶽
本

教
か
ら
中
講
義
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
神
事
祈
禧
禁
厭
施
行
八
等
免
許
を
得
て
、

地
鎮
祭
や
、
庚
申
塔
、
甲
子
塔
な
ど
の
開
眼
供
養
や
禁
厭
な
ど
庶
民
の
要
望
に
応

じ
て
い
る
。

な
お
、
南
殿
の
山
崎
寿
恵
吉
、
鹿
角
辰
次
郎
、
有
賀
善
重
ら
は
初
め
大
峯
講
を

結
ん
で
修
行
し
修
験
道
当
山
派
の
先
達
と
た
っ
て
い
た
が
後
に
は
南
殿
御
嶽
講
を

結
ん
で
修
行
し
て
い
た
。
後
に
は
唐
沢
兼
次
ら
と
と
も
に
御
嶽
山
に
登
拝
す
る
よ

5釦



第５節　神 祇 信 仰

う
に
な
り
、
昭
和
二
五
年
四
月
に
「
御
嶽
大
神
」
碑
を
建
立
し
て
、
信
仰
・
祭
祀

の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
。

本
村
に
は
前
述
の
よ
う
に
各
所
に
御
嶽
信
仰
に
関
す
る
碑
平
祠
や

講
が
あ

っ

た
。
な
お
信
者
は
死
後
は
霊
神
に
な
る
と
い
わ
れ
、
村
内
に
数
基
霊
神
碑
か
お

る
。1

7
　地

神

信

仰

大
泉
庚
申
塚
に
地
神
碑
が
あ
る
。
地
神
は
天
孫
系
の
神
々
す
な
わ
ち
天
神
に
対

す
る
地
神
で
天
孫
系
降
臨
以
前
か
ら
こ
の
国
土
に
住
み
、
そ
の
土
地
を
守
護
す
る

神
ま
た
そ
の
子
孫
神
を
い
う
。
土
地
の
自
然
、
生
活
に
密
着
す
る
神
で
、
豊
作
を

祈
願
す
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
。

1
8
　戸

隠

信

仰

戸
隠
神
社
へ
の
信
仰
で

あ
る
。
上

水
内
郡
戸

隠
村
に
あ
り
祭
神
は
天

手
力
男

命

を
主
神
と
し
て
い
る
。
こ
の
神
社
は
奥
社
・
中

社
・
宝
光
社
の
三
社

か
ら
な
る
。

も
と
は
山
岳

信
仰
に
発

し
、
神
仏
習
合
し
た
修
験
道
の
道
場
で
あ
っ
た
。
明
治
維

新
時
の
神
仏
分

離
に
よ
っ
て

神
社

と
し
て

の
旗
色
を
鮮

明
に
し

た
。

か
つ
て

は
こ
の
信
仰
者
の
集
ま
り
の
講
が
南
殿

に
あ
り
、
そ

の
他

に
も
あ

っ
た

よ
う
で

あ
る
。
戸
隠
神
社
は
農
耕
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
て

い
た
か
ら
、
百

姓
は

多
く
信
仰
し
て

い
た
。
こ

の
神
社

は
正
月
そ

の
年

の
農
作
物

の
豊
凶

を
占
い
、
そ

の
結
果
の

オ
ミ

ク
ジ
を
出
し
た
。

オ
ミ
ク
ジ
は
百

姓
仕
事
の
指
針
で
あ

っ
た
。
い

ま
で
も
大
泉
で
は
そ
れ
を
配

っ
て
い
る
。

1
9
　秋

葉

信

仰

北
殿
で
は
寛
政
年
間
二

七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
に
秋
葉
神
社
を
創
建

し
毎
年
代

参

を
立
て
、
神
札
を
頂
い
て
来
て
各
戸
に
配

っ
て
い
た
。

現
在

の
北
殿
神
社
は
そ
の
秋
葉
神
社
を
改
築
し
て
昭
和
四
〇

年
里
宮
そ
の
他
の

社
と
合
祀
し
た
も
の
で
あ
る
。

秋
葉
神
社
へ
の
信
仰
は
古
く
か
ら
盛
ん
で
、

各
地
で
祝
殿

に
勧
請
し

た
り
、
講

を
作
っ
て
参
詣
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
分

杭
峠
を
越
え
て

秋
葉
山

に
い

た
る
道

を
秋
葉
街
道
と
称
す
る
ほ
ど
で
あ
り
、
今
な
お
道
標
に
「

左
あ
き

は
道
」
と
し

る

さ
れ
た
の
を
見
受
け
る
ほ
ど
で
あ
る
。

秋
葉
信
仰
は
静
岡
県
周
智
郡
犬
居
村
の
秋
葉
神
社
へ
の
信
仰
で

あ
る
。
祭
神
は

詞
遇
突
智
神
（
火
之
迦
具
士
神
）
で
中
世
以

降
秋
葉
寺
と
合
し
、
聖
観
音
を
本
地
仏

と
し
て
神
仏
習
合
し
て
い
た
。
ま
た
、
秋
葉
三

尺
坊
大
権
現

も
合
し
て
、
鎮
火
防

災
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
。
そ
し
て
修
験
道
者
の
住
持
す
る

と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
た
。
田
畑
秋
葉
講
の
帳
面

に
も
左
の
よ
う
に
あ
る
。

火
防
六
十
枚

御
初
尾
　
青
銅
四
十
疋

右
神
納
致
し
候
、
則
ち

神
前
に
於
い
て
御
祈
祷
執
行
の
御
札
遣
し
婉
　
以
上

文
政
四
年
巳
正
月
七
日

図2－33　北殿旧秋葉神社

秋
葉
寺
役
寮
言

（
田
畑
秋
葉
講
蔵
）

明
治
に
な
っ
て
神
仏
分
離
さ

れ
神
社
と
寺
に
分
か
れ
た
。
そ

の
こ
ろ
か
ら
代
参
人
へ
の
領
収

書
に
は
、
秋
葉
山

役

寮

と

あ

る
。秋

葉
神
社

は

久

保
・
塩

ノ

井
・
田
畑
・
沢
尻
の
各
区

は
鎮

守
社
の
境
内
に
、
北
殿
は
北
殿

神
社
、
南
殿
は
南
殿
公
園
、
大

泉

は
勝
光
寺

境
内

に
ま
つ
ら
れ
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社第2 章

て
い
る
。

秋
葉
様
の
火
祭
り
は

コ

ー月

二
（

日
で
あ
る
か
ら
、
代

参
の
人
々
は
そ
れ
に
間

に
あ
う
よ
う
に
出
掛
け
、
参
拝
し
て
お
札

を
う
け
て

き
て
、

講
中

へ
配

る
の
で

あ

る
。村

人

の
最
右
恐
れ
て

い
た
も
の
の
一

つ
が
火
事
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ

の
秋
葉
神

を
信
仰
し
、

ま
た
っ

ね
ひ
ご
ろ
の
火
の
用

心
と
し
て

角
灯

龍
を
部
落
内

を
順
送

り

に
回
し
て
い

る
。

2
0
　三

峯

信

仰

南
殿

に
三
峯
神
社
が
あ

る
。
明
治
一
〇
年
前
後
、
南
殿

に
火
災
が
頻
発
し

た
。

中

に
は
悪
質

の
放
火
と
思

わ
れ

る
も

の
も
あ

っ
た

。
そ
こ
で
部
落

の
人

び
と
が
話

し
合

っ
て
、
火
災

盗
難
防
除

に
霊
験
あ
ら
た

か
で
あ

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
三
峯

の
神
を

お
迎
え
し
て
祭

る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
る
。
神
主
と
し
て
、
神
道
実
行
教

伊
那
教
会
よ
り
下

伊
那
生
ま
れ
の
林
岩
志
郎
を
招
い
て
教
会
を
開
き

祭

司

と

し

た
。
毎
年
四
月

一
八
日
を
祭
日
と
し
て
部
落
中

の
人
が
集
ま
り
、
八
幡
森
南
の
公

園
（
太
平
洋
戦
争
中
食
糧
増
産
の
た
め
畑
と
な
っ
た
）
で
桜
の
花
見
を
兼
ね
て
祭
り
を
し

て

き
て
現

在
に
及

び
、
祭

り
の
あ
と
各
戸

へ
お
札

を
配

布
し
て

い
る
。
林

は
此

の

地

に
お
い
て
、
神
下
し

の
占

い
を
行

っ
た
の
で
、
農
作

の

豊

凶
、
養

蚕
、
失

せ

物
、
病
気
な
ど

の
占

い
を
求

め
る
人

び
と
が
遠
近
よ
り
多
く
訪
れ

た
と

い
う

。
近

年
ま
で
当
村

に
は
神
占

い
を
す

る
二
、
三
の
人
が
あ

っ
た
が
こ
の
林
の
弟
子
で
あ

っ
た
。

三
峯
神
社
は
埼
玉
県
秩
父
郡
に
あ
る
伊
邪
那
岐
、
伊
邪
那
美
二
神
に
、
景
行
・

文
武
・
聖
武
天

皇
と
、
天

御
中
主
神

た
か
み
む
す
び
　
　
　
か
み
む
す
び

高

皇

霊

神

、

神

皇

霊

神

、

天

照

大

神

を

合

祀
し
た
神
社
が
元
で
、
南
殿
で
は
こ
れ
を
勧
請
し
て
明
治
二
〇
年
ご
ろ
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
。

維
新
前
は
観
音
を
本
地
仏
と
し
、
神
仏
習
合
の
修
験
者
は
秩
父
の
三
峯
山
を
行

場
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
北
殿
区
有
文
書
に
は
「
明
治
二
「
年
四
月
七
日
、
秋
葉
神
社
・
三
峯
神

社
代
参
順
年
明
記
」
が
残
っ
て
い
る
。
代
参
入
は
神
社
へ
納
金
し
、
御
は
ら
い
を

受
け
、
村
内
戸
数
分
だ
け
お
札
を
頂
い
て
来
て
各
戸
へ
配
り
、
ま
た
出
頭
の
檜
に

結
ん
だ
が
、
後
に
は
集
会
所
の
大
柱
に
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
北
殿
区
民
に
も
ま

た
三
峯
信
仰
者
が
め
っ
た
。

9
1］
　津

島

信

仰

北
殿
神
社
内
に
合
祀
さ
れ
た
津
島
神
社
か
お
る
。
ま
た
、
大
泉
の
人
た
ち
が
お

お
ぜ
い
で
津
島
神
社
に
参
詣
し
た
記
録
（
五
六
七
ペ
ー
ジ
）
が
あ
る
。

津
島
神
社
は
愛
知
県
海
部
郡
津
島
町
に
あ
る
。
旧
国
幣
社
で
あ
っ
た
。
も
と
牛

頭
天
王
社
と
呼
ば
れ
た
。
牛
頭
天
王
は
も
と
仏
教
で
は
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
薬

師
如
来
の
化
身
と
称
し
須
佐
那
男
命
に
垂
述
し
た
と
い
わ
れ
た
。
明
治
維
新
の
神

仏
分
離
に
よ
っ
て
津
島
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2
2
　蛇

神

信

仰

大
泉
和
泉
屋
と
西
垣
外
宅
地
境
に
蛇
神
様
と
崇
め
て
い
る
蛇
像
が
あ
る
。
蛇
は

古
く
は
神
の
先
駆
な
い
し
は
神
そ
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
り
、
池
冲
沼
の
主

図2 －34 大 泉 蛇 神
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第５節　神祇 信仰

を
大
へ

び
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
雨
ご
い
を
す
る
風

が

あ

っ

た
。

ま

た
、
家
の
神
を
へ
び
だ
と
す
る
信
仰
も
多
く
、
そ
の
場
合
正

体
は
白
へ
び
で

あ
る

と
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
へ
び
を
御
神
体
と
し
祝
殿
に
ま
つ
る
所

も
あ
る
。

ま
た
、
諏

訪
明
神
の
御
神
体
が
龍
蛇
で

あ
る
と
い
う
信
仰
も
あ

っ
た
。（
諏
訪
縁

起
）蛇

は
昔
よ
り
多

く
の
人

々
か
ら
は
忌
み
嫌

わ
れ
ま
む
し

の
よ
う
に
猛

毒
を
持

っ

た
蛇
に
噛

ま
れ
る
と

命
に
も
か
か
お
る
の
で
非
常

に
恐
れ
ら
れ
て
も

卜
る
。
そ
れ

で
誤

っ
て

殺
し

た
よ
う
な
と
き

は
そ
の
崇
り

を
恐
れ
て
、
ま

た
、
蛇

を
薬
と
し
て

用

い
て

い
た
供
養

に
、

さ
ら
に
ま
た
、
噛

ま
れ
な
い
よ
う

に
と

か
、
噛

ま
れ
て
も

全
快
し

た
ら
そ
の

お
礼

に
な
ど
い

ろ
い

ろ
の
動
機

に
よ

っ
て
蛇
神
塔
が
建
て
ら
れ

た
。
蛇
の
像

は
塩
ノ
井
庚
申
塚

に
一
基
、
大
泉
泉
屋
西
垣
外
の
祝
殿

に
並
ん
で
一

基
あ

る
。
こ
れ

は
西
垣
外

か
ら
臼
田
家
へ
養
子

に
い

っ
た
人
が
大
泉
所
山
で
大
蛇

に
会
い
恐
怖
の
余
り
病
気

に
な
り
そ
の
平
癒
祈
願
の
た

め
に
建
立
し
た
も
の
と
い

う

。
そ
の
他
大
和
泉
神
社
西

に
「
巳
」
文
字
碑
一
基
、
田
畑
け
い
じ
庚
申
塚

に
蛇

像
一
基
あ

る
。

2
3
　金
山
様
信
仰

図2 －35　 金 山 彦 命

大
和
泉
神
社
境
内
に
は
「
奉
鎮
金
山
大
権
現
」
「
奉
安
置
愛
染
明
王
尊
」
と
併

刻
の
石
碑
が
あ
り
、
「
寛
政
九
年
巳
年
山
林
太
平
、
家
門
長
久
建
立
」
と
あ
る
。

ま
た
、
北
殿
内
城
の
柩
の
木
の
下
に
は
「
金
山
彦
命
」
の
石
碑
か
お
る
。
こ
れ
は

北
条
氏
の
守
護
神
と
さ
れ
て
い
る
。

金
山
彦
神
は
、
鉱
山
や
刀
剣
鍛
冶
職
の
人
び
と
の
信
仰
す
る
神
で
あ
る
。
こ
の

神
は
伊
邪
那
美
命
が
火
神
似
遇
突
智
を
産
み
、
熱
に
焼
か
れ
て
嘔
吐
し
た
時
金
山

姫
命
と
と
も
に
生
ま
れ
た
男
神
と
い
わ
れ
て
い
る
。

2
4
　天

伯

信

仰

塩
ノ
井
に
「
天

伯
神
社
」

の
碑
か
お

る
。

天

伯
神
社

は
各
地

に
あ

る
が

祭
神
は
所

に
よ

っ
て
違
う

。
天
伯
宮
は
星
座
の
名

で

あ
る
が
天

伯
社

は
こ

れ
か
ら
来

た
と
も

考
え

ら
れ
る
。

農
作
の
豊
饒
を
占

い
五
風
十
両

を
祈

る
神

の
よ
う
で
あ

る
。

祭
神
で

は
倉

稲
魂
命
（
宇
迦
御
霊
命
）
、

磯
猛
命
、

豊
受
比
売
命
、

天

道
根
命
、

天
棚

機
比

売
、

瀬
織
津
姫
等
一
定
し
て

い
な
い

。

塩
ノ
井

神
社

の
祭

神
御
尺
地
神
と
天
伯
神
の
関
係

に
つ
い
て
は
研
究
を
深

め
た

べ

○

ｔ

2
5
　半
僧
坊
信
仰
（
奥
山
半
僧
坊
霊
神
）

大
和
泉
神
社
西
方
約
一
五
〇
ｍ
林
中
に
水
神
彿
、
已
彿
と
馬
頭
観
世
音
彿
と
と

も
に
「
奥
山
半
僧
坊
大
権
現
」
彿
が
あ
る
。
彿
陰
に
は
原
信
一
外
九
名
の
名
が
連

ね
て
あ
る
。
明
治
廿
九
年
一
二
月
三
〇
日
の
建
立
で
あ
る
。
現
在
本
村
に
は
半
僧

彷
彿
ぱ
こ
０
一
基
だ
け
が
見
当
た
っ
て
い
る
。
防
火
祈
願
に
建
立
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

静
岡
県
引
佐
郡
引
佐
町
奥
山
に
あ
る
臨
済
宗
方
向
寺
の
境
内
に
半

僧
彷
が
あ

り
、
防
火
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

2
6
　塩

竃

信

仰

5 銘
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南

殿

の
公

園

に

「
塩

竃

神

社

」

碑

か

お

る

。

ま

た
田

畑

神

社

の
境

内

社

に

「
塩

竃

社

」

が

あ

る

。

こ

れ

ら

は
宮

城

県

塩
竃

市

に
あ

る
神

社

の
分

霊

を

ま

つ

っ

た
も

の
で

あ

ろ

う

。

祭
神

は

塩
土

老

翁

神

・
武

甕

槌

神

・
経

津

主

神

安

産

・
漁

業

の
神

と

し

て

信

仰

さ

れ

て

い

る
。

2
7
　
白

山

信

仰

久

保

の

「

山

白

屋

」

の
南

に

「

白

山

神

社
」

碑

が

あ

る

。

白

山

は
石

川

・
岐

阜

の
県

境

に
あ

り

、

富

士

山

・
立

山

と

共

に

日

本

三

名

山

の

一

で

古

く

か

ら

信

仰

や

伝

説

で

名

高

い

。

し
ら
や
ま
ひ
　め
　
　
　
　い

ざ
な
ぎ
　
　
　
い

白

山

神

社

の

総

本
社

は

白

山

に

あ

り
、

祭

神

は

白
山

比

眸
神

・
伊

非

諾

尊

・
伊

非

再

尊

で

あ

る

。

5 討



第
三
章
　

寺

院

第

一

節
　

概
　
　
　

説

仏
教

は
紀
元
前
四
八
三
年
印
度
に
生
ま
れ
た
釈
迦
牟
尼
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た

宗
教
で
あ

る
。

我
が
国
に
は
飛
鳥
時
代
に
伝
来
し
た
。

古
い
時
代
の
日
本
民
族
の
生
活
は
見
術
信
仰
に
そ
の
す
み
ず
み
ま
で
支
配

さ
れ

て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
こ
へ
仏
像
・
経
巻
や
剃
髪
法
衣
の
僧
が
見
力

を
持
つ
も
の
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
仏
教
が
伝
来
し
た
の
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
精
霊
が
宿
っ
て
お
り
、
そ
の
精
霊
を
鎮
め
た
り
見
力
に
頼
っ

て
い
た
日
本
民
族
は
古
来
の
信
仰
に
重
ね
て

仏
教
を
併
信
す
る
こ
と
に
た
い
し
た

抵
抗
を
感
ず
る
こ
と
な
く
仏
教
を
受
容
し
た
の
で
あ
る
。

治
病
・
延
命
・
息
災
・
降
雨
・
敵
国
降
伏
・
武
運
長
久
・
鎮
護
国
家
等
の
現

世

利
益
の
欲
求
か
ら
、
仏
道
成
就
・
浄
土
往
生
・
見

性
成
仏
等
の
精

神
的
欲
求

解
決

の
た
め
、
上
は
天

皇
か
ら
下

は
庶
民
に
い
た
る
ま
で
仏
教
の
兇

力
に
た
よ
る
こ
と

が
神
祇
信
仰
の
上

に
重
な
っ
て
仏
教
的
見

物
崇
拝
は
広
く
長

く
併
信

さ

れ

て

い

説
　

る
゜奈

良
時
代
天
平
一
三
年
（
七
四
一
）
に
聖
武
天

皇
が
鎮
護
国
家
・
五
穀

豊
穣
祈
願

概
　

の
た
め
各
国
に
国
分
寺
の
造
営
を
命
じ
ら
れ
た
。
信
濃
国

に
は
当
地

か
ら
は
遠
い

１０
　

小
県
の
地
に
で
き
た
の
で

そ
の
こ
ろ
直
ち
に
本
村
あ

た
り
に
仏
教
が
流

布
さ
れ
た

第
　

と
は
考
え
ら
れ
な
い
゜

さ
て
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

本
村
に
は
昔
か
ら
大
寺
院
が
な
く
多
く
は
隣
接
の
箕

輪
町
及

び
伊
那
市

の
寺

院

の
檀
徒

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
寺
院
は
左
の
と
お
り
で
あ

る
。

勝　 恩　 西 西 松 常 澄 明 嶺 養 法

光　 徳　 光 念 林 円 心 音 頭 泰 界

寺　 寺　 寺 寺 寺 寺 寺 寺 院 寺 寺

寺

名

不　 真　 曹 浄　　　　　　 曹 浄

言　 洞 土 同 同 同 同 同 洞 土

明　 宗　 宗 宗　　　　　　 宗 宗

宗

派

明　　 文 正 応 文 享 慶 元 天

治　
？ 亀 和 永 明 禄 長 和 正

？　　一　　　　　　　　　　　一　　　一
七　　 元 三 年 三 三 七 三 九

年　　 年 年 中 年 年 年 年 年

さ代正
平 れ春元 江 室 鎌 同 同 室 同 江 安
安 だ近元 戸　　　　　　　　　　 土
前 寺郷年 中 町 倉　　　 町　 戸 時
期 を に鎌 期　　　　　　　　　　 代

か 移創倉 か 々 々 々 々 々 々 々
転立時

創

立

年

代

高　 箕 箕 箕 東 河 静 駒 小 飯
ヶ

遠　 輪 輪 輪 筑 南 岡 根 泉 田

樹　 嶺 法 嶺 法 龍 真 常 信 西
林　 頭 界 頭 善 勝 珠 秀 綱 教
寺　 院 寺 院 寺 寺 院 院 寺 寺

本

寺

右
の
表
に
よ
る
と
本
村
の
家
々
が
菩
提
寺
と
し
て
い
る
寺
々
の
う
ち
最
も
早
い

時
代
で
も
鎌
倉
時
代
の
創
立
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
曹
洞
宗
に
属
す
る
の
が
最
も
多
く
真
言
宗
と
浄
土
宗
が
こ
れ
に
次
い

で
い
る
。

そ
の
他
近
年
に
な
っ
て
入
村
し
た
家
に
は
上
に
あ
げ
た
寺
院
以
外
の
檀
徒
も
あ

り
、
日
蓮
宗
系
の
創
価
学
会
今
立
正
佼
成
会
に
転
宗
し
た
家
々
も
あ
る
が
こ
れ
ら

は
流
動
的
で
正
確
な
数
は
把
握
し
難
い
。

卵5



院寺３章

浄
土
宗

平
安
末
期
、
法
然
房
源
空
か
開
い
た
浄
土
系
の
宗
派
で
あ
る
。
無
量
寿
経
・
観

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
教
の
三

部
経
を
基
本
経
典
と
し
、
中
国
の
善
導
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
す

る
。

汪
然
は
安
元
元
年

二

一
七
五
）
の
春
、
も
っ
ぱ
ら
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
念

仏
す
れ
ば
極
楽
浄
土

に
往
生
で
き

る
と
説
き
、
戒
律
や
造
寺
造
仏
の
不
要
で
あ
る

こ
と

を
主
張
し

た
。
極
楽
浄
土
は
西
方
十
万
億
土

に
あ
る
と
い
う
。

久
保
の
西
念
寺
と
い
う
寺
号
は
こ
の
宗
旨
に
あ
や
か
る
名
称
で
あ
ろ
う
。

曹
洞

宗

禅
宗
五
家
七
宗
の
一
で
あ

る
。
禅
宗
は
イ
ン

ド
か
ら
中
国
へ
渡
っ
て
き
た
達
磨

に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
。
達
磨

か
ら
六
祖
の
慧
能
の
弟
子
青
原
行
思
の
門
下

か
ら

曹
洞
宗

は
起
こ

っ
た
。

鎌
倉
時
代

に
道
元
（

二

言

○
～
五
三
）
が
中
国
（
当
時
は
宋
）
の
如
浄
禅
師
の
禅

法

を
嗣

い
で
帰
国
し
天
福
元
年
（

二
一
三
三
）
興
聖
寺
を
開
創
、
さ
ら

に
寛
元
二
年

二

二
四
四
）
越
前

の
大
仏
寺
（
の
ち
の
永
平
寺
）
を
開

創
し
て
ひ

ろ
め
た
宗
派

で

あ

る
。
専

ら
坐
禅

辨
道
に
よ
っ
て
得

道
す

る
こ
と

を
本
旨
と
す

る
宗
派
で
、
釈
迦
を

は
じ
め
達
磨

等
歴
代

の
祖

師
を
崇
敬

す
る
こ
と
篤
く
悟

れ
ば
皆
仏
祖
と
な

る
と
教

え

る
。
特
に
坐
禅
作

務
を
重

ん
ず
る
宗
派
で
現
在
越
前
の
永
平
寺
と
鶴
見
の
総
持

寺

を
総
本
山
と
し
て

い
る
。

真
言
宗

平

安
時
代

の
初
期
高
野
山

を
開

い
た
空
海

を
開
祖
と
す

る
。
大
日
経
・
金
剛
頂

経
・
蘇

悉
地
経
な
ど
に
拠

り
所

を
求

め
、
胎

蔵
と
金
剛
の
二
部
を
立
て
、
真
言
冗

法

の
加

持
力
で
即
身

成
仏
を
期

す
る
の
を
本
旨
と
す

る
宗
派
で
あ

る
。
真
言
密
教

は
我
が
国
の
宗
教
に
大

き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
日
本

の
山
岳
信
仰

は
こ
れ
と
結

ん

で

修
験
道
を
開
い
た
り
両

部
神
道
を
開

い
た
り
し

た
。

大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
。
大
日
如
来
が

い
っ
さ
い

の
悪
魔
煩
悩
を
降
伏
さ
せ

る
た
め
に
化
現
し
て
明
王
と
な

っ
て
人
を
救
う
と
教
え
る
。
そ
の
う
ち
特
に
不

動

こ
ん
が
、ら
　
　せい

た
　し
　
　
　
　
　
　
　
　
。

、
　
１
　
　
錨

明
王

は
衿
司
羅

・
制
叱
迦
な
ど
八
童
子
を
従
え
、
種

々
の
煩
悩
障
害

を

焼

き

払
　

５

い
、
悪
魔

を
降
伏
し
て
行
者
を
守
り
、
菩
提
を
成
就
さ
せ
、
長
寿
を
得
さ
せ
る
と

ｔ

平

安
初
期
の
密
教
の
盛
行
と
と
も

に
不
動
尊
信
仰
が
盛
ん

に
な
り
今
日
に
至

っ

て

い
る
。

恩
徳
寺

は
も
と
不
動
尊
を
祀

っ
た
春
近
郷
の
祈
祷
寺
で
あ
っ
た
が
沢
尻
に
移
り

さ
ら
に
成
田
山
の
信
勝
寺

か
ら
不
動
尊
を
迎
え
て
近
郷
近
在
信
徒
の

崇

敬

を

得

て
、
祈
禧

を
頼

む
人

々
で
賑

っ
て
い

る
。

な

お
北
殿
の
松
林
寺
は
も
と
高
野
山
の
金
剛
頂
院
の
末
寺
で
不
動
明
王

を
本
尊

と
し
て
い

た
。
今
も
本
尊

に
は
変
り
な
い
が
同

寺
は
曹
洞
宗
に
改
宗
し
て
い
る
。

臨
済
宗

久
保
寺

は
か
つ
て

臨
済
宗
で
あ

っ
た
が
他
へ
移

っ
た
の
で
略
す
。

第
二
節
　
寺
　
・
　

堂

一
　

久
　
　
　

保

西
　

念
　

寺
　
木
下

法
界
寺

末

本
　

尊
　

阿
弥
陀
如

来

由
　

緒
　
金
麗
山
西

念
寺

は
、
伝
え

に
よ

る
と
文
亀
元
年

二

五
〇
一
）
に
光
誉

説
良
和
尚

開
基
に
よ
っ
て

浄
土
宗

の
寺
と
し
て

創
立
さ
れ

た
。
久
保
村
は
小
さ
い

村
で
檀

家
も
少
な
く
経
営
困
難

に
な
っ
て

い
た
と
こ

ろ
、
寛
永

二
（

年
（
一
六
三

九
）
木
下

の
法
界
堂
に
合
寺
さ
れ
廃
寺
に
な
っ
た
。
（
ち
な
み
に
こ
の
法
界
堂
は
こ
の

と
き
法
界
寺
と
改
め
た
。）
し
か
し
、
久
保
に
は
正
保
三
年
（

二
（
四
六
）
ま
で
は
堂
宇

と
原
畑
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
文

政
年
間
（
一
八
一
八
入

二
〇
）
に
至

っ
て
法



第 ２節　 寺　・　堂

界
寺
二
一
世
察
誉
和
尚
の
代
に
西
念
寺
再
興
の
気
運
が
起
こ
り
、
木
下

村
の
中
川

道
策
が
久
保
の
名
主
丸
山
八
左
衛
門
と
交
渉
し
、
丸
塚
と
い
う
除
地
を
西
念
寺
の

境
内
と
し
て
寄
付
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
八
左
衛
門

は
村
中
相

談
の
う
え

寄
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
丸
塚

の
周
囲
に
あ
る
木
下

庄
左
衛
門

の
所
有
地

も
西
念
寺
の
境
内
と
し
て
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
。

西
念
寺
建

立
世
話
人

と
し
て
丸

山
茂

太
夫

、
丸
山
新
之
丞
、
堀

九
左
衛
門

を
選
出

し
、
察
誉
和
尚

は
建

立
普
請
に
つ
い
て

久
保
村
中

を
頼

ん
で
回

っ
た
。
察
誉

は
さ

ら
に
下
寺
村
、
ハ

ッ
手
村
、
大
泉
新
田
、
宮
木
村
の
長
久
寺
、
平
出
村
の
見

宗
寺

な
ど

に
も
赴
い
て
そ
れ
ぞ
れ
西
念
寺
再
建

の
助
力

を
乞
い
ま
た
報
告
を
行
っ
た
。

天
保
二
年

二

八
三
一
）
正

月
工
を
起
こ
し
四
月

に
建

立
棟
上

げ
が
行
わ
れ
た
。

同
年
一
一
月
察
誉
和
尚

は
法
界
寺
を
満

光
寺

の
弟
子
貞
室

を
後
住
と
し
て
、
自
分

は
西
念
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。

察
誉
和
尚
の
墓
は
法
界
寺
に
あ
る
。

右　 久保　 旧西念寺　 左　 旧観音堂（ 昭和初年）

図3 －1　 西　念　寺

天

保

一

三

年

（
一
八
四
二
）
に

は

梵

鐘

が

勧

化

施

人

さ

れ

た

、

そ

の

銘
文

を

左

に

写

す

。

「
　
　

金
麗
山
西
念
寺

信
濃

国
伊

那
郡

久
保
村
金

麗
山
西

念
寺

は
同
郡
木
下
町
村
法
界
寺
先
住
察
誉
上
人

の
草

創
す
る
所

な
り
。
上
人
初

め
一
蓮
社

を
経
営
す
。
余
左
祖

し
て
共

に
此

の
挙

を
興
す
。

上
人

不
幸
没

す
。
又
現
住
善
誉
上
人
興
す
。
紀
先
生
こ
れ

を
大
本
山
洛

の
智
恩
院

に
達

し

、
法
界
寺
末
寺

の
系

を
得

。
然

り
と

い
え

ど
も

い
ま
だ
五
鐘
あ
ら

ず
。

よ
っ
て
こ
れ

を
鋳

ん
と

欲
し
て
檀
越

に

懲

憑
し
、

善
男
善
女
人
の
喜
捨
を
乞
い
遂
に
円
成
す
。

仰

ぎ
ね
が
わ
く
は
天
下

太
平
日
月
清
明
五
穀
豊
盛
、
万
民
安
栄
。
鐘
の
功
徳

は
経
典
吾
を

照
す

が
如
し
。
ま

た
何
を

か
い
わ
ん
。
遂
に
銘
を
作
る
。
銘
に
曰
く
、

善
縁

の
力

を
乞

い
　
喜

ん
で
金
を
施
損
す
。

意

は
満
願

を
期
す
　

十
方
音

を
成
す
。

鐘

の
功
徳

を
論
ぜ
ば
諸

仏
照
臨
し

凶

覚
永
迷
　
　
　
　

道
心
を
存
徹

す

天

保
十
三
壬
寅
春
二
月
彼
岸

東
岳

道
人
中
川

重
明
道
策
撰（

原
文

は
漢
文
）

弘
化

三

年

二

八
四

六
）
に

は
鐘

に
ひ

び
が

は
い

っ
て

貪

が
悪

く

な

っ
た

の

で

改

鋳
し

た

。

明

治

四

〇

年

ご

ろ

伊

那

電

気

鉄

道
（
飯
田
線
）
敷

設

に

際

し

、

西

念

寺

は

現

在

地

に
移

し

、

そ

の

跡

の

土

地

は

飯

田

線

の

線

路

敷

に

た

り

、
現

在

の

よ

う

に
道

路

と

同

じ

く

ら

い

に
な

る

ま

で

削

り

と

ら

れ

た

。

昭

和

四

三

年

一

月

西

念

寺

は

火

災

に

よ

り

全

焼

し

た

が

久

保
区

の

信

徒

に

よ

っ
て

堂

を

建

て

瀬

戸

団

治

作

の

阿

弥

陀

如

来

を

安
置

し
火

皿

山

西

念
寺

と

し

て

復

興

し

た

が

無

住

で

定

ま

っ

た

檀

徒

は

な

く

信

徒

に

よ

っ

て

管

理

さ

れ

て

い

る

。
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院第３章　寺

二
　

塩
　

ノ
　
井

西
　

光
　

寺
　

曹
洞
宗
　
木
下

嶺
頭
院
末

本

尊

由

緒

薬
師
瑠
璃
光
如

来

創
立
開
基
未

詳
。
伝
え

に
よ
る
と
天
正
一
〇
年

二

五
八
二
）
三
月

保

本尊薬師如来と西光寺図3 －2

発
掘
さ
れ
た
十
王
仏
像
や
石

牌

な
ど
が
あ
る
。

科
忠
正
領
知
の
際
、
字
出
頭
沢
に

再
建
し
、
そ
の
後
元
禄
五
年
高
野

山
興
山
寺
弟
徒
妙
輪
僧
都
中
興
開

基
し
て
字
目
の
前
に
移
し
た
。
モ

の
後
宝
暦
七
年
二

七
五
七
）
火
災

に
か
か
り
焼
失
し
た
。

明
和
三
年
二

七
六
六
）
信
徒
の

浄
財
に
よ
り
再
建
し
、
明
治
初
年

静
岡
県
か
ら
現
在
の
本
尊
を
移
し

林
泉
堂
と
改
称
し
た
。
さ
ら
に
四

年
に
木
下
の
嶺
頭
院
の
住
職
が
兼

ね
る
形
で
瑞
雲
山
西
光
寺
と
改
め

た
。
明
治
二
四
年
本
尊
の
化
粧
直

し
を
行
い
現
在
に
到
っ
て
い
る
。

な
お
、
当
寺
に
は
村
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
大
般
若
八
百
巻
の
ほ

か
涅
槃
像
一
体
と
十
六
羅
漢
像
が

寺
宝
と
な
っ
て
お
り
、
境
内
か
ら

三
　

北

殿

松
　

林
　

寺
　

曹
洞
宗
　

木
下

嶺
頭
院
末

本

尊

由

緒

不
動
明
王

伝
え
に
よ
る
と
享
禄
年
間
（
一
五
二
八
Ａ

二
二
）
の
創
立
に
な
り
、
初

松林寺 ・本尊不動明王図3 －3

め
ぱ
性
輪
寺
と
称
し
、
箕
輪
庄
殿

村
字
大
泉
下
に
あ
り
両
部
宗
の
寺

で
あ

っ
た
と

。
開
基
は
源
泉
法
印

で
あ

っ
た
と
も
、
覚
元
法
印

に
よ

る
正
和
三
年
（
一
三
一
回

の
開
基

で

性
林
寺
と
称
し

た
と
も
い
か
れ

る
。
中
興
開
基
が
源
泉
法
印
で
あ

っ
た
と
も
伝
え

ら
れ
て

い
る
。

天
文
年
中
兵
火

に
か
か
り
下

の

段
の
田
の
中

に
移
し

た
。

慶
安
二
年
（

二
（
四
九
）
部
落
信

徒
の
願

に
よ
り
、
郡
内

朝
日
村
平

出
の
高
徳
寺
を
介
し
て

高
野
山

金

剛
頂
院
に
出
願

し
、
同

院
よ
り
優

応
法
印
を
迎
え

寺
を
現

在
地
に
移

し
た
。
由
来
同

法
印

を
中
興

の
祖

と
し
上

野
山
松

林
寺
と
改
め
、

高

野
山
金
剛
頂
院
の
末
寺
と
し
て
真
言
宗
と
な

っ
た
。

寛
延
二
年
二

七
四
九
）
四
世
権
大
僧
正
の
と
き
梵
鐘
を
鋳
造
し
寺
院
と
し
て
の

形
が
整
っ
た
。
一
三
世
運
遷
法
印
の
と
き
梵
鐘
を
改
鋳
し
た
。
明
治
五

年
五
月
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堂寺第２節

第
一
五
世
常
勝
法
印
が
円
寂
し
同
六
年
六
月
全
く
廃
寺
と
な

っ
た
。

明

治
五

年
こ
の
寺
を
北
殿

学
校
と
し
て

使
用

し
、
同
一
一

年
南
箕

輪
学
校
創
立

ま
で
小

学
校
教
育

は
こ

の
建
物

を
利
用
し
て
行

わ
れ
た
。
そ

の
後
一
眸
松

蔵
和
尚

が

住
職
と

な
っ
て
再
興

を
は
か
り
、
木
下
嶺
頭

院
の
末
寺
と

な
り
曹
洞
宗

に
改
宗

し

た
。

寺
宝
と
な

っ
て
い

る
釈
迦
牟
尼
仏
尊
像
は
大
正
八
年
当
時
の
住
職
全
松
道
宗
尼

師
が
印
度
渡
来
の
像
を
迎
え
た
も
の
で
あ

る
。

な
お
境
内
に
十
王
像
と
思
わ
れ
る
石
像
か
お
る
。
十
王
像
と
し
て
は
お
だ
や
か

な
面
相
で
あ
る
が
な
か
な
か
り
っ
ぱ
な
も
の
で
あ
る
。
由
緒
等
不
明
。

新
四
国
霊
場

松
林
寺
裏
の
林
中
に
あ
る
。

本
　

尊
　

四
国
ハ
ハ

ケ
寺
の
本
尊
を
模
し
た
石
仏
と
弘
法
大
師
石
像

由
　

緒
　

お
四
国
様
と
呼
ば
れ
て
近
隣
の
人

々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
霊

場
は
江
戸
時
代
末
に
北
殿
の
有
賀
嘉
吉
（
一
七
八
八
～
一
八
六
六
）
の
信
仰
心

が

多

く
の
人

々
を
感
動
さ
せ
、
そ
の
喜
捨
に
よ
っ
て
で
き
た
。

有
賀
嘉
吉
は
幼
い
と
き
父
母
を
失
い
さ
ま
ざ
ま
の
苦
悩
の
う
ち
に
日
を
送
り
、

つ
い
に
人
生
の
無
常
な
る
こ
と
を
感
じ
一
念
発
起
し
て
仏
道
に
帰
依
し
、
諸
国
の

神
社
仏
閣
を
巡
拝
す
る
こ
と
を
志
し
旅
に
出
た
。

と
き
に
天

保
四

年
（
一
八
三
言

の
冬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
野
山
に
参
観
し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
四
国
ハ
ハ

ケ
所
霊

場
を
三

度
も
巡
拝
し
た
後
七
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
。
そ
し
て
霊
場
参
拝
の
御
利
益

を
老
幼
男
女
に
も
受
け
る
喜
び
を
共
に
し
た
い
が
、
そ
れ
に
は
四

国
は
余
り
に
も

遠
く
巡
拝
は
難
儀
な
こ
と
で
あ

る
こ
と
を
思
っ
た
。
そ
こ
で
八
八
ヶ
寺
の
本
尊
を

模
し
た
石
像
を
建
立
し
て
新
四
国
霊
場
を
作
る
こ
と
を
発
願
し
た
。
こ
の
建

設
に

当
た

っ
て
は
必
要
と
す
る
資
金
を
集

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
交

通
の
ま
だ
発
達
し
て
い
な
い
と
き
多
く
の
人

に
寄
進
を
呼
び
か
け
賛
同
を
求

め
る

こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
石
仏
の
台
座
に
は
寄
進
し
た
人
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
大
部
分
は
上
伊
那
の
北
部
、
中
部
あ
た
り

の
大
び
と
で
あ
る
が
、
中
に
は
越
後
、
江
州
、
摂
州
の
大
○
名
も
見
え
る
。
親
類

縁
者
、
そ
れ
に
信
心
深
く
、
四
国
遍
路
の
途
次
知
り
合
っ
た
大
び
と
で
あ

ろ
う

か
。
嘉
吉
は
八
八
ヶ
寺
本
尊
の
霊
験
に
あ
や
か
る
よ
う
に
と
、
各
札
所
の
土
を
香

箱
に
お
さ
め
持
ち
帰
っ
て
そ
れ
を
石
仏
の
台
座
に
納
め
た
と
い
う
。
お
よ
そ
Ｉ
〇

年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

図 ３－ ４　 新四国霊場
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院第 ３章　寺

嘉
永

元
年

二

八
四
八
）
新

四

国

霊
場
完
成
と
い
う

大
願

が
成
就
し
た

の
で
そ

の
お
礼

ま

い
り
に
と
、

ま
た

帳
　
し
て

も
四
国

へ
巡

進勧図3 －5

拝
の
旅

に
出
て

い

る
。
信

仰
一

途
に

生
き

た
嘉
吉

は
そ

の
後

お
四
国
様

の

傍
ら
に
法
照
庵

を

。

作

り
そ
こ
で

念
仏

三
昧

の
生
活

を
送

り
慶
応

二

年

二

八
六
六
）
正

月

四

日

に

な

く

な

っ

た
。
数
え
年
七
九
歳
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
で
き
た
新
四
国
霊
場
は
村
内
は
も
と
よ
り
近
隣
の
村
々
か
ら
の
参
詣

者
で
に
ぎ
お
っ
た
。
終
戦
後
し
ば
ら
く
ぱ
人
び
と
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
草
に
埋
も
れ

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
一
年
本
村
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
郷
土
の
貴
重

な
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

法
照
庵
の
跡
ぱ
さ
だ
か
で
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
奥
の
院
と
し
て
弘
法
大
師
を
ま

つ
っ
た
建
物
○
近
く
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

八
八
仏
及
び
大
師
像
は
大
泉
の
石
工
原
此
右
衛
門
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
優
秀
な

石
仏
で
あ

る
。
ど
う
し

た
わ
け

か
三
六
番
が
欠
け
て
い
た
の
で
保
存
会

が
浄
財
を

集

め
木
下
の
石
工
小
島
重
人

に
よ

っ
て
波
切
不
動
明
王
が
刻
ま
れ
昭
和
五
四
年
四

月
開
眼
供
養
が
営

ま
れ
た
。

現
在

は
北
殿
老
人

ク
ラ

ブ
に
よ

っ
て
護
ら
れ
て
い
る
。

四
　

神
　

子
　

柴

薬
　
師
　

堂

神
子
柴
の
白
山
社
八
幡
社
合
殿
の

境
内

に
あ
る
。

本
　

尊
　

薬

師
如
来
　
　

春
属
十
二
神
将
（

一
体
は
台
座
だ
け
）

由
　
緒
　

昔
、
天
竜
川
原
に
流
れ
つ
し
た
と
い
わ
れ
る
薬
師
如
来
を
ま
つ
っ
た

も
の
と
い

わ
れ

る
が
詳
細
未
詳
で
あ

る
。

「

蕗

原

拾

葉

の

ひ

と

つ

ば

な

し

」

の

巻

に

次

の

記

事

か

お

る

。

「
神
子
柴
村
に
古
城
跡
あ
り
、
近

藤
氏
の
居

住
せ
し
所
と
い
う
。

図３－ ６　 神子柴薬師堂と堂内の十二神将
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第２節　寺 ・ 堂

…
…
（
中
略
）
近
藤
氏
の
城
跡
に
薬
師
の
仏
堂
あ
り
、
今
は
村
の
内

に
移
す
。
そ
の
本

尊
は
近
藤
氏
の
守
り
本
尊
と
い
う
。
い
か
に
も
古
刹

な
り
。
数
百
年

の
も

の

と

思

は

る
。」

こ

の
記

事

の

と

こ

ろ

に
仏

像

の
絵

が

あ

っ
て

こ

れ
が

薬

師
如

来

像

を
写

し

た
も

の

の

よ

う
で

あ

る

。

十

二

神

将

像

は
頭

上

に
そ

れ

ぞ

れ
十

二

支

の
動

物

を

頂

い
て

い

て

小

さ

い

像

な

が

ら
力

動

感
が

あ

り
、

温

雅

優

美

の
像

で

あ

る

。
台

座

銘

に
「

文

化

拾

三

子

九

月

吉

日
　

木

曽

宮

越

住
　

加

藤

喜

置

作

之

」

と

あ

る

。

堂
　

宇
　

切

妻

造

り

の

覆

堂

の

中

に
正

面

唐

破

風

の

小

じ

ん
ま

り

と

し

た

本

堂

が

あ

る

。
よ

く

手

の

こ

ん

だ
組

物

に

よ

る
優

美

の
小

堂

で

あ

る

。

五
　

沢
　
　
　

尻

恩
　

徳
　

寺
　

真
言
宗
　

高
遠
樹
林
寺
末

図 ３－ ７　恩徳寺本堂と本尊

本
　

尊
　

不
動
明
王

由
　

緒
　

恩
徳
寺
は
も
と
西
春
近
（
現
伊
那
市
）
表
木

に
あ

っ
た
も

の
を
移
し

た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
こ
の
寺

は
建

永
二
年
（
コ

ー○
七
）
真
海
法
印

の
開

創
で
、
春
近

郷
の
祈
願

寺
で

あ
っ
た
も
の
を
、
明
治
一
七
年

に
寺
有

の
山
林
田
畑

の
財
産

は
じ

め
歴
代

住
職

の
墓

に
い
た
る
ま
で
一
切

の
も

の
を
現
在

の
地

に
移
し

た

寺

で

あ

る
。
現

在
は
沢
尻

の
お
不
動
様
と
し
て
尊
崇

さ
れ
て
い

る
が
、
以
前
は
薬

師
如
来

を
本
尊
と
す

る
寺
で
あ

っ
た
。
現
在
庫
裏

に
な

っ
て
い

る
の
が
も
と
の
本
堂
で
、

現
在

の
堂

宇
が
建
て
ら
れ
不
動
明
王
が
本
尊
と
さ
れ

る
に
は
次
の
よ
う
な
経
過
を

た
ど
っ
た
。

明
治
維
新

ま
で
箕
輪
領

の
う

ち
五
千
石

の
領

主
で
あ

っ
た
太
田
資
智
の
奥
方

に

梅
崎
と
い
う
方
が
あ

っ
た
。
維
新

の
後
同
家

に
は
不
仕
合
わ
せ
が
続
い
た
。
あ
る

夜

梅
崎

の
夢
枕

に
不
動
明
王
が
現

わ
れ
て
「
成
田
不
動
明
王
を
迎
え
て
ま
つ
れ
」
、

と
の
お
告

げ
が
あ

っ
た
。
こ

の
こ
と
を
聞
い

た
沢
尻
村
の
人

た
ち

ぱ
梅
崎
の
た

め

に
も
、

ま
た
世

の
人

々
の
た
め
に
も
と
成
田
不
動
尊
を
迎
え

る
こ
と
を
決
心
し
堂

を
建
て

る
こ
と

に
し

た
。
近
く
の
村

々
へ
も
呼
び
か

げ
て
協
力
を
願
っ
た
。
村
人

の
献
身
的
な
奉
仕
と
努
力

に
加
え
て
太
田
氏
の
寄
進
百
円
札
あ
っ
て
、
明
治
二
二

年

漸
く
完
成
す

る
こ
と
が
で
き

た
と

。

仏
　

像

本
尊
不
動
明
王
　

こ
の
尊
像
は
火
焔
光
背
を
背
に
し
、
巻
髪
、
（

ス
の
花
を
つ

け
、
忿
怒
相
の
堂

々
た
る
坐
像
で
あ
る
。
制
多
迦
、
衿
掲
羅

の
二

童
子

を
脇
侍
と

し
て
い
る
。
千
葉
県
成
田
山
信
勝
寺
の
行
場
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
不
動

金
兵
衛
と
い
う
仏
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
じ
る
。
こ
の
尊
像
を
迎
え

に
加
藤

善
四

郎
と
有
賀
今
朝
治
郎
両
人

が
行

っ
て
来

た
。
明
治
一
七
年

八
月
五
日
出

立
同
月
二

七
日

帰
村
ま
で

の
記

録
に
よ
る
と
、
御
堂

垣
外

か
ら
金
沢
宿

に
出
甲
州
街
道
を
行
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院寺第3 章

き
帰
り
は
上
野
を
通
っ
て
中
山
道
を
経
て
杖
突
峠
を
越
え
て
来
た
よ
う
に
あ
る
。

帰
り
は
右
両
人
の
外
に
ご
し
ん
ぞ
う
が
同
行
し
た
と
あ
る
。

薬
師
如
来
　
不
動
明
王
が
迎
え
ら
れ
る
ま
で
当
寺
の
本
尊
仏
で
あ
っ
た
。
こ
の

堂
前
の
銀
杏
の
木
で
雲
海
法
印
が
刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
薬
壷
を
手
に
し

た
優
し
い
像
で
あ
る
。
現
在
の
大
銀
杏
は
そ
の
切
株
か
ら
芽
生
え
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

行
者
三
体
　
こ
れ
は
沢
尻
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
大
峯
講
の
人
た
ち
が
、
大
和
国

大
峯
山
か
ら
迎
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
作
者
年
代
不
詳
。

二
体
の
不
動
明
王
　
明
治
三
五
年
西
春
近
上
嶋
の
法
性
院
か
ら
一
体
、
も
う
一

体
は
神
子
柴
の
金
剛
院
か
ら
法
性
院
に
移
さ
れ
て
い
た
も
の
を
し
っ
し
ょ
に
迎
え

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
作
者
等
不
明
。

十
三
仏
　
明
治
二
八
年
西
春
近
恩
徳
寺
か
ら
迎
え
た
も
の
で
あ
る
が
作
者
等
不

明
。仁

王
像
　
石
段
両
側
に
立
つ
仁
王
像
は
昭
和
五
三
年
檀
信
徒
の
寄
進
に
よ
っ
て

建
立
。
作
者
は
高
岡
の
仏
師
関
善
で
あ
る
。

堂
　
宇

本
堂
　
昭
和
四
年
に
新
し
く
造
ら
れ
た
手
洗
場
を
左
に
仁
王
様
を
仰
い
で
石
段

を
上
る
と
正
面
が
本
堂
で
あ
る
。
本
堂
は
「
前
方
二
面
吹
き
放
し
」
の
建
築
で
、

唐
破
風
の
向
拝
を
持
つ
銅
ぶ
き
の
入
母
屋
造
り
で
あ
る
。
唐
破
風
の
正
面
に
は
雲

の
上
を
鶴
が
飛
ん
で
い
る
「
兎
毛
通
」
が
つ
い
て
い
る
。
柱
は
全
部
自
然
石
の
礎

石
の
上
に
立
ち
、
床
か
ら
下
は
八
角
で
床
か
ら
上
は
ま
る
く
な
っ
て
い
る
。
外
陣

の
天
井
は
格
天
井
で
柱
の
間
が
吹
き
通
し
に
な
っ
て
い
て
外
陣
と
内
陣
の
間
は
格

子
窓

に
な

っ
て
い

る
。

屋
根
の
四
隅
は
太
い
「

二
重
隅
尾
種
木
」

で
、
四
隅
の
間
は
「
二

重
繁
極
木
」

三
斗

の
斗

組
の
上
に
さ
ら
に
「

花
肘
木
」

を
の
せ
て
桁
を
受
け
て
い
る
。
四
方
の

隅

の
柱
や
向

拝
柱

に
象
と
獅
子
の
彫
刻
の
木
鼻
が
つ
い
て
い

る
。
二
重
虹
梁
の
間

に
は
竜

の
彫
刻
が
あ
り
、
上

の
虹
梁
と
輪
極
木
申
し

上
う

ぶ
棟

の
間

に
は
獅
子

に

ぼ
た
ん
の
彫
刻

を
充

填
し

た
み

ご
と

な
作
り
が
あ

る
。

本
堂

の
建
築

の
棟
梁

は
諏
訪
市
湖
南
（
当
時
南
真
志
野
村
）
の
大
隅
流
の
伊
藤
善

軌
で
、
彫
刻

は
立
川
流

の
流

れ
を
く
か
木

曽
上
松

の
林
作
十

の
作
で
あ

る
。
息
子

○
作
治

と
本
郡
長
谷
村
非
持

の
伊
藤
助

弥
も
こ

の
建

築
に
従
事
し
、
南
隅

と
北
西

隅

の
三

か
所

の
木

鼻
は
伊

藤
助
弥
の
彫
刻
で

あ
る
と
。

大

師
堂
（
旧
辻
堂
）
　
弘
法
大

師
と
興

教
大

師
及

び
十
三
仏

を
安
置

し
て
あ

る
。

庫

裏
　

こ
の
寺

の
最

も
古

い
建
物
で

も
と

は
本

堂
で

あ
っ
た
。

経
蔵
　

大
般
若

六
百
巻

及
び
十

六
善
神
幅
を
収
め
て

あ
る
。
明
治
二
八
年
建

立

。

鐘
楼
、
梵
鐘
　

昭
和
四

八
年
建

立
。

奉
讃
会
館
　

檀
信
徒
の
休
憩
、
会
合
等
に
利
用

す
る
た
め
昭

和
三
二
年
建

立
。

大
銀
杏
　

幹
の
太
さ
三

・
二
五

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
〇

メ
ー
ト
ル
樹
齢
三

六
〇

年
と
推
定
。
四
方
に
枝
を
張

り
茸
状
と
な
っ
て
お
り
遠
方
よ
り
の
眺
め
も
み

ご
と

で
寺
の
位
置
を
そ
こ
と
知
ら
せ
る
大
木

。
昭

和
五
四
年

村
天

然
記

念
物
に
指
定
。

ｌ ．

ノ ゝ

大

泉

勝
　
光
　

寺

本
　

尊
　

十
一
面
観
世
音
菩
薩

由
　

緒
　
本
尊
は
平
安
前
期
天
台
宗
の
高
僧
慈
覚
大
師
（

七
九
四
～
八
六
四
）

の
作
と
伝
え

ら
れ

る
。
大
師

は
経
ヶ
岳
山
頂
に
お
い
て
斎
戒
沫
浴
し
て
開
眼
し
、

大
泉

の
宝
堂
院

に
安
置
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
。
上
古
田
の
正
全
寺
、
羽
広
の
仲
仙

寺

の
観
音

像
と
一
木
三
体
仏
で
大
泉
の
尊
像
は
そ
の
最
初
の
元
材
で
作
ら
れ
た
の

で
姉

像
で
あ

っ
た
と
言

い
伝
え

ら
れ
て
い

る
。
村
人

に
深
く
信
仰
さ
れ
、
大
泉
上

総
と
い
う
豪
勇
の
土
石
朝
夕
こ

の
観
音
様
を
拝
し
て
い

た
と
い
う

。
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第３節　寺・堂･ 庵の跡

こ
の
寺
は
古
く
は
村
の
西
北
部
中

央
道
の
東
、
字
宝

堂
院
の
地

に
あ

っ
た
が
春

日
街

道
が
開

通
し
た
と
き
、
村

の
北
端

の
春
日
街

道
沿
い

の
地

に
移
さ
れ
相
当

に

栄
え

た
。
昭

和
三
〇
年
西
部

保
育
園
（
現
在
は
大
泉
第
二
公
民
館
）
が
開
設
さ

れ

る

に
当
た
っ
て
現

在
地
に
移
さ
れ
た
。

本
尊
の
台
座
裏
の
銘
に
よ
る
と
宝

永
四
年
（
一
七
〇
七
）
村
内
信

徒
の
寄

進
に

旧勝光寺

よ
っ
て
堂
と
尊
像
の
修
理
が
な
さ
れ
た
と
あ
る
。

堂
内

に
は
閻
魔
は
じ

め
十
王

の
木

像
か
お

る
。

宝
暦
四
年
の
「
伊
那
郡
神
社
仏
閣
記
」
に
は
「
観
音
堂
」
と
な
っ
て
い
る
が
現

在
村
人
は
勝
光
寺
と
い
い
、
建
物
の
扁
額
に
も
勝
光
寺
と
あ
る
。
い
つ
の
時
代
か

に
勝
光
寺
と
改
称
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宝
堂
院
・
観
音
堂
・
勝
光
寺
の
区
別
と

関
連
は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

昭
和
一
三
年
春
ま
で
は
堂
守
の
僧
が
い
た
が
そ
の
後
は
無
住
と
な
っ
た
。
現
在

は
区
の
管
理
と
な
り
老
人
ク
ラ
ブ
が
清
掃
の
奉
仕
を
し
た
り
、
春
秋
の
彼

岸
に
は
彼
岸
会
を
し
た
り
五
月
八
日
に
は
大
数
珠
を
回
し
た
り
朧
仏
会
を

し
て
い
る
。

図３－ ８　 勝光寺 と本尊　 勝光寺

昭
和
五
四
年

に
堂
の
大

修
理

を
行

っ
た
。

第
三
節
　
寺

―
堂
・
庵
の
跡

一
　

久
　
　
　

保

Ｈ
　

久

保

寺

跡
　

久
保

久
保
中

段
地
南

端
の
高
台
、
現

在
の
「

坂
上
」

の
宅
地

に
な

っ
て
い

る

と

こ
ろ
に
あ

っ
た
。

創
立
は
鎌
倉
時
代

二

一
九
一
了

一
三
三
三
）
と
い
わ

れ
、
京

都
臨
済
派
妙

心
寺

の
直
末
で
、
渡
来
僧
大
覚
禅
師
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
て

い

た
。
多
聞
山

久

保
寺
と
呼
び
本
尊
は
毘
沙
門
天

で
あ
っ
た
。
は
じ
め
久

保

庵

と
い

っ
て
い

た
が
元
禄
年
代
（

二
（

八
八
～
一
七
〇
四
）
よ
り
久
保
寺
と
称
し

た
。

有
名
な
大
覚
禅
師
の
開
山
で
あ

る
の

に
、
こ
れ
を
庇
護
す

る
有
力
者
も
な
く
、
寺

領
も
乏
し
く
貧
し
い
寺
で
無
住
の
と
き
も
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
世
話
す
る
人

が
あ

っ
て
岡
谷
市
湊
区

花
岡
に
移
譲
し
た
。
移
譲
に
当

た
っ
て
は
中
洲
村
法

華
寺
と
伊

那
町

福
島
乾
徳
寺
両
寺

の
住
職

を
保
証
人

と
し
て
契

約
（
覚
書
）
を
結

び
、
寺
号
冥

加
金

と
し
て
金
五
一
四
円

を
受
取
り
、
所
有

の
不
動
産

は
無
償
で
譲
渡
し
た
。

5召



院第３章　寺

覚
　

書

今
般
上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
久
保
久
保
寺
ヲ
諏
訪
郡
湊
村
花
岡

へ
移
転
候

二
付
イ
テ
（

従
来

ノ
縁
故

ヲ
継

続
ス
ル
趣
旨

ニ
ヨ
リ
左

ノ
両
項

二
協
定

ス

ー
　
久

保
区
一
般

ヲ
信
徒

ト

シ
法
会
等

ノ
節
（

区
長

へ
案
内
状
ヲ
発

ス
ル
事
　

山
号
寺
号

（

将

来
変
更

セ
ザ
ル
コ
ト

ニ
　

久
保
寺
境
内

二
記
念
碑
建
設

ノ
際
「

応
分

ノ
勧
募

二
応

ズ
ル
コ
ト

右

ノ
通

り
必

ズ
履
行
致

ス
ベ
ク
侯
也
」
　（
久
保
区
有
文
書
）

⇔
　

観

音

堂

跡

本
　

尊
　

観

世

音
菩

薩

由
　

緒
　

元

来

旧

西

念
寺

境
内

に
あ

り
、

馬

頭

観

世

音
菩

薩

が

ま

つ

ら

れ

て

い

た

。
上

伊

那

諏

訪

八

八

か
所

霊

場

の
第

三

四

番

札

所

と

し

て

に

ぎ

わ

っ

た
時

も

あ

っ

た

。

と

こ

ろ

が

昭
和

四

三

年

一

月

西

念
寺

全

焼

の

際
類

焼

の
厄

に
あ

い
再

興

さ

れ

な

い

。

本

尊

は
黒

こ

げ

に

な

っ

て

お

い

た

わ

し

い
姿

に

な

っ

た

の

で

秘

仏
と

し

て
西

念

寺

に

納

め

て

い

る

。

秘

仏

と

な

っ

た

像

は
頭

上

に

白
馬

を
頂

く

三

面

八
彗

の
忿

怒
相

の
馬

頭

観
世

音

菩

薩

の
木

像

で

あ

る

。

第

三

四

番

札

所

と

し

て

の
御

詠

歌

「

う

ら

ら

か

に
黄

金

生
む

て

ふ
真

清

水

は

や

が

て
弘

誓

の

う

み

と

な

る

ら
む

」

弘

誓

の
海

は

菩

薩

の

一

般

衆

生

を
済

度

し

て
仏

果

を
得

さ

せ

よ

う
と

す

る
誓

願

の

広
大

な

こ

と

を
海

の
広

く

深

い

こ
と

に

た
と

え

て

い

う
語

で

あ

る

。

二
　

北
　
　
　

殿

Ｈ

観

音

堂

跡

北
殿
に
は
江
戸
末
期
ま
で
観
音
堂
が
あ
っ
た
。

延
享
二
年
二

七
四
五
）
飯
島
御
役
所
へ
北
殿
村
よ
り
の
報
告
書
に
、
「
堂
地
十

歩
」
と
あ
る
。
元
の
「
内
城
」
屋
敷
内
に
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
次
の
文
書
が
あ
る
。

「
久
保
畑
と
申
す
所
、
前
の
証
文
相
添
え
同
所
観
音
堂
へ
夫
婦
菩
提
の
為
寄
附

仕
り
侯
…
」

明
和
五
年
子
十
一
月
　
　
　
当
村
　
伝
五
郎

村
役
人
衆
中
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
殿
区
有
文
書
）

⇔

薬

師

堂

跡

「
伊
那
神
社
仏
閣
記
」
に
北
殿
に
薬
師
堂
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い

る
。
ま

た
、
享
保
六
年
二

七
二
言

北
殿
村
絵
図
に
「
薬
師
堂
草
場
」
と
記
さ
れ
た
場
所

か
お
る
。
ま
た
、
次
の
文
書
も
の
こ
っ
て
い
る
。

「
北
殿
村
古

辻
　

難
皿
大
（

薩
宮

殿
奉

加
之
序

抑

々
古

辻

難

計

（

（
（
（

皿
た
四

俳

御
利
生
之
ア

ラ

タ
カ
ナ
ル

コ
ト
愚

書

二
及
バ
ズ
。
上
古
小
笠
原

信
濃
守

長
時
御
堂

ヲ
建

立

シ
奉

ル
其
後
正
保
歳
中

御
堂
焼
亡

シ
テ
中
口

成
リ

シ
ニ
御
堂
建

立
仕

ル
ト
イ

Ｉ
ド

モ
当
所

困
窮
仕

リ
、
今

二
宮

図 ３－ ９　薬師堂跡の図

(薬師堂草場が記 されている)

殿

出
来

ズ
、
願

主
両

人
三
歳
寒
念

仏
ヲ
唱
へ
他
カ

ノ
志

ヲ
集

メ
過
半
之

レ
ニ
在

リ
ト
雖

モ
永
願

成
就

成

シ
難

シ
。
此
度
万
人
誦
ヲ
企
テ
各

々
ノ
助
カ
ヲ
以
テ
願
成
就

ノ
意
趣
件
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ノ
如
シ

享
保
十
一
丙
午
　
初
春
二
日

同
二
月
結
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
桐
凰
文
書
）

こ

の
文
書

に
い

わ
れ
て
い

る
御
堂
が
薬
師
堂
だ
ろ
う
か
。
な
お
研
究
の
余
地
か

お

る
。句

　

十

王

堂

跡

延
享
二
年
飯
島
御
役
所
へ

の
報
告
書

に
「
堂
地
一
畝
歩
『
十
王
堂
敷
地
境
内
竪

五
間
、
横
六
間
』
（
千
桐
屋
文
書
）
と
あ

る
。

場
所
由
緒
等
未
詳
。
松
林
寺
境
内

の

十
王
石
像
と

の
関
係
も
未
詳

。

匈

松

林

寺

跡

大
泉
下

の
旧
農
場

の
西

に
、
も
と
松
林
寺
が
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
所
か

お

る
。
西
天
開
田

の
と
き
、
大
き
な
礎
石
な
ど
が
た
く
さ
ん
出
た
と
伝
え
ら
れ
て

い

る
。

三
　

南

殿

第 ３節　寺・堂・庵の跡

Ｈ
　

龍

麟

閣

跡
（
俗
に
行
者
言

本
　

尊
　

役
優
婆
塞

由
　

緒
　

宝
暦

年
中
二

七
五
一
～
一
七
六
四
）
南
殿

村
の
有

賀

重

左

衛

門
、

庄

蔵
、
政

八
、

弥
七

の
四
人

が
大
峯
講

を
結

び

役

行

者

を
勧
請
し
て

堂

を

建

て

「

心
霊
本

覚
両

部
習
合
龍
麟
閣
」
と
名

づ
け

修
行

の
道
場
と

し
た
。
そ

の
後
明
和

四
年
（
一
七
六
七
）
役

の
行
者

の
木

像
を
祀

っ
た
。
そ

の
台
座

銘
は
左

の
通
り

。

信
州
飯
田
城
紬
大
仏
師
井
出
橘
姓
通
正

六
十
八
歳

ニ
テ
作
之
右
兵
衛

信
州
伊
那
郡
南
殿
講
中

于
時
明
和
四
丁
亥
九
月
吉
日

宝
暦
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。
南
殿
の
有
賀
兵
右
衛
門
の
分
家
で
隠
居
し
て
い
た

新

左
衛
門

と
い
う
者
が
重
病
に
か
か
っ
た
。
医
療

に
手

を
尽
く

し
た
が

な
か
な

か

効

が
な
か
っ
た
の
で
、
諸
国

の
神
仏

に
願
が
け

を
し
て
平
癒

を
祈
願
し
た

。
そ
こ

で
兵
右
衛
門

は
同
姓

の
重
左
衛
門

を
伴

っ
て
諸
国
神
社
仏
閣
巡
拝
の
旅

に
出
た

。

そ

の
途
次
大
峯
山
へ
参
詣

し
た
と
き
、
道
中
な

か
な

か
の

に
ぎ

わ
い
で
あ

っ
た
。

龍麟閣鳥居片 側だけ 残り他は谷に転んだまま。龍麟閣本尊役優婆塞閣龍図3 －10

御

山

の
待

遇

も

た

い

へ

ん

よ

か

っ

た

。
両

人

は
感

激

し

て

大

峯

講

を

結

ぶ
こ

と

を

思

い
立

っ
て

帰

宅

し

た

。

ま
ず

講

元

に
重

左

衛

門

が

な

り

続

い
て

庄

蔵

、

政

八

、

弥

八

と

と

も

に
先

達

に
な

っ
て

信

仰

を

深

め

た
。

堂

の
で

き

た

の
は

講

を

結

ん
で

か

ら

約

一
〇

年

後

の

こ

と

で

あ

る
。

お

い

お

い

信

者

も

集

ま

り

他

村

か

ら

も

参

加

す

る

者

も

多
く

な

り

繁

栄

し

た

と

い

う

。

境
内

に

滝

を
作

り

水
垢

離

の

行

を

し

た

り

（
こ
の
堂
を
行
者
堂
と

称
す
る
所
以
）
、

代

参

を

立

て

た

り

し

た

。
代

参

に

は

毎
年

村

方

か

ら

一
人

か
二

人

と

他

村

の
者

が

金

子

弐

両

を

持

っ
て

出

か

け

た

。
大

峯

山

代

参

の
者

が

帰

郷

す

る
と

無

事

を

祝

い
盛

大

な

祭

り
が

行

わ

れ

た

。

（
大
宗
館
文

書
）
参

道

に

は
石

の
鳥

居

も

建

て

ら

れ

た

。

そ

の
柱

に
は

左

の

ご

と

5 邸



院第３章　寺

図3 －11　 南殿地 蔵庵本尊

く
あ
る
。

心
霊
本
覚
　
Ｅ

麟
９
　

宝
前

両

部
習
合
　

音
麟
煕
御
　

月

こ
の
堂
は
そ
の
後
御
嶽
信
仰
の
先
達
に
よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
前
ま
で
利
用
さ
れ

た
が
、
戦
後
は
祭
典
礼
す
た
れ
廃
屋
と
な
っ
た
。
役
優
婆
塞
像
は
郷
土
館
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

⇔

地

蔵

庵

跡

大
泉
川

段
丘

の
中

腹
杉
林
の
中

に
石

の
地
蔵
尊
一

体
と
、
大
乗
妙
典
供
養
塔
、

念
仏
百
万
遍

供
養
塔
及
び
無
縫

塔
、
そ
の
他
石

塔
が
落
葉
に
埋
も
れ
た
り
、
倒
れ

た
り
し
て
い
る
。
こ
こ
が
地

蔵
庵
跡
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
っ
た
地
蔵
庵
は
円
明

庵
（
ま
た
、
円
命
庵
）
と
も
い
か
れ
た
。
元

来
は

個
人

の
も
の
で

あ
っ
た
が
家
運

が
傾
い
た
の
で
村
中

へ
差
し
出

し
村

の
も
の
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

元

禄

コ

ー
年

二

六
九
九
）
の
村
差
出
帳
に
「
一
　

御
除
地
御
座
候
　
一
　

地

蔵

庵
地
弐
畝
歩
」

と
あ
る
。

元

禄
以

前
の
創
建
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
草

創
の
由
緒
は
は
っ

き

り

し

な

い
。
天
明
五
年

二

七
八
五
）
三
月

二
（

日

に
念
仏
百
万
遍

が
行

わ
れ
た
、
ま
た
天

保

一

四

年

二

八
四
回

に
嶺

頭

方

丈

が

来

庵

し

三

〇

余

の

尼

僧

が

集

ま

っ
て

大

乗

経

典

一

千

部

読

誦

が

行

わ

れ

た

と

「

大

宗

館

文

書

」

に
あ

る

。
今

残

っ
て

い

る
二

基

の

供

養

塔

は
そ

の

と

き

の
も

の
で

あ

ろ
う

か
。

庵

は
文

化

八

年
（

一
八
一

乙

に

改

築

さ

れ

て

い

る

。

明

治

初

年

ま

で

尼

僧

が

庵

を

守

っ
て

い

た

が

明

治

三

年

、

と

き

の

庵

主

恵

照

尼

の

「

躾

別

に
遺

す

品

々
」

の

記

録

が

あ

っ

た

後

無

住

と

な

り

、

同

六

年

四

月

二

九

日

、

一

切

が

競

売

さ

れ

廃

庵

と

な

っ
た

。

目｛

海

潮

庵

跡

南

殿

に

は
海

潮

庵

と

い

う

庵

が

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。
「

大

宗

館

文

言

」
に

南

殿

村

で

招

い

た

寺

子

屋

師

匠

小

沢

亀

春

に

つ

い

て

の

記

録

の

中

に

次

の

文

が

あ

る

。

「
文

政
六
年

冬
南
殿
村

に
て
亀
春
様
御
足
御

全
快
後
、
十
一
月
頃
頻

り
に
御
頭

痛
御
煩

い

御
難
儀
遊

ば
さ
れ
候
。
同
所
海
潮
庵
尼
僧

（
恵
妙
）

の
す

す
め
に
て
善
光
寺
如
来

様
へ
立

願

、
剃
髪
な
さ
れ
…
…
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
宗
館
文

書
）

こ

の

よ

う

に
同

所

と

あ

る

か

ら
南

殿

村

に
海

潮

庵

が

あ

っ

た

よ

う

だ

が

位

置

由

緒

等
、

不
明

で

あ

る

。

聯
　

十

王

堂

跡

八
幡
森
東
方

段
丘

端
の
舗
と
樫
の
大
木

が
そ
び
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
明
治

末
年

ま
で
十
王
堂

が
あ

っ
た
。
元
禄

コ

ー年
南
殿
村
差
出
帳

に
御

除
地

の
う
ち
、

コ

十
王
堂
地
　

廿
歩
」
と
あ

る
。

古

い
時
代

か
ら
あ
り
堂
内

に
閻
魔
大
王

を
中

心
に
十
王

の
木
像
が
安
置
さ

れ
て

い

た
。
古
老

の
話

に
よ
る
と
、
見

る
も
恐

ろ
し
い
形
相

を
し
て
い

た
と

。
こ

の
十

王
堂

は
近
く

に
住
む
家

に
不
幸
が
続
い

た
の
で
、
取

り
壊
し
て
ほ
し
い
と
の
懇
願

に
よ

っ
て
取
り
壊
し

た
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。

四
　

田
　
　
　

畑

〔
［
一
　
地

蔵
堂

跡

・
お

子

安

様
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第３節　寺 ・堂・庵 の跡

現
在

の
「
喜
多
側
宅
地
内
渠

の
木

の
あ

る
所
」

由
　

緒
　
門
屋
口
限
記

に
よ
る
と
「
田
畑
村
地
蔵
堂
　

元
禄
八
乙
亥
九
月
口

日

ヨ
リ
初
ル
。
大
工

高
遠
領
　

県
村
惣
兵
衛
仕
、
同
月
廿

六
日

立
」
と
あ

る
。
元
禄

八
年
（

二
（

九
五
）
の
創
建
で

あ
る
。
明
治

初
年

に
取

り
壊

し
、
そ

の
材

は
田
畑
学

校
の
建

築
に
利
用

さ
れ
た
と
い
う
。

位
置

に
つ
い
て
は
「
天
和
四

甲
子
年
田
畑

神
子
柴

抹
場
境
界

論
争
関

係
絵
図
」

（
門
屋
蔵
）
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
っ
き
り
し
た
。

⇔

薬

師

堂

跡

田
畑
北
割
地
籍
の
現

在
「

東
屋
」
南
の
地
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

由
　

緒
　

不
詳
　

明
治
初
年

に
取
壊
し
そ
の
材
は
、
田
畑
学
校
の
用
材
に
使
わ

れ

た
と
い
う

。

五
　

神
　

子
　

柴

〔［
い

金

剛

院

跡

位
置
に
つ
い
て
は
文
書
と
し
て
の
記
録
は
な
い
が
「
天
和
四
年
甲
子
三
月
の
田

畑
村
・
神
子
柴
村
林
場
境
界
論
争
関
係
絵
図
（
門
屋
蔵
と

に
そ
れ
と
思
わ
れ

る

堂
か
描
か
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
旧
伊
那
街
道
の
村
は
ず
れ
、
現
在
庚
申
塚

の
あ
る
地
と
思
わ
れ
る
。

由
　
緒
　
開
創
　
高
木
盛
秀
（
　
　
　
－

二
（
九
〇
）

高
木
氏
は
中
世
期
武
田
氏
に
仕
え
た
武
将
で
あ
っ
た
。
高
木
正
弘
の
代
に
帰
農

し
て
神
子
柴
村
に
落
ち
着
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
正
弘
の
次
男
の
盛
秀

は
幼
名
を
秀
弥
と
い

っ
た
。
幼
少
の
こ
ろ
薙
髪
し
て
松

島
村
明
音
寺
に
入
弟
子

と

な
り
盛
秀
と
号
し
た

。

兄
の
正
成

に
子
が
な

か
っ
た
の
で
一

時
還
俗
し
て
高
木
家
を
継
い
だ
が
後
年
家

を
子

の
正
勝

に
譲
り
、
別

に
金
剛
院
を
興
し
た

。
当
山
派
の
修
験
法
印
と
な
り
、

こ

の
派
の
箕

輪
郷
中

の
長
官
と
な
り
大
越
家
権
大
僧
都
法
印
金
剛
院
と
称
し
た
。

「
伊
那
郡

神
社
仏
閣
記
」

に
次

の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て

い
る
。

コ
　

真
言
宗
　

山
伏
　

張
本
　

三
宝

院
派
　
金
剛
院
」

地
方
民

か
ら
修
験
者
と
し
て

の
信
頼

を
得
て
活
躍

し
元
禄
三
年
（

二
（
九
〇
）
に

卒
し
た
。
金
剛
院
は
そ
の
後
世
襲
し
て
明
治

初
年

に
い
た
っ
た
。
明
治
維
新

の
神

仏
分
離

に
際
し
て
廃
院
と
な

っ
た
。

そ

の
事
情

は
次

の
よ
う
で
あ

る
。

「
信
濃
国
伊
那
郡
神
子
柴
村
　
旧
修
験
隠
居
　
　
高
木
秀
範

高
木
山
金
剛
院

是
者
自
営
二
付
キ
伜
秀
十
帰
農
仕
り
居
住
仕
り
候
。

不
動
ノ
木
像
一
体

是
者
自
分
勧
請
致
シ
置
手
腕
儀

二
付
　
本
人
取
り
片
附
ケ
中
候
。

役
行
者
木
像
一
体

是
者
右
同
断

大
般
若
経
六
百
巻

是
者
寄
附
ノ
品

二
付
平
施
主
工
引
手
渡
シ
候
見
込
ミ
ニ
御
座
腕
。

護
摩
器
一
通

是
者
右
同
断

右
ノ
通
リ
ュ
御
座
候
　
以
上

明
治
六
年
七
月

元
修
験
　
高
木
秀
十
　
⑩

岨

戸
長
　
高
木
吉
郎
　
⑩

同
　
　
　
高
木
省
三
　
⑩

戸
長
　
　
加
藤
孫
三
郎
⑩

（
役
場
文
書
）

こ

れ
に
よ
っ
て
廃
院
と
な

っ
た
こ
と
が

わ
か

る
。
右
の
う
ち
、
不
動
明
王
像
・

役
行
者

像
は
現

在
沢
尻

の
恩

徳
寺

に
あ

る
。

伺7
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金

剛

院

代

々

の
法

印

の
墓

は
「

沢

屋

」

の

墓

地

に

あ

る
。

⇔

薬

師

堂

跡

薬

師

堂

が

現

在

白

山

社

八

幡

社

合

殿

境

内

に
遷

さ

れ

る
前

は

「

宮

ヶ

崎

」

に

あ

っ

た
と

い

わ
れ

る
が

そ

こ

の
土

は
掘

り

と

ら

れ

他

へ

運

ば

れ

た

の

で

昔

の

面

影

ぱ

な

し

。

「

蕗

原

拾

葉

」

に

「
神
子
柴
村
に
古
城
跡
あ
り
。
近
藤
氏
の
居
住
せ
し
所
と
い
う
。
…
…
近
藤
氏
の
城
跡
に

薬
師
の
仏
堂
あ
り
。
今

は
村

の
内

に
移
す
。
其
本
尊

は
近
藤
氏
の
守
本
尊
と
い
ふ
。
い
か

に
も
古
刹
な
り

。」

と

あ

る
。

六
　

沢
　
　
　

尻

金

峰

堂

跡

現
在
の
恩
徳
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
。

明
治
二
四
年
信
徒
の
報
告
に
よ
る
と
、
沢
尻
の
人
た
ち
が
安
永
年
間
に
大
峯
講

を
結
び
天
明
元
年
二

七
八
こ

に
京
都
三
宝
院
門
主
を
先
達
と
し
て
、
大
和
国
大

峯
山
へ
年
々
代
参
を
立
て
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
こ
の
堂
で
は
西
春
近
の
法
性

院
主
を
雇
い
年
々
三
月
七
日
、
七
月
一
八
日
春
秋
両
度
天
下
泰
平
国
家
安
全
の
た

め
護
摩
供
養
を
執
行
し
て
い
た
。
明
治
維
新
以
後
は
伊
那
円
福
寺
の
住
職
が
兼
任

し
て
い
た
。
恩

徳
寺
の
伽
藍
が
で
き
る
と
き
現

在
の
太
子

堂
の
位
置

に
移
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

七
　

大
　
　
　

泉

Ｈ

太

子

堂

跡

太
子
堂

は
も
と
大
泉
区

の
南
、
「
福
原
凰
」

の
東
側

に
あ

っ
た
が
春
日
道

バ
イ

パ
ス
開
通

に
よ
り
そ
こ

は
道

路
敷

に
な

っ
た

。
昭
和
四
七
年
太
子
堂
は
大
和
泉
神

社
境
内

に
移
さ
れ
た
。

⇔
　

勝

光

寺

跡

中

央
道
の
下

に
宝
堂
院
と
い

う
字
名
の
地
か
お

る
。
こ
こ

に
、
春
日
街
道
が
で

き

る
ま
で
、
観

音
堂
（
後
の
勝
光
寺
）
が
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
勝
光
寺
は

西

部
保

育
園
が
で
き

た
と
き
、
少
し
西
の
現
在
地

に
移
さ
れ
た
。

第
四
節
　
仏
　
信
　
仰

１
　

阿

弥
陀
信
仰

久
保
の
西
念
寺
の
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
阿

弥
陀
仏
は
西

方
極
楽
浄
土

に
あ

っ
て
、
こ
の
仏
を
信
仰
し
名
号
を
唱
え
る
（
い
わ
ゆ
る
念
仏
す
る
）
衆
生
は
す
べ

て
極
楽
に
迎
え
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
仏
で

あ
る
。

念
仏
講
の
人
た
ち
は
当
番
の
家
に
集
ま
っ
て
念
仏
す
る
。
大

泉
の
講
中

は
勝

光

図3 －12　 新四国霊場 阿弥陀如 来

寺
に
集
ま
っ
て
輪
に
た
り
大
き
な
数
珠
を
回
し
な
が
ら
大
念
仏
す
る
こ
と
が
行
わ

れ
、
今
も
老
人
仲
間
が
花
祭
り
の
と
き
な
ど
に
は
行
っ
て
い
る
。
大
泉
に
は
「
念

5 銘
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仏
供
養
塔
」
　「

念
仏
塔
」
「

寒
念
仏
」
三

基
の
石

碑
か
お

る
。
寒
念
仏
は
寒
中
三

〇

日
の
間

、
寒
夜
に
鉦
を
う
ち
た
た
し
て
仏
寺

に
詣
で

た
り
、

ま
た
、
有

縁
の
家

冲
付

近
の
地
を
巡

行
す
る
こ
と
を
い
う
。
寒
念
仏
の
石

碑
は
そ
の
記

念
碑
で
あ
ろ

う
。
塩

ノ
井
に
は
道
標
を
兼
ね
た
寒
念
仏
供
養
碑
に
「

左
　

い
せ

、
寛
延
四
年

寒
念
仏
供
養
　
三
月
日
　

講
中
」

と
あ
る
。
単

な
る
道
標
よ
り
な
に
か
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
温

加
味
と
安
ら
ぎ
を
旅
人

に
感
じ
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
こ

の
種
の
供
養

塔
は
江

戸
中

期
以

後
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
建
て

ら
れ
た
。
そ

の
こ
ろ
か
ら
庶
民
が
社

寺
参
詣
の
旅

が
頻
繁
に
行

わ
れ
た
こ
と
と
、
信
仰
心
の
篤

か
っ
た
こ
と
が
推
察

さ

れ
る
塔
で

あ
る
。
寛
延
四
年

は
一
七
五

一
年
で

あ
る
。
ｍ

畑

庚
申
塚

に
は
「

南
無

阿

弥
陀
仏
念
仏
供
養
塔
」
沢
尻

に
は
「

念
仏
供
養
」
「

寒
念
仏
」
「

寒
念
仏
・
常

念
仏
」

の
併
刻
の
も
の
、
「

念
仏
供
養
碑
」

な
ど
か

お
り
、
な
お
、
神
社
前
の
路

傍
に
「

念
側
若
干

遍
供
蔵
碑
」

が
あ
る
。
こ
れ
も
念
仏
供
養
碑
だ
ろ
う
か
。
南
原

や

北
殿
に
「

南
無
阿

弥
陀
仏
」

の
名
号
碑
が
あ
る
。
北
殿

の
新
四

国
霊
場
に
は
阿

弥
陀
如
来
像
が

Ｉ
〇

基
あ
る
。

２
　

薬

師

信

仰

塩

ノ
井
西

光
寺
の
本
尊
は
薬
師
如

来
で

あ
る
。
こ
の
仏
像
の
よ
う
に
薬
師
如
来

は
左
手
に
薬
壷
を
持
つ
姿
に
彫
ら
れ
て

い
る
の
で

他
の
仏
と
す
ぐ
見

分

け

が

つ

我
が
国
で
は
仏
教
渡
来
当

時
か
ら
厚

く
信
仰
さ
れ
た
。
お
薬
師
様
と
い
っ
て
信

仰
さ
れ
る
仏
は
、
大
医
王

と
も
、
医
王

善
逝
と
も
呼
ば
れ
る
薬
師
瑠
璃
光
如

来
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
仏
は

コ

ー
の
誓
願

を
発

し
て

、
衆
生
の
病
原

を
救
い
、
精

神

的
の
無
明
の
疾
を
治
し
、
祈
る
者
の
願

い
を
か
な
え

、
幸
福
を
増
し
、
平

安
を
得

さ
せ
る
と
い
う
仏
で
あ
る
。

沢
尻
恩
徳
寺
は
創
建
当

時
薬
師
如

来
が
本
尊
で

あ
っ
た
。

北
殿
と
田
畑

北
割
に
は
古
く
は
薬
師
堂
が
あ
っ
て

村
人

の
信
仰
の
よ
り
所

と
な

つ
た
。
新
四
国
霊
場

に
は
、
八
八
仏
中
三
分
の
一
に
近

卜
二
三

基
の
薬
師
如
来
が

ま
つ
ら
れ
て
い

る
。

神
子
柴

の
神
社
境
内
の
薬
師
堂
に
は
、
十
二
神
将
が
ま
つ
ら
れ
て

卜
る
。
こ
の

十
二
神
将
と
い
う
の
は
、
本
尊
の
十
二
誓
願
に
応
じ
て
現

れ
九
分
身
で
あ
る
と
説

か
れ
て
い

る
。
（
十
二
大
将
発
願
護
持
経
）
昼
夜

コ

ー
時
を
守
護
す
る
神
と
さ
れ
、
ま

た
、
一
切
衆
生
の
八
万
四
千
の
煩
悩
を
転
じ
て
、
八
万
四

千
の
菩
提
を
成
ず
る
薬

師
如
来

の
方
便
力
を
表
わ
す
も
の
と
も
い
か
れ
て
い
る
。

コ

ー
時
の
時
を
守
護
す

る
と

卜
う
と
こ
ろ

か
ら
子
の
刻
、
丑
の
刻
と
い
う
よ
う
に
、
十
二
支
を
そ
れ
ぞ
れ

頭

に
頂
く
神
将
と
な

っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
ま
わ
り
に
応
じ
て
の
守
護
神
と
も
い

か
れ

る
よ
う

に
た

っ
た
。

３
　

観

音

信

仰

観
音
と

い
う

の
は
観
世
音
菩
薩

の
略
称
で
あ

る
。
観
自
在
菩
薩
と
も
い
う

。
さ

ま
ざ
ま
の
苦
難
、
不
幸

に
遭

っ
て
救
い
を
求

め
る
者
や
願
い
ご
と
の
あ
る
者
が
一

心

に
祈
願
す

る
と
、
そ
の
者
を
救
う
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
姿
に
身
を
現
し
て
救
い

を
垂
れ

た
り
、
福
徳
を
授
け
て
く
れ
る
と
し
う
仏
で
あ
る
。
経
典
（
法
華
経
第
八
観

世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
五
）
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
苦
難
や
願
望
の
う
ち
三
三

の
場

合

を

挙
げ
、
そ
れ
を
一
切
の
苦
難
々
願
望
の
代
表
と
し
、
そ
れ
ら
を
救
済
し
、
も
し
く

は
福
徳
を
授
け

る
と
説

か
ね
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
三
三
観
音
信
仰
が
普
及
し
た
の

で
あ

る
。

三
十
三

観
音

南
殿
五
〇
一
〇
番
地
、
農
協
倉
庫
北
側
に
ず
ら
り
と
三
三
体
の
観
音
石
像
が
並

ん
で
い

る
。
こ
れ
は
昭
和
五
五
年
五
月
、
村
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
南

殿
の
地
蔵
庵

に
あ

っ
た
も
の
を
明
治

二
（

年
こ
の
庵
が
廃
庵
に
な
っ
た
と
き
、
寄

進
者
の
「
大
国
屋
」

に
返
し
、
こ
こ

に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

ど
の
面
相
も
温
雅
ふ
く
よ
か
で
親
し
み
深
い
り

っ
ぱ
な
仏
た
ち
で
あ
る
。

5 四
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図3 －13　 南殿三十三観音

一
番
か
ら
三
三
番
ま
で
そ
ろ
っ

て
い
て
、
こ
れ
は
西
国
三
三
番
札

所
の
諸
仏
に
よ
っ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。
中
に
数
箇
の
像
に
不
審

な
の
が
あ
る
が
大
部
分
は
そ
の
札

所
の
諸
仏
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
観

音
で
あ
る
。

観
世
音
丁
石

春
日
街
道
と
大
萱
荒
井
線
の
岐

れ
る
と
こ
ろ
に
千
手
観
音
石
像
が

立
っ
て
い
て
像
の
上
に
十
五
丁
と

あ
る
。
十
五
丁
は
伊
那
市
坂
下
に

観
音
石

像
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
羽

広
山
ま
で
五
十
四
丁
、
第
一
番
」
と
あ

る
の

か
ら
十
五
町

目
二

町
は
約
一
〇
八
ｍ
）
で
あ

る
こ
と

を
示
す
も

の
で
あ

る
。
羽
広
山

は
仲
仙

寺
の
山
号
で

あ
る
。
こ

の
よ
う
に
寺

院
や
あ

る
目
的
地

ま
で

の
道
案
内
を

兼
ね
て
一
丁

ご
と
に
建
て

る
石

を
丁
石

と
い
う
の
で
あ

る
。

図3 －14　 沢 尻丁石観音24丁目

これに は沢尻 の人 の名が記されている。

こ
の
よ
う
な
丁
石

が
沢
尻
地
区
内

に
九
基
あ
る
。
仲
仙
寺

の
本
尊

は
十
一
面
観

音
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
丁
石

に
は
観
音
像
か
文

字
が
刻
ま
れ
て

い
て

い
ず
れ
に
も

施
主
名
が
あ
る
。

馬

頭

観

音

田
畑
の
信
号
機
の
あ
る
国
道
沿

い
に
大

き
な
馬
頭

観
世

音
の
文

字
碑
が
あ

る
。

こ
れ
は
搬
夫
組
合
の
建

立
に
な
る
も
の
で

あ
る
。

寺
や
堂
の
境
内
墓
地
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
馬
頭

観
音
碑
か
お

る
。
馬
頭
観
音

は

馬
大
士
と
も
馬
頭
明
王

と
も
称
す
る
。
頭

に
馬

を
頂
く

の
は
転
輪
聖
王
の
宝
馬
が

世
界
を
縦
横
無
尽

に
駈

け
め
ぐ
っ
て
一
切

の
魔

障
を
打

ち
破
り
、
大
悲
の
本
願

を

果
た
す
よ
う
に
偉
大
な
力

を
表
わ
す
こ
と
を
象
徴
す
る
た
め
で
、

ま
た
馬
が
草

を

食
む
よ
う
に
人
間
に
襲
い
か
か
る
重
い
障
碍

を
食

い
尽
く

す
力

の
象
徴
で
も
あ

る

と
い
う
。
特
に
畜
生
道
の
苦
を
救
う
観
音
と
さ
れ
て

い
る
。
そ

う
い
う
強
い
仏
が

い
つ
の
間
に
か
馬
の
守
護
仏
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
馬

の
死

を
弔

う
た
め

に
、
こ
の
像
を
建
て
て
愛
馬
の
供
養
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
村

に
た
く

さ
ん
の

図3 －15　 新四国霊場馬頭観音

馬
頭

朧
音
像
や
文
字

碑
の
あ

る
の

は
こ
の
村
で
は
以

前
は
農
耕
や
運
搬

に
た
く
さ

ん
の
馬

が
利
用

さ
れ
、

ま
た
中
馬
稼

ぎ
も
盛

ん
で
た
く
さ

ん
の
馬
が
飼
わ
れ
、
馬

5 釦



仰信仏第4 節

を
家
族
同
様
に
大
切
に
し
、
愛
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

造
塔
は
元
文
年
間
二

七
三
〇
年
代
）
か
ら
始
ま
っ
て
昭
和
五
二
年
代
ま
で
で
早

期
に
は
像
塔
が
多
く
明
治
年
代
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
文
字
塔
に
な
っ
て
い
る
。
墓

石
は
多
く
は
舟
形
で
あ
る
。

久
保
西
念
寺
跡
の
境
内
地
そ
の
他
墓
地
の
も
の
合
わ
せ
て
六
六
基

塩
ノ
井
　
庚
申
塚
に
六
基
　
墓
地
に
一
一
基
　
西
光
寺
裏
に
三
基

こ
の
墓
地
に
は
珍
ら
し
く
牛
馬
観
世
音
と
い
う
の
が
一
基
昭
和
四
六
年
に
建

立
さ
れ
て
い
る
。
　
計
二
二
基

北
殿
　
新
四
国
霊
場
に
一
基
、
こ
れ
は
典
型
的
な
馬
頭
観
音
像
で
あ
る
。
松
林

寺
境
内
に
四
三
基
、
そ
の
他
墓
地
路
傍
に
Ｉ
〇
基
計
五
三
基

南
殿
　
八
幡
森
南
に
三
八
基
そ
の
他
の
墓
地
に
も
あ
り
計
四
四
基

田
畑
　
け
い
じ
庚
申
塚
に
八
基
、
前
宮
原
に
四
二
基
、
芭
蕉
塚
に
四
基
、
其
の

他
墓
地
に
三
基
、
国
道
信
号
機
の
西
側
の
も
の
は
大
正
六
年
田
畑
搬
夫
組
合
創

立
十
周
平
記
念
建
立
で
こ
の
こ
ろ
の
運
搬
に
は
馬
の
利
用
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
　
計
五
八
基

神
子
柴
　
庚
申
塚
に
一
三
基
　
神
社
南
路
傍
に
一
九
基
　
牡
二
二
基

沢
尻
　
神
社
前
そ
の
他
一
四
基

南
原
　
三
基

大
泉
　
勝
光
寺
境
内
に
八
八
基
　
老
人
ホ
ー
ム
東
に
二
三
基

庚
申
塚
に
二
基
　
そ
の
他
三
基
　
計
一
〇
六
基

以
上
、
合
計
三
九
八
基

十
一
面
観
音

大
泉
勝
光
寺
の
十
一
面
観
音
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。

沢
尻
の
大
萱
荒
井
線
路
傍
丁
石
九
基
の
う
ち
二
基

北
殿
新
四
国
霊
場
に
一
一
基

南
殿
三
十
三
観
音
中
八
基

合
計
ニ

ー
基

聖
観
音

久
保
公
民
館
上
、
神
子
柴
高
木
家
墓
地

に
は
み
ご
と
な
石
像
聖
観
音
が
あ
る
。

南
殿
三
十
三
観

音
中

に
三
基
、
そ
の
他
の
墓
地
で
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

図3 －16　 聖　 観　 音（久保）

久
保
一
三
基
、
塩
ノ
井
六
基
、
北
殿
四
基
、
南
殿
一
三
基
、
神
子
柴
一
基
、
沢

尻
二
基
、
大
泉
八
基
　
村
内
合
計
四
七
基

子
育
観
音
　
子
安
観
音

久
保
西
念
寺
境
内
、
田
畑
げ
い
じ
庚
申
塚
に
そ
れ
ぞ
れ
、
子
を
抱
い
た
観
音
像

が
あ
る
。
民
俗
篇
に
述
べ
た
よ
う
に
女
人
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

如
意
輪
観
音

如
意
輪
観
音
は
南
殿
三
十
三
観
音
中
に
四
基
、
そ
の
他
墓
地
に
十
数
基
あ
る
。

こ
の
観
音
像
と
弥
勒
菩
薩
像
と
は
よ
く
似
た
よ
う
に
造
形
さ
れ
て
い
て
区
別
は
な

か
な
か
困
難
な
場
合
が
多
い
。
如
意
輪
観
音
は
密
教
が
広
ま
っ
た
平
安
初
期
以
来

信
仰
者
が
増
え
た
。
一
切
衆
生
の
願
望
を
満
た
し
苦
を
救
う
仏
と
さ
れ
て
い
る
。

多
く
は
六
劈
で
如
意
宝
珠
と
宝
輪
を
備
え
、
右
膝
立
ち
に
両
足
裏
を
合
わ
せ
て
す

お
り
右
手
を
頬
に
当
て
頭
を
右
に
傾
け
て
思
惟
の
相
を
示
す
。
石
仏
に
は
儀
軌
ど
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お
り
の
形
像
に
作
ら
れ
て
い
な
い
の
が
多
い
の
で
弥
勒
の
思
惟
の
像
と
区
別
し
難

い
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
観
音

南
殿
三
十
三
観
音
中
千
手
観
音
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
三
基
あ
る
。
観
音
菩
薩

が
あ
ま
ね
く
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
、
身
に
千
の
手
と
千
の
目
を
得
た
い
と
誓
っ

て
得
た
姿
で
あ
り
、
目
と
手
は
そ
の
慈
悲
と
救
済
の
は
た
ら
き
の
無
量
無
辺
な
こ

と
を
表
わ
す
。
千
手
千
眼
を
造
形
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
数
を
省
き
普
通
は
四

十
手
で
頭
上
に
九
面
又
は
十
一
面
を
持
つ
。
石
仏
の
場
合
は
手
の
数
を
さ
ら
に
少

な
く
し
て
い
る
場
介
が
多
い
。

南
殿
三
十
三
観
音
中
に
は
准
祗
観
音
、
不
空
頴
索
観
音
、
が
そ
れ
ぞ
れ
一

基

ず
っ
あ
る
。

大
泉
榊
屋
宅
地
に
白
衣
観
音
が
一
基
あ
る
。
白
衣
観
音
は
育
児
求
児
幸
福
を
授

け
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

４
　

弥
勒

信

仰

弥
勒
菩
薩
は
現
在
兜
率
天
に
い
て
天
人
の
た
め
に
説
法
し
て
い
る
が
、
釈
迦
が

な
く
な
っ
て
五
六
億
七
千
万
年
後
に
、
こ
の
世
界
に
現
わ
れ
て
衆
生
を
救
う
と
い

図3 －17　 弥勒菩薩

愛児の早世をいた み弥 勒下生にあや かり再

び生れ来ることを願い弥勒菩薩 と子 の供養

に建立

う
仏
で
あ
る
。
未
来
仏
と
も
い
か
れ
、

幼
児

が
死

ぬ
と
親
が
そ

の
菩

提
を
と

む
ら

い
未
来
に
更

に
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願

う
た
め
に
こ

の
仏

の
像
を
建
て

る

こ
と
が
行

わ
れ
た
。
先

に
述

べ
た
よ
う
に
如
意

輪
観
音
と
区
別
し
難

い
も
の
が
多

い
。
弥
勒
菩
薩
と
思

わ
れ
る
石

像
の
中

に
は
・
・
善
童
子

と
か
・
・
善
童
女
と

刻

ま
れ
た
の
が
何
基

か
お

る
と
こ

ろ
か
ら
、
各
地

の
墓
地

に
あ

る
右
膝
を
立
て
、
右

手

を
右
頬

に
当
て
、
左

手
を
左
膝

に
お
く
も

の
は
弥
勒
と
数
え

る
と

次
の
よ
う
で

あ

る
。
久
保
ニ

ー
基
、

塩
ノ
井
四
基
、
北
殿
九
基
、
南
殿
三
基
田
畑
四
基
、
神
子

柴
五
基
、
沢
尻
三
基

、
大

泉
一
五
基
、
村
内
合
計

六
四
基

５
　

勢
至

菩
薩
信

仰

南
殿
庚
申
塚

に
は
、
「
南
無
大
勢
至
菩
薩
」
碑
が
一
基
あ

る
。
勢
至
菩

薩
は
阿

弥
陀
三
尊

の
一
で
阿
弥
陀
仏
の
右
脇

に
侍
し
て
知
慧
を
つ
か
さ
ど

る
と
さ
れ
、
観

音

の
慈
悲

に
対
す

る
。
菩
薩
の
大
智
一
切
処

に
至

る
た

め
に
大
勢
至
と
名
づ
く
と

い
わ
れ
る
菩

薩
で
あ

る
。

６
　

地

蔵

信

仰

八
月
六
日

に
な

る
と
精
霊
迎
え
に
伊
那
市
六
道
原
の
地
蔵
様
へ
、
本
村
の
人

々

も

た
く
さ

ん
出

か
け
て
い
く

。
地
蔵
信
仰
は
現
在
な
お
衰
え
な
い
。

南
殿

に
は
地
蔵
庵
（
円
明
庵
ま
た
延
命
延
）
が
あ

っ
て
明
治
初
年
ま
で
住
職
が
い
た

が
、
今

は
廃
庵
と
た

っ
て
そ

の
跡
地

に
石
の
地
蔵
さ
ん
が
坐
し
て
お
ら
れ

る
。

地
蔵
菩
薩
は
釈
迦
入
滅
後
弥
勒
菩
薩
が
出
世
す
る
ま
で
０
間
、
い
わ
ゆ
る
無
仏

の
世
界

に
住
し
て
大
慈
悲
を
も

っ
て
六
道

に
輪
廻
す

る
衆
生
の
苦
し
み
を
抜
い
て

く
れ

る
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
特
に
現
実
界
と
冥
界
の
境

に
立

っ
て
、

衆
生
が
冥
界

に
い

っ
て
地
獄
の
苦
し
み
に
会
う
と
き
誰
も
救

っ
て
く
れ
な
い
が
地

蔵
様
だ
け
は
救

っ
て
く
れ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
劣
弱
者
を
救
済
す
る
と
信
じ
ら
れ

た
地
蔵
尊
は
子
供
を
特
に
護
り
救
う
と
さ
れ
、
子
安
地
蔵
の
信
仰
毛
深
い
。
村

々

を
歩
い
て
い

る
と
到
る
と
こ
ろ
に
石
の
地
蔵
に
よ
だ
れ
か
け
を
つ

け
、

帽

子

を
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か
ぶ

っ
た
姿
を
見
か
け
る
が
、
本
村
に
は
見
か
け
な
か
っ
た
の
は
ど
う
し
た
こ
と

だ
ろ
う
か

。夭

折
し

た
子
供
が
宴
の
河
原
で
青
鬼
赤
鬼

に
い
じ

め
ら
れ
る
と
き
、
地

蔵
菩
薩
の
袖
に
す
が
っ
て
助
け
を
求
め
る
話
な
ど
か
ら
、
小
児
が
変
死

す
る
と
地

蔵
尊
の
石

像
を
建
て

、
そ
の
子
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
が
、
今
な

お
行

わ
れ
て
い

る
。

塩
ノ
井
、
南
殿
、
北
殿

の
墓
地

に
六
地
蔵
が
揃

っ
て
い

る
。
そ
の
他
寺
や
寺
庵

跡
や

各
地

の
墓
地

に
地

蔵
像
が
あ

る
。

久
保
二
二
基
、
塩

ノ
井
六
基
、
北
殿
二
五
基
、
南
殿
八
基
、
田
畑
一
〇

基
、
神

子
柴
六
基
、
沢
尻
四
基
、
大
泉
三
一
基
、
村
内
合
計
一

コ

ー
基

こ
の
う
ち
地
蔵
に
は
首
の
欠
け
た
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
、
腰

か
ら
上
の

部
分
が
欠
損
し
て
地
蔵
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
こ
れ
は
数

に
入
れ
な
か
っ
た
。
俗
信
に
、
地
蔵
の
首
を
持
っ
て
い
る
と
、
ば
く
ち
に
勝
つ
と

い
わ
れ
て
い
た
の
で
恐
ら
く
は

く
ち
打
ち
が
欠
い
て
持

っ
て
行

っ
た
か
ら
、
首

な

し
地
蔵
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
夭

折
し
た
児

童
の
冥

福
を
弔
う

た
め
に
造

塔
し
た
も
の
が
多

い
よ
う
で
あ

る
。
最
近

は
水
子
地
蔵
と
称
す

る
も
の
の
造
塔

が

か
な
り
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子

安
地
戌
が
新
四
国

霊
場

の
境
内
地

に
一
基
あ

る
。

図3 －18　 子 安 地 蔵（新匹1国霊場）

７
　

大
日
如
来
信
仰

大
日
如
来
は
存

否
密
教
で
本
尊
と
す
る
仏
で

あ
る
。
一
切

菩
薩
の

本

地

で

あ

り
、
一
切
の
徳
す
べ
て
を
持
つ
本
源

の
仏
で
あ

る
と

さ
れ
、
そ

の
光
明

は
遍
く
照

ら
す
と
い
う
の
で
遍
照
、
ま
た
、
大
日

と
い
わ
れ
る
。

こ
の
仏
像
は
胸
の
前
で
い

わ
ゆ
る
智
拳
印

を
結

ん
で
い

る
か
ら
他
の
仏
と
す
ぐ

に
見

わ
け

が
つ
く

。
北
殿
新
四
国
霊
場

に
は
こ
の
像
が
六
基
あ

る
。
松
林
寺
境
内

墓
地
及

び
や
せ

お
墓
地

に
そ
れ

ぞ
れ
文
字
碑
が
一
基
ず
っ
あ

る
。

８
　

不

動

信

仰

不
動
明
王

は
五
大
明
王
と

か
八
大
明
王
と
い
わ
れ
る
明
王
の
一
で
、
大
日
如
来

が
一
切
の
悪
魔
・
煩
悩
を
降
伏
す
る
た

め
に
忿

怒
の
相
を
現

し
て
化
現

し
た
も
の

で
あ

る
。

恩
徳
寺
と
松
林
寺
は
不
動

明
王

を
本

尊
と
し
て

い
る
。
眼

を
怒
ら
し
、

左
は
半

眼
、
額
に
水
波
の
相
、
右
牙

を
上
、
左
牙

を
下

の
外

に
出
す

。
右
手

に

降

魔

の

剣
、
左
手
に
絹
索
（
衆
生
を
救
い
と
る
働
き
を
表
わ
す
っ
な
）
を
持

ち
、
火
焔
光
背
を

背

に
す
る
。
恩

徳
寺

の
は
制
多
迦
、
金
伽
羅

の
二
童
子
を
脇
侍
と
し
て
岩
上

に
座

し
て

い
る
。
さ
ら
に
こ

の
寺

に
は
こ

の
ほ

か
二
体
の
不
動
明
王
が
ま
つ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ

れ
ら
と
松
林
寺

の
像
は
立
像
で
あ

る
。
南
殿
庚
申
塚
と
久
保
の
「
山
白

屋
」
南

に
み

ご
と

な
石
像
が
あ

る
。

種
々
の
煩
悩

・
障
害
を
焼
き
払
い
、
悪
魔
を
降
伏
さ

ぜ
て
祈
願
者
を
護
り
、
菩

提

を
成
就
さ
せ
、
長
寿
を
得
さ
せ

る
と
い
う
。
平
安
初
期
の
密
教
の
盛
行
と
と
も

に
尊
敬

さ
れ
て
き

た
。
立

っ
た
姿
は
祈
願
者
の
願
い
に
直
ち
に
応
じ
ら
れ
る
姿
だ

と

さ
れ
て
い

る
。
一

般
に
は
厄
除
け
、
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
。
恩
徳
寺
は
節
分

の
日

に
厄
除
祈
願
者
で
と
り

わ
け
賑
わ
う

。

９
　

愛
染
明
王
信

仰

大

泉
神
社

境
内

に
金
山
大
権
現
と
併
刻
の
文
字
碑
が
一
基
あ
る
。
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愛
染
明
王
は
真
言
密
教
で
特
に
信
仰
さ
れ
る
明
王
で
あ
る
。
大
日
如
来
を
本
地

と
し
、
大
日
如
来
に
護
ら
れ
衆
生
の
愛
欲
を
解
脱
さ
せ
る
と
い
う
。
こ
の
明
王
を

信
仰
す
る
と
美
し
く
な
る
と
信
じ
ら
れ
ま
た
恋
愛
を
助
け
遊
女
を
守
る
神
と
さ
れ

る
。1

0
　虚
空
蔵
菩
薩
信
仰

虚
空
蔵
は
虚
空
か
す
べ
て
を
蔵
す
る
よ
う
に
無
量
の
智
慧
と
福
徳
を
そ
な
え
て

い
る
の
意
で
、
人
々
に
こ
れ
ら
を
与
え
、
願
い
を
満
た
し
救
う
と
い
わ
れ
る
菩
薩

で
あ
る
。

新
四
国
霊
場
に
は
こ
の
像
が
三
基
あ
る
。
第
コ

ー、
第
ニ

ー
、
第
二
四
番
が
そ

れ
で
あ
る
。

1
1
　文
珠
菩
薩
信
仰

⊇
一
人
寄
れ
ば
文
珠
の
知
慧
」、
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
知
慧
を
つ
か
さ
ど

る
菩

薩
。
釈
迦
如
来
の
脇
侍
と
し
て
普
賢
菩
薩
と
と
も
に
三
尊
を
形
成
す
る
。
新
四
国

霊
場
に
一
基
あ
る
。
第
三
一
番
が
そ
れ
で
あ
る
。

1
2
　毘
沙
門
天
信
仰

昔
の
久
保
寺
は
こ
の
毘
沙
門
天
を
本
尊
と
し
て
い
た
。
新
四
国
霊
場
に
は
一
基

あ
る
。

毘
沙
門
天
は
四
天
王
の
一
神
で
仏
法
を
護
り
、
福
徳
を
授
け
る
善
神
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

1
3
　十

王

信

仰

北
殿
松
林
寺
境
内
に
は
両
端
に
地
蔵
が
立
ち
、
そ
の
間
に
十
二
体
の
坐
像
が
あ

る
。
こ
れ
を
お
寺
で
は
十
王
と
い
っ
て
い
る
。

塩
ノ
井
西
光
寺
に
も
十
王
石
像
が
並
ん
で
い
る
。
大
泉
勝
光
寺
に
は
木
像
の
十

王
が
並
ん
で
い
る
。
十
王
は
冥
土
の
役
所
閻
魔
庁
に
い
て
、
衆
生
が
冥
土
に
赴
く

と
き
初
七
日
か
ら
三
周
忌
に
い
た
る
ま
で
順
次
請
け
取

っ
て
生
前
娑
婆
に
い
た
と

図3 －19　北殿松林寺境内の十王像

き
の
罪
業
を
裁
断
し
、
そ
の
罪
業

の
軽
重
を
判
断
し
て
来
世
の
生
処

を
定
め
る
と
、
十
王
経
に
説
か
れ

て
い
る
。
そ
の
王
を
閻
魔
王
と
い

う
。
生
前
に
十
王
に
供
養
し
て
お

く
と
死
後
十
王
の
裁
断
を
受
け
る

と
き
軽
減
し
て
も
ら
え
る
、
と
い

う
信
仰
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
。
こ
の
十
王
と
い
う

の
は
実

は
、
本
地
仏
が
冥
界
に
現
れ
る
と

き
は
十
王
の
い
か
め
し
い
姿
と
な

っ
て
、
衆
生
の
罪
業
を
裁
断
す
る

の
で
あ

る
と
い
う

。
こ

れ
は
衆
生
の
十
悪
を
停
止
さ
せ
十
善
を
修
め
さ
せ
よ
う
と

す
る
も

の
で
あ

る
と
い

わ
れ

る
。十
王
と
本
地
仏

の
関
係

は
次

の
と

お
り
で
あ

る
。

五 四 三 二 初

七 七 七 七 七

日　日　日　日　日

閻 五 宋 初 秦

魔 官 帝 江 広

王 王 王 王 王

十
王

名

地 普 文 釈 不

蔵 賢 珠 迦 動

菩 菩 菩 如 明

薩 薩 薩 来 王

本地

仏

三 一 百 七 六

周 周 箇 七 七

年 年 日 日 日

五 都 平 泰 変

道
転 市 等 山 成

輪
王 王 王 王 王

十
王
名

阿 勢 観 薬 弥

訟j れ と 師 勒

訟 菩 晏 如 菩

来 薩 薩 来 薩

本
地
仏

さ
ら
に
次
の
年
忌
に
供
養
す
る
仏
は
次
の
三

仏
で
合
わ
せ
て
十
三

仏
と
す
る
。

七
周
年
　

阿

閥

如

来

十
三
周
年
　

大
日
如
来

三
十
三
周
年
　

虚
空

蔵
菩

薩

子
供

の
こ

ろ
、
う
そ
を
い
う
と
死

ぬ
と
え

ん
ま
さ
ま

に
舌
を
抜

か
れ
る
と
い
わ

5討



第４節　仏　信　仰

れ
た
。

十
王
信
仰
は
因
果
応
報
・
勧
善
徴
悪
の
教
え
で
も
あ
っ
た
。
時
代
が
下
る
に
つ

れ
て
、
後
生
を
願
い
現
世
利
益
的
信
仰
に
移
り
、
地
蔵
や
観
音
、
薬
師
信
仰
が
盛

ん
に
な
り
、
そ
の
信
仰
は
薄
れ
て
廃
堂
に
な
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

北
殿
に
は
江
戸
時
代
末
ま
で
地
蔵
堂
が
あ
っ
た
。
現
在
の
十
王
と
い
わ
れ
る
石

像
は
、
松
林
寺
へ
の
石
段
を
上
っ
た
右
手
松
の
木
の
下
に
雑
然
と
お
か
れ
た
も
の

を
大
正
十
五
年
四
月
現
位
置
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
れ
ら
の
石
像
が
本
来
十
王
像
で
あ
っ
た
か
、
十
三
仏
で
あ
っ
た
か
。
十

王
信
仰
の
場
合
は
十
王
に
加
え
る
に
脱
衣
婆
を
加
え
、
さ
ら
に
冥
土
の
救
い
仏
地

蔵
も
添
え
る
場
合
か
お
る
。
こ
こ
に
は
コ

ー仏
二
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
、
十
王
は
元
来
恐
し
卜
形
相
を
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
ら
は
皆
穏
和
な
面
相
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
。

南
殿
に
は
十
王
堂
が
明
治
末
年
ま
で
あ
っ
た
。

1
4
　摩
利
支
天
信
仰

目
畑
の
信
号
機
の
西
側
に
馬
頭
観
世
音
碑
の
右
側
に
「
摩
利
支
天
尊
」
の
石
碑

が
建
っ
て
い
る
。

図3 －20　田畑摩利支尊天

摩
利
支
天

は
摩
利
支
天

菩
薩
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
自
在
の
通
力

を
有

す
る

天

神
で
、
こ
の
神
を
信
仰
し
て
い
れ
ば
一

切
の
災
厄

か
ら
ま

ぬ
か
れ
利

益
を
与
え

て
く
れ
る
と
い
う
。
護
身
・
隠
身
・
遠
行
・
得
財
・
勝
利

な
ど
を
祈

る
武
士
の
守

り
本
尊
と
さ
れ
て
き
た
。

1
5
　五
　

輪
　

塔

神
子
柴
部
落
の
古
城
と
い
っ
て
い
る
所

に
五

輪
塔
が
三
基
あ

る
。
こ

れ
は
箕
輪

義
建

、
義
俊
、
義
嶺
三

氏
の
墳
墓
と
伝
え

ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大

泉
勝
光
寺

境

内

に
は
権
理
塚

か
ら
移
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
五
輪
塔
が
一
基
あ

る
。
い
ず
れ
も

不

完
全
な
形
で

伝
え

ら
れ
て

い
る
。
こ
と

の
真
偽

の
ほ
ど
も
定

か
で
は
な
い

。

五

輪
塔
は
平

安
中
期

ご
ろ
密
教
で

創
始

さ
れ

た
塔
形
で
、
石
な
ど
で
五
つ
の
部

分

に
造
っ
た
も

の
、
方

・
円

・
三
角

・
半
円

・
団

の
五
つ
の
形

に
造

る
。
そ
れ
を

地

・
水
・
火

・
風

・
空

の
五
輪
（
五
大
）
に
当
て
、
下

か
ら
積
み
上
げ
た
形
の
も
の

で
そ

れ
ぞ
れ
に
梵
字

を
刻

竹
。
鎌
倉
時
代
か
ら
は
各
宗
で
も
用

い
、
堂
宇
の
落
成
、

仏

像
の
開
眼

な
ど
の
供
養
塔
婆
と
し

た
。
後

に
は
墓
碑
と
し
て
も
作
ら
れ

る
。

1
6
　太

子

信

仰

大

和
泉
神
社

境
内

に
祠

の
中

に
石
彫

の
神
像
が
祭
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
四
七
年

図3 －21　聖徳太子像　大和泉神社境内
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院寺第 ３章

春
日
道
バ
イ
パ
ス
か
ら
遷
宮
さ
れ
た
も
の
で
、
建
立
等
由
緒
は
不
明
で

あ
る
が

「
聖
徳
太
子
様
」
と
し
て
土
地
の
人
だ
ち
か
ら
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。

聖
徳
太
子
は
推
古
天
皇
の
摂
政
と
し
て
内
政
外
交
に
尽
力
し
、
一
七
条
の
憲
法

を
制
定
し
た
り
、
遣
隋
使
を
派
遣
し
て
隋
と
国
交
を
開
き
先
進
国
の
文
物
輸
入
に

っ
と
め
た
。
と
り
わ
げ
仏
教
興
隆
に
っ
と
め
法
隆
寺
平
四
天
王
寺
を
創
建

し
た

り
、
維
摩
経
・
勝
鬘
経
・
法
華
経
の
注
釈
書
を
書
い
た
。
こ
れ
は
日
本
人
の
手
に

な
る
最
初
の
本
格
的
仏
典
研
究
で
あ
る
。
そ
の
肖
像
は
千
円
と
一
万
円
紙
幣
の
図

柄
に
長
く
用
い
ら
れ
た
。
特
に
技
芸
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
大
工
、
左
官
、
屋
根

屋
、
石
屋
、
木
挽
、
馬
追
い
な
ど
の
職
人
に
信
仰
さ
れ
る
。

1
7
　大

師

信

仰

弘
法
大
師
信
仰
で
あ
る
。
北
殿
新
四
国
霊
場
は
四
国
八
八
箇
所
の
弘
法
大
師
ゆ

図3 －22　 新四国霊場　 弘 法大師像

か

り

の

霊

場

を

こ

こ

に

奉

祀

し

た

も

の

で

奥

ノ

院

に

は
大

子

像
が

祀

ら

れ

て

い

る

。

恩

徳

寺

に

は
大

師

堂

に

ま

つ

ら

れ

な

お
本

堂
前

の
大

師

碑

の

碑

陰

に

は
次

の

歌
が

刻

ま

れ
て

い

る

。

「
常
な
ら
ぬ
う
き
世
な
れ
ど
も
安
く

と
弘
き
み
法
の
ち
か
ら
頼
み
て
」

南

原

大

型

農

道

の

傍

ら

に

も

「

弘

法

大

師
」

と

刻

ん
だ

大

師

碑

が

あ

る
。

弘

法

大

師

（
七
七
四
－

八
三
五
）

は

平

安
初
期
の
僧
、
讃
岐

の
人
で
、
宣（
言
宗

の
開
祖
で
あ

る
。
唐

に
渡

り
密
教
を
学

び
帰
国

後
、
高
野
山
に
金
剛
峯
寺

を
建

立
、

な
お
京
都
に
東
寺

を
与
え

ら
れ
て
国

家
鎮
護
の
祈
禧
道
場
と
し
た
。
書
に
す
ぐ
れ
日
本
三
筆

の
一

で
あ
り
、
子

弟
を
種

芸
種
智
院
に
お
い
て
教
育
し
た
。
宗
派
を
超
え
て
多
く
の
人

か
ら
崇
敬
さ
れ
て
い

る
。1

8
　回

国

巡

拝

西
国
三

十
三

観
音
霊
場
・
坂
東
三

十
三
所

・
秩
父
三
十
四
所

な
ど

の
札
所
（
こ

の
三
所
の
霊
場
で
百
ヶ
所
と
な
る
）
を
巡

拝
し
て
仏
神

の
加
護
利

益
を
い
た
だ
こ
う
と

す
る
風

は
江
戸
時
代
中
期

か
ら
末
期

に
か
け
て

盛
ん
に
行

わ
れ
た
。
当
地
方

に
も

上
伊
那
諏
訪

八
十
八

か
所
霊
場
が
設
け
ら
れ
、
久
保

の
観
音
堂
は
そ

の
第
三
四
番

で

あ
っ
た
。

仏

道
修
行

に
励
行
者

は
一
生

に
一
度

は
巡
礼

を
す

べ
し
と

の
考
え
も
あ

っ
て
、

巡
礼
姿

に
身

を
固

め
霊
場
を
巡
拝
し
て
祖
先

の
回
向
と
後
世
安
楽
を
祈
念
し
、
無

図3 －23　延享五年廻国供養碑　大泉春日街道側

事
終
了
す
る
と
記
念
塔
を
建

て

た
。
西
国
や
坂
東
巡
礼
に
は
長
卜

年
月
も
か
か
り
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
の
で
身
近
な
所
に
霊
場
が
あ

れ
ば
多
く
の
人
が
念
願
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
願
い

で
で
き
た
の
が
北
殿
の
新
四
国
霊

場
や
上
伊
那
諏
訪
八
十
八
か
所
霊

場
で
あ
る
。
ま
た
南
殿
０
三
十
三

観
音
も
そ
う
し
た
願
い
に
よ
っ
て

で
き
た
も
の
で
あ
る
。

本
村
の
巡
拝
塔
の
古
い
も
の
で

は
大

泉
勝
光
寺

に
元
禄

コ

ー年
（

二
（

九
九
）
の
も

の
か
お

る
。
こ

れ
に
は
「
奉

拝

西
国

坂
東
秩
父
百
ヶ
所
　

二
世
安
楽
　

同
行
一
三
人
」
と
あ

る
。
次

に
春
日

道
ば

5 邱
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た
に
は
正

徳
二
年

二

七

二
一
）
の
「

道
奉

拝
西
国
秩
父

坂
東
百
ヶ
所
　

二
世

安
全

同
行
一
七
人
」
と
あ

る
。
信

心
深
い
人

だ
も
の
尊
い
心
が
し

の
ば
れ

る
。

そ

の
他
同
所

に
二
基
、
大
泉
第
二
公
民
館
の
傍
ら

に
延
享
五
年

二

七
四
八
）
の

廻
国
供
養
塔
一
基
、
久
保

に
一
基
、
北
殿
松
林
寺
裏
に
三
基
、
會
田
家
の
墓
地
に

は
明
和
四
年

二

七
六
七
）
同
行
四
人
の
も
の
が
あ
り
新
四
国
霊
場
に
も
あ

る
。

1
9
　大
乗
妙
典
六
十
六
部
供

養

久
保
庚
申
塚
に
一
基
あ
る
。
六
十
六
部
（
略
し
て
六
部
）
は
釈
迦
滅
後
弥
勒
菩
薩

が
こ
の
世
に
下

生
す
る
ま
で
大
乗
妙
典
（
法
華
経
）
を
保
存
す
る
目
的
で
、
六
十
六

霊
場
に
納

め
て
回
っ
た
記
念
の
造
塔
で
あ
る
。

北
殿
松
林
寺
裏
に
「

千
部
供
養
碑
」
か

お
る
。
そ
の
他

谷
部
落
の
個
人
の
墓
地

に
、
大
乗
妙
典
一
千
部
ま
た

ぱ
二

千
部
、
三

千
部
供
養
塔
を
た
ま
た

ま

見

か

け

る
。
南
殿
清
水
家
の
墓
地
に
は
「

経
王
三

千
部
塔
」

が
あ
る
。
経
王

は
仏
典
中
最

も
勝
れ
た
経
で
法
華
経
・
大
般
若
経
・
最
勝
王
経
等
を
指
す
。

2
0
　摂

待

供

養

久
保
庚
申
塚
に
一

基
、
ｍ

畑
公
民

館
東

に
明

和
二
年

の
も
の
一
基

が
あ

る
。
こ

れ
は
廻
国
巡
礼

者
に
湯

茶
、

宿
泊
、

草
鮭
等
を
供
養
し
た
記

念
塔
で
あ

る
。

北
殿
松
林
寺
裏

に
墜

孕
保
二
年

二

七
一
七
）
の
銘
が
あ

る
「

六
十

六
部
宿
供
養

塔
」
が
あ

る
。

田
畑
け

し
じ
庚
申
塚

に
一
基
、
大
泉
勝
光
寺

に
も
あ

る
。

2
1
宝

飯

印

塔

宝

鏡
印
陀
羅
尼
経

に
基

づ
く
塔
で
、
そ
の
経
を
納

め
、
あ

る
い
は
塔
身

に
刻
む

の
が
本
来
で
あ

る
が
、
墓

碑
と
し
て
造
立
す

る
場
合
も
あ

る
。
本
村

に
は
墓
碑
と

し
て

た
く
さ

ん
建
立
さ
れ
て
い

る
。

2
2
　題
　

目
　
塔

田
畑
け
い
じ
の
庚
申
塚
の
道
を
距
て
た
西
に
「

南
無
妙
法
蓮
華

経
」

の
文
字
碑

が

立
っ
て
い

る
。
題
目
塔
は
本
村

に
は
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
泉
墓
地
に
二

基
新
し

卜
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。

2
3
　卵
　
　

塔
（
無
縫
塔
）

久
保
西
念
寺
、
北
殿
松
林
寺
、
南
殿
地
蔵
庵
址
、
大

泉
勝
光
寺
等
に
卵
型

の
墓

石
が
あ
る
。
こ
れ
は
僧
尼
の
墓
碑
で
あ
る
。
個
人
の
墓
地
に
も
た
ま
た
ま
見

か
け

る
。2

4
　万
　

霊
　

塔

こ
の
世
に
生
命
あ
る
す
べ
て
の
も
の
の
霊
を
安
ら
か
に
す
る
た
め
に
造
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

往
生
で
き

な
い
幽
霊

が
加
え

る
危
害

を
防
ぐ

た
め
に
も

建

て
る
。

三

界
万

霊
塔
の
文
字

碑
が
寺
や

墓
地

に
造

立
さ
れ
て
い

る
。
三
界
と

は
一
切
衆

生
の
生
死

輪
廻
す
る
三

種
の
世
界
即

ち
欲
界

・
色
界

・
無
色
界

會
言
い
、
ま

た
、

「
子

悠

二
界

の
首

か
せ
」
と
い
う
と
き

は
過
去
・
現
在
・
未
来
を
意
味
す

る
。
南

殿

の
墓
地

に
二
界
万
霊
塔
を
見

た
。
珍
し
い
碑
で
あ

る
。

2
5
　修
　

験
　

道

神
子
柴

に
は
も
と
金
剛
院
が
あ

っ
た

。
こ
の
委
し

卜
こ
と
は
別
に
述
べ
る
。

修
験
道
は
奈
良
時
代
に
役
小
角
の
開
創
に
な
る
山
岳
呪

術
信
仰
で
あ
る
。
小

角

は
役
の

行

者

と
か
、
役

の
優
婆
塞
と
呼
ば

れ
、
大
和
葛
城
山
で
苦
行
修

道

し
、

吉
野
の
金
峰
山
、
大
峯
山
等
を
開
い
た
。
そ

の
徒
を
修
験
者
又

は
山
伏
と

称
し
、

山
中
に
入
っ
て
難
行
苦
行
を
重
ね
て
霊
力

を
身
に
つ
け
、
呪
文
祈

禧
を
し
、
庶
民

の
病
苦
を
救
う
こ
と
を
願

と
す
る
。
神
仏
調
和

を
唱
え
、
江
戸
時
代

に
は
随
分

勢

い
が
あ
っ
た
。
一

時
幕
府
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
た
こ
と

も
あ

っ
た
が
民

衆
の
信
仰

ぱ
な
か
な
か
衰
え

な
か
っ
た
。
明

治
維
新
後
神
仏
分
離

に
よ
っ
て
修
験
宗
と
い
う

仏
教
の
一

派
と
な
っ
た
。

こ
の
宗
は
役
優
婆
塞
を
本
尊
と
し
て
尊
崇
し
て

し

る
。
南
殿

の
龍
麟

閣
（
行
者
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堂
と
も
呼
ん
だ
）
は
当
地
の
修
験
者
の
道
場
で
、
木

像
の
本
尊
を
ま
つ

っ

て

あ

っ

た
。
（
現
在
村
郷
土
館
に
保
管
）

田
畑
公
民

館
東

の
庚
申
塚

と
神
子
柴
山
山
社

八
幡
社
合
殿

境
内

に
そ
の
石

像
が

残
っ
て
い
る
。
沢
尻
恩

徳
寺

に
は
行

者
三
体

が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

修
験
宗
は
本
山
派
と
当

山
派
の
二

派
に
分

か
れ
て

い
る
。
本
山
派
は
天

台
宗
に

属
し
京
都
の
聖
護
院
を
本
所

と
し
熊
野
を
修
行
の
場
と
し
、
当
山
派
は
真
言
宗
に

属
し
醍
醐
の
三

宝
院
を
本
所

と
し
て
大
峯
山
を
修
行
の
道
場
と
し
て
い

る
。

南
殿
の
龍
麟
閣
も
沢
尻
の
大
峯
講
も
当
山
派
に
属
し
て
い
た
。

以

上
の
調
査
に
当
た

っ
て
は
村
文
化
財
専
門
委
員
の
ご
協
力
を
得
た
が
石

仏
像

は
寺
や
庵
の
外
個
人
の
墓
地
、
路
傍

に
あ

っ
て
、
墓
石

に
囲
ま
れ
て
い

た
り

叢

に
隠

れ
た
り
し
て
い
て
目
の
届

か
な

し
も
の
が
な

お
幾
体

か
あ

る
と
思

わ
れ

る
。

石

像
文
化

財
と
し
て
優

れ
た
作
品
が

幾
体

か
お

る
。
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第
四
章
　
民

間

信

仰

第
一
節

概

説

大

は
生
ま
れ
る
と
、
誕

生
祝

い
か
ら
始
ま
っ
て
、
初
宮
詣
、

結
婚
式
等

々
を
経

験
し
て

葬
儀
、
法

事
に
い
た
る
ま
で

さ
ま
ざ
ま
の
通
過
儀
礼

を
行

う
。
お
正
月

か

ら
大

晦
日

の
年
と

り
に
い
た
る
年
中
行

事
や

農
業

に
伴

う
生
産
儀
礼
、
山
仕
事
や

鍛
冶
職

等
職

種
に
よ
っ
て
特
定

の
祖

神
を
ま
つ
る
祖
礼
信

仰
等

に
は
、
と

き
に
は

神
官
や

僧
侶
、

修
験
者
に
依
頼
し
て
祭
事
を
行
う
が
大
部
分

は
習
俗
的
で

純
粋
な

神
道
や
仏
教
と
も
直
接
の
教
理
関
係
を
持
た
な
い
信
仰
が
多
い
。

ま
た
、
日

の
吉
凶
、

夢
占

い
、
相

性
、

手
相
、
方

角
、
人
相
、
ま
じ
な
い
、
唱

免
ご
と
な
ど
の
俗
信
も
あ
る
。
さ
ら
に
庚
申
講
や
祝
殿
な
ど
小
集
団
で
す
る
信
仰

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
社
神
道
に
よ
る
村
（
現
在
は
区
）
０
鎮
守
神
へ
の
信
仰
や

特
定
の
創
始
者
、
教
理
体
系
、
教
団
組
織
を
も
っ
た
宗
教
と
も
区

別
さ
れ
る
信
仰

を
民
間
信
仰
と
い
う
。

民
間
信
仰
は
日
本
古
代
の
自
然
宗
教
の
上

に
次
々
に
大
陸
か
ら
受

け
入
れ
た
高

度
の
宗
教
を
習
合
さ
せ
、
変
質
さ
せ
つ
つ
生
き
た
現

実
と
し
て
現
代

に
ま
で

伝
承

説
　

さ
れ
て
い
る
も
の
で
既
成
宗
教
と
の
間

に
明
確
な
一

線
を
画

す
る
こ
と
の
困
難
の

も
の
が
多
い
。

概
　
　

民
間
信
仰
は
鎮
守
社
や
寺
院
そ
の
他
今
日
の
宗
教
法
人

法
に
認
め
ら
れ
た
宗
団

１９
　

宗
派
に
属
し
な
い
信
仰
で
あ
る
。
組
織
が
あ
る
に
し
て
も
そ
れ
は
き
わ
め
て
閉

鎖

第
　

的
で
狭
い
地
域
性
、
血
縁
性
を
帯
び
九
同

信
者
組
織
で
、

横
と
縦
の
系
統
的
組
織

を
持
た
な
い
。

ま
た
、
多
分
に
呪
術
宗
教
的
で
あ
り
、
生
活
的
功
利
性
の
も
の
で
あ
っ
て
、
日

常
的
な
大
小
の
危
機
解
決
の
手
段
と
し
て
の
自
然
的
宗
教
か
そ
の
や
や
発
達
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
古
い
民
族
信
仰
的
な
色
の
濃
い
も
の
、
仏
教

的
な
も

の
、
陰
陽
道
や
道
教
的
な
も
の
等
さ
ま
ざ
ま
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
い
ろ
い
ろ
に
複

合
・
習
合
し
た
も
の
が
多
い
。

そ
の
信
仰
は
個
人
的
な
も
の
、
同
族
間
の
も
の
、
部
落
だ
け
の
も
の
等
さ
ま
ざ

ま
で
特
殊
な
祈
願
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
中
に
は
迷
信
と
区
別
し

難
い
も
の
も
あ
る
。

こ
の
章
に
つ
い
て
は
村
文
化
財
専
門
委
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
願
っ
て
調
査
し

た
が
祝
殿
は
個
人
の
屋
敷
内
申
林
の
中
、
田
や
畑
の
畦
畔
に
あ
っ
て
目
の
届
か
な

い
も
の
か
お
り
洩
れ
た
も
の
が
多
少
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
昭
和
五
九
年
五
月
現

在
）

第

二

節
　

祝
　
　
　

殿

屋

敷
の
片
隅
や
、
田

冲
畑

の
畔
、
又

は
林

の
中

に
小
さ
な
木
造

か
石
造
の
祠

が

あ
り
、
い
わ
い
で
ん
と
称
し
て
、
ま
つ
ら
れ
て
い
る
神
仏
が
あ
る
。

次
の
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
村
内
に
は
Ｉ
〇
〇
を
超
え
る
祝
殿
か
お
る
。

二
戸
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
戸
数
で
共
同
で
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
本
家
と

分
家
に
よ
っ
て
同
族
結
合
意
識
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で
、
姓
を
同
じ
く
す
る
家
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々
に
よ
っ
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
本
来
は
総
本
家
の
戸
主
が
頭
屋
に
な
っ
て
同
族

が
集
ま
っ
て
共
に
祭
事
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
仲
間
を
マ
キ
と
か
屋
敷
内

と
称
し
て
、
冠
婚
葬
祭
に
連
帯
感
を
持
ち
墓
地
を
共
有
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
同
じ
村
内
の
同
姓
で
あ
っ
て
も
祝
殿
を
異
に
す
る
場
合
は
、
「
派
が
違
う
」

と
い
っ
て
祖
先
を
異
に
す
る
マ
キ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

各
戸
の
屋
敷
内
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
ぱ
そ
の
家
の
守
護
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ

表 ４－ １　村内祝殿数

計

三　 三　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 九 八 七 六 五 四 三 二 言一
四 ～ ○ ～ 八 七 六 五 四 三 二 一 〇　　　　　　　　　 戸 っ 戸

っだ
てけ

々　〃　々 　々 　々 　々 　々 　々 　々 　々 　々 　々 　〃　々 　々 　〃　々 　いで

る祝
数殿

を

一

一
一
一 一　　　　　 一　　 一　 三 二 五

久
保

一

一 二　　　　　　九
井塩

ノ
一
七

一
一　 一　　　 一　　　　　　 一　 一　 一　　 一 〇

北
殿

一
一
五

一
一　 一　 一 三 九

南
殿

一

一
一
一 一 一　　 一　 一 一　 一　 四 一　 一　　　 一 田

畑
一

七 一　　 一　　　　　 一　 四 二 一 三 二 二
柴 神

子

五 一 一 一　 一　　　　　 一
沢
尻

一
一 一　　　　 一

南
原

一
一

一 一 一 一 一　 一 二　　 一　 二 五 一 一 二 一 一
大
泉

一

一
一四

一　　　　 一　 四
一　 一　 二 二 三 一 一 三 三 一 一 四 三 八 二 八 三 九 〇 八

計

て
卜
る
も
の
で
あ
る
。

祭
神
は
本
来
は
祖
霊
神
で
、
一
族
の
安
寧
と
繁
栄
を
守
護
し
て
く
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
中
世
以
降
は
必
ず
し
も
祖
神
で
な
く
、
生
業
の
神
と
し
て
の
稲
荷
が
最

も
多
く
、
農
耕
の
鋤
鍬
を
鍛
え
る
こ
と
に
関
連
し
て
の
金
山
様
、
春
は
里
に
お
り

て
田
の
神
と
な
り
、
収
穫
か
す
れ
と
山
に
か
え
る
山
の
神
は
農
民
や
山
仕
事
を
す

る
人
の
安
全
を
守
る
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
職
業
を
守
り
、
ま

た
、
牛
頭
天
王
の
よ
う
に
疫
病
除
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
こ
め
て
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。

祝
神
は
神
祇
系
の
神
が
大
部
分
で
あ
る
。
古
く
は
神
仏
習
合
で
あ
っ
た
も
の
が

明
治
以
後
神
と
確
定
さ
れ
た
も
の
も
多
い
、
稲
荷
は
一
般
に
大
明
神
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
仏
教
家
は
こ
れ
を
ダ
キ
ュ
天
と
し
て
い
る
。
恩
徳
寺
の
稲
荷
は
こ
れ
で
あ

る
。現

在
の
祝
殿
の
祭
神
は
何
か
と
の
問
い
に
そ
の
当
主
が
、
何
神
だ
か
知
ら
ぬ
と

答
え
ら
れ
た
の
が
一
九
も
あ
っ
た
。
祝
殿
の
祭
神
の
調
査
結
果
は
表
４
１
２
の
よ

う
で
あ
る
。

祭
は
幟

を
立
て
、
神
官
を
招
き
、
酒
、
饌
米
、
塩
、
野
菜
、
魚
、
赤
飯
等
を

供
え
、
ま
た
神
号
の
掛
軸
な
ど
掛
け
て
、
農
作
や
職
業
の
発
展
一
族
の
安
寧
息
災

を
祈
願
し
、
そ
の
後
、
頭
屋
の
家
か
公
民
館
な
ど
に
集
ま
っ
て
会
食
す
る
の
が
一

般
で
あ
る
。

頭
屋
は
一
族
の
総
本
家
が
つ
と
め
る
の
が
古
く
か
ら
の
し
き
た
り
で
あ

っ
た

が
、
現
在
は
輪
番
で
こ
れ
を
つ
と
め
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

大
泉
部
落
に
は
米
の
粉
で
ね
り
餅
を
作
り
そ
れ
で
お
供
え
や
ま
ゆ
玉
を
作
っ
て

供
え
た
り
、
お
り
餅
を
紅
白
の
切
り
餅
に
し
て
供
え
る
祝
い
方
が
多
く
行
わ
れ
て

い
る
。

お
稲
荷
様
に
は
前
記
の
供
え
物
の
外
に
油
揚
、
豆
腐
、
甘
酒
を
供
え
る
家
も
多
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祝殿の祭神表4 －2

大 須 大 猿 埴 大 伊 地 八 諏 天 注 荒 三 穂 金 津 稲 大 夭 夭 牛

己 佐 山 田 安 国
豆　

幡
訪　 草　 峯 高

山 島
荷

山 狗 照 頭

之　　　　　 箱 主　 大　 王　 大 大　　 大
貴 男 咋 彦 姫 主 誓　 大 明　 詣　 明 明 彦 大 明 祇 大 大 天

一
命 命 命 命 命 神 嶋 神 神 神 神 神 神 神 神 命 神 神 神 神 神 王

］

三 一 六 二 一 四 二

一 二 三　 一 二

一 一 一 二　　 二　 五　　　 一

一 二 三 四　　　　 一　　 五　 九 一

三 一 一　　　　　　　　　 二　　 一　 三

一 一

一　　　　　　　　　 一 六　　 一

一

一　　 三　　　　　　 五　 一 一

久
保

塩

ノ
井

北
殿

南
殿

田
畑

神
千
柴

沢
尻

南
原

大
泉

不 稲 馬 地 弁 不 若 拾 上 ほ 河 治 山 蚕 金 天 八 昭 熊 御 豊 白
荷　　　　　　　　　　　 部 玉　 田　 工

余 頭 蔵　 動 宮 院 総
ぅ

内 神 埼 玉 比　　　　　 射 受 山
夕　　　 財　　　　　 モ　　　　　 羅 伯 子 天 野

ﾌﾞ:観 菩　 明 姫 若 権 ぅ 明 六
万

大
大　 大　　　 山 大 大

明
号

音 薩 天 王 宮 宮 現 神 神 神 神 神 神 様 神 神 社 様 神 神

］

一　　　　　　　　　　 一

四　　　　 一 一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

七　　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 三

一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

五　 一 二　　 一 一 一　 一 一 一 一 一 一 一

久
保

塩

ノ
井

北

殿

南
殿

田
畑

神
子
柴

沢
尻

南

原

大

泉

い
。
こ
れ
は
稲
荷
明

神
の
神
使
が
狐
で
あ

る
と
信
じ

ら
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
そ

の

奸
む
も
の
を
供
え
る
と
い
う
考
え
か
ら
で

あ
ろ
う
。

祝
殿
の
祭
典
は
春
初
午
の
日

が
多

か
っ
た
。
近
年

は
三
月

か
ら
四
月

に
か
け
て

気
侯
の
よ
い
時
令
、

秋
収
穫
が
終

わ
っ
て
そ

の
感
謝
の
祭
り
の
意
味
で

収
穫
物

を

供
え
て

祭
る
家
も
あ
る
。

ま
た
、

鎮
守
様

へ
初
も
う
で

を
し

た
り
、
子
供

の
お
宮

ま
い
り
の
帰

り
に
祝
殿

に
お
ま
い
り
す
る
こ

と
が

な
ら
わ
し

に
な
っ
て

い
る
家
も
あ

る
。

第
三

節

講

講
は
同
じ
信
仰
に
結
ば
れ
た
人
々
が
一
定
の
日
に
集
ま
っ
て
五
穀
豊
穣
、
災
難

除
け
、
厄
除
け
な
ど
祈
願
し
信
仰
の
高
揚
と
相
互
理
解
と
親
睦
を
深
め
飲
食
を
共

に
す
る
集
団
で
あ
る
。
講
に
は
Ｏ
日
本
民
族
の
原
始
信
仰
を
母
胎
と
し
、
こ
れ
に

仏
教
あ
る
い
は
陰
陽
道
の
思
想
が
習
合
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
、
Ｏ
講
中
の
家
ま
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第4 章　民 間信 仰

た
は
堂

に
集

っ
て
す

る
講
、
目
村
外

の
他
所

に
あ

る
寺
社
へ
参
拝
す

る
た

め
の
い

わ
ゆ
る
代
参
講
が
あ

る
。

ま

た
講

に
は
信
仰

に
よ

る
目
的

か
ら
派
生
し
て
、
あ

る
い
は
当
初
か
ら
信
仰
と

は
か
か
お
り
な
く
経
済
互
助
を
目
的
と
し
た
無
尽
講
も
あ

る
。

一
　

山

の

神

講

祭
神
は
大
山
祗
神
と
も
木
花
咲
耶
姫
と
も
、
天
狗
な
ど
と
も
い
か
れ
は
っ
き
り

し
な
い
。
本
村
の
山
の
神
に
つ
い
て
は
第
二
章
第
五
節
及
び
民
俗
篇
に
述
べ
た
。

こ
の
講
の
特
色
は
部
落
か
組
が
中
心
に
な
っ
て
行
う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
末
年
神

社
合
併
が
行
わ
れ
た
際
に
村
社
の
境
内
に
移
さ
れ
た
の
も
あ
る
が
多
く
は
も
と
の

地
に
あ
る
。

近
年
に
な
っ
て
開
拓
が
進
ん
で
一
般
に
持
山
が
な
く
な
っ
た
り
、
山
仕
事
に
よ

っ
て
生
計
を
立
て
る
家
が
す
く
な
く
な
っ
た
の
で
山
の
神
講
は
無
く
な
っ
た
。

二
　

塾

戸
又
は
数
人
で
集
ま
っ
て
す
る
講

Ｏ
　
庚
　
申
　
講

田
畑
の
旧
伊
那
街
道
旧
道
橋
の
南
五
〇
ｍ
の
道
路
わ
き
に
庚
申
塚
か
お
る
。
モ

の
中
に
「
安
永
五
丙
中
年
十
一
月
初
四
日
　
講
中
二
十
人
」
と
あ
る
「
青
面

金

剛
」
の
石
像
が
あ
る
。
こ
の
像
は
六
本
の
劈
に
そ
れ
ぞ
れ
武
器
を
持
ち
、
ア
マ
ノ

ジ
ャ
ク
と
い
う
邪
鬼
を
ふ
ま
え
た
形
相
恐
ろ
し
い
像
で
あ
る
。
こ
の
石
像
に
は
さ

ら
に
月
・
日
・
難
・
三
猿
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
青
面
金
剛
像
に
は
蛇
が
身
に
ま
と

い
つ
い
た
の
や
、
女
の
髪
を
つ
か
ん
で
提
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
田
畑
の
こ
の

像
は
だ
い
た
い
典
型
的
な
庚
申
像
で
あ
る
。
久
保
に
は
一
猿
、
北
殿
に
は
二
猿
、

大
泉
に
は
三
猿
の
像
が
あ
る
。

青
面
金
剛
は
庚
申
待
の
主
神
と
さ
れ
て
い
る
。
庚
申
講
仲
間
は
六
〇
日
に
一
回

図４－ １　大泉庚申講

ま

わ

っ
て

く

る

庚

申

の
夜

、

頭

屋

（
当
番

に
あ

た
っ
た
家
）
に
集

ま

り

、

青

面

金

剛

の
軸

を

か

け

て

、

般

若

心

経

な

ど

を

唱

え

、

そ

の

後

会

食

を

し

、

夜

ど

う

し

話

を

し

夜

明

け

を

待

っ
て

解

散

す

る

の

が

昔

の

庚

申

待

の

祭

り

の

仕

方

で

あ

っ

た

。

庚

申

信

仰

は

中

国

の

思

想

か

ら

来

て

い

る

。

庚

申

の

夜

は

人

の

体

内

に

い

る

と

い

わ

れ

る

三

戸
虫

が

眠

っ
て

い

る

間

に

体
内

か

ら

抜

け

出

し

て
天

帝

に

そ

の

罪

状

を

告

げ

に

行

き

、

そ

の

大

の

寿

命

を

縮

め

る

と

い

う

。

だ

か

ら

そ

の

夜

は

眠

ら

ず

に

一

晩
中

起

き

て

し

て
三

戸

虫

が

抜

け

出

す

の

を

防

が

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

の

で

講

を
作

っ

て

集

ま

っ

て
読

経
し

た

り
談

話

を

し

て

夜

を

明

か

す

の

で

あ

る

。

「

話

は

庚
申

の
夜

に
」

と

い

う

こ
と

ば

が

あ

る

よ

う

に

そ

の

夜

は
世

間

話

も

す

る
が

主
と

し

て

農

事

の
話

を
す

る

の
で

あ

る

。
し

た

が

っ

て

こ

の
仲

間

は
自

然

に

懇

親

の
情

が

深

ま

り
、

ま

た
隣

保

互

助

の
結

び
つ

き

が
強

く

な

る

。

田
畑

の

庚
申

講

の
帳

面

に

は
次

の

よ
う

に
あ

る

。

「

仲
間
談
事
の
上
不
幸
の
節
早

々
に
立
ち
寄

り
申

す
可

く
候

。
も

つ
と
も
穴
掘
等

の
節
も

連
中
不
参
な
く
ま
か
り
出
づ
べ
く
候
」
（
文
化

二
年
改

め
）
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講第３節

庚
申
仲
間
の
こ
と
を
ま
た
「
穴
掘
り
仲
間
」
な
ど
と
も
い
っ
た
。
大
泉
に
は
現

在
（
昭
和
五
九
年
）
六
戸
～
九
戸
で
結
ぶ
講
が
二
五
組
あ
る
。
普
通
月
々
集
ま
っ

て
般
若
心
経
を
唱
え
談
話
を
し
、
年
の
暮
の
講
の
と
き
は
翌
年
の
月
番
を
抽
選
で

決
め
る
講
が
多
い
。
さ
ら
に
ま
た
年
に
一
回
一
泊
の
懇
親
旅
行
を
し
た
り
、
家
々

を
回
ら
ず
大
芝
荘
な
ど
へ
出
合
っ
て
す
る
講
仲
間
も
あ
る
。

庚
申
待
の
習
俗
は
平
安
時
代
貴
族
の
間
に
始
ま
り
、
室
町
時
代
か
ら
し
だ
い
に

一
般
庶
民
の
間
に
広
ま
っ
た
。
六
〇
年
に
一
度
回
っ
て
来
る
庚
申
年
に
は
講
中
で

碑
を
建
て
祭
り
を
行
っ
た
。
本
村
で
最
も
古
い
の
は
北
殿
の
延
宝
八
年
（
二
（
八

〇
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
板
碑
で
同
行
一
五
人
と
あ
る
。
講
仲
間
一
五
人
で

あ
っ
た
ろ
う
。

初
め
庚
申
信
仰
に
は
本
尊
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
祈
願
供
養
す
る
人

の
立
場
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
如
来
、
大
日
如
来
、
地
蔵
菩
薩
等
が
主
仏
と
さ
れ
、

造
塔
の
場
合
は
庚
申
供
養
塔
に
彫
ら
れ
た
。
元
禄
時
代
か
ら
神
道
で
は

猿
田
彦

命
、
仏
教
で
は
青
面
金
剛
を
本
尊
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
後
者
が
一
般
化
し
た
。

青
面
金
剛
は
、
病
魔
を
払
い
除
く
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
、
さ

ら
に
福
の
神
、
農
耕
の
神
、
厄
除
の
神
と
し
て
、
よ
り
一
般
的
な
現
世
利
益
の
祈

り
を
こ
め
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
造
塔
す
る
こ
と
も
講
の
祈
願

に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
庚
申
の
年
に
限
ら
ず
他
の
干
支
の
年
の
場
合
も
あ
っ
た
。

建
て
る
の
も
講
中
だ
け
に
限
ら
ず
村
中
が
協
力
し
て
建
て
る
こ
と
が
多
く
、
個
人

だ
け
で
建
て
る
場
合
も
あ
っ
た
。
大
泉
の
「
み
ど
り
や
」
の
庭
や
南
原
の
根
橋
家

の
庭
に
あ
る
の
は
個
人
建
立
の
も
の
で
あ
る
。

庚
申
塔
に
は
日
月
、
猿
、
難
等
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
日
、
月

は
日
待
、
月
待
の
信
仰
と
庚
申
信
仰
が
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
猿
に
つ
い
て

は
、
猿
を
使
い
と
す
る
山
王
権
現
が
庚
申
の
主
神
と
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
庚
申
０
申

と
猿
と
を
結
び
つ
け

た
も

の
と
言

わ
れ
る
。

は
じ

め
は
一
猿
（
久

保
の
は
こ
れ
）
二

猿
（
北
殿
の
は
こ
れ
）
を
伴

っ
て
い
た
が
、
や
が
て
三
猿
を
伴
う
よ

う
に
た

っ
た
。
「

善
き
こ
と

は
見
て
も
聞
き
て
も
悪
し
き
こ
と
、
見
ざ

る
聞
か
ぎ

田畑北 割青面金剛像

図　４－２　青 面 金 剛

奉供養青面金剛碑

宝永八年二月吉祥目大泉村中
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図 ４－ ３　庚申曳き　 大正九年北殿区民は総 出で庚甲塔を

曳いた（有賀実提供）

る
言
わ
ざ
る
ぞ
よ
ぎ
」

と
い
う
大

生
訓
と
結
び
つ
け
て
、
人
の
悪
は

見
ざ
る
で
目
を
ふ
さ
ぎ
、
人
の
非

は
聞
か
ざ
る
で
耳
を
ふ
さ
ぎ
、
大

の

過

は
言
わ
ざ
る
で
口
を
ふ
さ

ぐ
姿
が
彫
ら
れ
る
よ

う

に

な

っ

た
。
田
畑
、
大

泉
の
塔

に
は
こ

の

三

猿
が
そ

ろ
っ
て
い

る
。

鶏

に
つ
い
て

は
、
鶏

が
天
の
岩

戸

の
昔

か
ら
時

を
告
げ

た
り
、
占

い
な
ど
の
と
き
神
聖
視
さ
れ
た
ほ

か
、
庚
申
待
が
夜
明
け
を
告
げ

る

鴉
が
鳴
く
ま
で
と
い
う
こ
と
で
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
た
と
卜
わ
れ
て
い
る
。

庚
申
の
像
塔
一
基
の
中
に
神
・
道
・
仏
等
習
合
し
た
信
仰
形
態
を
如
実

に
見

表
４－
３
　
庚
　
申
　
塔

る
。庚

申
塔
は
庚
申
年
建

立
が
大

部
分
で
あ

る
が
、
表
４
１

３
で
見

ら
れ
る
よ
う

に

庚
中

年
で
な
い
年
の
も
あ
る
。
そ

の
前
年

か
、
そ

の
年

に
大
き

な
天
災

か
、
部
落

の
人

た
ち
に
と
っ
て
大

事
件
の
あ

っ
た
年

の
建

立
の
よ
う
で
あ

る
。
ち
な
み

に
享

保
一
七
年

二

七
三
二
）
に
は
享
保

の
大
飢
饉
と
い

わ
れ

る
ほ
ど
の
飢
饉
年
で
あ

っ

た
。
正

徳
五
年

二

七
一
五
）
に
は
正
徳
未
の
大
満
水
と
い

わ
れ

る
水
害
が
あ

っ
て

翌

六
年
の
建
立

か
お

る
。
正
徳
二
年

二

七
コ

ー）
に
は
木
曽
助
郷
が
課
せ
ら
れ
た

年
で
あ

る
。
宝
永
五
年

二

七
〇
八
）
は
前
年
富
士
山
が
大
噴
火
を
し
た
年
で
明
和

四
年

二

七
六
七
）
は
前
年
大
水
害
が
あ

っ
た
。
元

文
二

年
（
一
七
三
七
）
は
前
年
大

風
害
が
あ

っ
て
木
下

陣
屋
ま
で
倒
壊
し
た
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
庚
申
塔
を
建

て
祭
り
を
行
う
の
は
世
直
し
の
意
義
が
あ
っ
た
。

昭
和
五
五

年
の
庚
申
年
に
は
ど
の
区

で
も
塔
を
建

立
し
区

を
あ
げ
て

祭
り
を
行

っ
た

。

享

保
一一一

八七二

壬 丁
子　未

丑

一
几文

五二

－
丁

庚巳

申
口

正

徳

六二
丙壬
申辰

宝
永

八五
辛戊
卯子

延
宝
八

八
庚
申
Ｊ

一 文
字 久

保
一 像

一
文
字 塩

ノ
井像

一 一 文
字 北

殿
一 像

一 一
文
字 南

殿像

一 一 一 一 文
字 田

畑像

文
字 神

子
柴像

文
字 沢

尻像

文
字 南

原

文
字 大

芝

一
文
字 大

泉
一 像

文
字 北

原
像

文

字
像

中

込

一一 一 五一 一一 一 一 一
計
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第３節　　講

合

計

年
代

不
明

昭

和

五

五

八庚

中

心

大

正

九

八庚

申

心

安

政

七

八庚

中
口

寛

政

一
一一

八庚

申
Ｊ

安
永
五
丙
申

明

和

四 元

丁 甲

亥 中

宝
暦

九
己
卯

四 一 一 一

一一 一

五 一 一 一 一

ぶノ ヘ 一 一 一 一

一

ｉ
．

ノ ヘ 一 一 一 一

一

一 一 一 一一 一 一 一

一 一

五 一 一 一 一 一

四 一一 一 一

一一 一一

一 一

ｌ
．

／ へ 一 一 一 一 一

一一 一

五
六 ｔ

．

ノヘ

一
一 八 七 七 一 一 一

○
　

甲
　

子
　

講

庚
申
塚
に
は
た
い
が
い
の
部
落
に
「

甲
子
」

塔
が
あ
る
。
甲
子
講
仲
間
が
建

て

た
も
の
と
、
村
（
区
）

中
で
建

て
た
も
の
か
お
る
。

甲
子

信
仰
は
甲
子

の
晩
講
仲
閃
か
集
ま
っ
て
飲
食
を
共
に
し
、
談
笑
の
う
ち
に

図 ４－ ４　 沢尻の甲子塔と久保の甲子塔建立（木下

栄撮影）

過

ご
す
こ
と
は
庚
申
待
と
似
て
い

る
。
甲
子
は
福
の
神
的
性
格
を
持
ち
こ
れ
を
ま

つ

る
と
金
が
た
ま

る
と
信
じ
ら
れ
、
無
尽
講
の
よ
う
な
金
銭
相
互
扶
助
の
役
割
も

果
た
し
て
い
る
講
が
見
ら
れ
る
。

田
畑
に
は
今
も
甲
子

講
が
あ
る
。

甲
子

の
祭
神
は
大
黒
天

で
あ
る
。
大
黒
天

は
仏
教
で
三

宝
を
愛
し
、
五

衆
を
護

り
、
飲
食
を
充
た
し
て
く
れ
る
厨
房

の
神
で
、
一
切

の
貧
窮
の
衆
生
に
大

福
徳
を

与
え

る
と
と
も
に
、
戦
闘

の
神
で
も
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
一

般
に
は
七

福

神
の
一
と
さ
れ
て
い
る
。
一
説
に
は
大
国
主
命
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
そ

れ
は

大
黒
が
大
国

に
音
が
通
じ

る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
両

者
が
習
合
し
た
信
仰
に
な
っ
た

た

め
で
あ
ろ
う
。

甲
子
の
夜
大
黒
天

を
ま
つ

る
の

ぱ
、
こ
の
神
が
子

の
方
（
北
方
）
に
住
す
る
神
だ

か
ら
で
あ

る
。
子
（
ネ
ズ
ミ
）
を
使
い
と
す
る
の
は
大
国
主
の
神
が
父
ス

サ
ナ
オ
ノ

ミ

＝
卜
に
よ

っ
て
室

に
投
じ
ら
れ
た
と
き
、
ネ

ズ
ミ
が
来
て
、
そ
の
し
ば
ら
れ
た

繩
を
朧
い
切
っ
て
助
け
た
故
事
に
よ
る
と
も
、
ま
た
、
大
黒
神
は
ネ
ズ
ミ
を
七
害

さ
そ
な
い
よ
う
手
な
づ
け
て
家
来
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
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第4 章　民 間 信 仰

こ
れ
ら
の
因
縁
が
生
ま
れ
た
の
は
室
町
時
代
以
降
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
夷
（
え
び

す
）
と
合
わ
せ
て
福
徳
の
神
と
い
え
ば
「
え
び
す
だ
い
こ
く
」
と
民
間
に
信
仰
さ

れ
て
い
る
。

え
び
す
講
は
現
今
専
ら
商
業
政
策
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
元
来
は
甲
子
待
信

仰
で
あ
っ
た
。

表
４－
４
　
甲
　
子
　
塔

元
治
元
年
甲
子

大
正
一
三
年
甲
子

昭
和
五
九
年
甲
子

年
代
不
明

久
　

保一一

塩
ノ
井一

～

一

北

殿
一一

一

南

殿一
一

一

田

畑一
一

㈲
　

日
待

・
月
待

の
講

待
（
ま
ち
）
は
古
語
で
、

お
側

に
い

る
と
い
う
意
で
あ

っ
た
が
特
定
の
日

に
人

々

が
集
ま
っ
て
忌
み
こ
も
っ
て

二
代
を
明
か
す
祭
り
を
言
う
。
心
身
を
清
浄
に
し
、

邪
念
を
去
り
、
お
こ
も
り
を
す
れ
ば
幸
福
が
授
け
ら
れ

る
と
い
う
日
本
固
有
の
信

仰

に
基
づ
く
も
の
で
、
普
通
講
仲
間
が
頭
屋

か
お
堂
な
ど

に
集

ま
っ
て
、
読
経
、

御
詠
歌
、
拝
礼
な
ど
を
行
い
さ
ら

に
飲
食
を
共

に
し
な
が
ら
談
笑
し
、
月

の
出

か

日
の
出
を
待

っ
て
そ
れ
を
拝
し
て

お
開
き

に
す

る
。
無
病
・
息
災
・
病
気
平
癒
や

安
産

の
願

が
け

な
ど
す
る
。

二
十
二
夜

塔
や
二
十
三
夜

塔
は
講
の
十
年
目

か
百

回
目
な
ど
の
記

念
に
建
て

た

も
の
で
あ
る
。

二

夜
様
へ
の
願

が
け
は
一

生
に
一

度
し
か
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
大
病
な
ど
の

と
き
「

何
年
の
男
（

女
）

の
病
気
を
な
お
し
て
下

さ
れ
ば
必
ず
お
礼
に
お
立
待
を

い
た
し
ま
す
」
と
願
が
け
を
す
る
と
翌
年
講
中
や
親
類
縁
者
を
た
の
み
奇
数
の
人

神
子
柴一

当
村
の
甲
子
塔
は
江

戸
末
期
以

後
の
も
の
で

庚
申

塔
に
く

ら
べ
る
と
時
代
も
新

し
く
数
も
少
な
い
。
（

表
４
１

４
）

昭

和
五

九
年
甲
子
年

に
は
久
保
、

塩
ノ
井
、
北
殿
、
南
殿
、
田
畑
、
神
子
柴

、

大
泉
の
各
区

で
は
甲
子

塔
を
建

立
し
、
祭
事
は
、
甲
子

生
ま
れ
の
人

た
ち
が
中

心

に
な
り
あ
る
い
は
区

役
員
が
中
心
に
な
っ
て
執
り
行
っ
た
。

沢

尻一一

南
　

原一

大
　

芝

大
　

泉
一

一

中

込

北

原

計
五九

一

一
　

〇
　

一
　
　
　

一
　

コ
　
　

ー
　
　

一
　

サ

一
　
　

一
　
　

一
　
　

一
　

〇
　
　

一
　
　

一
　

。
―

（
昭
和
五
九
△
○
現
在
）

で
お
立
待
を
し
た
。
お
立
待
ぱ
月
の
出
ま
で
坐
る
こ
と
か
く
長
時
間
待
つ
の
は
な

か
な
か
の
苦
行
で
あ
っ
た
。

二
十
二
夜
、
二
十
三
夜
塔
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
、
個
人
で
祈
願
す
る
も
の
が
多

く
な
っ
た
。

久
保
に
は
公
民
館
裏
に
「
二
十
三
夜
塔
」
「
二
十
三
夜
供
養
塔
」
の
二
基
と
庚

申
塚
に
「
二
十
二
夜
供
養
塔
」
一
基
。

塩
ノ
井
に
は
庚
申
塚
に
「
廿
二
夜
塔
」、
こ
れ
は
村
中
と
あ
る
が
世
話
人

は
若

者
中
と
あ
る
。
そ
れ
に
「
二
十
三
夜
燈
」
が
あ
り
二
基
と
も
嘉
永
元
年
（
一
八
四

八
）
造
立
で
あ
る
。

北
殿
に
は
庚
申
塚
と
「
内
城
」
南
の
貯
水
端
に
「
二
十
二
夜
塔
」
が
一

基
ず

つ
。南

殿
に
は
庚
申
塚
に
「
廿
二
夜
塔
」
一
基
。

田
畑
に
ぱ
げ
い
じ
庚
申
塚
に
「
廿
二
夜
待
供
養
」
と
「
廿
二

夜
供
養
」
の
二

5 届



第 ３節　　 講

基
大

泉
に
は
勝
光
寺

境
内

に
「
二
十
二
夜
塔
」
一
基

。

仏（大 泉）念大図4 －5

匈
　
念
仏
講
・
観

音

講
・
子
安
講
・
御

詠
歌
講

塩
ノ
井

に
あ

る
「
左
い

せ
」
を
示
す
道
標
に
「
寒
念

仏
供
養
」
と
あ
り
、
建
立
者

は
「
講
中
」
と
あ
る
。
念
仏

講
の
連
中
が
寒
中
三
〇
日
間

念
仏
を
唱
え
た
記
念
に
建
て

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
村
差
出
明
細

帳
に
は
村
々
に
、
観
音
堂
な

ど
の
堂
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
念
仏
講
、
観
音
講
、
御
詠
歌
講

を
そ
れ
ら
の
堂
に
集
ま
っ
て
な
し
た
で
あ
ろ
う
。

田
畑
の
婦
人
連
は
今
も
二
十
二
夜
様
の
日
に
集
ま
っ
て
僧
侶
の
法
話
を
聞
き
安

産
祈
願
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
子
安
講
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
泉
に
は
大
数
珠
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

久
保
の
婦
人
連
が
西
念
寺
に
集
ま
っ
て
念
仏
講
を
行
っ
た
。

三
　

代

参

す

る
講

村
外

の
他
所

に
あ

る
社
寺

に
つ
な
が

る
講
の
う

ち
最
も
数
多
い
の

は

秋

葉

諧

で
、
伊

勢
講
、
戸
隠
講
が
こ
れ

に
次
い
で
い

る
。
こ
れ
ら
の
講

は
村
（
現
在
の
区
）

単
位

に
と
り
ま
と

め
て
結

び
つ
け
る
仕
組
で
、
同
じ
社
寺
の
講
で
も
横
の
連
絡

は

な
い
。
講
の
行
事
で
は
参
詣
祈
願
が
中
心
で
あ
る
。

愛
知
県
津
島
神
社
所
蔵
文
書
中
に
次
の
記
録
か
お
る
。

「
と

り
の
と

し
、
慶
長
十
四
年
十
二
月

七
日

一
　

志

な
の
国
　

上
伊
那
み

の
わ
の
大

い
づ
み
村
衆
廿
二
人
　

御
参
宮

に
院

お
り
べ
殿
孫
三
郎
殿

（
以
下
二
〇
名

の
名
が
連
記
し
て
あ

る
が
略
す
）
」

（
『
信
濃
史
料
』
）

こ
れ
は
お
そ
ら
く
大
泉
の
講
中
が
同
神
社
に
参
詣
し
た
記
録
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
遠
方
の
社
寺
へ
毎
年
全
員
が
参
加
す
る
こ
と
は
無
理
な
の
で
、
講
員
が
輪

番
で
代
表
と
し
て
参
詣
す
る
。
そ
の
費
用
は
全
員
の
負
担
と
し
、
講
金
と
い
っ
て

一
定
の
割
当
額
を
均
等
に
出
し
合
い
、
社
寺
へ
の
納
金
と
旅
費
を
支
弁
し
、
護
符

を
頷
け
合
う
仕
組
み
を
と
る
。
こ
う
し
た
代
参
制
は
信
仰
心
を
満
た
す
ば
か
り
で

な
く
、
旅
に
出
て
世
間
を
知
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
途
中
の
作
物
の
良
い

図 ４－ ６　 伊勢講風景（大泉）こ の伊勢講は11月30日の夜

ときまっている　150 回の記録が残っている

の
を
見
る
と
種
を
お
け
て
も
ら
っ

て
来
て
郷
土
の
作
物
の
品
種
改
良

に
役
立
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

代
参
人
が
帰
っ
て
来
る
と
、
久

保
の
金
毘
羅
や
伊
勢
講
の
よ
う
に

講
員
一
同
鎮
守
様
の
舞
台
に
集
ま

っ
て
神
酒
を
頂
き
合
い
な
が
ら
旅

の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
旅
の
話
を

聞
き
、
神
札
を
頷
け
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
た
。
ま
た
と
き
に
は
参

拝
し
た
社
寺
の
分
霊
を
勧
請
し
て

小
祠
や
石
碑
を
建

て
た
り
、
神
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に収

果

ｆ
に乍
4
'
４

‐
　

。

侈

部

籾
ｙ

れ
み

恥

刄
１

気

早

に大

彫

令

ご

７

丿

漆
ヤ
；

ぐ
ぼ
４

泰

斗

ふ
鴇
ｐ

吟
卵
卜
廓

伴
奏

学

才

ぷ
ぷ
二
４
ｙ
ｙ

カ
。λ
ぺ
で

九

わ
ふ

に乃
知

冷
・
矛
宏

Ｆ

七

舅

名

戸

片

ガ
オ
オ

士

但
い

ゲ
芝

曇
１

さ
み

プ

但

ど

万

そ

ｔヽ

にＪ
’を

万

片

ッ
Ｃ

ぞ

参

店
侈

尾

よ

祐

け
今

、町
ｑ

Ｔ

頒
糸
ブ

‘’侈
に
お

呵

で

置

丿
卜
即
ｙ
ｔ

イ

罷

邨
紅

斑

丿分

沁

轄

ぞ

か

ぶ

れ

φ

濁

岬
バ

ヲ

丿

多

化

そ

参

９

祐
μ

ほ

Ｉ

伊
諭
峰
ふ

苓
要
汁

講金借用証文図4 －7

像
・
神
号
を
受

け
て

直
接
礼

拝
の

対

象
に
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

代

参
制
で
は
参
詣

祈
願

の
費
用

を
共
同

で
負
担
す
る
こ
と
が
大
問

題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
積
立
金
を

し
て
資
金
を
作
っ
て
お
い
て
そ
れ

を
借
り
て
出
か
け
る

こ

と

も

あ

り
、
大
泉
の
伊
勢
講
、
田
畑
の
成

田
講
、
神
子
柴

の
庚
申
講
、
沢
尻

の
三
峰

講
な
ど
は
水
田

を
共
同

で

耕
作
し
、
そ

の
収
益
金
を
も
っ
て

講
費
に
当
て

る
講
も
あ
っ
た
。

こ

の

よ

う

に

し

て

資

金

が

た

ま

る

と
、

そ

れ

を
互

助

共

済

の

資

金

に

し

て

融
通

す

る

講

も

で

き

た

。

次

に

揚

げ

る

の

は

そ

の

一

例

で

あ

る

。

借
用

申

す

金
子

の

事

一
伊
勢
秋
葉
代
参

金
文
金
に
て
金
壱
両

六
分

九
厘
也

。

要
用

に
付

き
借
用

申
所

実
正
也

。
こ
の
書
人
を
な
す
。

我

等
持
分
垣
外
南
切
壱

人
半

ふ
み
、
東

は
染
吉
分
、
西

は
彦
次
郎
分
境

、

北

は

中

道

切

、
南
は
我

等
持
分
残

ら
ず
入
れ
置

き
申

し
候

。
利
足

の
義

は
壱
割
勘
定

を
以
て
年

々

霜
月

朔
日

、
き
っ
と
差

上
中

す
べ
く
笑
。
萬
一
利
銀
差
し
滞

り
申

し
矣
（

バ
右
質
地
質

流
れ
に
御

請
取

り
な
さ
れ
、
御
仲
間

衆
中
御

心
優

に
御
支
配

成
さ
る
べ
く
矣

。
其
節
相

地
、
親
類
脇
よ
り
少

し
も
構

い
御

座
な
く
、
念
の
為

め
よ
っ
て
件

の
如

し

文
化

三
丙
寅
十
一

月

伊
勢
講
御
仲
間
衆
中

か
り
主

半
三
郎
図

相
地
受

人彦
治
郎
⑩

注

１
　

壱
人
半

ふ
み
Ｉ

一
人

ぶ
み

は
一
人
で
耕
や
せ

る
面

積
で
畑
約
四
～
六
畝
で

あ

る
。
面
積
、
地
味
の
よ
し
あ
し
で
広
さ
が
違

っ
た
。

２
　

相

地
　
　
　
　
　

一
定

の
共
有
地

を
耕
作
す

る
同
族
。

（
中
宿
文
書
）

次

に
掲

げ

る
の

は
田

畑

秋

葉

講

の

代

参

人

が

秋

葉

寺

へ

初

穂

料

を

納

め
た

領

収

書

で

火

防

札

六
〇

枚

を

頂

い

て

来

た
も

の

で

あ

る
。

図４－ ８　初尾 料領収書(田畑)

火
防

六
十
枚

御
　

初
　

尾
　
　

青
銅
四
十
疋

右
神
納
致
し
候
。
則
も

神
前
に
お
い
て
御
祈
祷
執
行
の

御
札
こ
れ
を
遣
し
婉
以
上

文
政
四
年

巳
正

月
吉
日
　

秋
葉
寺

役
寮

匠

図 ４～ ９　 秋葉 講燈罷（田畑）

（
田
畑
秋
葉
講
文
書
）

初

尾

は

初

穂

の

こ

と

で

室

町

・
江

戸

時
代
に
は
（

ツ
オ
と
発

音
し
た
の
で

初

尾
と
も
書
い
た
。
初
穂
は
そ

の
年
最

初

に
収
穫
し
た
穀
物
を
神
仏
に
捧
げ
る
も

の
で
穀
物
の
代
わ
り
に
金
銭
・
米
穀
・

食
物
・
酒
な
ど
も
初
穂
と
い
っ
た
。
青

銅
四
十
疋
納
め
て
火
防
札
六
〇

枚
を
頂
戴
し
た
の
で

あ
る
。

ま
た
講
に
よ
っ
て
は
神
灯

寵
を
回
し
て

夜
間

点
灯

す
る
こ

と
も
行

っ
た
。

右
の
写
真
は
田
畑
で
回
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
、が
、
こ

の
よ
う
に
し
て
い

る
の

は
多
く
の
部
落
に
現

在
な
お
見

ら
れ
る
。

5銘



第 ３節 講

田　　　　　　　南　　　　　　　　　　 北　　　 塩　　　　　　　　　　 久

ノ
畑　　　　　　 殿　　　　　　　　　 殿　　　 井　　　　　　　　　 保

部

落
９　８　　７　６　５　４　３　２　１　３　　　 ２　　１　７　６　５　４　３　２　１　３　２　１　７　６　５　４　３　２　１

同 伊 坊 秋 同 同 同 同 同 秋 御　　 戸　 秋　 同 同 庚 戸 三 秋 三 伊 秋 同 同 庚 金 同 伊 秋
勢 講葉　　　　　　 葉 嶽　　 隠　 葉　　　　 申 隠 峯 葉 峯 勢 葉　　　 中 毘　 勢 葉

講　 三　　　　　　　 々 々　　 〃　 々　　 ３ ２　１ ク 々 々 々 々 〃　　　 〃 羅　　 々 講
尺 ６ ５ ４ ３ ２ １　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３ ２ １ 〃

講

名

一　　 一 一 一 二 二 一 一　　　　　 区　　　　　 三 同 区　　　　　　　 五 堀 五 区

一　　 一 七 四 〇 二 一 一　　　　　 全　　 ｜ 六 六 〇　 全　　　　 ｜　｜ 四 〇 一 〇 全
戸　　　　　　　 戸　　　　　　　　　 族 戸 戸

講
中

全　　　　　　　　　　　　　　　 以Ξ　　　　　　 二 二 五 五 五 ｜　｜　｜ 二 三 二 二
員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 上人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人

人代
参

明 元　 寛 大 同 大 々 文 寛 大　　　　 嘉　　　　　　 元 寛 明 大 明　　　　 明 昭 同 朗
治 治　 政 正　 正 一 政 政 正　　　　 永　　　　　　 治 政 治 正 治　　　　 治 和　 治

二 元　 一 一 年 三 二 六 十 年　　　　 二　　　　　　 元 七 五 一 四　　　　 初 五 年 元
二 年　 二 二　 々 々 年 二 間　　　　 年　　　　　　 〃 年 々 五 年　　　　 年 七　 年
年　　 々 年　　　　　 年　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　 年

開
始
年

々 昭　　　　　 昭
和　　　　　 和

四 四　　　　 一
〇 三　　　　 七

〃 年　　　　 年

解
消
年

１　　　　　　　　 先 ろ く大　 各　　　　 元 ぉ　 秋　　　　 を 香 猿

・　　　　　　　　　
達 かじ 正　 隣　　　　　 和 み　　 葉　　　　　 供　｀ 田

７　　　　　　　　 三 ら 年゚　 組　　　　 庚 く　　 神　　　　 え
ぉ 彦

灯　　　　　　　　 人 代昭間　 一　　　　 中 じ　 社　　　　 る 茶 命
寵　　　　　　　　　　 参和ぉ　 八　　　　 講 と　　 創　　　　　　 ｀ の
を　　　　　　　　　　　 一札　 以　　　　　　 神　 建　　　　　　 供 掛
回　　　　　　　　　　 ○ と　 上　　　　　 札　　　　　　　　 物 軸
す　　　　　　　　　　　 年ぉ　 代　　　　　　　　　　　　　　　　　 勺こ

こ み　 参　　　　　　　　　　　　　　　　 花 線

備

考

７　 ６

五
～

５　 ４　 ３

一一
三 八

ご

３　 ２

-

２

々

Ｉ

大 沢

5 印

表
４
－

５
　
　

講

１　 ５　 ４　 ３

々

あ五 大

泉
の
庚

申
講
は
昭

九
年
現

在
で
二
五

る
。

講

隠

々 々

２　 １

葉
講

勢

々

初
め
は
毎

り
、
後
に

回
頭
屋

に
集は月
っ一十

て年六
祭に 日
石一祭

一

八

８　 ７　 ６

庚 同

中

々

２

一 一

一 〇

明去出

に雲
講

・
御
嶽
講

が
過

あ
っ
た
が
現
在

不

そ
の
１

よ
り
分

派

５

一
一
四

４

一同

３

一同

２

々

Ｉ２３

一
一一

七

四

々

四
人

三
五

四

人

１

葉
講
Ｉ

12 11 10

戸
隠

々

成
田

″

甲
子

″

一 五
七 一 六

神
札
を
と
り
よ
せ
る
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第
四
節
　
道
祖
神
信
仰

厄
年
に
な
っ
た
人
は
正
月
一
四
日
の
夜
、
道
祖
神
に
厄
落
と
し
の
参
詣
を

す

る
。
子
供
た
ち
は
門
松
や
し
め
飾
り
を
こ
の
前
で
焼
い
て
楽
し
む
。

ど
こ
の
部
落
に
も
辻
や
村
境
に
道
祖
神
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
道
祖
神
は
塞

の
神
、
幸
の
神
、
朧
の
神
又
は
道
陸
神
な
ど
と
呼
ば
れ
、
悪
い
病
気
な
ど
が
村
に

は
い
る
の
を
防
い
だ
り
、
旅
人
を
守
る
神
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
多
く
は
村
の
辻

今
村
境
に
祭
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
猿
田
彦
會
を
道
祖
神
と
し
て
祀
っ
て
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
こ
の
神
は
縁
結
び
の
神
、
子
授
け
の
神
、
い
ぼ
、
ほ
う
そ
う
、
お
こ
り
な

ど
の
難
病
を
な
お
し
た
り
厄
落
と
し
の
神
で
も
あ
り
庶
民
の
く
さ
ぐ
さ
の
願
い
ご

と
を
か
な
え
て
く
れ
る
神
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
村
中
で
碑
を
建
て
る
の
が
一
般

で
あ
っ
た
が
、
中
に
は
個
人
で
建
て
た
も
の
も
あ
る
。
（
表
４
１
６
）

道
祖
神
の
祭
り
や
厄
落
し
の
こ
と
は
民
俗
扁
に
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
。

庚
申
塔
が
道
祖
神
の
役
目
を
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

図 ４一 ９　猿田彦大神碑（久 保）

表
４
１

６
　

道
祖
神

ブバ でご迄 ほ 昌諾と

々　々 　ﾙnW 示 宍ﾚﾈ]iW 万年

道 道 大猿　　　　　　　 道
陸 祖　 田　　　　　 〃 祖
神 神 神彦　　　　　　　 神

一 一一 久
保

一一
井塩

ノ

一 一　　　　　　　 一
北
殿

一　　　　　　　　 一 南
殿

一　 一
田
畑

四　　　　　　 一 柴 神
子

沢尻

一 南
原

大
芝

四　　　 一
大

泉
中

込
北
原
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第
一
章

衣

生

活

Ｈ

一大あ

麻ｌ　衣

料

木

綿

が

一

般

に
普

及

さ

れ

る
以

前

は
、

大

麻

が

全

国

を
通

じ

て

栽

培

さ

れ

て

い

た

。

大

麻

の
こ

と

を

一

般

に
「

麻

」

と

い

っ
た

。

大

麻

の
栽

培

は

種

ま

き

か

ら

糸

を

取

り

布

に

織

っ
て

衣

服

に

仕

立

て

る
ま

で

自

家

で

自

作

し

、

し

か

も

大

部

分

が

女

の

仕

事

で

あ

っ
た

。

大

麻

畑

は

家

に

近

い

一

番

よ

い

畑

を

あ

て

て

い

た

。

年

貢

も

あ

さ

畑

は

上

田

な
み

に
と

ら

れ

た

。

田

畑

「

も

ん

や
」

の

「

年

々
取

稼

覚
」

に

よ

る

と
、

宝

永
元

年

二

七
〇
四
）
の

項

に
、

次

の

よ

う

に
記

さ

れ
て

い

る

。

「
麻
蒔
　
　

彼
岸
終

り
三
月
七
日
里
畑
に
、
彼
岸
終

っ
て
三
月
十
三
日
に
原
畑
へ
、
二
升

七
合
ま
く
。

麻
こ
き
　

六
月
晦
日
　

四
拾
七
わ
　
　

里
畑

七
月
二
日
　
　

拾
三
石
　
　

原
畑
　
　

」

根

こ

ぎ

に

し

て

き

た

大

麻

は

、

葉

を

と

っ
て

雨

に

あ

て

な

い

よ

う

に

（
雨

に

あ

て
る
と
星
が
で
る
）
数

日
天

日

に

干

し

、
蒸

す

か

川

に

浸

し

て

皮

を

む

く
、

そ

の

皮

の

表

皮

を

除

く

麻

掻

き

を

し

て
、

さ

ら

に

雪

に

さ

ら

し

て

白

く

し

、

も

ん

で
柔

ら

か

に

し

た

。

こ

の
柔

ら

か

に

な

っ

た
麻

を

細

か

に
裂

き
、

そ

れ

を
麻

糸

に

つ

む

ぎ
、

糸
車

で

よ

り

を

か

げ
て

、

麻

機

で

織

っ
て

麻

布
（

の
の
）
を
製

し

た

。

「

農

業

の
間

、

女

は
家

内

の
着

用

麻

布

仕

り
侯

」

と

、

寛

政

六
年

二

七
九
四
）

の
神

子

柴

村

明

細

帳

に
あ

る
よ

う

に
、

ど

こ

の
村

で

も

自

給

自

足

で

ま

か

な

っ
て

き
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
木
綿
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
減
っ

て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
江
戸
末
期
か
ら
明
治
の
中
期
こ
ろ
ま
で
は
ま
だ
麻
布
を
織

っ
て
い
た
。
麻
布
は
仕
事
着
に
そ
の
強
靫
さ
が
喜
ば
れ
、
夏
の
衣
料
に
も
用
い
ら

れ
、
ま
た
自
家
用
の
豆
腐
の
搾
り
袋
、
あ
る
い
は
蒸

寵
の
敷
布
な
ど
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

⇔
　

木
　
　
　

綿

こ
の
地
方
で
は
、
綿
の
栽
培
は
少
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
印
度
が
原

産
地
で
あ

る
か
ら
、
寒
い
こ
の
地
域
に
は
む
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
木

綿
は
大

麻
よ
り
も

は
る
か
に
新

し
く
、
江
戸
時
代

に
入

っ
て

か
ら
伝
お
っ
て

き
た
。
甲
州
方
面

の
産

地

か
ら

は
甲
州
街
道

に
よ
っ
て
、
尾
張
・
三
河
の
大
産
地

か
ら
は
三
州
街
道

に
よ

っ
て
、
繰
り
綿
の
荷
が
は
い

っ
て
き

た
。
繰
り
綿
と
い

う
の
は
種
子

を
と

っ
た
だ

け
で
ま
だ
精
製
さ
れ
て
い
な
い
綿
で
あ

る
。
こ
の
繰
綿
を
面
打

ち
が
打

ち
、
撚
子

撚
り
が
撚
子
（
篠
巻
）
に
よ
り
、
そ
の
撚
子
を
糸
車
に
か
け
て
糸
に
紡
り
、
紺
屋

で

紺
に
染
め
る
か
手
染
め
で
染
め
た
。
そ
の
糸
を
一
反

の
糸
目
を
調
べ
て
経
糸
を
整

え
（
経
る
と
い
う
）
縞
だ
て
を
し
て
機
に
か
け
て
織
る
。
早
い
人
は
日
帰
り
機
と
い

っ
て
一
日

に
一
反
織

れ
た
。
そ

れ
を
手
縫
い
に
し
て
、
着
物

に
仕
立
て

る
。
こ
れ

ら
は
農
閑
期
の
女
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

木

綿
は
江
戸
時
代

か
ら
農
民

の
大
切

な
衣
料
と

な
っ
た
。
農
民

は
絹

を
着
て

は

な
ら
な
い
と
き
つ
い
お
達
し
で
規
制

さ
れ
て
い

た
が
、
木

綿
は
あ

た
た
か
く
、
染

め
も

よ
く
効
き
、
ふ
だ

ん
着
（
特
に
下
着
類
）
、
仕
事
着
と
し
て
快
適

の

も

の

で
、

昭
和
の
現
代
で
も
農
家
の
衣

生
活
の
中
心
で
あ
る
。

5 阿
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図 １一１　 紡ぎ車（糸より車・糸くり車）

右に車・左に紡錘があ る。 綿から糸を紡ぎだす。また糸に よ

りをかけるに も使った。

句
　
　

絹

江

戸

時

代

に
は

幕

府

の

政

策

で

本

田

畑

に
桑

を
作

る
こ

と

は
禁

じ

ら

れ

て

い

た

。
桑

を
作

れ
ば

そ

れ

だ
け

上

納

米

が

減

る

か

ら

で
あ

る

。
村

々

の

「
村

差

出

明

細

帳
」

に

は
、

い

ず

れ

も

「

蚕

御

座

無

く

侯

」

と

あ

る
。

百

姓

は

絹

物

を

着

る
こ

と

を

禁

じ

ら

れ

て

い

た

。

「
万
延
二
年
　

神
子
柴
村
五

人
組
書
上
帳

一
　

衣

類
の
義
、

名
主
は
紬

ま
で
こ
れ
を
着

、
小
百
姓

は
布

木
綿
を
着
用

仕

る

べ

く

候
。
紬
以

上
の
も
の
一
切
用

い
中

す
ま
じ
く
候
」
　
　
　
　
　
（「

滑
川
文
書
」
）

名

主

は
上

繭

か
ら

と

れ

た

絹

織

物

は

い
け

な

い

が

紬

な

ら

よ

い

、

小

百

姓

は
絹

図 １－ ２　座繰機

腰をかけて行な う座繰朧

真 綿とり講習会風景（ 昭和初年 ）

物
は
一

切
よ
ろ
し
く
な
い
木

綿
だ

け
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

し

か
し
、
大
泉
や
南
殿

に
は
蚕

玉
神
が
幕
末
す
で

に
祀
ら
れ
て
い

る
と
こ

ろ
を
み

る
と
、
表
向

き
は

と
も
か
く
養
蚕

は
既

に
行

わ
れ
て

い
て
、
明
治

に
な
る
と
盛
ん
に
な

っ
た
。
上
繭

は
売
っ
て
金

に
替
え

３
　
る
。
自
家
用
に
は
汚

れ
繭
・
中

図 １

繭
・
玉
繭
を
つ
む
ぎ
糸
に
し
た
。

玉
繭
な
ど
か
ら
と
っ
た
糸
に
は
、

節
が
あ
っ
た
。
糸
と
り
の
折
に
出

る
手
屑

冲
中
繭
や
玉
繭

か
ら
引
き
だ
し

た
ふ
と
り
も
自
家
用

に
し
た
。
こ
れ
ら
の

糸
を
絹
機
に
か
け
て
織
っ
た
。
絹
物
は
一
般
に
上
等
な
も
の
と
さ
れ
、
よ
そ
行
き

や
礼
装
用
に
用
い
ら
れ
た
。

ま
た
農
家
で
は
玉
繭
な
と
が
ら
真
綿
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
屑
繭
を
ひ
き
の
ば
し

て
作
っ
た
も
の
で
、
白
く
光
沢
が
あ
り
、
や
お
ら
か
く
て
軽
い
。
着
物
に
入
れ
た

り
ふ
と
ん
に
入
れ
た
り
し
た
。

聯
　
雑
　
繊
　
維

桑
・
あ
か
そ
・
か
ら
む
し
等
か
ら
は
戦
中
戦
後
に
か
け
て
繊
維
を
と
り
衣
料
と

し
て
用
い
る
た
め
に
学
童
も
そ
の
採
取
、
収
集
に
協
力
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

保
温
耐
久
性
と
も
に
他
の
繊
維
に
劣
る
の
で
や
が
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ

の
他
ふ
じ
・
山
ぶ
ど
う
・
科
・
う
り
の
木
・
に
れ
等
の
皮
か
ら
と
れ
る
繊
維
は
繩

類
、
入
れ
も
の
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
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叫
　

毛
　
　
　

糸

羊
毛

か
ら
と
れ

る
毛
糸
製
品
は
明
治
初
年
よ
り
順

次
使
わ
れ
大
正

期
に
は
い
る

と
急
速

に
普
及
し
た
。
保
温

、
耐
久
性
に
富
む
の
で
防
寒
用

に
于

あ
み

に
よ
る
襟

巻
・
け

っ
と
う
等
に
ま
ず
愛
用

さ
れ
、
昭
和

期
に
な
っ
て
一

般
庶
民

が
洋
服

を
着

用

す

る
よ
う
に
た
っ
て
ま
す
ま
す
盛
ん
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
単

に
純
毛

ば
か
り
で
な
く
他
の
繊
維
と
混
織
と
し
て
も
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

両

化

学

繊

維

昭

和
初
年
か
ら
は
ス
テ

ト
フ
ル
フ
ァ
イ
バ

ー
（
略
し
て
ス
フ
と
称
し
た
）
、

次

い

で
、

ナ
イ

ロ
ン
、
テ

ト

ロ
ン
、

カ

シ
ミ

ロ
ン
な
ど
の
化
学
繊
維
が

め
ざ
ま
し
く
発

展
普
及

し
た
。

近
年

の
衣
料

に
は
多
種
多
様

の
化
学
繊
維
が
使

わ
れ
、
純
毛
、
純
綿
の
製
品
が

か
え

っ
て
尊
ば

れ
る
よ
う
に
さ
え

な
っ
て

い
る
。

一

一

ま

こ

Ｉ

Ｘ

朧

訃

り

Ｈ
　

糸
ご
し
ら
え

古
く
は
繰
綿

か
ら
よ
り
こ
（
撚
綿
、
篠
綿
）
を
作

る
こ
と
も
行

わ
れ
た
と

い

う

が

明
治
ご
ろ
は
問
屋
か
ら
よ
り
こ
を
買
っ
て
来
て
糸
を
紡
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
女

た

も
の
夜
な
べ
仕
事
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
と
も
だ
ん
だ

ん
す
た
れ
て
大
正
期
に
は

ほ
と
ん
ど
糸
を
買

っ
て
来
て
機
を
織

る
よ
う
に
た

っ
た
。

⇔
　

手
　

染
　

め

活
　
　
紺
染
め
は
紺
屋
に
出
し
て
染
め
て
も
ら
う
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
衣
類
に
織
模

生
　

様
を
出
す
た

め
に
家
で
染

め
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
・

衣１ 章第

こ
な
し
、
く
る
み
、
そ
よ
ご
、

ぱ
ん
の
き
、
き
は
だ
、
す
お
う
う
る
し
、
く
ち

な
し
な
ど
の
樹
皮
や
果
皮
、
果
実
を
煎
じ
て
と
っ
た
液
で
染

め
た
り
、
そ
れ
ら
で

染

め
た
も

の
の
う
え

に
さ
ら

に
か
ね
や
あ
く
、
お
は
ぐ
ろ
、
明
ば
ん
な
ど
で
処
理

し
て
発
色
の
工
夫
や
色
止

め
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
植
物
性
の
染
料
で
染
め
た

も
０
は
色
が
さ

め
に
く
く
、
一
種
の
味
わ
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
な
か
な

か
手
数
が
か
か
る
の
で
後
に
化
学
染
料
が
出

回
わ
る
よ
う
に
た
っ
て

か
ら
は
し
だ

い
に
す
た
れ
た
。
し
か
し
、
家
染
め
家
織

り
の
味

わ
い
は
忘

れ
難
く
朧

後
毛

な
お

作
る
む
き
が
あ
る
。

句
　

機
綜
り
か
ら
織
り
上
る
ま
で

糸
に
糊
を
し
、
か
お
い
た
糸
を
か
な
ぐ

り
に
掛
け
、

糸
車
で
大
管

へ
ま
く
。
モ

れ
を
ざ
ら
め
き
に
な
ら
べ
て
さ
し
、
そ

こ
か
ら
綜

場
へ
縦

糸
を
か
け
て
綜

る
。
綜

終
わ
る
と
綜
場
か
ら
外

し
て
斌

に
通

し
機
具

に
か
け

る
。
横
糸

は
小
管
（

に
が
竹
を

二
寸
く
ら
い
に
切
っ
た
も
の
）
に
巻

い
て

置
き
一
個
ず
つ
悛

に
入

れ
て
織

っ
た
。

江
戸

時
代

の
百
姓

は
模
様

を
作

る
こ
と

を
禁
じ

ら
れ
て
い

た
が
明
治

に
な

っ
て

か
ら
は
機

を
綜

る
と
き
色

を
く
み
合

わ
せ
て
縞

を
作

っ
た
。
だ

い

た

い
、
布

団

縞
、
男
縞
、
女
縞
、

カ
ル
サ
ン
（
雪
袴
）
縞

な
ど
あ

っ
た
が
、
好
み

に
よ

る
工
夫
も

あ
っ
た
。
横
縞

は
余

り
織

ら
な
か
っ
た
が
、
縦
と
横

の
組
み
合

わ
せ

た
格
子
縞

を

織

っ
て
用

い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

三
　

普
段

着

・

晴
着

Ｈ
　
下
　
　
　
着

下
ば
き
　
日
常
生
活
で
男
は
棒
を
し
め
、
女
は
腰
巻
を
ま
い
た
。
さ
ら
し
木
綿

の
鯨
尺
六
尺
の
い
わ
ゆ
る
六
尺
揮
も
使
っ
た
が
三
尺
く
ら
い
の
木
綿
に
ひ
も
を
つ

け
た
越
中
棒
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
普
通
に
使
わ
れ
た
。
寒
い
季
節
は
股
引
を
は
い

た
。
大
正
末
に
な
る
と
さ
る
ま
た
が
工
夫
さ
れ
て
は
く
よ
う
に
な
り
や
が
て
メ
リ

ヤ
ス
製
の
も
の
が
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
パ
ン
ツ
の
語
で
呼
ば
れ
股
引
は

ズ
ボ
ン
下
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

腰
巻
き
は
ゆ
も
じ
と
呼
ば
れ
白
木
綿
の
布
で
作
ら
れ
て
い
た
が
フ
ラ
ン
ネ
ル
が
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出
ま
わ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
な
っ
た
。
長
く
脚
を
覆
い
深
く
打
ち
合
わ
せ
紐

で
腰
を
し
め
る
の
で
保
温
に
は
よ
い
が
活
動
的
で
な
い
。
今
も
和
服
の
場
合
は
用

い
る
が
洋
服
や
仕
事
着
の
と
き
は
ズ
ロ
ー
ス
や
パ
ン
チ
″
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

儒
　
絆
　
肌
着
に
は
さ
ら
し
木
綿
や
白
木
綿
が
用
い
ら
れ
る
。
長
じ
ゅ
ば
ん
は

肌
着
と
上
着
と
の
中
着
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
単
衣
仕
立
と
袷
仕
立
と
が
あ
る
。

シ
ャ
ツ
　
明
治
に
な
っ
て
肌
着
は
木
綿
で
ボ
タ
ン
の
つ
い
た
も
の
が
一
般
に
用

い
ら
れ
た
。
か
つ
ら
ぎ
織
り
と
い
っ
て
綾
織
り
の
綿
布
は
丈
夫
で
仕
事
着
に
愛
用

さ
れ
た
。

⇔
　

着
　
　
　
物

ひ
と
え
物
　
生
地
を
一
重
で
作
っ
た
着
物
で
盛
夏
に
は
白
地
の
木
綿
、
ふ
だ
ん

は
縞
や
絣
の
も
の
で
、
家
織
り
の
も
の
が
多
か
っ
か
。
春
と
秋
の
季
節
の
移
り
目

に
は
薄
地
の
毛
織
物
の
セ
ル
や
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
で
仕
立
て
た
気
候
に
合
っ
た
着
物

を
着
た
。

袷
　
　
裏
生
地
を
つ
け
て
二
重
に
仕
立
て
た
着
物
で
春
の
彼
岸
こ
ろ
か
ら
五
月

ご
ろ
ま
で
と
、
秋
の
彼
岸
ご
ろ
か
ら
冬
の
初
め
ま
で
着
た
。

綿
入
れ
　
冬
の
初
め
か
ら
㈲
彼
岸
こ
ろ
ま
で
の
寒
い
冬
の
間
着
た
。
下
着
類
に

暖
か
い
も
の
が
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
暖
房
毛
発
達
し
て
き
た
の
で
現
在
は
ほ
と

ん
ど
着
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

着
物
は
、
人
の
成
長
に
従
っ
て
裁
ち
方
が
変
わ
っ
て
い
く
。

一
つ
身
、
三
つ
身
、
四
つ
身
、
本
裁
と
大
き
さ
が
違
っ
て
、
成
長
に
合
わ
せ
た

大
き
さ
に
作
っ
た
。
小
さ
い
子
供
に
は
彦
紐
を
つ
け
た
り
、
腰
揚
げ
や
肩
揚
げ
を

つ
け
て
、
成
長
す
る
身
体
に
適
す
る
よ
う
に
か
け
ん
か
で
き
た
。
肩
あ
げ
が
と
れ

る
と
は
成
人
の
仲
間
入
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

句
　

羽
　
　
　

織

長
着

の
上
へ
羽
織

っ
て
着

る
。
長
着
よ
り
も
短
く
ひ
と
え
、
あ

わ
せ
、
綿
入
れ

の
も
の
と
あ

る
。
男
女
と
も
防
寒

の
た
め
や

ち
ょ
っ
と
し
た
よ
そ
行
き

に
着

る
。

半
て

ん
と

も
呼

ん
だ
。
儀
礼
用

に
は
紋
附
羽
織

を
着

た
。

赤

ち
ゃ
ん
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
、
老
人

の
着

る
そ
で

な
し
ば

ん
て

ん
は
綿
入

れ

で
暖

を
と
れ
た
。

匈
　
　

帯

男

が
着
物

を
正
式

に
着

る
と
き
は
角
帯

を
し

め
た
が
普
段

は
さ
ん
じ

ゃ
く
を
使

用

し
た
。
農
民

は
ほ
と
ん
ど
さ
ん
じ

ゃ
く
で
間

に
合

わ
せ
た
。

女
物

に
は
、
朧

合
わ
せ
帯
、
丸
帯
、
名
古
屋
帯

な
ど
が
用

い
ら
れ
て

い
る
。

叫
　
　

袴

男

は
儀
式

の
と
き
袴
を

ぱ
く
。
ま
た
の
つ
い
た
い
わ
ゆ
る
馬
乗

袴
で

あ
る
。
女

物

は
ま
ち
な
し
袴
で

あ
る
。
男
物
で

も
ま
ち
の
な
い
の
は
あ

ん
ど
ん
袴

と
呼

ば
れ

て
い
た
。

子

供
七
大
人
亀
袴
を
着
け
る
と
い
う
こ
と
は
改

ま
っ
た
晴
れ
の
枡
目
正

し
い
心

を
表
し
て
い
た
。
学
校
の
生
徒
も
袴
を
は
く
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
身

を
正

し
て
い
る
こ
と
を
形

の
上
に
あ
ら
あ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

㈹
　

ね
ん
ね
こ
ば
ん
て
ん

赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
う
と
き
、
寒
さ
を
防
ぐ
た
め
に
ね
ん
ね
こ
ば
ん

て

ん

を

着

た
。
綿
の

ぱ
い

っ
た
も
の
と
綿
の
入
れ
て
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
広
袖
０
ゆ
っ
た

り
し
た
は
ん
て
ん
で
、
こ
れ
を
着
る
と
き
は
必
ず
赤
ち
ゃ
ん
の
背
か
ら
子
守

の
襟

ま
で

か
け
て
ひ
も
で
し
ば

っ
た
。
そ
の
ひ
も
に
お
守
り
や
鈴
を
つ
け
た
。

囮
　

外
　
　
　

套

男
は
防
寒
川

に
和
服
の
上
に
イ
ン
バ
ネ
ス
（
と
ん
び
と
も
呼
ん
だ
）
を
着
た
。
こ
れ

を
長
く
し
て
和
服
用

に
し
た
も
の
を
二

重
ま
わ
し
と
も
い
い
ラ

シ
ヤ
で
で

き
て
い
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た
。
若
い
者
は
マ
ン
ト
を
着

た
。
こ
れ
は
袖
が
な
く
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
学
生
は

ボ
タ
ン
の
だ
く
さ
ん
着
い
た
外

套
を
着
た
。

女

性
は
ひ
ふ
（
被
布
）
を
和
服
の
上

に
着

て
寒
さ
を
防
い
だ
。
コ

ー
ト
は
婦
人

の

和
服
用

の
外

套
で
「

あ
ず
ま
コ

ー
ト
」

と
も
呼
ば
れ
た
。
半

コ

ー
ト
・
長

コ

ー
ト

が
あ
る
。
ま
た
「

道
行
」

と
い
う
防
寒
と
防
塵
用

の
も
の
も
用

い
た
。

収
　

襟
　
　
　

巻

寒
さ
を
防
ぐ
た

め
、
ち
り
や
砂
を
よ
け
る
た
め
、

ま
た
、
装

飾
の
た
め
に
首

に

巻
く
も
の
で
あ
る
。
防
寒
用

と
し
て
は
江
戸
時
代

に
は
病
人
や
年
寄

り
に
限

っ
て

使
用

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一

般
的
に
な
っ
た
の
は
明
治
半

ば
こ
ろ
か
ら
で

あ
る
。
い
ろ
い
ろ
種
類
か
お
る
。
マ
フ
ラ

ー
は
男

女
と
も
に
防
寒
用

に
用

い
る
。

婦
人

の
用

い
る
も
の
と
し
て

シ
ョ
ー
ル
は
和
服
の
場
合

眉
掛
け
と
し
、
ス
カ

ー
フ

は
装

飾
用

、
ネ

″
カ
チ

ー
フ
も
装

飾
用

、

ボ
ー
ア
は
毛
皮
や
羽

毛
で
作

ら
れ
た
防

寒
用

の
も
の
、

ス
ト

ー
ル
は
毛
、

絹
、
毛

皮
、
羽
毛

で
作

ら
れ
た
細

長

い

も

の

で
、
装

飾
防
寒
の
目
的
に
使

わ
れ

る
。

産
着
は
半

締
絆
に
、
表

と
裏

と
を
同

じ
よ
う
に
作

っ
た
無
双
仕
立
の
綿
入

れ
の

胴

着
で
綿
入
れ
の
広
袖
で
あ
っ
た
。

図１－ ４　ももひき姿の百姓

四

仕

事
　

着

に】り
　
男
の
野
良
支
度

ふ
る
く
は
着
物
の
裾
を
「
尻

ぱ
し

。
り
」
（
尻
挾
み
）
を
し
て
空
脛

の
ま
ま
で
仕

事
を
し
た
。
ま
れ
に
脛
に
は
は
ば
き
か
脚

半
を
つ
け
る
人

も
あ
っ
た
。
大
正

期
に

は
い
る
と
家
で
織
っ
た
木
綿
の
布
で
作
っ
た

シ
ャ
ツ
や
は
っ
ぴ
を
上

体
に
着

る
よ

う
に
な
っ
た
。
下

体
に
は
も
も
ひ
き
を
は
い
た
。
昭

和
期
に
な
る
と
ズ
ボ
ン
が
普

及
し
て
、
は
っ
ぴ
、

ズ
ボ
ン
姿
が
一
般
の
仕
事
着
に
な
っ
た
。
冬
は
保
温

を
か
ね

て
男
も
も
ん
ぺ
（
雪
袴
・
カ
ル
サ
ン
）
を
は
い
た
。
昭

和
三
〇

年
代

に
な

る

と

ジ

ャ

ン

パ
ー
を
着

る
よ
う

に
な

っ
た
。

水
田
作
業
の
と
き

は
紺
の
も
も
ひ
き
を
、
藁
で
し
ば
っ
た
り
、
半
も
も
ひ
き
、

半
ズ
ボ
ン
姿
で
あ
っ
た
。

⇔
　

婦
人
の
野
良
支
度

婦
人
は
着
物
・
腰
巻
を
折
り
上
げ
腰
紐
で
結
び
た
す
き
が
け
、
あ
る
い
は
半
着

物
に
も
も
ひ
き
姿
で
働
い
た
。
雪
袴
が
で
る
と
、
着
物
の
す
そ
が
ま
と
ま
っ
て
仕

事
が
や
り
よ
く
な
り
、
保
温
の
便
も
あ
っ
た
の
で
、
大
正
期
か
ら
こ
れ
が
急
速
に

普
及
し
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
女
も
ズ
ボ
ン
を
は
く
よ
う
に
た
っ
て
か
ら
は
、
着

物
を
着
な
く
な
り
、
長
袖
シ
ャ
ツ
に
服
を
着
る
の
が
一
般
と
な
っ
た
。

田
植
え
時
に
は
、
着
る
も
の
・
か
ぶ
る
も
の
・
は
く
も
の
を
新
し
く
し
た
。
特

に
娘
や
初
嫁
は
カ
ス
リ
の
着
物
に
菅
笠
樺
が
け
で
う
い
う
い
し
か
っ
た
。
そ
の
姿

は
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
で
、
「
五
月
女
に
秋
男
」
と
い
わ
れ
る
装
い
で
あ
っ
た
。

句
　
頭
や
手
足
の
保
護
に
使
わ
れ
た
も
の

１
　
か
ぶ
り
も
の

手
　

拭
　
常

時
持
っ
て

い
て

洗
面
や
汗

ふ
き
に
使

う
ほ
か
、
男
女
と
も
冠
も

の

と
し
て
利
用

し
た
。

男
は
向
こ
う
鉢
巻
、

後
ろ
鉢
巻
、

ね
じ
り
鉢
巻
な
ど
す

る

5 叩
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と
、
き
り

っ
と
し

た
態
度
、
緊
張
感
を
表
し
た

。
ま
た
頬

か
ぶ
り
に
も
使
っ
た
。

頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
が
ぶ
り
お
と
が
い
の
と
こ
ろ
で
結
ぶ
と
、
日
よ
け
に
も
な
る
し

寒
さ
よ
け
に
も
な
っ
て
な
か
な
か
重
宝
で
あ
る
。

婦
人
は
、
手
ぬ
ぐ
い
の
二
す
み
を
う
し
ろ
で
結
ん
だ
姉
さ
ん
か
ぶ
り
を
し
て
髪

を
保
護
し
た
り
、
口
も
と
の
日
よ
け
に
使
う
。

笠
　
　
す
げ
笠
が
ふ
る
く
か
ら
一
般
に
用
い
ら
れ
た
。
日
除
け
に
も
な
り
通

風
が
よ
く
て
涼
し
く
、
と
く
に
婦
人
に
愛
用
さ
れ
た
が
、
雨
の
日
に
は
男
に
も
愛

用
さ
れ
た
。
田
植
え
ど
き
の
横
に
並
ん
だ
す
げ
笠
風
景
は
農
村
の
風
物
詩
で
あ
っ

た
。ほ

う
し
　
つ
ば
広
の
麦
か
ら
帽
千
加
広
く
使
わ
れ
た
。
ま
た
き
ょ
う
ぎ
帽
が
軽

く
て
涼
し
い
の
で
愛
用
さ
れ
、
今
も
夏
の
暑
い
盛
り
に
は
多
く
用
い
ら
れ
て

い

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
ご
ろ
か
ら
終
戦
後
一
時
期
は
戦
闘
帽
が
男
の
間
に
は
や
っ

た
が
、
や
が
て
、
野
球
帽
、
作
業
帽
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

女
の
人
に
は
頬
ま
で
覆
う
帽
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ふ
る
く
女
性
は
こ

も
そ
、
お
こ
そ
ず
き
ん
な
ど
を
用
い
た
。
女
性
の
洋
装
化
と
と
も
に
男
性
と
同
様

な
帽
子

を
用

い
た
り
、
日

除
け

の
目
的

を
多

く
し
た
各
種

の
被
り
も
の
が
見

ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ヘ
ル
メ

ッ
ト
　

戦
後
、
工
事

の
現
場
や

オ
ー
ト
バ
イ
、
自

転
車

に
乗

る
と
き

な

ど
に
は
ヘ
ル
メ

″
卜
を
か
ぶ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
頭

の
保
護
が
目
的
で
あ

る
。

２
　

手
足
の

保
護

手
　

袋
　

素
手
で
仕
事

を
す
る
の
が
一
番
確
実
で
最
高
で
あ

る
が
、
作
業
で
荒

れ
る
手
を
保
護

し
、

ま
た
防
寒

の
た
め
に
手
袋

を
用

い
た
。

指

な
し
手

袋
　

は
親
指
と

ほ
か
の
四
本

の
指

を
離
し

た
だ

げ
の
も

の
で
、
土
工

な
ど
上

申
石

を
動

か
す
重

い
作
業

の
と
き
使

わ
れ
た
。

ぐ
ん
て
（
軍
手
）
　
陸
海
軍
兵
士
用

の
手
袋

か
ら
つ
い

た
名
称

の
手
袋
で
太
い
白

綿
糸
で
編

ん
だ
こ
の
手
袋

は
、
丈
夫
で
使
い
よ
い
と
こ
ろ
か
ら
戦
後
一
般
に
普
及

し

た
。
な

お
そ
の
掌
の
面

に
ゴ
ム
質
の
も
の
を
ひ
い
て
耐
久
、
防
水
の
目
的
を
持

っ
た
も
の
も
使
か
ね
て
い
る
。

炊
事
手
袋
　

は
全
部

ゴ
ム
質
で
作
ら
れ
た
も
の
で
戦
後
普
及

し
て
水
仕
事
の
と

き
防
寒
と
同
時
に
手
の
荒
れ
を
防
ぐ
の
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

毛
糸
編
み
の
手
袋
、
革
手
袋
、

ビ
ュ

ー
ル
の
手
袋
な
ど
近
年
実
に
多

様
の
材
料

を
も

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

て
っ
こ
う
（
手
甲
）
　
手
の
甲
を
保
護
す
る
も
の
で
紐

の
輪
を
中

指
に
は
め
、
手

も
と

ぱ
こ
は
ぜ
で
止
め
る
も
の
で
野
外

の
作
業
、
と
く
に
草
刈

り
、
刈

敷
刈

り
等

に
は
必
要
で
あ
っ
た
。
袖
口
よ
り
先

に
出
て

い
る
部
分

を
保
護

す
る
と
と
も
に
手

の
甲
を
傷
め
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

う
で

ぬ
き
（
腕
貫
）
　
作
業
衣

の
そ
で
が
短
く
て
、
腕

が
露
出

し
て
、
作
業

す
る

と
き
二

の
腕
を
傷
つ
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
二

の
腕

を
す
っ
ぽ
り
覆
う
よ
う
筒
形

に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
て

っ
こ

う
と
、

う
で

ぬ
き
を
続
け

た
よ
う
な
も

の
で
、
う
て
の
部
分

は
こ
は
ぜ
で
留

め
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
用
い
ら

れ
た
。

腕
カ
バ
ー
（
手
お
い
）
　
う
で

ぬ
き
の
形
で
袖

口
を
や
や
広
く
、
大
き

め
に
作
り

両

端
に
ゴ

ム
を
入

れ
筒
袖
風

に
上

か
ら
覆
い
袖

口
を
保
護
す

る
も
の
で
あ

る
。
こ

れ
は
農
作
業

に
広
く
使
わ
れ
る
が
事
務
系
の
人

に
も
、
利
用

さ
れ
て
い

る
。

は
ば
き
・
脚
半
　

は
ば
き
と
脚
半

は
本
来

は
別
物

だ
っ
た
が
同
じ
目
的
で
使

わ

机
下
脚

の
脛

を
保
護

す
る
も
の
で
あ

る
。
紺
木
綿
で
作
り
脛
へ
あ
て
、
こ

は
ぜ
掛

け
て
留

め
、
脛

の
高

い
と
こ

ろ
で
紐
で
し
ば

っ
て
と

め
て
脚
を
し

め
保
護
し

た
。

山

仕
事
の
と
き
な
ど
に
使

わ
れ
た
。
ま

た
、
地
下

足
袋

に
は
ば
き
の
つ
い
た
も
の

も
使
わ
れ
た
。
大
正
期

か
ら
は
巻
脚
半
（

ゲ
ー
ト
ル
）
が
流
行
し
て
登
山
や
遠
出
の

と
き
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
か
め
売
や
富
山

か
ら
き
た
薬
の
行
商
を

す
る
女

の
人

た
ち
０

は
ば
か
姿

は
昭
和
初
年
ま
で
よ
く
見
う
け
ら
れ
た
。
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五
　

雨

具

・

雪

具

・

は
き

も

の

】
い
　
み
の
、
か
さ
、
か
ら
か
さ
。

み
の

ぱ
生
藁
を
編

ん
で
作

っ
た
。
雨
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た

め
に
先
端
は
す
べ

て
背

に
出

る
よ
う

に
し
、
作
業
も
し
易
く
す

る
た

め
に
左
右
に
袖
を
つ
け
た
。
チ

ョ

″
キ
を
着

る
よ
う
な
ぐ
あ
い

に
な

っ
て
お
り
、

か
つ
、
襟
の
と
こ
ろ
の

Ｉ
方
に

ち
が
つ
い
て
い
て
片
方

か
ら
き
た
わ
ら
ひ
も
を
そ
れ
に
通
し
、
こ
の
ひ
も
で
さ
ら

に
腰

ま
わ
り

を
締

め
た
。

み
の
作
り

は
手
間
の

か
か
る
仕
事
で
男
一
日

に
よ
う
や
く
一
つ
作
れ
る
く
ら
い

で
あ

っ
た
。

ま

た
簡
単
な
背
な

か
み
の
と
い
う
の
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
背
の
方
だ
け
を

覆
う
み
の
で
、
夏
の
暑
い
日
中
、
田
の
草
取
り
を
す

る
時
な
ど
日
除

け

に

用

い

た
。
雨
除

に
も
、
日
除

げ
に
も
す
げ
が
さ
を
使
っ
た
。

図 １－ ５　み　　　 の

いねわら・すげな どであ んで作った雨や雪を防 ぎ， また陽

を さえぎるために使った。

み
の
は
雨
の
日
ぽ

か
り
で

な
く
、
荷
を
背
負
う
と
き
背

中
当
に
利
用

し
た
り
、
小
憩

の
と
き
や
山
中
で
昼
寝
の
と

き
の
敷
物

に
も
な

っ
た
。

そ
の
他
油
紙
合
羽
、
布
製

ゴ
ム
引
防
水
合
羽
な
ど
が
用

い
ら
れ
た
。
戦
後

ビ
ュ

ー
ル

製
の
頭
巾
つ
き
防
水
着
、

ズ

ボ
ン
な
ど
が
出
回

わ
る
よ
う

に
な

っ
て
、
藁
製
の
み
の
や

笠

は
ほ
と

ん
ど
用
い
ら
れ
な

く

な

っ

た

。

雨
の
日
の
日
常
生
活
に
は
専
ら

傘

が
用
い
ら
れ
た
が
明
治
後
半

か
ら
洋

傘

ロ

ウ
モ
リ
）
が
順
次
普
及
し
て
、

傘
は
し
だ
い
に
用

い
ら
れ
な
く

な

っ

た
。

ま

た
、
婦
人
の

よ
そ
行
き

に
は
蛇

ノ
目
傘
と
い
う
雅
趣
に
富
ん
だ
上

等
の
も
の
が
用

い

ら
れ
た
が
、
こ

れ
も

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
も
そ
、
着
ご

ざ
　
畳
表
な
ど

に
す

る
蘭
ご
ざ
で
作

っ
た
こ
も
そ
は
雨
○
日
も

雪
の
日
も
使

っ
た
。
着
ご
ざ

は
昔
の
旅

に
よ
く
使
わ
れ
た
が
一
般
も
昭

和
初
期
ま

で

は
登
山
の
と
き

に
使

っ
た
。

⇔
　

は

き

も

の

昔

か
ら
農
民

は
自
給
自
足
を
た
て
ま
え
と
し
た
生
活

を
営
ん
で
き
た
。
は
き
も

の

は
身
近
な
稲
か
ら
で
作

っ
た
も
の
で
日
常
生
活
の
用

を
足

し
た
。

ぞ
う
り
（
草
履
）
　
冬
の

ぬ
か
る
み
や
雨
天

の
日
以
外
、

農
民

は
わ
ら
ぞ
う
り
を

常
用
し

た
。
農
家
で
は
自
家
用

の
ぞ
う
り
は
年
間

必
要

な
数
を
冬
仕

事

に

作

っ

図１－ ６　藁 ぞ う り　右あしたか　 左普通のぞ うり

古くからのぱきもの ，あしなかは鼻緒が丈夫な ので 仕事谷

きであった。

た
。
緒
擦
れ
が
し
な
い
よ
う

に
、

和
紙
を
巻

い

た

の

を

「

か
み
お
の
ぞ
う
り
」

と
い

っ
て
、
年
寄
り
や
、

神
事
の

と
き
に
用

い
た
。
つ
ま
さ
き

や
か
か
と
の
部
分

に
ぼ
ろ
を

ま
ぜ
こ
ん
だ
ぼ
ろ
ぞ
う
り
は

丈
夫
で
は
き
心
地
も
よ
か
っ

た
が
、

布
が
と
う
と
く
て
常

用

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
。

竹
の
皮

で
作

っ
た
「

だ
け
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第 １章　衣　生　活

図 １－ ７　左馬のくっ･ ，右わら じ

わらじは人が，馬 のくっ は馬が用い た。

の

か
わ
ぞ
う
り
」

や
、
表
を
藁

の
み
ご
で
作

っ
た
も
の
の
裏
に

麻
苧
の
編
紐
を

ぬ
い
つ
け
た
、

「
あ
さ
う
ら
ぞ
う
り
」

は
上

ば

き
と
し
、
ま
た
外
出
用

と
し
て

用

い
ら
れ
た
。

「
竹
の
か

わ

ぞ

う

り
」

や

「
あ
さ
う
ら
ぞ
う
り
」

は
市
販

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
わ
ら
ぞ

う
り
は
ほ
と
ん
ど
自
家
製
で
、

男
ぽ
か
り
で
な
く
女

の
人
も
作

っ
た
。
「
ず
く
な
し
の
三
足
草

履
」
な
ど
と
い
っ
て
一
日

に
五
足
以
下

し

か
作
れ
な
い
人
を
あ
ざ

わ
ら
っ
た
。
普

通
の
人
な
ら
冬
の
短
い
日
で
も
一
日

に

Ｉ
〇

足
以

上
作

っ
た
。

ふ
だ
ん
は
く
草
履
は
足
の
裏
全
面

に
当
た

る
よ
う

に
作
ら
れ
た
が
山
歩
き
今
川

へ
は
い

る
と
き

に
は
「
あ
し
た

か
」
を
は
い
た

。
こ
れ
は
足
の
裏
の
七
分
ぐ
ら
い

を
保
護
す

る
よ
う
に
作
ら
れ
、
足
の

ゆ
び
先
は
前
へ
出
、

か
か
と
の
大
部
分
が
後

へ
出
る
の
で
、
地
面

に
足
が
し

っ
か
り
つ
い
て
力
仕
事
申
山
歩
き
に

適

し

て

い

た
。わ

ら
じ
（
草
鮭
）
　
農
作
業
や
旅

に
か
か
せ
な
い

わ
ら
の
は
き
も
の
で
あ

っ
た
。

か
ら
草
履
は
作
り
終
り
の
と
き
し
ん
に
し
た
二
本
の
ひ
も
を
ひ
く
と
、
腫
の
と
こ

ろ
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
し
ま

る
よ
う

に
で
き
て
い

る
が
、

わ
ら
じ
は
、
そ
の
最

後
の
と
こ
ろ
で
ひ
っ
く
く
っ
て
し
ま
わ
な
い
で
繩
の
余
裕
を
残
し
て
ま
と

め
、
モ

の
部
分
の
繩
が

か
か
と
の
上
ま
で

か
か
っ
て
さ
ら

に
前

か
ら
来
た
繩
に
ひ
っ

か
か

る
よ
う

に
作

る
。
普
通
の

わ
ら
じ

は
足
の
裏
全
面
が
保
護
で
き
る
長

さ

に

作

る

駄　左 つまがけのさしば

右たた み床付きひきげた

図 １－ ８　下

ふだんばきでなく，上等の下駄であった。

が
、
川

に
は
い

っ
た
り
畑
仕

石部

事

に
は
あ
し
た

か
わ
ら
じ
が

と
き

に
用
い
ら
れ

た
。
つ
ま

先
が
出
て
つ
ま
先

に
力
が

は

い
り
易
い

よ
う
に
作

っ
た
も

の

を
用

い
た
。
素
足

に
わ
ら

じ

を
は
く
場
合
も
あ

る
が
、

足
の
保
護
の

た
め
に
は
こ

う

か
け

を
は
く
の
が
普
通
で
あ

っ
た
。
防
寒
の

た
め
に
は
つ

ま
先

を
か
ら
で
包
む

よ
う
に

Ｘ
　べ
　χ
　Ｘ
　ｌ

す
る
か
さ
わ
ら

じ

を

用

い

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ
　
ゝ
　
ゝ
　
Ｘ

駄
　

木

の

台

の

裏

側

へ

二

枚

の

厚

く

低

い

歯

を

切

り

出

し

た

ひ

き

げ

た

は

庭
下

駄

や

足

洗

い

な

ど

気

軽

に

は

く

に
用

い

ら

れ

た

が
、

和

服

で

改

ま

っ

た
服

装

を

し

た
と

き

や

遠

出

の

と

き

は

ぞ

う

り

で

な

く

こ

の

げ

た

を
用

い

た

。

こ

ま

げ

た

と

も

呼

ば

れ

た
。

木

の

台

に
歯

を

さ

し

た

高
下

駄

は

雨

の

日

今

ぬ
か

る

み

を

歩

く

か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　Ｘ
　ゝ

と

き

に
用

い

ら

れ

た
。

歯

に
は

薄

い

樫

の

本

な

ど

を

さ

し

た

の

で

さ

し

ば

と

も

呼

ば

れ

た
。

朴

な

ど

の

厚

く

高

い

歯

の

も

の

に

は

太

い

緒

を

す

げ

て

学

生

た

ち

に

愛

用

さ

れ

た

。

高
下

駄

に

は

雨

の

目

今

改

ま

っ
た

場

合

な

ど

足

袋

の

つ

ま

先

の
汚

れ

を

防

ぐ

た

め

に
つ

ま

が

け

を

掛

け

た
。

下

駄

に
は

な

お

床

つ

き

ポ

″
ク

リ

な

ど
か

お

り
男

、

女
、

子

供
用

、

礼

装
用

な

ど

に
ふ

さ

わ
し

い

い

ろ

い

ろ

が

あ

っ
た

。

足
　

袋
　

足

袋

は

足

の

保

温

と

保

護

の

た

め

に

は

き

、

和

服

の

と

き

の

礼
装

の

場

合

に
も

は

く

。

昔

、

手

作

り

の

も

の

は

甲

の

高

い

と

こ

ろ

で

左

右

を

合

わ

せ
、
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Ｘ
　
Ｘ
　
Ｘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ｉ
と

紐

で

結

ぶ

ひ

も

つ

け

足

袋

が

普

通

で

あ

っ

た

が

大

正

期

以

後

市

販

の

も

の

は

鍾

の

λ
　
ゝ
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゆ

す

方

で

こ

は

ぜ

掛

け

で

留

め

る

の

が

一

般

的

に

な

っ

て

き

た

。

上

等

な

も

の

は

締

子

で

作

ら

れ

て

い

る

。

足

袋

の

底

の

長

さ

を

計

る

に

は

一

文

銭

を

並

べ

て

数

え

た

と

こ

ろ

か

ら

大

き

さ

は

文

数

で

あ

ら

わ

さ

れ

た

。

女

は

主

と

し

て

色

足

袋

、

男

は

紺

足

袋

が

普

通

で

あ

フ

た

が

、

礼

服

の

際

は

白

足

袋

を

は

い

た

。

足

袋

は

普

通

、

キ

ャ

ラ

コ

や

ブ

ロ

ー

ド

で

作

ら

れ

た

。

甲

掛

け

足

袋

は

わ

ら

じ

が

け

の

と

き

は

い

た

。

け

だ

し

足

袋

は

甲

か

け

足

袋

の

底
を
厚
く
し
て
そ
の
ま
ま
地
面
を
歩
く
と
き
用
い
た
。

ち
か
た
び
は
ぱ
だ
し
足
袋
を
ゴ
ム
底
に
し
た
も
の
で
大
正
期
以
後
農
作
業
や
遠

出
の
と
き
愛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
わ
ら
じ
に
と
っ
て
代
っ
た
。
ま
た
、
脛
を
保

護
す
る
は
ば
き
を
ち
か
た
び
に
連
続
し
て
と
り
つ
け
た
も
の
が
出
て
き
て
建
築
現

場
で
働
く
人
平
山
仕
事
を
す
る
大
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

雪
ぐ
つ
　
か
ら
で
わ
ら
じ
風
に
底
を
編
み
、
足
の
甲
を
覆
う
部
分
は
雪
の
は
い

ら
な
い
よ
う
に
編
み
、

さ
ら
に
脛

を
は
ば
き
風

に
覆
う
と
こ
ろ
は
俵
編
み
に
し
た

も
の
が
山
歩
き
牛
山
働
き
を
す
る
人
た
ち
に
愛
用

さ
れ
た
。

戦
後
の
は
き
物
　

登
山
に
は
登
山
靴
、

ス
キ
ー
に
は
ス
キ
ー
靴
そ
の
他
運
動

に

図１－ ９　わらで作られた雪ぐ つ

大正時代までは学童も雪の日にはこれをは

いて通学した。

は
各
種
目
に
適
合
す
る
よ

う

に
作
ら
れ
た
も
の
が
用

し
ら
れ

る
よ

う

に

な

っ

た
。
長
靴
は
雨
天

や
雪
道

に
用
い
ら
れ
、
田
植
今
川

漁
を
す

る
に
も
そ
の
他
の

作
業

に
も
適
し
身
を
護

る

に
も
つ
ご
う

の

よ

い

も

の
が
工
夫
さ

れ
た
。
材
料

亀
木
、
ゴ
ム
、
ゴ
ム
引
、
ビ
エ
ー
ル
、
皮
な
ど
多
様
の
も
の
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

六
　
寝

具

に】り
　
布
　
　
　

団

１
　

わ

ら

布

団

戦
前
ま
で
用
い
ら

れ
た
布
団
で
、
綿
の
代

わ
り
に

わ
ら
が
入

っ
て
い
る
も
の
だ

っ
た
。

古
着

を
解
い

た
も
の
や
麻
袋
を
解
い
た
も
の
を
縫
い
合

わ
せ
て

布

団

の

側
に

し
、
一
面

の
中
央

に
少
し
縫
い
合

わ
せ
し
な
い
と
こ
ろ
を
作

っ
て
お
き
そ
こ

か
ら

か
ら
の
出
し
入
九
を
す

る
。
か
ら
を
す
ぐ
る
と
き
、
か
ら
の
葉
の
と
れ
て
き
た
、

い

わ
ゆ
る
す
べ
が
柔
ら

か
く
て
い
い
の
で
こ
れ
を
用

い
た
。
こ
の
わ
ら
布
団
の
上

に
一
枚
敷
布
団
を
敷
い
た
だ
け
で
温

か
く
、
ほ
ど
よ
い
弾
力

も
あ
っ
て
寝
心
地
が

良
い

。
か
ら
か
古
く
な

る
と
新
し
い
の
と
取

り
換
え
る
。

重
い
の
で
朝
晩

た
た
む
こ
と
も
せ
ず
、
こ
れ
を
用

い
る
と
き
は
万

年
床
と
な
る

の
が
一
般
で
あ

っ
た
。
近
年

は
市
販
の

マ

″
ド
レ
ス
が
こ
れ

に
代
お
っ
た
。

２
　

布
　
　
　

団

布
団
縞
と
呼
ば

れ
る
大
柄

な
し
ま
木
綿
が
日
常

に
用

い
ら
れ
、
客
用

に
は
絹
な

ど
上
等

の
も
の
が
用

い
ら
れ
た
。
布
団
綿

は
腰
の
強
い
も
の
が
よ
し
と
さ
れ

た
。

敷
布
団

は
二
布
半
が
古

い
す
が

た
で
、
三
布

の
二

布
は
約
三
〇
二

二
六
皿
）
が
普

通

の
大

き
さ
、
四
布
布
団

は
子
持
用
と

さ
れ
た
。
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
寝

す
る
母
親
用

に
は
こ
の
広
さ
が
必
要
で

あ
る
。
近
年

は
一
般

に
敷
布
団

の
幅

は
広
く
な
り
、

だ

け
は
鯨
尺
五
尺
（
約
一
八
〇
皿
）
が
普
通

に
な
っ
た
。

掛
布
団

は
表

と
裏

の
布

を
き

っ
ち
り
と
そ

ろ
え
て
縫
い
合

わ
せ

る
毛
抜
き
合

わ

せ
仕

立
の
四
布
布
団
、
表
四
布
裏
五
布
で
、
裏
生
地
を
額
橡
風

に
出
し
て
仕
立
て

5 肩
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氾
布

団
、
そ

し
て
五

布
布
団

な
ど
が
あ
る
。
五

布
布
団

の
丈

は
四
尺
七
寸
、
幅
四

尺
三

寸
五

分
で
一

幅
に
一

つ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
定
紋

が
文
様
風

に
は
い
っ
て

い
る

も
の
が
一

般
で
あ
っ
た
。
今

の
掛
布
団

は
丈

は
そ

れ
よ
り
一
寸

な
い
し
二
寸
長
く

な
っ
た
の
が
普
通
で
あ
る
。
掛
布
団

の
唐
草

模
様

の
も

の
が
上
等
と

さ
れ
た
。

３
　

よ
　
　
　

ぎ
（
夜
着
）

夜
着

は
本

裁
ち
の
長
着

の
要
領
で
仕
立
て

る
が
大
形
で
厚
く
約
二
貫
の
綿

を
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
表

は
黒
染

め
の
木

綿
一
反

を
用
い
そ
こ

に
大
き
な
定
紋
、
裾

に
流

水
に
紅
葉

の
文
様

を
描

き
だ
し
、
裏

は
紺
染

め
の
木

綿
一
反

を
用
い
裏
生
地

を
表
へ
か
え

し
て
仕

立
て
、

ビ
ロ
ー
ド
の
襟

を
掛
け

た
も

の
が
普
通
で
嫁
入
り
の

と
き
に
持
っ
て
い
っ
た
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
上
等

な
も

の
は
表

全
畏
も
絹
で
表

は
大
柄
な
布
団

じ
ま
、
裏

は
浅

黄
い
ろ
の
も

の
な
ど

が
あ

っ
た
。
定
紋

の
は
い

っ

た
も
の
は
来
客
用

に
、

ふ
だ
ん
は
定
紋

が
は
い
ら
な
い
も

の
を
用
い

た
。
綿
を
う

す
く
入
れ
た
も
の
は
か
い
ま
き
と
言

っ
た
。

布
団
一
組

は
、

敷
布
団
一
枚
掛
布
団
二
枚

を
い

っ
た
が
近
年

は
敷
布
団
二
枚
、

掛
布
団
二

枚
、

マ

″
ド
ン

ズ

ー
枚

と
多

く
な
っ
た
。

近
年

は
そ

れ
に
毛
布

令
タ
オ
ル
ケ

″
卜
の
類
が
多
く
用

い
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ

た
。４

　

座
　

布
　

団

古

い
時
代

は
わ
ら
や
俑

な
ど
を
編

ん
で
作

っ
た
円
座
が
用
い
ら
れ
た

。

日
常

は
並
幅
一
布
半
で
正
方
形

よ
り
や

ヽ
長
目

に
作

っ
た
も
の
を
用
い
る
。
広

い
も
の
は
並
幅
二
布
と

な
る
。

客
用

に
は
銘
仙
、
八
反
、

ど
ん
す
な
ど

の
上
等

の
生
地
で
作

る
。
夏
季
用
に
は

ご
ざ
布
団

が
重
宝

が
ら

れ
る
。

⇔
　

ね
　

ま
　
き

古

く
は
素
裸
で

寝
る
な
ら
わ
し
が
多

か
っ
た
。
そ
れ

か
ら
着
物
の
袖

か
ら
腕
を

ぬ
き
、
着
物
全
体
で
体
を
く
る
ん
で
寝
る
風

が
多

く
な
り
、
や
が
て
単
衣
仕
立

の

寝
ま
き
に
紐
を
巻
い
て
寝
る
よ
う
に
な
り
、
寒
く

な
る
と
ネ
ル
の
生
地
で
仕
立
て

た
も
の
、
さ
ら
に
は
綿
入
れ
の
も
の
を
着

る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年

は
洋
風

の
パ

ジ
ャ
マ
を
着
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寝
冷
え

を
防
ぐ

た
め
に
腹
掛
け

を
子
供

に
さ
せ

る
こ
と
が

パ
ジ
ャ
マ
の
流
行

と
と
も
に
少

な
く
な
っ
た
。

目
　

ど
て

ら
・
た
ん

ぜ
ん

普
通
の
着
物
よ
り
や
や
長

く
大

き
く
仕

立
て

綿
を
入

れ
て
防
寒
用

に
着

た
り
、

寝
ま
き
に
用

い
る
。

匈
　

ま
　

く
　

ら

古
く
は
箱
枕

を
用

い
た
。
台
形

の
箱

の
胴

の
上

に
小
枕

と
い
う
小

さ
な
く
く
り

枕
を
の
せ
、
そ
の
上

に
枕
当

て
紙
を
重

ね
て
結

ん
だ
も

の
で
、
髭

に
結

っ
た
髪

を

保
護
す
る
に
必
要
な
枕
で
あ
っ
た
。

底
板
を
船
底
の
よ
う
に
そ
ら
せ
て
作
っ
た
も
の
を
船
底
枕
と
卜
っ
た
。
明
治
維

新
以
後
、
男
は
ち
ょ
ん
ま
げ
を
廃
し
、
女
性
も
洋
髪
の
流
行
と
と
も
に
ま
げ
が
少

な
く
な
り
箱
枕
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
ぼ
う
ず
枕
と
呼
ば
れ

る
布
製
の
く
く
り
枕
が
使
わ
れ
、
さ
ら
に
、
布
製
の
平
形
の
大
き
く
て
低
い
枕
が

多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
枕
の
中
へ
は
そ
ば
殻
や
茶
殻
を
入
れ
る
と
頭
へ

の
さ
わ
り
も
よ
く
、
冷
え
て
良
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
頭
が
冷
え
て
よ
い

と
い
う
の
で
籐
づ
る
で
編
ん
だ
も
の
や
陶
枕
な
ど
も
用
い
ら
れ
る
。

「
高
枕
で
寝
る
」
と
い
う
諺
は
特
別
高
い
枕
と
い
う
の
で
な
く
、
安
心
し
て
ら

っ
く
ら
と
何
の
心
配
も
な
く
な
っ
て
眠
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
は

頭
を
低
く
し
て
眠
る
こ
と
が
安
眠
の
姿
と
な
っ
て
き
た
。
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七
　

衣

類

の
管

理

と

つ

く

ら

い

（
［
一
　
洗
　
　
　

濯

衣

類
の
洗
濯
は
常
に
怠
り
な
く
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

丸
洗
い
　
下

着
や
単
衣

物
な
ど
、
そ
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
洗
う
こ
と
を
丸
洗
い

と
い
う
。
洗
濯
た
ら
い
に
入
れ
、
水
冲
湯
で
洗
っ
て
ほ
す
。
こ
れ
は
婦
人
の
仕
事

と
し
て
大
変
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
子
供
の
し

め
し
（
お
む
つ
）
な
ど
を
洗
う
の
は
た

ら
い
を
別

に
し
、
ま

た
川
も
下

川
で
す

る
の
が
な
ら

わ
し
で
あ

っ
た

。
ま
た
し

め

し
や
下
着
類

な
ど
を
目
立
つ
と
こ

ろ
へ
ほ
す
こ
と
も
慎

ん
だ

。

ふ
る
く
、
洗
濯
石
け

ん
が
出

回
る
前

は
、
灰

を
水

に
と

い
て

お
き
、
そ

の
上
澄

み
を
使
っ
て
い
た
。
単
衣
物

な
ど
洗
い
上

が
っ
た
も
の
に
は
糊
付
け

を
し
た
。
ご

飯
の
い
た
ん
だ
も
の
を
手
拭
い
の
古

な
ど
で
作

っ
た
糊
袋
へ
入

れ
て

も
み

だ
し
て

使
っ
た
り
、
少
し
多
い
と
き
は
小
麦
粉

を
煮

た
糊

を
使

っ
た
。
ふ

の
り
（
布
海
苔
）

は
上
等
の
も
の
に
使

っ
た
。

解
き
洗
い
　

綿
入
れ
の
着
物
な
ど
は
丸
洗
い
が
出
来
な
い

か
ら
解
き
洗
い
を
し

た
。
着
物

を
解
い
て
洗
い
、
そ
れ

に
糊
付
け
し
た
も
の
を
は
り
板
（
張
板
）
へ
張

っ

て
干
し
（
こ
れ
を
洗
い
張
り
と
い
っ
た
）
、
再

び
縫
い
直
す

わ
け
で
手
間

が

か

か

る

が
、

き
れ
い
に
さ
っ
ぱ

り
と

な
っ
た
。
上
等

な
衣
類
や
ふ
と

ん
も
こ

の
解
き
洗
い

を
し
た
。
解
き
洗
い
の
と
き
は
、
布
地

の
い
た
ん
だ
と
こ

ろ
へ
は
つ

ぎ
（
継
）
を
あ

て
、
薄
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
は
さ
し
こ
を
し
た
。

嫁
住
み
の
と
き
は
、
と
て
も
解
き
洗
い
な
ど
し
て
い
る
暇
は
な
か
っ
た
。
ま
た

農
繁
期
に
は
嫁
で
な
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
通
常
の
洗
濯
や
当

座
の
つ
く
ろ
い
も
、
多
く
は
女
衆
の
夜
業
（
よ
う
な
べ
）
で
あ
っ
た
。
裏
か
ら
つ
ぎ

を
あ
て

る
の
は
ま
だ
よ

か
っ
た
が
、
綿
入
れ
な
ど
の
か
ぎ
裂
き
な
ど
は
表
か
ら
被

せ
つ
ぎ
を
し
た

。
つ
ぎ
は
一
目
で
そ
れ
と
み
え
る
、
あ
ま
り
見
た
眼

に
よ
く
な
い

も

の
だ

っ
た
が
、
昔
は
つ
ぎ
の
あ

る
も
の
を
着
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
つ
ぎ
っ
こ

は
ぎ

っ
こ

を
着
て
い

た
。

近

ご
ろ
の
よ
う
に
、
物
が
豊

か
に
出
回

る
よ
う

に
た

っ
て

か
ら
は
、
さ
し
こ

を

し
た
り
つ
ぎ
の
あ

た
っ
た
も

の
を
着
て
い

る
人
を
ほ
と

ん
ど
見

か
げ

な

く

な

っ

た
。

⇔
　

保
　
　
　

管

衣

類
を
し
ま
う
に
は
、
古

い
木

箱
に
反
古

紙
を
は
り
、
柿
渋

を
ひ

い
た
も
の
に

蔵

め
、
ま
た
、
ふ
だ
ん
は
手
軽
に
竹
行
李

・
柳
行
李

へ
納
め
て

お
い
た
。
上
等
な

も
の
な
ど

ち
ゃ
ん
と
し
た
保
管
は
た

ん
す
（
箪
笥
）
に
入
れ
た
。
桐
の
た
ん
す
は
乾

湿

の
変
化

に
適
応
も
す

る
し
、
火

に
も
強
い
の
で
上
等
と
さ
れ
た
。
布
団
・
夜
具

の
類
は
な
が

も
ち
（
長
持
）
に
蔵

め
た
。
日
常
の
布
団
類

は
、
押
入

れ
が

ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
の
で
、
部
屋

の
隅

に
畳

ん
で
重

ね
て

お
く

の
が
普
通
で
あ

っ
た
。

虫

除
け
に
は
刻
み
た
ば
こ
、

い
も

太
う
の
葉
、
粉
石
け

ん
、

よ
も

ぎ
、

ぼ
け

の

実
、
ぎ
ん
な
ん
、
な
ん
て
ん
の
葉
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。
近
年
は
樟
脳
が
上
等
と

さ
れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
ナ
フ
タ
リ
ン
が
こ
れ
に
か
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
夏
の
土
用
中
に
「
土
用
干
し
」
を
し
て
、
風
を
通
し
湿
気
を
は
ら
う
の

も
虫
除
け
の
対
策
で
あ
っ
た
。

日
常
の
衣
類
の
洗
濯
や
縫
≒

季
節
が
す
ぎ
れ
ば
そ
れ
を
洗
濯
手
入
れ
し
て
蔵

い
、
新
し
い
季
節
に
合
わ
せ
た
も
の
を
着
せ
る
、
こ
れ
を
不
自
由
な
く
行
う
こ
と

は
、
主
婦
の
大
切
な
務
め
で
あ
っ
た
。
近
年
洗
濯
機
や
乾
燥
機
な
ど
が
出
回
っ
て

き
て
、
主
婦
の
こ
の
面
の
仕
事
は
だ
い
ぶ
軽
減
さ
れ
た
。
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第
二
章
　

食
　

生
　
活

一
　

常
　

の
　

食

｛
｝り
　
　
米

米
は
他
の
穀
物
に
比
べ
大
昔
か
ら
価
値
が
極
め
て
高
か
っ
た
。
現

在
は
一
日

の

労
賃
で
米
は
一
斗

二

五
㎏
）
な
い
し
二
斗

買
え
る
の
に
、
享

保
年
間

二

七
一
六
～

三
五
）
の

労
賃

は
一
日

に
つ
き
米
一

升
七
合
で
あ
っ
た
。
（
門
屋
文
書
）
明
治
三
〇

年

ご
ろ
で
も
米
一
升

が
一
三

銭
で
男
一
日

の
労
働
賃
金

が
二
四

銭
ぐ

ら
い
で

あ
っ

た
。
（
横
井
文
書
）

長
家
で

は
米

の
不
足

す
る
家

は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
米

を
売
る
こ
と

の
で
き

る

大
百
姓
で

も
ふ
だ
ん
は
混
食

を
し
た
り
、
他

の
副
食
物

を
工

夫
し
て
米

を
う
か
せ

る
こ
と

に
つ
と

め
、
白
米
だ
け
を
三
度

の
食
事

に
と

る
こ
と

は
ほ
と

ん
ど
な

か
っ

た
。田

畑
「

も

ん
や
」
の
「

作
の
取

毛
覚
」

か
ら
摘
記

す

る
と
表
２
１
１

に
見

る
よ

う

に
、
雑
穀
を
た
く
さ
ん
収
穫
し
て
い
る
。
こ
の
家
は
大
百

姓
で
あ

っ
た
が
常
の

食
に
は
雑
穀
を
混
ぜ
て
米
を
食
い
伸
ば
し
、
で
き
る
だ
け
米
の
販
売
を
増
す
こ
と

に
っ

と
め
た
。
雑
穀

の
ほ
か
大
根
、
大

根
葉
、
蕉

な
ど
も
米
の
足

し
に
し
た
の
で

あ
る
。

ま
た
、
表
２
１

２

に
見

る
よ
う
に
田
畑
村

の
物
産

の
中
で
も
雑
穀
、
野
菜

な
ど

が
米

の
収
穫
量

に
比
し
て
明
治

初
年

に
な
っ
て
も

ま
だ
多

い
。
こ

れ
に
よ

っ
て
も

食
生
活
を
う

か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き

る
。

表 ２－ １　 ある有力農家の畑作穀類 の収量

(作の取毛覚)

表２－ ２　田畑村 の物産（物産書上帳）

元　禄　 ９　年 正　徳　２　年

小　麦　１石

大　麦　18 俵３斗

粟　　　 ８石６斗 ３升

稗（悪 シ） ３俵

畔　稗　１石 ４斗

飼　豆　33 駄

大　豆　２石８斗

蕎　麦　３俵３斗

大　根　56 駄

大根葉

蕪

青　豆

畔　豆

白　豆

絵画豆

１石４斗 ８升

５石 １斗 ５升

柄粟　１石 １斗 ７升
粟　　 ５石 ３斗 ２升

13俵３斗１升

８俵

45駄

172連

９駄

８升 ３合

10俵 ５斗

５俵３斗５升

１斗７升

( 田畑　 もんや文書)

明治4 年 明治7 年

米　　　　　　160 石

大　　　 麦　30 々

小　　　 麦　16 々

大　　　 豆　160 々

小　　　　 豆　　 ８ 々

稗　　　　　　200 々

蕎　　　　 麦　　10 々

粟　　　　　　250 々

菜　　　　　種　　 ３ 々

荏　　　　　　24 々

酒　　　　　　100 々

油　但　荏水　　 ７ 々８斗

種水　　 ７ 々２ 々

桃　　　　　　　　　１ 々

柿　　　　　　　　　　８斗

栗　　　　　　　　　　　５〃

大　　　　 根　400 駄

大　 角　 豆　　 １石

ジ ャガタラ芋　　45 々

醤　　　　　油　　　５〃

楢　　　　 実　　 ５斗

味　　　　 噌　　35 石

369石

34〃1 斗 １升

32 々0　4 々

100 々2 斗

12 々0　5 升

385 々

H 々2 斗 ６升

１８４々９〃 ４〃

７〃 ５〃 ２々

６０々２〃

２６０々

８ 々

４〃

５石

１ 々５斗

(田畑　 大東 文書)
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⇔
　

混

食

米

の
補
い

に
は
粟
、
大
麦
、
稗
、
黍
、
小
麦
、
蕎
麦
、
と

う
も

ろ
こ
し
、
も

ろ

こ
し
、
大
豆
、
小
豆
が
主
で
野
菜
で
は
馬
鈴
薯
、
大
根
、
大
根
葉
な
ど
が
用
い
ら

れ
た
。
甘
藷
は
本
村
で
は
あ
ま
り
作
ら
れ
な
か
っ
た
が
太
平
洋
戦
争
中
か
ら
戦
後

に
多
く
栽
培
さ
れ
、
代
用
食
と
し
て
重
要
な
も
の
と
な
り
、
い
も
ば

か
り
で

な

く
、
葉
柄
ま
で
も
食
べ
た
。
粟
、
稗
、
大
麦
は
混
食
用
と
し
て
最
も
多
く
用
い
ら

れ
た
。

粟
　
飯
　
本
村
で
は
西
天
開
田
前
ま
で
は
畑
作
が
多
く
粟
を
た
く
さ
ん
作
っ
た

か
ら
粟
飯
を
よ
く
食
べ
た
。
粟
飯
を
炊
く
に
は
、
水
加
減
を
や
や
多
め
に
し
て
飯

を
炊
ぎ
、
噴
曽
上
が
っ
た
と
き
蓋
を
と
り
、
手
早
く
粟
を
上
に
平
ら
に
置
い
て
す

ぐ
蓋
を
し
、
と
ろ
火
で
し
ば
ら
く
蒸
し
て
後
、
か
ぎ
混
ぜ
る
。
粧
粟
を
加
え
て
炊

く
と

ね
ば
り
も
出
、
味
も

よ
く

な
る
。

つ
　
　
　
　
　
　
　

な
べ
　
　
　
　
　

４
　
×
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す

麦
　

飯
　

大

麦

は

揚

い

た

の

を

鍋

で

煮

て

え

ま

し

て

飯

に

混

ぜ

て

炊

く

。

石

臼

ひ
　
　
　
　
　
　
　４
　４
　×
　４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ぶ
　
　
　
　４
　４
　４

で

挽
き

割

っ

た
ひ

き

割

り
や

精

白

し
て

押

し
潰

し

た

お

し
麦

は
初

め

か
ら

米

と

混

ぜ
て

炊

く

。
太

平

洋

戦
争

ま
で

日

本

の
軍

隊
で

は
麦

飯

に
限

っ
て

い

た

よ

う
で

あ

る

。

麦

飯

を

食

べ

て

卜
る

と
脚

気

の
予

防

に

な

る

と

い

わ

れ

た

。

稗
　

飯
　

揚

い

て
皮

を

除

い

た

稗

を

水

に
浸

し
て

米

に
混

ぜ

て
炊

く

。
表

２

で

わ

か

る
よ

う

に

稗

の

収

量

の

多

い

の

は
馬

糧

に

も

し

た

が
稗

を
常

食

と

す

る
家

が

多

か

っ
た

。

大

根

飯

・
大

根

葉

飯
　

大

根

は

表

２
１

１

で

み

る

よ

う

に

た

く

さ

ん
収

穫

し

て

い

る
。

生

で

貯

蔵

し

て

冬

中

煮

物

に
し

た

り

、

汁

の

実

に
し

、

ま

た
、

沢

庵
漬

に

し

て

翌

年

春

夏

の
候

ま

で

食

べ

た
。

大

根

飯

に
し

た
り

、

葉

は
干

し

て

貯

え

た

も

の

を
や

は
り

飯

に
加

え

て

食

べ

た

。
大

根

の
干

葉

は
備

荒

食

物

と

な

り

古

い
葉

も

凶

年

の
と

き

は
売

買

さ

れ

た

ほ

ど
で

あ

る

。

栗
　

飯
　

山

栗

ぱ

た
く

さ

ん
と

れ

亘

局
遠

領

入

野

谷

郷

や

藤

沢

谷

で

は
大

切

な

食
べ
物
で
あ
っ
た
。
本
村
は
あ
ま
り
な
い
の
で
む
し
ろ
御
馳
走
で
あ
っ
た
。
外
皮

を
除
号
渋
を
と
っ
て
米
に
混
ぜ
て
炊
い
た
り
栗
こ
わ
め
し
と
し
た
。

そ
の
他
の
混
食
　
い
も
飯
、
か
ぼ
ち
や
飯
な
ど
そ
の
句
に
よ
っ
て
米
の
だ
し
ま

え
に
し
た
り
、
さ
ん
ま
飯
、
鮭
、
鰹
、
か
に
等
の
か
ん
詰
御
飯
や
き
の
こ
飯
、
蜂

の
子
飯
、
ご
も
く
飯
等
と
し
て
御
馳
走
に
食
べ
た
。

句
　
こ
　
わ
　
飯

嬬
米
に
小
豆
を
入
れ
て
蒸
し
た
こ
わ
め
し
は
、
祝
い
ご
と
に
用
い
ら

れ
て

き

た
。
小
豆
の
な
い
と
き
は
さ
さ
げ
豆
を
代
用
し
た
。
お
こ
わ
、
お
赤
飯
と
い
っ
て

建
前
や
不
幸
の
と
き
に
は
近
親
者
が
重
箱
か
手
び
つ
、
じ
き
ろ
な
ど
に
入
れ
て
贈

４
　

Ｘ
　

ｆ
　

ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　

み

や

げ

っ

た

。

祝

い

ご

と

に

は

食

べ

る

ほ

か

き

ょ

う

ぎ

に

包

ん

で

お

土

産

に

つ

け

た

。

匈
　
す
　
　
　
し

来
客
の
馳
走
や
吉
凶
に
す
し
を
作
る
。
乾
ぴ
ょ
う
の
煮
つ
け
た
も
の
を
し
ん
に

し
た
巻
ず
し
、
揚
ど
う
ふ
に
つ
つ
ん
だ
い
な
り
ず
し
、
野
菜
や
小
え
び
の
煮
つ
け

た
も
の
を
混
ぜ
た
ち
ら
し
ず
し
が
一
般
的
で
あ
る
。
近
ご
ろ
の
巻
ず
し
の
し
ん
に

は
き
ゅ
う
り
な
ど
野
菜
の
ほ
か
ま
ぐ
ろ
な
ど
の
魚
類
、
か
お
っ
た
も
の
で
は
蜂
の

子
な
ど
も
用
い
る
。

価
　
　
餅

餅
　
　
粳
米
を
蒸
寵
で
蒸
し
た
も
の
を
立
臼
に
入
れ
杵
で
鵠
い
た
。
三
升
五

合
か
四
升
な
ど
蒸
せ
る
蒸
龍
が
普
通
で
あ
っ
た
。
餅
つ
き
の
臼
の
下
に
は
必
ず
稲

わ
ら
を
敷
い
て
臼
が
お
ど
る
の
を
防
い
だ
。
餅
つ
き
は
下
駄
ば
き
で
す
る
こ
と
を

嫌
っ
た
。
臼
に
入
れ
た
の
は
よ
く
練
っ
て
か
ら
揚
い
た
。
こ
の
ね
る
に
も
掲
く
に

も
力
が
い
る
。
一
臼
ち
ゃ
ん
と
揚
き
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
男
も
一
人
前
と
い

わ
れ
た
。
も
ち
揚
き
に
は
手
が
え
し
を
す
る
相
手
が
い
る
。
手
水
を
つ
け
な
が
ら

む
ら
な
く
揚
げ
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
つ
き
手
と
手
が
え
し
の
呼
吸
が
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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揚
き
上
が

っ
た
餅

を
す
ぐ
食
べ

る
の
を
手
餅
と
い

っ
て
あ
ず
き
飴
冲
き
な
粉
を

つ
け
て
温

か
い
う

ち
に
食
べ

る
。
鏡
餅
は
適
当
の
量
を

ち
ぎ
っ
て
ま
る

め
伸
し
板

の
上
で
米
の
粉

か
片
栗

粉
を
つ
け
な
が
ら
形

を
整
え
る
。
伸
し
餅
は
伸
ば
し
棒
で

四

角
形

に
伸
ば
す
。

伸
し
餅
の
固
ま

っ
た
と
こ
ろ
を
見

計
ら
っ
て
切
る
。
普
通
食
べ
る
餅
は
カ
ル

タ

形

に
適
宜
の
大
き

さ
に
切

る
。

嫁
が
節
句
礼

に
実
家
や

か
ね
親
へ
の
進
物
用

に
は
裁
ち
餅
を
持
っ
て
い
く
。
裁

ち
餅

竺

二
升
五
合

か
四
升
臼

の
伸
し
餅

を
鯨
尺
八
寸
幅

に
長
く
た

ち
き
っ
た
の
を

三
つ
折

に
し
、
三
月

は
の
し
い

か
、
五
月
は
は
ま
ぐ
り
、
九
月
は
菊
の
花
を
添
え

て
行
く

。
こ

の
節

句
礼

は
嫁

に
来
て
一
年
目
だ
け
（
田
畑
）
で
や

め
る
家
と
三

年
な

い
し

は
そ

れ
以

上
続
け

る
家
と
が
あ

る
。
初
節
句
に
は
鯨
尺
六
寸

の
長
た
ち
を
三

枚
持

っ
て
行
く
と
、
実
家
で
は
一
枚
返
す
。
翌
年
か
ら
は
八
寸
の
長
だ

ち
を
二

枚

持

っ
て
行
く
と
一
枚
を
返
え
す
の
が
例
で
あ

っ
た
（
大
泉
）
。

裡
粟
を
混
ぜ
て
掲
い
た
粟
餅
、
粳
米
と
大
豆
や
胡
麻
な
ど
混
ぜ
て
掲
い
た
あ
ら

れ
餅
な
ど

は
変

わ
っ
た
味
を
持

っ
て
い
て
良
い
も
の
で
あ
る
。
よ
も
ぎ
の
わ
か
芽

を
く
さ
の
は
な
と
い

っ
て
こ
れ
を
入
れ
た
草
餅
は
、
こ
と
の
ほ
か
香
り
が
高
く
て

う
ま
い
も
の
で
あ
る
。
く
さ
の
は
な
を
ゆ
で
て

乾
燥

し
て

お
き
、

冬
で

も
こ
の
餅

を
作

っ
た
。
ま
た
ご
ぼ
う
の
葉
な
ど
も
同

じ
よ
う
に
し
て
掲

い
た
。

ま
た
、

餅
の
量
を
増
す
た
め
に
農
家
は
く
ず
米

を
粉
に
し
た
も
の
を
混

ぜ
た
粉

餅
を
排

い
て
食
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
く
さ
の

ぱ
な
や

ご
ぼ
う
っ
葉

と
い
っ

し
ょ
に
粉
を
混
ぜ
た
餅
も
大
正

こ
ろ
ま
で
は
食

べ
た
。

餅
は
び

じ
ろ
で

わ
た
し
の
下

へ
お
き

を
か
き
出
し
て
焼
き
、
焼
け

る

は

し

か

ら
、
み
そ
、
醤
油
、

か

な
粉
、

な
め
み
そ
（
き
ん
ざ
ん
じ
み
そ
、
な
っ
と
う
と
も
い
っ

た
）
、

白
み
そ
、

飴
、
砂
糖
、
じ

ん
た

な
ど
を
つ
け
て
食

べ
た
。
家
中
の
者
が
ひ

じ

ろ
ば

た
へ
寄
り
集

ま
っ
て
焼
き
立
て

の
餅

を
食
べ

る
の

は
た
と
え
粉
餅
で
あ

っ

図 ２－ １　ご へい もち

さんしょうの葉や，ご まのみそを つけ て二つ三つおだ んご

のように くしにさした

て
も
う
ま
い
も
の
で

あ
っ

た
。お

雑
煮
、
汁
粉
餅
、
く
る

み
餅
、
あ
べ
か
わ
（
か
な
粉

餅
）
な
ど
は
焼
い
た
餅
を
お

湯
で
や
お
ら
め
た
も
の
を
予

め
用
意
し
た
汁
に
入
れ
て
食

べ
る
。

お
か
ら
こ
　
十
五
夜
の
月

に
供
え
る
餅
で
あ
る
。
粳
米

を
ひ
や
か
し
て
お
き
、
こ
れ

に
水
を
加
え
て
立
臼
で
掲
き

お
供
え

に
し
て

Ｉ
斗
ま
す

に
そ
の
年
の
月
の
数
だ
け
入
れ
て
供
え
る
。
こ
の
餅
は

翌
朝
煮
物

に
し

た
り
み
そ
汁

に
入
れ
て
食
べ
る
。
嬬
米
の
餅
よ
り
さ
ら
っ
と
し
て

い
て
う
ま
い
も

○
で
あ

っ
た
。

ほ
た
餅
　

精
米
と
粳
米
を
混
ぜ
て
炊
ぎ
、
つ
き
潰
し
て
手
ご
ろ
な
大

き
さ
に
丸

め
、
こ
れ

に
小
豆
飴
、
き
な
粉
、
ご
ま
な
ど
を
つ
け
る
。
大
き
な
皿

や
お
盆

な
ど

の
中
ほ
ど

に
き
な
粉
を
つ
け
た
黄
色
な
の
を
お
き
、
ま
わ
り
に
小
豆
飴

を
つ
け

た

の
を
並
べ
る
と
牡
丹
の
花
に
見
立
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名

が
起
こ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。
ま
た
、
小

豆
を
つ
け
た
の
を
秋

の
野

に
咲
く
萩

の
花

に
な
ぞ
ら
え
て

お
は
ぎ
と
も
言
う
。
ゆ
か
し
い
名
で
は
あ
る
。

ご
へ
い
餅
　

粳
米
を
炊
ぎ
、

す
り
こ
ぎ
で
突

き
潰

し
、
小

さ
な
握
り
飯

の
よ
う

に
に
ぎ
っ
た
も
の
を
竹

の
串
に
二

つ
か
三

つ
ず
つ
さ
し
て
こ

ん
が
り
焼
き
、
こ

れ

に
胡

桃
み
そ
、
さ
ん
し
ょ
う
み
そ
、

ご
ま
み
そ

な
ど
を
つ
け
、

さ
ら
に
こ

ん
が
り

焼
い
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
じ

ろ
で
焼
き

な
が

ら
食
べ

る
の
は
田
舎
び

た

風

情

が
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あ
り
、

よ
い
ご
馳
走
で

あ
る
。
ご
へ

い
五
合
と

い
っ
て
、

た
く

さ
ん
食

べ
る
の
が

普

通
で
あ
っ
た
。

大
き

な
串
へ
手

の
ひ

ら
の
よ
う
な
大
台

な
の
を
さ
し

た
も

の
も
あ

る
。
そ
の
形

が
御
幣

に
似
て

い
る
か
ら
こ

の
名
が

つ
け

ら
れ
た
と
も
い
か
れ

る
。

ご
へ

い
餅
は
さ
ん
し

ょ
う
の
わ
か
芽

の
出

た
こ

ろ
山
小
屋
で
こ
れ
を
作

っ
て
唯

一

の
ご
馳
走

に
し

た
の
が
始
ま
り
だ
と
い

わ
れ
里
の
家
で
は
、
「

家
は
山
小
屋
で

は
な
い
」
と
い
っ
て
、
ご
へ
い
か
つ
ぎ
の
家
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
舗
米
を
混
ぜ
て

炊
く
と
も
い
う
。

柏
餅
・
桜
餅
　
米
の
粉
を
練
り
、
こ
れ
を
平
ら
に
伸
ば
し
て
小
豆
あ

ん
を
包

み
、
さ
ら
に
こ
れ
を
柏
や
桜
の
葉
で
包
ん
で
ふ
か
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
餅
と
卜

う
よ
り
む
し
ろ
ま
ん
じ
ゆ
う
の
た
ぐ
い
で
あ
る
。
葉
の
香
り
が
う
つ
っ
て
う
ま
い

も
の
で
昔
は
農
休
み
に
は
こ
れ
を
作
っ
て
お
田
植
え
ま
で
の
激
し
い
労
働
を
慰
や

す
御
馳
走
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
菓
子
屋
で
売
っ
て
い
る
も
の
は
前
年
の

葉
を
用
い
る
の
で
若
葉
で
作
っ
た
も
の
の
よ
う
な
香
り
は
な
い
。
形
と
名
ば
か
り

の
も
の
で
あ
る
。

㈹
　
粉
　
　
食
（
粉
食
）

小
　
麦
　
小
麦
粉
は
う
ど
ん
粉
、
メ
リ
ケ
ン
粉
な
ど
と
呼
ば
れ
、
米
の
補
い
に

常
の
夕
食
に
は
麦
粉
か
蕎
麦
粉
を
食
べ
て
い
た
。

お
焼
き
　
小
麦
粉
を
こ
ね
て
握
飯
大
に
ま
る
め
た
の
を
ひ
じ
ろ
の
温
灰
に
う
め

て
直
か
に
焼
い
て
食
べ
る
の
が
最
も
手
軽
で
あ
る
。
ま
た
芯
に
漬
菜
や
み
そ
漬
を

入
れ
て
焼
き
主
食
と
す
る
と
き
は
こ
れ
を
お
菜

と
し
て
食

べ
た
。
こ
と
に
夏
季
、

茄
子

の
で
き
る
と
き
は
生
な
す
を
養
の
目
に
切

り
、

こ
れ
を
み
そ
で

ま
ぶ
し
た
も

の
を
芯
に
す
る
な
す
焼
餅
が
好

ま
れ
た
。
ゑ
び
す
講

に
は
小
豆
飴

を
入

れ
た
お
や

ぎ
を
神
に
供
え
、
恵
比

寿
様

に
は
特
別
大

曽
な
の
を
二

つ
供
え

た
。
供
え

た
お
や

き

ぱ
一
日

の
は
か
ら
で
、
二
〇
日

の
は
あ

ん
が

つ
ま
っ
て

い
た
。
こ

れ
は
女

の
子

に
は
縁
が
遠
く
な
る
と
い
っ
て
食

べ
さ
せ

な
か
っ
た
。

薄
　

焼
　
焙
恪

鍋
に
粉
を
や

お
ら
か
に
こ
ね

た
も

の
を
垂

ら
し
て
焼
い

た
も
の

で
、
間
食
や
飯

の
足
り

な
い
と
き

に
利
用

さ
れ
る
。
こ
れ

に
き
な
粉
や
砂
糖
醤
油

を
つ
け
て
食

べ
る
。

お
だ
ん
す
　

す
い
と

ん
、

お
つ
み
入

れ
、
汁

わ
か
し
な
ど
と
呼
ば
れ
、
最
も
手

軽

な
食

べ
方
で
あ

っ
て
夕
飯

な
ど

に
よ
く
食
べ

る
。
野
菜
を
多

め
に
入
れ
た
み
そ

汁
へ
柔

ら
か
に
こ
ね

た
小
麦
粉

を
箸
申
し

ゃ
く
し
で
小
さ
い
お
団
子
に

ち
ぎ
っ
た

も
０

を
、
煮
立

つ
た
な

か
へ
少
し
ず
つ
落
と
し
て
煮
た
も
の
で
消
化
も
よ
く
、
体

が
温
ま

っ
て
よ
い
と
い

わ
れ
た
。

手
打
う
ど
ん
　

日
本
産
の
小
麦
粉
は

グ
ル
テ
ン
の
含
有
量
が
少
な
く
う
ど
ん
を

作

る
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
た
。
昔
か
ら
手
打
う
ど
ん
は
お
だ
ん
す
な
ど
に
く

ら
べ
て
御
馳
走
と
さ
れ
た
。
う
ど
ん
は
小

麦
粉
を
こ
ね
、
伸
し
板
で
伸
ば
し
、

折

り

だ
た
ん
だ
も
の
を
小

口
か
ら
細
く
庖
丁
で
刻
ん
だ
も
の
を
ゆ
で

る
。
ゆ
で
上

が

っ
た
も
の
を
水
に
さ
ら
し
、
こ
れ
を
し
た
じ
（
味
つ
け
し
た
汁
）
で
食
べ
る
。
こ
れ

が
「

つ
け
し
た
じ
」

で
、
水
に
さ
ら
し
た
の
を
さ
ら
に
野
菜

を
入
れ
た
汁

と
い
っ

し
ょ
に
煮
て
食
べ
る
の
が
「

お
煮
掛
け
」

で
あ
る
。
刻
ん
だ
も
の
を
水
に
さ
ら
す

こ
と
か
く
刻
む

ぱ
し
か
ら
煮
た
っ
た
み
そ
汁

に
じ
か
に
入
れ
て
煮
た
の
が
「
汁

わ

か
し
」

で
あ
る
。
「

そ
う
め
ん
」

が
一

般
化
す
る
ま
で
葬
式

に
う
ど
ん
を
も
て

な

す
た

め
に
女
衆
は
う
ど
ん
を
打
つ
の
が
大
仕
事
で
あ
っ
た
。

素
　

麺
　

小
麦
粉
に
水
と
塩
を
加
え
て
こ
ね
た
種
に
、

植
物
油

を
塗
り
、
細

く

引

き
伸
ば
し
て
日
に
干
し
た
ご
く
細
い
う
ど
ん
状
の
麺
で
あ
る
。
旧
村
誌

に
「

塩

素
麺
、
小
麦
粉

ニ
テ
製
ス
。
質
美

ニ
シ
テ
隣
村
へ
輸
ス
」

と
あ
る
。
明
治

初
年

に

他
村
へ
出
す
ほ
ど
製
造
し
た
よ
う
で
あ
る
。

素
麺
は
ゆ
で
て
水
に
さ
ら
し
前
記

う
ど
ん
と
同

じ
よ
う
に
し
て
食

べ
る
。
夏

季

は
冷
た
く
し
た
冷
し
素
麺
が
喜
ば
れ
、
冬
は
温

め
た
の
が
喜

ば
れ
る
。

石原
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蕎
　

麦
　

そ
ば
の
最
も
手
軽
な
食
べ
方
は
「
モ

ば
掻
き
」

で
け
い
も
ち
、
か
い

も
ち
と
い
わ
れ
た
。
そ
ば
粉
を
少
し
し
め
ら
せ
て
、
つ
づ
ら
こ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に

し
こ
れ
に
熱
湯
を
か
け
て
す
ば
や
く
掻
き
立
て
る
。
こ
れ
に
き
な
粉
や
砂
糖
醤
油

を
か
け
て
食
べ
る
。
こ
れ
は
消
化
が
よ
い
と
い
う
の
で
病
人
食
と
し
て
も
重
寓
が

ら
れ
る
。
「
そ
ば
焼
も
ち
」
は
そ
ば
粉
を
水
冲
湯
で
こ
ね
て
ほ
う
ろ
く
で
焼

く

か
、
焼
き
灰
の
中
へ
直
接
入
れ
て
焼
い
て
食
べ
る
。
こ
う
ば
し
く
蕎
麦
独
得
の
味

は
こ
れ
に
勝
る
も
の
が
な
い
。

普
通
に
「
そ
ば
」
と
い
え
ば
「
そ
ば
切
り
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
ば
切
り
は
江

戸
初
期
か
ら
一
般
化
し
た
と
い
わ
れ
る
が
今
で
も
御
馳
走
で
あ
る
。
蕎
麦
粉
に
二

割
く
ら
い
の
量
の
小
麦
粉
を
つ
な
ぎ
に
入
れ
て
手
打
ち
う
ど
ん
と
同
じ
要
領
で
作

る
。
つ
な
ぎ
を
少
な
く
す
る
ほ
ど
む
ず
か
し
い
が
上
等
で
あ
る
。

そ
ば
を
食
べ
る
「
し
た
し
」
は
醤
油
に
む
し
た
つ
く
り
や
鰹
節
な
ど
の
だ
し
を

入
れ
て
作
る
。
好
き
な
人
に
は
「
か
ら
つ
ゆ
」
が
一
番
の
御
馳
走
だ
と
い
う
。
こ

れ
は
炭
火
の
上
で
焼
い
た
み
そ
を
大
根
お
ろ
し
の
中
へ
入
れ
て
か
き
さ
も
し
、
こ

れ
を
し
ば
っ
た
汁
で
、
こ
の
中
へ
こ
ま
か
に
刻
ん
だ
生
ね
ぎ
を
入
れ
、
冷
え
た
そ

ば
に
冷
え
た
汁
を
つ
け
て
食
べ
る
の
で
あ
る
。
雄
子
の
肉
か
ら
と
っ
た
だ
し
を
入

れ
た
し
た
じ
で
食
べ
る
き
じ
そ
ば
ぱ
最
上
の
御
馳
走
と
さ
れ
た
。

そ
ば
を
食
べ
た
後
に
飲
む
そ
ば
湯
は
う
ま
い
。
こ
れ
は
そ
ば
を
ゆ
で
た
湯
に
し

た
じ
を
入
れ
て
味
を
つ
け
た
も
の
だ
が
、
体
も
温
ま
る
よ
い
飲
み
物
で
あ
る
。

二
　

加

工

食

品

‥｛
い
　
保
存
食
・
副
食

古
く
か
ら
農
家
で
は
、
自
家
で
生
産
し
た
も
の
や
野

山
に
あ
る
も
の
を
加
工

し

て
、
保
存
食
と
し
た
り
副
食
と
し
て
、
食

生
活

を
豊
か
に
す
る
工

夫

を

し

て

き

た
。

図2 －2　 氷　 も　 ち

農家のお茶うけにな くてはならない ものだった

氷
　
餅
　
寒
中
に
餅
を
掲
い

て
短
冊
形
の
適
当
な
大
き
さ
に

切
っ
た
の
を
新
聞
紙
に
一
つ
一

つ
包
み
、
か
ら
で
編
ん
で
連
を

作
る
。
そ
れ
を
桶
な
ど
に
入
れ

て
水
に
浸
し
て
お
き
寒
い
夜
を

見
は
か
ら
っ
て
上
げ
、
日
陰
に

つ
る
す
。
凍
み
乾
き
に
乾
か
す

と
上
等
の
氷
餅
が
で
き
る
。

ま
た
、
精
米
や
正
月
の
供
餅

な
ど
を
鍋
で
ど
ろ
ど
ろ
に
煮
溶

か
し
て
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
た
も

の
し

ば
ん
　
　

Ｘ
　

Ｘ

の

や

色

べ

に

、

砂

糖

を

加

え

て

さ

ら

に

よ

く

煮

た

も

の

を

伸

板

や

ろ

じ

な

ど

に

薄

く
延
ば
し
た
り
長
い
か
ま
ぼ
こ
形
に
し
た
も
の
を
日
陰
で
凍
ら
ぜ
る
。
こ
れ
を
適

当
の
大
き
さ
に
切
っ
た
も
の
を
陰
子
に
し
て
乾
燥
さ
せ
る
氷
餅
も
あ
っ
た
。
砂
糖

が
買
え
な
し
と
き
は
甘
味
を
つ
け
る
の
に
甘
酒
を
用
い
た
。

氷
餅
は
長
く
保
存
も
き
く
し
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
よ
く
、
水
に
浸
し
て
焼
け

ば
餅
と
し
て
い
つ
で
も
利
用
で
き
、
醤
油
な
ど
つ
け
て
焼
げ
ば
独
得
の
風
味
が
あ

る
。
農
繁
期
の
間
食
や
お
茶
受
け
に
喜
ば
れ
た
。

寒
曝
粉
　
寒
中
籾
米
を
洗
っ
て
日
陰
干
に
し
て
粉
に
挽
い
て
保
存
す
る
。
土
用

が
来
て
も
虫
が
つ
か
な
い
粉
で
、
熱
湯
で
こ
ね
た
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
上
等
の
保

存
食
品
で
あ
る
。

ま
た
、
寒
中
浅
い
桶
に
米
を
浸
し
、
そ
の
中
に
石
臼
を
据
え
て
挽
く
。
石
臼
を

引
き
揚
げ
水
の
澄
か
の
を
待
っ
て
上
水
を
捨
て
る
。
沈
ん
だ
も
の
を
一
つ
ま
み
ず

つ
龍
な
ど
に
並
べ
て
天
日
で
干
し
、
乾
い
た
ら
砕
い
て
保
存
す
る
。
こ
う
し
て
で

5 銘
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き
た
寒
曝
粉
は
上
質
で
水
引
寒
曝
粉
と
い
う
。
夏
季
食
欲
の
な
い
病
人
に
は
消
化
　
　
　
布
を
敷
い
た
型
箱
に
つ
め
、
上
に
重
石
を
置
い
て
数
時
間
も
す
れ
ば
豆

腐
に

な

の
良

い
も

の
と
し
重
言

が
ら
れ
た

。

か
り
か
り
（
あ
ら
れ
・
こ
り
こ
り
・
は
ぜ
・
と
う
だ
ん
ご
）
　
餅
を
揚
さ
な
が
ら
少
量

の
重
曹

か
小
麦
粉
な
ど
を
よ
く
混
ぜ
、
よ
く
掲
け
た
ら
仲
板
に
薄
く
の
ば
し
一

皿

角
位

に
切

っ
て
乾

か
し
て
貯
蔵
し
、
必
要
な
と
き
鮑
熔
な
ど
で
炒

っ
て
食
べ
る
。

黒
砂
糖

な
ど

を
炒
り
な
が
ら
ま
ぶ
せ

る
と
上
等
な
自
家
製
の
お
菓
子

が
で
き
る
。

五
月
の
節
句
前
後
が
作

る
に
よ
い
季
節
と
さ
れ
た
。

香
　

煎
　

小
麦
、
米
、
大
麦
な
ど
を
炒
っ
て
、
や
や
粗

め
の
粉
に
挽
い
た
も
の

を
香
煎
と
い
う
。
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
、
胡

麻
、
山
根
の
実
な
ど
を
少

々
混
ぜ

て
挽
く
と
さ
ら
に
こ
う
ば
し
く
な
っ
て
良
い
。
塩
や
砂
糖
を
ま
せ

、
昔
は
こ
れ
を

ツ

ケ
木
で
す
く
っ
て
ほ
か
ば
っ
た
。
今
は
ス
プ
ー
ン
で
ほ
お
ば
る
。
お
茶

う
け
や

間

食
に
喜
ば
れ
た
。

き
な
粉
　

青
ば
た
（
緑
大

豆
）
を
臭
み

の
ぬ
け

る
程
度

に
軽
く
炒
り
粉

に
挽

卜
た

い し う す　粉ひきに用いた図2 －3

も
の
で
あ
る
。
餅
に
つ
け
た
り
飯
に
ふ
り

か
け
て
食
べ
る
。
ぼ
た
餅
、
あ
べ
か
わ
に

使
う
。
こ
れ
を
ま
ぶ
し
た
き
な
こ
む
す
び

ぱ
田
植
え
の
お
や
つ
に
は
よ
く
出
た
。

豆
　
腐
　
昔
か
ら
ど
の
部
落
に
も
一
軒

や
二
軒
豆
腐
屋
が
あ
っ
た
が
お
祭
や
大
寄

り
の
と
き
、
年
の
暮
れ
に
は
自
家
用
に
作

る
家
も
あ
っ
た
。
大
豆
を
水
に
浸
し
て
置

き
充
分
ふ
や
け
た
ら
石
臼
で
挽
く
。
こ
の

挽
い
た
大
豆
汁
に
さ
ら
に
水
を
加
え
て
大

釜
で
煮
る
。
煮
た
も
の
を
麻
布
で

し
ぼ

り
、
し
ぼ
り
汁
に
苦
汁
を
入
れ
、
こ
れ
を

る
。
型
箱

に
は
八
丁
型
と
十
二
丁
型
か
お

る
。

大

豆
を
豆
腐
屋

へ
三
升
三
合
預

け
絞

め
賃
（
加
工
賃
）
を
出

す
と

Ｉ
か
た
（
八
丁
）

く

れ
た
。
一

度
に
こ

ん
な
に
は
食

べ
き

れ
な
い
と
き

は
た
の
む
と
そ

の
分
だ
け
札

を
く
れ
た
。
札

を
持

っ
て

い
き

必
要

の
と
き

必
要

な
だ
け

を
貰

っ
て
く

る
し
く
み

に
な
っ
て

い
た
。
昔

の
一
丁

は
現
在

パ

″
ク
詰

の
二

つ
分

よ
り
少
し

大

き

か

っ

た
。油

　

揚
　

豆
腐

を
薄
く
切

っ
て
油
で
揚
げ
た
も
の
で
あ

る
。
煮
物

に

入

れ

た

り
、
い
な
り
ず
し

に
使
う

。
と
き

に
は
こ
ん
が
り
焼
い
て
醤
油
を
つ

け

て

食

べ

る
。き

ら
ず
　

豆
腐
の
し
ぼ
り
粕
は
き
ら
ず
又
は
お
か
ら
と
呼
ば
れ
る
。
野
菜

な
ど

細

か
に
刻
ん
で
混
ぜ
、
油
で
い
た

め
煮
に
す
る
と
副
食

に
な
り
、

と
き
に
は
主
食

が
わ
り
に
飢
え
を
凌
ぐ
右
の
に
も
な
る
。

凍
豆
腐
　

寒
中
豆
腐
を
凍
ら
せ
こ
れ
を
か
ら
で
編
ん
で
連

を
作

り
日

陰
に
つ
る

し
て
凍
み
乾
き
に
さ
せ
た
も
の
が
凍
み
豆
腐

で
あ
る
。
旧
村
誌
産
物
篇

に
「
凍
豆

腐
　

質
常

ナ
リ
　
他
邦

へ
輸
出

ス
」

と
あ
る
。
か
つ
て

ぱ
本
村
で
も
寒

さ
を
利
用

し
て
凍
豆
腐

を
副
業
に
作

っ
た
家

も
あ
っ
た
。
現
在

は
工
場

生
産

を
し

た
文
化
豆

腐

が
一

般
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

ま
め
豆
腐
　

大
豆

を
よ
く
千

し
て

粉
に
し
た
も

の
で
初
夏

の
侯
自

家

用

に

作

る
。
水
で
こ

ね
て

ま
る
め
て
み
そ
汁

に
入

れ
た
り
、
煮
物

に
入

れ
て
食
べ

た
。
青

ば

た
の
も

の
が
良
い
味
と

さ
れ
た
。
良
質

の
蛋
白
質

を
含

ん
だ
栄
養
価
の
高
い
食

品
で
あ

る
と
こ

ろ
か
ら
健
康
ど
う
ふ
と
呼
ば

れ
た
と
い
う

。
筆
者
が
小
さ
い
こ
ろ

み
そ
汁

に
は
い

っ
て
い

た
玉
子

の
よ
う
な
も
の
が
余
り
う
ま
い
の
で
、

フ

」
れ
は

な
ん
だ
い
」
と
聞

い
た
ら
母
が
「
雄

の
玉
子
よ
」
と
い

っ
て
笑

っ
て
い

た
懐
し
い

思

い
出

も
あ
る
。
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図２－ ４　 かんぴ ょう

凍
大
根
　

寒
中

に
大
根
を
輪
切

り
に
し
て
ゆ
で
、
か
ら
ま
た
は
ふ

じ
づ
る
（
葛
の
っ
る
）
を
通
し
て

連
を
作
り
凍
ら
せ
て
日
陰
に
干
し

凍
み
乾
き
に
乾
か
す
。
必
要
に
応

じ
て
煮
物
や
汁
の
実

に
利

用
す

る
。切

干

大
根
　
細
く

線
条
に
切

っ

た
も
の
を
日
干

し
に
す
る
。
必
要

の
と
き
湯
に
も
ど
し
て
煮
物

に
す

る
。
油

揚
や
肉
の
細
切

れ
と
と
も

に
煮
て
副
食

と
す
る
。

か
ん
ぴ
ょ
う
　
夕
顔
の
果
肉
を
二
二

二
皿
位
の
厚
さ
に
輪
切
り
に
し
た
も
の
を

三
～
五
ｍ
の
厚
さ
に
引
い
て
乾
燥
す
る
。
盛
夏
の
候
晴
天
の
朝
引
い
て
一
気
に
天

日
に
干
す
と
白
く
良
質
の
も
の
が
で
き
る
が
夕
立
雨
に
あ
わ
せ
た
り
悪
天
候
が
続

い
た
り
す
る
と
黒
く
な
っ
た
り
か
び
が
出
た
り
し
て
質
の
良
く
な
い
も
の
が
で
き

る
。
最
近
は
埼
玉
あ
た
り
の
産
地
で
は
丸
い
と
う
が
ん
を
機
械
で
引
く
よ
う
に
た

っ
て
均
一
の
幅
と
厚
み
の
あ
る
も
の
が
で
き
る
。

巻
き
ず
し
の
芯
に
し
た
り
こ
ぶ
巻
き
を
作
る
と
き
に
使
う
。

明
治
一
三
年
本
村
物
産
書
上
に
は
「
干
瓢
　
三
百
五
拾
把
、
小
壱
わ
に
付
三
厘

五
毛
」（
役
場
文
書
）
と
あ
る
。

芋
が
ら
　
里
芋
の
葉
柄
の
皮
を
む
き
、
こ
れ
を
か
ら
で
通
し
、
編
ん
で
干
す
。

冬
季
汁
の
実
に
し
た
り
煮
て
食
べ
た
。
古
血
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
で
産
婦
に
は

良
い
食
べ
物
と
い
か
れ
、
昔
は
出
産
見
舞
に
こ
れ
を
贈
る
と
喜
ば
れ
た
。

⇔
　

漬

物

梅
　

漬
　

普
通
は
塩
と
赤
紫
蘇

で
漬

け
た
も
の
を
い
う
。
毎
朝
赤

い
梅
漬

を
食

べ
る
と
「
そ
の
日
の
難
を
の
が
れ
る
」
と
か
、
「
朝
、
梅
を
食
べ
る
と
縁
起
が
よ

い
」
と
昔
か
ら
い
か
れ
一
年
中
食
べ
る
量
を
ど
の
家
で
も
漬
け
た
。
カ
リ
ガ
リ
と

歯
切
れ
が
よ
く
漬
か
っ
た
の
が
よ
し
と
さ
れ
て
い
る
。

梅
漬
に
は
薬
効
か
お
り
、
毎
朝
梅
漬
を
食
べ
る
こ
と
は
昔
か
ら
健
康
を
保
つ
知

恵
で
も
あ
っ
た
。

砂
糖
だ
け
で
漬
け
た
梅
、
焼
酎
漬
の
梅
も
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

お
葉
漬
　
新
鮮
な
青
野
菜
の
不
足
す
る
冬
期
間
の
お
菜
に
野
沢
菜
・
稲
扱
菜
・

羽
広
菜
な
ど
の
塩
漬
を
一
般
に
お
葉
漬
と
呼
ん
で
、
一
一
月
か
ら
コ

ー月
初
旬
に

か
け
て
た
ん
ま
り
漬
け
こ
む
。
小
川
の
端
で
女
衆
の
菜
洗
い
姿
は
信
濃
路
に
冬
近

し
を
思
わ
ぜ
る
風
物
詩
で
あ
る
。
数
回
霜
に
当
だ
っ
た
と
き
が
ほ
ど
よ
い
漬
け
ど

き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
洗
っ
た
菜
を
漬
桶
に
材
料
の
三
～
四
％
の
塩
を
交
互
に
ふ

り
込
み
な
が
ら
漬
げ
こ
む
。
こ
の
と
き
、
し
そ
の
実
、
こ
ん
ぶ
、
煮
干
、
醤
油
、

と
う
が
ら
し
、
し
ょ
う
が
、
砂
糖
な
ど
い
れ
て
味
を
よ
く
し
、
風
味
を
添
え
る
こ

と
も
あ
る
。
漬
け
終

わ
っ
た
ら
押

し
ぶ
た
を
し
重
石

を
す

る
。
こ
う
し
て
漬
け

た

も
の
を
長
漬

と
い
っ
て
二
～
三

週
間

も
す
る
と
食

べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
翌
年
四

と
も
あ
る
。
漬
け
終

わ
っ
た
ら
押

し
ぶ
た
を
し
重
石

月
ご
ろ
ま
で
食
べ
る
。
も
っ
と
長
く
食
べ
る
に
は
泥
恍
け
の
方
法
か
お
る
。
こ
い

だ
ま
ま
洗
わ
な
い
で
、
糠
と
塩
で
漬
け
て
お
き
食
べ
る
と
き
に
洗
っ
て
食
べ
る
。

早
く
食
べ
る
に
は
二
人

二
心
に
刻
ん
だ
も
の
を
塩
と
と
も
に
も
み
な
が
ら
漬
け

る
。
こ
う
す
る
と
数
時
間
か
ら
一
夜
ぐ
ら
い
で
漬
け
上
る
。
早
恍
と
い
う
。

白
菜
潰
　
昭
和
初
年
ご
ろ
か
ら
白
菜
も
野
沢
菜
と
同
じ
よ
う
に
漬
け
る
こ
と
が

普
及
し
た
が
、
こ
れ
は
長
時
間
に
な
る
と
味
が
落
ち
る
。
戦
後
大
陸
か
ら
帰
還
し

た
人
た
ち
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
漬
か
行
わ
れ
一
般
に
も
普
及
し
た
。
こ
れ
は

い
っ
た
ん
塩
漬
を
し
た
白
菜
の
葉
と
葉
の
間
に
、
に
ん
に
く
、
に
ん
じ
ん
、
と
う
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が
ら
し
な
ど
を
入

れ
て
漬

け
る
。
こ

れ
は
比

較
的
長
期

の
貯

蔵
に
堪
え

る
。

沢
庵
漬
　
秋
大
根

を
霜

の
来

る
前

に
こ

い
で

洗
い
陽
干

し
に
す
る
。
繩
で
編

ん

だ
大
根

が
軒
先

に
つ
る
さ
れ
た
風
景
や
、
軒
下

に
な
ら
べ
て
干

し
た
風

情
は
晩
秋

の
風

物
詩
で
あ
る
。

糠

と
塩
で
漬

け
る
が
塩
加

減
と
糠

の
量

は
食

べ
る
季
節

に
よ
っ
て
異

な
る
。
冬

か
ら
早
春

に
か
け
て

の
も
の
は
塩
五
％

、
糠
七

が
く

ら
い
と
し
、
夏
以
降

ま
で

の

も
の
は
塩
一
三
％
、
糠
三
％
く

ら
い
が
良

い
と

さ
れ
る
。
樽
底

に
塩
糠

を
ま
き
、

大
根

を
ぎ
っ
し
り
と
す
ぎ
間

の
な
い
よ
う
に
並
べ
、
次

に
塩
、

ぬ
か
と

い
う

よ
う

に
交
互

に
漬

け
、
後
二

段
で
大
根

が
終

わ
り
に
な
る
と
思

わ
れ
る
と
き
大
根
葉

を

外

に
垂
れ
か
け
、
最
後

に
塩
を
ふ
り

こ
ん
だ
ら
大
根
葉
で
包
む

よ
う

に

し

て

覆

い
、
さ
ら
に
塩
を
ま
い
て
押

し
ぶ
た
、
重
石

を
載
せ
て
漬

げ
終
え

る
。
漬

げ
る
塩

糠
０
中

に
柿

の
皮

の
乾

し
た
の
や
茄
子

の
葉

を
混

ぜ
る
と
、
風
味
と
甘
味
が
出
て

お
い
し
い
沢

庵
漬

が
で

き
る
。
沢
庵
漬

の
こ

と
を
オ
コ
ウ
コ
と
一

般
に
は
言

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
こ
う
の
も
の
（
香
の
物
）
お
こ
う
こ

う
（
香
香
）
か
ら
き

た
こ
と
ば
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
大
根

は
干

し
過

ぎ
る
と
堅
く

な
り
、
水
分

が
乏

し
く
て
味
が

落

ち
、
干

し
足

り
ぬ
と
早
く

酸
く

な
っ
た
り
し
て
、
程

よ
い
味

に
す

る
こ
と

は
な

か
な
か
ず
く
と
勘
が

い
る
こ
と
で
、

主
婦

の
腕

の
見

せ
ど
こ

ろ
が
こ
こ

に
あ

る
と

い
わ
れ
、
沢
庵
漬

を
ほ
め
る
に
は
微
妙

な
配
慮
が
要

る
と

い
わ
れ
る
。

味
噌
漬
　

味

噌
漬

は
農
家

に
と

っ
て

は
な
く
て

は
な
ら
な
い
漬
物
で
あ

っ
た
。

煎
じ

た
塩
水
に
、

う
り

・
な
す
・
大
根

・
大
根
葉

・
に
ん
じ

ん
・
ご
ぼ
う

・
し
そ

の
実

・
し

ょ
う
が

・
み

ょ
う
が

の
花
な
ど

の
野
菜
を

い
っ
た
ん
塩
漬

に
し
て

か
ら

布
袋

に
入

れ
味

噌
の
中
へ
入

れ
て
作

る
。
山
や
野
良

へ
の
弁
当

に
は
必
ず
と
言

っ

て

い
い
ほ
ど
付

い
た
も

の
で
あ

る
。
め
ん
ぱ
飯

の
上

に
味
噌
漬

を
置
き
沢
水
を
掛

け
て
食

う
味

は
家

に
い
て

は
味

わ
え

ね
お
い
し

い
も

の
で
あ

っ
た
。
戦
前
学
童

の

弁
当

に
も

ほ
か
に
お
か
ず
が
無
く
て
味

噌
漬
ば

か
り

の
と
き
が
し
ば
し
ば
で
あ

っ

た
。奈

良
漬
　
し
ろ
う
り
、
し
ま
う
り
を
二
つ
割
り
に
し
て
種
を
ぬ
き
、
そ
の
舟
一

ぱ
い
に
塩
を
入
れ
て
桶
に
漬
け
こ
む
。
数
日
し
て
水
が
上
が
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で

取
り
出
し
、
き
れ
い
に
布
き
ん
で
水
気
を
ぬ
ぐ
う
。
そ
れ
を
塩
と
砂
糖
で
味
を
調

え
た
酒
粕
に
漬
け
こ
む
。
二
か
月
も
す
る
と
ほ
ど
よ
い
味
と
な
る
。
以
前
は
上
等

な
漬
物
と
し
て
来
客
用
か
、
祝
祭
時
に
だ
け
食
べ
た
も
の
で
あ
る
。

糠
味
噌
漬
　
糠
味
噌
は
糠
を
少
し
炒
っ
て
塩
を
入
れ
て
水
で
こ
ね
て
作
る
。
味

を
よ
く
す
る
た
め
に
赤
味
噌
な
ど
入
れ
る
場
合
が
あ
る
。
掻
き
回
す
ほ
ど
良
い
か

ら
漬
物
を
出
し
入
れ
す
る
た
び
に
よ
く
上
下
に
掻
き
混
ぜ
、
ま
た
、
糠
と
塩
を
順

次
補
充
し
た
り
、
野
菜
か
ら
出
穴
水
で
床
が
軟
ら
か
に
な
り
過
ぎ
た
り
し
た
と
き

は
味
噌
漉
な
ど
で
溜
ま
っ
た
水
を
汲
み
と
る
な
ど
よ
く
手
入
れ
を
し
て
い
れ
ば
年

が
経
つ
に
従
っ
て
熟
し
て
良
い
味
に
な
る
。

娘
が
結
婚
し
て
世
帯
を
持
つ
と
「
糠
味
噌
臭
く
な
る
」
と
い
い
、
「
糠
味
噌
臭

い
手
は
恋
受
の
墓
場
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
言
葉
か
お
る
。
糠
味
噌
に
毎
日
じ
か

に
手
を
入
れ
、
こ
れ
を
か
ん
か
ん
に
掻
き
混
ぜ
、
季
節
季
節
の
野
菜
を
う
ま
く
漬

け
る
主
婦
は
世
帯
持
ち
が
良
い
と
言
わ
れ
る
。
長
い
間
苦
楽
を
共
に
連
れ
添
う
妻

そ
う
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
　
１
　
１

を

「

糟

糠

の

妻

」

と

い

う

言

葉

も

あ

る

。

こ

の

あ

た

り

で

は

普

通

に

は

ど

ぶ

漬

と

い
っ
た
。

そ
の
他
の
漬
物
　

ふ
き
漬
け
、

ふ
く
じ

ん
漬
、
各
種
果
実

の
焼
酎
漬

な
ど
冬

の

長

い
村
の
生
活

に
は
副
食
や

お
茶
受
け

に
い
ろ
い
ろ
の
漬
物
が
工
夫

さ

れ

て

い

る
。最

近

は
高
血
圧

の
予

防
等

の
衛

生
上

か
ら
減

塩
運
動
が

盛
ん
に

行

わ

れ
、

ま

た
、
食

生
活

の
洋
風
化
、
多
様
化

に
よ
っ
て
漬
物

は
昔

ほ
ど

に
は
重
宝
が

ら
れ
な

Ｘ

Ｏ

ｔ
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三
　

調
　

味
　

料

い
｝い
　
　
塩

海

に
遠
い
伊
那

地
方

で
は
生
活

に
欠
く
こ
と

の
で
き

な
い

塩
の
確
保

に
は
昔

か

ら
苦
労
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

信
州
へ
は
い
っ
て
来
た

塩
は
、
日
本
海
方
面
か
ら
の
北

塩
と
、・
太
平
洋
方
面
か

ら
の

南

塩
の
二

つ
で
あ
っ
た
が
、

伊

那
谷
の
は
南
塩
で
あ
っ
た
。

宝
暦

コ

ー
年

中
の
中
馬
渡
し
の
送
り
荷
品
の
中
で

塩
は
、
飯
田
よ
り
松
本
ま
で
の
間
へ
四
一
七

駄
と
あ

る
。
（
匹
Ｕ

こ
の
中
の
若
干

が
本
村
へ
の
も
の
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

こ
れ
は
瀬
戸
内

塩
・
地
浜

塩
が
飯
田

か
ら
三
州
街
道
を
経
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
も
う
一
つ
の
ル

ー
ト
は
駿
河
湾
の
清
水
港

に
ぱ
い

っ
た
瀬
戸
内

塩
か
甲
州
を

通
り
高
遠

ま
で
運
ば
れ

た
か
じ

か
沢

塩
と
い

わ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
太
平
洋
戦

中
戦
後

に
か
け
て
ひ
と
と
き
は
岩

塩
や
粗
悪
な

塩
が

ぱ
い

っ
て
来
た
。
味
噌
づ
く

り

に
も

塩
の
確
保

の
苦
労
が
あ

っ
た
。

⇔
　

味
　
　
　

噌

味
噌

は
我
が
祖
先
が
作
り
出
し

た
誇

る
べ
き
食
品
で
古
く

よ
り
生
活
の
必
需
品

で
あ

っ
た
。
農
家
で

は
桃

の
花

の
咲
く
こ

ろ
を
適
期
と
し
て

め
い

め
い
の
家
で
作

っ
た
も

の
で
あ

る
。
味
噌

た
き

は
隣
近
所
平
氏
仲
間
、
屋
敷
う

ち
が
寄
り
合

っ
て

共
同
作
業
で
す

る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

味

噌
を
造

る
原
料
の
必
要
量
は
一
年
分
、
大
豆
一
斗

が
普
通
の
一

人

分

と

さ

れ
、
五
人
家
族

な
ら
五
斗
で
、
そ
れ

に
来
客
用
（
予
備
）

に
一
斗

を
加
え
六
斗
が

標
準
量
と
さ
れ
た

。

赤
味
噌
　

前
日

か
ら
水

に
浸
し
て

お
い
た
大
豆
を
大
釜
で
煮

る
。

こ

の
大
釜

は
た
い
が
い
隣
近
所
共
同

の
も
の
で
あ

っ
た
。
煮
え

る
と
冷

め
な
い

う
ち
に
は
ん
ぎ

れ
（
浅
形
の
大
き
な
桶
）

に
入
九
か

ら
で
編

ん
だ
雪
沓

を
は
い
て
踏

図 ２－ ５　み そ た き

一年 中の大きな 仕事であ り，またお祭りでもあ った

み
つ
ぶ
す
。
五

尺
ほ
ど
も
あ
る

杓
子
を
使
い
周
囲
の
豆
を
順

次

ま

ん
中
へ
入
れ
て
踏
む
。
踏
み

つ
ぶ
し
た
ら
こ
れ
を
仲
板
な
ど

の
上
で
む
す
び
ほ
ど
の
大
き
さ

に
丸

め
る
。
こ
れ
を
味
噌
玉
と

い

っ
た
。
ま
ん
中

に
指
で
穴

を

あ
け
て
こ
こ

に
わ
ら

を
通
し
連

を
作

る
。
こ

れ
を
土
間
や
居
間

の
天
井

に
わ
た
し

た
な
る
に
ぶ

ら
さ
げ
て
乾

か
す
。
こ

の
作
業

中
集

っ
た
女

衆
は
世

の
中

の
噂

話
や
農
作

業
の
こ
と
な
ど
賑
や
か
に
話
し
合

い
、
終

わ
る
と
小
豆
や
野
菜

な
ど
の

ぱ
い
っ
た
五

目
飯
で
祝

っ
た
。

一

か
月

も
す
る
と
味

噌
玉

の
ひ
び
割
れ
の
と
こ
ろ
に
か
び
が
見
え

る
。
こ
れ
を

は
だ
か

着
い
た
と
言
っ
て
降

ろ
し
水
洗
い
し
て
冷
や

か
す
。
こ
ん
ど
は
立
臼

へ
入

れ
杵
で
揚
き
潰
す
。
こ
れ
を
「
味

噌
揚
」

と
も
「
味

噌
こ
ぶ
り
」

と
も
言

っ
て
い

る
。
昭
和

初
年
ご
ろ
か
ら
は
味

噌
つ
ぶ
し
の
機

具
が
出

回
お
っ
た
の
で
雪

沓
で
踏

み

潰
す
こ
と
も
、
味

噌
掲

も
こ
の
機

械
で
す
る
よ
う
に
た
っ
た
。
こ
の
揚

い
た
の

を
味
噌
専
用

の
六
斗

掻
き
、
四
斗

掻
き
、
一
斗
掻

き
な
ど
量

に
応
じ

た
大
き

な
桶

に
仕
込
か
。
こ
の
と
き
大
豆
一
斗

に
対

し
て

塩
五
合
、
あ

め
（
大
豆
を
煮
た
と
き
残

り
汁
）
四
合

の
割
合

に
入
れ
る
。

こ
れ
を
五
合

塩
と
い
っ
て
普
通

の
割
合

と
さ
れ

て
い
る
。

仕
込
ん
で
か
ら
そ
の
年
夏

の
土
用

を
過

ぎ
る
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
年

を
経
る
に
従
っ
て
一

年
味

噌
・
二
年
味

噌
と
い
わ
れ
、
三
年
味

噌
が

い

わ

ゆ

る

卵2
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「
味
噌
く
さ
く
な
い
」
う
ま
い
味
噌
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
赤
味
噌
の
作
り
方
も
戦

後
次
第
に
米
麹
を
使
っ
た
製
法
に
な
り
、
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
か
ら
は
つ
ぶ
し
た
も

の
を
丸
く
に
ぎ
り
菌
を
つ
け
て
一
晩
桶
の
中
へ
積
ん
で
発
酵
さ
せ
味
噌
桶
へ
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
塩
の
割
合
も
減
ら
す
な
ど
し
て
味
の
良
い
も
の
へ
と
工
夫
さ

れ
て
い
る
。

昔
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
足
で
踏
ん
だ
り
、
臼
で
掲
い
た
ぐ
ら
い
で
は
ま
だ
ざ

ら
ざ
ら
し
て
い
た
の
で
使
う
と
き
に
は
す
り
鉢
で
よ
く
す
る
か
、
竹
製
の
み
そ
こ

し
で
こ
し
、
み
そ

こ
し
に
残

っ
た
糟

を
も
す
っ
て

使
う
ほ
ど
に
心
遣

い
を
し
た
。

「
味
噌
は
す
れ
ば
す
る
程
増
え
る
し
味
も
出
る
」
と
い
わ
れ
た
。

味
噌
を
す
ら
ず
に
汁
の
中
へ
入
れ
る
の
を
「
落
し
味
噌
」
と
言
う
が
、
こ
れ
で

は
み
そ
糟
が
残
っ
て
味
噌
が
無
駄
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
味
礼
落
ち
る
。
「
落
し

味
噌
を
す
る
よ
う
な
ひ
ん
ず
る
し
女
ぢ
や
身
上
が
持
て
加
之
」
と
言
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

寝
か
し
味
噌
　
つ
ぶ
し
た
豆
を
味
噌
玉
に
す
る
時
に
種
麹
を
混
ぜ
て
握
り
、
生

か
ら
か
敷
し
か
上

に
並
べ
、
そ

の
上

に
又

か
ら
を
か
け
て
一
昼
夜
く

ら
い
お
く
と

白
い
花

が
つ
く
、

こ
れ
を
つ
ぶ
し
て
豆
一
斗

・
塩
四
升

・
麹
三
升

・
あ

め
（
大
豆

の
煮
汁
）
三
升

を
よ
く
混

ぜ
て
仕
込
む

。

お
り
あ

い
短
期
間

に
熟

成
す
る
。

終
戦

後

こ
の
方
法

が
普
及

し
た
。

白
味
噌
　
大
豆
一
斗

を
煮

た
も
の
と
麹
一
斗

を
混

ぜ
、
こ

れ
に
塩
三
升

を
入

れ

て
つ
ぶ
し
、
桶

に
仕
込

ん
で

密
封

す
る
。
一
五
日

か
ら
二
〇
日
く

ら
い
す
れ
ば
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
大
豆
三

升
を
煮
て
臼

で
つ
き
っ
ぶ
し
、
そ

れ
に

適
量
の
甘
酒
（
麹
を
ろ
じ
一
枚
半
分
く
ら
い
）
と
塩
を
入
れ
て
つ
き
ま
ぜ
る
。
正
月

の

餅
な
ど
食
べ
る
日
を
見

は
か
ら

っ
て
作
っ
た
白
味
噌
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
点
か

ら
も
味
か
ら
も
実
に
良
い
付
け
も
の
で
あ
る
。

き
ん
ざ
ん
じ
味
噌
　

小
麦
と
大
豆
で
麦
麹
を
作
り
、
塩
や
醤
油
で
掻
い
て
お
く

と
Ｉ
か
月
ぐ
ら
い
で
熟
成
す
る
。
秋
口
に
作
っ
て
正
月
、
餅
に
つ
け
て
食
べ
る
。

や
や
酸
味
を
帯
び
ね
っ
と
り
と
し
た
味
は
ま
た
格
別
で
暖
い
飯
に
も
あ
い
、
酒
の

さ
か
な
に
も
な
る
。
こ
れ
を
な
っ
と
う
味
噌
と
も
呼
ん
だ
。

じ
ん
だ
味
噌
　
青
は
た
と
呼
ば
れ
る
大
豆
を
水
に
浸
し
て
お
き
、
こ
れ
を
臭
味

の
と
れ
る
程
度
に
茄
で
、
石
臼
か
す
り
鉢
で
つ
ぶ
し
て
少
量
の
水
と
塩
を
入
れ
て

作
る
。
焼
い
た
餅
に
つ
け
て
食
べ
る
。
農
家
で
は
小
正
月
の
餅
つ
き
の
後
、
そ
の

立
臼
に
石
臼
を
持
ち
こ
ん
で
挽
い
た
も
の
で
あ
る
。
醸
成
し
な
い
も
の
だ
か
ら
暖

か
に
な
る
と
い
た
み
易
い
。

尚
｝
　醤
　
　
　
油

明
治
時
代
は
醤
油
を
作
る
と
税
金
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
次
の
資
料
が

残
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
年
中
自
家
用
料
醤
油
製
造
人
員
並
石
数
届
表

南
箕

輪
村

ﾚﾚ

百

七
人

製

造

人
員

一
一一拾

五
石

九
斗

七
升
五
合

製

造
見

込
石
数

七
百

拾四

人

家

族
雇
人

ノ
合
数

右
之
通
リ

ュ
候
也

明
治
二
十
年
二
月
十
七
日
　
　

上
伊
那
郡
南
箕
輪
打

戸
長
高
木
省
三

上
伊
那
郡
長
金
井
清

志
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
役
場
文
書
）

農

家

で

自

家

用

醤

油

を
自

由

に
作

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は
大

正

期

に

は

い

っ

て

か
ら

で

、

農

会

の

技

術

員

に
よ

っ
て

そ

の

製

法

が

指

導

さ
れ

て

か

ら
一

般

化

し

た

。
こ

れ

を

た

ま
り

と

呼

ん
で

い

た

。

ま
ず

小

麦

を

ほ
う

ろ
く

で

炒

り

、

こ

れ

を

石

臼

で

荒

目

に
引

き

割

る

。
次

に
煮

九
大

豆

を

こ

れ

に
混

ぜ

さ

ら

に
種

麹

を
入

れ
て

よ
く

か
き

ま

ぜ
て

菰

へ
三

～

六

０１

ぐ

ら

い

の
厚

さ

に
広

げ

、

初

夏

の
侯

ぐ

ら

い

の
室

温

人

肌

く

ら

い

の
温

度

に
し

て

こ

れ

に

布

を

か

け

て

お
く

。
二

～

三

日

で

菌

が

充

分

ま

わ

る

の
で

薄

く

広

げ

な

お

5 伺
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し
て
乾
燥
さ
せ
る
？
こ
の
と
き
の
温
度
の
調
節
は
む
ず
か
し
く
て
高
温
過
ぎ
る
と

菌
が
死
滅
す
る
し
、
低
温
だ
と
繁
殖
し
な
い
の
で
湯
た
ん
ぽ
な
ど
入
れ
て
熱
を
呼

ぶ
手
段
を
講
じ
た
り
す
る
。

小
麦
と
大
豆
は
ほ
ど
等
量
で
あ
る
。
菌
が
充
分
繁
殖
し
て
黄
色
い
花
が
つ
く
と

一
ま
ず
成
功
で
あ
る
。

次
に
造
り
こ
み
で
あ
る
が
材
料
一
斗
に
対
し
て
普
通
は
塩
五
升
清
水
一
斗
く
ら

い
の
割
合
で
造
り
こ
む
。
こ
れ
を
斗
水
と
い
っ
た
。
一
〇
日
く
ら
い
は
毎
日
掻
き

回
す
。
五
〇
日
く
ら
い
た
っ
た
と
き
上
部
に
少
し
増
し
塩
な
ど
す
る
。
こ
う
し
て

日
が
た
つ
に
従
っ
て
味
が
よ
く
な
る
。
こ
れ
を
も
ろ
み
と
呼
ぶ
。
こ
の
七
ろ
み
を

し
ぼ
り
、
火
入
れ
を
し
て
殺
菌
し
、
び
ん
や
た
る
に
貯
蔵
し
て
一
年
中
使
用

し

た

。古

く

は
大

豆

と

小

麦

ぽ

か
り

で

な

く

、

皺

や

大

麦

な

ど

も

使

い

、

種

麹

な

ど

も

入

れ

ず

、

自

然

発

酵

に
よ

っ
て

造

っ
た

と

も

い

か

れ

る

。

田

畑

も

ん
や

の

享

保

三

年
二

七
一
八
）
の

覚

書

に

「
七
月
十
二
日
　

一
　

醤
油
　

豆
八
升
　

小
麦
八
升
　

大
麦
八
升
　

合
二
斗
四
升
」

ま

た

、「
享
保
四
年
八
月
八
日

一
醤
油
　

豆
椛
　

弐
斗
一
升
　

椛
　

三
升
　

塩
　

一
斗
　

水
　

弐
斗
八
升
　

水
二
割
増

椛
と
小
糠
と
合
一
升

二
貳
合
五
勺
配
」

と

あ

る

。

わ
が

国

に
中

国

か
ら

醤

油

製

法

が

伝

え

ら

れ

た

の

は
奈

良

時

代

鑑

真

和

尚

の

渡

来

の

と

き

と

言

わ

れ

る

が

、

醤

油

は

食

品

０

味

つ

け

に

我

が

国

民

性

に

合

っ
た

と

こ

ろ

か

ら

古

い

時

代

か

ら

作

ら

れ

、

当

地

方

で

も

多

く

用

い

ら

れ

た

こ

と

が

わ

か

る

。

溜

り

醤

油
　

味

噌

桶

の
中

へ

径
二

〇

皿
ぐ

ら

卜

の

竹

で

編

ん

だ

底

の

な

い
長

い

簑
を
立
て
そ
の
中
へ
浸
み
出
て
溜
っ
た
汁
を
汲
み
と
る
。
こ
れ
を
麻
布
で
作
っ
た

す
ま
し
袋
で
漉
し
、
大
鍋
で
煎
じ
た
。
こ
れ
を
た
ま
り
又
は
お
す
ま
し

と

い

っ

た
。
醤
油

よ
り
上
等

な
調
味
料

と
し
て
正
月
や
客
用

に
し

た
。

匈
　
甘
　
味
　
料

砂
　
糖
　
甘
味
料
と
し
て
砂
糖
が
我
が
国
で
用
い
ら
れ
た
の
ぱ
奈
良
時
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
が
、
貴
族
の
間
で
わ
ず
か
に
使
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
と
う

き
び
は
明
治
以
前
琉
球
地
方
で
わ
ず
か
に
作
ら
れ
、
て
ん
さ
い
が
北
海
道
地
方
で

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
も
後
期
か
ら
で
あ
る
。
一
般
庶
民
が
砂
糖

を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
後
期
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
麦
芽
と
米

で
作
っ
た
飴
か
、
蜂
蜜
が
使
わ
れ
た
が
蜂
蜜
な
ど
は
貴
重
品
で
調
味
料
と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
薬
品
と
し
て
使
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

柿
の
皮
や
小
柿
の
実
な
ど
は
重
要
な
甘
味
料
で
あ
っ
た
。
ま
た
あ
ま
ち
ゃ
の
葉

も
用
い
ら
れ
た
。

甘
　
酒
　
白
米
を
炊
い
て
七
〇
℃
く
ら
い
に
な
っ
た
と
き
、
椛
を
混
ぜ
、
六
〇

℃
く
ら
い
に
保
温
す
る
。
七
時
間
く
ら
い
ま
で
四
～
五
回
よ
く
掻
き
混
ぜ
る
。
一

〇
時
間
く
ら
い
す
る
と
甘
酒
に
な
る
。
冬
季
は
こ
た
つ
で
保
温
し
醸
成
さ
せ
る
こ

と
が
多
か
っ
か
。
少
し
塩
を
加
え
て
熱
し
て
殺
菌
し
保
存
す
る
。
お
祭
り
、
三
月

の
節
句
、
秋
じ
ま
い
な
ど
に
は
欠
か
せ
な
い
ご
馳
走
で
あ
っ
た
。
甘
酒
を
飲
む
と

体
が
温
ま
る
と
い
っ
て
寒
い
時
期
に
は
よ
く
造
ら
れ
た
。

味
　
酬
　
「
本
味
酬
」
と
「
本
直
し
」
と
あ
る
。
本
味
屏
は
焼
酎
に
麹
と
蒸
し

た
も
ち
米
を
ま
居
合
わ
せ
Ｉ
～
三
か
月
密
閉
熟
成
さ
せ
た
も
の
を
圧
さ
く
濾
過
し

て
作
る
。
本
直
し
は
本
味
酬
に
焼
酎
を
ま
ぜ
た
も
の
で
あ
る
。
夏
季
の
飲
料
で
あ

っ
た
。
明
治
二
九
年
田
畑
大
東
酒
屋
の
届
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（

マ
マ
）

味

淋

一

仕

込

製

造

法

一
元
焼
酎
　

壱
石

一
掛
　

米
　

蒸
米
七
斗

麹
米
四
升
五
合

此
見
込
膠
壱
石
四
斗

五
升
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（
マ
マ
）

此
見
込
味
諧

壱
石
壱
斗
八
升
　

但

シ
膠

ヨ
リ
ハ

割
一

卜
四

リ
ノ
見
込

（
田
畑
大
東
文
書
）

味
解
は
近
ご
ろ
は
専
ら
調
味
料
と
し
て
用
い
る
。
料
理
に
甘
味
を
加
え
る
場
合

は
砂
糖
よ
り
も
高
級
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
か
ば
焼
・
て
り
焼
・
煮
び
た
し
・

甘
露
煮
を

は
じ

め
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
調
理
に
応
用
さ
れ
る
。
ま
た
幇
塩
を
し
た
魚

介
類
を
つ
け
て
乾
燥
し
た
「
み
り
ん
干
し
」
や
「
奈
良
漬
」
に
も
酒
粕
に
こ
れ
を

加
え

る
と
上
品
な
味
つ
け
が
で
き

る
と
い
わ
れ
る
。

農
村
で
は
農
作
業
の
終
り
の
祝
い
や
村
祭
り
に
は
男
は
酒
、
女
は
「
本
直
し
」

で
祝

っ
た
も
の
で
あ
る
。

匈
　
　

油

食
油
と
い
え
ば
菜
種
油

・
大
豆
油
・
胡
麻
油
を
直

ち
に
思
い
出
す
が
、
昔
は
調

理

に
食
油
を
使
う
こ
と

は
少
な

か
っ
た
。
昔
の
人
は
脂
肪
分
を
摂

る
に
は
鳥
獣
魚

類

の
肉
類
や
豆
類

に
含

ま
れ
て

い
る
油
脂
分

か
ら
と

っ
た
。
脂
肪
分
を
特

に
多
く

含
む

ご
ま
・
あ
ぶ

ら
え

・
く

る
み
な
ど

の
種
実

を
す
り
鉢
で
す

っ
て
塩
、
砂
糖
で

味
付
け

を
し
て
、
山
菜
平
野
菜
類

を
ゆ
で

た
も

の
に
和
え
た
り
、
こ

れ

ら

を

味

噌

・
醤
油

に
混
ぜ
て
、
焼
い
た
餅
や
ご
へ
い
餅
、
握
飯
な
ど
へ
つ
け
て
食
べ

る
こ

と

に
よ
っ
て
脂
肪
分
を
補

っ
た

。
て

ん
ぷ
ら
や
揚
げ
豆
腐
な
ど
は
仏
事
の
際

に
使

わ
れ

る
こ
と
が
主
で
日
常
生
活

に
は
ほ
と
ん
ど
用

い
な
か

っ
た
。
油
い
た

め
の
も

の
は
御
馳
走
の
部
類
で
あ

っ
た
。

㈹
　
　

酢

調
味
料
と
し
て
、
酢
は
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
た
。
我
が
国
で
食
酢
が
普
及
す
る

前

は
梅

の
塩
漬
け
で
で

き
る
梅
酢
が
用

い
ら
れ
、

味
加

減
の
こ
と
を
塩
梅
（
あ
ん

ば
い
Ｉ
あ
ん
べ
い
）
と
い
う
こ
と
ば
が
こ
れ

か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
。

酢
は
清
涼
感
の
あ

る
酸
味
の
調
味
料
で
酸
性
の
た
め
食
品
防
腐
の

効

果

が

あ

り
、
魚
介
類
、
野
菜
類
を
酢
づ
け
と
し
、
ま
た
飯
に
加
え
て
す
し
と

し

て

用

い

る

。

の

り
巻

ず

し

、

に
が

り
ず

し

、

い
な

り

ず

し

、

ち
ら

し

ず

し

な

ど

日

本

人

に

欠

く

こ
と

の
で

き

な

い
も

の
で

あ

る

。
殊

に
、

夏

期

食

欲

不

振

の

と

き

、

生

野

菜

を
酢

で

あ

っ

さ

り
調

理

し

た
も

の

を
用

い

る

。

ま

た
、

最

近

減

塩

の
大

切

な

こ

と

が

言

わ

れ
て

き

て

、

酢

に

よ

る
味

つ

け
が

奨
励

さ

れ
て

も

き

た

。
酢

は
古

く

か
ら

作

ら

れ
て

お

り
、

酒

が

古

く

た

っ
て

酢

に

な

っ

た
も

の

も
使

わ

れ

た

。
（
酢

の
酉

は
酒

の
意
、
乍

は
た
ち
ま
ち
、

な
が
ら
と
訓

ず
、
酉
で
あ

り
な
が
ら

た
ち
ま
ち
酢
と

な
る
）

元

禄

十

二

年

、

田

畑

も

ん

や

の
「

酢

作

り
覚

」

に

「
八
月
廿
七
日

こ
う
じ
　

二
升
五
合

米
　
　
　

五
升
五
合

水
　
　
　

一
斗
弐
升

彼

岸
二
日
前
」

と
あ

り
そ

の
後

に

亀

こ

の

よ

う

な
記

録

が

正

徳

元

年

ま
で

年

々
書

き

続

け

て

あ

り
、

表

紙

に

「
庚

辰

十

月

五

日

二
吟

味

仕

る

に
米

と

こ

う
じ

と

合

水

は
三

増

倍

が

よ

し
」

と
あ

る

。
だ

い

た

い
秋

彼
岸

前

後

に
作

っ

た
よ

う

で

あ

る

。

汪
・
こ
こ

の
庚
辰

は
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
を
さ
す
。

近

ご

ろ

は
米

酢

の

ほ

か
果

実

酢

や

合

成

酢

が

市

販

さ

れ

て

い

る
。

四
　

酒
　
　
　

類

清
　

酒
　

酒
は
、
既

に
原
始
時
代

か
ら
用

い
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い

る
。我

が
国

の
神
話

に
あ

る「

八
岐
の
大
蛇
退
治
」
に
使

わ
れ

た
酒
は
も
ろ
も
ろ
の
木
の
実
で
造

っ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
農
耕
文
化
が
発
達
す
る
と
穀
類
か
ら
酒

を
造
る

こ
と
が
行

わ
れ

た
が
古
代
は
専
ら
濁
酒
で
用

い
ら
れ
て
い
た
。
中

世
末
期
に
な
る

と

に
ご
り
酒
を
酒
袋
で
こ
す
こ
と
に
よ

っ
て
清
酒
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
酒
清
酒
が
一
般

に
ひ
ろ
ま

る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
江
戸

時
代

に
な
っ
て

か

ら
で
あ

る
。
酒
を
造

る
に
は
明
暦
三

年
（

二
（

五
七
）
に
制
定
さ
れ
た
「
酒
株
」

を
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持

っ
て

い

な

け

れ
ば

な

ら

な

か

っ

た

。
江

戸

時

代

は
米

の
不

足

や

値

段

の

騰

貴

を

生

ず

る

心
配

が

あ

る

の
で

酒

造

制

限

を

し

、

新

規

に
営

業

を

す

る
こ

と

は
容

易

に

許

さ
れ

な

か

っ

た

。
そ

こ

で

「

酒

株

」

の

貸

借

や

売

買

が

行

わ

れ

た

。

次

は

貸

借

に
関

す

る
資

料

で

あ

る

。

「
　
　
　
　

覚

一

酒
造
高
　

拾
五
石

元
禄
十
丑
年
　
　

不
如

意
に
て
休
み
罷
り
在
り
候

五
石
　
　
　
　
　

正
徳

五
未

年
造
り
高

右
は
当

村
政
右
衛
門

酒
株

書
面

の
通
り
に
御

座
候
。
身

上
不
如

意
に
付
き
三
十

九
年
以
前

寅
年
よ
り
休
み
罷

り
有
り
候
処

二
御

支
配
所

沢
村
利
右

衛
門
借

り
申

し
度
き
旨
申
す

に
付

其

の
節
の
御
代
官

様
都
築
小
三

郎
様

へ
双
方

よ
り
願
書
差
上
げ
年
季

二
貸

し
置
き
申
し
候

以
上

巳
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
殿
村名

主
　
　

庄
右
衛
門

組
頭
　

三
郎
右
衛
門

百
姓
代
　

新
五
兵
衛

大
草
太
郎
左
衛
門
様

御
役
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
千
桐

凰
文
書
）

こ

れ

は

北

殿

村

の

政

右

衛

門

が

身

上

が

思

う

に

任

せ

ぬ
よ

う

に

な

っ
た

の

で

、

酒

造

り

を

休

ん

で

い

た

と

き

、

沢

村

の

利

右

衛

門

に

「

酒

株
」

を

年

季

を

定

め

て

貸

し

て

お

い

た

と

い

う

届

で

あ

る

。

と

こ

ろ

が

翌
年

こ

の

酒
株

は

売

り

渡

す

こ

と

に

な

っ

た

ぺ

酒
株

証
文
之
事

一
前

々
よ
り
持
来

り
沢
村
利
右
衛
門

へ
去

る
暮
切

り
年
季
貸

し
置
き
利
右
衛
門
方

に
て
造

酒
申
し
候
高
拾
五
石
目

の
酒
株
一
本
前

々
よ
り
借
用
仕
り
候
金
井

び
に
此
度
請
取
り
候
金

共

二
都
合
弐
拾
五
両

の
代
物
と
し
て
此
度
譲
り
渡
し
申
し
候
・：

（
中
略
）

享
保
十
一
づ
年
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
殿
村
譲

主
　
政
右
衛
門
⑩

証

人
　
新

五
兵

衛
⑩

同
断

清

之

丞
◎

同
断
　

新
　
　

六
⑩

名
主
　

庄
右
衛
門

⑩

組
頭
　

六
左
衛
門

⑩

南
殿
村

七
左
衛
門
殿

恐
れ
乍

ら
口
上
書
を
以

つ
て
願

い
奉

り
候

一
前
々
よ
り
所
持
仕

り
候
高
拾
五
石
目

の
酒
株
、

去
る
暮
切

り
年
季

に
沢
村
和
右
衛
門
方

へ
貸

し
置

き
造
り
来
り
候
酒
株
年
季
明

に
付
き

去
る
暮
利
右
衛
門
方

よ
り
取

り
返

し
申

し

候
。
右
株
只
今

よ
り
南
殿
村

七
左
衛
門

へ
譲
り
渡
し
申
し
度
く
存
じ
奉
り
候
。
右
株

主
之

（

マ

マ

）

御

帳

面

御

附

替

へ

下

さ

る

べ

き

様

願

い

奉

り

候

。

然

る

上

は

右

株

に

付

き

我

等

方

よ

り

得

に
構

え
申

す
儀
御
座
無

く
候
。
若
し
右
株

に
付
き
御
尋
か

の
儀
茂
御
座
候

は
ば
何
様

成
り

共
罷

り
出
申

し
分

く
べ
く
右
願

い
奉

り
侯
通

り
仰
せ
付
け
下

さ
れ
候

ぱ
ば
有
難
く
存
じ
奉

る
べ
く
候
　

以
上

北
殿
村
願

主
　
　

政
右
衛
門
⑩

享
保
十
一
午
年
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
百
姓
　

新
五
兵
衛
⑩

組
　

頭
　

六
左
衛
門
⑩

名
　

主
　

庄
右
衛
門
⑩

飯
島御

役
所
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
千
桐
屋
文

書
）

北

殿

村

の
政

右

衛

門

の

持

っ
て

い

た
酒

株

を

沢

村

の

利

右

衛

門

に
貸

せ

て

あ

っ

た

が

、

約

束

の

年

季

が

明

け

た

の

で

こ

れ

を
取

り
戻

し

、

改

め
て

南

殿

村

の

七

左

衛

門

に
譲

り

渡

し

た

こ

と

が

わ

か

る
。

酒

株

は

そ

の

高

に

応

じ

て

税
（

運
上
）
を

納

め
て

い

た

。

さ

て

酒

の

値

段

と

酒

造
用

米

０

値

段

は

ど

○
く

ら

い

だ

っ

た

か

と

い

う

こ

と

は

次

の

資

料

に

よ

っ
て

知

ら

れ

る

。
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恐
れ
乍
ら
書
付
を
以
つ
て
御
届
け
申
し
上
げ
奉
り
候

一
新
酒
造
仕
ら
ず
候

一
中
造
米
　

買
入

ノ
儀
（
　
　

金
壱
両

二
付
　

壱
石
壱
斗
五
升

一
中
造
酒
　

売
出

ノ
儀
（
　
　

金
壱
両

二
付
　

九
斗
二
升

一
客
造
米
　

買
入

ノ
儀
（
　
　

金
壱
両

二
付
　

壱
石
五
斗

一
右
同
断
　

酒
売
出

ノ
儀
（
　

金
壱
両

二
付
　

八
斗
四
升

右
之
通

り
米
買
入

レ
売
出

シ
値
段
書
上

ゲ
奉

り
候
所
相
違
御
座
無

ク
候
　
　

以
上

天
保
十
五
辰
十
二
月

松
本
御

役
所

伊
那
郡
田
畑
村

酒
造
　
　

甚
四
郎

代
　
　

勇
　

蔵

名

主
　
　

六
兵
衛

組
頭
　

伝

右
衛
門

百
姓
代

次
左
衛
門

伝
四

郎

図２－ ６　 徳　　　 利（とっくり）

昔のとっ くりは大きく大量に入った

（
鎌
屋
文
書
）

こ
の
よ
う
に
酒

造
り
酒

売

り
は
厳
し
い
規
定
と
監
視
の

も
と
で
な
さ
れ
て
い
た
。

明
治
四
年
に
こ
の
株
鑑
札

を
廃
し
造
石
高
の
制
限
を
解

い
て
、
新

た
に
免
許
を
受
け

る
者

か
ら
免
許
料
を
徴
収
し

た
。
税
法
外

に
お
か
れ
て
い

た
自
家
用
酒

の
醸
造
は
明
治

一
三
年
以
降
制
限

さ
れ

た
。

明
治
二
四
年
に
は
本
村
の
酒
造
人
は
営
業
用
が
四
人
あ
り
、
自
家
用
は
一
一
人
で

あ
っ
た
。（
役
場
文
書
）

し
か
し
明
治
三
二
年
以
降
自
家
用
酒
の
醸
造
は
一
切
禁
止
さ
れ
た
。

酒
は
神
代
の
昔
か
ら
人
類
の
生
活
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
め
で

た
き
に
つ
け
、
悲
し
い
に
つ
け
酒
が
つ
く
。
神
へ
の
願
い
に
は
ま
ず
お
神
酒
を
あ

げ
、
神
事
の
後
は
直
会
に
そ
の
酒
を
頂
戴
し
て
神
人
一
如
の
境
地
を
か
も
し
出

す
。
元
日
の
朝
は
家
内
そ
ろ
っ
て
お
屠
蘇
で
祝
う
。
手
締
め
酒
が
婚
約
の
成
立
を

確
認
し
、
三
々
九
度
の
盃
に
よ
っ
て
夫
婦
の
盟
を
し
、
続
い
て

親
子

杯
・
兄
弟

杯
・
親
類
盃
に
よ
っ
て
結
婚
は
天
下
晴
れ
て
本
人
同
士
は
も
と
よ
り
親
族
同
士
の

結
び
つ
き
と
な
る
。

不
幸
の
見
舞
に
も
酒
が
振
舞
わ
れ
、
き
び
し
い
仕
事
の
後
に
は
御
苦
労
酒
に
よ

っ
て
労
が
ね
ぎ
ら
わ
れ
る
。
昔
は
酒
樽
で
運
ば
れ
た
が
、
今
は
び
ん
に
な
っ
た
。

徳
利
で
酒
席
に
は
お
か
ん
を
し
て
出
す
の
が
つ
ね
で
あ
る
。

選
挙
の
陣
中
見
舞
に
も
酒
、
当
選
祝
い
に
は
酒
樽
の
鏡
を
開
き
、
お
花
見
と
い

っ
て
も
「
酒
な
く
て
な
ん
の
お
の
れ
が
桜
哉
」
で
あ
る
。
寒
い
晩
の
卵
酒
は
よ
く

風
邪

を
追
い
払

う
と
言

わ
れ
、
酒
は
百
薬
の
長
と
讃
え

ら
れ
、
酒

に
十
徳
あ
り
と

い
わ
れ
な
が
ら
「
人
酒
を
飲
み
、
酒
酒
を
飲
み
、
酒
大
を
飲
む
」
こ

と
に
な

る

と
、
大
そ
の
本
心
を
失
っ
て
思
わ
ぬ
失
敗
を
し
、
酒
は
百
毒
の
長
と
も
な
り
か
ね

な
い
。

酒
　
粕
　
冬
に
な
る
と
酒
粕
が
出
回
る
。
酒
を
絞
っ
た
ま
ま
の
も
の
が
板
粕

で
、
そ
の
ま
ま
火
に
あ
ぶ
っ
て
食
べ
る
。
湯
に
溶
か
し
砂
糖
を
加
え
る
と
婦
人
に

も
口
当
た
り
の
よ
い
飲
み
も
の
と
な
り
、
寒
い
夜
は
こ
れ
を
す
す
っ
て
体
の
し
ん

か
ら
暖
ま
る
の
を
喜
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
年
取
り
に
は
ぶ
り
や
鮭
の
切
身
を
酒
粕
汁

で
煮
て
食
う
。
き
ゅ
う
り
の
酒
粕
和
え
は
夏
の
御
馳
走
で
あ
る
。
奈
良
漬
と
い
え

ば
酒
粕
が
使
わ
れ
る
が
こ
れ
は
板
粕
を
練
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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焼
　

耐
　

焼

酎

は
我

が

国

の
代

表

的

蒸

溜

酒

で

あ

る
。

か

す

と

り

焼

酎

は

清

酒

か

す

を

一

週

間

か

ら

Ｉ
か

月

く

ら

い

密

封

貯

蔵

し

た

も

の

か

ら
取

り

、

も

ろ

み

焼

酎

は

玄

米

あ

る

い

は

く

ず

米

を

原

料

と

し

て

清

酒

を

造

る

場

合

と
同

じ

よ

う

に

し

て

も

ろ

み

を
発

酵

さ

せ
、

こ

れ

を
蒸

溜

し

て

つ
く

る

。
最

近

は
米

ば

か

り

で

な
く

他

の
穀

類

や

芋

類

か

ら
も

多

く

作

ら

れ
、

そ

れ

ぞ

れ

に
独

得

の
風

味

が

あ

る

。

本

村

で

販

売

用

の

焼

酎

が

作

ら

れ

た

の

は
明

治

中

期

で

あ

る

。

田

畑

旦

戸
酒

屋

明

治

廿

九

年

「

酒

造

届
」

に

よ

る

と

焼
酎
一
釜
蒸

溜
法

二
万
粕
　

拾
五
貫
匁
　
　
　

但

シ
拾
貫

二
付
三
升
三

合
三
勺

ノ
見
込

此
見
込
焼
酎
　

五
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
畑
大
東
文
書
）

と

あ

る

。

蒸

溜

法

に

よ

っ
て

製

造

し

た

。

晩

酌

な

ど

に

用

い

る

ほ

か

、
漬

物

や

果

実

酒

を

作

る

に
用

い

ら

れ

る

。

果

実

酒
　

昔

は

山
野

か

ら

山

ぶ

ど

う

や

ご
む

し

の
実

な

ど

を
採

っ

て
来

て
自

然

発

酵

に

よ

っ

て
果

実

酒

を
作

っ

た

。
独

得

の
酸

味

と

風

味

が

あ

っ

た
と

い

わ

れ

る

が

明

治

以

後

一

般

家

庭

で

発

酵

酒

を

作

る
こ

と

は
禁

じ

ら

れ

た

。
果

実

酒

の

代

表

的

な

も

の

は

ブ
ド

ウ
酒

と

リ

ソ

ゴ
酒

で

あ

る
。

自

家

用

と

し

て
最

近

造

ら

れ

る

果

実

酒

は

焼
酎

に

い

ろ

い

ろ

の
果

実

を
漬

け
、

そ

の
果

実

か

ら
浸

透

し

た

液

を
言

い
、

こ

れ

は
発

酵

し

か

い

か

ら
家

庭

で
そ

れ

ぞ

れ

の
好

み

に

よ

っ
て

作

る

。
特

に

に

ん
じ

ん
酒

・
梅

酒

・
く

こ
酒

・

か

り

ん
酒

・

ぼ
け

酒

・

ま

た

た

び
酒

な
ど

に

は
薬

効

が

あ

る
と

い

わ

れ
盛

ん

に
用

い

ら

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

。

お

屠

蘇
　

元

日

は

ま

ず

お

屠
蘇

で

祝

う

こ

と

か

ら

始

ま

る

。

屠
蘇

は
中

国

の

習

俗

で

「
蘇

」

と

呼

ば

れ

た
悪

鬼

を

「
屠

る
」

の

意

だ

と

い

う

。
我

が
国

で

は
平

安

初

期

宮

中

で
用

い
始

め

た

の
が

民

間

に
広

ま

っ

た
と

い

わ

れ

る

。
昔

は

Ｉ
〇

種

近

い
薬

種

を
各

家

で

調

合

し

、

三

角

に
縫

っ

た
袋

に
入

れ

て

除

夜

の
晩

か
ら

井

戸

の

内
側
に
つ
る
し
て
お
き
、
元
日
の
朝
と
り
出
し
て
上
等
の
酒
に
ふ
り
出
し
て
用
い

た
。
明
治
以
後
は
薬
屋
で
売
り
出
し
た
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
、
薬
効
は

忘
れ
ら
れ
た
が
新
年
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
つ
う
薬
種
と
し
て
は
、
さ
ん
し
ょ
う
　
さ
い
し
ん
　
ほ
う
ふ
う
　
き
さ
よ
う

乾

姜
　

肉
桂
　

白

述

な
ど
を
ま
せ
合
わ
せ
て
作
っ
て
あ
る
と
い
う
。

五
　

食
　
　
　

事

普
通
の
食
事
は
朝
、
昼
、
晩
の
三
食
で
あ
る
が
、
昼
間
が
長
く
な
り
野
良
の
仕

事
が
忙
し
く
な
っ
て
く
る
と
、
三
食
の
外
に
朝
茶
に
軽
く
氷
餅
や
カ
リ
ガ
リ
な
ど

を
食
べ
、
午
後
の
夕
茶
に
ぱ
む
す
び
、
餅
、
氷
餅
な
ど
少
し
腹
の
た
し
に
な
る
も

の
を
食
べ
て
夕
方
ま
で
腹
の
す
か
ぬ
よ
う
に
し
た
。

朝
、
昼
、
晩
の
食
事
は
ご
飯
、
味
噌
汁
、
漬
物
、
野
菜
の
煮
物
と
い
っ
た
の
が

常
で
、
魚
な
ど
が
つ
け
ば
大
変
な
ご
馳
走
で
あ
っ
た
。
食
器
の
入
れ
物
に
は
箱
膳

が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
中
に
飯
椀
、
汁
椀
、
菜
皿
、
箸
な
ど
を
入
れ
て
お

き
、
食
事
の
と
き
に
は
こ
の
食
器
を
膳
の
蓋
を
返
し
た
上
に
の
せ
食
膳
と
し
て
食

事
を
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
大
正
の
終
わ
り
こ
ろ
か
ら
し
だ
い
に
茶
ぶ
台
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
茶
ぶ
台
に
は
引
出
し
が
つ
い
て
い
て
、
め
い
め
い
の

食
器
を
お
さ
め
て
お
き
、
と
き
ど
き
洗
っ
て
使
っ
た
。

野
良
へ
持
っ
て
い
く
食
器
と
し
て
は
、
め
ん
ぱ
、
茶
だ
る
、
茶
小
鉢
な
ど
が
あ

っ
た
。
め
ん
ぱ
は
ご
飯
を
入
れ
て
い
く
も
の
で
、
檜
０
薄
い
板
を
曲
げ

も
の
に

し
た
漆
塗
り
の
風
雅
な
容
器
で
、
丸
い
も
の
と
だ
円
形
の
も
の
か
お
る
。
大
き
な

物
は
内
と
蓋
と
に
詰
め
る
と
一
升
分
は
い
る
の
で
Ｉ
升
め
ん
ぱ
な
ど

と
言
わ

れ

た
。
茶
だ
る
は
水
入
れ
の
小
形
な
た
る
で
、
湯
や
茶
を
入
れ
て
野
良
へ
持
っ
て
行

く
の
に
都
合
よ
く
で
き
て
い
た
。
茶
小
鉢
は
お
菜
い
れ
に
使
わ
れ
た
。

重
箱
は
赤
飯
、
お
は
ぎ
、
す
し
な
ど
入
れ
て
他
宗
へ
持
っ
て
行

っ
た
り
、
祝
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事
、
花
見
、
酒
席
な
ど
に
今
も
使
わ
れ
て
い
る
。
家
紋
入
り
の
五
つ
重
ね
の
重
箱

な
ど
も
あ
る
。

そ
の
他
の
ご
飯
を
入
れ
る
も
の
に
、
じ
き
ろ
、
お
ひ
つ

ぎ
れ
な
ど
が
あ

る
。

図 ２－ ７　 野良に持っていった食事関係道具

(郷土 館蔵)

後方左　 水桶　 右　 メソパ入れ　 前の二つ　 メソパ大小

す ヽ

レ

だ ヽ

ら ヽ

い ヽ

は ヽ

ん ヽ

じ
き
ろ
は
蓋
の
つ
い
た
曲
げ

物
で
、
主
と
し
て
粉
や
米
、
と

き
に
は
お
は
ぎ
な
ど
を
他
家
へ

持
っ
て
い
く
と
き
に
使
う
。
お

ひ
っ
ぱ
釜
の
飯
を
い
っ
た
ん
こ

れ
に
移
し
て
か
ら
茶
碗
に
つ
け

る
の
に
使
う
。
飯
が
煮
え
て
か

ら
そ
の
ま
ま
釜
に
お
く
よ
り
、

こ
れ
に
移
し
て
お
く
と
水
気
が

き
れ
て
お
い
し
か
っ
た
。
冬
は

こ
れ
を
ふ
ろ
し
き
で
包
ん
で
こ

九
つ
に
入
れ
て
保
温
し
た
。
は
ん
ぎ
れ
は
た
ら
い
の
形
を
し
た
浅
い
大
き

な
桶

で
、
こ
わ
め
し
を
入
れ
た
り
、
す
し
だ
ら
い
に
使
う
。
漆
塗
り
の
上
等
な
も
の
も

あ
る
。
す
し
だ
ら
い
ぱ
た
ら
い
を
小
さ
く
し
た
形
で
、
す
し
を
作
る
と
き
、
飯
に

す
を
混
ぜ
る
と
き
に
使
う
。

慶
弔
時
あ
ら
た
ま
っ
た
客
席
に
は
漆
塗
り
の
膳
椀
を
使
う
。
膳
に
は
高
足
の
も

の
と
低
い
足
の
も
の
が
あ
る
。
椀
に
も
吸
物
椀
、
汁
椀
、
飯
椀
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
っ
た
。

昔

か
ら
食
事
は
単
に
空
腹
を
充
た
す
だ
け
で
な
く
敬
虔
な
態
度
で
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
来
た
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」
「

い
た
だ
き
ま
し
た
」

の
食
前
食
後

の
こ
と
ば
が
習
慣

に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

昔
の
人
は
と
く
に
米
を
大
切
に
し
て
、
七
言
つ
に
す
る
こ
と
を
戒
め
る
に
「
米

と
い
う
字
は
八
十
八
回
礼
人
手
に
か
が
ら
な
け
れ
ば
食
膳
に
出
て
こ
な
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
か
ら
こ
の
字
が
で
き
た
の
だ
。
そ
れ
ま
で
の
労
苦
を
思
え
ば
決
し
て

粗
末
に
は
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。

禅
宗
で
は
こ
と
さ
ら
食
事
の
作
法
を
大
切
に
し
食
前
に
は
、
「
食
じ
き
五
観
の

げ
」
を
唱
え
、
感
謝
と
修
行
の
い
ま
し
め
と
し
て
い
る
。

六
　

は

れ

の

食

は
れ

の
食
に
つ
い
て
は
第
七
章
人
の
一
生
、
第
一
〇

章
年
中
行

事
の
項

に
そ

れ

ぞ
れ
述
べ
て
き
た
。

ふ
る
い
時
代

の
正
月
及

び
婚
礼

の
と
き

の
様
子

を
南
殿
大
宗
館

の
資
料

に
よ

っ

て

か
い
ま
見

る
こ
と
に
す
る
。

十
一
月
三
日
　
婚
礼
献
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
台
　
　
松
竹
梅

三
方
　
　
ル
（

皿
　

の
し
お
わ
び

三
方
　
　
　

長
慌
斗

御
茶
　
　

千
代
縁

１

吉
　
　

安
留
平

御
菓
子
　

養
命
取
交

至

祝
規
式
三
献

吸

物
手
塩

猪

口

小
海
老

か
ん
ぴ
よ
う

里
い
も

ひ

れ

ひ

ら
き

豆

田
作

鯨

お
さ

へ

臓 寂

煮 え

卜/

さ
か
な

船 羽
盛 盛

媛
酒す

る
物

対
銚
子
　

蝶
花
形

巻
す
る
め

大
根

昆
布

セ
リ

ま
き
す

る
め

一
具

一

具

ゆ赤

魚
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手
し
は

吸
物

猪
口

饗
応
本
膳

生
盛

あ狸岩 き鮒せ久薙大
を 々た ん鱒と り菊根

み海けか　 り
苔　 ん

香
の
も
の屋

幾
栗

焼
物

中
　

口

ふ鯛
りゆ

す
ゐ
物
　

ほ
ら

せ
り

猪

口
　
　

富
貴

数
美

七

美

よ
き

か
　
鯉

指
　
　

味
　

子
附

吸

宍

門

手
塩

寿
ゐ
物

す
し

焙
子

こ
ん
に
や
く

か
ら
し

か
す
の
子青

菜
午
旁

汁
　

フ
ミ
入

や
き
と

う
ふ

な
ら
漬

せ
り
　

か
酢

多
子

鯉か
ら
し

く
し
子

坪
　
　

か
ま
け
こ

く
（

ゑ

や
き
芋

ニ

ノ
膳

鬼
ひ

皿
　

さ
こ
ゐ汁

水鯨ゆ
な

な
が
い
も

坪
　

い
な
だ

薙

葡

茶
碗

あ
作

羅か
け

婦
な

長
皿
　

こ
ふ
巻

猪
口
　
　

行
き

八
寸

吸
物

硯
蓋

畳う焼九ふ焙 焼魚礁焼魚莞　う
玉で か　と
子 ん無 め み

い な鳥年と
わき　母 う
し

飯

は
ち
も
の
　
　

鯛
　

潮
煮

御
茶
　
　

は
つ
か
か
し

御
菓
子

千
秋

行

平
　

け

へ

ゐ

万

歳
　
　

叶

（

大

宗

館

文

書

）

七
　

救
　

荒
　

食

昔
は
凶

年
の
と
き
主
食

を
補
い
、
飢
え

を
防
ぐ

た
め
に
お
よ
そ

毒
に
な
ら
な
い

も

の

は

何

に

よ

ら

ず

食

べ

た

。

天

明

三

年

二

七
八

白

浅

間

山

大

爆

発

以

後

凶

作

年

が

続

き

食

物

の
値

段

が

暴

騰

し

庶

民

の

困

窮

は
筆

舌

に
尽

く

し

難

い

も

の

が

あ

っ

た

。

次

に

掲

げ

る

文

書

に

よ

っ
て

そ

の

一

端

を

か

い

ま

み

る

。

「
天

明
三
卯
年

雨
続
き
田
畑
凶
年

、

田

方
四
分
通

り
取
方

。

畑
方

は
相
応

に
取

れ
申

し

候
え

ど
も
、
当
国
よ
り
東
は
大
凶
年

に
て
穀
類
高
値

な
り
。
米

は
金
壱
両

に
付
き

七
斗

よ

り
五
斗
迄
、
大
麦
壱
両

に
付

き
石
壱

斗
よ
り
石
也

。
粟
両

に
石

よ
り
九
斗
迄

。
小
麦
両

に

（
マ
マ
）

付
き

八
斗

。
禧
両

に
付

き
五
俵
半

よ
り
五
俵
迄
。
大
豆
両

に
付
き
石
壱
斗

よ
り
石
迄

。
小

豆
両

に
付

き
八
斗

迄
。
千
干

菜
百

文
に
付

き
三

れ
ん
、
古
干

菜
百
文

に
四

れ
ん
。

此
辺
に
て
も
高
遠
領
井

び
に
川
東
郷
に
て
は
、
山
に
て
わ
ら
び
の
根
、
葛

根
、
ど
ん
ぐ

り
、
し
だ
み
、
と
ち
な
ど
口
口
口

い
た
し
朝
夕
の
朧
物
に
い
た
し
暮
し
申
し
限
。
穀
類
上

州
・
甲
州
当
国
に
て
諏
訪
・
佐
久
・
木
曽
路
へ
行
け
候
故

、
一
日
の
う
ち
に
も
穀
相
場
く

る
い
中

候
。
…

…
」

こ

れ

は
千

桐

屋

の

「

諸

川

書

留

帳

」

よ

り

抜

粋

し

た

も

の

で

あ

る

。

食

物

の
高

値

の

こ
と

、

干

菜

ま
で

売

買

さ

れ

た

こ

と

、

山

野

の

木

の
実

草

の
根

を

あ

さ

っ
て

飢

え

を
し

の

い
だ

こ

と

が

想

像

で

き

る

。
こ

の
覚

え

書

き

に

は
、

こ

の
続

き

に

、

浅

間

山

爆

発

に

よ

っ
て

被

害

を
受

け

た
惨

状

と

、

利

根

川

大

洪

水

に
よ

る
被

害

状

況

諸

国

の
民

衆

の
窮

状

の
聞

き

書

と

さ

ら

に
諸

藩

で

は
他

領

へ

穀

物

を

移

出

す

る

こ

と

を
禁

じ

た

こ

と

が

書

か

ね

て

い

る

。

「
　
　
　

覚

一
　

高
遠
様
に
て
は
金
沢
口
御

堂
垣
外

に
て
穀
留

め

一
　
松

本
様
に
て
は
塩
尻

に
て
穀
留

め

一
　

飯
田
に
て

は
穀
留

の
よ
し

一
　

諏
訪

に
て
も
同
断

の
よ
し

一
　

御
料
所
に
て

は
穀
留
致
す
べ
き
場
所
之
れ
無
く
候

に
付

き
上
伊
那
・
中
伊

那
・
下

伊

那
と
も
に
只
今

を
以
て
他
へ
穀
類
出
す
べ

か
ら
ざ
る
の
旨
相
回
り
申
し
候
」

（
千

桐
屋
文
書
）

石印
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天

明

の
飢

饉

に

つ

い
て

は
幕

府

も

心

を
砕

い
て

救

荒

食

の
栽

培

貯

蔵

に

つ
い

て

の
達

書

を
出

し

て

い

る

。

天

明

五

巳

年

申

渡

書
　

写

「
…
…
粟

稗
の
類
は
植
え

句

の
遅
速
も
さ
し
て
構

は
ず
、
こ
と
に
稗
は
田
に
も
畑

に

も

出
来
、
水
旱
と
も
痛
み
少
な
き
由
に
て
候
間
、
も
し
春
分
よ
り
の
気
候
等
覚
束
な
く
思

し

召

さ

卸
渓
年

は
兼

ね
て
稗

苗
等
心
掛
け
置
き

渓
様
心
附
け

ら
る
べ
し
…
…
」

ま

た
、

「
…
…
匹
尽
八
仁

（
は
と
む

ぎ
）

は
麦

に
も
勝

り
渓

も
の
に
て
畑

に
作

り
候
て
も
利

を
得

る

こ
と
、
之

れ
あ

る
よ
し
、

も
っ
と

も
、
口

に
応
じ
、
真
土

は
勿

論
砂
地

に
も
出
来
安
し
。

一
旦
植
え
置
き
候
得
ば
諸
草
を
厭

は
ず
は
び
こ
り
出
来
立

ち
候
も
の
に
候
間
、
ま
ぐ
さ
場

の
端

々
、
或

は
用
悪
水
路
、
川
縁
、
堤
等

に
植
置
き
実

を
取
り
貯
え
渓
様
申
し
教
え
ら

る

べ
く
候
。

但
し
二
月
に
植
え
八
月
に
実
を
取

り
候
も
の
に
て
、
も

っ
と
も
実
形

細
長
く
色
白
き
方

狼
に
よ

ろ
し
く
候
。

一
　

緑
豆

は
畑
の
畔
岸
、
荒
地
等
如
何
様
の
地
に
て
も
相
応
に
出
来
立
ち
、
こ
と
に
二
月

来
に
植
え
、
五
月
六
月
に
実
を
収
め
、
そ
の
実
を
直

ち
に
植
え
、
又

八
月
に
実
入
り
候

に
付
き
百
姓
の
根

に
作
り
候
て
甚
だ
益
あ
る
も
の
に
誤
間
、
種
を
貯

え
、
少

々
の
空

地

に
て
も
植
付
け
候
様
申
し
教
え
ら
る
べ
く
渓
。

一
　
薯
預

（
じ
ね
ん
じ
よ
）

何
角
烏
草

（
い
も
の
一

種
）
蘇

括
槍

荷
前

、
葛

、
蕨
等
は
五

穀
に
も
劣

ら
ず
夫
食

に
相

成
り
渓

も
の
に
て
、
山

林
原
野

等
に
生
じ

、
木

立
の
障

り
に

も
相
成
ら
ざ
る
も
の
に
候
間

、
百
姓
持
山
或

は
御
林

等
の
内

見
も
種

を
蒔
き
付
け
置
き

侯
様
申
し
教
え
ら
る
べ
く
候
。

一
　
御

林
の
内
…
…
樋

・
栗

・
椎

の
類
土
地
相
応

の
物

を
植
付
け

な
し
、
成
木

の
う
え
、

実
を
結
び
候
は
ば
年

々
村
方

え
こ

れ
を
採

り
夫
食

に
貯
え
置
き
候
様
…
…
」

（
神
子
柴
大
和
手
文
書
）

粟

、

稗
、

は

と

む

ぎ
、

縁

豆
等

の
作

付

の

す

す

め
、

じ

ね

ん

じ

ょ
そ

の
他

天

然

に

山
野

に
自

生

す

る

も

の

も
種

を

ま
き

、

植

付

け
て

増

産

を

は

か

り
、

か
や

、

く
り
、

椎
の
類

の
よ
う
に
果
実

の
な
る
も

の
を
植
え
、
実

は
救

荒
の
た
め
貯
え

る

こ
と
を
考
え

る
よ
う
に
と
の
達
し
で
あ

る
。
救
荒
食

に
な

っ
た
も

の
を
次

に
述
べ

る
。く

　

ず
（
葛
）（
ま
め
科
）
　
葛

の
根
は
掘
り
取

っ
て
上
の
皮
を
取
り

の
ぞ
き
こ
ま

か

に
切
り
刻
ん
で
飯
に
加
え
た
り
餅
に
加
え
て
掲
い
て
食
べ
た
。
さ
ら
に
精
製
し

て
粉
を
と
る
に
は
生
の
も
の
を
水
に
浸

し
、
水
の
中

で
つ
き
潰
し
生
汁

を
よ
く
も

み
出

し
か
す
を
取

り
除
い
た
あ
と
、
水
底

に
沈
澱
し
た
も
の
を
乾
し
て
粉
と
し

た
。

現

在
で
も
上

等
の
葛
粉
は
食
用

、
薬
用

と
し
て
用

い
ら
れ
る
。

と
こ

ろ
（
革
蔀
）
（
や
ま
の
い
も
科
）
　
掘

っ
て
き

た
い
も
を
細

か
い
根

を
除

い
た

あ
と
叩
き
潰
し
流

れ
水

の
滝

に
う

た
せ
て
あ
く
抜
き
を
し
、
小
麦
粉

か
大
麦

の
挽

割
粉

と
混

ぜ
て
焼
餅

に
し
て
食

べ
た
。
天
保

の
飢
饉

の
と
き
盛

ん
に
食
べ

た
と

い

う

Ｏわ
ら
び
（
し
だ
科
）
　
ワ
ラ

ビ
の
わ
か
芽

は
山
菜
と
し
て
現
在
大
い
に
賞
味
さ
れ

て
い

る
が
、
そ
の
根

は
凶
年
の
と
き
「

ク
ズ
」

の
根
と
同

じ
よ
う
に

し

て

食

べ

た
。
ち
な
み

に
こ
の
根

か
ら
と

っ
た
糊
は
良
質
で
か
ら
か
さ
を
作
る
と
き
な
ど
こ

の
糊
を
最
も
よ
し
と
し
た
と
い
う
。

ぜ
ん
ま
い
（
ぜ
ん
ま
い
科
）
　
わ
ら
び
と
同

じ
よ
う
に
用

い
た
が
、

む
し
ろ
わ
ら

び
よ
り
良
質
と
さ
れ
た
。

す

べ
り
ひ

ゆ
（
す
べ
り
ひ
ゆ
科
）
　
戦
中

戦
後
疎
開
児

童
は
食

糧
と
し
て

茎

芯

を

ゆ
で
て
食
べ
た
。
乾

草
と
し
て
冬
期
ま
で
貯
え

る
こ
と

も
し

た
。
古
く

か
ら
備
荒

食

物
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

じ
ね
ん

じ

よ
（
や
ま
の
い
も
科
）
　
じ
ね
ん
じ
ょ
は
や

ま
の
い
も
の
別
名
で

山

野

に
自

生
す
る
。
根
茎

が
頗

る
美
味
で
救
荒
食

に
な
る
の
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
常

の
年
で

も
御
馳
走

に
数
え

ら
れ
る
。
栽
培
し

た
も
の
で
長
芋
と
い
う
の
は
こ
れ
と

同

類
で
あ
る
。

印j
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は
こ

べ
（
な
で
し
こ
科
）
　
田
畑
や
畔
、

庭
園

の
雑
草
で
繁
殖
が
す

さ
ま
じ
く
早

春

か
ら
秋

ま
で
随
分
百
姓

を
な
や

ま
す
。
し

か
し
こ

れ
は
古
来
春

の
七
草

の
一
と

さ
れ
、
若
芽

は
お
ひ
た
し
と
し

た
り
み
そ
汁

の
実
と
す

る
。

山
菜
類
　

以
上

に
述

べ
た
ほ
か
別
項
山
果
、
山
菜

の
と
こ

ろ
に
挙
げ

た
も
の

は

す
べ
て
救

荒
食

に
な
る
。

松
虫
草
（
ま
つ
む
し
　
草
科
）
　
根
が
食

べ
ら
れ
る
。
天
明

の
飢
饉

の
と
き

に

大

芝
原

へ
川

東
の
人

た
ち
が
取

り
に
来

だ
の
を
村
人
が
追

い
か
え
し

た
と

の
話
が
伝

わ
っ
て

い
る
。

あ
か
ざ
（
あ
か
ぎ
科
）
　
空
地

路
傍

に
生
え

る
が
畑

に
生
え

る
と
厄

介
な
雑
草
で

あ
る
。
若
葉

は
お
ひ
た
し
に
し
て
食

べ
る
。
葉

の
し

ぼ
り
汁

は
虫

の
毒

を
消
し
、

乾
燥

し
た
葉

を
煎
じ
た
汁

は
虫
歯

を
防
ぐ

う
が
い
薬

と
し
、

ま
た
油

の
し
み

ぬ
き

に
使
わ
れ
る
。
生
長

し
た
茎

を
干

し
た
も
の
を
杖
に
す
る
と
中
風

に
か
か
ら
な
い

と
も
い
か
れ
る
。
「
あ

か
ざ
の

奨

」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
ア
カ
ザ
を
汁

の
実

に
し
た
吸
い
も
の
で
、
粗
末

な
食
物

の
た
と
え

に
な
っ
て

い
る
。

ど
ん
ぐ
り
（
く
ぬ
ぎ
の
実
）
、
し
だ
み
（
か
ら
の
実
）
、

ま

き
の
実
、

椎
の
実
、
栃

の
実
　

こ
れ
ら
の
実

は
干

し
て
か
ら
臼
で

つ
い
て
果
皮

を
と
り
、
二
、
三
日

水
に

浸
し
て
あ
く
を
抜
き
、

し
ぶ
皮

を
除
く
。
こ
れ
を
も
ち
米

と
い
っ
し
ょ
に
揚

い
て

食

べ
た
。

さ
さ
の
実
　

さ
さ
や
竹
に
花
が
咲
き
実
が
な
る
と
枯
れ
る
。
こ
れ
は
凶

年
の
兆

だ
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
実
を
と
っ
て
お
く
と
貯
蔵
が
き
く
か
ら
凶

年
の
と
き
の
備

荒
食
物
と
し
て
役
立
つ

か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
い
か
れ
た
の
か
。
粉
に
し
て
焼
餅

や
ぼ

た
餅

に
し
て
食
べ
た

。
元
禄
一
四
年
の
記
録
に
は
一
人
で
一
日
に
二
斗

か
ら

四
斗
と

っ
て
来

た
と
あ

る
。

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
笹
実
採
取

の
記
録
　
　
　
（
も

ん
や
文
書
　

日

限

記
よ
り
）

一

笹
実
採

二
辛

已
六
月
廿
八
日
参
り
候

廿
九
日
下

る

弥
助
　

半
三
郎

其
座
　

八
斗
弐
升

其
座
　

八
斗
五
合

其
座
　

七
斗
九
升

七
月
八
日

又
兵
衛
　

六
人
参
候

二
人
半
兵
衛
　

干
揚
い
て
三
斗
弐
升
五
合

二
人
又
兵
衛
　

干
揚
い
て
二
斗
三
升

二
人
弥
助
　
　

干
揚
い
て
三
斗

掲
テ
合
　
　

九
斗
五
升
五
合

巳

ノ
七
月
九
日

に
三
人
参
り
候

熊
笹
実

々”

そ

の
優
　

弐
斗

六
升
　

又
兵
衛

そ

の
崖
　

壱
斗
三
升
　

半
三
郎

そ

の
借
　

壱
斗
弐
升
五
合
　

や
助

干
潟
二
合
　

弐
斗
三
升
有

巳

ノ
七
月
十
二
日

に

熊
笹
実

生

ノ
座
　

三
斗
四
升

生
　

同
　

二
斗

六
升

沖
右
衛
門
　

撮
テ
壱
斗
弐
升

六
合

又
兵
衛
　
　

ク
　
一
斗

生
　

同
　

二
斗

六
升
五
合
　

半
兵
衛
　
　

夕

生
　

同
　

二
斗
　
　
　
　
　

弥
助
　
　
　

″

揚
テ
合
　

四
斗
壱
升
四
合
有

七
月

十
四
日

七
月
十
七
日

熊
笹
実生

　
弐

斗
弐
升
　
半

三
郎
　
　

掲

テ

生
　

弐
斗
六
升
　

又
兵
衛
　
　

″

生
　

壱
斗
八
升
　

沖
右
衛
門
　

″

生
　

壱
斗
四
升
　

弥
助
　
　
　

″

生
／
　

八
斗
　
　
　
　
　
　
　
　

″

一
斗

六
合

八
升
二
合

九
升
五
合

々
　
壱
斗
弐
升

八
合

″
　
七
升
七
合

″
　
六
升
五
合

三
斗
七
升

七
月
十
九
日

二
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生第2 章

そ

の
他
天
明

の
飢
饉

に
際
し
て
は
、
松
の
皮
や
藁
餅
（
『
伊
那
路
』
一
巻
七
月
号
）

も
食
料

に
な

る
と
い

っ
て
そ
の
食
べ
方
ま
で
教
え
た
と
あ
る
。

八
　

山
　

の
　

幸

‥｛
い
　
山
　
　
　

果

山
野
に
自
生
す
る
草
木
の
果
実
で
食
べ
た
り
薬
用

に
し
た
も
の
を
掲
げ

る
。

や
ま
ぶ
ど
う
（
ぶ
ど
う
科
）
　
酸
味
が
強
い
が
生
食

と
し
た
ほ
か
、

ぶ
ど
う
液
を

と

っ
た
り
ぶ
ど
う
酒

を
作
っ
た
。

え
　

び
（
ぶ
ど
う
科
）

小

粒
で
ぶ
と
う
に
似
た
果

が
な
り
、

黒

く
熟

す
る
と

う

ま
い
。

ご

む
し
（
ま
つ
ぶ
ど
う
・
ま
つ
ふ
さ
）
（
も
く
れ
ん
科
）
　
生
食

す
る
と
甘
酸

っ
ぱ
い

味

で
あ
る
が
、
発

酵
さ
せ
る
と
や

ま
ぶ
ど
う
酒

よ
り
上
質

の
も
の
に
な
っ
た
。

か

わ
ら
ぐ
み
（
あ
き
ぐ
み
）
（
ぐ
み
科
）
　
前
述

み
ね

ぞ
（
い
ち
い
・
あ
ら
ら
ぎ
）
（
い
ち
い
科
）
　
庭
木
、
生
垣

に
す

る
木

で

赤

い

実

が
う
ま
い
。

よ
う

ず
み
（
す
い
か
ず
ら
科
）
　
霜

の
く

る
こ
ろ
赤
く
熟
す

る
。

そ
れ
は
ど
う
ま

い
も

の
で
な

い
。

こ
ま
っ
ぱ
じ
き
（
く
ま
っ
ぱ
じ
き
）
（
つ
つ
じ
科
）
　
夏

季
黒

く
熟
し
た
果

を

食

べ

る
。や

ま
ぐ
わ
（
み
づ
き
科
）
　
初
夏

の
こ
ろ
赤
、
紫
黒
色
に
熟
し
た
も

の

を

食

べ

る
。け

ん

ぽ
な
し
（
俗
に
ち
ん
ぴ
）
（
く
ろ
う

め
も
ど
き
科
）
　
枝
先
花

の
柄

の

部

分

が
秋
更

け
た
こ
ろ
肥
大
す

る
。
こ

の
部
分
を
食
べ
る
。
甘
味
が
あ
る
。

あ
け
び
（
あ
け
び
科
）
　
秋
熟
す

る
と
果
皮
が
割
れ
る
。

甘
味
が
あ

っ
て
う
ま
い

が
実
が
多
い
の
が
難
点
で
あ
る
。

し

ら
く
ち
（
さ
る
な
し
・
ひ
え
だ
ん
ご
・
こ
っ
か
）
（
さ
る
な
し
科
）
　
青
白
色

に
熟

し
、
甘
酸
っ
ぱ
い
。
霜

に
あ
う
と
甘
味

が
増

し
て
う
ま
い
も
の
で
あ

る
。

ま
た
た
び
（
ま
た
た
び
科
）
　
夏

に
な
る
と

葉

か
白
色

に
変

ず
る
も

の
が
混
じ

っ

て
く
る
か
ら
、
山
谷

に
あ
っ
て

も
そ

れ
と
わ
か
る
。
「
猫

に
ま
た
た
び
」
と

い
う

こ
と
ば
が
あ
る
よ
う
に
猫

が
非
常

に
好

打
。
初
秋
こ

の
実

を
焼
酎
漬

に
し
て
飲
用

す
る
。
精
力
剤

に
な
る
と
い
う
。
果
実

を
熱
湯

に
浸
し
て
乾
燥
し

九

も

の

は

中

風
、

リ
ュ
ー
マ
チ

の
薬

に
な
る
と

い
う

。
名

の
起
こ
り

は
、
旅
人
が
道
中
で
疲
れ

果
て
て
も
山
道

の
傍

ら
に
こ

の
実

を
見

つ
け
て
こ
れ
を
食
べ

る
と
「
ま
た
旅
が
で

き

る
」
と

い
う
ほ
ど

に
精
力

を

回

復

し

た

か

ら

こ

の

名

が

つ

い

た

と

い

わ

れ

る
。こ

な
し
（
い
ば
ら
科
）
　
霜
が
来
て
黄
熟
し
た
も
の
を
食
べ
る
。

か
　

や
（
い
ち
い
科
）
　
常
緑
の
大
木
と
な
り
秋
落
果
す
る
。

こ
れ
を
木
灰
で

渋

抜
き
を
し
、
あ
く
を
抜
い
て

Ｉ
か
月

く
ら
い
漬

げ
て
置

い
て

か
ら
水
洗
い
し
乾
燥

し
た
も
の
を
炒

っ
て
食

べ
る
。
こ
う
ば
し
い
も
の
で

あ
る
。
十
二
指
腸
虫
駆

除
の

特
効
薬
で
あ
り
同

時
に
精
力

も
つ
く
と

卜
う
。
黒

焼
き
に
し
て

か
ぜ

薬

と

も

す

る
。ほ

　

け
（
す
な
し
）（
い
ば
ら
科
）
　
黄
熟
し
た
も
の
を
生
食

す
る
。

こ
の
果
実
酒

は
心
臓
病
に
も
効
く
と
い
う
。

き
い

ち
ご
（
い
ば
ら
科
）
　
木

位

と
い

わ
れ

る
中

に
、

も
み
じ

い
ち
ご
、

か
じ

い
ち
ご
、

べ
に
ば
な
い
ち
ご
、
く

ま
い
ち
ご
な
ど
数
十
種

あ
る
と

い
う
。
夏
黄
色

に
熟

す
も
の
と
、
赤

く
熟

す
も

の
が
当
地
方

の
山
野

に
自
生
し
て

い
た
。
生
食

す

る
ほ
か
、
薄
酒

を
作

る
。

ど
ん
ぐ
り

・
し
だ
み

・
と
ち
の
実

・
楢
実
　

こ

れ
ら
の
果
実

は
救
荒
食
と
た

っ

た
。

6昭
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山
　

栗
　

小

粒
だ
が
味

は
栽

培
の
大
栗

よ
り
勝

る
。
焼

い
た
り
蒸

し
た
り
し
て

間
食

に
す
る
ほ
か
、

こ
わ
め
し
の
中

に
入

れ
る
。

い

ち
ょ
う
（
ぎ
ん
な
ん
）
　
表
皮

を
と
り
洗
っ
て
乾
燥

し
て
食
べ
る
。

⇔
　

山
　
　
　

菜

山

菜
は
わ
か
芽

を
ゆ
で
て
浸

し
物

と
し
て
食

べ
た
り
、
ゆ
で
て
干

し
た
も
の
を

貯
蔵
し
て
お
い
て
冬
期
の
食
膳

を
賑
わ
し
た
り
す
る
。

せ
　

り
（
せ
り
科
）
　
本
村
に
は
沢
が
多
く
草
場
が
多

か
っ
た
の
で
せ
り
は
豊
富

で
あ
っ
た
。
浸
し
物

冲
吸
物

の
つ
ま
に
珍
重
さ
れ
た
。
正
月

料
理
、
冠

婚
葬
祭
の

御

馳
走
に
な
り
、
遠
く
西

山
方
の
女
衆
が
団
体
で
せ
り
摘
み
に
来
る
風

景
が
昭

和

初

年
ま
で
見

ら
れ
た
。
せ
り
の
よ
く
で
き
る
所

は
今
は
わ
さ
び
畑

に
な
っ
て
、
モ

り
し

た
風
景

は
見

ら
れ
な
く
な

っ
た
。
久
保

會
言
い
当
て

た
こ
と
ば

に
「

か
か
あ

天
下

に
お
ひ
げ
様
、
せ
り

に
草
場
と
水
車
小
屋
」
と
い

う
の
が
あ

る
。
戦
後
一
般

に

は
少

な
く
な

っ
た
が
最
近

ま
た
栽
培
し
て
出
荷
す

る
入
札
あ

る
。

み
つ
ば
（
せ
り
科
）
　
み
つ
ば

ぜ
り
、
芳
香
が
あ

っ
て
美
味
で
あ

る
。

な
ず
な
（
あ
ぶ
ら
菜
科
）
　
早
春
摘
草
の
王
者
、

ゆ
で
て
食
べ
て
春

を
味

わ
う

。

春

の
七
草
の
一
で
あ

る
。

た
い
わ
ん

ぜ
り
（
あ
ぶ
ら
菜
科
）
　
お
ら
ん
だ
し
し
が

ら
し
と
も
い
う

。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
原
産
で
明
治
初
年

に
渡
来
、
沼
や
小
川

に
自
生

す
る
よ
う
に
繁
殖
し

た
。

本
村

の
清
水

の
湧
く
あ

た
り

に
ぱ
よ
く
繁
茂
し
て
冬

の
食
卓

に
上
せ

る
ほ

か
、
鶏

の
餌

に
も
し

た
。
わ
さ

び
畑
が
増
し
た
り
、
水
路
が
整
備

さ
れ
て
少

な
く

な
っ
た

が
最
近

ぱ
ま
た
栽
培
し
て
出

荷
す
る
人

が
あ

る
。

あ

ず
き
っ
ぱ
（
ま
め
科
）
　
お
ひ
た
し
や
汁

の
実

に
す
る
。

つ
り

が
ね
に
ん

じ
ん
（
き
き

太
う
科
）
　
俗

に
野

み
つ
ば
と
い
い

茎
葉

を
摘
む

と

乳

が
出

る
。
若

葉
を
食

べ
る
。
根

は
薬
用

に
す
る
。

が
ん
ほ

じ
（
き
く
科
）
　
た
ん
ぽ
ぽ
の
こ
と
を
言
い
春
先

の
新
芽

を
摘
ん
で
食
べ

る
。
あ
く
抜
き
を
充
分
し
な
い
と
苦
い
。
薬
用

に
も
な

る
。

く
さ
の
は
な
（
き
く
科
）
　
よ
も

ぎ
の
若
芽

を
く

さ
は
な
又

は
、
く
さ
の

は
な
と

い
い
香
気
が
あ

っ
て
餅

に
つ
き
込

ん
で
く
さ
餅

と
い

っ
て
賞
味
す

る
。
ゆ
で
て

か

ら
ま
な
板

の
上
で

よ
く

た
た
き
、
米

の
粉

を
混
ぜ
て
こ
ね
て
作
り
あ
ず
さ

を
芯

に

し

た
も

の
は
春

の
味
が
す

る
ま
い
ご
馳
走
で
あ

る
。
な

お
、

ゆ
で
た
も
の

を
千
し

て

お
き
冬

餅
を
つ
く

と
き
混

ぜ
る
。
こ

れ
も
季
節

に
か
か
お
り

な
い
香
気

あ
る
く

さ
餅
で
あ
る
。

ね
ん

ぶ
る
（
ゆ
り
科
）
　
の
び
る
を
こ
う
呼

ぶ
。
早
春
枯
草

の
間

か
ら
出

た
芽
、

こ
れ
も
春

の
来

た
こ
と
を
告
げ

る
う
れ
し
い
も

の
で
汁

の
実

に
す
る
。
鱗
茎

を
掘

り
と

っ
て
生
の
も
の
に
味

噌
を
つ
け
て
食

べ
た
り
煮
て
食

べ
る
。

す
い
こ
（
た
で
科
）
　
す
い
ば
の
こ
と
を
い
う
。
若
芽

を
生
食

す
る
。
茎

立
っ
た

も
の
は
す
い
こ
ん
ぼ
と
呼

び
こ
九
毛
食

べ
る
。
酸
味

が
強

い
が
于
供

た
ち
は
喜

ん

で
食
べ
た
も
の
で
あ

る
。

つ
く
し
（
と
く
さ
科
）
　
す
ぎ
た
の
地
下

茎
か
ら
出
た
胞
子

茎
で
あ
る
。

つ
く
し

ん
ぼ
と
も
い
い
、
ゆ
で
て
三
杯

酢
で
食

べ
る
風

雅
な
食
べ
も
の
で
あ
る
。

わ
ら
び
（
う
ら
ぼ
し
科
）
　
山
菜
の
王

者
で
あ
る
。

煮
て
食

べ
ま
た
、
塩
漬

に
し

て
食
べ

る
。

ぜ
ん
ま
い
（
ぜ
ん
ま
い
科
）
　
わ
か
芽

を
ゆ
で
て
食

べ
る
。

ま
た
ゆ
で

た
も
の
を

干

し
て

お
き
正

月
の
食
膳
を
賑

わ
す

。

山
う
ど
（
う
こ
ぎ
科
）
　
山
う
ど
は
あ
く
が
少
な
く
葉
ま
で
食
べ
ら
れ
る
。

生
で

赤
み
そ
を
つ
け
て
も
食
べ
る
が
、
三

杯
酢
で
も
よ
く
、
酒
粕
和
え
、
く

る
み
和
え

な
ど

に
も
よ
い
。
近
ご
ろ
は
家
で
畑

に
栽
培
し
て
早
春
の
酒
の
つ
ま
み
な
ど

に
も

て

は
や

さ
れ
る
。

さ
ん
し

ょ
う
（
ま
っ
か
ぜ
そ
う
科
）
　
強
い
風

味
が
好
ま
れ
る
。
若
芽

を
み

そ

と

ま
ぜ
て

す
り
つ
ぶ
し
五
平

餅
に
つ
け

た
り
、

お
で

ん
、
奴

豆
腐

に
つ
け

て

食

いへ

卯4
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る
。
鯉
平
鯖
を
煮

る
と
き
こ
の
葉
を
入
れ
て
煮

る
と
そ
の
生
く
さ
味
が
と
れ
る
と

い
わ
れ
る
。
ま
た
、
青
い
果
実
を
乾
燥
し
て
お
い
て
魚
の
煮
つ
け
に
使

っ
た
り
、

土
用

の
丑
の
日
に
実
を
と
り
、
炒

っ
て
粉
に
し
て
お
き
鯉
汁
に
使

っ
た
り
す
る
。

薬
用

に
も
す
る
。

あ

ざ
み
（
き
く
科
）
　
わ
か
芽

を
ゆ
で
て
食

べ
る
。

や
ま
お
こ

ぎ
（
う
こ
ぎ
科
）
　
家

の
ま
わ
り
の
生
垣
な
ど
に

植
え

ら
れ
て
い
る
も

の
は
ひ

め
う
こ

ぎ
が
多
い

。
古

く
中
国
原
産

の
も
の
が
渡
来

し
普
及

し
た
も
の
で

あ

る
。
ゆ
で
て

お
ひ

た
し

に
し
て

た
べ

た
。

た
ら
の
芽
（
う
こ
ぎ
科
）
　
ゆ
で
て
み
そ
あ
え
、

く

る
み
あ
え

に
し

た
り
、
て

ん

ぷ
ら
に
し
て
賞
味
す

る
。

ふ
　

き
（
ふ
き
科
）
　
わ
ら
び
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
山
菜
の
王

者
で
あ
る
。
早
春

の
ふ
き
の
と
う
は
ほ
ろ
苦
い
味
が
あ

っ
て
酒
の
つ
ま
み
に
特
に
賞
味
さ
れ
る
。
ふ

き
は
沢
に
あ
る
も
の
が
軟
ら
か
く
あ
く
も
強
く
な
く
て
よ
い
。
皮
の
つ
い
た
ま
ま

を
米
の
と
ぎ
汁

に
浸
し
、
二

、
三

度
水
を
替
え
る
と
あ
く
が
と
れ
る
。
こ
れ
を
醤

油

と
砂
糖
で
水
気
の
な
い
よ
う
に
煮
つ
け
た
も
の
が
千

本
煮
で
ほ
ろ
苦
い
味

が
あ

っ
て
、
風

味
が
よ
く
保
ち
も
良
い
。
ゆ
で
た
も
の
を
塩
漬

に
し
て
お
け
ば
年
中

使

え

る
。
産
婦

に
は
血
が
増
え

る
か
ら
と
い
っ
て
特

に
喜

ば
れ
る
。

こ
お

れ
（
ゆ
り
科
）
　
こ
ば
ぎ
ぼ
し
、
お
お
ば
き
ぼ
し
の
葉

柄
を
初
夏

の
候
煮
て

食

べ
る
。

い

た
ど
り
（
た
で
科
）
　
皮

を
む
い
て

生
で
食

べ
る
。
山
小
屋
で
仕

事
を
す
る
人

た
ち
は
ゆ
で
て
漬

け
て

お
い
て
食

べ
た
と
い
う
。

が
ん
じ
（
ゆ
り
科
）
　
萱
草

を
当
地
方
で

は
こ
ヶ
呼

ぶ
。
若
芽

を
ゆ

で

て

食

べ

た
。す

っ

ぱ
（
か
た
ば
み
科
）
　
か
た
ば
み

の
こ
と

を

当
地
方
で

は
こ
う
呼
ぶ
。
酸
味

が
あ

る
。

ま

よ

み

（
に
し
き
ぎ
科
）
　
ま

ゆ

み

の
こ

と

を
当

地

方

で

は

こ

う

呼

び

わ

か
芽

を

ゆ
で

て

食

べ

る

。

こ

ご

み

（
う
ら
ぼ
し
科
）
　
草
蘇

鉄

の

こ

と

。

若

芽

を

ゆ

で

て

た

べ

る

。

あ

か

ざ

（
あ

か
ぎ
科
）
　
わ

か

芽

を

お

浸

し

に

し

た

り

、

ご

ま
和

え

に

し
て

食

べ

る

。

太

い

茎

は

杖

に

し

て
用

い

る

と
中

風

の
予

防

に

な

る

と

い

わ

れ

た

。

し

ゅ
う

ね

ん
ほ

う
　

古

く

『
和

名
抄

』

に
「

志

保
天

」

と
見

え

て

い

る

。
若

い

茎

を
汁

の

実

に

し

た

り
卵

と

じ

に

す

る

。

句
　

茸
　
　
　

類

（
自
然
編

植
物

の
項
参
照
）

九

虫

魚

貝

類

ざ
ざ

虫
　

川

の
浅

瀬

を
水

が

ザ

ザ
と

音

を
し

て

流

れ

る
場

所

に

い

る
虫

で

あ

る

か

ら
「

ざ

ざ

虫

」

と

い
う

が

、

古

く

は
「

か

わ

げ

ら
」
の
幼

虫

を

い

っ
た

が

、

近

ご

ろ

は
「

け

な

が

か

わ
と

び
け

ら

」
　「

ち
や

ば

ね

ひ

げ

な

が

か
わ

と

び

げ

ら

」

の
幼

虫

な

ど

あ

お
む

し

の
類

も

ざ

ざ

虫

と

呼

ん
で

い

る

。
さ

ら

に
、

ま

た

ご

た

ろ

う

虫

（
へ
び
と
ん
ぼ
の
幼
虫
）
、

ち

ら

（
ち
ら
か
げ
ろ
う
の
幼
虫
）

、

と

ん

ぼ
虫
（

と
ん
ぼ
の
幼

虫
）

な

ど

も

川

虫

と

し

て

食

べ

る
。

煮

つ

け

て

酒

の

肴

に
、

弁

当

の

お

か

ず

に

珍

重

さ

れ

る

。
天

竜

の

ざ

ざ

虫

取

り

は
冬

の
風

物

詩

で

も

あ

る

。

か
　

に
　

さ

わ

が

に

は
段

丘

の
下

や

沢

の

清

水

が

湧

く

小

石

の

中

に

い

る

も

の

を

取

り

、

炒

り

つ

け

て

食

べ

る
。

つ
　

ぶ
　

た

に
し

の

こ

と

を

当

地

方

で

は

こ

う

呼

ぶ

。

湿

田

の

足

つ

ぼ

な

ど

に

い

る

の

を

と

っ
て

泥

を

は

か

せ

て

か

ら

煮

て

食

べ

る

。「

う

ま

い

も

ん

だ

よ
　

た

に

し
の
お
汁
　
尻
を
た
た
い
て
口
を
吸
う
」
と
う
た
わ
れ
た
。
こ
の
村
の
子
供
が
福

島
の
連
中
と
喧
嘩
す
る
と
き
「
福
島
た
ん
ぽ
に
、
つ
ぶ
ひ
ろ
い
　
尻
餅
つ
い
て
泥

だ
ら
け
」
と
は
や
し
た
も
の
だ
。

か
わ
に
な
　
蛍
の
幼
虫
が
捕
食
す
る
が
最
近
農
薬
や
化
学
肥
料
な

ど
に
よ

り
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絶
滅
寸
前
、
そ
の
た

め
蛍
も
少
な
く
な

っ
た
。
汁
の
実
な
ど
に
し
て
食
べ
た
。

と
’う
く
ろ
う
　

げ

ん
ご
ろ
う
の
こ
と

を
当
地
方
で
は
こ
う
呼
ぶ
。
頭
を
ひ

っ
ぱ

っ
て
抜
き
、
油
い
た

め
に
し
て
食

べ
る
と
な
か
な
か
う
ま
い
も
の
で
あ

る
。
池
や

沼

に
い
る
の
を
む
し
た
つ
く
り
な
ど

を
餌
に
し
て
釣

っ
た
り
、
夜
電
灯

に
寄

っ
て

く

る
の
を
と

っ
て
食
べ
た
。

か
え

る
　
赤

が
え
る
を
主
と
し
て
食
べ
た
。
醤
油
で
つ
け
焼
な
ど
に
す
る
と
う

ま
い
も
の
で

あ
る
。

へ
　

び
　

し
ま
へ
び
が
特

に
う
ま
く
薬
効
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
轍
の
焼
酎
漬

は
強
精
に
、
打
撲
の
消
炎
等
に
特
効
が
あ

る
と
い

わ
れ

る
。

蜂
の
子
　

す
が

れ
は
く
ろ
す
ず

め
ば

ち
の
こ
と
で
ま
た
地
蜂
と
も
い
い
地
中
に

巣

を
作

る
。
こ

の
巣

を
見

つ
け

る
と
き
の
蜂
追
い
は
青
少
年

に
と

っ
て
夏
の
楽
し

み

の
一

つ
で
あ

る
。
こ

の
蜂
の
子

は
醤
油
で
煮
つ
け
て
酒
の
肴
に
最
も
珍
重
さ
れ

る
。
す
し
の
具

に
し

た
り
飯

に
炊
い
て
も
賞
味
さ
れ

る
。
近
ご
ろ
は
缶
詰

に
し
て

売

ら
れ
て
も
い

る
。

雀
蜂
・
熊
ん
蜂
・
と
っ
く
り
蜂
　

こ

れ
ら

の
蜂

は
家

の
軒
、
屋
根
裏
、
木

の
洞

、

木

の
枝

な
ど
に
巣

を
作

る
。
雀
蜂

は
蜂

の
中
で
最

も
恐

し
い
も

の
で
こ

れ
に
刺

さ

れ
る
と
死

ぬ
こ

と
さ
え
あ

る
。
次

に
と
っ
く

り
蜂
、
熊

ん
蜂
が
恐

ろ
し
い

。
熊

ん

蜂

は
最

も
大

き
い
巣
を
作

る
。

こ
れ
ら
の
蜂

の
巣
を
夜
襲
い
大
袋

に
入

れ
て
取

り
、
熱

湯
を
か
け
て
殺

す
。
親

蜂

も
煮
つ
け
て
食

べ
る
。

足

長
蜂
・
黄

雀
蜂
　

こ
れ
ら
は
軒
や
石

垣
、
藪
な
ど
に
小

さ
い
巣
を
か
け
る
。

子

供
た
ち
は
取

っ
た
蜂
の
子

を
十
能
な
ど
で
塩
で
ま
ぶ
し
て
炒
っ
て
食
べ
る
。
こ

れ
ら
の
蜂
の
子

は
ま
た
魚
釣
り
の
餌
に
も
用

い
ら
れ
る
。

木
蜂
・
糞
蜂
　

こ
の
子
は
食
べ
な
い
。

べ
ほ
　

ま

る
は
な
蜂
の
こ
と
を
当
地
方
で
こ
う
呼
ぶ
。
地
中
に
巣
を
作
る
。
体

が
大
き
く
盛
ん
に
花
か
ら
蜜
を
あ
さ
る
。
こ
の
巣
を
掘
り
蜜
の
は
い
っ
て
い
る
の

を
と
り
布
袋
で
し
ぼ

る
。
こ
の
蜜
は
蜜
蜂
の
蜜
よ
り
甘
い
。
な

め
過
ぎ

る
と
悪
酔

い
す
る
。

い

な
ご
　

稲
刈

ご
ろ
に
な
る
と
、

い
な
ご
を
盛
ん
に
捕

る
。

砂
糖
醤
油
で
煎

り
つ
け
て
食

べ
る
。
農
村

の
蛋
白
源
と
し
て
戦
中
戦
後

は
と
く

に
重
宝

が
ら
れ
た
。
そ

の
外

こ
お
ろ
ぎ
、

か
ま
き

り
、
ば

っ
た
、
こ
も
そ

な
ど

も

食

べ
た
が
こ
お
ろ
ぎ
は
こ
れ
を
食

う
と
髪
の
毛

が
抜
け
る
と
い
っ
て
嫌

う
人

も
あ

っ
た
。
堆
肥

な
ど
不
潔

な
も
の
を
食

べ
て
成
長

す
る
の
を
忌

抑
か
ら
だ
と
い
わ
れ

て

い

る
。

ご

と
う
虫
　

こ
れ
は
（
か
み
き
り
虫
な
ど
の
幼
虫
）
栗

、
楢
、
楳

な
ど
の

薪
割

の

と
き
、
木

の
中

か
ら
出

る
。
焼
い
て
食

べ
た
。
幼
児

に
食

べ
さ
せ
る
と
瘤
の
虫

お

さ
え
に
効
く
と
い

わ
れ

る
。

魚
　

類
　
天

竜
川

に
は
鯉
、
鮒

、
う
な
ぎ
、
う
ぐ
い
、

も
ろ
、
は
や
、
か
じ
か
が

た
く
さ
ん
い
た
。
鑑
札

を
受

け
て

釣
り
や
投
網
で
大

量
に
捕

る
人

も
あ
っ
た
が
、

子

供
た

ち
は
び
く
や
ざ

る
を
使
っ
て
魚

捕

を
す
る
の
が
こ

の
上

な
い
楽
し

み

で

あ

っ
た
。
大
泉
川

に
も
か
じ

か
、
あ

め
の
魚
が
い
た
。
黒
川

や
水
田
用

水
、
小
川

な
ど

に
も
ど
じ

ょ
う
そ
の
他
小
魚
類
が
い
て
魚
捕
り

に
自
然
の
子
ら
し
い
遊

び
の

楽
し
み
が
あ

っ
た
が
、
最
近

は
水

路
の
改
修
や
農
薬

な
ど
で
小
魚
類
も

と
み

に
減

少

し
、
天
竜
川
で
魚
捕

り
を
す
る
に
は
許
可

な
し
で
は
出

来
な
く
な
り
魚
捕

り
は

ほ
と
ん
ど
出
来
な
く
な
っ
た
。

一
〇
　

食

当

り

の

手

当

以
上

挙
げ
た
よ
う
に
山
菜
、
山
果
に
は
食
用

と
な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

普

通
の
作
物
で
は
味
わ
え
な
い
風

味
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
昔
は
珍

味
を
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賞

す

る
た

め
に

山

菜

山

果

を

求

め
た

ば

か
り

で

な

く

飯

の

足

し

や

お

や

つ

代

わ

り

に
し

た

も

の
が

多

か

っ
た

。

こ

と

に

、

凶

年

時

に

は

飢

を

充

た

す

た

め

に

山

野

に

食

べ

ら

れ

る
も

の
を

求

め
た

。

と

こ

ろ

が

、

と

き

に

は

毒

と

知

ら

ず

に

食

べ

て

ひ

ど

い

目

に

合

っ
た

こ

と

が

し

ば

し

ば

あ

っ
た

。

享

保

一

七

年

（
一
七
三
二
）

は

ひ

ど

い

凶

作

で

飢

饉

年

で

あ

っ
た

の

で

野

草

山

果

を

食

べ

て

食

あ

た

り

で

ひ

ど

く

苦

し

む

も

の

が

出

た

。

そ

こ

で

次

の

通

達

が

出

て

、

食

あ

た

り

の

手

当

て

の

方

法

を

教

え

た

。

時
疫
流
行
候
節
、
此
の
薬
を
用
い
て
そ
の
煩
を
の
が
る
べ
し
。

一
、
時
疫

（
流
行
病
）
大

つ
ぶ

な
る
黒
大

豆
を
よ
く
炒

り
て
壱
合

、
か
ん
そ
う
壱
匁

、
水

に
て
せ

ん
じ
出
し
、
時

々
呑
み
て
よ
し
。

右
頭
書

に
出

る
。

べ

時
疫
に

は
茜
荷
の
地
下

茎
と
葉

を
つ
き
く
だ
き
、
汁
を
と
り
、
多
く
呑

ん
で

よ
し
。

右
肘
後
備
急
方

に
出

る
。

べ

時
疫
に
は
牛
薇

を
つ
き
く
だ
き

、
汁

を
し
ぼ
り
、
茶
碗
半
分

ず
つ
二
度
飲
み
て
そ

の

上
桑
の
葉
一
握
り
ほ
ど
火

に
て
よ
く
あ
ぶ
り
、
黄
色
に
な
り
た
る
と
き
、
茶

碗

に

水

四

盃

入
れ
、
二
盃

に
せ

ん
じ
て
一
度
飲
み
て
汗
を

か

き

て

よ

し
。
も
し
、
桑
の
葉
な
く
ば

枝
に
て

も
よ
し
。

右

孫
真
人
食
忌

に
出

る
。

一

、
時
疫

に
て

熱
こ
と

の
外
強
く

気
違

い
の
如

く
騒
ぎ
て
苦
し

む
に
は
芭
蕉

の
根

を
つ
き

く
だ
き
、
汁

を
し
ぼ

り
て
飲

ん
で

よ
し
。

一
切
の
食
物
の
毒
に
あ
た
り
、
又
、
い
ろ
い
ろ
の
草
木
、

き
の
こ
・

魚

・
鳥

剔 で

な

ど
喰

い
煩

ふ
に
用

い
て
そ

の
死

を
の
が

る
べ
し
。

右
肘

後
備
急
方

に
出

る
。

一

、
一
切

の
食
物

の
毒
に
あ
た
り
て
苦
し
む

に
は
、
炒

り
た
る
塩
を
な
め
、
又
、

ぬ
る
き

湯

に
か
き
立
て
て
飲
み
て
よ
し
。

但
し
草
木

の
葉
を
喰

い
て
毒

に
あ

た
り

た
る
に

は
い
よ
い
よ
よ
し
。

右
農
政
全
書
に
出
る
。

一
、
一
切
の
食
物
の
毒
に
当
り
て
胸
苦
し
く
、
腹
張
り
痛
打
に
は
、
苦

参
を
水
に
て
能

く

せ

ん
じ
飲
み
、
食

を
は
き
出
し
て

よ
し
。
右
同
断

べ
　
一
切
の
食
物
に
あ

た
り
苦
し
む
に
、
大
麦
の
粉
を
香
ば
し
く
い
り
て
、
さ
ゆ
に
て
度

々
飲
み
て
よ
し
。

右
木
草
綱
目
に
出
る
。

一
、
一
切
の
食
物
に
あ
て
ら
れ
て

口
は
な
よ
り
血
出
で
、
も
だ
へ
苦
し
む
に
は
、
ね
ぎ
を

刻
み
て
壱

合
水
に
て

よ
く
せ
ん
じ
ひ
や
し
お
き
て
幾
度
も
飲
打
べ
し
。
出
血
止
む
ま
で

用

い
て
よ
し
。

右
衛
生
易
簡
に
出
る
。

一
、
一
切
の
食
物

の
毒
に
あ

た
り
煩
ふ
に
大
つ
ぶ

な
る
黒
豆
を
水
に
て
せ
ん
じ
幾
度
も
用

ひ
て
よ
し
、
魚
に
あ
た
り
た
る
に
は
い
よ
い
よ
よ
し
。

べ
　
一
切

の
食

物
の
毒
に
あ
た
り
煩

ふ
に
赤
小

豆
の
黒

焼
を
粉

に
し
て

、
は
ま
ぐ

り
か
い

に
一

つ
ほ
ど
ず
つ
水
に
て
用

ゆ
べ
し
。
獣

の
毒
に
あ

た
り
た
る
に

ぱ
い
よ
い
よ
よ
し
。

右
千
金
方
に
出
る
。

て
　

菌

を
朧
い
あ
て
ら
れ
た
る
に
、
忍

冬
の
く
き
葉
と
も
生
に
て

か
み
、
汁

を
飲

み

て

よ
し
。

右
大
夷
堅
志

に
出

る
。

右

の
薬
法
凶
年

の
節
辺
土
の
者
雑
食
の
毒
に
あ

た
り
、
又
、
凶
年
の
後
、
必
ず
疫
病
流
行

る
事
あ
り
。
そ
の
為
に
簡
便
方
を
撰
か
べ
き
旨
仰
せ
付
け
ら
れ
に
依

っ
て
請
書

の
内
よ
り

吟
味
致
し
出
す
也
。

享
保
十
八
四

十
二
月
　
　

望
月
三
英
　
　

丹
羽
正
伯

右
は
享
保
十
八
辛

丑
年
飢
饉

の
後
、
時

疫
流
行
致

し
候
所
、
町
奉
行
所

免
板
行
仰
付

け
ら

れ
、
御

料
所
村
々
へ
下

さ
れ
候
写
右
（

当

事
諸
国
村

々
疫

病
流
行

い
た
し
、
又

は
軽

き
者

ど
も
雑

食
の
毒
に
あ
た
り
、
相
煩

い
難
儀
致
し
候
趣
き
相
聞

き
誤

と
こ
ろ
、
前

条
享

保
十

八

丑
年

村
々
へ
下
し
置

か
れ
候
御
薬
法
書
付

の
儀
年

久
し
き
こ
と
故

、
村

々
に
て
遺
失
致

し
候
朧

も
こ
れ
あ

る
べ
き
儀

に
つ
き
、
御
許
し

な
さ
れ
、
右

の
写
村

々
へ
触
れ
知
ら
せ
誤

様

、
仰
せ
渡

さ
れ
峡
間
、
御
料
所
村

々
の
分
、
銘

々
支
配
限
り
洩
ら
さ
ず
相
触
れ
る
べ
く
　

ぼ

候
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辰

五
月

こ

の
辰

と

い
う

の

は
元

文

元

年

（
［

七
三
六
］
か
、

文

中

に
年

久

し

く

と

あ

る
か

ら
、

寛

延

元

年

（
一
七
四
八
）
か
と

思

わ
れ

る

。
そ

れ

は
そ

の
前

年

の

延

享

四

年

二

七
四
七
）

が

凶

作

年

だ

っ

た

か

ら

こ

の

よ

う

な
触

れ
書

が

出

さ

れ

た
こ

と

Ｘ
思

う

。

こ

の

触

れ

書

は

ぜ

ひ
守

る

よ

う

に

と
、

次

の

回
状

が

回

っ

た

。

右
の
通
り
御
触
書
い
で
候
間
、
其
の
村
々
、
そ
の
意

を
得
、

銘
々
写

し
置
き
小

前
へ
も
そ

の
段
洩
ら
さ
ず
御
触
の
趣
き
っ
と
相
守
る
べ
く
候
。
こ
の
回
状
村
下

名
主
奥
印

せ
し
め
、

早
々
順

達
、
留

り
村
よ
り
相
返

す
べ
く
候
以

上

辰

六
月
二
日
　

飯
島
御
役
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
子
柴

村

田

畑

村

南

殿

村

同

上

知

北

殿

村

同

上

知

（
田
畑
大
東
文
書
）

卯8
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第
三
章
　
住
　
生
　
活

ミ J

屋

敷

構

え

住
居
を
定

め
る
に
は
、
用
水
、
日
当
た
り
、
風
当
た
り
、
道

路
の
使
令
田
冲
畑

へ
の
往
来
の
便
等
の
諸
条
件
を
考
え
た
上
で
決

め
る
。
本
村
の
住
民
が
初

め
に
住

居
を
構
え

九
地
を
見

る
に
、
ま
ず
、
水
便
の
良
い
土
地
で
あ

っ
た
。
（
社
会
生
活
村

の
発
生
の
項
参
照
）

屋
敷
を
構
え
る
に
際
し
て
は
、
条
件
の
よ
く
な
い
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
工
夫
を

凝
ら
し
て
暮
し
よ
く
す
る
。
風

当
た
り
を
避
け
る
た
め
に
は
椎
・
檜
・
い
ち
い
な

ど
の
木
を
植
え
て
生
垣
を
作
り
、
台
風

冲
冬
の
寒
い
北
風

、
経
ヶ
岳
お
ろ
し
な
ど

図 ３－ １　 防風生垣のあ る家（神子柴原）

の風と西おろしを防ぐため三方に生 垣がある。

を

防

ぐ

の

に

役

立

て

た

。

ま

た
、

食
用

と

防
風

を

兼

ね

て

柿

・
栗

・

梅

・

桃

・

あ

ん

ず

な

ど

の

樹
木

を

植

え

た

。

ま
ず

、

家

を
建

て

る

に

は
地

形

（
地

固
め
）
を

す

る

。
柱

を

立
て

る

土

台
が

凍
み

あ

が

っ

た

り
、

湿

け

た

り
し

て

狂

う

こ
と

を
防

ぐ

た

め

に
、

そ

の
下

を

強

固

に
す

る

の
で

レＬ剔

あ

る
。
土
台

に
な

る
部
分
を
適
宜

はづ
　
の
深
さ

に
土

を
掘
り
、
そ

の
穴

に

。」

適
当
な
小
石

篠゙
゛

を
詰

め
ヽ

そ
れ

を
諭
き
固

め
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
地
諭
き
、
胴
諭
き
、
た
こ
つ
き
（
図
３
－

２
）

な
ど
と
い
う
。

寺
、
神
社
、
学
校
や
、
民
家
で
も
特
別
大
き
な
家
な
ど
の
場
合
は
「

か
ぐ
ら
さ

ん
」
（
図
３
－

３
）
と

卜
っ
て
櫓
を
組
み
立
て
て
や
る
。
櫓
の
中
心
に

直

径

三

〇

『

長
さ
四
ｍ

く
ら
い
の
丸
太
の
柱
を
立
て
、
そ
の
丸
太
の
下

か
ら

Ｉ
ｍ

く
ら
い

の
と
こ
ろ
に
綱
を
つ
け
、
そ
の
綱
を
上
部
に
し
つ
ら
え
て
あ
る
滑
車
を
通
し
て
四

方
に
垂
れ
下

げ
る
。
そ
の
綱
を
引

げ
ば
丸
太
が
上
り
、
綱
を
緩
め
れ
ば
下

っ
て
柱

の
重
み
で
小
石

を
強
く
揚
く
の
で
あ
る
。
丸
柱
の
下

の
側
に
「

心
取
」

と
呼
ぶ
人

が
い
て
、
下

か
ら
六
〇
ｍ

く
ら
い
上
が
っ
た
所
へ
綱
を
つ
け
、
そ

の
綱
に
よ
っ
て

図３－ ２　 た こ つ き

土 台下になる部分をこ れでかためた。 （北原 作穂画）

心
取
が
案
配
し
て
穴
の
中
を
ま
ん
べ
ん
な
く
排
き
固

め
る
の
で
あ
る
。
小
人
数
で
疲
れ
る
場
合
は
親
綱
に

子
綱
を
つ
げ
て
大
ぜ
い
で
引
っ
張
る
。
単
調
な
力
仕

事
で
、
し
か
も
綱
を
引
い
た
り
緩
め
た
り
す
る
の
に

皆
の
呼
吸
が
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
調
子

を
合
わ
せ
る
た
め
に
掛
け
声
を
か
け
た
り
、
歌
を
う

た
う
。
一
人
が
う
た
え
ば
、
そ
れ
に
調
子
を
合
わ
せ

て
お
も
し
ろ
お
か
し
く
数
々
の
歌
を
う
た
い
な
が
ら

綱
を
引
い
た
り
緩
め
た
り
し
て
揚
き
固
め
る
の
で
あ

る
。「

「
ア
ー
　
ど
ん
よ
っ
さ
あ
１
ん
よ
っ
」
と

（
ア
ー
　
取
り
付
い
た
り
や
１
　
綱
の
衆

印ﾘ
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力

を
そ
ろ
え
て
　

え

ん
や
の
や
１
え
Ｉ

（

ア

ー
　

心
そ
ろ
え
て
　

綱

の
衆

し

っ
か
り
揚
け

る
　
先

ん
や

の
や
１
え
１

（

ア
ー
　
皆

の
お
か
け
で
　

ょ
く
締

ま
る

お
次
は
移
転
だ
　

え
ん
や
の
や
１

え
Ｉ

ヨ
ー
イ

ヤ
サ
ー
ソ

ヨ
　
ド

ー
ソ

ヨ

図３－ ３　 かぐらさん（北原作穂画）

どん よ，さん よとかけ ごえを合 わせてついた。

う
た
い
方
の
上
手
下
手

に
よ
っ
て
能
率
が
上
っ
た

り
下
っ
た
り
、
疲
れ
も
違

っ
た
。

こ
の
「
か
ぐ
ら
さ
ん
」

を
大
き
な
建
築
を
や
る
大

工
さ
ん
は
持
っ
て
い
た
。

ほ
か
に
鳶
職
と
い
っ
て
専

門
に
請
け
負
っ
て
や
る
人

丸
あ
っ
た
。

次
に
手
軽
な
方
法
と
し

て
二
〇
拙
く
ら
い
の
重
さ

の
石
で
、
お
供
え
餅
の
よ
う
な
形
の
石
の
中
は
ど
の
く
び
れ
た
と
こ
ろ
へ
綱
を
付

け
る
よ
う
し
つ
ら
え
、
そ
れ
に
数
本
の
綱
を
つ
け
、
そ
の
綱
を
持
ち
上
げ
、
掲
き

固
め
る
や
り
方
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
一
般
の
家
で
使
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
綱
を

引
っ
ぱ
り
、
調
子
に
合
わ
せ
て
う
た
う
の
は
か
ぐ
ら
さ
ん
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
手
軽
な
方
法
と
し
て
「
た
こ
」
と
い
う
も
の
で
排
く
こ
と
も
行

わ
れ

た
。
直
径
二
〇
～
三
〇
『

長
さ
六
〇
～
七
〇
ｍ
く
ら
い
の
木
の
根
本
を
利
用
し

た
。
丸
太
の
中
ほ
ど
に
握
り
加
減
の
太
さ
の
や
や
湾
曲
し
た
、
さ
わ
ら
・
檜
な
ど

の
枝
を
適
宜
の
長
さ
に
切
り
、
そ
れ
を
丸
太
の
四
方
に
打
ち
付
け
て
、
二
人
あ
る

傾斜地に建てられた下屋作りの家（ 田畑）図 ３－ ４

い
は
四
人
で
掲
き
固
め
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
土
台
と
柱
が
狂
わ
な

い
た
め
の
最
も
大
切
な
基
礎
工
事
で

あ
っ

た
。
近
年
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
基
礎
を
造
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
前
ほ
ど
揚
き
固
め
が
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
下

に
詰
め
る
傑
石
の
掲
き
固
め
は
行
わ
れ
る
。

し
か
し
、
現
在
は
朧
械
力
が
使
わ
れ
、
か
ぐ

ら
さ
ん
や
だ
こ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
。

傾
斜
地
に
家
を
建
て
る
場
合
、
埋
土
が
な

か
っ
た
り
、
あ
っ
た
に
し
て
も
多
く
の
手
間

と
費
用
を
要
す
る
場
合
は
、
下
か
ら
柱
を
立

長屋門（神子柴）図 ３－ ５

て
て
平
面
を
作
り
、
上

は
母
屋

に
、
下

は
物
置
、
土
蔵
な
ど

に
使

わ
れ
る
よ
う

に
す

る
。
こ

の
よ

う

な
つ
く
り

を
下
屋
造
り
と
い
う

。

久
保
・
塩
ノ
井
・
北
殿

の
伊
那
街
道

沿

い
の
東
側

に
多

い
。
湿
気

の
多

い
土
地
へ
は
石
砂
を
沢
山
入
れ
て
土
地
の
乾
燥
を
は
か
り
、
頬
斜
地
は
削
っ
て
前

後
に
石
垣
を
と
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
工
夫
を
す
る
の
で
あ
る
。

屋
敷
を
構
え
る
場
合
母
屋
だ
け
と
い
う
の
が
も
と
の
姿
で
あ
る
が
、
便
所
、
物

殼
が
別
棟
に
建
つ
よ
う
に
な
り
、
つ
い
で
土
蔵
が
建
ち
、
作
業
場
、
蚕
室
、
薪
小

屋
が
建
つ
よ
う
に
な
っ
て
建
物
の
配
置
に
は
、
日
当
た
り
、
風
除
け
、
使
い
み
ち

に
便
利
か
よ
う
に
と
心
を
砕
く
。
豊
か
な
家
で
は
、
広
い
屋
敷
を
と
り
、
木
戸
口

G 加
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に

門

を
建

て
、

あ

る

い

は
長

屋
門

を
置

き

、

塀

を
巡

ら
し

、

前

庭

を

広
く

と

り
、

座

敷

に

面

し

た

所

に

は

坪

庭

を

作

り

そ

の

入

口

に
平

地
門

を
作

る

な

ど

ゆ

っ

た

り

と

し

、

し

か

も

雅

致

あ

る

構

え

に

し

よ

う

と

す

る

の

が
願

望

で

あ

っ

た

。
し

か

し

、

大

泉

や

北

殿

が

宿

場

に

指

定

さ

れ

た

と

き

町

割

り

の

屋

敷

は

表

は

特

別

の

家

を

除

き

八

間
（
大
泉
）
と

六

間
（
北
殿
）
に

決

め
ら

れ

て

い

た

し

街

道

に
面

す

る

家

で

は

表

庭

を

広

く

す

る
わ

け

に

は

い

か

な

か

っ
た

。

ま

た
、

門

や

塀

を

作

る
に

つ

い

て

も

制

約

が

あ

っ
た

。

明

和

元

年

二

七
六
四
）
に

飯

島

役

所

の

代

官

か

ら

の

仰

せ

渡

し

の

趣

旨

に

つ

き

こ

の

請

書

に
次

の

よ

う

に

あ

る
。

明
和
元
年
甲
申
七
月
　
　
　
　
　

神
子
柴
村

家
作
等

の
儀
及

び
出
入

り
候
村
方
こ
れ
有

り
、
無
益
の
賄
用
、
雑
用
を
遣
い
捨
て
候
事

困
窮
の
基

な
り
。
往
古
検
地
の
節
、
高
請
候
百
姓
の
外

は
向
後
、
門
・
屏
・
庇
の
普
請
い

た
す

ま
じ
く
、

た
と

い
右
高
請
致
し
候
百
姓
の
家
分
の
親
類

た
り
と
も
、
す
べ
て
こ
れ
ま

で
門
・
屏

・
庇
こ
れ
あ

り
候
者

は
格
別
、
新
規

に
成
し
難
き
条
、
此

の
旨

を
守

る
可
く
、

も
し
相
背

く
に
お
い
て

は
、
曲
事

た
る
べ
き
者

な
り
。

甲
六
月

右
の
通
り
仰

せ
渡

さ
れ

候
、
承

知
畏

み
奉

り
候

、
こ
れ

に
よ
り
御
連
判
差
上
げ
申
し
候

以

上七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
五
右
衛
門

⑩

今
井
平

三
郎
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
郎
右
衛
門

⑩

御
役
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
四
五
名
連
署
捺
印

（
田
丸
屋
文
書
）

こ

れ

に

よ

り

わ

か

る

よ

う

に

水

呑
百

姓

な

ど

は
門

や
塀

を

作

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ
た

。

前

庭

を

広

く
取

る
の

は

、

農

作

業

の

収

納

作

業

に

ぜ

ひ

と

も

必

要

だ

っ
た

か

ら

で
あ
る
。
粟
・
大
豆
・
稗
・
そ
ば
な
ど
を
、
ひ
ろ
げ
た
ね
こ
や
む
し
る
の
上
で
乾

か
し
た
り
、
馬
に
踏
ま
せ
て
脱
穀
し
た
り
、
稲
の
脱
穀
や
棒
打
ち
、
扨
摺
、
籾
翰

し
等
を
こ
こ
で
し

た
。
ま
た
、
屋
敷
の
野
菜
畑
で
四
季
折

々
の
野
菜
を
作

る
。
茄

子

は
昔
か
ら
三
年
間

は
連
作

を
嫌

う
と
い

わ
れ
て
い

る
。
昔
嫁
と
り

に

行

っ

た

ら
、
「

お
前
の
家
に
は
茄
子

を
作

る
だ
け

の
屋
敷
畑
が
あ

る
か
」
と
聞

か
れ

た
と

い
う
話
も
あ
る
。
坪
庭
に
は
池

を
造
り
、
石

を
す
え
、
木

を
植
え
て
楽
し
む
こ
と

は
、
昔
は
よ
ほ
ど
余
裕
の
あ
る
暮
し
向
き
の
家
で

な
く
て

は
で
き

な
か
っ
た
。
幕

府
領
の
時
代
が
長
か
っ
か
本
村
は
、
私
領
の
厳
し
い
年
貢

の
取

立
地
よ
り
取

立
て

が
ゆ
る
や
か
だ
っ
た
せ
し
か
、
私
領
の
地
に
比
較
し
て
坪

庭
の
設
け
ら
れ
る
寓
が

多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

屋
敷
内

に
は
い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
植
え
ら
れ
た
。
う
こ
ぎ
（
お
こ
ぎ
）、

さ
ん
し

ょ
う
な
ど
を
生
垣

に
し
て
春
の
わ
か
芽
を
賞
味
す
る
家
も
あ
っ
た
。
南
に
暖
い
土

手
や
く

ぼ
地
を
持
つ
家
で
は
そ
こ
に
茶
を
植
え
て
自
給
の
足
し
に
し
た
。
今
な
お

茶

の
や

ぶ
の
残

っ
て
い

る
の
を
と
き

に
見
受
け

る
こ
と
が
あ
る
。

二
　

家
　

構
　

え

Ｈ
　
母
　
　
　
屋

家
の
生
活
の
中
心
を
な
す
お
も
や
の
、
我
が
村
の
一
般
的
姿
は
木
造
平
家
造
り

で
あ
っ
た
。
古
く
は
萱
葺
屋
根
の
寄
棟
平
入
り
の
ひ
ら
家
が
多
か
っ
た
が
時
代
が

下
る
に
っ
れ
て
、
長
板
葺
き
石
屋
根
の
切
妻
平
入
り
の
家
が
多
く
な
っ
た
。

萱
葺
屋
根
の
家
を
「
か
い
や
」
板
葺
き
屋
根
の
家
を
「
い
た
や
」

と
呼

ん
で

い
た
。
「
か
い
や
」
は
こ
れ
に
使
う
萱
平
麦
稗
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
と
屋
根
職

人
が
希
に
な
っ
た
こ
と
、
照
明
や
採
暖
等
生
活
上
の
利
便
の
た
め
に
年
々
改
築
さ

れ
て
急
速
に
減
り
、
す
で
に
民
俗
資
料
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
ま
で
に
な
っ
た
。

全
面
改
築
を
し
な
い
で
、
か
や
ぶ
き
の
上
に
と
た
ん
板
を
覆
っ
て
そ
の
形
態
を
保

っ
て
い
る
家
も
あ
る
。

萱
葺
屋
根
の
ふ
き
替
は
た
い
へ
ん
な
材
料
と
労
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
Ｉ

肩j



活生住第３章

例

を

左

に

掲

げ

て

み

る

。

寛
保
二
年
壬

戌

二
月
吉

日

本
家
葺
き
替

え
諸
入
用

覚
帳

松

沢
松
吟
正

芳

本
家
葺
き
替
え

に
付
き
諸
入
用

九
月
廿
四
日

に
出

入

一
山
萱
　

六
拾
壱
駄
苅

清
五
郎
・
清

六
・
久
右
衛
門

代
　

弐
貫
五
百
四
拾
文

一
味
噌
塩
茶

代
　

弐
百
文

一
ふ
じ
つ
り
萱
　

三
拾
六
駄

一
白
米
　
　

六
升
　
　

六
人
分

代
　

弐
百

五
拾
文

一
大
が
や
下

萱
　
四

拾
駄
　
人
足

八
入

代
壱
／

六
百

六
拾
四
文

一
白
米
　

八
升
　
　

八
人
分

代
　

三
百
三
拾
弐
文

一
申

の
年

か
や
　

四
拾
駄
　

人
足
八
人

代
　

壱
貫
六
百
六
拾
四
文

一
白
米
　
　

八
升
　
　

八
人
分

代
　

三
百
三

拾
弐
文

／

萱
　

百
七
拾
七
駄

此
代
七
貫
三
百

七
拾
弐
文

外

に萱
　

三
拾
三
駄
　

か
り

か
や

代
　

壱
／
三
百
七
拾
弐
文

内
　

拾
三
駄
　

無
尽

か
や

合
力

か
や

代
　

五
百
四

拾
文

か
や

小
／
　

九
貫
弐
百
八
拾
八
文

一
な
る
　
　

弐
拾
駄

代
　

弐
貫

文

一
割
た
る
木
　

百
五
拾
本

代
　

壱
貫

文

一
表

つ
り
　
三

拾
六
枚

代
　

壱
貫
弐
百
匁

一
縄
　
　

九
拾
束

代
　

三
貫
七
百
五
拾
文

四
〇
／
　

七
貫
三
百
十
五
文

一
買

か
や
代
　

壱
貫
口
口
口

二
月
廿
二
日
丿
　

大
吉
日

屋
根
や
参
る

図３－ ６　萱葺屋 根の家（かいや）（ 南殿）

廿
二

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
壱
人
　

壱
分
百
口
口

一
　

年
寄
人
足
　
　

五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

は
り
竹
　

四
本

廿
三
日
　
　
　
　
　

八
人
（
名
略
）
　
　
　
　
　

此
代
　

百
匁

廿
四
日
　
　
　

三
拾
四
人
（

″

）
　
　
　
　
　
一
屋
ね
屋
　

飯
米
　

壱
斗
壱
升

廿
五
口
　
　
　

八
拾
八
入
（

″

）
　
　
　
　
　

代
四

百
五
十
六
匁

廿
七
日
　
　
　
　

コ

ー人
（

″

）
　
　
　
　
　
一
お
か
ら
（
麻
殻
）

百
拾
把
　
四
尺

縄
入

廿
八
日
　

年
寄

の
人
足
　
　

五
人
　
　
　
　
　
　

代
　

壱
／

百
四

拾
四
文

／

人
　
百

五
拾
弐
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱

わ
に
付
　

十

五
口
口

此
白
米
　
壱
石

五
斗
弐
升
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　

ー
壱
／
弐
百
廿
壱
匁

壱
升

に
つ
き
四
十
文
づ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是

は
酒
肴
　

道
具
屋
　

は
さ
み
諸
入
用

代
金
壱
両
弐
分
三
百
三
十
三
匁
　
　
　
　
　

口

金
廿
八
貫

一
屋

ね
や
　

藤

沢
水
上
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
金
七
両
四
貫
口
口

加
え

新
八
・
伊
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
玉
理
軒
文
書
）

こ

の
よ

う

に

萱

だ

け

で

二

二
三

駄

、

こ

れ

は

そ

の

年

山

へ

入

っ

て

刈

っ

た

分

に

、

前

年

よ

り

の

分

、

借

り

九
分

、

買

っ

た
分

、

そ

れ

に

か
や

無
尽

の

か

や

な

ど

莫

大

な

量

が

必
要

で

あ

っ

た

。

そ

の
他

の
経

費

に
加

え

て

屋

根

ふ
き

の
当

日

は
職

人

の

ほ

か
、

お

手

伝

い

が

一
五

三

人

も

要

し

た

。
村

内

ぽ

か

り
で

な

く

、

村

外

か

ら

も
応

援

に
来

て

い

る

。
帳

面

に
記

載

が

な

い

が

、

お
茶

や

食

事

を

ま

か
な

う

女

衆

の
数

も

ま

た

た
い

へ

ん
な

数

で

あ

っ
た

に

違

い

な

い

。

板

屋

根

に

は
こ

け

ら

ぶ

き

と

長

板

ぶ

き

と

あ

っ
た

。

こ

け

ら

ぶ

き

は

長

さ
三

〇

ｍ

、

幅

一

〇
ｍ

、

厚

さ

五
ｍ

内

外

の

さ

わ

ら

板

を

釘

で

打

ち

つ

け
て

ふ

い

た

。
長

板

ぶ

き

は

長

さ

六
〇

ｍ

以

上

幅

一
五

ｍ

の

や

や
厚

い
粟

板

を
用

い

る

。

板

を

並

べ

た

上

に

や

あ

ら

と

い

う

杉

や
檜

の
丸

太

を

割

っ

た
も

の

を
置

き

そ

れ

に
石

を

載

せ

て

板

が
風

に
舞

っ

た

り
、

陽

で

反

り

加
え

る

の

を

防

い

だ

。

板

屋

根

を
瓦

ぶ
き

に
替

え

る

に

は
瓦

無

尽

な

ど

に
よ

っ
て

行

わ

れ

、

徐

々
に

瓦

ぶ
き

が

増

え

た

。
戦

後

は

ト

タ

ン
ぶ

き

、

セ

メ

ン
ト

瓦

ぶ

き

か

ら

本

瓦

ぶ

き

な

ど

心2



第３章　住　生　活

急
速
に
長
も

ち
の
す
る
材
料

に
変
お

っ
て
い

っ
た
。

一

般
に
い
た
や

は
横
長
、
長

方
形

の
切
妻
平
入
り
で
あ

る
が
、
正
方
形

に
近
い

も
の
冲
切
妻
妻
入

り
の
「

破
風
屋
」
、
「
本
棟
造
り
」
と

よ
ば
れ
る
形
態

の
も

の
も

古

く
か
ら
少
数
見

ら
れ
る
。
近
年

は
二

階
建
て

の
入
母
屋
で
平
入
り

の
家
が
多
く

な
っ
て

き
た
。
ア
ル
ミ

サ

″
シ
の

ガ
ラ
ス
戸
が

普
及
し
て
、
風
当

た
り

の
強

い
所

で
も
総
二

階
、
一

部
二

階
建
て

に
し
て

も
、
雨
風

を
防
ぐ

に
余
り
気

遣
う
こ
と
も

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当

地
は
南
北

の
風

が
多

い
の
で
、

昔
は
入

口
が
東

か
西

で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
ど
の
方
向
に
も
作
る
。
火
災
よ
げ
の
上
蔵
造
り
の
家
も
ご

く
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
。

⇔
　

便
　
　
　

所

便
所
は
一
般

に
母
屋

に
続
い
て
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
別
棟
に
建
て
ら
れ
て
い

る
の
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
便
所

に
は
便
壷
の
外
大
き
な
こ
や
し
溜
桶
を
据
え
つ

け
、
人
糞
尿
を
蓄
え
て

お
い

た
。
ま

た
、
肥
桶
や
肥
料
を
施
す
と
き
の
諸
道
具
な

ど

の
保
管
場
所

に
も
し

た
。
さ
ら
に
灰

屋
が
つ
い
て
い
た
。
三

方
を
土
で
塗
っ
た

図 ３－ ７　本棟作 りの家（大泉）

図 ３－ ８　土蔵造 りの家（久保）

類焼を 防ぐ目的があ った。

壁
で
仕
切
ら
れ
た
場
所
に
火
の
気
の
な
く
な
っ
た
灰

を
た
め
て

お
き

、
大

事
な
肥

料
に
し
た
。

上
雪
隠
の
あ
る
家
は
ま
れ
で
大
部
分
の
家
は
外
便
所

だ
け
だ
っ
た
の
で
寒
い
冬

の
夜
な
ど
、
ま
た
、
幼
い
子

供
を
育
て
る
に
は
不
便
で
つ
ら
か
っ
た
。

句
　

土
　
　
　

蔵

貴
重
な
も
の
や
穀
物
、
衣
類
な
ど
を
保
管
し
て
、
鼠
害
、
盗
難
、
火
難
を
防
ぐ

た
め
に
土
蔵
を
建
て

る
。
位
置
は
、
理
想
と
し
て
は
母
屋
と
離
れ
、
万

一
火
災
に

遭
っ
て
も
土
蔵
は
そ

の
難
を
免
が
れ

る
場
所
が
よ
い
が
余
り
離
れ
て
い
て
も
不
便

で
あ

る
。
家
相
で
は
母
屋

の
辰
巳

の
方
角
で
、
母
屋
よ
り
や
や
低
い
所
が
よ
い
と

い

わ
れ
て
い

る
。
低
い
と
い
う

の
は
、
秋
の
収
穫
物
の
重
い
も
の
を
早
く
と
り
こ

む

に
便
利
で
あ

る
と

い
う
こ
と
や
、
福
が
流
れ
こ
む
と
い
う
縁
起

か
ら
の
よ
う
で

あ

る
。

た
い
が

い
は
風
雨
を
防
ぐ

た
め
「
し

ぶ
き
除
け
」
を
つ
け

る
。
昔
は
萱
で
編
ん

だ
こ
も

な
ど
吊
し

た
が
近
年

は
板
や

ト
タ
ン
板

の
壁
を
つ
け

る
よ
う

に
な

っ
た
。

風
当

り
が
余
り
強
く
な

い
所
で

は
腰
板
だ
け
で
防
ぐ
家
も
あ

る
。
さ
ら

に
し
ぶ
き

除
け

に
並
行
し
て

い
ち
い
・
檜

・
さ

わ
ら

の
高

い
生

垣
を
作

っ
て
あ

る

家

も

あ

る
。
い
ち
し
は
火

災
の
場
合

は
火

を
は
じ
く
性
質

を
持

っ
て

い
る
の
で
良

い
が
、

ひ
の
き
や
さ
わ
ら
は
火
を
呼

ぶ
性
質

が
あ

る
と
い
う
の
で
火
難

の
た
め
に
は
喜
ば

れ
な
い
が
、

成
長
が
旱
い
の
で
風

よ
け
に
ょ

く
植
え

ら
れ
た
。

土
蔵
の
造
り
に
は
「

せ
い
ろ
う
ぐ
ら
」
　「

お
と
し
ぐ
ら
」
　「
こ

ま
い
ぐ

ら
」

な

ど
の
造
り
が
あ
る
。
本
村
は
「
お
と
し
ぐ
ら
」
　
フ

」
ま
い
ぐ

ら
」

な
ど
が
多

い
。

近
年
は

セ
メ
ン
ト
壁
や
ブ

ロ

″
ク
積
み
の
蔵
な
ど
も
で
き
て
い
る
。

「

お
と
し
ぐ

ら
」
は
柱
と
柱
の
間
に
落
と
し
板
を
落
と
し
入
れ
て

完
全
な
板
壁
を

作
り
、
外
面

に
大
き

い
木
釘
を
何
木
も
打

ち
、
こ
れ

に
壁
土
を
つ
け
た
も
の
で
、

こ

れ
が
最
も
普
及
し
て

い
た
。
柱
と
柱

の
間
隔
は
三
尺
、
落
と
し
板
の
厚
み
は

Ｉ
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寸
五
分
、
土
の
厚
み
は
四

寸
五

分
ぐ
ら
い
で

あ
る
。

フ

」
ま
い
ぐ
ら
」

は
壁
の
下
地

に
木
や
竹
で
木
舞

を
掻
き
、
こ

れ
に
土

を
つ
け

穴
蔵
で
、
こ

れ
は
内
側
も
土

壁
で
あ

る
。

壁
土

に
は
赤
土
を
使
う

。
壁
塗
り
の
手
順
は
、
は
じ

め
「

荒
打
ち
」
で
赤
土
に

藁
を
刻

ん
だ
「
つ

だ
」
を
入
れ
て
よ
く
こ
ね
合
わ
せ
て
壁
土
を
作
る
。
こ
れ
を
大

き
い
団
子
ふ
う
の
塊

に
し
て
投
げ
つ
け
る
。
つ
ぎ
に
「

た
る
ま
き
」

と
い
っ
て
、

荒
打
の
乾
い
た
と
こ
ろ
へ
縄

を
二
寸

か
ら
二
寸
五
分
間
隔

に
巻
き

回
わ
す
。
こ

の

「

た
る
ま
き

に
使

う
縄

は
た
い

へ
ん
な
量
な
の
で
、
近

親
か
ら
贈

ら
れ
た
り
、
縄

絢

い
の
お
手
伝
い

を
し
て
も

ら
う
こ
と
も
あ

る
。
次
い
で
中
塗
り
で
あ

る
が
、
こ

ん
ど
は
赤
土
へ
古
ね
こ
や
む
し
ろ
を
刻
ん
だ
も
の
を
入
れ
て
こ
ぬ
合
わ
せ
る
。
こ

の
壁
土
を
手
伝
い
の
「

才
取

り
」

が
擢
の
先
に
す
く
っ
て
さ
し
出
し
て
や
る
。
モ

れ
を
左
官
が
「

こ
ね
板
」

で
受
け
、

鏝
で
塗
っ
て
壁
面

を
平

ら
に
整
え

る
。
次
は

上

塗
り
で

あ
る
。
消
石
灰

に
大
麻

を
刻

ん
だ
「

つ
だ
」
と

煮
た
「

つ
の
ま
た
」

を

入

れ
て
こ

ね
た
も

の
を
塗
っ
て

白
壁
に
す

る
。
こ

れ
に
よ

っ
て
風
雨

に
も
強
く
な

り
、

壁
の
保

ち
が
よ
く
な

る
と
共

に
一
段
と
美
く
し
く
な
る
。
土
蔵
は
裕
福
さ
の

象
徴
の
よ
う

に
見
え
た
も
の
で
あ
る
。
土
蔵
の
破
風

の
大
壁
に
「

ま
る
」

を
つ
け

る
。
大
き
な
円
形

の
中
に
家
紋
や
防
火
の
願

い
を
こ
め
た
「

水
」
と

か
「
龍
」

の

文

字
を
鏝
で
描
き
出
す
。

土
蔵
の
壁
に
は
明
り
と
り
の
窓
を
つ
け

る
。
そ
こ

に
は
盗
難
除
け
の

た
め
に
鉄

棒
を
つ
け
金
網
を
張
り
、
防
火
用
の
上
戸
を
つ
け
る
。
さ
ら
に
入
念
な
の
は
片
開

き
又
は
観
音
開
き
の
土
の
扉
を
つ
け
て
万

全
を
期
す
る
。

土
蔵
の
入
口
（
戸
前
－

と
め
い
）
に
は
上
戸

を
つ
げ
、

こ
の
外

に
片
開
き

ま
た
は

「

観
音
開
き
」

の
扉

を
つ
け
る
こ

と
も
あ

る
。
扉
や
引
戸

は
火
難

除
け

に
は
重
要

で
、
近
火

の
時

に
は
そ

の
引
合

わ
せ

の
す
き
間

に
赤
み
そ
を
目
詰

め
に
し
て
火
が

土
蔵
の
中

に
は
い

る
の
を
防
ぐ

。
土
戸
の
内

に
は
厚
い
板
戸
を
つ
け
、
こ
れ
に
錠

図 ３－ ９　観音開きのある土 蔵（大泉）

美（ 装飾）と実用（防火）を かねていた。

前
を
つ
け
る
。
さ
ら
に
そ
の
内

に
「
か
る
こ
戸
」
と
呼
ば
れ
る

下
部
は
板
、
上
部
は
格
子
に
な

っ
て
い
る
戸
を
つ
け
る
。
中
に

は
い
っ
て
い
る
と
き
こ
の
戸
を

閉
め
て
い
て
も
あ
る
程
度
の
光

が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
か
る
こ
戸
を
明
け
て

あ
る
時
、
鼠
が
は
い
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
「
鼠
返
し
」
の
板
を

入
口
に
お
い
て
あ
る
の
が
普
通

で
あ
る
。

土
蔵
の
土
台
石
は
切
石
の
二
段
重
ね
が
普
通
で
、
一
般
に
は
間
口
三
間
奥
行
二

間
か
普
通
で
あ
る
。
二
戸
前
並
ん
で
い
る
も
の
で
は
間
口
六
聞
、
奥
行
二
間
半
が

普
通
で
、
二
戸
前
の
土
蔵
は
よ
ほ
ど
裕
福
の
家
で
な
け
れ
ば
建
て
ら
れ
な
い
。

土
蔵
の
戸
前
側
は
屋
根
が
の
び
て
来
て
し
て
、
そ
の
下
を
作
業
平
物
置
場
に
使

う
家
が
多
い
。

土
蔵
の
周
り
に
は
、
火
難
、
鼠
害
を
防
ぐ
た
め
何
一
つ
置
か
な
い
の
が
よ
し
と

さ
れ
て
い
る
。

匈
　
味
　
噌
　
蔵

土
蔵
の
戸
前
近
く
に
み
そ
蔵
が
付
設
さ
れ
て
い
る
家
が
多
い
。
こ
こ

は
み

そ

桶
、
漬
物
桶
、
塩
な
ど
の
貯
蔵
場
で
、
暑
さ
、
寒
さ
を
防
ぎ
み
そ
や
漬
物
の
貯
蔵

に
よ
い
所
で
あ
る
。
母
屋
に
続
い
て
み
そ
蔵
を
設
け
て
あ
る
家
も
多
く
見

ら

れ

る
。
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叫
　
薪
　
小
　
屋

屋
敷
が
広
く
、
自
分
の
持
ち
山
で
薪
の
自
給
が
で
き
る
ほ
ど
の
裕
福
な
家
は
薪

小
屋
を
持
っ
て
い
た
。
母
屋
よ
り
離
れ
て
建
て
火
難
の
憂
い
が
な
い
よ
う
に
し
て

あ
る
。
ご
み
、
ぼ
や
、
し
ば
な
ん
で
も
入
れ
て
お
く
こ
と
が
で
き
、
家
の
周
り
や

土
蔵
の
周
り
に
積
み
置
く
こ
と
が
な
く
、
整
頓
し
て
お
く
に
は
薪
小
屋
の
必
要
が

あ
っ
た
が
、
近
年
燃
料
の
変
化
に
よ
っ
て
こ
の
必
要
性
が
減
じ
て
き
た
。

三
　

建

築

儀

礼

Ｈ
　

地

ま
つ
り
（
地
鎮
祭
）

準
　

備
　
吉
日

を
選

ん
で

ま
ず
丁
張

を
か
け
る
。
三
ｍ
四
方

ほ
ど
の
や
し
き

を

定

め
、
四
隅

へ
杭

を
柱

に
立
て
、
柱

に
榊
（
そ
よ
ご
Ｉ

そ
よ
ぎ
を
代
用
に
す
る
）
や
青

竹

を
し

ぼ
り
つ
け
、
柱

か
ら
柱

へ
新
し

い
繩
を
張

り
、
こ

の
囲

い
の
ま
ん
中

へ
大

き

い
柱

を
打

ち
、
大
き

い
榊

を
立
て

る
。
中
央

へ
幣
束

を
一
本

立
て

る
。
こ

れ
を

一
本
幣
束

と
い
い
、
三

枚
を
重
ね
た
奉

書
紙
を
二

つ
折
に
し
繋
で
切
目

を
入

れ
、

細

い
青
竹

の
先

を
割
っ
た
の
へ
挟

ん
で
作

る
。
一
本
幣
束

の
前

に
机

な
ど
を
台
に

し
、
そ

の
上
へ
供
え
物

を
並
べ
る
。
供
え
物

は
、
素
焼

の
瓶
子
二
本

に
お
神
酒

を

三
宝

に
の
せ
、

お
饌
米
二
合

ほ
ど
、
尾
頭
付
き

の
魚
（
大
き
い
も
の
な
ら
一
尾
、
小
さ

い
も
の
な
ら
二
尾
）
、
野
菜
、
果
物
、
塩
な
ど
を

お
盆

に
盛
り
、

ま
た
、

奉
書
紙
五

枚

ほ
ど

を
三

皿
角

に
切

っ
た
も

の
を
小
さ

い
盆

に
入

れ
て

お
く

。

地

ま
つ
り
　

神

主
（
棟
梁
が
神
主
の
役
を
す
る
場
合
も
あ
る
）
、
家
族
、
親

戚
、
工
事

担
当
者
（
大
工
、
基
礎
工
事
屋
）
が
並

ぶ
。
丁
寧
な
家

は
昔
風

に
柚

を
呼

ぶ
場
合
も
あ

る
。塩

を
繩
で
張

っ
た
囲
い

の
う

ち
へ
ま
く

。
（
大
工
、
施
主
、
基
礎
工
事
者
）

「
全
員
二
拝
二
拍
手
一
拝
。

神
酒
の
蓋
を
と
る
。

祝
詞
を
棟
梁

が
読

む
Ｉ

朧
紙
祝
詞
・
地
堅
祝
詞
。

瓶
子

を
持

っ
て
縄
で

か
こ

っ
た
外

へ
お
神
酒

を
ま
き
、
瓶
子

を
か
え
す
。

奉
書
紙

の
切

っ
た
も
の
を
四
隅

へ
ま
く
。

小
さ

な
鍬
で
、
縄

で
囲

っ
た
四
隅

の
外

を
掘

っ
て
、

片
手
で
つ
ま
ん
だ
く
ら

い
の
砂
を
入

れ
て
土

を
か
け

る
。

二
拝
二
拍
手
一

拝
」

以

上

で

終

る
。

神

主

の
来

る
大

き

い
地

ま

つ
り

に

は
玉

串

奉

典

の

儀

式

か

お

る

。
近

年

一

般

は
神

主

を
頼

ん
で

簡
単

に
済

ま

せ

る
家

が

多

く

た

っ

た

。

⇔
　

柱

建
て

と

折

始

め

土

台

石

の
上

へ
三

本

の
杭

で

支

え

た
柱

を

一

本

立

て

る
。

柱

に
は

「
天

地

長

久

伊

之

一

番

」

と

墨

書

し

、

頂

に
日

の
出

を

描

い

た
丸

扇

に
麻

苧

を

垂

ら

し

た
も

の

を

つ
け

、

こ

こ

で

柱

立

詞

を

よ

む
（
棟
上
げ
式

を
略
し

た
形
）
丁

寧

に

す

る

と

き

は

そ

の
前

に

釘

始

め
を

行

い

「

釘

始

詞

」

を

読

む

。

こ

れ

ら

の

儀

式

は

今

は

ほ

と

ん
ど

行

わ

れ
な

い

。

句
　

棟
上

げ

（
上
棟
式
）

棟

上

げ

は
屋

根

棟

の
上

で

行

う

。

準
　

備
　

―
正

面

に
棟

札

を

立

て

る

。

二

二
本

の
幣

東

を

立

て

る

。

角

材

の

ほ

ぞ

穴

を

掘

っ
て

こ

れ

に

立

て

る

。

木

の

幣

串

を
奉

書

紙

で

右

巻

き

に
巻

き

、

紅

白

の

水
引

を

か
け

て

祝

い

結

び

に
結

び

、

北

向

に
な

ら

ぬ
よ

う

に
す

る
。二

一
本

の
幣

束

に
代

わ

っ
て

、

五

色

の

幣

束

を

立

て

る
場

合

か

お

る

。

青

・
赤

・
白

・
黒

・

黄
三

枚

ず

つ

重

ね

て
切

る

。

こ

の

場

合

は
五

本

同

じ

高

さ

で

あ

る

。

・

職

人

に
一

本

ず

っ

わ

た

る
よ

う

、

梵

天

を

作

り

三

本

の

幣

束

の

左

右

へ

立

て

る

。

こ

れ

は
二

寸

五

分

く

ら

い

の

角

、

長

さ

七

尺

ぐ

ら

い

の
木

材

に

上

か

ら

七

、

五

、

三

の

線

を
入

れ
、

頂

に
丸

扇

を

つ

け

、

障

子

紙

三

～

五

枚

重

ね

た

も

の
で

左

右

対

称

に
な

る
よ

う

に
刻

ん
だ

幣

束

を

た

ら

し

、

軸

に
は

奉

書

紙

を

巻
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き

祝
い
結
び
を
す
る
。
梵
天

の
裏
側

に
職
人
名
、
年
月
日
、
施

主
名
を
書
く
。

・
梵
天

の
左
右

ヘ

ー
本

ず
つ
同
じ
高

さ
ほ
ど
の
五
色
の
吹
流
し

を
立
て

る
。

・
大
き
な
上
棟
式

に
は
左
右

に
向

げ
て
木
で
作

っ
た
弓
矢
を
供
え

る
。

゜
供
え
物
は
、
三

本
幣
束
の
前

に
台
を
置
き
、

お
神
酒
、

お
供
餅
三
升
三
合
（
重

ね
な
い
）
、
お
饌
米
、
魚
、
野
菜
、
く
だ
も
の
、

塩
、

投
げ

餅
、

銭
三
三
文

公
万

は
お
金
）

式
　
　

―
棟
の
上
へ
棟
梁
、
施
主
、
家
族
、
親
戚
、
工
事
担
当
者
な
ど
三

人

か
五
人
か
七
人
が
紙
諧
の
ぞ
う
り
を
は
い
て
上

る
。
棟
梁
が
神
主
の
役
を
つ
と

め
る
。

・
塩
を
ま
く
。

―
二
拝
二
拍
手
一
拝
。

ｏ
お
神
酒
の
ふ
た
を
と
る
。

ひ
棟
上
げ
の
祝
詞
を
棟
梁
が
読
む
。

・
お
神
酒
を
祭
壇
の
左
右
に
そ
そ
ぐ
。

・
棟
の
左
右
へ
二

人
の
ぼ
り
、

掛
矢

を
持
ち
、
棟
梁

の
「
千
歳
棟
、
万
歳
棟
、
え

い
え
い
棟
」

の
掛
声
で
三

つ
ず
つ
打
っ
て
棟

を
し

め
る
。

・
御
神
酒

を
い
た
だ
く
。

・

投
げ
餅
、

ま
ず
棟
梁
が
四
方

餅
を
投
げ

る
。
祭

壇
奥
の
向

か
っ
て
左
の
方
向

へ

投
げ
る
。
か
け
声
「

鶴
亀
棟
」
、
次
に
奥
へ
向
か
っ
て
右
の
方
向
へ
投

げ

る
、

「
千
歳
棟
」
、
次
に
祭
壇
の
向
か
っ
て
左
の
方
向
へ
投
げ
る
、
「
万

歳
棟
」
、
次

に
前
に
向
か
っ
て
右

の
方

向
に
な
げ

る
、
Ｔ
兄
い
え
い
棟
」
、
次

に
棟

に
上

っ
て

い
る
者
が
「
千
年

よ
う
、
万
年

よ
う
」
と

唱
え

な
が

ら
投

げ
る
。

以
上
で
儀
式

が
終

り
棟

へ
上

っ
た
ほ
か
の
人

の
ぞ
う
り

は
棟
木

か
梁

に
し
ば

り
つ
け
て
屋

根
が
葺
け
る
ま
で
置
く

。
近

ご
ろ
は
縁
起
が
よ
い
と
持
帰

る
。

・
棟

札
は
あ
と
幣

束
と
い
っ
し

太
に
棟
木

に
打

ち
つ
け
て
置
く

。
祝
宴
が
終

る
と

棟

梁

送

り

。

昔

は

三

升

樽

、

お

肴

二

重

、

そ

れ

に

棟

梁

の

梵

天

、

棟

へ

上

っ

た

と

き

は

い

た

ぞ

う

り

と

法

被

を

持

っ

て

送

っ

て

行

っ

た

。
近

年

は

祝

宴

の

お

り

、

そ

れ

ぞ

れ

に

若

干

の

御

祝

儀

、

鏡

餅

、

肴

の

折

詰

、

記

念

品

な

ど

を

贈

る

。

（
以

上

上

伊

那

誌

民

俗

篇

に

ょ

っ

た

が

、

本

村

の

建

築

儀

礼

も

昔

は

ほ

と

ん

ど

上

記

の

方

式

に

同

じ

で

あ

っ

た

と

老

大

工

（
伊

藤

大

工

）

は

語

っ

た

。
）

四
　

居

住

の

習

俗

に
｝
い
　

母

屋

の

間

取

り

本

村

の

民

家

は

棟

と

平

行

の

側

面

、

す

な

わ

ち

平

に

入

口

の

あ

る

平

入

り

の

構

造

が

多

か

っ

た

。

北

殿

と

大

泉

の

宿

場

を

除

い

て

一

般

の

民

家

は

間

口

が

広

く

奥

行

の

短

い

長

方

形

で

あ

っ

て

、

一

般

に

入

口

（

戸

間

口

）
か

ら

奥

に

通

じ

た

土

間

（

と

お

り

）

を

持

ち

、

裏

口

に

出

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

し

た

。

こ

の

土

間

に

面

し

た

表

の

入

口

近

く

南

側

に

馬

屋

か

お

り

、

そ

の

奥

は

裏

口

近

く

に

小

間

屋

な

ど

と

呼

ば

れ

る

物

置

が

あ

っ

た

。

こ

の

馬

屋

と

小

間

屋

の

反

対

側

に

土

間

と

並

ん

で

表

か

ら

奥

ま

で

通

じ

た

広

い

台

所

（
い

ま

と

も

い

っ

た

）

が

あ

り

、

こ

の

台

所

と

並

ん

で

二

間

ど

り

の

家

で

は

表

に

座

敷

、

裏

に

部

屋
（

寝

間

）
が

あ

る

が

、

規

模

の

大

き

い

田

の

字

形

の

家

で

は

表

し
も

ざ

し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

側

に

下

座

敷

（

お

え

え

・

で

え

）

そ

の

裏

に

へ

や

、

さ

ら

に

こ

れ

と

並

ん

で

表

に

中

の

間

、

裏

に

上

座

敷

と

な

ら

ん

で

い

た

。

さ

ら

に

奥

行

の

深

い

家

で

は

、

表

に

で

え

、

な

か

の

ま

、

し

も

ざ

し

き

と

並

び

そ

の

裏

に

上

座

敷

、

台

所

に

隣

接

し

て

へ

や

が

と

っ

て

あ

っ

た

。

勝

手

（

流

し

元

）

は

台

所

の

奥

、

土

間

に

隣

接

し

て

い

た

。

⇔
　

戸

間

口

と

と

お

り

古

い

造

り

で

は

「

大

戸

」

が

普

通

で

こ

れ

に

常

用

の

「

く

ぐ

り

戸

」

が

付

い

て

い

た

。

こ

ぐ

り

と

も

い

っ

た

。

大

戸

は

馬

屋

肥

出

し

と

か

、

馬

に

荷

を

つ

け

た

ま

6祁
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｜ Ｖ`･

入口

田の字形の家

ﾀﾄ便所のある家

｜　`Ｖ

ま
土
間

に
は
い
る
場
合
、

ま
た
、
大
寄
り
の
あ

る
場
合

に
ぱ
あ
け

た
が
ふ
だ

ん
は

閉

め
た
ま
ま
で
く
ぐ
り
戸

か
ら
出
入
り
し
て
い

た
。

と
お
り
　

土
間
と
も
い

っ
た
。
広
い
土
間
で
必
要

に
応
じ
て
、
ね
こ
を
敷
い
て

図3 －11　 大戸とくぐり戸（久 保）

くぐり戸は どんな人も頭をさげ てくぐっ

て出入りする。大戸はくぐり戸を ふくめ

て大 きく開 乱 きゅ う肥など大きなもの

の出し 入れにあけた。

中馬四匹のあった農家

図3 －10　 農家の間取り図（ 戦前まで）

秋

の
稲
扱
き
、
臼

挽
き
な
ど
の
収
納
作
業

は
こ
こ
で
行

わ
れ
、

養
蚕
時

に
は
桑

お
き
場
や
桑
こ
き
場

に
た
り
、
家

に
よ
っ
て

は

こ
こ

に
仮
り

の
板
張
り
床

を
作

っ
て
作
業
場

に
し

た
。
農
閑
期

に
は
こ
こ
で
ね
こ
か
き
や
俵
編
み
を
し
た
。
藁
た
た
き
や
餅
つ

き
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。

白
　

馬
　
　
　

屋
（

厩
）

馬
屋
は
床
を
掘
り
く
ぼ
め
、
中
央
を
低
い
溝
に
し
て
尿

が
外

の
便
所
に
出
る
よ
う
な
形

に
し
て
あ
る
の
が
普
通
の
形

で
、
馬

屋
肥
（
厩
肥
）
の
堆
積
に
便
な
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
馬
屋

の

口
は
と

お
り

に
向

か
っ
て
い
て
、
馬
柵
棒
を

か
っ
て
い
と
も
簡

単

に
そ

れ
は
取
外
し

の
で
き

る
よ

う
に
な

っ
て
い

た
。
壁
は
厚

い

板
壁
で
家

に
よ
っ
て

は
天
井
近
い
一
隅

に
止
り
木
を
持
つ
箱

形

の
巣
を
取
り
付
け
、
放
し
飼
い

に
し
て
い
た
難
の
ね
ぐ
ら
に

し
て
い
る
の
も
あ
っ
た
。
夕
方
外
か
ら
帰
っ
て
来
た
難
は
ま
ず
ま
せ
ん
棒
に
止
り

そ
こ
か
ら
一
気
に
巣
箱
目
か
け
て
飛
び
上
が
っ
た
。
夜
明
げ
近
く
に
、
こ
こ
か
ら

一
番
と
り
の
朗
ら
か
な
声
が
聞
え
だ
。
馬
や
牛
は
台
所
か
ら
い
つ
も
見
え
た
。
人

心
家
畜
七
難
七
家
の
中
に
和
や
か
に
暮
ら
す
の
が
昔
の
農
家
で
あ
っ
た
。

匈
　
小
　
間
　
屋

小
間
屋
は
馬
屋
に
続
く
奥
に
あ
っ
て
、
つ
き
屋
、
み
そ
部
屋
、
向
う
部
屋
な
ど

と
呼
ば
れ
た
。
み
そ
、
漬
物
の
置
き
場
に
な
っ
た
り
、
み
そ
蔵
の
あ
る
家
で
は
作

業
部
屋
に
な
っ
て
い
た
。
近
年
は
改
造
さ
れ
て
部
屋
に
な
っ
た
り
、
ふ
ろ
場
に
な

っ
て
き
た
。
小
間
屋
や
馬
屋
は
本
来
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
て
、
年
寄
り
の
部
屋

や
、
子
供
の
勉
強
部
屋
に
な
っ
て
き
た
。

㈲
　

台
　
　
　

所
（

だ
い
ど
こ
、
で
え
ど
こ
、
い
ま
）

表

か
ら
裏
ま
で
通
じ
て
い
る
広
い
間
に
な
っ
て
い
て
ひ
じ
ろ
（
い
ろ
り
）
が
設
け

G 俘
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図3 －12　 自在かぎのあるいろり（南殿）

いろりのことを ひじろと呼んでいた。

ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
が
日
常
の
煮
炊
き
、
家
族
の
だ
ん
ら
ん
、

接
客
な
ど
ふ
だ
ん

の
生
活
の
中
心

に
な

っ
て
い

た
。
板
の
間
で
、
夏

は
ご
ざ
を
敷
く
ぐ
ら
い
で

あ
っ

た
が
、
秋

か
ら
冬

に
か
け
て
は
防
寒
の
た

め
に
ね
こ
（
ね
こ
だ
）
を
敷
き
つ
め
る
の

が
一

般
で
あ

っ
た
。
冬
の
藁
仕
事
率
女
衆
の
糸
繰
り
な
ど
の
作
業
所

に

も

な

っ

た
。食

事
は
こ
こ
で
、
昔

ぱ
ひ
じ
ろ
の
周
り
で
と
っ
た
が
後
年
は
、
横
座
と
腰
元

の

間

に
当

た
る
一
角

に
主
人
、
主
婦
を
中
心
と
し
て
円
形

に
座
わ
り
中
央
に
み
そ
汁

の
鍋
を
置
い
て
、

め
い

め
い
が
膳
又
は
箱
膳
を
据
え
て
と
る
の
が
普
通
に
な
り
、

そ

れ
が
近
年
は
こ
の
位
置

に
食
卓
を
据
え

た
り
、
家

に
よ
っ
て
は
テ
≒

フ
ル
を
お

い
て
腰
掛

げ
て
食
事
を
す

る
よ
う

に
変
わ
り
、
板
の
間

に
は
畳
や
じ

ゅ
う
た
ん
な

ど

を
敷
く
よ
う

に
な
り
、
い
つ

か
ね
こ
は
日
常
生
活
か
ら
影
を
消
し
た
。

ひ

じ
ろ
（
い
ろ
り
）
　
居
間
の
ひ
じ

ろ
は
家
の
中
心
よ
り
奥
、
つ
ま
り
大
黒
柱
よ

り

奥
に
位
置
し
て
い

る
の
が
普
通
で
、
ひ
じ

ろ
の
周
り
を
火
端
と
言

っ
て
い

る
。

炊

事
の
作
業

は
だ
い
ど
こ

の
奥
の
方
、
と

お
り

に
接
し

た
「
流
し
元
」
で
行
い
、

煮

炊
き

は
専

ら
ひ
じ

ろ
で
行

っ
た
。
飯
炊
き
の

釜
を
掛
け

る
く
ど
（

か
ま
ど
）
の
類

も
ひ
じ

ろ
の
一
部

か
そ
の
近
く

か
に
置

か
れ

る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

ひ
じ
ろ
謁
二
尺
四
方
な
ど
の
正
方
形
に
近
い
形
が
古
い
姿
で
、
後
年
は
長
方
形

に
な
っ
た
の
が
多
か
っ
た
。
床
下
の
地
面
か
ら
石
を
積
み
、
土
を
盛
っ
て
床
面
と

ほ
ぼ
平
ら
な
と
こ
ろ
ま
で
粘
土
を
詰
め
、
表
面
を
た
た
き
に
し
て
、
真
中
に
く
ぼ

み
を
つ
け
て
仕
上
げ
た
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。

ひ
じ
ろ
に
は
神
聖
な
場
所
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
。
た
い
が
い
の
家
で
は
、
朝

飯
前
に
お
茶
を
飲
ん
だ
。
そ
の
と
き
必
ず
ひ
じ
ろ
の
神
様
に
供
え
る
の
だ
と
い
っ

て
ひ
じ
ろ
の
隅
に
お
茶
を
モ
モ
い
だ
。
ど
の
家
で
も
腰
元
の
上
が
近
く
の
棚
に
荒

神
様
を
祭
っ
て
あ
っ
て
、
毎
年
正
月
に
神
主
か
御
嶽
行
者
に
幣
束
を
刻
ん
で
も
ら

っ
て
新
し
い
の
と
取
り
替
え
た
。
ま
た
正
月
に
根
松
と
小
さ
い
注
連
縄
を
自
在
鍵

に
飾
り
、
小
正
月
の
繭
玉
を
飾
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
聖
な
場
所
だ

か
ら
た
き
も
の
は
何
で
も
燃
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
流
木
で
あ
る
と
か
、
不
浄
な
所
へ
使
っ
た
板
な
ど
は
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ

っ
て
も
ふ
ろ
だ
き
も
の
に
し
て
、
決
し
て
ひ
じ
ろ
に
は
た
か
な
か
っ
た
。
幼
児
が

う
っ
か
り
小
使
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
あ
わ
て
て
塩
を
ま
い
て
清
め
た
。
昔
は
四

足
の
も
の
の
肉
は
ひ
じ
ろ
で
煮
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
明
治
の
末
こ
ろ
ま
で
は
、
幼

児
は
け
ん
つ
と
い
っ
て
、
頭
髪
を
ぼ
ん
の
く
ぼ
へ
直
径
三
ｍ
く
ら
い
残
し
て
い
る

者
が
い
た
。
こ
れ
は
幼
児
が
ひ
じ
ろ
へ
転
び
こ
も
う
と
し
た
と
き
、
荒
神
様
が
そ

の
毛
を
引
っ
ぱ
っ
て
助
け
て
く
れ
る
た
め
だ
と
い
っ
た
。
生
活
が
ひ
じ
ろ
端
中
心

だ
っ
た
か
ら
、
子
供
が
ひ
じ
ろ
の
火
へ
転
ん
だ
り
、
熱
い
み
そ
汁
を
か
ぶ
っ
た
り

し
て
や
け
ど
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
か
ら
、
荒
神
様
に
無
難
を
願
う
心
も
切
な

る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ひ
じ
ろ
の
四
隅
に
は
荒
神
様
が
い
る
と
い
っ
て
、

踏
ん
だ
り
、
ま
た
い
だ
り
す
る
こ
と
を
つ
つ
し
ん
だ
。
お
茶
を
こ
ぼ
し
た
り
、
き

た
な
い
も
の
を
入
れ
た
り
す
る
こ
と
を
非
常
に
嫌
っ
た
。
ま
た
、
自
在
か
ぎ
は
大

切
に
し
て
か
ら
振
り
す
る
と
「
貧
乏
ゆ
す
り
」
と
い
っ
て
嫌
っ
た
。

ひ
じ
ろ
の
縁
を
お
く
ら
ぶ
ち
と
い
っ
た
。
用
材
は
く
る
み
、
け
や
き
、
栗
、
梅

6 詔
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な
ど
の
堅
い
木
で
、

よ
く
磨

か
ね
て

い
た
。
こ
こ

に
は
お
茶

を
の
か
と
き
な
ど
茶

碗
や
小
皿

を
置
く

の
で
清

ら
か
に
し
、
大
切

に
し

た
。
子
供
が
刃
物
で
削

る
よ
う

な
こ
と
で

も
す
る
と
、

お
や
じ

の
頭

を
削

る
と

お
な
じ
だ
と
い

っ
て

た
し
な

め
ら

れ
た
。
そ

ん
な

に
大
切

に
さ
れ
る
も
の
な
の

に
、
た
ば
こ
好
き
の
主
人

が
幾
代
も

続
く
と
き
せ

る
の
ほ
く
（
吸
殻
）
は
ら
い

に
打
ち
つ
け
る
の
で
角
ぷ
す
り
減
ら
さ
れ

て
い

る
の
を
見

る
こ
と
も
あ

っ
た
。

ひ
じ
ろ
の
中
央
が
や
や
く
ぼ

め
て
あ
り
、
そ
こ
を
火
の
く
ぼ
と
い
っ
て
火
を
た

く
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
ま
っ
す
ぐ
上

の
天
井

か
ら
自

在
か
ぎ
が
下

が
っ
て

い
て
、
煮
た
き
の
な
べ
や
鉄
瓶
を
掛
け
た
。

自

在
か
ぎ
の
中

ほ
ど
に
当

た
る
位
置

に
天
井

か
ら
大
き
な
火
棚
が

つ
る
さ
れ
て

い
た
。
こ

れ
は
天
井

へ
火

の
粉
が
あ

が
る
の
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
濡
れ
物

を
乾

か

し

た
り
、
栗

を
ほ
し

た
り
、
焼

い
た
川

魚
を
く
し

ざ
し

に
し
て
保
存
す

る
に
役
立

て

た
。

ひ
じ

ろ
は

Ｉ
家
だ

ん
ら

ん
や
平
常
時
の
来
客
接
待
な
ど
日
常
生
活

に
重
要
な
所

で
あ

っ
た
。
し

た
が

っ
て
こ
の
ひ
じ
ろ
端

に
は
お
の
ず
か
ら
家
族
の

め
い

め
い
が

座

る
座
が
定
ま

っ
て
い
た
。
ひ
じ
ろ
端
で
戸
間

口
に
向
う
座
を
腰
元

、
土
間
に
向

か
う
座
を
横
座
と
い
い
、
仲
座
と
も
呼
ん
だ
。
こ
の
横
座
と
向
か
い
合
う
座
を
古

く
は
木
尻
と
呼
び
婆
座
敷
と
呼
ぶ
所
も
あ
っ
た
。
腰
元

と
向
う
座
を
寄
り
付

と
呼

ん
だ
。
横
座
の
向
か
い
の
木

尻
は
薪
を
置
い
た
り
す
る
の
で
寄

り
付

と
い
う
名
称

が
い
つ
の
ま
に
か
木
尻
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
変

お
っ
て
き
た
。

く
ど
（

か
ま
ど
）
で
飯
を
た
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
く
ど
ぱ
ひ
じ
ろ
の
近

く
に
お

い
た
が
、
大
正

期
に
な
る
と
小
型

の
か
ま
ど
が
出

回
わ
る
よ
う
に
た

っ
て

か
ら
は

長
方
形

の
ひ
じ
ろ
の
内
で
、

土
間

に
近

い
方

に
置

か
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。

か
ま
ど
は
鋳
物
製
で

薪
を
た
く

の
と
、
も
み
が

ら
を
た
く

の
と
が
あ

っ
た
。
く

ど
や
か
ま
ど
は
だ
ん
だ
ん
改
良
さ
れ
て
熱
効
率
の
よ
い
珪
藻
土
で
作

っ
た
も
の

や

、

タ
イ

ル

張

り

の

も

の

が
出

た

が
昭

和

三

〇

年

代

に

な

る
と

プ

只
（

ソ

ガ
ス
が

急

速

に

燃

料

と

し

て

使

わ

れ

る

よ

う

に

な

り
、

煮

炊

き

は

レ

ン

ジ

を
使

う

よ
う

に

な

り

、
ひ

じ

ろ

も

く

ど

も

し

だ

い

に

姿

を

消

し

、
居

間

の
模

様

も

面

目

を

改

め

た

。

秋

の

収
穫

が

終

わ

る
と

農

家

は

た
き

も

の

に
す

る

べ
い

た
（
木

の
枝

の
う

ち
で
や

や
太
く
て
割

ら
な
く
て

も
た
け

る
も

の
を
こ

う
呼

ん
だ
）
伐

り

と

ぼ
や
（
べ

い
た
に
な
ら

な

い
枝
）
切

り
が

雪

の
降

る
ま

で

毎

日

の
仕

事

で

あ

っ
た

。

た

き

も

の

が

家

の

周

り

に
豊

富

に
積

ん
で

あ

る
と

、

そ

の
家

は

な

ん
と

な

く

豊

か

に

見

え

た

。

秋

か

ら

冬

に

か
け

て

は

ひ

じ

ろ

に

と

っ
こ
（
木
の
根
）
や

お

お

た

割

り

（
直
径
三
〇
ｍ

も
あ
る
木

の
四
つ
割
に
し

た
も
の
）
を

く

べ

、

木

の

尻

に

籾

ぬ

か

を

か

ぶ

せ

て

火

の

燃
え

さ

か

る

の

を

防

ぐ

と

同

時

に

長

持

ち

を

さ

せ

火

種

を

絶

や

さ

な

い

よ

う

に

し

た

。

夜

は

家

じ

ゅ
う

ひ

じ

ろ

の

周

り

に

集

ま

っ

て

女

は
針

仕

事

を
し

た

り
、

つ

む

ぎ

車
を
回
し
て
糸
を
つ
む
い
だ
り
、
男

は
藁
仕
事
を
し

な
が

ら
四
方
山
話

に
ふ
け

っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
話
が
と
き

に
は
父

親
が
息
子

た
ち
に
昔
か
ら

の
農
業

図3 －13　 薪物をつみこ んだ家（大泉）

や
生
活
の
知
恵
を
教
え
る
言
葉
で
あ

っ
た
り
、
語
り
合
う
村
の
年
中
行
事

や
習
慣
の
話
は
他
村
か
ら
来
た
嫁
が

村
を
知
る
朧
会
で
も
あ
っ
た
。
老
婆

が
孫
た
ち
に
昔
話
今
村
の
伝
説
を
話

し
て
聞
か
せ
る
の
も
暖
い
ひ
じ
ろ
端

の
場
合
が
多
か
っ
た
。
旅
行
は
め
っ

た
に
で
き
ず
、
一
生
に
一
度
秋
葉
様

や
、
三
峯
様
、
お
伊

勢
様
、
善
光

寺
、
金
毘
羅
様
へ
行
っ
て
来
た
人
た

ち
が
来
て
他
国
の
話
を
し
て
く
れ
る

の
も
ひ
じ
ろ
端
が
多
か
っ
た
。

6四
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冬
の
夜
業
（
よ
な
べ
）
の
と
き
、
大

根
、

に
ん
じ
ん
、

ご
ぼ
う
、

さ
と
い

も
な
ど

を
大
な
べ
い
っ
ぱ
い
も
煮
た
。
よ
な
べ
の
後
、

渋
茶
を
す
す
り
な
が
ら
の
話
し
合

い
も
大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た
。
栗

の
実
の
落
ち
る
こ
ろ
に
は
暗

い
う
ち
か
ら
で

か

け
て
、
拾
っ
て
来
た
栗
を
ひ
じ
ろ
の
「

く
よ
く
り
」

に
埋
め
て
焼
い

て

食

べ

た

り
、
え
び
す
講
の
焼
餅
、
さ
つ
ま
い
も
や
と
う
も
ろ
こ
し
を
、

た
き
落
と
し

の
煥

で
焼
い
て
食
べ
る
の
も
夜
長
の
時
期
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
き
な
鉄
の

わ
た
し
い
っ
ぱ
い
に
餅
を
並
べ
て
焼
き
、
き
な
こ
、
白
み
そ
、
あ
ず
き
あ
ん
、
赤

み
そ
、
醤
油
な
ど
自
家
製
の
も
の
を
つ
け
て
飽
食
し
た
時
代
も
あ
っ
た
。
さ
ん
ま

の
季
節
に
な
る
と
隣
近
所
寄
り
合
っ
て
樽
で
買
っ
て
ひ
じ
ろ
の
お
き
で
焼
い
て
食

べ
た
味
も
忘
ら
れ
な
い
。

い
ろ
り
の
周
り
の
人
の
座
る
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
名
が
あ
り
、
長
い
年
月
の

間
に
次
の
よ
う
な
習
俗
が
生
れ
た
。

横
　
座
　
横
座
は
正
座
で
あ
っ
て
日
常
生
活
で
は
主
人
の
座
と
定
ま

っ
て

い

た
。
だ
か
ら
主
人
の
い
る
と
き
は
家
の
者
で
も
主
人
以
外
誰
も
座
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

「
横
座
に
座
る
者
は
米
を
買
え
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
来
客
が
主
人

と
同
格
の
者
な
ら
ば
主
人
は
腰
元
の
方
へ
寄
っ
て
座
り
、
客
を
横
座
に
迎
え
た
。

主
人
よ
り
格
の
上
の
大
な
ら
、
右
の
よ
う
に
す
る
か
、
主
人
は
寄
り
付
き
の
方
へ

さ
が
り
、
客
を
横
座
に
座
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
主
人
が
留
守
の
と
き
、
横
座
に
座

わ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
親
分
と
か
本
家
の
主
人
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
々
は

主
人
が
留
守
な
ら
ば
す
ぐ
横
座
に
座
わ
っ
て
話
が
で
き
た
。
他
の
来
客
が
あ
っ
て

も
自
分
よ
り
格
が
下
の
者
な
ら
ば
す
ぐ
主
人
は
横
座
へ
座
お
っ
た
。
女
で
は
前
記

の
格
の
上
の
者
の
妻
は
横
座
に
座
わ
る
と
き
も
あ
る
が
、
そ
ん
な
と
き
は
「
高
上

り
ご
め
ん
な
」
と
断
っ
て
座
わ
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
。
横
座
は
こ
う
し
た
場
所

だ
か
ら
、
よ
そ
か
ら
来
た
者
が
う
っ
か
り
横
座
に
座
わ
る
と
「
あ
れ
は
礼
を
知
ら

な
い
」
　「

ど
こ

の
馬

の
骨

だ
か
、
ど
う
せ

ろ
く
で
も
な
い
家
の
生
ま
れ
に
違
い
な

い
」

な
ど
と
悪

口
を
言
わ
れ
た
。
「

ば
か
の
仲

座
ば
り
」
と

か
「
猫
と
ば

か
は
横

座
に
座
わ
る
」

な
ど
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
女
は
気

を
つ
け
て

い
た
。

う

っ
か
り
横
座
へ
座
わ
る
と
「

横
座
べ
え

り
を
す
る
奴

だ
」

と
陰
口

を

言

わ

れ

た

。寄
り
付
（
木
尻
）
　
寄
り
付

は
板
敷
に
ご
ざ
を
敷
い
た
の
が
多
く
、

ま
れ
に
は
畳

を
敷
い
た
家
も
あ
っ
た
。
客
は
ま
ず
寄
り
付

に
上

り
、
そ

こ
に
座
わ
っ
て
あ

い
さ

つ
を
し
て
そ
の
ま
ま
用

件
の
話
を
す
る
。
主
人
と
同
格

か
そ

れ
以
上

の

者

な

ら

ば
、
主
人
は
腰
元
の
方
へ
寄
っ
て
、
横
座
と
同

じ
位
置

ま
で

招
じ
て
あ

い
さ
つ
を

す
る
。
客
が
寄
り
付
に
座
わ
っ
た
ま
ま
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
す
れ
ば
「
そ

こ
で

は

あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
せ

ぬ
」
と
言
っ
て
横
座
と
同

じ
位
置

ま
で

招
じ
て
あ
い
さ
つ

し
、
客
が
寄
り
付

に
座
わ
っ
た
ま
ま
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
し
て
も
応
じ
な
い
。

腰
　

元
　

腰
元
は
主
婦
の
座
で
、
手
近
に
茶
だ
ん
す
や
戸

棚
が
あ
っ
て
茶
飲
み

や
食
事
時

に
主
婦
が
す
ぐ
に
と
り
出
す
に
便
利
な
よ
う
に
食
器
類
が
入
れ
て
あ
っ

た
。腰

元
は
横
座

に
次

卜
で
重
要
な
座
で
、
主
婦
の
ほ
か
座
わ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
た
だ
婚
礼
、
葬
儀
そ
の
他
晴
れ
の
日
だ
け
は
本
家
や
親
分
の
妻
が
こ
こ
に

座

わ
っ
て
一
切
の
指
揮
を
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
だ
け
は
そ
れ
ら
の
人

に
こ
の
座
を
明
け
渡
し
た
。

息
子

に
嫁
が
来
て
も
な
か
な
か
こ
こ
に
は
座
右
ら
せ
な
か
っ
た
。
嫁
は
主
婦
の

横

に
座
わ

っ
て
遠
慮
が
ち
に
話
の
仲
間
入
り
を
す
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
ゅ
う

と
の
留
守
中

に
客
が
あ

っ
て
、
こ
こ
に
座
わ
っ
て
話
を
し
て
い
て
も
、
し

ゅ
う
と

が
来

れ
ば
す
ぐ
立

っ
て
こ
こ
を
明
け
わ
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

㈹
　

勝
　
　
　

手
（
流
し
）

炊
事
は
煮
炊
き

の
外
、
洗

い
も

の
、
切
り
刻
み
な
ど
は
腰
元

に
近
い
勝
手
で
行

GＪ
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わ
れ
た
。

そ
こ

に
は
こ
が
（
水
桶
か
、
水
が
め
）
と
流
し
、
調
理
台
大

戸
棚
が
あ

っ
た
。
用

水
は
湧
水

に
恵
ま
れ
た
家
令
井
戸
の
あ
る
家
は
別
と
し
て
一
般
に
は
流
九
川

に
よ

っ
た

。
川
水
は
昼
間
は
汚
れ
て
い
る
の
で
夜
遅
く
か
、

朝
早
い
う
ち
に
こ
が
に
汲

み
こ

ん
で
お
い
て
使

っ
た
。
米
の
と
ぎ
汁

や
、

な
べ
、

か
ま
な
ど
洗

っ
た
水
に
は

塩
分
や
飲
食
物
の
残
滓
が
あ

っ
た
の
で
流
し
か
ら
大
き
な
桶
か
大

釜
に
溜
め
て
牛

馬

の
飲
み
水
に
し
た
。
家
に
よ

っ
て

ぱ
、

こ
の
水
を
流
し
か
ら
直
ち
に
大

釜
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
造

っ
て
あ
り
、

冬
は
そ

の
下
で

焚
火
を
し
て
、
暖

め
て
牛
馬

に

与

え
る
よ
う
に
し
た
。

㈹
　

部
　
　
　

屋

寝
間

を
一
般
に
へ
や

と
い
う
。
中
部
屋

の
あ

る
場
合

は
、
こ

れ
を
主
人
夫
婦

の

寝
所

と
し
た
の
が
古

い
形
で
あ

る
。
家

を
若

い
夫
婦

に
譲
る
と
、
年
寄
り

は
へ
や

を
若

夫
婦
に
譲
り
、

ほ
か
の
へ
や

へ
移
る
。
へ
や

は
一
室

だ
け

の
家

が

多

い

か

ら
、
そ

の
場
合

は
し
も

座
敷

か
中

の
間

を
使

う
の
が
多
く
、
向
こ
う
部
屋
を
年
寄

り

の
部
屋
と
す

る
家
も
あ

る
。
ま
た
、
年
寄
り
が
屋
敷
内
へ
別
棟

の
隠
居
屋
を
建

て
て
本
家

か
ら
隠
居
免
と
し
て

の
食
扶
持
、
あ

る
い
は
そ
れ

に
相
当
す
る
田
畑
を

耕
作
す

る
権
利
な
ど
を
持

っ
て
、
そ
こ
へ
移
り
住
み
、
食
事
も
生
活
も
別
に
す
る

習
わ
し
が
古
く
は
あ

っ
た
。
こ
れ
が
も
と

に
な

っ
て
、
隠
居
別
家
な
ど
立
て
ら
れ

る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
近
年
は
こ
の
風
は
廃
れ
た
。

子
供
は
幼

い
う
ち
は
父
母
と
共
に
へ
や
に
寝
る
が
大
き
く
な
る
と
し
も
座
敷
、

中
の
間
、
向
こ
う
部
屋
な
ど
へ
移
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
、
若
夫
婦
も
ま
だ

主
人
夫
婦
と
し
て
家
を
譲
り
渡
さ
れ
な
い
う
ち
は
、
向
う
こ
部
屋
な
ど
に
寝
起
き

し
た
。

下

男
（
男
衆
）
下

女
（
女
衆
）
な
ど
の
奉
公

人
は
多
く
向
こ
う
部
屋

か
こ
ま
や
と
呼

ぶ
屋
根
裏
の
一
室
な
ど
に
寝
る
こ
と
が
多
か
っ
か
。

収
　

風
　
　
　

呂

風
呂

は
据
風
呂
が
一
般
で
夏
は
戸
間

口
の
外
、
ま
た
は
庭
の
か
ぼ
ち
ゃ
や
夕
顔

棚
の
下

な
ど
で
た
い
た
。
月
や
星
を
眺
め
な
が
ら
の
入
浴
に
は
浮
世
の
憂
さ
を
忘

れ
る
風
情
が
あ

っ
た
。
本
村
の
歌
人
倉
田
月
哉
の
短
歌
に
こ
ん
な

の

か

お

る
。

「
月

澄
め
る
か
ぼ
ち
ゃ
の
棚

の
下
涼
し
据
風
呂

た
き
て
隣
家
も
招
く
」
、
夏

の
外

ぶ

ろ
風
景
で
あ
る
。
寒
く
な
る
と
土
間
の
隅
な
ど
へ
移
し
た
。
若
い
娘

や

嫁

な

ど

は
、
家
に
入
っ
て
来
る
人
に
あ
わ
て
て
ふ
ろ
に
沈
ん
で
隠
れ
る
と
い
っ
た
情
景
も

見
ら
れ
た
。
主
人
を
初
め
と
し
て
男
が
先
に
入
り
、
女
衆
は
そ
の
後
、
し
ま
い
ぶ

ろ
が
奉
公
人
と
い
う
順
序
が
一

般
で
こ
の
封
建

的
慣
習
は
最
近

ま
で

続

い

て

い

た
。ふ

ろ
を
た
く
と
隣
近
所

へ
互
い
に
知
ら
せ
合
っ
て
、

も
ら
い
ぶ
る
に
行

っ
た
り

来
た
り
す
る
近
隣
相
互
扶
助
の
美
し
さ
も
あ

っ
た
。
夜

の
ふ
ろ
に
隣

近

所

の

人

々
も
来
て
順
番

を
待
ち
な
が
ら
、

ま
た
湯

か
ら
上
が

っ
て

か
ら
も
ひ

じ

ろ

を

囲

ん
で

お
茶

を
飲
ん
だ
。

話
は
百

姓
仕
事
、

村
の
出
来
事
、

は
て

は
と
こ
そ
こ

へ

来

た
嫁

の
う
わ
さ
話

ま
玉

代
の
更
け

る
の
も
忘
れ
て
、
話
が
は
ず
か

晩

も

あ

っ

た
。

五
　

灯

Ｈ
　

火

だ
ね

種

火

朝

は
起
き

る
と
ま
ず
顔
を
洗

っ
て
か
ら
ひ
じ
ろ
（
い
ろ
り
）
の
火
を

良

き

つ

け

る
。
顔
を
洗

わ
な
い
で
火
を
た
き
つ
け
た
り
な
ん
ぞ
す
る
と
荒
神
様
に
も
っ
た
い

な
い
と
い
わ
れ
た
。
雨
戸
は
ま
だ
閉
ま
っ
て
い
て
暗
い
か
ら
手
探
り
で

ひ
じ

ろ
端

に
座
わ

っ
て
、
前
夜
寝
る
と
き
埋
め
て
お
い
た
火
種
を
、
灰

の
中

か
ら
火
箸
で
掘

り
出
す
。
そ
し
て
付
木

に
火
を
移
し
、

た
き
つ
け
の
ご
み

に
た
き

つ
け

た
。
も
し

火
種
が
な
く
な
っ
て
い
れ
ば
火
棚

０
上

か
ら
火
打

箱
を
お
る
し
て

カ
チ

ソ
、

カ
チ
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高木家住宅平面図

便
所
　
　
　
　

物
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
屋

｜　　 エ１　　 １

図3 －14 農家の間取り図（神子柴）

家の中に風呂場がある家は上の家たった。多くは据風呂で夏は外へ屯ちだした。

ソ
と
火
打
石
を
打

っ
て
火
を
出
し
、
付
木

に
移
し
て
た
き
つ

け

な
け

れ
ば
な
ら
な

か
っ
た

。
こ
れ
に
は
手
間

が

か

か

っ

た
。
だ

か
ら
火
種
を
大
切

に
し
た
。
寝
る
と
き
は
ひ
じ
ろ
の

真
中
の
煥
の
上

に
荒
神
ぼ
う
き
で
灰

を
丁
寧

に
掃
き
か
ぶ
せ

て

消

え

な

い

よ
う

に
火

種

を

い

け

た

。

火

種

の

お

き

に

す

る

木

は
長

持

ち
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

、

な

ら

や

く

ぬ
ぎ

の
堅

い
木

が

よ

か

っ
た

。

⇔
　

火
　

打
　

ち

最

初

の
火

種

は
火

打

ち
で

得

た

。
火

打

箱

０

中

に
、

石

英

か
ね
　
　
　
　
　
　べ
　Ｘ
　４

の
類

の
硬

い

ひ

う

ち
石

と

火

打

鉄

、

そ

れ

に

は
く

ち

を

入

れ

て

お

い

た

。
火

打

金

は
木

に

鉄

を
打

ち
つ

け

た

も

の

で

鍛

冶

屋

に
作

っ

て
も

ら

っ

た

。
火

打

石

は
買

う

か
川

原

で

拾

っ
て

く

る

か

し

た

。

ほ

く

ち

は
堅

本

の
腐

っ

た
と

こ

ろ

を

使

っ

た

。

が

ま

の
穂

に

煙
硝

を
し

み

こ

ま

せ

た
黒

色

の
も

の
も

使

っ

た

。

こ

れ

は
非

常

に
火

つ
き

が

よ

か

っ

た

の
で

買

っ
て

使

っ

た

。

田
平

畑

に
行

く

と
き

は

た

ば

こ

を

ほ
く

ち
代

わ
り

に

す

る

と

き

も

あ

っ

た

。
湿

気

を
嫌

う

の
で

火

打

箱

は
火

棚

の

上

に

お

い

た

。

正

月

神

前

に

供
え

た

も

の

を
清

め

た

り
、

旅

立

の
と

き

、

切

り

火

と

い

っ

て

う

ち

か
け

旅

の
無

事

を
祈

る

た

め
火

打

ち

が
用

い

ら

れ

た

。

尚｛
　

付

木 ｙ

幅
三
寸

の
う
す
い
板
を
長

さ
四
寸
く

ら
い
に
切
り
、
端
へ

硫
黄
を
つ
け
た
も
の
を
付
木

と
い
っ
て

売
っ
て

い
た
。
自
家

で

作
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
四

、
五
枚

を
東
に
し
て
四

つ
ず
つ
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縄
で
編
ん
だ
の
を
一
竿
と
い
っ
た
。
ま
れ
に
は
幅
一
寸
く
ら
い
の
も
の
や
、
は
が

き
を
一
寸
幅
く
ら
い
に
切
っ
た
も
の
へ
硫
黄
を
つ
け
て
使
っ
た
。

商
店
の
景
品
や
お
寺
の
お
年
始
に
用
い
ら
れ
た
り
、
贈
ら
れ
た
も
の
の
お
返
し

な
ど
に
も
使
わ
れ
た
。
付
木
は
大
正
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
使
わ
れ
た
。

匈
　
マ
　
ッ
　
チ

マ
丿
千
が
日
本
で
最
初
に
製
造
さ
れ
た
の
は
明
治
八
年
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
同

一
五
年
ご
ろ
か
ら
一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
め
は
「
早
付
木
」
「
す

り
つ
げ
ぎ
」
な
ど
と
い
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
す
る
と
火
が
出
る
の
だ
か
ら
火
種
の
心

配
も
い
ら
ず
持
ち
歩
き
に
も
簡
単
だ
か
ら
、
ど
ん
な
に
そ
の
便
利
さ
が
喜
ば
れ
た

か
知
れ
な
い
。
し
か
し
マ
″
チ
棒
の
先
の
火
の
出
る
と
こ
ろ
は
、
昔
、
便
所
や
床

下
の
土
か
ら
取
っ
た
煙
硝
で
製
し
た
も
の
だ
か
ら
、
不
浄
な
も
の
だ
と
い
っ
て
灯

明
に
火
を
つ
け
る
と
き
は
決
し
て
使
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち

に
「
神
仏

灯
明

用
」
と
レ
ご
ア
ル
に
書
か
れ
た
の
が
売
り
出
さ
れ
た
。
し
か
し
マ
″
チ
の
便
利
な

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
火
種
を
大
切
に
し
て
な
る
べ
く
付
本
を
利
用
し
た
り
し

て
マ
″
チ
は
急
ぎ
の
時
で
な
い
と
使
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
、
マ
丿
千
は
昔
は

高
価
で
あ
り
貴
重
で
も
あ
っ
た
。

匈
　
　
油

ロ
ー
ソ
ク
が
出
回
る
ま
で
は
お
灯
明
に
も
行
灯
に
も
油
が
使
わ
れ
た
。
か
や
、

じ
し
ゃ
の
実
か
ら
取
れ
る
油
や
、
菜
種
、
ご
ま
、
荏
な
と
が
ら
取
っ
た
油
か
食
用

に
し
た
り
灯
火
用
に
し
た
。
灯
明
や
行
灯
に
使
う
量
は
さ
ほ
ど
の
量
ぱ
い
ら
ず
食

用
に
も
余
り
使
わ
な
か
っ
た
が
、
一
斗
の
菜
種
か
ら
せ
い
ぜ
い
一
升
五
合
ぐ
ら
い

し
か
と
れ
な
い
油
は
だ
い
じ
に
だ
い
じ
に
使
っ
た
。
大
正
こ
ろ
ま
で
油
を
買
う
量

は
升
と
も
合
と
も
い
わ
ず
勺
単
位
で
買
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
油
は
「
油
で
ん
こ
」

と
い
う
桶
か
陶
器
の
壷
に
入
れ
て
お
い
た
。
桶
か
ら
は
小
さ
な
竹
製
の
ひ
し
ゃ
く

で
汲
ん
で
使
っ
た
。

㈹
　
灯
　
　
　
明

神
仏
に
あ
げ
る
お
灯
明
に
は
油
を
使
っ
た
。
灯
明
皿
と
か
灯
げ
皿
と
呼
ば
れ
る

浅
い
皿
へ
油
を
入
れ
、
そ
れ
に
灯
芯
を
浸
し
そ
の
先
を
皿
か
ら
わ
ず
か
出
し
た
と

こ
ろ
へ
火
を
つ
け
た
。
灯
芯
は
細
蘭
の
な
か
ご
の
白
い
芯
を
用
い
た
。
こ
の
火
は

火
打
ち
で
打
ち
出
し
た
切
火
で
つ
け
た
。
火
打
ち
で
出
し
た
火
を
付
木
に
と
っ
て

つ
け
る
の
で
あ
る
が
そ
０
付
木
で
い
く
つ
も
の
灯
明
へ
つ
け
な
か
っ
た
。
呼
び
火

と
い
っ
て
火
事
の
と
き
火
を
呼
ぶ
と
い
っ
て
嫌
っ
た
。
お
灯
明
を
あ
げ
る
の
は
男

の
役
で
、
女
は
不
浄
だ
か
ら
と
い
っ
て
あ
げ
さ
せ
な
か
っ
た
。
男
手
が
な
卜
と
き

は
小
さ
い
女
の
子
に
さ
せ
た
。
ロ
ー
ソ
ク
が
普
及
し
、
石
油
が
は
い
っ
て
来
て
豆

ラ
ン
プ
が
で
き
、
そ
れ
ら
が
灯
明
に
使
え
る
よ
う
に
た
っ
て
、
灯
明
皿
は
余
り
用

い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
昔
風
の
家
は
大
正
ご
ろ
ま
で
灯
明
皿
で
神
棚
や

仏
壇
へ
灯
明
を
毎
晩
あ
げ
、
全
部
に
あ
げ
な
い
ま
で
も
荒
神
様
と
仏
壇
へ
は
毎
晩

あ
げ
る
こ
と
を
た
ら
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
最
近
は
豆
電
灯
を
つ
け
る
よ
う
に
簡
略
化
さ
れ
て
き
た
。台図3 －15　 燭

㈹
　

行
　
　
　

灯

四
角
の
木

の
わ
く
を
台
に
な
る
板
に
と
り
つ
け
、
そ

れ
に
紙

を
張
り
中

に
灯
明
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図3 －16 あ ん ど ん

木のわくに紙をは り，中に油皿をすえて

灯火を ともしたむかしの照明用具。へや

に おくもの と，柱にかけるも の が あ っ

た。

皿
を
据
え
て
灯
火
を
と
も
し
、
照
明

に
用
い
る
の
が
普
通
の
行
灯
で
あ
っ
た
。
丸

い
の
や
漆
塗
り
の
も
の
は
普
通
の
家
で
は
使
わ
な
か
っ
た
。
読
み
書
き
を
す
る
場

合
や
、
女
の
人
が
針
仕
事
を
す
る
と
き
は
行
灯
の
そ
ば
で
し
た
が
、
男
の
藁
仕
事

な
ど
は
ひ
じ
ろ
の
た
き
火
で
ま
に
あ
わ
せ
た
。
遠
来
の
客
の
あ
る
と
き
は
行
灯

へ

火
を
入
れ
た
が
心
易

い
人

な
ら
た
き
火
の
あ
か
り
で

話
し
こ
ん
だ
。
油
の
節
約
に

な
る
よ
う
に
丸
い
焼
物
で
作
っ
た
灯

心
押
え

と
い
う
も
の
を
℡
の
真
ん
中

へ
置

い

た
。住

居
の
中
の
明
り
と
は
別

の
こ
と
だ
が
各
人

の
火
の
用

心
と
神
仏

に
よ
る
火
難

よ
け
の
信
仰
の
意
味
で
村
中

を
回
し
て
一
晩

毎
に
（
三
晩
毎
の
所
も
あ
る
）

各
戸
順

番

に
灯
明

を
と
も
す
行
灯

が
あ

っ
た
。
初
め
は
灯
明
皿

を
用

い
、
後

に
石

油
豆

ラ

ン
プ
、

つ
い
で

ロ
ー
ソ

ク
に
と
変

お
っ
た
。
今

は
大
方
廃

れ
た
が
、

な
お
続
け
て

い
る
部

落
も
あ

る
。

ち
よ

う

収
　

提

ち

ん

灯

弓
張
提
灯
、
ぶ
ら
提
灯
、
小
田
原
提
灯
、
そ
れ
に
祭
り
の
と
き
に
用
い
る
幾
種

類
か
の
提
灯
と
多
様
の
提
灯
が
あ
っ
た
。
他
村
ま
で
い
く
と
き
と
か
、
婚
礼
な
ど

の
と
き
、
火
事
見
舞
な
ど
に
い
く
と
き
は
弓
張
提
灯
を
使
っ
た
。
こ
れ
に
は
家
紋

図3 －17　 弓張りち ょうちん

けい たいに 便であ りまた置いた りかげた

りす ることが都合 よくできていた。紋所

や 家号が記 されていた。

を
描
い
て
あ
っ
た
の
で
夜
で
も
目
じ
る
し
に
な
っ
た
。
一
つ
ず
つ
箱
に
入
れ
て
長

押
に
か
け
て
お
く
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
提
灯
は
手
近
か
の
用
足
し
に
使
っ

た
。
小
田
原
提
灯
は
折
り
畳
み
式
に
で
き
て
い
て
持
ち
運
び
に
都
合
よ
く
、
運
送

挽
き
は
馬
車
の
荷
台
の
下
に
常
時
吊
る
し
て
お
い
て
使
っ
た
。
手
し
ょ
く
と
い
っ

て
携
帯
用
に
簡
単
な
も
の
も
あ
っ
た
。

㈹
　
ラ
　
ン
　
プ

石
油
が
灯
火
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
明
ら
か
で
な

い
。
当
地
方
で
は
明
治
二
〇
年
ご
ろ
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
石
油
ラ
ン
プ
が

普
及
し
初
め
た
こ
ろ
は
嫌
な
匂
い
が
あ
る
し
、
火
早
く
危
い
と
い
っ
て
余
り
使
わ

れ
な
か
っ
た
。
こ
と
に
老
人
は
嫌
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
明
る
く
て
便
利
だ
し
扱
い

に
注
意
す
れ
ば
危
険
で
も
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
夜
業
の
と
き
も
飯
ど
き
も
家
中

明
る
く
て
都
合
が
よ
い
の
だ
か
ら
順
次
普
及
さ
れ
た
。

ラ
ン
プ
に
は
二
分
芯
、
五
分
芯
、
丸
芯
な
ど
幾
種
類
か
が
あ
っ
た
。
芯
の
幅
が

広
い
ほ
ど
明
る
い
が
そ
れ
だ
け
石
油
を
余
計
必
要
と
す
る
か
ら
一
般
家
庭
で
は
二

分
芯
が
多
く
使
わ
れ
た
。
夕
方
に
な
る
と
ラ
ソ
プ
の
ほ
や
掃
除
は
子
供
の
仕
事
で

あ
っ
た
。
ほ
や
を
よ
く
拭
き
、
芯
を
平
に
切
る
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
た
。
芯
を
平

6 討
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図3 －18　 石 油ランプ

ラソプのほや みがきは子 供の仕事だったＯ この灯りは画期

的な明るさだ った。

図3 －19　 十能箱と十能

炭火を もって運ぶ十 能とそ れを もち運んだ十能箱

ら
に
切
っ
て
な
い
と
急
に
火
が

大
き
く
な
る
こ
と
か
お
り
、
こ

れ
を
火
が
化
け
た
と
い
っ
た
。

石
油
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
も
神
棚
や
仏
壇
に
は
灯
明

皿
で
灯
明
を
あ
げ
る
家
が
多
か

っ
た
。
そ
の
う
ち
に
小
さ
な
豆

ラ
ン
プ
が
で
き
て
き
て
そ
れ
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

夜
中
便
所
へ
起
き
た
と
き
な

ど
、
枕
元
の
カ
ン
テ
ラ
に
火
を

と
も
し
て
持
っ
て
い
っ
た
。
カ

ン
テ
ラ
は
厚
い
板
の
上
へ
棒
を

立
て
そ
の
上
に
釘
が
出
て

お

り
、
こ
の
釘
に
石
油
の
ぱ
い
っ

た
ブ
リ
キ
か
ん
が
支
え
ら
れ
、

か
ん
か
ら
細
い
芯

が
出
て
い

た
。石

油
ラ
ン
プ
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
た
き
火
や
行
灯
の

明
り
に
く
ら
べ
る
と
ま
る
至
代

が
明
け
た
よ
う
だ
と
喜
び
お
の

ず
か
ら
夜
の
生
活
も
変

お

っ

た
。
ラ
ン
プ
の
下
で
う
っ
か
り

立
っ
た
と
き
石
油
を
か
ぶ
っ
て

火
傷
し
た
り
、
火
事
を
起
こ
し
た
と
い
う
思
わ
ぬ
事
故
も
あ
っ
た
。

電
灯
が
こ
の
村
に
つ
い
た
の
は
大
正
の
初
め
で
あ
っ
た
が
、
ラ
ン
プ
は
そ
の
後

毛
併
用
さ
れ
た
。
し
か
し
順
次
こ
れ
も
姿
を
消
し
て
灯
火
は
全
く
電
灯
に
よ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

倣
　
そ
の
他
の
火
具

十
　
能
　
た
き
落
と
し
の
お
き
を
こ
た
つ
に
運
ん
だ
り
す
る
と
き
無
く
て
は
な

ら
な
い
道
具
で
あ
っ
た
。

火
消
し
壹
　
陶
器
で
で
き
た
火
消
し
つ
ぼ
は
ひ
じ
ろ
の
隅
に
お
い
て
、
た
き
落

と
し
の
お
か
か
で
き
る
と
こ
ま
め
に
こ
れ
に
入
れ
て
消
し
炭
を
作
っ
た
。
簡
便
な

火
消
し
ぽ
か
ん
詰
の
か
ん
に
水
を
入
れ
て
お
い
て
そ
れ
で
消
し
炭
を
作
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
た
き
落
と
し
の
お
き
さ
え
も
こ
の
よ
う
に
し
て
ま
た
の
利
用
を
考
え
る

ほ
ど
昔
の
人
々
は
も
の
を
む
だ
に
し
な
か
っ
た
。

火
吹
き
竹
　
竹
二
節
く
ら
い
の
も
の
の
先
端
の
ふ
し
へ
小
さ
な
穴
を
あ
け
、
途

中
の
ふ
し
は
抜
い
た
三
〇
ｍ
ほ
ど
の
も
の
で
、
ひ
じ
ろ
の
傍
ら
に
お
き
、
た
き
始

め
火
勢
や
お
き
の
火
力
を
強
め
る
た
め
に
使
っ
た
。

わ
た
し
　
ひ
じ
ろ
で
お
き
を
下
に
か
き
寄
せ
て
、
餅
や
お
む
す
び
を
焼
く
に
用

い
、
ま
た
魚
や
き
に
用
い
た
。
火
の
ま
わ
り
に
置
く
よ
う
に
わ
ん
曲
し
た
の
や
長

方
形
の
も
の
が
あ
っ
た
。
餅
や
魚
の
わ
た
し
で
焼
い
た
も
の
の
味
は
、
今
の
電
気

や
ガ
ス
で
焼
い
た
も
の
よ
り
は
る
か
に
う
ま
か
っ
た
。
炭
火
で
焼
く
の
が
最
高
で

あ
っ
た
。

火
　
箸
　
鉄
の
輪
で
二
本
の
鉄
棒
を
連
結
し
た
も
の
を
ひ
じ
ろ
で
は
使
う
の
が

普
通
で
、
火
鉢
や
こ
た
つ
で
使
う
も
の
に
は
輪
が
な
い
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。

六
　

暖
　
　
　

房

た
き
火
　

ひ
じ

ろ
で

ご
み
（
松
葉
）
や

べ
い
た
、

ぼ
や
な
ど
を
た
い
て
暖

を

と
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図3 －20　 長　火　 鉢

長方形 の箱火鉢。

ひきだし ，猫板 ，銅壷な どが付属し，茶の開申 居間におい

た。

り
な
が
ら

Ｉ
家
団
ら
ん
す

る
の
が
普
通
の
姿
で
あ

っ

た
。
人
寄
り
の
と
き
や
来

客
の
と
き
は
割
り
木
を
た

い
た
。

こ
　
　たっ
　
　ベ
　ヘ

俎
　

燧
　

い
ま
（
台
所
）

の
一
隅
に
こ
し
ら
え
て
あ

る
こ
た
つ
は
ふ
だ
ん
使
い

で
、
た
き
落
と
し
の
お
き

を
十
能
で
運

ん

で

い

れ

た
。
掘
り
こ
た
つ
は
床
上

面
か
ら
石
を
積
み
、
粘
土

で
固
め
て
作
っ
た
。
ま
た
、
陶
器
の
も
の
や
鉄
製
の
も
の
を
床
板
を
切
っ
て
は
め

こ
ん
で
作
っ
た
。
置
き
こ
た
つ
も
使
っ
た
が
掘
り
こ
た
つ
は
足
が
楽
に
お
け
る
の

で
こ
の
方
が
喜
ば
れ
た
。
「
来
年
は
し
ょ
う
べ
ん
臭
き
こ
た
つ
か
な
」
と
言
わ
れ

た
よ
う
に
、
嫁
を
も
ら
っ
た
翌
年
は
赤
ん
ぼ
う
の
お
む
つ
を
乾
か
す
の
に
も
使
わ

れ
た
。
戦
後
は
豆
た
ん
こ
た
つ
や
電
気
こ
た
つ
が
普
及
し
た
り
、
ひ
じ
ろ
が
な
く

な
っ
た
り
し
た
た
め
炭
火
を
使
う
こ
た
つ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
わ
ず
か
に
山

近
く
で
、
木
炭
や
ぼ
や
炭
の
手
に
入
り
易
い
地
に
残
っ
て
い
る
。

火
　
鉢
　
人
寄
り
の
と
き
、
客
席
へ
は
そ
の
め
い
め
い
か
、
二
、
三
人
に
一
つ

の
手
あ
ぶ
り
火
鉢
が
出
さ
れ
た
。
大
き
い
火
鉢
に
は
五
徳
を
据
え
て

鉄
瓶
を
掛

け
、
湯
を
た
ぎ
ら
せ
て
客
の
接
待
に
使
う
こ
と
屯
あ
っ
た
。
長
火
鉢
は
長
方
形
の

箱
火
鉢
で
隠
居
部
屋
な
ど
に
置
か
れ
て
暖
を
と
る
と
同
時
に
常
時
湯
が
沸
い
て
い

る
よ
う
に
使
わ
れ
た
。
こ
れ
も
生
活
様
式
の
変
化
に
つ
れ
て
戦
後
は
ほ
と
ん
ど
姿

を
消
し
た
。

ス
ト

ー
ブ
　
学
校
、
官
庁
、
会
社
等
へ
は
大
正

の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
ス
ト
≒

フ

が

ぱ
い

っ
て
、

薪
が
使

わ
れ
ま
た
石
炭
も
使
わ
れ
た
。
一

般
の
民
家
に
は
戦
後

に

な

っ
て
石
油

ス
ト
≒

フ
や

ガ
ス
ス
ト
ト

フ
、
電
気
ス
ト
ト

フ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
暖
房
も
大
き
く
変
お

っ
た
。

七
　

煙
　
出
　

し

室
内
の
煙
泉
戸
外
に
み
ち
び
く
方
法
と
し
て
は
、
屋
根
に
穴
を
あ
け
て
お
く
こ

と
が
、
古
来
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
を
煙
出
し
と
い
っ
た
。
板
屋
根
や
萱
葺
き
の
屋

根
に
は
特
に
煙
出
し
が
な
く
、
す
き
宜
か
ら
自
然
に
も
れ
る
の
に
ま
か
せ
た
家
が

ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
土
間
に
あ
っ
た
風
呂
場
や
か
ま
ど
の
上
は
す
ど
う
し
て
あ
っ

た
の
で
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
天
井
の
あ
る
居
間
で
も
い
ろ
り
の
上
だ
け
は
四
角

に
大
き
な
穴
が
あ
げ
て
あ
っ
た
。
煙
は
さ
ま
ざ
ま
な
害
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
っ

た
が
、
屋
根
の
材
木
や
縄
な
ど
を
す
す
け
さ
せ
て
丈
夫
に
す
る
と
い
う
効
用
が
あ

っ
た
の
で
、
あ
る
程
度
屋
根
下
に
こ
も
ら
せ
る
必
要
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
煙
は
外
へ
だ
し
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ろ
り
の
上

に
「
じ
ょ
う
ご
」
を
さ
か
さ
に
し
た
よ
う
な
お
お
い
を
し
て
、
煙
を
集
め
る
工
夫

や
、
屋
根
に
煙
出
し
を
設
け
て
煙
を
外
に
だ
す
工
夫
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
煙

出
し
は
、
煙
は
外
に
出
て
い
く
が
雨
今
風
は
吹
き
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う

む
ず
か
し
さ
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
か
、
屋
根
の
上
に
煙
突
が
つ
き
だ
さ
れ
た
の
は
、
ず
っ
と
後
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
末
期
に
来
た
外
国
人
が
、
日
本
の
屋
根
に
煙
突
の

な
卜
こ
と
を
ふ
し
ぎ
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
と
く

に
お
く

れ

た
。
煙
突
か
ら
雨
の
入
る
こ
と
は
簡
単
に
防
げ
た
が
、
逆
風
の
入
る
の
を
防
ぐ
こ

と
は
む
ず
か
し
く
ど
こ
で
も
こ
の
逆
風
に
な
や
ま
さ
れ
た
。

学
校
に
ス
ト
≒
フ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
煙
突
が
目
立
っ
て
使
わ
れ
る

6 加
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よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
家
庭
で
は
風
呂
場
に
煙
突
が
ま
ず
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
た

っ
た
。
そ
れ
か
ら
室
内
の
暖
房
用
に
も
煙
突
が
つ
け
ら
れ
始
め
た
。
煙
突
は
た
び

た
び
掃
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
煙
突
が
つ
ま
っ
て
過
熱
す
る
と
火
災
の
原
因

に
な
り
、
学
校
の
給
食
室
は
よ
く
そ
ん
な
火
災
を
お
こ
し
た
。

一
般
の
家
庭
で
は
い
ろ
り
が
な
く
な
り
、
薪
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
く
な
り
、
ガ

ス
や
電
気
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
、
目
に
見
え
る
煙
は
少
な
く
な
っ
た
。
し

か

し
、
一
酸
化
炭
素
の
中
毒
等
が
騒
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
や
は
り
煙
の
害
は
な

く
な
っ
て
い
な
い
。
学
校
や
工
場
等
の
暖
房
も
進
歩
し
て
、
薪
や
石
炭
を
ほ
と
ん

ど
使
わ
な
く
な
り
、
石
油
や
ガ
ス
の
時
代
と
な
っ
た
。
と
く
に
煙
突
を
必
要
と
し

な
い
か
の
よ
う
な
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
が
、
一
方
で
一
酸
化
炭
素
等
の
目
に
見
え
な

い
害
毒
が
、
人
々
の
注
目
を
あ
び
て
卜
る
。

62Z



第4 章　生 産 生 業

第
四
章
　
生

産

生

業

一

耕

地

い｝い
　
水
　
　
　

田

西
天

開

田
以

前

の

本

村

の

水

田

は
、

中

段

地
区

の

家
添

え

と

、
天

竜
川

に

接

し

た

地

、

大

泉

川

両

岸

、
小

沢
川

北

岸

及

び

大

泉

の
上

手

田

等

に

開

か

れ

た

乾

田

（
俗
に
さ
ら
み
）
と

、

飯

田

線

の
両

側

に

作

ら

れ

た
沼

田
（
俗

に
ひ
ど
ろ
、
あ
ち
ら
）
で

あ

る

。

こ

れ

ら

水

田

の

う

ち
大

泉

の
上

手

田

は
大

泉
所

か

ら
引

水

し

た

い

わ

ゆ

る
五

箇

の

水

を
用

い
、

塩

ノ

井
、

北

殿

、

南

殿

、

田

畑

、

神
子

柴

の
沖

積

地

は
天

竜

川

の

暖

い

水

を
用

い
、

中

段

地
区

の

段
丘

の

裾

に
開

か

れ

穴

水
田

は

ほ

と

ん

ど
湧

水

に

よ

る

冷

た

い

水

を
利

用

し

て

き

た

。

⇔
　

畑
　
　
　

地

畑

地

は
各

区

共

家

添

え

に
若

干

あ

っ

た

。
こ

れ

は
地

味

も

よ
く

、

長

年

の

努
力

に

よ

っ
て

熟

畑

と

た

っ
て

お

り
、

昔

の
人

は
こ

れ

を
邑

畑

と

か
里

畑

と

よ

ん
で

い

た

。
し

か
し

、

大

部

分

の
畑

は
、

今

の
西

天

竜

水

田

区

域

で

こ

れ

を
原

畑

と

呼

ん

で

い

た

。
こ

の
原

畑

は
大

部

分

が

火

山

灰

質

土

壌

で

あ

っ
て

、

昔

の
人

は
こ

れ

を

黒

ぼ

い
軽

土

と

称

し

て

生

産

力

の
低

い
畑

と

考

え

て

卜

た

。
事

実

、

開

墾

し

た
ば

か
り

の
と

こ

ろ

は
酸

性

が

強

く

て

生

産

が

上

ら

ず

、

熟

畑

に
な

る

に

は
長

い

年

月

を

要

し

た

。

本

村

は
全

体

か

ら

み

る

と

水

田

が

少

な

か

っ
た

た

め
、

農

業

は
こ

の

畑

地

に

依

存

す

る
度

合

い

が

多

か

っ
た

。

明

治

か
ら

大

正

時

代

養

蚕

が

盛

ん

に
な

る

に

つ

れ

て
桑
園
が
し
だ
い
に
増
え
、
全
盛
期
に
は
畑

地
の
半

ば
以
上

に
も
及

ん
だ
。
そ

れ

が
、
昭
和
の
初
め
の
養
蚕
業
の
不

振
と
、
西
天
竜

の
開
田

に
よ
っ
て

全
く
様
相
が

一

変
し
た
。
西
天

竜
の
開
田

に
よ
っ
て
畑

地
は
激
減
し

た
が
、
戦
時
中

か
ら
戦
後

の
食
糧
不
足

の
時
代

に
、
南
原
、
大

芝
、
北
原

な
ど
の
開
拓

が
行

わ
れ
て
、
再

び

畑

地
が
増
加

し
た
。

田

冲
畑

の
面

積
は
、
坪
、

畝
、
反
、
町

な
ど
普
通

の
表
し
方
で
い
か
れ

た
が
、

田

の
場
合
「
何
俵
取
」
と

か
「
一
俵

な
し
」
と

か
言
言
う
場
合
が
多

か
っ
た

。
一

俵
取

と
は
籾
で
一
俵
（
五
斗
）
の
収
穫
が
で
き

る
広
さ
で
、
約
一
畝
二

ａ
）
で
あ

っ

た
。
田
の
肥
え
て
い
る
か
や
せ
て

い
る
か
に
よ
っ
て

広
さ
に
多
少

の
差
が
あ

っ
た
。

畑

の
場
合

は
、
何
人
踏
と
い

わ
れ

る
と
き
も
あ

っ
た

。
ひ
と
ら
ぶ
み

二

人
踏
）
と

い
え
ば
原

の
畑

を
一
日

に
耕
せ

る
広
さ
で
、
約
七
畝
（
七
ａ
）
の
広
さ
を
い

っ
た
。

こ

れ
も

ま
た
肥
え
て
い

る
か
や
せ
て
い

る
か
に
よ

っ
て
収
穫
量
に
か
な
り
の
差
が

あ
り
、
ひ
と

ら
ぶ
み
で
粟
や
大
豆
が
何
俵
と
れ
た
と
い

っ
て
も
実
際
の
面

積
で
は

約
七
畝

に
な

る
か
八
畝

に
な

る
か
の
違
い
が
あ

っ
た

。

二
　

米
　

作
　

り

〔［
　

播
　
種
‘
期

春
が
き
て
日
増
し
に
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
高
山
の
雪
が
し
だ
い
に
消
え
山
肌

に
い
ろ
い
ろ
な
雪
形
が
現
れ
る
。
西
山
の
将
棋
頭
に
稗
蒔
爺
な
ど
と
呼
ば
れ
る
雪

形
が
あ
ら
わ
れ
る
と
、
そ
の
こ
ろ
を
目
安
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
種
ま
き
が
始
ま
っ

た
。
ま
た
、
花
の
開
花
の
状
況
に
よ
っ
て
種
ま
き
の
目
安
を
つ
け
る
習
わ
し
も
あ
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る
。
桜

の
花
盛
り

の
こ
ろ
は
苗
代

に
籾
ま
き
を
す
る
に
良
い
と
い
わ
れ
た
し
、

カ

ッ

Ｊ
ウ
が
鳴
く
と
豆
ま
き

の
時
が
き
た
な
ど
と
い

わ
れ
た

。
ま
た
、
八
十
八
夜
は

畑
作
物

の
播
種
期

の
大
切
な
目
安
と
な

っ
て
い

る
が
、
稲

の
播
種
期
は
昔
は
田
植

の
時
期

を
ま
ず
定

め
そ

れ
よ
り
苗
代
期
間

を
逆

算
し
て
決
定
し
て

い
た
。

江

戸
時
代

の
田

植
は
旧
暦
五
月

の
中
（
芒
種
で
太
陽
暦
の
六
月
五
日
ご
ろ
）
か
ら

Ｉ

〇
日

ぐ
ら
い
の
間

に
定

め
ら
れ
そ

れ
よ
り
苗
代
期
間
五
〇
～
五
二
日

を
逆
よ

っ
て

行

わ
れ
る
こ
と
が
一

般
の
考
え

方
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

苗
代

の
播
種
期
は

だ
い
た
い
四
月
二
二

圭

二
〇

日
ご
ろ
に
な
る
。
こ
れ
は
現

在
の
稲
の
播
種
期
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

昭
和
も
朧
後
に
な

っ
て
、
保
温
折
衷
苗
代
が
普
及
し
、
ビ
ュ

ー
ル
（

ウ
ス
等
で

苗
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
、
健
苗
育
成
が
可
能
に
な
り
、
田
植
の
時
期
が
早
ま

っ

た
が
、
育
苗
期
聞
か
短
縮
さ
れ
て
い

る
の
で
播
種
の
時
期
は
昔
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
。⇔

　

耕
　
　
　

起

図 ４－ １　畜力用の型

牛馬にひかせて草先で地中を 切り進み，へらで土塊を

反転した。（水田）両用梨である。

昔

は
足
で
踏

ん
で
起
す
踏
鋤
で

田
畑

を
起
こ
し

た
と

い
う
が
、

だ

ん
だ
ん
土
質
や
用

途
に
応
じ
て
使

う
に
便
利

で
能
率
の
上

る
も
の
が

で
き
て
き
た
。

田
平
畑
の
荒
起
し
に
は
万

能
鍬

（
ま
ん
の
う
ぐ
わ
）
が
で
き
た
。
三

本
の
刃

で
柄
を
腰

高
に
入
れ
た
も

の
で
踏
鋤
よ
り
疲
れ
も
少
な
く
能

率
が
上
が

っ
た
。

明
治

か
ら
大
正

に
か
け
て
馬
や

牛

に
引
か
せ
て
耕
起
す
る
の
に
馬

耕
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
馬

耕
を
使
い

始

め
た
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
て
い
た
人
び
と
が
、
「

あ
ん
な
起
し
方

を
す
る
と
水
持

ち
が
悪
く
な
り
は
し
た
い
か
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
改
良
さ

れ
て
女
子

に
も
使
え

る
よ
う

に
な
り
、
し
だ
い
に
普
及
し
た
。

戦

後
三
〇
年

ご
ろ
か
ら

は
耕
耘
機
が
出
て
耕
起
の
能
率
が
上
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
っ
て
耕
起
、
砕
土
ま
で
一
挙

に
行
う
よ
う

に
た

っ
た
。

句
　

苗
　
　
　

代

苗
代
し
め
　

桜
の
花
の
咲
く
こ
ろ
、
四
月

中
旬
ご
ろ
か
ら
八
十

八
夜

ご
ろ
ま
で

に
籾
ま
き
が
で
き
る
よ
う
に
苗
代

づ
く
り
を
し
た
。
あ

ら
か
じ

め
耕
起
し

た
田

に

水
を
張
り
、
馬
で
踏
ま
せ
塊
を
砕
き
軟
ら
か
に
す
る
。
そ

の
後
へ
化
学
肥

料
の
な

か
っ
た
時
代
は
肥
料

に
人
糞
尿
、
青
灰

な
ど
を
施
し
、
再
び
馬

で
踏
ま
せ
丹
念
に

こ

ぎ
り

を
し
て
八
人
前
（
土
を
押
し
て
平
ら
に
す
る
用
具
）
で
田
面

を
平

ら
に
す
る
。

こ

れ
を
苗
間
締

め
と

い
っ
た
。
そ
う
し
て

よ
う
や
く
種
ま
き
が
で
き

る

の

で

あ

水苗代籾種鎮圧器図4 －2

る
。
水
口
に
水
を
温
め
る
た

め
の
ぬ
る
み
を
設
け
て
苗
代

に
じ
か
に
冷
た
い
水
が
か
か

ら
な
い
工
夫
を
し
た
。

籾
ま
き
　
昔
は
田
一
面
に

種
を
ま
い
た
が
、
後
に
は
四

尺
幅
に
、
歩
く
と
こ
ろ
一
尺

幅
の
踏
切
り
を
設
け
て
ま
き

鎮
圧
機
な
ど
で
土
中
に
し
っ

か
り
ま
き
つ
け
た
。
こ
れ
を

短
冊
形
と
い

っ
た
。
稗

抜

き
、
草
取
り
、
施
肥
、
苗
取

62ﾘ
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り
、
病
虫
害
の
駆
除
な
ど
の
作
業
の
し
や
す
い
よ
う
に
改
良
さ
れ
た
。
戦
後
は
そ

れ
が
揚
げ
床
苗
代
に
な
り
さ
ら
に
改
良
さ
れ
て
保
温

折
衷
苗
代
と
な
り
、
最
近
は

ｍ
川
朧
朧
に
よ
っ
て
田

植
え

を
す
る
時
代

に
な
っ
た
の
で
、

箱
ま
き
に
な
っ
た
。
ビ

ュ
ー
ル
（

ウ
ス
内

の
箱
に
ま
き
つ
け
発
芽

さ
せ

た
あ
と

ビ
ュ
ー
ル
（

ウ
ス
内
で
さ

ら
に
育
て

る
方
法
や
、
種
を
ま
い

た
箱
を
苗
代
の

ビ
ュ
ー
ル
ト

ン
ネ
ル
内
で
育
て

る
方
法
な
ど
多
様
の
ま
き
方
、
育
苗
の
仕
方
が
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
陸

苗
代
と
い
っ
て
陸
田
に
短
冊
形

の
床
を
作
っ
て
ま
き
つ
け
、
苗
取

り
の
と
き
水
を

張

っ
て

と
る
方
法

も
あ
っ
た
。

も
み

ま
き
の
と
き
、
腰

に
柳
の
枝

を
三
本
背
負

っ
て

し
て
、

ま
き

な
が

ら
適
当

の
と
こ
ろ
三

か
所
へ
さ
し
た

。
こ
れ
は
柳
の
よ
う

に
朧
が
張
り
、
丈
夫

に
す
く
す

く
育
つ
よ
う
に
と
い
う
縁
起
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

匈
　
畔
　
塗
　
り

ま
ず
畔
の
皮
む
き
を
す
る
。
草
か
き
じ
ょ
れ
ん
で
三
な
い
し
六
ｍ
ほ
ど
表
土
を

け
ず
り
落
と
す
。
次
に
内
側
を
畔
叩
き
槌
で
し
っ
か
り
叩
き
固
め
る
。
こ
れ

は

鼠
・
も
ぐ
ら
・
み
み
ず
・
お
け
ら
な
ど
の
穴
を
つ
ぶ
し
て
水
洩
れ
を
防
ぐ
た
め
で

あ
る
。
続
い
て
畔
元
の
土
を
万
能
鍬
な
ど
で
細
か
に
砕
き
、
そ
れ
を
片
寄
せ
て
水

の
通
路
を
作
り
水
を
入
れ
る
。
適
当
な
所
で
水
を
せ
き
止
め
て
、
そ
こ
ま
で
千
早

く
先
に
砕
い
た
土
を
掻
き
入
れ
、
三
本
鍬
か
万
能
鍬
で
掻
き
ま
ぜ
て
練
る
。
水
が

多
く
て
も
少
な
す
ぎ
て
も
う
ま
く
練
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
左
官
屋
さ
ん
が
壁
土

を
練
る
調
子
に
よ
く
似
て
い
る
。
練
り
あ
が
っ
た
と
見
た
ら
鍬
で
土
を
す
く
卜
あ

げ
畔
に
押
し
つ
け
る
。
続
い
て
手
小
鍬
で
で
こ
ぼ
こ
を
直
し
な
が
ら
押
え
、
乾
き

具
合
を
見
て
平
鍬
で
叩
き
つ
け
、
そ
の
あ
と
じ
ょ
れ
ん
畔
塗
り
用
鍬
を
水
に
濡
ら

し
な
が
ら
表
面
を
な
で
て
仕
上
げ
る
の
で
あ
る
。

塗
り
上
げ
た
畔
に
陽
光
が
映
え
、
鏡
の
よ
う
な
美
し
さ
を
醸
し
出
す
状
景
は
百

姓
と
し
て
た
と
え
よ
う
も
な
い
満
足
感
を
覚
え
た
も
の
で
あ
る
。
土
と
百
姓
が
Ｉ

体
と
な
っ
て
演
出
さ
れ
た
長
の
芸
術
と
も
い
う
べ
き
か
。
形
が
不
整
形
で
あ
り
、

曲
り
く
ね
っ
た
畔
に
も
そ
れ
な
り
の
曲
線
美
が
見
ら
れ
、
言
い
知
れ
ぬ
趣
か
お
る

も
の
だ
っ
た
。
西
天
田
圃
の
よ
う
な
直
線
の
畔
を
立
派
に
仕
上
げ
た
の
を
「
拝
む

よ
う
な
す
か
っ
と
し
た
畔
だ
」
と
賞
嘆
さ
れ
た
。
下
手
な
畔
は
「
蛇
が
蛙
を
飲
ん

だ
よ
う
な
畔
だ
」
と
い
っ
て
嘲
笑
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

百
姓
は
こ
の
畔
を
無
駄
に
し
な
か
っ
た
。
畔
豆
と
い
っ
て
畔
に
筰
を
突
き
さ
し

て
穴
を
あ
け
二
粒
ぐ
ら
い
ず
つ
大
豆
を
播
い
た
り
、
大
豆
の
苗
を
植
え
た
。
や
が

て
折
を
見
て
一
株
ご
と
に
ひ
と
つ
ま
み
の
燐
酸
を
根
毛
と
に
施
し
、
そ
の
上
に
田

の
泥
を
一
つ
か
み
ず
つ
置
く
ほ
ど
の
心
掛
け
の
よ
い
家
も
あ
っ
た
。
秋
に
は
豊
か

な
実
り
が
得
ら
れ
た
。

沼
田
の
畔
塗
り
は
乾
田
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
人
手
に
よ
っ
て
一
株

毎
に
打
ち
起
こ
し
た
田
に
水
を
張
っ
て
起
こ
し
た
土
く
れ
を
軟
ら
か
め
た
あ
と
畔

塗
り
一
日
ぐ
ら
い
前
に
水
入
れ
を
止
め
る
。
そ
れ
か
ら
乾
田
と
同
じ
よ
う
に
皮
む

き
を
す
る
の
で
あ
る
。
沼
田
で
田
ご
と
に
段
差
が
あ
る
場
合
は
表
も
裏
も
全
部
塗

り
替
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
沼
田
の
「
丸
畔
」
と
い
っ
た
。
段
差
の
な
い
所
に

は
「
く
ご
草
」
と
い
っ
て
湿
地
に
繁
茂
す
る
特
有
の
草
か
お
り
、
こ
れ
が
草
畔
と

す
る
に
は
好
適
な
も
の
で
あ
る
。
ほ
ど
よ
く
軟
ら
か
に
な
っ
た
土
を
下
の
田
か
ら

万
能
鍬
で
持
ち
あ
げ
畔
の
天
ぱ
に
置
い
て
い
く
。
次
は
内
側
は
上
の
田
の
土
を
つ

か
っ
て
備
中
鍬
か
手
な
ど
に
よ
っ
て
均
す
。
外
側
は
下
の
田
の
土
を
つ
か
っ
て
つ

け
る
。
こ
０
場
合
所
有
者
が
違
っ
て
も
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
わ
し
に

な
っ
て
い
た
。
内
と
外
に
土
を
つ
け
終
わ
る
と
じ
ょ
れ
ん
で
な
で
つ
け
て
仕
上
げ

る
の
で
あ
る
。

昭
和
四
○
年
代
に
な
る
と
こ
う
し
た
労
力
を
省
く
た
め
、
ス
、
蛇
や
も
ぐ
ら
が

通
っ
て
畔
に
穴
を
あ
け
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
「
畦
畔
ブ
ロ
″
ク
」
を
設
置
し

て
お
く
か
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
「
畦
畔
シ
ー
ト
」
を
巻
く
か
し
て
畔
塗
り
を
し
な

G 釦
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図４－ ３　水田の荒ご なしに使われた畜力 用｢まんが｣

く
な
っ
た
。

國
　
代
ご
し
ら
え

荒
塊
掻
き
　
畔
塗
り
が
で
き
る
と
代
踏

み
に
な
る
。
昔
は
人
間
の
足
や
馬
の
足
で

土
塊
を
こ
ま
か
に
し
た
。
後
に
は
代
掻
馬

鍬
で
代
か
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
馬

や
牛
に
代
か
き
ま
ん
が
を
引
か
せ
、
そ
の

ま
ん
が
を
持
っ
た
尻
取
が
ま
ん
が
を
操
作

し
な
が
ら
後
に
し
た
が
う
。
別
に
六
尺
く

ら
い
の
棒
を
牛
馬
の
口
先
に
結
え
て
、
牛

馬
を
新
し
い
、
こ
な
れ
な
卜
所
へ
誘
導
し

て
行
く
役
目
の
鼻
取

が
い
た
。
は
な
ど
り

ぱ
牛
馬

の
歩
く
水
冲
泥

の
と
ば
っ
ち
り

で
び
し

ょ
び
し
ょ
に
濡
れ
る
の
で
、
み

の
、

か
さ
を
着
用

し
た
。
馬

の
足

が
早

い

と
し
ん
ど
り
は
苦
労
し
た
。

㈹
　

刈

敷

刈

り

金
て
買
う
肥
料
す
な
わ
ち
金
肥

を
用

い
る
以
前

は
田

の
肥
料

は
専

ら
刈
敷
や
草

や
堆
厩

肥
に
た
よ
っ
て

い
た
。
大
正

期
に
な
っ
て
、
豆
粕
、

魚
粉
や
化

学
肥
料
が

出
回
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

も
な
お
刈

敷
や
草

を
田
肥

の
主
な
肥
料
と
し
て
い

た
。

草
場
草
や
畑
畔

の
う
つ
ぎ
や
、
や

な
ぎ
・
山
桜

・
く

ぬ
ぎ
・
な
ら
な
ど
の
若
枝

を
刈

っ
て
刈

敷
に
し
た
り
ひ
ら
（
原
っ
ぱ
）
の
草

を
刈

っ
て
、
何
反
歩
分
、
不
足
分

が
ど
れ
く
ら
い
か
と
目
論
見

を
立
て
、
足

り
な
い
分

は
権
兵
衛
峠
下

の
北
沢
山
、

あ
る
い
は
大

泉
所

山
、

蔵
鹿
山

へ
行

っ
て
泊

り
か
け
て
刈

敷
を
刈

っ
た
。
入
会
山

は
山
の
口
が
明

く
（
六
月
四
日
ご
ろ
）
と
先

を
争

っ
て
山
へ

ぱ
し
っ
て
行

っ
た
。
雨

た
ば
　
　
　
　
　

ゝ
　
ゝ
　
ゝ

が

降

っ

て

も

刈

っ

た

。

雨

が

降

る

と

刈

っ

た

刈

敷

の

把

の

間

へ

と

う

ゆ

（

油

紙

）
を

張

っ
て

寝
た
。
み
や

ま
し
し
人
（
働
き
の
た
っ
し
や
な
人
）
は
五
夜

さ
も
泊
り
こ

ん
で

刈

っ
た
。
ま
ね
ぐ
り
（
馬
を
ひ
い
て
荷
を
は
こ
ぶ
人
）
は
朝
暗

い
う
ち
に
家

を
出
て
行

き
山
に
着
く
と
す
ぐ

に
刈

敷
を
つ
け
て
来
て
、
も
う
一
度
行

っ
て
く

る
と
日
暮
れ

に
な
っ
た
。
そ

れ
で
、
一
日
二
駄
運

ぶ
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ

っ
た
。
刈
敷
山
の
山

の
口
は
た
い
が
い
の
年
芒
種
の
「
せ
つ
」（
六
月
五
日
こ
ろ
）
一
日
前
か
ら
お
い
た
。

田
植
え
は
遅
く
と
も
中
（
六
月
二
一
日
こ
ろ
）
夏
至
の
日
ま
で
に
済
ま
せ
る
の
が
い

い
と
さ
れ
て
い
た
の
で
こ
の
短
い
期
間
に
代
ふ
み
を
終
え
て
田

植
え

を
す
ま
せ
る

ま
で
は
「

猫
の
手
も
借
り
た
い
」
ほ
ど
の
忙
し
さ
で
あ
り
、
と
し
よ
り
、
子

供
心

手
伝
う
一
家
総
出
の
重
労
働
の
日
が
続
い
た
。
刈

敷
刈

り
は
こ
の
よ
う
な
苦
労
が

あ
っ
た
の
で
里
近
く
、
手
近
か
な
所

の
草
場
草
刈

り
が
重
宝
で
あ
っ
た
。

㈲
　

草
場
草
刈
り

村
の
段
丘
の
裾
の
斜
面
一

帯
に
は
冬
に
な
っ
て

も
青
々
と
草
が
茂

っ
て

い
た
。

湧
水
を
利
用

し
て
冬
草
を
育
て

た
し
か
ゆ
る
草
場
草
で

あ
る
。
ま
た
、
大

泉
の
村

下

に
も
冬
草
の
茂

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
上
井
下
井

の
用

水
は
冬
に
な
る
と
ｍ

に

使
わ
な
い
の
で

村
中

を
通
っ
て
村
下

ま
で
流

れ
た
。
そ

の
川
尻

に
冬
草

を
育
て

た

の
で
あ
る
。
大
泉
川

の
両

岸
に
も
あ
っ
た
。

先

に
述
べ
た
よ
う
に
刈

敷
刈

り
は
た
い
へ
ん
な
仕

事
で
あ

っ
た
の
で
、
近
く

に

よ
い
草
場
が
あ
れ
ば
大

い
に
便
利

な
だ
め
冬

草
を
育
て

た
の
で
あ

る
。

本
村
の
段
丘

裾
や
沢

か
ら
の
湧

水
は
厳
寒
時
で
も
一
一
～
一
三
で
も
あ

る
。
凍

つ
た
雑
巾
で

も
「

ひ
と
し

き
ら
」
入

れ
て

お
げ
ば

た
ち
ま

ち
解
け
て
し
ま
う
ほ
ど

の
暖
か
さ
で
あ
る
。
こ
の
水
を
か
げ
て
お
け
ば
冬
で
も
草
琳
よ
く
伸
び
る
。
ム
ギ

ク
サ
と
呼
ば
れ
る
麦
に
似
た
穂
の
出
る
草
が
育
ち
も
よ
く
刈
る
に
も
よ
く
、
田
平

畑
の
肥
料
に
も
っ
て
こ
い
の
も
の
で
あ
る
。

秋
九
月
中
旬
ま
で
に
夏
草
を
刈
り
取
り
、
そ
の
後
へ
水
を
か
け
た
。
沢
か
ら
水

路
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
い
く
つ
も
の
支
水
路
を
作
っ
て
斜
面
一
帯
へ
水
の
か
か
り

よ
い
よ
う
に
し
た
。
翌
春
五
月
刈
り
と
る
ま
で
水
掛
け
に
精
出
し
た
。
「
塩
ノ
井

銘j
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の
水
掛
け
」
、

と
作
間

稼
ぎ
の
こ
と

會
言
っ
た
こ
と
ば
が
あ

る
。

そ

れ
ほ
ど
冬

の

水
か
け
は
稼
ぎ
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
こ

の
水
掛

げ
に
は
格
別

の
統
制
が
な

い
の

で
井

の
口
を
は
ず
さ
れ
た
り
、
上
流

の
方
で
水

を
掛
け

た
り
し
て
、
他

の
草
場
へ

水
を
取

ら
れ
て

し
ま
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
苦
心
し

た
も

の
で
あ

る
。
「
水
掛
け

に
行

っ
て
こ

い
よ
う
」
と

寝
て

い
る
う
ち
に
起
こ

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
と
、
現
在

（
昭
和
五
七
年
）
七
〇

歳
く
ら
い
の
老
人

は
小

学
生

の
こ

ろ
厳
寒
時

の
つ
ら

か
っ
た

水
掛
け
の
思
い
出

を
語

る
。
流

路
に
落
葉
や
屑
が

か
ら
か
と
水
掛

か
り
が
悪
く
な

る
の
で

手
入
れ
も
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
長
靴

の
な
か
っ
た
時
代

の
こ
と
で
、

素
足

に
わ
ら
じ

ば
き
で
や

る
仕
事

は
、

い
く

ら
暖

か
い
水
と

は
い
え
た
い
へ

ん
な

仕

事
で
あ

っ
た
。
水
が
暖

か
い
の
で
芹

摘
み
が
来
て
踏
み
荒
す
こ
と
か
お
り
、
そ

れ
を
追
い
出
す

の
も
一

苦
労
で
あ

っ
た
。
時

に
は
水
掛
け

の
争
い
も
起
き
た
。

こ

の
草
場
一
反
歩

の
草
を
水
田
五
反
歩

の
肥
料

に
あ
て

だ
。
水
田
一
畝
ヘ

ー
駄

の
草

を
入

れ
る
の
が
標
準
で
あ

っ
た

か
ら
、
一
反
歩

ヘ

ー
○
駄
分
い

る
こ
と
に
な

る
。
一
反
歩

の
草
場

か
ら
五
〇
駄

の
草
が
と
れ
て
、
五
反
歩
分
の
草
が
ま
か
な
え

る
わ
け
で
あ

る
。
よ
く
伸

び
た
草
場

の
草
は
非
常

に
刈
り
よ
く
て
、
薄
鎌
で
片
手

ま
わ
し
四
つ

か
み
で

Ｉ
よ
せ
、
三
つ

か
み
で
一
把
と
な

っ
た
。
一
駄
分
六
把
刈
る

の
に
二
〇
分

か
ら
二
五
分
で
刈
れ

る
の
で
、
山
の
刈
敷
刈
り

の
苦
労
や
時
間
に
く

ら
べ
る
と
問
題

に
な

ら
な
い

の
で
、
冬
草
場
は
大
切
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ

う
し

た
草
場
を
広
く
持

っ
て
い

る
人
は
、
冬
中
よ
く
水
掛
け
を

し

て

お

い

て
、
こ

の
草
場
を
希
望

の
人

に
年
貢
を
と

っ
て
刈
ら
せ
た
。
草
の
よ
く
伸
び
た
草

場

は
「
一
畝
一
俵
成

シ
」
と
い

っ
て
草
場
一
畝
の
広
さ
を
籾
一
俵
（
五
斗
入
）
の
年

貢
と
定

め
る
の
が
普
通
で
、
こ
れ
を
草
場
年
貢
と

卜
っ
た
。

草
場
一
畝

か
ら
刈
草
五
駄
が
と
れ
る
。
そ
れ
を
そ
の
秋
の
収
穫
の
籾
五
斗

の
約

束
で
刈

る
わ
け
で
、
草
一
駄
が
籾
一
斗
と
い
う
勘
定
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
「
草
場

に
凶
作
無
し
」
と
い
か
れ
、
た
と
え
そ
の
年
が
凶
作
で
あ

っ
て
も
草
場
年
貢

ぱ
負

け
な
い
な
ら
わ
し
で

あ
っ
た
。
前

に
述

べ
た
よ
う

に
以
前

は
田
の
広
さ
を
「
何
俵

取
」

と
い
い
表
わ
す
の
が
普
通
で
あ

っ
た
。
稲
作

技
術
も
未
熟
で
肥
料
心
無
い
時

代

に
は
、
本
村
は
「
二
十
五
坪
一

俵
取
」

は
上
田
で
、
地
所
の
悪
い
所

は
「
四
十

坪
一

俵
取
」

ほ
ど
で
沼
田

な
ど
は
特

に
収
穫
量

は
少

な
か
っ
た
。
基
準
は
「
一
畝

一
俵
取

―

三
十

坪
で

籾
一

俵
（
五
斗
）
」
で
あ

っ
た
。
こ

れ
で

考
え

る
と
、
一
畝

一
俵
の
草
場
年
貢

は
、
水
田
五

畝
歩

の
肥
料

の
た
め
に
一
畝
歩

の
収
穫
で
あ

る
籾

一
俵
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
わ
げ
で

あ
る
。

昔
、
籾
の
摺
歩
は
「
三

俵
一
駄
」
と

い
わ
れ
た
。
そ

れ
は
籾
三
俵

二

石
五
斗
）

で
一

駄
（
八
斗
）
の
玄
米
に
な
る
の
が

普
通

だ
っ
た
。
籾
一
升
が
玄
米
五
合
三
勺

に

な
る
勘
定
で

あ
る
が
、
地

主
側

は
「
五
合
五
勺
の
摺
歩
」
を
要
求
す

る
の
が
普
通

で

あ
っ
た
。
水
田

の
年
貢

は
十
俵
取
り
で
五
俵
が
普
通
で
あ

っ
た
か
ら
水
田
一
反

歩
で
籾
五
俵
で
あ

る
。
そ
れ

に
対
し
て
草
場
一
反
歩
に
つ
き
籾
十
俵
の
年
貢
は
水

田
年
貢

の
二
倍

に
当

る
。
然
も
こ

ん
な
草
場
に
な

っ
て
い
る
所
は
、
土
地
台
帳
で

は
原
野
で
あ

る
か
ら
地
価
な
ど
水
田
と
比
較

に
な
ら
な
い
。
草
場
を
持
つ
地
主
が

厳
寒
時

に
水
掛

に
熱
中
し
、
時

に
は
水
論
を
起
こ
す
ほ
ど
で
あ

っ
た
こ
と
も
こ
う

い
う
有
利
な
点
が
あ

っ
た

か
ら
で
あ

る
。
か
て
て
加
え
て
、
こ
の
草
場
は
冬
草
を

刈
り
取

っ
た
後

は
掛
水
を
止

め
て
し
ま
う
。
す

る
と
夏
草
の
か
や
な
ど
が
茂

る
。

こ

れ
が

ま
た
冬

か
ら
春

に
か
け
て
の
馬
の
飼
料

に
な

る
。
一
反
歩
の
干
草
は
二
匹

分

の
馬

糧
に
な
っ
た
。
草
場
が
貴
重
が
ら
れ

た
こ
と
は
無
理

が
ら

ぬ

こ

と

で

あ

る
。そ

の
の

ち
明
治
も
半
ば
ご
ろ

に
な

る
と
紫
雲
英
（
れ
ん
げ
そ
う
）
が
裏
作
に
作
ら

れ
る
よ
う

に
な

っ
た

。
れ

ん
げ
草

は
じ

ょ
う
で

ん
草
（
上
田
草
）
と
い
わ
れ
た
よ
う

に
上
田
で
な
け

れ
ば

よ
く
で
き
な

か
っ
た

。
こ
の
普
及

に
よ

っ
て
高
い
草
場
年
貢

を
払

う
人

は
少

な
く
な
り
、

大
正
期

に
な

っ
て

金
肥
（
油
か
す
、
魚
か
す
、
化
学
肥

料
）
が
使

わ
れ
る
よ
う

に
な

る
と
草
場
年
貢
は
し
だ
い
に
な
く
な
っ
た
が
、

水
草
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は
畑

の

肥

料

に

も

な

り
、

桑

園

の

肥

料

と

も

な

り
牛

馬

の
飼

料

と

も

な

る

の
で

、

草

場

を

持

つ

お
で

え

さ

ま

は

い

つ

ま
で

も

水

草

場

を

持

っ
て

い

た

。

草

場

の

貸

借

に

も

田

と

同

じ

よ

う

な
証

文

を

と

り

か

わ

し

た

。

「
　

小

作
預
り
申
す
田
草

場
の
事

一
　
我

等
売
渡
し
申
し
候
名
所
口
口

と
申
す
田
な
ら
び
に
名
所
中
井

沢
と
申

す
草
場
都

合

弐
か
所
と
も
に
、
当

午
春
よ
り
小

作
預

か
り
、
年
季

の
う
ち
年
貢
・

諸
夫

銭
・
諸

役
等

我

等
方
に
て
相
済
ま
し
、
御
年
貢

上
納

に
さ
し
つ
か
え
こ
れ
無
き
様
仕

る
べ
く
候
。
万

一
遅
滞
仕
り
院
は
ば
、
年
季

の
内

に
て

も
右
借
所
御
引
取

り
、
本
紙

宣
言
の
通

り
、
御

心
優
に
な
さ
る
べ
く
候
。
其
の
小
作
の
為

、
預
り
証
文
但
て
件
の
如

し
。

宝
暦
十
二
年
午
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北

殿
村
　
預

り
主

弥
次
兵
衛
　

⑩

同
村
　
　

請
人忠

右
衛
門
　

⑩

田

畑勘
太
夫
殿

（
田
丸

屋
文

書
）

収
　

土

手

草

刈

り

・

あ

ぜ

草

刈

り

草

は

だ

い

じ

な

肥

料

と

な

る

と
同

時

に
、

茂

る

と

稲

や

、
畑

作

の

こ

さ
（

か
け
）

に

な

っ

た

か

ら

、

土

手

や

あ

ぜ

草
刈

り

も

軽
視

す

る

こ

と

の
で

き

な

い
仕

事
で

あ

っ

た

。

西
天

竜

の

田

に

つ

く

土

手

や

あ

ぜ

は

道

境
て

草
刈

り

を

す

る

が
古

く
田

と

田

の

開

に

川

と

道

が

通

っ

て

い

る

場

合

は

、
川

が

境

に

な

っ

て

い

る

の

が

水

の

乏

し

い

土

地

の

普

通

で

あ

っ

た

。

し

た

が

っ

て

そ

ば

を

道

が

通

っ

て

い

る

田

の

持

主

は

道

を

越

え

て

川

ま

で

の

草
刈

り

を

す

る

の

が

普

通
で

あ

っ

た

。

㈹
　

仕

上

げ

代
（
植
え
代
）

荒

代

が

で

き

る

と

一
面

に
刈

敷

や

草

を

広

げ

て

ふ

ま

せ
（

し
ろ
ふ
み
）
を

す

る

。

一

番

石

灰

と

い

っ

て

石

灰

を

一
反

歩

へ
二

俵

の

割

で

打

っ

た

。

も

し

一
番

石

灰

を

や

ら

な

い

場

合

は

、

田

植

か

ら

三

〇

日

く

ら

い

た

っ

て

、

土
用

に

な

っ

て

か

ら
二

図 ４－ ４　大足（田下駄）ﾒU敷の踏み込み、植代つくりに使

われた

番
石
灰

を
打

っ
た
。
乾
田

は
牛
馬

を
回
し
て

ふ
み
こ
み
、
沼
田

は
人

の
足
で

踏
み
こ

ん
だ
。
一
応

ふ
み

こ
ん
だ
後
で

は
大
足
（
図
４
１
４
）

と
い
っ
て
木

の
わ
く
形

に
で

き
た

大
下
駄

を
は
い
て
田

植
の
で

き
る

よ
う
に
ふ
み
こ
ん
だ
。

昭

和
初

め
こ
ろ
か
ら
田
車
を
使

う
よ
う
に
な
り
、
馬

に
引

か
せ
人

は
田
車
の
上

に
乗
っ
て
馬

を
追
い

あ
や
つ
る
の
ん
び
り
し
た
風
景

も

見

ら
れ
た
。
戦
後
は
耕
耘
機
が
使

わ
れ
さ
ら
に
ト
ラ
ク
タ
ー
が
仕
上
げ
代
ま
で
す
る
よ
う
に
た
っ
た
。

匈
　
田
　
　
　
植

仕
上
げ
代
も
で
き
、
苗
が
伸
び
る
と
田
植
が
始
ま
る
。
芒
種
の
節
三
日
に
苗
を

三
株
植
え
ろ
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
植
え
ぞ
め
に
三
株
植
え
て
お
け
ば
後
は
い
つ
植

え
て
も
良
い
と
い
わ
れ
た
。
苗
代
に
水
を
だ
び
だ
び
張
っ
て
苗
取
り
を
す
る
。
こ

ぎ
と
っ
た
苗
の
根
の
土
を
洗
い
落
し
、
適
度
に
切
っ
た
わ
ら
で
た
ば
れ
る
。
こ
の

わ
ら
を
か
え
で
か
ら
と
い
っ
た
。
苗
運
び
の
用
具
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
背
負

寵
、
背
負
び
く
、
か
ら
で
か
ご
形
に
編
ん
だ
つ
と
っ
こ
、
七
つ
こ
、
炭
俵

の
古

俵
、
と
き
に
は
こ
や
し
桶
な
ど
も
使
っ
た
。
遠
く
の
田
へ
は
馬
に
つ
け
て
運

ん

だ
。
こ
の
と
き
は
軽
寵
を
使
っ
た
。
も
っ
こ
に
天
び
ん
棒
、
繭
か
ご
に
棒
を
通
し

て
二
人
で
か
つ
ぐ
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
方
法
で
運
ん
だ
。
一
番
ら
く
だ
っ
た
の
は
、

運
送
に
つ
け
て
運
ぶ
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
道
の
よ
い
所
に
限
ら
れ
た
。

植
見
方
は
、
古
く
は
追
埓
と
い
っ
て
株
間
、
畝
間
を
目
見
当
で
植
え
た
。
一
人

6お
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言

二
畝
ず
つ
受
け
持

っ
て

植
え

た
。
追
い
つ
追

わ
れ
つ
し
て
植
え
て
い

る
う
ち
に

畝
が
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
に
曲
が
り
、
は
て
は
畝
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
っ

た
。
こ
れ
を
「
ひ
こ
う
」
が
で
き
た
と
い
い
、
こ
ん
な
と
き
は
狐
の
田
植
え
な
ど

と
い
っ
て
ひ
や
か
し
た
。

こ
の
追
ら
ち
植
え
は
特
に
ひ
こ
う
が
で
き
る
と
除
草
な
ど
に
不
便
な
の
で
、
繩

を
つ
っ
て
畝
を
そ
ろ
え
て
植
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
列
に
菅
笠
が
並
ん
で
植
え
進

む
風
景
は
農
村
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
。
「
面
白
い
ぞ
え
五
月
の
田
植
笠
を
並
べ
て

横
に
這
う
ご

さ
ら
に
木
で
作
っ
た
枠
を
定
規
に
し
て
植
え
た
り
、
筋
付
定
規
で

あ
ら
か
じ
め
筋
を
つ
け
て
お
い
て
植
え
る
よ
う
に
な
り
田
植
え
も
は
か
ど
り
、
整

然
と
植
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
は
運
ぶ
の
も
植
え
る
の
も
朧
械
力
に
た
よ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
田
植
え
に
は
女
性
は
新
し
い
も
の
を
身
に
つ
け
特
に
初
嫁
は
人

目
を
引
く
身
支
度
を
し
た
。

ｍ

植
え
は
農
家
に
と
っ
て
鏝
も
だ
い
じ
な
米
作
り
の
う
ち
で
わ
け
て
も
だ
い
じ

な
仕
事
で
あ
る
の
で
、
豊
作
を
願
っ
て
祝
う
と
と
も
に
日
の
長
い
時
期
の
重
労
働

図 ４－ ５　 田 植 定 規

上　 田植定 規　下　 田植条付用具

で
あ
る
の
で
食
べ
物
も
栄
養
の
あ
る
も
の
を
と
る
よ
う
心
が
け
た
。
日
常
生
活
で

は
め
っ
た
に
食
べ
な
い
身
欠
き
に
し
ん
や
乾
だ
ら
な
ど
の
魚
類
、
生
の
大
豆
を
粉

に
し
た
ま
め
ど
う
ふ
な
ど
を
野
菜
と
共
に
煮
つ
け
御
馳
走
を
作
っ
て
体
力
を
つ
け

た
。朝

飯
と
昼
食
の
中
間
に
お
こ
び
る
、
昼
食
と
夕
食
の
中
間
に
お
ち
ゃ
と
い
っ
て

き
な
こ
む
す
び
や
餅
を
食
べ
、
一
日
に
五
回
も
食
事
し
た
も
の
で
あ
る
。

田
植
え
は
、
苗
取
り
、
苗
運
び
、
水
の
管
理
な
ど
能
率
を
あ
げ
る
う
え
か
ら
も

い
っ
と
き
に
す
る
の
が
よ
い
の
で
、
近
所
、
親
類
、
知
己
な
ど
と
、
ゆ
い
に
し
て

大
勢
で
賑
や
か
に
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
大
勢
で
植
え
、
青
田
が
広
が
っ
て

い
く
の
は
な
ん
と
も
い
え
ず
楽
し
く
、
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
の
だ
っ
た
。
田
植
え
が

す
ん
で
か
ら
の
水
見
回
り
も
水
さ
え
あ
れ
ば
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
水
不
足
の

と
き
は
夜
も
ろ
く
に
寝
る
間
も
な
い
苦
労
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

湧
水
の
田
や
山
つ
き
で
冷
た
い
水
田
で
は
水
口
に
稲
の
代
り
に
稗
を
植
え

た

り
、
特
に
冷
水
に
強
い
種
類
の
い
ね
を
植
え
た
。

⇔
　
田
の
草
取
り

田
植
が
終
わ
っ
て
二
週
間
も
た
つ
と
田
の
草
取
り
を
す
る
。
そ
れ
を
一
番
草
と

い
っ
た
。
そ
の
と
き
欠
株
は
補
植
を
し
た
り
植
え
な
お
し
を
し
た
。
天
気
の
良
い

日
に
稲
株
の
根
本
へ
暖
か
み
を
入
れ
て
や
る
が
よ
い
と
い
わ
れ
た
。
二
番
草
は
土

用
中
の
暑
卜
ま
っ
盛
り
の
こ
ろ
で
、
汗
は
た
ら
た
ら
と
流
れ
る
、
背
は
暑
い
日
ざ

し
に
照
り
つ
け
ら
れ
る
随
分
つ
ら
い
作
業
だ
っ
た
。
背
中
み
の
を
着
た
り
、
よ
も

ぎ
を
背
に
か
か
る
よ
う
に
腰
に
さ
し
た
り
し
て
幾
分
な
り
と
暑
さ
を
し
の
ぐ
手
だ

て
を
し
た
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
稲
は
め
ざ
め
き
と
伸
び
、
分
け
つ
も
し
て
賑
や

か
に
な
る
。
三
番
草
は
出
穂
前
に
取
る
。
そ
の
こ
ろ
は
稲
毛
伸
び
て
稲
葉
で
頬
を

こ
す
っ
た
り
、
と
き
に
は
葉
先
で
目
を
つ
く
こ
と
も
あ
る
の
で
金
網
の
面
を
つ
け

た
り
し
た
。

6 討
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「
い
や
な
田
の
草
三
度
が
限
り
後
に

お
も
だ
か
生
え
よ
と
燈

よ
」

「
腰

の
痛
さ
よ
こ
の
田

の
長
さ
四
月

五
月

の
日

の
長

さ
」

「
背

に
青
葉
負
ひ
っ
つ
田

の
草
取

り
け
れ

ば
汗

は
し
と

ど
に
体

を
流

る
」

図４－ ６　 水田除 草機

左　 八反取　 右　 初期回転除 草

機

な
ど
う
た
わ
れ
、
田
の
草
取
り
は
な
か
な
か
の
重
労
働
で
あ
っ
た
。
稲
の
花
す

ず
を
し
ょ
っ
て
取
る
が
い
い
と
言
っ
て
四
番
草
ま
で
と
る
人
礼
い
た
。
大
正
期
に

は
い
る
と
八
反
取
や
回
転
除
草
萌
が
出
、
昭
和
に
な
る
と
さ
ら
に
改
良
さ
れ
た
除

草
鶴
が
出
て
や
や
楽
に
た
っ
た
。

最
近
は
幼
穂
形
成
期
以
後
は
田
ん
ぼ
に
入
ら
な
い
方
が
良
い
と
も
い
い
、
戦
後

に
は
除
草
剤
を
使
っ
た
り
し
て
、
こ
の
苦
し
い
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

⇔
　

収
　
　
　
穫

稲
刈
り
　
昔
は
八
月
下
旬
か
ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
が
稲
の
出
穂
盛
り
だ
っ
た

の
で
稲
刈
り
も
遅
く
、
お
お
か
た
霜
が
降
り
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
刈

り
始

め

た
。
乾
田
で
は
大
正
一
〇
年
こ
ろ
ま
で
「
か
っ
ぽ
し
」
と
い
っ
て
刈
っ
た
稲
を
そ

の
場
に
寝
か
せ
て
干
し
た
。
雨
が
降
っ
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
い
て
乾
い
た
ら

大
た
ば
に
た
ば
ね
て
、
六
把
ず
つ
馬
に
つ
げ
て
運
ん
だ
。
沼
田
は
田
が
軟

い
の

で
、
か
っ
ぽ
し
が
出
来
な
い
の
で
霜
に
何
回
も
打
た
せ
て
し
が
れ
る
の
を
待
っ
て

刈
り
揚
げ
に
し
て
、
す
ぐ
扱
い
た
。
沼
田
の
特
に
軟
ら
か
い
所
は
、
檜
や
さ
わ
ら

な
ど
の
枝
の
そ
だ
た
ば
に
刈
っ
た
稲
を
お
い
た
り
、
田
舟
に
お
い
た
り
し
て
刈

り
、
運
び
出
す
こ
と
も
し
た
。

大
正

期
に
な
る
と
刈

っ
た
稲
を
小

把
に
し
て

は
ぞ
（
稲
架
）
に
か
け

る
よ
う

に
な

り
、
稲
刈
り
の
時
季
も
早
ま
り
、
の
こ
ぎ
り
鎌
も
出
て
能

率
が
上

が
る
よ
う
に
た

っ
た
。

戦
後
は
稲
刈

機
が
出
、
さ
ら
に
バ
イ
ン
ダ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
が
出
て
稲
刈

り
か
ら
脱
穀
ま
で
様
梢
が
全
く
変

お
っ
た
。

稲
扱
き
　

ず
っ
と
昔
は
扱

箸
と
い

う
二
本

の
棒

に
挾

ん
で
こ
き
落
と
し
た
と
い

う
。
江
戸
時
代

に
な
る
と

稲
こ
き
ま

ん
が
（
千
歯
）
が
出
て
き
て
格
段
に
能
率
が
上

が

っ
た
。
千
歯
の
こ
と
を
「

後
家

だ
お
し
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、
こ
ば
し
　（
こ
き

ば
し
）
　
で
扱
く
の
匹

朧
わ
れ
て
い
た
女
旱
か
用

が
な
く
な
っ
た
た
め
で
、
そ

れ
ほ

ど
に
能
率
の
差
が
著

し
か
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
期

に
な
る
と
脱
穀
機
が
出
て
、
能

率
が
あ
が
り
、
昭

和
期

に
は
足
踏

に
代

わ
る
動
力
ま
で
つ
い
て
労
力
と
能
率

に
大

図 ４－ ７　鉄製千歯ごき（後家だおしといわれた）

図４－ ８　足 踏み回転脱穀機図４－ ９　 唐　　 箕

手前のとってで風を おこし，

その風力でしいなやからと実

とを吹き分けた。

銘5
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い
な

る
進
歩
を
み
た
。
戦
後
は
刈

り
取

り
、
脱
穀
、
袋
づ
め
が
同
時

に
行
え

る
コ

ン
バ
イ
ン
が
出
て
、
稲
か
り
、
は
ぜ
か
げ
か
ら
脱
穀

ま
で

の
過
程

は
著
し
い

進
歩

を
と
げ
作
業
の
近
代
化
が
進
ん
で
い
る
。

千
歯
や
、
脱
穀
機
で
こ
き
落
し
た
籾

は
笏
に
か
け
て
ふ

る
う
。
愉

に
残

っ
た
ほ

つ
る
は
日
に
乾
し
て
た
た
き
棒
で
打

っ
て
落
と

す
。
そ

れ
を
ま
た
諭

に
か
け

る
。

そ
の
籾
を
唐
箕

に
か
け
て
精
選

し
た
。

刈

り
あ
げ
た
稲
は
家

に
運

ん
で
、
庭
や
と

お
り
（
土
間
）
で
稲
こ
き
を
す
る
の
が

普

通
だ
っ
た
が
大
正
期

に
た
り
脱
穀
機
が
出
回

っ
た
こ

ろ
か
ら
、
野

ご
き
も
行
な

わ
れ
た
。
ね
こ
や

む
し

ろ
を
田

ん
ぼ
に
運

び
、
そ
こ
で
脱
穀
し
て
、
か
ま
す
に
詰

め
て
運

ん
だ
。
田

ん
ぼ
で
家
内
中
が
食
べ
る
昼
食
は
楽
し
か
っ
た
。
子
供
た
ち
は

ぼ
や
や
と

っ
こ
を
集

め
て
来
て
田
ん

ぼ
で
火
を
た
い
て
湯
を
湧
か
し
た
。
ま
た
そ

の
火
で
焼
い

た
さ
つ
ま
い
も
は
こ
の
上
も
な
く
う
ま
い
お
茶
が
し
で
あ
っ
た
。

夜
刈
り
も
し
た
。
提
灯
の
火
を
た
よ
り
に
、
あ
し
た
こ
く
稲
を
刈

っ
た
。
あ
っ

ち
こ

っ
ち
の
田

に
点

々
と
提
灯
の
あ
か
り
が
見
え
た
。
「
三

つ
星
つ
さ
ま
の
あ
が

る
ま
で
刈
ろ
う
ね
」
と
母

に
言
わ
れ
た
子
供
た
ち
は
東
の
空
に

オ
リ

オ
ン
の
あ
が

る
の
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
に
し
て
刈
り
、
こ
き
落
と
し
た
籾
は
乾
燥

が
不
十
分

な
の
で
庭
い
っ
ぱ

い

に
広
げ
た
ね
こ
に
ひ
ろ
げ
て
日
干

し
を
し
た
。
日
に
二

、
三

度
手
で

か
き
ま
あ

し
た
。
一
日
で
は
め
っ
た
に
干

し
あ
が
ら
な
い
の
で
そ

の
ま
ま
庭
に
ね
こ
で

包
ん

で
夜
を
越
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
秋
の
変

わ
り
易

い
天

気
は
、
思

い
亀

が
け

ず
夜
中

に
雨
と
な
る
と
き
も
あ
っ
た
。
そ

ん
な
と
き
は
家
中

が
と

び
起

き
て
軒
下

に
寄
せ

る
さ
わ
ぎ
も
一

秋
に
一
度
や
二

度
は
あ
っ
た
。

は
ぞ
か
け
に
し
た
も
の
は
ほ
と

ん
ど
乾

い
て
い

る
の
で
精
選
し

た
も
み

は
す
ぐ

に
貯
蔵
で
き
た
が
、
そ
う
し
な
い
の
は
よ
く
日
干
し

を
し
て
俵
や

か
ま
す
に
入

れ

た
。
土
蔵
の
あ
私
家

言
ぱ
。
土
蔵
の
中

に
あ

る
つ

ぶ
し
や
穀
箱
へ
ざ
ら

の
ま
ま
入

一
九
だ
。
つ
ぶ
し
や
穀

箱
に
た
ま
る
籾

の
高
さ
で
収
穫
量
の
お
よ
そ
の
見

当
が
つ
い

た
も
の
で
あ
る
。

稲
こ
き
が
終
わ
り
収
穫
作
業
が
一
段
落
し

た
こ
ろ
、
稲
あ
げ
（
こ
ば
し
あ
げ
）
と
い

図4 －10　わ ら に お（わらの保存）

う
行
事
が
あ

っ
た
。

収
穫
の
祝
い
と
労
を

ね
ぎ
ら
う
催
し
で
こ

の
こ
ば
し
と
い
う
言

葉

は
昔
の
こ
ば
し
に

よ

る
稲
こ
き
の
名
ご

り
で
あ
ろ
う
か
。

稲
か
ら
は
天

日
で

乾

か
し
、
わ
ら

に
ほ

図4 －11　籾脱俘用の挽き臼

（

わ
ら
に

お
）
に

し

て

保

存

し

、

か

ら

細

工

、

牛

馬

の

飼

料

、

厩

舎

の
踏

み

ぐ

さ

に
あ

る
い

は
屋

根

ふ

き

の
材

料

に
し

た
。

匈
　

臼
ひ
き
と
精
米

脱
俘
を
す
る
に
は
木

製
で
左
右

に
一

回
転
ず
つ
交
互
に
回
わ
す
摺

臼

と
、
一
定
の
方
向
に
回
転
す

る

挽

き
臼

と
が
あ
っ
た
。
摺
臼

は
二

人

が
呼
吸
を
合
わ
せ
て

交
互

に
回

転
さ
せ
た
。

「
臼

の
軽

さ
よ
相

手
の
よ
さ

6 錨
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図4 －12　千　石（万石）どうし

ごく初期のもの

よ
、
相
手
変
わ
る
な
あ
す
の
夜
も
」

と
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
に
呼
吸
の
合
う
こ
と
が
大
事
で
ま
た
、
疲
れ
る
仕
事
で

も

あ
っ
た
。
ま
た
、
ひ
き
臼

に
も
二
人

か
三
人

が
必
要
で

あ
っ
た
の
で
隣
近
所

が
互

に
ゆ
い
に
し
て
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
臼

か
ら
出
だ
の
を
唐
箕

に
か
け
て
籾
穀

を

除
き
、
さ
ら
に
、
千
石
ど
う
し
（
万
石
ど
う
し
と
も
い
っ
た
）
の
あ

ら
ど
う
し
で
玄
米

と
あ
ら
（
籾
）
と
分

け
、
さ
ら
に
小

米
や

砕
け
米
と
分

げ
て
精
製

す
る
。
こ

れ
を
斗

ま
す
で

ぱ
か
っ
て

俵
や
か
ま
す
に
入

れ
る
。
一
俵

は
四
斗
が
普
通
で
あ

る
。

玄
米
を
白
米
に
す
る
に
は
、
古
く

は
各
家

に
ば
っ
た
り
と

い
っ
て
石
臼

に
玄
米

を
入

れ
杵
で

つ
い
た
。
杵
は
五
、

六
寸

角
の
横
木
で
臼

に
入

る
と
こ

ろ
に
直
角

に

二
尺

く
ら
い
の
杵
が

つ
き
、
横
木

の
途
中
ほ

ど
良
い
所
へ
軸
が
つ
き
、
足
で
踏
む

か
あ
る
い
は
水
力
で
上

っ
た
り
下

っ
た
り
す

る
仕
掛
け

に
な

っ
て
い
る

。
こ
の
ば

っ
た
り
で
自
家
用

の
飯
米
く

ら
い
は
掲

い
た
も

の
だ
が
な
か
な
か
時
間
の
か
か
る

根
気
仕
事

だ
っ
た
の
で
だ

ん
だ

ん
水
車
屋
へ
持

っ
て
い
く
よ
う
に
な

っ
た
。

水
車
と

い
え
ば
、
本
村

に
は
沢
が
い
く
つ
も
あ

っ
て
、
水
が
豊
富
だ

っ
た
の
で

高
低
を
利
用
し
て
作
ら
れ

た
。
つ
い
最
近
ま
で
、
久
保
の
北
沢
、

南

沢
、

滝

の

沢
、

塩
ノ
井

の
栃

ケ
洞
、
下

の
沢
や
大
泉
川

、
半
沢
、
大
清
水
等
の
水
を
利
用

し

て
作
ら
れ
て
い
た
。
水
車
を
作
る
に
つ
い
て
は
そ
の
水
利
権
を
必
要
と
し
た
。

久
保
、
塩
ノ
井
の
水
車
屋
は
、
水
車
屋
の
無
い
村
へ
行
っ
て
、
米
、
粟
、
稗
な

ど
を
預
か
っ
て
来
て
賃
掲
き
を
し
た
り
、
付
設
の
臼
で
そ
ば
粉
、
き
な
粉
、
米
の

粉
な
ど
も
挽
い
た
り
し
て
賃
稼
ぎ
を
す
る
人
が
多
か
っ
た
。

明
治
二
六
年
、
水
車
会
連
盟
規
約
簿
に
よ
る
と
水
車
営
業
を
し
て
い
た
数
は
左

の
と
お
り
で
あ
る
。

久
保
北
割
九
、
久
保
南
割
四
、
北
殿
三
、
大
泉
一
、
南
殿
五
、
田
畑
二
、
神
子

柴
六
（
役
場
文
書
）

こ
の
水
車
屋
に
は
外
に
大
き
な
水
車
が
あ
り
、
そ
れ
が
小
屋
の
中
の
歯
車
に
連

動
し
て
立
杵
が
上
っ
た
り
下
っ
た
り
す
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
て
、
石
臼
に
は
わ

ら
で
作
っ
た
わ
て
と
い
う
輪
が
入
れ
て
あ
っ
て
揚
物
が
臼
か
ら
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う

に
た
っ
て
い
た
。
一
軒
の
水
車
屋
に
三
～
四
台
の
臼
が
あ
り
、
そ
れ
に
、
挽
臼
が

一
台
か
二
台
付
設
さ
れ
て
い
た
。
挽
賃
勘
定
は
大
方
、
一
年
一
回
の
暮
勘
定
に
な

っ
て
い
た
。

三
　

畑
　
　
　

作

表
　

作
　
畑

に
は
表
作
と

し
て

は
、
大
豆

・
粟

・
稗
・
蕎
麦
・
小
豆
な
ど
の
穀

類
豆
類
が
多
く
作
ら
れ
、

主
食

の
米

の
補
い

に
さ
れ
た
ほ

か
、
野
菜
類
が
作
ら
れ

た
。
昔
は
自

給
自
足

の
生
活
が
続
い
て
い

た
の
で
副
食
品
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
作
ら
れ
た
が
、
特

に
冬
季
間

の
お
か
ず
と
し
て
漬
物
用
の
大
根
・
茄
子
な
ど

が
非

常
に
多
く
作

ら
れ
た
。
江
戸
時
代

に
は
多
く
の
家

に
麻
畑
と
い

う

畑

が

あ

り
、
衣
料
と
し
て

の
麻
が
栽
培
さ
れ
、
ま
た
、
商
品
作
物
と
し
て
有
力
な
農
家
で

は
煙
草
の
栽
培
が
行

わ
れ
て
い
た
。
一
般
農
家
で
は
、
畑
作
に
よ
る
雑
穀
が
主
食

と

な
っ
た
家
も
あ
り
、
「

飯
時
に
他
人

の
家

を
訪

れ
る
も

の
で

は
な
い
」
、
と
い
わ

れ
た
の
は
、
家

に
よ

っ
て
は
食
べ
も
の
が
雑
穀
の
雑
炊
で
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
か
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ら
で

あ
る
。

裏
　

作
　
田
畑
共

に
寒
冷
地

の
た
め
裏
作
は
余
り
多
く
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
。

裏
作
は
大
麦

・
小
麦

・
菜
種

な
ど
で
あ

る
が
、
江
戸
時
代
は
大
麦
・
小
麦
が
多
く

作

ら
れ
、

菜
種
は
栽
培
が
奨
励

さ
れ
た
が
そ
れ
ほ
ど
作
ら
れ
て
い
な
い
。
当
時
小

麦

は
邑
畑

に
作

ら
れ
、
大
麦

は
原
畑

に
も
多
く
作
ら
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
畑
の
肥

料
は
厩
肥

と
灰
、
下
肥
く

ら
い
で
あ

っ
た
が
、
厩
肥
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。

田

植
後

の
六
月
下
旬

ご
ろ
か
ら
毎
朝
の
よ
う

に
朝
草
刈
り
を
し
て
厩

に
は
お
り

込

ん
で
、
馬

に
食

わ
せ

る
と
と
も

に
敷
草
と
し
て
馬

に
踏
ま
せ
、
そ
れ
を
八
月
下

旬
ご
ろ
か
ら
厩

か
ら
出
し
て
積
み
直
し
、
麦
の
播
ぎ
付
け

に
先
だ

っ
て
、
か
る
こ

に
積
み
こ

ん
で
畑

に
運

び
出
し

た
も
の
で
、
こ
れ
は
昔
の
畑
作
の
大
事
な
仕
事
で

あ

っ
た
。

田

に
も
裏
作
と
し
て
大
麦
が
作
ら
れ

た
。
特
に
食
糧
不
足
の
時
代
に
は
多
く
作

ら
れ
た
が
、
冬
の
寒
冷
の
た

め
麦
秋
が
遅
く
な
り
、
稲
の
収
穫
に
影
響
か
お
る
と

い

う
こ
と
と
、
一
ど
き

に
労
力
が
い

る
こ
と
、
外
国
産
麦
に
押
さ
れ
た
こ
と
な
ど

で

ほ
と

ん
ど
作

ら
れ
な
く
な

っ
た
。
れ

ん
げ
草
（
じ
ょ
う
で
ん
草
）
は
明
治
半
ば
こ

ろ
か
ら
盛
ん
に
作
ら
れ

た
。
戦
中
戦
後
肥
料
の
少
な
か
っ
か
時
期
、
戦
後
乳
牛
な

ど
の
飼
料
と

さ
れ

た
こ
ろ
は
喜
ば
れ
た
が
、
飼
料
も
他
の
も
の
が
用

い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
化
学
肥
料
も
出
回
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
姿
を
消
し
て
、
赤
紫
の

じ

ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ

め
た
よ
う
な
田
園
風
景
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

畑
作

道
亘（
　
古
く
は
畑
の
耕
起

に
は
踏
み
鋤
な
ど
を
使
っ
た
と
い
う
。
特
に
大

根

な
ど

を
作

る
場
所
は
踏
み
鋤
か
せ
た
。
木
製
の
枠
鍬
に
鉄
で
作
っ
た
刃

先
を
つ

け

た
も
の
が
長
い
間
使

わ
れ
た
が
、
大
正
期
こ
ろ
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
鉄
だ
け
の
平

鍬
が
使

わ
れ
た
。
板
鍬
は
ま
た
、
か
つ
さ
び
と
も
呼
ば
れ
火
山
灰

土
の
畑
に
は
最

も

よ
か
っ
た
。
三
本
刃
の
備
中
鍬
は
多
少
の
石
ま
じ
り
の
畑
な
ど
に

便

利

だ

っ

た
。
馬
梨
も
畝
立
て

に
使

わ
れ

る
こ
と
が
あ

っ
た
。

草
掻
き
は
雑
草
の
小
さ
い
う
ち
に
退
治
す
る
に
は
便
利
な
も
の
で
あ

る
。
戦

後
、
畜
力
が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
、
畑
の
中
耕
除
草
に
カ
ル
チ
ペ
ー
タ
ー

が
よ
く
使
わ
れ
た
。
近
年
は
耕
耘
機
に
よ
っ
て
耕
起
、
砕
土
、
う
ね
立
て
除
草
ま

で
Ｉ
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
最
近
は
ト
ラ
ク
タ
し
が
畑
作

に
も
使

わ

れ
、
中
耕
除
草
に
は
管
理
機
が
使
わ
れ
る
。

薄
鎌
、
越
前
鎌
は
草
刈
り
に
使
わ
れ
た
。
最
近
は
ビ
し
（

Ｉ
と
呼
ば
れ
る
草
刈

り
機
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
　

養
　
　
　

蚕

蚕

は
江
戸
時
代

か
ら

わ
ず

か
飼
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
か
ら
大
正

に

か

け

て

は
、
生
糸
が

わ
が
国

の
最
毛
重
要
な
輸
出
品
に
な
り
本
村
で
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

春
蚕

・
夏
蚕

・
秋
蚕

・
晩
秋
蚕
・
晩

々
秋
蚕
と
五
月

か
ら

Ｉ
〇
月

初
め
ま
で
三

回

か
ら
五
回
も
飼

わ
れ
た

。
当
時
本
村
農
民
に
と

っ
て
は
最
も
重
要

な
現

金
収
入

を

得

る
産
業
で
、
そ

の
作
、
不
作
は
直
ち
に
家
の
暮
ら
し
に
影
響
し
、
蚕

を
「

お
蚕

さ

ま
」
と
、

お
さ
ま
づ
け
で
呼
ぶ
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

桑

は
古
く

は
山
桑
、
田
平
畑

の
上
堤
桑
、
畑
の
境
に
植
え
ら
れ
た
甲

州
桑
、
飛

騨
桑
、
美
濃
桑
な
ど
が
自
家
用

程
度

に
作
ら
れ
て
い
た
が
、
養
蚕
が
盛
ん
に
な
る

に
つ
れ
て
、
専
門

の
桑
畑
が
作
ら
れ
、
桑
も
ま
た
改
良

さ
れ
た
優
良

品
種
が
植
え

ら
れ
た
。

蚕
室

を
作
り
、
そ

の
部
屋

は
春
蚕
や
秋
蚕

の
と
き
は
炭
火
で
温

度
が
調
節
さ
れ

た
。
そ
こ
で

た
ね
（
蚕
種
）
か
ら
発
生
し
た
蚕
（
毛
蚕
）
を
、
鳥
の
羽
な
ど
で
掃
き
立

て
、
軟

か
い
桑
葉

を
ほ
う

ち
ょ
う
で
刻

ん
で
日

に
数
回
、
初
期
に
は
夜
も
起
き
て

与
え

た
。
成
長

す
る
に
つ

れ
て
桑
葉
礼
こ

わ
い
葉

に
た
り
、
刻
み
方
も
あ
ら
く
な

り
、

ず
っ
と
成
長

す
る
と
、
刻

ま
ず

に
全
葉
を
与
え

た
。
こ
の
成
長
度
と
桑
の
硬

軟

の
度

合
い
が

な
か
な
か
微

妙
な
関
係
が
あ

っ
て
豊
凶
が
こ
れ
に
左
右
さ
れ
も
し
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図4 －13　 まぶし折り機

折わらまぶしを作 る機械

た
。蚕

は
成
長

に
従
っ
て
四

回
休

眠

し
て
脱

皮
し
た
。
三

度
目

の

休
眠

を
ぶ
な
休
み
、
四
度
目

を

ヘ
　ヘ
　ゝ

　一
　
λ

に
わ
や

す
み
と
い

っ
た
。
に
わ

休
み

は
一
日
半

か
ら
二
日
く

ら

い
休
眠
し
て

い
る
の
で
、
こ

の

と
き
か
し
わ
餅
な
ど
作

っ
て

労

を
癒

や
し
た
。
に
わ
や

す
み

か

ら
起
き
る
と
目
立
っ
て
大
き
く
な
り
食
欲
も
お
う
盛
に
な
っ
て

忙
し
く
な
る
。
七
、

八
日
～

一
〇

日
も
す
る
と
体
が
熟
し
て
、

ひ
き
（
熟
蚕
・
く
い
こ
と
も
呼
ん
だ
）
と

な

る
。
こ
れ
を
ま
ぶ
し
（
族
）
に
移
し
て
繭
を
作
ら
せ
る
。
こ

れ
を
お
や
と

い
（
上
族
）

と
い
う
。
ま
ぶ
し

ぱ
昔
は
樅
や
つ
が
の
枝

を
切

っ
て
来
て
葉

を
落

と
し
て

お
い
た

も
の
を
用

い
た
が
、
後
に
は
わ
ら
で
折
っ
た
も
の
が
主
と
な
り
長

い

間

使

わ

れ

た
。
か
ら
の
ま
ぶ
し
は
け
じ
め
は
手
折
り
だ
っ
た
が
大
正

期
に
な
る
と
ま
ぶ
し
折

り
の
機
械
が
使
わ
れ
、
昭
和
の
初
め
に
は
割
竹
に
わ
ら
を
折

っ
て

つ
げ
た
改
良
族

示

出
回
わ
っ
だ
。
ま
ぶ
し
折
り
も
百

姓
の
冬
仕
事
で

あ
っ
た
。
近

年
は
紙
製

の
方

眼
で
何
回
も
使
え

て
繭
掻
き
の
能
率
も
上

が
る
回
転
族
が
使
か
ね
て

い
る
。
中

の

蚕
が
完
全
に
蛸
に
な
っ
た
上

繭
は
毛

羽
取

機
で
毛
羽

を
取

っ
て
出

荷
す
る
。
さ
し

繭
（
二
匹
で
一
箇
作
っ
た
繭
、
玉
繭
と
も
い
う
）
は
家

庭
用

の
真
綿
を
作

る
た
め
に
残

す
か
、
中
繭
や
下

繭
（
び
し
大
繭
）
と
い
っ
し
ょ
に
売
っ
た
り
、
自

家
用

の
糸
を
取

る
の
に
残
し
た
。

昔
は
茅
を
編
ん
だ
簑
の
上

に
む
し
ろ
を
敷
い
て
蚕

座
と
し
た
が
後

に
は
蚕

龍
を

使

っ
た
。
矩
形

の
す
す
竹
で
作
っ
た
龍
で
、

む
し
ろ
の
つ
い
た
も

の
と
、

つ
か
な

い
素
寵
と
が
あ
る
。
そ
の
か
ご
を
目
棚
に
さ
し
た
。
目
棚
は
一
間
幅

に

二

と

か

り
、
一
と

お
り

に

Ｉ
〇

枚
ぐ
ら
い
が
さ
せ
る
よ
う
に
組
み
立
て
、

養
蚕

期
に
な
る

と
組
み
立
て
、
か
お

る
と
解
体
し
て
片
付
げ
た
。

蚕
糞
、
蚕
沙
を
と
り
除
き
蚕
座
の
湿

気
を
除
号
乾
燥

さ
せ
病
毒
に
冒

さ
れ
る
の

を
防
い
だ

。
蚕
じ
り
と
り
と
い

っ
た
。
そ
の
た

め
に
網
を
用

い
た
。
初
め
は
糸
で

作

っ
て
両
端

に
木
質
の
ふ
ち
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
一
人
で

こ
じ
り
取

り
が
で
き

た
が

に
わ
起
き
（
五
齢
期
）
に
な
る
と
繩
で
作
っ
た
網
を
使
う
の
で
二
人
で

な
け

れ

ば
で
き
な
い
。
こ
の
蚕
じ
り
と
り
に
は
子

供
が
一
人

前
に
使
わ
れ
た
。
幾
枚
も

幾

枚
も
や

っ
て
い
る
う
ち
に
眠
け
が
さ
し
た
り
、

さ
ん
ざ
に
な
っ
た
り
、
庭

に
友

だ

も
の
遊
ぶ
声
な
ど
聞
く
と
気
持
ち
が
い
ら
だ
っ
て
来

た
り
し
た
。
子
供

に
と

っ
て

は
嫌
な
手
伝
い
仕
事
で
あ
っ
た
。

春
蚕
の
掃
立
ご
ろ
は
ま
だ
気
温

が
低
く
火
鉢
の
炭

火
だ
け
で
適
温
が

な
か
な

か

保
て
な
い
の
で
稚
蚕
室
に
は
ま
わ
り
へ
紙

帳
を
吊

る
し
た
。
ま
た
、
蚕
室

に
寝
泊

り
し
て
温

度
調
節
に
気
を
つ
か
っ
た
。

桑
摘
み
に
は
び
く
を
使
っ
た
。
小

び
く

・
中

び
く

・
大

び
く
な
ど
が
あ

っ
た
。

給
桑
に

ぱ
ざ
る
を
使
っ
た
が
大
吉
な
の
は
ぼ
て

と
い
っ
て
、
底

か
ら
上

の
ふ

ち
ま

で
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に
編
ん
だ
も
の
で
、

こ
れ
に
も
大
中
小
が
あ

っ
た
。
桑

を
切

る
に
は
大
き
な
包
丁
と
ま
な
板
、

競
を
乗
せ
る
寵
台
、
繭

を
入

れ
る
繭
袋
と
繭
能

な
ど
養
蚕
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
が
い
っ
た
。

養
蚕
の
盛
ん
な
こ
ろ
は
五

齢
期
と
も

な
る
と
家
中
蚕
で
い

っ
ぱ
い

に
な
り
、
上

族
し
た
と
き
は
蚕
棚
の
間

に
、

繭
作
り
の
音
を
聞
き
蚕
糞

の
に
お
い
を

か
ぎ
な
が

ら
寝
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

最
近
は
共
同

稚
蚕
所
で
、
専
任

の
技
術
者

が
い
て
三
眠
起
き
く
ら
い
ま
で
飼
育

し
て
か
ら
配

蚕
に
な
り
、

飼
育
も
別
棟

か
屋
外
で
で
き
、
桑
も
そ
の
こ

ろ
か
ら
は

枝
の
ま
ま
で
与
え

る
よ
う
に
飼
育
も
楽

に
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
養
蚕
丸
昔
と
は

全
く
趣
曽
が
異
な
っ
て

き
た
。
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五
　

林
　
　
　

業

本
村

に
は
昔

か
ら
い
わ
ゆ

る
林
業
と
し
て
木
材
を
産
出
す
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な

か
っ
た

。
近
代

に
な

っ
て
大
芝
原
、
北
原
な
ど
に
村
有
林
を
造
成
し
て
村
財
政
を

潤
し
た
が
、
大
泉
所
山
、
蔵
鹿
山
、
御
射
山
、
南
沢
、
北
沢
な
ど
の
山

々
は
入
会

地
で
、
こ
こ
か
ら
は
わ
ず
か
ば
か
り
の
自
家
用

材
の
ほ
か
は
材
木

を
伐
り
出
す
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
て

、
そ

こ
は
、
刈

敷
や
草
刈

場
と
し
て
利
用

さ
れ
て

い
た
。

刈

敷
刈

り
や
草
刈

り
、
ご
み

掻
き
や
薪
と
り
な
ど
に
つ
い
て

は
先

に
述

べ
た
。
も

っ
と
も
箕

輪
遺
跡

か
ら
サ
ワ
ラ
材
が
た
く

さ
ん
出

土
し

た
こ
と
が
江
戸
時
代
樽
木

を
出
し

た
実
績

の
あ

る
と
こ

ろ
か
ら
推
察

す
る
と
相
当

の
林
業
が
営

ま
れ
た
よ
う

で
あ

る
。
し
か
し
脇
坂
氏
時
代
に
な
る
と
樽
木
材
も
乏
し
く
な
り
金
納
に
な
っ
た
。

ｙ ．

ノ ヘ

漁

業

天

竜
川
や
大
泉
川
に
以

前
は
た
く
さ
ん
の
魚
が
い
た
。
明
治
二
三

年
に
は
兼
業

で
は
あ
る
が
漁
業
に
従
事
す
る
者
一
五

人
、
魚
類
は
、
鯉
、
う
な
ぎ
、
赤
魚
、
な

ま
ず
、
雑
魚
で

Ｉ
か
年
の
漁
獲
量
八
五
五

斤
、
金
額
六
九
円

六
八

銭

と

あ

る
。

（
役
場
文
書
）
　
こ
れ
は
公
然
と
鑑
札
を
持
っ
て
い
た
人
と
、
表
向
き
報
告
さ
れ
た

数
量
で
あ
る
。
子

供
や
若
者
が
川

遊
び
で
取

っ
た
魚
の
種
類
や
量
は
た
く
さ
ん
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

前

記
の
ほ
か
に
天
竜
で

と
れ
た
魚
は
、
鮒
、

鮎
、
鮑
、
も

ら

う
、
や

り

た

な

ご
、
目
高
、
公

魚
、

た
な

ご
、
鯨

魚
、
泥
鱈
、
さ
す
り
、
鰍
、
よ

な
、

か
ま
づ

か

な
ど
で
、
し
じ
み
、
た

ん
け
え
（
鳥
貝
）
、
ざ

ざ
む
し

な
ど
も
取

れ
た
。
大
泉
川
で

も

か
じ

か
な
ど
が
と
れ
た
。

ま
ず
子

供
や
若
者
が
川

遊
び
の
と
き
の
魚
と
り
は
、
釣
り
と
、
う
ろ
づ
か
み
、

石

か
っ
ち
ん
、
川
干

し
な
ど
で
あ
っ
た
。
職

業
と
す
る
人

は
釣
り
、
投
網
、

つ
け

ば

ろ
う
や
、
滝
寵
、

ご
ろ
び
き
、
皿
伏
、
瓶
伏
、
掬
網
、

か
ま
づ
か
突

き
、
笹
曳
、
せ
せ
り
、
な
ど
。
田
植
の
終
っ
た
こ
ろ
は
夜
カ
ン
テ
ラ
を
持
っ
て
い

っ
て
火
追
い
で
魚
取
り
を
し
た
。

さ
ら
に
は
築
で
と
る
大
掛
り
な
方
法
が
あ
っ
た
。

築
に
は
坪
築
と
平
築
の
二
つ
の
設
け
方
が
あ
っ
た
。
坪
築
は
一
年
中
か
け
て
置

く
築
、
平
築
は
八
、
九
月
ご
ろ
一
時
的
に
か
け
る
築
で
あ
る
。
神
子
柴
今
南
殿
に

か
け
た
築
は
平
築
で
あ
っ
た
。
築
は
二
五
－

二
八
間
く
ら
い
の
幅
に
作
っ
た
。
ま

ず
一
尺
五
寸
く
ら
い
の
間
隔
に
川
を
横
切
る
よ
う
に
し
て
木
の
杭
を
打
ち
こ
み
、

そ

だ
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
Ｘ

そ

れ

に

横

木

を

つ

け

て

粗

柔

を

置

き

、

ね

こ

で

覆

っ

て

そ

の

上

に

砂

利

を

入

れ

て

基
礎
を
作

る
。
次

に
高
さ
七
寸
、
幅
一
寸
五
分
な
い
し
二

寸
の
な
る
べ
く
長
く
作

っ
た
ど
ど
板
と
称
す
る
板
を
置
く
。
そ
の
下

か
ら
い
わ
ゆ
る
築
を
六
寸

勾
配

に
張

る
。
築
を
水
に
流
さ
れ
な
い
た
め
に
湛
え
ら
れ
た
水
面

の
両
側

に
袖
を
作

る
。
袖

が
よ
け
と
い
う
水
こ
ぼ
し
で
築
と
し
て
必
要
以
上

の
水
量
は
こ
の
水
こ
ぼ
し
か
ら

落
水
す
る
。
そ
れ
で
も
洪
水
で
落
と
し
き
れ
な
い
と
き
は
ひ
か
え

を
破
っ
て
落
と

す
よ
う
に
作
る
。

築
は
雨
量
の
少
な
い
年

は
不
漁
で
あ

る
。
そ

う
か
と
い

っ
て
、
集
中

豪
雨
や
秋

雨
の
長

く
降

り
続
い
た
年

は
、
せ

っ
か
く

の
築
が
大
水

に
流
さ
れ
て
し
ま
う
憂
き

目
も
見

る
。
程

よ
い
大
雨

の
と
き

は
豊
漁
で
一
夜

に
う
な
ぎ
百
貫
、
鮎
五
〇

貫
も

と
れ
た
と
い
う
話
も
あ

る
。
築
を
設
け

る
に
は
有
志
で
金
を
出
し
合

っ
た

。
と
れ

た
も

の
の
分
け

ま
え

に
あ
ず

か
る
こ
と
が
楽
し
み
で
あ

っ
た

。
「

梁
勘
定
」
と
い

う
言
葉
か
お

る
よ
う

に
配
当
は
年

に
よ

っ
て
違
い
か
お
り
始

め
か
ら
額
や
獲
物
の

量
を
決

め
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

ま
た
、
泥

鱈
と
り
に

ぱ
、
小
川

に
三

角
の
竹
あ
み
を
下

流
に
あ
て
て
お
き
、
上

流
か
ら
竹
棒
で
つ
つ
い
て
下

へ
追
っ
て
取

る
つ
つ
き
泥
総
、
あ

と
か
え
、
あ
く
泥

鱈

、
つ
か
み
泥
鱈
、

い
わ
し
寵
、
泥

鱈
び
く
（
う
け
ぶ
せ
）
泥

鱈
掘
り
な
ど
が
あ
っ

日部
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た
。
稲
刈
り
の
後
、
乾
い
た
田
に
穴
の
あ
い
だ
の
に
手
を
つ
っ
こ
ん
で
取
る
つ
ぶ

取
り
も
楽
し
か
っ
た
。

天
竜
川
や
大
泉
川
の
魚
は
最
近
め
っ
き
り
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。
減
少
の
原
因

は
、
西
天
竜
が
通
水
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
天
竜
の
水
量
が
、
魚
の
産
卵
期
に
減
っ

た
こ
と
、
両
岸
に
生
い
茂
っ
て
い
た
葦
が
、
護
岸
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
の
整
備

に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
、
稚
魚
の
す
む
に
好
適
の
場
所
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
。
ま
た
、
堤
防
の
整
備
に
よ
っ
て
、
蛇
寵
、
牛
枠
が
取
り
去
ら
れ
て
、
そ

こ
に
巣
づ
く
う
ろ
が
無
く
な
り
、
稚
魚
の
育
ち
場
と
、
洪
水
の
と
き
の
魚
の
避
難

場
所
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら
に
も
ま
し
て
魚
が
減
っ
た
原
因
は
、
諏
訪
湖
周
辺

や
流
域
の
工
業
の
発
展
と
家
庭
雑
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚
染
に
よ
っ
て
魚
類
の
餌

に
な
る
も
の
の
繁
殖
が
妨
げ
ら
れ
、
魚
の
生
育
に
も
不
適
当
な
水
に
な
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
ま
た
黒
川
な
ど
の
小
川
も
土
地
改
良
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
泥
ｍ
は
乾

田
と
た
っ
て
ど
じ
ょ
う
そ
の
他
の
小
魚
の
生
育
が
困
難
に
な
り
、
そ
の
う
え
近
年

は
農
薬
の
使
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
ま
す
ま
す
繁
殖
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。

七
　

わ
さ
び
作
り

（｛
い
　冬
草
場
か
ら
わ
さ
び
畑
へ

冬
の
草
場
草
が
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
れ
ん
げ
草
や
化
学
肥
料

が
田
平
畑
の
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
草
場
草
は
そ
の
必
要
性
が
だ

ん
だ
ん
薄
れ
、
つ
い
に
牛
馬
の
飼
料
に
充
て
ら
れ
る
程
度
に
な
っ
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
冬
草
の
成
長
す
る
と
こ
ろ
は
水
温
が
一
一
～
一
三
で
の
き
れ
い
な
湧
水
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
本
村
に
は
そ
う
い
う
所
が
各
所
に
あ
る
。
そ
う
し
た
所
で
自
家
用

程
度
の
わ
さ
び
を
作
っ
て
い
る
家
は
昔
か
ら
数
戸
あ
っ
た
。
な
か
で
塩
ノ
井
の
長

尾
重
吉
は
わ
さ
び
栽
培
の
創
始
者
と
し
お
れ
て
い
る
。
家
の
南
に
わ
さ
び
畑
を
作

り
、
自
家
用
と
し
求
め
が
あ
れ
ば
譲
っ
て
や
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
ほ
か
二
、

図4 －14　 湧水を利用したわさび畑（久 保）

三

の
人
が
や
や
面
積

を

広

く

栽

培

し
、
酒
粕
漬
、
み
そ
漬

に
し
て
、
伊

那
町

の
商

店
と
特
約
し
て

売
り
出
す

く

ら
い
で
小

規
模
な
も

の

で

あ

っ

た
。昭

和

の
初
め
、
本
村

の
沢
や
段
丘

の
裾
や
中
腹

か
ら
の
湧

水
に
着
目
し

た
の
が
安
曇
、
穂

高
の
わ
さ
び
栽
培

業
者

だ
っ
た
。

草
場
草
が
昔
日

の
価
値

を
失

っ
た

時
で
あ

っ
た
の
で
、
渡
り

に
舟
と
穂

高
の
業
者

に
土
地

を
貸
与
す

る
人
が

出
て
き
た
。
ま
た
、
湧

水
の
適
地
を
所
有

し
て

い
る
人
で
自

ら
栽
培
す

る
者
も
出

て
き
た
。
穂
高
か
ら
来
た
業
者
も
全
部
成
功
し
た
わ
げ
で

は
な
く
、
思

わ
し
く
な

く
て
引

き
揚
げ
た
人

も
あ
っ
た
。
本
村
と
穂

高
で

は
土
地

の
状
況
が
著
し
く
異
な

っ
て
い
る
の
で
見
当
外

れ
の
人

が
あ

っ
た
が
、
そ

の
後
来

た
人

々
の
努
力
と
工
夫

に
よ

っ
て
し
だ
い
に
立
派
な
わ
さ
び
畑

が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

⇔
　

わ
さ
び
畑
作
り

本
村
の
わ
さ
び
畑
は
久
保
の
北
沢
、
南
沢
、
滝

の
沢
、

塩
ノ
井

の
栃
が
洞
、
下

の
沢
、
南
殿
の
飯
田
線
沿

い
の
西

側
斜
面
、
し

ん
ず
ら
清
水
（
こ
こ
が
一
番
古
く
か

ら
栽
培
さ
れ
た
所
と
い
わ
れ
る
）
、
田
畑
で
は
大
泉
川
右
岸

の
権
現
、
半
沢
そ

の
他

の

沢
、
神
子
柴
は
大
清
水
川

左
岸
に
作
ら
れ
て

い
る
。
そ

の
他
自
家
用

に
は
わ
ず

か

ず
つ
各
所
に
作
ら
れ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
本
村
の
わ
さ
び
畑

は
急
な
傾

斜
地
が
多
く
、
湧

水
か
所
が
分

散
し

て
い
て
、
湧
水
量
も
余
り
豊
富
で
な
い
。
そ

れ
で
穂

高
の
よ
う
に
水
が
豊
富
で
水

臼7
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温
か
一
定
し
て
い
る
平
坦
地
で
、
畝
立
栽
培
の
で
き
る
条
件
の
地
と
は
異
な
っ
た

工
夫
と
苦
心
が
必
要
な
わ
け
で
あ
る
。
水
量
が
少
な
い
と
平
坦
の
畑
で
は
水
が
滞

っ
て
新
陳
代
謝
が
鈍
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
水
温
が
上
り
、
適
温
の
コ

ベ

三
度

に
保
つ
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
わ
さ
び
の
生
育
に
は
不
適
当
に
な
る
。
そ
こ
で
勾

配
を
急
に
し
て
清
水
の
新
陳
代
謝
を
良
く
し
コ

ー、
三
度
の
水
温
に
し
て
お
く
よ

う
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
寒
冷
の
北
風
の
吹
き
過
ぎ
る
所
も
不

適
当
で
こ
こ
が
穂
高
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
湧
水
の
出
口
の
水
温
の
低
い
所
ほ

ど
良
質
の
も
の
が
で
き
て
い
る
。

句
　
植
付
・
管
理
・
収
穫

植
付
時
期
は
、
秋
一
〇
月
か
ら
春
彼
岸
ま
で
が
よ
卜
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
植

付
け
前
に
、
ご
み
、
苔
な
ど
を
取
除
い
て
畑
を
き
れ
い
に
す
る
。
つ
い
で
畑
を
水

で
洗
う
の
だ
が
、
畑
の
が
ら
石
を
上
か
ら
下
へ
、
大
中
小
砂
利
と
洗
っ
て
い
く
。

こ
の
洗
し
作
業
は
む
ず
か
し
く
熟
練
を
要
す
る
。
こ
の
洗
い
方
の
上
手
下
手
は
わ

さ
び
の
生
育
に
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
水
の
停
滞
す
る
よ
う
な
地
場
に
な
る
と
水

の
新
陳
代
謝
が
損
わ
れ
る
。
わ
さ
び
は
地
場
の
土
と
砂
地
境
に
根
を
張
っ
て
繁
茂

す
る
の
で
、
地
場
が
固
く
居
付
卜
て
い
る
と
き
は
、
そ
こ
を
軟
ら
げ
る
よ
う
に
掻

き
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
卜
。
地
場
を
平
滑
に
し
て
水
の
流
れ
を
よ
ど
み
な
く

す
る
技
術
は
な
か
な
か
難
か
し
い
し
、
力
の
い
る
仕
事
で
あ
る
。

苗
は
一
株
の
う
ち
の
小
さ
い
も
の
を
使
う
。
大
き
な
親
い
も
は
市
場
向
け
に
出

荷
し
、
最
も
小
さ
い
も
の
は
漬
物
用
と
し
て
、
葉
や
根
と
と
も
に
出
荷
し
、
中
間

の
も
の
が
苗
に
用
い
ら
れ
る
。

わ
さ
び
畑
の
使
用
道
具
は
、
特
別
に
作
っ
た
小
が
た
の
万
能
鍬
と
植
え
ご
て
で

あ
る
。
植
ご
て
は
幅
三
寸
、
長
さ
七
、
八
ぐ
ら
い
の
鉄
製
の
も
の
で
、
直
角
に
近

く
曲
げ
、
五
、
六
寸
の
柄
を
つ
け
た
も
０
で
あ
る
。

洗
い
終
わ
っ
た
畑
へ
植
丸
幅
の
見
当
を
つ
け
、
植
ご
て
を
差
し
込
み
抜
く
と
同

時
に
苗
を
挟
粉
。

植
え
終
わ
れ
ば
、
流
路
か
ら
畑
全
体
に
ほ
ど
よ
く
水
が
ゆ
き
わ
た
り
、
流
路
末

ま
で
よ
ど
み
な
く
流
れ
る
よ
う
常
に
管
理
を
怠
ら
な
い
。
夏
は
草
取
り
、
秋
は
落

葉
拾
い
を
し
て
流
路
の
流
れ
の
妨
げ
に
な
る
も
の
を
取
り
除
く
。
夏
江
夏
焼
、
冬

は
凍
害
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
と
き
に
い
も
の
先
の
方
が
黒
く
な
っ
て
腐

っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
水
不
足
か
凍
害
に
よ
る
の
で
あ
る
。

水
の
条
件
の
良
い
所
は
二
、
三
年
置
い
て
も
腐
る
よ
う
な
こ
と
は
無
く
、
大
き

く
な
る
が
、
条
件
の
悪
い
水
の
少
な
い
所
は
一
年
毎
に
植
え
か
え
ね
ば

な
ら
な

い
。
そ
ん
な
畑
は
従
っ
て
収
量
も
少
な
く
品
質
札
劣
る
。

収
穫
は
」
○
月
ご
ろ
か
ら
春
三
月
初
め
こ
ろ
ま
で
に
普
通
行
わ
れ
る
。
好
条
件

の
畑
は
時
期
を
選
ば
ず
収
穫
し
、
植
え
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
良
質
の
も
の
は

中
京
方
面
や
京
浜
地
方
へ
出
荷
し
て
い
る
。
見
切
売
と
い
っ
て
畑
の
ま
ま
売
る
場

合
も
あ
る
。

当
地
の
わ
さ
び
が
、
穂
高
率
静
岡
へ
行
っ
て
そ
こ
の
産
物
と
し
て
売
ら
れ
る
向

き
右
近
ご
ろ
聞
く
。
伊
豆
方
面
へ
旅
行
し
た
帰
り
の
土
産
の
中
味
は
本
村
産
で
あ

る
場
合
も
あ
る
と
か
。

本
村
の
わ
さ
び
は
品
質
が
良
く
、
辛
味
が
強
い
と
評
判
が
よ
い
誇
る
べ
き
特
産

品
で
あ
る
。

最
近
は
種
を
ま
し
て
苗
を
育
て
る
方
法
が
広
ま
っ
た
。

八
　

稲

か

ら

の
利

用

稲
藁

ぱ
い
ろ
し
ろ
に
使
わ
れ
た
。

防
風
・
保
温
　

苗
代

や
温
室

を
作

る
と
き
風

の
来

る
方
向

に
わ
ら
囲
い
を
し
て

冷

害
を
防
ぐ
工
夫

を
し
た
。
ま
た
、
冬
季
間
野
菜

の
貯
蔵

に
も
わ
ら
屋
根
を
作

っ

銘2



第４章　生 産 生業

て
防
風
保
温
を
し
た
。

敷
き
わ
ら
　
開
田
を
し
た
場
合
地
盤
作
り
の
と
き
敷
石
ら
を
し
て
か
ら
肥
工
を

お
い
た
。
牛
・
馬
・
豚
の
小
屋
に
冊
草
と
し
て
利
用
し
、
ま
た
、
野
菜
栽
培
な
ど

の
敷
石
ら
と
し
て
利
用
が
多
い
。

縄
　
　
か
ら
を
す
ぐ
っ
て
は
か
ま
の
部
分
を
除
い
た
も
の
を
絢
っ
た
も
の
を

荒
縄
と
い
っ
て
物
を
縛
る
ほ
か
い
ろ
い
ろ
の
用
途
が
あ
っ
た
。
注
連
縄
・
年
縄
等

神
事
に
使
う
の
は
あ
ら
縄
で
あ
る
。
土
蔵
を
建
て
る
と
き
荒
壁
を
塗
っ
た
工
に
ぐ

る
ぐ
る
と
巻
い
た
り
、
上
か
ら
垂
ら
し
て
か
ら
中
塗
り
を
し
た
。
こ
の
と
き
は
随

分
た
く
さ
ん
必
要
な
の
で
親
戚
は
応
援
に
荒
縄
を
届
け
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
末

期
か
ら
縄
絢
機
が
は
い
っ
て
来
て
荒
縄
は
ほ
と
ん
ど
機
械
縄
に
な
っ
た
。

す
べ
縄
　
ど
の
家
に
も
工
間
に
平
ら
な
石
を
お
し
て
冬
の
朝
は
こ
こ
で
わ
ら
を

叩
い
て
軟
ら
げ
た
。
そ
れ
で
絢
っ
た
も
の
を
す
べ
縄
と
い
っ
て
荒
縄
よ
り
丈
夫
で

あ
っ
た
。
水
車
に
わ
ら
た
た
き
の
あ
る
の
も
あ
り
、
秋
に
な
る
と
、
一
冬
使
う
分

ぐ
ら
い
た
だ
し
て
も
ら
う
家
も
あ
っ
た
。

ゆ
い
そ
　
力
を
入
れ
て
絢
っ
た
縄
て
お
と
な
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
た
ほ

ど
の
長

さ
、
約
一
尋
半
の
長
さ
に
作
っ
た
も
の
で
、
草
、
刈
敷
、
桑
な
ど
を
束
ね
る
に
便

利
で
あ
っ
た
。

背
負
縄
　

約
五
尋
の
長
さ
の
も
の
で
物
を
背
負
う
と
き

に
使

っ
た
。
こ
の
縄
は

特

に
丈
夫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
、
み
ご
を
抜
い
て
、
こ
れ
を
た
た

い
て
軟

ら
げ

た
も

の
を
長
く
撚

る
。
撚

っ
た
も
の
を
十
文
字

に
棒
を
組
ん
だ
も
の

に
ま
い
た
も

の
を
二
つ
作

っ
て

お
き
一
方
を
固
定
し
て

お
い
て
二
本
を
絢
い
合
わ

せ

お
よ
そ
五
尋

に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
止

め
る
。
次

に
も
う
一
本
を
前

に
絢
い
合
わ

せ

九
谷
へ

ま
き
つ
け
て
三
つ
ぐ
り

の
丈
夫
な
縄

に
し

た
も
の
で
あ

る
。

馬

の
鞍
縄
　

鞍

繩
の
絢

い
方

は
背
負
繩

の
作
り
方
と
同
じ
で
あ

る
。
長
さ
は
お

よ
そ
七
尋
半
で

左
右
二
本

必
要
と
し

た
。

縄
の
れ
ん
　
こ
の
縄
亀
三
つ
ぐ
り
の
縄
で
あ
る
。
こ
の
縄
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
と

体
に
つ
し
て
い
た
繩
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
飲
食
店
の
入
口
に
つ
る

し
た
。
学
校
給
食
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
は
給
食
室
の
入
口
に
つ
る
し
た
も

の
で

あ

る
。み

ご
縄
　
み
ご
を
た
た
い
て
軟
げ
て
絢
っ
た
も
の
で
、
み
の
を
造
っ
た
り
む
し

ろ
を
織
る
と
き
に
用
い
た
。

敷
　

物
　
躍

こ
孤
は
手
軽

な
敷
物
で
み
ご
繩
と
生
か
ら
で
織

っ
た
幅
約
一
ｍ

長

さ
二
ｍ

ぐ
ら
い
の
敷
物
で

あ
る
。
こ

れ
ら
は
時

に
応
じ
て
包

有
用
も
し

た
。
こ

も
づ
つ
み
、

こ
も
か
ぶ
り
な
ど
。
ね
こ

は
す

べ
繩
と

た
だ
者
か
ら
で

か
い
か
も

の

で
二
ｍ

幅
の
四
ｍ
長

さ
ぐ
ら
し
の
大

き
な
敷
物
で
あ

る
。
農
家

の
台
所

は
た
い
が

い
こ
れ
を
敷
い
て

暮
し

た
。
籾
摺

な
ど
の
作
業

を
す
る
と
き

の
敷
物
と
な
り
さ
ら

に
収
穫
物
を
乾
燥

す
る
と
き

は
こ

の
上

心
広
げ

る
。
そ
の
古
く
た

っ
た
も

の
は
細

か
に
刻

ん
で
つ

た
（
劫
）
と
し
て

壁
の
中

塗
り

の
土

に
混

ぜ
て
使

っ
た
。
つ

た
と
い

え
ば
荒
塗
り
の
と
き
は
生
か
ら
を
刻
ん
で
使
っ
た
。

座
敷
の
畳
の
芯
も
わ
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
敷
ふ
と
ん
の
下
へ
敷
い
た
わ
ら
ふ
と

ん
は
、
わ
ら
く
ず
を
入
れ
た
も
の
で
、
農
家
の
万
年
床
に
は
こ
れ
を
用
い
た
。

容
れ
物
　
米
俵
や
穀
類
・
塩
・
肥
料
な
ど
を
入
れ
る
仄
は
生
か
ら
で
作
っ
た
。

山
や
田
畑
へ
行
く
と
き
弁
当
や
道
具
を
入
れ
る
し
よ
い
ね
こ
ぱ
ね
こ
と
同
じ
作
り

方
だ
が
形
を
小
さ
く
か
い
て
、
適
当
の
大
き
さ
に
綴
じ
、
し
ょ
い
縄
を
通
じ
た
。

山
働
き
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
休
む
と
き
に
は
敷
い
た
り
す
る
便
利

な
も
○
で
、
現
在
の
リ
ュ
″
ク
サ
″
ク
と
用
途
が
同
じ
で
あ
る
。
丸
っ
こ
や
馬
に

つ
け
た
か
る
こ
の
網
毛
か
ら
縄
で
作
っ
た
。

履
　
物
　
草
履
・
わ
ら
じ
・
雪
沓
・
馬
の
沓
。

雨
具
・
日
よ
け
　
雨
の
日
、
作
業
に
着
る
み
の
は
胴
・
袖
・
腰
ま
わ
り
を
保
護

す
る
機
能
的
な
雨
具
で
あ
る
。
夏
の
日
照
り
に
着
る
背
な
か
み
の
は
単
純
な
形
に
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作
ら
れ
て
い
た
が
、
田
の
草
取
り
な
ど
、
直
射
日
光
を
さ
え
ぎ
る
の
に
な
く
て
は

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

養
蚕
用
具
　
う
す
く
織
っ
た
こ
も
は
竹
の
か
ご
に
敷
い
て
使
っ
た
。
ま
た
五
齢

期
に
使
う
か
ら
網
は
す
べ
な
わ
で
作
っ
た
。
上
族
時
営
繭
用
の
ま
ぶ
し
は
生
か
ら

で
作
っ
た
。

保
温
用
、
発
熱
用
　
幼
児
を
入
れ
る
お
く
る
み
、
飯
の
保
温
用
の
お
ひ
つ
入
れ

は
た
た
き
わ
ら
で
作
っ
た
。
冬
期
に
植
木
の
保
護
に
も
わ
ら
が
用
い
ら
れ
る
。
温

床
・
温
室
の
発
熱
保
温
に
は
落
葉
や
米
糠
な
ど
と
ま
ぜ
て
使
っ
た
。

飼
　
料
　
牛
馬
の
飼
葉
に
は
生
か
ら
を
刻
ん
で
こ
れ
に
米
糠
を
混
ぜ
て
与
え
る

と
喜
ん
で
食
べ
た
。

わ
ら
す
げ
　
物
を
結
束
す
る
と
き
繩
よ
り
簡
便
に
作
れ
る
の
で
、
使
い
捨
て
に

よ
く
利
用
し
た
。
ま
ず
一
つ
ま
み
の
生
か
ら
を
先
の
方
三
分
の
一
く
ら
い
を
二
つ

に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
別
々
に
絢
っ
て
先
端
を
結
ん
で
か
ら
、
元
の
方
を
二
つ

に
お
け
て
、
結
束
に
用
い
た
。
こ
の
先
端
の
結
び
方
に
も
簡
単
な
方
法
が
あ
る
。

わ
ら
灰
　
火
鉢
や
こ
た
つ
の
炭
火
の
も
ち
を
よ
く
す
る
と
き
に
使

っ
た
。
ま

た
、
山
菜
な
ど
の
あ
く
抜
き
に
は
こ
の
灰
水
の
上
澄
み
を
使
っ
た
り
、
生
絹
類
を

練
り
絹
に
す
る
と
き
も
使
っ
た
。

籾
　
殼
　
籾
殼
は
み
ょ
う
が
畑
や
う
ど
畑
に
作
物
を
軟
白
さ
せ
る
た
め
に
使

う
。
現
在
は
酪
農
家
は
敷
か
ら
代
用
に
盛
ん
に
利
用
し
て
い
る
。
も
み
が
ら
の
黒

焼
は
養
蚕
用
に
使
い
、
戦
後
折
衷
苗
代
に
用
い
ら
れ
た
。

わ
ら
だ
わ
し
　
野
菜
や
農
具
を
洗
う
と
き
使
わ
れ
た
。

わ
ら
小
屋
　
冬
季
か
ら
細
工
を
し
た
り
物
を
保
存
す
る
と
き
か
ら
小
屋
を
作
っ

た
。肥

　
料
　
生
か
ら
の
ま
ま
田
に
踏
み
こ
ん
だ
り
、
畑
に
埋
め
た
り
し
て
肥
料
と

し
て
か
ら
を
利
用
す
る
ほ
か
、
堆
肥
に
し
て
完
熟
さ
せ
て
肥
料
と
し
た
。

そ
の
他
馬

の
鞍

を
作
る
と
き
に
芯
に
入

れ
た
り
、

い
す
の
芯

に
す

る
な
ど
稲

わ

ら
の
用

途
は
実
に
広
く
、
稲
は
米

を
と
る
ば
か
り
で

な
く

す
べ
て

の
部
分
が
農
民

の
生
産
生
業
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
る
。
こ

の
よ
う
に
広
く
利
用
さ
れ

る
作
物

は
ほ
か
に
な
い
。
麻

や
、

ゴ
ム

ー
ビ
エ
ー
ル
な
ど

の
化
学
製
品
が

急
速

に
わ
ら
製

品
に
と
っ
て

替
わ
り
つ
つ
あ

る
。
し

か
し
、
家

畜
の
祈
草
や
畳
の
芯
な
ど

に
用

い

る
か
ら
の
需
要

は
依
然
根
強

い
も
の
が
あ

る
。

九
　

夜
　
　
　

業
（
よ
な
べ
・
よ
う
な
び
）

夏
の
夜
の
短
い
う
ち
は
こ
れ
と
い
っ
た
夜
業
は
し
な
か
っ
た
が
そ
れ
で
も
春
、

夏
、
秋
三
度
の
繭
か
き
は
農
繁
の
と
き
で
も
あ
っ
て
、
夜
な
べ
に
精
を
出
す
こ
と

が
多
か
っ
た
。

秋
に
な
る
と
、
畑
に
刈
り
干
し
た
粟
や
稗
を
家
に
寄
せ
て
穂
切
り
な
ど
の
作
業

が
家
の
中
の
土
間
公

お
り
）
や
居
間
な
ど
に
持
ち
上
げ
て
行
わ
れ
た
。
稲
扱
き
七

夜
は
土
間
で
行
弓
場
合
が
多
か
っ
た
。
女
性
は
糸
を
紡
ぐ
仕
事
も
始
め
た
。
機
織

り
の
下
ご
し
ら
え
、
冬
仕
度
の
裁
縫
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
収
穫
作
業

が
終
わ
る
と
、
男
子
も
藁
仕
事
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
わ
ら
じ
、
ぞ
う
り
、
馬

図4 －15　 むしろば た（趾朧）
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の
沓
、
鞍

の
繩
、

ゆ
い
そ
（
一
ひ
ろ
半
の
長
さ
）
み

の
そ

の
他

の
繩

な
い
な
ど
を
行

っ
た
。
居
間

に
「

ね
こ
朧
」

を
立
て
て

お
い
て

れ
こ

を
か
い

た
。
「
む
し

ろ
機
」

を
立
て
て

お
い
て

か
ま
す
や
む
し

ろ
を
織

っ
た
。
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第５章　交通・運搬・交易・通信

第
五
章
　
交
通
・
運
搬
・
交
易
・
通
信

第
一
節
　
交

一
　
道

路

通

】
り
　
村
の
中
の
道

ど
ん
な
村
に
も
、
村
の
中
に
は
、
中
心
に
な
る
道
が
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
「

け

え
ど
う
」
と
呼
ん
だ
。
け
え
ど
う
へ
出
て
遊
べ
と
昔
の
子

供
た
ち
は
よ
く
い
わ
れ

た
。
多

く
の
家
は
こ
の
か
い
ど
う
に
接

し
て
い
た
が
、
そ

う
で

な
い
家
で

は
ど
の

家
で
も
か
い
ど
う
へ
出

る
小

道
を
も
っ
て

い
た
。
村

の
中

の
道
は
家
と
家
と

を
つ

な
ぎ
村

に
ま
と
ま
り
を
も

た
せ
、
そ
し
て
他
村
へ
と
つ
な
が

っ
て
い

た
。
こ
の
村

の
う
ち
段
丘

ぞ
い

の
村

は
、
そ

の
地
形

に
し

た
が

っ
て
上
が

っ
た
り
下

が

っ
た
り

曲
が

っ
た
り
し
て
い

た
。
久
保
、
塩

ノ
井
、
南
殿
、
田
畑
、
神
子
柴

に
み
ら
れ

る

の
が
こ
う
し

た
村

の
中

の
道

の
姿
で
あ

る
。
北
殿
平
大
泉
の
よ
う
に
宿
場
で
あ

っ

た
と
こ
ろ
は
少
し

も
か

っ
て

し
た
が
（
後
述
）
、
そ
れ
で
亀
村
の
中

へ
入
る
と
、
道

は
複
雑
に
た
り
、
曲
折
し
な
が
ら
つ
な
が
っ
て
い
た
。

⇔
　

馬
入

れ
道

村

の
中

の
道
は
家

と
家

と
を
つ
な
ぐ

ば
か
り
で

な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
耕
地
と
つ

な
が

っ
て
い

た
。
田
平
畑
な
ど
耕
地
へ
の
入
り
道
を
「
馬
入
れ
」
と
呼
び
、
「

作

場
道
」
と
も
呼

ん
だ

。
道
幅

は
通
常
三
尺
で
あ

っ
た
が
、
二
尺
の
と
こ
ろ
亀
四
尺

か
ら
六
尺
の
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
馬
い
れ
は
、
馬
が
か
る
こ
を
つ
け
て
通
れ
る
道

幅
で
あ

っ
た
の
で
、
田
冲
畑
の
状
態
に
よ
っ
て
道
幅
か
ら
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
馬
入
れ
は
公
道
（
国
有
地
）
と
み
な
さ
れ
、
明
治
二
三

年
の
土
地
台
帳
図
面

に
は
、
六
尺
幅
の
も
の
は
赤
線
で
ひ
か
れ
た
。
馬

入
れ
が
な
く
て

は
耕
作

が
で

き

な
い
の
で
、
馬

入
九
を
新
規
に
設
け
る
に
は
、
隣

接
者
が
話
し
あ
っ
て
き

め
た
。

自
分

の
土
地
の
一

部
を
提
供
す
る
時
は
話
し
あ
い
が
で

き
た
が
、
金
銭
で
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

も
多

か
っ
た
。
な
か
な
か
困
難
な
場
合
が
多
く
、
村

の

適
当

の
人

が
仲
に
入

っ
て
解

決
す
る
こ

と
が
多

か
っ
た
。
田

の
土
手

を
歩

か
せ
て

Ｎ富 田中 曽根道

塩ﾉ井道
新田吹上道

Ｓ

も
ら
う
例
も
あ

っ
た
。

句
　

他
村
へ

の
道

村
の
道
は
必
ず
隣
村
へ
通
じ

て
い
た
。
村
と
村
と
を
つ
な
ぐ

も
の
は
道
で
あ
っ
た
。
村

ぱ
ず

道
　
れ
の
道
際
に
は
、

道
祖

神
や

庚

の卜
　
申

塔
が
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て

い
る

他
　
こ

と
が
多

か
っ
た
゜

村

の
中

の

一
　
道
が

ム
ラ

ミ
チ

ー
オ
オ
ミ
チ
・

図
　
ケ
エ
ド
ウ
等
と
呼
ば
れ
て
親
し

羽廣 道

ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
道
は
村

を
出
、
は
ず
れ
る
と
他
村
へ
の

道
と
た
っ
た
。
大
泉
か
ら
久
保

へ
通
ず
る
道
を
、
大
泉
で
は
久

保
道
と
呼
び
、
久
保
で
は
大
泉

6 祁



図５一 ２　 村から村への道 標( 大泉)

右中曽根ヲ経テ富田二通ズ

左新田ヲ経テ吹上 二通ズ

道
と
呼

ん
だ
。
山

へ
い
く
道

は
山
道
と
呼
ば

れ
た
。
と
く

に
大
泉

は
原
野
の
中

に

あ
っ
て
四
方

八
方

へ
通
じ
て

い
た
の
で
多
く

の
ム
ラ
道
が
あ

っ
た
。
そ
れ
を
模
式

的

に
示

す
と
図
５
１

１

の
よ
う
に
な
る
。
い

ま
で
も
そ
の
道
標
が
い
く
つ
か
建

つ

て

い
る
。

こ

の
道
の
名

は
、
道

の
名
で
あ

る
と
共

に
、
そ
の
道
の
周
辺
の
耕
地
の
字
名
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
で
木
下

道

は
木
下

市
で

に
ぎ
わ
い
、
羽
広
道
は
農
休
み
に

観

音
様
参

り
の
、
馬

の
背

に
子
供

を
の
せ

た
人

々
で

に
ぎ
お

っ
た
も

の

で

あ

っ

た
。

匈
　

春

日

街

道

道
は
村

と
村

と
を
順
次

つ
な
ぐ

だ
け
で
な
く
、
時
に
は
荒
野
や
森
林
の
中

を
走

っ
て
、

も
っ
と
遠
く

へ
も

つ
ら
な
っ
た
。
こ
の
春
日
街
道
も
そ
の
一
　つ

て

あ

っ

通
　

た
Ｉ

こ
の
道
は
ヽ

関

ケ
原
天
下

分
け
目

の
戦
の
直
後
ヽ

今

か
ら
お
よ
そ
四
〇
〇

年

も
前
の
慶
長
一
三
年
（

コ
（

○
八
）
に
で
き
あ
が

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
飯
田

の

交
　

殿
類

が
文

禄
二
年

二

五
九
言

ご
ろ
か
ら
計
画
し
ヽ

十
数
年
も

か
か
っ
て
ヽ

段
丘

１９
　

ぞ
い
の
道
を
原

の
中

へ
ひ
き
あ
げ
て
、
直
線
道
路

に
し

た
。
軍
用

道
路
に
す

る
つ

第
　

も
り
で
あ
っ
た
と
か
、

い
や
産
業

道
路
だ
な
ど
と
い

わ
れ
て
い

る
。
春
日
街
道
は

昭和54年に石碑にかえられた。図 ５－ ３　一里塚跡の石碑(大泉)

曲
り
く

ね
っ
て

い
た
従
来

の

道

が

直

線

に
な
っ
た
の
は
よ
か
っ

た

け

れ

ど

も
、
原

っ
ぱ

の
真
中

を
通

る
の
で
水
が

な
い
し
、
大
森
林

の
中

を
通

る
の
で
と

き
ど
き
盗
賊

な
ど
も
で

た
。
飯
田

の
殿

様

の
言

い
付
け
で
春
日
淡
路
守
が
工
事

を
担
当

し
苦

労
し
て
仕
上

げ

た

の

で

「
春
日
街
道
」
と
呼
ば

れ

た
。

し

か

し
、
前
記

の
よ
う
な
事
情
で
「
盗
人
街

道
」
と
い
う

よ
う
な
異
名
が
つ
い

た
り

し

た
。
そ

ん
な
事
情
と
水

の
問
題

か
ら

お
よ
そ
五
〇
年
ほ
ど

た
っ
た
慶
安
二
年

二

六
四
九
）
に
は
も
と
の
と
お
り
道
を
段
丘
ぞ
い
に
移
し
て
し
ま
い
、
春

日
街

道
は
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
春
日
街
道
を
つ
く
っ
た
と
き
、
大
泉
は
宿
場
に
な

っ
た
。
そ
の
大
泉
宿
の
記
録
は
い
く
ど
か
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

の
で
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
北
端
に
は
一
里
塚
の
跡
が
記
録
（
脇

坂
絵
図
）
さ
れ
。
宿
の
跡
ら
し
く
町
割
り
の
跡
と
し
て
街
道
の
両
側
が
八
間

単
位

の
屋
敷
に
な
っ
て
い
る
。
古
い
字
名
と
し
て
市
場
が
あ
り
中
宿
か
お

り
、
西

垣

外
・
東
垣
外
・
青
木
垣
外
等
々
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
街
道
に
沿
っ
て
大
泉
○
家

並
み
は
南
北
に
続
い
て
い
る
。

春
日
街
道
を
造
っ
た
と
き
、
測
量
の
た
め
の
間
縄
を
埋
め
た
と
こ
ろ
が
、
村
は

ず
れ
の
一
里
塚
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
春
日
淡
路
守
が
、
大
泉
神
社
の
社
頭
で
作

っ
た
歌
だ
と
し
て
、
次
の
歌
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
尾
も
白
し
か
し
ら
も
白
し
駒
が
岳
か
ん
の
つ
よ
き
に
雪
の
早
さ
よ
」

銘Z
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こ
の
春
日
街

道
は
、
村
と
村
と
を
結
ぶ
道
と
い
う
よ
り
も
、
町
と

町

を

結

ぶ

道
、
す
な
わ
ち
飯
田

と
松
本

と
を
結

ぶ
重
要

な
道
で
あ

っ
た
。

こ
の
道
は
戦
前
ま
で
は
ま
こ
と
に
廃

道
ら
し
く
、

道
し
ば
の
生

い
茂

っ
た
里
道

で
あ
っ
た
が
、
戦
後
拡
幅
舗
装

さ
れ
、
昭
和
四
八
年

に
は
大
泉
東
側

に
バ
イ
パ
ス

が
通
る
よ
う
に
な
り
、
日

毎
に
通
行

す
る
車

の
数
が
増
え
て
い

る
。

昭
和
五
四

年
に
一

里
塚
跡
の
木

の
標
柱

を
石

の
標
柱

に
と
り
か
え
、
そ
こ

に
由

１里塚印図 ５－ ４脇坂絵図（上伊那誌）

来
を
誌
し
た
彿
が
建

て
ら
れ
た
。

匈

伊

那

街

道

段
丘
ぞ
い

に
発
達
し
た
村

々
を
つ
な
ぐ
道
は
「
伊
那
街

道
」

と
呼

ば
れ
た
。
こ

れ
は
五
街
道
の
一
つ
中
山
道
（
中
仙
道
）
の
「

脇
街

道
」

で
あ
っ
た
。
古

い
記

録
に

は
「
脇
往
還
」
と
多
く
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は
主
要

な
街

道
で
あ
っ
た
が
、

ず

い
ぶ
ん
曲
折
し
ま

た
急
坂
が
多

か
っ
た
。

春
日
街
道
が
廃
さ
れ
て
、
大
泉
宿
が
下

っ
て
き
て
、
大
泉
北

殿
合

宿
と
な
っ
た

の
は
、
慶
安
二
年
（

コ
（

四
九
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
街

道

が

整

備

さ

れ
、
六
間
ず
つ
の
屋
敷

に
な

る
よ
う
、
町

割
り
が
な
さ
れ
た
。
街

道
の
西
側

に
は

大
泉

か
ら
、
く
じ
び
き
で
移

っ
て
き
た
問
屋
一
人

と
伝
馬

役
六
人

の
百

姓
が
陣

ど

っ
た
。
東
側

に
は
、
北
殿
の
問
屋
一
軒
、
伝
馬
役
六
軒
が
居
を
構
え
た
。

こ
の
宿
駅

を
公
用

の
武
士
が
通
り
、
ま

た
そ
の
荷
物
が
継
ぎ
た
て
さ
れ
て
い
っ

た
。
幕
末

に
は
水
戸
浪
士
が
通

っ
て
、
大
さ
わ
ぎ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
五

年

に
宿
駅
制
度

は
廃
さ
れ
て
、
内
国
通
運
会
社
の
継
立
に
か
お
っ
た
。
そ

の
こ

ろ

の
運
賃

は
次

の
よ
う
で
あ
り
、
ま
だ
宿
駅
の
こ
ろ
の
名
残
り
が
残
っ
て
い
る
。

松 伊

島 那
駅 部
マ 駅

７ こ
ア

北

殿
駅

ヨリ

一

三 里
四 二

町 二
四 町
八 四
間 間

里

程

金 金
三 五
銭 銭

六
四

厘 厘

人

足

賃

一
七 〇

銭 鋏
二 八
厘 厘

馬

賃

一
五 〇

銭 銭

九
一

厘 厘

人
力
車
賃

こ

の
街
道

の
本
村
内

は
三
〇

一
三
間
の
長
さ
で
あ

っ
た
。

信

濃
国
宿
駅
図

に
は
「
大
泉
北
殿
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

は
じ

め
は
月
の
一
五
日
ず
つ
を
大
泉
と
北
殿
で
交
互

に
伝
馬

役
を
つ
と
め
た
。

そ

の
後
星
移
り
人
が
変

わ
っ
て
大
泉
が

Ｉ
〇

日
、
北
殿
が
二
〇
日

の
役
を
勤
め
る

よ
う
に
な
っ
て
、
明
治
を
む

か
え
た
。
そ
の
間
の
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
一
）

に
は
街

道
も
修
復

さ
れ
て
「
明
和
坂
」
も
で
き
あ
か

っ
か
。

こ
の
街

道
は
脇
街
道

だ
っ
た
の
で
、
大
名
等
の
公
用

の
大
通
行

は
少

な
か
っ
た

6 銘



図 ５一５　 明　 和　坂

旧伊那街道のお もかげ が残 っている。

が
、
一
般
旅
行
者
の
通
行
が
多
く
、
と
く
に
か
の
中
馬
の
往
来
は
ひ
ん
ぱ
ん
で
あ

っ
た
。
こ
の
街
道
は
別
名
「
中
馬
街
道
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

中
馬

の
馬
方
を
馬
追
い
と
い

っ
た
。
菅
笠
を
か
ぶ
り
、
丈
の
短
か
い
着
物
に
股

引

を
は
き
、
手
甲
を
つ
け
、
脚
半
を
つ
け
、
胸
当
を
か
け
る
と
い
う
し
た
く
だ
っ

た
。
寒
く
な

る
と
ま
わ
し
合
羽
を
着
て
、
一
人
が
三
匹
か
ら
四

、
五
匹

も
の
馬

を

追

っ
て
通

っ
た
。
馬

に
は
あ
ぶ
を
よ
け
る
た
め
の
く
び
か
け
、
さ
ん
ど
が
け
、
朧

掛
け
（
家
の
紋
を
大
き
く
染
め
ぬ
い
た
）
を
つ
け
、
大
尽

ね
鈴
を
チ

ブ
フ
ソ
チ

ブ
フ
ソ

と
鳴
ら
し
て
往
き
来
し
た
。
（
中
馬
の
こ
と
運
搬
の
項
参
照
）
ま
た
、
幕
末

に
は
あ
の

水
戸
浪
士
も
こ
こ
大
泉
北
殿
宿
で
休
憩
し
て
通
っ
て
い
っ
た
。

明
治
五
年
に

ぱ
宿
駅
制
度
が
廃
さ
れ
、
明

治
九
年
に
は
伊
那
街

道
は
二
等
道

路

（
県
道
）
と
な

っ
た
。
大
正

八
年
に
は
長
野
か
ら
飯
田

ま
で

の
長
野
飯
田
線

と
な
っ

通
　

た
が
ヽ

通
称
は
三
州
街
道
で
あ
っ
た
。
昭
和
二

九
年

に
は
「
二
級
国
道
一
五
三
号

線
」
と
な
り
、
昭
和
四
〇

年
か
ら
国

道
一
五
三
号

線
と
な
っ
て
現
在

に
至

っ
て

い

交第 １節

る
。全

面

舗
装
さ
れ
て
旧
い
道
の
面
影

は
な
く
な
っ
た
が
、
古
老

の
伝
え

る
旧
い
道

筋
を
辿
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

箕
輪
町
木
下

南
端
国
道
一
五
三
号

線
か
ら
五
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西

へ
は
い
っ
た

所
に
冷
い
清
水
が
豊
か
に
こ
ん
こ
ん
と
湧

き
出
て

い
る
。
清
水

の
里
と

い
っ
て
傍

ら
に
句
碑
（
こ
れ
は
田
畑
の
句
碑
と
同
じ
と
き
に
建
立
さ
れ
た
四
句
碑
の
一
で
あ
る
）

庚

申
塚
が
あ
る
。
三
州
街

道
を
通

っ
た
人
馬

は
こ

の
清
水

の
里
で

ゆ
っ
く
り

の
ど
を

潤
し
て
休
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

か
ら
箕
輪
坂

を
少
し
登

っ
た
中
途

に
仏
像

の
刻

ま
れ
た
「
右
木

曽
道
、
左
飯
田
道
」
と
あ

る
道
標
が
あ

る
。
往
古
を
偲

ん
で
こ
ん

な
歌
を
詠
ん
だ
人

が
あ
る
「
右

は
木
曽
左

は
飯
田

の
み

ち
し

る
べ
往
古

の
人
等
の

足

跡
き
こ
ゆ
」
。
木
曽
へ
の
助
郷
人
足
、

ま
た
米
を
運
ぶ
人
馬

、

は

る
ば
る
と
社

寺

を
巡
礼

す
る
人

に
、
中
馬
稼
ぎ

の
人
た

ち
が
こ

の
道
標
を
見

、
仏
に
手
を
合
わ

せ
て
旅

の
無
事

を
祈
り
心

の
安
ら
ぎ
を
覚
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
か
ら
段
丘
中
腹
を
通

っ
て
久
保

の
地
へ
は
い
る
。
は
い

っ
た
と
こ
ろ
に
乗

鞍

坂
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
今
は
跡
が
判

然
と
し
な
い
。
そ
こ
か
ら
や
や
南

進

し
「
大
東
」

の
東
、
段
丘

の
中
腹
を
進
み
昔
の
久
保
寺
（
現
在
坂
上
）
の
下

か
ら
下

り
旧
道
へ
出

る
。
旧
一
五
三
号
線
に
沿

っ
て
塩
ノ
井

部
落
に
は
い
る
。
ほ
ぼ
旧

道

ど

お
り
南
へ
進
む
が
、
現

在
の
状
況

に
な
る
前
は
狭

く
曲
折
が
あ
っ
て
現
一
五
三

号
線

に
出
、
【
‥一
ぺ
湊
屋

の
前
を
通

っ
て
現

国
道
と
分

れ
て
筆

塚
の
前

に
出

る
。
こ

の

塚

は
も
と
、
も
う
少
し
北
に
あ
り
姿
の
美
し
い
松

と
芭
蕉

の
句
碑

が
あ
っ
て
翁
塚

と
呼
ば
れ
、
旅
人
は
こ
こ
で
一
休
み
し
て
明

和
橋

を
渡

り
、
北
殿

へ
は
い
り
明
和

坂
を
上
が

っ
て
「

く
す
り
や
」

の
東
側

か
ら
「
辰

巳
屋
」

の
と
こ

ろ
で
直
角

に
曲

り
北
殿
の
宿
場
に
出
た
。
こ
こ
に
高
札

が
あ

っ
た
。
こ

の
よ
う
に
直
角

に
曲
が

る

道
は
、
宿
場
や
城
下
町

に
は
、
侵
入
者

を
防
ぐ
防
衛
上

の
考
慮

か
ら
必
ず
作
ら
れ

た
。
こ
こ
が
北
殿
宿
へ
の
入
口
で
あ

っ
た
。
そ
こ

か
ら
南
し
て
伊
藤
屋

の
と
こ
ろ

か
ら
赤
心
堂
な
ど
の
前

を
通

っ
て
藤
野
屋

の
所
で
西
南

に
向

い
村
文
化
財

Ｉ
ド

ヒ

ガ
ソ
ザ
ク
ラ
の
あ
る
庚
申
塚

の
と
こ

ろ
へ
出

た
。
そ
こ

の
「
右
八
幡
道
」
「
左
い

せ
道
」

の
道
標

を
見
て
、
小
学
校

グ
ラ

ン
ド
下

の
道
を
通

っ
て
四
十
九
を
経
て
南

6四



第 ５章　交通・運搬・交易・通信

殿
へ
出
た
。
旧
役
場
の
前

か
ら

ポ
ン
プ
小
屋

の
前
を
通
り
、
御
坂

の
と
こ
ろ
で
東
に

下

り
、

シ
ソ
ズ
ラ
濤

水
で

の
ど
を
う
る
お
し
、
今
の
旧
道
橋
（
す
す
ぎ
橋
）
を
渡

っ

て
田
畑
へ
出
た
。
庚
申

塚
の
前
を
通

り
さ
ら
に
坂
道
を
上

っ
て
北
割

部

落

を

通

り
、
芭
蕉
の
句
碑
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
西

に
折
れ
て
庚
申
塚

の
前

を
進
み
、
馬
頭

観
音
碑
の
所

へ
出
た
。
そ

こ
か
ら
西

に
進
み
道
祖
神

の
あ

る
所

の
道
標
「

右
ぜ

ん

こ
う
じ
道
」
「

左
や
ま
道
」
を
見
て
南

へ
曲
が
っ
た
。
少
し
南

に
進

ん
で
小
中
井
沢

川
に
つ
き
当

た
り
、
そ

れ
に
沿

っ
て
東
南

に
向

か
い
、
現
在

の
一
五
三
号
線

よ
り

図 ５－ ６　 箕輪坂の道標と伊那街道（旧）のおもかげ（ 木下 ）

道 標には｛ ｝U盃M 道 とあ り，馬頭観音像がきざまれている。

ここを右へ助郷人足などが通り，左 へ中馬がゆきかっか。

（左）改修前 の伊那街道　　　　　　　　 （右）箕輪坂の道標

ず
っ
と
東

を
通

っ
て
神
子
柴
部
落
へ
出

た
。
神
子
柴

の
ポ
ン
プ
小
屋
の
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
南

に
向

か
い
、
今

の
旧
道

に
曲
が

ら
ず
そ

の
ま
ま
南
へ
通

っ
て
御
園
部
落

へ
出
た
。

伊
那
街

道
は
中
馬

の
道
で
も

あ
っ
た
が
、

ま
た
「
信
心

の
道
」
で
も
あ

っ
た
。

善
光
寺

に
参
詣

す
る
大

び
と
が
、
伊
那
街

道
を
北

へ
進
七
道
で
あ

っ
た
。
こ

の
同

じ
道
を
南
進
す
る
と
そ
れ
は
い
せ
道
で
あ

っ
た
。
「
右
善
光
寺
道
、
左
伊
勢
道
」

で
あ

っ
た
。

善
光
寺

信
仰
は
平

安
中

期
以
後
、

全
国

に
ひ

ろ
が
っ
た
。
善
光
寺
へ
参
詣
す

れ

ば
極
楽
往
生
で
き
る
と
い
う
信
仰

に
と
も
な
い
、
善
光
寺

に
は
全
国

か
ら
の
大

び

と
が
集
ま
り
、
善
光
寺

に
参
詣
す
る
大
び
と
の
道
が
、

ど
れ
も
善
光
寺
道
と

よ
ば

れ
た
。
そ
の
信
者

の
半
数

が
女

性
で

あ
っ
た
こ
と
も
特
徴
で
あ

っ
た
。
牛

に
ひ

か

れ
て
善
光
寺

参
り
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ

ら
辺

の
人

の
誰
で
も
が
知

っ
て

い
る
話

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
い
せ
信
仰

も
平
安
末

か
ら
盛
ん
に
な
り
、
江
戸
時
代

に
は
こ
と

に
盛

ん

に
な

っ
た
。
伊

勢
講
を
つ
く
っ
て
代
参

に
ゆ
く
風
が
盛

ん
に
な
り
、
こ

の
道
を
そ

う
い
う
人

々
が
通

っ
た
。
伊
勢

講
は
現
代

ま
で
続

い
て

い
る
。（
大
泉
な
ど
）

こ

の
ほ

か
金
毘
羅
参
り
の
人

々
も
秋
葉
参
り
の
人

々
も
こ
の
道
を
通

っ
て

い
っ

た
。

㈹
　

権
兵
衛
街
道

元
禄
九
年
（

二
（

九
六
）
に
木
曽
神
谷
（
日
義
村
）
の
牛
追
い
古
畑

権
兵
衛

が
、
木

曽
一
一
宿

の
問
屋

だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
鍋
掛
峠
の
難
路
を
馬

の
通

れ
る
道
に

し
た
の
が
、
こ
の
街
道
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
こ
の
峠
を
権
兵
衛
峠
と
呼
び
、
街
道

を
権
兵
衛
街
道
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

伊
那
の
す
ぐ
お
隣
り
は
木
曽
で
あ
る
が
、
木
曽
山
脈
が
間
に
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
て
、
簡
単
に
往
来
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
木
曽
は
中
山
道
の
通
る
交
通
の
要
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衝
で
あ

る
が
、
天
険

の
地
で
食
糧

に
乏
し
い

。
伊
那
は
穀
倉
地
帯
で
あ
り
人
口
も

多

い
。
こ

の
た
め
い
つ
も
木
曽
側

か
ら
伊
那
へ
侵
入
し
て
く
る
。
侵
入
軍

は
木
曽

馬

を
も

ち
山
谷
を

か
け

め
ぐ

る
に
長
じ
て
い
た
せ
い
か
、

卜
つ
も
伊
那
軍

は
負
け

て
い

る
。

天
文
年
中
（
一
五
三
二
～
五
四
）
に
木
曽
朧
朧
が
峠
を
こ
え
て
侵
入
し
て
き
た
と

き
、
北
殿
村
の
倉
田
氏
は
「

与
地
ヶ
原
」

で
戦
い
、
敗
走

し
て
、
北
殿

へ
移
り
住

ん
だ
と
し
お
れ
て
い
る
。
天
正
一
〇

年

二

五
八
二
）
に
は
珍
し
く
高
遠
城
主
仁
科

信
盛
（
盛
信
）
が
二
八
〇
〇

人
心
で
、

木

曽
義
昌

を
攻
め
よ
う
と
し
た

が
、
峠

の

通

上
の
雪
が
深

く
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
Ｉ
反
対

に
ヽ

そ

の
翌
年
木
曽
勢
が
攻

め
こ
ん
で
き
て
、
箕

輪
高
遠
勢
は
負

げ
て
し
ま
っ
た
。

交第１節

文
化
九
年

ニ

ハ

コ

ー）
の
こ
ろ
、
冬
か
ら
春

に
か
け
て
雪

が
深
く
、
こ

の
峠
で

風
雪
の
た

め
死
者
が
あ
っ
た
。
峠
の
上
に
そ
の
死

者
を
弔

う
自
然
の
碑

が
た
っ
て

い
る
。
『
伊
那
温

知
集
』

に
は
、

こ
の
鍋
掛
峠
（
権
兵
衛
峠
）
が
「
信

濃
第
一

の
難

図 ５－ ７　 主な信心の道

所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
難
所
の
峠
を
人
馬
の
通
れ
る
道
に
す
る
こ
と
は
、
今

な
ら
大
歓
迎
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
時
伊
那
側
は
反

対
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
中
山
道
の
通
行
に
か
り
だ
さ
れ
る
、

あ
の
百
姓
泣
か
せ
の
助
郷
が
目
に
見
え
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
権
兵
衛
は
木
曽
一
一
宿
の
問
凰
た
ち
と
語
ら
い
、
江
戸

表
ま
で
熱
心
に
お
願
い
し
て
、
不
承
不
承
な
伊
那
側
の
承
諾

を
と
り
つ
け
た
。

そ
の
時
箕
輪
郷
で
は
「
助
郷
に
馬
一
匹
も
出
さ
な
い
、
も

し
御
公
儀
か
ら
申
し
付
け
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
馬
は
木
曽
一

一
宿
で
責
任
を
も
っ
て
出
す
」
と
い
う
｝
札
を
と
っ
た
。
こ

の
一
札
の
お
か
け
で
、
箕
輪
領
は
大
分
助
か
っ
た
。
特
別
の

大
通
行
で
な
い
限
り
馬

を
出
さ
な
い
で

す
ん
だ
。
高
遠
領

は
こ

の
一
札

を
と
り
そ

こ
ね
て
、
人
馬

と
も
に
助

郷
に
か
り
出

さ
れ
た
。

峠
が
開
通

し
て
、
心
配

し
て

い
た
通

り
助
郷

に
は
か
り

だ
さ

れ
た
。
百
姓
が
忙

し
く
て
も
こ
の
助

郷
人
足

に

ば
か
り
だ
さ
れ
た
の
で
、
百
姓
泣

か
せ
で
あ

っ
た
。

助

郷
に
往
く
人

々
は
、
木

曽
の
福
島

宿
―
上
松
宿

―
須
原
宿
へ
出
向
い

た
。
そ
こ

で
一
日

勤
め
る
の
に
、
往
復

に
も
一
日
ず
っ

か
か
っ
た
。
大
変
な
労
力
と
費
用

が

か
か
る
こ
の
助
郷

に
、

い
く
人
帰

る
人
で
賑

わ
う
街
道
で
あ

っ
た
。

伊
那

の
物

資
は
こ

の
峠

を
こ
え
て
運
ば

れ
た
。
伊
那
の
余
り
米
と
い
い
、
伊
那

の
涙
米

と
い
う
、
伊
那
節

の
歌
の
も

ん
く
の
よ
う
に
米
が
第
一

に
運

ば
れ
た
。
モ

れ
で

も
難
路
で
あ

っ
た
の
で
、
一
俵
四
斗

で
は
馬

が
堪
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

三
斗
三
升
二

斗
一
升
枡
で
三
ば
い
）
の
米
俵
二

俵
が
一
駄
（
だ
ん
）
と
し
て
運

ば

れ

た
。
他
地
域
で

は
米
四
斗
が
一
俵
で
あ

る
の

に
、
高
遠
領
で
は
三
斗
三

升
が
一

俵

で

あ
っ
た
。
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こ
の
峠

ぱ
ま
た
御
嶽
信
者
も

し
き
り

に
往
復
し

た
。
頂
上

に

は
「
御

嶽

遥

拝

所
」

の
大
き
な
碑
も
立

っ
て

い
る
。
木
曽
と
往
復
す
る
、
馬
追
い
の
人
や
助
郷
に

か
り
出

さ
れ
た
人
、

さ
ら
に
こ

の
御
嶽
信
者
等
は
、
木
曽
で

は
や

っ
て
い
る
「
な

か
の
り

さ
ん
」
（
木
曽
節
）
や
「

お
ん
た
け
や
ま
」
（
伊
那
節
）
を

口
ず
さ
み
な
が
ら

こ

の
峠

を
越
え

た
。

こ

の
街
道

は
明
治

に
な

っ
て
三
等
県
道
と
な
り
（
伊
那
街
道
は
二
等
県
道
）
、
明
治

一
〇
年

に
は
大
改
修
も
行

わ
れ
て
、
重
要
な
街
道
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
中
央
線

の
開
通
と
と
も

に
街
道

は
す

た
れ
は
じ

め
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
廃
道
と
な

っ
て
し

ま

っ
た
。

い
ま
、
伊
那
日
義
線
国
道
三
六
一
号
線
と
な
り
、
改
修
も
計
画

さ
れ
、
し
だ
い

に
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

㈹
　

道
路
の
管
理

村
の
人
た
ち
は
道
を
大
切
に
し
、
道
の
管
理
に
心
を
く
だ
い
た
。
春

秋
二

回
の

道
普
請
は
当

然
の
義
務
と
し
て
い
た
。

図 ５－ ８　 権兵衛峠頂上

この頂上の少し右側に「御嶽大 権現」 の

碑が立ってい る。

こ
の
ほ
か
に
冬
期
降
雪
の

際
は
、
必
ず
朝
早
く
お
き
て

家
ぞ
い
の
道
の
雪
か
き
を
し

た
。
そ
の
道
の
雪
を
か
い
て

な
い
こ
と
を
恥

と
し
て

い

た
。
特
に
該
当

者
の
な

い

道
、
例
え
ば
学
童
の
通
学
道

路
は
、
村
中
の
総
人
足
で
雪

か
き
を
し
た
。
昔
は
今
よ
り

多
く
雪
が
降
っ
た
の
か
、
雪

を
か
く
大
人
だ
も
の
後
に
、

延

々
と
学
童

の
列
が
続
く
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。
こ
の
雪
か
き
は
な

か
な

か
の
重
労
働
で
あ

っ
た
。
（
大
泉
）
　
こ
れ
以

上
に
大
変
だ

っ
た
の
が
開

拓

地

か
ら
の
通
学
路

の
雪

か
き
で
あ

っ
た
が
、
牛
や
馬

に
そ
り
を
ひ
か
せ
て
雪
か
き
を

す

る
人
（
北
原
や
大
芝
）
が
現
れ
て
、
短
時
間
に
能
率
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

開
拓
地

の
学
童

は
そ

の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

明
治
一
四
年

に
は
次

の
よ
う
な
割
当
て
が
村

々
に
な
さ
れ
て
い
る
。
道
路
修
繕

費

・
掃
除
費
が
こ
れ
に
よ

っ
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。

ご
中
箕
輪
境
よ
り
滝
の
沢
ま
で
　
　
　
　
六
三
〇
間
　
　
久
保
北
割

っ
滝
の
沢
よ
り
塩
ノ
井
北
殿
境
ま
で
　
　
三
六
〇
間
　
　
久
保
南
割

っ
塩
ノ
井
北
殿
境
ヨ
リ
北
殿
南
殿
境
（
北
の
く
ぼ
）
ま
で
六
二
六
間
　
北
殿

っ
北
の
久
保
よ
り
大
泉
川
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
五
・
五
間
　
南
殿

・
大
泉
川
よ
り
堂
角
橋
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
〇
四
間
　
　
　
田
畑

―
堂
角
橋
よ
り
伊
那
村
境
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
三
コ
（
間
　
　
　
神
子
柴

・
大
泉
下
よ
り
戸
長
役
場
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　

九
〇
〇
間
　
　
　
大
泉

・
沢
尻
よ
り
神
子
柴
を
経
て
役
場
ま
で
　
　
　
　
　
二
五
町
　
　
　
　
沢
尻
・
神
子
柴

二
　

交

通

施

設

い［
い
　
道
　
　
　

標

道
の
分

岐
す
る
と
こ
ろ
を
「

わ
か
さ
れ
」
　「
追
分
」
と
呼

ん
だ

。
そ
こ

に
は
道

標
が
立
て
ら
れ
て

い
る
。
ム
ラ
の
道
に
は
木
製

の
も
の
が
多
い

。
本
村
の
道
標
で

目
立
つ
の
は
北
殿

の
「
右
八
幡

道
左
い
せ

道
」
の
石
造
の
も
の
で
あ

る
。
ま
た
田

畑
区

に
は
「
右

ぜ
・：
左
：
こ

と
埋
も

れ
か
け

た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く

「
右

ぜ
ん
こ

う
じ

道
左
や
ま
み

ち
」
で
あ

る
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ム
ラ
の
道
の

道
標

を
み

る
と
、
明
治

か
ら
大
正

に
か
け
て
、
村
の
若
者
連
中
の
建
立
が
目
に
つ

く

。
当
時

の
若
者
連
が
率
先
し
て
道
標
建
立
と
い
う
公
益
に
奉
仕
し
た
も
の
で
あ

る
。
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図 ５－ ９　 北殿の道標( 左　 いせ道　 右　八幡道) 天保二辛 卯年 の建立

塩
ノ
井

の
青

の
坂
と
旧
三
州
街

道
の
分
岐
点

に
は
、
「
寒
念
仏
供
養
碑
」
（
道
標
）

が

た
っ
て
い

る
。
（
道
路
の
改
修
に
よ
り
旧
位
置
と
は
少
し
離
れ
た
位
置
に
移
さ
れ

て

い

る
）「

、
一
左
　
い
せ

寛
延
四
年

寒
念
仏
供
養

三
月
日
　
講
中
」

寒
中
講
仲
間
が
、
三
〇
日
間
念
仏
を
唱
え
た
記
念
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ

う

。
伊
勢
参
り
を
す

る
信
心
深
い
旅
人
の
た

め
に
道
し
る
べ
に
な
る
文
字
を
入
れ

橋土図5 －10

て
あ

る
の
を
み

る
と
、
心
な
ご
む

思
い
が
す

る
。

道
し
る
べ
は
岐
神
（
ふ
な
ど
の
か

み
）
を
ま
つ

っ
て
あ

る
。

こ
の
神

は
道
路
や
旅
人

の
安
全
を
司
る
神

な
の
で
、
道
祖
神
の
役
目
を
し
て

い
た
。
幼
い
子

供
た
ち
が
い
た
ず

ら
し
て
、
右
と
左
を
動
か
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
固

く
禁
じ
ら
れ
て

い
た
。⇔

　
　

橋

昔
は
天
竜
川

な
ど
大
き

な
川

に

は

橋

が

な

か

っ

た

。
伊

那

郡

と
諏

訪

の

境

が
大
ｍ

切

川

や

三

峰

川

で

あ

っ

た

よ
う

に
、

川

は

国

や
郡

や
村

の

境
で

あ

っ

た

。
し

か
し

村

の
な

か
や

近

所

の
村

と

村

の

間

の
小

さ

い
川

に

は
、

早

く

か
ら

簡
単

な

橋

が

か
け

ら

れ

て

、

往

き

来

す

る
こ

と

が

で

き

る

よ

う

に
た

っ
て

い

た

。

こ

の

よ

う

に
橋

に

は
丸

太

又

は
板

を

わ

た

し

た

だ

け

の

簡

単

な

丸

木

橋

や

板

橋

や

土

橋

を

は

じ

め
橋

脚

の
上

に
板

を

わ

た
し

た

桁

橋

な

ど

が

あ

っ
た

。
江

戸

時

代

に

は

主
要

道

路
で

も

土

橋

で

あ

っ

た

。
江

戸

末

期

の

北

殿

村

の

橋

は
次

の

よ

う

で

あ

っ

た

。

「
当

村
往
還
之
内
　
　

土
橋
　

ニ

ケ
所

是
（

御

入
用
御
普
請

ニ
テ
大
破

ノ
節
（

御
普
請
願
イ
奉

り
橋
掛

ケ
替
へ
申

シ
候
小
破

之
内
（

村
方
自
普
請

二
仕

り
候

右
同
断
　
　
　
　
　

小
橋
　

七

ケ
所

右
「

村
方
自
普
請

二
御
座
侯
」
　
　
　
（
北
殿
区

有
文
書
）
」
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こ
れ
ら
の
橋
は

し
ま
か
ら
み
る
と
小

規
模
の
も
の
だ
っ
た
。
例
え

ば
享
保
五
年

二

七
二
〇
）
の
大
泉
村
明
細
帳
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い

る
。（
中
西
文
書
）

「
橋
　
但
土
橋
　
　
　
八
ヶ
所
　
内
七
ヶ
所
　
長
三
尺
　
横
十
二
尺

一
ヶ
所
　
長
四
間
　
横
　
一
間
」

こ

れ
に
よ

る
と
江
戸
時
代
中
期
に
は
大
泉
に
は
三
尺

の
長

さ
の
橋

が

七

ヶ

所

で
、
大
泉
川

に
か
け
た
と
思
わ
れ
る
橋
で
も
長
さ
が
四

聞
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

修
復
や
掛
替
え
は
百
姓
自
普
請
で
あ
っ
た
。

天
竜
川
の
橋
　

お
ぼ
れ
天

竜
を
こ
え
て
高
遠
方
面

へ
い
く
用

事
が
昔
は
多

か
っ

た
。
回
状
を
持

っ
て
行
く
こ
と
も
幾
度
か
あ
っ
た
。
こ
の
天

竜
川

を
北
殿

か
ら
福

島
へ
渡

る
橋
は
「

北
殿
橋
」
と
い
わ
れ
て
、
明
治
四
三

年
に
よ
う
や

く
で
き

た
。

北
殿
側

か
ら

コ
（

間
半
の
橋
で
中
洲

へ
渡
り
、

さ
ら
に
一
四
聞

の
橋
で

福
島
へ
渡

る
長
い
橋
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以

前
は
渡
し
舟
で
渡
っ
て
い
た
。

田
畑

か
ら
も
神
子

柴
か
ら
も
天

竜
川

を
渡
る
「

歩
行
橋
」

が
あ
っ
た
。
こ

れ
は

簡
単
な
橋
だ

っ
た
の
で
洪
水
が
あ
る
と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
の
橋
が

図5 －11　 天竜橋（北殿）の渡り初め式　 伊藤 鶴之助

蔵 三代夫婦のモろった 家（伊藤家） が渡

り初めをしたＯ 万国旗がみえ，見物人 もた

， くさんみえる。

な

く

て

は
田

畑

村

は

も

ち

ろ

ん
近

村

ま

で

迷

惑

が

及

ん

だ

。
歩

行

橋

を

直

路

で

い

く

と

七

～

八

町

の
所

を

三

日

町

大

橋

回

り

で

は
三

里

二

一
町

（
約
一
三
倍
）
、

伊

那

大

橋

回

り
で

は
三

里

二

二

町

（
約
一

七
倍
）
も

か

か

る
と

、

記

さ

れ
て

い

る

。
田

畑

村

の
う

っ

た
え

を
現

代

文

に

し
て

み

よ

「

田
畑
村
か
ら
天
竜
川

の
落

合
に
歩
行
橋

が
掛

か
っ
て

い
ま
し

た
。こ
の
橋

は
脇
坂
殿
様
の

と
き
も
板
倉

殿
様
の
時
も
用

具
や
人
足

を
だ
し
て

か
け
て
く

だ
さ
い
ま
し

た
。
こ

の
春
ま

で
不
自
由
な
く
諸
用
を
た
せ
た
こ
の
橋
が
、
五
月

の
大
満

水
で
あ
と

か
た
も

な
く
流
れ
失

せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
歩
行
橋
が
な
く
て
は
村
は
勿

論
近

村
へ
の
御
用
足
し

が
で
き

な

い
で
困

っ
て
い
ま
す
。
川
向
こ
う
に
も
あ
る
御
支
配
所

の
村
々
へ
は
公
用

の
と
き

も
回

状
を
次
ぐ
と
き
も
大
変
な
遠
回
り
に
な
り
ま
す
。
直

路
で
行
け

ば
七
～
八
町

で
行
け

る
と

こ

ろ
を
、
三
日
町
大
橋
回
り
で
は
約
一
三
倍
の
三
里

コ

ー町
、
さ
れ
ば
と

い
っ
て
伊
那
大

橋
回
り
で
は
約
一
七
倍
０
三
里
二
二
町
も
あ
り
ま
す
。
足
弱

の
者

で
は
日
帰

り
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
百
姓
ど
も
の
不
自
由
難
儀
を
…
…
…
…
…

享
保

二
（

年
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畑

村
　

勘
　

太
　

夫
⑩

願
　

人

御

普

請御

奉

行

様

い
を

み

て

も

天

／
　
－ｒ
Ｉ

´
　ｙ
　

バ

レ
　
ノ
　
ノ

証

人

弥

惣

衛

門

⑩

（
玉

理

軒

文

書

）

」

こ
と
は
両
側
住
民
の
多

年
の
念
願
で
あ
っ
た
。

現
在
神
子
柴
の
歩
行
橋

は
な
く
な

っ
て

い
る

が
、
田
畑
と
北
殿
に
は

永
久
橋
が
か
か
っ
て
い

る
。

句
　
渡
　
し
　
舟

北
殿
か
ら
福
島
へ
天

竜
川
を
舟
で
渡
る
渡
舟

も
あ
っ
た
。
橋
の
な
い

こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
が
、
橋
が
流

こ
れ
を
み
て
も
天

竜
川
は
交
通
の
大
き
な
障
害
で
あ
り
、
こ
こ
に
橋
を
か
け
る
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図5 －13　つたや（はたご）の看板

一般の旅人が泊まった。

図5 －14　 御本陣の表札

”後藤忠一郎様御宿”の裏面には木 曽助郷の御見分文久 ２年とある。

さ
れ
た
と
き
臨
時
の
渡
舟
も
あ
っ
た
。
両
岸
を
太
い
鉄
線
で
結
ん
で
あ
っ
て
そ
れ

を
伝
っ
て
渡
っ
た
。
渡
舟
の
権
利
は
当
時
問
屋
が
も
っ
て
お
り
、
堀
越
が
実
際
の

運
営
を
し
て
い
た
。

ま
た
田
畑
か
ら
野
底
へ
も
渡
っ
た
と
言
う
が
、
さ
だ
か
で
な
い
。
次
の
図
5
1

1
2は
北
殿
か
ら
福
島
方
面
へ
渡
っ
た
船
渡
場
の
図
で
あ
る
。
大
正
年
代
は
ま
だ
さ

か
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
。

匈
　
本
陣
と
旅
箭

明
治
以
前
に
は
、
大
名
や
役
人
な
ど
の
泊
ま
る
宿
を
「
本
陣
」
と
か
脇
木
陣
と

よ
び
、
一
般
の
人
の
泊
ま
る
宿
を
「
旅
寵
」
と
呼
ん
だ
。
そ
の
ほ
か
行
商
人
な
ど

の
た
め
に
は
「
木
賃
宿
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
宿
も
あ
っ
た
。
本
村
の
北
殿
大
泉
合

宿
に
は
本
陣
は
な
く
問
屋
が
兼
ね
て
い
た
が
、
旅
屁
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
南
箕

輪
村
が
誕
生
し
た
明
治
八
年
に
は
一
九
軒
も
あ
り
、
う
ち
北
殿
が
一
七
軒
で
大
泉

が
二
軒
で
あ
る
。
こ
の
年
の
「
諸
稼
大
書
上
」
の
一
部
を
記
す
と
。

「
二

宿
屋
　
年
内
止
宿
人
四
百
人
　
北
殿
耕
地
　
征
矢
庄
蔵
　
⑩

一
、
宿
屋
　
年
内
止
宿
人
三
百
人
　
大
泉
耕
地
　
黒
沢
亀
太
郎
⑩
」

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
年
中
に
四
〇
〇
人
心
宿
泊
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明

治
コ

ー年
に
は
大
泉
の
二
軒
を
は
じ
め
、
七
軒
が
廃
業
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ

ろ
か
ら
宿
屋
は
し
だ
い
に
廃
業
に
な
り
、
明
治
一
五
年
に
九
軒
あ
っ
た
は
た

ご

も
、
大
正
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

三
　

旅

の

安

全

い［
　

昔
　

の
　

旅

旅

は
「
他
火
」
で
あ

る
と
い

う
語
源
説

に
よ

る
と
、
他
家
の
火
で
た
い
だ
食
事

を
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
家
の
日
常
生
活

か
ら
離
れ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま

た
、
旅
は
「
食
べ

る
」
が
な
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
か
ね
て
い
る
。

砧5
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つ
ま
り
、
「
他
人
の
飯
を
食
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「

加
わ
い
い
子

に
は
旅

を
さ
せ
」

と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
旅

の

枕

詞

は
「
草
枕
」
で
あ

る
と
こ

ろ
か

ら
、
古
く
は
道
の
辺
の
草

を
枕

に
し
て
寝

る
の
が
旅
で
あ

っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
旅
は
、
苦
労
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
で

き
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
決
し
て

安
易

な
物

見
遊
山
で
女
く
、
必
要

に
迫
ら
れ
て
は
じ

め
て
行

わ
れ
た
。
と
く
に
江
戸
時
代

に

は
一
般
の
農
民

に
は
旅
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

し

か
し
、
人
は
旅
を
好
打
。
旅
の
目
的
は
昔
も
今
も
同

じ
で
、
吊

交
易
の
た
め

阿
信
仰

の
た
め
　
Ｏ

医
療

の
た
め
　
岡
観
光
の
た

め
で
あ

る
。

昔
の
困

は
行
商
で
あ

っ
た
。
交
易

の
項
で
の
べ

る
と

お
り
で
あ

る
。
㈲
は
神
社

仏

閣
に
お
参
り
す

る
も

の
で
、

お
伊
勢

ま
い
り

・
善
光
寺
ま
い
り
・

な

ど

か

お

り
、

ま
た
秋
葉

さ
ま
ま
い
り
な
ど
が
あ

っ
た
。
伊

勢
諧
や
秋
葉
講

な

ど

を

も

っ

て
、

講
か
ら
代

参
人

が
出

か
け

る
場
合
が
多

か
っ
か
。
困
難

な
旅
で

は
あ

る
が

お

伊

勢
ま
卜
り
は
「
一

生
に
一

度
は
」
と

旅
を
望

ん
で

い
た
。
富
士
信
仰
や
御
嶽

信

仰
に
よ
る
集
団
旅
行
も
あ
っ
た
。

ま
た
、

あ
る
祈
願

を
も
っ
て
定

ま
っ
た
順

路
で
、
定

ま
っ
た
霊
場

に
参

拝
す
る

「
巡
礼
」

も
あ
っ
た
。
西
国

・
坂
東

・
秩

父
の

］

］
か
所

め
ぐ
り
」

も
か
な
り

図5 －15　
’ 奉納

霖回1 覆蜜供養塔

右に、天保十一子九月吉日唐沢式部孫同

姓善三 郎建之左に、大乗妙 典千部塔裏、

為無縁法界百万 遍供 養塔 とあ る大泉勝光

寺境内

盛
ん
だ
っ
た
と
み
え
、
村
の
あ
ち
こ
ち
に
そ
の
碑
が
た
っ
て
い
る
。
四
国
の
八
十

八
ヶ
所
の
弘
法
大
師
の
霊
場
め
ぐ
り
を
本
村
の
有
賀
嘉
吉
は
七
回
も
し
て
お
り
、

新
四
国
霊
場
の
建
設
と
な
っ
た
。
四
国
で
の
巡
礼
は
遍
路
と
呼
ば
れ
、
巡
礼
者
は

「
お
遍
路
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

お
遍
路
さ
ん
に
な
っ
て
、
七
回
も
四
国
霊
場
を
め
ぐ
っ
た
有
賀
嘉
吉
は
、
そ
れ

だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
深
い
信
心
を
さ
ら
に
郷
里
の
人
々
に
も

と
、
新
四
国
霊
場
を
造
営
し
た
の
で
あ
る
。

㈲
の
医
療
の
た
め
の
旅
行
は
近
代
に
な
っ
て
多
く
な
り
明
治
か
ら
大
正
に
か
け

て
、
木

曽
藪
原
（
ス
ゲ
と
い
っ
た
）
に
虫
封
じ

の
名
医
が
い

た
。
幼
児
を
持
つ
親

だ

ち
は
そ
こ
へ
い
っ
て
、
虫
封
じ
を
し
て
も
ら
っ
た
。
当
時
は
相
当
幼
児
の
ム
シ
に

は
て
こ
ず
っ
て
い
た
が
、
ス
ゲ
ヘ
い
く
と
よ
く
な
お
っ
だ
。
権
兵
衛
峠
を
こ
え
て

馬
で
い
く
場
合
も
あ
っ
た
が
、
汽
車
が
通
っ
て
か
ら
は
塩
尻
回
り
で
行
っ
た
。
こ

の
ほ
か
、
骨
折
の
と
き
は
諏
訪
の
名
医
へ
い
っ
た
。
「
立
木
さ
ま
」
と
い
っ
て
さ

ま
が
つ
い
て
い
た
。

湯
泉
に
よ
る
治
療
右
は
か
っ
た
。
農
閑
期
に
な
る
と
、
自
炊
で
長
期
間
湯
治
に

で
か
け
た
。
脳
の
病
気
に
は
諏
訪
山
浦
の
滝
温
泉
、
胃
の
弱
い
人
は
安
曇
の
白
骨

温
泉
や
諏
訪
の
渋
温
泉
が
有
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
性
病
に
苦
し
打
人
は
遠
く
草
津

温
泉
に
も
行
っ
た
。

㈲
の
観
光
の
た
め
の
旅
行

昔
は
物
見
遊
山
と
い
っ
た
。
農
民
に
は
そ
う
い
う
余
裕
は
な
か
っ
た
し
、
許
さ

れ
て
も
い
な
か
っ
た
。
観
光
旅
行
は
昨
今
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
レ
ジ
ャ
ー
旅
行

が
盛
ん
に
な
り
、
戦
後
は
と
く
に
外
国
旅
行
ま
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
目
的
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
昔
の
旅
は
い
ず
れ
も
難
行
苦
行
で
あ

っ
た
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
次
の
往
来
一
札
な
ど
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

G 邱



（
読

み
易

く
し
て
あ
る
）

「
　
　
　

往

来
一
札

一
、
此

ノ
庄
兵
衛
（

宗
旨
（

代

々
禅
宗
当
寺
且
那

二
紛

レ
御
座
無

ク
候
。
勿
論
、
切
支
丹

宗
門
筋
目

ノ
者

ニ
テ
（

コ
レ
無

ク
侯
処
、
今
般
神
社
仏
閣
拝
礼

ノ
為

メ
罷
出
候
聞
、
モ

シ
途
中

ニ
テ
行

キ
暮

レ
侯

愕（

御
頼
ミ
中

シ
上

ゲ
侯
。

万
一
病
死
等

ノ
節
（

其
所

ノ
御
作
法
通
リ
、
御
取

り
置
年
下

サ

レ
、
御
ツ
イ
デ
ノ
節
此

方

へ
御
知

ラ
セ
下

サ
レ
候
様
御
願
イ
中

シ
上

ゲ
候
。
依
テ
件
ノ
如

シ
。

天

保
十
四
年
卯
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
州
愛

知
郡
末
森

村
　

桃
巌
寺
⑩

諸
国
宿

々
在

々
　
御
役
人
衆
中
様

（
北

殿
区

有
文

書
）
」

こ

の

よ

う

な

往
来

手
形

を

持

だ

な

け

れ

ば

旅
行

が

で
き

な

か

っ

た
が

、

こ

の
手

形

を

持

っ

た

人

が

北

殿

で
何

事

か

あ

っ

て
、

こ

の
手

形

が

残

っ
て

い

る

の
で

あ

ろ

う

。

と

に

か
く

神
社

仏

閣

め
ぐ

り

で

は
あ

る
が

、

途
中

で

死

を
覚

悟

し

な

げ
れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

で
あ

る

。

い

ま

の
旅

行

に
保

険

を

か
け

る

の
と

似

て

も

い

る

が

、

そ

の
悲

壮

さ

は

比

べ

る

こ
と

も

で

き

な

い

。

⇔
　

旅
　

立
　

ち

昔

の
旅

行

は
ま

っ
た

く

「

憂

い
も

の
」

「

辛

い

も

の
」

で

あ

っ
た

が

、

旅

行

中

の
困

難

は
単

に
道

路

の
不

完

全

や

交

通

機

関

の

不

備

だ

げ
で

な

く

、

病

気

の

心

配

や

野

盗

・
野

獣

害

虫

な

ど

に

お

そ

わ

れ

る

危

険

に

た

え

ず

お

び

や

か

さ

れ

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

旅

行

は

大

変

な

こ

と

で

あ

っ
た

の

で

、

そ

の

た

め
別

れ

の

あ

い

さ

つ

や

旅

行

中

の

安

全

を

祈

る

風

習

や

慣

行

が

し

ん

げ

ん

に

行

わ

れ

た

。

搬
　
　

旅

行

に

出

る

と

き

に

は

、

潔

斎

を

し

て

ま

ず

先

祖

さ

ま

に

線

香

を

立

て
、

氏

神

に

参

詣

し

て

、

旅

先

の

平

安

を

祈

っ

た

。

厄

除

け

の

お

祓

い

を

う

け

た

り
、

お

運
　

守

り

を

肌

に

つ

げ

た

り

し

た

゜

出
発

に

際

し

て

は

家

族

と

水

杯

を

し

た

も

の

で

２ ０
　

あ

っ

た

。

近

所

や

近

親

の

人

は
躾

別

を

も

っ

て

き

た

。

戦

時
中

出

征
兵

士

を

送

る

第
　

と

き

こ

の

こ

と

は

、

と

く

に

復

活

し

た

。

句
　
陰
　
　
　
膳

旅
に
出
て
行
っ
た
者
の
た
め
に
、
留
守
宅
で
供
え
る
膳
の
こ
と
で
あ
る
。
お
年

取
り
、
正
月
三
が
日
、
お
盆
な
ど
に
は
多
く
の
留
守
宅
で
、
そ
の
旅
人
が
い
ま
す

か
の
よ
う
に
、
陰
膳
を
す
え
、
御
飯
や
お
汁
は
お
か
お
り
も
し
た
。
こ
う
い
う
こ

と
で
旅
に
出
て
い
る
者
の
安
全
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

匈
　
帰
還
お
祝
い

旅
が
困
難
だ
っ
た
だ
け
に
、
無
事
に
帰
っ
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
く
、
代
参
人

の
帰
っ
た
と
き
な
ど
盛
ん
な
お
祝
を
し
た
。
例
え
ば
田
畑
の
玉
理
軒
に
は
富
士
登

山
か
ら
帰
っ
た
息
子
の
た
め
に
大
き
な
お
祝
い
を
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

第
二
節
　
運

搬

一
　

人

力

運

搬

Ｈ
　

手
に
か
か
え
て

運
ぶ
も
の

風

呂
敷
　
物

を
包
ん
だ
り
、
運

搬
す
る
の
に
用

い
る
方
形

の
布
製
品
で
あ

る
。

近

世
の
初
め
、
銭
湯
の
流
行

に
つ
れ
、
入
浴
用
具

を
入

れ
た
り
、
風
呂
場
で
の
身

じ
ま
い
を
す
る
の
に
用

い
ら
れ
て

か
ら
、
風
呂
敷

の
名
が
生

ま
れ
た
。
大
き
さ
は

約
三
尺
四

方
の
並
物

か
ら
、
夜
具

ふ
と

ん
を
包
む
四
布
幅
（
よ
の
は
ば
）
、
五

布
幅

の
大

幅
物

も
あ
る
。

ど
ん
な
形

の
も
の
で
も
、
大
小

に
係

ら
ず
包
む
こ
と
が
で
き
て
都
合
よ
く
、
日

本
人

の
古
来

か
ら
の
生
活

の
知
恵

と
さ
れ
て
い

た
。

か
　

ご
　

竹

・
柳

・
籐
・
あ
け

び
・
針
金
な
ど
で
編

ん
だ
も
の
で
、
手
に
さ
げ

て

も
つ
の
で
「
手
寵
」
な
ど
と
い

っ
て
、
い

ろ
い
ろ
の
物
を
入
れ
て
い
た
。
台
所

で
使

わ
れ
る
も
の
は
「

ざ

る
」
と
い

っ
た

。
箕
箆
の
こ
と
を
「

み
」

と
い
っ
て
物

を
運
搬
す
る
に
便
な
も
の
も
あ
っ
た
。
「
つ
づ
ら
」
や
「
行
李
」
か

ら
「
小
鳥

弱7
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寵
」
な
ど
古
し
時
代

か
ら
一

般
日

常
生
活

に
実

に
多

種
多
様

の
か
ご
が
使
か
ね
て

い

る
。
図
5
1
1
6
は
ま
ゆ
を
入

れ
て
運

ん
だ
「

ま
ゆ
か
ご
」
で

あ
る
。

行
　

李
　

旅
行
す
る
と
き
衣

類
や
身

ま
わ
り
品

な
ど
の
運

搬
に
使
用

し
た
。
ま

た
日
常
衣

類
な
ど
を
整
理
収
納
す
る
の
に
も
用

い
た
。
普
通
杞
柳
、

ま
た

ぱ
、

す

ず
竹
で
つ
く
ら
れ
、
柳
行

李
と
か
竹
行
李

と
呼

ん
で

い
た
。
昔

は
よ
く
使
わ
れ
た

が
、
す

た
れ
て
き
た
。

信
玄
袋
　

女
も

ち
の
小
形

の
于

さ
げ
袋
で
、
品
物

を
一
切
合

財
入

れ
る
の
で
、

「

か
っ
さ
い
ふ
く

ら
」
と
も
い
う
。
大
形

の
も
の
が
で
き
て
、
衣

服
入

九
に
な
っ

て
、
よ
く
使

わ
れ
た

。

か
ば
ん
　

ず

っ
く
ま
た
は
革
な
ど
で
つ
く
る
。
教
科
書
や
学
習
用

且（

を

け

じ

め
、
あ

ら
ゆ
る
小
物
を
入
れ
て
も

ち
は
こ
ぶ
に
便
で
あ

る
。
肩

か
げ
の
も
の
も
あ

る
。
旅
行
用
の
大
型

か
ば

ん
を
、
と
く
に
「

ト
ラ
ン

ク
」

と
呼
ぶ
。

⇔
　

背
負
っ
て
運
ぶ
も
の

背
負
い
縄
　

し

ま
い
縄

は
背
負
い
道
具
と
し
て
は
、
も

っ
と
も
古
く
簡
便
の
も

の
で
あ

っ
た
。
藁
縄

の
場
合
も
あ

っ
た
が
、
布
製
の
ひ
も
が
使

わ
れ
た
。
五

ひ
ろ

が
標
準

の
長

さ
で
あ

っ
た
。

図5 －16　 ま ゆ か ご

まゆかごは 木綿の袋に まゆを入れ，このか

ごの中に 入れて馬な どで運 んだ。

背
負
い
袋
　

こ
れ
は
今
の
リ
ュ

″
ク
サ

″
ク
に
当

た
る
も
の
で
、

藁
縄
・
蔓

な

ど
で
袋
状

に
作
り
、
そ
れ
に
背
負
い
繩
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
今
で
も
山
仕
事

な
ど

に
は
、
「

し
ょ
い
ね
こ
」

と
い
う
藁
繩
で
ね
こ
の
袋

を
つ
け
た
も
の
を
背

負

っ
て
行
く
者
も
あ

る
。

背
負
い
寵
　

大
き
な
寵
を
背
負
え

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
「

し
ょ
い
か
ご
」

と
い
う
荒
い
目
の
も
の
と
「

し

ょ
い
び
く
」
と
い
わ
れ
る
細
目
の
も

の

が

あ

っ

た
。
し

ょ
い

か
ご

に
は
柴
や
薪
な
ど
荒
い
も
の
を
、
し

ょ
い
び
く
は
主
と
し
て
つ

図5 －17　 巡回文 庫箱

大正元年十二月 と誌され ている。これを 青年会の当番が背負っ て村から村へ回した。
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み
桑
や
野
菜
な
ど
を
入
れ
て
運
ん
だ
。

し
ょ
い
た
　
木
の
枠
に
負
い
縄
を
と
り
つ
け
、
こ
の
枠
を
背
中
に
あ
て
る
運
搬

具
で
あ
る
。
枠
の
ま
ま
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
枠
の
中
ほ
ど
に
腕
木
と
呼
ぶ
支

え
を
七
つ
だ
も
の
が
、
韓
国
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
「
朝
鮮
し
ょ
い

こ
」
と
呼
び
、
昭
和
初
年
当
地
に
西
天
竜
の
幹
線
工
事
が
あ
り
、
韓
国
の
人
々
が

使
う
の
を
み
て
、
そ
の
便
利
さ
に
お
ど
ろ
い
た
。

背
負
い
箱
　
こ
れ
は
青
年
衆
が
巡
回
文
庫
を
も
ち
運
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
ま
ま

書
棚
に
な
っ
た
。
書
棚
の
後
に
し
ょ
い
縄
を
つ
け
た
も
の
で
、
こ
れ
を
背
負
っ
て

部
落
か
ら
部
落
へ
、
図
書
の
交
換
を
し
た
。

ど
う
ら
ん
　
野
外
で
採
集
し
た
植
物
標
本
を
、
か
り
に
持
ち
運
ぶ
た
め
の
ブ
リ

キ
ス
は
ト
タ
ン
製
の
箱
を
い
う
。

尚｛
　
腰
に
つ
け
て
運
ぶ
も
の

び
　
く
　
小
型
の
龍
で
、
摘
草
や
種
子
、
魚
貝
類
を
は
こ
ん
だ
。
重
宝

な
の

で
、
今
で
亀
農
家
で
は
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
小
道
具
で
あ
る
。
用
途
に
よ
っ
て

花
び
く
・
小
び
く
・
中
び
く
・
大
び
く
と
大
き
さ
も
ち
が
い
、
形
も
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
。
小
さ
い
花
び
く
を
春
先
摘
草
に
子
供
が
つ
げ
て
い
く
姿
に
は
か
わ
い
ら
し

く
春
が
来
た
実
感
が
あ
っ
た
。

と
ぶ
く
ろ
　
草
刈
り
の
と
き
、
ど
こ
で
で
も
鎌
を
研
げ
る
よ
う
に
、
砥
石
を
い

れ
た
小
袋
で
、
腰
に
さ
げ
て
い
た
。
水
の
な
い
原
っ
ぱ
な
ど
で
は
、
口
か
ら
つ
ば

を
は
い
て
研
い
だ
。
戦
時
中
ぱ
あ
き
缶
で
作
っ
た
り
、
自
転
車
の
古
タ
イ
ヤ
や
ホ

搬
　
Ｉ
ス
の
端
片
な
ど
で
も
作
っ
た
。

運第2 節

茫匈

肩
で
か
つ
い
で
運

ぶ
も
の

天
秤
棒
　
能
辛
袋
を
そ
の
ま
圭
屑
に
か
け
て
に
な
う
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の

場
合
棒
を
使
う
。
棒
の
一
端
に
荷
物
を
つ
け
て
Ｉ
人
で
に
な
う
場
合
（
飛
脚
の
状

箱
）
は
割
合
に
少
な
く
、
天
秤
棒
の
よ
う
に
両
端
に
荷
物
を
つ
け
て
Ｉ
人
で
に
な

図5 －18　 お　 か　 ご

おかごは上に一本のながえを 通し てかついで人を運

んだ。後にはお嫁さんが嫁入りにの ってきた。

う
場
合
が
多
い
。
大
泉

な
ど
で
は
遠
く
の
湧
水

か
井
戸
か
ら
手
桶
で
水

を
運
ぶ
と
き

に
用

い

た
。
肥
桶

を
運

ん
だ

り
、
金
魚
売
り
な
ど
行

商
人
も
よ
く
用
い
た
。

か
つ
ぎ
棒
　
重
い
も

の
を
移
動
さ

せ
る
と

き
、
そ
の
荷
物
に
縄
を

つ
け
、
こ
の
棒
を
通
し

て
、
両
端
を
二
人
で
か
つ
い
で
運
ぶ
。
い
ま
で
も
農
家
の
ど
こ
に
も
川
意
し
て
あ

る
棒
で
あ
る
。

も
っ
こ
　
丈
夫
な
繩
や
ふ
じ
づ
る
で
、
四
角
の
網
目
を
あ
ら
く
あ

ん
だ
も
の

で
、
四
す
み
に
繩
を
つ
け
て
か
っ
ぎ
棒
を
通
し
て
、
二
人
で
か
つ
ぐ

も

の
で

あ

る
。
土
冲
砂
や
石
な
ど
を
運
ん
だ
。
か
つ
ぐ
と
き
は
平
均
に
中
点
で
か
つ
ぐ
の
で

な
く
、
後
の
方
に
重
点
か
お
る
よ
う
に
、
後
の
者
が
も
っ
こ
を
も
っ
て
先
に
腰
を

ざ
る
、
次
に
前
○
者
が
先
端
を
も
っ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
か
つ
い
だ
。
前
は
婦
人

で
も
子
供
で
も
か
つ
げ
た
。

さ
げ
も
っ
こ
　
こ
れ
は
か
つ
ぐ
の
で
は
な
い
が
、
七
つ
こ
と
同
じ
よ
う
な
造
り

で
あ
っ
た
。
手
も
っ
こ
と
か
担
い
も
っ
こ
と
も
い
っ
た
が
、
今
の
担
架
で
あ
る
。

こ
の
さ
げ
も
っ
こ
は
堆
厩
肥
を
運
ぶ
の
に
便
利
で
あ
っ
た
。

お
か
ご
　
一
本
の
輔
を
屋
根
の
上
に
通
し
て
二
人
で
か
つ
い
で
、
客
人
を
運
ん

だ
。
宿
駕
寵
・
山
駕
寵
な
ど
種
類
が
多
か
っ
た
。
こ
の
辺
で
は
明
治
大
正
か
ら
昭

和
の
初
め
ま
で
、
主
と
し
て
お
嫁
様
が
乗
っ
て
嫁
入
り
し
た
。
ゆ
ら
れ
る
の
で
、

Ｇ 夕
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乗
物
に
酔
う
人
礼
多
か
っ
か
。
ま
た
お
医
者
さ
ん
や
お
坊
さ
ん
の
送
り
迎
え
に
も

使
わ
れ
た
。
そ
ん
な
と
き
使
わ
れ
た
お
か
ご
が
、
村
内
に
は
ま
だ
い
く
つ
か
残
っ

て
い
る
。

凶
　
押
し
た
り
引
い
て
運
ぶ
も
の

一
輪
車
　
狭
い
道
で
も
手
軽
に
運
ぶ
こ
と
の
で
き
る
一
輪
車
は
、
主
と
し
て
戦

後
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ね
こ
ぐ
る
ま
と
い
う
の
が
古
く
あ

っ
た

の

で
、
「
ね
こ
」
と
一
輪
車
を
呼
ん
だ
。
こ
の
一
輪
車
よ
り
前
に
木
で
造
っ
た
一
輪

車
が
あ
っ
た
。
西
天
開
墾
の
こ
ろ
用
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
は
運
ん
だ
土
な
ど
を
横

に
あ
け
た
。

犠
　
　
石
や
木
材
を
運
ぶ
に
は
そ
り
を
使
う
。
大
正
六
年
四
月
、
久
保
の
神

明
宮
の
中
の
手
洗
石
を
大
泉
所
か
ら
、
村
中
総
出
で
ひ
い
た
と
き
の
そ
り
が
い
ま

で
も
残
っ
て
い
る
。
北
殿
で
庚
申
塔
を
引
い
た
と
い
う
古
い
そ
り
も
残

っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
昔
は
重
い
石
を
運
ぶ
と
き
に
は
「
権
」
を
使
っ
た
が
、
そ
れ
を

「
修
羅
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
図
5
1
1
9の
よ
う
に
先
が
交

お
っ
て
い

て
、
多
人
数
で
引
け
る
よ
う
に
綱
を
つ
け
る
穴
も
あ
る
。

木
を
ひ
く
そ
り
は
「
木
ぞ
り
」
と
い
い
「
木
馬
」
と
も
い
っ
か
。
こ
れ
は
先
が

交

わ
ら
ず
、
二
本

の
そ
り
枠
が
平
行
し
て
い

た
。

こ

れ
ら
の
そ

り
が
動

か
な
い
場
所
で
は
、
こ
ろ
と
い
う
丸
太
棒
を
下

に
あ
て
、

そ
の
回
転
や
す
べ
り
で
運
搬
し
た
。

荷
車
・
リ
ヤ
カ
ー
　

大
八
車

を
こ
の
辺
で
は
荷
車
と
呼

ん
で
、
べ
つ
に
区
別

を

ｊ
』
χ

ｌ
ｔ

し

な

か

っ

た

。

「

代

八

車

」

と

も

か

い

た

こ

の

車

は

、

八

人

の

代

わ

り

を

す

る

ほ

ど

の
荷
物
運
搬
力
が
あ

る
と
さ
れ
た
。

明
治
二
四
年
三
月
改

め
の
「
営
業
人
台
帳
」
に
よ
る
と
、
本
村
の
荷
車
の
届
出

件
数
は
八
六
件
も
あ

る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
記

載
番

号
八
七

一
二

号

か

ら

み

て
、
相
当
多
く
の
台
数
が
動

い
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

「
荷
車
　
明
治
廿
三
年
十
二
月
一
日
中
箕
輪
村
石
川
友
三
郎
よ
り
買
受
け
、

仝
月
六
日
　
届
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
百
拾
八
番
地
　
清
水
庫
三
」

（
役
場
文
書
）

こ

の
よ
う
に
重
宝
な
荷
車
は
明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
、

盛
ん
に
用

い
ら
れ
て

き
た
が
、
昭
和
に
な

っ
て
リ
ヤ
カ

ー
が
登
場
し
そ

の
軽
快

さ
が
愛
好

さ
れ
、
特

に

戦
後
は
急
速
に
普
及
し
た
。
昭
和
二

八
年

に
五
〇
一

台
あ
っ
た
本
村

の
荷
車

は
、

翌
年
に
は
半
分

に
激
減
し
て
、

リ
ヤ
カ

ー
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

図5 －19　 木ぞり（し ゅら）と御手洗

久保神明宮にあ る。このし ゅらでこの石

を運んだ。

大
正
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
は
リ
ヤ
カ
ー
は

自
転
車
の
後
に
連
結
し
て
荷
物
の
運
搬
を
し

て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
自
転
車
か
ら

ぱ
ず
し
て
人
力
で
ひ
く
こ
と
も
で
き
た
。
何

よ
り
も
荷
車
よ
り
軽
い
し
回
転
が
な
め
ら
か

だ
っ
た
の
で
、
驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
普
及
し

た
。現

在
は
荷
車
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た

が
、
リ
ヤ
カ
ー
は
ま
だ
ほ
ん
の
少
し
で
は
あ

日印



搬第２節　運

両

が
営
業
税

を
納
め
て

い
る
。

車カ人図5 －21

「

ぐ
力
車
　

二
三
九
号
　

明
治
廿
三
年
五
月
七
日

ノ
　
・
　
　
　

壱
両
　
　
　
　
　
　

新
調
届

図5 －20　 荷車とリヤカー

る
が
使
っ
て
い
る
人
も
あ
る
。

人
力
車
　
人
を
乗
せ
人
の
力
で

引
く
二
輪
車
で
、
腰
掛
座
席
・
車

輪
・
梶
棒
・
幌
な
と
が
ら
成
っ
て

い
た
。
明
治
二
年
に
初
め
て
で
き

た
も
の
で
明
治
時
代
は
重
要
な
交

通
機
関
で
あ
っ
た
。

明
治
二
四
年
に
は
本
村
で
一
三

明
治
廿
四
年
十
二
月

廿
一
日
　
　

廃
業
届

二
百
三
十
番
地

黒
沢
亀
太
郎
」

（
役

場
文
書
）

こ

の

よ

う

に
新

調

し

て

就
業

し

て

も
、

長

続

き

せ

ず
、

一

年

く

ら

い
で

廃

業

し

て

い

る
。

営

業

を

し

て

も
自

分

で

ひ

く
と

は
限

ら
ず

、

雇

人

を

お

い
て

稼

い

だ

ら

し

く

次

の

よ

う

な

廃
業

願

い

も

あ

る

。

「
　
　
　

人
力
車
廃

業
願

上
伊
那
郡
南
箕
輪
村

稼
業
人
　

原
　
　

信
　

一

同

郡
　
同
村

雇
　

人
　
唐

沢
久
右
衛
門

右
之
者
是
迄
相
謳
い
稼
業
致
し
居
り
候
処
　

目
下

売
却
致
し
侯
に
付
き
　

廃
業
致
し
度

く
侯
間
御
聞
き
届
け
成
し
下
さ
れ
度
く
御
鑑
札
相
添
へ
此
段
願
い
上
げ
奉
り
候
也

明
治
十
九
年
七
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
　
　

原
　
　

信
　

一

同
　
　

唐

沢
久
右
衛
門

飯
田
警
察
署
伊
那
分
署

警
部
補
　

戸
田
元
一
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
大
泉
中
宿
文
書
）

人

力

車

の
運

賃

は
ど

れ

ほ
ど

で

あ

っ

た

か

。
詳

し

い

資

料

は
な

い

が

、

北

殿

か

ら
小

野

ま
で

の
運

賃

が

金

一

両

で

あ

っ

た
こ

と

を

示

す

、

次

の
請

取

が

残

っ
て

い

る

。「

金
　
壱
両
也
　
　
　
　

但
し
北
殿

よ
り
小
野
迄

右
之

通
り
正

に
請
取

り
申
し
候
也
　
　
　
　
　
　
　

上
伊
那
郡
南
箕
輪
村

明
治
廿

五
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
弥
一
郎
⑩

十
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田
元
　

弥

伊

藤
鶴
吉

殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
北
殿
伊
藤
屋
文
書
）

人

力

車

は

一

人

で

一

人

の

客

を

乗

せ

る

の

で
、

二

人

で

一

人

の
客

を
運

ぶ

か

ご

よ

り

安

く

、

し

か

も
早

か

っ
た

の

で
、

非
常

な

勢

い

で
増

加

し
、

か

ご

は

急

速

に

減

っ
て

い

っ
た

。

車
夫
の
服
装
は
饅
頭
笠
を
か
ぶ
り
は
っ
ぴ
に
も
も
ひ
き
で
、

素
足

に
草
牲

を
は

邱j



第 ５章　交通・運搬・交易・通信

い
て
走
っ
た
。
坂
下
の
明
十
橋
に
は
人
力
車
の
駐
車
場
か
お
り
、
五
〇
～
六
〇
台

の
人
力
車
が
客
待
ち
を
し
て
詰
め
て
い
た
。
北
は
諏
訪
・
塩
尻
・
松
本
、
南
は
上

穂
・
飯
島
・
飯
田
ま
で
も
飛
ん
で
い
た
。
賃
銭
は
県
道
一
里
に
つ
き
Ｉ
〇
銭
、
里

道
は
コ

ー銭
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

一
時
は
伊
那
で
二
六
〇
台
に
も
ふ
く
れ
た
人
力
車
は
、
ゴ
ム
輪
に
な
っ
て
乗
り

心
持
ち
よ
く
な
っ
た
が
、
明
治
一
八
年
こ
ろ
か
ら
ト
テ
馬
車
が
出
現
し
、
明
治
の

終
わ
り
ご
ろ
は
め
っ
き
り
減
っ
て
運
搬
の
主
流
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

㈹
　
自
　
転
　
車

人
が
サ
ド
ル
に
腰
を
か
け
て
、
（

ン
ド
ル
を
持
ち
、
両
足
で
ペ
ダ
ル
を
交
互
に

踏
み
な
が
ら
走
る
自
転
車
は
軽
便
な
も
の
だ
っ
た
。
一
八
世
紀
末
に
西
洋
で
発
明

さ
れ
一
九
世
紀
末
に
は
空
気
入
り
の
タ
イ
ヤ
が
発
明
さ
れ
た
り
し
て
、
た
ち
ま
ち

各
地
に
普
及
し
た
。
日
本
に
は
一
九
世
紀
末
に
輸
入
さ
れ
、
第
一
次
大
戦
後
に
は

日
本
で
の
製
造
が
盛
ん
に
な
り
輸
出
す
る
ま
で
に
た
っ
た
。
構
造
上
は
そ
の
こ
ろ

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
の
自
転
車
ほ
ど
、
長
い
間
人
間
に
使
用
さ
れ
る
乗
物

は
な
い
。
現
在
自
動
車
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
自
転
車
の
軽
便
さ
は
人
々
に
愛
好

さ
れ
て
、
そ
の
数
は
驚
異
的
に
増
え
て
い
る
。

当
村
で
は
明
治
の
末
ご
ろ
原
参
三
医
師
が
乗
り
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
モ

の
こ
ろ
は
自
転
車
を
は
じ
め
て
み
る
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
道
に
並
ん
で
自
転

車
に
の
っ
て
し
く
姿
を
見
送
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
道
は
で
こ
ぼ
こ

し
て

お

り
、
な
か
な
か
バ
ラ
ソ
ス
も
と
れ
な
い
の
で
、
他
町
村
ま
で
ゆ
く
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。

初
め
は
男
の
乗
る
も
の
と
思
か
ね
て
い
た
が
、
女
も
乗
る
よ
う
に
た
っ
た
。
第

一
は
お
産
婆
さ
ん
で
あ
っ
た
。
女
の
自
転
車
乗
り
は
こ
れ
も
珍
し
い
の
で
、

道

々
、
人
々
が
そ
の
さ
っ
そ
う
た
る
姿
を
見
送
っ
た
。

は
や
り
始
め
の
自
転
車
は
ハ
イ
ン
チ
の
輪
で
、
い
ま
の
六
イ
ン
チ
よ
り
高
い
Ｏ

で
、
乗
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
に
は
相
当
の
練
習
が
い
っ
た
。
子
供
た
ち
は
足
が

届

か
な
い
の
で
横
乗
り
と
い

っ
て
ま
た
が
な
い
で
乗
っ
た
。
当

時
は
子

供
用

は
な

か

っ
た
。二

　

畜
力
に
よ
る
運
搬

Ｈ
　

馬
ｉ

Ｘ

馬

の

く

ら

の
　

背

馬
で
も

の
を
運

ぶ
と
き
は
、
馬
の
背

に
く
ら
を
お
い
て
運
ん
だ
。

そ

の
こ
と

を
く
ら
を

お
く
と
呼
ん
だ
。
人
を
運
ぶ
に
は
「

の
り
く
ら
」

を
お
き
、

大
正

か
ら
昭
和
の
初

め
ま
で
医
者
の
送
り
迎
え
は
馬

が
主
で
あ
っ
た
。

い
い
　
　
　
　

か

い

江

戸
時
代
の
宿
駅
制
度
で
は
人

か
乗
せ
て
運
ぶ
の
は
、
軽
尻
と

い
い
、
本
馬

の

半
額
で
あ

っ
た
。
軽
尻

に
は
五
貫
匁

ま
で

は
荷
物

を
つ
け

る
こ
と

が
で
き

た
。
本

馬

は
三

六
貫
（
約
一
三
五
≒
）
、

軽
尻

は

コ
（

貫
（
約
六
三
≒
）
が
標
準
で
あ

っ
た

。

図5 －22　 馬の鞍（荷運び用）

手前の金具は「はみ」

く
ら
な
わ
（
く
ら
ん
な
わ
）
　
馬
の

背

に
荷
物
を
つ
け
る
と
き
の
繩
で
あ
る
。

み
ご
で
作

っ
た
も
の
か
ら
麻
で
作
っ
た

も
の
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
丈
夫
で

何
回
も
使
用

す
る
に
耐
え

る
よ
う
嵯

を

細
か
く
し
っ
か
り
作

っ
て
あ

っ
た
。
こ

の
繩
で
、
稲
や
桑
や
刈

敷
な
ど
の
東
を
六
束
つ
げ
て

運
ん
だ
。
馬
一
頭

に
負

わ
せ

る
荷
物
の
こ
と
を
「
一
駄
」
（

だ
ん
）
と
い
っ
た
。
普
通
一
駄

は
六
束

で

あ

っ

た

が
、

荷
物
に
よ
っ
て

ち
が
っ
て

卜
た
。
米

は
四
斗
俵
で
二
俵
が
一
駄
で
あ

っ
た
。

い
ま
で
も
、
籾

を
玄
米

に
換

算
す

る
と
き
、
「

三
俵
一
駄
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は

五
斗
入
り
籾
三
俵
で
、
半
摺
り
と
し
て
玄
米
約
八
斗
（
二
俵
）
を
得
る
と

い

う
こ

と
を
示
し
て
い

た
。

馬
の
背
に
乗
っ
て
、
伊

那
米
は
権
兵
衛
峠
を
越
え

て
木

曽
へ
運
ば
れ
た
。
こ

の

峠
は
急
峻
で
八
斗

入
り
二

俵
を
運
ぶ
に
は
、
馬

の
力

を
も
っ
て
し
て
も
困
難
だ

っ

屁2



た
の
で
、

高
遠
領

の
米

は
三
斗
五
升
（
三
斗
三
升
）
入
り
の
一
俵
で
あ

っ
た
と
い
わ

れ
て
い

る
。
元
禄
時
代

か
ら
明
治

に
か
け
て
こ
の
馬

に
よ
る
交
易
は
相
当

に
栄
え

た
。λ

　ゝ

　
Ｘ
　
　
　
　
　
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

か

る

こ
　

馬

の

鞍

の

両

側

に

、

藁

繩

を

編

み

、

下

を

結

べ

ば

袋

状

に

な

る

よ

う

に
こ
し
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
堆
厩
肥
な
ど
を
運
ぶ
の
に
便
利
で
あ
っ
た
。

よ
　
ぎ
　
木
の
枠
で
桶
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
が
る
こ
と
同

じ
よ
う
に
馬
の
左
右
に
つ
け
て
、
農
家
で
は
水
肥
を
運
ん
だ
。
酒
や
醤
油
も
運
ば

れ
た
。
酒
悠
二
斗
五
升
入
り
の
樽
二
つ
が
一
駄
で
、
醤
油
は
八
升
入
り
八
樽
を
一

駄
と
し
た
。
本
村
の
古
い
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

タ

マ

ジ

「

溜

弐
駄

馬
方
市
兵
衛

石

高
八
斗
弐
升
　
　
　
　
　
　
（
玉
理
軒
文
書
と

こ

こ

で

は

溜
（
醤
油
）
が

一
駄

お

よ

そ
四

斗

に

な

っ
て

い

る

。
な

お
、
塩

が

多

く

馬

の
背

て

運

ば

れ

た

と

み

え

て

こ

の

家

に

は

塩

を

運

ん

だ

記

録

が

多

く

み

ら

れ

る

。

木

ま

わ

し
　

木

材

に
木

ま

わ

し

を

打

っ
て

馬

に
引

か

せ

る

ず

り

び

き

が

あ

っ

た

。

こ

れ

は

山

の

急

斜

地

の
木

材

を

ひ

き

だ

す

の

に
用

い

ら

れ

た

。
人

と
馬

の
呼

吸

が

特

に

必

要

な

ひ

き

方

だ

っ

た

が

、

驚

く

ほ

ど

大

量

の
木

材

が

運

ば

れ

た

。

附

中

馬

馬
に
荷
を
つ
け
て
遠
い
道
を
運
ぶ
こ
と
を
「

中
馬
」

又
は
「

馬
追
い
」
と

い
っ
た
。
江

戸
時
代

か
ら
大
切
な
運
輸
を
う
け
も

っ
た
。

中
馬

は
、
百
姓
の
作
間
稼
ぎ
に
、
近
距
離

を
一
人
で
一
匹

の
馬
を
追
う
こ
と
で
始

ま

っ

た
。
そ

の
う
ち

に
一
疋
が
二
疋
に
な
り
三
疋
四

疋
と
な
り
、
は
じ
め
は
日
帰

り
で
あ
っ
た

搬
　
　

の
が
松
本
や
岡
崎
、
名
古
屋
ま
で
も
い
く
よ
う
に
な
り
何
泊
か
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
中
馬

は
宿
駅
の
「
伝
馬
」
と
ち
か

っ
て
、
目
的
地
ま
で
馬
の
荷
を
お
ろ
さ
な
い
の

で
、
運
搬

が
早
く
荷
く
ず
れ
も
な

か
っ
た
。
後
に
は
荷
物
を
売

っ
た
り
買

っ
た
り
す
る
仲

運価
　
　

買
人

の
よ
う

な
商
行
為
も
行
わ
れ
、
作
間
稼
ぎ
で
な
く
専
業
者
も
で
て

き
た
。

２
　
　
　

こ
の
中
馬
が
塩
・
魚
・
綿
な
ど
を
こ
の
地
に
移
入
し
、
伊
那
の
た
ば
こ
や
雑

穀
を
移
出

第

し
て
、
物
資

の
流
通

に
果

た
し

た
力

は
大
き
な
も
の
で
、
伊
那
地
方
の
商

業
の
発
達

を
う

図5 －23　 四輪 車（ 運送） と胸あて

な
が
し

、
生
活

に
う
る

お
い
を
も

た
ら
せ

た
の
で
あ
る
。

問
屋

は
も
と
も
と
荷
を
継
ぎ

だ
し
運
ん
で
い

た
の
で
、
新
興
の
中
馬
と
は
商
売
敵
で
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
に

ト
ラ
ブ
ル
も
多

か
っ
た
が
、
明
和
の
裁
許

状
な
ど
に
よ
っ
て

野
放
し

で

は
な
い
に
し
て
も
、
中
馬

は
盛
ん
に
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
特

に
伊

那
街

道
は
脇
街

道
だ

っ
た
の
で
関
所
も
な
く
、
中
馬
街
道
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
盛
ん
で

あ
っ
た
。
中
馬

に
よ

る
駄
賃

か
せ
ぎ
が
、
村
の
経
済
を
う
る
お
し
た
。（
詳
し
く
は
下
巻
中
馬
参
照
）

⇔
　

運
　

送
　

車

馬

牽

牛

が

荷

車

を

ひ

い

て

運

搬

す

る

こ

と

を
運

送

と
呼

ん

だ

。

そ

の

荷
車

の
こ

と

も

運

送

（
車
）

と

呼

ん

だ

。

盛

ん

で

あ

っ

た

中

馬

の

あ

と

を

う

け
て

運

送
が

普

及

し

て

き

た

。
明

治

二

四

年

に

は
す

で

に

村
内

で

九
二

台

が

登

録

さ

れ
て

い
て

、

相

当

さ

か
え

て

い

る

。
本

村

で

ぱ
荷

牛

車

よ

り

も

荷

馬

車

が

は

る

か

に
多

か

っ

た
が

、

大

正

時

代

に
な

る
と

荷

牛

車

も

ふ

え

て

き

た

。

牛

は
二

輪

車

だ

っ

た

が
、

馬

に

は
二

輪

車

と

四

輪

車

が

あ

っ
た

。

運

送

車

は

け

じ

め

主

と

し
て

自

家

用

（
農
業
）
運

搬
で

あ

っ

た
が

、

こ

れ

を

職

屁J
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業
と
す
る
運
搬
業
者
も
で
て
き
た
。
中
馬

稼
ぎ
の
人

々
も
こ
れ
に
転
じ
た
。
木

材

や

薪
・
米
な
ど
を
運
ん
で
い
っ
て
町

か
ら
購
入

す
る
品

を
も
ち
帰

っ
て
き

た
。
職

業
と
す
る
人

た
ち

ぱ
近
郷
の
町

村
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
く

は
松
本

・
飯
田

・
名
古
屋

等
ま
で
往
復
し
て
い
た
。
運

送
凰
の
能

率
は
中
馬

の
比
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
明

治
二
〇

年
代
か
ら
中
馬

業
者
が
衰
退

し
て

い
っ
た
。

明
治
三

九
年
に
辰

野
駅
が
で

き
て

か
ら
、
伊
那

に
電
車

が
走

る
よ

う

に

な

っ

て
、
運
送
業
者
は
急
激
に
ふ
え

、
や
が
て
全
盛
時
代

を
む
か
え

た
。

し
か
し
、
戦
後
自
動
車
（
ト
ラ

ヴ
ク
）
が
普
及

し
て

か
ら
、

急
激
に
運
送
車

は
少

な
く
な
り
、

い
ま
は
村
内

に
一

台
も
見
当

た
ら
な
い
ほ
ど

に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

図
5
1
2
4
は
本

村
の
馬

の
頭
数

の
変
遷
で
あ

る
。
ほ
と

ん
ど
馬

に
頼

っ
て
き

た

農
村
も
、
馬

の
皆
無
時
代

を
迎
え

た
の
で
あ

る
。

句
　

乗
合
馬

車
（
ト
テ
馬
車
）

日
本
で

は
牛
車

は
「

ぎ
ゅ
う
し

や
」
と
呼
ば

れ
て
古
く

か
ら
使

わ

れ

て

い

た

が
、
馬

に
車
を
ひ
か
せ

る
こ
と

は
明
治
以
前

に
は
一

般
に
は
な

か
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
乗
用
馬
車

は
欧
米

か
ら
の
移
入
で
あ

っ
た
。
明
治

の
初

め
か
ら
し
だ
い

に

(1970)
4 頭

亥
久
８

幻

ノ
イ

つ
乙
５

直

和
1
9

争

昭

ぐ

戦治

明
ぐ

明時代

和元

176則

戸

明

ぐ

江
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盛
ん
に
な
っ
た
こ
の
馬
車
は
、
伊
那
に
も
入

っ
て
き
た
。
赤
車
と
黒
車
の
二
系
統
が
あ
っ

て
競
争
も
ぱ
げ
し
か
っ
た
。

北
殿
で
乗
用
馬
車
を
始
め
た
の
は
伊
藤
某

で
明
治
時
代
後
半
に
、
兄
弟
で
三
台
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
。
主
と
し
て
岡
谷
辰
野
か
ら

伊
那
町
の
間
を
走
っ
た
。
騏
者
は
赤
い
毛
布

を
腰
に
ま
き
、
鞭
を
ふ
り
小
さ
な
ラ
で
（

を

吹
い
て
馬
を
走
ら
せ
た
。
こ
の
ラ
で
（

の
音

か
ら
「
ト
テ
馬
車
」
と
い
っ
た
。
車
は
鉄
輪

で
あ
り
振
動
が

ぱ
げ
し
か
っ
た
が
、

鉄
道
の
な
い
こ

ろ
の
交
通
機
関
と
し
て
、
一

台
に
六
人

く
ら
い
ず
つ
乗
れ
た
の
で
乗
客
も

な
か
な

か
多

か
っ
た
。

ト
テ
馬

車
の
全
盛
期
は
鉄
道

の
開
通

ま
で
で
、
明
治
四
五
年

に
は
北
殿
伊
那
北

ま
で
電
車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
明
治
末
期

に
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な

っ
て

し
ま
っ
た
。

三
　

動
力
に
よ
る
運
搬

オ
ー
ト
バ
イ
　
自
転
車
に
エ
ン
ジ
ン
を
つ
け
て
人
力
で
な
く
走
れ
る
も
の
で
、

二
輪
車
・
自
動
二
輪
車
・
単
車
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
原
付
自
転
車
が
村
に

い
つ
ご
ろ
か
ら
入
っ
て
き
た
か
、
昭
和
三
〇
年
代
初
め
ご
ろ
ら
し
い
。
「
村
勢
要

覧
」
に
は
昭
和
三
三
年
に
突
如
七
七
台
が
登
録
さ
れ
、
昭
和
四
〇
年
に
は
八
九
二

台
に
も
な
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
人
力
で
な
い
こ
と
か
ら
急
に
村
民
の
間
に
普
及

し
た
。

そ
の
後
自
動
車
の
め
ざ
ま
し
い
普
及
に
よ
り
一
時
激
減
し
た
が
そ
の
小
回
り
の

き
く
こ
と
な
ど
か
ら
根
強
い
毀
要
が
あ
り
、
最
近
婦
人
用
な
ど
が
め
っ
き

り
増

え
、
若
者
が
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
満
足
さ
せ
る
な
ど
で
、
漸
増
し
つ
っ
あ
る
。

自
動
車
　
乗
用
車
と
貨
物
車
が
あ
る
。
本
村
に
は
じ
め
貨
物
用
の
三
輪
車
が
入

っ
て
き
た
。
大
正
一
五
年
に
一
台
、
昭
和
三
年
に
二
台
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
ず

う
っ
と
変
化
が
な
く
、
戦
時
中
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
昭
和
二
四
年
に
一
台
よ

う
や
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
に
は
急
に
一
九
台
と
な
り
以
後

め
ざ
ま
し
く
昭
和
五
〇
年
に
は
、
七
〇
〇
台
を
こ
え
た
。

乗
用
車
は
昭
和
二
九
年
に
軽
自
動
車
が
三
台
入
っ
た
の
が
は
じ
め
で
、
普
通
乗

用
車
は
翌
三
〇
年
に
一
台
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
三
五
年
に
本
村
で
は
じ
め
て
乗
用

車
を
購
入
し
た
飯
塚
は
、
当
時
は
馬
鹿
者
扱
い
に
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ

れ
か
ら
十
数
年
後
の
昭
和
四
八
年
に
は
六
六
七
台
も
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

邱4



表５－ １　 自動車の普及（村

勢 要覧）

貨

物
自
動
車

乗
用

自
動
車

大正15

昭和 ３

昭和13

昭和24

昭和29

昭和48

昭和50

昭和58

1

2

0

1

11

582

715

1,541

0

0

0

0

3

667

1,456

4,072

台

に
も

な

っ
て

い

る

。

急
増

ぶ
り

は
上
表

の
よ
う

で
あ

る
。

い
ま
は
自
動
車

の
種
類

も
多
種
で
、

乗
合
車
（
。（

ス
）
が
昭
和
四
八
年
に

四

台
入
り
以

後
ふ
え
て
一
六

さ
ま

ざ
ま
の
目
的

に
よ

っ
て
特
殊
専

が
ふ
え

て

き

て

い

七
・
二
≒

村
道
が
四
五
・
五
ｈ
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
め
ざ
ま
し
く
舗

装
が
す
す
み
、
現
在
は
村
道
の
七
〇
％
が
す
で
に
舗
装
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

搬
　
　
バ
　
ス
　
伊
那
バ
ス
の
開
業
は
大
正
六
年
で
あ
っ
た
Ｊ
伊
那
バ
ス
本
線
の
国
道

一
五
三
号
線
通
過
は
昭
和
二
（
年
四
月
一
日
か
ら
で
、
国
鉄
飯
田
線
と
平
行
し
て

運
　
走
る
が
ヽ

集
落
の
多
い
段
丘
の
上
を
走
る
の
で
好
都
合
だ
゜

だ
・

ま
た
後
に
一
時

２０
　

間
に
二
本
ず
つ
、
三
〇
分
毎
に
往
復
し
た
の
も
利
用
者
に
喜
ば
れ
た
。

第
　
　

吹
上
線
が
開
通
し
だ
の
は
昭
和
二
四
年
一
一
月
一
日
で
、
い
ま
ま
で
交
通
の
不

…

…

…… ｙ
」 』

四

議

圧

一

岫

嘲
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一
匹
　
ｍ

腫
　

心
　
　

も

す

し

ず

め

に

乗

っ

た

も

の

だ

…
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｝
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』
…
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一
一
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」

」

¨
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¨
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¨
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言
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難
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半
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客
が
降
り
て
電
車
の
後
か
ら
押
し
て
よ
う
や
く
の
ぼ
り
つ
め
た
り
も
し
た
。
子
供

た
ち
は
傍
の
道
を
走
っ
て
、
よ
く
追
い
こ
し
て
得
意
だ
っ
た
。

昭
和
一
八
年
に
豊
橋
ま
で
開
通
し
て
飯
田
線
と
改
称
し
、
東
海
道
線
と
結
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
全
綻
が
私
鉄
か
ら
国
有
鉄
道
と
た
っ
た
。
こ
の
時
い
ま
ま
で
上

り
で
あ
っ
た
辰
野
方
面
が
下
り
と
な
り
、
下
り
で
あ
っ
た
飯
田
豊
橋
方
面
が
上
り

と
な
っ
て
、
住
民
が
戸
惑
っ
た
こ
と
も
昔
が
た
り
に
な
っ
た
。

第
三
節
　
交

一

訪
問
売
り
の
商
人

易

農
村
で
は
古
い
交
易
の
物
々
交
換
が
明
治
大
正
は
も
ち
ろ
ん
昭
和
ま
で
続
い
て

い
た
。
特
に
戦
前
戦
後
は
食
料
と
の
交
換
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
か
。

ほ
ぼ
き
ま
っ
た
季
節
に
村
へ
回
か
っ
て
く
る
行
商
人
が
あ
っ
た
。
ま
ず
越
中
富

山
の
薬
売
り
が
あ
っ
た
。
村
の
全
戸
へ
回
わ
る
の
で
な
く
お
得
意
先
は
き
ま
っ
て

い
て
、
親
類
の
よ
う
な
親
し
さ
が
あ
っ
た
。
富
山
の
風
邪
薬
や
気
付
薬
な
ど
家
庭

常
備
薬
を
配
置
し
て
行
き
、
習
年
回
お
っ
て
き
た
と
き
そ
の
使
用
分
の
薬
代
を
請

求
し
た
。
使
用
し
た
薬
は
補
充
し
、
使
用
し
な
か
っ
た
薬
は
新
し
い
薬
と
と
り
か

え
て
い
っ
た
。
子
供
に
は
紙
風
船
や
ゴ
ム
風
船
を
く
れ
た
の
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
よ
う
に
人
気
が
あ
っ
た
。

薬
売
り
は
こ
の
ほ
か
に
讃
岐
の
薬
屋
も
回
お
っ
て
き
た
。

越
後
の
毒
消
し
売
り
も
き
た
。
絣
の
着
物
に
赤
い
腰
巻
を
ち
ら
つ
か
せ
、
紺
の

脚
半
と
い
う
い
で
た
ち
の
娘
さ
ん
た
ち
で
あ
っ
た
。
大
き
な
紺
の
風
呂
敷
包
み
を

背
負
い
、
威
勢
の
よ
い
声
で
「
毒
消
い
り
ま
せ
ん
か
ね
」
と
戸
ご
と
に
回
わ
っ
て

歩
く
。
集
団
で
村
へ
き
て
、
二
人
で
組
に
な
っ
て
歩
い
た
が
、
特
定
の
得
意
先
は

も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

わ
か
め
売
り
も
き
た
。
越
後
か
ら
も
静
岡
か
ら
も
き
た
。

「

わ
か
め
い
り
ま
せ
ん
か
ね
１
」

と
い
う
娘

さ
ん
の
美

し
い
声
が

ひ
び
い
た
。

秋
す
ぎ
に
な
る
と
中
沢

か
ら
せ
ん
ぼ
ん
柿

と
い
う
柿

を
馬

に
つ
け
て
売

り
に
き

た
。
細
長
い
さ
あ
し
た
柿
で
甘
か
っ
た
の
で
、
甘
味

の
乏

し
か
っ
た
農
村

の
子
供

た
ち
に
奸
ま
れ
た
。
柿

い
ざ
る
一
杯

に
稗
二
杯

が
相
場

だ
っ
た
。
な
か
に
は
俵

ご

と
買
う
家
も
あ
っ
た
。
保
存

が
き
い
た
の
で
秋

か
ら
冬
に
か
け
て

の
お
茶
菓
子
と

な
っ
た
。

草
刈
鎌
は
下

水
内
の
古
間

か
ら
古
間

鎌
を
売
り
に
き
た
。
よ
く
き

れ
る
の
で
農

家
に
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。
春

の
耕
作
前

に
や
っ
て

き
て
、

お
得
意
先

を
回
わ
っ
て
歩

い
た
。

村
に
回
わ
っ
て
き
た
行
商
人

を
古

老
か
ら
き
く
と
次
表
の
よ
う
に
多

か
っ
た
。

訪 問売 りの商人たち
さ ぬ

1｡ 薬売り（富山）（讃岐）

2. 毒消し売 り（越 後）（静 岡）

3. せんぼ ん柿 （中沢）

4. 鎌（古間）

5. 熊の胆・猿の頭売 り

6. 蛇売 り

7. 飴売 り

8. 金魚売 り

9，若布売 り

10. 筆売 り

売 り

売 り（木 曽）

売 り（諏訪）

茶

に

櫛

心

鋸

４
　
　

１
　
　

Ｓ

１ １

Ｊ
1
2
1
3

14. 蚕 種売 り（上 田）

15. 野菜種売 り

16. 鮒売 り（諏訪）

17. 傘売 り（阿 島）

18. か もじ売 り

19. きせる売 り

二
　

修

理

に

回

わ
っ

て

き

た

職

人

た

ち

い

か
け
や
（
鋳
掛
屋
）
　
鉄
・
銅
器
の
破
損
を
修
理
し
て
あ
る
く
旅
職
人

を
い
か

け
や
と
い
っ
た
。
長
い
天

秤
棒
で
ふ
い
ご
そ
の
他

の
道
具

を
か
つ
い
で
来
、

ど
こ

で
も
自
由
に
営
業
で
き
る
特
権
を
持

っ
て

い
た
。
年

に

Ｉ
～
二
度

ず
つ
は
き

ま
っ

て
訪
ね
て
き
た
。
お
も
に
な
べ
・
か
ま
・
鉄
び
ん
な
ど
を
修
理
し

た
。
村

の
広
場

な
ど
で
仕
事
を
は
じ
め
る
と
隣
近
所

知
ら
せ
あ
っ
て
、

い
た
ん
だ
も

の
を
も

っ
て
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集

ま
っ
て

い
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
ほ
う
ろ
う
び
き

や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ア

ル
マ
イ
ト
製

の
商
口
叩
か
で

ま
わ
っ
て
、

い
か
け
や
さ
ん
の
姿
は
村
で
見

か
け

ら
れ
な
く

な
っ
た
。

・
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　

お
け
　

た
る

お

け

や

（

桶
屋

）
　

桶

や

樽

を

修

理

す

る

人

を

お

け

や

と

い

っ

た

。

竹

の

だ

が

で

中

の
液
体
が
も

れ
な
い

よ
う
に
す

る
こ
と
を
「

た
が
じ

め
」
と
い

っ
た
。
室
町
時

代

に
酒

造
業

が
急
増

し
て

液
体
物

の
運

搬
が
可
能

に
な
っ
た
の
は
、

た
が
じ

め
の

技

術
が
進
ん
だ
た
め
と
い
わ
れ
て

い
る
。

農
村
で

は
古
く

か
ら
明
治
大
正

に
か
け
て
、
秋
の
収
穫
後
と

か
正

月
前
と

か
に

は
、

曽
ま
っ
て
桶
屋

が
回
わ
っ
て
来

た
。
竹

を
割
り
み

ご
と

に
け
ず

っ
て

た
ち
ま

ち
ほ
ど
よ
い
た
が
に
す
る
技

術
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ

の
た
が

を
し

め
る
音
の
こ
こ

ろ
よ
さ
等
、
見
て
い
て
楽
し
い
も

の
だ

っ
た
。
昔

は
桶
や
樽
が

な
く
て

は
く
ら
せ

な
か
っ
た
。
お
ひ
つ
や
手
桶
や

た
ら
い
に
ぱ
じ

ま
っ
て
、
漬
物
桶
、
み
そ
桶
、
し

ょ
う
油
樽
、
酒
樽
、

さ
て

ぱ
こ
や

し
桶

か
ら
ふ
ろ
桶
等

ま
で
、
生
活
の
万

般

に
わ

た
っ
て
「

だ
が
」

の
い
る
も

の
ば

か
り
で
あ

っ
た
。

易

村に回わ ってきた職人たち

1. いかげ や（鋳 掛）

交第３節

桶

い
直

ぐ
　

り

や

も

げ

う

や

り

お

こ

に
研

心

゜
　

’
　

゛
の

２
　

３
　

４

5｡ 鋸の目立てや

6. 羅宇や

7. 傘のはりかえや

8. 下駄のはいれや(雪駄や)

9. 簑なおしや

10. 機なおしや

11. 塗師や

12. 錠前や

13. 飾屋

14. 屋根葺や

15. 木挽や

16，屋根板はぎ

近
代
に
な
っ

て
そ
の
た
か
が

金

属
化
し
て
、

銅
・
真

ち

ゅ

う
、
針
金
等
に

な

っ
て
く
る
に

従
い
桶
屋
も
し

だ
い
に
遠

く
な
り
、

さ
ら
に
現
代

は
プ
ラ

ス
チ

″
ク
製
の
容
器
が
普
及
し
、
村
回

わ
り
の
桶
職
人

は
全
く
姿

を
消
し

た
。

し
か
し
、

漬
物

な
ど
桶

の
感
触
の

快

さ

は
、
人

々
の
心
か
ら
消

え
さ
っ
て
は
い
な
い
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
（
前
期
）
、

と
村

に
回
お
っ
て
き
て
、
日
常
用
品

の
修
理

を

し
て
く

れ
た
諸
職
人
は
、
上
表
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

三
　

呼

売
り

の
行

商

人

豆
腐
屋
　

「

ト
ー
フ
　

ト
ー
フ
　
ア
ブ
ラ
ア

ゲ
ド

ー
フ
」
と
唱
え
て
一
年
中

回

わ
っ
て
売
く

の
が
と
う
ふ
や
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
に
ラ

で
（

で
「

ト

ー
フ
　

ト

ー

フ
」
と
音

を
た
て

る
よ
う

に
な

っ
た

。
い
ま
で
も
自
動
車
で
回
わ
っ
て
い
る
。

飴
　

屋
　

浅
い
金
た
ら
い
の
よ
う
な
物
の
ふ

ち
に
、
小
さ
い
万

国
旗
を
た
て
め

ぐ

ら
し
、
中

に
子
供

に
売

る
ぶ

っ
き
り
飴
を
入
れ
て
い
た
。
こ
の
た
ら
い
の
下

に

輪

を
つ
け
て
こ
れ
を
頭

に
の
せ
て
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
流
行
歌
な
ど
を
唄
っ
て

き

た
。
飴

を
買

う
と
景
品

に
小
旗
を
く
れ
た
。

金

魚
売
り
　

夏

に
な

る
と
天
秤
棒
で
金
魚
の
た
ら
い
を
か
つ
い
で
金
魚
売
り
が

き

た
。
「

キ
ソ

ギ
ョ
ヤ
　

キ
ソ

ギ
ョ
ー
　
キ

ー
ソ
ギ
ョ
ヤ
　

キ
ソ
ギ
ョ

ー
」

の
声

は
村

を
あ
か
る
く
ざ

わ
め
か
し

た
。
子
供

た
ち
は
い

ち
は
や
く
と
ん

で

集

ま

っ

た
。
こ

れ
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
田
植
え
の
す
ん
だ
こ
ろ
「

鯉
ご
売
り
」
も
き
た
。

鯉

ご
は

Ｉ
〇
〇
匹
単
位
で
取
引
き
さ
れ
る
の
が
多
か
っ
た
。
家

々
に
は
鯉
田

と
い

う
と
く
べ
つ
水
も

ち
の
よ
い
田
さ
え
あ
っ
た
。
秋
に
な
っ
て
収
穫
前
の
田

か
ら
、

み
ご
と

に
成
長
し
た
脛
を
と
る
の
は
、
泥
ま
み
れ
に
は
な
っ
た
が
大
き
な
楽
し
み

で
あ

っ
た
。

石
焼
い
も
や
・
中
華
そ
ば
や
　

美
し
い
声
の
石

焼
き
い
も
や
、
豆（
国
情
緒
の
あ

る
チ

ャ
ル
メ
ラ
の
中
華
七
ぼ
や
か
農
村
に
も
回
わ
っ
て
く
る
よ
う
に

だ

っ

た

の

は
、

ご
く
最
近
で
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
昔
は
な
か
っ
た
。

こ

の
呼

び
売
り

の
延
長

に
な

る
の

か
、
農
協
の
ひ
ま
わ
り
が
、
演
歌
の
レ

＝
Ｉ

ド
を
か
け
て
村

々
を
回

わ
っ
て
い

る
。
一
時
は
相
当
に
ぎ
か
っ
た
が
、
近
ご
ろ
は

奉
仕
的

な
傾
向
が
強
く

な
っ
た
と
い
う

。

「
三
九
年
九
月
　
移
動
購
買
車
（
ひ
と
し
お
号
）
巡
回
始
ま
る
。
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交通・運搬・交易・通信章第 ５

四
一
年
九
月
　

移
動
購
買
車
大
型
化
（
ひ
ま
わ
り
号
）
す
」

四
　

訪
問
買
い
に
き
た
商
人

村
に
入
っ
て
き
て
、
農
家
の
生
産
物
を
直
接
買
っ
て
い
く
商
人
や
仲
買
人
も
あ

っ
た
。
米
や
大
豆
、
小
豆
な
ど
伊
那
の
商
人
が
や
っ
て
き
て
、
買
っ
て
い
っ
た
。

特
に
屑
繭
は
ほ
と
ん
ど
庭
先
で
買
っ
て
い
っ
た
。
伊
那
町
や
木
下
の
仲
買
Ａ
が
き

て
、
春
蚕
・
夏
蚕
・
秋
蚕
等
の
繭
か
き
が
終
か
っ
た
こ
ろ
や
っ
て

き
た
。
繭

は

上
・
中
・
ビ
シ
ョ
・
玉
等
に
分
げ
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
値
段
で
買

っ
て
い

っ

た
。
と
き
に
は
金
銭
で
な
く
、
ま
わ
た
と
か
絹
織
物
と
交
換
す
る
こ
と
も
あ

っ

た
。

五
　
市
で
の
交
易

上
繭
を
仲
買
人
に
売
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
伊
那
町
の
せ
り
売
り
に
か

け
た
。
せ
り
市
場
に
は
諏
訪
な
と
が
ら
製
糸
家
が
き
て
、
ず
ら
り
と
な
ら
ん
で
い

る
。
そ
の
前
へ
繭
を
出
す
と
そ
の
品
質
に
よ
っ
て
値
が
つ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
の
最

高
値
に
売
る
か
売
ら
ん
か
と
き
か
れ
る
。
納
得
が
い
か
な
く
て
も
、
生
物
な
の
で

仲
買
人
の
い
う
な
り
の
値
で
売
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
昭
和
は
じ
め
の
不
況
の

と
き
は
農
家
で
た
ん
せ
い
こ
め
て
つ
く
っ
た
繭
は
二
足
三
文
に
買
い
た

た
か
れ

た

。市
と
は
一
般
に
交
換
取
引
の
行
わ
れ
る
場
所
を
い
う
。
原
始
社
会
に
も
あ
っ
た

と
い
う
か
ら
、
こ
の
地
に
も
早
く
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
安
末
期
に
は
月

三
度
の
定
期
市
が
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
し
、
荘
園
の
開
発
が
進
ん
だ
こ
ろ

か
ら
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
三
日
町
も
そ
の
い
ず
れ
か

の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
そ
ん
な
定
期
市
に

出
か
け
て
い
き
、
必
要
品
を
得
て
来
た
で
あ
ろ
う
。

江

戸

時

代

に

な

っ

て

、

当

地

で

は

「

木

下

市

」

が

有

名

で

あ

り

と

く

に

正

月

の

市

に

は

多

く

の

村

人

が

で

か

け

た

。

ま

た

高

遠

の

市

に

も

で

か

け

た

。

正

月

一

四

日

の

だ

る

ま

市

は

明

治

大

正

昭

和

に

か

け

て

こ

の

辺

の

人

も

出

掛

け

た

。

ま

た

次

の

よ

う

に

臨

時

の

市

も

開

か

れ

た

。

木

曽

馬

の

市

で

あ

る

。

「
　

廻
章
　

巡

達
　
　

大

萱

よ
り

与

地

留

急

々
御

廻

し

下

さ

る
べ

き

よ
う

願

上

げ

奉

り

候

御

廻

章

啓

上

仕

り
候
　

残

暑

正

し

く

御

座

候

処

、

皆

々
様

益

々
御

壮

健

恐

悦

至

極

に

存

じ

み
そ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

φ
　・

奉

り

侯
　

さ
て

今

般

私

共

当

晦

日

よ
り

三

日

間

久

保

村

丸

山

弥

五

郎

宅

に

て

馬

市

相

催

し

候

に
付

御

苦

労

様

な

が
ら

皆

様

お
誘

い
合

い

御

出

張

成

し
下

さ

れ

御
取

つ

ぎ

の

程
　

啓

上

し

奉

り
候

右

申

し

上

げ

た
く

此

の
如

く

に
御

座

候

木

曽
　

越

中

屋

勘

兵

衛

六
月

晦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米

屋
　

要

介

外

仲

間

世

話

人
　
　
　

孫

十

郎

仁

左
衛

門

外

（

久
保

大

東

文

書
）

こ

の

馬

市

の

回

章

は

、

大

萱

村

・

上

戸

村

・

梨

ノ

木

村

・

中

原

村

・

与

地

村

の

一

〇

名

に

あ

て

ら

れ

て

い

る

。

お

そ

ら

く

こ

れ

と

同

じ

も

の

が

南

箕

輪

の

各

村

に

も

回

お

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

こ

の

市

は

、

臨

時

の

市

で

あ

っ

た

。

丸

山

宅

と

い

う

こ

と

と

文

体

か

ら

み

て

明

治

の

も

の

と

思

わ

れ

る

が

、

年

号

を

か

い

て

な

い

。

六
　

盆
・
暮
れ
の
勘
定

農
家
の
勘
定
は
盆
と
暮
れ
が
多
か
っ
た
。
い
ま
で
も
、
こ
の
習
慣
が
部
落
の
勘

定
に
は
少
し
残
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
農
家
で
は
蚕
あ
が
り
の
盆
か
、
米
を
売
っ
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た
暮
し
か
現
金
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
肥
料
や
農
機
具
の
支
払
い
は

盆
暮
勘
定
が
大
正
か
ら
昭
和
の
戦
後
ま
で
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
短

期
に
決
済
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
現
金
で
勘
定
す
る
か
、
せ
い
ぜ
い
月
末
勘

定
が
多
く
た
っ
た
。

七
　

交

易

用

具

｛
｝い
　
帳
　

簿
　

類

農
村
だ
っ
た
の
で
「

大
福
帳
」
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
売
買
と
金
銭
の
出
し
入

九
と
を
兼
ね
て
記

す
帳
簿
で
あ
っ
た
。

図5 －26　さおばかり

⇔
　

計

量
用

具

長
さ
を
は
が
る
た
め
人
の
両
手
を
拡
げ

た
長
さ
や
、
歩
幅
で
測
っ
て
取
引
き
す
る

こ
と
は
古
く
か
ら
の
方
法
で
あ
っ
た
。
の

ち
に
、
物
差
で
測
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

反
物
は
鯨
尺
で
売
買
し
た
。
鯨
尺
の
一
尺

は
曲
尺
の
一
尺
二
寸
五
分
に
あ
た
っ
た
。

容
積
は
枡
で
量
っ
た
。
一
斗
枡
、
五
升

枡
、
一
升
枡
、
五
合
枡
、
一
合
枡
な
ど
が

あ
っ
た
。
多
く
は
四
角
い
も
の
だ

っ
た

が
、
五
升
枡
や
一
斗
枡
は
後
に
丸
型
の
も

易
　

の
も
使
わ
れ
た
。

枡
で
穀
物
を
量
る
に
は
、
と
か
き
（
斗
掻
）
と
い
う
棒
で
平
ら
に
な
る
よ
う
に

交第3 節

量
っ
た
。
し
か
し
商
人

な
ど
は
量
り
方

が
上
手
で

ぎ
り
ぎ
り
に
さ
っ
と
量

っ
た
。

農
民
同

士
の
貸

し
借
り
に
は
多
少
多
目

に
な
る
よ
う
に
量

る
の
が
普
通

だ
っ
た
。

梅
や
く
る
み
の
よ
う
な
粒
の
大

き
な
も
の
は
山

盛
り
に
積

め
る
だ
け
積

ん
で
量

る

図5 －27　 五つ珠そろばん

大 きい方のは上に二珠ある

の
が
普
通
だ
っ
た
。

重
さ
は
秤
で
量
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が

「
さ
お
秤
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
量
り
方
も

商
人
は
上
手
で
、
な
る
べ
く
も
う
け
る
よ

う
に
量
っ
た
。
重
い
も
の
を
量

る
と
き

は
、
柱
抒
と
い
う
大
き
な
秤
で
下
げ
緒
に

棒
を
通
し
て
そ
れ
を
二
人
で
持
ち
あ
げ
て

量
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
大
変

で
あ
っ
た
。
い
ま
○
台
秤
は
こ
の
苦
労
を

忘
れ
さ
せ
る
重
宝
な
も
の
で
あ
る
。

句

計

算

用

具

計
算
用
具
は
算
盤
が
万
能
で
あ
っ
た
。

古
い
も
の
は
図
５
－
2
7
の
よ
う
に
五
つ
珠
で
、
し
か
も
上
部
が
二
つ
珠

で
あ

っ

た
。
一
般
に
は
五
つ
珠
で
上
部
が
一
つ
珠
の
も
０
が
広
く
長
く
使
用

さ
れ
て
い

た
。
「
読
み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
ば
も
あ
る
ほ
ど
、
そ
ろ
ば

ん
は
今
日
の
数
学
の
意
味
さ
え
も
っ
て
い
た
。

こ
の
そ
ろ
ば
ん
は
も
と
も
と
支
那
か
ら
渡
来
し
た
も
の
で
江
戸
時
代
ま
で
は
盛

ん
に
使
わ
れ
た
。
明
治
五
年
の
学
制
で
洋
算
が
採
用
さ
れ
、
そ
ろ
ば
ん
は
一
切
の

公
的
機
関
や
学
校
教
育
か
ら
締
め
だ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
古
く
か
ら
国
民
の
中
に

深
く
根
を
お
る
し
て
い
た
そ
ろ
ば
ん
は
、
滅
び
な
か
っ
た
。

昭
和
一
〇
年
代
に
は
四
つ
珠
の
そ
ろ
ば
ん
が
小
学
校
に
復
活
し
、
は
じ
め
は
五

つ
珠
と
の
混
乱
も
あ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
四
つ
珠
時
代
と
な
っ
た
。

今
日
の
計
算
器
時
代
に
な
っ
て
も
、
そ
ろ
ば
ん
は
根
強
い
力
を
も
っ
て
、
盛
ん

に
使
わ
れ
て
い
る
。

匈
　
鑑
札
・
看
板
・
広
告
な
ど

6 卵
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昔
も
、
商
売
を
す
る
に
は
鑑
札
が
必
要
で
あ
っ
た
。
図
５
－
2
8
の
よ
う
に
感
応

丸
と
実
母
散
の
鑑
札
で
あ
る
。
内
務
省
か
ら
で
て
い
る
。
ま
た
行
商
す
る
に
も
鑑

札
が
必
要
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
郡
役
所
か
ら
で
て
い
る
。

ま
た
商
売
を
す
る
に
は
商
品
の
広
告
も
必
要
だ
っ
た
。
「
金
太
郎
」
と
い
う
小

児
の
む
し
薬
の
広
告
が
あ
っ
た
。
小
児
の
虫
の
根
を
き
り
、
金
太
郎
の
よ
う
に
強

く
な
れ
る
と
い
う
い
み
で
あ
ろ
う
。
ま
た
官
許
を
得
て
い
る
と
い
う
万
元
養
血
散

の
広
告
は
図
5
1
2
9で
あ
る
。

で
示
言
白
奈
万
万

。
’
。

／

。
、

’

．
　

ｊ
１
１

’。
’
ｒ

ｓ

”

南

薯

甘

親

祭

言

『
　
　
　
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
　

帆

元

寸

寸
　
　

計

轡

六
馨

千
往
診

バ

ル
ブ

サ

パー

図5 －28　 売薬許可証（ 玉理屋）図5 －29　薬の広告　官許が印されている

(玉理屋)

第
四
節
　
通

信

一
　

近

距

離

通

信

あ

い

き
　

最

も

簡

単

で

原

始

的

な

の

は

、

「

フ

レ
ル

」

こ

と

で

あ

る

。

村

で

の

集

会

平

山

の

口
の

こ

と

な

ど

は

、

家

か

ら

家

へ

と

「

触

れ

」

に

よ

っ
て

伝

え

ら

れ

た

。
村

に
は

「

あ

い

き

」
（
歩
き
）
と

い

う

定

使

い

が

あ

っ
て

、

名

主

や
区

長

の

そ

れ

ぞ
れ

の
役

む

き

を

伝

え

て

歩

い

た

。

ま

た
村

と

村

の

間

の

回

章

も

あ

っ
て

、

ふ

れ

元

の

名

主

か

ら

だ

さ

れ

た

回

章

を

、

次

の
村

の
名

主

は
こ

れ

を

写

し

と

っ
て

、

さ

ら

に

次

の

村

の

名

主

に

伝

え

ら

れ

、

最

後

は
ふ

れ

元

の
と

こ

ろ

へ

回

っ
て

く

る

よ

う

に

な

っ
て

い

た

。

こ

の

写

し

と

る
こ

と

と

、

ふ

塾

万

言

瑕
後

は

回

る

こ

と

は

、

い

か

に

も

確

か

な

方

法

で

あ

っ

た

。
村

と

村

の
間

を
順

達

し

た
書

類

は
例

え

ば

次

の
よ

う

で

あ

っ
た

。

「
　
　

覚

当

寅
三
納
御
年
貢
金
左
之
通

り
割
賦

せ
し
め
条
、
来

る
十
三
日
朝
四
ッ
時
吃
度
上
達
す
べ

し
、
此

書
付
け
早

々
順
達

し
留

り
村

よ
り
相
返
す

べ
き

も
の
也

寅

十
二
月
朔
日
　

松

本
御
預
役
所
回

二

金
弐
両
弐
分
　
永
弐
百
拾
弐
文
五
分

一
、
金
四
両
壱
分
　
永
弐
百
四
文
八
分

べ

金
四
両
弐
分
　
永
百
三
拾
五
文
四
分

べ

金
壱
両

一
、
金
壱
両

二

金
四
両

弐
分

一
、
金
弐
両

壱
分

一
、
金
壱
両

二

金
五
両
三
分

永
六
拾
文

五
分

永
弐
百
弐

拾
弐
文

三
分

永
百

五
拾
弐
文
弐
分

永
弐
拾
文

七
分

永
弐
百
四

拾
文
壱
分

永
四
拾
三
文
八
分

八
乙
女
村

下
古
田
村

上
古
田
村

中
原
新
田
村

中

曽
根
新
田
村

留
田
村

吹
上
村

大
泉
新
田

大

泉
村

石加
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右
村

々
　
名

主

組
頭
　

（
中
宿
文
書
）
」

図5 －30　 北 殿の高札場（ 水戸浪士通過の絵図より）

こ
れ
は
年
貢
の
第
三
回
目
の
納
め
状
で
あ
る
が
、
近
距
離
通
信
と
い
っ
た
ら
よ

い
か
遠
距
離
通
信
と
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
こ
の
西
山
方
の
村
々
を
順
々
に
村
の
使

い
が
次
村
ま
で
順
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
最
後
は
ふ
れ
元
へ
返
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
回
章
は
、
江
戸
時
代
に
多
く
、
山
の
口
明
け
の
も
の
な
ど
も
い
く

つ
か
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
葬
儀
の
日
取
り
を
急
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
近
村
の
親
戚
へ
「
告
げ
」

と
称
す
る
使
者
が
た
っ
て
そ
の
役
目
を
果
た
し
た
。
雪
の
深
い
里
道
を
よ
う
や
く

先
方
に
つ
き
、
夜
お
そ
く
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

口
笛
・
手
笛
・
草
笛
　
こ
れ
も
有
力
な
通
信
方
法
で
古
く
は
相
当
に
用
い
ら
れ

た
ら
し
い
が
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
も
、
若
い
衆
の
間
で
よ
く
使
わ
れ
た
。

こ
れ
は
親
な
ど
の
監
視
を
の
が
れ
て
遊
ぶ
に
は
、
当
事
者
だ
け
の
合
図
だ
っ
た
だ

け
に
、
有
効
な
通
信
で
あ
っ
た
。

高
札
場
　
幕
府
や
領
主
が
、
一
般
民
衆
に
重
要
事
項
を
通
達
す
る
た
め
に
そ
れ

を
板
札
に
か
き
こ
ん
だ
「
高
札
」
を
高
札
場
に
た
て
た
。
高
札
場
は
ど
の
村
に
も

あ
っ
て
、
掟
・
条
目
・
禁
制
な
ど
が
い
ま
で
も
残
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
二
月
に

撤
廃
さ
れ
た
。

拍
子
木
　
方
柱
形
に
け
ず
っ
た
短
い
二
つ
の
木
を
カ
チ
カ
チ
と
鳴
ら
し
て
、
合

図
や
夜
回
り
の
警
戒
な
ど
に
用
い
る
。
檜
や
朴
の
木
な
ど
で
作
ら
れ
た
。
火
の
用

心
が
一
番
大
切
だ
っ
た
の
で
農
村
で
は
多
く
そ
れ
に
使
わ
れ
た
。

た
い
こ
　
村
の
集
会
所
に
は
た
い
こ
が
あ
っ
て
、
集
会
の
時
刻
を
知
ら
せ
る
た

め
に
使
っ
た
。
「
板
木
」
で
知
ら
せ
る
所
も
あ
っ
た
。

半
鐘
・
サ
イ
レ
ン
　
火
災
等
非
常
を
知
ら
せ
る
に
用
い
て
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

一

一

遠
距
離
通
信

便

り

の

こ

と

づ

け
　

飛

脚

を

た

て

る

ほ

ど

の

急

な

こ
と

で

も

な
く

、

そ

れ

ほ
ど

資
力

の

な

い

人

々

は
、

平

信

の

便

り

を
、

ゆ
き

ず

り

の
旅

人

や

商

人

が

故

郷

へ
向

か

う

と

き

な

ど

に

依
頼

し

た

。

ま

こ

と

に

た

よ

り

な

い
方

法

の
よ

う

で

あ

る
が

、

昔

の

人

の

ま

じ

め

さ

か

ら

か
、

案

外

確
実

に
届

い

た
も

の
で

あ

っ
た

。

飛
　

脚
　

江

戸

時

代

に

一

般
大

衆

の
手

紙

な
ど

を
、

営

業

と

し

て

認

め
ら

れ

た

の

は

寛
文

三

年
（

二
（

六
三
）
で

こ

れ

を
三

度

飛

脚

と

か
町

飛

脚

と

い

っ
た

が

、

主

要

都
市

間

に
限

ら

れ
て

い

た

。
こ

の

辺
で

は
常

設

の
飛

脚

便

が

な

か

っ
た

の

で

、

急
用

の
と

き

は
自

ら
多

額

の
費

用

を

つ

か

っ
て

使

者

を

だ

し

た

。

そ

ん

な

と

き

は

「

飛

札

」

と

記

し

て

あ

っ

た

。

「

飛
札

ヲ
以

テ
啓
上
致

シ
候
、
然

レ
ハ

日
光
例
幣
使
様
四
月

六
日
須
原
宿
御
泊
リ
、
同
七

日

奈
良
井
泊
リ

ュ
テ
御
通
行
遊
バ

サ
レ
候
。

コ
レ
ニ
依
り
人
足
高
割
り
左

二
申

シ
遣

シ

卵j
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候
…

文
政

六
末
四
月
二
日
　
　
　
　

三
宿
問
屋

年
寄
　

」
（
中

宿
文

書
）

こ

れ

は
木

曽

三

宿
（
福
島
・
上
松
・
須
原
）
の
問

屋

か
ら

文

政

六

年
（
一
八
二
三
）
の

四

月

二

日

に

だ

し

た

書
状

で

こ

の

と
き

は
伊

那

か

ら

権
兵

衛

峠

を

こ
え

て

、

丈

夫

な

人

足

を

高

一
〇

〇

石

に

つ

い
て

一

人

六
分

の

割

合
で

、

四

月

六

日

に
用

立
て

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

し

か

も

伊

那

側

で

も

一

か

村

で

な

く

数

多

く

の
助

郷

村

か

お

る

。

こ

れ

を

考

え

る

と

急

用

中

の

急

用

で

あ

る

。

そ

こ

で

飛

脚

を

し

た

て

て

、

こ

の
飛

札

を

届

け

た

も

の
と

思

わ

れ

る

。

伊

那

で

は

夜

で

も

こ

れ

を

助

郷

村

々
十

五

ケ
村

へ

回

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

こ

で

次

の
よ

う

な

追

っ
て

書

き

が

つ

い

て

い

る

。

「
尚

々
夜

二
入

り
候
（

八
七
里
壱
人

ズ
ツ
御
差

シ
添

Ｉ
遣
（

サ
レ
下

サ
ル
ベ
ク
願
イ
上

ゲ

奉

り
婉
。
已
上
　

（
中
宿
文
書
）

助

郷

の
触

当

て

に

は

名

主

が

判

を

つ

く

よ

う

に

と

か

、

こ

の

よ

う

な

追

っ
て

書

き

が

記

さ

れ
て

し
て

、

そ

の
飛

札

ぶ

り

を

伺

い

し

る
こ

と

が

で

き

る

。

図5 －31　 旧 郵 便 局（北 殿）

伊那街道（国道153 号線）ぞいにあ った

狼
　

煙
　

戦
国
時
代

の
末
に
武
田

信
玄
が
狼
煙
を
用

い
て
、
見
や
す
い
山

々
の

頂
に
の
ろ
し
台
を
設
け
て
、
軍

況
を
報
告
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
辺
の
城
と
い

わ

れ

る
所
で
も
、
軍
事
上
の
の
ろ
し
台
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
多

い
と
い

わ

れ

て

い

る
。
ま
た
民
間
で
も
、
高
山
と
平
地
の
間
な
ど
事
あ
る
と
き
に
は
煙
に
よ
る
合
図

で
要
用
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
。

三
　

郵

便

と
電

気

通
信

昔
の
通

信
に
ひ
き

か
え
、
明
治
以
後
は
だ
れ
で
七
安
く
早
く
確
実
に
通
信
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

郵
　
便
　

明
治
四

年
三
月
新
式

の
郵

便
制
度
が
で
き

た
。
低
額
の
費
用
で
、
だ

れ
が
出

し
て

も
自

由
に
、

全
国

の
ど
こ

の
土
地

の
人

に
も
于
紙
や
は
が
き
が
届
く

よ
う
に
た
っ
た
。
そ

れ
か
ら
新
聞
雑
誌
や
農
産
物

の
種
子
や
、
現
金
ま
で
送
達
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表５－ ３　南箕輪村の

通信状況

大
正

十
五
年

郵

便

局

（
集
配

）

一

切

手

売

捌

き

所
　
｛

電

信
取

扱

所
　
　

一

電

話

取

扱

所
　
　

一

南
箕
輪

に
は
明
治
七
年
一

月

一

日

に

「
北
殿
郵

便
取
扱
所
」
が
で
き
、
窓

口
業

務
を
は
し

め
た
。
こ

の
時

は
ま
だ
無
集
配

で
あ

っ
た
が
、
明
治
四
三
年

か
ら
集
配
が

開

始
さ
れ
た
。

大
正
一
五

年
の
「

村
勢
要
覧
」

に
よ
る
と
、
郵
便
局
は
も
ち
ろ
ん
集
配

を
し
て

さ
、ま４

い

る

し

、

切

手

売

捌

き

所

が

六

か

所

も

あ

っ

て

村

民

の

通

信

が

便

利

に

な

っ

て

い

る
。電

信
・
電

話
　
南
箕
輪
郵
便
局
で
電
信
電
話
を
取
扱

う
よ
う
に
だ
っ
た
の
は
、

明
治
四
四
年
九
月
二
一

日
か
ら
で
あ
っ
た
。
当

時
は
電

報
を
う
つ
に
も
電

話
を
か

け

る
に
七
、
郵
便
局
へ
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
個
人
的
な
話
な
ど
局

に

卜
あ

わ
せ
て

た
誰
彼

に
き

か
れ

る
よ
う
な
お
も
は
ゆ
さ
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
で

も
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表 ５－ ４　電信電話保有

数の変遷

保電
有
数話

電

信

大正15

昭和13

昭和22

昭和29

昭和32

昭和40

昭和54

1

1

11

36

53

99

2363

１

１

１

１

１

１

０

そ
の
便
利
さ
に
は
感
激
し
た
。
郵
便

局
以
外
で
電
話
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
最
初

は
部
落
の
公
民
館
等
に
一
台
だ
け
で

あ
っ
た
。
表
５
－

４
の
よ
う
に
昭
和

三
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
電
話
は
個
人
で
も
つ
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
〇
年

代
に
な
っ
て
電
話
は
各
家
庭
に
普
及
し
た
。

有
線
放
送
　
時
代
と
と
も
に
農
村
で
も
通
信
が
さ
か
ん
に
な
り
、
有
線
放
送
電

話
が
開
通
し
だ
の
に
、
昭
和
三
三
年
コ

ー月
二
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
村
内
は
公
社
電
話
の
よ
う
に
通
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
画
期

的
な
こ
と
で
、
村
民
一
同
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
大
き
か
っ
た
。

村
内
の
通
信
加
自
由
に
な
る
と
他
村
と
も
通
信
し
た
い
と
い
う
要

求
が
お
こ

り
、
昭
和
四
五
年
一
〇
月
か
ら
公
社
電
話
と
接
続
が
で
き
る
よ
う
に
た
っ
た
。
こ

れ
も
便
利
で
よ
く
利
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
各
家
庭
で
公
社
電
話
を
設
け
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
普
及
が
め
ざ
ま
し
く
、
昭
和
五
三
年
四
月
か
ら
公
社
電
話
と
の
接

続
は
そ
の
任
務
を
果
し
て
廃
止
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
昭
和
四
四
年
一
月
か
ら
有
線
放
送
の
自
動
化
が
行
わ
れ
、
そ
の
使
い

よ
さ
便
利
さ
は
一
段
と
ま
し
た
。
と
く
に
本
村
で
は
昭
和
四
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
は

ほ
と
ん
ど
全
戸
加
入
だ
っ
た
の
で
、
学
校
等
か
ら
の
連
絡
事
項
が
有
線
だ
け
で
す

ま
す
こ
と
が
で
き
、
近
隣
他
市
町
村
か
ら
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

信
　
こ
う
し
た
面
か
ら
地
震
等
の
緊
急
災
害
の
通
報
等
で
今
後
そ
の
価
値
が
改
め
て
見

な
お
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

通第4 節

伊
那
有
放
と
の
合
併
の
話
も
あ
り
か
な
り
つ
っ
こ
ん
だ
話
合
い
も
な
さ
れ
た
が

合
併
せ
ず
、
伊
那
農
協
管
内
で
唯
一
つ
の
農
協
組
織
内
の
有
線
放
送
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
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第６章　社会 生活

第
六
章
　

社
会

生
活

第
一
節
　

ム
ラ
（
区
）
の
生
活

一
　

ム
ラ
（
区
）
の
発
生

我
が
南
箕
輪
の
地
は
、
経
ヶ
岳
の
ふ
も
と
に
広
が
る
広
い
扇
状
地
、
肥
沃
な
天

竜
川
の
沖
積
地
、
そ
れ
に
天
竜
川
の
水
、
い
く
つ
か
の
沢
、
段
丘
の
す
そ
か
ら
の

湧
水
、
大
泉
川
の
水
な
ど
土
地
と
水
に
恵
ま
れ
穴
場
所
で
古
く
か
ら
人
々
が
住
み

つ
い
た
。
最
初
に
住
み
つ
い
て
山
野
を
開
墾
し
て
田
冲
畑
を
作
り
暮
す
よ
う
に
な

っ
た
人
を
「
草
分
け
」
と
い
っ
た
。
草
分
け
が
順
次
別
家
を
出
し
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
別
家
を
出
す
と
い
う
よ
う
に
し
て
戸
数
が
ふ
え
、
ま
た
、
後
に
他
か
ら
移
住

し
て
来
た
人
々
に
よ
っ
て
も
数
を
し
だ
い
に
増
や
し
て
村
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

ま
ぎ
ら
わ
し
い
場
合
は
昔
の
村
を
こ
こ
で
は
ム
ラ
と
か
区
と
記
す
こ
と
に
す
る
。

久
保
の
中
段
地
は
上
井
、
下
井
を
中
心
に
、
塩
ノ
井
中
段
地
は
下
ノ
沢
の
水
が

用
水
に
な
る
地
、
下
段
は
湧
水
の
豊
か
な
地
、
北
殿
は
中
井
沢
を
中
心
に
、
ま
ず

村
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
南
殿
は
大
泉
川
の
伏
流
水
の
湧
出
す
る
水
を
引
い
て
用

水
に
使
え
る
地
に
、
田
畑
は
半
沢
の
水
、
神
子
柴
は
大
清
水
川
か
ら
引
水
す
る
に

便
利
な
地
に
は
じ
め
の
村
が
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
泉
村
は
高
根
遺
跡
や
大
芝
遺
跡
の
状
況
か
ら
推
測
す
る
と
、
大
泉
川
沿
し
に

東
西
に
伸
び
た
村
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昔
は
大
泉
所
山
、
蔵
鹿
山
な
ど
は
大

森
林
に
覆
わ
れ
、
扇
状
地
は
大
草
原
で
今
よ
り
草
木
が
繁
茂
し
て
い
て
保
水
力
が

あ
り
、
大
泉
川
は
常
時
今
よ
り
は
水
量
が
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
水
利

の
便
な
る
村
が
春
日
街
道
の
開
通
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
っ
た
た
め
、
水
に
は
は

な
は
だ
苦
労
し
か
。
大
泉
所
か
ら
長
い
道
程
を
苦
心
し
て
引
水
し
た
り
、
井
戸
水

に
頼
っ
た
り
し
て
、
西
天
竜
の
開
通
、
水
道
の
で
き
る
ま
で
は
た
い
へ
ん
に
難
儀

を
し
て
き
た
。

沢
尻
は
鳥
谷
川
と
井
戸
水
に
よ
っ
て
生
活
で
き
る
地
に
集
落
が
で
き
た
。

年
を
経
る
に
つ
れ
、
久
保
、
塩
ノ
井
は
伊
那
街
道
沿
い
に
、
北
殿

は
駅
付

近

に
、
南
殿
は
大
泉
川
沿
岸
に
、
神
子
柴
は
最
初
の
集
落
の
北
側
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
発

展
し
て
き
た
。

西
天
竜
の
開
田
と
水
道
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
久
保
の
原
、
北
殿
の
原
、

田
畑
、
神
子
柴
の
原
、
沢
尻
西
部
の
中
ノ
原
地
帯
に
そ
れ
ぞ
れ
集
落
が
で
き
た
。

さ
ら
に
時
代
の
推
移
と
と
も
に
水
道
が
い
っ
そ
う
完
備
さ
れ
、
交
通
が
便
利
に
な

る
に
つ
れ
て
本
村
の
家
数
は
ま
す
ま
す
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

第
二
次
大
戦
中
よ
り
戦
後
に
か
け
て
は
、
水
は
乏
し
く
諸
種
の
不
便
な
地
に
困

難
を
克
服
し
て
入
植
し
た
人
々
の
開
拓
に
よ
っ
て
、
南
原
、
大
芝
、
北
原
に
集
落

が
で
き
区
と
し
て
独
立
す
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。

さ
ら
に
、
中
込
、
浅
間
塚
団
地
な
ど
は
村
当
局
や
県
の
人
口
誘
致
の
方
針
も
あ

っ
て
、
急
速
に
家
数
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
天
竜
川
氾
濫
原
と
し
て
避
け
ら
れ
て

き
た
地
に
も
、
堤
防
や
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
南
郷
団
地
、
下
河
原
団
地
や
田
畑

駅
付
近
が
住
居
地
と
し
て
選
ば
れ
集
落
が
広
が
り
つ
っ
あ
る
。
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（区）の生活ム ラ第 １節

ニ
　

ム
ラ

の

運

営

区

を
代
表
す
る
役
員
を
「
区

長
」

と
呼
び
、
そ
の
長

を
補
佐
す
る
役
員
数

名
が

こ
れ
に
配

せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
姿
は
江
戸

時
代

の
名
主
以
下

の
村
役
人
と
同
じ

で
あ
る
。
い
ま
の
区

は
名
主
時
代

に
は
村
と
呼

ば
れ
、

独
立
し
た
行

政
単
位
で
あ

り
き
び
し
い
自
治
的
組
織
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
た
。
そ
し

て
明
治
以
後
、
国

の
行

政
単
位
は
村
（
南
箕
輪
村
）
に
移
っ
た
の
で
、
区

は
行
政

の
末
端
で
も
な
く
な

っ
た
。

し

か
し
、
そ

れ
に
も
係
ら
ず
住
民
生
活

に
直

結
す

る
実
生
活

に
お
い
て
は
、
い

ま
も
何
か
と
区
単

位
の
こ
と
が
多

い
。
区
長

は
昔

の
村
役
人
ほ
ど
で
は
な

い
が
、

や

は
り
区
民

の
生
活
万

般
に
関
係
し
て

い
る
。
区

は
制
度

の
改
廃

に
関
係
な
く
い

つ
も
生
き
て

い
る
。

区

の
運
営

は
区
の
役
員
（
区
長
・
区
長
代
理
・
会
計
等
）
が
中
心

に
な

っ
て
運

営
し
て

い
る
。
こ
の
形

は
昔
の
名
主
・
組
頭
・
百
姓
代

に
よ

る
村
の
三
役

に
よ

る

運
営
と
似
て

い
る
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
村
寄
合
い
、
部
落
総
会
等
の
全
戸

に
よ

る
総
寄
合
と

か
総
会
で
決

め
ら

れ
て

い
く

。

特

に
重
要
事
項
、
例
え
ば
区
有
財
産
の
処
分
等
は
必
ず
こ
の
総
会

に

は

か

っ

て
、
決
議
さ
れ
る
よ
う
に
た

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
封
建
的
と
い
わ
れ
る
江

戸
時
代

か
ら
明
治
大
正
昭
和
と
一
貫
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
総
会
に
出
席
を
促
す
た
め
に
、
出
不
足
金
を
と
っ
た
り
し
ろ
い
る

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
近
ご
ろ
こ
の
出
席
率
が
低
下

し
て
き
て
そ
の
対

策

に
苦
慮
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

区
の
運
営
は
、
区

の
規
約
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
区

が
成
文

化
さ
れ
た
区

の
規
約
を
も
っ
て
い
る
が
、
慣
例
に
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

区
の
最
高
議
決
機
関
は
総
会
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
評
議
員
会
と
い
う
議

表６－ １　区 の議決機関

卜 成文 規約 議 決 機 関

久　保

塩 ノ井

大　泉

北　殿

南　殿

田　畑

神子柴

沢　尻

南　原

犬　芝

北　原

中　込

有

有

有

有(条令)

有

有

有

有

有

評議員会

組長会

組長会

区会議員会

役員組長会

評議員会

評議員会

組長会

評議員会(兼)

区会議員会

７名

６名

14名

11名

12名

10名

７名

７名

総会

総会

９名

決
機
関
を
も
つ
と
こ
ろ

と
、
組
長
会
が
そ
れ
に

あ
た
る
と

こ

ろ

と

あ

る
。
そ
の
各
区

の
情
況

は
表
６
１
１

の
よ
う
で

あ
る
。

区

の
規
約
は
長
い
間

の
慣
例
を
条
文
化
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
現

在

は
ほ
ぼ
同

じ
形

に
な
っ

て

い

る
が

、

そ

れ

ぞ

れ

の
区

の

長

い

歴

史

を

も

の

が

た

っ

て

い

る

。

例

え

ば

田

畑
区

の

規

約

に

は
、

「

前

文
」

が

あ

っ

て
、

そ

こ

で

条

文

に
も

り
き

れ

な

い

歴

史

を

記

し

て

い

る

。

前
　

文

当
田
畑
区

の
淵
源
は
ま
こ
と
に
遠
く
知
る
に
由
な
し
。
山

美
し
く
清
き

水
豊

か
に
湧

く

所
、
三
つ
の
段
階

を
な
せ
る
地
形
夫
々
に
特
徴

を
も
つ
。
我

が
祖

先
此
の
地

に

来

り

住

み
、
田
畑
を
開
き
川
を
掘
り
道
を
造
り
部
落
共

有
の
財

産
を
育
成
し
て
将
来

の
発
展

に
そ

な
え
、
こ
Ｘ
に
永
住
の
営

を
き
づ
く
と
共
に
氏
神
を
迎
え
、
祀

っ
て
住
民

の
心
の
ま
つ
ま

り
と
し
、
敬
神
崇

祖
部
落

の
和
を
祈

っ
て
今

日
の
栄
を
将
来

し
た
。

よ
い
哉
我

が
故
郷

、
有

難
き
哉
我

が
祖
先
、
伝

え
た
き
哉
こ

の
醇
風
。

明
治
八
年

（
九
十
二
年

前
）
改
租

の
と
き

の
図
面

に
は
七
十
三

戸
の
家

が
点
在
し
て

か

Ｘ
れ
て
い
る
。
今

や
当
田

畑
区

に
は
百
九
十
四

戸
の
家

が
栄
え
住
み
尚
益

々
発
展
の
兆
を

示

し
て
い
る
。
か
く
し
て
近
来
急
速

に
家

が
増
え
人

が
増
え
職
業

が
複
雑

に
な
り
、
外

は

交

通
の
便
が
よ
く
な
る
に
従

っ
て
近
隣
と

の
関
係

が
広

ま
る
に
つ
れ
、
今
迄
の
主
と
し
て

慣
習
に
よ
り
伝
承

に
よ
る
区

の
掟
で

は
運
営

に
不
便

を
感

ず
る
に
至

っ
た
。

そ
こ

で
当
区

も
近
代
文
化
社
会

に
応

ず
る
構
成

を
も

ち
運
営
を
為
し
て
区
の
発
展
を

は

か
り
住
民

の
福
祉

を
増
進
し
、
宣（
に
住
み

よ
い
文
化
地
域
と
す

る
た
め
こ
こ
に
区

総
会
に

原 了
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議

つ
て
こ

の
区
内
規

を
改
定
し

た
。

惟

う
に
自
治

の
本
領

は
自
ら

を
尊

び
他

を
敬
す

る
精
神

よ
り
始
ま

る
。
そ
こ

に
和

が
生

ま
れ
よ
い
協
同
体

が
で
き
個
と

全
体
と

の
融
合
発
展

が
期
せ
ら
れ

る
と
信
じ

る
。

希
う
処
は
規

約
は
基
準

を
示

し
た
も

の
、
こ
れ

を
生

か
す
も

の
は
こ

の
土

を
し

っ
か
り

踏

み
し
め
た
郷

土
愛

に
よ
る
区
民
一
人
一
人

の
和

の
心
に
幌

つ
。

昭
和
四
十
一
年
五
月
一
日

成

文

の
規

約

○
な

い
と

こ

ろ

、

例

え

ば

大

芝

区

の
よ

う

な

と

こ

ろ

は
、

も

と

も

と

少

人

数

か
ら

は
じ

ま

り

、

同

じ

開

拓

民

と

い
う

そ

ろ

っ

た
区

で

は
、

い

わ
ゆ

る

規

約

と

い
う

よ

う

な

条

文

は
必

要

で

な

い

。

い

わ
ゆ

る
法

三

章

で

た

り

る

の
で

あ

る

。
し

か
し

、

中

込

区

の
よ

う

に
一

度

に
多

数

の
人

が

、

さ

ま

ざ
ま

な

職

業

を
も

っ
て

発

足

し

た
と

こ

ろ
で

は
、

ど

こ

の
区

よ

り

も

、

ぎ

っ

ち

り
と

細

部

に

わ

た

っ

て

規

定

を
し

て

い

る

。
す

な

わ

ち
、

中

込

区

役

員

選

挙

規

則

・
中

込

区

夫

役

規

則

・
中

込

区

公

民

館

の
管

理

及

び
使

用

規

則

・
中

込

区

役

員

等

の
慶

弔

金

規

則

・

中

込

区

罹

災

者

見

舞

規

則

・
防

火

用

貯

水

池

負

担

金

に

つ

い
て

・
中

込

区

隣

組

運

営

規

則

・
中

込

区

補

助

金

及

び
助

成

金

交

付

規

則

・
公

民

館

隣

地

買

収

負

担

金

に

つ

い
て

・
中

込

区

規

約

の
区

費

徴

収

に
関

す

る
規

則

等

で

あ

る

。

ど

の

区

も

、

区

長

を

中

心

に

し

て

区

の

自

治

に

心

を

く

だ

い
て

新

し

い

ム
ラ

づ

く

り

に
、

孜

々
営

々
と

し

て

い

る

。
そ

れ

は
先

に
ひ

い
た

田

畑

区

規

約

の
前

の

末

尾

に

記

さ

れ

て

い

る

願

い

と

全

く

同

じ

で

あ

る

。

「
惟
う
に
自
治
の
本
領
は
自
ら
を
尊
び
他
を
敬
す
る
精
神
よ
り
始
ま
る
。
そ
こ
に
和

が
生

ま
れ
よ
い
協
同
体
が
で
き
個
と
全
体
と
の
融
合
発
展
が
期
せ
ら
れ
る
と
信
ず
る
。
希
う
処

は
規
約

は
基
準
を
示
し

た
も
の
、
こ
れ
を
生

か
す
も
の

は
、
こ

の
土

を
し

っ
か
り
踏
み
し

め

た
郷
土
愛
に
よ
る
区

民
一
人
一
人
の
和
の
心
に
僕
つ

。」

規

約

の

あ

る

な

し

に

か

か

わ

ら

ず

、

そ

れ

ぞ

れ

の
区

は

一

人

一

人

の

和

の

心

で

、

こ

の

上

を

し

っ
か

り

と

踏

み

し

め
て

、

昔

の

よ

う

な

自

治

と

協

同

と

の

み

ご

と

な

村

を

つ

く

ろ

う

と

し

て

い

る

。

三
　

ム

ラ

の

費

用

】
い
　
昔

の

村

入

用

ム
ラ

の

運

営

に

は

費

用

が

か

か

る

。

こ

れ

を

「

村

入

用
」

と

い

っ

た

。

次

表

は

享

和

二

年

（
一
八
〇

言

の
塩

ノ
井

村

の
村

入

用

で

あ

る

。

こ

れ

を

み

て

、

勧

化

（
仏
寺
へ
の
寄
附
金
）

と

か

初

尾
（

初
穂

、
神
仏
へ
捧
げ

る
も
の
）
を

名

主

が

一

括

し

て

出

し

た

こ

と

、

神

社

の

祭

礼

の

ほ

か

二

百

十

日

前

後

に

風

を

し

ず

め
る

た

め
の

風

祭

り

を

し

て

、

豊

作

を

い

の

っ
た

こ

と

が

わ

か

る

。

さ

ら

に

山

論

が

高

遠

領

と

箕

輪

領

で

あ

っ
た

の

で

こ

の

経

費

が

目

立

っ
て

多

い

。

猪

鹿

の

害

を

防

ぐ

費

用

も

Ｉ
コ

ー
四

文

と

な

か

な

か

多

い

。

飯

島

の

代

官

所

へ

村

役

人

の
出

張

旅

費

宿

泊

費

七

三

四

〇

〇

文

か

か

っ
て

い

る

。

そ

の

他

紙

代

ろ

う

そ

く

代

な

ど

ご

く

わ

ず

か

で

あ

り

、

名

主

給

も

四

〇

〇

〇

文

で

定

使

の

三

〇

〇

〇

文

と

比

較

し

て

も

名

誉

職

で

あ

っ
た

こ

と

が

わ

か

る

。

こ

の

村

入

用

合

計

三

二

貫

六

一

八

文

は

鐘

銭

で

長

銭

に

な

お

す

と

、

三

一

貫

三

一
四
文
に
な
る
。
こ
の
長
銭
を
半
分
に
し
て
一
五

貫
六
五

七
文
ず
っ
を
、

高
割
の

一
石
当
た
り
と
米
割
の
一
石
当
た
り
で
、
次
の
よ
う
に
割
り
つ
け
て
、

ま
が
た

つ

図 ６－ １　 村入用夫 銭帳( 大東蔵)

江戸時代 の村入用と木曾助役人足賃帳であ る。
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507文

1,748文

800文

500文

1,124文

1,800文

1,600文

1,601文

3,176文

9,552文

1,200文

300文

200文

3,000文

1,000文

4,000文

500文

１年中に名主の出した 勧化初 尾料

津島氏代替えに つき

６月，８月祭礼神主 へ

風祭り入用

夏秋猪鹿追い鉄砲火縄 代

村役飯島出張９泊代（ 且白200文）

上記旅費（１日１人100文）

飯 島御役所へ

北殿，南殿，大泉，大 泉新田， 中

曽根，中原，久保，塩 ノ井 ８ ケ村

組合寄合相談費

南沢寺社平山論諸入用

（高10石に370文）

紙代（諸帳面）

ろ うそく代

墨筆代

定使給

組頭役料

名主役料･

夫 銭割の飯料，薪代

合計32,618文

〔塩 ノ井 村村入用帳 より〕

て

い

る

。

「
一

五
貫

六
五
七
文
　

高
へ
割
高
二
三

七
石

九
斗
三
升

九
合

但
し

高
一
石

に
付

六
三
文
一
分
五
厘

一

五
貫

六
五

七
文
　

米

へ
割
米
三
八
石
三
斗
八
合

但
し
米
一
石

に
つ
き
四
〇
八
文
七
分
五
厘

な

お
、

こ

の
村

入

用

の
ほ

か

に

助

郷

に

よ

る
村

入

用

が

、

多

額

に
か

か

っ
て

い

る

。
助

郷

に

よ

っ
て

農

作

業

の
支

障

を

来

た

し

た

だ

け

で

な

く

、

金

銭

的

に

も

過

重

な

負

担

で

あ

っ
た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

こ

れ

は

高

割

だ

け

で

あ

る
の

で

、

田

へ
も

畑

へ

も

か

か

っ
た

。

「
一
、
長
銭
三
五
貫
三
三
八
文
　

高
へ
割
　

高
二
四
七
石
九
斗
三
升
九
合

但

し
高
一
石

に
付
長
一
四
二
文
五
分
三
厘

是

は
去

る
酉
年
四
月
十
月
木
曽

路
御
用
御
通
り
に
付
き
助
役
相
勤

め
候
人
足
賃
銭
此
の

如
く

に
御
座
候
…
…

享
和
二
年
戌
三
月
　
　
　

塩

ノ
井
　

万
衛
門
⑩

飯
島
御
役
所
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
二

六
名
連
署

こ
れ
に
は
飯
島
の
役
所
か
ら
「
前
書
之
通
り
改
め
相
違
之
な
き
も
の
也
」
と
記

し
た
大
き
な
印
加
つ
し
て
あ
る
。

こ
の
時
か
ら
三
年
後
の
文
化
二
年

二

八
〇
五
）
に
は
四
四
貫
五
一
七
文
の
助
郷

費
が
か
か
り
、
高
一
石
に
つ
き
一
七
九
文
五
分
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
常

の
村
入
用
二
五
貫
一
四
八
文
に
対
し
て
Ｉ
・
八
倍
に
あ
た
り
、
村
入
用
全
体
の
六

四
％
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
江
戸
時
代
で
も
、
こ
の
村
入
用
の
割
り
当
て
は
惣
百
姓
が
立
会
い
、
不

正
な
使
途
や
不
公
平
な
割
り
当
て
が
な
い
こ
と
を
総
連
判
で
証
明
し
て
役
所
へ
提

出
し
て
い
る
。
ど
れ
ほ
ど
実
際
に
目
が
通
っ
た
か
は
別
と
し
て
も
、
意
外
に
民
主

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

⇔
　

現
代
の
区
費

現
代
の
区
費
は
表
６
１
２
の
よ
う
で
あ
る
。
区
に
よ
っ
て
大
小
の
差

は
あ
る

が
、
一
世
帯
当
た
り
に
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
同
じ
必
要
経
費
の
か
か
る
こ
と
が
わ

か
る
。
塩
ノ
井
は
道
路
改
修
の
た
め
、
大
泉
は
広
域
と
長
年
の
水
路
問
題

の
だ

表６－ ２　 昭和59年度区 費

＼ 59年 度
予算額

予算一世
帯 当り

一戸当 り
徴収額

久　保

塩ノ井

大　泉

北　殿

南　殿

田　畑

神子柴

沢　尻

南　原

大　芝

北　原

中　込

万 円

442

270

652

1,338

371

671

417

267

290

163

54

252

21,200

28,100

29,100

21,100

21,400

21,800

10,700

8,900

21,800

14,300

33,500

15,100

円
14,400

17,C00

25,000

19,200

15,000

15,000

10,000

19バ98

12,C00

7,000

50,C00

9,600

め
、
沢
尻
は
信
大
学

生
寮
の
た
め
等
で
、

や
や
目
立
っ
て
し
る

に
す
ぎ
な
い
。

予
算
内

容
は
大
泉

区

の
予
算
な
ど
は
複

雑
の
方
で
他
の
区

は

も
っ
と
少
な
い
事
業

に
な
っ
て

い
る
。

こ
こ
で
割
当
て
方
法
の
変
化
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
ほ
と
ん
ど
高
割
り
と
米
割

り
で
あ
っ
て
、
村
入
用
を
納
め
な
い
人
が
相
当
数
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
は
区
に

G ７
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よ
っ
て
多
少
相
異

は
あ

る
が
、
固
定
資
産
税
割
、
所
得
税
割
、
平
均
割
に
そ
れ
ぞ

れ
比
重

を
定

め
て
徴
収
し

た
。
こ
の
方
法
は
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
続
い
て
い
た
。

戦
後
、
農
地
改
革
が
あ
り
農
業
の
平
均
化
が
行
わ
れ
、
農
業
の
兼
業
化
が
す
す

ん
だ
今
日
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
区
が
、
区
費
は
均
等
割
り
に
な
っ
て

卜
る
。
こ
れ

は
い
ま
だ

か
つ
て
な
い
こ
と
で
現
代
の
特
色
で
あ
る
。

四
　

ム
ラ

の

中

の

組

織
（

組
）

仁

戸
時
代
の
村
は
、
独
立
し
た
行

政
単

位
で
あ

っ
た
。
明
治

八
年

の
町
村
合
併

に
よ
り
、

新
し
い
村
（
南
箕
輪
村
）
が
で
き
、
そ

の
中

に
江
戸
時
代

の
村

け
包
含

さ

れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。
こ

の
と
き

か
ら
、
以
前

の
村

は
一

般
に
「
耕
地
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
後

に
は
「
部
落
」
と

か
「
区
」
と
呼
ば
れ
て
現
在

に
至

っ
て

い

る
。

区

の
中
は
さ
ら

に
卜
く
つ

か
の
小
さ
い

ム
ラ
に
わ
か
れ
て
い
る
。
そ
の
小
さ
い

ム
ラ
は
だ
ん
だ
ん
呼
ば
れ
な
く
な
り
、
ま
た
そ
の
境
界
も
は

っ
き
り
し
な
く
な

っ

た
が
、
戦
前
ま
で
は
か
な
り
こ
れ
が
生
活
の
単
位
を
な
し
て
い
た
。
部
落
の
歴
史

を
も
の
が
た
る
も
の
と
し
て
見

の
が
せ
な
い
も

○
で
あ
る
。
（
表
６
－

３
）

表６－ ３　 ムラ の中 の小さいムラ

∧ 小　　 ム　　ラ

久　保

塩ﾉ 井

大　泉

北　殿

南　殿

田　畑

神子柴

沢　尻

南　原

大　芝

北　原

中　込

原， 熊 堂，南郷団地, 下 街
道（バイパス通り）

洞，新町，下 店， 中村，西
村，東村

中宿，市場，原町，落葉松

四十九，浅 間塚，原，在 郷，
北原，北町

西浦， 八森， 北垣 外， 南田，
柳田‥ 烏田， 堀ノ内，大西，
畑

北割，南割，上手 村，下村，

新道，権現，東村，新屋敷
小路

上村，下 村， 横小路，西天，
芋の田（信大 ）

上村，下 村

西原， 南原

こ

れ
と

は
別

に
部
落
の
中
は
、
数
戸
か
ら
十
数
戸

ぐ
ら
い
を
一
団

と
し
た
「
組
」

に
わ
か
れ
て
い

る
。
こ
の
組
が
組
長
を
え
ら
び
「

常
会
」

を
と
お
し
て
、
区

政
の

表６－ ４　各区の組数と世帯数

ノ 昭和46年 昭和58年

久　保

中　込

塩 ノ井

大　泉

北　殿

南　殿

田　畑

神子柴

沢　尻

南　原

大　芝

北　原

組 世帯
（9 ，145）

（6 ，86 ）

（13，202）

（28 ﾊﾞ54 ）

皿 ，135）

（15，220）

（14，192）

（5 ，72 ）

（9 ，76 ）

（3 ，30 ）

（2 ，　15）

組 世帯
(12 ，208)

巾 バ67)

(6 ，96)

(14，224)

(40 ，632)

(12 ，173)

(22 ，332)

(26 ，390)

(10 ，300)

(10 ，133)

(3 ，114)

(2 ，16)

計 115，1627 170，2785

下
部
組
織
と

な

り
、

ま
た
隣
保

互

い
に
扶
け
あ

っ
て
い
く
と
い

う
姿

に
な

っ
て

い

る
。
遠
い
親

戚
よ
り
近
く
の

他
人
と
も
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
組
単
位

の
結
束

は
次
第

に
強
化
さ
れ
て
き
て
し

る
。
上
表
の
よ
う

に
村
内

は
一
七
〇
組

に
な

っ
て
い

る
。

五
　

ム
ラ

の
共

有

地

入
会
地
と
し
て
村
人
の
共
有
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
利
権
を
守
る
こ
と
は
重

大
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
昔
は
そ
こ
か
ら
は
肥
料
や
牛
馬
の
飼
料
と
し
て
の
刈
敷
や

草
が
、
ま
た
薪
炭
材
や
建
築
用
材
が
取
れ
る
の
で
、
入
会
地
は
村
の
生
命
線
で
あ

っ
た
。

一
村
だ
げ
の
入
会
地
を
内
山
と
い
い
、
遠
い
西
山
の
大
泉
所
山
、
蔵
鹿
山
、
御

射
山
、
南
沢
山
、
北
沢
山
な
ど
の
数
か
村
の
共
有
地
を
外
山
と
い
っ
た
。
入
会
山

を
ま
た
野
山
と
も
言
っ
た
。

入
会
権
を
持
つ
者
は
入
会
地
へ
自
由
に
は
い
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
刈
敷
や
薪
炭

を
自
信
勝
手
に
取
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
五
月
の
末
こ
ろ
木
の
葉
の

伸
び
具
合
を
見
て
地
元
村
の
村
役
人
が
「
山
の
口
明
け
」
の
日
を
決
め
て
通
達
す

る
と
、
ひ
と
び
と
は
一
斉
に
刈
敷
刈
り
に
で
か
け
て
い
き
水
田
の
肥
料
に
し
た
。
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第 １節　 ムラ（区） の生活

大

泉
所

山

の
刈

敷

刈

り

に

つ

し
て

は
次

の
よ

う

な

定

め
が

め

っ

た

。

定

一
五
月
苅
敷

は
大
泉
村

よ
り
山
の

口
触
れ
出
し
、
日
限
夏
草

は
土
用
よ
り
廿
五
日
下

り
規

定

の
日
限
相
違

な
く
苅
取
り
申
す
可
く
峡
。
若
し
、
心
得
違
い
の
者
こ
れ
あ
り
山
の
口

以
前
に
苅
取
り
峡

ぱ
ば
当
人

は
諸
具

は
ぎ
取
り
其
の
村
方

は
一
同
に
山
の
口
三
日
差
留

め
申
す

べ
き
事
。

一
朝
草
の
儀

は
北

は
ま
ゆ
み

か
沢
、
南
は

Ｉ
ノ
沢
切
奥
ヘ

ー
切

入
り
申
す
ま
じ
き
事

（
以
下

略
）

文
政
九
年
戌
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
宿
文
書
）

こ

れ

は

大

泉

村

外

十
二

か

村

入

会

山

大

泉
所

山

に

っ

卜
て

の

規

定

で
あ

る

。
蔵

鹿

山

の

山

の

口

明

の

通

知

は

次

の

よ

う

に

「

触

れ
元

」

よ

り

回

文
で

出

さ

れ

た

。

久
保
よ
り
請
け
取

り
新
田

へ
継

回
文
を
以

て
啓
上
い
た
し
候
、
弥

こ
障

り
御

座
あ

る
ま
じ
く
珍
重

の
朧
と
存
じ
奉

り
候

。

然
れ

ば
来
る
五
月
朔

日
養
鹿
山
苅
敷
山

の
口
明
け
申

し
峡

間
左
様

に
心
得

成

さ

る

べ

く

峡
。
尤
も
こ
の
回
状
早

々
御
順
達
下

さ
る
べ
く
候
　

以
上

羽
広
村
　

名
主

午
四
月
廿
八
日

新
田

よ
り
受
取

り
北
殿
村
へ
継
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
宿
文
書
）

夏

草

刈

り

は
七

月

初

め

か
ら

九

月

の

彼

岸

こ

ろ

ま

で

、

牛

馬

の

飼

料

に

す

る
と

共

に
厩

肥

を

取

る
の

が

目

的

で

あ

っ
た

。

秋

の

干

し

草

刈

り

、

ぶ
し

葉

取

り

は

冬

か

ら

春

先

に

か

け

て

の

牛

馬

の

飼

料

確

保

の

た

め
の

農

家

の

だ

い

じ

な

仕

事

で

あ

っ
た

。

笹

刈

り

青

灰

焼

な

ど

も

し

て

田

冲

畑

の

肥

料

を

作

っ
た

。

秋

の

収

穫

が

終

お

っ
た

こ

ろ

、

雪

の

こ

な

し

う

ち

の

ご

み

掻

き

も

大

仕

事

で

あ

っ

た

。
大

芝

原

・
北

原

の

松

林

の

「

山

の

口

明

け
」

に

な

る

と

、

村

中

総

出

で

ご

み
（
松

の
落
葉
）
掻

き

を

し

た

。

冬

か

ら

春

に

か

け

て

ひ

じ

ろ

で

の

た

き

も

の

に

す

る
た

め
で

あ

っ
た

。

入

会

山

の

木

を

切

る

に

も

制

限

が

あ

っ

て

む

や

み

に
良

材

を
伐

る
こ

と

は
許

さ

れ

な

か

っ
た

。

こ

の
こ

と

に
つ

い

て

は

次

の

よ

う

な

規

定

が

決

め

ら

れ

て

い

た

。

前

掲

「

定

」

の
続

き

に
次

の

よ

う

に

あ

る

。

一
青
木
の
儀

は
先

々
よ
り
留

め
木
俣
処
、
近
来
み
だ
り
に
伐
り
取

り
或
は
立
木
の
皮
む
き

候
者
こ
れ
あ
り
不
ら
ち
の
到
り
に
候
間
銘

々
村
内

へ
厳
し
く
申
し
渡

し
以

後
右
体
の
儀

こ
れ
無
き
様
に
致
す
べ
く
、
若
し
相
背
き
候
者
こ
れ
有
り
候
は
ば
是
又
其
村
一
同
壱

ケ

年

は
入
会
差
し
留
め
申
す
べ
き
事

附
　

青
木
柱
位
は
少
々
入
用
御
座
候
節
は
大
泉
村

へ
相
届
け

其
の
上
入
会
へ
大

泉
村

よ
り
廻
文
出
し
願
次
第
に
致
す
べ
き
事

一
泊
山
或

は
伐
置
木
は
先
々
よ
り
停
止
に
口
口
是
又

き
っ
と

相
守

り
申

す
べ
き

事

右
箇
条
の
通
り
き

っ
と
相
守

り
申

す
可

く
、
も
っ
と

も
山
番
差

し
出

し
規
定
相
背
き
候

者
見
つ
け
次
弟

ぱ
ぎ
取

り
候
諸
具
は

ぱ
ぎ
取

り
候
当
番

の
者
へ
さ
し
遣
し

申

す

べ

き

事
、
若
し
当
番

に
て
見
逃

し
等
閑

に
致

し
候

ぱ
ば
盗
山
致
し
候

者
と
同
様

に
取
計

い
申

す
可
き
事

文
政
九
年
戌
七
月

会
席
立
合
人

々　 々　 々　 々　 μ　 々　 々　 々　 々　 々　 々　 同

断

久
保
村

塩

ノ
井

北
殿
村

南
殿
村

田
畑
村

神
子
柴
村

大
萱
村

羽
広
村

吹
上
村

大

泉
新
田

富
田
村

中

曽
根
新
田

大
泉
村

八

左

衛

門

市
　
　
　

蔵

太
郎
右
衛
門

庄
　
　
　

蔵

庄

左

衛

門

八
郎
右
衛
門

六
郎
左
衛
門

文 孫

蔵 十

武

右

衛

門

信
　

次
　

郎

在
　

三
　

郎

新
　
　
　

次

（
中

宿

文

書
）
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第６章　社会生 活

入
会

山
の
植
林
、
枝
打

ち
、
下
草
刈
り
、
間
伐
な
ど

に
村
人

は
力
を
合

わ
せ
て

そ
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
村
人

は
そ

う
い
う
仕
事

冲
山

道
作
り
や

盗
伐
、
山
火
事

な
だ
か
ら
山
林
を
守
る
た
め
に
は
村
人
足

を
勤
め
る
義
務
が
あ

っ
た
。
区
有
林
や

財
産
区

林
に

ぱ
今
も
人
足

と
し
て
出
て

い
く

義
務
も
あ

る
が
、
大
正
期

か
ら
昭
和

に
か
げ
て
入
会
山
の
分

割
が
で
き
て

か
ら
、

は
っ
き
り
し

た
村
有
林

に
は
専
門

の

管
理
人

を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。

ム
ラ
に
は
神
社
有

林
、
寺
有

林
、
神
社
寺
有

の
若
干

の
財
庶

が
あ

る
と
こ

ろ
か

お
り
、
区

経
済
の
補
い
に
な
っ
て

い
る
と
こ

ろ
も
あ

る
。

区

の
共
有
財
産
に
つ
い
て
の
権
利

義
務
は
区

そ
れ
ぞ
れ
に
違

い

か

お

り
、
分

家
、
転
入
な
ど
の
世
帯
に
つ
い
て
は
区

そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
っ
て

い
る
。
め
ざ

ま
し
く
増
加
し
つ
つ
あ
る
区

で
は
財
産
区

を
設
定
し
て
、
新
入
の
区

民
に
は
そ
の

権
利
を
与
え
な
い
区

が
で
き
た
。
区

の
住
民
と
そ
の
権
利
分
有
者
と
が
一
致
す
る

場
合
は
区
の
秩
序
は
保
た
れ
や
す
い
が
、
い
ち
じ
る
し
く
ず
れ
て
い
る
場
合
は
ど

う
な

る
か
。

区
を
維
持
し
区
民
の
連
帯
感
を
育
て
て
き
た
共
有
財
産
は
一
応
、
近
代

的
、

合

理
的

に
、
処
理
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
財
産
区

等
の
設
定
に

よ

っ
て
区
の
中
が
従
来
の
よ
う
な
共
同
体
意
識
を
も
っ
て
い
く
こ
と
に
か
げ
り
を

も

た
せ
て
は
な
ら
な
い

。
山
の
権
利
の
所
有
者
と
不
所
有
者
と
が
同

じ

区

に

い

る
、
こ
こ

に
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

南
箕
輪
村
内
の
財
産
区
　

北
殿
で
は
「
共
有
財
産
区

」
と
い
い
神

子

柴

で

は

「
共
有
財
産
組
合
」
、
田
畑
で

は
「
共
有
財
産
共
有
権
者
組
合
」
と
い
っ
て

い
る
。

下
表
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
て
守
り
維
持
し
て
き
た
区

の
共

有
財
産
は
、
そ

の
ま
ま
従
来
の
よ
う
に
区

民
平
等
の
共
有
財
産
と
す
る
に
は
、

余

り

に
も

急
激
な
人

口
増

に
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
旧
来
の
戸

数
が
わ
ず
か
三
〇
％

に

な
っ
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
財
産
区
を
設
定
し
な
い
区
で
も
、
あ
る
年
度

を
限

っ

表６－ ５　 南箕輪村内の財産区

卜 財産 区
戸　数

総 世
帯 数

％ 設定年

南　殿

北　殿

田　畑

神子柴

119

234

176

127

173

632

332

390

68.8

37.0

53.0

32.6

47.1.1

42.1.1

47.12.18

44.2.16

表 ６－ ６　 財産権利者を定めた区

卜 権
利

戸 数
総　世
帯　数

％ 設定年月

久　保

大　泉

144

198

208

224

69.2

88.3

S 50.12

85

て
、
共
有
財
産
の
権
利
者
を
限

定
し
て
し
ま
っ
た
区
も
あ
る
。

上
表
６
１
６
の
よ
う
に
久
保
で

は
昭
和
五
〇
年
コ

ー月
で
一
四

回
戸
に
限
っ
て
権
利
者
が
限
定

さ
れ
て
い
る
。
権
利
の
取
得
は

財
産
の
時
下
の
評
価
額
の
戸
数

分
の
一
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
大
泉
も
規
定
額

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
相
当

多
額
で
事
実
上
加

入
は
困
難
で
あ

る
。
し

か
し
、
加
入

の
道
が
閉

ざ

さ
れ
て
は
い
な
い
。

財
産
区

の
設
定
と
か
限
定
が
、

従
来
の
よ
う
な
共
同
体

と
し
て

の
ム
ラ
造

り
に

新
し
い
波
紋
を
だ
け

か
け
て
い
る
。

六
　

相

互

扶

助

】
り
　
昔
の
ム
ラ
の
相
互
扶
助

ゆ
い
（
結
）
　
生
産
協
同

慣
行
と
し
て
は
、
ゆ
い
が
あ
る
。

昔
の
村
で
は
同
じ
百

姓
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、

ム
ラ
の
生
活

は
今
よ
り

ず
っ

と
ま
と
ま

っ
て
い
た
。
そ
の
生
活
は
結
合
力
が
強
く
生
活
も
相
互
連

帯

が

行

わ

れ
、
労
力
も
融
通
し
あ
っ
て
い
た
。
目
の
回
る
よ
う
に
忙
し
い
田

植
え

も
、

共
通

し
た
忙
し
さ
だ

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
互
い
に
扶
げ
あ
い
手
伝
い
あ
う
と
い
う
風

習
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
風
習
を
「
ゆ
い
」

と
い
っ
た
。
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の生活(区)ム ラ第１節

田

植
え

の
ゆ
い
が
一
番
多

か
っ
た
が
、
代
踏
み

の
と
き
馬

の
な
い
家
で

は
馬
を

借
り
て
代
を
な
し
、
そ
の
代
わ
り
に
田
植
え
に
人
が
ゆ
く
と
い
う
よ
う
な
人
と
馬

の
ゆ
い
も
行
わ
れ
た
。
臼
挽
は
人
手
を
要
す
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
ゆ
い
が
行

わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
春
三
～
四
月
こ
ろ
農
家
で
味
噌
た
き
を
し
た
が
、
こ
れ
も
ゆ
い
で
あ
っ

た
。
大
豆
を
煮
る
か
ら
味
噌
玉
に
握
る
ま
で
を
皆
で
や
る
の
で
あ
る
。
蚕
の
場
合

繭
か
き
の
日
の
ゆ
い
も
あ
っ
た
が
、
蚕
を
飼
わ
な
い
家
と
仕
事
の
異
っ
た
ゆ
い
も

あ
っ
た
。

馬
は
百
姓
に
と
っ
て
大
変
な
財
産
で
あ
っ
た
。
そ
の
馬
が
事
故
に
あ
っ
た
り
病

死
で
も
す
る
と
買
う
金
を
と
と
の
え
る
の
は
苦
労
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
無

尽
講
を
作
っ
て
、
近
隣
縁
者
か
ら
援
助
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
無
尽

を
「
観

音

講
・
馬
無
尽
」
な
ど
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
も
Ｉ
種
の
ゆ
い
で
あ
っ
た
。
馬
無
尽
は
縁

起
が
よ
い
と
い
わ
れ
、
無
尽
の
嫌
い
な
人
で
も
加
入
し
た
も
の
だ
っ
た
。

家
の
建
築
の
と
き
や
、
屋
根
葺
き
の
と
き
な
ど
も
「
屋
根
葺
無
尽
・
萱
無
尽
」

が
で
き
た
。
戦
後
ト
タ
ン
葺
か
ら
瓦
に
な
っ
た
と
き
、
ム
ラ
の
各
地

に
「
瓦
無

尽
」
が
で
き
て
、
ま
ず
土
蔵
だ
け
ぱ
瓦
に
す
る
と
い
う
家
が
多
か
っ
た
。

村
の
中
で
互
い
に
助
け
あ
っ
た
も
の
と
し
て
講
も
あ
っ
た
。
講
の
元
来
は
信
仰

を
中
心
と
す
る
仲
間
で
あ
っ
た
が
、
庚
申
講
の
よ
う
に
、
葬
式
の
時
な
ど
に
よ
く

手
伝
い
、
穴
掘
り
と
い
う
一
番
や
っ
か
い
な
仕
事
を
し
あ
う
講
も
あ
っ
た
。
い
ま

で
も
こ
の
穴
掘
り
仲
間
の
講
は
箕
輪
地
方
に
盛
ん
で
あ
る
が
、
と
く
に
大
泉
で
は

ほ
と
ん
ど
全
員
が
い
ず
れ
か
の
庚
申
講
に
属
し
て
い
る
。

風
　
呂
　
生
活
協
同
慣
行
と
し
て
ま
ず
、
風
呂
が
あ
っ
た
。

風
呂
は
ど
の
家
に
も
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
椎
で
造
っ
た
据
風
呂
が
普
通

向
う
三
軒
両
隣
り
の
う
ち
、
何
軒
か
あ
っ
た
。
風
呂
は
入
浴
す
る
だ
け
が
目
的
で

な
く
、
入
浴
後
の
汚
れ
穴
水
で
洗
濯
し
た
り
、
肥
料
に
し
た
り
し
た
。

農
家
の
土
間
は
広
か
っ
た
か
ら
、
風
呂
桶
は
土
間
に
据
え
て
あ
っ
た
が
夏
は
外

の
庭
に
据
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
仕

事
が
忙
し
く
て
、
水

を
汲
み
火

を
焚
く
瑕
も

な
か
っ
た
か
ら
、

毎
晩

彿
か
す
こ
と

は
で
き
な

か
っ
た
。
沸

か
し

た
家
で

は
隣
近

所

の
人

を
呼

ん
で

ゆ
し
に
し
て
入

っ
た
。
今
夜
は
ど
こ
の
家

に
お
湯
が
あ

る
と
、

楽
し

ん
で
で

か
け

た
。
囲
炉
裏

に
は
ど

ん
ど

ん
火
を
焚
い
て
順
番
を
待
つ
人
に
お

茶
を
だ
し

た
。
風
呂
で
焚
く
薪
よ
り
、
囲
炉
裏
で
た
く
薪
の
方
が
多
か
っ
た
。
風

呂
の
あ

る
晩
の
囲
炉
裏
端
は
楽
し
い
集
り
の
場
で
あ
っ
た
。
村
の
中

の

噂

話

か

ら
耕
作
の
話
、
若
い
時
の
話
、
代
参
に
い
っ
た
時
の
話
な
ど
、

話
は
は
ず
む
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
他

の
地
方

の
こ
と

を
知
り
、
村

の
中

の
習
慣

を

知

り
、
年
中
行

事
の
こ
と
、
百

姓
と
し
て

の
処
世
訓
も
知

っ
た
。
村
の
伝
説
や
歴

史

も
老
人
な
ど

に
よ

っ
て
、
若
い
者

に
語
り
つ
が
れ
た

。

こ
う
し

た
談
笑
の
間
で
も
、
忙
し

卜
の

ぱ
主
婦
、
特
に
嫁
で
あ
っ
た
。
湯
加

減

を
み
た
り
、
お
茶
を
入
れ
た
り
、
時
に
背
中

を
流
し
て
や

っ
た
り
し

た
。
入
浴

す

る
人
が
去
っ
て

、
主
婦
が
一
番
後

に
入

っ
た
が
、
そ

の
時

は
す
で

に
コ

ー
時
を
回

っ
て

い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

火
　

災
　
泥
棒

は
家
ま
で

は
背
負

っ
て
行

か
な
い
が
、
火
事
は
家
も
道
具
も
皆

焼
い
て
し
ま
う

。
火
事
ほ
ど
恐
し
い
も
の
は
な
い
。
火
の
用
心
に
は
一
番
気
を
つ

け

た
。
こ
れ
が

ム
ラ
の
人
達
の
心
掛
け
で
あ
り
、
教
え
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
ほ
と

ん
ど
の

ム
ラ
で
「

火
伏
せ
の
神
」
（
秋
葉
神
社
）
を
信
仰
し
て

い
た
。

秋
葉
神
社
を

祀
っ
た
り
、
秋
葉
講
を
つ
く
っ
て
代
参
し
た
り
し
た
。
ま
た
秋
葉

様
の
灯

寵
を
回

し
、
そ
れ
が
回
っ
て
く
る
と
夜
は
明

り
を
つ
け
て

縁
側

な
ど
に
お
き
、
次

の
家

に

回
わ
し
て
や
っ
た
。

ま
た
火
の
用

心
の
た
め
に
、
夜
番

の
制
度
も
あ

っ
た
。
拍
子
木
（
後
に
は
風
鈴
）

を
叩
き
な
が
ら
き
め
ら
れ
た
道
順
を
一
晩
に
何
回
か
回
お
っ
た
。
夜
番
は
冬
季
聞

か
主
だ
っ
た
が
、
後
に
は
消
防
組
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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そ
れ
で
も
火
事
は
あ
っ
た
。
水
の
少

な
い
大

泉
な
ど
で

は
そ

の
た
び
に
大
火

に

な
り
が
ち
だ
っ
た
。
火
事
が
起
こ
れ
は
、

ム
ラ
中

の
み

が
か
け

つ
け
て
、

消
火
に

尽
力
し
た
り
、
家
財
の
持
出
し
を
し
た
の
は
昔
も
今
も
変
わ
り
が
な
い
。
よ
う
や

く
火

は
消
え
一
安
心
と
い
う
時
に
は
、
近
隣
で
握
り
飯
の
［

炊
き
出
し
］
を
し
た

り
、
酒

を
出
し

た
り
し
て
、
集
ま

っ
た
人

々
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

（ 田畑） と秋葉神社碑（大泉）巡回灯龍図6 －2

「
灰

か

た
つ

け

」

（
灰

か
き
）
を
村

人

足

で

す

る

こ
と

も
あ

っ

た

が

た

い

が

い

組

の

仕

事

で

あ

っ
た

。

火

事

の

直

後

焼

け

た

家

に
は

縁

故

の

あ

る
人

々
や

ム
ラ

人

が

見

舞

い

に
来

た
。

焼

け

た

家

の
人

は
近

く

の
適

当

な

親

戚

な

ど

へ

移

り
、

そ

の
見

舞

い

を

う

け

る

。

そ

の

時
深

い

親

戚

の

者

も

一

緒

に
詰

め
て

い

て

お
礼

の
あ

い

さ

つ

を

し

た

。近

火

見

舞

い
　

類

焼

を

免

れ

た

家

へ

は

「

近

火

見

舞

い

」

と

い
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
故
者
が
見
舞
い
に
行
く
。
灰
か
た
つ
け
か
ら
再
建

ま

で
、
有
形
無
形
の
助
力
が
い
る
の
は
深
い
親
戚
で
あ
っ
た
の
で
、
半
焼
し
た
も
同

じ
く
ら
い
の
被
害
を
蒙
っ
た
。
そ
う
し
た
親
戚
で
は
、
再
建
ま
で
自
分
の
家
の
仕

事
も
充
分
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
親
戚
は
む
ろ
ん
ム
ラ
大
ま
で
、
耕
作
に

も
差
支
え
の
あ
る
よ
う
な
事
態
も
あ
っ
て
、
「
火
事
は
村
貧
乏
」
と
言
わ
れ
る
と

お
り
で
あ
っ
た
が
、
ム
ラ
人
の
間
に
は
こ
う
し
た
互
助
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。火

元
の
制
裁
も
当
然
あ
っ
た
。
火
事
の
被
害
は
単
に
焼
失
し
た
家
の
損
害
で
あ

る
ぽ
か
り
で
な
く
、
ム
ラ
全
般
に
大
き
な
損
害
を
与
え
た
。
火
元
の
家
は
何
代
も

ム
ラ
大
に
対
し
て
頭
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
鎮
火
の
直
後
、
火
元
の
家
主
と
親
戚

代
表
と
て
、
ム
ラ
中
を
一
軒
一
軒
陳
謝
し
て
歩
く
の
が
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
火
元

の
家
で
は
類
焼
し
た
家
の
建
築
が
終
ら
な
い
う
ち
は
、
自
家
の
普
請
に
着
手
す
る

の
を
遠
慮
し
た
。

現

今
で

は
、
火

災
を
は
じ
め
諸

種
の
災
害

に
つ
い
て
、
各
種
の
保
険
制
度
が
あ

り
、
低
利
の
貸
付

制
度
や
生
活

保
護

の
福
祉
制
度
が
あ

っ
て
、
昔

の
よ
う

に
ム
ラ

人
に
よ
る
隣
保
互
助

だ
け
に
頼
ら
な
く
て

も
自

立
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い

る
。

⇔
　

こ
の
ご
ろ
の
組
の
相
互
扶
助

ム
ラ
の
中
は
前
述
の
よ
う

に
い
く
つ
か
の
組

に
分
か
れ
て
い
る
。

こ

の
組
の
由
来

は
江
戸
時
代
の
五
人
組
制
度
の
残
存
で
あ
る
と
し
、
戦
時
中
の

「
部
落
常
会

―
隣
組
」

の
残
存
し

た
も
の
と
も
い
か
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
限

ら
な
い
。
戦
後
、
法
的

に
は
全
廃

さ
れ
た
隣
組
制
度
で
あ

る
に
も
か

か

わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
生
活

全
般
の
基

盤
と

な
っ
て
い

る
「
区
１

組
」
の
組
織

は
そ
の
よ
う
な
為
政
者
の
都
合
に
よ
る
制
度
以

前
の
、
村

落
協
同

０
実
態
、
生
活

自
衛

に
由
来
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、

い
つ
の
時
代

に
も
何

ら
か
の
組

が
母
胎

銘2
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と
な

っ
て
生
活
が
営
ま
れ
て
き
た
。
近
年
に
な
っ
て
核
家
族
化
か

す
す
み
隣
保
慣

行
が
す
た
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

ま
た
新
し
い
村
づ
く
り
運
動

が

展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
底

に
も
こ
の
組
に
よ
る
活
動

が
期
待
さ
れ
て

い
る

し
、
ま
た
こ
の
組
活
動

を
お
い
て

は
、

ど
ん
な
新

し
い
運
動

も
で
き

な
卜
。

昔
な
が
ら
に
こ
の
組

に
よ
っ
て
生
活
協
同

の
慣

行
を
続
け
、

ま
た
新
し
く
そ

れ

を
再
評
価

し
て

い
る
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
か
お

る
。

葬
　

儀
　
葬
儀

の
裏
方
で
、
買
物
や
食
事
、
葬

具
調
達

・
接
客

な
ど
の
役
が
あ

り
、

ま
た
土
葬

の
穴
掘
り
な
ど

に
当

た
る
。
葬
儀
の
主
役
で
あ

る
喪
家
と
そ
の
親

族
か
ら

お
き
な
く
仏
を
葬
ら
れ

る
よ
う

に
そ
の
実
際
の
執
行

に
あ
た

る

の

で

あ

る
。
葬
儀
委
員
長

に
は
隣
組
長
が
あ
た

る
例
琳
多
く
な

っ
て
き
た
。

婚
　

礼
　

昔
は
相
当
の
手
伝
い
人
が
必
要
だ
っ
た
が
、
今
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど

必
要
な
く
な
っ
た
。
従
来
の
慣
行
に
よ
っ
て

葬
儀
よ
り
範
囲
は
小

さ
い
が
、

家
の

後
継
者
な
ど
の
場
合
は
多
く
招
請
さ
れ
て

卜
る
。

災
厄
見
舞
い
　

火
災
の
消
防
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
後
の
復

旧
（
灰
か
き
人
足
）
な

ど
に
も
合
力

慣
行
が

続
い
て

し
る
。
ま
た
そ

の
他

の
水
害
等

の
災
厄

に
も
組
単
位

の
合
力

が
土

台
と

な
っ
て
い

る
。

旅
行
・
お
花
見

等
　
近

ご
ろ
組
単
位
の

お
花
見
が
行

わ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
日

帰
り
や
一
泊
の
親
睦
旅
行
が
ほ
と
ん
ど
全
体
に
行
わ
れ
て

卜
る
。

七
　

ム
ラ
役

（

ム
ラ
人
足
）

村
の
仕
事
に
は
一
人
前
の
男
が
出
て
勤
め
る
の
が
た
て
ま
え
で
こ
れ
を
「

ム
ラ

役
」
と
い
っ
た
。
村
人
足
と
も
い
い
、
村
人
総
出
で
す
る
と
き
は
「

総
人
足
」

と

か
「

足
並
み
人
足
」
と
い
っ
た
。

道
造
り
　

春
雪
が
消
え
、
土
が
落
ち
つ
い
た
こ
ろ
、

全
村
一

斉

に

農

道
・
里

道
・
山
道
の
補
修
を
し
た
。
部
落
ご
と
に
範
囲
が
決
ま
っ
て

い
た
。
冬

の
雪

か
き

も
「
雪
か
き
丁
場
」
が
決
ま
っ
て
い
た
。

用
水
管
理
　
田
の
仕
事
の
始
ま
る
前
に
用
水
井
筋
の
井
揚
げ
、
井
ざ
ら
い
な
ど

を
受
益
者
の
総
人
足
で
行
っ
た
。
天
竜
川
か
ら
の
揚
水
は
春
行
う
ば

か
り
で

な

く
、
洪
水
な
ど
の
あ
と
に
ぱ
臨
時
に
揚
水
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
泉
村
な
ど
で

は
、
大
泉
所
か
ら
の
長
い
水
路
は
総
人
足
で
、
村
へ
入
っ
て
か
ら
は
受
益
者
の
人

足
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
の
大
泉
の
上
井
は
、

白
木
屋
か
ら
上
は
「
山
戸
」
と
い
っ
て
全
戸
負
担
、
そ
れ
か
ら
下
は
「
山
反
」
と

い
っ
て
耕
作
者
の
反
別
負
担
で
、
そ
の
井
筋
の
保
護
管
理
が
行
わ
れ
て
卜
た
。
こ

の
井
筋
は
大
泉
所
か
ら
扇
状
地
の
上
を
長
距
離
引
水
し
て
く
る
の
で
、
大
泉
へ
届

く
こ
ろ
に
は
半
分
以
下
に
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
途
中
の
村
で
盗
水
も
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
防
止
の
た
め
水
番
を
出
し
た
。
こ
の
費
用
と
労
力
は
莫
大
な
も
の

で
あ
っ
た
。

現
在
、
全
村
的
に
村
役
に
は
、
環
境
美
化
で
空
か
ん
を
拾
っ
た
り
河
川
の
清
掃

や
草
刈
り
な
ど
を
し
て
し
る
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
や
野
鼠
の
駆
除
な
ど
も
一

斉
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
に
昔
の
村
役
の
お
も
か
げ
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

猪
鹿
防
護
　
古
く
か
ら
農
民
は

猪

平
鹿
の
害
に
悩
ま
さ
れ
た
。
こ
れ
は
村
人

足

で

ど

う

す

る

こ

と

も

で
き

な

い

の

で
、

村

夫

銭

か

ら
専

門

の
猟

師

を
雇

っ
て

駆

除

し

た

。

享

保
元

年

二

七
コ
（

）
の
久

保

村

「

村

入

用

帳

」

に

は
次

の

よ

う

に
記

さ

れ

て

い

る

。

「
　
　

（
前
略
）

一

、
銭
拾
五
貫

六
百
三
拾

六
文
八
分

是
（

当
村
山
方

ニ
テ
猪
鹿

ガ
夥
　

敷
出
、
作
毛
荒

シ
申

シ
侯

二
付

キ
三
月

ヨ

リ

十

月

迄
、
猟
師
一
人
相
抱

１
日
数
合

セ
テ
弐
百
日
、
但

シ

ー
日

二
付
キ
給
金
七
拾
五
文
六
厘

四
毛
玉
薬
代
共

二
相
渡
中

シ
候
」

（
久
保
大
東
文
書
）

6 銘



第６章　社 会生 活

卜
ま
野
菜
・
果
樹
等
が
鳥
の
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
に
つ
け
、
こ
の
二
〇
〇
日

間
の
防
護
は
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

村
人
足
の
出
席
は
全
員
出
席
が
建
て
前
な
の
で
、
出
不
足
金
等
は
中
込
区
の
よ

う
に
一
五
〇
〇
円
と
き
め
て
い
る
区
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
他
日
出
席
す
る
等
で

出
不
足
の
防
止
に
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
ム
ラ
役
に
よ
っ
て
、
ム
ラ
人
た
ち
は
そ

の
義
務
を
遂
行
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
共
同
体
意
識
も
育
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

か
か
し
多
か
っ
た
道
路
の
改
修
等
の
ム
ラ
役
は
減
少
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
代

わ
っ
て
河
川
の
清
掃
や
あ
き
か
ん
拾
い
な
ど
が
村
内
一
斉
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
だ

っ
て
き
た
。
ム
ラ
人
足
は
次
表
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
ム
ラ
で
な
く
な
り
、
新
し

い
区
に
残
っ
て
い
る
だ
け
と
な
っ
た
。

表６－ ７　昭 和59年度区人 足

＼ 人足 日数 出不足金

久保

塩ノ井

大泉

北殿

南殿

田畑

神子柴

沢尻

南原

大芝

北 原

中込

１日

×

１日

１日

×

×

×

0

1.5日

０

３日

６日

×

×

×

×

組 内で

×

×

×

4000 円

×

×

1,500 円

河川清掃

大泉川草刈 り300円
アメシロ
有線枝切 り

延10工

延14工
役員Ｈ 工

側溝 ざらい
公民 館
神社草か り

ハ
　

ム

ラ

制

裁

村
が
共
回
体
と
し
て
平
和
な
生
活
を
営
み
、
発
展
す
る
た
め
に
は
、
相
互
に
守

る
べ
き
規
約
や
社
会
的
慣
習
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
規
約

や
慣
習
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
秩
序
が
保
た
れ
る
が
、
た
ま
た
ま
そ
れ
を
破
る
者

が
あ
る
と
制
裁
が
加
え
ら
れ
た
。

制
裁
の
一
つ
に
「
村
八
分
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
村
八
分
は
村
内
の
居
住

は
認
め
る
が
共
同
生
活
に
関
し
て
は
一
切
の
交
際
を
拒
否
す
る
、
い
わ
ゆ
る
仲
間

は
ず
れ
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

村
八
分
に
す
る
原
因
は
乱
暴
、
窃
盗
、
姦
通
、
殺
人
、
な
ど
の
よ
う
な
刑
事
的

犯
罪
、
部
落
や
組
の
規
約
違
反
、
共
同
作
業
の
怠
慢
、
失
火
な
ど
日
常
生
活
に
お

い
て
多
数
者
の
共
同
意
志
に
反
し
た
り
、
生
活
態
度
が
村
人
の
反
感
を
買
っ
て
い

る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
た
。

村
八
分
の
許
し
を
請
う
場
合
は
村
役
人
に
悔
い
改
め
の
念
書
を
入
れ
る
と
か
、

酒
、
米
、
金
な
ど
を
出
し
て
過
ち
を
深
謝
し
そ
れ
が
村
役
人
は
じ
め
村
人
に
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

次
に
実
際
に
行
わ
れ
た
一
例
を
挙
げ
る
。
当
事
者
は
符
号
に
し
た
。

村
中
相
談
相
定
之
事

一
当
村
図
伜

測
女
房

の
儀
に
付

き
、
兄

弟
三
人
井

び
に
回

圓
徒

党
を
致

し
、
田
畑
村
源
兵

衛
方
へ
我

借
が
さ
つ
な
る
儀
い
た
し
候
に
付

き
、
こ
れ
に
よ
り
村
中
相
談

の
上
割
放
し

申
し
候
事
。

」
馬
番
、
馬
の
血
取
り
、
家
作
、
祝
言
、
愁
、
す
べ
て
村
中
つ
き
合
い
の
儀
理
事
、
祭

礼

井
び
に
供
養
一
切

の
助
け
合
い
こ
の
連
印
限
り
に
い
た
し
、
出
入
り
仕
り
ま
じ
く
候
。

も
し
右
相
談
破

り
候

は
ば
村
中
仲
間
割
放
し
申
す
べ
く
候
。

後
日

の
た
め
連
印
前
書

よ
っ
て
件

の
如
し

宝
暦
元
年
未
十
二
月

傅

之

助
⑩

蔦

右
衛
門
⑩

以
下
四
四

名
連
印
略

（
田
丸
屋
文
書
）

こ

れ

は

数

人

で

隣

村

へ

お

し

か

げ

粗

暴

な

振

舞

が

あ

っ

た

の

で

こ

の

人

た

ち

を
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ムラ定め 吋 寸定め第２節

村
八
分
（
割
放
し
）
に
し
た
相
談
で
あ
る
。
村

八
分

と
い
う
の
は
喪

事
と
火
事
の
二

つ
だ
け
は
例
外

だ
と

い
う
意
味
で
あ

る
と
も
い

か
れ
て
い

る
が
、
こ

こ

で

は

馬

番
、
馬
の
血
取
り
、
家
作
、
祝
言
、
愁
等
の
つ
き
あ
い
、
そ
れ

か
ら
祭
礼
や
供
養

の
一
切
の
助
け
合

卜
を
し
な
い
と
き

め
て
い
る
。
ま
た
こ
の
村
八
分

に
違
反

し
て

も
八
分

に
す

る
と
い

っ
て
、
四
〇

余
名
が
連
判
し
て
い

る
。

こ
の
ほ
か
に
他
人
の
地
所

を
売
り
は
ら
っ
た
者
に
つ
い
て
も
、
村
八
分
に
し
た

記

録
が
あ
る
。
現
代

は
法
治
国
家
に
な
っ
た
の
で
刑

事
的
犯

罪
で

も
個
人

の
権
利

で

も
す
べ
て

法
に
よ
っ
て

裁
か
れ
、
村

が
そ

れ
に
介
入

す
る
こ
と
は

な

く

な

っ

た
。
し

か
し
、
今

は
今

な
り

に
村
人
と
し
て

の
道
義
的
責
任

は
追
究

さ

れ

て

い

る
。

第
二
節
　

ム
ラ
定
め
・
村
定
め

一
　
　一
般
の
ム
ラ
定
め

共
同
体
と
し
て
の
ム
ラ
の
生
活
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
生
活
全
般
に
わ

た
っ
て
し
ろ
い
ろ
な
規
則
が
必
要
で
あ
る
。
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
国
に
法
律
が

あ
り
、
県
に
は
条
例
が
制
定
さ
れ
、
行
政
の
末
端
で
あ
る
村
に
も
必
要
に
応
じ
条

例
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
法
令
に
菌
づ
い
て
社
会
秩
序
が
維
持
さ
れ
る
仕
組
み

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
幕
府
や
領
主
か
ら
法
度
や
触
書
き
が
出
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
幕
藩
体
制
の
維
持
が
図
ら
れ
て
し
る
が
、
当
時
の
ム
ラ
は

行
政
の
末
端
で
あ
る
と
同
時
に
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
共
同
体
的
色
彩
が
極
め
て

強
く
、
各
種
の
ム
ラ
の
規
則
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
ム
ラ
定
め
」
と
呼
ん

で
い
る
。

江
戸
時
代
の
重
要
な
ム
ラ
定
め
の
一
例
を
挙
げ
よ
う
。

村
中
定
め
書
の
事

（
状
か
）

一
、
毎
年
御
免
定
御
渡

し
成
さ
れ
候

は
ば
惣
百
姓
拝
見
致
さ
せ
中
す

べ
く
候
。

二

御
公
用

に
付
き
入
用

の
金

の
儀

は
二
引

き
な
し
に
仕
り
申
す
べ
く
腕

。（
注
　

二
引
と

ぱ
名
主
役
手
当
と
し
て
高
割
の
際
所
持
高
の
二
割
を
差
引

い
て
賦
課
す
る
こ
と
）

べ

御
伝
馬
人
足
の
儀
は
人
馬
共
に
番
帳

を
拵

え
、
高
下

無
く
順

々
相
廻
し
当
て

申
す
べ

く
候
。

べ

御
年
貢

割
合
の
節
余
り
こ
れ
無
き

様
に
い
た
し
不
足

の
分

は
、
次

の
割

ま
で

高
持
百

姓
取
替

へ
申

す
べ
く
候
。

（
重
）

べ

夫
銭
割

の
節
面

立
ち
候
百
姓
寄
合

い
出
銭
帳
明
細
相
改

め
得

心
の
上
割

合
申

す
べ
く

候
。
惣
じ
て
名
主
元
に
て
墨
・
筆
・

紙
・
其
外
諸
色
費
が
ま
し
き

事
一
切
仕

り
間
敷

く

候
。

二

御
公
用
に
て

御
役
所
へ
参
り
候
節
無
益
の
人
馬
連
れ
申
す
間
敷
く
候
。

一

、
御
願
い
事
に
っ
き
御

役
人
様
方

へ
御
酒
代

上
げ
候
儀
、
遠
方

に
て

は
格

別
、
村

方
に

（
重
）

て
差

し
上
げ
候
儀
は
面

立
腕
百
姓

相
談
致
し
差

し
上
げ
申

す
べ
く
腕
。

一
、
百
姓
公

事
出

入
に
つ
き

擦

無
き
願

い
御

座
腕
は
ば
、
名
主
年
寄

相
談

の
上

に

て

添
状
出
し
申
す

べ
く
腕

。
尤
名

主
年
寄

の
う
ち
に
て
取

り
持

ち
申
す
間
敷
く
候
。

二

何
事

に
限
ら

ず
名

主
年
寄
口
口

合
、
巧
み

が
間
敷
事
致
し
申
す
間
敷
く
候
。

二

川
除
け
御
普
請
等
の
儀
惣
百
姓
相
談

の
上
御
願
い
申
す
べ
く
候
。

一
、
御
公
儀
様
よ
り
御
引
方
下
さ
れ
候
節

は
、
百
姓
へ
其
の
訳
知
ら
せ
申
す
べ
く
候
。

一
、
名

主
元
寄
合
い
申
し
候
節
、
酒
肴
食
事
を
取
り
寄
せ
、
割
へ
入
れ
申
す
間
敷
く
候
。

一
、
御
公
用
又
は
内
所
に
て
相
談
仕
り
候
事
名
主

冗
よ
り
触
れ
候
は
ば
、
刻

限
に
た
が
わ

ず
立
合
い
申
す
べ
く
候
。

一
、
惣
じ
て
何
事
に
依
ら
ず
百
姓

の
為

に
成
り
候
様

に
仕

る
べ
く
候
。
私

欲
が
ま
し
き

事

仕

る
間
敷
く
候
。

右
相
定
め
の
通

り
名
主
年
寄

の
内

は
申
す

に
及

ば
ず
、
惣
百
姓
村
定

め
の
通

り
相
違
中
間

敷

く
候
価

つ
て
件

の
如
し

。

享
保
弐
拾
年

己
卯
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
　
　

勘

太

夫

同
断
　
　

勘
右
衛
門

年
寄
　
　

庄
右
衛
門

卵5
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々
　
　
　
儀
兵
衛
（
以
下
略
）

（
も
ん
や
文
書
）

こ
こ

に
は
、
年
貢

の
割
付
け
の
不
正

の
起
き
な
い
よ
う

に
免
状
を
惣
百

姓
に
見

せ

る
こ
と
、
公
儀

か
ら
減
免
が
あ

っ
た
場
合

は
そ

の
訳

を
百
姓

に
知

ら

せ

る

こ

と
、
伝
馬
人
足

は
順
番
帳

を
作

っ
て
順
番

ど
お
り
割

り
付
け

る
こ
と

。
夫
銭

の
割

当
て

は
百
姓

の
得

心
の
い
く
よ
う
に
割
り
付
け

る
こ

と
、
そ

の
ほ
か
川
除
け
普
請

の
御
願

い
や
公

事
出
入
等

に
つ
い
て

は
村

役
人
や
年
寄

の
独
断
で

決
定

し
な
い
こ

と
、

ム
ラ
の
行
政

の
実

施
に
当

た
っ
て
無
駄

な
金
を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
が
一
四
箇

条
に
わ
た
っ
て
規
定
し
て
あ
る
。

そ
し
て
、
最

後
の
条
は
総
じ
て

ム
ラ
の
行
政
が
百

姓
の
た

め
に
成

る

よ

う

に

し
、
私
欲
が
ま
し
き
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の

ム
ラ
定

め
を
み

る
と
、

ム
ラ
役
人

の
行
政

に
対
す

る
惣
百
姓
の
要
求
が

ム

ラ
定

め
と
い
う
形

で
表
現

さ
れ
て
い

る
が
、
ど

の
村
で
も
こ

の
よ
う
な
傾
向
が
江

戸
時
代
中
期

こ
ろ
か
ら
現

れ
て

お
り
、
久
保
村

に
て
も
正

徳

四

年
（
一
七
一
巴

に
「
申

し
合

わ
せ

の
事
」
と

し
て
、
村
役
人

の
行
政

の
や

り
方

に
つ
い
て
百
姓

の

対
応

の
仕
方

を
申

し
合

わ
せ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
行
政
一

般
に
つ
い
て
の

ム
ラ
定

め
の
外

、
公

事
出
入
等
の
場
合
と

か
、
検
地
請
け
等
の
場
合

ム
ラ
中
で
あ
ら

か
じ

め
申
し
合

わ
せ
て
お
く
必
要
か
お

る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
つ
ど
村
中
総
寄
合
い
を
以

っ
て
臨
時

の
ム
ラ
定

め
が
作

ら

れ
て
い

る
。

二
　

倹
約
の
ム
ラ
定
め
・
村
定
め

平
和
が
続
き
生
活
が
豊
か
に
な
る
と
、
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
祝
儀
不
祝
儀

等
が
し
だ
い
に
華
美
を
競
う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
分
不
相
応
に
ま
で

な
っ

て
、
互
い
に
生
活
を
苦
し
く
さ
せ
身
上

を
つ
ぶ
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

お
こ

つ
て
く
る
。
為
政
者

か
ら
い
え

ば
、
上
納

に
と
ど
こ

お
る
よ
う

に
な

っ
て
ま
ず
い

と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
飢

饉
や
不
況

に
な
る
と
、

い
や

お
う
な

し

に
、
緊

縮

し

な
げ
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
仕
来

り
ど
う
り
に
す
る
こ
と
は
無
理
で

あ
る
、
し
か
し
前
例
を
破
る
こ
と
は
な
か
な
か
で

き
な
い
。
そ

こ
で
、
村
人

は
互

図 ６－ ３　 箕輪郡中 村村相定め の事（千桐屋文書） とりきめはなるべく広域でないと実行しに くいの

で，郡中（箕輪）で とりきめている。

い
に
相
談
し
て
、
倹
約
の
定
め
を

作
っ
て
、
実
行
し
や
す
く
し
よ
う

と
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
、
何
回

も
く
り
か
え
さ
れ
て
き
た
。

い
ろ
い
ろ
の
申
し
定
め
は
、
倹

約
を
旨
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
を
極
端
に
す
る
と
、
い
つ
し
か

守
ら
な
く
な
る
の
が
人

情
で
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
繰
り
返
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と

が
そ
れ
だ
け
守
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
に

か
く
こ
れ
ら
の
こ
と
を
と

お
し

て
、
当
時
の
ム
ラ
の
人
々
の
生
活

を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
Ｏ
江
戸
時
代
の
村

定
め
、
○
明
治
時
代
の
村
定
め
、

昌
大
正
時
代
、
聯
昭
和
戦
前
の
生

活
改
善
、
㈲
戦
後
の
生
活
改
善
の

順
で
述
べ
る
。
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ムラ定め・村定め第2 節

Ｈ
　
江
戸
時
代
の
ム
ラ
定
め

こ
う
し
た
申
し
合
わ
せ
は
、
ム
ラ
の
中
だ
け
で
は
守
り
に
く
い
こ
と
は
、
今
も

昔
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
次
の
天
明
・
天
保
の
凶
作
に
は
ム
ラ
中
ぽ

か
り
で
な

く
、
近
隣
の
村
々
（
郡
中
）
相
互
に
申
し
あ
わ
せ
、
そ
の
実
行
を
誓
い
あ
っ
た
。

「
　

天
保
四
年

箕
輪
領
郡
中
定
書
之
事

べ

当

巳
の
凶

作
に
付

村
々
相
互
に
談
事
倹
約
堅
く
相
守
り
申
す
べ
き
事

一
、
大
工
作
料
　

上
職

人
に
て
　

金
壱
分

に
付
　

十
五
人

但
し
木
挽
　

金
壱
分

に
付
　

十
六
人

べ

左
官
口

屋
上
職
人

に
て
　
　

金
壱
分

に
付
　

十
二
人

べ

屋
根
屋
上
職

人
に
て
　
　
　

金
壱
分

に
付
　

十
三

人

一

、
黒

鍬
上
職

人
に
て
　
　
　
　

金
壱
分

に
付
　

十
四

人

一
、
鍛
冶
屋
紺
屋
車
屋
桶
屋
其
外

諸
職
人
口
口
前

に
弐

割
引

一
、
口
証
の
儀
　

上
男
　

銭
六
拾
四
文

上
女
　

銭
三
拾
弐
文

ミ

奉
公

大
の
儀
　

上
男
　

十
月
迄
取
切

り
弐
両

弐
分

上

女
　
年
内
取
切

り
　
壱
両

弐
分

一

、
祝
儀
の
節
親
類
限

り
に
致

す
べ
き

こ
と

二

産

祝
の
儀

は
陽
気

立
直

り
候
迄
差
し
延

し
申

す
べ
き
こ
と

一
、
不
幸

の
節
見
舞
を
半
減

に
致
し
侯

よ
う
致
す

べ
く
、

井

に
村
方

へ
は
酒
食
一

切

差

出
し
申
す
ま
じ
く
候
事

二

諸
職
人
食

事
の
儀

は
雑
飯

勝
ち

に
て
取

賄

い
申
す

べ
く
、
奉
公
人

旦
胆
人
の

儀

は

雑
飯
に
限
り
申
す
べ
き
こ
と

右
か
条
の
通
り
村

々
相
談
取

り
き
め
連
印
致

し
候
上
は
堅
く
相
守

り
申

す
べ
く
候
。
若

し

い
ず
れ
の
村
々
に
あ
り
て
も
か
条
の
趣
相
背
き
候
村
方
之
あ
り
候
は
ば
隣
村
よ
り
外

村

へ
申

し
達

し
郡
中

諸
相
談

連
印
申

す
べ
く
候
　

以

上
」
　
　
　
　
　
〔
干
桐
屋
文
書
〕

こ

こ

で

は

ま

ず
、

諸

職

人

の
日

当

を

含

め

て

い

る

。
天

保
四

年

（
一

八
三
三
）
は

天

保

の
大

飢

饉

の

は
じ

ま

る
年

で

あ

る
が

、

こ

の
日

当

は
そ

れ

よ

り
五

〇

年

も

前

の
天

明

三

年

（
一
七
八

言

と

同

じ

で

あ

る
。

た

だ

こ

の
と

き

旦

肌
賃

は

倍

額

に

な

っ
て

い

る

。

お
産

の
祝

は
陽

気

が

立

ち
直

る
ま

で

延

ば

す

よ

う

に
と

き

め
、

不

幸

０
見

舞

い

を
半

減

し
、

諸

職

人

に

は
雑

飯

勝

ち

に

ま

か
な

い
、

日

雇

い

は
雑

飯

に
限

る

と

し

て

い

る

。

こ

の
郡

中

定

書

き

を

う

け
て

、
「

村

々
相

定

」
は

さ

ら

に
細

部

に

わ

た

っ
て

規

定

し
て

い

る

。
年

礼

（
新
年

の
肘
宍
）

は
村

内

限

り
と

し

、

特

に
婦

人

は

年

賀

と

も

に
他

村

へ

い

っ

て

は

な

ら

な

い

。

お
祭

り
七

家

内

だ

け

の
祝

と

し

、

他

村

へ

は

親

類

で

も
往

来

し

て

は

い

け

な

い

。
五

節

句

を

は

じ

め
諸

祝

儀

の
客

呼

び

は

す

べ

て

や

め

に
す

る

。

さ

ら

に
七

夜

祝

い
、

不

幸

の
酒

、

法

事

等

々
制

限

を

強

め

、
正

月

三

か
日

の

ほ

か

は
雑

穀

を
食

べ

る

よ

う

に

と

し
て

い

る

。

そ

し
て

、

当

年

は
格

別

の
凶

作

だ

か

ら
、

秋

の
取

入

れ

に

よ

り
立

ち
直

る

ま

で

と

し

な

が

ら

も
、

一

か
条

で

亀

心
得

違

い

に

よ

り

こ

れ

に
違

反

し

た
者

が

あ

る

と

き

は
、

一
統

の

破

れ

に

も

な

る

か

ら

と
、

固

く

約

束

さ

せ

銘

々
で

調

印

し

あ

っ
て

い

る
。

次

に
、

こ

の
天

保

四

年

（
一

八
三
三
）

の
「

村

々
定

書

」

を
記

す

。

村

々
相
定

二

御
公
儀
様
御
法
度
の
趣
、
前

々
仰
せ
渡
さ
れ
候
通
り
き
っ
と
あ
い
守
り
申
す
べ
く
侯

。

二

年
礼

の
儀
、
村
内
限
り
、
他
村
へ
は
親
類
の
外

往
来
一
切

致
す
ま
じ
き
事
。

附
　

婦
人

は
弔
賀
と

も
に
他
村

は
勿
論
、
村
内

た
り
と
も
一
切
あ

い
止

め
中
す

べ
き

事
。

二

神
事
祭
礼

の
儀
、
家
内
祝
い
の
み
に
致
し
、
他
村
へ
は
た
と
え
親
類
た
り
と
も
往

来

あ

い
止

め
申
す

べ
き

事
。

一
、

客
呼
び
の
儀

、
す

べ
て
五

節
句
配

り
物
、
年
頭
、
歳
暮
、
留
守
見
舞
、
す

べ
て
諸
祝

儀
等

ま
で
相
互

に
相
止

め
申
す

べ
き
事
。

二

婚
礼

の
朧
、
聳
入

り
、

舅

入

り
た
り
と
も
往
来

は
当
人
、

仲
人
ば

か
り
、

外
親
類

は
相
止

め
、

饗

応

は
膳
限

り
、
吸
物
一

つ
、
取
肴
一

種
、

客
は
親
類
限
り
、
他
は

Ｉ

切
相
止

め
中
す

べ
き
事
。
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附
　

当
人
の
衣
服

は
格
別
、
そ
の
外

は
木
綿
着
用
致
す
べ
き
事
。

一
、
七
夜
祝
の
儀

ぱ
来

る
午
の
秋
毛
取
り
入
れ
限
ま
で
相
延
し
申
す

べ
き
事

二

不
幸

の
節
、
酒
相
止

め
、
食
事

は
よ
ん
ど
こ

ろ
な
き
親
類

は
格
別
、
他
門

ヘ

ー
切
出

し
申
す
ま
じ
く
、
村
方
見
舞

は
出
棺

の
節
ば

か
り
立
合

い
、
他
村
へ

は
親
類
の
外
見
舞

申

す
ま
じ
く
候
。

附
　

葬
式

は
な
る

た
け
手
軽
に
い

た
し
、
喪
服
の
朧

は
施

主
壱
人

に
限
り
申
す
べ
き

事
。

一
、
法
事
の
儀
、
揚
升
に
い

た
し
、
布
施
口
口

米

は
銘

々
仕
来
り
通
り
に
い

た
し
、
客
来

他
門

は
一
切
呼

び
申
す
ま
じ
き
事
。

べ

伊
勢

の
儀

は
格
別
、
そ

の
外
神
社
仏
閣
定
式
初
穂
の
儀

は
年
柄
相
直
り
候
ま
で
口

も

半
減

に
相
断

り
申
す

べ
き
事
。

一
、
正
月
三
ヶ
日
の
外
雑
飯
相
用
い
申
す
べ
き
事
。

右

は
当
年
格
別
の
凶
作
に
て
銘

々
夫
食
差
支
之
候
年
柄
に
つ
き
、
村
内
一
統

申

し

合

わ

せ
、
前
条
の
通
り
相
定

め
候
う
え

は
、
来

た
る
秋
毛
取
り
入
れ
、
年
柄
立
ち
直
り
候
ま
で

は
き
っ
と
相
守
り
申
す

べ
き
事
。

勿
論
格
別
厳
し
き
倹
約
に
つ
き
、
万

一
心
得
違
い
に
て

Ｉ
ヶ
条

た
り
と
も
相
破
り
限
者

の
あ

る
節

は
右
に
準
じ
一
統
の
破
れ
に
も
相
成
り
候
間
、
郡
中
定
書
井

び
に
村
定

め
等
相

弁
え
少
し
も
違
乱
致
す
ま
じ
く
候
。
そ
の

た
め
銘

々
調
印

い
た
し
置
き
限
。

以
上

天

保
四
巳
年
十
月

名

印
　

略

（
大

宗

館

文

書

）

天
保
一
三
年
（
一
八
四
こ

に
も
幕
府
か
ら
示
さ
れ
た
倹
約
令
を
う
け
て
、
村

々
で
は
質
素
倹
約
の
村
定
め
を
作
っ
た
。
北
殿
村
役
元
の
「
御
改
正
に
付
郡
中
取

究
村
方
決
議
連
印
帳
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
さ
き
の
村
々
規
定
よ
り
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
き
び
し
い

規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
博
突
諸
勝
負
等
を
し
て
は
か
ら
か
い
と
し
、

そ
の
宿
を
し
て
も
い
け
な
い
と
き
め
る
。
婚
礼
等
の
と
き
は
膳
切
り
に
し
て
、
吸

物
と
か
硯
蓋
、
引

肴
を
一
切
だ
し
て
は
い
け
な
い
。
仏
事
・
参
詣
・
入
湯
・
旅

行
・
留
守
見
舞
等
は
一
切
止
め
る
こ
と
、
万
一
見
舞
を
も
ら
っ
て
も
返
戻
せ
よ
と

ま

で

き

め

て

い

る

。

⇔
　

明

治

時

代

の

村

定

め

明

治

二
（

年

の
「

村

内

節

倹

方

取

極

」

を

次

に
か

か

げ

る

。

こ

こ

で

も

耕

地

（
区
）

全

員

の
署

名

が

な

さ

れ

て

い

る

。

明

治

一
五

年

に

は
郡

役

所

の

位
置

も

き

ま

っ
た

の

で

、

郡

庁

か
ら

の

お
達

し

で

各

耕

地

が

こ

れ

を

う

け

て

、

相

互

に

確

守

し

よ

う

と
連

署

し

た

の
で

あ

る

。

こ

の
内

容

は
江

戸

時

代

の
も

の
と

ほ
と

ん
ど

変

お

っ
て

い
な

い

。
こ

の
こ

ろ

か

ら
松

方

デ

フ

レ
政

策

の
影

響

で

銀

行

が

つ

ぶ

れ

た

り
し

た
上

、

前

年

の
明

治

一

五

年

八
月

に

は
大

暴

風

雨

の
被

害

も

あ

っ
て

農

村

は
不

況

に

お

ち

し

っ

た

の

で

あ

る

。
不

況

で

あ

る

ほ

ど

こ

う

し

た
取

り

き

め

は
切

実

で

あ

る

。
し

か
し

、

そ

の
内

容

は

ほ

と

ん

ど

い

つ

も
変

わ

っ
て

い

な

い

。

明

治
十
六
年
　

村
内
節
倹
方
取

極

二

年
始
歳
暮

二
物
品

贈
答
客
呼
ビ
ノ
事
。

一
、
年
越
日
需
及

ビ
定
日

需

卜
唱

へ
客
呼

ビ
ノ
事
。

べ

旧
暦
五
節
句
ヲ
逐
イ
祝
儀

ト
シ
テ
総

ジ
テ
物
品

ヲ
贈
与

ノ
事

。

べ

秋
仕

舞
或
（

新
蕎
麦
、
或
（

稲
揚

ゲ
ト
唱
へ
客
呼

ビ
ノ
事
。

べ

遠
近

二
拘
ラ
ズ
旅
行

ノ
モ
ノ
ヘ
留
守
見

舞
ノ
事
。

一
、
聳

呼
ビ
、
嫁
呼

ビ
ノ
事
。

一
、
七
夜
及

ビ
普
請
井

ビ
ュ
新
盆
等
物
品

贈
与

ノ
事
。

右
七
項
（

断

然
廃
止
ノ
事
。

一
、
鎮
守
祭
礼

ノ
節
（

祝
賀
ヲ

旨

ト
シ
奢

ガ
マ
シ
キ
儀

ナ
キ
事
。

一
、
鎮
守
祭
礼

ノ
際
土
産
ノ
コ
ワ
飯
ヲ
出
ス

マ
ジ
キ
事
。

一
、
結
婚

ノ
節
（

親
類
隣
家
限

リ
ト

シ
他
人
ヲ
招
キ
呼
ビ
コ
レ
無
キ
事
。

一
、
愁
嘆

ノ
節
（

節
倹

ヲ
旨

ト

シ
、

冗

費
コ
レ
無
キ
様
執
行
致
ス
可
キ
事
。

べ

祖
先

ノ
年
忌
、
祭
祀
、
法
会
等
（

勿

論
親
類
隣
家
限
リ
、
決

シ
テ
他
人
ヲ
招

ク
マ
ジ

ク
且

ツ
神
官

僧
侶
へ
酒

等
ヲ
以

テ

饗

応

致
ス
マ
ジ
キ
事
。

一
、
無
尽

会

二
就
テ
（

ス
ペ
テ
飲
酒
致
ス

マ
ジ
キ
事
。
但

シ
既

二
仕
来

り
候
分

ニ
テ
馳

走
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ムラ定め・村定め第２節

向
特

二
約
定
向

ア
ル
モ
ノ
（

金
子

二
換

Ｉ
社
中

へ
分
配

セ

シ
ム
ベ

シ
。

右
六
項
（

礼
儀

ヲ
重

ン
ジ
節
倹

ヲ
旨

ト

シ
執
行

ス

ー
衣

服
及

ビ
平

日
家

事
等
（

成
ル
可

ク
節
倹

ヲ
旨

ト
シ
必
ズ
奢

ガ
マ

シ
ク
執

行
致

ス
マ
ジ

キ
事

右
（

郡
庁

ノ
第

七
十
号
之
御
達

シ
ニ
基

キ
右
耕
地
熟
議

ヲ
遂

ゲ
取
極

メ
侯
上
一
同
相
互

二

確
守
致

ス
可

ク
依

ツ
テ
連
署
致

シ
侯
也

明
治
十

六
年
五
月

久
保
北
割
　

丸
山
八
郎

以
下

六
五
名

署
名
捺
印

（
各
部
落
に
同
様
の
も
の
か
お

る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
文
書
）

句
　

大
正

時

代

の

村

定

め

大
正

六

年

「

南

箕

輪

村

晒

習

矯

弊

二
関

ス

ル
規

約

」

が

、

町

村

長

会

の

決

議

で

、

実

行

を

期

し

て

き

め

ら

れ

た

。

そ

の

前

書

き

に

あ

る

よ

う

に

、
冠

婚

葬
祭

等

は

昔

か

ら

晒

習

と

し

農

村

疲

弊

の

原
因

と

各

人

が

知

り

す

ぎ

る

ほ

ど

知

っ

て

い

る

し

、

そ

れ

を

矯
正

し

よ

う

と

す

る
動

き

屯
活

発

で

あ

る

が
、

と

か
く

実

行

が

と
も

な

わ

な

し

。

こ

こ

で

は
第

三

条

に
冠

婚

葬
祭

を
行

う

と

き

は
、

村

の
基

本

財

産

へ

の
寄

附

を

き

め

て

、

晒

習

を

廃
正

し

た

と

き

の
中

訳

が

で

き

る

よ

う

に

し

て

い

る

。
平

均

割

が

二
円

言

戸
数

割

の
五

倍
等

と

そ

の
金

額

ま

で

き

め

て
、

実

行

へ

の
苦

心

が

み

ら

れ

る

。

な

お

、

こ

れ

に

続

い

て

「
中

合

書

」
を

各

戸

へ

配

布

し

貼

付

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。
昔

は
連

署

を

も

っ

て

そ

の

意

志

を
示

し

た

が
、

こ

こ

で

は

各
戸

配

布

を

も

っ
て

徹

底

を

期

し

て

い

る

。

大
正

の
申

し

合

わ

せ

の
特

色

は
、

旧

暦

を
用

い

な

い

こ

と
、

入
退

営

兵

士

の

こ

と

、

時
町

間

励

行

の

こ

と

、

孤
児

院

や

廃

兵

等

の

売
品

の

こ

と

な

ど

が
、

新

し

く

加

わ

っ
て

い

る
。

こ

こ

で

そ

の

実

行

を

う

な

が

す

べ

く

、

久

保
区

の

よ

う

に

晒

習
矯

弊

委

員

長

・

副

委

員

長

を

任

命

し

て

い

る
場

合

も

あ

る

。

長

い

し

き

た

り

の

中

で

、

慣

習

を

た

ち
き

っ
て

第

一

歩

を

歩

む

こ

と

が

困

難

の

た

め
、

そ

こ

に
対

策

を

講

じ

た

も

の

で

あ

る

。

大

正

六

年

に

は

農

村

疲

弊

の

原

因

は

冠

婚

葬

祭

の

晒

習

に

あ

り

と

し

、

郡

内

の

町

村

付

加

全

郡

一

致

で

こ

れ

を

打

破

し

よ

う

と

し

た

。

そ

れ

は

次

の

「

告

諭

第

一

号

」

で

あ

り

、

そ

れ

を

う

け

た

の

が

本

村

の

「

規

約
」

で

あ

る

。

大
正

六
年
　

南
箕

輪
村
肥

習
矯

弊

二
関
ス
ル
規
約

告
諭
第
一
号

長

村
疲

弊
ノ
原
因

固

ヨ
リ

丁

丁
ビ
ア
足

ラ
ス

ト

雖

そ
冠
婚

葬
祭

等

二
当

り
旧

来

ノ

肥

習

二
囚
（

レ
貴

重
ノ
時
間

卜
多
額

ノ

冗

費
ヲ
徒
消

ス
ル
（

蓋

シ
其
ノ
主
因

タ
ラ
ズ
ソ

バ

非

ズ
。
今

ヤ
本
郡
一
般
亦
此

ノ
肥
習

二
囚
（

レ
其

ノ
挙
式

二
際

シ
互

二
華
美

ヲ
競

ヒ
奢
侈

二

流

レ
単

二
一
時

ノ
使
用

二
止

マ
ル
多

ク
ノ
紋
服
ヲ
新
調

シ
或
（

多
数
無
縁

ノ
人
ヲ
集

メ
数

度

二
渉

り
身
分
不
相
応

ノ
酒
食

ヲ
振
舞

ウ
等
専

ラ
虚

栄
ヲ
衛
イ
遂

二
産

ヲ
破
ル
ノ
素

因
ヲ

作

ル
モ
ノ
少

ナ
カ
ラ
ザ
ル
（

誠

二
慨
嘆

ノ
至
リ

ュ
不
堪
候
。
特

二
葬
儀

二
会

シ
愁

傷

悲

嘆

ノ
裡

ヲ
モ
顧

ミ
ス
酒
食

二
耽

ル

ガ
如

キ
ュ
至

リ
テ
（

人
道
上
誠

二
許

ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
朧

卜
存

ジ
婉
。
此
等
悪
風

ヲ
打
破

シ
淳
厚

ノ
俗

ヲ
作
サ

シ
ム
ル
【

民

衆
ノ
福
利
ヲ
増
進

セ
シ

ム
ル
所
以

ニ
シ
テ
目
下

急
務

卜
確
信
致

シ
侯
。

本
郡
数
年
来
弊
風
打
破

ノ
議

喧
】
シ
カ
リ

シ
ガ
今
回
町
村
長
会

二
於
テ
郡
長

ノ
訓
示

ト

ナ

リ
、続

イ
テ

全
郡
一
致
極
力
是

レ
ガ
実
行

ヲ
期
ス
ペ
ク
協
議

決
定
致

シ
候
。
因

襲

久

シ
キ

矯

弊

ノ
コ
ト

タ

ル

素

ヨ
リ
容
易
ノ
事

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ

シ
ト
雖
モ
要

ス
ル

ニ
其
ノ
弊
（

果

断

卜
敢
行

ニ
ア
リ
。
本
職
（

各
位

卜
共

二
空
論
ヲ
排

シ
断
乎

ト

シ
テ
之

が
実
行

二
昂

メ
此

等
冗
費

ヲ
節
ス
ル
ト
同
時

二
消
費

経
済

ノ
緊
縮

ヲ
励
行

シ
以

テ
長

村
資
カ

ノ

充

実

ヲ

計

リ
、
進
ソ
デ
産
業
ノ
開
発
其

ノ
他

ノ
生
産
経
済

二
向

ツ
テ
積
極

進
取

施
設

二
出
テ
、
村
民

ノ
福
利

ヲ
増

進

シ
自

治
ノ
伸
展
ヲ
努

メ
ソ

コ
ト
ヲ
望

ミ
テ
止

マ
ザ
ル
ナ
リ
。

大
正

六
年
壱
月
廿
四

目
　
南
箕
輪
村
村
長
　

高
木
正
直

銘ﾘ



第６章　社 会 生 活

△
　
匝

習
矯
弊

二
関

ス
ル
規
約

第
一
条
　

従
来
冠
婚
葬
祭
ヲ
初

メ
諸
種

ノ
階
習
存

シ
虚
栄
ヲ
脊

ヒ
敬
弔
ヲ
失

シ
時
間
ヲ
空

費
ス
ル
等
弊
害
少

ガ
ラ
ス

、
是

レ
ヲ
矯
正

ス
ル
為
此

ノ
規
約
ヲ
設

ク

第
二
条
　

左

ノ
各
項
ヲ
確
守

ス
ル
モ
ノ

ト
ス

ー
、
婚
礼
（

分
限
ヲ
守
り
質
素
ヲ
旨

ト
ス
ル
事

招
客
（

親
戚
隣
佑
縁
故
者

二
限
ル
事

其
ノ
他
祝
儀
見
舞
等
是

二
準
ジ
節
約
ス
ル
事

旧
暦
ヲ
用

ヒ
ザ
ル
事

入
退
営
兵
士
酒
食

ノ

饗

ヲ

ナ
サ

ザ
ル
事

時
間
ヲ
励
行

ス
ル
事

酒
食

ヲ
強

ヒ
ザ
ル
事

酒
杯

ノ
献
酬
（

之

レ
ヲ
廃

ス
ル
事

訪
問

二
（

用
向

キ
ヲ
直

チ
ュ
陳

べ
食

事
ノ
時
刻

ヲ
避

ク
ル
事

五
節

句
ノ
贈
答
（

廃
止

ス
ル
事

（
特
別

ノ
場
合
二
年
以
内
（

此
限

二
非

ス
）

二
、
葬
儀
（

厳
粛

ヲ
期

シ
質
素

二
之

レ
ヲ
営

ミ

ー
般
会
葬
者

二
膳

部
ヲ
廃

シ
酒

ヲ

饗

セ
ザ
ル
事

（
七
日
、
精

進
落

シ
、
苦
労
招

キ
ヲ
廃

ス
ル
事
、
枝
義
理
ヲ
廃

ス
ル
事
）

第
三
条
　

村
民
冠
婚
葬
祭
ヲ
行

フ
時
（

村
基
本
財
産
へ
左

ノ
寄
附
ヲ

ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

（
分
納
ヲ
妨

ゲ
ズ
　
壱
回
限
リ

ト
ス
）

べ

婚
姻
相
続
人

ノ
場
合
（

平

均
割
弐
円
及

ビ
戸
数
割

ノ
五
倍
　

其
他
貰

フ
場
合
（

前

項
五
分
ノ

ー
　
但

シ
嫁
ス

ル
場
合
（

此
限
リ
ュ
非
ズ

ニ

、
葬
儀
ノ
場
合
（

適
宜
（
標
準
前
項
）

三
、
分

家
ノ
場
合
（

披

露
ト

シ
テ
金
弐
円
ヲ
県
税
戸

数
割
ノ
五
倍

四

、
入
寄
留

者
（

前
項
ノ
倍
額

五
、
転
籍
者
（

金
五
円

二
戸
数

割
ノ
五
倍

但

シ
四
五
項

二
付

平
公
職

二
従
事

ス
ル
モ
ノ
及

ビ
是

レ
ニ
相
当

卜
認

ム
ル
モ
ノ
（

特

二
是

レ
ヲ
免

ズ

第
四
条
　

本
規
約
遂
行

ノ
為

メ
左
記

ノ
委
員
其
責

二
任

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
　
委
員
長
一
名

副
委
員
長
八
名
　

矯
弊

委
員
若
干
名

委
員

長
（

村
長

ヲ
以
テ
之

レ
ニ
充

ツ

副
委
員
長
（

各
区
長
ヲ
以
テ
之

レ
ニ
充

ツ

委
員
（

郡
長
之

レ
ヲ
嘱
託

ス

第
五
条
　

村
民
（

本
規
約

ヲ
確
守

ス
ル
為

メ
各
自
署
名
捺
印

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

附
則

本
規
約
（

大
正

六
年
二
月
一
日

ヨ
リ
実
施

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

中
合
書
　

（
之

レ
（

各
戸

へ
配
付

シ
貼
付

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
）

南
箕
輪
村

々
民
総
集
会

二
於
テ
左

ノ
通
り
決
議

ス

ー
、
婚
姻

二
嫁
聳

ノ
携
帯
ス
ル
荷
物
（

県
税
戸

数
割
等
級
十
等
前
後
迄
箱
参
個
以
内

同
三
十
等
前
後
迄
箱
弐
個
以
内

、
以
下

は
箱
壱

個
以
内

タ
ル
事

前

二
項

こ

遅
背

シ
タ
ル
モ
ノ
（

県
税
戸

数
等
級
額
五
倍
額
負
担

ノ
余
裕
ア
ル
モ
ノ
ト
認

定

シ
又
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

ニ

、
葬
儀
（

一

日
ト

シ
膳

部
ヲ
廃

シ
会
葬
者

二
酒

ヲ
饗

セ
ザ
ル
事
、
枝

義
理
ヲ
廃
ス
ル

事
三
旧
暦
ヲ
用

ヒ
ザ
ル
事

四

、
入
退
営
兵
士

ノ
酒
食

ノ
饗

二
預
ラ

ザ
ル
事

兄
（
士
ノ
土
産
物
及

ビ
絞

別
（

近

親
ノ
外
之

レ
ヲ
贈
ラ

ザ
ル
事
）

五
、
時
間
ヲ
励
行
ス
ル
事

イ口ノ ゝ

酒
食

ヲ
強

イ

ザ
ル
事

盃

ノ
献

酬

ヲ
廃
ス
ル
事

訪
問

二
（

用
向

ヲ
直

チ
ェ
陳

べ
食

事
ノ
時
刻
ヲ
避

ク
ル
事

左
記

ノ
類
（

拒
絶

ス
ル
事

但

シ
協
議

ヲ
経

タ
ル
時
（

此

ノ
限
リ

ュ
非

ズ

ー
、
物
貰
、
押

売
、

諸
芸
人

べ

各
種

ノ
寄
附
募
集

二

孤
児
院
、
廃
兵
等
ノ
売
品

6 卯



ムラ定め・村定め第２節

一
書
籍
類
ノ
予
約
募
集

一

其
ノ
他
ノ
広
告
募
集
強

請

以
上

大
正

六
年
二
月
一
日
　
　
　
　
　

南
箕
輪
村

（
小

学
校
文
書
）

右

の
申

合

せ

を
受

け
て

各

部

落

で

は
各

々
そ

の
実

情

に
応

じ

て

若

干

の
加

除

を

し

て

そ

の
実

行

を
図

っ

た

。
久

保

区

の
場

合

を
見

る
と

、

第

二

条

第

一

項

の
「

箱
」

た
ん
す
　
　
　
　
　
　
　
　Ｘ
　Ｘ
　ｇ
　
Ｘ
　
　
ひ

を

「

箪

笥

」

と

し

、

「

う

ち

か
け

、

緋

ノ
き

も

の

ヲ
廃

止

ス

ル

コ

ト
」

を

加

え

た

。
第

二

項

に

は
「

会

葬

者

二
手

拭

、

茶

ヲ
贈

ラ

ザ

ル

コ

ト
、
七

日

、
精

進

落

シ

ヲ

廃

ス

ル

コ

ト
、

赤

飯

煮

／

等

ヲ
贈

ラ

ザ

ル

コ

ト
」
を

加

え

た

。

さ

ら

に
第

十
項
「

左

記

ノ
場

合

二
於

テ

祝

儀

見

舞

、

招

客

等
「

之

ヲ
廃

ス

ル
事

」

の
と

こ

ろ

へ
次

の
項

目

を

加

え

た

。

コ

、
御
苦
労
招
キ
、
二
、
家
固

メ
、
家
移
リ
、
三
、
家
屋
、
土
蔵
等
ノ
建
築
、
四
、
五

節
句

ノ
贈
答
、
五
、
年
始
年
末

ノ
贈
答
招
客
、

六
、
新
盆
見
舞
、
七
、
病
気
見
舞
、
床
上

祝
、
八
、
火
災
見
舞
、
九
、
出
産

二
関
ス

ル
見
舞
進
物
帯
祝
、
七
夜
祝
、
誕
生
祝
、
初
節

句
、
十
、
年
越
祝

ノ
招
客
、
十
一
、
神
仏
参
拝
旅
行
湯
治
等

ノ
留
守
居
見
舞
、
躾
別
、
土

産
物

ノ
贈
答
」

さ

ら

に

ま

た
、

第

十

一
項

を
設

け
て

、

「

諸

興

行

ヲ
為

サ

ザ

ル
事

」

ま

た
、

第

三

条

の

村
基

本

財

産

へ

の

寄
附

は

「
可

成
」

の

字

句

を

挿

入

し

て

い

る

。

ま

た

、

第

五

条

は

次

の

よ

う

に

書

き

換

え

て

あ

る

。

「

第
五
条
　

第
二
条
ノ
場
合

二
於
テ
（

階

習
矯

弊
委
員

若

ク
（

副

委
員

長

二
通
告

シ
、
其

指
揮

二
服
従

ス
ル
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
、
副
委
員
長
「

常

二
委
員

卜
共

二
区
内

ノ
矯

弊

二

尽
カ

シ
時
々
概
況

ヲ
委
員
長

二
報
告

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」

（
久
保
区

有
文
書
）

匈
　

昭

和

戦

前

の

生

活

改

善

「
南

箕

輪

村

生
活

改

善

実
行

中

合

せ

事
項

」

は

昭

和
四

年

に

で

き

た

。

こ

の
年

も

経
済

恐

慌

で
製

糸
工

場

が
県

下

で

一
五

工

場

も

休
業

に

入

り

、

農
民

の
作

っ

た

キ

ャ

ベ

ツ
五

〇

個

で

、

タ

バ
コ
（
敷
島
）
　一

個

と

い

う

農

村

不
況

が

は
し

ま

っ

た

年

で

あ

っ

た

。

従

来

の

生
活

改

善

の
申

合

せ

を

さ

ら

に
拡

充

し

、

共

存

共

栄

の

実

を

あ

げ

よ

う

と

し

た

。

こ

こ
で

は
大

祝
祭

日

の

各
戸

国
旗

を

掲

揚

す

る

こ

と

、

神

社

神
域

の

清

浄

に

努

め

る

な

ど

、

い

わ

ゆ

る
復

古

主
義

の

き

ざ

し

が

み

え

か

く

れ

し

て

い

る

。

前

書

に

は

国

民

精

神

の

作

興

と

経

済

生

活

の

改

善

を

う

た

っ
て

い

る
。

節

約

し

た

費

用

は

村

又

は
小

学

校

等

へ
応

分

の
寄

附

を

す

る

と

い

う

こ

と

も

う

た

っ

て

い

る

。昭
和
四

年

南
箕
輪
村
生
活
改

善
実
行

申
合

セ
事
項

現
下

ノ
世
局

二

鑑

ミ
教
化

総
動
員

ノ
趣
旨
ヲ
体

シ
従

来
本
村
生
活
改

善
ノ
中

シ
合

ワ

セ

ヲ
拡
充

シ
更

二
一

段
ノ
努
カ
ヲ
以

テ
協
カ

シ
之

レ
ガ
実
行

二
勉

メ
恒
久
不
断
国
民
精
神
ヲ
作

興

ス
ル
ト
共

二
経
済

生
活

ノ
改
善

ヲ
計

り
以
テ
共
存
共
栄
自
治

ノ
理
想
境

二
到
達

セ
ソ

コ
ト

ヲ
期
ス

④
皇
室
敬
神
尊
祖

二
関

ス
ル
事
項

二

新
聞
雑
誌
等

二
掲
載

シ
ア
ル
御
尊
影

二
対

シ
不
敬

二
亘

ラ
ザ
ル
様
取
扱

ヒ
ヲ

ナ
ス
コ

一
、
大
祭
祝
日

二
（

必

ズ
各
戸
国
旗
ヲ
掲
揚

ス
ル
コ
ト

ニ

四
大
節

二
（

拝
賀
式

二
参
列

ス
ル
コ
ト

一
、
神
社
神
域

ノ
清
浄

二
勉

メ
常

二
参
拝
ヲ
怠
ラ

ザ
ル
コ
ト

ー
、
祖
先
ヲ
崇
敬

シ
常

二
墓
所
ヲ
清
掃

シ
年
忌
法
要
霊
祭
ヲ

怠
ラ
ザ
ル
コ
ト

④
納
税

二
関

ス
ル
事
項

一
、

各
種
税

金
（

必
ズ
納
期
内

二
完
納

ス
ル
コ
ト

ー
、
納
税
組

合
（

納
税
貯
金

ヲ
励
行

シ
納
税

二
便

ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

④
婚
礼

二
関

ス
ル
事
項

一
、
結

婚
（

人
生
ノ
大
礼

二
付

厳
粛

二
挙
行

シ
虚
礼

二
渉
ラ
ザ
ル
コ
ト

ー
、
婦
人
式
服
（

白
襟
黒
紋
付
ト

シ
熊
福
、
緋
衣
、
振

袖
ヲ
廃
ス
ル
・

卜
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一
、
新
客
（

二
言
）

ノ
吸
物
（

三
ツ
以
内

ト
ス
ル

コ
ト

ニ

嫁
憚
ノ
衣

装
、
調
度
品
披
露
（

絶
対

二
廃
ス
ル
コ
ト

ー
、
結
婚
後
（

速

二
入
籍
ノ
手
続
ヲ

ナ
ス
コ
ト

（
ｔ
）葬
儀

二
関
ス
ル
事
項

一
、

葬
儀

式
（

各
自
分
限

ヲ
守

り
厳
粛

ヲ
旨

ト

シ
出
棺
時
若

シ
ク
（

告

別
式
時
ヲ
励
行

ス

ル
コ
ト

ー
、
葬
儀

ノ
際
（

成
ル
可

ク
各
自
喪
章

ヲ
付
用

ス
ル
コ
ト
ニ
勉

ム
ル
コ
ト

ー
、
香
具
（

施
主
限

リ
ト

シ
枝
義

理
ヲ
為

サ
ザ
ル
コ
ト

ー
、
会
葬
者

二
（

簡
単

ナ
ル
食
事

ヲ
供

ス
ル
ニ
止

メ
引
物
（
香
貧
返

シ
ヲ
含

ム
）

ヲ
廃

ス

ル
コ
ト

ー
、
七
日
供
養
霊
祭

ノ
招
客
（

近
親
者

二
止

メ
葬
儀
当
日

二
行
イ
御
苦
労
招

キ
ヲ
廃
止

ス

ル

コ
ト

ー
、
新
盆
、
日
永
、
新
魂
等
ノ
見
舞
（

近
親
者

二
限
ル
コ

ト

④
節
会
及
ビ
慶
事

二
関
ス
ル
事
項

一
、
年
賀
（

旧
暦

ニ
テ
行
フ
ノ
弊
ヲ
改

ム
ル
コ
ト

ー
、
年
末
年
始
中
元

ノ
贈
答
品
（

奢
侈

二
流

レ
ザ
ル

コ
ト

ー
、
孟
蘭
盆
（

八
月

二
行
フ
コ
ト

ニ

出
産
宮
参
り
誕
生
祝
等
（

近
親
者

二
止

メ
質

素
ヲ
旨
ト

シ
贈
物
（

成
ル
可

ク
金
円

二

テ
贈
ル

コ
ト

ー
、
年
越

シ
、
家
移
り
等
ノ
祝
事
（

質
素
ヲ
旨

ト
ス
ル
コ

ト

ー
、
五
節
句
ノ
飾
物
其
他

ノ
贈
答
（

近
親
者
限
リ
ト
ス
ル
コ
ト

ー
、
普
請
ノ
見
舞
ス
（

祝
儀
等
（

近
親
者

二
限
り
手
伝
（

依
頼

ニ
ア
ラ

ザ
レ
バ
為

サ
ザ
ル

ー
、
祭

典
ノ
土
産
物
（

成
ル
可
ク
廃
止
ス
ル
コ
ト

ー
、
留

守
居

見
舞
床
上
祝
等
ヲ
廃
止
ス
ル
コ
ト

④
送
迎

二
関

ス
ル
事
項

一

、
兵
士

ノ
送
迎
会
（

全
村
的

二
之

ヲ
行

フ
コ
ト

ベ

兵
士

ノ
入
退
営

二
招

客
（

近
親
者

二
限

ル
コ
ト

一
、
兵
士
帰
郷

ノ
土
産
物
ヲ
廃
ス
ル
コ
ト

④
其
ノ
他
ノ
事
項

一
、
各
自

ノ
業

務

二
精

励

シ
家
政

二
予
算

生
活

ヲ
励

行
ス
ル
コ
ト

ー
、
総
テ

ノ
集

会

二
（

時
間

ヲ
厳
守

ス
ル
コ
ト

ー
、
買
物
（

現
金

支
払

イ
ヲ
励
行

ス
ル
コ
ト

ニ

節
酒

節
煙

ヲ
旨

ト

シ
盃

ノ
献
酬

ヲ
廃

シ
酒
食
ヲ
強
イ
ザ
ル
コ
ト

ー
、
日
用
品
（

成

ル
可

ク
国
産
品

ヲ
愛
用

ス
ル
コ
ト

ニ

他
家
訪
問

ノ
場
合
（

成

ル
可

夕
食

事
、
休
眠
時

ヲ
避

ク
ル
コ
ト

ー
、
用
事

ノ
訪
問
（

用
件

ヲ
主
ト

シ
長
座

セ
ザ
ル
コ
ト

④
附
記

節
約

シ
タ
ル
費
用
（

村
又
（

小
学
校
其
他
公
共
団
体

へ
各
自
資
産

ノ
程
度

二
依

り
応
分

ノ

寄
附
ヲ
為

ス
コ
ト
ヲ
望

ム

右

ノ
外

各
部
落
及

ビ
各
種
団
体

二
於
テ
改
善
実
行

シ
ツ
ツ
ア

ル
事
項
（

益

々
其
ノ
徹
底

二

勉

ム
ル
コ
ト
ヲ
望

ム

昭
和
四
年
十
二
月
　

日

南
箕
輪
村
　
　

（
役
場
文
書
）

知
　

戦

後
の

生

活

改

善

戦

争

直

後

は
物

資

の
不

足

と

生

活

の
ど

ん
底

か
ら

、

い

や

で

も

質

素

倹

約

が

行

わ

れ

た

。
し

か
し

昭

和

五

〇

年

代

と

も

な

る
と

経

済

生

活

は
豊

か

に

な

り
、

世

界

各

国

か

ら
う

ら
や

ま

し

が

ら

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

。

冠

婚

葬

祭

が

し

だ

い

に

は
で

に

な

り
、

ゆ
き

っ

く

と

こ

ろ

を
知

ら
な

い

ほ
ど

に
な

っ

た

。
次

は
昭

和

五

六
年

の

村

の
「

生

活

改

善

申

し

合

わ

せ

」

で

あ

る

。

こ

こ

で

は

結

婚

披

露

宴

に

会

費

制

が

う

た

わ

れ

て

い

る

。

そ

の

他

香

典

の

額

等

金

額

が
示

さ

れ

、

お

返

し

等

を

し

な

い

よ

う

に

と

き

め
ら

れ

て

い

る

。

ど

ん
な

に

工

夫

を

こ

ら

し

て

も

、
実

行

が

む

ず

か

し

い

の

が

こ

の
種

の
申

合

せ

で

あ

る

。

し

か

し
、

こ

の
村

で

は
葬

儀

の
香

典

の

お
返

し

を

全
廃

し

た

こ

と

や
、

新

盆

の

ふ

る

ま

い
等

は
簡

素

化

さ

れ
て

、

村

内

に

徹
底

し

た

の
で

、

村

民

一
同

が

よ

ろ

こ

印2



第 ２節　 ムラ定め・村定め

ん
で

い

る

。
近

代

化

の
波

の
中

で

結

婚

披

露

宴

や

お
祝

い
事

は
も

う

一

歩

と

い
う

と

こ

ろ
で

あ

る

が
、

こ

う

し

た

こ

と

は
猫

の
首

に
鈴

を

つ

け

る

よ

う

な
決

断

と

実

行

が

必
要

で

あ

る

。

と

か

く
本

末

転

倒

し

て

卜

る

の

が

華

美

の

も

と
で

あ

る

の
で

そ

の
根

本

に

返

っ

て

、
弔

と

か
祝

い

の

意
味

を

つ

ら

ぬ

く
本

来

の

生
活

改

善

へ

の

努
力

は

今

後

と

も

続

け

ら

れ

る

こ

と

と

思

わ

れ

る

。

昭
和

五
六
年

度

南

箕
輪
村

生
活

改
善
申
し
合

わ
せ
　

住
み
よ
い
村

に
す
る
た
め
に
次
の
生
活

改
善
申

し

合
わ
せ
に
ぜ
ひ
御

協
力

く
だ
さ
い
。

結
婚

披
露
宴
に
つ
い
て
　

な
る
べ
く
会
費
制
と
し
、
会
費
三
〇
〇
〇
円

く

ら

い

に

す

る
。

会
費
制
以
外
の
場
合
、
祝
儀
五
〇
〇

〇
円
以

内
に
努
め
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
引

出
物

は
自
粛

す
る
。

葬
儀

に
つ
い
て
　

香
典
は

１
０
０
０
円
以
内

に
し
、
お
返

し
は
し
な
い
。

隣
組
の
お
手
伝
は
喪
主
と
相
談
の
上
、
原
則
と
し
て

一
軒
一
人
で
早
朝
か
ら
始
め
て
一
日

で
終

わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
、
御
馳
走

は
な
る
べ
く
簡
素

に
す
る
。

（
各
区
又

は
組
で
話

し
合
い
の
う
え
上
記
の
主
旨

に
添
う
よ
う
統
一

す
る
。
）

花
輪
は
自
粛

す
る
。

新

益
に
つ
い
て
　

新
盆
見
舞
い
は
五
〇
〇
円
以
内

に
す
る
。

酒
、
主
食
は
出
さ
な
い
。

入
学
祝
い

に
つ
い
て
　

祝
い
金
は

１
０
０
０
円

く
ら
い
、
又
は
相
当

額
の
品

に
す
る
。

小

学
校
入
学
の
と

き
一

回
だ
け
お
祝
い
す
る
。
お
返

し
は
し
な
い
。

新
築
祝
い
と
普
請
見
舞
い
に
つ
い
て
　

お
祝

い
は
、
身
内
、
親
戚
と
し
、
引
出
物

は
出

さ
な
い
。

普
請
見
舞
い
は
な
る
べ
く
廃
止
す
る
。

病

気
見
舞
い

に
つ
い
て
　

御
見
舞
い
金
は

１
０
０
０
円
以
内
と

す
る
。

お
返

し
は
せ
ず
、
全
快
の
折
、
礼

状
又
は
電
話
等
で

お
礼

を
述
べ
る
。

出

産
祝
い
に
つ
い
て
　

祝
い
金
は
、
一
〇
〇
〇
円
以
内

又
は
相
当

額
の
品

に
す
る
。

お
返

し

ぱ
し
な
い
。

こ

の
申

し
合
わ
せ
は
、
身
内

、
親
戚

な
ど
特
別

な
場
合

を
除
き
、
村

全
体
で
実
効

の
上

が

る
よ
う
御

協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

南
箕
輪
村
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
役
場
文
書
）

第
三
節
　
家

の

生

活

一
　

家
　
　
　
　

株

江
戸
時
代

の
村

は
家

か
ら
成
り
立

っ
て
い
た

。
家
は
年
貢
諸
役
を
果
た
す
義
務

を
負
う
と
同
時

に
村
の
一
戸
前
と
し
て
の
権
利
を
持

っ
て
い
た

。
村
の
共
有
財
産

で
あ

る
入
会
山
へ
の
入
会
権
、
井
堰
の
水
利
権
な
ど
の
権
利
を
持
つ
と
同
時

に
、

共
有
財
産

の
管
理
維
持
や
、
井
堰
の
水
揚
げ
、
道
普
請
な
ど

に
労
務
を
負
担
す

る

義
務
も
あ

っ
た
。
公
に
認
め
ら
れ
て
い
る
家
、
そ

れ
が
継

承
さ
れ
て
い

る
の
を
「

家

の
株
」
と
呼

ん
で
い
た

。

仁

戸
時
代

に
は
分
家
す

る
に
つ
い
て
は
厳
し
い
制
限
が
あ

っ
た
の
で
財
産
の
少

な
い
も
の
は
分
家
を
出
す
こ
と
は
な

か
な

か
で
き
な
か

っ
た
。
ど
こ
か
に
絶
家
で

も
あ

る
と
、
跡
目
相
続
、
い
わ
ゆ

る
絶
家
再
興
と
い
う
名
儀
で
一
つ
の
家
を
持
つ

こ
と
は
で
き
た
。
絶
家
し
て
い
る
家
を
「

潰
れ
株
」
と
言
い
、
一

家
を
持
つ
場
合

は
「
株
を
立
て
た
」
　「
株
を
買
っ
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

他
か
ら
移
っ
て
き
て
村
の
一
戸
と
な
る
に
は
、
村
の
し
か
る
べ
き
家
の
身
元
保

証
に
よ
り
公
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
身
元
保
証
人
の

家
を
「
わ
ら
じ
ぬ
ぎ
場
」
な
ど
と
呼
び
一
戸
を
構
え
る
と
き
「
わ
ら
じ
を
ぬ
ぐ
」

と
か
「
笠
を
ぬ
ぐ
」
と
呼
ん
だ
。

現
在
は
子
０
う
ち
一
人
が
家
を
継
ぎ
、
他
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
一
戸
を
構
え
る
こ

と
が
よ
う
い
な
っ
た
。
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二
　

家
　
　
　

筋

家

に
つ
い
て

は
古

く
か
ら
家
筋

、
い
わ
ゆ
る
家
系
と
い
う
も
の
が
重
く
み

ら
れ

た
。
村
の
草
分
け
の
旧
家
は
重
く
み
ら
れ
、
新
た
に
移
っ
て
来
た
家

は

軽

く

み

ら
れ
る
風

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
先

祖
が
武
士
で

あ
っ
た
り
、

高
貴
な
出
で

あ
っ
た

と
い
う
伝
承
が
あ
れ
ば
自

他
と
も
に
そ
れ
を
誇
り
と
す
る
風

が
あ
っ
た
。
そ

れ
を

裏
付

け
す
る
系
図
と
か
感
状
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
、
そ

の
こ
と
の
真
偽
い
か

ん
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ

れ
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
我

が
家
の
家
系
に
誇

り

を
持

つ
ま
り
ど
こ
ろ
と
し
た
。

家
の
系
譜
を
表
わ
す
も
の
に
紋
所
ｉ

紋
章
―
が
あ
る
。
こ
れ
を
定
紋
と
い
っ
て

い
る
。
定
紋
は
そ
の
家
の
家
筋
を
示

す
証
拠
に
な

っ
た
。
分
家
は
本
家
の
定
紋
を

も
ら

っ
た
。
し
た
が

っ
て
定
紋
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
同

族
で
あ

る
こ
と
を

示
し
た

。
定
紋
は
儀
礼
用

の
衣
裳
、
羽
織
、
弓

張
ち

ょ
う
ち

ん
な
ど

に
つ
け
た
。

着

る
も

の
に
は
一
つ
紋
、
三
つ
紋
、
五

つ
紋
な
ど
つ
け
て

家
の
系
譜

を
示

し
た
。

最
近

は
羽
織

を
着

る
こ
と
が

め
っ
た
に
な
い
の
で
喪
章
や

ネ
ク
タ
イ
な
ど

に
紋
章

を
つ
け
る
こ
と

も
行

わ
れ
る
よ
う
に
た

っ
た
。

三
　

血
　
　
　

統

血
統
が
よ
い
家
と
い
え

ば
、
頭

の
よ
い
血
筋

の
家
と

か
、
き
り

ょ
り

の
よ
い
血

筋

の
家
と
い
う
よ
う
に
良

い
意
味
の
場
合
も
あ
る
が
ナ
リ
ソ
ボ
ウ
（
癩
病
の
人
）
が

出
た
ら
し
い
家
と
い
え
ば
血
統
の
よ
く
な
い
家
と
し
て

極
度
に
忌
み

嫌
わ
れ
た
。

ま
た
、

労
咳
（
肺
結
核
）
な
ど
も
血
統
の
せ
い
だ
と
言
わ
れ
嫌
わ
れ
た
。
こ

れ
ら
は

科
学
の
未
発

達
の
時
代

に
あ
た
か
も
そ

れ
ら
の
病
気
が
遺
伝

す
る
と
考
え

ら
れ
た

た
め
に
血
筋
が
よ
く
な
い
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
病
原

が
解
明

さ
れ
た
現

今
は
そ

れ
は
い
か
れ
な
き
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

い
え
ば
同

和
地
区

に
生
ま
れ
た
ば
か
り
に
い
わ
れ
な
き
差
別

を
さ
れ
る
の
は
血
統

に
対
す
る
全
く
ま
ち
か

っ
か
偏
見

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

し

ん

身

し

よ

う

上

財

産
か

お

り

暮

ら

し

向

き

の

良

い

家

は

身
上

の

よ

い

家

と

し
て

一

般

に

重

ん

ぜ

ら

れ

て

き

た

。

家

の

主

人

と

も

な

れ

ば

先

祖

伝

来

の

家

産

を

守

り

、

さ

ら

に

そ

れ

を

増

大

さ

せ

て

子

孫

に

残

す

こ

と

が

大

切

な

つ

と

め
と

さ

れ

て

き

た

。

農

村

で

は
高

持

百

姓
（
石
高
の
つ
い
た
土
地
を
持

っ
た
中
堅
百
姓
＝

本
百
姓
・
自
作
農
）

が

重

ん
ぜ

ら

れ

、

小

作

農

は

水

呑

百

姓

と

い

わ

れ

て

軽

く

み

ら

れ

、

村

役

な

ど

に

つ

く

こ

と

は
で

き

な

か

っ
た

。

高

持

百

姓

の

う

ち

年

寄

と

呼

ば

れ

村

役

人

に

な

る

よ

う

な

人

た

ち

は
さ

ら

に
重

ん
ぜ

ら

れ

た

。

こ

れ

ら

は
多

く

地

主

で

あ

っ
て

、

こ

の
地

主
層

は
小

作

に
対

し

て

強

し
力

を

持

っ
て

い

た

。

家

屋

敷

か

ら

田

、

畑

い

っ

さ

い
が

地

主

の
も

と

に
あ

る
小

作

は
、

地

主

に
強

く

支

配

さ

れ

て

い

た

が

地

主

と

親
子

の

よ

う

に
助

け
合

っ
て

い
く

と

い
う

こ

と

も

あ

っ

た

。
そ

う

い

う

関

係

は
漸

次

消

滅

し

て

き

た
が

戦

前

ま
で

は

な

お
江

戸

時

代

の
な

ご
り

が

幾

分

残

っ
て

い

た

と

こ

ろ

右
あ

っ

た

。
し

か
し

、

戦

後

の
農

地

改

革

に
よ

っ
て

一

挙

に
封

建

的

な
関

係

は
崩

れ

去

っ

た

。
古

来

身

上

を
良

く

し

て

無

高

か
ら

抜

け

出

し

、

家

を

盛

ん

に

し

た

卜

と

い

う

の

が
人

々

の
切

実

な
願

い
で

あ

っ

た
が

こ

れ
も

時

代

の
推

移

と

と

も

に

変

わ

り

つ

つ

あ

る

。

五
　

家
　
　
　

柄

江

戸

時
代

に

は

村

役

人

は
、

村

の

旧
家

で

あ

り
、

身

上

も

良

い
家

か

ら
出

た

。

庄

屋
（

関
西
で
多
く
こ
う
呼
ん
だ
）
名

主
（
関
東

で
は
こ

う
呼

ん
だ
）
の
出

る
家

は

庄
屋

株

あ

る

い

は

年

寄

筋

な

ど

と

呼

ば

れ

た

。

そ

れ

に

続

い
て

組

頭

や
百

姓
代

な

ど

の

役

柄

に

つ

く

こ

と

を

認

め

ら

れ

た

家

が

あ

り
、

こ

れ

ら

を

ま
と

め
て

村

役

人

筋

と

い
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つ
た
。
村
役
人

は
こ

れ
ら
の
家

か
ら
順
番

に
出

た
が
、
江
戸
時
代
も

末

に

な

る

と
入
れ
札
（
投
票
）
に
よ
っ
て
選

び
出

す
こ
と
が
多
く
た

っ
た
。
こ
う
し

た
村
役
人

筋

の
ほ
か
に
、
平
百

姓
が
あ

り
、
こ

の
う
ち
に
も
高
持
と
無

高
と

が
あ

っ
た
。
こ

れ
ら
家
柄
に
つ
い
て

の
貴
賤

の
偏
見

は
最
近

に
い
た
っ
て

も
な
お
潜

在
的

に
残

っ

て
い
る
。六

　

屋
　
　
　

号

家
に
は
生
活
の
利
便
の
た

め
に
家
名
を
吉

不
す
る
屋

号
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
屋
号
が
あ
る
と
主
人
の
名
を
言
わ
な
く
て
も
よ
く
、
主
人
の
代
替
わ
り
が
あ

っ
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で
便
利
で
あ
る
。
屋

号
に
は
自
ら
名
づ
げ
た
も
の
と
、
他

の
人
た
ち
に
よ
っ
て
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
た
も
の
が
自
然
に
屋
号
と
し
て
通
用

す
る

よ
う
に
な
り
、
自
他
と
も
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

屋
印
（
小
印
と
も
い
う
）
と

し
っ
て

簡
単
な
印
で

家
を
表
示

す
る
も
の
も
あ
る
。
こ

れ
を
焼
判
と
い
い
、
持
物
に
印
し
て
所
有
を
明
確
に
す
る
場
合
が
あ

っ
た

。

七
　

家
　
　
　

族

夫
婦
と
子
を
中
核
と
し
て
、
血
縁
、
婚
姻
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
近
親
者
を
含
む

生
活
共
同
体
を
家
族
と
い
う
。
新
民
法
に
よ
る
と
結
婚
し
て
所
帯
を
持
つ
と
戸
籍

上
は
独
立
の
世
帯
と
な
る
が
、
世
帯
主
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹
、
伯
叔
父
母
、
孫
等
の
血
縁
者
が
同
居
す
る
と
一
家
族
と
認
め
ら
れ
る
。
伯

叔
父
母
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
傍
系
の
親
族
が
諸
種
の
事
情
か
ら
長
く
そ
の
家
に
あ
る

と
き
、
こ
れ
も
家
族
の
う
ち
に
加
え
ら
れ
た
が
、
古
く
は
こ
れ
を
厄
介
者
な
ど
と

呼
ん
だ
。
近
年
は
家
族
構
成
は
し
だ
い
に
単
純
化
し
、
夫
婦
と
そ
の
子
供
だ
け
の

家
族
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

置
戸
時
代
の
家
父
長
制
的
な
家
族
制
度
の
時
代
に
は
、
多
く
の
家
族
一
切
の
世

話
を
み
て
い
く
と

卜
う
の
が
家
長
の
責
任
で
あ

っ
た
が
、
同
時
に
家
長
の
権
限
心

強

卜
も

の
で
あ

っ
た
。
家
長
権

は
先
祖
祭
祀
や
家
産
と
結

び
つ
い
て
一
子
（
長
男
）

に
相
続
継

承
さ
れ
て
家
族
構
成
員
を
絶
対
的
に
支
配
し
て
い
た
。
明
治
に
な
っ
て

旧
民
法
で

は
、
家
の
統
率
者
と
し
て
戸
主
権
を
持

っ
た
戸
主
か
お
り
、
戸
主
権
は

全
財
産
と
共

に
家
督
相

続
に
よ
っ
て
長
男

に
引
継

が
れ
た

。
そ
の
戸
主
権
は
宗
族

員

に
居
所

を
指
定
す

る
こ
と
、
婚
姻

に
対
し
同
意
す

る
こ
と
（
同
意
が
な
け
れ
ば
婚

姻
で
き
な
い
）
な
ど
で
あ

っ
た
が
、

農
村

の
実
生
活
で
は
こ
の
民
法
の
規
定
よ
り
強

い
家
長

権
が
残
っ
て

い
た
。

新
民
法
で
は
、

家
と
共
に
こ
れ
ら
の
家
長

権
平
戸

主
権
は
廃

止
さ
れ
親
権
は
未

成
年
の
子

の
保
護
を
目

的
と
す
る
義
務
的
色

彩
が
濃
く

な
り
、
夫

権
も
男
女
同

権

に
よ
っ
て
消
滅
し
た
。

八
　

親
　
　
　

類

親
類
は
み
よ
り
、
親
戚
、
親
属
、
親
族
な
ど
と
い
う
。
民
法
上

の
親
族
は
六
親

等
内
の
血
族
、
配

偶
者
及

び
三

親
等
の
姻

族
を
い
う
。
親
族
は
家

に
と

っ
て
重

い

関
係
を
持
っ
て
お
り
、
家

の
存
否
や

重
大

な
利
害
あ

る
事
柄

を
決
め

る

と

き

に

は
、
こ
の
人

た
ち
を
集
め
て
親
族
会
議
を
催
し
て
評

議
す
る
こ
と

が
行

わ
れ
て

き

た
。
現

在
で
も
結
婚
の
と
き
、
主
だ
っ
た
親
類
に
つ
い
て
、
そ

の
関
係
、

氏
名
な

ど
宣
記
し
た
親
類
書
（
由
緒
書
）
を
交
換
す
る
習
わ
し
が
あ
る
が
そ

れ
は
、
古

く
は

結
婚

が
家
と
家
と
の
結
合
で
あ

っ
た
姿
の
名
残
り
で
あ
る
。

親
類
付
合
は
大
切
で
、
家
に
吉
凶

な
ど
重
大
な
こ
と
が
あ
る
場
合
は
相
寄

っ
て

助
け
合
う

。
親
類
で
な
く
と
も
そ
の
交
際
が
親
類
同

様
に
親
密
な
場
合
は
、
「

親

類
付
合
」

を
し
て
い

る
な
ど
と
い
う

。
親
類
の
う
ち
に
な
に
か
重
大
な
不
名
誉
な

こ
と

を
起
こ

す
も

の
が
あ

る
と
「

親
類
の
面
汚
し
だ
」
な
ど
と
嘆

か
れ

る
。

家
が
栄
え
て

い
る
と

き
は
、
お
互
い
に
頼
り
に
し
、
交

際
も
深
い
が
衰
え
て
い
く
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と
し

だ
い

に
疎
遠

に
な

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
な

る
と
、
い
ざ
と
い
う
と

き

に
も
頼
り

に
な
ら
ぬ
も

の
だ
と
嘆

か
れ

る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

九
　

分
　
　
　

家

分

家

の
こ

と

を

、

別

家

、

新

屋

、

新

宅

、

別

宅

と

呼

ぶ

と

き

も

あ

る

。

分

家

さ

せ

る
と

き

は
、

住

居

を

構

え

さ

せ

、

田

畑

山

林

な

ど

を

分

ち

与

え

ね

ば

な

ら

な

い

。
江

戸

時

代

に

は

田

畑

細

分

化

を

防

ぐ

た

め
に

分

家

に

つ

い

て

の

禁

制

が

あ

っ

た

。

中

に

は

そ

の

禁

を

犯

す

も

の

が

あ

っ
た

の

で

触

れ

書

が

出

た

。

そ

れ

に

対

し

て

次

の

よ

う

に

請

書

を

出

し

て

い

る

。

差

上
げ
申
す
一
札
之
事

コ
局
拾
石
以
下

百
姓
兄
弟
こ
れ
あ
り
候
て
も
、
高
目
一
切

割
地
に
仕

り
ま
じ
く
候
。
御
条

目
前
々
も
仰

せ
渡

さ
れ
候
え
ど
も
不
行
届

者
こ

れ
あ
る
に
付

き
、
此
度

堅
く
仰

せ
付

け

ら
れ
、
そ
の
意
を
得
奉
り
候
。
も
し
此
上
割
地
に
仕

る
者
こ
れ
あ
ら
ば
き
っ
と
曲

事
に

仰
せ
付
け
ら
る
可
く
候
。
弥

く
堅
く
相
守
り
申
す
べ
く
候
。
よ

っ
て
村
中
残

ら
ず
連
判

差
上
げ
申
し
侯
　

以
上

宝
暦
五
年
亥
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
村

組
頭
　

与

左

衛

門

⑩

同
断
　

丈

右

衛

門

⑩

年
寄
　

八

左

衛

門

⑩

同
断
　

源

右

衛

門
⑩

同
断
　

喜

左

衛

門
⑩

組
頭
　

藤

右

衛

門
⑩

名

主
　
弥
五
右
衛
門
府

松
島

御
代
官
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
丸
山
家
文
書
）

明

治

に

な

る

と

分

家

す

る

に

つ

い

て

は

分

家

願

を

役

場

に

提

出

し

て

首

長

の

承

認

が

あ

れ

ば

よ

い

こ

と

に

な

っ

た

。

分
家
御
願
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
⑩
近
年
の
こ
と
故

願
人
姓

名
略
）

南
第
十
七
大
区

八
小
区

伊
那
郡
南
箕
輪
村

改
正
口
番

地
居

住

農
　
栗
　

叔
父

〔
屎
レ

ー

年
　
月

右
［
Ｏ

］儀
　

私
籍
内

に
之
有

り
候
得
共
累
年
別
家

い
た
し
居

り
自
力

を
以
て
生
活
を
営
み

罷

り
在

り
家

具
其
外
左

の
通
り
所
有
致

し
渓
間
今
般
親
類
組
合
談
じ

の
上
分
家
致
し
度
く

御
届
け
候
間
改
〔
リ
〕］番
地

へ
分
家
御
許
可
成

し
下

し
置

か
れ
候
様
戸
籍
面
謄
写
相
副
え
連

署

を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候
　
　

以

上

一

農
具
　
　
　
　
　

壱
通

一
炊
煙

器
　
　
　
　

壱

通

一
味
噌
桶
　
　
　
　

三
本

一
夜
具
　
　
　
　
　

四
箇

一
蒲
団
　
　
　
　
　

三
箇

一
膳
井
び

に
椀
　
　

拾
五
人
前

一
玄
米
　
　
　
　
　

三
石

一
粟
　
　
　
　
　
　

弐
石
壱
斗

一
大
麦
　
　
　
　
　

五
斗

一
小
麦
　
　
　
　
　

四
斗
五
升

南
第
十
七
大
区

八
小
区

南
箕
輪
村

願
人

親
類
総
代

呈

⑩

園

⑩

謳

⑩

6 ％
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組

合

総

代

囲

⑩

－

長
野
県
権
令
楢
崎
寛
直
殿

右
の
通
り
相
違
御
座
無
く
候
間
奥
印
取
り
仕
り
差
し
上
げ
奉
り
候
　
以
上

右
村
戸
長

高

木

省

三
⑩

十
二
月第

七
十
九
号

副
戸

長
　

清
水
平

一
郎
⑩

々　 々　 々　 〃

有

賀

鉄

二
⑩

倉

田

三

郎
⑩

原
　

新
　

五
⑩

有

賀

光

彦
⑩

第 ３節　家 の 生 活

願

之
趣
聞
届

け
候
事

明
治
九
年
十
二
月
十
八
日

長
野
県
回

（
役

場
文

書
）

隠

居
別

家
　

家

督

を

譲

っ
て

隠

居

す

る

場

合

老

後

を

送

る

に
足

る

経

済
力

が

必

要

で

あ

る

。

そ

う

い

う

場

合

は

隠
居

免

と

し
て

、

財

産

を

確

定

し

て

お

い

た

。

又

、

ま

だ

一
人

前

に

な

ら

な

い
子

を

連

れ
て

隠
居

す

る

場

合

が

あ

っ

た

。

そ

し
て

そ

の
千

が

一
人

前

に

な

る

と

さ

ら

に
若

干

の
家

産

の
分

割

を

得
て

新

し

い
分

家

と

す

る
場

合

が

ま

れ

に
あ

っ

た

。
隠

居

が

契

機

と

な

っ

た
分

家

を
隠

居

別

家

と

い

っ

た

。
隠

居

別

家

に

は
後

添

え

の
子

供

に
分

家

さ

せ

る
と

い

う

よ

う

な
場

合

も

あ

っ

た

。次

の
場

合

は
日

常

生

活

の
立

つ

ほ
ど

は
分

割

し

て

経

済

は
別

に
す

る
が

、

村

役

な

ど

は
本

家

で

代

わ

っ
て

勤

め

る
約

束

を

し

た

の
で

あ

る

。

隠
居

免
田
畑
林
草
場
相
定
証
文
之

事

一
笹

の
前
田
壱
場
残
ら

ず
林
草
場
共

に

一
北
清

水
草
場
残
ら
ず

一
下

古
川
田
友
右
衛
門
分
壱
枚
手
前
分
ど
ぶ
迄
四
枚

一
西

か
い
と
市
之
浜
分
買
地
畑
弐
枚

右
之
田
畑
林
草
場
共
に
当
印
よ
り
隠
居

免
に
相
定
め
申
し
候
。
御
年
貢

諸
夫
銭
の
儀
は

御
隠
居
之
方
よ
り
御
請
払
な
さ
れ
候
筈

、
人
馬
之

役
拙

者
方
に
て

相
勤
め
申

す
べ
く
侯

後
日

の
為
証
文
よ

っ
て
件
の
如
し

本
人
　

政
右
衛
門

⑩

享
保
二
十
八
年
卯

九
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
人
　
玄
　
　

旦

同
断
　

友
右
衛
門

勘
左
衛
門
殿

（
玉
理
軒
文
書
）

一
代

別

家
　

長

男

が

家

督

相

続
し

た
家

の
長

男

以

外

の
子

供

で

、

婿

養

子

に
も

行

か

ず
、
思

わ

し

い

縁

談

心

な

し

、
さ

り
と

て

一

生

を
厄

介

者

と

し

て

家

に

お
く

ほ

ど
で

も

な

い
Λ

が
あ

る
場

合

は
一

代

別

家

と

い

う

こ

と

も

行

わ
れ

た

。
乏

し

い
な

が

ら
も

暮

ら
し

の
立

つ

だ

け

の
田

、
畑

を

分

け

、

家

も

新

し

く

持

た

せ

て

や

り

、
奉

公

人

の
一

人

も

つ
け

て

や

る

。
こ

れ

は
表

面

上

は
立

派

な

分

家

で

あ

る
が

、

そ

れ

は
当

人

の
一

代

限

り

で

、

当

人

が

亡

く

な

れ

ば

田

畑

家

屋

敷

一

切

は

本

家

に

戻

す

定

め
で

あ

っ
た

。

こ

れ

は
分

家

に
よ

っ
て

家

産

を

減

ら

す

こ

と

の

な

い

よ

う

に
す

る

策

で

あ

っ
た

。

と

こ

ろ

が

奉

公

人

が
主

人

の

子

を

持

っ
た

り

、

女

主

人

が
奉

公

人

の
子

を

宿

す

と

い

っ
た

こ

と

が

起

こ

っ
た

り

す

る

と

、

事

は
面

倒

に

な

る

。

つ

ま

り

は

一

代

別

家

が

｝
代

限

り

と

な

ら

ず

、

分

家

と

し

て

存

続

す

る

こ

と

に

な

る

場

合

も

あ

っ
た

。

取

持

分

家
　

他

所

か

ら

来

た

者

が

何

か

の
所

縁

で

、

そ

の

土

地

に

落

ち

着

き

一

家

を

持

と

う

と

す

る

と

き

、

昔

は

そ

の

村

の
顔

役

な

ど

に
身

元

引

請

け

を

頼

み

、

村

役

人

に

願

い

出

て

認

め

ら

れ

れ

ば

村

の

一
員

と

し
て

扱

わ

れ
、

そ

の

村

に

定

着

で

き

た

。

こ

の

よ

う

に

頼

る

こ

と

を

「

わ

ら

じ

を
脱

ぐ

」

と

い

い
、

そ

の

家

を

「

わ

ら

じ

親
」
　「

笠

脱

ぎ

場
」

な

ど

と
呼

ん

だ

。

そ

う

し

た

場

合

「

わ

ら

じ

親
」

か

ら

名

字
（
姓
）
を

分

け

て

も

ら

っ
た

り

、

家

号

を

つ

け

て

も

ら

う

等

の

こ

と

が
行
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わ
れ
、
両
者
の
関
係
は
あ
た
か
も
本
家
、
分
家
の
よ
う
な
深

い
関
係
と
な
っ
た
。

奉
公
人
分
家
　

長
い
間
奉
公
人
と
し
て
働
い
て
く
れ
た
人

に
、
名
字
な
ど
与
え

て
家
を
持
た
せ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
分
家
の
場
合
は
両

者
の
間

に
従
属

的
関
係
が
深
い
場
合
が
普
通
で
あ
っ
た
。

飼
い
助
け
分
家
　

昔
は
子

供
の
多
い
家
で
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
他
家
へ
渡
し
て
育

て
て
も
ら
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
そ
の
家
で
成
長
し
た
子

へ
の
愛
情
が
深

い
と

き
は
、
こ
れ
に
一

家
を
持
た
せ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
の
を
「
飼
い
助
け
」

「

け
え
だ
す
け
」

と
世
間
の
人
は
呼
ん
だ
。

一
〇
　

本
家
分
家
の
関
係

本
家
分
家
の
親
密
、
相
互
扶
助
の
深
い
関
係
は
末
長
く
続
く
。
例
え
ば
嫁
取
り

の
場
合
は
「
仲
人
」
か
「
か
ね
親
」
を
総
本
家
に
依
頼
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

時
代
が
経
っ
て
総
本
家
が
定
か
で
な
い
場
合
に
は
そ
の
一
族
の
古
い
分
家
で
し
っ

か
り
し
た
家
に
た
の
ん
だ
。
相
互
に
か
ね
親
に
た
り
合
っ
て
親
密
さ
を
増
し
、
結

合
の
き
ず
な
を
強
く
し
美
し
い
関
係
を
保
っ
た
。

本
家
分
家
の
関
係
は
葬
儀
の
と
き
、
一
層
は
っ
き
り
す
る
。
葬
列
の
先
頭
に
立

つ
大
旗
は
本
家
の
当
主
で
あ
る
。
総
本
家
の
場
合
に
は
古
い
分
家
が
そ
の
役
に
当

た
る
。

墓
地
は
古
く
は
本
家
の
墓
地
を
確
然
と
し
た
境
界
も
設
け
ず
に
分
家
の
墓
地
と

し
た
。
墓
石
に
よ
っ
て
両
者
の
分
か
大
略
わ
か
る
の
が
古
い
姿
で
後
世
に
な
っ
て

漸
く
境
界
を
は
っ
き
り
定
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

時
代
が
経
っ
て
、
境
界
も
墓
石
も
判
然
と
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
家
の
古
さ
、

本
家
筋
に
つ
い
て
の
争
い
の
起
こ
る
例
示
ま
ま
見
受
け
ら
れ
た
。

系
図
は
家
の
由
緒
釆
歴
を
も
の
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
系
図
の
正
統
な
も
の
が

い
つ
の
間
に
か
分
家
に
移
っ
て
い
た
り
、
は
な
は
だ
し
い
場
合
は
、
古
文
書
な
ど

と
共
に
分
家
以
外
の
他
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

家
運
に
は
栄
枯
盛
衰
が
あ
り
、
本
家
、
総
本
家
必
ず
し
も
い
つ
も
繁
栄
す
る
と

ば
か
り
は
い
か
な
い
。
む
し
ろ
か
え
っ
て
分
家
が
よ
り
栄
え
て
い
る
場
合

も
あ

る
。
そ
う
し
た
場
合
分
家
か
ら
婿
養
子
、
あ
る
い
は
嫁
入
り
を
さ
せ
て
、
経
済
的

支
え
を
し
て
本
家
の
家
運
を
あ
り
か
え
そ
う
と
努
力
す
る
美
し
い
関
係
の
例
も
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
本
家
の
傾
き
に
乗
じ
て
分
家
が
か
え
っ
て
本
家
づ
ら
を
す
る
よ

う
に
な
る
場
合
も
あ
っ
て
、
古
い
家
柄
の
家
と
は
い
っ
て
も
な
か
な
か
複
雑
な
関

係
が
あ
っ
て
、
判
明
し
難
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

一
一
　
同

族

組

織

同
じ
血
族
の
も
の
を
同
族
と
い
う
。
「
ま
き
」
又
は
「
地
類
」
と
呼
ば
れ
る
場

合
も
あ
る
。
一
族
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
す
で
に
血
縁
関
係
の
有
無
を
超
え
、
姓
を

同
じ
く
す
る
集
ま
り
を
し
う
場
合
も
あ
る
。

本
家
か
ら
分
家
が
出
、
そ
の
家
か
ら
さ
ら
に
分
家
が
出
る
と
、
そ
れ
は
初
め
の

本
家
か
ら
み
れ
ば
孫
分
家
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
初
め
の
本
家
は
総
本
家
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

総
本
家
が
祭
っ
て
し
る
祝
殿
に
こ
れ
ら
の
分
家
が
仲
間
に
入
り
、
孫
分
家
か
ら

さ
ら
に
分
か
れ
九
分
家
も
参
加
し
、
さ
ら
に
、
血
縁
の
分
家
ぽ
か
り
で
な
く
、
名

字
や
屋
号
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
非
血
縁
の
分
家
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
祭
典
を
行

う
。
こ
う
し
た
祝
殿
の
祭
り
を
中
心
と
し
て
同
族
意
識
と
精
神
的
結
合
を
深
く
す

る
。祝

殿
を
共
有
す
る
仲
間
う
ち
に
は
、
姓
を
異
に
す
る
二
、
三
の
ひ
と
び
と
が
あ

る
。
そ
の
お
互
い
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
ま
き
の
者
と
い
う
感
情
で
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
は
じ
め
血
縁
、
同
族
の
も
の
に
地
縁
に
繋

る
も
の
が
加
わ
っ
た
も

の
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
祝
殿
の
祭
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
族
的
感
情
を
温

印8
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め
合
う
。

慶
弔
時
に
互
い
に
呼
ん
だ
り
呼
ば
れ
た
り
し
た
も
の
も
、
だ
ん
だ
ん
簡
素
化
す

る
方
向
に
な
っ
て
、
一
般
的
に
は
祝
殿
の
祭
り
は
衰
え
て
い
る
が
本
村
に
は
な
お

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
マ
キ
が
多
い
。

コ

ー
　家

督

相

続

家
の
跡
目
を
継
ぐ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
で
、
長
子
相

続
が
原
則
で
あ
っ
た
。
長
男
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
二
男
、
三
男
が
継
ぐ
。
男

の
子
が
な
い
場
合
は
長
女
が
婿
を
と
っ
て
継
ぐ
。
長
女
が
な
く
な
っ
た
場
合

は

二
、
三
女
が
婿
養
子
を
迎
え
て
家
を
継
が
せ
る
こ
と
に
な
る
。
子
が
な
い
場
合
に

は
主
人
の
弟
妹
を
養
子
に
迎
え
て
そ
の
家
を
継
が
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
が
順

養
子
で
あ
る
。
ま
た
、
婿
も
嫁
も
他
か
ら
迎
え
て
家
を
継
い
で
も
ら
う
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
を
両
貰
い
と
呼
ん
で
し
る
。
そ
の
場
合
、
既
に
夫
婦
に
な
っ
て
い
る
も

の
を
そ
の
ま
ま
迎
え
て
家
を
継
い
で
も
ら
う
の
を
束
養
子
な
ど
と
い

う
。
両

貰

い
、
束
養
子
い
ず
れ
も
そ
の
血
統
の
者
を
迎
え
る
こ
と
が
多
く
、
婿
、
嫁
の
双
方

と
も
血
の
つ
な
が
り
の
な
卜
場
合
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
人
は
血
の
つ
な
が

っ
た
者
を
迎
え
た
卜
と
い
う
こ
と
は
人
情
と
し
て
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
ろ

う
。
総
領
で
あ
る
長
男
や
長
女
が
家
を
出
て
、
そ
の
弟
妹
や
、
末
子
が
相
続
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
こ
う
い
う
例
は
特
殊
で
あ
る
。

家
を
継
ぐ
と
い
う
場
合
、
家
の
財
産
一
切
を
受
け
つ
ぎ
、
祖
先
の
祭
り
を
行
う

責
任
を
負
う
わ
け
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
家
の
名
跡
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
家
を

ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
は
人
情
の
自
然
で
あ
る
。
し
か
る
に
戦
後

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
民
法
で
は
財
産
は
分
割
相
続
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
旧

来
の
家
族
制
度
は
廃
さ
れ
た
が
、
古
く
か
ら
の
伝
統
を
一
朝
に
し
て
捨
て
去
る
こ

と
は
な
か
な
か
で
き
ず
、
農
村
で
は
依
然
と
し
て
家
の
継
承
観
念
の
変
わ
ら
な
い

む

き

が

多

い

。

一
三
　

養
子
縁
組
と
遺
跡
相
続

養

子

縁

組
　

家

督

相

続

さ

せ

る
総

領

の

ほ

か

の
二

男

、

三

男

は
婿

養

子

に
や

る

こ

と

を

親

た

ち

は

考
え

た

。
し

か

し

「

糠

三

合

あ

っ

た
ら

養

子

に
や

る
な

」

の

諺

も

あ

っ

た

。

こ

れ

は

行

っ

て

も

家

付

き

の

嫁

に

は

と

か

く

頭

が
上

ら

な

い

と

い

う

風

も

あ

っ

た

か

ら
で

あ

ろ
う

。
ま

た

、

女

の
子

を

嫁

に
や

る

と

き

は
、

家

督

相

続

人

の
と

こ

ろ

へ
や

り

た
が

っ

た

。
し

か
し

、

中

に

は
、

二

男

、
三

男

の
家

の

な

い

者

と

結

ば

れ

て

「

手

な

べ
さ

げ

る

も

心

か

ら
」

な

ど

と

気

兼

ね

の

な

い

水

入

ら

ず

の

家

庭

を

築

こ

う

と

す

る

者

も

あ

っ
た

。

養

子

縁

組

を

し

て

も

と

か

く

財

産

や

相

続

の

こ

と

で

ご

た

ご

た

が

起

こ

る

場

合

が

あ

っ
た

。

そ

こ

で

あ

ら

か

じ

め
証

文

を
取

り

交

わ

し

て

後
日

の

紛

糾

を
免

れ

る

こ

と

も

行

わ

れ

た

。

養
子
証
文
之
事

一
今
般
御
村
方
惣
左
衛
門
殿
拙

村
勘
太
夫
御
世

話
を
以

て
其
許
御
子
息

長
重
郎
殿
婿
養
子

に
申

し
請
け
娘
ヤ
免
と
妻
合
わ
せ
い
た
し
家
督
相
続
い
た
し
く
れ

、
尤
も
我
等
両
親

へ

分

限
相
応

の
孝

養
頼

み
入
り
存

じ
候

。
然

る
上
は
田
畑
山
林
所
持
譲

り
渡

し
申
し
紋
所

相
違
御
座
無
く
候

。
万
一
離
縁

等
に
相
成
候

節
は
来

る
戌
年

よ
り
五

ヶ
年

の
内

は
壱

ケ

年

に
金
子
弐
両
宛
農
事
働

料
差
出

し
、
其

後
に
て

も
よ
ん
ど
こ

ろ
な
き
離
縁
こ
れ
有

り

紋
は
ば
所
持
田
畑
山

林
半

減
之
代
金
積

り
を
以
て
差
し
出
し
申
す

べ
く
候

。
併

し
長
重

郎
方
心
得

違
い
と
法
外

の
離
縁

に
及

び
候

は
ば
双
方
世
話
人
意
味

の
訳
合

い
を
以
て
取

斗

い
申

す
べ
く
候
璧

え
出

生
子

供
こ
れ
有

り
候
共
是

ま
た
其

の
節

の
談
合

に
て

か
た
づ

け
候
様
致
す
べ
く
候
　

後
日
の
為
証
文

よ
っ
て
件

の
如

し
。

文
化

十
酉
年
十
一

月
廿
四
日

田
畑
村

同
村

養

父
　

和
　
　

助

親

類

同

断

友
右
衛
門

和
　
　

蔵

6 卯
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南
小
河
内

村

世
話
人
　

惣
左
衛
門

田
畑
村
　
　

同
　
断
　

勘

太

夫

南
小
河
内
村

治
郎
左
衛
門
殿

（
玉
理
軒
文
書
）

ま

た

、

実
子

の

な

い

場

合

ま

ず
後

つ

ぎ

の

養
子

を

も

ら

い
受

け

る

場

合

も

あ

る

。

そ

の

場

合

も
前

の

例

と
同

じ

よ

う

に
証

文

を
取

り

交

わ

し

た

。

養
子
証
文
の
事

一
我

等
儀
男

女
と
も
に
実
子
御

座
無
く
候
に
付

、
此
度
善
右
衛
門
殿
清
作
殿
御
世
話
を
も

っ
て
貴
殿
を
跡
式
に
相
続
に
申
し
請
け
候
処
親
類
縁
者
は
勿
論
外
よ
り
少
し
も
差
障
り

候
者
御
座
無
く
候
に
付
　

家
諸
道
具
井

び
に
田
畑
草
場
残
ら
ず
相
続
候
上

は
御
年
貢
諸

役
等
大
切
に
成
さ
る
べ
く
候
　
万

一
離
縁
に
及
び
侯
は
ば
親
類
立
会
い
二
つ
割
き

っ
と

差
遣
し
申
す
べ
く
候
、
其
節
に
至
り
違
乱
申
す
間
敷
院
、
養
子
証
文
親
類
連
印
依
て
件

の
如

し
。

文
化
元
甲
子
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
村

養
子
親

善
左
衛
門

親
　

類
　

九
左
衛
門

同
　

断
　

条
右
衛
門

世
話
人
　

清
　
　

作

同
村

喜

代
吉
殿

（
大
東
文

書
）

遺

跡

相

続
　

代

々
続

い

て

来

た

家

が

、

何

ら

か

の

事

情
で

絶

家

の

止

む

な

き

と

き

も

あ

る

。

そ

の

場

合

、

親

類

縁

者

の

諒

解

の

う
え

で

他

の

人

が

そ

の

名

跡

を

相

続

す

る

こ

と

が

あ

る

。

次

の

例

が

そ

れ

に

当

た

る

。

近

年

の

こ

と

な

の

で

特

に

姓

名

を

略

し

た

。

遺
跡

相
続
願南

第
十

七
大
区
八
小
区

伊
那
郡
南
箕
輪
村
　
　
　

卜
Ｌ

番
地

農
　
　
　
　
　

百
皿

亡
〔

某
〕
相
続
人
次
男

関

⑤

亡
再
甥
　
　

関

白

口
年
口

月
口

日
生

当

十
年
一
月

齢
十
九
年
十
月

言

闘
士

申
し
上
げ
奉

り
候
私
次
男

旱

圓

今

般
親
類
組

合
熟
談

の
上
新
甲
卜

」
番
地

へ
家

作
仕
り
関

川

従
七

に
相
当

争
・
絶
家
関

固

遺
跡

相
続
致

さ
せ
度
　

且
同
人

へ
相
渡

す
べ

き
動
産
不
動
産
左
に

り

］
番
地

字
道
バ

タ

ー
田
耕
地

六
拾
参
歩
　
　
　

代
価
弐
拾
五
円
壱
銭

字
道
バ

タ

ー
田
耕
地

六
畝
弐
拾
壱
歩
　

代
価
弐
拾

六
円
四
拾
六
銭

一
建
家
　
　
　
　
　

壱
軒
　
　

開

蕭

万

一

農
具
　
　
　
　
　

壱
通

一
炊
煙
突
門
　
　
　

壱
通

一
味

噌
桶
　
　
　
　

弐
本

一
夜

具
　
　
　
　
　

弐
ッ

ー
蒲
団
　
　
　
　
　

弐
枚

一
膳
椀
　
　
　
　
　

拾
人
前

一

玄
米
　
　
　
　
　

弐
石
四
斗

一
粟
　
　
　
　
　
　

壱
石
八
斗

一
小

麦
　
　
　
　
　

五
斗

前
書
の
通
り
振

り
分
け
相
渡

し
候
間
相
続
の
儀
御
採
用
成
し
下

さ
れ
度

く
よ
っ
て

親
類
組

合
連
印
を
以

て
願
い
上
げ
奉
り
候
　
以

上

Z叩
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長
野
県
権
令
楢
崎
寛
直
殿

前
書

の
通
り
願
い
上
げ
候
間
奥
印
仕

り
渓
也

南
第
十
七
犬
区
長

願
之
趣
聞
き
届
け
候
事

長
野
県
昆

明

治
十
年
八
月
六
日

一
四
　

隠

居

右
村

願
入

園

次
男

両
家
親
類

組
合

副
戸

長

々　　 々　　 々戸
長

謳
　

図

園
　

⑩

謳
　

⑩

栗
　
　

⑩

－

原
　
　

新
五
⑩

有

賀

光

彦
⑩

倉

田

三

郎
⑩

清
水
平
一
郎

⑩

高

木

省

三
⑩

日
野
香

々
彦
⑩

（
役

場
文

書

）

年
寄
り
の
部
屋
、
そ
れ
が
一
歩
進
打
と
、
同
じ
屋
根
の
下

に
住
ん

で

い

な

が

ら
、
そ
の
部
屋
が
一
つ
の
家
と
い
う
性
格
が
強
く
な
り
、
隠
居
所
と
し
て
の
独
立

性
格
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
年
寄
は
こ
の
部
屋
を
生
活
の

中
心
と
し
、
食
事
も
こ
こ
へ
運
ん
で
も
ら
っ
て
、
こ
こ
で
食
べ
る
と
い
う
姿
も
あ

ら
か
ね
て
く
る
。
同
じ
釜
の
飯
を
別
の
部
屋
で
食
べ
さ
せ
る
こ
と
は
、
年
寄
を
敬

図６－ ４　隠居免証文（玉理軒文書）

つ
て
そ
の
隠
居
部
屋
ま
で
食
事
を

運
ん
で
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
に
端

を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
幼
い

者
だ
も
の
騒
ぎ
立
て
る
と
こ
ろ
で

一
緒
に
物
騒
が
し
く
食
事
す
る
よ

り
も
、
年
寄
り
は
自
分
の
気
持
に

あ
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
た
い
と

い
う
気
持
で
も
あ
る
で
あ

ろ
う

か
。
し
か
し
一
方
、
家
内
中
一
緒

で
な
し
と
淋
し
く
つ
ま
ら
な
い
と

い
う
年
寄
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
若

い
者
た
ち
に
と
っ
て
は
自
分
た
ち

だ
け
で
楽
し
く
食
事
が
で
き

る
喜

び
と
い

っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
隠
居
部
屋
へ
食

事

を
運

ん
で
あ
げ

る
Ｉ

と
い
う
姿
は
敬
し
て
遠

ざ
げ
る
と
い

っ
た
場
合
も
な
か

な

か
お

る
よ
う
で
あ

る
。別
卓
で
あ

る
と
い
う
こ
と

は
、
と
き
に
は
自
分
た
ち
の
口

の
好
み
に
合
っ
た
も
の
を
食
べ
る
楽
し
み
も
あ
る
。
「

据
え
膳
」
で
「

手
濡
ら
さ

ず
」
の
「

差
し
入
れ
」

よ
り
も
「
小

鍋
だ
て
」

で
「

別
鍋
」

に
す
る
ほ
う
が
勝
手

気
借
で
張
り
合
い
も
あ
る
と
し
う
わ
け
で
、
一

つ
屋

根
の
下

で
同
居

し
て
い
な
が

ら
別
室
暮
し
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
棟

を
別

に
し
て

隠
居
屋

を
建
て
て

住
み
、
全
く
別
火
で
暮
ら
す
こ
と
も
起
こ
る
。

「

隠
居
し
た
」

と
い
っ
て

も
内

容
は
な
か
な
か
複
雑
で
、
一
家

経
済

の
第
一

線

を
退

い
て

も
「
同
居
同
卓
」

も
あ

れ
ば
「
別
室
別
火
」
も
あ
り
「
隠
居
別
棟
」
も

あ

る
。
食

事
を
別

に
す
る
こ
と

に
な
る
と
食
い
扶
持

を
別

に
考
え
ね

ば

な

ら

な

い

。
こ

う
い

う
場
合

は
「
隠
居
免
」
と
し
て
「
隠
居
扶
持
四
俵
二
斗
」
が
普
通
で

あ
っ
た
。
四
斗
俵
の
四
俵
二
斗
は
一
石
八
斗
に
当
る
。
一
日
五
合
に
当
た
る
か
ら

印j
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一
人
の
食
糧
と
し
て
は
十
分
余
裕
の
あ
る
量
で
あ
る
。
こ
の
お
よ
そ
半
分
は
食
い

糧
と
し
、
あ
と
は
金
に
替
え
て
小
遣
銭
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
隠
居
扶

持
を
米
で
受
け
取
る
場
合
と
、
耕
作
地
を
受
理
し
て
そ
の
収
入
を
充
て
る
場
合
と

が
あ
っ
た
。
財
産
一
切
を
後
継
者
に
譲
り
、
隠
居
分
と
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
は

隠
居
中
の
費
用
に
充
て
、
そ
の
土
地
か
ら
の
収
入
の
権
利
は
隠
居
の
終
身
に
と
ど

ま
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

第
囚
節

年

齢

集

団

一
　
子
　
供
　
組

数
え
年
六
歳
ぐ
ら
い
か
ら
一
四
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
供
仲
間
を
子
供
連
と
い
っ

た
。
天
神
様
仲
間
、
天
神
講
、
ど
ん
ど
焼
仲
間
な
ど
が
あ
っ
た
。
明
治
も
な
か
ば

こ
ろ
か
ら
し
だ
い
に
子
供
の
会
と
し
て
発
展
を
し
て
来
た
。

子
供
の
会
に
加
入
す
る
年
齢
は
、
だ
い
た
い
小
学
校
入
学
と
同
時
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
役
員
は
会
長
、
副
会
長
、
そ
れ
に
会
計
が
加
わ
っ
て
三
名
か
、

会
長
と
会
計
の
二
名
で
、
高
等
科
の
生
徒
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
。
集
ま
る
場

所
は
会
長
の
家
か
、
お
堂
、
集
会
所
、
戦
後
公
民
館
が
で
き
て
か
ら
は
、
そ
れ
を

使
う
こ
と
が
多
い
。

子
供
連
・
子
供
会
の
仕
事
は
部
落
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
正
月
の

ど
ん
と
焼
き
、
鳥
追
い
、
天
神
様
の
お
祭
り
や
お
盆
の
ま
ん
ど
な
ど
大
き
な
行
事

が
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、
幻
灯
会
を
し
て
偉
人
伝
、
忠
臣
孝
子
物
語
、
歴
史
上
の
事

件
、
名
所
旧
蹟
な
ど
を
映
し
て
楽
し
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
に
な

っ
て

か
ら

は
、
自
分
だ
も
の
部
落
へ
の
奉
仕
を
し
て
い
る
。
日
曜
日
の
朝
早
く
道
路
の
清
掃

は
ほ
と
ん
ど
の
子
供
会
が
し
た
。
車
の
交
通
量
が
増
し
て
危
険
を
感
ず
る
よ
う
に

な
っ
て
止
め
た
。
ま
た
、
戦
前
戦
中
は
月
一
回
神
社
の
清
掃
を
し
た
部
落
が
多
か

つ
た
。

子

供
た
ち
に
と
っ
て
天

神
様
の
お
祭
り
は
も
っ
と
も
楽

し
い
も

の
で
、
年
長

の

子

供
が
中
心
に
な
り
、
米

な
ど
持
ち
寄

り
力

で
（

飯
（
油
揚
と
う
ふ
を
入
れ
た
飯
）
を

炊
い
て
祝
っ
た
。
全
員
で
天

神
様

に
お
参
り
を
し
、

よ
い
子

に
た
り
、

学
業
成

績

が
上

が
る
よ
う
に
願

っ
た
。
ま
た
、
子

供
だ
も
の
企
画

に
よ
り
、

歌
や
踊

り
、
寸

劇
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
だ
。
前
は
二
月
二
五

日
に
行
わ
れ
る
な
ら
わ
し
で
あ

っ
た

が
、
今
は
学
校
の
休
み
の
日

に
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
校
外

指
導
部
の
援
助

を
得
て
行

わ
れ
て

い
る
が
、
子

供
た
ち
の
自
治
の
面

は
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
。

盆

の
迎
え
火
、
送
り
日

ぱ
仏
へ
の
供
養
の
た
め
だ
が
、
花
火
の
遊
び
と
と
も
に

少
年

の
日

の
ロ
マ
ソ
チ

″
ク
な
思
い
出

の
種
で
あ

る
が
、
そ
れ

に
も
増
し
て
楽
し

い
の
は
ま

ん
ど
で
あ

る
。
麦

か
ら

の
束
を
何
把
も
集

め
て
先
を
編

み
、

繩

を

つ

け
、
そ

れ
を
持

っ
て
村
外

れ
の
道

ば
た
に
子
供

た
ち
が
集

ま
り
、
そ

れ
に
火

を
つ

け
て
「

ま
ん
ど
ま
ん
ど
」
と

い
っ
て

振
り
回
わ
す
。
一
三
日

は
迎
え

ま
ん
ど
、
一

六
日

は
送
り
ま
ん
ど
と
い
っ
た
が
、
燃
え

る
火

の
輪
が
あ

ち
ら
の
村
こ

ち
ら
の
村

の
夜
空

に
、
子
供

た
ち
の
歓
声

と
と
も
に
動
く
盆

の
夜

は
ま
た
幻
想
的

な
美
し

い

も
の
で
あ
る
。

二
　

若
　

者
　

組

男
千
小
一
六
、
七
寇
に
な
る
と
若
者
組
へ
は
い
っ
た
。
若
い
衆
、
若
者
仲
間
、

若
者
連
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
名
称
が
あ
っ
た
が
、
若
い
衆
、
若
連
と
い
う
呼
び
方
が

親
し
ま
れ
た
。
正
月
に
若
者
連
に
入
り
、
古
く
は
三
五
歳
ま
で
会
員
だ
っ
た
が
、

後
に
三
〇
寇
と
な
り
、
大
正
の
初
期
あ
た
り
か
ら
青
年
会
・
青
年
団
と
い
う
名
称

に
変
わ
っ
て
お
り
、
会
員
の
年
齢
も
二
八
歳
く
ら
い
、
今
は
二
五
歳
く
ら
い
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。
村
へ
婿
入
り
し
て
来
た
者
は
昔
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
三
年

間
は
若
い
衆
の
中
間
に
入
ら
な
け
れ
ば
村
の
一
人
前
と
し
て
認
め
ら

れ
な
か

っ

即2
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た
。若

者
組

の
一
番
大
切
な
役
目
は
村
の
氏
神
様
の
祭
事
を
引
き
受
け
、
祭
り
の
行

事
が
で
き

る
よ
う

に
つ
と

め
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
幟
を
立
て
、
灯
能
率
提
灯
を
つ

け
、
あ

る
卜
は
そ
れ
ら
の
祭
具
を
管
理
し
た
。
昔
は
今
の
よ
う
に
娯
楽
が
多
く
な

か
っ
た
の
で
、
祭
り
の
日

に
は
地
芝
居
や
踊
り
を
し
て
村
人
を
楽
し
ま
せ

る
こ
と

が
、
若
い
衆
の
つ
と

め
で
あ

る
と
同
時

に
楽
し
み
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
結
婚
式

に
招

か
ね
て
謳
や
嫁
様
の
出
迎
え
案
内
、
飾
り
付
け
、
客
の
お
取

り
も
ち
な
ど
を

し

た
。

昔

は
自
給
自
足
の
経
済
で
生
活
必
需
品
の
多
く
は
自
給
に
た
よ
っ
た
。
縄
は
も

ち
ろ
ん
、
履
物
の

ぞ
う
り
、
わ
ら
じ
を
は
じ
め
、
馬

の
沓
、
馬

具
、
み
の
な
ど
冬

の
う
ち
に
お
よ
そ
一
年
中
に
必
要
な
分
を
作
っ
て
お
い
た
。
そ
の
藁
仕
事
を
す
る

の
に
家
の
そ
ば
の
暖
か
い
地
を
選

ん
で
「

わ
ら
室
」
を
作
っ
た
。
地
面

を
適
当

な

広
さ
に
掘
り
、
木

で
屋

根
の
骨

組
み
を
作
り
、

か
ら
で
覆
い
そ
の
す
そ
に
は
掘
っ

た
土
を
か
ぶ
せ
て
小
屋

を
作

り
、
そ

の
中
で
四
～
五
人
若

い
衆
が
集

ま
っ
て
仕

事

を
し
た
。
暖
か
い
室

の
中

で
よ
も
や

ま
話
に
興

じ
な
が
ら
の
か
ら
仕

事
は
楽
し

か

っ
た
。
た
ま
に
は
一
杯
や

っ
た
り
、
甘

い
も
の
を
買

っ
て
き
て
食

べ
た
り
、
と
き

に
は
娘
だ
も
の
話
に
興

じ
合
っ
た
。

若

い
衆
が
行
事

の
集

ま
り

の
休
憩
時
冲
終
了
後
、
ま

た
、
夏
の
納
涼
の
夜
な
ど

雑
談

に
興
じ

た
り
、
八
丁
拳
や
力
く
ら
べ
な
ど
を
し

た
。
そ
の
力
く
ら
べ

に
「
力

石
」
か
お

る
。
力
石
を
持

ち
上
げ

た
り
、
差
し
上
げ
た
り
し
て
力
く

ら

べ

を

し

た
。
今
も
大
泉

に
そ
の
こ
ろ
の
「
力
石
」
が
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
さ
三
ｍ

く

ら
い
の
丸
太
棹
を
両
方
か
ら
押
し
っ
く
ら
を
し
て
楽
し
ん
だ
。
こ
れ
を
棹
押
し
と

い
っ
た
。
時
に
は
こ
れ
ら
に
賞
品
を
出
し
た
り
し
た
。
賞
品
は
わ
ら
ぞ
う
り
や
わ

ら
じ
で
あ
っ
た
。

若
者
衆
は
こ
の
ほ
か
に
、
身
体
鍛
練

と
し
て
耐
寒
行
軍

を
し
、
夏
の
農
作
業
（
桑

大泉に残ってい る「 力石 」図 ６－ ５

畑

の
草

か
き

、
ｍ
…
の
草

取

、
稲

か

り

な

ど
）

を

請

負

い

、

時

に

は

水

田

を

借

り

て

耕

作

を

す

る

な

ど

し

て

会

の

運

営

資

金

を

作

り

、

さ

ら

に

、

火

消

し

の

仕

事

、

井

筋

の

水

番

等

村

○

重

要

な

仕

事

を

引

き

受

げ

、

会

員

の

教

養

を

高

め

る

た

め

図

書

の

購

読

も

行

わ

れ

、

巡

回

文

庫

も

生

ま

れ

、

部

落

対

抗

の

運

動

会

も

行

っ

た

。

若

連

は

自

主

的

に

運

営

さ

れ

、

区

に

よ

っ
て

矯

進

会

（

大

泉
）
、

愛

心

協

同

会

（
北

殿
）
、
敬

心

ク

ラ

ブ

（

久

保
）
、

好

友

会
（
田
畑
）
な

ど

の

会

名

が

あ

っ

た

が

、

ど

の
若

者

連

も

な

か
な

か
き

ま

り

が

厳

し

く

、
新

し

く

は

い

っ

た

者

は
先

輩

の

指
導

と
命

令

に

従

わ

ね

ば

な

ら

ず

、
従

わ

な

い
と

仲

間

外

れ

の
制

裁

を

受

け

る
こ

と

も

あ

っ
た

。

南

殿

大

東

文

書

に
「

天

保

六

年

乙

未

春

三

月

三

日

人

数

改

」

と

し

て

コ

ー
人

の

名

が

連

ね

て

あ

り

、

そ

の
後

に

「

人

数

／

拾

弐

人

、

右

人

数

正

月

よ

り

三

月

迄

弐

拾

人

こ

れ

有

り

候

と

こ

ろ

除

外

の

八

人

の

儀

は

夫

銭

相

滞

り

、

な

お

ま

た

席

論

等

い

ろ

い

ろ

不

届

き

に

つ

き

若

者

仲

間

の

儀

永

代

相

除

き

申

し

候
」

と

あ

る

。

若

者

に

と

っ
て

若

連

か

ら

除

外

さ

れ

る

こ

と

は

た

い

へ

ん

な

痛

手

で

あ

っ
た

。
江

戸

時

代

は

若

連

の

お

き

て

も

き

び

し

く

、

違

反

す

る

と

過

料

金

を

と

ら

れ

、

ま

た

、

退

会

さ

せ

ら

れ

た

。

議
定
申
し
定

め
一
札

の
事

一
村
方
若

者
申

し
定

め
候

は
当
未

の
年

よ
り
酉
年
迄
三
ヶ
年

の
内
ば
く
ゑ
き
一
節
致
す
間

舗
き

事
、
万
一

心
得
違

い
候
者

は

一
同

に
て
取
し

め
致
し
過
料
と
し
て

一
福
引
札
事

に
て

は
　
　
　
　

銀
五
匁
　

三
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一
長
ほ
一

に
て

は
　
　
　
　
　

銀
拾
匁
　

一

一
長
半

に
て

は
　
　
　
　
　
　

銀
拾
五
匁
一

一
近

村
へ
参
り
候
て
少

し
た
り
共
致
し
候

者
は
過
料
と
し
て

一
福
引
札

事
に
て

は
　
　
　
　

銀
拾
匁
　

一

一

長
ほ
一
に
て

は
　
　
　
　
　

銀
弐

拾
匁
一

一

長
半

に
て

は
　
　
　
　
　
　

銀
参

拾
匁
一

右
の
通
り
急
度
守
り
致
し
申

す
べ
き
事
、
万
一

心
得

違
い
候
者
は
連
外

い
た
し
候
て

も
、

親
に
は
勿
論
親
類
ま
で
も
御

う
ら
み
申

す
間
敷
く
侯
、
其

の
為

連
印
掲

っ
て

件
の
如

し
。

天

保
六
年

末
正

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文

太
郎
　

ほ
か
九
名
（
略
）

（
塩

ノ
井
大
東
文

書
）

こ

こ

で

は
、

若

者

た

る
も

の

は
自

ら

を

つ

つ

し

ん
で

Ｉ
切

の

か
け

ご

と

を
し

な

い

よ

う

に
戒

め
あ

っ
て

い

る
。

と

く

に

自

村

で

行

っ
た

場

合

よ

り

、

他

村

へ
行

っ

て

禁

を

犯

し

た
場

合

に

は
倍

額

の
過

料

金

を

と

る
よ

う

に
た

っ
て

い

る

。

会

費

（
割

合
出
金
）
を

出

さ
な

い
三

人

を
仲

間

外

れ

に
し

た
一

札

も

残

っ
て

い

る

。

こ

の

よ

う

に
、

き

び
し

い
内

規

を
も

ち
な

が

ら

も

若

者

た

ち

の
仕

事

の
第

一

は

祭

り

の
手

伝

し
て

あ

り

、

村

の
自

治

活

動

に
も

積

極

的

に
参

加

し

て

お

り

、

大

正

、

昭

和

と

向

学

研

修

の
風

も

盛

ん

に
な

り

、

読

書

活

動

の
ほ

か
、

研

修

会

を

催

し

た
り

し

て

、

意

欲

的

な

活

動

を

し

て

活

気

に
あ

ふ

れ

て

い

た
。

し

か
し

、

戦

後

は
し

た

卜

に
青

年

会

の
会

員

が

減

少

し

て

そ

の
活

動

は
衰

退

し

、

祭

り

の
用

意

な

ど

も

部

落

の
神

社

役

員

と

協

力

し

て

行

う
よ

う
な

程

度

に
な

り

、

祭

り

の
演

芸

等

も

だ

ん
だ

ん
少

な

く

な

っ
て

き

た

。
最

近

や

や

復

活

の
き

ざ
し

が

み

え

る

。

三
　

娘
　
　
　

組

古
く
は
こ
れ
と
い

っ
た
娘
た
ち
の
集
団
は
な

か
っ
た
。
石
油
ラ

ン
プ
が
普
及
し

て
夜
の
部
屋
が
明
る
く
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
娘
た
ち
は
糸
を
紡
ぐ
糸
車
を
か
つ
い

で
冬
の
夜
長
に
は
友
だ
ち
の
家
を
順
番
に
回
っ
て
夜
な
べ
を
し
た
。
そ
こ
へ
若
い

男

衆
が
集

ま
っ
て
来

た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
た
。

世

が
進
み
大
正

の
こ

ろ
か
ら
処
女
会
と
い
う
名
の
若
い
娘
の
集
団
が
で
き
た
。

図 ６－ ６　南箕輪女子青年会（昭和初年 ）

読
書
、
裁
縫
、
踊
り
、
そ

の
他
修
養
と
い
っ
て
名
士
の

講
演
を
聞
く
と
か
、
料
理
の

講
習
を
し
て
花
嫁
修
業
に
役

立
て
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

そ
の
処
女
会
札
昭
和
初
年
に

は
女
子
青
年
会
と
な
り
、
さ

ら
に
発
展
的
解
消
を
し
て
男

女
合
同
の
青
年
会
１
青
年
団

へ
と
移
り
替
っ
た
。

青
年
会
と
な
っ
て
か
ら
は

娘
だ
も
の
活
躍
範
囲
も
広
く

な
り
、
昔
か
ら
や
っ
て
き
た

踊
り
や
劇
な
ど
習
っ
て
お
祭
の
余
興
や
老
入
会
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
も
や
っ
て
い

る
が
、
さ
ら
に
は
読
書
会
を
開
い
た
り
、
政
治
経
済
に
わ
た
る
問
題
の
研
究
も
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
各
種
の
運
動
競
技
も
行
い
幅
広
い
活
動
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

囚
　
中
　

年
　

組

若
連
仲
間
を
ぬ
け
る
こ
ろ
は
、
一
家
の
中
心
と
な
る
働
き
盛
り
の
こ
ろ
を
迎

え
、
壮
年
、
中
老
と
い
っ
て
村
の
中
堅
と
な
っ
て
村
を
立
て
る
年
ご
ろ
で
あ
る
。

と
く
に
中
年
組
と
し
て
の
集
団
は
な
か
っ
た
が
、
戦
時
中
は
壮
年
団
か
お
り
、
国

策
に
そ
っ
て
行
動
し
た
。
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五
　

消
　

防
　

組

一
八
、
九
歳
か
ら
四
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
年
齢
層
０
人
び
と
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。

明
治
初
年
以
来
組
織
さ
れ
、
各
区
に
部
長
一
名
、
小
頭
若
干
名
、
各
区
を
総
合

し
た
上
に
組
頭
が
あ
っ
て
消
防
組
を
統
率
し
て
い
た
。
後
、
太
平
洋
戦
中
に
警
防

団
と
名
称
が
変
わ
り
、
終
戦
後
消
防
団
と
改
名
さ
れ
た
。
そ
の
組
織
な
ど
は
別
項

に
詳
し
い
が
、
村
内
に
お
け
る
大
き
な
勢
力
を
持
つ
団
体
で
、
火
災

の
予
防
運

動
、
消
火
活
動
、
火
災
後
の
処
理
、
水
難
時
の
活
動
、
治
安
維
持
へ
の
協
力
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
の
活
動
を
し
て
い
る
。

六
　
　婦
　
　人
　
　会

家
庭
の
主
婦
に
な
っ
た
も
の
の
年
齢
集
団
で
あ
る
。
各
種
社
会
事
業
や
料
理
、

作
法
な
ど
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
戦
時
中
は
愛
国
婦
人
会
と
い
う
全
国
的
組

織
の
も
と
に
統
括
さ
れ
、
銃
後
の
こ
と
に
動
員
さ
れ
活
躍
し
た
。
今
は
部
落
に
よ

っ
て
は
念
仏
講
や
仏
教
婦
人
会
が
あ
り
農
協
の
下
部
組
織
と
し
て
農
協
婦
人
会
な

ど
が
あ
る
。
こ
の
婦
人
会
の
う
ち
若
年
の
人
々
が
若
妻
会
を
組
織
し
、
育
児
や
健

康
増
進
等
を
中
心
に
し
て
文
化
活
動
を
し
て
い
る
。

七
　

老
　
人
　

組

戦
後
長
寿
会
が
で
き
て
六
〇
歳
以
上
の
男
女
が
加
入
し
た
。
そ
れ
が
発
展
的
解

消
を
し
て
現
在
は
老
人
ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
。
国
や
村
か
ら
の
補
助
も
あ
っ
て
老
人

と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
る
。

名
士
の
講
演
を
聴
講
し
た
り
、
マ
レ
″
ト
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
健
康

づ
く
り
に
適
す
る
運
動
を
し
た
り
、
見
聞
を
広
め
た
り
楽
し
む
旅
行
を
し
た
り
、

図６－ ７　 ゲートボール風景

さ
ら
に
は
、

神
社
、
寺

院
の
境
内

を
掃
除
し
環

境
美
化

に
つ
と
め
る

と
同

時
に
敬
神
崇
祖
の
念
を
深

め

る
活
動
も
し
、

老
後
の
生
き
が
い

に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て

い
る
。
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第
七
章
　

人

の

一

生

わ
た
し
た
も
の
郷
土
南
箕
輪
村
の
中
で
、
わ
た
し
た
も
の
祖
先

は
生
れ
、
育

ち
、
結
婚
し
、
そ
し
て
一
生
を
終
お
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち

も
、
同
じ
よ
う
な
過
程
を
と
お
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に
は
、
成
長
を

祝
う
祭
事
や
、
息
災
を
願
う
行
事
の
習
わ
し
が
あ
る
。
そ
れ
は
部
落
に
よ
っ
て
多

少
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
の
素
朴
な
折
節
の
あ
る
行
事
を
と
お
し
て
、
子
供
は
村

人
と
な
っ
て
い
き
、
村
人
と
し
て
の
連
帯
感
を
深
め
郷
土
を
愛
し
南
箕
輪
の
住
民

と
し
て
の
誇
り
を
も
つ
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
行
事
は
時
代
と
と
も
に
形
や
姿
が
変
わ
り
ゆ
く
も
の
で
あ
る
が
、
中

に
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
か
か
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
い
つ
の
時

代
に
も
、
庶
民
の
素
朴
な
祈
り
、
願
い
や
祝
い
、
供
養
等
人
の
一
生
に
ま
つ
わ
る

習
俗
行
事
は
根
源
的
な
宗
教
的
心
情
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
単
な
る
迷
信
と
し

て
捨
て
さ
る
に
し
の
び
な
卜
し
、
ま
た
捨
て
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
習
俗
行
事
の
今
昔
を
の
べ
、
ま
さ
に
消
え
去
ろ
う
と
す
る

も
の
も
記
録
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

習
俗
行
事
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の
こ
と
か
ら
村

々
で
相
談
し
節
約
規
定
率
生
活
改
善
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
し
、
近
ご
ろ
は
商
店

街
の
宣
伝
に
乗
じ
た
行
き
過
ぎ
も
あ
る
の
で
、
素
朴
さ
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

一
　

産
育

に
関

す

る
習

俗

安
産
の
願
い
　

家

に
と
っ
て
、
嫁

を
も

ら
う
こ
と

は
一
大
事
で
、
嫁
を
も
ら
え

ば
、
「
子

供
は
天

の
さ
ず
か
り
も
の
」

と
い
い
な
が

ら
、
早
く
子
供
が

ほ
し

い
と

考
え

、
妊

娠
し
た
と
な
る
と
、

お
産

は
女

の
大
役
で
、
「

片
足
棺
桶
」
と
い
わ
れ
、

大
変
心
配

な
こ
と
で

あ
る
。

昔

は
お
子
安
様

に
お
参

り
し
て
安
産

を
願

っ
た
。
ま
た
、
二
十
二
夜
様
や
、
二

十
三
夜
様

に
お
立
待
ち
を
し
て
安
産

を
祈

っ
た
。
近

ご
ろ
は
安
産

を
願

っ
て
、

お

守

り
札

を
身

に
つ
け

る
。
昔

は
有
名

な
神
社
が

お
守

り
札

を
出

し
た
が
、
近

ご
ろ

は
多
く

の
神
社
や
仏
閣
で
、

お
守
り
札

を
出
し
て

い
る
。
妊
婦

は
ど
こ
の
で
も

よ

く
、

た
く
さ

ん
も
ら

っ
て
身

に
つ
け

る
。

「

お
子
安
様
と
い

う
の
は
、
妊
婦

の
安
産

を
守
護

す
る
神
仏
で

こ
れ
を
祭

る
婦

人

の
講

を
子
安
講
と
い

っ
た
。
子
安

と
は
安
産

の
意
味
で
、

お
子
安
様

に
は
子
安

地
蔵
と

か
子
安
観
音
と

か
い

ろ
い

ろ
あ
る
が
、
本
村

に
は
田
畑

と
久

保

に

あ

っ

て
、
い
ず
れ
も
「

子
安
観
音
」
で
あ

る
。
田
畑
の
は
現
在
は
庚
申
塚
の
南
端

に
立

図７－ １　お 子安 さま

久保の観音堂と並んでい る。妊婦の安産

を守護する といり観音さま。たばこがす

きだ った とい うのでいまでもたばこがた

えない。（800 頁参照）
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つ
て
い

る
が
、
昔
か
ら
明
治
初
年
ま
で
は
、
地
蔵
堂
の
辻
の
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。

（
詳
細
は
「
伝
説
」
参
照
）
久
保
の
は
西
念
寺
す
ぐ
南
に
立

っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
子

供
を
抱
い
た
母

親
の
姿
を
し
た
観
音
様
で
、
見

る
か
ら
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
お
姿
で

あ
る
。
こ
の
観

音
様
に
ま
つ
わ
る
安
産
の
民

話
が
残

っ
て
い
る
。

ま
た
、
妊
娠

す
る
と
出
産

ま
で
、
五
体
満
足

の
子

が
生
ま
れ
る
た
め
に
い
ろ
い

ろ
と
忌

み
嫌

う
こ
と
が
あ
る
。
「

ほ
う
き
を
跨
ぐ

と
お
産

が
重

い
」
　「
火
事

を
見

る
と
朧

の
子

に
あ
ざ
が
で
き

る
」
「
妊
娠
中

に
兎

の
肉
を
食

べ
る
と
、
変

っ
た
口

の
子

が
生
ま
れ
る
」
「

た
に
し
を
食

べ
る
と
目

の
黒

い
子
が

生
ま
れ
る
」

な
ど
日

常

の
行

な
い
や
食
事

に
関

す
る
嫌
忌

が
あ
る
。

こ

の
ほ

か
、
「
子
供

の
歯
が
早
く

生
え

る
と
あ
と
が
近

い
」
「
子
供
が
股
ぐ

ら

を

の
ぞ
く
と
、
あ
と
が
で
き

る
」

な
ど
と
子
供

の
で
き

る
予
測

を
し

た
り
、
子
供

の
で
き
な

い
と
き

は
、
貰

い
子

を
す
れ
ば
で
き

る
、
腰
巻

を
借
り
て
あ
て

る
と
子

供
が
で
き

る
、
な
ど
と
も

い
か
れ

た
。
も

う
生

ま
れ
な
い
よ
う

に
と

い

う

と

き

は
、
生

ま
れ
穴
子

の
名

に
、
と

め
と
か
す
え

と
い
う
字

を
使

う
と
、
で
き

な
い
と

い
わ
れ
、
明
治
大
正
期
の
名
前
に
は
、
そ
う
い
う
字
の
つ
い
た
人
が
多
か
っ
た
。

帯
祝
い
　
妊
娠
五
か
月
目
に
な
る
と
、
そ
の
月
の
戌
の
日
に
帯
結
び
の
お
祝
い

を
す
る
。
無
事
に
生
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
前
途
を
祝
福
し
た
お
祝
い
の
行
事
で
あ

る
。犬

の
安
産
に
あ
や
か
り
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
都
合
に
よ
っ
て
は
、
七
か
月

目
に
す
る
。
当
日
は
嫁
の
里
か
ら
母
親
が
帯
結
び
の
お
祝
い
と
し
て
、
う
こ
ん
の

木
綿
か
洒
一
反
、
白
米
一
升
そ
の
他
手
土
産
を
添
え
て
お
祝
い
に
持
っ
て
く
る
。

今
は
紅
白
の
布
を
持
っ
て
来
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

妊
婦
は
そ
の
布
を
里
親
、
鉄
漿
親
及
び
仲
人
の
夫
人
な
ど
に
朧
に
巻
い
て
も
ら

い
、
月
が
み
つ
る
ま
で
も
ち
、
お
産
が
軽
く
済
む
よ
う
に
と
祝

っ
た
。
腹
帯
に
す

る
う
こ
ん
の
帯
は
朧
が
温
ま
る
し
、
虫
が
つ
か
な
い
と
い
っ
て
昔
か
ら
用

い
ら
れ

た
。
後
に
は
白
と
赤
、
白
と
黄
の
二
色
を
合
わ
せ
て
し
め
る
よ
う
に
た
っ
た
。
布

の
端
に
「
戌
日
日
寿
」
と
書
く
家
も
あ
っ
た
。
六
月
目
は
「
ろ
く
で
な
し
」
九
月

目
は
「
苦
の
帯
」
と
い
っ
て
避
け
た
。

初
　
産
　
初
産
は
「
初
ぼ
こ
」
と
い
っ
て
、
里
へ
帰
っ
て
産
む
も
の
と
さ
れ
て

い
た
。
予
定
日
を
は
か
っ
て
、
や
は
り
戌
の
日
を
選
ん
で
、

姑

が
嫁
を
連
れ
て

里
へ
頼
み
に
行
き
「
親
元
へ
あ
ず
け
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
三
か
月
に
ま
た

が
る
の
は
「
三
月
が
か
り
」
と
い
っ
て
嫌
わ
れ
て
い
た
の
で
、
極
端
に
お
産
が
延

び
る
よ
う
な
と
き

は
、
一
旦
婚
家

に
帰
り
出
直
し
て
行

っ
た
。
嗅
扶
持
は
聳
方
で

持
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。（
五
合
扶
持
）

里
方
に
帰
っ
て
産
付
と
い
う
こ
と
は
、
嫁
の
精
神
的
安
定
を
は
か
っ
た
生
活
の

智
恵
で
あ
っ
た
の
で
初
産
の
場
合
だ
け
で
、
第
二
于
か
ら
は
婚
家
に
お
い
て
お
産

を
す
る
。

戦
後
は
産
気
づ
く
と
、
炳
院
や
産
院
へ
行
っ
て
産
む
こ
と
が
普
通
に
な
っ
た
。

出
　
産
　
昔
は
家
で
お
産
を
し
た
も
の
で
、
お
産
す
る
部
屋
は
普
通
「
お
産
部

屋
」
と
言
っ
た
。
上
座
敷
は
卜
け
な
い
と
し
て
避
け
、
そ
の
他
の
部
屋
で
静
か
な

部
屋
、
都
合
の
よ
い
部
屋
を
当
て
た
。

畳
を
あ
げ
て
菰
を
敷
き
、
そ
の
上
に
藁
布
団
を
敷
く
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
油
紙

を
敷
し
て
床
を
つ
く
り
、
布
団
を
積
み
重
ね
て
、
背
を
よ
り
か
か
れ
る
よ
う
に
つ

く
っ
た
。

卜
よ
卜
よ
お
産
が
近
づ
く
と
、
妊
婦
は
髪
を
手
拭
で
し
ぼ
り
、
神
棚
に
は
お
灯

明
を
あ
げ
て
安
産
を
祈
る
。
産
婆
は
村
の
経
験
の
あ
る
老
女
で
、
ど
こ
の
部
落
に

も
一
人
や
二
人
は
い
た
。
こ
れ
を
「
取
り
上
げ
ば
ば
さ
」
と
い
っ
た
。
産
児
を
取

り
上
げ
て
、
産
湯
を
浴
び
せ
、
臍
の
諧
を
麻
で
縛
り
切
る
。
「
臍
の
緒
」
は
大
切

に
し
て
お
し
て
、
女
の
子
な
ら
嫁
入
り
の
と
き
、
お
守
り
と
し
て
持
っ
て
行
か
せ

る
家
も
あ

っ
た
。
又
巾
着

の
中

に
入

れ
て
、
ね

ん
ね
こ
絆
纏
の
上
か
ら
縛

る
紐
に
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つ
け
た
り
し
た
。
普
通

は
後
産
と
共

に
便
所

の
入

口
の
あ
た
り
、

神
の
い
な
い
方

位

を
み
て
埋

め
る
か
、

お
墓

に
埋

め
た
。
同
じ
年
、
同
じ
月

に
同
じ
家
で
、
二

度

お
産

を
す

る
と
、
生

ま
れ
た
子

に
勝

ち
負
け

が
つ
く
と
い
っ
て
、
別

の
家
で
産

ま

せ

る
よ
う
に
し

た
。

産
湯
か
す
れ
と
、
産
児

の
頭

に
真
綿

を
の
せ
て
、
風
邪

を
引

か
な
い

よ
う
注
意

を
払

っ
た
。
当
日
は
産
飯
を
炊
ぎ
、
産
神
様

に
上
げ
、
安
産
の

お
礼

を
し
、
み

ん

な
で
食
べ
て
安
産
を
祝

っ
た
。

三
日
湯
　
三

日
目

に
婚
家
の

姑

が
初
着
、
じ

ゅ
ば
ん
、
お
し

め
な
ど
を
持

っ

て
里
方
へ
い
く
の
を
「
三

日
湯
」

に
い
く
と
い

っ
た

。
昔
は
産
後
の

食

物

と

し

て
、
い
も
が
ら
、

か
ん
ぴ

ょ
う
、

か
つ
お
ぶ
し
の

お
じ
や
と
定
ま

っ

て

い

た

の

で

、
そ
れ
ら
を
持

っ
た
り
、
お
は
ぎ
を
こ
し
ら
え
て
行
っ
た
。

鉄
漿
親
や
近
親
者
も
招

か
れ
、
産
児

に
湯
を
あ

び
せ
、
初

め
て
男

ら

し

い

衣

裳
、
女
ら
し
い
衣

裳
を
着
せ

る
。
小
豆
飯

か
、

お
赤
飯
を
炊
い
て
産
神
様

に
供
え

て
祝
う

。

現
在

は
病
院

か
産
院
で
簡
単

に
済

ま
せ
て
し

ま
う

。

一
七
夜
（
お
七
夜
）
　
生

ま
れ
て
、
七
日
目

に
一
七
夜

の
祝

を
す

る
。

お
赤
飯

か
小
豆
飯

を
炊

い
て
、

姑

を
は
じ

め
、

産
婆
（
取
り
上
げ
ば
ば
さ
）
、

鉄

漿
親
、
仲
人
、
近
親
者

を
招
き
、
神
様
や
床

の
間

に
供
え
て

お
祝

い
を
す
る
。

産
婆

が
湯

を
浴

び
せ
に
く

る
の
も
、

こ
の
日

ま
で
で
、
産
婦

は
一

七

夜

ま

で

は
、

ど
ん
な
に
健
康
で
あ

っ
て
も
、
雑
用
も
し

な
い
よ
う
に
大
事

に
し
て

い
な
い

と

い
け

な
い
と
言

か
ね
て

い
る
。
産

ん
だ
日

か
ら
「

お
む
つ
」

を
洗

っ
た
と

か
、

三
日
目

か
ら
何
で
も
し

た
と

か
い
う
よ
う
な
自
慢
話
も
あ

る
が
、

こ
れ
は
予
後

の

た
め
大
変
危

険
だ
と
言

わ
れ
て
こ

の
ご
ろ
は
し
な
く

な
っ
た
。

名
つ
け
　

名

は
い
つ

ま
で

に
つ
け

る
と
い
う
き

ま
り

は
な
く
、

だ
い

た
い
一
七

夜

か
ら
お
宮
詣
り

の
間

に
つ
け

た
。
親
が

つ
け

る
場
合
も
あ

る

が
、
多

く

は

祖

父

、

伯

叔

父

、

里

親

、

本

家

、

村

の
有

力

者

、

神

主

等

に
頼

ん
で

つ

け

て

も

ら

っ

た

。
名

つ
け

親

と

し

て

後

々
ま

で

親
子

の

よ

う

に

結

ば

れ

て

い

た

。

先

祖

代

々
伝

わ

っ
て

来

て

い

る
名

の

一

字

を

使

っ
て

名

つ

け

を

す

る

場

合

も
多

く

み

ら

れ

た

。

ま

た

、

襲

名

す

る

こ

と

も

あ

っ
た

。

二

男
以

下

、

女

の

子

は

だ

い

た

い

自
分

の

家

で

つ

け

る

こ

と

が

多

か

っ

た

。

（

現
在
は
二
週
間
以
内

に
名
を
つ
け
て

入
籍

を
し
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
法

律

で

定

め

ら
れ
て
い
る
）

乳
　

親
　

母

親

に
乳

が
乏

し

い

と
昔

は
乳

親

を
頼

ん
で

、

そ

の
人

の
乳

を

吸

わ

せ

る

こ

と

が

あ

っ

た

。

こ

の
大

と

は
乳

親

と

し
て

後

々

ま
で

義

理

の

親
子

の

よ

う

に
深

く
結

ば

れ

た

。

ま

た
、

い

っ

し

ょ

に
育

っ

た
子

を
乳

兄

弟
（
乳
姉
妹
）
と

言

っ

た

。拾

い

親
　

父

親

が
四

二

歳

の
厄

年

に

生

ま

れ

た
子

は

育

た

な

い

と

い

う

の

で

、

一

度
捨

て

て

拾

っ
て

も

ら

っ
た

。

あ

ら

か

じ

め

適
当

の

家

、

運

の

よ

い

家

に

頼

ん

で

、
時

刻

を

打

ち
合

わ

せ

て

お

き
、

縁
側

冲

土

蔵

の

入

口

な

ど

に

捨

て

る
。

そ

の

家

で

は

す

ぐ

拾

っ
て

連

れ

て

く

る
。

拾

っ
た

大

は

拾

い

親

と

し

て

、

我

が

子

同

様

に

親

し

み

、

一

生

親
子

同

様

の

義

理

を

持

ち
続

け

た

。

図7 －2　 お 宮 詣 り
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お
宮
趾
り
　

男

は
三
二
日
目
、
女

は
三
三
日
目

に
す

る
が
、
男

は
女
よ
り
出
世

が
早

い
と
い

う
意
味
で
あ

る
。
ま

た
こ
の
日

は
母
の
里

か
ら
子
供
が
我
が
家

に
戻

る
日
で
も
あ

る
。
昔

は
子
供
の
髪
姿
を
整
え

る
の

に
、
頭
の
中
央
を
直
径
一
寸
五

分
く
ら
い
（
約
五
四
く
ら
い
）
そ
り
残
し

た
。
ま

た
耳
の
上
、
こ

め
か
み
の
所
一
寸

く
ら
い
（
約
三
四
く
ら
い
）
長
方
形

に
残
し

た
。
こ
の
と
こ
ろ
は
大
事

な

と

こ

ろ

で
、
そ
こ

を
保
護

す
る
た
め
だ
と
思

わ
れ
る
。

里
親

に
背
負

わ
れ
て
、
我
が
家

に
着
い
た
子
供
は
、
里
親

か
ら
贈

ら

れ

た

着

物

、
か
け
衣

装
で
鉄
漿
親

に
背
負
か
ね
て
お
宮

に
行
く
。

お
宮
に
行
く
と
き

に
御

神
酒
、

お
ひ

ね
り
、

お
こ

わ（
赤
飯
）
な
ど
持
参
し
て
行
き
、

神
前

に
供
え
子

供
を

「
無

事
息
災
で
育
て
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
」

と
お
願
い
し
た
。

帰

り
に
あ
ら
か
じ
め
き
め
て
お
い
た
三

軒
に
寄
り
、
赤

ん
坊
の
額

に
男

な
ら
墨

を
、
女

な
ら
紅

を
つ
け
て

も
ら
う
。
そ

の
家
で
は
真

綿
と
か
、
一
〇
〇
文

の
お
金

を
祝
儀
と
し
て
く
れ

た
。
橋

を
渡

っ
て
帰

っ
て

は
い
け

な
卜
と
い
わ
れ
た
。
ま
た

そ

の
日

に
お
祝

い
を
い
た
だ
い
た
家

に
赤
飯

を
配

る
。
貰

っ
た
家
で

は
重
箱

の
隅

へ
少
し
残

し
「

ま
め
に
育
つ

よ
う
に
」
と
豆
、
「
白
髪

に
な

る
ま
で
長
生
き
す

る

よ
う

に
」
と
真

綿
の
お
う
つ
り

を
入

れ
て

か
え
し

た
。

こ
の
日
は
里
親
の
外
鉄
漿
親
、
仲
人
、

お
じ

お
ば
、
兄
弟
姉
妹
な
ど
招
い
て
、

お
祝
い
し
、
引

き
物
を
出
し
て
精
い
っ
ぱ
い
の
ご
馳
走
を
す

る
。

食
い
初
め
　
男

は

コ

ー○

日
目
、
女
は
一
一
〇

日
目
に
食
い
初

め
を
す
る
。

お
膳

箱
、
茶
碗
、
手
塩
皿

、
箸
等
が
里
親
か
ら
初
子

に
贈
ら
れ
た
。
こ
の
日
に

食
べ
さ
せ
る
の
は
、
ご
は
ん
一
粒
で
あ
る
。

二
　

幼
少

年

期

の

習

俗

誕
生
日
　
生
後
満
一
年
だ
つ
と
誕
生
の
お
祝
い
を
す
る
。
仲
人
、
里
親
、
鉄
漿

親
、
近
親
者
等
を
呼
び
、
三
升
三
合
の
餅
を
つ
い
て
、
大
き
な
お
供
え
餅
を
作
っ

図アー３　押 絵 び な

むかしのおひなさま

て
、
床
の
間

に
御
神
酒
、
尾
頭
つ
き
の

魚
と
と
も

に
供
え

る
。
子
供

に
は
美
し

い
着
物
を
さ
せ
て
、
大
き
な
風
呂

敷

に
、

お
供
え
餅

の
上

の
方
を
包

ん
で
、

背
負

わ
せ
、
箕

に
入

れ
て
、
里
親
や
仲

人
親

な
ど
が
、
座
敷

の
東

の
方
を
あ
け

「
し

い
な

は
ま

っ
て
け
、
実
は
残
れ
」

と
三
べ

ん
く
り

か
え
し
て
あ
お

る
。
箕

の
中

に
豆
一
升
を
入
れ

る
家
も
あ

る
。

餅
を
背
負

っ
た
ま
ま
歩

か
せ
力
持
、
力

持
と
い

っ
て
拍
手
を
し
て
喜
び
合
う
。

誕
生
日
に
餅
を
背
負

っ
て
歩
く
子
供
は

ま
れ
で
あ
っ
た
。
引
き
物
を
出
し
、
皆
に
ご
馳
走
し
て
お
祝
い
を
し
た
。

初
節
句
　
仲
人
、
里
親
、
鉄
漿
親
、
主
な
親
戚
を
招
き
、
女
の
子
は
三
月
三
日

に
祝
う
。
里
方
を
け
じ
め
親
戚
か
ら
、
お
雛
様
が
贈
ら
れ
る
。
こ
れ
を
座
敷
に
飾

り
、
白
卜
餅
と
草
餅
を
菱
形
に
切
り
、
尾
頭
つ
き
の
魚
、
白
酒
、
菓
子
な
ど
を
供

え
て
祝
う
。
昔
は
男
の
子
に
も
お
雛
様
が
贈
ら
れ
た
。
長
女
に
は
た
く
さ
ん
贈
ら

れ
た
が
、
二
女
か
ら
は
少
な
か
っ
た
。
お
祝
を
く
れ
た
返
礼
に
菱
形
の
餅
を
配
っ

た
。男

の
子
は
五
月
五
日
に
祝
う
。
里
か
ら
贈
ら
れ
た
武
者
絵
の
幟
を
庭
に
立
て

た
。
幟
の
上
部
は
子
供
の
家
の
紋
、
す
ぐ
下
に
里
方
の
紋
を
染
め
、
絵
は
弁
慶
と

か
、
牛
若
丸
牛
加
藤
清
正
の
虎
退
治
な
ど
勇
ま
し
い
絵
で
あ
る
。
親
戚
か
ら
は
鯉

幟
を
贈
ら
れ
る
。
昔
は
紙
製
だ
か
ら
い
た
み
や
す
か
っ
た
。

初
節
季
　
こ
の
地
方
に
は
こ
の
習
俗
は
な
か
っ
た
が
、
近
ご
ろ
他
地
域
か
ら
入

っ
て
来
た
。
初
め
て
迎
え
る
大
年
に
里
方
か
ら
男
に
は
破
魔
弓
、
女
児
に
は
羽
子

Z卯
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図７－ ４　こい のぼ り

板
を
贈
り
、
子

供
の
無
病
息
災
を
祝

う
習
俗
で
あ

る
。

帯
結
び
（
三
つ
帯
）
　
子
供
が
三
歳

に
な
る
と
、
そ

の
年

の
一
一
月
一
五

日
帯
結

び
の
祝

を

す

る
。
こ

れ

を

「
三

つ
帯
」

と
も
い
っ
た
。
里

親
や

近
親
か
ら
三
尺
帯
を
贈
ら
れ
、
そ
れ

を
し
め
て
氏
神
様
に
お
詣
り
し
、
お

祝
を
く
れ
た
家

に
は
餅
を
つ
い
て
配

っ
た
。
こ

の
祝
を
正
月
す

る
家
も
あ

っ
た
。

庖
療
流
し
　

庖
浙

は
天
然
痘

の
こ

と
で
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治

初
年

に

図７－ ５　 屋根に上げ られた庖慮神

赤 い紙でつくった神 さまが，ほうそうのついたし るしであ

った。

は
、
こ
れ
に
か
か
っ
て
死

亡

す

る
人
や
、
重
態
で
「

あ
ば

た
面
」
に
な
る
人

も
あ
っ

て
、
恐
ろ
し
が
ら
れ
た
。
明

治
時
代
に
種
痘
が
入
り
明
治

末
年
ご
ろ
に
は
普
及
し
た
。

数
え
年
の
三
歳
と
Ｉ
〇
歳
に

種
緋
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
「
あ
ば
た
面
」
の
人
が

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

種
痘
し
て
三
日
く
ら
い
す

る
と
、
う
ん
て
か
て
か
さ
ぶ

た
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
「
つ
い
た
」
と
い
っ
て
よ
ろ
こ
び
、
屋
根
の
棟
に
赤
い
紙

の
御
幣
三
本
を
、
小
さ
い
藁
束
に
挿
し
て
立
て
、
お
参
り
し
、
甘
酒
を
つ
く
っ
て

お
祝
い
し
た
。
一
〇
日
過
ぎ
に
な
る
と
乾
燥
し
て
か
さ
ぶ
た
が
と
れ
た
の
で
、
御

幣
や
藁
束
は
流
し
て
送
っ
た
。
明
治
四
一
年
に
は
庖
術
が
大
流
行
し
た
が
そ
れ
以

来
大
流
行
は
な
く
な
っ
た
。
昭
和
五
一
年
に
世
界
の
天
然
痘
終
息
宣
言
が
行

わ

れ
、
接
種
を
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

入
　
学
　
学
制
が
し
か
れ
、
義
務
教
育
に
な
っ
て
か
ら
、
公
立
の
学
校
に
入
学

す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
以
前
は
寺
子
屋
に
は
い
り
、
読
み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん

を
教
お
っ
た
。
教
科
書
な
ど
一

定
の
も
の
が
な
く
、
一

部
の
人

し
か
勉
強
で
き
な

か
っ
た
。

明
治
五
年
に
学
制
が
し
か
ね
て
か
ら
、
満
六
歳
に
な
れ
ば
学
校
に
入
学
で
き
た

わ
け
で
あ

っ
た
が
、
な

か
な
か
入
学
す

る
も
の
が
な
く
、
特
に
明
治
二
〇

年
ご
ろ

ま
で
は
女
子
は
少
な

か
っ
た

。
現
今
の
よ
う
な
お
祝
い
ご
と
は
し
な
か
っ
た
。
カ

バ
ソ
を
買

っ
て
も

ら
っ
た
者
は
極
く
少
な

か
っ
た
。
本
や
学
用
品
は
、
木
綿
の
ふ

ろ
し
き

に
包
み
、
肩

に
斜

め
に
背
負

っ
て
通
学
す

る
も
の
が
多

か
っ
た
。

学
用
品

は
石
板

と
石
筆
で
あ

っ
た
。
今

の
ノ
ー
ト
と
鉛
筆

の
代
り
だ

っ
た
。
入

学
祝
を
も
ら
っ
た
家
へ

は
入
学
式

の
前
日

か
、
当
日
赤
飯

を
配

っ
た
。
晴
天

の
口

は
藁
草
履

で
通
学
し
、
市

販
の
麻
裏
草
履

な
ど

ぱ
一

部
の
も
の
が
買

っ
て

も
ら
っ

て

使

っ
て

い

た
く

ら

い
で

あ

っ

た

。

子

供

会
（
社
会
生
活
年
齢
集
団
の
項
参
照
）

三
　

成

人

に
関

す

る
習

俗

元
　

服
　

昔

は
一
五
歳

に
な
る
と
、
元
服

の
式

を
し

た
。
こ

れ
は
男
子

が
成
人

し
た
こ
と
を
示

す
た
め
に
行

っ
た
儀
式
で
服

を
改

め
、

初
め
て
冠

を
つ
け

た
。
近

親
を
招
い
て
お
祝
を
し
た
。
招
か
れ
た
人
々
か
ら
白
木
綿
の
五
尺
五
寸
の

禅

を

7 加



第７章　人 の一 生

も

ら

っ

た

。
明

治

初
年

に

幼
名

を
も

っ

た
人

礼

い

た
が

そ

の
後

全

く

廃

れ

た

。

元

服

の
式

が

な
く

な

っ
て

か

ら
も

、

一

五

歳

の
正

月

に
里

親

か
ら

同

様

の
禅

が

贈

ら

れ

た

。

女

の
子

は
、

一
三

歳

の
正

月

、

里

親

か

ら
茜

の
腰

巻

を
贈

ら

れ

た

。

初

経

の

祝
　

女

子

に
初

経

の
あ

っ

た
と

き

、

赤

飯

か
小

豆

飯

を
炊

い
て

、

娘

に

な

っ

た
内

祝

を

す

る
家

も

あ

っ

た

。

な

か

に

は
親

が

ひ

た

か
く

し

に
隠

す

家

も

あ

っ

た

。

初
経

も
昔

よ

り
発

育

が

よ
く

て

早

熟

に

な

っ

た

の
で

、

だ

ん

だ

ん
と

早

く

た

っ

た

。成

人
式

・
徴

兵

検
査
　

徴

兵

令
（
明
治

六
年
）
が
施

行

さ

れ

て

か

ら
、

徴

兵
検

査

を

も

っ

て
成

人

と

さ

れ

た

。

こ

の

検

査

は

二
〇

歳

に
達

し

た
男

子

に

洩

れ

な

く
本

籍

地

へ
帰

る
至

上

命

令

で

あ

っ
た

。

し

か

し

、
当

初

は
長

男

は

兵

役

が
免

除

さ

れ

た

の

で
、

次

の

よ

う

な

届

け

が

残

っ
て

い

る

。

「
私
儀
徴

兵
年
令

ノ
者

二
候

Ｉ
共
御
規
則
第
三
章
第

六
条

二

二

家

の
主
人

た
る
者

、

長
男
」
相
当

二
付

キ
此
段
御
届

ケ
申

シ
上

ゲ
奉

り
候

以

上

明
治

七
年
八
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
役

場
文
書
）

こ

の
徴

兵

検

査

は
戦

後

全
く

な

く

な

っ

た

。

そ

れ

に
代

わ

る
も

の

と

し

て

一

月

一

五

日

を

「

成

人

の
日

」

と

し

た

。

成

人

と

し

て

自

ら
も

自

覚

し

責

任

を

も

ち
、

社

会

一

般

も

こ

れ

を
認

め

る
日

で

あ

る

。
本

村

で

は
一

月

三

日

に
行

っ
て

い

る

。

若

い

衆
（
若
連
）（
社

会
生
活
年

齢
集
団

の
項
参
照
）

四
　

年

祝

い

に

関

す

る

習

俗

厄
　

年
　

子
供
の
厄
年
は
男
女
と
も
三
歳
と
七
歳
で
あ
っ
た
。
男
は
数
え
年
二

五
歳
、
四
二
歳
、
女
は
一
九
歳
、
三
三
歳
を
大
厄
と
称
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
前

後
を
前
厄
、
後
厄
と
い
う
。
ど
の
厄
年
に
も
ま
ず
、
正
月
一
四
日
の
晩
、
ふ
だ
ん

用
い
て
い
た
茶
碗
に
年
の
数
だ
け
銭
又
は
大
根
を
養
の
目
に
切
っ
て
入
れ
、
道
祖

神
に
投
げ
砕
い
て
厄
を
落
と
し
た
。
こ
の
時
、
後
を
ふ
り
向
く
と
厄
が
お
っ
か
け

て
き
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
、
一
目
散
に
家
へ
入
っ
た
。
ま
た
人
に
行
き
合
わ
な

い
よ
う
に
も
配
慮
し
た
。

大
厄
の
時
は
東
筑
摩
の
牛
伏
寺
へ
参
詣
し
て
厄
落
と
し
を
す
る
風
習
も
昔
か
ら

あ
り
、
と
く
に
四
二
寇
の
男
の
家
で
は
「
御
日
待
ち
」
と
い
っ
て
親
類
や
友
人
を

招
い
て
盛
大
に
酒
宴
を
催
し
て
、
厄
落
と
し
を
す
る
風
も
あ
っ
た
。

近
ご
ろ
は
節
分
の
日
に
沢
尻
の
お
不
動
様
へ
行
き
、
厄
除
け
の
祈
禧
を
し
て
も

ら
う
人
が
多
く
な
っ
た
。

銀
婚
式
　
結
婚
後
満
二
五
年
に
な
る
祝
い
で
あ
る
が
、
き
ま
っ
た
慣
行

は
な

い
。
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
内
祝
い
を
す
る
か
、
何
か
を
贈
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

長
寿
者
が
ふ
え
、
あ
ま
り
多
く
の
人
が
該
当
す
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
珍
重
さ
れ
な

く
な
っ
た
。

金
婚
式
　
結
婚
満
五
〇
年
の
祝
い
で
あ
る
が
、
長
寿
の
現
在
で
も
二
人
そ
ろ
っ

て
五
〇
年
を
過
ご
す
こ
と
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
含
ま
っ
た
慣
行

ぱ
な
い

が
、
子
供
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
家
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
子
令
孫
が

集
ま
っ
て
内
祝
し
を
し
、
家
庭
で
は
金
婚
式
と
記
人
し
た
杯
や
記
念
品
を
贈
っ
た

り
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
近
来
村
で
も
老
人
の
日
に
記
念
品
を
贈
っ
て
お
祝
い

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

還
暦
の
祝
　
満
六
〇
寇
の
と
き
の
祝
い
で
、
昔
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
行
な
っ
て

い
た
。
人
は
六
〇
年
で
生
ま
れ
た
年
の
干
支
に
還
る
こ
と
か
ら
、
「
二
度
ぼ
こ
に

な
っ
た
」
な
ど
と
い
う
。
ぼ
こ
は
赤
ん
坊
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
赤
い
前

絆
を
着
、
赤
い
頭
巾
を
か
ぶ
る
も
の
だ
と
い
っ
て
、
子
供
た
ち
が
贈
る
。
赤
い
ち

ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
贈
る
も
の
も
あ
っ
た
。

7 召
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昔
は
親
類
、
知
己
を
招
い
て
お
祝
い
を
し
た
。

現
今
で
は
こ
の
よ
う
な
赤
ん
ぼ
の
贈
り
も
の
は
し
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
代
わ

り
に
于
供
た
ち
が
何
か
物
を
贈
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

古
希
の
祝
　
七
〇
歳
の
祝
い
で
あ
る
。
由
来
は
杜
甫
の
詩
の
一
句
「
人
生
七
十

古
来
稀
ナ
リ
」
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
内
祝
い
を
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
れ
で
あ
る
が
名
入
れ
の
杯
な
ど
配
っ
た
家
も
あ
っ
た
。

な
か
に
は
お
祝
い
を
す
る
と
早
く
死
ぬ
か
ら
い
や
だ
と
い
っ
て
、
祝
を
さ
せ
な
い

人
も
い
た
。
こ
の
こ
ろ
は
長
寿
に
な
っ
た
の
で
希
と
い
う
よ
り
も
、
こ
こ
か
ら
老

人
扱
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

喜
の
寿
の
祝
　
七
七
寇
の
祝
い
で
、
喜
の
寿
の
祝
と
い
う
。
子
供
た
ち
が
中
心

に
な
っ
て
、
長
命
を
よ
ろ
こ
び
合
い
、
ま
す
ま
す
元
気
で
卜
か
れ
る
よ
う

に
祝

い
、
名
入
れ
の
杯
な
ど
記
念
品
を
配
っ
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
配
ら
な
く
な
っ
た
。

米
寿
の
祝
　
八
八
寇
の
祝
い
で
、
米
の
祝
と
も
い
っ
た
。
長
命
だ
か
ら
、
盛
大

の
祝
い
を
す
る
家
庭
が
多
い
。
名
入
九
の
記
念
品
を
作
り
、
こ
れ
を
貰
う
と
長
命

に
あ
や
か
る
と
喜
ば
れ
て
い
る
。
村
で
も
こ
の
ご
ろ
、
お
祝
品
を
出
す
よ
う
に
な

っ
た
。

白
寿
の
祝
　
百
と
い
う
字
か
ら
一
を
と
る
と
白
と
な
る
、
そ
れ
で
九
九
歳
の
祝

を
白
寿
の
祝
い
と
い
う
。
白
寿
ま
で
の
長
命
の
人
は
め
っ
た
に
な
い
。
し
た
が
っ

て
お
祝
い
し
た
例
を
見
な
い
が
、
白
寿
の
祝
の
で
き
る
長
命
の
人
が
出
れ
ば
盛
大

の
祝
を
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
に
白
寿
の
人
が
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

五
　

婚
姻
に
関
す
る
習
俗

戦
前
ま
で
長
い
聞
婚
姻
は
家
と
家
、
親
と
親
の
合
意
に
基
づ
い
て

行

わ

れ

た

が
、
新
憲
法
下

で
は
結
婚
適
齢
（
男
は
満
一
八
歳
女
は
満

コ
（

歳
）
に
達

す
れ
ば
「
両

性
の
合
意
」

だ
げ
で
、
成
立
し
、
夫
婦
は
同

等
の
権
利

と
相
互

の
協
力
で
維
持

さ

れ

る
よ

う

に

な

っ
て

い

る

。
以

前

の

よ

う

に

家
格

と

か

財

産

と

か

の

つ

り
あ

い

が

重

要

視

さ

れ

た

り

両

親

や

親

類

の

意

向

が

強

く
反

映

し

な

く

な

っ

た

。

今
日

で

は

個

人

の

尊

厳

、

両

性

の
平

等

の

も

と

に

夫

婦

相

互

の

合

意

に

よ

る

結

婚

が

普
通

に

な

っ
て

き

た

。

江

戸

時

代

に

は

結

婚

し

て

も

、

キ

リ

シ

タ
ン

で

な

い

こ
と

の
証

明

が

必
要

だ

っ

た

。

次

に

か

か

げ

る

「

宗
門

送

り

一

札
之

事
」

の

よ

う

に

お
寺

か

ら

確

か

に

且
那

（
信
者
）
で

あ

る

こ

と

の
証

明

を

し

た

「
寺

送

り
」

が

必
要

で

あ

っ

た

。

「
　
　

宗
門
送
り
一
札
之
事

当
村
寅
四
郎
娘
や
を
、
当
戌
拾
六
才
、
其
の
御
村
金
治
郎
女
房

に
縁

組
差

し
遣
し
申

し
た

き
旨
頼
み
出
で
候
。
此
の
者
生
所
た
し
か
な
る
も
の
に
て

、
宗
旨

は
代

々
当
村
真
言
宗
洞

光
寺
且
那
に
紛
れ
無
く
御
座
候
。
則
ち
寺
送
り
差

し
添
え
遣
し
候
上

は
、
其

の
御
村
宗
門

御
改
帳
に
書
き
載
せ
成
さ
る
可
く
候
。
当
村
御
帳
面

相
除
者
申

し
候
。
若

し
元
来
宗
門
怪

し
き
な
ど
と
申
す
者
こ
れ
有
り
候
は
ば
何
方

ま
で
も
ま
か
り
出

で
き

っ
と
申

し
訳

い
た
す

べ
く
候
。
後
日
の
為

、
宗
門
送
り
件
の
如

し
。図 ７－ ６　 宗門送 り一札

寺送 りともい う。この ような一札がなけ れば嫁 入りができ

文
政

九
戌

二
月

同

支
配筑

摩
郡
刈
谷
原
町
村

名
主
勝
　
　

弥
⑩

組
頭
宗
右
衛
門
⑩

松

本
御
領
所
伊

奈
郡
大
泉
村

名

主
　
新
作
殿

（
中
宿
文
書
）

こ

の
場
合

は
筑
摩
郡

か
ら

送

ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
と

し
て
は
遠
く

か
ら
嫁
入
り
し

た
方
で
、
こ
れ
を
う
け
た
大

仏

泉
村
で
は
早
速
宗
門
改
帳

に

か

記
帳
し

た
。

な

い
ま
は
役
場
の
戸
籍
に
、
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で
き

る
だ
け

結
婚
式

の
当
日
附
で
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
事
務
は
日
曜
日
で

も
受
け
付
け
て
い

る
。
明
治
大
正

か
ら
戦
前
ま
で
は
、
子
供
が
生
ま
れ

た
と
き
、

入
籍
す

る
の
が
普
通
で
あ

っ
た

。
「
三

年

に
し
て
子
な
き
は
去

る
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
も
あ

っ
て
、
昔

は
入
籍

を
な

か
な

か
さ
せ
な

か
っ
た
。

（
［
い
　
結
婚
の
成

立
ま
で

下

ご
し
ら
え
　

昔
も
今
も
息
子
や
娘
が
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
そ
れ
相
応
の
相
手

を
見
つ
け
て
結
婚
さ
せ
て
や
る
の
が
親
の
務

め
と
さ
れ
て
い
た
。

昔
の
結
婚
は
大
部
分
が
親
の
考
え
を
主
と
し
て

結
ば
れ
た
。
親
は
子

供
の
考
え

よ
り
も
、
家
と
し
て

の
考
え

、
家
柄
や
血
統
な
ど
を
見
て

、
自
分

の
家
と
釣
合
い

の
と
れ
た
家

か
ら
も
ら
お
う
と
し
た
。
親
が
他
人
や

親
戚
知
人

に
依
頼
し
て
探

す

の
が
普
通
で
あ

っ
た
。
頼

ま
れ
た
者

は
両
方

の
門
閥
、

血
統
、
資
産

な
ど
を
比
較

勘
案
し
、
年

齢
も
嫁

の
方
が
下
が

よ
し
と

さ
れ
、
四
目
十
目
と
く

に
、
寅
巳
、
巳

中
、
申
亥
等

の
組
合

わ
せ
を
き

ら
っ
た
。

巳
寅
申
（
亥
）
と
い

っ
て
こ
の
間
か
四
目

十
目

に
な

っ
た
の
で
あ

る
。
寅
申

は
ま
た
諏
訪
の
御
柱
の
年
で
も
あ

っ
て

さ
け
ら

れ
、

ま
た
丙
午

の
年

に
生
ま
れ

た
娘
は
気
性
が
荒
く
て
夫
を
食
い
殺
す
と
い

っ
て

嫌

わ
れ

た
。
女
の
方
が
年
下

が
普
通
だ

っ
た
が
、
一
つ
年
上
の
女
は
「
一
つ
年
上

は
金
の
草
桂
」
と
か
「

鐘
た
い
こ
で
探
せ
」
と
い
っ
て
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
た
。

目
当
て
の
娘
が
あ
る
と
秘
か
に
調
べ
る
。
丈
夫
で
役
に
立
つ
よ
う
な
仕
込
み
を

さ
れ
た
働
き
も
の
の
娘
が
望
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
よ
け
れ
ば
親
は
よ
い
と

考
え
て
息
子
に
話
す
、
息
子
は
親
が
あ
の
娘
を
も
ら
え
と
か
、
娘
に
し
て
み

れ

ば
、
あ
の
家
か
ら
も
ら
わ
れ
た
か
ら
し
け
と
言
わ
れ
れ
ば
、
あ
ま
り
問
題
が
な
く

決
ま
っ
た
。
親
の
言
う
こ
と
を
き
く
の
が
親
孝
行
と
さ
れ
た
時
代
の
こ
と
で

あ

る
。
親
の
言
う
こ
と
だ
け
き
い
て
決
め
、
相
手
の
顔
も
見
ず
、
写
真
も
な
い
時

代
、
婚
礼
の
日
の
三
三
九
度
で
相
手
の
顔
を
初
め
て
見
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

恋
愛
結
婚
は
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
僅
か
な
が
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、
恋

爰
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
と
、
後
々
ま
で
「
あ
の
夫
婦
は
心
安
く
な

っ
て
」
と
か

「
寝
つ
き
あ
い
だ
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
親
の
言
う
こ
と
も
き
か
な
い
我
傷

者
だ

と
、
村
人
か
ら
少
し
さ
げ
す
ん
だ
見
方
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

双
方
が
つ
り
合
う
と
紹
介
斡
旋
の
労
を
と
る
。
そ
の
人
を
「
下

拵
え
」
ま
た「

橋

渡
し
」
と
い

っ
た
。
双
方
の
間
を
往
復
し
て
縁
談
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
人
で
あ

る
。
「

ど
こ
そ
こ
」
に
よ
い
娘
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
、
ひ
そ
か
に
当
人
冲
家
の

こ
と
宣
調
べ
る
。
こ
う
し
て
縁
が
あ
れ
ば
娘
の
親
が
「

お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
承
諾
の
回
答
を
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
安

吉
日
を
選
ん
で
行
わ
れ
た
。
子

供
の
こ
ろ
か
ら
親
同

志
が
約
東
を
と
り
か
わ
し
た

「

い
い
な
ず
げ
」

結
婚
も
あ
っ
た
。

下

拵
え
の
人

が
、
も
ら
い
に
行

く
と
き
は
、

手
土
産
と
し
て
「
風
呂

敷
」

を
持

っ
て
行

っ
た
。
話
が
ま
と
ま
れ
ば
よ
い
が
、

ま
と
ま
ら
な
い
場
合

は

手

土

産

の

「
風
呂

敷
」

を
返

し
、

話
は
な
か
っ
た
も

の
と
し

た
。

大
正

ご
ろ
に
な
る
と
写
真
見
合
い
が
行

わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
三
三

九
度
ま
で

顔

を
知

ら
な
い
こ
と
は
な
く
な

っ
た

。
昭
和
の
初

め
ご
ろ

か
ら
下

拵
え
の
人
が
双

方
諒
解
の
う
え
で
日
時
や
場
所
を
含

め
て
出
合
い
の
見
合
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。世

話
人
（
仲
人
）
　
仲
人
を
お
世
話
人
と
か
、
お
世
話
人
様
と
い
う
。
お
世
話
人

様
に
は
、
こ
れ
ま
で
下

ご
し
ら
え

を
し
て

く
れ
た
人

を
依
頼
す
る
の
が
普
通
で

あ

る
が
、
本
家
の
主
人

と
か
、
相
当

の
格
式

の
あ

る
人
と

か
、

親
戚
中

の
も

の
慣

れ

た
人
と
か
を
頼
ん
だ
。
世
話
人

は
義
理

の
親
と
な
り
、
婿
や
嫁

は「

お
と
う
さ
ん
」

と
呼
び
世
話
人

は
婿

嫁
の
名
は
呼

び
捨
て

に
し
、
終

生
親
し
く

親
子
関
係

の
交
際

を
続
け
る
。

酒
入

れ
（
手
締
め
の
酒
）
　
世
話
人

は
吉
日

を
選

ん
で
、

手
締
め
の
酒

を

い

れ

る

こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
と
き

親
か
ら
初

め
て
娘

に
話
し
、
そ

の
心
組
み

に
な

る
よ

Z紹
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う

に
申
し
渡
す
こ
と
さ
え
あ

っ
た
。

世
話
人
は
紋
付
羽
織

に
袴
姿
で
婿
方
か
ら
、
す
る

め
（
寿
留
女
）
を
添

え
て
祝
儀

樽
（
家
内
喜
樽
）
一
荷
を
嫁
方

に
持
参
す

る
。
こ
れ
を
家
族
一
同
と
酌
み
交
わ
し
て

婚
約

を
固

い
も

の
と
す

る
。
こ
れ
を
手
締

め
の
酒
又
は
酒
入
れ
と
い
う
。
こ
れ
に

よ
っ
て
婚
姻
が
成

立
し

た
こ
と

に
な

る
。

仲
人
の
手
土
産
は
一
般
に
中
折
紙
（
又

は
障
子
紙
）
二
帖

が
用
意

さ
れ
た
。
仲
人
は
酒
入
れ

の
品

々
を
三
方
（
高
足
膳
）
に
載

せ
、

口
上

を
申

し
上

げ
て
差
し
出
す

。
こ
れ
を
納
め
る
と
い
う
。
近

親
者
が

お
相
伴

と

な
っ
て
酒

肴
が
出

さ
れ
る
。
こ

の
折

に
結

納
の
期
日
、
時
間
、
目

録
（
五
献
）
、

由
緒

書
（
親
類
書
）
、
覚
書
、
乗
物
、
荷
物
運

搬
、
新
客

二

見
）
の
人
数
、
泊

り
初

め
（
足
入
れ
）
結
婚
式

の
日
取

り
や
こ

れ
に
付
随

す
る
こ
と

の
打

ち
合

わ

せ

を

す

る
。仲

人

は
辞

し
て
婿

方
に
至
り
、

滞
り
な
く
酒
入

れ
の
で
き

た
旨
を
つ
け
、

話
し

あ
っ
た
こ
と
を
申
し
述
べ
る
。
婿

方
に
お
い
て

も
鉄
漿

親
や
近

親
を
招
き
仲
人

を

も
て
な
す
。
こ
こ
で
婚
儀
の
運
び
方
今
、
日
取

り
等
を
話
し
合
う
。

泊
ま
り
初
め
（
足
入
れ
）
　
縁
談
が
整
っ
て
、

ど
こ
０
家

と
い
う
こ
と
で

も
な
か

っ
た
が
、
泊
ま
り
初
め
が
行

わ
れ
た
。
家

の
事
情
や

親
の
考
え

な
ど
で

き
め
た
。

図７－ ７　や な ぎ 徘

徊 仲入様は酒人れのときこのやなど徘を

さげて行った。家 内来樽の字をあ ててお

目出たくした。

よ
い
日
を
選
ん
で
世
話
人
が
連
れ
て
行
き
、
ひ
と
晩
泊
ま
っ
て
帰
る
と
か
、
二
、

三
日
泊
ま
っ
て
帰
っ
た
。
家
風
に
早
く
慣
れ
る
よ
う

姑

な
ど
が
あ
れ
こ
れ
と
気

を
配
っ
て
く
れ
る
。
泊
ま
り
初
め
と
い
う
の
は
事
実
上
の
結
婚
で
あ
る
。
泊
ま
り

初
め
が
す
め
ば
公
然
と
交
際
が
許
さ
れ
た
。
本
儀
式
ま
で
約
一
年
の
聞
か
あ
る
の

が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
は
実
家
と
婚
家
に
半
々
に
住
み
、
そ
の
間
に
嫁
入
り

仕
度
を
し
た
が
、
こ
の
期
間
が
「
嫁
た
め
し
、
婿
た
め
し
」
の
期
間
で
も
あ
っ
た

よ
う
だ
。
こ
の
間
に
子
供
が
で
き
る
と
本
儀
式
を
早
め
た
。
荷
物
が
行
か
な
い
う

ち
に
お
産
が
先
に
な
る
の
は
恥
ず
か
し
い
と
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
泊
ま
り
初

め
は
し
た
が
気
に
入
ら
ず
破
談
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
正
時
代
に
な
る
と
こ

う
し
た
習
俗
は
少
な
く
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
婚
前
の
交
際
が
自
由
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
　
納
　
婚
約
を
さ
ら
に
固
い
も
の
に
す
る
意
味
で
こ
の
儀
式
を
す
る
。
や
は

り
大
安
吉
日
を
選
ん
で
、
結
納
を
贈
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
嫁
取
り
の
場
合
は
婿

方
か
ら
帯
地
を
、
婿
取
り
の
場
合
は
嫁
方
か
ら
袴
地
を
贈
っ
た
が
、
近
来
ほ
と
ん

ど
金
銭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
額
は
慣
例
や
資
産
に
応
じ
て
上
下
が
あ
り
一

定
し
て
い
な
い
。
昔
は
五
円
、
一
〇
円
な
ど
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
に
入
っ

て
、
三
〇
円
、
五
〇
円
と
高
額
に
な
り
さ
ら
に
現
今
は
二
〇
万
、
三
〇
万
、
五
〇

万
、
一
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
き
た
。
本
人
の
月
給
の
三
か
月
分
く
ら
い
が
目
安
と

さ
れ
て
い
る
。

嫁
方
で
は
婿
に
対
し
て
袴
を
納
め
た
。
袴
代
と
し
て
金
銭
で
納
め
る
と
き
は
結

納
金
の
半
額
を
標
準
と
し
た
。
「
結
納
金
の
半
返
し
」
と
い
わ
れ
た
。

結

納
品

は
長

炎

斗

外

七

品

の
場

合

（
帯
料
、
勝
男
武
士
、
寿
留
女
、
子
生
婦
、

友
白

賀
、
家
内
喜
樽

、
末

広
）
、
五

品

○
場

合
（
帯

料
、
寿
留

女
、
子
生
婦

、
友

白
賀

、
末
広
）

等
い
ず
れ
の
場
合
も
奉

書
紙
二
枚
重

ね
て
認

め
七
つ
折

り
と
し
て
、
目
録
と

か
い

た
奉
書
紙
に
包
む
。
祝
い
事
は
旱

い
ほ
ど
よ
い
と

さ
れ
、
午
前
中

に
相
手
方
へ
出
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向
く
。
酒

人
れ
の
時
と
同
じ

よ
う
な

口
上
で
受

納
し
て
も
ら
う

。
こ
れ
を
結
納
と

い

う
。
こ

の
並
べ
か
た
や

口
上

ぱ
な

か
な

か
格
式
ば

っ
た
も
の
で
、
仲
人
は
落
度

の
な
い
よ
う

に
緊
張
し
た

。
最
近
は
し
だ
い
に
簡
略
化
さ
れ
て
結
婚
式
当
日
に
行

う
こ
と
も
多
く
な

っ
た
。
市
販
の
脱
斗
包
み
が
用
い
ら
れ
て

卜
る
。
た
だ
「
由
緒

書
」
又
は
「
親
類
書
」
が
こ
の
と
き
に
交
換
さ
れ
る
。
こ
の
結
納
に
よ
っ
て
い
よ

い
よ
婚
姻
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
仲
人
は
両
家
を
結
ん
で
荷

物
の
受
け
取

り
、
結
婚
式
の
日
時
な
ど
細
部
の
打
合
わ
せ
を
す
る
。
双
方
と
も
近

親
や
親
様
を
招
い
て
祝
い
ご
と
に
立
ち
合
い
、
盛
大

に
酒

肴
の
祝
い

が

催

さ

れ

る
。鉄

漿
親
（
か
お
っ
け
親
）
　
主
な
親
類
の
中

か
ら
主
婦
の
方

を
頼
み
、
嫁

の

相

談

相

手
と
な
り
、
何
く

れ
と
面
倒

を
み

る
。
鉄
漿

親
は
お
祝

い
と
し
て
「

お
は
ぐ

ろ

箱
」

を
贈

り
、
そ
の
つ
け
方
を
教
え
た

。
現
在
は
化
粧
料
と
し
て
現
金
を
贈

る
よ

う

に
変

わ
っ
て
い

る
。
世
話
人
と
同
様
義
理
の
親
子

と
い
う
こ
と

に
な
り
、
終
生

交
際

を
続
け

る
。
特

に
最
初
の
年
の
お
節
句
（
三
月
、
五
月
、
九
月
）
に
は
お
餅
を
掲

い
て
、
こ
の
か
ね
親
の
家
へ
贈

る
。
三

年
く
ら
い
続
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。

嫁
入
り
仕
度
　

人
並
の
仕
度
を
し
て
嫁
に
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
親
の
願

い
で

あ
る
。
娘
三
人

あ
る
と
身
上
（
財
産
）
が
潰
れ
る
と
い
わ
れ
実
際
に
そ

の
家
の

身

代

が
傾

い
た
家

も
あ

っ
た
。
着
物
の
一
枚
で
も
多
く
作

っ
て
や

り
た
い
。
一
通

り
の

義
理
（
冠
婚
葬
祭
）
の
で
き

る
よ
う
に
と
願

わ
な
い

親
ぱ
な
い
が
、
と

か
く
無
理

に

な
り
が
ち
で
あ

っ
た
。

輿
入
れ
の
服
装
は
大
正
の
末
こ
ろ
ま
で
は
、
白
無
垢
に
白
の
禰
福
け
綿
帽
子
が

主
体
で
あ
っ
た
。
倆
福
け
の
色
物
、
緋
の
式
服
、
丸
帯
二
～
三
本
、
里
の
紋
付
、

縞
の
着
物
が
用
意
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
普
段
着
を
何
枚
か
、
は
ん
て
ん
、
手
甲
、

前
掛
、
拝
、
腰
紐
の
よ
う
な
小
物
も
持
っ
て
い
っ
た
。
布
団
は
普
通
二
組
、
唐
草

模
様
の
布
団
や
か
い
ま
き
、
座
布
団
も
必
要
と
さ
れ
た
。
箱
物
と
し
て
は
箪
笥
一

～
二
、
長

持

二

下
駄

箱
、

鏡
台
等

が
用
意

さ
れ
、
そ

の
上

に
裁
縫
用
具
と
し
て

針
箱
、
裁
縫
台
（
裁
ち
板
）
、
物

指
、
張

り
板
な
ど
、
日
常
用

具

と

し

て

手
水
鉢

（
洗
面
器
）
、

た
ら
い
、

蛇
目
傘
、
番

傘
な
ど
が
嫁
入

り
道

具
と

さ
れ
た
。
箪
笥
長

持

の
数

に
よ
っ
て
二
棹
、
三
棹
と

い
っ
て
そ

の
豪
華

さ
を
表
し

た
。
た
ら
い

の
裏

に
「

鶴
亀
」
と

か
「
千

鶴
万
亀
」
と
墨

書
す

る
の
が
習

わ
し
で
あ

っ
た
。

江
戸
末
期
こ

ろ
は
箪
笥
一
つ

に
長
持
一
つ
、
金
櫃

に
円
鏡
（
大
小
）
が
よ
い
仕
度

と

さ
れ
て
い

た
が
、
昭
和

の
初
期
こ

ろ
か
ら
洋
服
箪
笥
や
重
ね
箪
笥

に
た
り
、
長

持
は
持
参
し
な
く
な

っ
た

。
戦
後
は
三

つ
重
ね
四

尺
箪
笥
と
な
り
、
ミ

シ
ン
持
参

が
普
通
と
な
り
、
さ
ら
に
家
庭
電
気
器
具
が
加
わ
り
、
ピ
ア
ノ
や
自
動

車
ま
で
と

派
手
に
な
っ
て
き
た
。

婿

の
仕
度
と
し
て

は
、
紋
服
、
袴
（
仙
台
平
）
、

銘
仙

や
木

綿
絣
の
着
物
羽
織
、

セ
ル
の
袴
、
長
福

神
な
ど
が
用
意

さ
れ
た
。
江
戸
時
代

は
幕
府

の
百

姓
へ
の
規
制

か
ら
礼

服
も
無

紋
で
木

綿
に
限
ら
れ
て

卜
た
。
紬
織

り
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
明
治

に
な
っ
て

か
ら
で
あ

る
。

婿
入

り
す

る
場
合

は
嫁
入

り
と
違

っ
て

簡
単
で
箪
笥
や
文
箱
や
帖
箱
で
あ

っ
た

が
、
後

に
は
本
箱
な
ど
を
持
参
し
た
。

戦
後
は
嫁
入
り
と
同
様
、
豪
華
に
な

っ
て
き
た
。

⇔
　

結
婚
式
の
準
備

婚
儀
の
招
待
　

結
婚
式
を
「

お
客
」

と
呼
ぶ
。
結
婚
式
に
招
待
す
る
こ
と
を
お

客
呼
び
と
い
い
、
何
人
呼
び
、
何
日
呼

び
で
あ

る
か
を
明

確
に
し
て
、
近
所
や
近

親
か
ら
呼
ぶ
も
の
と
さ
れ
、
遅

く
も
半
月
前

ま
で

に
招
待

す
る
の
が
礼
儀
と

さ
れ

て

い
る
。

縁
談
が
き

ま
る
と
、

昔
は
畳
表

を
か
え

た
り
、
敷
物
の
準
備
や
障
子
の
張
り
替
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（
酒
樽
）
等
五

品
で
あ
る
。
鯛

は
藁
で
美
し
く
作

っ
た
。
酒
樽
は
藁
で
ツ
ツ

″
コ
を

作
り
、
中
に
鰯
の
頭
付

き
二
尾

を
水
引
で
し
げ

っ
て
樽

の
付
物
と
し

た
。
そ
れ

か

ら
由
緒
言
（
親
類
書
）
を
奉

書
紙
に
か
く
。
ま
た
土

産
と
し
て
先
方
へ
贈

る
品
目
と

そ
の
覚
書
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
手
土
産
と
し
て

父
へ
は
中
折
紙
、
母

へ
は
蓬
莱
綿
、
親
類

ヘ

ー
樽
、
兄
弟

姉
妹
へ
は
足
袋
か
半

襟
な
ど
で
あ
る
。
嫁

の
方

か
ら
は
こ

れ
よ
り
お

と

し

て

贈

り
、
半

減
す
る
の
が
普
通
で

あ
っ
た
。
｛

見

衆
の
御
馳
走
は
吸
物
数

に
よ

っ
て
決

め
た
。
嫁
方
が
吸
物
一

な
ら
、
婿
方

は
二

つ
か
三

つ
、
二

つ
か
三
つ
な
ら
五
つ

か

七

つ
と
い
う
よ
う
に
、
前

も
っ
て
仲
人
が
間

に
立
っ
て
決

め
た
。
吸
物
の
出

る
度

に
取

肴
、
三

つ
物
、
五

つ
物
、
硯

蓋
、
本
膳
、
二

の
膳
、
引

魚
、
引
物
等

々
の
用

意

が
い
る
。
そ

こ
ま
で

に
至

る
買
物

か
ら
提
灯

の
新
調
、
諸
道
具
の
整
頓
等
で
、

準

備

ぱ
な
か
な
か
忙

し
か
っ
た
。
い
ま
は
一
切

を
結
婚
式
場
で
す
ま
す
の
で
簡
単

に
な
っ
た
。

御
見
立
て
（
御
談
）
　
婚

儀
が
き

ま
っ
た
と

い
う
話
か
お

り
、
招
待

さ
れ
る
と
、

親
様
に
な
る
家
冲
近

親
か
ら
「

お
見

立
て
」
と
し
て
相
応

の
品

を
贈

る
。
母
方
や

鉄
漿

親
が
昔
は
白
絹
、
そ

の
他

の
近

親
は
銘
仙
と

か
布
団
縞
な
ど

を
贈

っ
た
。
最

近

は
金
銭
や
当
人

の
望

む
も

の
な
ど

を
贈

る
。
ま
た
結
婚
式
当
日
記
念
品
と
し
て

職

場
や
友
人

が
贈
る
よ
う
に
な
っ
た
。

若
い
衆
　
婿
方
で

は
若
者
仲
間
（
青
年
会
）
を
招
く
習

わ
し
で
、
当
日
の
式
の
高

砂
の
謡

や
飾
り
物
を
依
頼

し
、

荷
物

の
受
取

り
な
ど
も
予

め
依
頼
し
て

お
い

た
。

戦
前
ま
で
は
婚
儀
の
中
で
若

い
衆
の
役
割
は
大
き
く
、
若

し
衆

に
よ
っ
て
も

り
あ

か

っ
か
。
も
し
若

い
衆
の
機
嫌

を
損
じ

る
と

お
客

に
な
ら

な
い
と
い

わ
れ
た
。
ま

た
、
若

い
衆
と
し
て

は
先
輩

が
後
輩

に
謡
や
飾

り
物

の
稽
古

を
つ
け

た
り
、
そ
の

た
め
に
幾
晩
も
費
し
て
準

備
し

た
。

板
の
間
　

婚
儀
の

Ｉ
〇
日

く
ら
い
前

ま
で

に
、

親
様
や
近

く
の
親
類
、

ま
た
特

別

に
依
頼
し
た
板
の
間
（
料
理
人
）
を
招
待
す

る
。
一
見
（
新
客
）
、

嫁
座
、
婿
の
見

立
て

と
め
い
め
い
の
献

立
を
立
て

る
。
ま
た
板
の
間
の
中
心
に
な
る
人
を
決

め
、

包
丁
が
使
え
、
し

か
も

お
客

の
段
取
り
を
心
得
て
い

る
人
た
ち
に
「
板
の
間
」
を

依
頼
す
る
。
婿

の
く

い
に
げ
で
帰

っ
て
き

た
婿
は
、
ま
ず
真
先

に
板
の
間
に
挨
拶

を
し
、
先
方

の
膳

の
様
子

を
報
告

す
る
習

い
で
あ

っ
た
。

⇔
　

結
　

婚
　

式

婿
の
見
立
て
　

婿

方
で

は
婿

の
見

立
て

を
行
う

。
式

の
前
夜

か
、
式

の
当
日
嫁

は
お
お
む
ね
夜
に
な
っ
て

婚
家

に
着
く
の
で
、
そ

の
直
前

か
、
午
後

に

行

わ

れ

る
。
婿

は
あ
ら
か
じ
め
風
呂
（
磨
き
湯
）
に
入

り
、
き

れ
い
に
流
し
て
も
ら

っ
て

か

ら
、
紋
服
に
自
扇
と
い
う
正
装
で
床
柱

を
背

に
し
て
座

わ
る
。
招

か
れ

た
人
全
員

が
座
に
つ
く
。
そ

の
と

き
脇
婿

と
い
っ
て

親
戚
か
近
所

の
両
親

の
あ

る
男
子
を
婿

の
左
右
に
据
え

る
。
婿

が
一

生
一
度

の
晴
れ
姿

に
な
る
と
き
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ

を
一
層
引

き
立
て

る
た
め
０
配

慮
で

あ
る
と
言
か
ね
て

い
る
。
こ

の
酒

盛
り
は

ま

ず
御
岳
山
（
後
に
伊
那
節
）
が
祝
い
歌
と
し
て

歌
わ
ね
だ
り
、
踊

っ
た
り
し
、
賑
や

か
な
祝
に
す
る
。
良
い
婿

様
と
ほ
め
そ
や

す
の
が
習

わ
し
で
あ

っ
た
。
戦
後
和
服

か
ら
モ

ー
ユ
ン
グ
に
な
っ
た
が
、

ま
た
最
近

和
服
に
す
る
人
が

ふ
え
て
き

た
。

婿
の
一
見
　

婚
礼
の
当
日
、
婿

と
一
見

二

見
に
い
く
人
数
は
、
婿
方
三
人
な
ら
嫁

方
は
五
人
、
五
人
な
ら
七
人
と
い
う
よ
う
に
嫁
方
の
方
が
人
数
が
多
い
）
は
早
朝
仲
人

の

案
内
で
嫁
の
家
に
行

く
。
服
装
は
白
絹
の
下

着
、
黒
紋
付
着
物
、
紋
付
羽

織
、
婿

は

衿

だ

っ
た
が
後
に
は
白
羽
二

重
の
下

着
に
黒
羽
二

重
の
紋

服
、
仙

台
平

の
袴

を
着
た
。
い
ず
れ
も
絹
の
股
引

を
は
き
、
畳
つ
き
の
下
駄
、

遠

方

な

ら

草

絆
ば

き
、
そ
れ
に
合
羽
、
と
ん
び
、

マ
ン
ト
、
二

重
ま
わ
し
等
と
そ

の
時
代

に
よ
り
着

る
も

の
は
変
お

っ
た

。

嫁

の
家

に
つ
く
と
中
宿
で
休
む
、
落
着
き
と
し
て
雑
煮
か
胡
桃
餅
が
出
る
。
一

見

の
人

た
ち
が
休

ん
で
い

る
間

に
世
話
人
は
持
参
し
た
も
の
を
持

っ
て

あ
い
さ
つ
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す
る
。
嫁
の
両
親
近
親
が
並
ん
だ
前
で
、
し
く
つ
か
の
膳
の
上

へ
目
録
に
て
ら
し

て
慰
斗
、
結
納
、
由
緒
書
、
五

献
、
覚
書
等
順

序
に
並
べ
て

、
「

煥
久
し
く
受

納

下

さ
る
よ
う
」

と
口
上

し
て

差
し
出

す
。
嫁
方
は
一

々
目
を
通
し
て
受

け
取

る
。

と
く
に
由
緒
書
は
一
同
で

ざ
っ
と
一

覧
す
る
。
そ

れ
か
ら
お
杯

が
始

ま
る
。
両

親

は
恭

し
く
悦
斗

を
三
方

に
供
え
て
差
し
出
し
あ
い
さ
つ

を
す

る
。
近

親
と

の
杯
が

済

む
と
酒
宴
と

な
る
。
酒
食

の
饗
応

の
中

途
で
「
婿

○
食
い
逃
げ
」
と
し

っ
て
婿

は
あ
い

さ
つ
を
し
な
い
で
一
足
先

に
帰

る
。

婿
と
一
見
衆
は
帰

る
と
直

ち
に
板
の
間
に
先
方
の
料
理
を
見
せ
、
あ
ち
こ
ち
と

あ
い
さ
つ
を
す

る
。
こ
れ
は
、
こ
ち
ら
と
比
較
し
て
先
方
に
負
け
な
い
よ
う
に
心

掛
け

る
た

め
で
あ

る
。

嫁
の
見

立
て
　

婿
の
一
見
が
帰
る
と
、
嫁
の
見

立
て
に
は
い
る
。
嫁
は
正

装
し

て
見
立
て
の
座
に
つ
く
。
両

親
の
揃
っ
て
い
る
女
の
子
示

脇
嫁
様
と
し
て
左
右
に

座
わ
る
。
門

出
の
祝
宴
で
あ
る
。

門
出
・
道
行
　
門

出
の
祝
宴
が
終
わ
る
と
仏
前

に
焼
香
し
、

神
前

に
参
り
、
両

親

を
け
じ

め
皆
に
あ

い
さ
つ
す
る
。
こ

の
と
き
長
年
住
み
慣

れ
た
生
家
と

の
別

れ

の
あ
い

さ
つ
、
靉

が
一
瞬
「
し

ゅ
ん
」
と
す

る
場
面
が
見

ら
れ
る
。

明
治
一
〇
年

ご
ろ
ま
で
農
民
が
駕
豆

に
乗

る
こ
と
は
御
法
度
で
あ

っ
た
が
、
モ

れ
以
後
嫁

は
駕
寵

か
馬

に
乗

っ
た

。
馬
は
飾
り
馬
（
馬
に
真
録
の
鞍
、
顔
か
ら
尾
ま
で

飾
り
付
け
）
で
嫁

け
横
乗

り
に
乗

っ
た

。

大
正
四
、

五
年
こ
ろ
ま
で
は
綿
帽
子

を

か
ぶ
っ
た
、
そ
の
後
は
角

か
く
し

に
な

っ
た
。
駕
寵
に
乗

る
場
合
も
、
馬
に
乗
る

場
合
も
支
度
は
白
装
束
、
白
の
倆
徨
で
髪
は
下

げ
髪
と
し
末
の
方
に
白
紙
で
た
た

み
蝶
を
取
り
つ
け

た
の
が
正
式
だ

っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
変
化
し
て
緋
の
衣
装
に
黒

の
徊
棺
、
黒
の
帯
を
前
帯
に
し

め
た
。
そ
し
て
髪
は
島
田
に
結
う
よ

う

に

な

っ

た

。
白
装
束
の
と
き
は
式
の
際
、
緋
衣
装
に
次
に
模
様
つ
き
と
何
度
も
着
加
え

た

も
の
だ

。

馬

に
乗

る
と
き
も
、
駕
龍
の
と
き
も
、
雨
降
り
、
雪
降
り
の
日
な
ど
、

カ
ル

サ

ン
（
雪
袴
）
を
は

し
た

。

仲
人
は
嫁
の
家

か
ら
五
献
物
ほ

か
を
預

か
っ
て
、
定
紋
付
弓
張

提
灯
を
持
っ
て

先
頭
に
立
っ
て
嫁
を
つ
れ
て
く
る
。
そ
の
後
に
元

気
さ
か
り
の
若

し
衆
が
嫁
の
荷

物
を
担
し
で
、
長

持
歌
を
う
た
い
な
が
ら
く
る
。
荷
物
の
到

着
の
折

は

賑

や

か

で
、
取

り
も
ち
０
若

い
衆
は
長
持

う
た
を
う
た
っ
て

迎
え

る
。

二

」
ざ
る
嫁
様
婿
様
だ
よ
り
、
露
は
根
笹
の
葉
を
た
よ
る

二

」
ざ
る
嫁
様
ど
ん
な
気
で
ご
ざ
る
、
う
れ
し
恥
か
し
小
忙
し

・
偕
老
同
穴
覚
悟
の
上
よ
、
わ
し
の
こ
の
身
は
主
の
も
の

明
治
三
〇
年
こ

ろ
か
ら
人
力
車

を
使
用
す

る
人
礼
あ

る
よ
う

に
な
り
、
昭
和
初

年

か
ら
は
自
動
車
が
使

わ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

。

嫁
入
り
荷
物
を
運
ぶ
の
は
、
若
者
た
ち
が
頼
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
役
に
当
た
っ

た

。
油
単
（

お
う
い
）
を
か
け
て
賑
や
か
に
運
ん
だ
。
遠
い
道
の
場
合
は
中
間
近
辺

の
親
戚
に
中
宿
を
依
頼
し
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
酒
肴
を
持
参
し
て
双
方
で
受

け
渡

し
を
す
る
。
そ

れ
か
ら
後
に
な
っ
て
、
運

送
馬
車

と
な
り
、
昭
和

初
年

か
ら
ト
ラ

″
ク
で
運

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
荷
物

の
受
領
も

結
婚
式
当
日
で

な
く
以
前

に
な
っ

て
き
て
い
る
。

門
　
杯
　
婚
家
に
嫁
が
到
着
す
る
と
、
松
明
二
本
に
火
を
と
も
し
、
嫁
が
紙
緒

草
履
を
は
い
て
戸
口
で
門
杯
を
す
る
。
酌
取
の
子
供
が
銚
子
と
杯
を
手
に
脇
嫁
の

取
り
つ
ぎ
で

酌
を
す
る
。
若
い
衆
は
門
謳
を
す
る
。
門
杯
が
終
わ
る
と
嫁
の

は

い
た
草
履
の
鼻
緒
を
切
り
屋
根
に
投
げ
上
げ
担
い
で
き
た
棒
は
全
部
折
る
。
二
度

と
履
か
な
い
よ
う
に
、
二
度
と
担
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
習
わ
し
は
火
に
よ
っ
て
身
を
清
め
、
帰
ろ
う
と
し
て
も
履
物
が
な
い
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
門
杯
が
終
わ
る
と
若
い
衆
の
中
で
両
親
の
あ
る
者
が
嫁
を
上
り
端
ま

で
抱
い
て
し
か
、
そ
れ
か
ら
脇
嫁
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
部
屋
に
落
ち
つ
く
。
嫁
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方
の
一
見
は
中
宿
に
休
み
、
婿
方
の
場
合
と
同
様
の
接
待
を
う
け
る
。
仲
人
は
嫁

方

に
行

っ
た
と
き
と
同
様
に
持
参
し
た
品

々
を
出
し
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
婿

方
で

は
こ
れ
を
床
の
開

に
お
く
。
こ
れ
か
す
れ
と
直
ち
に
お
杯
の
式
が
始
ま
る
。

お
　

杯
　

床
前

の
柱
を
背

に
し
て
嫁
が
脇
嫁
に
引
か
ね
て
正

座
す
る
、
嫁
の
一

見

の
う

ち
代
表
の
者
が
立
合
い
に
座
わ
る
。

こ

の
座

に
は
床

に
は
高
砂
の

尉

と

姐

の
掛
軸
又
は
皇
太
神
宮
、
中
央
に
島
台

（
松
竹
梅
、
綿
、
米
、
粟
で
蓬
莱
の
島
を
つ
く
り
鶴
亀
を
配
す
る
）

が
飾
ら
れ
、

ロ
ー
ソ

ク
が
と
も
さ
れ

る
。
そ
し
て
膳

部
が
配

ら
れ
て
杯

の
座
が
始

ま
る
。
仲
人
が
始
め
る

こ
と

を
告
げ

る
と
、

鉄
漿
稗

が
嫁

の
座
布
団
を
は
ず
し
て
す
お
り
直
す
。
そ
こ
を

見
計

っ
て

ま
す
婿
が
出

る
。
仲
人

が
朱
塗
り
の
三
つ
重
の
杯
を
仲
介
す
る
。
嫁
の

近
く

に
雄
蝶
、
下
手

に
雌
蝶
で
飾
ら
れ
た
祝
の

銚

子

を
持

っ
た
幼
い
男

の

子

と

女

の
子
が

お
酌

を
す

る
。
嫁

の
杯
は
脇
嫁
が
仲
介
す

る
。
下

手
（
入
口
近
く
に
文
机

を
お
き
、
大
根
に
す
す
き
を
立
て
た
）
か
ら
若

卜
衆
の
高
砂
の
謳
曲
が
始
ま
る
。
お
酌

は
婿
が
先

に
同
じ
こ
と
を
三
度
繰
り
返
し
行
わ
れ

る
、
こ
れ
が
三
・
三
・
九
度
の
夫

婦
杯
で
あ

る
。
夫
婦
杯
が
終

わ
る
と
、
鉄
漿
親
が
綿
帽
子
又

は
角
か
く
し
を
取

る
、

親
子
杯

の
後

の
場
合
も
あ

る
。
こ

れ
は
し

ゃ
ま
も

の
が
入

っ
て

ば
困

る
の
で
、
顔

を
か
く

し
て
夫
婦
杯

を
す

る
の
で
あ

る
。
続

い
て
両
親
、
鉄
漿
親
、
近
親
、
屋
敷

と
逐
次
夫
婦
そ

ろ
っ
て
出
、
最
後

に
親

戚
総
名
代

の
順

に
出

る
。
仲
人

は
杯

の
や

り
と
り

の
外
、
三
方

に
供
え

た

賜

の
中
を
三
角
に
切
り
と
り
、
小

さ
く
丸

め

た

も
の
か
田
作

り
の
小
魚

を
左
右

に
動

か
し
「

お
肴

ぱ
こ

れ
に
て
」
と

い
う
。
昔

は

お
杯

に
出

る
女

は
禰
福

を
着

た
。

こ
の
お
杯

ご
と
を
部
落

の
人

た
ち
が
集

ま
っ
て
来
て
頬

か
か
り
姿

な
ど
し
て
外

か
ら
障
子

に
穴
を
あ
げ
て
見
て

い
る
。
見

る
人

が
多

い
ほ
ど
盛
儀
で
あ

る
と
い

っ

て
、
宗

族
親
類
一
同
喜

び
合

っ
た
。

嫁
　

座
　

お
杯

の
式

が
終

わ
る
と
嫁

の
膳
部

を
出

す
。
招

待
の
女

衆
の
座
で
あ

る
。
親
椀
へ
飯
を
山
高
く
盛
り
、
汁
椀

に
味

噌
汁
、
皿

に

鰯

を
腹
合
せ
に

し

て

水
引

で
し
ば
っ
た
も
の
、
他

の
ｍ

に
葱
二
本

を
同
様

に
し
て
つ
け

る
。
鉄
漿
親
は

高
盛
飯
を
椀
蓋
に
取
り
分
け
、
味
噌
汁
を
か
け
て
、
一
口
か
二
口
食
べ
さ
せ
る
。

又
は
ま
ね
だ
け
し
て
残
す
。
こ
れ
を
明
朝
握
り
飯
に
し
て
鰯
を
添
え
て
新
郎
新
婦

に
食
べ
さ
す
。

そ
の
後
、
嫁
は
部
屋
に
入
っ
て
休
む
が
、
鉄
漿
親
は
鉄
漿
道
具
一
式
を
嫁
に
与

え
て
鉄
漿
を
つ
け
さ
せ
た
。
鉄
漿
を
つ
け
る
習
慣
が
や
ま
っ
て
か
ら
は
、
白
粉
に

石
げ
ん
、
金
壱
封
と
い
う
よ
う
に
変
か
っ
た
。
縞
の
着
物
と
紋
付
羽
織
に
着
替
え

る
。
こ
れ
ら
の
嫁
入
り
の
式
礼
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
、
戦
後
は
簡
素
化

さ

れ
、
出
合
い
形
式
に
な
り
、
神
前
か
仏
前
で
式
を
す
ま
す
方
式
に
な
っ
た
。

嫁
方
の
一
見
　
さ
て
、
以
上
の
嫁
座
が
終
わ
る
と
、
一
見
の
人
々
は
迎
え
ら
れ

て
着
席
す
る
。
両
親
は
三
方
に
長
泉
斗
を
の
せ
て
持
参
し
て
一
同
に
あ
い
さ
つ
を

し
て
さ
が
り
、
直
ち
に
酒
宴
と
な
る
。
次
々
に
お
給
仕
（
娘
）
に
よ
っ
て
、
ご
馳

走
が
順
序
よ
く
出
る
が
、
そ
の
間
親
類
や
若
い
衆
が
御
相
に
出
て
酒
肴
を
す
す
め

る
。
宴
だ
け
な
わ
の
こ
ろ
、
若
し
衆
の
取
持
ち
で
「
水
の
物
」
と
称
し
考
え
を
こ

ら
し
た
風
景
な
ど
広
蓋
に
飾
り
付
け
、
七
・
五
こ
二

宅
合
、
五
合
、
三
合
）
の
大

杯
を
持
参
し
説
明
し
な
が
ら
酒
を
す
す
め
る
。
こ
の
と
き
茶
を
酒
に
見
せ
か
げ
て

徳
利
に
入
れ
て
お
い
た
の
を
見
事
に
呑
み
ほ
し
て
客
に
杯
を
さ
す
。
そ
し
て
一
見

の
客
を
酔
い
つ
ぶ
そ
う
と
す
る
。
そ
の
う
ち
に
本
膳
二
の
膳
を
出
す
。
こ
の
と
き

姑
は
嫁
を
つ
れ
て
給
仕
す
る
。
一
見
の
人
々
は
ご
馳
走
は
な
る
た
け
持
ち
帰
る
か

ら
、
自
然
と
酒
が
主
力
と
な
る
。
酒
で
相
手
を
酔
い
つ
ぶ
す
と
い
う
考
え
が
強
か

っ
た
。
一
見
客
の
先
だ
っ
た
者
が
こ
ろ
あ
い
を
見
て
板
の
間
に
出
向
き
充
分
頂
戴

し
た
お
礼
を
申
し
述
べ
る
。
一
同
千
秋
楽
の
謳
で
控
室
に
戻
る
、
中
宿
に
引
き
上

げ
て
帰
り
支
度
を
し
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
酒
の
強
い
も
の
が
押
し
か
け
て
「
草
桂

酒
」
と
称
し
貝
の
吸
物
な
ど
出
し
て
酒
の
無
理
強
い
を
す
る
。
一
見
の
宵
が
帰
る

7 詔
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と

き

は
新

郎
新

婦

が

並

ん

で
見

送

り

を

す

る

。
雨

戸

を

し

め
て

客

を
も

て

な

し

、

深
更

か

ら

夜

が
明

け

る

こ

ろ

ま

で

続

く

こ

と

も

あ

っ

た

。

か

な

ば

や
し
　

一

見

の

本
膳

が

出

る

こ

ろ

に

な

る

と

、

別
室

で
嫁

の

土

産

の
菓

千

小

皆

に

配

ら

れ

て

「

か

な

ば

や

し

」

が

始

ま

る

。

か

な

ば

や

し

は

嫁

が

髪

を

丸

髭

に
直

し

、

羽

織

に
着

替

え

て

、

人

妻

に
な

っ
た

お

ひ

ろ

め
を

す

る

の

で

あ

る

。

お
茶

が

終

わ

る
と

酒

宴

と

な

る
、

新

郎

新

婦

を

同

席

に

座

ら

せ

、
膳

に

吸

物

を

つ

け

、

目

前

に
供

え

る

。
吸

物

の
中

に

は
性

器

の
形

を

作

っ
て

入

れ

て

あ

り

、

婿

と

嫁

に
そ

の

蓋

を
取

ら

せ

よ

う
と

す

る

。

ま

た
若

い
衆

は
露

骨

な

歌

を

う

た

っ
て

嫁

を
赤

面

さ

せ

て
喜

ぶ

。

鉄
漿

親

は
嫁

の
身

辺

に

い
て

恥

を

か

か

せ

ぬ

よ

う
注

意

し

て

い

る

。

江

戸
時

代

か

ら

明

治

大
正

に

か

け

て

、
披

露

宴

が

す

む

と
眉

を

お

と

し
、

鉄
漿

（

鉄
片
を
茶
の
汁

又
は
酸
で
と
か
し
、
五
倍
子
（

ぬ
る
で
の
茎
葉

に
で
き

る
虫

こ
ぶ
）
粉

を

ま
ぜ

た
液
）
を
歯

に

つ
け

る
風

習

が

あ

っ
た

。

こ

れ

は
娘

か
ら

人

妻

に

な

っ
た

こ

と

を
表

す

も

の
で

、

お
歯

黒

を

つ

け

る
と

も

い

っ

か

。
初

め
て

こ

の
こ

と

を

す

る
人

を
「

鉄
漿

親
」

と

い

卜
、

ま

た
筆

で

染

め

た

の
で

「

筆

親

」

と

七

い

っ

た

。
鉄

漿

つ

け

は
明

治

に

な

っ

て
政

令

で

禁

じ

ら

れ

た
が

、

こ

の
習

わ
し

は
明

治

か
ら

犬

正

に

か

け

て

続

い

て

い

た

。
最

近

は

鉄
漿

親

と

い

う
名

前

が

残

っ
て

い

る

だ
け

で

、

鉄

漿

つ

け

等

の

習

わ

し

は

な

く

な

っ

た

。

し

か

し
、

親
様

は

依

然

と

し

て
残

っ
て

い

て

、

な

に

か

と
面

倒

を

み

て

く

れ

る

よ

う

に

た

っ

て

い

る

。

丁
寧

な
場

合

は

こ

ち

ら

は

嫁

の

親

、

こ

ち

ら

は

婿

の

親

と

い

う

よ

う

に
両

方

に

親

を

つ

け

る

場

合

も

あ

る

。

あ

と

ふ

き
　

最

後

に

「

あ

と

ふ

き

」

が

始

ま

る

。

簡

単

な

肴

を
膳

に

つ

け

る

が

、

板

の
間
（
料
理
人
）
に

は
特

別

の
膳

で

朝

か

ら

い

ろ

い

ろ

と

ご

苦

労

い

た

だ

い

た

労

を

ね
ぎ

ら

う
、

嫁

は
親

に

つ
れ

ら

れ

て

あ

い

さ

つ

を

す

る
。

ご

馳

走

は

高

足

膳

に

盛

り

つ

け
膳

部

が

並

べ

ら

れ

る

。
献

立

の

一
例

を
あ

げ

る
。

１
　

吸
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
か
、
み
か
ん
、
よ
う
か
ん
、

第
一
　

と
り
、
茸
、
ミ

ツ
バ
　
　
　
　
　
　
　

す
し
、

た
っ
く
り
、
貝

ひ
も
、

第
二
　

鯉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
ぶ

第
三
　

赤
魚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
　

引
物

２
　
向

こ
う
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
鯉
、

い
な
だ

た
こ
、
な
ら
漬
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
　
取

り
肴

３
　
平

椀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
の
間
（
料
理
人
）

の
う
で
の

紅
白
ま

ん
じ

ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
せ
ど
こ
ろ

４
　

ち

ょ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
参
と
こ
ん
に
ゃ
く
の
く
る

す
み
そ

の
赤
魚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
あ
え
、
奴
ど
う
ふ
、
里
芋

５
　

つ
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ち
く
わ
、
し
み
ど
う
ふ
の

ご
ぼ
う
、
人
参
、

ち
く

わ
、
ゆ
　
　
　
　
　
　
　

煮
込
、
い

か
、

た
こ
等

々

り

、
長
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
宗
館

文
書
）

６
　

盛
り
込
み

匈
　

結

婚

式
以

後

村

回

り
　

夫

婦

は
前

夜

の

お
高

盛

の

ご

飯

の

握

り

飯

に

、

鰯

の

朧

合

ぜ
に

し

ば

っ

た
も

の
を

焼

い

て

、

お

か
ず

に
し

て

朝

食

を

す

ま

す

。

嫁

は
丸

髭

に
髪

を
結

い
、

模

様

付

き

の
着

物

で

嫁

開

き

と

い

っ
て

近

親

が

同

席

し
て

、

平

客

並

の
膳

で

祝

杯

を
あ

げ

、

こ

れ
が

済

む

と

鉄
漿

親

に
伴

か

ね

て

、

氏

神
様

に
参

り
、

隣

近

所

平

村

に
あ

る

主

な
親

類

に
あ

い
さ

つ
回

り

を

す

る
。

嫁

に

家

を
教

え

る
意

味

で

あ

る

。
手

土
産

に

は
手

富
貴

一
本

程

度

を
用

意

し
、

そ

れ

に

嫁

の
名

前

が

書

か

ね

て

い

る

。
隣

り

近
所

で

は
玄

関

の
上

り

端

に
蕉

な

ど

し

い
て

待

っ

た
。

大
正

後

半

の

生
活

改

善

で

こ

の

こ

と

は
廃

止

さ

れ

た

。

里

帰

り
　

里

帰

り

は
新

夫

婦

と

父

親

が

同

伴

す

る
。

お

お
む

ね
三

日

目

に

行

く

。
こ

れ

を
三

つ
目

の
里

帰

り

と

い

う

。

父

親

は
日

帰

り

、

新

夫

婦

は

二

泊

し

て

、

嫁

の
父

規

が
送

っ
て

く

る

。

お
赤

飯

が

用

意

さ

れ

て

い

て

近

所

に
配

る
。

里
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帰
り
に
は
折
餅
を
持
参
し
、
嫁
の
里
で
は
土
産
品
に
豆
一
升
を
「
ま
め
で
一
生
暮

ら
す
よ
う
に
」
と
も
た
せ
た
。
双
方
の
親
は
手
土
産
に
手
拭
一
本
を
も
っ
て
近
親

へ
の
あ
い
さ
つ
回
り
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
戦
後
簡
略
化
さ
れ
、
一
晩
泊
り

に
な
り
、
新
夫
婦
だ
け
で
里
帰
り
を
す
る
よ
う
に
た
っ
た
。
最
近
で
は
新
婚
旅
行

か
ら
帰
っ
た
後
里
帰
り
を
す
る
。

女
一
見
　
後
日
両
家
の
相
談
の
上
近
親
の
女
衆
を
呼
び
合
っ
て
婦
人
を
紹
介
し

あ
っ
た
。
現
在
は
両
家
出
合
い
で
や
る
か
ら
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。

㈲
　
そ
　
の
　
他

離
　
婚
　
離
婚
の
主
な
理
由
を
あ
げ
る
と
、
夫
婦
間
の
気
が
合
わ
な
い
、
子
供

が
で
き
な
い
、
病
弱
、
嫁
と
姑
の
意
見
が
合
わ
な
い
、
小
姑
が
や
か
ま
し
く
て
卜

ら
れ
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
原
因
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
、
と
く
に
昔
は
本

人
同
志
が
仲
が
よ
く
て
も
、
家
風
に
合
わ
な
い
こ
と
で
離
縁
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
離
縁
し
て
決
着
の
つ
く
ま
で
は
、
仲
人
や
鉄
漿
親
の
苦
心
は
大
変

な
も
の

半（離縁状）り図7 －8

で
、
俗
に
「
仲
人
す
る
よ
う
な
バ
ヵ

は
な
い
」
と
ま
言
言
わ
れ
た
。
可
愛

い
い
我
が
于
○
言
い
分
に
と
ら
わ
れ

た
親
も
あ
り
、
ま
た
い
っ
た
ん
嫁
し

た
以
上
二
度
と
家
の
敷
居
を
ま
た
が

せ
な
い
と
い
う
厳
格
な
家
も
あ
っ
た

し
、
生
ま
れ
て
き
た
子
供
に
引
か
ね

て
離
縁
を
思
い
と
ど
め
た
例
も
あ
っ

た
。
昔
は
離
縁
す
る
と
き
「
三
く
だ

り
半
」
に
認
め
た
離
縁
状

を
与

え

た
。
江
戸
時
代
に
は
離
婚
の
権
利
は

夫
だ
け
が
も
っ
て
い
た
の
で
、
夫
か

ら
妻

に
与
え

た
。
離
婚
の
確
認
と
再
婚
許
可

の
文
言
を
簡
略

に
記
す
と
、
三
行
半

に
な

る
の
で
「

み
く
だ
り
は

ん
」

と
い
っ
た
。

手
切
金

を
与
え

た
場
合

も
あ
る
が
、
そ

れ
は
数
少

な
か
っ
た
。
縁
が
な
か
っ
だ

か
ら
あ
き
ら

め
て
引
き
下

が

っ
た
。「

お
ひ
ま
を
も
ら
い
」

と
か
「

身
を
ひ
い
て
」

と

か
い

っ
て
、
自
分
が
勤

ま
ら
な

か
っ
た
よ
う
に
い
う
の
が
常

だ
っ
た
。
世
間
で

は
、
「

出
戻

り
」
　「

で
さ
ん
」

と
か
「

き
ず
も
の
」

と
い

っ
て
見
下

ろ
さ
れ

た
。

出
て
来
て
も
親
の
生
き
て
い

る
う

ち
は
ま
だ

よ
か
っ
た
が
、
す
で
に
親
の
な

卜
よ

う
な
と
き
は
居

る
と
こ
ろ
も
な
く
涙

の
暮

し
だ
っ
た
。

「

卜
や
で
出
て

く
り

や
兄
嫁

が
か
り
縁
に
腰

。
か
げ
泣
き
暮

す
」

の
里
謡

の
よ
う

で
あ

っ
た
。

い
ま
、
離
縁
が
多
く
な
り
、

た
く
さ

ん
の
慰
謝
料
を
と
り
、
女
性
側

か
ら
す
す

ん
で
離
縁
す

る
こ
と
を
見
る
に
つ
け
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。

再
　

婚
　

再
婚
は
初
婚
よ
り
条
件
の
よ
い
例
は
少
な
く
、
お
お
む
ね
悪
い
条
件

に
お
か
れ
て
い
た
。
初
婚
者
と
の
縁
組
は
あ
ま
り
し
な
い
よ
う
で
、
再

婚
同

志
の

場
合

が
多

く
見

ら
れ
た
。
一

生
独
身
で
通
し
た
例
も
あ
り
、

ま
た
死
別

し
、
子
供

の
あ
る
家
に
再
婚

し
、
幸
福

な
生
活

を
送
っ
た
例
も
あ
る
。

「
弟
直

し
」
と
い

わ
れ
る
再
婚

も
あ

っ
た
。
失
が

ま
だ
若
く
て
死
亡
し
、
そ

の

弟
が
年
ご
ろ

に
な

っ
て
い

る
と
、
兄
嫁
を
弟
の
嫁

に
直
す
の
で
あ

る
。
当
人
同
志

の
気
持
よ
り
も
家
を
大
事
に
し
て
い
く
ね
ら
い
が
多
か
っ
た
。

そ
の
他
　

仲
人
へ
の
謝
礼
は
婿

方
か
ら
縞
一
反

、
嫁
方
か
ら
裏

地
一
反

、
鉄
漿

親

へ
は
嫁

か
ら
一
反
持
参
し

た
。
も
し
、

離
婚
な
ど
に
た
っ
た
場
合

に
は
、

親
を

返
す
と
い

っ
て
、
反
物

を
返

す
の
で
、
嫁
が
居

つ
く
ま
で

は
使

わ
ず
に
お
い
た
。

結
婚
式

に
は
大
変

竃
費
用
と
暇
が

か
か
る
の
で
、
大
正

七
、
八
年
こ

ろ
村
中
で

大
改
革
す
る
よ
う
申

し
合

わ
せ
た
。
ま
ず
嫁

の
持

参
し
た
荷
物
や
衣
装
等

の
披

露

の
禁

止
、
倆

福
、
色
替
え

の
着
物

は
使
わ
ず
、

綿
帽
子

は
角
か
く
し

と
な
り
、
村

ZＪ
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回
り
を
禁
じ
、
里
帰
り
も
な
る
べ
く
短
く
、
ご
馳
走
も
節
約
す
る
よ
う
申
し
合
わ

せ
た
。
申
し
合
わ
せ
も
な
か
な
か
徹
底
は
む
ず
か
し
く
、
昭
和
に
な
り
、
太
平
洋

戦
争
に
な
り
物
資
が
欠
乏
し
、
結
婚
式
も
普
だ
ん
着
の
ま
ま
の
こ
と
も
あ
っ
た
。

戦
後
ま
た
、
物
資
が
豊
に
な
り
結
婚
式
も
派
手
に
な
っ
た
。
公
民
館
で
結
婚
式
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
在
は
結
婚
式
場
で
派
手
な
結
婚
が
行
わ
れ
る
の

が
普
通
に
な
っ
た
。

六
　

仏
　

式
　

葬

葬
式

の
形

は
仏
教

・
神
道
・
基
督
教
等

に
よ
り
異

な
る
が
、
仏
式

と
神
式

だ
け

を
記

し
、
あ
と
は
省
略
す
る
。

〔
［
い
　
臨
　
　
　

終

烏
の
鳴
き
声
が
悪
い
と
凶
事
が
あ

る
と
嫌

う
。
親
類

な
ど

に
、
重
病
人

が
あ

れ

ば
、

な
お
さ
ら
心
配

す
る
。
重

態
と
た
っ
て
医
者

か
ら
会

わ
せ
た
い
人

が
あ

っ
た

ら
会

わ
せ
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
る
と
、
兄

弟
や
子

供
た
ち
、
主
な
親
類
に
む
ず
か

し
い
（
死
期
が
迫
っ
た
）
と
急
報
さ
れ
、
知
ら
せ
を
受

け
た
人
た

ち
は

馳

せ

つ

け

て
、
昼
夜

の
別

な
く
ま
く

ら
辺

に
つ
い
て
い

る
。

昔

は
、
医
者

に
往
診

を
頼
む
こ

と
を
「
医
者

を
上
げ

る
」

と
い
っ
た
。
よ
く

よ

く
重
態

の
場
合
に
限
ら
れ
た
。
近
所
や
近
く
の
親
類
、
于
分

衆
が
馬

を
引

い
て
い

っ
た
り
、
二

人
引

き
の
人
力
車
で
医
者
を
上
げ

穴
場
合
札
あ

っ
た
。
医
者
の
送
り

迎
え
や
薬
を
と
り
に
は
、
近
所
や
親
類
の
者
が
行

っ
た
も
の
で
あ

る
。
医
者
払
い

は
盆
暮

れ
で
、

こ
の
払
い
に
は
大
変

に
苦
労
し
た
も
の
で

あ
る
。

医
者

を
上
げ

る
よ
う
な
重

病
人

が
あ
る
と
、

病
気
見

舞
に
「

ぼ
た
餅
」

や
「
赤

飯
」
　「
五

目
飯
」

な
ど
持
参
す
る
習
わ
し
が
あ
っ
た
。
ま
た
た
に
が
し
か
０
金
銭

を
包
ん
で
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
病
人
が
食
べ
ら
れ
な
く
て
も
、
そ
の
家
の
女
衆

も
忙
し
い
の
で
、
そ
の
一
助
に
な
る
よ
う
相
互
扶
助
の
表
れ
で
あ
る
。
現
今
は
見

舞
金
か
菓
子

折
や
缶
詰
な
ど
が
一

般
化

さ
れ
、
時
代

の
変
遷
や
医
療

の
進
歩

に
伴

っ
て
病
人
を
主
体

に
考
え

る
よ
う
に
た
っ
た
。

い
よ
い

よ
危
篤

に
な
っ
て
医
者
が
立
合
い
の
と
き
は
「

ご
臨
終
で
す
」

の
言
葉

に
一
同

次
々
と
唇

を
し
め
し
、

い
わ
ゆ
る
「
死
水

を
取

る
」
。
死

ぬ
こ

と

を
「

目

を
落
と
し
た
」

と
い
い
、
手
を
合
掌
さ
せ
、
膝

を
曲
げ
て
腰
紐

な
ど
で

し
ば
っ
て

お
く
。
寝
棺
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
顔
は
手

ぬ
ぐ
い
か
、
白
布
で
覆
っ
て

や

る
。
危
篤
の
知
ら
せ

に
も
遠
方
で
あ

っ
た
り
し
て
間

に
合
わ
ず
「
死

目
に
会
見

な
い
」
兄
弟
や
子
供

た
ち
が
あ

る
と
そ
の
ま
ま
の
姿
「
病
人
の
ま
ま
」
で
、
そ
れ

等
の
人
が
来
る
の
を
待
つ
。
身
内

が
来
て

か
ら
「
枕

を
直

す
」
と
い

っ
て
、
北
枕

に
し
、
顔
を
白
布
て
覆
い
、
枕
元

に
経
机
（
あ
る
い
は
小
机
）
を
置

き
、
そ

の
上

に

糸
繰
り

の
「

ワ
ク
」

を
お
き
、
茶
碗

に
生
だ

ん
ご
三
つ
を

供

え

る
。
湯
呑

平

常

そ
の
人
が
用
い
た
も
の
）

に
水
一
杯
満

た
し
供
え

る
。

ロ
ー
ソ

ク
を
と
も
し
、
線
香

（
一
本
ず
つ
と
さ
れ
て
卜
る
）
を
立
て

る
。

ま
た
、

机

か
胸
元
の
上

に
刀
を
一
寸
く
ら

い
鞘
か
ら

ぬ
い
て
魔
除
け
と
し
て
置

く
。
一

般
に
は
魔
除
け

に
刃
物

を
お
く
こ
と

と
さ
れ
、
小
刀
や

か
み
そ
り
、
鋏
を
こ
れ
に
か
え
て
置

く
こ
と
も
あ
る
。
こ
０
と

き

か
ら
仏
様
と
い

う
。
こ

れ
ら
は
身
内
の
も
の
の
手

に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
。猫

は
魔
性
（
化
性
）
の
も
の
と
い
か
れ
、
死

者
に
近

づ
げ
て

は
な
ら
な
い

と

さ

れ
て
い

る
。
も
し
死
者
の
上
を
飛
び
越
え

る
と
、
死

者
が
立
ち
上

が

る

と

い

か

れ
、
忌

み
嫌

か
ね
て
い

る
。
死
者
が
立

ち
上
が

っ
た
と
き
は
、
草
ぼ
う
き
で
た
た

け
ば
よ
い
と
さ
れ
、
昔
（
大
正
ご
ろ
ま
で
）
は
草

ぼ
う
き

を
死
者

の
モ

ば

に
逆
さ

に

立
て
て
お
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
日
常

は
逆
さ
ぼ
う
き

に
し

て

お
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。

仏
様
の
枕
元

に
は
身
内
の
人
た
ち
が
交
代
で
付

き
添

っ
て
い
る
。
神
棚
や
床
間

工

座
敷
の
床
開
）
に
は
中
折
紙
を
一
枚
ず
つ
張

っ
て
「

目
か
く
し
」
と
称
し
汚
れ

721



人 の 一 生第7 章

を

さ
け

る
。
部
落
今
村
の
人
達
も
亡
く
な

っ
た
こ
と
を
聞
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

で

お
悔
や
み
に
訪
れ

る
。
昔
は
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
も
酒
食
を
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
病
気
見
舞
と
し
て
な
に
が
し
の
金
銭
を
包
ん
で
く
る
人
も
あ
る
。

⇔
　

通
　
　
　

夜

亡
く
な
っ
た
そ

の
夜

か
ら
お
通
夜

を
す
る
。
通
夜
と

は
夜

ど
う
し

の
い
み
で
、

灯
火

を
あ
げ
香

を
た
き

お
水
を
供
え
、
白
紙

に
剃
刀
を

お
く

。
縁
者
が
し

だ
い

に

帰

っ
て
亀
近
親
者
は
何
人

か
夜
ど
う
し
傍
に
い
る
。
お
寺
の
近
い
と
こ
ろ
で
は
和

尚
さ
ん
や
尼
様
を
お
願

い
し
て
枕

経
（
涅
槃
経
、
維
摩
経
な
ど
）
を
あ
げ
る
。

遠

い

所

で
は
部
落

の
人

た
ち
が
お
念
仏

を
あ
げ

た
り
し
た
。

句
　

湯
潅

・
納
棺

葬
送
の
前
夜
行
う
の
が
普
通
で
あ

る
。
近
親
者
に
は
前
も
っ
て
知

ら

せ

て

お

き
、
葬
式
の
準
備
が
一
段
落
し
た
夕
食
後
行
う
。
昔
は
沫
浴
さ
せ
る
風

習
が
あ
っ

た
が
、
今

は
顔

や
手
足

を
拭

く
。
こ

の
時
使

う
湯

は
鍋
で

蓋
を
さ
せ
ず
に
沸

し
、

た
ら
い

に
入

れ
て
用
い

る
と

さ
れ
て
い

た
。

納
棺

は
各
人
生
藁
で
た
す
き
掛

げ
を
し
て
、
線
香
一
束
の
ま
ま
火
を
つ
け
、
香

煙
を
た
て
る
。
死

臭
を
消
す
た
め
で
あ
る
が
、
近

ご
ろ
は
香
水
を
つ
か
う
よ
う
に

な
っ
た
。

棺

の
下

に
は
座
布
団

を
敷
き
、
仏
様

に
は
経
帷
子
、
手
甲
脚
半
、
足
袋
を
そ
れ

ぞ
れ
っ
け
さ
せ
、
棺
の
な

か
へ
皆
で
抱
き
込
む
の
で
あ
る
。
額
に

悠

二
角
形

の
紙

を
鉢
巻
に
し
て
合
掌
し
た
手
に
は
数
珠
を
か
け
、
血

脈
、
六
文
銭
、

米
糠
、

胡

桃
、
山

檄

を
入
れ

た
頭
陀
袋
を
首

に
か
け
、
紙
緒
の
草
履
と
杖
を
前

に
入
れ

る
。

藁

や
着
物

を
動

か
な
い
よ
う
に
つ
め
る
。
生
前
好

ん
だ
も
の
、
好

ん
で
使

っ
た
も

の
な
ど
い

れ
て
や

る
。
顔

を
手

ぬ
ぐ
い
で
覆
う

。
蓋

を
き

ぜ
、
麻
紐

は
一
つ
結

び

に
し
て
、
床
柱
の
前
に
ご
ざ
を
敷
い
て
棺
を
お
き
、
野
掛

げ
を
し
て
お
く
。

棺
の
前

に
机
を

お
き
、
生
だ
ん
ご
、
水
、
花
や
果
物
な
ど
を
供
え
る
。
香
立
て

に
線
香
を
あ
げ
、

ロ
ー
ソ
ク
を
と

も
す
。

湯
言

に
立
ち
合

っ
た
人

た
ち
は
塩
で
手

を
洗
い
清

め
、
座
敷
も
塩
で
清

め
ぱ
き

出

す
。匈

　

火
　
　
　

葬

こ
の
地
は
古
来
、
土
葬
が
多
か
っ
た
。
昔
は
わ
る
い
病
気
、

う
つ
る
病
気
、

は

や
り
病
な
ど
の
伝
染

病
で
亡
く
な
っ
た
人
や
、
遠

い
と
こ

ろ
へ
持

っ
て
い

か
な
く

て

は
な
ら
な
い
人

た
ち
は
や
む

な
く
火
葬

に
し

た
。
共
同
墓
地

に
焼

場

が

あ

っ

て
、
穴

の
上

に
鉄
棒

を
渡
し
、
そ
の
上

に
お
い
て
薪
で
焼
く
の
で
、
夜
ど
う
し
か

か
っ
た
。

］’
近
年
は
公

営
の
火
葬
場
も
完
備
さ
れ
、
墓
地
の
作
り
方
も
変
わ
り
火
葬
が
一
般

化
さ
れ
、
土
葬
は
ご
く
希
に
な
っ
て
来

た
。
お
骨

拾
い
は
竹

と
木

の
箸
で
、
箸

か

ら
箸

に
渡

し
て
骨

つ
ぼ
に
納

め
る
。
日
常

の
生
活
で

は
こ

う
し
た
こ
と

か
ら
箸

か

ら
箸

に
移
す
こ
と

は
嫌
う
の
で
あ

る
。近代化された火葬場図7 －9

価
　

葬

送

の

段

取

り

仏

様

は
身

内

の

人

た

ち

が

ま

も

り

、

そ

の
家

に
と

っ
て

関

係

の
深

い
人

や
隣

家

の
年

配

者

が

先

に
立

っ
て

葬

送

の
段

取

り

を

き

め

る

。

医

者

（
死
亡
診
断

書
）
、

役

場

（
埋

葬
の
手
続
き
）
、

寺

、

買

物

等

に
行

く
人

を
決

め
、

明

朝

の
集

合

時

間

な

ど
打

ち
合

わ

せ
て

葬

送

の
段

取

り

を

終

え

る

。
そ

の
後

酒

食

を

出

し

て

手

伝

い

人

は
帰

宅

す

る

。

近

親

者

は

湯

濯

の

時

刻

を

話

し

合

い

、

親

類

衆

は

帰

宅

す

る

。
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日
取
り
　

ま
ず
暦

を
み
て
「
友
引
」

の
日

は
友
を
引

く
と
い

っ
て
葬
式

を
さ
け

る
。
遠

い
親
類

の
あ

る
場
合

は
来

る
時
間

の
か
か
る
こ
と
や
檀
那
寺

の
都
合

も
い

れ
、
葬
式
の
日

時
を
含
め
る
。
普

通
は
中
一

日
か
二

日
を
お
く
。
あ
ら
か
じ
め
日

が
決
ま

っ
た
ら
近
所
や
部
落
の
関
係
の
あ

る
大
た
ち
に
諮

っ
て
い

っ
さ
い
を
お
願

い
す

る
わ
け
で
、
先

に
立
つ
大
と
喪
主
が
一
緒
に
「
い
つ
し
ま

っ
て
（
弔
っ
て
）
も

ら
い
た
い
が
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
」
と
依
頼

す
る
。

日
取

り
の
決
定
に
つ
い
て
は
そ
の
時
節
も
考
慮

に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
と

に
正
月
三
が
日

は
葬
式

を
出

さ
な
い

。
ま

た
家
業
上
農
家

に
お
い
て

は
、
田

植
え

の
最
中

や
養
蚕

の
最

盛
期
に
は
仮

埋
葬

に
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
近
所
や

部
落
の
大
勢
の
大
た
ち
に
幾
日
も
の
「

ひ
ま
ぜ
い
」

を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
変
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
の
生
活
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

最
近

は
交
通
や
そ

の
他
便
利
と

な
り
農
家
の
繁
忙
期
も
以
前
よ
り
よ
く
な
り
仮

埋
葬

も
少

な
く

な
っ
た
。
ま
た
お
盆

の
三
日
問
丸
野
辺

送
り

は
な
る
べ
く

さ
け

る

も
の
で
、
お
盆

で
野

辺
送
り
を
す
る
と
き
は
「

す
り
鉢
」

か
「

ぢ
き
ろ
」

を
か
ぶ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
は
盆

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家

に
仏
様
が

帰

る
の
に
「

な
ぜ
く

る
」

か
と
い

っ
て
仏
様

に
叱

ら
れ
る
か
ら
だ
と
い

う
。

日
取

り
が
決

ま
る
と
以
前

の
香
典
帳

を
参

考
に
し
て
、
葬
式

に
く

る
人
数

の
予

想
を
立
て
、

葬
式
の
規
模
や
お
寺

様
を
何
人

お
願

い
す
る
か
に
よ
り
、
葬

送
の
準

備
、
手
伝
い
の
範
囲
や
買
物
な
ど
相
談
し
て
決
め
る
。
昔
は
膳
引

の

こ

と

も

あ

り
、
交
通

の
便
も
悪
い
こ
と

な
ど
あ

っ
て
、
手
伝
い
も
隣
組
ぽ

か
り
で
な
く
部
落

に
ま
で
ひ
ろ
げ
て

依
頼
し
た
。
こ

れ
ら
の
相
談
が

ま
と

ま
る
と
買
物

冲
各
人

の
役

割
そ
の
他
が
話
し
合
っ
て
決
め
ら
れ
、
こ
と
が
運
ば
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

知
ら
せ
　

死
亡
を
知
ら
せ

る
こ
と
を
「
あ

か
す
」
と
い
い
、
あ
か
し
に
い
く
こ

と
を
「
告
げ
」
　「
告
げ

を
立
て

る
」
と
い

っ
た
。
死
亡
す

る
と
親
類
縁
者

に
早
急

に
告
げ
を
立
て
る
。
告
げ
は
真
夜
中
で
も
出
す
わ
け
で
、
特

に
夜
間

は
二
人
一

組

に
な
っ
て
、

ま
ず
腹

ご
し
ら
え

を
し
て
、
提
灯

を
さ
げ
、
葬
式

の
日
取

り
な
ど
聞

い
て
出
掛
け
る
。
近
所

の
人
た
ち
や
、
子

分

に
な
っ
て
い
る
人

た
ち
も
交
っ
て
行

く

の
で
あ

る
。
先
方

に
つ
く
と
、
大
戸
を

た
た
き
、
告
げ
で
あ

る
旨
を
伝
え
、
土

間

に
立
っ
た
ま
ま
、
誰
そ

れ
が

亡
く

な
っ
た
こ
と
、
葬
式

の
日
取
り
、

お
願
い
す

る
役
付
き
を
告
げ
る
。
告
げ
に
立
っ
た
も
の
は
、
先
方
で
上

に
あ
か

っ
て
厄

介
に

な

っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
の
初

め
ご
ろ
ま
で
は
こ
の
よ
う
に
し

て
知
ら
せ

た
も
の
で
あ

る
。

知
ら
せ
を
受

け
た
も
の
が
、

さ
ら
に
関
係
あ

る
も

の
に
は
、
野
辺

送
り

に
間

に

合
う
よ
う
「

あ
か
す
」

の
で
あ
る
。

村
内
（
現
在
の
区
、
耕
地
）
で
は
不
幸
の
家
を
中
心

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次

か
ら
次

へ
と
「
言

い
継
ぎ
」
で
知

ら
せ

る
と
こ

ろ
も
あ

る
。

戦
後
、
電

報
電

話
の
普
及

に
よ
っ
て
、
人

に
よ
る
「
告
げ
」

は
少

く
な
り
、
一

般
へ
は
有

線
放
送
毛
利
川

さ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

買
物
、
買
物
帳
、
勘
定
の
支
払
い
　

買
物
帳
は
中
折
を
四
つ
折
り
に
し
て
綴
り

「
不
幸
買
物
帳
」
と
上
書
し
て
買
物

に
い
く
と
き
そ
れ
を
持
参
す

る
と
、
ど
こ
の

店

で
も
「

つ
け
」

で
売
っ
て

く
れ
た
。
あ
ら
か
じ

め
相
談

し
た
買
物

覚
書

の
品
物

を
買
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
店

で
記

入
し
て

も
ら
い
合

計
額

を
出
し
て
も
ら
う
。
普

通
、
仏
具
の
み
現

金
で
買
い
、
そ
の
他
は
総
て
野
辺
送
り
が
済
み
一
切
が
片
付
い

て

か
ら
勘
定
し

た
。

会
葬
者

に
酒

を
出

し
膳
引
き

を
し

た
昔
の
買
物

は
、
道
の
便
も
悪
く
、
馬

な
ど

引

い
て
遠
く
ま
で
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

㈹
　

役

割

分

担

昔

は
不
幸

の
家
と

縁
の
深
い
家

の
Ａ

が
先

に
立
っ
て
、

葬
儀

の
全
般
を
ま
と
め

進
め
て

い
く
。
近

ご
ろ
は
こ
れ
に
隣
組
長
が
加

わ
り
と
き

に
葬
儀
委
員
長
を
設
け

て
行
う
場
合
も
多
く
た

っ
た
。
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穴
掘
り
　

近
所
で
申
合
わ
せ
が
あ
っ
て
順
番

で
四

名
く
ら
い
で
当

た
っ
て
い
た

り
、
庚
申
仲
間

を
俗
に
「

穴
掘
り
仲
間
」

と
も
呼
ん
で
、

こ
の
仲
間

が
当

た
る
所

も
あ
る
。
大

泉
な
ど
は
全
区
民

が
こ
の
諧

を
組

ん
で

い
る
。
又
、
他
村

に
専
門

の

大

が
い
て
、
そ

の
大

に
依
頼

し
て
掘

る
こ
と
も
あ

っ
た
。

最
近

は
専
門

の
人
心
い
な
く
な

っ
た
が
、
土
葬

か
ら
火
葬

に
変
お

っ
と
た

め
、

穴
掘
り
七
簡
単
に
な
っ
た
。

帳
付
け
　

普
通

は
中

心
に
な

っ
て
や

る
人
の
ほ

か
に
一
名
が
こ
れ

に
当

た
る
。

部
落
で
比
較
的
筆
の
た
つ
者
が
ま
か
さ
れ
た
重
要
な
役
と
さ
れ
て
い
た
。
昔
は
一

切
の
進
行
を
つ
と
め
た
が
、
し
ま
は
記

帳
が
主
と
た
っ
た
。
香
典
帳
や
病
気
見

舞

帳
、

役
付

を
書

い
た
り
、

お
寺
様

の
お
布
施

の
準
備

な
ど
す
る
の
で
あ

る
。
か
つ

て

は
香
典
の
包
紙

か
ら
取
り
出
し
あ
ら
た

め
、
ま
た
買
物

の
勘
定

の
払
い
出
し
を

し
、
残
金
を
明
細
に
整
理
し
て
喪
主
に
引

き
渡
し
た
も
の
で
あ

っ
た

。
近
年
は
の

し
袋
の
ま
ま
整
理
記

載
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

板

の
間
（
料
理
人
）
　
中

心
に
な
る
大
を
決
め
、
二
～
三

名
が
こ
れ
に
当

た
る
。

仏
様

へ
の
供
物
や

お
寺
様
、
会
葬
者
へ

の
、

ご
馳
走

の
総
て

の
こ
と

を
行

う
の
で

あ

っ
て
、
い
わ
ゆ

る
包
丁
の
使
え

る
大
、
す
し
の
巻
け

る
大

た
ち
が
選
ば

れ
る
。

揚
げ
物
係
（
揚
げ
方
）
　
中
心
に
な

る
人
の
ほ
か
数
名
が
こ
れ

に
当
た
り
、
天
鉄

羅

揚
げ
を
す
る
。
昔
は
薪
を
た
い
た
が
、
い
ま
は

ガ
ス
に
な
っ
て
煙
た
く
な
く
な

つ
た
。

座
敷
係
　
中

心
に
な
る
人

の
ほ
か
に

Ｉ
～
二

名
の
大
が
こ
れ
に
当

た
り
、
親
類

衆
と
共

に
見
舞
人

の
接
待
、

加
給
仕

な
ど
に
当

た
る
。

以
上

加
男
衆

の
分
担
で
、
こ
の
ほ

か
の
大

た
ち
も
適

宜
各
係

の
手
伝
い

を
し

た

り
雑
用
に
当
た
る

。
不
幸
の
あ

っ
た
家
に
最
も
関
係
の
深
い
家
の
大
（
本
家
、
分
家

等
）
は
全
般
の
こ
と
に
当
た
り
、
手
落
ち
の
な
い
よ
う
に
気
を
配

り
、

近
隣
の
大

た
ち
に
お
願

い
す
る
。

腰
元
（
勝
手
元
）
　
先
に
立

っ
て
や
る
女
の
人
（
本
家
、
分
家
等
）
を
腰
元
と
い
い
、

勝
手
を
任
さ
れ
て
、
お
手
伝
い
の
方
に
お
願

卜
し
、
食

事
の
こ
と
、

お
強

飯
、

お

煮
か
け
（
そ
う
め
ん
）
、

煮
も
の
な
ど
食

事
一
切

を
し
き

る
。

洗
い
も
の
係
（
洗
い
方
）
　
女

の
人

た
ち
で
野
菜
や
揚
げ

の
し

ん
を
洗

っ
た
り
、

き

ざ
ん
だ
り
ま
た
、

お
椀
や
食
器
な
ど

の
洗
い
も

の
に
当
た

る
。

茶
く
み
係
（
お
茶
方
）
　
昔
は
義
理
受
け
が
す
む
と
そ
の
場
で
一
杯
お
茶
を
出
し

た
の
で
年
輩
の
女
の
人
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
。
い
ま

ぱ
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
。

休
憩
所
係
　

た
し
か

い
近
所

の
家
を
頼
ん
で

休
憩
所

と
し
、
会

葬
者

に
一

休
み

し
て
行

っ
て
も

ら
う
。
相
当
数

の
女
衆
が
行

っ
て

お
茶
や
腹

ご
し

ら
え

の
で
き

る

よ
う

に
分
担
す

る
。
親
類
衆
と
共

に
会
葬
者

の
接
待
に
当
た
る
。

㈹
　

葬
儀
の
準
備

野
辺
送
り
の
前
日

の
準

備
。
お
寺

に
葬
式

の
日
時
、
導

師
の
ほ
か
に
お
寺
様
何

人

と
家

の
意

向
を
頼
付

。
導

師
に
な
る
和
尚

さ
ん
は
仏

の
俗
名
、
行
年
、
人
物
、

人
柄
、
性
別
な
ど
照
合
し
、
戒
名
を
つ
け

る
。
医
者
か
ら
死
亡
診
断

書

を

受

け

て
、
役
場
に
死
亡
届
を
提
出
し
て
埋
葬
許
可
証
を
受
け

る
。

出
棺
に
必
要
な
道
具
作
り
を
す
る
。
女
衆
は
洗
い
も
の
、
煮
物
、
食
事
の
準
備

な
ど
に
あ
た
り
、
親
類
衆
は
家
の
片
付
け
、
障
子

の
張

り
替
え
を
し
た
り
、
近
親

の
も
の
は
仏
様
の
こ
と
な
ど
を
す
る
。

野
菜
類

は
近
所
や
親
類

か
ら
持

ち
よ
る
。

１
　

葬
具
づ

く
り

お
葬
式

の
道
具
づ
く
り

ぱ
近
所
や
組
の
男
の
人
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
が
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
。

棺
　

桶
　

縦
、
横
一
尺

八
寸
、
高
さ
二
尺

八
寸

の
大

き
さ
が
普
通
で
、

飽
か
け

は
し
な
し
。
蓋
に
は
前
後

に
穴
を
あ
げ
麻
紐

を
結
び
つ
け

る
よ
う
に
す

る
。
左
右

そ

れ
ぞ
れ
に
棺

を
さ
げ

る
よ

う
麻
紐
で
下
げ
て
を
作

る
。
材
料
は
松
材
を
嫌
う

。

724



人 の 一 生第７章

待
つ

に
通
ず

る
の
で
嫌

っ
た
と
い
う
。

位
　

牌
　
内
位
牌
と
野
位
牌

を
つ
く

る
。
内
位
牌

は
仏

壇
に
か
ざ
る
の
で
丁
寧

に
つ
く

ら
れ
、
野
位
牌
は
墓
地

に
持
参
す

る
。
上
方

を
広
げ
、
男

は
剣
状

に
、
女

は
丸
味

に
つ
く

る
。

香
　

炉
　
仏
前

と
門

牌
用

の
二

つ
を
つ
く
る
。

扇

状
で
前
方
に
ま
ん
じ
（
ぶ
）
を

か
く

。鍬
　
　

導

師
が
引
導

を
渡

す
と
き
に
用

い
る
。

七
本
塔
婆
　

七
・
七
、
四
九
日
供
養

の
塔
婆
で
あ

る
。
一
枚

の
板
で
立
つ
こ
と

が
で
き

る
よ
う

に
脚
を
つ
く
り
、
屋
枡
形

を
つ

げ
て
七
等
分
の
線
を

引

い

て

お

き
、
和
尚

に
七
仏
の
名
前

を
書
い
て
も

ら
う
。
昔

は
七
日
目

毎
に
墓
参

し
て
、
一

本

ず
つ
塔
婆

を
立
て
て
供
養
し

た
と

い
わ
れ
る
。
七
本
塔
婆

は
、

初
・
七
日
　
　
南
無
宝
勝
如
来

一
∵

七
日
　
　
南
無
多
宝
如
来

三
・
七
日
　
　
南
無
無
妙
色
身
如
来

四
・
七
日
　
　
南
無
広
博
身
如
来

五
・
七
日
　
　
南
無
怖
畏
離
如
来

六
・
七
日
　
　
南
無
甘
露
王
如
来

七
・
七
日
　
　
南
無
阿
弥
陀
如
来

の
七
如
来
で
あ

る
。
現
在
は
告
別
式
後
、
七
日

の
お
経
が
済

ん
で

か
ら
墓

地
に
立

て

る
の
が
普
通
で

あ
る
。

墓
　

標
　

角
で
上
方

は
剣
状
、
下

方
は
杭
の
よ
う
で
、
め
ん
を
と
ら
な
い
。

花
菓
子
の
台
　

花
菓
子

を
張

り
つ
け
る
台
で
、
上

方
を
広
く
、
下

方
に
筒
を
つ

け
て
倒
れ
な
い
よ
う

に
す

る
。
そ
れ

に
赤
・
黄
・
青
・
白
な
ど
の
菊
花
の
菓
子
を

左
右
対
称

に
貼

る
。

辻

ろ
う
立
て
　

片
方

に
三
本
ず
つ
辻

ろ
う
（
小
ろ
う
そ
く
）
を
立
て

る
。
そ

の
た

め
に
板
に
小

穴
を
三

つ
あ

げ
、

竹
の
上
方

を
三

つ
割
り
に
し
て
通

す
。

花
　

寵
　

割
竹
で
龍
の
形

を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
花
や
色
紙
を
切

っ

て

入

れ

る
。
長
命
だ
っ
た
年
寄
り
の
葬
儀
に
は
銭
を
入
れ
て
、
穴
回
り
の
と
き
に
ゆ
さ
ぶ

る
。
こ
れ
を
拾
う
と
運
が
よ
く
な

る
と
い
わ
れ
た
。

門
牌
（

も
ん
ぺ
い
）
　
杉

の
葉
で
囲
い
、
位
牌

に
脚
を
つ
け
て
そ
の

中

に

立

て

る
。
竹
で
花

た
て

を
つ
く

り
、
香
立
て
が
置

か
れ
る
よ
う

に
つ
く

る
。
家

の
入

口

に
向
か
っ
て

左
側

に
つ
く

る
の
が
普
通
で

あ
る
。

以

前
は
格

式
の
あ
る
家
だ
け
に
許
さ
れ
た
。
以
前

は
野
辺

送
り
の
翌
朝
未
明

に

お
墓
に
持
っ
て
い
っ
た
が
、
近

ご
ろ
は
野

辺
送
り
の
後

の
お
墓

参
り
の
と
き
に
持

参
す

る
よ
う
に
た
っ
た

。

棺
台
・
竿
物
　

野
辺
送
り
の
役
付
き
も
前
後
を
対
に
し
て
、
偶
数
に
な
る
よ
う

に
す

る
。
こ

れ
は
陰
陽

か
ら
来
て
い

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
棺
台
の
担
ぎ
棒
の
肩

に

当

た
る
部
分

に
は
中
折

を
巻
い
て
麻
で
し
ぼ

り
、
大
旗
二
、
小
旗
二
、
竜
頭
二
、

灯
龍
二
、
日

隠
等
々
修
理

補
修
し
て

障
子
紙
で
張

る
。
大
旗

は
障
子
紙
三
枚

を
張

り
合
わ
せ
、

縁
に
赤

青
を
つ
け

る
。
縁
を
つ
け

な
い
と
こ

ろ
も
あ

る
。
竜
頭

は
障

子

紙
二

枚
で
筒
状
に
し
て
頭

部
に
張

り
つ
け
、
ウ

ロ
コ
を
画

く
。
こ
れ
ら
は
青
竹

に
つ
け
、
垣
根
状
に
荒
縄
で
結
び
つ
け
て

お
く
。
こ

れ
は
庚
申
仲
間
が
準

備
す
る

所
も
あ
る
（
大
泉
）
。

口
隠
（
天
蓋
）
は
二

本
の
竿
で
二

人
で
か
か
げ
る

よ

う

に

す

る
。
こ
れ
ら
の
竿
物
に
は
配
役
が
き
ま
る
と
、
そ
れ
を
持
つ
人
名
を
書
き
こ
よ
り

に
し
て
結

び
つ

げ
て

お
く

。

近

ご
ろ
は
棺
桶
そ
の
他
の
葬
具
は
葬
具
屋

か
ら
一
切
買
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ

る
が
、
大
工

を
頼

ん
だ
場
合
は
、
使

っ
た
大
工
道
具
は
三
日
休
ま
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
。
そ

れ
で
、
大
工

の
日
当

些

二
口
分

を
支
払

う
も

の
と

さ

れ
た
。
ま
た
、
一
切

の
木
端
や

飽
く
ず
は
後
に
残
さ
な
い
よ
う
に
燃
や

し
つ
く
し

た

も

の

で

あ

る

。

草
　
履
　
喪
主
、
棺
付
０
は
く
草
履
は
生
藁
で
つ
く
る
。
現
在
は
買
う
こ
と
が
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多
い
。
ま
た
、
謨
か
な
い
よ
う
に
も
な
っ
て
き
た
。

２
　

仏
の
持
物
と
身
仕
度

経

惟
子
　

戦
前

ま
で

は
仏
様

を
旅

だ
た
せ

る
た
め
に
、
白
木
綿
（
さ
ら
し
）
で
経

淮
子
牛
手
甲
、
脚
半
、
頭
陀
袋
を
縫

っ
た
も
の
で
あ

る
が
は
さ
み
を
使

っ
て
は
い

け
な
い
と
さ
れ
、
さ
い
て
麻
で
縫
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
０
と
き
縫
っ
た
針
は
後
で

休
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
。
い
ま
は
葬
儀
屋

に

Ｉ
式
そ

ろ
っ
て
い

る
。仏

様
の
杖
　

桑
の
木
で
っ
く
り
、
握

る
と
こ

ろ
を
紙
で
ま
く
、
近

ご
ろ
は
桑

に

限
ら
な
い

。
ま
た
、
紙
で
ま

か
な
う
こ
と
が
多
い
。

仏
様
の
持
物
　

米
糠
、
胡
桃
の

ぬ
き
み
、
山
根
の
実
の
三

品
で
あ
る
。
米
糠
は

仏
様
が
道
案
内
の
犬
に
く
れ
な
が
ら
行

く
と
い
わ
れ
、
胡
桃
は
中
国
の
胡
の
国
か

ら
仏
様
の
東

伝
に
よ
っ
て

渡
来

し
た
も
の
で
、

山
徴
と
と
も
に
古
来

毒
消
し
と
し

お
れ
、
魔
除
け
と
し

た
も

の
で
あ

る
。

六
文
銭
　

三

途
の
川
の
渡
賃
で
六
文
の
銭
を
頭
陀
袋

に
入
れ

る
。
今
は
印
刷
し

た
も
の
を
用
い
る
。

血
　
脈
　
血
脈
は
檀
那
寺
の
和
尚
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
。
血
脈
と
は
仏
様
か
ら

法
灯
が
弟
子
に
う
け
つ
が
れ
て
行
く
こ
と
で
、
こ
れ
は
仏
弟
子
に
な
っ
た
証
で
あ

る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
成
仏
し
な
い
と
い
わ
れ
、
棺
の
中
に
い
れ
て
や
る
。
今
は

印
刷
し
た
も
の
を
用
い
て
い
る
。

仏
様
の
着
物
　
仏
様
の
身
を
清
め
、
着
物
を
着
替
え
さ
せ
る
。
着
物
は
襟
を
と

っ
て
左
前
に
着
せ
、
と
っ
た
襟
を
帯
に
す
る
。
魂
は
襟
か
ら
出
入
り
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

３
　
祭
壇
の
準
備

近
年
は
豪
華
な
祭
壇
が
仏
具
店
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
る
。
昔
は
棺
台
へ
棺
桶
を

の
ぜ
て
お
い
て
飾
っ
た
も
の
で
あ
る
。

遺
　

骨
　

火

葬

が

多

く

な

っ
た

の
で

、

遺

骨

が

最

上

段

に

お

か

れ

る

。

遺
　

影
　

写

真

は

遺

骨

の

前

に

飾

ら

れ

る

。

供

物

・

供

花
　

が
っ

て

は

果

物

や

菓
子

、

持

ち

よ

っ

た

花
、

青

木

葉

な

ど
で

あ

っ

た

。

近

年

は
葬

儀

屋

の
手

に

よ

っ
て

花

輪

が

家

の
外

へ
飾

り

付

け

ら

れ

る

。
昭

和

の

初

期

は

ま
だ

花

輪

は
珍

し

が

ら

れ

た

が

戦

後

何

本

も

た

つ

よ

う

に

な

っ
て

、

自

粛

の

声

七

き

か
れ

る
よ

う

に

な

っ
た

。

祭

壇

の

供

物

、

供

花

は

子

供

令

孫

な

ど

近

親

者

か

ら

贈

ら

れ

る

。

供

物

も

電

気

で

灯

の

つ

く

も

の

か

ら

豪

華

な

果

物

寵

、
四

季

い

ず

れ

の

折

で

も
活

の

よ

い

生

花

な

ど

が

飾

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

４
　

役
　

付
　

き

配
　

役
　

喪

主
が

本

家

や

分

家

な

ど

と

相

談

し

て

、

役

付

き

の
下

書

き

を

作

る

。
こ

の
下

書

き

を

主

な

親

類

に

見

せ

て

落

ち

の

な

い

よ

う

に

、

ま

た
順

序

が

く

る

わ

な

い

よ

う

に

修
正

す

る

。

も

し

ま

ち

が
え

る

と

、

「

俺

を

役
付

き

に

の

せ

な

か

っ
た
」

と

か

「

俺

の
家

を

ば

か

に
し

て

い

る
」

な

ど

と

な

ん

く

せ
が

つ
き

、

今

は
そ

れ

ほ

ど
で

も

な

い
が

昔

は

ト

ラ

ブ

ル

の
種

に
な

っ

た

。

こ

の
役

付

き

は
葬

列

に
従

っ
て

記

さ

れ

、

後

に
帳

場

で

大

き

く

浄

書

し

て

は

り

だ

さ

れ

、

ま

た

出

棺

の
折

配

役

と

し

て

読

み

あ

げ

ら

れ

る
。

こ

れ

も

家

に

よ

り

宗

派

に

よ

っ
て

多

少

異

な

る

が

、

こ

の

辺

に

多

い

禅

宗

の

一

例

を

あ

げ

れ

ば

次

の

よ

う

で

あ

る

。

配

役
の
順
序

（
例
）

・

露
払

い
　
長
老

が
当

た
る
。
葬
列

を
さ
ま
た
げ

る
も

の
（
悪
魔
）

を
一
切
払

う
。
明
治

末
年
ま
で
刀

を
帯

び
た
こ
と
も
あ

っ
た

っ
先
大
旗
　

仏
菩
薩

の
名
号
を
記
す
。
総
本
家
、
本
家
等
が
あ
た
る

・
先
小
旗
　

二
流
「
諸
行
無
常
」
　「
是
生
滅
法
」
大
旗

に
つ
ぐ
近
親
者

・
先
竜
頭
　

叔
父
、
叔
母
、
従
兄
弟
等

が
あ

た
る
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つ
先
花
寵
　

竜
頭
に
つ
ぐ
人

た
ち
、
従
姉
妹
等
が
も
つ

っ
先
灯
龍
　

墓
所

に
明

る
い
人
が
も
つ

っ
墓
　

標
　

喪

主
の
弟

か
そ
れ

に
準
ず

る
者

Ｏ
霊
　

供
　

喪

主
の
妻
又

は
死
者

の
女

の
子

っ
野
掛
け
　

死

者
の
女

の
子

―
写
　

宣（
　
孫

、
死

者
の
子

女

っ
位
　

牌
　
喪

主

゜
棺
　

付
　
四

人
以

上
　

孫
分
・
血
縁
の
近

い
人
。
役
付

き
は
孫

の
名
で
も
幼
い
時

は
親

が
代
わ

っ
て
か
つ
ぐ

に
天

蓋
（
日
隠
）
　

二
人
、
婿

か
死
者
の
兄
弟
姉
妹

っ
後

の
灯
寵
　

先

よ
り
後

が
重

い
と
も
い
う

ひ
後

の
花
寵

―
後

の
竜
頭
　

天
蓋

に
つ
づ
く
身
内

っ
後
小

旗
　
二
流
「

生
滅
滅
己
」
　「
寂
滅
為
楽
」

・

後
大

旗
　
分
家

近

ご

ろ

は

簡

素
化

し
、

役

付

は
名

目

だ
け

で

持

つ
物

の
な

い
場

合

も

多

く

な

っ

た

。お

膳

お

椀

の

準

備
　

昔

は

お
膳

や

お

椀

を

使

っ

た

も

の
で

、

不

足

の
分

は
持

ち

寄

っ
た

。

近

年

は

飯

台

を
用

い

る

よ

う

に

な

り

、
公

民

館

等

の

備

品

を

借

用

す

る

。

ま

た

、

組

内

で

物

置

を

建

て

必

要

な

品

々

を

共

同

で

購

入

し

使
用

す

る

と

こ

ろ

が

だ

ん
だ

ん
と

ふ

え

て

き

た

。

収
　

野

辺

送

り
（
弔

い
）

弔

の
当

日

は

お
手

伝

い

の
方

々

は
、

朝

食

を

食

べ
な

い

で

き

て

朝

早

く

か
ら

手

落

ち

な

く

諸

事
万

端

間

に

合

う

よ

う

に

す

る

。
近

親

の
も

の

は

さ

ら

に
早

く

か

ら

お

茶

や

朝

食

の

準

備

を

す

る

。

１
　

お
　

寺
　

様

迎

え

と

送
り
　

昔

は

お
寺

様

の
迎

え

、

送

り

は

し

な

か

っ
た

。

お

寺

様

は

お

供

と

歩

い

て

き

た

も

の

で

あ

る

。

お

供

は
唐

櫃

に
衣

や

鏡

鉄
、

鉦

、

銅

鐘
、

木

魚

な

ど

を

入

れ

て

背

負

っ
て

き

た

。

お

供

の

い

な

い

寺

で

は

、
近

所

の

人

た

ち

が
運

ん

だ

。
昔

の
和

尚

さ

ん

は

お
寺

の
駕

寵

や

迎

え

の

駕

龍

で

く

る

こ

と

も

あ

っ

た

。
現

在

は
自

動

車

を
使

っ
て

、

喪

主
側

で

迎

え

送

り

を

す

る

よ

う

に

な

り

、

お

供

も

い

ら

な

く

な

っ

た

。

和

尚

さ

ん

が
到

着

す

る

と
、

お
相

伴

は

お

迎
え

に
出

る

。
和

尚

さ

ん

は
門

牌

に

線

香
三

本

を

立

て

座

敷

か

ら
上

る

。
近

い

と

こ

ろ
で

は
長

老

が
先

に
来

て

弔

旗

な

ど

書

い

て

準

備

す

る

。

喪

主

が

あ

い

さ

つ

に

出

る

。

こ

の

と

き

檀

那

寺

か

ら

香

典

を

出

す

。

和

尚

さ

ん
が

引

導

を

渡

す

と

き

の
腰

掛

を

曲

永

と

い

う

。

近

い

と

こ

ろ

で

は

日

傘

と

一

緒

に
運

ぶ
が

、

遠

い

と

こ

ろ

で

は

拒

燧

や

ぐ

ら

に

座

布

団

を

敷

い

て

代
用

し

た

。

こ

の

ご

ろ

は
自

動

車

で

運

ぶ

か
、

あ

り

あ

わ
せ

の
椅

子

で

間

に

合

わ

せ

る

。御

馳

走
　

お

寺

様

に

は

お

茶

と

お

菓
子

を
出

し
、

「

落

着

き
」

に

煮

か

け

や

す

し

を

出

し

た

。

近

年

は

交

通

の

便

が

よ

く

な

っ

た

の

で
、

落

着

き

を
出

さ

な

い

こ

と

が

多

く

な

っ

た

。
和

尚

さ

ん

は

位

牌

を

書

き
長

老

は

弔

旗

な

ど

か

い

た

。
現

在

は

お

寺

で

書

い

て

来

る

こ

と

が

多

く

た

っ
た

。

お
寺

様

の
書

き

も

の
が

終

る
と

お

膳

を

出

す

。

こ

れ

は

板

の

間

で

準

備

さ

れ

、

お
給

仕

に
決

め

ら

れ

た
女

の
Λ

が
運

び

お
相

伴

が

酒

食

を

す

す

め

る
。

近

ご

ろ

は

膳

部

料

を
出

し

て

膳

を
出

さ

な

い
と

こ

ろ
が

出

て

来

た

。

お
寺

様

の

献

立

の

一

例

一
、

お
茶
、
菓
子

一
、
落
着
き
　
　

煮

か
け
、
す
し

一
、
吸
　

物
　
　

椎
茸
、
焼
鉄
、

青
味

一
、

盛
込

み
　
　

リ

ソ
ゴ
、
天

ぷ
ら（

か
に
あ
げ
）
、
焼
豆
腐
、
の
り
ま
き
、
き

ん
ぴ
ら
、
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ひ
じ
き
、
ご
ぼ
う

一
、
お
　
平
　
　
油
あ
げ
、
豆
腐
、
青
こ
ぶ

引
き

続
卜
て
食
事

を
出
す
、

お
寺
様

の
都
合
で

は
、
七
日

の
経
が
す
ん
だ
後
で

出
す
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
現
今
は
ほ
と

ん
ど
七
日
の
経

の
後

に
な
っ
て

し
る
。
盛

込
み
や

お
茶
菓
子
な
ど
薄
板

に
包

ん
で
持

ち
帰

っ
て
も
ら

っ
た
。

お
相
伴
は
弔
い
の
家
と
最
も
関
係
の
深
い
家
（
本
家
、
別
家
等
）
の
当
主
が
あ
た

る
。
お
相
伴
様
と
呼
ば
れ
、
お
寺
様
に
御
馳
走
を
す
す
め
な
が
ら
自
分
も
御
馳
走

に
な
る
。
そ
の
家
の
主
に
代
わ
っ
て
坊
さ
ん
の
こ
と
や
全
般
に
わ
た
っ
て
と
り
し

き
る
人

で
あ
る
。
こ
の
人
が
先
の
大
旗
か
後
の
大
旗
を
持
つ
場
合
が

多

か

っ

た

が
、

近
ご
ろ
は
葬
列

に
参
加

し
な
い
場
合
も
あ
る
。
「

お
布
施
の
額
を
き
き
だ
し

て
お
く
。
」

枕
　

飯
　

和
尚
さ

ん
が
来

る
と
、
仏
様

に
枕
飯
を
供
え

る
。
枕
飯
は
炊
い

た
ご

飯
の
初
も
り
を
生
前

に
使

っ
て
い

た
飯
茶
碗

に
お
さ
え
つ
け

る
よ
う

に
、
山
盛
り

に
も
り
つ
け
、
中
央

に
割
箸
を
立
て

る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
そ
の
家
の
主
婦
か

嫁
が
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

卜
る
。

お
布
施
　

お
布
施
は
位
階
や
坊
さ
ん
の
人

数
（
三
仏
、
又
は
五
仏
等
）、

部
落
に
お

け
る
そ
の
家
の
位
置

な
ど
考
慮
し
、

ま
た
近

い
檀

家
の
例
な
ど
に
よ

っ

て

決

め

る
。
分
布
施
は
中
折

に
包
み
、
紅

白
の
水
引

を
か
け
、
上
又

は
上
様
と
表
記
し
、

お
寺
詣
り

の
際

に
納

め
た
。
野
掛
料
、
門
牌
料
等
同
時
に
納

め
た

。
お
寺
様
は
伴

僧

に
そ
れ

ぞ
れ
、
そ
の
中
か
ら
か
布
施
を
し
た
。

近
年
は
当
日
檀
那
寺
以

外
は
お
布
施
の
額
が
示

さ
れ
、
の
し
袋
を
用

い
て
、
お

布
施
又
は
御
礼
と
表
記

し
、
喪

主
の
姓
名
を
か
い
て
そ
の
場
で
出

し
、
檀

那
寺

へ

の
お
布
施
だ
け
は
後
の
お
寺

参
り
に
持

参
す
る
。
そ

の
額
は
示

さ
れ
た
全
員

の
合

計

額
が
基
準
と

さ
れ
て
い

る
。

２
　

在

家
側
の

諸
役

穴
掘
り
　

穴
掘
り
の
人
た
ち

ぱ
出
棺
時
刻
を
考
慮
し
て
、
そ

れ
に
間

に
合
う
よ

う
に
、
必
要
な
道
具
を
持
っ
て
、

あ
ら
か
じ
め
ざ
め
て
あ

る
場
所

を
掘

る
わ
け
で

あ
る
、
板
の
間
で

は
穴
掘

り
の
と
こ
ろ
に
、
酒

・
天

ぷ
ら
・
寿
司

な
ど
適

宜
届
け

る
。
近

ご
ろ
は
火
葬

に
た

っ
た
が
、
昔
は
相
当

に
重
労
働
た

っ
た

。

帳
場
（
帳
付
け
）
　
帳
付
け

は
「
休
憩
所
（
昔
は
中
宿
と
い
っ
た
）
」
「
見
舞
人
昇
降

口
」
と
中
折
に
書
い
て
貼
る
、
会
葬
者
の
昇
降

口
は
縁
側

か
ら
と
さ
れ
て
い

た
。

現

在
は
義
理
宣

戸
口
（
玄
関
）
で
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

机

に
受
付

と

書

く
、
さ
ら
に
「
役
付
き
」

を
障
子
紙

に
清
書

し
て
会
葬
者
昇
降

口
の
桁

に
張

り
出

し
た
り
、
弔
旗
等

へ
名
札

を
つ
け

る
。
さ
ら
に
そ

の
日

の
香
典

を
記
帳

す
る
役
で

あ

る
。

香
典
帳
、
病
気
見
舞
受
納
帳

は
右

に
元
号
と
年
、
左

に
月
日
、
そ
の
下

に
誰

々

受
（
喪
主
名
）
と
墨
書
し
、
裏
面
に
戒
名
、
左
下

に
俗
名
行
年
を
書
く
、
不
幸
に
お

け

る
香
典
帳
な
ど
は
折
れ
目
を
上
に
し
て
用
い
る
。
不
幸
の
場
合
は
方
式
を
逆
に

す

る
こ
と
が
多
い
が
、
病
気
見
舞
受
納
帳
は
生
前
だ
か
ら
、
正

常
に
折
れ
目
を
下

に
す

る
。
現
今
は
市
販
の
も
の
を
使
用
す
る
の
で
、
一
切
、
項

目
が
印

刷
さ
れ
て

い
る
。

義
理
受

け
　
会

葬
者

の
香
典
や
お
悔
み
を
受

け
る
こ
と

を
義
理

を
受
け

る
と
い

い
、
喪

主
夫
婦
、
子
供
兄
弟

な
ど
が
正
装
で
受
け

る
。
役
付
き
の
あ

る
人
に
は
そ

の
旨

を
つ
げ

る
。

引
物
の
こ
と
　

昔

は
野
辺
送
り
の
場
合
、
女
の
人
た
ち
は
手

ぬ
ぐ
い
を
被
る
こ

と

か
ら
、
野
辺
送
り
に
立
つ
女
の
人
た
ち
に
は
、
手

ぬ
ぐ

い
を
出
す
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
か
ら
見

舞
人

全
部
に
引

き
物

と
し
て
出

す
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に

砂

糖
や

お
茶

を
引

く
よ
う
に
な
っ
た
。

近

ご
ろ
生
活
改
善
が
叫
ば
れ
現
今
で

は
村
内
一
同
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
礼
状
の

葉
書

だ
け

に
な

っ
た
。
こ
れ
を
義
理
受
け
の
と
き
に
渡
す
。
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膳
引
の
こ
と
　
か
つ
て
は
見
舞
人
に
は
酒
と
お
膳
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
高

足
お
膳
で
吸
物
、
盛
込
み
、
お
平
を
そ
れ
ぞ
れ
の
お
椀
や
盛
込
皿
で
出
し
た
。
予

め
お
膳
に
盛
込
み
や
、
お
平
を
つ
げ
て
並
べ
て
お
き
、
見
舞
人
が
着
席
す
る
と
吸

物

を
出

し
、
酒

を
す
す
め
、
食
事

を
出

し
た
。
経
木
（
う
す
板
）
を
お
き
、
藁
し

べ

を
添

え
て
お
い
て
、

盛
込

み
や

お
平

を
持

ち
帰

っ
て
も

ら
っ
た
。
昔

は
遠
く
歩
い

て
来

た
の
で
朧

の
へ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
習
慣
で
あ

る
。

現
今

は
村
内

は
香
典
を
出

し
、

焼
香
し
て
帰

る
。
他
村
者

に
は
、
簡
単

な
食
事

を
休
憩
所

で
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

会
葬
者
の
服

装
　
会

葬
者

は
男

は
紋
付

の
羽
織

袴
、
女

は
黒

の
紋
付
羽
織
で
、

お
供
に
立
つ
（
野
辺
送
り
）
人
は
白
む
く
を
持
参
し
て
中

宿
で
支

度
を
し
た
も
の
で

あ
る
。

現

今

は
黒
紋
付

か
黒
洋
服

に
喪
章
を
つ
け

る
。

香
　

典
　

告
別

に
訪
れ

る
人
は
誰
も
香
典
を
も
っ
て
い
く
。
死

者
の
霊

に
供
す

る
香

に
代
え

る
金
銭
で
あ
る
。
香
典
は
親
の
不
幸
に
は
子

供
た
ち
が
、

そ
の
外
兄

弟
や
近
親
者
が
多
く
使
う

わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
す
る
人
た
ち
で
話
し
合
っ

て
き

め
た
。
近
所
や
主
な
親
類
で

は
白
米
、
粳
米
を
そ
え
る
習
慣
が
め
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
昔

は
物

を
使

っ
た
が
、
現
今
で

は
金
銭
だ
け

に
な

っ
て
来

た
。

「

枝
義
理
」
は
喪
主
で
な
い
近
親
へ
の
香
典
で
、

昔

は
死
者

の
親
、

兄

弟

姉

妹
、
叔
父
叔
母
等
ま
で
使

わ
れ

た
が
、
今

は
兄
弟
姉
妹
ぐ
ら
い

に
使
う
こ
と
が
あ

る
。
そ

れ
ら
の
人

々
は
香
典

も
多
く

か
か
り
費
え
も
多

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
助

け

る
意
味
で
始

ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い

る
。
こ

れ
は
近
年

ま
れ

に
な

っ
た
。

３
　

葬
　
　
　

礼

参
　

列
　

坊

さ
ん
が
「
御
支
度

を
」
と

い
う
と
、

お
相
伴

は
「

お
経
が
始
り
ま

す
」

と
一
同

に
伝
え

る
。
血
縁
の
深

じ
人

を
前

に
し
て
参
列
す

る
。
休
憩
所
へ
も

お
経
の
始

ま
る
こ
と
が
伝
え

ら
れ
る
。
揃

っ
た
と
こ

ろ
で
「
読
経
」
が
始

ま
る
。

焼
　
香
　
引
導
の
後
、
坊
さ
ん
の
指
示
に
よ
っ
て
、
喪
主
ほ
か
近
親
者
は
祭
壇

前
に
出
て
焼
香
を
し
、
一
般
の
人
は
香
炉
を
回
し
順
次
に
焼
香
を
す

る
の
で
あ

る
。
近
年
は
修
証
義
を
斉
唱
し
た
り
、
ご
詠
歌
を
う
だ
っ
た
り
、
和
尚
さ
ん
の
法

話
を
き
く
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

弔
辞
、
弔
電
　
す
で
に
和
尚
さ
ん
よ
り
「
引
導
」
が
わ
た
さ
れ
た
後
、
長
老
Ｏ

指
示
に
よ
り
、
弔
辞
、
弔
電
を
仏
前
で
読
み
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

配
役
の
読
み
上
げ
　
長
老
の
指
示
に
よ
り
、
「
配
役
」
を
帳
場
の
も
の
が
読
み

上
げ
る
。

喪
主
の
あ
い
さ
つ
　
喪
主
あ
る
い
は
近
親
者
が
こ
れ
に
代
わ
っ
て
会
葬
者
に
お

礼
を
の
べ
る
。
昔
は
こ
こ
で
は
し
な
か
っ
た
。

出
　
棺
　
棺
を
縁
側
か
ら
出
し
、
こ
の
と
き
に
仏
様
と
最
後
の
お
会
い
、
お
別

れ
を
す
る
。
棺
付
き
に
よ
っ
て
棺
台
に
の
せ
ら
れ
、
蓋
ぱ
こ
ま
結
び
に
結
び
、
ゆ

れ
な
い
よ
う
に
棺
台
に
縄
で
ゆ
わ
い
つ
け
る
。
現
今
は
火
葬
が
多
卜
の
で
し

な

い
。
出
棺
は
縁
側
か
ら
と
さ
れ
て
い
て
、
古
来
か
ら
、
帰
ら
ぬ
も
０
、
帰
っ
て
は

な
ら
な
い
も
の
は
縁
側
か
ら
と
さ
れ
て
い
た
。
出
棺
し
た
後
、
座
敷
は
塩
で
清
め

て
掃
く
。

野
辺
送
り
の
服
装
　
昔
は
喪
主
、
棺
付
き
は
「
か
み
し
も
」
を
着
た
。
額
に
は

三
角
形
の
紙
で
鉢
巻
し
、
手
甲
脚
半
を
つ
け
、
草
謨
ば
き
に
な
る
。
後
は
「
か
み

し
も
」
を
着
な
く
な
り
、
紋
付
羽
織
袴
と
な
り
、
棺
付
き
は
羽
織
り
を
ぬ
ぎ
、
袴

の
す
そ
を
端
折
っ
て
腰
に
は
さ
み
、
藁
ひ
も
で
た
す
き
を
か
け
る
。
そ
の
ほ
か
の

男
は
紋
付
羽
織
袴
で
あ
っ
た
。
女
は
白
む
く
に
手
ぬ
ぐ
い
を
被
っ
た
も
の
だ
っ
た

が
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
よ
り
洋
服
を
着
る
も
の
が
多
く
た
っ
た
。

現
今
で
は
、
男
女
共
黒
の
礼
服
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昔
は
義
理
を
受
け
る
場
合
も
「
か
み
し
も
」
を
つ
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

葬
　
列
　
役
付
き
の
こ
と
で
記
し
た
よ
う
な
順
で
お
墓
へ
列
を
な
し
て

す
す
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む

。穴
回
り
　

穴

回
り
は
庭
（
堂
の
庭
、
お
寺
の
庭
）
、
墓
地
で
左
回

り
三
回
回

っ
て
中

央

に
棺

を
お
き
、
弔
旗

を
た
て

か
け

る
。
昔

は
こ
こ
で
引
導
が
渡
さ
れ

た
。
現
今

は
穴
回
り
は
し

な
く

な
り
、
座
敷
で
読
経
、
引
導
が
渡

さ
れ
る
。

埋
　

葬
　
棺

の
さ
げ
手

に
荒
縄

を
つ
け
て
、
西
方

に
極
楽
浄
土
か
お

る
か
ら
と

い
っ
て
、
仏
様

を
西
向
き

に
お
ろ
す

。
縄

を
切

っ
て
蓋

の
上

に
石
を

お
き
、
弔
旗

な
ど

ま
る
め
て
穴

の
中

に
入
れ
、
親
類
縁
者

は
少
し
ず
つ
土
を
被
せ
、
後

は
穴
掘

り

の
人

た
ち

に
ま

か
せ

る
。
喪
主
や
棺
付
き
は
大
道

に
出

る
と
こ
ろ
で
草
履
を
脱

ぎ
捨
て
て
裸
足
で
帰

る
。

喪
主

は
先

に
帰
り
木
戸
で
野
辺
送
り
の
会
葬
者
そ
れ
ぞ
れ
に
お
礼
を
い
う
。

清
　

め
　

戸
間

口
に
は
塩
と
手
桶
、
ひ
し
ゃ
く
を
用

意
し
て
野

辺
送
り
の
汚

れ

を
洗

い
清

め
る
た
め
に
残

っ
て
い

た
人
が
、
塩
を
手

の
甲
に
の
せ
て
水
を
そ
そ
い

で
や

る
、
こ
れ
ら

の
水
は
流
れ
川

の
と
き
は
流
れ
に
従

っ
て
川
下

に

む

け

て

汲

む
、
ま
た
冬

の
寒
い
日

ぬ
る
ま
湯

に
す
る
と
き
は
、
水
に
湯
を
そ
そ
い
で
、

ぬ
る

ま
湯

に
す
る
。
（
日
常
と
逆
に
す
る
）

喪
主
や
主
な
親
類
衆
は
、
板
の
間
や
帳
付
け
そ
の
他
の
人
た
ち
に
「

お
か
け

様

に
野
辺
送
り
が
で
き
ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
る
。

４
　

式
後
の
仏
事

お
寺
参
り
　

お
相
伴
は
和
尚
さ

ん
に
お
寺
参
り
の
都
合
を
き
き
、
何
人
い
く
か

知
ら
し
て
お
く
、
か

っ
て
は
翌
日

で
あ

っ
た
が
、
現

今

墜
父
通
の
便
が
よ
く
な

っ

た
の
で
当
日

行
く
よ
う
に
な

っ
た
。
昔
は
兄

弟
や
子

供
た
ち
が
喪
主
と
一
緒
に
五

人

か
、
七
人

と
か
が
、
御

布
施

、
野
掛
料
、
門

牌
料
を
持

っ
て
行
き
、
本
堂
に
お

参
り
し
、
供
養
の
お
経
で
焼
香
を
し
た
。
檀
那
寺
で
は
吸
物
に
お
酒
を
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
現

今
は
そ
れ
ら
を
出
さ
な
い
で
、

お
茶
だ
け
で
す
ま
し
、
寺

参
り

の
人
数
は
制
限
し
な
い
。

七
　

日
　

出
棺
後
坊
様

は
引
導
の
衣
を
取
り
替
え
て
、
七
日
の
お

経

を

上

げ

る
。
棚

を
つ
く
り
位
牌
、
七
本
塔
婆
を
か
ざ
り
、
七
日
の
お
膳
と
だ
ん
ご
を
食
龍

に
入

れ
て
供
え

る
。
こ

れ
を
七
日
の
だ

ん
ご
と
い
う
。
だ
ん
ご
七
個
を
大
き
く
や

や
偏
平

に
、
ソ

ミ
（

ソ
玉

の
感
じ

に
つ
く
り
、
こ
れ
を
七
つ
だ
ん
ご
と
い
う
。
七

日

の
お
経
が
済
む
と
坊
様

に
お
茶
を
出
し
、
こ
れ
で
坊
様
は
門
牌
に
礼
拝
を
し
て

帰

る
。

お
墓
参
り
　

近
所
や
隣
組

の
人

た
ち
は
、
野
辺
送
り
の
と
き
は
諸
用

が
あ
っ
て

お
墓

に
行
け

な
い

の
で
、
終

わ
っ
て

か
ら
お
墓
参
り
を
す
る
。
ま
ず
祭
壇
に
向
か

っ
て
正
座
し
て
、
そ
の
場
の
長
老
が
先
に
た
っ
て
般
若
心
経
な
ど
あ
げ
る
。
次
に

「
七
つ
だ

ん
ご
」
を
投
げ

る
。
投
げ
な
い
で
紙

に
つ
つ
ん
で
渡
す
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。
こ
れ
か
す
れ
と
そ
ろ

っ
て
お
墓
参
り
を
す
る
。

精
進
落
と
し
　

お
墓
参
り

か
ら
帰

っ
て
来
る
と
、
帳
付
げ
や
穴
掘
り
を
上
座
に

据
え
、
隣
組
の
人
た
ち
も
上
座
に
し
て
、
お
手
伝
い
の
人

々
に
対

し
、
喪
主
が
お

礼
を
の
べ
兄
弟
や
子
供
た
ち
、
主
な
親
類
衆
が
酒
食
を
す
す
め
労
を
ね
ぎ
ら
う
。

こ
れ
で
一
切
が
終
わ
り
、
親
類
縁
者
も
、
近
所
の
人
も
だ
ん
だ
ん
帰
る
の
で
あ

る
。５

　

後

片

付

け

勘
定
の
支
払
い
　

野
辺
送
り
後
、
お
墓
参
り
を
す
ま
せ
、
弔

の
支

払
い

は
、
近
所

や
組
の
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
が
、
現
今
は
喪
主
の
と
こ
ろ
で
一
切
を
支

払
う
。

一
と
七
日
　

親
類
や
近
所
の
人
を
呼
ん
で
葬
式
の
翌
日
「

一
と
七
日
」
を
兼
ね

て
後
片
付
け
を
や

っ
た
。
こ
の
と
き
、
吸
物
、
盛
込
み
、
お
平

、
引

物
な
ど
の
膳

を
つ
く
り
、
皆
の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。
葬
式
の
と
き
も
、
七
日
の
と
き
も
大
き
な

饅
頭
を
よ
く
つ

か
っ
た
の
で
、
大
き
な
饅
頭
を
葬
式
饅
頭
の
よ
う
だ
と
い
っ
た
。

現
在
は
、
当
日
お
経
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る
。

後
片
付
け
　
仏
の
生
前
に
着
て
い
た
着
物
、
布
団
を
姉
妹
や
子
供
た
ち
で
洗
濯
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生一

の

を
し
て
、
家

の
北
側

に
竿

に
袖

を
通

さ
ず
打

ち
掛
け

に
し
て

し
べ
で
結

ん
で
所

々
に
か
け
て

お
く

。

か
け
、
そ
の
上
を
藁

葬

送
に
使

っ
た
道
具

な
ど
は
洗

い
、
近
所

か
ら
借

り
た
も
の
等

を
返

す
。

形
見
（
遺
品
）
わ
け
　

兄

弟
姉
妹
、
子

供
た
ち
が
寄

っ
て
、
亡

く
な
っ
た
人

の
衣

類
や
持
ち
物
を
分

け
、
主
な
親
類
に
も
、
形
見

と
し
て
配

っ
た
。

里
方
に
は
里
方
の
紋
の
あ
る
も
の
を
、
形
見

と
し
た
。
近

ご
ろ
形
見
分

け
は
少

な
く
な
っ
た
が
、
新
し
く
買
っ
た
も
の
で
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

葬
式
に
対
す
る
心
掛
け
（
お
礼
）
　
お
年
寄
り
の
あ

る
家
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
い

ろ
い

ろ
と
心
掛
け
、
「
親

の
と
き

は
子
の
と
き
」
と
い

わ
れ
、
親
の
葬
式
に
は
、

子
供

た
ち
は
一
生
懸
命

に
働
き
、
皆

に
お
願
い
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
人

ご
と
で

な
く
、
自
分

の
家
で
も

お
世
話

に
な
る
と
き
が
、
あ

る
と
い
う
心

掛

け
で
身

を
惜

し
ま
ず
、

お
手
伝

い
を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
親
子
関
係
の
場

合

は
特

に
気
を
配

り
経
済
的
、
精

神
的

に
助
け
合

わ
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

葬
送
の
後
片
付

け
後
、
一

段
落

つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
組

う
ち
に
言
葉

の
お
礼

に

回
か
っ
た
。
死

者
の
兄

弟
や
子

供
た
ち
が
帰

る
と
き
に
は
、
近
所

、
本
家
、
分

家

に
お
礼
を
の
べ
、
今
後
も
お
願
い
す
る
の
が
道
と
さ
れ
て
い
る
。

㈹

追

善

供

養

七
日
の
供

養
　
親
類
や
近
所
の
人
を
呼

ん
で
、
葬
式
の
翌
日
「

一
と
七
日
」
を

兼
ね
て
行
う

。（
前
記
）

そ

の
後
七
日
目

毎
に
供
養

す
る
。
そ

の
縁
日

の
本
尊
仏
（
前
記
）
に
回
向

す
る
こ

と
に
よ
り
、
死
者
が
成
仏

す
る
と

さ
れ
て
い

る
。
本
来

は
七
本
塔
婆

の
一
本
ず

つ

を
持

っ
て
墓
参
し
た
が
、
近
年
略
さ
れ
て
い
る
。
初
七
日

、
二
七
日
、
三
七
日
、

人
　

四
七
日
ヽ

五

七
日
ヽ

六
七
日
ヽ

七
七
日
と
七
回
あ
っ
た
の
で
あ
る
・

第7 章

三
五
日
…
…
五
七
日
で
子

供
や
近
親
者
が
供
養
す
る
。

四

九
日

…
…
七
七
日
で
、
死
者
の
魂

は
四
九
日
間
、
「

屋
根
棟
」

に
い
る
と
い

わ
ね
、
こ
の
供
養
で
成
仏
す
る
と
い
わ
れ
て

い
て
、
四
九
日

の
供
養

は
今
で
も
省

略
し
な
い
。

お
日
長
と
百
日
日
　

お
日
長
と
い
っ
て
死
後

一
か
月
ぐ

ら
い
に
、
子
供
や
近
親

者
、
近
所

の
人

た
ち
が
、
ぼ
た
餅
や
、
そ
の
時
期
の
も
の
を
持

っ
て
、
線

香
を
立

て
、
そ

の
家

の
人

た
ち
を
励
ま
す
。

ま
た
、
百

か
日

に
は
子
供

た
ち
や
主
な
親
類

の
者
が
お
墓
参
り
を
し
て
供
養
す

る
。初

彼
岸
　

亡

く
な
っ
て

か
ら
初

め
て

の
彼
岸

を
初
彼
岸
と
い

っ
て
、
そ

の
家

に

い
き
、

線
香
を
立
て
て
供
養

す
る
。
そ

の
家
で

は
来
て
く
れ

た
人
た
ち
を
接
待
す

る
。六

道
地
蔵
尊
参
り
　

伊
那
市
美
篤
の
六
道
地
蔵
尊
に
八
月

六
日

お

参

り

に

行

き
。
仏
様
が
松
に
宿
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
松

の
小

枝
を
い
た
だ
い
て
帰

る
、

三
年
続
け
て
迎
え

に
い
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

お
新
盆
　

亡
く

な
っ
て

か
ら
初

め
て

の
盆
を
「

お
新
盆
」
と
い
い
、
お
盆
棚
を

特
別

に
飾

っ
て

つ
く
り
、
親
類
縁
者
や
部
落

の
人

た
ち
が
見
舞
う
。
そ
こ
で
、
あ

ん
こ
ろ
餅
や
冷

や
し
そ

う
め
ん
、
天

ぷ
ら
な
ど
用
意
し
て
、
そ
れ
等

の
人

た
ち
を

接

待
し
た
。
現
今

は
生
活
改
善
で

八
月
一
三
日
夜
、
部
落

の
人

た
ち
ぱ
線
香
を
上

げ
た
だ
け
で
帰

る
。
一
四
日
、
一
五
日

は
他
所

の
人
が
見
舞

に
く

る
。

一
般
に
は
お
盆
は
八
月

一
三
日

に
「

か
や
」
「

つ
く
も
」

な
ど
を
敷

い
た
盆
棚

を
花
で
飾

る
。
迎
火
と
い

っ
て
、
門
先
の
三
か
所
で
白
樺
の
皮
や
、
麦
稗
を
燃
や

す
、
墓
地
で
燃
や
す
家
も
あ

る
。
八
月

二
（

日
ま
で
で
あ
る
。

ま
ん
ど
、
盆
踊
り
　

ま
ん
ど

は
万
灯

の
意
味
で
仏
様

に
供
え
る
の
で
あ
る
。
麦

わ
ら
を
束

ね
、
繩

を
つ
け
て
子
供

た
ち
は
そ
れ

に
火
を
つ
け
、
振
り
回
し
た
。
実

に
壮
観
の
も
の
で
八
月
一
三
日

か
ら
一

六
日

ま
で
行

っ
た
。

迎
え

ま
ん
ど
（

二
一

日
）
、
御
馳
走
ま
ん
ど
（
一
目
日
、
一
五
日
）
、
送
り
ま
ん
ど
（
コ
（
日
）
と

い
っ
た
。
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戦
後
は
ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
っ
た
が
、

こ
の
ご
ろ
復
活

し
て

き
た
所

も
あ

る
。

若

い
人

た
ち
が
、
部
落

の
集
会
所

の
庭
や
広
場
で
時

に
は
隣
村

か
ら
来

た
り
、

ま
た
出
向
い

た
り
し
て
盆
踊
り
を
楽
し

ん
だ

。
盆
踊
り
は
本
来
迎
え

る
精
霊
の
慰

ど（万灯） むぎわらでつ くる。んま図7 －10

霊
と
魂
祭
り
を
兼
ね
合
わ
せ
て
す
る

踊
り
だ
っ
た
が
、
盆
踊
り
が
一

種
の

社
交
の
場

で
も
あ
っ
た
。
戦
後
盆

踊

り
も
し

な
く

な
っ
た
が
、
こ

の
ご
ろ

で

は
ま
た
各
区
で
盆
踊

り
を
楽
し
む

よ
う

に
な

っ
た
。

命
　

日
　

亡
く
な

っ
た
日
を
命
日

と
い
う
。
果
物
や
そ
の
人
の
好

物
を

供
え
て
供
養

す
る
。

年
　

忌
　

一
周
忌
（
一
回
忌
）
、
三

年
忌
（
三
回
忌
）
、
七
年
忌
、

二

一
年

忌
、
一
七
年
忌
、
二
三
年
忌
、
二
七
年
忌
、
三
三
年
忌
に
は
塔
婆
を
立
て
供
養
す

る
。三

二
回
忌
に
は
「
ほ
え
つ
き
塔
婆
」
を
立
て
る
。
三
三
回
忌
で
故
人
の
追
善
供

養
は
終
わ
る
。
そ
の
後
は
先
祖
様
と
し
て
供
養
す
る
の
で
あ
る
。

位
牌
を
黒
塗
り
に
か
え
る
　
一
周
忌
か
す
れ
と
白
木
の
位
牌
を
黒
塗
り
の
位
牌

に
す
る
。
早
く
す
る
の
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
新
仏
で
な
い
よ

う
に
と
か
え
る
。

石
　
碑
　
石
塔
と
も
卜
う
。
こ
れ
を
建
て
る
こ
と
が
相
続
人
の
最
大
の
つ
と
め

と
い
わ
れ
た
も
の
で
七
年
忌
か
、
一
三
年
忌
、
お
そ
く
も
一
七
年
忌
に
は
立
て
た

い
と
念
願
し
た
も
の
で
、
仏
様
は
催
促
し
な
い
か
ら
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
か

れ
、
な
が
く
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現
今
は
随
分
と
大
き
な
立
派
な
も
の
を
建
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
て
九
時
、

又
は
お
彼
岸
な
ど
に
「
お
目
あ
か
し
」
の
法
要
を
す
る
。

匈
　
風
習
の
移
り
変
わ
り

葬
送
や
供
養
の
こ
と
で
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
、
昭
和
五
年
こ
ろ
経
済
的
に

不
況
を
き
た
し
、
そ
の
後
太
平
洋
戦
争
で
物
資
が
極
度
に
欠
乏
し
、
終
戦
後
は
思

想
並
び
に
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
従
来
の
風
習
が
軽
視
さ
れ
、
ま
た
、
し
た

く
と
も
物
資
欠
乏
で
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
経
済
も
急
速
に
伸
展
す
る
に
伴

っ
て
葬
式
な
ど
派
手
に
な
り
、
会
葬
者
も
増
し
、
香
典
の
額
も
多
く
な
っ
た
。
引

物
も
量
的
に
、
ま
た
金
額
的
に
増
し
た
。
石
塔
も
大
き
く
立
派
な
も
の
と

な
っ

た
。最

近
で
は
、
再
び
葬
儀
の
簡
素
化
の
声
が
大
き
く
な
り
、
香
典
返
し
全
廃
の
生

活
改
善
も
村
内
一
円
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

七
　

神
　
　
　

葬

〔［
　

由
　
　
　
来

神
式
葬
の
源
流
は
仏
教
渡
来
以
前
の
古
代
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、

の
ち
に
は
仏
式
葬
と
相
影
響
し
て
、
し
だ
い
に
相
互
の
形
式
を
と
と
の
え
て
来

た
。
江
戸
時
代
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
方
針
か
ら
戸
籍
を
寺
院
で
取
り
扱
わ
せ

た
の
で
、
葬
式
は
仏
教
的
色
彩
が
強
く
な
り
、
神
葬
は
一
般
に
行
白
れ
な
か

っ

た
。
江
戸
中
期
以
降
神
道
思
想
の
発
展
に
よ
り
神
葬
に
よ
ろ
う
と
す
る
も
の
が
あ

ら
わ
れ
、
明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
の
運
動
に
よ
っ
て
、
神
式
葬
は
た
ち
ま
ち
ひ
ろ

ま
っ
た
。

仏
式
と
類
似
点
が
多
い
が
、
異
な
る
点
は
、
仏
式
で
死
者
は
北
枕
西
向
き
で
あ

る
の
に
、
神
式
で
は
東
首
南
面
の
風
習
が
あ
る
。
供
物
に
は
酒
や
山
海
の
産
物
を

生
の
ま
ま
で
供
え
る
の
を
主
と
し
て
い
る
。
仏
式
で
生
臭
を
禁
ず
る
の
と
大
部
ち
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第７章　人 の一生

が

っ
て

い

る

。
葬

儀

は
神

官

に
よ

っ
て

行

わ
れ

、

ま

ず

祓

い
浄

め

に

は
じ

ま

り

祭

文

の

朗

読

が

あ

り
、

次

に
喪

主
、

近

親
者

か

ら
順

次
一

般

参
列

者

が

、

さ

か
き

の

玉

串

を

捧

げ

て
礼

拝

す

る

。

上

伊

那

北

部

の

神

葬

祭

は
、

慶

応
四

年
五

月

、

全

国

に

魁

け

て
允

許

を

受

け

た

。

小

野

の

倉

沢

義

髄

を

嗜

矢

と

し

て

、

隣

接

地

の

両

雨

沢

や

筑

摩

地

へ

及

ん

だ

。

続

い

て

明

治

初

年

平

田

学

信

奉

者

が

先

達

と

な

っ

て

、

仏

葬

か

ら

神

葬

に

転

じ

た

の

は

、

小

河

内

、

長

岡

、

樋

口
、

等

に

多

か

っ
た

。

南

箕

輪

で

も

明

治

二

年

に

北

殿

の

庄

右

衛

門

が

許

可

を

う

げ

て

い

る

。

平

田

学

の
影

響

下

に
あ

っ

た
と

み

え

て

、

「

皇

国

古

典

之

式

」

が

神

葬

だ

と

気

お

っ
て

い

る

。
南

殿

の
神

官

、

清

水

政

雄

が

神

葬

を

ひ

ろ

め

た
一

人

で

、

現

在

も

南

殿

、

北

殿

、

大

泉

に
そ

れ

が
多

い

。
次

に
改

葬

の
願

書

を
二

部

記

す

。

恐
レ
乍

ラ
書
付

ケ
ヲ
以

テ
願
イ
上
ゲ
奉
り
候

私
儀
年
来
ノ
志
願

二
付
キ
、
家
内

一
同

神
葬
祭

ノ
朧
御
許
容
下

シ
置

カ
レ
候

様
懇
願
奉

り

候
。
就
イ
テ
（

僧
徒
ノ
手
ヲ
離

レ
候
儀

二
付

平
宗
門
改

メ
ノ
儀
（

、
村
役
人

ニ
テ
相
済

マ

シ
、
死
亡
ノ
者
之

レ
有
り
腕
節
（

、
是
亦
村
役
人
見
分

ノ
上
、
身
寄
り
近
親
ノ
者
葬

主
二

相

立
テ
、
皇

国
古
典

ノ
式

二
働
イ
葬
礼
執
行
仕

り
度

ク
、

右
願
イ

ノ
通

り
仰

セ
付

ケ
ラ
レ
腕

愕（

有
難

字
仕
合
ワ

セ
ニ
存

ジ
奉

り
腕
。
之

二
依

り
此

段
願
イ

上
ゲ
奉

り
候
　
以

上

伊
那
郡
北
殿
村

長
百
姓
　

庄
右
衛
門
⑩

前
書
ノ
通
り
願
イ
上
ゲ
奉

り
候

二
付

キ
以

後
人
別

改

メ
、
生
死

ノ
取
調

べ
等
村

役
人

ニ
テ

取

扱
イ
、
御
法
度
ノ
邪

宗
門
（

勿
論
総
ジ
テ
紛
ラ

パ
ツ
キ
儀
決

シ
テ
仕

ラ
セ
マ
ジ

ク
、
コ

レ
ニ
依

り
私
共
奥
印
仕
リ

ー
同
願
イ
上

ゲ
奉
り
候
。

右
村
百
姓
代
　
　

儀
兵
衛

明
治
二
巳
年
九
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
　

頭
　
　

久
兵
衛

名
　

主
　
　

又

右
衛
門

伊
那
県
御
役
所

願
之
趣
聞
キ
届
ヶ
侯
事
回

巳
八
月

（
千
桐
屋
文
書
）

な

お
、
明
治
九
年

に
は
南
殿
村

の
一
三
人
が
連
名
で
神
葬
祭
許
可
の
願
書
を
出

し
て

い
る
が
、
嶺
頭
院

の
承
諾
が
取
れ
な
い
旨
を
記
し
た
ま
ま
、
筑
摩
県
へ
提
出

し
て

い
る
。

⇔
　

葬
　
　
　

儀

葬
儀
前
　
死

去
直
後

な
ど
だ
い
た
い
仏
葬
と
同
じ
で
あ

る
が
、
異

な
っ
た
と
こ

ろ
は
、
榊

を
切

り
に
行
く

。
買
物

は
葬
儀
用

の
白
紙
、
麻
、

布
類

の
外
、
食
料
品

に
は
魚
を
つ
か
う
。
棺

は
寝
棺

と
竪
棺
で
あ

る
。
棺

は
家
型

を
か
た
ど
っ
た
ら
し

く
て
、
二

枚
の
障
子

を
屋

根
の
よ
う
に
す
る
。
献

饌
台
、
御

霊
代
、
墓
標
、

旗
類

は
大
工
に
作
っ
て
も
ら
う
。
帳
付
、

板
の
間

、
膳

方
、
響
応
係
、
神
官
係
が
で

き

る
。神

官
係
は
神
官

の
接
待
、
神
官
０
葬
儀
準
備
の
手
伝
い
、
祭
壇
の
飾
り
付
け
を

す

る
。

神
　

官

家

の
格

冲
身
上
、
死
者
の
年
齢
で
一
人
の
と
き
も
あ

る
し
、
斎
主
、

副
斎
主
、
祓
主
等
の
祭
官
の
外
、
伶
楽
人
三
・
四
名
合
わ
せ
て
八
人
、
一
〇
大
と

い
う
大
が
か
り
も
あ
る
。
普
通
は
斎
主
、
副
斎
主
と
伶
人
一
丁

三
人
位
で
希
望
に

よ
り
何
人
で
も
よ
い
。

装
束
や
太
鼓
、
笛
な
ど
祭
具
は
も
っ
て
来
る
。
現
今
は
自
家
用
車
で
く
る
。

納
　
棺
　
湯
狸
や
旅
支
度
は
な
い
。
棺
の
蓋
を
釘
づ
け
に
す
る
に
は
石

を
使

祭
場
と
祭
壇
　
祭
場
は
上
座
敷
を
あ
て
、
四
囲
に
注
連
を
張
る
。
棺
は
荒
ご
も

を
敷
い
て
脇
床
に
安
置
し
、
壇
の
ま
わ
り
に
紫
の
布
を
巻
き
注
連
を
張

り
ま

わ

し
、
上
に
障
子
の
屋
根
を
お
く
。
本
床
の
方
に
三
段
位
の
祭
壇
を
つ
く
る
。
壇
の

一
番
上
に
小
さ
な
お
宮
を
お
く
。
注
連
の
「
け
え
だ
れ
」
は
神
官
が
切
っ
て
く
れ
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る
。内

位
牌
に
あ

た
る
御

霊
代

は
「
故

何
某
大
人
（
宇
斯
）
之
神
霊
」

と
書
く
。
墓
標

に
は
「
故
何
某
大
人
（
刀
自
）
之

奥
津
城
」

と
書
き
、

ま
た
「
故

何
某
宇
斯
（
刀
自
）

之

奥
都
城
」
と
書
く

。
氏
名

の
下

に
大
人
、

宇
斯
、
刀
自

、
老
翁

、
若

い
人

か
ら

比
古
、
比
女
、
幼
児
な
ら
稚
子

を
つ
け

る
。
以
前

は
「
何

々

之

命
」
　「
何

々

之

彦
」
と
謐
号
を
つ
け

た
。

御
霊
代
、
墓
標
は
棺
の
前

に
お
く
。
献
饌
台

は
白
木
づ
く
り
で
脚

を
つ
け

た
も

の
で
、
御
酒
、
御
饌
（
洗
米
）
、
魚
、
野
菜
、
果
実
、
塩
、
水
を
盛

る
。
台
数
は
三

台
、
五

台
、

七
台
と
思
い
思
い
棺
の
前
に
長
机
を
お
い
て
供
え
る
。

大
榊
（
大
玉

串
）
に
「

し
で
」

を
垂
ら
し
、
祭
壇
の
両

側
に
立
て
、
花
を
飾

る
。

祭
　

式
　

準
備
が
で
き
る
と
喪
主
以
下

親
戚
、
知
己
、
会
葬
者
が
並
ん
で
始
め

る
。
ま
ず
御
霊

移
し

の
式
が
あ
り
、
棺
前
祭
が
行

わ
れ
、

斎
主
の

洙

が
奏

せ
ら

れ
る
。
あ
と
喪

主
以
下
玉
串

を
棒

げ
て

拝
礼

を
し
出
棺

と
な
る
。
玉
串

を
あ
げ
る

と
き
、
二
拝
二

拍
手
一
拝
で
あ

る
が
、
「
し

の
び
子
」
と
い

っ
て

音
の
し

な
い

よ

う

に
拍
手
を
う
つ

。

埋
葬
式
　

墓
地

に
つ
く
と
棺
を
正
面

に
据
え
、
献
饌

台
を
前

に
並
べ
て
埋
葬

の

式
を
す
る
。
こ
れ
を
野
の
式
と
い
う
。
神
官
の
祝
詞
、
遺
族
や
会
葬
者
の
拝
礼
が

あ
っ
て
埋
葬
す
る
。
現
今
で

ぱ
こ
の
野
の
式
は
座
敷
の
う
ち
に
し
て
し
ま
う
。
あ

と
の
始
末
や
帰
宅
の
様
子

は
仏
式
と
ち
が
わ
な
い
。

葬
　

列
　

葬
列
の
し
だ
い
も
年
と
共
に
簡
略
化
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
一
例
を

上

げ
る
と

銘
旗
－

（

前
朋
皿

－

色
旗
―
色
旗
－

大
榊
－

御
酒
－

洗
米
―
魚
－

野
菜
－

果

物

―

塩

１

水
－

写

真
－

墓
標
－

棺
－

棺
添
－

大
榊
－

色
旗
－

色
旗
－

（
四
朋
皿

１

小
榊
　

と
い
う
の

が
あ
る
。

出
棺
後
　
出
棺
後
は
神
官
が
祭
壇
を
と
と
の
え
る
。
「
遠
津
御
祖
之
神
霊
」
の

軸
を
た
て
、
榊
や
花
を
立
て
献
饌
も
す
る
。
お
墓
か
ら
帰
っ
た
神
官

は
祭

壇
に

拝
礼
す
る
。
こ
れ
が
す
め
ば
、
神
官
に
膳
を
出
し
酒
食
を
す
す
め
る
。
神
官
は
帰

る
。
こ
れ
が
す
ん
で
精
進
落
し
と
な
る
。

精
進
落
と
し
　
だ
い
た
い
仏
式
の
よ
う
で
あ
る
。

句
　
霊
　
祭
　
り

翌
日
の
祭
り
を
霊
祭
と
い
う
。
親
類
や
近
所
の
人
を
招
き
、
神
官
一
人
を
た
の

み
、
全
員
に
膳
を
出
す
。
三
角
の
切
餅
を
盆
に
山
盛
り
に
し
て
供
え
る
。
神
官
が

祝
詞
を
奏
し
、
家
中
を
く
ま
な
く
お
勝
手
ま
で
修
祓
を
す
る
。
列
席
者
の
拝
礼
が

あ
っ
て
祭
り
が
終
る
。
夕
方
一
同
霊
前
に
拝
礼
し
て
、
切
餅
そ
の
他
供
え
た
も
の

を
投
げ
る
。
祭
壇
を
取
り
払
っ
て
榊
や
花
、
お
供
物
を
も
っ
て
墓
参
り
す
る
。

御
霊
代
は
先
祖
代
々
の
お
霊
に
納
め
る
。

も
と
は
一
週
間
く
ら
い
た
っ
て
壇
引
し
た
が
、
簡
略
化
さ
れ
て
、
翌
日

に
な

り
、
さ
ら
に
当
日
の
夕
方
や
っ
て
し
ま
う
。

現
今
は
墓
地
か
ら
帰
る
と
、
神
官
が
鎮
魂
式
と
修
祓
の
式
を
行
な
し
、
神
官
が

帰
っ
た
後
一
同
拝
礼
、
切
餅
を
投
げ
、
壇
引
、
墓
参
り
、
精
進
落
し
を
一
日
の
う

ち
に
す
ま
し
て
し
ま
う
。

匈
　
後

の

祭

り

神
葬
で
は
、
式
日
祭
、
式
年
祭
で
、
十
日
祭
、
三
十
日
祭
、
百
日
祭
、
一
年

祭
、
三
年
祭
、
十
年
祭
、
二
十
年
祭
、
五
十
年
祭
、
百
年
祭
と
神
官
を
頼
ん
で
霊

祭
を
や
る
わ
け
だ
が
、
簡
略
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
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第
八
章
　

民

俗

知

識

こ
こ
で
民
俗
知
識
と
い

う
の
は
、
民
間

の
私
ど

も
の
生
活

の
中

に
広
く
伝

承
さ

れ
、
日
常

生
活

の
中

に
根
深
く
浸
透
し
て

い
る
も

の
の
こ
と
で
あ

る
。
家

庭
の
し

つ
け

・
医
療

・
俗
信
（
予
兆
・
占
い
・
禁
忌
・
呪
い
）
な
ど
が
そ

の
内
容
で

あ
る
。
い

ず
れ
も
と
る
に
た
ら
な
い
も
の
で

あ
る
と
い
え

ば
い
え

る
が
、

神
で

な
い
弱

い
人

間

が
長

い
間

に
わ
た
っ
て
体

験
を
つ
み
か
さ
わ
て
得

た
も
の
で

あ
る
だ
け
に
、
あ

な
ど
り
難
い
力

を
も
っ
て

い
る
。
中

に
は
全
く
の
迷
信
と
し
て
す
た
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
あ
る
が
、
今
日

の
文
明

社
会

に
依
然
と
し
て
残
っ
て

い
る

も

の

も

あ

る
。外

界

の
天

然
現

象
や
自
分

の
内

な
る
現

象
（
夢
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
結
果
を
予
知

す
る
の
が
「

兆
」

で
あ
り
、
吉

兆
と
凶

兆
と
が
あ
る
。
烏
が
な
く
こ
と
に
不
吉
な

兆
し
を
信
ず
る
人
は
か
な
り
多
い
。

「

占
い
」

は
、
天
候

を
占
い
、

農
作
物

の
豊
凶

を
占
う
な
ど
、
古
来
い
く
た
の

占
い
が
あ
っ
た
。
諏
訪

の
御
神
渡

り
か
ら
戸

隠
神
社
の
お
み
く
じ
ま
で
多
く
の
占

い
が
用

い
ら
れ
て
い
た
。

「
禁
忌
」

と
は
、
例
え
ば
「

夜
、
爪
を
き
る
な
」

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
行
為

を
忌
み
嫌
い
禁
ず
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
行
為
を
あ
え
て
す
る
と
、

禍

を
招
く
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ

る
。

「
呪

い
」
と
は
、
あ
る
お
呪

い
に
よ
っ
て
禍
を
未
然

に
防
ぐ
も
の
の
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
雷
に
あ
っ
た
と
き
、
「
く
わ
ば
ら
」

と
三

回
唱
え
る
と
、
落
雷
を
ま

ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

一
　

家

庭

の

し

つ
け

村
人

が
、

祖
先

か
ら
伝

承
さ
れ
た
生
活
経
験

に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
生
活

の
知
恵

が
家

庭
の
し

つ
け

と
な
っ
て
、
子
供

た
ち
に
教
え
こ

ま
れ
た
。
子
供

た
ち
は
幼
少

の
こ
ろ
か
ら
、
父
母

や
年
寄
り
の
言

う
こ
と
は
き
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

し
つ
け
ら
れ
た
。

食
　

事
　

お
米
は
天

道
様
か
ら
さ
す

か
っ
と
も
の
だ
か
ら
、
粗
末

に
し
て

は
い

け
な
い
。
ご
飯
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ

ぼ
し

た
ご
飯
粒

は
必
ず
拾

っ
て
食

べ
な
け
れ
ば
、
目
が
つ
ぶ
れ
る
と

卜
っ
て
教
え
込
ま
れ
た
。

食
事
は
必
ず
座
わ
っ
て
、
お
茶
碗
は
左
手
に
持
ち
、
お
か
ず
は
必
ず
取

り
ば
し

で
自
分
の
お
皿
に
取

っ
て
い
た
だ
く
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
た
。

保
健
上

の
し
つ

け
　

早
起
き
は
健
康
の
基
だ
と
い
っ
て
、
早
く
起
こ
さ
れ
た
。

顔
は
冷
た
い
水
で
洗
い
、
東
の
空

へ
向
か
っ
て
、
今
日
様
（
太
陽
）
に
手

を

合

わ

せ
、
今
日
一
日
の
無
事
を
祈
る
よ
う
教
え
ら
れ
た
。

勤
労
に
つ
い
て
　

朝
食
前
に
主
婦
や
女
子

供
は
食
事
の
支
度
や
ふ
き
掃
除
、
庭

の
掃
除
を
行
い
、
男
の
人
は
「

朝
作
り
」

と
い
っ
て
薪
割
り
、
家
畜
の
世
話
、
飼

料
と
し
て
の
草
刈
り
、
た
ん
ぽ
の
水
見
、
そ
の
日
の
農
作
業
の
準
備
な
ど
を
、
必

ず
す

る
も

の
だ
と

さ
れ
て
い

た
。

学
校

に
通

っ
て
い
る
子
供
は
、
帰
宅
す
る
と
勉
強
の
復
習
や
予
習
を
し
た
。
大

人

が
野
良
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ
に
夕
食
が
で
き
る
よ
う
に
こ
が
（
水
を
た
め
て
お
く
桶

や
水
が
め
）
い

っ
ぱ
い

に
水
を
く
か
こ
と
、
木
箱

に
薪
を
運

ん
で
置
く
こ
と

。
ラ
ソ
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プ
の
ホ
ヤ
を
磨
卜
て
油
を
足
し
て
お
く
こ
と
が
日
課
だ
っ
た
。
農
作
業
は
親
の
手

伝
い
を
し
な
が
ら
、
自
然
に
覚
え
る
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
た
。

二
　

医

療

衛

生

家
庭
療
法
と
し
て
昔
か
ら
薬
草
は
夏
の
土
用
丑
の
日
に
取
っ
て
陰
干
し
に
し
て

置
い
て
、
煎
じ
薬
に
し
て
飲
む
と
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
薬
草
以
外
に
も
い
ろ
い

ろ
な
家
庭
療
法
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

腹
　
痛
　
せ
ん
ぶ
り
・
り
ん
ど
う
・
げ
ん
の
し
ょ
う
こ
・
お
う
れ
ん
な
ど
の
全

草
を
煎
用
す
る
。
ま
た
、
熊
の
い（
胆
）
や
鯉
の
い
、
百
草
な
ど
を
飲
む
。

風
　
邪
　
お
お
ば
こ
の
葉
・
よ
も
ぎ
の
葉
・
ゆ
き
の
し
た
・
し
ゃ
く
や
く
の
根

を
煎
じ
て
飲
む
。
み
み
ず
の
干
し
た
も
の
、
馬
の
骨
や
馬
の
爪
を
煎
じ
て
飲
む
。

せ
　
き
　
は
こ
べ
・
き
き
ょ
う
の
根
・
白
な
ん
て
ん
の
実
を
煎
じ
て
飲
む
。

心
臓
病
　
じ
き
た
り
す
の
葉
を
煎
じ
て
飲
む
。

は
れ
も
の
　
ど
く
だ
み
の
葉
を
火
で
あ
ぶ
っ
た
も
の
や
、
蛇
の
抜
け
殼

を
は

る
。
吸
い
出
し
薬
を
ぱ
る
。

暑
気
当
た
り
　
か
ら
ま
つ
草
（
高
遠
草
）
を
煎
じ
て
飲
石
。

の
ぼ
せ
　
か
ら
し
を
水
で
練
っ
て
、
足
の
土
ふ
ま
ず
に
は
る
。

の
ど
に
魚
の
骨
が
か
か
っ
た
と
き
　
ご
飯
か
漬
物
を
少
し
か
ん
で
大

口
に
飲

石
。蜂

に
さ
さ
れ
た
時
　
よ
も
ぎ
の
葉
や
、
豆
の
葉
を
も
ん
で
汁
を
つ
け
る
。
小
使

を
つ
け
る
。

乗
物
酔
　
梅
干
を
へ
そ
に
は
っ
て
お
く
。

で
き
も
の
　
か
に
と
あ
ぶ
ら
え
を
す
り
合
わ
せ
て
つ
け
る
。
あ
お
き
ば
の
葉
を

火
で
あ
ぶ
り
、
浮
き
上
が
っ
た
所
を
は
が
し
て
は
る
。

う
る
し
か
ぶ
れ
　
か
に
を
す
り
つ
ぶ
し
て
つ
け
る
。
杉
の
葉
の
煎
じ
汁
を
つ
け

る
。切

　

傷
　

な

め
く
じ
の
食
油
漬
、
ね
ず
み
の
赤
子
の
食
油
漬
、
ま
む
し
の
焼
酎

潰
の
液
を
つ
け
る
。

食
当
た
り
　

か
ら
ま
つ
茸
を
乾
か
し
た
の
を
粉
に
し
て
服
用
す
る
。
げ
ん
の
し

ょ
う
こ
を
煎
じ
て
服
用

す
る
。

下

り
腹
　

か
ら
ま
つ
茸
か
、
き
り
の
木
の
炭
を
粉
に
し
て
服
用

す
る
。

肩
こ
り
　

よ
く
肩

を
た
た
い
た
り
、
も
み
ほ
ぐ
し
て
お
い
て
、
刃

針
で
傷
を
つ

け
て
血
を
と
る
。
ひ
る
に
血
を
吸
わ
せ
る
。

ひ
い
の
弱
り
（
身
体
衰
弱
）
　
ハ

ッ
目
う
な
ぎ
を
味
噌
煮
に
し

て
食
う
。
赤
が
え

る
、
し
ま
へ
び
等
を
焼
い
て
食
べ
る
。
か
や
の
実
の
あ
く
を
取

っ
て
生
食
す
る
。

頭
の
痛
み
　

梅
漬

か
し
そ
に
熱
湯

を
か
け
、
一
日
三
～
四

回
、
食

前
に
飲
む
。

耳
の
痛
み
　
井
戸

草
（
ゆ
き
の
し
た
）
を
も
み
、
そ
の
汁

を
さ
す
。
耳

の
中

に
虫

が
は
い
っ
た
時
、
虫

の
は
卜
っ
た
耳

穴
を
上
に
む
け
て
灯

を
耳

穴
に
見

せ
る
。

虫
歯
の
痛
み
　
黒

砂
糖
を
か
み
し

め
て
い
る
。

ご
き
ず
れ
　

は
こ
べ
の
汁

で
き
り
の
木

の
炭
粉
を
練
っ
て

よ
く
す
り
こ
む

。
な

す
の
へ
だ
の
黒

焼
を
つ
け
る
。
「

ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス
、
お
れ
の
ご
き
ず

れ

を

な

お

せ

、
な
お
さ
ん
と
こ
の
道
通
さ
ん
ぞ
」

と
呼
び
か
け
る
。
生
木

を
焼
く
と
き
出

る

水
を
つ
け
る
。

打
ち

身
、

く
じ
き
　
小
麦

粉
を
酢
で
練

り
、
布

に
延

ば
し
て

は
り
、
そ

の
上

に

き

わ
だ
の
皮

を
せ

ん
じ

た
ぬ
る
い
水
で
と

う
じ

る
。

婦
人
病

避
　

妊

お
り

る
。

梅

の
木

か
柳

の
ほ
や
（
や
ど
り
木
）
を
せ

ん
じ
て

の
む

。

ほ

お
ず
き

の
根

を
陰
部

に
入
れ
て

お
く

。
芹
を
た
く
さ

ん
食
べ

る
と

腎
臓
病
　

塩
分

を
使

わ
な
い
で
、
あ
ず
き
や
根
深
を
常
食
と
し
、
た
に
し
を
す

り
潰
し

た
も

の
を
そ
ば
粉
で

よ
く
練
り
、
布

に
延
ば
し
て
足
の
裏

に
は
る

。
す
い
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か
を
食

べ
る
。

血
の
病
（
し
ら
血
・
婦
人
病
）
　
も
ぐ

ら
の
黒
焼
、
こ

う
も
り
の
黒

焼
、
猿

の
頭

の

黒

焼
等

が
良

薬
と
さ
れ
た
。

い
　

ほ
　

な
す
の
へ
だ
の
水
を
つ
け
る
。
い
ぼ
草
の
生
汁

を
つ
け
る
。
「
い
ぼ

い
ぼ
、
さ
ん
し
ょ
う
の
木

へ
移
れ
」

と
唱
え
な
が
ら
さ
ん
し
ょ
う
の
木

へ
棒
渡
し

す
る
。

魚
の
目
　

蛇
の
抜
け
殼
を
張

り
つ
け
る
。

三
　

俗
　
　
　

信

（｛
い
　
予

夢
に
関
す

る
兆

兆

（
き
ざ
し
）

゜
栗

を
拾

っ
た
夢
を
見

る
と
、
近

親
に
お
産

が
あ
る
。

・
歯

の
抜

け
た
夢
を
見

る
と
、
兄

弟
に
別

か
れ
る
。

・

初
夢
に
一
富
士
、
二

鷹
、
三

な
す
び
、
四

と
か
ら
い
、
五

雪
隠
の
夢
を
見

る

と
吉

。

・
坊
様
の
夢
、
馬
の
夢
を
見
る
と
風

邪
を
引

く
。

つ
賑
や
か
な
夢
を
見

る
と
Ａ

が
死

ぬ
。

つ
魚
を
取

っ
た
夢
を
見

る
と
恵
比
寿
様
が
朧
を
す

か
せ
て
い

る
。

・
朝
夢
は
あ
た

る
。

・
大
水

の
夢

を
見

る
と
火
事

に
な
る
。
ま
た
、
病
人
が
出

る
。

ひ
火
事

の
夢
を
見

る
と
、
赤
あ
ざ

の
子
が
生

ま
れ
る
。

つ
蛇

の
夢
を
見

る
と
、

縁
起
が
良

い
。
金

が
入

る
。

客
人
に
関

す
る
兆

―
機

を
綜

る
と
き
に
女
が
来

る
と
短
く
な
る
。
男

が
来
る
と
長

く
な
る
。

―
朝
く
も
が
お
り
る
と
、
客
人

が
く
る
。

―
朝
早
く
女
の
大
が
来
る
と
、
そ
の
日
一
日
中
客
人
が
く
る
。

・
火
を
た
い
て
い
る
と
き
、
急
に
火
を
吹
く
と
大
が
く
る
。

つ
年
初
め
に
女
が
死
ぬ
と
、
死
人
が
多
い
。

身
体
に
関
す
る
兆

・
耳
た
ぼ
の
大
き
い
大
は
、
福
耳
と
い
っ
て
運
が
よ
い
。

・
耳
が
か
ゆ
い
と
、
良
い
こ
と
が
あ
る
。

つ
足
の
中
指
が
他
の
指
よ
り
長
け
れ
ば
、
親
孝
行
で
あ
る
。

つ
足
の
二
番
目
の
指
が
親
指
よ
り
長
げ
れ
ば
、
親
よ
り
生
ま
れ
増
し
て
い
る
と

い
っ
て
良
い
。

・
目
の
下
に
ほ
く
ろ
の
あ
る
大
は
、
泣
き
べ
そ
で
あ
る
。

―
口
の
ま
わ
り
に
ほ
く
ろ
の
あ
る
大
は
、
食
い
し
ん
ぼ
う
。

―
口
の
上
に
ほ
く
ろ
の
あ
る
大
は
、
雄
弁
家
。

・
つ
む
じ
が
二
つ
あ
る
と
、
蔵
が
二
つ
建
つ
。

―
つ
む
じ
が
横
に
あ
る
と
、
根
性
か
お
る
。

・
耳
の
穴
元
に
毛
の
多
い
大
は
、
長
命
で
あ
る
。

・
眉
毛
が
濃
く
長
卜
と
、
人
の
上
に
立
つ
大
と
な
る
。

生
物
に
関
す
る
兆

・
朝
く
も
が
お
り
る
と
、
縁
起
が
良
い
。

・
家
に
つ
ぼ
め
が
巣
を
つ
く
る
と
、
縁
起
が
良
い
。

つ
つ
ば
め
が
来
な
く
な
る
と
、
火
事
に
な
る
。

ひ
烏
が
家
の
上
を
鳴
い
て
通
る
と
、
心
配
ご
と
が
起
き
る
。

・
お
宮
で
鳥
が
泣
く
と
、
子
供
が
生
ま
れ
る
。

・
や
み
夜
に
鳥
が
鳴
く
と
、
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
る
。

・
お
墓
や
神
社
の
蛇
は
神
様
の
お
使
い
、
殺
し
て
は
い
け
な
い
。

ひ
せ
き
れ
い
の
巣
を
取
る
と
、
家
○
周
り
が
海
に
な
る
。
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・
い
も
り
は
食
い
つ
く
と
、
雷
が
鳴
る
ま
で
離
さ
な
い
。

ｏ
猫
は
魔
物
だ
。

・
な
ま
ず
が
は
ね
る
と
、
近
く
に
地
震
が
起
き
る
。

―
床
下

に
が
ま
が
い
る
と
、
子

供
の
育
ち
が
悪
い
。

火
事
に
関
す
る
兆

―
二
月
の
初
午
が
早
い
年
は
、
火
が
早
し
。

・
火
事
が
あ
っ
て
三

日
の
う
ち
に
雨
が
降
ら
ぬ
と
、
火

が
早
い
。

・
家
の
中

に
鼠
が
い

な
く
な
る
と
、
火

事
に
な
る
。

―
庚
申
年
は
、
火
早
い
。

う
わ
さ
・
く
し

ゃ
み
の
兆

―
人

の
う
わ
さ
を
す
れ
ば
、
そ

の
人

が
く

る
。（

う
わ
さ
を
す
れ
ば
影
）

・

く
し

ゃ
み
が
出

る
と
、
人

に
う
わ
さ
さ
れ
て
い

る
。

二

つ
う
わ
さ
、
二
つ
に

く
ま
れ
、
三
っ
ほ
め
ら
れ
）

天
候
に
関
す

る
兆

天
気
が
良
く

な
る
兆

―
長
雨

の
と
き
蛙
が
鳴
く
と
、
天
気
が
良
く
な

る
。

・

か
っ
こ
う
が
鳴
く
と
、
天
気
が
良
く
な

る
。

・
鳥
が
早
く
巣

に
帰

る
と
き
は
、
天

気
が
良
い
。

・
雨
の
日

に
油
ぜ
み
が
鳴
き
出
す
と
、
間

も
な
く
晴
れ
る
。

―
せ
み
が
朝
早

く
鳴
き
出

す
と
、
天

気
が
良

く
な
る
。

・

油
ぜ
み
が
鳴
く
と
、
次
の
日

は
天

気
が
良
く

な
る
。

―
と
ん
ぼ
が
高
く
飛

ぶ
と
き
は
、
天
気

が
良

い
。

ひ
稲
の
葉

に
露

が
お
り
て

い
る
と
、
天
気
が
良
い

。

・

か
ま
に
飯

が
付
く
と
き

は
天
気
が
良
く
、
つ

か
な
い
と
悪
い

。

・

お
ひ
つ
の
縁
に
ご
は
ん
が
付
く
と

き
は
、
晴

れ
る
。

・

し

ゃ

も

じ

に
飯

が
付

い

て
、

盛

り

に
く

い

と

き

は
天

気

が

続

く

。

―
塩

が
乾

い

て

く

る

と
晴

れ

る

。

ひ
太

鼓

の

音

の
良

い

と

き

は
晴

れ

る

。

・

障
子

が

ぴ

ん

と

す

れ

ば

晴

れ

る

。

・

権
兵

衛

峠

の
空

に

夕

焼

け

が

み
え

れ

ば
天

気

が

良

い

。

・
天

竜
川

の
瀬

音

が
、

川

上

に
聞

こ
え

る
と

き

は
晴

。

・

夕

に

じ

は
晴

。

つ
北

西

の
空

か

あ
く

と

、

天

気

が

良

く

な

る

。

・
春

北
（
春

は
北
空
）
、

秋

南
（
秋

は
南
空
）
が

あ

く

と

、

天

気

が

良

く

な

る

。

ひ
朝

雨

と
女

の
腕

ま
く

り
、

恐

れ

る

に
足

ら

ぬ

。

天

気

が
悪

く

な

る
兆

口
雨
蛙

が

鳴

く

と

雨

が

降

ろ

。

Ｏ
鯉

が

水

面

で

ぱ
ね

る
と

雨

に
な

る

。

・

か
じ

か

の
朧

に
砂

か

お

る

と

き

は
、
川

が

荒

れ

る

。

・

猫

が

顔

を

洗

う

し

ぐ

さ

を

す

る

と

、

雨

が

降

る

。

こ

短
い

犬

の

鳴

き

声

が

よ

く

聞

こ

え

る

と

き

は

、
天

気

が
悪

く

な

る

。

・

鶏

が

遅

く

巣

に

つ

く

と

き

は

雨

に

な

る

。

・

と

ん

び

が

よ

く

鳴

く

と

雨

に

な

る

。

・

あ

り
か

巣

を

ふ

さ

ぐ

と

雨

に

な

る

。

・
蚊

が

目
先

に

う

る

さ

く
来

る

と

き

は
、

天

気

が
変

る

。

ひ
夕
方

、

蚊

が
出

る
と

雨

に

な

る

。

・

夕
方

、

虫

が

電

灯

に
寄

る
と

雨

に

な

る

。

・
蛇

や
ひ

き

が

え

る
が

出

る
と

、

翌

日

雨

に
な

る

。

―
な

め

く

じ

が
出

る
と

雨

に

な

る

。

・

お
ひ

つ

の

ふ

た

に
水

が

た

ま

る
と

雨
が

降

る

。
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１
台
所

が
し
け
て
く
る
と
雨
に
な
る
。

・
塩
が
し

め
っ
て
く
る
と
雨
に
な
る
。

つ
煙
が
家

に
こ
亀

る
と
雨

に
な

る
。

Ｏ
火

を
た
い
て
け
む

い
と
き

は
雨

。

・
た
ば
こ
の
に
お
い
の
良

い
と
き
は
雨
。

―
た
ば
こ
の
湿
け
る
と
き
は
雨
が
降
る
。

ひ
子
供
が
騒
ぐ
と
雨

に
な
る
。

・
あ

か
ぎ

れ
が
痛
打
と
き
は
雨

に
な

る
。

ひ
し
も
や
け
が

か
ゆ
い
と
き

は
雨

に
な
る
。

・
頭

が
重
が
っ
か
り
、

痛
い
と
雨
に
な
る
。

―
神
経
痛
が
痛
む
と
雨
。

・
便
所
の

に
お
い
が
臭
い
と
雨
に
な
る
。

―
大
火
事
が
あ

る
と
雨

に
な

る
。

こ

尨
く
の
サ
イ
レ
ン
、
人
声

冲
鐘

の
音
が
近
く
聞
こ
え

る
と
き

は
雨

に
な
る
。

―
乗

物
の
音
が
よ
く
聞
こ
え

る
と
き
は
天

気
が
変

わ
る
。

つ
太
鼓

の
音
が
悪
い
と
き
は
雨
。

・
會
や
物
置
が
湿

め
っ
て
く

る
と
雨
。

つ
ひ
じ

ろ
の
か
ぎ
づ

つ
が

ぎ
す
い
と
雨

に
な
る
。

・
天

竜
川

の
瀬
音
が
川
下

に
聞

こ
え

る
と
き
は
雨
。

Ｏ
守
屋
山
の
雷
が
来
れ
ば
、
恐
ろ
し
く
大
台
だ
の
が
来

る
。

―
雲
が
北
へ
行
く
と
天

気
が
悪
く
な
る
。

口
朝

に
じ
が
立
つ
と
天
気
が
悪
く
な

る
。
（
朝
に
じ
は
百
日
の
降
り
、
朝
に
じ
に
川

を
越
す
な
）

・
朝
焼
け
が
紫

色
な
ら
ば
雨
に
な
る
。

ひ
太
陽
今
月

が
か
さ
を
か
ぶ
る
と
雨
に
な
る
。

・
川
の
瀬
貪
が
高
く
な
る
と
雨
。

・
女
の
腰
巻
が
下
が
る
と
雨
に
な
る
。

・
火
事
の
後
は
雨
が
降
る
。

豊
凶
に
関
す
る
兆

ご
く
い
か
が
田
に
巣
を
作
る
と
豊
年
。

こ
」
ぶ
し
が
上
向
き
に
咲
く
と
、
陽
気
が
良
い
年
と
な
る
。

こ
」
ぶ
し
の
花
が
多
く
咲
く
と
豊
年
。

ひ
な
つ
め
が
多
く
な
る
年
は
豊
年
。

・
降
り
荏
、
照
り
胡
麻
。（
豊
作
）

・
よ
し
や
か
や
が
素
性
よ
く
育
つ
年
は
、
大
風
が
吹
か
な
い
。

ひ
蜂
が
高
い
所
へ
巣
を
作
る
と
、
そ
の
年
は
雨
が
多
い
。

ｏ
蜂
が
高
い
所
へ
巣
を
作
る
と
、
そ
の
年
は
大
風
が
吹
く
。

―
す
が
れ
が
高
い
揚
所
に
巣
を
作
る
年
は
褐
が
多
い
。

こ
」
ぶ
し
の
花
が
少
な
い
年
は
凶
年
。

・
も
ろ
こ
し
の
根
が
高
い
所
ま
で
は
る
年
は
雨
が
多
い
。

―
竹
の
花
が
咲
く
と
陽
気
が
悪
い
。

そ
の
他
の
兆

―
近
火
の
と
き
女
の
腰
巻
を
竿
の
頭
に
つ
る
し
て
立
て
る
と
類
焼
を
免
が

れ

る
。

・
出
が
け
に
げ
た
や
草
履
の
鼻
緒
が
切
れ
る
と
不
吉
な
こ
と
が
あ
る
。

・
く
し
を
拾
う
と
苦
を
拾
う
と
い
っ
て
心
配
ご
と
が
あ
る
。

・
朝
茶
を
飲
む
と
き
、
茶
柱
が
立
つ
と
吉
兆
。

ひ
朝
茶
に
は
ぐ
れ
る
と
運
が
悪
い
。

・
お
か
ま
が
鳴
る
と
縁
起
が
よ
い
。

⇔
　

占
　
　
　
い

7お
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農
作
物
の
占
い

Ｉ
大
六
天
の
お
祭
、
九
月
九
日
に
天
気
が
良
い
と
早
生
、
九
月
一
九
日
（
中
の

九
日
）
に
天
気
が
良
い
と
中
生
か
、
九
月
二
九
日
に
天
気
が
良
い
と
お
く
て

が
良
い
。

こ
戸
隠
様
の
お
札
を
も
と
に
占
う
。

ひ
木
ノ
下
南
宮
神
社
の
か
ゆ
占
い
（
つ
っ
が
ゆ
で
占
う
）
を
聞
く
。

・
諏
訪
神
社
の
占
い
を
聞
く
。

紛
失
物
の
占
い

・
紛
失
物
は
行
者
に
占
っ
て
も
ら
う
。

つ
猫
が
い
な
く
な
っ
た
ら
「
立
別
れ
い
な
ば
の
山
の
峰
に
生
ふ
る
、
ま
つ
と
し

き
か
ば
今
帰
り
来
社
」
と
書
い
た
紙
を
、
門
口
に
さ
か
さ
ま
に
ぱ
る
と
帰
っ

て
く
る
。

句
　
禁
　
　
　
忌

食
事
に
関
す
る
禁
忌

・
朝
飯
は
Ｉ
ぱ
い
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
（
よ
そ
で
ご
馳
走
に
な
る
と
き
も
）

―
朝
飯
に
味
噌
汁
を
か
け
て
は
い
け
な
い
。

・
朝
大
根
を
お
ろ
す
と
人
に
見
下
げ
ら
れ
る
。

―
い
も
汁
を
食
べ
た
茶
碗
で

お
茶
を
飲
む
と
中
風

に
な

る
。

ふ

」
飯
を
こ
ぼ
す
と
目
が
つ
ぶ
れ

る
。

・
な
べ
の
つ
る
の
間
か
ら
、
茶
碗
を
出
す
と
縁
起
が
悪
い
。

・
箸
と
箸
で
つ
ま
み
合
う
も
の
で
は
な
い
。

・
お
茶
で
墨
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。

・
食
べ
て
す
ぐ
寝
る
と
牛
に
な
る
。

―
子
供

が
お
茶

を
飲

む
と
風
が
吹
く

。

ひ
冬
至
過

ぎ
の
南
瓜
を
食
う
と
中

気
に
な
る
。

・
赤

飯
に
汁

を
か
け
る
と
、

結
婚
式
に
雨

が
降

る
。

・
食
事
中

に
の
び
を
す

る
と
、

ご
飯
が
骨
の
間

に
入

る
。

ひ
食
事
中
貧
乏

ゆ
す
り
を
す

る
も
の
で
は
な
い

。

・
お

め
で
た
の
餅
つ
き
を
片
親
の
も
の

ぱ
し
な
い
。

・
み

ょ
う
が
を
食
べ
る
と
物
忘
れ
を
す
る
。

・
に
ん
じ
ん
の
好
き
な
人
は
女
好
き
。

Ｏ
茶
わ
ん
を
箸
で
た
た
く
と
貧
乏
神
が
来
る
。

衣
服
に
関
す
る
禁
忌

Ｏ
し

つ
け

糸
を
取

ら
ず
に
着

る
と
、
そ
し
り

を
受
け

る
。

ｏ

お
む
っ

を
夜
干
し
す

る
と
、
赤
子
が
泣
く

。

ひ
一
つ
の
着
物
を
三
人
で
縫
う
も
の
で
は
な
い

。

・
新
し
い
げ

た
を
、
夜

お
ろ
す
も
の
で
は
な
い

。

―
洗
濯
物
の
夜
干

し
を
す
る
と
、
子

供
が
夜
泣
き
す
る
。

・
寝
巻
を
裏
返
し
て
着
て
は
い
け
な
い
。

１
着
物
を
干

す
と
き
、
北

向
き

に
干

す
も

の
で

は
な
い

。

住
居
に
関
す
る
禁
忌

・

鬼
つ
つ
じ
を
庭

に
植
え

る
と
火
事

に
な

る
。

・
さ

か
さ
柱
は
栄
え
な
い

。

・
建
築
の
主
材
は
北
枕
に
し
か
卜
。

ひ
敷
居

を
踏
む
と
、

親
父
の
頭

を
踏
ん
だ
と
同

じ
。

Ｊ
北

向
き

に
床
前

を
つ
け

る
も

の
で

は
な
い

。

・
家
居
其

の
他

の
建
築

は
、
金
神
を
よ
け
て
行
え

。

ニ

ーり

ん
ぼ
う
の
日
に
は
普
請
を
さ
け

る
。

婚
姻
に
関
す
る
禁
忌

・
戌
申
の
人
が
結
婚
す

る
と
、
仲
が
悪
い
。
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―
丙
午
の
女
は
、
主
人
を
七
人
食
い
殺
す
。

・
四
目
十
目
は
破
縁

の
も
と

。

―
未

女
は
門

に
も

立
た
す
な
。

・
中

の
日

に
は
、

婚
礼

を
す
る
も
の
で
は
な
い
。

・
嫁
と
り
を
さ
げ
る
日

。
仏
滅
、
申

の
日
（
去
る
）
、
寅
の
日
（
寅
は
千
里
行
っ
て

千
里
帰
る
Ｉ
出
も
ど
る
）
、
九
の
日
（
苦
、
不
成
就
日
）
。

・
御
柱
年

に
嫁

を
も
ら
う
と
、
七
年

ご
と

に
嫁
が
新
し
く
な

る
と

い

っ

て

忌

む
。

出

産
に
関
す
る
禁
忌

―
火
事
を
見
て
妊
娠
す
る
と
、
赤
あ
ざ
の
子

が
生
ま
れ
る
。

口
女
が
馬

の
手
綱
を
ま
た
ぐ
と
、
お
産
が
重
い
。

・
ふ
た
ご
栗
は
分
け
て
食
べ
ろ
。

・
妊
娠
中

に
葬
式

の
お
供

に
立
つ

な
。

―
妊
娠
中

に
兎
の
肉
を
食

べ
る
と
、
三

つ
口
の
子
が

生
ま
れ
る
。

・
妊

婦
が
馬

せ
ん
棒

を
ま
た
ぐ
と
、
馬

の
よ
う
な
于

が
生
ま
れ
る
。

・
妊
婦
が
た
に
し
を
食
べ
る
と
、
目
の
ふ
ち
の
黒
い
子

が
生
ま
れ
る
。

旅

立
ち
に
関
す

る
禁
忌

１
月

の
七
日

に
旅
立

ち
す

る
な
、
帰

る
ま
え

ぞ
よ
九
日

に
。

・
一
家
で
同
じ
日

に
、
西
と
東

に
出

る
も

の
で
は

な
い
。
も
し
出

る
と
き

は

Ｉ

人

は
表
、
一
人

は
裏
か
ら
出
る
と
よ
い
。

・
旅
に
出
る
人
に
、

落
し
た
も
の
を
や
る
も
の
で

は
な
い
。

植
物
に
関
す
る
禁
忌

―
瓜
や
南
瓜

の
雌
花

に
指
を
さ
す
と
、
成
長
せ
ず

に
落
ち

る
。

・
鬼
つ
つ
じ
を
植
え

る
と
火
事

に
な
る
。

―
ほ

お
ず
き
を
屋
敷

に
植
え

る
と
、
病
人
の
絶
え
が
な
い
。

動

物
に
関
す

る
禁
忌

―
蛇

を
生
殺
し

に
す

る
と

か
た
る
。

・
猫

に
鏡
を
見
せ

る
と
化
け

る
。

゜
お
宮

に
い

る
白
い
蛇

を
捕
え

る
と
、
罰
が
あ

た
る
。

病
気
に
関
す
る
禁
忌

・
生
木

に
釘
を
打
つ
と
病
人
が
で
き
る
。

゜
し

ゃ
も
じ
の
ご
飯
を
食
べ
る
と
、
か
わ
き
の
病
に
な
る
。

・
烏
の
鳴
き
声
を
真
似

る
と
、
ご
き
ず
れ
が
で
き

る
。

胆 と

や
ね
こ
を
織

る
と
き
病
人
が
出
れ
ば
、
早
く
仕
上
げ
な
い
と
病
気
が
長

び

・
鼻
紙
を
火
に
く
べ
る
と
鼻
を
病
打
。

・
お
ヘ
モ

の
ご
み
を
と
る
と
、
腹
痛
を
起
こ
す
。

゜
嘘
を
つ
く
と
お
尻
へ
ね
ぶ
つ
が
で
き
る
。

・
み
み
ず
へ
小
使
を

か
け

る
と
、

ち
ん
ぼ
が
曲
が

る
。

・
火

わ
る
さ
を
す

る
と

寝
小

便
を
す

る
。

死
に
関
す
る
禁
忌

―
友
引

の
日

に
葬
式

を
す
る
と
友

を
引

く
。

―
夜
爪
を
切
る
と
親
の
死

に
目
に
会
見
な
い
。

二
二
人

並
ん
で
写
真
を
移
す
と
、
宣「
中
の
人
が
死

ぬ
。

・
北
枕

に
寝

る
も

の
で

は
な
い

。

ふ

」
飯
の
上

に
ぱ
し

を
立
て

る
も
の
で

は
な
い
。

・
お
墓
参
り
に
持
参
す
る
水
に
、

蓋
を
す
る
も
の
で

は
な
い
。

゜
盆
の
一
三

日
に
魚
を
食
べ
な
い
と
、
仏
様
に
口
を
吸
わ
れ
る
。

゜
新
縄
の
帯
、
た
す
き

は
縁
起
が
悪
い

。

水
・
火

・
盗

難
に
関

す
る
禁
忌

7 む
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・
川
の
中
に
小
便
を
す
れ
ば
、
水
神
を
け
が
す
。

・
が
ん
じ
の
花
を
と
っ
て
く
る
と
、
家
が
火
事
に
な
る
。

・
火
じ
ろ
を
ま
た
ぐ
と
、
荒
神
様
の
罰
が
あ
た
る
。

―
く
い
な
や
そ
の
卵
を
と
る
と
、
家
の
周
り
が
海
に
な
る
。

二
二
尺
流
れ
れ
ば
水
神
様
が
清
め
る
。

・
い
ろ
り
へ
ね
ぎ
の
皮
を
捨
て
る
も
の
で
は
な
い
。

・
つ
ば
め
を
と
る
と
火
の
海
に
な
る
。

・
夜
口
笛
を
吹
く
と
泥
棒
が
入
る
。

日
に
関
す
る
禁
忌

・
半
夏
の
日
に
ね
ぎ
畑
に
入
る
と
死
ぬ
。

―
丑
の
日
と
友
引
の
日
に
は
、
葬
式
を
出
す
も
の
で
は
な
い
。

ひ
申
の
日
に
こ
た
つ
を
あ
け
る
と
火
事
に
な
る
。

ひ
申
の
日
に
裁
ち
物
を
す
る
と
、
燃
え
穴
が
で
き
る
。

・
九
の
字
の
つ
く
日
の
餅
つ
き
は
、
苦
餅
と
い
っ
て
よ
く
な
い
。

こ
万
日
の
朝
早
く
ほ
う
き
で
掃
き
出
す
も
の
で
は
な
い
。

・
四
日
・
九
日
の
日
に
は
、
し
菜
九
菜
と
い
っ
て
播
か
な
い
。

喪
の
忌

・
親
の
喪
、
一
年
間
神
参
り
や
祭
典
は
行
わ
な
い
。
年
賀
状
を
出
さ
な
い
。
門

松
、
し
め
飾
り
を
し
か
し
。

つ
兄
弟
の
喪
、
百
か
日
～
一
年
間
結
婚
ぱ
の
ば
す
。

・
い
と
こ
の
喪
、
一
と
七
日
～
四
九
日
　
喪
に
服
す
。

・
お
産
の
忌
　
お
宮
参
り
ま
で
は
、
神
前
に
お
参
り
し
な
い
。
野
辺
送
り
に
参

加
し
な
い
。

其
の
他
の
禁
忌

・
お
墓
の
掃
除
を
き
れ
し
に
し
て
お
か
な
し
と
、
不
幸
に
な
る
。

・
厄
投
げ
の
後
、
う
し
ろ
を
振
り
加
え
る
と
厄
負
け
を
す
る
。

工
作｛
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
る
と
、
夜
た
か
に
さ
ら
わ
れ
る
。

Ｏ
水
に
湯
を
入
れ
て
、
う
め
る
も
の
で
は
な
い
。

・
貧
乏
ゆ
す
り
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。

匈
　
呪
　
　
　
い

病
気
療
法
に
関
す
る
呪
い

病
気
に
か
か
っ
て
な
か
な
か
治
ら
な
い
と
き
、
氏
神
様
冲
先
祖
様
に
祈
願
を
す

る
。
病
気
が
治
れ
ば
御
洗
米
を
持
っ
て
御
礼
を
す
る
。
ま
た
、
千
社
詣
で
を
す

る
。
神
仏
へ
の
願
か
け
の
と
き
「
一
生
卵
は
食
べ
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
願
を

か
け
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
呪
い
を
す
る
。

風
邪
の
予
防
と
治
ゆ
の
た
め

・
冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
れ
ば
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
。

二
見
を
炒
っ
て
紙
に
包
み
、
人
の
通
る
と
こ
ろ
へ
吊
し
て
お
く
、
包
み
に
さ
わ

っ
た
大
に
風
邪
が
う
つ
り
、
自
分
は
治
る
。

夜
泣
き

・
夜
泣
き
を
す
る
子
供
が
あ
る
と
、
屋
根
石
に
虎
石
が
乗
っ
て
い
る
場
合
は
取

り
替
え
る
。

疵
が
で
き
た
と
き

・
雨
だ
れ
の
小
石
を
七
つ
重
ね
て
、
い
ぼ
を
こ
す
る
。

・
地
蔵
様
の
石
で
、
い
ぼ
を
こ
す
る
。

こ
加
子
の
へ
だ
の
切
口
で
こ
す
る
。

゜
山
檄
の
木
と
自
分
の
い
ぼ
を
こ
す
り
、
い
ぼ
い
ぼ
な
お
れ
と
い
う
。

小
腕
が
痛
い
と
き

・
鉄
び
ん
か
な
べ
の
つ
る
へ
手
首
を
通
し
、
男
で
あ
れ
ば
女
、
女
で
あ
れ
ば
男

に
糸
で
結
ん
で
も
ら
う
。
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ひ
何
を
す
る
こ
う
で
を
す
る
、
と
い
っ
て
末
子
に
糸
で
結
ん
で
も
ら
う
。

・
な
べ
の
弦
に
手
を
通
し
て
「

何
を
ゆ
う
、
こ
う
で
を
ゆ
う
」
と
三

べ
ん
唱
え

て
糸
で
し
ば
っ
て
も
ら
う
。

・
障
子
の
さ
ん
の
間

に
手
を
通
し
て
、
末
の
子
に
手
首
を
し
ば
っ
て
も
ら
う
。

い
の

う
の
で
き
た

と
き

・
包
丁

の
柄

を
火
で
あ

ぶ
り

患
部

に
押
し
つ
け

る
と

よ
い

。

目
こ

じ
き
（
も
の
も
ら
い
）

―
つ
げ
の
櫛
を
火
で
あ

ぶ
っ
て
三

回
な
で

る
。

目
の
中
の
ご
み
を
と
る

・
空
へ
向
け
て
つ
ば
を
吐
く
。

―
目
を
つ
ぶ
っ
て
つ
ば
を
三
回
吐
く
。

１
木
ぐ
し
を
む
し
ろ
の
上
で
こ
す
り
、
そ
れ
を
目
に
あ
て
る
と
自
然

に
と
れ

る
。

歯
が
抜
け
た
と
き

Ｉ
鬼
の
歯
よ
り
お
れ
の
歯
が
先
に
生
え
ろ
、
と
い
っ
て
上
の
歯
な
ら
床
下
へ
、

下
の
歯
な
ら
屋
根
へ
ほ
お
り
上
げ
る
。

虫
歯
予
防

・
お
墓
へ
供
え
た
団
子
を
食
べ
る
。

の
ど
の
つ
か
え
も
の

・
象
牙
の
く
し
で
の
ど
を
な
で
る
と
と
れ
る
。

―
裁
縫
に
使
う
よ
う
が
い
で
、
の
ど
を
な
で
る
と
と
れ
る
。

―
頭
の
上
に
は
し
を
ま
っ
す
ぐ
立
て
て
、
そ
れ
を
た
た
く
と
○
ど
の
つ
か
え
が

と
れ
る
。

中
風
に
か
が
ら
ぬ
呪
い

Ｉ
か
や
の
箸
で
ご
飯
を
食
べ
れ
ば
、
中
風
に
な
ら
な
い
。

・
柳
箸
で
ご
飯
を
食
べ
れ
ば
、
中
風

に
な
ら
な
い
。

・
桑
の
木
で
作
っ
た
お
椀
で
、
飯
を
食
べ
る
と
な
ら
な
い
。

Ｏ
あ
か
ざ
の
杖
を
使
う
と
中
風
に
な
ら
な
い
。

病
気
全
般
に
つ
い
て

Ｉ
は
や
り
病
の
あ
る
と
き
、
は
や
り
炳
の
人
の
家
の
前
を
通
る
と
き
、
親
指
を

中
に
か
く
し
手
を
握
っ
て
通
り
過
ぎ
る
と
う
つ
ら
な
い
。

・
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
、
お
百
度
参
り
を
す
る
。

・
二
十
二
夜
様
に
願
を
か
げ
て
、
お
立
ち
待
ち
を
す
る
。

・
節
分
の
豆
を
自
分
の
年
の
数
だ
け
食
べ
る
と
病
気
に
か
か
ら
な
い
。

・
く
ま
ん
蜂
の
巣
を
門
口
に
吊
る
し
て
お
く
と
、
疫
病
除
け
と
な
る
。

几
戸
口
で
な
ん
ば
ん
と
髪
の
毛
を
燃
や
す
と
、
家
に
病
気
が
入
っ
て
こ
な
い
。

日
常
生
活
に
つ
い
て
の
呪

゜
新
し
く
下
駄
を
お
ろ
す
と
き
、
最
初
に
便
所
へ
行
け
ば
こ
わ
れ
な
い
。

・
猫
（
ま
ね
き
猫
）
０
置
き
物
を
置
く
と
商
売
が
繁
昌
す
る
。

・
鼻
の
頭
を
な
で
て
く
じ
を
引
く
と
当
た
る
。

・
美
人
に
な
る
た
め
に
は
、
便
所
の
掃
除
を
す
る
と
よ
い
。

゜
大
勢
の
大
前
に
立
つ
と
き
、
大
と
い
う
字
を
て
の
ひ
ら
に
書
い
て
三
度
な
め

る
と
お
じ
け
な
い
。

―
夜
便
所
へ
行
く
癖
の
あ
る
大
は
、
便
所
の
神
様
に
断
っ
て
く
る
と
良
い
。

・
嫁
の
履
い
て
来
た
履
物
の
鼻
緒
を
切
っ
て
屋
根
に
上
げ
る
と
嫁
は
出
て
い
か

な
い
。

゜
長
尻
の
客
に
は
篇
を
立
て
、
そ
れ
に
ほ
お
か
む
り
さ
せ
る
と
早
く
帰
る
。

天
災
地
異
に
対
す
る
呪
い

・
雷
を
よ
け
る
に
は
、
「
桑
原
桑
原
越
後
へ
い
け
」
と
三
度
唱
え
る
。
ま
た
、

か
や
を
吊
っ
て
中
に
入
っ
て
い
る
。

7 お
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―
長
い
竿
の
先
に
鎌
を
し
ぼ
り
つ
け
て
、
屋
根
棟
に
立
て
る
と
大
風
の
害
を
防

げ
る
。

・
地
震
の
と
き
は
「
マ
ソ
ザ
イ
ラ
ク
、
マ
ソ
ザ
イ
ラ
ク
」
と
、
地
震
が
止
む
ま

で
唱
え
る
。

火
難
・
盗
難
よ
け

こ
」
九
つ
を
お
け
る
と
き
、
亥
の
日
に
あ
け
る
と
火
事
が
出
な
い
。

・
火
事
の
類
焼
を
免
れ
る
た
め
に
、
女
の
腰
巻
を
旗
に
し
て
立
て
る
。

・
泥
棒
除
け
に
、
三
峯
様
の
お
札
を
は
っ
て
お
く
。

つ
魔
除
け
に
は
、
さ
る
の
こ
し
か
け
を
門
口
に
つ
る
し
、
ま
た
は
、
く
ま
ん
蜂

の
巣
を
門
口
に
つ
る
し
て
お
く
。

そ
の
他
の
呪
い

Ｉ
手
な
ど
を
切
っ
た
と
き
、
金
物
で
切
っ
た
箇
所
を
三
回
だ
た
く
。（
止
血
）

・
針
を
手
に
さ
し
た
と
き
、
は
さ
み
で
た
た
く
と
治
る
。

・
や
け
ど
を
し
た
と
き
、
ア
ゴ
ラ
オ
ソ
ケ
ソ
ソ
ワ
カ
と
三
回
繰
り
返
し
て
唱
え

る
。

・
し
ゃ
っ
く
り
の
出
る
と
き
、
箸
を
頭
の
上
に
立
て
る
と
止
ま
る
。

ひ
う
る
し
の
木
を
産
湯
の
と
き
に
た
い
て
、
そ
の
湯
で
産
湯
を
使
う
と
う
る
し

に
か
ぶ
れ
な
い
。

・
脚
気
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
墓
地
の
上
を
裸
足
で
踏
む
。

ひ
脚
気
に
か
か
っ
た
と
き
、
小
豆
を
た
い
て
食
べ
る
。

ひ
お
産
の
と
き
二
十
三
夜
様
に
参
詣
し
て
、
ろ
う
そ
く
を
交
換
し
て
お
産
の
と

き
立
て
る
と
軽
く
て
す
む
。

・
寝
小
便
を
す
る
子
に
は
、
赤
犬
の
肉
を
食
べ
さ
せ
る
。

ひ
酒
酔
い
の
と
き
は
、
柿
の
熟
し
だ
の
を
食
べ
る
。

―
腹
の
痛
い
と
き
は
、
「
へ
に
な
れ
、
く
そ
に
な
れ
、
三
尺
畑
の
こ
や
し
に
な

れ
」

と
三

回
唱
え

る
。

ひ
悪
い
夢
を
見
た
と
き
は
「

バ

ク
バ
ク
夢
を
食
え
」

と
唱
え

た
り
、

朝
早

く
大

に
話
せ
ば
消
え

る
。

つ
初
夢
に
よ
い
夢
を
見

た
い
と
き
は
、
紙
で

舟
を
こ
し
ら
え
て
枕

の
下

に
入

れ

て
寝
る
。

―
真
夜
中

に
わ
ら
人
形

の
急
所

急
所

を
釘
で
打

つ
と
、

の
ろ
っ
て
い

た
大
が
死

ぬ
。

・
大

を
不

幸
に
落
し
入

れ
よ
う
と

す
る
と
き

は
、
そ

の
人
の
名
を
い

っ
て

お
宮

の
森
の
木

に
釘
を
打
つ
。

7 召



第

九
章
　

児

童

村
の
子

供
の
生
活

や
遊
び
に
つ
い
て

は
明
治
時
代
以
前

の
状
況

は
今
で

は
う
か

が
い
知
る
す
べ
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
以
下

の
記

述
は
主
と
し
て
大
正

時
代

か
ら
昭

和
初
年
の
状
況
で
あ
る
。
当
時
の
我
が
村
は
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
専
業
農
家
で
あ

り
、
現
金
収
入
に
乏
し
く
、
農
作
業
右
家
事
の
作
業
毛
家
族
全
員
の
労
力
で
ま
か

な
う
こ
と
が
当
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
の
背
景
に
は
二

宮
尊

徳
翁
の
勤
労
礼
賛
の
思
想
の
影
響
が
相
当
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
次

の
歌
が
子
供
た
ち
に
よ
く
う
た
わ
れ
た
。

「
柴
刈
り
繩
な
い
わ
ら
じ
を
作
り
親
の
手
を
助
け
妹
を
せ
わ
し
、
兄

弟
仲
よ
く

孝
行
尽
す
、
手
本
は
二

宮
金
次
郎
」

そ
の
た

め
子
供

に
も
い
ろ
い
ろ
の
家
事
や
農
作
業
の
手
伝
い
が
多
か
っ
た
。
手

伝
い

に
よ

っ
て
子
供
た
ち
は
健
全
に
育
っ
て
い
っ
た
。

一
　

手
　

伝
　

い

Ｈ
　

朝
の

手
伝
い

「
九
つ
や
ナ

が
来

た
な
ら
戸

を
開
け

ろ
」

朝
起
き

る
と

ま
ず
家
中

の
雨
戸
（
暗
い
戸
）
を
開
け

る
こ
と
が
要
求
さ
れ

た
。
敷

童
　

居

が
減
っ
て

い
た
り
立
て
付
け
が
悪

か
っ
た
り
で

な
か
な
か
ス

ム
ー
ス
に
は
い

か

な
か
っ
た
。
続
い
て

土
間
（
通
り
）
を
草

ぼ
う
き
で
掃
い

た
。
各
家
と
も
表
入

口
か

児
　

ら
裏
口
ま
で
が
土
間

に
な
っ
て

い
て
相
当

に
広
か
っ
た
゜

朝
食

の
し

た
く
の
た
め

9 1
　

に
火
じ
ろ
の
火
を
た
く
の
も
子

供
の
朝
の
仕
事
だ
っ
た
。
現

在
の
よ
う
な

ガ
ス
や

第
　

石
油
は
無
く
枯
枝
や
松
葉

⊇

ミ
）
が
主
燃
料
で
あ
っ
た
た

め
だ
れ
か
が
火
じ
ろ
ば

た
に
付

い
て

い
な
い
と
危
険

だ
っ
た
。
こ

ん
な
時

に
子
供

は
使

わ
れ
た

。
鶏

に
餌

を
与
え
、
卵

を
取

っ
て
来

る
の
も
朝

の
仕
事

だ
っ
た
。
女

の
子

は
居

間

や

台

所

（
お
え
え
）
の
掃
除
や

ぞ
う
き
ん
が
け
を
し
た
。
馬
ぐ
そ
拾

い
も
朝
旱

い
方
が

よ
い

と
い
わ
れ
た
。
道
路
に
落
ち
て

い
る
馬
ぐ
そ

を
拾
い
集

め
て
持

ち
帰

り
一
定

の
場

所

に
た

め
て
お
き
野
菜
の
肥
料
に
し
た
。

朝
食
を
す
ま
せ
て
学
校
へ
ゆ
き
学
校
か
ら
帰
る
と
次
の
よ
う
な
仕
事
が
ま
っ
て

い
た
。⇔

　

子
　
　
　

守

当
時
は
子
だ
く
さ
ん
で
兄
弟
姉
妹
が
多
く
保
育
所

は
無
い
の
で
兄

や
姉

は
弟
や

妹
の
子
守
を
し
た
。
ま
た
末

っ
子
で
弟
や
妹
の
無
い
子

は
他
所
の
家
か
ら
だ
の
ま

れ
て
他
家
の
子
供
の
子
守
を
し
た
。
小

さ
い
子

を
背
負
っ
て
道
端
で
子

守
を
し
な

が
ら
石
け
り
、
鬼
ご

っ
こ
、
羽
根
つ
き
な
ど
を
し
て
い
る
風

景
は
相
当
多
く
見
ら

図 ９－ １　子守り風景（昭和初年）

うぶいば んて んを着て ，弟妹をせおって

遊んでい る。
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れ
た
。
当
時

は
道
路
で
遊

ん
で
い
て
も
自
動
車

は
通
ら
ず
と
き
ど
き
運
送
馬
車
が

通

る
程
度
で
安

全
で
あ

っ
た
。
ま

れ
で

は
あ

る
が
幼
い
子

を
連

れ
て
子
守
し
な
が

ら

学
校

へ
来

る
児
童
も
あ

っ
た
。
先
生
も
学
校

を
休
ま

れ
る
よ
り

は
良
い
と
思

っ

て
黙
認
し
て
い

た
。
大
正
四
年
七
月

の
南
箕
輪
小
学
校
の
調
査

に
よ

る
と
子
守
し

な
が
ら

登
校
す

る
生
徒

は
二
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
合
計
一
八
名
あ

っ
た
と
記
さ

れ
て
い

る
。
そ

の
年

の
小

学
校

の
総

生
徒
数

は
四
九
七
名
で
あ

っ
た
。
（
『
南
箕
輪

小
学
校
百
年
誌
』
）

句
　

小

家
畜
の

飼
育
と
管
理

昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
各
家
庭
で
鶏
を
飼

っ
て
い
た
。
放
し
飼
い
に
す
る
家
も

あ

っ
た
が
と
り
小
屋
で
飼
う
場
合
は
そ
の
世
話
は
子
供
の
仕
事
で
あ

っ
た
。
卵
は

ほ
と

ん
ど
回

わ
っ
て
来

る
行
商
と
物
交
の
対
象

に
な

っ
た
り
、
農
協
へ
出
荷
し
て

現
金
収
入
源
と
な

っ
た
。
農
協
で
は
卵
貯
金
と
し
て
卵
に
よ
る
貯
蓄
を
奨
励
し
た

り
し
て
、
せ

っ
か
く
の
卵
が
不
足
が
ち
の
蛋
白
源
に
も
な
ら
な
い
家

が

多

か

っ

た

。兎
を
飼
う
の
も
子
供
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
秋
口
か
ら
初
冬
ま
で
、
か
わ
い
が
っ

て
育
て
た
兎
は
、
皮
を
売
っ
て
肉
は
正
月

の
御
馳
走
に
な
っ
た
。
ま
た
戦
中
戦
後

ア
ン

ゴ
ラ
兎
を
飼
っ
た
こ
ろ
は
そ
の
毛

を
売
っ
て
こ

れ
も
家
の
現

金
収
入
の
足

し

に
し
た
り
、
学
用

品
を
買
う
足

し
に
し
て
、
子

供
が
世
話
を
す
る
鶏
も
兎
も
家
計

の
足
し
に
な

っ
た
。

匈
　

掃
除
・
草
と
り
・
洗
濯

農
業

主
体
で
生
活

を
支
え
て
来

た
村

の
家

々
に
は
広
い
庭
と
土
間
が
あ

っ
た
。

土
間

の
掃

き
掃

除
は
朝
食
前

の
子
供

の
仕
事
で
あ

っ
た
し
、
庭
を
掃
く
の
も

お
お

か
た
子
供

の
仕

事
と

さ
れ
て
い

た
。

夏

の
野
菜
畑

の
草
む
し
り
、
家

の
回
り
の
雑
草
と
り
も
子
供
の
仕

事

で

あ

っ

た
。

簡
単
な
洗
濯
と
片
付

げ
も
こ
れ
ら
子

供
の
で

き
る
か
ぎ
り

の
こ
と

は
手
伝

わ
さ

れ
た
。匈

　

た
き
も
の
拾
い

部
落
の
近

く
に
平
地

林
が
続
い
て

い
た
。
晩
秋

か
ら
春
先

に
か
け
て
学
校

か
ら

帰

っ
た
り
、
土
曜
、
日
曜

に
は
そ

の
平
地
林
へ
行

っ
て
枯

れ
枝

の
落

ち
て
い

る
の

を
拾
い
集

め
た
り
、
と
き

に
は
こ

ぎ
か
き
（
立
っ
て
い
る
木
の
枯
れ
枝
を
鎌
で
か
き
折

っ
て
取
る
）
を
し
て
背

負
っ
て
帰
り
、
家
庭
用
燃
料

の
足
し

に
し

た
。
ま

た
、
松

か

さ
拾
い
も
し
た
。

㈹
　

養
蚕
の
手
伝
い

桑

も
ぎ
　
春
蚕

に
は
桑
を
枝

の
ま
ま
切

っ
て
来
て
家
の
中
で
桑
扱
き
器
を
使

っ

て

も
い
だ
。
桑

も
ぎ
は
小
学
生
で
も
四
年
生
く
ら
い

に
な

る
と
一
人
前

に
あ
て
に

図 ９－ ２　桑 こ き 機

右側にこしかけを おい て機械を 固定し，桑棒を手前にひい

て，桑葉を こきおとした。

さ

れ
た
。
夏
秋
蚕

に
は
桑
畑

へ
行

っ
て
指
先

に
桑
つ
み
用

の
爪
を

ぱ
め
て
一
枚
一
枚
摘

ん
だ

。
六
年
生
く
ら
い
に
な

る
と
、
両
手
で
摘

め
る
よ
う

に
な

っ
た
。

｀
摘
ん
だ
葉
は
腰

に
つ
け
た
小
び

く

に

入

れ

た
。
い

っ
ぱ
い
に
な
る
と
、

日
陰
に
お
い
た
背
負
い
び
く

に
詰
め
、
い
っ
ぱ
い
に
な
る

と
背
負
っ
て
帰
っ
た
。

給
　

桑
　

掃
き
立
て
か
ら

三

齢
期
ま
で
は
桑
の
軟
ら
か
い
の
を
刻
ん
で
与
え

る
の
で
こ

れ
は
専

ら
大
人

が
や

っ
た
が
四

齢
期
に
も
な
る
と
、
も
い
た
桑

を
与
え

る
の
で
子
供
右
手

伝

わ

さ

れ

Z茜



た
。
桑

の
葉
が
こ
ぐ
り

に
な
ら
な
い
よ
う
ま

ん
べ
ん
な
く
広
げ
る
よ
う
に
注
意
さ

れ

た
。
蚕
を
様
づ
け
で
呼
び
、
「

お
蚕
様
に
桑
を
し
ん
ぜ
る
」

と
い
っ
た
。

蚕
じ
り
取
り
　

蚕
座
を
取

り
替
え

て
蚕
糞
を
取

り
除
く
作
業
で
三

齢
期

ま
で

は

糸
網
を
使
っ
て
い
た
が
四

齢
期
以
後

に
な
る
と

わ
ら
縄

の
網

を
使
う
よ
う

に
な

っ

た
の
で
二
人
で

な
い
と
出
来

な
か
っ
た
。
そ

れ
で
二
人
一
組

に
な

る
た

め
に
子
供

も
一
人
前

に
当
て

に
さ
れ
た
。

く
い
こ
拾
い
　

蚕

ぱ
は
し
り
が
出
始

め
て
二
日

か
三
日
の
間

に
ほ
ぼ
い

っ
せ
い

に
熟
蚕

に
な

る
の
で
、
こ
れ
を
拾
い
上
げ
て
ま
ぶ
し
に
移
す
（
お
や
と
い
）
と
き
は

猫
の
手
心
借
り
た
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
忙
し
い
の
で
、
子

供
も
一
人
前
に
当
て

に
さ
れ
た

。

繭
か
き
　

こ
の
日
石

な
に
く
れ
と
な
く
手
伝
わ
さ
れ
た
。

学
校
で
は
春
、
秋
と
も
に
農
繁
休
業
を
と
っ
て
い
る
。
六
月

は
田

植
休

み
と
蚕

休
み
と
し
て
二

週
間

、
秋
は
収
穫
休

み
と
し
て
一

週
間

ほ
ど
休
日
と
し
て
農
作
業

の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
。

㈹
　

稲
作
の
手
伝
い

田

ん
ぼ
の
仕

事
が
始

ま
る
と
、
農
家

は
い
よ
い
よ
忙
し
く
な

る
。
田
起
こ
し
、

代

か
き
、
刈
り
敷
刈
り

か
ら
ふ
ま
せ
、
田
植
え
と
、
現
在
の
よ
う
に
機
械
化
さ
れ

て

し
な

か
っ
た
農
作
業

に
は
子
供
な
り
に
で
き
る
事
を
手
伝
わ
さ
れ
た
。
農
事
休

み

に
な
る
前

に
学
校
で
は
、
一
年
や
二

年
生
に
も
、
お
茶
運
び
、
お
留

守
居

、
于

守
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
応
じ
た
手
伝

い
を
指
導

し
て
休
み

を
有
意

義
に
な

童
　

る
よ
う
に
さ
せ
た
。
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田
植
え
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
一
息
す
る
間
も
な
く
、
畔
草
取
り
、
水
見
な
ど
の

手
伝
い
か
ら
、
収
穫
期
に
な
る
と
、
稲
刈
り
、
結
束
、
（

ゼ
掛
け
の
手
伝
い
、
脱

穀
、
ま
ね
ぐ
り
、
藁
の
片
付
け
、
み
ご
取
り
と
、
子
供
相
応
の
仕
事
を
手
伝
わ
さ

れ
た
。
そ
の
間
に
百
姓
仕
事
を
覚
え
た
り
家
族
の
触
れ
合
い
が
行
わ
れ
た
。

収
　
風
呂
の
手
伝
い

水
道
が
で
き
る
前
は
風
呂
水
は
流
れ
川
や
井
戸
か
ら
汲
み
込
ん
だ
。
な
か
な
か

つ
ら
い
仕
事
だ
っ
た
。
風
呂
た
き
は
子
供
の
仕
事
だ
っ
た
。
な
か
な
か
燃
え
な
く

て
、
火
吹
竹
で
吹
い
た
り
、
煙
に
む
せ
び
な
が
ら
涙
を
流
し
て
た
く
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
っ
た
。

㈹
　
ラ
ン
プ
の
ほ
や
み
が
き

電
灯
の
つ
か
な
い
こ
ろ
、
大
正
初
期
ま
で
は
、
ラ
ン
プ
が
照
明
朧

具
で
あ

っ

た
。
こ
れ
は
石
油
の
油
煙
が
は
や
に
つ
く
の
で
毎
日
磨
か
な
い
と
暗
か
っ
た
。
ど

こ
の
家
で
も
こ
？
フ
ソ
プ
の
ほ
や
み
が
き
は
子
供
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
や
や
大
き

く
な
る
と
石
油
の
つ
ぎ
た
し
も
子
供
が
し
た
。

図９－ ３　石油 ランプ

このほやを みがいた ，ガラスな のですぐ

われた。ほや のふ くら んだ のは明るかっ

た。

二
　

遊
　
　
　

び

家
の
手
伝
い
も
よ
く
し
た
が
、
現

在
の
よ
う
に
塾
へ
行
く
こ
と
も

お
稽
古
事

を

習
う
こ
と
も
な
く
て
、
色
々
の
遊
び
を
た
の
し
ん
だ
。

〔｛
い
　
年
中
行
事
に
と
も
な
う
遊
び

１
　

正

月
の
遊
び

74７
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・
ま
り
つ
き
・
羽
根
つ
き
（
童
唄
の
項
参
照
）

・
き
し

ゃ
ご
・
に
ら

め
っ
こ
・
福
笑
い
・
双
六
・
い
ろ
は
カ
ル
タ

ｙ

百

人

一

首
・
ト
ラ
ン
プ
・
家
族
合
わ
せ
・
輪
な
け

・
ま
る
け
ん
（
め
ん
こ
）
普
通
は
相
手
の
を

び
っ
く
り
返
し
た
数
で

勝
敗
を
含
め

て
遊
ん
だ
が
、
ほ
ん
こ
の
と
き
は
相
手
の
め
ん
こ
を
取

り
あ
っ

て

勝

負

し

た
。

こ
ま
回
わ
し
　

鉄
の
輪
の
つ
い
た
こ
ま
に
、
麻
か
ぼ
ろ
き
れ
で
な
っ
た
繩
を
ま

き
つ
げ
、
地
面

に
投
げ
つ
け
て
勢
い
よ
く
ま
わ
し
、
相
手
の
こ
ま
に
近
づ
け
て
倒

し
あ

っ
て
遊

ん
だ

。

凧
あ
げ
　

自
分
で
工
夫
し
て
作

っ
て
遊
ん
だ
。
「
た
こ
た
こ
あ
が
れ
、
天

ま
で

あ
が
れ
」
と

は
や
し

た
。

新
年
の
か
る
た
会
　

百
人
一
首
で
札
の
と
り
あ
い
を
主
と
し
た
が
、
小
さ
い
子

山
の
神
祭
り
　

旧
暦
一
〇
月
一
〇

日
山
の
神
の
祠

の
前

に
集

ま
っ
て
家

か
ら
持

っ
て
行

っ
た
つ
と

っ
こ
餅
を
交
換
し
合

っ
た
。

⇔
　

碁
石
な

ど
を
使

う
遊
び

室
内
で
遊

ぶ
と
き

は
、
厚
紙
を
き
り

ぬ
い
て
白
黒
の
碁
石
代
用

品

を

作

っ

た

り
、
厚
紙

に
図

を
描
い
て
遊
具
を
作

っ
て
遊
ん
だ
。
室
外
で
は
、
図
は
地
面

に
す

じ

を
つ
け
、
大
小

の
石

を
碁
石
の
代
用

に
し
て
遊

ん
だ

。

五
目

な
ら
べ
　
こ

れ
は
碁
石
を
使
う
こ
と
が
多

か
っ
た
。

図 ９－ ４　丸 む さ し図９－ ５　十六むさし

丸
む
さ
し
　
上
の
よ
う
な
図
を
厚
紙
に
描
い

て
碁
石
か
、
厚
紙
を
切
り
抜
い
て
使
っ
た
。
白

黒
に
わ
か
れ
て
陣
ど
り
一
目
ず
つ
動
か
し
て
相

手
の
石
を
は
さ
ん
で
取
る
。
相
手
の
石
を
早
く

取
り
つ
く
し
た
方
が
勝
ち
。
地
面
に
描
い
て
、

大
小
の
石
で
も
遊
ん
だ
。

十
六
む
さ
し
　
上
図
の
よ
う
に
ま
わ
り
に
子

が
十
六
並
び
、
真
中
に
親
が
い
る
。
交
互
に
一

目
ず
つ
線
に
そ
っ
て
動
か
し
子
と
子
の
間
に
親

が
入
る
と
子
は
二
つ
と
ら
れ
る
。
全
部
と
ら
れ

る
と
子
の
負
け
、
逆
に
子
に
囲
ま
れ
て
稗
が
動

け
な
く
な
る
と
親
の
負
け
。
図
の
右
手
へ
と
び

出
し
た
三

角
は
雪
隠
と
呼
ば
れ
こ
の
中

へ
親
が

逃
げ
こ
ん
で
つ
め
ら
れ
る
と
雪
瞑
づ
め
に
成
っ
た
と
い
っ
て
は
や
し
た
。

と
び
む
さ
し
　
図
の
よ
う
に
白
黒
と
も
に
二
五
個
の
石
を
自
分
の
陣
地
に
並
べ

る
。
交
互
に
一
目
ず
つ
動
か
し
て
中
の
陣
を
わ
た
っ
て
相
手
方
の
陣
地
に
行
く
の

で
あ
る
が
、
進
も
う
と
す
る
す
ぐ
前
に
相
手
の
石
が
あ
る
と
き
は
そ
れ
を
と
び
越

え
て
進
む
。
早
く
相
手
の
陣
地
に
並
び
終
え
た
方
が
勝
ち
。

Z 銘

供
た
ち
を
ま
じ
え
て
、
ぼ
う
ず
め
く
り
な
ど
を
し
て
も
た
の
し
ん
だ
。
明
治
か
ら

大
正
の
初
め
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
い
ろ
は
か
る
た
」
だ
っ
た
の
で
、
村
民
の

た
れ
か
れ
と
な
く
そ
の
教
訓
的
な
こ
と
ば
を
空
ん
じ
て
い
た
。
百
人
一
首
も
少
し

大
き
く
な
る
と
空
ん
じ
て
い
た
。

ど
ん
ど
焼
　
一
月
六
日
に
各
戸
か
ら
注
連
飾
り
を
集
め
て
、
人
家
か
ら
離
れ
た

田
圃
や
川
原
な
ど
で
焼
い
た
。

２
　
天
神
様
そ
の
ほ
か
の
遊
び

天
神
様
ま
つ
り
　
二
月
末
の
日
曜
日
の
天
神
社
の
前
に
自
分
か
ち
で
小
屋
を
作

っ
て
お
祭
り
を
し
た
。（
北
殿
）

七
夕
か
ざ
り
　
月
お
く
れ
で
八
月
六
日
の
朝
、
里
い
も
の
葉
に
た
ま
っ
た
露
を

集
め
て
来
て
そ
の
水
で
墨
を
す
っ
て
、
短
冊
に
願
い
事
等
を
書
き
竹
の
枝
に
か
ざ

っ
て
家
の
前
に
立
て
た
。

花
　
火
　
ま
ん
ど
ふ
り
、
お
ぼ
ん
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
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白

里

八h

図 ９－ ６　とびむさし

句
　

虫

と
た
わ
む
れ
遊
ぶ

ほ

っ
こ
（
蟻
地
獄
）
　
お
宮

の
高
縁

の
下

の
や

わ
ら

か
い
土

の
中

に
ほ

っ
こ
が
い

る

。
逆
円
錐
形

に
な

っ
た
ほ

っ
こ
の
巣
へ
糸
を
付
け
た
蟻
を
入
れ
て
い
る
と

ぱ
さ

み
で
蟻
を
つ
か
み
こ
む
、
こ
の
時
糸
を
引

っ
張

っ
て
ほ

っ
こ
を
取

る
。

か
ぶ
と
虫
　

角
の
あ
る
雄
を
取

っ
て
来
て
角
に
糸
を
付
け
て
空
の

マ

丿
千
箱
等

を
ひ
か
せ
て
遊
ぶ
。

毛
き
り
虫
（
か
み
き
り
虫
）
　
頭
の
毛

を
虫
の
口
の
所

へ
や
っ
て
切
ら
せ
る
。

米
つ
き
虫
（
は
り
が
ね
虫
の
成
虫
）
　
手
の
上

へ
裏
が
え

し
に
載
せ
て
「

米
つ
け
粟

つ
げ
」

と
言
っ
て
飛

び
上

が
る
の
を
た
の
し
か
。

蝉
　
　

家
で
飼
う
。
糸
を
つ
け
て
飛

ば
す
。

と
ん
ぼ
　
二
匹

の
尻

に
糸
を
つ
け
て
飛
ば
す

。
ま
た
花

を
さ
し
て
飛
ば
す

。

蛙
　
　

尻
へ
麦
が
ら
の
管
を
入

れ
て

吹
く

。
腹

が
ふ
く

れ
て
来

る
。

か
た
つ
む
り
「

で
ん
で
ん
虫

々
か
た
つ
わ
り
角
出

せ
槍
出
せ
頭

だ
せ

」
と

は
や

し
て
頭
を
出
し
た
時
つ
か
む
。

く
　

も
　

女
郎
ぐ
も
の
大

き
な
巣
を
見
付
け
桑
棒
で
輪

を
作
り
そ
れ

に
す
く
い

網

の
様

に
く
っ
つ
け
て
捕
虫
網

に
し
て
、
と

ん
ぼ
、
蝶
、
蝉
等
を
捕
え

る
。

な
め
く
じ
　

ビ
ソ
に
入

れ
て
食

油
で
つ
け
て
置
き

キ
ズ
薬

に
す

る
。
塩
を
掛
け

る
と
溶
け
て
し

ま
う
の
で
面
白
が

っ
た
。

白
毛
だ
い

ゆ
　
潰
し
て
糸
を
取
り
酢
に
つ
け
て
引
の
ば
し
、
釣
り
糸
に
使
う
。

螢
　
　

捕

っ
て
来
て
龍

に
入
れ
て
飼
い
、
光
る
の
を
楽
し
む
。

こ
お
ろ

ぎ
　
寵

に
入
れ
て
飼
い
、
鳴
く
の
を
た
の
し
か
。

青

ぎ
す
　

右

に
お
な
じ
。

い
な
ご
　
取

っ
て
来
て
食
用

に
し
た
。

蟹
（
さ
わ
が
に
）
　
右

に
同

じ
。

い
な
ご
も

か
に
も
食
用
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
取

る
こ
と
が
お
も
し
ろ
か
っ
か
。

す
が
れ
（
地
蜂
）
追
い
　
（
動
物
と
村
の
子
供
た
ち
の
項
参
照
）

匈
　

草
花
で

遊
ぶ

た
ん

ぽ
ぽ
　
首
切
り
を
し
て
遊

ぶ
。

花
軸
を
付
け
て
取

っ
て
来
る

。一
人
が
花

を
下

に
向

げ
て
持

っ
て
い

る
、
他

の
一

人
が
別
の
た
ん
ぽ
ぽ
で
た
た
く
、
そ
の
時
首
の
切

れ
た
方

が
負
け
、
鼻
の
油
を
つ

け
て
も
む
と
強
い
。
花
軸
を
三

皿
ほ
ど
に
切

り
少
し
噛

ん
で

吹
い
て

鳴
ら
せ

る
。

ね
ん
ぶ
り
　

花
が
お
さ
ま
っ
て

花
実

が
玉

に
な
っ
た
の
を
い
く
つ

か
に
折

っ
て

ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
て

提
灯

だ
と
い
っ
て
遊

ん
だ
り
首

か
ざ
り

に
す

る
。

す
み
れ
　
花

の
あ
ご
と
あ

ご
と
を
か
ら
み
合

わ
せ
て
二
人
で
引
張
り
合
い
花
の

と
れ
た
方

が
負
け

。

れ
ん
げ
草
　
花

を
い
く

つ
も
編

ん
で
首
飾
り
、
腕
輪
等
を
作

る
。

7 四
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図９－ ７　子供 の遊び（ 白つめ くさ）

首飾りをしてい る児，冠をつけた 児（原 正枝提 供）

ク
ロ
ー
バ

ー
（
白
っ
め
草
）

四

つ
葉

を
探
し
て
見
つ

か
る
と

幸
福

に
な
る
と
言

っ
た
。

花
を
い
く

つ
も

編

ん

で

首

飾
、

腕
輪
、
汽
車
等

を
作

る
。

赤
つ

め
草
　

花

の

蜜

を

吸

ほ
お
ず
き
　
熟

し
た
果

の
実

を
出
し
外

皮
ば
か
り
の
袋
に
し

て
、
口
の
中
で
鳴

ら

し

て

遊

ぶ
。す

い
こ
（
す
い
ば
）
　
若
い
茎

の
皮
を
む
い
て
生
で
塩
を
つ
け
て
食
べ
る
。

い
た
ど
り
　
若
い
茎
を
皮
を
む
い
て
食
べ
る
。

食
用
に
し
た
そ
の
他
の
草
の
芽
と
り
　
ふ
き
の
と
う
・
な
ず
な
・
せ
り
・
も
ち

草
（
く
さ
の
花
、
よ
も
ぎ
）・
つ
く
し
わ
ら
び
・
た
ら
の
芽
・
ふ
き
等

叫
　
木
の
実
と
り

く
る
み
・
ど
ん
ぐ
り
・
栗
・
ち
ん
ぴ
・
ぎ
ん
な
ん
・
か
や
な
ど
の
実
を
拾
っ
た

り
、
あ
げ
び
・
山
ぶ
ど
う
・
木
い
ち
ご
・
桑
ず
み
・
小
梨
・
し
ゃ
ぐ

み
・
す
ぐ

り
・
桜
ん
ぼ
を
取
っ
た
り
し
て
、
食
べ
た
り
遊
び
に
使
っ
た
。

㈹
　
き
の
こ
取
り

大
芝
の
松
林
ま
で
び
く
を
持
っ
て
出
掛
け
て
行
き
、
あ
お
化
け
・

り
こ

お
ぼ

う
・
は
つ
だ
け
・
よ
へ
え
じ
・
し
ば
た
け
・
黄
し
め
じ
等
の
雑
き
の
こ
と
を
取
っ

た
。

㈹
　
ベ
ー
ス
遊
び

棒

ベ
ー
ス
　

ー
○

皿
ほ
ど
の
棒
が

ボ
ー
ル
、
四
〇
ｍ

ほ
ど
の
棒

が
バ

″
卜
に
見

立
て

ら
れ
、
三
角
錐
形
の
穴
を
掘

っ
て
、
二

人
以

上
い
れ
ば
遊
べ
る
。
こ
の
遊
び

些

二
段
階
あ
る
。

第
一
段

階
で

は
ボ
ー
ル
を
穴
の
上

に
横

に
置
き
、
バ

″
卜
で
す
く
い
投
げ
て
で

き
る
だ
け
遠
く
ま
で
飛

ば
す

。
守

っ
て
い

る
者
が
受
け
れ
ば
ア
ウ
ト
、
受
け
ら
れ

な
い
と
き
は
ボ
ー
ル
の
位
置

か
ら
穴
の
上

に
横

た
え
た
バ

″
卜
目
か
け
て
投
げ
、

命
中

す
れ
ば
ア
ウ
ト
と
な
る
。
ア

ウ
ト
に
な
ら
な
い
と
第
二
段
階

に
進
む
。

第
二

段
階
で

は
ボ

ー
ル
を
穴
に
つ
き

立
て

た
の
を

バ

″
卜
で
打
ち
飛
ば
す
。
第

一

段
階
と
同

じ
よ
う
に
受

け
ら
れ
た
り
バ

″
卜
に
当
て
ら

れ
る
と
ア

ウ
ト
。
ア
ウ

ト
に
な
ら
な
い
と
第
三

段
階
に
進
む
。

第
三

段
階
で
は
、
片
手
で
ボ

ー
ル
を
持
ち
、
そ

れ
を
目

の
高
さ
よ
り
上

に
ほ
う

り
上
げ
同
じ
千
に
持
っ
た
バ

″
卜
で
打
ち
と
ば
す
。
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
く
て
、

三
度
く
り

か
え
し
て
打
ち
と
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
ア
ウ
ト
。
幸
い
打
ち
と
ば

す
こ
と
が
で
き
て
も
受

げ
ら
れ

る
と
前
同
様
ア
ウ
ト
。
受

け
ら
れ
な
い
と
、
そ

こ

か
ら
穴
を
目
か
け
て

ボ
ー
ル
を
投
げ
、
そ
れ
が
穴

に
は
い
る
と
ア
ウ
ト
、
穴
に
届

か
な
い
と
、
穴

か
ら
そ
こ

ま
で

バ

″
卜
の
長
さ
で

Ｉ
、
二

、
三

と
計

っ
て
得
点

に

な
る
。
一

計
測

よ
り
近

い
と
ア
ウ
ト
。
と
こ

ろ
が
こ
の
と
き
相
子

が
穴
目
か
け
て

投
げ
る
ボ

ー
ル
を
で
き
る
だ
け
遠
く
へ
た
た
き
飛

ば
す

。
こ

の
と
き
も
相
手

に
受

け
ら
れ
る
と
ア
ウ
ト
、
受

け
ら
れ
な
い
と
、

ボ
ー
ル
の
落

ち
た
所

ま
で
穴

か
ら
バ

ッ
ト
で
計
測
し
た
数
が
得
点
と
な
る
。
庭
で
や

っ
て

い
る
と
、
と
き

に
は
ボ
ー
ル

が
障
子
に
当
た
っ
て
破
け
て
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ご
ろ

ベ
ー
ス
　

明
治
は
も
ち
ろ
ん
大
正

か
ら
昭

和
初
年

ま
で
、

ボ
ー
ル
も
グ
ロ

≒

フ
も
買
え
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
布
切
れ
を
丸
め
糸
で
巻

い
て

ボ
ー
ル
を
作

っ

て
町
‰

の
ま
ね
ご
と
を
し
た
。
素
手
で
は
普
通
の
野
球
を
す
れ
ば
手

が

痛

い

の

で
、
投
げ
な
い
で
こ
ろ
が
す
「
ご
ろ
」
専
門
の
野
球
を
し
た
。
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当
時

は
校
庭

を
各
部
落

ご
と
に
取
り
あ

っ
て
球
場
を
作
り
、
休
み
時
間
や
放
課

後

よ
く
遊

ん
だ

。

三

角
ベ
ー
ス
　

遊

び
場
が
細
長
く
狭
い
と
き
は

セ
カ
ン

ド
を
抜
き
に
し
た
三

角

の

塁
で

ベ
ー
ス
を
し

た
。

収
　

そ
の
他
の
遊
び

兵

隊
な
ん
こ
（
兵
隊
ご
っ
こ
）
　
二

組

に
わ
か
れ
て
白
兵
戦
の
ま
ね
を
し
て
遊

ん

だ
。相

撲
取
り
　

地
面

へ
大
き
な
丸
を
書
い
て
土
俵
に
見
た
て
取

っ
組
み
合
っ
て
遊

ん
だ
。

く
る
い
っ
こ
　

た
わ
む
れ
の
取

っ
組
み
合
い
。

鬼

つ
こ
（
鬼
ご
っ
こ
）

め
く
ら
鬼

か
く
れ
ん
ほ

ジ
ャ
ン
ケ
ン
遊
び
　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で

勝
っ
た
ら
一

歩
進
む
。
一

定
の
所

に
折
り

返
し
点
を
お
き
、
そ
こ
ま
で
行

っ
て
早

く
帰
っ
た
者
が
勝
ち
。

紙
ひ
こ

う
き
　

ノ

ー
ト
を
破
い
た
り
、

広
告
の
紙
で
紙

ひ
こ

う
き

を
作

っ
て
遊

ぶ
。
で

き
る
だ
け
遠
く

ま
で
飛

ぶ
よ
う
に
工

夫
し
て

競
争
す
る
。

釘
打
ち
　
五
寸
く

ぎ

二

五
皿
）
の
よ
う
な
長

釘
を
地
面

に
な
げ
っ
け
て
釘

を
立

つ
よ
う
に
う
ち
こ

む
。
こ

れ
を
相

手
が
同
様

に
打

ち
こ
み

な
が

ら
倒
し
て
遊

ぶ
。

な
か
な
か
ス
リ
ル
が
あ

る
競
技
で
あ

っ
た
。

童
　
　

き
し

ゃ
ご
　

き
し

ゃ
ご
と

い
う
の
は
小

さ
な
ま
き
貝

の
か
ら

の
こ
と
で
、
こ
れ

を
板
上

に
ち
ら
し
、
小
指

を
あ

た
ら
な
い

よ
う

に
通
し
て
は
じ
い
て
あ
て
て
勝
負

児
　

す
る
゜

後

に
は

ガ
ラ

ス
球
に
な

っ
た
・

第9 章

パ
チ
ン
コ
　
ニ

又
の
小
枝
を
利
用
し
て
、
生

ゴ
ム
の
弾
力
を
利
用
し
て
、
小
石

を

は
じ
く
も

の
で
あ

る
。
小
鳥

を
と

る
の
に
パ
チ

ン

＝
を
使

っ
た
。
実
際
に
は
な

か
な

か
あ
た
ら
な
か
っ
た
が
、
名
人
た
ち
は
何
羽
と
っ
た
と
い
う
自
慢
話
を
し
て

い

た
。

馬
の
り
（
騎
馬
合
戦
）
　
二

人
又
は
三

人
が
一

組
に
な
っ
て
一
人

が
騎

手
、

後

の

者
は
馬
に
な
り
、
両
方
に
分
か
れ
て
騎
手
の
鉢
巻
を
取

り
合
い
、

ま
た
ぱ
騎

手
を

お
と
し
合
っ
た
。

ポ
ッ
ク
リ
歩
き
　

空
き
か
ん
に
縄
紐
を
つ
け
、
こ
れ
を
両
足

に
履

い
て

縄
紐
を

持
っ
て
両
手
と
両
足
を
連
動
さ
せ
て
上

手
に
歩
い
た
。

輪
廻
し
　

太
目
の
針
金
で
直
径
四
〇

０１
ほ
ど
の
輪
を
造
り
、
別
に
輪
回
し
棒
を

造
っ
て
、
こ
の
棒
で
輪
を
回
わ
し
な
が
ら
地
上

を
走
っ
た
。
回
わ
す
時
に
音
の
出

る
よ
う
に
小
さ
な
輪
を
付
け
た
り
も
し
た
。

縄
と
び
　

一
人
で
縄
と
び
も
し
た
が
、
三

人
以
上

の
大
勢
で
す
る
縄

と
び
の
方

が
お
も
し
ろ
か
っ
か
。

弓
　

矢
　
弓

は
す
す
竹
を
使
い
、
矢
は
萱
又

は
う
っ

ぎ
を
使
っ
て
自
作
し

た
。

危
険
も
多
い
遊
び
だ
っ
た
。

さ
ん
げ
え
ち
（
竹
馬
）
　
か
ず
み

さ
し
そ

の
他

の
青
木

の
枝

を
足

か
け

に
工
夫
し

て
作
っ
た
も
の
に
乗
っ
て
歩

い
た
。
竹
で
作

る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
大
正
の
中
ご

ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
上

手
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
と

胸
の
前
で
二
本

を
交
互

に
叩

い
た
り
、
片
足

で
歩
き
片
方

は
担
ぐ
こ
と

を
長
時
間
で
き

る
競
争
を
し
た
り
両
足

で

の
か
け
っ
こ

も
し
た
。

紙
鉄
砲
　

細
い
竹

筒
で

鉄
砲

を
作
り
、
紙
を

口
の
中
で
か
ん
だ
の
を
丸

め
て
筒

先

に
つ
め
て
飛

ば
し

た
。
遠
く

ま
で
飛
ば
せ

る
の
が
自
慢
だ
っ
た
。

水
鉄
砲
　
紙

鉄
砲
よ
り
太

め
の
竹
を
使
っ
て
作
っ
た
。

ほ
お

さ
ん
ほ
お
さ
ん
　

童
唄
参
照

。

お
て
ん
こ
（
お
手
玉
）
　
童
唄
参
照

。

ふ

う
き
ん
玉
（
紙
ふ
う
せ
ん
）
　
紙
を
張
り
合
せ
て
玉
を
造
り
上
部
に
穴
が

あ
り
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そ

の
穴

か
ら
息
を
吹
き
込

ん
で
玉
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
手
で
つ
い
て
遊

ん
だ

。
富
山

の
薬
屋
が
持

っ
て
来
て
景
品

に
く
れ
た

。

紙
ほ
こ

さ
ま
　
き

れ
ぼ
こ
さ
ま

。（
人
形
あ
そ
び
）

お

き
ゃ
く
な
ん
こ
（
お
き
ゃ
く
ご
っ
こ
）
　
模
倣
遊

び
。

お
み
せ

な
ん
こ
（
お
み
せ
ご
っ
こ
）
　
模
倣
遊

び
。

こ

っ
く
り

様
　
占

い
遊
び
。

あ
や
と
り
　

め
い
め
い
で
と

る
の
が
一
人
あ
や
と
り
、
二
人
で
と

る
の
が
二
人

あ
や

と
り
で
「

お
父
さ
ん
の
盃
↓

花
子

の
前
掛
け
↓

お
部
屋

の
電
気
が

バ

″
卜
消

え

た
」

な
ど
と
う
た
い
な
が

ら
遊
ん
だ
。

水
あ
び
　
天
竜
川

の
所

々
に
水
深

の
ふ

か
い
所
が
あ
り
そ

の
あ

た
り
で
水
あ
そ

び
（
水
泳
）
を
し

た
。
泳
ぎ
は
大

か
き
、

さ
か
さ
お
よ
ぎ
、

波

の
り
程
度
で
指
導

者
も
な
く
て

た
ら
め
が
多

か
っ
た
。

魚
と
り
　

天

竜
川

、
黒
川

、
大

泉
川
等
で

は
釣

り
や
「

う
ろ
づ

か
み
」

を
し
て

ふ
な
、
も
ろ
っ
こ
を
と
っ
た
。
そ

の
他

の
小
川

に
も
ど
じ
ょ
う
が
い
た
の
で
、

ざ

る
を
持
ち
出

し
て

す
く
い
取

っ
た
。
石

か
っ
ち
ん
ぱ
浅

瀬
の
石

の
上

に
石

を
う
ち

つ
げ
て
石

の
下

に
い
た
、
か
じ
か
が
浮
い
て

く
る
の
を
取

っ
た
。

石

け
り
１
　

地
面

に
円

を
い
く
つ
か
描
い
て
石

を
片
足

で
け
っ
て

次
ぎ
次
ぎ
と

輪
の
中

へ
入

れ
て
行
く

遊
び
。
石

が
円

の
ふ
ち
に
掛
か
っ
て

も
外

へ
飛

び
出

し
て

も
負
け
。

石
け
り
２
　

一

りけ図9 －8　 石

の
場
合
と
同
じ

よ

う
に
円

を
描
く

。

一
に
石

を
置
き
、

そ
こ

を

越

え

て

二

・
三

に
跳

び
四

は
片
足
、
五
・
六
は
両
足
を
お
ろ
す
と
い
う
よ
う
に
し
て
十
ま
で
行
き
、
そ
こ
か

ら
前
同
様
に
し
て
折
り
返
し
一
の
石
を
拾
っ
て
帰
る
。
次
に
石
を
二
に
投
げ
る
。

こ
ん
ど
は
Ｉ
か
ら
三
に
片
足
で
跳
び
、
前
回
同
様
十
ま
で
進
ん
だ
ら
折
り
返
し
て

二
の
石
を
拾
っ
て
帰
り
、
三
に
投
げ
る
。

投
げ
る
石
は
Ｉ
か
ら
十
ま
で
順
序
を
守
る
こ
と
、
投
げ
た
石
が
円
周
に
触
れ
た

り
、
円
の
外
に
出
た
り
、
石
の
あ
る
円
に
と
び
こ
ん
だ
り
、
片
足
で
あ
る
べ
き
と

き
に
両
足
を
お
ろ
し
た
り
、
石
を
拾
う
と
き
両
手
を
地
面
に
つ
け
る
と
だ
め
で
相

手
に
替
わ
る
。
早
く
十
に
石
を
投
げ
入
れ
た
者
が
勝
ち
。

陣
と
り
１
　
三
人
な
い
し
四
人
で
す
る
遊
び
。
地
面
に
四
角
を
描
き
隅
に
自
分

の
陣
地
を
取
り
、
平
ら
で
ま
る
い
小
石
を
お
く
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
っ
た
者
が
相

手
の
石
を
日
か
け
て
指
で
は
じ
き
、
当
た
る
と
自
分
の
陣
地
を
中
心
に
手
い
っ
ぱ

い
ひ
ろ
げ
て
描
い
た
分
か
自
分
の
陣
地
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
互
い
に
陣
地

を
広
げ
て
四
角
全
面
が
互
い
に
取
り
尽
く
さ
れ
た
と
き
広
く
取
っ
た
方
が
勝
ち
と

な
る
。
石

を

ぱ
じ
く
と
き
二

回
目
か
ら
は
自
分

り
　
の
陣
地
の
最
先
端
か
ら
相
手
の
石

を
目
が
け
る

と図9 －9　 陣

こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
回
が
進
む
に

つ
け
て
命
中
率
が
高
く
な
り
ゲ

ー
ム
の
進
行

が

早
く
な

る
。

陣
と
り
２
　

１
の
場
合
に
は
石

を
使
う
が
ジ

ヤ
ソ

ケ
ソ
だ
け
で
陣
地
を
広
げ
て
い
く
方
法
も
あ
る
。

ま
る
と
び
　

地
面

に
丸
を
描
い
て
ち
ん
が
ら
を
か
い
て
丸
の
中

へ
入

り
、
だ
ん

だ
ん
上
の
丸
へ
進
ん
で
行
く
。
丸
の
輪
を
ふ
む
と
駄

目
だ
っ
た
。

ス
ケ
ー
ト
　

水
田
に
冬
水
を
掛
け
て
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
し
て
下
駄

ス
ケ

ー
ト

で
す
べ

っ
た
。
靴

ス
ケ
ー
ト
は
昭
和
三

十
年
代
か
ら
普
及
し
た
。

雪

ぞ
り
　

傾
斜
の
あ

る
道
路
で
自
製
の
そ
り
に
乗
っ
て
す
べ
り
、
大
人
に
し
か
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ら
れ
た
。

雪
な
げ
（
雪
合
戦
）
　
雪
の
降
っ
た
朝
校
庭
な
ど
で
大
人
数
で
雪
な
げ
を
し
た
。

雪
だ
る
ま
　

雪
の
降
っ
た
朝
、
道
路
の
は
じ
等
へ
雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
。

腕
相
撲
。
指
相
撲

ネ

″
牛
　

水
田
等
の
土
の
や
わ
ら
か
い
地
面

を
え
ら
び
二

人
で
棒
を
げ
ず
っ
て

先
を
と
が
ら
せ
た
も
の
を
投
げ
立
た
せ
て
遊
ん
だ
。

三
　

リ

ズ

ム
を

つ
け

た

童

言

葉

―
と
ん
び
と
ん
び
輪
を
つ
く
れ
、
そ
の
輪
が
切
れ
た
ら
又
つ
く
れ
。

（
と
ん
び
が
飛
ん
で
居
る
の
を
見
て
は
や
す
）

・
ぴ
ぴ
ん
ぴ
よ
ど
り
御
代

の
お
ん
宝
。

（
松
葉
で
遊
ぶ
お
ん
ど
り
松
の
は
や
し
こ
と
ば
）

（
ぼ
）

・
と
ん
ぼ
と
ま
れ
も
と
の
屋

敷
に
ち
ょ
っ
と
と
ま
れ

（
と
ん
ぼ
を
取
る
時
人
指
ゆ
び
を
だ
し
て
は
や
す
）

・

ほ
お
ほ
お
ほ
っ
た
る
来

い
乳
く

れ
る
。
あ

っ
ち
の
水
は
に
が
い
ぞ
、
こ

っ
ち
の

水
は
甘
い
ぞ
。

（
ほ
た
る
を
取
る
時
に
う
た
う
）

・

ね
ん
じ
り
も

ん
じ
り

や
ぶ
け

ん
な

（
ほ
お
ず
き
の
し
ん
を
取
る
時
に
唱
え
る
）

・

お
れ
の
陰

に
な

る
も
の
は
天

神
山
へ
連
れ
て
い
っ
て
、
ゲ

エ
ロ
の
火
箸
で
焼
き

童
　
　

殺
す
Ｏ

（
日
向
ぼ
っ
こ
の
陰
に
な
る
者
が
あ
る
時
に
は
や
す
）

児第9 章

つ
ぉ
て
ん
と
様
お
て
ん
と
様
戸
を
お
け
る
。

（
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
は
や
す
）

―
山
か
ら
小
僧
が
拉

い
て
来

た
、
何
と

い
っ
て
泣
い
て
来

た
。
寒

い
と
い

っ
て
泣

い

て

来

た

、

寒

け

り

や
火

に
あ

た

れ

。

火

に

あ

た

り

ゃ
あ

つ

い

わ

、

あ

つ

げ
り

ゃ

ひ

っ
さ

れ

、

ひ

っ
さ

り

ゃ
ひ

え

る

。

・

夕

や

け
こ

や

け

あ

し

た
天

気

に
な

あ

れ

。

（
と

だ
え
て
足
で
下
駄

を
投
げ
て
表
が
出
れ
ば
天

気
、
裏

が
出
れ
ば
雨
と

い

う

天

気

占
）

・
て

る
て

る
坊

主
、

く

そ

坊

主
、

あ

し

た
天

気

に
し

て

お
く

れ

。

（
願
望
）

・

け
む

け

む
山

へ
行

け
、

ぜ

に

か
ね

こ

っ
ち

へ

来

い

。

（
火

を
た
く
時

に
）

・

た

こ

た

こ

上

が

れ
天

ま

で

上

が

れ

。

（

た
こ
あ
げ
の
時
に
う

た
う
）

・

い

ぼ

い

ぼ

渡

れ

、

さ

ん

し

ょ

う

の
木

に
渡

れ

。

（
い
ぼ
が
出
来

た
時
箸
を
い
ぼ
に
つ
け
て
先
を
さ
ん
し
ょ
う
の
本
に
あ
て
て
う
た
う
ま

じ
な
い
）

―
し

ん

び

れ

し

ん

び

れ

山

へ
行

け

、

山

の

こ

ど

も

に

み

な

う

つ

れ

。

（
し
ん
び
れ
が
切

れ
た
時
の
ま
じ
な
い
歌
）

Ｈ

Ｑ
ゆ
う

ち

ゅ
う

た

こ

か

い

な

。

（
二
つ
の
う
ち
か
ら
ど
ち
ら
か
を
選

ぶ
と
き

に
使

っ
た
）

・

ぱ

ま
ぐ

り

は
む

し

の
ど

く

。

（
き
し

や
ご
を
数

え
る
時

つ
か
う
前
者

は
五
、
後
者

は
十
）

・

天

か
月

か

闇

か

。

（

め
く
ら
鬼

の
時

に
鬼

に
選
ば
せ

る
。
天

と

い
え
ば
鬼

の
回

り
で
「
由
良

さ
ん
こ
ち
ら

千
の
鳴

る
方
へ
」
と
手
を

た
た
く
。
月
と
い
え
ば
時
々
指
の
先
で
鬼
を
つ
つ
く
。
そ
れ

を
手
が
か
り
に
鬼
が
つ
か
ま
え

に
行

く
。
闇

と
い
え

ば
皆

だ
ま
っ
て
声
も
物
音
も

立
て

な
い
よ
う
に
す
る
。）
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四

わ

ら

べ
う

た

章

唄

Ｈ
　

子
　

守
　

唄

ひ
わ
ん
わ
ん
こ

ろ
り
ょ

お
こ

ろ
り
ょ
、
坊
や

は
よ
い
子

だ
ね
ん
ね
し

な
。
坊
や

の

お
守

は
ど
こ
へ

い
っ
た
、
あ

の
山
こ
え
て
里
へ
行

っ
た
。
里

の
み
ゃ

げ
に
な
に

も

ろ
た
、
で

ん
で

ん
太
鼓

に
笙
の
笛
。
な
ら
し
て

聞
か
す
で

ね
ん
ね
し
な
。
ね

ろ
て
ば

よ
く

ね
ろ
て

ば
ね
な
い

の
か
こ

の
が
き

ゃ
ほ
い
。

つ
わ
ん
わ
ん
猫

の
け
っ
蟹
が

は
い
こ

ん
だ

。
や

っ
と
こ

さ
と
出
し

た
ら
又

は
い
こ

ん
だ

。

⇔
　

て

ま

り

唄

・
一
ば
ん
は
じ

め
は
一

の
宮

二

は
ま
た
日
光
中
禅
寺

三

ま
た
佐
倉
の
宗
五
郎

四
は
ま
た
信
濃
の
善
光
寺

五
つ
っ

ぱ
出
雲
の
大
社

六
つ
は
村

々
天

神
様

七
つ
は
成
田
の
不

動
様

八
つ
は
八
幡
の
八
幡
宮

九
つ
高
野
の
弘
法
さ
ん

十
で
東
京
泉
岳
寺

ひ
い
ち
れ
っ

談
判
は
れ
っ

し
て

。
日

露
戦
争
始
ま
っ
た
。

さ
っ
さ
と
逃
げ
る
は

ロ
シ
ヤ
の
兵

。
死

ん
で

も
戦
う
日
本

兵
。

五
万

の
兵
を
ひ
き
っ

れ
て

。
六
人

残
し
て

皆
殺
し

。

七
月
八
日

の
戦

に
。
（

ル
ビ
ン
ま
で
も
攻

め
大

っ
て

。

ク

ロ
パ
ト
キ
ン
の
首
を
と

り
。
東

郷
大
将
万

々
歳

。

・
あ

ん
た
が
た
ど
こ

さ
、

ひ
ご
さ
。
ひ

ご
ど
こ
さ
、
熊
本
さ
。

熊
本

ど
こ

さ
、
せ

ん
ば
さ
。
せ

ん
ば
山

に
は
た
ぬ
き
が

お
っ
て
さ
、
そ
れ
を
猟

師
が
鉄
砲
で
う

っ
て

さ
、
煮
て
さ
、
焼
い
て
さ
、
食

っ
て
さ
。
そ
れ
を
木
の
葉

で

ち
ょ
い
と
か
く
せ

。

・

山
寺

の
和
尚

さ
ん
は
ま
り

を
つ
き

た
し

ま
り
は
無
し

。
赤
い
か

ん
袋
に
猫
入
れ

て
、

ポ
ン
と
突
き
や

ニ
ャ
ソ
と
鳴
く

。
ポ
ポ
ソ
ポ
ソ
と
突
き
や

ニ
ャ

ニ
ャ
ソ

ニ

ャ
ソ
と

鳴
く

。

・

ゆ
う
べ
生

ま
れ
た
亀

の
子

は
、
今
朝
早
起
き
て
雪
の
す
ま
。
雪
の
こ
す
ま
に
み

な
ち
ら
し

。
か
た
は
な
も
み
じ

は
い

ら
み
せ

る
ド
ソ
ド
ソ
。
お
ん

Ｉ
ち

ょ
さ
ま

ド
ソ
ド
ソ
。
お
ん
二

も

太
さ
ま
ド
ン
ド
ソ
…
…
…
ｙ
」
れ
を
九
ま
で
続
け

る
。
一

ち
ょ
さ
ま
二

ち
ょ
さ
ま
…
…
…
ｙ
」
れ
を
九

ま
で
続
け

る
。

ま
ず
ま
ず

Ｉ
こ

ん
つ
き
も

お
し

た
。

・

お
月

さ
ん
い
く
つ
、

十

三

七
つ
。
ま
だ
年
冲
若
い
に
、
若

い
ぼ
こ

生

ん

で
、

だ
れ
に
だ
か
し

よ
、

お
ま
ん
に
だ

か
し
よ

。
お
ま

ん
は
ど
こ

卜
っ
た
。
油
か
え

や

っ
た
ら
ば
、
油
屋

の
前
で
す
べ

っ
て
こ
ろ
ん
で
、
油
一
升
こ
ぼ
し
た
。
そ
の

油
ど
お
し

た
、
太
郎
ど

ん
の
犬
と
次
郎
ど
ん
の
犬
と
み
ん
な
な

め
ち
ま
っ
た
。

そ

の
犬
ど

う
し

た
、
太
鼓

に
張

っ
て
あ

っ
ち
向
い
て

ド
ソ
ド
ソ
ド
ン
こ
っ
ち
向

い
て

ド
ソ
ド
ソ
ド
ソ
。

白
｝

お

手

玉

唄

・

お
ひ
と
つ
お
ろ
し
て
お
る
し
て
お
さ
ら
い
。

お
ふ
た
つ
お
ろ
し
て
お
ろ
し
て
お
さ
ら
い
。

お
み
っ
つ
お
ろ
し
て
お
ろ
し
て
お
さ
ら
い
、
お
み
ん
な
お
さ
ら
い
。

お
て
し

や
に
お
て
し
ゃ
に
お
ろ
し
て
お
さ
ら
い
。

お
つ
か
み
お
つ
か
み
お
ろ
し
て
お
さ
ら
い
。

お
ん
ば
さ
み
お
ん
ば
さ
み
お
ろ
し
て
お
さ
ら
い
。
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お
ち
り

ん
こ

お
ち
り

ん
こ

お
ろ
し
て

お
さ
ら
い

。

お
て

っ
ぷ
し

お
て

っ
ぷ
し

お
ろ
し
て

お
さ
ら
い

。

お
ん
ば
さ
み

お
ん
ば

さ
み

お
ろ
し
て

お
さ
ら
い

。

な
か
つ

か
つ

ね
よ
し

さ
ら
り
て

お
て
よ
し

お
さ
ら
い

。

お
お
ひ
ざ
お
お
ひ
ざ
い
か
け
て

お
ろ
し
て

お
さ
ら
卜
。

お
手
ば

た
き

お
手

ば
た
き
い

か
け
て

お
ろ
し
て

お
さ
ら
い

。

小

さ
い
橋
く
ぐ

れ
小

さ
い
橋
く
ぐ

れ
く
ぐ

っ
て

お
さ
ら
い

。

大
き

い
橋
く
ぐ

れ
大
き

い
橋
く
ぐ

れ
く
ぐ

っ
て

お
さ
ら
い
。

お
お
そ
で

お
お
そ
で

い
か
け
て

お
る
し
て

お
さ
ら
い
。

お
ひ
と
つ
や

の
お
ん
ぼ
す
け
、
お
ふ
た
つ
や

の
お
ん
ぼ
す
け
、
お
み

っ
つ
や

の

お
ん
ぼ
す
け
…
…
…
ｙ
」
れ
を
十

ま
で
う
た
う
。

ま
ず
ま
ず
卜
っ
こ
ん
か
し
も
う
し
た
。

・
一
つ
ぽ
っ
く
り
茶
碗
の
こ
わ
れ

二

つ
ぽ
っ
く
り
茶
碗
の
こ
わ
れ

三

つ
ぽ
っ
く
り
茶
碗
の
こ
わ
れ

（
こ
れ
を

Ｉ
〇
ま
で
続
け
る
）

匈
　

羽
根
つ
き
唄

゜
い
ち
の
木

に
の
木

さ
ん
の
木

桜
し
の
ま
た
や
な
ぎ
。

や
な
ぎ
の
下

を
く
ぐ
っ
て
と
お
つ
い
た
。

・
ひ
と
ご
や
ふ
た
ご
、
み
わ
た
し

や
よ
め
ご
、
い
つ
き
て
見

て
も
な
な
こ
の
帯
を

童
　
　

や
の
字
に
し

め
て
こ
こ
の
め
に
乍

つ
い
た
・

㈲
　

そ
の
他
の
遊
び
唄

児
　
　
゜

み
み
ず

が
三

匹
は
っ
て
い
て
、
お
む
す
び
三

つ
こ
ろ
か
っ
て
、
雨
が
ざ
ん
ざ
ん

に
Ｉ
　
　

降
っ
て
き
て
、
ま
あ
お
そ
ろ
し
い
た
こ
入
道

第

（
だ
こ
の
絵
を
か
く
）

・
せ

っ
せ

っ
せ
の
よ
い
よ
い
よ
い
、
夏
毛
近
づ
く
八
十
八
夜
と
ん
と
ん
、
野
に
も

山

に
も
若
葉
が
茂

る
と
ん
と
ん
、
あ
れ
に
見

え
る
は
茶
つ
み

じ
ゃ
な
い
か
と
ん

と

ん
、
あ

か
ね
た
す
き

に
菅
の
笠
と
ん
と
ん
。

（
二
人
で
向
き
合
い
て
の
ひ
ら
と
甲
と
を
う
ち
合
っ
て
遊
ぶ
）

・
○
○
さ
ん
（
子
供
の
名
）
お
入
り
、
は
い
よ
ろ
し
、

ジ
ャ
ソ

ケ
ソ
ボ
ソ
、
負
け
た

ら

さ
っ
さ
と

お
出
な
さ
い
。

（
繩
と
び
の
時
に
う
た
う
）

・
一

か
け
二

か
け
三

か
け
て
四
か
け
て
五

か
け
て
橋
を
か
け
。

橋

の
欄
干
手

を
腰

に
は
る
か
向
う

を
眺

右
れ
ば
。

十
七
八
の
姉
さ

ん
が
花
と

線
香

を
手

に
持

っ
て
。

姉

さ
ん
姉

さ
ん
ど
こ
行
く
の

。

私

は
九
州

鹿
児

島
の
西
郷

隆
盛
娘
で
す

。

明
治
十
年
三
月
三
日
切
腹

な
さ
れ
た
ち
ち
親
の

お
墓
参
り
に
ま
い
り
ま
す
。

お
墓

の
前
で
手

を
合
せ
、

な
む
あ
み
だ

ぶ
つ
あ
み
だ

ぶ
つ

。

（
ま
り
っ
き
う
た
）

・
通

り
ゃ
ん
せ
通
り

ゃ
ん
せ
、
こ
こ

は
ど
こ
の
細

道
じ

ゃ
。

天

神
様

の
細
道
じ

ゃ
。

ち
ょ
っ
と
通
し
て
く

だ
し

ゃ
ん
せ

。

ご
用

の
無

い
も
の
通
し

ゃ
せ

ぬ
。

こ

の
子

の
七

つ
の
お
祝

ひ
に
お
ふ

だ
を
お
さ

め
に
参
り
ま
す
。

い
き
は
よ
い
よ
い
か
え
り

は
こ

わ
い

。

こ

わ
い
な
が
ら
も
通

り
ゃ
ん
せ
通
り

ゃ
ん
せ

。

（
手
を
つ
な
い
で
前
へ
進
ん
だ
り
し
り
ぞ
い
た
り
し
て
遊
ぶ
）

・

か
ご
め
か
ご
め
か
ご
の
中

の
鳥
は
い
つ
い

つ
出
や

る
。

夜
中

の
晩
に
鶴
と
亀

が
す
べ
っ
た
。
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立
里児第9 章

後

の
正
面
だ
あ
れ

。

（
め
く
ら
鬼
の
時
に
う
た
う
）

ｏ
坊
さ
ん
坊
さ
ん
ど
こ
へ
行
く
、
わ
た
し
は
た
ん
ぽ
へ
稲
刈

り
に
。
わ
た
し
も
い

っ
し

ょ
に
連
れ
し

ゃ
ん
せ
、
お
前
が
行
く
と
邪
魔
に
な
る
。

こ
の

か
ん
か
ん
坊
主
、
く
ぞ
坊
主
、
う
し
ろ
の
正
面

だ
あ
れ
。

（
め
く
ら
鬼
の
時
に
う
た
う
）

・
子
く
り
よ
于
く
り
よ
、
ど
の
子

が
ほ
し
や
。

○
○

さ
ん
（
子
供
の
名
）
が
ほ
し
や
。

何
く
れ
て
飼
い
ま
す
。

饅
頭
や
餅
や
。

競
頭
は
目
に
毒
、
餅
は
朧
に
ど
お
く
毒
。

米
の
ま
ん
ま
に
と
と
そ
え
て

。

魚
に
骨

あ
り
こ

ぼ
れ
が
た
つ
よ
。

噛

ん
で
や

る
よ
。

唾
が

つ
く

よ
。

洗
っ
て
や

る
よ
。

水
気
が
つ
く

よ
。

乾
し
て
や

る
よ

。

て

ん
と
虫
が

た
か
る
。

（
二
人
で
問
答
式
に
く
り
か
え
す
）

つ
あ
ば
よ
ち
ば
よ
蛙
が
な
く
か
ら
か
え
ろ
。

（
友
だ
ち
と
別
れ
る
時
）

（
こ
）

・
山
越
し
て
川
越
し
て
山
家
の
お
か
ん
さ
あ
ん
べ
お
い
び
。

ま
だ
ね
て
い
る
よ
。

お
ね

ぼ
や
お
れ
ぼ
や
山
家
の
お
か
ん
さ
あ
ん
べ
お
い
び
。

今

顔

洗

っ
て

い

る

よ

。

お
し

ゃ

れ
や

お
し

ゃ
れ

や

山

家

の

お
か

ん
さ

あ

ん
べ

お
い

び

。

今

ご
飯

を

た

べ
て

い

る
よ

。

い

じ

打
や

い
じ

む
や

山

家

の

お

か

ん
さ

あ

ん
べ

お
い

び

。

（
手
を
つ
な
い
で
前
へ
進
ん
だ
り
し

り
ぞ
い
た
り
し
て
遊

ぶ
）

㈹
　

悪

口

唄

ひ
な
き

び
そ

こ

び
そ

こ

お
や

の
こ

ん

べ
と

お

。

（
い
っ
し

ょ
に
遊

ん
で

い
て
泣
き
出
し

几
子

を
ぱ
や
す
）

・
泣

い

た
顔

ど

け

い

っ

た
、

し

ょ

ん

べ

ん
だ

め
落

ち

て

、

今

出

て

笑

っ

た
。

（
泣

い
て

い
た
千
、が
機
嫌

を
直
し
笑

っ
た
時
に

は
や
す
）

つ
い
や

な

ら

お

け
や

れ

桶

屋

の

ふ

ん
ど

し

か

ぶ

っ
て

ね

ろ

や

れ

。

（
頼

み
事

を
し
て
相
手

が
き

い
て
く
れ
な

い
時

は
や
す
）

―
女

の
中

の
豆

い

り

小

僧

い

っ
て

も

い

っ
て

も

い

り

き

れ

ね

え

。

（
女

の
千
が
遊

ん
で

い
る
中

に
男
の
子

が
一
人

か
二
人
混
じ

っ
て
い

る
時
に

は
や
す
）

・

男

と

女

と

ひ

っ
ち

ゃ

ん
ち

ゃ
ん

。

（
男

の
千
と
女
の
千
が
仲
良
く
遊

ん
で
い

る
時

は
や
す
）

ひ
仲

良

し

こ

よ

し

こ

お
や

の

金

平

糖

。

（
仲
間
の
内
で
特
別
仲

の
良
い
二
人
を

は
や
す
）

・

一

ぬ
け

二

ぬ
け

三

ぬ
け

。

二

つ
の
遊

び
に
あ
き

た
時
）

・

お
れ

に

用

な

し

ね

ん

ぼ

に

ま

た

な

し

、

た

こ

に

骨

な

し

、

豆

腐

に

目

な

し

。

（
頼
ま
れ
事
を
聞
い
て
や
れ
ぬ
時
）

・

お
し

く

ら

饅

頭

お

さ

れ

て

泣

く

な

。

（

お
し
く
ら
を
す

る
時
に
は
や
す
）
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第10章 年 中 行事

第
一
〇
章
　
年

中

行

事

こ
こ
で
年
中
行
事
は
主
と
し
て
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
年
に
行
わ
れ
た
、
農
村

の
行
事
を
述
べ
る
。
今
も
続
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
何
年
か
ら
と
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
や
ら
な
く
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
集
落
に
よ
っ
て
ち
が
い
、
ま
た
家
に

よ
っ
て
異
な
る
も
の
も
あ
る
。

一

正

月

行

事

｛
｝い
　
大
　
正
　
月

元
　
日
　
一
家
中
皆
早
く
起
き
る
。
主
人
が
天
地
四
方
に
向
か
っ
て
一
家
の
無

事
息
災
を
祈
る
。
主
人
が
井
戸
か
ら
若
水
を
汲
み
、
火
打
ち
石
で
火
を
出
し
、
い

ろ
り
の
火
を
た
き
、
年
神
様
は
じ
め
神
仏
に
灯
明
を
あ
げ
、
お
茶
を
供
え
て
か
ら

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
初
茶
を
い
た
だ
く
。
そ
の
と
き
歯
が
た
め
と
い
っ

て
、
い
り
豆
・
ほ
し
栗
・
ほ
し
柿
な
ど
を
食
べ
る
。
「
ま
め
で
く
り
ま
わ
し
よ
く

か
き
と
る
よ
う
に
」
と
、
健
康
で
家
計
が
よ
く
な
り
福
を
か
き
と
る
よ
う
に
と
の

縁
起
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
。
神
仏
へ
お
神
酒
を
あ
げ
て
か
ら
お
屠
蘇
を
い
た
だ
き

一
家
一
年
中
の
無
事
を
祈
り
合
う
。
雑
煮
は
焼
い
た
切
餅
を
、
鶏
肉
、
竹
輪
、
大

根
、
人
参
、
牛
芳
、
豆
腐
、
こ
ん
ぶ
な
ど
を
煮
こ
ん
だ
汁
に
入
れ
た
も
の
で
、
ま

ず
こ
れ
も
神
仏
に
供
え
て
か
ら
家
中
で
祝
う
。

初
　
詣
　
元
日
は
初
詣
に
鎮
守
様
や
、
祝
殿
な
ど
参
る
人
が
多
い
。
近
年
は
交

通
の
便
も
よ
く
な
り
、
自
家
用
車
な
ど
あ
る
の
で
除
夜
の
鐘
と
と
も
に
遠
く
の
神

社
・
仏
閣
へ
参
詣
す
る
人
も
多
く
な
っ
た
。
交
通
安
全
の
お
守
り
、
破
魔
矢
、
福

だ
る
ま
な
ど
買
っ
て
く
る
人
も
多
い
。

図10－1　 初 詣風景

未明に鎮守様にお詣 りし祝殿にお詣 りする。

紅白歌合戦後二年 詣りをす る人 が多 くなった。

年
始
回
り
　
隣

近
所
、
知
己
へ
の

年
始
の
あ
い
さ
つ

回
り
を
し
た
が
今

は
簡
素
化
し
て
、

午
前
中
は
隣
組
の

初
顔
合
わ
せ
、
午

後
は
北

殿
・
南

殿
・
久
保
は
区
の

初
集
会
が
行
わ
れ

て
そ
こ
で
新
年
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
よ
う
に
な
っ
た
。
村
と
し
て

は
名
刺
交
換
会
が
行

わ
れ

る
。

主
人
以
外

の
家

族
は
ゆ
っ
く
り
と
し
、
配
達
さ
れ

た
年
賀
状

に

よ

っ

て
、

友

人

・
知
己

・
親
戚
の
面

影
や
動
向

を
し

の
び
ほ
の
ぼ

の
と
し

た
感
じ
で
一
日
を
送

る
。二

日
・
仕

事
始
め
　
二
日

は
そ

れ
ぞ
れ
の
職

の
仕
事
始

め
を
す

る
。
農
家
で

は

ま
だ
う
す
暗

い
う
ち
か
ら
藁
を
た
た
い
て

藁
仕
事

を
始

め
た
。
あ

ち
こ
ち

の
家

か

ら
こ

の
育

が
聞
え
て
く

る
と
、
年
始

め
の
活
気
を

感
じ

た
も

の
で

あ

る
。

男

は

「

ゆ
い
そ
」

を
一
駄

な
い
し
五
駄

分
（
長
さ
ひ
と
ひ
ろ
又
は
Ｉ
ひ
ろ
半
で
一
駄
分
は
六

本
）
を

絢

っ
て
年
神
様

に
供
え

た
。
ま
た
、
馬
追

い
は
馬

の
沓
を
作

っ
た
。
鍛
冶
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屋
も
大
工
も
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
始
め
た
。
女
は
縫
い
初
め
に
袋
な

ど

縫

っ

た

り
、
機
織
の
下

ご
し
ら
え
に
古
布
を
さ
い
て
つ
な
ぐ
こ
と
も
し
た
。
商

家
で

は
初

売
り
出
し
を
景

品
つ
き
で
す
る
の
で
、

村
の
南
部
は
坂
下
（
伊
那
市
）
へ
北

部
は
木

下

・
松
島
へ
買
物
に
出
か
け
た
。

た
き
初
め
　
二
日

の
朝
飯
は
た
き
ぞ
め
で

と
ろ
ろ
汁
で

祝
う
。
一
年
中

の
も
の

ご
と
が
す
る
す
る
と
運
ぶ
よ
う
に
と
の
い
わ
れ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

書
初
め
　
二
日

に
は
一
字
一
字

に
心
を
こ

め
て
、
字
が

う
ま
く

な
る
よ
う
に
、

勉
強
が
で
き

る
よ
う

に
と
、

め
で

た
い
こ
と
ば
や
抱
負

を
書
い
て
年
神
様

に
供
え

る
。買

初
め
　
二

日
は
ま
た
買
初

め
の
日
で
あ

る
。
朝
早
く
下

駄
の
音
を
さ
せ
な
が

ら
町
へ
買
物

に
出

か
け
た

。
町
は
売
初

め
で
あ
っ
た
。
子

供
た
ち
は
オ

タ
ル
（
お

年
玉
）
を
貰
っ
て
買
物
を
し
た
。

初
　

礼
　
二

日
に
新
婚
の
夫
婦
は
嫁
の
生
家
へ
初
礼

に
出
か
け
る
。
嫁

は
き
れ

い
な
衣

装
で

生
家
を
訪
れ
る
。
嫁

に
と

っ
て

は
最
上

の
楽

し
み
で
あ

っ
た
。

三

日
恵
比

須
さ
ま
　
三
日

は
え

び
す
さ
ま
の
日
と

さ
れ
て
い

る
。
恵
比
須
大
黒

の
画

像
を
張
り
替
え

た
り
、

藁
で
作

っ
た
鯛

を
新
し
い
の
と
と
り
替
え

る
。
小
豆

粥
と
、
尾
頭
付
き
の
い

わ
し
二
尾
を
供
え

る
。
こ
の
日
主
人
は
財
布
を
供
え
、
金

を
出
す
こ
と
を
嫌
う
。
ま
た
土
蔵
の
戸
も
開
か
ず
、
米
な
ど
も
出
さ
な
い
よ
う
に

す

る
。

寺
院
の
年
始
回
り
　

三
日
は
寺
年
始
の
日
で
あ
る
。
寺
院
で
は
檀
家
を
一
軒
一

軒
新
年
の
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
を
す
る
。
昔
は
和
尚
が
小
坊
主
を
連
れ
て
わ
ら
じ
が

け
で
ま
わ
り
、
お
札
と
暦
と
葉
書
な
ど
を
お
年
玉
と
し
て
お
い
て
い
っ
た
。

六
　

日
　

六
日
年
と
い
っ
て
、
大
晦
日
の
年
取

に
準
じ
る
が
や
や
簡
素
に
し
て

年
取

り
を
す
る
。
こ
の
日

は
別

に
蟹
年
と
も
い
い
、

蟹
を
と
っ
て

き
て
茅

に
さ
し

て
戸

口
に
飾
っ
た
。
大
正

ご
ろ
か
ら
は
紙

に
「

蟹
茅
」
あ

る
卜
は
「

か
に
」

な
ど

と
書

卜
て
戸

口
へ
張

る
よ
う

に
た

っ
た
。
鬼
や
厄
病
神
が
内
へ
は
い
る
の
を
防
ぐ

ま
じ

な
い
で
あ

る
。

七
日
・
七
草
粥
　

七
日
朝
食

に
は
、
七
草
粥
と
い

っ
て
春
の
七
草
を
た
き
こ
ん

だ
粥

を
食

べ
る
。
ま

た
七
草
を
ま
な
板
の
上
で
「

唐
土
の
鳥
の
日
本
に
渡
ら

ぬ
先

に
」
と

か
「
な
な
く
さ
な
ず
な
唐
土
の
鳥
の
日
本
の
土
地
に
渡
ら

ぬ
先

に
」

と
い

う
よ
う
な
唱
え

ご
と
を
唱
え
な
が
ら
刻
ん
だ
。

門

松
は
七
日
に
取

り
は
ず
さ
れ
る
。
子

供
た
ち
は
こ
れ
を
集

め
て

ど
ん
と
焼
Ｏ

材
料
に
す
る
。

八
　

日
　
初
山
と
い

っ
て
、
山
へ
い

っ
て
小
正
月
用
の
木
（
本

垂

様
・
繭
玉

の

木
・
箸
・
ホ
″
ポ
ン
ヤ
の
木
な
ど
）
を
切

っ
た
り
山
の
神
を
祝
う
日
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
八
日
又
は
十
一
日

に
鏡
開
き
を
し
た
。
大
正
月
に
供
え
た

鏡

餅
（
普
通

お
そ
な
え
と
呼
ん
だ
）
を
焼
い
て
蔵
の
神

に
供
え
、
蔵
開
き
と
い
っ
た
。
焼
い
た
鏡

餅
は
雑
煮

に
し
て
食

べ
る
。

一
一
日
　

木
下

の
南
宮
神
社
の
祭
日
は
一
一
日
で
あ
る
。
箕

輪
郷
三
四

か
村
の

総
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て

卜
る
神
社
の
祭
り
だ
か
ら
、
厳
寒
と
は
じ
え

近
郷
か
ら

の
多
数
の
参
拝
者
で
賑
お
っ
た
。
本
村
の
人

た
ち
も
楽
し
み

に
出

か
け

た
。
商

店

で
は
競
っ
て
店
頭
に
飾
り
物
（

だ
し
）
を
作
っ
た
の
で
、
そ

れ
を
見
て
歩

い
た
。

一
一

日
に
は
、
小
正
月

の
餅
の
米
洗
卜
を
す
る
。

正

月
風
景
　
正
月

に
は
い
ろ
い
ろ
の
旅

芸
人
が
回

っ
て
来

た
。
猿
回
し
、
三

河

万

歳
、
福
俵

投
げ
、
獅
子
舞

な
ど
が
賑
や

か
に
は
や
し
立
て
て
来
た

も

の

で

あ

る
。
子
供

た
ち
は
物
珍
し
げ

に
そ
の
後
を

ぞ
ろ

ぞ
ろ
と
つ
い
て
歩
い
た
。
猿
や
獅

子

は
娘
や

主
婦

を
か
ら

か
う
の
で

キ
ヤ

″
キ
ヤ

″
と
逃
げ
回
る
の
も
の
ど
か
な
正

月
風
景

だ
っ
た
。
獅
子

に
頭
を

か
む
ま
ね
さ
れ
る
と
丈
夫
に
育
つ
な
ど
と
も
い
わ

れ

た
。
「
春
の
初

め
に
春
駒
な
ん
ぞ
夢
に
見
て
さ
え
よ
い
や
と
申

す
」
と
う
た
い
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な
が
ら
、
福
俵
を
投
げ
て
は
引

く
縁
起
の
い
い
歌
声
で

け
い
き
よ
く
は
や

す
春
駒

も
来

た
。
そ
れ

に
子
猫
が
し
ゃ
れ
つ
い
て
大
笑
い
す
る
風
景

も
あ
っ
た
。

⇔
　

小
　

正
　

月

小
正
月
は
農
家
の
正

月
と
い
わ
れ
た
。

ほ
ん
だ
れ
様
（
穂
垂
様
）
　
一
三

日
は
小
正
月

の
始
ま
り
で
餅
揚

き
を
し
た
り
、

（
る
）

ほ
ん
だ
れ
様
を
作
る
。
初
山
の
と
き
、
切

っ
て
来

た
木

を
た
ば
ね
、

ま
ん
中

に
さ

わ
ら
か
ひ
の
き
を
立
て

る
。
そ

れ
に
松

の
枝

の
六
、
七
寸

の
長
さ
の
半
分
皮
を
は

い
だ
も
の
を
奇
数
本
吊

す
。
た
ば

ね
た
縄

か
ら
中
央

に
立
て
た
木

に
縄
を
渡
し
、

そ

れ
を
五
～
七

回
繰
り

加
え
し
て
星
形

に
す

る
。
（
大
泉
）
　
ま
た
、
中
央

に

立

て

た
木

の
枝

に
ぬ
る
で

の
枝
の
皮
を
む
い
た
も
の
と
、
皮
を
む
か
な
い
も
の
を
吊
る

す
。
皮
を
む
い

た
も
の

は
稲
穂

に
、
む

か
な
い
も
の
は
粟
穂
・
稗
穂
に
か
ず
ら
え

た
も

の
で
あ

る
。（

久
保
）
　
そ
れ
を
表
庭

に
飾

る
。

図10－ 2　 ほんだれ様

正月八日に初山を し，山から薪

(一尺八寸) を伐ってきて庭に 作

る。( 大泉)

繭
玉
・
稲
穂
　

白
米
の
粉
を
こ
ね
て
繭
形

の
も
の
を
作
り
、
柳
か
樫
、
み

ず
き

の
枝

に
賑
や

か
に
さ
し
、
そ
れ
を
石

臼
の
穴
に
立
て
る
。
（
大
泉
）
　
ま
た
、

藁

の

も
と
を
束
ね
そ
の
先
に
細
長
く
切
っ
た
餅
を
つ
け
、
途
中
に
は
小

さ
い
切
餅
を
つ

け
て
稲
穂

に
な
ず
ら
え
る
。
ま
た
、
家
に
よ
っ
て
は
柳
の
枝
に
つ
け
た
り
、
竹
を

割

っ
た
の
に
い
く
つ
も
さ
し
連
ね
だ
り
し
て
稲
穂
に
な
ず
ら
え
て
作

り
年

神
様

に

供
え

る
。

農
家
で
は
作
道
具
を
洗
っ
て
の
し
板
の
上
に
の
せ
、
道
具
の
年
取
り
を
す
る
。

鬼
　
木
　
一
四
日
の
朝
三
尺
く
ら
い
の
長
さ
の
棒
の
皮
を
ま
だ
ら
に
か
い
た
も

の
を
二
本
門
口
に
立
て
か
け
て
お
く
。
平
年
は
一
三
本
の
筋
を
ひ
き
、
閏
年
に
は

二
一
本
引
い
た
。
鬼
が
来
て
月
の
数
と
ち
が
う
の
で
、
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
う

ち
に
夜
が
明
け
て
、
急
い
で
立
ち
去
る
。
鬼
の
は
い
る
難
を
防
ぐ
た

め
だ

と
卜

う
。
く
る
み
の
木
が
よ
し
と
い
わ
れ
た
。

十
四
日
年
　
一
四
日
は
小
正
月
の
年
取
り
で
、
こ
の
年
取
り
は
取
り
勝
ち
と
し

っ
て
朝
早
く
と
る
が
よ
い
と
さ
れ
た
。
大
年
に
似
通
っ
た
ご
馳
走
や
儀
式
で
行
う

が
簡
略
に
す
る
。
こ
の
と
き
一
三
日
に
作
っ
て
お
い
た
柳
箸
を
使
う
。
百
姓
道
具

の
年
取
り
と
も
い
い
、
の
し
板
の
上
に
鍬
・
鮑
・
鎌
な
ど
を
お
き
、
そ
れ
に
お
供

え
を
あ
げ
、
年
取
り
の
ご
馳
走
を
あ
げ
た
。

鳥
追
い
・
猪
追
い
　
一
四
日
と
一
五
日
の
朝
は
田
畑
を
荒
す
島
や
猪
を
追
う
行

事
を
す
る
。
柳
の
棒
二
本
、
持
つ
と
こ
ろ
だ
け
残
し
て
皮
を
ぱ
ぎ
、
繩
を
巻
い
て

火
に
焼
い
て
模
様
を
つ
け
た
も
の
で
縁
側
に
出
て
そ
の
棒
を
た
だ
曽
な
が
ら
「
ホ

″
ポ
ソ
ヤ
、
ホ
″
ポ
ソ
ヤ
粟
の
鳥
亀
米
の
鳥
も
ま
っ
て
け
し
ょ
う
い
し
ょ
う
し
」

と
鳥
追
い
を
す
る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
は
、
板
き
れ
、
棒
き
れ
、
槌
な
ど
を
打
ち

な
が
ら
村
中
を
回
お
っ
た
。
「
き
ょ
う
ぱ
ど
こ
の
鳥
追
い
だ
、
お
明
神
様
の
鳥
追

い
だ
、
お
れ
も
ち
っ
と
追
っ
て
や
れ
、
ホ
ソ
ガ
ラ
ホ
ー
イ
、
ホ
ン
ガ
ラ
ホ
ー
イ
、

猪
ヤ
ー
イ
」「
粟
島
ホ
″
ポ
、
豆
の
鳥
毛
ホ
″
ポ
、
ホ
″
ホ
ー
ト
リ
の
頭

へ
は
、

や
い
と
す
え
て
、
灸
す
え
て
、
か
じ
か
島
へ
追
い
流
ぜ
、
猪
ヤ
ー
イ
、
鳥

ヤ

ー

イ
」
な
ど
と
う
た
い
な
が
ら
は
や
し
た
。
こ
れ
を
「
ホ
″
ポ
ン
ヤ
」
と
い
っ
た
。

今
は
猪
の
害
こ
そ
な
く
な

っ
た
が
、
雀
、
椋
鳥
、
尾
長
鳥
な
ど
の
害
に
は
手
を
焼

い
て
い
る
。

物
作
り
　
一
四
日
は
百
姓
の
書
初
め
と
い
っ
て
、
天
下
泰
平
、
豊
年
万
作
、
万

物
作
、
家
内
安
全
、
人
馬
長
久
、
五
穀
豊
穣
な
ど
と
書
い
て
、
年
神
様
の
棚
に
張
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図10－ 3　 万物作りと荒神様

14日は百姓の書きぞめで万 作の豊年を祈ってかいた。

天下泰平 とか家 内安全を も祈った。右側の柱の上には

新しくした荒神様を まつ ってあ る。

り
、
一
年
の
無
事
息
災
や

豊
作
を
祈
る
。

厄
落
し
　
一
四
日
の
晩

は
厄
年
に
当
た
る
者
は
厄

落
と
し
を
す
る
。
日
常
使

っ
て
い
た
飯
茶
碗
に
年
の

数
だ
け
の
銭
や
大
根
を
入

れ
た
も
の
を
道
祖
神
に
投

げ
つ
け
後
を
振
り
か
え
ら

ず
一
目
散
に
家
に
と
び
か

え
る
。
後
を
ふ
り
む
く
と

厄
が
つ
い
て
き
て
し
ま
う

と
い
わ
れ
た
。
他
の
子
供
た
ち
ぱ
物
か
げ
に
隠
れ
て
い
て
そ
の
銭
を
拾
う
の
が
楽

し
み
で
あ
っ
た
。

だ
る
ま
市
　
一
四
日
は
高
遠
の
鉾
持
神
社
の
祭
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
祭
神
は
作

神
様
と
し
て
農
民
の
信
仰
が
厚
く
、
社
頭
で
豆
や
稲
の
種
子
の
交
か
ん
を
し
、
売

買
も
し
た
の
で
本
村
か
ら
も
大
勢
出
か
け
た
。
ま
だ
夜
の
明
け
な
い
う
ち
に
出
か

け
る
の
で
寒
か
っ
た
。
手
良
道
を
往
き
か
え
り
し
た
が
、
寒
い
の
で
途
中
で
焚
火

し
た
こ
と
も
あ
る
。
町
に
は
縁
起
も
の
や
だ
る
ま
が
飾
ら
れ
、
な
か
な
か
威
勢
の

い
い
売
り
手
の
声
が
寒
空
に
ひ
び
き
、
買
い
手
は
買
い
手
で
値
ぎ
っ
て
賑
や
か
で

あ
っ
た
。
た
い
が
い
の
人
は
幸
運
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
で
だ
る
ま
を
買
っ
て
帰

っ
た
。
そ
れ
で
こ
の
日
を
だ
る
ま
市
と
呼
ん
だ
。

ど
ん
ど
焼
き
　
一
四
日
に
は
山
か
ら
切
っ
て
来
九
松
の
木
を
芯
に
し
て
先
に
家

々
か
ら
集
め
た
門
松
、
注
連
縄
を
焼
く
。
燃
え
る
炎
の
ま
わ
り
で
子
供
た
ち
は
歓

声
を
挙
げ
る
。
書
初
め
に
火
を
つ
け
工
局
く
舞
い
上
が
ら
せ
る
。
高
く
上
が
る
ほ

ど
字
が
う
ま
く
な
る
と
い
っ
て
喜
ん
だ
。
こ
の
火
の
お
き
で
餅
や
繭
玉
を
焼
い
て

食
べ
る
と
歯
が
丈
夫
に
な
る
と
か
、
か
ぜ
を
引
か
ぬ
と
い
う
。
今
で
は
学
校
の
休

み
の
つ
ご
う
で
七
日
か
八
日
に
焼
く
所
が
多
く
た
っ
た
。

成
人
式
　
国
で
定
め
た
成
人
の
日
は
一
五
日
だ
が
、
本
村
で
は
一
月
三
日
に
村

の
主
催
で
行
う
。

お
費
日
・
薮
入
り
　

二
（

日
は
地
獄
の
釜
の
蓋
も
あ
く
と
い
わ
れ
る
お
貫

日
で

あ
る
。
仕
事
を
休
七
日
で
あ
り
、
閻
魔
さ
ま
に
参
る
日
と
も
さ
れ
て
い
た
。
奉
公

人
は
小
遣
銭
を
も
ら
っ
て
一
日
心
お
き
な
く
遊
ん
だ
。
小
正
月
に
そ
な
え
た
繭
玉

を
お
さ
め
、
繭
練
と
い
っ
て
あ
ず
き
汁
粉
に
し
て
食
べ
た
。
仏
壇
の
「
お
み

た

ま
」
の
飯
を
さ
げ
て
、
こ
の
日
か
ら
毎
日
供
え
物
を
し
、
仏
事
始
め
と
し
た
。
こ

の
日
檀
那
寺
へ
年
始
の
御
礼
と
お
参
り
に
行
く
。
つ
ご
う
に
よ
っ
て
は
八
月
二
（

日
に
行
く
家
も
あ
る
。

句
　
二
十
日
正
月

二
十
日
正
月
　
正
月
の
行
事
は
二
〇
日
で
終
わ
る
。
年
神
様
へ
は
灯

明
、
お

茶
、
ご
飯
を
供
え
、
棚
も
は
ず
し
、
家
の
中
の
お
供
え
注
連
飾
り
等
一
切
と
り
片

づ
け
る
。
ぶ
り
や
さ
け
の
頭
な
ど
入
れ
た
大
根
汁
（
に
こ
ぐ
り
）
を
作

り
、

恵
比

須
、
大
黒
様
に
供
え
る
。
小
正
月
の
鏡
開
き
を
す
る
。
お
汁
粉
、
き
な
こ
餅
（
あ

べ
か
わ
）
、
く
る
み
餅
な
ど
に
し
て
食
べ
る
。
小
正
月
の
松
飾
り
、
古
だ
る
ま
、

荒
神
様
の
古
い
幣
束
な
ど
集
め
て
焼
き
、
正
月
の
行
事
一
切
を
お
え
る
。

大
泉
の
中
宿
家
は
江
戸
時
代
名
主
役
を
長
く
勤
め
、
格
式
を
守
っ
て
い
た
家
で

あ
っ
た
。
そ
の
家
の
正
月
行
事
を
次
に
掲
げ
る
。
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図10－ 4　 正 月行事古文 書
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第10章 年 中 行 事

二
　

春

夏

の

行

事
（
二

月
～

八
月
）

節
　

分
　

立
春
の
前
日
（
二
月
三
日
か
四
日
）
を
節
分

と
い
う
。
節

分

の

日

に

は
、
大
豆
を
炒

っ
て
恵
比
寿
様
に
供
え
、
夜
に
な
る
と
そ
れ
を
年
男
（

そ
の
年
の
厄

年
に
当
た
る
人
）
が
大
声
で
「

鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
唱
え
な
が
ら
家
の
内
外
に
ま

く

。
そ
の
年
、
年
男
の
な
い
家
で
は
主
人
が
ま
く
。
そ
の
あ
と
枡
に
残
っ
た
炒
り

豆
を
千

づ
か
み

に
し
て
食
べ

る
。
こ

○
と
か
一
度
に
自
分
の
年
の
数
だ
げ
つ
か
み

と

る
と
そ
の
年
、
運
が
良
い
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
豆
を
し
ま
っ
て
お
い
て

初
雷
の
と
き
食
べ
る
と
雷
に
打
た
れ
る
こ
と
を
免
れ
る
と
い
う
。

最
近
こ
の
日
、
神
社
や
お
寺
で
は
家
内
安
全
・
交
通
安
全
の
祈
願

を
合

わ
せ
て

盛
大
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
特

に
本
村
沢
尻

の
恩

徳
寺

で
は
、

こ
れ
を
盛
ん
に

行
い
、
厄

年
に
当
た
る
男
女

の
厄

除
け
祈
願

な
ど
で
近
郷

か
ら
の
参
詣
人

が
年

々

多

く
な
り
賑

や
か
に
な
っ
た
。

図10－ 5　 恩徳寺節分会

ごまをたい てい るところ。回りには 信者が ぎっし りといる
Ｏ

い
わ
し

の
年
取
り
と
い

っ
て
、

い

わ
し
の
頭
を
串

に
さ
し
、
門

口

に
立
て

た
。

朝
早
く
門

口
で
と
う
か
ら
し
を

い
ぶ
す

。
ま

た
、
六
日

に
し
な
か

っ
た
家
で
は
こ
の
日
に
、
白
紙
に

「

蟹
茅
」
と
書
い
て

門

口ヽ

に

は

る
。
割

っ
た
薪
に
消
し
炭
で
平

年

は
一
三

本
、
閏

年
に
は

コ

ー
本
の

線
を
引

い
て
門

口
に
立
て
る
。
こ

れ
を
「

鬼
木
」

と
い
っ
て
、
鬼
を

迷
わ
せ
る
も
の
だ
と
い
い
、

鬼
よ

け
、
厄
よ
け
の
意
の
も
の
だ
と
い
う
。

初
　
午
　
二
月
最
初
の
午
の
日
。
こ
の
日
繭
玉
を
作
っ
て
蚕
玉
様
を
ま

つ
っ

た
。
祝
殿
の
ま
つ
り
も
多
く
こ
の
日
に
す
る
。
家
で
飼
っ
て
い
た
農
馬
を
外
に
連

れ
出
す
。
若
者
は
こ
れ
に
乗
っ
て
走
り
ま
わ
る
の
を
楽
し
み
に
し
た
。
旧
暦
の
こ

の
こ
ろ
に
な
る
と
陽
光
も
濃
く
な
り
、
野
良
仕
事
も
目
先
に
せ
ま
り
種
物
売
り
が

回
わ
っ
て
来
た
。

お
こ
と
　
針
供
養
　
二
月
八
日
を
お
こ
と
と
い
っ
て
餅
を
つ
い
て
祝
う
。
初
嫁

は
餅
を
長
裁
に
切
っ
て
お
里
へ
い
っ
た
。
一
年
の
事
始
め
と
卜
い
、
ま
た
、
正
月

の
事
じ
ま
い
と
も
い
う
。
こ
の
日
針
供
養
の
日
と
し
っ
て
女
た
ち
は
一
日
針
仕
事

を
休
汽

折
れ
た
針
を
豆
腐
に
さ
し
て
供
養
し
た
。
今
は
学
校
や
お
寺
、
裁
縫
師

だ
も
の
家
で
は
す
る
が
一
般
の
家
で
は
ほ
と
ん
ど
や
ら
な
く
な
っ
た
。

図10－ 6　 恩徳寺境内にある針塚

おこ とに針供養を するならわしである。

涅
槃
会
　

二
月
一
五
日
は
釈
迦
入
滅
の
日
で
、
寺
院
で
は
涅
槃
図
を
掲
げ
、
信

者
も
集
ま

っ
て
供
養
す

る
。

桃
の
節
句
　

三
月
三
日
は
上
巳
の
節
句
で
、
我
が
国
で
は
桃
の
節
句
と
雅
び
や

か
な
呼

び
方
を
す

る
。
元
来
は
旧
暦
で
行
わ
れ
た
が
今
は
新
暦

の
三
月
三
日

か
一

月
遅
れ
の
四
月
三
日

に
す

る
。
女
の
子
の
初
節
句
に
は
里
親
か
ら
雛
人
形

が
贈
ら
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第10章 年 中 行 事

れ
る
。
ひ
な
壇
を
飾
り
、
菱
餅
・
白
酒
な
ど
供
え
る
。
こ
の
日
初
嫁
は
鯨
尺
六
寸

幅

の
長
裁

ち
の
餅
二
枚

に
あ
さ
り
を
つ
け
て
里
親
に
お
礼
に
い
く
。（
大
泉
）
ま
た
、

鯨
尺
八
寸
幅

の
長
だ

ち
一
枚
を
三
つ
折
に
し
て
い
く
（
田
畑
）
と
こ
ろ
も
あ
る
。

彼
岸
会
　

春
分

の
日

を
中
心

に
一
週
間
を
春
彼
岸
と
い
う

。
ぼ
た
餅
（

お
は
ぎ
）

や
て

ん
ぷ
ら
を
仏
様

に
供
え
、
先
祖

の
墓
参

に
出

か
け

る
。
葬
儀
が
あ

っ
て
初

め

て
迎
え

る
家

に
は
初
彼
岸
と

い
い
近
親

の
者
が
線
香
立
て

に
行
く

。
「
暑
さ
寒
さ

も
彼
岸

ま
で
」
と
い

わ
れ

る
よ
う

に
春

の
日
ざ
し
が
う
ら
う
ら
と
照
り
日
脚
も
と

み

に
伸
び

る
こ
ろ
で
あ

る
。

お
花
ま
つ
り
（
濯
仏
会
）
　
釈
迦
誕
生
の
四

月
八
日
に
は
寺
院
で
は
「
天

上
天
下

唯
我
独
尊
」
と
天
地
を
指
さ
し

た
裸
身

の
誕
生
仏

に
甘
茶
を
そ
そ
い

で

供

養

す

る
。
寺
で
は
甘
茶

を
無
料
で
く
れ

る
。
大
泉

の
勝
光
寺
で
は
一
月

お
く
れ

の
五
月

八
日

に
花
で
飾

っ
た
花
御
堂
中

の
誕
生
仏

に
甘
茶
を
そ
そ
ぐ

。
社
寺
役

の
者
や
老

お 花 祭 り（大泉）図10－ 7

人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
応
援
を
し
、
こ

の
日
ば
か
り
は
無
住
の
勝
光
寺
も
老
若

の
男
女
で
賑
う
。

ま
た
、
粉
で
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の

餅
（
お
も
り
も
言

を
く
れ

る
寺

も
あ

る
。味

噌
た
き
　
三
月
の
終
わ
り
か
ら
五

月
半
ば
に
か
け
て
、
味
噌
煮
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。
昔
は
大
釜
の
上
に
四
、
五

斗
く
ら
い
入
る
長
桶
を
据
え
て
蒸
し
煮

に
し
た
も
の
を
、
は
ん
ぎ
れ
桶
に
入
れ

て
雪
ぐ
つ
を
は
い
て
踏
み
つ
ぶ
し
た
。
そ
れ
を
玉
に
握
り
、
藁
で
吊
る
し
て

Ｉ
か

月
く

ら
卜
干
し
、
臼
で
つ
き
、
塩
を
加
え
て
桶
に
仕
込
ん
だ
。
昭
和
期
に
な
る
と

みそ（味噌）たき図10－8

ほ
と

ん
ど
蒸
し
煮

は

せ

ず
、

煮

て
、
味
噌
つ
ぶ
し
の
機
械
で
つ
ぶ

し
、
椛
を
混
ぜ
て
熟
成
さ
せ

る
よ

う

に
な

っ
た
。

メ
ー
デ
ー
　

こ
れ
は
大
正
九
年

上
野
公
園
で
行

わ
れ
た
の
が
日
本

最
初
の

メ
ー
デ
ー
で
あ

っ
た
。
五

月
一
日
は
労
働
者
の
祭
典
で
多
く

の
事
業
所

は
休
み

に
し
て
労
働
組

合
の
主
催
す

る
会
合

に

加

わ

っ

て
、
働
く
人

た
ち
の
団
結
を
固

め

た
り
、
要
求
事
項
を
掲
げ
て
気
勢

を
挙
げ
デ
モ
行
進
な
ど
す
る
。

八
十
八
夜
　
五
月
二
日
ご
ろ
、
立
春
か
ら
数
え
て
八
八
日
目
で
、
「
八
十
八
夜

の
別
れ
霜
」
と
い
っ
て
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
降
霜
も
な
く
な
り
、
各
種
農
作
物
の

種
播
き
の
目
安
に
な
る
日
で
あ
る
。
大
泉
で
は
村
の
山
回
り
を
す
る
例
に
な
っ
て

い
る
。

端
午
の
節
句
　
五
月
五
日
端
午
の
節
句
を
我
が
国
で
は
菖
蒲
の
節

句
と
も
い

う
。
桃
の
節
句
が
女
児
で
、
端
午
は
男
の
節
句
で
あ
る
。
初
節
句
の
家
へ
は
親
元

や
親

戚
か
ら
五
月
幟
・
鯉
幟
・
武
者
人
形
等
が
贈
ら
れ

る
。
菖
蒲
と
よ
も
ぎ
を
軒

に
さ
し
、
菖
蒲
湯

を
た
て
て

は
い

る
。
健
康
で
あ

る
よ
う

に
元
気

に
育
つ
よ
う

に

と

鯉
の
ぼ
り

を
立
て
て
祝

う
。

初
嫁

は
三
月
の
節
句
と
同
じ
よ
う
に
「

裁
ち
餅
」
に
乾
鱈
を
添
え
て
、
生
家
、

世
話
親
、

か
ね
親
へ
節
句
礼
に
行
く
。
ま
た
八
寸
角
の
餅
二

枚
を
初
節
句
以

外
の

節
句
に
は
持

っ
て
い
く
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
五
月
五

日
は
国
で
Ｔ

」
ど
も
の
日
」
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と
し
て
祝
日

に
定

め
ら
れ
（
昭
和
⊇
二
年
制
定
）
子
供

の
す
こ
や

か
な
成
長

を
祝
う

日

と
な
っ
て
、
子
供

ら
の
楽
し
み

の
日
と
な

っ
た

。

図10－9　 よもぎ としょうぶ

五月の節句にはこれをかざってお祝い した 。これは 旧暦 の

ときであった。

小
　
　
　
満
　
五
月
二
一

日
は
暦
の
上
で
、
二
四
節
気

の
う
ち
の
小
満

の
日

に
当

る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
西

駒
へ
種
ま
き
爺
の
雪
形
が
現

れ
る
。
畑
作
物
、
特
に
豆
類

の
ま
き
つ
け
の
適
期
と
い
わ

れ
忙
し
い
時
期
で
あ
る
。

蚕
玉
様
　
蚕
の
掃
立
前
良

い
時
を
選
ん
で
各
部
落
そ
れ

ぞ
れ
蚕
霊
神
を
ま
つ
っ
て
豊

作
を
祈
っ
た
。
昔
の
蚕
は
な

か
な
か
飼
育
か
め
ん
ど
う
で
当

り
違

い
か
お

り
、
し

か
も
農
家

に
と

っ
て

は
現
金

収
入
は
こ
れ
に
頼
っ
た
だ
げ
に
豊
作

を
祈
念
す
る
心
情
に
は
切

な
る
も
の
が
あ

っ

図10－10　 蚕　 玉　 様

大和泉神 社境 内にある。市場の蚕玉様が

合 祀されている。（向 つて右側）

た
。山

の
口
明
け
・
草
場
草
明
け
　

入
会
山
の
山
の

口
は
山
の
若
葉
の
成
長
具
合
を

見
て
山
元
又

ぱ
総
地
元
が
決

め
、
村

々
へ
通
知
し
て
農
家
の
最

も
忙
し
い
季
節
が

来

る
。
六
月
一
日
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
六
月
一
日

は
お
供
え
で
作

っ
た
凍
餅
を
食

う
日
と
さ
れ
、
神
に
も
供
え
た
。

節
　
田
　

六
月
六
日
ご
ろ
芒
種
の
日
（
旧
暦
の
五
月
の
節
）
を
節
田

と
い
っ
て

こ

の
日
田

植
え
を
す

る
と
豊
作
だ
と
い
う
の
で
た
と
え
三
株

で
も
植
え

初

め

て

お

く
。
田

植
え
は
六
月

一
五

日
ま
で
に
は
終
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と
い
っ
た
。
「

お
そ

く

も
中
三

日
前
（
二
〇
日
ご
ろ
）
ま
で
に
は
植
え

ろ
」

と
い
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
中

と
は
二
四

節
気
の
う
ち
、
旧
暦

で
月

の
後
半

に
く
る
節
だ
か
ら
こ
こ
で

い
う
中

は

夏
至

に
当

た
る
。
「
半
夏
半
作
」

と
も
い
っ
て
七
月

に
入

っ
て

の
田
植
え

は
遅
す

ぎ
る
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
今

は
田

植
え

が
早

く
な
っ
て
五
月
中

に
は
概

ね
終

わ
る
。

田
植
え
じ
ま
い

（
し
つ
げ
じ
ま
い
）
　
田
植
が
終

わ
る
と
小
束
の
箱
苗
を
三

把
神

棚
に
供
え
、
柏
餅
牛
ぼ
た
餅
を
作

っ
て
祝
い
、
田

の
神
に
田

植
じ
ま
い
を
感
謝
し

た
。農

休
み
　

田

植
え
が
終
お
っ
た
こ
ろ
村
中
一

斉
に
農
休
み
の
日

を

二

日

と

っ

た
。
餅
を
つ
い
た
り
、
ぼ
た
餅
や
柏
餅
を
作
っ
て
近
隣
へ
配

っ
た
り
し
た
。
初
嫁

は
生
家
へ
重
箱
を
さ
げ
て
疲
れ
を
休
め
に
行

っ
て
来

た
。
男

た
ち
は
馬

に
乗

っ
て

羽
広
の
観
音
様
へ

お
参
り
に
行
っ
た
。
馬

が
無
事
に
働
い
て
く
れ
た
こ
と
の
御
礼

と
、
後

々
も
無
事
に
働
い
て
く
れ
る
よ
う
加
護

を
祈

り
に
、
馬

の
沓
を
寺

の
境
内

の
木

に
吊

し
た
。
帰

り
に
は
大
芝
原
や
北
原

の
原

っ
ぱ
で
草
競
馬

を
し
て
楽
し
む

こ
と
は
よ
か
っ
た
が
、
中

に
は
あ

ば
れ
馬

に
ふ
り
落
と

さ
れ
て
怪
我
す

る
悲
劇
も

あ
っ
た
。

半
夏

生
（
は
ん
げ
）
　
七
月
二
日

ご
ろ
が
半
夏
生
で
、
こ
の
日

か
ら
秋
彼
岸
の
中
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日
ま
で
朝
草
刈
り
が
許
さ
れ
た
。
馬
の
飼
料
や
肥
料
作
り
に
す
る
た
め
で
農
家
に

と
っ
て
は
大
事
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
大
芝
原
、
北
原
、
上
溝
原
か
ら
西
山
方
面
ま

で
も
刈
り
に
行
っ
た
。

こ
の
日
は
ね
ぎ
畑
へ
は
い
る
の
を
つ
つ
し
ん
だ
。

木
曽
福
島
で
馬
市
が
開
か
れ
る
の
も
こ
の
こ
ろ
で
、
馬
買
い
や
馬
の
交
換
に
行

っ
た
。

木
下
明
神
さ
ま
夏
祭
り
　
七
月
一
七
日
は
木
下
南
宮
神
社
の
夏
祭
り
の
日
で
あ

る
。
箕
輪
郷
一
万
石
、
三
四
か
村
の
総
社
の
お
祭
り
で
、
近
郷
近
在
か
ら
参
詣
者

が
押
し
か
け
た
。
二
（
日
の
宵
祭
り
は
夕
涼
み
を
兼
ね
た
人
出
で
広
い
境
内
心
立

錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
あ
る
。
大
泉
か
ら
は
隔
年
鹿
祭
り
が
奉
納
さ

れ
る
。

土
用
干
し
　
七
月
二
〇
日
ご
ろ
に
夏
の
土
用
入
り
と
な
り
、
一
九
日
聞
か
土
用

中
で
一
年
の
う
ち
最
も
暑
い
日
が
続
く
。
田
の
草
取
り
、
畠
作
物
の
間
引
き
、
土

寄
せ
等
、
炎
天
下
の
農
作
業
に
つ
ら
い
時
期
で
は
あ
る
が
大
切
な
手
入
れ
時
期
で

あ
る
。
若
連
は
神
社
の
祭
具
の
虫
干
し
を
行
う
。
ま
た
、
農
事
の
請
負
い
作
業
な

ど
し
て
会
の
費
用
を
生
み
出
し
た
。
一
般
家
庭
で
は
衣
類
の
虫
干
し
を
す
る
。

土
用

の
丑
の
日
　
夏

ま
げ
を
し
な
い
よ
う
に
と
鰻
を
食
べ
た
と
い
わ
れ
て
卜
る

が
一
般
庶
民
に
は
な
か
な
か
そ
れ
を
口
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
せ
め
て
牛
肉

で
も
と
い
っ
た
が
、
そ
れ
も
か
な
わ
ず
、
ま
あ
、
う
の
つ
く
も
の
で
我
慢
す
る
か

と
瓜
を
食
べ
て
す
ま
せ
る
の
が
、
戦
前
ま
で
の
農
家
の
暮
ら
し
向
き
で
あ
っ
た
。

薬
草
の
採
取
　
土
用
の
丑
の
日
に
す
る
と
よ
い
と
い
わ
れ
、
げ
ん
の
し
ょ
う
こ

や
た
か
と
う
草
な
ど
取
っ
て
乾
す
こ
と
は
今
も
な
お
行
わ
れ
て
い
る
。

七
夕
祭
り
　
五
節
の
一
つ
で
元
来
は
旧
暦
の
七
月
七
日
に
行
わ
れ
た
が
、
今
は

新
暦
の
八
月
七
日
に
行
う
。
天
の
川
の
両
岸
に
あ
る
牽
牛
星
と
織
女
星
か
年
に
一

度
相
会
す
る
夜
で
、
こ
の
夜
雨
が
降
る
と
相
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
わ

れ
、
瓜
畑
に
は
い
る
こ
と
を
嫌
う
。
瓜
畑
に
は
い
る
と
雨
が
降
る
か
ら
と
。

庭
前
に
葉
竹
を
立
て
、
五
色
の
短
冊
に
歌
や
願
い
ご
と
を
書
い
て
飾
り
つ
け
書

道
や
裁
縫
な
ど
の
上
達
を
祈
る
。
こ
れ
を
書
く
と
き
硯
に
は
里
芋
の
葉
の
露
を
受

け
て
墨
を
す
る
と
い
う
ゆ
か
し
い
な
ら
わ
し
が
あ
る
。

搬
を
洗
っ
て
並
べ
、
瓜
や
な
す
、
夕
顔
、
か
ぼ
ち
冲
、
も
ろ
こ
し
な
ど
新
鮮
な

野
菜
を
供
え
る
。
な
お
、
硯
・
筆
箱
・
筆
な
ど
を
洗
っ
て
傍
に
供
え
て
朧
く
。
飾

っ
た
竹
は
八
日
の
朝
川
へ
流
し
た
。

三
　

お
　
　
　

盆

地
獄
の
釜
の
ふ
た
が
あ
く
日
　
八
月
一
日
は
地
獄
の
釜
の
ふ
た
が
あ
く
日
で
仏

祥
が
黄
泉
の
国
を
お
立
ち
に
な
る
と
い
う
の
で
、
古
く
は
、
う
す
焼
を
作
っ
て
供

え
た
。
今
は
あ
ず
さ
の
飴
を
入
れ
た
お
焼
を
作
っ
て
供
え
、
こ
社
が
盆
の
仏
事
の

始
ま
り
に
な
る
。

仏
様
迎
え
　
新
盆
の
家
で
は
六
日
に
美
す
ず
の
六
道
地
蔵
尊
へ
仏
様
を
迎
え
に

い
く
。
松
の
ほ
え
（
新
梢
）
に
新
御
霊
は
つ
い
て
家
へ
行
く
と
卜
わ
れ
て
い

る
の

で
、
松
の
枝
に
宿
ら
せ
て
迎
え
る
と
い
う
風
習
が
古
く
か
ら
続
い
て
い
る
。
最
近

は
各
寺
院
で
は
お
寺
へ
来
て
お
迎
え
す
る
よ
う
に
と
勧
め
て
い
る
。
新
盆
の
家
は

仏
蝉
が
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
こ
の
日
か
ら
盆
灯
寵
を
灯
し
て
供
養
す
る
。

施
餓
鬼
　
六
日
過
ぎ
か
ら
寺
院
で
は
檀
家
を
集
め
て
盆
の
お
施
餓
鬼
を
行
う
。

墓
掃
除
　
七
日
は
お
墓
の
掃
除
日
で
あ
る
。
こ
の
日
に
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
が
マ
こ
う
の
悪
い
と
き
は
一
三
日
の
午
前
中
に
行
う
も
の
と
さ
れ
て
卜
る
。
八

月
一
日
に
す
る
風
習
も
あ
る
。

盆
　
棚
　
一
三
日
に
は
仏
様
に
安
座
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
棚
を
作

る
。
か

や
・
よ
し

し
が
ま
・
つ
く
も
な
ど
で
編
ん
だ
敷
物
を
盆
棚
に
敷
い
て
そ
の
上
に
祖

Z 卵
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先
の
位
牌
を
飾
る
。
敷
物
の
末
端
を
垂
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
末
端
に
す
が
っ

て
無
縁
仏
が
這
い
上
が
っ
て
供
え
て
あ
る
御
馳
走
を
食
べ
る
と
い
う
。

昔
か
ら
お
盆
花
と
卜
わ
れ
た
き
き
ょ
う
・
お
み
な
え
し
・
み
ぞ
は
ぎ
そ
の
ほ
か

の
草
花
を
供
え
盆
棚
を
賑
や
か
に
し
つ
ら
え
る
。
茄
子
か
瓜
で
馬
を
作
る
。
馬
の

足
ぽ
か
ん
じ
ゃ
が
や
の
茎
で
作
り
、
そ
う
め
ん
を
か
け
て
供
え
る
。
一
六
日

の

朝
、
仏
様
が
帰
る
と
き
こ
の
馬
に
ご
馳
走
を
乗
ぜ
、
み
霊
も
こ
れ
に
乗
っ
て
行
く

と
い

う
。

仏
迎
え
　

盆
棚
が
で
き

る
と
お
墓
へ
行
っ
て
迎
え
火
を
た
い
て
仏
様
を
迎
え
て

く

る
。
こ
の
と
き
萱
を
四
本
持

っ
て
行
き
、
二
本
は
墓
の
両
側
に
さ
し
、
他
の
二

本
で

墓
石

を
な
で
な
が
ら
「
仏
様
も
先
祖
様
も
皆
ご
ざ
っ
て
お

く

ん

な
」

と

い

う

。
こ
の
二
本

に
仏
様
が
乗

っ
て
来

る
と
い
う
の
で
持
ち
帰
っ
て
盆
棚
に
飾
る
。

（
大
泉
）
ま
た
、
仏
様
の
よ
り
し
ろ
と
し
て
近
く
に
咲
い
て
い
る
花
か
、
花
が
な
け

れ
ば
木
の
枝
を
持
ち
帰
る
。
（
田
畑
）

図10－11　 まんど（万灯）

夕
方
に
な
る
と
木
戸

口
で
は
迎

え

火
を
た
い
て
長

い
旅
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
な
が
ら
仏
様

を
迎
え

る
。

夜

に
な
る
と
子
供

た
ち
は
麦

わ
ら

で
作

っ
た
「

ま
ん
ど
（
万
灯
）
」

に

火

を
つ

げ
て
振
り
回

わ
し
仏
様
を

慰

め
る
。
一
三

日

に

は
「
ま

ん

ど
、
ま
ん
ど
や
迎
え
ま

ん

ど
」
。

一
四
日
、
一
五
日

に
は
「
ま
ん
ど

や
ま
ん
ど
御
馳
走
ま
ん

ど
」
、

一

六
日
に
は
「

ま
ん
ど
ま
ん
ど
送
り

ま
ん
ど
」

と
唱
え

な
が
ら
ふ
り
回

わ
す
。
夜

の
闇

の
中
で
あ

ち
こ

ち
に
ふ
り
回
さ
れ

る
火

の
輪

に
は
幻
想
的
な
美
し

さ
か
お

る
。

盆
踊
り
　

若
連

は
村

の
広
場
で
盆
踊
り
を
す

る
。
近
ご
ろ
は

ス
ピ
ー
カ
ー
で
レ

＝
Ｉ

ド
の
う

た
を
流
し
て
踊

る
が
、
以
前
は
輪
を
作

っ
て
こ
も
ご
も
う
た

っ
て
そ

れ
に
合

わ
せ
て
踊

っ
た
も

の
で
あ

る
。
若
い
男
女

の
歓
楽
の
場
で
あ
り
、
時
で
あ

り
、

う
れ
し

い
恋

の
結
ば
れ

る
時
で
も
あ

っ
た

。
川
向
こ
う
の
村
か
ら
も
夜
の
更

け

る
に
つ
れ
て
盆

歌
が

さ
や

か
に
聞
え
て
き

た
。

新
　

盆
　

新
盆

の
家
で
は
盆
灯
寵
を
縁

に
さ
げ
た
り
親
戚
か
ら
贈
ら
れ
た
灯

龍

を
飾
り

つ
け

た
り
す

る
。
一
三
日

の
夜
は
近
隣
、
近
親
が
見

舞
に
く
る
。
「

お
た

な
参
り
」
と
い

っ
て
明
治
ご
ろ
ま
で
は
粉
一
升
、
大
正

ご
ろ
は
干

し
そ

う
め
ん
を

持

っ
て
き
て
く
れ
た
。
今
は
金
一
封

と
な
っ
た
。

盆
見

舞
　
一
四
・
一
五
日
に
は
遠
く
の
親
戚
、
知
己
、
友
人

が
線
香
を
立
て

に

来

る
。
檀
那
寺
か
ら
は
棚
経
に
来
る
。
供
物
は
、
あ

ん
こ

ろ
餅
・
て

ん
ぷ
ら
・
め

ん
類
・
菓
子

・
新
鮮
な
野
菜
・
果

物
の
類
で
あ

る
。

お
棚
送
り
　

二
（

日

朝
早

く
盆

棚
を
几

づ
げ
、
供
え

た
御
馳
走

は
棚

の
敷
物
で

包
み
川

へ
流
し
て

送

る
。
（
近
年
は
環
境
衛
生
上
川
へ
流
す
こ
と
は
止
め
ら
れ
た
。）
位

牌

ぱ
も
と
の
仏
壇
に
返
す
。

お
寛
日
　

二
（

日

は
一
月
と
同
じ

よ
う
に
奉
公
人

は
小
遣

い
銭
を
も
ら

っ
て
自

由
に
遊
び
の
で
き

る
目
で
あ

る
。
ま
た
、

お
仕
着
せ
を
も
ら

っ
て
里
へ
帰
る
楽
し

い
目
で
も
あ

っ
た
。
お
寺
へ

お
礼
詣
り

に
い
く
。

平
打
な
く

お
盆

の
う
ち

に
葬
儀
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
死
者
に
小

鉢

を
か
ぶ
せ
て
行
う
と
い
う
。
そ
の
わ
け
は
、
盆
に
帰
る
仏
様
に
「
俺
た
ち
は
帰

る

に
な
ぜ
あ
の
世
へ
行
く
」
と
い
い
な
が
ら
頭
を
た
た
か
れ
る
か
ら
だ
と
。

盆
勘
定
　

以
前
は
店
そ
の
他
の
貸
借
勘
定
は
盆
と
暮
の
二

回
に
行

っ
た
。
暮

か

ら
の
残
り
勘
定
も
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
正
月

か
ら
の
店
借
り
、
医
者

払
い
等

な
か

Z 銘
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な
か
大
変
で
あ
っ
た
。
日
雇
人
の
精
算
も
盆
に
半
年
分
の
勘
定
を
し
た
。

盆
正
月
　
盆
中
遊
ん
で
も
遊
び
足
り
な
い
若
者
た
ち
ぱ
も
う
一
日
一
七
日
を
遊

図10－12　8 月17日盆正月を要求するた

め区長宅前に飾られた門松と

しめ縄及び積み上げ られたく

さぐ さのもの

ぶ
た
め
に
と
休
み

を
要
求

す
る
奇
習
が
あ

っ
た
。
今
も
田
畑
部
落

に

残

っ

て

い

る
。山

か
ら
生
松
を
伐
っ
て
き
て
そ
れ
に
注
連
縄
を
張

り
、
区
長

・
区
長
代
理

・
会

計
・
公
民
館
分
館
長
等
区

の
主
だ
っ
た
役
員
の
庭
に
立
て
、
な

お
そ
の
う
え
、
そ

こ

ら

に
あ

る
臼
だ
の
荷
車
だ
の
く
さ
ぐ
さ
の
も
の
を
出
入
口
に
積
み
重
ね
て
お
く
。

翌
朝
区
長
は
さ

っ
そ
く
、
村
中
に
急
告
し
て
一
日
休
む
こ
と
に
す
る
。
こ
の
日
を

盆
正
月
と
い
う

。
こ
の
い
た
ず
ら
は
な
か
な
か
こ
っ
た
も
の
で
区

長
さ
ん
た
ち
は

片
付
け

に
半
日

も
か
か
る
と
い

う
。

以
前

は
農

休
み

の
と
き
一
日
余
分

に
し
て
く
れ

る
よ
う

に
と
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
行

っ
た
部
落
が
多

か
っ
た
。

四
　

秋

の
行

事
（

九
月
～
一
一
月
）

厄
　

日
　

九
月

は
日
本
列

島
は
台
風

に
た
び
た
び
襲

わ
れ
る
季
節
で
あ

る
。
昔

か
ら
二
百
十
日

と
二
十
日

を
厄
日

と
し
て

台
風

の
襲
来

を
お
そ

れ
た
。
丹
精
こ

め

て
育
て
た
農
作
物
、
と
り
わ
け
稲
に
大
き
な
被
害
も
な
く
て
と
れ
秋
を
迎
え
る
と

農
民
は
ほ
っ
と
し
て
豊
年
祭
に
農
休
み
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
二
夜
様
・
二
十
三
夜
様
　
旧
暦
七
月
二
二
日
お
立
待
ち
を
す
る
晩
で
、
塩

ノ
井
の
蚕
玉
様
の
祭
り
が
あ
っ
て
賑
っ
た
。
そ
の
た
め
お
立
待
ち
を
す
る
の
に
都

図10－13　 二十二夜塔

北殿内城東貯水池端にある旧の22日の夜、

月がでる まですわらない ように月待ちを

す る。月待ちをしてごちそ うを たべるの

がた のし みだ った。

図10－14　 敬老会風景

若者だも の踊りに見入る老人たち

合

が
よ
か
っ
た
。
若
連

は
集

っ
て

踊
り
を
お
と
っ
て
、
近

郊
か
ら
集

ま
る
人
も
あ

っ
て
月

の
出
を
待
つ

の

に
よ

か
っ
た
。
（
二
夜
様
に
つ
い

て
は
民
間
信
仰
の
項
参
照
）
翌

晩

は

三
夜
様
で
、
願
が
け

に
よ

っ
て
は

こ

の
夜

立
待

ち
を
す

る
。

敬
老
の
日
　
九
月
一
五
日

は
敬

老
の
日

と
呼

び
国
民

の
祝
日

と
し

て
昭
和
四
一
年
に
制
定
さ
れ
た
。

村
や
県
か
ら
は
長
寿
者
に
祝
い
の

金
品
が
贈
ら
れ
、
公
民
館
や
婦
人

7銘
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会

な

ど

で

は

慰

安

会

を

催

し

、

老

人

を

招

い

て

御

馳

走

し

た

り

、

民

謡

や

歌

謡

曲

を

う

だ

っ

た

り

踊

っ

た

り

し

て

楽

し

ま

せ

る

。

最

近

七

〇

寇

以

上

の

老

人

は

医

料

が

無

料

に

な

っ

た

り

、

老

齢

年

金

も

支

給

さ

れ

あ

り

か

た

い

世

に

な

っ

た

。

命

を

大

事

に

し

て

長

生

き

し

た

い

も

の

で

あ

る

。

秋

の

彼

岸
　

春

の

彼

岸

と

同

じ

よ

う

に

仏

様

に

供

え

も

の

を

し

た

り

墓

参

、

寺

参

り

を

す

る

。

だ

ん

だ

ん

日

石

短

く

な

り

寒

く

も

な

り

、

な

ん

と

な

く

淋

し

さ

を

感

じ

る

こ

ろ

で

あ

る

。

お

月

見
　

旧

八

月

一

五

日

は

一

五

夜

と

呼

び

お

月

見

で

昔

か

ら

風

雅

の

人

に

よ

り

、

俳

句

や

短

歌

な

ど

詠

ん

で

親

し

ま

れ

た

。

白

米

を

洗

っ

て

浸

し

て

お

い

た

生

つ
　
　
　
　
１
　
１
　
４
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す

の

ま

ま

の

も

の

を

臼

で

掲

い

た

お

か

ら

こ

を

月

の

数

だ

け

ま

る

め

一

斗

枡

に

入

れ

て

月

に

供

え

る

。

そ

の

と

き

、

葉

つ

き

大

根

三

本

を

枡

の

ふ

ち

に

の

せ

て

供

え

た

り

、

ま

た

、

家

に

よ

っ

て

は

、

一

斗

枡

に

生

大

根

の

葉

を

敷

い

て

つ

き

た

て

の

餅

を

供

え

る

。

さ

ら

に

葉

の

つ

い

た

ま

ま

の

里

芋

や

枝

豆

を

添

え

て

供

え

る

。

お

か

ら

こ

は

翌

朝

み

そ

汁

に

入

れ

た

り

煮

て

食

べ

る

。

十

三

夜
　

旧

暦

九

月

一

三

日

で

あ

る

。

鏡

餅

、

大

根

三

本

を

Ｉ
斗

枡

に

の

せ

て

月

に

供

え

る

。

こ

の

日

新

婚

の

家

で

は

が

れ

親

・

世

話

親

・

嫁

の

生

家

へ

菊

の

花

を

添

え

た

裁

ち

餅

を

持

っ

て

あ

い

さ

つ

に

行

く

。

ま

た

、

裁

ち

餅

で

な

く

八

寸

角

の

切

り

餅

を

持

っ

て

し

く

家

も

あ

る

。

昔

か

ら

十

三

夜

の

柿

盗

人

と

い

っ

て

公

然

と

柿

を

盗

ん

で

食

べ

て

も

い

卜

と

さ

れ

、

若

者

た

ち

ぱ

夜

お

そ

く

ま

で

お

も

し

ろ

半

分

に

柿

盗

人

を

し

て

楽

し

ん

だ

。

昔

は

甘

怖

が

多

か

っ

た

。

第

六

天

の

お

く

ん

ち

祭
　

旧

暦

の

Ｉ
〇

月

九

、

一

九

、

二

九

の

三

日

、

伊

那

市

西

箕

輪

の

西

山

神

社

の

祭

典

が

行

わ

れ

た

。

中

条

・

上

戸

・

梨

ノ

本

三

部

落

が

主

催

し

た

。

作

神

様

と

い

わ

れ

、

近

郊

、

近

在

は

も

と

よ

り

遠

く

か

ら

の

参

詣

者

で

賑

っ

た

。

境

内

で

は

角

力

・

手

踊

・

地

芝

居

な

ど

が

催

さ

れ

、

飲

食

店

・

露

店

が

軒
を
並
べ
た
。
秋
の
行
楽
に
は
申
し
分

の
な
卜
季

節
で
こ

の
村

か
ら
も
一
瓢

さ
げ

て
行
き
一
日
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

と
う
か
ん
夜
　

旧
暦
一
〇
月
一
〇
日

の
夜
を
と
う
か
ん
や

と
い
っ
て
新
米
で

餅

を
掲
き
鏡
餅
を
菌

づ
き
大
根
と
月
に
供
え
る
。
こ
の
日
は
山
の
神
（
大
山
祇
命
）
を

ま
つ
る
。
山
仕
事
に
関
係
あ
る
人

は
特

に
こ

の
日

を
祝
う
。
農
家
で

は
餅
を
藁
づ

と
に
入
れ
て
山
の
神
の
祠
に
供
え
、
他
家

の
も

の
と
と

り
か
え
て
持

ち
帰

っ
て
食

べ
た
。
す
る
と
歯
を
病
ま
な
い
と
い
わ
れ
た
。
昭
和

の
初

め
ま
で
北
殿

の
子
供

た

ち

ぱ
山
の
神
祠
の
屋
根

の
ふ
き
替
え

を
す

る
た
め
に
農
家

か
ら
集

め
た
わ
ら
の
余

り
を
売
っ
て
菓
子

を
買

っ
て

わ
け
合

っ
て
食
べ

る
楽
し
み
も
し

た
。

秋
祭
り
　

春
行

わ
な
か
っ
た
部
落
で

は

Ｉ
〇

月
一
〇

日
こ
ろ
豊
作
感
謝
の
祭
り

を
行

う
。

七
五
三
の
祝
い
　

一
一
月
一
五
日
は
七
五
三

の
祝
い
日
で
あ
る
。
男
子

は
三

歳

と
五
歳
、
女
児
は
三

歳
と
七
歳
に
な
る
と
母
の
里
か
ら
贈
ら
れ
た
晴
着
を
着
か
ざ

っ
て
鎮
守
様

に
参
拝
す
る
。
こ
れ
ま
で
育
っ
た
お
礼

と
か
お
健
や
か
に
育
ち
ま
す

よ
う

に
と
の
祈
願
を
こ

め
た
参
詣
で
千
歳
飴
を
買
っ
て
帰

る
。

恵
比
須
講
　

一
一
月
一
日
に
出
雲
に
出
か
け
稼
い
で
二
〇
日

に
帰

っ
て
来

る
と

い
う
恵
比
寿
様
を
祝
う
祭
り
で
あ
る
。
米
の
粉
を
こ
ね
て
小
豆
飴

を
入

れ
た
焼
餅

を
作
っ
て
家
に
ま
つ
っ
て
あ
る
恵
比
須
様

に
供
え

る
。
一
日

の
送
り

出

す

日

に

は
、
小
豆

の
ぱ
い

ら
な
い
大
き
な
焼
餅
を
供
え

る
家
も
あ

る
。（
大
泉
・
南
殿
）
恵
比

須

様
に
は
大

き
な
吠
形

の
の
を
供
え

る
家
も
あ

る
。
灯
明

を
あ
げ
、
尾
頭
づ
き
の

鰯
二
尾

と
神
酒
も
供
え

る
。
朝
早
く
表
の
く
ぐ
り
戸
を
明
け

る
。
早
い
ほ
ど
稼
ぎ

が
多

く
福
の
神
が

は
い

る
と
い

わ
れ

た
。
娘

た
ち
は
恵
比
須
様

に
供
え
た
も
の
を

食

べ
る
と
縁
が

遠
く

な
る
と

か
、

お
産
の
と
き
で

っ
か
い

口
の
子
が
産
ま
れ

る
と

か
、
嫁

に
行
く
と
き
財
産

を
み

ん
な
持

っ
て
い

っ
て
し
ま
う
と

か
言

っ
て
、
食
べ

さ
せ

な
い
言
伝
え

も
あ

る
。
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旧
暦
一
〇
月
を
神
無
月
（
か
み
づ
き
、
か
ん
な
づ
き
）
と
し
う
い
わ
れ

ぱ
、

神
を

祭

る
月
と
い
う
説
と
、
こ
の
月

に
は
八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神

々
が
出
雲
大
社

に
集

ま
っ
て
地
方

に
は
神
が
い
な
い
月
だ

か
ら
と
い
う
説
と
、
雷
が
無
い
月
と
い

う
説
、

ま
た
、
新
穀
よ
り
酒
を

か
も
す
醸
成
月
（

か
み
な
し
月
）
と

い

う

説
、

ま

（
ん
）
　
　
　
　
　
λ
　
　λ

だ
、

か
み
な
月

の
な

は
の
で
神
の
月
の
意
と
い
う
説
示

あ
り
定
説
が
な
い
。

こ

ば
し

あ
げ
（
扱
箸
上
げ
）
　
収
穫
が
終

わ
る
と
、
家
い
え
で
は
こ
ば
し
あ
げ
の

祝

い
を
し
て
神
仏

に
感
謝
し

た
。
千
歯
（
稲
扱
き
ま
ん
が
）
の
出
現
以
前
は
二
本
の

こ
け

し
で

稲
穂

を
扱

い
た
。
そ

の
名
残
り

に
こ
ば
し
あ
げ

の
言
葉
が

残

っ

て

い

る
。
稲
あ
げ
と
も
言
っ
た
。
嫁

は
里

へ
遊

び
に
や

っ
て
も

ら
え

た
。
今
の
勤
労
感

謝
の
日

に
当

た
る
か
。
勤
労
感
謝

の
日

に
は
農
協
で

は
長
産
物
の
安

売
り
や
い
ろ

い
ろ
の
催
し
を
し
て
、

組
合
員

に
感
謝
の
意

を
あ

ら
わ
す
。

秋
じ
ま
い
　

諸
作
物
の
収
穫
が
終

わ
っ
て
農
実

が
ほ
っ
と
す

る
秋
一
一
月
の
終

り
か
一
二
月

の
初
句
、
家

々
の
つ

ご
う

の
つ
く
日

を
定

め
て
秋
じ
ま
い

を
す

る
。

そ

の
目
よ
そ

へ
嫁

い
だ
娘
は
招
き

を
受
け

る
と
子
供

を
連

れ
て
実
家
へ
よ
ば
れ
て

来

る
。
御
馳

走
は
ぼ
た
餅
に
甘
酒
ぐ

ら
い
で
あ

る
が
娘

は
親
や
姉
妹

に
会
見
、
子

供
た
ち
は
従
兄

弟
と
遊
べ
る
楽
し

い
目
で
あ

っ
た
。
ほ

か
に
こ

れ
と
い

っ
て
娯
楽

の
少
な

卜
農
村
の
子
供

た
ち
に
と

っ
て

は
待

ち
遠
し
い
日
で
あ

っ
た
。

お
大
師
様
　

弘
法
大

師
様

を
祭

る
に
、
一
一
月
四
日

は
木
で
い
し
（
大
師
）
と
い

っ
て
、
そ
う
め
ん
を
供
え
、
一
一
月
一
四
日

は
花
で

い
し
と

い
っ
て
、

お
だ
ん
す

を
、
二

四
日
は
実
で
い
し
と
し
っ
て
、
お
は
ぎ
を
供
え

た
。

お
　

事
　

コ

ー月
一

八
日
、

こ
の
日

は
事
お
さ
め
の
日

と
し
て

餅
を
掲

い
て
祝

い
、
春
二

月
の
事
始
め
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。
針

を
供

養
す
る
家

も
あ

っ

た
り
、
厄
炳
払
い
だ
と
し
っ
て
餅
を
食
べ
る
。

秋
葉
講
　

コ

ー
月
と
も
な
る
と
火
を
扱

う
こ
と
も
多

く
な
り
、
農
家

も
い
く
ら

か
暇

に
な

る
の
で
、
遠
州
の
秋
葉
神
社
に
火
伏
せ
Ｏ
祈
願

に
講
Ｏ
代

参
が
立
つ
。

冬
　
至
　

コ

ー月
二
二
日

ご
ろ
が
冬
至
で
最
も
日
中
が
短
い
日
で
あ
る
。
こ
の

日
南
瓜

を
食

べ
る
と
中
風

に
な
ら
な
い
と
い

わ
れ
た
。
南
瓜
は
こ
の
日
が
食
べ
お

さ
め
で
、
越
年
し

な
い
な

ら
わ
し
で
あ

っ
た

。
馬
の
年
取

り
で
、
豆
牛
麦
を
ま
ぜ

た
稗
を
煮
て
、

主
人

の
飯
茶
碗

に
山
盛
り
一
杯
の
御
飯
を
入
れ
て
食
べ
さ
せ
る
。

南
瓜
や

芋
も
煮
て
食

べ
さ
せ

る
。
馬

に
一
年
中
の
労
苦
を
感
謝
し
、
来

る
年
も
達

者
で
働
い
て

く
れ
よ
と
の
祈
り
を
こ

め
て
い

た
。

五
　

歳

末

の

行

事

煤
払
い
　

年
内

の
煤

を
払
い
、
家
中
の
大
掃
除
を
し
て
清

め
、
年
神
様
を
迎
え

る
準
備
を
始
め
る
。
神
棚

は
こ
と

に
念
入
り

に
す

る
。
ひ
じ
ろ
の

か
ぎ
づ
つ
の
縄

を
新

し
く
取

り
加
え

た
。

奉
公

人
の
出
替
り
　

コ

ー月
二
〇
日

は
男
衆
・
下

男

・
女
衆
・
下

女
と
呼
ば
れ

仁
雇
人
の
出

替
わ
り
の
日

と
さ
れ
た
。

米
洗
い

・
餅
揚
き
　
二

六
日

に
正
月
用

の
餅
の
米

を
洗
う
。
二
八
日

に
餅
つ
き

を
す
る
。
都
合
に
よ
っ
て

は
三
〇
日

に
揚
く

。
二
九
日

は
苦
餅
と
い

っ
て
嫌
い
、

三
一
日

も
き

ら
っ
て

餅
つ
き

は
し

な
い

。

最
初
の
臼

か
ら
お
供
え
（
鏡
餅
・
お
飾
り
）
を
と
る
。
年
神
様

へ
は
特

に
大
き

め

の
を
二
重

ね
と

る
。
家
中

に
ま
つ

っ
て
あ

る
神
・
會
・
水
神
様
・
便
所
等
へ
供
え

る
の
を
続
し
て

と
る
が
家

に
よ
っ
て
数
が
違
う
が
、
奇
数
重
ね
と

っ
て
供
え

る
よ

う
に
し
た
。
そ

の
あ

と
大
正
月
中

に
食

べ
る
分

を
つ
く

。
粟
餅
・
あ
ら
れ
餅
・
豆

餅
・
粉
餅
等
幾
種
類
か
つ
い
た
。
餅
米

だ
け

よ
り
む
し

ろ
他
の
も
の
を
ま
ぜ
て
米

の
足
し
に
な
る
よ
う
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
寒

さ
の
厳
し

い
年

に
は
凍

餅
も
つ

し

で
に
つ
い
た
。
朝
、
小
暗

い
う
ち
か
ら
あ
っ
ち
こ

っ
ち
か
ら
威
勢
の
い
い
も

ち
つ

き
の
音
が
聞
え
て
暮
の
せ
わ
し
さ
を
感
じ
た
。

注
連
縄
飾
り
・
松
飾
り
　

新
藁
で
お
注
連
を
作
る
。
山
迎
え

と
卜
っ
て
山

か
ら
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松
の
木
を
切

っ
て
き
て
飾
る
。
昔
は
立
木
の
も
の
で
枝
が
三

階
か
ら
五

階
つ
い
た

も
の
、
門
松
は
七
階
毛
あ
る
も
の
を
立
て
た
。
近
年
は
山
林
保
護
の
立
場
か
ら
枝

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
松
の
足
を
洗
う
と
い
っ
て
、
松

飾
り
は
基
の
方
四

、
五

寸
皮
を
む
く
。

年
神
様
　

台
所

か
座
敷
の
鴨
居
の
側
に
天

井
か
ら
新
し
い
縄
で
板
を
吊
し
、
注

連
飾
り
、
松
を
立
て
て
飾
り
つ
け
を
す
る
。
鏡
餅
を
供
え
、
灯
明
の
用

意
に
灯

明

皿
・
石
油
豆
ラ
ソ
プ

ー
ロ
ー
ソ

ク
立
な
ど
思
い
思
い
の
も
の
を
揃
え
る
。
棚
は
お

膳
一
対
分
あ

げ
て
年
取
り
や
正
月
の
供
え
も
の
の
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

新
御
霊
　

大
み
そ
か
に
年
内
に
新
仏
の
あ
っ
た
家
へ
「

新
御
霊
」

と
い
っ
て
米

二
升
持

っ
て
見
舞

に
行
く
。
ま
た
、
粉
や
そ
う

め
ん
な
ど
持
っ
て
線
香
立
て
に
行

く
家
も
あ

っ
た
。
近
親
が
淋
し
い
年
越
し

を
慰
さ

め
に
行
く
行
事
で
あ

る
。

暮
勘

定
　
盆
以
後

の
貸
借
勘
定
の
け
り
を
つ
け

る
。
盆

に
払

し
残
し
た
も
の
も

く
れ（
呉
れ
）

決
済

す
る
の
が
暮

勘
定
で
あ

る
。
「
盆

に
く
れ
な
け
り

や
暮
で
も
よ
い
」
な
ど
と

い
う
こ
と

ば
が
あ

っ
た
。
特
別
勘
定

に
水
車
小
屋
の
勘
定
が
あ

っ
た

。
一
年
中
ま

と
め
た
勘
定

に
な
っ
て

い
て
米

・
粟

の
摺
賃
、
粉
類

の
挽
き
賃

は
紙

に
記
し

た
も

の
を
配

り
、
賃

銭
を
集

め
に
歩

い
た
。
そ

れ
を
書
き
寄
せ
な
ど
と
い

っ
た
。
集
ま

り
が
悪

い
と
大

晦
日

の
除
夜

の
鐘
の
後

言
で
も
続
い

た
。
な

か
な

か
工
面
が
つ

か

ず
断

る
に
四

苦
八
苦
し
、

ど
う
し
て
も
払
え

な
し
と
き

は
哀
願
し
て
猶
予
し
て
も

ら
っ
て
年

を
越
す
と
い
う
せ

つ
な
い
年
も
あ

っ
た
。
そ

れ
で
も
元
旦

に

な

る

と

「

去
年
の
鬼
が
年

始
の
礼

に
来

る
」

と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。

歳
の
市
（
暮
市
）
　
二

八
日

が
暮
市
で
村

の
北
部

は
木
下

へ
南
部

は

坂

下
（
伊
那

市
）
・

高
遠
へ
買
物
に
出
か
け
た
。
年
取
用

の
魚
正
月
行

事
に
使
う
神
前
用

具
・

塑

戸
物
・
家
具
類
・
衣

類
・
履

物
な
ど
買
っ
て
来

た
。
で

っ
か
し
ぶ
り
の
菰
包
み

を
得
意
顔
で
背
負
っ
て
帰
る
人

、
酒
樽

を
背
負
っ
た
人

な
ど
で
町

は
賑

お
っ
た
。

御
歳
暮
　

新
婚
の
家
で
は

が
れ
親
・
世
話
親
・
嫁
の
生
家
へ
歳
暮
を
持
っ
て
あ

い
さ
つ

に
卜
く
。
串
柿
一
重
ね
か
半
重
ね
（
竹
の
串
へ
四
、
五
個
さ
し
た
も
の
Ｉ
〇
串

を
一
把
、
四
把
を
Ｉ
重
ね
と
い
っ
た
。）

あ
る
い
は
蜜
柑
一
箱
な
ど
持

っ
て
い
く
と
、

酒
食

を
供
さ
れ
、
返
礼
と
し
て
足
袋
一
足
と
か
、
手
拭
半
反

ぐ
ら
い
を
い
た
だ

卜

た
。賦

銭
割
り
　

各
部
落
で
は
一
年
中

に
か
か

っ
た
経
費
を
精
算
し
て
各
戸

に
負
担

さ
せ
た
。
部
落

に
財
産
あ

る
と
こ
ろ
は
別
と
し
て
な

か
な

か
こ
の
負
担
も
容
易
で

な
か
っ
た
。
他
部
落

か
ら

の
入
作

の
あ

る
場
合
の
集
金
な
ど
は
大
変
で
あ

っ
た
。

年
取
り
　

年

神
様

・
神
棚

・
仏

壇
・
土
蔵

・
水
神

・
便
所
等
へ
白
紙
二
枚
重
か

の
上

に
お
供
え
（
鏡
餅
）
を
の
せ
て
あ
げ

る
。
年
神
様

・
神
棚

・
仏
壇
へ
は
お
神
酒

も
あ
げ
る
。
灯
明

を
あ
げ
、
ひ
き
鉢
（
木
製
の
大
皿
）
へ
御
飯
と
汁

の
実
を
盛
り
、

ぶ
り
か
鮭

の
酒
粕

煮
を
皿

に
盛
り
、
別

に
田
作
り

・
数

の
子

・
昆
布
・
黒
豆
・
た

こ
・
な
ま
す
な
ど
を
お
膳

に
の
せ
て
あ
げ

る
。
お
頭
付

の
鰯
も
年
神
様
、
神
棚
へ

あ
げ
る
。
供
え

か
お
る
と
ま
ず
主
人
が

お
灯
明

に
火
を
と
も
し
て
柏
手
を
う

っ
て

礼

拝
す
る
。
続
い
て
家

族
一
同
礼
拝
し
て
年
取

の
膳

に
つ
く

。
年
長
順

に
座
を
占

め
る
。
主
人
の
あ
し
さ
つ
で

お
め
で

と
う
を
い
い
乾
杯
す

る
。

仏
壇
へ
は
「
お
も
り
も
の
」

を
供
え

る
。
こ

れ
は
御

飯
を
大
皿

へ
白
紙

を
敷

卜

た
上

に
山
盛
り
に
し
て
、
木

の
割
箸
三
膳

半
立
て
て
供
え
、
野
菜

・
く

だ
も

の
な

ど
も
た
く
さ
ん
供
え
る
。
ま
た
、
木

製
の
大
皿
に
御

飯
を
山
盛
り
に
し
木

の
箸
一

二
ぜ
ん
（
閏
年
は
一
三
ぜ
ん
）
立
て
て
供
え
る
。
こ
れ
を
「

お
み
た
ま
め
し
さ
ま
」

と
い

っ
て
正

月
一
五
日
ま
で
供
え
て
お
く
。
元

日
、
二
日
、
三

日
は
御
飯
を
別

に

供
え
な
い
。

な
お
、
悔
や
鮭
を
年
取

魚
に
す
る
わ
け
は
次
の
よ
う
な
い
わ
れ
に
よ
る
。
悔
は

成
長
す

る
に
つ
れ
て
、
呼
び
名
が
変
わ
る
出
世
魚
だ
か
ら
そ
れ
に
あ
や
が
る
た
め

だ
と
。
い
な
だ
・
わ
ら
さ
・
は
ま
ち
・
ぶ
り
と
呼
ば
れ
る
。
（
東
京
辺

で

は

わ

か

し
・
い
な
だ
・
わ
ら
さ
・
ぶ
り
、
大
阪
辺
で
は
っ
ば
す
・
は
ま
ち
・
め
じ
ろ
・
ぶ

り

と

呼

叩j
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ぶ
）鮭

は
生
ま
れ
故
郷
を
忘
れ
ず
に
帰
っ
て
く
る
習
性
か
お
り
、
さ
け
の
語
が
栄
え

る
に
通
じ
「
花
よ
さ
け
さ
け
」
の

め
で
た
さ
を
願
っ
て
の
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
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第11章　民 俗 芸 能

第
一
一
章

民

俗

芸

能

本
村

に
は
民
俗
芸
能
と
し
て
、
と
り
あ
げ

る
ほ
ど
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
。

い

ま
残

っ
て
い

る
も
の
で
は
、
大
泉
の
「

鹿
踊
り
」
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ

れ
も
行
列
で
踊
り

の
要
素

は
な
く
な

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
村
の
人

々
が

芸
能

に
無
関
心
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
独
特
の
も
の
が
残
ら
な
か
っ
た

と
い

う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
こ
の
四
通
八
達
の
村
の
地
域
性

に
よ

る
と
思
わ
れ

る
。
今
後
も
独
特

の
も

の
が

う
ま
れ
る
か
ど
う

か
は
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
が
、

数
少

な
い
古
く

か
ら
あ

っ
た
も

の
を
保
存
し
、
ま

た
そ
の
発
掘

に
は
一

層
の
努
力

を
し
た
い
も

の
で
あ

る
。

一
　

鹿
　

祭
　

り

木
下
の
夏
祭
り
に
は
、
大
泉
か
ら
一
年
お
き
に
、
鹿
が
で
て
、
そ
れ
を
「
鹿
祭

り
」
と
い
い
、
鹿
頭
祭
と
も
鹿
頭
行
列
と
も
呼
ん
で
い
る
。
古
い
記
録
に
は
「
鹿

踊
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
踊
り
の
要
素
が
か
な
り
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
祭
り
の
起
源
は
今
か
ら
四
三
〇
余
年
以
前
永
禄
元
年
二

五
五
八
）
で
、
ひ

で
り
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
の
地
帯
の
人
々
が
、
雨
乞
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
効
験
が

い
ち
ぢ
る
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
お
礼
と
し
て
は
し
め
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
祭
り
は
箕
輪
郷
の
領
主
箕
輪
左
衛
門
亮
頼
政
が
先
に
た
っ
て
、
箕
輪
郷
全

体
で
は
じ
め
た
。
そ
し
て
そ
の
箕
輪
郷
の
う
ち
で
「
お
目
出
度
い
名
」
の
村
か
ら

鹿
を
だ
し
た
。

天
竜
川
の
東
側
か
ら
は
福
与
・
福
島
加
え
ら
ば
れ
、
西
側
か
ら
は
大
泉
・
大
萱
・

富
田

な
ど
が

え
ら
ば
れ
た
。
大

・
福
・
富
と

い
う
名
が
つ
く
村

々
の
う

ち
、
天
竜

川

を

ぱ
さ
ん
で
西

と
東
が
隔
年

に
鹿

を
だ
す
の
で
あ

る
。

け
じ

め
は
、
鹿
頭

七
五

を
実

際
に
供
え

た
よ
う
で
あ

る
が
、
い
つ
し

か
鹿
頭
の

冠
物

と
な
り
、
そ

の
数

も
四

図11－1　 ししまつり

碓児がししを かぶって三 回回 る。左はたいこたたきのい でたちであ る。（ 原正枝提 供）

五
か
ら
二
五
と
な
り
い
ま
は

二
〇
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
と
き
隣
村
か
ら
は
多
く

の
勢
子
を
だ
し
た
。

冠
物
は
鹿
の
角
と
し
て
三

枝
に
な
っ
た
木
の
枝
に
紅
白

の
紙
を
ま
き
つ
け
、
耳
は
黒

朱
子
で
ぴ
ん
と
ぱ
り
、
目
、

鼻
、
口
、
た
て
が
み
等
は
獅

子
に
似
せ
、
口
は
白
扇
二
枚

で
中
か
ら
赤
い
布
の
舌
を
た

れ
、
た
て
が
み
ぱ
五
色
の
布

を
長
く
た
ら
し
て
い
る
。

警
固
と
い
う
役
も
あ
る
。

稚
児
の
で
た
家
の
父
兄
が
付

添
っ
て
護
衛
す
る
も
の
を
警

固
と
い
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に

7 門
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全
体
の
警
固
は
大
泉
や
大
泉
新
田
及
び
富
田
等
の
村
役
人
が
当
た
っ
た
。
そ
の
警

固
の
卜
で
た
ち
は
、
林
・
帯
刀
・
一
文
字
笠
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
刀
狩
り
後

の
農
村
で
は
帯
刀
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
祭
り
に
は
特
に
許
さ

れ
て

い

た
。
明
治
九
年
の
佩
刀
禁
止
令
下
で
も
、
明
治
一
〇
年
に
は
こ
の
祭
り
に
限
り
帯

刀
許
可
を
と
っ
て
い
る
。
古
記
録
に
は
大
萱
村
か
ら
も
警
固
が
で
た
と
あ
る
が
、

近
ご
ろ
は
で
な
く
な
っ
た
。
大
泉
新
田
は
大
泉
か
ら
分
村
し
た
の
で
ず
っ
と
今
日

ま
で
祭
に
参
加
、
鹿
毛
出
し
て
い
る
。

太
鼓
を
背
負
う
人
と
そ
れ
を
た
た
く
人
が
あ
る
。
鹿
踊
り
と
い
っ
た
昔
の
踊
り

の
要
素
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
い
で
た
ち
ぱ
、
花
笠
を
か
ぶ
り
、
大
柄

の
地
の
浴
衣
を
着
、
三
尺
帯
を
し
め
、
白
足
袋
で
草
履
を
は
い
て
い
る
。
そ
し
て

十
字
棒
を
し
、
し
っ
ぱ
さ
み
を
し
て
動
き
や
す
く
し
て
い
る
。
ま
ず
太
鼓
し
ょ
い

が
背
中
に
太
鼓
を
せ
お
っ
て
た
つ
と
、
太
鼓
た
だ
今
は
「
ボ
ー
イ
」
と
い
っ
て
右

左
に
動
き
回
わ
っ
て
「
チ
ョ
ソ
チ
ョ
ソ
チ
ョ
ソ
」
と
太
鼓
の
ふ
ち
を
た
た
く
、
そ

れ
に
う
か
が
さ
れ
る
よ
う
に
二
、
三
歩
前
進
す
る
。
そ
の
軽
率
か
な
身
ぶ
り
手
ぶ

り
の
中
に
、
鹿
の
姿
を
連
想
さ
せ
、
踊
り
の
要
素
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

祭
り
の
当
日
は
、
ま
ず
大
泉
神
社
の
社
頭
に
整
列
し
た
鹿
（
稚
児
で
鹿
の
冠
り
物

を
つ
け
て
い
る
）
た
ち
は
、
こ
の
太
鼓
し
ょ
い
と
太
鼓
た
だ
今
の
所

作
に
あ
わ
せ
て

前
進
し
ま
た
停
止
す
る
。
多
勢
の
見

物
人
の
見

守
る
中
で
、

こ
の
鹿
の
行
列

は
社

頭
で
左
回
わ
り
に
三

巡
し
て
神
社
前
の
神
事
は
終
わ
る
。
そ

れ
か
ら
大

泉
の
村
中

を
通
っ
て
大
泉
公

園
へ
移
動

す
る
。
こ
こ
で
も
多

く
の
見
物
人

の
中

で
同
じ

よ
う

に
逆
回
り
に
三
巡

す
る
。

そ
れ
か
ら
木
下

の
南
宮
神
社
に
向
か
っ
て
行

進
す
る
。
稚
児

の
行
列
で
あ

る
か

ら
、

炎
天
下

も
大
変

だ
っ
た
し
、

雨
降

り
な
ら
な
お
大
変
で
あ

っ
た
。
こ

の
神
事

は
も
と
も
と
雨
乞
し
か
ら
は
じ

ま
っ
た
の
で
、
民
間
で

は
た
と
え
三
粒
で
も
き

っ

と
雨
が
降

る
と
言
わ
れ
て

い
た
。
よ
く

夕
立
雨
が
急

に
来

た
り
し

た
。
数
年
前

に

は
木
下

か
ら
。（

ス
を
仕
立
て
て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

い
ま
は

自
家
用
車
が
普
及
し
た
の
で
送
迎
は
ご
く
か
ん
か
ん
に
な
っ
た
。

さ
て
、
歩
い
て
行
進
し
た
こ
ろ
の
大
泉
か
ら
木
下

ま
で
の
行
進
は
遠

く
長

か
っ

か
。
親

の
背

に
お
ぶ
わ
れ
た
稚
児
が
多
か
っ
た
。

歩

い
て
木
下
西
部

の
殿
林
（
古

記
録
に
は
天
神
山
上
）
ま
で
来
て
一
服
し
て
い
る
と
、
木
下

側
の
神
社
総
代

等
の
出

迎
え

を
う
け

る
。
そ
こ
か
ら
、
再
び
行
列
を
と
と
の
え
て
街
道
を
練
り
歩

い
て
南

宮
神
社

に
到
着
す

る
。

そ
こ
で
大
泉
村

の
村
役
人
と
木
下

の
南
宮
神
社
総
代
と
改
め
て
対
面

し
挨
拶

を

か
わ
し
て
、

お
鹿
奉
納

會
言
上
し
、
神
前
で
お
祓
い
を
う
け
る
。
さ
て
、
い
よ
い
よ

本
番

の
神
事
で
あ

る
が
、
や
は
り
神
前
で
役
人
を
先
頭
に
太
鼓
を
う
っ
て
左
回
り

に
三
巡
し
て
奉
納
神
事

は
終

わ
る
。
（
こ
の
神
事
は
昭
和
五
二
年
に
箕
輪
町
の
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
）

こ

の
祭
り

に
参
加
す

る
稚
児

の
鹿
頭
は
、
こ
の
ご
ろ
は
二
〇

頭
前
後
で
あ
る
。

戦
前

ま
で

は
各
屋
敷
（
同
族
）
か
ら
一
頭
ず
つ
格
式
を
も

っ
た
順
番

な

ど

が

あ

っ

て
、

め
っ
た
に
稚
児

に
で
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
戦
後
か
ら
組
単
位

に
な
っ

て
、
ど
こ

の
一
族

か
ら
で
も
誰
で
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
鹿
頭
祭

の

稚
児

に
な

っ
た
子
供

ぱ
、
健
や
か
に
た
く
ま
し
く
育
つ
と
い
わ
れ
、

進
ん
で
参
加

し
て
い
る
。
（
詳
細
は
歴
史
篇
参
照
）

一

一

地
　

芝
　

居

昔
は
農
村
に
は
娯
楽
が
乏
し
か
っ
た
。
こ
う
し
た
地
方

の
農
村
で

は
歌
舞
伎
と

か
人
形

芝
居
は
、
今
か
ら
想
像
す
る
以
上

に
魅
力

が
あ
っ
た
。
地
方
民
間

に
伝
承

さ
れ
定
着
し
た
歌
舞
伎
芝
居

を
、

地
芝
居

・
地

狂
言

・
村
芝
居

な
ど
と
い

っ
た
。

明
治
初
年
ご
ろ
ま
で
は
各
地
と
も
、

盛
ん
に
行

っ
た
も
の
で
あ

る
と
い

わ
れ
て
い

る
。

汀4
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地
芝
居

を
行

う
時
期

は
農
閑
期
の
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
村
の
春
夏
秋
冬
の
祭
礼

や
盆

な
ど
が
多

か
っ
た
。
祭
日
が
村
の
慰
労
日
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
神
楽
な
ど
と

同
様

に
村
芝
居
も
、
神
仏
の
霊
を
な
ぐ
さ

め
た
り
鎮

め
た
り
す
る
の
に
役
立
つ
も

の
と
信
じ

ら
れ
て
い

た
か
ら
で
あ

る
。

古
老

の
話

に
よ
る
と
、
塩

ノ
井
で
も
、
久
保
で
も
、
北
殿
で
も
盛
ん
だ
っ
た
よ

う
で
あ

る
。
し

か
し
一
番
盛

ん
だ
っ
た
の
は
大
泉
で
あ
っ
た
。

大
泉

の
村
芝
居

は
明
治

か
ら
大
正
、
昭
和
初
年
ま
で
盛

ん
に
行
わ
れ
た
。
当

時

若

い
衆
か
ら
中
老

の
人
達

ま
で
大
変
芝
居
好
き
な
名
手
が
そ
ろ

っ
て
い
た
。
義
太

夫
が

た
り

に
ぱ
原
常
弥
（
西
中
村
）
、
振
付

げ
に
は
白
鳥
彦
次
郎
（
油
言

、
女
形

に

は
清
水
辰
三
郎
、
踊
り
手

に
は
春
日
伊
三
郎
（
春
日
）
と
い
う
よ
う
に
、
何
れ
も
近

郷
近
在

に
並
ぶ
も

の
も
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
こ
れ
に
続
く
人

々
が
た
く
さ
ん
そ

ろ
っ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
大
た

ち
は
自
分
か
ら
芝
居
を
す
る
の

が
好
き
で
、
働
き

な
が

ら
そ

の
し
ぐ
さ
を
し

た
り
、
せ
り
ふ
を
い
い
な
が
ら
働
い

て

卜
る
の
を
よ
く
み

か
け

た
。

明
治

の
初
め
ご
ろ
、
芝
居
を
す

る
に
も
鑑
札
が
要

る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
長
野

県

で
は
む

ず
か
し
か
っ
た
の
で
、
安
房
峠
を
越
え
て
飛
騨
の
高
山
ま
で
い
っ
て
、

鑑
札

を
と

っ
て
き

た
こ
と
も
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
村
で
は
記
録
が
乏

し
い
が
、

明
治
二
四
年

の
「
営
業
台
帳
」
（
役
場
文
書
）

に
は
次
の
よ
う

に
二

人
の

登
録
が

さ
れ
て
い

る
。

コ

、
俳
優
　
　
　
ニ

ー
○
番
地
　
白
鳥
彦
治
郎

一
、
遊
芸
稼
人
　
三
二
七
番
地
　
山
崎
豊
三
郎
　
　
　
　
」

芝
居
好

き
の
者

が
集

ま
っ
て
練
習

を
重
ね

た
う
え
で
、
村
の
人

々
に
見
せ
る
芝

居

で
あ
る
か
ら
、

あ
れ
は
誰
こ

れ
は
誰
と
み

ん
な
が

よ
く
知

っ
て
い

る
も
の
が
立

ち
回
わ
る
の
で
、
実

に
楽

し
い
も

の
で
あ

っ
た
。
見
物
人
の
中

に
は
、
名
場
面
ご

と
に
だ
く
さ
ん
の
お
祝
儀

を
だ
け
、

し
ま
い
に
は
羽
織

ま
で
投
げ
て
し
ま
う
者
も

あ

っ
た
。

木
戸
で

う
け
つ
け

た
御
祝
儀
は
、
実
際
の
金
額
の
百

倍
、
千

倍
と
い
う
額

を
、

花
道

に
は
り

だ
さ
れ
、
一
層
そ
の
熱
気
を
あ
お
っ
た
。

村
内
あ

ち
こ

ち
で
出
演
し

た
だ
け
で
な
く
、
他
村
に
も
で
か
げ
た
。
上
古
田
村

の
秋
祭

り
に
で

か
け
て
い

っ
た
時
な
ど
は
、
二

日
七
三

日
石

泊
り
か

け
て
芝
居

を

踊

っ
て
い

た
。
こ

ん
な
よ
う

に
、
あ
ま
り
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
家
業

も
つ
い

お
ろ
そ

か
に
な
り
、
身
上
を
な
く
し
て
し
ま
う
人

札
出
て
き
た
。

大
泉
の
村
を
通

る
と
、
畑
の
中
牛
田

の
中

か
ら
働
き
な
、が
ら
、
芝
居

の
セ
リ
フ

を
と

な
え

る
声
が
よ
く
し
た
。
と

に
か
く
村
の
人

た
ち
は
芝
居

が
好

き

で

あ

っ

た
。

三
　

芝

居

興

業

村
の
衆
の
村
芝
居
ぽ

か
り
で
な
く
、
地
方
廻
り
の
役
者
を
頼
ん
で
、

し
ば
し
ば

芝
居
興
業
も
し
た
。
芝
居
好
き
の
者
が
集
ま
っ
て
小
屋

の
材
料
を
も
ち
よ
っ
て
小

屋
掛
け

を
し
、
舞
台
を
造

っ
た
。
立
臼

の
よ
う
な
も
の
は
村
中

か
ら
借
り
る
こ
と

も
あ

っ
た
。

こ

の
興
行
も

な
か
な

か
厳
し
く
て
、
届

出
が
必
要

で
あ
っ
た
。

「
　
　
芝
居
興
行
願
（
中
宿
文
書
）

俳
　
優
　
岐
阜
県
美
濃
国
恵
那
郡
馬
場
山
田
村
　
後
藤
　
米
作

々　　 〃　 々　　 μ

長
野
県
筑
摩
郡
東
川
手
村

同
　

下
伊
那
郡
里
美
村

同
　
　
　

々

々
　
　
　

々

上
飯
田
町

上
郷
村

義

太
夫
　

長
野
県
下
伊
那
郡
松
尾
村

音
　
曲
　
　

々

々々

飯
田
町

上
飯
田
町

内
川
　

百
平

加
納
　

清
吉

庄
田
　

多
千

田
中
勘
三
郎

（
田
中
浅
次
郎

松
村
　

富
弥

前
沢
　

源
吉

新
井
　

久
吉

775
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右
之
芸
人

犀
い
入
れ
本
月
廿
一
日
雨
天

日
送
り
日
数
一
日
原
信
一
持
地

二
於
テ
午

前
八
時

ヨ
リ
午
後
六
時

マ
デ
芝
居
興
行
仕
り
度

ク
最
御
規
則
ノ
通
り
税
金
上
納
仕

り
候
間
此
ノ
段

御
聞
済

シ
下

サ
レ

タ
ク
願
上
ゲ
奉

り
候
以

上

杢

戸
銭
　

大
人
　

一
銭
六
厘

小
人
　
　
　

八
厘

桟
敷
　

拾
五
銭

明
治
十
三
年
四
月
十
九
日

上
伊
那
郡

々
長
　

伊
谷
脩
殿

上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
　

願
人
　

原
　

信
　

一
倍

右
村
　
　
　
　
　
　
　

戸

長
　
清

水
平
一

郎
回

こ
の
願
書
は
大
泉
村
の
貨
守
稲
荷
社
の
祭
典
日
四
月
二
一
日
に
興
行
を
し
よ
う

と

し

た
も

の
で

次

の
よ

う

に
許

可

さ

れ

て

い

る
。

願
之
趣
聴
キ
届

ケ
候
事

但

シ
警
察
分
署
へ
届

ケ
出
ス
可

ク
候
税
金
ノ
義
「

成
規

ノ
通

り
相
納

メ
候
事

明
治
十
三
年
四
月
十
九
日
　

上
伊

那
郡
々
長
　
　

伊
谷
　

脩
　
　
　
　
　
　
　
　

」

こ

の

時

の
入

り

は
、

大

人

八

〇

人

、

小

人

七

〇

人

で

あ

っ
た

と

願

人

か
ら

報

告

さ

れ

て

い

る

。

総

計

二

円

七

五

銭
（
当
時
米
一
俵
四
円
八
銭
）
の
あ

が

り

で

あ

っ
た

。

こ

れ

は
税

金

の
こ

と

も

あ

る

の
で

過

少

の
届

け

で

あ

る

か
も

し

れ

な

い

。

こ

の
年

南

殿

で

も

三

夜

続

げ
て

の
芝

居

興

行

願

い

が

で

て

い

る
が

、

木

戸

銭

は

一

〇

倍

も

高

い
大

人

一

〇

銭

、

小

人

八

銭

と

な

っ
て

い

る
。

だ

が

こ

の

こ

ろ

普

通

大

人

二

銭

、

小

人

一

銭

が

相

場

だ

っ
た

。

演

ぜ

ら

れ

る
の

は
、

仮

名

手

本

忠

臣

蔵

、

一

ノ

谷

二

葉

軍

記

、

壷

坂

霊

験

記

、

菅

原

伝

授

手

習

鑑

な

ど

で

あ

っ
た

。

こ

の

物

語

の

筋

は

勿

論

各

場

面

で

の

せ

り

ふ

も

、

多

く

の
見

物

人

は
何

回

も

何

回

も

見

て

承

知

し

て

い

た

。

義

太

夫

に

あ

わ

せ

て

う

な

る
者

、

頭

を

ふ

り

体

を

動

か
し

て

い

る
も

の
、

全

く

役

者

と

一

体

に

な

っ

た
陶

酔

の
観

劇

で

あ

っ
た

。

自

演

の
村

芝

居

に
し

て

も

、

よ
そ

か
ら

頼

み

こ

ん
で

く

る
興

行

芝

居

に

し

て

も
、
同
じ
題
目
を
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
演
ず
る
の
で
、
出
演
者
は
も
と
よ
り

見
物
人
も
そ
の
筋
や
場
面
を
そ
ら
ん
じ
て
い
た
。
こ
の
く
り
か
え
し
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
義
理
人
情
な
ど
人
々
の
心
情
を
豊
か
に
し
て
い
っ
た
。

何
よ
り
の
楽
し
み
だ
っ
た
当
時
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
見
物
の
家
々
で
は
御
馳

走
を
お
ご
っ
て
つ
く
っ
た
。
独
弁
と
い
う
塗
物
の
弁
当
箱
を
幾
重
心
さ
ぱ
た
り
、

大
き
な
重
箱
に
御
馳
走
を
つ
め
た
り
し
て
見
物
に
で
か
け
た
。
予
め
用
意
し
て
あ

る
座
席
の
上
で
、
御
馳
走
を
ひ
ろ
げ
、
ひ
ょ
う
た
ん
に
つ
め
た
酒
な
ど
を
く
み
か

わ
し
て
見
物
し
た
。
隣
近
所
の
人
々
の
誰
彼
と
も
か
く
ふ
る
ま
っ
た
り
ふ
る
ま
わ

れ
た
り
し
て
、
酒
食
を
た
の
し
み
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
う
さ
も
そ
の
日
ば
か
り
は

忘
れ
て
見
物
し
た
。
こ
う
し
た
時
ぱ
、
ほ
と
ん
ど
村
中
総
出
の
見
物
で
あ
っ
た
。

四
　

盆
　

踊
　

り

盆
踊
り
は
、
こ
の
期
に
来
訪
す
る
祖
霊
・
無
縁
霊
を
供
養
す
る
と
と
も
に
こ
れ

を
鎮
め
送
る
た
め
に
行
わ
れ
る
踊
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
小
唄
踊
り
で
時
代
時
代

に
流
行
の
小
唄
な
ど
を
い
く
つ
か
歌
い
、
そ
れ
を
伴
奏
と
し
て
、
踊
り
ま
た
踊
る

の
で
あ
る
。

み
や
び
や
か
な
浴
衣
な
ど
を
着
け
た
男
女
の
踊
り
手
が
、
大
勢
行
列
を
つ
く
っ

て
村
の
広
場
に
輪
を
つ
く
り
、
笛
や
太
鼓
の
は
や
し
に
の
っ
た
小
唄
に
つ
れ
て
、

優
雅
な
ゆ
っ
た
り
し
た
踊
り
を
踊
る
の
で
あ
る
。

盆
に
ゃ
お
い
で
よ
と
い
う
歌
詞
に
あ
る
よ
う
に
、
祭
り
に
は
来
な
ん
で
も
盆
に

ゃ
お
い
で
と
呼
び
か
け
た
り
、
踊
り
に
参
加
し
た
他
村
の
若
い
衆
を
よ
く
来
て
く

れ
た
と
ね
ぎ
ら
う
歌
詞
も
あ
っ
た
。

ひ
盆

に
ゃ
お
い
で

よ
八
月
盆

に
や
死

ん
だ
仏
も
盆

に
や
来

る

゜
盆

に
ゃ
お
い
で

よ
祭

に
や
来
で
も
死

ん
だ
仏
も
盆

に
や
来

る

7７6
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Ｉ
ギ
ス
じ

ゃ
あ
る
ま
い
瓜

ば
か
く

れ
て
こ

れ
じ

ゃ
糸
目
も
出
や
し
な
い

・
他
村
若

い
衆
よ
く
来
て

く
れ
た
さ
ぞ
や

ぬ
れ
つ

ら
豆

の
葉
で

こ

の
盆
踊
り

は
昔

か
ら
、
当
地
で
七
各
村

々
で
踊
ら
れ
た
。
前
記

の
よ
う
な
歌

を
中
心

に
即
興
の
歌
が
あ

っ
た
り
、
伊
那
節
を
変
え
て
う

だ
っ
た
り
す

る
。
七
七

七
五
調
の
歌
な
ら
何
で
も
歌
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
盆
踊
り
の
歌
曲
は
、
「

エ

糸
く
り
歌

Ｉ

ヨ
ー
節
」
で
あ
っ
た
。
ど
こ
か
に
哀
調

を
た
た
え

な
が
ら
、

村
中

の
男
女
間
、

図11－ 2　 エーヨー節（盆 踊唄）

上伊那　地方

坪田　潤平　採譜

Jバ２ニ
ニ ニ 重 已

立
こ

ぼ　 ん ー にや
----ノヘ　ア　 ー　　　-　-　-

で　 も　ア
-Ｗ

ｋにゃ　ーま っ　 りよお い　 で

エ　し んー　 だ　 ー ほ　と　　け　　も　 ー　 エ　　ヨヨ　 イ ソ　レ

〔 合 〕

ア　　ヨ　　イ ソ　レ

(上伊那誌)

-

るにゃ　 ー く－ ぼ ん
-

図1 1一 ３　 盆 踊 り 唄 
採譜　矢 野路雄

ぽ ん にゃ お　い　 で　　ー　－－よ　　　’し　ちーが　　一 つあ

ぼ　 ん ー だ（ハドッコイショ）し ん だ ほ　　と ー け　 一 一一

ま

た

は
他

村

の
若

卜
衆

と

の
間

に
歌

で

の

応

答
も

あ

っ
て

歌

合

わ
せ

の

趣

も

あ

っ

た

。

于
・‐
。
ヨ

ー
節

ぱ

ほ
ぼ

上

の
譜

の
よ

う

る

に

歌

わ

れ

た

。

こ

の
盆

踊

り
も

、

戦

中

戦

後

に

一

時

と

一

だ

え

た
が

、

近

ご

ろ

ま

た

復

活

し

て

来

て

Ｊ

い

る
。

最

近

は

レ

コ

ー
ド

を

か

け

て

、

さ

い

ま

ざ

ま

な

演

歌

や

踊

り

を

し

、

ま

た

テ

ソ

ぼエ　 ー　 ヨ

ポ
も
早
く
な

っ
て
き
た
。

五
　

お

ん

た

げ

や

ま

お
客
と
か
お
花
見

と
か
お
目
出

た
い
席

も
で

、
ま
ず
歌
わ
れ
る
の
は
「

お
ん
た
け
や

ま
」
で
あ

っ
た
。
こ

の
歌
は
後

に
「
伊
那

節
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
古
老
た
ち
は
伊
那
節
よ
り
も
お
ん
た
げ
や
ま
を
う

た
っ
た
。
伊
那
節
よ
り
も
ど
こ
か
素
朴
で
農
民
の
心
情
に
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
一
つ
お
ん
た
け
や
ま
を
だ
そ
う
と
、

へ
こ
の
家
座
敷
は
目
出
度
の
座
敷
鶴
と
亀
と
が
舞
い
遊
ぶ

へ
目
出
度
目
出
度
が
三
つ
四
つ
五
つ
七
つ
重
な
り
や
お
め
で
た
い

が
、
ま
ず
歌
わ
れ
た
。
文
政
三
年
二

八
二
〇
）
こ
ろ
は
既
に
相
当
流
行
し
て
い
た

と
い
う
「
お
ん
た
け
」
を
、
こ
の
地
方
で
は
「
お
ん
た
け
や
ま
」
と

い
っ
て
い

た
。
明
治
時
代
ご
ろ
ま
で
は
、
ど
こ
で
も
盛
ん
に
唄
わ
れ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
伊
那

節
に
か
わ
っ
て
、
今
で
は
大
泉
に
だ
け
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。

お
ん
た
げ
や
ま
ぱ
い
つ
ご
ろ
か
ら
誰
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

作
者
も
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
年
代
も
は
っ
き
り
し
な
し
の
が
民
謡
の
特
徴
で
あ

77７
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る
（
柳
田
国
男
）
と

い
わ
れ

る
よ
う

に
、

お
ん
た
け
や
ま
の
作
者
も
年
代
も
は

っ
き

り
し
て

い
な

卜
。

へ

お
ん
た
け
山
の
峰
の
氷
は
峰
の
氷
は
い
つ
と
け
る

へ

わ
し
が
心
と
お
ん
た
け
山
の
胸
（
峰
）
の
氷
は
い
っ
と
け
る

こ

の
二
首

が
お
ん
た
け
や
ま

の
元
唄
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、

お
そ

ら
く
御
岳
山

の
見
え

る
地
方

に
住
ん
だ
人

か
、
木
曽
谷
を
往
来
し
た
人

々
か

で
あ

ろ
う

。
山
ま

た
山

の
上

に
一
曽
お
高
く
そ

び
え

る
御
岳
山

の
霊
峰

に
、
わ
び

し
く
人

恋
し

い
山
人

の
胸

の
思

い
を
か
け
て
、
自
然
発
生
的

に
う
た

っ
た
も

の
と

思

わ
れ
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
相
当

に
古

い
時
代
で
あ

る
う
と
思

わ
れ
る
。

こ

の
古

し
お
ん
た
け
や

ま
ぱ
鍋
掛
峠

を
ゆ
き

か
っ
た
伊
那
人

に
も
伝
え
ら
れ

た

が
、
元
禄
九
年
（

二
（

九
六
）
に
権
兵
衛
峠
が
開

か
れ
て
、
人
馬

の
ゆ
き
き
が

に
ぎ

わ
っ
て

か
ら
、

急
に
広

い
範
囲

に
拡

ま
っ
て

い
っ
た
。
百

姓
が
忙
し

い
時

に
助
郷

に
が
り
だ
さ
れ
、

ま
た
伊
那
米
が
木
曽

へ
馬
で
運
ば
れ

る
よ

う
に
な

っ
て
、

さ
ま

ざ
ま
の
思

卜
を
卜
だ
い
て
助
郷
有
馬
子
心
、
こ

の
、

お
ん
た
け
や

ま
を
う
た
い
な

が
ら
ゆ
き
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

八
木
曽
へ
木
曽
へ
と
つ
げ
だ
す
米
は
伊
那
や
高
遠
の
涙
米

八
涙
米
と
は
そ
り
ゃ
情
な
い
伊
那
や
高
遠
の
あ
ま
り
米

こ
の
よ
う
に
伊
那

側
で

ぱ
う
た
わ
れ
た
が
、
木

曽
で

は
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て

い
て
（
『
西
筑
摩
郡
誌
』
）
、
余
り
米

と
涙
米

が
逆
に
な
っ
て

い
る
の
も
お
も
し

ろ
い
。

へ

木
曽
へ
木
曽
へ
と
つ
け
だ
す
米
は
伊
那
の
郡
の
あ
ま
り
米

へ

あ
ま
り
米
と
は
そ
り
ゃ
な
さ
げ
な
い
高
遠
百
姓
の
涙
米

こ
の
峠
越
え
の
米
の
輸
送
は
、
明

治
維

新
以

後
も
つ
づ
き
、
伊
那
電

の
で

き
た

大
正

時
代
ま
で
二
〇
〇

年
の
余
も
続
い
た
。
こ
の
「
木

曽
づ
け
」

の
馬

追
い
が
多

く
で
た
権
兵
衛
峠
の
麓
の
村

々
１

与
地
・
中
条
・
上
戸

・
羽
広
・
大
泉
・
横
山
・

平
沢
－

を
も
と
と
し
て
、
南
箕
輪
の
村

々
に
も
こ
れ
が
ひ
ろ
が

っ
た
の
で
あ
る
。

権
兵
衛
峠

の
頂
上

に
立

っ
て
い

る
大
き
な
石
碑

に
は
、
「
御
嶽
山
遥
拝
所
」
と

あ
り
、

こ
れ
を
こ
え
て
第
二

の
峠
羽
淵
峠

に
も
や

は
り
、
遥
拝
所
の
碑
が
建

っ
て

い
る
。
木

曽
で

も
御
岳
山

を
望
見
で
き

る
と
こ

ろ
は
鳥
居
峠
と
権
兵
衛
峠
し
か
な

い
と
い
う
。
は
る
か
な
雪

の
頂

を
遥

拝
し
て
、
伊
那
米

を
運

ぶ
一

隊
は
勇
気
づ
け

ら
れ
て

進
み
、
羽

淵
峠
を
下

る
と
、

め
ざ
す
神
谷
で
あ

る
。
神
谷

は
権
兵
衛
峠
改

修
の
原

動
力

と
た
っ
た
古
畑

権
兵
衛

の
生
地
で

も
あ

る
が
、

ま
た
米

の
荷

を
お
ろ

す
目
的
地
で
も
あ
っ
た
。
一
人

が
馬

を
二
～
四
匹

も
ひ
し
て
、
三
～
四
人
が

い
つ

も
組
に
な
っ
て
、
三
斗
三
升
（
ま
た
は
三
斗
五
升
）
の
米

を
一
駄

と
し
て
運

ん
だ
。
こ

う
い
う
馬
追
い
た
ち
が
、
峠
の
上

で
休
息
す
る
と
き
、
ま
た
は
そ
の
道
す
が
ら
自

然
に

口
を
つ
い
て
で
る
道
行
の
歌
が
、
お
ん
た
け
や
ま
で
あ
っ
た
。

「
け
じ

め
は
、
「
ソ
レ
コ
イ
ソ
レ
コ
イ
ア
バ

ヨ
ア
バ

ヨ
」

な
ど
と
は
や
し
て

し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
調
子

が
と
と
の
え
ら
れ
て
、
「

ソ
レ
コ
イ
、
ア
バ

ヨ
」

と
た
っ

た
。
峠
の
頂
で
御
岳
の
霊
山
を
望
見
し
た
後
に
、
さ
あ
こ
こ
で
山
と
も
お
別
れ
だ

見
納

め
だ
と
い
う
と
き
、
「
ま
た
お
い
で
、
さ
よ
う
な
ら
」

と
い
う
自
然
の
叫
び

が
、
「
ソ

ン
コ
イ
、
ア
バ

ヨ
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
し
う
。

同
じ
「

お
ん
た
け
」
が
木
曽
谷
で
育

っ
て
「
な
か
の
り
さ
ん
」
に
な
っ
て
い
っ

た
が
、
こ
れ

は
木
曽
の
風
土
を
思
わ
せ

る
。

へ

心
細
い
よ
木
曽
路
の
旅
は
笠
に
木
の
葉
が
ま
い
か
か
る

へ
木
曽
の
御
岳
夏
で
も
寒
い

袷

や
り
た
や
足
袋
よ
そ
え
て

木
曽

の
谷

は
深
く
山

は
け

わ
し
い

。
そ
こ

に
細
や

か
な
人
情
も
育

っ
た
が
、
こ

の
谷

の
生
活

の
き

び
し
さ
と

わ
び
し
さ

か
ら

か
、
哀
調

を
底

に
た
た
え

た
「
な

か

の
り
さ
ん
」
が
育

っ
て
い

っ
た
。

八
東
ヤ
仙
丈
西
ヤ
駒
が
岳
間
を
流
る
る
天
竜
川

（

、桑
の
中
か
ら
小
唄
が
も
れ
る
小
唄
き
き
た
や
顔
み
た
や

こ
こ
に
は
伊

那
の
広
大

な
景

観
が
あ
る
。
人

情
も
細
や

か
だ
が
、

米

も

と

れ

る
、

養
蚕
も
盛

ん
で
あ

る
。

同
じ

お
ん
た
け

か
ら
育

っ
た
「
お
ん
た
け

や

ま
」

778
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ぱ
、
ど
こ
か
に
哀
調
を
も
ち
な
が
ら
も
、
な
か
の
り
さ
ん
と
は
ち
が
っ
た
明

る
さ

大
ら
か
さ
を
も
つ
よ
う
に
成
長
し
た
。
つ
ま
り
箕

輪
領
や

高
遠
領

の
米

を
運

ぶ
牛

方
や
馬
追

卜
（
こ
れ
を
木
曽
づ
け
と
称
し
た
）
を
め
ぐ

る
一
群

の
人

々
の
木
曽
づ
け

の

唄

と
し
て
伊
那

側
に
成
長
発
展

を
し

た
。

明
治
四
一
年
春
、
長
野
市

に
一
府
一
〇
県

の
共

進
会
が
開

か
れ

た
。
余
興
と
し

て
伊
那

か
ら
「

お
ん
た
け
や

ま
」
が
出
演
す

る
こ
と

に
な

っ
た
が
、
こ

の
名
で
は

木

曽
の
歌
と
ま
ち
が
え

ら
れ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
出
演
者

た
ち
が

協

議

し

て
、

昭和59年 ６月清水　 勇演唱

昭和59年 ６月沖村一美採譜

お

し

一
　

一

と

ば

ろ

れ

一
　
一

図11－ 4　 おんたけやま

こ

だ

こ

く

が

りゅ う

ハ ー モ ニ カ

し

ん

わ

て

み

も

リャ

リ ャ

コ

ソ

の

る

一
　
一

ま

れ

や

ぬ

一
　
一

】
　一

け

に

た

き

一
　
一

ん

ぶ

し

や

ヤ

ヤ

オ

オ

の

せ

--

-

一
　
一

ね

た

一
　
一

一
　

一

一

一

一

一

-

-

「

お
ん
た
け
や
ま
」
を
「
伊
那
節
」
と
し
、
「

な
か
の
り
さ
ん
」

を
木

曽
節
と
し

て
、
公
演
し

た
。
こ
の
時

か
ら
「

伊
那
節
ヒ

が
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ

の
時
涙
米
を
余
り
米
と
な
お
し
て
唄
っ
た
と
い
う
。

八
木
曽
へ
木
曽
へ
と
つ
げ
だ
す
米
は
伊
那
の
百

姓
の
余
り
米

は
や
し
ご
え
も
「

ソ

レ
コ
イ
ア
バ

ヨ
」

と
整
え
ら
れ
た
。

い

か
に
も
自
然
で
、
一
脈
の
哀
調
を
も
ち
な
が
ら
、
し
か
も
ど
こ
か
に
明

る
く

温
か
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
情
緒
は
、

誰
の
心
を
石
明

し

や

の

せ

- 一 一 一

一 一 一-

一
　
一

ね

た

み

も

-

-

-

-

きゃ

や

ゆ

た

ら

り

る

さ

け

が

一

一

と

き

-

-

つ

の

い

ひ-

きゃ

や

-

-

一
　
一

ゆ

だ

ら

り

ヨ

ヨ

バ

バ

ア

ア

コイ

コイ

ク

ク

マ

マ

ヨ

ヨ

バ

バ

ア

ア

コイ

コイ

レ

レ

ソ

ソ

Z 印
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る
く
縁
起

の
よ
い
も

の
と
ひ

び
く

の
で
、
木
曽
づ
け
の
歌
は
、
ま
た
「

祝
歌
」
と

し
て
珍
重

さ
れ
た
。

へ

め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ
枝
も
栄
え
る
葉
も
茂
る

八
今
日
は
日
も
よ
し
来
る
か
も
知
れ
ぬ
座
敷
は
い
た
り
出
て
み
た
り

へ
遠
い
所
を
よ
く
来
て
く
れ
た
さ
ぞ
や
濡
れ
っ
ら
豆
の
葉
で

こ
れ
ら
は
祝
歌
と
し
て
伊
那
人
の
心
の
温

か
さ
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
っ
た
。

「
木

曽
づ
け
の
唄
」

は
「
百

姓
の
唄
」
で

あ
り
、
百

姓
の
「

祝
唄
」

と
た
っ
て

し
ば
ら
く
の
時
が
た
っ
た
。
明

治

コ

ー年

に
上
伊
那
郡

役
所
が
設
置

さ

れ

て

か

ら
、
伊
那

村
（
伊
那
町
、
伊
那
市
）
は
伊
那

の
政
治

の
中

心
と

し
て
、

急
速
の
発
展

を
し
た
。
中
央
線
が
辰

野
を
通
過

し
、
伊
那
電
（
飯
田
線
）
が
南

へ
伸

び
て
い
く

に

つ

れ
、
伊
那
町

の
発
展

は
目

ざ
ま
し

か
っ
た

。
花
柳
界
の
発
展
も
ま
た
そ
れ

に
並

行

し
て

目
ざ
ま
し
か
っ
た
。

こ
こ
で
、
「

お
ん
た
け
や

ま
」

の
「
伊
那
節
」

は
お
座
敷
唄

ら
し
い

シ
ャ

レ
が

で
て
き

た
。

へ

伊
那
は
よ
い
と
こ
い
つ
来
て
み
て
屯
三
味
や
太
鼓
の
音
が
す
る

西
箕

輪
・
春
近

・
富
県

・
伊
那

な
ど
と
こ

ろ
に
よ
り
大

に
よ

っ
て
、
微
妙
な

ち

が

い
が
あ
っ
て
、

ど
れ
が
「
正
調
伊
那
節
」

か
わ
か
ら
な
い
よ
う

に
な

っ
た
。
そ

う
し
た
中
で
振
付

け
を
加
え
て
、

に
ぎ
や

か
な
お
座
敷
唄

に
な
っ
た
の
が
、
町

の

伊
那

節
で
あ

っ
た
。
そ

れ
は
明

る
さ
や

に
ぎ
や

か
さ

の
あ

る
ゆ
る
い
も

の
と
な

っ

た
。元

来
、

お
ん
た
け
や

ま
は
軽
快
素
朴
で
あ

る
は
ず
で
あ

る
か
ら
、
き

び
き

び
し

た
と
こ
ろ
が
必
要
で
あ

る
。
与

地
平

富
県

に
残

っ
て
い

る
も

の
は
こ

の
原
形
を
も

っ
て

い
る
。
大

泉
に
残

っ
て

い
る
の
も
こ

れ
と
同
じ
で
、
も
と

の
「

お
ん
た
け
や

ま
」

の
姿
を
も
っ
て

い
る
。

伊
那

の
自

然
や
風
物

を
う
た
っ
た
も

の
が

た
く
さ

ん
あ

る
が
、
そ

の

な

か

か

ら

、

こ

の
地

方

で

唄

わ

れ

た

も

の

を

記

す

。

八
東
高
島
谷
西
や
駒
ヶ
岳
間
を
流
る
る
天

竜
川

八
天

竜
下

り
て
川
下

見
れ
ば
松
が
見
え
ま
す
浜
松
が

八
私
し
ゃ
伊
那
の
谷

谷
間
の
娘
蚕

こ
わ
が
る
子
は
生
ま
ぬ

へ
天

竜
下

れ
ば
し
ぶ
き
に
ぬ
れ
る
も
た
せ
や
り
た
や
檜

が
さ

八
桑
の
中
か
ら
小
唄

が
洩
れ
る
小
唄
聞

き
た
や
顔

見
た
や

へ

と
れ

た
と
れ
た
よ
萌

が
た
ん
と
と
れ
た
富
士
の
山

よ
り
た
ん
と
と

れ
た

へ

高
遠
城
下

に
な
い
よ
な
女
児
あ
る
よ
小
出

の
菖
蒲
沢
に

へ

高
遠
城
趾
の
桜
が
散
れ
ば
鳴
く
よ
猪
鹿
の
ほ
と
と
ぎ
す

へ

伊
那
の
名
物
数
あ
る
中
で
忘

れ
し
ゃ
ん
す
な
伊
那
節
を

へ

秋
が
す
ん
だ
ら
呼
ば
れ
て

い
か
ず
嫁

を
見

立
て

の
村
祭

り

こ

の

辺
で

い

ま
唄

わ

れ

る

の

は
、

お
座

敷

唄

と

た

っ

た
正

調

伊

那

節

で

あ

る

が
、

大

泉

に

残

っ
て

い

る
「

お

ん

た
け

や

ま

」

は
、

採

譜

し

て

み

る
と

、

図
1
1
1

4
の

よ

う
で

あ

る

。

こ

れ

は
貴

重

な
村

の
正

調

伊

那

節

で

あ

る

。

六
　

大

泉

ば

や

し

大

泉

に

は
、

古

く

か

ら
伝

わ

る
「

大

泉

ば

や

し

」

が

あ

っ

た

。
そ

の
起

源

は
詳

か
で

な

い

。

向
山

雅

重

は
「

東

の

高

遠

ば
や

し

、

西

の
大

泉

ば

や

し

」

と

し

て

、

そ

の

保

存

を
強

く

要

望

し

た
と

い
う

。
（
昭
和
三
〇
年
代
）
残

っ
て

い

れ

ば

た

し

か

に
伝

統

の
あ

る
、

無

形

文

化

財

で

あ

っ
た

ら

し

い

が

、

い

ま

は
そ

の
あ

と

か

た

も

な

い

。

昭

和

三

一

年

三

月

一

八

日

に
、

当

時

箕

輪

史

の
研

究

委

員

で

あ

っ
た

原

信

喜

が

主

唱

し
て

、

大

泉

ば

や
し

保

存

会

を
発

足

さ
せ

た

。
こ

の
呼

び

か
け

に
応

じ

た
同

奸

者

た

ち

が
、

会

の
発

足

を
記

念
し

て

録

音

を
と

り
、

南

箕

輪

村

農

協

の
有

線

放

送

に

よ

っ
て

放

送

さ

れ

た

。

そ

の

一

部

を

記

す

と

次

の

よ

う
で

あ

っ

た

。

「
何
故
古
く

か
ら
独
特
の

は
や
し
方
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

か
と
申
し
ま
す
と
約
四

百
年
以

7 卯
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図11－ 5　 大泉ば やし

昭 和31年 ６月28日伊那郵便局落成式 にまねかれて出演

前
文
禄

年
間
に
伊

那
街

道
に
宿
駅
が
定
め
ら
れ
た
と

き
、
当
大

泉
村

を
宿
場
と
定

め
伝

馬
免
状
が
下
附

さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
後
慶
安
二
年

に
北
殿
村

へ
移

さ
れ
て

、
大
泉
北

殿
の
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
世

の
変
遷

に
よ
り
取

り
残

さ
れ
た
昔

の
宿
場
大

泉

村
に
、
古
い
こ
の

ぱ
や
し
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
祭
ば
や
し
の
一
種
で
、
当
時
楽
し
み
の
少

な
か
っ
た
農
村
に
お
い
て

、
唯
一

つ

の
娯
楽
と
し
て
、
村
芝
居
と
代
わ
る
代
わ
る
催
し
た
も
の
で
す
。
其
の
芸
能

に
も
独
特

の
も
の
か
お
り
隨
分
他
村
へ
指
南
に
頼
ま
れ

た
由
で
す
。
明
治
三
〇
年
こ

ろ

に

は

田

畑
、
塩
ノ
井

、
木
下

、
松
島
の
坂
井

、
三
日
町
、
北
小
河
内

、
平

出
、
中
曽
根
、
大
萱

か
ら
遠
く

は
岡
谷
ま
で
も
指
南
に
で

か
け
た
と
、
出
演
者
の
一
人
八
九
才
の
春
日
さ
ん

は
語

っ
て

い
ま
す
。

特
に
松
島
神
社
の
遷
宮
式
の
時
、
境
か
ら
は
、
山
車

の
八
岐

の
お
ろ
ち
と
「
囃

方
」

が

だ
さ
れ
、
北
殿
秋
葉
様
の
祭

に
は
鼻
高
天

狗
・
烏
天

狗
の
山
車
と
「
囃

方
」

等
が
だ
さ

れ

た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
の
囃

方
は
い
ず
れ
も
、
大
泉
の
原
八
十
吉
、
斎
次
郎
親
子
の

指
南
で
あ
り
、
参
拝
の
人

々
の
大
絶
讃
を
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
囃

方
に
参
加
す
る
の
は
、
青
年
た
ち
で
、
花
笠
に
赤
い
た
す
き
、
白
足

袋
・
紙
緒

の
草
履
、
紅
白
粉
を
つ
け
、
揃
い
の
衣
装

に
着
飾
り
、
横
笛
、
三
味
線
、
す
り
が
ね
・

小
づ

つ
み
、
太
鼓
、
拍
子
木
等
で
囃
し
、
こ
の
囃
方
の
合
間
に
手
踊
り
な
ど
加
え
、
七

～
八
曲

を
次

々
に
変
え
て
演
じ

た
。

慶
応
三
年
の

お
か
げ
ま
い
り
の
と
き

は
、
一
一
月

コ
（
・
一
七
∴

八
日
の
三
日
問
を
、

殿
村
八
幡
宮

を
ふ
り
だ
し
に
、
北
殿
・
塩

ノ
井
・
久
保
・
木

ノ
下

・
大
泉
新
田
と
練
り

歩
い

た
と
覚
帳

に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
行
列
の
こ
と
は
お
か
げ
ま
い
り
の
項
参
照
）

此
の
囃
方
の
で
き

る
人

は
現
在
七
〇
～

八
〇

才
位
の
老
人
の
方

々
で
す
の
で
、
こ
の
無

形
文
化
財
を
復
元
し
、
そ
れ
を
次
の
世
代

に
残
し

た
い
と
念
願
し

た
次
第
で
す
。

出
演
さ
れ

る
人

々
は

原
　

信
喜
　

八
〇

才
　
　

春
日
伊
三
郎
　

八
九
才
　
　

清
水
寅
吉
　

七
〇

才

唐
沢
啓
蔵
　

八
五
才
　
　

原
　

斎
宮
　
　

七
八
才
　
　

田
中
地
耕
　

七
三
才

池
上
貞
芳
　

六
三
才
　
　

出
羽
沢
定
良
　

六
三
才
　
　

遠
藤
利
家
　

六
六
才

原
三
千
重
　

六
三
才
　
　

原
松
太
郎
　
　

五
七
才
　
　

清
水
久
雄
　
四

八
才

で

は
、
ど
う

ぞ
お
願
い
し
ま
す
。

初
め

は
「
新
ば
や
し
」
、
次
に
「
松
ば
や
し
」
、
次
は
「
帰

り
ば
や
し
」

で
す
。
こ
の
帰

り

ば
や
し

は
一
応

お
練
り
が
済
ん
だ
と
き
、
帰

り
に
や
る
囃

で
す
か
ら
、
一
本
調
子

で
ど

ん
ど
ん
進
行
し
ま
す
。
以

上
を
も

っ
て
終
り
ま
す
。
皆
様
ご
く
る
り

さ
ま
で
し
た
。」

（
昭
和
三
四
年

八
月
七
日
　
解

説
　
原
正
秋
）

な

お
、

参

考

ま

で

に

音

符

を
記

し

て

お

く

と

あ

る

が

、

楽
譜

で

な

い

の

が
残

念

で

あ

る
。

「

新

ば

や

し

」

は

記

さ

れ

て

い

な

い

。

一
、
松

ば
や
し

（
ア

イ
ヤ
ー
　

ヘ

″
ヤ
ー
）

チ
ン
チ

ン
　
リ

ソ
リ

ン
　
チ
ン
チ

ン
リ
ソ
リ

ン
　
チ

″
ト
テ

シ
ャ
ソ
　（
へ

″
ヤ

ー
）

チ
ン
チ

ン
　

ト
ソ
ト
ソ
　

チ
ン
チ
ソ

ト
ソ
ト
ソ
　

ト
ッ
チ
ソ
ト
ッ
チ
ソ
ト
ッ
チ
ソ
チ
ソ

（
へ

″
ヤ
ー
）

チ
ン
チ

ン
チ
ン
チ
ン
　（
（

ツ
）
　
　チ
ソ
チ
ソ
リ

デ
シ
ャ
ン
　（
へ

″
ヤ
ー
）

チ
ソ
チ

ソ
リ
テ
　

チ

ソ
チ

ソ
リ
テ
　

チ

ソ
ト
テ

シ
ャ
ソ

ド
ド
　

ド
ソ
　（
ア
イ

ヤ
オ
ー
　

ヘ

″
ヤ
ー
）

二
、
帰

り
ば
や

し

7 肩
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ス

″
チ
ソ
　

ス

″
チ
ソ
　

ス

″
チ
ソ
　（

ゾ
ー
ン
）

チ
ャ
ラ
ス
テ
　

ス

″
チ
ャ
ン
　

ス

″
チ
ソ
チ
ャ
ソ
　（

ゾ
ー
ン
）

七
　
そ
　

の
　
他

〔
［
　

謡

曲

大
泉
公
園
内
に
あ
る
「
清
水
重
賢
翁
碑
」
は
、
明
治
三
八
年
に
建
立
さ

れ
た

が
、
こ
の
中
に
次
の
よ
う
に
謡
曲
の
こ
と
が
で
て
来
る
。

「
清
水
重
賢
翁
碑

清

水
氏
（

信
濃
国
上
伊
那
郡
大
泉
村

ノ
人
、
翁
農
桑
ヲ
業

ト
シ
、
学
ヲ
喜

ビ

筆
几

謡
曲
ヲ
善

ク
ス
　
郷
人
推
重

シ
テ
来

り
学

ブ
者
甚

ダ
多

シ
。
…
…
…
…
　
　
　
　

」

三

〇

年

一

日

の

ご
と

く

教

え

て

倦

ま

な

か

っ
た

清

水

氏

は

、

こ

こ

で

書

道

や

謡

曲

を
教

え

た

。
こ

の
流

れ

は
と

こ

へ

い

っ
た

か
定

か
で

な

い

が

、

青

年

衆

な

ど

が

婚
礼

の

と
き

玉

謡

を

う

た

っ

た
（

明
治
大
正
昭
和

初
期
）
の

は

そ

の

流

れ

か

も

し

れ

な

い

。

こ

の

よ

う

に
頌

徳

碑

に

ま
で

記

さ

れ
て

い

る
謡

曲

で

は
あ

る
が

、

お
し

い

こ

と

に
現

在

は

そ

の

あ
と

か

た
も

な
く

な

っ
て

し

ま

っ
た

。

図11－ 6　 頌　 徳 碑

大泉公園にたっている。寺子屋の師匠 で謡

曲を よくした とある。

⇔
　

獅
　

子
　

舞

古

記

録

に

よ

る
と

久

保

に

は
獅

子

舞

が

あ

っ
た

。

い

ま

古

老

に

聞

い
て

も

ほ

と

ん

ど
記

憶

に
も

な
く

な

っ
て

し

ま

っ
て

い

て

、

ま

こ

と

に

惜

し

い

こ

と

で

あ

る

。

そ

の
記

録

は

い

ま

か

ら
一

五

〇

余

年

前

の
文

政

一
三

年

二

八
三
〇
）
の

も

の

で

あ

る

が
、

そ

れ

を
現

代

文

に

な

お
す

と

次

の
よ

う

で

あ

る

。

「
　
　

恐

れ
な
が
ら
書
付
け

を
以

っ
て

お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

べ

私

ど
も
の
村

の
鎮
守

は
諏
訪
大
明
神
様
で
あ
り
ま
す
が
、
先
年

か
ら
祭
礼

竺

二
月
酉

の
日

に
定

め
て

い
ま
す
。
七
年

に
一
度

ず
つ
御
柱
を
立
替
え
そ
の
あ
と
獅
子
舞
等
を
い

た
し
て
き

ま
し

た
が
、
是
れ
ま
で

は
御
役
所
様
へ

は
御
届
け
申
し
上
げ
な
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
前

々
か
ら
御
吟
味

が
き

び
し
く
な

り
、
別
し
て
去
去
年

か
ら
御
取
り
締
り
が

た
の
御
政

事
な
ど
仰

せ
渡

さ
れ
畏
こ
み
奉

っ
て

お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
鎮
守
の

祭
礼

の
こ
と

は
前
々
よ
り
定

っ
た
式
で
あ

り
、
当
寅
年

は
七
ヶ
年
季

に
当

り
ま
す
の
で

御
柱
を
立
替

え
子
供
の
獅
子
踊

り
を
い
た
し

た
い
と
役
元
へ
願

い
だ
し
て

ま
い
り
ま
し

た
が
、
ま
あ
ま
あ
と
差
留

め
て

お
き

ま
し
た
。
是
非
是
非
御
願

い
申
し
く
れ

る
よ
う
村

方
一
同

申
し
だ
し
て

ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
恐

れ
入

り
ま
す

が
、
是
非

な
く

お
願

い
申

し
あ
げ
ま
す
。

何
と
ぞ
御
慈
悲

を
以

っ
て
御
聞

き
済

ま
し
な
し
下

さ
れ
、
鎮
守
祭
礼

を
先
例

の
通
り
相

済
ま
せ
ま
す
よ
う
に
此
の
段
仰

せ
付
け
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
偏

見
に
お
願

い
申
し
あ
げ

ま
す
。文

政
十
三
年
寅
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊

奈
郡
　

久
保
村

名

主

組
頭

羽
倉
外
記
様

飯
島
御
役
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
代

（
久
保
　

大
東
文
書
）
」

こ

れ

に

よ

る

と

意
外

な

こ

と

が

わ

か

る

。
当

地

に

は

全
く

な
く

な

っ
て

し

ま

っ

た

七

年

に

一

度

の

御

柱

が

あ

っ

た

こ

と

と
、

や

は

り

全
く

な
く

な

っ
て

し

ま

っ

た

獅

子

舞

い

を

子

供

が

舞

い

踊

っ
て

い

た

ら

し

い

こ

と

と
で

あ

る

。
こ

の
獅

子

舞

い

7 銘
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は
領

主
側
か
や

め
さ
せ

た
い
意
向
な

の
に
、

お
祭
り
の
こ
と
だ

か
ら
先
例
の
と

お

り
是
非
と
願
い
だ
し
て
い

る
熱
意

の
ほ
と
ば
し

っ
た
も

の
で
あ

る
。

田
畑
村
に
も
獅
子
舞
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
在
は
そ
の
冠

物
だ
け
が
残
っ

て

い

る

。
舞

い

の
要

素

は
す

た

れ

た

の

か
、

い

ま

青

年

衆

が

四

月

の

お
祭

り

の
と

き

、

こ

れ

を

か
ぶ

り

各

戸

を

訪

問

し

て

、

御

祝

儀

を

い

た

だ

い

て

歩

い

て

い

る

。

「
獅
子

太
鼓
寄

進
帳

覚

一
、
金
壱
両
　
　
　

獅
子

一
、
同
　
　
　
　
　

太
鼓
ニ
ッ

ー
、
同
　
　
　
　
　

木
綿
染
代
共

右
は
此
度
当
所
神
明
言
祭
礼
御
神
楽
と
し
て
獅
子
太
鼓
其
他
拵
え
申
し
度
く
存
じ
奉
り
候

所
前
文
の
諸
掛
り
に
御
座
候
間
若
者
に
て
行
届
き
申
さ
ず
候
に
付
き
御
一
統
様
の
思
召
し

を
請
け
事
成
就
仕
り
度
く
侯
間
何
と
ぞ
厚

く
御
信
心
成
し
下

さ
る
べ
く
侯
様
願
上
げ
奉
り

候
　

以
上

嘉
永
七
寅
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世

話
人

十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
者
中

（

も
ん
や
文
書
）
」

こ

れ

は
嘉

永

七

年

二

八

五
四
）
に
、

田

畑

の
若

者

一

同

が

世

話

人

と

な

っ
て

、

神

明

宮

の
祭

礼

に
御

神

楽

用

の
獅

子

太

鼓

等

を

こ

し

ら

え

た

い

か
ら

、

寄

附

を

お

願

い
し

た

い
と

い
う

覚

で

あ

る

。
こ

れ

に
応

じ

て

「

一

毫

百

疋
　

源

右

衛

門
」

を

は

じ

め
と

し

て

一

一

名

の
寄

進
者

が

寄

進

を

し

て

、

目

的
以

上

の

金

銭

が

集

ま

っ

て

い

る

。

こ

の
時

か
ら

は
じ

め
ら

れ

た

獅

子

の

お

神

楽

の

よ

う

で

も

あ

る

が

、

は

っ
き

り

し

た
こ

と

は

わ

か
ら

な

い

。

ま

た

ど

ん
な

お

神

楽

で

あ

っ
た

か

も

わ

か

ら

な

い

。

と

に

か
く

田

畑

神

明

宮

に

は

獅

子

神

楽

の

あ

っ
た

こ

と

は

事

実

と

思

わ

れ

る

。

そ

れ

が

前

記

の
よ

う

に
残

っ
て

、

若

者

達

が

祭

礼

の

と

き

に

今

も

っ
て

用

い

て

い

る

。
こ

の
獅

子

舞

は
、

一

体

ど

こ

へ

い

っ
て

し

ま

っ
た

の

で

あ

ろ

う

か

。

句
　

湯
　
　
　

立

こ
れ
も
大
泉
の
記

録
に
あ

り
、
現
在
そ

の
道

具
の
一
部
が
残

っ
て
い

る
。
し

か

し
、
そ
の
伝
統
行
事
は
す
た
れ
て
あ
と

か
た
も

な
い

。
下

伊
那
方
面

に
は
雪
ま
つ

り
と
か
霜
月

ま
つ
り
と
伝
統

が
保
存

さ
れ
て
い

る
に
つ
け
て
も
、
残
念
な
こ
と
で

あ
る
。

ま
た
、
殿

村
八
幡
宮

に
も
湯

立
が
あ
っ
た
ら
し

く
、
次

の
記
録

が

残

っ

て

い

る
。（

明
治
四
年
八
月

の
届
け
書
）

コ

、
米
二
斗
　
湯
立
木
伐
賄
料
」

ゆ
だ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
み
そ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　わ
　
　
　
　
　
へ
　
Ｘ

湯

立

と

い

う

の

は

膜

の

一

種

で

、

神

前

で

湯

を

沸

か

し

、

み

こ

が

そ

の

熱

湯

に

笹

の
葉
を
浸
し
て
自
分

の
身

に
ふ
り

か
け
た
り
、
参
詣
人
に
ふ
り
か
け
た
り
す
る

喫
で
あ

る
。
湯
の
音
で
占
い
も
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
古
代
の
裁
判
で
、
審
理
の

決
し
に
く
い
時
、
手
で
熱
湯
を
探
ら
せ
る
と
、
正
し
い
も
の
は
た
だ
れ
ず
、

邪

の
も
の
は
た
だ
れ
る
と
い
う
探
湯
も
あ
っ
た
と
い
う
。
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第

二

一
章
　

説
話

・
伝
説

一
　

け

じ

め

に

何
気
な
く
通
り
過

ぎ
て
い
る
ゆ
き
ず
り
の
「

も
の
」

の
中

に
、
思

い
が
け
な
い

生
命
の
息
ぶ
き
を
感
じ
、
い
い
よ
う
の
な
い
親
し
さ
な
つ
か
し
さ
を
感
ず
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
も
の
に
ま
つ
わ
る
い
い
つ
か
え
（
伝
説
）
が
ふ
と
心
を
横
切
る

時
で
す
。
そ
し
て
そ
の
も
の
に
生
命
を
感
じ
た
と
き
か
ら
、
そ
こ
の
そ
の
も
の
に

ま
つ

わ
る
話
を
、
だ
れ

か
れ

に
語
り

か
け
た
く
な
り
ま
す
。

伝
説

を
信
ず

る
か
信
じ

な
い

か
と
い
う
議
論
も
あ
り

ま
す
が
、
伝
説
は
、
も
の

の
生
命
と
の
「
出
会
い
」

の
す
ば
ら
し
さ
を
、
私

た
ち
に
教
え
て
く
れ

ま
す

。
私

た
ち
の
南
箕
輪

の
地

に
も
、
い

つ
の
こ

ろ
か
ら
か
語
り
継
が

れ
て
き
た
、

た
く
さ

ん
の
話

が
あ

り
ま
す
。
語

ら
れ
て
き

た
話

は
、
そ

の
ま
ま
に
意
味

の

あ

る

も

の

で
、

い
た
ず
ら
に
分
類
で
き

る
も

の
で

は
あ
り

ま
せ

ん
が
、
こ
こ
で
は
三
つ

に
分

類

し
て
述

べ
る
こ

と
に
し

ま
す
。

―
自

然

伝

説
　
自

然
の
諸
現
象

を
解

釈
し
説
明
し

た
も
の
で
、
動
植
物
や
自
然

環

境
を
主
題

と
し
た
も
の
で

す
。
日
本

の
自
然
伝
説

は
農
業
生
活

を
基

盤
と
し
て

成
立
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
、

こ
こ
に
も
そ

ん
な
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す

。

・
歴

史

伝

説
　
村

の
自
然
的
地
理
的

条
件
と
村
人
が
定
着
し

た
過
程
が

主
な
対

象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で

は
歴
史
的
人
物

と
事
件
と
が
結

び
つ
い
て
語

ら
れ

て
い
ま
す
。

つ
宗

教

伝

説
　

村
人
た
ち
が
安
産
を
願

っ
た
り
厄

病
神
か
ら
難

を

の

が

れ

た

り
、
来
世

を
願

っ
た
り
し
て
語

り
つ
が
れ
た
も
の
で

す
。
民
間
信
仰
と
重

な
っ
て

い
ま
す
が
形
式
的
で

は
あ
り

ま
せ

ん
。

二
　

自

然

伝

説

１
　

不
死
清
水
（
南
殿
）

南
殿
の
消
防
車
の
置

か
れ
て

い
る
ポ
ン
プ
小
屋
と
、
火

の
見
櫓

の
所

を
南
へ
少

し
行
く
と
、
東
へ
下

る
急
な
坂
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
坂
は
美
坂
（
又
は
御
坂
）
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
坂
か
ら
大
泉
川
を
渡
っ
て
、
田
畑
の
北
割
へ
通
じ
る
道

は
、
昔
の
伊
那
街
道
で
あ
り
、
三
州
街
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
旅
人
の
往

来
が
大
変
多
か
っ
た
道
で
し
た
。

美
坂
の
下
、
南
へ
曲
が
る
角
の
所
に
、
清
ら
か
な
水
が
湧
き
出
て
お
り
、
す
ぐ

下
に
あ
る
わ
さ
び
畑
に
そ
そ
い
で
い
ま
す
。
伊
那
街
道
を
旅
し
た
昔
の
人

た
ち

が
、
こ
の
坂
の
下
の
美
し
い
清
水
を
飲
ん
で
、
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
た
で
あ
ろ
う

図12－1　 死 んずら 清水
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そ
の
姿
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
目

に
浮

か
ぶ
よ
う
な
清
ら
か
な
清
水
で
す
。

こ
の
水
を
古
く

か
ら
「
し

ん
ず
ら
清
水
」
と
呼

ん
で
、
こ
れ
に
ま
つ
わ

る
物
語

が
、
今
も
語
り
継
が

れ
て
い

ま
す

。

昔
、
あ

る
長
者
が
、
供
の
者
を
連
れ
て
、
街
道
を
旅
し
て

お
り
ま
し
た

。
長
い

旅
で
疲

れ
き

っ
て
い

た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
と
あ

る
坂
の
下

に
、
こ

ん
こ

ん
と
湧

き
出
て
い

る
清
水

に
目
が
止
ま
り
ま
し
た

。
そ
の
水
で
喉
を
潤
す
と
、
生
き
返

っ

た

よ
う
な
思
い
が
し
、
ま

た
旅
を
続
け
て
行
き
ま
し
た

。

そ
の
後
毛
、
こ
の
長
者
は
、
街
道
を
通

る
た
び

に
、
こ
の
坂
の
下

か
ら
湧
き
出

し
て
い

る
清
水
を
飲

ん
で
は
、
疲
れ
を
い
や
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て

い

ま

し

た

。幾
年
か
経

っ
て
、
長
者
は
病
の
床
に
臥
し
、
つ

卜
に
臨
終
も
近
い
と
思

わ
れ
た

そ
の
時
に
、
供
の
者
を
呼
び
、
「

あ
の
坂
の
下

の
水
を
汲
ん
で
来
て

く

れ

な

い

か
」

と
頼
み
ま
し
た
。

供
の
者

は
、
病
人
が
あ
ま
り
に
毛
弱
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
を
見

て
、

遠
い
道

の
り
を
、
水
汲

み
に
行

っ
て
来

て
も
、
間

に
合

う
ま
い
と
思

い
ま
し
た
が
、

主
人

の
た
っ
て

の
頼
み
で
も
あ
る
の
で
、
急
い
で
水
を
汲

み
に
出

か
け

ま
し
た
。
や

っ

と

の
思

い
で
、

坂
の
下

の
水
を
汲

ん
で

の
帰

り
が
け
、
「

も
う
病
人
は
死

ん
ず
ら
」

「

も
う
死

ん
ず
ら
」

と
気

に
か
け

な
が

ら
も
急

い
で
帰

っ
て
み

ま

す

と
、
病

人

は
、

ま
だ

わ
ず

か
な
が

ら
も
息
が
あ
り

ま
し

た
。

持

っ
て
来

穴
水
を
飲
ま
せ
て
や
り
ま
す
と
、
病
人
は
何
と
か
く
生
気
を
取

り
戻

し
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
幾
日
か
の
後
、
見

違
え
る
ほ
ど
の
元

気
な
姿
と
な

り
、
や
が
て
病
気
も
す

っ
か
り
な
お
っ
て
、
達

者
な
か
ら
だ
で
長

寿
を
保
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

こ
の
話
を
伝
え
聞

い
て
、
伊
那
街

道
を
旅

す
る
人
達

も
、
近
郷

の
人

た
ち
も
、

み

ん
な
、
こ

の
水

の
こ
と

を
「
し

ん
ず

ら
清
水
」
と
呼

び
、
長
寿
の
水
と
し
て
好

ん
で
飲
み
、

ま
た
汲
み
取

っ
て
は
、
持

ち
帰

っ
た
と
い
い
ま
す
。

２
　

窯

ど
ぶ（

神
子
柴
）

国
道

を
通
り

な
が
ら
、
神
子
柴

の
部
落

に
入

る
と
、
西
の
方

に
人
家
の
際
ま
で

迫

っ
て
い

る
、
木

の
繁

っ
た
段
丘
が
、
田
畑
の
部
落
の
方
ま
で
続
い
て
い

る
の
が

見
え

ま
す

。

千
万
混
作
鱈
゛

へ
付

川

｝
図12－2　 かまどぶ付近の古図（写）

そ
の
段
丘
の
林
の
中

に
、
木

の
だ
く
さ
ん
生
え
て

い
る

Ｉ
〇
ａ

ほ
ど
の
平

ら
な

場
所

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
天
狗
社

と
呼

ば
れ
て
い

る
と
こ

ろ
で
す
が
、
い

つ
の

7 郎
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時
代

の
こ
と
で
あ
っ
た
か
、

こ
こ
に
お
寺

が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す

。
さ
ら

に
そ
の
東
側
０
斜
面

に
湿
地
か
お
り
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
東

の
方

向
に
か
け
て
、

「

窯
ど
ぶ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。

「

ど
ぶ
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
「

た

め
池
」

と
か
、
「

水
た
ま
り
」

と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「

ど
ぶ
」
の
近
く

に
は
、
焼
き
物
を
す
る
た

め
の
窯
か

お
り
、
そ
の
た

め
に
、
こ
の
「

ど
ぶ
」
は
、
「

窯
ど
ぶ
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な

い

か
と
想
像
し
ま
す

。
焼
き
物
を
す

る
窯

に
つ
い
て
も
、
神
子
柴

に
、
「

瓦
屋
」

と
い
う
家
が
あ
り
、
田
畑
の
部
落

に
も
、
瓦
を
作

っ
て

卜
る
家
か
お

る
こ
と
な
ど

か
ら
、

こ
の
辺

の
土
が
、

焼
き
物

に
適
し
て

し
た
の
で

は
な
い

か
と
い
う
こ
と
も

考
え

ら
れ
ま
す
。

さ
て

、
今
で

は
、

す
っ
か
り
そ

の
姿

も
場
所

も
失

か
ね
て
し

ま
っ
た
こ

の
「
窯

ど
ぶ
」

に
つ
い
て
、
悲
し
い
物
語

が
、

ず
っ
と
昔

か
ら
語

り
継
が

れ
て
き
て
い

ま

す
。都

に
住
ん
で
い
た
若

い
お
坊
さ
ん
が
、

ど
の
よ
う
な
罪

を
犯

し
た
の
か
、
島
流

し
の
刑

に
た
り
、
天

狗
社
の
所

に
あ
っ
た
お
寺

に
流

さ
れ
て
来

ま
し
た
。
神
子
柴

へ
島
流
し
に
さ
れ
た
お
坊
さ
ん
は
、
仏
様
へ
の
厳
し
い
お
勤
め
の
ほ
か
に
、
罰

と

し
て
の
重
労
働
が
課
せ
ら
れ
て
し
ま
し
た
。

焼
き
物
を
作
る
た
め
の
土
を
掘
り
出

し
、
粘

土
を
こ
ね
、
形

を
作

り
、
乾
燥

さ

せ
、
窯
焼
き
を
す
る
た
め
の
薪
を
作
り
、
火
の
番

を
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
休

む
暇
も
な
し
、
苦
し
い
労
働
で
し
た
。

お
寺
で
の
厳
し
い
精
進
と
、
昼
も
夜
も
続
く
重
労
働
に
、
一

生
懸

命
耐
え
忍

ん

だ
の
は
、
一
日
も
早
く
刑
が
終
わ
っ
て
、
都
へ
帰

る
日

を
、
強
く
願

っ
て
卜
た
か

ら
で
し
た
。
こ
の
お
坊
さ
ん
に
は
、
都
に
、
心
の
通
い
合
っ
た
美
し
い
お
姫
さ
ま

が
い
た
の
で
す
。
「

恋
し
し
姫
の
七
と
へ
、
早
く
帰
り
た
い
」

と
、
姫
の
こ
と
ば

か
り
が
心
に
浮

か
び
、
歯
を
食
い
し
ば

っ
て
、
働
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
間
の
身
体
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
、
あ
る
日
、
窯
仕
事
の
途
中
、

窯
の
焚
き
口
で
、
ば
っ
た
り
と
倒
れ
、
息
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
亡
骸
は
、
ひ

と
り
さ
び
し
く
、
窯
ど
ぶ
の
ほ
と
り
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

都
に
残
さ
れ
た
姫
は
、
信
濃
の
国
に
流
さ
れ
た
恋
し
い
人
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
皆
の
と
め
る
こ
と
ば
も

振
り
切
っ
て
、
独
り
旅
立
ち
ま
し
た
。

信
濃
の
国
、
伊
那
の
神
子
柴
へ
の
道
は
、
遠
く
険
し
く
、
か
弱
い
姫
の
一
人
旅

は
、
難
儀
を
極
め
ま
し
た
。
長
い
月
日
の
苦
し
い
旅
の
末
、
や
っ
と
、
神
子
柴
の

里
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
苦
し
み
の
後
の
大
き
な
喜
び
を
期
待
し
、
心
躍
る
思

い
を
胸
に
し
て
い
た
姫
を
待
っ
て
い
た
も
の
は
、
若
い
僧
の
亡
骸
を
葬
っ
た
あ
と

を
示
す
、
小
さ
な
墓
石
だ
け
で
し
た
。

悲
し
み
の
余
り
、
姫
は
、
気
も
狂
わ
ん
ば
か
り
に
、
幾
日
も
泣
き
明
か
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
や
が
て
、
緑
の
黒
髪
を
断
ち
切
っ
て
、
尼
に
な
り
ま
し
た
。

美
し
く
、
あ
で
や
か
な
尼
さ
ん
が
、
窯
ど
ぶ
の
ほ
と
り
に
あ
る
小
さ
な
墓
に
、

涙
し
つ
つ
お
参
り
す
る
姿
は
、
村
人
た
ち
に
、
あ
わ
れ
の
心
を
誘
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
尼
さ
ん
の
悲
し
み
は
、
し
だ
い
に
、
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
夜
は
、
月
の
光
が
、
あ
や
し
く
も
美
し
く
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。
窯
ど
ぶ

の
ほ
と
り
に
、
独
り
立
っ
て
い
る
尼
の
姿
は
、
都
に
い
た
と
き
の
お
姫
様
以
上
に

美
し
く
、
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

突
然
、
身
を
ひ
る
返
し
た
か
と
思
う
と
、
尼
の
姿
は
、
底
深
い
窯
ど
ぶ
の
水
の

中
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
月
の
光
は
、
い
よ
い
よ
青
く
透
き
通
っ
て
、
松
の

枝
を
渡
る
風
の
音
が
、
か
す
か
に
聞
こ
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
夜
か
ら
、
村
人

の
涙
を
誘
っ
た
あ
の
美
し
い
尼
の
姿
は
、
神
子
柴
の
里
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
、
窯
ど
ぶ
か
ら
流
れ
る
溝
の
中

7 託
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に
、
「
い
も
り
」
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
通
の
い
も
り
は
、
朧
が
赤

い
の
に
、
窯
ど
ぶ
の
「
い
も
り
」
は
、
目
の
ふ
ち
が
赤
く
腫
れ
上
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

今
で
も
変
電
所
の
近
く
の
水
路
の
中
に
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
目
の
ふ
ち
を
赤

く
泣
き
腫
ら
し
た
「
い
も
り
」
が
、
ひ
っ
そ
り
と
住
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い

と
、
し
き
り
に
思
わ
れ
て
き
ま
す
。

３
　
大
泉
川
の
水

南
箕
輪
村
の
ほ
ぼ
真
ん
中
を
、
大
泉
所
山
か
ら
、
天
竜
川
に
向
か
っ
て
流
れ
る

大
泉
川
は
、
幅
広
い
美
し
い
川
で
す
。
こ
の
大
泉
川
に
不
思
議
な
現
魯
が
起
こ
る

の
で
す
。

大
泉
所
山
か
ら
流
れ
出
る
時
は
、
川
に
は
、
冷
た
い
き
れ
い
な
水
が
、
豊
か
に

音
を
た
て
て
流
れ
て
い
る
の
に
、
川
の
中
ほ
ど
に
当
た
る
大
泉
部
落

の
地
籍
で

は
、
水
が
川
底
に
し
み
込
ん
で
し
ま
い
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
砂
の
原
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
南
殿
地
籍
で
、
再
び
湧
き
出
て
来
て
、
天
竜
川
へ
と
流

れ
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
大
泉
川
か
傍
に
見
な
が
ら
、
西
天
竜
が
出
来
る
前
の
大

泉
の
人

々

は
、
水
に
大
変
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
家
で
も
井
戸
を
掘
り
、
そ
の
水
を
、

飲
み
水
か
ら
洗
レ
水
に
ま
で
使
い
ま
し
た
。
手
水
鉢
で
顔
を
洗
っ
た
水
は
、
た
ら

い
に
入
れ
て
お
い
て
そ
れ
で
足
か
洗
う
と
い
う
よ
う
に
、
一
滴
の
水
も
粗
末
に
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

幾
日
礼
干
天
が
続
く
と
、
七
～
八
間
か
ら
Ｉ
〇
間
も
あ
る
、
深
い
井
戸
が
、
し

だ
い
に
涸
れ
て
い
っ
て
、
水

の
涸

れ
な
い
遠
く

の
井
戸

ま
で
、
も
ら
い
水

に
行

か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ふ
だ
ん
、
水
の
な
い
大
泉
川
は
、
大
降
り
の
雨
な
ど
あ
っ
た
時
は
、
恐
ろ
し
い

音
を
た
て
て
、
ご
ろ
ご
ろ
と
石
を
押
し
流
す
濁
流
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
井

図12－ 3　 大泉神社と水のない大泉川

この辺では伏流し て水がない 。遠くの森

は大泉神社である。

戸

の
水
も
出
て
き
ま
す
。

「

大
泉
川

に
、
い
つ
も
水
が
あ
っ
た
ら
な
あ
」
こ

れ
が
、
大

泉
の
人

々
の
、

だ

れ
か
ら
も
聞
か
れ
る
嘆
き
の
声
で

し
た
。

大
泉
川

の
こ
の
不

思
議
な
現

象
に
つ
い
て
、
村
の
人

々
は
、
そ

の
わ
け

を
、
次

の
よ
う
に
語
り
継
い
で
き
て
い
る
の
で
す
。

昔

々
の
こ
と
で
し
た
。
長
い
日
照

り
の
続
い
た
あ
る
夏

の
こ

と
で

す
。
い
つ
も

は
豊
か
に
水
の
流
れ
て
い
る
大
泉
川

も
、

さ
す
が
に
水
が
涸

れ
て
し

ま
い
、
周
り

の
田
ん
ぼ
と
い
う
田

ん
ぼ
は
、

か
ら
か
ら
に
乾

い
て

し
ま
い
ま
し

た
。
大
泉
川

に

頼

っ
て
生
き
て
い
る
人

々
は
、
大
変

困
っ
て
、

神
様

に
お
願

い
す
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

大

泉
の
人

々
は
、
諏
訪
大
明

神
に
、
殿
村

の
人

々
は
、
殿
村
八
幡
宮

に
、
そ
し

て
、
一
番
上

流
の
大
泉
新
田

の
人

々
は
、
熊
野
権
現

に
、
そ

れ
ぞ
れ
お
願
い

に
行

き
ま
し
た
。

「

神
様
、

ど
う
ぞ
、
大
泉
川

に
、

い
つ
も

の
よ
う
に
水

を
流
し
て
く
だ
さ
い

。

そ

う
し
た
い
と
、
田

ん
ぼ
が
涸

れ
、
稲
が
で
き

な
く
な

っ
て
、
私
た

ち
は
み
ん
な

死

ん
で

し
ま
い
ま
す
。
」
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三
社
の
神
様
は
、
民
百
姓
の
困
っ
て
い
る
の
を
見
か
ね
て
、
た
ん
と
か
救
っ
て

あ
げ
よ
う
と
相
談
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
社
の
神
様
が
、
日
を
決
め
て
大
泉
所

山
の
水
源
地
ま
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

約
束
０
日
、
殿
村
八
幡
宮
と
、
熊
野
神
宮
の
神
様
が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
諏
訪
神
社
の
神
様
の
お
姿
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
た
が
な
い
の
で
、
殿
村
八
幡
宮
の
神
様
と
、
熊
野
神
宮
の
神
様
と
の
お
二
柱

で
、
大
泉
所
山
に
登
り
、
苦
労
さ
れ
て
水
を
流
す
作
業
を
さ
れ
ま
し
た
。
お
か
け

で
あ
ま
り
た
く
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
泉
川
に
、
水
が
流
れ
出
て
来
た
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
ど
う
し
た
こ
と
か
、
そ
の
水
は
、
大
泉
で
川
底
に
し
み
込
ん
で
し
ま

う
の
で
す
。
そ
し
て
、
殿
村
で
ま
た
湧
き
出
て
流
れ
て
行
く
の
で
す
。
大
泉
新
田

と
殿
村
の
人
々
は
大
変
喜
び
、
お
二
人
の
神
様
に
感
謝
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
大
泉
川
の
水
は
、
大
泉
部
落
の
手
前
で
消
え
て
、
川
は
、
白
い
砂

利
の
原
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
大
泉
の
人
々
は
大
変
困
り
、
中
に
は

怒
っ
て
、
神
様
を
の
の
し
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
泉
の
人

々
は
、

「
神
様
に
も
、
大
事
な
ご
都
合
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す

る

と
、
お
れ
た
も
の
力
を
た
め
し
て
お
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
そ
う
思
い
な
お

し
て
、

み
ん
な
で
考
見
合
い
、
力
を
合
わ
せ
、
神
様
の
お
力
も
借
り
な
が

ら
、

し
た

い

下

井

土
井
・
新
井
な
ど
と
い
う
水
路
を
、
次
々
と
苦
労
に
苦
労
を
重

ね
て
作

り
、
水
の
苦
し
み
か
ら
逃
が
れ
る
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

今
で
は
、
西
天
竜
も
あ
り
、
青
々
と
し
た
水
田
に
囲
ま
れ
、
大
泉
は
豊
か
な
部

落
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
氏
神
様
と
し
て
、
諏
訪
大
明
神
を
お
迎
え
し
、
丁
寧
に

お
祭
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

で
も
、
大
泉
川
の
水
は
、
昔
の
ま
ま
、
今
で
も
不
思
議
な
流
れ
方
を
し
て
い
ま

す
。

４
　
霊
松
一
本
木
（
南
殿
）

南
箕
輪
小
学
校
の
南
西
、
八
幡
道
沿
い
の
東
側
に
、
「
霊
松
一
本
木
址
」
の
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
松

の
大

き
さ

は
、
高
さ
二
七
ｍ
、
周
囲
五
ｍ
ほ
ど
で
、
そ
の
姿
は
遠
く
か
ら
も
望
ま
れ
、
大
変

に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

樹
齢
五
〇
〇
年
を
越
え
、
古
い
木
に
よ
く
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
よ
う

に
、
樹
液
は
血
０
よ
う
な
赤
味
を
帯
び
て
い
た
と
い
い
、
ま
た
松
の
太
い
枝
な
ど

切
る
と
蛇
が
出
た
と
も
い
い
ま
す
。
枝
は
、
下
か
ら
仰
ぐ
と
、
雲
の
中
に
枝
先
を

伸
ば
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
行
き
来
す
る
人
び
と
は
、
好
ん
で
そ
の
樹
下
で
憩

い
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
れ
に
見
る
大
き
な
、
青
々
と
し
た
古
い
枝
ぶ
り
に
時
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
、
見
と
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
松
で
し
た
の
で
、
県
か
ら
も
、
天
然
記
念
物
と
し
て
、
指
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
惜
し
い
こ
と
に
、
昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日
の
台
風
に
そ

の
老
幹
は
耐
え
ら
れ
ず
、
つ
い
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

樹
齢
も
古
く
、
大
き
く
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
立
派
な
姿
で
あ
り
、
は
か
り
知

図12－ 4　 霊松一本木

建物は南箕輪小学校旧校舎
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れ
な
い
不
思
議

な
力

か
持

っ
て
い
る
松

と
し
て
、
村
人
や

旅
人

か
ら
霊
松

と
し
て

親
し
ま
れ
、
ま
た
畏

敬
の
念
を
も
っ
て
見
守

っ
て

き
た
こ
の
松

を
、

い
つ
ま
で

も

心
に
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
多

く
の
人

の
願

い
が
強

く
あ
り
ま
し
た
。
命
日

と

も
い
う
べ
き
昭
和
十
一
年
九
月
二
十
一
日

を
期

し
て
、
「
霊
松
一
本
木
址
」
と

い

う
碑

が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
後
継

ぎ
と
し
て

の
稚

い
松
が
植
え

ら
れ
ま

し

た
。

今

は
無

い
こ

の
霊
松
一
本
木
も
、

か
つ
て

は
、
二
本

の
夫
婦
松
で
あ

っ
た
と
い

う
こ
と
で
す

。
こ

の
こ
と

に
つ
い
て
「
南
箕
輪

の
伝
承
」

に
は
次
の
よ
う
な
話
が

載
せ
ら
れ
て
い
ま
す

。

小
学
校
の

プ
ー
ル
の
南
、
八
幡
様

に
行
く
道
脇

に
、
生
垣
に
囲
ま
れ
て
大
き
な

石

碑
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
の
こ
ろ

か
ず

っ
と
昔
か
ら
、
こ
こ
に
大
き
な
二

本
の
松

が
あ
り
ま
し
た
。

南
北

に
並
ん
で
、
あ
た
か
も
仲
の
良
い
夫
婦
の
松

の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
村

の

大
は
北
の
松

を
男

の
木

、
南
の
松

を
女
の
木

と
い
い
、
夫
婦
松

と
も
呼
ん
で

い
ま

し
た
。
こ
の
松

の
周
り
が
林
で

あ
っ
た
こ

ろ
、
こ
こ

に
追
剥

が
出

た
な
ど
と
聞

い

て
い

ま
す

。

天

を
衝

く
よ
う
な
大

き
な
木
で
、
姿
が

よ
か
っ
た
の
で
、

わ
ざ
わ
ざ
見
物

に
来

る
人
礼
あ

っ
た
り
、
旅
人

は
遠
く

か
ら
眺

め
て

は
、
殿
村

の
方
向

を
見
定

め
、
坂

下

や
、
木
曽
へ
行
く
休
み
場

に
も
な

っ
て
い
ま
し

た
。
大
き
さ
は
、
六
人
の
大
人

が
、
や

っ
と
取
り
巻
く
と
い
う
ほ
ど
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
木

○
高
さ
も
大
し
た

も
の
で
、
そ
の
陰
は
六
〇

間
（
約
一
〇
八
ｍ
）
に
礼
及
ぶ
と
い
わ
れ
、
日
陰
に
な
る

近
く
の
田
畑

は
、
税
を
免

除
さ
れ
る
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で

し
た
。

所
有

者
の
清

水
さ
ん
は
、

こ
の
二
本

の
松

を
大

事
に
し
て
、
自
分

の
家

が
酒
屋

で

し
た
の
で
、
時

折
、
酒

を
か
つ
い
で
来
て

は
、
松

の
根
元

に
か
け
て
や

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

け
れ
ど
何
か
の
事
情
で
、
あ

る
時
、
北

の
松

を
根
元

か
ら
、
聯
（
木
を
切
り
出
す

人
）
に
切

り
倒
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ

の
時
不
幸

に
も
、
そ

の
柚

は
、
木

の
下

敷
に
な
っ
て
死

ん
で
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
松

は
縁
起

を
か
つ
い
で
名
古
屋

の
人

に
売
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し

た
。

残

っ
た
女
松

の
幹
の
途
中

に
二

つ
の
瘤
が
あ

り
ま
し

た
。
人

々
は
こ

れ
を
乳
と

呼
ん
で
し
ま
し
た
が
、
不
思
議

な
こ
と
に
、
こ

の
二

つ
の
瘤

か
ら
、
急

に
だ
ら
だ

ら
と
脂
が
流
れ
出

ま
し
た
。
夜

に
な
る
と
こ

の
こ

ろ
か
ら
急

に
、
風

に

合

わ

せ

て
、
ひ

ゅ
う
ひ

ゅ
う
と
大
き

な
音
が
し
だ
し

た
と

の
こ
と
で
す

。

殿
村

の
人

々
は
、
脂

は
涙
で
、
大
き
な
音

は
泣
き
声
だ

。
夫
を
切
ら
れ
た
切
な

さ
に
泣
き
悲
し

ん
で
い

る
の
だ
と
言

っ
て
、
恐
れ

た
り
、
松

に
同
情
し
た
よ
う
で

す

。
と
こ

ろ
が
、
大
風
が
来
て
、
大
き
な
音
が
し
て
、
こ
の
松
も
一
夜
に
し
て
倒

れ
て
し

ま
い

ま
し

た
。
多
く

の
人
が
こ
の
不
思
議
な
松
の
こ
と
を
九
九
え
、
こ
こ

に
立
派
な
石
碑
を
建
て
ま
し
た
。

５
　

エ

ド
ヒ
ガ
ン
桜
（
北
殿
）

小
学
校

グ
ラ
ン
ド
下

の
北
東
、
道
の

傍

に
、
大
き
な

エ
ド
ヒ

ガ
ン
桜
の
古
木

が
あ
り
ま
す
。

こ
の

エ
ド
ヒ

ガ
ン
桜
の
巨
木
に
は
、
や
ど
り
本
が
つ
い
た
り
、

ノ
キ
シ
ノ
ブ
が

生
え
た
り
し
て
い
て
、
い
か
に
も
古
木

と
い
っ
た
風

格
を
備
え
て

い
て
、
樹

齢
約

二
五
〇
年

か
ら
三
〇
〇
年

と
推
定

さ
れ
、

桜
で
こ

れ
は
ど
の
古
木

は
珍
し
い
と
い

わ
れ
て
お
り
、
村

の
文
化

財
に
も
指
定

さ
れ
て

い
ま
す

。

人

々
に
親
し
ま
れ
て

い
る
こ

の
桜

の
古
木

は
、
昔
、
庚
申
塔
建
立

の
時

の
記
念

植
樹
で

は
な
か
ろ
う

か
と
い

わ
れ
て
き
て
い

ま
す

。
も
し
、
そ
う
だ
と
す

る
と
、

推
定
樹
齢
か
ら
考
え
て
、
延

宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
庚
申

の
年
こ

ろ
、
植
樹
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
桜
の
古
木

に
ま
つ
わ
る
際
立
っ
た
話

は
伝
え

ら
れ
て
い

ま
せ

ん
が
、
八
幡

7 即
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道
と
伊

勢
道
と
の
わ
か
さ
れ
（
分
岐
点
）
の
目
印

と
し
て
、

親
し

ま
れ
て

い
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
、
ま
た
先

が
切

ら
れ
て

い
る
太
い
枝

に
ま
つ
わ
る
悲
し

い

話
な
ど
伝
え
ら
れ
て
は
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
春

に
は
花

を
咲

か
せ
、

散
っ
て

い
く

の
を
、
数
知

れ
な
卜
さ
ま
ざ

ま
な
人

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
で
眺

め
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
ま
た
、

子

供

の

こ

図12－ 5　 エ ドヒガン桜

小学校の北にあ り天然記念物に指定されてい る。

ろ
、
木

の
ま
わ
り
で
遊

び
た
わ
む

れ
、
木

の
肌

に
じ

か
に
触

れ
な
ど

し

た
、
懐

か
し
い
思
い
出
を
持

っ

て
、
生
涯

を
過
ご
し
て
き
て
い

る

の
で
す

。

こ
う
し

た
桜

の
古
木

に
、
私
た

ち
も
今
、
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
生

涯
を
過
ご
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

こ
の
大
切
な
桜
の
古
木
を
、
受
け

継
ぎ
、
な
お
、
花
を
開
き
続
け
る

の
を
、
後
世
の
人

々
は
、
ど
ん
な

思
い
で
見
つ

め
な
が
ら
生
き
て
い

く
の
で
し

ょ
う
か
。

人
間
で
は
果
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
悠
久
の
思
い
を
託
し
て
、
私
た
ち
は
、
こ

の

エ
ド

ヒ
ガ
ン
桜
を
大
事

に
守
り
続
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

６
　

櫃
　

の
　

木
（
北
殿
）

北
殿
に
「

金
山
彦
命
」
と
刻
ま
れ
た
石

碑
が
あ
り
ま
す
。
叩
く
と
金
属
性
の
音

が
し
、
も
と
も
と
は
殿
村
北

条
氏
の
守
護
神
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
刀

剣
鍛
冶

な
ど
金
工

の
職

に
あ
る
人

々
の
祝
殿
（
一
族
で
祭
る
神
）
と
し
て
必
ず
祭

ら

れ
た
神
様
で
し
た
。

こ
の
祝
殿
の
傍
に
、
御
神
木

と
し
て
、
樹

齢
三
百
年

く
ら
い
の
大
き

な
孫

の
木

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
禅
の
木

は
、
御

神
木

と
し
て

だ
け
で

は
な
く
、
昔

は
、
測
量

の
た
め
の
基

点
を
示

す
目
安
と
し
て
大

事
な
も
の
で

し
た
。
天
竜
川

は
、
今
も
昔

も
変
わ
ら
ず
大
水
に
見

舞
わ
れ
ま
す
が
、
特

に
昔

は
、
大
水

に
流

さ
れ
た
後

の
境

界

を
示

す
め
ぼ
し
い
も
の
が
必
要

だ
っ
た
わ
け
で

す
。
天
竜
川

の
東
西

の
境
界
点

を
決
め
る
測

量
の
際
の
、
三

角
点
の
西

の
頂
点

が
、
こ

の
北
殿

の
植
の
木

だ
っ
た

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
東

の
頂

点
は
福
島

の
芝
宮

の
大
椎

の
木
、
そ

し
て
南

の

頂

点
は
田
中

の
大
杉
の
木
で

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
祖
先
の
暮

ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
か
っ
た
舗

の
木

は
ま

た
、

そ
の
実

が
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
の
楽
し
い
遊
び
道
具
で
し
た
。

毎
年

、
九
月
末

か
ら
十
月

に
か
げ
て
、
植
の
木

の
実
は
、
熟
し
て
き
ま
す
。
実

が
笑
ん
で
落
ち
る
（
実
が
熟
し
て
自
然
に
落
ち
る
）
こ
ろ
、

子

供
た
ち
は
、

そ

の
実

を
拾
い
に
集
っ
て
来
ま
す
。
学
校
帰
り
に
回
り
道
を
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
拾
い
に
来

る
子

供
も
い
ま
す
。
拾

っ
た
実

は
、
家

へ
持

ち
帰

っ
て
、
炒

っ
て
、
殼

を
取

り
、

中
の
実
を
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
が
十
二
指
腸
虫
駆
除
の
役
に
も
立
っ
て
い

た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
場
で
、
実
の
太
い
方
の
端
を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
よ
う
な
堅
い
平
ら
な
面
で
こ
す
っ
て
、
丸
く
小
さ
な
穴
を
あ
け
、
中
の
実
を
き

れ
い
に
取
り
出
し
て
、
手
製
の
笛
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
穴
に
唇

を
当
て
て
、
息
を
吹
き
込
む
と
音
が
出
る
の
で
す
。
素
朴
な
そ
の
音
色
の
出
る
こ

と
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
か
。

こ
う
し
て
柩
の
木
は
、
今
も
昔
と
変
わ
ら
な
い
姿
で
立
っ
て
い
ま
す
。

７
　
蛇
　
　
　
塚
（
大
泉
）

大
和
泉
神
社
の
南
の
道
を
、
東
に
五
〇
〇
ｍ
ば
か
り
下
る
と
、
大
泉
川
の
河
川

敷
か
ら
よ
っ
て
来
る
道
と
交
わ
る
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
昔
、
経
塚
が
あ
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り
ま
し
た
が
、
そ
の
経
塚
を
目
安
に
し
て
、
一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
西
へ
行
っ
た
道
路
沿

い
に
、
高
く
石
が
積
ま
れ
、
夏
に
は
、
つ
る
草
が
一
面
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
所
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
が
、
蛇
塚
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
し
た
。

昔
、
西
箕
輪
の
大
萱
の
耕
地
に
住
ん
で
い
た
大
蛇
が
、
大
泉
あ
た
り
に
も
出
て

来
た
た
め
、
人
び
と
は
、
恐
れ
苦
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
天
正
年
間
二

五
七
ご丁

九
乙

、
時
の
領
主
、
保
科
弾
正
が
、
家
臣
の
井
沢
某
に
命
じ
て
、
そ
の
大
蛇
を

退
治
し
て
埋
め
た
の
が
、
こ
の
蛇
塚
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
初
期
の
こ
ろ
ま
で
、
こ
の
辺
一
帯
は
、
蛇
が
た
く
さ
ん
い
て
、
通
る
に
も

不
気
味
な
感
じ
の
す
る
所
で
あ
り
、
蛇
塚
と
い
う
名
が
、
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る

よ
う
な
場
所
で
し
た
。

今
は
、
西
天
竜
耕
地
整
理
の
た
め
、
経
塚
も
、
大
蛇
を
埋
め
た
と
い
わ
れ
る
石

の
山
も
、
取
り
除
か
ね
て
水
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
た
だ
、
蛇
塚
と
し
う
字
名
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

図12－ 6　 猪の子芝の現在

越場橋の向こう一帯であるが，現在けずりとられて丘でな

くなった。

８
　

猪
ノ
子
芝
（
南
殿
）

殿
村
八
幡
宮
の
西
南
、
大
泉

川
に
か
か
っ
て
い
る
越
場
橋
か

ら
上
の
高
台
に
、
今
、
松
の
本

が
二
、
三
本
見
え
ま
す
。
こ
の

段
丘
か
ら
春
日
街
道
付
近
一
帯

が
猪
ノ
子
芝
と
呼
ば
れ
る
地
籍

で
す
。

今
は
水
田
と
た
っ
て
い
ま
す

が
、
昔
、
こ
の
あ
た
り
は
、
大

本
や
草
が
生
い
茂
り
常
に
猛
獣

が
出
て
お
り
、
野
原
や
、
畑
に

大

き
な
害

を
与
え
、
住
民

は
大
変

困
り
、
苦

し
ん
で

お
り
ま
し

た
。
そ

の
た
め
、

村
人

は
、
健
御
名
方
富
命

に
、
猛
獣
の
害

か
ら
村
を
守

っ
て
ほ
し
い
と
、
訴
え
出

ま
し

た
。
命
は
ご
自
分

か
ら
先
頭
に
立
っ
て
、
南
箕
輪
は
も
ち
ろ
ん
西

箕
輪
方
面

ま
で
、
山

岸
野
原
の
狩
り
を
さ
れ
、
猛
獣
の
す
べ
て
を
追
い
払
わ
れ
て
、
よ
う
や

く
村
人
も
そ

の
害

か
ら
ま
ぬ
が

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

そ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
猛
獣
が
い
た
な
か
で
、
特
に
こ
の
地
に
は
、
猪
や
鹿

が
、
子

を
生
み
育
て
、
群
集
し
て
い
た
こ
と
か
ら
猪
ノ
子
芝

と
名
づ
け
ら
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
村
人
に
多
く
の
害
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
猪

や

鹿

は
、

肉
、
毛
皮
な
ど
日

常
生
活
に
も
必
要

な
品
で

あ
り
、

必
需
品

と
し
て

の
猪
冲
鹿

を

村
人
は
、
あ

ん
が
い
一
面
で

は
こ
こ
で
保
護
し
て
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

９
　

送
　

り
　

犬
（
大
泉
）

大

泉
に
言
い
伝
え

ら
れ
て

い
る
話
で

す
。

昔

、
送
り
大

と
村
人

か
ら
呼

ば
れ
て

い
た
大
き

な

狼

か

お
り

ま
し

た
。
夜

お

そ

く
、
大

が
家

路
に
つ
く
と
、

し
ば
し

ば
現

わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
家

に
帰

る

人

の
後

を
つ
げ
て
来
て
、

途
中
で
大
が
転

ん
だ
り
し

よ
う
も
の
な
ら
、
驚
い
て

か

み
つ
き
、
食

べ
て
し

ま
う
と
言

か
ね
て
い
ま
し
た

。
し

か
し
不
思
議
な
こ
と
に
、

大
泉
川
原

ま
で
来
て
、
「
家
が
見
え

た
で
帰

る
ぞ
」
と
い
う
と
、
い
つ
の
間
に
か

姿

を
消
し
て
い
ま
し

た
。

当
時
、
こ
の
近
辺

に
は
狼
が
多
く
出
た
こ
と
が
あ
り
、
村
人
は
、
大
き
な
落
と

し
穴

を
掘

っ
て
、
生
け
捕

る
こ
と
を
考
え
た
り
し
ま
し
た
。
た
ま
に
、
生
け
捕
っ

た
狼

は
、
籐
づ

る
で
作

っ
た

か
ご
の
中
に
入
れ
て
村
中
の
大
に
見
せ
て
歩
い
た
り

し

た
も
の
で
し
た

。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
狼
に
、
大
が
か
ま
れ
た
と

い

う

こ

と

は
、
一
度
も
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
狼
の
中
の
一
匹
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
夜
、
大
の
あ
と
を
つ
け

て
来
て
は
、
家
の
近
く
ま
で
来
る
と
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
す
「

送
り
大
」

に
、

Z刀
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村
の
人
た
ち
は
よ
く
出
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
村
人
は
こ
の
「
送
り
大
」
に
親

し
み
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
「
送
り
犬
」
の
こ
と
を
思
っ
て
、

時
々
、
お
は
ぎ
を
供
え
た
り
、
鶏
を
取
る
悪
い
猫
を
つ
か
ま
え
て
、
与
え
た
り
し

ま
し
た
。

明
治
の
初
め
ご
ろ
ま
で
、
「
送
り
大
」
が
い
た
と
語
り
継
が
れ
て
お
り
、
「
子

ど
も
の
こ
ろ
は
、
こ
の
よ
う
な
『
送
り
犬
』
が
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
だ
け
で

も
、
お
っ
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
人
が
語
っ
て
い
ま
す
。

1
0
　獄
門
草
畑
（
塩
ノ
井
）

塩
の
井
に
、
某
氏
所
有
の
草
畑
が
あ
り
、
そ
こ
へ
は
、
草
盗
人
が
よ
く
現
れ
ま

し
た
。
草
盗
人
は
、
草
を
刈
り
、
そ
れ
を
束
ね
て
、
連
れ
て
来
た
馬
の
背
に
乗
せ

て
盗
ん
で
行
く
の
で
す
。

某
氏
は
、
草
盗
人
が
来
る
の
を
見
つ
け
る
と
、
そ
れ
を
捕
え
、
証
拠
と
し
て
、

馬
の
鞍
を
取
っ
て
お
き
、
代
官
に
差
し
出
し
て
、
裁
判
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。あ

る
日
、
ま
た
草
盗
人
が
現
れ
た
の
で
、
某
氏
は
、
証
拠
に
な
る
鞍
を
取
り
上

げ
よ
う
と
し
て
争
い
、
盗
人
の
持
っ
て
い
た
草
刈
り
鎌
で
、
朧
を
切
ら
れ
て
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

草
は
盗
ま
れ
、
あ
る
し
か
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
家
族
は
代
官

に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
裁
判
に
か
け
ま
し
た
。
裁
判
に
は
大
変
な
費
用
が
か
か

り
、
豪
華
な
家
屋
敷
を
持
っ
て
い
た
某
氏
で
し
た
が
、
財
産
を
使
い
果
た
し
て
し

ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
草
盗
人
は
、
裁
判
の
結
果
、
あ
ま
り
に
も
む
ご
い
行
い
で
あ

る
と
し
て
、
獄
門
に
か
け
ら
れ
、
さ
ら
し
首
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
事
件
は
解
決
し
ま
し
た
が
、
村
人
た
ち
に
は
、
平
和
な
村
に
、
あ

ま
り
に
も
悲
惨
な
こ
の
事
件
が
、
い
つ
ま
で
も
心
に
焼
き
つ
き
、
い
つ
し
か
そ
の

草
畑
を
、
獄
門
草
畑
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
1
　三
　

足
　

鶏
（
大
泉
）

「
ひ
と

つ
ぱ
な
し
」

は
、
蕗
原
拾
葉

の
編
者
で
あ
る
中
村
元
恒
さ
ん
が
嘉
永
年

間
（
一
八
四
八
～
五
三
）
に
、
黒
河
内
村
（
長
谷
村
内
）
に
流
さ
れ
た
と
き
、
地
方
の

奇
聞
異
事

を
書
き
集

め
た
も

の
で
あ
り
ま
す

。
こ

の
ひ
と
つ
は
な
し
の
な
か
に
こ

の

コ
ニ
足
鶏
」
が

の
っ
て

い
ま
す

。

ま

た
、
明
治
一
〇
年
「
信
濃
奇
区
一
覧
」
が
、
中
村
元
起
さ
ん
の
手
に
よ

っ
て

で
き

ま
し

た
が
、
こ

の
本

の
巻

の
四
は
諏
訪
郡
と
伊
那
郡
の
話
が
記
さ
れ
て
い
ま

す

。
松
島
王
墓
や
光
前
寺
、
駒
ヶ
岳
と
並

ん
で
三
足
鶏
が
の

っ
て
い
る
の
か
ら
み

て
、
当
時

よ
ほ
ど

め
す
ら
し
い
話
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

三
足
鶏

は
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
話
で
あ
り
ま
す
。

信
南
奇
談
と

い
う
本

に
、
こ

の
こ
ろ
大
泉
村
と
い
う
里
の
あ
る
家
に
、
三
本
足

の
鶏
が
生

ま
れ
ま
し

た
。
綴
耕
録

に
も
三
足
と
四
足

の
鶏

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す

。
ま

た
高
井
郡

の
福
原

の
里
で
も
、
両
頭
で
四
足

の
鶏
が
生
ま
れ
た
と
い
い

ま
す

。
文
政
九
年

二

八
二
六
）
に
川
路
村
で
も
両
頭
四
足

の
鶏
が
生
ま
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す

。

こ

れ
を
七

っ
て
み

る
と
、
四
足
な

の
は
二
羽

に
な
る
べ
き
鶏
が
一
つ
に
な

っ
た

の
で
あ
り

ま
し

ょ
う

。
こ

の
四
足
は
た
ま
た
ま
あ

っ
て
、
天

保
三
年
二

八
三
二
）

に
与
地
村

の
農
民
忠
右
衛
門
方
で
も
生
ま

れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
四
足
の
鶏
は

成
長
し
か

卜
で
死

ん
で
し
ま

っ
た
が
、
羽
広
村

の
医
師
林
宗
賢
は
そ
れ
を
乾
物
に

し
て

贈
っ
て

く
れ
た
の
で
、
元
恒

は
そ

れ
を
大
切

に
保
存
し
て

お
い

た

そ

う

で

す
。し

か
し
、
大
泉
村

の
よ
う
に
三
足

の
鶏

は
ほ

ん
と
う
に
ま
れ
で
珍
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

1
2
　音
羽

の
池
（
オ
ト
ボ
ー
池
）
　（
久
保
）

国

道
一
五
三
号
線

を
北

に
進
か
と
、
久
保
と
木
下
境

の
右
手
に
養

鱒

場

が

あ

792
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り
、
そ

の
北
隣

り
辺

り
は
、
今
、
住
宅

が
建

ち
並
ん
で
い

ま
す
。
昔
、
こ

の
辺
一

帯

は
菰
や
葦
が
繁
り
、
雑
草

の
ぱ
び
こ

る
湿
地
帯

に
な
っ
て
い
て
、
と
こ

ろ
ど
こ

る
に
底
の
深
い
大
小
の
池
が
散
在
し
て
い
ま
し
た
。
池
の
端
を
歩
く
と
、
土
の
や

わ
ら
か
さ
に
足
を
取
ら
れ
、
そ
の
足
を
泥
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
が
、
な
か
な
か

出
来
な
い
ほ
ど
の
所
で
し
た
。
あ
る
所
か
ら
は
、
水
が
盛
り
上
が
っ
て
、
激
し
く

湧
き
出
る
と
い
う
、
そ
ん
な
場
所
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
住
ん
で
い
た
と
も

い
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
池
に
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
「
音
羽
の
池
」
と
い
う
美
し
い
名
前
が
つ
け

ら
れ
、
そ
し
て
、
こ
の
池
に
ま
つ
わ
る
こ
ん
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
村
に
大
変
魚
釣
り
の
好
き
な
人
か
お
り
ま
し
た
。
こ
の
音
羽
の
池
で
、
魚

は
も
ち
ろ
ん
、
大
き
な
鯨
ま
で
も
釣
っ
て
、
大
喜
び
で
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。あ

る
日
の
こ
と
で
し
た
。
昼
休
み
に
、
ま
た
釣
り
に
で
も
行
こ
う
と
、
釣
り
の

こ
と
を
楽
し
み
に
思
い
な
が
ら
、
家
の
前
の
畑
で
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
一

人
の
見
か
け
ぬ
僧
が
通
り
か
か
り
、
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
僧
は
、
「
魚

た
ち
は
池
を
守
る
大
事
な
生
き
物
だ
。
釣
り
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
、
特
に
大
き
な
鈴

を
釣
る
こ
と
は
ぜ
ひ
止
め
な
さ
い
」
と
言
う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
信
仰
心
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
こ
の
村
人
は
、
僧
の
言
葉
を
な
る
ほ
ど
と
思
っ
て
聞
き
ま
し
た
。

昼
も
近
い
時
刻
で
し
た
の
で
、
村
人
は
こ
の
僧
を
家
へ
連
れ
て
行
き
、
話
し
な
が

ら
粟
飯
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ
、
そ
し
て
、
僧
は
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

こ
の
村
人
は
、
一
、
二
日
は
釣
り
に
行
く
の
を
が
ま
ん
出
来
ま
し
た
が
、
三
日

目
に
は
ど
う
に
も
が
ま
ん
が
出
来
ず
、
「
少
し
ぐ
ら
い
の
魚
な
ら
許
し
も
も
ら
え

よ
う
」
と
音
羽
の
池
へ
釣
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
い
つ
に
な
く
た
く

さ
ん
釣
れ
、
帰
る
間
際
に
は
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
大
き
い
鯖
を
釣
り
揚
げ

ま
し
た
。
僧
の
言
葉
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
、
大
喜
び
で
家
に
帰
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
飴
か
ら
料
理
し
よ
う
と
思
い
、
押
さ
え
て
も
思
わ
ず
ほ
く
そ
笑
む
ほ

ど
の
う
れ
し
さ
で
、
初
め
て
見
る
ほ
ど
の
大
き
な
朧
に
、
包
丁
を
当
て
ま
し
た
。

す
る
と
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
鯖
の
腹
か
ら
、
た
し
か
に
三
日
前
、
あ
の
僧
に
ご

馳
走
し
た
粟
飯
が
ご
馳
走
し
た
時
の
量
と
同
じ
ほ
ど
出
て
来
ま
し
た
。
そ
の
村
人

は
一
瞬
驚
き
、
あ
わ
て
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
飴
が
僧
に
な
っ
て
出
て
来
る
は
ず
は

な
い
と
思
い
、
飴
は
夕
食
の
ご
馳
走
と
な
り
家
族
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

次
の
日
、
大
き
な
鯨
を
釣
っ
た
手
ご
た
え
と
、
あ
ぶ
ら
の
の
っ
た
お
い
し
い
味

の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
こ
の
村
人
は
再
び
音
羽
の
池
に
釣
り
に
出

か
け

ま
し

た
。
願
い
ど
お
り
、
ま
た
も
大
き
な
飴
が
針
に
か
か
り
ま
し
た
。
大
喜
び
で
釣
り

あ
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
糸
は
ぐ
ん
ぐ
ん
と
池
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
と
う
と
う
竿
も
、
そ
し
て
竿
を
手
離
さ
ず
に
、
必
死
に
握
っ
て
い
た
こ
の
村

人
も
、
ず
る
ず
る
と
池
の
底
深
く
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
沈
ん
で
い
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
池
の
淵
に
近
づ
く
Ａ
が
あ
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
「
オ

ト
ボ
ー
さ
ら
ば
」
と
い
う
妖
し
げ
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
ど
う
い
う
意
味

か
、
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰

の

耳

に

も

「

オ
ト
ボ
ー
さ
ら
ば
」
と
聞
こ
え
る
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
音
羽

の
池
を
、
誰
い
う
と
も
な
く
「

オ
ト

ボ
ー
池
」

と
も
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
は
、
泳
ぎ
上
手
な
子

供
が
、
こ
の
池
で
泳
い
で
い
て
、
溺

れ
死

ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
話
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
村
人
た
ち
は
、
こ
の
池
を
恐
れ
な
が
ら
も
大

事
に
守

り
、
他

の
川

で
も
も
ち
ろ
ん
、
む
や
み
に
殺
生
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

池
に
近
づ
い
て
も
「
オ
ト
ボ
ー
さ
ら
ば
」
と
い
う
妖
し
い
声
を
聞
く
こ
と
も
な
く

な
り
、
平
和
な
村
に
戻
り
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
今
で
こ
そ
住
宅
も
建
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
わ
り
の
田
ん
ぼ
も
他

7 月
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の
場
所
と
特
別
変
わ
り
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
か
つ
て
こ
の
辺
り
は
、
沼

田
で
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
す
る
の
に
、
泥
に
足
を
と
ら
れ
な
い
よ
う
、
長
い
梯

子
を
田
ん
ぼ
に
渡
し
て
仕
事
を
し
、
苦
労
し
た
も
ん
だ
」
と
、
モ
○
思
い
出
を
古

老
は
語
っ
て
い
ま
す
。

三
　

歴

史

伝

説

１
　

一
　

里
　

塚
（
大
泉
）

大
泉
の
北
に
、
公
園

と
呼

ば
れ
て

い
る
所
が
あ
り

ま
す

。
遊
園
地

に
な
っ
て

お

り
、
道
端
に
庚
申
塚
も
あ
り
ま
す
。
庚
申
塚
に
隣
り
合
わ
せ
て

、
「
一
里
塚
址
」
と

い
う
標
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
四

年
一
一
月

の
末
、
庚
申
塔
の
建

立

に
あ

わ
せ
て
、
教
育
委
員
会
と
大
泉
区

中
の
力
で
、

二

里

塚

址
」

と
「

由

緒

彿
」
も
建
て

ら
れ
ま
し

た
。

正

保
年
間
（

二
（
四
四
～
四
七
）
に
作
成

さ
れ
た
「
信
州
伊
那
郡
之
絵
図
」
（
脇
坂

絵
図
）
に
、

大

泉
の
北

の
入

口
に
、
一
里
塚

の
印
が
つ

い
て
い

て
、

そ

れ

が
、

今
、
標
柱
の
建
て

ら
れ
て

い
る
場
所

だ
と
思

わ
れ
ま
す

。

昭
和
二

七
年
ご
ろ
ま
で
、

落
葉
松

の
古
木
と
柿

の
大
樹
が
聳
え
立

っ
て

い
ま
し

図12一 ７　旧一里 塚跡標柱

昭和54年にたてかえられて石碑となった 。

た
。古

老
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
春
日
街
道
が
造
ら
れ
た
と
き
、
使
っ
た
一
間

ご

と
に
目
盛
り
を
つ
け
た
測
量
用
の
「
間
縄
」
と
呼
ば
れ
る
縄
の
古
く
な
っ
た
も

の
を
埋
め
て
、
そ
の
上
に
落
葉
松
を
植
え
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
い

つ
の
こ
ろ
か
、
一
本
枯
れ
た
の
で
、
そ
の
後
に
憚
を
植
え
ま
し
た
が
、
禅
の
方
が

若
い
は
ず
な
の
に
、
落
葉
松
よ
り
大
き
な
木
に
な
っ
て
、
人
目
を
引
い
て
い
ま
し

た
。こ

の
落
葉
松
も
、
禅
の
大
木
も
年
を
経
て
、
台
風
な
ど
も
あ
り
太
い
枯
れ
枝
が

落
ち
た
り
、
幹
に
大
き
な
虚
が
出
来
た
り
し
て
、
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す
と
い
う

こ
と
で
、
切
り
倒
さ
れ
て
処
分
さ
れ
ま
し
た
。
樫
よ
り
小
さ
く
見
え
た
落
葉

松

は
、
大
泉
の
あ
る
民
家
で
落
札
し
、
土
蔵
の
落
と
し
板
に
し
た
と
い
う
こ

と
で

す
。
そ
の
一
本
で
、
ほ
と
ん
ど
で
き
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
相
当
な
大
木
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

一
里
塚
は
、
塚
を
高
く
築
き
、
そ
の
上
に
え
の
き
な
ど
を
植
え
、
里
程
が
わ
か

る
よ
う
に
し
て
あ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
古
く
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
高
い
塚

の
上
に
人
が
立
ち
、
遠
見
を
し
て
、
何
か
変
お
っ
た
こ
と
が
あ
る
時
、
急
を
告
げ

る
た
め
の
役
目
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
に
頼
り
と
さ
れ
た
か
、
ぽ
か
り
知
れ
な
い
一
里
塚
で
す

が
、
そ
う
し
た
歴
史
の
数
々
を
静
か
に
秘
め
て
、
今
は
、
ひ
っ
そ
り
と
、
そ
の
跡

會
不
す
標
柱
０
み
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

２
　
権
　
理
　
塚
（
北
原
）

春
日
街
道
を
北
に
進
み
、
箕
輪
町
地
籍
へ
出
る
手
前
の
西
側
に
「
鍾
水
豊
物
」

の
大
き
な
碑
が
見
え
ま
す
。
こ
の
碑
の
南
側
、
や
や
西
に
、
権
理
塚
と
呼
ば
れ
た

塚
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
、
水
田
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
の
初
め
、
西
天
竜
開
田
の
折
、
塚
の

7 河
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こ
の
塚
の
あ

っ
た

Ｉ
画
だ

げ
は
、
大
泉
の
区

有
地
に
な

っ
て
い
た

と

の

こ

と

で
、
大
泉
の
老
人
た
ち

ぱ
、
子

供
の
こ
ろ
、
よ
く
こ
の
あ
た
り
で
、
し
じ

ゅ
う
か

ら
の
巣
を
と
っ
た
も
の
だ
と
、
な
つ
か
し
そ
う
に
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

権
理
塚
は
、
抹
野
と
し
て
の
、
北
原
の
境
界
の
目
安
な
ど
に
な
っ

た

り

し

て

い
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
塚
で
あ
る
か
、
そ
の
由
米

が
は
っ
き
り
と
し
て

い
ま
せ

ん
。こ

の
付

近
に
、
字
五

輪
と
呼
ば
れ
る
地

籍
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
五

輪
塚

の
な
ま

つ
た
も
の
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
一

説
に
は
、

地
頭

脇
坂
氏
の
家
来
、
加
集
杢
之
助
と
い

う
人
が
伊
予

の
国

（
愛
媛
県
）
か
ら
連

れ
て
来

た
若

衆
に
、

権
理
と

い
う
者
か

お
り
ま
し

た
が
、
死
亡

し
た
の
で
、

権
理

の
冥
福

を
祈

る
た
め
に
、
加
集
杢
之
助
か
、
こ

の
塚

を
築
い

た

の
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
た
一

説
に
は
、
箕

輪
城
か
、
武
田
方

に
攻

め
ら
れ
て

落

城

し

た

際
、
落
人

た
ち
が
、
こ

こ
に
葬
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
も
言

わ
れ
て

い
ま
す
。

３
　

長
　

慶
　

塚
（
南
殿
）

南
殿

の
西

の
方
凡
そ
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
余
、
春
日
街

道
に
至

る
中
間
地
点
ぐ
ら

い
の
所

に
、
長

慶
塚

と
呼

ば
れ
る
塚

が
あ

り
ま
し

た
。
西
天
竜
が
で
き

る
前
ま
で

は
、
塚
は
お
よ
そ
三
間
（
約
五
・
五
ｍ
）
四
方
ぐ

ら
い
の
大
き

さ
で
、
昔

は
、
周
囲

に
樹
木
が
生
い
茂

り
、

文

久

三

年
二

八
六
三
）
こ
ろ
ま
で
は
、

塚

の
上
に
、
大
き
な
椎
の
木

が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、

塚
は
水
田
と
な
っ
て
字
名
だ
け
が

残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
塚
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
話
が
伝
え

ら
れ
て

卜
ま
す
。
天

文

六
年

二

五
三
七
）
、
箕

輪
頼
親

と

い
う
人

が
、
武
田
信
玄
と
戦

っ

て

敗
れ
、
松
尾
城

主
、
小
笠
原
信

貞
と
共
に
、
四
国
に
遁
れ
て
行
き

ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ

の
地

の
実
力
者
、
三
好
長
慶
を
頼

っ
て
、
そ
こ
で
数
年
お

世
話

に
な
り
平
和

に
暮
し
て

お
り

ま
し

た
。
し
か
し
、
天

文
一
一
年
（
一
五
四
二
）
、

四
国
で
も
戦
乱
が
起
き
、
頼
親
は
、
自
分
の
子
大
膳
義
成
と
共
に
、
再
び
戦
い
を

逃

れ
て
、
箕
輪

の
地

に
帰

っ
て
来
ま
し
た
。

そ

の
後
、
三
好
長
慶
は
戦
い
に
敗
れ
、
亡
び
た
こ
と
を
聞
い
た
頼
親
は
、
大
変

に
悲
し
み
、
お
世
話
に
な

っ
た
恩
に
報
い
よ
う
と
思
い
、
塚
を
作

っ
て
、
長
慶
の

形
見

の
品
を
手
厚
く
葬
り
、
そ
の
霊
を
弔
い
ま
し
た
。

夏
な
ど
、
涼
し
げ
な
こ
の
塚
の
上
で
農
夫
た
ち
が
仕
事
の
疲
れ
を
な
お
モ

う
と

午
睡
し
て
も
、
長
慶
の
霊
に
感
じ
て
か
、
だ
れ
も
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ
と
が
で
き

な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

４
　

五
　

輪
　

塔
（
神
子
柴
）

神
子
柴

の
段
丘

の
北
西

に
、
古
城
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
現
在
、
三
角
点
が
あ

っ
て
、
標
高
七
一
一
・
一
ｍ

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

795
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こ
は
半
島
形
に
な
っ
て
東
に
突
き
出
し
て
い
る
山
な
の
で
、
こ
こ
に
登
る
と
、
南

北
の
方
面
も
、
東
の
方
も
大
変
見
通
し
が
よ
く
、
城
と
か
、
見
張
場
所
な
ど
に
は

図12－10　 五　 輪　 塚

神子柴 の古城にある。昭和初年まではこの ように保護されてい た。

絶

好

の
所

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

こ

の

古

城

に
、

文

明

年

間

、

箕

輪

義

俊

（
小

太

郎
）、

同

義
嶺
（
刑
部
）
と

い

う

木

曽

義

仲

の

末

孫

が

住

ん

で

い

た

と

伝
え

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

段

丘

の
下

に
、

字

宮

の

越
（
腰
）
、

殿

垣

外

、
小

太

郎

と

い

う

地

名

が

残

っ
て

い

る

だ

け

で

、

地
面

に

は

遺

構

ら

し

い

も

の

は

何

も

あ

り

ま

せ

ん
が
、
箕
輪
氏
に
関
し
た
何
か
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
古
城
の
近
く
の
山
林
の
中
に
、
五
輪
の
塔
が
三
基
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
古
い
墓
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
里
人
は
箕
輪
氏
の
お
墓
だ
と
言
い
伝
え
て

き
て
い
ま
す
。

５
　
御

射

山

様
（
神
子
柴
）

春
日
街
道
を
神
子
柴
地
籍
に
入
る
と
、
道
の
西
側
に
、
大
き
な
落
葉
松
が
、
二

本
、
寄
り
添
う
よ
う
に
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
落
葉
松
が
、
ち
ょ

う
ど
鳥
居
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
が
、
雨
や
露
を
し
の
ぐ
屋
根
の

代
わ
り
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
下
に
「
御
射
山
社
」
と
彫
ら
れ
た
石
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
碑
の
ま
わ
り
に
は
、
木
の
枝
の
骨
組
が
作
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
行
わ
れ
る
御

射
山
祭
に
は
、
そ
の
骨
組
の
上
に
、
萱
で
屋
根
が
葺
か
れ
、
穂
屋
と
呼
ば
れ
る
祭

殿
が
作
ら
れ
ま
す
。
御
射
山
と
は
、
狩
り
を
さ
れ
る
山
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い

わ
れ
、
こ
こ
で
、
狩
り
の
獲
物
を
神
に
捧
げ
る
な
ど
し
て
、
お
祭
り
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
、
毎
年
八
月
二
十
六
日
に
は
、
神
子
柴
の
人
た
ち
は
、
お
煮

し
め
を
持
参
し
て
、
祭
殿
の
前
の
小
さ
い
広
場
に
集
ま
り
、
お
神
酒
を
い
た
だ
い

て
、
お
祭
り
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
の
時
、
赤
い
萱
の
穂
を
持
っ
て
行
き
、
白
い
萱
の
穂
を
神
前
か
ら

い
た
だ
い
て
き
て
、
家
の
神
棚
に
供
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
の
、
疫
病
退

散
と
、
家
内
安
全
の
お
守
り
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
こ
の
時
、
二
本
立
っ
て
い
る

大
き
な
落
葉
松
の
皮
を
い
た
だ
い
て
き
て
、
「
お
守
様
」
に
す
る
と
い
う
習
慣
も

続
い
て
い
ま
す
。

御
射
山
様
の
お
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
、
お
と
な
の
後
を
つ
い
て
行
く
子
ど
も

図12－11　 御射山社跡 のからまつ二本

ここから西方にまっすぐ御射山平が望める。

た
ち
に
、
父
親
や

老

人

た

ち

が
、
行
く
道

々
よ
く
話
し
て
く

れ
る
の
が
、
二
本
の
大
き
な
落

葉
松
と
、
そ
の
東
南
の
根
元
近

く

の
草

の
中

に
、
平
ら
な
頭
だ

け
出
し
て
置

か
れ
て
い
る
大
き

な
石

に
つ
い
て

の

話

な

の

で

す

。
御
射
山
は
、
建
御
名
方
命

の
御
狩
場
と
し
て

の
故
事
が
伝

え
ら
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
落

葉
松
と
大
き
な
石

に

つ

い

て

は
、
日
本
武
尊
（
こ
の
碑
陰
に
は
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坂
上
田
村
丸
と
書
か
れ
て
い
ま
す
）
が
、
東
国
征
伐

の
た
め
、
こ

の
地

に
立
ち
寄
ら
れ

た
時

の
こ
と

と
し
て
、
語
り
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す

。

日
本

武
尊
は
、
東
国
征
伐

の
途
中
、
神
子
柴

の
御
射
山
社

の
所
ま
で
さ
し
か
か

り

ま
し

た
。
当
時
そ

の
あ

た
り
は
、
一
面

の
林
で
あ
り
、
昼
間
で
も
う
す
暗
い
ほ

ど

の
場
所
で
し

た
。
そ

の
た
め
か
、
尊
の
一
行
は
方
角
を
見
失
い
、
こ
れ
か
ら
進

む

た
め
の
東
の
方
角
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
途
方
に
暮
れ
て
い

た
時
突
然
、
日
本
武
尊
の
御
前
に
、
一
頭
の
た
く
ま
し
い
馬
が
、
西
駒
ヶ
岳
か
ら

一
気

に
飛
び
降
り
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
尊
の
前
に
あ

っ
た
石
に
足
を
か
け
る

と
、
勢
い
よ
く
跳
ん
で
、
ま
た
一
気
に
東
駒
ヶ
岳
へ
去

っ
て
行
き
ま
し
た
。
日
本

武
尊
一
行
は
、
「
駒
が
東
の
方
向
を
教
え
て
く
れ
た
。
駒
ヶ
岳
の
神
霊
が
助

け
て

く
れ
た
の
だ

。」

と
思

い
ま
し

た
。

東
の
方

角
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
、

一
安
心

さ
れ
た
尊
は
、
今
ま
で
使

っ
て
い
た
二

本
の
杖
を
石

の
傍
の
土
に
押
し
立
て
て
、

一
休
み
す
る
と
意
気
揚
揚
と
東
国
征
伐
の
旅
に
立
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
き
い
石
に
、
今
で
も
残

っ
て
い
る
啼
の
跡
は
、
西

駒
ヶ
岳

か
ら
一
気
に

飛
び
降
り
、
ま
た
東
駒
ヶ
岳
に
一
気
に
飛
び
去
っ
て
、
尊
に
東
の
方
角
を
教
え
て

く
れ
た
、
あ
の
た
く
ま
し
い
馬

の
足
跡
と
い
い
伝
え
ら
れ
、
そ

し
て
、
尊
の
残
さ

れ
た
二

本
の
杖
は
、
そ
の
ま
ま
根
付

い
て
、
二

本
の
大

き
な
落
葉
松

に

な

っ

た

と
い
わ
れ
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
二

本
の
落
葉
松

は
、
ず
っ
と
大

昔
か

ら
今
と
同

じ
ま
ま
の
大
き
な
落
葉
松

だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で

す
。

ま
た
、

あ
る
村
人

は
、

次
の
よ
う
に
も
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

方
角
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
途
方
に
暮
れ
て

い
た
日

本
武
尊
の
前
に
、
西

駒
ヶ

岳

か
ら
飛
び
降
り
て
来
だ
の
は
、

一
頭

の
金
の
鹿
で
、
尊
の
前
に
あ
っ
た
石

に
足

を
か
け
、
見

る
間
に
東
の
方
角
を
指
し
て
空

高
く
飛

ん
で
、

消
え
て

行

き

ま

し

た
。
こ
の
金
の
鹿
に
よ
っ
て
尊
の
一
行

は
、
御
東

征
の
方
角
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
時
の
金
の
鹿
の
足
跡
が
、

今
残
っ
て
い
る
御
射
山
社
の

祠
の
前
の
大
き
い
石
に
あ
る
爪
跡
で
あ
り
、
尊
が
土
に
さ
さ
れ
た
二
本
の
杖
が
、

そ
の
ま
ま
根
付
い
て
落
葉
松
に
成
長
し
た
と
い
う
の
で
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
別
の
老
人
は
、
日
本
武
尊
が
東
の
方
角
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

途
方
に
暮
れ
て
い
た
時
、
木
曽
の
御
嶽
山
が
爆
発
し
た
と
い
う
の
で
す
。
西
の
空

が
に
わ
か
に
暗
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
東
の
空
は
、
金
色
に
輝
き
、
尊
は
た
ち

ま
ち
東
の
方
角
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
西
駒
ヶ
岳
か
ら
、
駒
の

蹄
の
形
の
あ
る
石
が
飛
ん
で
来
て
、
尊
の
御
前
に
落
ち
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
伝

わ
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、

村

の

南

の

神

子

柴

は

遠

き

昔

の

日

本

武

尊

尊

の

み

こ

し

と

ど

め

け

ん

名

に

お

う

里

と

言

い

伝

う

と
、

歌
わ
れ
て
い

る
よ
う

に
、
日
本
武
尊
と
の
関
係
で
、
御
射
山
様
の
落
葉
松

と
爪

跡
の
よ
う
な
も
の
を
も
つ
大
き
な
石
の
話

は
語
り
継
が
れ
て
き
て
し
ま
す

。

６
　

長

者

の

井
（
沢
尻
）

古
い
絵
図
を
見
ま
す
と
、‐
沢
尻

に
「

長
者
の
井
」
と
い
う
井

戸
の
あ
っ
た
場
所

が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す

。
「

神
殿
」
と
呼
ば
れ

る
地
籍
の
、
今
で
は
草
深

い
崖
に

な

っ
て
い

る
そ
の
下

の
、
低
い
所
に
、
大
正

年
間
こ
ろ
ま
で
は
、
は
っ
き
り
と
、

井

戸
と

わ
か
る
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
鳥
谷
川

が
そ
の
上

を
流

れ
て

お
り
、
「
長
者
の
井
卜
は
、
そ
の
川
の
底

に
な

っ
て
し
ま

っ

て

い

ま

す

。
今

は
、
「

長
者
の
井
」
と
い
う
名
ま
え
だ

げ
し
か
残

っ
て
い
な
い
こ
の
井
戸

に
つ
い
て
語
り
継
が

れ
て
い

る
話
が
あ
り
ま
す

。

昔
、
こ

の
地
、
沢
尻

に
、
宮
島
氏
と
い
う
長
者
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
関
ヶ
原

の
戦
い

の
少
し
前
こ

ろ
ま
で
、
宮
島
氏
は
、
沢
尻

に
邸
宅
を
構
え
、
里
長
や
、
箕

Z卯
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輪
領
の
総
社
で
あ
る
御
射
山
社
の
神
職
や
、
他
の
社
の
神
職
を
も
兼
ね
た
大
実
力

者
で
し
た
。
学
問
、
武
芸
の
ほ
か
に
産
業
に
も
力
を
入
れ
、
平
和
で
豊
か
な
里
づ

く
り
の
た
め
に
、
大
変
努
力
し
た
豪
族
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮
島
式
部
と
い
う
人
の
代
に
な
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
村
は
、
以
前
に
も
増
し

て
豊
か
に
な
り
、
そ
れ
と
共
に
式
部
に
も
多
く
の
財
宝
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
式
部
の
持
っ
て
い
る
財
宝
は
大
変
な
も
の
で
、
そ
の
大
部
分
は
、
土

の
中
に
深
く
穴
を
掘
っ
て
埋
け
て
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
突
然
、
近
郷
の
土
着
の
大
を
も
含
打
大
盗
賊
の
一
団
が
、
式
部
の
御

殿
を
襲
い
ま
し
た
。
式
部
を
は
じ
め
と
し
て
一
族
、
家
来
全
員
は
、
全
力
を
尽
く

し
て
戦
い
ま
し
た
が
、
不
意
に
襲
い
か
か
っ
て
来
た
多
数
の
暴
徒
に
は
、
遂
に
勝

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
力
尽
き
て
討
死
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
い
わ
い
に
も
、
武
芸
で
身
を
鍛
え
て
い
た
式
部
は
、
わ
ず
か
数
人
の
お
供
と

共
に
、
逃
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
そ
の
時
、
式
部
と
共
に
逃
れ

図12－12　 長者の井 跡

井は鳥谷川 の氾濫で下に隠れた とか，掘ってみれば井桁か

お るとい ‰

る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
も

の
の
、
九
死

に

一

生

を

得

て
、

よ
う
や
く
生
き
の

び
る

こ
と

の
で
き

た
一
人

の
家
臣

が
あ

り
ま
し

た
。

焼
き
尽
く

さ
れ
た
御
殿

の

跡
や
、
無
惨

な
死

を
遂
げ
て

い
る
一

族
郎
党

の
姿

を
目

の

前

に
し
て
、
一
人
残

っ
た
家

臣

は
呆

然
と
立
ち
つ
く
し
て

い
ま
し
た
。
平
和
で

豊
か
で

あ
っ
た
生
活

が
、
一

瞬
に
し

て
地
獄
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
昨
日
ま
で
の
繁
栄
に
く
ら
べ
、
あ
ま

り
に
も
変
わ
っ
て
い
る
今
日
の
現
実
、
戦
い
に
疲
れ
、
深
い
傷
を
負
っ
て
い
る
そ

の
家
臣
は
、
悲
し
み
の
涙
も
枯
れ
果
て
、
力
尽
き
て
、
そ
の
場
に
倒
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

す
べ
て
を
焼
き
尽
く
し
た
火
は
、
ま
だ
く
す
ぶ
っ
て
お
り
、
数
多
く
横
だ
わ
っ

て
い
る
死
体
に
、
こ
び
り
つ
い
て
い
る
血
の
に
お
い
で
あ
ろ
う
か
、
な
ま
ぐ
さ
い

空
気
が
漂
っ
て
い
る
中
で
、
そ
の
家
臣
は
よ
う
や
く
目
を
開
き
ま
し

た
。
そ

こ

は
、
御
殿
の
広
い
庭
の
一
隅
で
し
た
。
頭
の
近
く
に
、
焼
げ
る
の
を
ま
ぬ
が
れ
た

一
群
の
熊
笹
が
、
い
つ
も
の
ま
ま
の
姿
で
生
え
て
い
ま
し
た
。
き
の
う
と
変
ら
ぬ

姿
の
熊
笹
を
、
じ
っ
と
見
つ
め
た
家
臣
の
心
に
、
人
の
世
の
無
常
が
、
く
っ
き
り

と
映
し
出
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
主
君
式
部
の
形
見
の
品
と
し
て
、

尊
い
物
を
手
に
し
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
家
臣
は
、
熊
笹
の
一
株
を
掘

り
取

る

と
、
し
っ
か
り
胸
に
抱
き
か
か
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
ろ
よ
ろ
と
倒
れ
か
か
っ

て
は
起
き
上
が
り
な
が
ら
、
井
戸
へ
下
り
て
行
き
ま
し
た
。
主
人
が
日
常
愛
し
て

い
た
井
戸
の
水
を
口
に
ふ
く
む
と
、
住
み
な
れ
た
こ
の
土
地
か
ら
、
落
ち
の
び
て

行
き
ま
し
た
。

落
ち
の
び
た
先
は
、
宮
田
の
南
割
と
い
う
地
籍
で
し
た
。
今
で
も
南
割
の
某
氏

宅
に
は
、
式
部
や
、
た
だ
一
人
で
落
ち
の
び
た
家
臣
の
面
影
を
残
し
て
、
熊
笹
が

繁
茂
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
大
盗
賊
の
一
味
は
、
捕
え
ら
れ
、
打
ち
首
に
な
り
ま
し
た
。
式
部

は
、
久
保
に
住
む
姉
の
夫
の
家
臣
０
と
こ
ろ
で
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

後
、
再
び
、
家
族
や
一
族
の
者
と
共
に
沢
尻
に
帰
っ
て
来
て
、
久
保
の
枝
村
と
し

て
村
を
構
え
、
こ
こ
に
住
み
ま
し
た
。
そ
の
名
残
り
な
の
か
、

今
に
「
久
保
沢

尻
」
と
い
う
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

式
部
が
埋
め
た
と
い
わ
れ
る
財
宝
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
、
土
地
の
大
が
、
こ
こ
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ぞ
と
思

う
所

を
探
し

な
が

ら
掘

っ
て
み

ま
し

た
が
、
ど
こ

に
も
見
当
ら
な
か

っ
た

と
い
い
ま
す
。

こ

う
し
て
、
「
長
者

の
井
」

の
持

ち
主
だ

っ
た
式
部

に
ま
つ

わ
る
話
は
、
今
で

も
語

り
継
か
れ
て

い
ま
す

が
、
「
長
者

の
井
」
の
姿

を
、
今
見

る
こ
と
が
出
来
ま

せ

ん
。
そ

の
跡

に
は
、
小

さ
し
な
が
ら
も
、
清
ら

か
な
流

れ
の
鳥
谷
川
が
、
水
辺

の
長

く
伸

び
た
雑
草

の
葉

を
揺
り
動

か
し

な
が

ら
、
流

れ
て
い

る
の
で
す

。

７
　

部
落
名
の
い

わ
れ

南
箕

輪
の
各
部
落

の
名

の
由
来

は
、
日
本
神
話

の
男
神
で
あ

る
建
御
名
方
神
の

故

事
に
託

さ
れ
て
、

言
い
伝
え

ら
れ
て

い
ま
す

。
古
事
記

に
は
、
建
御
名
方
神
が

信
濃
に
住
ま
わ
れ
る
よ
う
に
た

っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
記
し
て
い
ま

す
。建

御
名
方

神
は
、
大
国

主
命

の
子

ど
も
で
す

。
天
孫
降

臨
に
先
だ

っ
て
、
高
天

原

か
ら
、
二

神
が
出
雲

の
国

の
大
国

主
會
の
も
と

へ
遣
わ
さ
れ
、
国
の
返
上
を
交

渉

さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
、
大
国

主
命
と
そ

の
子
事
代

主
命

は
、

た
だ
ち
に
こ
れ

に
応

じ
ま
し
た
が
、

次
子

の
建
御
名
方

神
は
、
国

を
返
上

す
る
こ
と

を
拒
み
、
使

卜
の
神
の
一
人
、

武
甕
槌

神
と
力
く

ら
べ
を
し

ま
し

た
。
し

か
し
、
つ
い

に
負

げ

て
、

信
濃
国
の
諏

訪
ま
で

逃
れ
て
来

た
の
で
し

た
。
こ
こ
で

殺
さ
れ
よ
う
と
し

た

時
、
「

殺
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
こ
か
ら
他
処
へ
は
行
き
ま
せ
ん
か
ら
。
」
と
服

従
を
誓
い
ま
し
た
。
そ

れ
以
後
、
建
御
名
方
神

は
、
当
時
の
辺

境
の
地
、
諏
訪

に

お
ら
れ
て
国
や
宮
廷

を
守

る
神
と
な
り

ま
し

た
。

こ

う
し
た
こ
と

か
ら
、
諏
訪
神
社

に
は
、
建
御
名
方
神
が
祭
ら
れ
て
い

る
の
だ

と
い
わ
れ
ま
す
。
後
世
、
諏
訪
社

の
最
も

盛
ん
で
あ

っ
た
神
事
の
一
つ
に
、
御
射

山

祭
り
が
あ

り
ま
す

。
御
狩
り

の
神
事

の
一
つ
で
、
祭
場

に
は
特
定
の
山
が
定

め

ら
れ
、
穂
屋

と
呼

ば
れ
る
、
す
す
き
で
葺

か
れ

た
祭
殿
が
作
ら

れ
ま
し
た

。
狩
り

の
獲

物
を
神
に
捧
げ
た
り
、
奉

納
の
流

鏑
馬
が
行

わ
れ
た
り
、
各
種
の
神
事
が
五

日
間

に
わ
た
っ
て
営

ま
れ
ま
し
た

。

南
箕

輪
か
ら
西
箕
輪

に
か
げ
て

は
、
猛
獣
が

た
く
さ

ん
住
ん
で
お
り
、
人
里
に

出
て
来
て
大
害

を
及

ぼ
す
こ
と
が
多
い
場
所
だ

っ
た
の
で
、
建
御
名
方
神
は
、
こ

の
地

を
御
狩

り
の
場
と

さ
れ
て
い
ま
し

た
。
狩
り

に
来
ら
れ
た
時
は
、
仮
り
の
御

殿

を
お
造
り
に
な
り
そ
こ

に
滞
在

さ
れ
て
狩
り
を
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

狩
り
に
来

ら
れ
た
時
、
殿

を
守
衛

す
る
地

を
殿
衛
と
言
い
後

に
殿
村
と
い
い
ま

し
た
。
そ

の
殿

村
は
、
今
、
南

と
北

に
分

か
れ
て
、
南
殿
、
北
殿
の

二

つ

の

部

落
に
な
っ
て

い
ま
す
。
お
供

を
さ
れ
て

い
る
公
方
が
泊

ま
ら
れ
て
い

た
所
を
、
久

保
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
供

を
す

る
人

を
供
奉
と
い
い
ま
す
が
、
供
奉

と
し
て
出

た
部
落
と

い
う
こ
と

か
ら
、
久
保

に
な

っ
た
と
も
い
わ
れ
て

卜
ま
す
。

一
行

の
食

事
の
た
め
に
、

塩
や
漬
け
物

を
賄

っ
た
所
が
、
塩
の
井
で
あ
り
、
飲
料

水
で

あ
る
清

ら
か
な
水
を
供

給
し
た
所
が
、
大

泉
と
名
づ
け
ら
れ
、
田
平
畑
が
多

く
、
食

糧
を
献
上

し
た
と
こ

ろ
が
、
田
畑
と

い
う
部
落
名

に
な
り
ま
し
た

。
狩
り

の
途
中
、
御

輿
を
据
え
、
小

さ
な
仮

の
御
殿

を
造
ら
れ
て
、
ゆ

っ
た
り
と
腰
を

お

ろ
し
て
休
憩
さ
れ
た
所

を
、
御
輿
場
又

は
御
腰
場
と
言
い

ま
し

た
。
今

は
、
神
子

柴

と
書
か
ね
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
獲
物

を
追
い
詰

め
て
行

っ
た
最
終
地
点
と
い

う
こ
と
で
、
そ

の
地
を
沢
尻

と
い
う
よ
う
に
な
り

ま
し

た
。
ま
た
あ

る
時

は
、
こ

こ
か
ら
沢
を
渡
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
沢
渡

と
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ

っ
た

よ
う
で
す
。

遠
く
神
代
の
故
事
と
の
ゆ
か
り
で
、
古

い
歴

史
に
裏
づ
け

ら
れ
て
、
言
い
伝
え

ら
れ
て
き
て
い
る
村
の
部
落
名
を
、

名
実
共

に
、
大

事
に
残
し

な
が
ら
、
今
、
私

た
ち
は
、

こ
の
ふ
る
さ
と
の
末

永
い
繁
栄
を
心
か
ら
祈

ら
ず
に
ぱ
い

ら
れ

な
い
気

持
に
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

８
　

塩
ノ
井

に
過

ぎ
た
る
も
の

「

塩
ノ
井

に
過

ぎ
た
る
も
の
三

つ
あ
り
、
宮

に
、

六

エ
ム
、
梅
も
ど
き
」
と
い

Z 卯
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う
こ
と
ば
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮
は
塩

ノ
井
神
社
の
こ
と
で
す
。
こ
の
神
社
が
建
立
さ
れ
た
の
は

寛

保

三

年

二

七
四
二
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
塩

ノ
井
部
落
の
戸
数
は
三
〇

戸
前
後
の

小
部
落
で
あ

っ
た
の

に
こ
の
よ
う
な
り

っ
ぱ
な

お
宮

は
過

ぎ
た
も
の
と
い
う
誇
り

で

い
っ
た
も

の
で
す

。

六
エ
ム
は
六
右
衛
門

の
こ
と
で
、
当
時
名

主
役

を
勤
め
て
い

た
が
御
尺
地

・
貴

船
両

社
の
合
祀
社
殿

は
ぜ
ひ
と
も
り
っ
ぱ
な
も
の
に
し

た
い
と
住
民

を
説
得
し

た

り
近

隣
部
落
の
有
形
無
形

の
協
力
援
助

を
求

め
る
の
に
非
凡

な
能
力

を
発
揮

し
、

献
身
的
な
努
力

を
し
て

つ
い
に
小

部
落
に
し
て

は
過

ぎ
る
ほ
ど
り
っ
ぱ
な
社
殿

の

建

築
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
小

部
落

の
名

主
と
し
て

は
過

ぎ
た
人
物

だ
と
い
う
評

価
を
得
た
の
で

す
。

う
め
も
ど
き
は
変
異
の
は
げ
し
い
木

で
、

他
の
地
の
名
木

の
種
を
ま
い
て
も
親

木

程
の
り
っ
ぱ
な
実
は
つ
げ
な
い
の
に
塩
ノ
井
の
ど
こ
か
に
す
ば
ら
し
い
こ
の
名

図12－13　 四　 十　 九　 塚（北殿）

大泉から北殿里宮へ下る通学路ぞいにあった。塚がい くつ

木

が
あ
っ
て
そ
れ
が
道

行

く
人

の
目
に
も
め
す

ら
し
く
映
っ
て
感
嘆
さ

れ
、
こ
う
し
て
塩
ノ
井

に
は
過

ぎ
た
も
の
と
う

た
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

９
　

北

殿
四

十
九
塚

゜
　

北

殿
に
「
四

十
九
」

皿
　

と
呼
ば
れ
て

い
る
地
域

で皿

が
あ
り
ま
す
。
南
箕
輪

も

小

学
校
の
東
北
で
国
道

ぞ
い
の
所
で
す
。
北
殿
か
ら
南
殿
へ
い
く
に
は
、
そ

の
「
四
十

九
」
地
域
（
小
村
の

名
）
を
通

っ
て

い
き

ま
し
た
。
ど
う
し
て
「
四
十
九
」

な
ぞ
と
い

う

よ

う

に

な

っ
た
か
、

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
残

っ
て
い

ま
す

。

昔
、

こ
の
辺
で
大

き
な
い
く

さ
が
あ

り
、
多
く

の
武
士
が
戦
死
し

ま
し

た
。
モ

の
な
き
が
ら
が
多

か
っ
た
の
で
、

塩
ノ
井

の
上
人
塚

か
ら
、

だ
ん
だ
ん
埋
葬
し
て

き
て
、
第
四

九
番

目
の
塚
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
「
四
十

九
」
と
呼

ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

大
正

時
代
か
ら
昭
和
０
初
期
西
天

竜
の
開
田
以

前
は
、
図
1
2
1
1
3の
よ
う
な
塚

が
松
林
の
中
に
い
く
つ
も
い
く
っ
も
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
大

泉
か
ら
の

学
校
道
ぞ
い
だ

っ
た
の
で
、
学
童
た
ち

ぱ
こ
の
い
く
つ
か
の
塚

を
、

か
け
の
ぼ
っ

た
り

か
け
く
だ

っ
た
り
し
て
通
学
し
た
も
の
で
し
た
。
誰
い
う
と
な
く
昔
の
さ
む

ら
い
た
ち
の

お
墓
だ
と
い
い
、
い
や
こ
の
塚
の
の
は
大
将
た
ち
で
兵
卒
で
は
な
い

な
ど
と
い
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
こ
こ
を
一
人
で
通
る
と
き
な
ど
は

鬼
気
迫

る
思
い
が
し
た
も
の
だ

っ
た
と
、
お
と
し
よ
り
は
話
し
て
い
ま
す
。

囚

宗

教

伝

説

１
　

子

安

観

音
（
久
保
）

久
保
西
念
寺
の

お
堂
の
す
ぐ
南
に
、
子

供
を
抱
い
た
小

さ
な
石

仏
が
、
台
座
の

上

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
産
を
願
う
心
は
昔
も
今
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
昔
の
人

に
と
っ

て
、

お
産
を
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ

う

い

う

£

あ
４

時

、

た

い

が

い

一

部

落

に

一

人

か

二

人

の

巧

者

な

お

婆

さ

ん

が

い

て

、

お

産

を

助

け
て
く
れ
ま
し
た

。
そ
う
い
う
人
を
「
取

り
上

げ
婆
さ
ん
」

と
呼
ん

で

い

ま

し

た

。
婦
人
科
医
や
、
専
門
の

お
産
婆
さ
ん
の
い
な
い
昔
は
「
取

り
上

げ
婆
さ
ん
」

の

お
世
話

に
な
り
、
そ
し
て
神
仏
に
す
が
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
わ
け
で

す
。

8 卯
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い
つ
の
こ
ろ
か
、
久
保
に
、
お
産

を
さ
せ

る
の
が
大
変
上
手
で
、
親
切
な
お
婆
さ

ん
が
い
て
、
村
人
か
ら
、
重
宝
が
ら
れ
、
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お
婆

さ
ん
は
、
と
て
も
煙
草
が
好
き
で

お
産
が
始
ま
っ
て
も
、
一
服
、
二

服
吸
い
つ
け

な
が
ら
、
焦
ら
ず
悠
悠
と
、
そ
の
お
産
人
の
呼
吸
と
急
所
を
つ
か
ん
で
、
安
産
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
死
産
に
な
る
こ
と
な
ど
全
く
な
く
、
ま
た
、
赤
ん
坊
や
母
体

を
傷
つ
け
た
り
す

る
よ
う
な
へ
ま
も
な
い
の
で
、
産
後
の
日
だ
ち
も
よ
く
、
赤
子

も
す
く
す
く
と
育
ち
ま
し
た

。

村
の
大
た
ち
は
、
こ
の
お
婆
さ
ん
の
な
く
な
っ
た
時
、
生
前
の
恩
を
感
謝
す
る

と
と
も

に
、
後
の
世
ま
で
も
、
安
産
と
、
母
子
の
健
や
か
な
生
活
が
続
く
こ
と
を

祈
念
し
て
、
赤
子
を
抱
い
て
い

る
石
仏
の
子
安
観
音
を
建
立
し
ま
し
た
。

今
で
も
、
煙
草
好
き
だ
っ
た
お
婆
さ
ん
の
徳
を
称
え
、
安
産
を
祈
願
す
る
た

め

に
、
千

づ
か
ず
の
ま
新
し
い
煙
草
が
、
お
餐
銭
と
共

に
供
え
ら
れ
て
い
る
の
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
（
図
７
－

―
七
〇
六
頁
参
照
）

２
　

お

子

安

様
（
田
畑
）

田
畑
部
落
の
北
西
に
、
庚
申
塚
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
庚
申
塚
の
南
端
に
、
子
供

を
抱
い
た
石
仏
（
子
安
観
音
）
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
他
の
場
所
に

あ

っ
た
も
の
が
、
後

に
な

っ
て
こ
こ
に
移
さ
れ
た
の
で
す
。

昔
、
伊
那
街
道
と
観
音
道
と
の
交
差
す
る
北
西
隅
の
道
に
面
し
た
所
に
地
蔵
堂

が
あ
り
、
そ
こ
に
老
僧
尼
夫
婦
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
供
も
な
く
、
身
寄
り
も

な
い
二

人
だ
っ
た
の
で
、
死
後
は
弔
っ
て
く
れ
る
大
も
な
い
無
縁
仏

に

な

っ

て

し
ま
う
こ
と
を
思
い
、
子
供
を
抱
い
て
い
る
像
と
と
も
に
二

人
の
法
号
で
あ
る
、

釈
大
石
開
道
と
釈
大
鏡
利
貞
と
い
う
文
字
も
刻
ん
だ
こ
の
石
仏
を
建
て
て
、
お
産

を
す
る
人

々
の
安
産
を
願
い
、
ま
た
、
道
行
く
人

々
の
幸
せ
を
祈
願
し
て
い
ま
し

た
。地

蔵
堂
の
建
物
は
明
治
に
な
っ
て
壊
さ
れ
、
そ
の
材
は
田
畑
学
校
の
建
築
に
利

図12－14　 子安観音（ 田畑）

もとは地蔵堂にあったと伝えられてい る。

用

さ
れ
た
と
い
わ
れ
、

ま
た
石
仏

の
お
子

安
様
も
そ

の
こ

ろ
庚
申
塚

に
移
さ
れ

た

の
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ

の
石

仏
、
子

安
観
音
に
ま
つ
わ
る
次
の

よ
う
な
話
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
地
に
、
お
し
ょ
う
ぶ
さ
ん
と
卜
う
Λ

か
お
り

ま
し

た
。
お
産
が
大
変

に
難

産
で

、
二
日
七
三
日
石

苦
し
み

続
け
て

お
り

ま
し

た
。
そ
の
時
、
夢
枕

に
こ
の
観

音
様
が
立
た
れ
て

つ

」
出

産
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
が
、

わ
れ
は
、

う
つ
伏
せ

に
倒

れ
て
い

る
の

で
、

起
こ
し
て
献
灯
し
、
祈
願

を
す
れ
ば
、

必
ず
安
産
で
き

る
」
と

の
お
告
げ
が

あ

り
ま
し

た
。

家

族
に
も
こ

の
話
を
し
、

さ
っ
そ
く

お
告
げ

の
と

お
り
、
倒

れ
て
い

る
石
仏

を

起
こ

し
、
献
灯

し
て

祈
願

を
し
ま
し
た
。
間

も
な
く
、

お
し

ょ
う
ぶ
さ
ん
は
、
無

事
に
、

丈
夫
な
女
の
子

を
産
む
こ
と
が
で
き

ま
し

た
。

お
し

ょ
う
ぶ
さ
ん
は
、
こ

の
恩

を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

の
後
、
千
数
百

人

も
の
出
産

を
壬

か
げ
て
、

安
産
の

た
め
の
助
け

を
一
生
懸
命
さ
れ

る

と

と

も

に
、
石
仏
、

お
子

安
様
へ

の
供
養

を
怠

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

涌j
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田
畑
婦
人
会
で
は
、
こ
の
話
を
語
り
継
い
で
二
十
三
夜
様
の
日
に
は
、
僧
を
招

い
て
法
話
を
聞
き
、
お
立
ち
待
ち
を
し
て
安
産
の
祈
願
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し

て
ふ
だ
ん
で
も
、
お
子
安
様
へ
は
、
安
産
や
幸
せ
を
祈
願
す
る
た
め
に
お
参
り
を

す
る
人
々
の
姿
が
、
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

３
　
大
　
銀
　
杏
（
沢
尻
）

沢
尻
の
恩
徳
寺
は
、
「
沢
尻
の
お
不
動
様
」
と
呼
ば
れ
、
節
分
の
日
を
は
じ
め

と
し
て
、
厄
除
け
、
家
内
安
全
、
交
通
安
全
、
合
格
祈
願
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な

願
い
を
か
な
え
て
も
ら
う
た
め
、
多
く
の
人
々
が
、
親
し
み
を
も
っ
て
参
詣
し
て

い
る
お
寺
で
す
。

こ
の
お
不
動
様
の
前
庭
に
、
一
本
の
大
き
な
銀
杏
の
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
大

銀
杏
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
切
っ
て
も
切

っ
て
も
、
そ
の
株
か
ら
、
ま
た
新
し
い
芽
が
出
て
来
て
、
元
の
よ
う
な
大
銀
杏
に

な
る
の
だ
と
言
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
で
し
た
。
沢
尻
に
大
変
悪
い
病
気
が
流
行
し
ま
し
た
。
死

者
は
日
ご
と
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
病
魔
は
、
勝
手
気
ま
ま
に
荒
れ
狂
い
、
村
人

た
ち
を
次
々
に
死
へ
と
追
い
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
あ
わ
や
、
村
全
体
が
、
全
滅

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
危
機
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平

和
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
て
卜
た
沢
尻
の
人
々
は
、
病
魔
の
す
さ
ま
じ
い
暴
れ
よ

う
に
恐
ろ
し
く
な
り
、
生
命
あ
る
す
べ
て
の
人
は
、
久
保
と
上
荒
井
へ
、
一
時
、

移
り
住
ん
だ
ほ
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
あ
ん
な
に
も
美
し
く
豊
か
で
あ
っ
た
ふ
る
さ
と
の
土
地
を
、
永
久
に

捨
て
去
る
こ
と
な
ど
、
人
々
に
は
思
卜
も
及
ば
な
い
こ
と
で
す
。
沢
尻
の
象
徴
の

よ
う
に
、
高
く
聳
え
立
っ
て
い
る
あ
の
大
銀
杏
で
、
薬
師
如
来
を
お
造
り
し
て
、

お
堂
を
建
て
、
病
魔
を
退
散
さ
せ
て
、
村
の
平
安
を
お
祈
り
し
よ
う
と
い
う
悲
願

を
た
て
ま
し
た
。

雲
海
法
師
と
い
う
仏
師
に
お
願

い
し
て
、
大

銀
杏

の
薬
師
如
来

の
像
が
、
み

ご

と
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
在
、

お
不
動
様

の
庫
裏

に
な

っ
て
い

る

あ
た
り
に
、
お
堂
を
建
て
て
、

薬
師
如
来

を
お
祀

り
し

ま
し

た
。

村
人
だ
も
の
悲
願

が
、

お
薬
師
様

に
通
じ

な
い

は
ず
は
あ
り

ま
せ

ん
。
あ

の
恐

ろ
し
か
っ
た
疫
病
も
、
み

る
み

る
う
ち
に
治

ま
り
、
元

の
よ
う
に
平
和
で
豊

か
な

村
里
に
戻

り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
後
決
し
て
悪

病
が
流
行
す

る
こ
と

は
な
く

な
り

ま
し
た
。

現

在
、
恩

徳
寺
は
、
千
葉
県
成
田
山
信
勝
寺

の
行
場

に
安
置

さ
れ
て
い

た
不
動

明
王

を
お
迎
え
し
て
、
本

尊
と

さ
れ
て
い

ま
す

。
そ
れ

ま
で

の
、
こ
の
寺
の
ご
本

尊
は
薬
師
如
来
で
し

た
。

「
沢
尻

の
お
不
動
様
」
と

親
し
ま
れ
て
い

る
こ
の

お
寺
の
、
前
庭

に
あ

る
大
銀

杏

は
、

昔
、

疫
病
の
た
め
、
村
人
が

苦
し

め
ら
れ
て
い

た
お
り
、
切
り
倒
さ
れ
、

お
薬
師
様

に
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
木

な
の
で
す

。
そ
し
て
、
今
の
大
銀
杏
は
、
そ

の
時

の
切
株

か
ら
芽
生
え
て
育

ち
、
既

に
樹
齢
三
五
〇
年
を
数
え
て
い

る
の
で
は

な
い
か
と

推
定

さ
れ
る
り

っ
ぱ
な
木
な
の
で
昭
和
五
四
年
九
月
村
の
文
化
財
に
指

定

さ
れ
大
切

に
さ

れ
て
い
ま
す

。

４
　

日

の

神

様
（
北
殿
）

松
林
寺
は
、
そ
の
名
の
よ
う

に
、
今
も
松
林
を
背
に
し
て
、
静
か
な
た
た
ず
ま

い
を
、
私

た
ち

に
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
０
寺
の
す
ぐ
北
側
か
ら
、
松
林
に

上

る
小
さ
な
石
段
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
上
り
き
る
と
、
す
ぐ
右
側
の
、
木

々
に

囲
ま
れ
、
苔
む
し
て
し
る
二

重
の
基
壇
の
上
に
、
石

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
「

眼
の
神
様
」
と
言
わ
れ
て
い
る
石

碑
で
す
。

石
碑
の
表
に
は
「

頂

眼

浄

活
優
婆
夷
」
と
書
か
ね
て
い
ま
す
。
頂
眼
は
、
頭

の
て
っ
ぺ
ん
に
あ
る
目
、
す
ぐ
れ
た
見

識
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
「

浄
」

と
い
う

文
字
は
、
辞
書
に
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
「

浄
」

と
同

じ
文
字
だ
と
す
れ
ば
、

浄

郎2
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図12－15　 頂眼様の墓

活
は
、
け
が
れ
を
除
き
、
よ
み
が
え
ら
せ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
優

婆
夷

は
、
尼
さ
ん
に
は
な
ら
な
い
が
、
仏
に
仕
え
て
卜
る
女
の
大
の
意
味
で
す
。

昔
、
北
殿
に
ひ
と
り
の
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
お
ば
あ
さ
ん

は
、
大
変
信
仰
心
の
篤
い
大
で
し
た
が
、
眼
病
を
患
い
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
村
の
中
の
橋
が
少
し
の
増
水
で
す
ぐ
流
さ
れ
村
人
は
大
変
な
苦

労
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、
せ
め
て
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

し
て
、
仏
に
す
が
ろ
う
と
、
御
影
石
で
三
つ
の
橋
を
作
る
こ
と
を
思
い
立
ち
ま
し

た
。
財
産
を
投
げ
出
し
て
、
三
つ
の
石
橋
を
作
る
こ
と
で
眼
を
な
お
し
て
も
ら
お

う
と
願
が
け
を
し
た
お
ば
あ
さ
ん
の
眼
は
、
丈
夫
な
石
橋
が
で
き
あ
が
る
と
、
間

も
な
く
元
ど
お
り
に
な
お
っ
た
の
で
し
た
。
眼
の
な
お
っ
た
喜
び
を
他
の
大
た
ち

に
も
分
か
ち
た
い
と
、
そ
れ
か
ら
は
、
損
得
を
か
え
り
み
ず
、
眼
の
病
気
で
苦
し

ん
で
い
る
人
々
を
、
お
ば
あ
さ
ん
は
一
生
懸
命
、
世
話
を
し
ま
し
た
。
仏
へ
の
信

心
と
親
身
な
看
病
と
で
、
人
々
の
眼
病
は
目
に
見
え
て
な
お
っ
て
い
く

の
で
し

た
。お

ば
あ
さ
ん
の
お
か
け
で
、
眼
病
の
な
お
っ
た
大
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
し

た
。
人
々
は
大
喜
び
で
、
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
を
眼
の
悪
い
大
へ
、
次
々
と

伝
え
て
い
っ
た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
の
治
療
を
受
け
に
、
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来

る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
ば
あ
さ
ん
は
あ
る
日
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ま
ま
息
を
ひ
き
と
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
人
々
は
、
た
い
そ
う
悲
し
ん
で
お
ば
あ
さ
ん
を

手
厚
く
葬
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
お
ば
あ
さ
ん
の
な
く
な
っ
た
こ
と

も
知
ら

ず

に
、
遠
い
国
か
ら
、
眼
の
治
療
に
来
た
娘
さ
ん
か
お
り
ま
し
た
。
見
え
な
く
な
っ

た
両
眼
を
な
ん
と
か
直
し
て
も
ら
お
う
と
、
苦
労
を
重
ね
て
よ
う
や
く
の
思
い
で

た
ど
り
着
い
た
の
に
、
お
ば
あ
さ
ん
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
今

は
小
さ
な
石
だ
け
が
載
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の
お
墓
の
前
に
、
力
な
く
坐
り
込

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

娘
さ
ん
は
お
墓
の
前
で
両
手
を
合
わ
せ
、
眼
を
な
お
し
た
い
一
心
で
あ
る
そ
の

気
持
ち
を
、
心
の
中
で
語
り
か
け
る
と
と
も
に
、
お
ば
あ
さ
ん
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
い
た
両
手
を
膝
の
上
に
下
ろ
し
、
顔
を
上
げ
ま
し
た
。
娘
さ
ん

は
思
わ
ず
驚
き
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
お
墓
の
盛
り
土
も
、
そ
の
上
に
置
か
れ
て

い
る
小
さ
な
石
も
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
で
す
。
ま
わ
り
を
見
回
わ
す
と
、
松
林

の
木
々
も
、
そ
の
下
に
生
え
て
し
る
苔
も
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
雑
草
も
、
色
鮮

や
か
に
見
え
る
の
で
す
。

お
ば
あ
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
も
、
生
き
て
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、
娘
さ
ん
の

眼
を
な
お
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
話
は
近
隣
は
も
ち
ろ
ん
遠
く
の
地
方
に
ま

で
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
人
々
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
徳
を
慕
っ
て
、
お
ば
あ

さ
ん
の
お
墓
に
、
石
碑
を
建
て
ま
し
た
。
多
く
の
み
が
こ
の
石
碑
に
お
参
り
し
、

そ
し
て
眼
が
な
お
っ
て
い
き
ま
し
た
。

眼
の
病
気
の
な
お
っ
た
人
は
、
病
気
の
時
使
う
向
い
布
を
、
お
礼
の
し
る
し
と

し
て
碑
の
前
に
お
供
え
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
、
眼
の
病
気
を
な
お

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
お
参
り
す
る
人
が
多
く
あ
り
、
お
ば
あ
さ
ん
の
碑
の
前
に

8昭
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は
、
お
宴
銭
と
共
に
白
い
布
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
仏
の
教
え
に
従
い
、
ひ
た
す
ら
眼
病
の
苦
し
み
か
ら
人
々
を
救
っ

た
お
ば
あ
さ
ん
の
碑
は
、
「
眼
の
神
様
」
と
し
て
効
験
あ
ら
た
か
で

あ
る
こ
と

が
、
人
々
の
口
か
ら
ロ
ヘ
と
、
現
在
ま
で
も
語
り
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

５
　
薬
師
堂
の
焼
け
仏
（
神
子
柴
）

神
子
柴
の
お
宮
の
本
殿
の
す
ぐ
南
側
に
、
切
妻
造
り
の
小
さ
な
祠
が
あ
り

ま

す
。
そ
の
中
に
は
正
面
に
唐
破
風
の
屋
根
を
持
ち
、
小
じ
ん
ま
り
と
し
て
、
よ
く

手
の
こ
ん
だ
組
物
が
さ
れ
て
い
る
上
品
で
美
し
い
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
堂

に
、
村
人
か
ら
「
焼
け
仏
様
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
薬
師
如
来
が
、
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
師
如
来
の
ま
お
り
に
は
、
お
供
で
あ
る
十
二
神
将
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
体
は
台
座
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
十
二
神
将
は
、
頭

に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
支
を
い
た
だ
い
て
、
力
動
感
が
あ
り
、
温
雅
で
上
品
な
姿
を
さ

れ
て
お
り
、
彩
色
さ
れ
た
色
も
一
部
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
堂
や
、
十
二
神
将
に
く
ら
べ
、
ご
本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
は
大
変
痛
々
し
い

姿
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
木
の
像
で
、
か
ら
だ
の
正
面
に
は
、
頭
か
ら
下
ま
で
、

大
き
な
割
れ
目
が
は
い
っ
て
い
ま
す
。
両
手
と
か
ら
だ
の
下
部
の
傷
み
は
、
も
っ

と
ひ
ど
く
、
座
わ
っ
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
足
の
部
分
は
、
完
全
に
失
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
で
し
た
。
天
龍
川
へ
、
川
遊
び
に
行
っ
て
い
た
子
供
た
ち

が
、
火
災
に
で
も
会
っ
た
よ
う
に
ひ
ど
く
破
損
し
た
姿
で
流
れ
て
来
る
こ
の
仏
像

を
見
つ
け
、
拾
い
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
こ
の
「
焼
け
仏
様
」
を
、

村
ま
で
運
ん
で
来
た
の
で
し
た
。

こ
の
知
ら
せ
に
、
村
大
た
ち
は
大
変
驚
き
、
ど
こ
に
祀
ら
れ
て
し
た
仏
様
か
は

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
ご
縁
が
あ
っ
て
神
子
柴
へ
来
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
村
中
の
人
の
力
で
祠
を
建
て
、
お
供
で
あ
る
十
二
神
将
も
造
っ
て
、
大
切

に
お
祀
り
を
し
ま
し
た
。

「
焼

げ
仏
様
」
を
お
祭
り
し
て
か
ら
何
年
か
た
ち
ま
し
た
。
あ
る
年
、

気
候

が

不
順
で
、
ろ
く
に
作
物
も
と
れ
ず
、
神
子
柴

中
が
大
変
貧
し
く
な
っ
て
し

ま
い
、

村
人
は
皆
、
そ
の
貧
し
さ
に
、
苦
し
み
、
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
て

い

ま

し

た
。

「
焼
け
仏
様
」

に
も
、
す
が
り
た
い
思
い
で
、
村
人
た
ち

ぱ
、
毎
日
お
参
り
を
続

12－16　 神子柴旧 薬師堂（大 正時代）と本尊

け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ

る
日
、
「
焼
け
仏
様
」
の
体

内
か
ら
、
後
光
が
射
し
て
い

る
よ
う
に
、
金
色
の
光
が
見

え
ま
し
た
。
仏
様
に
近
づ
い

て
、
よ
く
見
る
と
、
そ
れ
は

た
く
さ
ん
の
黄
金
で
し
た
。

破
損
し
て
い
る
仏
体
の
中
か

ら
、
貧
し
さ
に
苦
し
か
村
人

の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
黄

金
を
施
し
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。
村
人
た
ち
ぱ
、

こ
れ
を
あ
り
か
た
く
い
た
だ

き
、
み
ん
な
で
分
け

ま
し

た
。
思
い
が
け
な
い

恵
み

で
、
村
の
貧
し
さ
は

救
わ

れ
、
神
子
柴
は
ま
た
、
元
の

よ
う
に
豊
か
な
村
に
戻
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

黄
金
が
出
て
来
た
と
い
う
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焼
け
仏
の
か
ら
だ
の
穴
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
、
こ
の
あ
り
か
た
い
薬
師
如
来
は
、

神
子
柴
の
薬
師
堂
に
、
十
二
神
将
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
貧
し
さ
を
救
っ

て
く
だ
さ
っ
た
「
焼
け
仏
様
」
で
あ
る
と
、
今
で
も
語
り
継
か
ね
て
、
大
事
に
、

小
さ
い
祠
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

６
　
薬

師

堂

跡
（
ｍ
畑
）

田
畑
北
割
地
籍
の
、
現
在
「
東
屋
」
の
宅
地
に
な
っ
て
い
る
一
角
に
、
薬
師
堂

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
こ
の
お
堂
に
、
一
人
の
僧
が
住
ん
で
い
て
、
目
の
病
気
を
治
す
こ
と
が
大

変
上
手
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
近
郷
の
村
々
か
ら
も
、
眼
病
の
治
療
に
、
多
く
の

人
々
が
訪
れ
て
来
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
薬
師
堂
に
つ
い
て
は
、
物
証
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
、
何
も
残
さ
れ
て
お

ら
ず
、
い
つ
の
こ
ろ
、
建
て
ら
れ
た
も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
明
治
の
初
め
に
壊
さ
れ
て
、
そ
の
材
が
、
田
畑
学
校
の
建
築
の
た
め
に
利

用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

７
　
撮
　
守
　
殿
（
北
殿
）

獄
守
殿
は
、
居
森
殿
庖
擁
宮
と
も
言
わ
れ
、
北
殿
に
あ
る
お
宮
で
す
。
そ
の
お

宮
付
近
は
、
獄
守
殿
と
い
う
地
名
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

昔
、
庖
擁
と
思
わ
れ
る
疫
病
が
大
流
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

村
の
人
た
ち
は
相
談
し
て
、
庖
擁
神
様
を
お
祭
り
し
、
疫
病
の
退
散
を
祈
願
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
天
災
や
病
気
は
、
何
か
の
崇
り
で
あ
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
、
疫
病
を
ま
き
散
ら
す
神
様
を
、
今
ま
で
、
丁
重
に

お
祭
り
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に
、
疫
病
神

に
、
お
宮
の
中
に
い
て
い
た
だ
け
ば
、
村
の
中
へ
出
て
来
て
、
人
々
に
病
気
を
う

つ
す
こ
と
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
、
村
人
に
は
思
わ
れ
た
か
ら
で
し
た
。

お
宮
を
建
て
、
疫
病
神
を
お
祭
り
し
て
か
ら
、
間
も
な
く
、
疫
病
の
流
行
は
下

火
に
た
り
、
村
の
人
々
は
救
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
後
も
、
村
に
疫
病
が
大
流
行
す
る

こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
獄
守
殿
に
は
、
庖
洽
神
と
し
て
の
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

縁
結
び
の
神
と
し
て
の
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
核
守
神
社
は
、
い
も
り
神
社

で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
お
宮
の
近
く
に
は
、
清
水
が
湧
き
出
て
い
て
、
水
た
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

昔
は
、
今
の
数
倍
の
広
さ
と
深
さ
の
あ
っ
た
水
た
ま
り
で
、
ど
じ
ょ
り
や
魚
が
た

く
さ
ん
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
い
も
り
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
こ
こ

に
住
む
い
も
り
は
、
腹
部
か
ら
頭
に
か
け
て
、
ま
っ
赤
に
な
っ
て
お
り
、
他
で
は

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
り
っ
ぱ
な
い
も
り
で
し
た
。

焼
い
た
い
も
り
は
惚
れ
薬
だ
と
い
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
住
む
い
も

り
の
黒
焼
き
は
、
大
変
に
効
き
目
が
あ
り
ま
し
た
。
心
に
思
っ
て
い
る
人
に
、
こ

の
黒
焼
き
の
粉
を
飲
ま
せ
る
と
、
必
ず
ご
利
益
が
あ
り
、
縁
が
結
ば
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
遠
く
か
ら
も
、
こ
の
薬
を
求
め
に
や
っ
て
来
る
人
が
、
ず
い
ぶ
ん
多
く

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ご
利
益
に
あ
ず
か
っ
た
縁
組
は
数
知
れ
ず
、
こ
の
部
落
で

も
、
そ
の
多
く
が
、
ご
利
益
に
よ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
子
孫
は
繁
栄
し
、
幸
せ

な
日
々
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

惜
し
い
こ
と
に
、
今
は
朧
か
ら
頭
に
か
け
て
ま
っ
赤
だ
っ
た
い
も
り
も
い
な
く

な
り
、
魚
た
ち
ま
で
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
こ
う
し
た
話

を
語
り
継
ぎ
な
が
ら
、
毎
年
、
お
祭
り
を
欠
か
す
こ
と
か
く
続
け
て
来
て
い
る
村

人
に
は
、
昔
と
変
ら
ぬ
縁
結
び
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

８
　
来
る
身
塔
婆
（
神
子
柴
）

神
子
柴
部
落
の
北
東
の
部
分
は
、
今
で
こ
そ
家
も
た
く
さ
ん
建
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
平
ら
で
、
大
き
な
田
ん
ぼ
や
畑
の
続
い
て
い
る
場
所
で
し
た
。

そ
こ
に
、
一
枚
で
二
反
歩
余
も
あ
る
大
き
な
田
ん
ぼ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
田
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ん
ぼ
の
持
ち
主
は
、
も
ち
ろ
ん
大
地
主
で
、
家
屋
敷
は
大
き
く
、
大
変
財
力
か
お

り
、
広
い
耕
地
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
下
男
、
下
女
も
多
く
雇
わ
れ
、
大
地
主
の

指
示
で
、
毎
日
働
い
て
い
ま
し
た
。

大
勢
の
使
用
人
の
中
に
、
下
女
と
し
て
働
い
て
い
た
ひ
と
り
の
少
女
が
い
ま
し

た
。
年
も
幼
く
て
奉
公
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
よ
く
働
き
、
と
て
も
気
立
て
が
良

く
、
正
直
で
、
親
思
い
の
上
、
器
量
良
し
で
あ
っ
た
の
で
、
奉
公
大
た
ち
み
ん
な

か
ら
、
大
変
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

奉
公
に
来
て
か
ら
な
ん
年
か
経
っ
た
あ
る
年
、
初
夏
の
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
下

女
の
父
親
が
突
然
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
死
に
目
に
も
会
え
ず
、
ひ
と
り
残
っ

た
母
親
を
心
に
か
け
な
が
ら
、
そ
の
下
女
は
、
大
地
主
の
家
で
毎
日
涙
に
く
れ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
父
に
何
も
孝
行
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
、
せ
め

て
こ
の
世
に
残
っ
た
母
親
に
孝
行
を
し
た
い
と
思
い
立
ち
、
主
人
で
あ
る
大
地
主

に
、
年
季
奉
公
を
短
く
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
ま
し
た
。
気
立
て
も
よ
く
大
変
な

働
き
者
で
あ
る
こ
の
下
女
を
、
め
っ
た
に
い
な
い
奉
公
人
だ
と
、
ひ
そ
か
に
喜
ん

で
い
た
地
主
は
、
手
放
す
の
が
惜
し
く
な
り
、
願
い
を
か
な
え
る
た
め
に
無
理
な

条
件
を
出
し
た
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
の
大
き
い
田
ん
ぼ
を
、
日
の
出
か
ら
日

の
入
り
ま
で
に
、
田
植
え
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
願
い
通
り
に
し
て
や

る
と
い
う
の
で
す
。
一
日
に
二
反
歩
余
の
広
い
田
ん
ぼ
を
、
一
人
で
、
し
か
も
か

弱
い
少
女
の
身
で
、
出
来
る
は
ず
は
な
い
の
で
す
。

孝
心
の
強
い
そ
の
下
女
は
、
言
い
付
け
を
何
と
し
て
で
も
な
し
遂
げ
、
母
親
の

待
つ
家
へ
帰
ろ
う
と
心
を
決
め
ま
し
た
。
今
ま
で
も
、
人
の
倍
も
そ
れ
以
上
も
、

毎
日
が
ん
ば
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
や
っ
て
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
も
、
母
親
に
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
孝
行
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
練

だ
も

の
、
命
が
け
で
乗
り
切
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
そ
う
も
思
い
ま
し
た
。
両
親

の
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
働
い
て
い
る
姿
が
、
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
働

き
過
ぎ
て
生
命
を
縮
め
た
父
、
ひ
と
り
で
が
ん
ば
り
ぬ
い
て
い
る
母
の
姿
、
こ
の

両
親
に
育
て
ら
れ
た
私
に
は
必
ず
出
来
る
は
ず
だ
と
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
も

い
ま
し
た
。

そ
の
日
、
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら
準
備
を
し
、
腰
に
お
む
す
び
を
く
く
り
つ
け
て

い
ま
し
た
。
お
昼
は
、
田
の
中
で
食
べ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
日
の
出
を
待

つ
問
の
長
か
っ
た
こ
と
。
山
の
端
に
太
陽
が
顔
を
出
し
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
合

図
に
、
田
植
え
を
始
め
ま
し
た
。
わ
き
目
も
ふ
ら
ず
、
植
え
続
げ
、
せ
っ
か
く
腰

に
く
く
り
つ
け
て
あ
る
お
む
す
び
の
こ
と
さ
え
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
腰
の
痛
み
に

顔
が
ゆ
が
み
な
が
ら
も
、
腰
を
伸
ば
す
こ
と
も
な
く
、
汗
が
目
に
し
み
て
も
、
ぬ

ぐ
う
こ
と
も
せ
ず
、
た
だ
植
え
る
手
だ
け
が
休
み
な
く
動
い
て
い
ま
し
た
。

夏
の
日
は
長
い
と
は
い
え
、
休
み
な
く
植
え
て
も
二
反
歩
余
も
あ
る
大
き
い
田

ん
ぼ
で
す
。
太
陽
は
無
情
に
も
刻
一
刻
と
西
の
山
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
か
弱

い
少
女
の
願
い
も
つ
い
に
む
な
し
く
消
え
去
る
か
に
み
え
ま
し
た
。
最
後
の
気
力

を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、
感
覚
も
な
く
な
っ
た
手
だ
け
が
動
し
て
い
ま
し
た
。
あ
と
一

株
。
左
手
の
苗
重
か
ら
、
右
手
で
二
～
三
本
苗
を
す
ば
や
く
分
け
て
、
し
っ
か
り

と
や
お
ら
か
い
土
の
中
へ
植
え
ま
し
た
。
し
か
し
最
後
の
一
株
を
植
え
た
右

手

は
、
力
を
総
べ
て
出
し
つ
く
し
た
か
の
よ
う
に
、
今
ま
で
の
動
き
を
す
っ
か
り
と

め
て
い
ま
し
た
。

太
陽
は
、
最
後
の
一
株
を
見
と
ど
け
た
か
の
よ
う
に
、
く
っ
魯
り
と
晴
れ
た
西

の
山
に
静
か
に
沈
ん
で
い
き
ま
し
た
。

一
日
中
、
心
に
か
け
て
し
た
仲
間
の
奉
公
人
た
ち
が
駆
げ
つ
け
て
来
ま
し
た
。

近
く
で
働
い
て
い
た
村
人
た
ち
も
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
汗
と
泥
に
ま
み
れ
た
か

ら
だ
が
、
田

か
ら
出
よ
う
と
し
た
瞬
間
、
畔
に
ば
っ
た
り
と
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し

た

。
「
よ
く
や

っ
た
ぞ
」
と
い
う
み
ん
な
か
ら
の
感
嘆
の
声
を
耳
に
し
て
、
汗

と

も
涙
と
も
わ
か
ら

ぬ
も
の
の
流
れ
落
ち
て
い
る
彼
女
の
頬

に
、
か
す
か
な
微

笑
み
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が
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
の
か
す
か
な
笑
み
を
、
夕
日
の
赤
い
光
が
、
美
し
く
浮
き

た
た
せ
て
お
り
ま
し
た
。
彼
女
の
微
笑
み
が
消
え
た
と
き
、
彼
女
は
息
が
絶
え
て

い
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
人
は
、
彼
女
を
揺
り
動
か
し
、
大
き
な
声
で
、
そ
の
名
を
呼
び
続
け

ま
し
た
が
、
腰
に
し
っ
か
り
と
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
お
に
ぎ
り
の
包
み
が
、
む
な

し
く
動
く
だ
け
で
、
彼
女
の
か
わ
い
ら
し
い
笑
顔
は
二
度
と
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
西
駒
ヶ
岳
か
ら
経
ヶ
岳
に
か
け
て
夕
焼
け
が
美
し
く
映
え
て
い
ま
し
た
。
東

の
森
の
中
で
郭
公
が
一
声
鳴
く
の
が
聞
こ
え
て
、
彼
女
が
静
か
に
横
だ
お
っ
て
い

る
田

の
畔
に
も
涼
し
い
風
が
吹
い
て
き
ま
し
た
。

仕
事
を
果
た
し
な
が
ら
も
、
願

い
を
か
な
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ

の
哀

れ
な
下

女
に
、
村
人
す
べ
て
が
不
惘
の
心
を
寄
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
村
人

は
、
彼

女
の
た
め
に
、
「
来
る
身
」
　（
今
度
生
ま
れ
て
く
る
時
）
の
幸
せ
を
願

い
、

こ
の
次

生
ま
れ
て
来
る
時
に
は
も
っ
と
幸
せ
な
子
と
し
て
生
ま
れ
て
来
て
く
れ
る
よ
う
に

と
の
祈
り
を
こ
め
て
、
く
る
み
の
木
で
塔
婆
を
作
り
、
微
笑
み
な
が
ら
息
絶
え
た

そ
の
畔
に
建
て
て
供
養
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
後
ず
っ
と
、
こ
の
田
ん
ぼ
の
こ
と
を
、
村
人
は
、
「
く
る
み
塔
婆
の

田
ん
ぼ
」
と
呼
び
、
こ
の
哀
し
い
話
を
語
り
継
い
で
き
て
い
ま
す
。

９
　
上
　
人
　
塚
（
塩
ノ
井
）

塩
ノ
井
神
社
の
西
の
方
一
帯
は
、
何
枚
か
の
畑
を
残
し
な
が
ら
、
今
は
、
一
面

に
水
田
が
開
け
て
い
ま
す
。

神
社
西
南
一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
所
に
あ
る
田
地
の
一
隅
に
、
小
さ
な
野
仏
が
一

体
、
ひ
っ
そ
り
と
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
仏
の
表
の
面
に
は
、
「
元
禄
年
　
上

人
」
と
い
う
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
仏
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
幾
つ
か
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
も
し
だ
い

に
人
々
か
ら
忘
ら
れ
て
い
き
、
野
仏
の
あ
る
位
置
さ
え
も
、
知
っ
て
い
る
Λ
が
少

井 ）図12－17　 大正時代 の上人塚（塩 ノ

な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
説

に
よ
り
ま
す
と
、
元
禄

年
間

に
、
村
に
疫

病

が

は

や

り
、
村
人
が
ず
い
ぶ
ん
難
儀
を

し
て
い
た
こ
と
が

あ

り

ま

し

た
。そ

の
と
き
、
通
り

か
か
っ
た

雲
水
が
、
現
在
、
石
仏
の
安
置

さ
れ
て
い

る
所
の
近
く

に
穴
を

掘
り
、
中

に
座

っ
て
、
鈴
を
打

ち
鳴

ら
し
な
が
ら
、
疫
病
除

げ

の
た
め
の
祈
禧
を
行

っ
て
く
れ

た
と
い

う
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま

す
。穴

の
中
か
ら
は
、
一
心
に
お
経
を
唱
え
る
声
が
流
れ
、
鈴
の
音
が
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
村
人
は
、
そ
の
雲
水
を
お
上
人
様
と
呼
び
、
食

事
も
苦
し
い
自
分
だ
も
の
生
活
の
中
か
ら
割
い
て
、
運
ん
で
上
げ
て

お
り

ま
し

た
。疫

病
除
け
の
お
祈
り
が
始
ま
っ
て
、
九
九
日
目
の
朝
の
こ
と
で
し
た
。
前
の
晩

か
ら
雪
が
降
り
続
き
、
厳
し
い
寒
さ
の
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
、
そ
の

朝
に
な
っ
て
、
お
経
を
読
む
声
も
、
鈴
の
音
も
、
ど
ん
な
に
耳
を
澄
ま
し
て
い
て

も
聞
こ
え
て
こ
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
心
配
し
た
村
人
た
ち
が
、
穴
の
中

に
入
っ
て
み
ま
す
と
、
お
上
人
様
は
お
祈
り
を
し
て
い
た
姿
勢
の
ま
ま
、
成
仏
さ

れ
て
い
た
の
で
し
た
。

取
り
あ
え
ず
村
人
た
ち
は
、
な
き
が
ら
を
仮
埋
葬
し
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と

卯Z
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に
、
そ
の
後
も
、
雪
の
降
る
寒
い
朝
な
ど
に
は
、
お
上
人
様
が
疫
病
除
け
の
お
祈

り
を
さ
れ
て
い
た
辺
り
か
ら
、
お
経
を
唱
え
る
声
と
と
も
に
、
か
す
か
に
鳴
る
鈴

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で
し
た
。
村
人
た
ち
は
、
お
上
人
様
が
、
死
後
ま
で
も

疫
病
除
け
の
お
祈
り
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
さ
さ
や
き
あ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
モ

の
お
か
け
か
、
間
も
な
く
、
疫
病
は
す
っ
か
り
お
さ
ま
り
、
村
に
も
、
健
康
な
、

］明
る
い
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

村
人
た
ち
は
、
あ
り
か
た
い
お
上
人
様
の
霊
を
、
手
厚
く
弔
う
た
め
、
苦
し
い

生
活
の
中
か
ら
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、
塚
を
築
き
、
お
上
人
様
の
碑
を
建

て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
、
精
い
っ
ぱ
い
の
思
い
で
出
し
合
っ
た
お
金
は
、
り
っ
ぱ
な
塚
と
石

仏
に
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら
見
れ
ば
、
小
さ
な
石
仏
で
す
。
し
か
し
そ
の
石
仏
に

は
、
村
人
の
感
謝
と
、
尊
敬
の
気
持
ち
が
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
こ
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

今
で
は
塚
も
平
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
田
地
の
一
隅
に
、
お
上
人
様
の
野
仏
は
、

あ
の
恐
し
い
疫
病
か
ら
、
村
人
を
守
る
た
め
に
、
草
に
埋
も
れ
な
が
ら
、
時
に
は

人
々
に
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
が
ら
も
、
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る
の
で
す
。

1
0
　立
　
　
　
石
（
大
泉
）

大
泉
の
中
央
の
、
春
日
街
道
と
吹
上
線
と
の
交
わ
る
四
辻
の
西
南
隅
に
、
道
に

接
し
て
大
き
な
石
が
立
っ
て
い
ま
す
。
村
人
は
こ
の
石
を
立
石
と
い
い
、
こ
の
附

近
を
ま
た
立
石
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
辺
一
帯
は
昔
は
春
日
街
道
の
宿
場
の
市
が
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
今
で
も
市

場
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
立
石
は
こ
の
市
場
の
中
心
で
あ
り
ま
す
。
南
か
ら
も
北

か
ら
も
の
ぼ
り
つ
め
た
所
だ
っ
た
の
で
、
昔
は
眺
望
の
よ
い
、
大
泉
所
の
滝
な
ど

が
望
め
る
景
勝
の
地
で
あ
り
ま
し
た
。

宿
場
が
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、
立
石
は
村
の
若
者
鴉
が
集
ま
っ
て
遊
ん
だ
り
語

り
あ
う
場
所
で
あ
り
、
子

供
だ
も
の
た
ま
り
場
で
あ

り
ま
し

た
。
立
石

の
前

に
は

二

、
三

人
集
ま
る
と
、
茶

椀
の
か
け

ら
な
ど
で
石

を
こ

す
り
溝

を
つ
げ
て
遊

ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
石

は
も
と
は
東
南
隅

に
あ
り
、
寄

り
つ
き

よ
く

な
っ
て
い
ま
し

た
。立

石

に
は
文

字
ら
し
い
も
の
は
見
え

ま
せ

ん
が
、
村
人

を
守

っ
て
く

れ
る
石
で

あ
り
ま
し
た
。
厄

年
の
者
は
こ
こ

に
厄

落
し
の
茶

わ
ん
を
な
け
っ
け
て
、
後

を
ふ

り
む
か
な
い
で
帰
っ
て
く
る
所

と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

今
ま
で

何
の
石

か
わ
か
ら
ず
、
石
面

の
文
字

ら
し

い
も

の
も
判
読
で
き

な
い
で

き
ま
し
た
。
古
老
に
聞
い
て

も
誰
も
知
ら
ず
、

た
だ
何
と

な
し
村
人

の
よ
り
所
で

何
年
か
た
ち
ま
し
た
。
最
近

に
な
っ
て

道
路
拡
張

の
た
め
、
あ

ち
ら
こ

ち
ら
に
移

さ
れ
ま
し
た
。
移
す
た
び
に
、
村
人

の
心
を
そ
こ

は
か
と
か
く

痛
め
る
も

の
が
あ

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭

和
五
四

年
に
村
誌
編
纂
委
員

が
、

朝
日

の
光
で
写
真

を
撮

っ
て

み
ま
す
と
、
「

奉
供
養
青
面

金
剛
」
　「

宝
永
八
年
卯
年
二
月
大

泉
」
と
彫

ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
文
字

は
意
外

に
も
石

の
申

ほ
ど
か
ら
彫

ら
れ
て
い

た
の
で

誰
も
気
が
つ
き
ま
せ

ん
で
し

た
。
そ

れ
だ
け
石

は
土
中

に
埋
ま

っ
て
い

た

の
で
す
。

大
泉
で
は
、
一
番

古
い
庚
申

塔
で
、
庚
中
年
で

な
い
年

に
建
て

ら
れ
た
も

の
で

し
た
。
何

事
か
が
村
に
起
こ

っ
て
、
村
中
で
建

立
し

た
も

の
で
し

ょ
う

か
。
そ

の

た
め
か
、

こ
の
立
石

は
庚
申

塔
の
役
目
も

道
祖
神

の
役
目
も
つ
と

め
、
村
人

の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
村
を
守
っ
て

き
た
の
で

す
。

1
1
　お
こ
わ
さ
ま
（
沢
尻
）

沢
尻
区

の
西
方

に
「

い
そ

う
こ

う
さ
ま
」
と

か
、
「

お
こ

わ
さ
ま
」
と
村
人

か

ら
い
か
れ
て
い
る
「
伊

雑
皇
大
神
宮
」

が
あ

り
ま
す
。
棟
札

に
は
文

政

一

三

年

二

八
三
〇
）
に
氏
子

が
奉
祀
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
、

ま
た
明
治
三
二
年

に
は
上
屋
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図12－18　 おこわさま

おこわさ まぱここを動かなかった。

を
葺
き
加
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
宮
の
本
社
は
、
伊

勢
の
国
（
三
重
県
）
の
磯
部
町
上
之

郷
に
あ

っ
て
、
天

照
大
神
の
み
魂
を
お
ま
つ
り
し
て
あ
り
、
伊

雑

宮

と
い
う
の
が
正
し
い
が
、
「

い

ぞ
う
の
み
や
」

と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
古
く
か
ら
磯
部

の
大
神
宮
さ
ん
と
親
し
ま
れ
て
き
た
お
宮
で
、
百

姓
や
漁
師
（
特
に
海
女
）
の
深

い

信
仰
を
う
け
て
き
ま
し
た
。

沢
尻
の
お
こ
わ
さ
ま
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。

か
か
し
、
沢
尻

に
は
あ
ち
こ

ち
に
小

さ
な
お
宮

が
あ

り
ま
し
た
。
こ

の
各
地

に

分
散
し
て
い
る
お
宮
を
、
一

か
所

の
日
光
社
月

光
社

へ
合
祀

し
よ
う
と
し
た
と
き

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
計
画

に
し
た
が
っ
て

ど
の
お
宮
（
小
祠
）
も
、

と
ど

こ

お

り
な
く
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
お
こ

わ
さ
ま
だ
け
は
ど
う
し
て
も

合
祀
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
重
く
て
ど
う
し
て

も
持
ち
あ
が
ら
な
い
。
誰
が
も
っ

て
も
、
大
勢
が
よ
り
あ
っ
て
も
動
か
な
い
。
そ

う
こ

う
し
て
い
る
う
ち
に
、
村

に

悪
い
病
気
が
流
行
し
だ
し
ま
し
た
。

悪
い
病
気
が
流
行
し
て
き
た
の
は
、
動
き
た
く
な
い
お
こ
わ
さ
ま
を
動
か
そ

う

と
し
た
か
ら
で

は
な
い
か
、

と
誰
い
う
と
な
く
村
人

が
い
い
だ
し
ま
し
た
。
そ

こ

で
み

ん
な
で
相

談
し
て
、
動

か
し
て
合
祀

な
ぞ
し
な
い
こ
と

に
き

め
、
も
と
の
ま

ま
で

ま
つ
る
こ
と

に
し

ま
し

た
。
は
た
せ

る
か
な
、
悪
疫

は
い
つ
し

か
し
ず
ま
り

ま
し
た
。

お
こ

わ
さ
ま
は
、
今
で
も
昔

の
ま
ま

の
所
で
、
手
厚
く
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在

は
伊

勢
講
の
二
二
人

の
人

た
ち
が
、
そ

の
任

に
あ

た
っ
て
い
ま
す

。

8 卯



ご
一
口第13章　方

第
二
一
章

方

一

犬
口

一
　

は

じ

め

に

ふ
っ
と
口
を
つ
い
て
出
る
土
地
の
言
葉
を
耳
に
す
る
時
、
な
ん
と
は
な
し
に
心

が
な
ご
み
、
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
し
て
生
ま
れ
た
土
地

の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
時
、
心
の
安
ら
ぎ
と
人
々
へ
の
強
い
つ
な
が

り
を
感
じ

る
。他

郷
で
も
自
分
自
身
改
ま
っ
た
言
葉
遣
い
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
「
長
野
県

の
人
で
す
か
」
「
伊
那
の
人
で
す
ね
」
と
な
つ
か
し
げ
に
話
し
か
げ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
石
川
啄
木
も
「
ふ
る
さ
と
の
殷
な
つ
か
し
停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に
そ

を
聴
き
に
ゆ
く
」
と
う
た
っ
て
い
る
。

疲
れ
九
時
「
ご
し
て
１
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
、
自
分
の
疲
れ
を
精
い
っ
ぱ
い
表

現
出
来
な
い
。
「
～
ず
ら
」
と
い
う
言
葉
を
つ
け
て
言
わ
な
け
れ
ば
思
い
が
ぴ
っ

た
り
伝
わ
ら
な
い
。
コ
」
た
つ
に
あ
た
ら
っ
し
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
こ
た
つ

の
ぬ
く
も
り
ま
で
も
伝
わ
っ
て
来
る
。
大
し
た
意
味
を
持
た
な
い
と
思
わ
れ
る
日

常
○
あ
い
さ
つ
の
言
葉
に
も
、
古
い
歴
史
と
人
情
が
深
く
こ
め
ら
れ
て
し
る
。

こ
の
よ
う
な
方
言
が
、
共
通
語
や
流
行
語
に
押
さ
れ
て
、
影
の
薄
く
な
っ
て
い

る
こ
の
ご
ろ
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
消
え
る
こ
と
な
く
生
き
続
け

て
し
く
に
違
い
な
い
。

こ
の
稿
で
は
、
南
箕
輪
で
使
わ
れ
た
生
き
た
場
面
で
の
再
現
を
試
み
な
が
ら
、

使
わ
れ
た
方
言
を
な
る
べ
く
も
ら
さ
な
い
よ
う
に
取
り
上
げ
た
が
、
十
分
に
は
表

現
出
来
ず
心
残
り
も
多
々
あ
る
。

二
　

方

言

意

識

南
箕
輪
に
住
ん
で
い
て
箕
輪
町
や
伊
那
市
周
辺
の
こ
と
ば
と
そ
ん
な
に
違
う
と

い
う
気
は
し
な
い
が
、
赤
穂
へ
行
く
と
こ
と
ば
が
違
う
と
い
う
感
じ
が
強
く

な

る
。
伊
那
谷
で
は
南
へ
下
る
に
つ
れ
、
飯
田
の
こ
と
ば
に
近
く
な
り
、
次
第
に
関

西
的
な
に
お
い
が
し
て
く
る
。

自
分
か
ち
上
伊
那
の
こ
と
ば
は
、
発
音
で
は
東
京
と
共
通
性
が
多
く
、
東
北
地

方
の
発
音
と
は
は
っ
き
り
違
う
。
誰
も
東
京
へ
行
け
ば
共
通
的
な
発
音
を
す
る
の

で
、
東
京
の
者
と
区
別
が
つ
か
な
い
。
ア
ク
セ
ン
ト
も
東
京
と
同
じ
で
、
子
音
が

強
く
長
い
の
で
、
子
音
の
弱
く
短
い
関
西
と
は
正
反
対
に
な
る
。
東
京
の
ア
ク
セ

ン
ト
と
違
う
と
気
づ
く
の
は
「
雲
」
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
信
州
の
ズ
ラ
ズ
ラ

こ
と
ば
な
ど
と
も
い
か
れ
る
が
、
「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」
に
は
「
雨
ず
ら
よ
」
も
出

て
き
て
ズ
ラ
も
信
州
ば
か
り
で
は
な
い
。

三
　

本

村

の

方

言

の

位

置

私
た
ち
の
上
伊
那
方
言
が
、
日
本
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占

め
て

卜
る

か
、
上
伊
那
誌

に
よ
っ
て
そ

れ
を
記
す

。

日
本
語

は
本
土
方
言
と
琉
球
方
言
と

に
分
け
ら
れ

る
が
、
私
た
ち
の
方
言
は
む

ろ
ん
本
土
方
言

に
属

す
る
。
本
土
方

言
は
さ
ら

に
次
の
三
つ

に
分
類
さ
れ

る
。

１
　

本
州
東
部
方
言
（
東
日
本
方
言

２
　

本
州
西

部
方
言
（
西
日
本
方
言
）
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３
　

九
州
方
言

上
伊
那
方
言

は
、
こ

の
う
ち
東
日
本
方

言
に
属
し
、

さ
ら
に
モ

の
中
が

六
区
分

さ
れ
て

し
る
。
そ

の
中

の
「

ナ
ヤ
シ
方
言
」
（
長
野
・
山
梨
・
静
岡
方
言
の
略
）
の
特

徴
と
諸
条
件
を
そ
な
え
て
い

る
。
つ
ま
り
、
本
土
方
言
－

東
日
本
方
言
Ｉ

ナ
ヤ
シ

方
言
と
位
置

づ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
上

伊
那
の
地
域
は
、
東
西
方
言
の
接
触
地
帯
で
あ
っ
て
、
画

然
と
区

分
さ
れ
な
い
ま
ま
、
南
へ
い
く
に
つ
れ
て
、
東
日

本
方

言
の
特

徴
が
う
す
れ
、
代

わ
っ
て
西
日

本
方

言
的

に
な
っ
て

い
く

。
と
く

に
太
田
切
川

を
境
に
し
て
大
き
く

変
わ
っ
て

い
る
。

南
箕

輪
の
方

言
は
、
こ

の
大
田
切
川
以
北

の
東
日
本
的
特
徴

を
持

っ
た
地
域

に

含
ま
れ
て

い
る
が
、
そ

の
中
で
も
箕

輪
・
辰
野
地
区
と
も
、
春
富
地
区
と
も
高
遠

地
区
と
も

細
か
い
点
で

は
、
違

っ
た
方
言
地
域
を
形
成
し
て
し

る
。

四
　

本

村

の

方

言

と

使
用

例

『

あ

』

あ

い
く

あ
い
さ

あ
い
そ
し
い

あ
い
て
１

（
あ
い
た
）

あ
お
づ
け

言
　
　

あ

お
に
せ
１

方第13章

あ

お
ろ
じ

（
あ

お
ぼ
う

ず
）

あ

お
ん
ぞ
う

あ
お
ん
ど
ろ

あ

か

歩
く

間

、
中

間

か
わ
い
ら
し
い

痛
い

菜

の
一
夜
漬

若
者
を
け

い
べ

つ
し
て

い
う
言
葉

蛇
の
青
大
将

「

立
っ
て
あ
い
け

る
」

「

も
っ
と
前
の
人
と
の
あ
い

さ

を

あ

げ

ろ
」

「
本
当
に
あ
い
そ
し
い
顔
を
し
て
い
る
」

あ
あ
痛
い
が
一
語
に
な

っ
た
も
の

「

あ
お
に
せ
１
の
く

ぜ
に
生
意
気
な
こ
と

を
言
う
な
」

心
づ
、
血
色
の
す
ぐ
れ
　
未
熟
な
野
菜
も
こ
う
呼
ぶ
と
き
も
あ
る

あ
お
み
ど
ろ

赤
ん
坊

あ
か
い
ま
ん
ま

あ
か
お

あ
か
す

あ
か
め
１
ん

あ
が
り
は
な

あ
き

あ
き
っ
と

あ
き
や
す
み

あ
き
れ
け
１
る

あ
く
た
れ

あ
く
て
１

あ
げ

あ
け
１

あ
け
っ
く
れ

あ
け
の
と
し

あ
け
の
日

あ
ご
た

あ
午
づ
く
り

あ
さ
っ
ぱ
ら

あ
ず
く
み

あ
す
ぶ

あ
せ
っ
か
ぶ
れ

あ
た

あ
た
け
る

あ
だ
じ
ゃ
ね
Ｉ

あ
た
ま
す
き

あ
た
ら
っ
し

あ
た
り

赤
飯

あ
か
う
ぉ
、
う
ぐ
い

告
げ
知
ら
せ
る

人
を
ば
か
に
す
る
し
ぐ

さ家
の
上
り
口

秋
の
収
穫

す
き
間
・
あ
き
地

秋
の
収
穫
祝
い
の
休
み

あ
き
れ
返
る

に
く
ま
れ
口

に
く
ま
れ
口

て
ん
ぷ
ら

赤
い

毎
日

翌
年

翌
日

あ
ご

朝
食
前
の
仕
事

早
朝

あ
ぐ
ら

遊
ぶ

あ
せ
も

い
た
ず
ら

は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る

容
易
で
な
い

空
頭
蚕

お
あ
た
り
な
さ
い

出
産
予
定
日

「
隣
り
へ
こ
の
こ
と
を
あ
か
し
て
来
い
」

目
を
む
き
舌
を
出
し
て
、
「

あ
か
め
１

ん

だ
」

な
ど
と
い
う

「

あ
き

が
す

ん
だ
ら
遊

び
に
来
い

よ
」

「
あ
き
れ
け
１

つ
て
物
も
言
え
ん
わ
」

「
あ
く
た
れ
こ
い
て
し
よ
う
が
ね
え
や
つ

だ
」

あ
く
た
れ
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
る

て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き

、
「

あ
げ
を
あ

げ
る
」
と
い
う

「

あ
け
１
り
ん
ご
」

フ

」
の
ご
ろ
は
あ
け

っ
く
れ
子
供
の
世
話

に
追
わ
れ

て
い
る
」

「

あ
さ
っ
ぱ
ら
か
ら
み
や
ま
し

い
な
え
」

「

あ
ず
く
み
を
か
い
て
ゆ
っ
く

ら
と

し
て

お
く
ん
な
」

「
あ
す
ん
で
ば
っ
か
り
い
る
」

あ
せ
も
の
で
き

る
の
を
「
あ
せ

っ
か

ぶ
れ

に
な

る
」
と

言
う

「
こ
の
子
は
あ

た
を
し
て
困
る
」

「
百
姓
仕
事
も
あ
だ
じ

や
ね
え
」

こ
の
病
気
に
か
か
っ
た
蚕
は
繭
を
作

ら
ず

に
死

ぬ

「
火
に
あ
た
ら
っ
し
」
同
じ
用
法
で
、
「
行

か
っ
し
」
　「

食
べ
ら
っ
し
」

な
ど
使

う

「

あ
た
り
は
い
つ
え
」

…
「
五
月
十
日
こ

ろ
か
な
」

8 刀
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あ

っ
こ

あ

っ
し
・
あ
し

あ

っ
た

あ
っ
た
め
る

あ
っ
た
ら

あ
っ
ち
い

あ

っ
ち
こ

っ
ち

あ
つ
刃

あ

っ
ぷ
あ

っ
ぷ

あ
っ
ぽ

あ
つ
ぼ
っ
て
１

あ
て

ず
っ
ぽ
１

げ

え
ず
っ
ぽ

１
）

あ
て

っ
こ

あ
と

あ
と
び

っ
さ
り

①
あ
そ
こ

②

か
か
と

牛
馬
の
足
を
上
げ
さ
せ

る
と
き
の
呼
び

か
け

頭

（
幼
児
語
）

①
暖

た
め
る

②
盗

む

惜

し
い

熱
い
（
幼
児
語
）

逆厚

鎌
水
に
お
ぼ
れ
る

帽
子
（
幼
児
語
）

厚
い

（
あ
て
　
当
て
推
量

当
て
あ
い

田
の
水
を
払
う
口

後
さ
が
り

（

町
（
あ
ば
よ
・
あ
ば
　

さ
よ
う
な
ら

あ
ぶ
す

あ

ぶ
ら

ご
１

り

あ

ぶ
ら
っ
と

り

あ
べ
る
（
あ
び
る
）

あ
ま
し
た

あ
ま

っ
ち
ょ

あ

め
１

浴
び
せ
る

極

め
て
滑
ら

か
な
氷

脂
肪
過
多
で
卵

を
産

ま

な
く

な
っ
た
鶏

泳
ぐ

雨
滴

の
た
れ
る
軒
下

女
の
子
・
娘

あ
ま
い

「

そ
の
本

は
あ

っ
こ

に
あ
ら
あ
」

「

こ
の
靴

は
小

さ
く
て

あ
っ
こ
が

は
い
ら

ん
」

「
冷
た
い
足
を
あ
っ
た
め
る
」

「
他
人
の
本
を
あ
っ
た
め
た

や

っ

か

い

た
」

「
あ

っ
た
ら
着

物
を
汚
し
ち
ま

っ
た
」

「
あ

っ
ち
い

お
ぶ
１
だ
で
気
を
つ
け
ろ
」

「
着
物
を
あ

っ
ち
こ

っ
ち
に
着
て
い

る
」

七言７
てた天
あ 竜`
ま物川
し事で

あ
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
し

た
」

が
ち
ょ
う
ど
に
出

来
な
い
で

て
い
る
と

き
に
も
使
う

「
あ
つ
ぼ
っ
て
１
ふ
と
ん
だ
」

「
あ
て
ず
っ
ぽ
１
の
こ
と
を
言
う
な
」

言
葉

・
物
な
ど
で
互
い
に
当
て
合
う
遊
び

「
あ
と
を
払

っ
て
水
を
出
す
」

「
あ
と

び
っ
さ
り
し
な
が
ら
友
だ

ち
と
話

し

て
歩
い
て
い

る
」

別

れ
る
あ
い
さ
つ
で
、

ア
ソ
バ
イ
ヨ
ウ

（
お
達
者
で
の
意
味
）
が

短
く
な

っ
た
も

の
か
と
い
わ
れ
る

「

赤
ん
坊

に
湯
を
あ
ぶ
す
」

「
あ
ぶ
ら
ご
１
り
で
ス
ケ
ー
ト
が
横
っ
す

べ
り
す
る
」

年
の
わ
り
に
ふ
け
込
ん
で
仕
事
が
は
き
は

き
出
来
な
く
な
っ
た
人
を
さ
げ
す
ん
で
こ

う
い
う
と
き
も
あ
る

「
川
へ
水
あ
べ
１
行
く
」

女
の
子
を
尼
と

い
う
こ
と
ば
に
ょ

せ
て
い

や
し

め
た
言
葉

「

の
ど
の
か
わ
い
た
と
き
飲

む
水

は
ほ
ん

と
う
に
あ
め
１
な
あ
」

あ
め

あ
め
１
る

あ
め

っ
こ

あ

め
っ
た
れ

あ

め
っ
ぷ
り

あ

め
ん
ぼ

あ

め
ん
ぼ
う

あ
や
か
す

（
あ

や
す
）

あ
ら
か
す

あ
ら
こ

あ
ら
れ

あ
り
ご

あ
り

っ
こ
さ
（
あ
ら
ず

げ
・
あ
り

っ
こ
ね
１
）

あ

り
っ
た
け

あ
れ

る

あ

わ
１

く
‐
―

あ

わ
こ

あ
わ

ご

」
い

あ
わ
さ
り
め

あ
わ
ぶ
く

あ
ん
じ
さ
ま

あ
ん
じ

ゃ
１
ね
１

あ

ん
と

あ

ん
ば

あ

ん
べ
１

あ
ん
ま

あ
ん
も

る 味ヽ

汁 噌モ

豆
を
煮

る
と
き
出

甘
え
る

甘
え

っ
子

甘
え
る

ほ

た
る
ぶ
く

ろ（
植
物
）

つ
ら
ら

・
氷
柱

甘
え

っ
子

幼
児

の
機
嫌

を
と

る
。

え
１
す
と

も
い
う

こ

ろ
が
す

新
開
墾
地

「
親

に
い
つ
ま
で
も
あ

め
１
て
い
る
な
」

フ
」
の
子
は

お
と

っ
こ
だ
も
ん
で
あ
め
１

つ
こ
で
困

つ
た
も

ん
だ
」

「
あ

め
っ
か
れ

た
こ
と
言
う
な
」

梅
雨

時
に
咲
く

か
ら
こ
う
呼

ば
れ

る

ぼっ

うこ
でん
恥な
ずに
か大
き
く

な
っ
て

も
あ
め
１
ん

し
い
」

「
崖
の
上
か
ら
石
を
あ
ら
か
す
な
よ
」

謔

諜

に
回

♀

「

は
ぜ
」
と
も
言
う

あ
り
蟻あ

り
得
な
い

あ
る
だ
け
全
部

こ

ろ
げ
る

あ

わ
て
る

魚

の
卵

幼
稚

っ
ぽ

い

重

な
り
目

水
の
あ
わ

尼
さ
ま

心
配

い
ら
な
い

あ
り
が
と
う
（
幼
児
語
）

さ

よ
う
な
ら
（
幼
児
語

）

あ

ん
ば

い
・
具
合

頭

（
幼
児
語
）

餅
（
　

″

）

「
今
時
、
い
い
仕
事

口
な

ん
て
あ
り

っ
こ

ね
Ｉ
」

「

あ
り
っ
た
け

の
力
を
ふ
り
し

ぼ
る
」

「
石

が
坂
を
あ
れ
て
い
る
」

「

買
物
し
っ
と
お
も
っ
た
ら
財
布
を
忘
れ

た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
あ
わ
１
く

っ
た
」

「
ど
う
も
腹
が
で
け
え
魚
だ
と
思
っ
た
ら

あ
わ
こ
が
い
っ
ぺ
え
へ
え
っ
て
い
る
」

「
あ
わ

っ
こ
い
こ
と
ば

か
言
う
」

「
あ

あ
さ
り
目
を
ま

っ
す
ぐ
に
縫
う
」

尼

主
様

の
な

ま
り

た ｎ

｀い

¬ い

病 あ

人 ん

の べ

あ １

ん に

べ 雨

１ が

は 上

ど が

う っ

だ た

い1

° ま

「

あ

ん

ま

が

痛

い

」

肩2
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あ

ん

よ
ｒ ｌ

い

ｋＪ

い
１

か
ら

か
す

い

１

か

ら

（

い

Ｉ

こ

い

１

ぐ

さ

ろ か
か げ

げ ん

ん

心

い
１
こ

ろ
か
げ

ん

い
Ｉ

ご
ん

い
１

つ
ぎ

い
１

つ
く
ら

（
い
１

つ

こ
）

こ い

じ １

やど
ね こ

え か
Ｗ

い
え
Ｉ
で
ん

い
か
つ
い

い
か
る

⌒ し

か
っ
し

や

い
か

っ
し

（

い
１

ど

ん

な

ん

な

口

い
が
ら

っ
ぽ
い

い
か
ん

い
き

よ
い

い
き
れ

る

い
げ
す

い
け

ず
か

足
。
ま
た

～
へ

存
分
に
言
う

歩
く
こ
と

「

あ

ん

よ

が
痛

い
」

手

」

「
あ
ん

よ

は

お
上

「
山
い
行

っ
て
く
ら
あ
」

て

」
う
が

わ
い

た
で
い
Ｉ

か
ら

か
し
て
く

れ
た
」

お
お
ざ

っ
ぱ
で
無
責
任
　

「
い
１
か
ら
か
げ
ん
の
こ
と
を
す
る
な
」

ご
い
方

・
苦

情
・
半

回

診

好

打

回

付

琵

ら
」

心
度

・
適
当

・
で

た
ら
　

回

よ
う
ど
し
レ
こ
が
か
げ
ん
の
湯
だ
」

遺
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
い
ご
ん
の
な
ま
っ
た
言
い
方

口
頭
で
言

い
継
ぐ
通
知
　
「
隣
り
へ
い
１
つ
ぎ
を
ま
わ
し
て
来
い
」

口
け

ん
か
・
言
い
争
い

結
構

だ

一
家
又

は
一

族
で
祭

る

神立
派

な
・

い
か
め
し
い

埋
ま
る

行

き
な
さ
る
な

あ
く
が
強

く
の
ど
が
ひ

り
ひ
り
す
る
状
態

行

か
な
い
・
行
こ
う

か

勢

い

調
子

づ
く

庭

の
池

～
へ

は
行
け
な
い

～
し
て

ぱ
い
げ
な
い

フ

」
う
い
う
こ
と
で
い
い

か
ね
Ｉ
」
に
対

し

て
「
い
１

ど
こ

か
」
　「
い
１
ど
こ
じ
ゃ

ね
え
」

「
い
か
つ
い
着
物
を
着
て
い
る
」

「
い
か
つ
い
顔
を
し
て
い
る
」

「

自
転
車
の
輪
が
泥

ん
中

へ
い

か
っ
ち
ま

っ
た
」

「

か
ぜ
を
引

い
て
る
で
仕
事

に
い

か
っ
し

や
ん
な
（
い

か
っ
し

ん
な
）
」

「
こ
の
里
芋

は
い
が
ら

っ
ぽ
い
な
あ
」

「

た
ば
こ
を
吸
う
と
の
ど
か
い
が
ら

っ
ぽ

く
な

る
」

「
き

ょ
う
は

か
ぜ
を
引
い
て
る
で
学
校
へ

い

か
ん
」
「
み
ん
な
で
お
宮
へ
い
か
ん
か

え
」

「
い
き
よ
い
の
い
い
馬
だ
」

「
人
が
来
て
く
れ
る
と
こ
の
子
は
い
き

れ

て
し
ょ
う
が
ね
え
」

「

そ
ん
な
遠

い

「

い
く
ら
お
ま

て
は
い
け

ず
か

所

へ
い
け

ず
か
」

え
で
も
そ

ん
な
こ
と
を
し

」

い
け
す

か
ね
１

い
け

る

い
け

ん

い

ご
く

い
ざ
ら
い

い
ざ
る

い
じ
い
じ
す
る

い
し
が
け

い
じ

か
め
る

い
じ
け

る

い
し

ご
つ

い
し
べ
１

い
し
ま

い
じ
む
さ

い
じ
ゃ

い
し
よ
１
す

い
じ

れ

る

い
じ

を

や

く

い

た
の
ま

い
ち
ゃ
つ
く

い
っ
か
な

い

っ

く

い
っ
け

る

い
っ
こ
も

嫌

い
だ

食

べ
ら
れ

る
・
飲

め
る

～
へ
行
け
な
い

～
し
て

は
な
ら
な
い

動
く

用
水
路
の
土
砂
ざ
ら
い

ざ
る

気
を
も
む

石
垣

い
じ

め
る

ひ
ね
く
れ
る

石
の
多
い
様
子

石
灰

石

の
多
い
畑

食 意

べ地
たぎ

「
い
け
す

か
ね
１
人
だ
」

「
ま
だ
い
け
る
な
ら
ど
ん
ど
ん
あ
か

っ
て

お
く
れ
」
「
あ

の
人

は
い
け
る
方
だ
」

「

い
け
ず
か
」

よ
り
や
や
柔

か
い
表
現

。

「

頭
痛
で
学
校
へ
行
け
ん
」

「
人

の
物
を
盗
っ
て
は
い
け
ん
」

「

ま
だ
知
ら
せ
が
ね
え
も
ん
で
、

じ
し
て
い
る
と
こ
え
」

い
じ
い

「
い
じ
か
め
ら
れ
て
泣

き
出
し

た
」

「

気
に
入
ら
に
や
じ
き

い
じ
け

る
」

「
石

ご
っ
の
道
で
歩
き

に
く
い
」

「

い
し

ま
で

ろ
く

に
収
穫
が
な
い
」

行
こ

う

石
臼

さ
さ

い
な
こ
と
で
自
分

辻

な

く

何

で

も
　

「

お
客
様
の
前
で
い
じ
む
さ
す
る
な
よ
」

力
る

「
み
ん
な
待

っ
て
い
る
で
早
く
い
じ

や
」

の
思
う
よ

い
と
腹
を

ひ
ね
く
れ
た 立 う

り て に

す た い

る り か

｀な

じ７

い 夕

ち 飯

やが

ん ち

は よ
す っ

ぐ と

い で

じ も

れ 遅

て く

不
満
で
小
言
を
言

う

お
勝
手
の
板

敷
の
所
・

人
寄
り
の
と
き
の
料
理

を
す
る
場
所

や
人

仲

良
く
す
る
・
う

る
さ

く
つ
き

ま
と

う

ど
う
努
力
し
て
も

田

の
土

が
堅
く
な
り
苗

を
植
え

る
の
に
困
難
な

土
の
状
態

そ

の
場
所
に
住
み
な
れ

る少
し
も

な
る
と
お

困

る
」

「
熱
が
あ
っ
て
一
日
い
じ
を

や
い

て

い

た
」

「
あ
の
二
人
は
人
前
で
も
お
く

め
ん
も
な

く
い

ち
ゃ
っ
い
て
い
る
」

「
こ
の
石
は
い
っ
か
な
動
か
な
い
」

「

水
不
足

で
田
は
い
つ
い
ち

ゃ
っ
た
」

「
先
祖
代

々
い
つ
け
た
所
だ
で
、

大
事

に

す

る
」

「
お
手
伝
い
を
い
っ
こ
も
し
な

い
」

8Ｈ
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い
っ
す

い
き

い

っ
た
い
っ
た

一

周
忌

行
け
行

げ

い

っ
ち
も
に
っ
ち
も
　
　

ど
う
に
も
こ
う
に
も
　
　

卜
Ｅ
沙
翁

い
つ

に
か

い

っ
ぺ
１

い
っ
ぽ

い
ど
ぐ
さ

い
と
こ
に

い
ど
こ

ろ
ね

い
ね
あ
げ

い
の
く

い
び

い
び
い
ろ

い
び
く
る

い
び
は
め

い
び
ん
ち

ょ
　（
い
び

ん

つ
）

い
ぶ
し

ん

い
ぼ
る

い
ま
ち

っ
と

と

っ
く
に

一
ぱ

い
・

た
く
さ

ん

一
本

ゆ
き

の
し

た

小

豆
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど

の
中
へ
粉
だ

ん
ご
を
入

れ
て

煮
た
も
の

う
た
た
ね

秋
の
収
穫
祝
い

動
く

指赤
紫

色

も
て

あ
そ
ぶ

指
輪

ゆ
が
ん
で

い
る

用

水
路
の
修
理

傷
が
化
膿

す
る

も
う
少
し

い
ま

っ
と
（

い
も

っ
と
）
　
も

っ
と

い
や
１

が
る

い
ら

ざ
る
こ
と

い
わ

っ
ぷ
ち

い

を
か
う

い

ん
に

や

「
こ
こ

は
子
供

の
来

る
所
じ

ゃ
ね
え
で
い

っ
た
い

っ
た
」

フ

」
う
忙
し
く

ち
ゃ
い
っ
ち
も
に
っ
ち
も

「

そ
ん
な
こ
た
あ
い
つ
に
か
や
っ
て
し
ま

っ
た
」

「
ご
は
ん
を
も
う
い

「
畑
に
草
が
い

っ
ぺ
ｌ つ

生 ぺ

１
ど
う
だ
い
」

え
て
き
た
」

「
花
を
も
う
い

っ
ぽ

お
く
ん
だ
」

井
戸
の

ま
わ
り
な

ど
湿
地
に
自
生
す

る
か

ら
か
。

「

そ
ん
な
と
こ
へ
い
ど
こ
ろ
ね
し
て
い
る

と
か
ぜ
ひ
く
に
」

「

そ
こ
を
い
の
く
な

よ
」

「
い
び

か
ら
血
が
出

た
」

「

口
び
る
が

い
び
い
ろ
に
な
る
ま
で
水
あ

び
し

た
」

「

そ
ん
ね
ん
が

ん
こ
に
い
び
く

る
な
よ
」

「
い
い
い
び
は
め
し
て
い
る
な
あ
」

「
丸
い

お
に
ぎ
り
が
い
び

ん
ち

ょ
（
い
び

ん
つ
）

に
な
っ
た
」

「
い
る
」
　の
軽
べ
っ
語
　

１‐
ゴ

ズ

烈

余
計
な
こ
と

岩

の
鼻

作
物

に
土
寄
せ
を
す

る

い
い
え
、
否

「
傷

口
が
い
ぼ
っ
て
う
み
が
出
た
」

「

夕
方
に
な
っ
た
が
、
い
ま
ち
っ
と
遊
ん

で
い
き

た
い
」

「

あ
ん
ま
り
う
ま
い
で
い
ま

っ
と
（
い
も

っ
と
）
食

べ
る
か
」

「

さ
ん
ざ
探
し

た
猫

が
、
こ

ん
な
所

に
い

「

忙
し
い
と
き

に
、

こ
ん
な
い
ら
ざ
る
こ

と
を
す

る
な
よ
」

が
け

っ
ぷ
ち
、
ど
て
っ
ぷ
ち
な
ど
、
ぷ
ち

は
縁
で
端
の
意

「
い
ん
に
ゃ
そ
う
じ
ゃ
ね
え
」

【

う

】

う
１

ん
と

う
じ
ぼ

っ
た
る

う
そ

っ
こ
き

う
っ
ち
い

う
っ
つ
か
る

う

っ
て
げ

１
し

う

っ
と
し
い

う

と

１
　
（
う

と

ん
ぽ

）

う

ば

る

（

う

ん

ば

る
）

う

ぶ

い

ば

ん
て

ん

う

ぶ

う

う

ま

い

れ

う

ま
す

う
み

る

う
め
１

う
ら

ん
ぽ

う

り
や
さ

う
る
せ
１

う
れ
１
宜
し
い

う
ろ
づ
か
み

う
わ

っ
か

う
ん
と

う
ん
ば
（
う
ん
ぶ
）

う
ん
ぶ
１

た
く
さ
ん
・
非
常
に

ほ
た
る
の
幼
虫

う
そ
を
言
う
人

美
し
い
（
幼
児
語
）

背
を
も
た
せ
か
け
る

口
ご
た
え

う
る
さ
い

中
が
空
の
こ
と

背
負
わ
れ
る

ね
ん
ね
こ
は
お
り

背
負
う

耕
地
へ
の
出
入
り
道

蒸
ら
す

蒸
れ
る

う
ま
い
・
良
い

木
の
幹
や
枝
の
先

行
商
人
・
商
店

わ
ず
ら
か
し
い

さ
わ
か
し
い

う
ら
や
ま
し
い

川

の
う
ろ
に
い
る
魚
を

平

づ
か
み
に
す
る
こ
と

表
面

た
く
さ

ん

背
負
う

背
負

う

「

お
祭
に
ゃ
う
１

ん
と

ご
馳

走
す

る
か
」

う
そ
を
「
う
そ
っ
こ
」
と
も
言
う

「

お
祭
り
に
ゃ
う

っ
ち
い
着
物
を
着
る
」

「
障
子
へ
う
っ
つ

か
る
た
」

「
親

に
う

っ
て
げ
１
し
し

る
な
」

「
部
屋

ん
中
と

び
歩
い
て
う

っ
と
し
い
子

だ
」

「

こ
の
木

は
う
と
１
（
う
と
ん
ぽ
）

に
な

っ
て
い
る
」

背
負
う
た

め
の
ひ
も
は
「
う
ぶ
い
ひ
も
」

「
泣
い
て
い

る
で
う
ぶ

っ
て
ね

か
せ
ろ
」

ご
飯
を
炊

ぎ
上

げ
て
か
ら
し

ば
ら
く

放
っ

て
お
く
こ
と
。

「
し
ば
ら
く
う
ま
し
て
お
く
と
お
釜
の
ご

飯
が
う
み
て
く
る
」

「

こ

い

つ

は

う

め

１

菓

子

だ

」
　「

う

め

事

を

し

た

な

あ

」

「
う
る
せ
Ｉ
仕

事
を
押
し
つ
け

ら
れ

た
」

「
う
る
せ
１
な
、
ち
と
静
か
に
し
ろ
」

「
お
め
え
ん
と
こ
は
良
い
子
ば
っ
か
育
っ

て
い
て
ほ
ん
と
う
に
う
れ
Ｉ
ま
し
い
」

「
あ
の
人

は
う
わ

っ
か
ば

っ
か
飾

っ
て
中

味

の
ね
え
奴

だ
」

「
う

ん
と

食
っ
て
、
う

ん
と

仕

事

し

ろ

よ
」

「

眠
く
な
っ
た
よ
う
だ
で
り

ん
ば
（

う
ん

ぶ
）

し
て
や
る
か
」

8 皿



う

ん

め
１
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え
、

よ
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１

え
１
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（
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だ
）

え
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そ
う
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つ
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１
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え
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え
ご
い

え
せ
み

え

せ
む

え

っ
ぽ

ど

え
て
１

え
ち
ぐ

さ
い

え
れ
１

え

ん
が

え

ん
こ

え

ん
の
こ

え

ん
の
ぱ
な

じお
よい
うし

ずい
だ

「

そ

り

ゃ
そ

う

え
（

よ

）
」

な

ど

と

強

調

す

る
と

き

使

う

家間家
中
・
ま
た
家
内
中
全

部子
供
を
あ
や
す

愛
想

～

あ
た
り

相
手

相
手
に
な
る
協
力

者

あ

え
も
の
を
す
る

栗

の
い
が

う
め
１
と
同
じ
意
。
や
や
強

く

い

う

表

現
。

フ
兄
１
ご
と

お
ち
の
な
い
よ
う

に
配

っ
て

来
い
」

「
障
子

の
え
１

さ
（
え
１
だ
）

か
ら
風
が

ぱ
い

っ
て
き

て
寒
い
」

「

お
か
げ

さ
ま
で
え
１
じ

ゅ
う
元
気

だ
」

「

む
ず
か
っ
て
い
る
で
、
え
１
し
て
や
り

な
」

つ
兄
１
そ
う

の
い
い
子
だ
」

「
今
日
え
１

つ
来

る
ら

よ
」

「
仕
事
を
す

る
の
に
い
い
え
１
ぼ
し
か
い

ね
え
」

「
昼
食
の

お
か
ず
に
菜
で
も
え
１
る
か
」

言

言

バ

ソ

。
　

フ
」
の
里
芋
は
ば
か
に
え
ご
い
な
あ
」

し

っ
と
・

ね
た
み

し

っ
と
す

る
、
ね

た
か

よ
ほ

ど

正
体
・
本
性

布
類

の
焼
け

る
に
お
い

つ
ら

い
・
偉
い
・
多
く

縁
側

坐

る
（
幼
児
語
）

ね
こ
や
な
ぎ
の
つ
ぼ
み

縁
が

わ
の
上
り

口

「
そ
り
ゃ

お
め
の
え
せ
み
だ
」

「
い
っ
た
ん
始

め
た
か
ら
に
は
、
え
っ
ぽ

ど
の
こ
と
が
あ

っ
て
も
止
め
る
な
」

「
あ
の
人
は
え
て
１
の
知
れ
ね
え
人
だ
」

フ
」
た
っ
の
中
が
え
も
ぐ
さ
い
ぞ
」

会
っ
た
」

れ
１
人
だ
」
「

之
紅
１
集

フ
兄
ん
が
で
日

な
た
ぼ
っ
こ
す
る
」

「

さ
あ
、
こ
こ
へ
え
ん
こ
し
か
」

ま
た
、
小

犬
の
こ
と
も
え
ん
の
こ
と

い
う

「

お

」

お
１

げ
ん

お
１

ず
く

ぉ
１

ま
く
ら

い

お
あ

が

り

な

（

お
あ

が

り

な

ん
し

ょ
）

お

い

こ

く

る

お

っ
た
く

る

（

お

い

ま
く

る
）

お

い

び

お

い
や

お

い
れ
（

お

い
れ

ど
き

）

お

か
う

な
ぎ

お

か

っ
さ

ま

お

か

ん
だ

っ

つ

ぁ
ま

お
き

ゃ
く

な

ん
こ

お
く

ぉ

く

せ

る

お

く

ら

ぶ

ち

お

く

ん

な

・

お

く
れ

お

け

お

け

１

こ

お

こ

１

こ

お

こ

ぎ

お

ご

っ
つ

お

１

い お

かおけよ
そ

・
大

体

・

い
　

「
仕
事
を
お
１
け
ん
に
す
る
な
」

ん

な
こ

と
　
　
　
　

「
言
う
こ
と
は
お
１
け

ん
わ
か
っ
た
」

細

か
い
仕

と
。
対
義

大
食
家

飲
食
を
す

き
、
ま

た

り
に
ま
だ

人
を
誘
う

を
嫌
う
こ

こ
ず
く

す

め

こ働 ｀
とい仕
ばて事

追烈
いし
まく
わ追
す う

いゐる

る帰と

行
き

ま
し

ょ
う
（
勧
誘
）

食
べ

た
く
な
い

日
没

蛇主
婦

（
他
人
の
妻
の
敬

称
）

か
み
な
り

お
客
様
遊
び

止
め

る

臆
病
、
恥
ず
か
し
が
る

火

じ
ろ
の
木
枠

く
だ
さ
い

止

め
ろ

蚕大

根
漬

う
こ
ぎ
の
若

葉

ご
ち
そ

う

るのい
時だ

だ
き

ま
し
た
の
意

は
さ

ま

を

つ

け

「
父
ち
ゃ
ん
は
お
１
ず
く
で
困
る
」

「
お
め
え
も
お
１
ま
く
ら
い
に
な
っ
た
な

あ
」

「

も
っ
と
お
あ
が
り
な
」

「

日
も
暮
れ
る
で
ぼ
っ
ぼ
つ
お
あ
が
り
な

よ
」

と
声
を
か
け

る

「
い
た
ず
ら
小
僧
ど
も
を
お

い
ま

く

っ

た
」

「
さ
あ
お
い
び
な
」
と
声
を
か
け
る

「
へ
え
お
い
や
か
え
」

「

え
え
、

お
い
や
に
な

っ
も
や
っ
た
」

「
こ
の
ご
ろ
は
お
い
れ
が
早
く
な
っ
た
」

「

お
酒

も
こ

の
く

ら
い

で
お
く

と
百
薬

の

長
だ
が

な
」

「

う
ち
の
子

は
人

に
お
く

せ
て
こ

ま
る
」

「
教

え
て

お
く

ん
な
」

「

お
く

ん
な
」
の
方
が
て
い
ね
い

「
そ
ん
な
こ
と
は
も
う

お
け
よ
」

「
今
夜
は
え
ら
い
お
ご
っ
つ
お
１
だ
」

「

お
ご

っ
つ
お
さ
ま
で
し
た
」

肩5
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お
こ

ん
さ

お
こ

ん
じ

お
さ
１
る

お
し

お
し
１

お
し

か
げ

お
し
か
ら
か
す

お
し
ゃ
べ

お
じ
ゃ

ん

お
じ

ょ
う
ず

お
し

ょ
る

お
し

ん
め

お
ぜ
１

お
ぞ
１
し

お
ぞ
い

お
そ
っ
ぱ
ぐ
れ

狐乞
食

教
え
て

も
ら
う

せ
よ
の
命

令
語

、
な
さ

い
の
意

汁

（
幼

児
語
）

米

を
洗
う
こ
と

お
す
の
強

辞

口
数
の
多
い
こ
と
、
ま

た
そ
の
人

物
事
が
失
敗
に
終
る
こ

お
世
辞

折

る
お
し

め
・
お
む
つ

質
の
悪

い

食
後
の
食
器
洗
い

質
の
悪
い

時
期

お
く
れ

お
そ
れ

お゙
そ
れ
１
゛
　

心
論
・

お
供

え
の
な
ま

お
だ
あ
げ

る
　
　
　
　
　

気
炎

を
あ
げ

る

お
だ
い
じ

ん
（
お
で
１
　

資
　

家

じ
ん
）
　
　
　
　
　
　
　
　

七
産

お

た

く

ら

お
た

っ
こ

ね

１

お

た
ま
（

お

た
ま

っ
こ
）

お

た

る

お

た

ん
こ

な
す

お
だ
ん
す

お
た
ん
ち
ん

冗
談

幼
稚

な

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

お
正

月
子
供
に
与
え
る

心
付
け

た
わ
け
者

す
い
と

ん

た
わ
け
者

「
料
理
を

お
さ
Ｉ
り
に
行
く
」

「
こ

ん
な
こ
と
で

へ
こ

た
れ
な
い
で
、
し

っ
か
り

お
し
」

「

お
し
Ｉ
を
こ

ぼ
さ
ん
よ
う
に

お
し
」

「
夕
飯

の
お
し

か
け
を
し
て
く
れ
」

は７
お
め
え

は
お
し

や
べ
だ
で
大
切
な
こ
と

話

せ
ん
」

「

せ
っ
か
く

の
お
花
見

の
計
画
も
、
こ

の

雨

で
お
じ

ゃ
ん
に
た
っ
た
」

「
だ
れ
の
前
で
も
お
じ
ょ
う
ず
を
言
う
人

だ
」

「
木
の
枝
を
お
し
ょ
っ
た
」

「
濡
れ
た
お
し
ん
め
を
替
え
て
や
っ
た
」

コ

」
り

や
１
お
ぜ
１
梨
だ
」

「
こ
と
し
の
野
菜
は
お
ぞ
く
て
だ
め
だ
」

「
忙
し
く
て
お
そ
っ
ぱ
ぐ
れ
に
大
根
を
や

っ
と
ま
い
た
」

「
神
棚
に
お
そ
ね
Ｉ
を
し
ん
ぜ
る
」

「
い

っ
ぱ
い
飲
ん
だ
の
で
盛
ん
に

お
だ
あ

げ
て
い

る
」

「
あ
の
え
１

は
お
ら
ほ
と
違

っ
て

お
で
１

じ
ん
た
で
な
」

「
ま
じ

め
な
話
だ
の
に
、

お
た
く
ら
ば
つ

か
こ

い
て
」

「
い

つ
ま
で

た
っ
て
も

お
た
っ
こ

ね
え
な

あ
」

「

お
ば
さ
ん
か
ら
お
た
る
を

も
ら
っ
た
」

フ

」
ん
な
こ
と
が
わ
か
ら
ね
１
つ
て
お
ま

え
よ
っ
ぽ
ど
お
た
ん
こ
な
す

だ
な
」

う
ど
ん
粉
で
作

っ
た
だ
ん
ご
を
汁

の
実

と

し
て
入
れ
た
も
の

お
た
ん
こ
な
す
と
同

じ
よ
う
に
使
う

お
ち
ょ
１

べ

お
ち
ょ
ん
き

お
っ
か
い

お
っ
か
ね
１

お
つ
か
り

な

ん

し

よ

お
世
辞

軽
率

な
行
動

「
見
え
す

い
た
お
ち
ょ
し

べ
を

言
う
な
」

コ

」
の
子

は
お
ち
ょ
ん
き
で

困

り

も

の

だ
」

主
と
し
て
子

供
に
使
う

お
そ

ろ

し

い

゛
幼

児

語

゛
　
卜「

の
犬
は
お

っ
か
い
で
側

へ

行

く

な

お

そ

ろ

し

い
　
　
　
　
　

」瀬
一
町
人
は
い
つ
も
お
っ
か
ね
１
顔
し
て

（
お
つ
か
り
で
ご
ざ
い
　

夕
方
の
あ
い
さ
つ
語

ま
す
）

お
つ
く
べ
（
お
つ
ん
ぶ
）
　
正

座
（
幼
児
語
）

お
っ
つ
く
ね

る

お
っ
と

い

し か

つ
と
し

・
お
っ
と

い

お

っ
と

ら

お

っ
ぽ

し

ょ

る

お

つ

よ

お
て

こ

お
て

し

お
　（

お
て

し

よ

士お

て

ん

こ

お

て

ん

た

ら

お
と

げ

１

お
と

こ

ん
ば

お
ど

し

あ

げ

る

お
と

っ
こ

お
と

っ
と

お
と

っ
と
き

お
と
と

お
と

り
も
ち

方 るつ
゛ く
のね
やる
やー
強積

い
み

言重

い ね

一

昨

日

一

昨

年

「

ち
ゃ
ん
と

て
あ

い
さ
つ

「
な

ん
で
も

か すお
ん　るつ
で 二く
も　　べ
そ　　

⌒
の　　お

みつ
場 く

もわ
れて

べ
　（

お

つ

ん
ぶ

）

お
く

も
ん
で
部
屋

え
」

し

牡

験

ふ っ

動
作
が
こ
せ
こ
せ
し
な

い
で
落
ち
着

い
て

い
る
　
「
お
っ
と
ら
し
た
い
い
娘
だ
」

こ

と

折

る

汁
、
み
そ
汁

助
手
・
手
伝

い

小
皿

お
手
玉

お
べ
っ

あ
ご

か

「

鉛
筆
の
し
ん
を
お
っ
ぽ
し
ょ
っ
ち
ま
っ

た
」

「
壁
塗
り
の
お
て
こ
を
す
る
」

「

お
か
ず
は
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
お
て
し
お

に
取

っ
て
食
べ
ろ

よ
」

へ

つ
ら

い
　

「
そ
ん
な
お
て
ん
た
ら
こ
く
な
」

お
て
ん
ば

お
ど
す
の
強
い
言
い
方

末

つ
子

弟大
切
に
所
蔵
し
て
お
く

も
の

魚
（
幼
児
語
）

接
待

図13－ 1　お てんこ

「

お
祭
り
に
は
お
と

っ
と
き

の
着
物
を
着

る
」

「
お
客
の
お
と
り
も
ち
を
す

る
」
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お
ど
ん
ぶ

お
に
か
け

お
ね
ば

お
は
（
お
は
づ
け
）

お
ば
ぶ

お
び
ち
ょ

お
ぶ
１

お
ぶ
‐
―

お
ぶ
さ
る

お
ぶ
す
な
さ
ま

お
べ
１

お
べ
１

お
べ
１
る

お
へ
ぎ

お
べ
ん
こ
う

ぉ
み

ゃ
１

お
め
１
り

お
も
し
１

お
も
し
く
ね
え

お
も
て
１

お
や
と
い

お
ら
い

か
わ
い

お
わ
ざ
と

お
ん
か
に

ふ
ろ
（
幼
児
語
）

そ
う
め
ん
を
野
菜
汁

へ

入
れ
て
煮
た
も
の

ご
飯

を
た
い
だ
と
か
釜

か
ら
ふ
き
こ
ぼ
れ
る
汁

漬

け
菜

め
ん
類

ふ
ろ
（
幼
児
語
）

湯

・
ふ
ろ
（
幼
児
語
）

子

供
を
背
負

う

子

供
が
背

に
乗

る

産

土
神

着
物

（
幼
児
語
）

記
憶

記
憶
す

る
・
覚
え

る

め物

のを
盆載

せ
た
り
運

ぶ
た

子
供
が
ま
せ

た
口
を
き

く
こ
と

お
ま
え

ぱ

参
詣

お
も
し
ろ
い

お
も
し
ろ
く
な
い

まい し繭 重

ぶ ｀たを い
しそ蚕 作

に れを る
移を くほ

ど
に
成
熟

い
こ
と
言

繭

を
作

る

す
作
業

自
分

の
家

お
食

べ
な
さ

い

わ
ず
か
・
し

る
し
ば

か

り公

然
と

¬ ¬
お お

は は
漬 洗

で い

を
す

る
」

茶
を
飲
石
」

う

ぶ
う
と
同
じ

よ
う
に
使
う
。

う

ぶ
さ
る
と
も
言
う
。

生

ま
れ

た
土
地
の
守
り
神
。

「
い
い

お
べ
１
を
着
て
い

る
」

「
そ
の
こ
た
あ
ち

っ
と
も

お

べ

１

が

ね

え
」

「
学
校
で
う
ん
と
い
ろ
い
ろ
お
べ
１
て
来

い
よ
」

「
へ
え
１
こ
ん
な
お
べ
ん
こ
う
言
う
よ
う

に
た
っ
た
」

「

お
み
や
１
向
こ
う
へ
行

っ
て
い
ろ
」

「
お
宮
へ
お
め
１
り
に
行
っ
て
き

た
」

「

そ
れ
は
お
も
し
１
話

だ
」

「
き

ょ
う

は
お
も
し
く

ね
え

一

日

だ

っ

た
」

「
重
て
１
荷
物
」

「
お
ら
ほ
う
」
と
も
言
う

「
さ
あ
、
た
ん
と
お
わ
い
な
」

贈
り
物
を
す
る
と
き
、
「
お
わ
ざ
と
で
中

し
わ
け
な
い
が
こ
れ
を
お
納

め

く

だ

さ

い
」
な
ど
と
言
う

「
農
休
み
だ
で
、
今
日
は

お
ん
か
に
遊
べ

る
」

お

ん

じ

ょ

う

お

ん

も

り

か がか

１

し

が
１
だ 【

か

】

か
１
は

る

か
１

り
ま
し

か
１

り
ば

ん
こ

か
い
や

力

う

か
え
Ｉ
ら
し
い

か
が
っ
つ
ら

か
が

か
が
す
る

少

し
の
困
難

を
大
き
く

言

う
こ
と

存
分

に
・
た
く
さ
ん

だ
げ
・
く
ら
い

側代

わ
り

外
側
・
外
殻

水
気

が
な
く

な
っ
て
固

く

な
る

そ

の
代

わ
り

に

か
わ
る
が
わ
る

か
や
ぶ
き
屋
根
の
家

ぱ
さ
む

可
愛

い

動落 顔
ち
着

か
な
い
気
持

で

き
回
る

結
び
方

の
一
種

。
男
結

か
き
ね
む
す
び
　
　
　
　

び
・
角

む
す
び
と

も
い

う

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　

味
付
け
し

た
餅
を
乾
燥

力
き
も
ち
　
　
　
　
　
　

し

た
も
の

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
陽

が
山

の
端
や
、
雲

力
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　

に
は
い
っ
て
陰

に
な

る

か
し
ょ
　
　
　
　
　
　
　

は
れ
て
く
れ
・
ど
い
て

ヽ
じ

ヽ
　

ヽ
じ
　
　
　

寒
さ

の
た
め
身
体
の
感

力
　

力
む（

力
　
け

る
）
　
覚
を
失

゜
だ
状
態

か
し

が
る
（

か
し
ぐ
）
　

傾
く

「
こ

ん
な
こ
と
で
お
ん
じ
ょ
う
こ
い
ち
ゃ

だ

め
だ
」

「
米
だ
け
は
あ
る
で
、
お
ん
も
り
し
ょ
っ

て
行
け
」

「
塩
を
十
円
か
と
こ
く
れ
ん
か
ね
」

「
北
つ

か
１
の
雪
は
ま
だ
溶
け
ね
え
」

「

お
子
守
を
し
た
お
だ
ち
ん
に
、
銭
の
か

１
し
に
菓
子
を
も
ら
っ
た
」

「
人
は
が
１
た
だ
け
じ
ゃ
わ
が
ら
ん
」

「
が
Ｉ
た
が
し
っ
か
り
し
て
る
で
中
味
は

大
丈
夫
だ
」

「
こ
の
ま
ん
じ
ゅ
う
は
は
１
る
か
に
な
る

で
か
１
ば
っ
ち
ま
っ
た
」

「

父
ち
ゃ
ん
の
か
１
り
ま
し
働
く
」

に ７

一
台
の
自
転
車
を
妹
と

か
１
り

ば
ん
こ

乗
る
」

「
風

が
入
っ
て
来
る
で
戸
の
す
き
間

へ
板

を

か
う
か
」

「
な

ん
て
こ

の
子

は
か
え
１
ら
し
い
顔
を

し
て

い
る
ら
」

「
今
日

は
一
日
中

か
が
か
が
し
て
過
ご
し

た
」

荷
造
り
、

垣
根
、
俵
な
ど
し
ば
る
と
き
の

日
本
古
来
の
結
び
方

「
陽
が
か
ぎ
っ
た
の
で
洗
濯
物

を

入

れ

る
」

「
そ
の
本
を
か
し
ょ
」

「
そ
の
場
所
を
か
し
ょ
」

「
手
袋
を
し
て
い
ね
え
も
ん
で
手
が

か
じ

か
ん
だ
」

だ７
ご 柱

が
こ
ん
ね
ん
か
し
が
っ
た
（

か
し
い

8 俘



ら
一
口第13章　方

か
す

か
ぞ

か
ち

か

っ
く
ら
せ
る

か
つ
ご

が

っ
ち

か
っ
ぽ
す

か
て

っ
ぽ

か
な
ば
や
し

か
ぶ
だ
（

か

ぶ

つ

）

か
ぶ
ち
ゃ

か
ま
う

か
み
い
１
さ

か
み
す
り

か
み
ち
ょ
う
ず

ば

か
ら

か
す

か
ら
す
の
く
モ

つ
か
き

ぼ
う

か
ら
つ

か
ぶ
ち

や

か

る
こ

か
れ
１

加
わ
し

が

わ
た

か
わ
ら
ぐ
み

～

す
る

数左
き
き

な
ぐ
る

硬
化

病
に
か
か

っ

む
く
鳥

刈

っ
て
干
す

片
一
方

婚
礼
式
後
、
嫁
兆

荷
ネ

ヅ

ゼ
　

鎖

力

し
て

か
ら

後

の
披

た蚕皿

木
や
作
物

な
ど
の
切

り

株か
ぼ
ち
ゃ

も
て

な
す

髪
結
い
さ
ん

剃
刀

座
敷
に
続
い
た
屋
内

便

所力
い
っ
ぱ
い
（
烈

し
く
）

～

す
る

手
足
の
き
た
な
い
こ
と

西
洋
か
ぼ
ち

や

代 辛 具運枠ら編縄
わ い　 ぶにれんで
り　　　　とつるだも

きけ よ網 っ

ま

わ
り
・
周
囲

秋
ぐ
み

道 ど木けに

「
集
ま
り
が
悪
い
で
時
間
を
少
し
遅
ら
か

す

か
」

「

か
ぞ
を

か
ぞ
え
て
確

か
め
る
」

「
左

っ
か
ち
」
と

も
い
う

「
ひ
と

つ
か
っ
く
ら

せ
て
や
ら
に

ゃ
し
よ

う
が

つ
か
ね
え
」

こ
の
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
蚕

は
死
体

は

硬

化
す

る

鳴
き
声
か
ら
「

ぎ
ゃ
あ
ぎ
ゃ
あ
」
と
も

い

「

土
手
草

を
か
っ
ぽ
し
て
あ
る
」

「
靴

が
か
て

っ
ぽ
破
れ
た
」

「
な
ん
の

お
か
ま
い
も
し
な
い
が
ゆ
っ
く

り
あ
か

っ
て

お
く
ん
な
」

け

っ
か
ら
か
す
、

お
し

か
ら

か
す
な

ど
と

使

い
、
烈
し
く
、
大
げ

さ
に
す

る
こ
と
。

「

お
ま
え

の
足

は
か
ら
す
の
く
そ

っ
か
き

ぼ
う
だ
」

「

か
Ｉ
し
」

と
同
じ

よ
う

に
使

う

「

が
１
た
」
と
同

じ
よ
う
に
使

う

紅
色

の
ぐ

み
で

晩
秋

熟
し
た
も
の
を
生
で

食
べ
る
。

か
わ
り
ば

ん
て

か
ん
か
ん
ご
お
り

か

ん

し
て
（

か

ん
し

よ
）

か

ん

じ

よ

り

か
ん

だ

ち

雲

か
ん

だ

っ
つ

ぁ
ま

か

ん

の
し

か

ん

の

ん
さ

ま

が

ん
ば

１

じ

が

ん
ぼ

じ

頭

き

１

き
【

き

ぎ

１

つ
と

き

か
い

｀
忿
こ

１

き
ぐ
し

や
ご

ぎ

す

ゝ ｄ

ぎ
す
い

き
せ
ろ

き
ぜ
わ
し
ね
１

き

た
ぐ
ら

き

た
り
も
の

き
ち
き
ち
ど
り

き

っ
か
ぶ

き

っ
き
と

交
替
し
あ

っ
て

固
く
凍

っ
た
状
態

か
ん
べ
ん
し
て
く
れ
よ

か
ん
ぜ
よ
り
・
こ

よ
り

入
道
雲

・
か
み
な
り
雲

か
み
な
り
さ
ま

神
主

し
ら
み

た
ん
ぽ
ぽ

た
髪

頭の
く

し

ゃ

く

し

や
し

病

気
・
機
嫌
（
幼
児
語
）

き

っ
く

・
強
く

製
糸
工
場

貴
公

お
は
じ
き

き
り
ぎ
り
す

戸

の
滑

り
の
悪

い
こ

と

き
せ
る

気
が
か
り
で
落

ち
着

か

な
い

北

側
よ
そ
か
ら
移
住
し
て

来

た
者

百
舌

切
り
株

休
み
な
く

「

か
１
り
ば
ん
こ
」
と
同

じ
に
使

う

フ

」
の
ぞ
う
き

ん
は
か
ん
か

ん

ご

お

り

だ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

「
こ
ん
な
こ
と
し
も
や
っ
て

か

ん

し

ょ

な
」

「
頭

の
毛

に
か
ん
の
ん
さ
ま
が
お
い
た
」

「

い
い
子
で
寝
て
い
ね
１
と
き
１
き
な
お

ら
ん
よ
」

「
こ
の
ね
じ
は
す
ぐ
ゆ
る
む
で
ぎ
１
つ
と

し
め
て
お
け
」

「

昔
は
学
校
を
出
る
と
女
の
子

は
た
い
げ

１
き
か
い
へ
や
ら
さ
れ
た
」

「
き
こ
１
屯
案
外
わ

か
ら
ず
や
だ
な
」

「
ぎ

っ
ち

ょ
ん
」
と
も
い
う

とまｍ
きたこ
も人の
使と戸

は
ぎ
す
く
て
し
よ
う

人
の
間
柄
に
す
き
ま

のが
で ね
きえ
たI

ｊ

ま

たヨ ぜ
２ き わ

た し
ぐ ね
ら　１
の が
柿　き
か た
今 ゜
年
は

よ

く

な

つ

お
り
を
飛
び
歩
い
て
ば
っ
か
い
て
気

し
か
１
が
き
だ
」

「
雨

の
日
で
も
き

っ
き
と
働
い
て
い
る
」

8 招
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き

っ
く

り

き

づ

け

１

ぎ

っ
こ
ん
ば

っ
た
ん

ぎ

っ
ち
ょ
ん

き
び

き
び
し

ょ

き
び
が
い
い
（
き
び
つ

が
い
い
）

き
も
な
が

き
も
み
じ

か

…
…
み
ぐ
や

き

や
が
れ

ぎ

ゃ
っ
ち

き

ゃ
ん
き

ゃ
ん
（
お
き

ゃ
ん
）

し
ゃ

あ
れ

こ
と

つ

く

り

W
し

え

な

い

れ
と
心
配

す
る

心
安
く
つ
き

あ

人

シ
ー
ソ
ー

き
り
ぎ
り
す
。
「
ぎ
す
」

と
も
い
う

と
う
も
ろ
こ
し

急

須

他
人
の
わ
ざ
わ
い
を
喜

ぶ
語

気
長
な

短
気

な
ら

コ

」
の

ご
ろ
気

づ
け
１
な
こ
と
が
多
く
て

な
え
」

「
あ

の
人

は
き

づ
け
１
な
人
だ
」

「

ほ
れ
み
ろ
、

意
地
悪
す

る
も

ん
で
転

ん

だ
に
、
き

び
つ
が

い
い

わ
」

「

立
ち
直
る
の
を
ぎ
も
な
が

に
待
っ
し

か

ね
え
」

「

寒
き

ゃ
も
う
一
枚
着

ろ
よ
」

来

い
歓
迎
さ
れ
な

い
で
　
「
来
る
な
ら
来
や
が
れ
」

来

た
と
き
　
　
　
　
　
　

「
つ
い
に
来
冲
か
っ
か
」

か
け
す

お
転
婆

似

叫

（
万

と

こ

ら
す
・

い
じ
め
る

ぎ
ゅ
１

つ
と
　
　
　
　
　

し

っ
か
り
と
・
強
く

ぎ
り
　
　
　
　
　
　
　
　

手
足

の
関
節

き

ん
ぎ
ょ
ぐ

さ
　
　
　
　

梅
花
藻

（
植
物
）

き

ん
ぎ
れ
　
　
　
　
　
　

木
材

の
切

り
は
し

き

ん
に
ょ
う
　
　
　
　
　

昨
日

ぎ
ん
べ
１
　
　
　
　
　
　

金
蝿
・

青
蝿

くく
１
く

く
い
こ 「

く

」

「
あ
の
娘
は
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
（

お
き

ゃ
ん
）

だ
」

「
言
う
こ
と
を
聞
か
ね
え
と
ぎ
ゅ
１
し
あ

げ
る
ぞ
」

「
帯
を
ぎ

ゅ
１

つ
と
締
め
る
」

「
手
の
ぎ
り
を
外
す
」

水
中
に
生
え
る

キ
ソ

ポ
ー
ゲ
科
の
多
年

草

一
日
の
手
間
を

Ｉ
く
と
　

コ
」
の
仕
事
は
三
く
も
あ
り
ゃ
で
き
る
」

栗

（
幼
児
語
）

成
熟

し
た
蚕

・
繭
を
作

る
ま
で
成
長
し
た
蚕

く
い
ぞ
Ｉ
　
　
　
　
　
　

杭

ぐ

い
っ
と
　
　
　
　
　
　

急

に
・
強
く

ｔ
一
気

に

く
い
わ
け
　
　
　
　
　
　

食

べ
残
し

七
づ

ぱ
な
（
く
さ
の

ぱ
　
よ
も
ぎ
の
若
芽

く
さ
ら
か
す
　
　
　
　
　

腐

ら
せ
る

ぐ
ざ
る
　
　
　
　
　
　
　

怒
気
を
含

ん
だ
不
平

ぐ
ぜ
る
　
　
　
　
　
　
　

ル

づ
ま
ま
で
ぐ
す
ぐ

す

ぐ
し

ゃ
ぐ
し

ゃ
　
　
　
　

作

大
い
に
ぺ
く
さ
ん

ぐ

ｙ
や
つ
く
　
　
　
　
　

水
気
を
含
ん
で
や
わ
ら

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
に
な
る
こ
と

く
す
ぐ
（
く
す
が
る
）
　

刺
す
・
刺
さ
る

く
す
ぶ
と

ん
　
　
　
　
　

ル
（

を
中
に
入
れ
た
ふ

ぐ

ず
ら
ぐ
ず
ら
　
　
　
　

Ｊ

作
が
か

ん
ま

ん
な
こ

く

せ
に

く

そ
づ

か
み

く
そ
っ
か
わ

く
た
び
れ

る

く
ち
な
ぜ
く

り

く

ち
ぼ
そ

く

ち

を
き

く

ぐ

っ
ぐ
っ

く
っ
く
と

く
つ
ば
す
（
く
つ
ば
か

す
）

…
…
の
に

手
相
の
一
種

皮
膚
の
表
皮

疲
れ

る
・
古
び

る

舌
で
唇
を

な
め
ま
わ
す

こ
と

家
蚊

反
抗
的

な
言

い
方
を
す

る
・
仲
介

の
労

を
と

る

音

立
て
て
物

が
煮
え

る

様
子

一
生
懸
命

率

を
上
げ

「
い

っ
ぱ
い
ぐ
い
っ
と
や
る

か
」

「

ご
飯
の
食
い
わ
げ
を
猫
に
や

っ
た
」

「
大
事
に
と
っ
て
お
い
た
か
ぼ
ち

や
を
く

さ
ら
か
せ
て
し
ま
っ
た
」

「
酒

を
飲

ん
で
ぐ

ざ
っ
て

い
る
」

「
熱
が
あ

る
せ
い

か
ぐ
ぜ

っ
て
困
る
」

「

魚
が
ぐ
し

ゃ
ぐ
し

ゃ
い

た
」

「

い
つ
ま
で
も
ぐ
し

ゃ
ぐ
し

ゃ
言
う
な
」

「
道

が
ぐ
し

ゃ
つ
い
て
長
靴
で
な
け
り

や

歩
け

ん
わ
」

「

手
に
と
げ
が
く
す
が

っ
た
」

「

ぐ
ず
ら
ぐ
ず
ら
し
て
い
な

い
で

さ
っ
さ

と
や
っ
ち
め
え
」

「

自
分
か
ら

や
る
と

い
っ
た
く

せ
に
途
中

で
や
め
ち
ま
っ
た
」

感

情
線
と

い
わ
れ

る
線
が
手

の
平
を
横
切

っ
て
い
な
い
も
の

「

足
の
く
そ
っ
か
わ
が
む
け
た
」

１　１

こ 一

日
中
歩
い
て
く

た
び
れ
た
」

の
服
も
ず
い
ぶ
ん
く

た

び

れ

て

き

｜

＠

Ｎ

Ｍ

ｔ
 

Ｆ
 ｙ

ｙ

５
'
ｑ
ＪＯ
 

ｔ

を

す

る

と

ま

す

ま

す

あ

れ

る

」

た
」

「
唇

が
あ
れ
て
い
る
と
き

く
ち
な
ぜ
く
り

夕
方
か
ら
夜
に
か
け

て
活

動
し
、
ぶ
よ
に

く
ら
ベ
ロ
が
細
い
か
ら
そ
う
言
う
。

き ¬奴 ｍ
い 承 だ な

て知1－ ん

か
っ
ち
ゅ
う
と
す

ぐ
く
ち
を
き
く

し
て
く
れ
ん
で
村

長
さ
ん
に
口
を

も
ら
っ
た
」

「
な
べ
が
ぐ
っ
ぐ
つ
い
っ
て
い
る
」

に
仕

事
の
能
　

ぐ

゜
く
と
仕
事
を
す
る
」

く
す
ぐ
る
（
幼
児
語
）

8四
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く

つ
ば
っ
て
１

く
で
１

く
に

く
ね
る

く
ね
っ
ぽ
い

く
び
う
ん
ば

く
ぼ

っ
た
み

く
ま
１
す

く
む

く
む

く
よ
く
り

く
ら

く
ら
く
な
り
も
と

く
ら
せ
る

く
り
ょ

く
り
ょ
や
れ
（
く

り
ょ

よ
１
）

く
る

く
る
１

く
る
ま
や

く

る
み

ぐ
る
り
（
ぐ
る
わ
）

く
れ
ら
Ｉ

く
ろ

っ
か
わ

く
わ
ぐ
み
（
く
わ
ず
み
）

く
す
ぐ

っ
た
い

く

ど
い

・：
の
よ
う
に

りま

お
せ

とる
な・
び年

る齢
相
応

よ

年

よ
り
ま
せ
て
見

え
る

肩
ぐ
る
ま

く
ぼ
ん
だ
土
地

崩
す

崩
れ
る

交
換
す
る

熱
い
灰

不
確
定
の
回
数
・
度
数

を
示
す
こ
と
ば

日
暮

れ
ど
き

な
ぐ
る

…

し
て
く
れ

よ

…
…

し
て
く
れ
よ

繰
り
返
す
意
で
強

め
る

意
も
あ
る

あ
ば
れ
た
わ
む
れ
る
・

さ
わ
ぐ

水
車
小

屋

と編幼周
囲

や
る
よ

ヤ
ブ

タ
ヶ
科
の
き

の
こ

（
植
物
く

ろ
か
わ
）

桑
の
実

「
お
ん
な
じ
こ
と
い
く
度
も
言
っ
て
く
で

１
や
つ
だ
な
あ
」

「
あ
の
く
に
働
い
て
よ
く
か

ら

だ

が

も

つ
」

「
小
学
校

に
あ
が

っ
た
ら
急
に
く
れ
て
き

た
」

「

お
誕
生
前
だ
の
に
く
ね

っ
ぽ
い
顔
し
て

い
る
な
い
」

「
あ

の
く

ぼ
っ
た
み

は
陽
当
り
が
い
い
で

わ
ら
び
が
う
ん
と
あ

る
」

「

田
へ
水
を
入
れ
す

ぎ
て
土
手
を
く

ま
し

ち
ま
っ
た
」

コ
象
雨

で
土
手
が
く

ん
じ

ま
っ
た
」

「
き

ょ
う
は
セ
ー
タ
ー
を
妹
と
く

ん
で
着

て
き

た
」

「
く

よ
く
り
で
餅
を
焼
い
て
食

べ
る
か
」

「

い
っ
く
ら
言
い
聞
か
せ
て
屯

言
う
こ
と

を
き
か
な
い
」

「
く
ら
く

な
り

も
と
に

は
帰

っ

て

来

い

ら ¬　 よ

Ｕ一二　 二

「
言

う
こ
と
を
聞

か
ね
え

か
ら
ひ
と
つ
く

り
せ
て

や
る
か
」
強
く
言
う
と
き

は
「

ぶ

っ
く

ら
せ
る
」
と

言
う

フ

」
の
本
を
貸
し
て
く
り

ょ
」

「
く
り

ょ
」
よ
り
強
く

依
頼
す

る
と
き
念
を

お
し
て
い

う

は
ね
く

る
・
な

め
く

る
・
な
ぜ
く

る
・
ひ

ね
く

る
・
す

べ
く

る
な

ど
多
く
使
う

「
部
屋

ん
中

で
く

る
１
な
」

「

お
く

る
み

の
中
で
ょ
く
眠

っ
て
い

る
」

「
家
の
ぐ

る
わ
を
少
し
片
づ
け

る
」

「
そ

ん
ね
ん
ほ
し
い
な
ら
く
れ
ら
１
」

紫
色

に
熟
し

だ
の
を
生
食
す
る

く
わ
づ
け

く
わ
で
・
く
わ
で
っ
ぽ

Ｉく
ん
な

けけけ

『

け

』

１
す

１

つ
こ

け
１
て
や
る

け
１
ど

け
Ｉ
ど
う

げ
１
に

け
１
ば

げ
１
ぶ

ん

け
１
も
ち

け
１
る

げ
１
ろ

け
き
り
（
け
き
り
虫
）

け
し
く
り
か
ら
ん

け

っ
か
ら
か
す

け
つ
か
る
（
け
つ
か
り

ゃ
が
る
）

け
つ

っ
ぺ
た

げ

っ
と
１

ぽ

っ
ぽ

と初蚕
の
脱
皮
が
終

っ
て
最

に
桑

を

与

え

る

こ

桑

の
葉

を
落
と
し

た
あ

と

の
枝

く

だ
さ

い

甲
斐

・
効
果

返

す

交

換
し
合
う

「
も
う
い
っ
ぱ
い
お
茶
を
お
く
ん
だ
」

作
ザ
や
る・
サ
苓

牡
勒
回

且
紆

ザ

レ

げ
れ
ど

街
道

強

く
・
き
っ
く

草牛
馬
の
飼
料
に
す
る
乾

外

聞
不
都

合
だ
・
よ
く
な
い

け

と
ば
す

い

る

尻

の
ふ
く
ら
ん
だ
所

最
下

等
・
最

後

げ

っ
ぷ

「
思
い
思

っ
て
来

だ
け
し

が
あ
っ
た
」

「
借
り

た
鍋
を

お
隣
り
へ
け
１
し
た
」

「
読

ん
じ

ゃ
っ
た
本
を
け
１

つ
こ

す

る

か
」

「

持
ち
物

へ
名

ま
え
を
け
１
て
や
る
」

「
そ

の
筆
と
こ

っ
ち
の
と
け

１

て

や

る

か
」

「
雨

は
止
ん
だ
け

Ｉ
ど
す
ぐ
仕
事

に
は
と

り
か
か
れ
ん
」

「
け

１
ど
う
沿

い
に
家
が

建

ち

並

ん

で

る
」

「

も
っ
と
げ
１

に
し

ば
れ
」

をほ
し
草

や
わ
ら
を

細
か
に
切

っ
て
こ

ぬ
か

ま
ぶ
し
た
も
の
を
い
う

よｍ
せそ

ん
な
こ
と

は
げ

１
ぶ
ん
が
悪
い

か
ら

よ
」

「
今
日

か
ら
服
を
け
１

る
」
　「
家

へ
け
Ｉ

る
か
な
」
　「
火
が
け
１

だ
」

「
そ

う
い
う
こ
と
は
け
し
く
り

が
ら

ん
こ

と
だ
」

か
ら
す
の
項
参
照

「
本

ば
か
読

ん
で
け

つ
か
る
（
け
つ

か
り

ゃ
が

る
）
」

し
り

っ
ぺ
た
と
も

い
う

「
と

び
っ
く
ら
じ

ゃ
い

つ
も

げ

っ

と

１

だ
」

「

バ
ス
に
酔

っ
て
げ

っ
ぽ
吐
い

た
」

8 加
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け
ぶ

っ
て

け
も
ね
１

け
や
す

け

ん
け
ん
け

Ｗ

１ ．

Ｗ

１
こ

１

W や

１ご

１

"
１

「

こ

」

が
わ
く

じ

こ

１

し

ゃ
く

ご

１

た
れ

こ

Ｉ
Ｉ
ベ

ー

が
早

い

こ

が

こ

ぎ

こ

く

こ
ぐ

る

こ
ぐ

り

こ
ぐ

り
戸

こ
く
れ

る

こ
け

る

ご
し
た
い（

ご
し
て
１
）

こ
し
た

人げ
且

牡

て

万

「
あ
の
人
は
け
む
っ
て
Ｉ
人
だ
」

わ
け

な
い

消

す
め
ん
こ
・
丸
け

ん

毛

（
幼
児
語
）

か

び
汁 う 親促

に ど 関音
入ん 係ッ

れな にを

る ど つは
野煮 け さ

菜る るん
と 愛 で
き 称肉

朧

が
た
つ

便
所

に
わ
く

う
じ

沢
庵
漬

理
窟

人

を
の
の
し
る
言
葉

立
ち
振
舞

い
の
敏
捷

な

勝
手
の
使

い
水
を
入
れ

て

お
く

水
桶
・
水
が
め

の
大
き

な
も
の

木

の
枯

枝

①
言

う
・
②
す

る
・

③

打

つ

く
ぐ

る

固

ま
り

く
ぐ

り
戸

時
期

を
は
ず
す

倒
れ

る

疲
れ

た
・
苦
し

い

蚕

の
糞

「
そ

ん
な
こ

た
１
け
も
ね
１
こ
ん
だ
」

「
外

へ
出

る
時

は
必
ず
火
を
け
や
す
」

「
餅
に
こ
が
ふ
い

た
」

兄

っ
こ
・
姉

っ
こ
・

お
ば

っ
こ
等

「
あ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
ご
し
が
お
い

て
し

よ
う
が
ね
え
」

「
た

ん
だ

か
ん
だ
と
こ
Ｉ
し

ゃ
く
ば

か
言

っ
て
」

「
遊
ん
で
ば

か
い

る
こ
の
ご
１

た
れ

め
」

「
こ
１
べ
１
が
旱
い
奴
だ
で

気

を

つ
け

ろ
」
と
む
し
ろ
悪
い
方
に
使
う
。

「

山
へ
行

っ
て
こ

ぎ
を

か
い
て
来

た
」

「
そ

ん
な
言
い

わ
げ
こ
く
な
」

「
朝
寝
こ
く
と

承
知

せ
ん
ぞ
」

「

よ
く
も

お
れ
の
頭
を
こ
い
た
な
」

「
小

さ
い
入
り

口
だ
で
頭
を
ぶ
っ
つ
け
ん

よ
う
に
こ
ぐ

っ
て
来
い
」

「
畑
の
こ
ぐ
り
を
こ
な
す
」

「
た
ね
ま
き
の
し

ゅ
ん
に
こ
く
れ
た
」

「
風
で
植
木
鉢
が
こ
け
た
」

こ

し

も

と

い
ろ
り
の
主
婦

の
座
わ

る
場
所

心
入

れ
１
る
（
こ
せ
１
　
造

る

ご
ず

こ
す
い

こ
ず
く

こ
す

っ
た
れ

こ
ず
む

こ
ず
み

こ
そ

っ
ぽ
い

ご
た

こ
だ
ま

こ
だ
ま
さ
ま

こ
だ
ま
祝
い

ご
ち
ゃ
ま
ぜ

こ
ば
し
あ
げ

こ
ば
や
に

こ
び
つ
く

こ
び
る

こ
ぶ
る

ご
ヘ

ー
も
ち

ご
ま
い

こ

ま
っ
し

や
く
れ

く
ず

ず
る
い
・
悪
賢

い

こ
ま
め
に
働

く
性
質

ず
る
賢

い
人

沈
澱

す
る

沈
澱

物

ざ
ら
ざ
ら
し
て
肌

ざ
わ

り
が
悪

い

で
た
ら
め

繭蚕

の
神
様

繭
を
収
穫

し
た
祝
い

い
ろ
い
ろ
混
じ
り
合
う

秋

の
収
穫

祝
い

少

し
早

め
に

焦
げ
付

く

悪I 飯つに串 こ味・午

賢 団けぬに ね噌モ前
い 子 ｀りさ 合玉 中

焼つす わを の
いけか せ潰 間

て味 ｀ るし 食
食噌 細 こて

べない と椛
るど板　　と

年

よ
り
ま
せ
た
振
舞

い

七
１１

作

だ
て

（
こ
も
そ
　

稚
蚕

の
飼
育

「

ま
ん
ど
を
ひ
と
り
で
こ
し
れ
Ｉ
た
（
こ

せ
１

だ
）
」

「

た
き
物
を
割

っ
た
あ
と
の
ご
ず
を
片
付

け

る
」

「
人

の
見
て

ね
１
と
こ
で
も
こ
す
い
こ
と

は
し

ね
え

ぞ
」

長

照ず
く

の
あ

る
人
だ
」

お
１
ず
く
の
項

「

こ
の
こ
す

っ
た
れ

め
が
」

「

い
く
人
も
入

る
も

ん
で

Ｉ
晩
で

お
風
呂

の
中

に
あ

か
が
こ
ず

ん
で
い

る
」

「

び
ん
の
底

に
こ
ず
み
が
で
き

た
」

「
稲
こ
き
を
し

た
ら
手
足
が
こ
そ

っ
ぽ
く

な

っ
た
」

「
値

の
高

い
も

の
を

ど
う
し
て
も
買

っ
て

く

れ
と
于

ど
も

に
ご
た
こ

ね
ら
れ
て
本
当

に
ま
い
っ
た
」

「

ご
ち
ゃ
ま
ぜ

に
し
て

お
く
と
後
の
整
理

が

た
い

へ
ん
だ
」

「
今
日

は
仕

事
を
小
早
に
引
き
あ
げ
た
」

「

お
釜

の
底

に
ご
飯
棺

が
こ

び
つ
い
て
い

る
」

図13－2

こぐり戸

「
こ
す
い
」
と
同
じ
用
い
方
を
す
る

「
あ
の
子
の
こ
ま

っ
し
ゃ
く
れ
に
は
た
ま

げ

る
」
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ご
み

ご

み

か
き
（

ご

み
ざ

り
）

ご
む
し

ご
む
せ
１

こ
め
っ
き

ご
も
く

こ

も

そ

こ
も

っ
つ
る
し

こ

り

こ

り

こ
ろ
ま
し
い

こ

ん

こ

ん
こ

こ
ん
だ

こ
ん
ね
ん

ご
ん
ぼ
う

こ
ん
ぼ
こ

こ
ん
ま
い

こ
ん
ら「

さ

」

ざ
１

さ
１

ら

さ
い
な
ら

さ
ぎ
っ
ち
ょ

枯
れ
松
葉

めは熊
る枯手
作れ ゜
業松７
に葉ご
もを み

「

ふ
ろ
の
た
き
っ
け
に
は
ご
み
が
一
番

い

い
」

か
き

」

か
き

集
　

「
あ
し
た
は
ご
み
か
き
を
す

る
か
」

い
う

松

ぶ
ど
う
（
植
物
）

汚

い
ぼ
た
お
り
虫

（
動
物
）

ち
り
・

雑

然
と

し
て

い
る
様
子

て 戸 物 き 蘭 。

お を ご` ち で

く開 の き 編

）-卜　 ）-φ ７こい　こちん
とた　とばだ

ま　も っ雨
ま　いた具
に　う。
し　 動゚

あ

ら
れ

・
餅
を
小

さ
く

切

っ
て
干

し
、
炒

っ
て

食

べ
る
も
の

み

ご
と

だ

咳

（
幼

児
語
）

今
度

こ

ん
な
に

ご
ぼ
う

幼
児
赤

ん
坊

小

さ
い

こ
れ
ら

意
志

を
表
す
語

さ

わ
ら

の
木

さ

よ
な
ら

尖
端
、
先

の
方

て
」
む
せ
１
と
こ
だ
が
寄
っ

て

お

く

ん

な
」

「

そ

こ

の

ご
も

く

つ

」
も

く

っ
て

１

ん

な
」

所を
だ片

がづ
上げ

ろ
」

か
っ
て
お
く

「
寒
い
に
こ
も

っ
つ

る
し
に

し

て

お

く

な
」

フ
」
れ
は
色
も
形
も
こ
ろ
ま
し
い
柿
だ
」

「
雨
降
り
続
き
で
困

っ
た
こ

ん
だ
」

コ

」
ん
だ
１
失
敗
し

ね
え
よ
う
に
し
に

や

１
」

「
こ
ん
ね
ん

お
も
ら
い
も
の
し
て
申
し
訳

ね
え
」

フ
」
ん
ぼ
こ
が
で
き
て
か
ら
家
ん
中
賑
や

か
に
た

っ
た
」

ｌｍ
ま風
だで
売落
りち
物た
に り

ん
ご
の
中
で
も
こ
ん
ら

な
る
ら
」

「
暗
く
な
る
で
、
さ
あ
、
帰
ら
ざ
１
」

さ

く

い

さ

け

１

ぼ

り

さ

さ

ら
ほ

１

さ

ら

さ

し
さ
す

さ
と
げ
Ｉ

り

さ
な
け

る

さ
ば
く

さ
ぶ
い

さ
む
さ
い
ぼ

さ
も
な
き

や

さ
ら

さ
ら
け
く
ず
す

さ
お
り
も
の

さ
ん
が
い
も

さ
ん
げ
１
も

さ
ん
ざ
に
な
る

さ
ん
だ
１
ら
（
さ
ん
ぱ

１
て
）

さ
ん
だ
す

ししじ

１

じ

”

【

し

】

簾

回

仁

摩

わ
　
「
こ
の
せ
ん
べ
い
は
さ
く
い
な
あ
」

田
畑
の
境
界
を
お
か
す

さ

ん
ざ

ん
な
状
態

玉
繭
一
つ
の

が

は
い

っ
て

作繭
っに

た
二

繭匹

密
告
す
る

里
帰

り

探
す

破

る

寒

い

寒
さ

の
た
め
に
で
き

る

と

り
肌

そ
う
で
な
い
と

・：

ご
と

落
と
し
く

ず
す

人

を
悩

ま
す
悪
霊

三
分

の
一

竹
馬

退
屈
し
て

い
や

に
る

さ

ん
だ
わ
ら
・
俵

の
ふ

た差
し
出
す

…
し
な
さ
い

①
小
使

（
幼
児
語
）

②
汁

字

（
幼
児
語
）

祖
父

（
幼
児
語
）

「

せ
っ
か
く
作

っ
た
野
菜
を
犬

に
ふ
み
荒

ら
さ
れ
て

さ
さ
ら

ほ
１
さ
ら
だ
」

「

解
禁
前
に
鮎

を
取

っ
て

さ
さ
れ

た
」

つ ¬
か た

ん
す
の
中
を
さ
な
げ
た
が
た
び
は
見

ら
た
ん
だ
」

「

障
子
を
さ
ぽ
か
ん
よ
う
に

気

を

つ

け

ろ
」

「
あ
し
た
か
、
さ
も
な
き
ゃ
あ
さ
っ
て
着

く
ら
よ
」

フ

」
の
ぶ
ど
う
を
寵
さ
ら
も

ら

っ

て

来

た
」

「
砂
利
を
土
手
の
上
か
ら
さ
ら
け
く

ず
し

た
」

図13一 ３

「
勉
強
ば
か
し
て
い
て
さ
ん

ざ

に

た
」

な さんげ一ち

「
手
を
さ
ん
た
し
な
、
い
い
も
の
あ
げ
る

で
」

「
あ
た
ら
っ
し
」

の
項

参
照

「
し
１
出
も

や
っ
た
」

「
お
し
１
の
実

は
か
ぼ
ち
ゃ
だ
」

「
じ
１
じ
書
け

た
か
」

「
じ
１
じ
と
遊

ぶ
か
」

822



し

か
く

い

し
き

の

し
く

る

し
け

っ
ぽ

い

し
こ
う

し

ご
と

に
す

る

し

た
っ
か
わ

し

つ
け

し

っ
こ

四
角

な

せ
い

ろ
の
底
に
敷
く
布

失
敗
す
る

湿
度
が
高
い

身
な
り
・

か
っ
こ
う

そ
れ
に

か
か
り

っ
き
り

に
な

る

下

の
方

田
植
え

①
小
便
（
幼
児
語
）

し
か
く
い
田
ん
ぼ

「
大
勢
の
前
で
し
く
っ
て
恥

か
い
た
」

「

こ
の
部
屋

は
陽

が
当

た
ら
ん
も

ん
で
し

け
っ
ぽ
い
」

コ

」
ん
な
し

こ
う
で
外

へ
は
出

ら
れ

ん
」

描

く
こ
と
を
し

ご
と
に
し

て
る
」

「
背
中
の
し
か
っ
か
わ
が
か
い
い
」

「
百

姓
仕

事
を
そ
っ
ち
の
け

に
し

て
絵

を

川
く
こ
と
を
し

ご
と
に
し

て
る
」

「
し
つ
け
が
す

ん
だ
ら
遊

び
に
行
く

か
」

「

し
っ
こ
す
る
」

「
し
つ
こ
し
て
決
め
る
」
「
し
っ
こ
っ
ぺ

②
じ

ゃ
ん
げ

ん
　
　
　
　

１
あ
い
こ
っ
ぺ
１
」
と
言
い
な
が
ら
じ
ゃ

ん
け
ん
す
る

力
が
及
ば
な
い
・
体
が

し
っ
こ

し
が
か
な
わ
ん
　
弱

っ
て
き
て
思
う

よ
う
　
「
年
と
っ
た
ら
し
っ
こ
し
が
か
か
ち
ん
」

に
動
け
な

い

し
っ
し
っ

じ
っ
と

し

っ
ぱ
さ
み

し

っ
ぱ
ね
（
し

っ
ぱ
さ

ね
）

し

な
あ

さ
っ
て

し
な
く
れ

る

し
に

じ
べ
た

し
ほ
１

で
１

言
　
　

じ
も
ぐ

り

し
ゃ
１
く

方
　
　

し
ゃ
が
み

章
　
　

し
ゃ
く
う

1
3

第
　
　

じ
ゃ
け
る

馬
を
追
う
こ
と
ば

続
け
て

尻

は
し

ょ
り

泥
道
を
歩

い
て
着
物
に

と
り

つ
い
た
泥

明
後
日
の
次

の
日

し
ぼ
む
・
し

お
れ

る

怒

っ
て

に
ら

む
時
あ

る

語

に
添
え

る
語

地
面

思

い
の
ま

ま

土
の
中

を

も

ぐ

る

蛇

（
動
物
）

ひ
し

ゃ
く

ぐ
み
の
一

種
（
植
物
）

す
く

い
上
げ

る
・
汲
み

取

る
ふ
ざ
け

る

「
じ

っ
と
遊

ん
で
ば
か
り
い
る
」

「
雨

が
降
っ
た
で
し
っ
ぱ
さ
み
し
て
帰

っ

た
」

「
い
い
着
物
に
し
っ
ぱ
ね
を
と
ば
し
ち
ま

っ
た
」

「
遠
足
は
し
な
あ
さ
っ
て
だ
」

「
水
を
く
れ
ん
で
苗
が
し
た
く
れ
た
」

「
こ
ん
畜
生

め
、
し
に
」

「
し
ほ
１
で
１
の
こ
と
を
し
て
来
た
」

「
水

を
し

や
１
く
で
し

ゃ
く

っ

て

飲

ん

だ
」

「
い
い
気
に
な

っ
て
そ
ん
な
に
じ
ゃ
け
る

な
」

じ

ゃ

っ
き

ち

よ
し

っ や
つ っ
かつ
めか

るめ
し る

し

や
っ
つ

ら

し
ゃ
ら
（

言

か

ら

た

ち

の

実
（

植

物
）

（
し
　

つ

か
ま

え

る

意

気

地

な

し

じ
ゃ

ん
か

し

や
ん
こ
し

や
ん
こ
す

るし

ょ
う
が
ね
え

めすあ
る右る

「
逃
げ
て
い
く
子
を
し

や
っ
つ

か
め
る
」

「
そ

ん
な
し

や
っ
つ
ら
な
こ
と
言
わ
ん
で

冗
気
出
す
ん
だ
」

計

甘

器
一
万
（

に
驚

言

頴

牡

言

し
っ
こ

…
で
は
な
い
か
、
勧
誘

語馬
に
乗

る
（
幼
児
語
）

①
ど
う
し
よ
う
も
な
い

②
物
が
古
び
て
も
ろ
く

な

っ
て
い
る
こ
と

③
感
覚
が
な
く
な
る

し

ょ
う
べ

ん
に
す
る
　
　

破
談
に
す
る

じ

ょ
う
や

じ

ょ
う
り

し

ょ
１

わ
る

し

ょ
い
た

し

ょ
っ
ち
ゅ
う

し

ょ
っ
つ
か
め
る

し

ょ
っ
ぺ
１

し
ょ
ず
む

し
ょ
ぼ
ろ
っ
て
１

じ
ょ
ん
じ

ょ

し
ら
が
だ
い
　（
し
ら
が

だ
い
じ
ん
）

し
り
の
こ

し
ろ

始
終
、
常

々

ぞ
う
り

草
履

臆
病
者

道 背y

具 負い
こ
。
物
を
背
負
う

常

々
、
始
終

つ

か
ま
え

る

塩

か
ら
い

つ

か
む

う

る
さ

い

み
す
ぼ
ら
し
い

草
履
（
幼
児
語
）

ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
の
幼
虫

の
一
種
、
し
ら

が
太
郎

（
動
物
）

直
腸

き

の
こ

の
群
生
す

る
所

「

時
間
が
来

た
で
そ

ろ
そ

ろ
行
く
じ

や
ん

か
」

「
父

ち
ゃ
ん
に
し

や
ん
こ

し
や
ん
こ

し
て

も
ら
っ
た
」

「
悪

さ
ば
か
し
て
い
て
し

ょ
う
が

ね
１
奴

だ
」

「
し

ょ
う
が

ね
え
板
だ
け
新
し
く
取
り
換

え

る
」

「

寒
く

っ
て
指
先

に
し

ょ
う
が
な
く
な

っ

た
」

「

い
い
話

だ
と
思

っ
て

た
に
し

ょ
う

べ
ん

に
し

ち
ゃ
っ
た
」

「

娘
が
し

ょ
う
や
お
世
話

に
な

っ
て
い

ま

す

」

「

し
ょ
う
わ
る
で
一
人
で

便

所

に

行

け

ん
」

「

じ
ょ
う
や
」
と
同

じ
よ
う
に
使

う

「

し
や
っ
つ
か
め
る
」

に
同
じ

フ

」
の
お
葉
漬
は
し

ょ
っ
ぺ
１
な
あ
」

「

手
で
し
ょ
ず
ま
な
ん
で
箸

を
使
え
」

る７ つ
゜しし

ょょ
ぼぼ

ろ
っ
て
１
繩
だ
」

ろ
っ
て
１
か
っ
こ
う
で
歩
い
て

栗
・
樟
・
く
ぬ
ぎ
の
葉
を
食

べ

て

成

長

し
、
熟
虫
の
中
絹
糸
腺
を
と
り
出
し
て
て

ぐ
す
の
代
用
品
を
作
る

8 昂
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し

ん

と

う

し

ん

ど

り

し

ん

の

ぶ

い

【

す

】

ずず
１

て
１

す
１
と
も

は
１
と
も

す
い

す
い
（
ず
い
た
）

ず

い
き

す

い
こ
（
す
い
こ

ん
ぼ
）

す

い
っ
ち

ょ

ず

か

す
が
い
る

す
が
れ

す
げ

す
げ
１

す

っ
こ
む

ず

っ
と
せ
ん

す

っ
ぽ
１

ず
で
１

物
の
中
心

馬

耕
冲
代

か
き

の
と
き

コ

」
の
梨

は
し

ん
と
う
が
腐

っ
て
い
る
」

馬

の
引

く
ま
ん
が
や
鋤
　

馬
の
口
取
り
役
を
「
は
か
ど
り
」
と
い
う

を
扱

う
人

ず
ぶ
と

い

・
：

し

よ
う

身

体

全

然

・：

し

よ

う

か
な

品
種
・
系
統

草
木
の
芯

酸
葉

（
植
物
）

馬
追
い
虫

（
動
物
）

①
・：
し
よ
う
か
ど
う
し

よ
う
か

②
…
な
い

野
菜
の
芯

が
老
化

す
る

黒

す
ず
め
ば
ち
（
動
物
）

全
く
・
全
然

「

お
こ
ら
れ
て
も
あ
や
ま
り

も

し

か

い

で
、
し
ん
の
ぶ
い
子
だ
」

「
さ

時
に
あ
行
か
ず
」
自
分
の
意
志
決
定
と
同

他
を
誘
う

「
ず
１
て
１
ば

か
大
き
く
て
、
ろ
く
な
役

に
立

た
ん
」

「

何
を
聞
い
て
も
す
１
と
も
は
１
と
も
言

わ
ん
」

「
さ
あ
行

か
ず
い
」

自
分
の
意
志

決
定

フ

」
の
稲
は
も
と
も
と
ず
い

が

よ

く

ね

１
」

「
ず
い
た
が
悪

い
」

コ

」
の
栗

の
木
は
ず
い
き
を
虫

に
や
ら
れ

た
」

た
で
科

の
多
年
草
、

若
い
茎
葉

を

食

べ

る
。
酸
味

が
強
い

「

さ
あ
行

か
ず
か
」

さ
あ
行
こ
う

か
と
自

問
を
表

わ
す

「
雨
な

ん
か
降
ら
ず

か
」

「
こ

の
大

根
は
す
が
い

っ
て

る
」

地
蜂
と
も
い

っ
て
蜂

の
子
を
食

べ
る

挟
が
な
く

全
体
を
筒
形
に
仕
立
て

た
袖
、

ま
た
そ
の
衣
服
。

「
も

っ
と

い
い
と
思

っ
て

た
の
に

ず
で
１

だ

め
だ
」

ず
で
１

す
て
き
も
ね
１

ず
で

っ
け
Ｉ

す
ね
く
る

す
ね
こ
す
り

す
ね
っ
こ

す

び
る

す

べ
く

る

す

べ
こ

べ

す

べ
っ
こ

い

す

べ
繩

す

ま
っ
こ

ず
み

ず
ら

ず
ら

い

ず
ら
１
ね
Ｉ

ず
れ
Ｉ

す

る

す

ん
が
け

ず

ん
ど
う

［

せ

］

せ
１

せ
１

つ
て

せ
１
ど
ね
１

ま
る
で
・

ま
る
っ
き

り

た
い
そ
う
・
と
て
も

た
い
へ
ん
大
き

い

た
だ
を
こ

ね
る

悪

口

膝

が
し
ら

さ
び
れ

る

滑

る

あ
れ
こ
れ
う

る
さ
く
文

句
を
言
う

滑
ら

か

繩だ隅
た
き
わ
ら
で
な

っ
た

桑
の
実

② ①

●　●：
ら
し
く

：
だ

ろ
う

② ①

●　 ●

●　 ●・　 哺

し で

し

ょ
う

に
く
い

ど
こ
ろ
で
な
い

…

し
に
く
い

魚
が
産
卵
す
る

直

ち
に
。
だ
し
ぬ
け

に

中

が
か
ら
っ
ぽ
の
こ

と

責
任

、
た
め

精

出
し
て

さ
わ
か
し
い

お
か
け

さ

だ

め
だ
と
い
う
意
の
と
き
使
う
。

「
こ
の
鎌

は
ず
で
１
だ

め
だ
」

「
こ
れ
は
す
て
き
も
ね
Ｉ
い
い
柄
の
着
物

だ
」

「
な
ん
て
ず
で

っ
け
Ｉ
か
ぼ
ち
ゃ
が
な
っ

た
も
ん
だ
」

「
お
も

ち
ゃ
を
買

っ
て
や
ら
な
ん
だ
も
ん

で
す
ね
く

っ
て
い
る
」

そ
れ
と
な
く
そ
し
る
意

「
転
ん
で
す
ね

っ
こ
か
ら
血
が
出
た
」

「
あ
の
家
も
た
い
ぶ
す
び
れ
た
な
」

「
凍
っ

た
道
で
す
べ
く
っ
て
転
ん
だ
」

「
せ
っ

か
く
買
っ
た
着
物
だ
に
す

べ
こ
べ

言
う
な
」

「
廊
下

を
こ
ぬ
か
で
磨
い
た
の
で
す

べ
っ

こ
く
な
っ
た
」

だ
た
か
な
い
わ
ら
で
な
っ
た
の
は
荒
縄

「
部
屋
の
隅
っ
こ
ま
で
て
い
ね
い
に
は
け

よ
」

く
わ
ず
み
、
桑

ぐ
み
と
同
じ

「
あ
い
つ
は
学
者
づ
ら
し
て
い
る
」

「
あ
し
た
は
雨

ず
ら
」
推
量

フ

」
の
く
ら
い
で
い
い
ず
ら
い
」
同

意
を

求
め
る

「
あ
の
家
へ
は
行
き
ず
ら
い
」

フ

」
ん
な
稲
を
作

っ
て
い
て
百
姓

ず
ら
１

ね
１
」

「

あ
の
人

は
話
し

ず
れ
Ｉ
人

だ
」

「
す

ん
が
け
そ

ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も

返
事

の
し

よ
う
が

ね
え
」

「
こ

の
木

は
ず
で

１
ず
ん
ど
う
だ
」

コ

」
ん
な
結

１
だ
。

か
ん
べ果

に
な

っ
た
の
は
お
れ
の
せ

ん
し

て
く
れ
」

「

せ
１
つ
て
勉
強

し
ろ
よ
」

「

せ
１

ど
ね
え
子

た
ち
だ
」

「

せ
１

ど
ね
え

か
っ
こ
う
す

る
な
」

8 麗
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せ
１
の
か
み

せ
１
は
ん

せ
１
る

せ
せ
り

せ
せ
る

せ

っ
く
り

せ
つ
ね
１

せ

っ
ぱ

せ
ベ

ー
・
せ
め
１

せ
わ
１
ね
１

せ
わ
し
ね
１

せ
ん
し
ょ
１

せ
ん
ぞ

ぜ
ん
て
１

んせ
ぎん
よね
ん
よ
（

せ
ん
ね

）
【

そ

】

ぞ

１

し

そ

１

だ

も

ん

（
そ

い

だ

も

ぞ

い

そ

い

か

ら

そ

い

じ

ゃ

そ

い

で

ぞ

う

さ

ね

１

そ

う

っ
と

ん で

で

Ｗ

道
祖
神

製

材
所

添

え
る

魚
捕
り
用

の
竹
あ
み

せ
せ
り
な
ど
使

っ
て

魚

を
と
る
こ
と

し

や
っ
く
り

悲

し
い

製
材

の
く
ず

狭
い

①

簡
単

に
で
き

る
こ
と

②
他
人

の
や
り
方
に
あ

き

れ
る
こ
と

せ
か
せ
か
と
忙

し
い

お
せ

っ
か
い

せ
ん
ぎ
り

も
と

も
と
、
元
来

新
築

の
棟
上

げ
の
と
き

屋
根

の
上

か
ら
投
げ

餅

の
と
き

の
祝

い
こ
と

ば

勝
手
仕
事

そ
れ

だ
か
ら

：
七

す

よ

そ
れ

か
ら

そ
れ
で

は

そ
れ
で

た
や
す
い
こ
と

だ

そ静
か
に
、
手

を
つ
け

ず

の
ま
ま
に

つ

」
飯
に
か
ず
の
こ
を

せ
１
て

た
べ
る
」

お
か
ず
の
こ
と
を

お
せ
１
と
も
言
う

「
い
い
着
物
汚
し
ち

ま
っ
て

せ

つ

ね

Ｉ

よ
」

しヨ

てせ
くべ

ん１

な⌒
せ

め
Ｉ
）
家
だ
が
ゆ

っ
く
ら

」

フ

」
ん
な
こ
と
は

せ
わ
１
ね
１
こ
と
だ
」

「

お
め
１
の

よ
う
な
勉
強
の
し
方
で
合
格

で
き
り

ゃ
せ
わ
１

ね
１

わ
」

「
き

ょ
う

は
人
が
来
て

せ
わ
し
ね
１
一
日

だ

っ
た
」

さ
し

で
が

ま
し
い

口
を
き
く
こ
と

「

な
ん
て

お
ま
え

は
せ

ん
し

ょ
う
な
こ
と

を
す

る
」

大
根
な
ど
細

か
に
線
に
切

っ
た
も
の
。

「
彼

は
ぜ
ん
て
１
働
く
気
の
な
い
男
だ
」

餅っしせ
そせてん

ね
ん
よ
１
ま
ん
ね
ん
よ
１
と
掛
け
声

投
げ

る

ん
ね
ん
ぎ

ょ
拾
い
に
行
く
」
な
ど
と

の
も
の
の
こ
と
も
言
う

お
ぞ
Ｉ
し
と
同
じ
、
食
後
の
食
器
洗
い
を

と
く
に
い
う
。

「

そ

う

だ

ぞ

い

」

「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
ぐ
れ
１
ぞ
Ｉ
さ
ね

Ｉ
こ
と
だ
」

「
今
わ
え
っ
た
ば

か
だ
で
そ
う
っ
と
し
て

お
か
し
」

そ
う
ど
こ
じ
ゃ
ね
１

そ

う

め

ん

だ

ち

ぞ

く

ら

ぞ
ぜ
１
る

ぞ
ぜ
っ
こ

ぞ
ぜ
ら
か
す

モ
モ

く
る

そ
っ
く

ら

そ
っ
く

り
け
１

る

そ
っ
け

ね
‐
―

ぞ
っ
と

し
ね
１

そ
っ
ぺ

ね
Ｉ

そ
ろ
す

当

た
り
ま
え
だ
、

と
も
の
こ
と

だ
、

に
は
及
ば
な
い

亀
っ

そ
れ

草
木

が
一
面

す
く

す
く

と

育
っ
て

い
る
さ
ま

乾
草

や
か
ら
を
数
ｍ

に

刻
ん
だ
馬

の
飼
い
葉

甘

え
る

ふ
ざ
げ
っ
こ

、
甘
え

っ

子甘

や
か
し
て
我

が
ま
ま

さ
せ
る

間

に
合
わ
せ
に
繕

う
こ

全
部

そ
の
ま
ま

反

り
か
え

る

無
愛
想

不
満

だ
、
感

心
し

な
い

無
愛
想

な

そ

ろ
え

る

そ
ん
ね
に
（
そ
ん
ね
ん
）
　
そ
ん
な
に

た た た　 だ
１　四

【

た

】

く

卜にり
、

た

１‐
く

ら

し

た

｜
だ

「
す
ぐ

お
礼
に
も
来
な
ん
で
」
な
ど
と
い

う
あ
い

さ
つ
に
対
し
て
「
そ
う
ど
こ
じ

ゃ

ね
１
」
と
答
え

る
使
い
方

「
い

つ
ま
で
ぞ
ぜ
Ｉ
て
親
の
す
ね
を

か
じ

っ
て
い

る
だ
」

「
う

ち
の
子

は
い
つ
ま
で
も
ぞ
ぜ

っ
子
で

困

る
」

「
ぞ

ぜ
ら

か
し
て
い
る
と
将
来
ろ
く
な
者

に
な
ら

ん
」

「
そ
の
足
袋
の

ほ
つ
れ
た
と
こ
を
ち

ょ
っ

と
モ
モ
く

っ
て
や
る
わ
」

コ

」
こ
に
あ
る
も
の
を
そ
っ
く
ら
持
っ
て

行
く
」

「
道
で
会
っ
た
が
あ
い
さ
つ
も
し
か
え
で

そ
っ
く
り
け
え
っ
て
歩
い
て
行
っ
た
」

「
そ

っ
け
ね
え
返
事
だ
」

コ

」
の
縁
談
は
あ
ん
ま
り
ぞ

っ

と

し

ね

え
」

「
そ

っ
け
ね
１
」
と
同
じ
使
い
方

「
は
き
も
の
は
ち
ゃ
ん
と
そ

ろ

し

て

お

け
」

「
そ
ん
ね
に
長
い
時
間
勉
強
は
続
か
ん
」

乱

質

言

謡

皿
　
「
昨
日
現
場
を
見
た
だ
」

間

ぬ
け
ヽ

馬
鹿
者
　
　
　

七
づ
め
Ｉ
も
よ
っ
ぽ
ど
の
た
１
く
ら
た
１

た
わ
し

足
袋

（
幼
児
語
）

こ
ヽ
　

゛

や
　
　
　
　

ひ
と
と
お
り
の
苦
労
で

尹
し
て
１
じ
　

１
ね
Ｉ
　

は
な
い

た
い
も

ね
１

フ

」
の
仕
事

は
た
い
て
１
じ

ゃ

１

ね

え

ぞ
」

つ
呟
ら
な

い
、
価
値
の
　
「
た
い
も
ね
１
こ
と
言
う
な
」

な
し

825



た
が

い

っ
こ

言
　
　
　

゛
た
げ

１

つ
こ

）

た
ざ

る

第13章　方

た
く
し
あ
げ

る

だ
け

ず
っ
ぽ

だ
し

た
し

ね
１

だ
だ
く
さ
も

ね
１

た
ち
っ
こ

た
っ
こ

ね
１

た
て

め
１

た
て

る

だ
に

た
ぼ
こ

た
ま

た
め
る

た
ら
か
す

た
る
い

た
れ
１

た
ん
と

た
ん
び【

ち

】

ち
こ
ん
き

ち
そ

ち
だ
ら
ま
っ
こ

お
互
い
の
事

動
物
が
発
情
し
て
声
を

発
す
る

く学Ｔ

だだお
め
１
ん
と
こ
も
、

お
ら
ほ
う

で
も
人

で
お
祝
い
は
お
た
げ

っ
こ
に
し

て
お

」

着
物
な

ど
ま
く
り
上
げ
　
「
ぬ
か

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
け
」

無
理

に
取
り
上
げ

る
　
　
「
貸
し

竹
筒

材
木
運
搬
の
条
件

乏
し
い

非
常
に
多
く

小
鳥
の
雛

幼
稚
で
あ

る
。

た
て
ま
え

る
み
だ
て
着
物
を
た
く
し

あ
げ
て

た
金
を
た
く
し
あ
げ
て
来

い
」

「

だ
し
の
い
い
山
」

な
ど
と
使
う

「

だ
し
ね
１
米
だ
、
で
い
じ
に
し

ろ
よ
」

「

だ
だ
く
さ
も
ね
１
栗

を
い
た
だ
き

ま
し

た
」

「

お
た
っ
こ
ね
Ｉ
」
と

使
う
こ
と

が
多
い

「

お
た
っ
こ
な
く
て
困
る
」

家
屋
の
建
築
で
主
な
骨

組
み
を
く

み
立
て

た
り
、
あ
と
の
祝
い
を
言
う

げ
た

い
言

ぼ

万

淳

「
げ
た
の
緒
が
切
れ
た
で
た
て
る
か
」

・
：

だ

の

に
、

・
：

だ

よ

た
ば
こ

煙

草

玉

繭

。

さ

し

ね

ら
う

た

ら
す

「
遠
い
所
だ
に
ょ
く
来
て
く
れ
た
」

「
先
生
が
家
へ
来
て
く
れ
た
だ
に
」

「
火
の
見
を
た
め
て
い
け
ば
そ
の
そ
ば
が

お
れ
の
家
だ
」

「
ま
だ
よ
だ
れ
を
た
ら
か
し
て
い
る
」

し

ま
り
が
な

い
、
賢
く
　
「
何
を
や
っ
て
も
た
る
い
事
ば
か
り
し
て

な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
」

た
ら

い

た
く
さ

ん
　
　
　
　
　
　

卜
お
み
や
げ
を
た
ん
と
も
ら
っ
て
う
れ
し

と

そ
の
た
び
　
　
　
　
　
　
　
「
来
る
た
ん
び
何
か
持
っ
て
く
る
」

蓄

音
機

紫
蘇

（
植
物
）

血
み

ど
ろ
、

血
だ
ら
け

ち

っ
く
い

ち
び

っ
と

（
ち
ょ
び
っ
と
）

ち
び
る

ち
め

っ
こ
い

ち
も
１

ち

や
・
ち

や
１

ち

ゃ
っ
と

ち

ゃ
ら

ん
ぷ
ら
ん

ち
ゅ
１

ち

ゅ
１
ど

ち

ょ
う
き
ゅ
１
な

ち

ょ
１
ち
ち

ょ
１
ち

ち

ょ
１
ち

ん
ば
な

ち

ょ
う
べ

ち

ょ
う
ら
か
す

ち

ょ
う
れ
る

ち
ょ
こ

つ
く

ち
ょ
こ

っ
と

ち

ょ
っ
く
ら

小

さ
い
、
丈

の
低

い

ほ
ん
の
少
し

尿

や
糞

を
少

し
も
ら
す

小

さ
い

…

し
て

し
ま
う

「

お
ひ
つ
に
ご
飯
が
ち
び
っ
と
残
っ
て
い
　
8
2

る
」

「
腕
時
計
に
は
ち
め
っ
こ
い
ね
じ
が
い
っ

ぱ
い
使

っ
て
あ
る
」

「
早
く
し
ん
と
弟
に
み
ん
な
お
か
ず
を
食

べ
ら
れ
ち
も
１
」

こ

い
九

は
　（
語

尾

に
添
　

「
道
へ
出
ち

や
Ｉ

゛
け

゛
ぞ
」

急

い
で
、
早
く

「
雨
が
降

っ
て
来
そ
う
だ
で
、
仕
事
を
ち

や
っ
と
片
づ
け
る
」

う
わ
つ
い
て

い
い
か
け
　
「
ち
ゃ
ら
ん
ぷ
ら
ん
な
こ
と
ぼ
っ
か
す
る

ん
な
こ
と

：
こ
言
う

当
時

充

分
に
・
正

確
に

幼

児
が
手
を
打
つ
こ
と

（
幼
児
語
）

つ
り
が
ね

に

ん

じ

ん

（
植
物
）

お
世
辞

か
ら
か
う
・
じ
ら
す

じ
ゃ
れ
る

そ
わ
そ
わ
す
る

ほ

ん
の
少
し

で

ね
え
」

「
春
だ

っ
ち
ゅ
１
に

ま
だ
雪
が
降
る
」

「
嫁

っ
て
来

た
ち
ゅ
１
ど
は
何
も
わ

が
ら

ん
で
苦
労
し

た
わ
」

「
幾
年

た
っ
て
も

ち
ょ
う
き

ゅ
１
な
仕
事

が
で
き

ん
」

「

お
ち
ょ
１
べ
こ
く
な
」

「
人
を

ち
ょ
う
ら

か
し
て
は

か
い

ね
１
で

ま
じ

め
に
話

せ
」

「
猫

が
ボ
ー
ル
に
ち

ょ
う
れ
て
い
る
」

「
そ

ん
ね
ん
ち
ょ
こ

つ
か
な

ん
で
ち

ょ
っ

と

は
落

ち
着
い
て
い

ろ
」

ち
ょ

っ
と

゛
簡
単
に
　
　

十
竃
卜
い（
（

つ
い
で
に
ち
。
つ
く
ら
寄

よ

Ｓ
　
　
　

ち

ょ

っ

く

ら

を

や

や

強
　

フ

」
の

仕
事

は

ち

ょ

っ

く

ら

ち

上

い

に

は

ち

ょ

つ

く

ら

ち
　

ｔ
　
　

め

て

い

う

こ

と

ば
　
　
　

片

づ

か

ん
」

ち

ょ
び

つ
く

ち

ょ

ろ

い

（

ち

ょ

ろ
く

さ

い
）

ち

ょ

ん

の
す

め

す落
ち
着
き
な
く
手
出
し
　
「

る

要
領
が
悪
い

み
そ
さ
ざ
い
（
動
物
）

「

ち
ょ
び

い
て
い
ろ
つ
か
ね
え

で
も
っ
か
あ
落

ち
着

」

「
何
を
し
て
も
ち
ょ
ろ
い
な
あ
」



ち
ん
が
ら

ち
ん
ち
ら
ぼ

ち
ん
ぼ
ん
じ
ゃ
ら
ん

ち
ん
ま
い

【

つ

】

つ
い
つ
い

つ
え

１

つ

か
い
ま
く

る

つ

か
め
１

る

つ
く
な

る

つ
く
ば

る

つ
く

ろ
う

つ
け

つ
け

の
ぼ

る

つ
ち
び
た
（
つ
ち
べ
た
）

つ
っ
か
ら

か
す

つ
つ
っ
こ

言
　
　

つ
っ
た
け

つ
っ
ぽ
う

方
　
　

～

つ
と

章
　
　

つ
と

っ
こ

斟
　

つ
な
げ
る

つ
ね
く
る

片
足
跳

び

「

庭
で
け
が
し
た
も
ん
で
ち
ん
が
ら
か
い

て
家
に
入
っ
た
」

「
だ
れ

か
さ
ん
の
頭

に
ち
ん
ち
ら
ぼ
が
着

髪

の
毛

に

つ

い

た
屑
　
　

戦

事

烈

≒

こ

牛

」
シ

七

葬

式
の
鳴
り
物

の
こ
と

小

さ
い

つ
い
に

強

い
ひ
ど
く
使
う

つ

か
ま
え
る

立

っ
て
い
ら
れ
な
く

う
ず
く
ま
る
。
へ
こ

れ
る
と
同
じ
に
も
使

うた て

あ
ぐ
ら
を
か
く

火
が
よ
く
燃
え
る
よ
う

に
た
き
ぎ

を
な

お
す

死
去
の
知
ら
せ

つ
け
あ
が

る

地
面

突
き
ま
く

る
、
突
き
倒

すふ
く

ら
は
ぎ

身
長

い
っ
ぱ
い

の
着
物

の
だ
け

筒
袖

…
ｙ
よ
う
ぃと

わ
ら
を
束

ね
て
両
端

を

く
く

り
物

を
包

む
も
の

結
び
合
わ
せ
る

つ
ね
る

「
み

ん
な
に
誘
わ
れ
て

お
れ
も
つ
い
つ
い

来
て
し

ま
っ
た
」

「

あ
り
や
つ
え
１
男

だ
ぞ
」

「
今
日

は
休
み
だ

で
子
供

た
ち
を
使
い
ま

く

る
」

「
米
俵
を

か
つ
い

だ
が
途
中
で

つ
く
た

っ

た
」

「

か
し
こ

ま
っ
て

い
な
ん
で
つ
く
げ

っ
て

お
く
ん
だ
」

「
つ
く
な
る
」
と
同

じ
に
も
使

う
。

「
火
が
消
え
そ
う
だ
で
っ
く

ろ
え
よ
」

ののｍ 来つ
にぼや だけ

さ
お
じ
い
が
死

ん
だ
と
い
う
つ
げ
が

」さ
し
い
言
葉
を
か
け

る
と
す
ぐ

つ
け

る
」

と
い
う
よ
う
に
相
手

の
寛
大
な

乗
じ
て
増
長
す
る
こ
と

「
あ
ん
ま
り
走

っ
て
つ
つ
っ
こ
が
痛
い
」

「
す

っ
ぽ
う
」
の
項
参
照

「
起
き

っ
と
し

た
ら
目
ま
い
が
し
た
」

「
短
い
糸
を

つ
な
げ
る
」

つ
の
っ
く
ち

つ
ぶ

つ
ぶ
っ
こ
ぐ

り

つ
べ
て

１

つ
ぼ
あ
し

つ
ぼ
ど
こ

つ
ま
い

つ
み
き
り
そ
う

つ
よ

つ
ら

つ
る
く
す

つ

る
さ
が

る

つ

ん
の
め

る

つ
ん
つ

ん
虫

つ
ん
も
１

る

で

【

て

】

で

１

く

て

１

げ

１

で

１

こ
　
（
で

１

こ

ん
）

で

１

じ

で

１

じ

ん

で

１

ど

こ

め
不

出平
す顔

し
て

口
を
ほ
そ
　
「
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
で
つ
の
っ
く
ち
す

る
な
」

た
に
し
（
動
物
）

水
く
ぐ

り

冷
た
い

は
だ
し

坪
庭

き
つ
い

ま
つ

ば

ぱ

た

ん
（
植

物
）

杖露・：
だ
ろ
う

つ
る
す

ぶ
ら
さ
が
る

前
に
倒
れ
る

あ

め
ん
ぼ
う
（
動
物
）

下

へ
突
き
ぬ
け
る

①

う
ち
消
し

の
意

②

ぞ
、

か
ら

に
当

た
る

意
③
の
で

の
意

④
量
、
価
値

大
工

た
い
が
い

大

根
（
植
物
）

大

事
、
大
切

財

産
家

台
所

「

つ
ぶ
っ
こ
ぐ
り
し
て
川
の
底
の
白
い
石

を
拾

っ
た
」

「
水
道
の
水
は
と
て
も
つ
べ
て
１
な
」

「
こ
の
寒
い
の
に
つ
ぼ
あ
し

で

い

る

の

か
」

「
こ

の
靴

は
お
れ

の
足

に
は
っ

ま
く
て

は

け
れ

ん
」

「

つ
よ
つ
い
て
歩
く
」

「

つ
よ
に
ぬ
れ

た
」

「
五

時
に
や

新
宿
に
着
い
つ
ら
」

「
柿

が
軒
下

に
つ
る
さ
か

っ
て
い
る
」

「
石

に
つ
ま
ず
い
て

つ
ん
の

め
っ
た
」

「

そ
ん
な
所
へ
行
か
で
も
い
い
」

「
先
に
帰
え
る
で
な
」

「

と
う
ち
ゃ
ん
が
呼
ん
で
る

で

早

く

行

け
」

「
こ
の
鰹
節
は
小
さ
い
が
で
が
あ
る
」

「
百
姓
の
こ
と
な
ら
て
Ｉ
げ
１
知

っ
て
い

る
」

「
こ
の
子
は
Ｉ
人
っ
子
の
で

１

じ
な

子

だ
」

「
あ
の
家
は
お
で
Ｉ
じ
ん
だ
」

駝7
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で
１

な
し

で
１

ぶ

て
１

ら

て
げ
１
し

で

か
く

て

か
け

で
け
１

（
で

っ
け
１

で

っ
か
い
）

で
け
１
な
り

て

こ

で

さ

ん

で

っ
か
す

て

っ
て
と

て

っ
ぱ

て
ね
１

て

の
ぎ
（
て
の
ご
い
）

で
ヘ
ー
り

使
い

も
の
に
な
ら

な
い
　

卜
啼
が
漏
っ
て
畳
が
で
Ｉ
な
し

に
な

っ

だ
い

ぶ

平
、
平
地

て

が
え
し

「
陽
気
が
い
い
の
で
こ
の
と
こ
ろ
作
物
が

で
１
ぶ
伸
び
た
」

餅
つ
き
の
と
き
、
餅
を
手
で
か
え
し
た
り

し
て
、
ま
ん
べ
ん
な
く
つ
け
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

ご
ロ

ヘ
ん
に
・

た
く
さ
　
「
台
風
の
被
害
で
、
で
か
く
損
し
た
」

手
を
掛
け
る
こ
と

大
き
い

大
き
い
か
ら
だ

①
め

ん
こ
遊
び
の
と
き

手
を
地
面
に
触
れ
て

起
こ
す
反

則

②
お
て
こ
、
職
人
の
手

伝
い

離

婚
し
て
生
家
に
帰

っ

た
人

出
会

う

「

て
か
け
で
子

供
を
お
ん
ぶ
し
た
も
ん
で

ご
し
て
１
」

「

で
け
１
鯉
が
い
る
」

「

で
け

１
な
り
し

て
る
く

せ
に
仕
事

は
ろ

く

に
で
き

ね
え
じ

ゃ
ね
え

か
」

フ

」
ん
な
と
こ
で
で

っ
か
す
と

は
思
い
も

よ
ら
な

か
っ
た
」

づ
出
し
て
、
能
率
あ
げ
　
「
て
っ
て
と
働
く
」

コ

と
フ
酒

使手
苗
、
植
え

な
お
し
に

う
苗

手
ぬ
ぐ
い

出
入
り

「
帰
り
が
け
に
て

っ
ぱ
を
引

っ
か
け
て
帰

っ
た
」

で
ほ
１
け
１

（
で
ほ
１
　

口
の
出

ま
か
せ
に
勝
手
　
「
調
子
よ
く
で
ほ
１
け

１
（
で

ほ
１

で

で
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
こ
と

を
い

う
　
　
　
　

１
）
の
こ
と
會
一
呂
う
人
だ
」

て

ぼ
っ
け

な
し

て

め
１

て

も
ね
１

金

銭
を
し
ま
り

な
く
使
　
「
わ
し
は
し
ま
り
屋
だ
が
父
ち
ゃ
ん
は
て

う
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
っ
け
な
し
で
困
る
」

お
ま
え
、
自
分

②①
手だ
段や
方す
法い

相
手
の
こ
と
も
自
分
の
こ
と
も
言
う
多
少

軽
侮
の
心
持
が
こ
も
っ
た
代
名
詞

「
こ
ん
な
こ
と
ぐ
れ
１
て
も
ね
１
こ
と
だ
」

１

£
ヽ
　
　

「
こ
こ
を
切
り
抜
け
る
て
も
ね
１
こ
と
も

力
力

ｔ
　
　

ね
え
」

て

っ
こ

も

り
　（
て

ん

こ

も

り
）

けてて

ん
で

っ
こ

で

ん
で

ん
ま
っ
こ

て

ん
ぱ
ち

て

ん
ぱ
ち
も
り

で

ん
ぷ

て

ん
み
ね

「

と

」

と

．

と

こ

と
１

ど
う

と
１
か
ん
や

ど
１
ぐ

そ

と
１
く

ろ
う

と

１
し

ど
１
ず
く

ど
Ｉ
ど

ど
１
ど
１

と
１
ね
（
と

１
ね

っ
こ
）

ど
‐‐
ば
な

と

１
ぶ
き

と
１
ぼ
け

ご
飯
を
山
盛
り
に
す
る
こ
と

く
り
す
る
わ
」

め
い
め
い
に
ヽ
各
自
に

靉
（

対

話

言

言

占
七

言

（
（

に

ぐ

る
自

分

で

回

る
　

「

で
ん
で
ん
ま
っ
こ
し
て
目
が
回

っ
た
」

最

初

、

ま

っ
さ

き
　
　
　

「

て
ん
ぱ
ち
俺
に
当

て
ら

れ
た
」

ご

は

ん

な

ど

の
山

盛

り

（

鑓
（

冷

い

た
く

の
意
　

「
今

夜
の
お
か
ず
は
で

ん
ぷ
だ
な
」

頂

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
あ

の
山
の
て

ん
み

ね
に
雪
が
降

っ
た
」

①
こ
と
ば
の
終
り
に
つ

け
て
疑
問
を
表
わ
す

②
砥
石

・：
た
ち

ど
れ
、
さ
あ

十
日
夜

。
山

の
神

の
祭

大
糞

げ
ん
ご
ろ
う
（
動
物
）

①
始
終

②
目

の
荒

い
ふ
る
い

打

ち
す
え

る

馬
（
幼
児
語
）

馬

を
止

め
る
と
き

の
こ

と

ば

子
馬

大

鼻
汁

大
き

な
蕗

（
植
物
）

大
き

な
ぼ
け
（
植
物
）

「
今

ご
ろ
帰

っ
て
来

て
ど
う
し

た
と
？

」

「

…
…
…
ど
う
し

た
と
こ

よ
。
」

「

わ
し
ら

と
Ｉ
も
出

か
け

る
と
こ

よ
。」

「
何
を
買

っ
て
来

た
か
ど
１

お
見
せ
」

て¬
はう
ず ち
の
人
は
と
１
し
大
き
な
声
を
出
し

か
し
い
」

き土

とを
四

固
め
る
、
人
を
な
ぐ
っ
た
り
突

「
ど
う
ど
が
来
た
で
そ
こ
を
ど
け
」

828
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ど
１

ぼ

ら

ど
１

ま

ん
中

と

１

り

ど
１

ろ
く

じ

ん

ど

い
ら

く
（

ど

い
れ

１
・

ど
え

れ

１

）

ど

ぎ

っ

ね
１

と

ぎ
す

と
け
１

ど
け
１

と

し

こ

し

と
じ
く

る

と
し

よ
１
り

と
ち
わ
る
さ

と

っ
け
１
る

と

っ
こ

ど

っ
す
わ
る

と

っ
と
き

と

っ
つ
か
め
る

ど
で
１

ど
で

っ
け
１

と
て
ば
し

や

と
と
け

ん
け
（
と
と
く

１
け

ん
）

と

び
っ
こ
（
と

び
っ
く

ら
）

六
づ
ら
。
出

ま
か
せ

の
　
「
ど
１
ぼ
ら
こ
く
」

ｔい
ち
ば

ん
の
ま
ん
中

家

の
中

の
土
間

道
陸
神
、
道
祖
神

非
常
に
、
ひ
ど
く

あ
く
ど
い

や
せ
て
細
い
こ
と

所

へ
ど
こ

へ

同
年

の
知
人

が
死

去
し

綴　配味た

る　るでと
こおき

お
は
ら
い
の
意

は
ぎ
を
近
所
へ

「
昨
日
の

い
れ
Ｉ
・

「
ど
ん
な
に
ご
う
が
わ
い
て
も
、
そ
ん
な

ど
ぎ
っ
ね
１
こ
た

上
一
日
う
も

ん

じ

ゃ

ね

土

雨

で
天

竜
川
に
ど
い
ら
く
（

ど

ど
え
れ
１
）
水
が
出
た
」

に
ご
う
が
わ
い
て
も
、
そ
ん
な

「
一
月
病
ん
だ
ら
ま
る
で
と
ぎ
す
に
な
っ

ち
ゃ

っ
た
」

「
そ
ん
な
危
い
と
け
１
行
く
な
」

「
今
ご

ろ
ど
け
１
出
掛
け
る
の
え
」

「
い
ろ
い
ろ
な
通
知
は
す
ぐ
と
じ
く
っ
て

お
く
」

老
人

い

ん
で
も
な
い
い
た
ず
　
「
子
供
が
と
ち
わ
る
さ
を
し
て
困
る
」

と
り
替
え
る

木

の
切
り
株

ら

っ
く
ら
と
座
る

だ
い
じ
に
し
ま

っ
て
お

く
も
の

つ
か
ま
え

る
。
捕
え

る

①
土
台

②
ま
る

っ
き
り

非
常
に
大
き
い

乗
合
馬
車

幼
児
の
う
な
じ
に
剃
り

残
し

た
毛

駈
け

っ
こ

「
ひ

と
り
ど
っ
す

わ
っ
て
新
聞
を
読
む
」

「

お
と
っ
と
き

の
着
物
を
着

る
。
」

つ
か
め
１
る
と
同
じ
だ
が
や

や
強
調
し

た

意「

土
台
を
し
っ
か
り
す
え

る
」

「
あ
の
人
は
ど
で
１
だ
め
な
人

だ
」

「

で
け
１
」

を
強

調
し

て
い

う

ど

べ
　（

と

べ

っ
か
す

）

と

ま

ぐ

ち

と

ま

り

ぞ

め

と

め

っ
く

わ

ど
も

ど
よ
む

と

よ
ど
ら
、

ど
れ

と

ろ
い
（
と

ろ
っ
く
さ

い
・
と

ろ
っ
こ
い
）

ど
ろ
ぼ
う
ぐ

さ

ど
ろ
む
し

と

ん
が

ど
ん
け

つ

ど
ん
び
き

【

な

】

な
え

な
が
づ
げ

な
か

っ
せ

な
が
ま
る

な

か
ら

な
き
び
そ

な
き
べ
そ
を

か
く

な
き
め

ん
ぞ
１

な
し
て

最
後

玄
関

正
式

の
婚
礼
前

に
婚
家

に
泊

り
に
行
く
こ
と

蚕

が
休
眠

に
入

る
直
前

に
与
え

る
桑

ど皮
の膚
皮 病

「
と
び
っ
こ
で
ど
べ
に
な
っ
も
や
っ
た
」

二
戸
ま
ぐ
ち
に
立
っ
て
い
た
い
で
上
が
っ

と
く
ん
な
」

の
一
種
。
頭

な

膚

が

白

く

な
　
「
頭
に
ど
も
く
っ
た
」

る
。

水
が
淀

む
こ
と

樋さ
あ

間
か
抜
け
て
い

る

盗
人
萩

（
植
物
）

泥
負
虫

唐
鍬

最

後
　
最
下
等

殿

様
蛙

（
動
物
）

ね
え

菜
類
を
切

ら
ず
に
長
い

ま
ま
漬
け
た
も
の

長
子
と
末
子
の
間
の
子

足

を
伸

ば
し
て

か
ら
だ

を
楽
に
し
て
寝
る

だ
い
た
い
、
ほ
ぼ

少
し
の
こ
と
で
す
ぐ
泣

く
手

泣

き
出
し
そ
う
な
顔
を

す
る

泣
き
出
し
そ
う
な
顔

・：
く
だ
さ
い

「
ど
ら
こ
こ
へ
お
い
で
」

「
そ

ん
な
と

で

さ
っ
さ
と
や ろ

つ
く
さ
い
こ
と
し
て
い
ん

れ
」

農
具
の
一
種
、
開
墾
、
根
切
り
穴
掘
り
に

使
う

「
成
績
は
い
つ
も
ど
ん
け
つ
だ
」

「
あ

の
な
え
、
花
が
咲
い

た
ぞ
え
」

「
な

か
っ
せ
の
半
き

ち
げ
」
な
ど
と
い
う

「

久
し

ぶ
り
に
き

の
う
の
休
み

は
一
日
な

が

ま
っ
て
い

た
」

「
仕
事

も
な

か
ら
な
か
ら
に
た

っ
た
」

フ

」
ん
な
こ
と

で
す
ぐ

な
き

め
ん
ぞ
う
す

る
も
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
」

「

そ
い
じ
ゃ
お
先
に
（
帰

る
で
）

ご
め
ん

な
し
て
」

829
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な
ま

な
り
え

１

な
り
き
に

な

る
て
ん

な
ん
し
ょ

な
ん
た
ら

な
ん
ち
ゅ
う
こ

ん
だ

な
ん
ち
ょ

な
ん
つ
１

た
ん
だ

に

「

に

」

に
か
け

に
く

た
ら

か
す

に
ご
い

に
こ
ぐ
り

に
ご
り
水

に
や
１

に
や
１

ご

に
や
さ

ま

生
意
気

「
若
い
く

せ
に
な
ま
言
う
な
」

気
ま
ま
に
、
適
度
に
　
　
且

壮

言

寸

言

こ

九
万

。

相
応

に
ヽ

ふ
さ
も
し
く
　

み
↓
つ
ぱ
り
兄
は
兄
な
り
き
の
こ
と
を
す

南
天

（
植
物
）

①
…

な
さ
い

②
・：
く

だ
さ
い

ま
あ
な
ん
と

い
う
…

「

お
い

び
な

ん
し

ょ
」
　「

お
あ
が
り
な
ん

し

ょ
」

「

ご
め
ん
な

ん
し

ょ
」

コ

」
の
忙
し
い
時
に
大
け
が
を
し
て
な
ん

た
ら
こ
と
ず
ら
」

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
　
　
押

甘

言
一
寸

に
言

万

万

だ
れ

が
・：

す

る

も

の
　
「
得
に
も
な
ら
ん
こ
と
を
な
ん
ち
。
す
る

か
。

な
ん
と

い
う

…

な
か
っ
た

①
の
で

②

か
ら

③

よ

煮
こ
み
う
ど

ん

ぐ
っ
ぐ

つ
長
く
煮
こ

む

に
お
い
、
香

り

大
根
を
魚
と
と
も
に
煮

こ

ん
だ
も
の

米
の
と
ぎ
汁

①

に
は

②
・：
し
な
け
れ
ば

猫
（
幼
児
語
）

二
十
二
夜
様
の
祭
り

も

ん
か
」

「
な
ん

ち
ゅ
う
」
と
同
じ
に
使
う

らっ
れ約
も束

の
時
間
に
行
か
な
ん
だ
も
ん
で
叱

ま

っ
だ
」

「
天
気
が
好
い
に
外

へ
出
て
み
ろ
」
　（
順

接
）

「
雨

が
降
っ
て
る
に
外
で

遊

ん

で

る
」

（
逆
接
）

「
先
に
お
ふ
ろ
へ
は

い

る

に
」
　（
確

か

め
）

「

今
夜
は
久
し
ぶ
り
に
お
に
か
け
に
す
る

か
」

「
夏
休
み
に

や
１
旅
行
す
る
」

「
今
勉

強
し
に
や
１
後
で
困

る
」

に

ょ
Ｉ
　
（
に

ご

）

に
わ

や

す

み

「

ぬ

」

ぬ

か

わ
ら
を
円

筒
形

に
積
み

あ
げ
た
も
の

蚕

の
四
回
目
の
休
眠

も
み
が
ら

ぬ

く

て

１

（
ぬ

く

と
　

づ
　
、

い

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暖

し

ぬ
る
ま

っ
こ
い

ねね

１

ま
【

ね

】

ね
１
る

ね
ぎ
さ
ま

ね
こ

ね
こ

の
し

っ
ぽ

ね
だ
こ

ね
ち
ゃ
つ
く

ね
ぶ
つ

ね
ん
ぶ
る

ね
ん
ぼ
１

な
ま
暖

い

①
・：
し
な
い

②
無

い

③
苗

苗
代

眠

る

煮
え

る

神
主

か
ま
き

り
（
動
物
）

①
か
ら
で
編

ん
だ
敷
物

②

せ
む
し

③
昔

の

Ｉ
輪
車

末

っ
子

床

ず
れ

粘

っ
て

む
や
み

に
物

に

つ
く

腫
れ

も
の
で
大
腿
部
や

背
部

な
ど
に
赤
く

は
れ

て

か
た
く

な
り
、
化
膿

て

か
た
く

す

る

野

び
る
（
植
物
）

め
ん
類
、

餅
な
ど
を
延

ば
し
平

ら
に
す

る
た
め

の
棒

「
き

ょ
う

は
ぬ
く
て
１
（

ぬ
く
と
い
）
日

だ
」

「
こ
の

お
湯

は
ま
だ

ぬ
る
ま

っ
こ
い
」

「
も
う
二
度
と
あ
ん
な
こ
と
し
ね
１
」

「
ど
こ
を
探
し
て
も
ね
１
な
」

「
今
年

は
い
い
ね
１
が
育
っ
た
」

「
い
つ
の
ま
に

か
ね
１

つ
ち
ま

っ
た
」

「
や

っ
と
大
根
が
ね
１
だ
よ
」

「
お
前
は
ね
こ
の
し
っ
ぽ
だ
で
自
由
に
生

き
ろ
」

8 昶
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【

の

】

の
う
や
す
み

の
げ
、
の
ぎ

の
ぐ

の
せ

の
ぞ
く

の
っ
ぷ
せ
る

の
っ
ぺ

ら
ぼ
１

の
ど
ち
ん
ぼ

の
び
る

の

ぶ
い

の

ん
の

は

「

は

」

１
く
ろ

１
ば

ば
ば
い

ぱ
１

ぱ
１

は
１
る
か

ぱ

い
は
え

ぬ
け
（

は
え

ぬ
き
）

ば

か

ば

か
で
け
１

は
が
た
め

田
植
後
の
村
中
の
休
日

稲
や
麦
の
外
殻
に
あ

る

と
げ

衣
服
を
脱
ぐ

斜
め
、
ゆ
る
い
傾
斜

訪
れ
る

人
を
倒
す

し
ま
り
が
な
い
こ
と

の
ど
ぼ
と
け

死
ぬ

し
ぶ
と
い
、
強
情
な

神
・
仏
・

月

・

太

陽

（
幼
児
語
）

そ

ば
か
す

①
祖

母
（
幼
児
語
）

た
な
い
物

（
幼

児

き

た

な

い

（

″

）

し

ま
い
に
す

る

長

い
間

捨
て

る
こ
と
（
幼
児
語
）

生
家

に
い
て
婿

を
と

る

娘
。
家
付

の
嫁

…
ば

か
り

け

た
は
ず
れ
に

祈一 大
っ同 き
てで い

「

よ
ご
れ
た
仕
事
着
は
外
で
の
ぐ
」

「

急
な
坂
道
を
少
し
の
せ
に
し
た
」

「

お
ば
っ
こ
の
家
を
久
し
ぶ
り
で
の
ぞ
い

て
来
た
」

「

気
に
い
ら

ん
で
あ
い
つ
を
の
っ
ぷ
せ
て

や
っ
た
」

「

あ
い
つ
の
仕
事

は
い

つ
も

の

っ

ぺ

ら

ぼ
Ｉ
で

だ
め
だ
」

「
道

端
に
蛙
が
の

び
て
い

た
」

「
何
度

言
わ
れ
て
も
や
ら
な
い

の
ぶ
い
子

だ
」

は
え
く
そ
と
も
言
う

フ

」
れ
、

ば
１
ば
」

な
ど
と
指
さ
し
な
が

ら
言
う
。

「

ば
ば
い
か
ら
捨
て
な
」

「
持

っ
て

い
た
も

の

も

全

部

ぱ
Ｉ
ぱ
１

だ
」
　「
も

う
ぱ
１
ぱ
１
し

な
よ
」

「
恩
師
に
は
１
る
か
ぶ
り
に

お
会

い
し

た
」

「
そ
れ
ば
１
ば
だ
で
ぱ
い
し
ろ
よ
」

白

ﾀｸ

雛

回

診

か
し

か
残
っ
て
い
な

」

お
む
ね
豆
・
栗
・
柿
・
こ
ん

ど
食
べ
る

ぱ
げ
し
い

ぱ
し
か
け

ぱ
す
い

ぱ
ず
な

ぱ
ず
打

は
す
っ
か
け

は
ぜ

ぱ
ぞ

は
ぞ
あ
し

ぱ
ぞ
木

ば
そ
く

ば
た

は
た
ご

は
ち
あ
が
る

は
ち
に
ん
め
１

は
ち
り
ん

ば
っ
か

は
っ
き
ら

ぱ
っ
く
り

ば

っ
ち
ら
が
る

は
っ
ち
る

は
で
る

は
な
る

は
な
し

や
１
ね
Ｉ

は
ね
１
る

は
ね
く

る

は
ば

す
ば
し
っ
こ
い

結
婚
の
下
ご
し
ら
え

動
作
が
速
く
校
滑

手
綱

便
意
を
催
す

斜
め

餅
を
細
か
に
切
っ
て
干

し
炒
っ
て
食
べ
る
物

稲
架
、
は
ざ

稲
架
の
支
柱

稲
架
の
横
木

そ
の
場
で
・
即
座
に

製
材
の
切
り
屑

機
織
機

木
な
ど
に
登
る
こ
と

田
の
代
掻
き
の
と
き
土

を
平
ら
に
す
る
道
具

愚
か
者

・：
ば
か
り

は
っ
き
り

ぽ
っ
く
り
下
駄

奪
い
合
う

跳
ね
ま
わ
る

目
立
つ

始
ま
る

問
題
に
な
ら
ぬ

始

め
る

は
ね
ま
わ
る

傾
斜
地

「
何
を
す

る
に
も
は
げ
し
い
人
だ
」

「
あ
の
人
は
は
す
い
で
用
心
し
ろ
よ
」

「
会
の
途
中
で
は
ず
ん
じ

や

っ

て

困

っ

た
」

「
は
す

っ
か
け
に
板
を
切
る
」

「

高
い
買

い
物
だ
っ
た
が
、

ば
そ
く
金

を

払

っ
て
き

た
」

「
帰

っ
て
来

る
と
す
ぐ
柿
の
木
に

は
ち
あ

が

る
」

「
そ
ね
ば

っ
か
の
金
じ
ゃ
あ
め
玉
も
買
え

ね
え
」

「
わ
け
を
は

っ
き
ら
言
わ
っ
し
」

「
お
肴
を
ぽ
っ
ち
ら
か
っ
て
食
べ
る
」

「
部
屋
ん
中
で
そ

ん
な
に
は
っ
ち
る
な
」

「
あ
の
人

は
顔
立
ち
が
い
い
で
何
を
着
て

も
は
で
る
」

「
会
が
は
な
る
時
間

だ
」

「
そ
れ
じ

ゃ
ま
る
っ
き
り

は

な

し

ゃ

ね

１
」

「
会
を

は
ね
Ｉ
る
で
席
に
つ
い
て
お
く
ん

な
」

「
ね
て
い
て
も
ふ
と
ん

く
る
も
ん
で
ふ
と
ん

か
らの

出中

ち で

ま余

っ り

た は

1－ね

8 幻
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ば
ば
い
（
ば
ば

っ
ち
い
）
　
き

た
な
い

（
幼
児
語
）

ば
ば
さ

は
ぶ
ち

ば
ら
ざ
く
り

（
ば
ら
ざ

く
れ
）

ば
ら
す

は
ら
ば

た

ば

ん
が

た

は
ん
ぎ
れ

ば

ん
げ
１

は
ん
こ

は
ん
じ
く

な
る

ば

ん
て

ん
か
１
り

は
ん
ぴ
ら
（

は
ん
ぺ
た
）

「

ひ

」

ひ
１
て
１

ひ
１

ろ

ひ
き

ひ
き
げ

た

ひ
き

た

ひ
き

め
き

ひ
き

ょ
１

ひ
き

る

ひ
く

ひ
ぐ
っ

ひ
け

１

ひ
こ
１

お
ば
あ
さ

ん

が
け
の
上
端

木
の
枝
や
と
げ
で
ひ

っ

か
い
て
で
き

た
傷

小
砂
利

腸
・
内
臓

夕
方

直
径
一
ｍ
ぐ
ら
い

の
底

の
浅
い
桶

夜は
ん
て

ん

か
が
み
腰

に
な
る

交
代

に
行

う
こ
と

半
分
・

片
文

一
日
中

蛭

（
動
物
）

成
熟
し

た
蚕
・
く
い
こ

と

も
い

う
（
動
物
）

台

も
歯

も
一

つ
の
材

で

作

っ
た
下

駄

ひ
き

が
え

る
（
動
物
）

頭
蓋
骨

の
合

わ
さ
り
目

性
質

が
内

気

蚕

が
成
熟

す
る

敷

く
馬
の
口
を
覆

う
物

控

え
の
書
類

田

畑
の
畝
の
半

端
な
も

の

「

そ
ん
な
ば
ば
い
手
で
お
か
し
を
食
べ
ち

ゃ
だ
め
だ
」

「
う
ち
の
ば
ば
さ
、
血
圧
が
高
く
て
入
院

し
た
」

が
け
っ
ぷ
ち
と
も
言
う

「
山
ん
中
を
歩
い
て
ば
ら
ざ
く
り
が
で
き

た
」

「
庭
へ
ば
ら
す
を
敷
く
」

「
魚
の
は
ら
ば

た
は
捨
て
ろ
」

「
う

ち
で
は
ぽ
ん
ぽ
１
の
飯
は

お
そ
い
」

「
寒
く
な

っ
た
で

は
ん
こ
着
ろ
よ
」

「
は
ん
じ
く
な

っ
て
仕
事
を
し
た
亀
ん
で

腰
が
痛
く
た

っ
た
」

「
ば

ん
て
ん

か
１
り
に
自
転
車
に
乗
る
」

「
き

ょ
う

は
ひ
１
て
１
田

ん
ぼ
に
い

た
」

よ¬
１人
な前

で

は
あ
い

さ
つ
の
で
き

ぬ
１・
ひ
さ

子
だ
」

「

ふ
と

ん
を
ひ

い
て
寝

ろ
よ
」

「

念
の
た
め
ひ
け

１
を
と

っ
て

お
く
」

「

上
手

に
う
ね
を
た
て
な
い
と
ひ
こ
１
が

で

き
る
」

ひ
こ
ひ
も

ひ
ざ
ん
ぶ
し

び
し
よ
１

び
し
ょ
っ
て
Ｉ

ひ
じ
ろ

ひ
ず

ひ
す
び
る

ひ
だ
す

ひ
だ
な

ひ
だ
り

っ
か
ち

び
ち

や
１
る

ひ

っ
く
ら

か
る

び

っ
く
ら
し

る

ひ
つ
け

ひ

っ
け
１

び
っ
こ

ひ
つ
こ
い

ひ
っ
こ

ん
ば
ね

ひ

っ
さ
ば
く

ひ
っ
さ
る

び

っ
ち
ょ

ひ

っ
ち
ら
か
す

み死蚕 膝 腰子
出にが が 紐供

の
着
物

に
つ
け

る

し

ら
さ
な
ぎ
に

、
汚

れ
た

て
い
る
く

き

た
な
ら
し
い

い
ろ
り

苦
労

゜ず汁 な

繭 のら
し ず

水
気
が
な
く
な
る

あい すえ穀
こし類

を
箕
に
入
れ
て
か

な
が
ら
屑

な
ど
出

ろ
り
の
上
に
作
っ
て

る
棚

左
き
き

捨
て
る

転
が

っ
て
さ

か
さ
に
な

る驚
く

田
植
え

人
前
で
気

お
く
れ
す

る

「

び
し

ょ
っ
て
１
し
こ
う
を
し
て
い
る
」

「
子
供
が
大
ぜ
い
で
ひ
ず
こ
く
な
あ
」

「

ま
ん
じ

ゅ
う
が
ひ
す
び

た
」

「

そ
ん
な
き
だ
ね
え

も
の
外

へ
び
ち
ゃ
っ

て
来
い
」

「

自
動
車
が
土
堤

の
下

に
ひ
っ
く

ら
か
っ

て
い
る
」

「
そ
れ
を
聞
い
て
ほ
ん
と
に
び
っ
く

ら
し

た
」

「
し
つ
け
」
と
も
言
う

「
ひ

っ
け
１
な
子
だ
」

フ
」
の
靴
は
片
方
だ
け
だ
れ
か
の
と
ま
ち

不

揃

い

・

ち
ぐ

は
ぐ
　
　

付

琵

竹

筒

。
。
示

と

よ

し

つ
こ
い
・
く

ど
い

馬

が
後
足
あ
げ
て

は
ね

る
こ
と

引
き
裂
く

引
き

さ
が
る
・

後
退

す

る女
の
子

乱
雑

に
す
る
。
ち
ら
か

す

「
そ
う
ひ
つ
こ
く
言
う
な
」

さ
ば
く
を
強
く
言

っ
た
こ
と
ば

動
詞
の
上
に
「
ひ

っ
」
と
つ
け
る
と
強
い

言
い
方
に
な
る

「

お
ま
え

は
ひ

っ
さ
っ
て
い
ろ
」

上
品

に
言
う
言
葉
で

は
な
い

⊇

啓

次
胎

い
言

っ
い
嘉

調

混2
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ひ

っ
つ
か
む

ひ

っ
つ
り

ひ

っ
つ
る

ひ

っ
ぱ
さ
み

ひ

っ
ぷ
せ

ひ
て
１
ぐ

ち

ひ
と
し
き
ら
・
ひ
と
つ

き
ら

ひ
と
と
こ

ひ
と

な
る

ひ
と
ま

ね
こ
じ
き

ひ
と
ま
１
り

ひ
と
ら

ひ
と
ら
ぶ
み

ひ
ど

ろ
っ
こ
い

ひ
な

が
み

ま
い

ひ
の

つ
ぼ

ひ
び

ひ
ぼ

ひ
ま
ぜ
１

ひ
め
こ
さ
ま

ひ
ゃ

っ
か
ん
に
ち

ひ
や

っ
か
じ
（
ひ
や

か

り
）

ひ

よ
１

ろ
く
だ
ま

つ

か

む

や

け

ど

の
傷

あ

と

血
縁
の
か
ら
み
合
っ
た
状
態

引

張

る

し

っ

ぱ
さ

み

・
尻

は

し

寵

な

ど
を

伏

せ
て

鳥

獣

を

と

る
方

法

額し

ば

ら
く

の
間

一

か

所

成

長

す

る
、

成

育
す

る

人

の
真

似

を
す

る
大

十

二

支

の

Ｉ

ま

わ

り

（
十

二

年

）

一

人
Ｓや 一

日
一
人
分
の
畑
の
耕

せ

る
面
積
お
よ
そ
六

七
畝

ま
ぶ
し
い

葬
式

の
後

遺
族
を
見
舞

い

ろ
り
の
中
央

の
火

を

た
く
く
ぼ
み

蚕
の
さ
な
ぎ

紐送 貴

ら 重

せ な

る 時

こ 間

と を

｀無

無 駄

駄 に

な
手
間

体
の
模
様
が
薄
く
、

な
く
、
前
方
に
目
の

様
が
つ
い
て
な
い
蚕

模少

死
後
百
日
目
の
法
事

赤
色

の
小
さ
い
蛇
（
動

物
）

愚

か
者

「
や
け
ど
の
あ
と
ひ

っ
つ
り
に
な
っ
た
」

「
し

っ
か
り
繩
を
ひ

っ
つ
る
」

「
し

っ
ぱ
さ
み
」
の
項
参
照

「
し
て
１
ぐ
ち
」
と
同
じ
。

「
し
と
し
き
ら
」
「
し
と

っ
き
ら
」
も
同

じ「
刈

っ
た
草
を
ひ
と
と
こ
へ
集

め
る
」

「
し
と
な
る
」
も
同
じ

「
お
れ
と
弟
は
ひ
と
ま
１
り
違
う
」

「
今
日
一
日
ひ
と
ら
で
い
た
」

「
ひ
ど
ろ

っ
こ
い
で

カ
ー
テ
ン
を
つ
る
」

「
忙
し
い
時
に
ひ
ま
ぜ
Ｉ
さ
せ
て
す
ま
な

か

っ
た
な
え
」

土
蔵
の
守
り
神
と
い
わ
れ
る

「
お

め
こ
そ
、
。
よ

っ
ぽ
ど
の
ひ

よ
１
ろ
く

だ
ま
だ
」

べひ
っら
てべ

び
り
っ

び
ろ
Ｉ

カ

ひ

わ
け
１

ひ

ん

が

ら

ひ
Ｉ

て

１

ひ

ん

こ

ひ

ん
こ

ひ

ん
む
し

る

ひ

ん
ぬ
く

【

ふ

】

ふ
１

ぶ
１

ふ
１

ふ
１

ふ
１
れ

る

ぶ
き

（
ぶ
ぎ
っ
ち
ょ
）

ふ
き

っ
と

（
ふ
き

ん
と

う
）

ふ
し

だ
か

ふ
す
ぐ
れ

る

ぶ
す

っ
つ
ら

ふ
す

べ

ふ
ぞ
ろ

ふ

っ
こ
み

ぶ
ち
ゃ
１

る

ぶ

ご

」
む

平

ら
な

最
下
等
、
ど

ん
じ

り

ぼ

ろ
き
れ

年
若

い
・
一
人
前
で
な

一
日
中

子

ど
も

が
大
人

に
馬
乗

り
に
な
る
こ
と
（
幼
児

語
）

引
き
む
し

る

引
き

ぬ
く

「
そ
う

か
」
と

い
う
返

答

の
こ
と
ば

火
、
湯

（
幼
児
語
）

息
で
吹
く

（

″
）

さ

ま
よ
う

’

不
器
用

ふ
き
　

と
う

蕗

の

蓄

（
植

物

）

節

の
高
く
な
る
蚕
の
病

気

（
動
物
）

煤
け

る

不
平

顔

ほ
く

ろ
、
そ

ば
か
す

不
揃
い

手
打
う
ど

ん
を
野
菜
汁

に
入
れ

た
も

の

捨
て

る

放
任
す

る

混

ぜ
て
入
れ

る

「
ひ
ら
べ

っ
て
１
所
へ
座
る
」

「
成
績
は
い
つ
も
び
り

っ
か
す
だ
」

「

び
ろ
１
を
集
め
て
ぞ
う
き
ん
を
作
る
」

「
仕
事

っ
ぷ
り
を
見
て
も
ま

だ

ひ

わ

け

１
」

「
ひ
１
て
１
」
は
一
日
中
で
こ
れ
を
強
め

て
い
う
こ
と
ば

「
壁
に
は

っ
て
あ
る
紙
を
ひ
ん
む
し
る
」

流主
すと

し
て
目

と
き
の

軽下

いの
受者
けの
答い
う
こ
と
を
聞
き

え

お
ぶ
１
と
同
じ

「

熱
い
で
ふ
１
ふ
１
し
て
お
あ
が
り
」

「
夜
お
そ
く
迄
ふ
１
れ
て
歩
く
な
」
迷
い

猫
を
ふ
１
れ
猫
と
言
う

「
火
を
た
く
と
家
ん
中
が
ふ

す

ぐ

れ

る

ぞ
」

鯨ｱ

ちんご
聯

絲

いにへ
と昆

甘

る`

回

「
肉
な
べ
に
野
菜
を
う
ん
と
ぶ
っ
こ
ん
で

煮
る
」

8 お
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ふ

っ
せ

ふ
と
り

ふ
な
や
す
み

ふ

ま
１

せ

ぶ

よ
ご
え

ふ
り

ふ

る
し
き

ふ

る
っ
ぱ

ふ
れ
る

ふ
ん
が
ら

か
す

ふ

ん
づ

か
め
１

る

ぷ
ん
と

ヘ

ー

【

へ

】

べ
１

た

へ
１
る

へ
こ
き

打
し

ぺ
こ
つ
く

べ
た
つ
ち

へ
ち
ゃ
ま
く
れ

べ
ち
ゃ
つ
く

然前
に年
生の
え種

だが野残

菜 っ
て
自

太
く
つ
む
い
だ
糸

蚕

の
三
眠

水
田
に
代

か
き
の
後
堆

肥
や
刈
敷
を
広
げ
て
ふ

植ふみ尤方 肉

と　 の こ
む
こ
と

ま
１
せ
が
済
む
と
田

と
な
る

の
緊
ま
ら

な
い
肥
え

禅

を
し
て
い
な
い
こ

ふ
ろ
し
き

鶏
の
年
老
い
た
も
の

気
が
狂
う

力
一
杯
踏
む

つ
か
ま
え
る

本
当
、
真
実

③②①
蝿灰も

う（
動

物

）

割

っ
て

な
い
細

い
薪

①
生
え

る

②
入
る

「
子
供

た
ち

は
ふ
り
で
水
あ

び

し

て

い

る
」

ま
た
「
あ
の

ふ
る
っ
ぱ
じ

や

仕

方

が

ね

え
」
な
ど
人
の
老
い

た
場
合
も
使
う

「
不
幸
続
き
で
、
気
の
毒
に
、
あ
の

お
ば

さ
ん
は
気
か

ぶ
れ

た
よ
う
だ
」

｝
牝

牡

且

叙

仁

を
ご
。
哀

「

ふ
ん
と

の
こ
と
を
言
う
」

「
さ

っ
き
行

っ
た
と
思

っ
だ
の
に
、

ヘ
ー

帰

っ
て
来

た
」

「
春

山
に
べ
１
だ
切
り

に
行
く
」

「
こ

ん
な
所
へ
ふ
っ
せ
の
豆

が

た
」
「
寒
い
で
早
く
家
の
中

ヘ
ヘ

ヘ
ー
て
き

１
る

か
」

「

部
下

に
は
威
張

り
ち
ら
す

が
社
長
に
は

ぺ
こ
つ
く
」

「

ま
た
へ
ち
ゃ
ま
く

れ
た
こ
と
を
し
た
」

べ

っ
て
Ｉ

ヘ
つ
る

べ
と

へ
と
も
ね
Ｉ

ヘ
ぼ
い

へ
や

へ
ら

べ

ろ
ん

べ

ん
こ
１

べ

ん
ぞ
１

【

ほ

】

ほ
い

ほ
１

か

ほ
１

か
い（
ほ
１
で
１
）

ほ
１
し
て

ほ　ぺほ

い た １
つ
た
ね
（
ほ
１

つ

）じ

ゃ
１

ほ

い
だ
け
Ｉ

ど

ほ

が
け

る

ほ
け

る

ぼ
こ

ぼ
こ
さ

ま

ぼ
こ

っ
て
１

ぽ
こ
ぺ

ん

冷
た
い
（
幼
児
語
）

こ

っ
そ

り
抜
き
取

る

泥

、
粘

土

平

気
だ
、
驚

か
な
い

良
く
な
い

寝
室

舌舌
を
出
し
て
他
人
を
あ

ざ
笑

う
こ
と

「
て
１
て
が
べ
っ
て
１
」

「
お
客
様
へ
出
す
お
菓
子
を
ち
ょ
っ
と
へ
　

銘

つ
っ
て
食
べ
た
」

「

そ
ん
な
こ
と

は
へ
と
も
ね
１
こ
と
だ
」

「

い
た
ず
ら
ば
か
す

る
へ
ぼ
い
子
だ
」

子
供
が
ま
せ

た
口
を
き

く
こ
と
。
ま

た
そ

の
行
　
「
な
ん
ち
ゅ
う
べ
ん
こ
１
な
子
ず
ら
」

為泣
き
面

「

お
い
」

と
い
う
呼
び

か
け
語

そ
う

か

…
し
放
だ

い
、
存
分
に

行
う
意

そ
う
し
て

頬そ
れ
で

は

そ
れ

だ
け
れ

ど

「
ち

ょ
っ
と
の
こ
と
で
す
ぐ
べ
ん
ぞ
Ｉ
か

く
な
」

「
ほ
い
、
お
め
え
さ
ん
」

「
は
１
か
、
そ
ん
な
こ
と
屯
あ

っ
た
か
」

「
食
べ
ほ
１
か
い
食
べ
ろ
」

「

朝
勉
強
し
て
、
ほ
１
し
て
か
ら
仕

事
に

行
く
」

「

迎
え
の
車
が
来
た
か
、
ほ
い
じ

や
出
か

け
る
か
」

「
頭
が
割
れ
る
ほ
ど
痛
い
、
ほ
い
だ
げ
Ｉ

ど
寝
て
る
わ
け
に
は
い
か
ね
え
」

い

め
て
作
物

を
収
穫
す
　

な゙
す
を
ほ
が
け
て
来
た
」

ほ
ぐ
れ

る

子
供
、
幼
児

人
形

子
供

っ
ぽ

い

か
く
れ

ん
ぼ

「
石
灰
が
う
ま
く
ほ
け
る
」

「
人
見
知
り
し
な
い
、
お
と
な
し
い
ぼ
こ

だ
」

「
ぼ
こ
さ

ま
な
ん
こ
し

ょ
う
」

「
中
学
生
だ

っ
ち
ゅ
１
に
ま
だ
ぼ
こ

っ
て

１
顔
し
て
い
る
」
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ほ
し
ば

ぼ

た

ぼ

た
雪

ほ

っ
こ

ぼ

っ
さ
ら

ほ

っ
た
ろ

ぼ

っ
ち
ょ

ほ

っ
つ
き
あ
い
く

ほ

っ
ぽ

ぼ
て

ほ
の
く

ぼ

や

ほ

ん

こ

ぼ
ん
ご
ざ

ほ
ん
な
らま

ま
１
り

ま
１
り
む
し

ま
Ｉ
し
も
の

ま
お
け

ま
ぐ
そ

た
け

ま
く
ら

せ
る

ま
く

ろ
う

ま
く
れ

る

、

か
ぶ
菜
な
ど
の

だ
葉

田
畑
の
土
手

ぱ

た
ん
雪
・
綿
を
ち
ぎ

っ
た
よ
う
な
水
気
を
含

ん
だ
雪

蟻
地
獄
（
動
物
）

稲
の
穂
屑

栓 蛍当
て
も

な
く
歩
く

ふ
と
こ

ろ
（
幼
児
）

桑

や
繭

を
入
れ

た
大
き

な
ざ
る

ほ
ど
く

枯
れ

た
小
枝

め
ん
こ
遊

び
の
と
き

本

当

に
取

っ
た
り
取

ら
れ

た
り
す
る
こ

と

酒
席

の
最

後
を
つ
と
め

る
人

そ
れ
な
ら

ま
わ
り

水
す
ま
し
（
動
物
）

回
覧
す
る
通
知
書

馬
の

か
い
ば
桶

馬
ぐ
そ
な

ど
に
生
え

る

き
の
こ
（
植
物
）

な
ぐ

る

た
く

さ
ん
食

べ
る

①
こ

ろ
げ
る

「
田
ん
ぼ
の
ぼ
た
草
を
刈

る
」

「
び
ん
に
し

っ
か
り
ぼ

っ
ち

ょ
を

か
う
」

「
天
気
も
い
い
し
ひ
ま
だ
で
そ
こ
ら
を
ほ

っ
つ
き
歩
い
て
く
る

か
」

「
ほ

っ
ぽ

へ
し

っ
か
り
入
れ
て

お
け

よ
」

フ

」
の
結

び
目
を

ほ
の
く
」

ま
た
、
「

ほ
ん
と
う
」

の
意
に
も
使

う
。

「
そ

り
ゃ
ほ
ん
こ

の
こ
と

だ
」

「

ほ
ん
な
ら
、
今
日

の
仕

事
は
こ
こ

ま
で

に
し
て
お
く
か
」

「
家
の
ま
１
り
を
片

づ
け
る
」

「

お
隣
か
ら
ま
１
し
も
の
が

届

い

て

い

る
」

「
ち

っ
と
も
言
う
こ
と
き
か
ん
で
、
ひ
と

つ
ま
く
ら
せ
る
か
」

「
今
、
昼
飯
を

ま
く
ら

っ
て
来

た
所
だ
」

「
子
供

た
ち
が

ま
く
れ

る
く
れ
Ｉ
の
勢
い

で
あ

っ
ち
へ
と

ん
で
い

っ
た
」

ま

し
ま
し

ょ
く
に
合
わ
ん

ま
ぜ
く
る

ま
ち
げ
１

ま

っ
く
ら
さ

ん
ぼ

ま

っ
と

ま

つ

め

る

ま

て
ま
ど
ろ

っ
こ

い

ま
ね
く

ま
ね
ぐ
り

ま
ね
っ
く

り

ま
ま
や
く

ま
め
っ
こ
い

ま
る

ま
る
け
る

ま
る
け
ん

ま
ん
ど

②
牛
馬

り
か
え

つ
の

て荷

落が
ちひ

る っ
く

とぐ

共 る
に み

・
：

ご

と

、

割

に
合
わ
な
い
。

損
だ

混
ぜ
る

ま
ち
が

ぬ

ｔ

働

き

け
が

死

一
も
く
さ

ん

も

っ
と
・
も
う
少
し

①
可
愛
が

っ
て
面
倒
を

見

る

②
集

め
る
・
ま
と

め
る

①
義
理
堅

い
こ
と

②
念
入

り
に
仕
事
す

る

な
ま
ぬ
る
い
、
動
作

が

お
そ
い

間
引
く

荷
馬

を
曳

い
て
同

じ
道

を
往
復

す
る
こ
と

と

ん
ぼ
が
え

り
を
す

る

ど
も
る

ご
く
小

さ
い

大
小

便
す
る
こ
と

束
ね
る

丸

い
め
ん
こ

つを
②

け たお
てば盆

の
と
き
麦
か
ら

ね

た
の
に
火
を

ふ

る
も
の

「

お
菓
子
を
箱

ま
し
も
ら

っ
て
来

た
」

コ

」
ん
な
仕
事
を
し
て
い

た
ら
ま
し

ょ
く

に
合

わ
ん
」

「

父
ち
ゃ
ん
は
山
へ
行

っ
た
が
、
天
気

が

悪

く
な
っ
た
で
ま
ち
げ
１
で
も
な
け
り

ゃ

い
い
が
」

‰
卵

こ
わ
い
の
で
ま
っ
く

ら
さ
ん
ば

っ
た
」

「

腹
が
減
っ
て
る
で
ま
っ
と
ご
飯
を
盛
っ

て
く
れ
」

「
あ
の
人
は
よ
く
子
供
を
ま

つ

め

る

人

だ
」

「
ご
み
を
一
所
へ
ま
つ
め
る
」

「
法
事
に
う
ち
ま
で
呼
ん
で
く
れ
て
ま
て

な
こ
と
だ
」

「
根
気
が
あ

っ
て
ま
て
な
仕
事
を
す
る
」

「
あ
の
仕
事

っ
ぷ
り
は
ま
ど
ろ

っ
こ
い
も

ん
だ
」

「
大
根
を
ま
ね
く
」

ぶ っ

１　マ

ツ

卜
の
う
え
で
ま

ね
っ
く
り
し
て
遊

「
こ
の
箱
の
み
か
ん
は
み
ん
な
ま
め

っ
こ

い
」

「
道

端
で
小
便

ま
る
も

ん
じ
ゃ
ね
え
」

「
稲
こ
き
し

た
後
の
か
ら
を

ま
る
け
る
」

図13－5

まんのんが
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ま
ん
の
ん
が

ま

ん
ま

「

み

」

み
が
い
る

み
ぐ
せ
１

み
じ
く

み

し
て

み

し
ょ（

み
し
ょ
や
れ
）

み

ず
ら

み
そ

っ
つ
ぶ
れ

み

た
て

み
ね
ぞ
１

み
や
ま
し

い

み

る
も
の
こ

じ
き

み

ん
な
し
て

「

む

」

む
い

か
ど
し

む
き
が

わ
り
１

む
き
っ
き
に

む
く

万
能
鍬

①
…

ま
ま

②

ご
飯

（
幼
児
語
）

実
る

見
苦
し
い

意
気
地
が
な
い

見

せ
て

見
せ
て

未
熟

な
実

「
い
じ
ら
な
ん
で
そ
の
ま
ん
ま
に
し
て
お

く
」

「
き

び
が
み
が
い
っ
た
で
食
べ
る
か
」

「
そ

ん
な
み
ぐ

せ
１
し
こ

１

し

て

い

く

な
」

「

あ
れ
は
体

は
大
き

い
が

み
じ
く

で
ろ
く

な
仕

事
が
で
き

ね
え
」

「
そ

の
本
、

お
れ
に
毛
見
し

て
く
り

ょ
」

「
通
知
票

を
早
く

み
し

ょ
」

フ

」
の
き
び

は
ま
だ
み
ず
ら
だ
」

味
噌

の
よ
う

に
べ

っ
た
　
「
持
ち
歩
い
た
も
ん
で
ぼ
た
餅
が
み
モ

つ

り
と

な
る
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ
れ
に
な
っ
た
」

に

結
婚
式
前

に
贈

る
祝
　
「
お
」
を
つ
け
て
お
み
た

て
、
と

い

う

口
口②

結
婚
式
前

お
祝
い
と

し
て
知
人

を

招

待

す
　
「
み
た
て
の
膳
に
つ
く
」
な
ど
と
使
う

る
。

皆
で

正
月

六
日

の
年
取

り
行

事体
裁

が
悪

い

「
あ

の
人

は
何

を
や
っ
て

も
み
や
ま
し

い

人

だ
」

「

み
た
も
の
こ

じ
き
」
と

も
言
う

「
み

ん
な
し
て
山

へ
き
の
こ

取

り

に

行

く
」

「
皆
正
装
し
て
行
く
に
俺
だ
け
ふ
だ

ん
着

じ

ゃ
、
と
き
が
悪
い
」

面
と
向

か
っ
て
、
直
接
　
「
言
い
憎
い
こ
と
だ
が
む
き
つ
け
に
言
っ

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
や
っ
た
」

ま
る
で

、
全
然
　
　
　
　
　
「

お
れ
は
歌
は
む
く
だ
め
だ
」

む
く
る

む
け

る

む
し
っ
ぽ
い

む

せ
１

む

せ
っ
て
１

む

せ
っ
ぽ
い

む
て
１

か
ら
ま
１
り

め

１

【

め

】

め
１
だ

ま

め
１
で

め
１
ま
し
い

め
１
も
の

め
Ｉ

る

め
こ
じ
き

め
そ

め
そ
ど
き

め
た

め
だ

な

①
ま
く

る

②
鞍

ご
と
荷

を
く

つ
が

え
す

「

ふ
と

ん
を
む
く

っ
て
起
こ
す
」

孵
化

す
る
　
　
　
　
　
　

「
せ
み
が
む
け
た
」
「
ひ
よ
こ
を
む
く
」

①
蒸

し
暑

い

②
気
む
ず
か
し
い

③

ぱ
き

気
が
す

る

き

た
な
い
　
　
　
　
　
　

⑤

片

付

万

茶
ま

。
げ

宍

食
物

が
の
ど
へ
つ
か
え
　
「
い
も
を
食
べ
る
と
こ
の
ご
ろ
む
せ
っ
た

る
感
じ
　
　
　
　
　
　
　

く
て
」

づ
で
息
が
出
来
難

い
さ
　

ま
た
「
む
せ
っ
て
１
」
と
同
じ
に
も
使
う

全
然
、

ま
る
で
　
　
　
　
　
「
お
れ
は
野
球
は
む
て
１
だ
め
だ
」

こに結
とあ婚

いし
さだ
つ新
回婦
りが
す近
る所

ま
い
（
推
量
）

①
前

②
枚

③
繭

繭
玉

前

の
方

「
い
く
ら
な

ん
で
も
そ

ん
な
こ

た
あ
あ

る

め
１
」

「
い
つ
だ

っ
た

か
、

め
Ｉ
に
そ
ん
な
こ
と

聞
い
た
」

「

紙
を

Ｉ
め
１
く
り
ょ
や
れ
」

「

め
１
か
き
を
す
る
」

繭
の
形
を
し
た
粉
の
団
子

で
小

正
月
に
飾

る「

め
１
で
の
人
は
立
た
ん
で
お
く
れ
」

い
ま
い
ま
し
い
・
腹
が
　
「
恩
を
仇
で
返
す
な
ん
て
め
１
ま
し
い
や

立

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
だ
」

目
に

は
い

っ
た
ご
み

見
え
る

らの麦
い は粒
とれ腫
ももと
い のい

わ
れ

る
瞼

。
も

の
も

う

「
外
に
い
た
ら
め
１
も
の
が
入
っ
た
」

「

遠
く
の
山
ま
で
は
っ
き
り
め
Ｉ
る
」

た
そ
が
れ

ど
き

む
や
み
に
ヽ

し
き
り
に
　

し
に

ょ
う
は
め
た
人
が
来
て

忙
し

か

っ

蚕
を
飼
う
と
き
寵
を
さ

す
棚

8 錨



め
め
ず

め
ろ
っ
く

め
ん
ぞ
１

め
ん
ぱ

め
ん
め「

も

」

も
え
さ

っ
く
り
（
も
え

し

や
っ
く

り
）

も
う

も
う
も
う

も
１
る

も
く
ろ

ん
じ

も
ご
い

も
ご

っ
ち
ね
１

も
し
い
ち

も

っ
こ

も

っ
こ
し
１
　（
も

っ
こ

っ
て

１
）

も

っ
こ
に
の
る

も
っ
て

ね
１

も
み

つ
く

も
も

た

言
　
　

も
も

っ
か

も

り
こ
み

方
　
　

も

ろ

璋
　
　

七

会

だ

Ｉ第
　
　

も

ん
で

み
み
ず
（
動
物
）

め
そ
め
そ
泣
く

泣
き

つ
ら

薄
板

を
曲
げ
て
作

ご
飯

入
れ
、
弁
当

つ
た

箱

「

ち
ょ
っ
と

の
こ
と
に

め
ろ
つ
く
な
」

フ
」
の
子

は
め
ん
ぞ
１

か
い
て
ら
あ
」

蚤

（
動

物
）
（
幼
児
語
）
　
虫
の
こ
と
も
め
ん
め
と
い
う

燃
え
残

り

・：
し
て

し
ま
う

ぉ
ば
け

・
牛
（
幼
児
語
）

漏

る

む
く

ろ
じ
・
追
羽
根

の

玉な残

「

よ
く
消
さ
ん
も
ん
で
、
七
免
さ

っ
く
り

が
ま

た
燃
え
出
し
た
」

「
急
ぷ

ん
と
電
車
が
行

っ
ち
も
１
ぞ
」

「
い
い
子

で
い
な
い
と
も
う
も
う
が
出
て

く

る
ぞ
」

「
雨
が
も
１
る
で
ば
げ
つ
を
お
く
」

酷
な
・
か
わ
い
そ
う
　
「
な
ん
ち
ゅ
う
も
ご
い
こ
と
ず
ら
」

「
も
ご
い
こ
と
を
す
る
な
」

か
わ
い
そ
う
な

万

が
一
・
も
し
か

ぼ
ろ
に
な

っ
た
衣

類

重
苦
し
い

お
だ
て
に
の
る

も
っ
た
い
な
い
。
惜

し

果

実
が
鈴
な
り
に
な
る

細ろ 室なの料 化 股t
け
物
（
幼
児

語
）

理
を
盛
り
つ
け

た
も

じ
と

も
言

い
木
製

の

長
で
浅

い
重

ね
箱

…
…

な
の
で

「
も
ご
い
」
と
同
じ

「
も
し
い
も
列
車
が
転
覆
し
た
ら
困
る
」

フ

」
の
服
も
ず
い
ぶ
ん
お
ん
ぼ
ろ
も
っ
こ

に
な
っ
た
」

「
今
日

は
屯
っ
こ
っ
て
１
日

で

頭

が

重

い
」

「
す

ぐ
も
っ
こ
に
の
る
性
分
で
困
り
も
ん

だ
」

「
一
粒

の
ご
飯
だ
っ
て
捨

て
る
の
は
も
っ

て
ね
Ｉ
」

「
柿

が
も
み
つ
い
て
な
っ
て
い
る
」

「
芋
を
も
ろ

に
入

れ
て
長
持

ち
さ
せ

る
」

「
お
ふ
ろ
が
熱
す
ぎ
る
も
ん
で
は
い
れ
ね

え
」

も

ん
も

【

や

】

や
え

る

や
か
ま
し
ね
１

や
き

や
き

や
く

て
１
も
ね
１

や
く

や
く

や
ご

や
ご
め

や
し
む

や
だ

や
だ

や
っ
く

ら

や
っ
け

１

や

っ
こ

い（
や

っ
け

１
）

や

っ
と
こ
す

っ
と
こ

や

っ
ぱ
（
や

っ
ぱ

し
）

や
と

い

や
と
う

や
に
く
も

や
ぶ
か

ん
ぞ
う

（
や
ぶ

か
ん
だ
ち
）

や
ぶ
せ

っ
て
１

や
ぼ
い

や
ま
す
み
さ
ま

や

ま

っ
か
じ

お
化

け
（
幼
児
語
）

重
複
す
る

や
か
ま
し
い
、
う
る
さ

気
を
も
む
さ
ま

用
で

も
な
い
・
役

立
た

な
い

わ
ざ
わ
ざ

夜

具
や
も
め
・
夫

を
亡
く

し

た
妻

叱

る
い
や
だ

小
言

、
不
満

を
い
う

わ
ざ
わ
ざ

厄

介

軟

い

よ
う
や
く

の
こ
と
で

や

は
り

業蚕
の
上
族

の
た
め
の
作

や
と

い
を
す

る

む
り
や
り
に

や
ぶ
が
繁

っ
て
い

る
所

う

っ
と
う
し
い
。
う
る

さ
い

品
が
悪

い

山
の
神
様

や
ま
か
が
し
（
動

物
）

「
発
車
時
間
が
く

る
と
い
う
の
に
ま
だ
来

な
い
も

ん
で
や
き
や
き
し
て
い
る
」

フ

」
の
棚

は
こ
こ
に
あ

っ
て
も
な
ん

の
や

く
て
１
も
ね
１
」

「
切
手
一
枚
買

う
の
に
や
く
や
く
町

ま
で

行

っ
て
来
た
」

「
し

よ
う
が

つ
く

よ
う
に
き

つ

く

や

し

む
」

「
そ

ん
な
こ
と

や
だ

よ
１
」

「
そ

ん
な

に
い
つ
ま
で
も
や
だ
こ
く
な
」

「

ぞ
く

ぞ
く
」
と
同

じ

「
こ
れ

は
や

っ
け
１
な
話
だ

ぞ
」

「
こ
り
ゃ
、
や

っ
こ
い
餅
だ
」

コ

日
が
か
り
で
や
っ
と
こ
す
っ
と
こ
で

き
た
」

「
期
待
し
て
い
た
の
に
や

っ
ぱ
だ
め

か
」

「

か
ぜ
を
引

い
た
で
医

者
に
や
に
く
も
や

ら
せ
た
」

「

や
ぶ
せ
っ
て
１
に
そ
ば
へ
来
る
な
」

肩7



言
　
　

や
ま
の
く
ち

第13章　方

や
ら
し

い

や
れ

や

ん
か

や

ん
や「

ゆ

」

ゆ

い
そ

ゆ

き

お

ん

ば

ゆ

き

ば

か

ま

ゆ

る

さ

い

ゆ

ん

べ
　
（
ゆ

１

べ
）

「

よ

」

よ
１
さ

よ
１
せ
１

よ
う
な
べ

よ
１
の
め

よ
１
べ

よ
い
ぼ
れ

よ

い

よ

い

よ

か

入
会
の
草

・
刈
敷
・
ゴ

ミ
な
ど
収
穫
し
て
い
い
　
「
山
の
口
が
あ
く
」
と
い
う

い
や
ら
し

い

①
誘
い

か
け

る
語

②
頼
む
と
き

の
語

ご
た
・
い

た
ず
ら
・
小

言餅
（
幼
児
語
）

「
や
れ
始
め
る
か
」

フ
」
の
本
貸
し
て
く
れ
や
れ
」

¬¬
こ家
のの
子子
はは
やや
んん

か
で
困
る
」

か
ば
か
言
う
」

薪
、
草

な
ど
だ
ば
れ
る
　
ひ
と
ひ
ろ
（
約
六
尺
）
か
、
ひ
と
ひ
ろ
半

縄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
長
さ
で
丈
夫
に
な
っ
た
繩

初
冬

の
夕
方

出
る
白
い

ぶ
よ

も
ん
ぺ

ゆ

る
い
、

ゆ
る
や
か

昨
夜

夜も
ろ
い

夜

業
魚
の
目

昨
晩

「

お
れ

の
足

に
は
こ

の
靴

は
ゆ
る
さ
く
て

だ

め
だ
」

「

よ
１
さ
の
一
人
歩
き

は
す

る
な
」

「

よ
１
せ
１
で
す

ぐ
こ
わ
れ
る
」

「
昔

は
針
仕

事
を
よ
う
な
べ
に
や
っ
た
も

ん
だ
」

夜
お
そ
く
迄
起
き
て
い
　
「
よ
い
ぼ
れ
し
て
い
も
や
あ
、
朝
お
そ
く

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
寝
て
い
る
」

子
供
を
背
負

っ
て
ゆ
す

つ
て
や
る

子
供
を
背
負
う
こ
と
に

も
言
う

…
…

よ
り
、
…
…

よ
り

か
も

「

よ
い
よ
い
し
て
や
る
か
」

「

近
く
で
見

る
よ
か
、
離

れ
て
見

る
方

が

よ
い
」

よ
け

よ
こ

っ
ぺ

た
（
よ
こ

ず

っ
ぽ
１
）

よ
し
か

よ
じ
け
る

よ
じ
め
る

よ
た

よ

っ
こ

よ

っ
ぴ
て

よ
ど

よ
ど

か
け

よ
ば
る

よ

ヘ
ー
じ

よ
も
い
（
よ
も
て

士

よ
り
あ
う

よ
り
え
１

よ
ろ
げ

る

よ
ろ
ぶ

よ
ん
べ『

ら

』

らら
っ
き

ち

ら
っ
く
ら

ら
ん
ご
く

り

や
１

り

ん
り
き

崖

ぎ
わ
の
通
路

横
づ
ら
、
横
頬

「
横
っ
ぺ
た
を
な
ぐ
る
」

と
ん
で
も
な
い
の
意
　
　
皆

監

計

良

三

翠

大
去
笛

ぐ

ら
っ
く

せ
ば
め
る
。
細
め
る
。

乱
暴

余
分

一
晩
中

よ
だ
れ

よ
だ
れ
か
け

招
待
す
る

き

の
こ
の
一
種
（
植
物
）

重

い

助
け
合
う
。
仕

事
な
ど

協
同
し
合
う

相
談

の
た
め
の
集

り

選

り
分
け

る

傾
く

昨
夜

…

だ
ろ
う

（
推
量
）

か
ら
た
ち
の
実

ゆ

っ
た
り
、
気
楽

乱
雑

…
れ

は

人
力
車

「
石
の
上
に
の

っ
て
よ
じ
け
て
足
を
く
じ

い

た
」

「
水
道
の

口
を

ち
ょ
つ
と
よ
じ

め
る
」

「
学
校

へ
行

つ
て

よ
た
す

る
な
よ
」

とヨ
五
人

い
る
も

ん
で
二
人
ず
つ
組
に
な

る

一
人

よ
っ
こ

に
な

る
」

「

ゆ
ん
べ
は
よ
っ
ぴ
て
本
を
読

ん
だ
」

長

だ 子
の
結
婚
式
に
は
百
人

ほ
ど
よ
ば
る

」

「

よ
り
あ
っ
て
や
り
ゃ
あ
一
日

で
終
る
」

「

重
そ
う
な
荷

物
だ
で
よ
り

あ

っ

て

運

ぶ
」

「
村
の
よ
り
え
１
に
行
く
」

「
く
ず
が
え
れ
え
も
ん
で
豆
を
よ
ろ
げ
る

の
に
苦
労
し
た
」

「
柱
が
よ
ろ
ん
で
障
子
の
た
で
つ
け
が
悪

い
」

「
行
く
ら
」
「
寒
い
ら
」
　「
や

め
る
ら
」

「
日
曜
だ
で
ら

っ
く
ら
休
む

か
」

「
部
屋
中
ら

ん
ご
く
で
足
の

ふ
み
っ
と
も

な
い
」

「
あ
す
こ
に
見
え
る
、
あ
り

や
１
な
ん
ず

ら
」

8 銘



【

れ

】

れ
１

ね
ん

「

ろ

」

ろ
１
じ

ん

ろ
じ

【

わ

】

わ
い

わ
い
ら

わ
か
さ
れ

わ
ざ

わ
ざ

や
１
ね
１

わ
く
わ
く

あ
し
ら

わ
し
ゃ

わ
し
ん
と

こ

わ
し

ん
の

言
　
　

わ
た
す

わ
で

方第13章

わ
に
わ
に
す

る

わ
ぼ

た

わ
り
１

来
年

き

の
こ
の
一
種
（
植
物
）

①

も
ろ
ぶ

た
。

②
蚕
座
用

の
か
ご

よ
（
強

め
て
い
う
）

お
ま
え

た
ち

道
や
物
事
の
分
岐

点

ほ
か
の
、
別
な

た
や
す
い
、
容
易

な

幼
児

が
両
手

を
ぐ

る
ぐ

る
回
す
遊

び
に
言

う
語

（
幼
児
語
）

私私

は

私

の
夫

、
私

の
家

私

の
物

仕

事
を
請
け
負

わ
す

上

の
方

子
供
が
調
子

に
の

っ
て

ふ
ざ
け

る

田
畑

の
上

の
土
手

悪

い

「

お
れ
も
そ
こ

へ
や

っ
く

ら
行

っ
て
来

た

わ
い
」

「

わ
き

の
村

か
ら
嫁
を

も
ら
う
こ
と
に
な

っ
た
」

「
そ

ん
な
こ

た
あ
、
わ
き

や
１

ね
１
こ
と

だ
」

「

あ
し

ら

ほ

う

」
　
（
私

の
家

）

「

そ
れ
は
わ
し
ん
の
だ
」

「
家
を
新
し
く
す
る
も
ん
で
き
の
う
大
工

さ
に
わ
た
し
た
」

屋
号
な
ど
も
わ
で
は
上
の
方

の
家
で
中
わ

で
、
下

わ
で
な
ど
あ
る

「
人
が
来
る
と
わ
に
わ
に
し
て
困

る
」

「
わ
り
１
こ
と
し
ん
な
よ
」

わ
り
え
１

わ

ん
ら
１

ん

「

ん

」

割

り

合

に

、
田
心
の

外

お

ま

え

た
ち

誘 定 ①

口 口 ：

の

②
・
：

な

い

（
否

③
・
：

な

い

か

（

勧

「
値

段
の
安

い
わ
り
え

１
に

や

良

い

品

だ
」

「

わ
り
え
１
早
く
仕
事
が
片

づ
い
だ
」

「

わ
ん
ら
１

は
あ

っ
ち
で
遊

べ
」

ん
」

つ
行

か

ん
」

お り





南箕 輪村誌 編纂委員 会会則

南
箕
輪
村
誌
編
纂
委
員
会
会
則

（
名
称
）

第
一
条
　

こ
の
会

は
、
南
箕
輪
村
誌
編
纂
委
員
会
と
い
い
、
事
務
所
を
南
箕
輪
村
教
育
委

員
会
内

に
置

く
。

（
目
的
）

第
二
条
　

こ

の
会

は
、
村
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
南
箕
輪
村
の
立
地

並

び
に
そ

の
歴
史
的
過
程
を
明
ら

か
に
し
て
、
村
民
の
郷
土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

文
化
遺
産
を
長
く
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
将

来
の
南
箕
輪
村
の
発
展
に
寄
与

す
る
た

め
、
南
箕
輪
村
誌

を
編
纂
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
事
業
）

第
三
条
　

こ
の
会

は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
村
誌
編
纂

に
必
要
な
資
料
の
収
集
、
調
査
並
び
に
研
究
。

二
、
南
箕
輪
村
誌

の
編
纂
、
刊
行
。

三
、
資
料

の
整

理
、
保
管
。

（
役
職
員
）

第
四
条
　

こ

の
会

に
次
の
役
員
お
よ
び
職
員
を
置
く
。

会
長

は
村
長
こ
れ
に
当
り
、
役
職
員
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

会
長
　
　
　

一

名

副

会
長
　
　

若
干

名

刊
行
委
員
　

若
干

名

専
門
委
員
　

若
干
名

事
務
局
職
員
　

若
干

名

（
構

成
）

第
五

条
　
刊
行
委
員
会

の
構
成
員

は
次

の
通
り
と
す

る
。

村

理
事
者

村

議
会
正
副
議

長
及

び
総
務
文

教
委
員

村
教
育
委
員

村
文
化

財
専
門

委
員

長
、
小

学
校
長

、
中

学
校
長
、
上
伊
那

農
業
高
等
学
校
長
、
信
州

大
学
農
学
部
長
、
伊
那

技
術
専
門

校
長
、
村
商
工
会
長
、
伊
那
農
業
協
同
組
合
南
箕
輪

支
所

長
、
各
区
長

、

婦

人
会
長
、

青
年
会
長
、

民
生
委
員
会
総
務
、

老
人

ク
ラ

ブ
会

長
、
各
分
館

長

２
、
専
門

委
員

は
村
内

の
学
識

経
験
者

を
も
っ
て
あ
て

る
。

（
役
職
員

の
任

務
）

第

六
条
　
会
長

は
会

を
代
表
し

、
会

務
の
推
進

に
あ

た
る
。

２
、
副
会
長

は
、
会
長

を
補
佐
し
会
長
事
故
あ
る
と
き

は
、
こ
れ

に
代

わ
る
。

３
、
刊
行
委
員

は
、
村
誌

の
刊
行
、
頒
布

に
関
す

る
事
業

の
推
進
に
あ

た
る
。

４
、
専
門
委
員

は
、
編
纂

に
必
要

な
資
料

の
収
集
・
調
査
・
研
究
お
よ
び
村
誌
の
編
纂
並

び
に
資
料

の
整
理
・
保
管

に
あ

た
る
。

（
役
職
員

の
任

期
）

第

七
条
　

こ

の
会

の
役
職
員
の
任
期

は
事
業
の
完
了

ま
で
と
す
る
。
但
し
、
そ
の
職
に
あ

る
た
め
役
職
員
に

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
職
に
あ
る
期
間
と
し
、
そ
の
後
任

者

は
そ
の
職

に
選
任
さ
れ

た
も
の
と
す

る
。

（
会
議
）

第

八
条
　

こ

の
会

の
会
議

は
会
長

が
招
集
し
、
議
長
と
な

る
。

（
協
力

委
員
）

第

九
条
　

必
要
あ

る
と
き

は
、
会
長
の
委
嘱
に
よ
り
こ
の
会
に
協
力
委
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。

（
報
酬
）

第
一
〇

条
　
こ

の
会

に
出
席
し

た
委
員

に
は
報
酬
を
給
し
、
会
長
の
委
嘱
し
た
業
務
に
対

し
て

は
、
賃

金
を
給
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

（
事
務
局
）

第
一
一

条
　
こ

の
会

の
事
務
局

は
、
次

の
通

り
構
成
す

る
。

事
務
局

長
　

一
名
（
教
育
長
）

事
務
局
員
　

若
干

名
（
教
育
委
員
会

事
務
局
職
員
中
よ

り
）

討j



南箕輪村誌編纂委員会会則

（
財

源

）

第

二

一
条

（
会

計

）

第

一

三

条

る
。

（
附

則

）

こ
の
会
の
財
源

は
、
村
費
を
も

っ
て
あ
て

る
。

こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四

月
一
日
よ
り
翌
年
三

月
三
一

日
ま
で
と

す

第
一
四
条
　

こ
の
会
則
は
、
昭
和
五
一
年
八
月
よ
り
村
誌
編
纂
事
業
の
完
了

す
る
ま
で
に

つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。
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南
箕
輪
村
誌
刊
行
委
員

丸 三

山 滓

敏

夫 準

福

渫

北

条

有

賀

原丸

山

加

藤

漆

戸

武

田

有

賀

清

水

征

矢

清

水

飯

滓

守

屋

柳

島

鴇

田

南箕輪村誌刊行委員

篠 丸 山 原 渫

田 山 崎　 野

昭
　
吾潔

喜
代
志

英
　
雄

芳
　
人

寛
　
敬

智
　
治

三
　
郎

士
　
郎

三
喜
男

守
三
郎

博
之
助

孝
　
良

多
　
門

純
　
雄

文
三
郎

不
二
男

武
　
人正

道 拓

彦 郎

市

川

秀

雄

村
　

長

助
　

役

収

入

役

議
　

長

副

議

長

総

務

文

教

委
員

長

々
　

副

々

″
　

委

員

々
　
　
　
　々

教

育

委

員

ZX　XX　 ｔＸ

文
化
財
専
門
委
員
長

小
学
校
長

中
学
校
長

上
伊
那
農
業
高
等
学
校
長

信
州
大
学
農
学
部
長

伊
那
技
術
専
門
校
長

商
工
会
長

農
協
支
所
長

久
保
区
長

中
込
　

″

塩
ノ
井

″

（
昭

和

五

九
年

度

）

宮
垣
津

泰

治

原 加 木

藤 本

五 寛 新

唐
　

滓

根
　

橋

竹
　
松

出

羽
洋

秋
　

山

松
　

滓

博 介 敬 一

重
　
男

美
紀
夫

文
　

雄

治
　
郎

一

子

唐

洋

孝

男

植

田

原

守

政

直

木

村

徳

利

大

蔵

俊

雄

征

矢

紀

之

清

水

利

雄

太 小 中

林 村

幸 国

雄 介

田

有

賀

網

野

宇

治

原赤

羽

徳
　

光

輝
　

喜

文
　

夫

由
　
一

孝
三

郎

史
　

郎

日 原 唐

戸　　耶

武 平 正

彦 夫 國

北
殿
　

″

南
殿
　

″

田
畑
　

々

神
子
柴

″

沢
尻
　

″

南
原
　

々

大
芝
　

″

大

泉
　

″

北
原
　

″

婦
人
会
長

青
年
　

″

民

生
委
員
会
総

務

老
人

ク
ラ
ブ
会
長

久
保
分

館
長

中
込
　

々

塩
ノ
井

″

北
殿
　

″

南
殿
　

″

田
畑
　

々

神
子
柴

″

沢
尻
　

″

南
原
　

″

大
芝
分
館
長

大

泉
北
原

”　　 々

専
門

委
員

々　　 〃
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主た る資料提供者

塩 久

ノ

井 保

主
た

る
資
料
提
供

者
（
順
序
不
同
・
敬
称
略
）

久
保
区
　
大
東
　
志
田
道
　
河
内
屋
　
柳
屋

大
東
　
大
南
　
刃
湊
屋
　
圖
湊
屋
　
白
馬
堂

光
寺

西
垣
外

大
坂
凰

西

念
寺

佐

和
　
西

北
　
　
殿
　
北
殿
区
　
千
桐
屋
　
伊
藤
屋
　
内
城
　
亀
屋
　
車
屋
　
長
田
　
と
き

石
屋
　
く
す
り
屋
　
殿
村
八
幡
宮
　
松
林
寺

南
　
　
殿
　
大
宗
館
　
井
田
園
　
大
梶
屋
　
中
東
　
俵
屋
　
酒
屋
　
常
盤
屋
　
殿

村
八
幡
宮

田
　
　
畑
　
門
屋
　
玉
理
軒
　
中
屋
　
鎌
屋
　
井
桁
屋
　
東
屋
　
大
東
　
東
　
北

垣
外
　
田
畑
南
部
動
力
組
合
　
秋
葉
講
　
田
畑
神
社

神
子
柴
区
　
神
子
柴
区
　
大
和
手
　
東
朝
軒
　
高
丘
　
沢
屋
　
滑
川
　
勢
喜
屋

高
松
屋
　
田
丸
屋
　
丸
仁
志
　
窪
御
堂
　
中
屋

大

泉

区
　
大
泉
区
　
中
宿
　
中
西
　
大
東
　
白
木
屋
　
増
屋
　
古
屋
　
丸
屋

大
泉
神
社
　
勝
光
寺
　
伊
勢
講
　
庚
申
講

沢

尻

区
　
沢
尻
区
　
永
小
路
　
古
西
　
中
屋
　
因
心徳
寺

村
　
　
内
　
役
場
　
郵
便
局
　
小
学
校
　
中
学
校
　
保
育
園
　
農
協
　
信
大
農
学

部
　
商
工
会
議
所
　
郷
土
館

伊

那

市
　
上
伊
那
図
書
館
　
上
伊
那
郷
土
館
　
新
山
郷
土
館
　
伊
那
小
大
萱
区

吹
上
区
　
宮
島
家
　
福
沢
家
　
市
史
編
纂
室

箕

輪

町
　
郷
土
博
物
館
　
笠
原
家
　
市
川
家
　
日
岐
家
　
町
誌
編
纂
室

諏

訪

市
　
中
洲
福
島
区

木

曽

郡
　
福
島
町
史
編
纂
室
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南箕 輪村誌編纂委員会

会

長
－

副

（
三

洋
準
）

ら武 丸 北 会

田 山 条
こ 敏jﾔ
扉 難剽

心

南
箕
輪

村
誌
編
纂
委
員
会
（
構
成
）

―
協
　

力

委

員
　
　

各
分
館
主
事
・
婦
人
会
各
支
会
長
（
氏
名
省
略
）

討5

八卦

謳

長
１

次
　
　
　
　
　
長
－

人
）
　
　
　（
山
口
雄
二
郎
）

∩ ｜｜
清藤山原

水田崎

久貞久清
一

子文雄郎

元門

駆

一任員

長

副

日原唐戸　滓委

武平正
。。

彦夫國貝編

‾ 長jt
言

１
１　　　　　　　１　　　　　　　 １　　　　　 １
民　　　　　　 現　　　　　　　 歴　　　　 自

八
堀俗 代

　

部
　

長
－

副
　
　

部
　
　

長

（
原
　

平
夫
）
　
　
　
　
（
原
　

正
寿
）

八卦

部
　

長
－

副
　
　

部
　
　

長

正

國
）
　
　
　
　
（
日
戸
武

彦
）

－

清

塚水萍水

輝正一繁博
之

夫秋清雄助

ｌ

白 川 口 ∩ 出

立中伊飯清高松春有征

石滓東洋水木滞日賀矢

和　孝信清英　久善
太　　 一

威夫宏良男幸郎正雄郎

｜ ∩ ∩ 川

唐武有杉倉征倉

滓田賀渾田矢田

三士　高　友

勇郎郎崇明鑑雄

然
　

部
　

長

（
馬

場
利

光
）

副

部
　
　

長

（
加

藤
寛
敬
）

｜

口 口

清征清堀

水矢水

英哲守知

樹雄人哉

八一 一回

言

｜

副

委
　

員
　

長
－

委
員
（
別
表
）

（
且

‰



上巻執筆者

一

上
巻
執
筆
者

自
　

然
　

編

馬
　

場

堀清
　

水

征
　

矢

清
　

水

加
　

藤

リ
　

光

（

第
六
章

全
・
第
七
章
第
一

節
・
第
二

節
・

禾
　

ヽ
　

第
三

節
の

Ｉ
～
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

知
　

哉

（

第
五
章

全
・
第
六
章
第

九
節
）

守哲英寛

日
　

戸
　

武

唐
　

渫
　

正

二
　

遺
　

跡
　

編

日
　

戸
　

武

會
　

田
　

友

三
　

信
仰
生
活
編

原

四
　

民
　

俗
堀藤

　

森

清
　

水

清
　

水

耳
　

屎

人

（
第
一
章
第
一

節
・
第

二
節
・
第
三
章

・
第
四
章
）

雄

（
第
七
章
第
二
節
の
八
・
九
）

樹

（
第
一
章

第
三
節
・
第
二
章

合

敬

（
第

七
章
第
二

節
の
二
・
第
三

節
の
五
）

彦

（

第
五
章

全
）

國

（
第
一
章
第
一
節

の

Ｉ
）

彦

（
第
一
章
～
第

九
章

の
全
）

雄

（
第

七
章

・
第
八
章

の
一
部
）

平
　

夫

（
第
一
章
～
第
四
章

の
全
）

巌

（
第
一
章
・
第
三
章
・
第
四
章
・
第

六
章
・
第
一
〇
章
）

信

（
第
七
章
）

一
　

清

（
第
二
章
）

博

之
助

（
第
五
章
）

編
正

伊

藤

繁

原

輝

秋

（
第
八
章
）

雄

（
第
九
章
）

夫

（
第

二
一
章
・
第
一
三
章
）

唐
　

洋
　

正
　

國

（
第
五
章
・
第
一
一
章
・
第

二

一
章

の
一
部
）
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あ と が き

あ

と

が

き

南
箕
輪
村
誌
・
上
巻
が
刊
行
の
は
こ

び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

わ
が
南
箕
輪
村
は
、
日
本
本
土
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
し
、
伊
那
盆
地
の
中
央
（
や
や
北
部
）
に
あ
っ
て
、
一
万

年
余
の
太
古

か
ら
幾
変

遷
を
た
ど
り
な
が
ら
も
、
現
代
ま
で
連
綿
と
続
い
て
、
い
ま
や
村
の
人
ロ

ー
万
人

に
な
ん
な
ん
と
す
る
隆
盛
を
き
た
し
て

い
ま
す
。

そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
村
の
先
人
た
ち
は
、
時
と
し
て
厳
し
い
自
然
や
環

境
の
試
練
に
九
九
な
が
ら
も
、

ひ
と
し
く
こ

の
地

の
自

然
の
恵
み
の
中
で
育
く
ま
れ
て
、
営

々
と
し
て
汗

を
か
か

し
な
が
ら
、
独
自
の
地
域
文
化

を
形

成
し
て

ま
い
り

ま
し

た
。

そ

の
私
た
ち
の
郷
土
の
歴
史
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
自

然
環

境
で

あ
り
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
人
が
住

む
よ
う

に
な
り
、
ど
の
よ

う
な
曲
折
で
ど
れ
ほ
ど
の
長
い
年
月

を
た
ど
っ
て
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ

の
道
す
じ

を
調

べ
記
述
し
て

お
く
こ

と

は
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変

貌
し
て
い
く
昨
今
の
、
最

も
急
を
要

す
る
大
き

な
仕

事
で
あ
り

ま
す

。

こ

の
私

た
ち
の
郷
土
の
歴

史
は
、
村
民

に
と
っ
て
最
も
身
近

か
な
、
一
番

よ
り

ど
こ

ろ
と
す

べ
き
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
必
ず
し

も
自
明
で

は
あ

り
ま
せ

ん
。
ま
さ
に
、

去
る
も

の
は
日

々
に
疎
し

の
こ
と
ば

の
と

お
り
で
あ
り
ま
す

。
急
激
な
現
代
化
の
波
に
の
み

こ

ま
れ
て
、
あ
と

か
た
も

な
く
失

わ
れ
て
い

っ
て
し

ま
う
事
物

の
多
い
昨
今
で
あ
り
ま
す

。
そ
れ
を
憂
え
、
ま
た
そ
れ
を
惜
し
む
声

は
、
村
内
の
各
地

か
ら
起

っ
て
い

ま
し

た
。
そ

れ
は
、
単
な

る
懐
古
趣
味
で
は
な
く
、
こ
の
む
ず

か
し
い
現

代
の
最
先
端
に
活
躍
し

て
い

る
村
人
が
、
ど

の
よ
う
な
方
向
を
見
出
し
、
ど

の
よ
う
な
「
村
づ
く
り
」
を
な
し
た
ら
よ
い

か
と
い
う
現
実
の
拠
点
を
求

め
る

声
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
昔
の
人
は
御
承
知
の
よ
う
に
、
「
温
故
知
新
」（
古
曽
を
温
ね
て
新
し
さ
を
知
る
）
と

い
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「

故
人
の
跡
を
求

め
ず
、
故
人
の
求

め
た
る
所
を
求

め
よ
」

と
も
い
い
ま
し
た
。
村
の
先
人

た
ち
が
汗

と
血
と
を
流

し
て

き
た
と
こ
ろ
に
学
べ
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
村
に
生
ま
れ
村
に
育
て
ら
れ
た
私
た
ち
は
、
村
の
過

去
を
か
え

り
み
、

村
の
現
在

を

わ
き
ま
え
て
、

村
の
将

来
を
双
肩
に
担
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
い
う
の
で

す
。

こ

の
よ
う
な
大

き
な
課
題

を
担
っ
て
、
昭

和
五
一
年

の
夏
、
村
制
施
行
百
周
年
記

念
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
村
誌
刊
行
の
こ
と
が

き

ま
り
、
私

ど
も
が
そ

の
大
任

を
ひ
き

う
け

ざ
る
を
え

な
く

な
り
ま
し

た
。
そ
れ

か
ら
ま

る
八
年
間
、
微
力

に
む
ち
う

っ
て
、
全
力

で
こ
の
仕
事

に
と

っ
く

ん
で
き
ま
し

た
。
い

わ
ゆ
る
専
門
家
は
一
人
も

お
ら
な
い
、
村
内
出
身
者
だ
け
の
専
門
委
員
と
い
う
き
び
し

い
条
件
の
も
と
で
、
し
か
も
ほ
か
に
本
職
を
も
つ
忙
し
い
委
員
ば
か
り
が
、
力
を
よ
せ
あ
っ
て
、
と
も
か
く
も
こ
こ
に
発
刊

の
は
こ

び
と
な
り
ま
し
た
。
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あ と が き

南
箕
輪
村
の
過
去
を
か
え
り
み
、
現
在
の
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
を
知
り
、
さ
ら
に
前
進
す
べ
き
道
を
考
え
る
上
に
、
何
ら
か
の

寄
与
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
今
後
の
研
究
の
出
発
点
に
は
な
る
と
、
さ
さ
や
か
な
自
負
も
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
発
足
に
あ
た
っ
て
向
山
雅
重
先
生
の
ご
指
導
は
暗
夜
に
光
明
を
得
た
思
い
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
わ

す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
信
大
の
大
槻
貞
男
先
生
に
は
土
壌
で
、
飯
塚
政
美
先
生
に
は
遺
跡
で
、
沖
村
一
美
先
生
に
は
採
諸
で
、

北
原
作
穂
先
生
に
は
イ
ラ
ス
ト
で
、
松
村
昭
先
生
に
は
野
鳥
の
写
真
で
そ
れ
ぞ
れ
多
大
な
御
厄
介
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
た
古
文
書
の
所
蔵
者
各
位
の
深
い
ご
理
解
の
も
と
、
お
忙
し
い
家
業
の
中
で
披
見
・
撮
影
ぽ
か
り
で
な
く
、
進
ん
で
貸
し
出
し

を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
資
料
の
発
見
に
何
回
も
労
を
と
ら
れ
た
高
本
藤
五
氏

の
ご
協
力
も
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
何
く
れ
と
な
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
、
あ
わ
せ
て
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

本
誌
は
、
当
初
五
か
年
計
画
の
全
一
冊
と
い
う
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
予
定
よ
り
何
年
も
お
く
れ
、
ま
た
上
・
下
二
巻
に
さ
せ

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
八
か
年
と
い
う
遅
々
た
る
歩
み
を
、
心
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
村

当
局
並
び
に
関
係
各
位
に
敬
意
を
表
し
、
深
く
感
謝
を
さ
さ
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
村
人
に
本
誌
が
読
ま
れ
、
そ
し
て
活
用
し
て
し
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
ま
た
村
を
離
れ
た
人
々
に
は
故
郷
を

偲
ぶ
よ
す
が
と
な
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
、
と
も
ど
も
に
こ
の
発
刊
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

唐
洋
　
正
國

原
　
　
平
夫

旦
戸
　
武
彦
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